
血を受け継ぎし者
怠惰のクソ悪魔



 
あ
る
少
年
は
夢
を
見
て
い
た

目
に

を

つ

年
と

く
の
を

慢
し
な
が
ら
そ
の

年
と
戦
う
少
女
の
夢
を

 
注
意
こ
の

品
が
つ
ま
ら
な
い
気
に

ら
な
い
と
い
う
方
は

ラ
ウ
ザ
バ

ク
し
て
く
だ
さ

い

そ
れ
で
も
良
い
な
ら
ゆ

く
り
し
て
い

て
く
だ
さ
い

 
追
記
 
特
別

外
日

の
更
新
は
し
ま
せ
ん



目
次

 
第
零
章
 
陰
陽
物
語

 
第

話
 
平
安
の
陰
陽
少
女

 
第

話
 
闇
夜
の
都
へ

 
第

話
 
不
穏

 
第

話
 
呪
の
怨
念
妖
怪
狗
神

 
第

話
 
異
界
の
門

 
第

話
 
羅
生
門
の
対
決

 
第

話
 
元
凶

 
第

話
 
こ
の
世
を
怨
み
破
滅
を
願
う
者

 
第

話
 
晴
明
の
力

 
第

話
 
次
の
世
代
へ
受
け
継
が
れ
る



 
外
伝
編
 
 
蒼
き
焔
の
物
語

 
第

話
 
憂
い
の
過
去

 
第

話
 
向
か
う
は
紅
の
館

 
第

話
 
決
戦
 
紅
き
館
の
住
人
達

 
第

話
 
ス
カ

レ

ト
の
吸
血
⻤

 
第

話
 
無
価
値
な
者

 
第

話
 
玲
音
の
執
事
仮
修
行

 
第

話
 
玲
音
の
決
意

 
第

話
 
家
族

 
第

話
 
煌
め
く
刃
は
血
の
匂
い

 
第

話
 
刹
那
の
時
間
の
殺
人
姫

 
第

話
 
新
し
い
使
用
人

 
第

話
 
殺
人
メ
イ
ド



 
第

話
 
時
は
経
つ

 
第

話
 
悲
し
き
悪
徳

 
第

話
 
悪
徳
と
炎
は
舞
う

 
第

話
 
愛
欲
の
業
火

 
第

話
 
炎
に
包
ま
れ
る
大
図
書
館

 
第

話
 
蒼
炎
と
魔
炎

 
第

話
 
再
起

 
第

話
 
リ
・
ス
タ

ト

 
第

話
 
来
客
現
る

 
第

話
 
そ
し
て
幻
想
の
世
界
へ

 
第
一
章
 
 
夢
に
映
る
新
た
な
旅
立
ち

 
第

話
 
夢

 
第

話
 
博
麗
の
巫
女



 
第

話
 
白
黒
の
魔
法
使
い

 
第

話
 
弾
幕
ご

こ

 
第

話
 
夢
で
見
た
者

 
第

話
 

怨
念
の
妖
怪

 
第

話
 
謎
の
女
性
と
出
生

 
第

話
 
人
里

 
第

話
 
蓮
の
ア
ル
バ
イ
ト

 
第

話
 
稗
田
の
幻
想
郷
縁
起

 
第
二
章
 
 
紅
き
濃
霧
に
願
い
を
込
め
る
少
女
達

 
第

話
 
紅
き
濃
霧

 
第

話
 
紅
き
館
の
住
人
達

 
第

話
 
蓮

玲
音

 
第

話
 
霊
夢
と
魔
理
沙
の
戦
い



 
第

話
 
決
戦
 
紅
き
霧
の
吸
血
⻤
達

 
第

話
 
宴
会

 
第

話
 
謎
の
勢
力

 
第

話
 
清
く
正
し
い

 
第

話
 
寺
子
屋
の
生
徒
妖
怪
組

 
第

話
 
香
霖
堂

 
第
三
章
 
 
⻑
き
冬
と
蘇
り
し
死
の
桜

 
第

話
 
終
わ
ら
な
い
冬

 
第

話
 
魔
理
沙
の
友
達

 
第

話
 
三
姉
妹
の
構
想
演
奏
曲

 
第

話
 
 
現
世
の
侍
と
冥
界
の
侍

 
第

話
 
禁
忌
な
る
妖
怪
 
⻄
行
妖

 
第

話
 
戦
い
は
終
わ
り



 
第

話
 
桜
の
宴
会

 
第

話
 
霊
夢
か
ら
の
贈
り
物

 
第

話
 
霊
夢
へ
の
贈
り
物

 
第
四
章
 
 
薄
き
記
憶
に
萃
ま
る
幻
想

 
第

話
 
不
思
議

 
第

話
 
久
々
の
紅
魔
館
へ

 
第

話
 
記
録
に
書
か
れ
た
真
実

 
第

話
 
怪
奇
の
宴
会

 
第

話
 
 

伊
吹
萃
香

 
第

話
 
ひ
と
騒
動
後
の
宴
会

 
第

話
 
何
が
あ

た

 
第

話
 
霧
雨
魔
理
沙
の
悲
痛
の
掃
除

 
第

話
 
風
邪
に
は
ご
注
意
を



 
第

話
 
病
は
病
で
も

 
第
五
章
 
終
わ
ら
ぬ
満
月
と
謎

 
第

話
 
夜
は
明
け
な
い

 
第

話
 
 

霊
夢
＆
紫

 
第

話
 
昨
晩
は

 
第

話
 

鈴
仙
・
優
曇
華
院
・
因
幡

 
第

話
 
い
た
ず
ら
は
程
々
に

 
第

話
 
月
の
姫
君

 
第

話
 
漆
黒
の
フ

ド
を
纏
い
し
者

 
第

話
 

戦
 

隠
者

 
第

話
 
引
き
分
け
と
言
う
名
の
敗
北

 
第

話
 
状
況
整
理



 
第
六
章
 
悪
意
は
血
の
匂
い
と
共
に

 
第

話
 
気
づ
い
た
ら

 
第

話
 
辻
斬
り

 
第

話
 
伝
染
す
る
悪
意

 
第

話
 
神
楽
の
悪
意

 
第

話
 
陽
の
心
と
陰
の
心

 
第

話
 
妖
刀
神
楽

 
第

話
 
蓮
の
意
思
と
考
え

 
第

話
 
ど
う
見
て
も
お
前
が
悪
い

 
第

話
 
玲
音
の
仕
事
探
し

 
第

話
 
帰
る
べ
き
場
所

 
第
七
章
 
四
季
の
花
は
新
た
な
道
へ
と
誘
う



 
第

話
 
四
季
折
々
の
華
々

 
第

話
 
向
日
葵
畑
の
危
険
妖
怪

 
第

話
 
楽
し
い
散
歩
を
終
え
て
待
つ
の
は

 
第

話
 
説
教
会
で
す

 
第

話
 
 
新
た
な

歩

 
第

話
 
授
業
風
景

 
第
八
章
 
悪
夢
に
来
た
り
し
幻
想
の
王

 
第

話
 
魔
理
沙
の
話

 
第

話
 
墓
参
り

 
第

話
 
宴
会
と

 
第

話
 
夢
か
幻
か

 
第

話
 
怨
念
と
怒
り
と
恨
み
と



 
第

話
 
受
け
継
が
れ
る
式
神

 
キ

ラ
紹
介

 
第

話
 
蓮

鷺
麿

 
第

話
 
伝
説
の
実
力

 
第

話
 
祝
福
の
時
間

 
第

話
 
本
来
の
性
格

 
第

話
 
別
れ
は
朝
日
と
共
に

 
第

話
 
義
姉
妹
の
盃

 
第

話
 
突
然
の
来
訪
者

 
第

話
 
兎
の
宝
物

 
第
九
章
 
神
々
の
遊
び



 
第

話
 
喧
嘩
を
売
ら
れ
ま
し
た

 
第

話
 
喧
嘩
祭
り
が
始
ま
り
そ
う
で
す

 
第

話
 
忠
告
は
何
度
で
も

 
第

話
 
行
い
の
ツ
ケ
は
返

て
く
る
 

 
第

話
 
宣
戦
布
告
を
す
れ
ば
大
体
こ
う
な
る

 
第

話
 
第

回
戦
 

諏
訪
子

 
第

話
 
最
終
戦
と
嘲
笑
う
者

 
第

話
 
招
か
れ
ざ
る
客
達

 
第

話
 
隠
者
の
従
者
達

 
第

話
 
波
乱
は
過
ぎ
て

 
第

話
 
天
魔
様
の
性
格

 
第

話
 
異
変
後
は
定
番
の
宴
会



 
第
十
章
 
真
実
の
月
 

 
第

話
 
再
戦
の
知
ら
せ

 
第

話
 
試
合
開
始
ま
で

 
第

話
 

妖
夢
再
戦

 
第

話
 
酒
乱
心

 
第

話
 
神
社
の
守
護
獣

 
第

話
 
次
な
る
地
は

 
第

話
 
神
降
ろ
し
の
相
性

 
第

話
 
紅
魔
館
パ

テ

 
第

話
 
ロ
ケ

ト
の
発
射

 
第
１
０
０
話
 
や
は
り
ス
ト
レ
ス
は
溜
ま
り
ま
す

 
第
１
０
１
話
 
月
に
現
れ
る
者



 
第
１
０
２
話
 
月
侵
略

 
第
１
０
３
話
 
依
姫
の
実
力

 
第
１
０
４
話
 
負
け
る
な
ら
花
咲
か
そ
う

 
第
１
０
５
話
 
つ
い
に
動
く

 
第
１
０
６
話
 
帰

て
き
ま
し
た

 
第
１
０
７
話
 
ま
た
ま
た
紅
魔
館
で
の
パ

テ

 
第
１
０
８
話
 
そ
し
て
こ
れ
だ
よ

 
第
１
０
９
話
 
掃
除
と
日
記

 
第
１
１
０
話
 
新
年
祭

 
第
十
一
章
 
緋
想
の
空
は
天
人
遊
戯

 
第
１
１
１
話
 
家
が
瓦
礫
と
な
り
ま
し
た

 
第
１
１
２
話
 
竹
林
は
晴
嵐



 
第
１
１
３
話
 
サ
ボ
タ

ジ

死
神

 
第
１
１
４
話
 
嵐
の
使
者

 
第
１
１
５
話
 
喧
嘩
は
程
々
に

 
第
１
１
６
話
 

比
那
名
居
天
子

 
第
１
１
７
話
 
積
乱
雲
は
謎
を
生
む

 
第
１
１
８
話
 
神
社
復
興
終
了

 
第
１
１
９
話
 
積
乱
雲
が
鳴
り
し
は
災
厄
来
る

 
第
１
２
０
話
 
謎
の
隠
者

 
第
１
２
１
話
 

隠
者
再
戦

 
第
１
２
２
話
 
世
界
の
頂
現
る

 
第
１
２
３
話
 
神
社
復
旧
と
お
祝
い
宴
会

 
第
１
２
４
話
 
人
里
の
貸
本
屋



 
第
十
二
章
 
地
底
の
楽
園
と
永
遠
の
灼
熱

 
第
１
２
５
話
 
温
泉
が
吹
き
出
ま
し
た

 
第
１
２
６
話
 
い
ざ
地
底
へ

 
第
１
２
７
話
 
地
底
の
住
人
達

 
第
１
２
８
話
 
合
流

 
第
１
２
９
話
 
旧
都
双
⻤
神
乱
舞

 
第
１
３
０
話
 
地
底
の
管
理
者
現
る

 
第
１
３
１
話
 
古
明
地
さ
と
り

 
第
１
３
２
話
 
熱
か
い
悩
む
神
の
力

 
第
１
３
３
話
 

お
空

 
第
１
３
４
話
 
終
わ
り
は
ま
だ
な
い



 
第
１
３
５
話
 
無
意
識
な
る
者

 
第
１
３
６
話
 

古
明
地
こ
い
し

 
第
１
３
７
話
 
二
神
の
考
え

 
第
１
３
８
話
 
守
矢
神
社
で
の
宴
会

 
第
１
３
９
話
 
魔
理
沙
の
戦
利
品

 
第
１
４
０
話
 
気
づ
い
た
時
に
は

 
第
十
三
章
 
封
印
さ
れ
し
高
僧

 
第
１
４
１
話
 
落
ち
て
き
た
の
は
ま
さ
か
の

 
第
１
４
３
話
 
聖
輦
船
の
ク
ル

 
第
１
４
２
話
 
空
中
船

 
第
１
４
４
話
 
い
ざ
魔
界
へ

 
第
１
４
５
話
 
聖
白
蓮



 
第
１
４
６
話
 
魔
界
脱
出
劇

 
第
１
４
７
話
 
覇
王
⻯
降
臨

 
第
１
４
８
話
 
未
確
認
妖
怪

 
第
１
４
９
話
 
宴
会
か
と
思

た
が

 
第
十
四
章
 
幻
妖
理
禍
畏
異
変

 
第
１
５
０
話
 
行
方
不
明
と
な

た
妖
怪
達

 
第
１
５
１
話
 
不
穏
な
異
変

 
第
１
５
２
話
 
見
つ
け
し
は
ボ
ロ
神
社

 
第
１
５
３
話
 
裂
け
目
の
先
の
現
代
風
世
界

 
第
１
５
４
話
 
祭
壇
の
守
護
者
達

 
第
１
５
５
話
 

小
野
塚
小
町



 
第
１
５
６
話
 

村
雲
風
雅

 
第
１
５
７
話
 

風
見
幽
香

 
第
１
５
８
話
 

ル

ミ
ア
覚
醒

 
第
１
５
９
話
 
願
い
と
イ
レ
ギ

ラ

 
第
１
６
０
話
 
黒
き
執
事

 
第
１
６
１
話
 
関
係
の
謎

 
第
１
６
２
話
 
新
た
な
刺
客

 
第
１
６
３
話
 
電
車
の
中
で

 
第
１
６
４
話
 
狼
兄
妹

 
第
１
６
５
話
 
本
当
の
真
実

 
第
１
６
６
話
 
語
ら
れ
る
真
実



 
第
１
６
７
話
 
決
戦
 
深
常
理
久
兎

 
第
１
６
８
話
 
終
幕

 
第
１
６
９
話
 
宴
へ
と
ご
招
待

 
第
１
７
０
話
 
摩
天
楼
の
宴

 
第
１
７
１
話
 
最
強
と
最
凶

 
第
１
７
２
話
 
上
に
は
上
が
い
た

 
第
１
７
３
話
 
龍
の
親
子

 
第
十
五
章
 
娯
楽
の
バ
ザ

 
第
１
７
４
話
 
過
ぎ
て

 
第
１
７
５
話
 
バ
ザ

へ

 
第
１
７
６
話
 
並
ぶ
商
店



 
第
１
７
７
話
 
や

て
来
る
客
達

 
第
１
７
８
話
 
事
件
は
立
て
続
け

 
第
１
７
９
話
 
熱
き
世
界
の
八
咫
烏

 
第
１
８
０
話
 
狗
神
の
努
力

 
第
１
８
１
話
 
探
偵
霊
夢

 
第
１
８
２
話
 
そ
の
頃

狗
神
は

 
第
１
８
３
話
 
張
り
込
み

 
第
十
六
章
 
飛
鳥
の
王
の
復
活

 
第
１
８
４
話
 
願
い
を
叶
え
る
桃
色
仙
人

 
第
１
８
５
話
 
漂
う
霊
は
人
の
欲

 
第
１
８
６
話
 
冥
界
に
着
く



 
第
１
８
７
話
 
寺
へ
と
急
ぐ

 
第
１
８
８
話
 
共
犯
者
現
る

 
第
１
８
９
話
 
王
の
再
臨

 
第
１
９
０
話
 
異
変
の
黒
幕
現
る

 
第
１
９
１
話
 
大
乱
闘

 
第
１
９
２
話
 
判
決
は
ギ
ル
テ

 
第
１
９
３
話
 
神
と
思
え
な
い
神

 
第
１
９
４
話
 
二

岩
の
狸
現
る

 
第
１
９
５
話
 
 

マ
ミ
ゾ
ウ
＆
ぬ
え

 
第
１
９
６
話
 
合
戦
終
了
後

 
第
十
七
章
 
狂
神
降
臨



 
第
１
９
７
話
 
よ
う
や
く
宴
会
場

 
第
１
９
８
話
 
仲
良
し
三
妖
精

 
第
１
９
９
話
 
絶
望
が
始
ま
る
 

 
第
２
０
０
話
 
裁
定
の
執
行
者

 
第
２
０
１
話
 
地
獄
と
化
し
た
人
里
で
の
対
決

 
第
２
０
２
話
 
ヒ

ロ

は
遅
れ
て
や

て
来
る

 
第
２
０
３
話
 
混
沌
と
化
し
て
い
く
幻
想
郷

 
第
２
０
４
話
 
全
能
神
登
場

 
第
２
０
５
話
 
狂
神
の
理
久
兎
乃
大
能
神

 
第
２
０
６
話
 
絶
望

 
第
２
０
７
話
 
悪
魔
と
呼
ば
れ
る
者



 
第
２
０
８
話
 
目
覚
め

 
第
２
０
９
話
 
小
さ
な
反
撃
を
開
始

 
第
２
１
０
話
 
狂
乱
舞

 
第
２
１
１
話
 
次
は
夜
戦
へ
 

 
第
２
１
２
話
 
紅
魔
館
に
立
ち
し

ア
サ
シ
ン

暗
殺
者

 
第
２
１
３
話
 
鏡
に
潜
む
怪
物

 
第
２
１
４
話
 
増
え
て
い
く
仲
間
達

 
第
２
１
５
話
 
原
因

 
第
２
１
６
話
 
不
安

 
第
２
１
７
話
 
死
と
隣
り
合
わ
せ
の
特
訓

 
第
２
１
８
話
 
千
の
夢



 
第
２
１
９
話
 
昔
話

 
第
２
２
０
話
 
進
軍

 
第
２
２
１
話
 
各
々
の
進
軍

 
第
２
２
２
話
 
⻄
組

 
第
２
２
３
話
 

ア
リ
ス

 
第
２
２
４
話
 
東
組

 
第
２
２
５
話
 
狂
気
の
耶
狛

 
第
２
２
６
話
 
花
畑
で
の
死
闘

 
第
２
２
７
話
 
北
組

 
第
２
２
８
話
 
山
姥

 
第
２
２
９
話
 
天
狗
の
里
の
激
闘



 
第
２
３
０
話
 
逃
走

 
第
２
３
１
話
 
生
き
て
い
た
賢
者

 
第
２
３
２
話
 
囚
わ
れ
た
者
達
の
話

 
第
２
３
３
話
 
ミ
ス
は
つ
き
も
の

 
第
２
３
４
話
 
深
夜
の
報
復

 
第
２
３
５
話
 
千
の
秘
策

 
第
２
３
６
話
 
悪
魔
の
逆
鱗

 
第
２
３
７
話
 
夜
は
明
け
て

 
第
２
３
８
話
 
地
下
の
ア
ジ
ト

 
第
２
３
９
話
 
祟
り
神
現
る

 
第
２
４
０
話
 
龍
神
の
魅
力



 
第
２
４
１
話
 
全
能
の
椅
子

 
第
２
４
２
話
 
各
々
の
思
い
は
力
に

 
第
２
４
３
話
 
各
々
は
別
れ
進
む

 
第
２
４
４
話
 
動
力
室
で
の
対
決

 
第
２
４
５
話
 
動
力
室
戦
決
着

 
第
２
４
６
話
 
不
思
議
な
屋
敷
の
戦
い

 
第
２
４
７
話
 
不
思
議
な
屋
敷
戦
決
着

 
第
２
４
８
話
 
娯
楽
室
で
の
闘
い

 
第
２
４
９
話
 

最
強
マ
シ
ン

 
第
２
５
０
話
 
娯
楽
室
の
戦
い
決
着

 
第
２
５
１
話
 
全
員
集
合
 



 
第
２
５
２
話
 
玉
座
の
場
へ

 
第
２
５
３
話
 
理
久
兎
の
元
へ

 
第
２
５
４
話
 

理
久
兎

 
第
２
５
５
話
 
理
の
世
界
王

 
第
２
５
６
話
 
思
い
を
託
し
て

 
第
２
５
７
話
 
災
い
の
石

 
第
２
５
８
話
 
閉
鎖
世
界
の
絶
望
的
闘
い

 
第
２
５
８
話
 
魔
王
は
近
く
に
い
た

 
第
２
５
９
話
 
あ
り
え
な
い
男

 
第
２
６
０
話
 
色
々
お
か
し
い
悪
魔

 
第
２
６
１
話
 
怠
惰
の
裏
事
情



 
第
２
６
２
話
 
傲
慢
の
魔
王

 
第
２
６
３
話
 
キ

ラ
崩
壊
の
魔
王

 
第
２
６
４
話
 
あ
れ
か
ら
数
日
後

 
第
２
６
５
話
 
総
大
将
の
目
覚
め

 
第
２
６
６
話
 
親
子
の
絆

 
第
２
６
７
話
 
平
和
が
戻

て
い
く

 
第
２
６
８
話
 
地
底
宴
会
開
始

 
第
２
６
９
話
 
落
ち
込
む
理
久
兎

 
第
２
７
０
話
 
理
久
兎
と
怠
惰
の
試
合

 
第
２
７
１
話
 
試
合
後
の
話

 
第
２
７
２
話
 
龍
神
達
の
帰
宅



 
第
十
八
章
 
平
和
の
日
常
へ

 
第
２
７
３
話
 
寺
子
屋
の
悩
み

 
第
２
７
４
話
 

時
限
目
 
理
科

 
第
２
７
５
話
 

時
限
目
 
家
庭
科

 
第
２
７
６
話
 
霊
夢
を
探
し
て

 
第
２
７
７
話
 

時
限
目
 
体
育

 
第
２
７
８
話
 
感
情
高
ぶ
り
祭
り

 
第
２
７
９
話
 
無
意
識
な
る
娘

 
第
２
８
０
話
 
人
里
で
朝
食

 
第
２
８
１
話
 
人
里
対
決
 

魔
理
沙

 
第
２
８
２
話
 
心
霊
廟
へ



 
第
２
８
３
話
 

神
子

 
第
２
８
４
話
 
霊
夢
を
探
し
て
命
蓮
寺
へ

 
第
２
８
５
話
 

聖
 
白
蓮

 
第
２
８
６
話
 
探
し
人
は
何
処
に

 
第
２
８
７
話
 
狐
の
武
士
と
狸
の
大
将

 
第
２
８
８
話
 
人
里
で
起
き
て
い
る
こ
と

 
第
２
８
９
話
 
異
変
の
黒
幕

 
第
２
９
０
話
 

秦
こ
こ
ろ

 
第
２
９
１
話
 
よ
う
や
く
出
会
え
た

 
第
２
９
２
話
 
宗
教
家
達
と
の
戦
い

 
第
２
９
３
話
 
深
夜
の
痴
話
喧
嘩



 
第
２
９
４
話
 

月
の
休
暇
と
放
浪
の
旅

 
第
２
９
５
話
 
山
へ

 
第
２
９
６
話
 
次
な
る
地

 
第
２
９
７
話
 
次
な
る
地
は
天
狗
の
里

 
第
２
９
８
話
 
天
魔
の
修
行

 
第
２
９
９
話
 
古
き
記
録
の
稽
古

 
第
３
０
０
話
 
天
狗
の
修
行

 
第
３
０
１
話
 
先
祖
の
記
録

 
第
３
０
２
話
 
天
狗
の
修
行
を
終
え
て

 
第
３
０
３
話
 
行
き
倒
れ
た
先
は
仙
人
の
屋
敷

 
第
３
０
４
話
 
華
扇
の
修
行
方
法



 
第
３
０
５
話
 
式
神
達
と
の
組
手

 
第
３
０
６
話
 
次
な
る
地
は
地
底
へ

 
第
３
０
７
話
 
理
久
兎
と
の
対
面

 
第
３
０
８
話
 
灼
熱
地
獄
で
の
特
訓

 
第
３
０
９
話
 
旧
都
お
つ
か
い
観
光

 
第
３
１
０
話
 
死
ぬ
か
生
き
る

 
第
３
１
１
話
 
間
欠
泉
セ
ン
タ

で
の
修
行

 
第
３
１
２
話
 
本
格
的
に
始
ま
る

 
第
３
１
３
話
 
理
久
兎
と
の
組
手

 
第
３
１
４
話
 
仙
術
の
伝
授
修
行

 
第
３
１
５
話
 
先
が
⻑
い
技



 
第
３
１
６
話
 
泥
棒
騒
動

 
第
３
１
７
話
 
そ
し
て
地
上
へ

 
第
３
１
８
話
 
不
穏

 
第
３
１
９
話
 
博
麗
神
社
で
の
戦
闘

 
第
３
２
０
話
 
目
が
覚
め
た
場
所

 
第
３
２
１
話
 
夜
の
人
里
を
越
え
て

 
第
３
２
２
話
 
化
け
し
者
の
名

 
第
３
２
３
話
 
激
闘
 
古
代
種
悪
魔

 
第
３
２
４
話
 
来
訪
者
に
よ
る
中
断

 
第
３
２
５
話
 
仲
裁

 
第
３
２
６
話
 
元
の
日
常
へ



 
第
３
２
７
話
 
元
の
生
活

 
第
３
２
８
話
 
革
命
者
の
隠
謀

 
第
３
２
９
話
 
動
き
出
す
物
と
者

 
第
３
３
０
話
 
霧
の
湖
に
行
け
ば

 
第
３
３
１
話
 

紅
い
悪
魔
の
メ
イ
ド

 
第
３
３
２
話
 
次
は
人
里
で
聞
き
込
み

 
第
３
３
３
話
 
人
里
の
ろ
く
ろ
首

 
第
３
３
４
話
 
迷
い
の
竹
林
の
ル

ガ
ル

 
第
３
３
５
話
 
夜
の
迷
い
の
竹
林

 
第
３
３
６
話
 
普
通

の
魔
法
使
い

 
第
３
３
７
話
 
夜
の
竹
林
の
魔
法
使
い



 
第
３
３
８
話
 
夜
更
け

 
第
３
３
９
話
 
逆
さ
ま
な
城

 
第
３
４
０
話
 

九
十
九
姉
妹

 
第
３
４
１
話
 
異
変
の
黒
幕

 
第
３
４
２
話
 
グ
レ
た
妖
刀

 
第
３
４
３
話
 
神
楽
の
心

 
第
３
４
４
話
 
首
謀
者
達
の
登
場

 
第
３
４
５
話
 

正
邪
＆
針
妙
丸

 
第
３
４
６
話
 
襲
来
 
博
麗
霊
夢

 
第
３
４
７
話
 
集
結
 
狂
変
し
た
異
変
解
決
者
達

 
第
３
４
８
話
 
対
決
 

人
の
異
変
解
決
者



 
第
３
４
９
話
 
小
槌
の
異
変
は
こ
れ
に
て
終
結

 
第
３
５
０
話
 
討
伐
祭
り
前
日

 
第
３
５
１
話
 
翌
日
に
向
け
て

 
第
３
５
２
話
 
集
ま

た
人
数

 
第
３
５
３
話
 
い
ざ
天
邪
⻤
退
治
へ

 
第
３
５
４
話
 
天
邪
⻤
再
び

 
第
３
５
５
話
 
正
邪
の
逆
襲

 
第
３
５
６
話
 
天
邪
⻤
逃
走

 
第
３
５
７
話
 
裏
に
い
た
者

 
第
３
５
８
話
 
気
晴
ら
し
の
散
歩

 
第
３
５
９
話
 
銀
吹
雪
の
世
界
に
来
た
る
者



 
第
３
６
０
話
 
嫉
妬
の
魔
王

 
第
３
６
１
話
 
決
闘
準
備

 
第
３
６
２
話
 
決
闘
 
 
 

嫉
妬
の
魔
王

 
第
３
６
３
話
 
リ
・
ボ

ン

 
第
３
６
４
話
 
嫉
妬
の
本
来
の
性
格

 
第
３
６
５
話
 
嫉
妬
と
の
修
行

 
第
３
６
６
話
 
ち

と
し
た
過
去
話

 
第
３
６
７
話
 
嫉
妬
の
帰
還

 
第
３
６
８
話
 
永
遠
亭
へ
お
つ
か
い

 
第
３
６
９
話
 
記
憶
喪
失
者

 
第
３
７
０
話
 

オ
カ
ル
ト

不
思
議
合
戦

 
第
３
７
１
話
 
不
思
議
対
決
 

魔
理
沙



 
第
３
７
２
話
 
二
択
の
選
択

 
第
３
７
３
話
 

 
華
扇

 
第
３
７
４
話
 
こ
の
不
思
議
の
嘘

 
第
３
７
５
話
 
熱
き
炎
 

妹
紅

 
第
３
７
６
話
 
炎
の
次
は
ゆ
ら
め
く
面

 
第
３
７
７
話
 

 
こ
こ
ろ

 
第
３
７
８
話
 
今

貴
方
の
後
ろ
に

 
第
３
７
９
話
 

こ
い
し

 
第
３
８
０
話
 
奴
等
も
動
い
て
い
る
ら
し
い

 
第
３
８
１
話
 
迷
い
の
竹
林
の
狂
気
の
兎

 
第
３
８
２
話
 

鈴
仙



 
第
３
８
３
話
 
立
ち
塞
ぐ
者
達

 
第
３
８
４
話
 
理
神
の
従
者
達

 
第
３
８
５
話
 
帰
る
と
そ
こ
に
は

 
第
３
８
６
話
 
花
子
さ
ん
と
メ
リ

さ
ん

 
第
３
８
７
話
 

魔
理
沙
＆
こ
い
し

 
第
３
８
８
話
 
説
明
か
ら
の
仕
返
し
開
始

 
第
３
８
９
話
 
ま
さ
か
の
予
想
外

 
第
３
９
０
話
 
黒
幕
を
追

て

 
第
３
９
１
話
 
こ
の
異
変
の
隠
さ
れ
た
真
実

 
第
３
９
２
話
 
結
局
は
勘
頼
り

 
第
３
９
３
話
 
変
わ

て
し
ま

た
現
世
の
景
色



 
第
３
９
４
話
 
会
い
た
か

た
外
来
人

 
第
３
９
５
話
 

菫
子

 
第
３
９
６
話
 
菫
子
の
反
省

 
第
３
９
７
話
 
よ
う
や
く
の
説
得

 
第
３
９
８
話
 
過
去
の
約
束

 
第
３
９
９
話
 
菫
子
と
の
宴
会

 
第
４
０
０
話
 
⻑
年
の
思
い

 
第
４
０
１
話
 
焼
き
も
ち

 
第
４
０
２
話
 
招
か
れ
ざ
る
商
人

 
第
４
０
３
話
 
と
ん
で
も
商
人
の
登
場

 
第
４
０
４
話
 
逃
れ
ら
れ
ぬ
追
跡



 
第
４
０
５
話
 
追
跡
の
ウ

ラ
ク
商
会

 
第
４
０
６
話
 
ウ

ラ
ク
商
会
 
軍
事
顧
問

 
第
４
０
７
話
 

ウ

ラ
ク
商
会





 第零章 陰陽物語

 
第
零
章
 
陰
陽
物
語

 
第

話
 
平
安
の
陰
陽
少
女

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

様
か
ら
の
投

が

か

た
晴
明
の
物
語
を
や

て
い
き
ま
す

一

は

話
で
や
る
予
定
で
知

て
い
る
方
は
い
る
と
思
い
ま
す
が

方
は
日

日
投
稿
と

な
り
ま
す
の
で
お
願
い
し
ま
す

で
は
本
編
へ
ど
う

 
こ
れ
は
幻
想
郷
が

生
す
る
前
の
時
代
ま
だ

ち
み
も
う
り

う

魅

た
る
妖
怪
達
が
人
々
か
ら
畏
れ
ら
れ
人

が
光
で
あ
れ
ば

魅

の
者
達
の
妖
怪
が

で
あ
り
対
立
を
し
て
い
た
頃

こ
れ
は
そ
ん
な
時

代
に
生
き
た

人
の
少
女
お
話

 
妖
怪

貴
様
の

を
食
ら
わ
せ
ろ

 
夜
の
都
に

き
の
妖
怪
が

人
の
少
女
を
追

て
い
た

そ
の
妖
怪
の

は
月
明
か
り
に

ら
さ
れ
て
真

な

が
見
え
た
だ

物
し
か
見
な
い
そ
の
目
悪
⻤
と
呼
ば
れ
る

の
妖



 第 話 平安の陰陽少女

怪
だ

そ
し
て
少
女
は
走

て
い
き

の
上
で

ま
る

 
妖
怪

何
だ
も
う
追
い
か
け

こ
は
終
わ
り
か

な
ら

 
貴
様
を
食
ら
わ
せ
て
も
ら
う

 
そ
う
言
い
悪
⻤
が
そ
の
少
女
を

も
う
と
し
た

間
だ

た

 
ギ
ン

 
妖
怪

な

何
だ
こ
れ
は

 
突
然

の
下
の

か
ら
無
数
の

が
現
れ
悪
⻤
の
動
き
を
封
じ
た

そ
し
て
少
女
は

り
返

り 
少
女

貴
方

に
し
か
目
が
い

て
な
い
の
だ
か
ら

 
こ
う
な

て
し
ま
う
の
よ

 
妖
怪

何
だ
と
貴
様

ま
さ
か
お
前

陰
陽

か

 
少
女

貴
方
に

え
る
義
理
は
な
い
わ

 
そ
う
言
い
少
女
は

の

を
妖
怪
の

に
張
り

け
る
と

 
妖
怪

ぎ

が
が
が
が
ご
が
ご
か
が
か
ぎ
ご

 
張
り

け
た
お

か
ら

い
電
撃
が

と
ば
しり

妖
怪
を
包
み
込
み

し
ま
せ
る

す
る
と
少
女
は
ぶ



 第零章 陰陽物語

つ
ぶ
つ
と
呪

を

え
人

し

で
何
か
を

き
始
め
る

 
妖
怪

何

何
を
す
る
気
だ

 
少
女

り
ん

う
と
う
し

か
い
じ
ん
れ
つ
ざ
い

ん

臨
・

・
闘
・
者
・

・

・

・

・
前

 
少
女
が
呪

を

え
つ
つ
五

を

く
と

で
一

し
て
き
る

す
る
と
そ
の
五

は
妖

怪
の

に
ま
た
張
り

く
と

 
妖
怪

や

や
め

 
少
女

あ
る
妖
よ
こ
の
地
か
ら

 
妖
怪

ぎ

 
悪
⻤
が

び
を
あ

る
と
そ
の
場
か
ら
悪
⻤
は

え
て
代
わ
り
に
真

黒
な

が

の
上
に

る
が
風
が
吹
く
と

は
散

た

 
少
女

さ
て
と
お
仕
事
お
し
ま
い

帰

て
お
酒
で

  
楽
し
そ
う
に
少
女
は
帰

て
い
く

そ
の
少
女
は
や
が
て
伝
説
と
な
る
者
そ
の
名
を

 
晴
明

う

ん

 
安

晴
明
と

そ
し
て
時
は
過
ぎ
そ
の
翌
日
の
朝
へ
と
変
わ
る

鳥
の

り

で
晴
明
は
起
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し
た

 
晴
明

は

い

 

き
つ
つ
布

か
ら
出
て
居
間
へ
と
向
か
い
居
間
の
テ

ル
に

を
つ
け
る

 

 

も

晴
明
ち

ん
起
き
て

 
晴
明

う
ん

あ
れ
何
で
い
る
の

 
い
つ
の
間
に
か

分
の
式
神
の
鈴

が
立

て
い
て
そ
の
手
に
は
お

ん
が

ら
れ
て
お

ん

の
上
に
は

理
が
並
べ
ら
れ
て
い
た

 
鈴

く
食
べ
な
い
と
遅

し
ち

う
よ

 
晴
明

え

そ
う
だ

た
わ

 
今
日
は
陰
陽

で
大

な
会
議
が
あ
る
こ
と
を
思
い
出
し

理
を

シ

で
食
べ

じ
た

 
鈴

は

年
頃
の
娘
が
こ
ん
な
意
地

い
と

 
晴
明

う
る
さ
い
わ

仕
方
な
い
じ

な
い

 
鈴

は

 
と

鈴

は
た
め

を

き
な
が
ら
も
晴
明
は

を
食
べ
進
め
て

 
晴
明

ご

走
さ
ま

行
く
わ
よ
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鈴

あ

待

て
よ

 
す
ぐ
に
陰
陽

の

を
着
て
晴
明
は
外
へ
と
飛
び
出
し
鈴

は

の

と
な

て

明
の
後
を

着
い
て
い
く

 
少
女

動
中

 

人
は
陰
陽

へ
と
着
く
と
す
ぐ
さ
ま
会
議
が
行
わ
れ
る

屋
へ
と
行
き
晴
明
が
着
く
と

時
に
陰
陽

で
陰
陽

達
と
の
会
議
が
始
ま

た

 
陰
陽

い
い
か

年
前
の
深
常
理
久
兎
の
潜

か
ら

 
妖
怪
達
は
こ
の
都
に

し

て
い
る

 
し
か
も
年
々
と
増

し
て
い
る
始

な
ん
だ

 
こ
れ
は
奴
の
復

に

い
な
い

 
陰
陽

し
か
も
奴
は
何
処
に
い
る
の
か
も
分
か
ら
な
い

 
ぬ
ら
り
ひ

ん
と
言
わ
れ
る
だ
け
あ

て
中
々

 

を
出
さ
な
い

奴
を

け
れ
ば
都
に

 

る
妖
怪
達
は
激

す
る

な
ん
だ
が
な

 
陰
陽

う
む

か
つ
て
理
久
兎
を
退
い
た
晴
明

に
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お
話
を
聞
き
た
い
が

何
か
あ
る
か

 
と

は

分
の
方
を
向
い
て
く
る

そ
れ
に
対
し
て
の

え
は

 
晴
明

確
か
に
理
久
兎
の
復

説
は
あ
る
わ
だ
け
ど

 

は

う
と
思
う
の

 
陰
陽

と
い
う
と

 
晴
明

奴
は
確
か
に
妖
怪
の

で
は
あ
る
わ
だ
け
ど

 
無

な
殺
し
だ
け
は
絶
対
に
し
な
い
奴
よ

 
な
分
し
か
殺
ら
な
い
も
の

 
そ
れ
を
聞
い
た
陰
陽

の

人
が
晴
明
に

 
陰
陽

な
ら
そ
の
分
を
や

て
い
る
ん
じ

な
い
の

 
か

 
陰
陽

確
か
に
そ
う
だ

 
陰
陽

そ
こ
は
ど
う
な
ん
だ

 

人
の
陰
陽

の
意
見
で

か
ら
は

確
か
に

だ
と
か

そ
う
に

い
な
い

と
い
う

が
聞
こ
え
て
く
る
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晴
明

そ
う
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
そ
れ
な
ら

々

 
こ
ん
な
所
を
襲
う
と
思
い
ま
す
か

が

 
妖
怪
だ

た
し
た
ら
陰
陽

も
い
な
い
妖
怪

 
達
が

無

に

れ
ら
れ
る
近
隣
の
村
を

 
襲
い
ま
す
よ

そ
れ
に
奴
は
出
来
る
限
り
の

 

が
少
な
い
方
を
選
び
ま
す
よ

 
晴
明
の
言

を
聞
く
と

は

り
混
ん
で
し
ま
う

確

が
な
い
た
め
と
い
う
の
も
あ
る
が
相

手
も
知
性
を

つ
妖
怪
達
で
何
よ
り
も
理
久
兎
の
せ
い
で
仲
間
意
識
が
異
様
に
高
い

そ
こ
い
ら

に
い
る
下

妖
怪
と
は

が

う

 
陰
陽

だ
が
し
か
し
な

 
晴
明

今

達
に
出
来
る
の
は
ど
う
や

て
妖
怪
達

 
か
ら

を

る
の
か
と

災
が
出
来
る
か

 
だ
と
思
い
ま
す
よ

 
陰
陽

む

東
⻄

北
の
門
に
は
異
常
は
な
い
あ
る

 
な
ら
ば
晴
明

の
式
神
達
が
反

し
て
い
る
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ま
ず
は
妖
怪
達
が
ど
う
や

て
侵

し
て
い
る

 
の
か

べ
る

が
あ
る
な

 
晴
明

そ
れ
ま
で
は
夜
の

護
お
よ
び
に

い
に
よ
る

 
場
所
の
特
定
を
し
た
方
が
良
い
か
と

 
そ
の
言

を
聞
い
て
座

て
い
る
者
の

人
が
手
を
上

て

 
陰
陽

は
晴
明
の
言

に

す
る

の

 
奴
は

手
し
て
今
回
の
会
議
は
終
わ
り
に

 
し
よ
う
や

 
命

的
な
ち

と
図
々
し
い
陰
陽

の
名
は

か
も
の
や
す
の
り

と
い
い
安

晴
明
の
安

家
と

じ

で
名
門
の
陰
陽

で
こ
こ
陰
陽

の
ト

の
陰
陽

だ

 
晴
明
ま
た

か

ま

か
る
け
ど

 
こ
こ
だ
け
の
話
だ
が
晴
明
と

は

な
じ
み
だ

晴
明
の
性
格
が
男
気
と
い
う
か
野
武
士
性

格
の
た
め
か
男
で
あ
る

と
は
結
構
仲
が
良
い
の
だ

こ
う
い
う
意
見
の
時
は
大

し
て

く
れ
る

そ
し
て

の
お
陰
か

 
陰
陽

な
ら

も

し
よ
う
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陰
陽

う
む

様
が
そ
う
お

し

る
な
ら

 
と
次
々
に
手
を
上

て
い
く

二
大

の
意
見
は
や
は
り
強
い
の
だ
と

め
て
思
う
ば
か

り
だ

そ
し
て
全
員
が
手
を
あ

た

 

な
ら
決
定
だ
な
そ
ん
じ

こ
れ
に
て
終
い
だ

 

の
言

で

は
立
ち
上
が
り

に
外
へ
と
出
て
い

た

 
晴
明

は

あ
り
が
と
う

 

か

か

か

良
い

て
事
よ
そ
れ
よ
り
も

 
晴
明

今
か
ら
お

で
も

 
晴
明

ご
め
ん

書

が
あ
る
か
ら
帰
る
わ

 
と
言
う
が
実

は
帰

て
夜
ま
で

た
い
と
い
う
の
が
本
音
だ

は
ち

と

念
そ

う
に

 

か

念
だ
な
ま

ま
た
い
つ
か
誘
う
わ

 
晴
明

え

そ
れ
じ

は
行
く
わ

 
そ
う
言
い

屋
か
ら
で
て
陰
陽

か
ら
出
て
真

ぐ
家
へ
と
向
か
い
家
へ
と
帰
り
朝
と

じ

よ
う
に
テ

ル
に

を
つ
け
て
ぐ

た
ら
の
体

に
な
る
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晴
明

は

し
い
の
は
本
当
に

に
な

ち

う

 
も
う
勘

し
て

し
い
よ

 
鈴

そ
う
言
わ
な
い
の

そ
れ
よ
り
も

と
お

 
し
て
く
れ
ば
良
い
の
に

 
そ
う
言
い
な
が
ら
お

を
晴
明
の
座

て
い
る
方
に

い
て
鈴

も
座
る

 
鈴

は

小
さ
い
頃
か
ら
男
気
の
せ
い
か
友
人

 
も
少
な
い
ん
だ
か
ら
少
な
い
友
人
は
大

に

 
し
た
方
が
い
い
よ

 
晴
明

分
か

て
る
け
ど

は
こ
う
し
て

ラ

と

 
し
て
い
る
の
が
良
い
ん
だ
も
ん

 
鈴

は

こ
ん
な
性
格
に
な

た
の
は

の
せ
い

 
何
だ
ろ
う

 
晴
明

分
貴
方
の
せ
い
だ
と
思
う
け
ど

 
と

鈴

に
言
う
と
鈴

は

笑
い
を

か
べ
て

 
鈴

さ
ん
が
聞
い
た
ら

れ
る
か
そ
れ
と
も
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妖
力
玉
を
飛
ば
し
て
く
る
か
ら

め
て

 
く
れ
な
い

 
晴
明

そ
う
い
う
所
が
だ
ら
し
な
い
か
ら
逃

ら

 
れ
た
ん
で
し

さ
ん

 
そ
の
発
言
に
鈴

は
目
を
つ
む

て
首
を

に

る

 
鈴

い
や
も
う

は
お

さ
ん
じ

な
い
か
ら

 
今
は

化

に
な

て
転
生
し
た
か
ら

 

化

と
は
死
ん
だ
人
間
が

に
な

て
転
生
す
る

摩

不
思
議
な
霊
現

で
あ
る

安

名
も
と
い
晴
明
の

親
は

で
あ
る

の

か
ら
晴
明
を
託
さ
れ
男
手

つ
で
晴
明
を
育

て
て
い
た
が
病
気
で

死
に
し
て
し
ま
い

ま
だ

に
な

た
ば
か
り
の
晴
明

人
を

す

事
や
晴
明
あ
ま
り
に
も
が
じ

じ

で
心

に
な

て
し
ま
い
そ
れ
が

と
な

た
の
か
未

と
い
う

で

り
地
上
に

ら
れ
て

化

に
な

て
し
ま

た
の
だ

だ
が
何

ロ
リ

に
な

て
し
ま

た
の
か
が
い
ま
だ
に
謎
で
あ
る

 
晴
明

は
夜
ま
で

る
わ

 
鈴

は
い
は
い

る
な
ら
布

で

て



 第 話 平安の陰陽少女

 
晴
明

は

い
お
休
み
な
さ
い

 
そ
う
し
て
晴
明
は

室
へ
と

り
夜
ま
で
の
間

い
休

を
と
る
の
だ

た

 
は
い
は
い
今
回
か
ら
数
話
程
で
す
が
始
ま

た
第
零
章
で
す
け
ど

な
か
ら

弾

が
飛
び

い
ま
し
た

因
み
に
オ
リ
キ

ラ
は
後
出
て
も

か
数
人
ぐ
ら
い

だ
と
思

て

い
て
く
だ
さ
い

そ
し
て
ア
ン
ケ

ト
の
所
で
書
い
た
通
り
玲
音
の
物
語
は
い
す
れ
や
り
ま
す
の

で
ご
安
心
し
て
く
だ
さ
い

で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
ま
た
次
回
に
お
会
い
し
ま

し

う

そ
れ
で
は
サ
ラ

バ
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第

話
 
闇
夜
の
都
へ

 
ど
う
も

者
様

第

話
が
出
来
上
が

た
の
で
投
稿

 
し
ま
す

今
回
の
特
に
注
意
し
て

し
い
注
意
事

は

 

下
の
通
り
で
す

鈴

無
双

キ

ガ
イ

何

知

て
る

 
そ
れ
が

な
ら

ラ
ウ
ザ
バ

ク

で
す

 
よ
ろ
し
い
で
す

で
は
本
編
へ
ど
う

 
陰
陽

の
会
議
か
ら
約
六
時
間
が
経
過
し

り
は
夜
のと

ば
りに

包
ま
れ
た

そ
ん
な
都
を
晴
明
は

歩
い
て
い
た

 
晴
明

妖
怪
の
反

は

な
い
わ
よ

 
鈴

ま

今
の
所
は

 
現
代
で
言
う
と
ま
だ
夜
の

時
ぐ
ら
い

魅

の
者
達
は
日
が

む

間
の
数
時
間
の



 第 話 闇夜の都へ

魔

そ
し
て
夜
が
更
に
深
ま

た
時

に
訪
れ
る

三
つ
時
そ
の

つ
が
も

と
動
く
時
間
だ

 
鈴

晴
明
は
今
回
の
妖
怪
達
の
騒
動
に
理
久
兎

 
が

ん
で
い
る
と
思
う

 
晴
明

い
え

は

ん
で
い
る
と
は
思

て
な
い
わ

 
鈴

で
も

ん
で
い
な
い
に
し
て
は
妖
怪
が
来
す
ぎ

 
な
気
が
す
る
ん
だ
よ

 
晴
明

そ
れ
で
も
よ

は
あ
の
人
を

用
し
た
い
い
え

 

用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
妖
怪
総
大
将
の
理
久

と
は
晴
明
に
と

て

一
の
友
人
の

人
で
あ
り
こ
ん
な

な
事

は
絶
対
に
し
な
い
と
思

て
い
た
か
ら
だ

 
鈴

で
も

 
晴
明

で
も
で
も
な
い
わ

が

用
し
な
く
て
も

 

だ
け
で
も

用
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

 
よ

の

一
の
友
と
し
て

 
鈴

は

分
か

た

晴
明
を

じ
る
よ
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晴
明

あ
り
が
と
う

 
そ
ん
な
会
話
を
し
て
い
る
と

 

 

け
て

 
晴
明

ん

 
鈴

妖
怪
反

あ
り

そ
ん
な
に
強
く
は
な
さ
そ
う

 
だ

 

の
し
た
方
向
を
見
る
と

人
の

で
あ
ろ
う
人
物
が
妖
怪
に
追
い
か
け
ら
れ
て
い
た

そ

の
妖
怪
の
特

は

で

つ
の
目
し
か
な
い
妖
怪

名
な

つ
目
小
僧
だ

 
鈴

つ
目
小
僧
か

あ
り

い
わ

 
晴
明

そ
ん
な
事
を
言

て
な
い
で

け
る
わ
よ

 
鈴

は
い
は
い

 
そ
う
言
う
と
鈴

は
一
気
に

け
出
し
た

 

も

も
う
だ
め
だ

 
一
目

べ
ろ
べ
ろ
ば

 
と

で
あ
ろ
う
人
物
が
追
い

か
れ
そ
う
に
な

た
所
に
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鈴

ス
ト

 
一
目

グ

 
鈴

の
最
高
火
力
の
飛
び

り
が
一
つ
目
小
僧
の

面
に
も
ろ
に
ヒ

ト
し
一
つ
目
小
僧
は

数
メ

ト
ル
先
ぶ

飛
ん
だ

 
晴
明

大

 

は

は
い

 
鈴

あ
ち

ご
め
ん
晴
明
ち

ん
遠
く
に

 
ぶ

飛
ば
し
ち

て
い
な
く
ち

た

 

り
を
見

す
が
先
程
の

つ
目
小
僧
は

え
て
し
ま

た

 

の
式
神

え

と
安

晴
明
様

で
す

 
よ

 
晴
明

ん

え

そ
う
だ
け
ど

 

そ
れ
は
そ
れ
は
お

に
お
目
に
か
か
り
ま
す

 

者
を
し
て
い
る

古

香
と
い

 
い
ま
す
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ど
う
や
ら

者
つ
ま
り
現
代
語
で
い
え
ば
中

の

問
を

し
て
い
る
人
物
だ
が

 
鈴

古

香

何
処
か
で
聞
い
た

あ

 

原
道
真
の

 

香

あ

は
い

の

を

め
て
い
ま
し
た

 
晴
明

原

え

大

の

原
道
真
様
の

 

香

そ
う
で
す
よ

 
ど
う
や
ら
相
当
の
大
物
の
よ
う
だ

こ
れ
に
は
晴
明
も

を
下

た

 
晴
明

す

す
い
ま
せ
ん

 

香

ハ
ハ
良
い
よ

気
に
し
な
く
て
も

だ
か
ら

 

を
上

て
下
さ
い

 
そ
う
言
わ
れ

を
上

る

だ
が
ど
う
し
て
こ
ん
な
大
物
が
こ
ん
な
夜
の
都
を
歩
い
て
い
る
の

か
が
不
思
議
に
思
え
た

 
晴
明

え

と
ご
無

で
聞
き
ま
す
が
こ
こ
で
何
を

 

香

う

ん

の

が
思
い

か
な
く
て

気
分

 
転

に
夜
の
外
を
散
歩
し
て
た
ら
さ

き
の
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妖
に
追
い
か
け
ら
れ
て

 
鈴

貴
族

て

を

す
る
か
ら
大
変

 
だ
よ

 

香

え

ま

楽
し
い
か
ら
こ
れ
は
こ
れ
で

て

 
感
じ
な
ん
で
す
け
ど

 
鈴

は
そ
ん
な
に
面
白
い
と
思

た
こ
と
な
い
ん

 
だ
け
ど
な

 
か
つ
て
の
生
前
を
思
い
出
し
た
の
か
鈴

は

い
思
い
出
を
思
い
出
し
て
い
た

 
晴
明

そ
れ
よ
り
も

香
さ
ん
こ
こ
最
近
の
夜
の
都
は

 
危
険
な
ん
で
す
よ
お
屋
敷
に
帰
る
こ
と
を

め

 
ま
す
が

 

香

そ
う
だ
よ

う
ん
そ
う
す
る
よ

 
鈴

な
ら

て
行

た
方
が
良
い
よ

 
晴
明

そ
う

 
と

晴
明
と
鈴

は

香
を

護
し
な
が
ら
屋
敷
へ
と

り

け
よ
う
と
し
た
時
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一
目

お
前
ら

よ
く
も
や

た
な

 
先
程
の
一
つ
目
小
僧
が
夜
の
闇
に

れ
て
来
た

し
か
も
今
度
は
何
体
か
の
お
仲
間
を
引
き

れ
て
き
た

ど
れ
も
こ
れ
も

妖
怪
の

に

る
悪
⻤
達

数
は

体
だ

 
悪

グ

え

お
な
ご
が

人
も

 
悪

ゆ

く
り
と
な
ぶ

て
や
る
か

 
悪

え

の
え

の

 
正

言

て
見
た
目
も
キ

い

の

て
に
は
言
動
も
キ

い

 
鈴

ち

と

こ
の

品
は

１
５
だ
よ

 
や
る
な
ら

１
８

品
で
や

て
よ

 
全
員

メ
タ
イ
わ

 
と
ん
で
も
な
い
メ
タ
発
言
に
こ
の
場
の
全
員
が
ツ

ミ
を

れ
た

そ
れ
よ
り
も
何

こ
い

つ
が
そ
ん
な
メ
タ
イ
事
を
知

て
る
ん
だ
と
考
え
て
し
ま
う

 
一
目

よ

よ
く
分
か
ら
な
い
け
ど

奴
ら
を

 
ボ

ボ

に
す
る

 
悪

ギ

ハ
ハ
ハ
ハ
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悪

ぐ
ひ

ひ

ひ

ひ

 
悪

き
し

 
妖
怪
達
が
奇

を
上

て
晴
明
達
に
目

け
て
襲
い
か
か

て
き
た

 
晴
明

香
さ
ん
そ
こ
か
ら

れ
な
い
で
下
さ
い

 
そ
う
言
い
晴
明
は
何

か
の

を
地
面
に
ば
ら
ま
く
と

 
晴
明

魅

た
る
者
達
よ

こ
の

を
越
え
れ
る

 
な
ら
越
え
て
み
よ

 

手
で
一

す
る
と

時
に
晴
明
の
目
の
前
に

明
な

が
出
来
上
が
り

 
ド
ス
ン

 
妖
怪
達
は
そ
の

へ
と
突

込
み

が

に
へ
ば
り
つ
い
て
い
る
の
か
よ
り
一

キ

く
見
え

る 

香

ひ

 

香
に
限

て
は
あ
ま
り
に
不

れ
な
た
め
か

を

か
し
て
し
ま
う

だ
が
晴
明
は
そ
ん
な

の
知

た
こ
と
じ

な
い
と
言
わ
ん
ば
か
り
に

 
晴
明

鈴

奴
ら
の

を

き

て
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鈴

了
解

 
一
気
に
上
空
へ
と
飛
ぶ
と
弾
丸
の

度
並
み
の

り
が

体
の
妖
怪
達
に
襲
い
か
か

た

 
鈴

ま
ず
は

人

 
グ
ジ

 

人
は
鈴

の
飛
び

り
に
よ

て

を
か
ち

ら
れ

り
に
血
が
飛
び
散
る

続
い
て

 
鈴

そ
い
や

 
妖
怪

ぎ

は

 
ハ
イ
キ

ク
が

裂
し
妖
怪
の

は
体
と
グ

バ
イ
し
て
地
面
に
転
が
る

 
妖
怪

ひ

 
こ
れ
に
は
妖
怪
も
へ

り

に
な

て
し
ま
い
晴
明
が

た

明
の

に

中
を
つ
け
て

し
ま
う

そ
こ
に
空
か
さ
ず
鈴

の
一
撃
が
決
ま

た

 
鈴

で
り

あ

 
グ
ジ

 
強
力
な

ク
ザ
キ

ク
が

を

す

本
来
な
ら
ぶ

飛
ぶ
レ

ル
な
の
だ
が
晴
明
の

た

明
の

に

き

け
ら
れ

が

々
に
な

て
し
ま

た
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鈴

お
仕
事
終
わ
り

 
晴
明

あ
り
が
と
う
鈴

 

を

し
て
数
歩
程
前
へ
と
で
て
一
つ
目
小
僧
を

む

 
晴
明

そ
れ
で

達
が
何
だ

て

 
一
目

う
ぐ

お
い
ら
を

め
る
な
よ

 
そ
う
言

た

一
つ
目
小
僧
の
体
は

大
化
し
た

大
き
さ
は
大
体

程
だ
ろ
う

更

に
一
つ
目
小
僧
の

々
し
か

た

は
ガ

リ
と
な

た

そ
の
妖
怪
は

 
鈴

一
つ
目
小
僧

て

張
る
と
一
つ
目

道
に

 
な
る
ん
だ
よ

 
そ
の
妖
怪
を
一
つ
目

道
と

 
一
目

ど
う
だ

い
だ
ろ

 
と

一
つ
目
小
僧
も
と
い
進
化
を

た
一
つ
目

道
は
晴
明
達
に
言
う
が

 
鈴

い
や
全
然
だ

こ
れ
だ

た
ら

さ
ん
の

 
キ
レ
た
時
の

の
方
が

い
か
な

 
晴
明

的
に
は
理
久

さ
ん
の
怒
り
笑

の
方
が
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か

た
わ

 
一
目

そ
ん
な

 
予
想
外
な
返

に
一
つ
目

道
は
逆
に

い
て
し
ま

て
少
し

目
に
な

て
い
た

 

香

何
で
だ
ろ
晴
明
さ
ん
達
の
方
を

し
な
き

 
い
け
な
い
の
に
あ
の
妖
怪
を

し
た
な

て

 
き
た
な

 

香
で
す
ら
そ
ん
な
気

ち
に
な

て
し
ま
い

い
て
し
ま

た

 
一
目

生

 
ド
ス
ン
ド
ス
ン
と
音
を

音
を
発
て
て
一
つ
目

道
は
晴
明
目

け
て

り
か
か

て
く
る

 
晴
明

⻤
束

 
晴
明
の
呪

に
反

す
る
か
の
よ
に
先
程
ば
ら
ま
い
た

が
反

し

か
ら
無
数
の

が

一
つ
目

道
を
束

す
る

 
一
目

ぐ

何
だ
こ
り

 
晴
明

つ

件
が
あ
る
ん
だ
け
ど
聞
い
て

 
み
な
い
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一
目

何
だ
よ

 
晴
明

貴
方
達

妖
怪
が
何
で
こ
こ
最
近
に
な

て

 
都
に
強
襲
を
仕

け
て
く
る
の
か
そ
れ
が
謎

 
な
の
よ

だ
か
ら
教
え
て
く
れ
な
い
か
し
ら

 
何

こ
こ
最
近
の
に
な

て
妖
怪
達
が
都
に

し

る
よ
う
に
な

た
の
か
が
気
が
か
り
だ

た

だ
か
ら
こ
そ
そ
れ
な
り
に
話
が
通
じ
る
一
つ
目

道
に
話
を
聞
い
た
の
だ

 
一
目

話
す
わ
け

だ
ろ

 
晴
明

あ

そ
じ

滅
す
る
わ
跡

も
な
く

 
す
ら

ら
ぬ
よ
う
に

 
一
目

ま

待
て
話
す
か
ら

 
ド
ロ
ン

 
一
つ
目

道
は
小
さ
く
な
り
先
程
の
小
僧
に
戻
る
と

 
一
目

お
い
ら
達
が
何
で
こ
こ
に
来
た
の
か
そ
れ
は

 
お
い
ら
達
も
分
か
ら
な
い
ん
だ
よ

 
晴
明

分
か
ら
な
い
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一
目

あ

気
づ
い
た
ら
こ
の
都
に
居
た
ん
 

 
だ
か
ら

 
言

て
い
る
事
が
意

が
わ
か
ら
な
い

来
る
気
も
な
い
奴
等
が
こ
う
し
て
都
に
来
て
い
る
理

が
 
鈴

知

て
る
こ
と
は
そ
れ
だ
け

 
一
目

あ

あ

 
晴
明

そ
う

解

 

手
で
一

す
る
と
束

し
て
い
る

が
全
て

え
て
落
ち
て
い
る

は
全
て

え
て

え

る 
晴
明

嘘
は
つ
い
て
な
い
み
た
い
だ
し
今
回
は
見
逃
し

 
て
あ

る
わ

香
さ
ん
も
構
わ
な
い
わ
よ

 

香

え

え

 
晴
明

そ
う
帰
る
な
ら
こ
の
道
を
ず

と
北
に
進
め
ば

 
羅
城
門

て
門
が
あ
る
か
ら
そ
こ
か
ら
帰
り

 
な
さ
い
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一
目

す

す
ま
ん
せ
ん
で
し
た

 

び
な
が
ら
一
つ
目
小
僧
は

シ

で
逃

て
い

た

 
鈴

も
う
晴
明
ち

ん
は

い
よ

大
福
み
た
い

 
に

々
だ
よ

 
晴
明

良
い
の
よ

の
あ
る
よ
う
な
妖
怪
で
も
な
さ
そ
う

 
だ
し
精
々

か
す
ぐ
ら
い
で
し

で
も
何
で
こ
こ

 
に
来
た
の
か
そ
の

が

 
鈴

そ
う
だ

 
晴
明

と
り
あ
え
ず
は

香
さ
ん
貴
方
を
屋
敷
ま
で

 

り

け
ま
す

 

 

香

え

と
よ
ろ
し
く

 
そ
う
し
て
晴
明
達
は

香
を
屋
敷
へ
と

り

け
そ
の
後
も
数
時
間
程

護
し
て
家
へ
と
帰
る

の
だ

た
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怠
惰

は
い
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
神
楽
 

シ
 

シ

ロ

ロ

シ
 

シ

ロ

 
ロ
 

 
狗
神

神
楽

目
が

え
て
る

 
神
楽

え

 
鈴

も

神
楽
ち

ん

た
ら
お

ち

こ
ち

い

 
な
ん
だ
か
ら

 
狗
神

ま

無
理
も

か
こ
の
キ

ガ
イ

の
無
双

 
を
見
れ
ば
よ

 
鈴

狗
神
の
姉

は

い
な

 
怠
惰

ま

そ
れ
は
お
い
て
お
い
て
今
回
と
い
う
か

 
前
の
後
書
き
で
書
い
た

の
東
方
キ

ラ

 
は

古

香
ち

ん
で
し
た

分
か

た
人

 
い
た
か
な

 
鈴

え

香
ち

ん

て
東
方
キ

ラ
に

 
な

て
た
の
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怠
惰

ま

大
方
の

者
様
は
知

て
の
通
り
現

の

 

女
は

ま

今
は
言
わ
な
い
で
お
く
よ

 
鈴

え

気
に
な
る
の
に

 
怠
惰

ち

と
シ

キ
ン
グ
だ
と
思
う
か
ら

 
言
わ
な
い
で
お
く

 
狗
神

ま

お
前
が
そ
う
い
う
な
ら
聞
か
な
い
で

 
お
い
て
や
る
よ

 
神
楽

そ
う
で
す

今
は
聞
か
な
い
で
お
き
ま
し

う

 
鈴

さ
ん

 
鈴

分
か

た

 
怠
惰

で
は

者
様
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
神
楽

え

と
火

日
の
本
編
で
ま
た
お
会
い
し
ま

 
し

う

 
狗
神

そ
ん
じ

者
様

 
鈴

ま
た
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第

話
 
不
穏

 
こ
ん
に
ち
は

者
様

と
り
あ
え
ず

回
目
を
投
稿
し
ま
す

そ
し
て
今
回
の
注
意
事

は

こ
ち
ら
と
な

て
お
り
ま
す

リ合

お
前
の
せ
い
で
ア
ウ
ト
だ

痴
女

 
よ
ろ
し
い
で
す

そ
れ
と
今
回
は
オ
リ
ジ

ル
解

と
い
う
か

定
も
あ
る
の
で
実

の
伝

記
と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
了

下
さ
い

で
は
本
編
へ
ど
う

 

古

香
を

け
て

日
後
の
お

時
の
こ
と

 
晴
明

う

ん
気

ち
の
い
い

り
だ

 
そ
う
言
か
け
て
布

か
ら
出
よ
う
と
し
た
時

と
隣
に

和
感
を
感
じ
隣
を
見
る
と

 

 

ス

ス

 
と

紅
い
⻑

の

の
痴
女
が

て
い
た

そ
し
て
そ
の
痴
女
は
目
を

り
な
が
ら
起
き
た

見
る
か
ら
に
ア
ウ
ト
だ
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痴
女

あ
ら
晴
明

お

は

よ

う

 
晴
明

キ

 
こ
れ
に
は
大
混
乱
を
し
て
大

で

ん
で
し
ま

た

す
る
と

の
通

か
ら
ド
タ
ド
タ
と
何

か
が
近
づ
き

を
大

に
開
け
た

そ
の

か
ら
現
れ
た
の
は
鈴

だ

た

 
鈴

ど
う
し
た

ま
た
あ
ん
た

 
晴
明
の
と
な
り
に

て
い
た
の
は

の
守
護
神
こ
と

だ

何

こ
ん
な
所
で

て
い
た
の

か

問
が
出
て
く
る
が

 
鈴

う
ち
の
娘
に
な
に
し
て
ん
だ

 
ド

ン

 
強

な
飛
び

り
が

の

面
に
見
事
ク
リ

ン
ヒ

ト
し
た

 

ガ
ハ

 
一
撃

殺
レ

ル
の

り
を
く
ら
い

は
中
庭
の
方
ま
で
吹

飛
ば
さ
れ
た

 
鈴

大

晴
明

 
晴
明

だ

大

少
し
混
乱
し
た
だ
け
だ
か
ら

 
せ

か
く
の
気

ち
の
良
い

起
き
が

無
し
に
な

た

間
だ

た

そ
ん
な
こ
ん
な
で
数
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分
後

安

宅
の
居
間
で

 

ご
め
ん
な
さ
い

晴
明
が

て
い
た
も
ん

 
だ

た
ら
か
つ
い
う

か
り

 
鈴

ま

た
く

度
を

て

す
る
分
に
は

 
構
わ
な
い
け
ど
気
を

け
て

 

え

 
晴
明

ま

た
く
迷

に
も

ど
が
あ
る
わ
よ
あ
ん
た

 
の
せ
い
で
色
々
と
ア
ウ
ト
に
な
る
か
ら

 
男
性
な
ら

ぶ
だ
ろ
う
が
女
性
だ

た
ら

と
く
世
界
だ
よ
と
思

て
し
ま
う

 
晴
明

そ
れ
で
何
し
に
来
た
の

 

ん

あ

久
々
に

を
見
た
く
な

て
こ
こ

 
最
近
に
な

て
妖
怪
達
が
活
発
に
動
い
て
る

 
み
た
い
だ
し
愛
し
の
晴
明
ち

ん
は
無
事
か

 
な
と
思

て

 
晴
明

そ
の
気

ち
は

し
い
け
ど
さ

き
み
た
い
な
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事
は
次
か
ら
は
し
な
い
で
頂

 

分
か

て
る
わ
よ

 
し

ん
と
し
て
い
る

を
見
つ
つ

の
危

は
無
く
て
良
か

た
と
思
う
ば
か
り
で

あ
る

 
鈴

そ
う
い
え
ば
仕
事
は

 
晴
明

あ

今
日
は
お
休
み
よ

 
今
日
は
休
暇
日
の
た
め

間
の
仕
事
は

の
こ
と
夜
の
見
回
り
は
無
し
で

日
ゆ

く
り

出
来
る
夢
の
日
な
の
だ

 

し

か
し
さ

き
の

り
は
中
々

い
た
わ

 
こ
ん
な
刺
激
的
な
痛
み

奴

来
だ
わ

 
晴
明

奴

理
久

さ
ん
の
事

 

い
い
え
昔
の
仕
事
の

と
い
う
か
ま

知
り

 
合
い
意

深
レ

ル
な
ん
だ
け
ど

ル

 
フ

ル

て
い
う
悪
魔
が
い
て
そ
の
悪
魔

 
が
も
う
様
々
な

レ
イ
で

を
楽
し
ま
せ
て
く
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れ
て

鈴

に

ら
れ
て
そ
の
時
の
痛
み
の

 

感
を
思
い
出
し
ち

た
の
よ

 
晴
明

あ

確
か
あ
ん
た
の
旧
名
フ

ク
ス

 
だ
と
か
よ

 
フ

ク
ス
そ
の
名
の
通
り
不
死
鳥
の
名
を

つ
悪
魔
だ

つ
ま
り
悪
魔
か
ら
今
現

の
守

護
神
に
出
世
し
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う

 

お

に

の

を
あ

た
り
し
た
け
ど

 
鈴

そ
の
性
痴
は
治
し
た
方
が
良
い
よ

 

努
力
し
て
る
の
よ
こ
れ
で
も

さ
て
と

は

 
帰
る
わ
晴
明
も
元
気
そ
う
だ

た
し

 

は
そ
う
言
い
立
ち
上
が
る
が

 
晴
明

こ
こ
最
近

都
で
起
き
て
い
る
こ
と

 
は
何
が
原
因
か
分
か
る

 
こ
の
都
の
守
護
神
の
た
め
一

聞
い
て
み
る
と

 

念
だ
け
と
分
か
ら
な
い
わ

た
だ
こ
の
都
の
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何
処
か
に
異
界
と

が
る
門
が
あ
り
そ
う
な
の

 
は
確
か

こ
れ

上
の
事
は
分
か
ら
な
い
わ

 
晴
明

そ
う
あ
り
が
と
う

 

ど
う
い
た
し
ま
し
て

そ
れ
じ

あ

 
そ
う
言
い

は
目
の
前
か
ら
一

で

え
た

 
鈴

異
界
と

が
る
門

 
晴
明

そ
れ
を
突
き

め
な
い
と

メ

 
と

言

て
い
る
と

関
の
門
の
近
く
で
気

を
感
じ
と
る

 
晴
明

お
客
さ
ん

 
鈴

そ
う
み
た
い

 
そ
う
言

て
い
る
と
中
庭
の
方
か
ら

か
が
歩
い
て
く
る

そ
れ
は
数
日
前
に

け
た

古

香
だ

 

香

や
は
り
こ
こ
で
し
た
か

 
晴
明

香
さ
ん
い

た
い
ど
の
よ
う
な
ご
用
事
で

 

香

え

少
し
貴
方
方
に
し
か
頼
め
な
い
依
頼
で
し
て
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ど
う
か

の

の

人
を

け
て
は
い
た
だ
け

 
な
い
で
し

う
か

 
ど
う
や
ら

香
の

が
何
か

ン

ら
し
い

し
か
も

原
道
真
の

を

め
た
と
あ
る
人

物
を
無
下
に
は
出
来
な
い
た
め

 
晴
明

分
か
り
ま
し
た

香
さ
ん
そ
の

の
元
ま
で

 

れ
て
い

て
は
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か

 

香

そ
れ
は

か
る
よ

し
い
こ
と
は

車
で
話
す
よ

 
晴
明

お
願
い
し
ま
す

鈴

は
何
時
も
の
よ
う
に

 
お
願
い

 
鈴

は
い
は
い

 
そ
う
し
て
鈴

は

の

と
な
り
晴
明
の
後
に
つ
い
て
い
き

香
の

車
へ
と

り
込
ん
だ

そ
し
て

車
は
ゆ

く
り
と
動
き
出
し
た

 
晴
明

そ
れ
で
そ
の

さ
ん
に
い

た
い
何
が
起
き

 
た
ん
で
す
か

 

香

実
は
物

く
言
い
に
く
い
ん
だ
け
ど
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何
て
言
う
か

て
言
え
ば
い
い
の
か
な

 
晴
明

そ
れ

て
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か

 

香

う
ん
昨
日
そ
の

の
家
に

す
る
こ
と

 
に
な

て

そ
れ
で
夜
に
そ
の

と
楽
し

 
く
話
し
て
い
た
ん
だ
よ
最

は

 
晴
明

最

は
で
す
か

 
そ
の
言

を
聞
く
と

香
は

き
実

に
見
た
事

全
て
話
し
出
し
た

 

香

然
だ

た
ん
だ
一

に
楽
し
く
食
事
し
て

 
い
た
ん
だ
け
ど

と

屋
の
明
か
り
に

ら
 

 
さ
れ
た

子
を

と
見
て
そ
の

の

を

 
見
た
ら
言

を
失

た
よ

 
晴
明

そ
の

に
何
が
写

た
ん
で
す
か

 
何
が
写

た
の
か
と
聞
く
と

香
は
そ
の

の

を

え
た

 

香

そ
の

は
ま
る
で

み
た
い
だ

た

 
晴
明
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香

び

く
り
し
て
い
る
と
そ
の

が
急
に

 
狂

に
な

て
ま
る
で

に
み
た
い
に

 
え
て

し
て
き
て
し
か
も

ま
れ
そ
う

 
に
な

た
り
で
す
ぐ
に
使
用
人
達
に

り

 

さ
え
ら
れ
て
怪

は
し
な
か

た
ん
だ

 
け
ど

 
晴
明

む

じ
か
で
見
る

が
あ
る
わ

 

香

晴
明
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
晴
明

分
か
り
ま
し
た

せ
て
く
だ
さ
い

 
そ
う
し
て
晴
明
は
そ
の
者
の

む
屋
敷
へ
と
向
か
う
の
だ

た

 
怠
惰

は
い
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
鈴

次
回
は
つ
い
に
あ
の
キ

ラ
だ
よ

 
怠
惰

ま

十
中
八
九
そ
う
だ
よ
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神
楽

で
す
よ

 
狗
神

お

お
い

何
で
お
前
ら
そ
ん
な

れ
む
よ
う
な

 
目
で
見
る
ん
だ

 
怠
惰

い
や
ま

狗
神
の

定
が
あ
ま
り
に
も
悲
劇
の

 
ヒ
ロ
イ
ン
と
い
う
か

 
神
楽

に
も
言
え
た
義
理
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
悲
し

 
過
ぎ
て

 
鈴

安
ら
か
に

 
狗
神

死
ん
で

い
や
ま

確
か
に
死
ん
で
は
い
る

 
が

 
神
楽

え

と
そ
の
そ
れ
は
お
い
て
お
い
て

さ
ん
が

 
言

て
い
た

ル
フ

ル

て
怠
惰
さ
ん
は

 
ご

じ
で
す
か

 
鈴

あ

そ
う
い
え
ば
悪
魔
だ

た
よ

怠
惰

 
怠
惰

ん

さ

だ
ろ
う

よ
く
分
か
ら
な
い
な



 第零章 陰陽物語

 
狗
神

怠
惰
で
も
知
ら
な
い
や
つ
は
い
る
ん
だ
な

 
理
 

ま

そ
う
い
う
こ

た

と
り
あ
え
ず
今
回

 
は
こ
こ
ま
で
ま
た
次
回
を
お
楽
し
み
に

 
鈴

そ
れ
じ

者
様

 
神
楽

ま
た
次
回
の
火

日
に
お
会
い
し
ま
し

う

 
狗
神

あ

次
回
も
楽
し
み
に
し
て
な

 
怠
惰

そ
れ
じ

あ
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第

話
 
呪
の
怨
念
妖
怪
狗
神

 
こ
ん
に
ち
は

者
様

つ
い
さ

き

試
に
行

て

 
い
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

や

て
み
て
の

結

 
は

て
感
じ
で
す
か

て
な

で
今
回
の

 
注
意
事

は

狗
神

ン
キ

時
代

は
こ
の
時
か
ら

魔

波
で
は
な
い

世
界
を

え
る

り

 

上
が

い
な
方
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い

よ
ろ
し
い

 
で
す

で
は
本
編
へ
ど
う

 

古

香
に

内
さ
れ
晴
明
と
鈴

は

香
の

の
も
と
へ
と

り
着
い
た

が
ゆ

く
り
な
た
め
か
も
う

方
ぐ
ら
い
だ

 
晴
明

こ
こ
で
す
か
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香

え

こ
こ
で
す

 
見
た
感
じ
妖
気
は
な
い
が

香
と
も
あ
る
大
物
が
嘘
を
つ
く
は
ず
も
な
い
た
め
こ
れ
は

べ
て

み
る

が
あ

た

 
晴
明

そ
の

さ
ん
の
元
へ

れ
て
い

て
も
ら

 
て
も

 

香

す
ま
な
い
な
こ

ち
だ
よ

 

香
を
先

に
屋
敷
へ
と

る
と
使
用
人
の
方
々
が
お
出

え
を
し
て
く
れ
る

 
使
用

こ
れ
は

香
様
そ
れ
に
こ
の
方
が
陰
陽

の

 

香

え

知
り
合
い
の
安

晴
明
で
す

 
晴
明

⻑
話
も
良
い
け
ど
よ
貴
方
達
の

人
の
元
ま
で

 

内
し
な
が
ら

状
を
教
え
て
く
れ
る

 
使
用

か
し
こ
ま
り
ま
し
た
こ
ち
ら
で
す

 
使
用
人
は

香
の

の

屋
ま
で

状
に
つ
い
て
話
な
が
ら

内
し
て
く
れ
る

 
使
用

香
様
か
ら
お
話
は
聞
い
て
い
る
と
は
思
い

 
ま
す
が

那
様
は
昨
日
突
然
急
変
し
ま
し
て
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ま
る
で
行
動
が

の
よ
う
に
な

て
し
ま

 
た
ん
で
す
今
は
そ
れ
で
も
昨
日
よ
り
は
よ
く

 
な

た
ん
で
す
が

 
晴
明

に
何
か
あ
る
の

 
使
用

見
て
い
た
だ
け
れ
ば

 
話
し
て
い
る
と
使
用
人
は
と
あ
る
一
室
で
立
ち

ま
る

そ
の
問

の

人
の

屋
の
前
で
立

ち

ま

た
の
だ
ろ
う

 
使
用

失

し
ま
す

香
様
と
晴
明
様
を
お

れ
し
ま

 
し
た

 

人

あ

あ

来
て
く
れ

 
そ
の
言

を
聞
く
と
使
用
人
は

を
開
き

 
使
用

ど
う

お

り
下
さ
い

 
晴
明

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 

香

失

し
ま
す

 

人
は
中
へ
と

る
と
布

か
ら
起
き
上
が
る
こ
の
屋
敷
の

人
と
目
が
合
う

晴
明
か
ら
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見
て
そ
の

人
の

色
は

か

た

 

香

合
は
ど
う

 

人

あ

最
悪
だ
よ

何
で
か
全

が

キ

キ

 
痛
む
ん
だ
よ

 
着
物
が
は
だ
け
た

分
を

と
見
る
と
何
か

の
よ
う
な
も
の
が
あ

た

 
晴
明

す
み
ま
せ
ん
が
そ
の

は

 

人

ん

な

な
ん
だ
こ
れ

 

に
は
何
か
に

ま
れ
た
か
の
よ
う
な

が
つ
い
て
お
り
も
し
や
と
思

た
の
か
上

の

分
の
着
物
を
脱
ぎ
上

に
な
る
と
こ
れ
に
は
晴
明
も

を

ん
だ

 

人

何
だ
こ
れ

 
晴
明
 

 

香

嘘
で
し

 
そ
の
男
性
の

体
中
に
無
数
の

み

や
引

き

が

々
と
あ

た

し
か
も
そ
の

全

て
か
ら
血
が
流
れ
て
い
た

 
晴
明

こ
の

か
ら
見
る
と
人
間
の

じ

な
い
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ら
く
こ
れ
を
見
る
に
獣
ひ

か
れ
て
る

 

香

待

て
く
だ
さ
い

そ
れ

て
ま
さ
か
呪
術
と

 
で
も
言
う
ん
で
す
か

呪
術
に
関
し
て
は
も
う

 
禁

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る

で
す
よ

 
晴
明

い
え

一
そ
れ
を
知

て
い
て
そ
れ
で
も

 
な
お
呪
術
を
使
う

の
お
か
し
い

中
が
い
る

 
ん
で
す
よ
呪
術
士

て
い
う

が
イ
カ
れ
た

 
中
が

 
禁
忌
と
知

て
も
な
お
使
い
続
け
る
者
達
を
ひ
と
ま
と
め
に
呪
術
士
と
呼
ぶ

ら
は
呪
い
や

ら
を

う
ス

シ

リ
ス
ト
だ
が

ど
の
奴
等
は

の

ジ
が
吹

飛
ん
で
い
る
た
め
ま
と
も
な

事
を
し
な
い
の
は
目
に
見
え
て
い
た

 

人

ま

ま
さ
か

さ
が
そ
い
つ
ら
に

 
晴
明

い
え
見
立
て
で
は
そ
の
う
ち
の

人
が

人
的

 
な
恨
み
で

た
も
の
だ
と

出
来
ま
す

 
何
か
心
当
た
り
は
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そ
う
言
い
つ
つ

に

を

き
呪

を
書
き
記
し
て
い
く

 

香

晴
明

が
知

て
い
る
限
り

は
そ
ん
な

 
事
は
し
て
い
な
い

だ

 
晴
明

そ
う
な
る
と

場
で
何
か
が
原
因
で
嫉
妬

 
し
た
人
物
が
依
頼
し
た

て
事
で
す
か

 

人

目

討
が
つ
か
な
い
な

 

に
呪

を
書
き
終
え
る
と
晴
明
は

人
に

 
晴
明

て
く
だ
さ
い
今
か
ら
解
呪
の
術
を

え
る

 
の
で

 

人

す
み
ま
せ
ん
お

が
い

う
ぐ

 
突
然
屋
敷
の

人
が

に
手
を

さ
え
て

し
み

め
た

 

人

う
が

に

に

ガ

 
晴
明
へ
と

り

か

て
く
る

そ
れ
を
守
る
か
の
よ
う
に
鈴

が

か
ら
人
の

に
な
る

と 
鈴

ぐ
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晴
明
の
代
わ
り
に

み
つ
か
れ
る

 
晴
明

鈴

 
鈴

大

 
鈴

は
思
い

き
り
屋
敷
の

人
を

り

ど
く

だ
が

人
は
受
け

を

て
体

を
立

て

し
た

 

人

グ
ル
ル
ル
ル
ル
ル
ル
ル
ル
ル
ル
ル
ル

 

物
を
見
る
か
の
よ
う
な
目
そ
し
て

を
す
る
か
の
よ
う
に

り

を
あ

て
く
る

ま
る

で
獣
の
よ
う
だ

 
鈴

く

こ
い
つ

む
力
が

な
い
よ

 
血
が
流
れ
る

を

さ
え
て
鈴

は
そ
う
言
う

相
当
な

の
力
だ
ろ
う

 
晴
明

香
さ
ん
は

し
て
く
だ
さ
い

そ
れ
と

 
何
か

を

て
き
て
下
さ
い

 

香

分
か

た

せ
た
よ

 

香
は
大
急
ぎ
で
出
て
い
く
と
晴
明
は

 
晴
明

く
そ
の
人
か
ら

れ
な
さ
い
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先
程
か
ら
書
い
て
い
た

を

人
へ
と
ぶ
つ
け
る

 

人

ガ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

 
す
る
と
ど
う
だ
ろ
う
か

人
は
ば

た
り
と
倒
れ
そ
の
代
わ
り
に
大
き
な
体
格
を

つ
白

の
妖
怪
が

方
を

ん
で
い
た

 
晴
明

貴
方
の
目
的
は
何

 
と

晴
明
が
言
う
と
そ
の
妖
怪
は
見
下
し
て
い
る
か
の
よ
う
に

 
妖
怪

安

晴
明
は
何
処
だ

 

分
の
事
に
つ
い
て
聞
い
て
き
た

そ
れ
に
対
し
て

 
晴
明

が
安

晴
明
よ

 
そ
う

え
た
時
だ

た

目
の
前
に
い
る
妖
怪
の

相
は
変
わ

た

ま
る
で
何
か

分
に
恨

み
を

つ
か
の
よ
う
に
ギ
ロ
リ
と

ん
だ

 
妖
怪

そ
う
か
貴
様
か
貴
様
が
安

晴
明
か

 

大
な

を
開
け
て

分
へ
と
襲
い
か
か
る
が

 
鈴

晴
明

 
晴
明

う
わ
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鈴

が

し
倒
し
て
く
れ
た
た
め
怪

を
お
わ
ず
に
は
す
ん
だ
が

や

屋
が
滅

に

な

た

 
晴
明

あ
り
が
と
う

 
鈴

今
は
あ
い
つ
を

 
と

言

て
い
る
と
庭
の
先
で
そ
の
妖
怪
は

分
達
を

み

け
て
い
た

 
妖
怪

晴
明

安

晴
明

が
名
は
狗
神

 
貴
様
を
食
ら
う
者
の
名
だ

 
狗
神
と
呼
ば
れ
た
妖
怪
は
何

か
は
分
か
ら
な
い
が
怒
り
狂

て
い
た

 
晴
明

鈴

行
け
る

 
鈴

バ

こ
い

 

人
は
そ
う
言
い
飛
び
出
し
た

も
う
空
は

日
も

み
夜
へ
と
変
わ

て
い
た

 
晴
明

貴
方
は
何
で

に
そ
こ
ま
で
執
着
を
す
る
の

 
言

は
理
解
で
き
る
な
ら
何

分
に
執
着
す
る
の
か
聞
き
た
く
な

て
い
た

そ
の
た
め

聞
く
と
不
可
解
な
事
を
言
い
出
し
た

 
狗
神

お
前
の
せ
い
で

・お
・前
・ら

の
せ
い
で



 第零章 陰陽物語

 
晴
明

お
前
ら

 
普
通
な
ら

分

人
を

す

な
の
に
何

お
前
ら
と
言

た
の
か

問
が

か
ん
だ

 
狗
神

ま
ず
は
貴
様
を
貴
様
を

ら
わ
せ
ろ

 
晴
明

そ
ん
な
も
の

 
狗
神
が
大
き
な

を
開
い
て

み

い
て
く
る
が
術
を

え

 
晴
明

結
界

 

ン

と

い
音
を
た
て
て
見
え
な
い

が
現
れ
狗
神
の
動
き
を

さ
え
た

 
狗
神

安

晴
明

安

晴
明

 
晴
明

ぐ

 

シ

 
あ
ま
り
に
も
強

な
力
で

に
ヒ

が

る

壊
せ
れ
ぬ
よ
う
に

死
に

え
る

 
鈴

と

と

れ
ろ

 

ン

 
狗
神

ぐ

 

か
ら
の
飛
び

り
を
受
け
吹

飛
ぶ
が
す
ぐ
に
強

な

で
受
け

を
と
る
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狗
神

貴
様

今

の
事
を

と
い

た
か

 
鈴

だ
か
ら
何
よ

 
狗
神

ン

 

を
あ

る

ど
う
や
ら
相
手
は

だ

た
ら
し
く
キ
レ
て
し
ま

た
よ
う
だ

し
か
も

こ
の

は
こ
の
時
か
ら
あ

た
よ
う
だ

 
鈴

あ
ち

地

ん
だ
か
な

 
狗
神

貴
様
も
食
い
殺
し
て
や
る

 
鈴

や

て
み
ろ
や

 

ン

 

 
狗
神

ガ
ハ

 

り
上

を

か
ら
受
け
て
狗
神
は
ひ
る
み
後
ろ
へ
後
退
し
た

だ
が
そ
の
せ
い
か

の

が

れ
た
の
か
先
程
ま
で
と
は
変
わ
り

元
が
お

つ
い
て
い
た

 
晴
明

⻤
束

 
狗
神

ガ

貴
様

 
無
数
の

で

束
す
る

す
る
と
縁

を
ド
タ
ド
タ
と
走

て

香
が
こ
の
屋
敷
の
使
用
人
と
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共
に

を

て
き
た

 

香

晴
明
こ
れ
を

 
晴
明

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
狗
神

ガ

  
狗
神
が

れ
て

が

れ
て
い
く

 
鈴

晴
明
急
い
で

 
晴
明

え

こ
れ
で
行
け
る
わ

 
そ
う
言
い
狗
神
に
手
を
か
ざ
し

 
晴
明

呪

と
な
り
人
に

を
も
た
ら
す
も
の
よ

 
狗
神

め
ろ

め
ろ

 
晴
明

が
命
ず
る
悪
し
き
者
よ

へ
と

れ

 
狗
神

ウ
ガ

 

に
吸
い
と
ら
れ
る
よ
う
に
狗
神
が
吸
引
さ
れ
て
い
く

そ
し
て
狗
神
は

の
中
へ
と

る

と
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晴
明

よ

と

 

の

で

の

を
塞
ぐ
と
そ
の
上
に
封
印
の
呪

を
張
り

け
た

こ
れ
で
封
印
は

了
し
た

な
お
魔

波
で
は
な
い

 
晴
明

終
わ

た

 
鈴

イ
ス
晴
明
ち

ん

 

香

こ
れ
で

は
元
に
戻
る
ん
だ

 
念
の
た
め
な
の
か
聞
い
て
く
る
と
鈴

は
笑

で

 
鈴

そ
の

だ
よ
だ
か
ら
安
心
し
て

 

香

そ
う
か
あ
り
が
と
う

 
使
用

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

那
様
を

け
て
い
た

 
だ
い
て

 
使
用
人
の
方
も

を
下

て
く
る

そ
れ
を
見
た
晴
明
は

 
晴
明

い
え
い
え

さ
て
と
帰
り
ま
す
か

 
使
用

ま

て
い
か
れ
て
は

 
晴
明

い
え
い
え

達
は
帰
り
ま
す
よ

そ
れ
に
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こ
い
つ
を
出
れ
な
い
よ
う
に
し
な
い
と
い
け

 
な
い
の
で

 

の
中
で
は

く
帰

て
酒
を

ん
で

た
い
と
い
う
の
も
あ
る
が
狗
神
を
も

と

に
封

印
し
た
い
が
た
め

く
帰
り
た
い
の
だ

 

香

そ
う
か
な
ら
晴
明

て
い
く
よ

 
晴
明

そ
れ
は

か
り
ま
す

 

い

狗
神

り
が
あ
る
た
め

て
く
れ
る
の
は

常
に
あ
り
が
た
い
と
思

た
た
め

て
も
ら
う
こ
と
に
し
た

 

香

そ
れ
じ

奴
に
も
よ
ろ
し
く

 
使
用

分
か
り
ま
し
た
そ
れ
で
は

香
様

 

香

行
こ
う

 
晴
明

は
い

 
鈴

て
い
き
ま
す
か

 
狗
神
の

を
回

し
て
晴
明
と
鈴

は

香
の

に

り
家
へ
と
帰
る
の
だ

た

そ
し
て

後
の
未
来
に
封
印
し
た
狗
神
は
あ
る
少
年
を

け
る
パ

ト

に
な
る
の
だ
が
そ
れ
は
ま
た
本
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編
で
の
お
話
で
あ
る

 
怠
惰

で
は
で
は
や

て
い
き
ま
し

う
か

 
神
楽

狗
神
様
の

ン
キ

時
代

 
狗
神

め
ろ

マ
ジ
で

ず
か
し
い
ん
だ

 
鈴

元

ン
の
狗
神

 
狗
神

よ
し
鈴

て
め

後
で
食
い
ち
ぎ

て
や
る

 
怠
惰

ま

ま

そ
れ
と

実
は
今
回
は

人
の
元

定

 
と
い
う
の
を
語
ろ
う
と
思
う
よ

 

人

元

定

 
怠
惰

そ
う

実
は

人
を

く
に
当
た

て

園
を

 
思
い

か
べ
な
が
ら
最

た
ん
だ
よ

 
鈴

園

 
怠
惰

そ
う

そ
れ
で
考
え
た
の
が
ド
ラ
マ
と
か
で
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あ
り
そ
う
な
仲
良
し

人
組
の
グ
ル

て

 
感
じ
で

 
神
楽

そ
う
な
ん
で
す
か

 
怠
惰

う
ん

ま
ず
狗
神
は

人
組
の
中
だ
と
ま
と
め

 
の
リ

言

ち

え
ば
少
し

ン
キ

気

 
な
感
じ
の
立
ち

か
な

 
狗
神

結
局

ン
キ

か

 
怠
惰

次
に
神
楽
は

強
し
か
知
ら
な
い

物
の
真
面
目

 
ち

ん

て
感
じ
だ

 
神
楽

何
で
す
か
そ
れ

 
怠
惰

そ
ん
で
鈴

は

人
組
の

ド
メ

カ

で

 
妹
分

て
感
じ
だ
よ

 
鈴

る
程

つ
ま
り

物
の
神
楽
ち

ん
を
遊
び

 

れ
て
る
意

深
で
は
な
い
狗
神
の

が

 
誘

て

も
そ
れ
に

す
る

て
感
じ
だ
よ
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怠
惰

そ
う
そ
う

 
神
楽

て

物
で
す
か

 
狗
神

ン
キ

 
怠
惰

え

と

人
の
メ
ン
タ
ル
が

ち
そ
う
に
な
い

 
の
で
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
鈴

次
回
の
本
編
も
よ
ろ
し
く

 
怠
惰

そ
れ
で
は
サ
ラ
バ

 
神
楽

物

 
狗
神

ン
キ

 
鈴

ば
い
ば
い
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第

話
 
異
界
の
門

 
こ
ん
に
ち
は

書
様

怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

 
今
回
注
意
す
る
事
は

下
の
通
り
で
す

妖
怪
の

ル
は

王

世

な
妖
怪
達

真
面
目

な
妖
怪
強

解

 

上
が

手
な
方
は

ラ
ウ
ザ
バ

ク
を
し
て
く
だ
さ
い

 
よ
ろ
し
い
で
す

で
は
本
編
へ
ど
う

 
狗
神
を
封
じ
て
数
日
後
の

方
頃
晴
明
は

術
を
用
い
て
妖
怪
が
都
へ
と
侵

す
る
ル

ト

を
探
し
て
い
た

 
鈴

晴
明
そ
こ
は
見
た
ら
こ
こ
を
見
る
ん
だ
よ

 
晴
明

え

え

 
も
う
鈴

は
生
前
の
時
の
よ
う
は
陰
陽
術
は

ど
使
え
な
く
な

て
し
ま

た
が
や
り
方
は
経
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上
教
え
る
こ
と
が
出
来
る

な
の
で
晴
明
に
教
え
な
が
ら
や

て
い
た

そ
ん
な
こ
ん
な
で
数

分
後

 
晴
明

は

 

び
を
し
な
が
ら
晴
明
は
大
き
く
深
呼
吸
を
す
る

 
鈴

お

れ
様

晴
明

 
お

を

い
て
く
れ
る
と
お

を

み
な
が
ら

 
晴
明

さ

き
の

い
の
結

何
だ
け
ど

 
鈴

う
ん

く
妙
な
結

だ
よ

 
不
可
解
な
事
に
妖
気
が
都
の
と
あ
る
所
に
一

集
中
を
し
て
い
た

と
い
う
結

が
出
た
の

だ 
鈴

行

て
み
る

は
あ
り
か
な

 
晴
明

え

行
く
価
値
は

分
に
あ
る
わ
何
せ
都
の

 
門
の

つ

羅
城
門
な
ん
で
す
も
ん

 
そ
う
言
い

人
は

い
の
結

で
出
た
羅
城
門
へ
と
向
か
う
の
だ

た

 
少
女

動
中
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晴
明
と
鈴

が
羅
城
門
に
着
く
頃
に
は

陽
は

み

の
夜
が
包
み
ん
混
ん
で
い
た

 
鈴

や

り
こ
う
見
て
み
る
と
少
し

れ
て
来
て

 
い
る
よ

 
晴
明

そ
の
お
陰
か
陰

的
よ

 
見
た
感
じ
羅
城
門
は

く

れ
て
い
た

の

色
は

が
れ
落
ち
屋

の
瓦
も
数

程
な
く

な

て
い
た
り
ヒ

が

て
い
る
物
も
あ

た

 
鈴

見
た
感
じ
対
し
て
何
も
な
い

て
感
じ
だ
よ

 
晴
明

え

対
し
て
は

 
羅
城
門
に
は
何
も
変
化
と
い
う
変
化
が
な
い

こ
れ
だ
け
不
気

な
ら
何
か
出
て
も
可
笑
し
く

は
な
い
の
だ
が
と
思

て
し
ま
う
の
だ
が

 
晴
明

鈴

 
鈴

う
ん
気
が
つ
い
て
る
よ

そ
こ
に
い
る
の
は

  
気

が
し
た
た
め

と

空
の
夜
に
む
か

て

ぶ
と

 

 

の

に
気
が
つ
く
と
は
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の
方
向
は
羅
城
門
の
屋

の
上
か
ら
だ

た

見
上

る
と
そ
こ
に
は
桃
色
の

に

が

包

で

か
れ
た
少
女
が
立

て
い
た
の
だ
が

い
の
妖
力
と

倒
的

感
に
畏

を
感
じ

た

何

先
程
ま
で
気
づ
か
な
か

た
の
か
と

問
に

く

ど
だ

 
晴
明

貴
女
が
こ
の
事
件
の
首
謀
者

そ
れ
と
も

力

 
者
か
し
ら

 

 

い
え

は

 
そ
う
言

た
時
だ

た

突
然

羅
城
門
の
中

が

き
だ
す
と
そ
こ
に

つ
の

様
が

か
び
上
が
る

そ
れ
を
晴
明
は
見
た
こ
と
が
あ

た

 
晴
明

あ
の

様
は

嘘
よ

奴
は
も
う
こ
の
世
に

 
い
な
い

よ

 
そ
の

様
は

つ
も
の

が

に
混
じ
り
あ

た

様
そ
の

様
は
か
つ
て
陰
陽

で
あ
り

な
が
ら
呪
術
士
に
落
ち
た
男
が
使

た

様

そ
の
男
の
名
は

 
晴
明

何
で
道
満
の

様
が

 
そ
う
そ
の

様
は
か
つ
て

分
と
対
立
し
て
い
た
陰
陽

屋
道
満
の

様
だ

た
の
だ

 
鈴

晴
明
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鈴

に

を
か
け
ら
れ
晴
明
は

へ
と
返

た

時
だ

た

様
か
ら
何
体
も
の
妖
怪
が

を

し
た

全
て

の

⻤
や
悪
⻤
等
の
妖
怪
だ
が
数
が

過
ぎ
る

 
晴
明

ま
ず
は
こ
い
つ
ら
を

け
る

そ
し
た
ら

 
次
は
貴
女
よ

 

 

え

だ
か
ら

は

 
晴
明
は
お

を
構
え
鈴

は
何
時
で
も

れ
る
よ
う
に
構
え
る

 

⻤

何
だ

奴
ら
は
よ

 
悪
⻤

お
前
う
ま
そ
う
だ
な

 

⻤

食

ち
ま
お
う

 
悪
⻤

ヒ

ハ

 
妖
怪
達
が
襲
い
か
か

て
く
る

人
も

戦
し
よ
う
と
し
た
時
だ

た

 
グ
ジ

 
突
然
上
空
か
ら
先
程
の
妖
怪
の
少
女
が
悪
⻤
の

を
下
敷
き
に
し
て
着
地
し
て
き
た

こ
れ
に

は
襲
い
か
か
ろ
う
と
し
て
き
た
悪
⻤
や

⻤
達
は

ま
る

 

 

だ
か
ら
言
わ
せ
て
く
だ
さ
い

は
貴
女
達
の
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で
は
あ
り
ま
せ
ん

 
そ
う
言

た
時

の
悪
⻤
の

が

に
染
ま
る

 
悪
⻤

う

嘘
だ
ろ
何
で
こ
ん
な
と
こ
ろ
に

子
が

 
い
る
ん
だ

 
そ
の
言

を
聞
く
や

や
妖
怪
達

き
は
ヒ
ソ
ヒ
ソ
と
騒
ぎ
始
め
た

そ
し
て

い
た
の
は
妖

怪
達
だ
け
で
は
な
い

晴
明
と
鈴

も

い
た

 
鈴

い

子

確
か
実
力

義
の
⻤
達
の

 
中
で
も
酒
天

子
と

と
い
わ
れ
て
る
あ
の

 

子

 
晴
明

待

て
く
だ
さ
い
確
か
⻤
達
は
理
久

さ
ん
達

 
の
仲
間
で
す
よ

 
と

言
う
と

子
は

た
の
か

笑
い
で

 

 

え

と
は
い
ま

そ
う
で
す
か

そ
れ
と

 

は

子
で
は
な
く

華
扇
で
す

 

華
扇
と
名

る
と

笑
み
な
が
ら
言
う
が
妖
怪
を
下
敷
き
に

み

い
た
た
め
返
り
血
が
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つ
い
て
逆
に

い

だ
が
ヒ
ソ
ヒ
ソ
と
妖
怪
達
が
話
し
て
い
る
と

 
妖
怪

こ
れ
は
こ
れ
は

子
様
で
は
ご
ざ
い
ま

 
せ
ん
か

 
妖
怪
達
の
中
に
一

目
立
つ
妖
怪
が
現
れ
る

白
い

で

元
に

か
ぶ
真

な

を

ち
更
に
特

的
な
の
は

中
に
は
そ
れ
な
り
に
大
き
い

を

つ
と
い
う
こ
と

 
華
扇

ひ
の
え
ん
ま

火

魔

 
晴
明

火

魔

 
華
扇

え

達

⻤
夜
行
は
妖
怪
達
の
集
ま
り
な
の
は

 
分
か
り
ま
す
よ

 
晴
明

え

 
華
扇

だ
け
ど
そ
れ
で
も
こ
の
大
和
の

の
妖
怪
達
の

 
う
ち

が

達

⻤
夜
行
に
つ
い
て
い
た

 
し
か
し
目
の
前
の
火

魔
と
い
う
妖
怪
は

り

 
の

の
つ
ま
り

⻤
夜
行
に

る
の
を

 
し
た
妖
怪
達
に

る
ん
で
す
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妖
怪
達
の
集
ま
り

⻤
夜
行
そ
れ
は
妖
怪
の
総
大
将
ぬ
ら
り
ひ

ん
こ
と
深
常
理
久

を

に
参
謀
の
八
雲
紫

⻤
の
大
元
の
⻤
子

神
の
不
動
⻤

々
や
酒
天

子
の
伊
吹
萃
香

天
狗
の
⻑
で
あ
る
天
魔
こ
と
村
雲
風
雅

達
の
リ

城

ン
ガ
イ

空

の
ル

ミ
ア
と
い

た
妖
怪
達
で
構

さ
れ
人
と
共
に
歩
む
こ
と
を
考
え
た
者
達
だ

だ
が

⻤
夜
行
に

ら
な
か

た
者
達
の

ど
は
人
間
を
過
小

価
し
た
だ
の

サ
と
し
か
考
え
て
い
な
い

中
が

ど
と
言

て
良
い

火

魔
も
そ
の

人
だ

 
火
魔

で
も
妖
怪
の
中
で
も
最
強
た
る
⻤
の
血
し
か
も

 

子
の
血

そ
し
て
平
安

の
陰
陽

 
安

晴
明
の
血

う

ん

く

く
し
ち

 
う
わ

あ

く

み
た
い
わ

 
火

魔
は
不
気

に
笑
う

あ
ま
り
の
気

ち
悪
さ
に
晴
明
と
首

を

え
て

え
た

 
晴
明

こ

こ
い
つ
も
変

だ
わ

 
華
扇

つ
ま
り

に
戦
い
を

む

そ
れ
で
良
い
の

 
よ

 
火
魔

え

今
の

な
ら
負
け
る
気
が
し
な
い
も
の
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そ
う
言
う
と
先
程
か
ら
ヒ
ソ
ヒ
ソ
と
話
し
て
い
た
悪
⻤
や

⻤
が
晴
明
と
鈴

そ
し
て

華

扇
に
向
か

て

や
ら
を
構
え
て
く
る

ル
気
満
々
だ

 
華
扇

良
い
で
し

う
こ
の

華
扇

貴
女
達
の
相
手

 
を
し
て
あ

る
わ

 
晴
明

華
扇
さ
ん

も
や
ら
せ
て
く
だ
さ
い
こ
い
つ
ら
を

 
野
放
し
に
し
た
ら
都
が
滅
び
ま
す
か
ら

 
鈴

刀
す
る
よ

 
そ
れ
を
聞
く
と

扇
は

い
た

を
す
る
が

リ
と
笑
い

 
華
扇

な
ら
お
願
い
し
ま
す

 
晴
明

せ
て
く
だ
さ
い

 
鈴

行
く
よ

 

人
は
一

に

け
出
し
た

 
火
魔

い
い
わ
貴
女
達
の
血
の
色
を
見
せ
て
ち

う
だ
い

 

人
の
人
間
と

人
の
式
と

人
の
妖
怪
に
よ
る
共
闘
で
大
勢
の
妖
怪
へ
と

む
の
だ

た
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怠
惰

は
い
今
回
は
華
仙
ち

ん
が
出
て
き
ま
し
た

 
鈴

か
し
い

 
神
楽

ま
た

名
な
妖
怪
で
す

 
狗
神

て
か
相
手
の
妖
怪
の

ど

て

王
か
よ

 
怠
惰

は
い
そ
う
で
す

王
で
す
第

話
の

つ
目
小
僧

 
が

つ
目

道
に
な
る
の
も

王
が

ル
で
す

 
て
か
ま
ん
ま

王
で
す

 
神
楽

王
か
ら
思
い

く

て

 
怠
惰

だ

て
さ

度
良
い
妖
怪
が

と
か
見
て
も

 
中
々
見
つ
か
ら
な
い
か
ら
こ
う
や

て

王
の

 
妖
怪
図

を

め
た
り
し
て
る
ん
だ
よ

 
狗
神

見
つ
け
て
も
も
う
東
方
キ

ラ
と
し
て
出
て
い

 
る
の
も
い
る
か
ら

し
い

て
事
だ
ろ

 
怠
惰

そ
う
い
う
こ
と

 
鈴

妖
怪
選
び

て

し
い
ん
だ
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怠
惰

そ
う
い
う
事
だ
よ
そ
れ
と
華
仙
が
妖
怪
と
い
う
説

 
お
よ
び
に
⻤
と
い
う
説
は
人
そ
れ

れ
だ
か
ら
知

 

て
お
い
て

 
狗
神

ど
う
い
う
こ
と
だ

 
怠
惰

そ
れ
は
ま

怠
惰
さ
ん
が
書
い
て
い
け
ば
分
か

 
る

て
事
さ

と
り
あ
え
ず

が
⻑
く
な
り

 
そ
う
だ
か
ら
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

ま

次
回
も
よ
ろ
し
く
な

 
鈴

そ
ん
じ

者
様

 
神
楽

ま
た
明
日
の
本
編
で
お
会
い
し
ま
し

う

 
怠
惰

そ
ん
じ

バ
イ

ラ



 第 話 羅生門の対決

 
第

話
 
羅
生
門
の
対
決

 
こ
ん
に
ち
は

者
様

怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

 
今
回
の
注
意
事

は

下
の
通
り
で
す

ラ

フ

は
生
け

死

陰
陽
術
物
理

体
を
裂
く

り

 

上
で
す

よ
ろ
し
い
で
す

で
は
本
編
へ
ど
う

 
の
都
に
不
気

に
光

く
羅
生
門
の
前
で

華
扇
と
共
に
妖
怪
達
と
対

し
て
い
た

 
妖
怪

ぐ
へ

 
華
扇

そ
の
程
度
で

に

む
な
ど
と

年

い
で
す

 
悪
⻤

子
の
首
は
も
ら
う
が
や

 

利
な

で
華
扇
へ
と
斬
り
か
か
る
が

 
晴
明

結
界
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ガ
キ
ン

 

利
な

は
華
扇
に
当
た
る
こ
と
は
な
く
数
十
セ
ン

で

ま

た

更
に

 
鈴

ど

せ
い

 
悪
⻤

が

 
鈴

の

り
が
悪
⻤
の

面
に

ロ
に
決
ま

た

悪
⻤
の

は
血
を
流
し
な
が
ら

じ
曲

が

た

 
華
扇

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
鈴

今
は
お

は
無
し
だ
よ

 
晴
明

え

そ
う
で
す
よ

 
と

言

て
い
る
と
上
空
か
ら
火

魔
が
飛
来
し
て
襲
い
か
か

て
く
る

 
火
魔

ま
ず
は
陰
陽

貴
女
の
血
を

う
わ

 

な
笑
み
を

か
べ
襲
い
か
か
る
が

 
華
扇

さ
せ
ま
せ
ん

 
火
魔

な

 
華
扇
の

の
包

が
火

魔
の

に

み

く
と
包

を
手
に

て
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華
扇

貴
方
は

ら
の
血
を

ん
で
な
さ
い

 
火
魔

が

 
グ
ジ

 

⻤

ギ

 
火

魔
の

は

⻤
に
向
け
ら
れ
た

そ
し
て
ジ

ス
ト
に
首

に

を
た
て
ら
れ
た

⻤
は

ん
だ
が
何
と
い
う
事
だ
ろ
う
か

を
首

に
た
て
ら
れ
血
を
吸
わ
れ
た

⻤
は

と
な

た 
火
魔

ま

ず

こ
ん
な

共
の

 
血
な
ん
て
不

く
て

め
た
も
ん
じ

な
い
わ

 
だ
が
そ
の
光
景
を
見
て
い
た
晴
明
の

は

く
な
る

今
回
は

妖
怪
が
生
け

と
な

た

が
も
し

分
の
血
が
吸
わ
れ
て
い
た
な
ら
あ
ん
な
未
来
に
な

て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
か
ら

だ 
晴
明

あ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

華
扇
さ
ん

 

扇

そ
れ
は
ま
た
後
で
受
け
と
り
ま
す

 
包

を
戻
し
そ
う
言

て
い
る
と

り
の
妖
怪
達
が

気
に
な

て
い
た
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⻤

あ

あ
の
女
に
は
つ
い
て
け

よ

 
悪
⻤

子
が
い
る
な
ら

は
帰
る

 
火
魔

お
前
ら

 
妖
怪
達
は
来
た
門
に

て

に

え
て
い

た

た
だ
で
さ
平
安

の
安

晴
明
に
⻤
の

ト

の

人

子
こ
と

華
扇
が
い
る
だ
け
で
も
戦
う
こ
と
に

を

い
て
い

た
が
先
程
の
血
を
吸

て

に
し
た
妖
怪
を
見
て

く
な

た
の
か
逃

出
し
た

 
火
魔

ち

使
え
な
い
わ

ま

い
い
わ

人

 
で
も
貴
女
達
ぐ
ら
い

せ
る
も
の

 
そ
う
言
い
真

黒
な

を

に
ぶ
ら
下

て
い
る
和

を
構
え
て

り
か
か

て
く
る

 
鈴

さ
せ
る
か

 
ド

ン

 
火
魔

こ
い
つ

の

を

え
る
だ
と

 

の
一
撃
を

り
で
受
け

め
弾
き
飛
ば
し
た
が

 
鈴

 
や
は
り
一
撃
が

か

た
た
め
か
鈴

の

か
ら
血
が
流
れ
て
い
る
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晴
明

い
け
る

 
鈴

に
か
か
れ
ば
問

な
い
よ

 

を
動
か
し
て
鱗

を
出
し
て
怪

を
し
た

に

る

す
る
と
怪

し
た

が

え
て

い
き
元
の
華

の

に
戻
る

 

再
生
能
力
が
⻤
と

等
レ

ル
で
高
い
わ

 
鈴

そ
れ
が

の

売
能
力
で
す

・

・

 
キ
リ

と

情
を
し
て
そ
う
言
う

だ
が
火

魔
は
こ
れ
に
は
イ
ラ

と
し
た
よ
う
だ

 
火
魔

良
い
わ
貴
女
か
ら
殺
し
て
あ

ま
し

う
か

 

を

上
空
へ
と
上
が
る
と

空
を
し
て

を

の
よ
う
に
構
え
て
襲
い
か
か
る

だ
が
晴

明
は
向
か

て
く
る
火

魔
に
無
数
の
お

を
投

つ
け
る

 

 
火
魔

聞
か
な
い
は
そ
ん
な
も
の

 
向
か

て
く
る
お

を
飛
び
な
が
ら
回

す
る
が
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も

け
ら
れ
る
と
想
定
し

て
投

た
も
の
に
過
ぎ
な
い

 
晴
明

悪
⻤
束

 
火
魔

が
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け
た
お

か
ら
無
数
の

が
現
れ
火

魔
に

み

く

 
晴
明

華
扇
さ
ん
お
願
い
し
ま
す

鈴

は
準
備

 
鈴

オ

ケ

華
扇
ち

ん
上
空
に

ち
上

て

 
華
扇

ま

た
く
失
敗
は
許
し
ま
せ
ん
よ

 
そ
う
言
う
と
鈴

は

か
上
空
へ
と
飛
び
立
つ

そ
し
て
華
扇
は
包

で

か
れ
た

に
力

を
溜
め
て

 
華
扇

ド
ラ

ン

グ
ロ
ウ
ル

 
包

が
解
か
れ

が
龍
の

の
よ
う
に
変

す
る

そ
し
て
変

し
た
龍

は
大
き
く

を

開
け
る
と
動
け
な
い
火

魔
に
向
か

て
妖
力
で
出
来
た

大
弾
を

ロ

で

撃
さ
せ
た

 
火
魔

ガ
ハ

 

か
上
空
ま
で
吹

飛
ぶ
と
先
程
か
ら
ス
タ
ン
バ

て
い
た
鈴

の

が
白
く
光
出
す

 
鈴

行
く
よ

 

方
へ
と
吹

飛
ん
で
く
る
火

魔
ま
で
一
気
に
間
合
い
を

め
る

 
火
魔

ま
だ

ま
だ

は

 
鈴

見
え
る

あ
の

の

き
が
あ
れ
が
貴
女
の



 第 話 羅生門の対決

 
死

よ

 
火
魔

ま
だ
わ
た
し
の
あ
の
お
方
に

 
鈴

陰
陽
一

り

 
一

の

度
の

り
が
火

魔
の

体
を
引
き
裂
い
た

 
火
魔

ぐ

し

ご
ざ
い
ま
せ
ん
鷺
麿
様

 
と

く
と

時
に
黒
い

と
な

て

滅
し
た

そ
し
て
そ
れ
を
地
上
で
も
見
え
て
い
た

 
晴
明

終
わ

た
わ

 
何
と
か
戦
い
を
退
い
た
た
め

と
一

つ
い
て
い
る
と
鈴

が
降
り
て
く
る

 
鈴

久
々
に
決
ま

た
よ

 
久
々
に
決
ま

た
た
め
か
結
構

ん
で
い
る
と

 
華
扇

一

つ
い
て
い
な
い
で
あ
れ
を

め
ま
す
よ

 
晴
明

え

そ

そ
う

 

ず
か
し
い
こ
と
に

れ
か
け
て
い
た
た
め

て
し
ま

た
が
す
ぐ
に

べ
る
こ
と
に
し

た 
晴
明

こ
こ
は
こ
う
な

て
る
か
ら

解
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霊
力
を
込
め
て
解
呪
の
呪

を

え
る

す
る
と

 
バ
キ

バ
キ
バ
キ

バ
キ
ン

 
異
世
を

ぐ

に
ヒ

が

て
い
き
や
が
て
そ
の

は

々
に
な

て
破
壊
さ
れ
た

 
晴
明

こ
れ
で
一
件
落
着

 
鈴

と
こ
ろ
で
理
久

の
仲
間
で
あ
る
貴
女
が
何
で

 
都
に

 
華
扇
が
何

こ
こ
に
来
た
の
か
分
か
ら
な
い
た
め
聞
く
と

 
華
扇

こ
こ
最
近

妖
怪
達
が
神
隠
し
に
あ

て

え
る

 
と
い
う
事
件
が

発
し
て
い
て
そ
れ
で

に
出

 
て
い
た
の
よ

 
晴
明

神
隠
し

 
華
扇

え

そ
れ
で
探
し
て
い
た
ら
門
が
あ

た
か
ら

 

て
み
た
ら

 
晴
明

平
安

の
羅
生
門
の
前
に
た
ど
り
着
い
た

て
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ど
う
や
ら
妖
怪
達
に
も
や
は
り

は
あ
る
よ
う
だ

し
か
し
晴
明
は
先
程
の
門
を
見
て
い

て 
晴
明

ら
く
今
回
の
事
件
は

か
が
裏
で

を
引
い

 
て
る
わ

死
ん
だ
道
満
の

様
が
使
わ
れ
て
い

 
た
時

で

ら
く
呪
術
士
の

か
が
こ
ん
な
事

 
を
明
白
だ
け
ど

 
鈴

さ

き
火

魔
が
気
に
な
る
こ
と
を
言

 

 
た
ん
だ
け
ど

 
華
扇

何
て
言

た
の

 
鈴

鷺
麿

て
言

て
た
け
ど

だ
ろ
う

 
晴
明

分

ら
く
そ
い
つ
が
犯
人

を
す
る

 

が
あ
り
そ
う

 
鷺
麿
と
い
う
名
は
聞
い
た
こ
と
が
な
か

た

そ
の
た
め

が

と
考
え
た

 
晴
明

華
扇
さ
ん
は
ど
う
す
る
ん
で
す
か

 
華
扇

え

で
す
か
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こ
こ
の
都
は
妖
怪
と
聞
け
ば
陰
陽

総
出
で
倒
す
と
い
う
絶
対
正
義
を

て
い
る

そ
の
た

め
妖
怪
に
は

し
い

そ
れ
は
晴
明
も

だ
が
理
久

の
仲
間
と
な
れ
ば
話
は
別
だ

 
晴
明

良
け
れ
ば
家
に
し
ば
ら
く
い
ま
す
か

 
華
扇

え

い

い
い
ん
で
す
か

 
晴
明

え

人

人
増
え
た
と
こ
ろ
で
変
わ
り
ま

 
せ
ん
よ
そ
れ
に
帰
る
と
し
て
遠
い
で
し

う

 
そ
れ
を
言
わ
れ
華
扇
は
う

と

し
い

に
な

た

理
久

達
の
住
ん
で
い
る
総
本
山
妖

怪
の
山
は
こ
こ
か
ら
何

キ
ロ
と
遠
す
ぎ
る

そ
の
た
め
飛
べ
る
と
い
え
ど
帰
る
の
は
大
変
だ

 
華
扇

な
ら
晴
明
さ
ん
今
回
の
事
件
に

も

力
を

 
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す

の
友
人
達
が

き
込
め
れ

 
る
の
は

な
ん
で

 
晴
明

良
い
で
す
よ
華
仙
さ
ん
な
ら
そ
こ
い
ら
の
陰
陽

 
よ
り
も

用
で
き
そ
う
で
す
し

 
そ
う
言
う
と
手
を

し
出
す

そ
れ
に
華
扇
は
手
を
だ
し
て

手
を
し
た

奇
妙
な
共
闘
を
す

る
と
い
う

定
が
出
来
上
が

た

そ
し
て
晴
明
は
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晴
明

と
り
あ
え
ず
帰
り
ま
し

う

内
し
ま
す
よ

 
華
扇

お
願
い
す
る
わ

 
鈴

あ

待

て
よ

 
そ
う
し
て
晴
明
に
鈴

は
華
扇
を
家
へ
と

内
し
な
が
ら
帰
る
が

 
晴
明

そ
う
い
え
ば
華
扇
さ
ん
理
久

さ
ん
は
元
気
で
す

 
か

 
華
扇

え

ど
う
し
て
で
す
か

 
華
扇
は
少
し
暗
い

情
に
な

た

だ
が
晴
明
は
そ
ん
な
の
知
ら
ん
こ

ち

な
い
と
言
わ
ん

ば
か
り
に
楽
し
そ
う
に

 
晴
明

ま
た
理
久

さ
ん
会
い
た
い
な

て

 
華
扇

 
晴
明
の
言

を
聞
い
た
華
扇
は
少
し

る

 
晴
明

華
扇
さ
ん

 
華
扇

晴
明
さ
ん
よ
く
聞
い
て
く
だ
さ
い

総
大
将
い
え

 
理
久

さ
ん
は

も
う
こ
の
世
に
は
い
ま
せ
ん
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晴
明

え

 
鈴

嘘
で
し

 
鈴

も

い
て
そ
う
言

て
し
ま
う
が
華
扇
は
真

の
首
を

に

り

 
華
扇

今
か
ら

年
前
に

く
な
り
ま
し
た

 
突
然
の
告
白
に
晴
明
は

て
し
ま
う
の
だ

た

 
鈴

今
回
も
あ
り
が
と
う

 
神
楽

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
狗
神

な

よ
こ
の
第
零
章
の
ラ
ス
ボ
ス

て

 
怠
惰

は
い

奴
で
す
よ
散
々

子

て

気
な
く

 
や
ら
れ
た

奴
で
す
よ

 
鈴

も
う
そ
う
い
う

命
な
ん
だ
ろ
う

 
神
楽

何
か
悲

で
す

 
狗
神

少
し
悲
し
く
な

て
き
た
な

奴
は
ど
ん
な
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終
わ
り
方
を
す
る
ん
だ
ろ
う
な

 
怠
惰

ま

晴
明
や
鈴

が
こ
れ
か
ら
ど
う
活

す
る

 
の
か
を
知

て
い
る
の
は
鈴

だ
け
だ
か
ら

 
鈴

の
活

に
こ
う
ご

待

 
怠
惰

は
は

と
り
あ
え
ず
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

ま
た
次
回
も
頼
む
な

 
鈴

そ
れ
じ

者
様

 
神
楽

ま
た
の
お
越
し
を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
お
り

 
ま
す



 第零章 陰陽物語

 
第

話
 
元
凶

 
こ
ん
に
ち
は

者
様

さ
て
今
回
の
注
意
事

は

下
の
通
り
で
す

下
手
な

濃
い
式
神
達

大

遠
く
か
ら
見
る
と
病
ん
で
る
よ
う
に
し
か
見
え
な
い

 
と

こ
ん
な
感
じ
で
す
が
大

で
す

な
ら

 
本
編
へ
と
ど
う

 
火

魔
を
倒
し
翌
日
の
こ
と
晴
明
は
過
去
を
思
い
続
け
昨
晩
は
一

も
出
来
な
か

た

そ
し

て
今
は
縁

に
座
り
何
処
か
遠
い

方
の
空
を
見
て
い
た

 
晴
明

理
久

さ
ん

 
か
つ
て
理
久

と
と
の
悲
し
み
の
戦
い
を
し
た
晴
明
は
そ
の
時
の
事
を
思
い
出
し
て
い
た

 
理
 

晴
明

は
今
日
ま
で
の
こ
と
は

れ
な
い

 

え

が
死
ん
で
生
き
返

た
と
し
て
も
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は

れ
な
い

数
少
な
い
人
間
の
友
の

 
こ
と
を
絶
対
に

れ
る
こ
と
は
な
い

 
今
か
ら

年
前

を
流
し
な
が
ら
の
別
れ
を
心
に
と
ど
め

 
理
 

晴
明

ま
た
い
つ
か
会
お
う

 
そ
う
最
後
に
言
い

し
て
別
れ
た
親
友
を
こ
れ
ま
で
一
時
も

れ
た
こ
と
は
な
い

そ
れ
ぐ
ら

い
晴
明
に
と

て
数
少
な
い
親
友
だ

た
か
ら
こ
そ
だ

 
晴
明

理
久

さ
ん

貴
方
は
嘘
つ
き
で
す

そ
ん
な

 
事
を
言

て
お
い
て
結
局

会
え
な
い
な
ん
て

 
会
い
た
く
て
も
も
う
会
え
な
い

心
の
何
処
か
に

か
り
と

が
開
い
た
か
と
思
わ
せ
る

ど
の

覚
を
さ
せ
る

そ
し
て
そ
ん
な
晴
明
を
見
守
る
か
の
よ
う
に
居
間
で
は
華
扇
が

め
鈴

は
華
仙
に
お

と

を

し
た

 
鈴

は
い
華
仙
ち

ん

 
華
扇

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

晴
明
は
大

 
何
で
す
か

 
鈴

大

あ
の
子
は
あ

見
え
て
と

て
も
強
い
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か
ら

だ
か
ら
ち

と
心
の
整
理
を
さ
せ
て
あ

 

る
と
共
に

か
い
目
で
見
守
る
ん
だ
よ

 
⻑
い
間
晴
明
と
共
に
い
る
か
ら
こ
そ
鈴

は
分
か
る

き
じ

く
る
く
せ
に
立
ち

り
の

さ
は

よ
り
も

く

カ
イ

だ
と

 
華
扇

あ
ま
り
そ
う
は
見
え
ま
せ
ん
け
ど

 
鈴

 
と

人
は
見
守
る

そ
し
て
晴
明
は
ま
だ
空
を

め
て
い
た

か
つ
て
の
思
い
に
心
を

せ
な
が
ら

 
晴
明

に
咲
く

の
花
か
の

い

た
す
こ
と

 
と

わ
永
久
に

な無
ん

 
と

晴
明
は

を

む
と
縁

か
ら
立
ち
上
が
り

 
晴
明

よ
し

 
パ
ン
パ
ン
と

の

を

く

そ
れ
を
見
て
い
た
の
か
鈴

は

 
鈴

晴
明

も
う
良
い
の

 
晴
明

え

も
う
吹

れ
た
わ
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華
扇

鈴

さ
ん
が
言

た
通
り

い
で
す

 
こ
ん
な
に
も

く
吹

れ
た
事
に
華
仙
は

い
た

を
し
て
い
た

 
晴
明

さ
て
と
折

を

た
ん
だ
か
ら

い

 
を
し
な
い
と

 
鈴

う
ん

あ

そ
れ
と
晴
明

 
晴
明

何

 
鈴

羅
城
門
で
感
じ
た
気
を
追

て

て
み
て

 
そ
こ
に
黒
幕
は
い
る

だ
か
ら

 
晴
明

分
か

た
わ

 

を

り
だ
し
晴
明
は

い
を
始
め
た

今
は
く
よ
く
よ
な
ん
か
し
て
い
ら
れ
な
い

せ
め

て
す
る
な
ら
今
あ
る
事
件
を
解
決
し
て
か
ら
だ
と
決
心
し

い
を
始
め
る
の
だ

た

 
少
女

術
中

 

い
を

め
て
数
時
間
が
経
過
し
た

す
る
と

 
晴
明

見
つ
け
た
わ

 
立
ち
上
が
り
急
い
で
地
図
を

て
確
認
す
る

そ
れ
を
聞
い
た
鈴

と
華
扇
も
晴
明
が
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た
地
図
を

き
見
て
確
認
す
る
と

 
晴
明

の
本

地
は
こ
こ
よ

 
針
を
刺
し
て
場
所
を

し
た

そ
こ
の
場
所
は

 
鈴

嵐
山

 
華
扇

そ
こ
に

の
本

地
が
あ
る
ん
で
す

 
晴
明

間

い
な
く

 
晴
明
の

い
は
こ
れ
ま
で
外
れ
た
事
が
あ
ま
り
な
い

よ
り
一

の
修
行
を
し
て
か
ら
更
に
そ

う
だ

 
晴
明

決
ま

た
ら
行
く
わ
よ
こ
の
戦
い
を
終
わ
ら
せ
る

 
た
め
に

 
鈴

こ

こ
に
し
て
あ

よ
う

 
華
扇

そ
う
で
す

 
晴
明

鈴

華
扇
は
縁

へ
と
出
る
と
晴
明
は

の
真

な
お

を
投

る
と

 
晴
明

 
と
名
前
を
呼
ぶ

す
る
と
そ
の
お

か
ら
真

な
炎
が

れ
出
し
炎
が

し
い
鳥
の

を
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り
出
し
炎
の
鳥
は

を

ば
た
か
せ
る

 

お
よ
び
か
し
ら
晴
明

 
晴
明

え

嵐
山
ま
で

れ
て
行

て
欲
し
い
の

 

良
い
わ
よ

ら
そ
こ
の
お
客
さ
ん
も

り

 
な
さ
い
な

 

が
晴
明
達
に

中
を
見
せ
て
そ
う
言
う
と
晴
明
は

の

中
に

る

 
晴
明

華
扇
さ
ん
後
ろ
に

て
く
だ
さ
い

 
華
扇

分
か

た
わ

 
鈴

は

と
な

て
晴
明
の

に

ま
り
華
仙
は
晴
明
の
後
ろ
に
座
る

 
鈴

そ
れ
じ

行
く
わ
よ

 
そ
う
言
い

は
真

な

を

ば
た
か
せ
て
嵐
山
へ
と
向
か

て
行
く
の
だ

た

そ
う

し
て
数
分
後

の
本

地
で
あ
ろ
う
嵐
山
へ
と
た
ど
り
着
い
た

 
晴
明

何
こ
の
妖
気
は

 
嵐
山
に
た
だ
な
ら
ぬ
妖
気
が

い
て
い
た

今
ま
で
何

気
づ
か
な
か

た
の
か
と

問
に

思
う

ど
だ
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晴
明

降
り
る
わ
よ

 
晴
明

お
願
い

 

は
地
面
へ
と
近
づ
く
と
晴
明
と
華
扇
は

中
か
ら
降
り
る

そ
し
て

は
人
の

に
な

る 

に
し
て
も
妖
気
が
漂

て
る
わ

貴
女
は
ど
う

 
思
う

鈴

 
人
の

と
な

た
鈴

は
地
面
に

を
つ
け
て

 
鈴

よ

と
そ
う
だ

予
想
だ
と
間

い
な
く

 
こ
の
山
の
何
処
か
に
い
る

 
晴
明

犯
人
は
ど
う
あ
れ
引

ら
え
る
だ
け
よ

達

 
の

わ

 
華
扇

晴
明
さ
ん
も
し
犯
人
が
妖
怪
だ

た
な
ら

 

方
で
裁
か
せ
て

て
も
良
い
で
す
か

 
ど
う
や
ら
相
手
の
黒
幕
が
妖
怪
だ

た
な
ら
妖
怪
達
の

で
裁
き
た
い
よ
う
だ

そ
れ
に
対

し
て
晴
明
は
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晴
明

構
わ
な
い
わ
そ
の
代
わ
り
人
間
な
ら

達
の

 
都
で
裁
か
せ
て

う
わ

 
華
扇

構
い
ま
せ
ん
よ

 
鈴

人
共

お
話
中
の
所
を
悪
い
ん
だ
け
ど

 
気
づ
い
て
る

 
晴
明

え

気
づ
い
て
る
わ
出
て
き
な
さ
い
妖
怪
共

 
と
晴
明
が
い
う
と
何
処
か
ら
と
も
な
く
夜
の

に

れ
て
妖
怪
達
が

を

し
た

中
に
は

林
か
ら
ま
た
は
空
か
ら
は
た
ま
た

か
ら
数

く
の
妖
怪
達
が
晴
明
達
を

り

ん
だ

 
妖
怪

お
な
ご
だ

 
妖
怪

う
ま
そ
う
じ

 
妖
怪

 
数
は
お
お
よ
そ
１
０
０
は
越
え
て
い
る
だ
ろ
う

そ
れ
ぐ
ら
い
の
妖
怪
達
が

り

ん
で
い
る

の
だ

 
華
扇

け
ま

 
と

華
扇
が
言
お
う
と
し
た
時
さ

と
華
仙
の

の
前
に
晴
明
は
手
を
か
ざ
し
た
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晴
明

華
扇
さ
ん
大

で
す
よ

 
そ
う
言
い
な
が
ら

か
ら

の
式
神
が
込
め
ら
れ
て
い
る

を

り
出
す
と

 
晴
明

白

武

龍

 
そ
の
者
達
の
名
を
呼
ぶ
と

の
お

か
ら

体
の
人
物
が

を
現
し
た

人
は

 

龍

呼
ん
だ
か

 
白

お
呼
び
で
す
か
晴
明

 

武

む
大
方
相
手
を

滅
し
ろ
と
い
う
所

 
か
の

 
晴
明

そ
う
よ

貴
女
も
お
願
い

 
そ
う
言
う
と

は

リ
と
笑
み
を
こ

す
と

 

良
い
わ
よ
そ
れ
と
晴
明
に
鈴

そ
し
て
お
客
人

 
は
先
に
進
み
な
さ
い
こ
こ
は

達
で

け
る

 
か
ら

 

に
そ
う
言
わ
れ
晴
明
達
は

い
に
か

を
見
て

く
と

 
晴
明

そ
の
つ
も
り
よ
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鈴

お
願
い

 
華
扇

行
き
ま
し

う

 
と

人
が
逃

よ
う
と
す
る
と

 
妖
怪

て
め

ら
を
逃
が
す
と

が
は

 
通
せ
ん

を
し
よ
う
と
し
た
妖
怪
は

龍
の

に
よ

て
吹

飛
ば
さ
れ
る

 

龍

お
前
ら
の
相
手
は
こ
の

様
だ

 

武

久
し
く
動
こ
う
か
の

 
白

無
理
は
し
ち

メ
だ
よ

 

晴
明
の

と
な
ろ
う
と
い
う
者
が
い
る
な
ら

 

が

や
し
て

に
し
て
あ

る
わ

 
晴
明
達
を
逃
が
し
結
構
キ

ラ
が
濃
い

神
は
戦
い
に

起
す
る
の
だ

た

そ
し
て

神

に

せ
た
晴
明
達
は
林
の
中
を
走

て
い
た

 
華
扇

晴
明
さ
ん

が
何
処
に
い
る
の
か
分
か

て

 
い
る
ん
で
す
か

 
晴
明

そ
ん
な
も
ん
頂
上
よ
大
体
の
奴
は
そ
こ
に
い
る
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わ
よ

 
何
と
も
大

な
ん
だ
ろ
う

華
仙
も
こ
れ
に
は
大

か
と
い
う
不
安
が

に
出
て
い
た

 
華
扇

晴
明

鈴

さ
ん
少
し
待

て
く
だ
さ
い

 
鈴

ど
う
し
た
の

 
晴
明

く
行
か
な
い
と

 
と

言

て
い
る
と
華
仙
は
何

か
近
く
に
い
た
狸
の
前
に
座

て
ぶ
つ
ぶ
つ
と
話
を
始
め

た

遠
く
か
ら
見
る
と
病
ん
で
る
よ
う
に
し
か
見
え
な
い
が
そ
う
思

た
ら
負
け
だ

 
華
扇

そ
う
で
す
か

あ
り
が
と
う
教
え
て
く
れ
て

 
晴
明

何
を
し
て
い
る
ん
で
す
か

 
晴
明
の
言

に
気
が
つ
く
と
華
扇
は
立
ち
上
が
り

 
華
仙

晴
明
さ
ん
の
言

た
事
は
大
方
当
た
り
の
よ
う
で
す

 

こ
こ
最
近

山
頂
の

に
人
間
が
出

り

 
を

り
返
し
て
い
る
み
た
い
で
す
よ

 
鈴

ま
さ
か
狸
と
会
話
し
て
た
の

 
華
扇

え

動
物
と
の
会
話
は
特
技
な
ん
で
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と
て
も
夢
の
あ
る
特
技
だ
と
晴
明
と
鈴

は
思

た

 
華
扇

行
き
ま
し

う
目

す
は
頂
上
で
す
よ

 
晴
明

え

 
鈴

レ

ツ

 

人
は

け

で
頂
上
へ
と
向
か
う
の
だ

た

 
怠
惰

そ
れ
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
ご
ざ
い
ま
し
た

 
鈴

あ
り
が
と
う

 
神
楽

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
狗
神

な

怠
惰

晴
明
の

み
上

た

を

し
て

 
く
れ
な
い
か

 
怠
惰

あ

は
い
は
い
そ
ん
じ

す
と

下
の
通
り

 
で
す

 

に
咲
い
た

花

昔
に
た
て
た

い
は
も
う
永
遠
に

た
せ
な
い
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怠
惰

と
い
う
感
じ
で
す

 
狗
神

怠
惰
の
中
の
奴
は

能
無
い
な

 
鈴

狗
神
の
姉

そ
れ
は
言

ち

メ
だ
よ

 
神
楽

狗
神
そ
ん
な
事
を
言

て
し
ま
う
か
ら

 
怠
惰
 

ク

シ

 
狗
神

あ

悪
か

た

を

せ

 
怠
惰

も
う
良
い
よ

そ
れ
と

花
を
選
ん
だ

 
理

は
花
言

が

度
よ
か

た
か
ら

て

 
い
う
の
が
理

だ
よ

 
神
楽

花
言

で
す
か

 
怠
惰

そ
う
意

は
情
熱

立

再
会

あ
き
ら
め

 
悲
し
い
思
い
出

想
う
は
あ
な
た
一
人

ま
た

 
会
う
日
を
楽
し
み
に

と
い
う
意

が
込
め
ら

 
れ
て
い
る
ら
し
い
よ

 
鈴

ど
当
て
は
ま
る
ん
だ
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怠
惰

だ
か
ら

度
良
か

た
ん
だ
よ

 
狗
神

し
か
し
怠
惰
の
中
の
人
は

能
が
無
い

様

 
神
楽

狗
神
様

 
怠
惰

も
う
い
い
や
少
し

て
く
る

 
鈴

あ

ち

と

言
い
過
ぎ
だ
よ

 
狗
神

あ

う
ん
悪
か

た
も
う
終
わ
ら
せ
る

 
神
楽

え

え

と
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す

 
狗
神

す
ま
ん
が
ま
た
次
回
か
ら
の
投
稿
も
頼
む
な

 
鈴

そ
れ
じ

者
様
ま
た
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第

話
 
こ
の
世
を
怨
み
破
滅
を
願
う
者

 
こ
ん
ば
ん
わ

書
様

々
と
風
邪
が
治

て
き
た

 
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

そ
れ
で
は
注
意
事

で
す

気

て
何
だ

け

ボ
ス
は

本
病
ん
で
る

呪
術
の
真

は

メ
絶
対

狂
人

 
で
す

そ
れ
と
明
日
に
は

分
復
活
す
る
と
は
思
い
ま
す

 
で
は
本
編
へ
ど
う

 

方
と
な
り

魔
が
時
の
時
間
が
訪
れ
る

そ
ん
な

時
か
ら
夜
の
時

へ
変
わ
ろ
う
と
す

る
中

晴
明
達
は
頂
上
へ
と
向
か

て
走

て
い
た

 
鈴

張

て
晴
明
あ
と
少
し
で
頂
上
だ
よ

 
晴
明

本
当
に
生

で
こ
れ
は

い

た
ら
あ
り

 
し
な
い
わ
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華
扇

や
は
り
人
間
だ
け
あ

て
体
力
が
あ
り
ま
せ
ん

 
が
確
か
陰
陽

と
は
体
力
仕
事
で
す
よ

 
晴
明

ん
な

な
い
で
し

分

は

仕
事
よ

 
と
そ
ん
な
事
を
言
い
な
が
ら
頂
上
を
目

し
て
い
た

本
来
は
歩
く
は
ず
の

道
を
走
り

で
走
る
た
め

の
裏
に
は

ら
く

が
出
来
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
結
構
な
程
に
痛
い

だ
が
そ

ん
な
こ
ん
な
で

を

ら
し
た
く
は
な
る
が
山
頂
に
着
い
た

 
晴
明

は

は

 
ま
だ
こ
の
時
代
は
そ
ん
な
に
道
は
整
備
さ
れ
て
は
い
な
い

に

を

み
し
め
ま
た
道
な
き

道
を
行
く
た
め
少
し
は
体
力
に

が
あ
る
晴
明
も

を

ら
し
て
い
た

 
鈴

体
力
が
な
い

 
晴
明

う

さ
い
わ

気
な
少
女
に
普
通
こ
ん
な

 
事
を
や
ら
せ
る

て
の
が
可
笑
し
い
の
よ

 
華
扇

気

 
よ
く
分
か
ら
な
い
事
を
言
い
出
し
て
き
た
こ
れ
に
は
華
扇
も

笑
い
気

だ

そ
し
て
華
扇
だ

け
で
な
く
鈴

も
心
の
中
で

ウ
ト

と

ん
で
い
る
だ
ろ
う
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晴
明

何
か
言

た

そ
し
て
何
か
を
思

た

 
か
し
ら

 
鈴

う
う
ん

何
に
も
思

て
な
い
よ

華
扇
ち

ん

 
華
扇

え

え

何
も
思

て
ま
せ
ん
よ

 
ジ
ト

と

む
が
明
ら
か
に

り
笑

だ

 
晴
明

ま

良
い
わ
よ

そ
れ
で
こ
こ
よ

 
す
ぐ
近
く
に
あ
る

を
見
て
そ
う
言
う
と

 
華
扇

ら
く
は

 
鈴

と
り
あ
え
ず
行
き
ま
し

う

 
晴
明

そ
う

 

人
は

の
中
へ
と

て
い

た

中
は
不
思
議
な
こ
と
に
下
へ
と
続
く
天
然

だ

た

だ
が

人
は
異
様
な
光
景
に
目
を

た

 
晴
明

こ
れ

人

 
そ
こ
に
は
異
様
な
数
の

人

が

の

に
和

で

ち

け
ら
れ
て
い
た

 
華
扇

呪
術
の

種
で
す



 第 話 この世を怨み破滅を願う者

 
鈴

こ
れ
程
の
数
の

を

に

ち
込
む

て
相
当

 
何
か
に
怨
み
が
あ
る

て
こ
と
だ
よ

 
そ
う
鈴

が
言

て
い
る
と
晴
明
は
そ
の

人

に
書
か
れ
て
い
る
名
前
に
気
づ
い
て
し
ま

た 
晴
明

何
で
理
久
兎
さ
ん
の

が

 

ち

け
ら
れ
た

人

に
は
理
久
兎
と

が
書
か
れ
て
い
た

し
か
も
そ
れ
だ
け
で

は
な
い

に
も
狗
神
が

依
し
て
い
た
屋
敷
の

人
の
名
や

に
も
色
々
な
貴
族
の
名
前
が
書

か
か
れ
て
い
た

し
か
も

 
晴
明

の
名
前
ま
で
あ
る
ん
だ
け
ど

 

分
の
名
前
が

ま
れ
た

人

ま
で
見
つ
け
て
し
ま

た

更
に
よ
く
見
て
み
る
と

分
の

名
前
と
理
久
兎
の
名
前
が
書
か
れ
た

人

の
数
が

ン
ト
ツ
で

い

 
鈴

晴
明
ち

ん
い

た
い
何
し
た
の

 
華
扇

よ
く
こ
ん
な
に

た
れ
て
平
然
の
よ
う
に
生
活
が

 
出
来
て
い
ま
し
た

普
通
だ

た
ら
体
に
異
状
を

 
き
た
し
て
も
可
笑
し
く
は
な
い
で
す
よ
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晴
明

え

う

ん

 
そ
う
言
わ
れ
る
と
思
い
当
た
る

は
あ

た

時
々

の
小

を
タ
ン
ス
の

に
ぶ
つ
け
た

り
ま
た
は

の

が

れ
た
り
と
あ

た
が
そ
の
程
度
だ

だ
が
こ
れ
だ
け
怨
ま
れ
る
事
を

し
た
か
と
い
う
と
そ
ん
な
事
は
し
て
は
い
な
い
が

つ
心
当
た
り
が
あ

た

 
晴
明

心
当
た
り
が
あ
る
と
し
た
ら
で
し
た
ら

 

屋
道
満
を

ち
倒
し
た
こ
と
か
な

 
華
扇

屋
道
満

か
つ
て
理
久
兎
を
都
か
ら
追
い

 
や

た
男
で
す
よ

そ
れ
で
確
か

 
晴
明

都
を

分
の
手
中
に

め
よ
う
と
し
て
い
た

 
だ
け
ど

達
陰
陽

達
が

結
し
て
道
満
の

 
野
望
を

ち
破
り
そ
し
て

は
投
獄
さ
れ
て

 
処

さ
れ
た
わ

 
今
か
ら

年
程
前

都
を

分
の
物
に
し
よ
う
と

屋
道
満
は
混
沌
へ
と

れ
よ
う
と
し
た

し
か
し
そ
の
野
望
は
晴
明
も

め
た
陰
陽

達
と
で

力
し
野
望
を

ち
破

た

だ
が
そ
ん
な

年
前
の
事
が
何

今
に
な

て
な
の
か
理
解
が
出
来
な
い
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華
扇

真
実
は
こ
の
先

て
事
で
す
よ

 
晴
明

え

行
き
ま
し

う

 
鈴

な
に
が
待
ち
構
え
て
い
る
の
か

 

人
は
更
に

へ
と
進
む
と
そ
こ
は
少
し
開
け
た
場
所
と
な

て
お
り

の

り
が
よ
り

い

そ
う
不
気

に
思
え
て
く
る

そ
ん
な
場
所
に

人

ツ
ン
と
座

を
組
ん
で
何
か
呪

の
よ
う
な
物
を

え
て
い
る
男
が
い
た

 
晴
明

こ
の
事
件
の
元
凶

貴
方
よ

 
と
晴
明
が
言
う
と

し
て
い
た
呪

は
聞
こ
え
な
く
な
り
変
わ
り
に
そ
の
男
は
晴
明
の
言

に
返

し
た

 

 

あ

そ
う
だ

待

て
い
た

安

晴
明

 
そ
の
男
は
不
気

に
笑
い
な
が
ら

方
へ
と

り
向
く

見
た
目
は
少
し

れ
て
い
て
血
色
が

悪
く
色
白
だ

 

 

つ
い
に
こ
の
時
が

ク
ク
ク
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
鈴

何
こ
い
つ

 
不
気

に
嘲
笑
う
そ
の
男
は
狂
気
を

ん
だ
目
で

方
を
見
て
く
る

見
る
か
ら
に
狂
人
な
の
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は
確
か
だ

 
晴
明

貴
方

名
前
は

 
不
気

の
嘲
笑
う
そ
の
男
は

ら

ら
と
立
ち
上
が
り

 

 

か

は
東

鷺
麿

 
そ
の
男
は
名
前
を

え
た

そ
し
て
次
に
聞
き
た
い
こ
と
を
聞
い
た

 
晴
明

貴
方
の
目
的
は
何

鷺
麿

 
鷺
麿

目
的
か

ク
ク
ハ
ハ

晴
明

貴
様
に
は
怨
み

 
し
か
な

ん
だ
よ

て
め

が

い
殺
し
た
く

 
て
殺
し
た
く
て
仕
方
が

ん
だ
よ

 

怒
と
言
え
ば
良
い
の
か
鷺
麿
は
晴
明
に

し
み
や
怨
念
と
い

た
感
情
し
か

い
て
い
な
い

よ
う
だ

 
晴
明

何
で
怨
み
が
あ
る
の
よ

 
鷺
麿

怨
み
の
理

だ

教
え
て
や
ろ
う
特
別
に

 
な

は
よ
て
め

ら
陰
陽

達
が
倒
し
た

 

屋
道
満
様
の

子
だ

た
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晴
明

あ
い
つ
の

子

 
ま
ず
こ
れ
で
羅
城
門
の
道
満
が
使

て
い
た

様
の
謎
が
わ
か

た

道
満
の

子
だ

か
ら

こ
そ
使
え
た
の
だ
と

 
鷺
麿

あ
の
お
方
は
都
を

す
る
と
い
う
野
望
を

 
動
い
た
だ
が
し
か
し
て
め

ら
陰
陽

達
の
せ
い

 
で
あ
の
お
方
は
野
望
は

え
た
そ
し
て
何
よ
り
も

 
あ
の
お
方
を
倒
し
た
貴
様
が
気
に
食
わ
な
い

 
安

晴
明

 
ど
ん
ど
ん
怒
気
が

ま
れ
て
い
く

つ
ま
り

を

わ
れ
た
こ
と
に
怒

て
い
る
よ
う
だ

 
華
扇

貴
方
は
そ
ん
な
事
の
た
め
に

の
な
い
妖
怪
達

 
も

き
込
ん
だ
と
い
う
ん
で
す
か

 
鷺
麿

あ

て
め

は

子
か

つ
い
で
だ

 

は
こ
の
世
で

ん
で
い
る
の
は

人
い
る
ん

 
だ
よ

ま
ず
晴
明
て
め

は
こ
の
世
で

番
目

 
に

い

そ
し
て
も
う

人
そ
い
つ
は
こ
の
世
で
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も

と
も

い
ん
だ
よ

 
晴
明

ま
さ
か
理
久
兎
さ
ん

 
そ
の
言

を
聞
く
と
鷺
麿
の

か
ら
血
が

れ
て
い
る

 
鷺
麿

あ

そ
う
だ

奴
は

か
ら
全
て

た
家
族

 
も
家
も

せ
も
地

も
名

も
全
て
を
だ

 
鈴

思
い
出
し
た

確
か
理
久
兎
は
三

に
上
が
る

 
に
あ
た

て
悪

を

こ
う
と
し
た
貴
族
達
を

 
弾

し
た
ん
だ
よ
ま
さ
か

 
鷺
麿

そ
の
ま
さ
か
だ

親

は
そ
の
悪

に

わ

 
り
都
を
思
い
の
ま
ま
に
し
よ
う
と
し
た
し
か
し

 
理
久
兎
が
そ
の
全
て
を
明
か
し
弾

を
し
た

 
そ
の
せ
い
で
は

は
ど
ん
底
の
道
を
歩
む

め

 
に
な

た
ん
だ
よ

 
ど
う
や
ら
理
久
兎
が
行

た
弾

で
鷺
麿
の

親
は
バ
レ
て
貴
族
と
し
て
の
地

や
家
を
失

た
よ
う
だ

そ
れ
が
鷺
麿
に
ま
で

を
さ
れ
た
よ
う
だ
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晴
明

な
ら
理
久
兎
さ
ん
や

に
す
れ
ば
良
い
で
し

 
何
で

を

き
込
む
の

狗
神
の
時
だ

て
火
縁

 
魔
の
時
だ

て
何
で

 
鷺
麿

う
る
せ

よ
り
も

せ
の
奴
を

 
見
る
の
が

立
た
し
い
ん
だ
よ

見
て
い
て
 

 
イ
ラ
つ
く
ん
だ
よ

 
華
扇

何
て

手
な

 
言
う
通
り
鷺
麿
は

手
が

す
ぎ
る

分
が
や
ら
れ
た
か
ら
そ
れ
を
見
ず
知
ら
ず
の
相

手
に
す
る
な
ど
は
許
さ
れ
る
は
ず
が
な
い

 
鷺
麿

し
か
し

狗
神
は
使
え
る
と
思

た
が

外

 
使
え
な
く
あ

く
火

魔
な
ら
や

て
く
れ
る

 
と
は
思

た
が
し
か
し
破
れ
る
よ
う
で
は

 
だ

た
か

 
鈴

こ
こ
ま
で

溜
め
の
よ
う
は
奴
は

め
て

 
晴
明

こ
い
つ
の
場
合
は
そ
れ

下
よ

分
の
式
達
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を
道

の
よ
う
に

う
な
ん
て
言
語
道
断
よ

 
鷺
麿

ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
何
と
で
も
言
う
が

 
良
い

よ
り
も

せ
奴
な
ど

え
失
せ
る
が

 
良
い

 
と

鷺
麿
が
そ
う
言

た
時
だ

た

 
ド
ク
ン

 
何
か
ド
ク
ン
と
い
う
心

の
音
の
よ
う
な
そ
ん
な
音
が
聞
こ
え
る
と

時
に
地
面
を

動
さ
せ

た 
晴
明

何

 
華
扇

こ
れ
は
妖
気

 
鈴

今
ま
で
感
じ
た
こ
と
の
な
い

 
そ
の
妖
気
は

え
る
な
ら

悪
感
で
体
が

ら
れ
る
よ
う
な
も
の
を

か
に
越
え
て
ま
る
で

か
に

分
よ
り
も
強
大
な
何
か
に
体
が

え
て
い
る

と
い

た
方
が
良
い
か
も
し
れ
な
い

 
鷺
麿

気
づ
い
た
か

こ
れ
を
見
る
が
良
い

 

暗
い

に
更
に
明
か
り
が

ら
し
出
さ
れ
晴
明
達
は
見
て
し
ま

た

真
上
に

が
る
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大
な
大
玉
を

 
鷺
麿

は

が

を

わ
れ
た
後

悲
し
み
に
く
れ
た

 
そ
ん
な
時
だ

た
よ
こ
の

を
見
つ
け
そ
し
て

 
こ
の
異

を
見
た
の
は

だ
が
こ
れ
さ
え
あ
れ
ば

 
都
を
落
と
せ
る
と
感
じ
た
よ
心
の
底
か
ら
よ

 
と
言

た
時
ま
た

れ
だ
し
天

か
ら
岩
が
落
ち
る

そ
し
え
天

に
ぶ
ら
下
が
る
大
玉
に

ヒ

が

た

そ
し
て
ひ
び

れ
た

か
ら
ギ

ロ
り
と

方
を

む
目
を
見
て
し
ま

た

 
華
扇

逃

ま
し

う

こ
こ
で
は
下
手
し
た
ら

 
落

に

き
込
ま
れ
る
わ

 
晴
明

ち

 
鈴

く

 
晴
明
達
は
一
目
散
に
逃

た

そ
し
て
居
な
く
な

て
も
鷺
麿
は

を
閉
じ
な
い

 
鷺
麿

さ

時
は
来
た

れ
狂
う
風
そ
し
て
波
と

 
共
に

が

に

え
再
臨
せ
よ

 
そ
う
言
う
と

時
に
大
玉
か
ら
現
れ
た

に
鷺
麿
は
ひ
と

み
に
さ
れ
る
と
そ
の
龍
は
動
き
出
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し
た

そ
し
て
場
所
は
変
わ
り
晴
明
達
は

の
外
へ
と
出
て
い
た

 
晴
明

は

は

 
華
扇

あ
の
男
は

 
鈴

何
か
が
来
る

 
と

鈴

が
言

た
次
の

間
だ

た

 
ド
ガ

ン

 
突
然
山
が
す
ぐ
近
く
の
大
地
が
ひ
び

れ
そ
こ
か
ら
⻑
い
何
か
が

つ
程
飛
び
出
し
て
く
る

晴
明
達
は
そ
れ
を
見
上

く

そ
の
異
様
な

つ
の
首
を

つ
龍
い
や

と
言

た
方
が
良
い

の
か
そ
ん
な
怪
物
に

ん
で
く
る

 
鈴

の
首
を

つ
龍

ま
さ
か

 
華
扇

何

こ
ん
な
奴
が
こ
ん
な
所
に

 
晴
明

マ
タ

オ
ロ

八

大

 
そ
の
光
景
に
晴
明
達
は
絶
望
の

情
を
し
た
の
だ

た
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狗
神

な

今
日
も
奴
は
休
み
な
の
か

 
鈴

う
ん
明
日
戻

て
く
る

て
そ
れ
と
手

を

 

か

て
き
た
よ

 
神
楽

手

で
す
か

ん
で
み
ま
せ
ん

 
鈴

だ

 

へ
昨
日
と
今
日
は
ご

様

明
日
に
は
復
活
す
る
か
ら
よ
ろ
し
く

 
神
楽

々
と
戻

て
き
て
ま
す

 
狗
神

だ
な

 
鈴

あ
れ

裏
面
に
何
か
書
か
れ
て
る

 
追

 
前
回

が
下
手
だ
と

明
日
に
地
獄
を
見
る
事
に
な
る
だ
ろ
う
覚
え
て
け

そ
し

て
ど
ち
ら
か
選
ば
せ
て
や
る
よ
治

問

て
な

 
狗
神

 
神
楽
 
 

 
鈴

今
の
う
ち
に
逃

な
い

 
狗
神

だ
逃

よ
う
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神
楽

何
か
さ
れ
る
前
に
逃

ま
し

う
て
な
わ
け
で

 

書
様
今
回
は
こ
こ
ま
で
す

 
鈴

く

 
狗
神

そ
ん
じ

ま
た
な

逃

る
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第

話
 
晴
明
の
力

 
こ
ん
に
ち
は

者
様

ち

と
お

い
投
稿
で
す

 
で
は
注
意
事

は

下
の
通
り
で
す

ル
は

王

は
狂
人

タ
王
道

無
理
矢
理
感
が

め
な
い

晴
明
の
変
化

怠
惰
の
小
説

上

の
無

に
⻑
い
後
書
き

 
よ
ろ
し
い
で
す
か

で
は
本
編
へ
ど
う

 
空
は
大
嵐
と
な
り

雨
そ
し
て
落

は
起
こ
り

風
は

を

き
⻯

と
な

て
い
た

そ
ん

な
天
気
の
中
嵐
山
に
は
異

た
る
八
つ
の
首
を

つ
大

こ
と
八

大

が
晴
明
華
仙
鈴

を
そ
れ

れ
の
八
つ
の
首
で

ん
で
い
た

 
晴
明

奴
よ
り
に
よ

て
こ
い
つ
を
呼
び
起
こ
す
何
て

 
正
気
の
沙

じ

な
い
わ



 第零章 陰陽物語

 
八

大

か
つ
て

と
な
る
女
性
を
食
い
続
け
た
大

で
あ
り
後
に

能

命
が
討
伐
し

た
と
さ
れ
る
怪
物
で
あ
る

だ
が

異
的
な
生
命
力
だ

た
た
め
な
の
か
⻑
い
年
月
を

り
続
け

鷺
麿
が
復
活
さ
せ
今
の
現
に
再
臨
し
た

 
鈴

華
扇
ち

ん
説
得
の

地
は
あ
り
そ
う

お
願
い
 

 
だ
か
ら
あ
る

て
言

て
欲
し
い
ん
だ
け
ど

 
華
扇

説
得
の

地
は
な
さ
そ
う
で
す

八

大

 
は
た
だ

を
欲

し
て
い
ま
す

 
ど
う
や
ら
説
得
と
い
う
選
択

は
な
い
よ
う
だ

す
る
と
八

大

か
ら

が
聞
こ
え
て
く

る 

 

ク
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

に
こ
の
時
は

 
来
た

今
こ
そ
都
の
貴
族
そ
し
て
朝

を
滅

 
す
時
だ

 
晴
明

鷺
麿

 
そ
う

の

は
鷺
麿
だ

し
か
も

は
八

大

か
ら
聞
こ
え
て
く
る

 
鈴

ら
く

奴

八

大

の
中
に
い
る
ま
さ
か
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ら

に
な
る
気
な
の

 
華
扇

狂

て
る

 

し
み
怒
り
悲
し
み
怨
み
執
念
そ
れ
ら
は
狂
気
を
生
み
人
を
変
え
る
力
が
あ
る

今

の
鷺
麿
は
そ
れ
に

り

か
れ
た
狂
人
だ

そ
れ
が
今
の
現
状
を

り
出
し
た
の
だ

 
鷺
麿

さ

が
願
い
を
聞
き

れ
ろ
八

大

よ

 
人
を

に
し

ら
い
続
け
ろ

 
八

ぐ
ぐ
ギ

 
八
つ
の
首
が
そ
れ

れ

を
あ

る

す
る
と
八
つ
の
首
そ
れ

れ
の

本
の

が

き

炎

風

闇

光
と

性
が

さ
れ
た

 
鈴

こ
い
つ
を
都
に

れ
れ
ば
都
の

は
も
れ
な
く

 

確
定
ル

ト
だ
よ

 
華
扇

そ
れ
だ
け
じ

あ
り
ま
せ
ん

八

大

が
引
き

 
起
こ
す
災
い
は
人
だ
け
で
は
な
く
妖
怪
に
も
危

 
が
い
く

れ
が
あ
り
ま
す

こ
こ
で

め
な
け
れ

 
ば
間

い
な
く
先
の
未
来
は
絶
望
で
す
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晴
明

め
る
わ
よ

そ
れ
が

の
使
命
だ
も
の

 
そ
れ

れ
お

を
構
え
る

そ
し
て

人
は
八

大

の
首
へ
と
突
撃
し
た

 
火

ば

 
火

が
全
て
を
焼

す
る
か
の
よ
う
な
炎
を

き
出
す

だ
が

 
晴
明

結
界

 
ま
ず
そ
の
炎
は
晴
明
が
結
界
を

り
出
し
て

ぎ
そ
し
て
今
度
は

 

が

 
風

び

 

が

大
な
岩
石
を

き
出
し
そ
こ
に
風

が
突
風
を
吹
き
出
す

そ
う
す
る
こ
と
で
追
い

風
の
力
で
一
撃
の

い
岩
石
は
更
に
破
壊
力
を
増
す

そ
れ
を
利
用
し
て
結
界
を
一
撃
で
破
壊
す

る
戦
法
の
よ
う
だ

 
鈴

華
扇
ち

ん

あ
の
岩
石
を
投

飛
ば
し
て

 
華
扇

分
か
り
ま
し
た

 
鈴

の
華
仙
は
晴
明
よ
り
前
へ
と
出
て

の
包

を

み
に

り
投

飛
ば
さ
れ
た
岩
石
を

包
み
込
む
と
ジ

イ
ア
ン
ト
ス
イ
ン
グ
の

用
で
遠
心
力
を
つ
け
る
が
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鈴

行
く
よ

 
何
と
鈴

が
華
扇
が
投

よ
う
と
し
て
い
る
岩
石
に
し
が
み
つ
い
た

そ
し
て
華
仙
は
そ
の
岩

を
投

返
し
た

 
鈴

こ
れ
が
近
道

 
そ
う
し
て
投

飛
返
さ
れ
た
岩
石
は
ま
ず

に

撃
し
た

 

が
が
が

 
そ
し
て

に

撃
し
た
岩
石
は

々
に
な
る
と
鈴

は
す
ぐ
さ
ま

の
隣

闇

へ
と

て
か
か
と
を
高
く
あ

て

 
鈴

そ

ら

 
闇

ぐ

 
か
か
と
落
と
し
の

メ

ジ
は

た
よ
う
だ
が
そ
れ

ど

い
て
は
い
な
い
よ
う
だ

だ

が

た
だ
や
ら
れ
る
的
と
い
う
わ
け
で
は
な
い

 
光

キ
シ

 
ド

ン

 
鈴

か
は
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闇

の
隣
の
光

が

大
で
な
お
か
つ

い

撃
を
鈴

へ
と

撃
さ
せ
る

そ
し
て
そ
れ

を
ま
と
も
に
受
け
た
鈴

は
吹

飛
ば
さ
れ
た

 
晴
明

鈴

 
華
扇

晴
明

 

キ

ン

 
こ
の
時
晴
明
は
や

て
は
い
け
な
い
事
を
し
た

そ
れ
は
動

し
た
が
た
め
に
相
手
か
ら
目

を

け
て
し
ま

た
事
だ

意
識
が

が
れ
た
晴
明
め
が
け
て

が

を
開
き

な
勢
い
の

を

射
し
て
く
る

 
晴
明

し
ま

 
華
扇

 
華
仙
が
晴
明
を

し
出
し
た

そ
し
て
晴
明
を

し
出
し
た
華
扇
は

の

な

が

撃

し
華
仙
は
勢
い
に
流
さ
れ
時
に
は

々
に
当
た
る
が

は

け
岩
に
当
た
る
が
岩
を
も

通
し
て

数
十
メ

ト
ル
先
ま
で
吹

飛
ん
で
い

た

 
晴
明

華
扇
さ
ん

 
八

ギ
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今
度
は
八

大

の
そ
れ

れ
の
首
は

を
開
き
に
各
々
の
首
に

る

性

火

風

光

闇
を

き
出
す
準
備
を
す
る

的
は

分
だ

こ
の
時

晴
明
は

か

の
間
で
思
考
が

を

た

 
晴
明
あ
の
一
撃
を

ぎ
き
れ
る
の

も
し

ぎ
き
れ
な
か

 

た
ら

は
死
ぬ

そ
し
て

通
し
た
一
撃
は
都
に

 
向
か

て
い
く

が
な
く
て
も

じ
こ
と

こ
れ

 
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
の

 
絶
体
絶
命
と
は
こ
の
事
な
の
だ
ろ
う

こ
ん
な
の
大
物
は
予
想
外
す
ぎ
た

そ
し
て
八
つ
の

か
ら
そ
の
一
撃
は
放
た
れ
た

光
ど
等
々
も
い
え
る

さ
そ
し
て
全
て
を
破
壊
す
る
そ
の
一
撃
に

晴
明
は
絶
望
し

め
て
目
を
閉
じ
る
こ
と
し
か
出
来
な
か

た

 
晴
明

死
ん
だ
ら
理
久
兎
さ
ん
に
会
え
る
か
な

 
と

い
た

だ
が
不
意
に

が

の
中
に
聞
こ
え
て
く
る

か
つ
て

年
前
の
言

が
そ

の
ま
ま
聞
こ
え
て
く
る

 
理
 

こ
の
妖
怪
総
大
将

深
常
理
久
兎
が
認
め
た

 
陰
陽

は
こ
の
大
和
で
お
前
だ
け
だ
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晴
明

そ
う
よ
何
を

は
ク

ク

と
し
て
い
る
の
よ

 
か
つ
て
の
親
友
の

が
聞
こ
晴
明
は
先
程
ま
で
の

分
が

ず
か
し
く

し
い
と
思
え

た

何

気
づ
か
な
か

た
の
か
親
友
は

分
の
事
を
認
め
そ
し
て

し
て
く
れ
て
い
た
こ
と

を
な
ら
そ
の

を
裏

る
事

め
る
事
は
絶
対
に
し
た
く
な
い

 
晴
明

ま
だ

め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
よ

 
目
を
開
け
て
そ
う

ん
だ

八

大

の
一
撃
が

分
に
当
た
る

前
だ

た

突
然

分

を

り

く
よ
う
に
真

黒
な
力
が

を

き
八

大

が
放

た
強
大
な
一
撃
を
退
け
上
空
へ

と
い
な
し
た

 
晴
明

何
こ
れ

 
八

シ

ル
ル
ル
ル
ル
ル

 
あ
の
一
撃
を
い
な
し
た
事
に
八

大

も

い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

を
出
し
て

を
し
て

く
る

す
る
と
今
度
は

 

ン

 

キ

 
突
然

分
の
後
ろ
か
ら

大
な
岩
が
投

飛
ば
さ
れ
八

大

の

に

撃
し
た

晴
明
は
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後
ろ
を
向
く
と

 
華
扇

や

て
く
れ
た
わ

本
当
に

 
体
や

が
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な

た
華
扇
が
出
て
く
る

流
石
は
⻤
だ
け
あ

て
か
す
ご
く

だ

だ
が
そ
れ
だ
け
じ

な
い

 
ド

ン

 
と

大
き
く
音
を
た
て
て
鈴

が
空
へ
と
舞
い
上
が

て

 
鈴

こ
ん
ち
き
し

う
が

 
光

ぎ

 
怒
り
の

返
し

り
で
光

に
一
撃
を

え
る
と

方
へ
と
す
ぐ
に
や

て
来
た

 
鈴

大

晴
明

 
晴
明

え

問

は
な
い
わ

 
鈴

良
か

た

 
鈴

が
一

を
つ
く
と

 
八

ギ

 
と
八

大

が

を
あ

る

全
員
は
八

大

を

む
と
晴
明
は
意
を
決
し
て
前
へ
と
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数
歩
出
る

 
鈴

晴
明
何
を
す
る
気
な
の

 
華
扇

晴
明
さ
ん

 

は
友
人
や
家
族
を
守
り
た
い
そ
し
て
親
友
の
言

に

え
た
い

だ
か
ら
も
う
覚

は
出
来

た 
晴
明

も
う

め
な
い

を
守
る
た
め
に
も
あ
の
人
に

 
報
い
る
た
め
に
も

は
覚

を
決
め
る

 
華
扇

何
で
晴
明
か
ら
妖
気
が

 
そ
う
言

た
時
だ

た

シ

ト
に
し
て
い
る

は
ど
ん
ど
ん

び
て
い
き
黒

か
ら
白

の
⻑

へ
変
わ
り

の

り
か
ら
は
真

白
な

の
狐
の

が

び
る

 
華
仙

う

嘘

そ
の

ま
る
で
妖
怪

 
そ
し
て
そ
れ
を
見
て
い
た
鈴

は
確

し
て

い
た

 
鈴

華
扇
ち

ん
こ
れ
は

言
無
用
で
お
願
い

 
華
扇

鈴

さ
ん
は
あ
れ
に
つ
い
て
知

て
る
ん

 
で
す
か
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鈴

う
ん

あ
れ
は

晴
明
の
血

つ
ま
り
親
に
関
わ
る

 
こ
と
何
だ
け
ど
晴
明
は

人
間
と
狐
の
妖
怪
と
の
間

 
に
生
ま
れ
た
子

な
ん
だ
よ

 
華
扇

晴
明
は
ま
さ
か
人
間
と
妖
怪
の

ハ
イ

リ

ト

混
血
種
と

 
で
も
言
う
ん
で
す
か

 
鈴

そ
う

人
間
で
あ
り
人
間
で
は
な
く
妖
怪
で
あ
り

 
妖
怪
で
は
な
い

言

て
し
ま
え
ば

人

妖

 
と
い
う
新
し
い
種
族
な
ん
だ
よ

 
華
仙

人

妖

理
久
兎
さ
ん
と

じ

人

妖

 

人

妖

人
間
で
あ
り
妖
怪
で
も
あ
る
そ
の
種
族
は
相
反
す
る

つ
の
種
族
の

を
見

る
こ
と
が
出
来
る
と
言

て
も
過
言
で
は
な
い

だ
が
あ
ま
り
見
な
い
た
め
と
て
も
貴

な
人
種

な
の
だ

 
晴
明

だ
か
ら

は
理
久
兎
さ
ん
達
に
も

か
れ

 
た
の
か
な

 
と

言

て
い
る
が
ま
だ
戦
闘
は
続
い
て
い
る

八

大

が

を
上

た
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八

ギ

 
そ
ん
な

を
あ

る
が
不
思
議
と
今
は

を
感
じ
な
い

そ
の
逆
で

を
守
り
た
い
と
い

う
思
い
が
強
い
と
い
う
の
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い

 
晴
明

と
戦

て
く
れ
ま
す
か

 
華
扇

え

り

か

た
船
で
す

 
鈴

無

し
な
い
で

晴
明

 
晴
明

え

行
く
わ

 

人
は
ま
た
八

大

へ
と
向
か

て
走
る

だ
が
今
度
は

た
何

な
ら

 
華
扇

は

い

 
先
程
よ
り
も
晴
明
の

の

度
が
格

に
上
が

て
い
る

華
扇
や
鈴

を
も
越
え
る

度
を

て
い
た

 
晴
明

体
が

い

 
先
程
よ
り
も

く
先

け
る
晴
明
を
見
た
の
か

 

バ

バ

バ

バ

 

ぐ
ぎ

る
る
る
る
る
る
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八

大

の

と

が
そ
れ

れ

な
る

と
焼
き

が
す

を

き
出
そ
う
と
す
る

が 
晴
明

無

よ

結
界
術
妖

 
そ
う

え
る
と
晴
明
を

り

む
よ
う
に
黒
い
結
界
が
現
れ
る

そ
し
て

首
と

首
の

レ

ス
は

き
出
さ
れ
る
が
晴
明
が

開
し
た
結
界
が

な
る

そ
し
て
焼
き

が
す

を

い

だ

す
る
と
今
度
は
光

と
闇

が
そ
の
⻑
い
首
を
使

て

き
つ
け
と

り

い

撃
を
仕

け
て
く
る
が

 
鈴

晴
明
ち

ん
の
邪
魔
は
さ
せ
な
い

 
華
扇

晴
明
さ
ん
進
ん
で
く
だ
さ
い

 
闇

の

り

わ
れ
る

撃
は

な
体
を

つ
華
仙
が
体
を
張

て

め
次
に
光

の

き

つ
け

撃
は
鈴

の

り
で

道
を
ず
ら
す

 
晴
明

あ
り
が
と
う

人
と
も

 
鈴

が

道
を
ず
ら
し
地
面
に

き
つ
け
ら
れ
た
光

の
上
に

る
と
本
体
に
向
か

て
走

る

だ
が
そ
れ
を
邪
魔
し
よ
う
と

と

が
そ
れ

れ
大
き
く

を
開
き
岩

と

の

を
飛
ば
し
て
こ
よ
う
と
し
て
く
る

す
る
と
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龍

待
た
せ
た
な
晴
明

が
来
た

 

晴
明

刀
す
る
わ

 

武

ど
れ
ま
た

れ
よ
う
か
の

 
白

遅
れ
て

し

ご
ざ
い
ま
せ
ん

 
四
神
が

け
つ
け
て
く
れ
た

だ
が
そ
ん
な
間
に
も

と

か
ら
は
岩

と

が

き

出
さ
れ
そ
う
だ

 
晴
明

み
ん
な
お
願
い

 

龍

良
い
だ
ろ

 

晴
明
の
頼
み
と
な
ら
ば

 
白

行
き
ま
す
よ

 

武

ど
れ
ど
れ

 
四
神
は
そ
れ

れ

々
の

グ
ル

に
別
れ
る
と

時
に

と
岩

が
放
た
れ
た

 

武

武
術

 
飛
ん
で
き
た
岩

は

武
に

撃
し
岩
が

け
る
が
何
と
あ
り
え
な
い
こ
と
に

武
は
怪

す

ら
し
て
い
な
い

見
た
目
は

ボ

ボ
な
の
に
だ

そ
し
て

武
を
飛
び
越
え
て
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白

 

ぐ
が
が
が
が
が
が
が
が

 
白

の
強

な
一

は

に

に

を
負
わ
せ

を

断
し
た

あ
ま
り
の
痛
み
に

は

れ
始
め
る
と

は
動
か
な
く
な

た

 

龍

そ
う
い
う
事
か

奴
等
の

は

等
と

じ

 

て
こ
と
か

 
そ
し
て
次
に

が
放
た
れ
る
と
ま
ず

が
前
に
出
て

 

え

き
な
さ
い

 

は
焔
の

を

る
と
そ
こ
に

が

撃
し
た

そ
し
て

撃
し
た

は
見
事
跡

も

な
く

発
し
た

そ
し
て

き
出
さ
れ
た

の

を

龍
は

り
し
め
た

 

龍

こ
の
龍
の
出
来

な
い
が

 
そ
う
言
う
と

の

を
真

二
つ
に
へ
し
折

た

 

ぐ
じ

じ

じ

じ

じ

 
そ
う
し
て

も
敗
れ
動
か
な
く
な

た

そ
し
て
晴
明
は
四
神
が

り
開
い
た
道
を
前
進
し

て
い
く

す
る
と
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龍

晴
明

火

の

を
へ
し
折
れ

中

に

 
す
る
そ
の

が
八

大

の

だ

 
晴
明

分
か

た
わ

 
そ
う
し
て
⻑
い
首
の
道
を
走

て
い
く
と
言
わ
れ
た
火

が

ん
で
く
る

 
晴
明

負

 
火

は

ボ
ン

 
そ
し
て

か
ら
全
て
を

や
し

く
す

炎
を

に

き
出
し
た

 
晴
明

妖
術
狐
火

 
真

な
炎
が
晴
明
の
前
に

を
な
し
て
並
び
晴
明
は

炎
に
突

込
ん
だ

 
晴
明

炎
は
炎
を
も

て

せ

 
何
と
八

大

の

炎
を
狐
火
で
相
殺
し
た
の
だ

そ
し
て

を
開
く
火

へ
手
を
か
ざ

し 
晴
明

こ
れ
で

め
よ
呪
解

 
手
に
霊
力
の
玉
を

り
だ
し
そ
の
玉
は
白
く

い
光
を
だ
し

 
ド
ガ

ン
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と

大

発
を
起
こ
し
た

そ
う
し
た
結
界

火

つ
ま
り
本
命
の

が
へ
し
折
れ
た

 
八

ギ

 
大
地
を
も

さ
せ
る

を
上

八

大

は
大
地
に
倒
れ
る
の
だ

た

 
怠
惰

は
い
は
い
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
神
楽

怠
惰
様

前
回
は
風
邪
で
聞
け
な
か

た
の
で

 
聞
き
た
い
ん
で
す
が
何

に
八

大

な
の
で

 
し

う
か

 
怠
惰

あ

そ
れ

中
の
人

く

ラ
ス
ボ
ス

 
魔
王

大
き
い

感

八

大

的
な

 
感
じ

 
鈴

そ
れ
で
あ
ん
な
大
ボ
ス
と
戦
わ
せ
ら
れ
る

に

 
な

て
よ

 
怠
惰

あ

ハ
ハ
ハ
ハ

で
も
ま
だ
マ
シ
だ
よ
一

は
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が

り
て
な
い
し
か
も
復
活
し
た
ば
か
ら
と
い
う

 
の
も
あ
る
か
ら

能

命
に
倒
さ
れ
た
時
よ
り

 
は
だ
い
ぶ

体
化
は
し
て
る
か
ら

 
狗
神

あ
れ
で
か

 
怠
惰

ス
テ

タ
ス
は

下
の
通
り
そ
し
て

の
数

は

 
晴
明
が
戦

た
時
の
ス
テ

タ
ス
で
ス
キ
ル
そ
し

 
て
特
技
の
名
前
の

に

と
書
か
れ
て
い
る
の
は

 
現

使
え
な
い
特
技

ス
キ
ル
だ
と
思

て

 
つ
い
で
に
普
通
の
人
間
の
ス
テ

タ
ス
平

は

 
オ

ル

ぐ
ら
い
か
な

で
は
ど
う

  

 
５
０
０
０
０
０
０
 
５
０
０
０
０

 

 
４
０
０
０
 
 
４
０
０
０

 

 
無

 
 
 
 
 
７
０
０
０

 
力
 
 
８
０
０
 
 
 
 
 
３
０
０
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守
備
 
８
０
０
 
 
 
 
 
３
０
０

 

守
備
 
３
０
０
 
 
 
３
０
０

 
知

 
５
０
０
 
 
 
 
 
４
０
０

 

さ
 
６
０
０
 
 
 
 
 
３
０
０

 
ス
キ
ル
＆
特
技

 

性

 
 
そ
れ

れ
の
首
お
よ
び

に

性
を

 
八
龍
の
裁
き
 

つ
の
首
か
ら
放
た
れ
る
強

な

レ
ス

 
 
 
 
で
大

メ

ジ
を

え
る

 
破
天
 
 
 
 
天

を
大
嵐
に
変
え
る

 

性
の
力

 

性

撃
を
し
た
さ
い
１
０
０

で
相
手

 
 
 
 
に

撃
し
た

性
に
よ

て

バ
フ
を

 
 
 
 

す
る

 
大
和
の
魔
王

 
戦
闘
が
始
ま
り

分

タ

ン

 
 
 
 
 

内
に
に
倒
さ
な
け
れ
ば

死
確
定
の

 
 
 
 
 

を
放
つ
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食
ら
い
 
 
 

を
食
べ
る
こ
と
に
よ
り
体
力
を

 
 
 
 
 

回
復

 

動
回
復

 
 
数
分
で
体
力
を
大
回
復

 
魔
王
の

 
 
永
続
的
に

死
＆
状

異
常
の

性
を

 
 
 
 
 
１
０
０

上

さ
せ
る

 
大
酒

み
 
 
 

大
回
復
そ
し
て
酒
が
大

物
だ
が

 
 
 
 
 

ま
せ
過
ぎ
る
と
二
日

い
す
る

 
龍

の

護
 
 

本
に
つ
き
体
力
を

に
さ
せ
る

 
 
 
 
 
が

を

本
失
う
事
に
ば

分
の

に

 
 
 
 
 
な

て
し
ま
う
 
 
 
 
 
 
 

 
怠
惰

こ
ん
な
感
じ
か
な

出
来
る
限
り
で
分
か
り

 
や
す
く
し
て
み
た
け
ど

 
狗
神

よ
く
も
こ
ん
な
キ

ガ
イ
な
奴
を

 
鈴

し
か
も
無

に
タ
ン
ク

ン
ス
タ

 
神
楽

メ

ジ
を

え
て
も
す
ぐ
に
回
復

死
も
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か
な
い
終
わ
り
が
見
え
な
い

 
怠
惰

体
化
は
さ
せ
た
ん
だ
か
ら
行
け
る
さ

 
鈴

た
よ

た
け
ど
強
い
か
ら

 
神
楽

こ
れ
を

能

命
さ
ん
は
倒
し
た
ん
で
す

 
よ

 
怠
惰

ま

酒
を

ま
せ
て

わ
せ
て
リ
ン

 
し
た
ん
だ
け
ど

 
鈴

い

て

も
う
時
間
だ
よ

 
怠
惰

や
べ
⻑
す
ぎ
た
て
な
わ
け
で
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

次
で
晴
明
の
話
は
ラ
ス
ト
だ
見
て
く
れ
よ

 
神
楽

そ
れ
で
は

者
様

 
鈴

ま
た
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第

話
 
次
の
世
代
へ
受
け
継
が
れ
る

 
こ
ん
に
ち
は

者
様

怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

 
で
は
今
回
の
注
意
事

で
す

⻑
か

た
第
零
章
最
終
回

し
ぶ
と
い
悪

軍
は
だ
い
た
い
は
遅
れ
る

お
ま
け
は
グ
ロ
い

は

サ
イ
ト
か
ら

 
で
す

そ
し
て
お
ま
け
は
グ
ロ
い

写
が

ま
れ
る
と

時
に
こ
の
小
説
の
ラ
ス
ボ
ス

の

写
が
本
当
に
少
し
だ
け
出
ま
す
の
で
お
願
い
し
ま
す

で
は
第
零
章
の
ラ
ス
ト
を
ど
う

 

れ
て
い
た
空
は

ま
り
元
の
平
穏
な
夜
空
へ
と
変
わ

て
い
た

そ
し
て

分
の
目
の
前
に

は
八

大

が
倒
れ
八

大

か
ら
光
の

子
が
出
て
空
へ
と
舞

て
い
た

 
晴
明

は

は
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を
き
ら
し
て
い
る
と

か
ら

み
出
て
い
た
妖
気
は

え
て
い
き
真

白
な

の

は
元

の
黒

に
戻
る
が

は
⻑
い
ま
ま
だ

 
晴
明

の

は

 
何
て
言

て
い
る
と

 
鈴

晴
明

 
華
扇

晴
明
さ
ん
大

で
す
か

 
と

鈴

と
華
扇
が

け

て
く
る

 
晴
明

え

大

よ

 
鈴

そ
う

良
か

た

を
全
う
せ
ず
に
死
ん
だ

 
と
な

た
ら

さ
ん
に
殺
さ
れ
る
も
ん

 
会

た
こ
と
は
な
い
が
や
は
り

分
の

親

の

は

も

れ
る
程
の
⻤

の
よ
う
だ

す
る
と
今
度
は
四
神
達
が
舞
い
降
り
て
く
る

 

お

れ
様

 

龍

手

え
が

な

 
白

と

言
い
つ
つ
も
陰
摩
羅
⻤

相
手
に
少
し
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手
こ
ず

て
い
ま
し
た
よ

 

龍

あ

い
う

て
る
妖
怪
と
戦
う
の
は
ク
ソ

 

い
な
ん
だ
よ

 

武

で
は
晴
明
や
わ
し
ら
は
帰
る

 
の
で
な

 
晴
明

え

あ
り
が
と
う

 

ま
た
帰
り
が

な
ら
呼
ん
で

 
そ
う
言
う
と
四
神
達
は

え
そ
の
場
に
は
晴
明
と
鈴

が

た

 
晴
明

さ
て
と

 
と

立
ち
上
が

た
そ
の

間

と
な

て
い
る
八

大

か
ら

人
の
男
性
が
現
れ
る

と
和

を
構
え
晴
明
へ
と
襲
い
か
か

て
き
た
が

 
ガ
シ

 
華
扇
が
目
の
前
に

り
そ
の

を

で

ん
で

え
た

分
の

と
な

て
守

て
く

れ
た

 
晴
明

貴
方

生
き
て
た
の
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そ
う
和

を

て
襲

て
き
た
の
は
八

大

に
食
わ
れ
た
は
ず
の
鷺
麿
だ

た
の
だ

こ

こ
ま
で
い
く
と
本
当
に
し
ぶ
と
い

 
鷺
麿

貴
様
ら
よ
く
も

の
野
望
を

 
と

鷺
麿
が
言
う
と
晴
明
は
鷺
麿
へ
と
近
づ
く
と

 
バ

ン

 
思
い

き
り
鷺
麿
の

を
ひ

た
い
た

ひ

た
か
れ
た
鷺
麿
は
和

を

し
て
地
面
へ

と
倒
れ
た

 
鷺
麿

ぐ

貴
様

 
晴
明

い
い

に
し
な
さ
い

 
鷺
麿

れ
晴
明

よ
く
も

よ
く
も

の
野
望
を

 
ま
だ

向
か

て
き
そ
う
だ

こ
れ
に
は
晴
明
達
も
構
え
る

す
る
と
突
然
の
こ
と
だ

た

 

 

夜

よ
そ
い
つ
を
組

せ
ろ

 
と

言

た
と
き
上
空
か
ら

が
舞
い
降
り
て
鷺
麿
を
組

せ
て

束
す
る

 
鷺
麿

が

 
そ
し
て
晴
明
は
こ
の
夜

と
言
わ
れ
た
妖
怪
に
覚
え
が
あ

た

そ
れ
は

分
の

染
み
の
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式
だ

 
晴
明

分
と

着
が
遅
か

た
わ

 

す
ま
な
い
人
を

集
し
て
い
た
ら
遅
れ
た

 
そ
う
夜

の

人
は

だ

し
か
も

の
後
ろ
に
は
陰
陽

や
武
士
が
着
い
て
き
て
い

た 

あ
れ

晴
明

い
つ
の
間
に

を

ば
し
た
ん

 
だ

そ
れ
に
そ
の
女
い
や
そ
の
包

に

 
い

い
い

子

 
そ
れ
を
聞
く
や

や
後
ろ
の
陰
陽

は
お

を
構
え
そ
し
て
武
士
達
は
武

を
構
え
た

だ
が

晴
明
は
華
扇
を

う
よ
う
に
し
て
前
へ
と
で
る
と

 
晴
明

貴
方
達
ま
さ
か
都
を

う
こ
と
に

力
し
て
く

 
れ
た

あ
る
者
に
刃
や

を
向
け
る
と
い
う
の

 
か
し
ら

 

し
か
し
晴
明

そ
い
つ
は

 
晴
明

妖
怪
だ
か
ら
と
い
う
理

で
そ
ん
な
事

は
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さ
せ
な
い
わ

 
元
々
は
目
的
が

じ
で
戦

て
い
た
だ
け
だ
が
八

大

の
一
撃
か
ら

て
く
れ
た

も
あ

る

そ
れ
に
報
い
た
い
と
思

た
の
だ

そ
し
て

分
の
言

を
聞
い
た

は

 

は

お
前
ら
今
日

ら
が
見
た
の
は
災
い

 
か
ら
都
を

た
陰
陽

と
式
神
そ
し
て
こ
の

 
厄
災
を
招
い
た
呪
術
士
だ
け
だ

た
よ
な

 
と

が
言
う
と
後
ろ
の
陰
陽

や
武
士
は

い
に

を
見
合
わ
せ
て

く
と
戦
闘
体

を

と
い
た

 
華
扇

良
い
ん
で
す
か

を
討
伐
で
き
れ
ば

 
そ
れ
は
そ
れ
で

章
も
の
だ
け
ど

 

あ

構
わ
ん
晴
明
が
そ
こ
ま
で
言
う
ん
だ
そ
れ
に

 
よ

ら
は
そ
こ
ま
で

て
は

よ
お
前
達

 
そ
こ
の
呪
術
士
を

れ
て
行
け

 

の
命

で
武
士
達
が
夜

の
代
わ
り
に
鷺
麿
を

り

さ
え

で

束
す
る

そ
し
て
鷺

麿
は

か
ら
血
を
流
し
な
が
ら
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鷺
麿

安

晴
明

て
め

を
永
遠
に
呪

て
や
る

 
そ
し
て
貴
様
の

代
の
子

に
も
こ
の

し
み

 
を

あ
わ
せ
て
や
る

ず
地
獄
か
ら

け
出
し

 
貴
様
と
貴
様
の
子

に

の
野
望
を

め
た
事

 
を
後

を
さ
せ
て
や
る

 
晴
明

や
れ
る
も
の
な
ら
や

て
み
な
さ
い
そ
の
時
は

 

ず

が
子

を
守

て
み
せ
る
か
ら

 
鷺
麿

覚
え
て
い
ろ

ず
地
獄
か
ら
復

し
に
行
く
か
ら

 
な

 
と

び
な
が
ら
鷺
麿
は

れ
て
い
か
れ
た

 

た
く

 
晴
明

あ
い
つ
の

て

 

あ

確
実
に

ち
首
は
確
定
だ
が
や
る
の
は
都

 
で
は
や
ら
な
い
だ
ろ
う
今
は
不
殺
生
が

本
的
に

 
な

て
る
か
ら
な

ら
く
都
で
は
や
ら
な
い
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が
地
方
で
は
や
る
こ
と
に
な
る
か
も
な

 
つ
ま
り
も
う

を
見
る
こ
と
は
な
い
よ
う
だ

こ
れ
に
は
晴
明
も

と
し
て
い
た

 
夜

な

人

帰

て
い
い
か

 

あ

さ
ん

 
と

が
返
す
と
夜

は
そ
の
場
か
ら

を

し
た

 

さ
て
と
お
前
ら

だ

 

の
言

を
聞
い
た
陰
陽

や
武
士
は

分
達
に

を
少
し
下

る
と
も
と
の
道
を
下

て

い

た

 

晴
明
お
前
は

に

て
い
く
の
か

 
晴
明

え

そ
の
予
定
よ

 

そ
う
か

な

何
時
か
食
事
し
な
い
か

 
と

が
誘

て
く
る

少
し
間
を
お
い
て

 
晴
明

そ
う

何
時
か

 

あ

楽
し
み
に
し
て
る
よ

そ
ん
じ

都
で

 
ま
た
会
お
う
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そ
う
言
い

は
武
士
や

の
陰
陽

た
ち
を
追
う
よ
う
に
下
山
し
て
い

た

 
鈴

も
う
晴
明

た
ら

 
晴
明

良
い
の
よ
約
束
は
し
た
ん
だ
か
ら

 
朝
日
が

て
い
く

晴
明
は
そ
ん
な
朝
日
の
よ
う
な
明
る
い
笑

で
そ
う

え
た

す
る

と 
華
扇

さ
て
と

も
帰
り
ま
す
か

 
晴
明

家
に

ら
な
い
の

 
華
扇

え

こ
の
事
を
⻤
子

神
様
や

に
伝
え
な
い
と

 
い
け
ま
せ
ん
の
で

 
晴
明

そ
う

 
せ

か
く
良
い
友
人
に
な
れ
そ
う
だ

た
の
だ
が

念
だ

 
華
仙

で
す
が
晴
明
さ
ん
貴
女
の
お
陰
で
少
し
で
す
が

 
人
間
に
興

が

き
ま
し
た

そ
れ
と

 
そ
の

も
友
人
は
動
物
が

ど
な
の
で
あ
ま
り

 
上
手
く
は
言
え
ま
せ
ん
が
よ
け
れ
ば
そ
の

に
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と

て

の
人
間
の
友
人
に
な

て
は
い
た
だ

 
け
ま
せ
ん
か

 
少
し

れ
く
さ
そ
う
に
言

て
き
た

分
が
言
い
た
か

た
事
を
だ

 
晴
明

で
よ
け
れ
ば
よ
ろ
こ
ん
で
華
扇
さ
ん

 
そ
れ
を
聞
い
た
華
扇
は

い
た
が

し
そ
う
に

 
華
扇

そ
う
で
す
か
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
そ
れ
で
は

は
こ
こ
で

ま
た
会
え
た
ら

 
会
い
ま
し

う

 
晴
明

え

そ
の
時
は

 
鈴

ま
た

を

て
あ

る
か
ら
お
い
で
よ

 
華
扇

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

そ
れ
で
は

 
と
晴
明
鈴

そ
し
て
華
仙
は
お

い
に
伝
え
た
い
こ
と
を
言
う
と
華
仙
は
目
の
前
か
ら

え
た

 
晴
明

さ
て
と
帰
り
ま
す
か

達
の
家
に

 
鈴

そ
う
だ
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晴
明

お
願
い

 
式
神

か
ら

を

す
る

は

分
の
笑

を
見
た
の
か
少
し

笑
ん
で

 

行
き
ま
す
よ

 
晴
明

お
願
い

 
鈴

そ
ん
じ

行
こ
う

 
そ
う
し
て
晴
明
と
鈴

は

に

て
朝
日
が

り
朝
と
な

た
空
を
飛
ん
だ

そ
し
て
朝

日
の
光
に

ら
さ
れ
た
景
色
を
見
な
が
ら

 
晴
明

理
久
兎
さ
ん
貴
方
が

に
く
れ
た
こ
の
思
い

 
絶
対
に

れ
な
い

あ
り
が
と
う

 
死
ん
だ
親
友
に

の
言

を

き
晴
明
達
は
朝
日
の

き
に

ら
さ
れ
な
が
ら
都
へ
と
帰
る
の

だ

た

そ
の
後
地
方
に
飛
ば
さ
れ
た
鷺
麿
は
斬
首
さ
れ
る
が
こ
の
先
の
数
千
年
後
の
未
来
で

晴
明
の
子

と
そ
の
仲
間
や
友
人
の
前
に
立
ち
塞
が
る
の
だ
が
こ
れ
は
ま
た
別
の
お
話
で
あ
る

 



 第 話 次の世代へ受け継がれる

   
お
ま
け

  
こ
れ
は
晴
明
が
こ
の
世
を
去

て
か
ら
数

年
先
の
お
話
で
あ
る

 
ザ
シ

ザ
シ

ザ
シ

ザ
シ

ザ
シ

ザ
シ

 

を
引
き
裂
く
か
の
よ
う
な
音
が

き

る

こ
れ
は

か
な
る
深
夜
の

の
中
で
起
き
た
悲

な
事
件
で
あ
る

 
陰
陽

は

は

は

 

を

ら
し
な
が
ら
も
そ
の
陰
陽

は
走

て
い
た

そ
し
て

り
に
は
悲

な
事
に

 
陰
陽

や

め
て
く
れ

 
陰
陽

よ
せ

 

の
陰
陽

達
が
悲
鳴
を
上

て

に
な

て
い
く

そ
ん
な
中
そ
の
陰
陽

は
後
ろ
を

り
向
か
ず
走

て
い
た

 
陰
陽

と

め
れ
な
か

た

ま
さ
か
あ
ん
な
化
物
が



 第零章 陰陽物語

 
く

く
そ

 

し
さ
に

が
流
れ
そ
う
に
な
る
が
そ
れ
を

え
そ
の
陰
陽

は
逃

出
し
た

そ
し
て
そ
の

の

深
く
で
は

火
に

さ
れ
て

つ
の

が

か
び
上
が
る

だ
が
そ
の

の
下
に
は
無

に
も
何
人
も
の
陰
陽

達
の
死
体
が
転
が

て
い
る

そ
し
て

火
に

ら
せ
れ
て
る
そ
の
化

け
物
は

の
手
に
着
い
た
血
を

で

め
な
が
ら

 

 

ま

だ
ま
や

く

の

が

く
も

と

 
血
を
も

と

を
も

と
悲
鳴
を

 
の

が

く
の

だや
か
ら

全

て
み
な

に
う
ち
に
頂

  
こ
の
先
の
未
来
に
何
が
起
こ
る
の
か
そ
れ
は
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と

だ
が
分
か
る
こ
と
は
こ

の
異

な
る
怪
物
は
人

妖
怪
そ
れ
ら
を

す
る
悪
と
い
う
事
だ
け
だ

 

 

 
そ
の
者
の
不
気

な
笑
い

は
闇
と
な

た
深
夜
の

に

き

た
の
だ

た



 第 話 次の世代へ受け継がれる

 
怠
惰

は
い
は
い
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
鈴

最
後
の

て

 
怠
惰

う
ん
こ
の
小
説
で
ラ
ス
ト
を

る
怪
物
だ
と

 
思

て
よ

 
狗
神

う
あ
れ
が
ラ
ス
ボ
ス
か

 
神
楽

何
か
ま
た
あ
る
意

で
さ

サ
イ

ス
で
し
た

 

け

現
代
で
い
う
と

 
怠
惰

サ
イ

パ
ス

だ
け
ど
サ
イ

パ
ス
と
い
う
か

 
日
本
語
で
狂
人

て
言

た
方
が
い
い
か
も

 
ま

狂
人
と
言

た
け
ど
人
と
言
う
よ
り
か
は

 
妖
怪
だ
け
ど

 
狗
神

う

う
ま
さ
か
犯
人
は
お
前
か

 
怠
惰

ん
な
わ
け

だ
ろ

そ
こ
ま
で

も
狂

て

 

よ
精
々

人
が

し
ん
で

き

ぶ

が

 

き
な
だ
け
だ
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鈴

そ
れ

に
サ
イ

パ
ス
だ
よ

サ

ス
ト

 
ど
こ
ろ
か
た
だ
の
ド
が

く
サ

ス
ト
だ
よ

 
神
楽

ア
ハ
ハ
ハ

 
怠
惰

ン

色
々
と
脱

し
た

そ
れ
で
え

と

 
ラ
ス
ボ
ス
の

に
つ
い
て
あ
れ
一

は

都

 
を

用
し
て
る
よ

 
鈴

へ

そ
ん
な
ん
だ

 
怠
惰

中
の
人

く

強
さ
を
感
じ
さ
せ

を

え

 
な
お
か
つ
妖

が
欲
し
い
な

と
の
事
で

 
サ
イ
ト
で

し
た
み
た
い
だ
か
ら

 
神
楽

あ

そ
れ
で
ル

で
現
代

が
さ
れ
て

 
い
た
ん
で
す

 
怠
惰

も
方

が
分
か
ら
な
い

だ
か
ら
こ
ん
な

 

の

で

と
か
言
わ
れ
て
も
分
か
り

 
に
く
い
で
し



 第 話 次の世代へ受け継がれる

 
狗
神

ま

な

 
神
楽

張
れ
ば
何
と
か
い
け
ま
す

 
鈴

は

 
狗
神

こ
の
真
面
目
ど
も
め

 
怠
惰

お

と
こ
こ
ま
で

が
て
な

で
こ
こ
ま
で

 
第
零
章
を

ん
で
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ

 
い
ま
し
た

 
鈴

次

て
執
事
の
話
だ
よ

 
怠
惰

う
ん
ま

月
に
投
稿

て
感
じ
か
な

 
そ
し
て

ら
く
そ
れ
も

話
を
越
え
る
な

 
う
ん
絶
対
越
え
る
と
思
う
よ

 
狗
神

こ
い
つ
は

て
お
い
て
次
回
は
も
う

つ

 
の
小
説
を
あ

る
ら
し
い
か
ら
頼
む
な

 
神
楽

そ
れ
で
は

者
様

 
怠
惰

ま
た
本
編
も
よ
ろ
し
く

て
事
で
ま
た



 外伝編  蒼き焔の物語

 
外
伝
編
 
 
蒼
き
焔
の
物
語

 
第

話
 
憂
い
の
過
去

 
こ
ん
に
ち
は

者
様

約
束
通
り
玲
音
の
話
を
投
稿
す
る

 
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

そ
れ
で
は
ま
ず
注
意
事

は

 
シ
リ
ア
ス

が
そ
れ
な
り
に

い
で
す

そ
し
て
東
方
の

 
キ

ラ
で
は
な
い
オ
リ
キ

ラ
も
玲
音

外
に
出
ま
す

 
そ
れ
ら
が

な
ら

ラ
ウ
ザ
バ

ク
を
し
て
本
編
を

 
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い

そ
れ
で
も
良
い
と
い
う
の
な
ら

 
玲
音
の
過
去
の
話
へ
ど
う

 
こ
れ
は
ま
だ
紅
魔
館
の
執
事
⻑
に
な
る
前
の
お
話
で
あ
り
そ
し
て
ま
だ

分
の

ザ

と

戦

て
い
た
時
の
お
話
で
あ
る



 第 話 憂いの過去

 

 

は

は

何
な
ん
だ

奴
は

 
夜
の

に
包
ま
れ
た
空

そ
し
て
ガ
ス

の
明
か
り
が

を
つ
く
る

そ
こ
に
は

人
い
や

の
狼
人
が

を

ら
し
な
が
ら
物
陰
に
隠
れ
て
い
た

 
人
狼

奴
や
べ

よ
何
な
ん
だ
よ

 
そ
の
人
狼
は

で

え
て
い
る
と

 
カ
ツ
ン

カ
ツ
ン

 
と

の
音
が
レ
ン
ガ
の
道
に

き

る

そ
し
て
そ
の
音
は

ま
る
と

 
人
狼

な

な
ん
だ

 
そ
う
思
い
そ
の
人
狼
は
そ

と

の

道
を
見
た

間
だ

た

 
ジ

キ
ン

 
突
然
の

断
音
が
鳴
る

だ
が
こ
の
時
に
人
狼
は
下
を
見
る
と

分
の

が
真

な

を

り
な
が
ら
落
ち
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た

 
人
狼

あ

 
そ
う
言
い
そ
の
人
狼
は
飛
び
出
し
た

だ
が
そ
れ
は
間

い
で
も
あ

た

 
バ

ン
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人
狼

が

 
人
狼
の
ア
キ
レ
ス

が

弾
で
撃
ち

か
れ
人
狼
は
地
面
に
転
が

た

 
人
狼

て

て
め

 

分
を
追

て
い
た
男
性
を

む

そ
の
男
性
は
こ
の

だ
と
見
ら
れ
な
い
ガ
ン

レ

ド
の

所

し

を
人
狼
の

間
に
当
て
て
く
る

 
人
狼

て
め

に
何
に
も
恨
み
な
ん
て

だ
ろ

 
人
狼
が
そ
う
言
う
と
ガ
ン

レ

ド
を
所

し
て
い
る
男
性
は

 

 

そ
う
だ

な
確
か
に
お
前
に
は
何
に
も
さ
れ
て

 

な

続

殺
犯
よ

 
人
狼

て
め

何
で

の
経

を

 

 

そ
り

て
め

を

る
か
ら
な

名
前
ぐ
ら
い
は

 
分
か
る
さ

 
そ
う
言
う
と
ガ
ス

の
明
か
り
が

色
か
ら
一
気
に

色
へ
と
変
化
し
た

 
人
狼

ガ
ン

レ

ド
そ
れ
に
蒼
炎

ま
さ
か
て
め

 
バ

ン
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人
狼
が
何
か
を
言
い
終
え
る
前
に
そ
の
男
性
は
人
狼
の

間
に

ロ

で
弾
丸
を
放

た

そ
し
て
人
狼
の

は

に
ぶ

飛
び
そ
の
男
性
の

や

に
返
り
血
が
つ
い
た

 

 

依
頼
達

だ
が
こ
い
つ
も

メ
か

 
そ
う
言
い

が

に
ぶ

飛
ん
だ
人
狼
の

を

り

る
と
そ
れ
を

に

れ
て

つ
 

 

そ
ん
じ

あ
な

 
ガ
ン

レ

ド
を

中
に

負
い
そ
の
男
性
は
そ
こ
か
ら
去
る
が

ケ

ト
か
ら
タ
バ

を
出

し

に

え
て

 
パ

ン

 

パ

ン
で

に
火
を
つ
け

を

わ
い
な
が
ら
去
る

そ
う
こ
の
人
物
こ
そ
後
の
未

来

紅
魔
館
の
執
事
⻑
と
な
る
者

そ
の
名
を

 
玲
音

あ

や
べ

布

れ
た

ま

何
と
か
な
る
か

 
そ
れ
に
し
て
も

か
す
か

 
雨
月
玲
音
と

そ
し
て
玲
音
は
酒
場
へ
と
向
か

た
の
だ

た

そ
う
し
て
酒
場
へ
と
行
く
と

ガ

ガ

と
人
で

わ

て
い
る
の
が
よ
く
分
か
る

そ
ん
な
中
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ギ

 

を
あ
け
る
と

り
か
ら

を
集
め
た

い
く
ら

か
し
た
か
ら
と
い

て
返
り
血
を
全

に

び
て
な
お
か
つ

も
所
々
が
真

に
な

て
い
る
た
め
無
理
は
な
い

そ
ん
な
中
だ
が

堂
々
と
何
時
も
の
よ
う
に

る

す
る
と
客

か
ら

が
し
て
く
る

 
客

な

奴
は

 
客

バ
カ
お
前
知
ら
な
い
の
か
よ
蒼
炎
の

人
だ

 
客

知
ら

 
客

ち

し

う
が

教
え
て
や
る
よ

奴
は

 

の

ク
ハ
ン
タ

で
こ
れ
ま
で

の

 

ン
ス
タ

を

て
き
た
男
だ

 

ク
ハ
ン
タ

吸
血
⻤
人
狼
魔
女
ゾ
ン

グ

ル
等
々
現
代
い
や
日
本
な
り
の

言
い
方
を
す
れ
ば
妖
怪
を

る
者
達
の
事
を

す

並
大

の
人
間
が

て
な
い
妖
怪
を
殺
し
そ

の
報

を

う
と
い
う
命
を
天

に

せ
る
よ
う
な
仕
事
だ

そ
の
中
で
玲
音
は

と
呼
ば
れ

て
い
た
の
だ

 
玲
音

て

で
も
な
い
ん
だ
が
な
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そ
う
思
い
つ
つ

何
に
も

つ
い
ス
キ
ン

ド
の
マ
ス
タ

が

を

い
て
い
る
目
の

前
の
カ
ウ
ン
タ

に
座
る
と

 
店

お
前
の
事
だ
か
ら
達

し
た
だ
ろ

 
玲
音

ま

な

ら
こ
れ
が
物
だ

 
そ
う
言
い

に

め
ら
れ
た
先
程
の
人
狼
の

が

た

を
を

し
出
す

そ
れ
を
見
た
マ

ス
タ

は

リ

リ
と
音
が
な
る

を

り
だ
し

 
店

ご

さ
ん
こ
れ
は
報

だ

受
け

と
け

 
玲
音

あ
い
よ

 
そ
う
言
い
報

を
受
け
と
る
と
客

に
座
る
客
人
を
見
て

 
玲
音

な

ル

つ
な

 
店

お
い
お
い
ま
た
お
ま

て
行

ち
ま

た
よ

 
客
人
達
の
も
と
へ
と
向
か
う
と

に
座
る
客
は
奇
異
の
目
で
見
て
き
た

 
客

な

何
だ
よ

 
客

ま
さ
か

 
玲
音

そ
の
ま
さ
か
だ

カ

し
よ
う
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そ
う
言
い

の

ケ

ト
に

て
い
る
ト
ラ
ン

を

り
出
す
と
客

は
面
白
そ
う
に

 
客

良
い

そ
の
代
わ
り

が

た
ら

と
相
方
が

 

み
食
い
し
た
分
を

て
く
れ
よ

 
客

バ
カ
相
手
す
れ
ば

 
玲
音

良
い

 
客

マ
ジ
で
や
め

 
客

か
か

て
き
な

 
玲
音

じ

あ
始
め
よ
う
か

 
そ
う
し
て

カ

が
始
ま

た

客

は
絶
望
し
な
が
ら
そ
の
戦
い
を
見
る
の
だ

た

そ

う
し
て
数
分
後

 
客

フ
ル
ハ
ウ
ス
だ

こ
れ
は

の

 
そ
う
言
い

け
た

を
全
て

て
い
こ
う
と
し
た
が

 
玲
音

ロ
イ

ル
ス
ト
レ

ト
フ
ラ

シ

 
客

は

 
客

だ
か
ら
言

た
の
に
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え
て
言
お
う

こ
こ
の
酒
場
で
絶
対
に
や

て
は
い
け
な
い
こ
と
が
あ
る

そ
れ
は
玲
音
と

の

カ

だ

玲
音
に

カ

で

も
う
も
の
な
ら

ぐ
る
み
は

ず

が
さ
れ
る

そ
う

し
て
数
分
と
し
な
い
う
ち
に

 

 
客

ぶ
え

く
し

ん

 
客

の

ぐ
る
み
は
全
て

が
さ
れ
た

こ
れ
に
は
隣
で
見
て
い
た
客

も

れ
て
み
て
い

た 
玲
音

ん
じ

の

ち
だ
な

 

ば
れ
た

ル
も

み

し

に
笑
う

 
客

の

の

が

 
玲
音

ま

ド
ン
マ
イ
だ
な

 
客

生

 
客

あ

待
て
よ

 
そ
う
言
い
客

と
客

は
逃

て
い

た

そ
し
て
ひ
と
り
テ

ル

に

た
玲
音
は

ト
ラ
ン

を

け
る

 
玲
音

し
か
し

い
な
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そ
ん
な
事
を
言
う
と
マ
ス
タ

が
や

て
く
る

 
店

あ
ん
ま
り
遊
び
す
ぎ
る
な
よ

 
玲
音

へ
い
へ
い
そ
ん
で
何
か
依
頼
は

 
何
か
依
頼
が
な
い
か
と
聞
く
と
マ
ス
タ

は

元
を
つ
り
上

て

 
店

お
前
ぐ
ら
い
の
実
力
者
な
ら

度
良
い
の
が

 
あ
る

 
そ
う
言
う
と

つ
の
依
頼
書
を
見
せ
る

そ
の
依
頼
書
は
こ
う
書
か
れ
て
い
た

 
吸
血
⻤
ス
カ

レ

ト
の
殺

 
報

５
０
０

従
者

人
に
つ
き

 
紅
の
館
に
潜
む
吸
血
⻤
を
討
伐
し
て

し
い

そ
し
て
出
来
る
の
な
ら
従
者
達
の
首
も

上
し

て

し
い

ど
う
か
お
願
い
し
た
い

  
玲
音

ん
ま

良
い

行

て
く
る
よ

 
店

あ

気
を

け
ろ
よ

 
そ
う
言
い
玲
音
は
椅
子
に
か
け
た

ト
を

て
外
へ
と
出
た

外
は
夜
空
が
に

が
光
り
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き

し
い
光
景
だ

 
玲
音

は

麗
か

 
と

玲
音
が

い
た
次
の

間
だ

た

突
然

り
の
空
間
が
変
に

ん
だ

そ
し
て

 

 

玲
音

貴
方
は
何
時
ま
で
そ
う
す
る
つ
も
り

 
と

後
か
ら
不
気

に
女
性
の

が

く

こ
れ
に
玲
音
は

を

み

め
た
か
の
よ
う

な

の

情
に
な

た

 
玲
音

れ
そ
し
て
こ
こ
か
ら
去
れ

 

 

れ
な
い
わ

は
何
時
で
も
貴
方
を
見

 
て
い
る
わ
そ
し
て

方
へ
来
る
の
を
ず

と
楽
し
み

 
に
し
て
い
る
か
ら

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
ジ

キ
ン

 

座
に
ガ
ン

レ

ド
を

る
う
が
も
う
そ
の

の

は

え
た

 
玲
音

は

何
時

こ
の
呪

か
ら
解
放
で
き
る
ん
だ

 
何
時

こ
ん
な
つ
ま
ら

世
界
か
ら

け
れ
る

 
怒
り

り

願
望
そ
れ
が
全
て

か
ぶ
が
今
は
心
の
底
に

し
込
み
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玲
音

て
め

の

車
に
は
絶
対
に
の
ら

覚
え

 
て
お
け

 
そ
う

き
ガ
ン

レ

ド
を

中
に

負
い
玲
音
は
夜
の

に
ま
ぎ
れ
次
な
る
目
的
地
へ
と
向

か
う
の
だ

た

 
怠
惰

は
い
そ
ん
じ

見
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

 
ご
ざ
い
ま
し
た

 
狗
神

な

昔
の
仕
事
を
続
け
て
た
方
が
絶
対
に

 

的
に
安
定
だ

た
だ
ろ

 
怠
惰

と

い
う
け
ど
妖
怪
も
今
じ

そ
ん
な
に
い
な
い

 
か
ら

科

が
発

し
て
き
て
現
代
だ
と
妖
怪

 
は
も
う

れ
去
ら
れ
て
き
て
る
し

 
神
楽

科

と
は
忌
ま
わ
し
い
で
す

 
怠
惰

ま

お
前
ら
の
中
だ
と
そ
う
だ
ろ
う
な

そ
れ
と



 第 話 憂いの過去

 
ぶ

ち

け
た
話

玲
音
が
い
る
時
代
は
本
当
に

 
ガ
ス

が
開
発
さ
れ
た

り
の
時
間
だ
よ

 
鈴

て
こ
と
は
科

が
よ
り
い

そ
う
発

し
始
め
る

 
所
だ
よ

 
怠
惰

そ
う
だ

 
狗
神

ん

待
て
よ
そ
れ
だ
と

奴
の
年

て

 
神
楽

え

と

く
１
０
０
越
え
何
で
す
が

 
怠
惰

ま

そ
こ
は
見
て
け
ば

分
か
る
さ

 
鈴

で
も
人
間
な
ん
だ
よ

 
怠
惰

ま

人
間

ち

人
間
だ
よ

て
事
で

 
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
神
楽

は
ぐ
ら
か
さ
れ
ま
し
た

 
鈴

え

と

者
様
ま
た
次
回

 
狗
神

そ
ん
じ

ま
た
次
回
な

 
怠
惰

バ
イ
バ
イ



 外伝編  蒼き焔の物語

 
第

話
 
向
か
う
は
紅
の
館

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
そ
れ
で
は
本
編
へ
と
ど
う

と
言
い
た
い
の
で
す
が
少
し
こ
れ
よ
り
も
過

去
の
話
が
出
ま
す
の
で
ご
了

を
下
さ
い

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
暗
く

の
明
か
り
が
あ

て
も

暗
い
場
所
そ
こ
に
集
ま
る
人
間

い
や
狂

者
と
言

た
方
が
い
い
の
か
そ
し
て

 
少
年

め
ろ

 
鎖
に

が
れ
祭
壇
の
上
に
う
つ
ぶ
せ
で
強

的
に

か
せ
ら
れ
て
い
る
少
年
そ
こ
に
血
だ
ら
け

の

を

た
者
が
見
る
か
ら
に
熱
い
で
あ
ろ
う
焼
き
こ
て
を

て
く
る

そ
し
て

食
動

物
の

を

た

祭
で
あ
ろ
う
男
は
言

た

 

祭

や
れ

 
そ
の
言

を
聞
く
と

き
そ
の
焼
き
こ
て
を
少
年
へ
と

し

け
よ
う
と
し
て
く
る

 

祭

さ

こ
の
者
を

と
し
降
臨
な
さ
れ
よ



 第 話 向かうは紅の館

 
少
年

せ

め
ろ

め
ろ

 
逃

よ
う
と
鎖
を
引

張
る
が

の
狂

者
達
に
よ

て
か
ら
だ
を

さ
え
つ
け
ら
れ
動
け
な

く
な
る

そ
し
て

 
ジ

 
と

を

が
す
音
が

き

り

 
少
年

が

 
そ
の
少
年
は
痛
み
の
あ
ま
り
ま
る
で
獣
よ
う
な
断

魔
の
悲
鳴
を
上

た
の
だ

た

 
玲
音

は

は

は

 

間
の
日

し
が
玲
音
を

ら
す

最
悪
な
目
覚
め
方
を
し
た
せ
い
な
の
か
そ
れ
と
も
う
な
さ

れ
た
せ
い
な
の
か

を
び

ち

り
と
か
い
て
い
た

 
玲
音

ち

 

る
気
分
に
も
な
ら
な
い
た
め

ち
を
し
て

ド
か
ら
起
き
上
が
り

面

へ
と
行
き

を

う

 
玲
音

 
タ
オ
ル
で

を

き
な
が
ら
後
ろ
を
向
い
て

面

の
鏡
で

の

中
の

近
の
何
か



 外伝編  蒼き焔の物語

呪

の
よ
う
な
焼
印
の
跡
を
見
つ
め
る

 
玲
音

も
う
何

年
前
何
だ
ろ
う
な

 
と

き
タ
オ
ル
を

面

へ
と

い
た
そ
の
時
だ

た

 

 

記
憶
だ
と
も
う
１
０
０
年
程
前
だ
と
認
識
し
て

 
い
る
わ

 

ド
の
上
に
⻑
い

本
の

を
生
や
す
女
性
が
座

て
い
る

そ
れ
を
見
る
と

 
玲
音

日
前
に
も
言

た

だ
こ
こ
か
ら

え
ろ

 
て
め

に
話
す
こ
と
は
何
も

 

 

あ
ら
あ
ら

ま

良
い
わ

ま
だ
時
で
は
な
い
か
ら

 
ウ
フ
フ

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
そ
の
女
性
は
不
気

に
笑
う
が
そ
ん
な
の
は
無

し
す
ぐ
に

を
着
て

屋
か
ら
で
た

少
し

で
も
こ
い
つ
か
ら

れ
た
い
が
た
め
に
だ
が

 

 

貴
方
は
い
く
ら

絶
し
て
も
い
く
ら
逃

よ
う
と

 
し
て
も
無

よ
玲
音

だ

て
貴
方
は

か
ら

 
は
逃

れ
な
い
の
だ
か
ら



 第 話 向かうは紅の館

 
そ
の
者
は
い
つ
の
間
に
か

分
の

後
に
い
る

そ
の
者
は
ず

と

分
の

後
に
だ

々

と
怒
り
が
こ
み
上

 
ジ

キ
ン

 
と

中
に

負
う
ガ
ン

レ

ド
を

る
う
が
そ
の
者
は

え
る

 
玲
音

そ
う
だ
そ
う
し
て

え
て
れ
ば
い
い

 

き
玲
音
は

屋
の
一

に
あ
る
食
堂
へ
と
降
り
た

食
堂
は
お

時
の
ま

最
中
な
た
め

食
を
食
べ
る
た
め
テ

ル

や
カ
ウ
ン
タ

は
ど
こ
も
満
員
だ

た

 
玲
音

は

仕
方
が

か

 
と
り
あ
え
ず
は
出
店
で
売
ら
れ
て
い
る

理
を

て
外
で
食
べ
よ
う
と
思
い

屋
を
出
る

方
頃
に
依
頼

と

対
話
を
し
た
い
た
め
や
は
り
今
の
う
ち
に
朝
食

食
を
食
べ
て
お
き

た
い
の
だ

 
玲
音

も
う
フ

シ

ス
で
良
い
や

 
仕
方
な
く
屋

で
売
ら
れ
て
い
る
フ

シ

ス
と
酒
を

し
外
の

ン

に
座

り
食
事
を
食
べ
る

 
玲
音

本
当
に

う

す
い
な



 外伝編  蒼き焔の物語

 
も
う
少
し

を

て
欲
し
い
と
思
う
が
食
べ
る

そ
う
し
て
玲
音
は
食
事
を

ま
せ
一

を

す
る

 
玲
音

さ

て
と
行
き
ま
す
か

 
そ
う
し
て

を

え
な
が
ら

ン

か
ら
立
ち
上
が
り
依
頼

の
元
ま
で
向
か
う

だ
が

 
玲
音

番
地

て
何
処
だ

 
ま
ず
言
お
う

こ
の

の
地
理
に
は

し
く
な
い
と

と
り
あ
え
ず

か
い
な
い
か
と
探
し
て

い
る
と
手
に

い
物

を
ぶ
ら
下

て

方
へ
歩
い
て
く
る

い

の
メ
イ
ド
を
見
つ
け
た

 
玲
音

あ
の
人
で
い

か

 
ま
ず
話
し
て
聞
く
こ
と
が
先
決
の
た
め
そ
の
女
性
へ
と
近
づ
き

 
玲
音

な

す
ま
ん
が
道
を
教
え
て
く
れ
な
い
か

 
侍
女

え

と

で
す
か

 
玲
音

あ

番
地
は
何
処
か

て
聞
き

 
だ
が
気
づ
い
た

こ
の
女
性
こ
の

の
人
間
で
は
な
い
と

見
た
感
じ
だ
が
東

の
感
じ

だ

た

 
玲
音

あ

す
ま
ん
が
道
わ
か



 第 話 向かうは紅の館

 
侍
女

番
地
な
ら
そ
こ
を
真

ぐ
行

て
パ
ン
屋

 
が
あ
る
の
で
そ
こ
を

に
曲
が

て
真

ぐ
で

 
着
き
ま
す
よ

 
玲
音

滅

し
い
な

 
東

だ
か
ら

ら
く
分
か
ら
な
い
だ
ろ
う
と
思

た
が
そ
ん
な
事
は
無
か

た

見
た
目
で

判
断
す
る
の
は
良
く
な
い
と
こ
の
時
に
思

た

ど
だ

 
侍
女

貴
方
失

で
す
よ

 
玲
音

あ

す
ま

東

だ
か
ら
分
か
ら

 
か
な
と
思

て
な

 
侍
女

ま

確
か
に

は
こ
こ
か
ら

か
先
の

と
い
う

 

か
ら
来
ま
し
た
が
も
う
こ
こ
に

住
し
て
数
年

 
は
経

て
ま
す
か
ら

 
玲
音

本
当
に

し

な
い
お

び
と
い

ち

何
だ
が

 
そ
う
言
い
先
程

た

イ
ン
を

し
出
す

 
玲
音

こ
れ
で

を

し
て
く
れ
な
い
か



 外伝編  蒼き焔の物語

 
侍
女

え

い
や
そ
ん
な

 
玲
音

あ

気
に
す
ん
な
そ
ん
じ

 
時
間
も
な
い
し

こ
れ

上
関
わ
る
の
も
面
倒
な
の
で
玲
音
は

イ
ン
を

し
出
し
て

と

去

た

 
侍
女

何
な
ん
で
し

う
か

 
と
侍
女
は

く
が
も
う
玲
音
に
は
聞
こ
え
て
は
い
な
か

た

そ
し
て
玲
音
は

内
さ
れ
た

通
り
の
道
へ
走
り
何
と
か
依
頼

の
家
い
や

と
言

た
方
が
良
い
の
か
そ
ん
な
お
屋
敷
へ
と

つ
い
た

 
玲
音

で

け

家
だ
な

 
執
事

お
や

そ
れ
は
ガ
ン

レ

ド

貴
方
が
玲
音

 
様
で
い
ら

し

い
ま
す

 
と

を
か
け
ら
れ

の
し
た
方
向
を
見
る
と

い
た
執
事
が
立

て
い
た

 
玲
音

あ

合

て
る

 
執
事

様
で
す
か
こ
ち
ら
へ

が
待

て
お
り
ま
す

 
そ
う
い
わ
れ
玲
音
は
そ
の
執
事
の
後
を
つ
い
て
い
き
屋
敷
へ
と

る

屋
敷
は
外
の

も



 第 話 向かうは紅の館

華
だ

た
が
内

も

華
だ

 
執
事

玲
音
様
こ
ち
ら
へ

 
玲
音

あ

あ

 
色
々
と
目

り
す
る
が
仕
事
が
あ
る
た
め
仕
方
な
く
執
事
の
後
ろ
を
つ
い
て
い
き
あ
る

屋
の

の
前
に
つ
く

 
執
事

ご

人

ク
ハ
ン
タ

が
い
ら

し

い

 
ま
し
た

 

人

通
せ

 
執
事
の
言

へ
の
返

が
聞
こ
え
る
と
執
事
は

を
開
け
て
中
へ
と
動

で

さ
れ
中
へ
と

た

そ
し
て
依
頼

を
見
て
の
第
一
印

と
し
て
は
丸
々

い
や

福
な
体
を
し
て

い
る

代
ぐ
ら
い
の
お

さ
ん
だ

た

 

人

よ
う
こ
そ
そ
こ
で
は
あ
れ
だ
ろ
う

に
座

て

 
く
れ

 
そ
う
言
わ
れ
ソ
フ

へ
と
座
る
と
依
頼

の
お

さ
ん
も
座
る

 

人

で
は

だ
が
依
頼



 外伝編  蒼き焔の物語

 
玲
音

殺
せ
ば
い
い
ん
だ
ろ

 

人

い
や
確
か
に
そ
う
書
い
た
が
出
来
れ
ば
吸
血
⻤

 
を

め
館
の
女
性
達
は

し
て
欲
し
い

 
玲
音

ん

何
で
だ

 

人

そ
れ
は

ロ

い
や
何
で
も
な
い
そ
こ
は
聞
か

 
な
い
で

し
い

 
明
ら
か
に
一

だ
が
依
頼

の
目
の
色
が
獣
の
よ
う
に
変
わ

た

そ
し
て
感
ず
い
た

 
玲
音
こ
い
つ
色
欲
魔
か
よ

 
ど
う
せ

ロ

人
的
な

開
は
も
う
お
決
ま
り
だ
と
思

た

こ
の
よ
う
な
依
頼
は
引
き
受
け

る
の
は

本
断
る
が
ま
た

日
か
け
て
手
ぶ
ら
で
帰
る
の
も

と
い
う
の
も
あ
り
引
き
受
け
な

い
わ
け
に
は
い
か
な
い

正

こ
れ
に
は

を
悩
ま
せ
る

 
玲
音

な

は
吸
え
る
か

 

人

あ

吸
え
る
と
も

を
く
れ

 
そ
う
言
い
執
事
に

で
ジ

ス

を
す
る
と
執
事
が

を

方
へ

て
き
て
く
れ

た

そ
し
て

を

え
て



 第 話 向かうは紅の館

 
パ

ン

ボ

 

パ

ン
で
炎
を
出
し
て

に
火
を
つ
け
る

も
う
こ
ん
な
変

野

の
依
頼
を
受
け
る

た
め
ス
ト
レ
ス
が

く
た
ま

て
し
ま
う
た
め
そ
の

立
ち
を

え
る
た
め
に
吸
う
し
か
な
い
の

だ 
玲
音

で

的
は
何
処
に
い
る
ん
だ

 

人

そ
れ
な
ら

処
に
山
が
見
え
る
だ
ろ

そ
こ
の

 
屋
敷
が
住
み
か
だ

 
玲
音

分
か

た
依
頼
を
変
え
る
ん
だ
報

は
６
０
０

 
に
し
ろ
そ
し
て
屋
敷
の
女
性
の
住
人

人
に
つ
き

 

分
か

た
か

 

人

構
わ
ん
よ
結

を
楽
し
み
に
待

て
い
る
よ

 
蒼
炎
の

人
君

 
興

の
な
い

書
き
を
言
わ
れ
玲
音
は

を

に

さ
え
つ
け
て
立
ち
上
が
る

そ
し
て

へ
と
来
る
と

 
玲
音

そ
ん
じ

あ
な



 外伝編  蒼き焔の物語

 
そ
う
言
い

屋
を
あ
と
に
し
た

玲
音
が
居
な
く
な

た

屋
で
は

 
執
事

よ
ろ
し
い
の
で
す
か

 

人

奴
に

な
ん
て

う
わ
け

だ
ろ

を

 
用
意
し
て
お
け
帰

て
き
た
ら
暗
殺
を
す
る

 
か
ら
な

 
執
事

か
し
こ
ま
り
ま
し
た

 
そ
う
し
て
玲
音
を
殺
す
た
め
に
動
く
の
だ

た

そ
し
て
屋
敷
か
ら
出
る
と
も
う

陽
が

み

そ
う
に
な

て
い
た

 
玲
音

は

ち

 
た
め

を

き
つ
い
で
に

ち
も
し
て

れ
の
中
を
歩
き
始
め
る

吸
血
⻤
の
住
む
と
言

わ
れ
る
館
へ
と
向
か
う
た
め
に

 
怠
惰

は
い
は
い
そ
れ
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

 
ま
し
た



 第 話 向かうは紅の館

 
神
楽

あ
の
依
頼

く
キ

い
で
す

 
鈴

も
流
石
に

い
し
ち

た
よ

 
狗
神

て
終
わ
ら
せ
る

 
怠
惰

そ
う
言
う
奴
に
限

て
真

先
に

教
さ
れ

 
ち

う
ん
だ
よ

 
鈴

わ
ん
わ
ん
お
確
定
ル

ト
だ
よ

 
狗
神

ざ
け
ん
な

 
神
楽

か
な

し
み
を

 
怠
惰

マ
ジ
で
そ
れ
は

め
ろ

 
狗
神

た
く

も
う
終
わ
ら
せ
る

 
怠
惰

う
い
う
い
そ
ん
じ

者
様
今
回
も
あ
り
が

 
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
狗
神

ま
た
次
回
も
頼
む
な

 
神
楽

そ
れ
で
は

者
様

 
鈴

ま

た



 外伝編  蒼き焔の物語

 
第

話
 
決
戦
 
紅
き
館
の
住
人
達

 
こ
ん
に
ち
は

者
様
で
は
出
来
上
が

た
の
で
投
稿
し
ま
す

そ
れ
で
は
玲
音
の
物
語
へ
ど

う 
少
年

が

 
少
年
の
獣
の
よ
う
な
絶

が
こ
だ
ま
す

だ
が

り
の
人
間
は

を

れ
て
何
か
に

り
を

て
い
た

ど
れ
だ
け

し
ん
で
も

分
を

け
て
は
く
れ
な
い
と
少
年
は

た

 
少
年

ぐ

ぐ

 

を
食
い

り
鎖
で

が
れ
た
手
は
強
く

り
し
め

が
出
来
上
が
る

そ
れ

ど
こ
の
世
を

恨
ん
だ

ん
だ

怒
し
た

そ
ん
な
時
だ

た

 

 

貴
方
は
力
を
欲
す
る

 
う
つ

せ
だ
が
何
と
か

を
上

て
前
を
見
る
と
そ
こ
に
は
不
気

に
こ
ち
ら
を
見
て
笑
う
女

が
い
た

し
か
も
そ
の
女
の

に
は
明
ら
か
に

り
で
は
な
い

本
の

を
生
や
し

中
に
は



 第 話 決戦 紅き館の住人達

の

を
生
や
し
て
い
た

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
不
可
解
な
事
に

り
の
狂

者
達
に
は
見
え

ず
ま
し
て
や

も
聞
こ
え
て
は
い
な
い
と
言

た
感
じ
だ

 

 

は
聞
い
て
る
の
貴
方
は
力
を
欲
す
る
の
か
と

 
こ
の
問
い
に
少
年
は
迷
う
こ
と
は
無
か

た

も
う

り
の
狂

者
達
を
殺
し
た
い
と
い
う
殺

意
の
感
情
し
か
な
か

た

分
が
受
け
て
き
た
仕

ち
を
返
し
た
か

た

的
に

に

恨
み
を
晴
ら
す
べ
く
た
だ
殺
し
た
か

た

少
年
は
そ
の
問
い
に
首
を
ゆ

く
り
と

い
た

そ

れ
を
見
た
目
の
前
の
女
は
更
に
不
気

に
笑

て

 

 

良
い
わ
貴
方
に
力
を
貸
し
て
あ

る

 
そ
こ
か
ら
先
の
事
は
ど
う
な

た
の
か
記
憶
が
薄
れ
て
い
る

  
そ
し
て
現

へ
と
戻
り

暗
く
霧
が
立
ち
込
め
る

の
中
を

の
手
を

い
炎
で

や
し

明
の
代
わ
り
に
し
な
が
ら
目
的
地
へ
と
向
か

て
い
た

 
玲
音

や
べ

こ
こ
ど
こ
だ

け

 
そ
し
て

念
な
事
に
何
処
を
行

て
も

々
な
た
め
な
の
か
迷
子
に
な

て
い
た

無
理
も
な

い
何
せ
地
図
な
ん
て
い
う
物
は

て
も
い
な
い

ン
パ
ス
す
ら
も
な
い

迷

て
当
た
り
前
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だ 
玲
音

参

た
な

 
そ
う

き
な
が
ら
も
先
へ
進
む
し
か
な
い
と
思
い
な
が
ら
あ
る
き
は
じ
め
た

そ
う
し
て
迷
い

に
迷

て
い
る
と

け
た
場
所
へ
と

り
着
い
た

 
玲
音

よ
う
や
く

々
だ
ら
け
の
景
色
と
も
お
さ
ら
ば
か

 
そ
ん
な
事
を

い
て
い
る
と
玲
音
は
よ
う
や
く
気
が
つ
い
た

夜
に
な
り

暗
く
そ
し
て
立
ち

込
め
る
霧
の
せ
い
で
少
し
見
え
に
く
く
な

て
い
た
が
明
か
り
に

ら
さ
れ
て
真

な
外
観
の

屋
敷
を

 
玲
音

つ
い
に
つ
い
た
か

 
よ
う
や
く
着
い
た
と
思
い
や
り
た
く
も
な
い
依
頼
を
こ
な
す
た
め
に
屋
敷
へ
と
向
か
う
と
し
た

そ
の
時
だ

た

 
ド

ン

 
と

分
の
数
メ

ト
ル
先
の
地
面
か
か
ら
何
か
が
降

て
き
て

を
あ

た

の
明

か
り
で

ら
せ
る
が

で

し
か
見
え
な
い

そ
の

は
人
の

を
し
て
い
た

 
玲
音

門
番
か

そ
う

に
は
殺
ら
せ
て
く
れ
な
い
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み
た
い
だ
な

 
ど
う
や
ら

を

め
る
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ

手
な
演
出
で

え
て
く
れ
る
よ
う
だ

そ
し
て

が
上
が
り

の

え
る

の
明
か
り
で
そ
の
者
の

が
映
し
出
さ
れ
る

色
の

に

紅
い

の
ス
ト
レ

ト
そ
の

の
上
に
は

子
を

て
い
る
が
更
に

子
に
は

の
龍

が

ら
れ
て
い
た

だ
が

え
て
言
い
た
い
こ
と
が
あ
る

 
門
番

貴
方
は
何
者
で
す
か
こ
こ
へ
何
し
に
来
た
の
で

 
あ

 
玲
音

ん

 
門
番

貴
方
は

間
の

 
玲
音

間

だ
お
前

 
正

な
話
だ
が
全
然
覚
え
て
い
な
い

こ
れ
に
は
門
番
は
少
し

ケ
た

そ
し
て

キ
に

な

て

 
門
番

間

貴
方
に
道
を
教
え
た
メ
イ
ド
で
す
よ

 
玲
音

メ
イ
ド

間

あ

そ
う
い
え
ば
居
た
な

 
門
番

そ
う
で
す

そ
の
メ
イ
ド
が

で
す
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よ
う
や
く
思
い
出
し
た

目
の
前
に
い
る
門
番

間
に
道
を
聞
い
た
東

人
の
メ
イ
ド
だ

た
と

だ
が
こ
こ
に
い
て
し
か
も
門
番
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
ど
う
や
ら

的
の
ス
カ

レ

ト
の
関
係
者
と
い
う
の
は
理
解
で
き
た

 
玲
音

で

お
前
は

を

め
に
来
た
の
か

 
そ
れ
を
聞
く
と
門
番
は
先
程
と

て
変
わ

て
不
思
議
な
構
え
を
と
る

見
た
感
じ
武
術
を

ん
で
い
る
者
の
構
え
だ

 
門
番

そ
う
で
す

で
す
が

間
に
会

た
と
い
う
の
も

 
あ
る
の
で
引
き
返
す
と
い
う
の
な
ら

め
ま
せ
ん

 
よ

 
引
き
返
せ
る
の
な
ら
引
き
返
し
て
こ
ん
な
ク
ソ
な
依
頼
さ

さ
と

め
た
い
と
玲
音
は
思
う
が

日
も
か
け
て
こ
こ
に
来
た

上

手
ぶ
ら
で
帰
る

に
も
い
か
な
い
の
だ

 
玲
音

悪
い
が

も
依
頼
で
な

悪
い
が
て
め

ら
全
員

 

し
ろ

て
い
う
や
り
た
く
も

マ
ジ
ク
ソ

 

た
れ
な
依
頼
の
な

 
ガ
ン

レ

ド

く

中
か
ら
を
引
き

き
一

で

り
つ
け
る

だ
が
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ガ
シ

 
何
と
斬
ら
れ
る
と
い
う

が
な
い
の
か

で

み
し
て
き
た

 
門
番

や
り
た
く
も
な
い

て

い
や

対
す
る
と
い
う

 
の
は
分
か
り
ま
し
た
こ
こ
で
死
ん
で
も
ら
い
ま
す

 
そ
う
言
い

を

る
と

め
が
け
て

り
か
か

て
く
る
が

 
ガ
シ

 
そ
う
さ
は
さ
せ
ま
い
と
ガ
ン

レ

ド
を

し

手
で

撃
を

さ
え
つ
け
て
そ
し
て

分
は

手
に
は
蒼
炎
を
纏
わ
せ

る
が

 
門
番

ん

 
何
と
ガ
ン

レ

ド
を
投

て
て

手
の
炎
ご
と

手
で

さ
え
た
の
だ

だ
が

 
門
番

ぐ

 
あ
ま
り
の
熱
さ
に

し
そ
う
に

を
食
い

て
い
た

 
玲
音

熱
い
な
ら
手
を

せ
ば

ま

せ
る
な
ら

 
だ
が
な

 
そ
う
言
う
と

分
こ
と
約

度
近
く
の
温
度
を

る
蒼
炎
で
包
み
込
ん
だ

そ
し
て
炎
は
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門
番
へ
と

る

 
門
番

あ
ぐ

 
手
を

そ
う
に
も
玲
音
に

ま
れ
て
い
て
動
け
な
い
た
め
こ
の
炎
を
じ
わ
り
じ
わ
り
と
食
ら
う

し
か
な
い

一
方
玲
音
は

 
玲
音

降
参
し
ろ
そ
う
す
れ
ば
は
な
し
て
や
る
よ

 
と

の

情
で
門
番
に
投
降
を
し
ろ
と
命
じ
た

し
か
し

 
門
番

お

様
を
守
る
の
が

の

め
で
す

 
そ
う
言
う
と
玲
音
の

手
を

り

い

手
に
気
力
の
玉
を

る
と

 
門
番

は

 
ボ
ン

 
玲
音

ガ
ハ

 
何
と

い
た
事
に

え
て
気
力
の
玉
を

分
の

に

ロ

で
撃

て
き
た

し
か
も
そ
の

一
撃
は
何
と
玲
音
の

と

中
を

通
さ
せ
血
飛

が
あ
が
り

か
ら
も
血
を

い
た

玲
音
が

倒
れ
る
と
門
番
を

し
め
た
炎
も

え
た

 
門
番

は

は

ぐ
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だ
が
門
番
の
体
は

度
を
も
越
え
る
炎
を
数

だ

た
が
食
ら
い
す
ぎ
て
所
々
が
真

黒

に

て
限
界
だ

た

だ
が
何
と
か
気
力
で
立

て
い
る
状

だ

 
門
番

こ
こ
に
さ
え
来
な
け
れ
ば
も
う
少
し
生
き
ら
れ
た

 
の
に

 
後
ろ
を

り
向
き
よ

よ

と
歩
き
な
が
ら
そ
う

き
屋
敷
へ
と
帰
ろ
う
と
す
る
そ
の

間

だ

た

 
玲
音

何
を
言

て
る
ん
だ

 
門
番

え

ぐ
が

 
門
番
は

く
が
も
う
遅
か

た

何
せ
倒
れ
た
玲
音
の
方
を

り
向
く
が
そ
れ
と

時
に
焔
を

纏
わ
せ
た
強

な

り
が
門
番
の

を

り

が
し

を
お

た
か
ら
だ

そ
し
て
強

な

り
を
受
け
た
門
番
は
吹
き
飛
ば
さ
れ

が
守

て
い
た
門
を
突
き
破
り
屋
敷
の

関
の

を
突

き
破

て
い

た

 
玲
音

た
く
よ

 
ガ
ン

レ

ド
を

う
と

く
紅
き
館
の
中
へ
と

り
大
の

で
倒
れ
て
い
る
門
番
の

を

で

さ
え
つ
け
た
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門
番

ぐ

何
で

貴
方
怪

が

え
て

 
先
程

通
し
風

が
空
い
た

の

体
は
あ
り
得
な
い
こ
と
に
何
も
無
か

た
か
の
よ
う
に
怪

が
ひ
と
つ
も
な
い
の
だ

 
玲
音

お
前
は
知
る

は
な
い

 
そ
う
言
う
と

か
ら

つ
か
の
大
き
な

の

の

の
よ
う
な
物
を

り
出
す
と

 
ガ
キ
ン

ガ
キ
ン

ガ
キ
ン

ガ
キ
ン

 
と

一

で
門
番
の
首

手
首

の
間

首

の
間

と
地
面
に

ち

け
更
に
炎

の
熱
で

の
フ

ク
を
少
し

か
し
地
面
に

束
さ
せ
る

 
門
番

ぐ

 
玲
音

ク
ソ
悪
い

の
依
頼
だ
か
ら
な
そ
こ
で

 
大
人
し
く

て
ろ

 

を

さ
え
つ
け
る
の
を

め
て

れ
る

門
番
は

け
出
そ
う
と

死
に

て
い
る
が
今

の
体
力
で
は
無
理
な
の
か

ち

け
ら
れ
た
フ

ク
は
び
く
と
も
し
て
い
な
い
よ
う
だ

 
玲
音

こ
れ
で

さ

て
と
次
の

物
は

 

き
な
が
ら

り
を
見
回
す
が
外
観
も
真

だ
が
内

も
ま

か
で
正

悪

だ
な
と
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思

た

す
る
と

 
玲
音

ん

魔
法

か

 

分
が

て
き
た

関
の

り

に
魔
法
で
出
来
た

が
立
ち
塞
が
り
こ
の
屋
敷
か
ら
逃

れ
な
く
さ
せ
て
い
る
よ
う
だ

 
玲
音

こ
れ
が
使
え
る

て
事
は
魔
法
使
い
が
い
る
な

 

 

え

い
る
わ
よ

 

の
し
た
方
を
見
る
と
大
き
な

の

り
場
に
ゆ

た
り
と
し
た

 

を
着
て
い
る
少
女
い
や
魔
女
が
本
を

て
立

て
い
て
そ
の
隣
に
は
下

の
悪
魔
が
着
い

て
い
る
事
か
ら

ら
く
使
い
魔
だ
と

し
た

 
玲
音

魔
女
に
使
い
魔

 

分
だ
け
目
を
閉
じ
て
そ
う
言
う
と

 
魔
女

何
で
そ
ん
な
目
で
見
て
く
る
の
か
し
ら

 
玲
音

い
や
殺
し
て
き
た
魔
女
の
中
だ
と
ま
だ
小
娘
の

 

だ

た
か
ら

い
て
な

 
悪
魔

貴
方
な
ん
て
失

な
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と

下

の
悪
魔
が
言

て
く
る
が
魔
女
は
悪
魔
の

を

ん
で
を

さ
え
て

 
魔
女

そ
う

な
ら
そ
ん
な

め
た

度
を
す
れ
ば

 
痛
い
目
に
あ
う
わ
よ

 
と

言

た
そ
の

間

分
の
真
上
に
大
き
な
火

が
現
れ
る

 
魔
女

ロ
イ

ル
フ
レ
ア

 
呪

の
名
前
を

ぶ
と
大
き
な
火

は

分
へ
と
降

て
く
る
と

 
ド
ガ

ン

 
と

大

発
を
お
越
し

り
を
炎
上
さ
せ
た

 
魔
女

程
に
も
な
い
わ
何
で

鈴
が
こ
ん
な
奴
に
負
け
た

 
の
か
が
不
思
議
で
な
ら
な
い
わ

 
悪
魔

そ
う
で
す

 
何
て

ち

て
言

て
い
る
の
が
聞
こ
え
る

だ
か
ら
こ
そ
そ
ん
な

を

い
て
や
ろ
う

と
思

た

 
玲
音

何
だ
こ
の
炎
は

生
ぬ
る
い
な

 
悪
魔

な
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魔
女

 
魔
女
と
悪
魔
は

い
て
こ
ち
ら
を
見
て
い
る
の
が
よ
く
分
か
る

何
せ
放

た
炎
が
現

玲
音

に
吸

さ
れ
て
い
る
の
を
見
れ
ば

く
の
も
無
理
は
な
い
だ
ろ
う

 
悪
魔

嘘

ロ
イ

ル
フ
レ
ア
を

 
魔
女

く

 
魔
道
書
を

新
た
な
魔
法
を
撃

て
こ
よ
う
と
し
た
が

 
玲
音

遅
え
よ

 
先
程
門
番
を

束
し
た
フ

ク
を

つ
か
手
に

ち
一

で
魔
女
の
目
の
前
に
現
れ
そ
う
言

う
と
魔
女
は

方
を
あ
り
え
な
い
と
言
わ
ん
ば
か
り
の

情
で
見
て
く
る
が
も
う
遅
い

 
ガ
キ
ン

ガ
キ
ン

ガ
キ
ン

ガ
キ
ン

 

し
倒
し

の

り
場
に
魔
女
を

定
さ
せ

束
し
た

 
魔
女

し
ま

む
ぐ

 
つ
い
で
に
呪

の

を
さ
れ
る
の
も
面
倒
な
た
め

も
封
じ
た

そ
ん
な
光
景
を

を

か

し
て
下

の
悪
魔
が
見
て
い
た

 
悪
魔

ひ
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玲
音

お
前
も
大
人
し
く
し
て
ろ

 
ガ
キ
ン

ガ
キ
ン

ガ
キ
ン

ガ
キ
ン

 
魔
女
の
隣
に
下

悪
魔
も

じ
よ
う
に

の

フ

ク
を
地
面
に

し
込
ま
せ

束
し
て

も
封
じ
る

 
門
番

パ

リ

様

小
悪
魔
さ
ん

ぐ

 
魔
女

む

 
悪
魔

う

ん

 

し
そ
う
に

き

ぶ
が
玲
音
に
は
関
係
の
な
い
こ
と

た
だ
言
わ
れ
た
仕
事
を
こ
な
す
だ
け

だ 
玲
音

じ

あ
な
て
め

ら
の

人
を

し
た
ら

え

 
に
来
て
や
る
よ

 
そ
う
言
い
玲
音
は

を
登
り
こ
の
屋
敷
の

が
い
る
で
あ
ろ
う

屋
を
探
す
の
だ

た

 
怠
惰

何
時
も
の
よ
う
に
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
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い
ま
し
た

 
狗
神

な

昔
と
今
だ
と
昔
の
方
が
強
く
な
い
か

 
神
楽

い

た
い
ど
う
や

て
体
を
元
に
戻
し
た
ん

 
で
す
か

 
鈴

怠
惰

再
生
さ
せ
た
方
法

て
ま
さ
か

 
怠
惰

ま

鈴

の
お

し
の
通
り
と
だ
け
言

て
お

 
く
よ

そ
れ
と
ま

言

ち

う
と
あ
れ
な
ん

 
だ
け
ど

ら
く
こ
れ
も

話
ぐ
ら
い
行
く
と

 
思
う
の
で
ご
了

を
下
さ
い

 
狗
神

ま
た
⻑
い
な

 
怠
惰

そ
れ
に
こ
の
小
説
内
で
の
咲
夜
の
登
場
も
あ
る

 
か
ら
ち

と

 
神
楽

え

と
そ
う
い
う
こ
と
な
の
で
ご
了

を
お

 
願
い
し
ま
す
で
は
そ
ろ
そ
ろ
時
間
な
の
で
今

 
回
は
こ
こ
ま
で
す
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鈴

者
様
ま
た
こ

ち
の
本
編
を
投
稿
し
出
し

 
た
ら
よ
ろ
し
く

 
狗
神

そ
ん
じ

者
様

 
怠
惰

え

と
あ

ち
で
な
ら
ま
た
明
日
そ
し
て
こ
こ

 
だ
け
な
ら

ら
く

分
日

日
ぐ
ら
い
に
で
は

 
さ
よ
う
な
ら
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第

話
 
ス
カ

レ

ト
の
吸
血
⻤

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

い
つ
の
間
に
か

ケ

ン
を

て
し
ま

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で

す

お
陰
で

日
の
バ
イ
ト
で

い
だ

が

え
て
し
ま

た

ま

こ
ん
な
話
も
あ
れ
な

の
で
本
編
へ
ど
う

 
真
夜
中
の
夜
こ
と

と
あ
る
教
会
は
真

な
炎
に
包
ま
れ
て
い
た

 

者

熱
い

熱
い
よ

 

者

め
ろ

ギ

 

者

ひ

け

 
少
年

お
前
ら
に
は

悲
な
ん
て
い
ら

だ
ろ

 

者

が

 

者
達
は
次
々
に
蒼
炎
に
焼
か
れ
丸

と
な

て
い
く

そ
う
こ
の
参
上
を
引
き
起
こ
し
た

の
は

れ
も
な
い

生
け

と
な

て
い
た
少
年
が

束
さ
れ
て
い
た
鎖
を
焼
き

り
ま
る
で
首
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か
ら
解
放
さ
れ
た
獣
の
よ
う
に

れ
て
い
る
の
だ

そ
し
て
少
年
に
仕

ち
を
し
て
い
た

祭

は

を

か
し
絶
望
の

を
し
て
い
た

 

祭

何

だ

何

お
前
が

お
前
は

だ
ろ

 
少
年

教
え
て
や
る
よ

に
合

て
お
前
ら
に
な
い
も
の

 
そ
れ
が
合

た
か
ら
こ
の
力
が
あ
る
ん
だ
よ

 

祭

何
だ
と
言
う
ん
だ

は
こ
の
世
界
に
絶
望

 
少
年

そ
れ
だ
け
じ

り

ん
だ
よ

は
こ
の
世
の

 
無
価
値
だ

た

だ
か
ら
こ
そ
選
ば
れ
た
ん
だ
よ

 
そ
う
言
う
と

祭
の

を
手
で

み
に
す
る

祭
は

目
と
な

て

 

祭

め
て
く
れ

 

け
を

め
る
か
の
よ
う
に

願
を
す
る

だ
が
少
年
は
無

悲
だ

 
少
年

え

き
て

に
な
れ

 

祭

が

熱

熱
い

 

祭
は
真

黒
の

と
な
り
動
か
な
く
な

た

 
少
年

く
く
く
ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
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え

る
炎
の
中
少
年
は
高
笑
い
を
す
る
の
だ

た

そ
う
し
て
現

に
戻
り
玲
音
は
紅
の

屋
敷
の
回

を
歩
い
て
い
た

 
玲
音

マ
ジ
で
ど
う
し
よ

か
な

 
ど
う
し
よ
う
か
と
考
え
て
い
た

ぶ

ち

け
こ
ん
な
面
白
く
思
え
な
い
仕
事
は
さ

さ
と

退
し
よ
う
か
と
考
え
て
い
た

本
業
は
闇
の
住
人
を
殺
す
仕
事
が
メ
イ
ン
で

は
ま
ず
し
な
い

そ
れ
ど
こ
ろ
か

し
た
奴
を
性
の

け

に
す
る
た
め
の

は
絶
対
に
や
ら
な
い
よ
う
に
し

て
い
る
の
だ
が
や
は
り

日
け
て
き
た
た
め
手
ぶ
ら
と
い
う
の
も
は

な
た
め
す
ご
く
迷

て

い
た

そ
ん
な
迷

て
い
る
と
大
き
な

の
前
へ
と
や

て
来
て
い
た

 
玲
音

こ
こ
か

 

を
開
け
て
中
へ
と

る
と
そ
こ
は
大
き
な
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が
あ
り
少
し

暗
い

屋
だ

た

す
る
と

 

 

よ
う
こ
そ
紅
魔
館
へ

 
上
か
ら

が
聞
こ
え
見
上

る
と

の

を

方
を
嘲
笑
う
か
の
よ
う
に

人
の
少

女

い
や

女
が
見
下
ろ
し
て
い
た

 
玲
音

て
め

が
吸
血
⻤
の
ス
カ

レ

ト
か
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女

え

下
に
も
レ
ミ
リ
ア
・
ス
カ

レ

ト
そ
れ
が

 

の
名
前
よ

 
レ
ミ
リ
ア
と
名

た

女
は
ク
ス
ク
ス
と

方
を
見
て
笑

て
く
る

だ
が
言
い
た
い
こ
と

が
あ
る

 
玲
音

ク
ク
ク
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
レ
ミ

何
を
笑

て
る
の

 
玲
音

い
や

悪
い
悪
い
ま
さ
か
こ
ん
な

子
だ
と

 
は
思
わ
な
く

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
依
頼
を
頼
ん
で
き
た
奴
は
色
欲
魔
だ

た
が
と
ん
だ
ロ
リ

ン
で
し
か
も
大
人
ぶ

て
る
吸
血

⻤
の

女
が
相
手
だ
と
思
う
と
大

笑
す
る
し
か
な
い

 
レ
ミ

が

子
で
す

て

 
玲
音

お
前
だ
け
ど

 
レ
ミ

こ
い
つ

そ
の

は
何
処
か
ら
来
る
の
か
ら

 
何
処
か
ら
来
る
の
か
そ
ん
な
事
は
分
か
ら
な
い

た
だ

に
戦
い
た
い
だ
け
だ

 
玲
音

来
い
よ
て
め

が
何
れ
だ
け
強
い
の
か
見
せ
て
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く
れ
よ
お
前
の
従
者
達
は
本
当
に

だ

た

 
か
ら
よ

 
そ
う
言
う
と

時
に
現

い
る

屋
は
蒼
炎
が

を

る

し
く
も

れ
よ
う
も
の
な
か
ら

大
火

で
は

ま
な
い
そ
ん
な
不
思
議
な
炎
の

を

 
レ
ミ

の
家
族
を

し
た
そ
の

ら
ず

は
こ
こ
で

 

し
て
あ

る
わ

 
そ
う
言

た

間
突
然

分
の
目
の
前
へ
と
ま
る
で

間

動
を
し
た
の
か
と
言
わ
ん
ば
か

り
の
ス

ド
で

分
の
目
の
前
に
現
れ
小
さ
な
そ
の
手
に

び
る

で
引
き
裂
こ
う
と
襲
い

か

て
き
た
が

 
ガ
キ
ン

 
ガ
ン

レ

ド
の

を
使
い
見
事
に

い
だ

 
玲
音

手

い
な

 
レ
ミ

く
わ

 
更
に
は
久
地
を
大
き
く
開
け
て
首
目

け
て

い
八

で

み
つ
こ
う
と
し
て
く
る
が

 
玲
音

人
の
血
を
吸
お
う
と
し
て
ん
じ

よ
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力
ず
く
で
レ
ミ
リ
ア
を

し
返
し

手
に
蒼
炎
を
纏
わ
せ
放
火
を
す
る
が

 
レ
ミ

そ
ん
な
炎

か
な
い
わ

 

を

み
に
使

て
ヒ
ラ
リ
と
空
中
で

け
る

そ
し
て
今
度
は
ガ
ン

レ

ド
の

先
を

レ
ミ
リ
ア
へ
と
向
け
る
と

 
バ

ン

バ

ン

バ

ン

 

を
鳴
ら
し
ガ
ン

レ

ド
に
仕
込
ん
で
い
る

７

の
銀
製
の
弾
丸
を

ち
込
む
が

 
レ
ミ

銀
の
弾
丸

よ
く

強
し
て
る
じ

な
い

 
玲
音

て
め

め
て
吸
血
⻤
を
相
手
す
る
の
は

回

 
目
何
で
な

 

な
笑
み
を

か
べ
玲
音
は
レ
ミ
リ
ア
へ
と

し
て
ガ
ン

レ

ド
で
突

込
む

玲
音

は
こ
の
戦
い
を
楽
し
み
た
い
と
思

て
い
た

一
そ
れ
が

分
の
呪
い
を

れ
る
こ
と
が
で
き

る
か
ら
た
だ

れ
た
い
だ

な
の
だ

 
ガ
キ
ン

 
玲
音

 
何
と
何
処
か
ら
出
し
た
の
か
レ
ミ
リ
ア
は
真

な

を

て

分
の
ガ
ン

レ

ド
を
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さ
え
た
の
だ

そ
し
た
レ
ミ
リ
ア
は
玲
音
に

 
レ
ミ

そ
う

ま

か
ら
す
れ
ば
あ
ん
た
に
負
け
た

 
な
ん
か
に
は
興

な
い
わ

 
ガ
キ
ン

 
そ
う
言
う
と
玲
音
を
弾
き
飛
ば
し
そ
し
て
手
に

つ

を
地
面
へ
と
弾
き
飛
ば
し
た
玲
音
に
向

か

て
構
え
る
と

 
レ
ミ

を
射
ぬ
け
グ
ン
グ

ル

 
何
と
そ
の

を
目
に
見
え
ぬ

度
で
投

し
て
き
た
の
だ

弾
き
飛
ば
さ
れ
受
け

を

た

ば
か
り
で
反

が
遅
れ
た
玲
音
は
対
処
出
来
る

も
な
く

 
ザ
シ

 
玲
音

ぶ
へ

 

分
の

体
を

き
風

を
開
け
た

そ
し
て

か
ら

血
し
た

 
レ
ミ

程
に
も
無
か

た
わ

何
で

鈴
や
パ

 
が
負
け

 

 
レ
ミ
リ
ア
は

き
目
を
見
開
い
た

何
と
グ
ン
グ

ル
で

き
風

を
開
け
た
玲
音
の

体
が
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く

え
て
い
る
の
だ

そ
し
て
炎
が

え
る
と

に
は

が
開
い
て
い
た
が
風

は

え
て
い

た 
玲
音

ク
ク
ク
ク
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

い
た
か

 
レ
ミ

貴
方

不
死

そ
れ
と
も
魔
法

 
玲
音

不
死

に
魔
法
か

ど

ち
も

う
な

 
強
い
て
言
え
ば

呪
い
か

 
レ
ミ

そ
ん
な
呪
い
聞
い
た
こ
と
な
い
わ

 
前
回
の

鈴
と
戦

た
時
も
こ
れ
で

を

し
不
意
を
つ
い
て
一

で
倒
し
た
の
だ

 
玲
音

さ

て
め

の
体
力
が
な
く
な
る
ま
で
永
遠
に

 
遊

う
や

 
ガ
ン

レ

ド
の
回
転
弾

に

７

弾
丸
を

座
に

し

手
に
構
え

手
に
は
蒼

炎
を
纏
わ
せ
る

 
玲
音

レ

ツ
パ

テ

カ

ン

 
レ
ミ

ち

相
手
を
し
て
あ

る
わ

 
そ
う
し
て
レ
ミ
リ
ア
と
玲
音
は
ぶ
つ
か
り
合

た

時
に
は
弾
丸
で
レ
ミ
リ
ア
を

い

手
の
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炎
を
放
つ

だ
が
レ
ミ
リ
ア
も
負
け
じ
と

け
て
か
ら
の

撃
を

り
返
し
た

 
ガ
キ
ン

 
玲
音

ど
う
し
た

最

の
勢
い
が
無
く
な

て
き
て

 
い
る

 
レ
ミ

く
う

め
る
な

 
玲
音
は
と
も
か
く
何
と

分
を

き
混
ん
で

大
な

を

り
出
し

撃
し
て
き
た
の
だ

だ

が
そ
の
技
は

 
ド
ガ
ン

 
地
面
を
大
き
く
崩
し

が

け
玲
音
と
レ
ミ
リ
ア
は
落
ち
て
い
く

そ
し
て
落
ち
た
先
は
先
程

の

ン
ト
ラ
ン
ス
だ

 
玲
音

痛
て
て

と

じ
よ
う
な
事
を
し
や
が

て

 
レ
ミ

く

鈴

そ
れ
に
パ

に
小
悪
魔

  
門
番

す
み
ま
せ
ん
お

様

 
魔
女

む
ぐ
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悪
魔

む

ん

 
だ
が

分
を

き
込
ん
だ
技
の
た
め
か
レ
ミ
リ
ア
の
体
は
も
う
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
り

を
つ
い
て

い
た

た
が

を
つ
き
な
が
ら
も

に

束
さ
れ
た
従
者
達
の
事
を
心

し
て
い
た

 
レ
ミ

あ
ん
た
よ
く
も

 
と

立
ち
上
が
ろ
う
と
す
る
が
レ
ミ
リ
ア
の
首
も
と
に
ガ
ン

レ

ド
の
刃
を
当
て
て

 
玲
音

は

も
う

め
ろ
よ
お
前
達
は
も
う
負
け
た
ん
だ

 
レ
ミ

 
だ
が
レ
ミ
リ
ア
は
何
も
言
わ
な
い

こ
の
時
の
玲
音
は
負
け
を
認
め
た
く
な
い
の
か
と
思

て

い
た

だ
が
レ
ミ
リ
ア
は
真

な

情
で

 
レ
ミ

言

て
あ

る
わ
ス
カ

レ

ト
を
名

る
吸
血

 
⻤
は

・

・だ
・け

じ

な
い
わ

て

 
玲
音

何
を

 
ザ
ジ

 
玲
音

ガ
ハ

 
突
然
だ

た

後
か
ら

か
に

体
を

か
れ
た
の
か

体
か
ら
は
真

に

え
る

が
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中
か
ら

へ
と
生
え
て
い
た

ゆ

く
り
と
後
ろ
を

り
向
く
と
そ
こ
に
は

の
シ

ト

そ
し
て
レ
ミ
リ
ア
と

じ

だ
が

い
色

い

だ
が
一
番
そ
の

女
の
目
立
つ
と
こ
ろ
は

だ

こ
れ
ま
で
殺
し
て
き
た
ど
の
吸
血
⻤
に
も
当
て
は
ま
ら
な
い

だ

た

の
よ
う
な

で

色
と
り
ど
り
の
ク
リ
ス
タ
ル
が
ぶ
ら
下
が

た

が
特

的
だ
が

 

 

お
兄
さ
ん
は

に
は
壊
れ
な
い
よ

フ
ラ
ン

 
の
遊
び
相
手
に
な

て
よ

 
そ
の

い

に

合
わ
な
い
狂
気
を

ん
だ
笑

で
言

て
き
た
の
だ

 
玲
音

え

れ

 

分
の
体
を
蒼
炎
で
焼
く

こ
れ
に

い
た
の
か
フ
ラ
ン
と
名

た
吸
血
⻤
は

り
の
よ
う

な

で
空
を
飛
ぶ

そ
し
て
本
日

回
目
程

か
れ
た

体
を

や
し
て
再
生
さ
せ
る

 
玲
音

吸
血
⻤
が
姉
妹
と
か
聞
い
て

 
ガ
ン

レ

ド
の

を
フ
ラ
ン
へ
と
構
え

 
バ

ン

バ

ン

バ

ン

バ

ン

 
と

発

す
る
の
だ
が

 
フ
ラ

キ

ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
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手
に

つ

え

る

で
銀
の
弾
丸
を
全
て
焼
き

た

な
ら
ば
今
度
は
ガ
ン

レ

ド
の

刀

に
蒼
炎
を
纏
わ
せ
フ
ラ
ン
へ
と

し
ガ
ン

レ

ド
を

る
う
が
ら

 
ガ
キ
ン

 
フ
ラ
ン

そ
ん
な
ん
じ

フ
ラ
ン
は
倒
せ
な
い
よ

 
そ
う
言

た

間
今
度
は

後

か
ら

人
の
フ
ラ
ン
が
真

に

え

る

を

構
え
て
襲
い

か

て
き
た

目
の
前
の
フ
ラ
ン
も
合
わ
せ
る
と
合

人
だ

 
玲
音

こ
い
つ

つ
子
か

 
つ
ば

り
合
い
を
し
て
い
る
フ
ラ
ン
を
弾
き
飛
ば
す
と
向
か

て
く
る
フ
ラ
ン
達
を
ガ
ン

レ

ド
と

手
の
蒼
炎
で
い
な
す
が

 
フ
ラ

キ

ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
四
方
八
方
か
ら
無
数
の
光
弾
を
放

て
く
る

だ
が

 
玲
音

蒼
炎
の

護

 

を
蒼
炎
で
包
み
込
み
バ
リ
ア
を
は

た

そ
の
お
陰
で
光
弾
は

た
の
だ
が

 
ザ
シ

ザ
シ

ザ
シ

ザ
シ

 

人
の
フ
ラ
ン
か
ら

え

る

の
突
き
を
く
ら
い
無
数
の

が
開
い
た

だ
が
玲
音
は
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に
笑

た

 
玲
音

こ
れ
で
逃

ら
れ

よ
な

ま
え
た

 
そ
う
言
う
何

度
と
い
う
蒼
炎
で
フ
ラ
ン
を
包
み
込
ん
だ

 
フ
ラ

熱
い

 
そ
う
し
て

人
の
内

人
は

え
て

人
だ
け
と
な

た

そ
し
て

人
だ
け
と
な

た

フ
ラ
ン
の
首
を
ア
イ
ア
ン
ク
ロ

で
強
く

み

ち
上

て

 
玲
音

久
々
だ

た

こ

ま
で
追
い
込
ん
だ

の
は

 
フ
ラ

痛
い

痛
い

痛
い

痛
い

痛
い

 
そ
う
言
い
い
フ
ラ
ン
は
玲
音
の

を
強
く

て
逃
れ
よ
う
と
す
る
が
無
意

と
な
り

 
ド

ン

 

 
地
面
へ
と

き
つ
け
ら
れ
気
絶
し
た
の
か
動
か
な
く
な

た

本
来
な
ら
殺
し
た
い
が

が

仕
事
の
た
め
殺
せ
な
い
の
だ

 
玲
音

ち

ま
だ
ま
だ
ガ
キ
に
や
ら
れ

ぐ

 
だ
が
玲
音
の
体
は
も
う

に
限
界
を

え
て
い
た

確
か
に
体
の

は
再
生
は
す
る

だ
が

メ

ジ
が

え
る
わ
け
で
は
な
い

言

て
し
ま
え
ば
強

な
精
神
力
で
立

て
い
る
だ
け
だ
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玲
音

は

は

だ
が
こ
れ
で
依
頼
を
た

 
ザ
シ

 
先
程
か
ら
思
う
が
こ
こ
の

中
は

分
の

体
を

く
の
が
大

き
ら
し
い

ま
た

分
の

中
か
ら

に
は
真

な

が

き
風

を
開
け
た

 
玲
音

ぶ

て

て
め

 
レ
ミ

フ
ラ
ン
の

相
手
は

れ
る
で

し

 
そ
れ
に
貴
方
の
体
は
も
う

限
界
み
た
い

 
玲
音

ぐ

 
炎
で
体
を
再
生
さ
せ
る
が

に
力
が

ら
ず

に
ぶ

倒
れ
た

手

を
動
か
し
た
く
て
も
体

が
動
こ
う
と
し
な
い

ど
う
や
ら
過
度
な
再
生
を
や
り
続
け
た
結

体
が
限
界
を

え
た
よ
う

だ

こ
の

間
敗
北
を

た

こ
れ
ま
で

分
を
殺
せ
る
奴
が
い
な
く
て
絶
望
し
た
が
よ
う

や
か
死

る
と
確

し
た

こ
の
ま
ま
再
生
が
間
に
合
わ
な
い
で
目
の
前
の
レ
ミ
リ
ア
が

め
を

さ
し
て
く
れ
れ
ば
死

る
と

 
玲
音

死
ぬ
の
か

 

ク
ハ
ン
タ

に
と

て

中
依
頼
中
の
失
敗
は
死
を
意

す
る

何
せ
タ

ト



 第 話 スカーレットの吸血⻤

に
殺
さ
れ
て

に
さ
れ
る
の
か
そ
れ
と
も

ご
と
し

ぶ
ら
れ
て
死
ぬ
か
ら
だ

 
玲
音

だ
が

よ
う
や
く
こ
れ
で
死

る

な

 
そ
う
言
い
玲
音
は
暗
く
な
る

界
に

を

せ
目
を
閉
じ
た
の
だ

た

 
怠
惰

て
な
わ
け
で
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
狗
神

な

あ
い
つ
強
く

か

 
鈴

す
ぐ
に
炎
で
再
生

て

い
よ

 
神
楽

で
す
が

も
あ
る
ん
で
す
よ

 
怠
惰

そ
れ
は

あ
る
よ
ま
ず

殺
し
よ
う
と
し
て
も

 
死
ぬ
こ
と
は
出
来
な
い
し
か
も
最
後
の
あ
れ
は

 
た
だ

に
ス
タ
ミ

れ
で
の
気
絶
み
た
い
な
も

 
の
だ
か
ら
レ
ミ
リ
ア
が

め
を
射
そ
う
と
し
て
も

  
鈴

死
は
あ
る
の



 外伝編  蒼き焔の物語

 
怠
惰

そ
れ
で
も
死

な
い
よ

え
で
永
遠
に

し
む

 
だ
け
だ
よ

 
神
楽

は

 
怠
惰

が
出
来
な
く
な

て
も

は
死

な
い
よ

 

え
死
に
と

様
に
永
遠
に

し
む

 
狗
神

そ
い
つ
も
う

の
不

不
死
だ
よ
な

 
怠
惰

ま

不

不
死
で
あ
る
よ
呪
い
だ
け
ど

因
み

 
に
炎
だ
と
か
不

不
死
で

ク
ソ
ウ
ル
を
思

 
い

か
ん
だ

者
様
い
い

を
い

て
ま
す
よ

 
も
う
そ
う
い

た

定
の

ル
は

ク
ソ

 
ウ
ル
で
す
か
ら

 
狗
神

や

た
こ
と
あ
る
の
か
よ

 
怠
惰

知
り
合
い
の

怒
君
か
ら

を

り
て
や

た

 
け
ど
少
し
進
ん
で
も
う
ギ

ア

し
ま
し
た

 
死
に
ま
く

て

に
な
り
そ
う
に
な
り
で



 第 話 スカーレットの吸血⻤

 
鈴

死
に

何
だ

 
怠
惰

え

ま

そ
う
だ

お

と
そ
ろ
そ
ろ
時
間

 
だ

て
な

で
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

 
し
た

 
神
楽

ま
た
投
稿
を
し
ま
す
の
で
見
に
き
て
く
だ
さ
い

  
鈴

そ
れ
じ

者
様

 
狗
神

ま
た
な



 外伝編  蒼き焔の物語

 
第

話
 
無
価
値
な
者

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

ケ

ン
の
誘

が
あ
り
つ
つ
も

張

て

を
し
て
い
た
怠
惰
の

ク
ソ
悪
魔
で
す

ミ

ウ
ツ

で
な
い
か
な

お

と
失

で
は
本
編
へ
ど
う

 
教

の

者
そ
し
て
教

の
ア
ジ
ト
を

や
し

く
し
た
少
年
は
そ
の
後
無

別
に

や
村

を
放
火
し
て
い

た

だ
が
あ
る
時
に
少
年
は
た
だ
こ
う
思

た

 
少
年

刺
激
が
な
い

 
刺
激
が
な
い
と
生
き
た
い
と
思
え
る
理

も
な
い

だ
か
ら
こ
ん
な
つ
ま
ら
な
い
世
界
を
生

き
る
の
が

に
な

た

そ
し
て
こ
の
世
界
と
別
れ
る
た
め
少
年
は

殺
を
は
か

た

あ
る

時
は

で
体
を

刺
し
に
し
て
ま
た
あ
る
時
は
首
を

た

だ
が
そ
れ
で
も
死

な
か

た

刺
し
に
し
て
も
首
を

て
も
体
は
炎
と
共
に
再
生
を
し
た

こ
の
時
少
年
は
理
解
し
た
の

だ

力
を
得
た
が
た
め
に
そ
の
代

と
し
て
死

な
く
な

た
の
だ
と

 



 第 話 無価値な者

 

タ
ン

タ
ン

 
何
処
か
ら
か

が
落
ち
る
音
が
聞
こ
え
る

そ
ん
な

な
音
で
玲
音
は
目
覚
め
た

 
玲
音

ん

 
目
を
開
け
る
と
そ
こ
は

く

し
か
な
い

屋
で
目
の
前
に
は
分

い

の

そ
し
て
そ
の
少

し
上
に
は

の
格
子
が
つ
い
て
い
た

そ
し
て
気
が
つ
い
た
が
ガ
ン

レ

ド
や

と
い
う
か
下

着

外
の

ぐ
る
み
は
全

が
さ
れ
下
着
だ
け
と
な

て
お
り
手

は

に

さ
れ
て
い
る

で

束
を
さ
れ
て
い
た

 
玲
音

そ
う
い
え
ば
失
敗
し
た
ん
だ

た
な

 
レ
ミ
リ
ア
・
ス
カ

レ

ト
を

出
来
ず
失
敗
し
た
の
を
思
い
出
し
た

ど
う
や
ら
そ
の
後

に

分
は
ま
ん
ま
と
地
下

に

さ
れ
た
の
だ
と

し
た

 
玲
音

ち

殺
し
て
く
れ
た
ら
良
か

た
の
に
よ

 
レ
ミ
リ
ア
の

で

か
れ
た
時

の

の
手
と
い
う
か

手
に
事

再
生
す
る
呪
炎
は
使

い

た
し

よ
う
や
く
死

る
と
思

た
矢
先
に
こ
れ
だ

 
玲
音

ま

吸
血
⻤
に
血
を
吸
わ
れ
て
死
ぬ
の
も
あ
り
か

 
こ
ん
な
刺
激
も
な
く
楽
し
く
も
な
い
世
界
か
ら
別
れ
を
告

れ
る
の
な
ら
も
う
血
を
吸
わ
れ
て
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ミ
イ
ラ
に
な

て
死

る
の
も
あ
り
か
と
考
え
た
が

 
ガ

ン

ギ

 
と
地
下
で

の
開
か
れ
る
音
が
聞
こ
え
た
か
と
思
う
と

音
が
近
づ
い
て
く
る

そ
し
て

分
が
い
る

屋
の
前
で

音
が

ま
る
と

 
ギ

 
と

い

を
開
け
て
き
た

開
け
た
の
は
こ
こ
の
館
の
門
番
だ

た

 
門
番

あ

目
覚
め
て
い
た
ん
で
す

 
玲
音

何
の
よ
う
だ
よ

 

気
な
く

え
る
と
目
の
前
の
門
番
は

ん
で
ジ

と
こ
ち
ら
を
見
て

 
門
番

目
覚
め
た
の
な
ら
お

様
が
お
会
い
し
た
い
よ
う

 
で
す
よ

 
玲
音

う
何
だ

生
き
血
を
全

出
す
の
か

を

 
解
体
す
る
み
た
い
に
よ

 
門
番

ま
さ
か

ま
ず
お
話
が
し
た
い
と

 
玲
音

な
ら
伝
え
て
く
れ
お
前
か
ら
会
い
に
来
い

て
よ



 第 話 無価値な者

 
そ
う

え
た

間
だ

た

 

ン

 
玲
音

痛

 
突
然
門
番
が

分
の

上
に

を
し
て
き
た

し
か
も
あ
ま
り
に
も
強

だ

た
た

め
か
血
が

の
よ
う
に
出
て
き
た

 
玲
音

何
す
ん
だ
て
め

 
門
番

目
覚
め
た
の
な
ら
お

様
が
お
会
い
し
た
い
よ
う

 
で
す
よ

 
玲
音

だ
か
ら
行
く
わ
け

 

ン

ボ
キ

 
玲
音

だ

痛

 
ま
た
強

な

を
し
て
き
た

更
に

に
少
し
ヒ

が

た
の
か
鳴

て
は
鳴

ら
な
い
音
が
聞
こ
え
た

 
門
番

目
覚
め
た
の
な
ら
お

様
が
お
会
い
し
た
い
よ
う

 
で
す
よ



 外伝編  蒼き焔の物語

 
血
ま
み
れ
の

手
を
見
せ
て

と
笑

で
言

て
く
る

し
か
も

の

み

た
く

じ
こ
と
を
言

て
く
る

ら
く
壊
れ
た
ラ
ジ
オ

戦
を
や
り
続
け
て
く
る
の
だ
ろ
う
と

思

た

 
玲
音

行
け
ば
良
い
ん
だ
ろ

行
け
ば

 
こ
れ
は
面
倒
だ
と
思
い
仕
方
な
く
行
く
こ
と
に
し
た

そ
れ
を
聞
く
と
門
番
は

 
門
番

そ
れ
で
は
こ
れ
を

 
そ
う
言
い
黒
い

を
地
面
に

く

そ
の

は

分
が
着
て
い
た

で
は
な
く
執
事

だ

 
玲
音

な

何
で
執
事

な
ん
だ
よ

 

鈴

そ
れ
し
か
な
い
か
ら
だ
と
か

あ

束
は
外
し

 
ま
す
が

は
し
な
い
で
く
だ
さ
い

 
玲
音

す
る

て
言

た
ら

 
念
の
た
め
に
聞
く
と
門
番
は

と
笑

で

 

鈴

目
覚
め
た
の
な
ら
お

さ

 
玲
音

も
う
そ
れ
は
い
い

 

束
を
外
さ
れ
ま
ず
玲
音
は
蒼
炎
で

を

や
し

を
再
生
さ
せ

さ
れ
た
執
事

を
着
る



 第 話 無価値な者

 
門
番

合

て
ま
す

 
玲
音

そ
い
つ
は
ど
う
も

な

あ
ん
た
名
前
は

 
名
前
を
聞
き
そ
び
れ
た
た
め
聞
く
と
門
番
は

や
か
に
笑

て

 
門
番

ン紅
メ
イ
リ
ン鈴

と
い
い
ま
す
え

と
貴
方
は

 
玲
音

え
る
名
な
ん
て
わ
あ

 

鈴
は
ま
た

と

手
を
上

る

 
玲
音

玲
音

雨
月
玲
音
だ

 

鈴

玲
音
さ
ん
で
す

方
へ
ど
う

 
そ
う
言
わ
れ
玲
音
は
ジ
メ
ジ
メ
と
所
々
か
ら
何
か
の

き

が
聞
こ
え
る
地
下

か
ら
出
て
レ

ミ
リ
ア
の
元
ま
で

内
さ
れ
た

そ
し
て
一
室
に
来
る
と

 

鈴

お

様

れ
て
き
ま
し
た

 
レ
ミ

良
い
わ
よ

て

 

鈴

失

し
ま
す

 

が
開
け
ら
先
に

れ
と

鈴

れ
と
ジ

ス

さ
れ
玲
音
は
中
へ
と

り

鈴
も
中
へ

と

る
と

を
閉
め
る

そ
し
て

屋
に
は
⻑
い
テ

ル
が

さ
れ
て
い
て
食
事
場
所
と
い
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う
の
は
分
か
る

テ

ル
の

に
は
レ
ミ
リ
ア
と

束
し
た
魔
女
が
座

て
お
り
魔
女
の
後
ろ

に
は

悪
魔
が
立

て
い
た

 
レ
ミ

よ
く
来
た
わ

ま

座
り
な
さ
い
な

 
そ
う
言
わ
れ
と
り
あ
え
ず

に
座
り

を

に

せ
る

そ
し
て

鈴
は

動
し
て
レ
ミ

リ
ア
の
後
ろ
に
立
つ

 
玲
音

で

何
の
よ
う
だ

て
め

を

し
に
来
た

 
奴
を
こ
ん
な
所
に
呼
び
出
し
て
よ

 
レ
ミ

刀

に
言
う
わ
貴
方

の
所
で

 
使
用
人
や
ら
な
い

 
本
当
に

刀

す
ぎ
る

何

ハ
ン
ト
さ
れ
る

の
奴
が
ハ
ン
ト
す
る
奴
を

う
の
だ
と

し
か
も
使
用
人
と
し
て
だ

 
玲
音

聞
き
た
く
も

が
何
で

何
だ
よ

 
レ
ミ

貴
方
は
面
白
そ
う
だ
か
ら

て
の
と

 
お

様
の
代
の
使
用
人
達
は

も
う
い
な
い
し

 

鈴
の
負

も
大
き
い
か
ら

い
た
い
の
よ



 第 話 無価値な者

 
そ
れ
に
貴
方

フ
ラ
ン
を
撃
退
出
来
る

ど
の

 
実
力
も

ち
合
わ
せ
て
る
し

 
玲
音

す
ま
な
い
が

は
こ
ん
な
下
ら
な
い
こ
と
を
し
ろ

 

て
な
ら
地
下

で

て
る

う
が
マ
シ
だ
わ

 
そ
う
言
う
と
レ
ミ
リ
ア
は

リ
と
笑

て

 
レ
ミ

ま

構
わ
な
い
け
ど
そ
れ
で
良
い
の
か
し
ら

 
貴
方
そ
の
呪
い
の
せ
い
で
死

な
い
の
よ

 
そ
う
な
る
と
地
下

は
暇
で
死
に
た
く
な
る
わ

 
よ

で
も
貴
方
は
死

な
い
わ
よ

 
玲
音

こ
の
ク
ソ
ガ
キ
が

 
レ
ミ

そ
れ
に
元
々
貴
方
が

ク
ハ
ン
タ

や

て

 
い
る
理

は
死
ぬ
場
所
を
探
す
た
め
に
や

て

 
い
る
ん
で
し

 
玲
音

そ
う
思
う
理

は

 
レ
ミ

貴
方
の
戦
い
方

ま
る
で

分
ご
と
殺
そ
う
と
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し
て
い
る
よ
う
に
し
か
見
え
な
か

た
か
ら
だ

 
け
ど

 
合

て
い
る

相
手
を

み

分
も
ろ
と
も
炎
で
焼
く
技
は
そ
う
い

た
意

も
込
め
ら
れ
て

い
る
の
は
確
か
だ

 
玲
音

そ
う
だ
が

そ
れ
が
何
か
問

あ
る
の
か

 
レ
ミ

そ
れ
は
貴
方
の
そ
の

の

印
の
せ
い
な
の

 
か
し
ら

 
玲
音

お
前
に
そ
れ
を
言
う
義
理
は
な
い

 

の

印
に
手
を

い
て
レ
ミ
リ
ア
を

む

こ
の

印
は

分
が
ど
れ
だ
け
無
力
だ

た

か

ど
れ
だ
け

か

た
の
か
の

す
見
せ
し
め
な
の
だ
か
ら

 
レ
ミ

貴
方
は

分
を
無
価
値
だ
と
思

て
る

 
無

で
何
の

に
も
た
た
な
い

て

 
玲
音

だ
と
し
た
ら
何
だ
よ

 
レ
ミ

な
ら
こ
う
い
う
の
は
ど
う
か
し
ら

そ
う

貴
方

 

年
ぐ
ら
い
執
事
と
し
て

い
て
み
て
そ
れ
で
も



 第 話 無価値な者

 

分
が
無
価
値

無

だ
と
思

た
な
ら
貴
方
の

 
願
い
を
聞
き

れ
て
あ

る
わ

 
そ
れ
を
聞
く
と
下
ら
な
い
と
言
わ
ん
ば
か
り
に

 
玲
音

そ
ん
な
ん
で

の

殺
願
望
が

え
る
と
で
も

 
レ
ミ

え

は

命
を
見
る
力
が
あ
る

は
す
る

 
わ
よ

 
た
だ
一
転
に

方
を
見
る

そ
の
真

な
紅
玉
の
よ
う
な
目
で

そ
し
て
魔
女
や

悪

魔

鈴
も

方
を
見
て
く
る

 
玲
音

け

年
だ
そ
れ
で
決
め
る

 
そ
れ
を
聞
く
と
レ
ミ
リ
ア
は
ク
ス
リ
と
笑

て

 
レ
ミ

そ
う

す
る
わ
貴
方

名
前
は

 
玲
音

名

る
な
ん
て

 
レ
ミ
リ
ア
に
聞
か
れ

え
る
の
も
面
倒
だ
か
ら

当
に

ま
そ
う
か
と
思

た
が

鈴
が
笑

で

方
を
見
て
く
る

正

こ
の
女
は
面
倒
だ
と
思

た

 
玲
音

雨
月
玲
音
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レ
ミ

そ
う

そ
れ
な
ら

て

は
も
う

紹
介
は

 
い
ら
な
い
わ

紹
介
す
る
わ
隣
の
魔
女
は

 
と

レ
ミ
リ
ア
が
紹
介
し
よ
う
と
す
る
が
魔
女
は
本
を

い
て

 
魔
女

パ

リ

・

レ

ジ

 
と

心
あ
り

な
目
で
見
て
く
る

そ
し
た
そ
の
後
ろ
の

悪
魔
は

を
少
し
下

て

 
悪
魔

あ

え
と

パ

リ

様
の

を
し
て
い
る

 
小
悪
魔
で
す
気
安
く

ア
で
構
い
ま
せ
ん
よ

 

人
は
名

た

続
い
て
レ
ミ
リ
ア
は

鈴
の
紹
介
を
し
よ
う
と
す
る
が
本
人
は
大

と
言
う
感
じ
で
笑

で
首
を

に

て
い
た

 
玲
音

そ
う
い
え
ば
て
め

の
あ
の

の
吸
血
⻤

 
は

な
ん
だ
よ

 
そ
れ
を
聞
く
と
レ
ミ
リ
ア
の

は
少
し
険
し
く
な

た

 
レ
ミ

あ
の
子
は
フ
ラ
ン
ド

ル
・
ス
カ

レ

ト

 

の
妹
よ

 
玲
音

ん
妹



 第 話 無価値な者

 
こ
れ

上
聞
く
の
は
無

と
考
え
聞
く
の
を
や
め
た

そ
し
て
レ
ミ
リ
ア
は
玲
音
を
見
つ
め

て 
レ
ミ

そ
れ
じ

め
て
よ
う
こ
そ
紅
魔
館
へ
貴
方
を

 

す
る
わ
仮
執
事
の
玲
音

 
玲
音

け

 
そ
う
し
て
玲
音
は
紅
魔
館
の
執
事
と
な

た
の
だ

た

 
狗
神

今
回
も
あ
り
が
と
う
な

者
様
方
よ

 
神
楽

一

は
仮
執
事
な
ん
で
す

 
鈴

み
た
い
だ

で
も
こ
れ
が
現

の

執
事
に
な
る

 

て

も
思
わ
な
い
よ

 
狗
神

と
い
う
か
よ

奴
の
あ
の
何
だ

女
だ
よ
な

 
神
楽

見
た
感
じ
最

の
頃
の

み
た
い
か
方
で
す
よ

 
鈴

い
や

分
神
楽
ち

ん
の
方
が
マ
シ
な
気
が
す
る



 外伝編  蒼き焔の物語

 
狗
神

奴
の
名
前
が
気
に
な
る

 
鈴

前
に
そ
れ
聞
い
た
ん
だ
け
ど
内

の
一

張
り

 
な
ん
だ
よ

た
だ

 
神
楽

た
だ

 
鈴

何
で
も
戦
い
方
は

ク
ソ
ウ
ル
の
ボ
ス
キ

ラ
の

 

人

を
イ
メ

ジ
し
た
と
か

 
狗
神

何
じ

そ
れ

 
神
楽

で
す
が
進
ん
で
い
け
ば
分
か
る

て
事
で
す
よ

 
鈴

分

お

と
も
う
時
間
だ

ご
め
ん

者
様

 
怠
惰

た
ら
旅
行
に
出
て
い
る
せ
い
で
後
書
き
に

 
出
れ
な
く
て

 
神
楽

え

と
そ
れ
で
は
ま
た
月

日
に
本
編
で
お
会
い

 
し
ま
し

う

そ
れ
で
は

 
狗
神

ま
た
な



 第 話 玲音の執事 仮 修行

 
第

話
 
玲
音
の
執
事
仮
修
行

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

今
回

め
て
第

回
目
で
す

よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す

そ
し
て
後
書
き
は
代
理
の
子
達
に

せ
て
い
る
の
で
少
し
カ
オ
ス
で
す
が

お
許
し
下
さ
い

そ
れ
で
は
ど
う

 
死
を
許
さ
れ
な
い
日
常

少
年
か
ら
す
れ
ば
そ
れ
は
退

な
日
常
か
ら
逃
れ
る
こ
と
が
出
来
な

い
と
い
う
こ
と

だ
が
そ
ん
な
折
だ

た

 
死
⻤

め
て

く
れ

 
少
年

死

よ

 
雨
が
降
る
中
少
年
は
あ
る
と
き
闇
の
住
人
の

グ

ル
食
⻤
と
言
わ
れ
る
怪
物
を
殺
そ
う
と
し
て
い

た

理

は
た
だ

に
刺
激
が
欲
し
か

た
か
ら
と
い
う
の
が
正
し
い
の
か
今
思
え
ば
た
だ
の
思

い
つ
き
だ

た
の
か
も
し
れ
な
い

 
ボ



 外伝編  蒼き焔の物語

 
蒼
炎
が
舞
い

グ

ル
食
⻤
を
跡

も
な
く

や

に
し
た

だ
か
こ
の

間
だ

た

少
年
は
少
な

か
ら
ず

感
を
感
じ
た

そ
し
て

時
に
目
の
前
の

⻤
⻤
は

目
だ

た
が
い
す
れ

分
を

殺
し
て
く
れ
る
怪
物
に

こ
の
つ
ま
ら
な
い
世
界
か
ら
解
放
し
て
く
れ
る
怪
物
に
出
会
え
る
の
で

は
な
い
か
と
思

た

 
少
年

殺
し
回
ろ
う

 
そ
し
て
そ
の
少
年
は
闇
の
住
人
を

る
事
に
決
め
る
と

時
に
雨
は

み
月
が

に
な

た
の

だ

た

そ
う
し
て
数

年
の
年
月
を
経
て
少
年
は
い
ず
れ
蒼
炎
の

人
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

り
そ
の
少
年
は

分
の
名
を
雨
月
玲
音
と
名

た
の
だ

た

  
紅
魔
館
の
執
事
と
し
て
使
え
る
よ
う
に
な
り
玲
音
は
翌
日
の

朝
か
ら

仕
事
に

り
か

か

て
い
た

ま
ず
や
る
の
は

 

鈴

ま
ず
お
掃
除
を
し
ま
し

う
か

 
玲
音

け

 
面
倒
く
さ
い
と
思
い
つ
つ

き

を

ち

鈴
の

で

き
を
始
め
た

始
め
た
の

だ
が



 第 話 玲音の執事 仮 修行

 

鈴

そ
こ
や
り

し
て
ま
す
よ

 
玲
音

イ

ル
忠

の

れ

 
ド

ン

 
玲
音

あ
だ

 
一
発
の

が

る

一

人
な
ら
笑

て

ま
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う

だ
が
目
の

前
の
怪
力
バ
カ
な
ら
話
は
別
だ

ま
た

か
ら
血
が

の
よ
う
に

き
出
た
ら

で
は

ま

さ
れ
な
い

 
玲
音

こ
の
怪
力
バ
カ
め

 

鈴

ま

た
く
や
る
な
ら
し

か
り
や

て
く
だ
さ
い

 

れ
つ
つ
そ
う
言
わ
れ
玲
音
は

を

い
て
面
倒
な
が
ら
も
や
り
始
め
た

そ
う
し
て
数
時
間

後 
玲
音

こ
ん
な
も
ん
だ
ろ

 

鈴

は
い

や

り
手
が

い
と

利
で
す

 
玲
音

け

こ
ん
な
ん
だ
と
楽
だ

 

鈴

そ
れ
じ

次
の
お
仕
事
を
し
ま
し

う
か



 外伝編  蒼き焔の物語

 
ど
う
や
ら
ま
だ
あ
る
ら
し
い

 
玲
音

は

何
す
る

て
い
ん
だ
よ

 

鈴

で
す
よ

た
だ
朝
食
を

る
だ
け
で
す

 
か
ら

 
ど
う
や
ら
朝
食
も

女
は

て
い
る
ら
し
い

だ
が
言
い
た
い
こ
と
が
あ
る

 
玲
音

悪
い
が

は
そ
ん
な

理
と
か

た
こ
と
な
い

  
そ
う

た
い
し
て

理
を

た
り
し
て
い
な
い
の
だ

や

て
も
野

す
る

に
動
物
の
生

を
焼
い
て
食
べ
た
り
等
し
か
し
て
い
い
な
い

だ
が

鈴
は
笑

で

 

鈴

教
え
る
の
で

る
の
を
手
伝

て
下
さ
い

 
と

明
る
く
言

て
く
る
の
だ

そ
ん
な

鈴
を
見
て

 
玲
音

ち

分
か

た
よ
た
だ
丸

に
な

て
も

 
知
ら

か
ら
な

 

鈴

そ
の
時
は

も

て
貴
方
に
食
べ
さ
せ
る
の
で

 
大

で
す
よ



 第 話 玲音の執事 仮 修行

 
玲
音

 
丸

は
流
石
に

だ
と
思
い
つ
つ

鈴
に
つ
い
て
い
き

へ
と
着
く
と

下
準
備

を
始
め
た

 
玲
音

で

何
を

る
ん
だ
よ

 

鈴

そ
う
で
す

朝
は

く
と
言
う
感
じ
な
の
で

 

ン
タ
ン
ス

で
も

り
ま
し

う
か

 
聞
い
た
こ
と
の
な
い

理
の
名
前
だ

ら
く
ア
ジ
ア
地

の

理
な
の
だ
ろ
う

 

鈴

そ
れ
で
は
ま
ず

を

り
ま
し

う
か

そ
れ
と

 

達
と
玲
音
さ
ん
と
パ

リ

様
の
の
分
は
別

 
で

り
ま
し

う
か
少
し

が

う
の
で

 
玲
音

え
て
は
聞
か
な
い
で
お
い
て
や
る
よ

 
そ
う
し
て

鈴
の
説
明
で
下
準
備
が
進
ん
で
い
く

小

で

を

り
こ
の
中
に

や
ら
を

れ
て

で
包
み
込
ん
で
色
々
な
出

や

で

け
さ
れ
た
ス

で

込
む
と
い

た

シ
ン

ル
な

理
だ

 

鈴

う
ん

良
い

で
す

し
か
も
火
を
起
こ
す



 外伝編  蒼き焔の物語

 
の
は
玲
音
さ
ん
が
い
て
く
れ
る
の
で
大
分
楽
が

 
出
来
ま
す

 
玲
音

な

あ
の
吸
血
⻤
は
と
も
か
く
よ
何
で
て
め

は

 

の
面
倒
を
そ
う
や

て
見
れ
る
ん
だ
よ
あ
の
時

 

は
て
め

や
あ
の
魔
法
使
い
に
仕

ち
を
し
た

 
ん
だ

 
紅
魔
館
の
襲
撃
の
事
を

り
混

て
聞
く
と

鈴
は

 

鈴

確
か
に
最

は

も
反
対
は
し
ま
し
た
し
そ
れ
に

 
殺
そ
う
か
と
も
考
え
ま
し
た
よ

で
す
が
何
で
か

 
貴
方
を
見
て
る
と
昔
の

み
た
い
に

に
生
き

 
て
い
る
ん
だ
な

て
思

て
し
ま

て

 
玲
音

そ
れ
は
お
前
の
思
い
込
み
だ

た
ら

 

鈴

い
い
え
貴
方
は

分
を
大

に
し
て
い
な
い

 
そ
し
て

分
を
も
殺
す
よ
う
な
戦
い
方
を
し
て
い

 
る
と
言
う
こ
と
は

分
が
死
ん
で
も

る
人
は
い



 第 話 玲音の執事 仮 修行

 
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
よ
気
づ
い
て
い
な
い
と
言

 

て
し
ま
え
ば

い
ま
す

で
す
が
見
て
い
る

 
と
貴
方
は
そ
う
で
は
な
い

て
は
分
か
り
ま
す
よ

 

鈴
の
言

は
全
て
正
解
だ

少

の
頃
も
天

だ

た

悲
を
か
け
る
物

き
な

奴
な
ん
て
い
な
か

た

い
た
と
し
て
も

分
を

に

し

分
を

り
人

に
し
よ
う
と
し

て
い
る

奴
だ
け
だ

 
玲
音

お
前

そ
の
お
人

し
が

を
滅

す

 

鈴

そ
う
な

て
も
後

は
し
ま
せ
ん
よ

 

鈴
は

分
か
ら
し
て
み
れ
ば
面
倒
な
奴

怪
力
バ
カ
お
人

し
と
い

て

常
に
関
わ
る

の
が
面
倒
だ
と
思

た
が

い
な
奴
で
は
な
い
と
い
う
の
は
分
か

た

 

鈴

さ
て
と
そ
れ
で
は

は
お

様
と
妹
様
の
お

屋

 
ま
で

て
い
き
ま
す
の
で
玲
音
さ
ん
は
パ

 
リ

様
と
小
悪
魔
さ
ん
の
所
に

し
て
く
だ
さ

 
い

 
そ
う
言
わ
れ
ス

つ
を
ト
レ
イ
に

せ
ら
れ
玲
音
は
そ
の
ト
レ
イ
を

つ



 外伝編  蒼き焔の物語

 
玲
音

な

の

は

 

鈴

そ
う
で
す

が
終
わ

た
ら
こ
こ
に
戻

 
て
各

で
食
事
に
し
ま
し

う
か

 
玲
音

分
か

た

あ

そ
の
パ

リ

と
や
ら
の

 
い
る
場
所
は

 
何
処
に
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
た
め
聞
く
と

鈴
は
心
底

に
教
え
て
く
れ
た

 

鈴

パ

リ

様
と
小
悪
魔
さ
ん
は
図
書
館
で
す

 
図
書
館
は
こ
こ
を
出
た
ら

に
ま

す
ぐ
行
く
と

 
下
へ
の

が
あ

て
降
り
て

に
行
け
ば
す
ぐ

 
に
図
書
館
で
す
よ

 
玲
音

分
か

た

あ
り
が
と
な

 

鈴

ど
う
い
た
し
ま
し
て

 
そ
う
し
て
玲
音
は

鈴
に
言
わ
れ
た
道

で
行
き
図
書
館
へ
と
向
か

た

 
玲
音

へ

こ
れ
ま
た

の
本
だ
な

 
何
メ

ト
ル
先
ま
で
続
く
本

に
少
な
か
ら
ず

い
て
い
る
と



 第 話 玲音の執事 仮 修行

 

ア

あ

 
玲
音

ん

 

然
に
小
悪
魔
と
目
が
あ

た

そ
し
て

方
と
い

て
も
ト
レ
イ
の
ス

を
見
る
と

 

ア

お
食
事
の

で
す
か

 
玲
音

あ

 

ア

そ
う
で
す
か
な
ら

方
で
す

 
小
悪
魔
に

内
さ
れ
パ

リ

の
元
へ
と
向
か
う

向
か

た
先
は

め
の

ス
ク
に
無
数

の
本
が

を

り
そ
の
中
に

鏡
を

け
て
本
を

む

が
確
認
で
き
た

そ
し
て
パ

リ

は
本
を

む
の
を

め
て

が
出
来
て
い
る
目
で

方
を
見
る

 
パ

あ
ら
も
う
朝
食
か
し
ら

 
玲
音

な

お
前

目
の
下
の

が

い
が
ま
さ
か

 

夜
し
て
た
の
か

 
パ

え

そ
う
だ
け
ど

そ
れ
が
何
か

と
言
わ
ん
ば
か
り
の
対

を
し
て
く
る

こ
れ
は
い
ず
れ
体
を
壊
す
な
と

玲
音
は
感
じ
た



 外伝編  蒼き焔の物語

 
玲
音

ま

ど
う
で
も
良
い
や

か
ら
し
た
ら
知

 
た
こ

ち

や

そ
れ
と
朝

だ

 
パ

ど
う
も

 
パ

リ

そ
し
て
小
悪
魔
は
朝
食
を
受
け
と
る
と
そ
れ

れ

に
す
る

 
玲
音

そ
ん
じ

あ
な

 
用
も

ん
だ
た
め
こ
こ
か
ら

れ
よ
う
と
す
る
と

 
パ

貴
方

 
玲
音

玲
音
で
い
い

 
パ

そ
う

な
ら
玲
音

貴
方
は
い

た
い

と

 
共

を
し
て
い
る
の

見
る
か
ら
に
凶
悪
で
あ

 
る
の
は
確
か
よ

 
そ
う
聞
か
れ

分
の

め
で
あ
る

の

印
を

手
で

え
る

 
玲
音

お
前
に
は
関
係

よ
知
り
た
き

分
で

 

べ
な

 
パ

そ
う

で
も
確
か
に

く
に

え
を
聞
く
の
は



 第 話 玲音の執事 仮 修行

 
面
白
く
な
い
も
の

 

ア

そ
れ
と
玲
音
さ
ん

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

 
し
た

 
玲
音
こ
こ
の

中
は
本
当
に

内
お
花
畑
か
よ

 
そ
う
考
え
な
が
ら
玲
音
は
図
書
館
か
ら
出
て

へ
と
向
か
い

鈴
と
食
事
を
始
め
た

 

鈴

ど
う
で
す
か
こ
こ
の
人
達
は

 
玲
音

変
に

内
お
花
畑
だ
な

 

鈴

ち

と
そ
れ
ど
う
い
う
意

で
す
か

 
間

て
は
い
な
い

何
せ
昨
日
の

に
対
し
て
変
に
優
し
す
ぎ
る
と
言
う
か
気

ち
悪
す
ぎ

る

す
る
と

の

が
開
き
小
さ
な

女
い
や
こ
の
館
の

レ
ミ
リ
ア
が
や

て
き
た

 
レ
ミ

お

れ
様

鈴

 

鈴

お

様

 

か
ら
立
ち
上
が
り

鈴
は

を
下

る
が
玲
音
は
平
然
と
ス

を

み
続
け
る

 

鈴

ち

玲
音
さ
ん

 
レ
ミ

構
わ
な
い
わ
よ

忠

も
何
も
ま
だ
無
さ
そ
う



 外伝編  蒼き焔の物語

 
だ
し

 
玲
音

言
う
こ
と
を
聞
か
せ
た
か

た
ら
ジ

バ

ジ

 

と
ク
リ
ス
タ
ル
全
種

て
き
な

 
レ
ミ

そ
れ
全

略
し
ろ

て
意

か
し
ら

 

鈴

玲
音
さ
ん

 
ド

ン

 
そ
し
て
や
は
り

鈴
の

天

が

に

裂
し

か
ら
血
の

が
流
れ
る

 

鈴

す
み
ま
せ
ん
お

様

 
レ
ミ

は

明
だ
か
ら
気
に
し
な
い
わ
よ

 
玲
音

明
笑

 
レ
ミ
 

 

で
笑
い
な
が
ら

く

に
す
る

レ
ミ
リ
ア
は
ひ
た
い
に
シ

を

せ
て
ひ
き
つ

た
笑

で

方
に

笑
ん
で
く
る
が

 
ド

ン

 

鈴
の
次
な
る

は
テ

ル
が
真

二
つ
に
折
れ
る

ど
の
一
撃
だ

た

こ
れ
に



 第 話 玲音の執事 仮 修行

は
玲
音
の

か
ら
出
る
血
も

ど
こ
ろ
か
ら
血
の

を

て
い
た

 

鈴

す
み
ま
せ
ん
本
当
に
す
み
ま
せ
ん

 
何
度
も

を
下

て

鈴
は

る

 
レ
ミ

ま

教
育
係
り

張

て

そ
れ
と
そ
い
つ
が

 

中
で
く
た
ば

た
ら
そ
い
つ
の
血

を
使

て

 

達
の

食
に
し
て
頂

 
玲
音

ざ
け
ん
な
こ
ら

 
す
ぐ
に
炎
で

を
再
生
さ
せ
て
立
ち
上
が
り

の

れ
を

う

 
レ
ミ

よ

そ
れ
と
こ
こ
の

中
は

 
お
花
畑

て
言

て
る
み
た
い
だ
け
ど
そ
れ
は

 
家
族
だ
か
ら
優
し
く
出
来
る
の
よ

 
玲
音

家
族

正

は
よ
く
分
か
ら
ん

 
レ
ミ

ま

ゆ

く
り
と
時
間
を

け
て
見
つ
け
な

 
さ
い

 
玲
音

け
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そ
ん
な
こ
ん
な
で
玲
音
の
見

い
と
し
て
の
仕
事
は
ま
だ
ま
だ
続
き
そ
う
な
の
で
あ

た

 
晴
明

え

と

者
様

今
回
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

 
ま
し
た

の

名
そ
し
て
怠
惰
さ
ん
が
い
な

 
い
の
で
代
理
で
や

て
来
ま
し
た

 

そ
れ
で
何
で

な
の

 
晴
明

え

と

人
だ
と
心

い
も
の
で

 

も
う
晴
明
ち

ん

た
ら
可
愛
い
だ
か
ら

 
晴
明

邪
な
心
を

つ
な
ら

十
メ

ト
ル

内
に

 
近
づ
か
な
い
で
く
れ
ま
せ
ん
か
変

が
う
つ
る

 
の
で

 

い

だ
け
ど
は

は

も

と

て
く
れ

 
て
も
い
い
の
よ

 
晴
明

う
わ

何
で
う
ち
の
式
達
は
こ
ん
な
の
し
か
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居
な
い
の
か
し
ら

蓮
の
式
と
い

て
も
鈴

 

外
の
あ
の

神
が

ま
し
い
わ

 

い

も
う
分
か

た
わ
よ
そ
う
い
え
ば

 
本
編
で
全
然
出
な
く
な

た
け
ど
ど
う
し
て
か

 
し
ら

 
晴
明

あ

ち

と
力
を
夢
で
使
い

た
し
て
ま
だ

 

し
て
る

て
感
じ
で
す

蓮
の
中
で

 

な
ら
普
通
こ
こ
に
い
ら
れ
な
い
ん
じ

 
晴
明

あ

後
書
き
ス

ス
は
そ
ん
な
に
力
を
使
わ

 
な
く
て
も
行
け
る
か
ら
楽
な
の
よ

怠
惰

 
が
楽
で
き
る
よ
う
に
そ
う
い
う

に
な

て

 
い
る
の
よ

 

る
程

得

ん

今

怠
惰

て
言

た

 
か
し
ら

 
晴
明

え

そ
う
言
い
ま
し
た
が

お
知
り
合
い
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で
す
か

 

気
の
せ
い

分

あ
の
悪
魔
か
と
思

た

 
け
ど
絶
対
に
何
処
か
で

ロ

て
野

れ
死
ん
で

 
る
だ
ろ
う
し

 
晴
明

え

と
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
が
あ

そ
ろ
そ
ろ

 
時
間
で
す

そ
れ
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご

 
ざ
い
ま
し
た

 

そ
れ
じ

ま
た
本
編
を
よ
ろ
し
く

 
晴
明

で
は

者
様

 

さ
よ
う
な
ら



 第 話 玲音の決意

 
第

話
 
玲
音
の
決
意

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
つ
い
に

動
車

許
を

る
た
め
に
リ
ア
ル
の

は

動
車

に

し
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

リ
ア
ル
の

は

い

を
よ
う
や
く
上

ま
し
た

で
は
外
伝

を
ど
う

 
玲
音
が
紅
魔
館
へ
と
襲
撃
し
て
か
ら
明
後
日
の
事

イ

ン
グ
ス

ス
に
は
レ
ミ
リ
ア

パ

リ

小
悪
魔
そ
し
て

鈴
が
い
た

 

鈴

上
が
あ
の
男
が
や

た

報
告
で
す

 
レ
ミ

そ
う

 

鈴
は
玲
音
に
よ

て
も
た
ら
さ
れ
た

を
レ
ミ
リ
ア
へ
と
報
告
す
る

に
門
の
破
壊

関
の
破
壊

紅
魔
館
を

壊

そ
し
て
怪

は
レ
ミ
リ
ア
は
そ
れ
な
り
に
怪

を
し
て

鈴
と

フ
ラ
ン
は
結
構
痛
め

け
ら
れ
た
の
か

鈴
は

室
で

日
程

り
フ
ラ
ン
は
ま
た

屋
へ
と

引
き
込
も

て
い
た
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鈴

所
で
お

様

な

あ
の
男
を
始

し
な
い
の

 
で
す
か

 

鈴
は
聞
き
た
か

た

何

に
玲
音
を
殺
さ
な
い
の
か
と

分
も
そ
う
だ
が
レ
ミ
リ
ア
や

フ
ラ
ン
そ
し
て
パ

リ

や
小
悪
魔
も
痛
め
つ
け
た
の
に

禁
す
る
意

が
分
か
ら
な
か

た

す
る
と
レ
ミ
リ
ア
は

 
レ
ミ

よ

た
だ
興

を

た
か
ら

 

鈴

興

で
す
か

 
レ
ミ

え

パ

あ
の
男
の

印
は
確
か
に

 
見
た
わ
よ

 
パ

え

あ
れ
は
今
か
ら
１
０
０
年
程
前
に
崩
壊
し
た

 
邪
教
徒
の
生
け

の

印
そ
れ
も
何
か
を
呼
ぶ
た

 
め
の

印

 
そ
れ
を
聞
い
た

鈴
は
目
を
見
開
く

生
け

と
な

た
の
な
ら
何

こ
う
や

て

ク
ハ

ン
タ

と
し
て
生
き
て
い
る
の
か

 

鈴

な
ら
ど
う
し
て

ク
ハ
ン
タ

に

に
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な

た
の
な
ら

 
パ

ら
く
あ
の
男
は

か
と
共

を
し
て
い
る

 

鈴

共

 
パ

え

そ
う
よ

分
そ
の
共

し
た
者
の
力
を
使

 
て
壊
滅
さ
せ
た
と
い
う
の
が
正
し
い

よ

ま

 
そ
の
何
な
の
か
ま
で
は
分
か
ら
な
い
け
ど

 

ア

そ
れ

て
炎
で
す
よ

 
パ

え

炎
を

る
事
か
ら
そ
う
と
言
え
る
わ

 

鈴

そ
ん
な
危
険

て
分
か

て
る
も
の
を

 
炎
を

る
何
か
邪
悪
な
者
と
い
う
の
は
分
か
る
が
そ
れ

上
は
分
か
ら
な
い

に
そ
れ
な
ら

と
思

て
し
ま
う
が

 
レ
ミ

だ
か
ら
こ
そ
よ

そ
れ
が
何
な
の
か
を
突
き

め

 
た
い
そ
れ
に
あ
の
男
の
強
さ
気
に

た
の
よ

 
フ
ラ
ン
を

め
れ
る
な
ら
使
用
人

と
し
て
は

 
合
格
だ
し
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鈴

い
や
で
す
が

 
レ
ミ

そ
れ
に
あ
の
男
は
殺
せ
な
い
の
は
確
か
だ
し
ま
た

 
逃

出
そ
う
も
の
な
ら
仕
返
し
す
る
か
も
知
れ
な

 
い
そ
れ
な
ら
い

そ
の
事
で
使
用
人
と
し
て
仕
わ

 
せ
れ
ば
戦
力
に
も
な
る
し
仕
事
を
覚
え
れ
ば
貴
方

 
の
負

も

る
し
で
良
い
じ

な
い

そ
れ
に
あ

 
の
男

昔
こ
こ
に
来
た
ば
か
り
の
東

人
と
そ

 
く
り
だ
し

 

鈴

う

ん

 
そ
れ
を
聞
い
て
悩
む

と
い
う
か
昔
の

ず
か
し
い
話
は

め
て
も
ら
い
た
い

 

鈴

分
か
り
ま
し
た
お

様
の
ご
意
向
に
従
い
ま
す

 
そ
れ
で
や

り

は

 
レ
ミ

え

お
願
い

 

鈴

は

分
か
り
ま
し
た

 
レ
ミ

そ
れ
と
今
日
商

す
る
か
ら
よ
ろ
し
く



 第 話 玲音の決意

 

鈴

そ
ん
な
急
な

 
レ
ミ

お
願
い

 
そ
う
し
て
そ
の

時
間
後
に

鈴
は
玲
音
の
元
へ
と
向
か
う
の
だ

た

 
そ
し
て
時
は
現

紅
魔
館

吸
血
⻤
レ
ミ
リ
ア
・
ス
カ

レ

ト
を

人
に
妹
の
フ
ラ
ン

ド

ル
・
ス
カ

レ

ト
魔
女
の
パ

リ

レ

ジ
使
い
魔
の
小
悪
魔
そ
し
て
メ
イ
ド

門
番
の
紅

鈴
が
住
ま
う
こ
の
館
に

と
い
う

で
仕
事
を

め
て
か
ら

年
の
月
日
が

経

た

 
玲
音

ス

は
こ
ん
な
も
ん
か

 
朝

く
か
ら

て
い
る
ス

を
一

み

見
を
す
る

そ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
と

の

が
開
き

 

鈴

あ
れ

玲
音
さ
ん
お

い
で
す

 
朝

く
か
ら
笑

を
見
せ
な
が
ら

鈴
が
や

て
来
た

 
玲
音

お
前
が
遅
い
ん
だ
よ

 

ン

 

 
玲
音

が
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鈴

玲
音
さ
ん

り
ま
す
よ

 
玲
音

も
う

て
る
だ
ろ
こ
の

力
女

 
言

よ
り
も
先
に
手
が
出
て
く
る
の
は
本
当
に
勘

し
て

し
い

 

鈴

朝

く
か
ら
起
き
て
い
る
と
思

た
ら
相
変

 
わ
ら
ず
変
わ
り
ま
せ
ん

 
玲
音

と
け

ら
と
り
あ
え
ず

見
を
頼
む

 

鈴

ど
れ
ど
れ

 
ス

ン
を

鈴
に

し

見
を
さ
せ
る

そ
し
て

鈴
は

ん
で
し
ば
ら
く
経
つ
と

 

鈴

良
い

つ
け
で
す

こ
れ
な
ら
良
い
と
思
い

 
ま
す
よ

 
玲
音

な
ら
こ
れ
で
良
い
だ
ろ

と
り
あ
え
ず
吸
血
⻤

 
達
に

を
頼
む

は
魔
法
使
い
と
小
悪
魔
の

 
所
に
行

て
く
る
か
ら
よ

 
ス

を
二

そ
し
て
パ
ン
を

つ
か
お

ん
に

せ
て

屋
か
ら
で
る

 

鈴

な
ん
て

少
し
は
変
わ
り
ま
し
た
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と

屋
に

人

た

鈴
は

笑
む
の
だ

た

そ
ん
な
こ
ん
な
で
玲
音
は
大
図
書
館

の
門
を
開
け
た

 
玲
音

お

い

い
る
か

い
な
い
な
ら
お

ん
ご
と

 
こ
こ
に
ぶ
ち
ま
け
る

 

ア

い
や
居
ま
す
か
ら

 

て
な
が
ら
小
悪
魔
が

を
パ
タ
パ
タ
と
動
か
し
て
や

て
く
る

 
玲
音

だ

ら

 

ア

ご

様
で
す

 
玲
音

そ
ん
で
あ
い
つ
は
ま
た

夜
し
た
の
か

 

ア

い
え
も
う
体
力
も
限
界
が
来
た
の
か
今
日
は

 

て
ま
す
よ

 
流
石
の
本
の

も
こ
こ
ま
で
体
力
は

た
な
か

た
よ
う
だ

だ
が

度
良
い

会
と
も
思
え

た 
玲
音

な

の
ガ
ン

レ

ド
を
見
て
な
い
か

 
そ
う

の
ガ
ン

レ

ド
の
事
が
気
に
な

て
い
た
の
だ

鈴
に
話
し
て
も
教
え
な
い
の
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一

張
り
レ
ミ
リ
ア
も
大
方

じ

え
が
返

て
く
る
だ
け
パ

リ

も
予
想
が
で
き
る

な

ら
小
悪
魔
な
ら
と
思

て
聞
い
た
の
だ

 

ア

す
み
ま
せ
ん

も
分
か
ら
な
い
で
す

 
玲
音

そ
う
か
す
ま

な

 
そ
う
言
い
玲
音
は

屋
か
ら
出
て
い
く

そ
ん
な

中
を
小
悪
魔
は

め
な
が
ら

 

ア

何
で
だ
ろ
一

玲
音
さ
ん
か
ら

達
と

じ

 

い
が
し
た
よ
う
な

 
と
小
悪
魔
は

く
が
玲
音
に
は
聞
こ
え
る

も
な
か

た
の
だ

た

そ
し
て

下
に
出
た

玲
音
は

 
玲
音

時
間
を
か
け
て
ゆ

く
り
と
探
し
て
く
い
か
だ
け
ど

 
な

は

ど
う
す
る
か

 
そ
う

き
玲
音
は
ま
た

と
な
り
つ
つ
あ
る
仕
事
へ
と
戻
る
の
だ

た

 
そ
し
て
そ
こ
か
ら
更
に
月
日
は
流
れ

年
後
玲
音
は

ラ
ン

で

を
し
て

福
の
一

を
し
て
い
た

だ
が
そ
ん
な
時
に
限

て

 

鈴

玲
音
さ
ん
お
掃
除
を
し
ま
せ
ん
か
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と

鈴
が
掃
除
用

を

て
や

て
来
る

そ
れ
に
対
し
て

 
玲
音

も
う
掃
除
は
終
わ
ら
せ
た

 

鈴

へ

い
や
だ

て

 
良
く
見
て
み
る
と

は

カ

カ
に
な

て
い
る

そ
し
て

下
の
掃
除
も
終
わ

て
い
た

 

鈴

は

い
で
す

 
玲
音

れ
ち
ま
え
ば

化
さ
せ
る
の
も
楽
な
も
ん
さ

 

鈴

な

な
ら
食
事

は
ま
だ
大

で

 
玲
音

て
る
の
は
お
前
の

の
花
壇
の
手

れ

 
ぐ
ら
い
だ

 
そ
れ
を
聞
く
と

鈴
は

ン
と
手
を

く
と

 

鈴

な
ら
一

し
て
て
く
だ
さ
い

は
花
壇
の

 
手

れ
を
し
て
く
る
の
で

 
玲
音

あ

掃
除
用

は

い
て
お
け

け
て
お
く

 
か
ら

 

鈴

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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そ
う
言
い

鈴
は

笑
み
な
が
ら

関
へ
と
向
か

て
い

た

そ
し
て
玲
音
は
タ
バ

を

し
て

鈴
が

て
き
た
掃
除
用

を
手
に

つ
と

へ
と
向
か
う

す
る
と

 
レ
ミ

あ
ら

執
事

 
と
レ
ミ
リ
ア
が
笑

で
話
し
て
く
る

因
み
に

執
事
と
い
う
愛

は
あ
ま
り
に
も
反

的

だ

た
の
か
レ
ミ
リ
ア
が

手
に

け
て
き
た
あ
だ
名
だ

 
玲
音

何
か
よ
う
か

 
レ
ミ

い
い
え
た
だ

を
し
た
だ
け
よ

 
小
さ
な
体
と

相
な

で
ド

る

対
し
て
カ
リ
ス
マ
も
な
い
の
だ
が
何

か
カ
リ
ス
マ
が
あ

る
と
言
い
張
る
意

が
分
か
ら
な
い
が
今
は

て
お
こ
う

 
玲
音

そ
う
か
い

そ
ん
じ

あ
な

 
レ
ミ

あ

後

年
よ

え
を
楽
し
み
に
し
て
る
わ

 
そ
う
言
い
レ
ミ
リ
ア
と
玲
音
は
別
れ
る

そ
し
て
レ
ミ
リ
ア
の
言

を
玲
音
は
考
え
て
い
た

め
て
元
の

ク
ハ
ン
タ

を
続
け
る
か
も
し
く
は
殺
し
て
く
れ
る
よ
う
に
頼
む
か
そ
れ
と

も 
玲
音

ど
う
す
る
か
な
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何
て
事
を
考
え
て
い
る
そ
ん
な
時
だ

た

 

 

な
ら
こ
の
館
の
住
人
達
を
全
員

殺
し
に
す
る

 

て

は
ど
う
か
し
ら

 
と

聞
き
な
れ
た

が
聞
こ
え
る

分
の
目
の
前
に
は
奴
が
い
た

 
玲
音

そ
れ
も
良
い
か
も
な

 

 

あ
ら

そ
れ
な
ら

 
玲
音

だ
が
て
め

の

図
や

は
受
け

え
ろ

 
悪
意
を

む
笑
み
を
向
け
て
く
る
女
を
通
り
す
ぎ
る

本
当
な
ら
殺
し
て
や
り
た
い

 

 

ま

良
い
わ

あ

そ
れ
と
貴
方
が
探
し
て
い
る

 
物
は
物

屋
の
掃
除
用

れ
を
い
じ
れ
ば
見

 
つ
け
ら
れ
る
わ
よ

 
玲
音

 
何
も
言
わ
ず
玲
音
は
こ
の
場
を
去
り
物

屋
へ
と
向
か
う

そ
し
て
物

屋
に

鈴
が

て
き
た
掃
除
用

を
し
ま
お
う
と
す
る
が

 
玲
音
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先
程
奴
が
言

て
い
た
事
が
気
に
な
り
掃
除
用

れ
の

を

い
た

 
バ

 
と

電
撃
が

る

魔
術
の

で
封
印
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ

 
玲
音

そ
う
い
う
こ
と
か

 
玲
音
は
蒼
炎
を

に
纏
わ
せ

を
何
度
も

く

電
撃
が

ろ
う
が
炎
で
再
生
す
る
た
め
意

が
な
い

そ
し
て
何
度
も

き
ま
く

て
い
る
と

 
カ
ン
カ
ン
ガ
ン

 
す
る
と
ど
う
だ
ろ
う
か

が
外
れ
た
か
と
思
う
そ
こ
か
ら
銀
色
に

く

分
の
ガ
ン

レ

ド
が
出
て
き
た

 
玲
音

奴
ら
こ
ん
な
所
に
隠
し
て
や
が

た
の
か

 

年
ぶ
り
に
ガ
ン

レ

ド
の

に
手
を
か
け
る

そ
し
て
実
感
を
す
る

久
々
に

る
ガ

ン

レ

ド
の

さ
に

 
玲
音

こ
い
つ
が
見
つ
か
れ
ば

 
そ
う

く
と
玲
音
は
ガ
ン

レ

ド
を
手
に

つ
と

を
開
け
て

下
へ
と
出
る

そ
し
て

下
か
ら
歩
い
て
い
き

ン
ト
ラ
ン
ス
に
来
る
と
門
を
開
け
て
外
へ
と
で
る

す
る
と
外
に
は
花
壇
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に

を
や

て
い
る

鈴
が
い
た

そ
し
て

に
気
づ
い
た
の
か

方
を

り
向
い
て
く
る

 

鈴

あ

玲
音
さ
ん
お

れ
さ

 

鈴
は

分
の
手
に

つ
ガ
ン

レ

ド
に

く

ガ
ン

レ

ド
を

に

負
い

鈴
を
通

り
す
ぎ
よ
う
と
す
る
と

鈴
は
と
お
せ
ん

を
し
て
く
る

 
玲
音

そ
こ
ど
け
よ

 

鈴

通
し
ま
せ
ん
よ
玲
音
さ
ん

 

鈴
は
動
こ
う
と
も
し
て
な
い

こ
ん
な
事
を
し
て
れ
ば

か
が
来
る
の
は
明
白
だ

 
玲
音

そ
こ
を
ど
け
と
言

て
る
だ
ろ

 

鈴

 
ガ
ン

 
蒼
炎
を
纏
わ
せ
た
玲
音
の

り
を

鈴
は
受
け

め
る

だ
が
玲
音
の
何

と
い
く
炎
を
受
け

め
て
い
る
せ
い
か

鈴
の

は

の

情
に
な

て
い
た

 
玲
音

ど
け

 

鈴

で
す

 
こ
ん
な
ん
で
は
良
知
が
明
か
な
い

な
ら
ば
や
る
こ
と
は
た
だ

つ
だ
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玲
音

で
り

 

鈴

が
は

 

を

ま
れ
て
い
る
状

だ
が
ガ
ン

レ

ド
を
地
面
に
突
き
立
て
る
と

え
棒
に
し
て
体

を

か
せ

に
も
蒼
炎
を
纏
わ
せ

鈴
の

に

撃
さ
せ
る

こ
れ
に
は

え
き
れ
な
か

た

の
か

鈴
は

と
ば
さ
れ
門
の
隣
の

に
激
突
す
る

 
玲
音

す
ま

な

鈴

 

鈴

く

玲
音
さ
ん
待

て

 
と

鈴
に
言
わ
れ
る
が
玲
音
は
考
え
ず
に
紅
魔
館
の
門
を
出
る
の
だ

た

た
だ

分
が
つ

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
け
じ
め
の
た
め
に

 
狗
神

な

奴

本
当
に
執
事
に
な
る
ん
だ
よ
な

 
怠
惰

な
る
よ

 
鈴

う

ん
不
安
だ

 
神
楽

そ
う
で
す
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怠
惰

あ

そ
れ
と
明
日
の

分

時
か
な

に
ち

と

 
し
た
活
動
報
告
を
の
せ
る
か
ら
良
け
れ
ば
見
に
来
て

  
狗
神

因
み
に
あ
れ
を
や

た
真
意
は
何
な
ん
だ
よ

 
怠
惰

そ
れ
は
明
日
の
お
楽
し
み

ま

で
も

え
て

 
ヒ
ン
ト
を
出
す
な
ら
⻄

化

 
鈴

う

ん
神
道
だ
か
ら
分
か
ら
な
い

 
狗
神

封
印
さ
れ
て
い
た
か
ら
分
か
ら
ん

 
神
楽

え

と

人
は

分
斬

て
る

で
す

 
怠
惰

ま

仕
方
な
い
か

て
か
最
後
が

に
生
々

 
し
い
け
ど
気
に
し
な
い
で
お
こ
う
と
り
あ
え
ず
は

 
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
神
楽

次
回
は
あ

ち
を
投
稿
す
る
の
で
本
編
は
お
休
み

 
で
す

 
狗
神

間

わ
な
い
で
く
れ
よ
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鈴

そ
れ
じ

者
様

 
怠
惰

ま
た

あ

あ

ち
の
後
書
き
は
怠
惰
さ
ん
の

 
映

日
記
み
た
い
な
物
だ
か
ら
よ
ろ
し
く

 
そ
れ
じ

今
度
こ
そ
バ
イ
バ
イ



 第 話 家族

 
第

話
 
家
族

 

様
本
当
に
ご
め
ん
な
さ
い

怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

理
の
神
様
は
何
を
見
る
が
従
兄

の

手
な

に
よ
り

除
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た

本
当
に
ご
め
ん

 
玲
音
は
紅
魔
館
か
ら
出
て

年
ぶ
り
と
な
る
町
へ
と
戻

て
き
た

 
玲
音

紅
魔
館
か
ら
出
る
の
も

年
ぶ
り
に
な
る
ん

 
だ
な

 
か
れ
こ
れ

さ
れ
て

年

本
当
に
久
々
に
町
へ
と
出
た

こ
う
し
て
み
る
と
対
し
て
町

は
変
わ

て
は
い
な
い

 
玲
音

さ
て
と

 
玲
音
に
は
行
く
べ
き
場
所
が
あ

た

そ
の
た
め
そ
の
場
所
へ
と
向
か

た

 
玲
音

相
変
わ
ら
ず
の

ち
野

の
屋
敷
だ
な

 
そ
こ
は

分
に
紅
魔
館
の
住
人
を

し
ろ
と
命
じ
た
ク
ソ
野

の
屋
敷
だ

と
い
う
か
こ
い
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つ
が
依
頼
し
な
け
れ
ば

さ
れ
な
か

た
か
も
し
れ
な
い

 

 

あ
ら
こ
ん
な
所
に
来
て
何
を
す
る
の
か
し
ら

 
さ

き
み
た
い
に
こ
い
つ
が
話
し
か
け
て
く
る

玲
音
は
落
ち
着
き
を

い
な
が
ら

 
玲
音

今
回
は
お
前
が

び
そ
う
な
事
を
す
る
か
も
な

 

 

し
い
わ

貴
方
に
し
て
は

 
玲
音

と
け
た
だ
な
る
と
は
限
ら
な
い
か
ら
な

 
そ
う
し
て
玲
音
は
門
を
開
け
た

す
る
と
屋
敷
か
ら

人
の
白

が
ま
じ

た

人
も
と
い

屋
敷
の
執
事
が
や

て
来
る

 
執
事

こ
れ
は
こ
れ
は
玲
音
様

年
ぶ
り
で
ご
ざ
い

 
ま
し

う
か

 
玲
音

こ
の
館
の

人
に
会
わ
せ
ろ
よ

 
執
事

か
し
こ
ま
り
ま
し
た
す
ぐ
に
ア

を

て

 
ま
い
り
ま
す

 
そ
う
し
て
執
事
は
屋
敷
へ
と

り
数
十
分
近
く
な
る
と

 
執
事

ど
う

方
で
ご
ざ
い
ま
す
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執
事
は
玲
音
を

内
を
始
め
る

そ
う
し
て
屋
敷
へ
と

り
こ
の
館
の

人
こ
と

獣
野

の

屋
に

れ
て
行
か
れ
る

 
執
事

ご

人
様

参
り
ま
し
た

 

人

通
せ

 
そ
の
言

と
共
に

を
開
き

れ
と
ジ

ス

す
る

玲
音
は
中
へ
と

り
ソ
フ

へ

と

か
け
る

そ
し
て

人
も
向
か
い
合
う
よ
う
に
ソ
フ

へ
と
座

た

 

人

年

ぶ
り
な

だ
が
依
頼
は
達

し
た
ん

 
だ
ろ
う
な

 
や
は
り
ま
ず
は
こ
の

問
が
と
ん
で
く
る

分
は
た
だ
こ
の
事
を
伝
え
た
く
て
来
た
だ
け

だ 
玲
音

依
頼
を
破

す
る
と
言
い
に
来
た
ん
だ
が

 
そ
う
依
頼
を
破

し
に
来
た
だ
け
だ

本
的
に

ク
ハ
ン
タ

は
忠

を

わ
な
い

だ

が

を

う
依
頼
に
お
い
て
は
し

か
り
と
受
け
る

破

す
る

断
り

そ
れ
ら
を
伝
え
る
の

は
大

な
事
だ

そ
の
仕
事
の

ラ
イ
ド
の
た
め
に

け
出
し
て
断
り
に
来
た
の
だ

 

人

そ
の
理

は
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人
は
怒
気
を

ん
だ
目
で
見
て
く
る

そ
の
理

を

べ
た
い
が
ち

と
気

ず
か
し

い 
玲
音

ク
ハ
ン
タ

は
確
か
に
や
り
が
い
は

 
あ

た
だ
が
よ

 

か

年

の
事
を
思
い
返
す

紅
魔
館
の
住
人
が

分
に
親

に
し
て
く
れ
た
こ
と
を

分
の
た
め
に
怒

て
く
れ
た
こ
と
を

笑

て
く
れ
た
こ
と
を

そ
れ
が
こ
れ
ま
で

た
い

怒
恨
み
と
い
う
真

暗
な
見
え
な
い
道
を

ら
し
て
く
れ
た
光
に
な

て
く
れ
た
事
を

そ
れ

は
こ
こ
ま
で
来
る
道
の
り
で
考
え
て
い
た
事
だ

 
玲
音

だ
か
ら

は
今
日
で

ク
ハ
ン
タ

を
引
退

 
さ
せ
て
も
ら
う
酒
場
に
は
言
伝
で
伝
え
て
お
い

 
て
く
れ
や

 

人

そ
う
か

は
は

落
ち
ぶ
れ
た
も
の
だ
な

 
と
は
聞
い
て
い
た
が
あ
れ
は
嘘
か

 
玲
音

言

て
お
く
が

な
ん
て

書
き
は

か
が

 

手
に
つ
け
た
だ
け
だ
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人

そ
う
か

な
ら
お
前
は
も
う

立
た
ず
だ

 
そ
の
言

と
共
に
後
ろ
の
執
事
は

を
後

に
当
て
る

 

人

元
々

仕
事
だ
け
こ
な
せ
ば
殺
す
予
定
だ

た

 
だ
が
そ
れ
で
も

殺
で
楽
に
殺
し
て
や
ろ
う
と

 
思

た
だ
が
貴
様
の
よ
う
な
無
能
な
ら

え
る

 
死
は
た
だ

つ

ご
と

れ
て
死

 
そ
の
言

を
聞
く
と
執
事
が
引
き

を
引
く

 
バ
ン

 

が
な
り
見
事
に
弾
丸
は

分
の
後

を

き
風

が
空
く
と
ど
う
じ
に
そ
こ
か
ら
血
が

吹
き
出
す

 

人

ん

従

て
お
れ
ば
そ
ん
な
死
に
方
も
し
な

 
か

た
の
に

 
執
事

そ
う
で
ご
ざ
い
ま
す

死
体
の
処
理
を

 
と

執
事
が
言
お
う
と
し
た
そ
の

間
だ

た

 
玲
音

い

て

な
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執
事

な

 

人

何
だ
と

 

分
は
何
も
無
か

た
か
の
よ
う
に
立
ち
上
が
る

空
い
た
風

も
蒼
炎
で
塞
い
で

 
玲
音

お
前
ら
よ
炎

て
ど
う
い
う
意

が
あ
る
か

 
知

て
る
か

そ
れ
は
よ
再
生
と
破
壊
だ
よ

 
そ
う

く
と

時
に
ガ
ン

レ

ド
を

へ
と
突
き
刺
す
と

 
玲
音

て
め

の
地

も
合
わ
せ
て

え
カ
ス
と
な
れ

 
玲
音
は

の
蒼
炎
を
溜
め
込
み
そ
し
て
一
気
に
解
放
す
る

 
玲
音

炎
技
 

そ
う
あ
い
か
そ
う

蒼

火

 
技
名
を
発
す
る
と

時
に

 
ド
ガ

ン

 
玲
音
が
い
る

を
中
心

に
大

発
が
起
こ
り

屋
か
ら

下
そ
し
て

ン
ト
ラ
ン
ス
と

蒼
炎
が
包
み
込
み
そ
し
て
屋
敷
全
体
を
蒼
炎
が
包
み
込
ん
だ

 

人

熱
い

熱
い

 
執
事

が
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人
と
執
事
は

し
そ
う
に
蒼
炎
に
包
ま
れ
て
転

回
る

 
玲
音

じ

あ
な

 
玲
音
は
そ
う
言
い

へ
と
向
か

て
勢
い
よ
く
突

込
み

 
バ
リ
ン

 
と
ガ
ラ
ス
を

て
外
へ
と
出
る

そ
し
て
見
事
に
着
地
し
て
蒼
炎
に
包
ま
れ
た
屋
敷
を
見

な
が
ら

 
玲
音

結
局
こ
う
な

ち
ま

た
な

 

 

あ
ら
で
も

は
こ
の
方
が

き
よ
炎
に
包
ま
れ
て

 
の
た
う
ち
回
り
な
が
ら
悲
鳴
の
ハ

を
聞

 
く
本
当
に
最
高

 
玲
音

け

下
ら

術
だ
な

 
回
れ

を
し
て
歩
き
出
す

 

 

玲
音

何
処
へ
行
く
の

 
玲
音

新
し
い

場
に
は
目
を
つ
け
て
る
か
ら
よ

 
そ
う
し
て
玲
音
は
ま
た
歩
き
出
す
の
だ

た

そ
し
て
時
間
は

方
へ
と
変
わ
り
こ
こ
紅
魔
館
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で
は

 

鈴

玲
音
さ
ん

 
レ
ミ

は

安
心
し
な
さ
い

鈴

 

鈴

だ

て
も
う

 
花
壇
で
花
が
咲
く
中
庭
で
レ
ミ
リ
ア
と
日

を
レ
ミ
リ
ア
へ
と

し
て
い
る

鈴
は
立

て
い

る

そ
れ
は
玲
音
の
帰
り
を
待

て
だ

 
レ
ミ

ん
大

よ

 
と
レ
ミ
リ
ア
が
行

て
い
る
と
人

が
映
る

レ
ミ
リ
ア
と

鈴
は
そ
の
人

を
よ
く
見
て

み
る
と

 
玲
音

 
そ
れ
は
玲
音
だ

た
か
ら
だ

 

鈴

お

様

を

 
レ
ミ

行

て
き
な
さ
い

 
レ
ミ
リ
ア
は

を

つ
と

鈴
は
玲
音
の
元
へ
と
走

て
い
く

 
玲
音

よ

よ

た
だ
い
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鈴

こ
の

大

者

 
玲
音

が

 

鈴
は
た
だ

に
飛
び

り
を
す
る
た
め
な

走
を
つ
け
た
の
だ

そ
れ
を

面
で
く
ら

た

玲
音
の

は
曲
が
り
更
に
は
首
に
限

て
は
１
８
０
度
回

た

し
か
も
そ
れ
だ
け
で
は
終
わ
ら

な
い

ぐ
ら
を

鈴
は

む
と

上
下
に
動
か
し
て

 

鈴

を

り
飛
ば
し
て
何
処
へ
い
な
く
な
る
な
ん
て

 
心

し
た
ん
で
す
よ

聞
い
て
る
ん
で
す
か

 
玲
音
 

ン

 

鈴

て
あ
れ

 
よ
う
や
く

鈴
も
気
づ
い
た
よ
う
だ

分
の
首
が
１
８
０
度
回
転
し
て
首
が
真

に
内
出

血
し
て
い
る
こ
と
に

 

鈴

玲
音
さ
ん
起
き
て

す
ぐ
に
リ
ジ

し
て

 
く
だ
さ
い

 
そ
う
し
て
数

間

鈴
に
上
下
に

ら
れ
な
が
ら
も
炎
で
再
生
し
た

 
玲
音

お
前
な
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鈴

す

す
み
ま
せ
ん

て
何
で

が

る
ん
で
す

 
か

 
レ
ミ

そ
れ
は
そ
う

 
玲
音

悪
か

た
よ

最
後
に
け
じ
め
を
つ
け
に
行

 
く
の
に

り
飛
ば
し
ち
ま

て
よ

許
さ
な
い
と
は

 
思
う
が
よ

 
あ
ん
ま
り
真
面
目
に

を
し
た
こ
と
が
な
い
か
ら
少
々
下
手
く
そ
だ
が

る

 

鈴

良
い
で
す
よ
玲
音
さ
ん
が
こ
う
し
て
帰

て
き
て

 
く
れ
た
ん
で
す
か
ら

 
玲
音

あ

あ

な

 
レ
ミ

何
よ

 
立
ち
上
が
り
レ
ミ
リ
ア
に
向
か

て
あ
る

件
を
話
す
こ
と
に
し
た

そ
の

件
は

 
玲
音

い
く
ら
で

を

う

 
そ
う

め
て
執
事
と
し
て
い
く
ら
で

う
の
か
を
聞
い
た

レ
ミ
リ
ア
は
笑

て

 
レ
ミ

食
つ
き
で
住
居
と
い
う
か

屋
あ
り
で
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６
０
０
０
０

ど
う

 
玲
音

良
い

そ
れ
で

な
ら

め
て
よ
ろ
し
く
な

 
お

 
レ
ミ

様
を
つ
け
な
さ
い
よ

ま

良
い
わ
な
ら

め

 
て
よ
う
こ
そ
紅
魔
館
へ
雨
月
玲
音

達
紅
魔
館

 
の
住
人
は
貴
方
を

す
る
わ

 
そ
う
し
て
玲
音
は

ク
ハ
ン
タ

を

め
紅
魔
館
で
執
事
と
し
て

く
こ
と
と
な

た
の

だ

た

 
怠
惰

う
わ

ん

 
狗
神

何
だ

 
神
楽

た

怠
惰
様

 
鈴

ど
う
し
た
の
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怠
惰

ぐ
す
ん

も
う

の

品
が

え
た
ん

 
だ
よ

 
狗
神

は

 
鈴

嘘
で
し

 
神
楽

そ
ん
な

 
怠
惰

従
兄

に
ス
マ

を
と
ら
れ
た
せ
い
で

ご
め
ん

 
な
さ
い

者
様
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す

 
狗
神

お

お
い

 
怠
惰

で
は
さ
よ
う
な
ら



 第 話 煌めく刃は血の匂い

 
第

話
 
煌
め
く
刃
は
血
の
匂
い

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
も
う
今
日
で

年
が
終
わ
る
ん
だ
な
と
実
感
し
て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪

魔
で
す

し
が
な
い
小
説
で
す
が
来
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す

で
は
本
編
へ
ど
う

 
執
事
と
し
て
紅
魔
館
に
仕
え

く
よ
う
に
な

て
か
ら
約

年
ぐ
ら
い
の

月
が
経

た
ぐ

ら
い
だ
ろ
う
か

だ
ん
だ
ん

い
時

と
な

て
き
て
い
る
こ
こ
紅
魔
館
の
門
で
は

 
玲
音

大

な
の
か
な

 
あ
れ
か
ら
約

年
で
色
々
と
変
わ

た

仕
事

は
前
よ
り
も
増
え
て

し
く
な

た
が

鈴
が
教
え
て
く
れ
て
何
と
か
大
方
の
仕
事
は
出
来
る
よ
う
に
な

た

そ
し
て
何
よ
り
も

 

鈴

ス

ス

 
玲
音

お
い

鈴
ち

ん
起
き
ろ
よ

 
パ

ン

 

鈴

は
う



 外伝編  蒼き焔の物語

 

分
が
執
事
の
仕
事
が
出
来
る
よ
う
に
な

た
た
め

鈴
は
本
来
仕
事
の
門
番
に

念
出
来
る

よ
う
に
な

た

だ
が
し
ば
ら
く
使
用
人
の

が
来
な
か

た
め
そ
し
て

分
の
教
育
係
を
し

て
い
た
た
め

日
が

し
か

た
た
め
な
の
か
門
番
の
仕
事
が
そ
の
時
よ
り
も
あ
ま
り
に
も
暇
す

ぎ
て
時
々
こ
う
し
て
よ
く

て
い
る

 

鈴

玲
音
さ
ん

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す

 
玲
音

お

ち

ん
も
う
朝

食
べ
た
で
し

 

鈴

ま
だ
お

さ
ん
で
は
な
い
で
す
か
ら

 
玲
音

ハ
ハ
ハ

だ

れ

だ

後
も

張
れ

 
よ

鈴
ち

ん

 
そ
う
言
い

食
の
サ
ン
ド
イ

と
お

を

す

す
る
と

鈴
は

 

鈴

い
や
あ
の
ち

ん

け
は

 
玲
音

じ

あ

 

ン

 

鈴

り
ま
す
よ

 
玲
音

い

て

も
う

て
る
だ
ろ
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鈴

昔
よ
り
も
大
分
笑
う
よ
う
に
な
り

 
ま
し
た

玲
音
さ
ん

 
だ
が
一
番
変
わ

た
の
は

分
か
も
し
れ
な
い

こ
れ
は

に
よ
く
明
る
く
な

た
笑
う
よ

う
に
な

た

が
言
え
る
よ
う
に
な

た
気
さ
く
に
な

た
等
々
と
言
わ
れ
る

時
々
だ

が

分
も
そ
う
思
え
る
よ
う
に
な

た

 
玲
音

う

せ

て

と
り
あ
え
ず
ま

居

り

 
し
な
い
よ
う
に

張
れ

 

鈴

え

玲
音
さ
ん

い
え
玲
音
執
事
⻑
こ
そ

 

鈴
と
別
れ
玲
音
は
屋
敷
へ
と

り

り
の
掃
除
を
終
わ
ら
せ
よ
う
か
と

下
を
歩
い
て
い
る

と 
レ
ミ

あ
ら

執
事

 
レ
ミ
リ
ア
が
歩
い
て
き
た

 
玲
音

何
だ
お

 
レ
ミ

だ
か
ら
様
を

け
な
さ
い
よ

 
相
変
わ
ら
ず
で
様
つ
け
な
ん
て
す
る
わ
け
が
な
い

す
る
と
レ
ミ
リ
ア
は

を

し
出
す
と
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レ
ミ

ま

良
い
わ

散
歩
に

き
合

て
よ

 
玲
音

悪
い
が
掃
除
や
ら
が

て
る
か
ら
そ
の
後
な

 
レ
ミ

え

今

散
歩
し
た
い
ん
だ
け
ど

 
玲
音

メ

た
ら

メ
だ

 
す
る
と
今
度
は
目
を

わ
せ
て
下
か
ら
目

し
て
く
る

普
通
の
ロ
リ

ン
だ

た
り
少
女
大

き
な
奴
ま
た
は
お
人

し
な
ら
す
ぐ
に

せ
る
だ
ろ
う

だ
が
相
手
は

分
だ
と
い
う
事
を

れ
て
は
な
ら
な
い

 
玲
音

は

 
レ
ミ

あ
ら

行
く
気
に

 
玲
音

ド

グ
フ

ド

 
レ
ミ

え

 
玲
音

い
い

に
し
な
い
と
今
日
の
お

の
晩

は

 
ド

グ
フ

ド
に
な
る
が
良
い
ん
だ
よ
な

 
レ
ミ

 
そ
れ
を
聞
く
と
レ
ミ
リ
ア
の

は

く
な

て
い
く

実

館
の

は
確
か
に
レ
ミ
リ
ア
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だ

だ
が
こ
こ
の

を

り
仕

り
な
お
か
つ
屋
敷
の

備
の
管
理
を
し
て
い
る
の
は
か
つ
て

は

鈴
だ

た
が
今
は

分
だ

わ
が
ま
ま
言
お
う
者
が
い
る
な
ら
管
理
者

限
で

ら
せ
る
だ

け
だ

 
レ
ミ

う

分
か

た
わ
よ

人
で
行
く
わ
よ

 
玲
音

だ
か
ら
少
し
待

て
ろ

て

 
レ
ミ

良
い
わ
よ
も
う

 
そ
う
言
い
な
が
ら
レ
ミ
リ
ア
は

人
で
散
歩
に
出

け
て
い

た

 
玲
音

ち

と
や
り
過
ぎ
た
か
な

 
少
し

乱
用
を
や
り
過
ぎ
た
と
思

た

 
玲
音

仕
方
な
い
今
晩
は
ハ
ン
バ

グ
に
し
て
や
る
か

 
こ
こ
の
住
人

が
大

き
な
ハ
ン
バ

グ
に
す
る
こ
と
を
決
め
て
玲
音
は
掃
除
へ
と
向
か

た

そ
う
し
て
数
時
間
後

 
玲
音

て
お
い
お
い
参

た
な

 
掃
除
を
終
わ
ら
せ
て

へ
と
立
つ
の
だ
が
問

が
発
生
し
た

そ
れ
は
ハ
ン
バ

グ
を

る

の
に

な
玉

ぎ
や

け
合
わ
せ
の
ジ

ガ
イ

な
ど
が
無
か

た
の
だ
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玲
音

時
間
は

て
も
う

時
か

 

本
的
に
食
事
を

る
の
は
約

時
ぐ
ら
い

レ
ミ
リ
ア
が
吸
血
⻤
と
い
う
の
も
あ
り
食
事

は
や
は
り
遅
い

そ
の
た
め
今
か
ら

に

い
出
し
に
出

け
れ
ば
間
に
合
う
と
思

た

 
玲
音

仕
方

い

ち

行
く
か

 

を
す
ぐ
に
出
て
急
い
で
外
へ
と
で
る

す
る
と
門
番
を
し
て
い
る

鈴
と
目
が
合
う

 

鈴

玲
音
さ
ん
ど
う
か
し
た
ん
で
す
か

 
玲
音

悪
い

い
出
し
に
行

て
く
る

 

鈴

そ
う
で
す
か
気
を

け
て
く
だ
さ
い

 
そ
う
し
て
玲
音
は

へ
と
下

た

だ
が

に
つ
く
頃
に
は
も
う
日
が
陰
り
始
め
て
い
た

 
玲
音

え

と
玉

ぎ
そ
れ
か
ら
ジ

ガ
イ

を

 
店
屋
に

て
玲
音
は
そ
れ
ら
を
手
に

つ
と

 
玲
音

す
ま

が
こ
れ
ら
を
く
れ
や

 
店
員

度

え

と

え

と

 
お
会

は

だ

 
数
を
数
え
な
が
ら
店
員
は

に
積
め
て
そ
う
言
う
と
玲
音
は

か
ら

を
レ
ジ
に
出
し
て
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玲
音

度
で

 
店
員

度

ま
た
来
て
く
れ
よ

 

を
手
に
と

て
玲
音
は
外
へ
と
で
る
と
も
う
日
は
あ
と
少
し
で

み
そ
う
に
な

て
い

た 
玲
音

や
べ

マ
ジ
で
急
が

と

 

シ

で
玲
音
は

の
門
へ
と
向
か
う
の
だ

た
が

 
玲
音

 
こ
の
時
玲
音
は

め
て

ク
ハ
ン
タ

を
し
て
い
て
良
か

た
と
思
え
た

理

は

か

の
気

を
そ
れ
も
感
じ
る
の
も

し
い
ぐ
ら
い
に

し
込
ま
れ
薄
く
な

て
は
い
る
が

な
殺

気
を
感
じ
た

そ
れ
も

分
の

後
か
ら
だ

 
玲
音

急
に
人
が
い
な
く
な

た

 
人
が
居
な
く
な

て
い
た

だ
が
そ
ん
な
の
は
後
だ

す
ぐ
に
玲
音
は
立
ち

ま
る
と

 
玲
音

無

な
事
は

め
ろ

て
め

何
も
ん
だ
よ

 
と

玲
音
が
言

た

間
だ

た

突
然

分
の
目
の
前
か
ら
光
る
何
か
が
飛
ん
で
き
た

 
玲
音
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を
投

て
て
す
ぐ
に
回

し
て

り
を
見

す
が

も
い
な
い

す
る
と
今
度
は
ま
た

後
か
ら
殺
気
を
感
じ
た

す
ぐ
に

後
を
見
る
と
ま
た
光
る
物
が
飛
ん
で
き
た

 
玲
音

え
ろ

 
す
ぐ
さ
ま
蒼
炎
で
そ
れ
を

か
す

す
る
と

け
た
物
は
ど
ろ
ど
ろ
と
な

た

 
玲
音

さ

き
か
ら

な
手
を
使

て
な
い
で
出
て

 
き
た
ら
ど
う
だ
よ

 
そ
の

に
反

し
た
の
か
カ
ツ
ン

カ
ツ
ン
と

が
地
面
に
当
た
る
音
が
鳴
る

そ
し
て
そ

の
者
の
正
体
が
明
ら
か
に
な

た

 
玲
音

女

 
そ
の
者
は
銀
色
の

が
特

的
で
年

的
に
は
約

ぐ
ら
い
の
年

そ
の

や

は
ま
る

で
人

の
よ
う
な
少
女
だ

な
り
は
真

黒
な

ト
に
更
に
は
黒
の
シ

ツ
と
ス
カ

ト
を

掃
い
て
い
て
黒
を

張
す
る
か
の
よ
う
な

を
着
て
い
た

だ
が
そ
の
人

み
た
い
な
少
女
に

つ
か
わ
し
く
な
い
物
は

つ
あ

た

つ
は
手
に

つ
そ
の

イ
フ
の
数

本
ど
こ
ろ
で

は
な
く

つ
か
の

イ
フ
所

し
て
い
る
こ
と

そ
し
て
最
後
は
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未

年

を
し
て
い
る
事
だ

 
玲
音

待
て
よ
確
か

 
こ
の
時
玲
音
は
あ
る

を

に
し
て
い
た

そ
れ
は
全

真

黒
な

を
着
て
無
数
の

イ

フ
で
斬
殺
す
る
と
い
わ
れ
る
殺
人
姫
と
い
わ
れ
る
少
女
の
事
だ

 
玲
音

こ
い
つ

の
殺
人
姫
い
や
こ
う
呼
ん
だ
方
が
良

 
い
の
か
な

ジ

ク
・
ザ
・
リ

パ

だ

 

た
よ
な

 

 

ど
ち
ら
で
も
構
い
ま
せ
ん
よ
今

の

的
は
貴
方

 
な
の
で
す
か
ら

 
玲
音

そ
れ
と

は
二
十

に
な

て
か
ら
吸
え
よ

 
と
玲
音
が
言

た

間
に
気
が
つ
い
た

い
つ
の
間
に
か

分
の

を
無
数
の

イ
フ
が

り

ん
で
い
る
こ
と
に

 
少
女

さ
よ
う
な
ら

 
殺
人
姫
が

分
に
向
か

て
言

た

間

 
ザ
シ

ザ
シ

ザ
シ

ザ
シ

ザ
シ

ザ
シ

ザ
シ
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と

り

ん
で
い
る

イ
フ
が
飛
ん
で
き
て

分
の

体
を
無
数
に
刺
す
の
だ

た

 
狗
神

な

あ
の

イ
フ

て
ま
さ
か

 
怠
惰

ま

さ
ん
の
ご
想

通
り
の
あ
の
子
だ
よ

 
神
楽

あ
の
ス
タ
イ
ル
の
良
さ
は

れ
ま
す
よ

 
鈴

う

ん

は
こ
の
ま
ま
で
良
い
か
な

 
怠
惰

因
み
に
あ
の
子
に
は

色
々
な
説
が
あ
る
ん

 
だ
よ

元
が
ハ
ン
タ

だ

た
り
殺
し
屋
だ

 

た
り
は
た
ま
た

い
時
に

わ
れ
た
り
み

 
た
い
な

 
神
楽

へ

そ
ん
な
説
が
あ
る
ん
で
す

 
鈴

ち

と
意
外
だ

 
狗
神

あ

そ
う
い
え
ば
今
日
で
も
う
一
年
が
終
わ
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る
ん
だ
よ
な

 
怠
惰

う
ん
本
当
に
こ
ん
な
し
が
な
い
小
説
で
す
が

 
見
て
く
だ
さ
り
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

 
ま
す

 
狗
神

分
来
年
も
投
稿
は
す
る
と
思
う
か
ら
よ
ろ

 
し
く
な

 
神
楽

そ
れ
で
は
も
う
じ
き
時
間
な
の
で
今
回
は

 
こ
こ
ま
で
で
す

 
鈴

さ
ん
良
い
お
年
を

 
狗
神

そ
ん
じ

者
様

 
怠
惰

よ
い
お
年
を

そ
れ
で
は
ま
た
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第

話
 
刹
那
の
時
間
の
殺
人
姫

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
仮

に
受
か

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

ま
だ
ま
だ
教

は
続
く
の

が
最
悪
で
す

で
は
ま

今
回
も
外
伝

を
ど
う

そ
し
て
次
回
か
ら

間
は

休
み
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す

 
夜
の

と
な
り
ガ
ス
外

に
光
が

る

そ
ん
な
光
に

ら
さ
れ
真

な
紅
血
が

り
を
染

め
る

無
数
の

イ
フ
に
よ

て
玲
音
は
体
中
を
刺
さ
れ
サ
ボ
テ
ン
の
よ
う
に
な

て
い
た

 
殺
姫

さ
よ
う
な
ら

 

を
吹
か
せ
後
ろ
を

り
向
く

だ
が

 
ボ

 
突

と
し
て
玲
音
の

り
は
蒼
炎
が
包
み
込
む

刺
さ

て
い
た

イ
フ
は
そ
の
炎
の
温
度
に

え
き
れ
な
か

た
の
か
ど
ろ
ど
ろ
に

け

は
地
面
に
落
ち
る
が

と
な
る

 
玲
音

痛

な
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殺
姫

あ
ら

貴
方
も
異
常
者
な
の

炎
を
使

て

 
る
か
ら
魔
法
使
い
か
何
か
と
思

た
け
ど
体
の

 
も

る
な
ら
人
間
を

め
た
化
け
物

貴
方

 
殺
人
姫
は

た
く

な

し
で

方
を
見
な
が
ら
そ
う

く

 
玲
音

ご
ち

ご
ち

と
う
る
せ

奴
だ

お
前
あ
れ

 
だ
ろ

様
強
い

的
な
あ
れ
だ
ろ

 
殺
姫

強
が
り
も
程
々
に

 
そ
う

き
外

に

ら
さ
れ
光
る

中
時

を

り
出
す
と
一

で

え
る

え
た
か
と
思

う
と
い
き
な
り

後
か
ら

て
く
る

 
玲
音

 
す
ぐ
に

け
る

だ
が
ま
た
居
な
く
な
る

そ
し
て
今
度
は
上
か
ら

イ
フ
の

先
を
向
け

て
突
き
刺
し

撃
を
仕

け
て
く
る

 
玲
音

発
火

 
殺
姫

無

 
玲
音
の
発
火
は

し
く
殺
人
姫
は

え
て
い
な
く
な
り

け
ら
れ
る
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玲
音

ガ
ン

レ

ド
が
こ
う
い
う
時
に
欲
し
い
ん
だ
け
ど

 
な

 

念
な
が
ら
ガ
ン

レ

ド
は
紅
魔
館
の

室
だ

だ
か
ら
あ
る
わ
け
が
な
い

そ
ん
な
事
を

き
な
が
ら
も

イ
フ
が
突

と
し
て
現
れ

方
へ
と

先
を
向
け
て
飛
ん
で
く
る

 
玲
音

意

が

て
言

て
る
だ
ろ

 
蒼
炎
は
全
て
を
焼
き

が
し

イ
フ
は

体
の
よ
う
に

け
る

 
殺
姫

貴
方
の
炎
は
何
度
あ
る
の
か
し
ら

 
玲
音

さ

お
前
の

的
な
目
よ
り
も
熱
い
の
は

 
確
か
だ
な

そ
れ
と
未

年

を
し
て
ん

 
じ

よ
お
前
が

を
吸
う
な
ん

後

 
お
前
年
い
く
つ
だ
よ

 
殺
姫

１
０
０

 
玲
音

な
ら
ま
だ

い
ガ
キ
だ
な
断
然

の
方
が

 
年
上
だ

 
な
お
間

て
も
な
い
し
嘘
も
つ
い
て
い
な
い

本
当
に
見
た
目
だ
と

年
だ
が
こ
れ
で
も
１



 第 話 刹那の時間の殺人姫

０
０
年

上
は
生
き
て
い
る

 
殺
姫

ま

本
当
は
１
０
０
じ

な
い
け
ど
ま
さ
か
本
当

 
に
人
間

め
て
化
け
物
と
は

貴
方

は

 
そ
の
炎
だ
け
に
し
て
欲
し
い
わ

 
玲
音

化
け
物

そ
の
言

そ
の
ま
ん
ま
返
し
て

 
や
る
よ

殺
人
姫

 
お

い
に

み
合
う

そ
し
て
ま
た

中
時

を

る
と
一

で

え
た

目
を

り

想

す
る

そ
し
て

 
玲
音

か

 
向
か

て
き
た

イ
フ
を

け
る

更
に

け
た
先
に
は
殺
人
姫
が
待
ち

せ
し
て
い
る

 
玲
音

ろ

 
殺
姫

 
そ
の

け
な
が
ら
何

度
も
の
炎
を
発
火
さ
せ
る

そ
れ
に
は
流
石
に
殺
人
姫
も

え
て
逃

た

だ
が
逃

る

は

ず
と
い

て
も
い
い
ぐ
ら
い
に

中
時

を
出
し
て
い
た

 
玲
音

待
て
よ
ま
さ
か

奴
の
能
力
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こ
の
と
き
思

た

時

そ
れ
が

す
の
は
時
間
だ
と

つ
ま
り
大
方
の
予
想
だ
と
相
手
の
ト

リ

ク
は
時
間
を

め
る
能
力
だ
と

で
き
た

 
玲
音

そ
ん
な
相
手
は

め
て
だ
が
ガ
ン

レ

ド
が

 
な
い
こ
の
状

で
ど
こ
ま
で
行
け
る
の
や
ら

 
殺
姫

何
を
ご
ち

ご
ち

と
言

て
る
の
か
し
ら

 
無
数
の

イ
フ
が
雨
の
よ
う
に
上
空
か
ら
降

て
く
る

 
玲
音

し

ら
く
せ

 
だ
が
そ
ん
な
物
は

分
の
蒼
い
業
火
で

や
し

く
す
だ
け
だ

 
玲
音

さ

き
か
ら
や

て
る
事
が

ン
パ
タ

ン
過
ぎ

  
ザ
シ

 
い
つ
の
間
に
だ

た
の
か

後
を

ら
れ

イ
フ
が
突
き
刺
さ

て
い
た

し
か
も
更
に
に
殺

人
姫
が

イ
フ
を
グ
リ
グ
リ
と

し
込
ん
で

て
く
る

 
玲
音

ぐ

 
殺
姫

あ
ら
化
け
物
の
貴
方
も
痛
み
を

わ
う
の
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玲
音

生

痛
覚
だ
け
は

え
な
く
て
な

 
炎
を
纏
わ
せ
た

で

り

う

殺
人
姫
は
す
ぐ
さ
ま

イ
フ
を

し
バ

ク
ス
テ

で
回

し
た

 
殺
姫

厄
介
な
能
力

 
玲
音

お
前
も
な

 
そ
う
言
い
な
が
ら
先
程

り

た

に

ら
れ
て
い
る
物
を
見
せ
る

そ
れ
は

う
こ
と
な

き
殺
人
姫
が
使

て
い
た

中
時

だ

 
殺
姫

い
つ
の
間
に

 
玲
音

今
さ

き
だ

お
前
の
能
力
は
大
方
は
時
間

 
を

る
能
力
だ
ろ
さ

き
か
ら
事
あ
る
ご
と
に

 

中
時

を
出
し
て

え
て
る
か
ら
な
す
ぐ
に

 
分
か
る

 
ト
リ

ク
の
種
を
明
か
さ
れ
た
殺
人
姫
は

を

み

し
た
か
の
よ
う
な

を
一

だ
け
し

た

だ
が
す
ぐ
に
ま
た

カ

フ

イ
ス
に
戻

た

 
殺
姫

え

で
す
が
貴
方
ご
と
き
時
間
を

め
ず
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と
も

イ
フ
だ
け
で

分
で
す
の
で

 
そ
う
言
う
と
何
本
も
の

イ
フ
を
無

に
投

る

投

た

イ
フ
は
あ
り
得
な
い
事
に
物

法

を
無

し

に
当
た
る
と
反
射
し
て
い
き
最
終
的
に

分
の
元
へ
と

先
を
向
け
て
く

る 
玲
音

イ
フ
の

道
を

わ
す
戦
法
か
良
い
手

だ

 
だ
が

め
ら
れ
た
も
の
だ
な

 
そ
の
言

と
共
に
玲
音
を
中
心
に
蒼
炎
が
舞
う

向
か

て
く
る

イ
フ
は
全
て

け
る
の
だ

が
放

た
蒼
炎
は

か
ら

へ
と
伝

て
い
き
や
が
て
玲
音
を
中
心
と
し
た

メ

ト
ル

の
道
そ
し
て

を
蒼
く
染
め
上

た

 
殺
姫

こ
れ
は

 
玲
音

お
前
の
そ
の
能
力
だ
と
す
ぐ
に
逃

ら
れ
る
か
ら

 
封
じ
た
時
に
使
お
う
と
思

て
た
大
技

名
前
は

 
あ

そ
う
だ

パ
イ
ス
ト
ス
だ

 
す
る
と
ど
う
だ
ろ
う
か

殺
人
姫
の

つ

イ
フ
や
反
射
し
て
い
く

イ
フ
は
全
て
熱
で
泥
々

に

け
た

し
か
も
あ
ま
り
の
熱
さ
に
殺
人
姫
は

を

き
出
し
大
き
く
呼
吸
す
る

そ
し
て
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体
中
か
ら
発

し
て

が

の
よ
う
に
流
れ
て
い
た

 
殺
姫

く

 
玲
音

熱
い
だ
ろ

こ
の
炎
の
全
体
の
温
度
は
何

と

 
ま
で

る
が
お
前
を
限
定
的
に

し
め
る
な
ら

 
１
０
０

２
０
０
度
あ
れ
ば

分
だ
よ
な

 
殺
姫

は

は

 
殺
人
姫
は

ら

ら
し
て
い
た

ら
く
急
激
な

分
不

と
大

の
発

に
よ
る
脱

状

そ
れ
が
更
に
悪
化
し
熱
中

に
な

た
の
だ
ろ
う

に

 
殺
姫

い

真

を

 
目
が
く
ら
く
ら
と
し
て
い
て

が
回
ら
な
く
な

て
き
て
い
た

 
玲
音

お

い
様
だ
そ
れ
に
先
に
仕

け
た
の
は
お
前

 
だ

殺
人
姫

 
殺
姫

ぐ

お
の

れ

 
そ
う

く
と

が

れ
た
人

の
よ
う
に
ば

た
り
と
倒
れ
た

こ
れ
を
見
た

間

 
玲
音

ぐ
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手
に

て
い
た
殺
人
姫
の

中
時

が

し
く
光
だ
し
た

そ
し
て
目
を

さ
え
て
い
る
と

 
町
人

な

な
ん
だ
こ
れ

 
町
人

ど
う
な

て
る
の

 
と
急
に
炎
は

え

に
活
気
が
戻

て
く
る

ら
く
は
殺
人
姫
の
こ
の

中
時

は
時
ど

こ
ろ
か
時
空
を

め
て
い
た
よ
う
だ

 
玲
音

お

そ
ろ
し
い
能
力

 
だ
が
玲
音
は
気
づ
い
た

日
が
陰
り
も
う

方
を
過
ぎ
て
い
た
こ
と
を

 
玲
音

う
わ

 
更
に
も

と

い
こ
と
に

 

何
事
だ

 

貴
様
ら
何
を
し
て
い
る

 
と

達
ま
で
や

て
来
た

 
玲
音

う

わ
や
ば

 
逃

よ
う
と
思

た
が
す
ぐ
近
く
に
熱
中

で
転
が
る
殺
人
姫
を
見
る

 
玲
音

ち

あ

仕
方
な
い

こ
い
つ
を
使

て
お
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達
に
説
明
す
る
か

 
殺
人
姫
を
お
ぶ
る
と
玲
音
は

シ

で

達
か
ら
逃

た

 

待
て

 

逃
が
す
な

 
玲
音

ち
き
し

う
後
で
こ
い
つ
憂
さ
晴
ら
し
で

め

 
て
や
る

 
そ
う
し
て
玲
音
は
結
局

の
お
か
ず
は
手
に

れ
ら
れ
ず
代
わ
り
に
殺
人
姫
を

れ
て
帰
る

こ
と
と
な

た
の
だ

た

 
狗
神

そ
ん
じ

今
回
も
あ
り
が
と
う
な

 
鈴

あ
り
が
と
う

 
神
楽

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
怠
惰

で

え

と
ま

前
回
の
本
編
で
も
言

た
通
り

 
明
日
か
ら
来

の
月

日
ま
で
投
稿
は
し
ま
せ
ん



 外伝編  蒼き焔の物語

 
の
で
ご
了

を
お
願
い
し
ま
す

 
狗
神

だ
が
あ

ち
の

え
た
小
説
は
投
稿
す
る
ら
し
い

 
か
ら
そ

ち
を
よ
ろ
し
く
な

 
鈴

間
ぐ
ら
い
待
た
せ
ち

う
け
ど
ご
め
ん

 
神
楽

ま
た

間
後
に
は
投
稿
を
開
始
し
ま
す
の
で

 
お
願
い

し
ま
す

 
怠
惰

え

と
そ
れ
じ

終
わ
ろ
う
か

 
狗
神

だ
な
そ
れ
じ

今
回
も
あ
り
が
と
う
な

 
鈴

ま
た
再
来

に
会
お
う

者
様

 
神
楽

そ
れ
で
は
ま
た

間
後
に

 
怠
惰

そ
ん
じ

バ
イ
バ
イ
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第

話
 
新
し
い
使
用
人

 
こ
ん
に
ち
は

者
様

手

し
と
平
行
し
て
久
々
に
グ
リ

ツ
の
ガ

を
引
い
た
ら

フ

ス
限
の
キ

ラ
を
手
に

れ
て
ロ
グ
イ
ン
勢
か
ら

レ
イ
勢
に
な

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で

す

つ
い
で
に
欲
し
か

た
キ

ラ
達
で
し
た

ま

そ
れ
は
さ
て
お
き
本
編
へ
ど
う

 
日
が
陰

た
夜
空

そ
ん
な
所
を
玲
音
は
歩
い
て
い
た

 
玲
音

は

は

こ
い
つ
意
外
に

 
殺
姫

う

 
熱
中

で
ぶ

倒
し
た
殺
人
姫
を
お
ぶ
り
な
が
ら

達
か
ら
の
追
跡
を
逃
れ
て
い
た

本
当

な
ら
も
う
今
頃
は
今
晩
の
メ

が
出
来
て
い
た

だ

 
玲
音

は

マ
ジ
で
晩

ど
う
す
る
か
な

い

そ

 

奴
ら
に
は
ド

グ
フ

ド
で

慢
し
て
も
ら

 
お
う
か
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間
の
レ
ミ
リ
ア
の
反

が
面
白
か

た
た
め
全
員
に
こ
の
悪
戯
を
吹

け
て
み
た
い
と

思

て
い
た

だ
が
や
る
と

鈴
の
お
仕

き

を
く
ら
い
そ
う
な
た
め

め
て
お
こ
う

と
も
思

た

 
玲
音

こ
う
見
る
と

は
可
愛
い
ん
だ
け
ど
な

 
と
お
ぶ
ら
れ

て
い
る
殺
人
姫
に

い
て
い
る
と
紅
魔
館
の
門
が
見
え
て
く
る

し
か
も

鈴
が

を
組
ん
で
立

て
い
た

 
玲
音

お

い

鈴
ち

ん

 

鈴

あ

玲
音
さ
ん

遅
い
で
す
よ
一
体
何
し

 

て
ど
う
し
た
ん
で
す
か

 
後
ろ
に
お
ぶ

て
い
る
殺
人
姫
を
見
て

く

無
理
も
な
い
だ
ろ
う

 
玲
音

を
言
う
暇
も
な
く
て
な
こ
い
つ
今

熱
中

 
で
命
の
危

な
ん
だ
よ

 

鈴

え

そ

そ
れ
な
ら
す
ぐ

方
へ

 

鈴
は
門
を
急
い
で
開
け
る
と
玲
音
と
共
に
紅
魔
館
へ
と
急
い
で

る
の
だ

た

そ
し
て

数
分
後
玲
音
は
事
情
を
説
明
し
て
レ
ミ
リ
ア
と
パ

リ

の

の
も
と
紅
魔
館
の
一
室
の
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ド
に
殺
人
姫
を

か
す

 
パ

を

い
て
と

こ
れ
で
何
と
か
大

 
レ
ミ

に
し
て
も
手

な
い
わ

 
玲
音

お
い
お
い
流
石
の

で
も
こ
い
つ
倒
す
の
に
何
度

 
死
ん
だ
か
数
え
ら
れ

よ

 
実

本
当
に
何
度
刺
し
殺
さ
れ
た
か
数
え
ら
れ
な
い

し
か
も
時
を

れ
る
時

で
と
ん
だ

ト
娘
だ

 
パ

で
も

も
し
貴
方
が
ガ
ン

レ

ド

て
い
た
ら

 
確
実
に
こ
の
子
は
死
ん
で
た
わ
よ

 
レ
ミ

え

不
死

と
時
間
人
間
が
戦

た
ら

 
玲
音

お
前
ら
散
々
言
う
な

 
と
り
あ
え
ず
こ
の

人
の
晩

は
ド

グ
フ

ド
に
し
て
や
ろ
う
か
と
考
え
た

 

鈴

ま

で
す
が
お

い
に
生
き
て
い
た
の
で

々

 
じ

な
い
で
す
か

 
玲
音

よ
し

鈴
の
晩

は
ハ
ン
バ

グ
に
し
て
や
ろ
う
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鈴

何
の
話
で
す
か

 
何

て

の
話
に
決
ま

て
い
る
だ
ろ
う

す
る
と

鈴
の
ツ

ミ
が
大
き
す
ぎ
た
の

か 
殺
姫

う

う

ん

い
た

 
ゆ

く
り
と
だ
が
殺
人
姫
が
起
き
て
き
た

 
玲
音

よ

 
殺
姫

え

は

 
殺
人
姫
は

座
に
起
き
上
が
り

イ
フ
と
時

を
構
え
よ
う
と
す
る
が

 
殺
姫

あ
れ

 
玲
音

つ
い
で
に
武

は
解
除
し
て
あ
る

 
殺
姫

こ
い

 
ま
だ
本

子
で
は
な
い
の
か
ま
た
倒
れ
そ
う
に
な
る

 
レ
ミ

お

と

て
な
き

メ
よ

 
レ
ミ
リ
ア
は
殺
人
姫
を

ド
に

か
し
つ
け

が

た

を

に

せ
る

 
殺
姫

貴
女
達
ど
う
せ

達
に
で
も

を
つ
き



 第 話 新しい使用人

 
出
す
ん
で
し

の
首
に
は

が
か
け
ら

 
れ
て
る
も
の

 
玲
音

そ
し
た
ら
今
頃

は
お
前
を

い
て
い

て
る

 
殺
姫

じ

何
で

れ
て
き
た
の
よ

 
玲
音

何
で

れ
て
き
た
か

え

と

あ

 
待
て

分
待
て

 
何

れ
て
き
た
の
か

お

達
に
説
明
す
る
た
め
に

れ
て
き
た

だ
か
ら
ぶ

ち

け
た

話
そ
れ

上
は
考
え
て
な
か

た

そ
し
て

分
も
経
た
な
い
で

 
玲
音

全
然

考
え
て
な
か

た
な

 
殺
姫

理

も
無
し
に

れ
て
こ
ら
れ
た
の

 
パ

う
わ

流
石

執
事

 

鈴

玲
音
さ
ん
そ
れ
は
無

す
ぎ
ま
す
よ

 
レ
ミ

や

り

執
事
は

執
事

 
こ
の
時
も
う
こ
い
つ
ら
の
晩

は
ド

グ
フ

ド
だ
と
生
ぬ
る
い

そ
こ
い
ら
の
獣
の

本
に
し
て
や
ろ
う
か
と
考
え
た
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玲
音

だ
が
お

ど
う
せ
お
前
さ
ん
の
事
だ
か
ら
こ
の

 
中
だ
と
特
に
興

を

つ
だ
ろ
ど
う
せ

 
レ
ミ

え

時
間
を

れ
る
何
て
興

を

さ
な
い
事

 
が
可
笑
し
い
わ
よ

 
レ
ミ
リ
ア
は
目
を
煌
々
と

か
せ
る

元
々
レ
ミ
リ
ア
・
ス
カ

レ

ト
は

分
の
家
族
は
大

に
す
る
一
面
と
も
う

つ
の
一
面
は

レ
ク
タ

で
あ
る
事
だ

し
い
も
物
を
見
か
け
る

と
す
ぐ
に

い
た
い
と

々
を

何
が
何
で
も
手
に
し
よ
う
と
す
る
吸
血
⻤
だ

そ
の
お
陰
で

こ
う
し
て
執
事
を
し
て
い
る

だ
が

 
殺
姫

何
よ

 
玲
音

は

ま

言
う
が
よ
お

は
お
前
さ
ん
を
ス
カ

 
ウ
ト
し
た
い
だ
と
よ
え

と

は

 
後
ろ
を
降
り
向
い
て
レ
ミ
リ
ア
に
聞
く
と

 
レ
ミ

そ
う

メ
イ
ド
で

 
玲
音

は
メ
イ
ド
だ
そ
う
だ

 
殺
姫

は



 第 話 新しい使用人

 
殺
人
姫
の

が

ざ
け
る
な
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
目
が

く
な
る

も
し
熱
中

で
な
か

た

ら
確
実
に
殺
ら
れ
る
だ
ろ
う

 
レ
ミ

そ
う
い
え
ば
貴
女
の
名
前
は

 
殺
姫

名
前
な
ん
て
な
い

 
玲
音

へ

て
こ
と
お
前
さ
ん

や

鈴
と

じ
で

 

か

 
殺
姫

お
前
ら
と
一

に
す
る
な

 

と
言

た

間

く
興

し
て
い
た

こ
う
い

た
こ
と
で
興

す
る
の
は
家
庭
の
事
情

を
見
て
い
た
子
の
反

だ

 
玲
音

な

お
前
さ
ん
ま
さ
か

て
子
か

 
殺
姫

だ

た
ら
何
が
悪
い

お
前
ら
と

は

う

 

は
薄

い
と
ご
み
溜
め
の
中
を

死
に
生
き
て

 
き
た
の
よ
お
前
ら
み
た
い
に

せ
は

を
し
て
い

 
る
奴
ら
と
は

て

 
そ
れ
だ

た
ら
お
前
の
方
が

分
ま
し
だ

こ

ち
は
昔
に
イ
カ
れ
た
奴
等
に
殺
さ
れ
か
け
て
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る
ん
だ
か
ら

 
玲
音

う

ん

て

せ
か

 

鈴

今
は
そ
う
で
も
な
い
で
す
が
昔
は
え

と
何
と
も

 
言
え
ま
せ
ん

 
パ

は

え
て
言
わ
な
い
わ
よ

 
レ
ミ

ま

は

せ
だ
け
ど

 
殺
姫

 
殺
人
姫
は
特
に
レ
ミ
リ
ア
を

む

そ
の

情
は
と
に
か
く
殺
し
て
や
り
た
い
と
い

た

情

で 
レ
ミ

だ
け
ど

せ
か

せ
じ

な
い
の
か
は
人
や
妖

 
怪
そ
れ

れ
の
価
値
観
よ

貴
女
は
一
番
の
不

 
者
だ

て
思
う
な
ら
そ
の
考
え
は

め
な
さ
い
こ

 

ち
の

執
事
な
ん
て
親
の

も
分
か
ら
な
い
し
 

 
な
お
か
つ
ず

と
天

だ

た
今
は
不
死

 
だ
け
ど
昔
に
殺
さ
れ
か
け
て
る
し
不
死

に
な
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た
後
は

殺
す
る
た
め
に
死
地
を
探
し
て
い
た
ぐ

 
ら
い
な
ん
だ
か
ら

 
悪
気
が
あ

て
言

て
る
わ
け
で
は
無
い
の
だ
ろ
う
が
人
の
不

話
や
黒

を
話
す
の
は
本

当
に

め
て
欲
し
い

だ
が
殺
人
姫
は
先
程
よ
り
も

か
に
な

た

 
殺
姫

 
レ
ミ

そ
ん
な
に
不

だ
と
思
う
な
ら

を

ん
で
で
も

 
死
に
な
さ
い
そ
う
す
れ
ば
も
う

し
い
思
い
を
し

 
な
く
て

む
ん
だ
か
ら
そ
れ
に
貴
方
の
死

は

 
達
の
晩

に
で
も
な
る
ん
だ
し

あ
ら

 
そ
れ
を
考
え
て
み
る
と
貴
女

の

に
た

た

 
じ

な
い
晩

と
し
て
だ
け
ど

 
こ
の
目
の
前
に
い
る
少
女
は
死
ぬ
こ
と
は
な
い

ま
ず
死
ぬ
と
言
う
選
択

は
断
じ
て
な
い
の

だ
か
ら

死
ぬ

気
が
あ
る
な
ら
も
う
死
ん
で
い
る

な
お
か
つ
ご
み
溜
め
と
い
う
の
は

地

裏
の
治
安
が
悪
い
と
こ
ろ
を

す
の
だ
ろ
う

死
を
知
ら
な
い
者
が
そ
こ
に
行
こ
う
も
の
な
ら
死

の

を
知
る
こ
と
と
な

て
し
ま
い
死
に
た
く
な
い
と
強
く
願
う
よ
う
に
な

て
し
ま
う

そ
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れ
ぐ
ら
い
の
危
険
地

な
の
だ

そ
こ
を
生
き
て
き
た
と
い
う
な
ら
死
ぬ
選
択

は
な
い

だ

 
殺
姫

く

 

裏
を
過

た
の
だ
ろ
う

強
気
だ

た
殺
人
姫
の

は

で

く
な

て
い
た

す
る

と 
レ
ミ

だ
け
ど
安
心
な
さ
い

貴
女
が
死
を

れ
る

人

 
が

い
な
ら

達
が

方
い
え
家
族
の
一
員
と
し

 
て

し
て
あ

る
か
ら

 
殺
姫

う

う

 
レ
ミ
リ
ア
は

分
の
小
さ
な

で
殺
人
姫
の

を

め
優
し
く

き
つ
く

殺
人
姫
の
す
す
り

く

が
聞
こ
え
て
く
る

落
と
す
だ
け
落
と
し
て

い
上

る
と
い
う
戦
法
は
こ
う
い

た
悲

し
み
や

し
さ
を

つ
奴
に
は
と
て
も

だ

に
殺
人
姫
は
も
う
レ
ミ
リ
ア
の
手
の
上
で

て
い
た

そ
し
て
数
分
経
つ
頃
に
は

 
殺
姫

す

 

を
た
て
て
い
た

張
か
ら
解
放
さ
れ
た
の
か
安
ら
か
に

り
だ
し
た

 
レ
ミ

可
愛
い

が
あ
る
わ

ど

か
の
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か
さ
ん
と

て

 
玲
音

は
ん

を
用
意
し
て
く
る

 
レ
ミ

あ
ら

度
お

が

て
た
の
よ

 
パ

執
事

今
日
の
晩

は
何

 
と

晩

を
聞
い
て
く
る

そ
れ
に
対
し
て
玲
音
が
言

た

え
は

 
玲
音

あ

お
前
ら
全
員
ド

グ
フ

ド
で

慢
な

 

は

人
で

を
食
う
け
ど
な

 
全
員

ざ
け
る
な

 
や
は
り

判
が
飛
ん
で
く
る

レ
ミ
リ
ア
は
真

に

く

を
パ

リ

は
魔
道
書
を
開

き

鈴
は
す
ぐ

れ
る
よ
う
に
構
え
る

 
玲
音

ま

だ
よ

今
日
は

け
合
わ
せ
な
な
い
が

 
ハ
ン
バ

グ
だ
よ

 
と

お

目
を
言
い
つ
つ

笑
む
の
だ

た
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怠
惰

は
い
は
い
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
狗
神

怠
惰

そ
う
い
え
ば

で

負
し
て
な
か

 

た
よ
な

 
鈴

そ
う
い
え
ば
そ
う
だ

 
神
楽

え

と
今

し
て
も

 
怠
惰

あ

良
い
よ

な
ら
シ

ド
バ
で
良
い
よ

 
狗
神

あ

上
等
だ

ク
ロ
の
力
を
見
せ
て
や
る

 
鈴

ル
フ
い
き
ま
す

 
神
楽

は
新

キ
の

メ
シ
ス
で

 
怠
惰

良
い

来
な
よ

 

す
る
こ
と

時
間
後

 
悪
魔

な
る
者
共
め

 
鈴

ぐ

 
悪
魔

ク

 
神
楽

が
は



 第 話 新しい使用人

 
狗
神

お
前
ら

 
怠
惰

終
わ
り
だ
よ
や
れ

の
分

 
分

く
れ
て
あ

る
わ

 
狗
神

が

 
怠
惰

何
だ
よ
も
う
終
わ
り
か
よ

 
狗
神

つ

つ

 
鈴

キ

 
神
楽

本
当
に
容

な
い
で
す

 
怠
惰

ま

ン
パ
イ
ア
で
の
戦
闘
は

は

き

 
物
だ
よ

お

と
そ
ろ
そ
ろ
時
間
だ
そ
れ
で
は

 

者
様
こ
ん
な
感
じ
だ
け
ど
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
鈴

ま
た
次
の
投
稿
も
よ
ろ
し
く

 
狗
神

そ
ん
じ

あ
な

者
様

 
神
楽

そ
れ
で
は

 
怠
惰

バ
イ
バ
イ
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 第 話 殺人メイド

 
第

話
 
殺
人
メ
イ
ド

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
も
う
じ
き

が
終
わ
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

も
う
終
わ
る
の
か

い
な

お

と
失

し
ま
し
た

で
は
本
編
へ
ど
う

 
殺
人
姫
が
来
て

日
後
の

れ
の

時
の
事

紅
魔
館
の

下
に
は
玲
音
と
熱
中

か

ら
回
復
し
た
殺
人
姫
が
い
た

し
か
も
殺
人
姫
の

が

 
殺
姫

の

は

 
玲
音

ク
リ

ン
グ
中

と
り
あ
え
ず
そ
の
メ
イ
ド

を

 
着
と
け

 
そ
う
メ
イ
ド

だ

い

ス
ト
に
白
シ

ツ
そ
し
て

い
フ
リ
ル
の
ス
カ

ト
と
い

た

を

と
し
た
メ
イ
ド

だ

 
玲
音

そ
ん
じ

ま

ら
こ
れ

 
そ
う
言
い
な
が
ら
バ
ケ
ツ
と

を

す

因
み
に
何

こ
ん
な
事
を
し
て
い
る
か
そ
れ
は
こ
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の
目
の
前
の
殺
人
姫
に
仕
事
の
教
育
す
る
た
め
だ

そ
し
て
殺
人
姫
は
そ
れ
を
受
け
と
る
と

 
殺
姫

こ
れ
で
貴
方
の
心
も
し
く
は
社
会
の

を

け

 
と

 
玲
音

何
で
そ
う
な
る

き
だ

ら
や
る

 
そ
う
し
て
玲
音
は

の
掃
除
を
始
め
る

そ
れ
を
ジ

と
殺
人
姫
は

め
数
分
す
る
と

分
が

掃
除
し
て
い
る
所
で
は
な
く
隣
の

の

き
を
や
り
始
め
る

 
玲
音

 
そ
う
し
て
数
分
後

 
玲
音

へ

め
て
に
し
て
は
上
出
来
だ
な

 
殺
姫

は

は

 
殺
人
姫
が
や

た

は
と
て
も

麗
に

か
れ
て
い
た

当
時
の

分
は
怠
け
る
こ
と
し
か
考

え
て
い
な
か

た
た
め
い
い

に
や

て
い
た
が
こ
の
子
は

た

 
玲
音

そ
ん
じ

続
け
て

掃
除
す
る

 
殺
姫

ま
だ
あ
る
の

 
玲
音

あ

ま
だ
あ
る
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そ
う
し
て
殺
人
姫
と
共
に

掃
除
に

む

そ
し
て
一
時
間
後

 
殺
姫

は

は

 
玲
音

そ
ん
な
ん
で

れ
と
か
笑
え
る

 
殺
姫

う
る
さ
い
わ
よ

 
ま
ず
は
こ
の
空
間
に

れ
さ
せ
る
た
め
に
も
こ
こ
で
ぶ

倒
れ
て
も

る

そ
の
た
め

 
玲
音

よ
し
休

す
る
か

 
殺
姫

そ
う

え

 
玲
音

だ
か
ら
休

だ
よ
行
く

 
殺
人
姫
と
共
に

へ
と
向
か
う
の
だ

た

 
玲
音

ら
と
り
あ
え
ず
座

て
な
お

を
用
意
す
る

 
か
ら
よ

 
そ
う
言
う
と
殺
人
姫
は
椅
子
に
座
る

そ
し
て
玲
音
は
紅

を

り

て
い
く
と

 
玲
音

お
い
お
い
待
て
待
て

 
殺
人
姫
か
ら
あ
る
物
を

り
上

る

そ
れ
は
未

年
は
絶
対
に
吸

て
は
な
ら
な
い

だ
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殺
姫

の
タ
バ

よ

返
し
て
ち

う
だ
い

 
玲
音

未

年
が
タ
バ

吸
う
と
か

年

い
ん
だ
よ

 

た
く

 
そ
う
言
う
と
殺
人
姫
か
ら

り
上

た
タ
バ

を
出
し
て

に

え

 
パ

ン

 

パ

ン
で
火
を
つ
け

を
開
始
す
る

 
玲
音

ル
か
良
い

し
て
る
な

 
タ
バ

の

を
言
い

め
る
が
殺
人
姫
は
不

に
な

て
い
た

 
玲
音

こ
ん
な
ん
で
不

に
な
る
な
よ

 

ト
か
ら
カ

に
紅

を
注
ぎ
殺
人
姫
に

せ
る

殺
人
姫
は
紅

を

み
な
が
ら

 
殺
姫

を

り
上

て
吸

て
る
け
ど
こ
こ

 
は
出
来
る
の

 
玲
音

ん

そ
ん
な
も
ん
出
来
る
わ

 
ド

ン

 
突
然
だ

た

か
に
不
意

ち
で

の
よ
う
な
物
を
く
ら
い

か
ら
血
が
吹
き
出
て
テ
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ル
に
突

す

 

鈴

玲
音
さ
ん
こ
こ
は
禁

と
言

て
ま
す
よ

 
何

こ
こ
に
門
番
の
仕
事
を
し
て
い
る

の

鈴
が
い
る
ん
だ

 
殺
姫

え

と
あ
の

門
番
の
仕
事
は

 

鈴

え

あ

が

い
た
の
で
お

を

み
に
来
た
ん

 
で
す
よ

 
玲
音

つ
つ
つ

次
か
ら
隠
れ
て
し

か
り
吸
わ
な
い
と

 

目
だ
な

 

鈴

い
や
吸
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
そ
れ
と
貴
女
は
絶
対

 
に
吸

て
は

目
で
す
よ
じ

な
い
と
大
き
く
な

 
れ
な
く
な
り
ま
す
よ

 
と

タ

ン
と

ら
し
な
が
ら
言
う

 
殺
姫
 

 
殺
人
姫
は
何

だ
か

く

し
そ
う
だ

し
か
も

分
の

を

張

て
ぐ
ぐ

と

せ
て
い

た
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鈴

と
り
あ
え
ず
お

を
頂
き
ま
す

そ
し
て
玲
音
さ
ん

 

を

し
て
く
だ
さ
い

 
そ
う
言
い

鈴
は

へ
と
向
か

た

仕
方
な
く

を

し
て
吸
う
の
を

め
る

 
玲
音

全
く
せ

か
く
の
一

時
な
の
に
よ

 
殺
姫

良
い
で
し

う

は

め
て
あ

ま
す
よ

 
そ
し
て
絶
対
に

て
み
せ
ま
す

 
殺
人
姫
は
大
き
く

ん
だ

何
に

つ
の
か
は
よ
く
分
か
ら
な
い
が

は

め
る
よ
う
だ

 
玲
音

よ
く
分
か
ら
ん
が

を

め
て
く
れ
る
な
ら
ま

 
い
い
や

 
椅
子
か
ら
立
ち
上
が
り

を
回
し
な
が
ら

 
玲
音

さ
て
と
次
は

屋

つ

つ
の
掃
除
を
す
る

 
殺
姫

ま
た
手
間
が
か
か
り
そ
う

 
玲
音

良
い
か
ら
や
る

 
そ
う
し
て
紅
魔
館
の
掃
除
を
再
開
す
る
の
だ

た

そ
し
て
更
に
時

は
過
ぎ
て
夜
へ
と
変
わ

る

掃
除
を
終
え
た
玲
音
は
晩

の
準
備
を
し
て
い
た



 第 話 殺人メイド

 
玲
音

よ
し

 
シ

が
出
来
上
が
り
更
に

て
い
く

そ
し
て
そ
れ
を
椅
子
に
座

て
休

し
て
い
る

殺
人
姫
が
見
る

 
玲
音

よ

と

ら

を
手
伝

て
く
れ

 
殺
姫

何
処
に

ぶ
の
よ

 
玲
音

あ

確
か
今
日
は
食
堂
で
食
事
だ

た
な

を

 

に
行

て
三

屋
先
の

屋
だ

 
殺
姫

分
か

た
わ

 

ン
車
に
シ

が

ら
れ
た

を
の
せ
る

玲
音
は

だ
け
お

に

せ
そ
こ
に

パ
ン
数

れ
と

リ

を

せ
る

 
殺
姫

あ
ら
何
で
貴
方

 
玲
音

こ
れ
は
ち

と
引
き
こ
も

て
る
子
に
な
と
り
あ

 
え
ず

せ
る
よ

 
そ
う
言
い
玲
音
は
あ
る
場
所
へ
と
向
か
う
の
だ

た

そ
こ
は
地
下
室
へ
と
続
く
道
だ

 
玲
音

は
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を
下
り
玲
音
は
そ
の
先
に
あ
る
思
い

の

を
開
け
る

そ
こ
に
は
破
れ
た

の
ぬ
い
ぐ

る
み

に
も
ボ
ロ
ボ
ロ
と
な

た

そ
れ
は
も
う
悲

な
光
景
だ

た

 
玲
音

フ
ラ
ン

い
て
お
く

 
そ
う
言
う
と

ド
か
ら
フ
ラ
ン
が
起
き
出
す

 
フ
ラ

あ
れ

玲
音
お
兄

ち

ん

 
玲
音

じ

あ
な

 

を
閉
め
玲
音
は
地
上
へ
と
続
く

を

る

そ
し
て

下
へ
と
出
る
と
玲
音
は
ま

す
ぐ

食
堂
へ
と
向
か

た

食
堂
に
つ
く
と

が
楽
し
く

り
な
が
ら
食
事
を
し
て
い
た

 
玲
音

よ

遅
く
な

た

 
レ
ミ

あ
ら

執
事

フ
ラ
ン
の

あ
り
が
と
う

 
玲
音

気
に
す
る
こ
と
は
な
い
そ
ん
で
な
に
話
し
て
ん
だ

 
レ
ミ

あ

そ
れ
は

 
レ
ミ
リ
ア
は
殺
人
姫
を

し
て

 
レ
ミ

あ
の
子
に
名
前
を
つ
け
て
あ

よ
う
か
と
思

て

 
ど
う
や
ら
殺
人
姫
に
名
前
を
つ
け
る
よ
う
だ

そ
の
た
め
に
悩
ん
で
い
る
み
た
い
だ
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殺
姫

別
に
名
前
な
ん
て

 
玲
音

分
か

て

な
無
い
と
不

だ
ろ

 
殺
人

 
殺
人
姫
は

て
し
ま

た

事
実
そ
の
通
り
す
が
り
だ
と
思

て
い
た
の
だ
ろ
う

 
パ

名
前

 

ア

う

ん
思
い
つ
き
ま
せ
ん

 

鈴

人
的
に
は

は
い
れ
た
い
で
す

 
レ
ミ

む

今
日
は
十
六
夜
の
月
だ

た
わ
よ

な
ら

 
性
は
十
六
夜
に
し
て
名
前
は

 
玲
音

そ
れ
な
ら
吸
血
⻤
を

す
夜
は

け
そ
し
て
夜
が
咲

 
く
か
ら
十
六
夜
咲
夜
で
良
い
だ
ろ

 
そ
れ
を
聞
く
と
み
ん
な
は
キ

ト
ン
と
し
た

に
な
る

 
玲
音

な

何
だ
よ

 
パ

い
や

執
事
に
し
て
は
良
い
名
前
を
考
え
る
わ

 

て
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鈴

え

く
思
い
ま
し
た

 

ア

え

と
そ
の

も
で
す

 
何
と
も
失

な
や
つ
ら
だ

そ
れ
ぐ
ら
い
な
ら
出
来
る

そ
し
て
レ
ミ
リ
ア
は
ク
ス
ク
ス
と

笑

て

 
レ
ミ

そ
れ
で
貴
女
は
そ
の
名
前
で
良
い
の

 
殺
姫

構
い
ま
せ
ん
よ

そ
れ
に
中
々
セ
ン
ス
は
あ
る
の
で

 
レ
ミ

な
ら

め
て
よ
う
こ
そ
紅
魔
館
へ
十
六
夜
咲
夜

 
そ
う
し
て
殺
人
姫
に
十
六
夜
咲
夜
と
い
う
名
前
が
命
名
さ
れ
た
の
だ

た

 
狗
神

久
々
だ
な
怠
惰

 
怠
惰

だ

 
神
楽

こ
う
し
て
ま
た
紅
魔
館
に
住
人
が

人

て

 
感
じ
で
す



 第 話 殺人メイド

 
鈴

怠
惰

前
よ
り
や
つ
れ
た

 
怠
惰

ま

年

だ

た
り
バ
イ
ト
が

た
り
で

 
や
る
事
が

い
か
ら

 
狗
神

何
か

し
そ
う
だ
な
お
前
も

 
怠
惰

本
当
に

月
に

て
か
ら
が

し
く
て
し

う

 
が
な
い
よ

 
神
楽

お

れ
様
で
す

 
鈴

う
ん

お

れ

 
怠
惰

は

か
に

し
た
い
な

お

と
そ
ろ

 
そ
ろ
時
間
だ

そ
れ
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

後
こ
れ
何
話
続
く
ん
だ

 
怠
惰

ま

後

話
ぐ
ら
い
で
終
わ
る
か
な

 
鈴

⻑
い
け
ど

⻑
く
よ
ろ
し
く

 
神
楽

そ
れ
で
は

者
様

 
怠
惰

ま
た



 外伝編  蒼き焔の物語



 第 話 時は経つ

 
第

話
 
時
は
経
つ

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

そ
し
て

つ
前
回
は
こ
ち
ら
の
投
稿
の

が
本
編
を
投
稿
し
て
し
ま
い

し

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

そ
れ
で
は
ど
う

 
十
六
夜
咲
夜
が
屋
敷
の
メ
イ
ド
と
な

て
か
ら

く
も

年
が
経
過
し
た

そ
ん
な

の
紅

魔
館
の

ラ
ン

で
は

に

る
よ
う
に
レ
ミ
リ
ア
は
椅
子
に
座
り

食
を
食
べ
終
え
て
紅

を

ん
で
い
る
所
を
玲
音
は
見
て
い
た

 
レ
ミ

う

ん

力
強
く
そ
れ
で
い
て

の
か
な
こ
の

 

わ
い

し
い
わ
こ
れ
は
ア

サ

で

 
良
い
の
よ

 
玲
音

あ

咲
夜
に
紅

の

れ
方
の
テ
ス
ト
を
さ
せ

 
た
結

が
こ
れ
だ
が
お

が
気
に

た
な
ら

 
合
格
だ
な



 外伝編  蒼き焔の物語

 
レ
ミ

え

と
て
も
気
に

た
わ

 

笑
み

び
な
が
ら
レ
ミ
リ
ア
は
紅

を

む

そ
し
て
空
を
見
る
と
も
う

陽
が
真
上
に
来

て
い
た

 
玲
音

お

と
そ
ろ
そ
ろ
掃
除
の
続
き
し
な
い
と
な

 

み
終
わ

た
な
ら

け
る

 
レ
ミ

え

構
わ
な
い
わ

 
紅

を

み
終
え
た
レ
ミ
リ
ア
か
ら

や
食

を

い
お

ん
に

せ
る

 
玲
音

そ
ん
じ

日

し
に
は
気
を

け
ろ
よ

 
レ
ミ

よ

 
そ
う
注
意
し

を

て

へ
と
向
か
う

そ
し
て

で
は

 
咲
夜

あ
ら
玲
音

 

で
掃
除
を
し
て
い
る
咲
夜
の

が
あ

た

最

こ
こ
に
来
た
時
よ
り
も
少
し
明
る
く
な

り
ち

く
ち

く
と
話
す
よ
う
に
な

た

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
あ
の
日
禁

す
る
と
宣
言
し

た
日
か
ら

度
も

し
て
い
な
い
と
い
う

き
だ

分
だ

た
ら
禁

は

ら
く
出
来
ず
誘

に
負
け
て
吸

て
し
ま
う
が

女
は
吸
わ
な
く
な

た
の
は
と
て
も
意
思
が

い
と
思

た



 第 話 時は経つ

 
玲
音

お

す
食

の

け
し
た
い
が
良
い
か

 
咲
夜

え

構
わ
な
い
わ
よ

 
玲
音

な
ら
遠

な
く

 

を
出
し

や

を

う

す
る
と
咲
夜
は
何
を
思

た
の
か

 
咲
夜

玲
音

 
玲
音

ん

何
だ

ど
う
し
た
そ
ん
な
畏
ま

て

 
咲
夜

え

と

こ
こ
に

れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り

 
が
と
う

 
と
突
然
だ

た

咲
夜
が
あ
り
が
と
う
と
お

を
言

て
き
た

と
い
う
か

れ
て
き
た
の

が
何

あ
り
が
と
う
な
の
だ
ろ
う
か

 
玲
音

れ
て
き
た
事
に
感

さ
れ
て
も
な

 
咲
夜

そ
れ
で
も
よ

も
し
貴
方
が

を

れ
て
き
て

 
く
れ
な
か

た
ら
今
頃
は
お

様
に
も
出
会
え
な

 
か

た

だ
か
ら

 
玲
音

な

咲
夜

あ
ん
ま
り
聞
く
の
は
野

と
は



 外伝編  蒼き焔の物語

 
思
う
ん
だ
が
よ

お
前
の
過
去
に
何
が
あ

 
た
ん
だ

 
咲
夜

そ
う

な
ら
教
え
て
あ

る
わ
代
わ
り
に

 
貴
方
の
話
も
聞
か
せ
て

 
玲
音

無

だ

 
咲
夜

そ
う
な
ら
話
す
わ

 
そ
う
し
て
咲
夜
は

り

め
た

情
で

の
過
去
を
話
し
出
し
た

 
咲
夜

は
か
つ
て
変

も
な
い
た
だ
の
少
女
だ

た

 

親
も
い
て
温
か
い

が
家
も
あ

て
そ
こ
で

 
な
に
不

な
く
育

た

た
だ

こ
の
能
力

 
に
目
覚
め
る
ま
で
は

 
玲
音

そ
の
能
力
が
目
覚
め
た
か
ら
何
な
ん
だ
よ

 
咲
夜

こ
の
能
力
を

め
て
開
花
さ
せ
確
認
し
認
識

 
し
た
の
は
こ
の

中
時

を
見
つ
け
た
時
だ

 

た
わ

中
時

を

た
そ
の
時
に
世
界



 第 話 時は経つ

 
の
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
が

し
た

は

 

く
な

て

親
に
相

し
そ
し
て

と

 
し
て
時
間
を

め
て
あ

た
物
を
隠
し
た
り

 
そ
し
て
場
所
を

し
た
り
と

を
見
せ
た

 
で
も
そ
れ
が

に
な

た

 
咲
夜
は

に
満
ち
た

で
更
に
続
き
を
話
す

 
咲
夜

そ
れ
が
化
け
物
ま
た
は
怪
物
と
言
わ
れ
て

 
て
ら
れ
る
原
因
と
な

た

 
玲
音

る
程
な

そ
ん
で
そ
の
後
は
大
方
だ
が

 

に
迷
い
つ
つ
も
生
き
る
た
め
に
裏

地

 
で

り
を
潜
め
て
生
き
て
い
た

て
所
か

 
咲
夜

え

そ
し
て
そ
ん
な
あ
る
日
だ

た
わ

然

 
に
も

は

通
り
と
裏
通
り
と
を

ぐ
通

で

 
あ
る
光
景
を
目
に
し
た
わ

そ
れ
こ
そ
が
家
族

 
が
仲
良
く
手
を

い
で
歩
く

そ
の

を



 外伝編  蒼き焔の物語

 
見
て
か
ら
先
の
事
は
覚
え
て
い
な
い
け
ど
気
が

 
つ
い
た
ら
そ
の
家
族
は
倒
れ
て
い
て
血
の

を

 

て
い
た
そ
し
て

の
手
に
は
血
の
つ
い
た

 

イ
フ
が

ら
れ
て
い
た
そ
の
時
の

は

分

 
で
言
う
の
も
あ
れ
だ
け
ど

と
ち
狂

て
い
た

 
わ

今
こ
う
し
て
考
え
る
と
も
う
殺
す
の

 
が

ら
な
く
そ
し
て
楽
し
く
な

て
し
ま

た

 
そ
れ
が
殺
人
姫
が

生
し
た

間
よ

 
咲
夜
の
話
し
は
結
構
な
ぐ
ら
い
に
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
か

た

だ
が
咲
夜
と

分
に
は
共
通

が
あ

た

そ
れ
は

楽
の
た
め
に
生
物
を
殺
し
た
と
い
う
事

そ
れ
は
お

い
の
共
通

だ

 
咲
夜

今
こ
う
し
て
思
う
と

は
た
だ

し
か

た

 
か
ら
な
の
か
し
ら

こ
の
世
を

ん
だ

 
こ
の
世
に
絶
望
し
た
そ
ん
な
時
も
あ

た

 
け
ど
今
は
貴
方
や
お

様
や
パ

リ

様

 
や
妹
様
に
小
悪
魔
そ
し
て

鈴
が
い
る
か
ら



 第 話 時は経つ

 

し
く
も
な
い
し
と
て
も
満

し
て
る
わ

 
玲
音

そ
れ
は
良
か

た
よ

 
咲
夜

さ
て
と

は
話
し
た
わ

だ
か
ら
玲
音

今
度
は

 
貴
方
の
話
を
聞
か
せ
て

お

様
や
パ

リ

 
様
の
話
だ
と

よ
り
も

い

て
聞
い
た
け
ど

 

を

き
な
が
ら
ど
う
い
う
風
に
話
す
か
と
考
え
な
が
ら
話
を
始
め
る
こ
と
に
し
た

 
玲
音

ま

は
気
づ
い
た
ら

人

だ

た
親
な
ん

 
い

し
ず

と
天

だ

た

だ
が
な

 

が

少
気
に
い
た
場
所
は
お
前
が
い
た

地
裏

 
何
か
よ
り
も

と

い

日
が
悲
鳴
や

 
中
に
は
発
狂
し
て
い
る
奴
も
い
た

け
出
そ
う
に

 
も

格
子
や
ら
で
閉
じ
込
め
ら
れ
逃

る
事
さ
え

 
叶
わ
な
か

た

獄
の
世
界
だ
よ

 
咲
夜

え

 
玲
音

正

な

は
お
前
が

ま
し
い

少
な
い
 



 外伝編  蒼き焔の物語

 
時
間
だ

た
と
は
い
え
親
と
い
れ
て

か
で

 

に
生
き
れ
て
よ

 
咲
夜

貴
方
は
い

た
い
何
で
そ
ん
な
所
に

 
そ
れ
で
ど
う
や

て

け
出
し
た
の
よ

 
と
言
わ
れ
て
も
今
こ
う
し
て
考
え
て
み
る
と
あ
ま
り
覚
え
て
は
い
な
い

た
だ
あ
の
時
に

奴
が

が

を
か
け
な
け
れ
ば
こ
こ
に
は
居
な
か

た

こ
の
世
を
生
き
れ
な
か

た

そ
れ
は
事
実
だ

だ
が
そ
れ
は
言
い
た
く
は
な
い

奴
の

は
知
ら
れ
て
は
な
ら
な
い

何

せ

奴
の
名
前
を
知
れ
ば

は
不

に
な
る
の
だ
か
ら

 
玲
音

そ
の

獄
で
大
火
事
が
起
き
た
ま

が
引
き

 
起
こ
し
た
ん
だ
け
ど
な
そ
れ
で
そ
こ
に
い
た

 
か
者
共
を
全
員
始

し
て
逃

た

て
所
だ

 
咲
夜

そ
ん
な
感
じ
だ

た
の

 
と
そ
ん
な
事
を
言

て
い
る
と
気
が
つ
く

も
う

陽
が
真
上
で
は
な
く
⻄
に
向
か

て
い

く
の
を

 
玲
音

や
べ

掃
除
が
咲
夜



 第 話 時は経つ

 
咲
夜

え

 
と

人
は

り
の
仕
事
を

け
る
た
め
に

闘
を
開
始
す
る
の
だ

た

  
怠
惰

投
稿
を
ミ
ス
り
ま
し
た

 
狗
神

こ
い
つ
は

 
鈴

ま

た
く
怠
惰
く
ん
は

 
神
楽

ま

ま

日

日
と
月

日
が
変
わ

た

 
だ
け
で
す
か
ら

 
鈴

そ
う
だ
け
ど

 
狗
神

お
前
は
何
度
ミ
ス
す
る
ん
だ

 
怠
惰

さ

 
狗
神
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神
楽

い

狗
神
さ
ん
落
ち
着
い
て

 
怠
惰

ま

は
い
反
省
は
し
て
ま
す
本
当
に
す
い
ま
せ
ん

 
で
し
た

 
狗
神

た
く

お

と
と
り
あ
え
ず
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
な

者
様

 
鈴

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く

者
様

 
神
楽

そ
れ
で
は
ま
た
次
回

 
怠
惰

そ
れ
で
は



 第 話 悲しき悪徳

 
第

話
 
悲
し
き
悪
徳

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
先
程
に

ン
ス
ト
で
ラ
グ

ロ
ク
を
倒
し
キ

ラ
を

ト
を
し
そ
し

て
そ
い
つ
か
ら
手
に

た
オ

で

ラ
ボ
キ

ラ
で
あ
る
ラ
イ
ト

ン
グ
を
引
き
当
て

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

ど

ち
も
欲
し
か

た
か
ら
本
当
に

し
い

で
は
で
は
外
伝

を

ど
う

 
咲
夜
が
来
て
か
ら

く
も

年
が
経
過
し
た

そ
ん
な
あ
る
日
の
事

 
玲
音

さ
て
と
朝
食

 
朝
食
を

ろ
う
と
玲
音
は

へ
と
向
か
う
の
だ
が

 
咲
夜

あ
ら
玲
音
お
は
よ
う

 
玲
音

お
う

お
は
よ
う

て
も
う

を

た

 
の
か

 
咲
夜

え
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も
う
朝
食
が
出
来
て
い
た

こ
こ
だ
け
の
話
だ
が
咲
夜
は
時
間
を

め
れ
る
た
め

人
で
全

て
の

業
を
終
わ
ら
せ
れ
て
し
ま
う
の
だ

お
か

で

分
の
出
る
幕
が
な
い

 
咲
夜

見
お
願
い
で
き
る

 
玲
音

ん

あ

 
咲
夜
か
ら

見
を
頼
ま
れ

見
を
す
る

も

な
レ

ル
だ

た

 
玲
音

う
ん
良
い
ん
じ

な
い
か

 
咲
夜

そ
う
良
か

た
わ

な
ら

ぶ
わ

 
玲
音

あ

な
ら
フ
ラ
ン
の
所
に
は

が
行
く
か
ら

 
お

と
か
を
起
こ
し
て
く
れ

 
咲
夜

え

 
そ
う
し
て
咲
夜
は
一

で

え
た

そ
し
て

分
は

理
を

り

け
て
フ
ラ
ン
ド

ル
の
い

る
地
下
室
へ
と
向
か
う
の
だ
が

 

 

あ
ら
あ
ら

仕
事
を

ら
れ
ち

た
わ

 
そ
こ
に
は

タ
リ
と
君
の
悪
い
笑

で

笑
む
奴
が
い
た

無

し
て
通
ろ
う
と
す
る
と

 

 

相
変
わ
ら
ず
無
価
値

玲
音



 第 話 悲しき悪徳

 
玲
音

れ

 

面
に
向
か

て

り
を
す
る
が
空
を
き

た
か
の
よ
う
に
す
り

け
て
し
ま
う

 

 

は
殺
せ
な
い
貴
方
が
い
る
限
り
ず

と

 
玲
音

い
い

に

え
ろ

 

 

ま

良
い
わ

だ
け
ど
も
う
貴
方
は

 
玲
音

え
ろ

 
強
く

ぶ
と
笑
い
な
が
ら

え
て
い

た

 
玲
音

は

は

は

 

め
て
深
呼
吸
を
し
て
フ
ラ
ン
の
い
る
地
下
室
へ
と
向
か
う

 
玲
音

フ
ラ
ン

食
事
を

た
来
た

 

を
開
け
て
食
事
を

く

す
る
と

 
フ
ラ

玲
音
お
兄
ち

ん
見
て
見
て

 

の
ぬ
い
ぐ
る
み
を

た
フ
ラ
ン
が
楽
し
そ
う
に
近

て
き
た

今
日
は
落
ち
着
い
て
は

い
る
み
た
い
だ

 
玲
音

可
愛
い
な
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フ
ラ

う
ん

 
フ
ラ
ン
の

を

で
る

こ
う
し
て
見
て
み
る
と
時
々
だ
が
昔
の

分
と
の
面

を

て
し

ま
う

暗
く
閉
め
ら
れ
た
こ
の

屋
の
中
に
い
た

分
と

 
玲
音

さ
て
と

は
行
く
か
ら

 
フ
ラ

う

う
ん
バ
イ
バ
イ
玲
音
お
兄
ち

ん

 
そ
う
し
て
地
下
室
か
ら
出
て
ま
た
上
へ
と
上
が
る

す
る
と

 

 

可
愛
い
わ

あ
の
子

 
玲
音

ま
た
か

え
ろ
と
言

た
よ
な

 

 

え

言

た
わ
だ
け
ど
も
う
つ
ま
ら
な
い
の
よ

 
ず

と
貴
方
を
見
て
き
た
け
ど
刺
激
が
な
い
わ

 
玲
音

な
に

 
こ
れ
ま
で

き
ま
と

て
き
た
こ
い
つ
か
ら
突
然
の
言

が
出
た

そ
の
時
だ

た

 
咲
夜

玲
音
こ
こ
に
い
た
の

遅
い
わ
よ

 
と

い
い
な
が
ら
咲
夜
が
近

て
き
た

 

 

そ
う
だ
あ
の
子
を

タ
ボ
ロ
に
し
て
ボ
ロ



 第 話 悲しき悪徳

 
み
た
い
に
し
た
ら
楽
し
そ
う

 
玲
音

や
め
ろ

 
咲
夜

れ

玲
音

 
玲
音

は

 

れ
て
い
た

こ
い
つ
は
咲
夜
は

だ
が

分

外
に
は
見
え
な
い
そ
し
て

も
聞
こ
え
な

い
こ
と
を
す
る
と
奴
は
咲
夜
の

後
へ
と

動
す
る
と

 

 

こ
の

麗
な

を

が
し
た
く
な

ち

う
わ

 
玲
音

な

 
咲
夜

玲
音
ど
う
し
た
の
さ

き
か
ら

 
咲
夜
は
分
か
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い

奴
が
咲
夜
の

を
手
で

で
て
い
た

す
ぐ
に
咲
夜
の

手
を
引

張
り
こ
ち
ら
へ
と

せ
る

 
咲
夜

き

 
玲
音

い
い

に
し
ろ

え
ろ

 

 

ま

良
い
わ

そ
れ
と
玲
音
も
う
時
間

れ
よ

 
く
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不
気

に
笑
い
な
が
ら

え
て
い

た

そ
し
て
玲
音
は
咲
夜
を

す
と

 
玲
音

す
ま
な
い

は
お
前
ら
だ
け
で
食

て
く
れ

 
咲
夜

え

玲
音

 
こ
ん
な
に
も

奴
が
反

し
て
き
た
の
は

め
て
だ

た

も
う

分
で
も

が
分
か
ら
な
く

な

て
き
て
い
た

そ
ん
な

分
を
咲
夜
は
何
処
か
悲
し
そ
う
な
目
で
見

る
の
だ

た

 
玲
音

ち

あ

 

ン

 

下
の

を

る

も
ど
か
し
さ
イ
ラ
つ
き
そ
れ
が
折
り
混
じ
り
合
う

そ
れ
は
ま
る
で

分

が
い
て
は
い
け
な
い

分
は

立
た
ず

分
は
無
価
値
と

で
言

が
反

す
る

 
玲
音

は

無
価
値
じ

 

 

い
い
え
貴
方
は
無
価
値
よ

だ
け
が
貴
方
を
知

 

て
る
も
の

で

で
血
も

も
ま
た

 
は
人
を

め
た
貴
方
を
受
け

め
れ
る
の
は

 
だ
け
よ
玲
音

 
ま
た
奴
が
出
て
く
る

こ
ん
な
に
も
出
て
く
る
の
は

め
て
だ

た
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玲
音

れ

う

 

 

も
う

に

を

れ
ば
良
い
の
よ
も
う
何
も

 
感
じ
な
く
な
る
わ

 
悪
徳
へ
と

こ
う
が
た
め
に
奴
の
言

が

の
中
で
反

し
て

が
痛
く
な

て
く
る

す
る

と 
レ
ミ

あ

い
た
い
た

執
事
あ
ん
た
朝
食
に
参

し
な

 
い

て
ど
う
い
う

 
玲
音

お

お

来
る

ぐ

ぐ
わ

 
レ
ミ

え

 
そ
の
時
だ

た

玲
音
中
心
に
の
蒼
炎
が
館
を
侵
食
し
て
い
く

そ
し
て
よ
う
や
く
レ
ミ
リ
ア

に
も
見
え
た

玲
音
の

後
で

じ
れ
曲
が
る

を
生
や
し

分
や
小
悪
魔
よ
り
も
大
き
な

を

生
や
す
女
が

タ
リ
と
笑
い
な
が
ら
玲
音
の

に
手
を

い
て
い
た
の
を

 

 

さ

殺
し
て
殺
し
て

や
し
ま
し

う

そ
れ

 
こ
そ
が
貴
方
の
生
き
る
本
当
の
意

よ
玲
音

 
レ
ミ

ち

と

あ
ん
た
い

た
い
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と
レ
ミ
リ
ア
が
言
う
と

時
に
無
意
識
だ

た

分
は
レ
ミ
リ
ア
に
向
か

て

い
火
玉

を
放
出
し
て
い
た

 
レ
ミ

き

 
そ
れ
を
レ
ミ
リ
ア
は
ギ
リ
ギ
リ
で
回

し
た

 
玲
音

な

何
だ

こ
れ

ぐ

わ

 

痛
と
い
う

し
さ
の
あ
ま
り

分
は
更
に
蒼
炎
を
放
出
す
る

そ
し
て

 
ド

ン

 

下
は
崩
れ
て
い
き
下
へ
と
落
ち
て
い
く

 
レ
ミ

く

 
レ
ミ
リ
ア
は

を

ば
た
か
せ
空
を
飛
ぶ

そ
し
て
落
ち
た
先
は

ン
ト
ラ
ン
ス
だ

た

 
レ
ミ

や

て
く
れ
た
わ

 
少
し

た
の
か

を

い
な
が
ら
レ
ミ
リ
ア
は

分
と
こ
い
つ
を
見
て
く
る

更
に
こ
の
騒

ぎ
を
聞
き

け
た
の
か

 
咲
夜

何
の
騒

お

様

そ
れ
に
玲
音

 
パ

こ
れ
は
一
体
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鈴

玲
音
さ
ん

そ
れ
と

 

ア

あ

あ
の
特

は

と

じ
魔
族

 
と

言
う
な
か
後
ろ
で

タ
リ
と
笑
う
女
は
笑
う
の

め
る

 

 

と

じ
で
す

て

言

に
気
を

け
な
さ
い

 

魔
族
の
分

い
で

 
小
悪
魔
の
言

に
反

し
た
の
か
少
し
キ
レ
て
い
た

だ
が
パ

リ

は
そ
れ
を
聞
き

 
パ

な
ら
小
悪
魔
と

じ
悪
魔
な
ら
名
前
を
名

り
な

 
さ
い
貴
女
は

 
パ

リ

の
言

を
聞
き
目
の
前
の
悪
魔
は

タ
リ
と

笑
み
な
が
ら

 

 

そ
う

な
ら
名

て
あ

る

の
名
前
は
元

 
ソ
ロ

ン

の
悪
魔
に
し
て
第

悪
魔

 
に

す
る
者
そ
し
て

る
の
は
悪
徳
に
無
価
値

 
名
は

リ
ア
ル
そ
れ
が
名
前
よ

 
あ
は
は
は
は
は
は

 
炎
の
悪
魔
は

リ
ア
ル
と
名

た
の
だ

た



 外伝編  蒼き焔の物語

 
怠
惰

は
い
は
い
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
狗
神

つ
い
に
出
た
か

 
神
楽

の
悪
意
と

等
レ

ル
で

い
ん
で
す
が

 
怠
惰

ま

キ

ガ
イ
な
の
は
確
か
だ

 
鈴

ソ
ロ

ン

て
確
か

が
ま
だ
フ

ク
ス

 
だ

た
時
に
所

し
て
い
た
組

だ
よ

 
怠
惰

あ

そ
う

な
ん
じ

な
い

因
み
に
教
え
て

 
あ

る
け
ど

 
狗
神

何
だ
よ

 
怠
惰

こ
の
小
説
内
の
ソ
ロ

ン
の
悪
魔
達

て
約

 
が
キ

ガ
イ
だ
よ

 
鈴

そ
う

な
の

 
怠
惰

ま

強
い
し

も
良
い
し
で
本
当
に
現
代
で
言
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う
と
東
大
生
み
た
い
な
感
じ
分
か
り
や
す
く
言
う

 
と
悪
魔
の

リ

ト
集

か
な

 
神
楽

え

 
怠
惰

し
か
も
な
る
に
は
試

も
あ
る
し
面

も
あ
る

 
そ
れ
で
い
て

人
で
の

定
だ
か
ら

か
が

 
欠
け
な
い
と
再

集
し
な
い

て
い
う

 
鈴

い

そ
れ

 
怠
惰

ま

な
れ
ば
出
世

ス
ま
た
を

ち
組
だ
よ

 
だ
け
ど
な
る
の
に

は
す
る
け
ど

 
狗
神

だ
が
そ
の

の
悪
魔
の
集

は
ま
だ

す
る

 
の
か

 
怠
惰

い
や

そ
の
集

は
解
体
さ
れ
た
か
ら
も
う
な
い

 
よ

総
ま
と
め

の
カ
ス

い
や
ソ
ロ

ン
に

 
向
か

て
一

で
反
乱
が
起
き
て
組

は
解
体
さ

 
れ
て
な
く
な

た
よ



 外伝編  蒼き焔の物語

 
鈴

何
が
起
こ

た
の
で
し

う

 
怠
惰

ハ
ハ
ハ
さ
て
何
だ
ろ
う

お

と
そ
ろ
そ
ろ

 
時
間
だ

そ
れ
で
は

者
様

今
回
は
こ
こ
ま

 
で

 
鈴

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く

 
狗
神

そ
ん
じ

あ
な

者
様

 
神
楽

そ
れ
で
は
ま
た
明
日
に

さ
よ
う
な
ら



 第 話 悪徳と炎は舞う

 
第

話
 
悪
徳
と
炎
は
舞
う

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

現

一

を
し
て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

何

か

か
し
い

に
は
ま
り
出
し
て
し
ま

た
ん
で
す
よ

そ
し
て
今
回
は
あ
の
悪
魔
が

く

を

る

て
く
る
で
し

う

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
蒼
き
業
火
が
館
を
包
み
込
む

そ
し
て
所
々
に
蒼
の
炎
に
混
じ
り
な
が
ら
黒
い
炎
も
出
て
い

る

そ
れ
は

れ
も
な
く

分
が
起
こ
し
た
現

だ
と
実
感
し
た

 
パ

今

何
て

 

リ

だ
か
ら

リ
ア
ル

て
言

た
の
よ

 

分
の

後
で
薄
気

悪
く

つ
き
な
が
ら

リ
ア
ル
は

え
る

そ
れ
を
聞
き
小
悪
魔
は

を
蒼
白
さ
せ
て
い
た

 

ア

べ

リ
ア
ル

て

た

確
か
ソ
ロ

ン
の

 

つ
レ
メ

ド
ン
グ
リ

ル
の
書
に
記
さ
れ
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て
い
る
悪
魔
に
し
て
古
来
種
の
魔
族
で
あ
る
あ
の

 

リ
ア
ル

 

リ

え

そ
う
よ

だ
か
ら
貴
女
と
は
格
が

う
の
よ

 
分
か

た
ら

を

ん
だ
ら

 
小
悪
魔
に

レ

シ

を

え
る

だ
が
そ
の
傲
慢
な

リ
ア
ル
の

度
に

人
の
少
女

が

を
突
き
つ
け
た

 
レ
ミ

気
に

ら
な
い
わ
そ
の

度
そ
れ
と
そ
の
執
事

 
は

の
下

よ
あ
ん
た
の
じ

な
い
わ

 
そ
う

分
が
仕
え
る

人
で
あ
る
レ
ミ
リ
ア
だ

た

 

リ

あ
ら

陽
に

わ
れ
た
下
等
種
族
が
良
く
言
え

 
る
わ

 
レ
ミ

ん

別
に

陽
の
光
に
当
て
れ
な
く
と
も

 

ン
ジ

イ
が
出
来
る
か
ら
良
い
の
よ

 

リ

笑

ま
だ

い
子

だ
か
ら
見
逃
し
て

 
あ

よ
う
か
と
思

た
け
ど

め
た
わ
貴
女
の



 第 話 悪徳と炎は舞う

 

し
む

の
悲
鳴
を
聞
か
せ
て
頂

 

リ
ア
ル
は

手
を

り
下
ろ
す

そ
の

間

 
レ
ミ

な

 
玲
音

 

分
は
レ
ミ
リ
ア
に
一

で
近
づ
き
ガ
ン

レ

ド
を
上

て
斬
ろ
う
と
し
て
い
た

だ
が

 
ガ
キ
ン

 
そ
れ
を

し
す
る
た
め
に
咲
夜
が
前
に
出
て

分
の
ガ
ン

レ

ド
を

手
に

イ
フ
を

て
受
け
て

め
た

 
レ
ミ

咲
夜

 
咲
夜

玲
音

貴
方
は
何
を
し
て
い
る
の

 
玲
音

あ

あ

 

分
は

り
た
か

た

だ
が

が
思
う
よ
う
に
動
か
な
い

体
も
動
か
な
い

そ
れ
は
ま
る

で

で

ら
れ
て
い
る
人

の
よ
う
に

そ
し
て
意
思
と
は
裏

に

の
蒼
炎
は
咲
夜
の

イ

フ
を

か
し
て
い
く

 
咲
夜

目
を
覚
ま
し
て
玲
音
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鈴

咲
夜
さ
ん
危
な
い

 
ド

ン

 

鈴
が

分
に
向
か

て
飛
び

り
を
し
て
く
る

そ
れ
を
受
け

分
は
吹

飛
ば
さ
れ
る
が

何

か
分
か
ら
な
い
が
痛
み
を
感
じ
な
い

首
は
１
８
０
度
の
回
転
を
し
た
の
に
も
関
わ
ら
ず

だ 

リ

手

貴
女
達

玲
音
が
可

想
よ

 
パ

そ
れ
は
貴
女
が

て
る
か
ら
で
し

 
そ
う
言
う
と
パ

リ

は
グ
リ

ル
を
開
く

そ
し
て

を

て

 
パ

貴
女
み
た
い
な
悪
女
は

れ
死
ぬ
事
が
お

 
合
い
よ

 
そ
の
言

と
共
に

リ
ア
ル
を

の

体
が
包
み
込
み
閉
じ
込
め
る

そ
れ
に
は

 

リ

あ

あ
が

 

リ
ア
ル
は

し
そ
う
に
も
が
き
な
が
ら
首
を

え
る

こ
の
時
に
パ

リ

は

ち

た

を
し
た
の
だ
が

分
は
首
を

１
８
０
度
回
転
さ
せ
て

を
見
て

を
何
と
か
出
そ
う
と

ん
張
る

ど
う
し
て
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
が
あ

た
か
ら

そ
れ
は
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玲
音

逃

ろ

パ

リ

く

 
パ

え

 

を
聞
き

た
の
か
パ

リ

が

く

間
だ

た

 

リ

な

ん
ち

て

く
く
く

ア
ハ
ハ
ハ

 
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 

リ
ア
ル
は

の

体
の
中
で
狂

た
よ
う
に
笑
う

そ
し
て

 
ジ

 
パ

リ

の

魔
法
を

発
さ
せ
て
舞
い
降
り
る

そ
う

リ
ア
ル
に
は
生

可
な

の

な
ど
は
通
用
し
な
い

せ
め
て
も

だ
と
か
そ
う
い

た
大

の

で
な
け
れ
ば
全
て

発
さ
せ

て
し
ま
う
の
だ

 

リ

見
て
い
て

稽
だ

た
わ
そ
の

ち

た

 
う

ん
そ
れ
を

さ
れ
て

の

は
本
当
に

 
何
時
見
て
も
ゾ
ク
ゾ
ク
し
ち

う
わ

 
パ

く

 
パ

リ

は
す
ぐ
に
後
退
す
る

だ
が
ま
た

リ
ア
ル
は

を

る
う

そ
し
て

分
の
体
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は
ガ
ン

レ

ド
を
構
え
後
退
す
る
パ

リ

へ
と
襲
い
か
か
る

 
パ

な

 
玲
音

ぐ

 
ガ
ン

レ

ド
が
パ

リ

の
首
へ
と

る
わ
れ
よ
う
と
し
た

間

 
レ
ミ

い
い

に
目
を
覚
ま
せ

執
事

 
ド

ン

 
玲
音

 
体
が
言
う
こ
と
を
聞
か
ず
に
パ

リ

を
斬
ろ
う
と
し
た

間

レ
ミ
リ
ア
が

分
に
向

か

て
体
当
た
り
を
し
て
き
た

そ
れ
を
受
け

鈴
と

様
に
吹

飛
ば
さ
れ
る

そ
し
て
レ
ミ

リ
ア
は
空
中
で
体

を
整
え
る

 

リ

あ
ら
あ
ら
そ
ん
な
に
飛
び
回

て
ま
る
で

 
こ
の
世
で

が
一
番
大

い
な

な
の
よ

 
そ
う
言
う
と

手
を

真

黒
の
炎
を

り
火

を

る
と
レ
ミ
リ
ア
へ
と
放
つ

 
レ
ミ

そ
ん
な
炎
な
ん
て

け
れ
る
の
よ

 
向
か

て
く
る
炎
を
回

す
る

回

す
る
が
ま
た

リ
ア
ル
は

手
を
動
か
す

そ
れ
を
合
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図
に
ま
た

手
に

分
の
体
が
動
き
出
し
た

走
り
だ
し

す
る
と
レ
ミ
リ
ア
へ
と
斬
り
か
か

る 
レ
ミ

 
レ
ミ
リ
ア
は

の

撃
と

リ
ア
ル
の
火

の

を
焼
け
て
い
く

し
か
し
全

が

け

れ
る

で
は
な
い
の
か

が

け

が

え
た
り
と

り
返
し
て
い
く
そ
ん
な
時
だ

た

 
咲
夜

ザ

ル
ド

 
咲
夜
が
時

を

で

ぶ

そ
の

間
だ

た

突
然
目
の
前
に
い
た
レ
ミ
リ
ア
は

え
て

代
わ
り
に
無
数
の

イ
フ
が

分
と

リ
ア
ル
を

り

ん
で
い
た

 

リ

あ
ら

 
玲
音

 
そ
し
て
無
数
の

イ
フ
は

分
と

リ
ア
ル
へ
と
向
か

て
い
く
が

 

リ

な
ど
無
意

 
玲
音

ぐ

 

分
の
意
思
に
関
係
な
く
蒼
炎
を
放
出
す
る

リ
ア
ル
も
真

黒
の
炎
を
放
出
し
て
向
か

て
く
る

イ
フ
を
泥
々
に

か
す

そ
し
て
着
地
す
る
と
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鈴

ご
め
ん
な
さ
い
玲
音
さ
ん

 
突
然

鈴
が

分
に
向
け
向
か

て
く
る
と

 

鈴

大

撃

 
そ
う
言
う
と

鈴
は

を

を

に
上

地
面
へ
と

き
つ
け
る

そ
れ
と

時
に
気
が

撃
と
な
る

 
玲
音

ぐ

 
だ
が
そ
れ
だ
け
で
は
終
わ
ら
な
い

ん
だ
と
こ
ろ
に

を
向
け
て
気
を
纏
わ
せ
た

こ
う

き撃
を
当

て
て
く
る

そ
れ
で
い
て
た
だ
の
物
理
技
で
は
な
く
内

に

メ

ジ
を

え
る
気
を
纏
わ

せ
て
い
る
た
め
神
経
に
痛
感
す
る

 
玲
音

ぶ

 
当
た

た
場
所
が

の
た
め
に
あ
ま
り
の
痛
み
で

を

さ
え
た

間

面
に
向
か

て

鈴
の
気
が
込
め
ら
れ
た

が
襲
い
か
か
り

 
ド

ン

 
玲
音

が

 
今
度
は
天

へ
と
吹

飛
ば
さ
れ
地
面
へ
と
落
ち
る

正

な
話

結
構
痛
か

た
が



 第 話 悪徳と炎は舞う

 

鈴

く

 

鈴
も

を

え
る

ラ
リ
と
見
え
た
が

が
真

黒
に
な

て
い
た

ど
う
や
ら

分
の

体
か
ら
吹
き
出
る
炎
で

た
よ
う
だ

 
パ

い
い

に

執
事
を
解
放
し
な
さ
い

 
グ
リ

ル
か
ら
無
数
の

の

を

し
再
度

リ
ア
ル
に
向
か

て
放

す
る
が

 

リ

無

よ

 

リ
ア
ル
に

を
か
け
る
も
全
て
が

発
す
る

リ
ア
ル
は
薄
気

悪
い
笑
み
を
未
だ
に
続

け
る

 

リ

め
の
悪
い
メ
ス
共

は
炎
の
悪
魔

 
炎
と
共
に
あ
り
炎
を

に

れ
る
そ
れ

ち

 
炎
こ
そ
が

の
体
な
の
よ

に
生
ぬ
る
い

は

 

発
さ
せ
る
し
炎
を
吸

す
る
そ
れ
が

よ

 
そ
う
言
う
と

リ
ア
ル
は

手
に

と
黒
が
混
じ
り
合
う

を
炎
の

を

る

そ
し
て
そ
れ

に
合
わ
せ
る
よ
う
に

分
も
蒼
炎
を
ガ
ン

レ

ド
に
纏
わ
せ
る
と

 

リ

貴
女
達
は

そ
う

え
カ
ス
に
な

て
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死
ぬ
の
が
お

合
い

 
玲
音

逃

ろ

 
逃

て
く
れ
と

願
し
な
が
ら

リ
ア
ル

の

と
共
に
ガ
ン

レ

ド
を
地
面
へ

と
突
き
刺
す

そ
し
て

 
ド
ガ

ン

 
そ
こ
か
ら
大

発
が

き
起
こ
る

は

れ
ド
ア

は

け
そ
し
て

や
ら
は
焼
け
落
ち

て
い
く

発
に
よ
る

が

ま
る

分
は
見
て
し
ま
う

丸

に
な

て
し
ま

た

分

の
家
族
で
あ
る

を

 
玲
音

あ

あ

 

リ

あ
ら
あ
ら
所

は
下

な

だ

た
わ

 
く
く
く
ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 

リ
ア
ル
の
高
笑
い
が
こ
だ
ま
す

も
う
こ
の
時
に

分
は
考
え
る
の
を

め
無
の
ま
ま
に
生

き
る
事
を
考
え
た
の
だ

た



 第 話 悪徳と炎は舞う

 
怠
惰

は
い
そ
れ
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
鈴

怠
惰
あ
れ
に

と
か
あ
る
の

 
怠
惰

う
ん
だ
か
ら
大

の

 
神
楽

な
い
で
す
よ

 
怠
惰

め
る

 
狗
神

い
や

め
ろ

も
う
全
滅
し
て
る
だ
ろ

 
怠
惰

さ

紅
魔
館
の

は
ど
う
な

て
し
ま

た
の
か

 
玲
音
は
こ
の
先
に
ど
う
な

て
し
ま
う
の
か
次
回

 
ま
で
お
楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ
い

 
鈴

所
で
さ
レ
メ

ド
ン
グ
リ

ル

て
何

 
怠
惰

そ
れ
は

じ

な
く
て
ソ
ロ

ン
の

て

 
い
た
グ
リ

ル
ま

日
本
語
で
魔
道
書

て

 
や
つ
だ

ル
シ
フ

の

て
い
た
魔
道
書
に

 

す
る
レ

ル
の
魔
道
書
だ

ま

能
力

 
は

ジ
に
記
載
さ
れ
て
い
る

の
悪
魔
を
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お
よ
び
に
能
力
を

に
複
製
出
来
る
程
度

 
の
能
力

だ

た
か
な

 
鈴

い
魔
道
書
だ

そ
れ

 
怠
惰

そ
う
何
や
か
ん
や
で
強
か

た
け

が

が
度
を

 
越
え
す
ぎ
て
王
の
椅
子
か
ら
引
き
ず
り
お
ろ
さ
れ

 
た
け
ど

見
て
て
ざ
ま

 
狗
神

一
体
ど
ん
な
奴
な
ん
だ
が

お

と
お
い
時
間

 
だ

 
怠
惰

お

と
そ
れ
で
は

者
様
今
回
も
あ
り
が
と
う

 
ご
ざ
い
ま
し
た

 
鈴

ま
た
よ
ろ
し
く

 
神
楽

そ
れ
で
は

者
様

 
狗
神

ま
た
な

 



 第 話 愛欲の業火

 
第

話
 
愛
欲
の
業
火

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

花

で
現

し
ん
で
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

こ
の
季

が

や

て
く
る

ま
た
去
年
み
た
く
花

炎
で
三

を
か
け
る
の
か
な

お

と
失

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
記
憶
が
流
れ
て
く
る

分
の
記
憶
で
は
な
い

ら
く

リ
ア
ル
の
記
憶

そ
こ
に
は
ま
だ
狂

気
に

ま
れ
て
い
な
い
頃
の

リ
ア
ル
と
も
う

人

男
性
が
そ
こ
に
い
た

 

リ

先

あ
の

 
男
性

ま

た
く

リ
ア
ル

は
心

性
だ
な

は

 
大

さ

 

リ

で
も
七
つ
の
大

て
先

は
と
も
か
く

の

 

人
は
な
ら
ず
共
じ

な
い
で
す
か

そ
ん
な

 
奴
等
が
集
ま
る
場
所
に
な
ん
か
に
先

を
行
か
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せ
る

に
は

 
男
性

は
大

こ
の
ア
ス

ウ
ス
な
ら
な

 
だ
か
ら
心

す
る
な
よ

 
そ
う
言
い
な
が
ら
ア
ス

ウ
ス
と
名

た
男
は

リ
ア
ル
の

を

で
る
と

中
を
向
け

て
去

て
い
く

そ
れ
と

時
に

り
一
面
は
業
火
で

や
さ
れ
て
い
く

そ
し
て
炎
が
少
し

火
す
る
と
そ
こ
に
は

を
流
し
な
が
ら
う
ず
く
ま
る

リ
ア
ル
の

が
あ

た

 

リ

何
で

何
で

を

い
て
い

た
の
で
す
か

 
何
で

 
そ
ん
な

リ
ア
ル
の
光
景
を
見
て
い
る
と
何
処
か
ら
か

が
聞
こ
え
て
き
た

 

 

奴
は
裏

り
者
だ

 

 

い
や

奴
等
は
だ

ら
悪
魔
を
裏

る
だ
け

 
で
は
な
い
ソ
ロ

ン
王
で
さ
え
も

力
を
失

 
た
の
だ

あ
の
売

者
共
の
せ
い
で

 

 

だ
か
ら
反
対
だ

た
の
だ

七
つ
の
大

等

 
と
言
う
無
法
者
共
を
組

し
た
の
が
事
の
発
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だ

 
そ
ん
な

が
聞
こ
え
て
く
る

そ
し
て
ま
た

界
が
業
火
で
包
ま
れ
て
い
く

す
る
と

る

リ
ア
ル
に
変
化
が
起
き
た

 

リ

許
さ
な
い

許
さ
な
い

ア
ス

ウ
ス
様
を

 

た
あ
の

人
が

殺
す

殺
す

殺
す

 

獄
の
業
火
で
で

し
ま
せ
な
が
ら
殺
し
て
や

 
る

 
そ
う

く
と
共
に

リ
ア
ル
の
体
は
業
火
で
包
ま
れ
体
は

と
化
し
た
の
だ

た

そ
し
て

界
は
戻
り

分
は
業
火
で

え
て
い
く
紅
の
館
を
見
る

 

リ

あ
ら

貴
方
は
見
た
の

の
記
憶
を

 
ど
う
や
ら
バ
レ
て
い
る
み
た
い
だ

と
い
う
か
見
た
く
て
見
た
わ
け
で
は
な
い

 

リ

し
か
し
ま

気
な
か

た
わ

も
う
少
し

 
出
来
る
か
と
思

た
け
ど

 
そ
う
言
い
な
が
ら

リ
ア
ル
は
真

黒
の

と
な

た
屋
敷
の

か
を

み
つ
け
る

そ
し
て

そ
の

は
バ
ラ
バ
ラ
に
な
る
が



 外伝編  蒼き焔の物語

 

リ

ち

者
か
あ
の
魔
術

の
魔
法

て

 
所
か
し
ら

ま

良
い
わ
ど
の
道
こ
の
館

 
か
ら
は
逃

れ
な
い

あ
は
は
は
は

 
そ
う
言
う
と

リ
ア
ル
は

の
体
を
歩
か
せ
る

逃

て
い

た
紅
魔
館
の
住
人
を

き
者

に
す
る
た
め
に

そ
し
て

は
変
わ
り
紅
魔
館
の
大
図
書
館

 
咲
夜

う

お

様

大

で
す
か

 
レ
ミ

え

何
と
か

あ
の

執
事
手

し
な
い

 
と
か
最
悪
よ

 
そ
こ
に
レ
ミ
リ
ア
達
は
逃

込
ん
で
い
た

あ
の
時
の

発
の

に
パ

リ

が

ミ

を

る
魔
法
を
使
い
そ
し
て
咲
夜
の
能
力
で
何
と
か
逃

て
き
た
が
状
況
は
一

開
さ
れ
て
い
な

い 

鈴

あ
の

リ
ア
ル

て
言
う
悪
魔
を
ど
う
倒
す

 
の
か

て
事
で
す
よ

 
レ
ミ

そ
う
な
の
よ

 
そ
う
言

て
い
る
と
パ

リ

と
小
悪
魔
が

つ
か
の

を

て
く
る
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パ

レ
ミ

リ
ア
ル
の
事
に
つ
い
て

方
は

べ

 
た
わ
ソ
ロ

ン
の

の
魔
王
で
あ
る

リ
ア
ル

 

女
は

の
炎
で
焼

殺
を
し
た
と

に

 
書
か
れ
て
い
た
わ

 

鈴

し

焼

殺

 
レ
ミ

ま
た
と
ん
で
も
な
い
奴

 

く
の
は
無
理
も
な
い
だ
ろ
う

焼

殺
し
た
者
が
こ
う
し
て

分
達
の

と
し
て
立

て

い
る
の
な
ら

 
 

 
咲
夜

で
も
焼

殺
し
た

て
一
体
ど
ん
な
意

が

 

ア

え

と
で
す

の
体
を
炎
と

化
し
て

 
い
る
と
書
か
れ
て
い
ま
す
そ
れ
で
何
で
す
が
古
来

 
種
の
中
で
も
特
に
強
か

た
ソ
ロ

ン
の
悪
魔
達

 
は
レ
メ

ド
ン
グ
リ

ル
に
よ

て
力
を

 

さ
れ
て
い
た
と
い
う
の
を
聞
い
た
事
が
あ

 
て

ら
く
そ
の
呪

か
ら

け
出
す
た
め
に
炎
で
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焼

殺
を
し
て
炎
と

化
し
た
の
か
と

 

鈴

な

何
て
キ

ガ
イ
な

 
そ
う
言

て
し
ま
う
の
も
無
理
は
な
い

そ
ん
な
事
を
し
よ
う
と
す
る
の
は
キ

ガ
イ

外
な

に
者
で
も
な
い

 
パ

そ
こ
で

は
思

た
の
よ

 
レ
ミ

何
が
よ

 
パ

ア

確
か
貴
女
達
魔
族
は

体
が
な
い
と
魔
力

 
は
回
復
し
な
い
の
よ

 

ア

あ

は
い

魔
力
と
な
る
と
そ
う
な
り
ま
す

 
た
だ
魔
力
が
満
ち
る
場
所
と
か
だ
と
話
し
は
変
わ

 
り
ま
す
け
ど

 
と

小
悪
魔
が
説
明
す
る
と
パ

リ

は

分
達
を
見
て

 
パ

体
の
な
い
悪
魔
と
い
う
の
は
魔
力
が
満
ち
る
所

 
が
少
な
い
こ
の
現
世
に
お
い
て
ど
う
や

て
魔
力

 
を

す
る
と
思
う
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分
は
考
え
る

そ
う
い

た
力
は

然
と

々
に
回
復
は
し
て
い
く

だ
が

体
が
な
い

と
な
る
と

回
復
は
不
可
能
に
近
い

そ
れ
を

ま
え
る
と

 
レ
ミ

つ
ま
り

執
事
の
体
を
使

て
魔
力
を

し
て

 
い
る

て
事

 
パ

え

そ
の
通
り
よ
そ
し
て
そ
の

パ
イ

は

 

鈴

玲
音
さ
ん
の

の

様
で
す

 
パ

ら
く
は

 
つ
ま
り
そ
の

の

様
を
何
と
か
し
て

せ
れ
ば

は
あ
り
そ
う
だ

こ
れ
は
良
い
事
が

聞
け
た
が

 
パ

だ
け
ど
そ
れ
で
ラ
イ
ン
を
絶

て
し
ま
う
と

 

ら
く
玲
音
は
死
ぬ
わ

 
咲
夜

え

 
レ
ミ

何
で
す

て

 

鈴

そ
ん
な

 
そ
う
言

て
し
ま
う
の
は
無
理
は
な
い

ま
さ
か
死
ぬ
と
は

が
予

し
た
だ
ろ
う
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パ

は
何
度
も

殺
を

り
返
し
た
け
ど
死

な

 
か

た
そ
れ
は

ら
く

リ
ア
ル
の
炎
の

護

 
が
あ

た
か
ら
死

な
か

た
と

す
れ
ば

 
そ
れ
が
無
く
な

た
と
な
る
と
そ
れ
が
意

す

 
る
の
は

 

鈴

こ
れ
ま
で
の
ツ
ケ
が
返

て
き
て
死
ぬ

て
事

 
で
す
か

 
パ

そ
う
な
る
わ

 

リ
ア
ル
を
倒
す
こ
と
が
出
来
て
も

ら
く
玲
音
は
死
ぬ

玲
音
を
生
か
す
と
な
る
と
あ
の
狂

な

リ
ア
ル
も

様
に
生
か
す
と
い
う
事
に
な
る

ど
ち
ら
に
せ
よ
バ

ド

ン
ド
で
あ
る
こ

と
に
は
変
わ
り
な
い

 
レ
ミ

パ

何
か
方
法
は
な
い
の

 
パ

あ
る
わ
よ

た
だ
玲
音
の

の

様
を

す

 
よ
り

か
に
大
変
だ
け
ど
や
る

は
や
る

 
に

す
る
け
ど
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パ

リ

は

リ
と
笑
う

そ
し
て
レ
ミ
リ
ア

咲
夜

鈴

小
悪
魔
も

え
は
決

ま

て
い
た

 
咲
夜

も
や
り
ま
す

何
時
も
の
玲
音
に
戻

て
も
ら

 
い
た
い
か
ら

 

ア

だ

て
玲
音
さ
ん
に
は
戻

て
も
ら
い
た
い
で

 
す
よ
パ

リ

様

 

鈴

あ
の
バ
カ
を
も
う
一
度
こ
こ
に
立
た
せ
た
い
で
す

 
お

様
そ
れ
に
パ

リ

様

 
レ
ミ

そ
う

な
ら
決
ま
り

 
と

レ
ミ
リ
ア
が
言

た
そ
の

後

 
ド
ガ

ン

 
大
図
書
館
の

が

発
し
炎
が
侵
食
し
て
く
る

そ
し
て
そ
の
炎
と
共
に

リ
と
不
気

に

笑
う

リ
ア
ル
と

ろ
な

情
と
な
り
な
が
ら
も
ガ
ン

レ

ド
を

る
玲
音
が
出
て
く
る

 

リ

見

つ
け
た

あ
は
は
は
は

 
レ
ミ

ち

パ

ど
う
す
れ
ば
良
い
の
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パ

時
間
を
頂

時
間
い
い
え

時
間
だ
け
で

 
良
い
わ

 
レ
ミ

分
か

た
わ

そ
れ
ま
で

ぐ
わ

 
そ
う
言
う
と
パ

リ

と
小
悪
魔
は

へ
と
逃

る

そ
し
て
レ
ミ
リ
ア
と
咲
夜
そ
し
て

鈴
は
戦
闘
体

を
と
る

 

リ

今
度
こ
そ

や
し
て
あ

る
わ

 
レ
ミ

や

て
み
な
さ
い

こ
の
狂
乱
女

 
そ
う
し
て

リ
ア
ル
と
の
決
戦
が
始
ま
る
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
鈴

怠
惰

 
怠
惰

ん

ど
う
か
し
た
の
か
な

 
鈴

七
つ
の
大

て
ど
ん
な
悪
魔
達
な
の

 
狗
神

そ
れ
は

も
思

た
な



 第 話 愛欲の業火

 
神
楽

え

と
そ
の

も
で
す

 
怠
惰

ま

ア
ウ
ト
ロ

か
な

の

図
も
受
け
な
い

 

の
命

も
聞
か
な
い

分
達
の
利

や
利

と

 
い

た
も
の
し
か
追

し
な
い
集

か
な

 
狗
神

む

無
法
者
集

だ
な

 
怠
惰

ま

の
大

き
な

ン

ス
で

え
る
な
ら

 

軍
の

み
た
い
な
も
ん
だ
よ

そ
れ
よ
り
も

 

か
に

が
悪
い
け
ど

 
神
楽

う
わ

そ
の
メ
ン
バ

が
想

が
つ
か
な
い

 
で
す

 
鈴

も
し
か
し
た
ら
意
外
な
人
物
が
七
つ
の
大

だ

 
た
り
す
る
の
か
な

 
怠
惰

さ

ど
う
だ
ろ
う

お

と
そ
ろ
そ
ろ
時
間

 
だ

そ
れ
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
神
楽

ま
た
投
稿
し
た

に
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し



 外伝編  蒼き焔の物語

 
ま
す

 
鈴

そ
れ
じ

者
様

 
狗
神

ま
た
な



 第 話 炎に包まれる大図書館

 
第

話
 
炎
に
包
ま
れ
る
大
図
書
館

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
こ
こ
最
近
フ
ル
グ
ラ
が
マ
イ

と
な

て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪

魔
で
す

昔
は

妙
だ

た
の
に
今
で
は

し
く
感
じ
る
の
が
不
思
議
で
す

お

と
ま
た
話

が
そ
れ
そ
う
な
の
で
そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
蒼
い
焔
が
さ
な
が
ら
カ

テ
ン
の
よ
う
に
大
図
書
館
の

を

て
い
く

そ
ん
な

の
中

で
レ
ミ
リ
ア
達
が

分
と
対

し
て
い
た

 

リ

さ

も
う
逃
が
さ
な
い
わ

ソ

ソ
と
逃

る

 
子

達
は

や
し
て

除
し
な
い
と

 
レ
ミ

は
ん

達
が

と
言
う
な
ら
そ
う
言
う
貴
女

 
は
さ
な
が
ら

に
す
ら
逃

ら
れ
る
ハ
ン
タ

 

て
所
か
し
ら

 

リ

本
当
可
愛

の
な
い
ク
ソ
ガ
キ



 外伝編  蒼き焔の物語

 

リ
ア
ル
は
手
を

に
動
か
す
と
ま
た

分
は

手
に
レ
ミ
リ
ア
へ
と
斬
り
か
か

た

 
レ
ミ

 
だ
が
す
ぐ
さ
ま
レ
ミ
リ
ア
は

ウ

リ
と
な

て
体
を
分
裂
さ
せ
て

け
た

す
る
と

 

鈴

は

 
ド

ン

 
玲
音

ぐ

 

鈴
が

分
の

に
向
か

て

を

て
き
た

あ
ま
り
の

撃
に

分
も
う
な
り

を
上

吹

飛
ば
さ
れ
る
が

 

リ

ぐ

 

リ
ア
ル
ま
で
も
が

し
み
だ
し
た

す
る
と
が
い
つ
の
間
に
か

分
の
回
り
に

イ
フ
が

さ
れ
て
い
た

 
咲
夜

待

て
て
玲
音

今
楽
に
し
て
あ

る
か
ら

 
そ
の
言

と
共
に
無
数
の

イ
フ
が

分
へ
と
降
り

か

て
く
る

だ
が
そ
れ
を
体
が

手

に
ガ
ン

レ

ド
で

つ
か
弾
き
飛
ば
し
て
い
く
が

 
玲
音



 第 話 炎に包まれる大図書館

 
い
つ
の
間
に
か

分
の

後
に
咲
夜
が

イ
フ
を
構
え
て
い
た

し
か
も
そ
の

イ
フ
の

る

う

道
が

へ
と

る
お
う
と
し
て
い
た

だ
が

 
ガ
キ
ン

 

リ
ア
ル
が
そ
の

撃
を

し
て
き
た

 

リ

さ

き
の
は
小
娘
の

撃
は
ま
ぐ
れ
か
と
思

た

 
け
ど
や

り
見

い
て
い
た
の

 
咲
夜

え

貴
女
は
玲
音
の

の

様
を

介
に
し
て

 
こ
の
世
界
に

し
て
い
る
と
言
う
の
な
ら
そ
の

 

様
が
貴
女
の

で
す
よ

 

リ

そ
こ
ま
で
知

て
い
る
の
な
ら
も
う
嘘
は
い
ら
な

 
い
し
そ
れ

上
知

た
の
な
ら
こ
こ
で
殺
す
わ

 

リ
ア
ル
の
体
か
ら
更
に
炎
が

出
し
て
い
く

そ
し
て
そ
の
炎
が
咲
夜
を

い

く
そ
う
と

し
た

間

 
レ
ミ

め
な
さ
い

 
ド

ン



 外伝編  蒼き焔の物語

 

リ

こ
の
ガ
キ

 
レ
ミ
リ
ア
が

リ
ア
ル
に
向
か

て
た
い
あ
た
り
を
し
て
咲
夜
が

や
さ
れ
る
前
に
退
け
る

だ
が

リ
ア
ル
は
ま
た

分
の
体
を
動
か
し

が
出
来
た
レ
ミ
リ
ア
に
向
か

て
ガ
ン

レ

ド

を

り
下
ろ
そ
う
と
し
て
い
た

 
レ
ミ

な
ん
の

 
手
に
真

な

を

つ
と

分
の
ガ
ン

レ

ド
と
ぶ
つ
か
り
合
う

そ
の
小

な
体
で
よ

く
そ
ん
な

を

る
え
る
も
の
だ

 

鈴

空
手
脱
刀

 
レ
ミ
リ
ア
と
ぶ
つ
か
り
合

て
い
る
と

鈴
が
何
と

分
の
ガ
ン

レ

ド
を
一

で

り
上

空
へ
と

て
て

 

鈴

で
や

 
そ
こ
か
ら
か
か
と
落
と
し
で

分
の

を
地
面
へ
と

き
つ
け
る

だ
が

鈴
の

後
に
は
紅

の
炎
を
纏
わ
せ
る
魔

を
構
え
た

リ
ア
ル
の

が
あ

た

 
咲
夜

鈴

 
咲
夜
が

ぶ
と
す
ぐ
さ
ま

鈴
と
レ
ミ
リ
ア
そ
し
て
咲
夜
の

が

え
る

ま
た
逃

た
み
た



 第 話 炎に包まれる大図書館

い
だ

分
の
体
は
ま
た
立
ち
上
が
り

リ
ア
ル
の

に
つ
く
と

 

リ

そ
う

そ
ん
な
ハ

の
よ
う
に
こ
の
図
書
館
を

 
飛
び
回
る
の
な
ら
全
て

や
し
て

に
し
て
あ

 
る
わ

 

リ
ア
ル
は
ま
た
炎
を
溜
め
込
ん
で
い
く

そ
れ
に
続
き

分
も
ま
た
炎
を
溜
め
込
む

こ
の

大
図
書
館
を
大
き
な
火

に
す
る
つ
も
り
み
た
い
だ

 

リ

さ

え
て

ち

て

 

リ
ア
ル
が
言

た
そ
の
時

突
然

元
の
地
面
に
ヒ

が

て
い
く

す
る
と

 
ド

ン

 
と
大
き
な

発
で
地
面
か
ら
何
か
が
飛
び
出
て
く
る

そ
れ
は
こ
の
屋
敷
の

で
あ
る
レ
ミ

リ
ア
の
妹
で
あ
る
フ
ラ
ン
ド

ル
だ

た

 
フ
ラ

へ

面
白
ソ
う

お
姉
様
ハ

い

こ
ん
な

 
グ
ジ

 

リ

 
フ
ラ

楽
シ
い

を

り

め

す
ル
な
ん
テ



 外伝編  蒼き焔の物語

 
フ
ラ
ン
は

リ
ア
ル
の

を

発
さ
せ
て
破
壊
す
る
が
す
ぐ
さ
ま

リ
ア
ル
は
炎
と
共
に
再
生

す
る

そ
し
て

分
は

か
に
だ
が

リ
ア
ル

す
る
の
力
が

ん
だ
た
め
す
ぐ
さ
ま
溜
め
込

ん
だ
炎
を
放
出
し

発
を

ぐ
が
ま
た
体
が
動
か
な
く
な
り
言
う
こ
と
が
聞
か
な
く
な
る

 

リ

あ
の
小
娘
の
妹

邪
魔
で
し
か
な
い
ハ

 
風
情
が

 

つ
も
の
火

を

り
出
し
フ
ラ
ン
へ
と
放
つ
が

 
フ
ラ

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
そ
れ
を

な
く
フ
ラ
ン
は

わ
し
て
い
く

そ
し
て
レ
ミ
リ
ア
と

じ
よ
う
に
手
に
大
き
く

真

に

え

る

を

り
出
し
て

る
と

 
フ
ラ

壊
れ

い

 
ガ
キ
ン

 

リ
ア
ル
の
炎
の
魔

と
ぶ
つ
か
り
合
い
炎
が
舞
う

だ
が
フ
ラ
ン
は
何
が
目
の
よ
う
な
物
を

る
と

 
フ
ラ

キ

と
し
て
ド
カ

ン

 
ド
ガ

ン



 第 話 炎に包まれる大図書館

 
ま
た

リ
ア
ル
の
体
を
破
壊
す
る

だ
が
す
ぐ
さ
ま
再
生
を

リ
ア
ル
は

り
返
す

 

リ

こ
の
小
娘
が
玲
音

 
命

と
共
に
放
り
投

ら
れ
た
ガ
ン

レ

ド
を
回

し
手
に

て
フ
ラ
ン
へ
と
斬
り
か
か

る
が

 
レ
ミ

さ
せ
な
い
わ

 
ガ
ギ
ン

 
そ
れ
を
レ
ミ
リ
ア
が
真

な

で

し
て
く
る

 

リ

ハ

姉
妹
が

 
レ
ミ

ハ

じ

な
く
て
せ
め
て

と
言
い
な
さ
い

 
よ

 
と

レ
ミ
リ
ア
が
言

た
そ
の

間
今
度
は

分
め
が
け
て

イ
フ
が
飛
ん
で
く
る

 
咲
夜

玲
音

 
ザ
シ

ザ
シ

ザ
シ

ザ
シ

 
そ
れ
ら
は

分
の
体
に
突
き
刺
さ

て
い
き
ま
る
で
サ
ボ
テ
ン
の
よ
う
に
な
る

そ
こ
へ

鈴

が

後
へ
と
来
る
と



 外伝編  蒼き焔の物語

 

鈴

地
転
弾

 
気
を
玉
に
変
え
て

後
か
ら

分
に
撃

て
く
る

そ
れ
を

け
れ
ず

後
か
ら
く
ら
い
吹

飛
ば
さ
れ
る

す
る
と

 

リ

ぐ

が

貴
様
ら

 
そ
う
し
た

を
し
て
い
る
と

か
ら
パ

リ

が
出
て
き
て

分
達
を
見
下
ろ
す

 
パ

レ
ミ

準
備
は
出
来
た
わ

執
事
を

束

 
し
て
ち

う
だ
い

 
レ
ミ

分
か

た
わ

聞
い
た
わ

 

鈴

は
い

 
咲
夜

分
か
り
ま
し
た

 

ア

だ

て
手
伝
い
ま
す
よ

 
す
る
と

人
は

分
の
元
へ
と
一

で

を

め
る

そ
し
て

鈴
は

を
レ
ミ
リ
ア

が

を
咲
夜
が

を
小
悪
魔
が

を

さ
え
て
く
る

 

リ

玲
音
そ
い
つ
ら
を

や
し
な
さ
い

 
フ
ラ
ン
と
斬
り
合
い
を
し
て
い
る

リ
ア
ル
が
命

を
下
す

分
の
体
は
意
思
と
は
関
係
な



 第 話 炎に包まれる大図書館

く
蒼
炎
を
放
出
す
る
が

 

鈴

く

し
ま
せ
ん

 

ア

い
け
ど
ま
た
玲
音
さ
ん
や

と

ら
せ
る
な

 
ら
こ
の
ぐ
ら
い

え
て
ま
せ
ま
す

 
咲
夜

が
焼
け
た
だ
れ
て
も
貴
方
を

け
る
わ

 
レ
ミ

パ

 
パ

え

行
く
わ
よ

 
そ
う
言
う
と
パ

リ

も

方
へ
と
近
づ
く
と
何
か

み
た
い
な
物
を

て
構
え
る

 

リ

よ
せ

 
フ
ラ

ド
カ

ン

 
グ
ジ

 

リ

ぐ

お
の
れ

 
フ
ラ
ン
に
破
壊
さ
れ
る
が

リ
ア
ル
は
再
生
せ
ず
パ

リ

へ
と

撃
を
仕

け
よ
う
と
し

た
が
も
う
遅
い

 
パ

玲
音
今

け
る
わ

サ

レ

シ

ン



 外伝編  蒼き焔の物語

 
そ
う
言
う
と

時
に
パ

リ

は

分
の

に
そ
の

を

 
バ
リ
ン

 

き
つ
け
て

た

す
る
と

リ
ア
ル
の

が
パ

リ

に

き
そ
う
な
一
歩
手
前
で

ま
る
と

 

リ

ガ

 

リ
ア
ル
は
断

魔
の

び
を
上

て

し
み
始
め
た
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
狗
神

そ
ろ
そ
ろ
話
的
に
は
大

め
だ
な

 
鈴

そ
う
だ

 
神
楽

怠
惰
さ
ん
気
に
な
る
こ
と
が
少
し
あ
る
の
で
す

 
が
良
い
で
し

う
か

 
怠
惰

ん

ど
う
し
た
の

 
神
楽

え

と

達
が
知

て
い
る
悪
魔

て



 第 話 炎に包まれる大図書館

 
の
悪
魔
と
七
つ
の
大

の
悪
魔
そ
れ
し
か
ま
だ

 
分
か
ら
な
い
の
で
す
が

に
も
い
る
の
で
し

 
う
か

 
怠
惰

あ

う
ん
ま

い
る

本
的
に
そ
い
つ
ら

 
は
ソ
ロ

ン
の
事
を
よ
く
思

て
い
な
か

た

 
奴
等
で

名
な
の
名
前
と
し
て
は
ア
ザ

ル
に

 
フ
ル

レ
テ

と
か
バ
フ

ト
と
か
そ
う

 
い

た
奴
等
だ

 
鈴

そ
い
つ
ら

て
強
い
の

 
怠
惰

う
ん
実
力
も
備
わ

て
る
か
ら
強
い
け
ど
ま

 
あ
ま
り

れ
る
の
は

き
で
は
な
い
悪
魔
達

 
て
感
じ
だ
よ

 
狗
神

つ
ま
り

高

て
事
か
格

い
い
な

 
怠
惰

と
は
言
う
け
ど
実

み
ん
な
で

ン
ハ
ン
と
か

 
や

て
た
け
ど



 外伝編  蒼き焔の物語

 
鈴

ど
ん
な
仲
な
の
そ
れ

 
神
楽

何
か
悪
魔
も
人
間

い
で
す

 
怠
惰

そ
り

そ
う
だ
悪
魔
は
人
間
大

き
だ
も
ん

 
一

外
も
い
る
け
ど

お

と
も
う

 
が
無
く
な

て
き
た
か
ら
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
神
楽

え

と
ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
鈴

そ
れ
じ

者
様

 
狗
神

ま
た
な



 第 話 蒼炎と魔炎

 
第

話
 
蒼
炎
と
魔
炎

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
よ
う
や
く
こ
の
小
説
の
編
集
が
終
わ

て
一

つ
き
な
が
ら
前
書
き
や

後
書
き
を
書
い
て
い
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

因
み
に

手
に
は

ヒ

と
い
う
地

に
お

落
を
出
し
て
い
ま
す
が
そ
ん
な
に
格

良
く
な
い
と
い
う
事
実

で
は
で
は
本
編
へ
ど
う

 
炎
で
包
ま
れ
る
大
図
書
館
に

リ
ア
ル
の
断

魔
の
悲
鳴
が
と
ど
ろ
く

そ
し
て

 
ド

ン

 
フ
ラ
ン
と
戦

て
い
た

の

リ
ア
ル
は

発
し
近
く
に
い
た
フ
ラ
ン
は

 
フ
ラ

キ

 
そ
の

発
に
吹

飛
ば
さ
れ
る

見
た
感
じ
だ
と

リ
ア
ル
を
倒
せ
た
み
た
い
だ

 

ア

こ
れ

て

 
パ

や

た
の
か
し
ら

 
と
パ

リ

が
思
い

き
り
フ
ラ
グ
を

て
た
次
の

間

分
の

が
急
に
熱
く



 外伝編  蒼き焔の物語

え
た
ぎ
る

す
る
と

か
ら
紅
蓮
の
炎
が
上
が
る

 

鈴

う
わ

 
レ
ミ

 
咲
夜

ま
だ
終
わ

て
い
な
い
と
い
う
の

 

ア

キ

 
四

を

束
し
て
い
た
レ
ミ
リ
ア
達
は
退

す
る

す
る
と

か
ら
放
出
さ
れ
た
焔
は
上
空

で
炎
の
体
を

り
出
す
と

 

リ

お
の
れ

お
の
れ

お
の
れ

お
の
れ

殺
す

 
殺
す
殺
す
殺
す
殺
す
殺
す
殺
す
殺
す
殺
す
殺
す

 
殺
す
殺
す
殺
す
殺
す
殺
す
殺
す
殺
す
殺
す
殺
す

 

す
ら

さ
ぬ
よ
う

や
し

く
し
て
殺
す

 
そ
う

分
の
中
で
ず

と

生
し
て
い
た

リ
ア
ル
の
本
体
が
危

を
感
じ
た
の
か
体
か
ら
出

て
き
た
の
だ

そ
れ
も
紅
蓮
の
炎
に
包
ま
れ
な
が
ら
炎
の
魔

を

え
て
だ

 
レ
ミ

あ
ら

気

ち
悪
い

が
更
に
不

に
な

 
た
わ



 第 話 蒼炎と魔炎

 

リ

こ
の

た
る
メ
ス
ガ
キ
共
が

 

キ
レ
を
通
り
越
し
た

リ
ア
ル
は

体
な
火

を

り
レ
ミ
リ
ア
達
へ
と
放

た

 
レ
ミ

そ
ん
な
程
度
の
炎
じ

は
や
ら
れ
な
い
わ

 
レ
ミ
リ
ア
達
は
そ
の
炎
を

け
る
の
だ
が

 

リ

炎
の
魔
を

め
た
貴
様
ら
に
炎
の

ろ
し
さ
と

 

さ
を
教
え
て
あ

る
わ

 
そ
の
言

を

え
た
そ
の

間
先
程

リ
ア
ル
が
放

た
火

の
着
弾

か
ら
焔
の

を
手

に

た

士
が
現
れ

後
か
ら
レ
ミ
リ
ア
達
を
斬
ろ
う
と
し
て
い
た

ど
う
や
ら
レ
ミ
リ
ア
達

は
今
の

リ
ア
ル
に
夢
中
に
な

て
い
て
気
づ
い
て
は
い
な
い
み
た
い
だ

守
ら
な
け
れ
ば

け
な
け
れ
ば

分
を
認
め
て
く
れ
た
家
族
な
ら
ば

 
ガ
キ
ン

 
そ
ん
な
事
を
思

て
い
る
と

手
に
体
が
動
く

で

ら
れ
る
マ
リ
オ

ト
で
は
な
く

分
の
意
思
で
体
が

手
に
動
い
た
の
だ

 
レ
ミ

な

 
咲
夜

嘘

玲
音
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玲
音

よ

さ
せ

よ

 
ギ
ン

 

リ
ア
ル
が

り
し
炎
の

士
を
ガ
ン

レ

ド
で

り
裂
き
炎
を
吸

す
る

そ
し
て

リ

ア
ル
の
方
へ
と
体
を
向
け
て

 
玲
音

て
め

散
々
と
人
の
体
を
使

て
遊
ん
で
く
れ
た

 
じ

か
落
と
し
前
は
つ
け
て
も
ら
う

 
パ

術
が

場

て
感
じ

 
ど
う
や
ら
そ
の
よ
う
だ

サ

レ

シ

ン
そ
れ
は

語
の

み
的
に

と
い

た
意

が

あ

た

だ

つ
ま
り
奴
の
力
を

し
て

分
の
意
思
を

に
し

分
の
体
内
に
奴
を
封
印

し
よ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う

だ
が
ま
だ
奴
が
い
る
と
い
う
事
は

分
が

と
い
う
の
が
正
し
い

み
た
い
だ

 

鈴

玲
音
さ
ん
し

か
り
と
や
り
返
し
て
く
だ
さ
い

  
玲
音

た
り
め

だ

久
々
だ
こ
ん
な
に
も
体
を
動
か
し

 
た
い
と
思

た
の
わ
よ
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こ
れ
ま
で
の
恨
み
等
を
全
て
を
込
め
て

リ
ア
ル
を

む

 

リ

念

玲
音
お
と
な
し
く
人

に
な

て
い
れ
ば

 
良
か

た
も
の
を

で
も
良
い
わ
今
度
こ
そ
こ
こ

 
に
い
る
者
達
を

殺
し
に
し
て
今
度
そ
こ

の
人

 

に
し
て
あ

る
わ

 

リ
ア
ル
は
更
に
炎
を
侵
食
さ
せ
て
い
き

体
も
の

ろ
し
い

を

つ
そ
の

は
炎
魔
の

士
達
を

り
上

て
い
く

 

リ

地
獄
を
見
せ
な
さ
い

魔
力
が

す
る
前
に

 
炎
の

士
達
は

分
達
へ
と
炎
で
出
来
た

を
向
け
て
襲
い
か
か

て
く
る

 
玲
音

や
れ
る
か
お

達
は

 
レ
ミ

当
然

な
ら
ば

除
す
る
わ

 
咲
夜

も

奴
は
許
し
て
は
お
け
ま
せ
ん
の
で

 

鈴

覚

な
さ
い

 
パ

や
る
わ
よ
小
悪
魔

 

ア

な
が
ら
手
伝
い
ま
す
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そ
う

が
言

て
い
る
と

 
ド

ン

 
と

音
が

き
音
の
方
を
見
る
と

な
笑
み
を

か
べ
る
フ
ラ
ン
が
い
た

 
フ
ラ

キ

ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
壊
し
タ
く

ち

た

 
そ
う
言
う
と
フ
ラ
ン
は

よ
り
も
先
に

を

先

け
炎
の

士
達
と

劇
を
始
め
た

 
レ
ミ

フ
ラ
ン
ば
か
り
や
ら
せ
な
い
わ
全
員
行
く
わ

 
よ

 
そ
う
し
て

で

リ
ア
ル
と
の
本
当
の
戦
い
が
幕
を
開
け
た

は

リ
ア
ル
が

り
出
し
た

炎
の

士
が
達
と
戦
い
始
め

分
は
フ
ラ
ン
と
炎
の

士
達
と

て
い
る
を
す
り

け
次
に
炎

の
中
を
突
破
し
な
が
ら
真

先
に
蒼
炎
を
纏
わ
せ
て

リ
ア
ル
へ
と
斬
り
か
か
る
が

 
ギ
ン

 

リ
ア
ル
も
手
に

つ
魔

で

い
で
く
る

 

リ

あ

玲
音
こ
う
し
て

を

で
返
す
の

い

 
わ

 
玲
音

そ
れ
は
て
め

に
感

は
し
て
は
い
た
さ

だ
が
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人
の
宝
物
を
壊
そ
う
と
す
る
の
か
ら
話
は
別
だ

 

リ
ア
ル

 

リ

そ
う
そ
れ
が
貴
方
の

え

な
ら
壊
し
て
あ

 
る
わ

そ
の
宝
物
を

 
ガ
キ
ン

 

リ
ア
ル
に

さ
れ

分
は
下
が
る

す
る
と

 
パ

小
悪
魔

執
事
に
あ
れ
を

 

ア

玲
音
さ
ん
使

て
く
だ
さ
い

 
炎
の

士
達
と
戦

て
い
る
小
悪
魔
が

方
に
向
か

て
何
か
を
投

て
き
た

そ
れ
を
受
け

り
見
る
と
ガ
ン

レ

ド
に
対

す
る

７

弾
丸
そ
れ
も
フ
ル
に
使
え
る

発
だ

 
玲
音

あ
り
が
と
よ
パ

リ

小
悪
魔

 
パ

大
事
に
使
い
な
さ
い
よ

 
言
わ
れ
な
く
て
大
事
に
使
い
た
い
も
の
さ

だ
が

 

リ

さ
せ
な
い
わ
玲
音

 

リ
ア
ル
が

で
斬
り
つ
け
更
に
炎

を
放

て
く
る

そ
れ
ら
の

撃
を

け
つ
つ
弾

を
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開
き
パ

リ

か
ら

た
弾
を
全

込
め

 
玲
音

そ
ら

 
ド
ン

ド
ン

 
す
ぐ
さ
ま

発
撃
ち
込
む

だ
が

リ
ア
ル
は
そ
ん
な
弾
丸
な
ど

で
も
な
い
と
言
わ
ん
ば

か
り
に

け
る

 
玲
音

け
た

 
と

け
た
こ
と
に
考
え
い
る
と

 

リ

行
き
な
さ
い

の
炎
よ

 
そ
う
言
う
と
更
に
炎
の

士
達
が

ら
れ

分
へ
と
炎
の

を
向
け
て
襲
い
か
か

て
く
る

が 
玲
音

蒼
炎
よ
舞
え

 
ガ
ン

レ

ド
を
一

し

の

慢
で
あ
る
蒼
炎
を
放
ち
炎
の

士
を
蒼
炎
に
吸

す
る

 

リ

何

何

今
は
貴
様
の
中
に

は
い
な
い

 
な
の
に
何

貴
様
は

の
炎
を
使
え
る

 
玲
音

リ
ア
ル
て
め

さ

き
の
あ
れ

ら
く
は
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聖

か

に

て

の
体
内
か
ら
出
た
み
た

 
い
だ
か
ら
気
づ
い
て

み
た
い
だ
け
ど
よ
お
前

 
は

か
ら
出
る
の
に
魔
力
を

分
使

た
だ
ろ

 
そ
の

分
が

の
中
で

て
る
な
ら
分
か
る
よ

 
な

 

リ

 

リ
ア
ル
の
魔
力
で

ら
れ
た
炎
は
並
大

の
炎
な
ら

リ
ア
ル
の
炎
に

み
込
ま
れ
る
だ
ろ

う

だ
が

リ
ア
ル
の
炎
と

リ
ア
ル
の
炎
が
対

し
た
の
な
ら
結

は
強
い

リ
ア
ル
の
炎
が

に
吸

す
る
に
決
ま

て
い
る

見
た
感
じ
で
は
炎
の

士
達
は

リ
ア
ル
が
魔
力
を
分
け
合

う
事
で

ら
れ
て
い
る
み
た
い
な
た
め

に
吸

で
き
る

 

リ

も
化
け
物
だ
か
ら
言
え
な
い
け
ど
貴
方
も

分

 
化
け
物
よ
玲
音

 
玲
音

も
う

れ
た
さ

は
も
う

に
人
間
を

め

 
た
か
ら
な

 
ガ
キ
ン
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ま
た
ガ
ン

レ

ド
と
魔

と
で
つ
ば

り
合
い
と
な
る

す
る
と

リ
ア
ル
は

分
の
ガ
ン

レ

ド
の
刀

を

り

そ
う
な

で
笑

て
く
る

 

リ

ア
ハ
ハ
ハ

 

後
の
炎
か
ら
炎
の

士
達
が
炎

を

て

分
へ
と
斬
り
か
か

て
く
る
が

 
咲
夜

ザ

ル
ド

 
と
そ
ん
な
言

が
聞
こ
え
て
く
る
と

分
の
目
の
前
に
は
い
つ
の
間
に
か

リ
ア
ル
は

え

て
い
て
代
わ
り
に
咲
夜
が
い
た

 
咲
夜

大

 
玲
音

咲
夜

あ

大

 
ザ
シ

ザ
シ

ザ
シ

ザ
シ

ザ
シ

 
近
く
で
何
か
が
無
数
に
刺
さ
る
音
が

く

見
て
み
る
と

リ
ア
ル
と
炎
の

士
達
に
無
数
の

イ
フ
に
刺
さ
れ
針
山
の
よ
う
に
な

て
い
た
が

 

リ

小

も
良
い
と
こ
ろ

そ
ん
な

で

 
そ
う
言
う
と
咲
夜
が
突
き
刺
し
た

イ
フ
を
ド
ロ
ド
ロ
に

か
し
て
い
く

や
は
り

イ
フ
で

体
的
に
戦
う
咲
夜
と
の
相
性
は
最
悪
だ
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玲
音

咲
夜

お
前
も
無
理
は
す
る
な
よ

バ
く
な

た

 
ら
逃

ろ
よ

 
咲
夜

そ
れ
は
フ
ラ
グ
よ
玲
音

だ
け
ど

に

 
秘
め
て
お
く
わ

 
そ
う
言
う
と
咲
夜
は
ま
た
炎
の

士
達
と
の
戦
闘
に
戻

て
い

た

間

 

リ

所
見
は
良
く
な
い
わ
よ
玲
音

 
玲
音

と

 
ド

ン

 

 

リ
ア
ル
が
魔

を

り
下
ろ
す
が
転
が

て
回

し

 
玲
音

こ
の

な
ら

け
れ

よ
な

リ
ア
ル

 

リ

あ
ら

 

を

リ
ア
ル
へ
と
向
け
そ
し
て
引
き

を
引
く

 
ド

ン

ド

ン

ド

ン

 
今
度
は

発
の
弾
丸
を
撃
ち
込
む

だ
が
そ
れ
は

リ
ア
ル
に
当
た
る
こ
と
は
な
か

た

何

な
ら
ば
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ザ
シ

ザ
シ

ザ
シ

 

リ
ア
ル
が

分
で

り
出
し
た
炎
の

士
達
を

に
し
て
全
て

い
だ
か
ら
だ

だ
が
弾
丸

に
当
た
り
炎
の

士
達
は
炎
が

火
す
る
が
み
た
く

か
に

滅
し
た

そ
の

に

リ
ア
ル
は

分
か
ら

を

た

 
玲
音

や

り
こ
れ
な
ら

 

ら
く
こ
の
弾
丸
に
は
何
か
し
ら
の
魔
術
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
か
炎
の

士
が
一

で

滅

し
た

パ

リ

が
大
事
に
使
い
な
さ
い
と
言

た
意

が
よ
う
や
く
分
か

た
が
も
う

り

発
だ

 

リ

が
負
け
る
な
ど
黒

が
つ
く
事
な
ど
断
じ
て

 
認
め
な
い
わ

 

リ
ア
ル
は
飛

す
る
と

時
に
紅
蓮
の
魔
炎
の
温
度
が
更
に
上
が

て
い
く

怒
り
に
比

し
て
ど
ん
ど
ん
上
が

て
い

て
い
る
よ
う
だ

 

リ

と
な

て
滅
べ

 
そ
う
言
う
と

リ
ア
ル
が

の
溜
め
に
溜
め
た
炎
を
一
気
に
放
出
し
て
大

発
を
起
こ
す

が



 第 話 蒼炎と魔炎

 
パ

ア
ク
ア
カ

テ
ン

 
パ

リ

の
魔
法
が
発
動
し

分
達
を
包
み
込
む
よ
う
に
目
の
前
に
は

の
カ

テ
ン
が
出

来
上
が
る

そ
れ
が

と
な

て

い
で
く
れ
た

 

リ

お
の
れ

 

リ
ア
ル
が

ん
で
い
る
と

鈴
が

リ
ア
ル
の

後
へ
と
回
り
込
ん
だ

 

鈴

せ
い
や

 

リ

う
が

 

鈴
の
空
中
か
か
と
落
と
し
が
決
ま
り

リ
ア
ル
は
地
上
へ
と
落
ち
て
く
る
が
す
ぐ
さ
ま
体

を
整
え
る

 

リ

良
く
も

 
手
を

鈴
へ
と
向
け
て
火

を

ろ
う
と
し
た
そ
の
時

 
フ
ラ

フ
ラ
ン
と

遊
ん

よ

 
ザ
シ

 

 
フ
ラ
ン
が

リ
ア
ル
が
火

を

る
た
め
に

た

を
火
の

で

断
し
た

 

リ

り
娘
が
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ド

ン

 

断
さ
れ
た

を
炎
で
再
生
さ
せ
フ
ラ
グ
を

り
吹

飛
ば
す

 
フ
ラ

が
は

 
レ
ミ

フ
ラ
ン

 
吹

飛
ば
さ
れ
た
フ
ラ
ン
を
す
ぐ
さ
ま
レ
ミ
リ
ア
が

け
る
が
フ
ラ
ン
は
動
か
な
い
見
た
感
じ

気
絶
し
た
よ
う
だ

 

リ

ア
ハ
ハ
ハ
一

が

え
た
わ
良
い
気

 
レ
ミ

貴
様

 
玲
音

待
て
お

 
地
上
へ
と
フ
ラ
ン
を
下
ろ
し
た
レ
ミ
リ
ア
は
真

な

を
手
に

ち
突
撃
し
て
い
く

お

を

人

リ
ア
ル
を
相
手
に
さ
せ
る
の
は
危
険
な
た
め

分
も
後
を
追
う

 
レ
ミ

け
ス

ア
・
ザ
・
グ
ン
グ

ル

 
そ
う
言
い
真

な

を
投

す
る

だ
が
そ
ん
な
程
度
の

で
は

リ
ア
ル
は
や
ら
れ
な

い

だ
か
ら
こ
そ

分
は

リ
ア
ル
が
そ
の

に
気
を

ら
れ
て
い
る
間
に

を
つ
め
て
い
く

が
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リ

小
賢
し
い

が

 
投

さ
れ
た

を
何
と

に

り
し
め
た

そ
し
て
そ
の

を
今
度
は
レ
ミ
リ
ア
へ
と
投

す
る

 
レ
ミ

し
ま

 
投

し
た

後
で
ま
さ
か
返
さ
れ
る
と
予

し
て
い
な
か

た
の
か
動
け
そ
う
も
な
か

た

分
は
す
ぐ
さ
ま
レ
ミ
リ
ア
を

す

 
レ
ミ

え

執
事

 
ザ
シ

 
玲
音

が

 

に

が
刺
さ
り

を
開
け
る

レ
ミ
リ
ア
の

代
わ
り
に

分
が
そ
の

の

食
に
な

た
の
だ

 

リ

本
当
に
今
の
貴
方
は

い
わ

玲
音

守
る
者

 
等
は

て
て
し
ま
え
ば
良
い
の
に
ア
ハ
ハ
ハ

 

 
ド

ン

 
玲
音

ぐ

そ
う
で
も
な
い
さ
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血
を
は
き
な
が
は
最
後
の
力
を

り

り
高
笑
い
す
る

リ
ア
ル
の

に
最
後
の
弾
丸
で
撃

ち

く

す
る
と

リ
ア
ル
の

か
ら
炎
が

出
す
る

 

リ

ガ

 
玲
音

ど
う
や
ら

め
は
お
前
の
方
が

か

た
み
た
い

 
だ
な

ぶ
は

 
レ
ミ

執
事

 
先
程
か
ら

リ
ア
ル
は
上
手
く
行
く
と
高
笑
い
す
る

が
あ

た

そ
し
て
も
う
反
撃
で
き
な

い
で
あ
ろ
う
と
思
わ
せ
れ
れ
ば

更
今
の
よ
う
な
反
撃
も
可
能
だ

た
が
一
か
八
か
の

け
で
も

あ

た
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
も
探
す
の
が
一

だ

た

だ
が
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
レ
ミ
リ
ア
が

キ
レ
と
い
う

だ

た
が

て
く
れ
た
め
こ
の
結

に
な

た

つ
ま
り
そ
の

分
の
予

し
た

け
に

分
は

た
の
だ

 

リ

ぐ

玲

音

 
そ
う

き
な
が
ら

リ
ア
ル
は
炎
が

火
す
る
が

く

え
て
い
な
く
な

た
の
だ

た
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怠
惰

で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
狗
神

し
か
し
こ
れ
で

リ
ア
ル
と
の
戦
い
も
終
わ
り

 
か

 
鈴

本
当
だ
よ

や

た
か

て
思

た
ら
何

 
ち

て

て
い
う

開

か

た
も
ん

 
怠
惰

ま

そ
り

リ
ア
ル

て
の
は
悪
魔
の
中
で

 
も
最
も
嘘
を
つ
く
悪
魔
で
も
あ
る
か
ら

 
神
楽

嘘
で
す
か

 
怠
惰

そ
う

リ
ア
ル
の
犯
し
た
犯
行
を
言
い
た
い

 
け
ど

１
５
だ
か
ら
言
え

わ
も
う
内
容

 
が

１
８
何
だ
よ

 
狗
神

そ

そ
ん
な
か

 
怠
惰

う
ん
オ

ラ

ト
に
言
う
と
三

を
使

て

 
あ
る
町
の
出
生

を

に
し
て
町
を
滅

し

 
た
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鈴

う

う

ん
地

に

い

 
神
楽

ど
う
い
う
事
で
し

う
か

 
怠
惰

も

と
分
か
り
や
す
く
い
う
と

が
大

 
発
生
し
た
み
た
い
な

 
鈴

あ

し
た

そ
れ
は
言
わ
な
く
て
も
良
い
わ

 
狗
神

お

お
い
ど
う
い
う
事
だ
よ

 
怠
惰

世
の
中
に
は
知
ら
ぬ
く
て
も
良
い

て
事
が

 
あ
る

て
事
で
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
神
楽

え

え

と
次
回
の
投
稿
ま
で
お
待
ち
く
だ
さ
い

 

者
様
方

 
鈴

そ
れ
じ

者
様

 
狗
神

お
い
話
は

 
怠
惰

サ
ラ

バ

 
狗
神

終
わ
ら
せ
ら
れ
た



 第 話 再起

 
第

話
 
再
起

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
バ
イ
ト
に

れ
て
何
か
新
た
な

を
探
し
何

か
天
華

に
行

き
着
い
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

村
正
ち

ん
が
可
愛
い
の
何
の

え

キ

い

そ

れ
は
今
さ
ら
と
で
す
だ
け
言

て
お
き
ま
す

で
は
で
は
本
編
へ
ど
う

 
炎
の

ル
に
包
ま
れ
て
い
る
紅
魔
館
は
原
因
と
な

て
い
た

リ
ア
ル
が
い
な
く
な

た
事

で
ど
ん
ど
ん
炎
は

え
て
い
き

後
だ
け
が

て
い
く

だ
が

 
レ
ミ

は

き
に
し
て
よ

執
事

笑
え
な
い
わ
よ

 
起
き
な
さ
い
よ

執
事

何
時
も
み
た

 
い
に
炎
で
再
生
し
て
サ
ク

と
蘇

て
よ

 
お
願
い

だ
か
ら

 
レ
ミ
リ
ア
が
激
し
く

分
を

さ
ぶ

て
く
る

し
か
も
い
つ
の
間
に
か

も

分
の

り
を

て
い
た
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咲
夜

玲
音

嘘
じ

な
い
わ
よ

死
ぬ
な
ん
て
許
さ

 
な
い
わ
よ

 

鈴

玲
音
さ
ん
起
き

気
が
小
さ
く
な

て

 

ア

す

す
ぐ
に

屋
に

ん
で
手
当
て
を

て

 
玲
音
さ
ん
の

が

 
と

小
悪
魔
は
言
う
の
だ
が
も
う

分
の

は
動
か
な
く
な

て
い
る
の
は
感
覚
で
分
か
る

何

だ
ろ
う
と
思
い
つ
つ

を
見
る
と

々
に

だ
け
を

し
て

と
な

て
い

て
い
る
の

だ 
咲
夜

体
が
ど
ん
ど
ん

に

 
パ

リ
ア
ル
が
い
な
く
な

た
事
で
呪
い
は
解
け
た

 
け
ど

ご
め
ん
な
さ
い

が
失
敗
し
た
ば

か

 
り
に
貴
方
を

え
な
く
て

 
レ
ミ

パ

の
せ
い
じ

な
い

パ

の
せ
い
何
か

 
じ

ぐ
す

 

が

分
の
た
め
に

い
て
く
れ
て
い
る
よ
う
だ

昔
だ

た
ら
考
え

か
な
か

た
だ
ろ



 第 話 再起

う

分
の
事
で

い
て
く
れ
る
者
達
が
現
れ
る
こ
と
等

こ
れ
ま
で
熱
か

た

の
体
が

い

と
思
い
つ
つ

く
レ
ミ
リ
ア
の

を

り

 
玲
音

く
な
よ
お

そ
れ
に
お
前
ら
も

は
楽
し

 
か

た
ん
だ
か
ら
よ
⻑
い
⻑
い
年
月
を

に
も

 
生
き
て
い
く
な
か
で
よ
う
や
く

じ

な
い
と

 
知

た
と

時
に
家
族
と
し
て
認
め
て
く
れ
た

 
そ
ん
な
お
前
ら
に
は
感

し
き
れ
な
い
な

 
レ
ミ

く

な
ら

え
る
な

が

ち
る
ま
で
そ
の

 
生
を
生

ま
で
仕
え
ろ

執
事

 

ぐ
ら
を

み
な
が
ら
グ
ラ
ン
グ
ラ
ン
と
動
か
し
て
く
る

気

ち
悪
く
な
り
そ
う
だ

 

鈴

お

様

 
咲
夜

め
て
く
だ
さ
い

お

様

 
レ
ミ

く
な

執
事

玲
音

 
と
レ
ミ
リ
ア
が

分
の
事
を

呼
す
る
が

分
は
ま
だ

て
い
る
手
を
レ
ミ
リ
ア
の
手
に

い
て
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玲
音

今
ま
で
あ
り
が
と
う
な
レ
ミ
リ
ア
お

様

 
そ
れ
に
パ

リ

レ

ジ
に
紅

鈴
そ
し

 
て
小
悪
魔
に
十
六
夜
咲
夜

ま
た
会
え
た
ら
会
お

 
う
な

そ
れ
と
フ
ラ
ン
に
も
よ
ろ
し
く
な

 
そ
う
言
う
と

時
に
レ
ミ
リ
ア
の

に

せ
た
手
は

と
な

て

滅
し
つ
い
に

分
の

界

ま
で
も
が

え
て
な
く
な

た
の
だ

た

 
レ
ミ

玲
音

 
咲
夜

玲
音

 

鈴

玲
音
さ
ん

 
パ

ご
め
ん
玲
音

本
当
に
ご
め
ん
な
さ
い

 

ア

玲
音
執
事
⻑

 

人
は
玲
音
だ

た

と
ガ
ン

レ

ド
を

め
レ
ミ
リ
ア
は
そ
の

を
強
く

り
し
め
る

の
だ

た

そ
し
て
現

の

分
は

 
玲
音

こ
こ
は

 

分
の
目
の
前
に
は
薄

れ
た

屋
が
目
に

た

す
る
と



 第 話 再起

 
人
間

ギ

め
て
く
れ

 
人
間

か

け
て
く
れ

 
断

魔
の
悲
鳴
が
聞
こ
え
て
く
る

そ
う
こ
こ
は
か
つ
て

分
が
い
た
邪
教
者
達
の
ア
ジ
ト
で

あ
る

教
会
だ

 
玲
音

 

す
る
こ
と
な
く

分
は
た
だ
前
へ
と
歩
く

歩
い
て
い
き

つ
の

の
前
へ
と
立
つ
と

を
開
け
る

す
る
と
そ
こ
に
は

 

祭

大
な
る
神
よ

ど
う
か
こ
の
者
を

と
し
て

 
こ
こ
に
降
臨
し
た
ま
え

 

者

降
臨
し
た
ま
え

降
臨
し
た
ま
え

 

者

降
臨
し
た
ま
え

降
臨
し
た
ま
え

 

者
達
は

ま
ず
き

り
始
め
る

更
に
そ
の
先
に
は

人
の
少
年
い
や
過
去
の

分
が
い

た

そ
し
て

祭
は
近
く
に
い
た
黒

の
執
行
人
に
何
か
合
図
を
し
た
そ
の

間

 

祭

さ

こ
の
者
を

と
し
降
臨
な
さ
れ
よ

 
少
年

せ

め
ろ

め
ろ
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ジ

 
少
年

が

 
焼
き
印
を

近
に
強

的
に

さ
れ
断

魔
の
悲
鳴
を
あ

た

だ
が
こ
ん
な
忌
ま
わ
し

い
過
去
に
対
し
て

 
玲
音

だ
か
ら
何
だ

 
も
う
何
も
思
え
な
か

た

そ
れ
に
も
う
受
け

め
ら
れ
る

こ
の
過
去
が
あ

た
か
ら
今
の

分
が
い
る

こ
の
先
の
未
来
で
家
族
と
呼
べ
る
仲
間
が
出
来
た

だ
か
ら
こ
れ
は
そ
の

み

だ
と

り

れ
る

す
る
と

 

 

あ
ら
あ
ら

外
に
つ
ま
ら
な
い
反

 
聞
い
た
こ
と
の
あ
る

が
聞
こ
え
て
く
る

分
は

り
向
く
が
そ
こ
に
は

も
い
な
く
そ
し

て
ま
た
前
を
見
る
と
先
程
の
狂

者
達
や
過
去
の

分
が
い
な
か

た
が
代
わ
り
に
生
け

の

に

人
の
女
性
い
や
倒
し
た

の

リ
ア
ル
が
い
た

 
玲
音

お
前
が
い
る

て
事
は
こ
こ
は
死
後
の
世
界

 
か
何
か
か

ち

ま
さ
か
お
前
と
一

に
行
く
事

 
に
な
る
な
ん
て
本
当
に
最
悪
だ



 第 話 再起

 

リ

い
わ

と
い
う
か
何
時
こ
こ
が
死
後
の
世
界

 
だ
と

 
玲
音

は

い
や
い
や

お
前
死
ん
だ
だ
ろ

 

の
分
か
ら
な
い
事
を
言

て
く
る
た
め
流
石
に
ツ

ミ
を
す
る
が

リ
ア
ル
は
首
を

て 

リ

が
死
ん
だ

て
そ
れ
も
う
と

く
よ

え

 
ま
さ
か

が
や
ら
れ
た
と
思

た
の

念

 
ま
だ
や
ら
れ
て
な
い
わ
よ
て
い
う
か
殺
せ
な
い

 
わ
貴
方
達
で
は

 
ど
う
や
ら

に

リ
ア
ル
は

に
な

て
い
た
よ
う
だ
が
ま
だ

全
に

滅
は
し
て
は
い

な
い
と
い
う
の
は
分
か

た

と
い
う
か
こ
れ
ま
で
と
比
べ
る
と
殺
気
と
い
う
か
狂
気
と
い
う
か

そ
う
い

た
も
の
が
な
く
な

て
い
て
正

あ
せ
る

 
玲
音

お
前
本
当
に

リ
ア
ル
か

 

リ

え

 
玲
音

さ

き
と
比
べ
る
と
全
然

く
も

な
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リ

あ
ら

な
ら
さ

き
み
た
く
狂
気
を

ま
せ
た
方

 
が

み
か
し
ら

 
玲
音

け

お

き
に
ど
う

 
だ
が
こ

ち
の
方
が
話
し
や
す
い

す
る
と

リ
ア
ル
は

得
し
た
の
か

を
組
ん
で

方
を

み
て
く
る

 

リ

ま

良
い
わ

 
玲
音

で

お
前
は
何
の
よ
う
だ
よ

散
々

や

に

 
迷

を
か
け
て
よ

 

リ

だ

て
面
白
く
も
な
い
ん
だ
も
の
だ
か
ら

し
み

 
と
い
う
炎
の
花
を

え
て
あ

た
の
よ

 
悪

に
も
程
が
あ
る

見
て
い
て
イ
ラ
つ
い
て
く
る

 

リ

だ
け
ど
ま
さ
か
こ
の

が
負
け
る
と
は
思
わ
な

 
か

た
わ

正

貴
方
を

の
言
う
が
ま
ま
の

 
人

に
し
た
か

た
け
ど
あ
の
子
達
と
の
関
わ

 
り
が
強
す
ぎ
て
こ
の
野
望
は
も
う
無
理
そ
う



 第 話 再起

 

念
だ
わ

 
玲
音

け

 

リ

だ
け
ど
認
め
て
あ

る
わ
貴
方
は
い
え
貴
方
達

 
は

体
化
は
し
た
と
は
い
え

に

た
の
だ

 
と

 

タ
リ
と
笑
い
な
が
ら
言
う
の
が
怪
し
い
し

散

い

そ
し
て

 

リ

玲
音

と
も
う
一
度

引
を
し
な
い

 
か
し
ら

 
悪
魔
の

き
と
い
う
名
の

り
引
き

か
つ
て

分
は
こ
い
つ
と

り
引
き
し
た
が
た
め
に
こ

れ
ま
で
を

し
む
結

と
な

た

そ
れ

に

 
玲
音

断
る

 
と

キ

パ
リ
断
る
の
だ
が

 

リ

ま
あ
ま
あ
そ
う
言
わ
な
い
で
頂

今
回
は
貴
方

 
に
優

な

り
引
き

 
玲
音

お
前
は
嘘
や
悪
徳
の
悪
魔
だ
と
い
う
の
は
も
う
知
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て
る

に
お
前
と

り
引
き
等
は
し
な
い

 

リ

そ
う
な
ら
言
い
わ
貴
方
は
も
う
あ
の
子
達
に

 
会
い
た
く
は
な
い
み
た
い

 
玲
音

何

 

リ
ア
ル
は
手
か
ら
火
の
玉
を
出
す
と
そ
こ
か
ら
映

が
流
れ
て
く
る

そ
れ
は

分
の
墓
の

前
で

が

い
て
い
る

だ

た

 

リ

こ
れ
が
最
後
よ
玲
音

こ
れ
を
逃
せ
ば
貴
方

 
は
も
う
蘇
れ
な
い
し

と
い
う
悪
魔
と

約
を

 
し
た
が
た
め
に
転
生
す
る
こ
と
は
出
来
ず
こ
の

 
ま
ま
こ
こ
で
永
遠
に
さ
ま
よ
う
事
と
な
る
わ
よ

 
玲
音

お
前
は

に
何
を

め
て
る

何
の
た
め
に

に

 
近
づ
い
た
ん
だ

リ
ア
ル

 

リ

よ

は
依
代
が
欲
し
い
け
ど
そ
の

と

 
な
る
人
間
は
ご
く
ま
れ
だ
か
ら
失
い
た
く
は
な

 
い
の
よ

の
悲
願
の
た
め
に



 第 話 再起

 
玲
音

お
前
の
悲
願

て
の
は
七
つ
の
大

達

い
や

 
ア
ス

ウ
ス
を
除
い
た
メ
ン
バ

殺
す
事
が

 
願
い
な
の
か

 

リ
ア
ル
の
過
去
を

い
た
が
た
め
に
言
え
る
こ
と
だ
が

女
が
七
つ
の
大

と
呼
ば
れ
る
悪

魔
達
に
対
し
て
の
怨
み
は

ま
じ
い
と
し
か
言
え
な
い

そ
し
て
聞
い
た
こ
と
は
正
解
な
の
か

 

リ

え

そ
う
よ

奴
ら
は

達
か
ら

反
し
た
後
も

 
こ
の
世
界
に
度
々
に
出
現
し
て
い
る
み
た
い
な
の

 
だ
か
ら
こ
の
手
で
始

す
る
そ
の
た
め
に

を

 
り

け
る
レ
メ

ン
ド
ン
グ
リ

ル
か
ら
脱

 

す
る
た
め
に

殺
し
た
ん
だ
か
ら

 
玲
音

そ
こ
ま
で
す
る
か

 

リ

す
る
わ
奴
等
を
ル
シ
フ

や
サ
タ
ン
そ
れ
か
ら

 
マ

ン
や

ル

に
レ

ア
タ
ン
そ
し
て

 

か

れ
た
け
ど
居

り
悪
魔
を
殺
す
た
め

 
な
ら
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本
心
か
ら
話
し
て
い
る
の
か
言

に
怒
り
が
込
め
れ
て
い
た

と
い
う
か
最
後
の

人
が

れ
ら
れ
て
て
も
う

タ
キ

ラ
と
し
か
思
え
な
い
が
気
に
し
な
い
事
に
し
た

し
か
し
か
つ
て
の

邪
悪
な
感
じ
が
な
く
な
り
普
通
に
話
し
て
い
る
事
に

問
を
思
う
の
だ
が

分
は

リ
ア
ル
の
手

に
出
す
炎
の
映

を
見
て
心
か
ら
思

た

の
元
へ
と
戻
り
た
い
と

 

リ

か
ら
の

件
は
た
だ

に
七
つ
の
大

を

 
見
つ
け
次
第
殺
す
の
に

力
す
る
こ
と
そ
れ
が

 

件
よ

 
玲
音

に

件
を
つ
け
さ
せ
ろ
ろ
今
後
一

い
や
そ
い

 
つ
ら
と
出
会
わ
な
い
限
り

が
呼
ば
な
い
限
り
出

 
て
く
る
な
そ
し
て
二
度
と

の
友
や
家
族
を

し

 
め
る
な
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の

の
生
を
邪
魔
す
る

 
な

そ
れ
を

け

え
ろ

 

リ

玲
音

貴
方
は
そ
れ
を
言
え
る
立
場
か
し
ら

 
と

言
う
が
先
程
の
ご
く
ま
れ
と
い
う
言

そ
れ
を
逆
手
に
と
ら
な
い
わ
け
が
な
い

 
玲
音

を
失
え
ば
お
前
は
ま
た
次
の

を
見
つ
け
る



 第 話 再起

 
事
に
な
る
ま
で
に
何
年
待
つ
の
か

 

リ
ア
ル
は

を

み

し
た
か
の
よ
う
な

を
す
る
と

々
と

 

リ

ち

え

良
い
わ
そ
れ
も

件
に

れ
て

 
あ

る
わ
よ

 
玲
音

本
心
だ
よ
な

 

リ

え

約
は
絶
対
そ
れ
は
悪
魔
の

ラ
イ
ド
と

 
し
て
守
る
わ

 
玲
音

良
い

リ
ア
ル
そ
の

約
を

て
や
る

 
だ
か
ら

を

ら
せ
ろ

 

リ

は

 
そ
れ
を
聞
き

リ
ア
ル
は
た
め

を

き
そ
し
て

タ
リ
と
笑
う

す
る
と

り
一
面
が
炎
で

包
ま
れ
る

 

リ

約

立
よ
玲
音
さ

現
世
に
戻
り
な
さ
い
そ
の

 
死
ぬ
事
を
許
さ
れ
な
い
生
へ
と

 
そ
の
言

と
共
に

分
の
次
回
は
真

暗
と
な
る
の
だ

た
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怠
惰

お
い
ご
ら

が

タ
キ

ラ
だ

が

 
て
い
う
か

れ
ん
な
や

 
狗
神

ど
う
し
た
キ

男

 
怠
惰

お
い
こ
ら
ど
う
い
う
意

じ

解

し
て
や
ろ

 
う
か

こ
こ
最
近
は
天
華

し
か
や

て
な
い

 
か
ら

て

す
ぎ
る
だ
ろ

 
鈴

狗
神
の

や
め
と
き
な

て
ロ
ボ
ト
ミ

手
術

 
さ
れ
る
よ

 
神
楽

し
か
し
こ
れ
で
復
活
す
る
ん
で
す

 
怠
惰

ま

折

の

体
を
失
う
の
は

リ
ア
ル
か
ら
す

 
れ
ば
痛
い
か
ら

出
来
る
だ
け
生
か
し
て
お
き
た

 
い
の
が
本
心
だ
ろ
う

分
が
世
界
に

さ
せ

 
る
た
め
だ
け
の

だ
け
ど



 第 話 再起

 
鈴

古
来
種
の
悪
魔
達

て
複

だ

 
怠
惰
さ
さ

き

タ
キ

ラ
と
か
言

て
た
け

 
ど
あ
れ

て
ま
さ
か

 
神
楽

た

怠
惰
様
ま

ま
さ
か
七
つ
の
大

の
悪
魔

 
な
ん
で
す
か

 
狗
神

ど
う
に
も
く
せ

と
思

て
た
が
そ
う
い
う

 
事
か

 
怠
惰

ク
イ

ク
＆
ス
ロ

タ
イ

 
鈴

た

怠
惰
が

え
た

 
狗
神

い
や
匂
う
奴
は
こ
こ

ぐ

な

何
だ
と

 
神
楽

い

狗
神
様

 
鈴

く

首
に
注
射

が

は

 
神
楽

鈴

様

 
怠
惰

る
は
神
楽
ち

ん
だ
け
だ
よ

大

 
は

め
て
あ
る
か
ら
痛
く
な
い
よ



 外伝編  蒼き焔の物語

 
神
楽

い

い
や

あ

ん

 
怠
惰

様
は
何
も
見
て
い
な
い
良
い
で
す

 
良
い
で
す

で
は

が

て
し
ま

た
の
で

 
今
回
は
こ
こ
ま
で
そ
れ
で
は

者
様
さ
よ
う
な

 
ら



 第 話 リ・スタート

 
第

話
 
リ
・
ス
タ

ト

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
そ
し
て
ま
た
今
日
か
ら
投
稿
を
開
始
す
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

そ

れ
と
玲
音
の
話
は

ら
く
次
回
か
そ
の
次
で
終
わ
り
と
な
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す

で
は
本
編
へ
ど
う

 
紅
魔
館
を
襲

た
炎
に
事
件
か
ら
約

間
が
経
過
し
た
こ
の
日

レ
ミ
リ
ア
は
親
友
の
パ

リ

と
共
に

り
変
わ
る
景
色
を

め
感
じ
る
た
め
に
テ
ラ
ス
に
い
た

 
レ
ミ

執
事
お

を

て
き
て
頂

 
パ
ラ
ソ
ル
テ

ル
で
日
光
は
当
た
ら
な
い
と
は
い
え
ど
座

て
い
る
と

が

い
て
き
た
来

た
た
め
玲
音
に
紅

を
頼
む
の
だ
が

 
レ
ミ

あ
れ

こ
な
い
わ

 
パ

レ
ミ

 
一
向
に
玲
音
が
来
な
い

何

だ
と
思

て
い
る
と
咲
夜
が
紅

の
セ

ト
を

て
き
た



 外伝編  蒼き焔の物語

 
咲
夜

お

様

そ
の
玲
音
は

 
レ
ミ

あ

そ
う

だ

た
わ

 
折

の

気
を

無
し
に
し
て
し
ま

た

も
う
玲
音
が
死
ん
で
か
ら
か
れ
こ
れ

間

が
経
過
し
た
が
未
だ
に

分
を

め
て
館
の
住
人
達
の
心
の

は

え
な
い
で
い
た

 
咲
夜

お

様
パ

リ

様

紅

で
す

 
そ
う
言
い
咲
夜
は
紅

を
目
の
前
に

く

色
合
い
香
り
か
ら
し
て

ジ
リ
ン
テ

だ
ろ

う 
レ
ミ

頂
く
わ

 
パ

は

 
パ

リ

と
共
に
紅

を

む

咲
夜
の
紅

の

り
方
そ
し
て

れ
方
は

鈴
か
ら
玲
音

そ
し
て
玲
音
か
ら
咲
夜
へ
と
伝
授
し
て
い

た
た
め
に

は

て
は
い
る
の
だ
が
や
は
り

ん
の

少
し
だ
け

う

 
レ
ミ

咲
夜
ど
う

こ
こ
最
近
は

 
咲
夜

え

え

と
館
を

く
し
た
の
で
少
し
掃
除
が

 
大
変
に
は
な
り
ま
し
た



 第 話 リ・スタート

 
レ
ミ

そ
う

 
玲
音
が
い
な
く
な

て
数
日
後
気
分
を
変
え
る
た
め
に
咲
夜
の
能
力
を
使

て
館
を

ま
せ

更
に

く
し
た
の
だ
が
逆
に
咲
夜
の
負

が
大
き
く
な

た
み
た
い
だ

と
い
う
か
話
が

り
上

が
ら
な
い

 
レ
ミ

気
ま
ず
い
わ

 
咲
夜

そ
う
で
す

 
パ

は

見
て
ら
ん
な
い
わ

 
そ
う
言
う
と
本
を

ん
で
パ

リ

は
立
ち
上
が
り

い

ち
の

鏡
を
外
し
な
が
ら

 
パ

そ
ろ
そ
ろ

執
事
の
墓
の
花
を

し
に
行
か

 
な
い
レ
ミ

 
レ
ミ

そ
う

そ
う
し
ま
し

う
か

 
無
理
に
で
も

を
笑
わ
せ
て

分
を
元
気

け
る

で
な
い
と
気

ち
が

ん
で
し
ま
う

 
咲
夜

な
ら
日

を
用
意
し
ま
す

 
レ
ミ

そ
れ
か
ら
咲
夜

鈴
や
小
悪
魔
に
も
伝
え
て

 
き
て
頂

本
当
な
ら
フ
ラ
ン
も

れ
て
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行
き
た
い
け
ど
あ
の
子
は

 
咲
夜

か
し
こ
ま
り
ま
し
た

 
そ
う
言
う
と
咲
夜
は
一

で

え
る

と
り
あ
え
ず
す
ぐ
に
行
け
る
よ
う
に

関
へ
と
向
か
う

の
だ

た

関
に
向
か
う
と
咲
夜
に

鈴
そ
し
て
小
悪
魔
が
来
て
い
た

 
レ
ミ

い
わ

 

鈴

少
し
で

麗
な
花
を
見
せ
て
あ

た
い
で
す
か
ら

  

ア

パ

リ

様
そ
の

は
大

で
す
か

 
パ

え

今
日
は
気
分
が
良
い
の
よ

 
レ
ミ

と
り
あ
え
ず

く
行
き
ま
し

う

咲
夜

 
咲
夜

は
い

 

関
を
開
け
る
と
咲
夜
が
日

を

し
て
く
れ
る

そ
の

に

り
な
が
ら
紅
魔
館
の
裏

へ

と
向
か
う

そ
こ
は
こ
れ
ま
で
の

と
言

て
も
過
言
で
は
な
い
程
の
無
数
の
墓
と
い
う

が
あ
る

分
の

親
も

め
て
先
祖
や
先
代
の
メ
イ
ド
や
執
事
な
ど
も
い
る

そ
の
無
数
の
墓

が
立
ち
並
ぶ
一

の
墓

そ
れ
は
墓

も
そ
う
だ
が
そ
の
隣
に
は
ガ
ン

レ

ド
が
突
き
刺
さ
る
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墓
つ
ま
り
玲
音
の
墓
だ

 
レ
ミ

間
で
も
う

が

び
て
き
て
る
わ

 

鈴

本
当
で
す

掃
除
し
ま
し

う
か

 

鈴
が

ん
で

を
む
し
り

り
そ
の
間
に
パ

リ

が

れ
た
花
を
新
し
い
花
に

れ
変

え
る

 
レ
ミ

麗
に
な

た
わ

 

麗
に
な

た
墓
を

は
見
る

見
て
い
る
と
つ
い
つ
い

が
出
て
き
そ
う
だ

そ
う
し
て
墓

を
ず

と
見
て
い
る
と

 
パ

レ
ミ

そ
ろ
そ
ろ

 
レ
ミ

え

 
よ
く
見
て
み
る
と
も
う
日
が

み
そ
う
に
な

て
い
た

ど
う
や
ら
何
も
考
え
ず
に
墓
を
見
続

け
た
た
め
に
時
間
を

れ
て
し
ま

て
い
た
よ
う
だ

 
レ
ミ

咲
夜
そ
の

を
貸
し
て
頂

 
咲
夜

え

は

は
い

 
咲
夜
か
ら

を

い

分
の
手
で

を
さ
す
と
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レ
ミ

は
先
に
行

て
て
頂

 
パ

分
か

た
わ
行
き
ま
し

う

 
パ

リ

の
一
言
で

は
先
に
紅
魔
館
へ
と
向
か

て
い

た

そ
し
て

分
は
も
う
一

度

玲
音
の
墓
を
見
る

 
レ
ミ

 
墓
を

め

間

上
前
の
事
を
思
い
出
す

最

の
出
会
い
か
ら
執
事
へ
と
な

た
こ
と

そ
れ
か
ら

達
の
事
を
家
族
と
思

て
く
れ
た
こ
と

よ
く
喧
嘩
も
し
た
け
れ
ど
も
う
二
度
と

戻

て
こ
な
い
日
常
を
思
い
出
す
ご
と
に

が

れ
て
く
る

 
レ
ミ

何

何

い
な
く
な

て
し
ま

た
の

 
玲
音
貴
方
が
い
な
い
と

し
い
じ

な
い

 
何
時
も
と
は
も
う

う
日
常
が
こ
ん
な
に
も
悲
し
い
と
は
思
わ
な
か

た

悲
し
い
し
何
よ
り

も

し
い
し

し
い

 
レ
ミ

玲
音

 
墓
石
に

が

ロ

ロ
と
落
ち
て
い
く

ま
た
会
い
た
い

ま
た
下
ら
な
い
と
言
わ
れ
る
か
も

し
れ
な
い
喧
嘩
を
し
た
い

そ
ん
な
事
を
思

て
い
る

間
だ

た
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シ

ド

ン

 
突
然
墓
石
が

発
し

大
な
蒼
い
炎
の
火

が
上
空
へ
と
向
か

て
放
た
れ
た

こ
れ
に
は

を

か
し
て

い
て
し
ま
う

す
る
と

 
咲
夜

お

様

 
パ

こ
れ
は

 

鈴

蒼
炎
の

ま
さ
か

 

ア

さ
ん
あ
れ
を

 
小
悪
魔
が

す
火

の
中
に
人

が
出
て
く
る

そ
の
人

は
見
た
感
じ

的
に
は
男
性

だ

た

し
か
も

分
が
一
番
会
い
た
い
と
願

た
人
物
そ
の
ま
ま
だ

そ
し
て
炎
か
ら
ゆ

く

り
と
手
が

び
て
く
る
と

分
の

に
手
を

い
て

 

 

聞
こ
え
た

お

そ
の

を

 
こ
の
頼
れ
る
よ
う
な

に
優
し
く

で
る
手

い
つ
の
間
に
か
悲
し
み
の

は

び
の

に
変

わ

て
い
た

そ
し
て
火

が

え
る
と
そ
こ
に
い
た
の
は

分
が
会
い
た
い
と
願

て
い
た

物
だ

た

 
玲
音

た
だ
い
ま
お

そ
れ
に
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そ
れ
は
レ
ミ
リ
ア
も

め
て
会
い
た
か

た
も
う
会
え
な
い
と
思

て
い
た
玲
音
だ

た
の

だ

こ
れ
に
は

き
と

し
さ
の

が

り

じ

て
し
ま

た

 
レ
ミ

こ
の
バ
カ

は

は
ど
れ
だ
け

 
ど
れ
だ
け

い
た
と
思

て
る
の
よ

 
玲
音

あ

あ

何
か
悪
い
な

 
と
玲
音
も
と
い

分
は

し

な
く
言
う

し
か
も
何

か

さ
ん

目
で

方
を
見
て
く

る 
レ
ミ

本
当

本
当
に

い
て
グ

し
た
じ

な
い

 

執
事

 
レ
ミ
リ
ア
は
笑

で
言
う

壊
れ
た
の
か
と
思
う
が
そ
ん
な
事
を
追

し
て
考
え
る
間
も
な
く

が
と
近

る

 
咲
夜

本
当
に
玲
音
な
の
よ

 
玲
音

そ
う
だ
け
ど

 
咲
夜
よ

外
に
も

が
い
る
と
い
う
の
だ

 

ア

体
が
あ
る
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玲
音

い
や
あ
る
だ
ろ

 
小
悪
魔
そ
れ
は
失

だ
ろ

し
か
し
死
ぬ
か
と
思

た

間
に
体
が

に
な

て
い

た
た
め

に
言

て
い
る
こ
と
に
間

え
て
は
い
な
い
が

 

鈴

気
も
玲
音
さ
ん
そ
の
も
の
だ
か
ら
本
物
で
す

 
玲
音

い
や
だ
か
ら

だ

て

 
し
つ
こ
く

は

分
の
体
を

タ

タ
と

り
な
が
ら
不
思
議
な
目
で
見
て
く
る
が

 
パ

で
も
ど
う
や

て

だ

て
封
印
は
失
敗
し
た

 

な
の
に

 
玲
音

そ
れ
を

め
て
説
明
す
る
が

リ
ア
ル
と
再
度
の

 

約
を
し
た
ん
だ
よ
な
こ
れ
が

 
そ
れ
を
聞
き

は

を
真

に
し
た

だ
が
こ
れ
は
ど
う
し
て
も
伝
え
な
く
て
は
な
ら
な

い 
レ
ミ

あ
ん
た
そ
れ

じ
過
ち
じ

な
い
の

 
玲
音

だ
が
今
回
は

が
出
来
る
限
り
で

利
な

件

 
で

引
し
て
き
た

が
呼
ば
な
い
限
り
は
絶
対
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に
お
前
ら
の
前
で
は

は
出
さ
な
い
つ
い
で
に

 

が
生
き
る
た
め
の

も

ち

て
き
た

 

鈴

そ
う
な
る
と
大

な
ん
で
す
よ

 
玲
音

あ

一

は
な
た
だ

リ
ア
ル
は
あ
る
事
を
望
ん

 
だ
か
ら
そ
の
望
み
は
叶
え
て
や
ら
な
い
と
い
け
な

 
く
は
な

た
け
ど
な

 
パ

そ
れ

て
ま
さ
か

 
パ

リ

は
ど
う
や
ら
知

て
い
る
み
た
い
だ
が

は
よ
く
分
か

て
い
な
さ
そ
う
な
た

め 
玲
音

あ

七
つ
の
大

と
呼
ば
れ
る
悪
魔
そ
れ
も
ア
ス

 

ウ
ス
を
除
い
た

人
の
魔
王
の

殺
を
す
る

 

力
だ
よ

 

ア

れ

玲
音
さ
ん
そ
れ
下
手
し
た
ら

 
玲
音

だ
が
奴
等
が
も
し
出
て
き
た
ら
だ
そ
れ
に

限
は

 
な
い
ん
だ
と
さ
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パ

そ

そ
う

 

は

ら
く
七
つ
の
大

だ
け
は
出
な
い
で
く
れ
と
望
ん
で
い
る
だ
ろ
う

そ
れ
は

分
も

じ
こ
と
だ

も
う

女
達
を

つ
け
た
く
は
な
い

 
レ
ミ

執
事

教
え
て
頂

貴
方
は
そ
こ
ま

 
で
し
て
何
で
ま
た
現
世
に
き
ま
ぐ
れ
か
し
ら

 
何

ま
た
現
世
に

え

た
の
か

て
そ
ん
な
の
決
ま
り
き

て
い
る
だ
ろ
う

 
玲
音

き
ま
ぐ
れ

何
か
じ

な
い

お
前
ら
の
事
が

 

れ
ら
れ
な
く
て
結
局
戻

て
き
ち
ま

た
ん

 
だ
よ

言
わ
せ
ん
な

ず
か
し
い

 
そ
れ
を
聞
き

は

や
か
に
笑
う

そ
し
て

 
レ
ミ

そ
う

お
帰
り
玲
音
執
事
⻑

 
咲
夜

お
か
え
り
な
さ
い
玲
音

 

鈴

も
う
心

さ
せ
な
い
で
く
だ
さ
い

 
パ

か
に
な

た
の
に
ま
た
騒
が
し
く
な
る
わ

 

ア

玲
音
さ
ん
お
か
え
り
な
さ
い
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か
ら
の
お
か
え
り
が
心
に
染
み

る

も
う
こ
れ
に
は
笑
う
こ
と
し
か
出
来
な
か

た

ら
く
こ
ん
な
に
笑

に
な
れ
る
事
な
ん
て
な
い
だ
ろ
う
と
思
え
る
ぐ
ら
い
の

せ
な
気

ち
だ

 
玲
音

あ

た
だ
い
ま

 
こ
う
し
て
玲
音
は
ま
た
紅
魔
館
の
執
事
と
い
う

に
戻

て
い

た
の
だ

た
が
帰
る

に

咲
夜
の

中
を
見
て

 
玲
音

咲
夜

悪
い
な

は
あ
ん
た
を
越
え
れ
る

 
は

よ

 
そ
ん
な
事
を
心
に
思
い
つ
つ

分
は
心
に
こ
の
気

ち
を
秘
め
る
の
だ

た

 
怠
惰

お
久
々
で
す

様

 
狗
神

ど
う
だ

た
ん
だ
四
十
九
日
と
や
ら
は

 
怠
惰

色
々
な
親
族
が
大
集
合
し
た
よ

 
神
楽

そ
う
な
ん
で
す
か

 
鈴

怠
惰
の
親
族
か

て

を
食
べ
て
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そ
う
な
イ
メ

ジ

 
怠
惰

そ
れ
は
ど
う
い
う
意

だ

ま

確
か
に

の

 
悪
魔
だ
け
ど

が

で

と
は
限
ら
な
い
か
ら

 
な

 
狗
神

イ
メ

ジ
し
た
く
も
な
い
な

 
怠
惰

ま

イ
メ

ジ
は
し
な
い

う
が
良
い
か
も

 
そ
し
て
次
回
は
ま
た
こ

ち
を
投
稿
す
る
の
で

 
よ
ろ
し
く

で
は
で
は
そ
ろ
そ
ろ
時
間
な
の

 
で
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
神
楽

さ
ん
ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す

 
狗
神

そ
ん
じ

あ
な

者
様

 
鈴

ま
た
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第

話
 
来
客
現
る

 
こ
ん
ば
ん
わ

者
様

然

で
さ

ち

ん
と
い
う
曲
が
十
番
ま
で
あ
る
ん

だ
と
知

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

と
言
い
つ
つ
も
元
の
曲
に
都

伝
説
が
合
わ
さ

た
だ
け

と
か
何
と
か
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
が

で
す
が
内
容
が
意
外
に
も
グ
ロ
か

た
の
は
事
実
で
し

た

お

と
こ
ん
な
話
も
あ
れ
で
す

そ
れ
と
つ
い
に
次
回
で
こ
の
外
伝

も

結
と
な
る

で
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

で
は
本
編
へ
ど
う

 
復
活
を

て
数
年
が
経
過
し
た
紅
魔
館
の
バ
ル

で
は

 
玲
音

 

分
は

を
吹
か
せ
な
が
ら
空
を

め
る

す
る
と

 
妖
精

キ

ハ
ハ
ハ

 
妖
精

待
て
待
て

 
館
内
を
メ
イ
ド

を
着
た
妖
精
達
が
走
り
回
る

を

か
ら

し
て



 第 話 来客現る

 
玲
音

お

い
お
前
ら
仕
事
を

く
終
わ
ら
せ
ろ
よ

 
じ

な
い
と
ご

は

き
だ

 
妖
精

あ

 
妖
精

そ
う
だ

た
や
ら
な
き

 
妖
精

ご
め
ん
な
さ
い
執
事
⻑

 
そ
う
言
い
妖
精
達
は
ド
タ
ド
タ
と
走

て
何
処
か
へ
向
か

て
い

た

現

は
レ
ミ
リ
ア
の

発

で
館
の
時
空
を

ま
せ
内

が

く
な

て
い
る

そ
の
せ
い
で

分
と
咲
夜
が
過

死
す

る
と
考
え
た
レ
ミ
リ
ア
は
妖
精
を
メ
イ
ド
と
し
て

え

れ
仕
事
を
さ
せ
て
い
る

だ
が
良
く
サ

ボ
る
た
め

分
が
教
育
係

を
し
て
い
た

因
み
に
待

と
し
て
は
メ
イ
ド

の

に

食

き
で

屋
と
い
う

が
な
い
た
め
明
ら
か
に

ラ

ク
に
近
い

だ

だ
が
妖
精
達

は
気
に
し
て
は
い
な
い
み
た
い
だ
が

 
玲
音

元
気
な
奴
等
だ
な

 

を
再
度

に

れ
て

か
せ
よ
う
と
す
る
と

 
咲
夜

玲
音

仕
事
を
し
て
く
れ
な
い
か
し
ら

 
玲
音

ん
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後
ろ
か
ら
咲
夜
に
仕
事
を
し
ろ
と
言
わ
れ

分
は
後
ろ
を
向
く
と

 
玲
音

は

 

の
火
を

し
て
咲
夜
の
元
へ
と
向
か
い
仕
方
な
く
仕
事
を
再
開
す
る

そ
う
し
て

時

間
が
経
過
す
る
と

 
玲
音

 
ま
た

を
吹
か
せ
る

分
は
思

た
そ
ろ
そ
ろ
館
に

所
を

る
べ
き
だ
と

い
ち
い

ち
外
ま
で
出
て

を
吹
か
せ
る
の
も
面
倒
に
な

て
き
た

そ
し
て

 
咲
夜

玲
音

い
い

に
し
て
頂

そ
れ
よ
り
も

 
館
内
は
禁

よ

 
咲
夜
が
怒
鳴
り
つ
つ
言

て
く
る

を

し
て

 
玲
音

咲
夜

大

の
仕
事
は

せ
た

は

本
こ
れ

 
か
ら
サ
ボ
る
か
ら
さ

 
咲
夜

は

ち

と
玲
音

 
咲
夜
の
言

を
無

し
て

分
は

屋
へ
と
戻
る
た
め
に

下
を
あ
る
い
て
い
く
と

 
レ
ミ

あ
ら

執
事
じ

な
い



 第 話 来客現る

 
レ
ミ
リ
ア
が

方
へ
歩
い
て
き
て
た

そ
し
て

 
レ
ミ

執
事

咲
夜
か
ら
聞
い
た
け
ど
仕
事
を
サ
ボ
り

 
に
サ
ボ

て
る
み
た
い
じ

な
い
ど
う
い
う
こ
と

 
か
説
明
し
て
く
れ
る
か
し
ら

 
説
明
と
言
わ
れ
て
も
何
を
言
う
か
と
考
え
て

 
玲
音

よ
り
も
咲
夜
の
方
が
仕
事
に

だ
し

 
は
用
無
し
だ
よ

 
レ
ミ

何
を
言

て
い
る
の
か
し
ら

言
い

し
て
仕
事

 
を
サ
ボ

て
る
だ
け
で
し

 
玲
音

う
な

今
の
咲
夜
は
能
力
は

使
す
る
こ
と

 
に
よ

て

分
よ
り
も

か
に
仕
事
を

化
さ

 
せ
れ
て
い
る
か
ら
館
内
の
仕
事
は

用
無
し
さ

 
レ
ミ

そ
れ
本
気
で
言

て
い
る
の

 
玲
音

あ

そ
れ
に
妖
精
メ
イ
ド
達
の
教
育
や
ら
も
し
な

 
い
と
い
け
な
い
し
な

だ
か
ら
大

の
事
は
咲
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夜
に

せ
た
の
さ

 
そ
れ
を
聞
き
レ
ミ
リ
ア
は
ジ

と

方
を
見
て

 
レ
ミ

執
事
あ
ん
た
に
は
少
し
失
望
し
た
わ

 
玲
音

結
構
な
こ

た

 
そ
う
言
い
レ
ミ
リ
ア
の

を
通
り
す
ぎ
て

屋
へ
と
向
か
う

そ
し
て

屋
へ
と
着
き
中
へ
と

り

を
吹
か
せ
つ
つ
外
を
見
る

そ
う
し
て
い
る
と

 

リ

仕
事
し
た
ら
貴
方

 
後
ろ
で

リ
ア
ル
の

が
し
た
た
め
見
る
と

ド
に
座

て

リ

リ
が

方
を
見
て
い

た 
玲
音

お
前
呼
ん
で
も
い
な
い
の
に
出
て
く
る
の
は

約

 

反
だ

 

リ

知

て
る
わ
よ
だ
け
ど
ま
だ

れ
て
る
の

 
玲
音

 

分
の
中
に
潜
ん
で
い
る

リ
ア
ル
に
は
お
見
通
し
み
た
い
だ

分
は

れ
て
い
た

あ
の

時
の

走
は

リ
ア
ル
に

ら
れ
た
と
い
え
ば
聞
こ
え
は
良
い
が
実

は
咲
夜
に
嫉
妬
し
た
事
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が
原
因
と
な
り
そ
こ
を

け
込
ま
れ
た
に
過
ぎ
な
い

つ
ま
り

分
の
心
が
た
だ

か

た

く

か

た

そ
し
て
今
も

分
の
心
を

れ
て
い
る

最
大
の

は

リ
ア
ル
で
は
な
く

分
の

く

い
心
だ

 

リ

別
に
良
い
け
ど

も
う
そ
れ
に

も
悪
さ
を

 
す
る
気
に
も
な
ん
な
い
し
今
の
貴
方
を
ま
た

 
走
さ
け
て
も
つ
ま
ら
な
い
し

約
し
た
し

 

を
ぶ
ら
ぶ
ら
と
バ
タ
つ
か
せ
て
言

て
く
る

と
い
う
か
今
の

リ
ア
ル
は
前
よ
り
も
全
然

く
な
い

 
玲
音

そ
う
か
よ

 

リ

え

だ
け
ど
玲
音
覚
え
て
お
き
な
さ
い
悪
魔
と

 
言
う
の
は

さ
に

け
込
む
も
の
よ

約
者

 
で
あ
る
貴
方
と
い
え
ど
ま
た
や
る
わ
よ

 
玲
音

に
は
命
じ
て
お
く
さ

 
と

言

て
い
る
そ
の
時
だ

た

ガ

リ
と

が
開
き
妖
精
メ
イ
ド
達
が

人
や

て

来
る
と

時
に

リ
ア
ル
は

え
る

そ
し
て
妖
精
メ
イ
ド
の

人
は
笑

で
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妖
精

玲
音
執
事
⻑

カ

教
え
て

 
玲
音

ん

良
い

 
テ

ル
を
出
し

で

カ

楽
し
む

楽
し
む
の
だ
が

 
玲
音

こ
ん
な
感
じ
で

を

 
咲
夜

玲
音

 
突
然

後
で

が
し
た
た
め
向
く
と
咲
夜
が
笑

で
笑
い
な
が
ら

 
咲
夜

妖
精
メ
イ
ド
達
を
サ
ボ
ら
せ
て
何
を
や

て
い
る

 
の
か
し
ら

 
そ
れ
を
聞
き
妖
精
メ
イ
ド
達
を
見
る
と
い
つ
の
間
に
か

い
な
く
な

て
い
た

ど
う
や
ら
仕

事
を

り
だ
し
て
遊
び
に
来
た
み
た
い
だ

 
玲
音

お

お

 
咲
夜

き
な
さ
い
玲
音

 
そ
う
言
い
咲
夜
は

イ
フ
を
投

し
て
く
る

ど
う
や
ら
サ
ボ
り
過
ぎ
た
た
め
か
つ
い
に
咲
夜

の

が

ツ
ン
し
た
み
た
い
だ

 
玲
音

と

や
な
こ

た



 第 話 来客現る

 
す
ぐ
さ
ま

屋
か
ら
脱
出
す
る
と
咲
夜
と
の
⻤
ご

こ
が
始
ま

た

 
咲
夜

仕
事
を
し
な
い
さ
い
玲
音

 
玲
音

だ

お
前
が
い
る
な
ら

は
用
無
し
だ
ろ

 
咲
夜

そ
ん
な
事
は

 
そ
う
し
て
⻤
ご

こ
を
す
る
こ
と
を
数
分
後

 
咲
夜

玲
音

 
玲
音

 
何
と
か
咲
夜
を

き
一

つ
い
て
い
る
そ
の
時
だ

た

 

 

あ
ら
あ
ら

分
と
面
白
い
⻤
ご

こ
を
し
ま
す

 
の

 
聞
い
た
こ
と
の
な
い
女
性
の

が

き

る

分
は
キ

ロ
キ

ロ
と

り
を
見

し
な
が

ら 
玲
音

だ
お
前
は

 
と
言
う
と

分
の
目
の
前
に
何
か

み
た
い
な
も
の
が
現
れ
る

サ
イ
ド
は
リ
ボ
ン
で

さ
れ
中
は
無
数
の
目
が
ギ

ロ
り
と

む
そ
の

は
一
言
で

え
る
と
気

ち
悪
い
の
一
言
だ
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だ
が
そ
こ
か
ら

ロ
ン
ド
カ
ラ

の

色
を
し
⻑

で

に
お

と

じ
ド
ア

み
た
い
な

子
を

り
こ
の

だ
と
見
な
い
ド
レ
ス
を
来
た
女
性
が
出
て
き
た

 
玲
音

こ
こ
を
ス
カ

レ

ト
家
の
館

て
の
を
知

 
て
来
た

て
の
か
侵

者

 
臨
戦
体

を
と
る
た
め
に

手
に
蒼
炎
を
纏
わ
せ

む
と

 

 

う
わ
こ
こ
の
館
の
当

に
会
わ
せ

 
て
い
た
だ
け
な
い
か
し
ら

 
玲
音

せ
め
て
名
前
を
名

れ
そ
れ
か
ら
だ

 

 

あ
ら

と
し
た
事
が

の
名
前
は
八
雲
紫

 
と
い
う
名
の
し
が
な
い
妖
怪
で
す
わ

 
こ
い
つ

リ
ア
ル
と

様
レ

ル
で

散

い

だ
が
お

に
会
い
に
来
た
と
は
言
う
が
実

は
た
ま

を

り
に
来
た
の
間

い
で
は
な
い
か
と
思

て
し
ま
う

だ
が

 
紫
 

大

で
す
わ

た
だ
本
当
に
ち

し
た

 
相

を
し
に
来
た
だ
け
で
す
わ

 
こ
の
ま
ま
だ
と
良
知
が
開
き
そ
う
も
な
い
の
も
事
実

に



 第 話 来客現る

 
玲
音

妙
な
真

し
た
ら
殺
す
か
ら
な

 
紫
 

そ
の
お
心
使
い
に
感

し
ま
す
わ

 
一

は

れ
て
い
く
こ
と
に
し
た

こ
の
ま
ま
放

さ
れ
て
も
何
を
す
る
の
か
分
か

た
も
の

で
は
な
い

そ
う
し
て
八
雲
紫
と
名

る
妖
怪
の
女
性
を

屋
へ
と

れ
て
い
く
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
狗
神

な

怠
惰

 
怠
惰

ど
う
し
た
の

 
狗
神

そ
の
前
書
き
に
書
い
た
さ

ち

ん

て
曲
そ
れ

 

番
ま
で
あ
る

て
言

た
よ
な

 
怠
惰

ま

番
目
か
ら
は
都

伝
説
で
実

に
は
関
係

 
な
い

て
言
う

だ
け
ど

 
鈴

狗
神
の

ど
う
し
た
の
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神
楽

内
容
が
気
に
な
る
ん
で
す
か

 
狗
神

あ

番
が
さ

ち

ん

だ

た
か
の
紹
介

 

番
が
バ

が

分
し
か
食
べ
れ
な
い

て

 
言
う
曲
そ
し
て

番
が
遠
く
へ
引

越
し
た

 
だ

た
よ
な

 
怠
惰

よ
く
知

て
る
ん
じ

ん
あ

因
み
に
説
明
は

 
す
る
け
ど
グ
ロ
い
か
ら
想

力

か
な
人
は
見

 
な
い
事
を
お

め
す
る
よ

 
鈴

見
な
い
人
は
こ
こ
ま
で

 
神
楽

そ
の
怠
惰
さ
ん
続
き
は

 
怠
惰

は
い
は
い
そ
れ
で
ま

そ
の

番
か
ら
の
内
容
は

 

番
は
着
物
を

い
て
い

て
い
な
く
な

た
話

 

番
は
電
車
に
引
か
れ
る
事

を
起
こ
し
て
上

 

と
下

が
グ

バ
イ
し
た
お
話
そ
し
て

番

 
は
事

の
本
当
の
真
実
で

さ
れ
て

に
落
ち
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た

て
話
に
な
り

番

番
か
ら
は
そ
の
落
と
し

 
た
奴
を
恨
み

番
と

番
は
そ
の
落
と
し
た
奴

 
を
あ
の
世
か
ら

い
に
行
く
だ

た
か
な

 
神
楽

何
で
す
か
そ
れ

 
鈴

可
愛
そ
う
に

 
怠
惰

そ
れ
で
上

と
下

が
グ

バ
イ
し
た

て

 
言

た
で
し

そ
れ
本
当
な
ら
出
欠

で

死

 
な
の
に
そ
の
日
は
雪
が
降
り
積
も
る
中
で

か

 
た
か
ら
血
管
が

り

血
さ
れ
て
上

だ
け
で

 

い
ず

て

し
ん
で

え
た
と
か

 
狗
神

情
す
る
な
そ
い
つ
に
は

 
鈴

え

ど
う
い
う
こ
と
狗
神
の

 
狗
神

ん

い
や
何
で
も
な
い

 
怠
惰

因
み
に
狗
神
さ
ん

は
お
前
の
本
当
の
真
実
も

 
知

て
る
け
ど
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狗
神

言

た
ら
殺
す

 
怠
惰

言
わ
な
い
よ
そ
う
い
う
の
は

お

と

を

 
ま
た
使
い
す
ぎ
た
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
神
楽

突
で
す

え

と
ま
た
次
回
か
ら

方

 
の
投
稿
な
の
で
お
願
い
し
ま
す

 
狗
神

そ
ん
じ

あ
な

者
様

 
鈴

バ
イ
バ
イ



 第 話 そして幻想の世界へ

 
第

話
 
そ
し
て
幻
想
の
世
界
へ

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

現

リ
ア
ル
で
は

テ
ル
に

ま

て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

ま
た

テ
ル
だ
よ
先

ぐ
ら
い
に
も
行

た
ば

か
り
な
の
に
ま
た

テ
ル
で
す

家
で
ぐ
う
た

ら
し
て
い
た
い

お

と
ボ

く
の
は

め
て
そ
れ
で
は
今
回
が
外
伝

の
最
終
回
で
す
の
で
お

願
い
し
ま
す

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
紅
魔
館
の
⻑
い

下
現

分
は

散

さ
前
回
の
女
性
い
や
お

達
と

の
八
雲
紫
を

れ
て
お

の
元
へ
と
向
か

て
い
た

 
紫
 

⻑
い

下

 
玲
音

ま

な

 
そ
ん
な
下
ら
な
い
会
話
を
し
つ
つ

分
は
お

が
い
る
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る

屋
へ
と
来
る

と 
玲
音

邪
魔
す
る

お
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を
開
け
中
へ
と

る
と
そ
こ
に
は
不

そ
う
な

を
し
た
レ
ミ
リ
ア
に
咲
夜
そ
し
て
パ

リ

が
い
た

 
レ
ミ

何
の
よ
う
よ

執
事

 
玲
音

言
い
方
だ
な

ま

良
い
や
客
人
だ

り
な

 
紫
を
呼
び
中
へ
と
通
す
と
レ
ミ
リ
ア
は
首
を

て

 
レ
ミ

客
人

そ
れ
で
貴
女
は
何
し
に

事
と
返

 
に
つ
い
て
は
殺
る
わ
よ

今
日
は

限
が
悪
い

 
の
よ

 
そ
う
い
え
ば
何

に
こ
の

人
は

が
悪
そ
う
な
の
だ
ろ
う

ま

気
に
す
る
こ
と
も
な

い
だ
ろ
う

す
る
と
紫
は

リ
と

を
下

会

す
る
と

 
紫
 

面
白
い

が
あ

て
来
た
と
い
う

 
だ
け
で
す
わ

 
レ
ミ

面
白
い

座

て
聞
か
せ
な
さ
い

 

分
は
紫
が
座
れ
る
よ
う
に
椅
子
を
引
く
と
そ
こ
に
紫
は
座
り
レ
ミ
リ
ア
達
を
見
る
と

 
紫
 

そ
う

何
処
か
ら
話
そ
う
か
し
ら

実
は

は
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と
あ
る
楽
園
を

い
て
い
ま
し
て
そ
こ
に
良
け

 
れ
ば
来
な
い
か
と
い
う

で
す
わ

 
レ
ミ

楽
園

 
紫
 

そ
う
楽
園

そ
こ
で
は

や
貴
女
と

じ
妖
怪

 
達
そ
し
て
人
間
達
は
た
ま
た
修
羅
神

達
と
で

 
共

す
る
楽
園
を

い
た
も
の
で

 
レ
ミ

ん

 

ら
く
レ
ミ
リ
ア
も
感
じ

た
の
だ
ろ
う

こ
の
八
雲
紫
と
い
う
女
妖
怪
の

散

さ
を

 
紫
 

そ
れ
に
こ
れ
に
は
貴
女
達
に
も
得
が
あ
る
話
で

 
す
わ
よ

 
レ
ミ

得

て
何
よ

 
紫
 

こ
の
屋
敷
を
少
し

べ
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が

 
貴
女
相
当
な

し
い
物

き
で
す
わ
よ

 
レ
ミ

手
に
見
た
と
い
う
所
に
は
ツ

ミ
は
し
な

 
い
け
れ
ど
ま

大
方
は
合

て
る
わ
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紫
 

幻
想
郷
で
は
面
白
い
物
は

く
見
ら
れ

 
ま
す
わ
よ

そ
れ
に
貴
女
方
が
現

え
て
い

 
る
色
々
な
問

に
も

力
で
き
ま
す
わ
よ

 
ど
う
い
う
問

だ

い
や

つ
思
い
当
た
る
も
の
が
あ
る

フ
ラ
ン
ド

ル
の
問

だ

つ

ま
り
あ
の
少
女
の
心
の
病
を
治
せ
れ
る
と
い
う
事
な
の
か

 
玲
音

お
い
紫
と
や
ら
そ
の
問

は
フ
ラ
ン
の
事
と
か

 
で
良
い
ん
だ
よ
な

 
紫
 

え

そ
れ
も
そ
う
で
す
が
特
に
貴
方
の
心
の

 
病
も
少
し
は
マ
シ
に
な
る

で
す
わ
よ

 
こ
の
女

屋
で
の
出
来
事
を

み
見
し
て
や
が

た

と
い
う
か
招
待
の
仕
方
が

散

さ

満

の
カ
ル
ト
宗
教
み
た
い
な
誘
い
方
だ
が
本
当
に
大

な
の
か

 
レ
ミ

良
い
わ
そ
の
幻
想
郷
と
や
ら
に
行

て
あ

 

る
わ
そ
れ
で
フ
ラ
ン
の
心
を
治

出
来
る
と

 
言
う
の
な
ら
そ
れ
に
面
白
そ
う
な
物
も
あ
る

 
て
い
う
な
ら
そ
れ
も
見
て
み
た
く
な

た
わ
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紫
 

あ
ら

良
い
で
す
わ
そ
れ
で
い
つ
頃

 
お

え
に

え
ば

 
レ
ミ

日
後
に
来
て
ち

う
だ
い
そ
れ
ま
で
に
準
備

 
は
整
え
る
わ

因
み
に
あ

ち
で
の
住
み
場

 
所
は
ど
う
な
る
の

 
紫
 

そ
こ
は
問

あ
り
ま
せ
ん
わ
た
だ
こ
こ

 
で
食

だ
と
か
そ
う
い

た
物
を
た
ん
ま
り
と

 

い
込
む
事
を
お

め
し
ま
す
わ

で
は

 
そ
う
言
う
と
紫
は

か
ら
立
ち
上
が
り
ま
た
あ
の
謎
目
い
た
裂
け
目
を

る
と
中
へ
と

り

え
て
い

た

分
は
レ
ミ
リ
ア
を
見
な
が
ら

 
玲
音

本
当
に
良
い
の
か

散

さ
が

い

 
レ
ミ

良
い
の
よ
別
に
面
白
そ
う
な
事
に
は
参

し

 
な
い
と

 
先
程
よ
り
も

が
良
く
な

た
よ
う
で
何
よ
り
だ

だ
が
そ
の

間

 
ヒ

ン
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玲
音

お

と

 
突
然

イ
フ
が
襲
い
か
か

て
き
た

何
事
か
と
思

て
い
る
と
咲
夜
が

リ
と

笑
ん

で 
咲
夜

逃
が
さ
な
い
わ
よ
玲
音

 
玲
音

サ
ラ

バ

 
咲
夜

待
ち
な
さ
い

 
す
ぐ
さ
ま

屋
か
ら
出
て
逃
走
す
る
が
咲
夜
が
追
い
か
け
て
く
る

ま
た
⻤
ご

こ
が
始
ま

た 
レ
ミ

全
く

 
パ

で
も
レ
ミ

も
レ
ミ

よ

フ
ラ
ン
の

 
事
も
あ
る
け
ど
次
に
あ
の

執
事
の
事
を
心

 

し
て
く
る
く
せ
に

 
レ
ミ

次
い

た
ら
グ
ン
グ

ル
放
つ
わ
よ

 
パ

は

 
そ
ん
な
こ
ん
な
で

分
達
は
幻
想
郷
と
や
ら
に
行
く
た
め
の
準
備
を
す
る
事

約
束
の

日



 第 話 そして幻想の世界へ

目
に
突

し
た

 
玲
音

で

何
時
に
な

た
ら
来
る
ん
だ
か

 

鈴

そ
の
妖
怪
は
本
当
に

日
目
に
来
る
と
言

た
ん

 
で
す
よ

 
玲
音

あ

因
み
に
も
し
来
な
か

た
ら
お

が
壇
上
で

 
カ
リ

マ

し
て
く
れ
る

て
よ

 
レ
ミ

が
や
る
か

 
と
こ
ん
な

気
な
話
を
し
て
い
る
と
気

ち
悪
い
裂
け
目
が
出
来
る

そ
こ
か
ら
八
雲
紫
が

を
出
す

 
紫
 

お

い

 
レ
ミ

で

何
時
に
な

た
ら
行
く
の
よ

 
紫
 

あ
ら

気
づ
か
な
か

た
の
か
し
ら
も
う
着
い
て

 
い
る
わ
よ

 
と
ん
で
も
発
言
が
出
て
き
た

分
は
す
ぐ
に

を

く
と

 
玲
音

嘘
だ
ろ
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咲
夜

え

湖
が

 
ど
う
や
ら
紫
が
言

た
事
は
本
当
ら
し
い

に
こ
れ
ま
で

し
か
な
か

た
こ
の
地

に

湖
が
あ
る

そ
れ
に

り
に
は

あ
ま
た
の
妖
怪
達
も

い
て
い
た

 
紫
 

い
た
か
し
ら

 
パ

貴
女
一
体
ど
ん
な
手
品
を

 
紫
 

屋
敷
ご
と
こ

ち
に

て
き
た
だ
け
で
す
わ

 
裂
け
目
で
空
間

動

の
能
力
か
と
思

た
が
と
ん
で
も
な
い
空
間
転

だ

ら
く
戦

い
と
な
る
と
こ
い
つ
は

戦
す
る
と
思

た

 
紫
 

あ

そ
れ
と
こ
れ
か
ら
の
事
に
つ
い
て
少
し
お

 
話
を
し
ま
す
が

く
は
こ
こ
に
妖
怪
達
が
喧
嘩

 
を
吹

け
て
く
る
で
し

う
そ
の

手
に

 
倒
し
て
ど
う
せ
な
ら

下
に
で
も
し
て
欲
し
い

 
の
が

方
の
頼
み
で
す
わ

 
玲
音

理

は

 
紫
 

て

で
血
で
血
を

う
戦
い
を
し
な
い
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た
め
に
あ
る
ル

ル
を

ろ
う
と
予
定
を
し
て

 
い
ま
す
の
そ
の
た
め
と

 
レ
ミ

そ
れ
が
出
来
る
ま
で
何
時
ま
で
待
つ
の
よ

 
紫
 

く
て

年
ぐ
ら
い
か
し
ら

 
妖
怪
や

分
か
ら
し
て
み
れ
ば

い
年
数
だ
が
人
間
か
ら
し
て
み
る
と
ち

と
⻑
い

そ
れ

は 
玲
音

仕
方

か

 

分
は
ガ
ン

レ

ド
を
構
え
首
を
回
す

 
咲
夜

何
処
行
く
の
よ

 
玲
音

決
ま

て
ん
だ
ろ
そ
こ
い
ら
に
い
る
妖
怪
達
を

 

殺

ン

フ
ル
ボ

に
し
て

 
下
に
さ
せ
に
い
く
ん
だ
よ

鈴
そ
れ
に
咲
夜

 

く

動
し
よ
う

 
そ
れ
を
聞
い
た
咲
夜
と

鈴
は
お

い
に
目
と
目
で
見
合
う
と

鈴
は

を
構
え
な
が
ら
笑
い

咲
夜
は
仕
方
な
い
と
い

た

情
で

イ
フ
を

備
す
る
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玲
音

ち

く
ら

れ
て
く
る

お

 

鈴

す
み
ま
せ
ん
行

て
き
ま
す

 
咲
夜

す
み
ま
せ
ん
が
小
悪
魔
さ
ん
パ

リ

様
と

 
お

様
そ
れ
に
妹
様
を
少
し
お
願
い
し
ま
す

 

ア

わ

か
り
ま
し
ま
た

 
レ
ミ

良
い
わ
八
雲
紫
そ
れ
で
楽
し
め
る
相
手
が
出
て

 
く
る
の
よ

 
紫
 

え

少
し

方
の

に
従

て

う
だ
け
で

 
レ
ミ

な
ら
や

て
や
る
わ

夜
の

王
と
し
て

 
そ
う
言
う
と
レ
ミ
リ
ア
は
笑
い
な
が
ら

中
に
生
え
る
真

黒
の

を

ば
た
か
せ
な
が
ら

 
レ
ミ

行
き
な
さ
い

の

達
よ

れ
て
き
な
さ
い

 
玲
音

行
く

 
咲
夜

命

と
あ
ら
ば

 

鈴

行
き
ま
し

う
か

 
そ
う
し
て

分
達

人
は
外
へ
と
出
て

り
に
い
る
妖
怪
達
を

り
始
め
る
の
だ

た

後
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に
こ
れ
は
吸
血
⻤
異
変
と
呼
ば
れ
て
と
か
呼
ば
れ
な
い
と
か

そ
し
て
そ
こ
か
ら

年
の

月

が
流
れ
こ
こ
紅
魔
館
の
テ
ラ
ス
で
は

 
レ
ミ

良
い

め

 
レ
ミ
リ
ア
は
バ
ル

の

に
手
を

せ

下
と
な

た
妖
怪
達
を

め
る

こ
の

年

の
間

分
達
は

数

の
妖
怪
を

り
続
け
た

そ
の

あ

て
か
幻
想
郷
で
は

に

る

程
の
軍

と
な

た

 
玲
音

さ
な
が
ら
ロ

マ
の
元

裁

か

 
レ
ミ

カ

サ
ル

待

て
そ
れ
最
終
的
に
は

 
暗
殺
さ
れ
る
じ

な
い

何
つ
ま
り
あ
ん
た
が

 

ル

タ
ス

 
玲
音

暗
殺
さ
れ
る
時
は
玲
音
お
前
も
か

て

 
言

て
も
ら
い
た
い
も
の
だ
な

 
レ
ミ

が
言
う
か

執
事

 
こ
ん
な

を
言
い
合

て
い
る
と
ま
た
気

ち
悪
い
裂
け
目
が
出
て
く
る
と
そ
こ
か
ら
定
番

と
な

た
八
雲
紫
が

を

か
せ
る
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紫
 

あ
ら
中
々
や

て
く
れ
た
わ

 
玲
音

ま

な

だ
が
こ
れ
が
望
み
だ
ろ

 
紫
 

え

 
レ
ミ

そ
れ
で
約
束
の
日
に
近
づ
い
て
き
て
い
る

 
だ
け
ど

 
も
う
じ
き
約
束
の
日
と
な
る

本
当
に
血
を
血
を

う
よ
う
な
戦
い
で
は
な
く
楽
し
め
る
娯
楽

の
よ
う
な
遊
び
の
戦
い
が
出
来
た
の
か
と
大

な
の
か
と
思

て
の

問
だ
ろ
う

 
紫
 

そ
れ
は
出
来
上
が

た
わ

だ
か
ら
ル

ル
の

 
説
明
と
組

の
解
体
を
し
て
欲
し
い
の
よ

 
レ
ミ

組

て
ま

下
だ
と
か
は

め
さ
せ
る
け

 
ど

そ
の
ル

ル

て

 
紫
 

説
明
を
す
る
か
ら

を
集
め
て
も
ら
え
る
か
し

 
ら

 
レ
ミ

良
い
わ
咲
夜

 
と

レ
ミ
リ
ア
は
咲
夜
を

ん
だ

し
か
し

も
来
な
か

た
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レ
ミ

咲
夜

 
ま
た
咲
夜
を

ん
だ

し
か
し

も
来
な
か

た

 
玲
音

 
レ
ミ

こ
の

咲
夜

 
咲
夜

す
み
ま
せ
ん
お

様
遅
れ
ま
し
た

 
や

と
咲
夜
が
や

て
来
た

こ
れ
が
三
度
目
の
正

と
い
う
や
つ
だ
ろ
う

 
レ
ミ

を

見
室
に
集
め
て
ち

う
だ
い

 
咲
夜

か
し
こ
ま
り
ま
し
た

 
そ
う
言
い
咲
夜
は

え
た

本
当
な
ら
ま
た
咲
夜
が
来
な
か

た
ら

く

て
や
ろ
う
か
と

思

た
が
仕
方
な
い

 
玲
音

方
へ
ど
う

 
紫
 

え

 
レ
ミ

も

ス

ト
し
て
よ

 
玲
音

は
い
は
い
行
く

 
レ
ミ

な
事
に
は
も
う
何
も
言
わ
な
い
わ
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そ
う
し
て

分
達
は

見
室
へ
と
向
か
う

そ
し
て

見
室
へ
と

る
と

に
咲
夜
を
始
め

鈴
に
パ

リ

に
小
悪
魔
が
い
た

 
玲
音

集
ま

て
る
み
た
い
だ
な

 
咲
夜

え

 

鈴

い
つ
の
間
に
か

見
室
に
い
ま
し
た

 
パ

え

来
た
わ

 

ア

は
い
は
い

い
ま
す
よ

 
全
員
集
ま

た
み
た
い
だ

す
る
と
八
雲
紫
は

と
笑
う
と

 
紫
 

な
ら
話
す
わ

こ
こ
で
の
ル

ル
そ
れ
は
こ
れ

 
で
す
わ

 
そ
う
言
い
紫
は
何
か

様
の
つ
い
た

を

り
出
し
そ
し
て
も
う

方
の
手
に
妖
力
で
玉
を

り
出
し
た

 
紫
 

に
言
え
ば
こ
れ
を
当
て
て

負
の
決
着
を

 
つ
け
る

負
で
あ
り
遊
び
ま
た
の
名
を
弾
幕
ご

 

こ
で
す
わ
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玲
音

当
て
あ
う
の
か
そ
れ
を

 
紫
 

え

無

で
貴
方
の
そ
の
ガ
ン

レ

ド
で

 
相
手
を

り
つ
け
て
も
良
い
で
す
わ

 
ど
う
や
ら
近

戦
も
あ
り
み
た
い
だ

そ
し
て
更
に
紫
は
説
明
を
し
て
い
く

 
紫
 

そ
し
て
こ
の
ス

ル
カ

ド
と
呼
ば
れ
る
物
で

 
す
が
そ
う
で
す
わ

そ
こ
の
執
事
さ
ん

 
玲
音

実

だ
ろ
う
な

ま

良
い
や

 
紫
の
目
の
前
に
立
つ
と
紫
は
笑

で
ス

ル
カ

ド
を

て

 
紫
 

幻

 
飛
行
中

ス
ト

 
と

え
た

間
気

ち
悪
い
裂
け
目
が
で
き
る
と
そ
こ
か
ら
無
数
の
光
玉
が

分
め
が
け

て
襲
い
か
か

て
き
た

 
玲
音

 
ガ
キ
ン

ガ
キ
ン

 

つ
か

き
そ
し
て
炎
で

や
し

く
す

あ
れ
が
ス

ル
と
い
う
も
の
だ
ろ
う

 
玲
音

や
べ
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危
う
く
当
た
る
と
こ
ろ
だ

た

と
い
う
か
こ
こ
ま
で
と
は
思
わ
な
か

た
た
め

ぐ
の
が

や

と
だ

た

 
紫
 

因
み
に
使
う
場
合
は
今
み
た
い
に

 
宣
言
し
な
い
と
反

負
け
よ

 
レ
ミ

大
方
は
分
か

た
わ

 
紫
 

そ
し
て
こ
れ
が
一
番

心
よ

し
く
戦
う
事

 

し
く
相
手
に

て
こ
そ
弾
幕
ご

こ
よ

 
レ
ミ

良
い
わ

そ
の
ル

ル
ス

ル
は

で

る
の

 
よ

 
紫
 

え

こ
の
く
ら
い
の
大
き
さ
の

に

分
が

 
使
い
た
い
ス

ル
を
考
え
れ
ば
出
来
ま
す
わ

 
レ
ミ

ん

 
レ
ミ
リ
ア
は
手
に

を

る
と
何
か
を
考
え
る

す
る
と
真

白
の

に
ス

ル
の

が

か
び
上
が
る

 
レ
ミ

出
来
上
が
り
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紫
 

教
え
ら
れ
る
の
は
こ
の
く
ら
い
で
す
わ

 
で
は
最
後
に

様
に
お
願
い
が
あ
り
ま
す

 
レ
ミ

そ
れ
は

 
紫
 

こ
の
幻
想
郷
の
新
た
な
シ
ス
テ

と
し
て
異
変

 
を
起
こ
し
て
も
ら
い
た
い
の
で
す
そ
う
す
る
事

 
で
異
変
を
起
こ
し
た

犯
と
解
決
す
る
人
間
と

 
で
の
弾
幕
ご

こ
で
の
戦
い
が
起
こ
り
ま
す
わ

 
そ
う
し
て
友

の

を

て
い
く
と
い
う
風

 
に
し
た
い
の
で
す

 
レ
ミ

良
い
わ
や

て
あ

る
そ
れ
で
も
し
か
し
た
ら

 
フ
ラ
ン
を

け
れ
る
奴
が
来
る
か
も
し
れ
な
い

 
か
ら

そ
れ
と
起
こ
す
異
変
に
つ
い
て
は

 

は
言
わ
せ
な
い
し

た
の
な
ら

達
の
楽

 
園
を

く
わ
良
い
わ

 

分
は

混
じ
り
に
言

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
目
は
本
気
の
目
だ

つ
ま
り

ち
に
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い
く
気
満
々
だ

 
紫
 

構
い
ま
せ
ん
わ

あ
の
子
に

て
た
ら
で
す
け

 
れ
ど

で
は

は
こ
れ
に
て
楽
し
み
に
し
て
お

 
り
ま
す
わ

 
そ
う
言
い
紫
は
裂
け
目
を
通

て

え
て
い

た

そ
し
て
レ
ミ
リ
ア
は

 
レ
ミ

総
員
に
つ
ぐ
わ

組

を
解
散
さ
せ
る
か
ら

 
や

て
ち

う
だ
い

 
玲
音

は

の

い
も
仕
事
と
は

 

鈴

玲
音
さ
ん
行
き
ま
す
よ

 
玲
音

へ
い
へ
い

 
そ
う
し
て

分
達
は

た
組

を
解
散
さ
せ
る
と
い
う
何
の
た
め
に
や

た
の
か
分
か
ら
な

い

業
を
し
た
の
だ

た

そ
う
し
て
そ
れ
か
ら

年
の

月
が
経
ち
深
夜
の
時
間

い

中
で
異
変
を
起
こ
す
最
後
の
ミ

テ

ン
グ
を
し
て
い
た

 
レ
ミ

そ
ろ
そ
ろ
始
め
る
わ
よ

 
全
員

は

か
し
こ
ま
り
ま
し
た
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と
玉
座
に
座
る
レ
ミ
リ
ア
の
合
図
で

分

外
の

は

を
下

て
返
事
を
す
る

こ
ん
な

魔
王
ご

こ
の
何
が
楽
し
い
の
や
ら
と
思
い
つ
つ

を
吹
か
せ
な
が
ら

を
見
て
い
る
と

 
レ
ミ

そ
こ
の

吹
か
せ
て
る

執
事

あ
ん
た
も

 
や
り
な
さ
い
よ

 
小
さ
い
魔
王
様
か
ら
の
ご

名
を

う

い
の
に
勘

し
て
く
る
と
思
い
な
が
ら

れ
つ
つ

 
執
事

や
れ
や
れ
分
か
り
ま
し
た
よ

お

 

の
火
を

し
て

に

わ
る
と

 
レ
ミ

さ

始
め
ま
し

う

達
の
楽
園
の
た
め
に

 
そ
の
言

に
よ

て
レ
ミ
リ
ア
の

戦
で
あ
る
紅
い
濃
霧
を

出
さ
せ
て
空
が

い

く
し
た

の
だ

た

ミ

テ

ン
グ
が
終
わ
り

下
を
歩
き
な
が
ら

か
ら
見
え
る
真

な
濃
霧
の
空

を
見
て

 
玲
音

大

か

 
本
当
に
大

か
と
思
い

い
て
い
る
と

 

リ

心

性

貴
方
は

死
な
な
い
戦
い
な
ん
て

 
楽
じ

な
い
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玲
音

ど
う
だ
か
な

 
死
な
な
い
の
な
ら
全
然
良
い
の
だ
が
フ
ラ
ン
の
心
の
病
を
治
す
奴
が
現
れ
る
の
か
も
分
か
ら
な

い
た
め
心

な
の
だ

そ
し
て
歩
い
て
行
く
こ
と
数
分

分
の

ち
場
で
あ
る

ル
へ
と
来

て

に
座
り

を
吹
か
せ
る

 

リ

玲
音

少
し
混

な
さ
い
よ
久
々
に
遊
び
た
い

 
の
よ

 
玲
音

ス

ル
で

す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
な

 

リ

そ
う
楽
し
み
に
し
て
お
く
わ

 
そ
う
言
い

リ
ア
ル
は

え
て
い
き

分
は

の

を

き
な
が
ら
目
の
前
の
門
を
見
て

 
玲
音

さ
て
⻤
が
出
る
か
修
羅
が
出
る
か
楽
し
み
だ

 
そ
う

き
玲
音
は
侵

者
が
来
る
ま
で
の
間

を
吸
い
続
け
て
待
つ
の
だ

た

そ
し
て

こ
の
異
変
の
後
に
玲
音
は
色
々
な
出
会
い
を
物
語
を
体

す
る
事
と
な
る
の
だ
が
そ
れ
は
今
は
ま

だ
知
ら
ぬ
事
で
あ
る
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怠
惰

そ
れ
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
晴
明

怠
惰
さ
ん
教
え
て

し
い
の
で
す
が
何

に

 
紫
は
レ
ミ
リ
ア
達
に
あ
ん
な
事
を
頼
ん
だ
の

 
で
し

う
か

 
怠
惰

良
い

問
だ

ま

言
う
と

弾
幕
ご

こ

 
そ
れ
が
始
ま

た
の
は
リ
ア
ル
で
言
う
と
第

 

品
目
つ
ま
り
紅
魔
郷
で
正
式
に
ル

ル
が
決

 
ま

た
ん
だ
け
ど
何

に
そ
ん
な
ル

ル
に
し

 
た
の
か
そ
れ
は
本
編
で
書
い
た
吸
血
⻤
異
変
は

 
レ
ミ
リ
ア
達
が
幻
想
郷
に
襲
来
し
た
だ
け
ど
そ

 
の
時
に
は
妖
怪
達
の
心

は

人
里
の
人
間
達

 
を
襲
う
事
が
出
来
な
か

た
そ
の
理

は

る

 
の
も

る
た
め

え
さ
せ
た
そ
の
結

妖
怪
達
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は

意
義
を

定
さ
れ
て
い
の
と
変
わ
ら
な

 
い
た
め
に
気
力
は

え
て

し
た
結

レ
ミ

 
リ
ア
達
に
ボ

ボ

に
さ
れ
て

下
に
な

た

 

て
の
が
本
来
の
話
か
な

 
晴
明

そ
う
な
ん
で
す
か

 
怠
惰

そ
れ
で
だ
こ
の
小
説
内
で
は
そ
れ
に
危

感
を

 

た
八
雲
紫
が
裏
か
ら
レ
ミ
リ
ア
達
を
動
か

 
し
て
わ
ざ
と
異
変
を
起
こ
さ
せ
る
事
に
よ

て

 
里
の
人
間
達
に
も
危

感
を
覚
え
さ
せ
る
事
に

 
よ

て
弾
幕
ご

こ
を
可
決
さ
せ
る
方
向
へ
と

 

て
い

た
そ
れ
に

え
て
弾
幕
ご

こ
の

 

実

に
な
り
異
変
解
決
に
も
な
る

て
い
う

 
宣
伝
に
も
な
る
そ
う
い

た
思

が

し
た

 
の
が
こ
の
小
説
内
で
の
話
に
な
る
か
な

 
晴
明

意
外
に
も
出
来
上
が

た
物
語
で
す
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怠
惰

そ
れ
な
り
に
と
い
う
か
や
り
方
が
下
手
だ
け

 
ど

そ
れ
で
は
ま

ま

⻑
か

た
け
れ

 
ど
お

き
合
い
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

 
し
た

 
晴
明

ま
た
本
編
の
方
で
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま

 
す

 
怠
惰

そ
れ
で
は
ま
た

と
言

て
も
次
回
は
あ

ち

 
だ
け
ど

 
晴
明

そ
れ

く
言

て
く
だ
さ
い
よ

 
怠
惰

そ
れ
じ

さ
よ
う
な
ら

 
晴
明

そ
れ
で
は



 第一章  夢に映る新たな旅立ち

 
第
一
章
 
 
夢
に
映
る
新
た
な
旅
立
ち

 
第

話
 
夢

 
ど
う
も

め
ま
し
て
の
方
は

め
ま
し
て

 
そ
し
て
知

て
い
る
方
は
こ
ん
に
ち
は

者
様

 
ウ
ザ
や
か
ま
し
い
奴
こ
と
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

 
今
回
か
ら
新
し
く
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

 
な
お
も
し

こ
れ
あ
の
場
面
だ
ろ

と
か

こ
い
つ
は
え

な
ん
て
場
面
が
あ
る
か
も

 
知
れ
ま
せ
ん
が
感
想
な
ど
で
の

タ
バ
レ
は

え
て

 
く
だ
さ
い

そ
れ
で
は
新
小
説
へ
レ

ツ

 

人
の
少
年
は
夢
を
見
て
い
た

そ
れ
は
時
々
見
る
夢
だ

た

そ
の
夢
の
内
容
は
決
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ま

て

人
の
⻑
い

で

目
に

の
あ
る

年
と

人
の
少
女
と
で
笑
い
あ

て
い
て
楽
し

そ
う
な
夢
だ
が

ず
最
後
は
そ
の

人
は
戦
い
少
女
は

き
そ
う
な
の
は

慢
し
な
が
ら
共
に

笑
い
合

て
い
た

年
と
戦
い
続
け
る
夢
だ

そ
の
少
年
は
そ
の
場
に
近
づ
こ
う
と
し
て
も
行

く
事
が
出
来
な
い
何

か

が
動
か
な
い
か
ら
だ

そ
し
て
そ
の

年
と
少
女
と
が
別
れ
る
時

だ

た

 

年

は

ま
た
こ
の
夢
か

 

年
は
何
度
も
こ
の
夢
を
見
る
た
め
正

を
悩
ま
せ
て
い
た

 

年

今
何
時
だ
ろ

 

年
は
時

を
見
る
と

度

朝
の

時
に
な

て
い
た

 

年

そ
ろ
そ
ろ

の
準
備
を
し
な
い
と

 

年
は

ド
か
ら
起
き
上
が
り

の
縁
に

の
か
か

て
い
る
ハ
ン
ガ

を
外
し

を

着
て

を
と
り

活
で
使
う
竹
刀
が

た

を

つ

 

年

さ
て
と
行
き
ま
す
か

 

年
は
面
倒

に

関
へ
と
向
か

て

を

い
て
下

に

い
て
あ
る

写
真
の

に
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年

行

て
く
る

ち

ん

 

年
は
そ
う
言
い

を
開
け
て
外
へ
と
出
て
い
き

の
名
前

く
ず
の
は

 
れ
ん蓮

と
書
か
れ
て
い

る

ス
ト
を
見
る
が
何
も
な
い
こ
と
を
確
認
し
た

年
も
と
い
蓮
は

 
蓮
 

今
日
は
何
も
な
い
な

 
そ
う

い
て
何
時
も
の
よ
う
に
は
通

を
歩
く
の
だ

た

 
蓮
は
通
い
な
れ
た
い
つ
も
の
通

を
通
り
近
く
に
あ
る

ン

に
立
ち

り
朝

の
パ

ン
と

食
よ
う
の
パ
ン
を

い
通

を
ま
た
歩
く

 
蓮
 
で
も
あ
の
夢
は
本
当
に
い

た
い
何
な
ん
だ
ろ

 
確
か

め
て
見
た
の
は

親
が
死
ん
で

ち

ん

 
に
引
き

ら
れ
た
時
だ

た
よ
な

 
蓮
は

少
の

い
頃
に

親
を
事

で

く
し
て
い
る

そ
の
後

方
の
祖

に
引
き

ら

れ
た
が

年
前
に
祖

を

く
し
て
い
て
今
は
祖

の
家
で

人
で

ら
し
て
い
た

 
蓮
 

は

本
当
に
何
な
ん
だ
ろ
う

 
蓮
は
た
め

を
し
て
い
る
次
の

間
だ

た

 
ド
ス
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女
性

き

 
突
然

の
女
性
が
蓮
に
ぶ
つ
か

て
き
た
の
だ

そ
れ
を
蓮
は

座
に
そ
の
女
性
の

を

み
体

を
戻
す
と
そ
の
女
性
に
蓮
は

す
る

 
蓮
 

す
い
ま
せ
ん

所
見
を
し
て
い
て

 
大

で
す
か

 
蓮
が

を
す
る
と
ぶ
つ
か

て
き
た
女
性
も

を
下

て

 
少
女

こ
そ
ご
め
ん
な
さ
い

 
そ
う
言

て
い
る
と
今
度
は
白

の
男
性
が
そ
の
少
女
ま
で
近
づ
い
て
き
て

 
男
性

ま

た
く
何
や

て
ん
だ

す
い
ま
せ
ん
妹
が

 
ど
う
や
ら

人
は
兄
妹
ら
し
い

妹
が
し
た
事
に
つ
い
て
白

の
兄
が

て
き
た

そ
し

て

ら
れ
て
い
る
蓮
は

 
蓮
 

い
え
い
え

も
悪
か

た
で
す
か
ら

 
と

え
る
と
蓮
の
後
ろ
の
方
か
ら
ぶ

き
ら

う
な
男
性
の

が
聞
こ
え
て
き
た

 
男
性

お
前
ら
行
く

 
そ
れ
を
聞
い
た
で
あ
ろ
う

人
は
ま
た

を
下

て
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男
性

あ

す
い
ま
せ
ん
そ
れ
で
は

 
少
女

そ
れ
と
体

を

し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

 
そ
う
言
い

人
は
道
を
走

て
い
く
の
だ

た

 
蓮
 
仲
が
良
い
兄
妹
だ
な

 
蓮
は
そ
う
思
い
な
が
ら
再
び
通

を
通
る
と

人
の
黒
い
⻑

の
男
性
と
す
れ

う

こ

の
時
に
蓮
は
思

た

 
蓮
 
な
ん
だ
ろ

こ
の

か
し
い
感
じ

 
蓮
は
何

だ
か

か
し
い
気
分
に
な

た
の
だ

ま
る
で
昔
の
知
人
と
久
々
に
会

た
気
分

と
言

た

う
が
い
い
の
か
も
し
れ
な
い
そ
ん
な
気
分
だ

た

蓮
は
後
ろ
を

り
向
く
が

 
蓮
 

あ
れ

い
な
い

 
そ
の
男
性
は
も
う
そ
の
場
に
は
い
な
か

た

 
蓮
 

気
の
せ
い
な
の
か
な

 
蓮
は
不
思
議
に
そ
う

く
と

と
あ
る
こ
と
を
思
い
出
し
て
し
ま

た

そ
れ
は

分
が
通

中
だ

た
と
い
う
こ
と
を

 
蓮
 

い
け

ま
た
遅

で
怒
ら
れ
る
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そ
う
言
い
蓮
は

シ

で

へ
と
向
か
う
の
だ

た

 

年

走
中

 
先
生

お
ら
お
前
た
ち

も
う
じ
き
登

時

る

  
生
徒

い
そ

 
タ

王
道
か
の
よ
う
に
真

な
ジ

ジ
を
着
て
竹
刀
を

手
に

張
り
散
ら
す
体
育
教

に
怒

鳴
ら
れ
な
が
ら
登

す
る
生
徒
達
の
更
に
後
ろ
で

シ

を
し
て
い
る

年
こ
と
蓮
は
こ
の

月
で

回
程
遅

を
し
て
い
る
い
わ
ば
遅

常

犯
だ

こ
れ

上
遅

す
れ
ば

的
に

バ
イ
の
は
目
に
見
え
て
い
た

 
先
生

こ
ら
蓮

貴
様
ま
た
遅
れ
る
わ
け
で
は

 
な
か
ろ
う
な

 
体
育
教

は

か
遠
く
に
い
る
蓮
に
そ
う
怒
鳴
る
と
死
に
物
狂
い
で
走

て
い
る
蓮
は

 
蓮
 

そ
ん
な
こ
と
は

あ
り
ま
せ

 
そ
う
言
い

門
ま
で
あ
と

か
数
メ

ト
ル
の

で

 
キ

ン

ン

カ

ン

ン
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つ
い
に

イ

が
鳴

て
し
ま
い
蓮
は
こ
れ
で
今
月
の
遅

回
数
は

回
と
な

て
し
ま

た 
蓮
 

あ

 
先
生

う
蓮

貴
様

ま
た
遅

し
た
な

 
体
育
教

は
竹
刀
を

に

ち
な
が
ら

間
に
血
が
出
て
き
そ
う
程
に
血
管
を

か
せ
る

 
蓮
 

ま

待

て
く
だ
さ
い

こ
れ
に
は
理

が

 
先
生

問

無
用
だ

 
体
育
教

は
そ
の
手
に

つ
竹
刀
を
蓮
に
向
け
て
構
え
る

す
る
と
ど
こ
か
ら
と
も
な
く

れ

ん

将
軍
の
無

悲
な
処

が
流
れ
て
き
た

 
蓮
 

な

何
で
す
か
こ
れ

 
先
生

行
く

う

 
蓮
 

ち

ま

わ

 
バ
シ
ン

 
蓮
 

ガ
ハ

 
蓮
の

に
強

な
一
撃
が

る

そ
れ
を
食
ら

た
蓮
は
そ
の
場
に
倒
れ
て
し
ま

た
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先
生

幕

ゆ
え

し
方
な
し

 
蓮
 

こ

こ
こ
は

幕

じ

な
い

で

う

 
先
生

さ

員
室
へ
と
行
こ
う
か

 
そ
う
し
て
蓮
は
引
き
ず
ら
れ
な
が
ら

員
室
へ
と

ば
れ
先
生
に
怒
ら
れ

下
で
立
た
せ
れ
る

事
と
な
り
つ
い
で
に
放

後
に
反
省

を
書
か
さ
れ
る
は
め
と
な

て
し
ま

た
の
だ

た

 
蓮
 

な

こ
ん
な
目
に

 
蓮
は
そ
の
後
授
業
を
し

か
り
受
け
て
反
省

を
書
き
体
育
教

の
説
教
を
く
ら

た
後

活
で
竹
刀
を

る

た

そ
し
て
帰

に
つ
き
よ
う
や
く
家
の
前
に
帰

て
き
た

 
蓮
 

よ
う
や
く
終
わ

た

 
蓮
は
そ
う
言
い
つ
つ
家
の

を
開
け
て

 
蓮
 

た
だ
い
ま

て

も
な
い
け
ど

 

笑
い
を

か
べ
て
そ
ん
な

り
言
を

べ
て
い
る
と

 
ボ
リ

ボ
リ

ボ
リ

 
と

何
か
を

み

い
て
い
る
よ
う
な
不

感
を
あ
お
ぐ
音
が
和
室
か
ら
聞
こ
え
て
き
た

 
蓮
 

じ

は
無
し
に
し
て
よ

確
か
に

だ
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よ
だ
け
ど
ま
さ
か

 
そ
う
言
い
つ
つ
蓮
は
和
室
の

子
を
開
け
る
と
蓮
は

が
真

と
な

て
し
ま

た

 
怪
物
 
ボ
リ

ガ
リ

ボ
キ

 
和
室
に

の
よ
う
な
見
た
目
の
怪
物
が
い
た

そ
れ
は
と
て
つ
も
な
い

に
大
き
く
天
上
す
れ

す
れ
の
大
き
さ
な
の
だ
が
そ
の
怪
物
は
何
か
を

て
い
た

 
蓮
 

あ

あ

 
蓮
は

の
あ
ま
り
言

を
失

て
し
ま

た
が
そ
の
怪
物
は

常
な
こ
と
に
蓮
の

に
気

が
つ
い
て
し
ま
い
そ
の

光
を
蓮
に
向
け
る
と

 
怪
物

貴
様
は

晴
明

 
そ
う

ぶ
と
そ
の
怪
物
は
蓮
に
向
か

て
襲
い
か
か

て
き
た

そ
れ
に
対
し
て
蓮
は

 
蓮
 

う

 
サ

 
ド

ン

 

道
を
や

て
い
た
た
め
に
反
射
神
経
が
良
か

た
の
か
そ
の

撃
を
何
と
か

け
る

そ
う

す
る
こ
と
に
よ

て
怪
物
は

子
を
突
き
破
り
家
の

へ
と
激
突
し
大

を
開
け
る

 
蓮
 

や

バ
イ

に

逃

な
い
と
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蓮
は
そ
う
言
い

は
投

て
て
念
の
た
め
に
と

が

活
で
愛
用
し
て
い
る
竹
刀
だ
け
を

て
急
い
で
家
か
ら
出
る
が

 
ド

ン

 
怪
物
は

関
の

を
突
き
破
り
そ
の

光
で
蓮
を

み

け
る
と

 
怪
物

安

晴
明

貴
様

よ
く
も

を
封
印
し
て

 
く
れ
た
な

今
度
は

が
貴
様
を

ろ
う
て

 
や
ろ
う

 
蓮
 

だ
か
ら

は
晴
明
と
か
じ

な
い

て

 
ド

ン

 
そ
う

び
な
が
ら
怪
物
は
蓮
に
襲
い
か
か
る
が
そ
れ
を
蓮
は
ギ
リ
ギ
リ
で
何
と
か

け
る

怪

物
が
今
度
激
突
し
た
の
は
電

だ

た

そ
し
て
電

は
折
れ
て
電

が
次
々
に
千

れ

て
蓮
の
家
に
電

が
倒
れ
家
は
無

に
破
壊
さ
れ
た

時
に

は

電
と
な

て
し
ま

た 
蓮
 

い

家
が

い
や
今
は
そ
ん
な
事
言

て
る

 
場
合
じ

な
い
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そ
う
言
い
蓮
は
走
り
出
し
た
が

 
怪
物

逃
が
す
か

 
怪
物
は
蓮
を
執
念
に
追
い
か
け
続
け
る
の
だ

蓮
は
怪
物
の

撃
を
何
と
か

け
て
ど
こ
か
分

か
ら
な
い
林
の
中
を
走

て
い
た

 
怪
物

ど
ん
な
所
に
逃

よ
う
が
貴
様
の
匂
い
は

え

 
ぬ

 
流
石
は

の
怪
物
だ
け
あ

て
匂
い
で
蓮
を
執
着
的
に
追
い
か
け
回
し
続
け
る

 
蓮
 

は

は

 
だ
が
蓮
は
人
間
だ

体
力
も
限
界
を

え
て
そ
ろ
そ
ろ

き
よ
う
と
し
て
い
た

 
蓮
 

逃

な
き

殺
さ
せ
る
前
に
逃

な
い
と

 
そ
う
言
い
つ
つ
蓮
は
林
を

き
分
け
て
夜
の
闇
で
見
え
ぬ
道
な
き
道
を
行
く
と

 
蓮
 

な
ん
だ

こ
こ

 
蓮
は
見
た
こ
と
の
な
い
小

麗
な
神
社
ま
で

り
着
い
て
い
た

だ
が

時
に
蓮
は

問
に

思

た

 
蓮
 

確
か
こ
こ
は
そ
ん
な

麗
な
場
所
じ
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そ
こ
は
屋

に
は

が
空
き
そ
れ
を

え
る

も

り

て
て
退

し
て
い
た
神
社
の

だ

た
が
今
で
は
見

え
て
見
え
て
い
た

だ
が
蓮
は
今
お
か
れ
て
い
る
危

を
思
い
出
す

 
蓮
 

い
や
こ
ん
な
事
を
思

て
い
る
場
合
じ

 
怪
物

そ
こ
か

 
だ
が
蓮
の
言

を

り
林
か
ら
蓮
を
執
着
に
追
い
続
け
て
い
た
怪
物
が
現
れ
蓮
に
飛
び
か
か

る 
蓮
 

し
ま

う
わ

 
ド
サ

 
蓮
は

け
よ
う
と
し
た
が

を
石
に
引

け
て
し
ま
い
転
ん
で
し
ま

た

 
蓮
 
あ

も
も
う
終
わ
り
か

い
一
生

 
だ

た
な

 

か
に
目
を

り
走

を
見
る
こ
と
し
か
出
来
な
か

た
が
そ
の
時
だ

た

突
然

分

の

後
か
ら
何

も
の

が
怪
物
に
向
か

て
き
た
の
だ

そ
れ
が
体
に
張
り

く
と
怪
物
は

し
み
出
し
た

 
怪
物

グ
ガ
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怪
物
の
飛
び
か
か
り

撃
は
蓮
に
は
当
た
ら
ず
そ
の
ま
ま
地
面
に
追
突
し
た

 
蓮
 

え

 
こ
れ
に
蓮
は

い
て
い
る
と

 
女
性

ま

た
く

何
で
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
妖
怪
が
い
る
の

 
や
ら

 
そ
う
言
い
つ
な
が
ら
紅
い

を
着
て
い
て
大
き
な
リ
ボ
ン
を

の
後
ろ
に
着
け
た
の
巫
女

の

女
性
が
現
れ
た
の
だ

だ
が
普
通
の
巫
女
達
と
は

う
の
は

手
に
は
お

い
棒

手
に
は
何

か

が
書
か
れ
た
お

を

て
い
た
こ
と
だ

 
怪
物

こ

こ
の

あ
ま女

ク
ソ
が

 
そ
う
言
い
な
が
ら
怪
物
は

か
上
空
へ
と
上
が
り
逃

て
い

た

 
女
性

ま

た
く
何
な
ん
だ
が

 
蓮
 

あ

貴
女
は

 
女
性

ん

あ
ん
た

 
蓮
 

は

つ

 
ド
サ
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紹
介
を
し
よ
う
と
し
た
が
逃

て
い
て

が
溜
ま

て
い
た
た
め
に
限
界
が
き
た
の
か

蓮
は
そ
の
場
に
倒
れ
て
し
ま

た

こ
れ
に
は
巫
女

の
女
性
も

い
た

 
女
性

あ

あ
ん
た

気
絶
し
て
る

は

こ
こ
に

 

い
て
お
い
て
も
面
倒
よ

 
そ
う
言
い
女
性
は
蓮
を
地
面
に
引
き

り
な
が
ら
神
社
へ
と

て
い

た
の
だ

た

 
い
か
が
で
し
た
で
し

う
か

い
や

こ
れ
を
書
い
て

 
い
る
と
も
う

つ
投
稿
し
て
る
小
説
の

々
し
さ
を

 
思
い
出
し
ま
す

 
な
お
も
う

つ
の
小
説
を
見
て
く
れ
て
い
る

者
様
方
は

 

分
分
か
る
と
思
う
場
面
が

か

た
の
か
と
思
い
ま
す

 
ま

予
想
通
り
世
界
的
に
は

が

て
お
り
ま
す

 
一

は
こ
れ
だ
け
し
か
見
な
い
人
の
た
め
に
も
分
か
り
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や
す
く
は
書
き
ま
す
が
も
う

つ
の
方
も
見
る
と

あ
 
何
て
い
う
場
面
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん

 
え

達
ご
一
行
は
出
る
の
か

て

 
そ
こ
は
怠
惰
さ
ん
の
考
え
方
次
第
で
す

 
ま

こ
ん
な

も
な
い
小
説
で
す
が
次
を
見
て
く
れ
る
と

 

い
で
す

⻑
々
と
失

し
ま
し
た

 
そ
れ
で
は

者
様
サ
ラ

バ
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第

話
 
博
麗
の
巫
女

 
こ
ん
に
ち
は

者
様
や

と
第

話
を
あ

た

 
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

そ
ん
じ

今
日
も

 
本
編
へ
ど
う

 
蓮
は
ま
た
夢
を
見
て
い
た

だ
が
そ
の
夢
は
今
ま
で
と
は

て
い
た

そ
れ
は
悲
し
み
の
よ

う
な
戦
い
の
夢
で
は
な
く
戦
い
の
時
に

く
の
を

慢
し
て
い
た
少
女
と

目
に

の
あ
る
男
に

黒

の
少
年
そ
し
て
白

の
少
女
に

の
女
性
と

じ
く

だ
が
黒
い

を
着
て
い
る
少

女
と
で
仲
良
く
か
き

を
食
べ
て
笑
い
あ

て
い
た
夢
だ

た

す
る
と
何
処
か
ら
か
鳥
の
鳴

き

が
聞
こ
え
始
め
る
と

 
蓮
 

は

こ
こ
は

 
朝
の
日

し
が
当
た
り
鳥
の
鳴
き

が

ず

て
い
た

だ
が
今
蓮
が
い
る
場
所
は
何
時
も
の

よ
う
な

分
の

屋
で
は
な
か

た
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蓮
 

確
か

 
蓮
は
思
い
出
し
た

怪
物
に
追
わ
れ
て
い
た
こ
と
そ
し
て
巫
女

の
少
女
が

分
を

け
て
く

れ
た
こ
と
に

 
蓮
 

だ
ら
し
な
い
な

 
蓮
は

分
が
情
け
な
く
思

て
い
る
と
目
の
前
の

子
が
開
く
と
そ
こ
に
は

分
を

け
て
く

れ
た
で
あ
ろ
う
巫
女

の
少
女
が
立

て
い
た

 
少
女

貴
方

合
は

 

の

合
を
聞
い
て
き
た
少
女
に
蓮
は

 
蓮
 

な

君
は
い

た
い

 
そ
れ
を
聞
い
た
少
女
は
溜
め

を

き
な
が
ら

 
少
女

は

や

り
貴
方
外
来
人

 
蓮
 

外
来
人

 
少
女

貴
方
こ
こ
何
処
か
わ
か
る

 
蓮
 

え

の

じ

な
く
て

 
少
女

そ
こ
が
何
処
か
は
分
か
ら
な
い
け
ど
こ
こ
は
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幻
想
郷

れ
ら
れ
た
者
達
が
集
う
楽
園
よ

 
蓮
 

い
や

い
や

い
や

ま

ま
て

念
だ
け
ど

 

は
も
う

二
病
の

て
い
う
年
じ

な
い
ん
だ

 
あ
の
頃
の
黒

を
思
い
出
さ
せ
な
い
で
く
れ
よ

 
と
蓮
は
現
実
を
受
け

め
た
く
な
い
の
か
そ
ん
な
こ
と
を
言
う
が
目
の
前
の
光
景
を
見
た
ら

現
実
を
受
け

め
る
し
か
な
い
の
が
事
実
だ

な
お
蓮
は
元

二
病
ら
し
い

 
少
女

は

ま

あ
ん
た
が
ど
う
思
お
う
が
関
係

 
な
い
け
ど
と
り
あ
え
ず
ご

を

た
か
ら

 
食
べ
な
い

 
蓮
 

え

え

と
そ
れ
じ

い
た
だ
き
ま
す

 
少
女

な
ら
着
い
て
き
て

 
そ
う
言
い
蓮
は
布

か
ら
起
き
上
が
り
巫
女

の
少
女
に
つ
い
て
い
く
の
だ

た

食

に
は

ご

と

そ
し
て
た
く
あ
ん
と

の

焼
き
と
朝
食
ら
し
い
朝
食
だ

 
蓮
 

え

と
食
べ
て
も

 
少
女

構
わ
な
い
わ
よ



 第一章  夢に映る新たな旅立ち

 
蓮
 

そ
れ
じ

い
た
だ
き
ま
す

 
そ
う
言
い
蓮
は
食

に
は
並
べ
ら
れ
た

理
に
あ
り
つ
く
と

 
蓮
 

う

 
少
女

え

ま
さ
か

に
会
わ
な
か

た

 
蓮
 

い
で
す

 
と

ら
わ
し
い
事
を
言

た
た
め
少
女
は
一

だ
が
カ
ク
ン
と
体

が
崩
れ
る

 
少
女

そ

そ
う

そ
う
言
え
ば
ま
だ
名
前
を
聞
い
て

 
無
か

た
わ

貴
方
の
名
前
は

 
名
前
を
聞
か
れ
た
蓮
は

の
名
前
を

え
た

 
蓮
 

は
蓮

蓮

君
は

 
蓮
が
巫
女

の
少
女
に
聞
く
と
少
女
は

の
名
前
を

え
た

 
少
女

は
霊
夢

博
麗
霊
夢
よ

 
蓮
 

そ
う
な
ん
だ

そ
う
言
え
ば

て
何
日

 

て
た

 
霊
夢

何
日

て
程
じ

な
い
わ
ま

昨
日
の
夜
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か
ら
今
の
時

あ
た
り

て
と
こ
ろ

 
蓮
 

そ

そ
う
で
す
か

そ
れ
と
こ
こ
は
幻
想
郷

 

て
言

た
け
ど
本
当
に

と
か
じ

 
な
い
ん
だ
よ

 
霊
夢

え

お
そ
ら
く
貴
方
が
言

て
い
る
の
は
外
の

 
世
界
の
事

こ
こ
は

さ
れ
た
世
界

 
だ

か
し
ら

 
蓮
 

な

聞
き
た
い
ん
だ
け
ど

は
帰
れ
る

 
の
か
な

 
蓮
は
今
一
番
聞
き
た
い
事
と
し
て
帰
れ
る
か
ど
う
か
を
聞
く
と
霊
夢
は
笑

で

 
霊
夢

帰
れ
る
わ
よ

 
蓮
は
霊
夢
の
言

を
聞
い
て

と
し
た

 
蓮
 

よ

よ
か

た

 
霊
夢

だ
け
ど

か
ら
も
貴
方
に
聞
き
た
い
事
が
あ
る

 
の

あ
の
妖
怪
は
何

あ
ん
な
に
も
怒

て



 第一章  夢に映る新たな旅立ち

 
い
た
の

普
通
は
あ
そ
こ
ま
で
怒
る
に
は
理

 
が
あ
る
は
ず
だ
け
ど

 
そ
れ
を
聞
い
た
蓮
は
あ
そ
こ
ま
で
怒

て
い
た
理

を
考
え
る
が
ど
ん
な
に
考
え
て
も

分
は

怒
ら
せ
て
は
い
な
い
が
た
だ
気
に
な
る
名
を
言

て
い
た
の
は
覚
え
て
い
た

 
蓮
 

に
は
分
か
ら
な
い
よ

家
に
帰

て
み
た
ら
突
然

 
襲
わ
れ
た
ん
だ
か
ら
さ

で
も

 
霊
夢

で
も

 
蓮
 

あ
の
妖
怪

だ
よ

 
霊
夢

え

合

て
る
わ

 
蓮
 

そ
の
妖
怪

気
に
な
る
こ
と
を
言

た
ん
だ
よ

 
霊
夢

気
に
な
る
こ
と

 
蓮
 

確
か
安

晴
明

て

に
向
か

て

 
言

て
き
た
ん
だ
よ

 
霊
夢

貴
方
は
安

晴
明

て

だ
か
知

て

 
い
る
の



 第 話 博麗の巫女

 
突
然
霊
夢
は
安

晴
明
に
つ
い
て
聞
い
て
き
た
の
だ

だ
が
蓮
は
そ
ん
な
人
物
は
知

て
い
る

も
な
い

 
蓮
 

い
や

な
ん
だ
そ
れ

 
霊
夢

そ
う

安

晴
明

て
い
う
の
は
ま

 
に
言
う
と
妖
怪
達
を
退
治
す
る
退
治
屋
み
た
い
な

 
も
の
よ

 
蓮
 

そ
ん
な
人
と

て
る
の
か
な

 
霊
夢

分
か
ら
な
い
わ

た
け
ど
こ
れ
だ
け
は

 
言
え
る
わ

 
蓮
 
・
・

 
霊
夢

あ
い
つ
は
貴
方
の
事
を
相
当

ん
で
る
わ

 
ま
た
貴
方
を

て
や

て
来
る

 
蓮
 

な
ら
ど
う
す
れ
ば

 
霊
夢

そ
ん
な
も
の
退
治
す
る
し
か
な
い
わ

 
だ
か
ら
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霊
夢
は
笑

で
そ
う
言
う
と
手
を

を
現
す

に
し
て

 
霊
夢

貴
方

し
て
く
れ
な
い

そ
う
す
れ
ば

 
考
え
て
あ

る
わ
よ

 
こ
の
時
に
蓮
は
思

て
し
ま

た

 
蓮
 

に
が
め
つ
い
な

だ
け
ど

分
に
正

な

 
子
な
ん
だ
な

 
蓮
は
お
人

し
過
ぎ
る
が
た
め
に
逆
に

め
た
く
な

て
し
ま
う
の
だ

 
蓮
 

い
い
よ

そ
れ
で

か
る
な
ら

え

と

 
５
０
０
０

で
い
い

 
そ
れ
を
聞
い
た
霊
夢
の

は
満
面
の
笑
み
と
な

た

 
霊
夢

ん

蓮
は
中
々
話
が
分
か
る
わ

 
蓮
 

ハ
ハ
ハ

て
か
本
当
に

け
て
く
れ
よ

 
霊
夢

ま

か
せ
な
さ

い

 
そ
う
楽
し
く
会
話
を
し
な
が
ら
蓮
と
霊
夢
は
食
事
を
食
べ
終
え
る
と

 
蓮
 

そ
れ
じ

５
０
０
０
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蓮
が

々
だ
が

布
か
ら
５
０
０
０

を

り
出
す
と

 
霊
夢

蓮

は
外
に
あ
る
か
ら
し

か
り

れ
て

 
よ

 
蓮
 

え

こ
こ
で
受
け
と
れ
ば

 
蓮
が
そ
う
言
う
と
霊
夢
は
少
し
ば
か
し
目
を

め
て

 
霊
夢

い
い
か
ら
い
れ
て
く
る

 
蓮
 

は

は
い

 
霊
夢
な
り
に
も
何
か
こ
だ
わ
り
が
あ
る
と
思

た
蓮
は

ぐ
様
立
ち
上
が
り
外
へ
と
出
る
の

だ

た

 
蓮
 

こ
こ
だ
よ
な

 
蓮
か
ら
見
る
と
少
し
ば
か
し
だ
が
ボ
ロ
く
な

て
い
て
そ
れ

上
に
中
に
は

が

ま

て
い

る
の
が
よ
く
わ
か

た

 
蓮
 

え

と

い

 
パ
ン

パ
ン

 
五
千

を

へ
と

れ
て
蓮
は
手
を

き

分
が

か
る
よ
う
に
と
お
願
い
す
る
と
何
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か
が
こ
ち
ら
に

を
あ

な
が
ら
走

て
き
た

そ
れ
は
先
程

に

れ
て
こ
い
と
言

た
霊
夢

だ

た

 
霊
夢

お

お

よ

し
か
も
本
当
に

 
五
千

を

れ
て
く
れ
る
な
ん
て

 
蓮
 

ま

約
束
だ
か
ら

 
霊
夢

い
い
の
よ

こ
こ
ま
で
さ
れ
た
な
ら

け
な
い

 

に
は
い
か
な
い
わ
よ

 
今
の
五
千

の
お

で
霊
夢
は
断
然
と
や
る
気
が
出
て
き
た
よ
う
だ

 
蓮
 

こ
れ
で
何
と
か
な
る
よ

 
と
蓮
が
そ
う
思

て
い
る

間
だ

た

上
か
ら

が
聞
こ
え
出
し
て
き
た

蓮
は
そ
の
方

向
を
見
る
と

に
ま
た
が

た
少
女
が

方
に
突
撃
し
て
き
て
い
た

 

 

ひ

 
ザ

 
少
女
は

を

み
使

て
上
手
く
地
面
に
着
地
す
る
と
に
こ
や
か
な
笑

で

 
少
女

よ

霊
夢

遊
び
に
来
た
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霊
夢

魔
理
沙

 
こ
の
時
の
蓮
の
思
い
は
た
だ

つ
だ

た

 
蓮
 
こ
こ
の
常
識

て
外
じ

通
用
し
な
い
な

 
蓮
は
た
だ
心
の
中
で
無
性
に

き
続
け
る
の
だ

た

 
今
回
も

ん
で
く
だ
さ

て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
い
や

で
も
前
回
を
見
て

あ

な
ん
て
言
う

者

 
様
も

々
い
た
と
思
い
ま
す

そ
れ
と
も
う

つ
の
小
説

 
そ
こ
の
２
０
１
話
と
２
０
２
話
を
よ
く
見
て
み
る
と
共
通

 
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
よ

ま

そ
の

は

 
こ
こ
ま
で
に
し
て
こ
れ
か
ら
蓮
が
ど
う
な

て
い
く
の
か

 
そ
ん
な
所
は
予
想
す
る
の
が

で
す
の
で

そ
う

 
し
て
下
さ
い

そ
れ
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

 
し
た

ま
た
次
回
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第

話
 
白
黒
の
魔
法
使
い

 
ど
う
も
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

 
言
う
こ
と
は
対
し
て
な
い
の
で

 
本
編
へ
ど
う

 
蓮
の
目
の
前
に
は
白
黒
の

を
着
て
い
て
昔
よ
く
テ
レ

で
放

さ
れ
て
い
た
魔
法
少
女
を
思

わ
せ
る
か
の
よ
う
な

を
着
て
い
て
蓮
か
ら
見
て
み
る
と
た
だ
の

ス

レ
イ

に
し
か
見
え

な
か

た

 
少
女

お

霊
夢
そ
い
つ
は

だ

 
霊
夢

蓮

紹
介
し
た
ら

 
蓮
 

あ

は
蓮

蓮

て
言
い
ま
す

 
少
女

お

そ
う
か

は
霧
雨
魔
理
沙

 
た
だ
の
普
通
の
魔
法
使
い
だ



 第 話 白黒の魔法使い

 
蓮
 
魔
法
使
い

て
普
通

な
の
か
な

 
す
る
と
魔
理
沙
は
蓮
に
手
を

し
出
す

蓮
は
魔
理
沙
の
手
を

り

手
を

わ
し
た

 
霊
夢

そ
れ
で
魔
理
沙
は
何
し
に
来
た
の

 
霧
雨

何

て
遊
び
に
来
た
ん
だ
が

 

人
の
会
話
を
聞
い
て
い
た
蓮
は
霊
夢
と
魔
理
沙
に

問
が

い
た
た
め

 
蓮
 

え

と

人

て

 
霊
夢

ま

友
達
と
い
う
よ
り
か
は

 
霧
雨

染
み

て
と
こ
ろ
か

 
蓮
 

へ

染
み
か

 
あ
い
つ
は
元
気
か
な

 
こ
の
時
蓮
は
昔
の
事
を
思
い
出
し
て
い
た

か
つ
て

染
み
と
言
え
る
友
が
い
た
こ
と

を

だ
が

て
い
る
蓮
を
見
て
い
た
霊
夢
と
魔
理
沙
は

を
か
け
た

 
霊
夢

蓮

大

貴
方

 
蓮
 

え

 
霧
雨

何
か
悩
み
で
も
あ
る
の
か
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魔
理
沙
の
そ
の
一
言
で

分
の
お
か
れ
て
い
る
状
況
を
蓮
は
思
い
出
し
た

 
蓮
 

そ
う
だ

れ
て
い
た
あ
い
つ
の
事
を

 
霧
雨

あ
い
つ

 
霊
夢

魔
理
沙

蓮
の
事
に
つ
い
て
話
す
わ

 
霊
夢
は
魔
理
沙
に
蓮
が
こ
こ
に
来
る
ま
で
の
経

を

に
話
し
た

 
霧
雨

な
ん
か

災

だ
な

 
霊
夢

え

そ
れ
で
蓮
を

て
い
る
妖
怪
を

が

 
退
治
す
る

て

よ

 
霧
雨

霊
夢

に
上

だ
な

 
霊
夢

蓮
か
ら
お

と
し
て
五
千

を

 

れ
て

た
か
ら

こ
こ
ま
で
さ
れ
た
ら

 
や
ら
な
い
と

 
霊
夢
が
上

に
言

て
い
る

で
魔
理
沙
は
蓮
の

元
で
小

で
話
し
か
け
る

 
霧
雨
な

蓮
あ
い
つ
に
五
千

を

し
た

て

 
本
当
か
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蓮
 

え

そ
う
で
す
が

 
と

言

て
い
る
と
霊
夢
は
ま
た
目
を

目
に
し
て
今
度
は
魔
理
沙
を
見

め
る

 
霊
夢

魔
理
沙

 
霧
雨

い

だ
な

だ

 
霊
夢

ま

い
い
わ

 
霧
雨

て
か
そ
ん
な
事
よ
り
蓮
を

て
る
妖
怪

て

 
霊
夢
か
ら
見
て
ど
ん
な
感
じ
だ

た
ん
だ

 
霊
夢

そ
う

ら
く
実
力
は
中

程
度

て

 
と
こ
ろ
か
し
ら

た
だ
今
の
外
の
世
界
で

 

を

で
き
る
と
な
る
と

相
当
な

 
恨
み
を

い
て
動
い
て
い
る
よ
う
な
も
の

 
霧
雨

話
は
通
じ
そ
う
か

 
霊
夢

無
理
そ
う

あ
い
つ
は
た
だ

に
蓮
を

 
食
い
殺
し
た
い
だ
け
だ
も
の

 
蓮
 

本
当
に
な
ん
で
こ
ん
な
目
に
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分
の
不

に

を

か
べ
る
蓮
に
魔
理
沙
は
あ
る

を
す
る

 
霧
雨

な

蓮
を
戦
え
る
よ
う
に
し
た
方
が
い
い
ん
じ

 
な
い
か

 
霊
夢

確
か
に
こ
こ
い
る
と
な
る
と
そ
れ
相

の
力
は

 
欲
し
い
と
こ
ろ

 
蓮
 

は
強
く
な
れ
る
の
か
な

 
霧
雨

さ

な
だ
け
ど
努
力
は
し
て
み
る
ん
だ

 
蓮
 

な
ら

に
こ
こ
で
の
戦
い
方
を
教
え
て

し
い

 
頼

お
願
い
し
ま
す

 
蓮
は
霊
夢
と
魔
理
沙
に

を
下

る
と

人
は
笑
い
だ
し
た

 
霊
夢

ア
ハ
ハ
ハ

 
霧
雨

は

は

は

は

 
蓮
 

え

 
霧
雨

は

い
い

が
知

て
い
る
こ
と
な
ら

 
何
で
も
教
え
て
や
る
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霊
夢

面
倒
く
さ
い
け
ど
教
え
て
あ

る
わ
蓮

 
蓮
 

あ
り
が
と
う

そ
れ
じ

ま
ず
何
を
覚
え
れ
ば

 
い
い
ん
だ

 
霧
雨

そ
う
だ
な

ま
ず
は
飛
ぶ
こ
と
を
覚
え
る
か

 
蓮
 

飛
ぶ

 
流
石
の
蓮
も
ま
さ
か

な
か
ら
飛
ぶ
こ
と
を
覚
え
さ
せ
ら
れ
る
と
は
思

て
も
い
な
か

た
の
か

く
し
か
な
か

た

 
霊
夢

そ
の
前
に
蓮
に
は
霊
力
が
あ
る
か
を
確
認

 
し
た
い
の
だ
け
ど

 
蓮
 

れ

霊
力

 
霊
夢

そ
う

蓮
こ
ん
な
感
じ
で
玉
を

る
こ
と
は

 
出
来
る

 
そ
う
言
い
霊
夢
は

手
に
霊
力
で
玉
を

り
上

る

 
蓮
 

え

と
ど
ん
な
感
覚
で
や
れ
ば

 
霊
夢

ま
ず
心
を
落
ち
着
か
せ
て

そ
こ
に
イ
メ

ジ
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す
る
の

手
に
玉
を

る
イ
メ

ジ
を

 
そ
う
言
わ
れ
た
蓮
は
霊
夢
に
言
わ
れ
た
通
り
に
手
を
か
ざ
し
て
一
転
集
中
し
て

手
に
力
を

る
よ
う
な
感
覚
を
す
る
と
蓮
の
手
か
ら

い
た
事
に
霊
力
の
玉
が

ら
れ
た

 
霧
雨

す

ま
さ
か

日
で

 
霊
夢

そ
れ
を

ち
出
し
て
み
て

 
蓮
は
そ
の

を
聞
く
と
上
空
へ
と
霊
夢
の
玉
を

ち
出
し
た

 
蓮
 

は

は

こ
ん
な
に
も

れ
る
ん
だ

 
霊
夢

で
も
ま

め
て
に
し
て
は
上
出
来

 
霧
雨

日
で
こ
こ
ま
で
出
来
れ
ば
大
し
た
も
ん
だ

 
蓮
 

は
は

あ
り
が
と
う

 
霧
雨

そ
れ
じ

今
度
こ
そ
飛
ぶ

な

い
い
か
蓮

 
体
を

か
せ
る
イ
メ

ジ
を

つ
ん
だ

こ
ん
な

 
風
に
な

 
そ
う
言
い
魔
理
沙
は

に

が
る
と
フ

と
し
た
感
じ
で

遊
す
る

 
蓮
 

え

え

と
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蓮
は
言
わ
れ
た
通
り
に

く
イ
メ

ジ
を

ち
な
が
ら

に
思
い

か
べ
る
と
不
思
議
と
体
が

く
な

た
か
と
思
う
と

 
蓮
 

と

飛
ん
で
る

 
霊
夢

へ

中
々
出
来
る
も
ん
な
の

 
そ
う
言
い
な
が
ら
霊
夢
も
普
通
に
何
が
な
い
よ
う
に
体
を

か
せ
て
飛
ん
で
い
た

 
蓮
 

れ

霊
夢
も
飛
べ
た
ん
だ

 
霊
夢

そ
れ
で
飛
べ
た
か
ら
次
は
戦
い
方

と
い
う
よ
り

 
遊
び
方
と
言

た
方
が
い
い
か
し
ら

 
蓮
 

遊
び

 
霧
雨

お

あ
れ
を
す
る
の
か

 
霊
夢

え

始
め
ま
し

う
弾
幕
ご

こ
を

 
霧
雨

蓮
は
邪
魔
に
な
ら
な
い
よ
う
に
見
て
て
お
き
な

 
魔
理
沙
に
注
意
さ
れ
た
蓮
は
体
を

か
せ
な
が
ら
少
し
遠
く
で
観
戦
す
る
事
に
し
た

 
霊
夢

そ
れ
じ

や
り
ま
す
か

 
霧
雨

は
い
よ

そ
れ
じ
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霊
＆
魔

始
め
る
わ
よ

 
そ
う
言
い
合
う
と

人
は
弾
幕
ご

こ
を
し
だ
し
た

蓮
か
ら
し
て
み
る
と

め
は
何
だ
こ

れ

と
言

た
感
じ
だ

た
が

人
が
出
す
色
と
り
ど
り
の
弾
幕
を

し
い
と
感
じ
て
い
た

 
蓮
 

麗
だ
な

 
そ
う
し
て

く
し
て
弾
幕
が

む
と
魔
理
沙
が
少
し
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な

て
い
た

 
霊
夢

ん

の

ち

 
霧
雨

負
け
た

 
そ
ん
な
戦
い

遊
び
に
蓮
は

手
を
し
た

 
パ

パ

パ

パ

パ

パ

パ

パ

 
蓮
 

い
よ

人
共

あ
ん
な
に

麗
だ
な
ん
て

 
思
わ
な
か

た
よ

 
霧
雨

へ

蓮
は
中
々
分
か

て
る
じ

ん

 
霊
夢

こ
の
弾
幕
ご

こ

て
言
う
の
は
技
と
技
の

 
見
せ
つ
け
合
い
よ

し
い
も
の
が

つ

 
そ
れ
が
こ
の
弾
幕
ご

こ
の
ル

ル
よ



 第 話 白黒の魔法使い

 
蓮
 

そ
う
な
ん
だ

 
霧
雨

よ
し

蓮

次
は

と
弾
幕
ご

こ
し
よ
う

 
蓮
 

え

え

 
霧
雨

安
心
し
ろ
よ

手

は
し
て
や
る
か
ら
さ

 
こ
う
し
て
蓮
も
弾
幕
ご

こ
を
す
る
事
と
な

た
の
だ

た

 
こ
う
や

て
小
説
を
書
い
て
い
る
と

を
か
ら
良
い
ん

 
だ
け
ど

の

認
識
が
あ

た
り
し
て
再
編
集
と
い
う

 
手
間
が
か
か
る

本
当
に
そ
れ
が
キ
ツ
い

 
今
も
昔
も
そ
れ
は

ら
な
い

さ
な
い
と
な

 
お

と
失

し
ま
し
た

今
回
は
い
か
が
だ

た

 
で
し

う
か

ま

何
時
も
見
て
い
る
よ
う
な

く
の

 

の

の

で
し
た
が

は
た
し
て
蓮
は
ど
の
よ
う
に
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過
ご
し
て
い
く
の
か

そ
れ
で
は

者
様
次
回
は
も
う

 

つ
の
小
説
の
特
別

で
お
会
い
ま
し

う

 
そ
れ
で
は
バ
イ
バ
イ



 第 話 弾幕ごっこ

 
第

話
 
弾
幕
ご

こ

 
こ
ん
に
ち
は

者
様

昨
晩
か
ら
一

も
出
来
な

 
か

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

 
ど
う
し
て
こ
う
な

た

 
そ
れ
は
さ
て
お
き
本
編
へ
ど
う

 
蓮
に
弾
幕
ご

こ
を
教
え
る
と
言

て
き
た
魔
理
沙
は
満
面
の
笑
み
だ

た

 
蓮
 

え

え

と

こ
れ
で
本
当
に
あ
の
妖
怪
を

 
倒
せ
る
の
か

 
そ
う
聞
く
と
霊
夢
と
魔
理
沙
は
ま
た
笑
い
な
が
ら

 
霊
夢

大

よ

弾
幕
ご

こ
は
霊
力
等
を
使

て

 
や
る
遊
び
よ

蓮
の
場
合
は
霊
力
が
高
く
な
れ
ば
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な
る

ど
弾
幕
の

開

も
増
え
る
し
何
よ
り
も

 
さ

き
よ
り
か
は
大
き
な
弾
幕
を
出
せ
る
わ

 
霧
雨

そ
れ
に
妖
怪

て
の
は
た
だ
力
で
倒
す
よ
り

 
こ
う
い
う
力
を
使

て
や
る
方
が
楽
だ

 
蓮
 

そ

そ
う
な
ん
だ

 
霧
雨

て
な
わ
け
で
蓮

弾
幕
ご

こ
し
よ
う

 
蓮
に
と

て
は
命
が
か
か

て
い
る

だ
が
先
程
見
て
い
た

し
い
弾
幕
に
心
を

わ
れ
て
も

い
た

 
蓮
 

な
ら
お
相
手
を
お
願
い
し
ま
す

 
霧
雨

よ

し

そ
ん
じ

霊
夢
は
少
し
見
て
い
て
く
れ

 
霊
夢

は
い
は
い

や
り
過
ぎ
な
い
で
よ

 
霧
雨

分
か

て
る

て

 
そ
う
言
い
霊
夢
は
地
上
の
神
社
へ
と
降
り
て
い

た

 
蓮
 

え

と

ル

ル
は

 
霧
雨

お

と
悪
い
な

ル

ル
は

だ
弾
幕
が
体
に
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当
た
ら
な
い
よ
う
に

け
れ
ば
い
い
だ
け
だ

 
蓮
 

そ
れ
な
ら

 
蓮
は
先
程
か
ら

て
い
た
竹
刀
が

た

を

中
か
ら
と
る
と
竹
刀
を

り
出
し
て

 
蓮
 

こ
れ
は
使

て
も
い
い
ん
で
す
か

 
霧
雨

あ

武

も
あ
り
だ
が

心
な
の
は

 

し
く
見
せ
合
う
こ
と
だ

 
蓮
 

分
か

た
よ

 
霧
雨

後
は

と
り
あ
え
ず

だ
が

で
い
い
だ
ろ

 

と
聞
い
た
蓮
は
昔
に
や

て
い
た

を
思
い
出
し
た
た
め

の
意

を
知

て
い

た
た
め
魔
理
沙
に

 
蓮
 

う
ん
そ
れ
で
構
わ
な
い
よ

 
霧
雨

そ
れ
な
ら
始
め
る

 
蓮
 

来
い

 
こ
の
一
言
に
よ

て
蓮
と
魔
理
沙
に
よ
る
弾
幕
ご

こ
が
開
始
さ
れ
た

 
霧
雨

ま
ず
は
こ
い
つ
か
ら
い
く
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そ
う
言
い
魔
理
沙
は

を

み
に

て

動
し
な
が
ら
無
数
に
弾
幕
を
ば
ら

く
い
て
く

る

先
程
の
弾
幕
ご

こ
を
見
て
い
る
蓮
か
ら
す
れ
ば
手

は
し
て
く
れ
て
い
る
と
思
え
て
い

た 
蓮
 

く

 
飛
べ
る
ば
か
り
に
な

た
蓮
は
上
手
く

ン
ト
ロ

ル
し
な
が
ら
飛
行
し
て
魔
理
沙
と

じ
よ

う
に
弾
幕
を
放
つ
が
や
は
り
ま
だ
覚
え
た
て
の
か
大
き
さ
も
小
さ
く
相
手
の
魔
理
沙
よ
り
弾
幕
の

も
少
な
い

 
霧
雨

ら

ら

そ
ん
な
ん
じ

当
た
ん
な
い

 
魔
理
沙
は

を

し
出
し
な
が
ら
弾
幕
を
放
ち
続
け
る

だ
が
蓮
は
ま
だ
ま
だ
ぎ
こ
ち
な

い 
蓮
 
ど
う
す
れ
ば

 
こ
の
時
だ

た
蓮
に
あ
る
記
憶
が
思
い

か
ぶ

そ
れ
は

分
が
知
る

も
な
い
記
憶

そ
の
記
憶
は
夢
で
見
た
こ
と
の
あ
る

き
な
が
ら
戦

て
い
た
少
女
が
妖
怪
の

撃
を

し
く
可

に
舞
い
な
が
ら

け
て
い
た
記
憶
を

 
蓮
 

や

て
み
る
し
か
な
い
よ
な
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そ
う
意
気
込
む
魔
理
沙
が
放

た
弾
幕
へ
と
突
撃
し
た

 
霧
雨

な

そ
れ
は

殺
行

だ

 
そ
う
言
い
つ
つ
も
魔
理
沙
は
蓮
に
弾
幕
を
放
つ
が
蓮
は
先
程
の
ぎ
こ
ち
な
い

け
方
と
は

て
か
わ

て
す
ら
す
ら
と

け
な
が
ら
魔
理
沙
目
が
か
け
て
突
撃
を
続
け
た

 
霧
雨

な

 
さ

き
ま
で
全
然

う

 
す
る
と
蓮
は
弾
幕
を
放
と
う
と
は
せ
ず
に

て
い
る
竹
刀
の
刀

の

分
に
手
を

え
る

と 
蓮
 

 

を

き
な
が
ら
刀

を
な

て
い
く
と
な

た

分
が
光
だ
し
た

蓮
が
や

た
の
は

弾
幕
を
放
つ
で
は
な
く
纏
わ
せ
る
と
い
う
こ
と
だ

た
の
だ

 
蓮
 

行
く
よ

魔
理
沙
さ
ん

 
そ
う
言
い
蓮
は
魔
理
沙
へ
と
更
に

度
を
上

て
突

込
む

 
霧
雨

負
け
る
か

 
魔
理
沙
は

の
弾
幕
を
出
し
な
が
ら
そ
こ
か
ら
更
に
上
空
へ
と

れ
る
が
蓮
は
光
を
纏
わ
せ
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た
竹
刀
を

る
い
魔
理
沙
の

弾
幕
を

ち
落
と
す

 
霧
雨

あ
い
つ

一
気
に

 
魔
理
沙
が

く
の
も
無
理
は
な
い
何
せ
急
に
上
達

し
た
の
だ
普
通
で
は
考
え
ら
れ
る

も

な
い

 
蓮
 

こ
れ
で
終
わ
り
で
す

 
そ
う
言
う
と
蓮
は
光

く
竹
刀
を
魔
理
沙
の
前
で

り
上

る

そ
れ
は

道
の

本
技
の

つ
面

ち
だ

 
蓮
 

面

 
蓮
は

び
な
が
ら
竹
刀
を
魔
理
沙
へ
と
降
り
お
ろ
す
が
そ
の
時
だ

た

魔
理
沙
は

ケ

ト
か
ら
八

の
よ
う
な
物
を

り
出
す
と

 
霧
雨

 
マ
ス
タ

ス
パ

ク

 
そ
う

べ
る
と
そ
の
カ

ド
は
八

の

を
し
た
物
か
ら

レ

ザ

が
放
た
れ
た

 
蓮
 

な

 
零

に
い
た
蓮
は
こ
の
時

け
ら
れ
な
い
と
覚

し
た
そ
の
時
だ

た

 
バ
サ
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魔
理
沙
が
放

た

レ

ザ

は
蓮
に
当
た
る
こ
と
は
な
か

た

そ
れ
は
巫
女

を
着
た

少
女

博
麗
霊
夢
が

け
て
く
れ
た
か
ら
だ

 
そ
し
て
数

経
つ
と

レ

ザ

は

え
る

 
蓮
 

た

か

た

 
霊
夢

ま

た
く

魔
理
沙

心
者
相
手
に

 
ス

ル
使
う
な
ら
始
め
に
言
わ
な
い
と

メ

 
じ

な
い

 
霧
雨

悪
い

蓮
が
い
き
な
り
強
く
な

て

ち
ま

た

  
魔
理
沙
は

し

な
さ
そ
う
に

る
と
蓮
は

笑
い
を
し
な
が
ら

 
蓮
 

い
や
大

だ
よ
魔
理
沙
さ
ん

は
無
事

 
だ

た
ん
だ
か
ら
さ

 
霧
雨

そ
う
言

て
く
れ
る
と

か
る

 
霊
夢

で
も

め
て
に
し
て
は
上
出
来

 
霧
雨

こ
れ
な
ら
何
と
か
な
る
ん
じ

な
い
か
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霊
夢

い
え

あ
く
ま
で
蓮
に
戦
い
方
を
教
え
た
の
は

 
も
し
の
た
め
よ

相
手
は
中

レ

ル

 
下
手
し
た
ら
蓮
は
確
実
に
食
い
殺
さ
れ
る
わ

 
霊
夢
の
一
言
は
蓮
の
心
の
決
心
を

め
る
に

分
だ

た

 
蓮
 

生
き
る
た
め
に
は
こ
の

死

闘
試

を

り

 
越
え
な
い
と

 
霊
夢

蓮

 
蓮
 

ん

ど
う
か
し
た

 
霊
夢

ま
た
貴
方

空
の
空
を
見
て
い
た
わ
よ

 
蓮
 

え

あ

ご
め
ん
ご
め
ん

そ
れ
と
お

が

 

た
な

 
霊
夢

ま

た
く

し

う
が
な
い

て
あ

る
か
ら

 

く
来
な
さ
い

 
霧
雨

あ

な
ら
霊
夢

も
食
べ
て
く

 
霊
夢

あ
ん
た
は

い
れ
て
か
ら
に
し
な
さ
い
よ
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こ
う
し
て
蓮
の

め
て
の
弾
幕
ご

こ
は
終
幕
と
な

た
の
だ

た

 
ど
う
も

者
様

不

で
体
が
お
か
し
く
な
り
そ
う
な

 
怠
惰
さ
ん
で
す

今
回
は
い
か
が
で
し
た
で
し

う
か

 
え

後
書
き

ど
う
す
る
の
か

て

 

ラ
ン
で
す

こ

ち
は
最
後
ま
で
決
ま
ら
な

 
か

た
件
に
つ
い
て

ま

こ
こ
の
小
説
に
出
て
く
る

 
オ
リ
キ

ラ
の

か
に
手
伝

て
も
ら
お
う
か
な

 
と
ま

最
後
ま
で
し
ま
ら
な
い
よ
う
な
後
書
き
で
す
が

 
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す

そ
れ
で
は

者
様

 
ま
た
次
回
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第

話
 
夢
で
見
た
者

 
こ
ん
に
ち
は

者
様

遅

起
き
が
こ
こ
最
近

 
出
来
て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

 
最

奇
跡

意
外
に
も
⻑
く
続
く
と

 
そ
れ
で
は
本
編
へ
レ

ツ

 
蓮
と
魔
理
沙
と
の
弾
幕
ご

こ
が
終
わ
り

人
は
霊
夢
が

た

理
を
食
べ
て
い
た

 
霊
夢

ま

た
く

蓮
は
い
い
と
し
て
魔
理
沙
は
少
し

 
し
な
さ
い
よ

 
霧
雨

ま

ま

い
い
じ

な
い
か

 
蓮
 
霊
夢
は

と
な
る
と

う
る
さ
い
な

 
そ
ん
な
感
じ
で
食
べ
て
い
る
と
蓮
は
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
い
て
し
ま

た

 
蓮
 

あ
れ

の
お

が

え
た
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つ
い
さ

き
ま
で

た
は
ず
の
お

が

え
て
い
る
の
だ

し
か
も
ラ

キ

な
事
に

が
立

て
い
て
レ
ア
だ

た
の
に
も
関
わ
ら
ず
に
も
だ

 
霧
雨

ど
う
し
た

 
蓮
 

え

と

の
お

が

え
た
ん
だ
け
ど

 
霊
夢

蓮

さ

き
か
ら
お

は

ん
で
は

 
蓮
 

い
な
い
か
な

 
霊
夢

は

 
霊
夢
は
深
く
た
め

を
す
る
と
そ
の

を
開
い
て

 
霊
夢

い
る
ん
で
し

紫

 
霊
夢
が

空
の

方
に
そ
の
紫
と
い
う

を
か
け
る
と
突
然
霊
夢
の
後
ろ
に
無
数
の
目
が
つ
い

た
異
次
元
の
よ
う
な

が
開
く
と
そ
こ
か
ら

人
の
女
性
が

を
出
し
た

 
紫
 

あ
ら

お

を

た
ら

て

く
な
い

 
霊
夢

あ
ん
た
し
か
い
な
い
で
し

 
紫
 

ま

確
か
に

な
ん
だ
け
ど

 
そ
う
言
い
な
が
ら
紫
は
本
来
蓮
が

む

だ

た
お

を

ん
で
い
る
と
蓮
は
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蓮
 

な

霊
夢
こ
の
お
姉
さ
ん
は

 
蓮
が
お
姉
さ
ん
と
言
う
と
紫
は

し
そ
う
に

 
紫
 

あ
ら

し
い
こ
と
を
言
う
わ

 
だ
が
そ
れ
を
聞
い
た
霊
夢
と
魔
理
沙
は

 

人
お
姉
さ
ん
と
い
え
る
の
か

し
ら

 

人
が
心
で

く
と
紫
は
ド
ス
黒
い
殺
気
を
放
ち
な
が
ら
笑

で

人
を
見
て

 
紫
 

何
か

が
あ
る
の
か
し
ら

 

人

い
い
え
何
も
こ
ざ
い
ま
せ
ん

 
紫
 

よ
ろ
し
い

 
そ
の
時
の
蓮
は
こ
の
お
姉
さ
ん
に
対
し
て
無
闇
な
言
を
使
て
は
い
け
な
い
と

し
た

 
蓮
 

え

え

と

紫
さ
ん
で
す
よ

 
紫
 

え

合

て
る
わ
よ

あ
ら

貴
方
何
処
か
で

 

と
会
わ
な
か

た
か
し
ら

 
と

紫
に
言
わ
れ
た
蓮
は

に
謎
マ

ク
を
出
し
て
ま
じ
ま
じ
と
紫
を
見
る
と

 
蓮
 

あ
れ

う
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蓮
は
急
に

痛
が
し
だ
し
た
の
だ

そ
れ
も
た
だ
の
痛
み
で
は
な
く

の

底
を

る
か
の
よ

う
な
痛
み
だ

 
蓮
 

が

 
霧
雨

お
い
蓮

 
霊
夢

ち

と

 
紫
 

え

 
蓮
の

中
を
霊
夢
と
魔
理
沙
が

で
る

そ
し
て
蓮
は
そ
の

痛
が
し
て
い
る
最
中

こ
こ

に
来
て
気
絶
し
た
時
に
見
て
い
た
記
憶
を
思
い
出
し
た

目
に

を

て
い
る
男
と
楽
し
そ

う
に

て
い
る
女
性
は
目
の
前
に
い
る
紫
そ
の
も
の
だ

た

 
蓮
 

は

は

 
紫
 

貴
方
大

 
蓮
 

紫
さ
ん

は

貴
女
を

は
見
た
こ
と
が
あ
る

 
紫
 

え

 
霊
夢

貴
方

対
面
で
し

 
霧
雨

ど
う
い
う
こ
と
だ
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人
は
ど
う
い
う
こ
と
か
思

て
い
る
と
蓮
は
先
程
の

痛
の
痛
み
が
ま
だ

け
き

て
い

な
い
状

で

を
開
い
て

 
蓮
 

貴
女
が

目
に

を

つ
男
と
話
し
て

 
い
た
の
を

は
夢
で
見
た
ん
で
す

 
紫
 

 
霊
夢

で
も
そ
れ
は
所

夢
で
し

 
と

霊
夢
が
言
う
と
紫
は

 
紫
 

そ
の
男
の
人

て
⻑
い
黒

で

笑
ん
で

 
い
た
か
し
ら

 
蓮
 

は
い

 
霊
夢

知

て
い
る
の

 
紫
 

え

そ
れ
は
間

い
な
く

の

よ

 
こ
れ
に
は

人
は

は

と
思
う
し
か
な
か

た

だ
が
紫
は
蓮
に
少
し
ば
か
し
だ

が
興

が

い
た

 
紫
 

貴
方

名
前
は
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蓮
 

は
蓮

蓮

 
紫
 

ん

 
霊
夢

紫

何
を
考
え
て
い
る
の

 
紫
 

少
し

 
紫
が

か
の
名
前
を
言
う
と
先
程
の
紫
と

じ
よ
う
に
目
の
つ
い
た

か
ら

シ

ト

ア

の
女
性
が
現
れ
る

 

 

紫
様
ど
う
か
し
ま
し
た
か

 
紫
 

と
言
う
一
族
に
つ
い
て
少
し

べ
て

 
も
ら
え
な
い
か
し
ら

 

 

分
か
り
ま
し
た

 
そ
う
言
う
と

と
言
わ
れ
た
女
性
は
先
程
の

へ
と
引

込
ん
だ

 
紫
 

貴
方
に
興

が

い
た
わ

蓮

 
少
し
待

て
い
て
ち

う
だ
い

 
そ
う
言
う
と
紫
も
無
数
の
目
の
つ
い
た

へ
と

る
と
そ
の
場
に
あ

た

は

然
と

を

し
た
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霊
夢

紫

た
ら
な
ん
な
ん
だ
か

 
霧
雨

て
か
よ

紫
に
あ
の
中

妖
怪
の
事
伝
え
な
く
て

 
良
か

た
の
か

 
霊
夢

い
い
の
よ
紫
は
何
も
し
な
い
わ

そ
れ
に

 
こ
れ
は

の
依
頼
よ

 
蓮
 

霊
夢
さ
ん

 
霧
雨

ま

も

力
し
て
や
る
よ
蓮

さ

き
の

 

び
だ

 
蓮
 

魔
理
沙
さ
ん

 
霊
夢

そ
れ
と
さ
ん

け
は
い
ら
な
い
か
ら
霊
夢
で
い
い
わ

 
霧
雨

も
魔
理
沙
で
い
い

 

人
に
そ
う
言
わ
れ
た
蓮
は
笑

で

 
蓮
 

霊
夢

魔
理
沙

あ
り
が
と
う

 
霧
雨

い
い

て
こ
と
よ

 
霊
夢

蓮

魔
理
沙

つ
言

て
お
く
わ
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霊
夢
は
真

な

で
蓮
と
魔
理
沙
に

を
開
く

 
霧
雨

ど
う
し
た
ん
だ

 
蓮
 

 
霊
夢

あ
の
中

妖
怪
は
こ
こ
を
襲
撃
す
る
わ

 
蓮
 

え

 
霧
雨

霊
夢

そ
の

は
何
だ

 
魔
理
沙
が
霊
夢
に

は

と
言
う
と
霊
夢
は

 
霊
夢

勘
よ

 
霧
雨

そ
う
か

な
ら
待
つ
と
し
よ
う

 
蓮
 

え

 
蓮
は
大

な
の
か

と
し
か
考
え
て
い
な
か

た
が

そ
れ
に
魔
理
沙
が

 
霧
雨

安
心
し
ろ
よ
蓮

霊
夢
の
勘
の
的
中

は

 

バ
イ
か
ら
よ

 
蓮
 
本
当
に
大

な
の
か
な

 
霊
夢

ま

せ
な
さ
い
そ
れ
で

戦
な
ん
だ
け
ど
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そ
う
言
い
な
が
ら
霊
夢
は
蓮
と
魔
理
沙
に

が
考
え
た

戦
を
話
す
の
だ

た

 
そ
う

し
て

戦
を
話
し
て
数
時
間
後

博
麗
神
社
に

の
怪
物
も
と
い
蓮
を
追
い
か
け
て
い
る

妖
怪
が
飛
来
し
た

 
妖
怪

ど
こ
だ

ど
こ
に
い
る
安

晴
明

 
妖
怪
は

の

慢
と
も
言
え
る

で

い
を

ぐ
と
博
麗
神
社
の
と
あ
る
一
室
に
目
を
や
る

と

か
ら
し

う
き
放
ち
な
が
ら

 
妖
怪

そ
こ
か

 
そ
う
言
い
妖
怪
は
そ
の

屋
へ
と
向
か

て
突

込
ん
だ
の
だ

た

 
は
い

て
な
わ
け
で
も
う

つ
の
小
説
と
の

が
ま
た
現
れ
ま
し
た

そ
し
て
次
回
は
と

う
と
う
あ
の
妖
怪
と
の
対
決
で
す

蓮
の
未
来

命
は

何
に

そ
れ
は
ま
た
明
日
で
す
け

ど 
そ
れ
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た



 第 話 夢で見た者……

 
バ
イ
バ
イ



 第一章  夢に映る新たな旅立ち

 
第

話
 

怨
念
の
妖
怪

 
こ
ん
に
ち
は

者
様

臨
時
の
バ
イ
ト
に

 
出
て
い
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

 
臨
時

＆
臨
時
バ
イ
ト

 
な
お
日

５
０
０
０

 
高
い
の
か
な

い
や

こ
ん
な
く
だ
ら
な
い
話
は

 

め
て
本
編
へ
ど
う

 
妖
怪
が
博
麗
神
社
の
一

に
あ
る

子
で
塞
が
れ
て
い
る
所
へ
と
突

込
ん
だ

 
ド

ン

 
妖
怪

晴
明

貴
様
を

ろ
う
て

な

 
妖
怪
は
そ
の

屋
に

て
気
が
つ
い
た
の
は
そ
こ
は

物
で
は
な
く
外
だ

た
と
い
う
こ
と

だ

す
る
と
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キ

 
妖
怪

な

な
ん
だ
こ
れ
は

 

 
突
然
妖
怪
の
四
方
八
方
に
結
界
が
立
ち
並
び
妖
怪
が
逃

る

間
が

え
る
と

人
の
男
女

が

を
現
し
た

そ
の

人
は

者
様
の
お
も

て
い
る
と
お
り
蓮

霊
夢

魔
理
沙
の

人
だ

た

そ
し
て
魔
理
沙
は

を
見
な
が
ら

 
霧
雨

幻

相
手
に
幻
覚
を
見
せ
る

子
を
ば
ら

く

 
魔
法
の

の
特

さ

 
と

突
然

の
説
明
を
し
だ
し
た

な
お
こ
の

は

分
達
世
界
の

バ
い
マ
ジ

ク
マ

シ

ル

等
で
は
な
く
幻
想
郷
な
お
か
つ
魔
法
の

に
の
み
に

生
し
て
い
る

だ
が
中

性

は
な
い

こ
の

子
を
体
内
に

り
込
む
と
少
し
の
間
幻
覚
を
見
せ
る

霊
夢
達
が
考
え
た

戦

は
こ
の

を
使

て
幻
覚
を
見
せ
て
妖
怪
を

断
さ
せ
て
か
ら
の
霊
夢
の

る
結
界
で

す
る

戦
と
出
た
の
だ

 
蓮
 

し
か
し

い

で
す

 
霧
雨

ま

な

こ
れ
で
も

は

の
知
識
に
は

が

 
あ
る
ん
だ
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霊
夢

ら
あ
ん
た
達
今
は
集
中
よ

 
霊
夢
が
そ
う
言

て
い
る
一
方
で
妖
怪
は
蓮
を
見
つ
め
る
と

 
妖
怪

晴
明

晴
明

安

晴
明

 
妖
怪
は
蓮
に
向
か

て

び
あ

て

を

ん
で
い
る
結
界
に
体
当
た
り
を
し
だ
し
た

 
霧
雨

あ
い
つ
滅

怨
ん
で
る
な

 
霊
夢

い
い
か
ら

け
る
わ
よ

 
そ
う
言
う
と
霊
夢
は
お

い
棒
と
お

を
構
え
魔
理
沙
は
ミ

八

を
構
え
蓮
は
竹
刀
に

霊
力
を
纏
わ
せ
て
構
え
る
と

 
霊
夢

霊

 
夢
想
封
印

 
霧
雨

 
マ
ス
タ

ス
パ

ク

 
霊
夢
の
夢
想
封
印
と
魔
理
沙
の
マ
ス
タ

ス
パ

ク
が
妖
怪
め
が
け
て
発
動
さ
れ
そ
れ
は
全
て

命
中
し
た

 
妖
怪

が

 
蓮
 

こ
れ
で
と
ど
め
だ

 
痛
み
で

び
を
あ

て
い
る
妖
怪
に
蓮
は
前
進
し
て
か
ら
竹
刀
を

り
上

て
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蓮
 

面

 
バ
シ
ン

 
そ
の
一
撃
は
妖
怪
の

に
ク
リ
テ

カ
ル
ヒ

ト
し
た

 
妖
怪

が

 
ド
ス
ン

 
妖
怪
は
最
後
の

び
を
あ

て
そ
の
場
に
崩
れ
た

 
霧
雨

へ

へ

い

ち

あ
が
り

 
霊
夢

終
わ

た
終
わ

た

 
蓮
 

終
わ

た
よ
な

 
蓮
が
そ
う
言

た

後
だ

た

突
然
霊
夢
と
魔
理
沙
は

い
た

を
し
た
の
だ

い
た

を
し
た
霊
夢
は
蓮
に
向
か

て

ん
だ

 
霊
夢

蓮

後
ろ

 
霧
雨

け
ろ

 
蓮
 

え

 
蓮
が
後
ろ
を
向
こ
う
と
し
た
刹
那
の

間
だ

た

先
程
倒
れ
た
妖
怪
が
蓮
に
向
か

て
そ
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の

を
開
い
て
襲
い
か
か

た
の
だ

 
蓮
 

な

 
蓮
は
突
然
の
事
で
体
が
動
か
な
か

た

そ
し
て
妖
怪
が
蓮
の

に
そ
の

大
な

で

み
つ

く
一
歩
手
前
の
所
で
蓮
は

に
目
を
閉
じ
た

人
間
は

く
と
目
を

る

向
が
あ
る

そ
の

反
射
神
経
が

用
し
た

間
で
も
あ

た

だ
が
目
を

た
蓮
は
不
思
議
に
思

た

そ
れ
は

痛
み
を
感
じ
な
い
の
だ

ゆ

く
り
と
目
を
開
け
る
と
目
の
前
ま
で

み
つ
こ
う
と
し
て
い
る

が
見
え

 
蓮
 

え

何
だ
よ
こ
れ

 
蓮
は
ゆ

く
り
と
そ
こ
か
ら

け
て

り
を
見

す
と
霊
夢
魔
理
沙
が
人

か
の
よ
う
に
そ

の
場
で

ま
り
絶
望
を
生
ん
だ

を
し
て
い
た

だ
が
そ
れ
は
妖
怪
も

じ
だ

た

 
蓮
 

何
が
起
こ

て
る
ん
だ

 
こ
の
異
様
な

け
さ
に
気

を
悪
く
し
て
い
る
と
蓮
の
後
ろ
か
ら

が
聞
こ
え
だ
し
た

そ

れ
は
少
女
の

だ
が
霊
夢
で
も
魔
理
沙
で
も
な
い

か
の

だ

 

 

蓮

貴
方
は
こ
こ
で
死
ぬ
定
め
で
は

 
あ
り
ま
せ
ん
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蓮
 

あ
な
た
は

で
す
か

 
蓮
が
後
ろ
を

り
向
く
と
そ
こ
に
は
見
し
ら
ぬ
女
性
が
立

て
い
た

 

 

そ
れ
は
ま
だ
時
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
す
が

 
今
そ
こ
に
い
る

に
立
ち
向
か
わ
な
け
れ
ば

 
い
け
ま
せ
ん

 
蓮
 

ど
う
す
る
ん
だ
よ

霊
夢
の
夢
想
封
印
で
も

 
魔
理
沙
の
マ
ス
タ

ス
パ

ク
だ

て

 

 

気
に
な
ら
な
い
で
く
だ
さ
い

蓮

 
貴
方
な
ら
あ
の
妖
怪

狗
神
を

 
出
来
る

で
す

 
そ
の
女
性
が
言

た
狗
神
か
ら
先
が
聞
き

れ
な
か

た
た
め
蓮
は
そ
の
女
性
に

 
蓮
 

何
て
言

た
ん
で
す
か

も
う
一
度
教
え
て

 
く
だ
さ
い

 

 

で
す
か
ら
貴
方
な
ら
能
力
で

あ
の
子
を

 
そ
の
女
性
が
言
お
う
と
し
た

間
だ

た
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霊
夢

蓮

 
霧
雨

蓮

 
蓮
 

は

 

ま

て
い
た
時
が
動
き
出
し
た
の
だ

妖
怪
狗
神
は
蓮
を

ら
お
う
と
し
た
が
蓮
は
そ
こ
か

ら

け
て
い
た
た
め
そ
の

ら
い
つ
き
は
空
を

た

 
狗
神

な

な
ん
だ
と

 
霊
夢

嘘

蓮

今
の

て
ど
う
や

た
の
よ

 
霧
雨

魔
法
か
よ

 
と

い
て
い
た
が
蓮
は

ぐ
様
正
気
に
戻

て

 
蓮
 

霊
夢

魔
理
沙

あ
の
妖
怪
は
狗
神
だ

 
霧
雨

狗
神
だ

て

 
霊
夢

道
理
で
こ
こ
ま
で
強
い
わ
け
よ

 
狗
神

そ
れ
は

を
使

た
呪
術
に
よ

て

ら
れ
た
人

的
な
妖
怪
で
あ
る
と

時
に

力
な
呪

で
あ
る

狗
神
に

か
れ
た
者
は

わ
な
い
限
り
永
遠
と
狗
神
の
呪
い
で
不

が
訪
れ

る
は
め
に
な
る

に
こ
の
呪

は
禁
忌
と
な
り
現
代
に
お
い
て

れ
去
ら
れ
た
呪

で
あ
る
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霧
雨

そ
の
前
に
何
で
狗
神
だ

て
気
づ
い
た
ん
だ
よ

 
蓮
 

今
は
後

あ
の
妖
怪
を
何
と
か
し
な
い
と

 
蓮
は
竹
刀
を
再
度
構
え
狗
神
の
方
へ
と
向
く

 
狗
神

逃
が
し
て
も
貴
様
を

ろ
う

命
は
変
わ
ら
ぬ

  
狗
神
は
そ
う

び
な
が
ら
ま
た
蓮
へ
と
襲
い
か
か
る

 
蓮
 

霊
夢

魔
理
沙

少
し
だ
け
時
間
を

い
で

 
く
れ
な
い
か

 
霧
雨

策
が
あ
る
の
か

 
魔
理
沙
に
策
が
あ
る
か
と
聞
か
れ
た
蓮
は
首
を

に

る
と
そ
れ
を
見
た
霊
夢
と
魔
理
沙
は

に
笑
み
を

か
べ
て

 
霊
夢

良
い
わ
よ

や

て
あ

る
わ

 
霧
雨

何
と
か

分
は

た
せ
る

 
蓮
 

頼
む

 
蓮
は

人
に
頼
む
と
目
を

り

想
を
す
る
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霊
夢

引

張
ら
な
い
で
よ

魔
理
沙

 
霧
雨

そ
れ
は

の

だ

 
霊
夢
は
ス

ル
カ

ド
を
構
え
る
と

 
霊
夢

夢

 
二

結
界

 
霊
夢
が

え
る
と
狗
神
の
目
の
前
に
結
界
が
現
れ
る

そ
れ
は
先
程
狗
神
を

め
し
た
結
界

だ

た

狗
神
は
こ
れ
に
は
反

で
き
な
か

た
の
か

 

ン

 
結
界
に
激
突
し
て
動
き
を

め
た

 
狗
神

お
の
れ
ま
た
結
界
か

 
す
る
と
今
度
は
魔
理
沙
が

に

が
り
な
が
ら
ス

ル
カ

ド
を

り
出
す
と

 
霧
雨

魔

 
ス
タ

ス
ト
レ

リ

 
そ
う

え
る
と
魔
理
沙
を
中
心
に
無
数
の

弾
幕
が
放
出
さ
れ
る

そ
れ
は
結
界
で
動
き
を

限
さ
れ
な
お
か
つ

大
な
狗
神
に
は

け
る
の
は

し
か

た

 
狗
神

痛

痛

ガ
リ

て

痛

 
何

か
狗
神
は
そ
の

を

て

い
と

価
し
た

だ
が
結
構
痛
い
よ
う
だ
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狗
神

こ
の

⻤
共
が

 
バ
リ
ン

 
狗
神
は
怒
り
で
霊
夢
が

た
結
界
を
破
壊
す
る
と
再
度
蓮
へ
と
襲
い
か
か
る
が

 
蓮
 

見
え
た

こ
れ
が

の
能
力
な
ん
だ

 
そ
う
言
う
と
蓮
は
目
を
見
開
い
て
襲
い
か
か

て
く
る
狗
神
に
向
か

て
走
り
出
し
た

普

通
な
ら

殺
行

か
と
思
う
の
は
無
理
は
な
い
の
だ
が

 
狗
神

死
ん
で

え
ろ

安

晴
明

 
狗
神
は
そ
の

大
な

で
蓮
を
食
い
殺
そ
う
と
す
る
が
蓮
は
手
に

て
い
る
竹
刀
の

ち
手

を
刀

に
し
て

つ
と

 
蓮
 

こ
れ
で
も
食
べ
て
ろ

 
ガ

 
狗
神

な

な
ん

こ
れ

 
竹
刀
を
狗
神
の

に
つ

か
え
棒
の
よ
う
に
し
て

定
さ
せ
た
の
だ

 
蓮
 

こ
れ
が

の
能
力
な
ん
だ

 
も
う
一
度

び
蓮
は

し
て

手
に

り
こ
ぶ
し
を

る
と
そ
の

は
光
だ
し

手
の

に
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の

様
の

ご

う
せ
い

五

が

か
れ
る

そ
し
て
そ
の

で
蓮
は
狗
神
の

間
を

た

 

ン

 
狗
神

そ
ん
な
こ
う

き

か
ぬ

 

に
竹
刀
が
つ

か
え
た
状

で
そ
う
言
う
と
蓮
は
笑
み
を

か
べ
た

す
る
と
狗
神
の

間

が
蓮
の

の

に

か
れ
た
五

の

様
が

か
び
上
が
り
そ
こ
は
白
く
光
だ
し
た

 
狗
神

な

な
ん

こ
れ
は

 
蓮
 

こ
れ
が

の
能
力

式
を

り
使

す
る
程
度
の

 
能
力

だ

 
狗
神

お
の
れ

お
の
れ

安

晴
明

 
そ
う

び
な
が
ら
狗
神
は
そ
の
場
か
ら

然
と

を

し
て
代
わ
り
に

の

が
そ
の
場

に
落
ち
て
い
た
の
だ

た

 
蓮
 

こ
れ
は

 
蓮
は
そ
の

を

て
見
る
と
狗
神
と
大
き
く
書
か
れ
て
い
た

 
霊
夢

終
わ

た
の
よ

蓮

 
蓮
 

う
ん

終
わ

た
よ
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霧
雨

し
か
し
ま
さ
か
蓮
が
能
力

ち
だ

た
と
は
な

 
蓮
 

も

い
た
け
ど

に
し
て
も
あ
の
女
性
は

 

だ

た
ん
だ
ろ
う

 
霊
夢

ど
う
し
た
の

 
蓮
 

い
い
や

何
で
も
な
い
よ

 
こ
う
し
て
狗
神
は
騒
動
は
幕
を
閉
じ
魔
理
沙
は
家
へ
と
帰
り
蓮
は
霊
夢
の
住
む
は
ぐ
れ
神
社
で

夜
を
越
す
の
だ

た

一
方
と
あ
る

界
の
場
所
で
は

 

 

紫
様

一
族
に
つ
い
て
情
報
を
集
め
ま
し
た

 
紫
 

そ
う

見
せ
て
ち

う
だ
い

 

は
紫
に

が
集
め
た
情
報
を
見
せ
る
と
紫
は
そ
れ
を
見
て
笑

た

 

 

ま
さ
か

一
族
が
こ
の
人
間
の
子

だ
と
は

 
紫
 

そ
れ
は

も
思

た
わ

も
し
こ
れ
を
知

た
ら

 

様
は

ん
だ
か
し
ら

ま
さ
か
あ
の
子

 
が
安

晴
明
の
子

な
ん
て

 
そ
の
会
話
の
内
容
は
そ
の
場
に
い
る
紫
と

し
か
知
る
も
の
は
い
な
か

た



 第一章  夢に映る新たな旅立ち

 
は
い
ど
う
も

ス

度
の
よ
う
に
現
れ
る

 
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
こ
と
怠
惰
さ
ん
で
す

 
今
回
で
蓮
の
出
生
が
分
か
り
ま
し
た

 
え

も
う
知

て
る

そ
い
つ
は
す

 
あ
ん
た
は
い

た
い
何
な
ん
だ

と

 
ど
こ

の
グ
ラ
サ
ン
着
け
て
る
人
み
た
い
に

 
言
い
ま
す

最

メ

ル
ギ
ア
で
す

 
そ
れ
は
さ
て
お
き
今
回
は
い
か
が
で
し
た
で
し

う
か

 
ま
た
次
回
も
投
稿
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
そ
れ
で
は

者
様
さ
よ
う
な
ら
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第

話
 
謎
の
女
性
と
出
生

 
こ
ん
に
ち
は

者
様

の
つ
も
り
が
気
づ
い
た
ら

 
こ
ん
な
時
間
に
な

て
い
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

 

す
ぎ
て

が
痛
い
で
す

 
そ
れ
で
は
本
編
へ
と
ど
う

 
蓮
は
ま
た
夢
を
見
て
い
た
が
い
つ
も
の
夢
と
は

て
変
わ

て
い
た

蓮
が
い
た
の
は
真

白
な
世
界
だ

た

 
蓮
 

こ
こ
は

 

 

蓮

 
蓮
は
名
前
を
呼
ば
れ
た
方
を
向
く
と
そ
こ
に
は
狗
神
を
封
印
す
る

言
を
し
て
く
れ
た
女
性
が

に
こ
や
か
な
笑
み
を

か
べ
て
立

て
い
た

 
蓮
 

貴
女
は

狗
神
の
時
の
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蓮

よ
く

や
り
ま
し
た

 
蓮
 

え

 

 

貴
方
は
や
は
り

の
血
を
受
け
継
ぐ
だ
け
は

 
あ
り
ま
す

 
蓮
 

そ
れ

て
い

た
い

 

 

そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
貴
方
が
封
じ
た
狗
神

 
蓮
 

狗
神
が
ど
う
し
た
ん
で
す
か

 

 

貴
方
な
ら
使
い
こ
な
せ
れ
る

よ

貴
方
の
能
力

 
そ
し
て
優
し
さ
が
あ
れ
ば

 
蓮
 

そ
れ
は
ど
う
い
う

 
蓮
が
そ
う
言
い
か
け
た
時
だ

た

蓮
は

り
か
ら
覚
め
た

 
蓮
 

は

は

は

今
の
は

 
蓮
の

に
は

が
び

ち

り
と
染
み

い
て
い
た

に
気

ち
が
悪
か

た

す
る

と

が
開
い
て
霊
夢
が

を
出
し
た

 
霊
夢

蓮

起
き
た

て

ど
う
し
た
の
そ
の
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は

 
蓮
 

い
や

何
で
も
な
い
よ

 
霊
夢

そ

そ
う

と
り
あ
え
ず
ご

を
食
べ
ま
し

 
蓮
 

あ

う
ん

 
蓮
は
布

か
ら
立
ち
上
が
り
霊
夢
の
後
に
続
い
て
居
間
へ
と
向
か

た

 
蓮
 

そ
れ
じ

い
た
だ
き
ま
す

 
霊
夢

ど
う

 
そ
う
言
う
と
蓮
は
朝
食
を
食
べ
始
め
た

メ

は
お

け
と

だ

た

 
霊
夢

蓮

昨
日
も
今
さ

き
の
朝
も
そ
う

 
だ
け
ど

様
子
が
と
き
ど
き
お
か
し
い
の
は

 
何

 
蓮
 

え

え

と

 
霊
夢

え
た
く
な
い
な
ら
そ
れ
で
も
い
い
わ

 
蓮
 

い
や
言
う
よ

昨
日
の

の
能
力
や
朝
に
何
が

 
起
き
た
の
か
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蓮
は
朝
食
を
食
べ
な
が
ら
霊
夢
に
こ
れ
ま
で
夢
で
起
き
た
こ
と
狗
神
の
時
と
朝
に
出
会

た
女

性
の
事
を
話
し
た

 
霊
夢

そ
う

不
思
議
な

気
の
女
性

 
何
で
か
紫
し
か
思
い

か
な
い
わ

 
蓮
 

う
ん

一
体

な
ん
だ
ろ
う

 
蓮
が
そ
の
言

を
言

た
時
だ

た

蓮
の
隣
で
無
数
の
目
が
つ
い
た

が
開
い
た

そ
こ
か

ら
昨
日
現
れ
た
お
姉
さ
ん
の
紫
が
現
れ
た

 
紫
 

ま
た
来
た
わ
よ

 
霊
夢

に
も
な
く
何
し
に
来
た
の
よ
紫

 
蓮
 

紫
さ
ん

 
紫
 

ま

ま

今
回
は

蓮

貴
方
に
用
が

 
あ

て
き
た
の
よ

 
蓮
 

で
す
か

 
紫
 

え

貴
方
の
一
族

先
祖
様
の
事
が

 
分
か

た
か
ら
会
い
に
来
た
の
よ
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そ
れ
を
聞
い
た
蓮
は
夢
で
出
会

た
女
性
の
言

血
を
受
け
継
ぐ
と
い
う
言

が
引

か

た

 
蓮
 

紫
さ
ん

教
え
て
く
だ
さ
い

 
霊
夢

も
聞
い
て
い
い

 
蓮
 

い
い
よ

 
蓮
と
霊
夢
は

一
族
に
つ
い
て
紫
の
話
に

を

け
た

 
紫
 

な
ら
話
す
わ

一
族

本
来
の

 

は
安

か
つ
て
平
安
の
地
に
て
そ
の
名
を

 

か
せ
た
安

晴
明
の
一
族
よ

 
霊
夢

う
そ

 
霊
夢
は
隣
で
き

と
ん
と
し
て
い
る
蓮
を

い
た

で
見
る

 
紫
 

そ
れ
で
あ
の
小
む

ン

安

晴
明
は

 
昔
に

の

様
と
も
深
い
関
わ
り
が

 
あ

た
わ

 
蓮
 

え

と
紫
さ
ん

紫
さ
ん
の

様

て
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の
夢
に
出
て
き
た
⻑

で

目
に

が
あ
る

 
男
性
の
人
で
す
よ

 
紫
 

え

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
人
間
と
い
う
よ
り
妖
怪

 
と
言

た

う
が
良
い
け
ど

 
蓮
 

え

妖
怪

紫
さ
ん

て
ま
さ
か

 
紫
 

え

も
妖
怪
よ

言

て
お
く
け
ど
狗
神

 
み
た
い
に
あ
そ
こ
ま
で
狂

じ

な
い
か
ら

 
そ
れ
を
聞
い
た
蓮
は

い
た

狗
神
の
見
た
目
は

妖
怪
の
見
た
目
だ

た
が
そ
れ
に
比

べ
て
人
間
の
よ
う
な

を
し
て
い
る
紫
さ
ん
に

く
し
か
な
か

た

だ
が
今
の
言

を
聞
い
た

霊
夢
は
目
を

め
て

 
霊
夢

紫

昨
日
の
戦
い
見
て
い
た
の

 
紫
は

狗
神
み
た
い
に
あ
そ
こ
ま
で
狂

じ

な
い
か
ら

と
言

た
の
だ

昨
日

霊
夢

魔
理
沙
蓮
は
紫
に
一
度
も
狗
神
に
つ
い
て

て
は
い
な
い

そ
れ
は
つ
ま
り
昨
日
の
狗
神
と

の
戦
い
を
見
て
い
た
と
い
う
結

だ

霊
夢
の

に
紫
は

笑
み
な
が
ら

 
紫
 

え

特
に
蓮
君
が
狗
神
の

撃
を
突
然

え
て
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け
た
時
は

い
た
わ

 
蓮
 

紫
さ
ん

そ
の
時
に
女
性
を
見
て
い
ま
せ
ん
か

 
蓮
に

言
を
し
て
く
れ
た
女
性
を
見
た
か
と
聞
く
と
紫
は
首
を

に

て

 
紫
 

い
い
え

見
て
い
な
い
わ

 
蓮
 

そ

そ
う
で
す
か

な
ら
紫
さ
ん
の

様

 
に
は
会
う
こ
と
は
出
来
ま
す
か

 
紫
の

様
に
つ
い
て
聞
く
と
紫
は
少
し
悲
し

な

を
一

し
て

 
紫
 

い
い
え

会
え
な
い
わ
も
う

様
は

 
こ
の
世
に
は
い
な
い
で
す
も
の

 
霊
夢

え

だ

て
妖
怪

て
結
構
生
き
る
で
し

 
紫
 

様
は

人

妖
と
い
う
妖
怪
の

 
だ

た
の
か
今
か
ら
数
千
年
前
に

を

 
引
き

た
わ

 
蓮
は
紫
の
悲
し
そ
う
な

情
を
見
て
こ
れ

上
は
と
思
い

 
蓮
 

す
い
ま
せ
ん

な
話
を
し
て
し
ま

て
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紫
 

い
い
の
よ

蓮
や
霊
夢
は
何
も
知
ら
な
か

た

 
の
で
す
も
の
気
に
し
な
い
で

 
霊
夢

そ
れ
よ
り
も
紫

何

安

で
は
な
く

 
に
な

た
か
教
え
て
く
れ
る

 
霊
夢
が
本
命
の
話
を
し
て
く
れ
と
紫
に
い
う
と

 
紫
 

あ
ら

と
し
た
こ
と
が

そ
れ
じ

 
話
す
わ

何

と
呼
ば
れ
た
か
を

 
そ
れ
は

 
霊
夢

そ
れ
は

 
紫
 

今
か
ら
数

年
前
に
安

晴
明
の
子

の

人
が

 
禁
忌
に
手
を
出
し
た
の

 
蓮
 

禁
忌

 
紫
 

え

そ
れ
に
よ

て
現
れ
た
妖
怪
に
一
族
を

 

絶
や
し
に
さ
れ
た
と
聞
い
た
わ

 
蓮
 

絶
や
し
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蓮
は
そ
の
話
を
聞
い
て
想

も
出
来
な
か

た

分
の
先
祖
の
過
去
に
そ
ん
な
悲
劇
が
起

こ

て
い
た
と
は
思
わ
な
い
だ
ろ
う

 
紫
 

そ
れ
で
生
き

た
晴
明
の
最
後
の
子

は

 

分
を

晴
明
の
一
族
の
血
を
絶
や
さ
な
い

 
た
め
に
も
正
体
を
隠
し
た

 
蓮
 

の

先
祖
様
に
そ
ん
な
過
去
が

 
紫
 

そ
し
て

の

は
晴
明
の

親

 

の

か
ら
と

た
と
さ
れ
て
い
る
わ

 
蓮
 

そ
う
な
ん
で
す
か

 
紫
 

こ
れ
が

達
が

べ
た
大
ま
か
な
内
容
よ

 
紫
達
で

べ
た
内
容
を
全
て
話
終
え
る
と
蓮
は

 
蓮
 

つ
聞
き
た
い
ん
で
す
が

そ
の

の

 

先
祖
様
を

絶
や
し
に
し
た
妖
怪
は

 
ど
ん
な
妖
怪
な
ん
で
す
か

 
紫
の
話
を
聞
い
た
蓮
は

の
先
祖
を

絶
や
し
に
し
た
妖
怪
が
ど
ん
な
妖
怪
な
の
か
気
に
な
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り
聞
く
が

 
紫
 

そ
れ
は

達
に
も
分
か
ら
な
い
わ

 
だ
け
れ
ど
い
く
ら
か
は
晴
明
の
血
が
薄
ま
り

 

く
は
な

て
は
い
た
け
ど
晴
明
の
子

達

 
を

絶
や
し
に
し
た

て
こ
と
は

ら
く

 
上

妖
怪
レ

ル
だ
と
思

た
方
が
い
い
わ

 
霊
夢

そ
れ

て
紫
と
か
と

等
レ

ル
じ

な
い

 
紫
 

ま

で
も
そ
ん
な

悪
な
妖
怪
は
幻
想
郷
に
は

 
い
な
い

よ
そ
れ
に
も
し
そ
の
妖
怪
が
い
た
と

 
し
て
幻
想
郷
に

を
も
た
ら
す
と
い
う
な
ら

 
紫
は
言

を

ら
せ
て
少
し
殺
気
を
込
め
て

 
紫
 

が
そ
い
つ
の

も

さ
ず
に

絶
す
る
も
の

 
こ
れ
に
は
蓮
も
体
を

わ
せ
た
が
霊
夢
で
す
ら
も

か
ら

や

が
流
れ
た

 
紫
 

あ
ら
ご
め
ん
な
さ
い

と
し
た
事
が
少
し

 

情
が

ち

た
わ
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蓮
 

い
え

確
か
に
紫
さ
ん
に

を
覚
え
ま
し
た

 
で
す
が
こ
こ
幻
想
郷
が
大

き
だ

て
事
が
伝
わ
り

 
ま
し
た
か
ら

 
紫
 

あ
の
子
よ
り
か
は
大
人
し
い
け
ど

 
そ
う
い
う
優
し
さ
は
変
わ
ら
な
い
わ

 
蓮
 

え

 
紫
 

い
い
え

こ

ち
の
話
よ

そ
れ
じ

は

 
帰
る
わ

 
そ
う
言
い
紫
は
無
数
の
目
の
つ
い
た

を
開
け
て
そ
こ
に
体
を
い
れ
よ
う
と
す
る
と
霊
夢
が

 
霊
夢

紫

蓮
を
外
に
帰
し
た
ら

 
霊
夢
は
外
来
者
の
蓮
を
元
の
世
界
に
帰
さ
せ
る
事
を

す
る
と

 
紫
 

あ
ら
そ
れ
も
そ
う

蓮
は
帰
り
た
い
の

 
か
し
ら

 
紫
は
蓮
に
も
と
の
世
界
に
帰
り
た
い
か
と
聞
く
と
蓮
は

 
蓮
 

い
え

は
こ
こ
に

り
ま
す
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霊
夢

え

貴
方
だ

て
外
に
家
族
と
か
が

 
霊
夢
が
家
族
の
事
に
つ
い
て
言
う
と
蓮
は
首
を

に

て

 
蓮
 

に
は
も
う
家
族
は
も
う
い
な
い
か
ら

 
霊
夢

え

 
蓮
 

の
親
は

い
時
に
事

で

く
な

て

 
ば
あ
ち

ん
は
去
年

界
し
た
か
ら

人

 

ら
し
な
ん
だ
よ

 
霊
夢

そ
う

 
蓮
 

そ
れ
に
久
々
に
人
と
食
事
を
と
れ
た
の
が
楽
し

 
か

た
ん
だ

い
つ
も
は

人
だ
け
だ

た

 
か
ら

だ
か
ら

 
蓮
が
更
に
言
お
う
と
す
る
と
霊
夢
は
蓮
の

に
手
を
か
ざ
し
て

 
霊
夢

こ
れ

上
は
い
い
わ

紫

蓮
を
家
で

 

か

て
い
い
か
し
ら

 
紫
 

構
わ
な
い
わ
よ
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霊
夢

な
ら
蓮

こ
こ
が
貴
方
の
家
よ

 
蓮
 

え

い
い
の

が
い
て
も

 
霊
夢

フ

フ

フ

気
に
し
な
く
て
も
い
い
わ

 
そ
の
代
わ
り
家

分
と
し
て
掃
除
と
か
し
て

 

う
け
ど

 
蓮
 

そ
れ
で
住
め
る
な
ら

ひ

 
紫
 

後
は
貴
方
達
に

せ
る
わ

そ
れ
と
蓮

 
蓮
 

え

と
何
で
し

う
か

 
紫
 

よ
う
こ
そ
幻
想
郷
へ
貴
方
を

す
る
わ

 
こ
う
し
て
蓮
は
幻
想
郷
で

ら
す
こ
と
と
な

た
の
だ

た

 
は
い
は
い
蓮
の
血

が
分
か

た
感
じ
で
す
よ

 
蓮
の
先
祖
に
起
き
た
因
縁

出
会
い
そ
れ
は
や
が
て

 
因

に
よ

て

が

て
い
く

そ
し
て
い
ず
れ
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奴
も
感

す
る
が
ご
と
く
動
き
出
す

 
こ
の
先

蓮
は
ど
う
な
る
の
か

ど
う
生
活
す
る

 
の
か
そ
の
先
を
知

て
い
る
の
は
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔

 
の
中
の
人
の
み

 
ま

分
シ
リ
ア
ス
は

る
の
か
無
い
の
か
分
か
り

 
ま
せ
ん
が

よ
け
れ
ば
ま
た
見
て
く
だ
さ
い

 
そ
れ
で
は

者
様
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
ま
た
明
日
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第

話
 
人
里

 
こ
ん
に
ち
は

者
様

バ
イ
ト
代
全

使

て

 
中
古
の
戦

無
双

と

４
を

し
た

 
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

の
季

な
の
に

 

布
は
吹
雪
い
て
い
て

い
で
す

 
そ
ん
な
下
ら
な
い
よ
う
な
話
し
は
無

し
て

 
今
回
は
色
々
と
キ

ラ
崩
壊

の
よ
う
な

 
所
が
ち

ろ
ち

ろ
あ
り
ま
す
が
許
し
て

 
下
さ
い

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
蓮
が
博
麗
神
社
に
住
ん
で

日
目
の
事
だ

た

今
現

の
蓮
の

目
は
朝
の
博
麗
神
社

内
の
掃
除
だ

 
蓮
 

麗
に
な

た
な
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竹

を

手
に

く
と
縁

で
お

を

ん
で
い
る
霊
夢
に

 
霊
夢

そ
う
い
え
ば
そ
ろ
そ
ろ

い
出
し
を
し
な
い
と

 
行
け
な
い
わ

 
蓮
 

い
出
し

 
霊
夢

え

こ
こ
の
食
べ
物
も
ど

か
の

か
さ
ん
が

 
来
て
か
ら

く

し
て
そ
ろ
そ
ろ

き
そ
う

 
だ
し

 
蓮
 

霊
夢
そ
れ

て

 
霊
夢

よ

さ
て
と

い
出
し
に
行
き
ま
す
か

 
霊
夢
は
縁

に

み
を

い
て

を

ば
す

蓮
は
霊
夢
に

 
蓮
 

霊
夢

も
着
い
て
い

て
い
い
か
な

 
霊
夢

何
で

 
蓮
 

い
や
興

が
で
て

 
霊
夢

ま

良
い
わ
よ

そ
れ
じ

準
備
な
さ
い
な

 
蓮
 

分
か

た
よ
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そ
う
し
て
蓮
は
竹

を
元
の

に
戻
し
な
お
か
つ
霊
夢
の
が
使

て
い
た

み
を

け

蘇
と
に
出
る
と

 
霊
夢

そ
れ
じ

行
く
わ
よ

 
蓮
 

う
ん

 
霊
夢
と
蓮
は
体
を

か
せ
る
と
霊
夢
が
動
き
だ
し
蓮
は
そ
れ
に
つ
い
て
い

た

 
少
女

年

動
中

 
霊
夢
と
蓮
は
人
里
の
手
前
で
地
上
に
降
り
立
ち
そ
こ
か
ら
徒
歩
で
歩
い
て
何
と
か
人
里
ま
で
た

ど
り
着
い
た

 
蓮
 

へ

人
で

わ

て
る

 
霊
夢

ま

そ
れ
は
人
間
が

一
ま
と
も
に
外
を

 
出
歩
け
る
場
所
だ
か
ら

 
蓮
と
霊
夢
は
そ
こ
か
ら
色
々
な
出
店
を
見
て
回

た

そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
最
終
目
的
地
の

八

屋
に
た
ど
り
着
い
た

 
霊
夢

こ
れ
と
こ
れ
と
そ
れ
か
ら
こ
れ
も
お
願
い

 
店

へ
い
ま
い
ど
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蓮
 

そ
し
て
や

り

が

物

ち
な
ん
だ

 
な
お
八

屋
に
行
く
ま
で
の
道
中
で

た
も
の
は
全
て
蓮
が

て
い
た

 
霊
夢

男
手
が
あ
る
と

か
る
わ

 
蓮
 

そ

そ
う
か
な

 
店

は
い
よ

 
店

が
野

の

ま

た

負
い

を
霊
夢
の
前
に
だ
す
と
霊
夢
は
蓮
に

 
霊
夢

こ
れ
も
お
願
い

 
蓮
 

は
い
は
い

 
そ
う
し
て
蓮
は
そ
れ
ら

物
も

つ
こ
と
と
な

た

流
石
の
霊
夢
も
こ
こ
ま
で

た
せ
る
の

も
あ
れ
だ
と
思

た
の
か

 
霊
夢

蓮

お

す
い
て
な
い

 
蓮
 

え

そ
う
い
え
ば
も
う

だ

 
霊
夢

処
に

屋
が
あ
る
け
ど
よ
る

 
蓮
 

な
ら
お
言

に

え
る
よ

 
そ
う
し
て
蓮
と
霊
夢
は

屋
に

る
と
に
こ
や
か
な
女
性
が
現
れ
る



 第 話 人里

 
店
員

い
ら

し

い
ま
せ

き
な

へ
ど
う

 
店
員
に

き
な

に
ど
う

と
言
わ
れ
た

人
は
空
い
て
い
る

へ
と
座
る
と
先
程
の

店
員
が
お

を

て
や

て
く
る
と
そ
れ
を
蓮
と
霊
夢
の
前
に

く

 
店
員

ご
注

は
お
決
ま
り
で
し

う
か

 
霊
夢

は
ざ
る
そ
ば
で

蓮
も
ざ
る
そ
ば
で
い
い

 
蓮
 

う
ん
そ
れ
で
構
わ
な
い
よ

 
霊
夢

な
ら
ざ
る
そ
ば

つ
で

 
店
員

ざ
る
そ
ば

つ
で
す

わ
か
り
ま
し
た

 
店
員
は

へ
と
走

て
い

た

 
霊
夢

物

び
お

れ
さ
ま

 
蓮
 

い
や
気
に
し
な
く
て
も
い
い
よ

 
霊
夢

蓮
は

 
霊
夢
が
言

を
か
け
よ
う
と
し
た

間
だ

た

 
店
員

や
め
て
く
だ
さ
い

 
先
程
の
女
性
の

び

が
聞
こ
え
だ
し
た

蓮
と
霊
夢
は
そ
の

の
方
向
を
見
る
と
男
性
客
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人
が
女
性
店
員
を

り

ん
で
い
た

 
男

な

よ

楽
し
く
お

を

む
だ
け
じ

な
い

 
か

 
男

そ
う
そ
う

 
男

だ
か
ら
お

を

み
に
行
こ
う
よ

 
店
員

め
て
く
だ
さ
い

 
こ
の
光
景
を
見
て
い
た
蓮
と
霊
夢
は
こ
う
思

た

 
蓮
 
迷

な
奴
等
だ
な

 
霊
夢
こ
れ
じ

が
食
べ
れ
な
い
じ

な
い

 
そ
う
考
え
た

人
は

か
ら
立
ち
上
が
り
迷

な
男
性
客

人
に
近
づ
き

 
蓮
 

君
ら

女

が

て
る
だ
ろ

 
霊
夢

あ
ん
た
ら
迷

よ
こ
れ
じ

ゆ

く
り
と

が

 
食
べ
れ
な
い
じ

な
い

 
男

何
だ
と
ガ
キ
共

 
男

良
い
度

じ

か



 第 話 人里

 
男

い
て

で

え
る
覚

は
で
き
て
る
よ
な

 
男
性
客

人
は

ン
パ
を

め
ら
れ
た
事
に

を
た
て
て

か
ら
勢
い
よ
く
立
ち
上
が
り
蓮

と
霊
夢
を

み

け
る

 
蓮
 

店
員
さ
ん
は
下
が

て
い
て
く
だ
さ
い

 
店
員
は

く
と

へ
と
走

て
逃

た

 
霊
夢

蓮

あ
ん
た
竹
刀
無
い
け
ど
ど
う
す
る
の
よ

 
蓮
 

そ

ち
こ
そ
い
つ
も
の
お

い
棒
が
な
い
だ
ろ

 
霊
夢

そ
う

な
ら

 
蓮
 

や

り
そ
う
な
る
よ

 

人
は

を
合
わ
せ
て

 
蓮
＆
霊

て
か
た
を
つ
け
る
だ
け
だ

 
男

上
等
だ
こ
の
や
ろ
う

 
そ
う
言
う
と
男
性
客

は
蓮
に

り
か
か
る
が

 
サ

 
蓮
は
そ
の

撃
を

手
で

み
受
け
流
す
と
男
性
客

は
体

が
よ
ろ
め
く

そ
こ
に
空
か



 第一章  夢に映る新たな旅立ち

さ
ず
男
性
客

の

を

み

手
で

を
前
に
出
し
て
男
性
客

を
転
ば
せ
た

 
男

ぐ
わ

 

ス

ド

ン

 
男

う

が
は

 
男
性
客

が
転
ば
さ
れ
た
場
所
は

悪
く
テ

ル
の
近
く
だ

た
た
め
に
そ
れ
が

物

と
な

て
追

の

メ

ジ
か

り
痛
み
で

え
な
が
ら
も
気
絶
し
た

 
男

く

女
な
ら

 
そ
れ
を
見
て
い
た
男
性
客

は
蓮
は

バ
イ
と
思
い
霊
夢
に

り
か
か

た
が
そ
の
男
性
客

は

が
悪
い
何

な
ら

り
か
か

た
相
手
は
妖
怪
退
治
を

門
と
す
る
博
麗
の
巫
女
博
麗
霊

夢
だ
か
ら
だ

 
霊
夢

女
だ
か
ら

て

 

ス

ミ
シ
ミ
シ

 
霊
夢
の

り
が
男
性
客

の

に
当
た
る
と
そ
の
男
性
客

の

か
ら
聞
こ
え
て
は
い
け

な
い
音
が
鳴
り
出
し
た

 
男

が



 第 話 人里

 
こ
の
一
撃
は
想
定
し
て
い
な
か

た
た
め
に
男
性
客
は

る
の
を

め
て

を

ま
ず
い
て

え
る
が

 
霊
夢

く
み
な
い
こ
と

 
ド

 
男

が
は

 
霊
夢
の
強

か
つ

し
い
回
し

り
が
男
性
客

の

に
当
た
る
と
男
性
客

は
店
の
格

子

の
方
ま
で

飛
ば
さ
れ
て
格
子

に

を
空
け
て
気
絶
し
た

な
お
霊
夢
は
ド
ロ

を

い
て
い
る
の
で
下
着
が
見
え
る
こ
と
は
な
い
た
め
問

は
な
い

 
蓮
 

う
わ

え

つ
な
い
な

 
霊
夢

ら
れ
る
よ
り
か
は
ま
し
よ

 
そ
ん
な
会
話
を
聞
い
て
い
た
男
性
客

は
蓮
と
霊
夢
を
見
て

が

け
て
し
ま

た

 
男

ひ

ひ

 
先
程

男
性
客

が
言

た

で

え
る
覚

は
で
き
て
る
よ
な

の
セ
リ
フ
が
そ

の
ま
ん
ま
男
性
客

に
返

て
き
た

 
霊
夢

あ
ん
た
ま
だ
や
る
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男

す

す
い
や
せ
ん
で
し
た

 
蓮
 

霊
夢
よ
せ

て

相
手
は
も
う
満

な
ん
だ

 
か
ら
さ

 
霊
夢

そ
れ
も
そ
う

 
蓮
と
霊
夢
が
男
性
客
達
か
ら

た
と

た

間
だ

た

 

 

お
前
ら
何
を
し
て
い
る
ん
だ

 
と

⻑

で

に
不
思
議
な

子
を
か
ぶ

て
い
る
女
性
が

び
な
が
ら
走

て
き
た

 

 

お
前
達

こ
れ
は
ど
う
し
た
ん
だ

 
霊
夢

あ
ら

あ
ん
た
は
寺
子
屋
の

ハ
ク
タ
ク

 
じ

な
い

 

 

霊
夢
か
こ
れ
は
ど
う
し
た
ん
だ

 
と

事
情
を
聞
く
と

か
ら
先
程
逃

た
女
性
店
員
が
走

て
や

て
く
る
と

 
店
員

う
ん
で
す

音
さ
ん

こ
の
人
達
は

を

 

け
て
く
れ
た
ん
で
す

 
ど
う
や
ら
走

て
き
た
女
性
は

音
と
い
う
名
前
ら
し
い
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音

そ
う
な
の
か

 
霊
夢

え

な
ら

ら
に

聞
け
ば
分
か
る
わ
よ

 

音

分
か

た

だ
が
そ
れ
に
し
て
も

い

 

り
様
だ
な

 
と

言
う
と
霊
夢
は
破
壊
さ
れ
た
テ

ル
の
上
で
気
絶
し
た
男
性
客

と
格
子

に
突

込
ん
で
気
絶
し
て
い
る
男
性
客

と
満

に
な

て

が

け
て
し
ま

た
い
る
男
性
客

を

し
て

 
霊
夢

あ
い
つ
ら
が
壊
し
た

 
蓮
 
え

 

音

そ
う
か

な
ら
そ
れ
相

の
仕

き
を
し
な
い

 
と
い
け
な
い
な

 
蓮
 
い
や
壊
し
た
の

て

ら
じ

 
霊
夢

蓮

気
に
し
た
ら
負
け
よ

 

音

う
ん

そ
う
い
え
ば
君
は

だ

 
蓮
 

は

蓮
と
言
い
ま
す
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音

そ
う
か

は
上
白

音
だ

音
で
構
わ
な
い

 
蓮
 

な
ら

も
蓮
で
構
い
ま
せ
ん

 

人
は

い
に

手
を

わ
す
と

音
は
蓮
の

を
見
て

 

音

蓮
は
外
来
人
か

 
蓮
 

は
い
そ
う

な
り
ま
す

 

音

そ
う
か

蓮

君
で
良
け
れ
ば
家
で

か
な
い
か

 
蓮
 

え

 

突
に

音
は
蓮
に

か
な
い
か
と

話
す
と
そ
れ
を
聞
い
た
霊
夢
は

 
霊
夢

ち

と

手
に
話
を
進
め
な
い
で
よ

 

音

気
が
向
い
た
ら
で
構
わ
な
い
か
ら
そ
の
時
は
頼
む
よ

 
そ
う
言
う
と

音
は
店
の
中
へ
と

て
い

た

 
霊
夢

ま

た
く
何
な
の
よ

 
蓮
 

と
り
あ
え
ず
帰
ろ
う
か

 
霊
夢

あ
れ

は

 
蓮
 

今
は
そ
ん
な
に
流

に
食
え
な
い
だ
ろ



 第 話 人里

 
霊
夢

は

し

う
が
な
い
か

 
蓮
と
霊
夢
は

を
食
う
の
を

め

物
を

て
そ
こ
か
ら
立
ち
去

た

そ
の
後
男
性
客

人
は

音
の

突
き
の

を
受
け
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う

 
今
回
見
て
分
か

た
こ
と
そ
れ
は

女
は
強
し

 
ま

分
か
る
通
り
今
回
は
本
当
に
強
い
の
か

 
と
い
う
所
が
あ
り
ま
し
た
が
怠
惰
さ
ん
の
中
だ
と

 
強
い
イ
メ

ジ
し
か
な
い
で
す

 

分
理

は

で
見
た

で
す
か

 
ま

何

そ
ん
か
イ
メ

ジ
に
な

た
の
か
中

時
代
の

 
怠
惰
さ
ん
し
か
知
ら
な
い
わ
け
で
す
が

 
で
は

者
様
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
そ
れ
で
は
ま
た
次
回
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第

話
 
蓮
の
ア
ル
バ
イ
ト

 
ど
う
も

者
様
も
う
こ
の

何
度
目
だ
ろ
う
と

 
時
々
考
え
て
し
ま
う
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

 
ま

今
回
は

名
そ
の
ま
ん
ま
で
す
の
で
何
時
も

 
み
た
く
気
楽
に
見
て
く
だ
さ
い

 
そ
れ
で
は

者
様
本
編
へ
ど
う

 
こ
の

も
何
度
目
だ
ろ
う

 
蓮
が
博
麗
神
社
に
住
み

め
て
か
ら

間
の
事

蓮
と
霊
夢
は
居
間
で
く
つ
ろ
い
で
い
る

時
だ

た

 
蓮
 

霊
夢

そ
ろ
そ
ろ

く
よ

 
霊
夢

は
い
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突
然
蓮
が

く
と
言
い
出
し
た
の
だ

く
と
言

て
も
蓮
は

内
の
掃
除
や

い
出
し
の
手

伝
い
は
し
て
い
る
た
め
霊
夢
は
だ
ら
だ
ら
出
来
て
い
た
が
蓮
が

く
と
な
る
と
く
つ
ろ

な
く
な

る
と
考
え
て

 
霊
夢

ち

と

あ
ん
た
が
居
な
く
な

た
ら

 

内
の
掃
除
と
か
ど
う
す
る
の
よ

 
と

言
う
と
霊
夢
の
言

に
蓮
は

 
蓮
 

い
や
掃
除
も
や
る
よ

た
だ
霊
夢

考
え
て
み
て
よ

 

は
住
ま
わ
せ
て

て
い
る

だ
よ

家

も

 
わ
ず
家
事
だ
け
と
か

 
そ
の
言

を
聞
い
た
霊
夢
は
考
え
た

蓮
を

き
に
出
せ
ば

が
増
え
る
更
に

内
の
掃
除

と
か
も
し
て
く
れ
る

こ
れ
は
一
石
二
鳥
と

だ
が
霊
夢
も
人
だ

か
せ
過
ぎ
て
過

死
さ

せ
る

に
も
い
か
な
い
と
も
考
え
た
の
だ
ろ
う

そ
う
考
え
た
霊
夢
は

を
開
い
て
結

を
出
し

た 
霊
夢

い
い
わ

い
て
も

た
だ
し

件
が
あ
る
わ

 
蓮
 

そ
の

件
は
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霊
夢

ず
休
暇
が

れ
る
よ
う
に
し
な
さ
い
そ
し
て

内

 
の
掃
除
も
仕
事
で

れ
た
か
ら
と
言

て
怠
け
な
い

 
こ
と
が

件
よ

 
そ
れ
を
聞
い
た
蓮
は
笑

で
霊
夢
に

 
蓮
 

あ
り
が
と
う
霊
夢

 
霊
夢

ん

勘

い
し
な
い
で
よ

あ
く
ま
で

の
た

 
め
よ

 
蓮
 

そ
れ
で
も
い
い
さ

 
霊
夢

そ
れ
で
蓮

く
と
言

て
も
何
処
で

く
の

 
蓮
 

そ
れ
な
ら
も
う
決
め
て
る
よ

前
に
人
里
で

い
物

 
し
た
時
に
寺
子
屋
の
先
生
か
ら

バ
イ
ト
し
な
い
か

 

て
誘
わ
れ
た
で
し

 
そ
れ
を
聞
い
た
霊
夢
は
人
里
で
な
お
か
つ
寺
子
屋
と
聞
い
て
あ
る
人
物
を
思
い
出
し
た

 
霊
夢

あ

ハ
ク
タ
ク
の

 
蓮
 

ハ
ク
タ
ク



 第 話 蓮のアルバイト

 
霊
夢

い
い
え
こ

ち
の
話
よ
し

か
り
日
程
を
合
わ
せ
て

 
来
な
さ
い
よ

 
蓮
 

う
ん

 
そ
う
し
て
蓮
が
仕
事
を
す
る
の
が
決
ま

て
翌
日
蓮
は
寺
子
屋
に
訪
れ
て
い
た

な
お
寺
子

屋
は
休
み
の
日
だ

 
蓮
 

え

と

音
さ
ん
ア
ル
バ
イ
ト
の
件
な
ん
で
す
が
受

 
け
さ
せ
て
頂
き
た
い
の
で
す
が

 
と

言
う
と
目
の
前
に
い
る

音
は

し
そ
う
に
し
て

 

音

そ
う
か

受
け
て
く
れ
る
か

 
蓮
 

は
い

そ
れ
で
今
回
訪
れ
た
の
は
仕
事
の
内
容
と
そ

 
れ
か
ら
お

の
確
認
と
定
休
日
の
日
程
に
関
し
て

 
で
す

 

音

む
な
ら
ま
ず

に
関
し
て
だ
が

日
は
日

 
で
３
０
０
０

で
ど
う
だ

 
蓮
 

は
い

こ
こ
で
な
ら
３
０
０
０

あ
れ
ば

分
で
す
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か
ら
問

は
あ
り
ま
せ
ん

 

音

な
ら
良
し
だ
な
そ
れ
で
だ
シ
フ
ト
だ
が
何
か

は

 
あ
る
か

 
蓮
 

え

と
実
は

霊

夢
大
屋
さ
ん
に
で
す

休
み
は
し

か

 
り
と
い
れ
な
さ
い

と
言
わ
れ
ま
し
て

 

笑
い
気

に
言
う
と

音
は

に
手
を

き

 

音

る
程

因
み
に
蓮

寺
子
屋
は

で
言
う
と

 
と
日

は
休
み
だ
が

 
蓮
 

な
ら
そ
れ
で
構
い
ま
せ
ん

そ
れ
と

時
間
は
ど

 
の
く
ら
い
で
す
か

 

音

時
間
は
大
体
は
朝
の

前

時

後

時

 
頃
に
は
終
わ
り
だ

 
蓮
 

そ
う
で
す
か
意
外
と

い
ん
で
す

 

音

ま

生
徒
達
も
遊
ぶ
時
間
が
あ
る
か
ら
な

 
蓮
 

る
程
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音

そ
れ
で

な
仕
事
な
い
よ
う
だ
が

に
言
う
と

 
の
ア
シ
ス
ト
言

て
し
ま
え
ば
生
徒
が
分
か
ら
な
い

 
と
こ
ろ
等
を
教
え
て
欲
し
い

 
蓮
 

分
か
り
ま
し
た

え

と
授
業
と
い
う
と
今
は
何
を

 
教
え
て
い
る
の
で
す
か

 
蓮
が
授
業
の
事
に
つ
い
て
聞
く
と

音
は

に
何
を
や
る
か
を
教
え
て
く
れ
る

 

音

そ
う
だ
な

ま
ず
は

語
の

の

み
書
き
そ
れ

 
か
ら

数
の
か
け

や
わ
り

そ
し
て
最
後
に

 

に
今
は
平
安
時
代
を
や

て
い
る
か
な
そ
れ
で
そ

 
の
平
安
の

に
関
し
て
は

の
友
達
が
い
る
か
ら

 
そ
の
友
達
も
ア
シ
ス
ト
と
し
て
呼
ん
で
い
る
そ
こ
は

 
覚
え
て
い
て
く
れ

 
蓮
 

分
か
り
ま
し
た

 

分

外
に
も
ア
シ
ス
タ
ン
ト
が
い
る
の
か
ど
ん
な
人
な
ん
だ
ろ
う

 

音

そ
れ
で
だ
明
後
日
か
ら
だ
が
頼
め
る
か
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蓮
 

は
い
明
後
日
の
月

日
か
ら
で
構
い
ま
せ
ん
よ

 

音

そ
う
か

な
ら
明
後
日
か
ら
頼
む
よ

 
蓮
 

分
か
り
ま
し
た

 
そ
う
し
て
蓮
の
仕
事
が
決
ま
り
博
麗
神
社
へ
と
一

は
帰
る
の
だ

た

そ
し
て
明
後
日
の

朝 
蓮
 

そ
れ
じ

行

て
く
る

霊
夢

 

音
の
ア
ル
バ
イ
ト
が
決
ま

た
こ
と
を
霊
夢
に
話
し
家

に
つ
い
て
も
話
を
し
た

結
界
的

に
家

は

月
で
一

と
い
う
事
と
な

た

 
霊
夢

し

か
り

い
で
き
な
さ
い
よ

 
そ
う
言
わ
れ
な
が
ら
蓮
は
人
里
へ
と
向
か

た

 

年

動
中

 
蓮
が
寺
子
屋
に
向
か
う
と

の
前
で

音
が
立

て
い
た

ど
う
や
ら
蓮
を
待

て
い
て
く
れ

た
よ
う
だ

蓮
は
手
を

り
な
が
ら

音
に

を
か
け
た

 
蓮
 

音
さ
ん

 

音

お

来
た
か
蓮

そ
れ
じ

内
し
よ
う
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音
に
中
へ
と

る
よ
う
に
手
招
き
さ
れ
た
蓮
は
寺
子
屋
へ
と

り
教
室
の
教
壇
へ
と
登

た

蓮
の
目
の
前
に
は
人
里
の
子

達
が
座

て
い
た

 

音

ン

本
日
か
ら

の
ア
シ
ス
ト
と
し
て
仕
事
を

 
す
る
こ
と
と
な

た

蓮
先
生
だ
分
か
ら
な
い

 
事
が
あ

た
ら
聞
く
よ
う
に
な

 
蓮
 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
蓮
は
生
徒
達
に
向
か

て

を
下

る
と
そ
の
内
の

人

女
子
生
徒
が
手
を
あ

る

 
生
徒

は
い

問
で
す

蓮
先
生
は

き
な
人
は
い
ま
す
か

 
い
る
な
ら
教
え
て
く
だ
さ
い

 
蓮
 

へ

 
生
徒

あ

蓮
先
生
が
人
里
で
女
の
人
と
歩
い
て
い
る

 
の
を
見
た
ん
だ

だ
か
ら
そ
の
人

て

女

 
ど
う
や
ら
こ
の
女
子
生
徒
は

分
と
霊
夢
が
人
里
で
歩
い
て
い
る
の
を
目
撃
し
た
よ
う
だ

そ

れ
に
対
し
て

 
蓮
 

い
い
や

う
よ

そ
の
人
は
家
の
大
屋
さ
ん
だ
よ
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そ
れ
と
先
生
が

き
な
人
は
い
な
い
か
な

 
生
徒

な

ん
だ

 
蓮
 

か
に
聞
き
た
い
こ
と
が
あ
る
人
は
い
る

 
蓮
は

に

問
が
あ
る
か
を
聞
く
と
全
員
手
を
あ

な
か

た

 
蓮
 

な
ら

紹
介
は
終
わ
り
だ

 

音

よ
し
な
ら
授
業
を
始
め
る

 
そ
う
し
て

音
の
授
業
が
始
ま
る
と

時
に
蓮
の
ア
ル
バ
イ
ト
が
始
ま

た

 

音

ま
ず
は
こ
の

だ

 
そ
う
言
う
と

音
は

程
度

と
よ
ば
れ
る

を
黒

に
書
き
出
し
た

 

音

こ
れ
が
分
か
る
人

 

音
は
に
こ
や
か
な
笑
み
で
そ
う
聞
く
と
生
徒
達
は

り
混
ん
で
考
え
る

す
る
と
蓮
の
ア
シ

ス
ト
が

た

 
蓮
 

そ
う
だ
な

ヒ
ン
ト
は
男
の
子
で
か

こ
よ
く
言
う

 
と

貴
様
は
そ
の

か

て
言
う
か
な

 
言

て
て
流
石
は
元

二
病
ら
し
い
な
と
感
じ
る
ヒ
ン
ト
だ

そ
の
ヒ
ン
ト
を
出
す
と

人



 第 話 蓮のアルバイト

の
男
子
生
徒
が
手
を
あ

た

 

音

君

え
は

 

音
が
言
う
と

は

え
る

 

君
て
い
ど

程
度

 

音

正
解
だ

 

君

よ

し

 
蓮
 

よ
く
言
え
ま
し
た

 

音

そ
れ
じ

次
は

 
と

言
い
な
が
ら

語
の
授
業
が
終
了
し
て
よ
う
や
く

数
と
な
る

 

音

そ
れ
じ

数
だ
が

に
は
式
を
書
く
か
ら
そ
れ
の

 

え
を
書
い
て
く
れ

 
生
徒
達

は

い

 

音
が
数

の
式
を
書
き
始
め
る
と
蓮
は
思

た

 
蓮
 
あ
れ

こ
の
子
達
の
年

で
あ
れ
や
る

 

音
が
書
い
た
式
は

と
確
か
に
か
け

だ

だ
が
こ
れ
は

数
だ
が
目
の
前
に
い
る
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子

達
は
そ
れ

れ
だ
が
平

的
に
は
小

年
生
が

ど
だ
が
大

か
な

 

音

こ
の
問

分
か
る
人

 

音
が

語
の
時
と

様
に
分
か
る
人
は
い
る
か
と
聞
く
が
や
は
り

も
手
を
あ

な
い

こ

れ
ア
シ
ス
ト
が
い
る
な
と
感
じ

座
に
ア
シ
ト
に

る

 
蓮
 

こ
れ
は

う
ん

の
大

き
な

物
で
考
え
て

 
み
よ
う
か

え
ば

に
林

が

て
い

 
て
林

が

た

が

あ

た
ら
全

で
林

 

は
何

で
し

う
か

 
蓮
の
ヒ
ン
ト
を
聞
い
た
生
徒
達
は
そ
れ

れ
そ
れ
を
頼
り
に
考
え
る
と

 
生
徒

は
い

 

音

は
い

え
は

 

君

え

と
１
３
２

 

音

正
解
だ

良
く
で
き
た
な

 
蓮
 

良
く
で
き
ま
し
た

 

音
先
生
の
授
業
を
見
て
い
て
思

た
こ
と
は

度
は
小

生
レ

ル
か

と
言
い
た
く
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な
る
よ
う
な

度
だ
が
教
え
方
は
良
い

生
徒
を

め
て

⻑
さ
せ
る
と
い

た
先
生
の
鏡

だ

た

そ
う
し
て

度
か
問

が
続
き
よ
う
や
く
社
会
の

と
な

た

 

音

次
は

だ
が

遅
い
な

 
蓮
 

え

と
も
う

人
の
ア
シ
ス
ト
の
方
で
す
か

 

音

あ

 

音
が
遅
い
と
言

て
い
る
と
教
室
の

が
開
か
れ
る
と
蓮
の

に
映

た
の
は
白

の
紅

を
し
て
い
る
女
性
だ

た

だ
が

が
少
し
だ
が
ボ
ロ
ボ
ロ
だ

た
が

 
生
徒

あ

も
こ
た
ん
だ

 

 

ご
め
ん

音

遅
れ
た

 

音

遅
い

妹
紅
そ
の
様
子
だ
と
ま
さ
か
ま
た
殺

て
い

 
た
の
か

 
妹
紅
と
言
わ
れ
た
女
性
は

音
の
言

に

や

を
か
き
な
が
ら

 
妹
紅

い
や
ま

そ
の

殺

て
ま
し
た

 

音

や
れ
や
れ

程
々
に
な

 
妹
紅

あ

そ
れ
で

音
そ
こ
の
男
は

だ
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妹
紅
と
呼
ば
れ
て
い
る
女
性
は
蓮
に
つ
い
て
聞
く
と
蓮
は

紹
介
を
す
る

 
蓮
 

あ

本
日
か
ら
こ
こ
で
ア
ル
バ
イ
ト

を
す
る
事

 
に
な

た

蓮
と
言
い
ま
す

よ
ろ
し
く
お
願

 
い
し
ま
す
え

と

 
妹
紅

原
妹
紅
だ

よ
ろ
し
く
な
蓮

 
妹
紅
は

分
の

紹
介
を
す
る
と
蓮
の
前
に
手
を

し
出
す
と
蓮
は
そ
の
手
を

お

い

に

手
を

わ
す

 

音

そ
れ
じ

妹
紅
も
来
た
こ
と
だ
し
授
業
を
再
開
す
る

  
そ
う
言
う
と

音
は

平
安
時
代
の
事
を

義
し
だ
し
た

 

音

そ
れ
で
だ

妹
紅
に
聞
き
た
い
が
貴
族
の

ら
し
は

 
ど
ん
な
感
じ
だ

た
ん
だ

 
蓮
 
え

 

音
の

問
に
少
し

和
感
が
あ
り

た
が
そ
ん
な
の
気
に
せ
ず
に
妹
紅
は

え
る

 
妹
紅

そ
う
だ
な

仕
事
は

に

人
の
仕
事
を
し
て
仕
事
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が
な
い
日
は

が
外
で
や

て
い
る

を
し
た
り

 

を

ん
だ
り
し
た
か
な

 
生
徒

へ

 
妹
紅

な

蓮
は
平
安
時
代
で
知

て
い
る
人
は
い
た
り
す

 
る
の
か

 
妹
紅
に
話
を

ら
れ
と

た
が
そ
の
話
に

え
る

 
蓮
 

そ
う
で
す

が
知

て
い
る
の
は

の
ご
先

 
祖
様
の
安

晴
明
ぐ
ら
い
で
す
か

 
妹
紅

そ
う
か
お
前
の
ご
先
祖
様
の

は

 

音

今
何
て
言

た

 
蓮
 

え

だ
か
ら
安

晴
明
が
先
祖

て

 
こ
の
時
や

て
し
ま

た
と
思

た

こ
の
反

は
結
構

バ
イ
反

だ
と

 
妹
紅

本
当
か

 
蓮
 

え

 

音

い
た
な
ま
さ
か
蓮
が
晴
明
の
子

と
は
な
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妹
紅

安

晴
明

 
蓮
 

音
さ
ん
授
業
に
戻
り
ま
せ
ん
か

 
そ
う
言
わ
れ
た

音
は

は

と
し
た

情
を
し
て
授
業
を
再
開
し
た

そ
う
し
て
授

業
が
終
わ
り
生
徒
達
は

 
生
徒

バ
イ
バ
イ

音
先
生

 
生
徒

蓮
先
生
あ
り
が
と
う

 
生
徒

も
こ
た
ん
次
は
遅
れ
な
い
で

 

は
下

し
て
教
室
に
は
蓮
と

音
そ
し
て
妹
紅
だ
け
と
な

た

そ
し
て
蓮
は

問
が

か

び
上
が

て
い
た
た
め
に
妹
紅
に

問
を
す
る

 
蓮
 

妹
紅
さ
ん

て

そ
の
年

は

つ
で
す
か

 

音

ど
う
し
た
ん
だ
蓮

急
に
そ
ん
な
こ
と
を
聞
き
始
め

 
て

 
妹
紅

の
年

か

何
で
ま
た

 
蓮
 

先
程
の
授
業
の
時
に

音
さ
ん
が
妹
紅
さ
ん
に
貴
族

 
の

ら
し
に
つ
い
て
聞
い
た
時
に
普
通
な
ら

貴
族
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の

ら
し
に
は
ど
ん
な
感
じ

と
は
言
い
ま
せ
ん
言

 
う
な
ら

貴
族
の

ら
し
に
は
ど
ん
な
こ
と
を
す
る

 
の
か
分
か
る
か

が
正
し
い

で
す
そ
れ
を

音

 
さ
ん
が
言
い
間

え
る
事
は
な
い
と
思

た
ん
で
聞

 
い
て
み
た
ん
で
す

 
と

音
の
言

を
正
確
に
分

し
た
蓮
は

べ
る
と
妹
紅
は
笑
い
な
が
ら

 
妹
紅

は
は
は

ま
さ
か
こ
こ
ま
で

い
と
は
な

そ
う
だ

 
な

の
年

は
千
を
い

た
ら
数
え
る
の
を

 
め
た
か

 
こ
の
言

を
聞
い
て
目
が

と
な

た

千
年
と
い
う
言

は

か
せ
る
の
に

分
だ

 
蓮
 

え

え

と

妹
紅
さ
ん
は
妖
怪
で
す
か

 
妹
紅

い
や

は
元
人
間

て
言
う
の
が
正
し
い
な

 
蓮
 

元
人
間

 
蓮
の
言

を
聞
い
た

音
は
蓮
に

 

音

蓮
は
不

不
死

て

じ
る
か
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蓮
 

え

音
さ
ん
ど
う
し
て
ま
た

 

音

妹
紅
は
不

不
死
な
ん
だ
よ

 
蓮
 

そ
う
な
ん
で
す
か

 
妹
紅

あ

昔
に
不

不
死
の

を

ん
で
今
の
よ
う
な

 
に
な

ち
ま

た

さ

 
そ
れ
を
聞
い
た
蓮
は
も
し
や
と
思

て
妹
紅
に

 
蓮
 

そ
れ

て

の

で
す
か

 
妹
紅

何
で
知

て
る
ん
だ

 
蓮
 

い
や

昔
に
授
業
で
竹

物
語
と
い
う
の
で
知

 
た
ん
で
す
よ
時
代
も
平
安
時
代
で
す
し

 
妹
紅

そ
う
か

 
蓮
 

そ
う
い
え
ば

音
さ
ん
も
妹
紅
さ
ん
も
何
で
晴
明
と

 
言

た

間
に
あ
そ
こ
ま
で

い
た
ん
で
す
か

 

音

そ
う
だ
な

蓮
は
幻
想
郷
の

は
分
か
ら
な
い

 
だ
か
ら
言

て
お
こ
う
昔
に
幻
想
郷
が

生
す
る
前
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幻
想
郷
の

を

い
た
男
が
い
た
ん
だ

 
蓮
 

そ
の
人

て
妖
怪
で
す
か

 
蓮
が

音
に
聞
く
と

音
は
少
し

た
よ
う
な

を
し
て

 

音

い
や
妖
怪
と
も
言
え
る
が
人
間
と
も
言
え
る
本
当
に

 

と

だ

 
蓮
 

音
さ
ん
も
妖
怪
で
す
か

 

音

い
や

は
人
間
と
妖
怪
の
ハ

フ
だ

 
そ
れ
を
聞
い
た
蓮
は
少
し

い
た
が
幻
想
郷
に
来
て
か
ら
色
々
な
事
が
起
き
て
い
る
た
め
も
う

そ
ん
な
に
は

か
な
か

た

 

音

話
を
戻
そ
う
そ
れ
で
そ
の

を

い
た
の
が
妖
怪
の

 
賢
者
八
雲
紫
の

で
あ
り
妖
怪
達
の
総
大
将
を

め

 
た
男
そ
の
名
を

し
ん
じ

う

深
常

り

く

と

理
久
兎

ま
た
の
名
を
妖
怪

 
総
大
将
ぬ
ら
り
ひ

ん
だ

 
蓮
 

え

で
も
そ
の
理
久
兎
さ
ん
と

の
ご
先
祖
様
も

 
ど
う
関
係
し
て
い
る
ん
で
す
か
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音

そ
れ
は
だ
な
昔
に
理
久
兎
が
平
安

で
妖
怪
と
い
う

 
の
を
隠
し
て
一
時

潜

し
て
い
た
ん
だ

 
蓮
 

 
妹
紅

そ
の
時
の
理
久
兎
さ
ん
に
出
会

た
の
が

だ

 
蓮
 

る
程
確
か
に
千
年
前
は
ち

う
ど
平
安

あ
た
り

 
で
す
も
ん

て
こ
と
は
妹
紅
さ
ん
は
平
安
時
代
か

 
ら
生
き
て
い
る

て
事
で
す
よ

 
妹
紅

そ
う
だ
な

そ
れ
で
だ
蓮
の
先
祖
と
理
久
兎
さ
ん
と

 
の

が
り
は
親
友
だ

た
と

か
ら
聞
い
た

 
蓮
 

親
友

 

音

あ

妹
紅
の
言

て
い
る
こ
と
は
正
し
い
実

そ
う

 
だ

た
ら
し
い
か
ら
な

 
蓮
 

へ

ご
先
祖
様
に
そ
ん
な
過
去
が

 
と

話
を
し
て
い
る
と

音
は
時

を
見
て
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た

 

音

お

と
そ
ろ
そ
ろ
時
間
か
蓮

だ
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そ
う
言
う
と

音
は

ケ

ト
か
ら

色
の
封

を

り
出
し
て
そ
れ
を
蓮
に

す

 
蓮
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

音
さ
ん

 

音

そ
れ
と
蓮
お
前
が
も
し
理
久
兎
の
事
に
つ
い
て
知
り

 
た
い
な
ら

 

音
は
外
の
少
し
大
き
な
家
を

し
て

 

音

あ
そ
こ
の
稗
田

の
家
へ
行
く
と
良
い

そ
こ
で

 
は
幻
想
郷
縁
起
と
言
わ
れ
る
書
物
を
書
い
て
い
る
そ

 
れ
に
お
そ
ら
く
書
い
て
い
る

だ
そ
の

に
も
目
立

 

た
妖
怪
等
も
書
い
て
あ
る
か
ら
見
る
価
値
は
あ
る

  
蓮
 

ご

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 

音

ハ
ハ
ハ

良
い

て
こ
と
さ

そ
れ
じ

そ
ろ
そ
ろ

 
あ
が
る
か

 
妹
紅

お

れ
蓮

 
蓮
 

お

れ
さ
ま
で
し
た
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こ
う
し
て
蓮
の
幻
想
郷

の
ア
ル
バ
イ
ト
は
終
わ

た
の
だ

た

 
こ
ん
に
ち
は
こ
ん
ば
ん
わ
後
書
き

の
時
間
で
す

 
さ
て
さ
て

に
奴
の
名
が
出
て
き
ま
し
た

そ
う
し
て

 
後
書
き

当
が
ま
だ
出
る
の
に
時
間
が
か
か
る

 
も
う
限
界
で
ご
ざ
ん
す

ま

ま
だ
ギ

グ

も

 
少
な
め
だ
な

何
て

者
様
は
考
え
て
い
る
で
し

う

 
ま

ん
で
い
く
と

々
ギ

グ

も
出
て
く
る
と

 
願

て
い
て

し
い
で
す

ら
く
後
書
き

当
は

 

で
出
る
か
な

ま

分
か
り
ま
せ
ん
が

 
気
⻑
に
見
て
い
て
く
だ
さ
い

 
そ
れ
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
次
回
は
も
う

つ
の
小
説
で
お
会
い
し
ま
し

う

 
で
は

者
様
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第

話
 
稗
田
の
幻
想
郷
縁
起

 

ス

者
様
今
回
少
し

を
変
え
た

 
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

何
か

ラ
い
な

 
ま

い

か

そ
れ
で
は
今
回
も
よ
ろ
し
く

 
お
願
い
し
ま
す

 
上
白

音
の
元
で
の
ア
ル
バ
イ
ト
始
め
て
よ
う
や
く
の

日
の
事
朝
の
日

の

内
の
掃

除
を
終
え
た
蓮
は
人
里
へ
と
向
か

て
い
た

理

は
い
た

て

音
が
教
え
た
幻
想
郷

縁
起
に
興

が

い
た
か
ら
だ

 
蓮
 

ど
ん
な
人
な
ん
だ
ろ
う
な
稗
田

さ
ん

て

 
蓮
は

き
な
が
ら
飛
ん
で
行
き
人
里
の
稗
田
屋
敷
ま
で

り
着
く

 
蓮
 

と
り
あ
え
ず

 
蓮
は

を
開
け
て

が

く
よ
う
に
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蓮
 

す
い
ま
せ

ん

 
と

言
う
と
女
中
が

下
を
走

て
や

て
来
る

 
女
中

よ
う
こ
そ
稗
田
屋
敷
へ
ご
用
件
は
何
で
し

う

 
か

 
蓮
 

え

と

幻
想
郷
縁
起
を
見
せ
て

い
た
く
て

 
来
た
ん
で
す
が

 
女
中

そ
う
で
し
た
か

な
ら
稗
田
様
に
許
可
を

る

 

が
あ
り
ま
す

こ
ち
ら
へ
ど
う

 
蓮
 

お
邪
魔
し
ま
す

 
蓮
は
そ
う
言
う
と
女
中
に
着
い
て
い
く

蓮
が
女
中
に
着
い
て
い
く
と

で
塞
が
れ
た

屋
に

来
る
と
女
中
は
そ
こ
で
は

を
立
て
て

を
開
け
て

 
女
中

様

幻
想
郷
縁
起
を
見
た
い
と
い
う
方
が

 
い
ら
し
て
お
り
ま
す

 
女
中
が

べ
た
事
に
対
し
て

の

屋
の
中
か
ら

と
言
わ
れ
た
人
物
の

え
が
返

て
き

た
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い
い
わ
よ
通
し
て

 
そ
の
返
事
が
来
る
と
女
中
は
一

を
し
て
後
ろ
へ
と
下
が

て
立
ち
上
が
り

 
女
中

ど
う

お

り
く
だ
さ
い

 
蓮
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
お

い
に
一

を
す
る
と
女
中
は
走

て
い

た

そ
し
て
蓮
は
開
い
た

か
ら

を

か
せ

て 
蓮
 

失

し
ま

す

 

張
し
つ
つ
中
へ
と
中
へ
と

る
と
蓮
の
目
に
写

た
光
景
は

屋
に
無
数
の
書
物
が

か
れ

て
お
り
そ
こ
の
中

に
座
る
少
女
そ
れ
が
こ
こ
の
当

稗
田

な
の
だ
ろ
う

 

よ
う
こ
そ
い
ら

し

い
ま
し
た

が
こ
こ

 
稗
田
家

代
目
当

稗
田

と

 

し
ま
す

 
と

紹
介
を
し
て
き
た
の
で
蓮
も

紹
介
を
し
だ
し
た

 
蓮
 

そ
れ
は
ご

に

は

蓮
と
言
い
ま
す

 
今
回
は
幻
想
郷
縁
起
を
見
せ
て

い
た
く
来
た
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所

で
す

 

蓮
と
聞
い
た

は
に
こ
や
か
な
笑

を
し
て

 

貴
方
が
蓮
さ
ん
で
し
た
か

音
先
生
か
ら

 
聞
い
て
い
ま
す
よ

 
蓮
 

そ
う
で
し
た
か

 

は
い

音
先
生
の
授
業
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト

 
そ
の
前
に
は

屋
で

ン

ラ
を

ら
せ
た

 
と
か

 
蓮
 

い
や
あ
れ
は
迷

だ

た
か
ら

め
て
く
れ

て

 
言

た
ら

体
言
語
を
し
て
き
た
の
も
の
で

 
そ
れ
で
や
む
終
え
ず
だ

た
ん
で
す
け
ど

 

る
程

ま

そ
の
話
し
は
無
し
に
し
ま
し

う

 
そ
れ
で
蓮
さ
ん
は
確
か
幻
想
郷
縁
起
を
見
た
い

 
と

 
蓮
 

は
い
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そ
し
て
そ
の

は

 
蓮
 

え

と
深
常
理
久
兎

て
言
う
人
を
見
た
い
の

 
で
す
が

 
そ
れ
を
聞
い
た

は
不
思
議
そ
う
に
蓮
を
見
て

 

蓮
さ
ん
は
理
久
兎
の
事
を
知

て
い
る
の
で
す

 
か

 
蓮
 

え

音
さ
ん
か
ら
こ
こ
に
来
れ
ば
大
体
の

 
妖
怪
は
分
か
る
と
そ
し
て

分
の

先
祖
様
と

 
深
い
関
係
が
あ
る
み
た
い
で

 

分
か
り
ま
し
た
少
々
お
待
ち
下
さ
い

 

は
そ
う

え
る
と

時
に
無
数
の
書
物
を

り
始
め
た

そ
し
て
そ
の
中
か
ら

の

書
物
を

り
出
し

ジ
を
少
し
め
く
る
と
あ
る

ジ
が
開
い
た
状

で
蓮
に

す

 

こ
れ
が
理
久
兎
を
記
し
た
幻
想
郷
縁
起
で
す

 
蓮
は
そ
れ
を
手
に
と

て
そ
の

ジ
を
見
た
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名
前
 
 
 
 
 
深
常
理
久
兎

 
能
力
 
 
 

災
厄
を

る
程
度
の
能
力

 
種
族
 
 
 
 
 

人

妖

 
住
ん
で
る
場
所
 
 
不
明

 
危
険
度
 
 
 
 
 

高

 
人
間
友

度
 
 
 
普
通

 

な
活
動

 
 
不
明

 
死
去
 
 
 

年

命
に
よ

て
死
去

 

 
か
つ
て
幻
想
郷
の

を

き

い
手
と
な

た
幻
想
郷
の
賢
者
が

人
に
し
て
妖
怪

達
の
総
大
将
と
な

た
最
強
の
妖
怪
で
あ
り
そ
の
時
の
異
名
は
ぬ
ら
り
ひ

ん
と
言
わ
れ
人
間
そ

し
て
妖
怪
か
ら
も

れ
ら
れ
て
い
た

 
性
格
 

に
は

し
く
殺
る
と
き
は

底
的
に
殺
る

な
性
格
の

ち

だ
が
仲
間
と
な

た
妖
怪
や
友
と
言
え
る
人
間
は
そ
の
優
し
さ
の
笑

を
見
せ
て
い
た

対
者
に
は

れ
ら
れ
仲

間
に
は

く

頼
さ
れ
中
で
も
⻤
達
に
は
物

い
人
気
だ

た
と
か

特
に
⻤
の
風

の
人
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い
で

出
で
き
な
か

た
人

を
人
間
達
の
元
へ
と
帰
す
事
も
し
て
い
た
た
め
そ
こ
ま
で

な

性
格
で
は
な
い
が
結
構

な
性
格
で
も
あ
る

だ
が
時
に
理
久
兎
は
人
間
達
の
試

と
し
て
立

ち
塞
が

た
事
も
あ
る
ら
し
い

 
戦
闘
能
力
 
元
々
の

体
能
力
の
高
さ
と
高
い
妖
力
そ
し
て
本
来
妖
怪
が
使
え
る

の
な
い
霊

力
を

せ

ち

え
て
高
い
カ
リ
ス
マ
性
も

せ

て
い
た

そ
の
た
め

性
や
種
族
の

う

妖
怪
達
は
中
々
ま
と
め
る
こ
と
が
出
来
な
か

た
の
だ
が
理
久
兎
は
そ
れ
を
可
能
と
し
そ
れ
ら

つ
に
を
ま
と
め
あ

た

ま
と
め
あ

れ
る
カ
リ
ス
マ
性
も

ろ
し
い
が
何
よ
り
も
も

と
も

ろ
し
い
の
は

の
能
力
だ

そ
の
能
力
で
火
山
を

火
さ
せ
地

を
起
こ
し
て
そ
こ
か
ら
の

生

と
し
て
地

れ
で
相
手
を
落
と
し
た
り
は
た
ま
た
落

で
相
手
を
丸

に
し
た
り
と
出
来
る
た

め

を
落
と
す
こ
と
も
可
能
と
言
わ
れ
て
い
た

 
友

関
係
 

年
に
理
久
兎
は
平
安
の
都
へ
と
潜

し
人
間
達
の
生
活
を
観

し
だ
し

た

そ
の
過
程
の
中
で
当
時
妖
怪
達
の

対
者
で
あ
る
陰
陽

の
安

晴
明
と
知
り
合
い
お

い

の

を
知

た
う
え
で
親
友
と
な

た

そ
し
て
幻
想
郷
妖
怪
の
賢
者
八
雲
紫
を

少
の
時
代

か
ら
面
倒
を
見
続
け
な
が
ら

を
努
め
た

更
に

が

く
性
格
も
良
い
た
め
か
⻤
を
始
め
と
し

て
天
狗
や

そ
の

に
も

々
の
妖
怪
達
と
仲
が
良
か

た



 第一章  夢に映る新たな旅立ち

 

年

の
季

理
久
兎
は

人

妖
の
た
め
か

命
が
お
と
ず
れ
て
し
ま
い
こ
の
世

を
去
る

式
に
は
数
千
の
妖
怪
達
が

を

し
悲
し
ん
だ

 
理
久
兎
に
は

人
の
従
者

狛

耶
狛
と
呼
ば
れ
る
兄
妹
が
い
た
の
だ
が
理
久
兎
が
死
ぬ

と

時
に

人
は

を
く
ら
ま
せ
今
は
そ
の

を
確
認
さ
れ
て
い
な
い

 
対
策
 
と
言

て
も
本
人
は

に

く
な

て
い
る
た
め
書
く

は
無
い
と
思
わ
れ
る
が

念
の
た
め
に
書
く
と
本
人
の
気
に
さ
わ
る
事
を
さ
え
し
な
け
れ
ば

本
は
襲

て
こ
な
い
が
一

度
キ
レ
る
と
手
が
つ
け
ら
れ
な
い
た
め
上
記
の
よ
う
に
気
に
さ
わ
る
事
を
し
な
い
の
が

命
な
判

断
だ

も
し
怒
ら
せ
て
し
ま

た
ら

死
に
心
か
ら

し
て

願
す
る
こ
と

  
こ
れ
が
理
久
兎
の
幻
想
郷
縁
起
で
書
か
れ
て
い
た
事
だ

た

 
蓮
 

や

り
親
友
だ

た
ん
だ

 

蓮
さ
ん
の

先
祖
様

て

ま
さ
か
安

晴
明

 
蓮
 

は
い

紫
さ
ん
の
話
だ
と
そ
う
み
た
い
で
す

 

は

ま
さ
か

名
人
の
子

が
目
の
前
に

 
い
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
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蓮
 

そ
う
で
す
か

も
し
か
し
た
ら
そ
ん
な
人
が

 

近
に
い
た
り
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ

 

そ
れ
は
無
い
と
は
思
い
ま
す
よ

 
蓮
 

そ
う
で
す
か

 

え

 
そ
う
言

て
い
る
と
日
が
陰
り
だ
し
た

雨
が
降
り
そ
う
な
雨
雲
へ
と
変
わ

て
い

た
の

だ 

雨
が
降
り
そ
う
な
天
気
に
な
ら
れ
ま
し
た

 
蓮
 

く
帰
ら
な
い
と
び
ち

び
ち

に
な

ち

う

 
な

さ
ん
す
い
ま
せ
ん
が

は
こ
こ
で
お
い

 
と
ま
し
ま
す

 

分
か
り
ま
し
た

次
来
る
時
は
貴
方
の
事
を

 
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

 
蓮
 

分
か
り
ま
し
た

 
こ
う
し
て
蓮
は
急
い
で
博
麗
神
社
へ
と
帰
る
の
だ

た
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一
方
夜
遅
く
の
深
夜
の

あ
る

場
の
玉
座
に
座
り
椅
子
の
手
に

を
の
せ
て
手
を

に

い
て
い
る
少
女
が
い
た

少
女
の
目
の
前
に
は
何
人
か
の
人

が
集
ま

て
い
た

 
少
女

そ
ろ
そ
ろ
始
め
る
わ
よ

 
と
そ
の
言

を
聞
い
た
目
の
前
に
い
る
者
達
は

間

き
そ
の
内
の
メ
イ
ド
の

を
し
た
女

性
ゆ

た
り
と
し
た

を
着
て
い
て
本
を

つ
女
性
と
そ
こ
に

き

て
い
る
黒
い

を
着

込
み

に

ウ

リ
の

を
つ
け
て
い
る
女
性

イ

を
着
て
紅

の
女
性
そ
れ
ら
は
少

女
の
前
で

間

き

 
全
員

は

か
し
こ
ま
り
ま
し
た

 
と
玉
座
に
座

て
い
る
少
女
に

え
る

だ
が
玉
座
に
座

て
い
る
少
女
は
少
し
イ
ラ

と

す
る
こ
と
を
見
て
し
ま

た

 
少
女

そ
こ
の

吹
か
せ
て
る

執
事

あ
ん
た
も

 
や
り
な
さ
い
よ

 
と

言
わ
れ
た

を
吹
か
せ
て
い
る
執
事
は

の
火
を

し
て
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執
事

や
れ
や
れ
分
か
り
ま
し
た
よ

お

 
そ
う
言
い

を
吹
か
せ
て
い
た
執
事
も

わ
る
と
玉
座
に
座

て
い
る
少
女
は
笑
み
を

か

べ
て

 
少
女

さ

始
め
ま
し

う

達
の
楽
園
の
た
め
に

 
そ
の
言

に
よ

て
数
時
間
後

紅
い
濃
霧
で
空
が

い

く
さ
れ
る
の
だ

た

 
は
い
は
い
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
ま

理
久
兎
に
関
し
て
知
り
た
い
な
ら
も
う

つ
の

 
方
を
見
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
が

そ

ち
は

 
処
女

な
た
め
色
々
と
不
備
が

い
と
思
い
ま
す

 
あ
く
ま
で
見
た
い
な
ら
で
す
が

お

と
こ
ん
な

 

な
宣
伝
は

め
に
し
て
お
き
ま
し

う

 
そ
れ
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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次
回
は
ま

言
わ
ず
と
知
れ
ず
紅
魔
郷
で
す
が
ま
た

 
見
て
く
れ
る
と

い
で
す

そ
れ
で
は

者
様

 
さ
よ
う
な
ら
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 第二章  紅き濃霧に願いを込める少女達

 
第
二
章
 
 
紅
き
濃
霧
に
願
い
を
込
め
る
少
女
達

 
第

話
 
紅
き
濃
霧

 
つ
い
に
始
ま

た
紅
霧
異
変

ど
う
も

者
様

 
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

に
始
ま

た
な

 
ま

言
う
こ
と
は
そ
れ
ぐ
ら
い
な
の
で
本
編
へ

 
ど
う

 
あ
る
朝
の
言
い
つ
も
の
よ
う
に
晴
れ
や
か
に
起
き
れ
る
か
と
思

た
が

て
い
た

 
蓮
 

な

な
ん
だ
よ
こ
れ

 
日

し
が

て
こ
な
い
こ
と
を
不
思
議
と
思

た
蓮
は

か
ら
外
を

く
と
真

な
濃
霧

が
空
を

い

く
し
て
い
た

蓮
は
す
ぐ

屋
か
ら
出
て
霊
夢
の
元
へ
と
向
か

た

そ
し
て
縁

に
出
る
と
霊
夢
が
空
を

め
て
い
た
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蓮
 

霊
夢
こ
れ
は
い

た
い

 
と

蓮
が
言
う
と
霊
夢
は
後
ろ
を

り
向
い
て
蓮
に

 
霊
夢

異
変
よ

 
蓮
 

異
変

 
と

蓮
が
行

て
い
る
と
上
空
か
ら

が
聞
こ
え
だ
し
た

 
霧
雨

お

い
霊
夢

蓮

 
そ
の

の

は

に

が

た
魔
法
使
い
こ
と
魔
理
沙
だ

た

す
る
と
魔
理
沙
は
地
上
に
降

り
立

た

 
霧
雨

異
変
だ

 
霊
夢

分
か

て
る
わ
よ
そ
ん
ぐ
ら
い
は

 
蓮
 

あ
の

異
変

て
何
で
す
か

 
と

異
変
の
事
に
つ
い
て
知
ら
な
い
蓮
は

人
に
聞
く
と

 
霧
雨

そ
う
い
え
ば
蓮
は
外
来
人
だ

た
な

異
変

 

て
の
は
妖
怪
や
八

の
神
々
達
は
た
ま
た

 
魔
族
達
や
ら
が
引
き
起
こ
す
事
件
み
た
い
な
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も
ん
だ

 
蓮
 

そ
う
な
ん
だ

 
霊
夢

話
が
終
わ

た
な
ら
異
変
解
決
に
行
く
わ
よ

 
蓮
 

霊
夢

も

い
て
行

て
も
い
い
か
な

 
霊
夢

構
わ
な
い
わ
そ
の
か
わ
り

は
引

張
ら
な
い

 
で
よ

 
蓮
 

分
か

た
す
ぐ
に
準
備
し
て
く
る

 
そ
う
言
う
と
蓮
は
す
ば
や
く
室
内
に

り
着

え
か
ら
の

ち
物
で
竹
刀
と
念
の
た
め
に
お
に

ぎ
り
を
用
意
し
リ

ク
に

め
た

 
蓮
 

準
備
で
き
た
よ

 
霊
夢

な
ら
行
く
わ
よ

 
霧
雨

さ

異
変
解
決
だ

 

人
は
体
を

か
せ
空
を
飛
び
元
凶
の
場
所
へ
と
向
か

た
の
だ

た

 
蓮
 

な

異
変

て
だ
れ
が
起
こ
し
た
ん
だ

 
霧
雨

さ

な

だ
け
ど
あ
そ
こ
の
空
の

を
見
る
限
り
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あ
そ
こ
に
元
凶
が
い
る
と
予

は
で
き
る

 
霊
夢

本
当
に
迷

よ

お
か
け
で

が

か
な
い

 
じ

な
い

 
蓮
 

ア
ハ
ハ

 
そ
ん
な
会
話
を
し
て
い
る
と
蓮
達
の
目
の
前
に

の
シ

ト

ア

そ
し
て

の

面
に

い
リ
ボ
ン
を
つ
け
た
少
女
が

わ

わ
と
飛
ん
で
い
た

そ
の
少
女
と
目
が
合
う
と
少
女
は
に

こ
や
か
な
笑

で
近
づ
い
て
く
る

 

 

そ
こ
の
人

達

 
霊
夢

何
よ
あ
ん
た

 

 

お
前
達
は
食
べ
て
も
い
い
人

か

 
と
突
然

が
分
か
ら
な
い
事
を
言
い
出
し
た
の
だ

し
か
も
満
面
な
笑

と
不
思
議
に

手
を
上

た

で

 
蓮
 

ま
さ
か
こ
の
子
も

 
霊
夢

妖
怪

確
実
に

 
霊
夢
は

て
い
る
お

い
棒
を
構
え
魔
理
沙
は

ケ

ト
か
ら
ミ

八

を

り
出
し
た
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が 
蓮
 

君
お

が
す
い
て
る
の

 

 

そ
う
な
の
だ

 
蓮
 

な
ら

 
蓮
は
リ

ク
を

り
そ
こ
か
ら
お
に
ぎ
り
を

り
出
し
た

 
蓮
 

こ
れ
食
べ
る

 

 

食
べ
る
の
だ

 
そ
う
言
う
と
妖
怪
の
少
女
は
近
づ
い
て
蓮
の
手
に
あ
る
お
に
ぎ
り
を

る
と
食
べ
始
め
た

そ

ん
な
光
景
を
見
て
い
た
霊
夢
と
魔
理
沙
は
そ
れ

れ
構
え
た
お

い
棒
と
ミ

八

を
下
ろ
し

た 
蓮
 

君
名
前
は

 
と

言
う
と
お
に
ぎ
り
を
む
さ

て
い
る
少
女
は
名
前
を

え
た

 
ル
 

ル

ミ
ア
な
の
だ

 
蓮
 
こ
の
子

夢
で
見
た
女
性
に
そ

く
り
だ

 
蓮
は
前
に
見
た
晴
明
と
理
久
兎
そ
し
て
紫
に
黒

の
男
性
と
白

の
女
性
最
後
に

の
少
女
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と
の
夢
を
思
い
出
し
て
な
お
か
つ
そ
の

の
少
女
と
そ

く
り
だ
と
思

て
い
た

 
ル
 

ど
う
し
た
の
だ

 
蓮
 

え

あ

何
で
も
な
い
よ
そ
れ
よ
り
ル

ミ
ア

 
そ
れ
あ

た
か
ら
こ
こ
を
通

て
も
い
い

 
蓮
は
お
に
ぎ
り
を

シ
に

を
す
る
と
ル

ミ
ア
は
笑

で

 
ル
 

い
い
の
だ

 
ル

ミ
ア
は
食
べ
物
を

え
た
事
で

せ
そ
う
に
そ
う
言
う
と
蓮
は
後
ろ
で
見
て
い
る
霊
夢
と

魔
理
沙
に

 
蓮
 

行
こ

か

 
霊
夢

蓮

あ
ん
た
意
外
に

能

 
霧
雨

下
手
し
た
ら

ら
よ
り
女
子
力
あ
る
ん
じ

 
と
そ
ん
な
会
話
を
し
な
が
ら
更
に
進
む
の
だ

た

そ
う
し
て
行
く
と
今
度
は
霧
に

わ
れ

た
場
所
に
た
ど
り
着
い
た

 
蓮
 

こ
こ

て
何
処
な
ん
だ

 
霧
雨

こ
こ
は
霧
の
湖

て
呼
ば
れ
る
場
所
だ
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霊
夢

気
を

け
て
下
に
何
か
い
る
わ

 
と

霊
夢
が
言
う
と
下
か
ら
無
数
の
何
か
が
こ
ち
ら
に
向
か

て
飛
ん
で
き
た

 
蓮
 

な

 
霧
雨

う

と

 
霊
夢

 

人
は
下
か
ら
放
た
れ
た
何
か
を
回

す
る
と
今
度
は

人
の
子

が
下
か
ら
現
れ
蓮
達
の

目
の
前
に
立
つ

人
は

い

を
し
て
い
て
活
発
そ
う
な
子
と
も
う

人
は
お
ど
お
ど
し
て

い
る

の
ツ
イ
ン
テ

ル
の
子
だ
が

人
は
人
間
と
は

う
特

が
出
て
い
た

そ
れ
は

人
に

が
生
え
て
い
る
の
だ

の
子

は

の

を
生
や
し
も
う

人
の
子
は
物
語
に
出

て
く
る
妖
精
の
よ
う
な

を
生
や
し
て
い
た

す
る
と

の
子
が
笑
い
だ
し
て

 

は

は

は

あ
た
い
の
弾
幕
は
ど
う
だ

 
と

言
う
と

の
子
が

の
子
に

 

ル

ち

ん

め
な
よ

相
手
は

人
だ
よ

 
ど
う
や
ら

い

の
子

は

ル

と
言
う
ら
し
い

そ
し
て

ル

と
言
わ
れ
た
子

は

 

ル

大

だ
よ
大
ち

ん

あ
た
い
が
ボ

ボ

の
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ギ

ン
ギ

ン
に
す
る
か
ら

 
と

言
う
と
そ
れ
を
聞
い
た
霊
夢
と
魔
理
沙
は
笑
み
を

か
べ
た

 
霊
夢

な
ら

負
す
る

 
霧
雨

い
な
ら
逃

て
も
い
い
ん
だ

 
と

人
が

る
と

ル

は

を
真

に
さ
せ
て

 

ル

あ
た
い
が
最
強

て
事
を
教
え
て
や
る

 
霊
夢

な
ら
か
か

て
来
な
さ
い
な

 

ル

や

て
や
る

大
ち

ん
は
下
が

て
て

 
そ
う
言
う
と
大
ち

ん
と
呼
ば
れ
た
子
は
下
が
り
そ
し
て

ル

は
霊
夢
と
魔
理
沙
が

て

い
る
よ
う
な
カ

ド
ま
た
の
名
を
ス

ル
カ

ド
を

り
出
す
と

 

ル

 
パ

フ

ク
ト
フ
リ

 
と

言
う
と
無
数
の
弾
幕
が

開
さ
れ
る
が
何

か
霊
夢
と
魔
理
沙
は
中

に

動
し
た

 
蓮
 

え

何
で
中

に

 
蓮
が

問
に
思

て
い
る
と
そ
の
理

が
分
か

た

 
蓮
 

あ
れ

あ
の
子
の
ス

ル

真
ん
中
が
ら
空
き
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そ
う

ル

の
ス

ル
は
真
ん
中
が
が
ら
空
き
な
の
だ

す
る
と
今
度
は
霊
夢
と
魔
理
沙
が
ス

ル
カ

ド
を
構
え
て

 
霊
夢

霊

 
夢
想
封
印

 
霧
雨

 
マ
ス
タ

ス
パ

ク

 

ル

あ
た
い
は
最
強

 

人
の
ス

ル
が
発
動
す
る
と
そ
れ
ら
は

ル

に
全
て

弾
し
た

 

ン

ン

 
そ
れ
ら
全
て
を

ら

た

ル

は
目
を
回
し
な
が
ら
下
へ
と
落
下
し
て
い

た

 
大
 

ル

ち

ん

 
と

大
ち

ん
と
呼
ば
れ
た
子
は
落
ち
て
い

た

ル

を
追
い
か
け
て
い

た

 
霊
夢

い

ち

終
わ
り

 
霧
雨

外
そ
ん
な
強
く
も
な
い
な

 
と

行

て
い
る
霊
夢
と
魔
理
沙
に
蓮
は

 
蓮
 

人
共
大
人

な
い
な

 

ル

を
撃
退
し
た

人
は
ま
た
元
凶
の
元
へ
と
飛
び
続
け
る
の
だ

た
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は
気
づ
い
た

ン
ハ
ン
の
受

は
こ
れ
ま
で
を
通
し
て

の
キ

ラ
バ
ン
受

が
一
番
だ
な

お

と
失

し
ま
し
た

 
今
回
は
い
か
が
で
し
た
で
し

う
か

え

上
記
の
あ
れ
は
何
だ

て

ン
ハ
ン

ル
ク
ロ
ス
や

て
た
ら
そ
う
思

た
ん
で
す
よ

そ
し
て
前
回
の
話
を
見
て
い
て
思

た
人

も
い
る
と
思
い
ま
す
が
こ
の

品
は
オ
リ
キ

ラ
は
ち

ろ
ち

ろ
と
出
る
予
定
で
す

 
ま

奴
も

め
ま
す
が

お

と
そ
れ
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
次
回
も

頃
に
投
稿
す
る
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

そ
れ
で
は

者
様

サ
ラ
バ
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第

話
 
紅
き
館
の
住
人
達

 
こ
ん
に
ち
は

者
様
う

つ
の
小
説
で
第
零
章
の

話
を

て
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で

す

本
当
に

を
悩
ま
せ
る
ぐ
ら
い
に
考
え
る

お

と
色
々
と
失

し
ま
し
た

 
そ
れ
で
は
今
回
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

 

ル

を
撃
退
し
た
蓮
達
は
目
の
前
に
見
え
る
紅
の
館
に
た
ど
り
着
い
た

だ
が
そ
の
館
か
ら

紅
の
濃
霧
が
上
へ
と
上
が

て
い
た
ど
う
や
ら
こ
こ
に
元
凶
が
住
ん
で
い
る
よ
う
だ

 
蓮
 

あ
そ
こ
に
こ
の
空
を

い

く
し
た
元
凶
が

 
霊
夢

み
た
い

 
霧
雨

な

あ
そ
こ
に

か
立

て
る

 
魔
理
沙
が
言

た
方
向
を
見
る
と
紅

の

イ

の

ス

レ
を
し
て
い
る
人
が

王
立

ち
し
て
い
た
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蓮
 

幻
想
郷

て

ス

レ

の
集
ま
り
か
な

 
と

々
と
蓮
は
そ
う
思
い
始
め
て
き
た

霊
夢
魔
理
沙
は
そ
の

イ

の
女
性
の
元

ま
で
降
下
し
蓮
も
そ
れ
に
続
い
た

そ
し
て
降
下
し
着
地
し
た
霊
夢
は

王
立
ち
し
て
い
る
女
性

に 
霊
夢

あ
ん
た
そ
こ
を
通
し
て
く
れ
る

 
霊
夢
が
言
う
と

イ

を
着
て
い
る
女
性
は
真

な

情
で

 
女
性

こ
こ
を
通
す
わ
け
に
は
行
き
ま
せ
ん
こ
れ
で
も

 

は
こ
こ
の
門
番
で
す
の
で

 
門
番
の
女
性
の
言

を
聞
い
た
霊
夢
は

リ
と
笑
う
と

 
霊
夢

は

 
霊
夢
は
手
を

て
一
転
集
中
で
溜
め
た
霊
力

を

ち
出
す

こ
ん
な

撃
な
ら

け
ら
れ

る
と
思

て
い
た
が

 
女
性

え

ち

 
ド

ン

 
突
然
の
不
意

ち
だ

た
た
め
か
門
番
の
女
性
は
回

で
き
ず
そ
の
一
撃
を
真

正
面
か
ら
食
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ら
い
更
に
守

て
い
た
門
も
破
壊
さ
れ
た

が
上
が
る
と
門
番
は
目
を
回
し
な
が
ら
気
絶
し
て

い
た

 
霊
夢

さ

先
に
進
む
わ
よ

 
蓮
 

霊
夢

流
石
に
こ
れ
は

い

 
霊
夢

う
る
さ
い
わ

良
い
の
よ

け
ば

 
蓮
 

ご
め
ん
な
さ
い
門
番
さ
ん
こ
ん
な
方
法
で

 
通

ち

て

 
蓮
は
せ
め
て
も
と
思
い
門
番
の
女
性
に

る
が
門
番
は
気
絶
し
て
い
る
た
め
聞
い
て
い
る

も

な
い
の
だ
が
人
と
し
て
と
の
事
な
の
だ
ろ
う

 
霊
夢

ま

た
く
お
人

し

魔
理
沙

あ
れ

 
霊
夢
は
魔
理
沙
が
い
な
い
事
に
気
が
つ
く

 
霊
夢

蓮

魔
理
沙
は
何
処
に
行

た
か
分
か
る

 
蓮
 

え

知
ら
な
い
け
ど

 
そ
れ
を
聞
い
た
霊
夢
は

れ
た

情
で

 
霊
夢

ま

た
く

蓮

先
に
進
む
わ
よ
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蓮
 

魔
理
沙
は
い
い
の

 
霊
夢

い
い
の
よ

に
や
ら
れ
る
玉
で
も
な
い
し

 

と
き
ま
し

う

 
蓮
 

魔
理
沙
さ
ん
な
ら
大

だ
よ

 
と

き
な
が
ら
蓮
は
霊
夢
に
つ
い
て
い

た

霊
夢
が

を
開
け
る
と
そ
こ
に
は

い

ン

ト
ラ
ン
ス
が

が

て
い
た
が
明
か
り
が
つ
い
て
い
な
い
の
か
少
し
薄
暗
か

た
が

 
蓮
 

こ
ん
な
に
薄
暗
い
と
は

そ
れ
に
何

こ
の

 

の
匂
い
は

 
こ
の

屋
全
体
に
何

か

の
匂
い
が
漂

て
い
た

 
霊
夢

ま

て
蓮

 
蓮
 

ど
う
し
た
の

 
霊
夢
は
蓮
の

を

ん
で

ま
れ

と
言

て
き
た

蓮
は
そ
れ
に
従
い

ま
る
と

 
霊
夢

そ
こ
に

か
い
る
わ

 
霊
夢
が
お

い
棒
で
方
向
を

し

す

蓮
は
そ
こ
に
向
か

て
目
を

ら
し
な
が
ら
見
る
と

に
座

て

を

か
せ
て
い
る
男
性
が
い
た
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霊
夢

そ
こ
の
貴
方

 
と
霊
夢
が
言
う
と
そ
の
男
性
は

を
く
わ
え
な
が
ら
霊
夢
達
の
方
に
近
づ
く

す
る
と
男

性
は

手
を
上

て

パ

ン
の
構
え
を
と
る
と

 
パ

 
ボ

ボ

ボ

ボ

 
男
性
の

パ

ン
の
音
と

動
し
て

明
用
の

に
火
が

さ
れ

り
が
明
る
く
な

た

だ
が
そ
れ
と

時
に
蓮
と
霊
夢
は
男
性
の

を
見
る

そ
の

は
蓮
の
い
た
外
界
で
執
事

と
呼
ば
れ
る
物
を
着
て
い
た
が
そ
れ
よ
り
目
に

て
し
ま

た
の
が

の

手
に

て

い
る
武

の
ガ
ン

レ

ド
だ

 
男
性

お
い
お
い

も
う
来
ち
ま

た
の
か
よ

 

鈴
ち

ん
の
事
だ
か
ら
も
う
少
し
は
時
間
が

 

る
と
思

て
新
し
い
の
吹
か
せ
た
ば
か
り

 
な
の
に
よ

 
男
性
は

を
く
わ
え
て
や
る
気
の
な
い

で
言
う
と
霊
夢
は

 
霊
夢

貴
方

あ
ま
り

り
気
じ

な
い
み
た
い
だ
け
ど

 
な
ん
な
ら
そ
こ
を
通
し
て
く
れ
な
い
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と

霊
夢
が

す
る
と
男
性
は
た
め

を
つ
い
て

 
男
性

は

そ
れ
は
無
理
な
話
だ
な

ぶ

ち

け

 

こ
こ
に

さ
れ
ち

て
る
し
そ
れ
に
よ

 
咲
夜
ち

ん
の
お
仕

き
が

い
か
ら
さ

 
通
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
ん
だ
わ

 
霊
夢

そ
う

な
ら
貴
方
を
退
治
す
る
わ

 
霊
夢
が
そ
う
言
う
と
蓮
が
霊
夢
の
前
に
出
て

 
蓮
 

霊
夢
は
先
に
い

て
く
ん
な
い

 
霊
夢

は

何
で
よ

 
蓮
 

そ
れ
は
霊
夢
に
花

を
さ
せ
る
た
め
さ

霊
夢
が

 
こ
の
異
変
の
元
凶
を
倒
し
て
く
れ
る
の
が
一
番

 

に
な
る
か
ら
さ

 
霊
夢

そ
う

な
ら
や
ら
れ
る
ん
じ

な
い
わ
よ

 
男
性

お
い
お
い

が
逃
が
す
と
で
も

お

 
ガ
ン
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蓮
 

す
い
ま
せ
ん
が

と
お
相
手
し
て
く
だ
さ
い

 
執
事
が
話
し
て
い
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
蓮
が
竹
刀
で
面

ち
を
す
る
が
そ
れ
を
相
手
の
執
事
は

手
に

つ
ガ
ン

レ

ド
で
受
け

め
た

先
程
ま
で
不
意

ち
が

い
と
か
言

て
い
た

の
は
何
だ

た
の
か

そ
し
て
執
事
が

り
を
見
回
す
と
霊
夢
が
居
な
く
な

て
い
た

 
執
事

は

た
く
よ

こ
れ
は
後
で
咲
夜
ち

ん
に

 
お
仕

き
く
ら

ち
ま
う
な

し

う
が
な
い

 

お
前
の
相
手
は

が
し
て
や
る
よ

 
キ
ン

 
執
事
が
そ
う
言
い
蓮
の

撃
を
弾
き
飛
ば
す
と
蓮
は

 
蓮
 

そ
れ
は
良
か

た
で
す

な
ら
戦
う
前
の
流

 
と
し
て

は
名

ら
せ
て
も
ら
い
ま
す

は

 

蓮

異
変
解
決
に
来
ま
し
た

 
執
事

そ
い
つ
は
ご

に
ど
う
も
な
ら

も
名

ろ
う

 

は
あ
め
つ
き
れ
お
ん

雨
月
玲
音
だ

 
玲
音
と
名

た
執
事
は

の

て
い
る
ガ
ン

レ

ド
を
構
え
る
と
そ
れ
を

に
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る

す
る
と
蓮
と
玲
音
を
炎
が

り

む
が
そ
れ
は
た
だ
の
炎
で
は
な
く

い
炎
の
蒼
炎
だ

た

だ
が
そ
れ
よ
り
も
蓮
の
逃

道
が
無
く
な

て
し
ま

た

 
蓮
 

な

 
玲
音

さ
て
と

お

始
め
よ
う
や

 
蓮
 

や
る
し
か
な
い
か

 
そ
う
言
い
蓮
も
再
度
竹
刀
を
構
え
る
の
だ

た

一
方
先
程

え
た
魔
理
沙
は
と
い
う
と

 
霧
雨

こ
ん
な
に
本
が
あ
る
と
は
な
大

だ

 
魔
理
沙
の
目
の
前
に
は

一
面
の
大

の
書
物
で

い

く
さ
れ
た
本

が
並
ぶ

屋
が
映

て
い
た

す
る
と

 

 

こ
ん
な
所
に

ミ
が

り
込
む
な
ん
て

鈴
や

 

執
事
は
何
を
し
て
い
る
の
か
し
ら

 
霧
雨

な
ん
だ

 
魔
理
沙
が

の
し
た
方
向
を
見
る
と

ボ

と
し
た

を
着
て
い
る
少
女
と

に

ウ

リ
の

の
よ
う
な
物
を
つ
け
て
い
る
少
女
が
立

て
い
た

 

 

さ
ん
貴
女
は
何
し
に
来
た
の
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霧
雨

お
い
お
い

と
か
失

だ
な

は
霧
雨
魔
理
沙

 
普
通
の
魔
法
使
い
だ

 
そ
れ
を
聞
い
た
少
女
の

間
は

ク

と
し
た

そ
し
て
少
女
は

 

 

ま

た
く
貴
女
が
魔
法
使
い
を
名

る
な
ん
て

 
魔
法
使
い
も

め
ら
れ
た
も
の
だ
わ

 
少
女
の
言

に
相
槌
を

つ
か
の
よ
う
に

に

ウ

リ
の
よ
う
な

を
着
け
て
い
る
少
女

は 

 

パ

リ

様
を
怒
ら
せ
た
わ

貴
女

 
と

や
れ
や
れ
と
い

た
感
じ
で
言
う
と

 
霧
雨

や
ろ
う

て
の
か

相
手
に
な
る

 
パ

は

魔
法
の
真
理
に

り
着
い
た
者
の
真
の

 
魔
法
を
見
せ
て
あ

る
わ

 
少
女
は
手
に

て
い
る
本
を

る
と

時
に

り
が
図
書
館
か
ら
不
思
議
な
空
間
へ
と
変

わ
る
と
魔
理
沙
の

り
に
は
無
数
の
魔
方

が

ん
で
い
た

 
霧
雨

お
前
も
ま
さ
か
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ド

ン

 
魔
理
沙
の
言

と
共
に
魔
理
沙
の

り
が
大

発
を
起
こ
す
の
だ

た

 
そ
し
て
霊
夢
は
と
言
う
と

 
霊
夢

こ
の

下
ど
こ
ま
で
続
い
て
る
の
よ

 
霊
夢
は
飛
び
な
が
ら
先
へ
と
進
ん
で
い
る
が
何
処
ま
で
も
何
処
ま
で
も
真

な

下
し
か
見

え
な
い

 
霊
夢

ま

た
く

蓮
は
大

か
し
ら

 
霊
夢
は
何
や
か
ん
や
で
意
外
に
も
蓮
を
心

し
て
た

す
る
と
不
意

ち
か
の
よ
う
に
霊
夢
の

り
に
い
つ
の
間
に
か
無
数
の

イ
フ
が

い
こ
ん
で
い
た

 
霊
夢
 

 
そ
れ
ら

イ
フ
を
霊
夢
は
全
て

弾
せ
ず
に
回

す
る
と
い
つ
の
間
に
い
た
の
か
分
か
ら
な
い

が
目
の
前
に
銀

の
メ
イ
ド
が
立

て
い
た

 
霊
夢

る
程

の
相
手
は
貴
女

て

 
お

い
棒
を

に

い
て
霊
夢
は
そ
う
言
う
と
メ
イ
ド
は

い
目

き
で

み
つ
つ

イ
フ
を

構
え
て



 第二章  紅き濃霧に願いを込める少女達

 
侍
女

お

様
に
は
近
づ
け
さ
せ
ま
せ
ん

 
霊
夢

犯
と
戦
う
に
は

度
良
い
準
備

動
に
な
り

 
そ
う

 
侍
女

そ
の

ら
ず

が

て
あ

る
わ

 
霊
夢

や

て
み
な
さ
い
そ
の
前
に
貴
女
を
退
治
す
る

 
か
ら

 
こ
う
し
て

つ
の
場
所
で
そ
れ

れ
の
戦
い
が
始
ま
る
の
だ

た

 
は
い
は
い
そ
ん
じ

今
回
も
や

て
い
く
よ
の

 
今
回
は
よ
う
や
く

を
張

て
い
た
オ
リ
キ

ラ

 
雨
月
玲
音
が
出
て
き
ま
し
た

 
え

ス

ル
・
レ
オ
ン
ハ

ト
だ
ろ

て

 
何
か

て
た
ら
そ
う
な
り
ま
し
た

意
識
は

 
し
て
な
か

た
ん
で
す
が

ま

そ
れ
は
さ
て
お
い
て
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今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

次
回
も
よ
ろ
し
く

 
お
願
い
し
ま
す

そ
れ
で
は

者
様
サ
ラ

バ
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第

話
 
蓮

玲
音

 
ど
う
も

者
様

今
日
で

休
み
が
終
わ
る
こ
と
と

 
な

て
し
ま
い

し
さ
が

る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

 
は

ど
う
な
る
か
な

ま

そ
れ
は
良
い
と
し
て

 
本
編
へ
ど
う

 

ン
ト
ラ
ン
ス
に
蒼
炎
が
舞
い
真

な

を

い
炎
が

た

そ
の
中

で
は
異
変

解
決
に
来
た
蓮
と
こ
こ
紅
魔

の
執
事

雨
月
玲
音
が
向
か
い
合

て
立
つ

 
蓮
 

玲
音
さ
ん
は
弾
幕
ご

こ
の
ル

ル
は
分
か
り

 
ま
す
か

 
と
蓮
は
覚
え
た
て
の
弾
幕
ご

こ
を
玲
音
に

し
た

理

は
シ
ン

ル
に
今
の
蓮
だ
と

と
う
に
も

て
な
い
か
ら
だ

な
ら
ば
ル

ル
を
決
め
て
あ
る
弾
幕
ご

こ
を

し
た

 
玲
音

あ

何
か
お

が
言

て
た
な

確
か
魅
せ
る
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遊
び

だ

た
よ
な

 
蓮
 

は
い
そ
う
で
す

 
玲
音

し
く
魅
せ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
ん
だ
ろ

 
蓮
 

そ
う
で
す

 
玲
音

ま

確
か

の
面
子
も
そ
れ
に

て

 
や

て
る
か
ら
な

な
ら
そ
の
ル

ル
に

 

て
や
る
よ

も
ス

ル
的
な

 
や
つ
は
あ
る
ん
だ
ろ

 
蓮
 

ス

ル

 
玲
音

ど
う
し
た

 
蓮
 

い
え
そ
れ
で
構
い
ま
せ
ん

 
玲
音

そ
う
か

な
ら
始
め
る
か

 
蓮
 

は
い

 
そ
う
言
い

人
は
そ
れ

れ
の
武

を
構
え
る
と

人
は

け
出
し
て

 
ガ
キ
ン
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蓮
の
霊
力
強
化
さ
れ
た
竹
刀
と
玲
音
の
ガ
ン

レ

ド
が
ぶ
つ
か
り
合
う

 
玲
音

こ
の

 
玲
音
は

り
を

れ
て
く
る
が
蓮
は
つ
ば

り
合
い
を

め
す
ぐ
さ
ま
回

す
る
が

 
玲
音

そ
ら
ど
う
し
た

 
蓮
 

く

 
キ
ン

 
玲
音
が
蒼
炎
を
纏

た
ガ
ン

レ

ド
を

り
蓮
に

撃
を
仕

け
る
と
そ
れ
を
蓮
は
竹
刀

で
上
手
く
受
け
流
す
が

 
蓮
 

竹
刀
が

 
蓮
は
竹
刀
を

り
回
し
て
火
を

す

竹
刀
の

な

は
竹
だ

に
炎
の

撃
を
受
け
る
と

え
る

霊
力
で
強
化
し
て
い
る
た
め
ガ
ン

レ

ド
と
ぶ
つ
か
り
合

て
も
折
れ
は
し
な
い

が
火
に
は

い
と
蓮
は
確

し
て
し
ま

た

 
玲
音

ら
こ
れ
な
ど
う
か
な

 
玲
音
は
上
空
へ
と

す
る
と
ガ
ン

レ

ド
の

ち
手
を
変
え
て

を
蓮
に
向
け
る
と
そ

こ
か
ら
弾
丸

の
弾
幕
が
撃
ち
出
さ
れ
た
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そ
れ
ら
を
蓮
は
何
と
か
回

す
る
が

 
玲
音

ま
ず

つ

 
蓮
 

し
ま

 

ン

 
蓮
 

ぐ
は

 
回

に

念
し
続
け
た
結

玲
音
を
見
て
お
ら
ず
い
つ
の
間
に
か
近
く
に
い
た
玲
音
の
ガ
ン

レ

ド
を
受
け
て
し
ま
い
蓮
は
炎
の

ま
で
ぶ

飛
ば
さ
れ
る
が
竹
刀
を

に
突
き
刺
し
て

に
当
た
る
ギ
リ
ギ
リ
の
所
で

ま
る
が

 
蓮
 

ぐ

 
蓮
の

は
ガ
ン

レ

ド
で
斬
ら

り

が

に
出
来
て
い
た
が
血
は
出
て
い
な
か

た

理

は
炎
と

時
に
斬
ら
れ
そ
こ
が
火

し
た
た
め
そ
れ
が

よ
く

血
さ
れ
た
か
ら
だ

だ
が
痛
み
で
蓮
は
立
ち
上
が
ろ
う
に
も
立
ち
上
が
れ
ず

を
つ
い
て
い
た

 
蓮
 

は

は

 
そ
ん
な
最
中
玲
音
は
ガ
ン

レ

ド
を

に

い
て
蓮
に
近
づ
い
て
く
る

そ
の

は
さ
な

が
ら
処

人
の
よ
う
に
も
見
え
る
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蓮
 

ク
ソ

 
今
に
も
負
け
そ
う
な
蓮
に

か
が

の
中
に

を
か
け
て
き
た

 

 
お
い

小
僧

 
蓮
 
え

 
蓮
は
意
識
が

と
し
て
い
る
た
め
か
つ
い
に

が
お
か
し
く
な

た
と
思

て
い
た
が
そ
の

は
蓮
の
み
に
は

き
り
と
聞
こ
え
て
い
た

 

 
お
前
が
負
け
る
と

は
あ
の
男
よ
り

く
な
る

 
だ
か
ら
立
て

 
蓮
 

う
ぐ

 
蓮
は
そ
の
言

を
後
ろ
に
立
ち
上
が
る

す
る
と
先
程
の

は

 

 
次
に
貴
様
の

元
に
あ
る

を
使
え
そ
し
て

て

 

が
名
を
言
え
さ
す
れ
ば
力
を
貸
し
て
や
ろ
う

 
そ
う
言
わ
れ
た
蓮
は

元
に
あ
る

の

を

り
出
す

そ
れ
を
見
て
い
た
玲
音
は

 
玲
音

お
前

何
を
す
る
気
だ

 
と

言
う
が
蓮
は
そ
れ
に

え
ず
そ
の

を

そ
の

に
書
い
て
あ
る
名
を

ぶ
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蓮
 

来
た
れ
狗
神

 
蓮
が

ぶ
と
狗
神
と
書
か
れ
た

は
白
い
光
を
放
つ

そ
れ
を
見
て
い
た
玲
音
は

バ
イ
と
感

じ
た
の
か

 
玲
音

さ
せ
る
か

 
ガ
ン

レ

ド
で
蓮
を
斬
ろ
う
と
し
た
時
だ

た

そ
の

か
ら

体
の
獣
が

を
現
し
玲

音
の
ガ
ン

レ

ド
を
そ
の

間
で
受
け

め
た

 
玲
音

な

何
だ
こ
い
つ

 
玲
音
の
ガ
ン

レ

ド
を
受
け

め
た
獣
は
白
く

し
い
体

を

た
獣
そ
れ
は
蓮
が
封
印

し
た
狗
神
だ

た

先
程
か
ら

に
語
り
か
け
て
来
た
の
は
ど
う
や
ら
狗
神
だ

た
よ
う
だ

 
狗
神

邪
魔
だ

 
キ
ン

 
玲
音

た

く
よ

そ
ん
な
聞
い
て
な
い

て
の

 
蓮
 

や

り
君
が
語
り
か
け
て
来
て
た
ん
だ

 
狗
神

 
狗
神

ざ
け

本
来
貴
様
を

い
殺
す

だ

た
が
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こ
ん
な
奴
に
負
け
る
と
な
る
と

が
名
に

が

 
つ
く
だ
ろ

 
蓮
 

そ
う
か

な
ら
狗
神

力
し
て
く
れ
る

 
狗
神

い
い
だ
ろ
そ
の
前
に
貴
様
の
式
に
な

ち
ま

た

 
か
ら
な

力
し
な
い
わ
け
に
も
い
く
ま
い

 
玲
音

対

か

ま

い
い
だ
ろ

利
な
の
は

 
変
わ
ら
な
い
か
ら
な

 
そ
う
言
い
玲
音
は
ガ
ン

レ

ド
を
構
え
蓮
は
立
ち
上
が
ろ
う
と
す
る
が

 
蓮
 

ぐ

 
ま
だ

が
痛
む
の
か
立
て
そ
う
に
も
な
い

す
る
と
狗
神
が

 
狗
神

ま

た
く
こ
れ
だ
か
人
間
と
言
う
も
の
は

 
そ
う
言
う
と
狗
神
は
小
さ
な
光
の
玉
を
出
す
と
そ
れ
を
蓮
の

に
当
て
る

す
る
と
先
程
ま
で

の
蓮
の

が
嘘
か
の
よ
う
に
無
く
な

た

 
狗
神

貴
様
ら
の
言
う

と
か
言
う
も
の
は

せ
な
い

 
が

ぐ
ら
い
な
ら

し
て
や
る
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蓮
 

あ
り
が
と
う

そ
れ
と
狗
神
君
は
少
し

解
を

 
し
て
い
る
よ

 
狗
神

何
を
だ

 
蓮
 

弾
幕
ご

こ
は
遊
び
だ
よ

 
狗
神

い
い
だ
ろ
う
そ
の
遊
び
に

き
合

て
や
ろ
う

 
蓮
は
再
び
立
ち
上
が
り
竹
刀
を
構
え
狗
神
は
蓮
の
後
ろ
に
立
つ

 
玲
音

何
で
も
あ
り
か
よ

そ
ろ
そ
ろ

を

さ
な
い

 
と
い
け
な
い
よ
な

 
玲
音
は
そ
う
言
う
と

の
カ

ド
を

り
出
す

そ
れ
は
霊
夢
や
魔
理
沙
が
使

て
い
た

物
と

じ
ス

ル
カ

ド
だ

た
が
玲
音
は
そ
れ
を
使
わ
な
い
で
ま
た

ケ

ト
に
し
ま
う

 
玲
音

行
く

  
玲
音
は
ガ
ン

レ

ド
を
構
え
蓮
に
特

を
し
か
け
た

 
蓮
 

頼
む
狗
神

 
狗
神

ウ

ン



 第二章  紅き濃霧に願いを込める少女達

 
ギ
ン

 
玲
音
と
狗
神
と
で
再
び
ぶ
つ
か
り
合
う

だ
が
玲
音
は
思

て
も
み
な
い
事
が
起
き
た

 
蓮
 

は

 
玲
音

こ
い
つ

 
何
と
狗
神
を

み

に
し
て
飛
び
か
か
り
か
ら
の
面

ち
を
し
て
き
た
の
だ

だ
が
玲
音
は
狗

神
を
弾
き
飛
ば
す
と

 
ガ
キ
ン

 
玲
音

や
る
な

 
蓮
 

じ

な
い

は

蓮
で
す

 
そ
の

に
反

す
る
か
の
よ
う
に
玲
音
の

面
か
ら
何
か
が

撃
を
仕

け
た

そ
れ
に
は

玲
音
は
反

で
き
ず

 

ン

 

を

つ
失
う
こ
と
と
な

て
し
ま

た

そ
の

面
の

撃
は
狗
神
の

に
よ
る

ぎ

い
だ

た

 
蓮
 

あ
り
が
と
う
狗
神



 第 話 蓮 玲音

 
狗
神

は
後
だ
ま
ず
は
目
の
前
の

と
戦
え

 
そ
う
言
わ
れ
た
蓮
は
玲
音
に

を

す

玲
音
は
ガ
ン

レ

ド
を

に
し
て
立
ち
上
が

り 
玲
音

ち

ま
さ
か
こ
こ
ま
で
と
は
な

な
ら
本
気
で

 
や
る

 
そ
う
言
う
と
先
程

ケ

ト
に
し
ま

た
ス

ル
カ

ド
を

り
出
し
て

 
玲
音

炎

 

ル

フ

レ

イ

ル

 
玲
音
の
言

と
共
に
無
数
の
弾
幕
が
現
れ
る

は

い
火
の
玉
を
あ
し
ら

た
弾
幕
だ
が
玲

音
を

り

む
か
の
よ
う
に

を

体
と
し
た
黒
炎
が
舞
い
悪
魔
の
よ
う
な

を

る

 
狗
神

小
僧

貴
様
は
ス

ル
カ

ド
と
や
ら
は

 
無
い
の
か

 
蓮
 

あ
る
に
は
あ
る
ん
だ

あ
る
に
は

 
蓮
は
そ
う
言
う
と

の
ス

ル
カ

ド
を

り
出
す
が
そ
れ
は
霊
夢
や
魔
理
沙
は
た
ま
た

玲
音
の
と
は

い
何
も

か
れ
て
い
な
い
白

の
ス

ル
カ

ド
だ

た

 
蓮
 

実
は

ろ
う
と
思

た
ん
だ
け
ど
イ
メ

ジ
が
思
い
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か
ば
な
か

た
ん
だ
よ

 
今
か
ら

日
前
に
霊
夢
か
ら
白

の
ス

ル
カ

ド
を

さ
れ
た
が
蓮
は

ろ
う
に
も
イ
メ

ジ
が
思
い
つ
か
ず
そ
の
ま
ま
白

の
ま
ま
だ

た
の
だ

 
狗
神

そ
う
か

な
ら
ば
今

れ
ば
よ
い
だ
け
の
話
だ

 
蓮
 

え

 
狗
神

思
い

か
べ
ろ
イ
メ

ジ
を

 
蓮
 

イ
メ

ジ

 
蓮
に
と

て

か
の
数

の
時
間
だ

た

そ
れ
は
人
間
が
走

を
見
る
か
の
よ
う
に

ゆ

く
り
と
し
た
時
間
と
な
る

そ
の

か
な
時
間
で
蓮
は
イ
メ

ジ
を
思
い

か
べ
た

そ

の
イ
メ

ジ
は
目
の
前
に
い
て

分
と
共
に
戦

て
く
れ
る
狗
神
の
イ
メ

ジ
だ

た

す
る

と
そ
れ
に

え
る
か
の
よ
う
に
ス

ル
カ

ド
に

が

か
れ
た

そ
れ
に
蓮
は
笑
み
を

か
べ

て 
蓮
 

狗
神

力
し
て
く
れ

 
狗
神

い
い
だ
ろ
う
や

て
み
ろ
小
僧

 
そ
う
言
う
と
蓮
は
出
来
た
ば
か
り
の
ス

ル
カ

ド
を
構
え
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蓮
 

式

 
狗
神
の
呼

 
そ
の
言

と
共
に
狗
神
の
体
が
白
く
発
光
し
出
し
た

 
狗
神

力
が

力
が
み
な
ぎ
る

ン

 
狗
神
の

と
共
に

り
に
雪
の
よ
う
な
弾
幕
が

さ
れ
る
と
そ
れ
ら
は
玲
音
の
弾
幕
と
ぶ

つ
か
り
合
う

だ
が
そ
れ
だ
け
で
終
わ
り
で
は
な
い

今
度
は
狗
神
が
玲
音
に
目

け
て
特

を

し
か
け
た

 
玲
音

そ
ん
な

撃

通
用
し

て
の

 
そ
う
言
う
と
玲
音
を

り

く
蒼
炎
の
悪
魔
は
狗
神
へ
と
ぶ
つ
か
り
合
う
と
そ
こ
で

発
を
し

た 
玲
音

く

 
ど
う
や
ら
お

い
の
ス

ル
は

レ
イ
ク
さ
れ
た
よ
う
だ

た

だ
が
そ
の

に
は
蓮
が

れ

て
い
た
の
だ

 
玲
音

な

 
蓮
は
狗
神
を

撃
と
し
て
使
う
の
で
は
な
く

と
し
て
使

た
に
過
ぎ
な
か

た
の
だ

そ
し

て
蓮
は
竹
刀
を
構
え
玲
音
に

る
う

こ
の
時
玲
音
は
反

で
き
ず
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玲
音

や
れ
や
れ

こ
れ
は
後
で

鈴
ち

ん
共
々

 
咲
夜
ち

ん
に
お
仕

き
く
ら
う
な

 
そ
う

べ
た
時

蓮
の
竹
刀
が
玲
音
へ
と

た
れ
た
の
だ

た

 
蓮
 

 
バ
シ
ン

ン

 
そ
う
し
て
こ
の
戦
い
は
蓮
と
狗
神
が

し
た

玲
音
が
そ
の
場
に
崩
れ
る
と

り
を

て
い

た

い
炎
は

え
て
元
の
紅
い

と

へ
と
戻

た

 
蓮
 

つ

強
か

た

 
蓮
は
そ
の
場
に
座
り
込
み
崩
れ
て
気
絶
し
た
玲
音
を
ま
じ
ま
じ
と
見
て
い
る
と

 
狗
神

こ
の
ぐ
ら
い

て
く
れ
な
け
れ
ば

の
名
に

 
も

つ
く
だ
ろ
う
が

 
蓮
 

で
も
あ
り
が
と
う
狗
神
お
陰
で

か

た
よ

 
狗
神

ん

れ
小
僧

 
そ
う
言
う
と
狗
神
は
蓮
の

の

を

ん
で
蓮
を

中
に

せ
る

 
蓮
 

え



 第 話 蓮 玲音

 
狗
神

お
前
の
仲
間
の
元
に
行
く

 
蓮
 

あ

頼
む

 
そ
う
言
い
蓮
と
狗
神
は
霊
夢
の
後
を
追
い
か
け
る
の
だ

た

 
は
い
は
い
今
回
か
ら
新
た
な
オ
リ
キ

ラ
狗
神
が

 
登
場
し
ま
し
た

え

お
前

だ

た
ろ

て

 
蓮
の
能
力
で
野
良

か
ら

い

に
転

し
た
み
た
い
で
す

 
ま

従
関
係
が
出
来
た
と
思
え
ば
良
い

て
事
で
す
か

 
そ
れ
は
さ
て
お
い
て
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
次
回
は

霊
夢
と
魔
理
沙
の

を
お
見
せ
し
よ
う
か
と

 
思
い
ま
す

そ
れ
で
は

者
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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第

話
 
霊
夢
と
魔
理
沙
の
戦
い

 
こ
ん
に
ち
は

者
様
つ
い
に

が
始
ま

て

 
し
ま

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

 
何
で
も
う
始
ま

て
し
ま

た
ん
だ

 
そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
ド

ン

 
紅
魔
館
の
大
図
書
館
で
大

発
が
起
き
て
い
た

そ
れ
は
本
を
開
い
て
呪

を

し
た
紫
の

の
少
女
パ

リ

と
呼
ば
れ
る
少
女
が
起
こ
し
た

 

 

キ

パ

リ

様
流
石
で
す

 
と

ウ

リ
の

を

に
つ
け
た
少
女
が
言
う
と

 
パ

小
悪
魔
そ
ん
な
大
そ
れ
た
事
は
し
て
は
い
な
い
わ

 
そ
れ
に
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パ

リ

は

発
が
起
き
た
場
所
を
見
る
と
そ
こ
か
ら

に

が

た
魔
理
沙
が
現
れ
る

 
霧
雨

危

 
パ

こ
こ
に

む
な
ら
相
当
な
実
力
者

そ
れ
と
も

 
と
ん
だ
バ
カ
し
か
こ
な
い
も
の

 
霧
雨

お
い

が
バ
カ
だ

 
パ

あ
ら
失

た
だ

魔
法
使
い
の
貴
女
に

を

 
倒
す
こ
と
は
出
来
る
の
か
し
ら

 
霧
雨

は
魔
法
使
い
だ

こ
れ
で
も
魅
魔
様
の
元
で

 
修
行
し
て
ん
だ
か
ら
な

 
そ
う
言
う
と
魔
理
沙
は
ミ

八

を
構
え
る

 
パ

そ
う

な
ら
見
さ
せ
て

う
わ

貴
女
の
魔
法

 
と
や
ら
を

 
そ
う
言
う
と
パ

リ

は
先
程
と

じ
よ
う
に
呪

を

し
魔
理
沙
の

り
に
魔
方

を

開
さ
せ
る

 
霧
雨

相
手
に
な

て
や
る



 第二章  紅き濃霧に願いを込める少女達

 
そ
う
言
う
と
魔
理
沙
は

を

に
動
か
し
て
飛
ぶ

 
パ

貴
女
に

を
倒
す
こ
と
は
出
来
な
い
わ

 
ド

ン

 
そ
の
言

と
共
に
ま
た

り
が
大

発
が
起
き
る
が
魔
理
沙
は
そ
れ
を
回

し

 
霧
雨

こ
れ
で
も

ら
え

 
パ
シ

パ
シ

ン

パ
シ

ン

 
そ
う
言
う
と
魔
理
沙
は
無
数
の

の
よ
う
な
物
を
放
り
投

る
と
そ
れ
ら
は
光
の
ミ
サ
イ
ル
と

な

て
パ

リ

へ
と
飛
ん
で
い
く
が

 
パ

そ
ん
な
も
の

 
パ

リ

の
術
式
に
よ
る
魔
方

が
パ

リ

の
前
に
現
れ
そ
れ
が

と
な

て

撃
を

す
る

 
霧
雨

な

中
々
や
る
な

 
パ

し
ぶ
と
す
ぎ
る
わ

 
そ
う
言
う
と
パ

リ

は

の
カ

ド
も
と
い
ス

ル
カ

ド
を

り
出
す

 
パ

日

 
ロ
イ

ル
フ
レ
ア
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そ
う

え
る
と
パ

リ

か
ら
数
メ

ト
ル

れ
た
場
所
を
中
心
に

を

き
つ
つ
無
数
の

弾
幕
が

さ
れ
た

 
霧
雨

な

 
魔
理
沙
は
そ
れ
を
何
と
か
う
ま
く
回

す
る
が

数
セ
ン

れ
て
い
た
ら

弾
は
確
実

だ 
パ

さ

こ
れ
で
終
わ

 
と
突
然
パ

リ

は

を
し
だ
し
た

そ
れ
は
次
第
に

く
な

て
い
く
一
方
だ

す
る

と
先
程

え
た
ス

ル
カ

ド
は

の
せ
い
か
強

的
に
終
了
し
た

そ
し
て
後
ろ
で
見
て
い
た

小
悪
魔
が
飛
び
出
し
た

 
小
悪

パ

リ

様

 
霧
雨

お
い

大

か

 
魔
理
沙
は
降
下
し
て

を
し
て
い
る
パ

リ

に

け

た

 
パ

貴
女

は

な
の
よ

 
霧
雨

今
は
そ
ん
な
事
を
言

て
い
る
場
合
か

 
小
悪

ぐ
に

を

て
き
ま
す
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そ
う
言
う
と
小
悪
魔
は

ぐ
さ
ま
飛
ん
で
い

た

 
パ

貴
女

変
わ

て
る
わ
本
当
に

 
霧
雨

そ
こ
が
良
い
と
こ
何
だ
か
ら

と
け

て

 
小
悪

て
き
ま
し
た

 
パ

あ
り
が
と
う

 
小
悪
魔
が

の

た

と

を

て
く
る
と
パ

リ

は
そ
れ
を
受
け

て

ん
だ

 
パ

は

ま
さ
か

の
貴
女
に
心

さ
れ
る
何
て

 
魔
理
沙
だ

た
わ
よ

先
に
行
き
な
さ
い

 

は
動
き
す
ぎ
て

れ
た
わ

 
霧
雨

そ
う
か
な
ら
先
に
行
か
せ
て
も
ら
う

 
そ
う
言
う
と
魔
理
沙
は

に

が
り
図
書
館
の

を
飛
び
な
が
ら
上
が

て
い

た

 
小
悪

パ

リ

様

行
か
せ
て

し
か

た
ん

 
で
す
か

 
パ

い
い
の
よ

後
は
レ
ミ

に

せ
る
わ
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そ
う
言
い
パ

リ

は
そ
こ
で
ギ

ア

し
た
事
に
よ
り
魔
理
沙
が
実

的
に

利
し
た

の
だ

た

そ
し
て
一
方

霊
夢
は
と
言
う
と

 
侍
女

先
程
の
不
意

ち
は
よ
ろ
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん

 
で
し
た

は
こ
こ
紅
魔
館
の
メ
イ
ド
を
し
て

 
お
り
ま
す
十
六
夜
咲
夜
と

し
ま
す

 

様
か
ら
博
麗
の
巫
女
を
も
て
な
す
よ
う
に
と

 
お
お
せ
使

て
お
り
ま
す
の
で

 
霊
夢

そ
う

ま

相
手
が
人
間
だ
ろ
う
が
妖
怪
だ
ろ
う
が

 

を

め
る
な
ら
退
治
す
る
だ
け
よ

 
咲
夜

そ
う
で
す
か

な
ら

 
そ
う
言
う
と
霊
夢
の
前
か
ら
突
然
咲
夜
が

え
た

そ
れ
に
霊
夢
が

い
て
い
る
と
今
度
は

後
ろ
の

元
で

 
咲
夜

貴
女
を
撃
退
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

 
霊
夢
 

 
一

の
出
来
事
で
霊
夢
は

い
た
が

ぐ
様
手
に

て
い
る
お

い
棒
を

る
う
が
咲
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夜
は
バ
ク

で
回

し

も
も
の

ル

に

て
い
る

イ
フ
を

本

霊
夢
に
投

る

が 
霊
夢

な

 
霊
夢
の
目
の
前
で
先
程
投

た

イ
フ
は

本
の

だ

た
の
が
い
き
な
り
そ
の

の

本
近
く
に
増
え
て
い
た

 
霊
夢

く

 
そ
れ
を
霊
夢
は
回

し
当
た
る

前
で
お

い
棒
を

い

イ
フ
を
回

す
る
と

 
霊
夢

こ
れ
で
も
く
ら
い
な
さ
い

 
そ
う
言
う
と
何

も
の
お

を
咲
夜
に
投

る
が
ま
た
咲
夜
は
目
の
前
か
ら

え
た

 
霊
夢

嘘

 
す
る
と
今
度
は
霊
夢
の
目
の
前
に
無
数
の

イ
フ
が
ま
た
現
れ
た

 
霊
夢

ち

 
そ
れ
を
間
を
霊
夢
は
ギ
リ
ギ
リ
で
何
と
か
回

す
る
と
咲
夜
が

た
い
目

き
で
こ
ち
ら
を
見

て
い
た

 
霊
夢

貴
女
手
品

に
な

た
ら

人
里
で
や

た
ら
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大

況
よ

 
と

く

ら
ず

を
言
う
と
咲
夜
は

中
時

を

り
出
す
と

 
咲
夜

そ
ん
な
も
の
に
興

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で

 
ま
た
咲
夜
の

イ
フ
が
放
た
れ
る

今
度
は
先
程
の

本
を

く
越
え
て

本
近
く
に

増

さ
れ
て
い
た
が
霊
夢
は

の

て
い
る

感
力
で
全
て
回

す
る

 
霊
夢
こ
い
つ
の
能
力

間

動
の

い
じ

な
い

 
ま
る
で
刹
那
の
一

の
出
来
事

と
な
る
と

 
あ
い
つ
の
能
力
は

時
間
を

る

の
能
力

 
霊
夢
は
先
程
か
ら
の
戦
闘
で
相
手
咲
夜
の
能
力
が
時
間
を

る

の
能
力
だ
と
い
う
事
を

で
き
た

こ
う
な
れ
ば
霊
夢
の
タ

ン
が
き
た
も
の
だ

 
咲
夜

こ
れ
で
終
わ
り
に
し
て
あ

ま
す

 
そ
の
一
言
に
よ

て
霊
夢
に
大

の

イ
フ
が

い
こ
み
そ
れ
ら
全
て
は
霊
夢
に
へ
と
向
か
い

霊
夢
の

間
を
居

き
次
に

に

に

に

体
に
と
次
々
に
当
た

た

 
咲
夜

終
わ
り
で
す

 
そ
う
言
い

イ
フ
を
し
ま
お
う
と
し
た
時
だ

た

イ
フ
で

弾
し
た
霊
夢
が
突
然
無
数
の
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お

へ
と
変
わ
り
咲
夜
へ
と
向
か

て
い
た
の
だ

 
咲
夜
 
 

 
そ
の
時
咲
夜
は
何
時
も
の
よ
う
に

中
時

を
使
い

り
一

の
時
を

め
咲
夜
は
そ
こ
か

ら

ん
で
回

し
た

そ
う
霊
夢
の

み
は
当
た

た
の
だ

そ
し
て
咲
夜
は

め
た
時
を
戻
す

が 
ガ

ン

 
咲
夜

な

 
咲
夜
の

元
に
は
術
式
が
い
つ
の
ま
に
か

さ
れ
て
い
た

そ
こ
か
ら
現
れ
た
弾
幕
の
鎖
は

咲
夜
の

元
を

め

り
咲
夜
は

動
き
が
出
来
な
く
な

た

 
霊
夢

ま

あ
ん
た
が
や
り
そ
う
な
事
は
大
方
予
想

 
出
来
る
わ

ま

た
く

に
こ
れ

上

 
面
倒
起
こ
さ
せ
な
い
で
よ

 
咲
夜

こ
の

 
咲
夜
は

イ
フ
手
に

つ

イ
フ
を
投

よ
う
と
す
る
が
今
度
は
そ
の

を
鎖
に

が
れ
た

 
咲
夜

そ
ん
な
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霊
夢

こ
れ
で
終
わ
り

 
そ
う
言
い
霊
夢
は
全

全
霊
で

手
に
陰
陽

の
弾
幕
を
咲
夜
の

に
当
て
た
と

時
に

 

ン

 

弾
の
音
が
な
り
こ
の

負
は
霊
夢
の

ち
と
な

た

 
霊
夢

危
な
か

た
わ

 
霊
夢
は
倒
れ
た
咲
夜
は

に
そ
う

く
と

 

 

ン

 
霊
夢

何

 
霊
夢
は
遠

え
が
聞
こ
え
た
方
を
見
る
と
そ
こ
に
は
一

間
程
前
に
封
印
し
た

の
狗
神
が

走

て
き
て
い
た

 
霊
夢

嘘

何
で
あ
ん
た
が

 
霊
夢
は
お

い
棒
を
構
え
る
と
狗
神
は
霊
夢
の
数
メ

ト
ル
先
で

ま
る

す
る
も
狗
神
の

中
か
ら

 
蓮
 

霊
夢

 
ひ

こ
り
と
蓮
が

を
出
し
た

そ
れ
に
霊
夢
は

い
た
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霊
夢

蓮

貴
方

そ
れ
に
何
で
狗
神
が

 
蓮
 

え

と
そ
れ
は

 
狗
神

お
い
小
僧

は

れ
た
か
ら
後
は

分
の
力
で

 
行
け

 
蓮
 

え

あ

う
ん
こ
こ
ま
で
あ
り
が
と
う

 
狗
神

 
狗
神

ん

 
ド
ロ
ン

 
そ
の
言

を

し
て
狗
神
は
式

へ
と
戻
り
蓮
は
上
手
く
着
地
し
て
狗
神
の
式

を
回

し

た 
霊
夢

蓮

狗
神

て
ま
さ
か

 
蓮
 

ア
ハ
ハ
ハ

う
ん
式
神
に
な

ち

た

 
霊
夢

そ
う
い
え
ば
あ
の
男
は
ど
う
な

た
の

 
蓮
 

何
と
か
倒
し
た
よ

で
も

が

 
蓮
の

は
玲
音
の
ガ
ン

レ

ド
を
う
け
て
し
ま

て
い
る
た
め
裁
け
て
い
て
蓮
の

が
見
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え
て
い
た

 
霊
夢

ま

五
体
満

な
ら
い
い
で
し

う

 
蓮
 

う
ん

と
り
あ
え
ず
元
凶
の
元
へ
行
こ
う

 
霊
夢

え

こ

ち
も

い
た
し

 
蓮
 

言
わ
れ
て
み
る
と

イ
フ
が
散
乱
し
て
る
し

 
女
性
が
倒
れ
て
る
け
ど

気
に
し
た
ら
負
け

 
だ
よ

 
蓮
は
そ
う

分
に
言
い
聞
か
せ
霊
夢
と
共
に
元
凶
の
元
へ
と
行
く
の
だ

た

 
始
ま

た

そ
し
て

活
の
顧
問
が
変
わ
り
そ
い
つ
の

策
に
着
い
て
い
け
な
い
と
感
じ
た

分
は
退

け
を

出
す
る

 
お

と
失

し
ま
し
た

色
々
と

情
が

り
ま
し
た

 
そ
れ
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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次
回
は
と
う
と
う
あ
の
子
達
が
出
て
く
る
か
な

 
そ
れ
で
は

者
様
さ
よ
う
な
ら



 第 話 決戦 紅き霧の吸血⻤達

 
第

話
 
決
戦
 
紅
き
霧
の
吸
血
⻤
達

 
こ
ん
に
ち
は

者
様

前
回
書
い
た
通
り

活
を

め
た

 
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

な
お
今
は
帰
宅

で
す

 
こ
ん
な
話
も
あ
れ
な
の
で
今
回
も
ど
う

 
蓮
 

こ
の
先
だ
よ

 
霊
夢

え

ら
く

 
蓮
霊
夢
は
大
き
な

の
前
ま
で
来
て
い
た

お
そ
ら
く
こ
の
先
に
今
回
の
紅
い
濃
霧
を
出
し

た
元
凶
が
い
る
と
予

で
き
る

す
る
と

 

ロ

ロ

ロ

 
蓮
 

う
わ

 
霊
夢

ま
た

れ
て
る

 
先
程
か
ら
変
に

れ
て
い
る
の
だ

地

で
は
な
い
が
理

は
分
か
ら
な
い
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蓮
 

と
と

と
り
あ
え
ず

ろ
う

 
霊
夢

え

 

人
は

を
見
合
せ
て

き

を
開
く

す
る
と
目
の
前
に
玉
座
に
座
り
こ
ち
ら
を
見
て
い

た
少
女
が
映

た

 
霊
夢

あ
ん
た
が
こ
の
異
変
の
元
凶

 
と

霊
夢
が
言
う
と
玉
座
に
座
る
少
女
は
笑
み
を

か
べ
て

 

 

い
か
に
も

は
こ
の
紅
魔
館
の

 
レ
ミ
リ
ア
 
ス
カ

レ

ト

 
霊
夢

そ
う

な
ら
さ

さ
と
こ
の
霧
を

し
て
く
れ

 
な
い

あ
ん
た
ら
の
せ
い
で

物
が

か

 
な
い
で
し

 
蓮
 

え

そ
こ
な
の

 
レ
ミ

め
ら
れ
た
も
の

 
そ
う
言
う
と
レ
ミ
リ
ア
は
立
ち
上
が
る
と
体
を

か
せ
て
飛
ぶ
が
そ
の
飛
び
方
は
蓮
や
霊
夢
と

は

い
レ
ミ
リ
ア
の

中
か
ら
黒
い

ウ

リ
の

が
生
え
て
い
た
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レ
ミ

貴
女
達
に
吸
血
⻤
と
し
て
の
実
力
を
見
せ
な
い

 
と
い
け
な
い
わ

 
霊
夢

や
れ
る
も
の
な
ら
や

て
み
な
さ
い

 
蓮
 

霊
夢

刀
す
る
よ

 
そ
う
言
う
と
霊
夢
は
お

い
棒
と
お

を
蓮
は
竹
刀
を
構
え
る

 
レ
ミ

さ

始
め
ま
し

 
レ
ミ
リ
ア
の
そ
の
言

に
よ

て
大

の
弾
幕
が

開
さ
れ
た

 
蓮
 

霊
夢

 
霊
夢

分
か

て
る
わ
よ

 
そ
う
言
う
と

人
も
体
を

か
せ
て
レ
ミ
リ
ア
へ
と
向
か

た

 
レ
ミ

さ

り
な
さ
い

 
そ
う
言
う
と
レ
ミ
リ
ア
は
ス

ル
カ

ド
を

り
出
し
て

 
レ
ミ

神

 

き

ン
ロ

ド

 
そ
う

え
る
と
無
数
の
レ

ザ

弾
幕
が

け
る
場
所
を

限
し
更
に
そ
こ
に
追
い
討
ち
か
の

よ
う
に
大
弾
幕
が
襲
い
か
か
る
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霊
夢

蓮

し

か
り

け
な
さ
い
よ

 
蓮
 

そ

ち
こ
そ

 
そ
う
言
う
と

人
は
弾
幕
を
放
ち
つ
つ
レ
ミ
リ
ア
の
弾
幕
を
回

し
て
い
く
が
当
然
レ
ミ
リ

ア
も

人
の
弾
幕
を
回

す
る

 
レ
ミ

中
々
や
る
わ

な
ら

 
そ
う
言
う
と
ま
た
新
た
な
ス

ル
カ

ド
を

り
出
し
そ
れ
を

た

 
レ
ミ

獄

 
千
本
の
針
の
山

 
そ
の
ス

ル
か
ら
は
無
数
の
針
を

す
か
の
よ
う
に
小

の
弾
幕
が

開
さ
れ
そ
れ
ら
は
大
き

な
花
が
散

て
い
く
か
の
よ
う
に

り
一
面
を

う
が

 
蓮
 

霊
夢

が
道
を

り
開
く

 
霊
夢

分
か

た
わ

 
蓮
は

元
か
ら
狗
神
の
式
神

と
蓮
の
ス

ル
カ

ド
を

り
出
し

 
蓮
 

式

 
狗
神
の
呼

 
そ
の
言

と
共
に
狗
神
が
現
れ
狗
神
の
白
い
体

は
更
に
白
く
発
光
し

 
狗
神

ン
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遠

え
と
共
に

り
に
真

白
い
弾
幕
が
現
れ
レ
ミ
リ
ア
が
放

た
小

弾
幕
と
ぶ
つ
か
る
と

狗
神
は
レ
ミ
リ
ア
一

で
特

を
し
た

 
レ
ミ

こ
の

こ
ろ
が

 
そ
う
言
い
レ
ミ
リ
ア
は
狗
神
の

撃
を

け
る
の
だ
が
狗
神
の
性
格
の
執
念
深
さ
も

ま
れ
る

式

 
狗
神
の
呼

は
所

ミ
ン
グ

追
撃

の
ス

ル

そ
の
た
め
か
逃

る
の
が

し
い

 
霊
夢

そ
ら

 
霊
夢
は

の

手
に

つ
無
数
の
お

を
狗
神
か
ら
逃

る
レ
ミ
リ
ア
に
追
撃
と
し
て
放

た 
レ
ミ

あ

カ
つ
く

 
レ
ミ
リ
ア
は
ま
た
新
た
な
ス

ル
カ

ド
を

り
出
す
と

 
レ
ミ

神
術
 
吸
血
⻤
幻
想

 
そ
の
弾
幕
は
小

の
弾
幕
が
放
た
れ
る
と
次
に
大
弾
幕
が
放
た
れ
そ
し
て
小

の
弾
幕
は
四
方

八
方
に
散

て
い
く
と
い
う
ま
る
で

ウ

リ
達
の
遊
び
を

す
か
の
よ
う
な
弾
幕
だ

た

 
霊
夢

こ
い
つ

り
ず
に

 
蓮
 

狗
神
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狗
神

分
か

て
る

て
の

 
狗
神
は
レ
ミ
リ
ア
の
弾
幕
を
受
け
て
も
な
お
タ

ト
と
し
た
レ
ミ
リ
ア
を
執
念
に
追
い
か

け
つ
い
に

が

ま

た

す
る
と
狗
神
は

大
な

を
開
い
て
レ
ミ
リ
ア
に

み
つ
こ
う
と

し
た

 
レ
ミ

く

や
ら
れ
る

 
レ
ミ
リ
ア
に
そ
の

が
当
た
る
そ
の
時
だ

た

突
然
蓮
と
霊
夢
そ
し
レ
ミ
リ
ア
の
い
る

屋
の

が
崩
れ
た
の
だ

す
る
と
そ
こ
か
ら

 

 

禁
忌
 
レ

テ
イ
ン

 
ド
ガ

ン

 
そ
の
言

と
共
に

大
な
火

が
上
が
り
狗
神
と
レ
ミ
リ
ア
の
間
に

て

と
な
り
狗
神
は

み
つ
く
の
を

め
て
そ
の
場
か
ら
下
が
る

だ
が
そ
の
火

で

屋
の
天

を

い
た
た
め
天

が
崩
れ
た

 
レ
ミ

今
の
は

ま
さ
か

 
蓮
と
霊
夢
そ
し
て
レ
ミ
リ
ア
は
崩
れ
た

の

か
ら
飛
び
上
が

て
く
る
少
女
を
見
る

そ
の

少
女
は
レ
ミ
リ
ア
と

じ
よ
う
な

を
着
て
い
て
な
お
か
つ

が
生
え
て
は
い
る
が
色
と
り
ど
り
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の
結

を
ぶ
ら
下

た

を
も
つ

の
少
女
だ

た

そ
れ
を
見
た
レ
ミ
リ
ア
は

撃
的
な

を
し
て

 
レ
ミ

フ
ラ
ン

 
と
そ
の
少
女
の
名
前
を
呼
ぶ

す
る
と
フ
ラ
ン
と
呼
ば
れ
た
少
女
は
レ
ミ
リ
ア
の
元
へ
と
生

き 
フ
ラ

お
姉
さ
ま
大

 
レ
ミ

え

フ
ラ
ン
そ
れ
よ
り
貴
女
狂
気
は

 
フ
ラ

今
は
後

そ
れ
よ
り
も
あ
の
人
間
達
を
倒
す
の
が

 
先
決
だ
よ
お
姉
様

 
レ
ミ
リ
ア
が
言

て
い
る
事
は
蓮
と
霊
夢
に
は
分
か
ら
な
い
が
ど
う
や
ら
相
手
が

人
増
え

た
こ
と
だ
け
は
分
か

た

 
霊
夢

ど
う
で
も
い
い
け
ど
さ

さ
と
し
て
く
ん
な
い

 
レ
ミ

い
い
わ
な
ら
後
で
教
え
て

フ
ラ
ン

 
フ
ラ

分
か

た

 
そ
う
言
う
と

人
の
吸
血
⻤
は
霊
夢
と
蓮
に
向
か
い
合
う
と
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レ
ミ

な
ら

め
ま
し
て
紅
魔
館

レ
ミ
リ
ア

 
ス
カ

レ

ト

 
フ
ラ

そ
の
妹
フ
ラ
ン
ド

ル
ス
カ

レ

ト

 

人

貴
方
達
の
お
相
手
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
わ

 

人
は

を
合
わ
せ
て
そ
う

べ
る
と

 
蓮
 

相
手
が
増
え
て
も

 
霊
夢

達
は
異
変
を
解
決
す
る
だ
け
よ

 
そ
う
言
い

人
は
ま
た
弾
幕
ご

こ
を
再
開
し
た

 
フ
ラ

禁
忌
 
ク
ラ
ン

リ

ト
ラ

 
そ
う

べ
る
と
蓮
と
霊
夢
を

大
な
弾
幕
が

い
こ
み
更
に
四
方
八
方
か
ら
大

の
大
弾
幕
が

飛
び

う

 
霊
夢

夢

 
封
魔

 
霊
夢
の
ス

ル
カ

ド
に
よ

て
四
方
八
方
に
お

が
飛
び

い
フ
ラ
ン
ド

ル
の
放

た
ク

ラ
ン

リ

ト
ラ

と
当
た
り
相
殺
す
る
が

 
レ
ミ

紅

 
ス
カ

レ

ト
マ
イ
ス
タ
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霊
夢

な

 
蓮
 

う
お

 
今
度
は
レ
ミ
リ
ア
の
ス

ル
カ

ド
が
発
動
し
更
に

人
は
回

す
る
と
今
度
は

 
フ
ラ

禁
忌
 
フ

オ

ア
カ
イ
ン
ド

 
何
と

く
こ
と
に
目
の
前
の
フ
ラ
ン
ド

ル
が

人
か
ら

人
に
分

し
た
の
だ

だ
が
悪

夢
は
こ
こ
か
ら
だ

た

 
フ
ラ

禁
忌
 
レ

テ
イ
ン

 

人
と
な

た
フ
ラ
ン
ド

ル
は
先
程
の
炎

炎
の

を

り
回
し
始
め
た

り

回
し
た
後
か
ら
追
撃
か
の
よ
う
に
弾
幕
が
飛
び

た

 
蓮
 

う
わ

と

し

う
が
な
い

 
そ
う
言
う
と
蓮
は
ス

ル
カ

ド
を

り
出
す
が
そ
れ
は
白

の
ス

ル
カ

ド
だ

た

 
蓮
 

 
蓮
は
思
い

か
べ
る
今
度
思
い

か
べ
た
の
は
今
使

て
い
る
フ
ラ
ン
ド

ル
の
よ
う
な
ス

ル
カ

ド
と
か
つ
て
夢
で
見
て
い
た
男
性
理
久
兎
が
使

て
い
た
刀
の
業
火
の
舞
い
上
が
り

だ

た

す
る
と
蓮
の
白

の
ス

ル
カ

ド
に

が

か
れ
た
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蓮
 

夢

 
夢
炎
の

 
そ
う

え
る
と
蓮
の
竹
刀
は
真

に
光
出
す
と

時
に
蓮
は
フ
ラ
ン
ド

ル
へ
と
突

込
ん

だ 
フ
ラ

は

 
蓮
 

ざ

 
ガ
キ
ン

ガ
キ
ン

ガ
キ
ン

ガ
キ
ン

 

人
の
フ
ラ
ン
ド

ル
と
蓮
は

に

劇
を

り
返
し
た

 
レ
ミ

フ
ラ
ン

 
レ
ミ
リ
ア
が

所
見
を
す
る
と
そ
こ
に
霊
夢
の
お

が
襲
い
か
か
る

 
霊
夢

所
見
は
禁
物
よ

 
蓮
が
あ

ち
を
相
手
し
て
く
れ
る
な
ら

は

 
こ

ち

 
レ
ミ

や

て
く
れ
る
わ

 
霊
夢

し
か
し
こ
れ
じ

が
あ
が
ら
な
い

た
ら

 
あ
り

し
な
い
わ
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そ
う
言

て
い
る
時
だ

た
霊
夢
達
の
後
ろ
か
ら

 

 

 
マ
ス
タ

ス
パ

ク

 

の

大
レ

ザ

が
放
た
れ
た

そ
れ
を
霊
夢
と
レ
ミ
リ
ア
は

で

け
る
が

 
蓮
 

う
お

 
フ
ラ

キ

 
蓮
と
フ
ラ
ン
は
当
た
る
本
当
に
ギ
リ
ギ
リ
で
回

す
る
が
分

の
フ
ラ
ン
は
間
に
合
わ
ず
そ
の

レ

ザ

に
よ

て
全
て

滅
し
た

 
霊
夢

ち

と
魔
理
沙

 
霧
雨

悪
い
遅
れ
た

 
霊
夢

あ
ん
た
何
し
て
た
の
よ

 
霊
夢
か
ら
見
て
魔
理
沙
の

は
ボ
ロ
ボ
ロ
だ

た

し
か
も
目
立
つ
の
は
そ
の

や

子
の
つ

ば
に
は
斬
ら
れ
た
後
が
あ

た
が
血
は
出
て
は
い
な
か

た

 
霧
雨

あ
の
執
事
の
せ
い
で
よ
遅
れ
ち
ま

た
ん
だ
よ

 
レ
ミ

へ

あ
の

執
事
や
れ
ば
出
来
る
の

 
霧
雨

や

り
お
前
ら
の
執
事
か

あ
の
野

の
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せ
い
で

の
一
張
羅
が

無
し
だ

 
そ
れ
を
聞
い
た
レ
ミ
リ
ア
は
心
の
中
で
た
め

混
じ
り
に

 
レ
ミ

な

だ
こ
と
で

 
霊
夢

そ
れ
よ
り
も
魔
理
沙
あ
ん
た
も

力
し
な
さ
い

 
よ

 
霧
雨

だ

の

を

メ
に
し
た

と
こ
ん
な

 

に
カ

テ

ン
グ
さ
れ
た
分
の

は

 
も
ら

て
か
な
い
と
な

 
レ
ミ

そ
れ
は
あ
の

執
事
に

し
な
さ
い
よ

 
そ
う
言
う
と
霊
夢
と
魔
理
沙
そ
し
て
レ
ミ
リ
ア
は
弾
幕
ご

こ
を
ま
た
再
開
し
た

 
蓮
 

あ

あ
ぶ

下
手
し
た
ら
こ

ち
が

弾

 
し
て
る
よ

 
フ
ラ

達
も
再
開
す
る

 
蓮
 

ん

あ

あ

そ
う
だ

 
そ
う
し
て
蓮
と
フ
ラ
ン
ド

ル
も
弾
幕
ご

こ
を
再
開
し

し
た
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霧
雨

い
く

魔

 
ス
タ

ス
ト
レ

リ

 
魔
理
沙
の
ス

ル
か
ら
無
数
の

弾
幕
が

り
一
面
に
飛
び
散
る
が
レ
ミ
リ
ア
と
フ
ラ
ン

ド

ル
は
そ
れ
ら
を
回

し
て

 
フ
ラ

禁
忌
 
カ

メ
カ

メ

 
フ
ラ
ン
ド

ル
の
そ
の
言

で
弾
幕
が

を
な
し
て
霊
夢
魔
理
沙
蓮
の
動
け
る

を

限
し
た
が

 
蓮
 

夢

 
夢
炎
の

 
蓮
は
先
程
使

た
ば
か
り
の
ス

ル
カ

ド
で
そ
れ
ら
を
破
壊
し
た

 
レ
ミ

紅
色
の
幻
想
郷

 
レ
ミ
リ
ア
の
ス

ル
カ

ド
が
発
動
さ
れ
る
と
そ
こ
か
ら
華
を

い
た
か
よ
う
に
弾
幕
が
散
ら

ば

て
い
く
が
霊
夢

魔
理
沙

蓮
は
そ
れ
ら
を
回

し
て

 
霊
夢

夢

 
封
魔

 
霊
夢
の
ス

ル
カ

ド
が
発
動
さ
れ
る
と
そ
こ
か
ら
無
数
の
お

の
弾
幕
が
飛
び

た
が

レ
ミ
リ
ア
と
フ
ラ
ン
ド

ル
は
ギ
リ
ギ
リ
で
回

し
た
が
レ
ミ
リ
ア
と
フ
ラ
ン
ド

ル
は
霊
夢

魔
理
沙

蓮
を
見
失

て
し
ま

た
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レ
ミ

な

何
処
に

 
フ
ラ

お
姉
さ
ま

 
フ
ラ
ン
ド

ル
が
見
て
い
る
方
向
を
レ
ミ
リ
ア
が
見
る
と

 
蓮
 

こ
れ
が
最
後
だ

式

 
狗
神
の
呼

 
霊
夢

霊

 
夢
想
封
印

 
霧
雨

 
マ
ス
タ

ス
パ

ク

 

人
の
弾
幕
が
合
わ
さ
り
そ
れ
ら
は
レ
ミ
リ
ア
と
フ
ラ
ン
ド

ル
に
向
か

て
い

た

 
レ
ミ

フ
フ

達
の
負
け

フ
ラ
ン

 
フ
ラ

負
け
る
の
は

し
い
け
ど

 
そ
う

べ
る
と
光
の
嵐
に

人
は

き
込
ま
れ

 

ン

ン

 

弾
し
た
音
が

り
に
鳴
り

き
レ
ミ
リ
ア
と
フ
ラ
ン
ド

ル
は
地
面
へ
と

ん
わ
り
と
落
下

し
た
が

人
は
笑

で
気
絶
し
て
い
た

 
こ
れ
に
よ

て
こ
の
弾
幕
ご

こ
は
霊
夢

魔
理
沙

蓮
の

利
と
な

た
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や

と
終
わ

た

怠
惰
さ
ん
こ
れ
書
く
の
に

 
東
方
の

レ
イ
動

を
何
度
見

し
た
こ
と
か

 
あ

そ
れ
と
見
て
分
か

た
思
い
ま
す
が
ス

ル
の

 

ど
は
ル

テ

ク
を

用
し
て
い
ま
す

 
あ

そ
れ
と
次
の
回
と
そ
の
次
の
回
を
や

た
ら

 
し
ば
ら
く
こ

ち
は
お
休
み
し
ま
す
の
で
お
願
い

 
し
ま
す

そ
れ
で
は

者
様
今
回
も
あ
り
が
と
う

 
ご
ざ
い
ま
し
た



 第二章  紅き濃霧に願いを込める少女達

 
第

話
 
宴
会

 
こ
ん
に
ち
は

者
様

怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

 
新

の

は
色
々
と
面
倒
な
事
が

く
て

 
本
当
に

に
な

ち

い
ま
す
よ

お

と

 
失

し
ま
し
た

今
回
は
色
々
と

解

の

 

分
が

ま
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

 
そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
レ
ミ
リ
ア
と
フ
ラ
ン
ド

ル
と
の
弾
幕
ご

こ
に

利
し
た
後
レ
ミ
リ
ア
は
そ
の
紅
い
濃
霧
を

り

い
空
は
元
に
戻

た

そ
し
て
そ
の
翌
日
の
事
だ

た

 
霊
夢

蓮

そ

ち

も

て
い

て

 
蓮
 

な

霊
夢

今
か
ら
何
す
る
ん
だ

 
霊
夢

面
倒
だ
け
ど
宴
会
の

度
よ
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蓮
 

宴
会

 
霊
夢

え

分
か
り
や
す
く
言
え
ば
異
変
後
の
親

会

 
見
た
い
な
も
の
よ

 
そ
れ
を
聞
い
た
蓮
は
て
こ
と
は
と
思
い
あ
る
こ
と
を
聞
い
た

 
蓮
 

そ
れ

て
レ
ミ
リ
ア
さ
ん
と
か
妹
の
フ
ラ
ン
と
か

 
が
来
る

て
こ
と

 
霊
夢

え

ま

で
も
宴
会
や
る
の
は

だ
か
ら
ど
う

 
や

て
く
る
か
は
分
か
ら
な
い
け
ど

 
そ
れ
よ
り
も
さ

さ
と
そ
こ
の

と
か

て

 
い

て
よ

 
蓮
 

了
解

 
そ
う
言
わ
れ
た
蓮
は
結
構

い

を
外
へ
と

て
い
く
が
数
が
異
様
な
ま
で
に

く
感
じ

た 
蓮
 

そ
う
だ
狗
神
に
手
伝

て
も
ら
う

 
そ
う
言
う
と
蓮
は
狗
神
と
書
か
れ
た

を

り
出
す
と



 第二章  紅き濃霧に願いを込める少女達

 
蓮
 

来
た
れ
狗
神

 
そ
う

え
る
と

か
ら
真

白
い
体

を

て
い
る
妖
怪
狗
神
が
現
れ
る

 
狗
神

何
の
よ
う
だ
小
僧

 
蓮
 

え

と
酒

を

て
い
く
の
手
伝

て
く
れ

 
な
い

 
狗
神

が

む
分
は
あ
ろ
う
な

 
蓮
 

こ
の

だ
よ

あ
る

だ
け
ど

 
蓮
の

え
に
狗
神
は

も
と
を

つ
か
せ
る
と
突
然
狗
神
の
体
が
小
さ
く
な

て
い
く

そ

し
て
そ
の

は
蓮
達
と

じ
人
の

へ
と
代
わ
る

 
狗
神

こ
れ
で
手
伝
う
に
は
問

は
あ
る
ま
い

ん

 
ど
う
し
た
小
僧

 
蓮
 

え

と

狗
神

聞
き
た
い
ん
だ
け
ど

 
狗
神

て
メ
ス

 
蓮
の
目
の
前
に
映
る
狗
神
は
女
性
そ
の
も
の
だ

蓮
と

じ
ぐ
ら
い
の

⻑
で
見
た
感
じ
が
お

姉
さ
ん
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
立
ち

だ

た
が
目
の
や
り
ば
に

る
ぐ
ら
い
の
着
物
の
着
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方
を
し
て
い
た

 
狗
神

小
僧
お
前
ま
さ
か

が

に
見
え
た

で

 
は
な
か
ろ
う
な

 
女
性
と
い
う
こ
と
に
こ
だ
わ
り
が
あ
る
の
か
狗
神
は
蓮
に
言

に

み
を
か
け
て
い
う
と
蓮
は

り
な
が
ら

 
蓮
 

い

思

て
ま
せ
ん

 
狗
神

な
ら
良
い

 
す
る
と
蓮
の
行
動
が
遅
か

た
の
か
霊
夢
が
様
子
を
見
に
や

て
来
る

 
霊
夢

蓮

あ
ん
た
い

た
い
ど
れ
だ

け

 
霊
夢
に
も
狗
神
の

が
映
る

す
る
と

き
な
が
ら

 
霊
夢

あ
ん
た

よ

 
狗
神

そ
う
い
え
ば
こ
の

で
会
う
の
は

め
て

 
だ

た
な
小
娘

小
娘

と
い
う
言

を
聞
い
た
霊
夢
の

は
み
る
み
る
と
更
な
る

き
の

へ
と
変
わ

て

い

た
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霊
夢

ま

ま
さ
か
あ
ん
た

い

狗
神

 
狗
神

い
か
に
も

 
霊
夢

れ

蓮
マ
ジ
な
話
で
狗
神
よ

 
蓮
 

う
ん

狗
神
だ

 
霊
夢
は
ま
じ
ま
じ
と
狗
神
を
見
る
が
何

か
狗
神
の

ば
か
り
に
目
が
い

て
い
た

そ
し
て

霊
夢
は

分
の

を
見
て
溜
め

を

い
た

 
霊
夢

は

 
狗
神

ど
う
か
し
た
か

 

 
霊
夢

何
で
も
な
い
わ
よ
こ
の

ち
組

 
狗
神

何
が

ち
組
か
は
分
か
ら
な
い
が

お
い
小
僧

 
さ

さ
と
そ
こ
に
あ
る

物
を

ぶ

 
蓮
 

え

あ

う
ん

そ
れ
じ

霊
夢

物
を

ん

 
じ

う

 
霊
夢

え

頼
む
わ

 
そ
う
し
て
蓮
と
狗
神
は

物
を

ん
で
い
く

す
る
と
蓮
は
あ
る
こ
と
が
気
に
な

た
た
め
狗
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神
に

る

 
蓮
 

そ
う
い
え
ば
狗
神

何
で
あ
の
時

の
家
に

 
い
た
の

 
狗
神

あ

あ
れ
か

は
昔
に
安

晴
明
に
よ
り

 

の
中
へ
と
封
じ
ら
れ
そ
こ
か
ら

は
数
年
の

 
間
ず

と

の
中
で

て
い
た
が
あ
る
時

を

 
封
じ
て
い
た

が
破
壊
さ
れ

が
目
覚
め
た

 
蓮
 

そ
れ
が

の
家
だ

た

て
事

 
狗
神

あ

そ
う
だ

お
そ
ら
く

を
封
じ
て
い
た

 

を
近
く
に
い
た
怨
霊
が
壊
し
た
の
だ
ろ
う

 
蓮
 

怨
霊

 
狗
神

あ

強
い
怨
念
や
怨
み
を

つ
霊
の
事
だ

 
あ
い
つ
ら
は
人
間
や
ら
に

り

い
て
悪
さ

 
を

く
ん
だ

 
蓮
 

え

と
ま
さ
か
あ
の
時
に
食
べ
て
た
の

て
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狗
神

あ

怨
霊
だ
が

 
蓮
 

因
み
に
お

は
ど
ん
な
感
じ
な
の

 
怨
霊
の

に
つ
い
て
狗
神
に
聞
く
と
狗
神
は
少
し
悩
ん
で
か
ら
そ
れ
に
つ
い
て

え
た

 
狗
神

は
な
い
が
妖
力
を
高
め
る
に
は

度
良
い
特
に

 

み
た
い
な
動
物
か
ら
妖
怪
に
な
る
よ
う
な
奴
等

 
に
と

て
は
貴

な

だ
何
せ
食
い
続
け
れ
ば

 
妖
怪
に
な

て
⻑
く
生
き
ら
れ
る
し
更
に
食
い

 
続
け
れ
ば
妖
力
も
上
が
る

 
蓮
 

そ

そ
う
な
ん
だ

 
狗
神

だ
が
あ
く
ま
で
も

み
た
い
な
動
物
か
ら
な

た

 
妖
怪
だ
け
だ
か
ら
な

そ
れ

外
の
妖
怪
や
人
間

 
に
は

だ
か
ら
な

 
蓮
 

い
や
そ
こ
ま
で
は
聞
い
て
な
い
け
ど
な

 
と

流

に

ん
で
い
る
と
ま
た
霊
夢
が
や

て
来
て

 
霊
夢

ら

あ
ん
た
ら
さ

さ
と

び
な
さ
い
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蓮
 

お

と

く

ば
な
い
と

 
狗
神

式
使
い
が

い
小
娘
だ

 
そ
の
後
に
も
霊
夢
は
色
々
と
道

を
出
し
そ
れ
を
蓮
と
狗
神
に

ば
せ
る
こ
と
数
時
間
後

 
霧
雨

お

す
蓮

そ
れ
と

だ

 
魔
理
沙
が
笑

で
や

て
来
た
が
狗
神
に
つ
い
て

だ
と
訪

る
と

 
狗
神

久
し
い
な

小
娘

 
蓮
 

ら
狗
神
だ
よ
魔
理
沙

 
霧
雨

な
ん

だ
と

 
魔
理
沙
は
先
程
の
霊
夢

様
に
狗
神
を
ま
じ
ま
じ
と
見
る
が
や
は
り
何

か

ば
か
り
を
見

る

そ
し
て

分
の

を
見
る
と

 
霧
雨

負
け
た

ち
き
し

う

 
狗
神

だ
か
ら
何
が
だ

 
と

そ
ん
な
会
話
を
し
て
い
る
と
霊
夢
が
や

て
来
る

 
霊
夢

魔
理
沙
少
し
は
あ
ん
た
も
手
伝

て
欲
し
い
ん

 
だ
け
ど
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霧
雨

ま

ま

宴
会
や
る

て

に
言

て
き
た
ん

 
だ
か
ら
良
い
じ

な
い
か

 
そ
う
言

て
い
る
と
次
々
と
色
々
な
者
達
が
集
ま

て
き
た

そ
の
中
に
は
蓮
の
知
る

も

々
と
い
た

 

音

や

蓮
そ
れ
と

だ

そ
の
け
し
か
ら
ん

 
格

を
し
て
い
る
女
性
は

 
蓮
 

こ
ん
に
ち
は

音
先
生

こ
の
女
性
は

の
式

 
で
す

そ
れ
と
先
生
も
宴
会
に

 

音

そ
う
な
の
か
そ
れ
は
失

し
た

 
狗
神

い
や
気
に
は
し
て
い
な
い

 
蓮
 

そ
う
い
え
ば
妹
紅
さ
ん
も
来
ま
す
か

 

音

あ

も
う
じ
き
妹
紅
も
く
る
さ

 
と

音
が
言

た
時

白

の
少
女
が

を
登

て
く
る

 
妹
紅

お

じ

ん

 
蓮
 

妹
紅
さ
ん
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妹
紅

所
で

音
そ
こ
の

じ

女
性
は

 
何

か
妹
紅
ら
狗
神
を
見
て

を
紅
く
し
て
い
た
が

そ
ん
な
の
気
に
も

め
ず

 
狗
神

こ
の
小
僧
の
式
だ

 
妹
紅

そ

そ
う
か
そ
れ
は
失

し
た
な

 
お
そ
ら
く
妹
紅
は
狗
神
の
格

を
見
て
目
の
や
り
ば
に

た
の
だ
ろ
う

す
る
と

音
は

び
な
が
ら

 

音

そ
れ
と
聞
い
た

確
か
異
変
解
決
に

り
出
し
た

 
ら
し
い
な

 
蓮
 

は
い
そ
う
で
す

あ

そ
れ
と

二
人
も

 
宴
会
を
楽
し
ん
で
い

て
下
さ
い

 

音

あ

そ
う
さ
せ
て
も
ら
う
さ

 
妹
紅

楽
し
む
と
す
る
よ

 
そ
う
言
い

人
は

座
が
引
か
れ
て
い
る
場
所
へ
と
歩
い
て
い

た

 
蓮
 

色
ん
な
人
達
や
妖
怪
も
来
る
ん
だ

 
狗
神

確
か
に
な



 第二章  紅き濃霧に願いを込める少女達

 
蓮
の
目
の
前
に
は
人
な
ら
ざ
る
者
達
妖
怪
や
妖
精
と
い

た
色
ん
な
者
達
が
楽
し
そ
う
に
話

を
し
て
い
た

す
る
も
狗
神
は
酒
を

み
始
め
て
い
る

中
を
見
る
と

 
狗
神

小
僧

は
あ
そ
こ
で

ん
で
い
る
奴
等
か
ら

 
酒
を
も
ら

て

ん
で
く
る

 
そ
う
言
う
と
狗
神
は
酒
を

む
た
め
に
宴
会
の

へ
と
混
じ

て
い

た

 
蓮
 

狗
神

て
酒

き
な
ん
だ

 
と

言

て
い
る
と
先
程
か
ら
蓮
に
手
伝
わ
せ
て
い
た
霊
夢
が
や

て
来
る

 
霊
夢

蓮

あ
ん
た
も
混
ざ
り
な
さ
い
一

あ
ん
た
の

 

会
も

め
て
る
ん
だ
か
ら

 
蓮
 

霊
夢

あ
り
が
と
う

 
霊
夢

ん

 
霊
夢
の

が
紅
く
な
る
と
そ
こ
に
気
づ
い
た
魔
理
沙
が

し
な
が
ら
霊
夢
を
は
や
し
立

て
る

 
霧
雨

お

お

霊
夢

て
ば

が
紅
い

 

め
ら
れ
て
う
れ
し
い
の
か
な
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霊
夢

う

う
る
さ
い
わ
よ
魔
理
沙

こ
れ
は

あ
れ
よ

 
そ
う
酒
が
ま
わ

た
だ
け
よ
そ
う
に

い
な
い

 
わ

 
と

言

て
霊
夢
は

魔
化
す
が
そ
ん
な
嘘
に
魔
理
沙
が
気
づ
か
な
い

も
な
い

 
霧
雨

霊
夢

お
前
の
限
界
は
だ
い
た
い
分
か
る
し

 
そ
れ
に
ま
だ
お
前
は
酒

ん
で
な
い
だ
ろ

 
霊
夢

く

い
い
か
ら

む
わ
よ

 
そ
う
言
う
と
霊
夢
は

で
す
た
す
た
と
向
こ
う
へ
行

て
し
ま

た

 
蓮
 

ま

た
く
魔
理
沙
さ
ん
は

 
霧
雨

い
や

悪
い

悪
い

後
で

て
お
く
よ

 

ら
蓮
お
前
も
さ

さ
と
行
こ
う

 
蓮
 

そ
う
だ

 
そ
う
言
う
と
魔
理
沙
は
霊
夢
の
後
を
追
う
か
の
よ
う
に
霊
夢
の
行

た
先
へ
と
向
か

た

 
蓮
 

仲
が
い
い
な

染
み
か

 
蓮
は
昔
よ
く
遊
ん
で
い
た

染
み
が
い
た

だ
が
あ
る
時
そ
の
子
は

え
て
し
ま

た
た
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め
蓮
は
そ
の
子
の

を
覚
え
て
は
い
な
い
が
楽
し
か

た
記
憶
は

か
に

て
は
い
た

そ
ん

な
記
憶
に

て
い
る
と

 
玲
音

よ

 
と

い

を
し
な
が
ら
一

が
鳥
居
を
く
ぐ

て
や

て
来
る

そ
の
一

は
今
回
の
異

変
を
起
こ
し
た
紅
魔
館
の
一

だ

た

 
蓮
 

あ

玲
音
さ
ん

 
玲
音

い
や
で
も

は
失

か

え

と
確
か

 
玲
音
は
人
の
名
前
を
覚
え
る
の
が

手
な
の
か
蓮
を
見
て
中
々
名
前
が
思
い

か
ば
な
か

た

が 
蓮
 

蓮
で
す
よ

蓮

 
玲
音

お

悪
い
な

山
田
く
ん

 
蓮
 

い
や
だ
か
ら
蓮
で
す

て

 
こ
ん
な
名
前

い
ギ

グ
を
し
て
い
る
と
日

の

に
い
る
少
女
レ
ミ
リ
ア
ス
カ

レ

ト

が
た
め

混
じ
り
に

 
レ
ミ

蓮

そ
こ
の

執
事
に
何
言

て
も
無

よ
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玲
音

お

お

カ
リ
ス
マ
笑
の
お

が
何

 
言

て
ん
だ
か

 
レ
ミ

が
カ
リ
ス
マ
笑
よ
こ
の

執
事

 
今
度
は
レ
ミ
リ
ア
と
玲
音
が
言
い
合
い
を
始
め
る
と
メ
イ
ド

を
着
て
い
る
女
性
が
近
づ
い
て

き
て

 
咲
夜

蓮
さ
ん
で
よ
ろ
し
い
で
す
よ

 
蓮
 

は
い

貴
女
は

 
咲
夜

は
十
六
夜
咲
夜
と

し
ま
す

 
蓮
 

そ
う
で
す
か

そ
れ
で
ど
う
か
し
ま
し
た

 
咲
夜

達
は
何
処
に
行
け
ば
良
い
の
か
と

 
ど
う
や
ら

分
達
が
何
処
に
行
け
ば
良
い
の
か
分
か
ら
な
い
よ
う
だ

そ
の

問
に
対
し
て
蓮

は 
蓮
 

何
処
で
も
構
い
ま
せ
ん
よ

さ
ん
が
座
り
た
い

 
所
で

そ
れ
に

も
新
参
者
で
す
か
ら
色
々
と

 
ま
わ

て
み
よ
う
と
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そ
れ
聞
い
た
咲
夜
は

く
が
ま
た
に
こ
や
か
な

に
戻
り

 
咲
夜

そ
う
で
す
か

な
ら

に
座
ら
せ
て

い

 
ま
す

 
蓮
 

え

そ
れ
で
構
わ
な
い
か
と

 
そ
し
て
蓮
は
咲
夜
の
隣
に
い
る

イ

の
女
性
を
見
る
と

は

と
し
て

け

り 
蓮
 

あ
の

 
女
性

う
ん

貴
方
は
確
か
博
麗
の
巫
女
と
一

に
い
た

 
蓮
 

あ

は
い
そ
の
せ
つ
は

し

ご
ざ
い
ま
せ
ん

 
で
し
た

あ
ん
な
不
意

ち
で

 
ど
う
や
ら
蓮
は
ま
だ
そ
れ
を
引
き
ず

て
い
た
よ
う
で

れ
る
な
ら

て
お
こ
う
と
思

て

い
た

す
る
と
女
性
は

 
女
性

い
え
い
え

も
回

で
き
な
か

た
の
が

 
い
け
な
か

た
ん
で
す
し
そ
う
い
え
ば
貴
方
の

 
名
前
は

は
紅

鈴

て
い
い
ま
す
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蓮
 

は

蓮
で
す

そ
う
い
え
ば
さ

き

 
か
ら
気
に
な

て
い
た
ん
で
す
が

鈴
さ
ん
の

 

の
そ
の

て
な
ん
で
す
か

 
そ
う

鈴
と
言
う
女
性
の

に
は
何

か

と
書
か
れ
て
い
た
の
だ

す
る
と

鈴
は

 

鈴

い
や

そ
れ
が
気
絶
し
て
い
る
間
に

か
に

 
落
書
き
さ
れ
た
み
た
い
で

 
そ
う
言
う
と
隣
で

を
さ
し
て
い
る

の
少
女
フ
ラ
ン
は
笑
い
な
が
ら

 
フ
ラ

そ
れ
は

も
笑

た
よ

本
当
に
今
そ
れ
を

 
み

見
て
も

 
フ
ラ
ン
は

鈴
の

を
見
て
笑
う
の
を

死
に

え
る
が
今
に
も
吹
き
出
し
そ
う
で
限
界
だ

た 

鈴

本
当
に

が
こ
ん
な
こ
と
を

 
咲
夜

貴
女
が
い
つ
ま
で
も

て
る
か
ら
よ

 

鈴

そ
ん
な

 
蓮
 

え

と

落
ち
な
い
ん
で
す
か
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鈴

は
い

何
回

て
も
中
々
落
ち
な
く

て

 
蓮
 

そ
の

ド
ン
マ
イ
で
す

 
蓮
は
こ
れ

上
聞
く
と

鈴
に
失

だ
と
思

た
た
め
こ
こ
で
そ
の
話
を

り

え
る

 
蓮
 

そ
う
い
え
ば
貴
女
方
は

 
と
蓮
は
立
ち
な
が
ら
本
を

ん
で
い
る
女
性
と
隣
に
立

て
い
る

ウ

リ
の

を

に
生

や
し
て
い
る
女
性
に
聞
く
と
本
を

ん
で
い
る
女
性
は

い
目
で

を
見
て

も
う

人
の

ウ

リ
の

を

に
生
や
し
て
い
る
女
性
は

を
見
る
と
笑

で

 
パ

パ

リ

レ

ジ
よ

 
子
悪

パ

リ

様
の

書
の
小
悪
魔
で
す

 
蓮
 

そ
う
で
す
か

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
パ

え

よ
ろ
し

 
ガ
シ

 
パ

リ

が

よ
ろ
し
く

と
言
う
前
に
パ

リ

の

を
笑

の
魔
理
沙
が

む

 
霧
雨

よ

そ
ん
な

気
く
さ
く
し
な
い
で
一

に

 

も
う
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パ

え

ち

 
小
悪

あ

パ

リ

様

 
パ

リ

は
魔
理
沙
に
引

張
ら
れ
な
が
ら

れ
て
い
か
れ
小
悪
魔
は
そ
れ
に
追
い
か
け
て

い

た

 
蓮
 

え

と
こ
こ
じ

あ
れ
な
ん
で

さ
ん
座

て

 
酒
を

む
な
り

に
ど
う

 
そ
う
し
て
蓮
は
色
々
と
ま
わ
り
な
が
ら
親

を
深
め
よ
う
と
す
る
の
だ

た

な
お
レ
ミ
リ
ア

と
玲
音
の
言
い
合
い
の
結

は
玲
音
の

に
咲
夜
の

イ
フ
が
刺
さ
り
実

的
に
レ
ミ
リ
ア
が

つ
の
だ

た

 
は
い
今
回
を
見
て
思

た
で
し

う

狗
神
が

 

だ

た
件
に
つ
い
て

も
し
本
人
の
前
で

 
そ
れ
を
言
う
と

お
前

後
で
体
育
館
裏
な

 
的
な
事
が
起
こ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
を
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な
お
動
物
か
ら
妖
怪
に
な
る
の
は
あ
く
ま
で

 

解

と
東
方
の
地
霊

の
お

や
ら
お
空
を

 

ル
に
し
て
い
ま
す

な
の
で
間

て
い
て
も

 
バ
カ
だ
な

程
度
に
見
て
い
て
く
だ
さ
い

 
そ
れ
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
次
回
を
投
稿
し
た
ら
こ

ち
は
し
ば
ら
く
休
み
ま
す

 
で
は

者
様
さ
よ
う
な
ら
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第

話
 
謎
の
勢
力

 
こ
ん
に
ち
は

者
様

新
し
い

活
に

る
た
め
に

 

活

動

け
を
書
い
て
い
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

 
次
の

活
は
何
や
ろ
う
か
な

 
お

と
こ
ん
な
リ
ア
ル
な
ク
ソ
話
し
は

め
て
今
回
も

 
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

 
宴
会
は
続
い
て

は
酒
を

み
続
け
る

だ
が
明
ら
か
に

い
年
ぐ
ら
い
の
霊
夢
と
魔
理
沙
が

酒
を

み
続
け
る

ん
で
い
る
が
蓮
は
そ
こ
に
は
あ
え
て
突

込
む
の
を
や
め
た

 
蓮
 

そ
う
い
え
ば
魔
理
沙

 
霧
雨

 
霧
雨

玲
音
さ
ん
に
話
が
あ
る
ん
じ

な
か

た
の

 
近
く
で
意
気

々
と
霊
夢
と
酒
を

ん
で
い
る
魔
理
沙
は
そ
の
事
を
思
い
出
す
と
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霧
雨

あ

そ
う
い
え
ば
そ
う
だ

た
な

な

お
い

 
吸
血
⻤

 
魔
理
沙
は
わ
ざ
わ
ざ
椅
子
を

て
き
て
そ
れ
に
座

て
酒
を

ん
で
い
る
レ
ミ
リ
ア
に

を

か
け
る
と

 
レ
ミ

何
よ

 
霧
雨

お
前
ん
と
こ
の
執
事
は
何
処
だ

 
レ
ミ
リ
ア
は
紅
魔
館

一
の
執
事
を

し
た

 
レ
ミ

あ
そ
こ
よ

 
そ
れ
を
聞
い
た
魔
理
沙
は
酒
を

ん
で

ラ

ラ
笑

て
い
る
玲
音
を
見
る
が

 
霧
雨

い
や
い
や

奴
じ

な
く
て

ら

鏡
か
け
て
て

 
目
の
変

執
事
が
い
る
だ
ろ

 
レ
ミ

は

そ
ん
な
い
な
い
わ
よ

 
と

言

て
い
る
と
盃
を

手
に

た
霊
夢
が
近
づ
い
て
き
た

 
霊
夢

な
ん
の
話
し
て
ん
の
よ

 
蓮
 

霊
夢

何
の
話
か

て
言
う
と
魔
理
沙
の

ら
異
変
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の
時
に
ボ
ロ
ボ
ロ
だ

た
じ

ん

 
霊
夢

あ

あ
れ

そ
れ
で
今
に
な

て

を

め

 
て
る

 
霧
雨

そ
う
な
ん
だ
け
ど
よ

 
レ
ミ

咲
夜

執
事

外
で
執
事
な
ん
て
い
る

 
レ
ミ
リ
ア
は
隣
で
立

て
い
る
メ
イ
ド
の
十
六
夜
咲
夜
に
問
う
が

 
咲
夜

い
え
居
た
と
し
て
も
ま
ず

ず

様
に

を
さ

 
せ
ま
す
し
そ
れ
よ
り
も
玲
音
だ
け
で
手
一

で
す
の

 
で

う

は
あ
り
ま
せ
ん
し

パ

リ

様
は

 
何
か
知

て
い
ま
す
か

 
パ

い
い
え

そ
の
前
に
咲
夜
が
知
ら
な
い
と
な
る
と

 
も
知
ら
な
い
わ

た
だ
不
可
思
議
な
事
は
起
き

 
て
い
た
わ

 
霧
雨

何
が
あ

た
ん
だ

 
パ

図
書
館
か
ら
結
構
な
数
の
本
が

え
た
の
よ
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霧
雨

お
い
お
い
あ
の
本
の

で
分
か
る
の
か
よ

 
と

言
う
と
レ
ミ
リ
ア
は

を

つ
か
せ
な
が
ら

 
レ
ミ

パ

に
と

て

処
は
庭
み
た
い
な
も
の
よ
し
か

 
も
い
つ
も

処
に
い
る
の
よ

無
く
な

た
ら
す
ぐ

 
に
分
か
る
わ

 
霧
雨

い

た
い
全
体
ど
う
な

て
ん
だ

 
何
で
か
分
か
ら
な
い
が
魔
理
沙
が
話
し
た
謎
の
執
事
の
話
そ
し
て
パ

リ

の
本
が

え

た
話

謎
が
深
ま
る
ば
か
り
だ

す
る
と
先
程
か
ら
散
歩
に
出
て
い
た
フ
ラ
ン
と

鈴
が
戻

て

く
る

 

鈴

様
ど
う
か
し
た
ん
で
す
か

 
フ
ラ

ど
う
し
た
の
お
姉
さ
ま

 
レ
ミ

鈴

貴
女
こ
の
異
変
中
に

執
事
意
外
で
執

 
事

を
着
て
い
る
男
を
見
な
か

た
か
し
ら

 

鈴

い
え

そ
の
前
に

は
博
麗
の
巫
女
の
一
撃
を
受
け

 
て
気
絶
し
て
た
ん
で
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鈴
は

笑
い
で
そ
う
言
う
と
レ
ミ
リ
ア
は
や
れ
や
れ
と
い

た

情
を
と
り

心
の
霊
夢

は 
霊
夢

あ

そ
う
い
え
ば
あ
ん
た
を
吹

飛
ば
し
た
わ

 

く

れ
て
た
わ

 

鈴

く
な
い
で
す
か

 
無

悲
な
霊
夢
の
言

に

鈴
の
ツ

ミ
が

る

そ
ん
な
中
フ
ラ
ン
が

を
開
い
た

 
フ
ラ

お
姉
さ
ま

 
レ
ミ

何
フ
ラ
ン

 
フ
ラ

玲
音
お
兄
ち

ん

外
の
執
事
は
知
ら
な
い
け
ど

 
怪
し
い
人
な
ら
フ
ラ
ン
の

屋
に
来
た
よ

 
そ
れ
を
聞
い
た
そ
の
場
の
全
員
は

い
た

特
に
姉
の
レ
ミ
リ
ア
な
ん
か
は
そ
れ
を
聞
い
て
心

に
な

た
の
か

 
レ
ミ

フ
ラ
ン
そ
の
人
に
何
か
さ
れ
な
か

た
の

 
フ
ラ
ン
は
そ
の
返

に
満
面
の
笑
み
で

 
フ
ラ

う
う
ん

そ
の
逆
で
そ
の
人
フ
ラ
ン
と
遊
ん
で
く
れ
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た
ん
だ
よ

た
だ

 
レ
ミ

た
だ

 
フ
ラ

最

は

し
か

た
の
そ
れ
な
の
に
も
う

人

 
の
フ
ラ
ン
が
邪
魔
し
て
楽
し
く
遊
べ
な
か

た
ん
だ

 
よ

 
そ
の
言

を
聞
い
た
紅
魔
館
メ
ン
バ

外
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と

問
に
思

た

 
霊
夢

も
う

人
の
フ
ラ
ン

 
レ
ミ

え

フ
ラ
ン
は

精
神
が
情

不
安
定
な
の
よ
そ
の

 
原
因
が
フ
ラ
ン
の
心
の

で

い
て
し
ま

て
い

 
る

狂
気

と
呼
ば
れ
る
も
の
だ
け
ど
今
の
フ
ラ
ン

 
か
ら
は
そ
れ
を
ま

た
く
感
じ
な
い

 
蓮
 

そ
う
だ

た
ん
だ
そ
れ
で
そ
の
後
ど
う
な

た
の

 
フ
ラ
ン
ち

ん

 
フ
ラ

そ
れ
で

気
づ
い
た
ら
も
う

人
の
フ
ラ
ン
が
い
な

 
く
て
そ
の
怪
し
い
人
が

君
と
の
遊
び
楽
し
か
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た
よ

て
そ
れ
と

 
蓮
 

ん

 
フ
ラ

そ
の
怪
し
い
人
に
フ
ラ
ン
に
お
姉
さ
ま
が
異
変
を
起

 
こ
し
た
理

も
聞
い
た
ん
だ

 
レ
ミ

何
で
す

て

 
そ
れ
を
聞
い
た
レ
ミ
リ
ア
は
フ
ラ
ン
に
内

に
し
て
い
た
異
変
を
起
こ
し
た
本
来
の
理

を
知

ら
れ
て
い
た
こ
と
に

く
し
か
な
か

た

 
フ
ラ

そ
し
た
ら
フ
ラ
ン
居
て
も
立

て
も
い
ら
れ
な
く
て

 
そ
れ
で
お
姉
様
の
所
へ
行

た
ん
だ

 
蓮
 

そ
の
人
の

て

 
フ
ラ

え

と
全

を
黒
い

ト
で
隠
し
て
そ
れ
で

も

 
フ

ド
で
隠
れ
て
た
か
な

 
そ
れ
を
聞
い
た
霊
夢
と
魔
理
沙
は

き
の

情
を
見
せ
て
い
た

 
霊
夢

魔
理
沙

そ
れ

て

 
霧
雨

も
し
か
し
な
く
て
も

い
や
で
も
も
う

年
と
か
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前
の
話
だ

 
蓮
 

人
は
そ
の
人
を
知

て
る
の

 
蓮
は
霊
夢
と
魔
理
沙
の
会
話
を
聞
い
て

る
と

人
は
何
と
も
言
え
な
い

情
を
し
な
が

ら 
霊
夢

え

昔
に

と
魔
理
沙
が

か

た
頃
そ
の
黒

 
フ

ド
と

度
だ
け
出
会

た
わ

 
霧
雨

あ
ん
時
は

奴
が
居
な
か

た
ら
今
頃

達
は
こ
の

 
世
に
は
居
な
か

た
か
も
な

 
と

感

を
し
て
は
い
る
よ
う
だ
が

情
は
う
つ
向
い
た
ま
ま
だ

た

 
蓮
 

無
理
に
言
わ
な
く
て
も
い
い
か
ら

 
霊
夢

え

そ
う
す
る
わ

 
霧
雨

か
る

 
と

話
が
進
ん
で
い
る
が
蓮
は
元
の
話
に
す
る
よ
う
に

 
蓮
 

そ
れ
で
そ
の
怪
し
い
人
も
そ
う
だ
け
ど
魔
理
沙
が

 
言
う
確
か

鏡
を
か
け
て
い
て

目
の
執
事
だ
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た
よ

 
霧
雨

あ

そ
い
つ
に

を
ボ
ロ
ボ
ロ
に
さ
れ
て

い
目

 
に
あ

た

 
パ

魔
理
沙
そ
の
執
事
何
か
言

て
た
か
し
ら

 
パ

リ

は
そ
の
執
事
に
つ
い
て
知
る
た
め
に
そ
の
執
事
が
ど
ん
か
会
話
を
し
て
い
た
の
か

を
聞
く
と
魔
理
沙
は
考
え
な
が
ら

 
霧
雨

え

と
確
か

の
元
ま
で
急
い
で
い
る
ん
だ

 
的
な
事
を
言

て
た
か
な

 
そ
れ
を
聞
い
た
蓮
は
そ
れ
ら
全
て
ま
と
め
て

 
蓮
 

つ
ま
り
こ
の
異
変
に
お
い
て

達
の
異
変
解
決
組

 
次
に
レ
ミ
リ
ア
さ
ん
の
所
の
異
変
を
起
こ
し
た

 
最
後
に
フ
ラ
ン
ち

ん
と
魔
理
沙
が
言

た
怪
し

 
い
人
と

鏡
の
執
事
の
第
三
勢
力
の

つ
が
い
た

 

て
事
だ
よ

 
霊
夢

ら
く
そ
う
な
る
わ

た
だ
そ
の
黒
フ

ド
と
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魔
理
沙
の
言
う
執
事
と
は
無
関
係
で
下
手
し
た
ら

 
第
四
勢
力
何
て
の
も
出
来
て
い
る
か
も
し
れ
な
い

 
わ
よ

 
霧
雨

あ

謎
が
深
ま
る
ば
か
り
だ

 
魔
理
沙
は

を
か
き
む
し
り
な
が
ら

焼
け
空
で
大
き
く

ん
だ

 
蓮
 

う

ん
仕
方
な
い
か

し
い
話
は
こ
こ
ま
で
に

 
し
よ
う
折

の
宴
会
な
ん
だ
か
ら
さ

 
霊
夢

確
か
に
そ
う

危
う
く

れ
る
所
だ

た
わ

 
霧
雨

だ
な
今
は

れ
よ
う

 
レ
ミ

気

で
も
そ
れ
は
そ
れ
で
あ
り

 
フ
ラ

よ

し

で
パ

と

も
う

 
こ
う
し
て
蓮
の

会
も

め
た
異
変
解
決
後
の
宴
会
は
夜
遅
く
ま
で
続
き

は
楽
し
く
酒
に

い
し
れ
る
の
だ

た

そ
し
て
蓮
は
少
し
遠
く
ま
で
行

て
夜
風
に
当
た

て
い
る
と

 
狗
神

久
々
の
酒
は

な
も
の
だ
な

 
狗
神
が
蓮
の
元
へ
と
や

て
来
る

す
る
と
蓮
は
狗
神
に
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蓮
 

狗
神

君
は

が

い

 
狗
神

そ
う
だ
な

正

言

て
さ

さ
と
貴
様
を
食
い

 
殺
し
た
い
ぐ
ら
い
に
な

だ
が

 
蓮
 

だ
が

 
狗
神

が
本
来

い
と
思

た
の
は
こ
の
世
で

人
だ
け

 
だ

人
お
前
の
先
祖
安

晴
明
そ
し
て

人
目
は

 
を

た
呪
術
士
だ

呪
術
士

と
い
う
言

を
蓮
は
聞
き

れ
な
い
た
め
狗
神
に
そ
れ
を
訪

る

 
蓮
 

呪
術
士

て
何
な
の
狗
神

 
狗
神

呪
術
士
と
い
う
の
は

み
た
い
な
呪
い
を

門
に

 
う

中
だ
昔
に

を

た
奴
は
安

晴
明
を
そ
う

 
と
う
恨
ん
で
い
た
ら
し
く
て
な
そ
れ
で

が

り
込

 
ま
れ
た
が

 
蓮
 

見
事
に
返
り
討
ち
に
さ
れ
て
封
印

て
事
か
い

 
狗
神
は

し
そ
う
な

を
し
な
が
ら

い
て
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狗
神

そ
れ
で

は
晴
明
が

い
し

を
妖
怪
へ
と
変
化
さ

 
せ
た
呪
術
士
も

い
の
だ

 
蓮
 

え

そ
れ
じ

は

 
狗
神

お
前
は
霊
力
に
限

て
は
晴
明
に

て
い
る
が

奴

 
と
は
大

い
だ
だ
か
ら
精
々
イ
ラ
つ
く
程
度
だ
か
ら

 
安
心
し
ろ

 
蓮
 

い
や
そ
れ
安
心
出
来
な
い
よ

 
と

蓮
が

き
で
そ
う
言
う
と
夜
風
が
吹
く

 
狗
神

お
い
小
僧
そ
ろ
そ
ろ
宴
会
に
ま
じ
れ
お
前
の

会

 
も

て
る
ん
だ
ろ

 
蓮
 

そ
う
だ

 
そ
う
し
て
蓮
と
狗
神
は
宴
会
へ
と
戻

て
い
き
ま
た

と
笑
い
あ

て
宴
会
を
楽
し
む
の
だ

た
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怠
惰

は
い
今
回
見
て
思

た

者
様
も
い
る

で
す

 
怠
惰
さ
ん
は
あ
え
て
言
い
ま
せ
ん
が
お
そ
ら
く

 
も
う

つ
の
小
説
を
見
て
い
け
ば
分
か
る
と
思
い

 
ま
す
よ

 

  
怠
惰

ん

ス
マ

が
な

て
る

  
怠
惰

は
い
も
し
も
し

あ

え

明
日
帰
る
の

 
う
ん
分
か

た

い
や

と
か
ど
う
で
も

 
い
い
よ

う
ん
そ
れ
じ

明
日

  
怠
惰

お

と
失

し
ま
し
た
少
し
知
人
と
会
話
を
し
て

 
い
た
も
の
で

ン

そ
れ
で
は

者
様

 
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
前
回
に
も

 
言
い
ま
し
た
が
し
ば
ら
く
は
こ
ち
ら
は
お
休
み
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で
す
が
も
う

つ
の
小
説
を
あ

ま
す
の
で

 
よ
け
れ
ば
見
て
く
れ
る
と

い
で
す
そ
れ
で
は

 

者
様
さ
よ
う
な
ら

こ
れ
だ
け
を
見
て
い
る

 
方
は
次
回
の
投
稿
ま
で



 第 話 清く正しい

 
第

話
 
清
く
正
し
い

 
お
久
々
な
方
は
お
久
々
そ
う
で
な
い
方
は
こ
ん
に
ち
は

 
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

く
日
常

や

た
ら

 
異
変
と
言
う
感
じ
で
や

て
い
き
ま
す
の
で

 
ご
了

く
だ
さ
い

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
な
お
今
回
か
ら
知

て
い
る
方
な
ら
知

て
い
る
感
じ
の

 
後
書
き
に
な
り
ま
す

 
宴
会
が
終
わ

た
そ
の
翌
日
ま
だ
異
変
の
騒
動
が
あ

て
か
寺
子
屋
は
休
み
と
な
り
蓮
は
霊

夢
と
共
に
縁

で
お

を

ん
で
い
た

 
蓮
 

お

は

し
い
な

 
霊
夢

天
気
の
良
い
日
は
お

を

み
つ
つ
日
向
ご

こ

 
こ
れ
に
限
る
わ
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蓮
と
霊
夢
は
平
和
に
過
ご
し
て
い
た
が
波
乱
と
は
平
和
の
一
時
に
限

て
何
時
も
や

て
来
る

も
の

蓮
と
霊
夢
の
前
に
黒
い

が
通
り
す
ぎ
目
の
前
で
着
地
し
た
所
を
蓮
は
見
る
と
霊
夢
達

と

じ
少
女
だ

た
が
人
間
に
は
な
い
黒
い

が
生
え
て
い
た
事
か
ら
蓮
は
妖
怪
だ
と

し

た

そ
し
て
目
の
前
の
少
女
は
笑

で

 

 

こ
ん
に
ち
は
清
く
正
し
い
射
命
丸

で
す

 
と

そ
の
少
女
は
元
気
に
な
お
か
つ
笑

で

を
す
る
と
霊
夢
は
た
め

み

い
て

に

 
霊
夢

は

あ
ん
た
ま
た
来
た
の

 

 

新
聞
を

け
る
の
が
仕
事
で
す
の
で

 
そ
れ
と
今
回
は
外
来
人
で
あ
り
な
が
ら
こ
こ
最
近

 
人
里
で

ン

ラ
を
撃
退
し
な
お
か
つ
異
変
解
決
に

 
も

り
出
し
て
い
る

蓮
さ
ん
に

よ
う
と

 
思
い
ま
し
て

 
蓮
 

え

 

 

は
い

と
も

を

 

が
蓮
に

る
と
霊
夢
は
蓮
に
や
れ
や
れ
と
い

た
感
じ
で
忠
告
を
す
る
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霊
夢

蓮

め
て
お
き
な
さ
い

の

る
記
事
の

 

は

だ
か
ら

 
蓮
 

え

 
そ
れ
を
聞
い
た

は
霊
夢
を
じ
と
目
で
み
な
が
ら
反

を
し
た

 

 

失

で
す

言
う
な
ら

て
言

て

 
下
さ
い
よ

 
蓮
 

は
認
め
る
の

 
蓮
の
言

を
聞
い
た

は

と
笑
い
な
が
ら
蓮
に

 

 

新
聞

て
の
は
面
白
書
か
な
く
ち

メ
な
ん

 
で
す
よ

少
面
白
く
す
る
な
ら
少
し
は

 
で
も
し
な
い
と

 
蓮
 
い
や

メ
だ
と
思
う
よ

 
蓮
は
心
の
中
で
反
対
す
る
が
そ
れ
は
聞
こ
え
る

も
な
い

そ
し
て
ま
た

は
蓮
に

め
よ

て 

 

お
願
い
し
ま
す
よ

さ
せ
て
く
だ
さ
い
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蓮
 

ア
ハ
ハ

し
な
い
な
ら
い
い
け
ど

 

さ
れ
る
な
ら
ち

と

 

 

分
か
り
ま
し
た

は
無
し
に
し
ま
す
か
ら

 

が

死
に
蓮
に

を

し
込
む
と
優
し
す
ぎ
る
蓮
は
ま
い

た
な
と
い

た
感
じ
で

 
蓮
 

う

ん
な
ら

 
蓮
が
言
い
か
け
た
そ
の
時
だ

た

隣
で
お

を

ん
で
い
る
霊
夢
が

 
霊
夢

本
当
は

 
と

言
う
と

は
笑
い
な
が
ら

 

 

し
ま
く
り
ま
す

え

ち

 
蓮
 

や

り
断
り
ま
す

 
や
は
り

の
言

が
嘘
だ

た
た
め
蓮
は
断
る
こ
と
に
し
た

だ
が

も
た
だ
で
は
折
れ
な
い

の
か

 

 

お
願
い
し
ま
す

て

良
い
記
事
が
書
け
そ
う

 
な
ん
で
す
よ

蓮
さ
ん
が
ど
ど

ん
と

を

 

り
ま
す
か
ら
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蓮
 

い
や
で
も

す
る
ん
で
し

う

 

 

い
や
そ
の
あ
の
し
ま
せ

 

が

ろ
う
と
し
た
時
ま
た
霊
夢
が

を
開
い
て

 
霊
夢

本
当
は

 

 

し
ま
す

て
だ
か
ら

め
て
く
だ
さ
い
よ

 
霊
夢
さ
ん

 
蓮
 

さ
ん

ご
め
ん
な
さ
い

 
と

蓮
は
告
白
を
さ
れ
た
時
の

り
方
の
よ
う
に
言
う
と

は

 

 

何
か

ら
れ
た
気
分

く

仕
方
あ
り
ま

 
せ
ん

 
そ
う
言
う
と

は

念
そ
う
に
そ
こ
か
ら
飛
び
去

て
い

た

 
霊
夢

ま

た
く

に
も

た
も
の

 
蓮
 

ま

で
も
霊
夢
の
お
か

で

か

た

 
の
か
な

 
霊
夢

ん

そ
う
い
え
ば
そ
ろ
そ
ろ

が

れ
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そ
う
だ

た
わ

 
蓮
 

な
ら

て
こ
よ
う
か

 
蓮
の
言

を
聞
い
た
霊
夢
は

を

ば
し
て

 
霊
夢

い
え
い
い
わ

も
行
く
か
ら

 
そ
れ
を
聞
い
た
蓮
は

い
た

本
は
神
社
の
中
で
だ
ら
だ
ら
す
る
の
が

き
な
霊
夢
が

ま
さ
か
一

に
人
里
に
行
く
な
ん
て
言

を
滅

に
な
か

た
か
ら
だ

 
蓮
 

今
日
は
雪
で
も
降
る
の
か
な

 
霊
夢

蓮
そ
れ
は
ど
う
い
う
意

か
し
ら

 
蓮
 

い
や
何
で
も
な
い
で
す
霊
夢
様

 
霊
夢

ま

良
い
わ
行
き
ま
し

う

 
そ
う
し
て

人
は
共
に
人
里
へ
と
出

け
る
の
だ

た
が

 

 

た
だ
で
は
折
れ
な
い
そ
れ
が

 
ジ

リ

で
す
よ

 

の

か
ら

が
そ
れ
ら
を

き
シ

タ

を
き

て
い
た

そ
し
て

は
写
真
を
き
る
と

時
に
出
て
き
た
写
真
を

り
そ
れ
を
手

に

む
と
霊
夢
達
の
後
を
追
う
の
だ

た



 第 話 清く正しい

 
蓮
と
霊
夢
は
人
里
へ
と
降
り
る
と
そ
れ

れ

な
物
を

て
い
く
が
や
は
り

物

ち
は

蓮
だ

た

 
蓮
 

い

 
霊
夢

本
当
に
蓮
が
来
て
か
ら
こ

ち
も
楽
で
き
る
し

 
良
い
こ
と
づ
く
め

 
蓮
 

そ
れ
は
ど
う
も

 
そ
ん
な

人
を

所
に
後
ろ
で
は

 
カ
シ

 

 

特
集
 
博
麗
の
巫
女
に

お
相
手
は
外
来
人

 
の

年

今
も
仲
良
く

い
物
中
こ
れ
で
決
ま
り

 
で
す

 

が
そ
う
言

て
い
る
と
タ

ト
の
蓮
と
霊
夢
は
道
を
曲
が

て
い

た
の
に
気
づ
き

は

行
を
し
た

そ
し
て
蓮
と
霊
夢
が
も
う
一
度
道
を
曲
が
る
と

は
つ
い
て
い
く
が

 

 

あ
れ

行
き

ま
り

 
そ
こ
は
行
き

ま
り
だ

た

蓮
と
霊
夢
は
何
処
に
行

た
の
か
と
思

て
い
る
と
後
ろ
か
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ら 
霊
夢

ら
言

た
通
り
や

り

い
て
き
て
た

 
蓮
 

霊
夢
の
勘

て
当
た
る
よ

 

 

 

 
ど
う
や
ら

は

に

め
ら
れ
た
よ
う
だ

こ
れ
は
先
程

回

道
を
曲
が
る
前
に
戻
る

 
蓮
 

霊
夢

に

う
も
の

て
あ
る

 
蓮
が
霊
夢
に
言

を
か
け
る
と
霊
夢
は
小
さ
な

で

 
霊
夢

蓮

か
が

達
を

行
し
て
る
わ

 
蓮
 

え

 
霊
夢

良
い
蓮

然
り
気
無
く
普
通
を

り
な
さ
い
よ

 
蓮
 

う

う
ん
分
か

た

 
蓮
は
霊
夢
の
行
く
道
へ
と
つ
い
て
い
き
最
後
の
曲
が
り
道
の
時
に

 
霊
夢

こ

ち

 
蓮
 

う
ん

 
霊
夢
に
言
わ
れ
る
が
ま
ま

い
て
い
き
近
く
に
あ
る

の

に

を
隠
す
と
そ
の
後
ろ
か
ら
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が

い
て
き
た

こ
れ
が
先
程
ま
で
の
流
れ
だ

 

 

と
し
た
こ
と
が

め
ら
れ
る
と
は

 
霊
夢

今
日

た
写
真
全
て
出
し
な
さ
い

 
じ

な
い
と
あ
ん
た
を
退
治
す
る
わ
よ

 

 

こ
う
な
れ
ば
逃

る
が

ち

 
そ
う
言
い

は
物

い

度
で
空
へ
と
飛
ん
で
い

た

そ
れ
を
霊
夢
間
近
で
見
て
い
た
霊
夢

も
空
へ
と
飛
び

を
追
い
か
け
る

蓮
は

然
と
し
て
い
て
出
遅
れ
た

 
蓮
 

も
行
か
な
い
と
変
な
事
を
記
事
に
さ
れ
る

 
蓮
は
飛
ん
で
追
い
か
け
よ
う
と
思

た
が
そ
れ
だ
と

に
は
追
い

け
な
い
な
は
明
確
だ

そ

し
て
そ
ん
な
蓮
に

つ

き
が

を

ら
し
た

 
蓮
 

来
い
狗
神

 
蓮
は
狗
神
を

す
る
と
狗
神
に

 
蓮
 

あ
の
黒
い

の
女
性
を
追

て
く
れ

 
狗
神

ち

分
か

た

 
狗
神
は
全

力
で
空
を

け
る

だ
が
こ
れ
で
人
里
で
は
少
し
パ

ク
に
な

た
が
今
の
蓮
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達
に
は
関
係
な
い

 
霊
夢

す
ば
し

こ
い
わ

相
変
わ
ら
ず

 
霊
夢
が

痴
を

す
と
後
ろ
か
ら

 
蓮
 

霊
夢

 
霊
夢

え

蓮

 
狗
神
の
空
を

け
る

度
が
予
想

上
に

か

た
た
め
霊
夢
は

い
た
が
蓮
は
霊
夢
に

 
蓮
 

て

 
霊
夢

分
か

た
わ

 
蓮
は
霊
夢
に
手
を

し
出
す
と
霊
夢
は
そ
れ
を

み
蓮
の
後
ろ
に
座
る

 
蓮
 

頼
む
狗
神

 
狗
神

分
か

て
る

 
霊
夢

は

い

 
霊
夢
は
蓮
に
し
が
み
つ
き
景
色
を
見
る
と
こ
れ
ま
で
と
は
う

て
変
わ

て
景
色
が
ど
ん
ど
ん

変
わ

て
い
く
の
が
分
か

た

 
蓮
 

霊
夢
あ
れ
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蓮
が

す
方
向
に
は
逃

出
し
た
射
命
丸

が
飛
ん
で
い
た

 
霊
夢

が
あ
い
つ
を
撃
ち
落
と
す
か
ら
蓮
は
狗
神
に

 

を
出
し
て

 
蓮
 

合

 
そ
う
言
い

人
と

は

へ
と
ぐ
ん
ぐ
ん
近
づ
い
て
い
く

そ
し
て

は

和
感
を
覚
え

て
後
ろ
を

り
向
く
と

 

 

ん

も
う
こ
こ
ま
で

 
霊
夢

逃
が
さ
な
い
わ
よ

 

 

バ
イ

 

は

死
に
逃

る
が
霊
夢
は

幕
を
撃
ち

へ
と
襲
い
か
か
る

 

 

ち

そ
ん
な
ん
ず
る
い
で
す

て

 
霊
夢

変
な
事
を
記
事
に
さ
れ
る
よ
り
は
ま
し
よ

 

 

何
と
し
て
も
ジ

リ

に
か
け
て

 
逃

 

の
そ
の
言

は
フ
ラ
グ
と
な

た

そ
し
て
フ
ラ
グ
は
回

さ
れ
る
こ
と
と
な
る
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霊
夢

霊

 
夢
想
封
印

 
霊
夢
の
そ
の
言

に
よ

て

大
な

つ
の
弾
幕
が

へ
と
襲
い
か
か

て
い
く

 

 

あ

あ
や
や
や
や
や
や
や
や
や

 

ン

 

 

そ
ん

な

 

は
落
ち
て
い
き

の

へ
と
引

か
り
目
を
回
し
な
が
ら
気
絶
し
た

 
霊
夢

よ
し
仕

め
た
わ

 
蓮
 

さ
ん
の
所
に
降
ろ
す
よ

 

人
は

の
と
こ
ろ
ま
で
行
く
と
狗
神
か
ら
降
り
て

の
手

を

り
出
し
た

す
る
と
今

日

た
写
真
が
何

も
出
て
き
た

 
霊
夢

こ
れ

は

ま

た
く

 
霊
夢
は
そ
の
写
真
を
全
て

ケ

ト
に
し
ま
い
手

を

の

ケ

ト
に
返
し
た

 
蓮
 

写
真
も

た
し

く
帰
ろ
う
か

 
霊
夢

そ
う

そ
れ
じ

帰
り
ま
し

う
か

 
そ
う
し
て
蓮
と
霊
夢
は
博
麗
神
社
へ
と
帰
る
の
だ

た

そ
し
て
そ
の
後



 第 話 清く正しい

 

 

ま
ん
ま
と
し
て
や
ら
れ
ま
し
た

 

 

先

も

り
ま
せ
ん

 

 

大
体
式
神
使
う
な
ん
て
反

な
ん
で
す
よ

 

も
思
い
ま
せ
ん
か

 

と
言
わ
れ
た
女
性
は

笑
い
を

か
べ
な
が
ら

 

 

先

は
少
し
そ
う
い
う
と
こ
ろ
を

し

 
ま
し

う
よ

 

 

あ

あ

昔
は
楽
し
か

た
な

 
も
う
理
久
兎
さ
ん
が
死
ん
で
か
ら
何
年
経

た

 
の
か
な

 

 

そ
う
い
え
ば

お

様
や
お

様
そ
れ
に

 
先

や
は
た
て
先

そ
れ
に
天
魔
様
は
昔
に

 
会

た
こ
と
が
あ

た
ん
で
す
よ

 
そ
れ
を
聞
い
た

は

か
し
み
な
が
ら

 

 

え

昔

理
久
兎
さ
ん
が

ち

ん
の
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新
聞
出
来
た
ら

ん
で
い
い
か
な

な
ん
て

 
言

て
く
れ
た
時
は

し
か

た
ん
で
す
よ

 

 

で
も
そ
れ

て

 

 

え

見
る
前
に
死
ん
じ

た
け
ど

 

 

会
え
る
な
ら
会
い
た
い
で
す
か

 

は

に
聞
く
と

は

な

情
を
し
て

 

 

会
え
る
な
ら
会
い
た
い
で
す

会

て

 
理
久
兎
さ
ん
に
笑

て

い
た
い
で
す

 

 

そ
う
で
す
か

 
そ
の
後
も

と
そ
の

下
で
あ
る

は

か
に
酒
を

み
な
が
ら

は
昔
話
を
続
け
る
の
だ

た
 
狗
神

う

ん

こ
こ
は

お
前
は

だ

 
怠
惰

や

と
来
た

新
し
い
後
書
き

当
が



 第 話 清く正しい

 
狗
神

い
や
だ
か
ら
お
前
の
名
前
は
な
ん
だ

 
怠
惰

の
名
前
は
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔

友
人
達
は

 
親
し
み
を
込
め
て
怠
惰
さ
ん

て
呼
ん
で
る

 
か
ら
そ
う
呼
ん
で
く
れ
て
構
わ
な
い
よ

 
狗
神

変
な
名
前
の
奴
が
い
る
ん
だ
な

 
怠
惰

ハ
ハ
ハ
ま

そ
う
言
う
こ

た

そ
れ
で
狗
神

 
さ
ん

な
ん
だ
け
ど

 
狗
神

何
だ

 
怠
惰

と

約
し
て
魔

フ
ン

フ
ン

 
後
書
き

当
に
な

て
よ

 
狗
神

そ
れ
は
断

 
怠
惰

こ
こ
に
あ
る
酒
や
ら
何
や
ら
は

手
に

 

ん
で
く
れ
て
も
構
わ
な
い
か
ら

 
狗
神

よ
し
や
ら
う

 
怠
惰

そ
れ
な
ら
よ
ろ
し
く
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狗
神

だ
が

に
そ
ん
な
会
話
な
ん
て
あ
ま
り
出
来
な
い

 
が
い
い
の
か

 
怠
惰

大

大

大

は

の
言
う
こ
と
に

 
相
づ
ち
や
ら
う

て
く
れ
れ
ば
い
い
か
ら

 
狗
神

と

言
わ
れ
て
も
な

 
怠
惰

そ
う
だ
な

狗
神
さ
ん

て

だ

た
ん
だ

 
て

き
り

か
と
思

た
よ

 
狗
神

て
め

殺
る

 
怠
惰

そ
う
そ
う

そ
ん
な
感
じ
で
良
い

て
こ
と

 
だ
よ

 
狗
神

ま

大
方
は
分
か

た

 
怠
惰

と
り
あ
え
ず
も
う
時
間
だ
か
ら
今
回
は
こ
こ

 
ま
で

 
狗
神

に
何
を
言

て
い
る
だ

 
怠
惰

そ
れ
で
は

者
様
ま
た
次
回



 第 話 清く正しい

 
狗
神

お
い
だ
か
ら

に
話
し
て

 
怠
惰

そ
れ
で
は
バ
イ
バ
イ

 
狗
神

い
や
だ
か
ら

に
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第

話
 
寺
子
屋
の
生
徒
妖
怪
組

 
こ
ん
に
ち
は

者
様

の

面
印

さ
れ
た

用

を

手

さ
れ
て

こ
れ

な

と
満
面
の
笑

で
教

に
言
わ
れ
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

 
ま
る
で
処

宣
告
の
よ
う
だ

 
も
う
そ
れ
は

い
て
お
い
て
今
回
も
ど
う

 
朝
の
日

し
が

し
込
む
気

ち
の
良
い
朝
が
来
る

す
る
と

 
霊
夢

蓮

起
き
な
さ
い

 
蓮
 

フ

う

ん

 
蓮
の
朝
は
何
時
も
の
よ
う
に
霊
夢
に
よ

て
起
こ
さ
れ
て
か
ら
始
ま
る
の
が
日

と
な

て
い

た

蓮
は

い

を
し
な
が
ら
布

か
ら
出
て
居
間
へ
と
向
か
う

 
蓮
 

お
は
よ
う
霊
夢

 
霊
夢

相
変
わ
ら
ず

そ
う

貴
方
は
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や
れ
や
れ
と
い

た
感
じ
で
霊
夢
は
蓮
を
見
て

 
霊
夢

朝

は
並
べ
て
あ
る
か
ら

く
食
べ
る
わ
よ

 
蓮
 

了
解

 
そ
う
言
う
と
蓮
は
座

の
前
に
座
る

そ
れ
を
確
認
し
た
霊
夢
は

 
霊
夢

そ
れ
じ

い
た
だ
き
ま
す

 
蓮
 

い
た
だ
き
ま
す

 
そ
う
し
て
何
時
も
の
日

と
な

た
よ
う
に
朝
食
を
食
べ
始
め
る

 
蓮
 

今
日
の

の

は
つ
み
れ
か

 
霊
夢

あ
る

 
蓮
 

い
い
や
逆
に

し
い
よ

 
霊
夢

そ
う

そ
う
い
え
ば
蓮

貴
方
今
日
仕
事
だ
け
ど

 
分
か

て
る

 
そ
う
言
わ
れ
た
蓮
は
一

思
考
が

し

に
返
る
と

 
蓮
 

そ
う
だ

た

す

か
り

れ
て
た

 
ど
う
や
ら
蓮
は
仕
事
の
事
を

れ
て
い
た
ら
し
く
今
よ
う
や
く
思
い
出
し
た
よ
う
だ
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蓮
 

く
食
べ
な
い
と

 
蓮
は
そ
う
言
い
ご

と
つ
み
れ
の

そ
し
て

を
食
べ
終
え
る
と

 
蓮
 

行

て
き
ま
す

 
そ
う
言
い
蓮
は

を

い
て

ぐ
様
外
へ
と
出
て
空
へ
と
飛
ん
で
い

た

 
霊
夢

本
当
に
大

か
し
ら

 
霊
夢
は

て
て
外
出
し
た
蓮
に
た
だ
そ
う

く
の
だ

た

 

年

動
中

 
蓮
は
飛
ん
で
何
と
か
寺
子
屋
の
前
に
着
き

を
開
け
て
中
へ
と

り
教
室
の

を
開
け
る
と
そ

こ
に
は
生
徒
達
が
座

て
い
て
今
か
ら
授
業
を
受
け
る
所
だ

た

 
蓮
 

す
い
ま
せ
ん

音
先
生
遅
れ
ま
し
た

 
蓮
は
教
室
に

り
教

の
前
に
立
つ

音
に

る
と

 

音

い
や
大

だ

蓮

ま
だ
時
間
ま
で

分

 
あ
る
か
ら
な

 
蓮
 

え

 
蓮
は
遅
れ
る
か
と
思

て
い
た
が
ま
さ
か
予
定
よ
り

く
着
い
た
の
だ
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蓮
 

な
ら
良
か

た

遅
れ
で
も
し
た
ら
確
実
に

 

音
先
生
に
怒
ら
れ
ま
す
か
ら

 

音

フ
フ
フ
遅
れ
な
い
よ
う
に
な

 
蓮
 

は
い

 
と

言

て
い
る
時
だ

た

後
ろ
の

に
い
る
子

が
立
ち
上
が

て

 

ル

あ

お
前
は
こ
の
前
あ
た
い
を
倒
し
た

 
奴
の
仲
間

 
そ
う
そ
れ
は
紅
霧
異
変
に
お
い
て
霊
夢
と
魔
理
沙
に
弾
幕
ご

こ
を
吹

け
た
結

大
人

な
い
ぐ
ら
い
に
撃
退
さ
れ
た

ル

だ

た

そ
の

に
も

 
大
 

ル

ち

ん

し
た
ら

メ
だ
よ

 

ル

と
共
に
い
た

の
ツ
イ
ン
テ

ル
の
子

も
と
い
大
妖
精
も
い
た

そ
れ
だ
け
で
は

な
く

 
ル
 

こ
ん
に
ち
は
な
の
だ

 

の
食
人
妖
怪
の
少
女
ル

ミ
ア
や

 

 

ミ
ス

あ
の
人

て
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ミ
ス

さ

ル

ち

ん
達
は
知

て
る
み
た
い
だ
よ

 
リ
グ
ル

 
と
ミ
ス

と
呼
ば
れ
た
子
と
リ
グ
ル
と
言
わ
れ
た
子
は

を

る

そ
し
て

ル

に

呼
ば
れ
た
当
の
本
人
で
あ
る
蓮
は

 
蓮
 

あ

霊
夢
と
魔
理
沙
に
ボ

ボ

に
さ
れ
た

 
子
だ

 

ル

ボ

ボ

に
何
か
さ
れ
て
も
な
い

あ
た
い
が

 
負
け
て
や

た
ん
だ

 
大
 

ル

ち

ん
迷

だ
か
ら

め
よ
う
よ

 

音
は

を

さ
え
な
が
ら

 

音

と
り
あ
え
ず

ル

そ
ろ
そ
ろ
座

て

 
く
れ
る
か

 

ル

は

音
の
言

を
聞
い
て
大
人
し
く
な
り
座
る

そ
し
て

音
は

 

音

前
の
授
業
な
ど
で
来
て
な
か

た
子
達
も
い
る

 
か
ら
も
う
一
度
紹
介
し
て
も
ら
お
う

頼
む
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蓮

 
蓮
 

あ

分
か
り
ま
し
た

 

音
は
教

か
ら
数
歩
下
が
り
蓮
は
教

の
前
に
来
る
と

 
蓮
 

え

と

音
先
生
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を

め
て

 
い
る

蓮
で
す
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
蓮
は

を
数

下

て

を
上

る

そ
し
て
蓮
は
数
歩
下
が
る

 

音

と
い
う
わ
け
だ

一

蓮
先
生

て
言
う
ん
だ

 
生
徒
達

は

い

 
生
徒
達
の
元
気
な

が
聞
こ
え
る
が
一
番
後
ろ
に
座

て
い
る

人
は

 

ル

あ
い
つ
先
生
な
ん
だ

 
大
 

意
外
だ

 
ル
 

で
も
蓮
は
優
し
い
の
だ

 
ミ
ス

ル

ミ
ア
ち

ん
が
優
し
い

て
言
う
事
が

 
意
外
か
な

 
リ
グ

確
か
に
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と

い

た
感
じ
で
不
思
議
に
思

て
い
た

そ
う
し
て
授
業
が
始
ま

た

 

音

そ
れ
じ

今
日
は

 

音
は
黒

に

ク
で
い
き
な
し
サ
イ

ロ
を
書
き
出
し
て
き
た

 

音

そ
れ
じ

サ
イ

ロ
を

回

た
時

の
目
が

 
出
る
確

は

 

音
の
問

に
対
し
て
蓮
は
心
の
中
で

 
蓮
 
い
や
こ
の
年

で
そ
れ
は
や
ら
な
い
だ
ろ
普
通

 
蓮
は
心
の
中
で
感
想
を

べ
て
い
る
と

人
手
を

た
子
が
現
れ
た

そ
れ
は

番
後
ろ

に
座

て
い
る
子
の

人

ル

だ

た

 

音

そ
れ
じ

ル

え
は

 

音
が

え
に
つ
い
て
聞
く
と

ル

は

 

ル

え
は

だ

 
そ
れ
を
聞
い
た

音
と
蓮
は
少
し

ま

て
思
考
が
死
ん
だ
が
す
ぐ
に

に
返
り

 

音

因
み
に
理

は

 

ル

理

は
サ
イ

ロ
が

だ
か
ら
だ
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何
と
も

的
な

え
な
の
だ
ろ
う

す
る
と
こ
こ
で
蓮
の
ア
シ
ス
ト
が

た

 
蓮
 

ル

ち

ん

し
い

す
ご
く

し
い

 
ヒ
ン
ト
は
サ
イ

ロ
の
目
の
数
が

の
前
に

 

る
よ

 
そ
れ
を
聞
い
た

ル

は
手
を
組
ん
で
考
え
る

す
る
と
隣
に
座

て
い
る
大
妖
精
は
小
さ
な

で

ル

に

く
と

ル

は

を
開
け
て

 

ル

分
の

 

音

せ

正
解
だ

 

ル

が
正
解
し
た
こ
と
に
よ

て

音
は

く

い
て
い
た

そ
の
理

は
蓮
に
は
分
か
ら

な
か

た

そ
し
て
正
解
し
た

ル

は

ら
し

に

 

ル

あ
た
い
は
最
強
だ
か
ら
な

 
大
 

良
か

た

ル

ち

ん

 
大
妖
精
が

ル

に
向
か

て
そ
う
言
う
と
そ
の
隣
に
座

て
い
る
リ
グ
ル
に
小

で

 
リ
グ

大
ち

ん

ど
う
し
て
分
か

た
の

 
と

聞
か
れ
る
と
大
妖
精
は
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大
 

蓮
さ
ん
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
元
に
少
し
考
え
た
ん

 
だ
よ

 
ミ
ス

へ

 
リ
グ
ル
と
ミ
ス
テ

ア
は
蓮
を
見
る
と
蓮
は
笑

で
見
つ
め
返
し
た

 

音

そ
れ
じ

次
の
問

は

 
と

い

た
感
じ
で

音
の
授
業
は
進
ん
で
い
き
や
が
て
終
わ
り
の
時

と
な

た

 

音

今
回
は
こ
こ
ま
で
だ

ま
た
明
日
な

 
生
徒
達

音
先
生
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
生
徒
達
は
立
ち
上
が
り

そ
れ

れ
帰

て
い
く

す
る
と
後
ろ
の

人
は
蓮
に
近
づ
い
て

き
た

 
蓮
 

あ
れ
ど
う
か
し
た

 

ル

蓮
だ

た
な

あ
た
い
の
子
分
に
し
て
や
る

 
蓮
 

へ

 
突
然
の
こ
と
過
ぎ
て
蓮
は
着
い
て
い
け
て
い
け
て
な
い

そ
の
隣
で
は
大
妖
精
が

と

て
い
る

す
る
と
今
度
は
リ
グ
ル
と
ミ
ス
テ

ア
は
蓮
に
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リ
グ

え

と

ル

が
お
世
話
に
な

て
る
の

 
か
な

は
リ
グ
ル
・

イ
ト
バ
ク
言

て

 
お
く
け
ど
女
の
子
だ
か
ら

 
蓮
 

リ
グ
ル
ち

ん

 
ミ
ス

そ
れ
で

は
ミ
ス
テ

ア
ロ

レ
ラ
イ
⻑
い
の
で

 
ミ
ス

で
構
い
ま
せ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い

 
し
ま
す

 
蓮
 

分
か

た
よ
ミ
ス

 
と

紹
介
を
し
て
き
て
く
れ
た

 
蓮
 

さ

き
も
紹
介
し
た
通
り

蓮
よ
ろ
し
く

  
リ
グ

よ
ろ
し
く

 
ミ
ス

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
蓮
達
は

を

ま
せ
る
と
ま
た

ル

は

 

ル

な

蓮
あ
た
い
の
子
分
に
な
ら
な
い
か
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ル

は
蓮
に
そ
う
言
う
と
蓮
は
少
し
だ
け
考
え
て

 
蓮
 

う

ん
子
分
は
無
理
そ
う
か
な

 

ル

え

何
で
だ
よ

 
蓮
 

い
や

分
子
分
や

て
る
暇
が
な
い
か
も

 
し
れ
な
い
か
ら

 
蓮
の
何
時
も
の
日

は
仕
事

掃
除

い
出
し
と
そ
の

つ
だ
け
だ
が
終
わ
ら
せ
た
ら
少

し
は
ゆ

く
り
し
た
い
と
も
考
え
て
い
た

 

ル

う

ん
し

う
が
な
い
か

 
蓮
 

で
も
友
達
な
ら
良
い
よ

 

ル

う
ん
な
ら
あ
た
い
と
蓮
は
友
達
だ

 
蓮
 

そ
れ
に

と
も
友
達
に
な

て
い
い
か
な

 
ル
 

も
う
蓮
と
は
友
達
な
の
だ

 
ル

ミ
ア
は
満
面
の
笑

で

え
る
と
大
妖
精
も

 
大
 

う
ん

友
達
だ
よ

 
リ
グ

達
も
友
達
で
す
よ
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ミ
ス

友
達
だ

 
蓮
 

よ
ろ
し
く

 
と

楽
し
く
会
話
を
し
て
い
る
と
教
室
の

の
所
に

音
が
何
時
の
間
に
か
立

て
い
た

 

音

な

そ
ろ
そ
ろ
い
い
か

 
蓮
 

あ

す
い
ま
せ
ん

帰
る
よ

 

人

は

い

 
そ
う
し
て
蓮
の
今
日
の
ア
ル
バ
イ
ト
は
幕
を
閉
じ
た
の
だ

た

 
狗
神

そ
れ
で
怠
惰
と
や
ら

 
怠
惰

ん

 
狗
神

は
何
時
ぐ
ら
い
に
本
編
に
出
る
ん
だ

 
怠
惰

そ
う
だ

分

後
数
話
ぐ
ら
い
か
な

 
狗
神

そ
れ
を
聞
く
と
暇
だ
な
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怠
惰

そ
の
間
は
こ
こ
に
出
て
く
れ
れ
ば

 
狗
神

ま

後
書
き
と
や
ら
に
出
れ
ば

や
ら
酒

 
や
ら

め
る
か
ら
問

な
い
が
な

 
怠
惰

ぶ

ち

け
あ
の
子
よ
り
出
番
は
あ
る
か
ら

 
狗
神

あ
の
子
と
は

だ

お
前
の

女
か

 
怠
惰

い
や
全
然

う
も
う

人
の
後
書
き

当
が

 
だ
よ

 
狗
神

よ
く
分
か
ら
ん
が

 
怠
惰

ま

分
ど

か
に
出
番
が
あ
る

て

 
事
で
今
日
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

次
回
と
や
ら
も
よ
ろ
し
く
な

 
怠
惰

そ
れ
で
は

者
様
ば
い
ば
い



 第 話 香霖堂

 
第

話
 
香
霖
堂

 
こ
ん
ば
ん
わ

者
様

法
事
で
出

け
て
い
た

 
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

 
今
回
は
本
当
に

名
通
り
で
す

そ
れ
で
は

 
本
編
へ
ど
う

 

の

下
が
り
の
事

蓮
は
仕
事
を
終
え
て
博
麗
神
社
で
竹
刀
を

り
し
て
い
た

 
蓮
 

 
霊
夢

蓮
あ
ん
た
体
力
あ
る
わ

 
と
言
わ
れ
た
蓮
は
１
０
０
ま
で

を
す
る
と
竹
刀
の
刀

を

に

い
て
縁

に
座
る
霊

夢
の
方
に

り
返

て

 
蓮
 

そ
う
か
な

活
だ
と

本
こ
ん
か
感
じ

 
だ
け
ど
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霊
夢

活

て
何

 
霊
夢
は
蓮
に

活
に
つ
い
て
聞
く
と
蓮
は
霊
夢
に

活
に
つ
い
て
説
明
を
始
め
た

 
蓮
 

活

て
の
は

こ
こ
だ
と
寺
子
屋
か
な

 
で
行
う
教
科
外
の

体
的
教
育
活
動

て
い
う

 
も
の
な
ん
だ
け
ど
分
か
り
や
す
く
い
う
と

動

 
し
た
り

を

い
た
り
す
る
集

活
動
だ
よ

 
霊
夢
や
魔
理
沙
ぐ
ら
い
の
年
代
の
子
な
ら

本

 
や

て
る

だ
け
ど

 
霊
夢

へ

外
の
世
界
の

達
の
年
代

て

 
そ
う
い
う
こ
と
す
る
ん
だ

 
蓮
 

楽
し
い
よ

友
達
と

い
合
う
事
も
出
来
る
し

 
な
に
よ
り
も

分
で

り
た
い

活
も

に

 
決
め
ら
れ
る
し

ま

動

は
そ
れ
な
り

 
の
覚

は
い
る
け
ど

 
な
お

動

の

ど
は
休
日
が
返
上
な
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
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霊
夢

ん

 
霊
夢
は
返
事
を
し
な
が
ら
お

を

む

 
蓮
 

聞
い
て
る
の
か
な

 
蓮
は
や
れ
や
れ
と
い

た
感
じ
で
タ
オ
ル
で

を

き

り
始
め
る

す
る
と
空
か
ら

に

が

た
少
女

霧
雨
魔
理
沙
が
飛
来
し
て
き
た

 
霧
雨

よ
お

霊
夢

蓮

 
蓮
 

あ

魔
理
沙

こ
ん
に
ち
は

 
霊
夢

今
日
は
何
し
に
来
た
の

 
霊
夢
は
魔
理
沙
に
何
し
に
来
た
の
か
と
聞
く
と
魔
理
沙
は

 
霧
雨

あ

今
回
来
た
の
は
蓮
に
用
が
あ

て

 
来
た
ん
だ

 
蓮
 

 
霧
雨

あ

香
霖
が
前
に
会

て
み
た
い

て
言
わ

 
れ
て
た
ん
だ
が
す

か
り

れ
て
た

 
霊
夢

霖

さ
ん
が
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霊
夢
は
そ
う
言
う
と
縁

か
ら
立
ち
上
が
り

び
を
し
て

 
霊
夢

蓮

度
い
い
わ
久
々
に
香
霖
堂
で

い
物

 
し
た
い
か
ら
つ
い
て
き
て
頂

 
蓮
 

分
か

た
よ

 
そ
う
言
い
蓮
は
竹
刀
を

に

れ
て

中
に

負
い
霊
夢
魔
理
沙
と
共
に
香
霖
堂
へ
と

い

た 
少
年

少
女
達
 

動
中

 
蓮
は
霊
夢
と
魔
理
沙
の
後
ろ
か
ら
つ
い
て
き
て
い
て
思

た
こ
と
は
ど
う
や
ら
人
里
で
は
無
い

こ
と
は
分
か
る

理

は
も
う
人
里
を
通
り
過
ぎ
て
そ
ろ
そ
ろ

に

り
そ
う
だ
か
ら
だ

す
る

と
霊
夢
と
魔
理
沙
は
地
上
へ
と
降
下
し
て
い
き
そ
れ
に
続
い
て
蓮
も
降
下
し
た

 
蓮
 

こ
こ
が
香
霖
堂

 
霧
雨

あ

そ
う
だ

 
蓮
の
目
の
前
に
は
色
々
な
物
が

か
れ
て
い
る
店
が
目
に
映
り
そ
こ
の

に
は
香
霖
堂
と
書

か
れ
て
い
た

 
霊
夢

ら
蓮

る
わ
よ
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蓮
 

あ

う
ん

 
蓮

霊
夢

魔
理
沙
の

人
は

を
開
け

を
く
ぐ

て
中
へ
と

て
い

た

す
る

と
カ
ウ
ン
タ

に
座

て
い
た
男
性
は

 
男
性

い
ら

し

い
ま
せ

て
霊
夢
と
魔
理
沙
か

 
霊
夢

こ
ん
に
ち
は
霖

さ
ん

 
霧
雨

よ

香
霖

 
霊
夢
と
魔
理
沙
は
そ
の
男
性
に

す
る
と
霖

と
呼
ば
れ
た
男
性
は
蓮
を
見
る
と

 

近

と
こ
ろ
で
そ
こ
の
人
は

 
霧
雨

ら
前
に
香
霖
が
会

て
み
た
い

て

 
言

て
た
蓮
だ

 
そ
れ
を
聞
い
た
霖

は
あ

と
い

た

情
と
な
る
と

 

近

い
や
前

て
も
う

か
月
前
だ
け
ど

 
霧
雨

そ

そ
れ
は
気
に
し
な
い
で
く
れ

て

 
と
魔
理
沙
が
言
う
と
蓮
は
数
歩
前
に
出
て
カ
ウ
ン
タ

に
座

て
い
る
霖

に

を
下

て
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蓮
 

め
ま
し
て

蓮
と
言
い
ま
す

 

近

こ
れ
は
ご

に
ど
う
も

は

近
霖

 
呼
び
方
は

で
構
わ
な
い
よ

 
蓮
と
霖

は
お

い
に

を

わ
す
と
隣
で

か
に
し
て
い
て
霊
夢
は

 
霊
夢

そ
う
そ
う
霖

さ
ん

は
出
来
て
る

 

近

そ
れ
な
ら
も
う
出
来
て
る
よ

 
そ
う
言
う
と
霖

は
立
ち
上
が

て
店
の

に
い
く
と
数
着
の

を

て
く
る

そ
れ
は

霊
夢
が
普

か
ら
着
て
い
る
巫
女

だ

た

 
霊
夢

そ
れ
じ

代

は
何
時
も
み
た
い
に
ツ
ケ
で

 

近

は
い
は
い

 
霧
雨

そ
う
い
え
ば
香
霖

蓮
に
何
の
用
事
が

 
あ

た
ん
だ

 
魔
理
沙
は
霖

に
聞
く
と
霖

は
そ
れ
に

え
る

 

近

え

と
前
に
魔
理
沙
が

て
き
た
道

に

 
つ
い
て
聞
こ
う
と

蓮
は
外
来
人
だ
か
ら
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分
か
る
と
思

た
ん
だ
よ

 
霊
夢

あ
れ
で
も
霖

さ
ん
な
ら
そ
の
道

の

 
使
い
方
と
か
名

と
か
分
か
る
ん
じ

 
な
い
の

 
蓮
 

霖

さ
ん
も
能
力
を

て
る
ん
で
す
か

 

近

そ
う
だ

の
能
力
は

道

の
名
前
と

 
用

が
判
る
程
度
の
能
力

が

の
能
力

 
だ

 
蓮
 

利
な
能
力
で
す

で
も
そ
れ
だ

た
ら

 
分
か
る

じ

 

近

大
方
は

だ
け
ど

し
く
の
用

は
あ
ま
り

 
分
か
ら
な
い
ん
だ
よ

 
蓮
 

る
程

な
ら
霖

さ
ん
少
し
見
せ
て

 

て
も
良
い
で
す
か

が
分
か
る

 
で
な
ら
教
え
ま
す
よ
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近

そ
れ
は

か
る
よ

そ
れ
じ

 
そ
う
言
う
と
霖

は
裏
か
ら
何
か
を

て
き
て
そ
れ
を
蓮
に
見
せ
る

見
た
感
じ
蓮
は
す

ぐ
に
分
か

た

 
蓮
 

こ
れ
は

黒
電
話
で
す

 
霧
雨

電
話

 
蓮
 

う
ん
外
の
世
界
だ
と
も
う
使
わ
れ
な
く
な

た

 
道

の

つ
だ

今
は
も
う

ジ
タ
ル
化
が

 
進
ん
で
そ
う
言
う
回
し

の
電
話
は
使
わ
れ
な
く

 
な

た
よ

 

近

へ

因
み
に
使
い
方
は
こ
う
や

て
使
う

 
の
は
分
か
る
ん
だ
け
ど
上
手
く
使
え
な
く

 
て

 
蓮
 

い
や
そ
れ
を
使
う
な
ら
電
気
が

で
す

 
幻
想
郷
じ

電
気
は
通

て
な
い
か
ら
実

 
使
え
ま
せ
ん
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近

そ
う
か

念
だ
な

な
ら
次
は
こ
れ
は

 
ど
う
か
な

 
霖

は
も
う

道

を

て
き
た

そ
れ
も
蓮
か
ら
し
て
み
れ
ば
見

れ
た
物
だ

た 
蓮
 

そ
れ
は
ラ
ジ
オ
で
す

こ
こ
を
開
け
る
と

 
カ
セ

ト
を

れ
て
音
楽
を

い
た
り

 
に
は
外
の
世
界
だ
と
放

と
呼
ば
れ
る
も
の
が

 
あ
る
の
で
そ
の
電
波
を
受

し
て
音
楽
を

 

い
た
り
で
き
ま
す

 
霊
夢

あ
ん
た

し
い
わ

 
蓮
 

お

ち

ん
の
家
に
結
構
こ
う
い
う
の
は

 
あ

た
か
ら
さ

 

近

る
程

で
も
こ
れ
も
電
気
が
い
る
ん
じ

 
蓮
 

い
や

分
こ
れ
は

 
蓮
は
裏
を
見
る
と

ジ
で
閉
め
ら
れ
た

を
見
つ
け
た
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蓮
 

や

り

こ
こ
の

ジ
を
開
け
て
そ
の
中
に

 
対

す
る
電

を

れ
れ
ば
音
楽
は

け
る
と

 
思
い
ま
す

 

近

本
当
か
い

な
ら
待

て
て
く
れ

 
そ
う
言
い
霖

は

か
ら

ラ
ス
ド
ラ
イ
バ

と
電

を

て
く
る
と

ジ
で
閉
め
ら
れ

た

を
開
け
る

 
蓮
 

う
わ

電

れ
し
て
る

こ
れ
使
え
る
か
な

 
霧
雨

何
だ
こ
の
白
い
の

 
蓮
 

に
さ
わ

ち

メ
だ
よ
そ
れ
ア
ル
カ
リ

 
だ
か
ら

 
霧
雨

あ

ア
ル
カ
リ

 
蓮
 

う

ん
霖

さ
ん

分
こ
れ
使
え
な
い
気
が

 
し
ま
す

子
に
ま
で

が

着
し
て
い
て

 

分
回

も

食
し
て
ま
す

 

近

そ
う
か

念
だ
な

な

蓮
君
も
う
少
し
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見
て

て
も
い
い
か
な

 
蓮

で
良
け
れ
ば
構
い
ま
せ
ん
よ

 
そ
う
し
て
蓮
は
霖

が

て
く
る
ア
イ
テ

つ

つ
を

に
教
え
て
い

た

 

近

い
や

か

た
よ

 
蓮
 

こ
の
ぐ
ら
い
だ

た
ら
何
時
で
も
手
伝
い

 
ま
す
よ

 
と

言
う
と
蓮
は
外
を
見
る
と
も
う

れ
空
だ

た

 
蓮
 

あ

そ
ろ
そ
ろ
帰
ら
な
い
と
な

 
霊
夢

あ

本
当
だ

 
霧
雨

こ
う
り
ん

は
今
日

ま

て
く

 

近

お

き
に
ど
う

 
霊
夢

そ
れ
じ

霖

さ
ん

達
は
帰
る
わ

 
蓮
 

す
い
ま
せ
ん
お
邪
魔
し
ま
し
た

 
そ
う
し
て
蓮
と
霊
夢
は
帰

に
つ
く
の
だ

た
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狗
神

暇
だ

 
怠
惰

い
や
だ
か
ら

て
さ
上

に
な
ら
れ
て
も

 
目
の
や
り
場
が

る
ん
だ
け
ど

 
狗
神

な

怠
惰
と
や
ら
色
々
と
小
娘
共
に

 
言
わ
れ
た
が
ど
う
い
う
意

か
分
か
る
か

 
怠
惰

う
ん

発
育
の
問

だ
と
思
う
よ

 
狗
神

発
育

て
ど
こ
が

 
怠
惰

そ
の
お

に
つ
け
た

備

子
だ
よ

 
狗
神

る

 
怠
惰

け
る
よ

 
狗
神

死

 
怠
惰

は
は
は
は
は
は
は

見
え
る

見
え
る

 
お
前
の

な
ど
カ
ト
ン
ボ
と
変
わ
ら
ぬ
わ
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狗
神

て
め

能
力

ち
か

 
怠
惰

お

と
そ
ろ
そ
ろ
時
間
だ

そ
れ
で
は

 

者
様
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

こ
の
や
ろ
う

 
怠
惰

次
回
も
お
楽
し
み
に

 
狗
神

だ

カ
つ
く

 
怠
惰

そ
れ
で
は
狗
神
の

撃
を

け
つ
つ
ま
た

 
次
回
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第
三
章
 
 
⻑
き
冬
と
蘇
り
し
死
の
桜

 
第

話
 
終
わ
ら
な
い
冬

 
こ
ん
に
ち
は

者
様
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

 
今
回
も
言
わ
ず
と
知
れ
ず
の

雪
異
変
な
ん
で
す
が

 
少
し
原

と
ち

と

う
所
が
あ
る
と
思
い
ま
す

 
が

ご
了

を
お
願
い
し
ま
す

そ
れ
で
は
本
編
へ

 
ど
う

 
冬
の
月
日
が
終
わ
り
よ
う
や
く

か
い

そ
う

は
思

て
い
た
が
現
実
と
は

し
き

事 
蓮
 

霊
夢

思
う
ん
だ
け
ど
さ

 
霊
夢

何



 第 話 終わらない冬

 
蓮
 

こ
れ
明
ら
か
に
異
変
だ
よ

 
冬
が
過
ぎ
て
桜
が
咲
き
乱
れ
る

の

か
さ
が
来
る
と
思

た
ら
外
は
桜
で
は
な
く
雪
が
降
り

積
も
る
銀
世
界

し
か
も
博
麗
神
社
に
あ
る

備
は

し
か
な
い

そ
れ

に
蓮
と
霊
夢

は

に

て
ぬ
く
ぬ
く
と

ま

て
い
た

 
霊
夢

異
変
じ

な
い
で
し

ど
う
せ
ち

と
⻑
い

 
冬
み
た
い
な
感
じ
で
し

 
霊
夢
は
み
か
ん
の

を

い
て

つ
み
か
ん
を

に

張
る

 
蓮
 

本
当
に
そ
う
か
な

 
蓮
は
ガ
ラ
ス

子
に
映
る
銀
世
界
の
光
景
を
見
て
い
る
と
突
然

子
が
開
か
れ
る

開
か
れ
る

と
そ
こ
に
は
魔
理
沙
が
立

て
お
り

手
に
は
竹

手
に
は
何

か

ル

の

を

て

ぶ
ら
下

て
い
た

 
霧
雨

お
い
霊
夢

異
変
解
決
し
に
い
か
な
く
て
い
い

 
の
か
よ

 
霊
夢

異
変
じ

な
い
で
し

そ
れ
よ
り
も
閉
め
て

 
く
ん
な
い

い
じ

な
い
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ル

い
い

せ

あ
た
い
最
強
な
ん
だ

 

ル

が
バ
タ
バ
タ

れ
る
の
を
見
て
い
た
蓮
は

 
蓮
 

え

と
魔
理
沙

ル

は
ど
う
し
た
の

 
霧
雨

ん

あ

さ

き
神
社

近
で
う
ろ
ち

ろ
し
て

 
た
か
ら

れ
て
き
た
ん
だ
が
異
変
と
は
関
係
な
か

 

た

 
蓮
 

そ
れ
な
ら

し
て
も
ら

て
も
い
い
か
な

 
霧
雨

や
れ
や
れ

ら
よ

 
魔
理
沙
は

ル

を
後
ろ
へ
と
放
り
投

る
と

ル

は

か
ら
雪
の
中
へ
と

イ

し
た

 
蓮
 

あ
ち

 
霧
雨

そ
れ
よ
り
も
霊
夢

異
変
解
決
し
な
く
て
い
い
の

 
か
よ

 
霊
夢

だ
か
ら
言

て
る
で
し

ど
う
せ
少
し
⻑
い

 
冬
だ

て

 
霧
雨

少
し
⻑
い

も
う

の
季

に
な

て

月
は
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こ
の
状

だ

 
霊
夢

は

異
変
異
変

て
ど
う
せ

う
わ
よ

 
霊
夢
の
や
る
気
の
な
い

を
聞
い
て
い
た
魔
理
沙
の

間
に
は
シ

が

て
い
た

 
霧
雨

も
う
い
い

こ
の
異
変
は
こ
の
霧
雨
魔
理
沙
様

 
が
解
決
す
る

 
蓮
 

魔
理
沙

も
着
い
て
い

て
良
い

 
霧
雨

お

蓮

来
て
く
れ
る
か

 
蓮
 

う
ん
流
石
に
こ
こ
ま
で
⻑
い
と
少
し

和
感
し
か

 
な
い
か
ら

て
こ
と
で
霊
夢

少
し
外
出

 
し
て
く
る

 
霊
夢

い

て
ら

し

い

 
霧
雨

霊
夢
な
ん
て

と
い
て
行
く

 
蓮
 

う

う
ん

分
か

た

 
蓮
は

か
ら
出
て
立
ち
上
が
り
外
へ
と
出
る
と
魔
理
沙
と
共
に
空
へ
と
飛
ん
で
い

た

そ

し
て
ガ
ラ
ス

子
が
開
け

放
し
に
な

て
い
た
た
め
霊
夢
は

か
ら
出
て
ガ
ラ
ス

子
を
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閉
め
よ
う
と
す
る
と
銀
世
界
と
な

た
外
を
少
し
見
て
ガ
ラ
ス

子
を
閉
め
た

そ
し
て
空
中
で

は 
霧
雨

た
く
霊
夢
の
奴
い

た
い
何
な
ん
だ

 
蓮
 

ま

霊
夢
は
そ
ん
な
に
や
る
気
を
出
さ
な
い

 
か
ら
し

う
が
な
い
と
は
思
う
ん
だ
け
ど

 
霧
雨

は

 
蓮
 

そ
れ
で
ま
ず
は
何
処
に
向
か
う
の

 
蓮
は
魔
理
沙
に
何
処
に
向
か
う
の
か
と
聞
く
と
魔
理
沙
は

 
霧
雨

ま
ず
は

の
悪
友
の
と
こ
に
行
こ
う
と
思
う

 
あ
い
つ
な
ら
何
か
知

て
る
か
も
し
れ
な
い

 
か
ら
な

 
蓮
 

え

と
悪
友
て
の
は
よ
く
分
か
ら
な
い
け
ど

 
な
ら
ま
ず
は
そ
の
魔
理
沙
の
悪
友

の
と
こ

 
に
向
か
お
う

 
そ
う
し
て
魔
理
沙
と
蓮
は
魔
理
沙
の
友
達
の
と
こ
ろ
ま
で
向
か
お
う
と
す
る
と
そ
こ
に

人
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の
女
性
が
現
れ
た

 
霧
雨

お

と
お
前
は

だ

 
魔
理
沙
が
そ
の
女
性
に
名
前
を
聞
く
と
女
性

 
女
性

の
名
前
を
聞
く
前
に
貴
女
が
名
前
を
言
う

 
の
が
先
じ

な
い
の

 
霧
雨

は
霧
雨
魔
理
沙

普
通
の
魔
法
使
い
で
異
変

 
を
解
決
す
る
と
こ
ろ
だ

 
そ
れ
を
聞
い
た
女
性
は

間
が

ク
リ
と
動
く
と

 
女
性

そ
う

は
レ
テ

・

イ
ト
ロ

ク

 
貴
女
達
は
こ
の
異
変
を
解
決
す
る
た
め
に

 
動
い
て
い
る

そ
れ
で
い
い
の
か
し
ら

 
霧
雨

そ
の
通
り
だ

 
魔
理
沙
が

え
る
と
レ
テ

は

を
開
い
て

 
レ
テ

な
ら
貴
女
を
こ
こ
で
倒
す
わ

せ

か
く
の

 
⻑
い
冬
を
こ
こ
で
終
わ
ら
せ
る
わ
け
に
は
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い
か
な
い
も
の

 
霧
雨

い
い

相
手
し
て
や
る

蓮
は
見
て
お
い
て

 
く
れ

 
蓮
 

あ

う
ん

 

て
そ
の
会
話
を
聞
い
て
い
た
蓮
は
魔
理
沙
の

に
し
た
が

て
数
メ

ト
ル

れ
る

 
霧
雨

さ

や
ら
せ
て
も
ら
う

 
レ
テ

い
い
わ
相
手
し
て
あ

る

 
そ
う
し
て
魔
理
沙
と
レ
テ

に
よ
る

幕
ご

こ
が
開
始
さ
れ
魔
理
沙
は
先
手

と
言
わ
ん

ば
か
り
に
弾
幕
を
放
ち
レ
テ

も
負
け
じ
と
弾
幕
を
放
ち
始
め
た

 
蓮
 

こ
の
冬
は
い
つ
ま
で
続
く
の
や
ら

 
蓮
は
雪
降
る
空
を
見
上

つ
つ
魔
理
沙
と
レ
テ

の
弾
幕
ご

こ
を
見
続
け
る

す
る
と
レ

テ

は
ス

ル
カ

ド
を

り
出
し
て

 
レ
テ

怪

 
テ

ル
タ

ン
グ

 
レ
テ

の
ス

ル
が
発
動
し
た

そ
れ
は
レ
テ

の

を
レ

ザ

弾
幕
が

回
し
そ
こ
か

ら
無
数
の

の
よ
う
な
弾
幕
が

集
し
て
放
た
れ
る
が
魔
理
沙
は
弾
幕
を
放
ち
つ
つ

け
る
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霧
雨

火
力
が

り
な
い

 
魔
理
沙
は

か
ら
ミ

八

を

り
出
し
て

 
霧
雨

 
マ
ス
タ

ス
パ

ク

 
そ
の
言

と
共
に

大
レ

ザ

が
放
た
れ
レ
テ

の
放

た
弾
幕
を

通
し
レ
テ

は
そ

れ
に

弾
し
た

 

ン

 

弾
し
た
レ
テ

は
地
上
へ
と
真

逆
さ
ま
に
落
ち
て
い

た

 
霧
雨

弾
幕
は
火
力
だ

 
蓮
 

魔
理
沙
の
弾
幕
は
本
当
に
火
力
の
高
さ
は

 

カ
イ

だ
よ

 
霧
雨

お
い
お
い

め
て
も
何
も
出
な
い

 
蓮
 

い
や

め
た

じ

ま

い

か
そ
れ

 
よ
り
も
魔
理
沙
の
悪
友

の
所
に
向
か
お
う

 
霧
雨

な
ら
行
こ
う

蓮

 
そ
う
し
て
レ
テ

を
撃
退
し
た
魔
理
沙
は
蓮
と
共
に
魔
理
沙
の
悪
友
の
元
へ
と
向
か
う
の
だ
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た
 
怠
惰

て
な

で

雪
異
変
ス
タ

ト
で
す

 
狗
神

に
は
よ
く
分
か
ら
ん
が

そ
の
異
変
の

 
大
ま
か
な
内
容
は
知

て
る
ん
だ
ろ

 
怠
惰

え
え
ま

そ
れ
な
り
に
は

つ

て
も

 
怠
惰
さ
ん
は
東
方
は
未

レ
イ
だ
か
ら

 
未

レ
イ
な
り
に
や
ら
せ
て
も
ら
う
け
ど

 
狗
神

本
当
に
大

な
の
か

 
怠
惰

大

だ
問

な
い

あ

そ
れ
と
も
う

 

つ
の
小
説
と

が

て
る

て
の
は
言

て

 
る
と
思
う
け
ど
あ

ち
も
見
て
く
れ
て
い
る

 

者
様
な
ら

あ
れ
が
ど
ん
な
状

な
の
か
は

 
分
か
る
よ
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狗
神

お
い

は
知
ら
ん

つ
い
で
に

な
宣
伝
は

 

め
ろ

 
怠
惰

は
い
は
い
分
か

た
よ

ま

言
う
こ
と
も

 
今
は
な
い
し
今
日
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

あ

と

次
回
だ

た
か

も
よ
ろ
し
く
な

 
怠
惰

て
な

で

者
様

 
狗
神

あ
ば
よ
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第

話
 
魔
理
沙
の
友
達

 
こ
ん
に
ち
は

者
様

々
と
新
年
度
の

に

 

れ
て
き
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

よ
う
や
く

 
で
す
よ

そ
ん
な
の
は

い
て
お
い
て
本
編
へ

 
ど
う

 
魔
理
沙
に
つ
い
て
い
く
と
数
分
間

人
里
を
通
り
す
ぎ
前
に
訪
れ
た
香
霖
堂
を
通
り
す
ぎ

が
生
い

て
い
な
い

の
上
を
飛
ん
で
い
た

 
蓮
 

や

り
ま
だ
冬
の
季

な
だ
け
あ

て

 
も
生
い

て
な
い
よ

 
霧
雨

そ
の
せ
い
で
キ

も

れ
な
い
し
で
不

 
な
ん
だ
よ
な

 
と

言

て
い
る
と
蓮
と
魔
理
沙
の
目
の
前
で
無
数
の
光
が
飛
び

て
い
た
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蓮
 

あ
れ

て
弾
幕

 
霧
雨

か
戦

て

奴
か

 
蓮
 

え

 
霧
雨

行
く

蓮

 
蓮
 

あ

待

て
よ

 
蓮
と
魔
理
沙
は
弾
幕
ご

こ
が
さ
れ
て
い
る
場
所
へ
と
急
い
で
飛
ん
で
い
く
と

 
女
性

 
首

り

人

 
そ
の
女
性
を
中
心
に

を
無
数
の
弾
幕
が
飛
び

い
始
め
る

の
よ
う
な
弾
幕
か
ら
中

の
中
弾
幕
そ
れ
ら
が
飛
び

う
が

 
咲
夜

幻

 
殺
人
ド

ル

 
咲
夜
の
ス

ル
カ

ド
が
発
動
し
咲
夜
を
中
心
に

を

く
よ
う
に

イ
フ

の
弾
幕
が
回
る

と
そ
れ
は
女
性
の
元
へ
と
襲
い
か
か
り

 

ン

 

弾
の
音
と
共
に
弾
幕
ご

こ
は
終
了
し
た

蓮
は
咲
夜
を
見
つ
け
る
と
咲
夜
の
元
ま
で
飛
ん

で
い

た
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蓮
 

咲
夜
さ
ん
ど
う
も

 
蓮
の

に
気
が
つ
い
た
咲
夜
は

く

を
下

て

 
咲
夜

あ
ら
こ
ん
に
ち
は
蓮

貴
方
と
魔
理
沙
は

 
何
を
し
に

 
咲
夜
が
蓮
に
何
し
に
来
た
の
と
聞
い
て
く
る
と
蓮
は
咲
夜
に
大
ま
か
な
説
明
を
始
め
る
と

時

に
そ
の
場
の
全
員
は
地
上
へ
と
降
り
る

 
蓮
 

え

と
異
変
解
決
し
に
来
た
ん
で
す
け
ど
こ
の

 
手
が
か
り
を
知

て
い
る
か
も
し
れ
な
い

 
魔
理
沙
の
友
達

の
所
に
向
か

て
い
た

 
所
で
す

 
咲
夜

あ
ら

そ
う
だ

た
の

 
と

言

て
い
る
と
魔
理
沙
は
先
程
の
女
性
の
元
ま
で
近
づ
き

 
霧
雨

よ

ア
リ
ス

ざ
ま

な

 
ア
リ

が
本
気
出
す
わ
け
な
い
じ

な
い
野
良

 
魔
法
使
い
魔
理
沙
ち

ん
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霧
雨

言
う
じ

か
温
室
魔
法
使
い

 
ア
リ

が
温
室
魔
法
使
い
よ

都
会

魔
法
使
い

 

て
言
い
な
さ
い
よ

 
と

人
は
何

か
出
会

て
間
も
な
く

喧
嘩
し
出
し
た

そ
れ
を
見
て
い
た
蓮
と
咲
夜

は 
咲
夜

は

い

い

 
蓮
 

ま

喧
嘩
す
る

ど
仲
が
良
い

て
い
い
ま

 
す
し

 
た
だ
そ
の

い
喧
嘩
を

め
て
い
た
が
流
石
の
こ
の

さ
の
せ
い
か
蓮
は
言
い

て
る

人

に
近
づ
い
て

 
蓮
 

え

え

と
魔
理
沙
そ
ろ
そ
ろ
本

に

ろ
う

 
じ

な
い
と
何
時
ま
で
た

て
も
終
わ
ら
な
い

 
か
ら

 
ア
リ

貴
方
は

 
と

ア
リ
ス
が
聞
い
て
く
る
と
蓮
は

分
の
名
前
を

え
た
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蓮
 

は

 
蓮
て
言
い
ま
す

魔
理
沙
の

 
友
達
や

て
ま
す

 
ア
リ

そ
う

は
ア
リ
ス
・
マ

ガ
ト
ロ
イ
ド
ま

 
魔
理
沙
の
友
達
み
た
い
な
も
の
よ

 
霧
雨

み
た
い

て
何
だ
よ

み
た
い

て

 
ア
リ

そ
う
じ

な
い
の

 
ま
た
喧
嘩
を
し
だ
し
た
た
め
蓮
は
間
に

て
仲
裁
す
る

 
蓮
 

え

と
ま
ず
何
で
こ
ん
な
に
喧
嘩
し
て
る
ん

 
で
す
か

理

は

 
と
理

を
聞
く
と
魔
理
沙
と
ア
リ
ス
は

て
理

を
考
え
る

す
る
の
ア
リ
ス
が

を
開

い
た

 
ア
リ

確
か

の
人

を
壊
し
た
か
ら
じ

な
か

た

 
か
し
ら

 
霧
雨

い
や

う

て

お
前
が

の
ミ

八

に

 
紅

ぶ

か
け
た
の
が
悪
い
ん
だ
ろ
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人
の
言

て
い
る
こ
と
は
バ
ラ
バ
ラ
だ

た
が
蓮
は

 
蓮
 

分

の
考
え
だ
と

人
共
そ
う
い
う
こ
と
を

 
し
た

て
事

だ
か
ら
お

い
に

る

 
蓮
の
仲
裁
あ

て
か

人
は
お

い
に
見
つ
め
合
う
と

 
霧
雨

悪
か

た

 
ア
リ

こ
そ
何
か

な
こ
と
で
喧
嘩
し
て
た
わ

 
ご
め
ん

 
蓮
 

よ
し
こ
れ
で
終
わ
り

 
そ
の
光
景
を
見
て
い
た
咲
夜
は

 
咲
夜

は

玲
音
も
そ
れ
ぐ
ら
い
気
を
使
え
た
ら

 
い
い
の
に

 
蓮
 

え

玲
音
さ
ん

て
喧
嘩
と
か

め
な
い
ん

 
で
す
か

 
咲
夜

逆
に

し
立
て
て
更
な
る
大
喧
嘩
に

よ
う
と

 
す
る
わ
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蓮
 

 
前
に
戦

た
こ
と
の
あ
る
蓮
か
ら
し
て
み
る
と
確
か
に
や
り
そ
う
な

気
は
あ
る

玲
音
は

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
ト
ラ

ル
を

み
そ
う
な
性
格
を
し
て
い
る
か
ら
だ

だ
が
蓮
は
今
や
る
べ

き
こ
と
そ
れ
を
ま
た
魔
理
沙
に
伝
え
る

 
蓮
 

そ
れ
で
魔
理
沙

ア
リ
ス
に
聞
く
こ
と
が
あ
る
ん

 
で
し

ま
ず
は
そ
れ
を
聞
か
な
い
と

 
霧
雨

あ

あ

ア
リ
ス
え

と
だ
な

 
ア
リ

は

聞
か
な
く
て
も
大
体
は
分
か
る
わ

 
お
お
よ
そ
こ
の
異
変
よ

 
霧
雨

あ

そ
う
だ

 
ア
リ

な
ら
少
し
待

て
て

を

て
き
て
あ

る

 
か
ら

 
そ
う
言
い
ア
リ
ス
は
一
度
家
へ
と
戻
る

そ
の
間
に
蓮
は
咲
夜
に
何

こ
こ
に
い
る
の
か
を
聞

く
こ
と
に
し
た

 
蓮
 

そ
う
い
え
ば
咲
夜
さ
ん
は
何
で
こ
こ
に
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咲
夜

え

と
も
う
じ
き
火
を

や
す
た
め
の

が
そ
こ

 
を

き
て
し
ま
い
そ
う
で
し
て
そ
れ
で
お

様
に

 
こ
の
異
変
を
解
決
し
て
来
い
と
言
わ
れ
ま
し
た

 
蓮
 

そ
う
だ

た
ん
で
す
か

 
霧
雨

あ
れ

そ
れ
な
ら
何
で
ア
リ
ス
と
弾
幕
ご

こ
を

 
し
て
た
ん
だ

 
咲
夜

々
目
と
目
が
合

て
そ
し
た
ら
弾
幕
ご

こ
に

 
発

し
た
わ

 
そ
れ
を
聞
い
た
蓮
と
魔
理
沙
は

 
蓮
 

い
や
ど
う
し
て
弾
幕
ご

こ
へ
発

す
る
ん

 
で
す
か

そ
の
前
に
何
処
の
ト
レ

な
ん

 
で
す
か

 
霧
雨

色
々
と

程
を
ぶ

飛
び
す
ぎ
だ

 
と

人
の
ツ

ミ
が

る

す
る
と
先
程
家
へ
と
向
か

た
ア
リ
ス
が
帰

て
き
た

 
ア
リ

さ
て
と
魔
理
沙

そ
れ
に
蓮
と
咲
夜
で
い
い
の
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よ

 
蓮
 

合

て
ま
す
よ

 
咲
夜

え

間

て
は
い
な
い
わ

 
ア
リ
ス
は

人
の
名
前
を
確
認
す
る
と

つ

を

り
出
し
て
そ
の
中

を

人
に
見
せ
る

そ
の
中

は
小
さ
く
白
い

わ

わ
と

い
て
い
る
玉
だ

た

 
ア
リ

こ
れ
が

と
い
う
も
の
よ
こ
れ
を
空
に
放
て
ば

 
性

上

は

の

へ
と
向
か
う
か
ら
そ
れ
を

 
利
用
す
れ
ば

ま
れ
た

の
元
へ
と
向
か
う

 
は
ず
よ

 
ア
リ
ス
は
見
せ
る
と
そ
れ
を
魔
理
沙
に

す

 
ア
リ

大

に
使
い
な
さ
い
よ

 
霧
雨

あ

だ

あ
り
が
と
う
な
ア
リ
ス

 
ア
リ

そ
れ
じ

は
帰
る
か
ら
異
変
解
決

張
り

 
な
さ
い
よ

 
ア
リ
ス
は
先
程
と

じ
よ
う
に
後
ろ
を

り
向
い
て
帰
ろ
う
と
す
る
と



 第 話 魔理沙の友達

 
蓮
 

ア
リ
ス
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
蓮
は

を
下

る
と
ア
リ
ス
は
蓮
の
方
に

り
向
い
て

 
ア
リ

ど
う
い
た
し
ま
し
て

 
そ
う
言
い
ア
リ
ス
は
帰

て
い

た

 
霧
雨

さ
て
と
そ
れ
じ

蓮

行
く

 
と

魔
理
沙
が
言
い

に

が
る
と
咲
夜
は

 
咲
夜

も
異
変
解
決
に
つ
い
て
い

て
構
わ
な
い

 
か
し
ら

 
そ
れ
を
聞
い
た
魔
理
沙
と
蓮
の
意
見
は

な

た

 
霧
雨

い
い

人
よ
り

人
だ
し
な

 
蓮
 

咲
夜
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
咲
夜

そ
う
な
ら
行
き
ま
し

う
か

 
そ
う
し
て

人
は
空
を
飛
び
ア
リ
ス
か
ら

た

を
頼
り
に
異
変
の
元
凶
へ
と
向
か
う

そ

の
飛
ん
で
い
く

を
下
か
ら
見
て
い
た
者
が

 

 

あ
れ
は
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だ
が
そ
れ
を

人
は
知
る
よ
し
も
な
か

た

 
怠
惰

さ
て
と
今
回
も
や

て
い
き
ま
し

う
か

 
狗
神
さ
ん

 
狗
神

あ

怠
惰

つ
聞
き
た
い
こ
と
が
出
来
た
ん

 
だ
が
い
い
か

 
怠
惰

な
ん
だ
い

 
狗
神

今
現

で
蓮
の
式
神
は

だ
け
だ
ろ

 
怠
惰

ま

そ
う
だ

 
狗
神

外
で
新
た
な
式
神
は
増
え
る
の
か

 
怠
惰

う

ん
ま

こ
れ
ぐ
ら
い
な
ら
良
い
か
な

 
一

は
も
う
考
え
て
て

人
的
に
は
後

体
は

 
出
そ
う
か
な
と
考
え
て
は
い
る
ん
だ
よ
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狗
神

そ
う
か

メ
メ
タ
イ
か
も
し
れ
な
い
が

定
や
ら

 
そ
の

は
出
来
た
の
か

 
怠
惰

ま

そ
の
内
の

体
は
も
う
考
え
て
て
キ

ラ
の

 
構

や
ら
も

は
し
て
い
る
ん
だ
よ

 
狗
神

そ
う
な
の
か

無

だ
が
ど
ん
な
キ

ラ
だ

 
怠
惰

そ
れ
は
流
石
に
秘

だ

ま

後
々
に
出
る

 
か
ら
そ
れ
ま
で
ど
ん
な
キ

ラ
に
な
る
か
は

 

者
様
方
は
予
想
し
て
み
て
く
だ
さ
い

 
狗
神

ル
は

 
怠
惰

う

ん

ま

あ
ま
り
言
う
の
は
良
く
な
い
け
ど

 

つ
の
ス
マ

ア

リ

の
キ

ラ
を
合
体

 
さ
せ
た
と
だ
け
言

て
お
く
よ

 
狗
神

す
す
ス
マ

 
怠
惰

ま

ス
マ

に
つ
い
て
は
裏
で
教
え
て
あ

る

 

て
事
で
今
回
は
こ
こ
ま
で
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狗
神

強
引
な
気
が
す
る
が
ま

良
い
か

 
怠
惰

そ
れ
で
は

者
様
さ
よ
う
な



 第 話 三姉妹の構想演奏曲

 
第

話
 
三
姉
妹
の
構
想
演
奏
曲

 
こ
ん
に
ち
は

者
様
少
し
気
分
が
良
い
怠
惰
の

 
ク
ソ
悪
魔
で
す

と
ひ
あ
え
ず
は

の
三
姉
妹

 
が
出
る
の
は

名
通
り
で
す

そ
れ
で
は
本
編

 
に
ど
う

 
蓮

魔
理
沙

咲
夜
の

人
は
ア
リ
ス
か
ら

り
受
け
た

を
頼
り
に
飛
ん
で
い
く
と
不
思

議
な

の
前
に
へ
と
た
ど
り
着
い
た

 
蓮
 

は
こ
の
先
に
行
き
ま
し
た

 
霧
雨

て
こ
と
は
こ
の
先
に
元
凶
が
い
る

て
こ
と
か

 
咲
夜

か
来
て
ま
す

 
咲
夜
の
言

を
聞
い
た
蓮
と
魔
理
沙
は
咲
夜
の
向
い
て
い
る
方
向
を
見
る
と
楽

を

た
少

女
達
が
こ
ち
ら
に
や

て
来
て
い
た

楽

を

た
少
女
達
は
蓮
魔
理
沙
咲
夜
の

を
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確
認
す
る
と

人
は
蓮
達
の
数
メ

ト
ル
で

ま
る

 
蓮
 

君
ら
は

 
蓮
は

人
に
つ
い
て
聞
く
と

人
は
そ
れ

れ

え
る

 
少
女

は
ル

サ
・

リ

リ
バ

 
少
女

は
次
女
の
メ
ル
ラ
ン
・

リ

リ
バ

 
少
女

そ
ん
で

子
の
リ
リ
カ
・

リ

リ
バ

 
と

人
は

分
達
の
名
前
を

え
て
く
れ
る

ど
う
や
ら
三
姉
妹
の
よ
う
だ

す
る
と
咲

夜
は

人
に

 
咲
夜

貴
女
達
は
ど
う
し
て
こ
こ
へ

 
咲
夜
の
言

に

人
は
そ
れ

れ

え
た

 
ル

白
玉
桜
の
お
花
見
で

ン
サ

ト
を
す
る
事
に

 
な
り
ま
し
た
の
で

 
メ
ル

そ
れ
で
こ
こ
ま
で
来
た
ん
だ
よ

 
リ
リ

で
も
そ
う
い
う
貴
女
達
は
ど
う
し
て
こ
ん
な

 
所
に
い
る
の
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リ
リ
カ
の
発
言
に
対
し
蓮
は
そ
れ
に
つ
い
て

え
る

 
蓮
 

こ
の
先
に
こ
の
冬
を
⻑
引
か
せ
た
元
凶
が
い
る

 
か
も
し
れ
な
い
だ
か
ら

ら
は
そ
の
異
変
を

 
解
決
し
に
来
た
ん
で
す

 
そ
れ
を
聞
い
た

リ

リ
バ

三
姉
妹
は

 
メ
ル

そ
れ

て

達
に
と

て
侵

者
と
変
わ
ら
な
い

 
わ

ル

サ

散
ら
し
ち

い
ま
し

 
ル

は

メ
ル
ラ
ン
貴
女
ま
た

病
が
発
病
し
た

 
の

 
リ
リ

お
姉
ち

ん
達
や

ち

て

 
と
い
つ
の
間
に
か
後
ろ
に
下
が

て

し
な
が
ら
リ
リ
カ
が

す
る
と
ル

サ
は

 
メ
ル

リ
リ
カ
貴
女
も
や
り
な
さ
い

 
リ
リ

ち

分
か

た
よ

 
と

三
姉
妹
は
や
る
気
満
々

だ

そ
れ
を
見
て
い
た
蓮
は
魔
理
沙

咲
夜
に

 
蓮
 

魔
理
沙

咲
夜
さ
ん

力
し
て
く
れ
る
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霧
雨

い
い

ち

う
ど
３

３
だ
し
な

 
咲
夜

構
い
ま
せ
ん
よ

 
そ
う
言
う
と
魔
理
沙
は
ミ

八

を

り
だ
し
咲
夜
は

も
も
の

ル

か
ら

イ
フ
を

り
出
す

そ
れ
を
見
て
い
た
蓮
も

中
に

負

て
い
る
竹
刀

な
ら
竹
刀
を

り
出
し
て
構

え
る
と
メ
ル
ラ
ン
が
弾
幕
を
出
し
て

撃
を
始
め
る
と

時
に
ル

サ
リ
リ
カ
も
弾
幕
を
放
ち

始
め
た

そ
れ
を
蓮

魔
理
沙

咲
夜
は
見
事
に
回

し
て
い
く

 
ル

さ

け
れ
る
か
し
ら

 
ル

サ
は
四
方
八
方
か
ら
大
玉
を
放
つ
と
大
玉
が
通
過
し
た
と
こ
ろ
か
ら

数
の
小
玉
が
襲
い

か
か
る

 
蓮
 

そ
れ
ぐ
ら
い
な
ら

け
れ
ま
す
よ

 
蓮
は
そ
う

ぶ
と
そ
れ
ら
を
回

し
つ
つ

も
鱗
の
よ
う
な
弾
幕
を
放
つ

 
メ
ル

そ
れ

 
メ
ル
ラ
ン
は
咲
夜
に
向
か

て
鱗
玉
を
放
ち
つ
つ
へ
に

へ
に

し
た
レ

ザ

を
放
つ
と
そ

の
レ

ザ

は

し
て
い
く
た
め
予

し
に
く
い
だ
が
咲
夜
は

 
咲
夜

そ
れ
ぐ
ら
い
な
ら

け
れ
る
わ
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咲
夜
は
そ
う

え
る
と
メ
ル
ラ
ン
の
目
の
前
か
ら

然
と

を

し
た

 
メ
ル

え

 
メ
ル
ラ
ン
が

く
と
そ
の
後
ろ
か
ら

イ
フ
弾
幕
が
襲
い
か
か
る

メ
ル
ラ
ン
は
と

さ
だ

た
が
そ
れ
ら
を
回

す
る

咲
夜
に
は

り

と
も
い
え
る
能
力
時
を

る
程
度
の
能
力
が

あ
る

に
少
し
で
も

間
が
あ
れ
ば

め
て
回

で
き
る
と
い
う
こ
と
だ

 
咲
夜

も
う
少
し

き
合

て
も
ら
え
る
か
し
ら

 
咲
夜
は
更
に

イ
フ
を
投

る
が
そ
れ
を
メ
ル
ラ
ン
は

け
る

だ
が

け
た
の
は
い
い
が
投

た

イ
フ
は

 
リ
リ

う
わ

危
な
い

て
ば

 
ギ
リ
ギ
リ
で
リ
リ
カ
の
目
の
前
を

イ
フ
が
通
り
す
ぎ
て
い

た

だ
が

 
霧
雨

所
見
は
良
く
な
い

 
魔
理
沙
は
お
得
意
の

の
弾
幕
を
放
つ
が
そ
れ
を
リ
リ
カ
は
何
と
か
回

し
た

 
リ
リ

こ
れ
な
ら
ど
う
か
し
ら

 
リ
リ
カ
は
蓮
と

じ
よ
う
に
鱗
の
よ
う
な
弾
幕
を
無
数
に
放
つ
が
と
て
つ
も
な
い
ぐ
ら
い
に

集
し
た
弾
幕
だ

た
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霧
雨

よ

よ

と

 
魔
理
沙
は
ギ
リ
ギ
リ
の

間
を
通

て
何
と
か

け
る
が
物

い
ぐ
ら
い
の

集
だ

た

す

る
と

 
ル

メ
ル
ラ
ン

リ
リ
カ

 
メ
ル

オ

ケ

 
リ
リ

分
か

た

 
ル

サ
の

に
よ

て

人
は
集
合
す
る
と

 
三
姉
妹

騒

 
ラ
イ

ル
タ

ガ
イ
ス
ト

 

人
は
ス

ル
を

え
る
と

の

て
い
る
楽

で
演
奏
を
し
出
す

す
る
と
音

が

現
れ
る
と
そ
れ
は
弾
け
そ
こ
か
ら
無
数
か
つ
大

の
弾
幕
が

人
に
襲
い
か
か
る

 
蓮
 

そ
ん
な
ん
あ
り
で
す
か

 
霧
雨

蓮

こ
こ
は

に

せ
ろ

 
そ
う
言
う
と
魔
理
沙
は
ミ

八

を
構
え
て

 
霧
雨

 
マ
ス
タ

ス
パ

ク

 
そ
の

び
と
共
に
ミ

八

か
ら

の

大
レ

ザ

が

人
の
放
つ
弾
幕
を

滅
さ
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せ
つ
つ
真

ぐ
襲
い
か
か
る

そ
れ
に
は

リ

リ
バ

三
姉
妹
も

バ
イ
と
思

た
の
か

演
奏
を

め
て
す
ぐ
に
退

し
た

 
ル

あ

危
な
か

た

 
メ
ル

す

ご
く

手
だ

 
リ
リ

も
し
く
は
火
力
バ
カ

 
霧
雨

ど
ん
な
も
ん
だ
い

 
魔
理
沙
が
物

い
ぐ
ら
い
に
ド

る
と
そ
れ
を
見
て
い
た
蓮
と
咲
夜
は

 
蓮
 

流
石
は
火
力

の

人

 
咲
夜

い
つ
見
て
も
あ
れ
に
当
た

た
ら
と
思
う
と

 
本
当
に

い
わ

 
と

め
て
い
る
の
か
い
な
い
の
か
分
か
ら
な
そ
ん
な

メ
ン
ト
を

す

す
る
と

病
が
再

発
し
て
る
メ
ル
ラ
ン
は

 
メ
ル

な
ら
こ
れ
は
ど
う

 
メ
ル
ラ
ン
は

と

の
レ

ザ

を
放
ち
つ
つ
弾
幕
を
放
つ
そ
れ
を
魔
理
沙
は
レ

ザ

の
間

に

り
な
お
か
つ
飛
ん
で
く
る
弾
幕
を
回

す
る
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リ
リ

そ
れ
じ

こ
れ
は

 
リ
リ
カ
も
蓮
に
向
か

て

と

の
弾
幕
を
放
つ
が

は

度

し
そ
こ
か
ら
動
き
出
し

は
そ
の
ま
ま
蓮
へ
と
襲
い
か
か
る
た
め

け
る

が

し
い
が

 
蓮
 

そ
こ

次
に
こ
こ

 

活
の

道
で
特
訓
し
た

ど
り
を
上
手
く
活
用
し
な
お
か
つ
予

し
て
弾
幕
を

け
る

そ
し
て
ル

サ
は
咲
夜
に
向
か

て

分
を
中
心
に
弾
幕
を
回
転
さ
せ
な
が
ら
放
つ
そ
れ
は
第

ウ

か
ら
第

ウ

第

ウ

と
ど
ん
ど
ん

け
れ
る

が

ま

て
い
く
が

 
咲
夜

時

 

ラ
イ

ト
ス
ク
ウ

ア

 
咲
夜
は

座
に
ス

ル
を
発
動
し
て

り
の
弾
幕
を

め
四

の
弾
幕
を
放
つ
が
そ
れ
を
リ

リ
カ
は
何
と
か

け
る

 
リ
リ

く

こ
う
な

た
ら

お
姉
ち

ん

 
リ
リ
カ
の

で
ル

サ
と
メ
ル
ラ
ン
が

う
と
先
程
と

じ
よ
う
に
ス

ル
を
放

て
く

る 
三
姉
妹

騒

 
ス
テ

ジ

ン
リ
バ

サ
イ
ド

 
リ
リ
カ
は

り
一
面
に
無
数
の

弾
幕
を
ば
ら
ま
き
ル

サ
と
メ
ル
ラ
ン
は

本
の
レ
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ザ

を
回
転
さ
せ
な
が
ら

無

に
飛
び
回
る

 
蓮
 

こ
こ
は

が
行
き
ま
す

 
蓮
は
ス

ル
カ

ド
を
構
え
更
に
式
神

狗
神

を
構
え
て

 
蓮
 

式

 
狗
神
の
呼

 
蓮
が
ス

ル
を

え
る
と
共
に
白
く

大
な
狗
が
現
れ
る
と
そ
れ
は

リ

リ
バ

三
姉
妹

へ
と

を
大
き
く
開
け
て
襲
い
か
か
る

 
そ
れ
は
先
程
と

じ
よ
う
に
ル

サ
メ
ル
ラ
ン
リ
リ
カ
は

け
る
が
こ
の
ス

ル
の
最
も

ろ
し
い
の
は
狗
神
の
呪
い
を

す
か
の
よ
う
な
追

式
と
い
う
事
を

 
狗
神

ガ

 
リ
リ

ひ

何
で

な
の

 
ど
う
や
ら
狗
神
の

的
と
な

た
の
は
リ
リ
カ
の
よ
う
だ

た

リ
リ
カ
は
全
力
で
逃

る
が

狗
神
は
全

力
で
追
い
か
け
て
く
る

そ
の

は
さ
な
が
ら

り
を
す
る
光
景
だ

 
リ
リ

こ

来
な
い
で

 
す
る
と
不
思
議
な
メ
ロ

が
流
れ
始
め
る

そ
れ
を
聞
い
た
狗
神
は
急
に
大
人
し
く
な
り

暗
い

を
し
出
し
た

そ
の
音
色
は
ル

サ
が
弾
く

イ
オ
リ
ン
の
音
だ

そ
れ
を
見
て
い
た
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蓮
は

 
蓮
 

魔
理
沙

咲
夜
さ
ん

を
塞
い
で

 
魔
理
沙
と
咲
夜
は
言
わ
れ
た
通
り

を
塞
い
だ
た
め
何
と
か
回

し
数

後
に
演
奏
は

ん

だ 
リ
リ

あ

あ
り
が
と
う
お
姉
ち

ん

 
ル

い
い
の
よ
気
に
し
な
く
て

た
だ
こ
れ
は

 
こ
れ
で

い
弾
幕

 
メ
ル

か

こ
い
い
け
ど

 
蓮
 

戻
れ
狗
神

 
蓮
は

を

て
狗
神
を
手
元
に
戻
す

 
リ
リ

よ
く
も
や

た
な

 
そ
う
言
う
と
リ
リ
カ
は
ス

ル
カ

ド
を
構
え
て

 
リ
リ

霊
 

ン
ド
ル
フ

神
奏

 
リ
リ
カ
の
ス

ル
が
発
動
す
る
と
濃

度
の
弾
幕
が

り
一
面
に
散
ら
ば
る

そ
れ
を
蓮
達
は

何
と
か
回

す
る
が
そ
れ
だ
け
で
は
終
わ
ら
な
い
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メ
ル

冥
管
 

ス
ト
ク
リ
フ

ド

 
メ
ル
ラ
ン
の
ス

ル
が
発
動
し

り
を
へ
に

へ
に

し
た
レ

ザ

が
飛
び
回
る

だ
が
そ

の
へ
に

へ
に

し
た
レ

ザ

が
通
り
す
ぎ
た
後
に
は
小

の
弾
幕
が

人
を
襲
い
か
か
る

 
蓮
 

夢

 
夢
炎
の

 
蓮
の
竹
刀
が

く
光
出
す

蓮
は
そ
れ
を
使

て
向
か

て
く
る
小

の
弾
幕
を

り

て
て

回

し
魔
理
沙
は
そ
れ
に
よ

て
出
来
た
間
を
通

て
回

し
咲
夜
に
限

て
は
時
を

め
て
い

る
間
に

け
て
い
る

 
ル

ま
だ
よ

 
今
度
は
ル

サ
が
ス

ル
カ

ド
を
構
え
ス

ル
の
言

を
言

た

 
ル

 
ス

ド
ス
ト
ラ

リ
ウ
ス

 
ル

サ
の
ス

ル
か
ら
先
程
の
音

が
現
れ
る
と
そ
れ
は
や
が
て
弾
け
そ
こ
か
ら
弾
幕
が

人
に
襲
い
か
か
る

先
程
の
リ
リ
カ
メ
ル
ラ
ン
の
ス

ル
も

て
い
る
た
め
対
処
が
し
き
れ

な
く
な

て
き
て
い
る

 
蓮
 

ぐ

 
霧
雨

今
度
は

が

け
て
や
る
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魔
理
沙
は
ス

ル
カ

ド
を
構
え
る
と
そ
れ
を
発
動
し
た

 
霧
雨

 

ン

ク
シ

ン
レ

ザ

 
そ
の
ス

ル
は
魔
理
沙
を
中
心
に

つ
の

い
レ

ザ

が
回
る
た
め
こ
ち
ら
に
向
か

て

く
る
弾
幕
の

ど
は
そ
の
レ

ザ

で

滅
さ
せ
ら
れ
る
た
め
蓮
と
咲
夜
に
も

が
出
来
る

 
咲
夜

幻

 
殺
人
ド

ル

 
咲
夜
の
無
数
の

イ
フ
が
三
姉
妹
に
襲
い
か
か
る
が
三
姉
妹
は
そ
れ
を
回

し

人
は
ト
ラ

イ
ア
グ
ル
の
よ
う
な

に
並
ぶ
と

 
三
姉
妹

大
合

 
霊
車

ン

ル
ト
グ
ロ

ソ
怪

 

人
は
そ
こ
か
ら
回
り
出
す
と

人
の
立

の
中

か
ら

の
弾
幕
を
大

に
出
す
が

更
に

人
を
結
び
つ
け
る
か
の
よ
う
に
レ

ザ

が

人
を
結
び
更
に
レ

ザ

が

び

人

は
回
り
始
め
る

 
蓮
 

魔
理
沙

咲
夜
さ
ん

弾
幕
を

す
だ
け
で

 
構
い
ま
せ
ん
や

て

え
ま
せ
ん
か

 
霧
雨

分
か

た

 
咲
夜

失
敗
は

知
し
ま
せ
ん
よ
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そ
う
言
う
と
ま
ず
咲
夜
が
ス

ル
カ

ド
を

り
出
し
て

 
咲
夜

時

 

ラ
イ

ト
ス
ク
ウ

ア

 
咲
夜
の
ス

ル
カ

ド
が
発
動
し

り
に
散
ら
ば
る
弾
幕
は
一

で

滅
し
咲
夜
か
ら
放
た
れ

た
四

の
弾
幕
を
三
姉
妹
は

け
続
け
て
弾
幕
を
出
そ
う
と
し
た

間
だ

た

 
霧
雨

つ
か
ま
れ
蓮

 
蓮
は
魔
理
沙
の

に

ま
り
魔
理
沙
は
弾
幕
が

開
さ
れ
る
前
に
三
姉
妹
へ
と
急

近
し
て

 
霧
雨

い

け

蓮

 
蓮
を
三
姉
妹
へ
と
投

飛
ば
す

飛
ば
さ
れ
た
蓮
は
竹
刀
を
構
え
三
姉
妹
の
元
へ
急

近
し

て 
蓮
 

手

 
リ
リ

イ
タ

 

ん

 
蓮
 

 
メ
ル

あ
ぐ

 

ン
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蓮
 

面

 
ル

ヒ

 

ン

 

リ

リ
バ

三
姉
妹
は
蓮
の
竹
刀
を
受
け
て

を

ロ
に
さ
れ
て
し
ま

た
た
め
こ
の

戦
い
は
蓮

魔
理
沙

咲
夜
が

利
し
た
の
だ

た

そ
し
て

人
は
地
上
へ
と
落
ち
て
い

た 
蓮
 

終
わ

た

 
霧
雨

に
し
て
も

奴
ら

上
手
い
な

 
咲
夜

流
石
は
姉
妹
愛
か
し
ら

 

人
は

き
少
し

る
と
た
だ
こ
れ
し
か
思
え
な
か

た

 

人
後

ク
ソ
悪
い
な

 
だ
が
冬
の
よ
う
な

さ
の
風
が

人
を
襲
う
と

 
蓮
 

行
き
ま
し

う
か

 
霧
雨

だ
な

 
咲
夜

そ
う
し
ま
し

う
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そ
う
し
て

人
は
気
に
す
る
の
を

め
て
上
空
に

が
る

へ
と

て
い
く
の
だ

た

 
一
方
霊
夢
は

 
霊
夢

冬
は

で
ぬ
く
ぬ
く

 
だ
ら

と
し
な
が
ら

に
突

し
て

て
し
ま
う

だ
が
霊
夢
は
真

白
な
世
界
に
い
つ

の
間
に
か
い
た

 
霊
夢

え

は

 
霊
夢
は
突
然
の
事
過
ぎ
て
立
ち
上
が
り

り
を
見

す
が
た
だ
無
情
と
言

て
も
い
い
ぐ
ら
い

に
真

白
な
世
界
だ

た

 
す
る
と
霊
夢
に
向
か

て
女
性
が
歩
い
て
く
る

そ
れ
を
霊
夢
は
確
認
す
る
と

 
霊
夢

貴
女
は

か
し
ら

 
女
性

博
麗
霊
夢

今
す
ぐ
冥
界
へ
と
行
き
な
さ
い

 
霊
夢

何
で
あ
ん
た
何
か
に

図
さ
れ
な
き

な
ら
な
い

 
の
よ

 
と
霊
夢
が
反

を
す
る
と
女
性
は
霊
夢
の

に
人

し

を

く

す
る
と
先
程
ま
で
真

白
な
光
景
が
突
然
薄
暗
い
光
景
と
な
り
霊
夢
の
後
ろ
に
は

大
な
桜
が
満
開
に
咲
き

て
い
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た 
霊
夢

こ
れ

て

嘘

 
霊
夢
は
桜
を
見
て
前
を

り
向
く
と
い
つ
の
間
に
か
女
性
は
居
な
く
な

て
い
た
が
変
わ
り
の

人
物
達
が
映

て
い
た

 
霊
夢

蓮

魔
理
沙

そ
れ
に
咲
夜

 
だ
が
そ
の

人
は
突
然
倒
れ

人
が
倒
れ
た
地
面
に
は
真

な

が
出
来
上
が

た

 
蓮
 

う
そ

で
し

 
霊
夢
の

は

白
く
な
り
あ
ま
り
の
生
々
し
い
光
景
に
立

て
い
ら
れ
な
く
な

た

す
る
と

後
の
桜
は
奇

な
悲
鳴
を
上

た

 
桜
 

ギ

 
そ
の
悲
鳴
と
共
に
桜
の

が
霊
夢
目

け
て
襲
い
か
か

て
く
る

 
霊
夢

な

 
霊
夢
は
目
を

て

構
え
る
が
痛
み
ど
こ
ろ
か
何
も
感
じ
な
か

た

霊
夢
は
ま
ぶ
た
を

ゆ

く
り
と
開
く
と
先
程
の
白
い
世
界
へ
と
戻

て
お
り
霊
夢
の
目
の
前
に
は
先
程
の
女
性
が

立

て
い
た
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女
性

こ
れ
は
起
こ
り
う
る

つ
の
未
来

じ
る

 

じ
な
い
は
貴
女
次
第
で
す

 
霊
夢

こ
ん
な
の
幻
覚
よ

 
女
性

言

た

で
す
こ
れ
は
最
悪
の
未
来
の

つ
だ
と

 
そ
う

え
る
と
霊
夢
の

界
は
白
く

や
け

 
霊
夢

は

は

は

今
の
は

 
霊
夢
は
ガ
ラ
ス

子
に
映
る
銀
世
界
を
た
だ

て

き
見
る
の
だ

た

 
怠
惰

そ
ん
じ

後
書
き
や

て
来
ま
し

う
か

 
狗
神

 
怠
惰

え

と

狗
神

 
狗
神

だ

死
の
う

 
怠
惰

は
い
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狗
神

食
う
の
も
め
ん
ど
い

る
こ
と
す
ら
め
ん
ど
い

 
怠
惰

そ
れ

て
普
通
だ
と
怠
惰
を

る

の

 
だ
よ

 
狗
神

は

後
書
き
も
め
ん
ど
く
さ
い

や
る
気
が

 
な
い

る
の
も
め
ん
ど
い

 
怠
惰

ま
さ
か

ル

サ
の
バ
イ
オ
リ
ン
の
せ
い

 
狗
神

ル
い
や
る
気
が

 
怠
惰

え

え
と

ン

今
回
は
狗
神
が
こ
ん
な

 
感
じ
な
の
で
こ
こ
ま
で

 
狗
神

を
着
る
の
も
め
ん
ど
い

呼
ば
れ
て
行
く
の
は

 
も

と
め
ん
ど
く
さ
い

 
怠
惰

て
な
わ
け
で

者
様
サ
ラ

バ
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第

話
 
 
現
世
の
侍
と
冥
界
の
侍

 
こ
ん
ば
ん
わ

者
様
ド
ラ
ク

を

い
た
い
と
い
う
野
望
を

い
て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ

悪
魔
で
す

え

ド
ラ
ク

は
ど
う
し
た
か

て

て
ま
せ
ん
お

的
な

事
情
や
ら
が
あ

た
た
め

 
ま

こ
ん
な
話
も
あ
れ
で
す
の
で
今
回
は

度
の
よ
う
に

名
ど
お
り
で
す

そ
れ
で
は
本
編

へ
ど
う

 
蓮
魔
理
沙
咲
夜
は

リ

リ
バ

三
姉
妹
を
撃
退
し
上
空
へ
と

が
る

へ
と

る
と

り
一
面
は
薄
暗
い
場
所
で
石

が
⻑
く
続
く
場
所
へ
と
た
ど
り
着
く

 
霧
雨

何
だ

こ
こ

 
咲
夜

確
か
さ

き
の
三
姉
妹
が
言

て
た
わ

 
蓮
 

冥
界

 
蓮
達
は

を
歩
か
ず
に
飛
ん
で
そ
の
先
へ
と
向
か
う

そ
う
し
て
登

て
行
く
と
蓮
達
は
あ
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る
こ
と
に
気
が
つ
い
た

 
咲
夜

こ
の
冥
界
に
桜
が
咲
い
て
る

て
事
は
ど
う
や
ら

 
当
た
り
の
よ
う

 
蓮
 

に
し
て
も
何
で
ま
た

な
ん
て

 
霧
雨

と
り
あ
え
ず
は
異
変
の
元
凶
を
倒
さ
な
い
と
な

 
会
話
を
し
な
が
ら
進
ん
で
い
く
と
石
の

の
最
終
地

が
見
え
て
く
る

蓮
達
は

の
道

を
通
り
す
ぎ
石
の
道
へ
と
降
り
る

 
蓮
 

⻑
い

だ

た
な

 
霧
雨

や

と
こ
さ
で
こ
こ
ま
で
だ
か
ら
な

 
咲
夜

人
共

気
を

け
な
さ
い

 
咲
夜
に
そ
う
言
わ
れ
た
蓮
と
魔
理
沙
は
咲
夜
の
方
を
向
く
と

人
の
少
女
が
こ
ち
ら
に
歩
い

て
き
た

だ
が
そ
の
少
女
は
あ
り
得
な
い
物
を

中
に

本

負

て
お
り
な
お
か
つ
何
か
白

く
大
き
い
も
の
が
少
女
の

り
を

遊
し
て
い
た

そ
の

り
得
な
い
物
と
は

 
蓮
 

に

日
本
刀

 
そ
う
現
代
日
本
で
は
特
別
な
許
可

が
な
い
限
り

つ
こ
と
を
許
さ
れ
な
い
日
本
刀
だ

な
お
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許
可

が
な
い
と

刀
法

反
と
な
る

そ
し
て
魔
理
沙
は
そ
の
少
女
の

後
で

遊
し
て
い
る

白
い
物
を
見
て

問
に
思

た

 
霧
雨

何
だ
あ
の
白
い
の

 
す
る
と
歩
い
て
き
た
少
女
は
蓮
達
に

 
少
女

楽
曲

が
来
る
の
が
遅
い
か
ら
様
子
を
見
に

 
来
て
み
れ
ば
貴
方
達
は

で
す
か

 
ど
う
や
ら
先
程
撃
退
し
た

リ

リ
バ

三
姉
妹
の

着
が
遅
か

た
た
め
か
様
子
を
見
に

来
た
と
こ
ろ
に
こ
こ
ま
で

り
着
い
た
蓮
達
と

合
わ
せ
し
て
し
ま

た
よ
う
だ

蓮
達
は
仕

方
な
く

紹
介
を
始
め
た

 
咲
夜

十
六
夜
咲
夜
と

し
ま
す

 
霧
雨

普
通
の
魔
法
使
い
霧
雨
魔
理
沙
だ

 
蓮
 

 
蓮

 

人
は
名
前
を

え
る
と
目
の
前
の
日
本
刀
を

本

え
た
少
女
も
名
前
を

え
た

 
少
女

は

妖
夢
こ
こ
冥
界
の
庭

を
し
て
い
る

 
者
で
あ
り
⻄
行
寺
幽
々
子
様
の
従
者
で
す
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そ
れ
で
何
し
に
こ
こ
へ

 
次
に
妖
夢
は
何
し
に
来
た
の
か
と
聞
く
と
魔
理
沙
が

え
た

 
霧
雨

お
前
ら
だ
ろ
下
界
の

を

た
犯
人
は

 
そ
れ
を
聞
い
た
妖
夢
は
た
め

混
じ
り
に

 
妖
夢

ま

そ
う
で
す

確
か
に

が

を

い
こ
う

 
し
て
冥
界
で
桜
が
満
開
に
な

て
は
い
ま
す

 
咲
夜

な
ら
貴
女
が
黒
幕
か
し
ら

 
蓮
 

い
え
咲
夜
さ
ん

ら
く
妖
夢
さ
ん
の

人
が

 
元
凶
で
し

う

 
蓮
の
言

を
聞
い
た
妖
夢
は
蓮
を
見
つ
め
る
と

 
妖
夢

蓮
さ
ん
で
す
よ

 
蓮
 

当

て
ま
す
よ

そ
れ
で

 
妖
夢

後
に

負

て
る

の
中

は
刀
で
す
か

 
妖
夢
に
刀
か
と
聞
か
れ
た
蓮
は

か
ら

分
の
愛
刀
と
も
い
え
る
竹
刀
を

り
出
し
て
見
せ

る
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蓮
 

の
は
妖
夢
さ
ん
の

て
い
る
刀
と
は

て

 
普
通
の
竹
刀
で
す
よ

 
妖
夢

そ
う
で
す
か

因
に

術
の

前
は

 
蓮
 

一

は
三

で
す

 
そ
れ
を
聞
い
た

夢
は
蓮
を
ま
じ
ま
じ
と
見
な
が
ら

 
妖
夢

年

は

十
六
ぐ
ら
い
で
す
よ

 
蓮
 

え

と
そ
う
で
す

 
な
お
高
三
年
間
で
最
大
で
も
三
し
か
れ
な
い
と
い
う
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う

そ
れ

上
い
く
な
ら
更
に
修
行
を
積
ん
で
そ
の

年
後
に
ま
た
四

を
受
け
れ
る
た
め
現
状
で

蓮
は
三

ま
で
が
限
界
な
の
だ

 
妖
夢

そ
の
年

で
三

と
は

出
来
ま
す

 
蓮
 

い
や
そ
れ

ど
で
も
な
い
で
す
よ

そ
う
い
う

 
妖
夢
さ
ん
こ
そ

本
あ
る

て
こ
と
は
ま
さ
か

 
の
二
刀
流
で
す
か

 
妖
夢

は
い
二
刀
流
も

え
ま
す
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こ
の
時

蓮
は
思

た

 
蓮
 
確
実
に

よ
り
上
だ

 

道
を
す
る
し
な
い
人
で
も
分
か
る
と
お
り
二
刀
流
と
は
と
て
も

い
が

し
い

も
し
使

う
と
な
る
と
相
当
な

の

が

に
な
る

し
か
も
妖
夢
に
限

て
は

分
の

の

よ
り

も
⻑
い
刀
と

の

度
の
刀
を
所

し
て
い
る
事
か
ら
バ
ラ
ン
ス
も
悪
く

う
の
が
よ
り

し
く
な
る

か
の

名
な

本
武

で
す
ら
も

の

の

よ
り

い
刀
だ

た
と
い
う
の
に

だ

だ
が
そ
れ
と

時
に
蓮
は

 
蓮
 
す
ご
く

ク

ク
す
る

 
久
々
の
刀
と
刀
に
よ
る
試
合
が
出
来
る
と
楽
し
み
に
思

た

 
蓮
 

魔
理
沙

咲
夜
さ
ん

人
は
先
に
行

て
い
て

 
下
さ
い

 
霧
雨

お
前

奴
と
や
る
気
か

 
咲
夜

分
か

た
わ
魔
理
沙
行
き
ま
し

う

 
霧
雨

ま

ま

蓮
が
そ
れ
で
い
い
な
ら

 
と

言

て
妖
夢
の
先
へ
と
行
こ
う
と
す
る
と

夢
は
道
を
開
け
た
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妖
夢

ど
う

お
通
り
く
だ
さ
い

 
咲
夜

あ
ら

普
通
な
ら
通
さ
な
い

て
い
う
の
が

 
当
た
り
前
だ
と
思

た
ん
だ
け
ど

 
妖
夢

え

何
時
も
な
ら

で
す
が
今
は
目
の
前
に
い
る

 
蓮
さ
ん
と
一

討
ち
が
し
た
い
の
で

 
ど
う
や
ら
妖
夢
も
や
る
気
満
々
な
の
か
二
刀
の
内
の
⻑
い
刀
を

い
て

手
に

つ

 
咲
夜

良
く
分
か
ら
な
い
け
ど
侍

的
な
物
だ
と
思

て

 
お
く
わ

 
霧
雨

蓮

負
け
る
な
よ

 
そ
う
言
い
魔
理
沙
と
咲
夜
は
先
へ
と
進
ん
で
い

た

 
蓮
 

さ
て
と

妖
夢
さ
ん
お
相
手
お
願
い
し
ま
す

 
妖
夢

こ
ち
ら
こ
そ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

 

人
は

い
に

を
下

て

を
す
る

だ
が
お

い
に
目
を
そ
ら
し
て
は
い
な
い

い

だ

そ
し
て

を
終
え
る
と
蓮
は
竹
刀
を
妖
夢
は

の
手
に

て
い
る
刀
を
構
え
て

 
蓮
 

い
ざ

常
に
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妖
夢

負

 
ガ
キ
ン

 
蓮
は
竹
刀
に
霊
力
を
ま
と
わ
せ
竹
刀
の
刀

を
強
化
し
て
妖
夢
の
刀
を
竹
刀
で
受
け

め
る

だ
が

者
様

れ
て
は
な
ら
な
い
こ
れ
は

道
の
試
合
で
も
刀
と
刀
の
真

負
で
も
な
い

こ
れ
は
弾
幕
ご

こ
と
い
う
こ
と
を
だ

 
キ
ン

 
蓮
と
妖
夢
は
刀
の
ぶ
つ
か
り
合
い
を

め
て
後
ろ
へ
と
後
退
し
て
今
度
は
お

い
に
弾
幕
を

撃
ち
始
め
た

こ
れ
が
本
当
の

道
と
弾
幕
の

合
し
た

道
弾
幕
と
い
う
新
た
な

技
な
の
か

も
し
れ
な
い

 
妖
夢

す

 
ス
パ
ン

ト
ン

 
妖
夢
の
一

り
を
蓮
は
回

す
る
と
後
に
あ

た

が

ら
れ
て
上
の

分
が

り
落
ち
地

面
へ
と
落
ち
る

こ
の
事
か
ら
相
当
な

れ

だ
と

で
き
る

 
蓮
 

こ
れ
は
ど
う
で
す
か

 
蓮
は

し
竹
刀
を
何
回
も

り
の

様
で

て
無
数
の
斬
劇
波
を
妖
夢
に
向
か

て
放



 第 話  現世の侍と冥界の侍

つ
が
妖
夢
は
そ
れ
を
な
ん
な
く
回

す
る

だ
が

し
い
石

は
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な

た

 
妖
夢

や
り
ま
す

 
そ
う
言
う
と
妖
夢
は

中
に

負

て
い
る
も
う
一
本
の
刀
を

て
二
刀
流
に
な
る
と

 
妖
夢

王

 

⻤
十
王
の
報
い

 
妖
夢
は
ス

ル
を

え
る
と
蓮
へ
と
勢
い
を
つ
け
て
急
襲
を
仕

け
る
が
蓮
は
そ
れ
を
回

し

た
が
妖
夢
が
通

た
後
か
ら
無
数
の
弾
幕
が
飛
び

た

 
蓮
 

う

 
蓮
は

く
が
そ
れ
を
回

し
よ
う
と
体
を
動
か
す
が
突
然
弾
幕
す
べ
て
が
急

し
た

 
蓮
 

お

と
と

次
は

 
蓮
は
何
と
か
妖
夢
の
ス

ル
を
回

す
る
が
回

し
た
所
に

夢
の

本
の
刀
が
襲
い
か
か

る
が
蓮
は
そ
れ
を
竹
刀
で
受
け

め
る

 
ガ
キ
ン

 
妖
夢

流
石
は
三

で
す

 
蓮
 

道
が

き
な
だ
け
で
す
よ

 
妖
夢

そ
う
で
す
か
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キ
ン

 
妖
夢
は
蓮
を
刀
で
弾
き
飛
ば
す
と

時
に
先
程
と
と

じ
よ
う
に
刀
を
構
え
て

 
妖
夢

獄
神

 
業
風
神

斬

 
妖
夢
は
地
面
を

て
空
へ
と
飛
ぶ
と

数
の
大
弾
幕
を
蓮
に
向
か

て
放
つ

蓮
も
地
面
を

て
大
弾
幕
を

け
て
妖
夢
へ
と
斬
り
か
か
る
が

突
然
大
弾
幕
が

ま
り
大
弾
幕
は
無

数
の
弾
幕
へ
と
変
わ
る

 
蓮
 

な

そ
れ
な
ら
全
て
斬
る

 
ス
パ
ン

ス
パ
ン

ス
パ
ン

 
妖
夢

後
ろ
が

か
で
す
よ

 
妖
夢
は
弾
幕
を
斬

て
い
る
蓮
の
後
ろ
へ
と
回
り
込
ん
で
手
に

つ
二
刀
で
蓮
へ
と
再
び
斬
り

か
か
る
が
蓮
は
そ
れ
に

に
気
づ
き

 
ス
ン

 

夢
急
降
下
し
た

 
実

は
飛
ぶ
の
を

め
て
下
へ
と
落
ち
て
い

た
だ
け
だ
が
そ
れ
で
も
妖
夢
の

撃
を
回

し

た
事
に
は
変
わ
り
は
な
い

そ
し
て
急
降
下
し
た
蓮
は
も
う
一
度
上
空
へ
と
飛
ん
で
妖
夢
へ
と
斬
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り
か
か

た

 
キ
ン

 
妖
夢

ぐ

 
だ
が

夢
は
気
づ
い
た
蓮
の

手
に
は

が

備
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

 
蓮
 

式

 
狗
神
の
呼

 
蓮
の
言

と
共
に
狗
神
と
書
か
れ
た

か
ら

大
で
な
お
か
つ
凶

な

が
襲
い
か
か
る

妖
夢
は
す
ぐ
に
蓮
を
弾
き
飛
ば
し
襲
い
か
か
る
狗
神
か
ら
逃

つ
つ
弾
幕
を
放
つ
が
狗
神
は
そ
ん

な
弾
幕
を

滅
さ
せ
な
が
ら
そ
の
大
き
な

を
開
い
て
妖
夢
へ
と
襲
い
か
か

て
く
る

 
妖
夢

何
で
す
か

そ
の
ス

ル
は

 
蓮
 

覚

 
妖
夢

い
つ
の
間
に

 
妖
夢
の
逃

る
目
の
前
に
は
蓮
が
い
た

ど
う
や
ら
先
程
の
妖
夢
と

じ
よ
う
に
回
り
込
ん
だ

の
だ
ろ
う

す
る
と
蓮
は
逃

て
く
る
妖
夢
に
向
か

て
竹
刀
で
斬
り
か
か

て
い
く

 
妖
夢

な
ら
ば

方
も

 
妖
夢
は
二
刀
流
で
蓮
へ
と
斬
り
か
か

て
い
く
が
蓮
は
妖
夢
へ
と
竹
刀
を
当
て
る

間
先
程
と
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じ
よ
う
に
妖
夢
の
目
の
前
か
ら
急
降
下
し

界
か
ら

え
る

 
妖
夢

な

 
だ
が
妖
夢
は
蓮
と
の
戦
い
に
夢
中
に
な
り
す
ぎ
た

に
後
ろ
の
獣
を

狗
神
の

を

れ

て
し
ま

て
い
た

 
狗
神

ガ

 
妖
夢

し
ま

 

ン

 
妖
夢
は

弾
し
た
が
狗
神
の

み
つ
き
を
食
ら
う
こ
と
は
な
か

た
た
め

は
お

て
は
い

な
か

た
が
狗
神
の
で
か
い
図
体
で
体
当
た
り
さ
れ
て
近
く
に
咲
い
て
い
る

へ
と
吹

飛
ぶ

の

へ
と
ぶ
つ
か

た

 
妖
夢

う
ぐ

く

が
負
け
る
と
は

 
や
は
り

は
ま
だ
未

 
妖
夢
は

の

さ
に

や
ん
で
い
る
と
蓮
は
妖
夢
の
元
へ
と
近
づ
き
手
を
さ
し
の
べ
る

 
蓮
 

妖
夢
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
妖
夢

で
す
が
こ
ん
な
の
も
悪
く
は
あ
り
ま
せ
ん
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そ
う
し
て
妖
夢
は
蓮
に
手
を
貸
し
て
も
ら

て
そ
こ
か
ら
起
き
上
が
る

 
蓮
 

そ
れ
じ

妖
夢
さ
ん

は

利
し
た
ん
で
妖
夢

 
さ
ん
の

の
元
へ

 
蓮
が
言
い

け
た
そ
の
時
だ

た

そ
の
先
の
方
で
無
数
の
弾
幕
が
飛
び

て
い
た

 
蓮
 

あ
れ
は
魔
理
沙
達
の

 
妖
夢

蓮
さ
ん

も
つ
い
て
い
き
ま
す
幽
々
子
様
の

 
弾
幕
ご

こ

も
見
た
い
の
で

 
蓮
 

な
ら
行
き
ま
し

う
か

 
そ
う
し
て
蓮
と
妖
夢
は
こ
の
異
変
の
元
凶
の
元
へ
と
進
む
の
だ

た

だ
が
こ
の
時
は
知
る
よ

し
も
な
か

た

 

 

ギ

 
封
印
さ
れ
し
凶
悪
が
目
覚
め
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を

 
怠
惰

さ

て
や

て
来
ま
す
か
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狗
神

あ

前
回
は

い
目
に
あ

た

 
怠
惰

あ

で

ど
う
だ

た

 
狗
神

大

だ
問

な
い

 
怠
惰

な
ら
問

な
か
い
か
な

 
狗
神

そ
う
い
え
ば
最
後
の

は
何
だ

 
怠
惰

あ
れ
は

う
ん
ま

大

の

者
様
は
知

 
て
い
る

だ
か
ら
あ
え
て
言
わ
な
い
で
お
く

 
狗
神

お
い
お
い

 
怠
惰

言
う
こ
と
も
な
い
か
ら
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

こ
い
つ
は

 
怠
惰

で
は

者
様

 
狗
神

は

い
て

ろ
よ

 
怠
惰

優
し
い
な
お
い
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第

話
 
禁
忌
な
る
妖
怪
 
⻄
行
妖

 
こ
ん
に
ち
は

者
様
こ
こ
最
近

ス
ラ
ン

に

 
な

て
き
て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

 
久
々
の
ス
ラ
ン

で
す

が
回
り
ま
せ
ん

 
そ
れ
は
さ
て
お
き
本
編
へ
ど
う

と
言
い
た
い

 
の
で
す
が
タ
グ
に
書
い
て
あ
る
通
り
東
方
未

レ
イ

 
で
す

解

的
な
事
が
あ
り
ま
す
ご
了

を
下
さ
い

 
そ
れ
で
本
編
へ
ど
う

 
戦
い
終
わ

た
蓮
と

夢
は
す
ぐ
に
妖
夢
の

人
で
あ
り
こ
の
異
変
の
元
凶
で
あ
る
⻄
行
寺

幽
々
子
の
元
へ
と
向
か
う
と

 
霧
雨

何
と
か

た

 
咲
夜
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幽
 

の
負
け

 
と

和
や
か
な

気
だ

た

魔
理
沙
と
咲
夜
そ
し
て
も
う

人
は

ら
く
妖
夢
の

だ

ろ
う
か
そ
の

人
は
地
上
へ
と
お
り
る

 
妖
夢

幽
々
子
様

し

ご
ざ
い
ま
せ
ん

 
妖
夢
は
幽
々
子
の
元
ま
で
行
き

を
つ
い
て

る
と
幽
々
子
は

笑
み
な
が
ら

 
幽
 

気
に
し
な
い
の

 
蓮
 

魔
理
沙

咲
夜
さ
ん

た
ん
で
す
よ

 
霧
雨

あ

何
と
か

て
た

 
咲
夜

中
々

が
折
れ
ま
し
た
が

 
と

人
は
感
想
を

べ
る
と
蓮
は
幽
々
子
の
元
へ
と
近
づ
き

 
蓮
 

え

と
幽
々
子
さ
ん
で
す
よ

 
幽
 

え

貴
方
は

 
幽
々
子
に

と
聞
か
れ
た
蓮
は

の
名
を

え
る

 
蓮
 

蓮
と
い
い
ま
す

そ
れ
で

を

 
地
上
に
返
し
て
く
れ
る
ん
で
す
よ
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幽
 

え

負
け
て
し
ま

た
か
ら
き

ち
り
と
返

 
す
わ

 
そ
れ
を
聞
い
た
蓮
達
は

と
し
た

よ
う
や
く

か
い

を

え
ら
れ
る
と

 
幽
 

そ
れ
じ

返
さ
な

 
と
幽
々
子
は
言
い
か
け
る
と
急
に

て
し
ま
う

蓮
達
は
不

に
思
い
幽
々
子
の

を

く
と
先
程
と
は
う

て
変
わ

て
目
は

ろ
と
な

て
い
た

 
蓮
 

幽
々
子
さ
ん

 
妖
夢

幽
々
子
様

 
霧
雨

お
い
ど
う
し
た
ん
だ

 
咲
夜

様
子
が
お
か
し
い

 
突
然

幽
々
子
は
後
ろ
へ
と

り
向
い
て
ゆ
ら
ゆ
ら
と
目
の
前
に
は
映
る

大
な
桜
へ
と
向

か

て
行
く

 
蓮
 

幽
々
子
さ
ん

 
幽
 

 
幽
々
子
は

大
な
桜
の

へ
と
行
く
と
そ
こ
に
は

本
の
刀
が
刺
し
て
あ

た
が
幽
々
子
は
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そ
の
刀
の

を

り

大
な
桜
か
ら
引
き

い
た

そ
し
て
幽
々
子
は
そ
の
場
に
倒
れ
た

 
蓮
 

い

た
い
何
が

 
蓮
が
そ
う
言

た
時
だ

た

突
然
そ
れ
は
な
り

く

 

 

ギ

 
そ
れ
は

い
ぐ
ら
い
の
か
な

り

そ
れ
で
い
て
聞
く
者
に

を
説
く
か
の
よ
う
な
大
絶

の

び

そ
れ
に
は
そ
の
場
に
い
る
全
員
は

を
塞
い
だ

 
蓮
 

う

う
る
さ
い

 
霧
雨

何
だ
よ
こ
れ

 
咲
夜

う

う

 
妖
夢

ゆ

幽
々
子
様

 
そ
う
し
て

的

び
が
終
わ
る
と
目
の
前
の

大
な

に
変
化
が
訪
れ
る

そ
れ
は

と
い

う

に

が

き
そ
れ
は
み
る
み
る
と

⻑
し
て
い
き
桜
の
花
を
咲
か
す
が
先
程
幽
々
子
が

い
た
刀
の

に
は
不
気

な

が
現
れ
る

 
蓮
 

妖
夢
さ
ん
あ
れ
は
い

た
い
何
で
す
か

 
蓮
は
こ
の
桜
に
つ
い
て

し
い
で
あ
ろ
う
妖
夢
に
聞
く
と

夢
は
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妖
夢

あ
れ
は
⻄
行
妖

幽
々
子
様
は
あ
の

の
下
に

 

る
何
か
を

り
起
こ
そ
う
と
し
て
い
ま
し
た
が

 
高
度
な
術
式
が
複

に
組
み
込
ま
れ
て
お
り
封
印

 
を
解
く
事
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た

 
霧
雨

そ
れ
と
こ
れ
と
ど
ん
な
関
係
が
あ
る
ん
だ
よ

 
妖
夢

だ
か
ら
こ
そ
幽
々
子
さ
ま
の

で

は

を

 

て
き
た
ん
で
す
あ
の
桜
が
満
開
に
な
れ
ば

 
封
印
が
解
け
地
中
に

る
も
の
を
見
つ
け
ら
れ
る

 
と

 
咲
夜

そ
の
結

が
ご

の

さ
ま

て
こ
と

 
妖
夢

ま
さ
か

⻄
行
妖
が
あ
ん
な
化
け
物
だ

た
な
ん

 
て
幽
々
子
様
や

も
思
わ
な
か

た
ん
で
す

 
蓮
 

今
は
後
だ

今
は
あ

ち
に
集
中

 
そ
う
言
う
と
蓮

魔
理
沙

咲
夜

夢
は
そ
れ

れ
竹
刀

ミ

八

イ
フ

二
刀
を

構
え
る

そ
し
て
目
の
前
に
は
映
る

大
な
桜
⻄
行
妖
は

の

を
ま
る
で

手
の
よ
う
に
し
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て
蓮
達
に
む
け
る

 
蓮
 

来
る
よ

 
そ
の
一
言
と
共
に
⻄
行
妖
の

に
よ
る

ぎ

い
が
襲
い
か
か
る
が

人
は
飛
ん
で

座
に

回

す
る
と
咲
夜
は
ス

ル
カ

ド
を
構
え
て

 
咲
夜

幻

 
殺
人
ド

ル

 
咲
夜
は
無
数
の

イ
フ
を
奇
術
の
よ
う
に

り
⻄
行
妖
へ
と

イ
フ
を
投

す
る
が
⻄
行
妖
は

先
程

ぎ

い
に
使

た

で

イ
フ
を
弾
き
飛
ば
す

 
咲
夜
弾
か
れ
た

 
す
る
と
今
度
は
魔
理
沙
が
ミ

八

を
構
え
て

 
霧
雨

 
マ
ス
タ

ス
パ

ク

 
魔
理
沙
の
マ
ス
タ

ス
パ

ク
が
⻄
行
妖
へ
と
向
か

て
い
く
と
⻄
行
妖
は
地
中
か
ら

の

を
出
し
て
そ
れ
を

つ
に
集
束
さ
せ
て

を

り
あ

て
マ
ス
タ

ス
パ

ク
を
ガ

ド
す

る

火
力

し
て
い
る
マ
ス
タ

ス
パ

ク
を
い
と
も

に

が
れ
魔
理
沙
は

い
た

 
霧
雨

嘘
だ
ろ

 
だ
が
⻄
行
妖
は
何
も
し
て
こ
な
い
と
思

た
ら

を
使

て
倒
れ
て
い
る
幽
々
子
を

む
と
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の

手
で

束
し

ち
上

る

 
妖
夢

幽
々
子
様

 

束
さ
れ
た
幽
々
子
か
ら
光
が
発
せ
ら
れ
そ
の
光
は
⻄
行
妖
を
伝

て
⻄
行
妖
へ
と

て

い
く

ど
う
や
ら
幽
々
子
の
妖
力
を
吸
い
上

て
い
る
よ
う
だ

こ
れ
に
は
従
者
で
あ
る
妖
夢
も

て
は
い
な
い

 
妖
夢

幽
々
子
様
を

せ

 
妖
夢
は

手
に

つ
二
刀
で

束
さ
れ
て
い
る
幽
々
子
へ
と

け
出
す
が
⻄
行
妖
は
た
だ
そ
れ

を

て
見
る

ど

く
は
な
い

⻄
行
妖
は
先
程
の
マ
ス
タ

ス
パ

ク
を

ぐ
の
に
使

た

を
地
中
か
ら
突
き
出
し
て

夢
に

撃
す
る
が
妖
夢
は
そ
れ
を
回

し
⻄
行
妖
へ
と
向
か
う

そ
し
て
妖
夢
は

し
て
幽
々
子
を

束
し
て
い
る

を
斬
ろ
う
と
す
る
と

 
⻄
妖

ギ

 
妖
夢

う

う
わ

 
⻄
行
妖
は

に
あ
る

か
ら
先
程
の
大
絶

を

ぶ

し
空
中
に
い
る

夢
は
近

で

そ
れ
を
聞
い
て
し
ま
う
が
そ
れ
よ
り
も
そ
の

び
の

撃
波
で

夢
は
幽
々
子
を

束
す
る

を

斬
る
前
に
吹

飛
ば
さ
れ
る
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蓮
 

妖
夢
さ
ん

 
妖
夢

だ

大

で
す

ま
だ
や
れ
ま
す

 
妖
夢
は
立
ち
上
が
り
刀
を
再
度
構
え
る

だ
が
空
中
で
も
激
戦
と
な

て
い
た

 
霧
雨

こ
の
や
ろ
う

 
魔
理
沙
は
⻄
行
妖
の

び
る

に
追
い
か
け
ら
れ
て
い
た

魔
理
沙
は
逃

つ
つ
弾
幕
を
当
て

て
は
い
る
が
そ
ん
な
の
お
構
い
な
し
に

は

ま
る
こ
と
は
な
い

そ
れ
は
咲
夜
も

じ
だ

 
咲
夜

く

 
咲
夜
は
当
た
る

前
で
時
を

め
て
回

す
る
が

 
咲
夜

は

は

 
時
を

め
る
と
い
う
行

は
体
力
を

す
る

に
何
時
ま
で
時
を

め
ら
れ
る
か
は
分
か

ら
な
い
状
況
で
も
あ
る

 
蓮
 

し
て
る

何
と
か
し
な
い
と

 
だ
が
そ
う
考
え
て
も

な
ど
思
い

く

も
な
い

だ
が
目
の
前
で

束
さ
れ
て
い
る
幽
々
子

の
体
は

々
に
薄
く
な

て
き
て
い
た

 
妖
夢

こ
の
ま
ま
じ

幽
々
子
様
が
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蓮
 

何
と
し
て
で
も

け
な
い
と
い
け
な
い
ん
だ

 
そ
う
言
い
蓮
は
⻄
行
妖
へ
と
竹
刀
を

て
突

込
ん
だ

 
妖
夢

蓮
さ
ん

 
突

込
ん
で
い
く
蓮
に
⻄
行
妖
は

の

を
使

て
蓮
に

撃
を
仕

け
る
が

 
蓮
 

う

 
バ
シ
ン

バ
シ
ン

バ
シ
ン

バ
シ
ン

 
竹
刀
で
⻄
行
妖
の

撃
を
い
な
し
な
が
ら
突

込
む
が
⻄
行
妖
の

に
あ
る

は

を

て

い
く

そ
れ
は
先
程
の

夢
に
も
使

た
大
絶

の
予

だ

だ
が

そ
う
は
さ
せ
ま
い
と

し
続
け
る
魔
理
沙
と
咲
夜

そ
し
て
妖
夢
は
蓮
を

護
す
る

 
霧
雨

魔

 
ス
タ

ス
ト
レ

リ

 
魔
理
沙
を
中
心
に
無
数
の
流
れ

の
よ
う
な
弾
幕
が
降
り
注
ぐ

そ
れ
は
蓮
へ
と
襲
い
か
か
る

⻄
行
妖
の

へ
と
当
た
り

ま
せ
る

だ
が
今
度
は
地
中
か
ら

を
出
し
蓮
へ
突
き
刺
そ
う
と
す

る
が

 
咲
夜

時

 

ラ
イ

ト
ス
ク

ア

 
咲
夜
の
放

た
ス

ル
カ

ド
で
そ
れ
ら
を

ぐ
事
に
よ

て
蓮
の

は

ま
る
こ
と
は
な
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か

た
が

ラ
イ

ト
ス
ク

ア
で

な
か

た

は
未
だ
に
蓮
へ
と
襲
い
か
か
る
が
そ

れ
を

 
ザ
シ

ザ
シ

 
妖
夢

行

て
く
だ
さ
い
蓮
さ
ん

そ
し
て
幽
々
子
様

 
を

 
妖
夢
が
二
刀
で
向
か

て
く
る

を

り
落
と
し
た

 
妖
夢

こ
の
桜
観

と
白
桜

に
斬
れ
ぬ
も
の
あ
ま
り

 
な
し

 
そ
う

ぶ
と
蓮
の
後
ろ
か
ら
襲
い
か
か
る
⻄
行
妖
の

を

り
落
と
し
て
い
く

そ
し
て
幽
々

子
の

出
を
頼
ま
れ
た
蓮
は

 
蓮
 

わ
か
り
ま
し
た

 
と

大
き
く

ぶ
と
蓮
は
飛
び
上
が
る

そ
し
て
竹
刀
の
刀

に
手
を
か
け
て

 
蓮
 

夢

 
夢
炎
の

 
そ
の
言

に
よ

て
蓮
の
竹
刀
の
刀

は
真

に
染
ま
る

そ
の
刀

で
幽
々
子
を

束
す

る

に
竹
刀
を
当
て
よ
う
と
す
る
が
⻄
行
妖
の

は
大
き
く
開
き
そ
し
て
大
絶

を
し
よ
う
と
し
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た
そ
の
時
だ

た

 

 

霊

 
夢
想
封
印

 
突
然

つ
の
大
弾
幕
が
⻄
行
妖
の

に
あ
る

へ
と
す
べ
て

撃
し
⻄
行
妖
は

び
を
あ

る
こ
と
が
出
来
な
か

た

蓮
は
と

さ
に
後
ろ
を
見
る
と
そ
こ
に
は

の

人
で
あ
る
博
麗

霊
夢
が
お

い
棒
と
お

を
構
え
て
飛
ん
で
い
た

 
蓮
 

霊
夢

 
霊
夢

蓮
や
り
な
さ
い

 
霊
夢
の
言

を
聞
い
た
蓮
は

く
も
う
一
度
前
を
向
い
て

 
蓮
 

分
か

た

 
そ
う

ぶ
と
蓮
は
竹
刀
を

り
上

て

 
蓮
 

だ

 
バ
シ
ン

ザ
シ

 
⻄
行
妖
の

を

り
落
と
す

そ
し
て

束
さ
れ
て
い
た
幽
々
子
は
下
へ
と
落
下
し
て
い
く
が

そ
れ
を
蓮
は

ん
で

 
蓮
 

霊
夢
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幽
々
子
を
霊
夢
へ
と
投

飛
ば
す

そ
し
て
投

飛
ば
さ
れ
た
幽
々
子
を
霊
夢
は
何
と
か
受
け

め
る

 
霊
夢

と

こ

ち
は
キ

蓮

 
霊
夢
が

ぶ
と
蓮
は
前
を
ま
た
見
た
そ
の
時
だ

た

 

ン

 
蓮
 

な

 
蓮
へ
と
⻄
行
妖
の

が
襲
い
か
か

た

蓮
は
竹
刀
で
何
と
か
ガ

ド
を
試
み
る
が

 
バ
キ
ン

 
あ
ま
り
の

力
で
蓮
の
竹
刀
は
真

た
つ
に
折
れ
て
し
ま

た

だ
が

を

ぐ
も
の
が
無

く
な

た
た
め
竹
刀
で

さ
え
て
い
た
⻄
行
妖
の

は
蓮
へ
と

撃
し
蓮
を
吹

飛
ば
し
た

 
蓮
 

グ
ハ

 
霊
夢

蓮

 
吹

飛
ば
さ
れ
た
蓮
は
血
を

い
て
地
面
へ
と
転
が

た
が
何
と
か
受
け

を
と

た

だ
が

体

を
た
て

そ
う
と
す
る
と

 
蓮
 

ぐ
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あ
ま
り
に
も
痛
か

た
の
か
力
が

り
そ
う
も
な
い

そ
し
て
蓮
が
生
き
て
い
た
こ
と
に
霊
夢

は

と
し
た
が

 
霊
夢

あ
い
つ
は
絶
対
に
許
さ
な
い

 
そ
う
言
う
と
霊
夢
は
幽
々
子
を
地
面
へ
と

か
せ
る
と
も
う
一
度
飛
ん
で
⻄
行
妖
へ
と
弾
幕
を

開
さ
せ
た

空
中
で
は
霊
夢
魔
理
沙
咲
夜
が
戦
い
を
地
上
で
は

夢
が
二
刀
の
刀
桜
観

と
白
桜

で

り
落
と
し
て
は
い
る
が
⻄
行
妖
は
一
向
に
そ
の
勢
い
が

え
る

気
は
な

い 
蓮
 

も
戦
わ
な
い
と

 
蓮
は

死
に
立
ち
上
が
ろ
う
と
す
る
が
折
れ
て
し
ま

た
竹
刀
で
は
戦
う
こ
と
は
お
ろ
か
立
ち

上
が
る

に
す
る
こ
と
出
来
な
い

だ
が
そ
の
時
だ

た

 
カ
キ
ン

 
突
然
蓮
の
目
の
前
に

本
の
刀
が
地
面
へ
と
突
き
刺
さ

た

そ
の
刀
は
先
程

幽
々
子
が

引
き

い
た
刀
だ

た
が

 
蓮
 

こ
れ
は

 
そ
の
刀
を
蓮
は
見
た
こ
と
が
あ

た

か
つ
て
蓮
が
見
て
い
た
夢
で
理
久
兎
が
使

て
い
た
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刀
の
内
の

刀
だ

だ
が
夢
で
見
た
時
と
刀

の
色
が
だ
い
ぶ

て
い
た

そ
の
刀

の
色

は
普
通
と
は

い
桜
を
思
わ
せ
る
か
の
よ
う
な
薄
い
桜
色
だ

た

だ
が
今
は
そ
ん
な
流

な
事

を
考
え
て
い
る
場
合
で
は
な
い
と
考
え
た
蓮
は
そ
の
刀
の

を

る

す
る
と
こ
の
刀
に
込
め
ら

れ
た
思
い
が
流
れ
て
く
る

 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん
貴
方
の
意
思
を

貴
方
の

 
思
い
を

は
無

に
は
し
な
い

 
そ
う

ぶ
と
蓮
は

の
体
を

い
立
た
せ
る

体
に
立
ち
上
が
れ
と
言
い
聞
か
せ
る

そ
し

て
地
面
に
突
き
刺
さ

た
刀
を
引
き

き
空
紅
を
⻄
行
妖
へ
と
構
え
て

 
蓮
 

力
を
貸
し
て
く
れカ

ラ
ク
レ

イ

空
紅

 
手
に

る
空
紅
に
そ
う
語
り
か
け
る
と
空
紅
の
刀

は
少
し
だ
が
紅
く
光
り
出
す
の
を
見
た

蓮
は

元
に
笑
み
を

か
べ
る
と
先
程
と

じ
よ
う
に
突

込
ん
だ

そ
れ
を
見
た
霊
夢

魔

理
沙
咲
夜

夢
は

く
し
か
な
か

た

何
せ
ま
た
反
撃
を
食
ら

て
も
お
か
し
く
な
い
と

思

て
い
た
か
ら
だ
が

 
霊
夢

は

本
当
に
蓮
に
は
心

か
け
る
ば
か
り

 
霧
雨

だ
け
ど
そ
こ
が
蓮
ら
し
い
ん
じ

な
い
か
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咲
夜

護
し
ま
す

 

夢

幽
々
子
様
を

け
て
く
れ
た
ん
で
す

だ
か
ら

 

が

け
な
い
わ
け
に
は
い
か
い
か
な
い
じ

 
な
い
で
す
か

 

人
は
そ
れ

れ
ス

ル
カ

ド
を
構
え
る
と

 
霊
夢

夢

 
封
魔

 
霧
雨

魔

 
ミ
ル
キ

ウ

イ

 
咲
夜

幻

 
殺
人
ド

ル

 
妖
夢

天
界

 
三

七

 

 

人
は
四
方
八
方
か
ら
無
数
の
弾
幕
が
放
ち
⻄
行
妖
へ
と
弾
幕
を
飛
ば
す

そ
し
て
⻄
行
妖

は
そ
れ
を
受
け
き
れ
な
か

た
た
め

ど
の
弾
幕
に

弾
し
た

 
⻄
妖

ギ

ガ

 
だ
が
⻄
行
妖
は
そ
れ
に
気
を
と
ら
れ
過
ぎ
た

か
つ
て

を
封
印
す
る
ま
で
に

た
刀

を

空
紅
こ
と
を

れ
て
い
た

 
蓮
 

う
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蓮
の
特

に
気
が
つ
い
た
⻄
行
妖
は

の

を
ま
る
で

の
よ
う
に
し
て
蓮
へ
と
突
き
刺
し

撃
を
仕

け
る
が

 
蓮
 

え
咲
か
さ
れ
空
紅

 
蓮
は
言

と
共
に
向
か

て
く
る
⻄
行
妖
の

を
斬
る
と
空
紅
か
ら
業
火
が
吹
き
出
す

だ
が

そ
の
業
火
の
火
の

は
桜
の
花
び
ら
の
よ
う
だ

た

⻑
年
⻄
行
妖
に
刺
さ

て
い
た
た
め
か
刀

は
⻄
行
妖
の
妖
力
を

り
込
み
今
の
よ
う
に
な

た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る

だ
が
い
く
ら
火
の

が
桜
の
花
び
ら
に
な

て
も
そ
の
火
力
は
色
あ
せ
て
変
わ
る
こ
と
は
な
い

 
⻄
妖

ギ

ガ
ガ
ガ
ガ

 
⻄
行
妖
は
も
が
き

し
む

そ
れ

ど
ま
で
に
熱
い
事
が
用
意
に
分
か
る

だ
が
そ
れ
は

を

つ
蓮
も
感
じ
る

だ
が

は
そ
れ
を
考
え
ず
た
だ
無
心
に
空
紅
を

る
う

 
蓮
 

う

 
ザ
シ
ン

 
蓮
は
向
か

て
く
る
⻄
行
妖
の

全
て
を

や
し

り
落
と
す
と

し
て

 
蓮
 

こ
れ
で
終
わ
り
だ

 
こ
の
時
⻄
行
妖
は
蓮
を
あ
る
男
と

た

か
つ
て

分
を
封
印
し
た
男

深
常
理
久
兎
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と
だ

そ
し
て
⻄
行
妖
の

に
あ
る

へ
と
空
紅
を
突
き
刺
し
た

す
る
と
そ
こ
か
ら
業
火
が

吹
き
出
し
そ
⻄
行
妖
は
更
に

し
み
だ
す

 
⻄
妖

ぎ

ガ
カ
ガ

 
蓮
 

も

と
も

と
深
く

 
蓮
は
更
に
空
紅
を
⻄
行
妖
の

の

に
深
く
深
く
と
突
き
刺
し
そ
れ
と

時
に
業
火
が
吹
き
出

す 
⻄
妖

ギ

 
深
く
刺
し
て
い
く
と
空
紅
が
光

き
始
め
る

す
る
と
⻄
行
妖
に
も
変
化
が
訪
れ
た

か
ら

は

々
に
桜
の
花
が
散

て
い
き
や
が
て
花
が
散
る
と
動
い
て
い
た

は
動
か
な
く
な
り
地
面
か

ら
突
き
出
す
よ
う
に
動
い
た

の
よ
う
な

は

の
中
へ
と
帰
り
⻄
行
妖
は
大
人
し
く
な

た

 
蓮
 

お

終
わ

た

 
こ
う
し
て
蓮
達
は
最
凶
の
妖
怪

⻄
行
妖
に

利
し
た
の
だ

た
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狗
神

出
番
が
な
い

 
怠
惰

う
ん

な
い

 
狗
神

ち
き
し

う

 
怠
惰

ま

い
い
じ

ん
こ
う
し
て
出
番
が
あ
る

だ
し

 
狗
神

ま

後
書
き
だ
が

慢
は
し
て
や
る

 
怠
惰

そ
う
そ
う
そ
れ
で
良
い
ん
だ
よ

 
狗
神

そ
れ
で
今
回
で
異
変
は
終
わ
り
か

 
怠
惰

ま

後

数
話
投
稿
し
た
ら
あ

ち
を
投
稿
す
る

 
か
ら

 
狗
神

こ
れ
が
二

て
や
つ
か

 
怠
惰

念
だ
が

は
花

炎

と
三

を

 
か
け
た
男
だ
な
め
る
な
よ

 
狗
神

ど
れ
も
ろ
く
な
も
の
が
な
い
な

 
怠
惰

お
陰
さ
ま
で

覚
は
全
然
あ
て
に
な
ら
な
い
よ

 
ま

そ
の
変
わ
り
に

力
は
高
い
け
ど
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狗
神

怠
惰
の

さ

が
伝
わ

て
く
る
な

 
怠
惰

そ
れ
じ

今
回
も
終
わ
ろ
う
か

 
狗
神

あ

じ

あ
な

者
様

 
怠
惰

バ
イ
バ

イ
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第

話
 
戦
い
は
終
わ
り

 
こ
ん
に
ち
は

者
様

後
少
し
で

も
⻑

休
み

 
と
な
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

 

 
前
回
に
引
き
続
い
て
本
編
へ
ど
う

 
空
紅
を
刺
し
⻄
行
妖
が
動
か
な
く
な
る
と
蓮
は

れ
が
出
た
の
か
地
べ
た
に
座
り
込
み

分
が

し

た
⻄
行
妖
に
刺
し
た
刀
を
ま
じ
ま
じ
と
見
て
い
た

 
蓮
 

何
と
か

て
た
ん
だ
よ

 

て
た
と

く
と
上
か
ら
蓮
め
が
け
て
少
女
が

人
降
り
て
く
る

し
か
も
何

か
キ
レ
た

情
で
だ

 
霊
夢

蓮

あ
ん
た
無

し
す
ぎ
よ
こ
の
バ
カ

 
蓮
 

え

 
何

そ
こ
ま
で
怒
ら
れ
る
の
か
が
よ
く
分
か
ら
な
か

た
が
そ
れ
を
見
て
い
た
魔
理
沙
と
咲
夜



 第 話 戦いは終わり……

は
ク
ス
ク
ス
と
笑

て
そ
れ
を
見
て
い
た

す
る
と
妖
夢
が
蓮
と
霊
夢
に
近
づ
く
と

 
妖
夢

す
い
ま
せ
ん

あ
の
幽
々
子
様
は
ど
ち
ら
に

 
蓮
 

そ
う
い
え
ば
霊
夢

幽
々
子
さ
ん
は
何
処
に

 

か
せ
た
の

 
霊
夢

え

そ
れ
な
ら
あ
そ
こ
に

あ
れ

 
霊
夢
が

し
た
方
向
に
は

も
い
な
か

た

蓮
は

り
を
見

す
と
漆

の

の

に

り

う

で
幽
々
子
が

て
い
た

そ
れ
を
見
た
妖
夢
は

 
妖
夢

幽
々
子
様

 

人
の
名
前
を

ぶ
と

て
い
る
幽
々
子
の
元
ま
で
走

て
い
き

て
い
る
幽
々
子
を
妖
夢
が

さ
ぶ
る

 
妖
夢

幽
々
子
様

幽
々
子
様

 

さ
ぶ

て
い
く
と
幽
々
子
は

た
そ
う
な
目
を
し
な
が
ら
起
き
る

 
幽
 

あ
れ

妖
夢

こ
こ
は

 
起
き
た
幽
々
子
を
見
た
妖
夢
は

し
さ
か
ら
な
の
か

き
出
し
た

 
妖
夢

良
か

た

本
当
に
良
が

た
で
ず
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幽
 

も
う
妖
夢

た
ら

か
な
い
の

 
幽
々
子
は
目
の
前
で

く
妖
夢
を
そ

と

く

見
て
い
て
何
と
も
平
和
な
光
景
だ

 
蓮
 

良
か

た

 
霊
夢

何
が
良
か

た

で
す

て

あ
ん
た
下
手

 
し
た
ら
死
ん
で
た
の
よ

 
蓮
 

い
や

処
は
無
理
し
て
で
も

 
霊
夢

言
い

無
用

そ
こ
で
正
座
し
な
さ
い

 
蓮
は
何
と
か
座
り
方
を
変
え
正
座
に
な
る
と
霊
夢
に
怒
ら
れ
る

そ
れ
を
見
て
い
た
魔
理
沙
と

咲
夜
は

 
霧
雨

や
れ
や
れ

霊
夢
の
奴

結
局
異
変
解
決
に

 
来
る
ん
だ
も
ん
な
来
る
な
ら

く
来
て

し
い

 
も
ん
だ

 
咲
夜

本
当

し
か
も
し
れ

と
蓮
を
お
説
教
ま
で

 
し
て
る
わ

 
霧
雨

ま

何
や
か
ん
や
で

奴
も
蓮
と
一

に

ら
し
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て
て
楽
し
ん
で
る
の
と

時
に
心

な
ん
だ

 
ろ
う
な

そ
れ
に
今

蓮
が
居
な
く
な
れ
ば

 
絶
対

奴
は
後

す
る
か
も
し
れ
な
い
し
な

 
咲
夜

仲
が
良
い
わ

 
霧
雨

し

う
が
な
い

 
魔
理
沙
は
や
れ
や
れ
と
言

た
感
じ
で
蓮
を
説
教
し
て
い
る
霊
夢
の
元
ま
で
行
く
と

 
霧
雨

そ
ろ
そ
ろ

喧
嘩
は

め
て
お
け

て

 
霊
夢

は

は

が

よ

 
と

ざ
け
ん
な

的
な
感
じ
で
言

て
い
る
が
霊
夢
の

だ
が
紅
く
な

て
い
た

 
蓮
 

え

と

霊
夢
様

そ
ろ
そ
ろ
正
座
を

め

 
て
も

 
霊
夢

下

 
蓮
の

は
満
面
の
笑
み
で
あ
え
な
く

下
さ
れ
た

 
蓮
 

無
念

 
霧
雨

そ
の
前
に
よ
お
前
ど
う
し
て
来
た
ん
だ

あ
れ
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ど
行
き
た
く
な
い
と
か
言

て
た
だ
ろ

 
霊
夢

う

 
そ
れ
を
聞
い
た
霊
夢
は
一

た

を
し
た
が
す
ぐ
に
元
の

に
戻
し
て

 
霊
夢

そ
ん
な
も
ん
気
ま
ぐ
れ
よ

気
ま
ぐ
れ

 
霧
雨

蓮
を
心

し
て
じ

な
く
て
か

 
そ
れ
を
聞
い
た
霊
夢
は
先
程
よ
り
も

を
真

に
さ
せ
て

 
霊
夢

ち
ち
ち

う
わ
よ

何
で

が
こ
の

性

 
な
し
を
心

し
な
く
ち

い
け
な
い
の
よ

 
蓮
 

ひ
ど

い

 
そ
れ
を
間
近
で
聞
い
た
蓮
は
よ
り
い

そ
う
し

ん
と
す
る
ど
こ
ろ
か
そ
れ
を
通
り
越
し

て

が
出
て
し
ま

て
い
た

そ
ん
な
光
景
を
見
て
い
た
咲
夜
は
流
石
に
蓮
が
可

想
に
な

た

の
か

 
咲
夜

ら
霊
夢

蓮
も
も
う
反
省
し
て
る
し

 
そ
れ
と
魔
理
沙

貴
方
の
言

た
言
動
が

生

 
で
蓮
が

い
て
る
わ
よ
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霧
雨

え

あ

 
霊
夢

蓮

あ
ん
た
何
で

い
て
る
の

 
よ
う
や
く
蓮
が

い
て
い
る
の
に
気
が
つ
く
と
蓮
は

 
蓮
 

ハ
ハ

も
う
い
い
で
す

ど
う
せ

は

性

 
無
し
で
す
か
ら

安
く
て
ご
め
ん
な
さ
い

 

い
た
笑
い
を
し
た
蓮
の

り
か
ら
は
ど
ん
よ
り
と
し
た
空
気
が
流
れ
て
く
る

心

し
て
く

れ
て
き
た
の
で
は
な
く
気
ま
ぐ
れ
と
言
わ
れ
た
の
は
ま
だ
良
か

た
が
流
石
に

性
無
し
は
心

に
ク
リ
テ

カ
ル
に

イ
レ
ク
ト
ヒ

ト
し
た
ら
し
く
も
う
心
は
ボ
ロ
ボ
ロ
だ

の
状

に

な

て
お
り
更
に
は
目
は
光
を
失

て
死
ん
で
い
た

流
石
に
霊
夢
と
魔
理
沙
も
言
い
過
ぎ
た
と

思

た
の
か

 
霊
夢

い

い
や
別
に
そ
ん
な
事
は

 
霧
雨

わ

悪
か

た

蓮

気
を

し
て
く
れ
よ

 
蓮
 

は

は

は

生
ま
れ
変
わ
る
な
ら

に

 
な
り
た
い
な

 
霊
夢

い
や
そ
こ
ま
で
言
う
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咲
夜

そ
う
と
う
シ

ク
受
け
た
み
た
い

 
霧
雨

と

と
り
あ
え
ず
そ

と
し
て
お
こ
う

 
霊
夢

え

え

 
咲
夜

は

後
で

て
お
き
な
さ
い
よ

 
霊
夢

わ

分
か

て
る
わ
よ

 

人
は
今
の
蓮
じ

話
に
な
ら
な
い
と
思

た
の
か
そ

と
し
て
お
く
こ
と
に
し
た

だ
が

幽
々
子
に

を
貸
し
な
が
ら
妖
夢
が
蓮
達

人
に
近
づ
い
て
く
る
と

 
妖
夢

え

と

さ
ん
今
回
は
そ
の
あ
り
が
と
う

 
ご
ざ
い
ま
し
た

 
幽
 

妖
夢
か
ら
聞
い
た
け
ど
迷

を
か
け
ち

た

 
わ

 
霊
夢

い
い
の
よ
そ
れ
よ
り
も

は
返
し
て
も
ら
う

 
わ
よ

 
幽
 

分
か

て
い
る
わ

 
妖
夢

特
に
蓮
さ
ん
そ
の
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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妖
夢
は
蓮
に
お

を
言
う
が

心
の
蓮
は
と
い
う
と

 
蓮
 

そ
り

だ

て

張

て
る
よ

な
の
に

 
な
の
に
さ

 
何
か
の
ス
イ

が

に
な

て
し
ま

た
た
め
か
蓮
に

が
聞
こ
え
て
い
な
い

そ
れ
を

見
た
妖
夢
は

 
妖
夢

あ
の

蓮
さ
ん
に
何
か
あ

た
ん
で
す
か

 
霧
雨

え

え

と
だ
な

 
霊
夢

う

悪
か

た
わ

 
妖
夢
 
 
 

・

・

 
何
の
事
を
言

て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
妖
夢
は
首
を

て
い
た
が

人
の
言
動
か
ら
今

は
そ

と
し
て
お
こ
う
と
だ
け
は
伝
わ

た

 
す
る
と
霊
夢
達
の
後
ろ
の
方
か
ら
ス
キ
マ
が
開
く

そ
こ
か
ら

の
よ
う
な
少
女
と
狐
の

を

つ
女
性
そ
し
て
扇
子
を

つ
女
性
が
出
て
く
る

こ
の
場
の
全
員
が
知

て
い
る
人
物
達

だ

た

 
幽
 

あ
ら
紫
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紫
 

幽
々
子

 
紫
は
幽
々
子
へ

け

る
と
幽
々
子
の
様
子
を
見
つ
つ

 
紫
 

幽
々
子

大

か
し
ら

 
幽
 

え

た
だ
体
が
少
し

い
だ
け
だ
か
ら

 
幽
々
子
に

け

た
紫
を
見
て
い
た
霊
夢
は
紫
に

 
霊
夢

紫

あ
ん
た
の
友
達

 
紫
 

え

昔
か
ら

 
霧
雨

そ
れ
に
し
て
は

ン

の
時
に
来
な
い
ん

 
だ
な

 
魔
理
沙
の
一
言
に
紫
は

た

情
を
す
る
と
隣
に
い
た
狐
の
女
性
も
と
い

は

 

 

紫
様
は
こ
の
時

は
冬

す
る
も
の
で
な

 
起
こ
す
の
に

し
た
ん
だ

 
幽
 

も
う
紫

た
ら
相
変
わ
ら
ず

 
霊
夢

そ
れ
で

ま
せ
る
と
か
流
石
は
紫
の
友
達

 
幽
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紫
は
正
座
し
て
い
る
蓮
を
見
る
と
蓮
の
元
へ
と
向
か
う
と

 
紫
 

蓮

幽
々
子
を

け
て
く
れ
た
事

そ
し
て

 
⻄
行
妖
を
再
度
封
印
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

 
紫
は
蓮
に
お

を
言
う
が

心
の
蓮
は
と
い
う
と

 
蓮
 

性
が
な
い
な
ら
何
だ

て
い
う
ん
だ
よ

 

の

て
ど
う
な
ん
だ
よ

 
未
だ
に
い
じ
け
て
い
た

そ
ん
な
蓮
を
見
た
紫
は
何
と
も
言
え
な
い

情
を
す
る
と

 
紫
 

蓮
に
何
か
あ

た
の

 
紫
が
霊
夢
と
魔
理
沙
そ
し
て
近
く
に
い
る
咲
夜
に
聞
く
と

 
咲
夜

ン

 
霊
夢

す

す
い
ま
せ
ん

 
霧
雨

反
省
し
て
る
し
後

も
し
て
る

 
妖
夢

え

え

と
紫
様

少
し
そ

と
し
て
お
い
て

 
あ

て
欲
し
い
ら
し
い
で
す
よ

 
紫
 

え

わ

分
か

た
わ

め
て
ま
た
お



 第三章  ⻑き冬と蘇りし死の桜

 
す
る
わ

 
と

紫
が
言

た
時
だ

た

近
く
に
い
た

の

を

本
生
や
し
た
少
女
は
じ

と
霊

夢
を
先
程
か
ら
見
て
い
る
と

 
少
女

あ

お
前
は
あ
の
時
の

 
霊
夢

ん

あ

あ
ん
た
あ
ん
時
の
化
け

 
霧
雨

知
り
合
い
か

 
霊
夢

こ
こ
に
来
る

中
で
会

て
そ
の
ま
ま
弾
幕

 
ご

こ
で
ボ

ボ

に
し
ち

た

 
咲
夜

み
さ
か
え
な
い
わ

 
少
女

し

ま

こ
の
人
間
で
す
よ

 

に
向
か

て
少
女
が
霊
夢
を

し
な
が
ら
言
う
と

は

間
に
シ

を

せ
て

 

 

う
霊
夢
だ

た
の
か

を

め
た
の
は

 
霊
夢

も
し
か
し
て
地

ん
だ

 
霧
雨

地

ん
で

ル
イ
ン

ン
し
た
な

 
魔
理
沙
は
笑
い
な
が
ら
霊
夢
の
不

を
笑

て
い
る
と

が

く
キ
レ
る
と

の

色
の
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が
逆
立
つ
す
る
と
近
く
に
い
た
紫
は

 
紫
 

そ
こ
ま
で
に
し
て
お
き
な
さ
い

の
親
友
が

 
い
る
前
で
喧
嘩
な
ん
て
さ
せ
な
い
わ
よ

 

 

く

分
か
り
ま
し
た

 
紫
 

貴
女
も
許
し
て
あ

て

 

と
言
わ
れ
た
化
け

の
少
女
は

し
そ
う
に
し
た
が

得
し
た
よ
う
に

 

 

紫
し

ま
が
そ
う
お

し

る
な
ら

 
紫
 

う
ん

い

い

 
紫
は

の

を

で
る

す
る
と
妖
夢
に

を
貸
し
て
も
ら
い
な
が
ら
立

て
い
る
幽
々
子
は

無
邪
気
な
笑
み
で

 
幽
 

終
わ

た
ら
宴
会

 
霊
夢

子
良
い
わ

貴
女

 
そ
う
し
て
異
変
解
決
の
宴
会
を
す
る
事
と
な

た
の
だ

た
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狗
神

な

怠
惰

 
怠
惰

ん

 
狗
神

確
か
空
紅

あ
れ

て
確
かつ

が
い番

刀
の

れ

 
何
だ
よ
な

 
怠
惰

あ

て
る
よ

刀
で
も
強
い
け
ど
本
来
は

刀
で

 

つ
そ
れ
で
空
紅
は

き
殺
す
の
が
強
く
て
も
う

 

刀
は

め
て
殺

能
力
が
高
い
刀
ぶ

ち

け

 

す
ら
ス
パ
ン

て
い
く
よ

 
狗
神

ど
ん
だ
け

れ

が
い
い
ん
だ
よ

 
怠
惰

し
か
も

お

と
あ
ま
り
言
わ
な
い
よ
う
に
し
て

 
お
く
よ

ま

ど
う
せ
何
時
か
本
編
で
出
る
と

 
思
う
か
ら
さ

 
狗
神

り
か

 
怠
惰

ま

ま
だ
先
だ
け
ど

 
狗
神

も

た
い
ぶ
り
や
が

て



 第 話 戦いは終わり……

 
怠
惰

ま

ま

さ
て
と
今
回
も
終
わ
る
か

 
狗
神

話
を
は
ぐ
ら
か
せ
れ
た
気
し
か
し
な
い

 
怠
惰

で
は

者
様
ま
た
な
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第

話
 
桜
の
宴
会

 
こ
ん
に
ち
は

者
様

怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

 
と
り
あ
え
ず
今
回
投
稿
し
た
ら
こ

ち
は

 
お
休
み
し
ま
す

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
幽
々
子
と
妖
夢
は
異
変
後
す
ぐ
に

を
地
上
へ
と
返
し
た

そ
う
し
て
数
日
後
に
は
見
事
な
桜

が
咲
き

り
数

間
前
か
ら
通

い
た
地
獄
の
銀
世
界
と
は
し
ば
ら
く
の
お
別
れ
と
な

た

そ

う
し
て
今
は
異
変
解
決
を
祝
う
た
め
宴
会
が
開
か
れ
て
い
た

酒
を

む
者
は

そ
う
だ
が

に
も

 

 

い
い
で
す

は
異
変
解
決

雪
異
変

 

て
感
じ
で
す
か

 
カ
メ
ラ
を

手
に
写
真
を

り
ま
く
る

や
酒
を
高
く

て

 
霧
雨

さ

じ

ん
じ

ん

も
う



 第 話 桜の宴会

 
魔
理
沙
が
ご

に
そ
う
言
う
と
近
く
で

ん
で
い
る
ア
リ
ス
と
パ

リ

は

 
ア
リ

ま

た
く

何
で

ま
で
来
な
き

い
け
な
い

 
の
よ

 
パ

貴
女
も
魔
理
沙
に
呼
ば
れ
て
来
た

な
の

 
ア
リ

え

ま

そ
う

 
パ

貴
方
名
前
は

は
パ

リ

・

レ

ジ

 
魔
法
使
い
よ

 
ア
リ

は
ア
リ
ス
・
マ

ガ
ド
ロ
イ
ド

も
魔
法
使

 
い
よ

 
パ

そ
う

何
か
貴
女
に

情
し
た
く
な
る
わ

 
ア
リ

貴
女
の
方
こ
そ

 

人
は
魔
理
沙
で
お

い
に

か
け
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
た
た
め
か
何
か
が
通
じ
あ

た

す
る
と
酒
を

手
に
魔
理
沙
が

人
の

を

に

ん
で

 
霧
雨

お
前
ら

ん
で
る
か

 
パ

ち

れ
な
さ
い
よ
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ア
リ

し
か
も
酒

い
わ
よ

 
と

言

た
感
じ
だ

た
が
仲
良
く

ん
で
い
た

そ
し
て
霊
夢
達
は
と
言
う
と

 
霊
夢

い
や
本
当
に
悪
か

た
か
ら

 
蓮
 

い
い
よ
霊
夢

気
に
し
て
な
い
か
ら

 
紫
 

蓮

怒
る
と
き
は
怒
り
な
さ
い

 
霊
夢

紫

な
事
は
言
わ
な
く
て
い
い
か
ら

 
ど
う
や
ら
冥
界
の
白
玉
楼
で
の
一
件
に
つ
い
て
語
り
な
が
ら
酒
を

ん
で
い
る
よ
う
だ

 

 

な
ら
霊
夢

の

を

お
う
か

 
な
お

に

て
は

を
ボ

ボ

に
さ
れ
た
事
は
ま
だ

に

て
い
た
よ
う
だ

 
霊
夢

い
や

る
か
ら
そ
れ
は
許
し
て

て

 

 

し

ま
も
う
い
い
で
す
よ

 

 

が
そ
う
い
う
な
ら
な

感

し
ろ
よ

 
霊
夢

 
霊
夢

う

分
か

た
わ
よ

 
蓮
 

ち

ん

君
が
良
け
れ
ば
寺
子
屋
に
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来
な
い

 
蓮
は

に
寺
子
屋
を
進
め
て
み
る
と

は
少
し
悩
ん
で

 

 

う

ん

参

 
蓮
 

う
ん

来
る
な
ら
来
る
こ
な
い
な
ら
来
な
い
で

 
構
わ
な
い
よ

 

 

考
え
て
お
き
ま
す
蓮
し

ま

 
と

そ
ん
な

を
し
て
い
る
と
刺

の
船

を
妖
夢
が

て
く
る

 
妖
夢

よ
け
れ
ば
食
べ
ま
せ
ん
か

 
霊
夢

い
た
だ
く
わ

 
霊
夢
が
刺

を

れ

ろ
う
と
す
る
と
霊
夢
が

ろ
う
と
し
た

れ
が
突
然

え
た

 
霊
夢

え

 
霊
夢
は

を
見
る
と

を
動
か
し
て

し
そ
う
に
し
て
い
る
幽
々
子
の

が
あ

た

 
幽
 

妖
夢
の

る
ご

は
い
つ
も

し
い

 
わ

 
霊
夢

く

仕
方
な
い
か
ら
も
う

れ
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霊
夢
が

ろ
う
と
す
る
と
ま
た
目
の
前
で
刺

が

え
て
い
く

犯
人
は

 
幽
 

し
い

 
霊
夢

ち

と

に
も
ち

う
だ
い
よ

 
幽
 

あ
ら
あ
ら

仕
方
な
い
わ

 
と

そ
ん
な
和
や
か
に
宴
会
は
進
ん
で
い
く

す
る
と
紫
は
酒
を

手
に

ま

て

 
紫
 

宴
会
は
何
時
や

て
も
楽
し
い
わ

お
酒
も

 

め
る
し
何
よ
り
も
こ
う
や

て

が
笑

で

 
種
族

た
り
な
く

め
る

最
高

 
霊
夢

ど
う
し
た
の
紫

あ
ん
た
に
し
て
は

し
く

 
そ
ん
な
事
言
う
な
ん
て

 
紫
 

あ
ら
そ
う
か
し
ら

 
霊
夢

え

 
紫
 

そ
う

⻄
行
妖
を
見
た
ら
昔
を
思
い
出
し
た

 
の
よ

 
蓮
 

昔
で
す
か
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紫
 

え

 
紫
は
今
か
ら
数
千
年
前
の
出
来
事
を
思
い
出
し
な
が
ら
酒
を

む

か
つ
て

分
の

で
あ
る

理
久
兎
が

分
の
友

生
前
の
幽
々
子
を

お
う
と
命
を
張
り
⻄
行
妖
と
戦

た
記
憶
を
思
い

出
し
て
い
た

そ
ん
な
昔
を

か
し
ん
で
い
る
幽
々
子
を
見
て
い
た
霊
夢
は

 
霊
夢

ん

紫
は
過
去
に
戻
れ
る
な
ら
戻
り

 
た
い
の

そ
の

が
い
た
時
代
に

 
紫
 

い
い
え

戻
る
気
は
な
い
わ

だ

て

 
紫
は

り
を
見

し
妖
怪
や
人
間
そ
の

の
種
族
そ
れ
ら
が
酒
を

み
な
が
ら
楽
し
く
語
り

合

て
い
る
の
を
見
る
と

 
紫
 

今
の
生
活
も
楽
し
い
も
の

 
霊
夢

そ
う

 
蓮
 

そ
う
で
す
か

 
紫
 

え

今
こ
う
し
て

を
見
な
が
ら
お
酒
を

 

め
る

そ
れ
が
最
高
な
ん
じ

な
い

 
紫
は
笑

で
そ
う
語

た

蓮
も
紫
の
そ
の
気

ち
は
良
く
分
か
る

蓮
が
い
た
世
界
で
も
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外
へ
と
行
け
ば
人
種

別
な
ど
は
や
は
り
あ
る

ま
し
て
や
こ
こ
幻
想
郷
は
人
間
外
の
妖
怪
魔

法
使
い
八

の
神
々
だ

て

う
そ
ん
な
場
所
で
こ
う
や

て
楽
し
く
会
話
を
し
な
が
ら

め
る
の
は
面
白
い
と
思
え
る

 
霊
夢

紫
に
し
て
は

麗
事
過
ぎ
る
気
が
す
る
け
ど

 
ま

い
い
わ

 
蓮
 

紫
さ
ん

の
ご
先
祖
様

安

晴
明
も
こ
ん
な

 

種

様
な
宴
会
に
出
た
こ
と
が
あ
る
ん
で
す

 
か

 
蓮
の
問
い
か
け
に
紫
は
知

て
い
る
た
め
そ
の

問
に
つ
い
て

え
た

 
紫
 

え

昔
に

様
の
従
者
が

ど
う
し
て

 
も

て
言

て

れ
出
さ
れ
て
宴
会
に
出
た

 
事
も
あ
る
わ
よ

そ
の
時
の
人
間
は
晴
明
だ
け

 
だ

た
け
ど

 
蓮
 

そ
う
だ

た
ん
で
す
か

 
紫
 

ま

本
人
も
満
更
で
も
な
く
楽
し
そ
う
だ

た
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け
ど

 
蓮
 

後

つ
良
い
で
す
か

 
紫
 

何
か
し
ら

 
蓮
 

あ
の
空
紅

あ
れ

て
理
久
兎
さ
ん
の
刀
で
す

 
よ

何
で
⻄
行
妖
に
刺
さ

て
い
る
ん
で
す

 
か

 
蓮
は
不
思
議
に
思

て
い
た

夢
で
見
た
理
久
兎
は

分
の
先
祖
で
あ
る
晴
明
に
二
刀
流
で

ん
で
い
た

そ
れ
な
の
に
何

そ
の

本
が

処
に
あ
る
の
か
が
気
に
な

て
い
た

紫
は

ろ

い
の
気
分
で
そ
れ
に

え
た

 
紫
 

そ
う

昔
に

様
が
⻄
行
妖
が

度
と

 

れ
な
い
よ
う
に

の
愛
刀
を

体
に
封
印

 
を

し
た

そ
れ
で

処
に
ず

と
あ
る

 
そ
ん
な
感
じ

 
霊
夢

へ

あ
の
桜
に

分
の
大

な
物
を

し

 
出
し
た

て
事
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紫
 

え

た
だ

に
も
分
か
ら
な
い
こ
と
は

つ
か

 

す
る
わ

 
蓮
 

分
か
ら
な
い
こ
と

 
紫
 

様
に
は
も
う

本
の
愛
刀

黒

 
と
い
う
刀
が
あ

た
の
だ
け
ど
そ
れ
の
行
方

 
が
分
か
ら
な
く
な

た
こ
と
そ
し
て

様

 
の
従
者

人
が
失

し
た
理

そ
れ
が
未
だ
に

 
謎
な
の
よ

 
霊
夢

そ
れ

て
そ
の
従
者
達
が

て
い

た
て

 
事
で
し

 
紫
 

あ
の
子
達
が
そ
ん
な
事
す
る
と
は
思
え
な
い

 
け
ど
そ
れ
し
か
思
い

か
な
い
の
よ

 
と

そ
ん
な
シ
リ
ア
ス

ド
に
な

て
話
が
進
ん
で
い
る
と

 
幽
 

紫

い

し

に

み
ま
し

う

 
幽
々
子
が

し
な
が
ら
紫
に

ま
な
い
か
と
聞
く
と



 第 話 桜の宴会

 
紫
 

そ
う

霊
夢

蓮

悪
い
け
ど

 
蓮
 

お
構
い
無
く

は
霊
夢
達
と

ん
で
い
る

 
ん
で

 
霊
夢

ま

い

て
ら

し

い
な

 
紫
 

え

あ
り
が
と
う

 
そ
う
し
て
紫
は
幽
々
子
に

れ
ら
れ
て
場
所
を

動
し
た

 
霊
夢

蓮

あ
ん
た
こ
こ
に
来
て
楽
し
い

 
霊
夢
が
蓮
に
幻
想
郷
に
来
て
楽
し
い
か
と
あ
り

れ
た
事
を
聞
く
と
蓮
は
霊
夢
に
笑

で
言

を
返
し
た

 
蓮
 

さ

こ
う
や

て
霊
夢
や
魔
理
沙
そ
れ
に

 
色
ん
な
友
達
が
で
き
た
し

 
霊
夢

そ
う

 
そ
う
し
て
蓮
と
霊
夢
は
こ
の
宴
会
の
騒
ぎ
を
楽
し
み
な
が
ら
蓮
は

を
霊
夢
は
酒
を

む
の

だ

た
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狗
神

そ
れ
で

少
し
こ

ち
は
休
む
ん
だ
ろ

 
怠
惰

う
ん

そ
の
つ
も
り
だ
よ

そ
ろ
そ
ろ
あ

ち

 
を
や
ら
な
い
と

者
様
や
あ

ち
の
後
書
き

当

 
が

い
か
ら

 
狗
神

そ
う
か

ま
た
こ
い
よ

 
怠
惰

も
ち
ろ
ん
で
す
そ
れ
で
は

者
様
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

次
回
は

何
時
か
分
か
ら
ん
が
ま
た
よ
ろ
し
く
な

 
怠
惰

そ
れ
で
は

者
様

 
狗
神

じ

な



 第 話 霊夢からの贈り物

 
第

話
 
霊
夢
か
ら
の
贈
り
物

 
こ
ん
に
ち
は

者
様

し
い

状
が
治

た

 
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

 
と
り
ま
今
回
か
ら
ま
た
こ
ち
ら
を
や
ら
せ
て
い
た
だ

 
き
ま
す

で
は
本
編
へ
ど
う

 
幽
々
子
と
妖
夢
が
引
き
起
こ
し
た

雪
異
変
が
解
決
し
て
か
ら
数
日
の

下
が
り

 
蓮
 

は

 
蓮
は
掃
除
を
し
な
が
ら
た
め

を
ひ
と
つ
つ
い
た

 
霊
夢

ど
う
し
た
の

 
霊
夢
が
た
め

を
し
て
い
る
蓮
に
聞
く
と
蓮
は

笑
い
を
し
な
が
ら

 
蓮
 

い
や
何
で
も
な
い
よ

 
そ
う
言
い
掃
除
を
再
開
し
た

普

掃
除
を
す
る

に
も
溜
め

つ

ら
さ
な
い
の
が
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普
通
だ

た
が
こ
こ
最
近
の
蓮
は
様
子
が
お
か
し
い
と
霊
夢
は
思

て
い
た

 
霊
夢

ま
さ
か
掃
除
が

に
な

た

 
ア
ル
バ
イ
ト
の
仕
事
を
終
え
て
何
時
も
の
よ
う
に
掃
除
そ
ん
な
日
常
が
と
う
と
う

に
な

た

の
か
と
霊
夢
は
思

た
が

 
霊
夢

で
も

そ
れ
は
あ
り
得
な
い
わ

だ

て

 
蓮
は
普
通
に
掃
除

き
だ
し

 
祖

が
死
ん
だ
後
蓮
は
祖

が

し
た
家
で
一
人

ら
し
を
し
て
い
た

そ
の
た
め
か
家
事

事
を

人
で
こ
な
す
こ
と
が

か

た
の
か
掃
除
は

で
は
な
い
ら
し
い

そ
の
た
め
霊
夢

は
そ
れ
は

う
と
思

て
い
た

 
霊
夢
う

ん
そ
れ
じ

何
が
原
因

 
霊
夢
は
考
え
ら
れ
る
事
を
考
え
る
が
思
い

か
な
い

す
る
と
何
時
も
よ
う
に
空
か
ら

人

来
客
が
訪
れ
る

 
霧
雨

よ
お

霊
夢
に
蓮

遊
び
に
来
た

 
蓮
 

こ
ん
に
ち
は
魔
理
沙

 
霧
雨

お
う
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魔
理
沙
は
蓮
に

を
す
る
と
蓮
も

を
返
す
と
ま
た
魔
理
沙
も
言

を
返
し
て
霊
夢
が

座

て
い
る
縁

に
向
か

て
い
き
魔
理
沙
は
霊
夢
の
隣
に
座
る
と

 
霧
雨

な

霊
夢

蓮
に
何
か
あ

た
の
か

し
く

 
あ
ま
り
元
気
が
な
い
よ
う
に
見
え
た
が

 
霊
夢

ち

う
ど

も
そ
れ
を
考
え
て
る
の
よ

 
霊
夢
と
魔
理
沙
は
掃
除
を
す
る
蓮
を
見
る
と
明
ら
か
に
元
気
が
な
い
の
は
確
か
だ

 
霊
夢

魔
理
沙

何
か
蓮
に
し
た
か
し
ら

 
霧
雨

そ
う
だ
な

命
に

い
て
い
る
蓮
に
対
し
て

 

性
な
し
と
言

た
り
と
か

 
霊
夢

ぐ

 
魔
理
沙
の
一
言
は
霊
夢
の
心
に

で
射
ぬ
か
れ
た
か
の
よ
う
に
グ
サ

と
刺
さ
る

雪
異
変

で

分
が
や
ら
か
し
て
し
ま

た
こ
と
の

つ
だ

 
霧
雨

分
は
だ
ら
だ
ら
し
て
い
る
の
に
蓮
を

か
せ

 
続
け
た
り
と
か

 
霊
夢

ぐ
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今
の
言

も
霊
夢
の
心
に
グ
サ

と
矢
の
よ
う
に
刺
さ
る

霊
夢
は
少
し
ば
か
し
気
に
し
て
い

た
よ
う
だ

 
霧
雨

後
は

 
魔
理
沙
が
こ
れ

上
言
う
前
に
霊
夢
は
魔
理
沙
の

に
手
を

い
て

 
霊
夢

わ

分
か

た
か
ら

も
う
言
わ
な
く
て
い
い

 
か
ら

 
ど
う
や
ら
霊
夢
の
心
の

は

近
く
に
な

た
よ
う
だ

流
石
の
魔
理
沙
も
目
の
前
の
霊

夢
を
見
た
ら

情
し
た
の
か

 
霧
雨

あ

あ

分
か

た

 
と

言
い
魔
理
沙
は
そ
れ

上
言
う
の
を

め
た

 
霊
夢

や

り

が
悪
い
の
か
な

 
霧
雨

分
絶
対
そ
う
だ
ろ

な

霊
夢

た
ま
に
は

 

き
を
さ
せ
て
や

た
ら
ど
う
だ

 
霊
夢

き

 
霧
雨

あ

奴
に
も
少
し
は
楽
を
さ
せ
な
い
と
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下
手
し
た
ら
こ
こ
か
ら
出
て
い
く
か
も
し
れ

 
な
い

 
霊
夢

う

う

ん
考
え
て
お
く
わ

 
霧
雨

と
り
あ
え
ず

は
邪
魔
だ
ろ
う
か
ら
帰
る

 

仲
良
く
な

 
魔
理
沙
の
言

に
霊
夢
は

を
紅
く
し
て

 
霊
夢

だ
か
ら

が

よ

 
霧
雨

は
い
は
い

 
そ
う
言
う
と
魔
理
沙
は
縁

か
ら
立
ち
上
が

て
歩
い
て
い
き

 
霧
雨

じ

な
蓮

は
帰
る

 
蓮
 

あ
れ

魔
理
沙
も
う
帰
る
の

 
霧
雨

あ

そ
ん
じ

な

 
そ
う
言
う
と
魔
理
沙
は

に

が

て
空
へ
と
飛
ん
で
い

た

 
蓮
 

何
し
に
来
た
ん
だ
ろ

 
と

蓮
が

や
い
て
い
る
と
後
ろ
か
ら
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霊
夢

蓮

 
霊
夢
に
名
前
を
呼
ば
れ
た
蓮
は
後
ろ
を

り
向
い
て
用
件
を
聞
い
た

 
蓮
 

ど
う
か
し
た
霊
夢

 
霊
夢

今
日
の
掃
除
は
良
い
か
ら
少
し
外
出
し
な
い

 
蓮
 

え

 
突
然
の
事
で
蓮
は

い
て
し
ま

た

ま
さ
か
霊
夢
か
ら
外
出
し
な
い
か
と
聞
か
れ
る
の
は
あ

ま
り
な
い
か
ら
だ

蓮
は
そ
れ
を
聞
い
て

 
蓮
 
ま
さ
か
異
変
か

 
こ
の

り
様
だ

だ
が
蓮
の

き
の

情
な
ど
を

し
た
霊
夢
は

目
で

 
霊
夢

何
か

あ
る

 
蓮
 

い

そ
れ
で

外
出

て
言

て
も
何
処
に

 
行
く
の

 
霊
夢
は
蓮
の
言

を
聞
い
て

の
中
で
悩
ん
だ

つ
ま
り

ラ
ン
で
外
出
し
な
い
か
と

言

た
の
だ

 
霊
夢

え

え

と

い
物
が
て
ら
人
里
か
し
ら
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蓮
 

い
物
な
ら
さ

き

が
帰
り
に

ま
せ
て

 
来
て
る
だ
ろ

 
霊
夢
う

そ
う
だ

た

 
な
お
今
日
は

日
蓮
も
寺
子
屋
の
ア
ル
バ
イ
ト
が
あ
る
日
だ

に
帰
り

中
で
見
せ
に

回
る
こ
と
な
ど
容

い

だ
が
こ
こ
最
近
の
霊
夢
は

い
物
な
ど
も
蓮
に

せ

き
り
だ

に

だ
ん
だ
ん
と
そ
れ
が

に
な

て
い
き
色
々
と
狂

て
し
ま
う

 
蓮
 

さ

き
か
ら
ど
う
し
た
の

魔
理
沙
が
帰

て

 
か
ら
妙
に
変
だ
よ

 
霊
夢

そ
れ
を
言
う
な
ら
貴
方
の
方
で
し

蓮

 
蓮
 

え

 
霊
夢

え

さ

き
か
ら
溜
め

は
い
た
り
し
て

 
元
気
が
無
い
よ
う
に
見
え
て
た
け
ど

 
蓮
 

気
づ
い
て
た
か

あ
ま
り
見
せ
な
い

 
よ
う
に
は
し
て
た
ん
だ
け
ど
な

 
蓮
は

笑
い
を
し
な
が
ら

え
る
と
霊
夢
は
何

元
気
が
無
か

た
の
か
を

る
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霊
夢

何
で
元
気
が
無
か

た
の
か
理

を
教
え
て

 
く
れ
な
い
か
し
ら

 
蓮
 

霊
夢
は

の
稽
古
を
良
く
見
て
る
よ

 
霊
夢

え

見
て
る
わ

 
蓮
 

そ
れ
で
こ
こ
最
近
の
稽
古
の
メ

で
気
づ

 
い
た
事
な
い

 
こ
こ
最
近
の
蓮
の
稽
古
と
前
の
蓮
の
稽
古
そ
れ
ら
を
霊
夢
は
思
い
出
し
な
が
ら
考
え
る
と
あ
る

事
を
思

た

 
霊
夢

こ
こ
最
近
は

ト
レ
ば
か
り

 
そ
う
こ
れ
ま
で

ト
レ
は
確
か
に
や

て
は
い
た
が
何
よ
り
も
蓮
は

り
を
良
く
し
て
い

た

だ
が
こ
こ
最
近
は

り
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
霊
夢
は
見
て
い
な
い

 
蓮
 

そ
う

そ
れ
が
理

な
ん
だ
よ

 
霊
夢

ど
う
言
う
こ
と
よ

 
蓮
 

ら
⻄
行
妖
は
覚
え
て
る
よ

 
霊
夢

え

そ
れ
が
ど
う
か
し
た
の
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蓮
 

そ
の
時
に
竹
刀
が
折
れ
ち

て

 
そ
れ
を
聞
い
た
霊
夢
は
思
い
出
し
た

幽
々
子
を

け
た
後
蓮
は
⻄
行
妖
の

撃
を

ぐ
の

に

の
竹
刀
を
使
い
ガ

ド
し
た
が
⻄
行
妖
の
力
で
折
ら
れ
た
事
を

 
霊
夢

つ
ま
り

り
が
出
来
な
い
か
ら
不
安
に
な

て

 
い
た

て
事
よ

 
蓮
 

そ
う

こ
う
い
う
の
は

日
の
積
み

が
大

 
だ
か
ら

日
休
む
と
ど
ん
ど
ん

が
落
ち
て
い
く

 
一
方
だ
か
ら

 
霊
夢

ん

 
霊
夢
は
少
し
考
え
る
と
博
麗
神
社
の
魔

と
も
言
え
る
場
所
を
霊
夢
は
思
い
出
し
た

 
霊
夢

し

う
が
な
い

蓮

今
日
は
も
う
掃
除
は

 
良
い
か
ら
出
来
れ
ば
晩

て
も
ら

て

 
い
い

 
蓮
 

え

あ

う
ん

 
霊
夢
は
縁

か
ら
立
ち
上
が
る
と

の
方
へ
と
歩
い
て
い

た
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蓮
 

急
に
ど
う
し
た
ん
だ
ろ

 
蓮
は
不
思
議
に
思

た
が
そ
ん
な
事
よ
り
霊
夢
に
頼
ま
れ
た
晩

の
メ

を
考
え
る
こ

と
に
す
る
の
だ

た

 
そ
う
し
て
蓮
が
晩

を

り
終
え
て

た

理
を

に

び
終
え
て
座

て
霊
夢
を

待
つ

 
蓮
 

も
う

時
ぐ
ら
い
な
の
に
な

 
そ
う
蓮
が
思

て
い
る
と

子
が
開
く

開
い
た
先
に
は

だ
ら
け
の
霊
夢
が

を

え
な
が

ら
立

て
い
た

 
蓮
 

霊
夢

何
し
て
い
た
ん
だ

 
と

蓮
が
聞
く
と
霊
夢
は

え
て
い
る

を
蓮
の
方
に

す
と

 
霊
夢

蓮

中
を
見
て
み
て

 
蓮
 

分
か

た
よ

 
蓮
は
霊
夢
か
ら
を
受
け
と
る
と
そ
の
を
開
け
て
中
を
見
る

そ
こ
に

て
い
た
の
は

 
蓮
 

か

刀

 

て
い
た
の
は

れ
も
な
く
刀
だ

に

め
ら
れ
刀

は
見
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
見
事
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な
曲

を

い
て
い
る
の
は

に

た
状

で
も
良
く
分
か
る

蓮
は
そ
の
刀
を
手
に

る

 
蓮
 

霊
夢

こ
の
刀

い
て
も
い
い

 
霊
夢

え

た
だ

 
霊
夢
が
言

を
言
う
前
に
蓮
は
刀
を

か
ら

こ
う
と
す
る
と

 
ガ

ガ

 
蓮
 

あ
れ

 

か
ら
刀
を
引
き

く
こ
と
が
出
来
な
い

す
る
と
霊
夢
は
蓮
に
伝
え
る

 
霊
夢

そ
の
刀
は
昔
か
ら
そ
の
状

な
の
よ

か
ら

 
刀

が
出
る
こ
と
は
な
い

不
思
議
な
刀

 
先
代
の
博
麗
の
巫
女
が
手
に

れ
た
の
は
い
い

 
け
ど
使
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
お

り
に

 
な

て
た
の
よ

 
蓮
 

へ

そ
れ
を

に
く
れ
る

て
事
で

 
い
い
ん
だ
よ

 
霊
夢

え

構
わ
な
い
わ

に

る
ぐ
ら
い
な
ら
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使

て
あ

な
い
と

不
満

 
霊
夢
は
不
満
か
と
蓮
に
聞
く
と
蓮
は
笑
い
な
が
ら

 
蓮
 

い
い
や
大
満

け
な
い
な
ら

に

め

 
ら
れ
た
状

で
使
え
ば
い
い
し
そ
れ
に
こ
れ

 
な
ら

か
を

つ
け
ず
に
弾
幕
ご

こ
で
も

 
使
え
る
か
ら
何
ら
問

は
な
い
よ

 
霊
夢

そ
う
な
ら
良
か

た

 
蓮
 

霊
夢

贈
り
物
を
あ
り
が
と
う

 
蓮
は

め
て
霊
夢
に
お

を
言
う
と
霊
夢
は

を
紅
く
し
て

 
霊
夢

い
い
わ
よ
そ
ん
ぐ
ら
い

 
と

気

ず
か
し
そ
う
に

え
る

 
蓮
 

そ
れ
じ

ご

食
べ
よ
う
か

 
霊
夢

そ
う

 
こ
う
し
て
夜
は
過
ぎ
て
い
く
の
だ

た
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怠
惰

そ
ん
じ

久
々
の
後
書
き

 
狗
神

や

て
い
く

 
怠
惰

そ
れ
に
し
て
も
久
々
だ

狗
神
の
姉

 
狗
神

が
姉

だ

 
怠
惰

も
う

気
と
い
い
何
と
い
い
で

 
狗
神

殺
ら
れ
た
い
の
か

 
怠
惰

念
だ
け
ど
狗
神
の

撃
は

に
は
当
た
ら
ん

 
狗
神

ち

覚
え
て
お
け
よ

 
怠
惰

そ
ん
時
は
逃

る

て
事
で
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

急
に
終
わ
ら
せ
や
が

た

 
怠
惰

で
は
ま
た
し
ば
ら
く
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
そ
れ
で
は

者
様

 
狗
神

あ

え

え

と
じ

な
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第

話
 
霊
夢
へ
の
贈
り
物

 
こ
ん
ば
ん
わ

者
様

れ
て

た
ら
も
う
こ
ん
な

 
時
間
に
な

て
い
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

 
そ
し
て
言

を
少
し
変
え
れ
ば
こ
ん
な
使
い
方
も

 
出
来
る

て
い
う
こ
と
で
本
編
へ
ど
う

 
日

日
の
朝
方

蓮
は
掃
除
を
す
ぐ
に
終
わ
ら
せ
て
念
願
の
特
訓
を
し
て
い
た

 
ス
ン

ス
ン

ス
ン

ス
ン

 
蓮
 

は

は

 
何
時
も
の
日

で
あ
る

り
を
蓮
は
行
う

だ
が

て
い
る
の
は
竹
刀
で
は
な
く

か
ら

く
こ
と
の
出
来
な
い
刀
で
だ

 
霊
夢

ど
う
そ
の
刀
は

 
霊
夢
に
刀
の
感
想
を
聞
か
れ
た
蓮
は
そ
れ
に
つ
い
て

を

い
な
が
ら

え
る
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蓮
 

う
ん
中
々
良
い
と
思
う
よ

 
折
れ
て
し
ま

た
竹
刀
の
代
わ
り
と
な
る
あ
の
刀
を

し
て
か
ら
蓮
は
溜
め

を
つ
か
な
く
な

り
そ
れ
ど
こ
ろ
か

日

ん
で
い
た

 
霊
夢

な
ら
良
か

た

 
霊
夢
の
こ
こ
最
近
の
日

は
蓮
の
修
行
風
景
を

め
な
が
ら
お

を

む

そ
れ
が
蓮
が
博
麗

神
社
に
来
て
か
ら
の
日

だ

 
霊
夢

で
も
こ
う
ま
じ
ま
じ
と
見
る
と

奴
意
外
に

 
体
は
ガ

リ
し
て
る
の
よ

 
蓮
の

体
は
そ
こ
ま
で
マ

で
は
な
い
が

は

れ
て
い
る
し

も
そ
れ
な
り
に

は
出
来
て
い
る

流
石
は
元

動

ら
し
い
体
つ
き
だ

 
霊
夢

て
こ
れ
じ

た
だ
の
変

 

笑
い
を
し
な
が
ら

き
霊
夢
は
ま
た
お

に
手
を
か
け
る

す
る
と
蓮
は
刀
を

て
霊
夢

の
隣
に
座
る

ど
う
や
ら
今
日
の
修
行
は
終
わ

た
よ
う
だ

 
蓮
 

久
々
に

る
う
と

が
痛
く
な
る
な

 
霊
夢

い
や
久
々

て
ま
だ

日
程
し
か
経

て
な
く
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な
い

 
蓮
 

そ
の

日
が
大

な
ん
だ
よ

 
霊
夢

ん

に
は
分
か
ら
な
い
わ

 
な
お

本
修
行
な
ど
を
し
な
い
霊
夢
に
は
良
く
わ
か
ら
な
い

様

 
蓮
 

ま

そ
こ
は
人
の
考
え
方

て
こ
と
さ

 
霊
夢

に
は
理
解
し
が
た
い
け
ど

 
蓮
 

ハ
ハ
ハ
そ
う
か

ま

人
そ
れ

れ
の
考
え

 

て
い

い
あ
る
し

 
霊
夢

蓮

あ
ん
た
本
当
に
前
と
比
べ
る
と
変
わ

た

 
わ

 
蓮
が
こ
こ
に
来
た
時
は
ま
だ
ま
だ
ひ
よ

こ
の
レ

ル
だ

た
が
今
で
は
こ
う
し
て

を

て
て
い
る
事
を
霊
夢
は
見
て
気
づ
い
て
い
た

 
蓮
 

う
ん

こ
れ
も
あ
れ
も
霊
夢
や
魔
理
沙
と
か
の

 
お
陰
だ
よ

 
霊
夢

そ

そ
う

何
か
こ
う

ま

て
言
わ
れ
る
と



 第 話 霊夢への贈り物

 

れ
る
わ

 
蓮
 

ハ
ハ
ハ

そ
う
か
な

う
ん

 
霊
夢

ど
う
し
た
の
よ

 
突
然
蓮
が

い
た
事
に
霊
夢
は
ど
う
し
た
の
か
と
聞
く
と
蓮
は

に
な
お
か
つ
正

に

え

た 
蓮
 

や

り
霊
夢
は
笑

て
い
る
方
が
可
愛
ら
し
い

  
そ
れ
を
聞
い
た
霊
夢
は

を
真

に
な

た

し
か
も

か
ら

が
で
て
い
て

ず
か
し
そ

う
だ

た

 
霊
夢

え

え
え
え
と

そ
れ

て
ど
う
い
う

 
蓮
 

さ
て
と

は

い
物
に
出
る

 
そ
う
言
う
と
蓮
は
立
ち
上
が
り
体
を

ば
す
と

い
て
あ
る
上
着
を
着
て
空
へ
飛
ん
で
い

た 
霊
夢

奴
は

 
な
お
霊
夢
は
今
も

は
真

だ

た

霊
夢

は

め
ら
れ
て

し
か

た
と
思
い
込
ん
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で
は
い
る
が
実

の
心
情
を
知
る
の
は
ま
だ
当
分
先
の
話
だ

 
少
年

動
中

 
蓮
は

い
物
を

ま
せ
る
た
め
人
里
へ
と
降
り
る
と
色
々
な
店
に
よ
り
始
め
る

本
的
に

う
物
は
食
べ
物
が

ど
だ
が
時
に
は
変
わ

た
物
を

う
時
も
あ
る

で
言
え
ば

り
の
た
め

の

だ

た
り
時
に
は
酒
も

う
と
き
も
あ
る

蓮
は
酒
を

む
こ
と
は
な
い
が

 
蓮
 

う

ん
本
当
に
幻
想
郷

て
ル

ル
な
ん
て

 
な
い
よ

 
未

年
者
で
は

で
き
な
い
酒
は

が
か
か

て
い
な
い

に
現

の
蓮
で
も

で

で
き
る

 
蓮
 

ま

気
に
し
た
ら
負
け
か

 
だ
が
蓮
は
こ
の
時
あ
る
事
を
考
え
て
い
た

そ
れ
は

分
の

中
に

負
う
刀
に
つ
い
て
だ

々
霊
夢
が

を

て
で
も

か
ら
引

張
り
出
し
て
く
れ
た
の
だ

そ
れ
を
考
え
た
蓮
は

返
し
が
し
た
い
と
思

て
い
た

 
蓮
 

霖

さ
ん
に
相

し
て
み
よ
う
か
な

 
蓮
は

少
の
頃
か
ら
知
り
合
い
で
あ
ろ
う
霖

に
聞
こ
う
と
考
え
た

そ
う
と
決
め
た
ら
蓮
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は
香
霖
堂
へ
と
向
か
う
の
だ

た

 
少
年

動
中

 
蓮
は
人
里
か
ら
飛
ん
で
行
き
魔
法
の

の

り

近
に
あ
る
一
件
の
家
も
と
い
香
霖
堂
の
上

へ
と
着
く
と
蓮
は
香
霖
堂
の
前
で
降
り
る

 
蓮
 

よ
し

 
蓮
は
店
の
引
き

を
開
け

を
潜
り

け
て

 
蓮
 

す
い
ま
せ
ん

 
と

言
う
と
か
う
ん
た

に
座

て
い
た
男
性

近
霖

は
笑

で

 

近

い
ら

し

い

て
蓮
か

今
日
は
ど
う

 
し
た
ん
だ
い

 
霖

が
用
件
を
聞
い
て
く
る
と
蓮
は
そ
れ
に
つ
い
て

え
た

 
蓮
 

え

と
霊
夢
に
贈
り
物
が
し
た
い
ん
で
す
け
ど

 
何
を
贈
れ
ば
良
い
の
か
分
か
ら
な
く

て

 
そ
れ
で
霖

さ
ん
な
ら
何
か
知

て
る
か
と

 
思

て
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近

へ

霊
夢
に
贈
り
物
か

ど
う
し
て
ま
た

 
贈
り
物
を

 
蓮
 

実
は
で
す

霊
夢
が

に
こ
の
刀
を

ま
み
れ

 
に
な

て
ま
で

か
ら
引

張
り
出
し
て
く
れ

 
て

そ
れ
で

返
し
に
と
思
い
ま
し
て

 

近

霊
夢
が
贈
り
物
か

 
そ
う
と
う
蓮
の
事
を
認
め
て
い
る
ん
だ

 
蓮
 

そ
れ
で
何
を
贈
れ
ば
良
い
で
し

う
か

 

近

そ
う
だ
な

 
霖

は
し
ば
ら
く

を
組
ん
で
考
え
る

そ
し
て
考
え
終
わ

た
の
か

を
組
む
の
を

め

る
と

 

近

分

蓮
か
ら
贈
る
物
な
ら
何
で
も

ぶ
と

 
思
う
よ

分
が

て

し
い
物
を
贈
る

 
と
か
か
な

 
蓮
 

な
る

ど
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蓮
は
霖

の
言

を

し
な
が
ら
考
え
る

そ
し
て
蓮
は
あ
る
こ
と
を
霖

に
頼
む

 
蓮
 

霖

さ
ん
少
し
商
品
を
見
て
も
よ
ろ
し
い

 
で
す
か

 

近

あ

構
わ
な
い
よ
ゆ

く
り
見
て
い
く
と
い
い

 
蓮
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
そ
う
し
て
蓮
は

さ
れ
て
い
る
商
品
を
見
る

そ
こ
に
は
色
々
な
物
が

し
て
あ
る

今

は

か
し
き

音

や
か
つ
て

で
用
い
ら
れ
て
い
た

な
ど
色
々
な
物
だ

す
る
と
蓮

は
あ
る

つ
の
商
品
に
目
が
い

た

 
蓮
 

こ
れ
は

 
そ
れ
は

ク
レ
ス
ケ

ス
に

め
ら
れ
て
い
た
紅
い
宝
石
が
つ
い
た

ク
レ
ス
だ

 

近

そ
れ
が
気
に

た
か
い

 
蓮
 

悩
み
中
で
す

 

近

ま

幻
想
郷
だ
と
あ
ま
り

ク
レ
ス
を
し
て

 
い
る
女
性
は
い
な
い
か
ら
お

め
だ
よ

 
流
石
は
一

商
売
人
だ

売
る
時
は
確
実
に
売
る
方
向
へ
と

て
い
く

そ
し
て
蓮
は
悩
み
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に
悩
ん
だ

 
蓮
 

え

と

霖

さ
ん
こ
れ
お
い
く
ら
で
す
か

 
値

に
つ
い
て
霖

に
聞
く
と
霖

は
そ
の

ク
レ
ス
の
お
値

を
一

で

で

し
て

 

近

う
ん
普
通
は
二

だ
け
ど
蓮
な
ら
一

で

 
い
い
よ

 
蓮
 

え

一

も
安
く
し
て
く
れ
る
ん
で
す
か

 

近

あ

こ
ち
ら
も
何
や
か
ん
や
で
世
話
に
な

た

 
か
ら

 
蓮
 

そ
れ
な
ら

 
蓮
は

布
か
ら
一

分
の
お

を
出
す
と
カ
ウ
ン
タ

に
い
る
霖

に

す

 

近

う
ん

度
だ

あ
り
が
と
う
蓮

 
蓮
 

い
え
こ
ち
ら
こ
そ

 
そ
う
言
う
と
蓮
は

ク
レ
ス
が

た

ク
レ
ス
ケ

ス
を

ケ

ト
の
中
に

れ
る

 
蓮
 

そ
れ
じ

霖

さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
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ま
し
た

 

近

あ

い
つ
で
も
ま
た
遊
び
に
来
な
よ

 
そ
う
し
て
蓮
は
香
霖
堂
か
ら
出
る
と
空
へ
飛
ん
で
博
麗
神
社
へ
と
帰

て
い

た

そ
う
し
て

蓮
が
博
麗
神
社
に
着
く
と
縁

で
お

を

ん
で
い
る
霊
夢
が
目
に

た

 
蓮
 

た
だ
い
ま
霊
夢

 
霊
夢

お
帰
り

遅
か

た
わ

 
蓮
 

う

ん
と
実
は
さ

 
蓮
は

ケ

ト
か
ら
霊
夢
へ
と
贈
り
物
を
出
す
と
そ
れ
を
霊
夢
の
前
に
出
す

 
霊
夢

そ
れ
ど
う
し
た
の
よ

 
蓮
 

か
ら
の
贈
り
物
だ
よ
霊
夢

 
霊
夢

へ

 
あ
ま
り
に
も

突
す
ぎ
て
霊
夢
は

い
た

何
せ
蓮
が

分
の
た
め
に

レ

ン
ト
を
贈

て

え
る
な
ん
て
思

て
も
み
な
か

た
か
ら
だ

 
霊
夢

そ
れ
を

に

 
蓮
 

う
ん

着
け
て
あ

よ
う
か
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霊
夢

お
願
い
す
る
わ

 
蓮
は
霊
夢
の
後
ろ
に
ま
わ
り
ケ

ス
か
ら

ク
レ
ス
を

り
出
す
と
そ
れ
を
霊
夢
へ
と
着
け

る 
蓮
 

出
来
た
よ

 
霊
夢

え

と

合

て
る
か
し
ら

 
霊
夢
は

ず
か
し
そ
う
に
聞
く
と
蓮
は
笑

で

 
蓮
 

う
ん

合

て
る
よ

 
霊
夢

あ

あ
り
が
と
う

 
霊
夢
は

し
さ
と

ず
か
し
さ
で

を
紅
く
し
て

か
ら

が
出
て
い
る

 
蓮
 

ど
う
い
た
し
ま
し
て

 
蓮
は
そ
う
言
い
笑

で
霊
夢
の
隣
に
座
り

日
を
楽
し
く
過
ご
す
の
だ

た

 
怠
惰

言
い

れ
た
事
が
あ

た
な
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狗
神

何

 
怠
惰

見
て
い
け
ば
い
い
け
ど

々
と

の
中
が

く

 
な

て
い
く
か
も
だ
か
ら

ヒ

を
用
意

 
し
て
お
く
と
い
い
か
も

 
狗
神

お
い
お
い

 
怠
惰

因
み
に
こ
れ
を
書
い
て
る
時

怠
惰
さ
ん
は

 

ヒ

み
な
が
ら
書
い
て
た
よ

 
狗
神

い
の
か

 
怠
惰

う
ん

ヒ

は
良
い

あ
の

さ
が

 

に
な
る
か
ら

 
狗
神

い
つ
か

ま
せ
て
も
ら
う
と
す
る
か

 
怠
惰

う
ん
そ
ん
時
は
お
ご
る
よ

お

と
時
間
か

 
て
な
わ
け
で
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

次
回
も
よ
ろ
し
く
な

 
怠
惰

で
は

者
様
ま
た
次
回
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 第 話 霊夢への贈り物



 第四章  薄き記憶に萃まる幻想

 
第
四
章
 
 
薄
き
記
憶
に
萃
ま
る
幻
想

 
第

話
 
不
思
議

 
こ
ん
ば
ん
わ

者
様
こ
こ
最
近

か
ら
帰

た
ら

 
少
し

る
と
い
う
変
な

が
つ
き
始
め
て
い
る

 
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

 
こ
ん
な
話
し
て
も
仕
方
な
い
の
で
本
編
へ
ど
う

 
宴
会

そ
れ
は
楽
し
い
も
の
だ

特
に
こ
こ
幻
想
郷
で
は
人
と
妖
怪
や
魔
法
使
い
は
た
ま
た

八

の
神
々
等
が
集
ま
り
種
族

た
り
な
く
酒
に
会
話
を
楽
し
め
る

だ
が
こ
こ
最
近
の
宴
会

は

て
い
た
が

 

雪
異
変
の

で

か

た

が
終
わ
り
も
う
じ
き

に
近
づ
い
て
き
た
幻
想
郷
そ
ん
な
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中

蓮
と
霊
夢
は
宴
会
を
開
こ
う
と
準
備
を
し
て
い
た

 
霊
夢

蓮

そ

ち
の

座
と
か

て

て

 
蓮
 

分
か

た

 
蓮
が
贈

た

ク
レ
ス
を
霊
夢
は
今
も
着
け
て
い
た
が
そ
れ
よ
り
も
変
わ

た
事
は
あ

た

こ
こ
最
近
蓮
ば
か
り
に
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
霊
夢
が
時
々
だ
が
蓮
の
手
伝
い
を
し
た
り
し
て

い
る

そ
の

に
も
前
よ
り
会
話
を

く
す
る
よ
う
に
な

た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い

 
蓮
 

よ

こ
ら
せ

 
蓮
は

座
を
外
へ
と

て
行
き
そ
れ
を
全
て
引
き
終
え
る

す
る
と
霊
夢
が
や

て
来
る

 
蓮
 

な

霊
夢
こ
ん
な
感
じ
で
大

だ
ろ

 
霊
夢

え

そ
れ
よ
り
も
蓮

貴
方
に
聞
き
た
い

 
事
が
あ
る
ん
だ
け
ど

 
蓮
 

え

 
霊
夢

貴
方

お
酒

ん
だ

 
突
然

の
分
か
ら
な
い
事
を
聞
か
れ
た
蓮
だ
が
蓮
の

え
は

 
蓮
 

い
や

は

ま
な
い
よ

だ

て
ま
だ
未

年
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だ
し

 
霊
夢

う

ん
そ
う
よ

 
蓮
 

ま
さ
か
お
酒
が
な
い
の

 
霊
夢

え

昨
日
ぐ
ら
い
に
紫
か
ら

た

な
の

 
に
お
か
し
い
の
よ

 
博
麗
神
社
は
こ
の
時

に
な
る
と
八
雲
紫
が
大

に
仕

れ
そ
れ
を
博
麗
神
社
に

け
る
の
だ

が
ま
さ
か
そ
の
酒
が
そ
ろ
そ
ろ
無
く
な
る
と
聞
い
て
霊
夢
は
不
思
議
に
思

て
い
た

だ
が
蓮
も

気
に
な
る
こ
と
は
あ

た

 
蓮
 

そ
う
い
え
ば

も
気
に
な
る
こ
と
が

つ
か

 
あ
る
ん
だ
よ

 
霊
夢

ど
う
し
た
の

 
蓮
 

の

が
無
く
な

て
る
ん
だ
よ

 
昨
日

た

な
の
に

 
蓮
は

て
ま
も
な
い

の

が
そ
ろ
そ
ろ
無
く
な
る
と
言
う
と
霊
夢
は

 
霊
夢

い
や
そ
れ
普
通
に
す
ぐ
に
な
く
な
る
で
し



 第 話 不思議

 
蓮
 

そ
う
な
の
か
な

 
と
言

て
い
る
と
空
か
ら
黒
い

を

中
に
生
や
し
て
カ
メ
ラ
を

た
少
女
こ
と
射
命
丸

 

が
飛
来
し
た

 

 

こ
ん
に
ち
は

 
霊
夢

ス
イ

 

 

た

 
蓮
 

間

え
て
る

 

 

射
命
丸
で

す

て

ち

と

 
何
で
人
の
紹
介
に

々
を

れ
る
ん
で
す
か

 
い
つ
の
間
に
や
ら
蓮
ま
で
も
が

々
を

れ
て
い
た

そ
し
て

が
ツ

ミ
を
す
る
と
蓮
と

霊
夢
は

 
蓮
 

だ

て

し
ま
く
り
の
記
事
じ

 
霊
夢

そ
れ
で
い
て

ば
か
り
し
て
る
で
し

 

 

お

二
方
は
言
い
た
い
こ
と
を
し

か
り
と

 
言
い
ま
す
よ
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は

間
に
シ

が

せ
な
が
ら

笑
い
を
し
た

 
蓮
 

し
な
い
記
事
を
書
く
な
ら

も
そ
こ
ま
で

 
言
い
ま
せ
ん
よ

 
霊
夢

そ
れ
よ
り
あ
ん
た
は
何
し
に
来
た
の

 

 

そ
れ
は

新
聞

り
の
た
め
の

で
す

 
よ

 
そ
れ
を
聞
い
た
霊
夢
は

し
な
が
ら

に

 
霊
夢

そ
う

な
ら

貴
方
に
お
願
い
が
あ
る
わ

 

 

何
で
す
か

 
霊
夢

今

異
変
が
起
き
て
い
る
か
ら
宴
会
は
中

て

 
伝
え
て
く
れ
な
い

 

 

分
か
り
ま
し
た

宴
会
は
中

え

 
蓮
 

え

 
蓮
＆

え

 
霊
夢
の
突
然
の
宴
会
中

宣
言
そ
れ
は
蓮
は
と
も
か
く
度

が

わ
り
ま
く

て
る

で
す
ら



 第 話 不思議

か
せ
た

 

 

ち

そ
れ
本
気
で
す
か

 
霊
夢

え

本
気
よ

 
蓮
 

い
や
で
も
霊
夢

流
石
に
す
ぐ
異
変
と
決
め

 
つ
け
る
の
は
ど
う
か
と
思
う
け
ど

 
蓮
の
言

て
い
る
事
は
確
か
に
そ
う
だ

だ
が
霊
夢
は

 
霊
夢

確
か
に
そ
れ
は
そ
う
よ

だ
け
ど

 

し
て
い
た
お
酒
が

え
て
る

て
事
は

 
何
か
し
ら
の
理

が
あ
る
と
思
う
じ

な
い

 
と

霊
夢
が
言
う
と
蓮
は
少
し

に
手
を

い
て

 
蓮
 

そ
れ

て
霊
夢
の
勘
も
混
じ

て
る

 
霊
夢

え

 
霊
夢
が
言

た
勘
と
い
う
言

で
蓮
は

得
す
る
に
は

分
だ

た

 
蓮
 

そ

か
な
ら

も
そ
の
異
変
解
決

 
に

力
す
る
よ
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霊
夢

分
か

て
る
じ

な
い

 
霊
夢
の
勘
と
い
う
の
は
と
て
も

晴
ら
し
い

ち

と
昔
に
今
の
幻
想
郷
で
は
分
か
る

の

な
い
語

問

問
を
ま
さ
か
の
勘
だ
け
で
満

を

る
程
の

ち

だ

流
石
の
こ
れ
に
は

蓮
も
感

せ
ざ
る
得
な
か

た

そ
し
て
話
は
戻
り

は
少
し

す
る
と

 

 

は

ま

で
も
良
い
ス
ク

で
す

 

流
し
ま
す
か

 
そ
う
言
う
と

は

ス

ド
で
飛
ん
で
い

た

が
飛
び
去

た
後
に
は
風
が

い
た

が 
霊
夢

奴
も

奴
で
相
変
わ
ら
ず

 
蓮
 

そ
れ
よ
り
ま
ず
は
魔
理
沙
を
訪

よ
う
か

 
霊
夢

え

そ
う
と
決
ま
れ
ば
行
く
わ
よ

 
そ
う
し
て
蓮
と
霊
夢
は
飛
び
上
が
り
魔
理
沙
の
家
が
あ
る
魔
法
の

へ
と
向
か
う
の
だ

た

 
少
年
少
女

動
中

 
蓮
と
霊
夢
は
魔
法
の

に
あ
る
魔
理
沙
の
家
へ
と

た

霊
夢
は
何
回
か
は
来
た
こ
と
が
あ

る
ら
し
い
が
蓮
は

め
て
だ
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蓮
 

霧
雨
魔
法
店

 
そ
こ
に
は
霧
雨
魔
法
店
と
書
か
れ
て
お
り
近
く
に
あ
る

に
は
何
で
も
し
ま
す
と
書
か

れ
て
い
る

 
霊
夢

あ

そ
う
い
え
ば
蓮
は
知
ら
な
か

た
わ

 
魔
理
沙
は
一

店
を
や

て
る
の
よ

 
蓮
 

へ

魔
法
店

て
事
は
魔
法
道

が

 
売

て
る
の

 
霊
夢

い
い
え
道

売
と
言
う
よ
り
か
は
何
で
も
屋

 
正

な
話

 
蓮
 

そ
れ
で
何
で
も
し
ま
す
か

 
蓮
は
今
の
言

を
聞
い
て

の
意

が
よ
う
や
く
理
解
し
た

 
霊
夢

と
り
あ
え
ず

る
わ
よ

 
蓮
 

あ

う
ん

 
霊
夢
の
後
に
続
き
蓮
は
つ
い
て
い
く

そ
し
て
霊
夢
は

関
の

を
開
け
る
と

 
霊
夢

魔
理
沙

る
わ
よ
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蓮
 

お
邪
魔
し

ま
す

 
蓮
は

い
て
し
ま

た

魔
理
沙
の
家
の
散
ら
か
り
よ
う
に

麗

き
な
蓮
か
ら
し
て
み
れ

ば
こ
れ
は

い
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
散
ら
か

て
い
た

す
る
と

か
ら

 
霧
雨

何
だ
騒
々
し
い
な

て
霊
夢
と
蓮
か

 
と

の

が
ボ
サ
ボ
サ
に
な

て
い
た
魔
理
沙
が
や

て
来
る

 
霊
夢

魔
理
沙

異
変
解
決
す
る
わ
よ

 
霧
雨

異
変

そ
の
前
に
お
前

宴
会
の
準
備
ど
う

 
し
た
ん
だ
よ

 
霊
夢

異
変
の
た
め
中

よ

 
霧
雨

は

お
い
お
い
ス
ト

パ

の

の
蓮
は

 
ど
う
な

て
ん
だ
よ

 
魔
理
沙
は
蓮
を
見
る
と
蓮
は
手
が

ル

ル
と

え
て
い
た

 
霧
雨

れ

蓮

 
蓮
 

魔
理
沙

こ
の
異
変
終
わ

た
ら

け
に

 
来
る
か
ら
そ
の
つ
も
り
で
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蓮
は
笑

だ

た
が
目
は
笑

て
は
い
な
か

た

そ
れ

ど
ま
で
に
蓮
は
こ
の

状
が

慢

が
出
来
な
い
の
だ
ろ
う

 
霧
雨

れ

霊
夢

お
前
も
そ
う
だ
が
蓮
の
様
子
も

 
お
か
し
く
な
い
か

 
霊
夢

あ
ん
た
が
散
ら
か
し
て
た
か
ら
で
し

う
が

 
蓮
 

霊
夢

さ

さ
と
こ
の
異
変
を

け
よ
う

 
そ
し
た
ら
ゆ

く
り
と
魔
理
沙
の
家
を

け

 
れ
る
か
ら

 
ど
う
や
ら
魔
理
沙
の
家
は
掃
除

き
な
蓮
の
心
に
火
を

す
程
ま
で
に
散
ら
か

て
い
た
よ
う

だ 
霊
夢

魔
理
沙

覚

を
決
め
た
方
が
い
い
わ
よ

 
蓮
は
掃
除
に
関
し
て
は
⻤
そ
の
も
の
だ
か
ら

 
な
お
霊
夢
は
何

そ
う
言
え
る
か
と
言
う
と

の
掃
除
で
経

み
だ
か
ら
だ

刀
を

い
霊

夢
に
贈
り
物
を
し
た
そ
の
数
日
後
に
蓮
が
全
て

け
整
理
し
た
た
め
今
で
は
色
々
な
物
が
物
が

更
に

用
出
来
る

ど
に
な

て
い
た
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霧
雨

 
魔
理
沙
の
内
心
は
た
だ
た
だ
こ
う
思

て
い
た

 
霧
雨
異
変
が
⻑
く
続
く
か
も
し
く
は
蓮
が
こ
れ
に
関
し
て

 

れ
て

し
い

 
内
心
か
ら
も
本
当
に
や
り
た
く
な
い
こ
と
が
伝
わ

た

 
霊
夢

と
り
あ
え
ず
ま
ず
は
何
処
か
ら
手

か
り
を

 
探
し
ま
し

う
か

 
霧
雨

な
ら
紅
魔
館
に
行
く
か

レ
ミ
リ
ア
達
な
ら
何
か

 
知

て
る
か
も
し
れ
な
い

 
蓮
 

魔
理
沙
の
意
見
を

し
よ
う
よ
霊
夢

 
霊
夢

分
か

た
な
ら
ま
ず
は
そ
こ
か
ら
行
き
ま
し

う

 
そ
う
し
て
蓮

霊
夢

魔
理
沙
は
手

か
り
を
見
つ
け
る
た
め
紅
魔
館
へ
と
向
か
う
の
だ

た 
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怠
惰

永
夜
沙
だ
と
思

た

思

た

 

念

萃
夢
想
だ
よ

 
狗
神

う
る
せ

 
怠
惰

す
い
ま
せ
ん
で
し
た

 
狗
神

た
く

そ
れ
で
萃
夢
想

て
の
は

 
怠
惰

ま

東
方
の

品
で
言
う
と
永
夜
沙
の
後
に
出
た

 

品
だ

 
狗
神

そ
れ

て
登
場

的
に
不

く
な
い
か

 
怠
惰

所
が
ギ

ン
実
は
萃
夢
想

て
の
は
永
夜
沙

 
と
妖
々
夢
と
の
中
間
の
時

な
ん
だ
よ
言

て

 
し
ま
う
と
妖
々
夢
が
第

弾

永
夜
沙
が
第

弾

 
そ
の
中
間

て
事
で
第

話

て
事
な
ん
だ

 
狗
神

そ

そ
う
な
の
か
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怠
惰

ま

と
言

て
も
フ

ン
の
方
な
ら
知

て

 
い
る
だ
ろ
う
か
ら
知
ら
な
い
人
の
た
め
に
書
い
た

 

て
感
じ
だ
か
ら
そ
ん
な

そ
う
に
は
言

て

 
な
い
か
ら

 
狗
神

で
も
確
か
妖
々
夢
が
第

弾
と
言

た
な

 
そ
れ
で
予
想
だ
と
紅
魔
郷
が
第

弾

て
事

 
だ
よ
な

 
怠
惰

あ

て
る
よ

 
狗
神

な
ら
そ
れ

前
の
話
が
書
い
て
い
な
い
の
は

 
何

だ

 
怠
惰

第

弾

第

弾
は
確
か

９
８

て

 
や
つ
で
出
て
る
け
ど
紅
魔
郷
か
ら
新
し
く

 
心

一
転
さ
れ
て
い
る
ん
だ
よ
そ
れ
で

 
紅
魔
郷

前
の
や
つ
を

は
旧

と
呼
ん
で

 
い
る
け
ど
ぶ

ち

け
古
す
ぎ
て
怠
惰
さ
ん
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の
情
報
不

で
書
け
な
い
と
判
断
し
た
か
ら

 
書
い
て
な
い

ま

気
に
な
る
な
ら
東
方
旧

 
で

す
れ
ば
出
る
か
ら
そ
こ
を
参

し
て

 
く
れ

 
狗
神

な

何
か
色
々
と

い
な

 
怠
惰

し
か
も
旧

当
時
の
霊
夢
の

は
今
み
た
い

 
に

巫
女
じ

な
か

た
し
ア
リ
ス
も
当
時
は

 
ロ
リ
だ

た
し

 
狗
神

そ
う
や

て
今
と
昔
を
比
べ
て
見
る
と
面
白
い

 
も
の
だ
な

 
怠
惰

お

と
こ
ん
な
⻑
々
と
話
し
ち

た
け
ど

 
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

て
な

で
萃
夢
想
ら
し
い
か
ら
よ
ろ
し
く

 
怠
惰

で
は

者
様

 
狗
神

ま
た
明
日
な
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第

話
 
久
々
の
紅
魔
館
へ

 
こ
ん
に
ち
は

者
様

が
ま
た
発
病
し
た

 
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

花

炎

と

 
三

を
か
け
て
い
る
の
で
も
う

れ
ま
し
た

 
そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
蓮

霊
夢

魔
理
沙
こ
の

人
は
霧
の
湖
を

け
て
レ
ミ
リ
ア
達
の
住
む
紅
魔
館
へ
と
や

て
来
た
が

 

鈴
 

 
蓮
 

鈴
さ
ん

て
る

 
蓮
達
が
始
め
に
目
に
つ
い
た
の
は
紅
魔
館
の
門
番
こ
と
紅

鈴
が
気

ち
良
さ
そ
う
に

を

た
て
な
が
ら

て
い
た

 
霊
夢

と
い
て

達
は

り
ま
し

う
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霧
雨

せ

か
く
だ
し
本
を
何

か

り
て
く
か

 
蓮
 

そ
う
い
え
ば
玲
音
さ
ん
と
こ
こ
最
近
会

て

 
な
い
な

 

人
は
門
番
を
サ
ボ

て
る

鈴
を
後
に
し
て
門
を
通
る
と

 
バ
リ
ン

 
突
然
屋
敷
の

が

れ
て
そ
こ
か
ら

人
の
男
女
が
現
れ
た

 
咲
夜

玲
音
貴
方
サ
ボ
り
す
ぎ
よ

 
玲
音

咲
夜
ち

ん
は
お

い
ん
だ
よ
も
う
少
し
気
楽
に

 
い
け

て

 
紅
魔
館
メ
イ
ド
⻑
十
六
夜
咲
夜
と
紅
魔
館
執
事
⻑
雨
月
玲
音
が
何
か
言
い
合
い
つ
つ
弾
幕

ご

こ
を
し
な
が
ら
出
て
き
た
の
だ

 
霊
夢

あ
の

人
は
何
や

て
ん
の
や
ら

 
霧
雨

人
が
あ
の

子
な
ら
今
が

ン
ス
だ
な

 
蓮
 

え

 
魔
理
沙
は

に

が
る
と
そ
の
ま
ま
館
の
中
へ
と

て
い

た
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霊
夢

ま

た
く
魔
理
沙
は

蓮
と
り
あ
え
ず
レ
ミ
リ
ア

 
を
探
す
わ
よ

 
レ
ミ

あ
れ

霊
夢
と
蓮
じ

な
い

 
霊
夢
が
そ
う
言

た

間
門
の
上
の
バ
ル

か
ら

が
し
た

そ
の

の

は
こ
こ
日

を
さ
し
た
紅
魔
館
の

に
し
て
吸
血
⻤
レ
ミ
リ
ア
・
ス
カ

レ

ト
だ

た

 
霊
夢

あ
ん
た
そ
ん
な
所
に
い
た
の

 
レ
ミ

え

そ
れ
に
貴
方
達
が
来
る
こ
と
は
知

て

 
た
わ
よ

そ
れ
よ
り
も
こ

ち
来
な
さ
い

 
そ
う
言
わ
れ
た
蓮
と
霊
夢
は
飛
ん
で
バ
ル

へ
と
行
く
と
そ
こ
に
は
レ
ミ
リ
ア
の

に
パ

リ

・

レ

ジ
が
座

て

鏡
を
着
け
て

書
を
し
て
い
た

 
霊
夢

そ
れ
で

何
で

達
が
来
る
こ
と
を
知

て

 
た
の

 
霊
夢
の

問
に

書
を
し
て
い
た
パ

リ

が
本
を

い
て

え
た

 
パ

レ
ミ

に
は

命
を
見
る
程
度
の
能
力
が
あ
る
の
よ

 
そ
れ
で

ら
く
見
た
ん
で
し
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レ
ミ

い
で
し

 
確
か
に
そ
れ
は

い
と
蓮
や
霊
夢
は
思

た
だ
が
蓮
は
あ
る
場
面
を
思
い
出
し
て
聞
く

 
蓮
 

な
ら
何
で
フ
ラ
ン
ち

ん
と
出
会

た
謎
の
人
物

 
の
事
は
分
か
ら
な
か

た
ん
で
す
か

 
そ
う

命
を
見
れ
る
な
ら
そ
の
人
物
と
出
会
う
事
更
に
は
狂
気
が

り
除
か
れ
る
事
に
つ
い

て
も
分
か
る

だ

す
る
と
レ
ミ
リ
ア
は
語
り
だ
し
た

 
レ
ミ

分
か
ら
な
か

た
て
い
う
の
が
正
し
い
わ

 
正

フ
ラ
ン
が

言
し
た
人
物
が
来
る

命
を

 
見
る
事
は
出
来
な
か

た

言
う
と
そ
れ
は

 
パ

イ
レ
ギ

ラ

の

そ
れ
が
今
言
え
る
事
よ

 
蓮
 

そ
う
で
す
か

 
霊
夢

て

達
が
危

に
来
た
の
は
そ
ん
な
話
じ

 
な
く
て

 
と

霊
夢
が
言
う
と
レ
ミ
リ
ア
は
霊
夢
に

 
レ
ミ

宴
会
中

な
ん
で
し

現

異
変
と
か
で
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新
聞
に
書
い
て
あ

た
わ
よ

 
霊
夢

え

そ
う
お
酒
が
無
く
な

て
る
の
よ

 

て

は
も
う

た
ん
だ

 
蓮
 

さ
ん

い
な

と
そ
れ
で
今
現

 
そ
ち
ら
で
何
か
異
変
は
起
き
て
ま
す
か

 
レ
ミ

そ
れ
な
ら

 
レ
ミ
リ
ア
は
日

を

て
バ
ル

の
手

に
近
づ
く
と

 
レ
ミ

咲
夜

執
事

 
レ
ミ
リ
ア
の
一
言
で
先
程
か
ら
弾
幕
ご

こ
を
し
て
い
た

人
は
そ
れ
を

め
て
一

で
バ

ル

へ
と
や

て
来
る

 
咲
夜

お
呼
び
で
し

う
か

様

 
玲
音

ど
う
し
た
お

 
レ
ミ

人
共
こ
こ
最
近
何
か
変
わ

た
事
な
い

 
そ
う
言
わ
れ
た

人
は

く
考
え
る
と
そ
れ
に
つ
い
て

え
た

 
咲
夜

そ
う
い
え
ば
い
つ
の
間
に
か
紅

の

が
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無
く
な

て
い
ま
し
た

 
玲
音

言
わ
れ
て
み
る
と

の

て
い
る

の

 

が

ん
だ
よ
な

 
咲
夜

玲
音

体
の
た
め
こ
の

会
に

め
た
ら

 
そ
の
前
に
吸
う
な
ら
外
で
吸
い
な
さ
い
正

い

 
か
ら

 
玲
音

度
吸
う
と

め
た
く
て
も

め
れ

よ

 
そ
れ
と

だ
が
断
る

 
咲
夜

そ
う

 
咲
夜
は

中
時

を

り
出
す
と
突
然
玲
音
の

り
に

イ
フ
が
現
れ
る
が
玲
音
は
そ
れ
を
見

事
に
回

す
る

 
玲
音

ど
う
し
た

ど
う
し
た

ら
か
か

て
来
な
よ

 
咲
夜
ち

ん

イ
フ
と
時

な
ん
か

て
て
か
か

 

て
来
い
よ

 
玲
音
は
何
処
か
で
聞
い
た
こ
と
の
あ
る
よ
う
な

発
を
咲
夜
に
す
る
と
咲
夜
は
笑

で

間
に
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シ

を
更
に

せ
て

 
咲
夜

良
い
で
し

う
そ
の

ら
ず

て
あ

る
わ

 
玲
音

 
そ
う
言
う
と

人
は
ま
た
外
へ
と
出
て
行
き
ま
た
弾
幕
ご

こ
を
し
だ
し
た

 
レ
ミ

あ
の

人
は
仲
が
良
い
わ

 
パ

は

な
ら
蓮

霊
夢
貴
方
達
に
見
せ
た
い

 
物
が
あ
る
の
そ
れ
を
見
せ
る
わ

 
パ

リ

は

む
の
を

め
た
本
を

ち
上

鏡
を
は
ず
し
て
椅
子
か
ら
立
ち
上
が
り
そ

う
言
う
と

 
蓮
 

見
せ
た
い
も
の
で
す
か

 
霊
夢

何
を
見
せ
て
く
れ
る

て
の
よ

 
パ

来
て
く
れ
る
と
分
か
る
わ
そ
れ
と
レ
ミ

 
貴
女
も
来
て
く
れ
る
か
し
ら

 
レ
ミ

も

 
パ

え

異
変
に
関
係
す
る

の
手

か
り
よ
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そ
う
言
わ
れ
た
蓮
と
霊
夢
そ
し
て
レ
ミ
リ
ア
は
言
わ
れ
る
が
ま
ま
に
パ

リ

の
後
に
着
い

て
い
く

す
る
と
パ

リ

は
蓮
と
霊
夢
に

 
パ

そ
う
い
え
ば
魔
理
沙
は
ど
う
し
た
の

何
時
も
な
ら

 
居
る
と
思

た
の
だ
け
ど

 
霊
夢

そ
れ
な
ら

に

が

て
こ
の
屋
敷
一

に

 
飛
ん
で
行
く

た
わ
よ

 
蓮
 

確
か
本
を
何

か

り
て
い
く

て
の
と
後
は

 
弾
幕
ご

こ
を
し
て
い
る
咲
夜
さ
ん
と
玲
音
さ
ん

 
を
見
て

し
て
た
よ
う
な

 
パ

は

そ
れ
な
ら

更

く
行
き
ま
し

う

 
そ
う
し
て
蓮
と
霊
夢
に
レ
ミ
リ
ア
は
パ

リ

の
後
に
続
い
て
い
く
の
だ

た

 
怠
惰

そ
ん
な

で
こ
の
小
説
内
で
の
紅
魔
館
の
日
常

 
風
景
で
し
た
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狗
神

こ
の
小
説
内
だ
と
何
時
も
あ
ん
な
の
か

 
怠
惰

は
い
そ
う
で
す
裏

定
的
に
は
咲
夜
は

 
だ
け
ど
パ

リ

に
レ
ミ
リ
ア

り
が

 

き
込
ま
れ
て
ま
す

 
狗
神

は

き
込
ま
れ
な
い
ん
だ
な

 
怠
惰

ま

そ
ん
な
に
は

玲
の
場
合
は
優
し
く

 
起
こ
し
て
く
れ
る
か
ら

か
る
小
悪
魔
の
場
合

 
は

し
い
時
な
ん
か
は
食
事
や
ら
を

て
き

 
て
く
れ
る
か
ら
あ
り
が
た
い
そ
し
て
フ
ラ
ン
の

 
場
合
は
遊
び
相
手
そ
れ
で
あ
ま
り
目
立
た
な
い

 
か
ら
語
ら
れ
な
い
け
ど
妖
精
メ
イ
ド
の
場
合
は

 
サ
ボ
り
仲
間

て
の
が
裏

定
だ

 
狗
神

最
後

メ
だ
ろ

 
怠
惰

そ
れ
で

本
妖
精
メ
イ
ド
と
サ
ボ

て
る
と
咲
夜

 
の

イ
フ
が
飛
ん
で
く
る
け
ど

で
も
妖
精
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メ
イ
ド
達
か
ら
は

倒
的

な
ん
だ
よ

 
狗
神

そ
う
な
の
か

 
怠
惰

そ
れ
で
一

し
て

ま
せ
て
も
ら
う
と
玲
音

 
執
事
⻑
は
遊
ん
で
く
れ
る
し
仕
事
を
す
れ
ば

 
ご

も
く
れ
る
か
ら
メ
イ
ド
⻑
よ
り
良
い

 
と
の
こ
と
だ

 
狗
神

妖
精
メ
イ
ド
を

い

ら
し
て
る
な

 
怠
惰

い
つ
か
妖
精
メ
イ
ド
達
を

す
る
ス

ル
を

 

る
の
も
面
白
そ
う
だ

 
狗
神

ま

お
前
次
第
と
い
う
こ
と
だ

 
怠
惰

で
す

と
り
あ
え
ず
今
回
は
終
わ
ろ
う
か

 
狗
神

あ

て
な

で
な

者
様
じ

な

 
怠
惰

だ
え

と

そ
れ
じ

バ
イ
バ
イ
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第

話
 
記
録
に
書
か
れ
た
真
実

 
こ
ん
に
ち
は

者
様

よ
う
と
思

て
い
た
ら

 
オ

ン
ス
ク

ル
で

間

れ
な
か

た

 
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

し
か
も
人
が
来
な
い
と

 
言
う
悲
劇

や
る
意

だ
ろ

そ
れ
は
さ
て
お
き

 
今
回
も
本
編
へ
ど
う

 
パ

リ

に

れ
ら
れ
て
蓮
達
は
大
き
な

の
目
の
前
に
や

て
来
た

 
蓮
 

え

と
こ
こ

て
何
で
す
か

 
蓮
の

問
に
隣
で
立

て
い
る
レ
ミ
リ
ア
が

え
た

 
レ
ミ

こ
こ
は
図
書
館
よ

そ
れ
は
も
の

い

の

 
本
が

管
さ
れ
て
い
る
の
よ

 
蓮
 

へ

大

の
本
で
す
か
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霊
夢

は
あ
ん
ま
り
本
を

ん
だ
記
憶
が
な
い
わ

 
パ

ま

聞
一
見
に
し
か
ず
よ

 
そ
う
言
う
と
パ

リ

は

に
手
を

い
て

す
と

 
ギ

 
と
音
を
立
て
て
開
く
と
パ

リ

に

内
さ
れ
な
が
ら
中
へ
と

る
と
蓮
は
そ
の
光
景
に

言

を
失

た

 
蓮
 

え

 
そ
の
光
景
は
天

に
ま
で

く

ど
の
本

に
び

し
り
と
本
が

管
さ
れ
て
い
た

さ
な
が

ら
お
と
ぎ
話
に
出
て
く
る

つ
の
場
面
の
よ
う
な
光
景
だ

流
石
の
蓮
も
こ
こ
ま
で
あ
る
と
は

予
想
外
だ

た

 
蓮
 

す
い
ま
せ
ん

こ
こ
ま
で
あ
る
と
は
予
想
外

 
で
し
た

 
パ

そ
う

 
パ

リ

の
予
想
通
り
の
反

を
蓮
は
見
せ
た
た
め
結
構

し
て
い
た

な
お
霊
夢

に

て
は
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霊
夢

と
り
あ
え
ず
そ
の

や
ら
は

 
と

大
し
て
興

を

さ
な
か

た

 
パ

そ
れ
じ

見
せ

 

 

パ

リ

様

 
パ

リ

の
言

を

り
黒
い

を
生
や
し
た
少
女

小
悪
魔
が
パ

リ

の
方
ま
で

す

飛
ん
で
き
た

し
か
も
何

か
ボ
ロ
ボ
ロ
だ

た
が

 
パ

ど
う
か
し
た
の
小
悪
魔

 
小
悪

そ
れ
が

 
と
言

た
時
だ

た

突
然
蓮
達
の

元
に
新
た
な

が
出
来
た
の
だ

蓮
は
上
を
見
る
と

そ
こ
に
い
た
の
は

に

が

て
飛
ん
で
い
る
少
女
こ
と
霧
雨
魔
理
沙
だ

た
が

中
に
は
大
き

な

を

負

て
い
た

 
パ

魔
理
沙
ま
た
本
を

む
気

 
そ
れ
を
聞
い
た
魔
理
沙
は
に
こ
に
こ
し
な
が
ら
パ

リ

に
言

を
帰
し
た

 
霧
雨

人
聞
き
悪
い
な

り
て
く
だ
け
だ

 

が
死
ぬ
ま
で
な
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蓮
 

い
や
そ
れ

だ
よ

 
霧
雨

て
な

で
あ
ば
よ

パ

リ

 
そ
う
言
い
魔
理
沙
は

を

み
に

て
そ
こ
か
ら
逃

よ
う
と
し
た
時
だ

た

 
蓮
 

ま

た
く

式

 
狗
神
の
呼

 
蓮
の
ス

ル
が
発
動
す
る
と
そ
こ
か
ら
白
い
体

を

つ
妖
怪

狗
神
が
現
れ
る

 
狗
神

ン

 
霧
雨

狗
神

 
狗
神
は
遠

え
を
す
る
と
そ
の

体
な
体
を

か
せ
て
魔
理
沙
へ
と
襲
い
か
か

た

 
霧
雨

お

お
い
蓮

を
裏

る
気
か

 
魔
理
沙
が

に

が

て
狗
神
か
ら
逃

な
が
ら
そ
う
言
う
と
蓮
は

 
蓮
 

魔
理
沙

本
を

ん
で
る
場
合
じ

な
い
と

 
思
う
け
ど

 
霊
夢

そ
れ
は
蓮
の
意
見
が
ご
も

と
も

 
パ

ま

た
く

 
パ

リ

は

の

て
い
る
魔
道
書
を
開
く
と
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パ

 

リ

イ
ン
レ
イ
ク

 
今
度
は
パ

リ

の
ス

ル
が
発
動
し
無
数
の
レ

ザ

と
弾
幕
が
魔
理
沙
へ
と
襲
い
か

か

た

 
霧
雨

お

お
い

１

２
と
か
あ
り
か
よ

 
だ
が
そ
の
時
だ

た

魔
理
沙
が

負

て
い
る
大
き
な

に
狗
神
が

み
つ
い
た

 
狗
神
 
ガ

 
霧
雨

お
い

せ

 
何
と
か

り

お
う
と
す
る
が
狗
神
の

の
力
が
強
す
ぎ
て

れ
る
こ
と
は
な
い

 
霊
夢

あ
ん
た

命
を
見
れ
る
な
ら
あ
れ
は
ど

ち
が

 

つ

 
レ
ミ

そ
れ
は

 
霧
雨

く
そ

ギ

 

ン

 
レ
ミ

あ
の

人
に
決
ま

て
る
じ

な
い

 
魔
理
沙
は
狗
神
に
集
中
し
す
ぎ
た

に
パ

リ

の
ス

ル
に

弾
し
た

だ
が
魔
理
沙
は
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地
面
へ
と
落
ち
る
こ
と
は
な
い
何

な
ら
魔
理
沙
が

負

て
い
る

を
狗
神
が
く
わ
え
て
い
る

か
ら
だ

そ
し
て
狗
神
は
ゆ

く
り
と
地
面
へ
と
降
り
る
と

 
蓮
 

あ
り
が
と
う
狗
神

 
狗
神

ん

 
そ
う
言
う
と
狗
神
は

を

す

そ
し
て
魔
理
沙
は

い

だ

た
が
狗
神
が

え
た
こ
と

に
よ
り
落
ち
た

 
ド
ス

 
霧
雨

痛

 
蓮
 

ら
魔
理
沙

本
を
返
す

今
は
異
変
解
決
中

 
だ
ろ

 
霧
雨

た
く
よ
分
か

た

 
魔
理
沙
は

を

い
て

を

て
そ
の
場
に
座

た

 
パ

ま

た
く
貴
女
は

 
レ
ミ

そ
れ
で
パ

そ
の

は

 
パ

あ

え

と
あ

こ
れ
だ



 第四章  薄き記憶に萃まる幻想

 
パ

リ

は
魔
理
沙
の

い
た

の
中
に
そ
の
本
が
あ

た

 
パ

こ
れ
を
見
て
み
て

 
パ

リ

に

さ
れ
る
が
ま
ま
に
こ
の
場
の
全
員
は
そ
れ
を

む
が

 
蓮
 

え

と
い
た

て
普
通
の
天
体
記
録
で
す
よ

 
霊
夢

こ
れ
が
ど
う
関
係
し
て
い
る
の

 
パ

見
て

し
い
の
は
そ
の
記
録
の
上
の
日

よ

 
蓮
達
は
日

を
見
る
と

月

日
と
な

て
い
た

 
蓮
 

え

 
蓮
は
不
可
思
議
に
思
い

ジ
を
め
く
る
と
そ
こ
に
は

日

日
と
普
通
の
記
録
に
思
え

た

だ
が

 
霊
夢

え

今
日

て
確
か

日
よ

 
霧
雨

も
そ
う
感
じ
て
い
た

 
レ
ミ

パ

こ
れ

て

 
パ

リ

は
こ
の
事
に
つ
い
て
の

を
こ
の
場
の
全
員
に
話
し
た

 
パ

ら
く
霊
夢
の
お
酒
や
咲
夜
が
言

て
い
た
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紅

の

そ
れ
ら
は

ま
れ
た

で
は
な
く
て

 
使

て
し
ま

た

そ
れ
が
本
当
の
理

よ

 
霊
夢

何
で
す

て

 
蓮
 

で
も
そ
れ
だ

た
ら
普
通
気
づ
く

だ
よ

 
そ
う
そ
ん
な
あ
り

れ
た
事
な
ら

で
も
気
づ
く
だ
が
何

そ
れ
に
気
づ
け
な
か

た
の
か

 
パ

え

普
通
な
ら

だ
け
ど
考
え
て
み
て
全
て

 
に
限

た
こ
と
じ

な
い
け
ど
記
憶
と
い
う
の

 
は

な
も
の

何
か
に
熱
中
す
れ
ば

の
事
が

 
見
え
な
く
な

て
し
ま

た
事

て
な
い

 
霊
夢

そ
れ
の

的
な

て
蓮
や
魔
理
沙
よ

 
蓮
 

あ
り
ま
す

 
霧
雨

わ

も
ち

ろ
ち

ろ
と
な

 
パ

つ
ま
り

ら
く

達
は
何
か
に
熱
中
さ
せ
ら
れ

 
続
け
て
い
た

分
そ
れ
は

 
蓮
 

宴
会
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蓮
の
言

に
パ

リ

は

い
た

紫
が
大

に
仕

れ
た

の
お
酒
蓮
が

て
き
た

と

言
し
た

の

そ
し
て
咲
夜
が
不
可
解
に
思

て
い
た

が

た
大

の

失

玲
音
の

そ
れ
ら
全
て

分
達
で
使
い

し
て
い
た
の
だ

 
レ
ミ

で
も
パ

な
ら
ど
う
や

て
宴
会
に
熱
中

 
さ
せ
続
け
た
の
か
し
ら

 
パ

そ
れ
は

に
も
分
か
ら
な
い
わ
た
だ
こ
こ
を

 
見
て

 
パ

リ

が

し
た

分
を
見
る
と
こ
う
書
か
れ
て
い
た

霧
が
出
て
い
て
見
に
く
い

と 
蓮
 

も
し
か
し
た
ら

 
蓮
は

ジ
を
め
く

て
見
て
み
る
と
や
は
り

月
に

て
か
ら
霧
の
事
に
つ
い
て

く

書
か
れ
て
い
た

 
蓮
 

お
そ
ら
く
原
因
は
こ
の
霧

て
事
で
す
か

 
パ

お
そ
ら
く

 
霊
夢

や

り
妖
怪
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霧
雨

て
か
よ
こ
ん
な
事
し
て
意

あ
る
の
か

 
霊
夢

そ
ん
な
の
退
治
し
て
聞
け
ば
い
い
の
よ

 
蓮
 

的
だ
な

 
パ

こ
れ
が

が
話
す
全
て
よ

 
パ

リ

が
そ
う
言
う
と
蓮
は

を
下

て

 
蓮
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
パ

リ

さ
ん

 
霊
夢

で
も
気
体
が
相
手

て

 
蓮
 

と
り
あ
え
ず
博
麗
神
社
に
帰

て

戦
を

り

 

そ
う

 
霊
夢

そ
う

魔
理
沙
あ
ん
た
は
つ
い
て
く
る

 
霧
雨

あ

だ

 
そ
う
し
て
蓮
達
は
紅
魔
館
を
後
に
し
て
博
麗
神
社
へ
と
向
か

た
の
だ

た

 
怠
惰

は

い
そ
れ
じ

や

て
来
ま
す
か
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狗
神
 

 
怠
惰

久
々
の
出
番
が
そ
ん
な
に

し
か

た
の

 
狗
神

な

バ
カ

ち

よ

こ
れ
は
あ
れ
だ

ら

 
雨
に

れ
て

て
ら
れ
て
い
る
子

に

を

い

 
て
い
く
的
な
あ
れ
だ

 
怠
惰

意

わ
か
ん

よ

そ
れ
に

魔
化
せ
て

 
な
い
か
ら

 
狗
神

う

う
る
せ

あ

そ
う
だ
よ

し
か

た
よ

 

あ
ん
の
か

ラ

 
怠
惰

本
当
に
言
い
方
が
姉

だ
わ

 
狗
神

て
め

本
当
に

り
倒
す

 
怠
惰

分
か

た
か
ら
そ
の
構
え
た

を
し
ま
い
な
よ

 
狗
神

う
ぐ
ぐ
ぐ

 
怠
惰

え

と
と
り
あ
え
ず
ま

今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

後
で
呪

て
や
る



 第 話 記録に書かれた真実

 
怠
惰

ま
た
月

日

て
事
で
サ
ラ
バ
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第

話
 
怪
奇
の
宴
会

 
こ
ん
に
ち
は

者
様

オ

ン
ス
ク

ル
の
代
休
を

 
楽
し
ん
で
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

 
な
ん
て
言

て
い
る
け
ど
実

は

の

化
何
で
す

 
け
ど

 
と
り
あ
え
ず
は
本
編
へ
ど
う

 
蓮

霊
夢

魔
理
沙
の

人
は
博
麗
神
社
へ
と
帰
る
た
め
上
空
を
飛
行
し
て
い
た

な
お
結

構
⻑
く
紅
魔
館
に
い
た
の
か
日
が

ん
で
き
て
い
た

 
霧
雨

で
も
よ
霧

て
言
わ
れ
て
も
そ
れ
が
妖
怪
だ

た

 
ら
ど
う
や

て
退
治
す
る
ん
だ
よ

 
霊
夢

と
り
あ
え
ず
弾
幕
を
ぶ
つ
け
る

上

 
蓮
 

そ
れ
で
い
い
の

普
通
に
説
得
と
か
し
よ
う



 第 話 怪奇の宴会

 
よ

 
そ
う
言
い
な
が
ら
飛
行
し
て
い
る
と
博
麗
神
社
の
方

が
何

か
騒
が
し
い
事
に
気
が
つ
い

た 
蓮
 

あ
れ
何
か
博
麗
神
社
の
方
騒
が
し
く
な
い

 
霊
夢

え

言
わ
れ
て
み
る
と
何
か

や
ら

の

 
音
が
聞
こ
え
る
わ

 
霧
雨

お

お
い
あ
れ

 
魔
理
沙
は

い
た

を
し
て
博
麗
神
社
の
方
を

す

蓮
と
霊
夢
は
そ
の
方
向
を
向
く
と
魔

理
沙
ま
で
は
い
か
な
い
が

く
光
景
が
目
に

た

 
蓮
 

は

博
麗
神
社
が

 
霊
夢

何
あ
れ

 

人
が
見
た
博
麗
神
社
は
博
麗
神
社
と
は
言
え
ず
最

異
界
と
化
し
て
い
た

お
化
け

屋

し
ま
い
に
は
墓
と

と
て
も
宴
会
や
る
と
は
思
え
な
い
場
所
だ

た

 
霊
夢

あ
れ

が

け
る
と
思

て
る
の
よ

 
蓮
 

ど

だ
よ

だ
よ
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霧
雨

お
い
あ
れ

 
蓮
の
ツ

ミ
は

し
く
無

さ
れ
魔
理
沙
が
再
び

す

そ
の
方
向
に
は

ら

ら
と
歩

く
幻
想
郷
の
住
人
達
が
い
た

妖
精
達
の

ル

や
大
妖
精

に
も
ル

ミ
ア
や
は
た
ま
た

音

先
生
ま
で
も
が
い
た

 
蓮
 

な

何
か
に

ら
れ
て
る

 
霊
夢

蓮

よ
く
見
て
み
て

 
霊
夢
に
言
わ
れ
て
よ
く
見
て
み
る
と
地
上
に
は
薄
く
だ
が
霧
が
立
ち
込
め
て
い
た

お
そ
ら
く

原
因
は
こ
れ
だ
ろ
う

 
霊
夢

お
そ
ら
く
元
凶
が
い
る
の
は
博
麗
神
社
の

 
何
処
か
よ

 
霧
雨

な
ら

く
見
つ
け
よ
う

 
蓮
 

そ
う
だ

 
そ
う
言
い

人
は
博
麗
神
社
へ
と
降
り
立

た

そ
し
て
す
ぐ
感
じ
た
こ
と
は

 
霊
夢

酒

い
わ

 
宴
会
を
や

て
い
る
か
ら
酒
の

い
な
ん
て
当
た
り
前
だ
が
蓮
達
が
降
り
た
の
は
博
麗
神
社
の
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裏
手
だ

に
人
な
ん
て
あ
ま
り
来
な
い

に
も
関
わ
ら
ず
ど
う
し
て
こ
こ
は
一

と
酒
の

い
が

す
る
の
か
そ
れ
は

問
に
思
う

 
霧
雨

こ
の

い
を

い
で
る
だ
け
で

ち
ま
い
そ
う

 
だ

 
蓮
 

で
も

ら
く
元
凶
は
こ
こ
に
い
る
よ

 
霊
夢

確
か
に
そ
ん
な

気
よ

 
霊
夢
が
そ
う
言

た
時
だ

た

魔
理
沙
は
大
き
く

を
吸
い
込
ん
で

 
霧
雨

お

い

異
変
の
元
凶

出
て
き
や
が
れ

 
と

大

で
そ
う

ん
だ

こ
の
光
景
を
見
て
蓮
と
霊
夢
は

 
蓮
 

い
や
魔
理
沙
さ
ん
そ
れ
で
来
ま
す
か

 
霊
夢

こ
ん
な
ん
で
来
る
奴
は
き

と
と
ん
で
も
な
い

 
奴

 

人
が
言

た
そ
の
時
だ

た

突
然
霧
が
蓮
達
の
目
の
前
で
集
束
し
て
い

て
い
る
の
だ

そ
う
し
て
そ
の
霧
は

を

り
体
を

り
手
を

り
そ
し
て

を

り
だ
し
た

だ
が
見
た
目
は

少
女
な
の
だ
が

に
は
⻑
い

を
生
や
し
て
い
た
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蓮
 

え

出
て
き
ち

た
よ

 
霊
夢

あ
ん
な
ん
で
来
る
の

 
霧
雨

ど
ん
な
も
ん
だ

 
と

魔
理
沙
が
ド

て
る
一
方
で
霧
が
集
束
し
て
現
れ
た
少
女
は

 
少
女

あ
れ

お
前
ら
何
で
萃
ま
ら
な
い
ん
だ

 
霊
夢

こ
の
異
変
を
起
こ
し
た
の
は
貴
女
で
良
い

 
の
よ

 
霊
夢
の
言

に
少
女
は
満
面
の
笑
み
を
し
て
言

を
返
し
た

 
少
女

あ

て
る
よ

い
や

ま
さ
か
萃
ま
ら
な
い

 
奴
が
い
る
と
は

 
蓮
 

す
い
ま
せ
ん
が
お
名
前
聞
い
て
も
い
い
で
す

 
か

 
少
女

お

悪
い

な
ら
名

る
よ

は
伊
吹
萃
香

 
こ
の
異
変
だ

け

を
起
こ
し
た
元
凶
さ

 
霧
雨

お

お
い
お
い

こ
ん
な
奴
が
本
当
に
元
凶
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か
よ

 
魔
理
沙
が
そ
う
言
う
の
も
無
理
は
な
い

体

は
見
た
ま
ん
ま
の
子

体

の

女
な
の
だ
か

ら

 

 
萃
香

お
前
失

だ

こ
れ
で
も
数
千
年
は
生
き
て

 
い
る
ん
だ
か
ら
な

 
霧
雨

す

数
千

て

 
蓮
達
が
そ
う
話
し
て
い
る
時
だ

た

上
空
か
ら

か
が
蓮
達
の
方
に
飛
来
し
た

そ
の
人
物

は
黒
い

を
生
や
し
カ
メ
ラ
を

手
に

つ
少
女

射
命
丸

だ

た

 

 

い
た
い
た
霊
夢
さ
ん

今
日
は
宴
会
や
ら
な
い
ん

 
じ

無
か

た
ん
で
す
か

 
と

が
そ
う
言

た

間
だ

た

蓮
達
の
目
の
前
に
い
る
萃
香
は

し
そ
う
な

を
し
て

 
萃
香

あ
れ

じ

ん
久
々
だ

 

 

え

す

す
す
す
す

 
萃
香
様

 

は

を
引
き
つ
か
せ
結
構

て

女

萃
香
の
名
前
を

え
た
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蓮
 

え

と

さ
ん
そ
の
反

か
ら

す
る
と

 
お
知
り
合
い
で
す
か

 

 

知

て
る
も
何
も
妖
怪
の
山
の
頂

に
君
臨
し
た

 
⻤
達
の
ト

の

人
な
ん
で
す
よ

 
そ
れ
を
聞
い
た
霊
夢
と
魔
理
沙
は

い
た
が
蓮
は
よ
く
分
か
ら
な
い
の
か

 
霊
夢

お

⻤
で
す

て

 
霧
雨

こ

こ
い
つ
が
か
マ
ジ
か
よ

 
蓮
 

え

と

強
さ
が
よ
く
分
か
ら
な
い
ん
で
す

 
け
ど

 

 

え

と
妖
怪
の
種
族
の
中
だ
と
断
ト
ツ
で
上

 
の
強
さ
を

て
ま
す

特
に
萃
香
様
は
そ
の

 
⻤
の
中
で
も
ト

ラ
ン
ク
の
実
力
者
で
す

 
蓮
 

え

 
流
石
の
蓮
も
こ
れ
に
関
し
て

く
し
か
な
か

た

何
せ
見
た
目
は
子

な
の
に
も
関
わ
ら
ず

妖
怪
最
強
種
の
⻤
の
ト

の
実
力
者
と
聞
け
ば
そ
れ
は

く
だ
ろ
う

見
た
目
で
判
断
し
て
は
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い
け
な
い
と
言
う
こ
と
だ

 
萃
香

グ

グ

グ

は

そ
れ
で

 
異
変
解
決
す
る

て
言

た
け
ど
ど
う
や

て

 

め
る
の
さ

 
萃
香
は
話
を
待
つ
間
に

に

て
い
る
酒
を

ん
で
そ
う
聞
く
と
霊
夢
が

え
た

 
霊
夢

あ
ん
た
を
退
治
し
て

め
る
わ
よ

 
萃
香

へ

面
白
そ
う
じ

ん

い
い
よ

負

 
し
て
あ

る
よ

で
も

人
だ
と

負
に
な
ら

 
な
い
か
ら

そ
こ
の
人
間

人
も

わ
り

 
な
よ

 
蓮
 

分
か
り
ま
し
た

わ
せ
て
い
た
だ
き

 
ま
す

 
霧
雨

ま

霊
夢
の
手
伝
い
ぐ
ら
い
し
て
や
る
さ

 
霊
夢

あ
ん
た
下
が

て
な
さ
い

 

 

い

言
わ
れ
な
く
て
も
下
が
り
ま
す
よ
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そ
う
言
う
と

は
飛
ん
で
下
が
る

そ
う
し
て
萃
香
は
ま
た

の
酒
を
少
し

ん
で

 
萃
香

は

さ

か
か

て
き
な
よ

 
そ
う
し
て
蓮
達

人
は
こ
の
異
変
の
元
凶

伊
吹
萃
香
と
対

す
る
の
だ

た

 
怠
惰

て
な

で
次
回
は
萃
香
戦
で
す
お
楽
し
み
に

 
狗
神

お
い
怠
惰

の
出
番
は
あ
る
だ
ろ
う
な

 
怠
惰

は
い
あ
り
ま
す
よ

な
い
と
式
神
の
意

が

 
な
い
じ

な
い
で
す
か
イ

だ

 
狗
神

何

だ

々
と

に
力
が

て
く
る
な

 
怠
惰

そ
ん
な
物
騒
な
事
を
言
わ
な
い
で
よ

 
狗
神

り
た
い
な
そ
の
笑

 
怠
惰

ま

ま

そ
れ
は

い
て
お
い
て
さ

 
狗
神

て
能
力
あ
る
の
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狗
神

の
能
力

呪

を
使
う
程
度
の
能
力

 
だ
が

 
怠
惰

う
ん

ス

ル
で
出
て
く
る
時
も
呪
い
か
の
よ
う
に

 
執
念
に
追
い
続
け
る
も
ん

 
狗
神

あ

呪

は
中
々

え
な
い
か
ら
な

 
怠
惰

お

い

い
ま
る
で
ス
ト

 
狗
神

断
じ
て

う

 
怠
惰

あ

す
い
ま
せ
ん

ま

そ
ろ
そ
ろ
時
間
だ
し

 
今
回
は
こ
こ
ま
で

て
事
で

 
狗
神

あ

者
様
ま
た
次
回
な

 
怠
惰

そ
れ
で
は
ま
た
次
回

 
狗
神

じ

な
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第

話
 
 

伊
吹
萃
香

 
こ
ん
ば
ん
わ

者
様

怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

 
つ
い
に
元
凶
と
の
弾
幕
ご

こ
で
す

て
な

で

 
本
編
へ
ど
う

 
妖
霧
の
か
か
る
博
麗
神
社
の
裏
で
は
今
こ
の
異
変
の

犯
で
あ
る
伊
吹
萃
香
と
対

し
て
い

た 
萃
香

さ

か
か

て
来
な
よ

 
霊
夢

相
手
し
て
あ

る
わ

 
蓮
 

霊
夢
手
伝
う

 
霧
雨

ま
さ
か
⻤
を
相
手
に
す
る
時
が
来
る
と
は
な

 
萃
香
の
言

に
よ

て
蓮
達

人
は
萃
香
へ
と
弾
幕
を
放

た
が
萃
香
は
そ
れ
を
こ
と
ご
と

く
回

す
る
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萃
香

そ
ん
な
も
ん
か

 
萃
香
は
地
面
を

て

す
る
と
手
を
か
ざ
す
と

 
萃
香

一
式
 
投

の
天
岩

 
そ
の
言

に
よ

て
萃
香
の
手
に
集
ま
る
か
の
よ
う
に
地
面
に
落
ち
て
い
る
石
が
萃
香
の
手
に

集
す
る
と
そ
れ
は

大
な
大
岩
と
な
り
蓮
達
に
向
か

て
そ
れ
を
放
り
投

た

 
蓮
 

ち

 
蓮
は
そ
れ
を
ギ
リ
ギ
リ
で
何
と
か
回

し
た
が
あ
ん
な
も
の
に
当
た
れ
ば
確
実
に
お

だ

 
霧
雨

 

レ
イ
ジ
ン
グ
ス
タ

 
魔
理
沙
は

に

が

た
状

で
体

を

く
し
て

ス

ド
で
萃
香
へ
と
突

込
ん
だ

が 
萃
香

萃
⻤
 
天
手
力
男

投

 
萃
香
は

ス

ド
で
突

込
ん
で
く
る
魔
理
沙
を

で

む
と
そ
こ
に
先
程
の
よ
う
に
岩

を
萃
め
て

し
て
ぐ
る
ん
ぐ
る
ん
と

り
回
し
て

 
萃
香

そ
う
り

 

ン
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そ
れ
を
地
面
へ
と
思
い

き
り
投

飛
ば
す
が

 
蓮
 

は

 
ド
ガ
ン

 
ギ
リ
ギ
リ
の
所
で
蓮
が
刀
を

て
魔
理
沙
を

束
す
る
岩
を
破
壊
し
て
魔
理
沙
を

け
出

す 
霧
雨

か

た

 
魔
理
沙
が
蓮
に
お

を
言

て
い
る
一
方
で
霊
夢
は

 
霊
夢

宝

 
陰
陽
宝
玉

 
ス

ル
を

え
る
と
共
に
霊
夢
か
ら
無
数
の
光
弾
が
萃
香
へ
と
襲
い
か
か
る
が

 
萃
香

そ
ん
な
ん
じ

は
退
治
で
き
な
い
よ

 
そ
う
言
い
萃
香
は
体
を
気
体
に
し
て
霊
夢
の
ス

ル
を
全
て

け
る

 
霊
夢

面
倒
く
さ
い
わ

 
だ
が
萃
香
は
そ
れ
で
け
で
は
終
わ
ら
な
い

萃
香
は
気
体
に
な

て
い
る
状

で
ス

ル
を

え
た

 
萃
香

 
六
里
霧
中
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そ
の
ス

ル
を

え
る
も
突
然

り
い

た
い
か
ら
無
数
の
弾
幕
が
放
た
れ
た

だ
が
そ
れ
は

蓮
と
魔
理
沙
に
も

じ
よ
う
に
降
り
か
か
る

 
蓮
 

つ

 
霧
雨

こ
れ
じ

き
り
が
な
い

 
霊
夢

霧
だ
け
に

 
霊
夢
の

い
ギ

グ
が
発
動
し
た

そ
れ
を
聞
い
た
蓮
と
魔
理
沙
は

 
蓮
 

そ
れ
今
言
う
霊
夢

 
霧
雨

何
か
悪
い

 
霊
夢

ち

と

何
で
そ
う
な
る
の
よ

 
と

下
ら
な
い
会
話
を
し
て
い
る
が

人
は
し

か
り
と
萃
香
か
ら
放
た
れ
る
弾
幕
を
回

し
て
い
た
が
こ
の
ま
ま
だ
と
良
知
が
明
か
な
い
た
め

 
蓮
 

こ
こ
は

が

り
開
く

 
そ
う
言
う
と
蓮
は
ス

ル
を

え
た

 
蓮
 

霊

 
霊
力

発

 
そ
う
言
い
刀
を

る
う

そ
れ
は
霊
力
を
限
界
に
ま
で
溜
め
て
そ
れ
を
一
気
に

撃
波
と
し
て
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放
つ

そ
の

撃
波
は

萃
香
は
と
も
か
く
霊
夢
や
魔
理
沙
ま
で
も
襲
い
か
か
る

 
霧
雨

う
わ

 
霊
夢

こ
の
バ
カ

 

人
が
そ
の

撃
波
に

死
で

え
て
い
る
と
霧
と
な

た
萃
香
は
体
を

体
に
戻
し
て
吹

飛
ば
さ
れ
な
い
よ
う
に
地
面
に
手
を

ら
せ
て

え
る

 
萃
香

こ

こ
い
つ

い
霊
力
だ

 
し
ば
ら
く
し
て
そ
の
ス

ル
に
よ
る

撃
波
は

え
る
が
予
想
通
り

 
霊
夢

こ
の
大
バ
カ

こ

ち
ま
で

が
出
て
る

 
で
し

 
霧
雨

い
や

危
な
か

た

 
蓮
 

ご

こ
め
ん

て
ま
さ
か
こ
こ
ま
で
の
破
壊
力

 
だ
と
は
思
わ
な
く

て

 
だ
が
蓮
が
や

た

撃
波
は

り
に
漂
う
霧
を
一
掃
し
た
の
は
変
わ
り
は
な
い

お
か

で

界
の
確

と
萃
香
を
引

張
り
出
せ
た

だ
が
そ
ん
な
会
話
の
最
中
に
萃
香
は

撃
を
仕

け
て

く
る
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萃
香

所
見
は
良
く
な
い
よ

 
霊
夢

蓮

せ
る
わ

 
霧
雨

せ
た

 
蓮
 

ち

霊
夢

魔
理
沙

 
無

悲
に
蓮
に

せ

人
は
回

し
た

萃
香
は
そ
の
小
さ
な

を
構
え
て
蓮
へ
と

り
か

か
る
が

 
蓮
 

な
ん
の

 
ガ

 
蓮
の

つ
刀
を
う
ま
く
利
用
し
て
萃
香
の

を
い
な
す
が
萃
香
は
そ
こ
こ
ら

生
で
回
し

り

を
放

て
く
る

 
蓮
 

く
う

 
そ
れ
を

リ

ジ
の
よ
う
に
体

を

く
し
て
何
と
か
蓮
は
そ
れ
を
回

し
た

 
萃
香

や
る

 
蓮
 

あ

危
な
い
な

 
蓮
の
手
は

ル

ル

え
て
い
た

先
程
の

撃
を
い
な
す

に
あ
ま
り
に
も
萃
香
の
一
撃
が
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く
そ
の

撃
で
手
が

ル

ル
と

え
て
い
た

 
萃
香

い
や

久
々
だ

こ
ん
な
に
も
楽
し
め
る

 
の
は

 
と
萃
香
が
言

た

間
だ

た

上
空
か
ら
無
数
の
弾
幕
が
降
り
注
ぐ
そ
れ
は
先
程
蓮
に

せ
て
上
空
へ
と

し
た
霊
夢
と
魔
理
沙
に
よ
る
も
の
だ

た

だ
が
萃
香
は
そ
れ
に

ま
ず

 
萃
香

⻤
火
 

高

度

術

 
そ
の
言

と
共
に
無
数
の
火

が
霊
夢
と
魔
理
沙
に
襲
い
か
か
る

だ
が

人
は
そ
れ
を
全

て
回

す
る
が
今
度
は
蓮
が
萃
香
へ
と
斬
り
か
か
る

 
蓮
 

面

 
萃
香

お

と

 
萃
香
は
当
た
る
ギ
リ
ギ
リ
の
所
で
体
を
気
体
に
し
て

け
る

だ
が
蓮
か
ら
し
て
み
れ
ば
そ
ん

な
の

内
だ

に
式
神

狗
神
を
構
え
て

 
蓮
 

式

 

狗
神
の

 
ス

ル
を

え
る
と

時
に
真

白
い
体

を

つ
妖
怪
狗
神
が
現
れ
る
と
萃
香
に
向
か

て
大
き
く

を
開
く
と
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狗
神

ガ

 
萃
香

う

う
る
さ
い

 
あ
ま
り
の
大

の
た
め
萃
香
は

を
塞
ぎ
そ
れ
に

え
る

だ
が
今
の

撃
に
よ

て

は

で
き
た

 
蓮
 

霊
夢

魔
理
沙

今
だ

 
蓮
の
言

を
聞
い
た
霊
夢
と
魔
理
沙
は

き
そ
れ

れ
ス

ル
を

え
た

 
霊
夢

霊

 
夢
想
妙

 
霧
雨

 
マ
ス
タ

ス
パ

ク

 

人
の
ス

ル
が
発
動
す
る
と
無
数
の
光
弾
と

大
レ

ザ

が
萃
香
目

け
て
襲
い
か
か

る

蓮
は

座
に
狗
神
を

へ
と
戻
し
て
後
退
し

 
萃
香

く
う

 
萃
香
は

ん
で
い
る
た
め
動
け
ず
そ
し
て

 
ド
ガ

ン

 
そ
れ
ら
は
地
面
へ
と

り

が

り
を

た

 
蓮
 

う
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地
上
に
い
る
蓮
は
目
に

を

い
て
何
と
か
目
に

が

ら
な
い
よ
う
に
ガ

ド
し
霊
夢
と
魔

理
沙
は

 
霧
雨

や

た
か

 
霊
夢

魔
理
沙

そ
れ
を
フ
ラ
グ

て
言
う
の
知

て
る

 
霧
雨

え

 
そ
う
魔
理
沙
は
フ
ラ
グ
を
て
て
し
ま
た
に
そ
の
フ
ラ
グ
は
回
さ
れ
る
こ
と
と
な
る

 
萃
香

⻤
神
 
ミ

シ
ン
グ
パ

ル
パ

 
蓮
 

え

 
ド

ン

 
突
然
の
事
だ

た

蓮
の
目
の
前
に

大
な

い
や

と
言

た
方
が
正
し
い
そ
れ
が
蓮

の
目
の
前
に
立
ち
塞
が
る

そ
し
て
上
空
で
は

大
は

と

が
現
れ
る

そ
う
そ
れ
は
萃
香
の

大
化
だ

た

 
萃
香

人
間
に
し
て
は
上
出
来
だ
け
ど
こ
れ
で
終
わ

 
り

 
そ
う
言
い
萃
香
は
地
上
に
い
る
蓮
に
向
か

て
は
そ
の

大
な

で

り
空
中
に
い
る
霊
夢
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と
魔
理
沙
に
向
か

て
は

大
な

で
な
お
か
つ

く

り
か
か
る

 
霊
夢

う
わ

 
霧
雨

こ
れ
本
当
弾
幕
か
よ

 
蓮
 

よ

と

 
霊
夢
は

ち
前
の
勘
で

け
魔
理
沙
は
飛
行
術
で
回

し
蓮
は

さ
れ
な
い
よ
う
に
何
と
か

す
る

そ
し
て
蓮
は
こ
の
萃
香
を
見
て
思

た

 
蓮
 

立
体
起

が
欲
し
い
け
ど
仕
方
な
い

 
よ

 
何
処
の
進
撃
の

人
だ
と
ツ

ミ
を

れ
た
く
な
る
よ
う
な

を

い
て
蓮
は
萃
香
に
向

か

て
は
走
り
出
し
た

度
萃
香
は
霊
夢
と
魔
理
沙
の
方
し
か
見
て
い
な
い
た
め
蓮
の
事
は

目
に

て
い
な
い

に

ン
ス
だ

た

 
蓮
 

狗
神

 
蓮
は
狗
神
を
出
し
て
そ
の

中
に

る
と

 
蓮
 

頼
む

 
狗
神

ち

分
か

た
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ち
混
じ
り
に
狗
神
は
返
事
を
し
上
空
へ
と
一

に
飛
ん
だ

だ
が
そ
れ
を
萃
香
は
た
ま

た
ま
見
て
い
た

 
萃
香

こ
そ
こ
そ
と
し
て
な
い
で
真

正
面
か
ら
来
な

 
よ

 
萃
香
の

に
つ
い
て
い
る

か
ら

び
る
鎖
を
使
い
そ
れ
を

り
回
し
て
蓮
へ
と

撃
を
当
て

よ
う
と
す
る
が

 
狗
神

小
僧

行

て
こ
い

 
狗
神
は
蓮
の
む
な
じ
を

ん
で

ち
上

る
と
そ
れ
を
勢
い
良
く
萃
香
へ
と
投

飛
ば
し
狗
神

は
す
ぐ
に

え
て
蓮
の

に

と
し
て
戻
る

だ
が
あ
ま
り
の
急
な
行
動
だ

た
た
め
萃
香
は
す

ぐ
に
面
を
向
く

 
蓮
 

夢

 
夢
炎
の

 

か
ら

く
こ
と
の
出
来
な
い
刀
に
霊
力
を
纏
わ
せ
そ
れ
を
萃
香
の
に
向
か

て
降
り
下
ろ

す 
蓮
 

面

 
だ
が

座
に
後
ろ
を

り
向
い
た
萃
香
は
鎖
を
上
手
く
利
用
し
て
そ
の

撃
を

い
だ
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萃
香

中
々
や
る

昔

負
し
た
武
士
を
思
い
出
す

 
よ

 
蓮
 

そ
れ
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

で
す
が

 
萃
香
さ
ん
い
い
ん
で
す
か

 
萃
香

え

 
萃
香
は
ミ
ス
を
し
た

今
の
蓮
の

撃
は
言

て
し
ま
え
ば

本
当
の

撃
は
最
高
火
力

を

つ

人
の
ス

ル
な
の
だ
か
ら

 

 
霊
夢

こ
れ
で
と
ど
め

 
霧
雨

行
く

 
霊
夢
は
お

い
棒
を
魔
理
沙
は
ミ

八

を
構
え
そ
れ

れ
ス

ル
を

え
た

 
霊
夢

神
霊
 
夢
想
封
印

 
霧
雨

魔

 
フ

イ

ル
ス
パ

ク

 
先
程
の
夢
想
宝

マ
ス
タ

ス
パ

ク
を
越
え
る

大
な
光
弾
と

大
レ

ザ

が

後

を
向
い
て
い
る
萃
香
へ
と
襲

た

 
萃
香

な

し
ま
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ン

ン

 
こ
う
し
て
こ
の
戦
い
は

達
に
よ
る

利
と
な

た
の
だ

た

 
怠
惰

者
様
は
く
れ
ぐ
れ
も
変
な
フ
ラ
グ
を

て
な
い

 
よ
う
に

 
狗
神

そ
ん
で
怠
惰
ま
た

の
出
番
は
あ
る
の
か

 
怠
惰

う

ん
と
う
ぶ
ん
先
か
な

 
狗
神
 

 
怠
惰

ま

大

だ
よ
永
夜
沙
で
も
出
番
は
あ
る

 
か
ら

そ
れ
に

分

バ
イ
の
と
戦
う
事
に

 
な
る
と
思
う
か
ら
今
の
う
ち
に

気
を

 
て
お
き
な
よ

 
狗
神

何
だ

バ
イ
や
つ

て

 
怠
惰

ち

と

タ
バ
レ
に
な
る
け
ど

戦
と
思

て
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い
た
方
が
良
い
よ

 
狗
神

ど
う
い
う
意

だ

バ
イ
奴

て

よ
り

 

バ
イ
や
つ
か

 
怠
惰

う
ん

ま

タ
バ
レ
に
な
る
か
ら
言
わ
な
い
で

 
お
く

て
事
で
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

お
い

気
に
な
る
と
こ
ろ
で

 
怠
惰

て
な

で

者
様
ま
た
次
回
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第

話
 
ひ
と
騒
動
後
の
宴
会

 
ど
う
も

者
様

怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

 
今
回
で
萃
夢
想
も
終
わ
り
で
す

 
そ
し
て
テ
ス
ト
が

て
な

で
本
編
へ

 
ど
う

 
弾
幕
ご

こ
が
終
わ
り
萃
香
は
蓮
達
の
目
の
前
で
正
座
し
て
い
た

な
お

も
霊
夢
達
の
隣
に

立

て
い
る

 
霊
夢

そ
れ
で

あ
ん
た
は
何
で
異
変
を
起
こ
し
た
の

 
萃
香

え

と
さ

ら
今
年
は
何
処

の

か
の
せ
い
で

 
冬
が
⻑
い
し
か
と
い

て

が
来
た
と
思

た
ら

 
す
ぐ
に
散

ち

た
り
し
て

し
く

て
さ

 
だ
か
ら

の
能
力
で

を
萃
つ
め
て
宴
会
を
開
い
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た
ん
だ
よ

 
蓮
 
何
処

の

か

て
幽
々
子
さ
ん
と
妖
夢
さ
ん
し
か

 
い
な
い
け
ど

 
蓮
は
人
知
れ
ず
に
心
で
ツ

ン
だ

そ
し
て
魔
理
沙
は
そ
れ
に
対
し
て
追

し
た

 
霧
雨

そ
れ
で
異
変
を
起
こ
し
た

て
こ
と
か

 
萃
香

そ
う
い
う
こ
と

 
と

萃
香
は
言

て
い
る
が
隣
で
そ
れ
を
聞
い
て
い
た

は

 

 

萃
香
様

つ
良
い
で
す
か

 
萃
香

ん

 

 

萃
香
様
が
異
変
を
起
こ
し
た
理

確
か
に
そ
れ
 

 
も

ま
れ
る
と
は
思
い
ま
す
が
本
当
は

仲
間
を

 
こ

ち
に
呼
び
戻
す
た
め
で
す
よ

 
そ
れ
を
聞
い
た
萃
香
は
参

た
と
言
わ
ん
ば
か
り
に

笑
い
を
し
て
そ
れ
に
つ
い
て

え
た

 
萃
香

は

本
当
は
そ
う
か
も
知
れ
な
い

 
蓮
 

え

と

さ
ん
萃
香
さ
ん
の
お
仲
間
さ
ん
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方
は
い
る
ん
で
す
か

 
蓮
の

問
に

は
ち

と

気
が
暗
め
に

え
た

 

 

萃
香
様
の
種
族

⻤
と
は
か
つ
て
そ
の
強
さ

に

 
妖
怪
や
人
間
達
か
ら
も

れ
ら
れ
て
き
ま
し
た

 
過
去
の

達
天
狗
も
萃
香
様
達
の
⻤
に
真

向
か
ら

 
倒
さ
れ
て
妖
怪
の
山
の
覇

を

し
ま
し
た

 
霧
雨

な

何
か

い
過
去
だ
な

 
萃
香

ま

で
も
そ
の
後

達
も
あ
る
妖
怪

に

 
ボ

ボ

に
さ
れ
た
ん
だ
け
ど

 
そ
れ
を
聞
い
た
蓮
は

い
た

本
当
に
強
い
種
族
な
の
に
そ
れ
を
越
え
る
妖
怪
が
い
た
事
は
言

を
失
う
し
か
な
い
が
蓮
は

ら
く
理
久
兎
だ
ろ
う
思

た
が

は
話
を
続
け
る

 

 

そ
れ
で
何

⻤
達
が
こ
こ
か
ら

を

し
た
か

 
そ
れ
は
人
間
達
に
よ
る
陰

的
な

撃
に

気
が

 
さ
し
た
か
ら
な
ん
で
す

 
霊
夢

陰

的
な

撃
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は
い

昔

⻤
達
は
人

い
と
い
う
名
目
で

 
村
の
人
間
達
の
女

子

を

て
は

負
を

 
し
て
い
た
ん
で
す

で
す
が
人
間
達
は
そ
れ
を

 

て
い
ま
し
た

に
⻤
達
を

に

め
て
倒
す

 
戦
法
を
と
る
よ
う
に
な

た
ん
で
す
よ

 
霊
夢

人
間
が
考
え
そ
う
な
事

 

 

そ
ん
な
感
じ
で
⻤
達
は

達
天
狗
に
山
の
覇

を

 
返
し
て

を
く
ら
ま
せ
た
ん
で
す
よ

 
そ
れ
を
聞
い
た
蓮
は
何
と
も
言
え
な
い
気

ち
に
な

た

確
か
に
そ
う
聞
く
と
⻤
達
は
可
愛

そ
う
だ
な
と
思
う
が
人
間
の
立
場
か
ら
し
て
み
れ
ば

う
と
言
う
行

は
許
せ
な
い

に
ど
ち

ら
に
も

が
あ
る
と
考
え
る
し
か
な
か

た

 
蓮
 

 
萃
香

も
⻤
子

神
様
も

居
な
く
な

ち

た

 
し
そ
れ
で

し
か

た
の
か
な

分
で
も
分
か
ら

 
な
い
や
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そ
ん
な
暗
く
な
る
よ
う
な
事
を
言
う
と
霊
夢
は
た
め

混
じ
り
に

 
霊
夢

は

貴
女
バ
カ
じ

な
い
の

 
萃
香

え

 
霊
夢

し
く
な
れ
ば
宴
会
に
も
混
ざ
り
な
さ
い
そ
れ

 
で
も

り
な
い
な
ら
家
に
来
な
さ
い
酒
の
一

 
ぐ
ら
い

ま
し
て
や
る
わ
よ

 
蓮
 

萃
香
さ
ん

ら
で
良
け
れ
ば

し
ま
す
よ

 
そ
の
言

を
聞
い
た
萃
香
は
目
か
ら

を
流
し
て

 
萃
香

う

う
わ

ん

 
霧
雨

そ
こ
ま
で

く
か

 

 

萃
香
様
は
昔
か
ら
情
に

い
ん
で
す
よ

 
霊
夢

ま

た
く

ら
行
く
わ
よ
こ
れ
か
ら

み
会
よ

 
霊
夢
に
そ
う
言
わ
れ
た
蓮

魔
理
沙

そ
し
て
萃
香
の
反

は

 
蓮
 

で
良
け
れ
ば

 
霧
雨

よ

し

も
う
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ま

良
い
で
す
よ

 
萃
香

お

 
そ
う
し
て

人
は

へ
と
向
か
う
と

色
々
と

し
て
い
た

 
大
 

あ
れ

ル

ち

ん
何
で

達
こ
こ
に
い
る

 
の
か
な

 

ル

え

分
か
ら
な
い
よ

 

音

今
日
は
宴
会
は
休
み
と
聞
い
て
い
た
は
ず
だ
が

 
妹
紅

さ

 

は
い
つ
の
間
に
か
博
麗
神
社
に
い
る
こ
と
に

い
て
い
た
が
霊
夢
達
が
近
づ
い
て
く
る
と

音
は
霊
夢
達
の
元
へ
と
向
か
い

 

音

霊
夢

今
日
は
宴
会
は
無
か

た
よ
な

 
霊
夢

あ

あ

 
霊
夢
が
言

に
迷
う
と
蓮
が
霊
夢
の
代
わ
り
に
そ
の

問
に

え
た

 
蓮
 

音
先
生
も
う
異
変
は
終
わ

た
ん
で
す
よ

 
そ
れ
で

で
こ
う
し
て
集
ま

て
い
る
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で
す
が

 

音

何

異
変
が
終
わ

た

本
当
か

 
蓮
 

え

に

ら
首
謀
者
も
倒
し
ま
し
た
し

 
萃
香

う

ま

負
け
ま
し
た

 
そ
れ
を
聞
い
た

音
は

に
手
を

い
て
少
し
考
え
た
が

 

音

蓮
が
言
う
な
ら
そ
う
な
ん
だ
ろ
う
な

 
蓮
 

は
い

 
こ
れ
ま
で
の
寺
子
屋
の
行
動
が

音
の

用
に
関
わ

た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う

こ
ん
な

に

さ
れ
て
も

い
も
し
な
か

た

 
霊
夢

ら

に
集
ま

て
な
い
メ
ン
バ

に

を

 
か
け
て
来
な
さ
い

 

 

え

良
い
で
し

う

幻
想
郷
最

 
の
実
力
見
せ
て
あ

ま
し

う

 
そ
う
言
い

は
目
に
見
え
ぬ
程
の

度
で
上
空
へ
と
飛
び
去

て
い

た

 
霊
夢

さ

て
と
宴
会
し
ま
す
か



 第 話 ひと騒動後の宴会

 
霧
雨

よ

し

宴
会
だ

 
蓮
 

萃
香
さ
ん

は

で
す
が
お
相
手
し
ま
す
よ

 
萃
香

は
は

な
ら

も
う
か
蓮

 
そ
う
し
て
宴
会
は
始
ま

た

座
や
ら
は
最

に
蓮
達
が
引
い
て
い
た
た
め
問

は
な
い
が

心
な
酒
が
な
い

だ
が
霊
夢
に
蓮
は
呼
ば
れ
る

 
霊
夢

蓮

ち

と
来
て
く
ん
な
い

 
蓮
 

ん

ど
う
し
た
の

 
霊
夢
に
呼
ば
れ
て
行

て
み
る
と
そ
こ
に
は
無
数
の
酒

が
あ

た

そ
こ
に
は
メ

書
も
つ

い
て
い
た

  
萃
香
を
よ
ろ
し
く

 
 
 
紫
よ
り

  
ど
う
や
ら
紫
か
ら
の
贈
り
物
の
よ
う
だ

霊
夢
は
笑

で
蓮
に

 
霊
夢

蓮
よ
ろ
し
く

 
蓮
 

う
い

す
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そ
う
し
て
蓮
は
力
の
限
り
に

い

い
酒

を

び
そ
の
後
は

酒
で
一

や
り
蓮
は

で
そ

れ
を

め
る

 
萃
香

こ
う
や

て

で
楽
し
く

め
る
の

て
い
い

 
よ

 
蓮
 

そ
う
で
す

萃
香
さ
ん

 
萃
香

理
久
兎

お
前
の
望
ん
だ
世
界

見
せ
ら
れ
な
い

 
の
が

念
だ
よ

 
蓮
 

萃
香
さ
ん

 
萃
香

ん

ハ
ハ
ハ
何
で
も
な
い
よ

ら

め

め

 
蓮
 

い
や
だ
か
ら

は
お
酒
は

 
こ
う
し
て
萃
香
が
起
こ
し
た
異
変
は
幕
を
閉
じ
た
の
だ

た

 
怠
惰

今
回

者
様
に
少
し

な
事
を
言
わ
せ
て



 第 話 ひと騒動後の宴会

 
い
た
だ
き
ま
す

 
狗
神

何
だ
そ
ん
な
に

ま

て

 
怠
惰

間
の
間
テ
ス
ト
の
た
め
休
ま
せ
て
い
た
だ

 
き
ま
す

 
狗
神

何

 
怠
惰

今
回
の
テ
ス
ト
と
次
回
の

は
受

生
に

 
と

て
大

な
テ
ス
ト
に
な
る
た
め
少
し

 

に

み
ま
す

 
狗
神

因
み
に
も
う

つ
の
小
説
の
後
書
き

当

 
に
は
伝
え
た
の
か

 
怠
惰

は
い
ス
マ

で

と
メ

ル
し
た
ら
二
言

 
書
い
て
あ
り
ま
し
た

つ
は

張
れ

つ
目

 
は

方
も
さ

さ
と
投
稿
し
ろ

と

 
狗
神

そ

そ
う
か

 
怠
惰

一

は
活
動
報
告
に
も
書
き
ま
す
の
で
ご
了

を
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お
願
い
し
ま
す

 
狗
神

そ
れ
じ

そ
ろ
そ
ろ
終
わ
る
か

 
怠
惰

そ
う
で
す

そ
ん
な
こ
ん
な
で
お
願
い
し
ま
す

 
狗
神

そ
れ
じ

者
様

 
怠
惰

す
い
ま
せ
ん
が
ま
た

日
に



 第 話 何があった……

 
第

話
 
何
が
あ

た

 
お
久
々
で
す

者
様
そ
し
て
待
た
せ
た
な

 
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

 

間
ぶ
り

ま

そ
ん
な
小
さ
な
こ
と
は

 

い
て
お
い
て
ま
た
投
稿
を
再
開
す
る
の
で

 
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
そ
れ
で
は
久
々
の
本
編
へ
ど
う

 

ン

ン

ン

ン

 
朝
を
告

る
音

鳥
の
さ
え
ず
り

が
聞
こ
え
る

そ
の
さ
え
ず
り

で
霊
夢
は
起

し
た

 
霊
夢

う

ん

わ

 
昨
日
は
宴
会
と
い

て
も
萃
香
の
起
こ
し
た

日
お
き

⻤
夜
行
を
終
わ
ら
せ
て
の
宴
会
だ

た
が
萃
香
に

ま
さ
れ
た
の
か
目
覚
め
が
最
悪
だ

た
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霊
夢

い
わ

て
こ
こ

の

屋
じ

な
い

 
だ
が
霊
夢
は
気
が
つ
い
た

こ
こ
は

室
で
は
な
い
事
に

に
霊
夢
の
隣
で
は
布

が

ら
ん
で
い
た

 
霊
夢

 
ガ
バ

 
霊
夢
は

な
予
感
が
し
た
た
め

け
布

を
め
く
る
と
そ
こ
に

て
い
た
の
は

 
蓮
 

 
蓮
が
気

ち
良
さ
そ
う
に

て
い
た

そ
う
こ
こ
は
霊
夢
の

屋
で
は
な
く
蓮
の

屋
だ

た

の
だ

 
霊
夢

へ

 
最

霊
夢
は

き
の
言

し
か
で
な
か

た

そ
し
て
一
気
に

は

面
し
て

か
ら
は

が
吹
き
出
し
た

 
霊
夢

と

と
と
と
と
り
あ
え
ず
で

出
な
い
と

 
そ
う
言

て
霊
夢
は
布

か
ら
そ

と
出
て
そ
そ
く
さ
と

屋
か
ら
出
て
い

た

そ
の
数
分

後



 第 話 何があった……

 
蓮
 

う

ん

 
蓮
は
起
き
た

ま
だ
体
が

ル
く

し
く
気

ち
の
良
く
な
い
朝
だ

た

 
蓮
 

仕
事

て
今
日
は
休
み
か

内
の
掃
除

 
そ
う

け
た
よ
う
な

で
言
う
と
布

か
ら
出
て

屋
を
後
に
し
た

 
蓮
 

 
あ
く
び
を
し
な
が
ら
蓮
は
居
間
へ
と

る
と
そ
こ
に
は
ち

ぶ

で

を
つ
い
て
い
る
霊
夢

が
い
た

の

や
ら
を
見
る
と
ま
だ
起
き
た
ば
か
り
な
の
だ
ろ
う

 
蓮
 

お
は
よ
う
霊
夢

 
蓮
は
霊
夢
に

を
す
る
と
霊
夢
は
体
を

ク

と

わ
せ
て
蓮
の
方
に

を
向
け
る
と

 
霊
夢

お

お
は
よ
う

れ

蓮

 
蓮
 
・
・

 
何

か

は
少
し
紅
く
な
お
か
つ
言

が
は

き
り
と
し
て
い
な
い
そ
ん
な
感
じ
だ

た

だ

が
何

そ
ん
な
状

な
の
か
蓮
に
は
さ

り
と
分
か
ら
な
か

た

 
蓮
 

ど
う
し
た
の
そ
ん
な
に
お
ど
お
ど
し
て

 
霊
夢

な

何
で
も
な
い
わ
よ
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蓮
 

そ
う

な
ら
い
い
ん
だ
け
ど

そ
れ
で
ま
だ
起
き
た

 
ば
か
り
な
の

 
霊
夢

え

え

起
き
た
ば
か
り

 
蓮
か
ら
見
て
い
る
と
本
当
に
何
時
も
と
は

い
落
ち
着
き
が
な
く
何
か
知
ら
な
い
が
霊
夢
は
そ

わ
そ
わ
し
て
い
る
と
い
う
か
蓮
か
ら
時
々

を
ず
ら
し
て
い
る

 
蓮
 

本
当
に
ど
う
し
た
の

何
時
も
と

う
気
が
す
る

 
け
ど

 
霊
夢

蓮

貴
方
昨
日
の
記
憶
は
あ
る

 
と

突
然
の

問
だ

が
蓮
は
そ
れ
に
つ
い
て

え
た

 
蓮
 

え

と

萃
香
さ
ん
の
起
こ
し
た
異
変
を

ら
は

 
解
決
し
て
宴
会
し
た
よ

 
霊
夢

そ
こ
じ

な
く
て
宴
会
の
後
の
記
憶
よ

 
蓮
 

え

と
確
か

 
蓮
は
昨
日
の
宴
会
後
の
記
憶
を

る

そ
し
て
蓮
は
そ
れ
に

え
た

 
蓮
 

確
か

全
員
帰

て

し
く
霊
夢
が

い
つ
ぶ
れ



 第 話 何があった……

 
て
た
か
ら

屋
で

か
せ
て

人
で
出
来
る
だ
け

 
外
を

け
て

た
か
な

 
霊
夢

え

 
霊
夢
は
思

た

な
ら
何

分
は
あ
そ
こ
で

て
い
た
の
か
と

蓮
は
嘘
を
つ
く
人
間
で

は
な
い
た
め
言

て
い
る
こ
と
は
事
実
な
の
だ
ろ
う

そ
れ
な
ら
夜
に
何
が
あ

た
の
か

 
蓮
 

そ
れ
じ

は

内
の
掃
除
し
て
く
る

 
ま
だ

て
る
所
が
あ
る
か
ら

 
そ
う
言
い
蓮
か
ら
縁

へ
と
出
て
竹

を

て
掃
除
を
し
に
行
く
の
だ

た

 
霊
夢

昨
日

何
が
あ

た
の
よ

 
霊
夢
は

を

さ
え
て
た
だ
考
え
る
し
か
な
か

た
が
蓮
が
掃
除
を
し
て
い
る
間
に
朝
食
を

ろ
う
と
考
え

所
へ
と
向
か

た

 
蓮
 

 
数
分
後

を

い
な
が
ら
蓮
は
リ

に
合
わ
せ
て

を
は
い
て
い
く

す
る
と
そ
こ
に

人
の

い
外
見
を
し
た
少
女
も
と
い
萃
香
が
現
れ
る

 
萃
香

よ

蓮
お
は
よ
う
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蓮
 

お
は
よ
う
萃
香

来
た
ん
だ

 
萃
香

う
ん

は
縁

で
一

や
ら
せ
て

う
よ

 
蓮
 

ど
う

 
萃
香
は
縁

へ
と
向
か
い
ち

こ
ん
と
座
る
と
蓮
の
掃
除
風
景
を
見
な
が
ら

に

て
い

る
酒
を

む

す
る
と
蓮
は
萃
香
に
あ
る

問
を
し
た

 
蓮
 

萃
香
さ
ん

 
萃
香

お
や

ど
う
し
た

 
蓮
 

萃
香
さ
ん
が
こ
れ
ま
で
生
き
て
き
た
中
で
萃
香
さ
ん

 
が

れ
る
よ
う
な
妖
怪

て
い
ま
し
た
か

 
蓮
が

問
し
た
理

は

に
強
い
者
で
あ
る
強
者
達
は

れ
る
よ
う
な
人
物
が
い
る
の
か
と

気
に
な

た
た
め
そ
ん
な

問
を
し
た

萃
香
は

悩
ん
で

 
萃
香

う

ん

に
も
い
る
よ

の

で
あ
る

 
⻤
子

神
様
と
か
が
そ
う
だ

後
は
理
久
兎

 
か
な

 
蓮
 

確
か
⻤
達
は
理
久
兎
に
絶
大
な

頼
を
し
て
い
た



 第 話 何があった……

 

て
聞
い
た
こ
と
は
あ
る
ん
で
す
が
本
当
で
す
か

 
萃
香

う
ん

お

い
に

頼
を
し
て
た
し
何
よ
り
も

 
⻤
子

神
様
と

じ
で
仲
間
を
裏

ら
な
い
し

 
何
よ
り
も

達
⻤
を
理
解
し
て
く
れ
る
数
少

 
な
い
友
だ

た

 
蓮
 

へ

そ
う
な
ん
で
す
か

 
と

言

て
い
る
と

が
開
い
て
霊
夢
が

を
出
し
た

 
霊
夢

蓮

朝
食
が
出
来
た

て
あ
れ

萃
香

 
じ

な
い

 
萃
香

来
て
い
い

て
言
わ
れ
た
か
ら
来
た
よ

 
霊
夢

ん
ま

良
い
わ
そ
れ
よ
り
も
あ
ん
た

 

食

た
の

 
萃
香
は
霊
夢
に
朝

を
食
べ
た
の
か
と
聞
か
れ
少
し
考
え
て

 
萃
香

今
日
は
何
に
も
食
べ
て
な
い

 
霊
夢

な
ら

度
良
い
わ
あ
ん
た
も
食
べ
て
き
な
さ
い
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萃
香

な
ら
お
言

に

え
る
よ

 
そ
う
し
て
萃
香
は
居
間
へ
と

て
い
き
蓮
も
竹

を

い
て
居
間
へ
と
向
か
い
朝
食
を
と
る

の
だ

た

    
こ
こ
か
ら
は
深
夜
に
何
が
あ

た
の
か
を
お
教
え
し
ま
し

う

 
蓮
が

屋
に

て

て
か
ら
数
時
間
後
に
霊
夢
は
起
き
出
し
た

 
霊
夢

う

気

ち
悪
い

 
霊
夢
は

け
た
常

で
起
き
て

か
ら
帰

て
い
る

中
だ

た

萃
香
に

め

め
と

め
ら
れ
る
が
ま
ま
に
酒
を

み
続
け
て
限
度
を

え
て
し
ま
い
気

ち
悪
い
と
し
か
霊
夢
は
思

て
な
か

た

に

で
出
す
も
の
は
出
し
て
帰

て
い
る

中
だ

た

 
霊
夢

く

よ
う

 
ス

 
霊
夢
は

を
開
け
て

屋
へ
と

り
布

へ
と

る
が
そ
の

屋
は

し
の
通
り
霊
夢
の
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屋
で
は
な
く
蓮
の

屋
だ

そ
う
た
だ
た
ん
に
霊
夢
は
酒
を

ん
で
の
気

ち
悪
さ
と

け
で

屋
を
間

え
た
の
だ

そ
う
し
て

た
布

で
は

 
霊
夢

う

ん

か
く
て
良
い
匂
い

 
ギ

 
蓮
 

う

ん

 
隣
で

る
蓮
の

に

き
つ
き
な
が
ら
ゆ

く
り
と

り
に
つ
い
て
い

た
の
だ

た

こ
れ

が
深
夜
に
起
き
た
真
実
で
あ
る
が
霊
夢
は
そ
れ
を
知
る
よ
し
も
な
か

た

 
怠
惰

狗
神
ち

ん

 
狗
神

だ
お
前

 
怠
惰

え

 
狗
神

だ
久
し
い
な

間
ぶ
り

だ
な

 
怠
惰

え

そ
う
で
す

間
ぶ
り
か
も
し
れ

 
な
い
で
す

そ
れ
と
次
回
は
も
う

つ
の
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小
説
を
投
稿
す
る
か
ら
ま
た
し
ば
ら
く
は

 
お
休
み
だ
よ

 
狗
神

ま

都
合
が
あ
る
か
ら
し

う
が
な
い
か

 
怠
惰

て
な

で
帰

て
き
て

々

だ
け
ど

 
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

次
回
は
何
時
に
な
る
か
分
か
ら
な
い
が
ま
た

 
よ
ろ
し
く
な

 
怠
惰

そ
れ
で
は

者
様

 
狗
神

じ

な



 第 話 霧雨魔理沙の悲痛の掃除……

 
第

話
 
霧
雨
魔
理
沙
の
悲
痛
の
掃
除

 
て
な

で
お
久
々
の
方
は
お
久
々

 
そ
う
で
な
い
方
は
こ
ん
ば
ん
わ

 
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

 
霧
雨

う

ん
も
う
朝
か

 
朝
日
が

り
魔
理
沙
は
目
覚
め
た

目
覚
め
は
と
て
も
良
く
久
々
に
気

ち
良
く
起
き
れ
た

 
霧
雨

今
日
は
ど
う
す
る
か
な

 
そ
う

き
な
が
ら
魔
理
沙
は

を

手
に
パ

リ

か
ら

ん
で
い

た
本
を

み
返
し

て
い
る
と
き
だ

た

 

ン

ン

 

が

ク
さ
れ
る
音
が
聞
こ
え
た

魔
理
沙
は
こ
の
時
久
々
の
客
だ
と
思
い
椅
子
か
ら
立
ち

上
が
り
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霧
雨

久
々
の
客
か
な

 
ガ

 
魔
理
沙
は

を
開
け
て

ク
し
た
人
物
を
見
る
と
そ
こ
に
い
た
の
は

 
蓮
 

こ
ん
に
ち
は
魔
理
沙

 
蓮
だ

た

し
か
し
格

は
普

見

れ
た
格

よ
り
お
か
し
か

た

中
に
は

や

き
首
に
は
布
を

い
て
お
り
ま
さ
し
く
清
掃
員
と
い

た

だ

た

魔
理
沙
は

な
予
感

が
し
て
そ

と

関
の

を
閉
め
よ
う
と
し
た
が

 
ガ
シ

 
蓮
 

魔
理
沙

逃
が
さ
な
い
よ

 
霧
雨

な
ん

だ
と

 
魔
理
沙
は
何
と
か

張

て
無
理
矢
理
に
で
も

を
閉
め
よ
う
と
す
る
が
蓮
の
力
に
は

て
ず

で
蓮
は
魔
理
沙
の
家
の
中
へ
と

る

 
蓮
 

さ
て
と
そ
れ
じ

掃
除
を
始
め
ま
す
か

 
霧
雨

て
蓮

お
前
今
日
は
仕
事
じ

な
い
の
か

 
蓮
 

今
日
は

音
先
生
が
人
里
で
月

で
行
う
会
議
が
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あ
る
ら
し
く
て
休
み
で
す
よ

 
霧
雨

に

逃

場
な
し
か
よ

 
そ
う
言

て
る
魔
理
沙
を

所
に
蓮
は
ど
ん
ど
ん
散
ら
か

て
い
る
本
を

け
て

つ

つ
本
を
積
ん
で
い
く

 
霧
雨

お

お
い
お
い

手
に

 
蓮
 

魔
理
沙

そ
ん
な
ん
だ
と
一
生

か
な
く

 
な

て
最
後
は
物
で
山
積
み
と
な

た

屋
を

 

ン
ジ

ン
の
よ
う
に
散
策
し
て

る
場
所
す
ら

 
無
く
な
る
か
も
し
れ
な
い

そ
れ
で
も
い
い
の

 
霧
雨

よ

な
お
世
話
だ

 
と

魔
理
沙
が
蓮
に
向
か

て

ぶ
と
蓮
は
何
か
を

ら
せ
る
よ
う
に
魔
理
沙
に

 
蓮
 

魔
理
沙

想

し
て
み
な
よ

 
霧
雨

な

何
を
だ
よ

 
蓮
 

仮
に
ア
リ
ス
さ
ん
が
家
に
来
た
と
し
ま
す
そ
の

 
時
に

女
が
最

に
言
う
言

を
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魔
理
沙
は
ア
リ
ス
が
言
う
と
し
て
い
る
言

を
考
え
て
そ
し
て
そ
れ
を

に
す
る

 
霧
雨

屋

 

 

散
ら
か
し
過
ぎ

て

は
言
う
わ

 
霧
雨

な

 
突
然
後
ろ
で

が
し
た
た
め

り
向
く
と
そ
こ
に
い
た
の
は

の
シ

ト
ボ

の
女
性
も

と
い
先
程
想

し
て
い
た
魔
理
沙
が
こ
う
言
う
と
予

し
て
い
た
魔
理
沙
の
数
少
な
い
友
達
の

人
ア
リ
ス
・
マ

ガ
ド
ロ
イ
ド
だ

た

 
霧
雨

あ

ア
リ
ス

 
蓮
 

ア
リ
ス
さ
ん
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す

 
ア
リ

え

お
は
よ
う

そ
れ
よ
り
も
蓮
は
何
を

 
し
て
い
る
の

 
霧
雨

お
前

今
の

言

て
お
い
て
蓮
に
聞
く
か

 
ア
リ

そ
れ
も
そ
う

 
ア
リ
ス
は
そ
う
言
う
と
蓮
の
隣
で
座

て
本
の
分
別

業
を
始
め
た

 
霧
雨

お
前
も
か
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ア
リ

失

貴
女
か
ら

ら
れ
た

の
本
を
探
す

 
つ
い
で
に
蓮
の
仕
事
を
手
伝

て
い
る
の
よ

 
蓮
 

え

と

こ
れ
は

 
ア
リ

あ

そ
れ

の
本

 
そ
ん
な

人
の
光
景
を
見
て
い
る
魔
理
沙
は
体
を

わ
せ
て

 
霧
雨

お
前
ら

こ
こ
は

の
家
だ

 
ア
リ

魔
理
沙

良
い
じ

な
い
の
だ

て
無

で

屋

 
を
掃
除
し
て
く
れ
る
ん
だ
か
ら

貴
女
が
や
る

 
よ
り
か
は
良
い
と
思
う
け
ど

 
霧
雨

う
ぐ

 
こ
の
時
魔
理
沙
は
ア
リ
ス
の
言

を
聞
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た

確
か
に
蓮
に

せ
れ
ば

屋
も

麗
に
な
る
し
何
よ
り
も
無

で

麗
に
な
る

だ
が
し
か
し
魔
理
沙
は
変
に

け
ら
れ

る
と
何
処
に
何
が
あ
る
の
か
分
か
ら
な
く
な
る
と
も
考
え
た

 
霧
雨

し

し

う
が
な
い
か

た
だ
し

の

 

に
は
従

て
も
ら
う
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蓮
 

構
わ
な
い
よ

 
ア
リ

ら
魔
理
沙
さ

さ
と
や
る

 
そ
う
し
て

人
は
本
格
的
に
掃
除
を
開
始
し
た

 
蓮
 

本
は
こ
ん
な
感
じ
か
な

 
ア
リ

ど

品
パ

リ

の
物
ば
か
り

 
霧
雨

失

だ
な

ん
だ
ん
じ

な
い

が
死
ぬ

 
ま
で

り
た
だ
け
だ

 
そ
の
言

を
聞
い
た
蓮
と
ア
リ
ス
は
心
の
中
で

じ
こ
と
を
思

た

 
蓮
 
返
す
気
は
な
い
よ

 
ア
リ
こ
の

子
だ
と
永
遠
に
返
さ
な
い
わ

 
魔
理
沙
の
性
格
を
知

て
い
る

人
か
ら
し
て
み
る
と
大
方
は
予

で
き
る
も
の
だ

 
蓮
 

ま

と
り
あ
え
ず
は
本
は
こ
れ
で
い
い
と
し
て

 
ア
リ

次
は

て
ま
だ
ま
だ
あ
る
わ

 
霧
雨

に
は

け
ら
れ
な
い

 
ア
リ

年
頃
の
女
の
子
が
こ
れ
じ

男
も
出
来
な
い
わ
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ア
リ
ス
は

痴
を
こ

し
つ
つ
蓮
は

て
て
き

き
と

り
の
物
を

け
て
い
く

魔
理

沙
は

な
物
と
そ
う
で
な
い
も
の
分
別
し
て
い
き
そ
う
し
て
い
く
内
に
魔
理
沙
の
家
に
散
ら

ば

て
い
る
物
は

ど

け
た

 
蓮
 

次
は
掃
除
だ

 
霧
雨

お

お
い
お
い
ま
だ
や
る
の
か
よ

 
ア
リ

あ
ん
た

の

は
掃
除
せ
ず

た
ら

 
か
し
と
か
あ
り
得
な
い
か
ら

 
魔
理
沙
が

し
そ
う
に
何
と
か
バ
カ
に
出
来
そ
う
な
言

を
考
え
て

 
霧
雨

こ

こ
の
女
子
力
高
い
奴
ら
め

 
ア
リ

あ
ら

め
言

を
あ
り
が
と
う

 
蓮
 

そ
こ
ま
で
女
子
力
は
高
く
は
な
い
だ
け
ど
な

 
そ
ん
な
会
話
を
し
な
が
ら
も
魔
理
沙
は
仕
方
な
い
と
思
い

屋
を

け
て
い
く
が
こ
こ
で
事

件
は
起
き
た

 
霧
雨

い
や

く
と
良
い
こ
と
も

 
カ
サ

カ
サ

カ
サ

カ
サ

カ
サ

カ
サ

カ
サ
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霧
雨

ん

へ

 
何
か

れ
な
が
ら

動
す
る
音
そ
の
音
を
聞
い
た
魔
理
沙
は
天

の

の
方
を
見
て
し
ま
い
そ

の
場
で

し
て
動
け
な
く
な
る

そ
こ
に
い
た
の
は
名
状
し
が
た
き
怪
物

⻑
い

気

ち
悪
い
ぐ
ら
い
に

が
あ
り
そ
れ
が
光
に
当
た

て
黒
光
り
す
る
そ
の

ト

ト

と
し

た

り

め
が
つ
い
て
い
る
気

ち
悪
い

本
の

そ
う
そ
の
名
状
し
が
た
き
怪
物
は

ど
の
日
本
人
が

い
な
神
話
生
物

の
怪
物
そ
の
名
も

 

キ
 
ハ
ロ

 

キ

リ
だ

し
か
も
結
構
で
か
い
黒

キ

リ
だ

た

そ
し
て

し
て
い
た
魔
理
沙

は 
霧
雨

ギ

 
悲
鳴
を
あ

て
そ
の
場
か
ら
逃

出
し
た

そ
し
て
そ
の
悲
鳴
を
聞
い
た
ア
リ
ス
は
魔
理
沙
の

元
へ
と

け
つ
け
る

 
ア
リ

ど
う
し
た
の

魔
理

さ

 
逃

て
く
る
魔
理
沙
の
後
ろ
の
方
か
ら
魔
理
沙
を
追

け
て
き
て
い
る
黒

キ

リ
を
ア
リ

ス
も
見
て
し
ま

た

し
か
も

を

て
飛
ん
で
い
る

を
だ
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ア
リ

キ

 
ア
リ
ス
も
悲
鳴
を
あ

て
後
ろ
を

り
向
い
て
魔
理
沙
と
共
に
逃

出
し
た

 
霧
雨

お

お
い

お
前
都
会

魔
法
使
い
な
ん
だ
ろ

 
何
と
か
し
ろ
よ

 
ア
リ

そ

そ
う
言
う
貴
女
こ
そ

そ
の
お
得
意
の
火
力

 
魔
法
で
何
と
か
し
な
さ
い
よ

 
霧
雨

ミ

八

を

屋
に

い
て
き
ち
ま

た
ん

 
だ
よ

 
そ
ん
な
事
を
言

て
い
る
と
魔
理
沙
と
ア
リ
ス
の
方
に
そ
の

を

て
飛
び
か

か

て
来

た 
霧
雨

く

来
る
な

 
ア
リ

何
で
こ
ん
な
目
に

 
そ
う
言

た
時
だ

た

人
に

世

が
現
れ
た

 
バ
シ
ン

 
そ
の

世

は
丸
め
た
新
聞
で

キ

リ
を

き
落
と
す

そ
の

世

は
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蓮
 

人
共

キ

リ
程
度
で
キ

キ

言

て

 
る
と
終
わ
ら
な
い
よ

 
蓮
だ

た

し
か
も
や
り
方
が
と
て
も

れ
た
手
つ
き
だ

 
霧
雨

れ

蓮

 
蓮
 

ま

た
く

 
丸
め
た

々
新
聞
を

て

き
落
と
し
た

キ

リ
を
す
く
い
上

て

か
ら

キ

リ
を

て
る

 
蓮
 

ら

く

け
よ
う

 
そ
う
言
う
と
蓮
は

ち
場
へ
と
戻

て
い

た

た
魔
理
沙
と
ア
リ
ス
は

 
霧
雨

あ
い
つ
ス

ク
高

な

 
ア
リ

本
当

 
そ
う
し
て

人
も
掃
除
へ
と
戻
り

業
を
再
開
し
た

そ
う
し
て
数
時
間
後

 
霧
雨

す

す

 
な
ん
と
い
う
こ
と
で
し

う

散
ら
か

て
い
た

屋
は

き
全
て
見
事
に
ま
と
ま

て

さ
れ

が

て
い
た

の

と

麗
に

り
除
か
れ
て
本
来
の

し
さ
へ
と
戻

て
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い
ま
す

何
て
言
う
何
処
か
か
ら

レ

シ

ン
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
だ

 
蓮
 

い
た

 
ア
リ

こ
こ
ま
で

麗
に
な
る
と
本
当
に
見

え
る
わ

 
蓮
 

掃
除
も
終
わ

た
か
ら

は
帰
る

 
そ
う
言
い
蓮
は

や
ら
の
掃
除

を

て
帰
ろ
う
と
す
る
と

 
霧
雨

な

蓮

お
前
時
間
空
い
て
る
か

 
蓮
 

空
い
て
る
け
ど

 
霧
雨

な
ら

食

て
行
け
よ
ア
リ
ス
の
家
で

 
ア
リ

な
の

今
の

気
で

 
ア
リ
ス
の
ツ

ミ
を
聞
い
た
蓮
は

し

な
そ
う
に

 
蓮
 

い
や
で
も
ア
リ
ス
さ
ん
も
迷

そ
う
だ
し

 
ア
リ

は

い
い
わ
よ
遠

し
な
く
て
も
食
べ
て

 
行
き
な
さ
い

 
蓮
 

え

え

と
じ

い
た
だ
い
て
い
き
ま
す

 
そ
う
し
て
蓮
と
魔
理
沙
は
ア
リ
ス
の
家
へ
と
向
か

て

食
を
食
べ
る
の
だ

た
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怠
惰

久
々

久
々

 
狗
神

約

間
ぶ
り
だ
な

 
怠
惰

え

本
当
に

 
狗
神

そ
れ
で

後
い
く
つ
ぐ
ら
い
や

た
ら
異
変

 
な
ん
だ

 
怠
惰

そ
う
だ

数
話
ぐ
ら
い
か
な

 
狗
神

う

そ
れ
に
し
て
も
ど
う
し
た
そ
の
小

 
内
出
血
し
て
る

 
怠
惰

バ
レ

ボ

ル
し
て
事

ち

た

ク
ソ

 
痛
い
で
す

 
狗
神

笑

で
言

て
お
前
あ
れ
か
ド

か

 
怠
惰

は
そ
の
逆
だ

 
狗
神

そ
れ
も
そ
れ
で
ど
う
か
と
思
う
が
な
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怠
惰

さ
て
と
そ
ろ
そ
ろ
終
わ
ろ

か

 
狗
神

あ

そ
れ
じ

久
々
の
投
稿
を
見
て
く
れ
て

 
あ
り
が
と
よ

 
怠
惰

そ
れ
じ

今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
ま
た
次
回

 
狗
神

じ

な

 
怠
惰

バ
イ
バ
イ
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第

話
 
風
邪
に
は
ご
注
意
を

 
こ
ん
に
ち
は

者
様

先
程

セ
ン
タ

に

 

い
物
に
行

て
き
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

 

い
物
の
休

が
て
ら

ト

の

に

 

て

さ
れ
て
き
ま
し
た

そ
れ
は
さ
て
お
き

 
本
編
に
ど
う

 
萃
香
の
起
こ
し
た
異
変
か
ら

日
の
月
日
が
経

た
あ
る

下
が
り
の
事

蓮
は
何
時
も

の
よ
う
に
仕
事
を
終
わ
ら
せ
て
蓮
は
博
麗
神
社
へ
と
帰

て
き
た

 
蓮
 
今
日
の
晩

は
何
か
な

 
そ
う
考
え
な
が
ら
蓮
は
縁

で

を
脱
い
で
居
間
へ
と

る
と

 
蓮
 

た
だ
い
ま

霊
夢

あ
れ

 
何
時
も
な
ら
居
間
で
ゆ

く
り
と
し
て
い
る

の
霊
夢
が
い
な
い

居
る
と
し
て
も
縁

で
の
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ん
び
り
と
し
て
い
る
は
ず
だ
が
縁

を
通

て
居
間
に
来
て
い
る
の
だ
か
ら
い
る

も
な
い

 
蓮
 

霊
夢
は
何
処
に
い

た
の
か
な

 
蓮
は
不
思
議
に
思
い
な
が
ら
霊
夢
を
探
す
事
に
し
た

そ
う
し
て
蓮
は
霊
夢
の

屋
の
前
ま
で

来
る
と

  
と

か
が

を
し
て
い
た

霊
夢
の

屋
か
ら

が
す
る

て
事
は
霊
夢
な
の
だ
ろ
う
と
思

い
蓮
は
そ

と

を
開
け
て

 
蓮
 

霊
夢

い
る

 
蓮
は

屋
の
様
子
を
見
る
と
布

で

に
な

て

て
い
る
霊
夢
を
見
つ
け
た

す
る
と
霊
夢

も
蓮
が
い
る
事
に
気
が
つ
い
た
の
か

 
霊
夢

あ
れ

蓮
じ

な
い
帰

た
の

 
蓮
 

て

霊
夢
ま
さ
か
風
邪

 
霊
夢

え

そ
う
み
た
い

 
蓮
 

何
時
か
ら

朝
は
そ
う
で
も
無
か

た
よ

 
蓮
は
霊
夢
に
言

を
か
け
な
が
ら
霊
夢
の

に
座
る
と
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霊
夢

そ
う

貴
方
が
仕
事
に
い

て
か
ら
急
に

 
こ
う
な

た
わ

 
そ
れ
を
聞
い
た
蓮
は
霊
夢
の

に
手
を

い
て
熱
を
感
じ
と
る

 
霊
夢

れ

蓮

 
蓮
 

う
ん
結
構
な
熱
だ

待

て
て
新
し
く

や
す

 
物
を

て
く
る
か
ら

 
そ
う
言
い
蓮
は
立
ち
上
が

て

屋
か
ら
出
て
い
き

に

て
い
る

を
少
し

い
と

て
手

い
を

し
て

り
霊
夢
の
元
に
も
う
一
度
向
か
い

 
蓮

霊
夢

す
る
よ

 
そ
う
言
い
霊
夢
の

に

い
て
あ
る
温
く
な

た
手

い
を

え
た
手

い
に

す
る

 
霊
夢

あ
り
が
と
う
蓮

 
蓮
 

い
い
よ

 
と

言

て
い
る
と
後
ろ
で

が
開
き
そ
こ
か
ら
魔
理
沙
が

を

か
せ
る

 
霧
雨

よ

そ
こ
に
い
た
か

て

霊
夢
ま
さ
か

 
風
邪
か
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蓮
 

そ
う
み
た
い
で
す
よ

そ
う
だ

魔
理
沙

て

 

理
で
き
る

 

理
が
出
来
る
か
と
魔
理
沙
に

く
と
魔
理
沙
は

を
張

て

 
霧
雨

こ
れ
で
も

人

ら
し
し
て
る
か
ら
な

 
出
来
て
当
た
り
前

 
蓮
 

な
ら
魔
理
沙

つ
霊
夢
に

理
を

る
舞

て

 
く
れ
な
い

少
し

は
空
け
る
か
ら

 
霧
雨

そ
れ
は
構
わ
な
い
が
何
処
い
く
ん
だ
よ

 
蓮
 

何
処

て

屋
だ
よ

 
そ
う
言
い
蓮
は
霊
夢
の

屋
か
ら
出
て
行
き
縁

へ
と
出
て
外
へ
と
飛
び
立

た

 
少
年

動
中

 
蓮
は
何
時
も
の
空

を
通
り
人
里
へ
と
降
り
立

た

 
蓮
 

え

と

確
か
今
日
は
売
り
に
来
て
る

て

 
妹
紅
さ
ん
が
言

て
た
け
ど
な

 
寺
子
屋
で
妹
紅
と
ち

く
ち

く
仕
事
で
会
う
こ
と
も
あ
り
そ
れ
で
色
々
な
話
を
し
て
く
れ
て
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い
た
の
だ
が
そ
の
中
で
時
々
人
里
に
や

て
来
る

屋
に
つ
い
て
聞
い
た
の
だ

そ
れ
を
頼
り
に

蓮
は
人
里
へ
と

も
う
一
度

を

ん
だ
の
だ

 
蓮
 

確
か

紫
色
の

で

を

て
て
な
お
か
つ

 

を

負

て
る

て
聞
い
た
け
ど

 

き
な
が
ら
蓮
は

り
を
探
し
回

て
い
る
と
そ
こ
に
蓮
の
知
人
も
と
い
仕
事
の
上

と
先

に
あ
た
る

音
全
生
と
妹
紅
が
話
な
が
ら
や

て
来
る

そ
し
て

人
は
蓮
に
気
づ
く
と

を
し
て
く
る

 

音

蓮
じ

な
い
か

 
妹
紅

あ
れ

お
前
帰

た
ん
じ

な
か

た
の
か

 
蓮
 

い
や
そ
れ
が
霊
夢
が
風
邪
ひ
い
た
み
た
い
で
そ
れ
で

 
妹
紅
さ
ん
が
言

て
た

売
り
を
探
し
て
い
た
ん

 
で
す
よ

 
妹
紅

奴
か

そ
れ
な
ら

 
妹
紅
は
後
ろ
の
方
を

し
て

 
妹
紅

あ

ち
で
見
た



 第 話 風邪にはご注意を……

 
そ
れ
を
聞
い
た
蓮
は
妹
紅
に

を
下

て

 
蓮
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
妹
紅
さ
ん

 
そ
う
言
う
と

を
あ

て
蓮
は
ま
た

け
出
し
た

 
妹
紅

元
気
な
や
つ
だ
な

 

音

そ
こ
が
良
い
と
こ
ろ
な
ん
だ
よ

 

人
も
蓮
に
つ
い
て

べ
る
と
ま
た
歩
き
出
し
た

そ
し
て
蓮
は
妹
紅
に
言
わ
れ
た
所
を

真

ぐ
と
走

て
い
く

す
る
と
蓮
の
い
る

か
ら
数
メ

ト
ル
程

れ
た
場
所
に

を

て
な
お
か
つ

の
色
が
紫
の
女
性
を
見
つ
け
た

蓮
は
そ
の
女
性
に

 
蓮
 

す
い
ま
せ

ん

そ
こ
の

売
り
さ
ん

 

 

ん

え

 
呼
び

め
ら
れ
た

売
り
は
後
ろ
を

り
向
い
て

ま
る
と
蓮
は
そ
の
女
性
の
目
の
前
で
立
ち

ま
る

 
蓮
 

あ

あ
の

売

て

え
ま
せ
ん
か

 

 

え

え

構
い
ま
せ
ん
よ

そ
れ
で
ど
ん
な

 

で
す
か
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女
性
は
蓮
と
目
を
あ
ま
り
合
わ
せ
よ
う
と
せ
ず
に
上
を
向
い
た
り

を
向
い
た
り
し
て
い
る

が

が

し
い
蓮
は
そ
ん
な
の
気
に
す
る
事
も
な
か

た

 
蓮
 

え

と
風
邪

な
ん
で
す
が

 

 

風
邪

で
す

少
々
お
待
ち
く
だ
さ
い

 
そ
れ
と
こ
こ
だ
と
あ
れ
な
の
で

処
の

に

 

動
し
ま
し

う

 
蓮
 

わ
か
り
ま
し
た

 
そ
う
言
う
と

人
は

の
方
に

動
し
て

売
り
の
女
性
は

を
地
面
に

き
そ
の
中
を

り
だ
し
て

を

り
出
す
と
蓮
の
方
を

り
返
り
そ
の

を

し
出
す

 

 

こ
れ
が
風
邪
に
良
く

く

で
す
よ

 
蓮
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

あ

そ
れ
と

 
お
手
数
で
す
が
体
力
を
回
復
さ
せ
る
よ
う
な

 

も
あ
り
ま
す
か

風
邪
引
い
て
る
友
達
が

 
体
力
も

し
て
い
る
感
じ
な
の
で

 

 

そ
れ
な
ら
活
力

で
す
か
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売
り
の
女
性
は
先
程
と

じ
よ
う
に

か
ら

を

り
出
し
て
そ
れ
を
蓮
へ
と

す

そ

し
て
蓮
は
そ
れ
を
受
け

て

 
蓮
 

え

と
お
値

は

 
蓮
は

布
を
開
い
て
お
値

を
聞
く
と

売
り
の
女
性
は
値

を

え
た

 

 

お
値

は
し
め
て
７
０
０

で
す

 
蓮
 

分
か
り
ま
し
た

そ
れ
じ

こ
れ
で
お
願
い

 
し
ま
す

 

 

度
で
す

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
蓮
 

い
え
い
え

方
こ
そ

お
陰
で
友
達
に

を

 

せ
そ
う
で
す
よ

ま
た
何
処
か
で
お
会
い

 
し
た
ら
お
願
い
し
ま
す

 

 

は
い

ま
た
の
ご
来
店
お
待
ち
し
て
ま
す

 

売
り
は

を

負

て
そ
の
場
を
立
ち
去

た

 
蓮
 

こ
れ
で
霊
夢
も
楽
に
な
る
と
い
い
ん
だ
け
ど

 
そ
う

い
た
蓮
は

急
に
人
里
か
ら
出
て
博
麗
神
社
へ
と
戻

て
い

た

そ
う
し
て
蓮
は
博
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麗
神
社
へ
と
着
く
と
さ

き
と

じ
よ
う
に
縁

で

を
脱
い
で
上
が
り
霊
夢
の

屋
へ
と

進

し
て
霊
夢
の

屋
ま
で
来
る
と

を
開
け
て

 
蓮
 

た
だ
い
ま

て
き
た
よ

 
蓮
が

る
と
そ
こ
に
は
お

を
食
べ
さ
せ
る
魔
理
沙
と
そ
れ
を
食
べ
る
霊
夢
が
い
た

 
霧
雨

や

と
帰

て
き
た
か
蓮

 
蓮
 

ご
め
ん
ご
め
ん

ら
霊
夢

 
蓮
は
霊
夢
に

を

す
と
霊
夢
は
蓮
に
お

を
言
う

 
霊
夢

あ
り
が
と
う
蓮

 
霧
雨

な

蓮

お
前
も
食
べ
る
な
ら

特
製
の
お

 

て
あ
る

 
蓮
 

あ

と
も
い
た
だ
く
よ

 
そ
う
し
て
蓮
は
魔
理
沙
特
製
の
お

き
の
こ
お

を
食
べ
て
そ
の
後
も
霊
夢
の

病
を
す

る
の
だ

た



 第 話 風邪にはご注意を……

 
怠
惰

そ
ん
じ

や

て
く
か

 
狗
神

あ

そ
れ
よ
り
も
怠
惰
て
め

何
で

の

 

い
が
す
る
ん
だ

 
怠
惰

あ

さ

き

ト

に
行

て
き
た

 
か
ら
だ
よ

 
狗
神

ど
う
り
で
色
ん
な

や
ら

や
ら
の

い
が

 
す
る
の
か

 
怠
惰

う
ん

や
ら

ロ

ロ
と

め
て
く
れ
た
ん

 
だ
よ

し
か
も

る
と

フ

フ
の
子
と
か

 
い
る
か
ら
こ
れ
が
ま
た

 
狗
神

は

ん
ま

お
前
が
良
か

た
な
ら
良
い
ん

 
じ

な
い
か

 
怠
惰

う
ん
満

満

 
狗
神

お
い
そ
ろ
そ
ろ

が

き
る

 
怠
惰

お

と
て
な

で
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い



 第四章  薄き記憶に萃まる幻想

 
ま
し
た

 
狗
神

ま
た
次
回
な

 
怠
惰

そ
れ
じ

者
様
ま
た
月

日
に



 第 話 病は病でも……

 
第

話
 
病
は
病
で
も

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
あ

関

で

が
痛
い

 
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

 
も
う

バ
イ

バ
イ

そ
れ
で
は
遅
く
な

た

 
小
説
を
ど
う

 
朝
日
が

ら
し
明
る
く
な

て
く
る
朝
方
の
頃
に
霊
夢
は
起
き
出
し
た

 
霊
夢

う

ん

え

 
霊
夢
が
起
き
て

り
を
見
る
と
隣
で
布

に
く
る
ま
り
な
が
ら
座

て

て
い
る
蓮
が
写

た

ど
う
や
ら

日
中

病
を
し
て
い
た
事
は
霊
夢
に
も
分
か

た

 
霊
夢

ま

た
く

 
や
れ
や
れ
と
い

た
感
じ
で
た
め

混
じ
り
に
言

た
時
だ

た

蓮
の
体
が

ク
リ
と
動
き

出
す
と

て
い
た
蓮
が
目

を
開
け
た
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蓮
 

ん

あ

霊
夢
お
は
よ
う

 
霊
夢

あ
ん
た
ず

と

病
し
て
く
れ
て
た
の

 
ず

と

分
を

病
し
て
く
れ
た
の
か
と

問
に
思
い
蓮
に
聞
く
と
蓮
は
笑

で

 
蓮
 

ま

 
霊
夢

逆
に
あ
ん
た
が
風
邪
引
く
で
し

う
が

 
こ
の
バ
カ

 
蓮
 

大

だ
よ

バ
カ
は
風
邪
引
か
な
い

て
言
う

 
だ
ろ

 
霊
夢
の
言

を
逆
手
に
と

て
言
う
と
霊
夢
は

れ
な
が
ら

 
霊
夢

バ
カ
だ
か
ら
風
邪
を
引
く
の
よ

 
蓮
 

い
な
い
か
も

そ
れ
じ

朝
食

て

 
く
る
よ

 
蓮
は
そ
う
言
い
立
ち
上
が
り
か
け
布

を
た
た
ん
で

屋
を
出
て

所
へ
と

動
す
る
と

 
蓮
 

う

ん

何
が
良
い
か
な

と

で

 
み
た
く

ろ
う
か
な



 第 話 病は病でも……

 
蓮
は

人

し
の
経

を
生
か
し
て

理
を

て
い
く

そ
し
て

の

を
開
け
る
と

ス
の

の
香
り
が
漂
う

 
蓮
 

よ
し
こ
れ
を

て
い
く
か

 

み
を
手
に

着
し
て

の

た

を
霊
夢
の
い
る

屋
ま
で

ん
で
い
く

 
蓮
 

霊
夢

朝
食
出
来
た
よ

 
霊
夢

あ
り
が
と
う

 
霊
夢
の
座

て
い
る
布

よ
り
少
し

し
て

し
き
を

い
て
そ
こ
に

を

き

に

を

も
そ

て
霊
夢
へ
と

す

 
蓮
 

ら

 
霊
夢

そ
れ
じ

い
た
だ
く
わ
よ

 
霊
夢
は
蓮
の

た

を
食
べ
始
め
る
と
蓮
も

に

を
も
そ

て
食
べ
始
め
る

 
霊
夢

蓮
の

理
い
つ
も
思
う
け
ど
中
々

い
わ

 
蓮
 

ハ
ハ
ハ

ち

ん

伝
の

は
特
に

 
そ
れ
に

人

ら
し
が

か

た
か
ら
だ
よ

 
霊
夢

そ
う
い
え
ば
蓮

貴
方
今
日
何

日
か
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知

て
る

 
蓮
 

え

日
だ
よ

あ

 
蓮
は
思
い
出
し
た

今
日
は
寺
子
屋
の
ア
ル
バ
イ
ト
だ

た
と
い
う
こ
と
に

 
蓮
 

ち

バ

バ

 
蓮
は
張
て
朝
食
の

を
急
い
で
食
べ
始
め
る

だ
が
出
来
立
て
の

は

熱
い

 
蓮
 

熱
ち

 
霊
夢

フ
フ
フ

 
そ
ん
な
光
景
を
霊
夢
は
見
て
ク
ス
ク
ス
笑
う

そ
う
し
て
蓮
は
食
べ
終
わ
る

 
蓮
 

さ
て
と

け
な
い
と

 
霊
夢

良
い
わ
よ
蓮

が

け
て
お
く
か
ら

 
そ
れ
を
聞
い
た
蓮
は
霊
夢
に

を

く
下

て

 
蓮
 

ご
め
ん
霊
夢

に
着
る

 
そ
う
言
い
蓮
は

で
縁

へ
と
出
て
外
へ
と
出
て
行

た

た
霊
夢
は
そ
ん
な
蓮
を
思

い
な
が
ら

 
霊
夢

優
し
い
け
ど
本
当
に
バ
カ



 第 話 病は病でも……

 
そ
う
言
い
な
が
ら
霊
夢
は
蓮
の

た

理
を
食
べ
る
の
だ

た

そ
う
し
て
蓮
は
仕
事
へ
と

行
く
最
中

 
蓮
 

出
来
る
だ
け

り
道
し
な
い
で

く
帰

て

 
霊
夢
の

病
し
な
い
と
な

 

い
た
蓮
は
急

で
寺
子
屋
へ
と
向
か

た

そ
う
し
て
蓮
は
何
時
も
の
よ
う
に
教

で

を

る
う

音
先
生
の
ア
シ
ス
ト
を
し
て
そ
れ
が
終
わ
る
と
急
い
で

い
物
を

ま
せ
て
博
麗

神
社
へ
と
帰
る

 
蓮
 

た
だ
い
ま

霊
夢

 
霊
夢
の

屋
の

を
開
け
る
と
そ
こ
に
は
霊
夢
は

だ
が
魔
理
沙
も
そ
の

屋
に
い
た

ど

う
や
ら
お
見
舞
い
を
し
に
来
て
く
れ
た
み
た
い
だ

 
霊
夢

あ
ら
お
帰
り
蓮

 
霧
雨

邪
魔
し
て
る

蓮

 
蓮
 

あ

魔
理
沙

来
て
た
ん
だ

 
霊
夢

そ
れ
に
し
て
も
蓮

あ
ん
た
何
時
も
よ
り

 

い
わ
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蓮
 

ん

あ

霊
夢
が
こ
ん
な
状

だ
か
ら

く

 
帰

て

病
し
よ
う
と
思

て

だ
か
ら

 
急
い
で

い
物
と
か
し
て
き
た
ん
だ
け
ど

 
魔
理
沙
が
来
る
な
ら

な
か

た

 
蓮
の
言

を
聞
い
た
霊
夢
は

が

ま
で
紅
く
な

た

そ
れ
を
見
て
い
た
魔
理
沙
は
ケ
シ
シ

と
笑
い

 
霧
雨

良
か

た
な
霊
夢

優
し
い

那
様
で
よ

 
い
や

ま
し
い

 
霊
夢

ち

魔
理
沙

蓮
は

那
様
と
か
じ

 
な
い

て
ば

 
霧
雨

お

と
悪
い
悪
い

だ

た
な

 
霊
夢

あ
ん
た
本
当
に
そ
ろ
そ
ろ

る
わ
よ

 
そ
ん
な
会
話
を
聞
い
て
い
て
蓮
は
た
だ

て
こ
う
思

て
い
た

 
蓮
 

と
か

那
様
じ

な
く
て

は
た
だ
の
居

 
何
だ
け
ど
な
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と
思

て
い
る
と
突
然
の
事
だ

た

魔
理
沙
は
蓮
に
と
ん
で
も
な
い
話

を
吹

け
て

き
た

 
霧
雨

そ
れ
よ
り
も
よ

蓮

お
前

霊
夢
の
事
は
ど
う

 
思

て
る
ん
だ

 
霊
夢

へ

 
蓮
 

ん

 
そ
れ
を
聞
い
た
霊
夢
は
た
だ

を
真

に
し
た
だ
け
で
は
な
く

か
ら

が
吹
き
出
し
た

そ
ん
な
中

魔
理
沙
は

し
な
が
ら
蓮
に

め
よ

て

に

を

い
て

 
霧
雨

な

な

ど
う
な
ん
だ
よ

 
蓮
 

い
じ

な
い
よ

に
も
優
し
く
し
て
く
れ
る

 
し

居

さ
せ
て
く
れ
る
し
で

 
霧
雨

々
そ
う
じ

な
く
て
な

ら
異
性
的
に
な

 

え
ば

み

と
か
あ
る
だ
ろ

 
霊
夢

ま

魔
理
沙

そ
ろ
そ
ろ
本
当
に
夢
想
封
印
ぶ
ち

 
か
ま
す
わ
よ
あ
ん
た
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霊
夢
は
布

か
ら
飛
び
起
き
て
ス

ル
カ

ド
と
お

い
棒
を
構
え
て
忠
告
す
る

だ
が
蓮
は

魔
理
沙
の

問
に

え
た

 
蓮
 

そ
う
だ

の

み
だ
よ

な
所
と
か

 
霧
雨

お

ら

ら
聞
い
た
か
霊
夢

霊
夢

 
霊
夢

 
霊
夢
は
ス

ル
カ

ド
と
お

い
棒
を
構
え
た
ま
ま
う
つ
向
い
た
体

を
と

て
い
る
と

 
バ
タ
ン

 
そ
の
場
に
ぶ

倒
れ
た

し
か
も

は
真

に
な

て
目
を
回
し
て
い
た

そ
れ
を
間
近
で

見
て
い
た
蓮
は

て
て
霊
夢
に

け

る

 
蓮
 

霊
夢
大

 
蓮
は
霊
夢
の

に
手
を

い
た
時
だ

た

 
ジ

 
蓮
 

熱

 
蓮
の
手
が
火

す
る
ぐ
ら
い

が
熱
い
の
だ

蓮
は

座
に
霊
夢
を
布

で

か
せ
て
近
く
に

ん
で
あ
る

に
手

い
を

け
て

り
霊
夢
の

に

せ
る
が
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ジ

 

気
が
あ
が

て

ぐ
に

か
く
な

て
し
ま

た

 
蓮
 

と

と
り
あ
え
ず

 
そ
う
し
て
蓮
は

て
な
が
ら
も
霊
夢
の

病
を
す
る
の
だ

た

そ
し
て
そ
の

状
を
見
て
い

た
魔
理
沙
は

 
霧
雨

病
は
病
で
も

の
病
か

 
と

や
れ
や
れ
と
い

た
感
じ
で

い
て
蓮
と
共
に
霊
夢
の

病
を
す
る
の
だ

た

 
怠
惰

す
い
ま
せ
ん

者
様
方

 
狗
神

ま

た
く

そ
れ
で

は

 
怠
惰

今
も
痛
い
で
す

 
狗
神

そ
う
か
お
大
事
に
な

 
怠
惰

そ
い
つ
は
ど
う
も

そ
れ
じ

今
回
は

 

い
と
思
う
け
ど
許
し
て
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狗
神

そ
ん
じ

者
様
方

 
怠
惰

ま
た
次
回

い
て

 
狗
神

や
れ
や
れ



 第 話 病は病でも……



 第五章 終わらぬ満月と謎

 
第
五
章
 
終
わ
ら
ぬ
満
月
と
謎

 
第

話
 
夜
は
明
け
な
い

 
こ
ん
に
ち
は

者
様

怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

 
今
回
か
ら

名
通
り
永
夜
異
変
で
す
が
結
構
な

 
ぐ
ら
い
に
原

崩
壊
し
て
ま
す

し
か
も
本
来

 
い
る

の
な
い
キ

ラ
が
何
人
か
出
る
の
で

 
そ
れ
が

な
ら

ラ
ウ
ザ
バ

ク
し
て
く
だ
さ
い

 
そ
れ
が
い
い
な
ら
本
編
へ
ど
う

 
蓮
 

麗
な
月
だ
な

 
霊
夢
の
風
邪
が
治

て

間
後

蓮
は
縁

に
座

て
夜
空
に

か
ぶ
月
を

め
て
い
た

そ
こ
に
写
る
月
は
ま
る
で
十
五
夜
の
月
の
よ
う
だ

す
る
と

で

が
し
た
た
め
蓮
は
何
事
か
と



 第 話 夜は明けない

思
い

へ
と
出
る
と

 
蓮
 

あ
れ

霊
夢
に

紫
さ
ん

 
映
る
の
は
霊
夢
と
紫
の

人
だ
が

人
は
飛
ん
で
外
の
何
処
か
へ
と
行

て
し
ま

た

 
蓮
 

何
だ
ろ
う

ま
さ
か
異
変
か
な

 
そ
の
時

蓮
は
そ
う
思

た

す
る
と
後
ろ
か
ら
蓮
に

か
が

を
か
け
て
く
る

 

 

お

蓮
じ

ん

 
後
ろ
を

り
向
い
て
そ
の

の

を
確
認
す
る
と

 
蓮
 

あ

萃
香
さ
ん

 
そ
こ
に
い
た
の
は
伊
吹

か
ら
出
る
酒
を
ら

み
し
て
い
る
萃
香
だ

た

 
萃
香

そ
れ
で

何
し
て
ん
の

 
蓮
 

そ
れ
が
霊
夢
と
紫
さ
ん
が

人

て
何
処
か
へ

 
出

け
た
み
た
い
で

 
萃
香

ん
紫
が

 
蓮
 

萃
香
さ
ん
こ
れ

て
異
変
で
す
か

 
蓮
は
萃
香
に
異
変
か
と

る
と
萃
香
は
考
え
て
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萃
香

分
そ
う
だ

ら
く
今
日
の
夜
空
に

く

 
月
に
何
か

を
し
た
み
た
い
だ

 
蓮
 

道
理
で
こ
ん
な
に
も
月
が

麗
な
ん
で
す

 
蓮
は
月
を
も
う
一
度
見
上

る
と
異
変
解
決
へ
向
か
う
事
を
決
心
し
た

 
蓮
 

す
い
ま
せ
ん
萃
香
さ
ん

は
異
変
解
決
に

 
向
か
い
ま
す

 
そ
う
言

て
蓮
は
空
へ
と
飛
び
立
と
う
と
し
た
時
だ

た

 
ガ
シ

 
蓮
 

ぐ
へ

 
突
然
蓮
の

元
を
萃
香
が

ん
で
蓮
を

め
た

 
萃
香

ま

待
ち
な

て
蓮

 
蓮
 

え

何
で
で
す
か

 
萃
香
は
伊
吹

に

て
る
酒
を
全
て

み

す
と

 
萃
香

今
回
の
異
変
は
一

じ

い
か
な
さ
そ
う
だ
か
ら

 
こ
の

伊
吹
萃
香
が
手

け
し
て
あ

る
よ



 第 話 夜は明けない

 
蓮
 

へ

萃
香
さ
ん
が
で
す
か

 
萃
香

お
う
と
も

 
蓮
は
し
ば
ら
く
考
え
た

萃
香
を
異
変
に

き
込
ん
で
い
い
の
か
と

だ
が
萃
香

人
が

い
る
だ
け
で
も
心
強
い
事
は
確
か
だ

 
蓮
 

な
ら
お
願
い
し
ま
す

 
萃
香

よ

し
な
ら
行
こ
う

 
萃
香
に

れ
ら
れ
て
蓮
も
そ
の
場
か
ら
飛
び
去

て
い

た

 
少
年
 
少
女

動
中

 
そ
う
し
て
萃
香
に
着
い
て
行
く
と
竹
林
の
前
へ
と

着
し

人
は
そ
こ
に
降
り
て
い

た

 
萃
香

ま

分
こ
こ
の

中
の
仕
業
だ
ろ
う

 
蓮
 

で
も
萃
香
さ
ん

何
で
こ
こ
の
先
に
い
る
人
物

 
達
の
仕
業
だ

て
分
か
る
ん
で
す
か

 
萃
香

昔
に
こ
こ
に
住
ん
で
い
る
奴
は
元
は
月
に
住
ん
で

 
い
た
住
人
な
ん
だ
よ

そ
れ
で
と
思

て

 
蓮
 

月
の
住
人

そ
れ

て

ま
さ
か
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こ
の
時

蓮
は
実

す
る

な
い

名
人
の
か
ぐ
や
姫
が

を
過

た

 
蓮
 
も
し
か
し
た
ら
か
ぐ
や
姫
に
会
え
る
の
か
な

 
そ
う
思

て
い
る
と
少
し
先
へ
と
進
ん
で
い
る
萃
香
は
蓮
に

を
か
け
る

 
萃
香

蓮
ど
う
か
し
た

 
蓮
 

え

い
や
何
で
も
な
い
で
す

 
そ
う
し
て
蓮
は
萃
香
の

を
歩
き
な
が
ら
竹
林
へ
と

て
い

た

 
竹
林
へ
と

る
と
そ
こ
は
日
本

と
い
う
和
の

特
的

気
風
景
が
出
て
く
る

竹
と
共

に
映
る
月
は
風
流
と
い
え
る

 
蓮
 

竹
に
月

合
い
ま
す

 
萃
香

こ
れ
で
お
酒
で
一

そ
れ
で
い
て
盃
で
や
る
の
が

 
た
ま
ら
な
い
ん
だ
よ

 
蓮
 

萃
香
さ
ん
中
々
風
流

で
す

は
お
酒
を

 

ん
だ
こ
と
が
な
い
の
で
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
が

 
萃
香

そ
う
い
え
ば
蓮
は
何
時
か
ら
酒
を

む
の

 
蓮
 

え

と
来
年
ま
で

慢
し
て
く
だ
さ
い



 第 話 夜は明けない

 
蓮
の
言

を
聞
い
た
萃
香
は

念
そ
う
な

を
し
て

 
萃
香

え

し

う
が
な
い
か

 
蓮
 

ま

来
年
に
な
れ
ば

な
の
で

 
と
蓮
が
言

て
い
る
時
だ

た

前
方
か
ら
薄
く
無
数
に
発
行
す
る
何
か
が
近
づ
い
て
く
る

 
蓮
 

萃
香
さ
ん
あ
れ

て

 
萃
香

あ
れ
は

だ

 
萃
香
の
言

た
通
り
蓮
は
目
で
よ
く
見
て
る
と

だ
が
そ
の
中

に

か
が
飛
ん
で
い
た

そ

れ
を
蓮
は
知

て
い
た

 
蓮
 

あ
れ

リ
グ
ル

 
蓮
の
呼
び

け
に
気
づ
い
た
の
か
リ
グ
ル
は
笑

で
手
を

て
近
づ
い
て
く
る

 
リ
グ

蓮
先
生
こ
ん
ば
ん
わ

 
萃
香

せ

先
生

 
な
お
萃
香
は
蓮
が
人
里
で
教

の
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
い
た
め

い
て
い

る
が
蓮
は
リ
グ
ル
と
話
を
す
る

 
蓮
 

リ
グ
ル
は
何
で
こ
こ
に
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リ
グ

い
や

こ
の
時

に
な
る
と

達
が

生
す
る

 
も
の
で
こ
う
し
て
様
子
を
見
に
来
た
ん
で
す

 
リ
グ
ル
の

り
に
は
無
数
の

が
飛
び

て
い
た

蓮
の
い
た
外
の
世
界
で
は
今
は
中
々
見

れ
な
い
光
景
だ

た

 
萃
香

ん
君
は
こ
の
月
の
異
変
に
は
関
係

 
な
い

て
事
だ
よ

 
リ
グ

え

で
す
よ

 
蓮
 

な
ら
リ
グ
ル

く
逃

た
方
が
い
い
よ

分
今

 
こ
こ
に
は
異
変
解
決
の
た
め
に
霊
夢
と
か
が
い
る

 
か
ら

 
そ
れ
を
聞
い
た
リ
グ
ル
の

は
真

に
な

た

そ
れ
を
見
た
蓮
は
た
だ
こ
う
思

た

 
蓮
 
あ

あ
の
反

絶
対
昔
に
退
治
さ
れ
て
る
な
 

 
リ
グ
ル
は
蓮
に

を
下

て

 
リ
グ

蓮
先
生
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

す
ぐ
に

 
こ
こ
か
ら

さ
せ
て
も
ら
い
ま
す



 第 話 夜は明けない

 
そ
う
言
う
と
リ
グ
ル
は
急
い
で

達
を

れ
て
飛
ん
で
い

た

 
蓮
 

こ
れ
で

人

者
を
出
す
こ
と
な
く

 
平
和
に
終
わ

た

 
萃
香

蓮
は
霊
夢
の
事
が
心

な
の
か
い

 
蓮
 

う
ん
そ
う
だ

心

だ

 

に
や
た
ら
と
関
係
な
い
妖
怪
や
ら
を
退
治
し
て

 
行
く
か
ら

 
霊
夢
を
心

し
て
い
る
理

は

に
異
変
解
決
の
た
め
な
ら
目
に
映
る
妖
怪
を

か
ら

退
治
し
て
ま
わ
る
か
ら
だ

そ
れ
に
よ
り
出
た
異
変
に
関
係
の
な
い

者
神

妖
怪
の
数

は

り
知
れ
な
い

 
蓮
 

は

霊
夢
の
事
だ
か
ら
ま
た

か
が

を

 
受
け
て
る
の
か
な

心

だ

 
萃
香

え

そ

ち
な
の

 
蓮
 

萃
香
さ
ん
ど
ん
ど
ん
進
も
う

こ
れ

上

 
関
係
の
な
い

者
を
出
さ
な
い
た
め
に
も
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蓮
の
何
と
も
言
え
な
い
決
心
を
聞
い
た
萃
香
は
た
だ
真

で

 
萃
香

あ

う
ん

そ
だ

 
そ
う
し
て
蓮
と
萃
香
は
こ
れ

上

者
を
出
さ
な
い
た
め
に
も
先
へ
と
進
ん
で
い
く
の
だ

た 
怠
惰

は

い
始
ま
り
ま
し
た
永
夜
異
変
が

 
狗
神

確
か
普
通
よ
り
も
大
分
か
け

れ
て
書
い
た
ん

 
だ
よ
な

 
怠
惰

は
い
そ
う
で
す

大
な
る
先
人
様
方
が
書
い
た

 
通
り
に
ま
ず
書
い
て
ま
せ
ん

そ
れ
で
い
て
本
来

 
出
る

の
な
い
キ

ラ
伊
吹
萃
香
も
出
て
い
ま
す

 
原

の
キ

ラ
を
思
い

き
り
崩
壊
さ
せ
ま
し
た

 
狗
神

本
原

い
だ
よ
な



 第 話 夜は明けない

 
怠
惰

本
は

た
だ
永
夜
沙
は

人

組
だ
か
ら

 
蓮
が
ボ

に
な
る
か
ら
萃
香
が
パ

ト

 
に
な

て
る

て
事
だ

人
は
大
方
ボ
ス

 
だ
と
思

た
方
が
い
い
か
も

 
狗
神

は

る
程
な

 
怠
惰

前
書
き
や
ら
で
も
書
い
た
け
ど
怠
惰

永
夜
沙
は

 
ち

と
ど
こ
ろ
か
結
構

う
の
で
そ
こ
は
注
意

 
し
て
く
だ
さ
い

 
狗
神

そ
ん
じ

そ
ろ
そ
ろ
終
わ
る

 
怠
惰

そ
う
だ

そ
ん
じ

今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

ま
た
明
日
な

 
怠
惰

そ
れ
で
は

者
様
サ
ラ

バ
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第

話
 
 

霊
夢
＆
紫

 
こ
ん
に
ち
は

者
様

が
く
か
ん
せ
つ
つ
う

関

痛
が
治

て
き
て
い
る

 
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

ま
だ

面
が
カ
ツ
カ
ツ
と

 
音
が
し
ま
す
が

ま

そ
れ
は
さ
て
お
き

 
今
回
は
も
う
ま
ん
ま

名
通
り
で
す

で
は
本
編
に

 
ど
う

 
蓮
と
萃
香
は
無
数
に
生
え
て
い
る
竹
林
の
先
へ
と
進
ん
で
い
く

蓮
の
目
的
は

つ
あ
り

つ
は
こ
の
異
変
を
終
わ
ら
せ
る
た
め
も
う

つ
は
こ
れ

上

霊
夢
が

走
し
て

者
を
出

さ
な
い
た
め
だ

だ
が

人
は

 
蓮
 

萃
香
さ
ん

 
萃
香

や

り

 

人

道
に
迷

た



 第 話   霊夢＆紫

 
こ
こ
は
言
わ
ず
と
知
れ
ず
の
迷
い
の
竹
林

下
手
に

れ
ば
迷

て
帰
れ
な
く
な
る
事
も
あ

る

だ
が
行
き

れ
た
者
は
道
を
知

て
い
る
た
め
迷
う
こ
と
は
な
い
の
だ
が

人
は
行
き
な

れ
て
い
な
い
た
め
迷
子
に
な

て
い
た

 
蓮
 

萃
香
さ
ん

ま
さ
か
こ
の
ま
ま
こ
の
竹
林
か
ら

 
出
ら
れ
な
い
な
ん
て
事
は
あ
り
ま
せ
ん

よ

 
萃
香

々
ま
さ
か
そ
ん
な
だ

 
ボ
キ

 
萃
香
は
何
か
を

ん
で
音
が
出
る

蓮
は
萃
香
の

元
を
萃
香
は

分
の

元
を
見
る
と

て
し
ま

た

 
蓮
 

 
萃
香

 
萃
香
が

ん
だ
の
は

だ

大
き
さ
か
ら
し
て
人
の

の

だ
ろ
う
か
と
い
う
大
き
さ
だ

 
蓮
 

萃
香
さ
ん
こ
れ
を
見
ち

う
と

 
萃
香

ア
ハ
ハ
蓮
は
バ
カ
だ
な

達
は
空
を
飛
べ
る

 
か
ら
問

な
い
の
に
さ
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蓮
 

あ

 
言
わ
れ
て
み
る
と
そ
う
だ

蓮
や
萃
香
は
空
を
飛
べ
る
か
ら
何
ら
問

は
な
い

な
ら
空
か
ら

異
変
の
元
凶
へ
と
向
か
え
ば
い
い
と
思
う
だ
ろ
う
が
蓮
の
考
え
は
と
り
あ
え
ず
霊
夢
と
合
流
す
る

事
だ

そ
の
た
め
に
は
下
の
竹
林
で
探
す

が
あ
る

 
蓮
 

そ

そ
う
で
し
た

え
と
ま
ず
は
霊
夢
に

 
合
流
し
な
い
と

 
そ
う
蓮
が
言

た
時
だ

た

隣
の
林
で
突
然

 
ガ
サ

ガ
サ
ガ
サ

ガ
サ
ガ
サ

 
と

不

に
林
が

れ
始
め
た

そ
れ
を
萃
香
も
感
じ

た

 
萃
香

蓮

戦
う
準
備
は
大

 
蓮
は

中
に

負
う
竹
刀

か
ら

か
ら

け
な
い
刀
を

り
出
し
て

 
蓮
 

大

で
す
問

あ
り
ま
せ
ん

 
そ
ん
な

を
言
わ
れ
る
と
本
当
に
大

か
と

問
に
思
う
が
蓮
だ
か
ら
大

な
の
だ
ろ

う

そ
し
て
林
に
い
た

は
蓮
達
の
目
の
前
に
現
れ
た

 
蓮
 

い
ざ

負



 第 話   霊夢＆紫

 
霊
夢

こ
の
妖
怪

 
出
て
き
た
の
は
ま
さ
か
の
霊
夢
だ

の

け
な
い
刀
を
構
え
た
蓮
と
お

い
棒
と
お

を
構

え
た
霊
夢
こ
の

人
は
見
つ
め
合
い
何
と
も
言
え
な
い
空
気
へ
と
変
わ

た

 
蓮
 

え

と

霊
夢

 
霊
夢

蓮
あ
ん
た
何
で
萃
香
と
こ
こ
に
い
る
の

 
と
霊
夢
は
ジ
ト
目
で
こ
ち
ら
を
見
て
く
る

何
で
か
知
ら
な
い
が
蓮
の

中
に
は

や

が

流
れ
て
気

ち
悪
い

す
る
と
霊
夢
の

後
か
ら

を
さ
し
て
い
る
女
性
こ
と
八
雲
紫
が
現
れ

る 
紫
 

霊
夢

お
そ
ら
く
蓮
は
萃
香
と
夜
の

ト
で
し

 
霊
夢

え

 
蓮
 

へ

 
突
然
の
事
過
ぎ
て
蓮
は
キ

ト
ン
と
し
て

を
出
し
て
し
ま
う
と
突
然
紫
が
ウ

ン
ク
を
し
て

き
た

す
る
と
何

か
萃
香
は

リ
と
笑

て

 
萃
香

い
や

そ
う
そ
う

さ
ま
し
が
て
ら
蓮
と

 
一

に
異
変
解
決
し
に
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そ
れ
を
聞
い
た
霊
夢
は

を
う
つ
む
か
せ
る
と
何

か
ド
ス
黒
い
何
か
が
体
か
ら

き
出
る
の

を
蓮
は
見
て
し
ま

た

そ
し
て
霊
夢
は

を
あ

て

と
し
な
が
ら

 
霊
夢

そ
う

な
ら
蓮

こ
こ
で
退
治
し
て
あ

る
わ

 
だ
か
ら

貴
方
の
墓
は
こ
こ
に
な
る
か
ら

 
蓮
 

れ

霊
夢

 
蓮
か
ら
見
た
今
の
霊
夢
は
こ
れ
ま
で
見
て
き
た

情
の
中
で
一
番

く
見
え
て
い
た

何

だ

か
知
ら
な
い
が
蓮
の

が
す
く
ん
で
し
ま
う
程
だ

 
萃
香

や
り
過
ぎ
た
か
な

 
紫
 

蓮
の
実
力
を
見
る

会
と
は
い
え
少
々

 
や
り
過
ぎ
た
わ

殺
さ
な
き

い
い
け
ど

 
 
 

 
共
犯
者
の

人
は
や
り
過
ぎ
た
と
感
じ
た

ま
さ
か
こ
こ
ま
で
霊
夢
が
ぶ
ち
ギ
レ
る
と
は
思

て
も
み
な
か

た
か
ら
だ

 
霊
夢

紫

力
し
て
ち

う
だ
い
今
か
ら
蓮
を

底
的

 
に
シ
バ
く
か
ら

 
紫
 

え

え

と
や
り
過
ぎ
な
い
よ
う
に
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目
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
を
失

た
霊
夢
が
紫
に
そ
う
言
う
と
流
石
の
紫
も
こ
こ
ま
で
い
く
と
は
思

て
み
な
か

た
の
か
少
し

張
し
て
し
ま

た
が

者
様
も
思
う
だ
ろ
う
一
番
の

者
が
不

だ
と

 
蓮
 

え

え

 
蓮
に
は
何
が
何
だ
か
も
う
分
か
ら
な
か

た

分
か
る
事
は
今

分
に
は
危

が

て
い
る

と
言
う
こ
と
だ

 
蓮
 

あ

あ
り
の
ま
ま

今

起
こ

て
い
る
こ
と
を

 
説
明
す
る
よ

今

は
大
屋
さ
ん
で
あ
る
霊
夢
に

 
殺
さ
れ
そ
う
な
ん
だ

な

何
を
言

て
い
る
か

 
分
か
ら
な
い
と
思
う
け
ど

も
何
を
し
た
の
か
が

 
分
か
ら
な
い
だ

け
ど
今
に
も

が
ど
う
に
か
な
り

 
そ
う
だ
よ

普
通
に
怒
る
と
か

む
と
か
そ
ん
な

 
優
し
い
も
ん
な
ん
か
じ

断
じ
て
な
い
ん
だ
か
ら

 
今
ま
で
で
一
番

い
霊
夢
の
怒
り
を
今
に
も

わ
い

 
そ
う
だ
よ



 第五章 終わらぬ満月と謎

 
と
何
処
か
で
聞
い
た
事
の
あ
る
名
言
を
言
う
と
萃
香
は
そ
の
小
さ
な

⻑
を

び
し
て
蓮

の

に
手
を

い
て

き
な
が
ら

 
萃
香

蓮

ご
め
ん

 
蓮
 

え

と

萃
香
さ
ん

分
弾
幕
ご

こ
に
な

て

 
霊
夢
に
負
け
た
ら
シ
バ
か
れ
る
未
来
し
か
な
い
の

 
で
す
が

力
は
し
て
く
れ
ま
す
よ

 
萃
香

あ

そ
れ
ぐ
ら
い
は

力
す
る
よ

 
だ

て
こ
の
種
を
ま
い
た
の
は

と
紫
だ
し

 
萃
香
は
蓮
に
そ
う
言
う
と
臨
戦

勢
を

る

す
る
と
霊
夢
は
目
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
を
失

た
状

で
蓮
に

 
霊
夢

蓮

貴
方
戦
う
覚

は
出
来
た

何
か
一
言
は

 
地
面
の
中
で
ガ
タ
ガ
タ

え
て
命

い
す
る
心
の

 
準
備
は
出
来
た
か
し
ら

 
蓮
 

ま

負
け
な
い
よ
霊
夢

 
そ
う
言
う
と
霊
夢
と
蓮
は
お

い
に
弾
幕
を
放
ち
始
め
た

そ
れ
を
見
て
い
た
紫
と
萃
香
は
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紫
 

ま
さ
か
萃
香

貴
女
と
弾
幕
ご

こ
を
す
る
な
ん
て

 
思
わ
な
か

た
わ

 
萃
香

そ
り

も
だ
よ

こ
ん
な
に

く
の
は
昔
に

 
理
久
兎
と
紫
が
山
に

め
て
き
た
時

来
だ
よ

 
紫
 

で
も

は
ど
う
あ
れ

 
萃
香

弾
幕
ご

こ
は
楽
し
む

 
そ
う
言
い
萃
香
と
紫
も
弾
幕
を
放
ち
始
め
た

蓮
と
霊
夢
と
の
弾
幕
ご

こ
は

を

め
る

程
の

だ

何
せ
霊
夢
は
手

な
し
に
蓮
に
無
数
の

や
陰
陽
玉
の
弾
幕
は
た
ま
た
光
弾
や

ら
を
放

て
い
る
の
だ
か
ら

 
蓮
 

う

う

 
霊
夢

蓮

貴
方
は
こ
こ
で
永

さ
せ
て
あ

る

 
蓮
 

だ
か
ら
何
で
そ
ん
な
に
怒

て
る
の

 
霊
夢

そ
ん
な
事

あ
ん
た

に
聞
き
な
さ
い

 
霊
夢
は
ス

ル
を

え
て
蓮
へ
と
襲
い
か
か
る

 
霊
夢

夢

 
二

大
結
界
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霊
夢
が
ス

ル
を

え
る
と
共
に
霊
夢
を
守
る
か
の
よ
う
に
結
界
が
張
ら
れ
そ
の
中
心

に
い

る
霊
夢
は
蓮
に
向
か

て

を
放

て
い
く

 
蓮
 

つ

 
ギ
リ
ギ
リ
当
た
ら
な
い
所
で

け
て
は
い
く
が
体
に
当
た
ら
な
い
た
め
に
体

を

じ
曲

た

り
す
る
た
め
正

き
つ
い

 
霊
夢

 
だ
が
今
の
霊
夢
は

だ
手

一

無
し
だ

す
る
と
そ
れ
を

け
る
か
の

く

 
萃
香

一
式
 
投

の
天
岩

 
萃
香
の
ス

ル

が
発
動
し
萃
香
の
手
に
岩
が
萃
ま
る
と
そ
れ
を
結
界
を
張

て
い
る
霊
夢

へ
と
ぶ
ん
投

た

そ
の
結

 
バ
リ
ン

 
そ
の

力
の
お
陰
か
霊
夢
の
結
界
は
一

で
壊
れ
霊
夢
は
そ
の
岩
を
回

し
た

 
蓮
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
萃
香
さ
ん

 
萃
香

い
い
か
ら
蓮
は
気
を

け
て

お

と

 
萃
香
は
襲
い
か
か

て
く
る
弾
幕
を

け
る
と
紫
は

元
を

つ
か
せ
て
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紫
 

貴
女
の
相
手
は

よ
萃
香

 
萃
香

は
は

本
当
に
理
久
兎
に

て
き
た

 
そ
う
し
て
萃
香
は
紫
と
弾
幕
ご

こ
を
再
開
し
た

 
霊
夢

萃
香

後
で
覚
え
て
お
き
な
さ
い
よ

 
霊
夢
は

し
そ
う
に
し
な
が
ら
更
に
蓮
に
弾
幕
を
ぶ
つ
け
て
い
く

そ
ん
な
中
で
も
蓮
は
霊
夢

に

死
に
語
り
か
け
る

 
蓮
 

霊
夢
こ
ん
な
事
は

め
よ
う

今
は
異
変
解
決

 
が
先
だ
ろ

 
霊
夢

う
る
さ
い

そ
の
前
に
あ
ん
た
を

め
る

 
霊
夢
は
そ
れ
で
も
弾
幕
を
放

て
く
る

だ
が
今
度
は
蓮
が

め
る
番
だ

 
蓮
 

萃
香
さ
ん

 
萃
香

せ
て

 
蓮
の
合
図
で
萃
香
は
ス

ル
を

え
た

え
た
ス

ル
は

 
萃
香

 
六
里
霧
中

 
萃
香
の
ス

ル
が
発
動
す
る
と

り
は
霧
に
包
ま
れ
る

た
だ
で
さ
竹
林
の
せ
い
で

界
が
悪
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い
の
に
こ
れ
で
よ
り
い

そ
う
悪
く
な

た

だ
が
そ
れ
に

じ
て
蓮
は
霊
夢
の
前
か
ら

を

し
た

 
霊
夢

な

 
だ
が
そ
れ

前
に
こ
れ
は
萃
香
の
ス

ル
だ

に
霧
の
い
た
る
か
し
こ
か
ら
無
数
の
弾
幕
が
放

た
れ
て
く
る

 
霊
夢

萃
香

 
だ
が
そ
れ
だ
け
で
は
な
い

今
の
現
状
に

じ
蓮
は
ス

ル
を

え
た

 
蓮
 

式

 
狗
神
の
呼

 
狗
神

ン

 
蓮
 

タ

ト
は
霊
夢
だ

 
そ
れ
を
聞
い
た
狗
神
は

を

こ
ろ
ば
せ
て
笑
い

 
狗
神

度
良
い

あ
の
小
娘
に
は
復

を
し
て
お
き

 
た
い
と
思

て
い
た
と
こ
ろ
だ

 
か
つ
て
蓮
の
式
神
に
な
る
前
霊
夢
と
魔
理
沙
に
蓮
を
殺
す
の
を
邪
魔
さ
れ
て
い
た
た
め
少
し

ば
か
し
恨
み
が
あ

た
の
か
や
る
気
は

分
だ

た
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霊
夢

う
わ

 

 
霊
夢
は

感
で
ギ
リ
ギ
リ
の
所
で
狗
神
の
特

を

け
る

 
霊
夢

く

何
よ
こ
の

ン

シ

ン

 
萃
香
が
気
体
と
な

て
出
し
て
い
る
霧
と
竹
林
で

界
を

わ
れ
な
お
か
つ
萃
香
の
弾
幕
が
飛

び

い
更
に
は
狗
神
の
元
は

だ

に

覚
は

い
た
め
か

界
が
悪
く
て
も
霊
夢
の
匂
い
を

知

て
い
れ
ば

界
の
悪
さ
な
ど
無
意

そ
の
た
め
霧
に
隠
れ
て
襲
い
か
か

て
く
る
の
だ

こ

れ
を
ス

ル
で

す
な
ら
萃
式
 
狗
神
の

場
と
い
う
感
じ
の
合
体
ス

ル
だ

だ
が
蓮

と
萃
香
の
ス

ル
に
よ
る

が
続
く
が

 
紫
 

ま

た
く

 
紫
が
目
を
閉
じ
る
と
突
然
霧
が

え
去

て
い
き
萃
香
は

体
に
戻
る

お
そ
ら
く
紫
の
能
力

界
を

る
程
度
の
能
力

で
萃
香
を

体
へ
と
戻
し
た
の
だ
ろ
う

 
萃
香

紫

て
ば
ず
る
い
な

 
紫
 

貴
女
の
方
が
何

も
イ
ン

キ
じ

な
い

 
と
言

て
い
る
が
ど
ち
ら
も
イ
ン

キ
能
力
に
は
変
わ
り
な
い

だ
が
霊
夢
は
蓮
の

を
見

る
と
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霊
夢

よ
く
も
や

て
く
れ
た
わ

 
蓮
 

そ
れ
は
こ

ち
の

だ
よ

今
日
の
霊
夢
は

 
何
時
も
よ
り
お
か
し
い
よ
ど
う
し
た
ん
だ
よ

 
正

な
話
霊
夢
も
心
の
中
で
は
や
り
過
ぎ
た
な
と
は
思

て
い
た
が
蓮
が

の
女
性
と
話
し

て
い
る
の
が
何

か
気
に

て
心
が
イ
ラ
イ
ラ
と
す
る

に
こ
ん
な
事

に
ま
で
発

し
て

し
ま

た

し
か
も
何

か
蓮
の
前
で

に
な
れ
な
い

 
霊
夢

う

う
る
さ
い
わ

今
あ
ん
た
を
こ
こ
で

 
終
わ
ら
せ
て
あ

る
わ
よ

 
霊
夢
は
ス

ル
カ

ド
を

り
出
し
て
ス

ル
を

え
た

 
霊
夢

ラ
ス
ト

ド
神
霊
 
夢
想
封
印
 

 

 
そ
の
言

と
共
に
霊
夢
は
蓮
達
の
目
の
前
か
ら

然
と

を

し
た
か
と
思
う
と

り
か
ら
無

数
の

弾
幕
と
通
常
の
弾
幕
が
襲
い
か
か

て
く
る

し
か
も
全
て
蓮
へ
と
追

し
て
だ

 
蓮
 

ち

 
蓮
へ
と
向
か

て
く
る
弾
幕
を
全
て

け
て
い
く
が

 
霊
夢

蓮

遅
い
わ
よ
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蓮
 

 
突
然

後
か
ら
霊
夢
の

が
聞
こ
え
る
と
蓮
は
手
に

つ
刀
を

後
へ
と
当
た
る
よ
う
に
回
転

斬
り
を
す
る
が
霊
夢
は
も
う
そ
こ
に
は
い
な
く
な

て
お
り
そ
の
変
わ
り
に
無
数
の
弾
幕
が

後

か
ら
追

し
て

て
く
る

 
蓮
 

ま
ず
い

 
蓮
は

て
て
回

し
て
い
く
が
ど
ん
ど
ん
と

け
れ
る
場
所
が

ま

て
い
く

ま
る
で
誘

さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
だ

 
蓮
 

は

は

 
霊
夢

遅
い

遅
い
わ
よ

 
霊
夢
の

は

ラ

ラ
と
だ
が
見
え
る
が
通
常
よ
り
も

い

に
蓮
で
も
対
処
に
追
い

か

な
い

霊
夢
の
ラ
ス
ト

ド
を
見
て
い
る
紫
と
萃
香
は

 
紫
 

萃
香

蓮
に
こ
れ
を
伝
え
て
ち

う
だ
い

 
萃
香

ん

 
紫
は
萃
香
に
こ
の
状

の

開
策
を
話
す
と
萃
香
は

い
て
蓮
の
元
へ
と
向
か
う

 
蓮
 

開
策
は
何
か
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霊
夢
の
ス

ル
を

け
つ
つ

く
と
萃
香
が
蓮
の
隣
へ
と
や

て
来
て

 
萃
香

蓮

つ

開
策
を
教
え
よ
う
か

 
蓮
 

え

 
萃
香
は
蓮
に
霊
夢
の
弾
幕
を

け
な
が
ら
こ
の
状
況
を

破
す
る
事
を
全
て
伝
え
た

 
蓮
 

本
当
に
そ
ん
な
ん
で
良
い
ん
で
す
か

 
萃
香

大

今
回
の

を
出
し
た
の
は
紫
だ
か
ら

 
だ
が
蓮
と
萃
香
が
話
し
て
い
る
の
を
高

動
し
て
い
る
霊
夢
は
見
て
し
ま
い

 
霊
夢
何
で
萃
香
ば

か
り

 
そ
う
思
う
と
今

上
に
キ
レ
て
高

度
の
弾
幕
を
更
に
放

て
く
る
が
蓮
は

け
つ
つ

を
大

き
く
吸
い
込
ん
で

 
蓮
 

霊
夢

 
霊
夢

何
よ

 
霊
夢
が
蓮
の
言

に
聞
き

を
た
て
る
と
蓮
は
ま
た
大
き
く

を
吸
い
込
ん
で

 
蓮
 

霊
夢
は

の
こ
と
が

い
な
の
か

 
霊
夢

へ
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突
然
の
事
で
霊
夢
は

て
し
ま
う

霊
夢
は
蓮
が

い
な

で
は
な
く
そ
の
逆
で

き
な
の

だ

に
そ
ん
な

問
さ
れ
れ
ば

て
し
ま
う
が
更
に
蓮
は
語
り
か
け
る

 
蓮
 

は
前
に
話
し
た
と
思
う
け
ど
霊
夢
の

な
所

 
と
か
元
気
な
所
と
か
見
て
て

き
だ
よ

 
霊
夢

え

え

 
紫
 

よ
く
言
え
る
わ

 
そ
れ
を
聞
い
た
霊
夢
は
そ
の
場
で
立
ち

ま

て
し
ま
う

し
か
も

は
今
に
も
火

し
そ
う

な
程
に
真

な
の
だ

な
お
紫
に
限

て
は
蓮
を
逆
に

め
た
く
な

て
し
ま
う

 
霊
夢

そ
そ
そ
そ
れ

て

こ

こ

 
と

霊
夢
が
言
お
う
と
し
た
時
だ

た

 
ガ
シ

 
蓮
 

え

 
突
然
蓮
の

元
を
萃
香
が

ん
だ
の
だ

そ
し
て
萃
香
は
笑

で

 
萃
香

い

け

 
蓮
 

え

ち

う
わ
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萃
香
は
蓮
を
思
い

き
り
蓮
を
霊
夢
へ
と
ぶ
ん
投

た

 
蓮
 

霊
夢

け
ろ

 
霊
夢

え

え

 

ン

 

ン

ン

 

人
は

か
ら
ぶ
つ
か

て
お

い
に

を
失
い
退
場
更
に
は
萃
香
と
紫
も
弾
幕
ご

こ

を
す
る
理

も
な
く
な
り
こ
の
弾
幕
ご

こ
は
引
き
分
け
と
な

た
の
だ

た

 
怠
惰

あ

あ
り
の
ま
ま
起
こ

た
事
を
説
明
す
る

 
普
通
に
過
ご
し
て
い
た

な
の
に

関

痛
に

 
な

て
た
ん
だ

何
を

 
狗
神

愛
す
る

 
怠
惰

最
後
ま
で
言
わ
せ
て
く
れ
て
も
い
い
じ

ん

 
狗
神

⻑
い
そ
し
て

め
ろ

 
怠
惰

ち

ま

い
い
や

え

と

者
様
今
回
は
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何
で
し
た
で
し

う
か

え

 
ま
ん
ま

ン

レ
じ

か

て

 
大

で
す
た
だ
の
嫉
妬
で
す
そ
こ
ま
で

 
病
ん
で
ま
せ
ん

 
狗
神

に
は
分
か
ら
ん
が

そ
れ
よ
り
も
さ

き
の

 

は
い

た
い
何
処
か
ら

 
怠
惰

友
達
の

怒
君
に
少
し
ジ

ジ

を
見
せ
て

 

い
ま
し
た
所

分
は
知

た
か
ぶ
り
の

 
レ

ル
で
す
が

 
狗
神

名
な

で
あ
る
事
は
確
か
だ
な

 
怠
惰

ま

名
だ

そ
ん
じ

そ
ろ
そ
ろ
終
わ
り

 
ま
す
か

 
狗
神

あ

そ
ん
な
わ
け
で
今
回
は
こ
こ
ま
で
だ
ま
た

 

は
活

す
る
は
ず
だ
か
ら
見
て
く
れ
よ

 
怠
惰

そ
れ
で
は

者
様



 第五章 終わらぬ満月と謎

 
狗
神

ま
た
な



 第 話 昨晩は…

 
第

話
 
昨
晩
は

 
こ
ん
に
ち
は

者
様

怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

 
そ
れ
で
は
今
回
も
ど
う

 
萃
香
に
投

飛
ば
さ
れ
た
蓮
と
投

飛
ば
し
に
よ

て
蓮
に
ぶ
つ
か

た
霊
夢
そ
の

人
は

お

い
に

て
地
面
へ
と
落
ち
て
い
た

紫
と
萃
香
は
落
ち
て
い

た

人
へ
と
近
づ

い
て
い
く

 
萃
香

蓮

大

か
い

 
紫
 

ま

た
く
萃
香

た
ら

 
と

そ
ん
な
会
話
を
し
つ
つ
蓮
と
霊
夢
の
も
と
ま
で
行
く
と

 
萃
香

お

お

 
紫
 

あ
ら

あ
ら

 

人
が
見
た
光
景
は
蓮
の
上
に
霊
夢
が
倒
れ
て
い
た
の
だ

か
ら
見
る
と
霊
夢
が
蓮
を
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し
倒
し
て
い
る
よ
う
に
し
か
見
え
な
い

す
る
と
萃
香
と
紫
の

に
気
が
つ
い
た
の
か
蓮
と
霊
夢

は
意
識
を
覚
醒
さ
せ
て
い
く

 
蓮
 

う

う

ん

霊
夢

 
霊
夢

蓮

て

 
霊
夢
は

座
に
蓮
か
ら

れ
る

ど
う
や
ら

分
が

い

さ

て
い
る
事
に
一

で
気
が
つ

い
た
よ
う
だ

霊
夢
は

を

ら
め
せ
て

 
霊
夢

は

は

は

 
霊
夢
は

と

り
返
る
と
紫
と
萃
香
が

し
な
が
ら

方
を
見
て
い
た
の
に
気
が
つ
い

た

霊
夢
は

ず
か
し
そ
う
に

 
霊
夢

な

何
よ

 
と

言
う
と
萃
香
は
ケ
ラ
ケ
ラ
と
笑
い
な
が
ら
楽
し
そ
う
に

 
萃
香

昨
晩
は
お
楽
し
み
で
し
た

 
霊
夢

萃
香
あ
ん
た
本
当
に
ぶ
ん

る
わ
よ

 
霊
夢
は

を

て
萃
香
に
見
せ
る
が
今
度
は
紫
が

 
紫
 

で
も

し
か

た
ん
で
し
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霊
夢

う

 
ど
う
や
ら
図

の
よ
う
だ

現
に
蓮
に
あ
ん
な
告
白
ま
が
い
な
事
を
言
わ
れ
れ
ば

で
も
う
ろ

た
え
る

だ
が
霊
夢
に
と

て
は

分
が
思
う
人
に
そ
ん
な
事
を
言
わ
れ
れ
ば

ず
か
し
く
も
な

る

そ
ん
な
会
話
を
し
て
い
る
と
蓮
は
立
ち
上
が
る

 
蓮
 

そ
れ
よ
り
も
霊
夢

何
で
あ
ん
な
に
怒

て

 
た
の

 
霊
夢

え

え

と

 
こ
れ
に
は
何
と
言
え
ば
良
い
の
か
分
か
ら
な
い

正

に
嫉
妬
し
て
ま
し
た
何
て
言
え
る

わ
け
も
な
い

す
る
と
紫
が
霊
夢
に

け
船
を
出
し
た

 
紫
 

蓮

霊
夢
は
こ
の
夜
中
に
異
変
に
行
か
さ
れ
て

 

が
悪
か

た
の
よ

し
て
あ

て

 
蓮
 

う
ん

そ
れ
は
怒
る
よ

 
こ
れ
に
は
蓮
も

得
せ
ざ
る
得
な
い

蓮

も
夜
中
に
間

い
電
話
で
起
こ
さ
れ
て
イ
ラ
イ

ラ
し
た
事
も
あ
る

に
紫
の
言

た
こ
と
を
真
に
受
け
て
し
ま

た

 
霊
夢

悪
か

た
わ
当
た

ち

て
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蓮
 

い
や
い
い
よ

 
霊
夢
は

を
す
る
と
蓮
は
笑

で
そ
れ
を
許
し
た

こ
う
し
て
ひ
と
波
乱
は
過
ぎ
た
の
だ
が

突
然

紫
と
萃
香
が
竹

の
中
へ
と

り
返
り
萃
香
は

を
あ

て

 
萃
香

お

い
そ
こ
に
い
る
妖
怪

出
て
こ

い

 
そ
れ
を
聞
い
た
蓮
と
霊
夢
は

の
あ

た
方
向
を
向
く
と
林
が
奇
妙
に
音
を
た
て
て

れ
出
し

た 
ガ
サ

ガ
サ
ガ
サ

ガ
サ
ガ
サ

 

れ
出
す
の
を
確
認
し
た

人
は
そ
れ

れ
構
え
る
と
そ
こ
か
ら
⻑
い
う
さ
み
み
の
女
の
子

が

を
出
し
た

 

 

あ

 
萃
香

お

 
紫
 

あ
ら

 
霊
夢

兎

 
蓮
を
除
い
た

人
は
そ
の
女
性
を
見
て
そ
う
思

た
が
蓮
だ
け
は

た

何

な
ら

 
蓮
 

貴
女
は
あ
の
時
の

売
り
さ
ん
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そ
う
霊
夢
が
風
邪
を
ひ
い
た

に
お
世
話
に
な

た

売
り
の
女
性
だ

た
の
だ

売
り

だ

た
女
性
は
蓮
の
言

に
気
が
つ
く
と

 

 

貴
方
は

 
ど
う
や
ら
女
性
も
覚
え
て
い
た
よ
う
だ

だ
が
霊
夢
は
ジ
ト
目
で
蓮
を
見
る
と

 
霊
夢

蓮
あ
の
子
と
は
ど
ん
な
関
係
か
し
ら

 
何

か
蓮
は

ク

と
体
を

わ
せ
た

一

気
が
し
た
気
が
す
る
が
蓮
は
気
に
せ
ず
に
霊

夢
に
話
し
た

 
蓮
 

え

と

ら

前
に
霊
夢
が
風
邪
ひ
い
た
と
き
に

 

を
売

て
く
れ
た

売
り
だ
よ

 
蓮
の
発
言
に
霊
夢
は

得
し
て
そ
の

売
り
に

 
霊
夢

ま

だ
い
た
い
は
分
か

た
け
ど
貴
女
は

 
霊
夢
が
う
さ
み
み
の

売
り
だ

た
女
性
に

か
と
聞
く
と
そ
の
女
性
は

の
名
前
を
語

た 

 

は
鈴
仙
・
優
曇
華
院
・
イ

バ

 
そ
れ
を
聞
い
た

人
は

じ
こ
と
を
た
だ
こ
う
思

た
⻑
い
名
前
と
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霊
夢

貴
女

限
無

 
鈴
仙

そ
こ
ま
で
⻑
く
な
い
で
す

 
蓮
 

え

と

限
無

限
無
ウ

投

だ

た

 
け

 
鈴
仙

何
で
す
か
そ
の
下
品
な
名
前
は

 
ま
さ
か
の
蓮
の
ボ
ケ
に
鈴
仙
は
ツ

ミ
を

れ
る

 
萃
香

バ
ル

ン
ク
フ

ザ
リ
オ

 
紫
 

萃
香
も
う
そ
の

タ
は
い
い
か
ら

 
萃
香
 
 

 
紫
の
発
言
で
萃
香
は
少
し
し

ん
と
す
る
が
蓮
は
鈴
仙
に

 
蓮
 

え

と

ボ
ケ
る
の
は

め
て
鈴
仙
さ
ん
で

 
い
い
ん
で
す
よ

 
鈴
仙

え

と

は
い
そ
れ
で

て
そ
う
じ

な
い

 
貴
女
達
は
何
し
に
来
た
ん
で
す
か

 
と

鈴
仙
が
言
う
と
霊
夢
が
数
歩
前
に
出
て
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霊
夢

そ
ん
な
も
ん
あ
の
月
を
ど
う
に
か
す
る
た
め
に

 
決
ま

て
る
で
し

 
そ
れ
を
聞
い
た
鈴
仙
は
と

さ
に
戦
闘
体

を
と

た

ど
う
や
ら
こ
の
異
変
の
関
係
者
で
あ

る
の
は
明
白
だ

 
霊
夢

あ
ん
た

と
や
ろ
う

て
の

 
霊
夢
が
お

い
棒
と
お

を
構
え
る
と
霊
夢
の
目
の
前
に
突
然
手
が
現
れ
て
霊
夢
の
目
の
前
を

る

そ
の
手
の

ち

は
蓮
だ

た

 
霊
夢

蓮

あ
ん
た
ど
う
い
う
つ
も
り
か
し
ら

 
蓮
 

霊
夢
こ
こ
は

と
萃
香
さ
ん
が
引
き
受
け
る
か
ら

 
紫
さ
ん
と
一

に
こ
の
異
変
の
元
凶
の
元
へ
と

 
向
か

て

 
そ
れ
を
聞
い
た
霊
夢
は
少
し
考
え
つ
つ
萃
香
を
見
る
と
萃
香
は

し
な
が
ら
先
に
行
け

と
手
で
ジ

ス

を
す
る

 
霊
夢

は

分
か

た
わ
よ
さ

き
の

び
も
あ
る

 
か
ら

は
手
を
引
く
わ

そ
の
変
わ
り
さ

さ
と
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来
な
さ
い
よ

 
蓮
 

り

う
か
い

 
霊
夢

行
く
わ
よ
紫

 
紫
 

は
い
は
い

 

人
が
鈴
仙
を
無

し
て
先
へ
と
進
も
う
と
す
る
と
鈴
仙
は

 
鈴
仙

て

何

手
に
話
を

 
鈴
仙
が
そ
う
言
い

方
へ
と

を

ば
せ
た
次
の

間
だ

た

 

ボ

 
鈴
仙

え

き

 
ド
ン

 
鈴
仙
は
急
に

界
か
ら

え
た

ど
う
や
ら

ら
れ
て
い
た
落
と
し

に
引

か
り
落
ち
て

い

た
よ
う
だ

 
蓮
 

霊
夢

紫
さ
ん
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
が
今
の
内
に

 
霊
夢

そ
ん
じ

せ
る
わ
よ

 
紫
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霊
夢
と
紫
は
先
へ
と
進
ん
で
い

た

そ
し
て

か
ら

ち
た
鈴
仙
が

を
出
す
と

 
鈴
仙

く

も
う

て

た
ら

 
蓮
は
落
ち
て
い
る

分
の

か
ら

け
ぬ
刀
を
構
え
萃
香
も

か
ら
酒
を

む
の
を

め
て

ろ

い
気
分
だ
が
構
え
る

 
鈴
仙

人
逃
が
し
ま
し
た
が
貴
方
達
だ
け
で
も
こ
こ
で

 

の
名
に
か
け
て
倒
さ
せ
て
い
た
だ
く
わ

 
そ
う
し
て
蓮
と
萃
香

鈴
仙
と
の
弾
幕
ご

こ
が
開
始
さ
れ
る
の
だ

た

 
怠
惰

限
無

限
無
ウ
ン

投

昨
日
の
新
ち

ん
の

 
パ
ン
ツ
は
新
八
の
人
生
バ
ル

ン
ク
フ

ザ
リ
オ

 
ア
イ
ザ

ク
シ

イ

三
分
の
一
の

情
な

 
感
情
の

た
三
分
の
二
は
さ
か
む
け
が
気
に
な
る

 
感
情
裏

り
は

の
名
前
を
知

て
い
る
よ
う
で
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知
ら
な
い
の
を
知

て
い
る

守
ス
ル
メ
め
だ
か

 
か
ず
の
こ
こ
え
だ
め
だ
か
・
・
・
こ
の
め
だ
か
は

 
さ

き
と

う
や
つ
だ
か
ら

め
だ
か
の
方

 
だ
か
ら
ラ

ゆ
う
て
い
み
や
お
う
き
む
こ
う

 

お
あ
と
が
よ
ろ
し
い

 
よ
う
で
こ
れ
に
て
お
し
ま
い

グ
ソ
丸

 
狗
神

何
だ
そ
の

ざ
け
た
復
活
の
呪

は

 
怠
惰

と
あ
る
ギ

グ

の

の
名
前

 
狗
神

そ
ん
な

は
本
当
に

め
て
く
れ

 
怠
惰

可
愛
い
ん
だ
け
ど
ウ

を
投

て
く
る

 
狗
神

が
ら
せ
に
も
程
が
あ
る

 
怠
惰

そ
れ
を
平
然
と

け
る
子
も

い
け
ど

 
狗
神

こ
ん
な
話
し
か
し
て
な
い

 
怠
惰

ま

い
い
で
し

う
た
ま
に
は

 
狗
神

ま

た
く



 第 話 昨晩は…

 
怠
惰

て
な

で
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

悪
い
な
こ
ん
な
ん
で

 
怠
惰

で
は

者
様
ま
た
明
日
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第

話
 

鈴
仙
・
優
曇
華
院
・
因
幡

 
ど
う
も

者
様

の
イ

ン
ト
で

理
を

当
を

 
し
て
い
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

 
熱
気
が

か

た
で
す

 
こ
れ
は
も
う

て
て
さ
て
今
回
も
本
編
へ
ど
う

 
十
五
夜
の
月
の
よ
う
な

し
さ
を

て
い
る
月
の
光
に

ら
さ
れ
て
迷
い
の
竹
林
で
は
弾
幕

ご

こ
が

り

ら
れ
て
い
た

 
鈴
仙

す
い
ま
せ
ん
が
こ
こ
で
倒
さ
な
い
と

に

 
色
々
と
言
わ
れ
る
の
で

 
そ
う
言
い
鈴
仙
は
手
を

の
よ
う
な

に
し
て
蓮
達
に
向
け
る
と
そ
こ
か
ら
弾
丸

の
弾
幕
が

放
た
れ
る
が
蓮
は

か
ら

け
ぬ
刀
に
霊
力
を
纏
わ
せ
て

 
パ
シ
ン

パ
シ
ン

パ
シ
ン

パ
シ
ン
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そ
れ
ら
を
全
て
弾
き
飛
ば
し
蓮
は
鈴
仙
に

 
蓮
 

そ
れ
ぐ
ら
い
の
弾
幕
な
ら
見

け
ま
す
よ

 
と

言
う
と
蓮
の
後
ろ
に
い
た
萃
香
は

し
て

に
岩
を
萃
め
て

 
萃
香

一
式
 
投

の
天
岩

 
そ
う

え
て
鈴
仙
へ
と
投

つ
け
る
が
そ
れ
を
鈴
仙
は
見
事
な
バ
ク
テ
ン
で
回

し
た

 
鈴
仙

そ
れ
本
当
に
弾
幕
で
す
か

 
こ
れ
に
は
鈴
仙
も

は
し
た
が

座
に
蓮
が
竹
刀
を

て
鈴
仙
目

け
て
走
る

 
鈴
仙

こ
の

 
さ

と
先
程
と

じ
よ
う
に
手
の

を

の
よ
う
に
し
て
蓮
へ
と
弾
丸

弾
幕
を
放
つ

だ
が

そ
れ
を
蓮
は

か
ら

け
ぬ
刀
で
弾
き
更
に
は
ス
テ

で

け
つ
つ
鈴
仙
へ
と
進
行
を

絶
え

な
い

す
る
と
鈴
仙
は
そ
こ
か
ら

し
て

 
鈴
仙

幻
波
 

マ
イ
ン
ド

ロ

イ
ン
グ

 
鈴
仙
の

方
の

が
紅
く
煌
め
く
と

つ
の

が
現
れ
る

そ
の

は
無
数
の
弾
丸

で
出

来
た

だ

そ
れ
ら
は

方

方
に
飛
ん
で
い
く

そ
れ
に
は
蓮
も

バ
イ
と
思

た
の
か
後
ろ

へ
と
後
退
す
る
が
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蓮
 

な

弾
幕
が

え
た

い
や
今
が

 

ン
ス
だ

 
突
然
蓮
の
目
の
前
に
光
る
弾
幕
が

然
と

を

し
た
の
だ

蓮
は

だ
と
思
い
も
う
一
度

特

を
し
か
け
よ
う
と
し
た
そ
の
時
だ

た

 
蓮
 

弾
幕
が

 

え
た
と
思

た
弾
幕
が
ま
た
現
れ
た
の
だ

ま
る
で

幻
覚
と
幻
覚
の

方
を
見
て
い
る
か

の
よ
う
だ

た

 
鈴
仙

ど
う
で
す
か

 
と
鈴
仙
が
言

た
そ
の
時
だ

た

突
然
後
ろ
に
気

を
感
じ
後
ろ
を

座
に

り
向
く
と

 
萃
香

所
見
は
よ
く
な
い
よ

 
鈴
仙

な

 
萃
香
が

ろ

い
笑

で

を

り
上

て
い
た
の
だ

 
鈴
仙
は

座
に
ス

ル
を
放
つ
の
を

め
て
萃
香
の
目
に

分
の
目
を
合
わ
せ
る

す
る
と
突

然 
萃
香

う
ぐ
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理

は
分
か
ら
な
い
が
突
然
萃
香
は

痛
が
し
だ
し

座
に
そ
こ
を

れ
た

だ
が
萃
香
の
時

間

ぎ
で
蓮
は
一
気
に
間
合
い
へ
と

る
と

か
ら

け
ぬ
刀
を

る

た

 
蓮
 

手

 
鈴
仙

い
つ
の
間
に

 
体
を

ら
せ
バ
ク

で
蓮
の

撃
を

け
先
程
と

じ
よ
う
に
手
で

た

か
ら
放
た
れ
る

弾
丸

弾
幕
で
反
撃
を
す
る
が
蓮
も
そ
の
弾
幕
が
飛
ん
で
く
る
と

時
に
バ

ク
ス
テ

か

ら
の

に
ス
テ

を
し
て

け
る

 
蓮
 

は

は

中
々
や
り
ま
す

 
鈴
仙

こ
れ
で
も
色
々
と
訓

は
受
け
て
い
た
の
で

 
先
程
か
ら

け
て

撃

け
て

撃
と
い

た
感
じ
で
流
石
に
体
力
も

て
い
か
れ
る

そ
れ
で
い
て
相
手
の
動
き
や

撃
方
法
が
咲
夜
と

じ
ト
リ

ク
タ
イ

で
あ
る
た
め
予

し
に

く
い

す
る
と
萃
香
は
蓮
の
隣
へ
と
や

て
来
る

 
蓮
 

大

で
す
か
萃
香
さ
ん

 
萃
香

よ
う
や
く

痛
が

ま

て
き
た
よ

 
鈴
仙

も
う
治

た
ん
で
す
か
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そ
れ
を
聞
い
た
蓮
は
少
し

問
に
思

た

最

に
人
里
で
出
会

た
時
鈴
仙
は
蓮
と
は
目

を
合
わ
せ
よ
う
と
し
な
か

た
こ
と
そ
し
て
萃
香
を

し
た
時
に
萃
香
が

痛
を
起
こ
し
た
こ

と

そ
れ
ら
全
て
を
合
わ
せ
て
蓮
は
も
し
か
し
て
と
思
い

 
蓮
 

鈴
仙
さ
ん
貴
女
の
能
力
は
も
し
か
し
て
生
物
の

 
波
⻑
を
狂
わ
せ
る
事
が
出
来
る
ん
で
す
か

 
そ
れ
を
聞
い
た
鈴
仙
は

い
た

何

な
ら

ン

イ
ン
ト
で

分
の
能
力
に
つ
い
て
当
て
た

か
ら
だ

 
鈴
仙

あ

て
ま
す
よ

の
能
力
は

狂
気
を

る

 
程
度
の
能
力

な
ん
で
す
よ

 
蓮
 

そ
う
で
し
た
か

 
鈴
仙

で
も
こ
の
能
力
色
々
と

利
な
ん
で
す
け
ど

 
そ
う
言
い
鈴
仙
は

し
て
ス

ル
を

え
た

 
鈴
仙

狂

 イ
リ

ジ

ン
シ

カ

狂

 
鈴
仙
が

え
た
と

時
に

と

の
弾
丸

弾
幕
が

の
よ
う
に
放
た
れ
蓮
と
萃
香
の

動
出

来
る

を

限
す
る
か
の
よ
う
に
弾
幕
を
放

て
く
る



 第 話  鈴仙・優曇華院・因幡

 
蓮
 

こ
こ

 
萃
香

な
ら

は

 
蓮
は

か
な

間
に

り
弾
幕
を
回

し
萃
香
に
限

て
は
気
体
と
な

て
弾
幕
を
回

す

る

最

萃
香
が
一
番
の

ト
に
思
え
て
き
た

だ
が
蓮
は

か
な

間
に

り
回

す
る

と
先
程
と

じ
よ
う
に
弾
幕
が

え
る

 
蓮
 

な

今
が

い
や

 
蓮
は
先
程
の
事
を
思
い
出
し

分
の
い
た

か
ら
少
し

レ
ル
と

え
た
弾
幕
が
一

で
現

れ
て
先
程
い
た
蓮
の

か
ら
弾
幕
が
通
り
す
ぎ
て
い

た

 
蓮
 

あ

危
な
か

た

 
鈴
仙

や
り
ま
す

 
だ
が
蓮
も
た
だ
や
ら
れ
て
い
る

で
は
な
い

か
ら

け
ぬ
刀
を
構
え
て
蓮
も
ス

ル
を

え
た

 
蓮
 

夢

 
夢
炎
の

 
蓮
の

つ

か
ら

け
ぬ
刀
は
紅
く
光
出
す
と
蓮
は
そ
れ
を

る

て
鈴
仙
か
ら
放
た
れ
る
弾

幕
を

て
道
を

る
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鈴
仙

そ
ん
な
こ
と
も
出
来
る
ん
で
す
か

 
だ
が
蓮
の

た
道
の
お
か

で
萃
香
は
そ
こ
で

体
化
し
て
萃
香
も
ス

ル
を

え
た

 
萃
香

⻤
夜
行

 
そ
の
ス

ル
を
放
つ
と

の

を
回
る
霧
弾
か
ら

弾
を
放
ち
波

上
に
弾
幕
を
放

て
い
く

鈴
仙
は

座
に
そ
こ
か
ら
回

す
る
が

 
蓮
 

そ
こ

 
鈴
仙

そ
ん
な
も
の

 
蓮
の

か
ら

け
ぬ
刀
が
鈴
仙
へ
と

ぎ

わ
れ
る
が
鈴
仙
は
ア
ク
ロ
バ
テ

ク
に
ロ
ン

ト
を
し
つ
つ
か
わ
す

そ
う
し
て
鈴
仙
は
ま
た
新
た
な
ス

ル
を

え
た

 
鈴
仙

散

 
イ
ン

ジ

ル

ン

真
実
の
月

 
鈴
仙
が
放

た
弾
丸

の
弾
幕
は
鈴
仙
を
中
心
に

り
に
放
た
れ
る

 
蓮
 

ら
く

 
蓮
は
こ
の
時
こ
う
思

て
い
た

そ
れ
は
一

え
る
と

そ
し
て
そ
れ
は
当
た
る
こ
と
と

な
る

弾
幕
は
一

え
る
と
小
弾
幕
が
現
れ
て

け
れ
る

リ
ア
を

ら
し
て
い
く
が
蓮
は
そ

の

を

い
も
う
ス

ド
で
鈴
仙
へ
と
突

込
ん
だ
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鈴
仙

ま
さ
か

の
ス

ル
を
見

い
た

 
蓮
 

鈴
仙
さ
ん
こ
れ
で

終
わ
り
で
す

 
そ
う
言
い
鈴
仙
の

に

か
ら

け
ぬ
刀
を

り
上

そ
し
て

 
蓮
 

面

 
ガ
ツ
ン

 

ン

 
そ
れ
は
鈴
仙
の

に
ヒ

ト
し
鈴
仙
と
の
弾
幕
ご

こ
は
幕
を
閉
じ
た
の
だ

た

 
怠
惰

は
い
は
い
そ
ん
じ

ま

今
回
も
や

て

 
い
こ
う

後
書
き
回

 
狗
神

ま

今
回
は

の
出
番
は
な
し
と
思
え
ば

 
怠
惰

ま

ま

ま
だ
本
命
と
の
戦
い
が
あ
る
か
ら

 
今
は
温

し
て
お
き
な
よ

 
狗
神

仕
方
な
い
か

 
怠
惰

そ
う
そ
う
そ
れ
で
い
い
よ
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狗
神

お
い
貴
様
何
か
隠
し
て
な
い
か

 
怠
惰

う

ん
こ
の
隠
し
事
に
つ
い
て
は
次
回
か

 
そ
れ
と
も
そ
の
次
回
か
で
話
す
よ

 
狗
神

よ
く
分
か
ら
ん
が
ま

い
い
だ
ろ
う

 
怠
惰

さ
て
と
そ
ろ
そ
ろ
終
わ
り
ま
す
か

 
狗
神

前
回
が
色
々
と
⻑
く
グ

た
か
ら
な

 
怠
惰

そ
ん
な
感
じ
だ

 
狗
神

そ
ん
じ

者
様
ま
た
明
日
な

 
怠
惰

そ
れ
じ

ま
た
明
日
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第

話
 
い
た
ず
ら
は
程
々
に

 
こ
ん
ば
ん
わ

者
様

そ
し
て
お
待
た
せ
し
ま
し
た

 

し
か

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

 
つ
い
先
程
野

用
が
終
わ
り
ま
し
た

 
そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 

絶
な
弾
幕
ご

こ
が
終
わ
り
蓮
は
鈴
仙
へ
と
近
づ
い
て

 
蓮
 

鈴
仙
さ
ん
良
け
れ
ば

 
鈴
仙

え

と
あ
り
が
と
う

 
蓮
は
倒
れ
て
い
る
鈴
仙
に
手
を

し
出
す

鈴
仙
は
そ
の
手
に

ま

て
起
き
上
が
る

 
蓮
 

鈴
仙
さ
ん

こ
の
異
変
の
元
凶
の
元
へ

内
し
て

 
く
れ
ま
せ
ん
か

 
鈴
仙

は

後
で

に
は
お
仕

き
を
も
ら
い
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そ
う
だ
わ

 
そ
う
言
い
鈴
仙
は
た
め

を

い
て
後
ろ
を

り
向
く
と
蓮
と
萃
香
に

 
鈴
仙

着
い
て
来
て
く
だ
さ
い

 
蓮
 

萃
香
さ
ん

 
萃
香

う
ん
行
こ
う

 

人
は
鈴
仙
の
後
に
着
い
て
い
き
元
凶
の
元
へ
と
向
か
お
う
と
し
た
そ
の
時
だ

た

 

ボ

 
鈴
仙

え

き

 
ド
ス
ン

 
何

か
ま
た
鈴
仙
は
悲
鳴
を
あ

て
落
と
し

に
落
ち
て
い

た

 
蓮
 

ま
た
落
ち
た
よ

 
萃
香

あ
り

り

 
蓮
と
萃
香
は

だ
が

れ
て
い
る
と

突
然

む
ら
か
ら

人
の
少
女
が

を

か
せ
た

そ
の
少
女
の
特

的
な
こ
と
と
言
え
ば
鈴
仙
と

じ
ウ
サ
ミ
ミ
だ
が
⻑
い
ウ
サ
ミ
ミ
で
は
な
く
丸

い
ウ
サ
ミ
ミ
が
特

的
で
首
も
と
に
は
人
参
の
首

り
が
目
に
写
る
少
女
だ
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あ
れ

落
と
し

に
か
か

た
と
思

た

 
け
ど

け
ち

た

 
そ
の
少
女
の
言

に
蓮
と
萃
香
は
お

い
に
首
を

に

て

 
蓮
 

い
や
か
か
る
に
は
か
か
り
ま
し
た
け
ど

 
萃
香

あ
の
子
が

 
そ
の
少
女
は

え

と
い
う

情
で

を
見
る
と
そ
こ
か
ら
泥
ん
こ
ま
み
れ
の
手
が

い
ず
り
出
て
く
る

そ
し
て
月
明
か
り
に

ら
さ
れ
て
鈴
仙
の
真

な

が
落
ち
て
ボ
サ
ボ
サ

と
な

た

の

間
か
ら

く

そ
れ
を
見
た
丸
ウ
サ
ミ
ミ
の
少
女
は

ク
つ
い
た

そ
し
て
鈴

仙
は
そ
の
少
女
を
見
る
と

 
鈴
仙

て

 
て

と
言
わ
れ
た
少
女
は

ク

ク
と
し
な
が
ら

 
て

れ

鈴
仙

 
鈴
仙

あ
ん
た

 
鈴
仙
は
落
と
し

か
ら

く

け
出
し
て

へ
と
向
か

て
い
く
と

手
で

を

り
て

の

を

む
と
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て

痛
い

痛
い

ご
め
ん

て
ば

 
鈴
仙

度

度
あ
ん
た
は

 
蓮
は
よ
く

日
に
見
て
い
た
何
処
か
の
日
常

ア

メ
で
見
た
よ
う
光
景
を
目
の
前
で
見
て

い
た

 
蓮
 

何
で
だ
ろ
う
ま
る
で
野

家
の
光
景
を
思
い
出
し

 
ち

た

 
萃
香

ア
ハ
ハ
ハ

こ
う
い
う
光
景
を
見
な
が
ら

む
酒

 
が
ま
た

い
ん
だ
よ

 
そ
う
話
し
て
い
る
と
鈴
仙
は
て

を
解
放
し
て
蓮
達
の
方
を
向
い
て

を
下

る

 
鈴
仙

え

と
お
見

し
い
所
を
お
見
せ
し
ま
し
た

 
て

な

鈴
仙
そ
こ
の
人
と

⻤

 
て

は
萃
香
を
見
て
鈴
仙
の
反

よ
り

い
て
い
た

そ
れ
も
そ
う
だ
ろ
う

幻
想
郷
に
お
い

て
⻤
と
は
絶
対
的
力
を
所

す
る
種
族
だ

に
大

の
妖
怪
は

て
し
ま
う
の
は
当
た
り

前
だ

だ
が
当
の
本
人
で
あ
る
萃
香
は

 
萃
香

そ
ん
は
気
を
使
わ
な
く
て
も
い
い
よ
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対
し
て
気
に
も
し
て
い
な
い
よ
う
だ

て

は
言
わ
れ
る
が
ま
ま
に

心
を
解
い
た

 
て

す

す
ま
な
い

そ
れ
で

ま
さ
か
負
け
た

 
鈴
仙

え

見
事
に

敗
よ

 
鈴
仙
は
や
れ
や
れ
と
い

た
感
じ
で
言
う
と
て

は
鈴
仙
を
よ
く
観

す
る
と

 
て

ん
そ
れ
で
負
け
た
か
ら

の
所
に

 

内

て
所
か

 
鈴
仙

え

後
は

に

せ
よ
う
と
思
う
わ

 
そ
れ
を
聞
い
た
て

は
し

う
が
な
い
と
い

た

情
を
す
る
と

 
て

鈴
仙
が
そ
う
言
う
な
ら

は
何
も
言
わ
な
い
よ

 
蓮
 

あ
れ

て

き
り
戦
う

気
だ
と
思

た
ん

 
で
す
が

 
見
た
感
じ
が
鈴
仙
が
や
ら
れ
た
分
を
か
え
す
み
た
い
な
感
じ
で
ま
た
戦
う
か
と
思

た
が
戦
わ

ず
に

み
そ
う
な
た
め
蓮
は
キ

ト
ン
と
し
て
て

に
言
う
と

 
て

い
や

鈴
仙
が

て
な
い
ん
じ

に
な
ん
か

 

底
無
理
だ
か
ら
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蓮
 

そ
う
で
す
か

 
て

ま

と
り
あ
え
ず

と
鈴
仙
に
着
い
て
き
な
よ

 
鈴
仙

え

と
色
々
と
脱

し
ま
し
た
が

内

 
し
ま
す

 
蓮
 

お
願
い
し
ま
す

 
萃
香

さ

さ
と
行
き
ま
す
か

 
そ
う
し
て
蓮
と
萃
香
は
鈴
仙
と
て

に

内
さ
れ
て
こ
の
異
変
の
元
凶
の
元
へ
と
向
か
う
の

だ

た

 
少
年

少
女

動
中

 
鈴
仙
と
て

に

れ
ら
れ
て
蓮
と
萃
香
は
迷
い
の
竹
林
で
迷
わ
ず
に
目
的
地
で
あ
ろ
う
昔
な
が

ら
の
風
情
の
あ
る
屋
敷
に
た
ど
り
着
い
た

だ
が

 
蓮
 

あ
れ

て

霊
夢
に
紫
さ
ん

 
鈴
仙

え

と
も
う
始
め
て
い
た
ん
で
す

 

こ
れ
な
ら

 
目
の
前
で
は
霊
夢
＆
紫

鈴
仙
の

と
で
弾
幕
ご

こ
が
始
ま

て
い
た

蓮
と
萃
香
が
し



 第 話 いたずらは程々に

ん
が
り
を
つ
と
め
て
い
る
間
に
ど
う
や
ら
迷
い
の
竹
林
を

け
て
た
ど
り
着
い
て
い
た
よ
う
だ

だ
が
こ
の
時
蓮
は
見
逃
さ
な
か

た

鈴
仙
が
少
し

に
手
を

い
て
一

つ
い
た
の
を

 
蓮
 

鈴
仙
さ
ん

し

に
く
い
ん
で
す
が

何
か

 
隠
し
て
ま
せ
ん
か

 
そ
れ
を
聞
い
た
鈴
仙
は

き
の

情
を
し
て

 
鈴
仙

え

い

い
え
何
も

 
萃
香

に
怪
し
い

今
の
あ
ん
た
か
ら
は

 
嘘
の
匂
い
が
す
る

 
鈴
仙

う

 
ど
ん
ど
ん
と
鈴
仙
は
追
い

め
ら
れ
て
い
く

す
る
と
何
を
思

た
の
か
蓮
は

の
月
が

く

空
を
見
る
と
月
の
方
に
飛
ん
で
い
く
女
性
を
見
つ
け
た

 
蓮
 

萃
香
さ
ん
あ
れ

 
萃
香

ど
う
や
ら

ン

み
た
い
だ

 
そ
う
言
う
と
蓮
と
萃
香
は
上
空
へ
と
飛
ん
で
い

た

そ
れ
を
見
て
い
た
鈴
仙
と
て

は

 
鈴
仙

ど

ど
う
し
よ
う
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て

鈴
仙
ド
ン
マ
イ

 

人
は
そ
こ
で
た
だ

て
蓮
と
萃
香
の
後
ろ

を
見
る
事
し
か
出
来
な
か

た

そ
し
て

蓮
と
萃
香
は
逃

て
い
る

人
の
女
性
の
元
に
向
か

て
い
く
と
そ
の
女
性
は
蓮
と
萃
香
の

を
確
認
す
る
と
そ
こ
で

ま
り
追
い
か
け
る
蓮
と
萃
香
も

ま
る

 

 

あ
ら
気
づ
か
れ
ち

た
わ

 
蓮
 

た
ま
た
ま
見
え
た
も
の
で

 

 

そ
う

あ
ら

久
し
い

も
い
る

 
の

 
萃
香

よ

 
女
性
は
萃
香
を
見
て
そ
う
言
う
と
萃
香
は
そ
の
女
性
に
手
を
あ

て

を
し
た

 
蓮
 

え

と

萃
香
さ
ん
知
り
合
い
で
す
か

 
萃
香

あ

昔
に
ち

と

 

 

そ
の

は
ど
う
も

そ
れ
で
え

と
貴
方
は

 
と

今
度
は
蓮
に
つ
い
て
聞
い
て
く
る
と
蓮
は

の
名
前
を

え
た

 
蓮
 

の
名
前
は

 
蓮

て
い
い
ま
す
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あ
ら
ご

に
あ
り
が
と
う

は

夜

 

山

夜

て
い
う
わ

 
そ
れ
を
聞
い
た
蓮
は

い
た

夜
と
い
う
名
前
は
現
代
で
も
知
ら
れ
て
い
る

大
物

名

人

夜
姫
だ

つ
ま
り
蓮
の
目
の
前
に
は
そ
の

大
物

名
人
と
い
う
事
に
な
る

だ
が
間

て
は
失

だ
と
感
じ
た
蓮
は
一

念
の
た
め
に

夜
に
聞
く
こ
と
に
し
た

 
蓮
 

え

と
も
し
か
し
て

夜
姫
さ
ん

 

夜

あ
ら

の
事
を
知

て
い
る
の

 
ど
う
や
ら
本
人
の
よ
う
だ

そ
れ
を
聞
い
た
蓮
は
こ
の
時

つ
思

た
こ
と
が
あ

た

つ
は

幻
想
郷
は
何
で
も
あ
り
だ
な

と
言
う
こ
と
と
も
う

つ
は
大
物

名
人
に
出
会

え
た

び
だ

た

 
蓮
 

え

そ
れ
は
も
う

名
人
で
す
か
ら

あ

 
す
い
ま
せ
ん
サ
イ
ン
良
い
で
し

う
か

 
萃
香

蓮
さ

今
は
そ
ん
な
事
を
す
る
場
合
じ

な
い
と

 
思
う
け
ど

 
そ
れ
を
聞
い
た
蓮
は

は

と

い
て
正
気
に
戻

た
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蓮
 

ご

ご
め
ん

 

夜

中
々
面
白
い
の

度
良
い
わ
永

 
ば
か
り
ず
る
い
と
思

て
た
と
こ
ろ
だ

か
ら

 
相
手
し
て
く
れ
る
か
し
ら

 
そ
れ
を
聞
い
た
蓮
は

か
ら

け
ぬ
刀
を
構
え
萃
香
は

し
な
が
ら
構
え
る

 
蓮
 

な
ら

夜
姫
さ
ん
こ
の
異
変
は
解
決
さ
せ
て
い
た

 
だ
き
ま
す

 

夜

来
な
さ
い
ま
だ
夜
は
明
け
な
い
の
だ
か
ら

 
そ
う
し
て
蓮
＆
萃
香

夜
と
の
弾
幕
ご

こ
が
ス
タ

ト
す
る
の
だ

た

 
怠
惰

い
や

め
ん
ご
め
ん
ご

 
狗
神

怠
惰
今
回
は
や
け
に
遅
め
の
投
じ

な
い
か

 
怠
惰

え

野

用
で

し
く
て

つ
い
さ

き



 第 話 いたずらは程々に

 
終
わ

た
ば

か
り
だ
よ

 
狗
神

う

 
怠
惰

分

中
の
人
は
こ
れ
を
投
稿
し
て
も
う

 

て
る
か
も
な

 
狗
神

お
い
お
い

 
怠
惰

ま

分
か
ん
な
い
け
ど

そ
ん
な
こ
と
よ
り

 
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
狗
神

次
は
月

日
な

 
怠
惰

そ
れ
で
は

者
様

 
狗
神

遅
い
投
稿
で
悪
か

た
が
あ
り
が
と
う
な
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第

話
 
月
の
姫
君

 
ど
う
も

者
様

や

と
大

な
首

り
の
修
理
が

 
終
わ
り
手
元
に
戻

て
き
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

 
い
や

良
か

た
良
か

た
こ
ん
な
無

話
も
あ
れ

 
な
の
で
本
編
へ
ど
う

 
こ
の
永
夜
異
変
に
お
い
て
最
後
の
戦
い
が
真

暗
な
夜
空
に

く
月
の
目
の
前
で
弾
幕
ご

こ

が

り

ら
れ
て
い
た

 

夜

 

夜
は

弾
幕
で
蓮
と
萃
香
へ
と
襲
い
か
か
る
が

人
は
そ
れ
を
回

し
て

 
蓮
 

式

 
狗
神
の
呼

 
そ
う

え
る
と
狗
神
が
現
れ
て

夜
姫
へ
と
そ
の
怨
念
を

し
た
か
の
よ
う
な

ミ
ン
グ
で
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襲
い
か
か
る

 

夜

そ
れ
じ

は

ま
え
ら
れ
な
い
わ

 
そ
う
言
う
と

夜
は
狗
神
と
追
い
か
け

こ
を
始
め
た

だ
が
普
通
な
ら
狗
神
の

度
だ
と
追

い

く

だ
が
追
い

か
な
い

そ
れ

前
に
追
い

く
気

が
な
い

 
蓮
 

は

い

 
萃
香

そ
れ
じ

次
は

 
そ
う
言
う
と
萃
香
も
ス

ル
を

え
た

 
萃
香

神
 
天
手
力
男
投

 
萃
香
の

に
こ
れ
ま
で
と
は
比
べ
物
に
な
ら
な
い
程
の
無
数
の
岩
が
萃
ま
る
と
そ
れ
を
ぐ
る
ん

ぐ
る
ん

と
回
し
て

夜
へ
と
投

飛
ば
し
た

 

夜

ち

 
す
ん

 

夜
は
上
手
く
そ
れ
を

け
て

 

夜

こ
れ
弾
幕

 
と

言

て
い
る
が
こ
こ
で
思
わ
ぬ
事

が
発
生
し
た

そ
れ
は
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ン

 
狗
神

ぐ
わ

 
な
ん
と
萃
香
が
投

飛
ば
し
た
岩
は
見
事
に
狗
神
の

間
に

撃
し
て
し
ま

た

し
か
も
狗

神
の

間
に
は

が
出
来
て
い
た

 
萃
香

あ

ご

ご
め
ん

 
狗
神

こ
の

⻤
が

 
蓮
 

あ
ち

 
と
言

て
い
る
が

夜
は
そ
の
光
景
を
見
て
ク
ス

と
笑
う
と
蓮
や
萃
香
と

じ
よ
う
に
ス

ル
を

え
た

 

夜

神
宝
 

リ
リ
ア
ン
ト
ド
ラ

ン
バ
レ

タ

 
そ
う

え
た
時
だ

た

そ
こ
か
ら
色
と
り
ど
り
の
弾
幕
と
レ

ザ

が
放
た
れ
た

そ
の
ス

ル
は
色
々
な
色
が
あ
り
な
お
か
つ

手
や
か
に

く
弾
幕
の

開
だ

た

 
蓮
 

戻
れ
狗
神

 
蓮
は
狗
神
を
戻
す
と

夜
か
ら
放
た
れ
る
弾
幕
を
萃
香
と
共
に

け
て
い
く

 
萃
香

蓮

さ

き
の

り
を
返
す
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そ
う
言
う
と
萃
香
は

の

に
つ
い
て
い
る
鎖
を

ン

ン
と

り
回
す
と

 
萃
香

神
 
⻤

り
の
術

 
そ
う
言
い

夜
へ
と
鎖
を
ぶ
ん
投

た

夜
は
突
然
の
事
で
反
射
神
経
で
手
を
前
に
出
す

と 
ガ
キ
ン

 

夜

な

 
な
ん
と
そ
れ
は

夜
の

に

き

い
て

束
す
る
と
萃
香
は
そ
の
鎖
を
思
い

き
り
引

張

た

 
萃
香

い

け

 

夜

き

 
⻤
の

力
や

力
と
い

た
も
の
は
と
て
も
強
い

に

夜
は

で
き
な
い
ま
ま
引

張
ら
れ
た

放

た
ス

ル
は

レ
イ
ク
さ
れ
て
弾
幕
は

え
た

そ
し
て
こ
ち
ら
へ
と

や

て
来
る

夜
に
蓮
は

か
ら

け
ぬ
刀
を
ま
る
で
野

選
手
の
よ
う
に
構
え
て

 
蓮
 

そ
こ

 

か
ら

け
ぬ
刀
を

る
う
が

夜
も
た
だ
や
ら
れ
る

で
は
な
い

す
ぐ
に
体

を
た
て
な
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お
す
と
蓮
の

り
を
ぎ
り
ぎ
り
で

け
更
に
は
萃
香
の

上
へ
と
飛
ぶ
と

に

き

い
て
た
鎖

を
外
し
た

 

夜

中
々
や
る
わ

 
萃
香

⻤
で
す
か
ら

 
蓮
 

あ

は
人
間
で
す
よ

 
と
言

て
い
る
が
そ
ん
な
中
で

夜
は
久
々
に
高

感
を

わ

て
い
た

じ
相
手
ば
か

り
と
弾
幕
ご

こ
を
し
て
い
れ
ば
刺
激
も
少
な
く
な

て
く
る
が
た
ま
に
は
別
の
相
手
と
弾
幕

ご

こ
を
す
る
の
も
良
い
と
も
思
え
て
い
た

 

夜

良
い
わ

 
楽
し
そ
う
に
そ
う
言
う
と

夜
は
新
た
な
ス

ル
を

え
た

 

夜

神
宝
 
サ
ラ
マ
ン

シ

ル
ド

 
ス

ル
を

え
る
と
共
に

夜
を
守
る
か
の
よ
う
に

夜
を
中
心
に
回
る
真

な
大
弾
幕
が

開
し
そ
こ
か
ら
小

の
弾
幕
と
レ

ザ

が
蓮
と
萃
香
へ
と
襲
い
か
か

た

 
蓮
 

次
は

が

 
蓮
は
そ
う
言
う
と

か
ら

け
ぬ
刀
に
霊
力
を
込
め

さ
せ
る
と
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蓮
 

霊

 
霊
力

発

 
蓮
は

か
ら

け
ぬ
刀
を

て
一

す
る
と
そ
こ
か
ら
大
き
な

撃
波
が
蓮
を
中
心
に
起
き

る

そ
う
す
る
こ
と
で

夜
が
放

た
ス

ル
を
相
殺
し
た

 

夜

そ
ん
な
の
あ
り

 
蓮
 

あ
り
で
す

 

か
ら

け
ぬ
刀
を

く

撃
出
来
る
よ
う
に
下

の
構
え
で

夜
へ
と
特

を
仕

け
る

が

夜
は
そ
れ
を
ひ
ら
り
ひ
ら
り
と

け
て
い
く

 

夜

そ
ん
な

撃
じ

当
た
ら
な
い
け
ど

 

夜
が
そ
う
言

た
時
だ

た

蓮
は

リ
と

元
に
笑
み
を

か
べ
る
と

手
を

座
に

し
て
狗
神
の
式
神

を
構
え
て

 
蓮
 

式

 

狗
神
の

 
何
と
突
然
蓮
の

後
に
先
程
萃
香
か
ら
投

さ
れ
て

間
に

が
出
来
た
妖
怪
狗
神
が
現
れ

た
の
だ

す
る
と
狗
神
は

を
大
き
く
開
い
て

夜
に
向
か

て

 
狗
神

ガ

 

ロ

で
狗
神
の

が

い
た

こ
れ
に
は

夜
も

を

さ
え
て
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夜

う
ぐ

が

 
だ
が
そ
れ
は

夜
だ
け
で
は
な
い

蓮
も

を
塞
い
で

 
蓮
 

う

う
る
さ
い

 
最

使

た
本
人
で
あ
る
蓮
が

撃
で
き
な
け
れ
ば
意

の
な
い
ス

ル
だ
が
こ
れ
は
１

１
の
弾
幕
ご

こ
で
は
な
い

今
回
の
弾
幕
ご

こ
は
２

１
だ

に
こ
こ
で
萃
香
の
ス

ル
が
発
動
し
た

 
萃
香

⻤
夜
行

 
萃
香
の
ス

ル
が
発
動
し

を
中
心
に

り
か
ら
弾
幕
が
萃
香
の
元
へ
と
萃
ま
る

だ
が
そ

れ
だ
け
で
は
な
久
集
ま

た
弾
幕
は
そ
こ
か
ら

散
さ
れ
て
放
た
れ
る

そ
れ
に
対
し
て

夜
は

を
塞
ぎ
つ
つ
回

を
試
み
る

 

夜

常
識
は
ず
れ
も
良
い
と
こ
ろ

 
萃
香
の

⻤
夜
行
を

夜
は
か
わ
の
だ
が
狗
神
の

が
鳴
り

む
と
蓮
は

座
に

夜
に

向
か

た

 
蓮
 

は

 

夜

く
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見
事
な

係
と
い
う
べ
き

ン

シ

ン
だ

萃
香
の

⻤
夜
行
で

動
を

限
し
つ

つ
蓮
は

夜
へ
と

か
ら

け
ぬ
刀
を

る
う

ら
く
萃
香
が
蓮
に
合
わ
せ
て
い
る
の
だ
ろ
う

が
見
事
な

係
と
い
う
に
相

し
い
弾
幕
ご

こ
だ

そ
し
て
対
に

夜
は

け
れ
る
場
所
が
な

く
な

た
所
に
蓮
の
面

ち
が

る

 

夜

の
負
け

 
蓮
 

面

 

ン

ン

 

か
ら

け
ぬ
刀
が

夜
に
当
た
る
と
共
に
弾
幕
ご

こ
は
終
了
し
蓮
と
萃
香
が

利
し
た

の
だ

た

 
狗
神

お
の
れ
あ
の
小
⻤
め

あ

痛
た
た
た

 
怠
惰

あ

は
い
は
い

ら

布

 
狗
神

呪
い
殺
し
て
や
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怠
惰

ら

ら

大
な
心
で
許
し
て
あ

な
さ
い

 
狗
神

お
の
れ

 
怠
惰

あ

そ
う
そ
う
前
々
回
ぐ
ら
い
で
の
フ
ラ
グ

 
に
つ
い
て
少
し
ヒ
ン
ト
を
あ

な
い
と

 
狗
神

あ

何
か
言

て
た
な

 
怠
惰

そ
ん
で
ヒ
ン
ト
は
さ
こ
の
永
夜
異
変

て
蓮
と
萃
香

 
は
除
い
て
本
来
は

人
の

組
で
弾
幕
ご

こ
す
る

 
の
は

者
様
も
分
か
る
よ

 
狗
神

そ
れ
が
ど
う
か
し
た
の
か

 
怠
惰

で
も
さ
何
で
そ
の
メ
ン
バ

人
の

組
が

 
ま
だ
こ
の
小
説
内
で
出
て
来
て
な
い
か

 
そ
れ
は

 
狗
神

な

な
ん
だ
よ

 
怠
惰

ハ
ハ
ハ
ハ

次
回
に
続
く

 
狗
神

お
い

こ
い
つ

本
当
に
終
わ
ら
せ
や
が

た
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し
か
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
で

あ

あ

え
と

 
す
ま
ん
が
ま
た
次
回
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第

話
 
漆
黒
の
フ

ド
を
纏
い
し
者

 
こ
ん
に
ち
は

者
様
面

で
気
が
滅

て
る

 
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

ま

そ
ん
な
リ
ア
ル
な
話

 
は

め
に
し
て
今
回
は
待
ち
望
ん
で
い
た
方
も
い
る

 
の
か
な

ま

い

か
て
な

で
本
編
へ
ど
う

 

夜
に

利
し
た
蓮
と
萃
香
は

夜
を

れ
て
先
程
の
屋
敷
に
ま
で
戻

て
い
く

戻
る
と
鈴

仙
が

夜
に
対
し
て

度
の

度
で

を
下

て

を
す
る

 
鈴
仙

姫
様

し

ご
ざ
い
ま
せ
ん

 
鈴
仙
の

に
対
し
て

夜
は
ク
ス
ク
ス
と
笑
い
な
が
ら

 

夜

良
い
の
よ

久
々
に
体
を
動
か
せ
た
し

 
と

夜
が
言

て
い
る
と
霊
夢
と
紫
そ
し
て
鈴
仙
の

ら
し
き
人
物
が

方
に
向
か

て

く
る
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霊
夢

蓮
あ
ん
た
い
つ
の
間
に
こ
こ
に
来
た
の

 
蓮
 

く
な
い

 
流
石
の
無

悲
な

に
は
蓮
も
こ
う
返
し
た

 
紫
 

萃
香
お

れ
さ
ま

 
萃
香

た
ま
に
は
こ
ん
な
の
も
良
い
か
も

 
と
萃
香
は
紫
と
楽
し
そ
う
に
話
す

そ
し
て
鈴
仙
の

ら
し
き
人
物
は

夜
に
近
づ
く
と

 

 

姫
様
大

で
す
か

 

夜

え

大

よ
永

そ
れ
に
楽
し
か

た
し

 
永

と
言
わ
れ
た
女
性
は

夜
の
言

を
聞
い
て

と
し
た

そ
し
て
鈴
仙
は
永

に
も

を
す
る

 
鈴
仙

し

ご
ざ
い
ま
せ
ん

 
て

ま

た
く
鈴
仙
は

 
と
て

が

シ
シ
と
笑

て
い
る
と
鈴
仙
は
て

の

を

ん
で

を
下

さ
せ
る

そ
れ

を
見
た
永

は

 
永

は

ま

し

う
が
な
い
わ
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と

言

て
い
る
鈴
仙
達
を
許
す
と
霊
夢
は

夜
達
の
元
へ
と
行
き

 
霊
夢

そ
れ
じ

さ

さ
と
あ
の
月
を
戻
し
て

お
う

 
か
し
ら

 
永

ま

て
頂

せ
め
て
満
月
が

え
る
ま
で

 
と

言
う
と
紫
は
扇
子
を

て
永

に

 
紫
 

八
意
永

貴
女

れ
て
な
い
か
し
ら

こ
こ

 
幻
想
郷
に
は
博
麗
大
結
界
が
張

て
あ

て

 
普
通
だ
と
外
か
ら
の
侵

は
出
来
な
い
わ
よ

 
そ
れ
を
聞
い
た
永

は
紫
に

 
永

え

知

て
る
わ

だ
け
ど
こ
の
子

鈴
仙
か
ら

 
の
情
報
な
の
よ

月
の
使
者
が
や

て
来
る
と

 
紫
 

そ
れ
は
本
当

 
鈴
仙

は

は
い

然
で
し
た
が
と
あ
る

書
に

 
八
意
お
よ
び
に

夜
姫
の

と

 
霊
夢

ん
で
も
来
て
な
い
わ
よ
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霊
夢
の
言
う
と
お
り
確
か
に
月
の
使
者
達
が
来
る
気

は
な
い

そ
れ
ど
こ
ろ
か
霊
夢
達
や
ら

の
弾
幕
ご

こ
で
騒
い
だ
ぐ
ら
い
だ

 
紫
 

兎
も

大

よ

何
せ

様
が
考

 
し
て

り
上

た
結
界
な
の
だ
か
ら

 
永

理
久
兎
の

た
結
界
を

じ
ろ

 
姫
様

術
を
解
き
ま
し

う

 
そ
れ
を
聞
い
た

夜
は
そ
れ
に
笑

で

し
た

 

夜

え

そ
う

理
久

さ
ん
が
考

し
た
結
界

 
な
ら

じ
ら
れ
る

そ
れ
が

だ
も
の

 
そ
れ
を
聞
い
て
い
た
霊
夢
は
ど
う
い
う
意

か
分
か
ら
な
い
た
め
紫
に
聞
く

 
霊
夢

あ
れ

で
も
博
麗
大
結
界

て
確
か

代
博
麗

 
の
巫
女
と
紫
と
で

た
ん
で
し

 
紫
 

え

実

に
張

た
の
は

で
も
博
麗
大
結
界

 
の
術
式
を
組
ん
で

図
を
書
い
た
の
は

の

 

様
な
の
よ
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蓮
 

そ
う
だ

た
ん
で
す
か

 
霊
夢

へ

 
と

人
が

得
す
る
と

夜
は
全
員
に

 

夜

そ
れ
じ

始
め
る
わ
よ

 
そ
う
言
う
と

夜
は
後
ろ
を

り
向
い
て
月
に
向
か

て

手
を

た

 
霊
夢

よ
う
や
く
異
変
も
終
わ
り

 
蓮
 

よ
う
や
く
一

つ
け
そ
う
だ

 
萃
香

こ
れ
が
終
わ

た
ら
宴
会
か

紫

 
紫
 

そ
う

 
と

人
が
楽
し
そ
う
に
話
し
た
次
の

間
だ

た

突
然
迷
い
の
竹
林
の
一

か
ら
物

い

さ

い
や

の
よ
う
な

さ
で
何
か
棒
の
う
な
物
が

物
の
月
へ
と
一

に
飛
ん
で
い

た
の
だ

そ
し
て
そ
の
棒
よ
う
な
何
か
は

物
の
月
へ
と
ぶ

刺
さ
る

 

夜

え

 
永

何
で
す
か
あ
れ
は

 
術
を
使

た
で
あ
ろ
う
本
人
達
が

い
て
い
る
と
更
に

く
事
が
起
き
た

そ
れ
は

物
の
月
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に

々
に

々
に
ヒ

が

て
い
く
の
だ

そ
し
て
ヒ

が

物
の
月
に
ま
わ
る
と

 
バ
キ
ン

 

物
の
月
は

に
な
り
本
来
の

で
あ
る
本
物
の
月
が
現
れ
た
の
だ

 
霊
夢

こ
れ

て
あ
ん
た
ら
の
や

た
演
出

て

 

じ

な
さ
そ
う

 
永

姫
様

 

夜

竹
林
の
方
か
ら

 
て

竹
林
が
ざ
わ
つ
い
て
る

 
こ
の
場
に
い
る
全
員
が
竹
林
の

の
か
ら

な
気

が
漂

て
く
る

そ
う
感
じ
て
し
ま
う

ど
に
竹
林
が
ざ
わ
め
き
始
め
た
の
だ

 
永

鈴
仙

姫
様
を

 
と

永

が
言
う
と
し
た
時

夜
は
永

の

に
手
を

い
て

 

夜

永

こ
こ
は

も
見
に
行
く
わ

 
永

し
か
し

 
蓮
 

な
ら

で
行
き
ま
し

う

そ
れ
で
全
員
が
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真
実
を
知
れ
る

で
す
霊
夢

ど
こ
か
は

 
分
か
る

 
蓮
は
霊
夢
の
勘
を
頼

て
霊
夢
に
聞
く
と
霊
夢
は

リ
と
笑

て

 
霊
夢

え

さ

さ
と
行
く
わ
よ

 
蓮
 

了
解

 
霊
夢
の
後
に
続
い

は
そ
の
場
所
へ
と
飛
ん
で
い
く
の
だ

た

 
少
年
少
女

動
中

 
蓮
達
は
そ
の
何
か
が
飛
ん
だ
で
あ
ろ
う
場
所
へ
と
降
り
る

そ
こ
は
竹
林
に
し
て
は
少
し

け

た
場
所
だ

た

だ
が
蓮
達
は
見
て
し
ま

た
の
だ

そ
こ
に
転
が
る
無
数
の
死
体
を

 
蓮
 

な

何
だ
よ
こ
れ

 
鈴
仙

ま
だ
新
し
い
で
す

 
鈴
仙
は
死
体
と
な

た
者
を
大
ま
か
に
観

し
そ
の
結

を
出
し
た

だ
が
そ
の
話
が
本
当
な

ら
つ
い
さ

き
ま
で
生
き
て
い
た
事
に
な
る

し
か
し
永

は
別
の
観

か
ら
見
て
い
た

そ
れ

は
こ
の
死
体
達
が
着
用
し
て
い
る

だ

そ
れ
を
永

は
見
た
こ
と
が
あ

た

 
永

こ
れ
は

月
の
住
人
達
し
か
も

リ

ト

士
の
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霊
夢

そ
れ

て
博
麗
大
結
界
を
破

て
来
た

て

 
こ
と

 
紫
 

ら
く
は

 
と

観

を
し
て
い
る
と
蓮
は
本
当
な
ら
そ
の
場
に

し
な
い

の
死
体
を
見
て
し
ま

た

そ
の
死
体
の
特

は
紅
い
も
ん

を
着
て
白

の
少
女

原
妹
紅
だ

た

 
蓮
 

も

妹
紅
さ
ん

 
蓮
は
倒
れ
て
い
る
妹
紅
へ
と
大

て
で
近
づ
き
妹
紅
の

を

分
の

に

せ
る

す
る
と
妹

紅
は
目
を
開
い
た

ど
う
や
ら
生
き
て
い
た
み
た
い
だ

 
妹
紅

つ

れ

蓮
か

 
蓮
 

妹
紅
さ
ん

何
が
あ

た
ん
で
す
か

 
妹
紅

気
を

け
ろ

ま
だ

奴
が

 
妹
紅
が
言

て
い
る
と

夜
が
蓮
と
妹
紅
の
元
ま
で
や

て
来
る
と

 

夜

あ
ら
妹
紅
じ

な
い

分
と
無
様
に
負
け
た
の

 
ざ
ま
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そ
れ
を
聞
い
た
妹
紅
の

に
血
管
が

か
び
上
が

た

 
妹
紅

何
だ
と

て
そ
れ
よ
り
も
奴
が
ま
だ

 
霊
夢

奴

 
と

霊
夢
が
言

た
時
だ

た

林
の
中
か
ら

人
の

士
が
現
れ
た

し
か
も

は

の

に
染
ま

て
だ

 

士

な

お
前
ら
は
八
意
に

夜
姫

 

夜

あ
れ

て

 
永

月
か
ら

ら
れ
た
使
者

姫
様

 
永

は

の

つ

を
構
え
て
そ
の

士
を

う

す
る
と

士
は

て
て

 

士

ち

ま
て

今
は

 
と

士
が
手
を

た
そ
の

間
だ

た

突
然
目
の
前
で
そ
の

士
の
首
が
マ
ミ
ら
れ
た

の
だ

士
の
体
は

が

れ
た
人

の
よ
う
に
地
べ
た
へ
と
倒
れ

血
で
地
面
が
染
ま
る

そ
し
て
マ
ミ
ら
れ
た
首
は
転
が

て
い
き
蓮
達
の

元
に
来
る

 
霊
夢

へ

ひ

 
蓮
 

う

嘘
だ
ろ
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そ
れ
に
は
霊
夢
も
び

く
り
し
て
蓮
の

に

き
つ
く

だ
が
蓮
と
霊
夢

外
の
メ
ン
バ

は

そ
の

士
が
立

て
い
た
場
所
に
目
を
や
る
と
そ
こ
に
は
黒
い

ト
を
着
て
な
お
か
つ
黒
い

フ

ド
を
来
た
何
者
か
が
立

て
い
た
の
だ

 
紫
 

貴
方

何
者
か
し
ら

 
と
言
わ
れ
た
黒
フ

ド
は
何
も

え
ず
た
だ

た
ま
ま
だ

た

そ
し
て
霊
夢
は
や

と

正
気
に
戻
り
蓮
と
共
に
黒
フ

ド
を
見
る
と

 
霊
夢

あ

あ
ん
た
あ
の
時
の

 
霊
夢
は
た
だ

い
て
い
た

前
に
言

て
い
た
黒
フ

ド
と
は

ら
く
こ
の
目
の
前
に
い
る
黒

フ

ド
の
事
だ
ろ
う
と
蓮
は
思

た

す
る
と
黒
フ

ド
は
人
の

で
な
い
よ
う
な

れ
た

で 

 

の
名
は
隠
者

た
だ
そ
れ
だ
け
の
名
前
だ

 
隠
者
と
名

る
と
永

は
隠
者
に
何

月
の
使
者
を
殺
し
た
の
か
そ
れ
を
問
い
た
だ
し
た

 
永

な
ら
隠
者

貴
方
は
何

月
の
使
者
や
妹
紅

 
を

撃
し
た
の
か
し
ら

 
隠
者

そ
れ
は

だ
ま
ず
今

首
を
は

た
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奴
も

め
奴
等
は

の
友
人
を

つ
け
よ
う
と

 
し
た
か
ら
だ

そ
し
て
も

そ
の
女
は

ら
の

 
邪
魔
を
し
て
き
た
か
ら
お
前
ら
が

た
遊
び

 
と
や
ら
で
負
か
し
た
だ
け
だ
が

 
ど
う
や
ら
妹
紅
に
限

て
は
弾
幕
ご

こ
で
負
か
さ
れ
た
よ
う
だ
が
月
の
使
者
を
殺
し
て
い
た

時

で
戦
犯
だ

 
霊
夢

隠
者

あ
ん
た
を
こ
こ
で
退
治
す
る
わ

 
霊
夢
の
退
治
す
る
と
い
う
言

を
聞
い
た
隠
者
は

に
手
を

い
て

 
隠
者

う

と
殺
る
の
か
人
の
子
ら
よ

 

夜

ま
ず
は
貴
方
の
そ
の
フ

ド

が
し
て
あ

る

 
隠
者

そ
れ
は

い
な

だ
が

 
隠
者
は

を
あ

て
思
い

き
り
地
面
に
つ
け
る

そ
う
し
た
結

突
然
蓮

外
の
メ
ン

バ

を
鎖
が

り

む

 
霊
夢

蓮

 
紫
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萃
香

あ
り

あ
り

 
永

こ
れ
は

 

夜

は
な
か
ら

達
と
は
や
る
気
は
な
い

て
事

 
鈴
仙

そ
ん
な

 
て

何
だ
よ
こ
れ

ク
と
も
し
な
い

て

 
閉
じ
込
め
ら
れ
た
メ
ン
バ

は
鎖
を
破
壊
し
よ
う
と
す
る
が
あ
ま
り
の

さ
に
破
壊
が
出
来
な

い 
蓮
 

 
隠
者

言
い

れ
た
が
そ
の
中
で
は
能
力
お
よ
び
に

 

の
使
う
力
は
何
も
出
せ
な
い
ル

ル
だ

 
そ
こ
は
覚

を
し
て
お
け

 
紫
 

全
に

の
能
力
も

し
て
き
た
わ

 
霊
夢

流

に
言

て
い
る
場
合

 
と

霊
夢
が
紫
に
食

て

か
る
が
萃
香
に

を

ま
れ
て

 
萃
香

ま

ま

こ
こ
は
蓮
の
実
力
を
見
よ
う
よ
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霊
夢

分
か

た
わ
よ

 
そ
う
し
て
外
野
と
な

た
メ
ン
バ

は
た
だ
見
守
る
事
に
し
た

そ
し
て
蓮
は
妹
紅
を
岩
を

に
す
る
よ
う
に

か
せ
る

 
妹
紅

悪
い
な
蓮

 
蓮
 

い
い
で
す
よ

 
蓮
は
向
き

り
隠
者
と
向
か
い
合

て

 
蓮
 

は

蓮

異
変
を
解
決
し
に
来
た
者

 
で
す

 
そ
う
言
い

か
ら

け
ぬ
刀
を
構
え
る

す
る
と
隠
者
は

れ
た
よ
う
な

で

 
隠
者

は
隠
者

せ
め
て
お
前
ら
の

た
遊
び
で

 
相
手
を
し
て
や
ろ
う

 
こ
う
し
て
永
夜

異
変

最
後
の
弾
幕
ご

こ
蓮

隠
者
の
戦
い
が
幕
を
開
け
た
の
だ

た
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怠
惰

て
な

で
次
回
は
隠
者
戦
で
す

 
狗
神

つ
い
に
色
々
と

を
は

て
い
た
奴
が
出
た
か

 
怠
惰

つ

て
も

ど
の

者
様
と
怠
惰
さ
ん
は

 
フ

ド
の
中

知

て
る
け
ど

 
狗
神

何

 
怠
惰

ま

そ
こ
は
さ
て
お
い
て
昨
日
の
続
き
だ
け
ど

 
は

き
り
言
お
う

と
思

た
け
ど

タ

 
バ
レ
だ
か
ら
色
々
と
ア
ウ
ト
だ
わ

 
狗
神

お
い

散
々
引

張

て
そ
れ
か

 
怠
惰

ま

ま

次
回
の
次
回
で

分
分
か
る
か
ら
勘

 
し
て
く
れ

て

 
狗
神

や
れ
や
れ

 
怠
惰

代
わ
り
と
言

て
は
何
だ
け
ど
少
し
だ
け
相
手
の

 
ス
テ

タ
ス
を
見
せ
て
あ

る
か
ら

い
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力
 

定
不
能
 
体
力
 

定
不
能

 
精
神
 

定
不
能
 
知
性
 

定
不
能

 
外
見
 
 
謎
 
 
 

 

定
不
能
 

 
年

 
 
謎
 
 
 
性
別
予

男

  
怠
惰

こ
ん
な
感
じ
だ
よ

 
狗
神

お
い

ど
分
か
ん
な
い

 
怠
惰

う

ん
な
ら
も

と
分
か
り
や
す
く
言
え
ば

 
紫
や
萃
香
な
ん
か
じ

が
立
た
な
い

 
狗
神

待
て

そ
ん
な
奴
と
戦
え
と

最

死
ぬ
未
来

 
し
か
な
い
が

下
手
し
な
く
て
も
小
僧
死
ぬ

 
怠
惰

ま

大

で
し

 
狗
神

無
理

過
ぎ
る
し
か
も

ン
テ

す
ら
も

 
な
い
ク
ソ

だ
な
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怠
惰

リ
ア
ル
な
ん
て
そ
ん
な
も
ん
さ

そ
ん
じ

 
そ
ろ
そ
ろ
終
わ
る
よ

 
狗
神

無
理

過
ぎ
る

 
怠
惰

て
な

で

者
様
ま
た
次
回

そ
ん
じ

 
サ
ラ

バ



 第五章 終わらぬ満月と謎

 
第

話
 

戦
 

隠
者

 
こ
ん
に
ち
は

者
様

怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

 
妹
紅
を
撃
退
し
た
隠
者
の
実
力
は
は
た
し
て

 
ど
う
な
の
か

で
は
本
編
へ
ど
う

 
永
夜

異
変
の
最
後
を

る
弾
幕
ご

こ
が
開
始
さ
れ
た

 
蓮
 

だ

 
隠
者
へ
と
蓮
は

か
ら

け
ぬ
刀
を

る
う
が
隠
者
は
そ
れ
を
無

の
な
い
動
き
で

け
る

 
蓮
 

そ
こ

 
今
度
は
強

な
突
き
を
当
て
よ
う
と
す
る
が
隠
者
は
ま
さ
か
の
首
を

に
倒
し
て
ギ
リ
ギ
リ
で

回

を
し
た

 
蓮
 
当
た
ら
な
い

 
蓮
の

撃
が
ま

た
く
当
た
る
気

が
な
い
ど
こ
ろ
か
相
手
で
あ
る
隠
者
は
弾
幕
す
ら
放

て
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こ
な
い
ど
こ
ろ
か
ず

と
か
わ
し

な
し
だ

 
霊
夢

蓮
そ
こ
よ

 
と
霊
夢
達
も

の
中
で

を
す
る
が
現
状
は
変
わ
ら
な
い

ず

と
隠
者
は

け
続
け
て

い
る
の
だ

ま
る
で
蓮
の

撃
を
観

す
る
か
の
よ
う
に
そ
し
て
次
の
一
手
を

ま
れ
て
い
る
か

の
よ
う
に

 
蓮
 

は

は

 
流
石
の
蓮
も
こ
こ
ま
で

れ
ば

も
上
が

て
く
る

だ
が
隠
者
は

の

つ
も
上
が

て

な
く
逆
に
立
ち

く
し
た
ま
ま
だ

 
蓮
 

貴
方
は

何
で
弾
幕
を
撃
た
な
い
ん
で
す
か

 
蓮
は
隠
者
に
聞
く
と
隠
者
は
た
だ
一
言

 
隠
者

お
前
の
動
き
や
ら

や
ら
見
さ
せ
て

て

 
い
た
か
ら
だ

そ
れ
に

く
倒
し
て
も

が

 
つ
ま
ら
な
い
だ
け
だ
か
ら
だ
が

 
最

隠
者
は
蓮
の
動
き
そ
れ
ら
を
ず

と

撃
せ
ず
に
観

し
続
け
て
い
る
の
だ

言

て

し
ま
え
ば
物

い
ぐ
ら
い
に
手

さ
れ
な
お
か
つ

め
ら
れ
て
い
る
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蓮
 

く

隠
者
さ
ん
あ
ま
り
強
い
言

を
使
う
と

く

 
見
え
ま
す
よ

 
蓮
は
出
来
る
限
り
の

と
し
て
言

で
そ
う
い
う
が
隠
者
は

で
笑
う
と

 
隠
者

ん

こ
れ
は

と
言
う
も
の
だ
が

 
ま
さ
か
の
返
し
が

と
出
た

流
石
の
蓮
も
そ
こ
ま
で
言
わ
れ
れ
ば
負
け
た
く
な
い
と
い
う

気

ち
が
強
く
な

て
く
る

火
事
場
の
力
で
立
ち
上
が
る

 
蓮
 

貴
方
に
だ
け
は
負
け
た
く
な
い

 
そ
う
言
い
蓮
は

か
ら

け
ぬ
刀
を
も
う
一
度
隠
者
へ
と

る
う

だ
が

 
ガ
キ
ン

 
蓮
 
 

 
蓮
の

撃
は
隠
者
へ
と
当
た
る
こ
と
は
無
か

た

隠
者
は

け
た

で
は
な
い

ず

と
そ

こ
に
立
ち

く
し
て
い
る
の
だ
が
隠
者
の
手
に
は
何
処
か
ら
と
も
な
く
現
れ
た
光

く

い
や

が

ら
れ
て
い
て
そ
れ
で
蓮
の

撃
を

い
だ
の
だ

 
隠
者

そ
ん
な
所
で
立
ち

く
し
て
い
て
い
い
の
か

 
蓮
 

は
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キ
ン

 
隠
者
に

さ
れ
た
蓮
は

座
に
バ

ク
ス
テ

で
後
ろ
へ
と
下
が

た

だ
が

い
た
こ

と
は

で
あ
る

の

分
に
所
々
で

を
し
て
い
る
の
だ

 
蓮
 

貴
方
は
い

た
い
何
で

 
と
言

た
時
隠
者
は
い
つ
の
間
に
か

て
い
た

い
や

と
言

た
方
が
良
い
の
か
そ
れ

を

上
で
回
し
て
構
え
る

 
隠
者

そ
ろ
そ
ろ

も
や
ら
せ
て

う

 
そ
う
言

た
時
だ

た

隠
者
は
弾
幕
を
放
つ
と
共
に
蓮
に
向
か

て
急

近
で
特

の
突
き

を
仕

け
て
き
た
の
だ

そ
れ
に
対
し
て
蓮
は
ギ
リ
ギ
リ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
真

へ
と

け
を
し

て

け
更
に
追
撃
で
飛
ん
で
く
る
弾
幕
を

か
ら

け
ぬ
刀
で
弾
き
落
と
す
が
隠
者
は
更
に

み

け
て
く
る

 
隠
者

遅
い

と
ろ
い

い

 
キ
ン

キ
ン

キ
ン

 
蓮
 

つ

 
隠
者
の
弾
幕
と
近

か
ら
の

撃
そ
れ
ら
を
全
て

け
る
の
に
蓮
は

念
し
て
し
ま
い
弾
幕
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が
放
て
な
い

だ
が
隠
者
は
こ
こ
で
ま
さ
か
の

 
ス

ル
カ

ド
を
構
え
た
の
だ

 
隠
者

災
厄
 
⻯

注
意

 
ス

ル
を

え
る
と
四
方
か
ら
無
数
に

を

い
て
い
て

に
発
光
し
た
弾
幕
が
蓮
へ
と
襲
い

か
か

て
き
た

そ
れ
に
は
蓮
も

バ
イ
と
思

た
の
か

 
蓮
 

く

 
上
へ
と
逃

る
が
隠
者
は
そ
れ
を
見
逃
す

も
な
い

す
る
と
隠
者
は

に
力
を

れ
始
め

た

そ
れ
は
白
く
光

く
事
か
ら
霊
力
だ
と

出
来
る

そ
れ
を
蓮
に
向
か

て

 
隠
者

仙
術
 
六
式
 
刃
斬

 
蓮
へ
と

り
あ

る
と

時
に
霊
力
は

る

そ
の

は
斬
撃
波
だ

だ
が
蓮
も
や
ら
れ
る

わ
け
で
は
な
い

 
蓮
 

夢

 
夢
炎
の

 
蓮
は
ス

ル
で
飛
ん
で
く
る
斬
撃
波
を
斬

て

ち

し
た

だ
が

ち

し
た
と

時
に
何

と
い
つ
の
間
に
か
隠
者
が
目
の
前
に
い
た
の
だ

 
隠
者

そ
れ
だ
と

落
第

だ
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隠
者
は
霊
力
で
纏
わ
せ
て
白
く

く

を
使

て
蓮
へ
と
強

な

り
も
と
い
か
か
と
落

と
し
を
蓮
の

上
へ
と

き
つ
け
て
く
る
が
蓮
は

の
反
射
神
経
で

か
ら

け
ぬ
刀
で

は

守
る

だ
が

 
蓮
 

ぐ
わ

 

ド
ン

 
あ
ま
り
の
強

な
一
撃
に
蓮
は
地
上
へ
と

き
つ
け
ら
れ
た

し
か
し
弾
幕
に
は

弾
は
し
て

い
な
い
た
め

は

て
い
な
い
た
め
ま
だ

負
は
終
わ

て
は
い
な
い

 
蓮
 

く

強
い

 

か
ら

け
ぬ
刀
を

わ
り
に
し
て
立
ち
上
が
り
刀
を
構
え
る

そ
れ
を
地
上
へ
と
降
り
て

隠
者
は
見
る
と

 
隠
者

お
前
さ
ん

め
が
悪
い
な

 
蓮
 

え

そ
れ
が

の

慢
な
ん
で
す

 
隠
者

そ
う
か

く
く

フ
ハ
ハ
ハ
ハ

い
い

 
こ
ん
な
に
面
白
い
人
間
は
祝
音
と

奴
を

 

れ
て

人
目
だ
よ
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蓮
 

え

 
ど
う
や
ら

分
は
こ
の
隠
者
か
ら
気
に

ら
れ
た
と
感
じ
た

何
せ
笑
い

は

れ
た

だ
が

生
き
生
き
と
し
て
い
た
か
ら
だ

す
る
と
隠
者
は

に
風
の
よ
う
な
も
の
を
纏
わ
せ
て
空
へ
と

す
る
と

 
隠
者

見
せ
て
や
ろ
う
特
別
に
な

 
そ
う
言
い
隠
者
は
不
思
議
な
オ

ラ
を
放
つ
ス

ル
カ

ド
を

る
と

 
隠
者

ラ
ス
ト

ド

災
厄
 
七

の
龍

 
そ
の
ス

ル
か
ら
真

白
い
光
が
空
へ
と
放
た
れ
る

だ
が
何
も
起
こ
ら
な
い

こ
れ
に
は

に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
る
外
野
勢
も

 
霊
夢

不
発

 
萃
香

え

サ
い

て
そ
れ
は
流
石
に

 
鈴
仙

何
も
起
こ
ら
な
い

け
ど

 
て

で
も
何
も
起
き
て
な
い
よ

 
と

人
が
話
し
て
い
る
一
方
で

夜

紫
そ
し
て
永

は
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
い
て
た

 
永

姫
様
そ
れ
と
八
雲
紫

気
づ
い
て
る
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永

は
深

な

で

夜
と
紫
に
言
う
と

 

夜

え

空
に

 
紫
 

七
つ
の

が

き
始
め
た
わ

 
そ
う
空
高
く
に

く

の
内
の
七
つ
の

が
ど
の

よ
り
も

い
て
見
え
る
の
だ

だ
が
そ
の

は
ど
ん
ど
ん
と

き
が
が
大
き
く
な

て
い
く

 
蓮
 

隠
者

貴
方
い

た
い
何
を

 
隠
者

弾
幕
は

し
く
そ
れ
で
い
て

手
に
や
ら
な
い

 
と
な

 
そ
う
ま
さ
か
の
隠
者
の
ラ
ス
ト

ド
は

石
を

様
し
た

つ
の

大
な
弾
幕

本
家

に
出
て
く
る

弾
幕
よ
り
も

程

大
な
弾
幕
だ

し
か
も
そ
れ
が

々
に

々
に
と

て
く
る
の
だ

そ
れ
は
見
る

か
ら
し
て
み
れ
ば

し
い
光
景
だ
が
も
し

石
弾
幕
が
落
ち
て
き

た
ら
ど
う
な
る
の
か

こ
こ

り
は

大
な
ク
レ

タ

へ
と
変
わ

て
し
ま
う

 
霊
夢

ま

不

く
な
い

 
紫
 

大

よ

い
ざ
と
な
れ
ば

が

 

夜

の
能
力
で
も
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萃
香

で
も
今
こ
こ
に
い
る
全
員
は
能
力
使
え
な
い
よ

 
萃
香
の
発
言
を
聞
い
た
萃
香

外
の
全
員
は

 
全
員

あ

 
マ

ケ
な

を
出
し
て
数

立
ち

ま
る
と
数
名
は

分
達
を

り

ん
で
い
る
鎖
へ
と
手
を

か
け
て
大
き
く

ら
し
て

 
霊
夢

く
し
な
い
と

 
鈴
仙

は

く
逃

な
い
と

 
て

開
け

 
と

闘
す
る
が
開
き
そ
う
に
な
い

そ
れ
を
見
て
い
た
蓮
は

 
蓮
 

不

い

く

奴
を
倒
さ
な
い
と

が

 
隠
者

ど
う
し
た
少
年

く
や

て
み
ろ

 
蓮
 

く

 
蓮
は
立
ち
上
が
る

を
ど
う
に
か
し
て
で
も

け
る
た
め
に
そ
し
て

て
る
力
で
刀
を
構
え

る 
隠
者

い
い

そ
の
折
れ
な
い
心

本
当
に

み
だ
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石
は

々
に

て
く
る
も
う
時
間
も
な
い

 
蓮
 

こ
れ
で
決
め
る

 
蓮
は
大
き
く
走
り
出
し
隠
者
へ
と
特

を
仕

け
る

だ
が
蓮
は

人
だ
け
で
は
な
い

 
蓮
 

狗
神

 
狗
神
の
名
を
呼
ぶ
と

後
に

の
式
神
で
あ
る
狗
神
が
現
れ
る

 
狗
神

ち

ま
た
面
倒
な
の
に
関
わ
り
や
が

て

 

れ

 
蓮
 

あ

 
蓮
は
狗
神
へ
と

る
と
空
高
く
に
い
る
隠
者
へ
と
向
か

て

け
る

だ
が
も
う
時
間
は
な

い

隠
者
は
も
う

分
達
の
近
く
だ

殺
ら
れ
る
前
に
殺
る

霊
夢
達
を

け
る
た
め
に
そ
う
考

え
る
こ
と
し
か
出
来
な
か

た

だ
が

 
パ

ン

 
突
然
隠
者
は

パ

ン
を
し
た

す
る
と
先
程
ま
で
の

石
弾
幕
は

く

え
た
の
だ

 
蓮
 

え

 
狗
神

何
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こ
れ
に
は

い
て
蓮
と
狗
神
は
そ
の
場
で
立
ち

ま
る
と
隠
者
は
地
上
へ
と
降
り
て
い

た

そ
れ
に
続
い
て
蓮
と
狗
神
も
地
上
へ
と
降
り
る

 
隠
者

悪
い
が
時
間

れ
だ
今
回
は
引
き
分
け
だ

 
蓮
 

ど
う
い
う
事
で
す
か

 
隠
者

も
う

が
こ
こ
で
お
前
ら
の

め
を
す
る

 

が
無
く
な

た
て
事
さ

 
隠
者
は
霊
夢
達
の
方
に
手
を
か
ざ
し
て
手
を

る
と
霊
夢
達
を

り

ん
で
い
た
鎖
は

然
と

を

し
た

 
鈴
仙

た

か

た

 
て

た

て
も
ん
じ

な
い
よ

 
霊
夢

蓮

大

 
蓮
 

は
い

は

 
霊
夢
達
は
蓮
の
も
と
へ
と
向
か
い
そ
し
て
隠
者
に
臨
戦

勢
を
と
る

 
紫
 

貴
方

い

た
い
何
の
た
め
に

 
と

紫
が
言

た
時
だ

た



 第 話  戦  隠者

 
隠
者

悪
い
が
こ
こ
で
さ
よ
な
ら
だ

 
そ
う
言
い
隠
者
は

ケ

ト
か
ら
何
か
を

り
出
し
て
そ
の

ン
を

く
と
蓮
達
の

元
へ
と

放
り
投

た

 
蓮
 

ま
ず
い

せ
て

 
全
員

ん

 
蓮
の

の
呼
び

け
で

は
い

せ
い
に

せ
る

す
る
と
急
激
な
光
が
そ
の
場
を
襲

た 
蓮
 

ま

し
い

 
そ
れ
が
数

続
き
光
が

む

蓮
達
は
隠
者
の
い
た

を
見
る
と
も
う
隠
者
は

え
て
い
た

の
だ

た

 
怠
惰

て
な

で
隠
者
の
実
力

で
し
た

 
狗
神

結
局

は
そ
ん
な
に
戦

て
い
な
い
件
な
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怠
惰

も
無

夢
中
だ

た
か
ら
仕
方
な
い

 
狗
神

何
時
か

奴
に
リ

ン
ジ
す
る
日
は
あ
る
の
か

 
怠
惰

あ
る
よ

あ

因
み
言

て
お
く
け
ど

 

奴
は
ラ
ス
ボ
ス
と
か
じ

な
い
か
ら

 
分
か
り
や
す
く
言

て
し
ま
う
と
ド

ク

で

 

え
る
と
裏
ボ
ス
の

ス

タ

ク
だ
と
か

 

ク

レ
ア

と
か
⻯

王
だ
と
か
と

じ

 

だ
か
ら

ち

ん
と
ラ
ス
ボ
ス
も
考
え
て

 
あ
る
か
ら

 
狗
神

待
て

つ
ま
り
そ
ん
な

バ
イ
奴
と
戦

た
と

 
言
う
こ
と
か

 
怠
惰

つ

て
も
手

は
し
て
く
れ
て
る
け
ど

 
さ
て
と
そ
ろ
そ
ろ
終
わ
る
か

 
狗
神

あ

そ
ん
じ

者
様
今
回
も
あ
り
が
と
う
な

 
怠
惰

ま
た
明
日
よ
ろ
く
し



 第 話  戦  隠者

 
狗
神

そ
ん
じ

ま
た
な

 
怠
惰

ま
た
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第

話
 
引
き
分
け
と
言
う
名
の
敗
北

 
こ
ん
に
ち
は

者
様

怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

 

の
授
業
が
本
当
に

で
す

そ
れ
で
は

 
本
編
へ
ど
う

 
蓮
達
は
そ
こ
に
立
ち

く
し
た
ま
ま
だ

た

突
然
現
れ
た
隠
者
を
倒
す
倒
さ
れ
な
い

前
に

退
し
て
逃

去

て
い

た
か
ら
だ

 
蓮
 

ぐ

 
狗
神
か
ら
降
り
る
と
狗
神
は

え
る
が
蓮
は

を
つ
い
た

 
霊
夢

ち

 
霊
夢
は
蓮
に

け

り
蓮
の

を

ぐ

 
蓮
 

あ
り
が
と
う

霊
夢

 
霊
夢

良
い
わ
よ

紫

奴
が
何
処
に
行

た
か
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分
か
る

 
紫
に
隠
者
が
何
処
へ
逃

た
か
と
聞
く
と
紫
は
首
を

に

て

 
紫
 

念
だ
け
ど
分
か
ら
な
い
わ

ま
る
で
能
力
に

 

用
さ
れ
な
い

そ
ん
な
感
じ

 
霊
夢

ち

奴

 
こ
れ
に
は
霊
夢
も

ち
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か

た

だ
が
突
然
の
事
だ

た

ま
た

の

む
ら
が

れ
だ
し
た
の
だ

 
ガ
サ

ガ
サ
ガ
サ
ガ
サ
ガ
サ
ガ
サ
ガ
サ

 
霊
夢

そ
こ
か

 
霊
夢
は
お

を

れ
る

む
ら
へ
と
放
つ

そ
れ
と

時
に

む
ら
か
ら
女
性
の

を

い
で

い
る
女
性
が
現
れ
た

し
か
も

を

い
で
い
る
女
性
は
蓮
の
知
り
合
い
で
あ
る
ア
リ
ス
だ

た 
ア
リ

き

 
突
然
の
事
で

ク
リ
し
て
後
ろ
へ
と
倒
れ
る

そ
れ
を
見
て
い
た
霊
夢
は

 
霊
夢

な
ん
だ
ア
リ
ス
か

あ
ん
た
何
し
に
こ
こ
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嘘

魔
理
沙

 
ア
リ
ス
が

を

い
で
い
た
女
性
は
ま
さ
か
の
魔
理
沙
だ

た

し
か
も

は
ボ
ロ
ボ
ロ
で
な

お
か
つ
ア
リ
ス
も
ボ
ロ
ボ
ロ
な
の
に
気
が
つ
い
た

霊
夢
の
言

を
聞
い
た
蓮
は

ぐ
様
霊
夢
の

も
と
に

け
つ
け
る
と
は
ア
リ
ス
に

 
蓮
 

魔
理
沙
と
ア
リ
ス
ど
う
し
た
の
そ
れ

 
ア
リ

蓮
と
り
あ
え
ず
話
は
後
よ
今
は
魔
理
沙
を
休
ま

 
せ
る
場
所
に

 
ど
う
や
ら
魔
理
沙
は
気
絶
し
て
い
る
よ
う
だ

そ
れ
を
ア
リ
ス
が

い
で
引
き
ず

て
き
た
の

か
魔
理
沙
の

が
何
時
も
よ
り

れ
て
い
た

 
永

そ
れ
だ

た
ら
す
ぐ
に
永
夜
亭
へ

 
蓮
 

ア
リ
ス
手
伝
う
よ

 
ア
リ

あ
り
が
と
う
蓮

 
そ
う
言
い
蓮
は
魔
理
沙
の
も
う

方
の

を

ぐ

 

夜

は

し

う
が
な
い

鈴
仙

妹
紅
の

を

 

て
ち

う
だ
い
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鈴
仙

分
か
り
ま
し
た

 
そ
う
し
て

夜
は
た
だ

て
妹
紅
の

を

て

ぐ
と

 
妹
紅

ち

ま
さ
か
引
き
こ
も
り
姫
に

け
ら
れ
る
と

 
は
な

 

夜

あ
ん
た
は
体
力
の
使
い
す
ぎ
よ

 
そ
ん
な
や
り

り
を
隣
で
聞
い
て
い
た
鈴
仙
は
心
の
中
で

 
鈴
仙
仲
が
良
い
の
か
悪
い
の
や
ら

 
と

思

て
い
た

そ
し
て
蓮
は
こ
の
場
に
い
る

に

 
蓮
 

今
は

れ
ま
し

う

 
そ
れ
を
聞
い
た
全
員
は

く
と
す
ぐ
に
そ
の
場
か
ら

動
し
て
永
遠

へ
と
向
か
う
の
だ

た 
少
年
少
女
達

動
中

 
蓮
達
は
永
遠

へ
と

り
着
く
と
永
遠

の
縁

で

人
の
女
性
た
ち
が
座

て
い
た

そ

の
女
性
達
は
蓮
や
霊
夢
そ
れ
に
紫
や
ら
も
知

て
い
る
レ
ミ
リ
ア
咲
夜
幽
々
子
妖
夢
の

人
だ

た
が

人
も
何

か
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な

て
い
た
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蓮
 

さ
ん
い

た
い
そ
の
怪

は

 
咲
夜

蓮
さ
ん

そ
れ
に
色
々

く
と

 
永

貴
女
達
は
何
し
に
こ
こ
へ

 
こ
こ
に
住
ん
で
い
る
永

は
縁

に
座

て
い
る
メ
ン
バ

に
話
を
聞
く

そ
の
間
に
妹
紅
と

魔
理
沙
を
縁

で

か
せ
て
全
員
は
話
を
聞
い
た

 
幽
 

色
々
と
あ

て
休

所
を
探
し
て
い
た
ら

 
レ
ミ

こ
こ
に

り
着
い
て
そ
こ
の
幽
霊
達
と
合
流
し
た

 

て
事
よ

 
蓮
 

色
々

 
幽
々
子
の
色
々
と
い
う
言

に

問
を

い
た
蓮
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
聞
く
と
妖
夢
が

そ
れ
に
つ
い
て
話
し
た

 
妖
夢

実
は
こ
こ
に
来
る
前
に
襲
撃

と
い

て
も

 
達
が
歩
い
て
い
た
獣
の
巫
女
に
戦
い
を

ん
で

 
負
け
た
ん
で
す

 
レ
ミ

そ

ち
の
幽
霊
達
も
そ
う
だ
け
ど

達
だ

て
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ジ

パ

者
に
襲
撃
さ
れ
た
の
よ

 
そ
れ
を
聞
い
て
い
た
ア
リ
ス
は
魔
理
沙
を
縁

へ
と

か
せ
る
と
レ
ミ
リ
ア
と
妖
夢
に

 
ア
リ

と
魔
理
沙
も
襲
撃
さ
れ
た
わ
前
に
魔
理
沙
が

 

痴
を
こ

し
て
い
た

の
変

執
事
に

 
蓮
 

え

待

て
く
だ
さ
い
つ
ま
り
そ
れ

て

 
こ
こ
に
い
る
全
員
が
襲
撃
を
受
け
た

て
こ
と

 
で
す
よ

 
そ
う
蓮
達
の
所
に
現
れ
た
隠
者
の

に
も
魔
理
沙
と
ア
リ
ス
の
元
に
は

の
変

執
事
が
現
れ

て
レ
ミ
リ
ア
と
咲
夜
の
所
に
は

者
そ
し
て
幽
々
子
と
妖
夢
の
所
に
は
ま
さ
か
の
巫
女
が
現

れ
た
ら
し
い

 
幽
 

そ
の
言
い
方
だ
と
紫
達
の
所
に
も

 
紫
 

え

達
の
所
に
は
黒
い

ト
と
フ

ド
を

 

た
人
物

隠
者
と
呼
ば
れ
る
人
物
が
襲
撃
を

 
し
て
き
た
わ

 
幽
 

隠
者
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と
紫
と
幽
々
子
が
会
話
を
し
て
い
た
時
縁

で

て
い
た
妹
紅
は
立
ち
上
が

た

ど
う

や
ら
体
力
は
回
復
し
た
よ
う
だ

 
蓮
 

妹
紅
さ
ん
大

で
す
か

 
妹
紅

あ

何
と
か
な

ト
姫
の
お
陰
で
な

 

夜

だ
か
ら

が

ト
よ

下
手

 
妹
紅

ん
だ
と
ご
ら

 

夜

良
い
わ
や

て
て
あ

る
わ

 
妹
紅

望
む
と
こ
ら
だ

 
そ
う
言
い

夜
と
妹
紅
は
上
空
へ
と
飛
ん
で
い
き
弾
幕
ご

こ
を
始
め
た

そ
れ
を
見
て
い
た

蓮
は

 
蓮
 

妹
紅
さ
ん
体
力
あ
る
な

 
永

人

て
言
う
の
は
怪

や
ら
体
力
の
再
生

 

度
が
常
人
の
数

は
あ
る
の
よ

 
蓮
 

あ

今
更
で
す
が

は

 
蓮
と
い
い
ま
す

 
貴
女
は



 第 話 引き分けと言う名の敗北

 
永

は
八
意
永

し
が
な
い

よ

 
蓮
 

そ
う
で
す
か

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
と

何

か

紹
介
的
な
事
が
起
き
て
い
た
が
今
度
は
魔
理
沙
が
目
を
覚
ま
し
た

 
霧
雨

う

こ
こ
は

 
霊
夢

魔
理
沙

大

 
霧
雨

う

霊
夢

は

奴
は

 
魔
理
沙
は
す
ぐ
に
起
き
上
が
り

り
を
キ

ロ
キ

ロ
と
見
回
す
と

 
霧
雨

こ
こ
は

 
霊
夢

安
心
し
な
さ
い
こ
こ
に
は
あ
ん
た
が
探
し
て
る

 
変

執
事
や
ら
は
い
な
い
わ
よ

 
蓮
 

あ

魔
理
沙
目
が
覚
め
た
ん
だ
よ
か

た
よ

 
ア
リ

ま

た
く
心

か
け
て

 
と

分
を
心

し
て
く
れ
た
事
に
魔
理
沙
は
少
し

ず
か
し
く
な
り
こ
そ
ば
ゆ
い

 
霧
雨

あ

あ
り
が
と
う
よ

 
ア
リ

ま

た
く
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だ
が
話
が
脱

し
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
霊
夢
は
話
を
戻
す
よ
う
に

す

 
霊
夢

そ
れ
で
ど
う
す
る

 
そ
う
と
り
あ
え
ず
ど
う
す
る
か
が
分
か
ら
な
い
た
め
霊
夢
は
意
見
を

め
る

す
る
と
先
程
か

ら

の

を
ぐ
び
ぐ
び

ん
で
い
た
萃
香
が
意
見
を
出
し
た

 
萃
香

な
ら
宴
会
し
よ
う

 
か
く

 
霊
夢

ど
う
し
て
そ
う
な
る
の
よ

 
一

霊
夢
や
蓮
達
は
体

を
崩
し
て
し
ま

た

あ
ま
り
に
も
突
然
過
ぎ
た
か
ら
だ

 
紫
 

ま

そ
れ
も
手
の

つ

な
ら
宴
会
を

 
開
き
ま
し

う
か

 
霊
夢

だ
か
ら
話
を

 
蓮
 

ま

ま

れ
て
い
る
ん
だ
し
と
り
あ
え
ず

 
宴
会
の

で
話
そ
う

 
霊
夢

は

分
か

た
わ
よ

 
こ
う
し
て
永
夜

異
変
は
終
わ
り
宴
会
が
開
か
れ
る
こ
と
と
な
る
の
だ

た
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怠
惰

は
い

の

組
は
襲
撃
を
受
け
て
ボ

ボ

に

 
さ
れ
た
が
正
解
で
す

 
狗
神

対

で
負
け
た
の
か
よ

 
怠
惰

ま

そ
の

人
に
つ
い
て
は
隠
者
に
は

ば
な
い

 
け
ど
強
い
と
だ
け
言

て
お
く

 
狗
神

う

と
だ

た
ら

 
怠
惰

あ

ち
が
強
い
よ
何
せ

お

と
こ
こ
で

 
こ
の
話
を
す
る
の
も
あ
れ
だ

し
く

 
知
り
た
い
な
ら
も
う

つ
の
小
説
を
参

 
し
て

 
狗
神

よ
く
分
か
ら
ん
が
ま

覚
え
て
お
く

 
怠
惰

て
な

で
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

次
回
は
明
日
だ
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怠
惰

そ
れ
じ

者
様
ま
た
次
回



 第 話 状況整理

 
第

話
 
状
況
整
理

 
こ
ん
ば
ん
わ

者
様

怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

 
少
し
遅
く
な
り
ま
し
た
が
本
編
へ
ど
う

 
宴
会
は
何
時
も
の
よ
う
に
博
麗
神
社
で
行
わ
れ
る

今
回
の
異
変
解
決
後
も
ま
た

外
で
は
な

い

だ
が
今
回
の
宴
会
は
少
し
だ
け

問
に

る
こ
と
が

く
あ

た

そ
れ
は
隠
者
達
の
強
襲

の
謎

そ
れ
は
未
だ
に
気
が
か
り
だ

 
霊
夢

蓮

隠
者
が
言

て
た

め
す
る
理

が

 
無
く
な

た

そ
の
言

引

か
ら
な
い

 
蓮
 

そ
れ
は

も
気
に
な

て
た

 
あ
の
時

隠
者
が
言

た

め
す
る
理

が
無
く
な

た

そ
の
言

に
蓮
と
霊
夢
は

ず

と
引

か

て
い
た

す
る
と
そ
こ
に

に
酒
を

れ
た
魔
理
沙
が
や

て
来
る

 
霧
雨

よ

て

ん
で
る
か
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霊
夢

 
魔
理
沙
の
言

を
聞
い
た
霊
夢
は

大
に

に

れ
て
い
た
酒
を
吹
き
出
し
た

し
か
も
吹
き

出
し
た
酒
は
も
ろ
に
蓮
の

へ
と
か
か

た

 
蓮
 

痛

い

目
が

目
が

 
ア
ル

ル
が
目
に

て
染
み
る
み
た
い
で
目
を

さ
え
つ
け
て
蓮
は

え
る

ど
こ

の

滅
び
の
呪

を
使
わ
れ
た
大

並
み
に
転

回
る

 
霊
夢

あ

ご
め
ん
蓮

 
霧
雨

悪
い
遊
び
す
ぎ
た

 
近
く
に
あ

た

れ
た
布

で
蓮
の

を
霊
夢
は

く
と
蓮
は
目
を

血
さ
せ
て
霊
夢
と
魔
理

沙
を
見
る

 
蓮
 

目
が
ス

ス

す
る

 
霧
雨

わ

悪
か

た

 
霊
夢

ご
め
ん
大

じ

な
い
よ

 
蓮
は

人
に
心

さ
せ
な
い
た
め
に
少
し
無
理
を
し
て

り
笑
い
で

 
蓮
 

だ

大

だ
よ
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そ
ん
な
無
理
し
て
い
る
蓮
を
見
て
し
ま

た
霊
夢
と
魔
理
沙
は
後
ろ
を
向
い
て

ソ

ソ
と
話

始
め
た

 
蓮
 
そ
ん
な
に
気
に
し
な
く
て
も
い
い
の
に

 
と

蓮
は
思

て
い
る
と
後
ろ
か
ら

を
か
け
ら
れ
た

 
永

あ
ら

貴
方
は

 
そ
う
永

だ

し
か
も
そ
の
隣
に
は
⻑
い
ウ
サ
ミ
ミ
の
鈴
仙
も
い
た

 
鈴
仙

蓮
さ
ん
ご
一

し
て
も

 
蓮
 

え

構
い
ま
せ
ん
よ

 
永

あ
り
が
と
う

そ
れ
よ
り
も
何
で
そ
ん
な
に
目
が

 

血
し
て
る
の

 
と

蓮
の
目
が

血
し
て
い
る
事
に
つ
い
て
永

が

問
し
て
く
る
と
蓮
は

笑
い
ぎ
み
に

 
蓮
 

え
と

事

て
目
に
お
酒
が

ち

て

 
永

あ
ら

少
し
見
せ
て
ち

う
だ
い

 
そ
う
言
い
永

は
蓮
の
目
を
近
く
で
ま
じ
ま
じ
と
見
て

断
す
る

し
か
し
そ
れ
は
霊
夢
と
魔

理
沙
か
ら
見
る
と
蓮
が
永

と
キ
ス
し
て
い
る
よ
う
に
し
か
見
え
な
か

た
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霧
雨

お

お

れ

霊
夢

 
鈴
仙
 

 
霊
夢

 
何

だ
ろ
う
か
霊
夢
か
ら
ま
た
ど
す
黒
い
何
か
が

れ
て
く
る

動
物
な
ら
で
は
の
勘
な
の
か

そ
れ
を

く
鈴
仙
は

知
し
体
を

わ
せ
る

す
る
と
永

の

断
が
終
わ

た
の
か
蓮
か
ら

を
遠
ざ
け
て

 
永

問

な
い
わ

 
蓮
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
鈴
仙

し

さ

き
か
ら
博
麗
の
巫
女
が

い
目
で

 

ん
で
く
る
ん
で
す
が

 
そ
れ
を
聞
い
た
蓮
は
後
ろ
を

り
向
き
永

は
霊
夢
を
見
る

 
蓮
 

れ

霊
夢

 
蓮
は

き
少
し

て
い
た
が
永

は
ク
ス
ク
ス
と
笑

て
霊
夢
へ
と
近
づ
く

 
霊
夢

何
よ

 
永

に
向
か

て

た
く
突
き
放
す
よ
う
に
そ
う
言
う
と
永

は
霊
夢
の

元
で
小
さ
な
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で 
永

貴
方
の

を

る
と
か
し
な
い
か
ら

 
安
心
な
さ
い
た
だ
目
の

し
た
だ
け
だ
か
ら

 
霊
夢
 

 
そ
れ
を
聞
い
た
霊
夢
の

情
は

た
く

い

情
か
ら

を
紅
く
し
て

情
が

か
な
霊
夢
へ

と
戻

た

 
霊
夢

う

う
う
る
さ
い
わ

 
蓮
 
何
と
か
な

た

 
蓮
は
心
の
底
か
ら
安

す
る

何
と
か
な

た
と

そ
し
て
永

は
笑
い
な
が
ら

 
永

そ
れ
で
話
は
変
わ
る
け
ど
あ
の
隠
者
と
か

 
い
う
の
は
今
ど
う
な

て
い
る
の

 
霊
夢

そ
れ
な
ら
今

紫
と
そ
の
式
達
と
で

を
し
て

 
る
わ
よ

た
だ
一
向
に
手
が
か
り
が

め
て
な
い

 
み
た
い
だ
け
ど

 
永

そ
う

確
か
貴
女
の
所
に
も
襲
撃
者
が
現
れ
た



 第五章 終わらぬ満月と謎

 
の
よ

 
永

は
魔
理
沙
に
聞
く
と
魔
理
沙
は
少
し
怒
り
な
が
ら

 
霧
雨

あ

ら
の
所
に
は
前
に
出
て
き
た
変

執
事

 
が
出
て
き
た
ん
だ
よ
そ
い
つ
に

ら
は
ボ

ボ

 
に
さ
れ
た

て

だ

 
霊
夢

隠
者
の
言

さ

き
霊
夢
が
言

た
通
り

 

め
す
る
理

が
無
く
な

た

そ
れ
は

 

ら
く
仲
間
が
い
た

つ
ま
り
魔
理
沙
の
そ
の

 
執
事
は
隠
者
の
仲
間

つ
ま
り
第
三
の
勢
力

 
こ
の

言
に
よ

て

つ
確

し
た

隠
者
と
魔
理
沙
の
言
う
変

執
事
は

が

て
い
る

ら
く
仲
間
だ
ろ
う
と
す
る
と
今
度
は
咲
夜
と
妖
夢
が

方
に
や

て
来
た

 
咲
夜

貴
方
達
と
ご
一

し
て
も

 
妖
夢

え
と

も
良
い
で
す
か

 
霊
夢

良
い
わ
よ

度
あ
ん
た
ら
の
話
も
聞
き
た
か

 
た
し



 第 話 状況整理

 
霊
夢
の
言

を
聞
い
た
咲
夜
と
妖
夢
の

間
は
少
し
だ
が

ク
リ
と
動
い
た

す
る
と
咲
夜
か

ら
話
し
出
し
た

 
咲
夜

な
ら
話
す
わ

お

様
と
異
変
解
決
を
し
て
い
る

 
最
中
で
し
た
お

様
は

か
に
漂
う
血
の

い
を

 
感
じ

て
そ
こ
ま
で

動
す
る
と
そ
こ
に
い
た

 
の
は
こ
こ
日
本
で
は

者
と
呼
ば
れ
る
男
性
だ

 
た
わ

し
か
も
獣
の

と

も
あ

た
か
ら

 
妖
怪
だ
と

出
来
た
わ

そ
れ
で
そ
い
つ
を

 
問
い

め
て
結

的
に
弾
幕
ご

こ
を
し
た
の
は

 
い
い
け
ど
結

は
分
か
る
通
り
負
け
だ

た
わ

 
と

咲
夜
の
話
終
え
る
と
今
度
は
妖
夢
が
話
し
て
く
れ
る

 
妖
夢

次
は

で
す

と
幽
々
子
様
と
で
竹
林
を
散
策

 
し
て
い
ま
し
た
そ
の
時

の
音
が

い
た
の
で

 
様
子
を
見
て
み
た
ら
霊
夢
さ
ん
と

じ
よ
う
な

 
巫
女

を
着
て
い
て
お
そ
ら
く
妖
怪
だ
と
思
わ
れ



 第五章 終わらぬ満月と謎

 
る
獣
の

と

そ
し
て

を

つ
女
性
が

 
い
た
も
の
だ

た
の
で
異
変
関
係
者
か
と
思

て

 
斬
り
か
か

た
の
で
す
が

さ
ん

様
に
負
け
て

 
し
ま
い
ま
し
た

 

人
は
話
を
終
え
た

人
の
話
の
共
通

は
獣
人
に
近
い
妖
怪
だ
と
言
う
こ
と
が
分
か
る

だ
が
蓮
達
は
こ
れ
で
大
方
は
分
か

た

隠
者

執
事
そ
し
て

者
に
巫
女
そ
の

人
は
第
三

の
勢
力
だ
と

そ
う
考
え
る
と
紅
魔
館
で
の
話
と

る
と
第
四
の
勢
力
と
い
う
予
想
は
無
く
な

り
そ
の
場
に
い
た
の
は
第
三
の
勢
力
だ
と
考
え
ら
れ
る

 
蓮
 

隠
者
達
の

い
が
分
か
ら
な
い

 
永

で
も
気
が
か
り
な
の
は
何
で
月
の
使
者
達
だ
け

 
襲

た
の
か

妹
紅
に
限

て
は
弾
幕
ご

こ
で

 
遊
ば
れ
た
み
た
い
だ
け
ど

 
霊
夢

お
そ
ら
く
妹
紅
だ

た
け

そ
い
つ
と
何
ら
か

 
の
面
識
が
あ

た
か
ら

え
て
弾
幕
ご

こ
に

 
し
て
手

し
た

て
の
が
話
的
に
通
る
ん



 第 話 状況整理

 
だ
け
ど

う
わ
よ

 
永

話
を

ち
か
け
て

る
わ
今
は
楽
し
く

 

み
ま
し

う

 
永

が
そ
う
言
う
と
そ
の
場
に
い
る
全
員
は

い
て

 
霊
夢

そ
う

そ
う
し
ま
し

う

 
霧
雨

せ

か
く
の
宴
会
だ
し
な

 
妖
夢

そ
う
で
す

 
咲
夜

確
か
に

 
蓮
 

そ
れ
じ

み
ま
し

う
か

 
そ
う
し
て
蓮
達
は
宴
会
の
続
き
を
始
た
の
だ

た

問
が

る
が
永
夜
異
変
は
幕
を
閉
じ
た

の
だ

た
が

 

 

何
で

は

 
新
た
な
る
何
か
が
目
覚
め
た
事
に
蓮
達
は
知
る
よ
し
も
な
か

た
の
だ

た



 第五章 終わらぬ満月と謎

 
怠
惰

は
い
て
な

で

を

し
て
終
わ
り
で
す

 
狗
神

次
回
は

明
日
か

 
怠
惰

念
だ
け
ど
し
ば
ら
く
お
休
み

 
狗
神

あ

ち
を
投
稿
す
る
の
か

 
怠
惰

え

そ
ろ
そ
ろ

を
だ
な
さ
い
と
あ
の
子
が
う
る
さ

 
い
も
の
で

 
狗
神

ま

か
は
分
か
ら
ん
が
し
ば
ら
く
休
み
と
い
う

 
事
は
わ
か

た

 
怠
惰

ま

そ
う
な
る

て
こ
と
で
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

次
回
は
何
時
に
な
る
か
は
分
か
ら
ん
が
ま
た

 
来
て
く
れ
よ

 
怠
惰

で
は

者
様
ま
た
次
の
投
稿
ま
で
さ
ら
ば
だ



 第 話 状況整理



 第六章 悪意は血の匂いと共に

 
第
六
章
 
悪
意
は
血
の
匂
い
と
共
に

 
第

話
 
気
づ
い
た
ら

 
こ
ん
に
ち
は

者
様
そ
し
て

待
た
せ
た
な

 
テ
ス
ト
と
い
う

問
か
ら
何
と
か
復
活
を
し
た

 
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

マ
ジ
で
終
わ

た
後
の

 
戦
意
喪
失
は

バ
す
ぎ
ま
し
た

こ
ん
な
話
は
も
う

 
い
い
か
ら
今
回
か
ら
ま
た
投
稿
は
開
始
し
ま
す

 
そ
し
て

の

と
い
う
事
で
今
回
は
少
し

ラ

 

が

て
い
る
の
と
久
々
の
投
稿
な
の
で
何
時
も
よ
り

 
更
に
下
手
に
な

て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

 
そ
こ
は
ご
了

を
下
さ
い

で
は
久
々
の
本
編
へ
ど
う



 第 話 気づいたら……

 
こ
れ
は

三
つ
時
の
こ
と
だ

た

 

 

は

つ

 

 

殺
せ

殺
せ

殺
せ
殺
せ
殺
せ
殺
せ
殺
せ
殺
せ
殺
せ

 
殺
せ
殺
せ
殺
せ
殺
せ
殺
せ
殺
せ
殺
せ
殺
せ
殺
せ
殺
せ

 
殺
せ
殺
せ
殺
せ
殺
せ
殺
せ
殺
せ
殺
せ
殺
せ
殺
せ
殺
せ

 
殺
せ
殺
せ
殺
せ
殺
せ
殺
せ
殺
せ
殺
せ
殺
せ
殺
せ
殺
せ

 

奴
を

殺
せ

斬
殺
し
ろ

 

 

う

ぐ

 
と
あ
る
意
思
が
目
覚
め
る

そ
れ
は
増
大
す
る
悪
意
と
共
に
目
覚
め
て
し
ま

た

  
蓮
は
ま
た
不
思
議
な
不
思
議
な
夢
を
見
て
い
た

そ
の
夢
は
何
時
も
の
よ
う
な
晴
明
と
理
久

と
で

う
よ
う
な
夢
で
は
な
い

蓮
は
真

白
な
世
界
で
は
な
く
昔
の
平
安
時
代
の

並
み
を
思

わ
せ
る
か
の
よ
う
な
そ
ん
な
場
所
の
道
に
立

て
い
た

 
蓮
 

こ
こ
は

 

り
を
キ

ロ
キ

ロ
と
見

す

見
た
感
じ
は
夜
の

道
に

の

り
が

い
て
い
る
そ



 第六章 悪意は血の匂いと共に

ん
な
感
じ
だ

た
が

 
蓮
 

音

 

音
が
聞
こ
え
て
く
る

す
る
と

人
の
女
性
が
夜
の
闇
か
ら

の

り
に

ら
さ
れ
て

現
れ
る

⻑
い

の

そ
れ
で
い
て
着
物
を
着
て
は
い
る
が

手
に
は

手
に
は

色
に
光

く
刀
を

て
い
た

 
蓮
 

あ
の

貴
女
は

 
蓮
が
そ
の
女
性
に
語
り
か
け
た

間
だ

た

そ
の
女
性
は

を
あ

て
蓮
に

を
見
せ
る

そ
の

は
返
り
血
を

び
た
の
か
所
々
が

か

た

 
蓮
 

え

 
と

マ

ケ
な

を
あ

た
時

女
性
は
一
言

 
女
性

に
近
づ
く
と

死
ぬ
よ

 
そ
う
言
い
一

で
蓮
を
間
合
い
に

れ
て
刀
で
一

す
る

の
事
で
蓮
は

を

に
し
て

目
を

た

 
蓮
 

は

は

は

は

は

 
蓮
は

い

を

き
な
が
ら

り
を
見
る

そ
れ
は
博
麗
神
社
に
あ
る
霊
夢
か
ら
貸
し
て
も



 第 話 気づいたら……

ら

て
い
る

室
だ

た

ど
う
や
ら
夢
だ

た
事
が
確
認
で
き
た

 
蓮
 

ゆ

夢
か

 
そ
う
言

た
時

が
開
か
れ
て
霊
夢
が

を

か
せ
た

 
霊
夢

蓮
ご

出
来

あ
ん
た
そ
の

は
何

 
蓮
 

え

 
蓮
の

か
ら
は

が

の
よ
う
に
流
れ
て
い
た
の
だ

霊
夢
に

さ
れ
て
蓮
は

を

う

が 
霊
夢

れ

蓮

そ
の

 
蓮
 

ん

え

 
蓮
は
気
づ
い
て
し
ま

た

分
の

か
ら
血
が
流
れ
て
い
た
の
を

 
蓮
 

な

何
だ
よ
こ
れ

 
よ
く
見
て
み
る
と

分
の
着
て
い
る

に
ま
で
血
が
流
れ
て
そ
れ
を
吸

し
た
の
か

間
着
の

分
が
真

に
な

て
い
た

 
霊
夢

ま

待

て
て

す
ぐ
に
包

を

て

 
く
る
か
ら
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そ
う
言
い
霊
夢
は

け

で
包

を

り
に
行

た

蓮
は
こ
の
時
夢
の
出
来
事
を
思
い
出

し
た

そ
れ
は

色
に

く
刀
を

た
女
性
に
斬
ら
れ
た
事
を
だ

蓮
は

が
出
来
て
あ
ろ
う

を
ち

こ
ん
と

る
と
痛
み
が
神
経
を
通

た

 
蓮
 

ぐ

 
霊
夢

蓮

 
霊
夢
は
包

と
布
と

を
溜
め
た

そ
し
て
何

か
分
か
ら
な
い
が
焼

を

て
き
た

 
霊
夢

と
り
あ
え
ず

急
手
当
よ

 
そ
う
言
い
霊
夢
は

に
溜
ま

て
る

で
蓮
の

を
よ
く

い
そ
し
て
布
に
焼

を

り
か
け

て
染
み
込
ま
せ
て

を

え
る

 
蓮
 

う

つ

 
こ
れ
は
痛
い
の
か
蓮
は

を

み

め
て

え
る

そ
し
て
そ
の
後

麗
な
布
で

を

て
包

を

い
て

急
処

は

了
し
た

 
霊
夢

こ
れ
で
よ
し
と
り
あ
え
ず
竹
林
の

者
の
所

 
ま
で
行
く
わ
よ

 
蓮
 

あ

う
ん



 第 話 気づいたら……

 
そ
う
し
て

人
は
朝
食
を

る
の
を

め
て
竹
林
へ
と
向
か
う

そ
の

中
で
霊
夢
は

 
霊
夢

蓮

教
え
て
ち

う
だ
い
何
が
あ

た
の

 
蓮
 

夢
を
見
た
ん
だ
よ

 
霊
夢

そ
れ

て
前
に
言

て
た
晴
明
と
理
久

が
戦
う

 
夢

 
蓮
 

い
や
今
回
は
そ
れ
じ

な
い
今
回
は

人
の
女
性

 
が
近
づ
い
て
来
て
そ
れ
で
斬
ら
れ
る
夢
だ
よ

 
そ
れ
を
聞
い
た
霊
夢
は

き
の

情
を
し
た

そ
し
て
考

し
た

ら
く
蓮
の
夢
は
過
去
や

未
来
か
ら

ら
れ
る

告

だ
が
今
回
の
夢
は
そ
ん
な

告
か
ら
の
正
夢
を
通
り
越
し
て
怪

ま
で
し
て
い
る

に
霊
夢
は
心

に
な

て
い
た

 
霊
夢

ま
ず
は

者
に
相

す
る
わ
よ

 
蓮
 

う

う
ん

 
そ
う
し
て

人
は
迷
い
の
竹
林
へ
と

り
着
く
と
更
に
飛
ん
で
い
き
永
遠
亭
の
上
空
へ
と
来

る
と
す
ぐ
さ
ま
降
り
て
い

た

す
る
と

度
庭
に
は
鈴
仙

て

の

人
が
立

て
い
て
蓮

と
霊
夢
の

に
気
が

く
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鈴
仙

あ
れ

蓮
さ
ん
に
霊
夢
さ
ん
今
回
は
ど
う
し
た
ん

 
で
す
か

 
霊
夢

怪

人
よ

 
そ
う
言
い
霊
夢
は
蓮
の

急
手
当
て
し
た
怪

を
見
せ
る

そ
れ
を
見
た
鈴
仙
は
大

て
で

 
鈴
仙

す
ぐ
に

方
へ

 
て

ら
つ
い
て
き
な
よ

 
そ
う
し
て
蓮
と
霊
夢
は
て

と
鈴
仙
に

い
て
い

た

 
鈴
仙

急

で
す

さ

ど
う

て
下
さ
い

 
鈴
仙
に
言
わ
れ
る
が
ま
ま
蓮
と
霊
夢
は

て
い
き
蓮
は
近
く
に
あ

た

用
の
椅
子
に
座

り
霊
夢
は

き

い
の

に
座
る

 
永

蓮
そ
の

は
ど
う
し
た
の

 
と

永

に
聞
か
れ
蓮
は
そ
れ
に
つ
い
て

い
ざ
ら
い
全
て

え
た

 
蓮
 

実
は
夢
で
刀
を

た
女
性
に
斬
ら
れ
る
夢
を

 
見
て
そ
れ
で
目
覚
め
た
ら
こ
う
な

て
ま
し
た

 
永

そ
う

見
る
わ
よ



 第 話 気づいたら……

 
蓮
 

お
願
い
し
ま
す

 
そ
う
言
い
永

は
蓮
の

に

い
て
あ
る
包

を
解
い
て
い
き

を
確
認
す
る

 
永

見
事
に
さ

く
り
斬
ら
れ
て
る
わ

ウ
ド
ン

 
１
７
８
と
１
９
０
の

に
あ
る

を

て
き
て

 
頂

 
鈴
仙

分
か
り
ま
し
た

 
鈴
仙
は

く
動
き

屋
の

へ
と

て
い

た

 
永

の
方
は
化

め
そ
れ
か
ら
治

力
を
高
め
る

 

り

を
用
意
し
て
お
く
わ
朝

夜
で

回

 
て
頂

そ
れ
と

分
血

が
無
く
な

て
る
と

 
思
う
か
ら
血

を
増
や
す

も

れ
て
お
く
わ

 
こ
れ
は
朝
と
夜
に

ん
で
ち

う
だ
い

 
蓮
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
霊
夢

蓮
の
正
夢

て
何
か
の
予

に
な
る

 
先
程
の
話
を
聞
い
て
思

て
い
た
事
を
永

に
聞
く
と
永

は
深
く
考
え
て
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永

分
か
ら
な
い
わ

こ
れ
が
予

と
な
る
の
か

 
ま
た
は

告
と
な
る
の
か
ど
ち
ら
に
な
る
と

 
し
て
も

な
予
感
し
か
し
な
い
わ

 
霊
夢

そ
う

 
蓮
 

 
と

言

て
い
る
と
鈴
仙
が
色
々
と

を

て
く
る

そ
れ
を
蓮
に

す

 
鈴
仙

使

て
く
だ
さ
い

 
蓮
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
霊
夢

と
り
あ
え
ず

達
は
帰
る
わ

 
霊
夢
は
そ
う
言
う
と
そ
れ
に

れ
ら
れ
て
蓮
も
立
ち
上
が
る

 
永

そ
う

な
ら
も
し
ま
た
何
か
あ

た
ら
来
て

 
ち

う
だ
い
そ
の
時
は
力
に
な
る
か
ら

 
蓮
 

分
か
り
ま
し
た

 
霊
夢

そ
れ
じ

あ

 
そ
う
し
て
蓮
と
霊
夢
は
博
麗
神
社
へ
と
帰

て
蓮
は
そ
の
日
は
怪

を
少
し
で
も

く
治
す
た



 第 話 気づいたら……

め

り
に
つ
く
の
だ

た

   
そ
の
夜
の
こ
と
人
里
で

人
の
男
が

ろ

い
気
分
で
歩
い
て
い
た

 
男
性

う

 
と

か
な
り

ら

ら
と
し
た
感
じ
で
歩
い
て
い
る
と

人
の
女
性
が
そ
の
男
性
の
前
に
現

れ
た

 
男
性

あ

ん

ち

ん
良
い
体
し
て
る
な

 
ど
う
だ

と
酒

ま

 
男
性
が
言

を
言
い
か
け
た
時
女
性
は
中

の
よ
う
な
体

で
一

の
内
に

動
す
る
し
か

も
女
性
は
い
つ
の
間
に
か
所

し
て
い
る

に

め
ら
れ
て
い
る
刀
の

を
手
に
か
け
て
だ

 
女
性

さ
よ
う
な
ら

 
ザ
シ

 
男
性

あ

あ
が

 
ド
サ

 



 第六章 悪意は血の匂いと共に

 
そ
の
刹
那
の
一

刀
術
で
男
性
の

を
斬
る
と
そ
の
場
に
男
性
は
倒
れ
地
面
に
血
が

り

出
る

 
女
性

斬
ら
な
き

で
も
何
か
大

な
こ
と
を

れ
て

 
い
る
気
が
す
る
何
で
だ
ろ

 
と

女
性
が
言

て
い
る
と

の
中
に

が

く

 

 
殺
せ

あ
の
ガ
キ

殺
せ

 
女
性

う

ぐ

斬
ら
な
き

い
け
な
い
よ

斬

て

 
咲
か
せ
な
き

い
花
を

咲
か
せ
な
き

 
そ
う
言
い
女
性
は
刀
を

に

め
ま
た
歩
き
始
め
て
夜
の
闇
に

え
る
の
だ

た

 
怠
惰

は
い

様

め
ま
し
て
お
久
々
で
ご
ざ
い
ま
す

 
こ
の

怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
は
テ
ス
ト
と
い
う

 

問
か
ら
復
活
し
て
参
り
ま
し
た

 
狗
神

お
い
ご
ら
選

か



 第 話 気づいたら……

 
怠
惰

い
え
い
え
と
り
あ
え
ず
は
ま

復
活
は
し
ま
し
た

 
の
で
ま
た
投
稿
を
始
め
て
は
い
き
ま
す

 
狗
神

所
で
テ
ス
ト
と
や
ら
は
ど
う
だ

た

 
怠
惰
 

 
狗
神

ま

あ
れ
だ
お

れ
さ
ん

 
怠
惰

さ
て
と
今
回
は

何
で
し
た
で
し

う
か

 
ま

久
々
な
ん
で
結
構
下
手
か
も
し
れ
ま
せ
ん

 
が

え

何
時
も
の
事
だ
ろ

て

ま

 
そ
う
で
す

何
時
も
よ
り

い
か
も
で
す

 
狗
神

何
を
ぶ
つ
ぶ
つ
と
言

て
ん
だ

 
怠
惰

気
に
し
な
い
で
お
い
て
そ
れ
で
は
今
回
は

 
こ
こ
ま
で
で
次
回
は

明
日
で
す

 
狗
神

そ
ん
じ

者
様
熱
中

に
は
気
を

け
ろ
よ

 
怠
惰

ば
い
ば
い



 第六章 悪意は血の匂いと共に

 
第

話
 
辻
斬
り

 
こ
ん
に
ち
は

者
様

・

で

 
欲
し
か

た

ソ
フ
ト
が
４
０
０
０

で

 

え
た
の
で
満

し
て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
意
で
す

 

高
く
な
い
か

て

楽

と
か
だ
と
そ
の

 

も
し
く
は
６
０
０
０

と
か
で

引
で
す
よ

 
ま

そ
れ
は
さ
て
お
い
て
今
回
も
本
編
へ
ど
う

 
蓮
は

日
ぐ

す
り
と

て
い
た
の
だ
が

 

 
蓮
 

あ
れ

こ
こ
は

 

 

お
久
々
で
す

蓮

 
と

分
の
名
前
を
呼
ぶ

の
し
た
方
向
を
見
る
と
そ
こ
に
は

分
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
て

い
た
女
性
が

や
か
な
笑

で
立

て
い
た

す
る
と
蓮
は
確

し
た
か
の
よ
う
な

情
で



 第 話 辻斬り

 
蓮
 

貴
女
の
名
前

安

晴
明
で
す
か

 
と

蓮
は
女
性
に
対
し
て
言
う
と
女
性
は
に
こ
や
か
に
笑

て

 
晴
明

え

合

て
ま
す
よ

貴
方
の
先
祖
に
あ
た
り

 
ま
す

 
蓮
 

や

り
貴
女
が

 
す
る
と
先
程
と
は
う

て
変
わ

て
晴
明
は
深

な

情
を
す
る
と

 
晴
明

蓮

も
う
じ
き
今
見
て
る
夢
か
ら
貴
方
は

 
目
覚
め
て
し
ま
う
で
し

う
そ
う
な
れ
ば

 
貴
方
に
は
試

が
待
ち
構
え
て
い
ま
す

 
蓮
 

試

 
晴
明

え

貴
方
が
い
る
幻
想
郷
で
は
今

辻
斬
り
が

 
起
き
て
い
る

で
す
そ
の
犯
人
を
退
治
す
る
そ
れ

 
が
試

で
す

 
そ
れ
を
聞
い
た
蓮
は
晴
明
に
不
安
が
あ
る
よ
う
な

を
す
る
と

 
晴
明

大

貴
方
に
は
絆
が
あ
る

で
す
そ
の
絆
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を

じ
な
さ
い
か
つ
て

に
絆
の
大

さ
を

 
教
え
て
く
れ
た
あ
の
人
の
よ
う
に

 
す
る
と
何
処
か
ら

分
を
呼
ぶ

が
聞
こ
え
て
く
る

そ
の

は

々
に

々
に
と
大
き
く

な

て
い
く

ど
う
や
ら
夢
か
ら
目
覚
め
そ
う
だ

 
蓮
 

晴
明
さ
ん

が
退
治
す
る
妖
怪
の
特

て

 

ぐ
様

蓮
は
そ
の
妖
怪
に
つ
い
て
聞
く
と
晴
明
は

 
晴
明

貴
方
の

 
と

晴
明
が
言
お
う
と
し
た
時

蓮
は
目
を
覚
ま
し
て
夢
か
ら
目
覚
め
た

 
蓮
 

う

 

り
を
見

す
と
そ
こ
に
は
霊
夢
が

を

て
き
て
く
れ
て
い
て

分
を
起
こ
し
て
く
れ
た

よ
う
だ

 
霊
夢

蓮

今
日
の
分
の

よ

 
と

霊
夢
は
蓮
に

を

す
が
蓮
は

て
上
の
空
を

い
て
い
た

 
蓮
 

 
霊
夢

蓮



 第 話 辻斬り

 
蓮
 

ん

あ

ご
め
ん
ご
め
ん

 
そ
う
言
い
蓮
は

を
受
け

て
増
血

は

と
一

に
流
し
込
み

の

は
包

を
外
し

て

り

を

る

 
霊
夢

ま
た
夢
を
見
て
た
の

 
蓮
 

う
ん

そ
の
夢
な
ん
だ
け
ど

 
と
蓮
が
言
お
う
と
し
た
時
突
然
縁

の
方
か
ら
魔
理
沙
が
走

て
き
た

し
か
も
霊
夢
に

何
か
を
伝
え
た
そ
う
な

ど
真

な

で

 
霧
雨

大
変
だ
霊
夢

 
霊
夢

何
よ

 
霧
雨

辻
斬
り
が
現
れ
た
ん
だ

 
そ
れ
を
聞
い
た
蓮
は

き
の

情
を
し
た

何
せ
夢
で
何
時
も

分
を

え
て
く
れ
て
い
る
晴

明
が
言

た
こ
と
が
現
実
で
起
き
た
か
ら
だ

 
霊
夢

は

辻
斬
り

 
蓮
 

魔
理
沙
そ
れ

て
ど
こ
で
起
き
た
の

 
霧
雨

人
里
だ

て
お
前
そ
の

ど
う
し
た
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魔
理
沙
に

の
事
を
聞
か
れ
る
と
蓮
は
た
だ

て
真

な

へ
と
変
わ
る
と

 
蓮
 

人
共
今
回
の
辻
斬
り
に
つ
い
て
聞
い
て

 

し
い
ん
だ
そ
れ
と
こ
の

も
道
中
で

 
話
す
よ

 
霧
雨

そ
う
か

分
か

た

 
霊
夢

良
い
わ
と
り
あ
え
ず
魔
理
沙

の
辻
斬
り
が

 
起
き
た
場
所
に
行
く
わ
よ

 
霧
雨

了
解
だ

 
蓮
 

念
の
た
め
に
刀
を

て
く
る

 
そ
う
言
い
蓮
は
何
時
も

分
が
立
て

け
て
い
る
場
所
に
向
か
い
刀
を

る
と

 
蓮
 

そ
れ
じ

行
こ
う

 
そ
う
し
て
蓮
霊
夢
魔
理
沙
は
体
を

か
せ
て
空
へ
と
飛
ん
で
い

た

人
里
へ
と
向
か
う

そ
の
道
中
で
蓮
は
霊
夢
と
魔
理
沙
に
話
し
た

 
蓮
 

こ
と
の
発

は
昨
日

が
見
た
夢
か
ら
始
ま

た

 
と
思
う
ん
だ



 第 話 辻斬り

 
霧
雨

夢

正
夢
か

 
蓮
 

う
ん
そ
の
夢
で

は
辻
斬
り
に
会

て
そ
れ
で

 

を
斬
ら
れ
ち

て

 
そ
れ
を
聞
い
た
魔
理
沙
は

き
の

を
す
る

そ
れ
は
そ
う
だ

い
く
ら
幻
想
郷
で
も
そ
れ
は

あ
り
得
な
す
ぎ
る

 
霧
雨

霊
夢
そ
の
話
は
本
当
な
の
か

 
霊
夢

え

昨
日
の
朝

見
た
ら
蓮
の

は
斬
ら
れ
て

 
た
わ

 
そ
し
て
夢
に
つ
い
て
の
あ
ら
す
じ
を
話
す
と
本

の
今
日
見
た
夢
に
つ
い
て
話
始
め
た

 
蓮
 

そ
れ
で
今
日
の
夢
に
つ
い
て
そ
の
夢
で
時
々

 

言
を
し
て
く
れ
る
女
性
に
会

た
ん
だ

 
霊
夢

そ
れ

て
前
か
ら
言

て
る
夢
よ

 
蓮
 

う
ん
そ
の
女
性

実
は
安

晴
明
だ

た

 
霊
夢

は
い

 
霧
雨

え
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霊
夢
と
魔
理
沙
は
一

ま
る
と
マ

ケ
な

を
出
し
て
し
ま

た

 
霧
雨

お

お
い
待
て
よ

ま
さ
か
ず

と
ご
先
祖
様

 
が

け
て
く
れ
て
い
た
の
か
よ

 
霊
夢

そ
れ
は
そ
れ
で

い
わ

 
確
か
に
そ
れ
は

い

普
通
な
ら
ま
ず
あ
り
得
な
い
か
ら
だ

だ
が
幻
想
郷
で
は
も
し
か
し
た

ら
あ
り
得
る
の
か
も
し
れ
な
い

 
蓮
 

晴
明
さ
ん
が
言

た
ん
だ
よ
辻
斬
り
が
幻
想
郷
で

 
起
こ

て
い
る

だ

て

 
霊
夢

犯
人
に
つ
い
て
は
聞
い
た
の

 
蓮
 

そ
れ
が
聞
く
前
に
霊
夢
に
起
こ
さ
れ
ち

て

 
そ
れ
を
聞
い
た
霊
夢
は

な
と
こ
ろ
を
言
お
う
と
し
た
が
原
因
が

分
な
ら
仕
方
が
な
い

 
霧
雨

は

 
し
か
も
魔
理
沙
は
霊
夢
に

目
で
や
れ
や
れ
と
い

た
感
じ
で
た
め

を
は
い
て
い
た

 
霊
夢

悪
か

た
わ

 
と

言

て
い
る
と
人
里
が
見
え
て
く
る



 第 話 辻斬り

 
霊
夢

と
り
あ
え
ず
降
り
る
わ
よ

 
蓮
 

了
解

 
霧
雨

あ

 
そ
う
し
て

人
は
人
里
へ
と
降
り
る

降
り
た
場
所
は
寺
子
屋
の
近
く
だ

 
霊
夢

そ
れ
で

者
は
ど
こ

 
と

霊
夢
が
言

て
い
る
と

音
が
蓮
達
に
気
づ
く
と
こ
ち
ら
に
や

て
来
る

 

音

お

蓮
じ

な
い
か
霊
夢
が
い
る

て
事
は

 
辻
斬
り
の
件
か

 
霊
夢

え

者
は

 
霊
夢
が

者
に
つ
い
て
聞
く
と

音
が
そ
れ
に
つ
い
て

え
た

 

音

者
は
生
き
て
は
い
る
が
見
事
な

り

で

 

を
斬
ら
れ
て
い
て
夜
中
に

然
出
歩
い
て

 
い
た

が
い
な
け
れ
ば
今
ご
ろ
は
死
ん
で

 
い
た
だ
ろ
う

 
霊
夢

因
み
に
犯
人
に
つ
い
て
は
聞
い
た
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今
一
番
気
に
な
る
犯
人
に
つ
い
て
聞
く
と

音
は
そ
れ
に
つ
い
て

え

 
た

 

音

犯
人
は
女
性
と
の
事
だ

 
霧
雨

刀
で
女
性

 
こ
の
時
魔
理
沙
は
冥
界
に
い
る
妖
夢
を
思
い

い
て
し
ま
う

無
理
も
な
い
だ
ろ
う

と
り

あ
え
ず

か
ら
斬
る
の
が
心
情
だ
か
ら
だ

 
霧
雨

何
で
か
冥
界
の

妖

夢

辻
斬
り
し
か
思
い

か
な
い

 
蓮
 

々

流
石
に
妖
夢
さ
ん
が
す
る
わ
け
な
い
で

 
し

魔
理
沙

妖
夢
さ
ん
に
も
常
識
と
言
う
の
は

 
あ
る
ん
で
す
か
ら

そ
れ
に
犯
人
が

い
ま
す

 
か
ら

 
妖
夢

が
ど
う
か
し
た
ん
で
す
か

 
と

突
然
後
ろ
か
ら
妖
夢
の

が
し
た
た
め

り
向
く
と
そ
こ
に
は

中
に

本
の
刀

桜

観

と
白
桜

を
所

者
し
て
い
る
冥
界
の
辻
斬
り
こ
と

妖
夢
が
立

て
い
た

 
霧
雨

う
わ

お
前
い
つ
か
ら
い
た
ん
だ
よ



 第 話 辻斬り

 
魔
理
沙
は

き
な
が
ら
聞
く
と
妖
夢
は
そ
れ
つ
い
て

え
た

 
妖
夢

度

が
ど
う
の

り
で
す
か

 
妖
夢
が
そ
う
言

て
い
る
と
霊
夢
は
考
え
に
考
え
た
結

結

を
出
し
た

 
霊
夢

妖
夢

少
し

力
し
て
く
れ
な
い

 
妖
夢

み

ん

 
霊
夢

辻
斬
り
を
退
治
す
る
の
に
今
の
蓮
だ
と
無
理
を

 
強
い
て
る
よ
う
な
も
の
な
の
よ

 
蓮
 

霊
夢

は
大

だ
よ

 
と

蓮
は
大

だ
と
言
い
張
る
が
霊
夢
は
首
を
よ
こ
に

て

 
霊
夢

も
し
今
の
状

で
刀
を

る
え
ば
ま
た

が

 
開
く
だ
け
よ
そ
れ
な
ら
こ
こ
は

達
に

せ
て

 
ち

う
だ
い

 
霊
夢
の
言

を
聞
い
た
魔
理
沙
と

音
は

 
霧
雨

蓮
お
前
は
夢
で
起
き
た
情
報
を
教
え
て
く
れ
た

 
だ
け
で
も
大
手
が
ら
だ
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音

あ

も
し
そ
れ
で
出
血

で
死
な
れ
る
と

 
生
徒
達
も
悲
し
む
だ
か
ら
無
理
は
し
な
い
で

 

て
い
て
く
れ

 
と

人
に
説
得
さ
れ
た
蓮
は

か
に
目
を

て
数

後
目
を
開
い
て
妖
夢
の
前
に
立
つ

と 
蓮
 

妖
夢
さ
ん

せ
て

え
ま
せ
ん
か

 
妖
夢

え

構
い
ま
せ
ん
よ

そ
う
と
決
ま
れ
ば

は

 
幽
々
子
様
に
許
可
を

て
き
ま
す

 
そ
う
言
い
妖
夢
は
空
へ
と
飛
ん
で
い

た

蓮
は
そ
れ
を
見

る
と

 
蓮
 

し

な
い
け
ど
お
言

に

え
て
帰
る
よ

 
霊
夢

え

そ
う
し
て
ち

う
だ
い

 
と

言
い
蓮
は
博
麗
神
社
へ
と
帰
る
の
だ

た

 
怠
惰

は
い
今
回
も
や
れ
ま
し

う
か
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狗
神

そ
う
い
え
ば
前
書
き
の
あ
れ

て
何
の

 
な
ん
だ
よ

 
怠
惰

え

ル

ン
フ

ク
ト
リ

だ
よ

 
狗
神

そ
の
前
に

の
ソ
フ
ト
に
し
て
は
高
い
な

 
怠
惰

し

う
が
な
い
よ

レ
ミ
ア
価
格
な
ん
だ
か
ら

 

年
前
と
か
な
ん
て
下
手
し
た
ら
一

越
え

 
だ
よ

 
狗
神

な
ん
だ
そ
の

た
価
格
は

 
怠
惰

だ
か
ら
安
か

た
か
ら

た
ん
だ
よ
因
み
に

 
怠
惰
さ
ん
は
そ
の

を
や

て
面
白
か

た
か
ら

 

を

う
決
心
が
つ
い
た
ん
だ
よ

 
狗
神

そ
う
な
の
か

 
怠
惰

た
だ

は
や

り

が
良
い
し
し
か
も

 

て

過
去
の
ボ
ス
も
再
登
場
す
る
か
ら

 
ぶ

ち

け
ボ
ス
戦
の

タ
バ
レ
何
だ
よ
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そ
の
せ
い
か
達

感
が
何
に
も
感
じ
ら
れ
な
い

 

略
法
が
分
か

ち

て
る
し

 
狗
神

お

お
う
そ
う
か

 
怠
惰

ま

ス
ト

リ
は
面
白
い
け
ど

お

と
話
が

 
色
々
と
そ
れ
た
け
ど
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

突
に
終
わ
り
の
言

が
流
れ
て
く
る
な

 
怠
惰

そ
れ
で
は

者
様
ま
た
月

日
に

 
狗
神

じ

あ
な



 第 話 伝染する悪意

 
第

話
 
伝
染
す
る
悪
意

 
こ
ん
に
ち
は

者
様

や

て
い
る
ケ

タ
イ

の

 

ど
が
お
祭
り
騒
ぎ
だ
と
感
じ
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
意
で
す

 

だ
な

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
舞

は
深
夜
と
な

た
人
里

そ
こ
に
は

人
の
女
性

人
は
博
麗
の
巫
女

博
麗
霊

夢

人
目
は
魔
法
使
い
こ
と
霧
雨
魔
理
沙

人
目
は
冥
界
の
辻
斬
り

妖
夢

そ
し
て

人
里
の

こ
と
白

音

最
後
に

音
の
親
友

原
妹
紅
の

人
が
集
ま

て
い
た

 
霊
夢

へ

あ
ん
た
も
来
た
ん
だ

 
妹
紅

あ

音
に
頼
ま
れ
て
な

 

音

人
は

い
方
が
良
い
が
普
通
の
人
間
相
手
だ
と

 
死
ぬ

れ
が
あ
る
か
ら
な

 
今
回
の
相
手
は
妖
怪
が
ら
み
の
た
め
無
闇
に
人
を
集
め
る
よ
り
か
は
霊
夢
等
の
妖
怪
退
治

門
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の
メ
ン
バ

を
集
め
た

そ
れ
は
と
て
も
か
し
こ
い
選
択
だ
と
言
え
る

 
霧
雨

そ
れ
は
確
か
に
な

 
妖
夢

と
り
あ
え
ず
夜
回
り
を
し
ま
し

う

 
と
妖
夢
の
言

に

う
な
ず
く
と

は

ま

て

間
に
予
定
を

た
道

に
そ

て
夜

回
り
を
始
め
た

そ
し
て

時
間
後

時
間
は

三
つ
時
を
回

た

 
霊
夢

な
し

 
霧
雨

こ
れ
だ

た
ら
各

で

を
し
た
方
が

 
良
か

た
ん
じ

な
い
か

 

音

そ
れ
も
そ
う
だ
が
も
し

人
で

を
し
て
や
ら

 
れ
た
ら
も
と
も
こ
も
な
い
か
ら
な

 
魔
理
沙
の
言
い
分
は
確
か
に
分
か
る
だ
が
相
手
は

れ
も
な
く
殺
し
を

ロ
と
し
て
い
る
辻
斬

り
だ

出
会
え
た
と
し
て
も
弾
幕
ご

こ
に

て
い
け
る
か
が
分
か
ら
な
い

も
し

て
い

け
な
け
れ
び
そ
こ
ま
ま
ざ

く
り
と
殺
さ
せ
る
だ
け
だ

 
妹
紅

ま
い

た
な

 
と

言

て
い
る
と
突
然

妖
夢
の

が
険
し
く
な

た



 第 話 伝染する悪意

 
妖
夢

さ
ん
気
を

け
て
く
だ
さ
い

か
来
ま
す

 

音

何

 

は
妖
夢
が
向
い
て
い
る
方
向
を
見
る
と
そ
こ
に
い
た
の
は
下
を
う
つ
む
い
て
い
る
男
性
だ

た

し
か
も
そ
の

を

音
は
知

て
い
た

 

音

あ
れ
は
確
か

者
の

 
妹
紅

何
で
こ
ん
な
時
間
に

 
目
の
前
に
い
た
の
は
前
回

り
で
辻
斬
り
に
斬
ら
れ
た
男
性
だ

た

だ
が
何

こ
の

三
つ

時
に
い
る
の
か

 
霊
夢

あ
ん
た
今
は
異
変
中
よ

手
に
出
て
こ
ら
れ
て

 
も

る
ん
だ
け
ど

 
と

言
う
が
男
性
は
返
事
を
し
な
い

 
霧
雨

お
い
何
か
あ
い
つ
様
子
が

 
男
性

に

は

 

を
こ
ち
ら
に
向
け
る
と
気

ち
悪
い
程
の
満
面
の
笑
み
を

か
べ
る
そ
の
時
だ

た

 

 

殺
せ

悪
意
の
ま
ま
に
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謎
め
い
た

が

三
つ
時
の
人
里
に

い
た
そ
の

間
だ

た

突
然
目
の
前
の
男
性
に
異
変

が
起
き

し
み

え
始
め
た

 
男
性

あ

あ
が
が
が
か
ぎ

ぎ

ぎ

 

音

お

お
い

 

音
が
近
づ
こ
う
と
し
た
時
さ

と
妹
紅
が

め
る

 
妹
紅

メ
だ

音

 
そ
し
て
男
性
の

中
か
ら

悪
な
何
か
が
現
れ
る

そ
の
男
性
の

中
に
は

後
の

悪
な
何

か
の

が

の
よ
う
に
な

て
い
る
か
の
よ
う
だ

た

ま
さ
し
く
何
か
に

か
れ
て
い
る

 
妖
夢

な

何
で
す
か
あ
れ

 
霊
夢

斬
ら
れ
た
時
に
何
か

さ
れ
た
わ

 
霧
雨

霊
夢

 
魔
理
沙
の

を
聞
い
た
霊
夢
は
後
ろ
を
見
る
と
そ
こ
に
は
人
里
の
男
女
は
た
ま
た
子

ま
で

も
が

中
に

悪
な
何
か
が

い
て
い
た

 
霊
夢

こ
ん
な
に
お
仲
間
さ
ん
が
い
る
と
は

 

音

霊
夢

頼
む
か
ら
人
間
達
は
殺
さ
な
い
で
く
れ
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霊
夢

そ
ん
な
こ
と
分
か

て
る
わ
よ

そ
れ
言
う
な
ら

 

の

人
に
言
い
な
さ
い
よ

 
霧
雨

手
に
は
や
る
が
殺
し
は
し
な
い

 
妹
紅

当
た
り
前
だ

 
妖
夢

い
き
ま
す

 
そ
う
し
て
人
里
で
は
５

大
勢
と
の
戦
い
が
始
ま

た

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
そ
し
て
こ
こ
博
麗
神
社
の
居
間
で
蓮
は
ち

ぶ

に
突

し
て

て
い
た

霊
夢
の
帰
り
を

待

て
い
た
ら

く
な

て
し
ま

て
い
た
の
か

て
い
る
よ
う
だ
が

 
蓮
 

あ
れ

こ
こ
は

 
蓮
は
ま
た
夢
の
世
界
に
い
た

そ
れ
は
今
日
の
朝
に
見
て
い
た
夢
と

じ
真

白
な
世
界

す

る
と

人
の
女
性
い
や
蓮
の
先
祖

安

晴
明
が
歩
い
て
く
る

 
蓮
 

晴
明
さ
ん
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晴
明

蓮

は
言
い
ま
し
た
よ

試

が
あ
る
と

 
蓮
 

い
や
そ
の
前
に

が
特

を
聞
い
た
ら
夢
か
ら

 
目
覚
め
て
し
ま

て
聞
け
な
く
て

 
と

言
う
が
晴
明
は

不

そ
う
な

で

 
晴
明

言
い

は
無
用
で
す
そ
ん
な
事
よ
り
も

く

 
貴
方
は
人
里
へ
行
き
な
さ
い

 
蓮
 

ど
う
い
う
こ
と
で
す
か

ま
さ
か
霊
夢
達
に

 
危

が

 
晴
明

は
い

そ
し
て
伝
え
き
れ
な
か

た
今

貴
方
が

 
退
治
す
る
妖
怪

い
え
妖
刀
と
言

た
方
が

 
良
い
で
し

う
そ
の
名
は

妖
刀
神
楽
蓮

貴
方
が

 
常
に

て
い
て
博
麗
霊
夢
か
ら

ら
れ
た

 
刀
で
す

 
そ
れ
を
聞
い
た
蓮
は
目
を

に
し
て

い
た

何
せ

じ
ら
れ
な
い
程
の
事
実
だ

た
か
ら

だ



 第 話 伝染する悪意

 
晴
明

博
麗
霊
夢
は
神
楽
を
封
印
し
て
あ
る

を
開
け
て

 
し
ま

た
が

に
目
覚
め
さ
せ
る
き

か
け
と

 
な

て
し
ま

た
ん
で
す

 
蓮
 

ち

と
待

て
く
だ
さ
い

だ

て
神
楽

 
で
し
た

け

あ
れ
な
ら
さ

き
ま
で

て

 
ま
し
た
よ

 
そ
う
蓮
は
何
時
も
の
よ
う
に
刀
を
立
て

け
て
し
ま

て
い
る

し
か
も
時
間
的
に
は
今
か
ら

数
時
間
前
に
だ

 
晴
明

今
の
神
楽
は

三
つ
時
に
な
る
に
つ
れ
て
目
覚
め

 
て
い
き
や
が
て
そ
の
悪
意
を
見
せ
る
の
で
す

 
蓮
 

え

て
こ
と
は
現
実
だ
と

の
刀
は
絶
対
に

 
そ
の
場
に
は
な
い
ん
で
す
よ

 
晴
明

え

 
晴
明
の
話
が
本
当
な
ら
現
実
で
は
と
ん
で
も
な
い
こ
と
に
な

て
い
る

だ

 
晴
明

で
す
が

ろ
し
い
の
は
神
楽
の
悪
意
は
伝
染
し
て
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い
く
の
で
す

 
蓮
 

そ
れ

て
ま
さ
か
空
気
感
染
じ

 
晴
明

い
え

神
楽
の
悪
意
は

伝
染
を

り

 
返
し
ま
す
最

に
斬
り
つ
け
ら
れ
た
人
間
を

 
手
当
て
す
る
た
め
に
人
が

る
そ
し
て
手
当
て

 
し
た
人
間
に
不
の
感
情
が
あ
れ
ば
感
染
を

り

 
返
し
ま
た
別
の
人
へ
と

れ
て
伝
染
を

り
返
す

 
の
で
す

 
そ
れ
を
聞
い
た
蓮
は
最
悪
の
想

を
し
て
し
ま

た

も
し
そ
れ
が
魔
理
沙
や
妖
夢
に

音
そ

し
て
欠
け
が
え
の
な
い
大

な
人
で
あ
る
霊
夢
も
が
悪
意
に
伝
染
す
る
想

を

 
蓮
 

晴
明
さ
ん

は
行
き
ま
す

 
晴
明

蓮

貴
方
に
最
後

話
し
て
お
き
た
い
こ
と
が

 
あ
る
わ

妖
刀
神
楽
の
悲
し
い
過
去
に
つ
い
て

 
蓮
 

悲
し
い
過
去
で
す
か

 
晴
明

え

神
楽
は

分
の

を
護
る
た
め
に
人
や
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妖
怪
を
斬
り
続
け
た
そ
の
結

斬

た
者
達
の

 
怨
念
が
纏
わ
り
つ
い
て
護

て
き
た

の

 

人
を
斬
殺
し
て
し
ま

た
と
い
う
過
去
を

 
だ
か
ら
神
楽
は

も

つ
け
た
く
な
い
か
ら

 

の
中
で
永
久
に

た

だ
か
ら
蓮

 
神
楽
に
安

を

え
て
あ

て

 
そ
れ
を
聞
い
た
蓮
は
後
ろ
へ
と

り
向
き
走

て
い

た

そ
う
し
て
蓮
は
目
覚
め
現
実
へ
と

帰

て
く
る

 
蓮
 

 
蓮
は
起
き
上
が
る
と
何
時
も
大

に
所

し
て
い
る

か
ら

け
ぬ
刀
を
立
て

け
る
所
を
見

る
の
だ
が
そ
こ
に
は
神
楽
は
立
て

け
れ
て
い
な
か

た

 
蓮
 

や

り

本
当
な
ん
だ

神
楽

 
そ
う
言
う
と
蓮
は
急
い
で
縁

へ
と
出
で

三
つ
時
の
空
へ
と
飛
ん
で
い
く
の
だ

た
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怠
惰

は
い
今
回
の
異
変
の
首
謀
者
は
蓮
の
愛
刀
で
あ
り

 
よ
う
や
く
名
前
が
出
て
き
た
神
楽
で
し
た

 
狗
神

タ
王
道
だ
な

 
怠
惰

で
も
思
う
け
ど
さ

人
で
に
刀
が
動
く

て

 

く
な
い

 
狗
神

幻
想
郷
じ

普
通
だ
ろ

 
怠
惰

そ
れ
言

た
ら
終
わ
り
だ
け
ど
さ

で
も

く

 
な
い
か
い

 
狗
神

い
や
全
然

 
怠
惰

話
に
な
ら
な
い
や

ま

い

か

そ
れ
と
さ

 
ま
だ
先
の
話

に
な
る
と
は
思
う
け
ど
お
気
に

 

り
１
０
０

達
し
た
ら
何
や
ろ
う
か
な

 
狗
神

な

に
今
こ
こ
で
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怠
惰

ま

今
現

考
え
て
る

は

つ
あ
る
け
ど

 

つ
は
理
久

と
別
れ
た
後
の
晴
明
の
活

 
を

ん
の
数
話

ど

く
か

そ
れ
と
も

 
外
伝
と
し
て
玲
音
執
事
⻑
が
何

紅
魔
館
に

 
来
た
の
か
の
ど
ち
ら
か
を

く
つ
も
り
だ
け
ど

 
ど

ち
が
い
い
か
な

 
狗
神

ま

そ
こ
は
１
０
０
い

た
ら
な

 
怠
惰

ま

一

は

者
様

さ
ん
考
え
て
は

 
お
い
て
く
だ
さ
い

そ
れ
と
感
想
で
そ
の

 

え
は
書
か
な
い
で
下
さ
い

感
想

さ

 
れ
ま
す
か
ら

 
狗
神

そ
の
時
に
な

た
ら
活
動
報
告
で
お
知
ら
せ
は

 
す
る
だ
ろ
う
か
ら
よ
ろ
し
く
な

 
怠
惰

そ
ん
じ

言
い
た
い
こ
と
も
言

た
か
ら

 
今
回
は
こ
こ
ま
で



 第六章 悪意は血の匂いと共に

 
狗
神

次
回
も
よ
ろ
し
く
な

 
怠
惰

で
は

者
様
ま
た
明
日
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第

話
 
神
楽
の
悪
意

 
こ
ん
に
ち
は

者
様

テ
ス
ト
が
返

て
く
る
と
共
に

 
そ
の

数
を
見
て

に
な
り
そ
う
に
な
る
怠
惰
の
ク
ソ

 
悪
魔
で
す

が
な
け
れ
ば
い

か

 
で
は
本
編
へ
ど
う

 
今

人
里
で
は

人
の
女
性
が

り
来
る
人
里
の
住
人
に
と
り

い
た

悪
な
化
け
物
達
と

相
手
を
し
て
い
た

れ
ぬ

 
霊
夢

そ
こ

 
男
性

ぐ

 
霊
夢
の
回
し

り
で
男
性
は
吹

飛
ん
で
い

た

だ
が
そ
れ
で
も
襲
い
か
か

て
く
る

 
化
物

グ
ガ
ガ
ガ
ガ
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霧
雨

そ
ん
な

撃
当
た
ら
な
い

 

悪
な
化
け
物
か
ら

り
下
ろ
さ
れ
る

撃
を

に

が

て

け
る

そ
し
て

け
た
所
に

妖
夢
が

近
す
る

 
妖
夢

が
刀
に
斬
れ
ぬ
も
の
な
ど
あ
ま
り
な
い

 
化
物

ギ

ア
ア

 
妖
夢
に
限

て
は
桜
観

と
白
桜

で
住
人
の

中
に
生
え
て
い
る

悪
な
化
け
物
を
斬

て

い
く
斬
ら
れ
た
化
け
物
は

滅
し

体
と
な

て
い
た
住
人
は
倒
れ
る

 
妖
夢

こ
い
つ
ら
や

り
悪
霊
の

い
で
す
か

 

音

そ
ら

 

ン

 
男
性

ぐ
は

 

音
の
方
は

突
き
で

体
と
な

て
い
る
住
人
に
当
て
て
い
き
気
絶
さ
せ
て
い
く

だ
が

音
の
後
ろ
か
ら
住
人
が
襲
い
か
か
る

 
住
人

ギ

ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 

音

し
ま
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住
人

ぐ
は

 
と
襲
わ
れ
そ
う
に
な
る
と

音
に
襲
い
か
か
る
と
り

か
れ
た
住
人
に
向
か

て
妹
紅
が
飛

び

り
を
食
ら
わ
せ
て

音
を
守
る

 
妹
紅

大

か

音

 

音

す
ま
ん
妹
紅

 
と

人
が

死
に

戦
す
る
が
住
人
達
の
勢
い
が

え
る
事
は
な
い

 
霧
雨

こ
い
つ
ら
ゾ
ン

か
よ

 
霊
夢

や

て
も
き
り
が
な
い
わ

 
霊
夢
の
言
う
通
り
や

て
も
や

て
も
き
り
が
な
い

人
は
こ
の
時
思

た

こ
れ
を

て
い
る
本
体
を
破
壊
し
な
い
限
り
道
は
な
い
と

だ
が
刀
を

つ
⻑

の
女
性
が
い
る
気

は
な

い 

音

お
前
達
正
気
に
も
ど
れ

 
と

音
は

ぶ
が

は

て
気

ち
悪
い
ぐ
ら
い
の
笑
み
を

か
べ
て
ゆ

く
り
ゆ

く

り
と
ゆ
ら
ゆ
ら
歩
き
な
が
ら
近
づ
い
て
く
る

 
妹
紅

ち



 第六章 悪意は血の匂いと共に

 
妖
夢

来
る
な
ら
来
い

 

人
は
ま
だ
戦
い
続
け
る
の
だ

た

そ
し
て
一
方

人
里
へ
と
急
行
し
た
蓮
は
上
空
で
こ

の

状
を
見
て
い
た

 
蓮
 

な

い

た
い

そ
れ
に
霊
夢
達
が

 
蓮
は

け
に
行
こ
う
と
し
た
そ
の
時
だ

た

突
然

分
の
下
の
方
で
気

の
悪
い
殺
気
に
気

が
つ
い
て
し
ま

た

 
蓮
 

あ
れ
は

 
物
見

の
屋

の
上
に
夢
で

分
へ
と
斬
り
つ
け
て
き
た
女
性
が
立

て
い
た

 
蓮
 

あ
の
子
が
元
凶

 

く
と
蓮
は
そ
の
女
性
の
元
ま
で
向
か

た

す
る
と
高
み
の
見
物
を
し
て
い
た
女
性
も
蓮
に

気
が
つ
い
た

 
蓮
 

君
が
神
楽

何
だ
よ

 
と

蓮
が
聞
く
と
女
性
は
悲
し
そ
う
な

を

に

る
と

 
神
楽

蓮
さ
ん

く
霊
夢
さ
ん
達
を

れ
て
逃

て

 
下
さ
い
じ

な
い
と

は
ま
た

人
で
あ
る
貴
方
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を

つ
け
て
し
ま
い
ま
す

 
神
楽
は
悲
し
そ
う
に
そ
う
な

で

告
を
す
る

だ
が
蓮
は

 
蓮
 

そ
れ
は
出
来
ま
せ
ん
神
楽
さ
ん

は
貴
女
を

 

い
に
来
た
ん
で
す
か
ら

 
そ
う
言
う
と
そ
の
場
に

ま
り
続
け
た

晴
明
か
ら
は
退
治
し
ろ
と
言
わ
れ
た
が
蓮
本
人

は
退
治
せ
ず
和
解
の
道
を
選
ん
だ
の
だ

そ
れ
で
も
神
楽
は

に
忠
告
を
続
け
る

 
神
楽

お
願
い
蓮

お
願
い
だ
か

う
ぐ

 
蓮
 

神
楽
さ
ん

う

何
だ
こ
の

は

 
突
然

神
楽
は

を

さ
え
て

し
み
始
め
る

す
る
と
蓮
に
も
そ
の

は
聞
こ
え
て
き
た

 

 

殺
せ

そ
の
ガ
キ
を
殺
せ
そ
し
て
咲
か
せ
ろ

い

 

い
真

な
花
を
な

 
そ
ん
な
名
状
し
が
た
き

が

く

す
る
と
神
楽
に
変
化
が
起
き
始
め
た

 
神
楽

殺
す

だ
殺
し
た
く

殺
す

め
て

 
お
願
い
だ
か
ら

く
殺
し
て
し
ま
お
う

 
う

蓮
さ
ん

く
逃

て

下
さ
い
も
し
く
は



 第六章 悪意は血の匂いと共に

 

を
壊
し
て

く
だ
さ
い
う
が

 

真

な
お
花
を
咲
か
せ
な
き

 
神
楽
は
気

悪
く

タ
リ
と
笑
う
と
手
に

て
い
る
蓮
が
所

し
続
け
て
い
た

か
ら

け

ぬ
刀
い
や
妖
刀
神
楽
の

に
手
を
か
け
ゆ

く
り
と
刀
を

刀
す
る

そ
の
刀

は
夢
で
見
た
よ

う
に

色
に

い
て
い
た

ま
る
で
夜
空

く
月
の

き
の
よ
う
に

 
神
楽

さ
よ
う
な
ら

 
蓮

 

刀
し
た
刀
で
蓮
へ
と
一

で
斬
り
か
か
る
が
斬
ら
れ
る
前
に
蓮
は
後
ろ
へ
と

く
後
退
し

屋

の
上
に
降
り
る

そ
れ
を
追
い
か
け
る
か
の
よ
う
神
楽
も
屋

に
飛
び

る

 
蓮
 

神
楽
さ
ん

し

か
り
し
て
く
だ
さ
い

 
神
楽

蓮

貴
方
は
ど
ん
な

麗
で
真

な
花
を
咲
か

 
せ
る
の
か
し
ら

 
最

話
せ
る
状

で
は
な
い

だ
が
ま
だ
変
異
は
終
わ

て
は
い
な
い

 
神
楽

 
神
楽
は
そ
の

ろ
し
い
笑
み
を

か
べ
て
い
る
と
地
上
で

れ
て
い
る
人
里
の
住
人
達
の
よ
う

に
神
楽
の

後
に
も

悪
な
る
者
が
現
れ
る

人
里
の
住
人
達
よ
り
も

か
に

大
で

悪
な
る
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者
だ

お
そ
ら
く
神
楽
や
人
里
の
住
人
を

て
い
る
本
体
だ
と
蓮
は
見
た

 

 

奴
を
殺
せ
さ
す
れ
ば

等
は
解
放
さ
れ
る

や
れ

 
神
楽

わ
か
り

ま
し
た

 
聞
こ
え
て
く
る
謎
の

に
神
楽
は

を
す
る
と
蓮
へ
と
襲
い
か
か

て
く
る
の
だ
が

座
に

蓮
は

ケ

ト
か
ら
狗
神
の
式

を
出
し
構
え

ぶ

狗
神
の
名
を

 
蓮
 

狗
神

 
蓮
の

に

え
て
真

白
の
体

を

つ

の
妖
怪
狗
神
が
現
れ
神
楽
か
ら

ら
れ
る
刀
を

で
弾
く

狗
神
は
神
楽
を
見
る
と

 
狗
神

う

前
々
か
ら
変
な
匂
い
が
す
る
と
思

た
ら

 
や
は
り
妖
怪
か

 
神
楽

貴
女
に
も
真

な
お
花
を
咲
か
せ
て
あ

る

 
狗
神

小
僧
こ
い
つ

と
ん
で
る
の
か

 
目
の
前
の
神
楽
に
対
し
て
そ
う
発
言
を
す
る
と
蓮
は
首
を

に

て

 
蓮
 

神
楽
は

後
に
い
る

奴
に

ら
れ
て
る
ん
だ

 
ま
ず
は

奴
を
や
ら
な
い
と
次
に
霊
夢
達
が
危
険
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な
ん
だ
よ

 
狗
神

ま

た
面
倒
な
の
に
関
わ
り
や
が

て

 
流
石
の
狗
神
も
こ
れ
に
は
少
し

れ
た
の
だ
が

リ
と
笑
う
と

 
狗
神

だ
が
ま

暇
し
な
い
分
ま
し
か

 
そ
う
言
う
と
狗
神
は
神
楽
へ
と
そ
の
大
き
な

を
開
け
て
襲
い
か
か
る

そ
れ
に
対
し
て
神
楽

は
予

で
き
ぬ
よ
う
な
フ
ラ
フ
ラ
と
し
た

り
で
狗
神
の

を

け
時
に
は
刀
で
弾
き
飛
ば

す 

 

中
々
出
来
る
な
貴
様

あ
の
小
僧
を
斬
ら
せ
れ
ば

 
楽
な
も
の
を

 
と
神
楽
の

後
で
と
り

い
て
い
る

悪
な
る
者
が
狗
神
に
言
う
と
狗
神
は
バ
カ
か
と
言
わ

ん
ば
か
り
に

 
狗
神

奴
に
死
な
れ
ち
ま

た
ら

が

奴
を
殺
せ
な
い

 
だ
ろ

バ
カ
か
お
前
は

 
蓮
 

殺
ら
せ
な
い
よ

 
こ
れ
に
は
蓮
も
ツ

ミ
を

れ
る
が
神
楽
の

後
に
い
る

悪
な
る
者
の
目
的
は
ど
う
や
ら
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蓮
の

殺
な
の
か
狗
神
の

撃
を

い
潜

て
蓮
へ
と
刀
を

る
う

 
蓮
 

う
わ

 
何
と
か
当
た
る

前
で
体
を
そ
ら
し
て

け
る
が

に

れ
目
が

た

 
神
楽

そ
ん
な

わ
な
い
で

真

な
お
花
が

 
咲
か
な
い
じ

な
い

 
今
の
神
楽
は
正
気
の
沙

で
は
な
い

後
ろ
の

悪
な
る
者
に

ら
れ
蓮
を

と
し
か
見
え
て

い
な
い

し
か
し
戦
お
う
に
も
今
の
蓮
に
は
戦
え
る
力
は
狗
神
し
か
な
い

そ
れ
だ
け
で
は
神
楽

の

後
に
い
る

悪
な
る
者
を
退
治
で
き
な
い

 
蓮
 

ど
う
す
れ
ば

 
蓮
が

く

だ
が
蓮
は
晴
明
の
言

を
思
い
出
し
地
上
で
戦

て
い
る
霊
夢
達
を
見
る

 
蓮
 

絆
か

晴
明
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
と

言
う
と
蓮
は
一
目
散
に
そ
の
場
か
ら
走

て
逃

出
し
た

 
狗
神

な

小
僧

 
そ
れ
に
続
い
て
狗
神
も
追
い
か
け
る
が
神
楽
も
刀
を
構
え
て
追
い
か
け
る

 
狗
神

小
僧

ど
う
い
う
つ
も
り
だ
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狗
神
は
隣
で
走
る
蓮
に
そ
う
言
う
と
蓮
は
狗
神
に
説
明
を
し
た

 
蓮
 

狗
神

絆

て

じ
る

 
狗
神

何

小
僧

貴
様
も
狂

た
か

 
蓮
 

う
よ

に
手
を
貸
し
て
も
ら
お
う
と
思

て

 
蓮
は
屋

か
ら
飛
び
降
り
る
そ
れ
に
続
い
て
狗
神
も
飛
び
降
り
る

こ
こ
で
思
い
出
し
て

し

い

地
上
で
は
何
が
起
き
て
い
た
か
を

 
蓮
が
飛
び
降
り
る
と
そ
こ
に
は
人
里
の
住
人
が
い
た
の
か
そ
れ
が
下
敷
き
に
な

た

 
男
性

ぐ

 
そ
の
悲
鳴
を
聞
い
た
で
あ
ろ
う
そ
の
場
の
全
員
は
一

に
蓮
を
見
る

そ
の
中
に
は
先
程
か
ら

戦

て
い
た
蓮
の
友
人
達
で
あ
る
霊
夢
達
が
い
た

 
霊
夢

蓮

 
霧
雨

お
前
な
ん
で
こ
こ
に

 
妖
夢

何
し
に
来
た
ん
で
す
か

 

音

そ
れ
に
式
も
一

だ
と

 
妹
紅

ま
さ
か

刀
か
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と

言
う
と
蓮
は
物

い
ぐ
ら
い
に

し

な
さ
そ
う
な

を
し
て

 
蓮
 

え

と

元
凶
を

れ
て
き
ち

た

 
全
員

は

 
霊
夢
達
は
マ

ケ
な

を
出
し
た

間
屋

の
上
か
ら
神
楽
が
蓮
に
向
か

て
ジ

ン

斬
り

を
仕

け
る

 
狗
神

小
僧

 
狗
神
は
蓮
の

首
を

む
と
す
ぐ
さ
ま

れ
る

そ
の
お

け
で
蓮
は

か
り
神
楽
の

撃
は

空
を
斬

た

 
蓮
 

あ
り
が
と
う
狗
神

 
霊
夢

蓮

奴
が
元
凶

 
霊
夢
は
元
凶
で
あ
る
神
楽
に
そ
う
言
う
と
蓮
は
首
を

に

て

 
蓮
 

う
ん

妖
刀
神
楽

こ
の
異
変
の
元
凶

に
し
て

 
霊
夢
か
ら

た
大

な

の
刀
だ

 
蓮
達
は
元
凶
で
あ
る
神
楽
を

み
神
楽
は

ろ
な

情
で
刀
を
構
え
る
の
だ

た
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怠
惰

こ
ん
に
ち
は

者
様

現

進
行

で
狗
神

 
さ
ん
が
い
な
い
た
め

人
で
や
る
事
と
な

て

 
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

ど
う
し
ろ
と

 

人
で
ど
う
し
ろ
と

 
晴
明

そ
う
言
う
と
思

て
今
回
は

が
特
別
参
戦

 
し
て
い
る
ん
で
す
よ

 
怠
惰

あ

そ
う
だ

た

そ
ん
じ

今
回
の

ス
ト

 
安

晴
明
で

す

手

 
晴
明

何
で
す
か
こ
の
脱
力
じ
み
た

は

 
怠
惰

ま

ま

で

昔
に
理
久

に
ボ

ボ

に

 
さ
れ

の

て
に
は
理
久

か
ら

た

 

を

で
返
し
た
晴
明
さ
ん

 
晴
明

に
刺
が
あ
り
ま
せ
ん
か

 
怠
惰

ま

は

め
て
ど
う
で
し

う
か

蓮
に

 
狗
神
の
活

を
見
て
い
て
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晴
明

そ
う
で
す

は
更
に
強
く
な
り
ま
す

 

が
そ
う
言
う
ん
で
す
か
ら
間

い
は
な
い

 
で
し

う

 
怠
惰

昔
の

分
の
よ
う
に

 
晴
明

え

そ
う
で
す
と
も

 
怠
惰

そ
う
言
う

に
は

人
の
家
で
酒
を
た
か
り
に

 
行

て
た
よ

 
晴
明

何
の
事
で
し

う
か

の
記
憶
に
は
あ
り
ま
せ
ん

 
怠
惰

気
に
な
る
な
ら
も
う

つ
の
小
説
の
平
安

り
を

 
見
れ
ば
晴
明
の
知
ら
れ
ざ
る
過
去
が

 
晴
明

見
な
い
で
く
だ
さ
い

絶
対
に

絶
対

 
怠
惰

ま

そ
れ
は
さ
て
お
き
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
晴
明

ス
ら
れ
て
ま
せ
ん
か

 
怠
惰

で
は

者
様
ま
た
次
回

 
晴
明

ス
ら
れ
て
ま
す
よ
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怠
惰

バ
イ
バ

イ
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第

話
 
陽
の
心
と
陰
の
心

 
こ
ん
に
ち
は

者
様

え
て
首
を
痛
め
て
い
る

 
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

あ

マ
ジ
で
痛
い

 
そ
れ
は
さ
て
お
い
て
本
編
へ
ど
う

 
蓮
の
言

霊
夢
か
ら

た
と
言
う
言

に
霊
夢
と
蓮
そ
し
て
狗
神

外
の
メ
ン
バ

は

ジ
ト
目
で
霊
夢
を
見
る

 
霧
雨

お
前
か

 
妖
夢

霊
夢
さ
ん

 

音

霊
夢
ど
い
う
事
か
説
明
し
て
も
ら
お
う
か

 
妹
紅

や
れ
や
れ

 
 

 
霊
夢

う

 
こ
れ
に
は

え
き
れ
な
か

た
の
か
霊
夢
は

る
と

を
反
ら
し
た

だ
が
今
は
そ
ん
な
流
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に
話
し
て
い
る
場
合
で
は
な
い

何
せ
こ
の
異
変
の
大
本
が
出
て
来
た
の
だ
か
ら

 
蓮
 

神
楽
の

後
に
い
る
悪
意
を

り

い
ま
し

う

 
で
な
い
と
こ
の
異
変
は
終
わ
り
ま
せ
ん

 
蓮
の
言

を
聞
い
た
で
あ
ろ
う

人
は
そ
れ

れ
構
え
る

 
霊
夢

ま

た
く

は

分
で

け

て
こ
と

 
霧
雨

今
回
の
原
因
の

ど
は
お
前
と
蓮
だ
ろ

お
前

 
と
蓮
と
で

奴
を
ど
う
に
か
し
て
こ
い
人
里
の

 
住
人
達
は

ら
で
や
る

 

音

人
里
の
住
人
は

達
で

え
る

そ
の
間
に
本
体

 
を

け

 
妹
紅

せ
ろ

 
妖
夢

蓮
さ
ん
こ
れ
を
使

て
く
だ
さ
い

 
そ
う
言
う
と
妖
夢
は
蓮
に

分
の
刀
の

つ
桜
観

を
蓮
に

す
と
蓮
は

い
た

 
蓮
 

妖
夢
さ
ん
い
い
ん
で
す
か

 
妖
夢

な
い
と
戦
い
に
く
い
で
し
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蓮
 

感

し
ま
す

 
そ
う
言
う
と
妖
夢
か
ら

か

た
桜
観

を
構
え
る

そ
れ
を
見
た
神
楽
は
ゆ
ら
ゆ
ら
と
動
き

な
が
ら

 
神
楽

貴
方
達
に
真

な

花
を
咲
か
せ
て
あ

る

 
蓮
 

行
く
よ
神
楽

 
霊
夢

力
す
る
わ

 
狗
神

た
く

 
蓮
は
刀
を
構
え
霊
夢
は
お

い
棒
を
構
え
そ
し
て
狗
神
は
や
れ
や
れ
と
い

た
感
じ
で
神
楽
へ

と
向
か

て
い

た

そ
し
て
神
楽
も
刀
を
蓮
達
に
向
け
る
と

後
の

悪
な
る
者
が
人
里
の
住

人
に

い
て
い
る

悪
な
る
者
達
に
命

を
出
し
た

 

 

や
れ

が
悪
意
よ

を

め

 
そ
の
言

を
聞
く
と
ま
た
人
里
の
住
人
達
は
神
楽
と

じ
よ
う
に
ゆ
ら
ゆ
ら
と
不

に
動
き

な
が
ら
襲
い
か
か
る

 
霧
雨

こ
い
や

 
妖
夢

来
な
さ
い
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音

妹
紅

終
わ

た
ら
楽
し
く

も
う

 
妹
紅

め
ろ

音

そ
れ
は
死

フ
ラ
グ
だ

 
と

何

か
最
後
は
グ

グ

に
な

た
が

人
は

戦
を
開
始
し
た

 
蓮
 

神
楽

 
ガ
キ
ン

 
桜
観

と
神
楽

の
刀
が
ぶ
つ
か
り
合
う

神
楽
の

は
し
か
め
る
所
か
未
だ
に

ろ
の

だ

た

そ
こ
に
霊
夢
の
弾
幕
が
飛
ん
で
い
く

 
神
楽

そ
の
程
度

 
キ
ン

サ

サ

サ

サ

 
蓮
を
弾
き
飛
ば
し
す
ぐ
さ
ま
向
か

て
く
る
弾
幕
を
刀
で

り

て
る
が
今
度
は
狗
神
の
突
進

が
襲
い
か
か
る

 
神
楽

行
き
な
さ
い

 

 

こ
ろ
風
情
が

 
ガ
シ

 
神
楽
の

後
に

い
て
い
る

悪
な
る
者
の

が
狗
神
を

さ
え
つ
け
る
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狗
神

が

こ
ろ
だ

 

 

お
前

か

か
と
思

た

  
蓮
 

あ

 

悪
な
る
者
は
地

を

ん
で
し
ま

た

狗
神
の
前
で
言

て
は
い
け
な
い
禁

を
言

て

し
ま

た

そ
れ
が
不

を
呼
ぶ
こ
と
と
な
る

 
狗
神

て
め

永
久
に
呪
い
殺
す

 
も
し
こ
の
小
説
を

ん
で
い
る
女
性
の
方
が
い
る
な
ら

分
思
う
は
ず
だ

女
性
な
ら
男
ら
し

く
カ

い
い
よ
り
も
女
の
子
ら
し
く
て
可
愛
い
と
言
わ
れ
る
方
が
良
い

だ

そ
れ
と

じ
で

狗
神
か
ら
し
て
み
れ
ば
女
な
の
に
も
関
わ
ら
ず
男
と
間

わ
れ
る
の
は
一
番
の

な
の
だ

 

 

な

何
だ
こ
い
つ

 
狗
神
の
怒
り
が

発
し

悪
な
る
者
を

倒
し
始
め
る

そ
れ
を
危
険
と
判
断
し
た
の
か

悪

な
る
者
も

 

 

や
れ
そ
い
つ
斬
殺
し
ろ

 
神
楽

真

な

花
を
咲
か
せ
て
あ

る
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ガ
キ
ン

 
蓮
 

や
ら
さ
せ
ま
せ
ん

 
神
楽
は
刀
で
狗
神
を
斬
ろ
う
と
す
る
が
そ
こ
に
蓮
が
わ

て

て
神
楽
の
刀
を
受
け

め

る 

 
こ
わ小

が

 
だ
が
そ
れ
だ
け
で
は
な
い

上
空
で
は
霊
夢
が
ス

ル
カ

ド
を
構
え
て

 
霊
夢

霊

 
夢
想
封
印

 
霊
夢
の
ス

ル
が
発
動
し

つ
の
追

式
の
大
弾
が
神
楽
と

悪
な
る
者
に
向
か

て
飛
ん

で
い
く

 

 

お
の
れ

 

悪
な
る
者
は
狗
神
を

り

て

け
よ
う
と
す
る
が

悪
な
る
者
の

を
狗
神
は
力
強
く

む
 
狗
神

逃
が
し

ぬ

と
言

た
貴
様
を
永
久
に

 
呪

て
や
る

 
蓮
 

狗
神

そ
い
つ
を
上
空
へ
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狗
神

あ

ち

良
い
だ
ろ
う

 
返
事
を
す
る
と
フ
ル
ス
イ
ン
グ
で

悪
な
る
者
を
上
空
へ
と

ち
上

た

そ
れ
に

ら
れ
て

神
楽
も
上
空
へ
と
飛
ん
で
い
く

そ
し
て
霊
夢
の
夢
想
封
印
が
全
て

悪
な
る
者
に

弾
し
た

 

ン

ン

ン

ン

 
だ
が
そ
れ
だ
け
で
終
わ
り
で
は
な
い

蓮
は

ぐ
様
上
空
へ
と
飛
び
立
ち
桜
観

を
構
え

 
蓮
 

神
楽

 
ザ
シ

 

悪
な
る
者
と
神
楽
が

が

て
い
る

分
を
刀
で

断
し
て
神
楽
を

え
て
地
上
へ
と
降
り

る 
蓮
 

神
楽

神
楽

 
神
楽
の
体
を

さ
ぶ
る

す
る
と
神
楽
は
ゆ

く
り
と
目
を
開
い
た

そ
の
目
や

は
先
程
と

は
変
わ

て

ろ
で
は
な
く

ら
れ
る
前
に
戻

て
い
た

 
神
楽

蓮
さ
ん

あ
れ

は

 
蓮
 

良
か

た
大

 
神
楽

え
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と

言

て
い
る
と
狗
神
が
蓮
を
注
意
す
る

 
狗
神

お
い
小
僧

ま
だ
終
わ

て
な
い

 
狗
神
の
向
い
て
い
る
方
を
見
る
と

悪
な
る
者
が

怒
の

情
で

方
を

む

す
る
と
霊
夢

も
蓮
と
狗
神
の
元
に
降
り
立
つ

 
霊
夢

あ
ん
た

奴
は
何
な
の
よ

 
と

霊
夢
が
聞
く
と
神
楽
は
蓮
の

を

り
な
が
ら
立
ち
上
が
る
と

 
神
楽

あ
れ
は

も
う

つ
の

神
楽
な
ん
で
す

 
霊
夢

は

 
こ
の
時
蓮
は
晴
明
が
語

た
神
楽
の
昔
話
を
思
い
出
し
た

か
つ
て

分
の

人
ち

を
守
る

た
め
に
血
を

び
続
け
た
結

怨
念
に
纏
わ
り
つ
か
れ
た
と

そ
れ
つ
ま
り
目
の
前
に
い
る

悪
な
る
者
は
神
楽
の

分
の
心
が
怨
念
と
結
び

い
て
し
ま

た
も
の
な
の
だ
と
考

し
た

 
神
楽

許
さ
ぬ
許
さ
ぬ

貴
様
ら
全
員
悪
意
の
闇
に

 

ま
れ

ち
る
が
い
い

 

を
上

る
と

悪
な
る
者

い
や
人
里
の
住
人
達
に

い
て
い
る
神
楽
の
悪
意
は

悪

な

を
開
い
て

を
す
る

ど
う
や
ら
こ
こ
か
ら
が
本

の
よ
う
だ
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霊
夢

奴
ま
だ
殺
る
み
た
い

 
狗
神

り

が

 
と

霊
夢
と
狗
神
は
悪
意
の
神
楽
に
向
か

て

み
つ
つ
臨
戦

勢
を
と
る

そ
し
て
蓮
は

 
蓮
 

神
楽

君
は
休
ん
で

 
神
楽

い
い
え

の
悪
意
は

で
何
と
か
し
な
い
と

 
い
け
ま
せ
ん
だ
か
ら

 
そ
う
言
う
と
神
楽
の
体
は

色
に
光

く

光
が

む
と
そ
こ
に
は
蓮
が
こ
れ
ま
で
使

て
い

た

か
ら

け
ぬ
刀

い
や
妖
刀
神
楽
が
そ
こ
に
あ

た

 
神
楽

蓮
さ
ん

を
使

て
く
だ
さ
い

 
そ
れ
を
聞
い
た
蓮
は

か
ら
刀
を
引
き

く
た
め
に

に
手
を
か
け
て
ゆ

く
り
引
い
て
い

く

す
る
と

 
カ

リ

 
と

の
音
が
聞
こ
え
る

何
と
こ
れ
ま
で

け
な
か

た
神
楽
が

け
て
い
る
の
だ

刀

の
色
は

薄
い

の

き
が
煌
め
き
ま
る
で

望
を

す
か
の
よ
う
な
色
合
い
だ

 
蓮
 

こ
れ
が
神
楽
の
刀

神
楽

力
を
貸
し
て
く
れ
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心
か
ら
そ
う

く
と
蓮
は
神
楽
の

を

に
さ
し
桜
観

を
構
え
ま
さ
か
の
二
刀
流
だ

 
神
楽

蓮
様
も
無
理
は

さ
ら
ぬ
よ
う
に

 
と

神
楽
は
二
刀
流
で
戦
う
の
が
心

な
の
か
そ
う

く

そ
し
て
蓮
は
霊
夢
と
狗
神
に

 
蓮
 

霊
夢

狗
神

神
楽
は

が

く
だ
か
ら

護
を

 
し
て
く
れ
な
い
か

 
霊
夢

い
い
わ
よ
そ
れ

前
に

奴
は
あ
ん
た
が
や
り

 
な
さ
い
よ

 
狗
神

奴
に
は
恨
み
が
あ
る
か
ら
な

力
し
て
や
ろ
う

 

人
の
覚

の
言

を
聞
い
た
蓮
は
深
く
深
呼
吸
を
す
る
と

 
蓮
 

行
く
よ

 
そ
の
言

と
共
に
蓮
と
霊
夢
そ
し
て
狗
神
は
神
楽
へ
と
走
り
出
し
た

 
神
楽

行
け

が
悪
意
共
よ

裏

た

れ

 
共
々

せ

 
人
里
の
住
人
達
の

中
に
生
え
て
い
る
悪
意
達
は
体
を

ば
し
て
蓮
達
に
襲
い
か
か

て
く
る

の
だ
が
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蓮
 

そ
ん
な
も
の

 
ジ

キ
ン

ジ

キ
ン

サ

 
蓮
は
二
刀
で

り
来
る
悪
意
を
神
楽
と
桜
観

で

り

て

 
霊
夢

弾
幕
 
二

結
界

 
霊
夢
は
ス

ル
を

え
悪
意
達
を
弾
き
飛
ば
し

 
狗
神

ど
け

 
狗
神
は

ち
前
の
一

で
襲
い
く
る

ぎ
倒
す

 
神
楽

お
の
れ

 
神
楽
は

い
か怒

る

怒
の
激
怒
を
起
こ
し
て

の

大
な

で
襲
い
か
か
る

だ
が

 
狗
神

ぐ
が

 
ド
ン

 
狗
神
の

な
タ

ク
ル
を
手
首

り
に
く
ら
い
動
き
が

る

だ
が
今
度
は
逆
の
手
で

撃

を
仕

け
る
の
だ
が

 
霊
夢

神
霊
 
夢
想
封
印

 

つ
の
大
き
な
光
弾
が
神
楽
へ
と
全
て

弾
し
襲
い
か
か
る
手
は
だ
ら
り
と
落
ち
て
い
く
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神
楽

貴
様
ら

 
そ
し
て
最
後
に
は
蓮
が

ス

ド
で
二
刀
の
刀
を
構
え
て

 
蓮
 

ま
ず

つ

 
ザ
シ

 
妖
夢
か
ら
貸
し
て

た
桜
観

で

悪
な
る

を

に
斬
る

手
が
使
え
な
く
な

た
神
楽

は
悲
痛
な

び
で

 
神
楽

ぐ
が

め
ろ

 
と

言
う
が
蓮
は

手
に

つ
神
楽
で

 
蓮
 

め
だ

 
ザ
シ

 
神
楽

お
の
れ

お
の
れ

ぐ
ぎ

 
神
楽
は
蓮
達
の
力
で
退
治
さ
れ
る
と

時
に
白
い
結

が

利
を
祝
福
す
る
か
の
よ
う
に

り

に
降
り
注
ぐ
の
だ

た
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怠
惰

さ
て
と
そ
ん
じ

今
回
も
や

て
い
き
ま
す

 
か

 
晴
明

所
で
首
ど
う
か
し
た
ん
で
す
か

 
怠
惰

て
首
を
痛
め
ま
し
た

 
晴
明

あ

痛
い
や
つ
で
す

 
怠
惰

は
い
ク
ソ
痛
い
で
す
首
を
回
せ
な
い
の
が
不

で

 
痛
い
と
い
う
本
当
に
イ
ラ

と
き
ま
す

 
晴
明

ま

お
大
事
に
と
い
う
こ
と
で

 
怠
惰

で
す

ま

グ

グ

だ
け
ど
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
晴
明

次
回
は
ま
た
明
日
で
す

 
怠
惰

そ
れ
で
は

書
様

 
晴
明

ま
た
次
回
に
お
会
い
し
ま
し

う

 
怠
惰

そ
ん
じ

バ
イ
バ
イ
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第

話
 
妖
刀
神
楽

 
こ
ん
ば
ん
わ

者
様

こ
こ
最
近
の

さ
で

に

 
負
け
る
と
よ
り
一

イ
ラ

と
来
て
し
ま
う
怠
惰
の

 
ク
ソ
悪
魔
で
す

何
か
ガ
キ
み
た
い
で
す

そ
れ
で
は

 
本
編
へ
ど
う

 
蓮
が
放

た
桜
観

の
一
撃
と
神
楽
に
よ
る
一
撃
で
神
楽
の

で
あ
る
神
楽
を
倒
す
と
そ
こ

か
ら
光
の

が
雪
の
よ
う
に
降
り
注
ぐ

 
蓮
 

終
わ

た

 
そ
う
言
い
手
に
刀
を

た
ま
ま
蓮
は
脱
力
し
な
が
ら

わ

わ
と
飛
ぶ

 
霊
夢

蓮

 
霊
夢
の
言

を
聞
い
た
蓮
は
脱
力
し
た
状

で

り
向
く

 
蓮
 

霊
夢

何
と
か
な

た
よ



 第 話 妖刀神楽

 
霊
夢

ま

た
く

 
蓮
の
脱
力
し
た
状

が
心

だ

た
の
か

け

け
て
み
た
が

外
無
事
だ

た
の
で
霊
夢
は

安

し
た

 
狗
神

ら
小
僧

 
狗
神
は
蓮
の

首
を

み
す
る
と
地
上
へ
と
下
ろ
す

霊
夢
も
そ
れ
に
続
い
て
地
上
へ
と
降

り
て
い

た

 
霧
雨

お

い
蓮

霊
夢

 
妖
夢

蓮
さ
ん

霊
夢
さ
ん

 
狗
神
は
蓮
を
地
上
へ
と

す
と
魔
理
沙
と
妖
夢
が

け

て
き
た

 
蓮
 

魔
理
沙
そ
れ
に
妖
夢
さ
ん
終
わ
り
ま
し
た
よ

 
霊
夢

ま

た
く

 
と
言

て
は
い
る
が

に
こ
の
現
況
を

た
の
は
刀
を
解
放
し
て
蓮
に

し
た
霊
夢
と
そ

れ
を
使
い
続
け
た
蓮
の
せ
い
だ
と
い
う
の
は
言
う
ま
で
も
な
い

 
蓮
 

あ
と
妖
夢
さ
ん
こ
の
刀
は
お
返
し
し
ま
す

 
笑

で
蓮
は
妖
夢
の
刀

桜
観

を

に
返
す
と
妖
夢
は
刀
を

に

め
る
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妖
夢

お

に
た
て
た
の
な
ら
何
よ
り
で
す

 
蓮
 

そ
う
い
え
ば
里
の

さ
ん
は

 
蓮
が
里
の
住
人
に
つ
い
て
聞
く
と
今
度
は

音
と
妹
紅
が
や

て
来
る

 

音

そ
れ
な
ら

無
事
だ

 
妹
紅

あ

降

て
く
る
こ
の
光
の
雪
み
た
い
な
の
に

 
当
た

て

悪
な
化
け
物
も
あ

と
い
う
間
に

 

え
ち
ま

た
よ

 
そ
う
言
わ
れ
た
蓮
達
は

り
を
見

す
と
確
か
に
里
の
住
人
達
の

中
に
は
確
か
に
神
楽
の
悪

意
達
は

え
て
は
い
る
の
だ
が
そ
こ
で
ぶ

倒
ら
れ
て
い
る
と
逆
に
別
の
異
変
が
起
き
た
の
か
と

思

て
し
ま
う

 
狗
神

そ
う
い
え
ば
小
僧

神
楽
は

 
蓮
 

え

え
と

う
わ

 
狗
神
に
神
楽
に
つ
い
て
聞
か
れ
る
と
蓮
の
刀
も
と
い
神
楽
は
先
程
の
人

に
な
る

 
神
楽

様
今
回
の
件
に
つ
い
て

大
な
る
迷

を

 
か
け
て
し
ま
い

に

し

ご
ざ
い
ま
せ
ん
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神
楽
は
深
々
と

を
下

る
と
蓮
は

 
蓮
 

そ
う
い
え
ば
神
楽

も
う

つ
の

は
ど
う

 
な

た
の

 
神
楽
の

も
と
い
先
程
か
ら
戦

て
い
た

悪
な
神
楽
に
つ
い
て
聞
く
と

 
神
楽

そ
れ
な
ら
こ
こ
に
い
ま
す
よ

 

分
の

の
中
心
に
手
を

え
る

ど
う
や
ら

の
心
と
合
わ
さ

て
元
の

本
の
心

刀
に
戻

た
よ
う
だ
が
今
の
光
景
を
見
た
数
名
の
女
性
達
は

 
霧
雨

ま

ま
た

カ
イ
だ
と

 
妖
夢

く

負
け
た

 
霊
夢

狗
神
と
い
い
ま
た
か

 
と
少
し
ば
か
し
悲
痛
の

び
と

き
が
聞
こ
え
た
が
蓮
は
あ
え
て
無

を
す
る

だ
が

ス
ら
れ
た
神
楽
は
ツ

ミ
を

れ
た

 
神
楽

何
が
で
す

 
狗
神

う

 
ド
ロ
ン
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狗
神
も
神
楽
と

じ
よ
う
に
人

に
な
る
と

の

と
比

す
る

な
お

は
狗
神
の
方
が

少
し
だ
け
大
き
い
よ
う
だ

 
神
楽

え

と
や

り
狗
神
さ
ん

て
女
性
な
ん
で
す

 
よ

 
狗
神

あ

て
め

ま
さ
か

だ
と
は
思

て

 
だ
ろ
う
な

 
神
楽
を
ギ
ロ
リ
と
強

な

み
を
す
る
と
神
楽
は
一

い
て

 
神
楽

い

い
え

思

て
な
い
で
す

さ
ん

 
狗
神

が

さ
ん
だ

 
狗
神
に
神
楽
と
い
う

が
出
来
た

間
だ

た

だ
が
霊
夢
や
魔
理
沙
そ
し
て
妖
夢
は
こ
ん

な
感
じ
だ
が
妹
紅
は

を

手
で

ん
で
大
き
く
み
よ
う
と
こ

そ
り
強

し
よ
う
と
す
る
の
だ

が 
妹
紅

は

 

音

妹
紅

大
き
い
と

が

る
だ
け
だ

 
妹
紅

音
に
言
わ
れ
る
と
負
け
た
感
し
か
な
い
よ
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因
み
に
こ
こ
だ
け
の
話
だ
が
狗
神

神
楽

音
と
思

て
く
れ
れ
ば
い
い
だ
ろ
う

あ
え
て

は
言
わ
ぬ
が

 
蓮
 

え

え
と

そ
ろ
そ
ろ
話
を
戻
そ
う

 
蓮
の
言

を
聞
く
と

何
か
心
に

る
が
話
を
戻
す
こ
と
に
し
た

 
蓮
 

え

と
神
楽

と
は

つ
に
な

た

 

て
事
で
い
い
ん
だ
よ

 
神
楽

は
い
そ
れ
で
合

て
い
ま
す

 
霊
夢

で
も
そ
れ

て
ま
た
悪
意
だ

け

そ
れ
と
結
び

 
つ
い
た
の
よ

 
神
楽
は

き

手
を

る
と

分
の

隣
に
先
程
人
里
の
住
人
達
の

中
に

い
て
い
た
悪

意
が

体
出
現
す
る

だ
が
先
程
は
真

だ

た
の
に
も
関
わ
ら
ず
出
て
い
る
の
は

色
だ

 
妹
紅

そ
い
つ
は
さ

き
の

 
そ
れ
に
は
こ
の
場
の
全
員
蓮
と
狗
神

外
は

構
え
る
が
蓮
は

に

え
て
と
ジ

ス

を
す
る
と
全
員
は

構
え
る
の
を

め
る

 
神
楽

と

の
悪
意

そ
の

つ
は
ま
た
結
び

い
て
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つ
と
な
り
ま
し
た

で
す
が
悪
意
は

の
心

 
に

づ
き
続
け
る
事
と
な

て
し
ま
い
ま
し
た
が

 
蓮
さ
ん
や

さ
ん
の
お
陰
で
悪
意
を

え
る
こ
と
が

 
出
来
た
ん
で
す

 
そ
う
い
い
神
楽
は
手
の

に
つ
い
た
五

を
見
せ
る

そ
れ
こ
そ
蓮
の
能
力

式
神
を

り
使

す
る
程
度
の
能
力

に
よ

て
つ
い
た

様

蓮
の
式
神
と
な

た

だ

 

音

そ
の
悪
意
と
や
ら
は
ま
た
お
前
の

を

し
て

 
襲

て
く
る

の
か

 
神
楽
が
正
気
を
失

て
い
る
時
の
事
を
思
い
出
し
つ
つ

に
す
る
と
神
楽
は
不
安
な

を
し

て 
神
楽

分
か
り
ま
せ
ん
少
な
く
と
も
今
は
蓮
さ
ん
の
能
力

 
の
式
神
と
な

て
式
を

け
る
こ
と
に
よ

て

 

は
し
て
い
ま
す
が
も
し
蓮
さ
ん
の
能
力
が

 

え
て
し
ま
え
ば
あ
る
い
は

 
狗
神

な
ら
良
い
じ

な
い
か
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狗
神
の
言

で
全
員
は
狗
神
の
方
向
を
向
く

 
狗
神

小
僧
が
死
ん
で
ま
た
お
前
が

れ
る
な
ら
そ
の

 
時
は

が

々
に
破
壊
し
て
や
る

 
妖
夢

え

ち

と
そ
れ
は
言
い
過
ぎ
で
は

 
狗
神
の
言

は
確
か
に
言
い
過
ぎ
な
気
も
す
る
の
だ
が
神
楽
や
こ
の
場
の
全
員
を
思

て
の
事

な
の
だ
ろ
う

す
る
と
狗
神
の
言

を
聞
い
た
蓮
は
突
然
吹
き
出
し
て
笑

た

 
蓮
 

ハ
ハ
ハ

ま
さ
か
狗
神
が
そ
ん
な
事
を

 
言
う
な
ん
て
結
構
意
外
だ

 
狗
神

ん
だ
よ

悪
い
か

 
蓮
 

全
然

た
だ
意
外
だ

た
だ
け
さ

神
楽

 
狗
神
の
言

を
聞
い
て
反

は

 
狗
神
の
意
見
に
つ
い
て
反

を
神
楽
に

め
る
と

 
神
楽

い
え

も
そ
の
方
が
安
心
し
ま
す
少
な
く
と
も

 
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に

の
悪
意

そ
れ
と
向
き

 
合

て
は
い
き
ま
す
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神
楽
の

は
先
程
の
不
安
な

か
ら
晴
れ
晴
れ
と
し
た

と
な

た

ど
う
や
ら
狗
神
の
言

で
解
決
し
た
よ
う
だ

神
楽
は
今
さ

き
出
し
た

分
の
分

を
し
ま
う

す
る
と
霊
夢
が
ヒ
ソ

ヒ
ソ
と

 
霊
夢

蓮

狗
神

て
意
外
に
世
話
焼
き

 
蓮
 

う

ん
ど
う
だ
ろ
う

 
狗
神

て
め

ら
何
か
言

た
か

 
あ
ま
り

る
と
ま
た
狗
神
に
言
わ
れ
そ
う
だ
と
思

た

人
は

 
蓮
 

ん

何
で
も
な
い
よ

 
霊
夢

え

 
話
を

魔
化
す

そ
し
て
狗
神
は

目
で
蓮
と
霊
夢
を
見
つ
つ
も

 
狗
神

な
ら
い
い

神
楽
お
前
宴
会
は
知

て
る
よ
な

 
神
楽

え

は

は
い

 
狗
神

お
い

娘

異
変
と
や
ら
が
終
わ

た
ら
宴
会

 
な
ん
だ
よ
な

 
狗
神
は
霊
夢
に
向
か

て
そ
う
言
う
と
蓮
と
狗
神
そ
し
て
神
楽

外
の
メ
ン
バ

は

娘



 第 話 妖刀神楽

と
い
う

語
で
笑
い
を

え
る

な
お
霊
夢
は

 
霊
夢

が

娘
よ

 
狗
神

お
前
だ
が

 
霊
夢

あ

も
う

と
り
あ
え
ず
宴
会
は
す
る
わ
よ

 
で
も
ま
ず
は
こ
の
人
達
を
そ
れ

れ
家
に

 

て

か
せ
る
わ
よ

 
そ
う
し
て
蓮

霊
夢

魔
理
沙

妖
夢

音

妹
紅

狗
神

神
楽
の

人

は
今
回
起

き
た
異
変
に

き
込
ま
れ
た
人
里
の
住
人
達
を

音
の

内
の
元
全
員
起
こ
さ
ず
家
へ
と

り

は
遅
め
の

を
と
る
の
だ

た

 
怠
惰

は
い
て
な

で
蓮
の

体
目
の
式
神
は
妖
刀

 
神
楽
で
す

 
晴
明

目

せ
１
０
０

式
神
マ
ス
タ

 
怠
惰

ど
こ
の

獣
達
だ
よ
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晴
明

し
か
し
よ
う
や
く
戦
力
が
整

て
き
ま
し
た

 
怠
惰

ま

そ
だ

こ
こ
だ
け
の
話
だ
け
ど
神
楽
が

 
目
覚
め
た
理

て

ど
隠
者
の
せ
い
な
ん

 
だ
け
ど

隠
者
に
合

て
戦
わ
な
け
れ
ば

 
目
覚
め
な
か

た
か
も
し
れ
な
い

 
晴
明

そ
う
な
ん
で
す
か

 
怠
惰

う
ん
特
に
隠
者
の
使

た
あ
の

が
原
因
だ
よ

 
晴
明

て
こ
と
は
隠
者
が
い
な
け
れ
ば
神
楽
と
は
心
が

 
通
じ
会
う
ど
こ
ろ
か
刀
は
永
遠
に

け
な
か

た

 
か
も
し
れ
な
い

て
こ
と
で
す
よ

 
怠
惰

ま

そ
う
な
る

そ
の
前
に
霊
夢
が

か
ら

 

り
出
し
て
そ
れ
を
使

た
蓮
に
も

が
あ
る

 
け
ど
や

り
一
番
は
隠
者
が
原
因
と
だ
け
言

 

て
お
く

 
晴
明

因
み
に
こ
れ
か
ら
も
隠
者
は
出
ま
す
か
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怠
惰

で
る
よ

そ
れ

外
に
も
魔
理
沙
や
咲
夜

 
に
妖
夢
達
を
倒
し
た
奴
等
も
出
て
は
く
る
予
定

 
だ
か
ら
お
楽
し
み
に

ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と

 
は
言
わ
な
い
け
ど

 
晴
明

そ
う
で
す
か

あ

怠
惰
さ
ん
そ
ろ
そ
ろ
お
時
間

 
で
す
よ

 
怠
惰

て
な

で

者
様
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
晴
明

次
回
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

 
怠
惰

で
は

者
様
ま
た
次
回
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第

話
 
蓮
の
意
思
と
考
え

 
こ
ん
に
ち
は

者
様

今
回
は
お

い
投
稿
と

 
な

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

も
う
じ
き

 

休
み
が
始
ま
る
な

と
思
い
つ
つ

 
本
編
へ
ど
う

 
神
楽
の
起
こ
し
た
異
変
か
ら

日
後
定
番
の
よ
う
に
博
麗
神
社
で
は
宴
会
が
開
か
れ
た

今

回
の
宴
会
で
も
や
は
り
妖
怪
の

合
が

い
が

 
蓮
 

狗
神

神
楽

手
伝

て

 
神
楽

は
い

す
ぐ
に

 
狗
神

た
く

し

う
が

な

 
次
々
と
酒

を

か
ら

り
出
す
と
蓮
と
狗
神
そ
し
て
神
楽
と
そ
の
悪
意

体
と
で

ぶ

ん
で
い
る
と
霊
夢
が
歩
い
て
き
た



 第 話 蓮の意思と考え

 
霊
夢

蓮

酒
の

は
ま
だ
あ
る
わ
よ

 
蓮
 

う
ん

あ
る

前
よ
り
何

か

く
な

て

 
た
け
ど

ま

定
番
の
よ
う
に
萃
香
さ
ん
が

 
全

平
ら

そ
う
だ
け
ど

 
霊
夢

く

て

ま

い

か

 
な
お
今
回
の
神
楽
が
起
こ
し
た
異
変
だ
が

な

因
と
な

た
の
は
本
来
は
妖
怪
退
治
と
い
う

名
目
が
あ
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
神
楽
の
封
印
を
解
い
て
し
ま

た
博
麗
霊
夢
と
封
印
を
解
い
た
神

楽
を

る
い
続
け
て
覚
醒
さ
せ
て
し
ま

た
蓮
の

人
は
過
ぎ
た
事
で
は
あ
る
が
流
石
に
と
思

い
今
回
は
気
を
使

て
い
た

狗
神
は

人
の
や

た
こ
と
は

分
に
も

が
あ
る
的
な
感
じ
で

手
伝
い
神
楽
は
色
々
と

を
出
し
て
し
ま

た
こ
と
に

滅

し
と
い

た
所
だ

 
狗
神

小
僧
と
り
あ
え
ず
こ
の

と
神
楽
の

て
る

 

は

ぶ

 
神
楽

蓮
さ
ま
お
先
に
行
き
ま
す

 
そ
う
言
う
と
狗
神
と
神
楽

び
に
悪
意
達
と
で
酒
を

て
い
く

 
霊
夢

に
し
て
も
本
当
に
面
倒
く
さ
い
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蓮
 

よ
し

霊
夢
も
混
ざ

て
来
な
よ
大

の
事
は

 

達
で
や
る
か
ら
さ

 
霊
夢

え

 
蓮
は
霊
夢
に
気
を
使

て
言
う
が
霊
夢
は
一

し
そ
う
な

を
し
た
が
首
を

に

て 
霊
夢

い
い
わ
よ

あ
ん
た
ば
か
り
に

せ
る

に
は

 
い
か
な
い
か
ら
そ
れ
に
元
は

が
封
印
を
解
い

 
た
の
が
原
因
だ
し

 
蓮
 

霊
夢
い
つ
も
あ
り
が
と
う

 
そ
ん
な
霊
夢
に
お

を
言
う
と
霊
夢
は

を

く
し
て

 
霊
夢

ち

変
に
気
ま
ず
い
じ

な
い
バ
カ

 
蓮
 

い
や

う
ん
あ

と
り
あ
え
ず
こ
れ

ぶ
か
ら

 
霊
夢

え

分
か

た
わ

 
そ
う
言
う
と
蓮
は

に
そ
こ
か
ら
去

て
い
く

そ
し
て

を
曲
が
る
と

 
狗
神

な

小
僧
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神
楽

蓮
さ
ま

 
蓮
 

う
わ

人
共
い
た
の

 
と
狗
神
と
神
楽
が
そ
こ
に
立

て
い
た
が
狗
神
は

ケ
に
真

な

情
で
神
楽
は
何
と
も
言

え
な
い
よ
う
な

を
し
て

 
狗
神

刀

に
聞
く

小
僧

あ
の

娘
の
事
ど
う

 
思

て
る

 
と

急
に
意

の
わ
か
ら
な
い

問
を
さ
れ
た
蓮
は

て
い
た
酒

を

い
て

 
蓮
 

急
に
ど
う
し
た
の

 
神
楽

に

し
ま
す
と
霊
夢
さ
ま
の
事
が

愛
的
に

 

き
な
の
か
と
狗
神
様
は

べ
て
い
る
ん
で
す

 
狗
神

あ
り
が
と
よ

そ
れ
で
ど
う
な
ん
だ

 
狗
神
と
神
楽
に

め
ら
れ
蓮
は
観
念
し
た
の
か
そ
の

問
に

え
た

 
蓮
 

う
ん

き
だ
よ
時
々
意
識
し
ち

う
時
も
あ
る

 
ぐ
ら
い
に

 
神
楽

な
ら
何
で
人
間
や
ら
生
物
に
お
け
る

愛
行
動
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を
し
な
い
の
で
す
か

 

約
す
る
と

何

告
白
し
な
い
の
か

と
言
い
た
い

神
楽
の
言
い
方
は
少
し
お
か
し

い
が
一

は
刀
の
た
め
そ
れ
ら
の
言

を
知
ら
な
い
の
も
無
理
は
な
い

だ
が
そ
れ
に
対
し
て
蓮

は 
蓮
 

だ
よ
今
の

と
霊
夢
と
じ

不

り

 
合
い
だ
か
ら
か
な

 
狗
神

不

り
合
い

 
蓮
 

う
ん

何
で
か
分
か
ら
な
い
け
ど
霊
夢
と

の
い
る

 

て
少
し

い
や
遠
い
ん
だ
よ
追
い
か
け
て
も

 
追
い
か
け
て
も
霊
夢
に
追
い

け
な
い
ぐ
ら
い
に

 
神
楽

え

と

そ
れ
で

 
蓮
 

だ
か
ら

が
霊
夢
と

じ

に

を
並
べ
ら

 
れ
た
そ
の
時
に

め
て
霊
夢
に
告
白
し
た
い

 
そ
う
考
え
て
い
る
だ
よ

 
蓮
の
意
思
と
考
え
を
聞
い
た
狗
神
は
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狗
神

そ
う
か

ま

お
前
が
ど
う
こ
う
し
よ
う
が

 
構
わ

が

も
一

は
女
だ
か
ら
言
わ
せ
て

 
も
ら
う
が
そ
う
い
う
の
は

く
す
る
方
が
い
い

 
蓮
 

ど
う
い
う
こ
と

 
狗
神

女

て
の
は
待
ち
続
け
さ
せ
ら
れ
る
事
が
大

い

 
な
生
き
物
だ
流

に

売

て
る
と
心
が
変
わ
る

 
か
も
し
れ
な
い

 
と

狗
神
の
注
意
に
対
し
蓮
は
少
し

る
と

 
蓮
 

も
し
そ
れ
で
霊
夢
の
心
が
別
の
人
に

て
も

 

は
告
白
を
す
る
よ
そ
れ
で
フ
ラ
れ
る
な
ら

 
新
た
な
一
歩
に
な
る
か
ら

 
狗
神

そ
う
か

お

と
そ
ろ
そ
ろ
行
か
な
い
と
酒
が

 

き
る

 
蓮
 

あ

う
ん
そ
う
だ

 
そ
う
言
い
蓮
は

い
た
酒

を

つ
と

に
そ
こ
か
ら

け
て
い
く

そ
れ
を

め
て
い
た
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狗
神
と
神
楽
は

 
神
楽

で
も
狗
神
さ
ま
何
で
ま
た
あ
ん
な
事
を

 
狗
神

さ

な

女
と
し
て
か

 
狗
神
は
先
程
蓮
が
通

た

の
突
き
当
た
り
を
見
る
と

で
笑

て

 
狗
神

行
く

 
神
楽

あ

は
い

 
そ
う
し
て
狗
神
と
神
楽
も
そ
こ
か
ら

れ
る

だ
が
狗
神
の
向
い
た

の
方
で
は

 
霊
夢

バ
カ

 
と
霊
夢
が
聞
い
て
い
た
が
蓮
は
知
る
よ
し
も
な
か

た

そ
し
て
場
所
は
変
わ
り
蓮
は
宴
会

場
へ
と
酒
を

ん
で
来
る
と

 
霧
雨

よ

蓮
お
前
も

も
う

 
魔
理
沙
が

ら
い
つ
つ
ケ
ラ
ケ
ラ
と
笑
い
な
が
ら
蓮
に
酒
を

め
る
が

 
蓮
 

い
や
だ
か
ら
ま
だ

は
酒
は

め
な
い
か
ら

 
狗
神

な
ら

が
相
手
を
し
て
や
ろ
う
白
黒
娘

 
狗
神
が
蓮
に

て
は
い
る
と
魔
理
沙
は
笑
い
な
が
ら



 第 話 蓮の意思と考え

 
霧
雨

よ

し

か
か

て
こ
い
や

 
と

狗
神
と
魔
理
沙
と
で

み
出
し
た

 
神
楽

狗
神
様
は
何
時
も
あ
ん
な
感
じ
な
の
で
す
か

 
蓮
 

う

ん

本
は

に
出
な
い
け
ど
こ
う
や

て

 
出
る
と

で
酒
を

み

わ
す
よ

 
そ
う
し
て
い
る
と
霊
夢
が
や

て
来
る

何

か

を

く
し
て

 
蓮
 

あ

霊
夢
そ

ち
は
終
わ

た
の

 
霊
夢

え

う

う
ん

 
神
楽

え

と
蓮
様

は
狗
神
様
に

い
て
ま
す

 
そ
う
言
い
神
楽
は
狗
神
の
元
へ
と
向
か

た

ど
う
や
ら
気
を
使

て
く
れ
た
み
た
い
だ

 
霊
夢

蓮

あ
の
さ

 
霊
夢
が
何
か
を
言
お
う
と
し
た
が
蓮
は
笑

で

 
蓮
 

一

に

ま
な
い

ま

は

だ
け
ど

 
霊
夢

そ
う

み
ま
し

う

 
そ
う
し
て
今

の
宴
会
も
ま
た

騒
ぐ

こ
の
中
で
新
た
な
る
一
歩
を

ん
だ
者
も
数
名
い
た



 第六章 悪意は血の匂いと共に

が
そ
れ
で
も
今

は
ど
ん
ち

ん
騒
ぎ
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
も
や
り
ま
す
か

 
晴
明

最
後

り
が

ラ

的
な
感
じ
に
な
り
ま
し
た

  
怠
惰

ま

う
ん

思
い
だ
け
ど
お

い
気
づ
い
て
な
い

 
的
な
感
じ
だ

 
晴
明

ま

た
く
今
現
代
の
人
間
は
突
き
進
ん
で
い
き

 
ま
せ
ん

の
時
な
ん
て
も
う
ア
タ

ク
さ
れ

 
た
の
に

 
怠
惰

因
み
に

と
結

し
た
の

 
晴
明

ひ

み

つ

で
す

 
怠
惰

あ

は
い
そ
う
で
す
か

ま

別
に
興

が



 第 話 蓮の意思と考え

 
な
い
か
ら
い
い
け
ど

 
晴
明

じ

な
ん
で
聞
い
た
ん
で
す
か

 
怠
惰

や
け
に

慢
に
話
し
て
た
か
ら

 
晴
明

本
当
に

な
性
格
で
す

 
怠
惰

何
を
今
さ
ら

そ
ん
じ

今
回
は
こ
こ
ま
で
に

 
し
ま
す
か

 
晴
明

そ
う
で
す

そ
れ
で
は
こ
こ
ま
で

ん
で
く
だ

 
さ

て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
怠
惰

次
回
は
あ

ち
の
方
を
投
稿
す
る
か
ら
よ
ろ

 
し
く

 
晴
明

で
は

者
様

 
怠
惰

ま
た
明
日
別
の
小
説
で



 第六章 悪意は血の匂いと共に

 
第

話
 
ど
う
見
て
も
お
前
が
悪
い

 
こ
ん
ば
ん
わ

者
様

怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

 
今
回
は

見
て
も
ら

た
方
が

い
か
な

 
で
は
本
編
へ
ど
う

 
蓮
が

大
な

を
言

て
か
ら
数
日
の
事
蓮
は
何
時
も
の
日

で
あ
る
修
行
を
行

て
い

た 
蓮
 

７
９
８

７
９
９

 
霊
夢

は

 
霊
夢
は
そ
ん
な
蓮
を
見
て
た
め

を

く
と

 
蓮
 

ど
う
し
た
の
霊
夢

 
霊
夢

え

な

何
で
も
な
い
わ
よ

そ
れ
よ
り
も

 

が
近
い
か
ら



 第 話 どう見てもお前が悪い

 
蓮
は
霊
夢
の

の

近

で
ど
う
し
た
の
か
と
聞
い
た
た
め
霊
夢
は

て
し
ま
う

 
蓮
 

え

な
ら
い
い
ん
だ
け
ど

 
蓮
は

を

し
て
霊
夢
の
隣
に
座
る
よ
う
に
縁

に
座
る
と

 
霊
夢

蓮
あ
の
さ

 

 

よ

い
る
か

 
と
霊
夢
が
言
お
う
と
し
た
時
突
然

が
聞
こ
え
た

そ
の
方
向
を
見
る
と
博
麗
神
社
に
歩

い
て
く
る
人

が
写
る

そ
の
人

は
こ
ち
ら
に
や

て
来
る
と
蓮
と
霊
夢
は
そ
の
人
物
を
見
て

一

で
分
か

た

 
蓮
 

あ
れ
玲
音
さ
ん

 
霊
夢

何
で
紅
魔
館
の
執
事
が
い
る
の
よ

 
言
い
た
い
こ
と
を
邪
魔
さ
れ
た
霊
夢
は
少
し
キ
レ
て
い
た
が
玲
音
は

 
玲
音

あ

う
ん

り
込
み
中
悪
い
な

 
蓮
 

え

と
玲
音
さ
ん
は
何
し
に
来
た
ん
で
す
か

 
玲
音

な

お
二
方

何
処
か

人
し
て
る
所

て
な
い

 
か



 第六章 悪意は血の匂いと共に

 
霊
夢

何
で
よ

 
霊
夢
が
何
で
か
と
聞
く
と
玲
音
は

を

き
な
が
ら

笑
い
し
つ
つ

 
玲
音

ハ
ハ
ハ

紅
魔
館
の
執
事
ク

に
な

た
わ

 
蓮
 

え

 
霊
夢

は
い

 
こ
れ
に
は

人
も

く
し
か
な
か

た

そ
う
し
て
玲
音
は
事
の

り
行
き
を
話
す
の
だ

た

そ
れ
は
今
か
ら
約

間
前
程

り
こ
こ
紅
魔
館
で
は

 
玲
音

よ

し
お
前
ら
仕
事
も
目
処
が
つ
い
た
か
ら

 
遊

う

 
玲
音
は
何
時
も
の
よ
う
に
妖
精
メ
イ
ド
達
を
遊
び
に
誘
う

そ
の
誘
い
に
妖
精
メ
イ
ド
達
は
楽

し
そ
う
に

 
妖
精

わ

い

 
妖
精

な
ら

ン
バ
ラ
し
よ
う
よ

 
妖
精

い
や
い
や

そ
れ
な
ら

だ
よ

 
と
い

た

合
に
妖
精
メ
イ
ド
達
と
遊
ぶ
の
だ

た
が
そ
の
数
時
間
後

玲
音
は
休

室



 第 話 どう見てもお前が悪い

で
休
ん
で
い
る
と
咲
夜
が

し
な
が
ら
や

て
来
る

 
咲
夜

玲
音

貴
方
仕
事

た
ら
か
し
て
何
し
て
る
の

 
か
し
ら

 
咲
夜
は
笑

だ
が

間
に
シ

を

せ
て
言
う
と
玲
音
は

 
玲
音

ん

や
る
こ
と
は
や

た
が

 
咲
夜

貴
方

屋
敷
の

は
い
く
つ
あ
る
か
知

て
る

 
玲
音

さ

数
え
た
こ
と
も
な
い
な

 
咲
夜

そ
う

貴
方
達
に
頼
ん
だ
の
は
屋
敷
の

全

の

 

な
の
に
何
で

分
の

程
で
終
わ

て
る
か

 
説
明
く
だ
さ
る
か
し
ら

 
と

咲
夜
に
言
わ
れ
た
玲
音
は

し
な
が
ら

 
玲
音

き
て
き
た
か
ら

 
咲
夜

そ
う

玲
音
貴
方

に

イ
フ
生
や
す
準
備
は

 

全
か
し
ら

 
咲
夜
は

イ
フ
を
構
え
る
と
玲
音
は
笑
い
な
が
ら
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玲
音

全
然

 
咲
夜

く
た
ば
り
な
さ
い
玲
音

 
咲
夜
は

イ
フ
を
玲
音
へ
と
投

す
る
が
玲
音
は
近
く
に
あ

た
椅
子
を

て
椅
子
を

代

わ
り
に
す
る

 
玲
音

相
変
わ
ら
ず
命
中

の
高
さ
だ
よ
な
本
当
に

 
玲
音
は
咲
夜
の

を

け
続
け
る
事
数
分
後

 
咲
夜

本
当
に
貴
方

て
人
は

 
玲
音

は

は

は

ま
だ
ま
だ
だ
な

 
と

言

て
い
る
と
玲
音
と
咲
夜
の
い
る
通

の
隣
の

が
開
く

そ
こ
に
は

 
レ
ミ

貴
方
達
ま
た
や

て
る
の

 
咲
夜

お

様

し

ご
ざ
い
ま
せ
ん

 
咲
夜
は

を
下

る
が
玲
音
は

と
手
を
上

て

 
玲
音

よ

カ
リ

マ

 
レ
ミ

が
カ
リ

マ
だ

 
と
定
番
の
よ
う
に
レ
ミ
リ
ア
に
カ
リ

マ
発
言
し
て
怒
ら
れ
る

す
る
と
レ
ミ
リ
ア
は



 第 話 どう見てもお前が悪い

リ
と
笑
う

ど
う
や
ら
良
い
こ
と
を
思
い

い
た
よ
う
だ

た

 
レ
ミ

咲
夜
貴
方
ま
た

執
事
に
手
を
焼
い
て
る
よ
う

 
咲
夜

え

本
当
に

 
レ
ミ

な
ら
玲
音

つ

け
を
し
な
い

 
玲
音

け

 
玲
音
が
言

を
言
い
返
す
と
レ
ミ
リ
ア
は

し
な
が
ら

 
レ
ミ

え

よ

ス
で

負
し
ま
し

う
そ
れ
で

 

が

た
ら
今
日
の
仕
事
全

や
り
な
さ
い

 
代
わ
り
に

た
ら

 
と

レ
ミ
リ
ア
が
言
お
う
と
し
た

間

玲
音
は

 
玲
音

い
い

な
ら

て
た
ら
お
れ
の
用
件
を

 

ん
で
も
ら
う
い
い
な

 
レ
ミ

構
わ
な
い
わ
よ

 
レ
ミ
リ
ア
は

ち

た
か
の
よ
う
に
言
う
と
玲
音
は
楽
し
そ
う
に

 
玲
音

な
ら
さ

さ
と
や
ろ
う
や
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レ
ミ

え

そ
う
し
ま
し

う

 
そ
う
し
て
玲
音
と
レ
ミ
リ
ア
に
よ
る

ス
の
対
決
が
始
ま

た
の
だ
が
数
時
間
後

 
玲
音

は
い

ク
メ
イ
ト

 
レ
ミ

く

 
咲
夜

お

様
が
負
け
た

 
レ
ミ
リ
ア
は
玲
音
に

ス
で
ボ
ロ
負
け
し
た

て
る
と
思

て
い
た
の
か
物

く

し
そ

う
だ

 
玲
音

と

で

負
す
る
こ
と
が
間

い
な
ん

 
だ
よ
カ
リ

マ
と
り
あ
え
ず
用
件
を

ん
で

 
も
ら
お
う
か

 
レ
ミ

何
で
も
来
い

 
玲
音

な
ら
よ

ま
ず

手
を

に
つ
け
て
く
れ
よ

 
レ
ミ

こ

こ
う

 
レ
ミ
リ
ア
は
言
わ
れ
る
が
ま
ま
に
玲
音
の

し
た

を

る
と

 
玲
音

そ
し
た
らう

ず
く
ま

て
う

て

だ
し
て

て
く



 第 話 どう見てもお前が悪い

 
れ
や
そ
れ
で
用
件
は
終
了
だ

 
レ
ミ

こ
う
し
て

 
レ
ミ
リ
ア
は
玲
音
の
言
わ
れ
る
が
ま
ま
に
そ
の

を

る
と
最
後
の
仕
上

に

 
レ
ミ

う

 
と

る

 
玲
音

ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
玲
音
は

を

さ
え
て
大

笑
を
し
た

し
か
も
そ
れ
を
見
て
い
た
咲
夜
も

 
咲
夜

う

が

慢

ク
ク
ク
ク

 
咲
夜
は
玲
音
と
は
ち
が
い

に
手
を

さ
え
て
笑
う
の
を

慢
し
て
い
た

流
石
は

女
だ

す
る
と
レ
ミ
リ
ア
は

を
真

に
し
て

 
レ
ミ

こ
の

執
事

あ
ん
た
何
か
ク

よ

ク

 
ク

ク

ク

ク

ク

よ

 
絶
対
ク

よ

 
大

笑
さ
れ
て

し
さ
と

ず
か
し
さ
が
出
て
し
ま

た
の
か
レ
ミ
リ
ア
は
興

し
て
ク

と

呼
し
て
言
う
と
玲
音
は
未
だ
に
笑
い
な
が
ら
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玲
音

あ

良
い

良
い

こ
ん
な

ラ

ク
な

場
と
は

 
お
別
れ
に
な
る
な
ら
ク

に
な

て
や
る
よ

 
そ
ん
じ

こ
れ
ま
で
あ
り
が
と
さ
ん
よ
カ
リ

マ

 
レ
ミ
リ
ア
ち

ん

 
レ
ミ

と

と
と
出
て
け

 
そ
う
し
て
玲
音
は
ク

と
な
り
今
に

る
わ
け
だ

 
玲
音

そ
ん
な

な
ん
だ
よ
な

 
そ
れ
を
聞
い
て
い
た
蓮
と
霊
夢
は

れ
て
い
た

レ
ミ
リ
ア
も
そ
う
だ
が
一
番
は
玲
音
に
だ

 
蓮
 

人
に
逆
ら
う
執
事

て

 
霊
夢

あ
ん
た

な
の

な
の

 
玲
音

あ

う
ん
反
省
も
し
て
る
し
後

も
そ
れ
な
り
に

 
し
て

な
い
な

 
玲
音
は

や
か
な
笑

で

え
る
と
蓮
は
や
れ
や
れ
と
思
い

 
蓮
 

は

な
ら
玲
音
さ
ん
人
里
に
行
き
ま
し

う

 
そ
こ
で
な
ら
も
し
か
し
た
ら

人
が
あ
る
か
も



 第 話 どう見てもお前が悪い

 
し
れ
ま
せ
ん
よ

 
玲
音

お

な
ら

内
し
て
く
れ
の
か

 
蓮
 

え

し

う
が
な
い
の
で

て
な

で
霊
夢

 
悪
い
け
ど
少
し
空
け
る

 
霊
夢
に

人
事
断
る
と
霊
夢
は
た
め

を
し
つ
つ

 
霊
夢

は

分
か

た
わ
す
ぐ
に
帰

て
き
な
さ
い
よ

 
蓮
 

う
ん
分
か

た

な
ら
玲
音
さ
ん
行
き
ま
し

う

 
玲
音

本
当
に
悪
い
な

え

と
田
中
く
ん

 
蓮
 

だ
か
ら

蓮
で
す

て

 
そ
う
し
て
蓮
は
玲
音
を
人
里
へ
と

内
す
る
の
だ

た

 
怠
惰

今
回
は
後
書
き
と
し
て

な
お
知
ら
せ
が

 
あ
る
ん
だ
け
ど

 
狗
神

な
ん
だ
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怠
惰

新
し
い
子
を
ス
カ
ウ
ト
し
て
き
た
よ

 
狗
神

新
し
い
子

 
怠
惰

そ
う
そ
う

そ
れ
じ

て
き
て

 
狗
神

お
前
は

神
楽
じ

か

 
神
楽

え

と
今
回
か
ら
後
書
き
メ
ン
バ

に

る

 
神
楽
で
す
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

 
狗
神

ま
さ
か
神
楽
と
は
な

 
怠
惰

ま

こ
う
い
う
感
じ
の
子
も

と
考
え
て

 
出
す
こ
と
を
決
め
て
た
ん
だ
け
ど

 
狗
神

る
程
な

確
か
に

よ
り
か
は

も
良
い

 
そ
れ
で
い
て

武

道
の
大
和

子
み
た
い

 
な
奴
だ
か
ら
な

 
神
楽

め
て
く
だ
さ
い
よ
狗
神
様

の
ハ

ド
ル

 
を
上

な
い
で
下
さ
い

 
怠
惰

あ

そ
れ
と
神
楽
の

ル
と
な

た
キ

ラ



 第 話 どう見てもお前が悪い

 
に
つ
い
て
は
明
日
話
す
と
い
う
こ
と
で

 
神
楽

え

て

ル
キ

ラ
が
い
る
ん
で
す

 
か

 
怠
惰

う
ん

も
う
ぶ

ち

け
た
話

分
か
る
奴
は

 
分
か
る
と
思
う

 
狗
神

因
み
に

は

 
怠
惰

か
い
た
気
が
す
る
け
ど
ド

れ

 
し
ち

た

 
狗
神

お
い

 
怠
惰

て
な
わ
け
で
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

あ

気
に
な
る
が
ま

い
い

と
り
あ
え
ず

 
次
回
な

 
神
楽

そ
れ
で
は

者
様

 
怠
惰

ま
た
次
回
ま
で
さ
ら
ば
だ



 第六章 悪意は血の匂いと共に

 
第

話
 
玲
音
の
仕
事
探
し

 
こ
ん
に
ち
は

者
様
よ
う
や
く
明
日
の
終
業
式
を
終
え
て

休
み
に

る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で

す

も
う

は
終
わ
ら
せ
や
る
こ
と
は
対
し
て
な
い

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
蓮
は
玲
音
を
人
里
に

内
す
る
た
め
に
人
里
へ
と
降
り
立

て
い
た

玲
音
か
ら
し
て
み
れ
ば

め
て
見
る
物
が

い
の
か
見
た
目
の
わ
り
に
は
目
を
キ
ラ
キ
ラ
と

か
せ
て
い
た

 
玲
音

流
石
は
和
の

化
だ
な
⻄

と
は
う

変
わ

て

 
お
も
し
れ

な

 
蓮
 

と
り
あ
え
ず
玲
音
さ
ん

人

を
見
ま
し

う
よ

 
玲
音

お

そ
う
だ
な

 
そ
う
言
い
蓮
と
玲
音
は

に
あ
る

人

を
見
る
と
色
々
な
依
頼
や

ミ
な
ど
な
書
い

て
あ

た

そ
の
一

は

 
玲
音

え

と

何
だ

サ
ン

バ

ド
を
退
治

 
し
ろ

そ
れ
か
ら

ハ
ハ

と
い
う
夢
の

の
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住

 
蓮
 

言
わ
せ
ま
せ
ん
よ

 
玲
音

う
わ

あ

あ

 
突
然
の
大

ツ

ミ
で
玲
音
は

ク
リ
す
る
が
す
ぐ
に
平
生
を

つ

ツ

ミ
た
い
の

は
仕
方
な
い

何

に
ソ

ド

ル
ド
や
ら
が
出
て
き
た
ら
ツ

ミ
た
く
な

て
し
ま
う

 
玲
音

あ

後
は

 
玲
音
は

の

ラ
シ
を
見
て

て
し
ま
う

蓮
も
そ
の

ラ
シ
を
見
る
と
こ
う
書
か
れ

て
い
た

 

紅
魔
館
ス
タ

フ

集

 
男
性
ま
た
は
女
性
で
も
体
力
に

が
あ
り
な
お
か
つ

を
言
わ
な
い
人
な
ら

で
も

仕
事
が
分
か
ら
な
く
て
も
親

に
先

が
教
え
て
く
れ
ま
す

ひ

き
ま
せ
ん
か

 
 

  

度

 
８
０
０
０
０

 

ア

あ
り

 
意
欲
が
あ
る
と

価
で
き
た
者
な
ら
ボ

ス

 

 
住
居
お
よ
び
に

食

き
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な
お
何
か
事

等
が
あ

て
も
紅
魔
館
の
住
人
全
員
は
一

を
追
い
ま
せ
ん
あ
し
か
ら

ず 
と

書
か
れ
て
い
た

し
か
も
見
た
感
じ
は

り
出
さ
れ
て
い
る
ど
の

人

よ
り
新
し
い

ど
う
や
ら
玲
音
が
居
な
く
な

た
後
に

り
出
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
と
蓮
は
思

た

 
蓮
 

え

と
玲
音
さ
ん

 
玲
音

何
で

よ
り
も
対

や
ら

が
良
い
ん
だ

 
蓮
 

そ
こ
な
ん
で
す
か

 
ど
う
や
ら

分
よ
り
も

が
良
い
こ
と
や
サ

ス

も
良
く
な

て
い
て
少
し
不

に

な

た

因
み
に
玲
音
の

休
は
約
６
０
０
０
０

で
あ
る

 
玲
音

奴
ら

三

に
で
も
引

か

て

ま
り

 
や
が
れ

 
な
お
幻
想
郷
に
は
そ
ん
な

し
い
法

な
ど
あ
る
わ
け
が
な
い
が

 
蓮
 

玲
音
さ
ん
と
り
あ
え
ず
ど
の
仕
事
を
し
ま
す
か

 
と

蓮
が
聞
く
と
玲
音
は
た
め

を
一
つ

い
て

 
玲
音

な

ど
う
や
ら

に
は
仕
事
は
向
い
て
な
さ
そ
う
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だ
か
ら
よ

の
中
で
ひ

そ
り
と

ら
そ
う
か
と
思

 

て
る
ん
だ
が
ど
う
だ

 
蓮
 

そ
れ

て

魔
法
の

的
な
あ
れ
で
す
か

 
玲
音

あ

色
々
と
悪
い
な
面
倒
を
見
て

て
よ

 
と
玲
音
が
言
う
と
蓮
は
と
あ
る
店
を
思
い
出
し
た

魔
法
の

の
近
く
に
あ
る

品
や
ら

を

う
店

香
霖
堂
を

 
蓮
 

玲
音
さ
ん
着
い
て
き
て
く
だ
さ
い

 
玲
音

え

あ

あ

 
そ
う
し
て
蓮
は
玲
音
を
香
霖
堂
へ
と

内
す
る
の
だ

た

玲
音
は
始
め
て
み
る
香
霖
堂
を
ま

じ
ま
じ
と
見
て

 
玲
音

へ

所

品
や
ら

う
店
か

 
蓮
 

ま

そ
ん
な
感
じ
で
す
か

 
そ
う
言
う
と
蓮
は

を
潜

て

を
開
き
中
へ
と

る
と
そ
れ
に
続
い
て
玲
音
も
中
へ
と

て
い

た

 
香
霖

い
ら

し

い
ま
せ

て
何
だ
蓮
か

そ
れ
と
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霧
雨

あ

お
前
は
紅
魔
の
執
事

 
玲
音

よ

よ

魔
女

娘

 
中
に
は
魔
理
沙
も
い
た
が
と
り
あ
け
ず
玲
音
は

対
面
の
香
霖
に

を
下

て

を
す
る

 
玲
音

ど

ど
う
も

 
玲
音
が

く

を
す
る
と
蓮
は
香
霖
に

 
蓮
 

え

と
香
霖
さ
ん
図
々
し
い
と
は
思
い
ま
す
が

を

 

う
事

て
出
来
ま
す
か

 
霧
雨

お

お
い
蓮
い

た
い
何
が
あ

た
ん
だ

 
と

魔
理
沙
が
聞
い
て
く
る
と
玲
音
は

 
玲
音

カ
リ

マ
の
マ

ケ
な
所
を
見
て
大

笑
し
た
ら

 
怒
り
を
か

て
ク

に
さ
れ
た

 
霧
雨

お

分
か
り
や
す
い
な

 
そ
れ
だ
け
伝
わ

た
事
が

い
が
香
霖
は

に
手
を
当
て
て

 
香
霖

う
ん

は
構
わ
な
い
よ

た
だ
お

は

い
け
ど

 
 
良
い
か
な
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玲
音

ま

ま

お
試
し
バ
イ
ト

て
事
で

 
香
霖

う
ん
分
か

た

な
ら
今
か
ら
始
め
よ
う
か

 
玲
音

あ

あ

 
ど
う
や
ら

決

バ
イ
ト
す
る
よ
う
だ

蓮
は
そ
ん
な
玲
音
を
見
て

 
蓮
 

え

と
玲
音
さ
ん

は
帰
り
ま
す

 
玲
音

あ

あ
り
が
と
う
な
色
々
と
よ

 
蓮
 

い
え

そ
れ
で
は

 
霧
雨

あ

そ
う
だ

度
良
い
か
ら

は
本
を

り
て
く
る

 

じ

あ
な
香
霖

 
魔
理
沙
は
一

く
店
か
ら
で
る
と

に

が

て
空
へ
と
飛
ん
で
い

た

そ
れ
に
続
い
て

蓮
も
香
霖
堂
を
後
に
し
た

蓮
は
博
麗
神
社
に
帰
る
と
霊
夢
が
咲
夜
と
話
し
て
い
た

 
蓮
 

た
だ
い
ま
霊
夢

そ
れ
と
咲
夜
さ
ん

 
霊
夢

お
帰
り
蓮

ら
あ
ん
た
は
聞
く
こ
と
あ
る
で
し

 
と

霊
夢
に
言
わ
れ
た
咲
夜
は

し

な
さ
そ
う
に

 
咲
夜

蓮
さ
ん
お
聞
き
し
た
い
の
で
す
が

あ
の

執
事
い
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え
玲
音
は
何
処
に
い
る
か
分
か
り
ま
す
か

 
何

か
ク

に
な

た

の
紅
魔
館
か
ら
咲
夜
が
こ
こ
ま
で
来
て
玲
音
に
つ
い
て
聞
い
て
き
た

の
だ

 
蓮
 

え

と
玲
音
さ
ん
は
確
か
ク

に
な

た
ん
で
す
よ

 

な
ら
何

今
さ
ら
玲
音
さ
ん
を

 
そ
う
何

に
玲
音
を
ク

に
し
た
の
に
ま
た
玲
音
を
探
し
て
い
る
の
か
が
分
か
ら
な
か

た

す
る
と
咲
夜
は
そ
れ
に
つ
い
て
説
明
を
し
た

 
咲
夜

実
は
玲
音
が
居
な
く
な

た

日
か
ら

が
玲
音
の

 
代
わ
り
に
妖
精
メ
イ
ド
達
を

し
て
た
ん
で
す
が

 
玲
音
と
は

て

の
場
合
は
言
う
こ
と
を
聞
か
な

 
い
し
か
も
何
時
も
よ
り
も
遊
ん
で
ば
か
り
だ

た
の

 
で

が
強

的
に
仕
事
を
や
ら
せ
た
ん
で
す
が

 
蓮
 

そ
れ
だ

た
ら

 
だ
が
で
す
が
と
い
う
事
は
な
に
か
あ
る
な

 
咲
夜

で
す
が
そ
れ
が
数
日
続
く
と
や
が
て
妖
精
メ
イ
ド
達
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は
ス
ト
ラ
イ
キ
と
サ
ボ
タ

ジ

を
し
始
め
そ
し
て

 
今
日

紅
魔
館
で
妖
精
メ
イ
ド
達
が

動
を
起
こ
し

 
て
し
ま

て
今
も

動
が

ま
ら
な
く
て

 
蓮
 

え

 
玲
音
の
紅
魔
館
で
の

は
言

て
し
ま
え
ば
妖
精
メ
イ
ド
達
の

や
ら
管
理
を
す
る
こ
と

だ

特
に
妖
精
メ
イ
ド
達
は

分
か
ら
も
の
を

す
こ
と
が

し
い
が
玲
音
を
通
せ
ば
意
見
を
言

え
て
い
た

現
代
で
言
う
と

組
合
の
総
ま
と
め

だ

た
が
レ
ミ
リ
ア
は
そ
れ
を

り
除
い

て
し
ま

た
た
め
今
の

動
が
起
き
て
い
る
の
だ

 
霊
夢

で
も
所

は

妖
精
で
し

あ
ん
た
達
な
ら

 

で

て
る
で
し

う

 
咲
夜

実
は
そ
う
で
も
な
い
の
よ
妖
精
メ
イ
ド
達
は
妖
精
の

 

売
特
許
と
も
言
え
る

時
復
活
が
出
来
る
か
ら
何

 
度
も
復
活
す
る
リ
ジ

地
獄
に
な

て
い
る
の
よ

 
そ
れ
に
妹
様
も
妖
精
メ
イ
ド
達

に
い
る
か
ら

 

に
手
が

か

て
る
始

な
の
よ
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フ
ラ
ン
ド

ル
か
つ
て
紅
霧
異
変
で
戦

た
こ
と
が
あ
る
が
実
力
は
と
て
つ
も
な
い
と
蓮
も
実

感
し
て
る

そ
れ
が
リ
ジ

地
獄
の
妖
精
メ
イ
ド

に
い
る
だ
け
で
手
が
か
か
り
そ
う
な
の

は
目
に
見
え
る

 
蓮
 

え

と
フ
ラ
ン
ち

ん
は
玲
音
さ
ん
の
事
を

て
い
る
ん
で
す
か

 
咲
夜

え

一

は
妹
様
の
狂
気
が

り
除
か
れ
て
か
ら
玲

 
音
が
教
育
係
に
な

た
の
よ
だ
け
ど
玲
音
が

め
た

 
と
聞
い
た
時
か
ら
暗
く
な

て
し
ま

て
そ
し
て
そ

 
れ
が
ス
ト
レ
ス
に
な

た
の
か

 
蓮
 

そ
れ
が
今
の
現
状
と
い
う
事
で
す
か

え

と
玲
音

 
さ
ん
の
居
場
所
な
ら

内
し
ま
す
よ

 
咲
夜

あ
り
が
と
う
蓮
さ
ん
な
ら

く
行
き
ま
し

う

 
と

蓮
が
咲
夜
を

内
す
る
こ
と
が
決
ま
る
と
霊
夢
も
立
ち
上
が
り

 
霊
夢

妖
怪
や
ら
が
異
変
起
こ
す
な
ら
そ
の
解
決
も
し
な
い

 
と

 
蓮
 

あ
り
が
と
う
霊
夢

な
ら
行
こ
う
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そ
う
し
て
蓮
は
玲
音
が
お
試
し
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
る
香
霖
堂
へ
と
向
か
う
の
だ

た

一

方
紅
魔
館
で
は

 
霧
雨

何
で
こ
ん
な
目
に
あ

て
ん
だ

 
椅
子
に

ら
れ
た
魔
理
沙
が

ん
で
い
る
と

 
フ
ラ

そ
れ
は

魔
理
沙

人

が
い
れ
ば
お
姉
さ
ま
達
を

 
引
き
ず
り
や
す
く
な
る
か
ら
だ
よ

 
霧
雨

い
や
だ
か
ら
何
で
だ

 
本
を

り

み
に
い

た
魔
理
沙
は

動
に

き
込
ま
れ
て
い
る
の
だ

た

 
怠
惰

は
い
は
い
本
編
で
は
面
白
い
こ
と
に
な

て

 
い
ま
す

 
神
楽

魔
理
沙
さ
ん

無

人

 
狗
神

手
に
殺
す
な
よ
神
楽
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怠
惰

ま

そ
れ
は

い
て
お
い
て
前
回
に
話
し
た

 
通
り
今
回
は
神
楽
の

ル
キ

ラ
に
つ
い

 
て

だ

た
よ

 
神
楽

え

そ
う
記
憶
し
て
い
ま
す
が

 
怠
惰

そ
ん
じ

話
す
と
神
楽
の

ル

も
う

 
知

て
る
人
も

い
で
し

う

ル
は

 
怠
惰
さ
ん
が
や

て
る
ス
マ

の

 
オ
セ
ロ

ア
の

シ

が

ル
で
す

 
狗
神

う

因
み
に
怠
惰
は
そ
の
キ

ラ
を
所

 
し
て
い
る
の
か

 
怠
惰

て
る
よ

そ
れ
で
そ
の
キ

ラ

 
何
だ
け
ど
ス
キ
ル
や
ス
テ

タ
ス

ど
れ
を

 

て
も
優

で

つ
進
化
分

が
あ
る
ん
だ
け
ど

 
ど
れ
に
し
て
も
強
い

本
当
に
優
等
生
の
よ
う
な

 
子
だ
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狗
神

ま
じ
か
よ

 
怠
惰

そ
れ
で

つ
の
進
化
は

高
火
力
の
先

 
ア
タ

カ

も
う

つ
の
方
は
こ

ち
で
も

 
出
て
る
よ
う
に

体
の
悪
⻤
カ
グ
ラ
と
い
う

 
名
の
お
邪
魔
キ

ラ
を

し
て
戦
う
そ
ん
な

 
キ

ラ
だ

 
神
楽

そ
う
な
ん
で
す
か

 
怠
惰

ま

し
か
も
最

に
言

た
進
化
は
こ
の
小
説

 
の
神
楽
の
登
場

の
殺
人
姫
状

の
神
楽
の

 

ル
で
最
後
の
進
化
が
今
現

の
神
楽
の

 
状

の

ル

て
感
じ
だ
よ

 
狗
神

ま
て
そ
ん
ぐ
ら
い
強
い
と
結
構
な
レ
ア

 
リ
テ

て
事
な
ん
じ

な
い
か

 
怠
惰

ま

月
最

の
ガ

で
し
か
手
に

ら
な
い

 
限
定
キ

ラ
だ
か
ら

手
は

し
い
よ
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神
楽

の

ル

て
そ
ん
な
レ
ア
な
ん
で
す

 
怠
惰

あ

因
み
に
そ
の
キ

ラ
の
ボ
イ
ス
は

で
も

 
知

て
る
で
あ
ろ
う

ア

メ
ご
ち
う
さ
の

 

ア
の

を

当
し
た

音
さ
ん

て

 
人
だ

た
か
な

が

当
し
て
た

 
神
楽

華
で
す

 
怠
惰

ま

と
り
あ
え
ず
話
す
こ
と
は
話
し
た
よ

 
狗
神

だ
な

 
怠
惰

う
ん
な
ら
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
神
楽

え

と
次
回
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い

 
怠
惰

そ
ん
じ

者
様

 
狗
神

ま
た
明
日
な
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第

話
 
帰
る
べ
き
場
所

 
こ
ん
ば
ん
わ

者
様

よ
う
や
く

休
み
と
な
り

 

し
さ
の
あ
ま
り
動

を
見
て
た
ら

て
し
ま
い

 
こ
ん
な
時
間
へ
と
変
わ

て
い
た
怠
惰
の
ク
ソ

 
悪
魔
で
す

す
ぎ
て
首
が
い
た
い

 
そ
れ
で
は
今
回
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
蓮
は
霊
夢
と
咲
夜
を

れ
て
香
霖
堂
へ
と

内
し
た

本
日
二
回
目
だ

 
蓮
 

こ
こ
で
玲
音
さ
ん
は

い
て
ま
す
よ

 
霊
夢

蓮

あ
ん
た
あ
の

執
事
を
霖
乃

さ
ん
に

け
た

 
の

 
咲
夜

予
想
を

め
越
え
た
わ

 
そ
う
言
う
と

人
は
店
の
中
へ
と

て
い
く
と
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近

い
ら

し

い

て
蓮

れ
物
じ

な
さ

 
そ
う
だ

 
蓮
 

え

と
玲
音
さ
ん
は

 

近

あ

な
ら

 
霖
乃

が

を

す
方
向
を
見
る
と

い

物
を

て
外
で
せ

せ
と

い
て
い
る
玲
音
の

が
あ

た

 

近

い
や
本
当
に

が
い
る
と

い

物
や
ら

ぶ
の
が

 
楽
で
い
い

 
蓮
 

え

と
実
は

 
と

蓮
が
言
お
う
と
し
た
時

店
の

り

が
開
き
そ
こ
か
ら
玲
音
が

て
く
る

 
玲
音

こ

ち
の
仕
事
は

け
た

後
は
何
か
あ
る

 
お

蓮
ど
う
し
た

そ
れ
に

お

か
つ
て
の

 

咲
夜
ち

ん
じ

な
い
か

ど
う
だ

の

 
い
な
く
な

た
紅
魔
館
は

楽
に
な

た
ろ

 
玲
音
は

を
最
後
ま
で
た

り
と
込
め
て
少
し

み
の
よ
う
に
言
う
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咲
夜

玲
音

実
は
貴
方
に
帰

て
き
て
欲
し
い
の
よ

 
玲
音

は

が
良
す
ぎ
る
だ
ろ
元
お

は
ク

と

 
言

た
か
ら
ク

に
な

た
の
に
ま
た
戻
れ
だ

 

ざ
け
る
な
よ

今
の

は

だ

 

や
か
に
言

て
は
い
る
が
蓮
か
ら
見
て
玲
音
は
少
し
不

だ

た

や
は
り
先
程
の

が
原
因
だ
ろ
う
と
思

た

 
咲
夜

そ
れ
を
分
か

て
な
お
か
つ

を

ん
で
言

て

 
る
の
だ
け
ど

 
玲
音

そ
れ
な
ら
元
お

を

れ
て
か
ら
来
な
よ
話
は

 
そ

か
ら
だ

 
咲
夜

実
は

れ
て
き
た
か

た
け
ど
貴
方
が
い
な
く

 
な

た
紅
魔
館
で

動
が
起
き
て
て
そ
れ
を

集

 
す
る
た
め
に
お

様
は
手
が

せ
な
い
の
よ

 
そ
れ
を
聞
い
た
玲
音
は
何
を
言

て
い
る
の
か

が
分
か
ら
な
い
の
か

 
玲
音

は

動

な
ん
で
ま
た



 第六章 悪意は血の匂いと共に

 
咲
夜

今

紅
魔
館
で
は
妹
様
が

い
る
妖
精
メ
イ
ド
達
と

 
お

様
が

い
る

鈴
に
パ

リ

様
や
小
悪
魔

 
さ
ん
達
に
よ
る
戦
い
が

り

ら
れ
て
る
の
よ

 
玲
音

い
や
だ
か
ら
そ
れ
と

が
関
係
あ
る
の
か

 
咲
夜

大

り
よ

貴
方
が
い
な
く
な

た
せ
い
で
妖
精

 
メ
イ
ド
達
は
前
よ
り
言
う
こ
と
を
聞
か
な
く
な

 
た
し

し
か
も
妹
様
に
限

て
は
貴
方
の
い
な
い

 

強
は

だ
と
言

て
大

れ
よ

 
そ
れ
を
聞
い
た
玲
音
は
少
し

し
く
な

た
の
か

を

き
な
が
ら

 
玲
音

い
や

れ
る
な

フ
ラ
ン
が
そ
ん
な
事
を

 
言

て
く
れ
る
な
ん
て
な

 
咲
夜

玲
音
だ
か
ら
戻

て
き

 
と

咲
夜
が
言
お
う
と
し
た

間

玲
音
は
咲
夜
の

に
人

し

で

の

を

る
と

 
玲
音

件
が
あ
る

に
書
い
て
あ

た

ま
で

 

の

を
上

ろ
そ
れ
が

件
だ
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咲
夜

は

お

様
と
の

の

に
手

け
は

 
し
て
あ

る
わ

 
そ
れ
を
聞
い
た
玲
音
は

カ

と
笑
い
霖
乃

に

 
玲
音

す
ま
な
い
が
霖
乃

さ
ん
や

り

 
と

言
お
う
と
し
た
時

霖
乃

は

リ
と

笑
ん
で

 

近

う
ん

行

て
ら

し

い
ま
た
暇
な
時
に

 
手
伝
い
に
来
て
く
れ
る
と

し
い
な

 
玲
音

す
ま
な
い
な

 
だ
が
玲
音
が
霖
乃

の
名
前
を
言

た
時

蓮
と
咲
夜
は

い
た

 
蓮
 

え

霖
乃

さ
ん
の
名
前
を
言

た

 
咲
夜

あ
の
名
前
間

い
に
定

の
あ
る
玲
音
が

 

人
が

い
て
い
る
と
隣
に
い
る
霊
夢
が

 
霊
夢

い
い
か
ら

く
行
き
ま
し

う

 
蓮
 

あ

玲
音
さ
ん
行
き
ま
し

う

 
玲
音

あ

分
か

た
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咲
夜

こ
れ
で
何
と
か
な

た
わ

 
そ
う
し
て

人
は
紅
魔
館
へ
と
急
ぐ
の
だ

た

人
が
紅
魔
館
へ
と
着
く
と

ガ
ラ
ス
は

れ
放

と
な
り
何
処
か
し
ら
か
ら
は

ま
で
上
が

て
い
た

そ
れ
で
い
て

本
い
る

の

鈴
も
い
な
い

代
わ
り
に
門
は
開
い
て
い
た
が

 
蓮
 

え

と

や

り

鈴
は

 
咲
夜

え

今

に
向
か

て
ま
す

 
と

言

た
時

 
ド

ン

 
一

の

が
対

発
を
起
こ
し
て

々
に
な

た

場
所
か
ら
し
て
大
図
書
館
近
く
だ
と
言
う

の
は
分
か

た

 
玲
音

な

咲
夜
ち

ん
お

や
ら
は
何
処
で

城

 
し
て
ん
だ

 
咲
夜

大
図
書
館
よ

 
玲
音

明
ら
か
に
大
図
書
館
近
く
が

発
し
た
ん
だ
が

 
そ
れ
を
聞
い
て
咲
夜
の

か
ら

や

が
流
れ
て
く
る
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玲
音

あ

し

う
が

咲
夜
ち

ん
時
間

 

め
て

を
あ

ち
に

ん
で
く
れ

時
間

 
が

し
い

 
咲
夜

も
ち
ろ
ん

か
ら
そ
の
つ
も
り
で
す

 
そ
う
言
う
と
咲
夜
は

中
時

を

し
て
そ
こ
に
つ
い
て
い
る
ボ
タ
ン
を

す

す
る
と
蓮
達

は
い
つ
の
間
に
か
外
で
は
な
く
て
大
図
書
館
の

に
い
た

 
玲
音

相
変
わ
ら
ず
の
能
力
だ
が

 
咲
夜

は

は

 
咲
夜
は
時
を

め
て

人

人
を
大
図
書
館
ま
で

ん
だ
の
だ
が
こ
の
方
法
は
本
当
に
体
力

の

が
激
し
い
た
め
咲
夜
は

を

ら
し
て
い
た

 
玲
音

負

も

カ
イ
か

咲
夜
ち

ん
は
休
ん
で
な

 
後
は

ら
で
や
る
か
よ

 
玲
音
は
蓮
と
霊
夢
に
向
か

て
言
う
と
蓮
は

笑
い
を
し
て
霊
夢
は

れ
な
が
ら

 
蓮
 

ま

力
は
し
ま
す

 
霊
夢

本
当
に
面
倒
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と

言
う
と

人
は

か
ら

を
見
る
と

 
フ
ラ

お
姉
さ
ま
ど
ん
な
気

ち

で
妹
に

 
負
け
る

て
ど
ん
な
気

ち

 
レ

テ
イ
ン
を
手
に

た
フ
ラ
ン
の

り
に
は
妖
精
メ
イ
ド
達
が
掃
除

や
ら
を

て
構
え
後
ろ
に
は
人

と
し
て
確

さ
れ
た
魔
理
沙
が
椅
子
に

ら
れ
て
い
た

 
レ
ミ

最
悪

フ
ラ
ン

 
レ
ミ
リ
ア
は
フ
ラ
ン
と
は

い
手
に
は

く
光
る

を

ち
隣
に
は

鈴
が
つ
い
て
い
て
そ

の
後
ろ
に
は
パ

リ

が

て
い
て
そ
れ
を
小
悪
魔
が
介

し
て
い
た

ど
う
や
ら

で

ウ
ン
し
た
よ
う
だ

 
霧
雨

は
関
係
な
い
だ
ろ
い
い

せ

 
フ
ラ

こ
の
戦
い
が
終
わ

た
ら

 
レ
ミ

業

得

 

み
を
し
に
来
た
魔
理
沙
に
は

悲
が
な
い
よ
う
だ

 
フ
ラ

そ
れ
じ

お
姉
様

玲
音
お
兄
ち

ん
を
解

 
し
た

を

て



 第 話 帰るべき場所

 
レ
ミ

ざ
き
な
さ
い

け
グ
ン
グ

ル

 
フ
ラ

レ

テ
イ
ン

 
そ
う
言
い

人
が
そ
れ

れ

つ
グ
ン
グ

ル
と
レ

テ
イ
ン
が
ぶ
つ
か
り
合
お
う
と

し
た
そ
の
時

 
ガ
キ
ン

 
フ
ラ

え

 
レ
ミ

な

 
レ
ミ
リ
ア
と
フ
ラ
ン
の
間
に
蓮
と
玲
音
が

て

り
お

い
の
一
撃
を
神
楽
と
ガ
ン

レ

ド
だ
け
で

え
た

だ
が
そ
れ
だ
け
で
は
な
い

 
霊
夢

神
霊
 
夢
想
封
印

 
霊
夢
の
ス

ル
夢
想
封
印
が
発
動
し
大
き
な

つ
の
光
玉
が
そ
れ

れ

つ
づ
つ
レ
ミ
リ
ア

と
フ
ラ
ン
へ
と

弾
し
た

 

ン

ン

 
レ
ミ

う
ぐ

 
フ
ラ

い

痛
た
た
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お

い
は
吹

飛
ば
さ
れ
た
が
何
と
か
立
ち
上
が

た

す
る
と
レ
ミ
リ
ア
は
キ
ツ
い
目
を
し

て
フ
ラ
ン
は

し
そ
う
な

と
な

た

 
フ
ラ

玲
音
お
兄
ち

ん
お
帰
り

 
フ
ラ
ン
は
思
い

き
り
玲
音
の

に

き
つ
い
た

 
玲
音

お
う

て
め

ら
帰

た

 
妖
精

玲
音
さ
ん
だ

 
妖
精

帰

て
き
た
ん
だ

 
と

妖
精
メ
イ
ド

は
大

び
だ

玲
音
は
レ
ミ
リ
ア
の
方
に

り
返
る
と

 
玲
音

因
み
に

は

な

 
レ
ミ

こ
の

執
事
よ
く
も
ぬ
け
ぬ
け
と

 
と

レ
ミ
リ
ア
が
言
お
う
と
し
た
時
一

で
咲
夜
が
現
れ
る
と

 
咲
夜

お

様
今
回
の

は
お

様
に
も
あ
り
ま
す
よ

 
こ
こ
で
玲
音
を

て
お
け
ば
ま
た

動
は
起
き

 
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ

 
咲
夜
の

え
言

に
レ
ミ
リ
ア
深
く
考
え
る

更
に

鈴
か
ら
も
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鈴

お

様

も
こ
こ
だ
け
の
話

玲
音
さ
ん
に
は

 
戻

て
も
ら
い
た
い
で
す
し
そ
れ
に
あ
ん
な
に
も

 
妹
様
が

し
そ
う
な
の
に
ま
た

め
さ
せ
た
ら

 
レ
ミ

あ

も
う
分
か

た
わ
よ

執
事

 
間
を
と

て

そ
れ
で
良
い
で
し

う

 
そ
れ
を
聞
い
た
玲
音
は

元
を

リ
と
さ
せ
る
と

 
玲
音

し

う
が

か
ら
そ
れ
で
受
け
て
や
る
よ

 
レ
ミ

ん

そ
れ
と
お
帰
り
玲
音

 

に
お
帰
り
と
言
え
な
い
の
か
そ

向
い
て

ず
か
し
そ
う
に
言
う
と
玲
音
は
楽
し
そ
う

に 
玲
音

あ

 
と

返
事
を
す
る
の
だ

た

 
蓮
 

戻
れ
た

玲
音
さ
ん

 
霊
夢

本
当

 
蓮
と
霊
夢
が
そ
の
場
の
光
景
を
見
て
和
ん
で
い
る
と
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霧
雨

な

な

蓮
に
霊
夢
ど

ち
で
も
良
い
か
ら

 

ど
い
て
く
れ
な
い
か

 
魔
理
沙
が
少
し
ず
つ

方
へ
と
椅
子
を
動
か
し
て
や
つ
て
来
る
が

 
霊
夢

帰
り
ま
し

う
か

 
蓮
 

そ
う
だ

 
霧
雨

お

お
い
だ
か
ら

ど
い
く
れ

 
そ
う
し
て
紅
魔
館
で
の

タ

タ
は

い
た
の
だ

た

な
お
魔
理
沙
が
解
放
さ
れ
た
の
は

紅
魔
館
勢
達
か
ら
の
説
教
を
受
け
て
か
ら
だ

た
の
だ

た

 
怠
惰

今
回
の
教
訓
は

み

メ
絶
対

 
狗
神

は
し
な
い

 
神
楽

も
し
ま
せ
ん

 
怠
惰

ま

そ
れ
は
さ
て
お
い
て
今
回
は

人
が

き

 
な
物
に
つ
い
て
聞
い
て
み
よ
う
と
思
う
け
ど
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人
は
何
が

き

 
狗
神

は

や
ら
酒
や
ら
食
べ
れ
る
な
ら
何
で
も

 
い
い

 
神
楽

は

子

や

石
だ
と
か
が

き
で
す

 
怠
惰

そ
ん
じ

一
番

い
な
人
と
か
物
と
か
は

 
あ
る

 
狗
神

を

た
呪
術
士

 
神
楽

は

手

れ
を
し

か
り
し
な
い
人
で
す

 

 

因
み
に

は

を

で
返
す
や
つ

 
怠
惰

う
ん

 
狗
神

だ
お
前

 
神
楽

え

と
貴
方
は

 
怠
惰

こ
ら

ま
だ
お
前
の
出
番
は
先
だ
か
ら
な

 

 

い
い
じ

ん

も
出
た
い
も
ん

 
怠
惰

は
い
は
い
し
ま

ち

お
う
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え

ち

キ

 
怠
惰

よ
し

い
た

い
た
え

か
い
た

 
だ
ろ
う

て

気
の
せ
い
だ
よ

分

 

れ
て
い
る
ん
だ
よ
き

と
そ
う
だ
よ

 
狗
神

い
や
待
て

ら
は
ま
だ
何
も
言

て
は

 
神
楽

狗
神
さ
ん
ま
だ

達
が
知

て
良
い

で
は

 
な
い
ん
で
す
よ
話
を
合
わ
せ
な
い
と

 
狗
神

あ

あ

 
怠
惰

ま

変
な
邪
魔
が

た
け
ど
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

は
何
も
見
て
い
な
い

は
何
も
見
て
い
な
い

 
神
楽

え

と
次
回
を
お
楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い

 
怠
惰

で
は

者
様
ま
た
次
回
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 第七章 四季の花は新たな道へと誘う

 
第
七
章
 
四
季
の
花
は
新
た
な
道
へ
と
誘
う

 
第

話
 
四
季
折
々
の
華
々

 
こ
ん
に
ち
は

者
様

怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

 
今
回
か
ら
花
映
塚
で
す

て
な

で
本
編
へ

 
ど
う

 
と
あ
る

下
が
り
蓮
と
霊
夢
の
目
の
前
に
は
異
様
な
光
景
が
目
に
写

て
い
た

ま
ず
普
通
で

は
あ
り
え
な
い
光
景
だ

 
蓮
 

霊
夢

確
か

て

月
ぐ
ら
い
だ
よ

 
霊
夢

え

ま
だ

だ

て
の
に
朝

ま
で
咲
い
て
る

 
わ

 
目
の
前
に
写
る

か
ら
は

ら
し
い
花
も
咲
い
て
は
い
る

咲
い
て
は
い
る
の
だ
が

の
季

に

つ
か
な
い
ひ
ま
わ
り
や
ら
紫
陽
花

に

と
い

た
謎
め
い
た
花
が
咲
き

て
い
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た 
蓮
 

こ
れ

明
ら
か
に
異
変
だ
よ

 
こ
れ
で
異
変
な

な
い
と
言

た
ら
本
当
に

り
に
行
く
よ

と
言
い
た
く
な
る

 
霊
夢

ま

そ
れ
は

 
と
霊
夢
が
言

た
時
後
ろ
か
ら
無
数
の
目
が
つ
い
た

が
開
く

そ
こ
か
ら

に
手
を

え
て
紫
が
出
て
く
る

 
霊
夢

何
の
用

紫

 
紫
 

今
回
の
異
変
に
つ
い
て
少
し
説
明
し
に

 
来
た
の
よ

 
蓮
 

説
明

で
す
か

 
紫
 

え

 
紫
は

と

笑
み
な
が
ら
今
回
の
異
変
の
原
因
に
つ
い
て
話
始
め
た

 
紫
 

今
回
の
異
変

そ
の
原
因
は
外
か
ら
霊

が
幻
想
郷

 
に
流
れ
て
き
て
い
る
の
よ
そ
れ
も
大

に

そ
の

 
霊

達
は

体
を

め
て

い
続
け
て
花
に

依

 
し
て
四
季
別
々
の
花
を
咲
か
せ
た

そ
れ
が
真
相

 

て
所
か
し
ら
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霊
夢

ん
て
こ
と
は
元
凶
は
無
し
か

 
紫
 

え

今
ご
ろ
は

魔
が
死
神
や
ら
を
使

て

 
霊

の
回

を
し
て
い
る
は
ず
よ

だ
か
ら
解
決

 
ま
で
時
間
の
問

 
蓮
 

そ
う
な
ん
で
す
か

 
蓮
と
霊
夢
は
縁

に
座

て
た
だ

し
い
景
色
を

め
る

 
紫
 

あ

そ
う
そ
う
霊
夢

 
霊
夢

何
よ

 
紫
は
霊
夢
の

元
で
何
か
を

い
た

す
る
と
霊
夢
の

は
真

に
な

た

 
紫
 

良
い

会
な
ん
だ
か
ら
少
し
は

 
霊
夢

う
う
う
う

う
る
さ
い
わ

 
紫
 

ま

張
り
な
さ
い
な

そ
れ
じ

 

は
帰
る
わ

 
そ
う
言
い

し
て
紫
は
ス
キ
マ
へ
と

る
と
ス
キ
マ
は
閉
じ
る
の
だ

た

 
霊
夢

あ
の

め

 
と

霊
夢
が
言

て
は
い
け
な
い
禁

を
言

た
次
の

間

 
ガ
ン
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霊
夢

痛

 
突
然
霊
夢
の

上
か
ら
タ
ラ
イ
降

て
き
た

そ
れ
に
霊
夢
は

か
ら
も
ろ
に
食
ら

た

 
蓮
 

だ

大

ぶ

 
蓮
は
タ
ラ
イ
を
見
る
と
張
り

が

て
あ

た

そ
れ
を
よ
く
見
て
み
る
と

 

お

い

さ

ん

 
と
大
き
く
書
か
れ
て
い
た

蓮
は
こ
の
時

め
て
言

を
考
え
て
言
お
う
と
再
認
識
し
た
の

だ

た

 
霊
夢

う
わ

 
蓮
 

ま

ま

い
て
お
こ
う
よ

 
霊
夢

そ
う

 
霊
夢
は
先
程
の
紫
の

き
を
聞
い
て
か
ら
そ
わ
そ
わ
と
し
て
い
た

す
る
と
霊
夢
は

 
霊
夢

蓮
せ

か
く
だ
か
ら
散
歩
し
な
い

こ
ん
な

 
光
景
め

た
に
な
い
か
ら
さ

 
確
か
に
霊
夢
の
言
う
通
り
今
の
外
界
は
人

的
に
咲
か
せ
た
華
々
が

い

然
に
咲
い
た
い
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く
つ
も
の
季

の
花
を
見
な
が
ら
散
歩
も
た
ま
に
は
良
い
と
思

た

 
蓮
 

う
ん

な
ら
行
こ

か

 
霊
夢

え

え

 
そ
う
し
て
蓮
と
霊
夢
は
空
へ
と
飛
ん
で
い

た

 
蓮
 

霊
夢
ま
ず
は
何
処
か
ら
行
く

 
霊
夢

え

蓮
に

せ
る
わ

 
と

言
わ
れ
蓮
は
何
処
か
ら
い
く
か
と
考
え
る

そ
し
て

き
だ
し
た

は

 
蓮
 

な
ら
竹
林
か
ら
見
て
回
ろ
う
か

 
霊
夢

そ
れ
で
い
い
な
ら

 
そ
う
し
て
蓮
と
霊
夢
は
迷
い
の
竹
林
へ
と
降
り
立

た

迷
い
の
竹
林
で
咲
い
て
い
る
季

外

れ
の
花
は
紫
陽
花
や
朝

等
々
が
咲
い
て
い
た

 
蓮
 

や

り
こ
こ
は

し
い

 
霊
夢

ま

少
し

い
ぐ
ら
い
だ
け
ど

 
そ
う
言
い
な
が
ら

人
は
季

外
れ
の
花
を

を
し
な
が
ら
竹
林
を
歩
い
て
い
く
と

 
蓮
 

霊
夢
あ
れ

て
鈴
仙
さ
ん
じ

な
い
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霊
夢

そ
れ
に
ち
び
ウ
サ
ギ
も
い
る
け
ど

 
蓮
と
霊
夢
は
鈴
仙
と
て

を
見
つ
け
る
が

人
共
手
を

ク

ク
と

さ
せ
て
倒
れ
て
い

た 
蓮
 

ち

鈴
仙
さ
ん

て

さ
ん

 
蓮
は

人
に
近
づ
い
て
様
子
を
見
る
と

が
真

に
な

て
い
た

 
霊
夢

蓮
こ
れ

 
霊
夢
は
小

を
蓮
に
見
せ
る

そ
の
小

の
ラ

ル
に
は

の
マ

ク
が

か
れ
て
い
た

 
蓮
 

そ
れ
明
ら
か
に

バ
い
ラ

ル
だ
よ

 
霊
夢

ま

た
く
こ
い
つ
ら
の

の
所
に

ぶ
わ
よ

 
蓮
 

分
か

た
霊
夢
は
て

さ
ん
を
お
願
い

は

 
鈴
仙
さ
ん
を

ぶ
か
ら

 
霊
夢

分
か

た
わ

 
そ
う
し
て
蓮
は
鈴
仙
を

ぐ
と
霊
夢
も
て

を

ぎ
上

て
急
い
で
永
夜
亭
へ
と

ぶ
の
だ

た 
蓮
 

す
い
ま
せ

ん

永

さ
ん

夜
さ
ん
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と

関
の
前
で

ぶ
と

か
ら
八
意
永

が
走

て
く
る

 
永

ど
う
し
た
の

鈴
仙
に
て

こ
れ
は

 
と
り
あ
え
ず

人
共
す
ぐ
に
布

へ

 
蓮
と
霊
夢
は
永

に

内
さ
れ
て

屋
へ
と
つ
く
と
永

は
す
ぐ
さ
ま
布

を
敷
き
鈴
仙
と
て

を
布

に

か
せ
る

 
蓮
 

永

さ
ん
霊
夢
が
発
見
し
た
ん
で
す
が

 
蓮
の
言

を
聞
く
と

時
に
霊
夢
は
先
程
見
つ
け
た
小

を
永

へ
と

す

そ
れ
を
見
た
永

は
 
永

は

鈴

の

が
な
い
と
思

た
ら
て

が

 
い
た
ず
ら
で
使

た
の
は
良
い
け
ど
鈴
仙
に

 
仕
返
し
で
小

の

を
強

的
に

ま
さ
れ
て

 
今
の
状

に
な

た
と
い
う
の
が
説
明
的
に
は

 
合
う
わ

 
永

の

理
に
は
蓮
も
霊
夢
も

い
た
が
鈴

の

と
聞
い
て
蓮
は

色
を
変
え
て

 
蓮
 

え

と
確
か
鈴

て

で
し
た
よ
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永

え

れ
る
だ
け
で
も
危
険

 
そ
れ
を
聞
い
た
霊
夢
は

い

を
し
て
さ

と
手
を

る

 
永

ま

女
達
な
ら
治

力
も
強
い
か
ら
問

は

 
な
い
で
し

う
し

か
り
と

や
ら

て

 
治

力
を
高
め
さ
せ
れ
ば
元
気
に
な
る
わ
よ

 
蓮
 

そ
れ
を
聞
く
と
妖
怪

て

利
で
す

 
永

そ
れ
よ
り
も

人
あ
り
が
と
う

人
を

 

れ
て
き
て
く
れ
て

 
永

に
お

を
言
わ
れ
る
と
霊
夢
は

れ
て
い
な
い
の
か

れ
て
蓮
は
笑

て

 
蓮
 

い
え
気
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い

 
霊
夢

な
ん
か
こ
そ
ば
ゆ
い
わ

 
永

そ
う
い
え
ば
何
か
用
は
な
い
の

 
と

言
う
と

が
開
い
て
そ
こ
か
ら
ま
る
で
⻄

の
人

の
よ
う
な
子
が
現
れ
る

 

 

永

お

子
は
食
べ
た
か
ら
帰
る
わ

 
永

あ
ら
も
う
少
し
待

て
て

え
な
い
メ
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ス
ン

 
メ

分
か

た
わ

 
そ
う
言
い
メ

ス
ン
と
言
わ
れ
た
少
女
は

を
閉
じ
た

そ
し
て
霊
夢
は
少
し
こ
こ
に
い
る

の
は
悪
い
と
思

た
の
か

 
霊
夢

お
邪
魔
そ
う
だ
し
蓮
そ
ろ
そ
ろ
行
き
ま

 
し

う

 
蓮
 

う
ん

う
ん

 
そ
う
言
い

人
は
立
ち
上
が
る
と
霊
夢
は
ス
タ
ス
タ
と
先
へ
行
き
蓮
は
お

を
し
て

 
蓮
 

お
邪
魔
し
ま
し
た

 
永

い

え
ま
た
遊
び
に
い
ら

し

い

 
蓮
 

は
い

 
蓮
は
ま
た

リ
と
お

し
て
外
へ
と
出
て
霊
夢
と
共
に
空
へ
と
ま
た
飛
ん
で
い
く
の
だ

た 
永

あ
ん
な

な
子
を
見
る
と
理
千
の

 
事
を
思
い
出
し
ち

う
わ
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永

は
楽
し
そ
う
に
そ
し
て
何
処
か
遠
い
と
こ
ろ
を
見
て

に
中
へ
と

て
い
く
の
だ

た 
怠
惰

は
い
で
は
今
回
か
ら
花
映
塚
で
す
が

 
狗
神

で
す
が

何
だ

 
怠
惰

今
回

も
う

つ
の
小
説
が

年
を

え

 
ま
し
た

 
神
楽

へ

も
う
そ
ん
な
に
⻑
く

 
怠
惰

こ
れ
も

様
が
見
て
く
れ
る
お
陰
で
す

 
て
な

で
今
日
は
特
別
と
い
う
こ
と
で

 
今
日
の

時

分
に
も
う

つ
の
小
説
の

 
話
を

話
だ
け
投
稿
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

 
神
楽

見
て
く
れ
る

者
様
は
い
る
か
は
分
か
り
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ま
せ
ん
が
見
て
く
れ
て
い
る
方
は
楽
し
み

 

で
い
い
ん
で
す
よ

 
怠
惰

ま

下
手
ク
ソ
が
書
く
小
説
だ
か
ら
そ
ん
な
に

 
楽
し
み
と
ま
で
い
か
な
く
て
も
見
て
く
れ
る

 
な
ら

し
い
か
な

 
狗
神

し
か
し
な
ん
で
こ
ん
な
キ
リ
の
な
い
時
間
な
ん

 
だ

 
怠
惰

も
う

つ
の
小
説
が
始
ま

た
の
が
そ
の

 
今
日
の
時
間
だ
か
ら
だ
よ

 
神
楽

る
程

 
怠
惰

て
な

で
今
回
は
こ
こ
ま
で

あ

ち
を
見
る

 
方
は

方
で
お
会
い
し
ま
し

う

 
狗
神

そ
ん
じ

者
様

 
神
楽

ま
た
次
回
に
お
会
い
し
ま
し

う
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第

話
 
向
日
葵
畑
の
危
険
妖
怪

 
蓮
と
霊
夢
は
飛
び
続
け
て
い
る
と
満
開
に
咲
き

る
そ
こ
は
言

て
し
ま
え
ば
向
日
葵
畑

人
は
そ
こ
へ
と
た
ど
り
着
い
た

 
蓮
 

霊
夢
あ
そ
こ
に
降
り
て
み
よ
う
か

 
霊
夢

え

え

い
い
け
ど

何
か

れ
て
る
よ
う
な

 
霊
夢
は
そ
ん
な
事
を

や
き
な
か
ら
蓮
と
共
に
向
日
葵
の
畑
へ
と
降
り
る

向
日
葵
は

分
達

の

⻑
の

ぐ
ら
い
ま
で
あ
り
と
て
も
大
き
い
事
が
分
か
る

 
蓮
 

大
き
い

霊
夢

 
霊
夢

え

え

そ
う

 
蓮
 

ど
う
し
た
の

さ

き
か
ら

 
先
程
か
ら
何
か
を
考
え
て
い
る
霊
夢
に
話
を
聞
く
と

 
霊
夢

え

と
何
か

れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
の

 
よ

関
わ
る
と
面
倒
な
奴
が
い
た
よ
う
な

 
蓮
 

面
倒
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と
蓮
が
言

て
い
る
と
近
く
の
向
日
葵
が

れ
始
め
る

蓮
と
霊
夢
は
そ
れ
に
気

き
念
の

た
め
に
蓮
は
神
楽
を
霊
夢
は
お

い
棒
と

を
構
え
る

す
る
と
向
日
葵
か
ら

人
の
妖
精

や
ら
が
飛
び
出
し
て
き
た

そ
の

人
を
蓮
は
知

て
い
た

 
蓮
 

あ
れ

大
ち

ん
に
ル

ミ
ア
に
ミ
ス

に

 
リ
グ
ル

ど
う
し
た
ん
だ

 
こ
の

人
を
見
る
と

人
は
そ
れ

れ
臨
戦

勢
を
解
き
蓮
が
聞
く
と

人
は

て
な
が
ら

 
ミ
ス

蓮
先
生

 
リ
グ

け
て
く
だ
さ
い
蓮
先
生

 
ル
 

蓮
先
生

大
変
な
の
だ

 
大
 

ル

ち

ん
が

い
妖
怪
に

 
話
を
整
理
す
る
と

人
は

ル

が

バ
い
妖
怪
に
よ

て
危

に
さ
ら
さ
れ
て
い
る

人
は

の
危
険
を
感
じ
て
逃

て
き
た

つ
ま
り
そ
う
言
う
こ
と
ら
し
い

 
蓮
 

霊
夢
悪
い
け
ど

 
蓮
は
ど
う
や
ら
行
く
つ
も
り
ら
し
い

霊
夢
は
や
れ
や
れ
と
い

た

情
を
す
る
と

 
霊
夢

良
い
わ
よ

も

い
て
い
く
か
ら
あ
ん
た
ら
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内
し
な
さ
い

 
霊
夢
も

力
し
て
く
れ
る
よ
う
だ
が
今
の
霊
夢
の
言

を
聞
い
て

 
リ
グ

あ

あ
の
博
麗
巫
女
が
優
し
い

 
ル
 

こ

い
の
だ

 
ミ
ス

き

と
蓮
先
生
と
い
る
か
ら
だ
よ

 
大
 

分
ミ
ス

の
意
見
が
正
し
い
の
か
も

 
か
つ
て
霊
夢
に
よ

て
フ
ル
ボ

に
さ
れ
た
経

を

つ

人
は
ヒ
ソ
ヒ
ソ
と
話
す
と

 
霊
夢

何
か
い

た

 

間
に
少
し
シ

を

せ
て
笑
う
と

人
は

て
霊
夢
の
方
を
見
て
首
を

に

た

 
霊
夢

よ
ろ
し
い

 
蓮
 

え

と

内
よ
ろ
し
く

 
蓮
の
言

を
聞
い
た

人
は
こ
く
り
と

い
て

人
を

内
す
る
の
だ

た

蓮
と
霊
夢
は

内
さ
れ
る
が
ま
ま
に

い
て
い
く
と
そ
こ
に
は

ク

ク

え
な
が
ら
カ

カ

に
な

て

座

て
い
る

ル

と
後
ろ
に
は

い

ク
の

を
着
て
い
る

の
シ

ト

ア

の

女
性
が
い
た

し
か
も
そ
の
女
性
に

え
て
い
る
の
か

の
ル

ミ
ア

外
の

人
は

え
て
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ル

ミ
ア
だ
け
は

勢
を

く
し
て
じ

と
様
子
を
見
て
い
た

 
蓮
 

な

あ
の
人
が

い
の
か

 
大
 

う
ん

あ
の
妖
怪
は
こ
こ

陽
の
畑
を

張
り
に

 
し
て
い
る
妖
怪
な
の

 
と

大
妖
精
の
言

を
聞
い
た
霊
夢
は

は

と
し
た

情
を
す
る
と

々
と
め
ん
ど

く
さ
そ
う
な

に
な

て
い

た

 
霊
夢

蓮

ル

は
良
い
奴
だ

た
わ

 
蓮
 

え

霊
夢

急
に
ど
う
し
た
の

 
霊
夢

つ
言

て
お
く
わ
あ
の
妖
怪
に
関
わ
る
と

 
ろ
く
な
こ

 
霊
夢
が
言

を
つ
づ
け
よ
う
と
し
た
次
の

間
だ

た

 
女
性

人
間
の
匂
い
が
す
る
わ

隠
れ
て
な
い
で

 
出
て
き
た
ら

 
ど
う
や
ら
い
る
こ
と
が
バ
レ
た
ら
し
い

霊
夢
は
た
め

を

い
て

 
霊
夢

は

仕
方
な
い
蓮
あ
ん
ま
り
無

は
し
な
い
よ
う
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に
お
願
い

そ
れ
と
花
を
絶
対
に
折

た
り

 

す
る
よ
う
な
事
を
言
う
ん
じ

な
い
わ
よ

 
蓮
 

え

う

う
ん

 
蓮
と
霊
夢
は
隠
れ
る
の
を

め
て
そ
の
女
性
の
妖
怪
の
目
の
前
に
立
つ
と
女
性
は

と

し
て

 
女
性

あ
ら
霊
夢
じ

な
い
久
々

 
霊
夢

え

久
々

風
見
幽
香

 
風
見
幽
香
と
言
わ
れ
た
女
性
は
ク
ス
ク
ス
と
笑
い
な
が
ら
蓮
と
霊
夢
を
見
る

蓮
か
ら
見
て
普

通
の
人
間
と

じ
よ
う
に
し
か
見
え
な
い

 
幽
香

あ
ら

霊
夢

た
ら

を

れ
て

 

ト
か
し
ら

 
霊
夢

ち
ち

う
わ

 
幽
香

よ

そ
れ
で
貴
方
は

 
と

蓮
の
名
前
を
聞
い
て
く
る
と
蓮
は

に
名
前
を

え
た

 
蓮
 

は

蓮
と
い
い
ま
す
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幽
香

そ
う

蓮

蓮
の
花
か
良
い
名
前

 
蓮
 

え

と
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
因
み
に
こ
れ
ま
で
名
前
を

め
て
も
ら

た
事
は
あ
ま
り
な
い

そ
の
逆
で

二
病

ラ

ン
キ
ン
グ
第

に

る

ど
の
名
前
だ

た
た
め

か
ら

二
病
と
言
わ
れ
続
け
た

 
霊
夢

何
で
あ
ん
た
そ
ん
な
に

し
そ
う
な
の

 
蓮
 

え

い
や

 
幽
香

あ
ら

 
幽
香
は
と
あ
る
事
に
気
が
つ
い
た

そ
れ
は
先
程
ま
で

ク

ク

え
て
い
た

ル

が
い
つ

の
間
に
か
い
な
く
な

て
い
た
の
だ

も
し
や
と
思
い
蓮
と
霊
夢
は
後
ろ
を
見
る
と
そ
こ
い
た

の
妖
精
達
が
い
な
く
な

て
い
た

 
霊
夢

あ

奴
ら

 
幽
香

ま

い
い
わ
折

の
遊
び
相
手
だ

た
ん
だ
け
ど

 
蓮
 
遊
び
相
手

て
言
う
わ
り
に
は

ル

が

て

 
た
ん
だ
け
ど
な

 
ま
る
で
生
ま
れ
た
て
の
小

の
よ
う
に

え
て
い
た

ル

を
見
て
い
て
そ
う
思

て
し
ま
う



 第 話 向日葵畑の危険妖怪

の
も
無
理
は
な
い

 
霊
夢

と
り
あ
え
ず

達
は
帰
る
わ
よ

 
幽
香

あ
ら

ま

し

う
が
な
い
わ

あ

 
そ
う
そ
う
霊
夢

紫
に
会

た
ら
よ
ろ
し
く

 

て
伝
え
て
ち

う
だ
い

 
霊
夢

ま

い
い
け
ど
ど
う
し
て
ま
た

 
幽
香

も
う
少
し
し
た
ら

の

ち
逃

総
大
将
の

 
墓
参
り
が
あ
る
の
よ

 

ち
逃

総
大
将
の

ド
を
聞
く
と
蓮
は

ら
く
総
大
将
と
い
う

語
か
ら
理
久
兎
だ
ろ
う

と
思

た

 
蓮
 

そ
れ

て
や

り
理
久
兎
さ
ん

で
す
か

 
幽
香

え

奴
に
は
負
け
て
ば

か
で
何
度
も

 
リ

ン
ジ
し
た
け
ど
や

り

て
な
く
て

 
負
け
て
結

的
に
は
死
ん
で

ち
逃

さ
れ

 
た
わ
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霊
夢

本
当
に
理
久
兎

て
聞
く
と
こ
ろ
で
化
け
物

 
あ
ん
た
と
殺
り
合

て
る
時

で
普
通
じ

 
な
い
わ

 

ぶ
り
か
ら
し
て
ど
う
や
ら
霊
夢
は
幽
香
と
や
り
合

た
事
が
あ
る

ぶ
り
だ

そ
れ
を
考
え

れ
ば
幽
香
が
強
く
そ
れ
で
い
て
負
け
ず

い
な
所
か
ら
面
倒
だ
と
言

た
の
だ
ろ
う

 
幽
香

は

今
思
い
出
す
だ
け
で

が
立

て
き
た

 
わ

 
霊
夢

だ
か
ら

て

達
で

晴
ら
し
は

め
て

 
よ

 
幽
香

そ
こ
ま
で
バ
カ
じ

な
い
わ
よ

 
当
時
だ

た
ら
判
ら
な
い
け
ど

 
蓮
 

い
や

い
で
す
か
ら

 
蓮
の
ツ

ミ
で
幽
香
は
ク
ス
ク
ス
と
楽
し
そ
う
に
笑
う
と

 
幽
香

そ
れ
じ

は
行
く
わ

そ
れ
と
花
は
大

に

 
し
な
い
と

ぶ
ち
殺
す
か
ら
そ
の
つ
も
り
で
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蓮
 

 
一

の
殺
気
は
蓮
の

中
に

や

を
流
さ
せ
た

ル

達
が

る
の
が
よ
く
分
か
る

風
見
幽
香
と
い
う
女
性
は
紫
達
と

じ
包
容
力
は
あ
る

だ
が
そ
の
分
怒
ら
せ
た
ら
命
が

つ

あ

て
も

り
な
い
と

 
幽
香

そ
れ
じ

あ

 
そ
う
言

て
幽
香
は

い
て
あ
る

を

て
さ
す
と
ク
ル
ク
ル
と

を
回
し
て
去

て
い

た 
霊
夢

ま

た
く

蓮

 
蓮
 

う

う
ん
行
こ

か

 
霊
夢

え

え

 
そ
う
し
て
蓮
と
霊
夢
は
ま
た
空
へ
と
飛
ん
で
花
を
見
て

ト

を
楽
し
む
の
だ

た

 
怠
惰

は
い
今
回
は
幻
想
郷
の

者
の

人

風
見
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さ
ん
で
し
た

 
狗
神

う

 
神
楽

狗
神
さ
ん
ま
さ
か
喧
嘩
し
た
い
と
か
言
い
ま
せ
ん

 
よ

 
狗
神

そ
の
ま
さ
か
だ
な

 
怠
惰

何
で
だ
ろ
う
狗
神
が
ボ

ボ

に
さ
れ
て

教

 
さ
れ
て
る
所
し
か
思
い

か
な
い

 
狗
神

何
だ
と

 
神
楽

そ
ん
な
に
危
険
な
ん
で
す
か

 
怠
惰

う
ん

昔
に
見
た
ど

か
の
動

だ
と
幽
香
さ
ん

 
が
最
強
の
大
魔
王
を
ボ

ボ

に
し
て

下
座
さ

 
せ
て
た
よ
う
な
動

が
あ

た
な

と

 
狗
神

な
ん
じ

そ
り

 
怠
惰

闇

な
ん
て
あ
る
よ
う
で
無
か

た
ん
だ

 
神
楽

も
う
そ
れ

え
い

て
ま
す
か
ら
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怠
惰

ま

ま

そ
う
い
え
ば

は
ド
ラ
ク

 

う
の
か
な

怠
惰
さ
ん
の
中
の
人
は
親
が

 

き
な
の
で
も
う
楽

で
注

し
て
ま
し
た

 
狗
神

レ
ス
テ

か

 
怠
惰

そ
う
だ

因
み
に
怠
惰
さ
ん
の
血
と

と

を

 
流
し
な
が
ら

し
て

た

レ
ス
テ

ロ

 
だ

 
神
楽

は
嘘
で
す
よ

や

て
も
あ
く
び

で
す

 
よ

 
怠
惰

そ
れ
は
言
わ
な
く
て
良
い
か
ら

と
り
あ
え
ず

 
も
う
時
間
も
あ
れ
だ
か
ら
終
わ
り
に
し
よ
う
か

 
神
楽

そ
う
で
す

そ
れ
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う

 
ご
ざ
い
ま
し
た

 
狗
神

ま
た
次
回
な

 
怠
惰

そ
ん
じ

バ
イ
バ
イ
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第

話
 
楽
し
い
散
歩
を
終
え
て
待
つ
の
は

 
こ
ん
ば
ん
わ

者
様

怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

 

り

い
花
映
塚

を
ど
う

 
蓮
と
霊
夢
は
見
る
所
を
見
て
い
る
と
も
う

陽
が
真
上
に

い
て
い
た

時
だ
ろ
う
と

し

た 
蓮
 

も
う

ぐ
ら
い
か

時
間
経
つ
の

い

 
霊
夢

そ

そ
う

 
霊
夢
は
少
し

念
そ
う
だ

た

こ
こ
だ
け
の
話
こ
の
時
間
が
⻑
く
続
け
ば
良
い
の
に
と
霊
夢

は
思

て
い
た

す
る
と

 

 

で
す
よ

 
と

ル

い
や
大
妖
精
に
近
い
妖
精
が
満
面
の
笑
み
で

ん
で
い
た

 
蓮
 

え

と
君
は
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は
リ
リ

イ
ト

が
来
た
こ
と
を

 
伝
え
て
る
の

久
々
の
大
仕
事
な
の

 
蓮
 

言
わ
れ
て
み
る
と
去
年
の

は
あ

て
無
か

た

 
も
ん

 
そ
う
妖
夢
や
幽
々
子
が
起
こ
し
た

雪
異
変
で

が

く

か

た

に
久
々
の

で

し

い
の
だ
ろ
う

 
リ
リ

あ

も
う
行
く

に
こ
の

び
を
伝
え

 
た
い
か
ら

 
そ
う
言
い
リ
リ

イ
ト
は
飛
び
去

て
い

た

 
霊
夢

何
な
ん
だ
か

 
蓮
 

う
ん

そ
ろ
そ
ろ
帰
ろ

か

 
霊
夢

え

 
蓮
と
霊
夢
は
博
麗
神
社
へ
と
帰
る
た
め
に
そ
の
方
向
へ
と
向
か
う

す
る
と
黒
い

も
と
い
黒

い

を

ば
た
か
せ
て
カ
メ
ラ
を
手
に

つ
少
女
射
命
丸

が

と
し
な
が
ら
現
れ
た

 

 

ど
う
も

清
く
正
し
い
射
命
丸
で

す
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や

と
言
え
た

 
今
回
は
蓮
と
霊
夢
に
邪
魔
さ
れ
る
事
な
く

分
の
紹
介
が
出
来
た
事
に

き

し
た

こ
れ

が

に
言
う

度
目
の
正

と
言
う
の
だ
ろ
う

 
霊
夢

あ
ん
た
何
し
に
来
た
の

 
蓮
 

え

と

さ
ん
ど
う
か
し
た
ん
で
す
か

 

人
は

し
て
い
る

を

目
で
見
る
と

は

し
な
が
ら

 

 

い
や

仲
の
良
い
ア

ク
が
見
え
た
も
の

 
な
ん
で
近

ら
せ
て
も
ら
い
ま
し
た

因
み
に

 

ト
で
す
か

 

し
て
い
る

の
笑

が

々
と

ス
の
笑
い
へ
と
な

て
い
く

 
霊
夢

あ
ん
た

発

ら
れ
た
い
の

 

 

だ
な

た
だ
聞
い
た
だ
け
じ

な
い
で
す
か

 
霊
夢

あ
ん
た
の
記
事
は

だ
か
ら
あ
て
に
な

た

 
試
し
が
な
い
の
よ

 
前
に

の
記
事
の

り
は

と
言
わ
れ
て
い
る

そ
し
て
写
真
に
限

て
は

ん
ど
が
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パ
パ
ラ

で
あ
る

 
蓮
 

え

と

さ
ん
さ

き
見
え
た

て
言
い
ま
し
た

 
け
ど
本
来
は
こ
の
異
変
の

に
来
た
ん
で
す
よ

  

 

え

ま

本
来
は

て
か
霊
夢
さ
ん

て

 
言
い
ま
す
け
ど

ん
ど
真
実
で
す
か
ら

 

笑
い
を

か
べ
て

は
ア
ハ
ハ
ハ
と
笑
う

真
実
と
言
う
が
そ
れ
な
ら
変
に

じ
曲

な
い

で

し
い
と
蓮
は
思

た

 
蓮
 

な
ら

じ
曲

な
い
で
下
さ
い
よ

 

 

ア
ハ
ハ
ま

そ
ん
な
に
は

じ
曲

て
な
い
で
す

 
か
ら

そ
れ
よ
り
も
何
で
こ
ん
な
異
変
が
起
こ

 

て
る
の
か
分
か
り
ま
す
か

 
そ
う
聞
か
れ
る
と
蓮
は
今
回
の
異
変
に
つ
い
て
知

て
い
る
た
め
そ
れ
を
話
し
た

 
蓮
 

え

と
な
ら
今
回
の
異
変
に
つ
い
て
お
話
し
ま

 
し

う
か
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お

少
し
待

て
く
だ
さ
い

 
霊
夢

蓮
い
い
の

こ
い
つ
に

力
し
て

 
蓮
 

ま

達
の
事
を
書
か
れ
る
の
も
あ
れ
だ
し

 
等
と
言

て
い
る
と

は
メ

と

年

を

り
出
し
て
も
う
書
く
気
満
々
だ

 
蓮
 

そ
れ
じ

今
回
の
異
変
の
首
謀
者
は
ま
ず
い
ま

 
せ
ん

 

 

え

普
通
い
る
で
し

 
霊
夢

今
回
の
原
因
は
外
か
ら
霊

が
流
れ
て
来
て
そ
れ
が

 
花
に

依
し
て
今
の
状

に
な

た
の
よ

 

 

な

る
程

む
こ
れ
で
記
事
は
大
方
書
け

 
そ
う
で
す

 
蓮
 

あ

そ
れ
と
今
回
の
異
変
の
霊

は
死
神
が
回

 
し
て
る

て
聞
い
た
か
ら
死
神

に
聞
け
ば
も
う

 
少
し

し
く
分
か
る
か
と

 

 

る
程
分
か
り
ま
し
た
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そ
う
言
い

は

に
そ
の
場
か
ら
飛
去

て
い

た

 
霊
夢

奴
は
嵐

 
蓮
 

何
や
か
ん
や
で
ト
ラ

ル
が
あ

た
け
ど
霊
夢

 
神
社
に
帰
ろ

か

 
霊
夢

え

そ
う

 

の
襲
来
も
あ

た
が
蓮
と
霊
夢
は
神
社
へ
と
帰

て
い
く
の
だ

た

 
少
年
少
女

動
中

 
蓮
と
霊
夢
は
博
麗
神
社
へ
と

り
着
く
と

人
は
地
面
へ
と
降
り
立

た

蓮
は

び
を

し
な
が
ら

 
蓮
 

楽
し
か

た

霊
夢

 
と

霊
夢
に
言
う
と
霊
夢
は

を
少
し

ら
ま
し
て

 
霊
夢

え

え

 
少
し

い
な
が
ら
返
事
を
し
た

そ
ん
な
霊
夢
を
見
て
蓮
は
不
思
議
に
思
い

 
蓮
 

霊
夢

ど
う
か
し
た

 
霊
夢

蓮
あ
の
時
の
宴
会
で
狗
神
と
神
楽
と
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話
し
て
い
る
と
こ
ろ
聞
い
ち

た
ん
だ

 
霊
夢
の
言

を
聞
い
た
蓮
は

を

く
し

笑
い
を

か
べ
て

 
蓮
 

ア
ハ
ハ
ハ

聞
い
ち

た
か

 
霊
夢

蓮

も
貴
方
の
事
が

 
と
霊
夢
が
言
お
う
と
し
た
時
だ

た

り

の
鳥
居

り
が
騒
が
し
く
な

て
い
く

す

る
と
鳥
居
を
通

て
霧
雨
魔
理
沙
と
伊
吹
萃
香
が
大

て
で
走

て
き
た

 
霧
雨

た

大
変
だ

魔
が
来
る

 
魔
理
沙
の
言

に
蓮
と
霊
夢
は
ど
う
い
う
事
な
の
か
分
か
ら
ず

 

人

は

 
マ

ケ
な

を
出
し
て
し
ま
う

先
程
ま
で
の
シ
リ
ア
ス
的
な
空
気
は
ギ

グ
へ
と
変
わ

て

し
ま

た

す
る
と
萃
香
は
す
ぐ
に
で
も
逃

ら
れ
る
よ
う
に

を

に
あ

な
が
ら

 
萃
香

地
獄
の

魔
が
来
る
ん
だ
よ

奴
は
地
獄
に
あ
る

 
鏡
で

達
の
事
を

し
て
こ
う
や

て
休
日
に
は

 
説
教
し
て
回
る
ん
だ
よ

 
ど
う
や
ら
魔
理
沙
と
萃
香
は
た
だ

に
日
頃
の
行
い
が
悪
い
た
め
説
教
さ
れ
た
く
な
い
が
た
め
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大

て
で
逃

て
る
と
い

た
所
だ

因
み
に
魔
理
沙
は
本
の
強

や
ら
の

萃
香
は
た

だ
酒
や
食

等
を
食
べ
て
逃

る
食
い
逃

と
い

た
所
だ

 
霊
夢

こ
の
空
気
が

め
な
い
奴
等
め

 
本
当
に
空
気
が

め
な
さ
す
ぎ
て
霊
夢
も
ツ

ミ
を

れ
た

 
蓮
 

え

と

魔
さ
ま

て
あ
の
人
で
す
か

 
蓮
が

す
方
向
に

人
は
目
を
向
け
る
と

を
登

て
く
る
少
女
が
目
に
見
え
た

 
萃
香

ま

ま
ず
い

 
霧
雨

あ
ば
よ
霊
夢

 
そ
う
言
い

人
は
逃

よ
う
と
す
る
が
そ
う
は
問
屋
が

さ
な
か

た

 
ガ
シ

ガ
シ

 

人
は
霊
夢
に

を

を

ま
れ
て

動
き
が
出
来
な
く
な

た

 
霊
夢

逃
が
さ
な
い
わ
よ
あ
ん
た
達

 
霧
雨

す
ん
だ
霊
夢

ま
だ

は
説
教
を
受
け
た
く

 
な
い

 
萃
香

わ

だ

て
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霊
夢

あ
ん
た
ら
は

回
説
教
さ
れ
な
さ
い

 
と

霊
夢
は
言

て
い
る
が
何
時
も
一

に

ら
し
て
い
る
蓮
か
ら
し
て
み
れ
ば

 
蓮
 

霊
夢

君
も

だ
よ

 

本
お

や
ら
の
お

の
事
を
考
え
て
い
る
霊
夢
も

だ
と
蓮
は
考
え
て
い
た

そ
し
て

に

魔
で
あ
ろ
う
少
女
が
や

て
来
る

し
か
も
霊
夢
達
に

々
に

々
に
と
近
づ
い
て
や
が

て
霊
夢
の
所
ま
で
来
る
と

 

魔

貴
女
達
い
い

に
説
法
を

 
霧
雨

は
逃

る
ん
だ

 
霊
夢

あ

ち

 
魔
理
沙
は
強
引
に
霊
夢
の

を

り

た

だ
が

り

た
霊
夢
の

は

 

 
ガ
ス

 

魔

そ

ぶ

 
ま
さ
か
の

魔
の

に
ク
リ
テ

カ
ル
ヒ

ト
し

魔
は
吹

飛
ば
さ
れ
て
気
絶
し
た

 
蓮
 
 
 

 
霊
夢

あ



 第 話 楽しい散歩を終えて待つのは……

 
霧
雨

や
べ

や

ち
ま

た

 
萃
香

こ
れ
後
が

 

人
は

て
立

た
ま
ま
こ
の
状
況
を
整
理
す
る
こ
と
し
か
出
来
な
か

た
の
だ

た

 
怠
惰

今
回
は
こ
こ
ま
で
か
な

 
狗
神

や

ち
ま

た
な

 
神
楽

痛
い
と
こ
ろ
に

り
ま
し
た

 
怠
惰

と
り
あ
え
ず
は
花
映
塚
は
次
で
終
わ
り
の
予
定
で

 

ら
く
何
だ
け
ど
次
を
投
稿
し
た
ら
あ

ち
を

 
投
稿
す
る
の
か
な

ま
だ
未
定
だ
け
ど
明
日
お
知

 
ら
せ
す
る

 
狗
神

そ
う
か
ま
た
休
み
か

 
神
楽

そ
う
で
す

 
怠
惰

今
を
楽
し
ん
だ
方
が
い
い
よ

そ
れ
に
ま
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こ
れ
か
ら
ど
ん
な

開
に
な
る
か
分
か

た

 
も
ん
じ

な
い
か
ら
さ

 
狗
神

ま
た
何
か

ん
で
る
だ
ろ

 
怠
惰

さ

そ
れ
じ

今
回
の
後
書
き
も
終
わ
り

  
神
楽

え

と
ま
た
明
日
も
お
願
い

し
ま
す

 
怠
惰

そ
れ
じ

者
様

 
狗
神

ま
た
な



 第 話 説教会です。

 
第

話
 
説
教
会
で
す

 
こ
ん
に
ち
は

者
様

気

の
せ
い
な
の
か

 
滅

た
い
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

 

ル
い
し

い

そ
れ
で
は
前
回
か
ら
ど
う
な

た

 
の
か

本
編
へ
ど
う

 

魔
を

て
し
ま
い
数
分
立
ち

く
し
た
後
す
ぐ
に

魔
様
を
縁

へ
と

ん
で

に

の

手
当
て
を
し
て
い
た

 
蓮
 

う
わ

れ
て
き
て
る
よ

 

魔
の

は
あ
ま
り
に
も
強

に

て
し
ま

た
の
か

く

と

れ
て
き
て
い
た

 
霊
夢

は
悪
く
な
い
わ
よ

悪
く
は
な
い

 
わ
よ

 
蓮
 

う

う

ん



 第七章 四季の花は新たな道へと誘う

 
と

霊
夢
は
言

て
い
る
が
蓮
は

笑
い
し
か
出
来
な
い

す
る
と

 
霧
雨

な

な

何
で

ら

 
萃
香

ら
れ
て
ん
の

 
魔
理
沙
と
萃
香
は
逃

よ
う
と
す
る
た
め
霊
夢
が
き
つ
く

り
な
お
か
つ
萃
香
の

に
は
お

が
大

に

け
ら
れ
て
い
た

 
霊
夢

あ
ん
た
ら
の
せ
い
で
地
獄
行
き
と
か
本
当
勘

 
し
て

し
い
わ

 
蓮
 

ま

ま

ま

 
と
り
あ
え
ず
ま
た
面
倒
な
事
に
な
ら
な
い
で
欲
し
い
た
め
今
に
も

人
に
襲
い
か
か
り
そ
う

な
霊
夢
を

ル
ド
す
る

 
萃
香

蓮

う
ち
ら
の
仲
で

ど
い
て

 
蓮
 

す
い
ま
せ
ん
が
出
来
ま
せ
ん

 
萃
香

 
萃
香
の
願
い
空
し
く
蓮
に

さ
れ
て
バ

サ
リ

り

て
ら
れ
た

そ
ん
な
事
を
言

て
い

る
と

魔
は
ゆ

く
り
と
目
を
見
開
い
て
起
き
上
が
る



 第 話 説教会です。

 

魔

あ
れ

は

 
蓮
 

あ

目
覚
め
ま
し
た

 

魔

え

え

 

魔
は

り
を
見
回
し
霊
夢
や

ら
れ
て
い
る
魔
理
沙
と
萃
香
を
見
て

 

魔

あ

 
ど
う
や
ら

魔
は
な
に
が
な
ん
で
も
起
こ

た
の
か
一

で
理
解
し
た
よ
う
だ

無
理
も
な

い

ら
れ
て
い
る

人
と

た
霊
夢
が
い
れ
ば

 

魔

貴
女
達

 
萃
香

ひ

お
説
教
は
勘

し
て

 
霧
雨

も
説
教
は
勘

だ

 
霊
夢

に
限

て
は

き
込
ま
れ
な
だ
け
よ

 

人
は
最

目
で
あ
る

そ
し
て

魔
は

分
の

ち
物
で
あ
る

語
の
棒
を

て

 

魔

そ
う
で
す
が
問

無
用

貴
女
達
は
少
し
色
々
と

 
面
倒
な
事
を
起
こ
し
過
ぎ
で
す

ま
ず
正
座
し
な

 
さ
い



 第七章 四季の花は新たな道へと誘う

 
萃
香

ひ

始
ま

た

 
霧
雨

勘

だ

 
霊
夢

ま
で

 
そ
う
し
て
霊
夢

魔
理
沙

萃
香
の
説
教
が
始
ま

た

そ
れ
を
見
て
い
た
蓮
は

人

り

さ
れ
て

 
蓮
 

え

え
と

霊
夢
は
今
無
理
そ
う
だ
か
ら
掃
除

 
と
か
や

ち

お
う

 
そ
う
し
て
蓮
は
霊
夢
の
代
わ
り
に

事

を
始
め
た

そ
う
す
る
事

時
限
後

 
蓮
 

ま

ま
だ
や

て
る

 

人
は
正
座
し
て

魔
の
説
教
を
受
け
続
け
て
い
た

そ
れ
を
見
て
蓮
は

笑
い
し
て

れ
て
き
て
い
た

こ
の
時
蓮
の

内
に
は

つ
程
の
選
択

が
あ

た

つ
は
霊
夢
達
の

説
教
を
終
わ
ら
せ
る
た
め
に
誘

す
る

つ
目
は
格

良
く
首
と
ん
し
て

ら
せ
て
終
わ
ら

せ
る

つ
目
は
そ

と
し
て
お
こ
う

の

つ
が
あ
る
が
蓮
が
選
ん
だ
の
は

 
蓮
 

次
は
う
ん

修
行
し
よ
う

 

つ
目
の
そ

と
し
て
お
こ
う
だ

た

そ
う
し
て
日

の
修
行
を
始
め
た

立
て



 第 話 説教会です。

ト
レ

ン
グ

体

ト
レ

ン
グ
の

動
そ
し
て

り
や

の
動
き
方

座

を
組
む
な
ど
し
て

時
間
が
経
過
し
て
空
は

日
も

ん
で
暗
く
な

て
い
た

 
蓮
 

そ

そ
ろ
そ
ろ
終
わ

て
る
よ

 
蓮
は

人
と

魔
の
元
へ
と
向
か
う
と

 

魔

大
体
貴
女
達
は

 
蓮
 

ま

ま
だ
終
わ

て
な
か

た

 

き
の
あ
ま
り
蓮
は
手
に

て
い
た
神
楽
を
落
と
し
て
し
ま

た

こ
の
時
蓮
は
よ
う
や

く
魔
理
沙
と
萃
香
が

が

て
い
た
理

が
分
か

た

そ
れ
は
説
教
が
⻑
す
ぎ
る
の
だ

も
う

か
れ
こ
れ
約
五
時
間
程
説
教
を
し
て
い
た

そ
の
せ
い
か

人
の

は
や
つ
れ
て
き
て
い
て
し

か
も
ウ
ト
ウ
ト
と

た
そ
う
だ

 
蓮
 

な

何
と
か
し
な
い
と

 
流
石
に
こ
こ
ま
で
⻑
す
ぎ
る
た
め
蓮
は

人
の
元
へ
と
近
づ
い
て

 
蓮
 

あ

あ
の

 

魔

ん

あ
れ
貴
方
は
確
か

蓮
で
す
よ

 
蓮
 

あ

は
い
え

と
そ
の

そ
ろ
そ
ろ

の



 第七章 四季の花は新たな道へと誘う

 
準
備
が
出
来
て
て
霊
夢
達
に
食
べ
さ
せ
た
い
な
と

 
思

て
て

 
嘘
で
は
な
い

実

に
仕
込
み
も
終
わ
り
少
し
火
で
温
め
れ
ば
す
ぐ
に
食
べ
れ
る
も
の
ば
か
り

だ

魔
は
ジ

と
蓮
の

を
見
る
と

 

魔

そ
う
い
え
ば

は
ま
だ
名
前
を
名

て
ま
せ
ん

 
で
し
た

は
四
季
映
姫
・

マ
ザ

ド

 
と
言
い
幻
想
郷
で

魔
を
し
て
い
る
も
の
で
す

 
と

紹
介
を
し
て
く
る

そ
れ
に
対
し
て
蓮
は

 
蓮
 

四
季
映
姫
さ
ん
で
す

は

言
わ
な
く
て

 
大

で
す
よ

 
蓮
の
名
前
は
知

て
い
た
の
か
先
程

え
た
た
め
確
認
の
た
め
に
言
う
と
映
姫
は
ク
ス
ク
ス
と

笑

て

 
映
姫

え

大

で
す
よ

 
蓮
 

そ
う
で
す
か

そ
れ
で
え

と

 
映
姫

あ

説
教
な
ら
も
う
終
わ
り
で
す
よ

も
ま
だ



 第 話 説教会です。

 
説
法
を
し
な
く
て
は
い
け
な
い
者
が
い
る
の
で

 
ど
う
や
ら
蓮
の
一
言
で
未
だ
に
続
く
で
あ
ろ
う
説
教
は
回

さ
れ
た

 
蓮
 

そ

そ
う
で
す
か

 
映
姫

え

貴
方
は
見
た
感
じ

行
を
積
ん
で
い
ま
す

 
蓮
 

え

 
映
姫

見
て
分
か
り
ま
す
よ

が
説
教
す
る
程
の

 
悪
行
は
あ
ま
り
し
て
い
な
い
み
た
い
で
す

 
流
石
は
地
獄
の
裁
判
⻑
だ
け
あ
る

一
目
見
た
だ
け
で
蓮
の

行
を
見
破

た

 
映
姫

た
だ

行
を
積
み
す
ぎ
て

し
て
い
そ
う

 
で
す

 
蓮
 

え

ま

名
前
が

二
病

て
言
わ
れ
た
り

 
天
然
ジ

ロ

て
言
わ
れ
た
り
し
て

年
代
の

 
友
達
か
ら
よ
く
か
ら
か
わ
れ
て
遊
ば
れ
ま
し
た

 
ま
だ
外
界
に
い
た
時
の
当
時
の
あ
だ
名
は

二
病
の

と
言
わ
れ
て
い
た

そ
れ
を
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
大

で
言
わ
れ
た
り
し
て
い
る

そ
れ
を
笑

て
許
し
て
し
ま
う
蓮
も
悪
い
の
だ



 第七章 四季の花は新たな道へと誘う

が 
映
姫

し
て
ま
す

 
蓮
 

え

思
い
出
し
た
だ
け
で
気
が
滅

て

 
き
ま
し
た

 
蓮
の

情
が
ど
ん
ど
ん
暗
く
な

て
い
く

映
姫
は
こ
れ
を
見
て

笑
い
を
し
て
し
ま

た

 
映
姫

え

え
え

と

ン

貴
方
は
そ
の

子
で

 

行
を
積
み
な
さ
い
そ
う
す
れ
ば
死
後
の
世
界

 
で

せ
に
な
れ
ま
す
よ

 
蓮
 

え

と
ま
だ
死
に
ま
せ
ん
け
ど
心
に

ん
で

 
お
き
ま
す

 
映
姫

え

さ
て
と

は
帰
り
ま
す

 
そ
う
し
て
映
姫
は
歩
き
出
し
た

蓮
は
一

見

り
す
る
た
め
に

い
て
い

た

そ
し
て
鳥

居
を
通
る
時

後
ろ
を

り
返

て

 
映
姫

そ
れ
で
は

 
そ
う
し
て
映
姫
は
帰

て
い

た



 第 話 説教会です。

 
蓮
 

と
り
あ
え
ず
霊
夢
達
を

ぶ
か
な

 
蓮
は
霊
夢
達
の
も
と
に
戻
り
正
座
し
て

て
い
る
霊
夢
達
を

屋
へ
と

ぶ
の
だ

た

一
方

⻑
い

で
は

 
映
姫

あ
の
お
方
が
気
に

た
理

少
し
分
か
る

 
気
が
し
ま
し
た

 
と

い
て
四
季
映
姫
・

マ
ザ

ド

は
帰

て
い
く
の
だ

た

 
狗
神

な

怠
惰

ル

か

 
怠
惰

考
え
方
が
本
当
に
何
処
か
の
シ
ス

ン
番
⻑

 
だ
よ

あ

因
み
に
ア

メ
は
全

見
た
か
ら

 
そ
れ
と

は

手
な
ん
だ
よ

 
神
楽

そ
う
な
ん
で
す
か

 
怠
惰

う
ん
知
り
合
い
が
物

く

き
で
や

て
た

 
人
は
い
る
け
ど

ま

怠
惰
さ
ん
は

上
記
の



 第七章 四季の花は新たな道へと誘う

 
通
り
で
す

 
狗
神

可
愛
そ
う
な
奴
だ
な

 
怠
惰

う

ん
そ
う
な
ん
だ
よ

そ
れ
と
次
は

 
あ

ち
を
投
稿
す
る
か
ら
よ
ろ
し
く

 
神
楽

そ
れ
じ

明
日
か
ら
は
ま
た
少
し
お
休
み

 
で
す

 
狗
神

だ
な

 
怠
惰

ま

休
ん
で
き
な

て
事
で
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
神
楽

ま
た
投
稿
す
る
と
き
に
お
会
い
し
て
く
だ
さ
い

 
狗
神

そ
ん
じ

者
達

 
怠
惰

ま
た
次
の
投
稿
ま
で
さ
ら
ば



 第 話  新たな 歩

 
第

話
 
 
新
た
な

歩

 
こ
ん
ば
ん
わ

者
様

試

強
を
し
て
た
ら
投
稿
が

 
少
し
遅
く
な

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

 
い
や
は
や
す
い
ま
せ
ん
で
し
た

そ
れ
と
今
回
は

 
結
構

い
気
が
し
ま
す

お
許
し
く
だ
さ
い

 
で
は
本
編
へ
ど
う

 
地
獄
の

魔
こ
と
四
季
映
姫
・

マ
ザ

ド

の
襲
来
か
ら
翌
日
の
事
何
時
も
の
よ
う
に
蓮
は

仕
事
を
終
わ
ら
せ
博
麗
神
社
へ
と
戻
り
掃
除
を
し
て
い
た

縁

で
は

か
な
い

を
し
て

ん

や
り
と
霊
夢
が
蓮
を

い
て
は
溜
め

を

い
て
い
た

 
霊
夢

は

 
蓮
 

何
で
か
霊
夢
が
た
め

ば
か
り
つ
い
て
る
な



 第七章 四季の花は新たな道へと誘う

 
霊
夢
の
た
め

の
原
因
は

ら
く
昨
日
の
言

の
言
い
か
け
だ
ろ
う
と
蓮
は
思

て
い
た

大
な
所
で
魔
理
沙
と
萃
香
が
や

て
来
て
更
に
は
四
季
映
姫
の
あ
り
が
た
い
説
教
が

な
り
大

な
事
が
言
え
な
い
で
い
た

 
蓮
 

ど
う
し
よ
う

 
蓮
は
あ
の
時
霊
夢
が
言
お
う
と
し
た
言

の
続
き
は
大
体
予

で
き
て
い
た

だ
が
蓮
は
霊

夢
に
追
い

く
ま
で
と
心
に
決
め
て
い
る
た
め
ど
う
言
え
ば
言
い
か
分
か
ら
な
い

そ
ん
な
こ
と

を
思

て
い
る
と
気
に
し
て
い
な
か

た
の
か
あ

と
い
う
間
に
掃
除
が
終
わ

て
し
ま

た

 
蓮
 

あ

え

と
霊
夢

 
霊
夢

へ

あ

蓮

 
蓮
 

え

と
掃
除
終
わ

た
か
ら
少
し
外
に
出
て
る

 
霊
夢

え

え

 
蓮
は
そ
う
言
い
掃
除
用

を

け
て
博
麗
神
社
の
裏
手
の
林
の
中
へ
と

て
い

た

理

は
気

ち
の
整
理
を
つ
け
る
た
め
だ

蓮
は
数
分
歩
く
と

の
式
神

と
妖
刀
神
楽
を
構

え
て

 
蓮
 

狗
神

神
楽



 第 話  新たな 歩

 
と

人
を
呼
ぶ
と
目
の
前
に

大
な
白
い

と
妖
刀
の
精
霊

神
楽
が
現
れ
る

 
狗
神

お
い
戦
闘
じ

な
い
み
た
い
だ
が

 
神
楽

ど
う
か
な
さ
い
ま
し
た
か
蓮
様

 

人
は

問
に
思

て
い
る
と
蓮
は
心
の
内
を
明
か
し
た

 
蓮
 

え

と

人
は
さ

度
決
め
た
事
を

め
る

て

 
ど
う
思
う

 
狗
神

 
ド
ロ
ン

 
狗
神
は
こ
ん
な

で
は
話
し
に
く
い
だ
ろ
う
と
思
い
人
の

に
な
り

を
組
ん
で

の

に

り

か
る
と

 
狗
神

そ
れ
は
つ
ま
り
あ
れ
か
あ
の

巫
女
の
事
か

 
神
楽

え

と

人
間
で
い
う
告
白
で
し
た

け

 
蓮
 

う

う
ん

あ
の
時

は
追
い

く
ま
で

て

 
言

た
け
ど
昨
日

霊
夢
は
あ
の
時
の
話
を
聞
い
て

 
い
た
み
た
い
で

そ
れ
で
何
て
言
え
ば
言
い
か
な
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て

 
蓮
に
も

度
決
め
た
ら
最
後
ま
で
や
る
と
い
う

念
が
あ
る

そ
れ
を

す
事
は
し
た
く
は

な
い

だ
が
今
日
の
霊
夢
そ
し
て
昨
日
言
い
か
け
た
言

を
聞
い
て

を

る
べ
き
か
考
え
て

迷

て
い
た

 
神
楽

は
刀

所

は
物
な
の
で
あ
ま
り
良
い

え

 
で
は
な
い
か
と
思
え
ま
す
が

分
の
気

ち
は

 
伝
え
る
べ
き
か
と

は
思
い
ま
す

 
狗
神

神
楽
の
言
う
通
り
だ
当
た

て

け
ろ
た
だ
そ
れ

 
だ
け
だ

 
蓮
 

い
や

け
た
ら

目
で
し

 
当
た

て

け
ろ
の
言

は
こ
の
時
に
使
え
ば
玉

覚

で
行
け
と
言
う
こ
と
で
あ
る

 
狗
神

ご
ち

ご
ち

ご
ち

ご
ち

う

せ

な

 
良
い
か
ら
行
け

そ
し
て

け
ろ

 
神
楽

い
や
狗
神
さ
ん

け
た
ら
ア
ウ
ト
で
す

 
蓮
 

う

う

ん



 第 話  新たな 歩

 
狗
神
や
神
楽
の

ま
し
で
も
中
々
動
く
こ
と
が
出
来
な
い

そ
れ
に
狗
神
は
少
し

れ
な
が

ら 
狗
神

ま

た
く

タ
レ
だ
な
お
前
は

 
蓮
 

へ

タ
レ

流
石
に

く
な
い

 
狗
神

い
い
や
お
前
は

タ
レ
だ
所

は

だ
け
だ

 
行
動
に

す
事
も
出
来
な
い
そ
れ

前
に
よ

 
て
め

の

念
が
ど
う
こ
う
言
う
前
に

待

 
さ
せ
て
る

巫
女
に
す
ら

れ

そ
れ
の

 
何
処
が

タ
レ
じ

と

言

て
み
ろ

 
よ
小
僧

 
神
楽

狗
神
さ
ん

 
蓮
 

ぐ

 
蓮
は
何
も
言
え
ず

て
し
ま
い
反

で
き
な
い

狗
神
の
言

て
い
る
こ
と
の

ど
当
て
は

ま
る
か
ら
だ

 
蓮
 

ご
め
ん

は

タ
レ
だ

分
の
気

ち
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す
ら

に
言
え
な
い
し
行
動
す
ら
起
こ
せ
な
い

 
な
ん
て

本
当
に

分
が

に
な
る
よ

 
神
楽

蓮
様

 
狗
神

お
い
小
僧

 
蓮
 

え

 
バ

ン

 
蓮
の

を
狗
神
は
思
い

き
り
張
り
手
で

ン
タ
し
た

ン
タ
さ
れ
た
蓮
の

は

く

な
る

 
神
楽

狗
神
さ
ん
そ
こ
ま
で
は

 
狗
神

良
い
ん
だ
よ
お
い
小
僧

目
は
覚
め
て
か

 

ン
タ
さ
れ
た
蓮
は
狗
神
を
見
て
ク
ス
リ
と

笑
む
と

 
蓮
 

何
と
か

ク

ク

し
て
る
の
が

み
た
い

 
だ

た
よ
狗
神

神
楽

は

霊
夢
に

の

 
こ
の
気

ち
思
い
を
伝
え
て
く
る
よ

 
先
程
の
蓮
と
は

て
変
わ

て
覚

を
決
め
た
か
の
よ
う
に
真

に
れ
で
い
て
感

を
込
め
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て

笑
ん
だ
の
だ

そ
れ
を
見
て
狗
神
と
神
楽
も

然
と

笑
ん
で
し
ま
う

 
狗
神

そ
れ
で
良
い

 
神
楽

そ
の
い
き
で
す

 
と
蓮
が
覚

を
決
め
た

ど
う
や
ら
告
白
す
る
準
備
が
出
来
た
よ
う
だ

す
る
と
狗
神
は

リ
と
笑

て

 
狗
神

お
い
い
る
ん
だ
ろ

巫
女

 
蓮
 

え

 
狗
神
の
そ
の
言

を
聞
い
た
蓮
は

く
と
後
ろ
の

み
が
不

然
に

れ
だ
し
そ
こ
か
ら
霊
夢

が
ゆ

く
り
と

を

く
し
て
出
て
き
た

ど
う
や
ら

行
し
て
き
て
更
に
全
て
聞
い
て
い
た
よ

う
だ

 
蓮
 

れ

霊
夢

 
霊
夢

 
狗
神

後
は
お
前
が
や
れ

は
帰
る

 
神
楽

え

と

も
刀
の
中
に
帰
り
ま
す

 
そ
う
言
い

人
は
そ
の
場
か
ら
ス

と

え
て
い
き
そ
の
場
に
は
蓮
と
霊
夢
だ
け
が
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た

そ
し
て
決
心
し
た
蓮
は

 
蓮
 

霊
夢

あ
の
さ

は
霊
夢
の
事
が
す

き
で

 
だ
か
ら
気
の
良
い
言
い
方
は
出
来
な
い
け
ど

と

 
親
友

上
の
関
係
に
な
れ
た
ら

て

 
霊
夢

ぐ
す

 
蓮
 

え

霊
夢

い
て
る
の

 
霊
夢
は

を

く
し
て

を
流
し
て
い
た

変
に
気
を
使
わ
せ
た
か
と
思

て
蓮
は

を
下

て 
蓮
 

ご

ご
め
ん

迷

だ
よ

 
霊
夢

う
わ
よ
バ
カ

あ
ん
た
に
先
を
越
さ
れ
て

 
そ
れ
で

し
く
て

い
て
る
の
よ

 
蓮
 

え

そ
れ
じ

 
こ
の
時
蓮
は
よ
う
や
く
理
解
し
た
の
だ

分
だ
け
が

き
な
は

で
は
な
く
霊
夢
も

分

の
事
を

き
だ

た
と

つ
ま
り

思
い
の

で
は
な
く

思
い
の

だ

た
と

 
霊
夢

こ
そ

よ
ろ
し
く

蓮
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蓮
 

霊
夢

う
ん

こ
ち
ら
こ
そ

 
こ
う
し
て

思
い
の

か
ら
進

し
て
親
友

上
の
関
係

人
と
し
て
過
ご
す
こ
と
と
な
る

の
だ

た

 
怠
惰

の
中
が

い
よ

ガ

シ
ロ

を

れ
た

 
か
の
よ
う
な
く
ど
い

さ
だ
よ

 
狗
神

ま

た
く

ま

奴
も
何
と
か
な
る

 
だ
ろ

 
神
楽

本
当
で
す

 
怠
惰

裏
話
に
な
る
け
ど
さ
怠
惰
さ
ん
の
中
の
人
さ

 
今
回
の
話
だ
け
ど
深
夜

時
ぐ
ら
い
に

た

 
て
し
か
も

気
と

ヒ

ハ
イ
の

方
の

 
状

で

た
か
ら
良
く
覚
え
て
な
い
ん
だ



 第七章 四季の花は新たな道へと誘う

 
よ

 
狗
神

お
い

 
神
楽

い
で
す

 
怠
惰

そ
ん
で
そ
の
後
に
ぶ

壊
れ
た
み
た
い
だ
よ

 
ま

日
程
ぶ

通
し
で
起
き
て
た
か
ら

 
仕
方
な
い
け
ど

 
神
楽

様
は
真

し
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い

 
夜
は

く

ま
し

う

 
狗
神

じ

と
こ
い
つ
み
た
い
に
壊
れ
る
か
ら
な

 
怠
惰

い
や

あ
れ
は

バ
か

た

で
は
今
回
は

 
こ
こ
ま
で

 
狗
神

次
回
も
よ
ろ
し
く
な

 
怠
惰

で
は

者
様

 
神
楽

ま
た
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
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第

話
 
授
業
風
景

 
こ
ん
ば
ん
わ

者
様

起
き
た
ら

の

時

 
に
な

て
い
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

 

す
ぎ
た

て
な
わ
け
で
本
編
へ
ど
う

 
霊
夢
と

人
と
な

て
翌
日
の
朝
朝
の
日

し
が

り

な
ら
で
は
の

か
さ
に
蓮
は
目
を

り
な
が
ら
起
き
出
し
た

 
蓮
 

う

ん

も
う
朝
か

 
そ
う
言
い
蓮
は
布

か
ら
起
き
上
が
ろ
う
と

け
布

を

ろ
う
と
し
た
と
き
蓮
は
気
づ
い
て

し
ま
う

分
の
隣
で

ゾ

ゾ
と
動
く
何
か
を

 
蓮
 

ま
さ
か

 
蓮
は

く
と

時
に

け
布

を

る
と
隣
に
い
た
の
は

 
霊
夢

ス

ス
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霊
夢
が
隣
で

て
い
た

こ
の
時

蓮
は
何
か
変
な
過
ち
を
犯
し
て
な
い
か
と
思
い
記
憶
を

た

 
蓮
 

あ
れ

確
か

昨
日
告
白
し
て
そ
れ
で

う
ん

 
霊
夢
は
祝
い
の
酒
を

ん
で
確
か

分
の
布

 
に
帰

て
い

た
か
ら

つ
ま
り

は
ま
だ
何
も

 
し
て
い
な
い

 
ど
う
や
ら
ま
た
霊
夢
が
蓮
の

屋
と
間

え
て
布

に

て
き
た
よ
う
だ

 
蓮
 
と

と
り
あ
え
ず

起
こ
さ
な
い
よ
う
に
そ

と

 

に
行
か
な
い
と

 

音
を
立
て
ず
こ

そ
り
と
蓮
は
布

か
ら
起
き
上
が

て

子
に
手
を
か
け
て
ゆ

く
り
と

開
い
て

屋
か
ら
出
る

だ
が
こ
の
時
朝
食
を

て
く
れ
る
霊
夢
が

て
い
て
朝
食
が
出
来

て
な
い
こ
と
に
気
が
つ
い
た

 
蓮
 

そ
う
い
え
ば

今
日
は
仕
事
だ

た
か
ら

 

て
時
間
が
な
い

し

う
が
な
い
朝

 

用
で

食
に
ま
わ
す
し
か
な
い
か
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そ
う

い
て
蓮
は

関
か
ら
出
て
人
里
へ
と
向
か
う
の
だ

た

 
少
年

動
中

 
蓮
は
人
里
へ
と
着
く
と
寺
子
屋
へ
と
向
か
い
寺
子
屋
の

関
に
い
た

音
に

を
す
る

 
蓮
 

音
先
生
お
は
よ
う
ご
さ
い
ま
す

 

音

お

蓮
か
お
は
よ
う

何
か
今
日
は
や
け
に

 
元
気
が
い
い
じ

な
い
か
何
か
あ

た
か

 
蓮
 

え

え

と
ま

は
い
昨
日
良
い
こ
と
が
あ
り

 
ま
し
て

 
蓮
は
少
し

れ
な
が
ら

え
る

そ
れ
を
見
て
い
た

音
は

笑
ん
で

 

音

そ
う
か

笑

で
い
る
の
は
良
い
事
だ

お

と

 
そ
ろ
そ
ろ
授
業
が
始
ま
る
か
ら
教

の
準
備
等
を

 
頼
め
る
か

 
蓮
 

分
か
り
ま
し
た

そ
れ
じ

先
に
行
き
ま
す

 

音

あ

そ
う
し
て
く
れ

 
蓮
は
一
言
断
る
と
寺
子
屋
の
中
へ
と

て
い
き
教

準
備
室
へ
と
向
か
う
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蓮
 

え

と
確
か
今
日

な
の
は

ま
ず
は

語

 
の
教
科
書
教

用
と
後
は
書
道
の
道

も
か

 
蓮
は
や
る
事
を
思
い
出
し
て
い
き
次
々
に
道

を
教
室
へ
と

て
い
く

そ
う
し
て
仕
事
を

し
て
い
き
全

び
終
わ
る
と

時
に
授
業
が
始
ま
る
時
間
と
な

た

教
室
を
見
て
み
る
と
定

番
の
よ
う
に

ル

や
ル

ミ
ア
に
リ
グ
ル
そ
し
て
ミ
ス

の
バ
カ
ル
テ

ト
と
大
妖
精
が

座

て
い
た

 

音

よ
し
そ
れ
じ

ま
ず
は

語
か
ら
か

は

 

の
後
に
続
け
て

ん
で
く
れ

 
生
徒
達

は

い

 

音

そ
れ
じ

君
の
よ
う
だ

 
生
徒
達

君
の
よ
う
だ

 
と

生
徒
達
は

音
先
生
に
合
わ
せ
て
音

を
し
始
め
た

そ
し
て
音

が
終
わ
る
と

 

音

よ
し
そ
れ
じ

く

の
意

に
つ
い
て

 

か
知

て
る
子
は
い
る
か

い
る
な
ら

 

手
し
て
発

し
て
く
れ
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蓮
 

い
や

し
い
で
し

 
こ
れ
に
は
蓮
も
ツ

ミ

れ
ざ
る
得
な
い

何
せ
レ

ル
が
中

生
レ

ル
だ

す
る
と

 
大
 

は
い

 

音

よ
し
大
ち

ん

え
は

 
大
 

確
か

と
か
そ
う
い
う
意

で
す
よ

 
そ
れ
を
聞
い
た

音
は

リ
と

笑
む
と

 

音

正
解
だ

そ
れ
じ

も
う
一
度

え
を
言
う

 

と
は
大
ち

ん
が
言

て
い
る
の
は
あ

て

 
い
る
が
本
来
の
意

は

面
に

か
ぶ

の
事
だ

 
覚
え
て
お
く
よ
う
に
な

お

と
そ
れ
じ

 
そ
ろ
そ
ろ
次
の
授
業
だ

 

音
の
言

を
合
図
に
蓮
は

人

セ

ト
ず
つ
書
道
道

を

て
い
く

 

音

次
の
授
業
は

だ

の

き
な
言

を

 
書
い
て
く
れ

 
蓮
 

何
か
あ

た
ら

か

音
先
生
を
呼
ん
で
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生
徒
達

は

い

 
生
徒
達
は
返
事
を
す
る
と

を

り
始
め
た

そ
の
中
に
は
妖
精
達
も
も
ち
ろ
ん

ま
れ
て
い

る

そ
う
し
て

を

り
終
え
た
生
徒
達
は
そ
れ

れ

を

て

を
書
い
て
い
く

蓮
は

音
と
共
に
見
て
回

て
い
る
と

 
蓮
 

ミ
ス

は

て

か

 
ミ
ス

は
い

う
の
が
と
て
も
大

き
な
ん
で
す

 
流
石
は
夜

だ
け
あ

て

う
こ
と
は
と
て
も
大

き
な
ん
だ
と
蓮
は
伝
わ

て
く
る

 
蓮
 

う
ん
い
い

そ
れ
で
リ
グ
ル
は

て

か

 
リ
グ

は
い

や

り

と
い

た
ら
こ
の

で
す
よ

 
言
わ
れ
て
み
る
と

の
妖
怪
だ
と
認
識
し
て
し
ま
う

そ
ん
な
リ
グ
ル
ら
し
い

だ

 
蓮
 

う
ん
確
か
に

良
く
書
け
て
る
よ

そ
れ
で

 
大
ち

ん
は

て

か

 
大
 

は

は
い

ル

ち

ん
が
一
番
の
親
友
だ
か
ら

 
で
す
か

 
数
年
前
に
霊
夢
と
魔
理
沙
に
夢
想
封
印
と
マ
ス
タ

ス
パ

ク
と
い
う
オ

バ

キ
ル
を
さ
れ
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て
落
ち
て
い

た

ル

を
心

し
な
が
ら
追
い
か
け
て
行

て
い
る
の
を
思
い
出
し
た

大
妖

精
か
ら
見
た
ら

ル

は
一
番
の
親
友
な
の
だ
ろ
う

 
蓮
 

ハ
ハ
ハ
仲
が
良
い

 
と

蓮
は
楽
し
そ
う
に
言
う
と

 

ル

蓮
先
生
出
来
た
よ

 
蓮
 

お

ル

は

 

ル

の

に
は
ま
さ
か
の

と
書
か
れ
て
い
た

ル

は

を

手
に
ド

て
い

る 

ル

ど
う
よ

あ
た
い
の

は

 
蓮
 

う

う
ん

分
ら
し
く
て
い
い
ん
じ

な
い

 
か
な

 
と

言

に

た
た
め
そ
う

え
る
と

ル

は

し
か

た
の
か
満
面
の
笑

で

 

ル

よ

し

 
蓮
 

元
気
が
い
い
な

ル

は

 

ル

の

ぶ

を
見
て
そ
う

い
て
い
る
と
前
の

に
座

て
い
る
ル

ミ
ア
が
笑

で



 第七章 四季の花は新たな道へと誘う

 
ル
 

出
来
た
の
だ

 
蓮
 

お

ど
れ
ど
れ

 
ル

ミ
ア
の
書
い
た

は
親
友
と
書
か
れ
て
い
た

 
蓮
 

こ
れ

て

ル

達
の
事

 
ル
 

う

ん
よ
く
分
か
ら
な
い
の
だ

く
昔
に

 
親
友
と
呼
べ
る
友
達
が
い
た
気
が
す
る
の
だ

 
そ
れ
を
聞
い
た
蓮
は
夢
で
理
久
兎
と
一

に
楽
し
そ
う
に
会
話
を
し
て
い
た
ル

ミ
ア

の
女

性
を
思
い
出
す

だ
が
あ
ま
り
に
も
見
た
目
の
年

が
か
け

れ
て
い
て
と
て
も
ル

ミ
ア
と

じ
だ
と
は
思
え
な
い

 
蓮
 

そ

か

で
も
さ
こ
う
や

て

ル

達
も
い
る
ん

 
だ
か
ら

そ
の
親
友
達
を
大

に

 
ル
 

も
ち
ろ
ん
な
の
だ

 
ル

ミ
ア
は
満
面
の
笑
み
で

え
た

そ
う
し
て
今
日
の
寺
子
屋
の
授
業
が
終
わ
り

は
帰

て
い
く

 
蓮
 

う

ん
今
日
も
終
わ

た
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音

お

れ
様

ら
今
日
の

だ

 
蓮
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
お

を
言
い
蓮
は

を
受
け
と
る

す
る
と

音
は

 

音

し
か
し
何
時
も
よ
り
も
キ
レ
が
あ

た
が

 
霊
夢
と
何
か
あ

た
の
か

 
そ
う
言
わ
れ
た
蓮
は

ず
か
し
が
り
な
が
ら

を
少
し

く
し
て

を

き
な
が
ら

 
蓮
 

え

と
こ
の
度

き
合
う
こ
と
と
な
り
ま
し
て

 

音

う
良
い
知
ら
せ
じ

い
か

こ
れ
か
ら
も

女

 
を
大

に
す
る
ん
だ

 
蓮
 

ハ
ハ

分
か

て
ま
す

 

音

そ
れ
で
い
い

そ
れ
じ

今
日
も
お
つ
か
れ
さ
ま

 
蓮
 

は
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
そ
う
言
い
蓮
は
博
麗
神
社
へ
と
帰

て
い
く
の
だ

た

 
少
年

動
中

 
蓮
が
博
麗
神
社
に
帰
る
と
と
て
も

じ
ら
れ
な
い
光
景
が
目
に

た

そ
の
光
景
は



 第七章 四季の花は新たな道へと誘う

 
霊
夢

蓮
お
帰
り
な
さ
い

 
霊
夢
が

内
の
掃
除
を
し
て
い
た
の
だ

こ
れ
ま
で
蓮
が
や

て
い
た
掃
除
を

ら
が

先
し

て
し
て
い
た
の
だ

 
蓮
 

れ

霊
夢

ま
さ
か
変
な
物
で
も
食
べ
た
の

 
霊
夢

失

あ
ん
た
ば

か
り
に

せ
過
ぎ
だ

た

 
か
ら

も
や
ろ
う
と
し
て
る
だ
け
よ

 
蓮
 

あ

え

と
あ
り
が
と
う

 
霊
夢

ど
う
い
た
し
ま
し
て

て

本
来
は

 

の
仕
事
だ
か
ら
お

を
言
わ
れ
る

合
い
は

 
な
い
か
ら

 
霊
夢
の
言
う
通
り
だ

本
来
は
霊
夢
が
す
る

だ
が
こ
こ
数
年
は
蓮
に

せ
き
り
だ

巫
女
の

の

つ
を
放

す
る
の
に
も
大

に
し
て

し
い

 
蓮
 

え

と

 
蓮
は

に
か
け
て
あ

た
竹

を
手
に

る
と

 
蓮
 

い

し

に
や
ろ
う



 第 話 授業風景

 
霊
夢

そ
う

 
霊
夢
は

を
少
し
だ
け

く
し
な
が
ら
も
前
よ
り
も

に

え
る
と
蓮
と
共
に
掃
除
を
す
る

の
だ

た

 
怠
惰

い

 
狗
神

て
め

は

過
ぎ
だ

 
神
楽

体
内
時

お
か
し
く
な

て
ま
せ
ん

 
怠
惰

も
う
と

く
で
す

 
狗
神

お
い
お
い

 
怠
惰

あ

や
り
た
い
な

 
狗
神

お
前
ま
だ
ド
ラ
ク

あ
る
だ
ろ

 
怠
惰

ま

で
も
こ
こ
最
近
の

不

の
理

の

 

は
ド
ラ
ク

と
い
う



 第七章 四季の花は新たな道へと誘う

 
神
楽

本

転
倒

 
怠
惰

キ

ラ
は
滅

ぬ
る
ぬ
る
動
く
し
で

 
あ
れ
は

い
と
思

た
よ

 
狗
神

流
石
は

レ
ス
テ

ロ
だ
な

 
神
楽

流
石
は
薄

テ
レ

で
す

 
怠
惰

本
当
に
中

性
が
高
い
の
は
確
か
だ

 
さ
て
と
と
り
あ
え
ず
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
神
楽

次
回
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
狗
神

そ
ん
じ

者
様

 
怠
惰

ま
た



 第 話 授業風景



 第八章 悪夢に来たりし幻想の王

 
第
八
章
 
悪
夢
に
来
た
り
し
幻
想
の
王

 
第

話
 
魔
理
沙
の
話

 
こ
ん
に
ち
は

者
様

怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

 
今
回
か
ら
新
章
に

り
ま
す

で
は
本
編
へ

 
ど
う

 
告
白
し
て
か
ら
約

間
後
の
事

蓮
は
何
時
も
の
よ
う
に
上

と
な

て
神
楽
を

る
い

な
が
ら

の
修
行
を
し
て
い
た

 
蓮
 

９
９
０

９
９
１

 
ず

と
神
楽
を

る
い
続
け
て
い
た

そ
ん
な
風
景
を
縁

に
座
る
霊
夢
は
お

を

み
な
が

ら
何
時
も
の
よ
う
に
見
て
い
た

そ
し
て
そ
ろ
そ
ろ
終
わ
る
だ
ろ
う
と
思
い
温
い
お

を
注
ぐ

 
霊
夢



 第 話 魔理沙の話

 
霊
夢
は
前
よ
り
も
蓮
の
修
行
風
景
を
見
る
の
が
楽
し
い
と
思
え
て
い
た

そ
れ

れ
の
思
い
が

が
り
と
こ
こ
ま
で
変
わ
る
と
は
思

て
も
み
な
か

た

そ
う
し
て
い
る
と
修
行
を
終
え
た
蓮

が
神
楽
を

に

め
て
霊
夢
の
隣
に
座
る

 
蓮
 

 
霊
夢

お

れ
様
は
い

 
蓮
 

あ
り
が
と
う

 
霊
夢
か
ら

さ
れ
た
お

を
蓮
は

ク

ク
と
一
気
に

む

動
い
て
相
当

が

い
て
い
た

の
だ
ろ
う

 
蓮
 

は

温
く
て

み
や
す
い

 
霊
夢

わ
ざ
と
さ
ま
し
て
る
の
よ

 
と
和
気
あ
い
あ
い
と
話
し
て
い
る
と
空
か
ら
来
客
が
現
れ
る

そ
れ
は
言
わ
ず
と
知
れ
ず
の

魔
理
沙
だ

た

 
霧
雨

よ

久
々
だ
な

 
蓮
 

魔
理
沙
お
久
々

 
霊
夢

あ
ん
た
こ
こ
最
近
来
な
か

た
け
ど
何
し
て
た
の



 第八章 悪夢に来たりし幻想の王

 
よ

 
と

霊
夢
が
聞
く
と
魔
理
沙
は
満
面
の
笑

で

 
霧
雨

そ
り

魔
道

だ

 
蓮
 

魔
理
沙
そ
れ

て
や

り
あ
の

の
執
事
に

 

つ
た
め

 
前
々
か
ら
魔
理
沙
が

に
し
て
い
る

の
執
事
か
と
聞
く
と
魔
理
沙
は
真

な
目

き
に
な
る

と 
霧
雨

あ

奴
に
は

度
も
負
け
て

的
に
は
そ
れ
は

 
許
し
ち

お
け

か
ら
な
だ
か
ら
絶
対
に
あ
の

 

を

じ
曲

て
や
ろ
う
と
思

て
な

 
霊
夢

あ
ん
た
も
そ
ん
な
感
じ
な
の

 
霧
雨

ま
さ
か
蓮
も
か

 
魔
理
沙
に
聞
か
れ
た
蓮
少
し

ず
か
し
が
り
な
が
ら

 
蓮
 

え

え

ま

今
の

が
越
え
る
べ
き

 
そ
れ
は
隠
者
を

さ
せ
る
事
で
す
と
て
も



 第 話 魔理沙の話

 
大
き
い

だ
と
思
い
ま
す
で
す
が
越
え
た
い

 
相
手
な
ん
で
す

 
霧
雨

何
か

人

み
た
い
な
事
を
言
う
な
お
前

 
魔
理
沙
は
そ
う
言
う
が
メ
メ
タ

話
だ
が
一

は
こ
の
小
説
の

人

だ

 
蓮
 

え

と

や

り

ず
か
し
い
な

 
霧
雨

で
も
良
い
と
思
う

そ
の
気

ち
は
良
く

 
分
か
る
か
ら
よ

そ
ん
な
事
よ
り
も
よ

 
霊
夢

少
し
見
な
い
間
に
何
か
変
わ

た
な

 
と

魔
理
沙
が
言
う
と
霊
夢
は

と
し
な
が
ら

 
霊
夢

え

も
う
蓮
と

き
合
い
始
め
た
か
ら

 
霧
雨

そ
う
か

そ
う
か

き
合
い

は

 
あ
ま
り
の
と
ん
で
も

を

か
れ
た
魔
理
沙
は
物

く

い
て
い
た

し
か
も
目
が

と

な

て
い
る

 
蓮
 

え

と
今
か
ら
約

間

ど
前
に

 

か
ら
告
白
し
て

し
て

い
ま
し
た



 第八章 悪夢に来たりし幻想の王

 
霧
雨

な
ん

だ
と

 

間
近
く
家
で
引
き
込
も

て
魔
術

を
し
て
い
れ
ば
仕
方
な
い
だ
ろ
う

 
霧
雨

マ
ジ
か
よ
も
う

き
合
い
始
め
た
の
か
よ

 
こ
れ
じ

れ

え
じ

 
霊
夢

魔
理
沙

良
く
聞
こ
え
な
か

た
ん
だ
け
ど

 
リ

ト
し
て

え
る

 
蓮
 

魔
理
沙

 

キ

 

キ

キ

 
蓮
は
神
楽
を
少
し

か
ら

き
霊
夢
に
限

て
は
笑

で

を
鳴
ら
し
て
い
る

そ
れ
を
見
た

魔
理
沙
は

バ
イ
と
思

た
の
か

 
霧
雨

じ

だ
か
ら

め
ろ

て

 
霊
夢

よ
ろ
し
い

 
蓮
 

ま

た
く

で
も
い

ち

メ
だ
よ

 

キ
ン

 
霊
夢
は

を

め
蓮
は
神
楽
を

刀
を
し
た

魔
理
沙
は

と
一

し
た



 第 話 魔理沙の話

 
霧
雨

し
か
し

き
合
い
始
め
る
と
は
な

 
蓮
 

そ
う
い
え
ば
魔
理
沙

て

き
な
人
は
い
る
の

 
と

蓮
の

に
魔
理
沙
は
何

か
少
し

て

 
霧
雨

い

い
や
い
や

い
な
い
か
ら
な

 
蓮
 

怪
し
い
け
ど
ま

 
霊
夢

大
方
は
り

 
霧
雨

お

と

霊
夢
に
蓮

実
は
面
白
い
話
を

て
 

 
来
た
ん
だ

 
霊
夢
の
言

を

り
魔
理
沙
は
話
を
し
だ
し
た

霊
夢
は
や
れ
や
れ
と
し
た

情
で
蓮
は
気
に

し
な
い
で
聞
く
こ
と
に
し
た

 
霧
雨

実
は
よ
こ
の
時

に
な
る
と
よ
紫
や
ら
萃
香
そ
れ
に

 

屋
ま
で
も
が
何
処
か
に
集
ま
る
み
た
い
だ
な
ん

 
だ

面
白
そ
う
だ
ろ

 
そ
の
言

を
聞
い
た
蓮
は
数

間
前
の
幽
香
の
言

を
思
い
出
し
た

ら
く
は
深
常
理
久
兎

の
墓
参
り
だ
ろ
う
と
思

た



 第八章 悪夢に来たりし幻想の王

 
蓮
 

分
な
ん
だ
け
ど
紫
さ
ん
の

の
お
墓
参
り

 
じ

な
い
で
す
か

 
霧
雨

あ

そ
う
い
え
ば

奴
に

が
い
る
だ
の

て

 
聞
い
た
な

時
に
蓮
に
霊
夢
よ
少
し
相

が
あ
る

 
ん
だ
が

 
霊
夢

は
行
く
わ
け

 
蓮
 

は
行

て
み
た
い
か
な

 
ま
た
も
よ
や
霊
夢
の
言

を

て
蓮
は
意
見
を

べ
た

 
霊
夢

何
で
よ

 
蓮
 

の
ご
先
祖
さ
ま
の
親
友
の
墓
参
り
な
ら
行

て

 
当
然
だ
と
思
う
ん
だ
け
ど

 
霧
雨

お

流
石
は
蓮
だ

何
処

の
怠
け
者
と
は

 

て

険
心
が
あ
る
な

 
そ
れ
を
聞
い
た
霊
夢
は
開
き

て

 
霊
夢

分
か

た
わ
よ

も
行
く
わ
よ



 第 話 魔理沙の話

 
霧
雨

ハ
ハ
ハ
そ
う
こ
な
く

ち

な

 
蓮
 

で
も
魔
理
沙
は
理
久
兎
の
墓

て
何
処
に
あ
る
か

 
分
か
る
の

 
一
番

心
な
理
久
兎
の
墓
の
場
所
に
つ
い
て
聞
く
と
魔
理
沙
は
満
面
の
笑

で

 
霧
雨

無

分
か
ら
な
い

  
霊
夢

目
じ

な
い

 
蓮
 

な

な
ら
場
所
を

か
に
聞
い
た
方
が
良
い
よ

 

か
知

て
る
人
は
い
る
か
な

 
と
話
し
て
い
る
と
上
空
に
真

黒
い

体
が

わ

わ
と

遊
し
て
い
た

そ
れ
を
見
た
蓮

は 
蓮
 

お

い
ル

ミ
ア

 
と

ル

ミ
ア
の
名
前
を
呼
ぶ
と
そ
の

体
は

人
の
目
の
前
に
降
り
る
と
そ
の

体
か
ら

ル

ミ
ア
が
出
て
く
る

 
ル
 

お

蓮
な
の
だ

ど
う
し
た
の
だ



 第八章 悪夢に来たりし幻想の王

 
蓮
 

ル

ミ
ア

理
久
兎
さ
ん
の
墓

て
何
処
に

 
あ
る
か
分
か
る

 
霧
雨

お
い
お
い
ル

ミ
ア
が
知

て
る
わ
け
な
い
だ
ろ

 
霊
夢

確
か
に
妖
精
達
み
た
い
な
下

妖
怪
が
知

て
る

 
分
け
な
い
と
思
う
け
ど

 
と
言

て
い
る
が
蓮
は
無

し
て
ル

ミ
ア
に
理
久
兎
の
墓
に
つ
い
て
知

て
い
な
い
か
と

聞
く
と
ル

ミ
ア
は
楽
し
そ
う
に
笑

て

 
ル
 

理
久
兎

て
の
は
分
か
ら
な
い
け
ど
お
墓
な
ら

 
何
処
に
あ
る
か
は
知

て
い
る
の
だ

 
霧
雨

何

 
霊
夢

嘘
で
し

 
ど
う
や
ら
知
能
が

い
と
思

て
い
た
の
か

い
て
い
た

だ
が
ル

ミ
ア
は
良
く
分
か

て

い
な
い
よ
う
だ

 
蓮
 

人
共
失

だ
か
ら

そ
れ
で
ル

ミ
ア

 
理
久
兎
さ
ん
の
お
墓

て
何
処
に
あ
る
の



 第 話 魔理沙の話

 
ル
 

う

ん
確
か

処
の
お
山
に
あ

た
気
が
す
る

 
の
だ

 
ル

ミ
ア
が

を

す
方
向
を
見
る
と
霊
夢
と
魔
理
沙
は
マ
ジ
か
と
い
う

と
な
る

な
に

せ 
霊
夢

処

ま
ん
ま
神
社
の
裏
手
の
山
じ

な
い

 
霧
雨

ま
た

分
と
近
場
な
ん
だ
な

 
蓮
 

こ
ん
な
近
く
に
あ

た
ん
だ

も
と
暗
し

て

 
言

が
あ
る
け
ど
ま
ん
ま
そ
れ
だ

 
ま
さ
か

分
達
の
近
く
に
幻
想
郷
の
賢
者
の
墓
が
あ
る
と
は
思
わ
な
か

た
の
か
霊
夢
で
す
ら

然
し
て
い
た

 
蓮
 

ル

ミ
ア

内
し
て
く
れ
な
い
か
な

 
ル
 

い
い
の
だ

 
蓮
 

あ
り
が
と
う
そ
れ
じ

行
か
な
い

 
蓮
は

人
に
聞
く
と
霊
夢
は
た
め

を

き
つ
つ
魔
理
沙
は

と
笑
い
な
が
ら

 
霧
雨

お
う

だ



 第八章 悪夢に来たりし幻想の王

 
霊
夢

は

ま

様
子
見
も
い
い
で
し

う

 
蓮
 

ル

ミ
ア
お
願
い

 
ル
 

つ
い
て
く
る
の
だ

 
そ
う
し
て
蓮
達
は
理
久
兎
の
墓
へ
と
向
か
う
の
だ

た

 
怠
惰

は
い
今
回
か
ら
新
し
い
章
に
な
り
ま
し
た

 
狗
神

因
み
に
何
話
ぐ
ら
い
続
く
ん
だ

 
怠
惰

う

ん

間
投
稿
し
て
ま
た
あ

ち
や

て

 
を

り
返
す
と
考
え
れ
ば
良
い
か
な

ま

 
ま
だ
少
し
分
か
ら
な
い
け
ど

 
神
楽

そ
う
な
ん
で
す
か

 
怠
惰

う
ん
今
回
は
本
当
に

れ

え
で
や

て
く

 
と
思

た
方
が
い
い
か
も

ま

そ
ん
な

 
感
じ
だ
と
い
う
の
を
覚
え
て
お
い
て



 第 話 魔理沙の話

 
狗
神

言
う
こ
と
が
無
く
な

た
ら
終
わ
る
か

 
怠
惰

そ
う
だ

な
ら
お
願
い

 
神
楽

え

と

で
は

者
様
今
回
も
あ
り
が
と
う

 
ご
ざ
い
ま
す

 
怠
惰

次
回
も
よ
ろ
し
く

 
狗
神

そ
ん
じ

な



 第八章 悪夢に来たりし幻想の王

 
第

話
 
墓
参
り

 
こ
ん
に
ち
は

者
様

朝
の

時
に

た
ら

後

時

 
に
な

て
い
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

 

休
み
を
楽
し
め
て
い
る
の
か
い
な
い
の
か
よ
く

 
分
か
ら
な
い
け
ど
本
編
へ
ど
う

 
ル

ミ
ア
に

内
さ
れ
蓮
達
は
空
を
飛
ん
で
博
麗
神
社
す
ぐ
近
く
の
裏
山
へ
と
向
か

て
い

た

そ
し
て
ル

ミ
ア
は
と
あ
る
所
で
立
ち

ま
る
と
下
へ
と
降
り
て
い
く

蓮
た
ち
も
そ
れ
に

続
い
て
降
り
て
い
き

 
ル
 

こ
こ
な
の
だ

 
満
面
の
笑
み
で
そ
う
言
う
と
蓮
は

 
蓮
 

あ
り
が
と
う

も
う
行

て
い
い
よ

 
ル
 

分
か

た
の
だ

そ
れ
じ

ま
た
寺
子
屋
で



 第 話 墓参り

 
会
お
う
な
の
だ
蓮
先
生

 
そ
う
言
い
ル

ミ
ア
は
ま
た
飛
ん
で
何
処
か
へ
と
飛
び
去

て
い

た

 
蓮
 

こ
こ
何
だ
よ

 
霧
雨

そ
の

だ
が

 
霊
夢

見

す
限
り
林
に

 
降
り
た
場
所
は
林
が
生
い

り
あ
ま
り

界
が
よ
ろ
し
く
な
い

す
る
と
霊
夢
は
何
を
感
じ
た

の
か

 
霊
夢

の
勘
だ
と
こ

ち
の
よ
う
な
気
が
す
る
わ

 
霧
雨

な
ら
何
時
も
の
よ
う
に
勘
に
従
い
ま
す
か

 
蓮
 

お
願
い
す
る
よ
霊
夢

 
霊
夢
 

 
蓮
に
お
願
い
と
言
わ
れ
た
霊
夢
は
少
し

が

く
な

た

そ
れ
を
見
て
い
た
魔
理
沙
は
ケ
シ

シ
と
笑

て
い
た
が

 

ン

 
霧
雨

痛
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霊
夢
の

手

で
魔
理
沙
の

を
一
発

た

だ
が

ず
か
し
い
の
か
ま
だ

が

真

だ

 
霊
夢

と
り
あ
え
ず
行
く
わ
よ

魔
理
沙
あ
ん
た
は
こ
こ
で

 

い
て
い
く
か
ら

 
蓮
 

あ

待

て
よ

 
霧
雨

お

お
い

だ
か
ら
よ

 

人
は
楽
し
く
会
話
を
し
な
が
ら
先
へ
と
向
か
う
の
だ

た

霊
夢
達
が
し
ば
ら
く
歩
い
て

い
く
と
見
た
感
じ

の
近
く
へ
と
た
ど
り
着
く

 
霊
夢

の
近
く

 
蓮
 

あ
れ

 
霧
雨

あ

い
た
な

 
そ
こ
に
は
魔
理
沙
が
話
し
た
通
り
数
人
の
妖
怪
達
が
集
ま

て
い
た

蓮
か
ら
見
て
そ
こ
に
い

る
の
は
八
雲
紫
を

に
従
者
の
八
雲

そ
し
て
紫
の
友
人
の
⻄
行
寺
幽
々
子
と
そ
の
従
者

妖
夢
に
伊
吹
萃
香
は
た
ま
た
射
命
丸

に
風
見
幽
香
そ
し
て
妖
怪
と
は
関
係
の
な
い

山

夜
に
八
意
永

そ
し
て

原
妹
紅
や
白

音
も
い
た

に
は
狗
神
に

て
い
る
女
性
や

い



 第 話 墓参り

で
大
き
な
リ

ク
を

負

て
い
る
少
女
だ

 
蓮
 

そ
れ
な
り
に
は
い
る

 
霧
雨

お
い
お
い
危
険
な
妖
怪
達
勢

い
で
墓
参
り
か
よ

 
し
か
も
に
と
り
も
い
る
と
は
な

 
霊
夢

全
員
退
治
し
て
や
ろ
う
か
し
ら

 
と
霊
夢
が

落
に
な
ら
な
い
事
を
言
い
出
し
た

そ
れ
に
は
蓮
と
魔
理
沙
も

や

を
流
し

な
が
ら

 
蓮
 

霊
夢
そ
れ
は
今
は

め
よ
う

 
霧
雨

あ

流
石
に
こ
こ
で
は

な

 
霊
夢

じ

よ

 
先
程
の
魔
理
沙
の

に
続
き
霊
夢
も

と

魔
化
す
が
先
程
の
目
は
マ
ジ
だ

た
と
蓮
は

思

た

す
る
と
霊
夢
が
大

を
上

た
せ
い
な
の
か

 

 

お
い

そ
こ
に
い
る
の
は

だ

 
幽
香

大
レ

ザ

ぶ
ち
こ
ま
れ
た
く
な
か

た
ら

 

く
出
て
き
な
さ
い
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妹
紅

も
し
く
は

や
し
て

に
す
る

 
少
女

か
か

て
こ
い

 

 

刀
は
下
ろ
し
な
さ
い

 
気
づ
か
れ
て
し
ま

た

し
か
も
こ
ち
ら
も

方
で

落
に
な
ら
な
い
事
を
言
い
出
し
た
た
め

蓮
達

人
は
立
ち
上
が

て

み
か
ら
出
る

 
蓮
 

え

と
こ
ん
に
ち
は

 
霊
夢

あ

は
は

は
は
は

 
霧
雨

よ

よ

 

人
は

手
を
上

て

笑
い
を
し
な
が
ら

を
開
い
て

を
出
す
と

方
に
注
目
し
て
い

た
妖
怪
達
は
そ
れ

れ
戦
闘
体

を
と
く

 
紫
 

あ
ら

霊
夢
達
は
何
で
こ
ん
な
場
所
に
い
る
の

 
か
し
ら

 

 

あ
や
や
や
や
魔
理
沙
さ
ん
は
兎
も

霊
夢
さ
ん

 
も
来
た
ん
で
す
か

 

音

何
し
に
来
た
ん
だ
蓮
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と

か
ら
の

と

問
に
霊
夢
は
一
歩
前
に
出
て

 
霊
夢

あ
ん
た
ら
妖
怪
達
や
ら
が
う
ち
の
神
社
の
裏
手

 
で
こ
ん
な
勢

い
し
て
た
ら
来
る
で
し

 
蓮
 
面
倒
く
さ
が

て
た
よ

 
霧
雨
嘘
つ
け

 
霊
夢
の
言
い
分
に
隣
に
い
る
蓮
と
魔
理
沙
は
心
の
中
で
そ
れ
に
つ
い
て
の
言
い
分
を

え
る
が

え
て

に
出
さ
な
い
よ
う
に
し
た

 
紫
 

ま

安
心
な
さ
い
霊
夢

達
は

 
異
変
を
起
こ
す
た
め
に
集
ま

た

じ

な
い

 
か
ら

 
幽
 

そ
う
よ

今
回

達
が
集
ま

た
の
は
死
ん
で

 
し
ま

た
友
人
の
た
め
に
集
ま

た
だ
け
な
の
 

 
よ

 
幽
々
子
の
言

を
聞
い
た
蓮
は
も
し
や
と
思
い

の
近
く
に
あ
る
石

を
見
る
と
そ
こ
に
は

 
深
常
理
久
兎
こ
こ
に

る
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と

に
大
き
く

ら
れ
て
い
た

本
当
に
深
常
理
久
兎
の
墓
に

り
着
い
た
の
だ
と
実
感

し
た

そ
し
て
蓮
も
前
へ
と
一
歩

み
出
し
て

 
蓮
 

実
は

が
こ
こ
に
来
た
の
は
理
久
兎
さ
ん
の

 
墓
参
り
に
参

し
た
か

た
か
ら
で
す

 
の

先
祖
様
は
知

て
の
通
り
の
安

晴
明

 
で
生
き
る
世
界
も

い
ま
す
で
す
が
か
つ
て

 
の
親
友
と
な
ら
ば
子

で
あ
る

も
行
く
べ

 
き
と
思
い
来
ま
し
た

 
そ
れ
を
聞
い
た
妖
怪
達
は
ク
ス
ク
ス
と
笑
い
だ
し
た

真
面
目
す
ぎ
て

情
も
カ

カ

に

な

て
い
れ
ば
当
然
だ
ろ
う

 
永

な
ら
蓮

一

に
手
を
合
わ
せ
て

り
ま
し

う

 

夜

理
久
兎
さ
ん
が
安
心
出
来
る
よ
う
に

 
蓮
 

は
い

 
と

言
わ
れ
た
蓮
は
す
ぐ
に
向
か

て
い

た

 
少
女

魔
理
沙
は
行
か
な
い
の
か
い
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霧
雨

は

も
せ

か
く
だ
か
ら
や
る
と
し
ま
す

 
か

に
と
り

 
に
と
り
と
言
わ
れ
た
少
女
は
ケ
ラ
ケ
ラ
と
笑

て
魔
理
沙
を
先

す
る

そ
れ
を
見
て
い
た
霊

夢
も
蓮
に
つ
い
て
い
く

理
久
兎
の
墓
の
前
へ
と

人
が
来
る
と
そ
れ

れ

人
は
手
を
合
わ

せ
て

る

そ
し
て
数

合

し
て

を
あ

る

 
霊
夢

神
道
な
の
に
も
関
わ
ら
ず
墓
で

て
の
も

 
可
笑
し
な
話

 
蓮
 

ま

良
い
じ

な
い
か
霊
夢

 
霧
雨

か
い
事
は
気
に
し
な
い
方
が
い
い

 
と

人
は

を
終
え
る
と
次
々
と
そ
の
場
の
メ
ン
バ

が

を
し
て
い
く

 
紫
 

様
今
回
も
来
ま
し
た
よ

 

 

理
久
兎
様

紫
様
を
育
て
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

 
ご
ざ
い
ま
す

 
紫
と

が

香
を
あ

て

を
終
え
る
と

か
ら
外
れ
て
今
度
は
幽
々
子
と
妖
夢
が
前
へ
と

出
て
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幽
 

紫
と
会
え
た
の
も
貴
方
の
お
陰
よ
あ
り
が
と
う

 
妖
夢

え

と

様
が
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

 
そ
う
言
い

人
も

香
を
あ

を
し
て

か
ら
外
れ
今
度
は
幽
香
が
花
束
を
理
久
兎
の

墓
へ
と

い
て

 
幽
香

貴
方
に

ち
逃

去
れ
た
事
ま
だ

に

て
る

 
か
ら

く
転
生
な
り
何
な
り
し
て
帰

て
ま
た

 

と
戦
い
な
さ
い

 
そ
う
言
い

を
終
え

か
ら
外
れ
る

そ
し
て
今
度
は
萃
香
は
少
し
小
さ
な

を

は
新
聞
を

い
て
も
う
一
人
の

と
言
わ
れ
た
少
女
と
に
と
り
と
言
わ
れ
た
少
女
は
は
手
を
合
わ

せ
て

 
萃
香

理
久
兎
ま
た
一

に
酒
を

み
た
い
よ

 

 

理
久
兎
さ
ん

々
新
聞

い
て
い
き
ま
す

 

 

上
と

上
と
仲
良
く
し
て
く
だ
さ

て
あ
り

 
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 

城

お
祖

ち

ん
が
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

と
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人
も

を
終
え
る
と
最
後
に

夜
と
永

そ
し
て
本
来
は

夜
の

の

の
妹
紅
も

手
を
合
わ
せ
て

 

夜

貴
方
を

え
な
か

た
事

ご
め
ん
な
さ
い

 
永

が
そ
の
病
気
に

し
け
れ
ば
こ
ん
な
事
に
は

 
本
当
に
ご
め
ん
な
さ
い

 
妹
紅

お
い
お
い
笑

て
や
れ
よ

人
共

じ

な

と

 
理
久
兎
さ
ん
が
悲
し
む
だ
ろ

 
そ
う
言
わ
れ
た

人
は
確
か
に
と
思

た
の
か
少
し

笑
み
妹
紅
も

笑
ん
で
そ
の
場
か
ら

れ
る

 
霊
夢

何
か
何
時
も
の
あ
ん
た
ら
ら
し
く
も
な
い
わ

 
紫
 

こ
の
時
ぐ
ら
い
は

さ
て
と
霊
夢
達
の

 

は
ど
う
し
ま
し

う
か

 

人

え

 
そ
れ
を
聞
い
た
蓮
霊
夢
魔
理
沙
は
見
事
に
ハ

ら
せ
る
と

や

を
流
し
た

し
か
も

り
か
ら
の

が

と
し
て
い
て

い
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幽
香

な
ら
折

だ
か
ら
宴
会
で
も
開
い
て

い

 
ま
し

う
紫

 
紫
 

あ
ら
そ
れ
は
良
い
わ

 
と

逆
ら
え
ば
何
さ
れ
る
か
た
ま

た
も
ん
じ

な
い
と
思

た
の
か

 
霊
夢

分
か

た
わ
よ

 
蓮
 

霊
夢

も
手
伝
う
よ

魔
理
沙
も
手
伝

て

 
く
れ
る
よ

 
霧
雨

あ

あ

だ

 

人
は
仕
方
な
く
そ
の

を

む
こ
と
に
し
て
宴
会
を
開
か
せ
る
こ
と
と
な

た
の
だ

た

 
狗
神

な

よ
怠
惰

話
に
出
て
る
理
久
兎
や
ら
は

 
強
い
の
か

 
怠
惰

う
ん
滅

強
い
よ

ぶ

ち

け
晴
明

 
よ
り
も

か
に
危
険
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神
楽

え

そ
ん
な
に
で
す
か

 
怠
惰

う
ん
１

の
妖
怪
で
も

で
生
き
れ
る

 
ぐ
ら
い
だ

 
狗
神

 
神
楽

が

ト
じ

な
い
で
す
か

 
狗
神

し
か
し
そ
ん
な
奴
が
何
で
死
ぬ
ん
だ

 
怠
惰

だ
か
ら

命
死
だ
よ

 
神
楽

生
き
て
た
ら
ど
う
な

て
い
た
ん
で
し

う

 
狗
神

そ
り

お
前

異
変
な
ん
て
な
い

て
い
う
な

 
強
す
ぎ
て

 
怠
惰

ま

そ
う
だ

と
り
あ
え
ず
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

次
回
も
よ
ろ
し
く
な

 
神
楽

で
は

者
様
ま
た
次
回
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第

話
 
宴
会
と

 
こ
ん
ば
ん
わ

者
様
ド
ラ
ク

を
や

て
た
ら
こ
ん
な
時
間
に
な

て
い
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪

魔
で
す

投
稿
が
遅
れ
て

し

な
い

て
な

で
本
編
で
す

 
こ

そ
り
と

き
見
し
た

と
し
て

で
宴
会
を
開
く
こ
と
と
な

た

そ
し
て
現

博
麗

神
社
で
は
理
久
兎
の
墓
参
り
を
終
え
た
妖
怪
達
や
不

不
死
の
人
物
達
が
宴
会
を
楽
し
ん
で
い

た

し
か
も
蓮
の
式
神
達
も
一

に
だ

 
霊
夢

ま

た
く
こ
れ
な
ら
行
く
ん
じ

な
か

た

 
本
当
に
く
た
び
れ

け
だ
わ

 
霧
雨

ま

ま

神
社
の
裏
に
あ
る
物
が
何
か

て

 
い
う
の
が
分
か

た
だ
け
で
も

け
だ

 
蓮
 

ア
ハ
ハ
ハ
ハ

そ
う
か
も

 
と

人
は
宴
会
の

理
を

び
な
が
ら
そ
ん
な
会
話
を
す
る

そ
し
て

ん
で
い
る
と
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蓮
 

ん

何
だ
ろ

 
霊
夢

ど
う
し
た
の

 
蓮
 

い
や

何
か
変
な

う

ん
気
の
せ
い
か
な

 
霊
夢

ま

い
い
わ

く

け
ま
し

う

 
蓮
は
何
か
変
な
気
を
感
じ
た
が
す
ぐ
に
そ
れ
は

え
て
し
ま

た
た
め
蓮
は
気
に
し
な
い
で

を
続
け
た

 
萃
香

お

い
蓮
や

い
つ
ま
み
を

て
き
て

 
お
く
れ

 
蓮
 

こ
れ
を
ど
う

 
紫
 

貴
方
の

さ
ん
本
当
に
気
が
利
く

 
わ

 
霊
夢

悪
か

た
わ

は
気
が
利
か
な
く
て

 
と
遠
回
し
の

り
に
霊
夢
は
ツ

ミ
を

れ
た

な
お
気
が
利
か
な
い
と
は
い
う
が
蓮
に

は
こ
こ
最
近
気
を
使

て
い
る

様

 
霧
雨

て
か
に
と
り
さ

き
お
祖

ち

ん
と
か
言

て
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い
た
が
来
な
か

た
の
か

 
と

魔
理
沙
は
に
と
り
に
聞
く
と
に
と
り
は

笑
い
を

か
べ
て

 

城

う

ん
お
祖

ち

ん
ぎ

く
り

で
動
け
な
く

 
な

ち

て
さ

 
に
と
り
の
お
祖

ち

ん
は
現

進
行

で

ぎ

く
り

の
よ
う
で
動
け
な
い
よ
う
だ

 
霧
雨

は
な

た
事
は
な
い
が

痛
い
の
か

 

城

そ
れ
は
も
う
痛
い
ら
し
い
よ
動
け
な
い

て

 
言

て
た
し

 
霧
雨

う
わ

 
も
う
こ
れ
に
は
魔
理
沙
も
そ
ん
な

し
か
あ

れ
な
か

た

一
方
蓮
は
と
い
う
と

 
蓮
 

そ
う
い
え
ば

さ
ん

 

 

ん

何
で
す
か

あ

さ
て
は

を

 
蓮
 

そ
れ
は
な
い
で
す

 

 
 

 

々
と
蓮
も

れ
て
き
た
の
か
言

に
少
し
ず
つ
刺
が

き

め
て
き
た
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そ
れ
じ

何
の
用
で
す
か

 
蓮
 

い
え
前
に

で
理
久
兎
さ
ん
は
⻤
や
天
狗
を

 

い
た

て
聞
い
た
ん
で
す
が
そ
れ
な
ら
何

 
天
狗
の

が
来
な
い
の
か
な

て

 

 

そ
れ
が

だ
と
は

あ

た
り
は

 
蓮
 

絶
対
に
あ
り
得
ま
せ
ん

 

 

く
な
い
で
す
か
本
当
に

 
本
当
に
刺
が
出
て
き
た
の
と

り
の

か
ら
見
て
も
思
う
ば
か
り
で
あ
る

そ
し
て

は
た
め

を

く
と

 

 

は

風

天
魔
様
は
今
現

別
件
の
外
せ
な
い

 
仕
事
で
来
れ
な
か

た
ん
で
す
よ

 
蓮
 

別
件

 

 

え

あ
ん
ま
り

し
く
は
分
か
ら
な
い
け
ど

 
た
だ

し
そ
う
だ

た
と
だ
け
は

 
蓮
 

る
程

そ
う
い
え
ば
天
狗

て
仲
間
意
識
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が
高
い
ん
で
す
よ

 

 

え

そ
れ
は
も
う

仲
間

人
や
ら
れ
た
だ
け

 
で
も
大
勢
で
仕
返
し
に
行
く

ど
に

 
そ
れ
を
聞
く
と
あ
ん
ま
り
喧
嘩
を
売
ら
な
い
方
が

だ
ろ
う
と
思

た

す
る
と

の
友
人
で

あ
ろ
う

と
言
わ
れ
て
い
た
少
女
が
話
始
め
る

 

 

所
で
貴
方
は
天
狗
の
社
会
構

て
ど
う
な

て

 
い
る
か
は
分
か
り
ま
す
か

 
蓮
 

い
や

分
か
り
ま
せ
ん

そ
れ
と
貴
方
で
は

 
な
く
て
蓮
で
良
い
で
す
よ

 

 

そ
う
で
す
か

な
ら

も

で
構
い
ま
せ
ん
よ

 
そ
れ
で
社
会
構

何
で
す
が
実

は

社
会
と

 
な

て
い
ま
す

 
蓮
 

社
会

 
と

蓮
が
言
う
と

は
や
れ
や
れ
と
言

た
仕

を
と
る
と

も
説
明
を
始
め
た

 

 

は
い
ま
ず
大
き
く
分
け
て

つ
あ
り
ま
し
て
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ま
ず
は
大
天
狗
の
天
魔
様

次
に

達
烏
天
狗

 
そ
し
て
そ
の
下
に

高
天
狗
で
更
に
下
に
は
目

 
の
前
に
い
る

の
白
狼
天
狗
が
い
る
ん
で
す
よ

 
蓮
 

へ

そ
ん
な
に
い
る
ん
で
す

そ
う
い
え
ば

 
お

人
は
仲

て

 

 

そ
れ
は

で
す
よ

 
と

は
言
う
が
何

か

は
や
れ
や
れ
と
い

た

情
を
し
た
が

に
は
見
え
て
は
い
な

か

た

 
蓮
 

そ
う
な
ん
で
す
か

 
何
か

さ
ん
の
反

が

気
に
し
た
ら
負
け

 
か
な

 

 

ど
う
か
し
ま
し
た
か

 
蓮
 

い
え
何
も

 
蓮
が
そ
う
し
て
話
し
て
い
る
と

 
霊
夢

蓮
ち

と
こ

ち
に
来
て
も
ら

て
も
い
い



 第八章 悪夢に来たりし幻想の王

 
霊
夢
か
ら
の
呼
び
出
し
を
も
ら

た
蓮
は

と

に

を
下

て

 
蓮
 

す
い
ま
せ
ん
が
こ
こ
で

 

 

え

行

て
ら

し

い

 

 

ど
う

 
蓮
は
す
ぐ
さ
ま
霊
夢
の
元
へ
と
向
か

た

霊
夢
の
も
と
ま
で
来
る
と

 
蓮
 

霊
夢
ど
う
か
し
た

 
蓮
は
霊
夢
の
元
ま
で

け
つ
け
る
と
霊
夢
の
目
の
前
で
何

か
魔
理
沙
が

し
て
い
た

 
霊
夢

悪
い
ん
だ
け
ど
魔
理
沙
を

ん
で
も
ら

て

 
い
い

 
蓮
 

し
い
魔
理
沙
が
も
う
落
ち
る
な
ん
て

ま

 
い
い
か

よ

と

 
蓮
は
魔
理
沙
を
お
ぶ
る
と
霊
夢
と
共
に
ま
た
宴
会
場
へ
と
向
か
う

す
る
と
何
で
か
分
か
ら
な

い
が

 
蓮
 

何
で
だ
ろ

に

く
な

て
き
た

 
霊
夢

ま

た
く

不

じ

な
い
の
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蓮
 

さ

 
そ
ん
な
会
話
を
し
な
が
ら
宴
会
場
へ
と
来
る
と

 
萃
香

う

い

 
バ
タ
ン

 
突
然
萃
香
は
倒
れ
て

て
し
ま

た
の
を
蓮
と
霊
夢
は
見
て
し
ま

た

だ
が
萃
香
だ
け

で
は
な
か

た

 

 

ス

ス

 
紫
 

貴
女
が
そ
ん
す
ぐ
に

る
な
ん
て

し

 

ク

 
幽
 

ス

ス

 
妖
夢

う

ん
幽
々
子
さ
ま

 
紫
に

も

り
幽
々
子
に
ま
さ
か
の
真
面
目
な
妖
夢
ま
で
も

て
し
ま

た

そ
の
隣
の
方

で
は

 

城

お
祖

ち

ん

 
幽
香

ぐ

ぐ
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と

に
と
り
や
幽
香
ま
で
も
が

て
い
た

そ
し
て
別
の
場
所
で
も

 

夜

う

ん

 
永

姫
様
し

か
り
し
て

下
さ

い

 
妹
紅

だ
ら
し

 

音

妹

紅

お
前
も

 
更
に
は

人
も

り
始
め
た

そ
し
て
先
程
蓮
と
元
気
に
話
し
て
い
た

と

も

 

 

も

も

 

 

お

い

 
と

ど
の
者
が

り
始
め
て
い
る
の
だ

こ
れ
は
明
ら
か
に
お
か
し
い
の
は
明
確
だ

 
霊
夢

い

た
い
ど
う
な

て

 
蓮
 

ど
う
し
て

 
と

蓮
と
霊
夢
が
言
う
と
突
然
蓮
の
体
に
も
異
変
が
訪
れ
る

急
な
脱
力
に
み
ま
わ
れ
た

 
霊
夢

何

こ
の

さ
は

そ
れ
に

気
が
漂

て

 
い
る

の

 
蓮
 

だ

ル
く
て

い
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霊
夢
は
そ
の
場
に
倒
れ
て

て
し
ま
い
蓮
は
魔
理
沙
を
お
ぶ

た
ま
ま
そ
の
場
で
崩
れ
る
よ

う
に
倒
れ
て

て
し
ま
う
の
だ

た

そ
し
て
そ
の
場
の
全
員
は

て
し
ま

た
の
だ

た

が 

 

準
備
は
整

た

奴
ら
へ
の
復

が
叶
う

 
安

晴
明

深
常
理
久
兎

ア
ハ
ハ
ハ

 

奴
に
は
感

し

と
な

ア
ハ
ハ
ハ

 
と

し
み
を
積
年
の
怨
み
を
叶
え
ら
れ
る
と
願

て
い
た
者
は
高
笑
い
を
こ
だ
ま
せ
る
と
何

か
霊
夢
の
元
ま
で
近
づ
く

 

 

さ

来
る
が
い
い

 
そ
う

え
る
と
霊
夢
の
体
か
ら
白
色
何
か
が
出
て
く
る

そ
れ
は
真

白
い
霊
体
と
な

た
霊

夢
だ

た

 
霊
夢

え

あ
ん
た

よ

 

 

お
前
に
は
や

て
も
ら
い
た
い
こ
と
が

 
あ
る
か
ら
な

 
そ
う
言
い
霊
夢
の
首
を

み
に
す
る

そ
し
て
霊
夢
は
そ
の

を

り

ど
こ
う
と
そ
の
者
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の

を

ん
だ

 
霊
夢

う
ぐ

せ

 

 

さ

来
い

夢
の
中
で
少
し
遊
ぶ
か
ら
な

 
霊
夢

蓮

 
霊
夢
が

の
名
前
を

ぶ
と

時
に
そ
の
場
か
ら
霧
の
よ
う
に
な

て
そ
の
者
と
霊
夢
は

え

る
の
だ

た

 
怠
惰

は
い
最
後

り
が
何
で
か

タ
な

開
に
な

て

 
し
ま
い
ま
し
た
が
こ
の
章
の
後

で
す

 
狗
神

お
い
神
楽

小
僧
や
ら
を

い
に
行
く

 
あ
の
野

だ
け
は
何
年
経
と
う
が

ず
ぶ
ち

 
殺
す

 
神
楽

あ

は
い

す
ぐ
に
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怠
惰

気
を

け
て

も
う
行

ち

た
よ

 
さ
て
と
そ
れ
じ

今
回
は
こ
こ
ま
で

 
次
回
も
よ
ろ
し
く

て
な

で
さ
ら
ば
だ
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第

話
 
夢
か
幻
か

 
こ
ん
に
ち
は

者
様
昨
日
友
人
に

に
強

行
さ
れ
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

帰

て

き
て
か
ら

を
か
ま
し
た
の
に
も
関
わ
ら
ず
ま
だ

い
で
す

で
は
本
編
へ
ど
う

 
何
時
も
と
変
わ
ら
ぬ
日
常
と
は
何
な
の
か

幻
想
郷
に
来
る
前
が
何
時
も
の
日
常

そ
れ

と
も
来
て
か
ら
が
何
時
も
の
日
常
な
の
か

 
生
徒

お

い
蓮
く
ん
ま
た

て
る
の

 
蓮
 

え

 
先
生

こ
ら
蓮

そ
こ
の

ジ
を

め
と
言

て
る

 
だ
ろ

 
蓮
の
目
の
前
に
映
る
そ
の
光
景
は
何
時
も
と
何
ら
変
わ
ら
ぬ
ジ

ン

で
あ
る
東
深
見
高

の

分
の
教
室
風
景

り
の

生
達
は
今
の
蓮
の
状

を
見
て
笑

て
お
り
教

に
立
つ

教

は
不

な

で
見
て
く
る
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蓮
 

こ
れ
は
え

夢

 
と

蓮
が
言
う
と
隣
に
座
る
女
子
生
徒
が
蓮
に

 
女
子

１
４
の

落
よ

 
蓮
 

え

あ

こ
の

に

は

 
と

女
子
に
教
え
ら
れ
て
蓮
は
そ
の

章
を

み
終
え
る

 
先
生

よ
し
座

て
い
い
が
居

り
は
す
る
な
よ

 
蓮
 

あ

は

い

 
そ
う
言
わ
れ
蓮
は

へ
と
着

を
す
る

そ
し
て
女
子
に
お

を

べ
た

 
蓮
 

あ
り
が
と
う

 
女
子

ど
う
い
た
し
ま
し
て

 
と
何
気
な
い
何
時
も
の
日
常

幻
想
郷
に
い
た
事
や
霊
夢
に
告
白
し
た
事
す
べ
て
が
夢
の
出

来
事
の
よ
う
な
気
が
し
た

そ
し
て
こ

そ
り
と
蓮
は
後
ろ
を
見
る
と
そ
こ
は
張
り

が
張

て

あ
り
そ
の
内
容
は

二
病
的
人
物
ラ
ン
キ
ン
グ
で

分
の
名
前
が
張

て
あ

た

も
う
こ
れ
ま

で
通
り
の
日
常
だ

 
蓮
 

幻
想
郷
は

霊
夢
の

は
夢
だ

た
の
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か
な

い
や
そ
ん
な

は

 
あ

た
と

じ
た
い
蓮
は

分
に
そ
う
言
い
聞
か
せ
な
が
ら
授
業
を
終
え
る

そ
し
て

分

の
中
休
み
の
間
に
時
間

の
通
り
に
授
業
の
準
備
を
し
て
い
る
と
近
く
の
男
子
達
か
ら
色
々
と

を

に
す
る

 
男
子

な

な

知

て
る
か
あ

ち
の
中

に
よ

 
滅

可
愛
い
娘
が
い
る
ん
だ

 
男
子

あ

も
見
た
け
ど
よ

と

の

り
を

 
着
け
て
る
娘
だ
ろ

滅

可
愛
い
よ
な

 
男
子

あ

ボ
ン
だ
よ
ボ
ン

 
と
本
当
に

リ
カ
シ

の
な
い
発
言
を

に
す
る

本
当
に
何
時
も
の
よ
う
な
光
景
だ

そ

れ
を
聞
い
て
い
た
蓮
は
た
め

を

き
つ
つ

 
蓮
 

ア
ハ
ハ
ハ

リ
カ
シ

な
い
な

 
男
子

何

見
て
ん
だ

 
男
子

二
病
君
ど
う
し
た

 
男
子

そ
れ
と
遅

す
る
な
よ
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こ
の
高

だ
と
蓮
は
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
変
わ
り
者
だ

理

は
と
て
も

で
遅

の
常

犯
あ
ま
り

生
達
と
会
話
を
し
な
い

活
に
は
熱
心
だ
が
友
達

き
合
い
が
悪
い
等
々
が

あ
り
変
わ
り
者

い
さ
れ
て
い
た

す
る
と

 
キ

ン

ン
カ

ン

ン

 
始
ま
り
の

イ

が
鳴
り

い
た

 
蓮
 

あ

い
け
な
い

 
蓮
は
す
ぐ
に

分
の

に
戻
る

そ
し
て
教
室
の

が
開
き
教

が

て
く
る

そ
れ
を
合

図
に
全
員
立
ち
上
が
る
と

 
男
子

 
全
員

お
願
い
し
ま

す

 
と
何
時
も
の
よ
う
に

を
し
て
授
業
が
開
始
さ
れ
る

蓮
は
ボ

と
し
な
が
ら
授
業
を
聞

い
て
見
て
い
る
と

々
な
の
か

下
に
目
を
や
る
と
そ
こ
に
は
何
処
か
で
見
た
こ
と
の
あ
る
獣
の

で
け
し
か
ら
ん

を
着
て
い
る
女
性
が
教
室
の
ド
ア
を

い
て
い
た

そ
の
後
ろ
に
も
ま
た
何

処
か
で
見
た
こ
と
の
あ
る
大
和

子
の
よ
う
な
女
性
が

ん
で
い
た

 
蓮
 

あ
れ

て

う
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蓮
は

を

さ
え
た

そ
の
女
性
は
先
程
ま
で
夢
だ
と
思

て
い
た

の
女
性
で
蓮
の
仲
間

狗
神
と
神
楽
だ

た
か
ら
だ

そ
れ
を
見
た

蓮
の
目
の
前
の
景
色
は
グ

リ
と
曲
が
り
始

め
る

 
蓮
 

う

す
い
ま
せ
ん
が
ト
イ
レ
行

て
き
ま
す

 
そ
う
言
い
蓮
は
立
ち
上
が
り

急
に

下
へ
と
出
よ
う
と
し
た

り
の

生
達
に
先
生

が
戦
闘
シ

ン
の
よ
う
に
立
ち

さ
が

た

 
先
生

蓮

ま
だ

授
業
は
終
わ

て
な
い

 
生
徒

そ
う
よ
ま
だ
終
わ

て
な
い
わ

 
生
徒

終
わ

て
な
い

終
わ

て
な
い

 
蓮
 

何
で
す
か

い
や
お
前
ら
は

だ

 
と
蓮
が
言

た

間
目
の
前
に
い
た
者
達
は
お

ま
し
い
人
の

を
し
た
妖
怪
と
な
り
蓮
へ

と
襲
い
か
か

て
く
る
が

 
蓮
 

こ
の

 
そ
う

び
蓮
は
襲
い
か
か

て
く
る
一

の
妖
怪
を

む
と
そ
の
怪
物
を
教
室
か
ら

下
へ
と

続
く
引
き

へ
と
向
か

て
思
い

き
り
投

飛
ば
し
た
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ド

ン

 
思
い

き
り
投

飛
ば
し
た
お
陰
な
の
か

は
破
壊
さ
れ
る
と
そ
こ
か
ら
狗
神
と
神
楽
が

に
現
れ
蓮
を
か
ば
う
よ
う
に
し
て
立
つ

 
狗
神

小
僧
大

か

 
神
楽

蓮
さ
ま
大

で
し

う
か

 
蓮
 

人
共

は
大

だ
け
ど

 
先
程
の

生
達
は

く
死
体
か
の
よ
う
に

タ

タ
と

方
へ
と
向
か

て
く
る

 
狗
神

ど
け

共
が

 
神
楽

蓮
さ
ま
か
ら

れ
な
さ
い

 
狗
神
の

は

生
達
の

物
の

を
見
事
に

き
神
楽
は

か
ら

の
刀
を
出
し
て
首
を

り
落
と
し
て
い
く

 
蓮
 

だ

て

 
そ
う
言
い
蓮
は

や
ら
椅
子
や
ら
を
ぶ
ん
投

て
生
徒
達
だ

た

物
を
倒
し
て
い
き
よ
う
や

く
数
が
少
な
く
な

た
の
か
通

が
出
来
る

 
蓮
 

行
こ
う

人
共
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狗
神

く
行
く

奴
ら
ま
だ
出
て
く
る
か
ら
な

 
神
楽

本
当
に
し
つ
こ
い
で
す

 
先
程

人
が
倒
し
て
い

た

生
達
は
ま
た
起
き
上
が
る

が

れ
首
を
は

ら
れ
て

も
な
お
立
ち
上
が
り
続
け
る

そ
れ
に
は
蓮
も
気

が
悪
く
な

て
く
る

人
は
す
ぐ
さ
ま

教
室
を
出
て

下
を
走
る
が

 
生
徒

逃
が
さ
な
い
逃
が
さ
な
い

 
先
生

待
て

待
て

 
と
蓮
達
を
追
い
か
け
て
く
る

も
う
本
当
に
こ
こ
ま
で
い

た
ら
ゾ
ン

映

の

ン

場

面
で
あ
る

 
狗
神

神
楽
出
来
る
か

 
神
楽

お

せ
下
さ
い
狗
神
様

 
そ
う
言
う
と
神
楽
は
後
ろ
を
向
い
て
立
ち

ま
る
と

 
神
楽

⻤
よ
力
を
貸
し
な
さ
い

 
と

神
楽
が

え
る
と
神
楽
の

る

悪
な
る
化
け
物
が

体
現
れ
る

そ
の

悪
な
る
化

け
物
の

体
は

下
の

を

り
も
う

体
は
天

を

る
と
そ
の

悪
な
る
化
け
物
は

え
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る

す
る
と

え
る
の
が
合
図
だ

た
か
の
よ
う
に
天

が
落

を
起
こ
し
追
い
か
け
て
く
る
者

は
下
敷
き
に
そ
し
て
下
敷
き
と
な

た
怪
物
達
の
後
ろ

は

め
さ
れ
る

 
狗
神

い
い

神
楽

 
蓮
 

あ
り
が
と
う
神
楽

 
神
楽

い
え

そ
れ
よ
り
も
先
へ
急
ぎ
ま
し

う

 
と

神
楽
に
言
わ
れ
た
蓮
と
狗
神
は
神
楽
と
共
に
急
い
で
こ
こ
か
ら
出
る
の
だ

た

 
は
い
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
今
回
よ
う
や
く
蓮
の
高

名
前
が
分
か

た
か
と
思

い
ま
す
ち

と
そ
の
名
前
を

す
れ
ば

ま

大
方
は
分
か
る

で
す

そ
し
て
後
書
き

に
関
し
て
は
晴
明
と
の

が
つ
か
な
い
た
め

く
こ
の
ま
ま
の
状

が
続
く
と
は
思
い
ま
す
が

ご
了

を
下
さ
い

で
は
ま
た
明
日
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
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第

話
 
怨
念
と
怒
り
と
恨
み
と

 
こ
ん
ば
ん
わ

者
様
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

今
回
は
ち

と
可
笑
し
い
だ
ろ
普
通
あ
り

得

え
か
ら
と
東
方
で
あ
り
得
な
い
と
思
わ
れ
る
事
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
お
許
し
く
だ
さ

い

で
は
本
編
へ
ど
う

 
蓮
に
狗
神
そ
し
て
神
楽
の

人
は
未
だ
に
生
徒
達
の

物
の
化
け
物
に
追
い
か
け
回
さ
れ
て

い
た

 
生
徒

逃
が
さ
な
い

 
生
徒

待
て

 
狗
神

退
き
や
が
れ

 
狗
神
の

が
生
徒
達
の

物
の

に

撃
し

が

々
に
な

て

れ
た
パ
ン
の
よ

う
に
な
る
が
ま
だ
起
き
上
が
る

 
神
楽

退
き
な
さ
い
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神
楽
も
手

を
刀
へ
と
変
化
さ
せ
て
生
徒
達
の

物
の
首
や

の

を

り
落
と
し
て
い
く
が

首
を
マ
ミ
ら
れ
た
奴
等
は
首
が
マ
ミ
ら
れ
た
状

で
追
い
か
け

を
斬
ら
れ
た
者
は
手
で
は

て

追
い
か
け
る

 
狗
神

キ
リ
が

 
神
楽

こ
こ
ま
で
し
つ
こ
い
な
ん
て

 
と

人
は
蓮
と
共
に
逃

な
が
ら
そ
う
言

て
い
る
と
蓮
達
の
目
の
前
に
光
が

れ
出
す

が
現
れ
る

そ
こ
は

ら
く
出

な
の
だ
ろ
う

 
蓮
 

も
う
少
し
で
出

だ
よ

 
狗
神

全
力
で

を

に
動
か
せ

 
神
楽

は
い

 

人
は
光
の

れ
る

を

け
る

 
神
楽

が

よ

 
神
楽
は

の
お

ま
し
い
分
霊
を

体

し
蓮
達
が

け
た
門
の
縁
を

体
は

つ
と

 
神
楽

破
壊

 
バ
キ
ン
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神
楽
の

は
門
を

々
に
破
壊
し
た

そ
の
お
陰
で
あ

ち
に
い
た
怪
物
達
か
ら
逃

れ

た 
蓮
 

あ
り
が
と
う

人
共

 
狗
神

良
い

て
こ
と
だ

 
神
楽

え

 
蓮
 

そ
う
い
え
ば
何
で

の
居
場
所
が
分
か

た
の

 
と
蓮
は
何

分
の
い
る
場
所
が
分
か

た
の
か
と
聞
く
と
神
楽
は

と

笑
み
な

が
ら

 
神
楽

そ
れ
は
狗
神
様
の

覚
で
ご
ざ
い
ま
す
よ

 
そ
れ
で
蓮
様
の

を
特
定
し
た
の
で
す

 
狗
神

そ
う
言
う
こ

た

 
流
石
は
元
は

だ
け
あ

て

覚
は

い

だ
が
蓮
は
あ
る
事
に
気
が
つ
い
た

 
蓮
 

あ
れ
そ
う
い
ば
こ
こ
は
何
処
な
の
か
分
か
る

 
そ
う
今
現

い
る
所
が
よ
く
分
か
ら
な
い

見
え
る
の
は
地
平

の
先
ま
で
真

白
な
世
界
と

い
う
事
だ
け
だ
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狗
神

の
予
想
が
外
れ
て
な
け
れ
ば

ら
く
こ
こ
は

 
夢
の
世
界
だ

 
蓮
 

待

て
狗
神
そ
れ

て
あ

ち
の
意

じ

 
な
い
よ

 
神
楽

あ

ち
と
は
ど
う
い
う
事
で
し

う
か

 
と

狗
神
と
神
楽
は
首
を
か
し

て
い
る

蓮
は

い

を
し
て

 
蓮
 

夢
の

キ

い
や
何
で
も
な
い

 
狗
神

大

か

小
僧
お
前

夢
に

さ
れ
て
な
い

 
か

 
蓮
 

分
そ
う
だ
よ

そ
う
で
あ
り
た
い

 
神
楽

大

で
す
か
蓮
様

 
そ
う
言
い
な
が
ら
神
楽
が
蓮
の

中
を

る

蓮
は

笑
い
を

か
べ
て

 
蓮
 

う

う
ん
大

そ
う
い
え
ば

人
が
い
る

 

て
事
は

も
い
る
ん
だ
よ

 
神
楽

え

ら
く
は
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狗
神

た
だ
何
処
に
い
る
か
は
よ
く
分
か
ら
ん

 
確
か
に
こ
ん
な
地
平

を
見
せ
ら
れ
る
と
本
当
に
い
る
の
か
よ
く
分
か
ら
な
く
な

て
く
る

だ
が
蓮
は
あ
る
こ
と
を
思
い

い
た

 
蓮
 

人
共

の
手
を

て

 
狗
神

あ

ち

こ
れ
で
何
も
起
き
な
か

 

た
ら
て
め

る
か
ら
な

 
神
楽

も
う
狗
神
さ
ん

た
ら

 
狗
神
と
神
楽
は
蓮
の
手
を

り
狗
神
と
神
楽
と
で
手
を

り
あ
い
三

を

る
と

 
蓮
 

人
共
目
を

て

 
狗
神

分
か

た
よ

 
神
楽

分
か
り
ま
し
た

 
蓮
達

人
は
目
を

る

す
る
と
狗
神
は

い
を

い
だ
の
か

 
狗
神

何
だ
さ

き
と
匂
い
が
変
わ

た

 
神
楽

蓮
様
そ
ろ
そ
ろ

 
蓮
 

う
ん
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人
は
目
を
開
く
と
先
程
ま
で
の
地
平

は

え
て

が

れ

て
強
い
日

し
が

に

さ
さ
る
大
地
い
や
死
ん
だ
大
地
の
上
に
に
立

て
い
た

時
々
に
晴
明
に
呼
ば
れ
夢
に
行
く
こ
と

が

い
の
か

々
と
夢
に
つ
い
て

び
夢
へ
と

動
し
た
よ
う
だ

 
蓮
 

こ
こ
は

 
と

蓮
は

り
を
見

し
て
い
る
と
と
ん
で
も
な
い
も
の
見
て
し
ま

た

 
蓮
 

な

何
あ
れ

 
神
楽

あ
れ
は

 
狗
神

お
い
お
い

だ
ろ

 

人
の
目
の
前
に
写
る
の
は

体
の

大
な
妖
怪
だ

た

は

大
で
⻑
い
体
で
大

の
人
間
な
ら
険
悪
し
て
い
る

カ

の

大
な

カ

そ
し
て
も
う

は
人
の

を
な
し
て
は
い
る
が
そ
れ
は
人
と
は
言
え
な
い

大
な

の
妖
怪
だ

た

す
る
と
狗
神

と
神
楽
あ
る
事
に
気
が
つ
い
た

 
狗
神

小
僧

 
神
楽

蓮
様
あ
れ
を

 
狗
神
と
神
楽
の

す
方
向
に
ボ
ロ
ボ
ロ
と
な

て
倒
れ
て
い
る
紫
達
の

が
あ

た

そ
れ
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を
見
た
蓮
は
言

よ
り
も
体
が
先
に
動
い
た

 
蓮
 

く

 
狗
神

お
い

た
く

神
楽

 
神
楽

分
か
り
ま
し
た

 
狗
神
の
合
図
で
神
楽
は
刀
の

へ
と
変
わ
る
と
狗
神
は
そ
れ
を

て
蓮
を
追
い
か
け
た

蓮

は
紫
達
の
元
ま
で
向
か

て
い
く
と
そ
こ
に
は
紫
達
に
刃
を
向
け
る
妖
怪
達
が
い
た

そ
れ
に
向

か

て
蓮
は

走
を
つ
け
つ
つ

を
し
て

 
蓮
 

殺

ラ
イ

キ

ク

 
妖
怪

ご

つ

 
弾
丸
の
よ
う
な

り
は
相
手
の

を

さ
せ
る

本
当
に

二
病
全

だ

だ
が

り
に
い
た
妖
怪
達
は
仲
間
が
不
意
討
ち
さ
れ
た
こ
と
に
一

ま
る
が
す
ぐ
に

を
構
え
て

 
妖
怪

貴
様

 
そ
の

で
蓮
へ
と

撃
を
仕

け
る
の
だ
が

 
狗
神

小
僧

神
楽
を
使
え

 
蓮
 

こ
れ
で
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狗
神
は

に

め
ら
れ
て
い
る
神
楽
を
蓮
へ
と
投

す

蓮
は
そ
れ
を
キ

し

刀
術

で

を
構
え
向
か

て
き
た
妖
怪
の
首
を
マ
ミ
る
と
妖
怪
の
首
は
勢
い
よ
く
と
ん
で
い
き

た

体
は
血
の

を
出
す
と
倒
れ
た

 
蓮
 

さ
ん
大

で
す
か

 
紫
 

ぐ

と
し
た
こ
と
が
こ
ん
な

達
に

 
萃
香

蓮

達
体
が
動
か
な
い
や

 
霧
雨

何
だ

こ
れ

 
ど
う
や
ら

の
メ
ン
バ

達
は
体
が

し
て
い
る
の
か

死
に
起
き
上
が
ろ
う
と
す
る
が
す

ぐ
に
地
べ
た
へ
と

い
つ
く
ば

て
し
ま
う

ど
う
や
ら
体
が
動
か
な
い
よ
う
だ

 
狗
神

こ
の
匂
い

奴
が

い
る
の
か
鷺
麿

 
蓮
 

え

 
蓮
は
狗
神
の
向
く
方
向
を
見
る
と

の
上
で
高
み
の
見
物
を
し
て
い
る
男
性
に
目
が
い
く

そ

の
隣
に
は

や

体
中
が
ボ
ロ
ボ
ロ
と
な

て
霊
夢
が
ぐ

た
り
と
し
て
い
た

 
蓮
 

霊
夢

そ
れ
に
お
前
か

を
こ
ん
な
目
に

 

わ
せ
た
の
は

何
が
目
的
だ
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蓮
は
大

で

ぶ
と
そ
の
高
み
の
見
物
を
し
て
い
た
男
性
は
薄
気

悪
い
笑
み
を
す
る
と

 
男
性

く
く
く

ハ
ハ
ハ

何

貴
様
が
こ
こ
に
い
る

 

蓮

貴
様
は
ま
ど
ろ
み
の
中
に
閉
じ
込
め
て

 
い
た
は
ず
な
ん
だ
が
な

 
と

男
性
は
そ
ん
な
見
下
す
よ
う
に
し
て
蓮
を
見
つ
つ
狗
神
を
見
る
と

 
男
性

お
や

何
で
出
来

な
い
の
狗
神
ち

ん
が
こ
こ
に

 
い
る
か
な

 
狗
神

て
め

出
来

な
い

だ
と

 
蓮
 

狗
神
知
り
合
い

 
蓮
は
狗
神
が
強
く

み
を
し
て
い
る
の
を
見
て
そ
う
聞
く
と
狗
神
は

た
ら
し
い
の
か
怒
り

を
込
め
て

 
狗
神

奴
は
東

鷺
麿

か
つ
て

の

人
で

と

 
い
う

と

の
生
を

く

め
た
奴
だ

 
蓮
 

え

 
こ
こ
ま
で
本
格
的
に
怒
り
を

し
た
狗
神
を
見
る
の
は
最

出
会

た
時
に
追
い
か
け
回
さ



 第 話 怨念と怒りと恨みと……

れ
た
時

来
の
激
怒
だ
と
蓮
は
思

た

だ
が
か
つ
て
紅
霧
異
変
の
宴
会
の
時
の
言

を
思
い
出

す
そ
れ
は

分
を

た
奴
が

い
と
い
う
言

を
だ

す
る
と
鷺
麿
は
ケ
ラ
ケ
ラ
と
笑
い
な

が
ら

 
鷺
麿

狗
神

の

に
つ
く
と
い
い

ら
の
方
が

 

利
だ
か
ら
な

な
に
よ
り
も
お
前
が

む

 
べ
き
安

晴
明
の
子

が
い
る
だ
ろ

そ
れ
な
ら

 

と

力
し
ろ

 
鷺
麿
は
狗
神
を

誘
し
て
く
る

そ
れ
に
対
し
て
狗
神
は
激
怒
し
た

情
で

 
狗
神

断
る

あ
の
時
か
ら

に
対
し
て
悪
い
の
は

 
晴
明
と
何
度
も
言
わ
れ
続
け
そ
れ
で
安

晴
明

 
を

た

だ
が
本
当
に
悪
い
の
ら
て
め

だ

 
鷺
麿

貴
様
だ
け
は
許
さ
ん
呪
い
殺
す
だ
け

 
じ

す
ま
さ

殺
し
て
貴
様
の

を
烏
共

 
の

に
し
て
く
れ
る
わ

 
狗
神
の
怒
り
を
感
じ
た
鷺
麿
も
ギ
ロ
リ
と
蓮
と
狗
神
を

む
と
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鷺
麿

い
い
だ
ろ
う

妖
怪
達
よ

蓮
達
を

せ

 
だ
が
た
だ
殺
す
な
よ
痛
ぶ

て

的
に
殺
し

 
て
や
れ

 
蓮
 

負
け
る
も
の
か

 
狗
神

死
ぬ
覚

あ
る
だ
ろ
う
な

 
蓮
は
神
楽
を
構
え
狗
神
は

を
構
え
る
が
鷺
麿
は

リ
と
ま
た
笑

て
ぐ

た
り
と
し
て
い

る
霊
夢
の

を
強
引
に
引

張
り

分
の
元
ま
で

せ
る
と
首
に
刀
を
刃
物
を

く

 
霊
夢

ぐ

 
鷺
麿

動
い
て
も
い
い
が

博
麗
の
巫
女
は
こ
こ
で

 
死
ぬ

言

て
お
く
が
こ
こ
は
夢
だ
が

 
こ
こ
で
死

ば
現
実
で
も
死
ぬ

 
霊
夢
を
人

に
鷺
麿
は
楽
し
そ
う
に
そ
う

え
る
と
蓮
も
こ
れ
に
は
怒
り
を
覚
え
た

だ
が
手

が
出
せ
な
い
所
か
動
け
な
い

 
狗
神

貴
様
そ
れ
で
も
人
か

 
鷺
麿

念
だ
が
今
の

は
悪
霊
な
ん
で
な
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と

鷺
麿
が
言

た
と
き

 
ジ

キ
ン

 
蓮
は
神
楽
を

刀
し
て

ご
と
地
面
に
刺
し
た

 
狗
神

お
い
小
僧
ま
さ
か

 
神
楽
お

め
く
だ
さ
い
蓮
様

 
そ
し
て
蓮
は

た
ま
ま
狗
神
に
神
楽
を
託
し
て
数
歩
前
に
出
る
と

 
蓮
 

い
の
は

な
ん
だ
よ

な
ら

だ
け

 
殺
れ
ば
い
い

そ
の
代
わ
り

に
手
を
出
す

 
な

 
そ
れ
を
聞
い
た
で
あ
ろ
う
鷺
麿
は

リ
と

元
を

め
た

 
狗
神

野

 
鷺
麿

い
い
だ
ろ
う

た
だ

 
鷺
麿
は
手
を
上
か
ら
下
へ
と
下
ろ
す

す
る
と

 
狗
神

な

何
だ
こ
れ
は

 
神
楽
お

い
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狗
神
は
紫
達
と

じ
よ
う
に
地
面
へ
と
突

し
て
し
ま

た

邪
魔
が

ら
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
な
の
だ
ろ
う

 
蓮
 

ご
め
ん

 
そ
う
言
い
蓮
は
前
へ
と
出
て

王
立
ち
を
す
る

そ
れ
を
見
て
い
た

の
妖
怪
達
は

々
と

し
て

を

る
と

 
妖
怪

や

ち
ま
え

 
妖
怪

い
え

い

 
と

び
蓮
へ
と

り

り
か
か
る

そ
れ
に
は
蓮
は
反
撃
も
せ
ず

王
立
ち
を
す
る
だ
け

だ

そ
し
て
つ
い
に

 
ド
ス

 
蓮
 

ぐ

 

ス

 
蓮
 

が
は

 
蓮
は

り

ら
れ
と
リ
ン

さ
れ
る

そ
れ
は
た

た
数
発
で
は
終
わ
ら
ず
何
度
も
何
度
も

り

り
続
け
ら
れ
る
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蓮
さ
ん

 
幽
香

動
き
な
さ
い

の
体

 
に
と

う

う
う

 

 

何
で
動
か
な
い

 
体
を

死
に
動
か
す
が
起
き
上
が
ろ
う
と
し
て
も
ま
た
地
面
に

い
つ
く
ば

て
し
ま
い
動
け

な
い

 
妖
夢

す
ぎ
ま
す
こ
ん
な
の

 
幽
 

見
て
る
だ
け
な
の

 

音

お
の
れ

 
霧
雨

ち
き
し

う

 

は
見
て
ら
れ
な
か

た

こ
ん
な
一
方
的
な
リ
ン

を

 
妹
紅

力
を
手
に

れ
る
た
め
に
不

不
死
に
な

た

 
の
に

ぐ

を

れ

聞
い
て
る
の
か

 

夜

そ
れ
な
ら

だ

て

 
永

ま
た
見
て
る
だ
け
な
の
ま
た
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は

し

を
流
す
だ
け
だ

蓮
が
た
だ
や
ら
れ
続
け
る
一
方
的
す
ぎ
る
こ
の
リ
ン

を

 

 

紫
様

 
萃
香

紫

 
紫
 

く

様
な
ら
ど
う
す
る
の

本
当
に

 
ど
う
す
る
の

く

 
紫
は

し
さ
の
あ
ま
り

を
強
く

り
し
め
る

そ
し
て
そ
れ
を
見
て
い
た
鷺
麿
は
高
笑
い
を

し
て

霊
夢
は

分
の
愛
し
た
人
物
が

ら
れ

ら
れ
さ
れ
て
い
る

に

が

れ
て
く
る

 
鷺
麿

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
い
い

も

と
や
れ

 
霊
夢

蓮

も
う

の
こ
と
は

 
霊
夢
の
悲
痛
の

び
を
聞
い
て
も
蓮
は
ま
だ
立
ち
上
が
り
続
け
る

 
蓮
 

ぐ

ま
だ

 
妖
怪

お
ら

 
ガ
ス

 
蓮
 

が
は

 
何
度
も
蓮
は
立
ち
上
が
り
続
け
る

分
達
の

人
が
や
ら
れ
て
い
る
だ
け
の
光
景
に
狗
神
は
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怒
り
を
そ
し
て
神
楽
は
悲
し
み
の
感
情
が

れ
出
て
く
る

 
狗
神

小
僧

お
の
れ
鷺
麿

 
神
楽

も
う

め
て
く
だ
さ
い

 
す
る
と
霊
夢
は
何
と
力
を

り

て
鷺
麿
を

み

 
霊
夢

ど
う
し
て
あ
ん
た
は
蓮
を

 
と
言
う
と
鷺
麿
は

ら
れ
続
け
ら
れ
て
い
る
蓮
と
反

的
に

ん
で
く
る
霊
夢
に
対
し
て

利
を
確

し
た
か
の
よ
う
に
笑
い
な
が
ら

 
鷺
麿

ク
ハ
ハ

教
え
て
や
ろ
う

が
こ
れ
ま
で

 
受
け
た
仕

ち
を

深
常
理
久

に
よ

て
家
や

 
家
族
を

ら
れ

晴
明
に
よ

て

が
最
愛
の

 
を

ら
れ
た

の
積
年
の
怨
み
を
こ
こ
で
貴
様
ら

 
に
返
す
ん
だ
よ
今
度
は

が

う
立
場
で
な

 

者
が
強
者
を

す

下

上
の
時
代
が
来
た
ん

 
だ
よ

小
娘
共

 
霊
夢

何
て

中
心
的
な
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鷺
麿

れ
メ
ス
ガ
キ

 
ガ
ス

 
霊
夢

ぐ

 
霊
夢
の

を

る
と
霊
夢
は

し
さ
の
あ
ま
り

を

れ
出
し
て
し
ま
う

 
鷺
麿

は
よ
地
獄
で
理
久

を
晴
明
を
恨
み
続
け
た

 
だ
か
ら
こ
そ
晴
明
の
子

で
あ
る

蓮
を

 
な
ぶ
り
殺
し
そ
し
て
理
久

が

と
な

て

き

 
上

た
こ
の
幻
想
郷
を
滅

す
ん
だ
よ

あ
の

 
お
方
と
共
に
な

 

中
心
的
な
考
え
が

度
す
ぎ
て
反

が
出
そ
う
に
な
る

だ
が
そ
ん
な
事
を
語

て
い
る

間
に
も
蓮
は

り

ら
れ
続
け
た

そ
し
て

の
妖
怪
達
は

を

ら
し
て
い
た

 
妖
怪

は

は

 
妖
怪

こ
い
つ
ま
だ
立
つ
の
か

 
蓮
は
未
だ
に

王
立
ち
を
し
て
い
た

か
ら
血
を
流
し
手

は
ア
ザ
が

く
な
る
程

ら
れ

ら
れ
し
ま
い
に
は

は
変
な
方
向
で
ぶ
ら
ぶ
ら
と

れ
て
い
る
こ
と
か
ら

折
も
し
た
の
だ
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ろ
う

そ
れ
で
も

え
続
け
て
い
た

そ
し
て
ず

と
鷺
麿
を

ん
で
い
た

真

ぐ
な
目
を

し
て

そ
れ
を
見
た
鷺
麿
は

み
を
し

立
ち
な
が
ら

 
鷺
麿

そ
の
目
だ

そ
の
目
が
気
に
く
わ
な
い

 
が
し

ど
く
ろ
奴
を

き

せ

 
鷺
麿
の
命

を
受
け
た
妖
怪

そ
の
中
で
も
一

大
き
い

大
な

の
妖
怪
は

を

る

と
そ
れ
を
蓮
へ
と
向
か

て

り

け
る

蓮
は
大
き
な

で

ん
だ

 
蓮
 

霊
夢
を

を

け
る
ま
で
は

死

な
い
ん
だ

 
そ
し
て
が
し

ど
く
ろ
の

が
蓮
へ
と
当
た
ろ
う
と
し
た
時
蓮
は
目
を
閉
じ
た

こ
れ
を
食

ら
え
ば
ま
た
立
ち
上
が
れ
る
か
分
か
ら
な
い
と
思
い
な
が
ら

 
蓮
 
ご
め
ん
霊
夢

そ
れ
に

そ
し
て
晴
明
さ
ん

 
だ
が
そ
の
時
だ

た

一

の
風
が
蓮
を
通
り
す
ぎ
た
と
思

た
と
き
そ
の

は
聞
こ
え
た

 

 

よ
く
言

た
少
年

後
は

ら
に

せ
ろ

 

ス
ン

 
蓮
 

え

 
蓮
は
目
を
開
け
て
そ
の
目
の
前
の
光
景
を

く

が
し

ど
く
ろ
の

を

人
の
男
性
が
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だ
け
で

え
て
い
た
の
だ

だ
が
そ
の
男
性
を
蓮
は
見
た
こ
と
が
あ

た

す
る
と

 

ギ

 
今
度
は

跡
を

き
一
本
の
矢
が
が
し

ど
く
ろ
の
ギ

ロ
リ
と

む

目
を
射
ぬ
い
た

そ

れ
に
は
が
し

ど
く
ろ
は

目
を

え
て
後
退
し
た

蓮
は
矢
が
放
た
れ
た
後
ろ
を
見
る
と
そ
こ

に
は

分
の
先
祖
安

晴
明
が

を
構
え
て
い
た

そ
し
て
そ
の
時
蓮
は
紫
達
の

を
を
見

る
と
そ
の

は

き
の

を
し
て
い
た

い
た

を
し
て
い
た
紫
は

を
開
い
て

 
紫
 

お

様

 
そ
う
蓮
の
目
の
前
に
い
る
男
性
こ
そ
こ
れ
ま
で
夢
で
晴
明
と
戦

て
い
た
人
物

い
や
妖
怪
の

総
大
将

 
理
 

待
た
せ
た
な

て
め

ら

 
晴
明

ま

た
く
理
久

さ
ん
は

 
そ
う
そ
の
人
物
こ
そ
死
ん
だ

の
妖
怪
の
総
大
将

深
常
理
久

だ

た
の
だ

た

 
は
い

つ
い
に

と

女
が
出
て
き
ま
し
た

え

あ

ち
で
は
ど
う
な

て
い
る
の
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か

て

次
回
投
稿
し
た
ら
あ

ち
を
あ

る
の
で
あ

ち
を
見
て
い
る
方
は
お
楽
し
み

に
し
て
い
て
下
さ
い

そ
れ
と
次
回
の
投
稿
は
キ

ラ
紹
介
も
投
稿
し
ま
す
の
で
実

話
投

稿
す
る
事
と
な
り
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す

で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た

ま
た
明
日
に
お
会
い
し
ま
し

う

そ
れ
で
は
ま
た
次
回
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第

話
 
受
け
継
が
れ
る
式
神

 
こ
ん
に
ち
は

者
様

も
う
す
ぐ

生
日
だ
と
今
日

気
が
つ
い
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

ま

祝

て
く
れ
る
い
な
い
の
で
仕
方
な
い
で
す
け
ど

で
は
本
編
へ
ど
う

 
目
の
前
で
起
き
て
い
る
事
に
蓮
は
目
を

た

何
せ

人
と
な

て
い
る

の
理
久

と
晴

明
が
こ
の
場
に
い
る
か
ら
だ

だ
が
理
久

が
現
れ
る
と

時
に

の

い
が
少
し
漂

た

 
蓮
 

晴
明
さ
ん

そ
れ
に
貴
方
は

 
紫
 

何
で

様
が
こ
こ
に

 
萃
香

も
う
理
久

は
死
ん
で
る
の
に

こ
れ
幻
覚

 
幽
香

で
も
本
当
に

 

 

も
う
見
れ
な
い
と
思

て
い
た

中
を
見
れ
る

 
な
ん
て

 

は
感
動
し
て
い
る
の
か

し
い
の
か

び
に

を
流
し
て
い
た

先
程
ま
で
の

し
さ
の
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で
は
な
い

し
さ
と
い
う

を
し
て
い
る
と
蓮
を
痛
ぶ

て
い
た
妖
怪
達
は
小

で

 
妖
怪
お

お
い
理
久

だ

て

 
妖
怪
バ
カ
言
え

あ
い
つ
は
も
う
死
ん
で
る

だ

 
妖
怪
そ
う
だ
は

た
り
だ

 
と
所
か
し
こ
か
ら

が
聞
こ
え
だ
し
て
い
た

す
る
と
何

か
理
久

は
一
歩
前
へ
と
出
る

と 
理
 

が

は
夢
で
も

幻
で
も
な
い

 
全
て
は
血

を

た
現
実
だ

 
妖
怪

ひ

 
蓮
 
か

こ
い
い

 
蓮
は
こ
の
時
理
久

が
か

こ
い
い
と
も
思
え
た

だ
が
一
言
一
言
に

る
覇
気
は
蓮
の
体

を
も

ル
リ
と

え
あ
が
ら
せ
る

先
程
ま
で
の

分
を
痛
め

け
て
い
た
妖
怪
達
は

た

の
か
後
ろ
へ
と
下
が

て
い
た

す
る
と
晴
明
は
や
れ
や
れ
と
い

た

情
を
し
て

 
晴
明

相
変
わ
ら
ず
の

さ
で
す

 
理
 

こ
の
ぐ
ら
い
出
来
な
い
と
総
大
将
は
名

れ
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よ

 
蓮
 
総
大
将

て
こ
れ
が
普
通
に
で
き
る
の

 
蓮
の
常
識
は
少
し
ず
つ
崩
れ
て
い
た
が
今
の
言

を
聞
い
て
更
に
崩
れ
る

度
が
上
が
る

ま

ず
こ
ん
な
事
は
今
の

分
で
は
出
来
な
い
し
こ
れ
か
ら
も
出
来
る
と
は
思
え
な
い
か
ら
だ

だ
が

し
か
し
高
み
の
見
物
を
し
て
い
る
鷺
麿
が
霊
夢
の
首
に
刀
を
構
え

ん
だ

 
鷺
麿

深
常
理
久

 
安

晴
明

 
そ
の

び
を
聞
い
た
理
久

の

は
何

だ
が

引
き
気

に
な

て
い
た

 
理
 

う
わ

晴
明

奴
か

 
晴
明

え

奴
が
東

鷺
麿
で
す

 
蓮
 

あ
ん
な
鷺
麿
を
見
て
も
一

た
り
と
も
動
じ
て

 
な
い

そ
れ
ど
こ
ろ
か
引
い
て
る
だ
け

て

 
理
久

と
晴
明
を
見
て
そ
う

く
と
後
ろ
に
い
る
紫
達
が
説
明
を
し
だ
す

 
紫
 

様
は
そ
ん
な

に
は
動
じ
な
い
わ
よ

 
そ
れ
ぐ
ら
い

体
的
に
も
そ
う
だ
け
ど
心
も
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真

ぐ
な
ん
だ
か
ら

 
萃
香

そ
れ
に

い
仲
間
思
い
な
ん
だ
よ

 
妹
紅

あ

理
久

さ
ん
は

た
ち
に

別
を
し
た

 
事
も
な
く
逆
に
受
け

れ
て
く
れ
る
ん
だ

 
紫
達
の
言

を
聞
い
た
蓮
は
全
て
を
ま
と
め
る
と
心

共
に
強
く
そ
し
て

が
大
き
い
と
い
う

の
が
よ
く
分
か

た

す
る
と
い
つ
の
間
に
か
理
久

は
更
に
前
に
出
て
い
た
の
だ
が

 
理
 

な

え

と
確
か

だ

け

 
蓮
 

え

 
突
然
の
理
久

の
発
言
に
蓮
は
マ

ケ
な

を
あ

て
し
ま
う

そ
れ
に
対
し
て

と
名

前
を
間

わ
れ
た
鷺
麿
は

 
鷺
麿

が

だ

東

鷺
麿
だ

 
理
 

ん
ど
う
で
も
い
い
や

 
蓮
 

ど

ど
う
で
も
い
い

て

 
霧
雨

何
て
奴
だ
よ

 
妖
夢

聞
い
て
お
い
て
そ
れ
な
ん
で
す
か
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理
久

の
発
言
に
つ
い
て
い
け
な
い
蓮
と
魔
理
沙
と
妖
夢
は
た
だ

カ
ン
と

を
開
け
て
し
ま

う

だ
が
理
久

の
発
言
は
ま
だ
終
わ
ら
な
い

 
理
 

お
前
散
々
と
言

て
る
け
ど
よ

正

そ
ん
な

 
所
で

ん

り
返

て

い
の
か
負
け

い
や

 

て
い
る
女

子

を
集

で

い
混
ん
で

ち

 
気
に
な

て
る
烏
合
の
集
の

王
か
な

そ
れ

前

 
に

の

子

て
時

で
お
前
も

あ

 
ご
め
ん

そ
れ
を
通
り
越
し
て
マ

ケ
だ

た

 
ご
め
ん

ご
め
ん

 
と
言
う
と
鷺
麿
は
血
管
を

か
せ
て
キ
レ
て
い
た
の
だ
が
今
の
理
久

の
発
言
を
聞
い
て
紫

達
は
全
員

て

 
全
員

い

何
時
も
の

理
久

さ
ん様

じ

な
い

 
そ
れ
を
聞
い
た
蓮
達
の
人
間

も

い
て
し
ま

た

こ
れ
が
何
時
も
じ

な
い
と
な
る
の

何
時
も
の
理
久

が
ど
う
い
う
者
な
の
か

問
思

て
し
ま
う

す
る
と
晴
明
は
こ

そ
り
と
蓮

の
元
へ
と
近
づ
き
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晴
明

蓮

貴
方
に
こ
れ
を
継

さ
せ
る
わ

 
そ
う
言
い
晴
明
は

つ
い
て
い
る
蓮
に

の

を

し
出
す

そ
の

に
は

鈴

と

名
前
が
書
か
れ
て
い
た

 
蓮
 

こ
れ

て
式
神

で
す
か

 
狗
神

そ
れ

ま
さ
か

あ
の
ク
ソ
ガ
キ
の
か

 
神
楽
え

お
知
り
合
い
で
す
か

 
ど
う
や
ら
晴
明
か
ら
継

さ
れ
た
鈴

と
狗
神
は
面
識
が
あ
る
よ
う
だ

す
る
と
晴
明
は

と
し
な
が
ら

 
晴
明

そ
れ
は
霊
夢
を

出
し
だ
い
使
い
な
さ
い

 
蓮
 

そ
れ

て

ど
う
い
う

 
と

蓮
は
言
い
な
が
ら
前
を
見
る
と
先
程
よ
り
も

相
が
⻤
の
よ
う
に

ん
だ
鷺
麿
が
い
た

ど
う
や
ら
理
久

に
相
当

倒
さ
れ
た
の
か
怒
り
狂

て
い
た

し
か
も
鷺
麿
だ
け
で
は
な
く
そ

の
式
神
で
あ
ろ
う
妖
怪
達
も

み
や
ら
し
な
が
ら
理
久

を

ん
で
い
た

そ
し
て
晴
明
が
理

久
兎
に
近
づ
く

 
蓮
 

理
久

さ
ん

て
怒
ら
せ
る
の
上
手
で
す
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紫
 

え

様
は
ど
う
も
相
手
を
怒
ら
せ
る

 
の
は
上
手
な
の
よ

 
理
久

と
何
を
話
し
て
い
た
の
か
晴
明
と
話
し
て
い
て
聞
い
て
い
な
か

た
め
分
か
ら
な
い
が

鷺
麿
は
と
ん
で
も
な
い
こ
と
を
言
い
出
し
た

 
鷺
麿

確
か
に
そ
う
だ

だ
が
気
が
変
わ

た

こ
の

 
女
は
こ
こ
で
殺
す
そ
し
て
第

の

 
蓮
の
体
を

い
受
け
る
よ

て
は
用
は
な
し

 
怒
り
に

を

せ
た
の
か
霊
夢
を
乱

に
地
面
へ
と
突
き
放
し
手
に

て
い
る
刀
を

ら
れ

動
け
な
い
霊
夢
へ
と
斬
り
か
か

た

そ
の
時
蓮
は

を
出
す
事
し
か
出
来
な
か

た

 
蓮
 

霊
夢

 
晴
明
 

 
蓮
の

死
の

び
を
聞
い
た
の
か
霊
夢
は
目
か
ら

を
流
し
て

 
霊
夢

蓮

あ
り
が
と
う
そ
し
て

ご
め
ん

 
と

カ
ス
れ
た

で
言

た
そ
の
時
だ

た

 
理
 

さ
せ
る
か
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バ

ン

 

が
鳴
り

い
た

す
る
と
鷺
麿
が
刀
の

を

て
い
る

手
か
ら
血
が
吹
き
出
し
た

 
鷺
麿

う
が

 
刀
を

て
て

手
を

手
で

え
て

ん
で
い
た

蓮
達
は

の
聞
こ
え
た
方
向
を
見
る
と

そ
こ
に
は
理
久

が
火

を

手
で
構
え
て
い
た

し
か
も
火

の

か
ら
は

が
上

が

て
い
た

 
蓮
 

ひ

火

ま
さ
か
さ

き
の

の

い

 
は
あ
れ

 
何
処
か
ら
と
も
な
く
火

を
出
し
た
理
久

に

く

だ
が
更
に
鷺
麿
へ
と
追
い
討
ち
を
か

け
る
か
の

く

 
晴
明

白

 
晴
明
は

の

を

り
だ
し
そ
れ
を
投

し
た
か
と
思
う
と
そ
の

か
ら

々
し
い
白
い

が
現
れ
そ
の
前

と
後
ろ

で
地
面
を
か
け
て

走
い
く

走
し
た
白

は

を
上
り
鷺
麿

の
元
ま
で
つ
く
と

 
白

ど
け



 第八章 悪夢に来たりし幻想の王

 
鷺
麿

ぐ

 
そ
の

体
に
鷺
麿
は
吹
き
飛
ば
さ
れ
近
く
に
あ
る
大
岩
に

き
つ
け
ら
れ
る

そ
の
間
に
白

は
霊
夢
を
回

し
て
す
ぐ
さ
ま
戻

て
く
る

 
晴
明

あ
り
が
と
う
白

 
蓮
 

霊
夢

 
蓮
は
霊
夢
の
手

を

て
い
る

を

て

き

え
た

 
蓮
 

良
か

た

本
当
に
良
か

た

 
霊
夢

蓮

あ
り
が
と
う

の
た
め
に
体
を
張

て

 
く
れ
て

し
か

た

 
そ
ん
な

び
に

て
い
る
と
理
久

は
何
か
を

い
た
よ
う
だ
が
蓮
か
ら
は
聞
こ
え
な
か

た

す
る
と
大
岩
か
ら
鷺
麿
は

タ

タ
と
歩
き
な
が
ら
出
て
く
る
と

 
鷺
麿

全
員
殺
せ

こ
の
夢
の
世
界
か
ら
奴
等
を

 
さ
せ
ろ

 
そ
の
言

を
聞
い
た
時

鷺
麿

の
妖
怪
達
は

り

を
上

た

 
妖
怪
達

お
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そ
の
妖
怪
達
の

を
聞
い
た
理
久

の

を
蓮
は
見
て
し
ま

た

何

か
理
久

は
笑

て

い
た
の
だ

ま
る
で
楽
し
ん
で
い
る
か
の
よ
う
に

理
久

は
鷺
麿
達
の
方
を
向
く
と
手
を
天
へ

と

た

 
理
 

さ

⻤
夜
行
の

れ
と
な
り
て
立
ち
上
が
れ

 

が

達
よ

 
理
久

の

び
が
こ
だ
ま
す
と
空
に
変
化
が
訪
れ
る

そ
れ
は
真

の
よ
う
な

さ
か
ら

れ
時
へ
と
変
わ

た

 
晴
明

こ
れ
は
ま
さ
か

 
理
 

ご
名

魔

の
時
間
だ

 
蓮
に
は

魔

が
何
な
の
か
は
分
か
ら
な
か

た
の
だ
が
紫
を

め
倒
れ
て
い
る
妖
怪
達
に
変

化
が
訪
れ
た

 
紫
 

力
が

 

 

は
い
確
か
に

 
何
と
先
程
ま
で
立
ち
上
が
れ
な
か

た
紫
に

が
立
ち
上
が

た
の
だ

そ
れ
に
続
い
て
次
々

と
立
ち
上
が

て
い
く
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萃
香

力
が

き
出
て
く
る

 
幽
香

気
分
が
い
い
わ

今
な
ら

奴
ら
を
始

 
出
来
そ
う

 
幽
 

気

ち
い
い
わ

 

 

確
か
に

は

 

 

は
い
と
て
も
気
分
は
い
い
で
す

 
に
と

最
高
に
ハ
イ
な
状

て
こ
う
い
う
こ
と
な
ん

 
だ

 
本
当
に
先
程
ま
で
の

て
い
た
と
は
思
え
な
い
程
に
立
ち
上
が

て
い
た
の
だ

 

音

妹
紅
達
は
立
ち
上
が
れ
な
い
の
か

 
妹
紅

念
な
が
ら

ら
く
妖
怪
限
定
だ
ろ

 
妹
紅
の
言
う
通
り
妹
紅
を
始
め
魔
理
沙
に

夜
そ
し
て
永

に
霊
夢
は
未
だ
に

力
で
立
ち
上

が
れ
そ
う
に
な
い

妖
夢
や

音
は
フ
ラ
フ
ラ
と
し
て
い
る
が
立
ち
上
が

て
は
い
た

す
る
と

蓮
は
晴
明
か
ら

さ
れ
た
鈴

を
思
い
出
す

 
蓮
 

鈴
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蓮
が
そ
う

ぶ
と
式
神

か
ら

の

を

つ

ル

達
ぐ
ら
い
の
ロ
リ
少
女
が
現
れ
る

 
鈴

う
ん

あ

晴
明
様
の
後
継
者
だ
よ

始
め

 
ま
し
て

は
鈴

だ
よ

能
力
は

活
性
を

 

る
程
度

の
能
力

 

く
マ
イ

ス
な
子
だ
と
蓮
は
思

た
が
活
性
を

る
程
度
の
能
力
と
聞
い
た
時
蓮

は
も
し
や
と
思
い

 
蓮
 

鈴

の

を

し
て

す
事
は
出
来
る

 
鈴

う

ん
い
い
よ

そ

れ

 
鈴

は
白
く
光
る

を

り

く

そ
れ
を
蓮
達
は
吸
う
と
体
に
変
化
が
訪
れ
た

 
蓮
 

う

え

 
先
程
折
れ
た
蓮
の

は
急

に

が
再
生
し
て
い
る
の
だ

そ
れ
だ
け
で
は
な
い

霊
夢

が
受
け
た

も
ど
ん
ど
ん
治

て
い

て
い
る

す
る
と

り
の
メ
ン
バ

達
も
立
ち
上
が

た

の
だ

 
永

体
が

い
で
す

 

夜

え

嘘
み
た
い
に
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妹
紅

こ
れ
で
奴
等
に
仕
返
し
で
き
そ
う
だ

 
霧
雨

あ

ぶ

と
ば
し
て
や
る

 
さ

か
ま
で
と
大

い
な
程
に
元
気
と
な

た

そ
れ
を
見
た
蓮
は
鈴

に
お

を
言
う

 
蓮
 

あ
り
が
と
う
鈴

 
鈴

ど
う
い
た
ま
し
て

 
鈴

は
そ
う
言
う
と

へ
と
戻

て
い

た

蓮
は
そ
れ
を
確
認
し
て
い
る
と
理
久

は

に

を
出
す

 
理
 

良
く
聞
け

奴
ら
全
員

絶
や
し
に
す
る

 

悲
は
か
け
る
な

受
け
た
分
を

に
し
て
返
し

 
て
や
れ

 
萃
香

だ

 
幽
香

や
ら
れ
た
分
は
き

ち
り
と
返
す
わ

 
紫
 

様
の

を
す
る
わ
よ

 

 

分
か
り
ま
し
た

 

 

行
き
ま
す
よ

に
と
り
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は
い

先

 
に
と

あ

 
と

妖
怪
達
は
意
気

々
と

ん
だ

そ
れ
に

ら
れ
て
霊
夢
達
も

 
霊
夢

だ

て
や
ら
れ
た
ま
ま
は

よ

 
霧
雨

あ

 
妖
夢

幽
々
子
様
を
守
る
た
め

妖
夢
参
り
ま
す

 
妹
紅

奴
ら
全
員

や
し
て
や
る

 

夜

今
回
は
共
闘
よ
妹
紅

 
永

な
ら
共
闘
し
ま
し

う
か
白

音
さ
ん

 

音

あ

い
い
だ
ろ
う

 
霊
夢
達
も
や
ら
れ
た
ま
ま
で
は

な
の
だ
ろ
う
と
蓮
は
思

た

そ
し
て
最
後
に
理
久

は
士

気
を
上

る
た
め
に

 
理
 

奴
等
を

る

 
全
員

お

 
大
き
く

ぶ
と

も

ん
だ

そ
し
て
蓮
は
心
を
決
め
て
理
久

へ
と
近
づ
く
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蓮
 

晴
明
さ
ん

理
久

さ
ん

も
戦
わ
せ
て
く
だ

 
さ
い

 

は

し
い
か
ら
こ
そ
戦
う
の
だ

そ
れ
は
蓮
も

じ
こ
と
だ

霊
夢
の
悲
し
み
の

を
流
す

ど
の

を
し
た
鷺
麿
が
許
せ
な
か

た

す
る
と
理
久

は

 
理
 

手
に
し
ろ
そ
の
代
わ
り
死
ぬ
な
よ

 
そ
れ
を
聞
い
た
蓮
は
地
面
に

し
て
い
る
神
楽
を
引
き

き

刀
し
て

つ
と

 
蓮
 

手
ま
と
い
に
は
な
り
ま
せ
ん

 
晴
明

蓮

貴
方
は
鷺
麿
ま
で
一

に
進
み
な
さ
い

 

達
で
妖
怪
達
を

散
ら
し
ま
す
か
ら

 
理
 

そ
う
い
う
こ

た
だ
か
ら
後
ろ
を

り
向
か
ず

 
突
き
進
め

蓮

 
理
久

に
晴
明
に
そ
う
言
わ
れ
た
蓮
は
そ
の

し
さ
と
感

を

に
し
て

 
蓮
 

分
か
り
ま
し
た

 
覚

を
闘

を
込
め
た
返
事
を
す
る
と
理
久

は
そ
れ
を
見
て

笑
ん
だ

 
理
 

そ
う
か

な
ら
や
る

て
め

ら
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理
久

の

け

を
合
図
に

は
前
進
す
る

そ
し
て
鷺
麿
の

の
妖
怪
達
も
前
進
し
夢
の

世
界
で
の
決
戦
が
幕
を
開
け
た
の
だ

た

 
は
い
て
な
わ
け
で
次
回
か
ら

と

言
い
た
い
で
す
が
次
回
か
ら
は
あ

ち
を
投
稿
し
ま

す

そ
れ
と
キ

ラ
紹
介
を
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す

時
間
は

時
に
投
稿

し
ま
す
の
で

た
い
方
は
ど
う

で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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キ

ラ
紹
介

 
ず

と
し
て
い
な
か

た
キ

ラ
紹
介
で
す

で
は
ど
う

  
怠
惰

録

ボ
タ
ン

し
て
と

マ
イ
テ
ス

マ
イ
テ
ス

 
う
ん

つ
い
に
こ
こ
で
も
や
る
こ
と
と
な

た

 
キ

ラ
紹
介

 
狗
神

ま

た
く

 
神
楽

て
な

で
怠
惰
さ
ん
ま
ず
は
や

り

 

達
の

人
か
ら
で
す
よ

 
鈴

よ
ろ
し
く

分
も
う
本
編
で
も

は
出
て
る

 
か
ら
そ
れ
を

ま
え
て
紹
介
す
る
か
ら
よ
ろ
し
く

 



 キャラ紹介

 
怠
惰

は
い
は
い
て
な

で
ま
ず
は
や

り

 

人

  
名
前
 

く
ず
の
は

れ
ん蓮

 
能
力
 

式
神
を
使

し

る
程
度
の
能
力

 
種
族
 
 
人
間

 
武

 
 
旧
 
竹
刀
 

 
 
現
 
妖
刀
神
楽

 
式
神
 
 
狗
神

神
楽

鈴

 

つ
名
 
幻
想
郷
の
式
神
ト
レ

 
 
巫
女
の
ス
ト

パ

 

⻑
 
 
１
６
７

 
体

 

 
見
た
目
 
風
の
陰
陽

 
安

晴
明
よ
り

 

 
何
か
の
理

で
来
た
の
か
分
か
ら
な
い
が
幻
想

り
を

た
し
た
少
年
で
あ
り
こ
の

小
説
の

人

で
あ
る

そ
し
て
先
祖
は
ま
さ
か
の
安

晴
明
で
あ
る

最

に
現
れ
た
狗
神
に



 第八章 悪夢に来たりし幻想の王

よ

て
追
い
か
け
ら
れ
林
を

け
た
先
が
ま
さ
か
の
幻
想
郷
の
博
麗
神
社
で
あ

た

博
麗
の
巫

女
博
麗
霊
夢
の

力
に
よ

て
何
と
か

ン

を

り

け
今
は
幻
想
郷
の
博
麗
神
社
で

ら

し
て
い
る

そ
し
て

な
仕
事
は
博
麗
神
社
の

内
の
掃
除
だ

た
り

は
人
里
の
寺
子
屋
で
臨

時
教

の
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
る

性
格
は
温

で
真
面
目
何
よ
り
も
優
し
い
が
そ
の
反
面

で
負
け
ず

い
で
も
あ
る

道
も
三

と
結
構
な
実
力
を

つ

そ
し
て

一
博
麗
霊
夢
の

走
を

め
れ
る
ス
ト

パ

で
も
あ
る

 
性
格
 
真
面
目

温

負
け
ず

い

  
怠
惰

う
ん
こ
れ
が
蓮
だ
よ

 
狗
神

ま
ん
ま
だ
な

 
怠
惰

ま

そ
れ
が
キ

ラ
紹
介
だ
か
ら
そ
れ
じ

 
次
は
狗
神

 
神
楽

 
鈴

狗
神
の
姉

だ

 



 キャラ紹介

 
名
前
 
 

い
ぬ
が
み

狗
神

 
能
力
 
 

呪

を

る
程
度
の
能
力

 
種
族
 
 
妖
怪
狗
神
 
式
神

 

つ
名
 
執
念
深
く
優
し
い
妖
怪

 

⻑
 
１
６
８

 
 
体

 
ギ

目
が

 
見
た
目
 
人
に

ん
こ
い

住

子
よ
り

 
 

大
な
白

 

 
か
つ
て
平
安
の

都
で

れ
ま
わ

て
い
た
時
に
蓮
の
先
祖
安

晴
明
や
今
は
蓮
の

式
神
で
あ
る
鈴

に
よ

て
ボ

ボ

に
さ
れ
て
封
印
さ
れ
た
妖
怪

だ
が
そ
の
何
千
年
後
に
悪

霊
が
蓮
の
家
に
侵

し
狗
神
を
封
印
し
て
あ
る

の
封
印
を
解
い
た
事
に
よ
り
現
世
に
復
活
し
執

着
的
に
蓮
を
追
い
か
け
回
す
が
能
力
に
目
覚
め
た
蓮
に
よ

て
撃
退
さ
れ
現

は
蓮
の
式
神
を

や

て
い
る

そ
し
て
弾
幕
ご

こ
の

に
は
ス

ル
と
し
て
登
場
す
る

の

ど
が

撃

で
そ
の
執
着
的
に
追
い
か
け
回
す
の
か
追

式
だ

た
り

近

で

を
し
て
ス
タ
ン

さ
せ
る
な
ど

は
様
々
だ

そ
し
て
性
格
と
し
て
は
大

で
サ
バ
サ
バ
し
て
い
る
性
格
だ
が

結
構
面
倒
見
が
良
い

仲
間
に
な

た
神
楽
と
も
そ
の
性
格
の
お
陰
か
す
ぐ
に

ち
解
け
あ
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た

だ
が
注
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
は
狗
神
に
向
か

て

や
男
か

と
い
う

語
を
言

て
は
な
ら
な
い
禁

だ

も
し
言
え
ば

お
前

後
で
屋
上
な

的
な
感
じ
に

な
る

 
性
格
 
大

面
倒
見
が
良
い

す
ぐ
キ
レ
る

  
怠
惰

は
い
狗
神
さ
ん
は
こ
ん
な
感
じ
で
す

 
鈴

か
し
い

確
か
最

会

た
時
は
一
撃

 

り
を

れ
て
も
立
ち
上
が

た
よ

 
狗
神

あ
れ
は
痛
か

た
な

 
怠
惰

じ

次
は
神
楽

 
神
楽

お
願
い
し
ま
す

  
名
前
 
 
 

か
ぐ
ら

神
楽

 
能
力
 
 

悪
意
を

る
程
度
の
能
力

 
種
族
 
 
 
妖
刀
精
霊
 
式
神



 キャラ紹介

 

つ
名
 
 

ひ
と
ぎ
り
か
た
な

人
斬
刀
の

な
で
し
こ子

 

⻑
 
１
６
３

 
 
体

 

れ
て
い
て

め
な
い

 
見
た
目
 
 
オ
セ
ロ

ア

シ

よ
り

 

 
博
麗
神
社
の

に

て
い
た
妖
刀
で
か
つ
て
の

人
を
守
る
た
め
に
人
間
や
妖
怪

の
血
を

び
続
け
や
が
て
そ
の
斬

た
者
達
の
怨
み
が
ま
と
わ
り
つ
き

分
の

人
を
死
な
せ
て

し
ま

た
と
い
う
悲

な
過
去
を

つ

そ
の
た
め
神
楽
は
も
う

も

つ
け
た
く
な
い
と
願
い

ら
を
封
印
し
て

り
に
つ
い
た
の
だ
が
そ
の
封
印
を
霊
夢
が
解
い
て
し
ま

た
が
た
め
に
目
覚

め
て
し
ま
い
怨
念
に
よ

て

走
を
起
こ
し
人
里
の
人
間
の
心
の
悪
意
を

し
て
人
里
を
混
沌

へ
と

れ
た

だ
が
蓮
達
の
活

に
よ

て
怨
念
を

の
中
に
封
印
す
る
こ
と
が
で
き
た
た
め

今
は
蓮
と
い
う

人
の
た
め
に
式
神
と
し
て
使
え
て
い
る

そ
し
て
性
格
は
お
し
と
や
か
で
何
時

も
蓮
の
事
を
思

て
い
る

人
思
い
で
あ
る
が
狗
神
や
鈴

を
大

な
友
人
仲
間
と
も
思

て

と
し
て
い
る
大
和

子
の
鏡
の
よ
う
な
女
性

だ

そ
し
て
弾
幕
ご

こ
で
は

の
悪
意

に
よ

て
出
来
た
分

を

体

し
て

ト
ン
の
よ
う
し
て
弾
幕
を
放

た
り
と
出
来
る

の
本
体
で
あ
る
刀
を
使

て
斬
る
事
も
出
来
る

言

て
し
ま
え
ば

撃

だ

 
性
格
 
お
し
と
や
か

大
和

子

仲
間
思
い
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怠
惰

こ
れ
で
合

て
る
よ

 
鈴

う
ん
神
楽

さ
ん
だ

 
神
楽

こ
う
で
も
紹
介
さ
れ
る
と
少
し

れ
ま
す

 
狗
神

そ
ん
じ

次
は
鈴

な

 
鈴

そ
れ
じ

だ
よ

  
名
前
 
 
 

す
ず
ら
ん

鈴

 
能
力
 
 
 

活
性
を

す
る
程
度
の
能
力

 
種
族
 
 
 
妖
怪

化

 
式
神

 

つ
名
 
 

義

ん
ず
る
天
然

 

⻑
 
１
３
７

 
体

 

が

め
な
い

 
見
た
目
 
 
ル

ん
フ

ク
ト
リ

ハ
ク
よ
り

 

 
か
つ
て
は
晴
明
を

人
と
し
て
い
た
が
晴
明
は
鈴

を
蓮
に
継

さ
せ
た
事
に
よ

て
蓮
の
式
神
と
な

た
妖
怪

な
お
晴
明
が
陰
陽

に
な

て
最

の
式
神
で
も
あ
る
た
め
古
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な
の
だ
が
狗
神
と
年

を
比
べ
る
と
鈴

の
方
が

い

そ
し
て
当
時
平
安
の
都
で

を

る

て
い
た
狗
神
の
封
印
に
も
一

て
い
る

見
た
目
は
ロ
リ
体

で
バ
ン
ド
ン
ス
ト

ン
と
い
う
体

だ

中
に

の

が
生
え
て
い
て
可
愛
ら
し
い
の
だ
が
鈴

の

り
は
何

に

も

た

の

で
す
ら

を
開
け
る
程
の

り
を

つ

そ
の
た
め
人
間
が
こ
の

り
を
食
ら

え
ば
一
撃

殺
の

力
で
あ
る

な
お

て

の

が
折
れ
て
も

の
活
性
を

す
る

程
度
の
能
力
を
利
用
す
れ
ば
数
分
で

が
く

つ
く

次
に
性
格
は
天
真

が

合
う
ぐ
ら

い
に
元
気
で
活
発
そ
し
て
仲
間
友
達
思
い
で
も
あ
る
が
少
し
可
笑
し
な

が
あ
る

そ
し
て

弾
幕
ご

こ
に
お
い
て
は
相
手
が
撃

て
き
た
弾
幕
を
活
力
が
み
な
ぎ

て
い
る
鱗

を

り

い
て

誘

さ
せ
た
り
す
る
事
が
出
来
る

に
リ
グ
ル
キ

ク
や
無

悲
な
お

い
棒
と
い

た

近

の
ス

ル
に
対
し
て
は

り
で
カ
ウ
ン
タ

し
て
相
手
を

弾
さ
せ
る
な
ど
出
来
る
が

出
す
タ
イ
ミ
ン
グ
を
ミ
ス
れ
ば
失
敗
す
る
が

は
絶
大
な

だ

 
性
格
 
天
真

活
発

義
思
い

天
然

   
怠
惰

大
方
は
こ
ん
な
感
じ
だ
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鈴

お

 
狗
神

ま

い
い
ん
じ

な
い
か

 
神
楽

 
怠
惰

そ
ん
じ

ま
だ

人
い
る
か
ら
や

て
く

  
名
前
 
 
 
安

晴
明

 
能
力
 
 
 

式
神
を
使

す
る
程
度
の
能
力

 
種
族
 
 
 
人
間
 

 
式
神
 
 
 

 

武
 
白

 

龍
 

数

 

つ
名
 
 
伝
説
の
陰
陽

 

⻑
 
１
６
７

 
体

 
内

 
見
た
目
 
 
と
あ
る
科

が
少
し

⻑
し
た
感
じ

 

 
か
つ
て
平
安

に
お
い
て
そ
の
名
を

し
伝
説
と
な

た
陰
陽

で
こ
の
小
説
の

人

で
も
あ
る
蓮
の
先
祖
に
あ
た
る

な
お

那
は

か
は
不
明
だ

そ
し
て
現
代
に
お
い
て
は

て
い
る
蓮
の
夢
に
現
れ
て

言
を
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ

を
し
た
り
時
に
蓮
が

ン

の
時
は

け
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た
り
と
意
外
と
子

に
優
し
い
お

ち

ん
性
格
だ

な
お

死
に
が

か

た
平
安
時
代
に
お

い
て
ま
さ
か
の

手
前
ま
で
生
き
て
い
る
た
め
⻑
生
き
の

で
あ
る

だ
が
晴
明
が
死
ん
で

数
十
年
後
に
晴
明
の
子

達
は
禁
忌
に
手
を
出
し
た
た
め
そ
こ
か
ら
現
れ
た
妖
怪
に
一
族

殺
し

さ
れ
る
が

人

た
子

が
性
を
晴
明
の

の
名
で
あ
る

へ
と
変
え
て
生
き
続
け
た

た
め
今
の
蓮
が
い
る

 
性
格
 
優
し
い
 
子

思
い

  
怠
惰

ま

こ
ん
な
感
じ
だ

 
鈴

晴
明
が

い
時
は
本
当
に

を
痛
め
た
な

 
狗
神

そ
ん
な
に
か

 
鈴

う
ん
ま

す
ぐ
な
バ
カ
だ

た
か
ら

 
神
楽

元
の

人
に
バ
カ

て

 
鈴

え

だ

て

晴
明
の

 
怠
惰

そ
れ

上
は
い
け
な
い

て
な

で
次
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名
前
 
 
雨
月

れ
お
ん

玲
音

 
能
力
 
 
不
明

 
種
族
 
 
人
間

 
武

 
 
ガ
ン

レ

ド

 

つ
名
 
紅
魔
館
の
悪
魔
執
事

 

⻑
 
 
１
７
１

 
体

 

 
見
た
目
 

ド
イ

タ

雨

リ
ン
ド
ウ
よ
り

 

 
紅
魔
館
の
執
事
⻑
を

め
て
い
る
男
性
で
結
構
な
イ
ケ
メ
ン
な
の
だ
が
仕
事
を
サ
ボ

た
り
し
て

じ

場
の
咲
夜
に

イ
フ
を
投

ら
れ

け
る
と

り
返
す

念
な
イ
ケ
メ
ン
執
事

で
あ
る

仕
事
の

は
い
い
の
だ
が

そ
し
て
今
の

な
仕
事
は

用
や
ら
も
そ
う
だ
が
狂
気

か
ら
解
放
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ド

ル
の
家
庭
教

や

食
を
食
べ
た
く
て
も

ち
場
を

れ
ら
れ
な

い

鈴
や
小
悪
魔
そ
れ
に
パ

リ

へ
食
事
の

や

鈴
が

て
い
れ
ば
咲
夜
に
見
つ
か
る

前
に
お
越
こ
す
の
も

目
も
し
て
い
る

な
お
紅
魔
館
に
何

来
た
の
か
は
い
ず
れ
外
伝
的
な
あ

れ
で
語
る
だ
ろ
う

性
格
は
遊
び
人
気

で

け
が

む
と
イ
カ
サ
マ
を
使
い
ま
く
る

そ
れ
で
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い
て
結
構
な

ス

カ

で
も
あ
る

こ
こ
だ
け
の
話
だ
が
紅
魔
館
に
来
て
か
ら
少
し
性

格
も

化
し
た
よ
う
だ
が

 
性
格
 

楽

遊
び
人
気

サ
ボ
り
屋

   
狗
神

な

確
か
本
編
だ
と
炎
を
使

て
な
か

た

 
か

 
怠
惰

う
ん
使

て
た
よ
だ
け
ど
実

は

 
神
楽

知
り
た
く
ば
外
伝

を
選
べ

て
事
で
す

 
鈴

い

さ
す
が
怠
惰

い

 
怠
惰

ア
ハ
ハ
ハ

れ
だ
よ

れ

そ
ん
じ

最
後
は

 
こ
い
つ

  
名
前
 
 
隠
者

 
能
力
 
 
不
明
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種
族
 
 
予

妖
怪

 
武

 
 

品
で
は

を
使
用
し
て
い
た

 

つ
名
 
謎

き
者

 

⻑
 
 
約
１
７
３

 
体

 
不
明

 
見
た
目
 
黒
い

ト
を

て
フ

ド
で

を

 
 
隠
し
て
い
る
あ
ま
り
言
う
と

社
に
怒
ら

 
 
れ
そ
う

 

 
謎
め
い
て
い
て
理
解
不
能
な
行
動
を
起
こ
す

そ
の
正
体
が

な
の
か
す
ら
分
か
ら
な

い

た
だ
分
か
る
こ
と
は
所
々
の
異
変
に
お
い
て

ず
と
言

て
い
い
程
に
暗

し
て
い
る

紅

霧
異
変
で
は
狂
気
に

み
込
ま
れ
た
フ
ラ
ン
ド

ル
を

い
永
夜
異
変
で
は
蓮
達
と
も
対

し

て
い
る

だ
が
実
力
は
蓮
達
よ
り
も

か
に
上
と
い
う
の
は
分
か
る

妹
紅
を
も
負
か
す

ど
の

実
力
な
の
だ
か
ら

蓮
と
の
戦
い
に
お
い
て
は
最

遊
ば
れ
て
い
た
に
過
ぎ
な
い

こ
れ
か
ら
も

隠
者
は
暗

す
る
の
だ
ろ
う

そ
し
て
魔
理
沙
や
ア
リ
ス
を
負
か
し
た
変

執
事

や
咲
夜
と

レ
ミ
リ
ア
を
負
か
し
た

者
そ
し
て
妖
夢
と
幽
々
子
を
負
か
す
巫
女
と
は
何
か
し
ら
の

が
り
が

あ
る
よ
う
だ

な
お

者
様
の
お
お
よ
そ
五

上
は
正
体
を
し

て
い
る
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性
格
 
相
手
を
よ
く
観

す
る
後
は
謎

  
怠
惰

ま

隠
者
の
正
体
に
つ
い
て
は

ど
の

者
様

 
に
は
バ
レ
て
る
か
ら

 
鈴

達
に
教
え
て
く
れ
て
も
良
い
ん
だ
よ

 
怠
惰

断
る
よ
こ
こ
で
は

ら
な
い

 
神
楽

で
も
ま
た
出
て
く
る
ん
で
す
よ

 
怠
惰

さ

 
狗
神

次
あ

た
ら
ボ

ボ

に
し
て
や
る

 
怠
惰

ま

ま

さ
て
と

様

今
回
は
あ
り
が
と
う

 
ご
ざ
い
ま
し
た

 
鈴

本
編
で
も

達
の
活

を
見
て

 
神
楽

者
様
方
へ
何
時
も
あ
り
が
と
う
の
感

を

 
狗
神

見
て
く
れ
あ
り
が
と
な

 
怠
惰

で
は

者
様
ま
た
本
編
で
会
い
ま
し

う
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第

話
 
蓮

鷺
麿

 
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す

者
様

今
回
は
ク
ソ

く

 
投
稿
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

理

は
後
書
き
に
て

 
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

で
は
本
編
へ
ど
う

 
理
久

達
に
無
数
に

が
る
妖
怪
達
を

せ
蓮
は
鷺
麿
へ
と
向
か

て
全
力

走
を
し
て
い

た

そ
ん
な
中
で
鷺
麿
へ
と
向
か
う
蓮
を

め
す
る
か
の
よ
う
に
無
数
の

妖
怪
達
が
と
お

せ
ん

を
し
て
く
る

 
妖
怪

て
め

の

お
い
て
け
よ

 
妖
怪

ヒ

ハ

 
妖
怪

く
た
ば
れ
や

 
三
下

を

し
出
す
妖
怪
達
は
蓮
に
向
か

て

シ

で
向
か

て
く
る

利
な

で

引

か
こ
う
と
す
る
妖
怪
も
い
れ
ば
刺
々
し
た
こ
ん
棒
を
構
え
て
向
か

て
く
る
妖
怪
も
い
る
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蓮
 

お
前
ら
に
構

て
ら
れ
な
い
ん
だ

 
蓮
は
式
神

狗
神

鈴

を
構
え
る
と
そ
れ
を
向
か

て
く
る
妖
怪
達
に
向
か

て
放

つ

す
る
と
式
神

か
ら

が
上
が
る
と
狗
神

ひ
と
が
た

人

と
鈴

が
現
れ
る

 
狗
神

今

は
最
高
に

が
悪
い

 
鈴

や

ち

う
よ

 
狗
神
は

怒
の

情
で

を
構
え
る
鈴

は

中
に
生
え
る

の

を

ば
た
か
せ

 
狗
神

え
ろ

妖
怪
が

 
妖
怪

ぐ

 
狗
神
の

は
妖
怪
の

を
か
ち

る

更
に
鈴

に
限

て
は

 
鈴

そ

い

 
妖
怪

が
は

 
鈴

は

で
高
く
飛
ぶ
と
そ
こ
か
ら

空
し
た
か
と
思
う
と
弾
丸
の
よ
う
な

度
の

り
で
妖

怪
の

を

に
し
た

人
も

い
が
蓮
も
負
け
て
な
い

 
蓮
 

舞
え
悪
⻤
よ

 
神
楽
を

え
る
と
神
楽
の
分

の
悪
意
の
化
け
物
が

体
あ
ら
わ
れ
る
と
そ
の

体
は



 第八章 悪夢に来たりし幻想の王

妖
怪
を

り

メ

ジ
を

え
る

 
妖
怪

こ
い
つ
が

 
妖
怪

小
賢
し
い
真

を

 
と

妖
怪
が
言

た

間
に
蓮
は
刀
を
構
え
妖
怪
達
に
一

を
す
る

 
蓮
 

退
い
て
く
だ
さ
い

 
ザ
シ

 
そ
の
一

は

ま
じ
く
妖
怪
の
上

と
下

は

断
さ
れ

さ
よ
な
ら
バ
イ
バ
イ
し
た

立
ち

さ
が

た
妖
怪
達
を
全
員
倒
す
と

 
蓮
 

戻

て

 
狗
神
と
鈴

そ
し
て
神
楽
の
分

を
戻
す
と
ま
た
鷺
麿
の
元
へ
と

け
出
し
た

 
妖
怪

た
だ
行
か
せ
る
と
は
思
う
な
よ

 
妖
怪

通
行

は
命
で
結
構
だ

 
妖
怪

ギ

ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
蓮
 

ま
だ
邪
魔
を
す
る
の
か

 
更
に
妖
怪
達
が
蓮
と
狗
神
を
と
お
せ
ん

し
よ
う
と
襲
い
か
か
る
が
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音

こ
の

 

ン

 
妖
怪

が
は

 
何
と
そ
の
内
の

体
は

音
の

突
き
で
気
絶
し
た

 
蓮
 

音
先
生

 

 

音

行
け
蓮

 
妖
怪

行
か
せ
る
と
思
う
な
よ

 
だ
が

音

人
で
は

め
す
る
の
は

し
い
の
か
更
に
妖
怪
が
動
く

の
よ
う
に
襲
い
か

か
る

 
霧
雨

 

レ
イ
ジ
ン
グ
ス
タ

 
妖
怪

ぎ

 
魔
理
沙
が
ミ

八

を

ス
タ

に
し
て
妖
怪
へ
と
突
撃
し
て
吹

飛
ば
す

 
霧
雨

ど
ん
な
も
ん
だ

 
蓮
 

あ
り
が
と
う
魔
理
沙

 
妖
怪

お
前
ら
は
ど
ん
な

が
す
る
の
か
な
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今
度
は
上
空
か
ら
妖
怪
が
降

て
く
る
の
だ
が
蓮
の
前
に
妖
夢
が

て

て
く
る
と

 
妖
夢

断
霊

 

得
脱
斬

 
桜
観

と
白
桜

の

刀
で
斬
り
上

る
と

大
な
桜
を

様
し
た
弾
幕
が
現
れ
上
空
か
ら

降

て
く
る

を

散
ら
す

 
妖
夢

蓮
さ
ん
こ
れ
は
前
の
貸
し
で
す
よ

 
妖
怪

人

霊
風
情
の
ガ
キ
が

 
幽
 

妖
夢
を
悪
く
言
う
な
ら

人
で
あ
る

が

 
許
さ
な
い
わ

 
幽
々
子
が
手
に

つ
扇
子
を

く
扇
ぐ
と
ど
う
だ
ろ
う
か

 
妖
怪

く

し

 
妖
怪

あ

あ

 
た
ち
ま
ち
に
妖
怪
達
が

を
吹
き
白
目
と
な

て
倒
れ
て
い
く
で
は
な
い
か

 
蓮
 

幽
々
子
さ
ん

 
幽
 

行
き
な
さ
い
蓮

 
蓮
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す



 第 話 蓮 鷺麿

 

が
妖
怪
達
を

め
し
て
く
れ
た
た
め
つ
い
に
鷺
麿
が
い
る

の
所
ま
で
た
ど
り
着
く

 
蓮
 

狗
神
お
願
い

 
そ
う
言
い
も
う
一
度
狗
神
を

す
る
と
狗
神
は
元
の
獣
の
状

へ
と
変
わ
り

 
狗
神

行
く

小
僧

 
蓮
 

頼
む

 
狗
神
に

が
る
と
狗
神
は
そ
の

力
で

を
登

て
い
き
そ
し
て
つ
い
に
頂
上
へ
と

り
着
く

と 
鷺
麿

が
し

ど
く
ろ

奴
を

き

せ

 
と

く

立

て
い
る
鷺
麿
が

ぶ

鷺
麿
の
向
い
て
い
る
先
に
は
理
久

が
が
し

ど
く

ろ
と
言
わ
れ
て
い
た
妖
怪
を

し
て
い
た

流
石
は
元
総
大
将
と
言
わ
れ
る
だ
け
は
あ
る

そ

し
て
蓮
は
鷺
麿
の
名
を

ぶ

 
蓮
 

鷺
麿

 
鷺
麿

あ

ち

妖
怪
共
は
こ
ん
な
ガ
キ
す
ら

 
始

で
き
な
い
と
は
本
当
に
使
え
な
い
と

 
き
た

下
手
す
れ
ば
狗
神
よ
り
も
出
来
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な
い
だ

 
蓮
を
見
た
鷺
麿
は

ち
を
し
て
蓮
を

み
つ
け
る

だ
ご
狗
神
は
出
来

な
い
呼
び
わ
り
さ

れ
て
更
に
怒
る

 
狗
神

て
め

 
蓮
 

ざ
け
る
な

 
狗
神
が
怨
念
を
込
め
て
言
お
う
と
し
た
言

を
蓮
が

ん
で
言

た

し
か
も
何
時
も
の
優
し

い

で
は
な
く
蓮
は
鷺
麿
を

む

 
蓮
 

狗
神
を

出
来

な
い
呼
ば
わ
り
す
る
な

 

は

分
が

さ
れ
る
の
は
構
わ
な
い

 
だ
け
ど
仲
間
を

す
る
の
は
絶
対
に
許
さ

 
な
い

鷺
麿

 
狗
神

小
僧

の

を

 
鷺
麿

良
く
言
え
た
も
の
だ

お
前
も
晴
明
と

じ

 
よ
う
な
そ
の
目
が
気
に
く
わ
な
い

 
真

ぐ
光
を
見
る
そ
の
目
が
な
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鷺
麿
は
蓮
と

じ
よ
う
に
式
神

を
投

て
く
る
と

 
鷺
麿

こ
い

⻤

 
そ
の

か
ら

が
上
が
る
と
そ
こ
か
ら

の

に
⻤
の

を

ち
体
は
ま
る
で

の
よ
う

体
を
し
た
妖
怪
が
襲
い
か
か
る
が

 
狗
神

さ
せ
る
か

 
獣
状

の
狗
神
が
蓮
の
前
に

て

り

⻤
と
対

す
る

体
共
に
大
き
い
た
め
か
ま

る
で
怪
獣
大
決
戦
の
よ
う
で
あ
る

 
鷺
麿

あ
の
野

出
来

な
い
の
く
せ
に

 
蓮
 

狗
神
を
出
来

な
い
と
呼
ぶ
な

 
ガ
ギ
ン

 
蓮
は
神
楽
を
構
え
鷺
麿
へ
と
斬
り
か
か
る
の
だ
が
鷺
麿
は

刀
し
て
あ
る
刀
を
引
き

き
蓮
の

一
撃
を

ぐ

 
鷺
麿

出
来

な
い
に
対
し
て
出
来

な
い
と
言

て

 
何
が
悪
い

 
蓮
 

何
が
悪
い
か
だ
と

の
仲
間
を

し
た
事
だ
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鷺
麿

 
キ
ン

 
鷺
麿

れ

そ
し
て
く
た
ば
れ

 
鷺
麿
は

手
に
新
た
な
式
神

を

る

 
鷺
麿

王
よ
奴
の
生
き
血
を
全
て
吸
い
と

て

 
殺
せ

 

た
式
神

が

を
出
す
と
鷺
麿
の

上
に

大
な

が
現
れ
る

そ
の

も
と
い

王
と
呼
ば
れ
た
妖
怪
は

を
カ

カ

鳴
ら
し
な
が
ら

方
を
見
下
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え

た

そ
し
て

王
は

的
で
あ
る
蓮
を
確
認
し
た
の
か

に
あ
る

大
で
何
か
が
し
た
だ

て

い
る
針
で
蓮
へ
と
突

込
ん
で
く
る

 
蓮
 

鈴

 
蓮
は
鈴

を

す
る
と
鈴

は

を

ば
た
か
せ
て
向
か

て
く
る

王
に
向
か

て

 
鈴

ど
た
ま
か
ち

れ
ろ

 
小
さ
い
な
が
ら
も
そ
の

り
の
一
撃
は
最
強
を

る

そ
の

で

王
に
向
か

て
カ
ウ
ン

タ

の
回
り

り
で

王
の

を

す

そ
の
結

王
は
動
き
が

ま
り

れ
た

か
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ら

色
の

体
を
こ

れ
な
が
ら

ん
だ

 

王

ガ

 
鷺
麿

そ
い
つ
は
晴
明
の
式
神
か

 
鈴

ん

あ

そ
う
い
え
ば
貴
方
み
た
い
な

サ

 
が
い
た

 
そ
れ
を
聞
い
た
で
あ
ろ
う
鷺
麿
は
更
に
キ
レ
る

 
鷺
麿

の
何
処
が
不

だ
と

 
鈴

何

て
心
が

 
鷺
麿

貴
様

 
と
鷺
麿
が
言

た
時
狗
神
と
対

し
て
い
た

⻤
が
鷺
麿
の
目
の
前
へ
と
投

飛
ば
さ
れ

る 
鷺
麿

戻
れ

共
が

 
そ
う
言

た
時

鷺
麿
の
式
神
達
は
目
の
前
か
ら

を

し
た

 
鷺
麿

ど
い
つ
も
こ
い
つ
も

ば
か
り

そ
れ
で
い
て

 

を
満

さ
せ
る
こ
と
も
出
来
な
い
の
か
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狗
神

前
か
ら
だ
が
更
に

中
心
的
に
考
え
る
よ
う
に

 
な

た
な
鷺
麿

 
鷺
麿

も
う
い
い
こ
う
な
れ
ば
最
終
手

だ

 
そ
う
言
う
と
鷺
麿
は
禍
々
し
い
オ

ラ
を
放
つ
黒
い
玉
を

り
出
す
と

 
鷺
麿

こ
れ
だ
け
は
使
い
た
く
な
か

た
が
貴
様
ら

 
始

す
る
た
め
な
ら
ば

は
使

て
や
る

 
そ
の
オ

を
ま
さ
か
の

か
ら
丸

み
を
し
た

大
き
さ
は
約

程
の
大
き
さ
を
た

た
丸

み
だ

そ
し
て
丸

み
し
た
鷺
麿
に
変
化
が
訪
れ
た

 
鷺
麿

ぐ

が
が

く
く

ギ

 
ギ

ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
い
い
気
分
だ
こ
れ
な
ら
最

か
ら

ん
で
お
け
ば

 
良
か

た
な

き
ひ

 
気

ち
の
悪
い
笑
み
を

か
べ
鷺
麿
を

方
を
見
て
く
る

ま
る
で
何
処
か
の
人
間
を

め
た

奴
の
よ
う
だ

 
狗
神

気
を

け
ろ

奴
さ

き
よ
り
も
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鈴

う
ん

と
て
も
気

ち
悪
く
な

た

 
神
楽
お
気
を
つ
け
下
さ
い
蓮
さ
ま

 
蓮
 

い
く
よ

 
蓮
は
神
楽
を
構
え
狗
神
と
鈴

と
共
に
特

を
仕

け
た

だ
が

 
蓮
 

だ

 
ガ
シ

 
蓮
 

な

 
何
と
さ

き
ま
で
と
は

い

手
で
神
楽
を

て

え
た
の
だ

し
か
も

た
手
か
ら
は

血
も

み
出
て
い
な
い

 
狗
神

鷺
麿

 
鈴

蓮
君
と
神
楽
ち

ん
か
ら

れ
ろ

 
獣
状

の
狗
神
の
突
進

撃
と
鈴

の
飛
び

り
が
鷺
麿
へ
と
む
か
う
が

 
鷺
麿

何
だ

遅
く
見
え
る

 
そ
う
言

た
時
だ

た

鷺
麿
の
下

後
ろ
か
ら
⻑
く
先

に
は
約

程
の
⻑
い
針
を

つ

が
現
れ
狗
神
の
突
進
を

の
よ
う
に

る

て
弾
き
飛
ば
し
た
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狗
神

が
は

 
鈴

狗
神
の
姉

 
鈴

は
狗
神
に
気
を
と
ら
れ
た
が
た
め
に
ミ
ス
を
犯
し
た

何
と
鷺
麿
は
鈴

の
方
に

を
向

け
た
と
思

た
ら

か
ら
真

白
い
何
か
を
飛
ば
し
た

 
蓮
 

鈴

 
鈴

え

へ
ぶ

 
鈴

の

に
そ
れ
は
当
た
る

そ
れ
は
何
か
の

着
物
だ

そ
の
結

飛
び

り
は
外
れ
地
面

に

が
当
た

た

 
鈴

い

痛

い

 
鈴

は

に

着
物
が
つ
い
た
ま
ま

を

さ
え
て
地
面
で
転

回
り
弾
き
飛
ば
さ
れ
た
狗
神

は
立
ち
上
が
ろ
う
と
す
る
が

 
狗
神

ぐ

 
狗
神
の

の

分
の
真

白
い

並
み
は
血
で

く
染
ま

て
い
く

ど
う
や
ら
先

の
針
で

を
裂
い
た
よ
う
だ

 
蓮
 

狗
神

鈴
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鷺
麿

何

所
見
し
て
ん
だ

 
そ
う
言
う
と
蓮
を
神
楽
を
ご
と
思
い

り
投

飛
ば
し
た

投

飛
ば
し
た

度
は
最

人

を

越
し
た

度
で
た

投

飛
ば
さ
れ
た
蓮
は
岩
に

中
を
当
て
る

 
ド

ン

 
蓮
 

あ
が

は

 
あ
ま
り
の
痛
さ
に

血
を
す
る

だ
が

が
良
か

た
の
か

を
折
れ
て
は
い
な
い
が

は
何
本
か
折
れ
た

 
神
楽
蓮
さ
ま

 
蓮
 

だ

大

 
蓮
は
神
楽
を

代
わ
り
に
立
ち
上
が
る

そ
し
て
先
程
鷺
麿
が
や

た
よ
う
に
狗
神
と
鈴

の

方
に
手
を
か
ざ
し
て

 
蓮
 

戻

て

人
共

 
そ
う
言
う
と
鈴

と
狗
神
は
式
神

へ
と
戻
り
蓮
の
手
中
へ
と
戻
る

こ
こ
だ
け
の
話
だ
が
式

神
達
は

へ
と
戻
せ
ば

も
あ
る
程
度
は
回
復
す
る

そ
の
た
め
狗
神
と
鈴

を
引

込
め
た
の

だ

だ
が
こ
れ
で
戦
力
的
に
は
蓮
と
鷺
麿
の
１

１
と
な
る
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蓮
 

ど
う
す
れ
ば

 
そ
う
言

た
時

蓮
の
登

て
き
た
所
か
ら

体
の
白
い
体

を

つ

と
理
久

が
登

て
く
る

し
か
も
そ
の
白
い

に
は
晴
明
と

分
に
と

て
欠
が
え
の
な
い

 
霊
夢

蓮

 
霊
夢
が

て
い
た
の
だ

た

 
は
い

今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

実
は
今
回

く
投
稿
し
た
の
か
と
い
う
理

に
つ
き
ま
し
て

前
か
ら

し
て
い
た
番
外
編
と
い
う
か
外
伝

の
お
話

玲
音
の
物
語

晴
明
の
物
語

の
ど
ち
ら
か
の
ア
ン
ケ

ト
を
す
る
関
係
上
で

く
投
稿
さ
せ
て
頂
い
た
所

で
す

お
気
に

り
１
０
０
の
記
念
に

何
て
思

て
い
ま
し
た
が
怠
惰
さ
ん
も

生
日
を

え
た
の
で
そ
の
お
祝
い
を

て
ま
す

ア
ン
ケ

ト
の
や
り
方
に
つ
い
て
は
活
動
報
告
に
て

し
く
書
き
ま
す
の
で
そ
ち
ら
を
参

し
て
く
だ
さ
い

時
間
的
に
は

時
に
出
す
予
定
で
す

そ
れ
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ま
た
次
回
に
お
会
い
し
ま
し

う

で
は
さ
よ
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う
な
ら
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第

話
 
伝
説
の
実
力

 
こ
ん
に
ち
は

者
様

投

す
る
人
が
予
想
よ
り
も

 

か

た
な

と
思

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

 
も
し
投

す
る
な
ら
今
日
と
明
日
の

後

時
ま
で

 
で
す
の
で
考
え
て
投

し
て
く
だ
さ
い

そ
れ
で
は

 
本
編
へ
ど
う

 
白

か
ら
飛
び
降
り
た
霊
夢
は
す
ぐ
さ
ま
に

 
霊
夢

こ
の

 
手
元
か
ら
何

か
の
お

を
鷺
麿
へ
向
か

て
投

し
た
が
あ
り
え
な
い
光
景
を
目
の
当
た
り

に
す
る
こ
と
と
な

た

 
シ

ン

 
投

た
お

全
て
が
真

黒
い
炎
で

え
る
と
鷺
麿
へ
当
た
る

前
で

と
な

た

そ
れ
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を
見
た
鷺
麿
は
気

ち
の
悪
い
笑
い
か
た
で

 
鷺
麿

ギ

ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
そ
の
程
度
の

が

 

に
通
用
す
る
と
思
う
か

 
霊
夢

嘘
で
し

 
悪
霊
や
妖
怪
の

な
ら
ば

は

的
だ

先
程
だ

て
鷺
麿
は

分
を
悪
霊
と
言

た

の
だ
か
ら

だ
が
そ
の

が

か
な
か

た

そ
の
理

に
つ
い
て
は
心
当
た
り
が
あ
る

ら
く
先
程

み
込
ん
だ
禍
々
し
い
オ

ラ
を
放
つ
玉
の
力
だ
ろ
う
と
思

た

 
す
る
と
晴
明
は
霊
夢
へ
と
近
づ
く
と

 
晴
明

霊
夢
さ
ん

 
霊
夢

何
よ

 
晴
明
は
霊
夢
の

に
五

を

く
と
霊
夢
の

は

の

様
で
光

く
が
す
ぐ
に
そ
れ
は

え
て
し
ま
う

 
晴
明

こ
れ
で
大

で
す
よ

 
霊
夢

何
に
も
変
わ

て
い
な
い
よ
う
な

 
霊
夢
は
首
を

て

に
言
う
と
理
久

は
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理
 

大

だ
晴
明
を
少
し
は

用
し
て
み
ろ

 
お
い
少
年

大

か

 
と
蓮
を
心

し
た
の
か
聞
い
て
く
る
と
蓮
は

ら

ら
と
お

つ
か
な
い

だ
が
理
久

に

 
蓮
 

な
ん
と
か

 
と

え
た

そ
れ
を
聞
い
た
理
久

は

リ
と
笑
う
と

 
理
 

そ
い
つ
は

だ

な
ら
こ
の
深
常
理
久

 
お
前
に

力
し
て
や
る
よ

 
蓮
 

蓮
あ
い
つ
に
は
き

ち
り
と
落
と
し
前
を
霊
夢
で
す
よ

 
つ
け
さ
せ
る
わ
よ

 
晴
明

の
子

が
明
る
い
道
を
歩
け
る
よ
う

も

力

 
し
ま
す
よ

 
そ
れ
を
聞
い
た
蓮
は

し
く
な

た

霊
夢
は

だ
が
そ
れ
に

え
て
伝
説
の
総
大
将
こ
と

理
久

と
伝
説
の
陰
陽

で
あ
り

分
の
ご
先
祖
様
の
晴
明
が

力
し
て
く
れ
る
な
ら
と
て
も

か
る
と
感

す
ら
し
た

 
蓮
 

霊
夢

晴
明
さ
ん
そ
れ
に
理
久

さ
ん
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理
久

は

に

刀
し
て
い
る

本
の
刀
を

か
ら
引
き

き
晴
明
は

を
構
え
霊
夢
は
お

い
棒
と
お

を
構
え
る

そ
れ
に
続
き
蓮
は

を

ら

ら
さ
せ
な
が
ら
も
神
楽
を
構
え
る

そ
し
て
先
程
か
ら

方
を
た
だ
見
て
い
る
鷺
麿
は

 
鷺
麿

貴
様
ら
が
ど
う
あ
が
こ
う
が

は

の
野
望
を

 
叶
え
る
の
み
だ

道
満
様
へ
の
忠
義
の
た
め

 
そ
う
言

た
そ
の
時

鷺
麿
は
式
神

の

⻤

王

と
書
か
れ
た

の

を
先
程

の
禍
々
し
い
玉
と

じ
よ
う
に

へ
と

れ
て

み
込
ん
だ

す
る
と
鷺
麿
の
体
に
変
化
が
訪
れ

る

々
に
人
の

を
無
く
し
て
い

て
い
く

体
は

の
よ
う
な

を

つ
手
に
体
は
ま
る

で

の
よ
う
な

ン

の
よ
う
な

そ
う
な

更
に

は
ま
る
で

か
の
よ
う

に
な
り

は

の
よ
う
な
狂

そ
う
な

し
か
も
強

な

の
中
に
は
鷺
麿
の

が
蓮
達
を

き
こ
む

 
鷺
麿

貴
様
ら
全
員
生
き
て
は
帰
せ
は
せ
ん

 

い
化
け
物
へ
と
変

し
た
鷺
麿
は

の

で

元
目

け
て

り
回
し

撃
を
仕

け
て
く

る 
理
 

け
ろ
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理
久

が
そ
う
い

た
時
全
員
は
そ
の
場
で
ジ

ン

を
し
て
今
の

撃
を

け
る

も
し

あ
れ
が
当
た

て
で
も
し
た
ら

と
は
さ
よ
な
ら
バ
イ
バ
イ
し
て
い
た
で
あ
ろ
う

 
蓮
 

続
き
で
す
鷺
麿

 
鷺
麿

か
せ
小
僧
が

 
蓮
は
真

向
か
ら
向
か
う
と
そ
れ
に
続
い
て
蓮
た
ち
の
反
対
方
向
に
い
る
理
久

も
刀
を
構
え

て
走
り
出
す

 
理
 

何
処
を
見
て
い
る

 
理
久

の
刀
が

り
下
ろ
さ
れ
た
時
鷺
麿
は
後
ろ
に
生
え
る

の
よ
う
な

で
理
久

の

撃
を
ガ

ド
す
る

そ
し
て
蓮
も
鷺
麿
の

目

け
て
刀
を

る
う
が

 
ガ
ギ
ン

 

に
生
え
て
い
る

大
な
大

で
神
楽
と
対

す
る

蓮
の
目
の
前
に
あ
る

よ
う
な

の

か
ら
鷺
麿
の

が

い
て
い
る
が
そ
の

の

元
が

む
と

 
鷺
麿

バ
カ
め

こ
れ
を
見
る
が
い
い

 
蓮
は
見
て
し
ま

た

鷺
麿
は
体
を

え
る

の
よ
う
な

つ
の

の
間

つ

つ
に

目
玉
が
ギ

ロ
リ
と

方
を

き
混
ん
で
い
る
の
を

り
の

界
も
確

で
き
る
た
め
相
手
と
し
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て
は
面
倒
く
さ
い
こ
と
は
確
か
だ

 
理
 

う

や
る
な

 
理
久

が
マ

ケ
な

を
あ

る
と

時
に
理
久

の

て
い
る

本
の
刀
が

を
上

て

先
か
ら

け
始
め
て
い
た
の
だ

ど
う
や
ら
鷺
麿
の
先

の

に
は

ど
の
物
を

か

す

が
仕
込
ま
れ
て
い
た
よ
う
だ

 
理
 

ち

 
後
退
し
た
理
久

は
刀
を
投

た
が
当
た
る

前
で
刀
が

け
て
し
ま
い
鷺
麿
へ
と

メ

ジ

は

ら
な
い

 
蓮
 
あ
ん
な
の
食
ら

た
ら
神
楽
が

け
ち

う
よ

 
と

蓮
は
戦
い
か
ら
意
識
を
そ
い
だ

間

鷺
麿
は
蓮
を
弾
き
返
し
た

 
蓮
 

ぐ
わ

 
弾
き
返
さ
れ
た
蓮
は

を
待

て
飛
ん
で
い
く
が

 
霊
夢

蓮

 
す
ぐ
さ
ま
霊
夢
が
蓮
を
受
け

め
て
地
面
に

を
着
け
さ
せ
る

 
蓮
 

あ
り
が
と
う
霊
夢
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霊
夢

い
い
か
ら
あ

ち
を
始

す
る
わ
よ

 
霊
夢
に
言
わ
れ
神
楽
を
構
え
る
と

い
化
け
物
へ
と
変

し
た
鷺
麿
は
恨
み
怒
り
を
込
め
た

で 
鷺
麿

貴
様
ら

何
を
無

を
た
た
く

ち

け
で

 

い
お
前
ら
に
は

の
な
い
こ
と
だ

思
い
も

 
何
も
か
も

の
な
い
こ
と
だ

 
蓮
 

そ
れ
は

う

ち

け
な
命
だ

て
命
を

 

や
す
ん
だ

死
ん
で

え

き
て
も
そ
の
意
思

 
や
思
い

記
憶
は

り
火
と
な

て

の
心
の

 
中
で

え
続
け
る
ん
だ

今

達
と
戦

て

 
く
れ
る
理
久

さ
ん
が

し
た

り
火
が
そ
う
だ

 
理
久

さ
ん
が

し
た

り
火
を

は

に

し

 
続
け
て
い
る
だ

だ
か
ら
ち

け
な
ん
か
じ

 
な
い

な
こ
と
な
ん
だ

 
鷺
麿
の

中
心
的
な
発
言
を
聞
い
た
蓮
は
怒
る
と

時
に

分
の
思
い
は

発
し
こ
の
思
い
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を

ば
ず
に
は
い
ら
れ
な
か

た

す
る
と
理
久

は
笑
い
な
が
ら

 
理
 

お
い
少
年

博
麗
の
巫
女

る
な
よ

 
蓮
 

え

 
霊
夢

今
の

て

 
理
 

晴
明

お
前
も
だ

 
晴
明

理
久

さ
ん

 
そ
う
言

た
時
理
久

は
歩
き
な
が
ら
何
か
ぶ
つ
ぶ
つ
と

え
始
め
た

す
る
と
理
久

か

ら
出
て
い
る
オ

ラ
の
よ
う
な
も
の
と
い
う
か
気
と
い
う
か
が
少
し
変
わ

た
感
じ
に
思
え
た

 
鷺
麿

何
だ

し
か

な
ら
貴
様
か
ら
死

理
久

 
鷺
麿
の
手
に
大

が
理
久

の

上
へ
と

る
わ
れ
る

 
晴
明

理
久

さ
ん

 
霊
夢

あ
ん
た

 
蓮
 

何
を
し
て

 
と

人
が

ん
だ
そ
の

間
一

で
大

は

き
つ
け
ら
れ
て

が
上
が
る

が

む
と
そ
こ
に
は
理
久

の

は
な
か

た
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蓮
 

理
久

さ
ん
が

い
や
あ
れ

て

 
蓮
が
言

た
そ
の
時
だ

た

 
グ
ジ

 
鷺
麿

ガ

 
大
絶

が

り
を
包
む

鷺
麿
の

元
を
見
る
と

つ
の

の
間

に
つ
い
て
い
る
目
の

つ
に
理
久

が

を
突

込
ん
で

て
目
を

し
て
い
た

 
鷺
麿

ぎ
ざ
ま

 
鷺
麿
は
体
を
動
か
し
て
理
久

を
弾
き
飛
ば
そ
う
と
し
た
が
そ
の
一

の
刹
那
で
理
久

は
ま

た

え
が

 
グ
ジ

 
鷺
麿

ぐ
ぎ

 
ま
た
理
久

は
現
れ

つ
目
を

て

し
た

 
理
 

さ

き
ま
で
の

勢
は
ど
う
し
た

を
殺
す

 
だ

た
よ
な

な
ら
殺

て
み
ろ
よ

 
鷺
麿

お
の
れ

お
の
れ
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そ
れ
を
見
て
い
た
蓮
は
理
久

だ
け
に

せ
れ
な
い
と
思
い
理
久

に
気
を
と
ら
れ
て
後
ろ
が

が
ら
空
き
な
所
に
向
か

て
蓮
は
走
り

 
蓮
 

で

 
ザ
シ

 
一
刀

断

そ
れ
が

合
う
程
の

り

で
鷺
麿
の

撃
す
る

の
中
で
最
も
危
険
で
あ
ろ

う

を

断
し
た

 
鷺
麿

が

 
蓮
 

理
久

さ
ん
ば

か
り
に
殺
ら
せ
る

に
は

 
い
き
ま
せ
ん

 

を
一
刀

断
し
た
蓮
は
す
ぐ
に
後
退
す
る

そ
し
て

り
の
目
玉
の

つ
に
は

 

ン

 

を

様
し
た
弾
幕
が
全
て

弾
し
目
玉
は

れ
最
後
の

つ
に
は

 
グ
ジ

 
陽

護
が
込
め
ら
れ
た
破
邪
の
矢
が
射
ら
れ
全
て
の
目
玉
が

れ
た

 
晴
明

本
当
に
怒
ら
せ
る
の
は
上
手
で
す
よ

理
久
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さ
ん
は

 
霊
夢

で
も
そ
れ
で
こ

ち
は

か

た
け
ど

 
全
て
の
目
玉
と

を

断
さ
れ
た
鷺
麿
は
怒
り

し
み
恨
み
と
い

た

で

 
鷺
麿

お
前
ら
は
い

た
い
ど
れ
だ
け

か
ら

え
ば

 
気
が

む
ん
だ

の
家
を
家
族
を

い

 

を

い
更
に
は

の
野
望
の
邪
魔
を
す
る
と

 
い
う
の
か

 
そ
れ
に
対
し
て
理
久

と
晴
明
は
少
し
キ
レ
た
の
か

 
理
 

知
る
か

ま
ず
て
め

の
親
が
悪
事
を

く

 
の
が
悪
い
ん
だ
ろ
う
が

 
晴
明

そ
れ
に
道
満
は
都
を
混
沌
へ
と

れ
よ
う
と
し
た

 
だ
か
ら

は

を
守
る
た
め
に

は
戦

た
だ
け

 
で
す

 

人
の
言

を
聞
い
た
鷺
麿
は

怒
に
ま
み
れ
た
激
情
で

 
鷺
麿

れ

れ

れ
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た
だ
た
だ
そ
の

分

手
な

中
心
的
な
考
え
は
聞
い
て
い
る
蓮
や
霊
夢
も

れ
を
通
り
越

し

き
込
ま
れ
て
最
悪
と
し
か
思
え
な
い

 
蓮
 

悪
⻤
神
楽

 
蓮
は
神
楽
を
構
え
刀

を
不
気

に
光
ら
せ
る
と
蓮
の

後
に

体
の
神
楽
の
分

が
現
れ

る

そ
の
分

体
は
す
ぐ
に
鷺
麿
を

さ
え
つ
け
る

 
鷺
麿

せ

が

 
そ
の

ン
ス
を
無

に
せ
ぬ
よ
う
に
霊
夢
は

し
ス

ル
カ

ド
を
構
え
る
と

 
霊
夢

霊

 
夢
想
封
印

 
霊
夢
の
ス

ル
が
発
動
す
る
と

つ
の
大
弾
幕
が
鷺
麿
の

中
に
生
え
る

に
風

を
開
け

た 
鷺
麿

く
が

い
い

に

せ

 
力

せ
に
神
楽
の
分

を

り

う
と
神
楽
の
分

は

え
て
な
く
な
る
が
い
つ
の
間
に
か
晴

明
は
空
で

を
構
え
理
久

は
地
上
で
鷺
麿
に
向
か

て
火

を
構
え
て
い
た

 
理
 

ぶ
ち
か
ま
せ

 
晴
明

破
邪
の
矢
よ
い
ぬ
け
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理
久

の
火

と
晴
明
の
破
邪
の
矢
が
そ
れ

れ
鷺
麿
の

に
当
た
る

理
久

の

弾
は

鷺
麿
の

の
よ
う
な

の

間
を

き
晴
明
の
破
邪
の
矢
は

の
中
に
あ
る
鷺
麿
の

へ
と
全

て
命
中
さ
せ
た

 
鷺
麿

貴
様
ら
は

 
だ
が
そ
れ
だ
け
で
は
終
わ
ら
な
い

そ
れ
だ
け
で
は
蓮
も
理
久

も
怒
り
が

ま
り
き
れ
な

い 
理
 

ま
だ
だ

真
仙
術
 
十
五
式
 
二
刀
断

斬

 
理
久

の

の

は
白
く
光
り
出
し

も

じ
よ
う
に
黒
い
オ

ラ
が
纏
わ
り
つ
く

そ
れ

は

大
な
手
刀
の

と
な
る
と
鷺
麿
の
大

と

を
千

た

 
鷺
麿

が

 

と

手
の
大

を
無
く
し
た
鷺
麿
は
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
地
面
へ
と
倒
れ
る
が
そ
こ
に
蓮
が

追
い
討
ち
を
か
け
る

 
蓮
 

こ
れ
は
仲
間
や

そ
し
て
霊
夢
を

つ
け
た

 
分

 
ザ
シ
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鷺
麿

あ
が

 
神
楽
で
斬
ら
れ
鷺
麿
は

し
む
が
そ
れ
だ
け
は
終
わ
ら
ず
斬

た

後
に
上
へ
と

す
る

と 
蓮
 

狗
神

神
楽

鈴

急
急

 
蓮
は

再
生
を
終
了
し
た
狗
神
と
鈴

そ
し
て
蓮
の

つ
刀
が
変
化
し
て
神
楽
が

を
現
す

と 
狗
神

こ
れ
ま
で
の
積
年
の
恨
み
だ

 
ド
ン

 
鷺
麿

が
は

 
狗
神
は
怒
り
の

槌
で
鷺
麿
の

を

々
に

く

そ
し
て
そ
こ
に
神
楽
が

の
刀
を

構
え
て

 
神
楽

こ
れ
は

の

人
を

つ
け
た
分

 
ザ
シ

 
鷺
麿

が

あ

 
神
楽
の
居
合
い
は
見
事
な
も
の
で
鷺
麿
の

へ
見
事
な
平
行

で
一

を
つ
け
る

そ
し
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て
そ
こ
へ

を
上

て
鈴

が
近
づ
く
と

 
鈴

晴
明
様
や
蓮
君
を
悲
し
ま
せ
た
分

 
バ
シ
ン

 
鷺
麿

あ
が

が
は

 
鈴

の
強
力
な

り
が
鷺
麿
の

を

く

人
の

が
終
わ
る
と
そ
こ
へ
霊
夢
が
お

い
棒
を

て

 
霊
夢

蓮
や
友
達
を

つ
け
た
痛
み
を
返
す
わ

 
バ
シ
ン

バ
シ
ン

バ
シ
ン

 
鷺
麿
の

面
に
お

い
棒
が
何
度
も
何
度
も
強

さ
せ
る

そ
う
し
て
い
く
と
理
久

が

い

た

間
か
ら
ヒ

が

て
い

た

そ
し
て
霊
夢
は
何
か
を

し
た
の
か
す
ぐ
に
後
ろ
へ
と
下

が
る
と

 
晴
明

ま
だ
で
す

龍
天

 
ボ
ロ
ボ
ロ
と
な

た
鷺
麿
に

の
式
神

が
投

さ
れ
た
と

時
に
そ
こ
か
ら

 

龍

ギ

 
目
を

わ
れ
る
程
の

し
さ
と

々
し
さ
を

つ
蒼
龍

龍
が
現
れ
る

龍
は
そ
の

を



 第 話 伝説の実力

開
き
先
程
霊
夢
が
風

を
開
け
た

を
全
て
む
し
り
と

た

 
鷺
麿

も

も
う

め
て
く
れ

 
あ
ま
り
の

に
鷺
麿
は

悲
を
か
け
て
く
れ
と

願
し
て
く
る
が
理
久

は
鷺
麿
へ
と
近
づ

く
と
鷺
麿
の

を
強
く

で

さ
え
る

そ
し
て
言

に
覇
気
を
纏
わ
せ
て

 
理
 

て
め

散
々
や

て
そ
の

か

ざ
け
る
も

 
大

に
し
ろ

お
前
に

願
し
た
奴
は

け
た
か

 
な
い
だ
ろ
や

て
た
ら
灼
熱
地
獄
に
は
落
ち

え

 
精
々

黒

地
獄
だ

だ
が
お
前
は
人
を

し

 
殺
し
続
け
た
そ
ん
な
奴
に
か
け
る

悲
な
ん
か
あ
る

 
わ
け

だ
ろ

 
鷺
麿

ま

ま
さ
か

を
ま
た
地
獄
へ

 
蓮
か
ら
見
て
も
分
か
る

鷺
麿
は

勢
を
無
く
し
理
久

に

え
て
い
た

そ
し
て
理
久

か

ら
判
決
が
下

た

 
理
 

安
心
し
ろ
て
め

に
地
獄
な
ん
て
生
ぬ
る
い

 
お
前
は
こ
こ
で

滅
さ
せ
て
や
る

度
と

に



 第八章 悪夢に来たりし幻想の王

 

れ
な
い
よ
う
に
跡

も
な
く
な

 
鷺
麿

や

や
だ

だ

 
理
 

ク
タ
バ
レ

 
理
久

が
手
を
か
ざ
し
た
と

時
に
鷺
麿
は

よ
う
に
な

て

を
無
く
し
て
い
き
や
が
て

と
な
る
と
そ
の

は
散

て
無
く
な

た

 
蓮
 

理
久

さ
ん

 
理
 

悪
か

た
な
こ
ん
な

い
戦
い
で

 
蓮
は
こ
の
時
理
久

は

も
が

が
る

め
を

し
て
く
れ
た
の
だ
と
思

た

も
し

分

だ

た
ら

処
で
許
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い

だ
が
理
久

は
鷺
麿
と
い
う

を

し

た

そ
れ
は

気
や
覚

が
い
る
事
で
も
あ
る
と
蓮
は
思

た

 
蓮
 

い
え

理
久

さ
ん
は

達
を
守

て
く
れ
た
ん

 
で
す
だ
か
ら
気
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い

 
霊
夢

そ
う
よ

あ
ん
た
は
さ

き
ま
で
の
テ
ン
シ

ン
で

 
い
な
さ
い
じ

な
い
と
久
々
に
会
う
あ
ん
た
の
仲
間

 
達
が
悲
し
む
わ
よ
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そ
れ
を
聞
い
た
時

理
久

は

で
笑

て

 
理
 

は

言

て
く
れ
る
な

 
晴
明

 
こ
う
し
て
蓮
達
の
夢
で
の
戦
い
は
幕
を
閉
じ
た
の
だ

た

 
は
い
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ま

言
う
こ
と
い
え
ば
番
外

と
い
う
か
外
伝

に
つ
い
て
の

く
の
説
明
で
す

 
玲
音
の
話
に
出
て
く
る
東
方
キ

ラ
は
紅
魔
館
の
住
人
達
が
出
て
き
ま
す

そ
し
て
当
時
の
玲

音
の
心
情
に
紅
魔
館
に
来
る
前
に
何
を
し
て
い
た
の
か
玲
音
の
本
当
の
能
力
な
ど
少
し
玲
音
の

秘

が
分
か
る
話
に
し
よ
う
と
か
と
思

て
い
ま
す

そ
し
て
オ
リ
キ

ラ
も
一

は

人
出

ま
す

そ
れ
は
確
実
で
す

 
次
に
晴
明
の
話
と
し
て
は
一

考
え
て
い
る

だ
と
東
方
キ

ラ
は

人
は
出
ま
す

ま

に
も
出
る
の
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
一

は

人
は
出
る

で
す

ま
だ
ど
う
な
る
か
が
分

か
り
ま
せ
ん
が

そ
し
て
当
時
の
晴
明
の

に

え
て
こ
の

品
の

人

の
式
神
達
も
出
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て
き
ま
す

狗
神
と
鈴

は
１
０
０

で
出
ま
す

神
楽
は

分
か
り
ま
せ
ん

 
と
い
う
こ
と
な
の
で
ま
だ
投

で
悩
ん
で
い
る
方
は

と
も
今
回
の
後
書
き
を
参
考
に
し
て

く
だ
さ
い

え

晴
明
の
物
語
に
出
る
東
方
キ

ラ
は

な
の
か

て

秘

と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す

で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

そ
れ
と
次
回
は
お
休
み
で
す

投

の
結

は
活
動
報
告
の
ア
ン
ケ

ト
の
と
こ
ろ
に
書
か
せ
て
頂
き
ま
す
の
で

了

下
さ

い

そ
れ
で
は
ま
た
次
回

そ
し
て
⻑

ご
め
ん
な
さ
い



 第 話 祝福の時間

 
第

話
 
祝
福
の
時
間

 
こ
ん
に
ち
は

者
様

タ
が

き
て
き
そ
う
で

い

 
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

の
東
方
小
説
は
何
処
ま
で

 
続
く
の
か
時
々
不
安
に
な
る
一
方
で

え
ま
す
よ

 
そ
れ
は
と
も
か
く
本
編
へ
ど
う

 
鷺
麿
を
討
伐
し
終
え

は
何
処
か
ら

て
き
た
の
か
酒
や
ら
つ
ま
み
や
ら
を

て
き
た

だ
が

 
蓮
 

が
何
に
も
し
な
い

 
霧
雨

あ

食

て
る
と

け
て
く
る

 
霊
夢

し
ま
い
に
は
お
酒
も
最

ン
ア
ル

ル

て

 
感
じ

 
そ
う

が
何
に
も
し
な
い

言

て
し
ま
え
ば

に
食
感
は
食
べ
物

は

無

の
何
か
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と
い

た
所
だ

 
晴
明

仕
方
あ
り
ま
せ
ん
よ
こ
こ
は
あ
く
ま
で
夢
の
世
界

 
現
実
世
界
と
は

て

つ
か
な
い
も
の
な
ん
で
す

 
霧
雨

ま
い

た

ち
き
し

う
め

 
霊
夢

夢
か
ら
覚
め
る
ま
で
お
わ
ず
け

 
蓮
 

う
ん

 
蓮
は

と

り
を
見
る
と
そ
こ
に
は
色
々
な
妖
怪
達
が
理
久

と
楽
し
そ
う
に
話
し
て
い
た

紫
や

も
そ
う
だ
が
幽
々
子
に
萃
香
は
た
ま
た
幽
香
に

と
い

た
妖
怪
達
が
笑

て
い
た

理

久

と
久
々
に
会
え
て

し
い
の
だ
ろ
う

 
蓮
 

楽
し
そ
う
だ

 
晴
明

こ
う
し
て
理
久

と
会
う
の
は

さ
ん
も

 
約
１
０
０
０
年
近
く
ぶ
り
で
す
か
ら
で
し

う

 
霊
夢

そ
う
い
え
ば
あ
ん
た
は
何
で
理
久

と
友
人
に

 
な

た
の

確
か
平
安
時
代

て
言

た
ら
妖
怪

 
と
人
間
な
ん
て
今
よ
り
も
対
立
し
て
た
わ
よ



 第 話 祝福の時間

 
霧
雨

言
わ
れ
て
み
る
と
確
か
に
陰
陽

と
妖
怪

て

 
言

ち
ま
え
ば
光
と

の
よ
う
な
関
係
だ
し
な

 
霊
夢
と
魔
理
沙
の

問
に
晴
明
は

笑
い
を
し
て

 
晴
明

昔
の

は
と
に
か
く

能
だ
け
で
生
き
て

 
き
ま
し
た

努
力
を
し
よ
う
と
せ
ず
た
だ
親
の

 
七
光
り
で

い
て

分
に

れ
て
い
た
だ
け

 
と
い
う
の
が
正
し
い
で
す
か

 
蓮
 

そ
う
な
ん
で
す
か

 
晴
明

え

し
か
も
当
時
の

は

つ
の
事
に
目
が

 
い
く
と

り
な
ん
て
見
え
て
も
い
な
か

た
ん

 
で
す
よ

 

り
が
見
え
て
い
な
い
と
い
う

語
を
聞
い
た
霊
夢
と
魔
理
沙
は

め
て
蓮
は
晴
明
の
子

だ

と
感
じ
た

蓮
の

つ
の
事
に
走

て
い
く
ス
タ
イ
ル
そ
の
ま
ま
だ
か
ら
だ

 
晴
明

そ
ん
な
折
で
し
た

は

布
を
す
ら
れ
て
食
堂

 
で

て
い
た
時
に
理
久

さ
ん
が

け
て
く
れ
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た
の
が
出
会
い
で
し
た

 
霧
雨

お
い
お
い
マ
ジ
か
よ

奴
が
平
安
の
都
に

 
い
た
の
か
よ

 
蓮
 

え

で
見
た
ん
だ
け
ど
そ
の
当
時

理
久

は

 
人
間
達
の
生
活
を
見
て
み
た
い
と
い
う
こ
と
で
都
に

 
三

貴
族
と
し
て
潜

し
て
い
た
み
た
い
だ
よ
魔
理

 
沙

 
霊
夢

何
で
も
あ
り

 
蓮
と
霊
夢
と
魔
理
沙
は
理
久

の
方
を
向
く
と
理
久

は
幽
香
と
何
か

を
し
て
い
る
の

か
幽
香
が
何
か

慢
し
て
い
る
の
が
見
て
分
か
る

 
晴
明

そ
れ
で
あ
る
事
件
の
後
に
理
久

が
妖
怪
と

 
分
か
り
ま
し
た
が

そ
の

と
い
う
か

 
そ
れ
で
結
局
退
治
で
き
な
か

た
ん
で
す
よ

 
霊
夢

へ

 
霧
雨

そ
の

て
何
だ
よ



 第 話 祝福の時間

 
晴
明

そ
れ
は

え

と

秘

を
通
さ
せ
て
頂
き

 
ま
す

 
晴
明
は
そ
れ

上
の
事
は
言
い
た
く
な
い
よ
う
だ

そ
れ

ど
ま
で
に
隠
し
て
お
き
た
い
事
な

の
だ
ろ
う

 
蓮
 

魔
理
沙

そ
れ

上
は

め
て
あ

な
よ

 
霧
雨

し

う
が

か

 
そ
し
て
晴
明
は
蓮
の
方
向
を
向
く
と

 
晴
明

蓮

鈴

の
事
は
お
願
い
し
ま
す

あ
の
子

 
は
貴
方
の

け
と
は
な

て
く
れ
ま
す
が
た
だ

 
少
し
危
な

か
し
い
所
も
あ
る
の
で
く
れ
ぐ
れ

 
も
気
を
つ
け
て
下
さ
い

 
蓮
 

分
か
り
ま
し
た

 
晴
明
か
ら
託
さ
れ
た
式
神

鈴

を

れ
て
こ
れ
で
よ
う
や
く

体
目
だ

だ
が
晴
明
の
い

う
危
な

か
し
い
と
い
う
言

が
す
ぐ
に
分
か
る
こ
と
と
な
る

 
狗
神

お
い
小
僧

こ
い
つ
何
と
か
し
て
く
れ
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神
楽

ア
ハ
ハ
ハ
ハ

 
狗
神
は

れ
た
か
の
よ
う
な

で
神
楽
に

て
は

笑
い
を
し
て
い
た

そ
の
原
因
は

 
鈴

狗
神
の
姉

神
楽

さ
ん

義
姉
妹
の
盃
を

 

わ
し
ま
し

う
よ

 
狗
神

だ
か
ら
姉

い
う
な

 
蓮
 

え

と

人
共
ど
う
し
て
こ
う
な

た
の

 
蓮
は
ど
う
し
て
こ
う
な

た
の
か
と
聞
く
と
神
楽
が
説
明
を
し
て
く
れ
る

 
神
楽

え

と

狗
神
さ
ん
の
戦
い
方
と
何
で
し
た

け

 
あ

義
に

れ
た
と
か
で

の
場
合
は
蓮

 
様
を

け
て
い
て
そ
こ
に

れ
た
と

 
霊
夢

道

 
霧
雨

な

よ
性
格
に

が
あ
る

て
事
か

 
魔
理
沙
が
ジ
ト
目
で
聞
く
と
晴
明
も

笑
い
を
し
て

 
晴
明

え

女

天
然
の
く
せ
し
て

か
ら
の

 

義
に
思
い
れ
が
あ
る
の
か

分
が
気
に

る



 第 話 祝福の時間

 
相
手
が
見
つ
か
る
と
す
ぐ
に

に
な
り
た
が

 
る

が
あ
り
ま
し
て

 
蓮
 

ど
ん
な

で
す
か
そ
れ

 
本
当
に
ど
ん
な

な
の
か
聞
き
た
く
な

て
し
ま
う

向
か

て
く
る
鈴

を
狗
神
は
鈴

の

に
手
を

い
て
近

ら
せ
な
い
よ
う
に
す
る

神
楽
の
場
合
は
た
だ

笑
い
す
る
し
か
出
来
な

か

た

そ
し
て
と
う
と
う
面
倒
く
さ
く
な

た
の
か

 
狗
神

だ

分
か

た

あ

ち
に
戻

た
ら

 
盃
で
も
何
で
も
や

て
や
る
か
ら
い
い

 
に

れ
ろ

 
鈴

本
当

や

た

 
狗
神

は

神
楽

お
前
も

力
し
て
く
れ

奴
の

 
相
手
は

れ
そ
う
だ

 
神
楽

え

と

ち

う
じ
ゆ

子

で
少
し
な
ら

 
流
石
は
刀
の
精
霊
だ
け
あ

て

子

と
出
た

狗
神
は
鈴

に

れ
る
が

 
狗
神

だ
か

め

え
奴
だ
よ

奴
は

行
く

神
楽
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神
楽

あ

は
い

そ
れ
で
は
蓮
様
ま
た
後
で

 
そ
う
言
う
と

人
は

流
も

め
て
ま
た
ア
ル

ル

分

の
な
い
酒
を

み
に
向
か

う 
晴
明

あ
の
子
と
来
た
ら

 
蓮
 

ハ
ハ
ハ
ハ

 
霊
夢

ま
た
濃
い
の
が
式
神
と
し
て
来
た
わ

 
霧
雨

本
当
に
キ

ラ
が
濃
す
ぎ
る
な

 
と

晴
明

外
の

人
は

笑
い
を
し
て
晴
明
は
こ
れ
か
ら
大

か
と
不
安
に
な
る

す

る
と

 
理
 

よ

 
と

理
久

が
笑

で

を
か
け
て
き
た
の
だ

た

 
今
回
そ
し
て
昨
日
の
第
零
章
と
共
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

や

て
み
る
と
た
ま
に
は

き
と
い
う
感
じ
で
し
た

そ
し
て
後

人
ぐ
ら
い
か
な

で
ま
た
お
気
に

り
１
０
０



 第 話 祝福の時間

に
な
る
の
で
玲
音
の
話
を

く
た
め
に
話
を
考
え
中
だ

た
り
し
ま
す

え

ま
さ
か
晴

明
の
話
も

急
で

た
の
か

て

ま

は
あ

て
ま
す
よ

大
ま
か
な

組
み

て
そ
の

分
に
物
語
と
い
う

け
し
て

品
を

て
い
ま
す
の
で
晴
明
の
話
の

時
間
は

確
か

時
間
だ

た
か
な

と
い
う
感
じ
で
し
た
の
で
お

と
こ
ん
な
下
ら
な
い
裏
話
も

め
に
し
ま
し

う
か

で
は

者
様
今
回
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ま
た
明
日
に
お

会
い
し
ま
し

う

で
は
サ
ラ

バ



 第八章 悪夢に来たりし幻想の王

 
第

話
 
本
来
の
性
格

 
こ
ん
に
ち
は

者
様

き
で

を
し
て
い
た
ら
一

し
て
い
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で

す

何

こ
う
な

た

ま

と
り
あ
え
ず
今
回
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
理
久

が
手
を
上

て
笑

で
楽
し
そ
う
に

を
し
て
く
る

そ
れ
に
気
が
つ
い
た
蓮
達

は 
晴
明

あ
ら
理
久

さ
ん

 
蓮
 

あ

理
久

さ
ん
ど
う
も

 
霧
雨

お

お

こ
れ
が
伝
説
の
妖
怪
か

 
霊
夢

紫
の

 
と

人
は
理
久

を
じ

と
見
る
と
理
久

は
笑

て

を

え
た
の
か

 
理
 

ハ
ハ
ハ

そ
ん
な
見
つ
め
ら
れ
る
と

れ
る

 
そ
の

に
つ
い
て
蓮
と
晴
明
は

て
し
ま
い
霊
夢
と
魔
理
沙
は
心
の
中
で
た
だ
一
言



 第 話 本来の性格

 

人
何
か

ラ
い

 
た
だ

ラ
い
男
と
し
て
認
識
し
て
し
ま
う

が
続
く
と
理
久

は

や

を
少
し
流
し

て 
理
 

な

な

何
か

ろ
う

 
霧
雨

何
か
想

と
だ
い
ぶ
か
け

れ
て
る
な

 
魔
理
沙
が
言
う
通
り
だ
い
ぶ
想

と
か
け

れ
て
い
る

想

だ
と
も

と

い
と
か

⻤
の

と
い
う

が
な
い

も
う
何
処
に
で
も
い
る

年
み
た
い
だ

 
理
 

え

何
処
が

 
霧
雨

い
や

り
や
す
い

て
言
う
か

 
霊
夢

さ

き
ま
で
と
は
大

い

 
戦
闘
の
ス
イ

が

た
時
の
理
久

と
比
べ
る
と
本
当
に

い
す
ぎ
る

先
程
の
カ
リ
ス

マ
は
何
処
へ
い

て
し
ま

た
の
か
と

人
は
思

て
い
た

 
理
 

ん

そ
ん
な
に

う
か

 
蓮
 

え

さ

き
と

て
話
し
や
す
い
で
す

 
理
 

あ

何
か
悪
い
な
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先
程
の

い
と
思
え
る
よ
う
な
言
動
だ
と
か
に
理
久

は

を
す
る

だ
が
蓮
か
ら
し
て
み

れ
ば

方
が
感

す
る
方
だ

 
蓮
 

い
え
い
え
そ
れ
だ
け

死
に

ら
の
た
め
に

 
戦

て
く
れ
た

て
事
じ

な
い
で
す
か

 
理
 

お
前
は
お
人

し
だ
な

 
蓮
 

そ
こ
が

の
⻑
所
で
す
か
ら

 
理
 

そ
う
か
い

 
理
久

に

分
の
⻑
所
を

め
ら
れ
て
蓮
は
少
し

れ
る

た
が
そ
う
言

て
く
れ
る
理
久

も
お
人

し
だ
な
と
蓮
は
思

た

す
る
と
何
を
思

た
の
か
霊
夢
が

 
霊
夢

そ
う
い
え
ば
あ
ん
た
地
獄
が
ど
う
の
と
か
言

て
た

 
わ
よ

あ
ん
た
今

地
獄
に
で
も
い
る
の

 
理
 

あ

あ

ま

そ
う
だ
な

 
一

理
久

の

が

た
か
の
よ
う
な

を
す
る

何
か
し
ら
秘

が
あ
る
と
蓮
は
思

た
が

 
霧
雨

へ

な
ら
先
人
さ
ま
の
意
見
と
し
て
地
獄
に
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落
ち
な
い
た
め
に
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
ご
教
授

 
を
頼
む

 
日
頃
か
ら

み
ば
か
り
し
て
い
る
た
め
か
地
獄
に
落
ち
な
い
方
法
を
聞
く

蓮
も
そ
れ
に
は
少

し
興

が
出
た

 
理
 

ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
理
久

は
何
が
面
白
い
の
か
笑
い
だ
し
た

蓮
達
は
少
し

ク

と

い
て
し
ま
う

そ
し
て

笑
い
が

ま
る
と
理
久

は
話
始
め
る

 
理
 

そ
う
だ
な

ま

言
え
る
こ
と
は
よ
こ
の
世
に
は

 

や

を

た
こ
と
の
な
い
奴
は
い
な
い

 

し
も
そ
れ
は
あ
る

だ
け
ど
よ
そ
の

と

と

 
ど
れ
だ
け
向
き
合
う
か
が
大

だ
な
後
は

 
ま

と
り
あ
え
ず
は

行
を
積
む
か

魔
の
説
教

 
を
聞
く
か
だ
な

 
蓮
 

あ

あ
の
説
教
を
で
す
か

 
霧
雨

え
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霊
夢

え

魔
の
説
教

て
そ
ん
な

が
あ

た

 
の

 
蓮
は
あ
れ
か
と

い
て
思
い
出
す
が
霊
夢
と
魔
理
沙
は

に
滅

そ
う
な

を
す

る

無
理
も
な
い
何

な
ら
数

間
前
に

日
程
の
説
教
を
幻
想
郷
の

魔
こ
と
四
季
映
姫
か
ら

受
け
て
い
る
か
ら
だ

 
理
 

あ

あ
る

し
か
も
映

魔

ら
が
説
教
し
て

 
く
れ
る
な
ん
て
ま
ず
な
い
か
ら
な
結
構
レ
ア
な
ん

 
だ

 
霊
夢

い
や
も
う
説
教
は
勘

し
て

 
霧
雨

も
も
う

り

り
だ

 
蓮
 

ア
ハ
ハ

こ
こ
だ
け
の
話
で
す
が

人
共

 
約

時
間
程
の
説
教
を
受
け
て
相
当
気
が

 
滅

た
み
た
い
で

 
理
久

に
蓮
は

人
に
何
が
あ

た
の
か
を
説
明
す
る
と
ま
た
理
久

は
楽
し
そ
う
に
笑

て



 第 話 本来の性格

 
理
 

ア
ハ
ハ
ハ
ハ

こ

ち
の
知
り
合
い
何
か
は

 

日
説
教
さ
れ
て
る
奴
が
い
る

 
蓮
 

え

 
霧
雨

嘘
だ
ろ

 
霊
夢

あ
ん
な
説
教
を
よ
く
そ
ん
な
に
こ
な
せ
る
わ

 
あ
の
説
教
を

日
受
け
れ
る
人
物
が
い
る
事
に

人
は

い
て
し
ま
う

時
に
何
時
も
そ

い
つ
は
何
を
し
て
い
る
の
か
と

問
に
思

て
し
ま
う

 
理
 

ま

本
人
も
満
更
で
も
な
く
楽
し
ん
で
い
る
と
は

 
思
う
け
ど

 
霧
雨

か
よ

 
理
 

さ

 
理
久

も
そ
の
人
物
が
マ
ゾ
か
と
ま
で
は
思

て
い
な
い
の
か

な
返
事
を
返
し
た

そ
う

し
て
話
を
し
て
い
る
と

 
紫
 

様
お
酒
を

て
き
た
わ
よ

 
紫
と

が

方
へ
と
歩
い
て
き
た

し
か
も
紫
に
限

て
は
普

は
見
せ
な
い
よ
う
な
満
面
の
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笑
み
で
だ

相
当

理
久

に
会
え
た
事
が

し
い
の
だ
ろ
う

 
理
 

お

す
ま
ん
な

 
理
久

は

の
な
い
酒
を
受
け

る
と
霊
夢
は
何
を
思

た
の
か

 
霊
夢

所
で
さ
紫
の

ず
か
し
い

ソ

ド

て
何
か

 
な
い

 
と

言

た
の
だ

そ
れ
に

ら
れ
て

 
霧
雨

お

面
白
そ
う
だ
な
教
え
ろ
よ

 
魔
理
沙
も

す
る

そ
れ
に
対
し
て
蓮
は
そ
れ
は
本
人
の
た
め
に
と
思
い

 
蓮
 

だ

目
だ

て

人
共

 

人
を

め
さ
せ
よ
う
と
す
る
が

人
は
そ
ん
な
の
お
構
い
な
し
に
理
久

に
目
を
キ
ラ
キ

ラ
さ
せ
る

 

 

お
前
ら
は

紫
様
に
そ
ん
な

ず
か
し
い
話
が

 
あ
る
と
思
う
か

 
 

 
紫
 

は

そ
う
よ

に
そ
ん
な

ず
か
し
い

 
ソ

ド
な
ん
て
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と

紫
が
言

た
そ
の
時

理
久

は
一

元
が

ん
だ
そ
の

間
に

 
理
 

あ
れ
れ

確
か
修
行
に
出

け
た
と
き
に

の

 
石
を
飛
び
越
え
て
い
て
見
事
に

を

ら
せ
て

 

に

イ

し
て

や
ら

や
ら
び
ち

び
ち

 
に
な

て

い
た
の
は

だ

た
け
か
な

 
紫
 

お

様

 
と

紫
の

ず
か
し
い
秘

を
ま
ず

つ

し
だ
し
た

そ
れ
を
聞
い
た
霊
夢
と
魔
理
沙

は
ク
ス
ク
ス
と
笑
い
始
め
た

 
理
 

し
か
も
そ
の
後

し

か
り
と
お
ん
ぶ
し
た
の

 
未
だ
に
お

え
て
い
る
け
ど
な

 
紫
 

本
当
に

め
て
お
願
い
だ
か
ら

 
理
 

そ
う
い
え
ば

子
に
な

て

い
時
に

 
夜
中
に
お

 
紫
 

様
そ
れ

上
は
言
わ
な
い
で
ち

う

 
だ
い
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と

紫
は
理
久

に

さ
れ
る
前
に
何
度
も
何
度
も

る

そ
う
す
る
こ
と
数
分
後

 
紫
 

は

は

 

れ
な
い
事
を
し
て
い
た
の
か
紫
は

を
あ

て
い
た

 
霊
夢

紫
の
過
去

て
意
外
に
面
白
い
わ

 
霧
雨

あ

本
当
だ

 
霊
夢
と
魔
理
沙
は
満
面
の
笑
み
で
物

く
満

し
た
と
蓮
か
ら
見
て
思
う
が

 
蓮
 

さ
ん

紫
さ
ん
の
カ
リ
ス
マ
が

 

 

あ

見
事
に
音
を
た
て
て
崩
れ
て
い
く
な

 
目
の
前
で
賢
者
の
知
ら
れ
ざ
る
秘

が

さ
れ
て
蓮
と
紫
の
従
者
で
あ
る

は
遠
い
目
で
見

て
し
ま
う

 
理
 

楽
し
か

た
こ
う
言

て
み
る
と
色
々
と

 
思
い
出
す
な

 
紫
 

様

は
全
然
面
白
く
な
い
わ
よ

そ
れ
に

 
変
な
事
は
思
い
出
さ
な
い
で
ち

う
だ
い

 
と

言

て
い
る
が
蓮
か
ら
見
る
と
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蓮
 
紫
さ
ん
の

散

い
性
格
の
大

は
理
久

さ
ん

 
に

て
い
る
ん
だ
な

 

本
人
の
秘

を
知

て
笑
う

が
そ
の
逆
の
立
場
と
な
る
と
こ
う
な
る
ん
だ
な
と
思
う
と

時
に
そ
う
い
う
所
は
理
久

に

て
い
る
と
思

た

 
理
 

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
理
久

は
楽
し
そ
う
に
笑

て
い
る
と
何
を
見
た
の
か
突
然
真
面
目
な

を
す
る
と

 
理
 

あ
り

り

も
う

別
れ
か

 
と
言
う
と
蓮
達
は
気
が
つ
く

分
達
の
体
が

々
に

と
な

て
上
空
へ
と
吸
い

ら
れ

て
い
る
こ
と
に

 
は
い
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

と
り
あ
え
ず
次
回
で
こ
の
章
も
ラ
ス
ト
か
な

と

い

た
感
じ
で
す

そ
れ
で
数
話
投
稿
し
た
ら
や

と

様
が
キ

ラ
と
し
て
も
し
く
は

タ

と
し
て
も
大

き
で
あ
ろ
う
キ

ラ
達
も
出
ま
す
よ

ま

言
わ
ず
と
知
れ
ず
の
風
神
録
と
い
う



 第八章 悪夢に来たりし幻想の王

奴
で
す

ど
う
な
る
か
は
お
楽
し
み
に
し
て
い
て
下
さ
い

で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す

ま
た
次
回
と
い
う
か
明
日
お
会
い
し
ま
し

う

で
は
サ

ウ

ラ



 第 話 別れは朝日と共に

 
第

話
 
別
れ
は
朝
日
と
共
に

 
こ
ん
ば
ん
わ

者
様

間
は
書

と
い
う
地
獄
を
登

て
い
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

遅

く
な
り
ま
し
た
が
本
編
へ
ど
う

 
理
久

と
晴
明
の

人

外
の
体
は
白
い

と
な

て
空
へ
と
吸

さ
れ
て
い

て
い
る

そ

れ
に
は
蓮
達
は

き

て
る

 
蓮
 

な

何
で
す
か
こ
れ
は

 
霊
夢

体
か
ら

 
霧
雨

お
い
お
い
ど
う
な

て
ん
だ
よ

 
そ
の

状
を
見
た
理
久

と
晴
明
は
真

な

で

 
晴
明

理
久

さ
ん

ど
う
や
ら

 
理
 

あ

別
れ
の
時
だ
な

 
そ
う
も
う
じ
き
鷺
麿
が

た
悪
夢
か
ら
目
覚
め
る
の
だ

そ
う
な
る
と
こ
の
場
に
蓮
達
の
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を

て
な
く
な
る

だ
が
こ
れ
に
対
し
て
紫
は
目
か
ら

を

か
ば
せ
て

 
紫
 

嘘

ま
だ
少
し
し
か
話
せ
て
な
い
わ

 

 

紫
様

 
紫
に
し
て
は

し
く
悲
し
い
の
か

を
地
面
に
つ
い
て

き
出
し
そ
う
に
な

て
し
ま

て
い

る

そ
れ
に

が
紫
の

中
を

る

す
る
と
理
久

は

 
理
 

な

ち

ん

を
呼
ん
で
く
れ
な
い
か

 
も
う
別
れ
る
な
ら

を
し
て
お
き
た
く
て
な

 

 

分
か
り
ま
し
た
紫
様
を
お
願
い
し
ま
す

 

が
理
久

に
向
か

て
会

を
す
る
と
蓮
は

に

 
蓮
 

も
手
伝
い
ま
す
よ

さ
ん

 

 

そ
れ
は

か
る
あ
り
が
と
う
な
蓮

 
霊
夢

も
手
伝
う
わ
よ
蓮

 
霧
雨

ま

も
や
り
ま
す
か

 
霊
夢
や
魔
理
沙
も
手
伝

て
く
れ
る
よ
う
だ

 
蓮
 

そ
れ
じ

行
こ
う



 第 話 別れは朝日と共に

 
そ
う
し
て
蓮
達
は
そ
れ

れ
散
会
し
て

を

集
さ
せ
る
の
だ

た

が

集
す
る
の
を
確

認
し
て

 
蓮
 

そ
れ
じ

行
き
ま
し

う

 

 

あ

 

は
理
久

の
方
へ
と
行
く
と
理
久

は
紫
の

を

で
て
い
る
の
を
見
た

紫
の

は
先
程

の

よ
り
ま
し
に
な

て
い
た

理
久

は

方
を
見
て
来
た
の
を
確
認
す
る
と
紫
の

か
ら
手

を

し
て
立
ち
上
が
り

 
理
 

お
前
ら
も
気
づ
い
て
い
る
と
は
思
う
が
も
う
じ
き

 
こ
の
夢
は
終
わ
り
お
前
ら
は
現
実
の
世
界
で
目
覚

 
め
る
だ
ろ
う

 
萃
香

ま
た

お
別
れ
な
ん
だ

 

 

せ

か
く
会
え
た
の
に

 
萃
香
や

の

は
少
し

き
そ
う
な

に
な

て
そ
う
言
い

 
幽
香

最
悪

ま
た

ち
逃

さ
れ
る
と
か

 
幽
香
に
限

て
は
先
程
の

で
負
け
た
の
か

し
そ
う
に
そ
う
言

て
い
た
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蓮
 
霊
夢
が
言

た
意

が
分
か
る
気
が
す
る

 
数

間
前
に
霊
夢
が
言

た

奴
を
怒
ら
せ
る
な
と
言

た
意

が
よ
う
や
く
分
か

た
気
が

し
た

す
る
と
幽
々
子
が

 
幽
 

理
久
兎
さ
ん

つ
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

貴
方
を

 
一
度
も
冥
界
で
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん

 
そ
れ
は
何

で
し

う
か

 
冥
界
は
本
来
地
獄
や

楽
へ
の

り

だ

だ
が
そ
こ
で
一
度
も
理
久

を
見
た
こ
と
が
な

い
と
い
う

そ
れ
に
つ
い
て
理
久

が

え
た
の
は

 
理
 

今
現

が
い
る
の
は
地
獄
の

地
だ

 
今
回
の
件
も
元
々
は

魔
か
ら
の

の

 
依
頼
で
地
獄
か
ら
逃

出
し
た
鷺
麿
を

 
始

し
に
来
た
ん
だ
よ

 
蓮
 

そ
う
だ

た
ん
で
す
か

 
理
 

あ

だ
か
ら
絶
対
に
冥
界
に
は
い
な
い

 
と

理
久
兎
が
言
う
と
紫
は
何
か
決
心
し
た
目
を
理
久

へ
向
け
て
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紫
 

な
ら

が

様
を

 
理
 

め
て
お
け
復
活
だ
と
か
そ
ん
な
事
を
考
え
る
な

 
て
め

ら
は
て
め

ら
の
今
を
生
き
ろ

過
去

 
に
す
が

て
た
ら
先
が
見
え
な
く
な
る

 
理
久
兎
の
話
を
聞
い
た
紫
は
た
だ

て
し
ま
う

そ
れ
ぐ
ら
い
に
理
久
兎
に
は
こ
ち
ら
に
来

て

し
い
の
だ
と
蓮
は
思

た

 
永

そ
れ
で
も

達
は

て
ば
か
り
な
の
よ

 
深
常
理
久
兎

 
妹
紅

あ

理
久
兎
さ
ん
に
は

け
て

て
ば
か
り

 
な
の
に
そ
れ
を
返
せ
な
い
の
も
な

 

夜

あ
の
時
も
そ
し
て
今
回
の
事
も

 
と

言
わ
れ
る
と
理
久
兎
は

れ
つ
つ
し

う
が
な
い
と
い
う

を
し
て

 
理
 

返
し
を
し
て

な
ら
よ

て
め

ら
の
一
生

 
を
平
和
に

ら
せ
そ
れ
が

へ
の

返
し
だ

 
霧
雨

お
前

見
た
感
じ

ラ
い
と
思

て
た
け
ど
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外

ラ
く
は
な
い
ん
だ
な

 
理
 

そ
う
だ
な

折

血
を
流
し
て
ま
で

た

 
楽
園
を
楽
し
ん
で

い
た
い
そ
れ
が

の
願
い

 
だ

た
か
ら
な

 
と
理
久
兎
達
が
そ
ん
な
話
を
し
て
い
る
間
に
も

の
下

は
と
う
に

え
失
せ
て
い
て
そ

れ
が

へ
と
近
づ
い
て
き
て
い
た

 
霊
夢

も
う
じ
き
夢
か
ら
目
覚
め
る
わ

 
理
 

晴
明

お
前
か
ら
言
う
こ
と
は
あ
る
か

 
理
久

が
晴
明
に
話
を

る
と
晴
明
は
首
を

に

て

 
晴
明

そ
う
で
す

は
伝
え
た
い
こ
と
は
も
う
伝
え
た

 
の
で
構
い
ま
せ
ん

 
理
 

そ
う
か

な
ら

か
ら
お
前
ら
に
向
け
て
最
後
に

 
言
い
た
い
事
が
あ
る

 
も
う
首
か
ら
下
へ
と

え
て
い

て
る

子
や
友
人
に
仲
間
そ
れ
ら
全
て
に

る
言

そ
れ

は
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理
 

ど
ん
な

が
あ
ろ
う
が
ど
ん
な

が
あ
ろ
う
が

 
突
き
進
め
そ
れ
が
お
前
ら
が
こ
れ
か
ら
も
続
け
る

 
旅
だ

だ
か
ら

紫
や

に
伝
え
た
い
言

は

 
た
だ

つ

良
い
旅
を

 
紫
 

様

 
紫
が
手
を

ば
し
理
久
兎
を

も
う
と
し
た

間
紫
は

い
や
そ
の
場
の
全
員
は
光
の

子

と
な

て
上
空
へ
と
飛
ん
で
い

た
の
だ

た

理
久
兎
は
上
へ
と
上
が

て
い
く
光
の

子
を

め
な
が
ら

 
理
 

じ

あ
な

 
と

理
久

は

い
た
が
こ
の
場
の
全
員
は
知
る
よ
し
も
な
か

た

 
朝
日
が

し
込
む
中
で
蓮
は
目
を
覚
ま
し
た

 
蓮
 

う

う

ん

は

 
飛
び
起
き
た
蓮
は

り
を
見

す
と
そ
こ
は

内
の
中
庭
で
下
に
は

座
が
敷
い
て
あ
り

に

は
霊
夢
や
魔
理
沙
と
い

た
先
程
ま
で
夢
に
い
た
メ
ン
バ

達
が

て
い
た
が

は
目
を

る

者
も
い
れ
ば
あ
く
び
し
な
が
ら

起
き
出
し
た
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霊
夢

う

夢
か
ら
帰

て
こ
れ
た

 
蓮
 

み
た
い
だ

 
蓮
は

ケ

ト
に
い
つ
の
間
に
か

て
い
た
式
神

鈴

を

め
な
が
ら
そ
う
い
う
と

 
霧
雨

あ

痛

 

 

目
覚
め
最
悪
で
す

 
萃
香

ん
と
そ
れ

 
と

は
各
々

い

を
し
て
起
き
出
す

そ
ん
な
中
で
蓮
は

と
紫
を
思
い
だ
し
紫
を
見
る

と 
紫
 

 
た
だ
空
を

め
目
か
ら

を

程
流
し
て
い
た
が
す
ぐ
に
そ
れ
を

て

 
紫
 

様

の
願
い
聞
き

れ
ま
し

う

 
と

言
う
と

笑
み
な
が
ら

く

 
蓮
 

理
久

さ
ん
か

こ
よ
か

た

 
霊
夢

何
言

て
ん
の

か
ら
し
た
ら
あ
ん
た
が
一
番

 
格

良
か

た
わ
よ

そ
れ
と
あ
り
が
と
う
蓮
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そ
う
言
い
霊
夢
は
蓮
の

に

く
だ
が
キ
ス
を
し
た

そ
れ
に
は
蓮
も

を

く
し
た

 
蓮
 

あ

う

う
ん

 
霊
夢

 
だ
が

れ
て
は
な
ら
な
い

今
現

こ
こ
は

が
見
て
い
る
と
い
う
こ
と
を

 

 

あ
や
や
や
あ
の

人
が
そ
ん
な
関
係
発

し
て

 
い
た
と
は

 
霧
雨

お

お

朝
か
ら

い
な

 
妖
夢

き
き
き
き

す

 
霊
夢

ち

う
わ
よ

あ
れ
よ

ミ
が
つ
い
て

 
た
か
ら
よ

 
と
霊
夢
は

ず
か
し
が
り
な
が
ら

魔
化
す

だ
が

ず
か
し
な
が
ら
も
そ
の
笑

を
み
せ

る

蓮
は
そ
れ
を
見
た
だ
け
で
満

だ

た

 
蓮
 

ハ
ハ
ハ

を

え
て
良
か

た

理
久

 
さ
ん

か
ら
し
た
ら
貴
方
が
一
番
格

良
か

 

た
で
す
よ
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と
蓮
は

空
の

方
に
む
か

て

れ
を

き
つ
つ
た
だ
そ
う

く
の
だ

た

だ
が
蓮
達

が
わ
い
わ
い
と
し
て
い
る
一
方
で
あ
る

本
の

の

か
ら
そ
の
光
景
を

く
者
が
い
た

 

 

全
員
復
帰
か

本
当
に
や
り
や
が

た
な

 
ま

あ
の
オ

が
壊
さ
れ
る
の
だ
け
は

 
勘

し
て
欲
し
い
も
の
だ
が
な

 
そ
の
人
物
は

い
目

き
で

り
を
見

し
て
い
る
が
た
だ
一

魔
理
沙
の
方
を
見
て
そ
う

い
て
い
た

 

 

精
々

を
楽
し
ま
せ
ろ
よ

く
く
ハ
ハ
ハ

 
そ
う
し
て
そ
の
得
体
の
知
れ
な
い
人
物
は

分
の

へ
と
共
に

え
る
の
だ

た

 
怠
惰

は
い
今
回
か
ら
ま
た
こ
の

だ
よ

 
狗
神

や
れ
や
れ

や

と
帰

て
こ
れ
た

 
鈴

そ
し
て
新
メ
ン
バ

は

だ



 第 話 別れは朝日と共に

 
神
楽

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
鈴

さ
ん

 
鈴

う
ん
よ
ろ
し
く

 
神
楽

ま
た
う
る
さ
い
の
が
増
え
た
な

 
怠
惰

ま

ま

さ
て
さ
て
新
メ
ン
バ

を

え
た

 
け
ど

念
な
事
に
ま
た
あ

ち
を
投
稿
す
る

 
か
ら
お
休
み
で
す

 
鈴

え

 
狗
神

れ
て
面
倒

か

た
か
ら

度
い
い

 
怠
惰

そ
れ
は
良
か

た
よ

と
り
あ
え
ず
は
ま

 
ま
た
休
み
だ
か
ら
よ
ろ
し
く

て
事
で

 
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
神
楽

次
回
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

 
狗
神

そ
れ
じ

見
て
く
れ
た

者
様

 
鈴

さ
よ
な
ら
だ
よ
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第

話
 
義
姉
妹
の
盃

 
こ
ん
ば
ん
わ

者
様

後
数
日
で

月
が
終
わ
る
な
と
少
し

し
く
な

て
い
る
怠
惰
の
ク

ソ
悪
魔
で
す

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
鷺
麿
が
起
こ
し
た
異
変
か
ら
翌
日
博
麗
神
社
に
は
何
時
も
の
日
常
が
戻
り
つ
つ
あ

た
の
だ

が 
霊
夢

な

な
な
な
な
な
な
な
な
は

 
居
間
で
霊
夢
が
何
か
を
見
つ
め

ぶ
の
を

慢
し
て
い
た

そ
れ
を
見
た
蓮
は
な
に
を
見
て
い

る
の
か
と
気
に
な
り

 
蓮
 

ど
う
し
た
の
霊
夢

 
と

聞
い
て
霊
夢
が
見
て
い
る
物
を
確
認
す
る
と
そ
れ
は
新
聞
だ

た

 
霊
夢

え

蓮
こ
れ
を
見
て
よ

 
蓮
 

ん

ど
れ
ど
れ
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霊
夢
に

さ
れ
蓮
は
新
聞
を

ん
で
み
る
と

 
特
集

妖
怪
総
大
将
深
常
理
久

狂
夢
異
変
に
現
る

 
と
特
大
の
記
事
で
そ
う
書
か
れ
て
い
た

よ
く
見
て
み
る
と
そ
れ
は

が

て
い
る

々

新
聞
だ

た

 
蓮
 

こ
れ
の
何
処
に

い
た
の

 
霊
夢

蓮

裏
を
見
て
み
て

 
蓮
 

え

 
蓮
は
言
わ
れ
た
通
り
新
聞
の
裏

を
見
る
と
そ
こ
に
は
大
き
な

で

 

華
特
集
ス

シ

ル

博
麗
の
巫
女
に

人
あ
り

 
蓮
 

ぶ

 
こ
れ
に
は
蓮
も

大
に
吹
き
出
し
た

し
か
も
内
容
が

 
博
麗
の
巫
女
に
何
と

人
が
い
る
こ
と
を
発
覚

お
相
手
は
人
里
で
臨
時

を
し
て
い
る

さ
ん
で
す

こ
う
し
て
見
て
い
る
と

情
な

女
だ
と

め
て
再
認
識
し
ま
す

こ
れ
か
ら

こ
の

人
が
ど
う
発

し
て
い
く
の
か
と
て
も
興

が
あ
り
ま
す

人
の

人
に
さ
さ
や
か

な

を
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と
ん
で
も
な
い
事
が
書
か
れ
て
い
た

と
い

て
も
霊
夢
が

の
前
で
キ
ス
を
し
た
の
が

ど

の
原
因
な
の
だ
が

 
蓮
 

に
バ
レ
ち

た

 
霊
夢

あ
の

天
狗
が

次
に
会

た
ら
絶
対
に
焼
き

 
鳥
に
し
て
や
る
わ

 
蓮
は
霊
夢
の

が

よ
り
も

い

と
な

て
い
る
の
を
見
て
し
ま

た

今
回
の
事
は
相

当

に
来
た
の
だ
ろ
う

 
蓮
 

ま

ま

そ
の

に

 
と

蓮
が
言

た
と
き
だ

た

 
鈴

へ

今
の
時
代

て
こ
う
や

て
情
報
を

 
伝
達
し
た
り
し
て
い
る
ん
だ

 
蓮
 

す

鈴

 
い
つ
の
間
に
か
鈴

が
蓮
と
霊
夢
の

後
に
立

て
い
た

し
か
も
蓮
は
鈴

を

し
て
い

な
い

 
鈴

蓮
く
ん
狗
神
の
姉

と
神
楽

さ
ん
を
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呼
ん
で
く
れ
な
い
か
な

 
霊
夢

あ
ん
た
本
当
に
す
る
の

 
鈴

そ
れ
は
も
う

わ
し
て
く
れ
る

て
言

て

 
く
れ
た
か
ら

 
鷺
麿
と
の
戦
い
の
後
鈴

は
狗
神
と
神
楽
に
義
姉
妹
の
盃
を

し
て
い
た
の
だ
が
蓮
と
霊

夢
は
鈴

が
そ
れ
を

れ
て
い
る
か
と
思

た
が
そ
ん
な
事
は
な
か

た

 
蓮
 

ま

い

か

神
楽
を

て
く
る
か
ら

 
待

て
て

 
そ
う
言
い
蓮
は

室
へ
と
向
か
い
神
楽
を
手
に

つ
と
ま
た
居
間
へ
と
向
か
う

 
蓮
 

そ
れ
じ

狗
神

神
楽

 
狗
神
の
式
神

を
投

神
楽
を

か
ら
少
し
引
き

く
と

居
間
に
狗
神
人

と
神
楽
が

現
れ
る

 
狗
神

ん

な
ん
だ
戦
闘
じ

な
い

 
神
楽

え

と
鈴

さ
ん
が
い
る

て
事
は

 
鈴

う
ん

盃
を

わ
し
て
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狗
神
は
ひ
き
つ

た

を
し
て
神
楽
は

笑
い
を
し
て
い
た

人
も
鈴

が
し

か
り
覚

え
て
い
る
と
は
思

て
い
な
か

た
よ
う
だ

 
鈴

そ
れ
じ

わ
し
て
く
れ
る
よ

 
狗
神

お

お
い
待
て

よ
り
に
も
よ

て
何
で

ら

 
な
ん
だ
よ

 
鈴

そ
れ
前
に
話
し
た
じ

ん

 
そ
の
言

を
聞
い
た
蓮
は
言
わ
れ
て
み
る
と
鈴

が

れ
た
理

を
神
楽
が
話
し
て
い
た
な
と

思
い
出
し
た

 
蓮
 

確
か
義
理
だ
と
か
に

れ
た
ん
だ

た
よ

 
鈴

う
ん

 
霊
夢

ま

狗
神

て
言
わ
れ
て
み
る
と
世
話

き
よ

 
狗
神

う

う

せ

 

ず
か
し
い
の
か
狗
神
の

は

く
な

て
い
た

そ
ん
な
狗
神
に
神
楽
が
な
だ
め
さ
せ
る

 
神
楽

え

と

鈴

さ
ん
こ
こ
だ
け
の
話

が

 
一
番
年
下
だ
と
思
う
の
で
す
が
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蓮
 

言
わ
れ
て
み
る
と
神
楽

て

時
代

り

 
神
楽

え

と

と
い
う
の
は
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
が

 
武
士
が
い
た
の
は
覚
え
て
い
る
ん
で
す
け
ど

 
つ
ま
り
そ
れ
を
考
え
る
と
狗
神
と
鈴

は
平
安
時
代
の
た
め

い
年
ぐ
ら
い
で
そ
の
後
の
時
代

で
あ
る

時
代

降
ぐ
ら
い
に
生
ま
れ
た
神
楽
が
一
番
年
下
と
い
う
こ
と
に
な
る

 
鈴

大

年

な
ん
て
関
係
な
い
し

そ
れ
に

 

お
姉
ち

ん
欲
し
か

た
し

 
蓮
 

え

と
晴
明
さ
ん
の
所
の
式
神
達
と
は
や
ら
な

 
か

た
の

 
鈴

う

ん
昔
に
頼
ん
だ
ん
だ
け
ど

 
鈴

が
頼
ん
だ
と
き
の

の
反

は

 

い
や
よ

晴
明

外
に
興

な
い
か
ら

 
白

断
り
ま
す

 

武

す
ま
ぬ
が
断
ろ
う
か
の
う

 

龍

何

様
に
兄
妹
を
し
ろ
と

い
い
だ
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鈴

龍
君
は
い
い
や

 

龍

お
い

 
と
言

た
感
じ
で
盃
を
す
る
こ
と
が
出
来
な
か

た
よ
う
だ

話
を
聞
い
て
い
る
と

が

レ

で
白

は
真
面
目
で

武
は
お

ち

ん
で

龍
は

ル
シ
ス
ト
の
よ
う
だ

 
霊
夢

聞
い
て
る
と
録
な
の
い
な
い
わ

 
蓮
 

そ
う
だ

 
神
楽

い
や
そ
こ
な
ん
で
す
か

明
ら
か
に

達
よ
り

 
キ

ラ
が
濃
い
で
す
よ

で
言
う
所
の

 
ま

た
ぐ
ら
い
に
濃
い
で
す
よ

 
狗
神

あ

奴

何
で
そ
ん
な

中
ば

か
り
式
神

 
に
し
た
ん
だ

本
当
に
そ
こ
は
謎
だ

 
と

言

て
い
る
が
鈴

は
目
を
キ
ラ
キ
ラ
と
さ
せ
な
が
ら

 
鈴

狗
神
の
姉

に
神
楽

さ
ん
や
り
ま
し

う
よ

 
鈴

は

を
下

て
頼
み
込
ん
で
く
る

狗
神
は
た
め

を

き
な
が
ら

 
狗
神

た
く
し

う
が

な

お
い

娘

盃
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つ

ど
用
意
し
て
く
れ

か

 
霊
夢

が

娘
だ

が

 
神
楽

霊
夢
様
す
い
ま
せ
ん
が
お
願
い
し
ま
す
後

 

は

子

で
お
願
い
し
ま
す

 
霊
夢

あ

も
う
分
か

た
わ
よ
待

て
な
さ
い

 
蓮
 

あ

は

子

て
く
る

 
そ
う
言
い
霊
夢
は
盃
を

つ
と
日
本
酒
を
蓮
は

子

を

て
く
る
と
そ
れ
ら
に
酒
を
注

ぎ

り
の

つ
に

子

を

ん
の
少
し
注
ぐ

 
霊
夢

ら
こ
れ
で
い
い
で
し

 
と

霊
夢
が
言
う
と
狗
神

神
楽

鈴

は
そ
れ

れ
そ
れ
を
手
に

つ
と

 
鈴

あ
り
が
と
う

 
神
楽

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
狗
神

あ
ん
が
と
よ

 

人
は
盃
を

す
と

 
狗
神

そ
ん
じ

今
日
か
ら

ら
は
義
姉
妹
だ
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神
楽

や
種
族
は

え
ど
も

 
鈴

人
の
蓮
く
ん
に

力

く
す
の
み

 
そ
う
言
う
と

人
は
盃
に

て
い
る
酒
や

子

を

む

こ
う
し
て

人
は
義
姉
妹
と

な
る
の
だ

た
が

 
蓮
 

何
で
だ
ろ
三

み
た
い
だ

 
霊
夢

よ
く

は
中

に
つ
い
て
は
知
ら
な
い
か
ら

 
あ
ま
り
言
え
な
い
わ

 
と

た
だ
そ
う

い
て

人
の

を

め
る
の
だ

た

 
怠
惰

は
い
今
回
は
あ
り
か
ど
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
晴
明

人
が
い
な
い
か
ら

は
臨
時

 
怠
惰

は
い
は
い
そ
う
い
え
ば
第
零
章
は
ど
う
よ

 
晴
明

ど
う
と
言
わ
れ
て
も

 
怠
惰

あ

そ
れ
と
第
零
章
は
最
後
ま
で
見
る
と
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晴
明

見
る
と

 
怠
惰

そ
こ
は
秘

で
す

 
晴
明

何
で
よ

 
怠
惰

タ
バ
レ
の
回

 
晴
明

ま

た
く
貴
方
は

 
怠
惰

ハ
ハ
ハ

と
り
あ
え
ず
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
晴
明

聞
い
て
お
い
て
そ
れ
で
す
か

 
怠
惰

そ
れ
で
は

者
様

ま
た

 
晴
明

終
わ
ら
せ
ら
れ
た

 
怠
惰

ば
い
ば
ち

 
晴
明

ち
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第

話
 
突
然
の
来
訪
者

 
鷺
麿
が
起
こ
し
た
狂
夢
異
変
か
ら
数
日
が
経
過
し
気
分
転

に
空
中
を
散
歩
し
て
い
て
い
た

実
は
寺
子
屋
は
今
は
お
休
み
だ

ま
だ

音
先
生
も
本

子
で
は
な
い
た
め
し
ば
ら
く
寺
子
屋
は

お
休
み
に
な

て
い
た
め
蓮
は
空
を

わ

わ
と
飛
ん
で
散
歩
し
て
い
た

 
蓮
 

も
う
飛
ぶ
の
も
な
れ
た
な

 
飛
び
な
が
ら
幻
想
郷
に
来
た
時
の
事
を
思
い
出
す

霊
夢
や
魔
理
沙
の
お
陰
で
今
こ
う
し
て

分
が
空
を
飛
ん
で
い
る
ん
だ
な
と

過
去
に

て
い
る
と

 

 

よ

蓮
じ

な
い
か

 

を
か
け
れ
蓮
は

り
を
キ

ロ
キ

ロ
と
見

す
と
数
メ

ト
ル
先
で
魔
理
沙
が
手
を

て
い
た

魔
理
沙
が
近
づ
い
て
く
る
と

 
蓮
 

あ
れ

魔
理
沙
は
何
し
に

 
霧
雨

神
社
に
遊
び
に
行
く
ん
だ

 
そ
れ
を
聞
い
た
蓮
は

た
物
の

つ
を
思
い
出
し
た

 
蓮
 

そ
う
だ
良
け
れ
ば

食
べ
て
く

ま
だ

て
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い
た
は
ず
だ
か
ら

 
霧
雨

お

蓮
は

だ
な

お
前
の

女

 
さ
ん
に
は
見

て

い
た
も
ん
だ

 
蓮
 

そ
れ
を
霊
夢
に
言

た
ら
怒
ら
れ
る
か
ら

 
魔
理
沙

 
そ
ん
な
話
を
し
な
が
ら
蓮
と
魔
理
沙
は
博
麗
神
社
へ
と
向
か
う

そ
し
て
博
麗
神
社
が
見
え
て

く
る
と
蓮
と
魔
理
沙
は
博
麗
神
社
へ
と
降
り
立

た

す
る
と

内
に
霊
夢
が
い
た
の
だ
が

 
霧
雨

よ
お

 
何

か
霊
夢
は
蓮
と
魔
理
沙
の

を
通
り
す
ぎ
て
吹

飛
ば
さ
れ
て
い
た

す
ぐ
に
蓮
と
魔
理

沙
は
霊
夢
が
飛
ば
さ
れ
た
後
ろ
に
目
を
や
る
と
霊
夢
は
受
け

を
と

て
体

を
立
て

し
て
い

た 

 

も
う
一
度
か
か

て
き
な
さ
い

 
蓮
 

え

 
聞
い
た
こ
と
の
あ
る

が
聞
こ
え

り
向
く
の
を

め
て
前
を
見
る
と
そ
こ
に
は
扇
子
を

た
紫
が
立

て
い
た



 第八章 悪夢に来たりし幻想の王

 
紫
 

そ
の
程
度
じ

う
ち
の
式
の
方
が
よ

ど

 
強
い
わ
よ

 
霊
夢

た
く
何
で
こ
ん
な
事
を
し
な
き

な
ら

 
な
い
の
よ

 

痴
を
言
い
つ
つ

の

を

し
な
が
ら
蓮
達
の
元
に
歩
い
て
く
る
と

 
霧
雨

面
白
そ
う
な
事
を
し
て
ん
じ

な
い
か

 
蓮
も
そ
う
思
わ
な
い
か

 
蓮
 

い
や
面
白
そ
う

て

ま

何
し
て
い
る

 
の
か
興

は
あ
る
け
ど

 
霊
夢

言

と
く
け
ど
面
白
く
も
何
と
も
な
い
わ
よ

 

リ
と
笑
う
紫
の
か
ら
数
メ

ト
ル

れ
て
霊
夢
が
立
つ
と
手
を
合
わ
せ
て
呪

の
よ
う
な

こ
と
を

し
始
め
た

 
霧
雨

そ
ん
じ

も
こ
う
し
た
ら
面
白
く
な
り

 
そ
う
だ

 
蓮
 

そ
れ
で
面
白
く
な
る
の
か
な
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霊
夢
の
隣
に
立
つ
と
何

か
魔
理
沙
も
合

の
構
え
を

る

だ
が
霊
夢
は
お

い
棒
を
構
え

て
行
動
を
起
こ
し
た

 
霊
夢

あ
ま
の
い
わ
と
わ
け
の
み
こ
と

天
石
門
別
命

 
そ
の
言

と
共
に

分
達

元
の
地
面
に
大

が
開
く

 
蓮
 

う
わ

 
霧
雨

あ
ぶ

 
蓮
は
す
ぐ
に
空
を
飛
び
魔
理
沙
は
手
に

つ

に

が
り
空
を
飛
ぶ

霊
夢
に
限

て
は

わ

わ
と
飛
ん
で
い
た

 
紫
 

中
々

だ
け
ど

 
紫
が
扇
子
を
閉
じ
た
と

時
に
霊
夢
が
開
け
た

が

々
に
塞
が

て
い
く

紫
は
そ
の
塞

が

て
い
く

に

る
と

時
に

が

え
る
が

 
紫
 

こ
れ
は

い
幻
覚

 

つ
り
と
聞
こ
え
る
と

り
に

け
さ
が
戻

た

蓮
と
魔
理
沙
は
地
上
に
降
り
る
と

 
霧
雨

お
い
お
い
紫
は
何
し
に
来
た
ん
だ
よ

 
霊
夢

何
か

稽
古
を
つ
け
て
あ

る
わ

と
か
言
い
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出
し
て
い
き
な
り
襲
い
か
か

て
来
た
の
よ

 
蓮
 

霊
夢
が
何
か
し
た
ん
じ

な
く
て

 
だ
い
た
い
は
霊
夢
が
無

別
に
妖
怪
や
ら
神
を
退
治
し
て
回
る
た
め
念
の
た
め
に
と
聞
く
と

 
霊
夢

そ
ん
な

な
い
で
し

 
そ
ん
な
会
話
を
し
つ
つ

人
は
神
社
の
縁

へ
と
向
か
い
蓮
は
お

と

を

り
分
け
て

そ
れ

れ

る

 
蓮
 

に
し
て
も
ま
さ
か
霊
夢
が
稽
古
す
る
と
は

 
霊
夢

紫
が

巫
女
を
し
て
い
る
ん
だ
か
ら
将
来
に

 
備
え
て
神
様
に
力
を

り
る
方
法
を

に
つ

 
け
な
さ
い

て
い
わ
れ
て

 
霧
雨

本
当
に
意
外
だ

し
か
し
よ
巫
女
を
こ
れ

上

 
強
く
し
て
紫
や
ら
の
妖
怪
達
が
逆
に

し
く
な
る

 
だ
け
だ
と
思
う
ん
だ
け
ど
な

 
魔
理
沙
の
言
う
通
り
だ

こ
れ

上
霊
夢
が
強
く
な
る
と
い

た
い
ど
ん
な
事
に
な
る
の
か
が

分
か
ら
な
い

下
手
す
れ
ば
幻
想
郷
の
妖
怪
を
全
員
退
治
と
か
言
い
そ
う
で

い
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霊
夢

ま

ど
う
せ
紫
の
気

れ
で
し

き

と

 
妖
怪
も
暇
な
ん
で
し

 
霧
雨

そ
う
い
う
も
ん
か

 
霊
夢

た
だ
妙
に
こ
こ
最
近
の
紫
は
様
子
が
お
か
し
い

 
と
い
う
か
何
と
い
う
か
変
な
の
よ

何
か

 

ん
で
い
る
よ
う
に
し
か
思
え
な
い
わ

 
蓮
 

そ
れ

て
何
時
も
の
勘

 
霊
夢

ま

そ
ん
な
所

 
霊
夢
の
勘
は
よ
く
当
た
る

ら
く
と
い

て
も
良
い

ど
に
紫
は
何
か
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

と
思

て
し
ま
う

 
霧
雨

し
か
し
よ

あ
れ

て
神
様
の
力
な
ん
だ
よ
な

 

も
巫
女
に
な
ろ
う
か
な

 
蓮
 

い
や

ど
う
な
ん
だ
ろ
う

 
霊
夢

は

本
当

の

り
に
は
厄
介
事
し
か

 
な
い
わ
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蓮
 

そ
れ
は
霊
夢
が
言

た
ら
終
わ
り
だ

て

 
そ
ん
な
会
話
を
し
て
い
る
と
や
が
て

れ
時
と
な
り
魔
理
沙
は
魔
法
の

へ
と
帰

て
い
き

蓮
は
霊
夢
の
修
行
す
る
風
景
を
見
な
が
ら

も
特
訓
す
る

そ
ん
な
こ
ん
な
で
ま
た
数
時
間
が

過
ぎ
て

時
ぐ
ら
い
の
時

と
な
る

 
蓮
 

霊
夢
そ
ろ
そ
ろ
ご

に
よ
う

 
霊
夢

そ
う

 
神
楽
を

に

い
で
霊
夢
に
言
う
と
意
見
に

定
す
る
が

 
霊
夢

何
か
面
倒
ご
と
に

き
込
ま
れ
そ
う
な

 
予
感
が
す
る
わ
準
備
は
し
て
お
い
た
方
が

 
良
さ
そ
う
な
気
が
す
る
わ

 
蓮
 

え

 
霊
夢
は

勘
的
に
言
う
と
蓮
は

を
ひ
き
つ
ら
せ
た

だ
が
そ
ん
な
時
だ

た

 
ガ
サ

 
霊
夢

 
蓮
 

妖
怪
か
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後
の

む
ら
が
不

然
に

れ
た

す
ぐ
さ
ま
何
時
で
も
神
楽
を

け
る
よ
う
に
構
え
霊
夢

は

と
お

い
棒
を
構
え
る
が

村
か
ら
出
て
き
た
の
は

 

 

う

 
て

と

じ
兎
の
妖
怪
が
ボ
ロ
ボ
ロ
と
な

て
出
て
き
て
蓮
達
の
前
で
倒
れ
た

蓮
と
霊
夢
は

そ
の
倒
れ
た
兎
の
妖
怪
に
近
づ
く

 
霊
夢

ち

と

 
蓮
 

兎
の
妖
怪

何
で
こ
ん
な
ボ
ロ
ボ
ロ
に

 
い
や
霊
夢

ま
ず
は
家
に

う

 
霊
夢

え

 
蓮
と
霊
夢
は
倒
れ
た
兎
の
妖
怪
を
神
社
へ
と

ぶ
が
近
く
で

が

き
空
へ
と
飛
び
去

て
い

た
の
を
蓮
達
は
知
ら
な
か

た

 
怠
惰

は
い
は
い
今
回
も
あ
り
か
ど
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
狗
神

な

最
後
の
キ

ラ
は
オ
リ
か



 第八章 悪夢に来たりし幻想の王

 
怠
惰

い
い
や

う
よ
ち

ん
と
し
た
東
方
キ

ラ

 
神
楽

本
編
の

に
は
出
て
い
ま
せ
ん
よ

 
怠
惰

う
ん
出
て
も
ま

名
前

も
出
て
な
い
か
な

 
鈴

へ

そ
ん
な
キ

ラ
い
る
ん
だ

 
怠
惰

い
る
よ

の
キ

ラ
に
な
る
け
ど

 
さ
て
と
今
回
も
終
わ
り
に
す
る
よ

 
狗
神

あ

そ
ん
じ

者
様

 
神
楽

ま
だ

い
日
が
続
き
ま
す
が
熱
中

に
な
ら
な
い

 
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し

う

 
鈴

そ
ん
じ

バ
イ
バ

イ



 第 話 兎の宝物

 
第

話
 
兎
の
宝
物

 
こ
ん
ば
ん
わ

者
様

も
う

が
始
ま

た
怠
惰
の

 
ク
ソ
悪
魔
で
す

友
人
と
も
久
々
に

を
会
わ
せ
ま
し

 
た

こ
ん
な
話
は
お
い
て
お
い
て
本
編
へ
ど
う

 
兎
を

護
し
て
翌
日
の
こ
と

 
蓮
 

あ
の
兎
は
ど
う
な

て
る
か
な

 
昨
夜
は

れ
ず
で
蓮
の
目
に
は

が
出
来
て
い
た

蓮
は
霊
夢
の

屋
に

る
と
兎
が

て
い

た
だ
け
だ

た

今
度
は
居
間
へ
と
向
か
う
と

 
蓮
 

あ
れ

こ
こ
に
い
な
い

 
居
間
に
も
い
な
い
た
め
今
度
は
縁

を

く
と

 
蓮
 

こ
ん
な
所
に
い
た
の

 
霊
夢

あ
ら
蓮

貴
方
も

な
か

た
の
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蓮
 

霊
夢
こ
そ

 
霊
夢
も
布

を

さ
れ
た
た
め

て
は
い
な
い

実

蓮
の
布

と
目
の
前
で

て
い
る

兎
の
布

霊
夢
の
布

し
か
な
い
た
め
だ
が

 
蓮
 

そ
う
い
え
ば
霊
夢

そ
の

は
何

 
霊
夢
の
隣
に

い
て
あ
る

麗
で
結
構

華
な

を
見
つ
け
て
聞
く
と
霊
夢
は

と

笑
い
な
が
ら

 
霊
夢

た

 

た
と
言
う
が

ら
く
い
や
確
実
に
霊
夢
の
布

で

て
い
る
兎
の
物
だ
ろ
う
と
思
う

 
蓮
 

そ
れ
絶
対
に
あ
の
兎
の
だ
よ

 
霊
夢

い
や
い
や
名
前
が
書
い
て
な
い
な
ら
セ

フ
よ

 
そ
れ
に

病
さ
せ
た
ん
だ
か
ら
そ
の
お

の
品

 
に
も
な
る
し

 
蓮
 

も
う

バ
バ
を
越
え
て
る
よ

 
と

こ
れ
に
は
ツ

ミ
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
た
め
ツ

ミ
を

れ
る
が

 
霊
夢

そ
れ
に
あ
の
子
の
だ

て
い
う

は
な
い
で



 第 話 兎の宝物

 
し

 
蓮
 

い
や
ま

そ
う
だ
け
ど
さ

 
霊
夢
と
そ
ん
な
会
話
を
し
て
い
る
と

 

 

な
い

な
い

の

が
な
い

 

が
聞
こ
え
て
く
る

し
か
も

の
方
向
的
に
霊
夢
の

屋
か
ら
だ

 
蓮
 

霊
夢

 
霊
夢
 

 

を
吹
い
て

魔
化
し
て
い
る

こ
れ
に
は
蓮
も

れ
る
し
か
な
い

そ
ん
な
事
を
し
て
い

る
と
霊
夢
の

屋
の

が
開
か
れ
て
先
程

て
い
た
兎
と
目
が
合
う

 
兎
 

は

そ
れ
そ
れ
そ
れ

の

 
蓮
 

や

り

 
霊
夢

言
わ
れ
な
く
て
も
返
す
気
は
な
い

 
か
ら
安
心
し
て

 
何
て
こ
と
を
言
う
ん
だ
ろ
う

そ
れ
に
対
し
て
兎
は

 
兎
 

意
地
悪
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と
言

た

間
だ

た

突
然
蓮
と
霊
夢
の
目
の
前
か
ら

を

し
た
の
だ

蓮
と
霊
夢
は

 
霊
夢

え

 
蓮
 

な

 
そ
し
て
一

後
ろ
に
気

を
感
じ
後
ろ
を
見
る
が

も
い
な
く
前
を
向
く
と

 
兎
 

一

け
て
く
れ
た
み
た
い
だ
し
お

を
言
う

 
わ

け
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

 
一

ま
る
で
何
を
さ
れ
た
の
か
が
分
か
ら
な
い

ル

レ
フ
の
よ
う
な
状

だ

た

こ
れ
に

は
蓮
も

 
蓮
 
こ
の
子

出
来
る

 
と

め
る
と

時
に
危

意
識
も

た

 
霊
夢

ま

良
い
わ

が

て
る
で
し

 
兎
 

え

え

 
見
て
い
る
と
霊
夢
は
少
し

し
そ
う
に
し
た
が
思
い
や
り
も
あ
る
の
か
ご

を
食
べ
さ
せ
る
よ

う
だ

 
霊
夢

来
な
さ
い
朝
ご

を

て
あ
る
か
ら
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蓮
 

お
い
で

 
蓮
と
霊
夢
に
言
わ
れ
て
兎
は
居
間
へ
と

る

そ
し
て
朝
食
を
出
し
た

 
兎
 

す
い
ま
せ
ん

々
ご
は
ん
ま
で

 
霊
夢

良
い
わ
よ
気
に
し
な
く
て
も

 
蓮
 

む
気
満
々
だ
よ

 
霊
夢
の
目
は
ま
だ

む
気
満
々
の
目
を
し
て
い
た
の
を
蓮
は
見
逃
さ
な
か

た

と
り
あ
え
ず

話

を
変
え
る
た
め
に

 
蓮
 

そ
れ
で
え

と
怪

は
大

 
兎
 

あ

は
い
よ
く

た
の
で
も
う
全

し
ま

 
し
た

 
霊
夢

や

り
妖
怪

て

利
よ

そ
ん
な
怪

 
す
ぐ
に

せ
る
し

 
兎
 

て
妖
怪
な
の
か
な

 
と

ボ
ソ
リ
と

き
を
聞
い
た
蓮
と
霊
夢
は

 
蓮
 

何
か
言

た
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兎
 

い

い
え

 
霊
夢

あ
ん
た

ち
所
が
悪
か

た
ん
じ

な
い

 
兎
 

失

で
す

ち
所
は
良
か

た
で
す
よ

 
た
だ

の
ス

ス

リ
に
当
た

た

 
だ
け
で
す
か
ら

 
霊
夢
に
向
か

て
そ
う

え
た

ス

ス

リ
や
ら
に
つ
い
て
は
蓮
も
知
ら
な
い
た
め

 
蓮
 

何
だ
ろ
う

そ
れ

 
霊
夢

さ

も
う

い
か
ら

る
わ

 
布

と
ら
れ
て
昨
晩

れ
な
か

た
し

 
そ
う
言
う
と
霊
夢
は

の
上
で

に
な
る
と

て
し
ま

た

 
蓮
 

は

も
う

け
布

か
け
な
い
と
風
邪
引
く

 
の
に

 

い
て

け
布

を

り
に

屋
へ
と
向
か
い
布

を

て
ま
た
居
間
へ
と
向
か
う
と

 
蓮
 

あ
れ

 
い
つ
の
間
に
か
先
程
の
兎
が

え
て
い
た

つ
い
で
に
霊
夢
が

バ
バ
し
よ
う
と
し
て
い
た
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も

え
て
い
た
た
め

ら
く

て
逃

た
の
だ
ろ
う
と
思

た

 
蓮
 

あ
り

り

ま

霊
夢
の

に
な
ら
な
か

た

 
か
ら
良
か

た
か
も

 
一

は
逃
が
し
て
あ

よ
う
と
思

て
い
た
た
め
蓮
は

度
良
い
と
思
え
た

そ
し
て
霊
夢
の

を
見
な
が
ら

 
蓮
 

う

て
る

も
結
構
可
愛
い
か
も

 
霊
夢
の

を
見
て

れ
て
い
る
蓮
で
あ

た

そ
う
し
て
し
ば
ら
く

め
た
後
は
兎
が
使

た
食

を

け
何
時
も
の
よ
う
に

の

を

く
た
め
特
訓
を
始
め
て
数
時
間
後
今
日
の
分

の
特
訓
を
終
え
る

 
蓮
 

ま
だ

て
る
ん
だ

 
ま
だ
霊
夢
が

て
い
る
と
思
う
と

 
霧
雨

よ

遊
び
に
来
た

蓮

 
蓮
 

あ

魔
理
沙
い
ら

し

い

霊
夢
な
ら

て
る

 
よ

 
霧
雨

お

と
そ
う
か

ど
れ
ど
れ
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魔
理
沙
は
霊
夢
の

を
見
よ
う
と

屋
を

く
と
ケ
ラ
ケ
ラ
と
笑

て

 
霧
雨

い
や

て
る
方
が

か
で
良
い
な

 
蓮
 

魔
理
沙
そ
れ
聞
か
れ
た
ら

 
霊
夢

が

て
い
る
方
が

か
だ

て

 
霊
夢
が
む
く
り
と
起
き
上
が
り
ジ
ト
目
で
魔
理
沙
を

む

ど
う
や
ら
起

し
た
よ
う
だ

 
霧
雨

い
や

気
の
せ
い
だ

 
霊
夢

ま

良
い
わ

あ
れ

蓮

の

 
知
ら
な
い

 
蓮
 

そ
れ
な
ら
い
つ
の
間
に
か
兎
の
妖
怪
が

え

 
て
て
そ
の

に

て
い

た
ん
だ
と
思
う

 
け
ど

 
霊
夢

え

の

が

 
と

び
を
あ

た

ぶ

ち

け
霊
夢
の
物
で
は
な
い

 
蓮
 

ま

た
く

め
な
よ

 
霧
雨

ど
う
い
う
こ
と
だ



 第 話 兎の宝物

 
霊
夢

昨
日
の
晩
に

麗
な

と
つ
い
で
に

 
お
ま
け
で
兎
の
妖
怪
を

た
の
よ

 
蓮
 

え

お
ま
け
な
の

 
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
兎
が
本
命
で

は
お
ま
け
の
間

い
で
は
な
い
か
と
思

て
し
ま
う

 
霊
夢

は

あ
れ
結
構
な
値

ち
物
だ
と
思

た
ん

 
だ
け
ど
な

 
霧
雨

こ
い
つ
は

 
蓮
 

あ
は
は

そ
う
だ

食

る
け
ど
魔
理
沙
も

 
食
べ
て
く

 
霧
雨

お

頼
む

 
蓮
 

オ

ケ

 
そ
う
し
て
蓮
は

食
を

り

で

食
を
食
べ
た
後
霊
夢
の

痴
を
⻑
く
聞
く
は
め
に
な
る

の
だ

た
が
そ
の
晩
に
流
れ

が
夜
空
を
流
れ
る
の
だ

た



 第八章 悪夢に来たりし幻想の王

 
怠
惰

霊
夢
の
前
に
何
か

た
妖
怪
が
現
れ
た
霊
夢
は

 
ど
う
す
る

退
治
し
て

る

ボ

ボ

に

 
し
て

る

 
狗
神

録
な
の
が
な
い
よ
な
そ
れ

 
神
楽

結
構
ひ
ど
い
で
す

 
鈴

実

そ
う
な
の

原

だ
と

 
怠
惰

そ
う
だ

聞
い
た
話
だ
と
楽
し
そ
う
に
本
を

 

ん
で
る
妖
怪
を
不
意

ち
し
て

し
て
き

 
た
そ
の
妖
怪
を
ケ

ン
ケ

ン
に
し
て
本

 
を
回

し
た
と
か

て
聞
い
た
け
ど

 
狗
神

何
処
の

犯
だ

 
神
楽

う
わ

に

魔
様
に
黒

て
言
わ
れ

 
ま
す

 
鈴

解
の

地
が
な
い

て
そ
れ

 
怠
惰

因
み
に

名
無
し
の
本

み
妖
怪

で

す
る
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と
分
か
る
よ

 
神
楽

可
愛
そ
う
な
名
無
し
妖
怪
さ
ん

 
狗
神

無
だ
な

 
鈴

妖
怪
が
巫
女
に
会

た
が

の

き
か

 
怠
惰

ま

そ
う
い
う
こ

た
て
な

で
今
回
は
こ
こ

 
ま
で

 
鈴

次
回
を
お
楽
し
み
に

 
怠
惰

と

思
う
じ

ん

次
回
は
お
休
み
だ

 
狗
神

こ
い
つ
は

ま

お
そ
ら
く
こ

ち
は

 
ま
た
投
稿
す
る
だ
ろ
う
か
ら
よ
ろ
し
く
な

 
神
楽

え

と
そ
れ
で
は

者
様

 
怠
惰

あ

ち
で
お
会
い
し
ま
し

う

そ
う
で
な
い

 
方
は
次
回
の
投
稿
ま
で
サ
ラ

バ



 第九章 神々の遊び

 
第
九
章
 
神
々
の
遊
び

 
第

話
 
喧
嘩
を
売
ら
れ
ま
し
た

 
ど
う
も
こ
ん
ば
ん
わ

者
様
つ
い
に
風
神
録
ま
で

達

 
し
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

そ
れ
と
永
夜
沙
で
も

 
書
い
た
こ
と
を
書
く
と
怠
惰
さ
ん
の
書
く
風
神
録
は

 
普
通
と
だ
い
ぶ
異
な
り
ま
す
の
で
ご
了

下
さ
い

 
で
は
本
編
へ
ど
う

 
兎
が

え
て
か
ら
数
日
後
よ
う
や
く
寺
子
屋
の
仕
事
を
再
開
す
る
と

音
先
生
か
ら
言
わ

れ
寺
子
屋
の
臨
時

の
仕
事
を
再
開
す
る
の
だ
が
何
時
も
と
は

う
事
と
な

た

 
生
徒

蓮
先
生
の

女
さ
ん

て
博
麗
の
巫
女
さ
ん
だ

 
よ



 第 話 喧嘩を売られました

 
生
徒

あ
の
人
と
や

り

き
合

た
ん
だ

 
生
徒

ラ

ラ

だ

 
蓮
 

い

い
や
本
当
に
勘

し
て

 
よ
う
や
く
寺
子
屋
が
再
ス
タ

ト
し
た
の
は
い
い
が

々
新
聞
の
熱
愛
報
道
で
今
現

寺
子

屋
で
は

問

め
だ

流
石
の
蓮
も

を
ひ
き
つ
ら
せ
て
し
ま
う

 

音

こ
ら

お
前
達

蓮
に
失

だ

 
生
徒
達

ご
め
ん
な
さ

い

 

音

悪
い
な
蓮

こ
の

子
な
ん
だ

 
蓮
 

い

い
え

 
そ
う
し
て

音
の

け
を
得
つ
つ
寺
子
屋
を
終
え
た
蓮
は

の

い
物
を
す
る
の
だ
が

 
町
人

お
い

奴
が

の

 
町
人

あ

博
麗
の
巫
女
の

人
だ
ろ

 
町
人

ち

リ
ア

が

 
と
ヒ
ソ
ヒ
ソ
と

さ
れ
時
に
は

か
の
よ
う
に

倒
さ
れ
る

と
り
あ
え
ず
は
気
に
し
な

い
で
い
く
が
や
は
り
蓮
も
う
ざ

た
く
な
る
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蓮
 

は

え

と
ま
ず
は
野

を

わ
な
い
と

 
そ
う
し
て
八

屋
へ
と
着
く
と
何
時
も
の
よ
う
に
店

が
客

せ
を
し
て
い
た

蓮
は
欲
し
い

野

を
選
ぶ
と

 
蓮
 

す
い
ま
せ
ん
さ
つ
ま
い
も
と
そ
れ
か
ら
那

を

 
下
さ
い

 
店

あ
い
よ

そ
れ
よ
り
も

お
前
と
ん
で
も

 
な
い
娘
を
射

め
た
ら
し
い
じ

か

 
こ
の

こ
の

 
と

で
つ
つ
い
て
く
る

蓮
は

笑
い
を
し
な
が
ら

 
蓮
 

か

勘

し
て
く
だ
さ
い
よ

 
店

お

と

悪
い
な
あ
ん
ま
や
り
過
ぎ
る
と
か
み

 
さ
ん
に

ら
れ
る
わ
な

ら
後
お
ま
け
で

 

も
つ
け
て
や

た
か
ら

女
と
酒
で
も

 

み
な
よ

 
蓮
 

あ

あ
は

ア
ハ
ハ

そ
う
さ
せ
て

い



 第 話 喧嘩を売られました

 
ま
す

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

 

い
た
笑
み
で
笑
い
が
な
か
ら
お

を
言
う
と
蓮
は

を

リ
と
下

て
八

屋
か
ら

れ

蓮
は
空
へ
と
飛
ん
で
博
麗
神
社
へ
と
帰
る

そ
し
て

内
へ
と
降
り
立
つ
と

 
蓮
 

本
当
に
勘

し
て
欲
し
い
な

 

ら

ら
と
歩
き
な
が
ら
縁

の
方
へ
と
向
か
う
と

を

て
霊
夢
が

内
の
掃
除
を
し
て

い
た

 
蓮
 

た
だ
い
ま

霊
夢

 
霊
夢

お
帰
り
蓮

ど
う
し
た
の
そ
ん
な
に

 

れ
て

 
霊
夢
か
ら
見
た
蓮
は

そ
り
と
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
の
か
聞
い
て
く
る
と
蓮
は

笑
い

を

か
べ
て

 
蓮
 

い
や

う
ん

熱
愛
報
道
で

り
上

ら
れ
た

 

名
人
達
の
気

ち
が
分
か

た
気
が
す
る

 
霊
夢

え

ま
さ
か

の
新
聞
の

が

 
蓮
 

人
里
全
体
に
知
れ

た
て

お
か
け
で
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子

達
か
ら
は

問

め

町
の
人
達
か
ら
は

 
ヒ
ソ
ヒ
ソ
と

を
言
わ
れ
た
り
し
ま
い
に
は

 
八

屋
の
店

が
優
し
さ
で

を
お
ま
け
で

 

た
け
ど
そ
の
優
し
さ
が
ぐ
さ
り
と
心
に
突

 
き
刺
し
た
り
と
散
々
だ

た
よ

 
そ
れ
を
聞
い
た
霊
夢
は
蓮
に

を
下

て

 
霊
夢

ご
め
ん

が
あ
の
時

キ
ス
を
し
な
け
れ
ば

 
蓮
 

い
や
い
い
よ

あ
の
キ
ス

は

し
か

た

 
か
ら
さ

 
霊
夢

蓮

あ
り
が
と
う

 
霊
夢
に
お

を
言
わ
れ
蓮
は
少
し

を
紅
く
し
て

れ
る
が
言

て
い
る
霊
夢
も

を
紅
く
す

る

見
て
い
て

ろ
と
言
い
た
く
な
る
の
は
よ
く
分
か
る

そ
し
て

 
蓮
 

あ

う
ん

掃
除

手
伝
う

 
霊
夢

あ
り
が
と
う

 
蓮
は

物
を

い
て
掃
除
用

を

る
と
霊
夢
と
共
に
掃
除
を
始
め
る
の
だ
が

の
通
り
の
鳥
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居
か
ら
霊
夢
と

い
年
ぐ
ら
い
の
少
女
が

方
に
歩
い
て
く
る

 
蓮
 

霊
夢

お
客
さ
ん
が
来
た
よ

 
霊
夢

え

あ
れ

 
と
霊
夢
も
知
ら
な
い
子
だ

見
た
目
は
霊
夢
と

じ

が
見
え
る
巫
女

で
色
は

と
白
を

貴

と
し
て
い
る

だ
が

の
色
は

で

と

の

り
が

ら
れ
た
少
女
だ

 
少
女

こ
こ
が
幻
想
郷

一
の
神
社
で
す
か

 
霊
夢

あ
ん
た

よ

 
少
女

え

あ

貴
女
が
こ
こ
の
巫
女
さ
ん
で
す

 

は
新
し
く
幻
想
郷
に
越
し
て
来
た
守
矢
の
巫
女

 
で
あ
り
風
祝
の
東
風

と
言
い
ま
す
こ
こ
の

 
神
社
を

り
受
け
に
来
た
者
で
す

 
と

と
言
う
少
女
は

の
分
か
ら
な
い
こ
と
を
言
い
出
し
た

 
霊
夢

は

 
蓮
 

え

と
ど
う
い
う
こ
と
で
し

う
か

 

で
す
か
ら
こ
こ
の
神
社
を

い
に
来
た
と
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言

て
い
る
ん
で
す
が

 
と
こ
の
子
が
何
を
言

て
い
る
の

が
分
か
ら
な
い
と
い
う
状

に
な

て
し
ま
う

だ
が

そ
の
言

に
霊
夢
が
食

て

か

た

 
霊
夢

じ

な
い
わ
よ
あ
ん
た
喧
嘩
売

て
る

 
の

 

そ
う
思
う
な
ら
そ
う
な
ん
で
は
な
い
で
し

 
う
か

貴
方
の
中
で
は
で
す
が

 
霊
夢

言

て
く
れ
る
じ

な
い
永
久

カ
ラ

 
巫
女

 
霊
夢
と

の
間
に
バ

バ

と
何
か
レ

ザ

の
よ
う
な
物
が
ぶ
つ
か
り
合
い
火
花
が
散
ら

し
て
い
る
よ
う
に
蓮
は
見
え
た

流
石
に
こ
ん
な
事
で

や
ら
出
て
も

落
に
な
ら
な
い
の
で

仲
裁
に

る

 
蓮
 

ち

と
待

た

人
共

や

て
る
事
が

 
見
て
い
て

い
か
ら

 
霊
夢

蓮

女
に
も
意
地
が
あ
る
の
よ
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に
だ

て
あ
り
ま
す
よ

 
蓮
 

だ
か
ら

て
い
く
ら
こ
こ
に
い
る
の
が

と

 
霊
夢
そ
れ
か
ら

さ
ん

の

人
だ
け
だ

 
け
ど
見
て
い
て

の
喧
嘩
み
た
い
で
見

し

 
い
か
ら

 

人

 
蓮
の
言
い
分
は
最
も
だ

こ
ん
な
感
じ
で
喧
嘩
し
て
た
ら
良
知
が
明
か
な
い

そ
こ
で
蓮
は
思

い

い
た

 
蓮
 

な
ら
さ
こ
こ
は
幻
想
郷
の
ル

ル
に

り

 
弾
幕
ご

こ
で
決
め
よ
う

 

弾
幕

ご

こ

 
霊
夢

そ
う
い
え
ば
こ
こ
最
近

変
な
の
に

ま
れ
た
り

 
し
て
や

て
な
か

た
わ

 
因
み
に
変
な
の
と
い
う
の
は
鷺
麿
と
い
う
の
は
言
う
ま
で
も
な
い

そ
し
て

に

 
蓮
 

と
り
あ
え
ず
は
ル

ル
に
つ
い
て
は
こ
ん
な
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感
じ
で
霊
力
だ

た
り
で
こ
ん
な
玉
を

 
て
当
て
合
い
を
す
る
ん
だ
け
ど

し
く
魅
せ

 
る
の
が
最

だ
か
ら
精
神
的
に
負
か
せ
れ

 
ば

ち

て

だ
よ

 

そ
う
な
ん
で
す
か

 
そ
う
言
う
と

は
人

し

で
蓮
と

じ
よ
う
に
霊
力
の
玉
を

り
出
す

も
し

か
り

し
て
い
る
玉
を

 
蓮
 

何
か
最

来
た

と

じ
よ
う
に
見
え
る
の

 
は
気
の
せ
い
か
な

 
霊
夢

気
の
せ
い
じ

な
い
で
し

 

む

 
と

は

に
手
を
当
て
て
考
え
る
と

 

こ
れ

て

殺
技
的
な
や
つ
は
あ
り
ま
す
か

 
霊
夢

何
で
あ
ん
た
に
教
え
な
き

な
ら
な
い
の

 
や
ら
は

あ
る
わ
よ
ス

ル
カ

ド

て
の
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が
あ

て
こ
ん
な
白

の

に

分
の
弾
幕

 
と
組
み
合
わ
せ
て
イ
メ

ジ
し
て

る
の
よ

 
そ
う
言
い
霊
夢
は

に
白

の

を

す

に

を

る
と
は
こ
う
い
う
事
な
の
だ
ろ

う 

う

ん

 

は
深
く
考
え
る
と
白

の

に

様
が

か
び
上
が
る

ど
う
や
ら

し
た
よ
う
だ

 

い
で
す

外
の
世
界
と
比
べ
る
と
こ
ん
な

 
魔
法
み
た
い
な
事
が
出
来
る
な
ん
て

 
蓮
 

ん

外
の
世
界

 

が
言

た
外
の
世
界
と
い
う
キ

ド
に
つ
い
て
蓮
は
考
え
る
が
話
は
進
ん
で
い
く

 
霊
夢

と
り
あ
え
ず
あ
ん
た
に
弾
幕
ご

こ
を
教
え

 
た
ん
だ
か
ら
さ

さ
と
や
る
わ
よ

 

待

て
く
だ
さ
い

 
霊
夢

ま
だ
何
か
あ
る
の

 

対

の

本

負
で
や
り
ま
し

う
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の

居
人
が

ら
く
や
り
た
そ
う
な
の

 
で

 
そ
れ
を
聞
い
た
霊
夢
は

れ
な
が
ら

 
霊
夢

は

ち

と
蓮

蓮

 
蓮
 

え

あ

ご
め
ん
話
を
聞
い
て
な
か

た

 
霊
夢

ま

た
く
あ
ん
た
は

対

で
弾
幕
ご

こ

 
を
し
よ
う

て
言

て
る
ん
だ
け
ど

 
蓮
は

対

と
聞
く
と
見
た
感
じ
霊
夢
は
少
し
不
満
が
あ
る

を
し
て
い
る

そ
れ
に
蓮
は

 
蓮
 

な
ら
さ

も
し
そ

ち
が

た
ら
博
麗
神
社

 
を
受
け

す
そ
の
代
わ
り
そ

ち
が
負
け
れ
ば

 
博
麗
神
社
は

め
て

達
に
ど
け
座
し
て

る

 

て

件
が
あ
れ
ば
い
い
と
思
う
け
ど

 
そ
れ
を
聞
く
と
霊
夢
は

く
と

 
霊
夢

蓮
の
言

た

件
を
の
む

 

良
い
で
し

う

負
け
る
気
は
し
な
い
の
で



 第 話 喧嘩を売られました

 
試
合
は
明
日
の

 
と

が
言
お
う
と
し
た
時

蓮
は
手
を
上

て

 
蓮
 

あ

ご
め
ん

仕
事
だ
か
ら

方
の

時

 
ぐ
ら
い
で
い
い
で
す
か

 

い
い
で
し

う

な
ら

方
に

処
の
山
の
頂
上

 
に
あ
る
神
社
ま
で
来
て
く
だ
さ
い

 
霊
夢

え

処
は

 

そ
れ
で
は

 
そ
う
言
い

は
空
へ
と
飛
ん
で
い

た

霊
夢
は

く
め
ん
ど
く
さ
そ
う
な

を
し
て
い

た 
霊
夢

よ
り
よ

て

処
か

面
倒

 
蓮
 

え

ど
う
い
う
こ
と

 
霊
夢
の
言

て
い
る
こ
と
が
分
か
ら
な
い
蓮
は
霊
夢
に

問
す
る
と

 
霊
夢

処
は
妖
怪
の
山

て
言

て

達
の
種
族

 
天
狗
達
や

の
妖
怪
達
の

張
り
よ
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蓮
 

え

そ
れ
が
何
で
面
倒
な
の

 
霊
夢

処
の
山
は
幻
想
郷
の
中
で

一
の

世
界

 

て
こ
と
よ
大
方
の
人
里
の
人
間
の
大

が
妖

 
怪
を

う
よ
う
に

処
の
山
に
住
ん
で
る
妖
怪

 
は
人
間
を

う
の
よ

 
蓮
 

そ
れ
で
面
倒

て
事
か

 
霊
夢
は
た
め

を

き
な
が
ら

 
霊
夢

は

ま

奴
ら
の
高

を
へ
し
折

て

 
や
ろ
う
じ

な
い

 
蓮
 

あ

う
ん

魔
理
沙
に
も

い
れ
て
お
か

 
な
い
と

対

だ
か
ら

 
霊
夢

そ
う

 
そ
う
し
て
蓮
と
霊
夢
は
明
日
の
試
合
に
備
え
る
の
だ

た



 第 話 喧嘩を売られました

 
怠
惰

は
い
て
な

で
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

 
ま
し
た

 
鈴

あ
り
が
と
う

 
怠
惰

あ
れ

し
い
今
回
は
鈴

だ
け
な
ん
だ

 
鈴

う
ん

狗
神
の

は

み
す
ぎ
て

し
て

 
神
楽
ち

ん
に
限

て
は
何
か
起
こ
り
そ
う

 
て
こ
と
で

想
中
だ
よ

 
怠
惰

そ
う
な
ん
だ

 
鈴

う
ん

つ
聞
い
て
い
い

 
怠
惰

な
に
か
な

 
鈴

昔
に

が
言

て
た

ル
フ

ル

て

 
怠
惰
さ
ん
貴
方
だ
よ

 
怠
惰

ル
フ

ル
が

だ

て

何
を

 
言

て
る
ん
だ
か

は
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
ま
た

 
の
名
を
親
し
み
を
込
め
て
怠
惰
さ
ん
だ
よ



 第九章 神々の遊び

 
鈴

ま

そ
う
い
う
こ
と
に
し
て
あ

る
わ

 
怠
惰

ハ
ハ
ハ

と
り
あ
え
ず
今
回
は
終
わ
ろ
う

 
鈴

そ
う

て
な
わ
け
で

者
様
ま
た

 

ツ

 
鈴

う

く

怠
惰
貴
方

 
怠
惰

安
心
し
な
よ
起
き
た
ら
今
さ

き
の
記
憶
な
ん
て

 

麗
に
無
く
な
る
か
ら
ま

者
様
は
何
も
見
な

 
か

た
い
い

て
な
わ
け
で
ま
た
次
回
で
は

 
サ
ラ
バ



 第 話 喧嘩祭りが始まりそうです

 
第

話
 
喧
嘩
祭
り
が
始
ま
り
そ
う
で
す

 
霧
雨

そ
れ
で
そ
の
巫
女
が
喧
嘩
売

て
き
た

て
か

 
東
風

の
襲
来
後
の
翌
日
蓮
と
霊
夢
は
人
数
を
合
わ
せ
る
た
め
神
社
に
遊
び
に
来
た
友

人
の
魔
理
沙
に
頼
ん
で
い
た

 
霊
夢

そ
う
な
の
よ

に
来
る
わ

 
霧
雨

な

今
日
の
霊
夢

結
構
不

な
ん
だ
な

 
少
し

の
よ
う
な

に
な
り
つ
つ
あ
る
霊
夢
を
見
た
魔
理
沙
は
蓮
に

そ
り
と
話
す
と
蓮
は

笑
い
を
し
な
が
ら

 
蓮
 

ま

さ
ん
の
件
も
そ
う
だ
け
ど
何
よ
り
も

 
喧
嘩

で

負
を

ま
れ
た
か
ら

 
お
陰
さ
ま
で
霊
夢
の

は
最
悪
レ

ル
だ

く
霊
夢
の

を
晴
ら
さ
な
い
と
い
つ
ガ

キ
レ
す
る
か
分
か

た
も
ん
じ

な
い

 
霊
夢

そ
ろ
そ
ろ
行
く
わ
よ

人
共

が
上
か
を

 
教
え
て
や
る
わ



 第九章 神々の遊び

 
霧
雨

本
当
に
今
日
の
霊
夢
は

バ
イ
な

 
蓮
 

え

と
魔
理
沙
も
参

で
い
い
ん
だ
よ

 
霧
雨

お
う

面
白
そ
う
だ
か
ら
な

 
面
白
い
こ
と
な
ら
大

な
魔
理
沙
だ
け
あ

て
楽
し
そ
う
に
そ
う

え
た

 
霊
夢

ら

人
共
行
く
わ
よ

 
霧
雨

お

お
う

 
蓮
 

待

て
よ

人
共

 
そ
う
し
て
蓮

霊
夢

魔
理
沙
は
空
へ
と
飛
ん
で
妖
怪
の
山
へ
と
目

す
の
だ

た

 
少
年

少
女

動
中

 
蓮
達
一
行
は
妖
怪
の
山
の

り

ま
で
た
ど
り
着
く

そ
こ
に
来
て
感
じ
る
こ
と
は
と
に
か

く
人
の
気
が
な
い

代
わ
り
に

れ
る

然
に
鳥
や
動
物
達
が

に

放
し
て
い
た

 
蓮
 

幻
想
郷

て

然
が

い
と
は
思

て
た
け
ど

 
こ
ん
な
に
も

ん
だ
場
所
が
あ
る
な
ん
て

 
霧
雨

ま

そ
り

山
だ
か
ら
な

 
霊
夢

一
休
み

て
言
い
た
い
け
ど
あ
ん
ま
り
流

に



 第 話 喧嘩祭りが始まりそうです

 
は
い
か
な
い
わ

 
そ
う
言

て
い
る
と
仲
良
く
手
を

い
で
歩
い
て
く
る
少
女
達
が
見
え
る

見
た
目
は
と
て
も

て
い
て

人
は
紅

の

り
を
も
う

人
は

子
に

の

り
を
つ
け
て
い
た

と
て

も

て
い
る
た
め
蓮
は
姉
妹
だ
と

し
た

 
妹
 

お
姉
ち

ん
何
か
人
間
達
が
い
る
け
ど

 
姉
 

あ
ら

本
当

 
そ
の

が
あ
た
る
と
蓮
は

 
蓮
 

え

と
ど
ち
ら
様
で
し

う
か

 
念
の
た
め
に
名
前
を
聞
い
て
み
る
と

 
姉
 

は

と

し
ま
す

 
妹
 

は

子

て
言
う
ん
だ

 

人
は

に

紹
介
を
し
て
く
れ
る
と
蓮
も

 
蓮
 

え

と

は

蓮
と
い
い
ま
す
そ
れ
で

 
隣
に
い
る

人
が

 
霊
夢

博
麗
霊
夢
よ



 第九章 神々の遊び

 
霧
雨

霧
雨
魔
理
沙
だ

 
と

に

紹
介
を
す
る
と

の
方
は

か
に
ジ

と
し
て
い
る
が

子
の
方
は

 

子

貴
方
達
さ

さ
と
こ
こ
か
ら
な

れ
た
方
が

 
い
い
わ
よ

こ
こ
の
妖
怪
達
は
一

う

 
か
ら

 
霊
夢

何
を
言

て
る
ん
の
や
ら
こ
れ
で
も

は
巫
女
よ

 
そ
ん
な
妖
怪
達
退
治
し
て
や
る
わ

そ
れ
よ
り
も

 
貴
方
か
ら
良
い
香
り
が
す
る
わ

焼
き

の

 

い
香
り

お

が

て
く
る
わ

 
言
わ
れ
て
み
れ
ば
確
か
に
焼
き

の

ん
の
り
と

い
良
い
香
り
が
し
て
く
る

蓮
は
こ
の

人
は

ら
く

の
神
様
だ
と
思

た

の

の

り
は

の
紅

を

し

子
は

の
実
り
を

し
て
い
る
と
す
る
と

子
は
何

か
ジ
ロ

と

ん
で

 

子

神
様
を
食
べ
よ
う
だ
な
ん
て

笑

千

 
不

き
千

 
ど
う
や
ら
霊
夢
の
一
言
で
キ
レ
た
よ
う
だ

そ
れ
を
姉
の

が

え
て
い
る



 第 話 喧嘩祭りが始まりそうです

 

め
な
さ
い

子

あ
の
巫
女
に
闘
い
を

ん
で

 
た
だ
で
帰

て
き
た
妖
怪
や
ら
神
は
い
な
い
わ

 
変
に

え
ば
ボ

ボ

に
さ
れ
る
わ
よ

 
ど
う
や
ら
こ
こ
に
も
霊
夢
が
ど
れ
だ
け

ろ
し
い
か
が

ま

て
い
る
よ
う
だ

 
霊
夢

ち

と

そ
れ
じ

ま
る
で

悲
を
か
け
な
い

 
凶

巫
女
じ

な
い

 
霧
雨

く
く
く
く
く
く

 
魔
理
沙
は
そ
ん
な
霊
夢
に
笑

て
し
ま
う
が
友
達
思
い
な
の
か

を

え
て
笑
い
を

え
て
い

た

な
お
そ
れ
に
対
し
て
蓮
は

 
蓮
 

う
ん
間

て
な
い

 
霊
夢

蓮

あ
ん
た
も
少
し
は

定
し
な
さ
い
よ

 
か
つ
て

ル

を
オ

バ

キ
ル
し
て
更
に
は
ミ
ス

や
リ
グ
ル
大
妖
精
が

い

を
し
た

時

で
妖
怪
達
に

悲
を
か
け
て
は
い
な
い

 
最

そ
れ
は

い
だ
ろ
う

 
蓮
 

定
は
し
た
い
け
ど

う
ん



 第九章 神々の遊び

 
蓮
は
何
処
を
見
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
遠
い
目
を
し
て

え
る

 
霧
雨

く
く
は
は
蓮
に
裏

ら
れ
て
や
ん
の

 
霊
夢

う
る
さ
い
わ

 
あ
ん
ま
り
や
り
過
ぎ
る
と
霊
夢
が
何
を
し
で
か
す
か
分
か
ら
な
い
た
め
蓮
は

 
蓮
 

え

と

さ
ん
に

子
さ
ん

達
に

告
を

 
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
で
す
が

 

達
は
見
て
の
通
り
大

で
す
よ

 

ま

確
か
に
大

そ
う

 

子

ち

と
姉
さ
ん

こ
う
い
う
人
間
達
に
は

 
ガ
ツ
ン
と

 
霊
夢

何
が
ガ
ツ
ン
で
す

て

 

子
の

が
み
る
み
る
と
真

に
な

て
い
く

蓮
は

え
て
霊
夢
の

を
見
な
い
よ
う

に 
蓮
 

さ
ん

子
さ
ん

く
逃

た
方
が
い
い

 
で
す
よ
今
の
霊
夢
は
物

く

が
悪
い
の



 第 話 喧嘩祭りが始まりそうです

 
で

 

そ
う
さ
せ
て

う
わ

 

子

う

う
ん
そ
こ
ま
で
痛
い
目
に
は
会
い
た
く
は

 
な
い
か
な

 

人
は

ラ

と
霊
夢
の

を
見
る
と
ま
た

を
真

に
さ
せ
る

ど
れ
程

い
の
や
ら

気
に
な
り
蓮
も

ラ

と
霊
夢
の

を
見
る
と

 
霊
夢

何
よ

 
蓮
 

い
や
何
で
も
な
い
で
す

 
永
夜
異
変
よ
り
と
比
べ
れ
ば

く
は
な
い
が
明
ら
か
に
不

な
の
は
確
か
で
あ
る

 
霧
雨

ま

神
と
も

く
行
き
な

 

子

え

と
そ
れ
じ

行
き
ま
し

う
姉
さ
ん

 

え

そ
れ
で
は

 

人
は

と
空
へ
と
飛
ん
で
逃

出
し
た

人
が
行

た
事
を
確
認
す
る
と

 
蓮
 

え

と
霊
夢

 
霊
夢

何
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と

結
構
気
ま
ず
い

気
に
な
る
と
魔
理
沙
が
ジ

ス

で
と
ん
で
も
な
い
こ
と
を

言

て
く
る

 
蓮
 

そ
れ
し
か
な
い
よ

 
そ
う
言
う
と
蓮
は
霊
夢
に
急

近
す
る

 
霊
夢

な

何
よ

 
そ
う
言
う
と
蓮
は
霊
夢
の

に
キ
ス
を
す
る

 
霊
夢

 
蓮
 

あ
の
時
の
お

少
し
は

な
お

た

 
魔
理
沙
か
ら
の
ジ

ス

は
た
だ

に
キ
ス
し
ろ
と
い
う
事
だ

そ
の
お
陰
か
霊
夢
は

先
程
と
は
う

て
か
わ

て

を
紅
く
し
て
不

で
は
な
く
な

た

 
霧
雨

や
れ

て
言

た
立
場
だ
か
ら
言
い
に
く
い

 
け
ど
よ
イ

つ
く
な
ら
夜
に
や
れ

 
魔
理
沙
の
言

が
こ
だ
ま
す
の
だ

た
が

 

 

い
香
り
が
し
た
か
ら
来
て
み
れ
ば

 
あ
の
子
達

々
し
い
な



 第 話 喧嘩祭りが始まりそうです

 
と
そ
れ
を

く
可
愛
ら
し
い

の
者
が
い
た
が

人
は
そ
の
目
撃
者
を
知
る
よ
し
も
な
か

た
の
だ

た

 
怠
惰

は
い
は
い
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
狗
神

な

よ
怠
惰

何
で
今
日
の
鈴

は
ボ

と

 
し
て
る
ん
だ

 
鈴

 

 
神
楽

言
わ
れ
て
み
る
と

し
く
ボ

と
し
て
ま
す

 
怠
惰

の

合
ミ
ス

た
か
な

 
狗
神

ん

お
前
い
ま
何
て
言

た

 
怠
惰

何
も

怠
惰
さ
ん
の

ト
ロ
グ
に
は
何
も

 
な
い
よ
う
だ

 
神
楽

異
議
あ
り
で
す

告
人
は
嘘
を
つ
い
て
い
ま



 第九章 神々の遊び

 
す

 
怠
惰

え

怠
惰
さ
ん
に
は
よ
く
分
か
ら
な
い
ん

 
だ
け
ど
な

あ

あ
ん
な
所
に
夢
の

 
か
ら
の
使
者
が

 
神
楽

え

 
狗
神

お
い

そ
れ
は
著

的
に
ま
ず
い

す
ぐ
に

 
追
い
出

あ
れ

お
い
怠
惰

て
も
う

 
い

 
神
楽

く

逃

ら
れ
ま
し
た

 
鈴

う

ん
や

り
思
い
出
せ
な
い
ん
だ
よ
な

 
狗
神

あ
れ

お
前
起
き
て
た
の
か

 
鈴

う
ん

う
ん
起
き
て
る
よ

 
狗
神

ま

よ
く
分
か
ら
ん
が
す
ま
な
い
が
今
回
は

 
こ
こ
ま
で
だ

 
神
楽

す
み
ま
せ
ん
が
ま
た
お
願
い

し
ま
す



 第 話 喧嘩祭りが始まりそうです

 
鈴

じ

あ



 第九章 神々の遊び

 
第

話
 
忠
告
は
何
度
で
も

 
こ
ん
ば
ん
わ

書
様

面

で

ミ

を
発

し

 
て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

生
活
の
思
い
出
と

 
言
わ
れ
て
も
何
も
な
い

ま

そ
れ
は
さ
て
お
き

 
本
編
へ
ど
う

 

姉
妹
の
忠
告
を
受
け
て
数
分
後

蓮
達
は
山
へ
と
登

て
い
く

 
霊
夢

 
霧
雨

霊
夢
の
奴
さ

き
と
比
べ
る
と
本
当
に
上

 
に
な

た
な

の
力

か

 
蓮
 

い
や
そ
う
言
わ
れ
る
と
変
に

ず
か
し
い
か
ら

 

め
て
よ
魔
理
沙

 
蓮
の
ち

と
し
た
愛
情

現
で
す
ぐ
に
上

に
な

た

も
し
か
し
た
ら
霊
夢
が
ち

ろ



 第 話 忠告は何度でも

い
だ
け
な
の
か
も
し
れ
な
い
が

 
蓮
 

あ
れ

て

 
蓮
は

然
真

黒
く

わ

わ

し
た
の
が
飛
ぶ
の
を
見
る

そ
れ
に
気
が
つ
い
た
の
か
霊
夢

も
魔
理
沙
も
そ
れ
を
確
認
す
る

す
る
と
そ
の
先
の
山
道
に

人
の
少
女
を
確
認
す
る
と
相
手

の
少
女
も
蓮
達
を
確
認
す
る

 
蓮
 

え

と
貴
方
は

 
少
女

は

人

の

山

貴
方
達
は

 
何
で
こ
ん
な
所
に
い
る
の
か
し
ら

 

と
い
う
少
女
い
や

人

と
い
う
所
か
ら

喪
神
だ
ろ
う
と
蓮
は
思

た

そ
し
て
霊
夢
は

蓮
の
前
に
手
を
出
し
て
近
づ
け
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
て

 
霊
夢

あ
ん
た
そ
の
黒
い
の
は
何

 

 

こ
れ
は
厄

人
間
の
不

で

た
物
よ

 
霧
雨

う

え
ん
が
ち

 
そ
れ
を
聞
い
た

は
普
通

怒
る
は
ず
な
の
に
逆
に
首
を

に

て

 

 

そ
れ
が
良
い
わ
よ
人
間
さ
ん

に
近
づ
け
ば



 第九章 神々の遊び

 
厄
が
貴
方
達
に

り

て
し
ま
う
か
ら

 
だ
か
ら
そ
れ
は
正
し
判
断
よ

 

は
関
心
を
し
て
い
る
が
何
で
か
そ
れ
を
聞
い
て
い
る
と
こ

ち
が
悲
し
く
な

て
い
く
が
そ

れ
は
相
手
に
失

と
も
蓮
は
思

た

 

 

そ
れ
と
貴
方
達
こ
こ
に
は

を

み

れ
な
い

 
方
が
い
い
け
ど

 
霊
夢

そ
れ
も
う

回
目
よ
さ

き
の
姉
妹
に
も
言
わ

 
れ
た
わ
よ

 

 

あ
ら

姉
妹
に
も
会

た
の

そ
れ
で
も

 
こ
こ
に
来
る

意

て

 
蓮
 

え

と
売
ら
れ
た
喧
嘩
を

う
た
め
で
す
か

 
そ
れ
を
聞
い
た

の

は
何
か
を
思
い
出
す

を
し
た

 

 

そ
う
い
え
ば
こ
こ
最
近

天
狗
達
が

リ

リ

 
し
て
た
わ

確
か
堂
々
と

地
に

み

り

 
や
が

て

的
な
事
を
言

て
た
わ



 第 話 忠告は何度でも

 
霊
夢

む

ま

何
か
は
分
か
ら
な
い
け
ど

 
大
体
は
分
か

た
わ
あ
り
が
と
う

 

 

い
い
え

そ
れ
じ

 
そ
う
言
い

は
ま
た
歩
き
出
し
て
去

て
い

た

先
程
の

姉
妹
の
神
様
と
い
い
良
い

喪

神
な
ん
だ
ろ
う
と
蓮
は
思

た

 
霊
夢

変
な
の
に

ま
れ
た
け
ど
さ

さ
と
行

て

 
あ
の
巫
女
を
ボ

ボ

に
し
て
や
ら
な
い
と

 
霧
雨

ま

そ
こ
ま
で

は

 
蓮
 

ア
ハ
ハ

 
そ
う
し
て
蓮
達
は
ま
た
先
へ
と
進
む
の
だ

た

人
は
ま
た
山
道
を
登

て
い
く
と
道
が

つ
に
別
れ
て
い
た

 
蓮
 

霊
夢

ど

ち
に
進
め
ば
い
い

 
霊
夢

う

ん
ど

ち
に
行

て
も
変
わ
ら
な
そ
う

 
霧
雨

な
ら
そ

ち

か
ら
行
こ
う

 
霊
夢

は
い
は
い

は
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そ
う
し
て
魔
理
沙
が
行

た
道

の
道
へ
と
向
か
う

そ
し
て
進
ん
で
い
く
と
そ
こ
に
は

が
流
れ
て
い
た

 
霧
雨

お

て
こ
と
は
も
し
か
し
た
ら

 
魔
理
沙
は
キ

ロ
キ

ロ
と
見

す
と

の
近
く
で
何
か
を
い
じ

て
い
る
少
女
を
見
つ
け

る

そ
れ
は
前
に
理
久
兎
の
墓
参
り
に
来
て
い
た

城
に
と
り
だ

た

 
霧
雨

お

す

に
と
り

 

城

ん

あ
れ

魔
理
沙
じ

ん
ど
う
し
た
の

 
霧
雨

い
や
な
ち

と
野

用
で
こ
こ
に
来
る
事
に

 
な

て
な

 
そ
れ
を
聞
い
た
に
と
り
の

が

々
に

く
な

て
い
く

 

城

魔
理
沙

マ
ジ
で

く
逃

た
方
が
い
い
よ

 
こ
ん
な
所
を
今
の
天
狗
達
に
見
ら
れ
た
ら

 
何
を
さ
れ
る
か

 
そ
れ
を
聞
い
た
蓮
達
は
先
程

が
言

た
事
だ
ろ
う
と
思

た

 
蓮
 

え

と
に
と
り
さ
ん
ど
う
し
て
天
狗
達
は



 第 話 忠告は何度でも

 
そ
ん
な
に

リ

リ
し
て
い
る
ん
で
す
か

 

城

あ

う
ん
何
か
山
の
頂
上
に

か
が
無
断
で

 
神
社
を

て
た
み
た
い
で
天
狗
達
が
も
う

 
侵

を
許
し
た
と
か
そ
う
い
の
で
面
目
を

 

さ
れ
て
怒
り

な
ん
だ
よ

 
そ
れ
を
聞
い
た
蓮
達
は
昨
日
の

の
言

を
思
い
出
し
た

な
ら

方
に

処
の
山
の
頂

上
に
あ
る
神
社
ま
で
来
て
く
だ
さ
い

と
い
う
言

を

つ
ま
り
今
現

妖
怪
達
特
に
天
狗

達
が

リ

リ
し
て
い
る
原
因
と
い
う
こ
と
だ

 
霊
夢

奴
ら

 
霊
夢
は
手
で

を

え
て

る
よ
う
に
し
て
い
う

 

城

だ
か
ら

く
逃

た
方
が
い
い
よ

は
と
も

 
か
く
も
し

の
白
狼
天
狗
に
で
も
見
つ
か
れ
ば

 
弾
幕
ご

こ
無

し
て
襲
い
か
か

て
く
る
よ

 
ど
う
や
ら
今
の
山
の
現
状
は
本
当
に
最
悪
な
よ
う
だ

こ
の
状

に
し
て
は

ら
く
昨
日
や

て
き
た

達
の
せ
い
ら
し
い
が
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蓮
 

で
も
何
で
天
狗
達
は
立
ち
退
き
命

と
か
を

 
し
な
い
ん
て
ん
で
す
か

 

城

聞
い
た
話
だ
と
そ
こ
の
神
社
の
神
様
達
が
強
い

 
ら
し
く
て
さ
下
手
す
れ
ば

が
出
る
か
も

 
て
事
で
言
え
な
い
ら
し
い
ん
だ
よ

 
霧
雨

達

ま
さ
か

人

上
い
る
の
か

 
魔
理
沙
の
言

に
に
と
り
は
首
を

に

る
と

 

城

う
ん

人
い
て
何
で
も

人
は

着
神
の
祟
り
神

 
だ
と
か
も
う

人
は
戦
神
だ
と
か
で

 
霊
夢

何
で
そ
ん
な
相
反
す
る
よ
う
な

人
が

じ

 
神
社
な
の
よ

 

城

そ
こ
ま
で

に
は

で
も
と
り
あ
え
ず
は

く

 
こ
こ
か
ら
立
ち
去

た
方
が

 
に
と
り
は

告
の
た
め
か
そ
う
言
う
が

 
霊
夢

方
だ

て
帰
れ
た
ら
帰
る
わ
よ

た
だ
喧
嘩



 第 話 忠告は何度でも

 
売
ら
れ
た
ら
返
さ
な
い
と
こ

ち
の
気
が

ま

 
ら
な
い
の
よ

 

城

う

ん

無
理
そ
う
か

 
蓮
 

大

で
す
よ
に
と
り
さ
ん

達
な
ら

 
そ
れ
を
聞
い
た
に
と
り
は
た
め

混
じ
り
に

 

城

は

ま

君
達
の

闘
を

る
よ

そ
れ
と

 
山
の
頂
上
に
行
く
な
ら
そ
こ
の
道
を
上
が

て

 
行
け
ば
頂
上
に
行
け
る
よ

 
に
と
り
に
言
わ
れ
た
道
を
見
て
み
る
と
確
か
に
林
に
隠
れ
て
見
え
に
く
い
が
道
が
あ

た

 
霧
雨

サ
ン
キ

に
と
り
や

り
お
前
は
お
値

 

上
だ

 

城

そ
れ
ど
う
い
う
意

 
蓮
 

魔
理
沙

そ
れ
は
言

ち

メ

 
何
処
か
の
大
手
会
社
だ
が
ま
ず
幻
想
郷
に
は
な
い

 

城

ま

ま

よ
く
分
か
ら
な
い
け
ど
気
を

け
て
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蓮
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
に
と
り
さ
ん

 
霊
夢

あ
り
が
と

 
霧
雨

そ
ん
じ

ま
た
な

 
蓮
達
は
に
と
り
に
お

を
言

て
ま
た
山
道
を
登
る
の
だ

た
が

 

 

あ
れ
が
マ
ス
タ

が
言

て
た

蓮

 
で
す
か

 
と

か
が
そ
れ
を
見
て
い
た
が
そ
れ
は
す
ぐ
に

を

す
の
だ

た

 
怠
惰

は
い
は
い
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
狗
神

お

れ
さ
ん
な

 
神
楽

お

れ
様
で
す

 
鈴

お
つ
か
れ
ち

ん

 
怠
惰

し
か
し
面

て

し
い
よ

も
う
怠
惰

 
さ
ん
カ
ミ
カ
ミ
ち

ん
だ
か
ら
さ



 第 話 忠告は何度でも

 
狗
神

言
わ
れ
て
み
る
と
お
前

面

と
か
絶
対
に

 
無
理
だ
ろ

 
怠
惰

え

無
理

す
よ

生
活
の
思
い
出
と

 
言
わ
れ
て
も
何
も
思
い

か
な
い
か
ら

 
神
楽

堂
々
と
宣
言
し
ま
す

 
怠
惰

だ
か
ら
ま
だ

生
さ
ん
で
来
年

面

て

 
い
う
方
は
そ
う
い
う
の
思
い
出
は

た
方

 
が
良
い
で
す
よ
い
や
マ
ジ
で
現
に
怠
惰
さ
ん

 
今
そ
れ
で

て
い
ま
す
か
ら

 
鈴

者
み
た
い
に

メ
な
面

を
し
な
い
よ
う
に

   
怠
惰

と

ま

注
意
し
た
と
こ
ろ
で
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
で
す

 
神
楽

ま
た
次
回

ど
に
見
て
く
だ
さ
い



 第九章 神々の遊び

 
鈴

そ
れ
じ

者
様

 
狗
神

ま
た
明
日
な



 第 話 行いのツケは返ってくる 

 
第

話
 
行
い
の
ツ
ケ
は
返

て
く
る
 

 
こ
ん
ば
ん
わ

者
様

分
前
に

か
ら
帰

て

 
き
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

こ
ん
な
に
遅
く
な

た

 
の
は

め
て
だ

で
は
本
編
へ
ど
う

 
蓮
達
は
に
と
り
に

内
さ
れ
た
道
を
使
い
山
を
登

て
い
く

中
で
白
狼
天
狗
に
見
つ
か
り

そ
う
な
が
ら
も
何
と
か

い
潜

て
い
た

 
蓮
 

こ
ん
な
に

備
が
キ
ツ
い
な
ん
て

 
霧
雨

マ
ジ
で
勘

だ

 
霊
夢

本
当
に

奴
ら

な
事
し
か
し
な
い
わ

 
そ
ん
な
事
を

き
な
が
ら

人
は
林
を
歩
い
て
い
く
と
今
度
は
大
き
な

の
前
に
出
た

 
霊
夢

は

こ
れ
な
ら
博
麗
神
社
に
呼
び
出
せ
ば

 
良
か

た
わ
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蓮
 

霊
夢

そ
れ
を
言

た
ら
終
わ
り
だ
よ

 
霧
雨

ま

た
く
だ

 

々
と
面
倒
く
さ
く
な

て
き
て
い
る
と

 

 

お
や

貴
方
達
は

 
と

か
の

が
聞
こ
え

人
は

の
上
の
方
を
見
る
と
そ
こ
に
は
に
と
り
と

じ
よ
う
に

理
久
兎
の
墓
参
り
に
来
て
い
た

走

が
立

て
い
た

 
蓮
 

あ

さ
ん

 

は

か
ら
飛
び
降
り
て
蓮
達
の
所
へ
着
地
を
し
て

刀
し
て
い
る
刀
を

刀
し
て

 

 

蓮
さ
ん
達
は
何

こ
こ
に

ま
ず
立
ち

り
禁

 
で
す
よ

 
も
う
何
度
目
だ
ろ
う
と
い
う

問
に
霊
夢
は

々
な
が
ら

 
霊
夢

あ
ん
た
ら
が
今

面
倒
く
さ
が

て
る

中
に

 
喧
嘩
吹

け
ら
れ
た
か
ら
来
て
る
の
よ

 

 

え

あ
の
神
社
の
神
達
に
喧
嘩
売
ら
れ
た
ん

 
で
す
か



 第 話 行いのツケは返ってくる 

 
蓮
 

正
確
に
言
え
ば
そ
こ
の
巫
女
さ
ん
で
す
け
ど

 

 

そ
う
だ

た
ん
で
す
か

 
と

言
う
と
魔
理
沙
は

と
笑

て

 
霧
雨

ま

そ
う
い
う
こ

た
だ
か
ら
見
逃
し
て
く

 

 

メ
で
す

侵

者
は

で
あ
ろ
う
と
も
追
い

 
出
せ
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で

 

は
大
き
い
刀
を

か
ら

い
て

刀
し
て

中
に

負
う

を

備
す
る

だ
が
霊
夢
は
あ

る
こ
と
を
思
い

い
た

 
霊
夢

は
何
処
に
い
る
か
分
か
る

 

 

ど
う
し
て

先

な
ん
で
す
か

 
霊
夢

奴
を
焼
き
鳥
に
し
た
い
か
ら
だ
け
ど

 
そ
れ
を
聞
い
た

は
ま
さ
か
と
い
う

情
で

 

 

え

と
そ
れ

て

熱
愛
報
道
の
記
事

 
霊
夢

え

 
霊
夢
は
笑

て
言
う

だ
が
目
は
笑

て
な
い
を
通
り
越
し
て
光
を
失
い
か
け
て
い
る

は
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き
り
言

て

中
が

り
つ
く
ぐ
ら
い
マ
ジ
で

い

方
の

な
の
に
蓮
で
す
ら

え
る

ど

に 

 

い

わ

分
か
ん
な
い
で
す

 
霊
夢

そ
う

ま

良
い
わ
そ
れ
よ
り
も
通
し
て
く
れ

 
な
い

 

の

し
を

え
て
聞
く
と

は
ま
だ

ル

ル
と

え
な
が
ら
も

 

 

行
か
せ
る

に
は
い
か
な
い
ん
で
す

 
や
は
り
天
狗
の
意
地
な
の
か
そ
う
言
う
と
霊
夢
は
突
然
ス

ル
カ

ド
を
構
え
て

 
霊
夢

霊

 
夢
想
封
印

 

 

え

ち

 

ン

 
ま
さ
か
の
不
意

ち
で

は
回

す
る
こ
と
が
出
来
ず
あ
え
な
く

ウ
ン
さ
れ
た

 
霊
夢

よ
し
こ
れ
で

い
た
わ

 
霧
雨

霊
夢

そ
れ
は
流
石
に
な
い

 
蓮
 

不
意

ち
は
ど
う
か
と
思
う
け
ど



 第 話 行いのツケは返ってくる 

 
霊
夢

良
い
の
よ

け
ば

そ
れ
よ
り
も
さ

さ
と

 

奴
ら
の
神
社
に
行
く
わ
よ

 
最

霊
夢
が

々
と
⻤
巫
女
に
な
り
つ
つ
あ
る
な
と
蓮
は
思
う
が

え
る
時
と
の
ギ

が

い
す
ぎ
る

蓮
は

笑
い
を
し
て
魔
理
沙
は
や
れ
や
れ
と

手
を

て
ま
た
歩
き
だ
す
の

だ

た

そ
し
て

人
は
更
に
山
道
を
歩
い
て
い
る
と

 

 

お
や

こ
れ
は
こ
れ
は
霊
夢
さ
ん
達
じ

な
い

 
で
す
か

 
空
か
ら

が
聞
こ
え

を
あ

る
と
そ
こ
に
は
カ
メ
ラ
を

手
に

と
笑

て
い
る

の

が
あ

た

だ
が
こ
の
時

蓮
は
先
程
の
霊
夢
の
言

を
思
い
出
し
た

 
蓮
 

あ

バ
い
か
も

 
霧
雨

え

あ

終
わ

た
な

ン
屋

 
魔
理
沙
も
先
程
の
霊
夢
の
言

を
思
い
出
し
た
の
か
終
わ

た
と

い
た

そ
し
て

 

 

あ
れ

何
で
無
反

な
ん
で
す
か
霊
夢
さ
ん

 
ガ
シ

 

 

え

え
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は
近
づ
い
た
が
そ
れ
は
今
の
霊
夢
か
ら
し
た
ら
間

い
だ

突
然
霊
夢
は

の

を

み
に
し
た

 
霊
夢

貴
女
が
書
い
た
あ
の
記
事

や

て
く
れ
た

 
わ

 

 

ち

ち

ち

待

て
く
だ
さ
い
よ

今
回
は

 
事
実
を

 
霊
夢

書
い
て
良
い
こ
と
と
悪
い
こ
と
が
あ
る
で
し

う

 
が

 
そ
う
言
い

を
倒
す
と
そ
の
ま
ま

を

ま
せ
て

の

に
し
て

 
霊
夢

で
り

 

 

痛
た
た
た
た
た

ギ

ギ

 

の

め
を
そ
れ
た

は
地
面
に
何
度
も
手
を

い
て
ギ

を

呼
す
る
が
霊
夢
は

め
る
気

が
な
い

 
蓮
 

霊
夢

そ
こ
ま
で
に
し
て

 
霊
夢

ま
だ
よ

後

分
は
こ
の
体

を

す
る
わ



 第 話 行いのツケは返ってくる 

 
だ
が
蓮
は
何
処
か
で
聞
い
た
こ
と
が
あ
る

の

め
を

分
ぐ
ら
い
や
る
と

折
す
る

と
か

 
蓮
 

そ
れ

上
や

た
ら

折
す
る
よ

 
霊
夢

そ
れ

て
ん
の
よ

 
霧
雨

え

つ

 
本
当
に
え

つ
な
さ
過
ぎ
る

昔
に
遊
び
で
蓮
は
あ
の
技
を
か
け
ら
れ
た
事
が
あ

た
が

め

ら
れ
る
と
マ
ジ
で
痛
い
の
は
確
か
だ

 

 

許
し
て
く
だ
さ
い
本
当
に

り
ま
す
か
ら

 
霊
夢

や
ら
れ
た
ら
や
り
返
す

返
し
よ

 

 

も
う
そ
れ
は
古
い
で
す
か
ら

 
た
だ
こ
れ
は

や
ら
れ
た
言

で
や
り
返
す
物
理
と
な

て
い
て
そ
の
言

が
当
て
は

ま
る
の
か
が
分
か
ら
な
い
が
今
で
は
少
し
古
い
言

だ

だ
が
も
う

に

分
は
た

て
い
る

 

 

マ
ジ
で
折
れ
ま
す
か
ら

本
当
に
折
れ
ち

い

 
ま
す
か
ら

キ

と
折
れ
た
ら
新
た
な
世

 
界
へ
の

が
開
い
て
見
え
ち

い
ま
す
か
ら
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蓮
 

ち

本
当
に
も
う

め
な

て

 
霊
夢

蓮
が
そ
こ
ま
で
言
う
な
ら

 
そ
う
言
い

々
と

を

し
た

さ
れ
た

は

が
ま
だ
痛
む
の
か
座

て

 

 

い
や

か
り
ま
し
た
よ
蓮
さ
ん

 
蓮
 

な
ら

さ
ん

け
た

と
あ
の
記
事
を
書
い
た

 

と
し
て
こ
の
山
を
今
日
の
間

に

 
歩
け
る
許
可
を

え
ま
せ
ん
か

 

 

あ
や
や

な
ん
で
よ
り
に
も
よ

て
今
な
ん
で

 
す
か

 
蓮
 

え

と

さ
ん
達
が

え
て
い
る

の
神
社
の

 
方
に
喧
嘩
を

ま
れ
て
今
こ
う
し
て
山
を
歩
く

 
の
に

な
ん
で
す
よ

 
そ
う
言
わ
れ
た

は

を
組
ん
で
考
え
る

そ
し
て

を
組
む
の
を

め
て
メ

の

ジ

を
千

り

年

で
ス
ラ
ス
ラ
と
何
か
書
い
て
い
く

 

 

う
ん
こ
れ
で
よ
し



 第 話 行いのツケは返ってくる 

 
そ
う
言
い

は
何
か
書
い
た

を
蓮
に

し
出
す

 

 

白
狼
天
狗
達
や
ら
に
見
つ
か

た
ら
そ
の

を

 
見
せ
れ
ば
大

で
す
よ

 
霧
雨

で
も
い
い
の
か

そ
ん
な
事
し
た
ら
お
前

後
で

 
天
魔
だ

た
け
に
怒
ら
れ
る

 

を
心

し
て
か
そ
う
聞
く
と

は
笑
い
な
が
ら

 

 

大

で
す
よ

風

天
魔
様
な
ら
笑

て

 
許
す
か
そ
れ
と
も

当
な
返
事
を
し
て
終
わ
る

 
の
で

 
蓮
 

え

天
狗
の
⻑
で
す
よ

そ
れ
で
良
い
ん
で
す

 
か

 

 

え

本

暇
な
時
は

を

り
な
が
ら

 
だ
ら
だ
ら
新
聞
を

ん
で
る
の
で

 
蓮
 

そ
れ
は

ラ
イ

ト
で
す
よ

 
だ
が
そ
れ
を
逆
に
考
え
る
と
マ
イ

ス
な
ん
だ
ろ
う
と
蓮
は
思

た



 第九章 神々の遊び

 

 

こ
れ
で

ラ
に
し
て
く
だ
さ
い
そ
れ
と
お
願
い

 
も
あ
る
ん
で
す
が

 
霊
夢

何

 

か
ら
頼
み
事
な
ん
て

し
い
と
思

て
い
る
と

 

 

新
し
く
来
た
神
社
の

中
を

方
に

れ
て
来
て

 
下
さ
い
天
魔
様
も
会

て
み
た
い
と
言

て
い
た

 
の
で

 
霊
夢

ま

れ
て
な
け
れ
ば

 
蓮
 

え

と
伝
え
て
は
お
き
ま
す

 

 

お
願
い
し
ま
す

そ
れ
で
は

は
仕
事
が

 
あ
る
の
で

 
そ
う
言
う
と

は
真

黒
い

を

て
空
へ
と
飛
ん
で
い
き
見
え
な
く
な

た

 
霊
夢

ま

た
く

ま

こ
れ
で
堂
々
と
歩
け
る
か
ら

 
良
し
と
す
る
か

 
霧
雨

と
り
あ
え
ず
行
こ
う



 第 話 行いのツケは返ってくる 

 
蓮
 

そ
う
だ

 
そ
う
し
て

人
は
堂
々
と
道
を
歩
い
て
い
く
の
だ

た
が

 

 
 
カ
タ
カ
タ
カ
タ
カ
タ

 

 
 
カ
タ

 

 
 
カ
タ
タ
タ
タ

 

 
 
カ
タ

 
と

何
か
が
カ
タ
カ
タ
と
な
る
音
が
聞
こ
え
る
が
蓮
達
は
知
る
よ
し
も
な
か

た

 
怠
惰

友
人
に
技
を
か
け
る
と
き
は

度
を
も

て

 
技
を
か
け
ま
し

う

 
狗
神

い
や
か
け

だ
ろ

 
神
楽

も
か
け
ま
せ
ん

 
鈴

う

ん
人
の

を
し
た
妖
怪
な
ら
や

て
た
か
な

 
怠
惰

こ
こ
だ
け
の
話
だ
が
怠
惰
さ
ん
小

生
ぐ
ら
い



 第九章 神々の遊び

 
の
時
は
祖

に

の

め
さ
れ
た
け
ど

 
神
楽

う
わ

 
鈴

ア
グ
レ

シ

な
お
じ
い
ち

ん
だ

 
狗
神

こ
い
つ
を

の

め
し
た
の
か

い
な

 
怠
惰

ア
ハ
ハ
あ
の
頃
は

か

た
か
ら

 
さ
て
と
今
回
は
こ
こ
ま
で
だ

 
狗
神

今
回
も
あ
り
が
と
う
よ

 
鈴

そ
れ
じ

者
様

 
神
楽

ま
た
明
日

え

と
さ
よ
う
な
ら



 第 話 宣戦布告をすれば大体こうなる

 
第

話
 
宣
戦
布
告
を
す
れ
ば
大
体
こ
う
な
る

 
こ
ん
ば
ん
わ

者
様

バ
イ
ト
に
出
て
い
た

 
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

で
は
本
編
へ
ど
う

 
蓮
達
は

か
ら

た
許
可

を
も
ち
い
て
山
道
を
歩
い
て
い
き
よ
う
や
く
目
的
の
神
社
の
目

の
前
に
た
ど
り
着
い
た

見
た
感
じ
博
麗
神
社
よ
り
少
し
大
き
い
か
な
ぐ
ら
い
だ

 
霊
夢

へ

こ
こ
が

奴
ら
の

 
霧
雨

こ
こ
に
来
る
ま
で

し
た

 
蓮
 

し
た

け

 
こ
こ
に
来
る
ま
で
の

姉
妹
を

し

山

に

告
さ
れ
に
と
り
に
心

さ
れ

に
不
意
討
ち
し
て
更
に
は

を

の

め
し
た
だ
け
だ
ろ
う
と
し
か
も
大
方
は
霊
夢
ば
か
り

だ

そ
う
し
て

り
を
見
て
い
る
と
神
社
の
中
か
ら
蓮
と
霊
夢
に
喧
嘩
を
売

て
き
た
東
風

が
や

て
来
る



 第九章 神々の遊び

 

さ
ま
よ
う
こ
そ
守
矢
神
社
へ

 
霊
夢

よ
う
や
く
出
て
き
た
わ

あ
ん
た

 

ち

ち

ち

そ
ん
な

い

を
し
な
い
で

 
下
さ
い
よ

 
少
し

た
の
か

は
霊
夢
を
な
だ
め
る
が
当
の
霊
夢
は
わ
ざ
わ
ざ
こ
こ
ま
で
来
た
た
め

か
少
し
不

だ

す
る
と
突
然

 

 

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

幻
想
郷
の
巫
女

て
の
は

 
元
気
が
あ
る

 

 

本
当

 
と

笑

て
蓮
達
を

人
の
女
性
が
見
て
い
た

人
は
鏡
を
首

り
に
し
て
い
て
特
に
目

立
つ
の
は
後
ろ
に
大
き
な
注

が
つ
い
て
い
る

そ
し
て
も
う

人
は
う

て
か
わ

て
萃

香
と

じ
で
ロ
リ
体

だ
が
目
立
つ
の
は
そ
の
目
玉
が
つ
い
た

子
の
少
女
だ

 

そ
れ
で
は
紹
介
し
ま
す

こ
こ
守
矢
の
神
様
で

 
あ
る
八

神

子
様
そ
し
て
も
う

人
の
方
は

 

矢
諏
訪
子
様
で
す



 第 話 宣戦布告をすれば大体こうなる

 

矢

紹
介
に

か

た
通
り

は

矢
諏
訪
子
だ
よ

 
八

そ
れ
で

が
八

神

子
よ
ろ
し
く

 
注

の
女
性
が
神

子
で
不
思
議
な

子
を

て
い
る
が
諏
訪
子
だ
と
分
か

た

そ
し

て

が
様
つ
け
を
し
て
い
る
事
を
考
え
る
と
守
矢
神
社
の

神
と
い
う
事
だ
ろ
う
と
蓮
は
思

た 
霊
夢

博
麗
霊
夢
よ

 
霧
雨

霧
雨
魔
理
沙

普
通
の
魔
法
使
い
だ

 
蓮
 

え

と

蓮
で
す

 
と

方
も

紹
介
を
す
る
と
魔
理
沙
が

 
霧
雨

に
し
て
も

に
フ
ラ
ン
ク
だ
な

 
八

え

今
は
こ
ん
な
フ
ラ
ン
ク
の
方
が

が

 
集
ま
り
や
す
い
か
ら

 
霊
夢

い
や
ま

良
い
ん
だ
け
ど
フ
ラ
ン
ク
過
ぎ
る
わ

 

矢

で
も
昔
は

々
し
か

た
け
ど

 
話
し
や
す
い
が
昔
は
少
し
や
ん
ち

し
て
い
た

て
何
処
の
不
良
か
と
蓮
は
思
う
が

に
は
出



 第九章 神々の遊び

さ
な
い
よ
う
に
す
る

 
八

ン

そ
れ
で
確
か

達
が

て
ば
神
社
を

 
明
け

す
の
よ

 
霊
夢

え

そ
の
代
わ
り
あ
ん
た
ら
が
負
け
た
ら

下
座

 
し
て
ち

う
だ
い
よ

 

矢

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
良
い
よ

そ
れ
じ

度

人
ず
つ

 
い
る
か
ら
先
方

中

大
将
の

試
合
で
や
ろ

 

か

 
霧
雨

お

問

な
い

 
と

言
う
と
蓮
は
手
を
上

て
た
だ
一
言

 
蓮
 

な
ら

戦
タ
イ

 
八

認
め
る
わ

 

戦
タ
イ

を
認
め
ら
れ
蓮
と
霊
夢
に
魔
理
沙
は

ま

て

戦
を
話
始
め
る

 
蓮
 

ま
ず

が
先
方
を
や
る

 
霧
雨

的
に
は
霊
夢
が
先
方
そ
れ
は
決
ま
り
だ
な



 第 話 宣戦布告をすれば大体こうなる

 
蓮
 

な
ら

が
中

に
い
く
よ

 
霧
雨

分
か

た
な
ら
蓮
が
中

や

て
最
後
に
大
将

 
で

が
や
る

て
感
じ
だ
な

 
蓮
 

う
ん

ら
く
何
だ
け
ど
先
に

さ
ん
が

 
出
て
次
に
諏
訪
子
さ
ん
か
も
し
く
は
神

子

 
さ
ん
だ
か
ら

そ
れ
に
巫
女
ど
う
し
負
け
れ

 
な
い
で
し

 
霊
夢

え

宣
戦
布
告
し
た
事
を
後

さ
せ
て
や
る
わ

 
蓮
 

な
ら
決
定
だ

 
そ
う
し
て
蓮
達
は

ま
る
の
を

め
て
正
面
を
向
く

そ
し
て
そ
れ
を
確
認
し
た
神

子
が

 
八

な
ら
先
方
は
前
へ
そ
れ

外
は
邪
魔
に
な
ら
な
い

 
よ
う
に
し
て
頂

そ
れ
と
こ
れ
は
遊
び
で
決
闘
よ

 
外
野
か
ら
の

撃
お
よ
び

は
反

と
し
て

 
禁

良
い
わ
よ

 
蓮
 

は
い
構
い
ま
せ
ん



 第九章 神々の遊び

 
そ
う
し
て
蓮
と
魔
理
沙
は
神

子
と
諏
訪
子
の

へ
と
向
か
い
霊
夢
の
弾
幕
ご

こ
を
観
戦

す
る

そ
し
て
霊
夢
の
相
手
は

 
霊
夢

や

り
予

通
り
あ
ん
た
だ

た
わ

 

じ
巫
女
と
し
て
負
け
れ
ま
せ
ん

 

じ
よ
う
な

で

じ
巫
女
ど
う
し
の

人
が
そ
れ

れ
対
立
し
あ
う

そ
し
て
神

子

は

人
の
間
に
立
つ
と

 
八

そ
れ
で
は
こ
の

判
は

が
努
め
る
わ

 
霊
夢

本
気
で
や
る
わ
よ

 

望
む
所
で
す

 
そ
し
て
神

子
が
手
を

り
下

た
と

時
に

 
八

試
合
開
始

 
そ
の
言

と
共
に
霊
夢
と

と
の
弾
幕
ご

こ
が
開
始
さ
れ
た

 

行
き
ま
す
よ

 
そ
う
言
い

は
弾
幕
を
放
ち
始
め
た

昨
日
よ
り
も

か
に
弾
幕
が
進
化
し
て
い
た

そ
れ

は
見
事
に
五

の

様
だ
か
ら
だ

そ
れ
に
は
蓮
は

く

だ
が
霊
夢
も
負
け
じ
と
対

し
て



 第 話 宣戦布告をすれば大体こうなる

弾
幕
を
放
つ

 
霊
夢

そ
ん
な
弾
幕
じ

当
た
ら
な
い
わ
よ

 
五

が
散

た
所
を

け
て
霊
夢
は
弾
幕
を
放
ち
な
が
ら
そ
う
言
う
と

は

 

そ
う
で
す
か

な
ら

 
そ
う
言
い

は
ス

ル
カ

ド
を
構
え

 

奇
跡
 
客

の
明
る
す
ぎ
る
夜

 

の

隣
に
大
弾
幕
が
現
れ
る
と
そ
れ
が

を

き
始
め
る

す
る
と
そ
こ
か
ら
レ

ザ

弾
幕
が
霊
夢
に
襲
い
か
か
る
が
そ
れ
だ
け
で
は
な
く

も
弾
幕
を
放

て

撃
し
て
く

る

だ
が
当
の
霊
夢
は

戦
す
る
と
こ
ろ
か
す
ら
す
ら
と
弾
幕
を

け
る

 
霊
夢

ん
何
か
蓮
の
方
が
強
い
気
が
し
て
き
た
わ

 

何
を

 

限
時
間
が
来
て
ス

ル
が
終
わ

た
と

時
に
ま
た

は
ス

ル
カ

ド
を
構
え
て

 

開

 

の
奇
跡

 
今
度
は
ト
ラ

の

の
よ
う
に

々
に

々
に
と

か
ら
弾
幕
の

が

て
く
る
が

 
霊
夢

そ
こ
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き

 

は
向
か

て
く
る
お

を
回

し
た
が
ス

ル
は

レ
イ
ク
さ
れ
て
先
程
の
弾
幕
の

は

え
た

 

ま
だ

ま
だ
終
わ
り
ま
せ
ん

 
そ
う
し
て

は

り
ず
に
ま
た
ス

ル
カ

ド
を
構
え
た

 

大
奇
跡
 
八

の
神
風

 

を
中
心
に
無
数
の
小

の
弾
幕
と
大
弾
幕
が

を

き
な
が
ら
霊
夢
へ
と
襲
い
か
か
る

そ
れ
は
ま
る
で

が

風
の
目
と
な

た
よ
う
に
だ

だ
が
霊
夢
も
ス

ル
カ

ド
を
構
え

た 
霊
夢

霊

 
夢
想
封
印

 
そ
の
言

と
共
に

つ
の
大
き
な
光
弾
幕
が
八

の
神
風
の
弾
幕
を

ち

し
て

へ
と

向
か

て
い
く

 

嘘

そ
ん
な

 

ン

 
弾
幕
の

度
で
分
か
ら
な
か

た
の

は

弾
し
た

よ

て
こ
の

負
は



 第 話 宣戦布告をすれば大体こうなる

 
八

そ
こ
ま
で

者

博
麗
霊
夢

 
霊
夢
へ
と
な

た
の
だ

た

そ
し
て
外
野
の

で
も

 
霧
雨

や

し
霊
夢
が

た
な
蓮

 
蓮
 

そ
う
だ

 
だ
が

人
は
知
ら
な
か

た

い
や
知
る
よ
し
も
な
か

た
と
言
え
ば
い
い
の
か

 

 

く
く

面
白
そ
う
な
事
を
し
て
る
じ

か

 
何
者
か
が
蓮
達
に
近
づ
い
て
い
る
の
を

 
怠
惰

は
い
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
狗
神

あ
り
が
と
う
な

 
神
楽

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
鈴

話
は
変
わ
る
け
ど
今
回
な
前
回
に
前
々
回
に

 
前
々
前
回
の
最
後
の
あ
れ
は
何

 
怠
惰

ん

秘

で
ご
ざ
ん
す
よ
ま

大
方
の

者



 第九章 神々の遊び

 
様
な
ら
分
か
る
と
思
う
よ

 
神
楽

確
か
普
通
と
は

う
と
言

て
ま
し
た

 
怠
惰

う
ん

の

品
と

い
を
出
す
た
め
だ
よ

 
狗
神

メ
タ
イ
わ

 
怠
惰

ま

ま

て
な
わ
け
で
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
鈴

ど
う
な
る
の
か
は
お
楽
し
み
に

 
神
楽

そ
れ
で
は

者
様

 
狗
神

日

だ
か
ら

て
夜
更
か
し
し
な
い
で
さ

さ
と

 

ろ
よ
じ

あ
な



 第 話 第 回戦  諏訪子

 
第

話
 
第

回
戦
 

諏
訪
子

 
こ
ん
ば
ん
わ

書
様

帰

て

ド
に

し
た
ら

て

 
し
ま

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

で
は
本
編
へ
ど
う

 

と
の
弾
幕
ご

こ
に

た
霊
夢
は
満

の

情
で

 
霊
夢

ち
ま
し
た

 
蓮
 

何
か
ス

キ
リ
し
た
み
た
い
だ

 
霊
夢

そ
れ
は
も
う

 
霧
雨

霊
夢
が

た
な
ら
こ
の
ま
ま

ち
越
し
で

 
い
き
た
い
か
ら
頼
む

蓮

 
蓮
 

分
か

た
よ

 
そ
う
言
い
前
へ
と
出
て
い
く

そ
し
て
隣
の

達
は

 

す
い
ま
せ
ん
負
け
ま
し
た



 第九章 神々の遊び

 

矢

あ

う

ま

張

た
よ

は

次
は

 

だ

負
け
た
分
を

り
返
す
か
な

 
八

え

張

て
ち

う
だ
い

 
そ
う
言
い
諏
訪
子
は
前
へ
と
出
て
蓮
と
お

い
に
向
き
合
う
と

 
蓮
 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

え

と
諏
訪
子

 
さ
ん
で
す
よ

 

矢

う
ん

合

て
る
よ

そ
れ
と
こ
ち
ら
こ
そ

 
八

そ
れ
じ

お

い
良
い
わ

 

判
の
神

子
が
手
を

な
が
ら
お

い
を
見
る
と

 
蓮
 

は
い

 

矢

い
い
よ
神

子

 

人
の
返
事
を
聞
い
た
神

子
は
手
を

り
下
ろ
し
て

 
八

試
合
開
始

 
そ
の
言

と
共
に
弾
幕
ご

こ
が
始
ま
る
の
だ
が
蓮
は

座
に

刀
し
神
楽
を
構
え
る
が
諏
訪

子
の
方
が
少
し

く
ス

ル
を
構
え
て
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矢

開
宴
 
二

二

一

 
諏
訪
湖
は
レ

ザ

弾
幕
を
放
ち

を

り
そ
れ
を

々
に

々
に
と

め
て
い
く

し
か
も

更
に
は
諏
訪
子
は
蓮
に
向
か

て
大
中
小
の
様
々
な
大
き
さ
の
弾
幕
を
放
つ

先
程

が
使

た

の
奇
跡
の
上

格
だ
と
蓮
は
思

た

そ
し
て

け
つ
つ

 
蓮
 

式

 
神
楽
の
悪
念

 
そ
の
言

と
共
に
蓮
の

サ
イ
ド
に

体
の
神
楽
の
分

を

す
る

す
る
と
そ
の
分

は

手
か
ら
弾
幕
を

り
諏
訪
子
へ
と
放
つ

そ
れ
は
ま
る
で

動
式

ト
ン
の
よ
う
だ

そ

の
た
め
蓮
は

け
る
こ
と
に

念
で
き

撃
は
神
楽
が
し
て
く
れ
る
た
め

常
に

利
だ

 

矢

面
白
い

そ
の
弾
幕

 
神
楽
か
ら
放
た
れ
る
弾
幕
を
回

し
な
が
ら
楽
し
そ
う
に

べ
る
と

 
蓮
 

い
き
ま
す
よ

 
神
楽
を

に
し
て
諏
訪
子
へ
と
斬
り
か
か
り
諏
訪
子
の
ス

ル
を

レ
イ
ク
し
て

続
斬
り
を

す
る
が

 
ガ
キ
ン

 
そ
れ
を
ま
さ
か
の
い
つ
の
間
に
か

て
い
た

の

を
使

て
諏
訪
子
は

手
だ
け
で

い
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だ 

矢

確
か
に
さ

き
の
博
麗
の
巫
女
が
言

た
通
り

 
良
い

体
能
力
だ

正

言

て

よ
り
も

 
強
い

だ
け
ど

相
手
だ
と
そ
れ
は
は
ち

 
と
キ
ツ
い
か
な

 
そ
の
言

と

時
に
神
楽
の
分

が
諏
訪
子
を

み
込
む
よ
う
に

に
立
つ
と
大
弾
幕
を
諏

訪
子
へ
と
放
つ

だ
が
諏
訪
子
は
こ
こ
で
ス

ル
を

え
た

 

矢

神

 

矢
の

の

 

え
た

間

手
に

て
い
る

の

が

き
出
し
そ
の

か
ら
弾
幕
が
放
た
れ
る

し

か
も
そ
の

は

て
い
る

の

を

し
た
か
の
よ
う
な

だ
が
そ
の

は
諏
訪
子
を
中
心
に

り
一
面
を
飛
び
回
る

そ
の
結

 
蓮
 

く

 
蓮
は

弾
す
る

れ
が
あ
る
た
め

ぐ
様

後
退
す
る
が

 
悪
念

が

 
悪
念

ぎ
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悪
念
は

弾
し
て
弾
幕
を
放
つ
こ
と
が
出
来
な
か

た
が

ぐ
様

蓮
の

サ
イ
ド
に
戻
る

だ
が
諏
訪
子
が
放

た
ス

ル
は
蓮
へ
と
向
か

て
き
て
い
た

 
蓮
 

そ
ん
な
も
の

 
蓮
は

無

に
飛
び
回
り

の

を
回

し
て
い
く

そ
し
て
回

に

念
し
て
い
る
間
も

神
楽
の
分

が
弾
幕
を

て
く
れ
る
た
め

く

利
だ

 

矢

へ

流
石
に
こ
こ
に
住
ん
で
る
だ
け
あ
る

 
と

何

か
諏
訪
子
は
感
心
し
て
い
る

そ
こ
に
蓮
は

 
蓮
 

式

 
狗
神
の
呼

 
狗
神

出
番
だ
な

 

体
な
獣
狗
神
を

し
諏
訪
子
へ
と
襲
い
か
か
ら
せ
る

だ
が
諏
訪
子
も
蓮
と

じ
よ
う

に
飛
び
回
り
逃

る
が
狗
神
の
執
念
か
ら
は
逃
れ
る
の
は

し
い

 

矢

君
し
つ
こ
い

祟
り
神

り
が
向
い
て
い
る
ん

 
じ

な
い
の

 
狗
神

う

せ

 
狗
神
は
追
い
続
け
る
が
諏
訪
子
は
合

の
構
え
を
と
る
と
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矢

 

は

ゆ
え

に
の
ま
る
る

 

つ
の
弾
幕
が

り
に
飛
び

う
と
そ
こ
か
ら
無
数
の
小

弾
幕
が
現
れ
る

狗
神
は
不
意

を
つ
か
れ
た

 
狗
神

ク
ソ

 
蓮
 

戻

て
狗
神

 
蓮
は
狗
神
を

ぐ
様
に
戻
す
が
高

度
の
弾
幕
が
蓮
へ
と
襲
い
か
か
る
の
だ
が
蓮
は
式
神

鈴

を
構
え
て

 
蓮
 

式

 
鈴

の
鱗

 
そ
の
言

と
共
に
鈴

が
現
れ
る
と
鈴

は
楽
し
そ
う
に

 
鈴

ア
ハ
ハ

り
狂

ち

え

 
そ
う
言
う
と
鱗

を

り

く

す
る
と

集
し
た
弾
幕
は
蓮
の
目
の
前
を
通
り
す
ぎ
て
い

く

ま
る
で
蓮
を

け
て
い
る
か
の
よ
う
に

 

矢

何
そ
れ

 

活
性
を

る
程
度
の
能
力

を
利
用
し
て

集
し
た
弾
幕
を
反
ら
し
て
道
を

た
の
だ

行

て
し
ま
え
ば
諏
訪
子
の
弾
幕
は

と
し
た
ら
鈴

の
鱗

が

と
な
り
反
発
し
あ
う
と
い
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う
事
だ

 
鈴

も
う
時
間

れ

 
蓮
 

あ
り
が
と
う
鈴

 
だ
が

も
あ
り
そ
の
ス

ル
は

か
数

し
か
使
え
な
い

ス

ル
の
た
め
仕
方
が
な

い
の
だ
が
鈴

の
お
か

で
諏
訪
子
の
ス

ル
も
時
間

れ
で

え
た

 
蓮
 

こ
れ
な
ら
行
け
る

 
鈴

の
お
か

で
道
が
で
き
た
所
に
蓮
は
勢
い
よ
く
神
楽
を

て
再
度
斬
り
か
か
る
が
そ
の

時

諏
訪
子
は

リ
と
笑

た

 

矢

祟

 
ミ
シ

ク
ジ
さ
ま

 
諏
訪
子
は
ス

ル
を

え
た

し
か
も
そ
の
ス

ル
は
全
方

に

す
る
小

の
弾
幕
を
無

数
に
放

た

蓮
は
そ
の
時
ミ
ス

て
し
ま

た
の
だ

諏
訪
子
の
そ
の
ス

ル
は

に

る
ス

ル
だ

つ
ま
り
勢
い
に

た
蓮
に
は

め
ら
れ
な
か

た

 
蓮
 

な
ら
こ
の
ま
ま
行
け
ば
い
い

 

め
ら
れ
な
い
な
ら
行
け
ば
い
い
そ
う
思

た
蓮
は
更
に

す
る

 
蓮
 

頼
む
よ
神
楽
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神
楽
を

に
し
て
向
か

て
く
る
ス

ル
を

ぎ
空
い
た
場
所
へ
蓮
は
刀
を

り
下
ろ
す
が
そ

の
時
だ

た

急
に
そ
の
弾
幕
の

度
が
あ
が

た
の
だ

 
蓮
 

し
ま

 

ン

 
こ
れ
に
は
反

が
追
い

け
ず

弾
し
て
し
ま

た

そ
し
て
蓮
は
地
面
に
落
ち
た

 
蓮
 

う

痛
た
た

 
八

負
あ
り

者

矢
諏
訪
子

 
蓮
は
こ
の
試
合
に
負
け
て
し
ま

た

そ
し
て
蓮
は
立
ち
上
が
り
降
り
て
き
た
諏
訪
子
に

 
蓮
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

矢

い
い
よ

そ
れ
と
強
か

た
よ

 
そ
う
言
い
お

い
は
待

場
所
へ
と
戻
る

 
蓮
 

ご
め
ん
負
け
た

 
霊
夢

良
い
わ
よ
よ
く

張

た
か
ら

 
霧
雨

そ
う
だ

次
で
そ
の
仮
も
返
し
て
や
る

 
蓮
 

な
ら
お
願
い

魔
理
沙
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霧
雨

せ
て
お
け

 
魔
理
沙
は

を
は

て
言
う
と
前
へ
と
出
た

 
そ
し
て
守
矢

も

 

矢

の
仮
は
返
し
た
よ

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
諏
訪
子
様

 
八

さ
て
と
次
は

諏
訪
子

判
を

 
お
願
い

 

矢

分
か

た

 
神

子
は
前
へ
と
出
て
魔
理
沙
と

を
見
合
わ
せ
る

 
八

お

い
楽
し
く
や
り
ま
し

う

 
霧
雨

だ

 

矢

そ
ん
じ

が
神

子
の
代
わ
り
に

判
を

 

め
さ
せ
て
も
ら
う

 
そ
う
し
て
先
程
の
神

子
と

様
に
お

い
が
見
合
う

そ
し
て
諏
訪
子
の

が
下
ろ
さ
れ

 

矢

試
合
開
始
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そ
の
言

と
共
に
魔
理
沙
と
神

子
の
弾
幕
ご

こ
が
開
始
さ
れ
た

 
鈴

神
様
強
か

た

 
狗
神

か

敗
だ

 
神
楽

や

り
古
代
か
ら
生
き
て
る
神
様
は
強
い
で
す

  
怠
惰

お

れ
さ
ん

あ

そ
れ
と
次
回
か
ら
色
々
と

 
お
か
し
く
な
る
と
だ
け
言

て
お
く

だ
か
ら

 
休
ん
で
お
き
な
よ

 
狗
神

な

何
が
起
こ
る
ん
だ
よ

 
怠
惰

さ

何
だ
ろ
う

と
り
あ
え
ず
今
回
は
こ
こ

 
ま
で

 
神
楽

き

気
に
な
る
所
で
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鈴

怠
惰

た
ら

い
な

 
怠
惰

で
は
ま
た
次
回

さ
ら
ば
だ

 

人

本
当
に
終
わ
ら
せ
た

 
怠
惰

バ
イ
バ
イ



 第九章 神々の遊び

 
第

話
 
最
終
戦
と
嘲
笑
う
者

 
こ
ん
ば
ん
わ

者
様
や
は
り

て
し
ま

て
遅
く
投
稿
に
な

て
し
ま

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪

魔
で
す

張
ら

ば

で
は
本
編
へ
ど
う

 
妖
怪
の
山
の
頂
上
の
守
矢
神
社
で
神

子
と
魔
理
沙
に
よ
る
弾
幕
ご

こ
が

発
し
て
い
た

 
霧
雨

お
わ

と

 
八

う
や
る
わ

 
神

子
の
弾
幕
を

け
て
い
く
が
神

子
の
ス

ル
が
発
動
し
た

 
八

奇
祭
 
目
処

子
乱
舞

 
そ
の
ス

ル
が

え
る
ら
れ
る
と
先
程
の

や
諏
訪
子
と

じ
よ
う
に
弾
幕
の

が

て

く
る
が
更
に
追
い
討
ち
を
か
け
る
か
の
よ
う
に
神

子
が
お

の
よ
う
な
弾
幕
を
放

て
き
て

後
か
ら
は
小
弾
幕
が
襲
い
か
か
る

 
霧
雨

こ
こ
の
奴
等
は
ど
ん
だ
け

が

き
な
ん
だ
よ
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を

み
に

て
弾
幕
と
弾
幕
の

間
を
通

て
回

し
な
が
ら
弾
幕
を
放
つ

そ
れ
を
回

し
な
が
ら

 
八

さ

た
だ
考
え
が

じ
だ

た

て
だ
け

 
霧
雨

そ
う
か
よ

 
魔
理
沙
は

に

が
る
の
を

め
て

の
上
へ
と
立
つ
と
何
か

の
よ
う
な
物
を
投

し
た

 
霧
雨

い
け

 
魔
理
沙
の
合
図
と
共
に
そ
の

は
さ
し
ず
め
ロ
ケ

ト
の
よ
う
に
神

子
へ
と
向
か

て
い

た 
八

そ
ん
な
ん
じ

 
こ
の
時

神

子
は
何
か

い
た

情
を
し
た

だ
が
そ
の
お
陰
で
神

子
に
は

弾
し
な

か

た
が
ス

ル
は

レ
イ
ク
し
た

 
八

な

い

た
い
今
の
は

 
霧
雨

ま
だ
い
く

 
何
か

い
て
は
い
る
が
魔
理
沙
は
良
く
分
か
ら
な
い

だ
が
こ
れ
は

と
も
思
え
た

 
八

あ
の
子
い

た
い

い
や
今
は
後
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神

子
は
手
を
天
へ
と

る
と
何
処
か
ら
と
も
な
く

つ
の

が
神

子
の

後
に

遊

し
て
並
ぶ

 
八

け
れ
る

 
そ
う
言

た
と

時
に

か
ら
無
数
の
弾
幕
が
飛
び

う

見
て
い
る
と
キ

ン

の
よ
う

に
も
見
え
る

 
霧
雨

け
れ
る
か

て

だ

 
そ
う
言
い
魔
理
沙
は

け
る

そ
し
て
神

子
は
ま
た
ス

ル
を

え
た

 
八

神
殺
 

バ
イ

ン
グ
ク
ロ

 
そ
の
言

と
共
に

つ
の

か
ら
無
数
の
弾
幕
が
全
方

に
放
た
れ
た

だ
が
最

は
中
く

ら
い
の
大
き
さ
な
の
だ
が
急
に
小

に
な
る
た
め

け
る
リ

が
崩
れ
そ
う
に
な
る

 
霧
雨

分

手
だ
な

 
八

そ
う
言
う
貴
女
こ
そ
何
か
隠
し
て
い
る
ん
じ

 
な
い
の

 
霧
雨

う
良
く
わ
か

て
ん
じ

か

 
そ
う
言
う
と
魔
理
沙
は
ミ

八

を

り
出
す

そ
し
て
伝
家
の
宝
刀
た
る
ス

ル
を

え
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た 
霧
雨

 
マ
ス
タ

ス
パ

ク

 

の

大
レ

ザ

が
神

子
に
向
か

て
放
た
れ
た

 
八

 
神

子
は

け
よ
う
と
せ
ず
ま
さ
か
の

中
に
並
ぶ

で
ガ

ド
し
た

力
的
に
は
魔
理
沙
が

て
い
る
よ
う
に
見
え
た
の
だ
が

 
八

は

 
あ
り
え
な
い
事
に
魔
理
沙
の
マ
ス
タ

ス
パ

ク
を

ぎ
き

た
の
だ

 
霧
雨

マ
ジ
か
よ

 
八

貴
女

本
当
に
そ
れ
だ
け

 
霧
雨

ぐ

ま
だ
だ

 
そ
う
言
い
魔
理
沙
は
ま
た
弾
幕
を
放
つ

だ
が
神

子
は
一
気
に
空
へ
と
飛
ぶ
と
ま
た
手
を

て
 
八

天
⻯
 
雨
の

泉

 
神

子
が
そ
う

え
る
と

上
か
ら
無
数
の
弾
幕
が
降
り
注
ぐ

だ
が
そ
れ
は

中
で
変

し
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て
鱗
の
弾
幕
や
小

弾
幕
と
な

て
魔
理
沙
へ
と
襲
い
か
か

た

 
霧
雨

ち

こ
こ
ま
で

い
と
は
流
石
は
神
様
だ

 
だ
け
ど
よ

も
負
け
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
ん

 
だ

奴
へ
雪

を
は
ら
す
た
め
に
は

 
魔
理
沙
は
ま
た
ミ

八

を
構
え
た

そ
し
て
マ
ス
タ

ス
パ

ク
と

じ
体

に
な
る
が

ミ

八

か
ら
は

か
に

ル
ギ

が

れ
る

つ
ま
り
そ
れ
は
マ
ス
タ

ス
パ

ク
を
越

え
る

力
の
ス

ル
と
い
う
事
だ

 
霧
雨

行

け

魔

 
フ

イ

ル
ス
パ

ク

 
マ
ス
タ

ス
パ

ク
の
数
十

は
あ
り
そ
う
な

で
な
お
か
つ

力
も

い
と
な

た
ス

ル
を
神

子
へ
と
放

た

 
八

そ
ん
な
も
の
さ

き
と
変
わ
ら
な
い

 
ま
た
神

子
は

で

い
だ

だ
が

 
八

さ

き
と
全
然

う

ぐ

 

々
と

に
ヒ

が

て
い
く

そ
し
て
つ
い
に

 
霧
雨

行
け
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バ
キ
ン

 
八

く

う
わ

 

ン

 

を

し
つ
い
に
神

子
は

弾
し
た

こ
れ
に
よ
り

者
は

 

矢

負
あ
り

者
は
霧
雨
魔
理

 
霧
雨

よ

し

弾
幕
は
火
力
だ

 
魔
理
沙
は

々
と

か
ら
降
り
る
と
霊
夢
と
蓮
も

け
つ
け
た

 
蓮
 

お
つ
か
れ
魔
理
沙

 
霊
夢

こ
れ
で
神
社
は
何
と
か
な
る
わ

そ
れ
で

 

下
座
し
て
く
れ
る
ん
で
し

 

そ
ん
な
負
け
る
な
ん
て

 

矢

ま

し

う
が
な
い
よ

 
と

少
し

念
そ
う
に
言

て
い
る
と
ボ
ロ
ボ
ロ
と
な

た
神

子
が
降
り
て
く
る

 
八

負
け
た
わ

見
事

 
霧
雨

へ
へ

ど
ん
な
も
ん
だ
い



 第九章 神々の遊び

 
八

さ
て
と
さ

さ
と
出
て
い

て
ち

う
だ
い

 
魔
理
沙
に
向
か

て
言
い
放

た

そ
れ
を
聞
い
た
蓮
や
霊
夢
そ
し
て
魔
理
沙
も

 

人

え

 
と

を
出
し
て
し
ま
う

だ
が
そ
れ
は

人
だ
け
じ

な
い

 

神

子
様

 

矢

ど
う
し
た
の
神

子

 

人
も

い
た

ど
う
や
ら

情
か
ら

す
る
に

え
て
考
え
て
い
た

で
は
な
い
こ
と
が

分
か
る
が

 
霧
雨

ど
う
い
う
事
だ

 
霊
夢

あ
ん
た
そ
れ
で
も
神
様

負
け
た
ら
そ
う
し
て

 
言
う

て
の

 
と

言
う
と
神

子
は
首
を

に

て

 
八

い
い
え
貴
女
達
に
言

た

じ

な
い
わ

 
霧
雨

じ

あ

に
言

た

て
ん
だ
よ

 
八

そ
れ
は

さ

き
か
ら
貴
女
の

に
潜
ん
で
い
る



 第 話 最終戦と嘲笑う者

 
招
か
れ
ざ
る
客
に
言

た
の
よ

さ

き
か
ら

 
見
て
た
ん
で
し

 
神

子
が
魔
理
沙
の

を

し
て
意

の
分
か
ら
な
い
事
を
言

た
そ
の
時
だ

た

 

 

く
く
く

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
流
石
は
軍
神
八

神

子
だ
な

何
時
か
ら

 
気
づ
か
れ
た
ん
だ
ろ
う
な

 
何
処
か
ら
と
も
な
く
そ
ん
な

が
聞
こ
え
て
き
た
と
思

た
ら
魔
理
沙
の

に
変
化
が
訪
れ

た

魔
理
沙
の

か
ら
何
か
黒
い
物
体
の
よ
う
な

が
現
れ
た
の
だ

そ
れ
は
そ
の
場
の
全
員
か

ら

れ
る
と
そ
の

か
ら
人
が
出
て
く
る

そ
こ
か
ら
出
て
き
た
の
は
玲
音
と

じ
執
事

を
着

て
い
て

鏡
を
か
け
て
い
る
が
そ
の

鏡
の
中
の
目
は

く
そ
し
て

い
目
を
し
て
い
た

だ
が

そ
れ
を
見
た
魔
理
沙
は
大

で

 
霧
雨

て
め

は
出
や
が

た
な
変

執
事

 
魔
理
沙
は
不
気

に
笑
う
執
事
に
向
か

て

ぶ
の
だ

た



 第九章 神々の遊び

 
怠
惰

は
い
つ
い
に
出
て
き
ま
し
た

 
狗
神

魔
女

子
が
言

て
た
奴
か

 
神
楽

見
た
感
じ
強
者
の

と
い
う
か
オ

ラ
が

 
ス

す
ぎ
で
す
よ

 
鈴

本
当
だ
よ

 
怠
惰

ま

神
楽
の
言

た
通
り
強
者
の

だ
よ

 
実
力
は
本
当
に
神

子
や
諏
訪
子
み
た
い
な

 
古
代
か
ら
生
き
る
神
様
と
ど

こ
い

て
感
じ

 
か
な

 
神
楽

そ
ん
な
に
で
す
か

 
怠
惰

本
来
の
実
力
は

ぶ

ち

け
一
度
と
あ
る

 
世
界
の
覇

戦

し
て
い
た
ぐ
ら
い
だ
か
ら

 
狗
神

は

覇

戦

 
鈴

い

定
だ
よ

 
怠
惰

し
く
知
り
た
い
と
い
う

者
様

あ

ち
を



 第 話 最終戦と嘲笑う者

 
見
れ
ば
分
か
る
と
だ
け
言

て
お
く
よ

て
感

 
じ
で
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

あ
ざ
と
い
が
ま

い
い
だ
ろ
う

 
神
楽

え

と

者
様
ま
た
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
鈴

そ
ん
じ

ま
た

 
怠
惰

バ
イ
バ
イ



 第九章 神々の遊び

 
第

話
 
招
か
れ
ざ
る
客
達

 
こ
ん
ば
ん
わ

者
様

た
さ

の
怠
惰
の
ク
ソ

 
悪
魔
で
す

で
は
本
編
へ
ど
う

 
蓮
達
の
目
の
前
に
は
不
気

に
笑
う
執
事
が

か
ら
現
れ
た

魔
理
沙
が
言

た
変

執
事
と

い
う

語
か
ら
こ
れ
ま
で
魔
理
沙
を
負
か
し
て
き
た
人
物
と
い
う
の
が
良
く
わ
か

た

 
霊
夢

貴
方
は

 
と

霊
夢
が
言
う
と
そ
の
執
事
は
ま
る
で
蓮
達
を
嘲
笑
う
か
の
よ
う
に
名
前
を

え
た

 

 

は

黒

た
だ
そ
れ
だ
け
の
名
だ

 
黒
と

え
た
執
事
は
未
だ
に
蓮
達
を
見
て
不
気

に
笑
う

見
て
い
て

い
が

 
霧
雨

お
前
と
出
会
う
と
な
こ
こ
で

年
目
だ

 
黒
 

い
や

年
ぶ
り
だ
ろ

確
か
永
夜
異
変
か

の
時
だ

 

た
か
ら
な



 第 話 招かれざる客達

 
蓮
 

貴
方
は

隠
者
の
仲
間
な
ん
で
す
か

 
念
の
た
め
に
と
聞
く
と
黒
は
少
し
興

あ
り

に

 
黒
 

お
前
は

蓮
だ

た
な

確
か
に
隠
者
い
や

 
そ
の
お
方
は

が

だ
そ
れ
と

が

は
お
前
の
事

 
を
大

気
に

て
い
た

 
霊
夢

奴
の
仲
間

 
蓮
 

 
蓮
や
霊
夢
は
永
夜
異
変
の
事
を
思
い
出
す

隠
者
と
い
う
人
物
に

倒
的
な
実
力
で
た
だ
遊
ば

れ
て
い
た
事
を

す
る
と

 

矢

君
さ
聞
き
た
い
ん
だ
け
ど
君
は
ど
れ
だ
け
の
命

 
を

て
き
た
の

 

え

ど
う
い
う
事
で
す
か

 

矢

こ
い
つ
何

何
千

て
程
に
祟
ら
れ
て
る
相
当
恨
み

 
を

つ
事
を
し
て
る
よ

 
そ
れ
を
聞
い
た
黒
は
た
だ
真

で



 第九章 神々の遊び

 
黒
 

な
ら

も
問
お
う
お
前
ら
は

分
達
が
食

た

の

 
数
を
数
え
れ
る
か

 

そ
ん
な
事

無
理
に
決
ま

て
ま
す
よ

 
黒
 

そ
れ
と

じ
こ
と
だ

 
つ
ま
り
数
え

れ
な
い

ど
に
殺
し
て
き
た
と
い
う
事
だ

 
蓮
 

魔
理
沙
こ
の
人
と
こ
れ
ま
で
ず

と
戦

て
き
た
ん

 
だ
よ

 
霧
雨

あ

そ
う
だ

 
だ
が
な
ら
何

目
の
前
に
い
る
霧
雨
魔
理
沙
の
命
を

ら
な
か

た
の
か

そ
れ
が
不
可
解

な
謎
で
も
あ
る

紅
霧
異
変
永
夜
異
変
普
通
な
ら
命
を
と
ら
れ
る

だ

だ
が

は
そ
れ
を

し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
だ

 
蓮
 

貴
方
は
命
を

て
き
た
と
言
い
ま
し
た
が
そ
れ
で

 
は
何
で
魔
理
沙
の
命
は

ら
な
か

た
ん
で
す
か

 
黒
 

く
く
く

や
は
り
お
前
も
面
白
い

ま

教
え
て
や

 
ろ
う

か
ら
し
て
見
れ
ば
霧
雨
魔
理
沙
と
い
う
魔
法



 第 話 招かれざる客達

 
使
い
は
観

対

だ
か
ら
な

は
次
代
の
魔
法
使

 
い
の

⻑
を
見
る
の
は
一
興
と
思

て
い
る
か
ら
だ

 
が

 
霧
雨

言

て
く
れ
る
じ

か

 
何

か
魔
理
沙
は
少
し

し
そ
う
だ

め
ら
れ
て
い
る
の
か
よ
く
分
か
ら
な
い
が
相
手
は

蓮
に
も
興

を

し
た
よ
う
だ

だ
が
蓮
は
一
番
知
り
た
い
こ
と
を
聞
い
た

 
蓮
 

隠
者
は
何
処
に
い
る
ん
で
す
か

 
隠
者
が
何
処
に
い
る
か
だ

人
が
隠
者
だ
と
い
う
こ
と
な
ら
居
場
所
を
知

て
い
る
と
考
え

た
か
ら
だ
が
黒
が
出
し
た

え
は

 
黒
 

教
え
る
と
思
う
か

 
蓮
 

そ
う
で
す
よ

聞
き
た
い
こ
と
は
も
う
い
い
で
す
な

 
の
で
貴
方
を

ま
え
て
隠
者
の
場
所
を
聞
か
せ
て
も

 
ら
い
ま
す

 
そ
う
言
い
蓮
は
神
楽
を

刀
す
る

や
は
り
教
え
て
は
も
ら
え
な
い
よ
う
だ

そ
れ
に
合
わ
せ

て
霊
夢
に
魔
理
沙
も
お

い
棒
に
お

ミ

八

を
構
え
る



 第九章 神々の遊び

 

神

子
様

諏
訪
子
様

 
八

え

貴
方
達
に

力
す
る
わ

 

矢

こ
ん
な
危
険
な
奴
を
野
放
し
に
は
出
来
な
い

 
か
ら

 

達
も
蓮
に

力
し
て
く
れ
る
よ
う
だ

こ
れ
で

対

だ

数
的
に
は
こ
ち
ら
が

利

だ
が

 
黒
 

力
ず
く
か

い
い

そ
う
言
う
の
は

い
じ

な

 
い

だ
が
よ
お
前
ら
は
勘

い
し
て
な
い
か

 

そ
れ
は
ど
う
い
う
意

で
し

う
か

 
黒
 

何
時

が
・

・人
・だ
・と

言

た

 
霊
夢

え

蓮

け
て

 
蓮
 

え

な

 
霊
夢
に
言
わ
れ
蓮
は
す
ぐ
に
バ

ク
ス
テ

で

け
る

そ
し
て
蓮
が
も
と
い
た

に
は

数
本
の
ク

イ
が
刺
さ

た

 

 

ま

た
く
黒
さ
ん
は
そ
う
言
う
の
は
前
も

て
言



 第 話 招かれざる客達

 
て
欲
し
い
で
す
け
ど

 
黒
の

と
な
り
に
黒
い

束
い
や

者

を
着
て
白
銀
の

科
の

を
生
や
す
人
物
が
並

ぶ

か
ら
し
て

ら
く
男
性
と
思
わ
れ
る

そ
の
人
物
が
ク

イ
を
投

た
の
だ
ろ
う

 

で
す
が

人
な
ら
ま
だ

 

は
と
ん
で
も
な
い
フ
ラ
グ
を

て
て
し
ま

た

す
る
と

後
か
ら

 

 

念
だ
け
ど

人
じ

な
い
だ
な

 
八

な

 

矢

い
つ
の
間
に

 
霊
夢

と

じ
巫
女

 
い
つ
の
間
に
か

後
を

ら
れ
て
い
た

蓮
は
そ
の
人
物
の
格

を
見
て

い
て
し
ま
う

そ

の
人
物
の
格

は
霊
夢
や

と

じ
で

が
見
え
る
タ
イ

の
巫
女

そ
れ
で
い
て
黒
の

に

並
ぶ

者
と

じ
で

科
の

を
生
や
す
が
そ
の
巫
女
は

色
だ

し
か
も

は
狐
の
お
面
を

て
隠
さ
れ
て
い
た

 

 

何
処
を

つ
き
歩
い
て
い
た
ん
だ

 

 

も
う
お
兄
ち

ん
が
ず
さ
ず
さ
と
先
に
行
く
の
が
悪
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い
ん
だ
よ

 
お
兄
ち

ん
と
い
う

語
か
ら

ら
く
こ
の

人
は
兄
妹
と
い
う
こ
と
が
分
か

た

 
霧
雨

こ
い
つ
ら
兄
妹
か
よ

 
蓮
 

こ
の

人
は
咲
夜
さ
ん
に
妖
夢
さ
ん
が
言

て
た

 
者
と
巫
女

 
永
夜
異
変
後
の
宴
会
で
聞
い
て
い
た
特

と
全
て
一

し
て
い
る

つ
ま
り
こ
こ
に
い
る

人
は
全
て
隠
者
の
仲
間
と
い
う
事
だ

 

で
も
ま
だ
数
的
に
は
こ

ち
が

 
霊
夢

あ
ん
た
そ
れ
フ
ラ
グ
だ
か
ら

 
ま
た

は
フ
ラ
グ
を

て
て
い
く

す
る
と
今
度
は
黒
と

者
の
後
ろ
に

つ
の

が
が

空
か
ら
落
ち
て
く
る

そ
れ
は
人
の

で
は
あ

た
が

の
色
そ
し
て
目
が
白
目
を
向
い
て
い
て

最

人
な
ら
ざ
る
者
達
だ

 

カ
タ

 

カ
タ
カ
タ

 

カ
タ
タ
タ



 第 話 招かれざる客達

 

カ
タ
カ
タ
タ
カ
タ

 

は
動
い
て
は
い
が

を
発
し
て
は
い
な
い

を
カ
タ
カ
タ
と
鳴
ら
す
音
し
か
聞
こ
え
な

い 
黒
 

共
戦
闘
体

お
前
ら
の

的
は
八

神

子
そ

 
し
て

矢
諏
訪
子
だ

 
黒
が
命

す
る
と
後
ろ
の

と
呼
ば
れ
た

人
は

を
し
た

 

対

に
な

ち

い
ま
し
た

 
霊
夢

あ
ん
た
が
フ
ラ
グ
を

て
る
か
ら
よ

 
数
で
も
負
け
て
し
ま

た

だ
が
数
よ
り
も

で

負
と
も
蓮
は
思

た

 
黒
 

な

は

 
巫
女

黒
君

て
ば
ど
う
せ
魔
女

子
ち

ん
と
戦
い
た
い

 
ん
で
し

 
黒
 

あ

 

者

い
い
で
す
よ
戦

て

 

者
と
巫
女
に
許
可
を

た
黒
は
魔
理
沙
の
前
へ
と
歩
い
て
い
き
立
ち
塞
が
る



 第九章 神々の遊び

 
霧
雨

な
ら
良
い

会
だ

お
前
を
ボ

ボ

に
し
て
や

 
る

 
黒
 

そ
う
か

か
か

て
こ
い
霧
雨
魔
理
沙

 
魔
理
沙
の
相
手
は
黒
と
い
う
執
事
に
決
ま

た

そ
し
て
狐
面
の
巫
女
は

 
巫
女

そ
う
だ
な

お
兄
ち

ん

は

処
の
巫
女

 
ち

ん
達
も
ら

て
良
い

 

者

良
い
よ

は
マ
ス
タ

が
気
に

て
る

 

蓮
と
戦

て
み
た
か

た
か
ら

 
巫
女

そ
れ
じ

博
麗
の
巫
女
ち

ん
と
守
矢
の
巫
女
ち

 
ん
は

が
相
手
す
る

 
霊
夢

い
い
わ
よ
相
手
し
て
あ

る
わ

 

達
の
神
社
で

相
を

く
な
ら
容

は
し
ま
せ
ん

 
よ

 
こ
う
し
て
霊
夢

巫
女
と
の
巫
女

負
が
決
定
し
た

 
八

達
は
こ
の

達
を

け
る
わ
よ



 第 話 招かれざる客達

 

矢

分
か

て
る
よ
神

子

 

達

カ
タ

 
神

子
と
諏
訪
子
も

達

人
と
の
戦
い
が
決
ま

た
の
だ

た

そ
し
て

心
の
蓮
は

 

者

何
で
で
し

う
か

貴
方
に
は
何
で
か
妙
に
親

 
近
感
が
わ
い
て
く
る
ん
で
す
よ

 
蓮
 

奇

で
す

も
そ
う
思
う
ん
で
す
よ

く

然
と

 
は
い
え
な
い
ぐ
ら
い
に

 

人

し
て
る
な

て

 

じ
よ
う
な
立
場
な
の
か
蓮
と

者
は
言

を
ハ

ら
せ
た

 
蓮
 

い
ざ

常
に

 

者

負

 
蓮
と

者
と
の
戦
い
が
始
ま
る
の
だ

た

 
狗
神

な

者

て
奴
は

人
な
の
か
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怠
惰

う

ん
ま

そ
う
だ

妹
と

分
の

に

 
結
構

り
回
さ
れ
て
る
か
ら

 
鈴

何
で
だ
ろ
う
昔
に

者
と
巫
女
に
会

た
事
が

 
あ
る
よ
う
な
気
が
す
る

 
神
楽

気
の
せ
い
じ

な
い
で
す
か

 
鈴

気
の
せ
い
だ
よ

 
怠
惰

ま

が
書
き
続
け
れ
ば
分
か
る
こ
と
さ

 
て
な

で
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

次
回
は
つ
い
に

ら
の
出
番
だ
な

 
神
楽

そ
う
で
す

 
鈴

そ
れ
じ

者
様

 
怠
惰

ま
た



 第 話 隠者の従者達

 
第

話
 
隠
者
の
従
者
達

 

の

か
な
日

し
が

ら
す

こ
こ
守
矢
神
社
で
は
現

は

し
い
戦
い
が

発
し
て
い

た 

ン

 
霊
夢

の

り
を
受
け

め
た

 
巫
女

う

ん
中
々
良
い

り
だ

 
霊
夢
の
霊
力
を
纏
わ
せ
た

の

り
を
巫
女
が
霊
力
を
纏
わ
せ
た

の
キ

ク
で
相
殺
す

る 

そ
こ

 

は
弾
幕
を
放
つ
が
巫
女
は
霊
夢
を

し
返
す
と
バ
ク
転
し
て

け
る

 
巫
女

ん

そ
ん
な
ん
だ
と
当
た
ら
な
い
な

 

体
能
力
高
く
な
い
で
す
か

 
霊
夢

ち

流
石
妖
怪

 
巫
女

ン

ン
妖
怪
じ

な
い
ん
だ
よ
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巫
女
は

そ
う
に

を

に
動
か
し
な
が
ら
霊
夢
と

に
伝
え
る

 
霊
夢

ど

ち
に
せ
よ
立
ち
は
だ
か
る
な
ら
退
治
す
る

 
だ
け
よ

 

じ
巫
女
と
し
て
負
け
た
く
は
あ
り
ま
せ
ん

 
そ
う
し
て
霊
夢
と

は
巫
女
に

み
続
け
る

そ
し
て
す
ぐ
近
く
で
は

 

矢

こ
の

 
諏
訪
子
の

を

達
は
一

で

け
る

そ
れ
に
続
い
て

 
八

 

つ
の

そ
れ

れ

人
ず
つ

達
に
投

飛
ば
す
が
そ
れ
も
一

の
高

動
で
回

さ

れ
る

 

矢

こ
い
つ
ら
思

て
た
よ
り
も

い

 
八

で
も
何
こ
の

和
感

 

か
た

 

が
何
や
ら
手
で
合
図
を
す
る
と

人
の

達
は
諏
訪
子
と
神

子
を
鳥

の
フ

メ

シ

ン
で

い
混
む
の
だ
が

手
に
ま
さ
か
の
近
代

で
あ
る
ハ
ン
ド
ガ
ン
を
構
え
ら
れ
て
い
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て
引
き

を
引
い
た

 
バ

ン

 

矢

そ
い
や

 

弾
は
実
弾
で
は
な
く
弾
幕
で
出
来
て
い
た

だ
が
諏
訪
子
は

け
ず
地
面
に
手
を
つ
け
る
と

諏
訪
子
と
神

子
の

り
の
地
面
が

り
上
が
り

が
出
来
る

そ
れ
に
よ

て
出
来
た

が

と
な
り

弾
を

断
し
た

 

矢

ど
う
よ

 
八

無
反

 
諏
訪
子
が
ド

て
も
た
だ

方
を
見
て
い
る
だ
け
で
無
反

で
あ
る

 

矢

ち

と

何
か
反

し
て
く
れ
な
い
と

 
こ

ち
が

ず
か
し
い
で
し

 
八

で
も
何
の
か
し
ら
こ
い
つ
ら
か
ら

達

 
神
と

じ
神
力
を
感
じ
る
の
は

 
ま
だ
ま
だ

人
は
戦
う
が
そ
の
数
メ

ト
ル

れ
た
先
で
は

 
黒
 

良
い

も

と
だ

も

と

を
楽
し
ま
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せ
ろ
霧
雨
魔
理
沙

 
霧
雨

 

レ
イ
ジ
ン
グ
ス
タ

 
空
か
ら

空
を
つ
け
て

に

が
り

ス

ド
で
黒
へ
と
特

を
仕

け
る
が
目
の
前
で
黒

は

へ
と

り
回

す
る

 
霧
雨

て
め

そ
れ
は
反

だ
ろ

 
黒
 

弾
幕
ご

こ
に
お
い
て
の
ル

ル
は
弾
幕
で

 

し
く
見
せ
て

つ
だ
け
だ

た
と
思
う
が

 

か
ら
現
れ
た
黒
は
手
を
か
ざ
す
と

り
の

々
の

が

と
化
し
て
魔
理
沙
へ
と
襲
い
か
か

る
が

座
に
空
を
飛
び

を

撃
を

け
る

 
霧
雨

相
変
わ
ら
ず
の
戦
い
方
だ
な

 
黒
 

そ
う
か
も
な

 
今
度
は
黒

の

を
利
用
し

か
ら
黒
く
光
る
弾
幕
が
現
れ
る
と
そ
れ
は
魔
理
沙
を
ロ

ク
オ
ン
し
た
の
か
魔
理
沙
目

け
て
向
か

て
く
る

 
霧
雨

ミ
ン
グ
か

 
ど
ん
な
に

く

動
し
て
も

か
ら
出
来
た
弾
幕
は
魔
理
沙
を
追

し
続
け
る
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霧
雨

魔

 
ス
タ

ス
ト
レ

リ

 
ス

ル
カ

ド
を

え
る
と
魔
理
沙
の

の
先
か
ら
無
数
の

弾
幕
が
現
れ

の
弾
幕

を

ち
落
と
す

 
霧
雨

次
く
る
と
し
た
ら

 
す
ん

 
い
つ
の
間
に
か

ら
れ
て
い
た
ハ
ル
バ

ト
の

な
る
一
撃
を
空
中
で
一
回
転
し
て
回

す

る 
黒
 

う
や
る
じ

な
い
か

 
霧
雨

お
前
の
事
だ
か
そ
う
く
る
と
思

た

 

回

ど
戦

た
だ
け
あ
り
手
の
内
は
分
か
る
よ
う
だ

そ
れ
を
見
た
黒
は
更
に
笑

た

 
黒
 

い
い

や
は
り
見
立
て
ど
お
り
だ

 
霧
雨

そ
い
つ
は
あ
り
が
と
よ

 
ミ

八

を
黒
へ
と
構
え
魔
理
沙
は
そ
う

ぶ
の
だ

た

そ
し
て
場
面
は
代
わ
り
蓮
は
守

矢
神
社
の
近
く
に
あ
る

々
が
生
い

る

の
中
で

者
と
戦

て
い
た

 
蓮
 

こ
れ
は
ど
う
で
す
か
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者

隠

 
弾
幕
隠
れ

 
弾
幕
を
放
つ
が

者
は
ま
さ
か
の
こ
の

隠
れ
の
弾
幕
バ

ジ

ン
で
目
の
前
か
ら

え
て
回

す
る
が
そ
こ
か
ら
出
来
た
弾
幕
が

生
と
し
て
蓮
へ
と
襲
い
か
か
る

 
ス
パ
ン

 
だ
が
蓮
は
神
楽
で
弾
幕
を

り
裂
き
そ
し
て

り
を
見

す

 
蓮
 

何
処
に

そ
こ
か

 
す
ぐ
さ
ま
そ
こ
か
ら
バ

ク
ス
テ

で

れ
る
と

れ
た
地

に
ク

イ
が
刺
さ
る

 

者

や
り
ま
す

ま
だ
会

て
数
分
し
か
た
た
ず

 
で

撃
を
回

す
る
と
は

 

の

の
上
で

者
は
蓮
に
言
う
と
蓮
は

 
蓮
 

え

貴
方
の

人
に
と
こ
と
ん
と

メ
出
し

 
さ
れ
た
の
で

 
神
楽
を

る
い
そ
こ
か
ら
出
来
た
斬
撃
波
で

者
へ
と
弾
幕
を
放
つ
が

者
は

し
て
そ
の

一
撃
を

け
た

 

者

こ
れ
は

け
れ
ま
す
か
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空
中
で
ク

イ
を

本
程
を
蓮
へ
と
放
つ
が
蓮
は
刀
を
構
え

 
蓮
 

神
楽

 
神
楽
の
名
を
呼
ぶ

す
る
と

後
に
神
楽
の
分

が
現
れ
そ
の
分

が
弾
幕
を
放
ち
ク

イ
を

相
殺
さ
せ
る

 
蓮
 

者
さ
ん
貴
方
も
い
や
貴
方
達
も
隠
者
と

 

じ
で
手

し
て
い
る
ん
で
す
か

 
蓮
は
も
し
や
と
思
い
そ
う
聞
く
と
地
上
へ
と
着
地
し
た

者
は

 

者

え

そ
う
で
す
よ

だ

て
こ
う
で
も
し
な
い

 
と
貴
方
達
の
実
力
を

れ
な
い
じ

な
い
で
す

 
か

 
流
石
は
隠
者
の
仲
間
だ
け
あ

て
か
隠
者
と

様
に
滅

手

き
を
さ
れ
て
い
た
よ
う

だ

し
か
も
蓮
だ
け
で
は
な
く
霊
夢
や
魔
理
沙
そ
れ
に

達
の
守
矢
神
社
の
者
達
も
手

き
し

て
戦

て
い
る
よ
う
だ

 
蓮
 

貴
方
達
は

ら
を

に
し
す
ぎ
で
す

 
い
い

に
し
て
下
さ
い



 第九章 神々の遊び

 

者

は

マ
ス
タ

に
何
て
言
わ
れ
る
か
な

 
蓮
 

え

 
と

言

た
時
だ

た

急
に

者
の

気
が
変
わ

た

 

者

そ
こ
ま
で
言
う
の
な
ら
少
し
お
見
せ
し
ま
し

う

 

の

術
を

 

者
は
ク

イ
を

手
で
合
わ
せ
て

本

つ
と
そ
れ
を
先
程

様
に
蓮
へ
と
投

し
た

 
蓮
 

そ
ん
な
も
の

 
神
楽
と
神
楽
の
化

で
全
て
弾
き
飛
ば
し
神
楽
の
分

が

え
る

だ
が

者
は
い
つ
の
間
に

か
目
の
前
か
ら

え
て
い
た

 
蓮
 

ま
た

え
た

 

者

何
処
を
見
て
い
る
ん
で
す
か

 
蓮
 

い
つ
の
ま
に

 
い
つ
の
間
に
か

者
は
ク

イ
を
手
に

ち
蓮
に
向
か

て
ク

イ
を

る

て
く
る
が

 
蓮
 

式

 
鈴

反
撃
の

 
式
神

鈴

を
使
い
鈴

を

す
る
と
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鈴

ぶ

飛
べ

 

の

で
す
ら
破
壊
す
る

を
使

た
回
し

り
で

者
へ
と
一
撃
を
放
つ
の
だ
が

 

者

い

 
蓮
と
鈴

の
目
の
前
に
紫
の
ス
キ
マ
と

じ
よ
う
な
裂
け
目
が
出
来
上
が
る
と
そ
こ
に

イ

し
て

え
た

 
蓮
 

な

 
鈴

嘘

 
こ
れ
に
は
蓮
と
鈴

も

く
こ
と
し
か
出
来
な
か

た

す
る
と
今
度
は
後
ろ
か
ら

け

で

蓮
へ
と
ク

イ
を

る
い
に
く
る

 
蓮
 

鈴

は
戻

て

そ
し
て
頼
む

 
蓮
は
ま
た
式
神

狗
神

を

座
に
構
え
て

 
蓮
 

 
狗
神
の

 
蓮
の
後
ろ
に
狗
神
が
現
れ
る

蓮
は
す
ぐ
さ
ま

を
塞
ぐ
と

時
に

 
狗
神

ガ

 

 

者

ぐ
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大
な

を

者
へ
と
放
つ

こ
れ
に
は

者
も
吹

飛
ば
さ
れ
る
が

ぐ
様

者
は
受

け

を
と

て
体

を
整
え
た

 
狗
神

う

の

を
受
け
て

ま
ぬ
か

 

者

そ
ん
な
も
の
は

き
ま
せ
ん
よ

 
蓮
 

や

り

い

狗
神
の

を
近

で

 
受
け
て
も
ス
タ
ン
し
な
い
な
ん
て

 
蓮
は
気
づ
か
な
い
が
狗
神
と

者
は

い
に

み
あ

て
い
た

 
狗
神

お
前
も
男
だ
と
か

だ
と
か
思

た
ん

 
だ
ろ

 
と

狗
神
は
や
け
く
そ
気

に
言
う
と

者
の
返
し
が
予
想
外
な
返

だ

た

 

者

い
え

見
た
だ
け
で
女
性
と
い
う
の
は
分
か
り

 
ま
す
よ

し
か
も
そ
の
真

白
な

並
そ
れ
で

 
見
た
感
じ

等
も
な
く
し

か
り
手

れ

 
し
て
い
て

麗
だ
な
と

 
狗
神

な
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ま
さ
か
の

め
言

だ

こ
れ
に
は
狗
神
も

い
て
し
ま
う

 
蓮
 

何
こ
の
ラ

メ
の
よ
う
な

開

え

と

 
狗
神
が
女
性

て
気
づ
い
た
ん
で
す
か

 
今
日

日
で
何
回
か
ラ

メ

開
し
た

人

に
言
わ
れ
た
く
は
な
い

し
か
も
戦
い
そ

ち
の
け
で

者
に
聞
く
と

 

者

い
や

も
妹
も
元
は
狼
な
ん
で
ど
う
し
て
も

 
見
た
だ
け
で
分
か
る
ん
で
す
よ

 
狗
神

道
理
で
な

そ
の

と
い
い

と
い
い

 

科
の
匂
い
や
ら
が
す
る

だ

 
何
で
か
分
か
ら
な
い
が
狗
神
は
少
し

し
そ
う
だ

 

者

お

と
ま
だ
戦
い
で
し
た

あ

マ
ス
タ

 

こ

と
で
す

 
蓮
 

何
だ

 
狗
神

何
が
起
こ

て
や
が
る

 
突
然

者
は

り
言
を
ぶ
つ
ぶ
つ
と
言
い
出
し
た
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者

え

引
く
ん
で
ん
す
か

す

ぐ
に
引
き

 
ま
す

す
い
ま
せ
ん
が
蓮
さ
ん

共
は
今
回

 
引
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

 
蓮
 

逃
が
す
と
思
い
ま
す
か

 

者

え

逃

ま
す
よ

 
そ
う
言
う
と

者
は
何
か
玉
の
よ
う
な
物
を
手
に

つ
と

 

者

そ
れ
で
は
ご
め
ん

 
ド
ロ
ン

 
そ
れ
を
地
面
へ
と

き
つ
け
る

す
る
と

り
が

で

わ
れ
た

 
蓮
 

ご

ご

 
狗
神

行
く

小
僧

 
狗
神
は
蓮
の

の

元
を

え
る
と
す
ぐ
に

者
を
追
い
か
け
た

狗
神
が
追
い
か
け
て
い
く

ま
た
守
矢
神
社
へ
と
戻

て
き
た

 
霊
夢

蓮
あ
ん
た
何
処
に
行

て
た
の

 
蓮
 

ご
め
ん

者
と
林
の
中
で
戦

て
て
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霧
雨

お
い
逃

る
の
か
お
前
ら

 
霊
夢
達
の
目
の
前
に
は
先
程
の

者
に
巫
女
そ
し
て

と
呼
ば
れ
た
人
間
の
よ
う
な
者
達
に
黒

と
名

た
執
事
は
楽
し
そ
う
に

 
黒
 

あ

が

が
お
待
ち
で
な
霧
雨
魔
理
沙

 
今
回
は
中
々
だ

た

次
や
り
あ
う
時
は

 
お

い
全
力
で
や
り
あ
お
う
く
く

は
は

 
黒
は
手
を

る
と
黒
の

が
黒
達

人
を

い
隠
す

そ
し
て
数

で
黒
の

が

え
る

と
そ
こ
に
い
た

の

人
は

え
て
い
た
の
だ

た

 
怠
惰

は
い
て
な

で
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

 
ま
し
た

 
晴
明

そ
れ
で
今
回
は

で
す

 
怠
惰

ま

出

て
る
か
ら

 
晴
明

そ
れ
と
怠
惰
さ
ん
あ
の

人
は

に
あ
の
人
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の
従
者
達
で
す
よ

 
怠
惰

え

特
に
巫
女
ち

ん
が

か
し
い

 
で
し

 
晴
明

え

そ
れ
は
も
う

女
に
は

れ
回
さ
れ
ま
し
た

 
か
ら

 
怠
惰

数
少
な
い

一
の
友
達

 
晴
明

え

ま
さ
か

て
ボ

 
怠
惰

さ

ど
う
だ
ろ
う

て
な

で
今
回
は
こ
こ

 
ま
で

 
晴
明

じ

次
回
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
怠
惰

で
は

者
様
ま
た
次
回

 
晴
明

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
 



 第 話 波乱は過ぎて

 
第

話
 
波
乱
は
過
ぎ
て

 
こ
ん
ば
ん
わ

者
様

前
回
は
や
ら
か
し
て
し
ま

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

し

な

い

で
は
本
編
へ
ど
う

 
霧
雨

ク
ソ

ま
た
逃

ら
れ
た

 
先
程
と
は

て
変
わ

て

か
と
な

た
守
矢
神
社
で
魔
理
沙
は

ん
だ

 
霊
夢

奴
ら
い

た
い
何
の
目
的
で
来
る
の
か
本
当

 
に
謎
過
ぎ
て
分
か
ら
な
い

 
蓮
 

狗
神
さ

き
か
ら
ど
う
し
た
の

 
狗
神

ん

い
や
何
で
も
な
い

 
さ

き
か
ら
狗
神
が
何

か
そ
わ
そ
わ
と
し
て
い
た

だ
が
何
で
も
な
い
な
ら
問

な
い
だ
ろ

う
と
蓮
は
思

た

 

神

子
様
と
諏
訪
子
様
は
大

で
す
か
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八

え

問

な
い
わ

 

矢

う
ん
怪

と
か
は
し
て
な
い
よ

 
ど
う
や
ら

五
体
満

で
何
と
か
な

た
よ
う
だ

 
霊
夢

魔
理
沙
あ
ん
た
結
構
む
し

く
し

し
て
る

 
わ

 
霧
雨

こ
れ
じ

不

全

焼
だ

 
魔
理
沙
の
言
い
分
は
正
し
い

実

に
蓮
も
今
回
の
戦
い
は

ち
負
け
が
ど
う
こ
う
の
前
に
引

き
分
け
と
し
て
逃

ら
れ
て
不

全

焼
だ

 
霊
夢

は

ま

も
言
え
た
義
理
じ

な
い

 
け
ど

 

矢

さ

き
の
奴
等
と
知
り
合
い

 
諏
訪
子
が
聞
い
て
く
る
と
蓮
達
は
そ
れ
に

え
た

 
蓮
 

い
え

そ
の

人
の
リ

で
あ
ろ
う

 
人
物
と
は
一
度
会
い
ま
し
た
が
さ

き
の

 

人
は

め
て
で
す
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霊
夢

も

奴
ら
と
会

た
の
は

め
て

 
霧
雨

は
隠
者

て
奴
は
分
か
ら

え
け
ど

 
さ

き
の
執
事
と
は
何
度
か
戦

た

 

あ
ん
な
の
に
何
度
も

て

 

に

て
は
絶

せ
ざ
る
得
な
い

す
る
と
蓮
は
あ
る
事
を
思
い
出
し
た

 
蓮
 

そ
う
い
え
ば

さ
ん

て

と

じ
で

 
外
来
人
で
す
か

 

え

て
こ
と
は
蓮
さ
ん
も
で
す
か

 
蓮
 

え

一

は
東
深
見
高

の
生
徒
で
し
た

 

へ

値
が
高
い
所
じ

な
い
で
す
か
そ
こ

 

て

 
蓮
の
行

て
い
た
高

は
ど
う
や
ら
結
構
な
程
に

値
が
高
い
ら
し
い

 

そ
う
い
え
ば
確
か
外
の
世
界
に
い
た
時
の

年

 
前
ぐ
ら
い
前
の

ス

で
し
た
か

 
東
深
見
高

の
男
子
生
徒
が
行
方
不
明
に
な
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た
と
か

し
か
も
家
も
滅

に
崩
壊
し
て

 
い
て

体
す
ら
無
い
と
い
う
こ
と
で
死

と

 
判
断
さ
れ
て

も

ち

ら
れ
た
と
か

 

は
と
ん
で
も
な
い

弾
発
言
を
し
た

そ
れ
に
は
蓮
も

が

え
た

 
蓮
 

ろ

年
前

 

え

え

何
で
そ
ん
な
に

い
て
い
る
ん

 
で
し

う
か

 
蓮
 

霊
夢

確
か

が
来
た
の

て
今
か
ら
も
う

 

年
ぐ
ら
い
前
だ
よ

 
霊
夢

え

確
か
に
も
う

年
ぐ
ら
い
経

て
る
わ
よ

 
そ
う

が
言
う
に
は

年
前
の
出
来
事
ら
し
い

だ
が
蓮
は
も
う
幻
想
郷
に
来
て

年

近
く
は
経
過
し
て
い
る

 
八

ん
ま

大
方

時
間
の
流
れ
が

う
ん

 
で
し

 
霧
雨

こ
れ
で
蓮
が
外
の
世
界
に
帰

た
と
な
れ
ば



 第 話 波乱は過ぎて

 

だ
な

 
魔
理
沙
は

ラ
リ
と
霊
夢
を
見
る
と
霊
夢
は
少
し
あ
た

た
し
て
い
た

だ
が
蓮
は

 
蓮
 

い
や

は
帰
る
気
は
な
い
か
な

 
霊
夢

 
霧
雨

お

安
心
し
た
か

 
霊
夢

う

さ
い

 
ご
つ
ん

 
霧
雨

痛

て

 
魔
理
沙
の

を

く
こ
ず
く

そ
れ
を
見
て
い
た
蓮
は

笑
い
で

め

は

が
分
か
ら
な

い
の
か
首
を
か
し

神

子
と
諏
訪
子
は

と
笑

て
見
て
い
た

 
狗
神

お
い
小
僧

悪
い
が

は
帰
る

 
蓮
 

あ

う
ん
あ
り
が
と
う

狗
神

 
狗
神
は
ド
ロ
ン

と
い
う

を
あ

て
そ
の
場
か
ら

え
た

そ
れ
を
見
て
い
た

は

 

蓮
さ
ん

て

ン
マ
ス
タ

で
す
か

 
蓮
 

い
や

う
よ
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め
て
そ
れ
を
見
れ
ば
そ
う
言
わ
れ
て
も
可
笑
し
く
は
な
い

実

的
に
式
神
使
い
な
の
だ
か

ら 
霊
夢

そ
う
い
え
ば
あ
ん
た
ら
神
社
や
ら
ま
る
ご
と

 
こ

ち
に
越
し
て
来
た
ん
で
し

そ
れ
で

 
こ
の
山
の
天
狗
や
ら
怒

て
た
わ
よ

 

矢

言
わ
れ
て
み
る
と
そ
ん
な

中
が
よ
く
来
て

 
た

神

子

 
八

あ

い
た
わ

襲

て
き
た
か
ら

や
ら

 
で
撃
退
し
た
け
ど

 
と

言

て
は
い
る
が
実

は
守
矢
の
関
係
者
た
ち
が
妖
怪
の
山
に
不
法
侵

し
た
の
が
悪

い

告

さ
れ
て
裁
判
に
な

た
ら
確
実
に
負
け
る
だ
ろ
う

 
霊
夢

ま

た
く

と
り
あ
え
ず

と
そ
こ
の

 

神
は
着
い
て
き
な
さ
い

 
蓮
 

え

霊
夢
ど
こ
に
行
く
の

 
霧
雨

あ

行
く
の
か
あ
そ
こ
に



 第 話 波乱は過ぎて

 
蓮
 

え

 
魔
理
沙
だ
け
は
感
ず
い
た
よ
う
だ

霊
夢
が
何
処
に
行
く
か

霊
夢
は

り
返
り
蓮
達
に

 
霊
夢

何
処

て
天
狗
の
里
し
か
な
い
で
し

 
蓮
 

え

 
蓮
も
そ
ん
な

し
か
あ

れ
な
か

た
の
だ

た

そ
う
し
て
霊
夢
の

内
で
蓮
達
は
天
狗
の

里
に
向
か

た

 
蓮
 

こ
こ
が
天
狗
の
里

 
霊
夢

え

 

大
き
い
で
す

 
と

言
い
な
が
ら
歩
い
て
い
こ
う
と
す
る
と

 
白
狼

待
て
お
前
ら
人
間
が
何
で
こ
こ
に
い
る

 
白
狼

悪
い
事
は
言
い
ま
せ
ん
お
引
き

り
し
た

 
方
が
よ
ろ
し
い
か
と

 
と

人
男
女
の
白
狼
天
狗
が
立
ち
塞
が
る

 
霊
夢

蓮

の

を
見
せ
て
あ

て
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蓮
 

あ

う
ん

 
霊
夢
に
言
わ
れ
蓮
は

か
ら

た
手
書
き
の
通
行
書
を

人
に

す

 
白
狼

こ
の

に

印
は

様
の
で
す

 
白
狼

は

通
れ

 

人
の
白
狼
天
狗
は
蓮
達
に
立
ち
塞
が
る
の
を

め
て

に

け
る

 
蓮
 

行
こ
う

 
霧
雨

だ
な

 
霊
夢

え

ら
着
い
て
き
な
さ
い

 
八

え

 

矢

通
行
書

て

く

利
な
ん
だ

 

そ
う
で
す

 
そ
う
し
て

人
は
天
狗
の
里
を
歩
く

す
る
と

分
達
を
見
て
ヒ
ソ
ヒ
ソ
と
話
す
天
狗
達
が

々
と
い
た
が
気
に
す
る
こ
と
な
く
そ
の
里
で
一
番
大
き
い

物
の
前
に
着
く

 
天
狗

何
よ
う
だ

 
霊
夢

あ
ん
た
ら
が
迷

し
て
る

て
い
う
神
達
を
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れ
て
き
た
の
よ
だ
か
ら
あ
ん
た
ら
の
ボ
ス

 
に
会
わ
せ
な
さ
い

 
天
狗

分
と
で
か
い

度
を
と
る
よ
う
だ
な
貴
様

 
そ
う
言
い
天
狗
は
手
に

つ

で
霊
夢
を

ろ
う
と
し
た
時

 
ガ
シ

 
そ
の

は

人
の
天
狗
に

さ
え
つ
け
ら
れ
た

そ
の
天
狗
は
そ
こ
か
し
こ
に
い
る
天
狗

よ
り
も
大
き
な

が

中
に
つ
い
て
い
た

 
天
狗

だ

の
邪
魔
を
す
る
不

き
な
天
狗

 

は

 

 

う

の
客
人
に

相
を

く
と
は
度

が

 
あ
る
じ

な
い
か

 
天
狗

て
て
て
て
天
魔
様

 
天
魔
と
言
わ
れ
た
女
性
は

を

る
手
を

す
と

り
か
か

て
き
た
天
狗
は

を
深
く
下

る
 
天
狗

し

ご
ざ
い
ま
せ
ん
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天
魔

お
前
は
仕
事
を
全
う
し
た
そ
れ
は
良
い

だ
が

 
客
人
は

つ
け
る
な
い
い
な

 
天
狗

は
い

 
そ
う
言
い
天
狗
は

を
ま
た

て
門
の

に
立
つ

 
天
魔

さ
て
と
お
前
ら

り
な
色
々
と
話
し
た
い
事
は

 
あ
る
か
ら
な

 
霊
夢

え

そ
れ
じ

お
邪
魔
す
る
わ

 
蓮
 

だ

大

か
な

 
蓮
は
心

し
て
そ
う

く
こ
と
し
か
出
来
な
か

た
の
だ

た

 
怠
惰

て
な
わ
け
で
今
回
も
見
て
く
だ
さ
り
あ
り
が

 
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
狗
神

 
鈴

狗
神
の

ど
う
し
た
の



 第 話 波乱は過ぎて

 
神
楽

狗
神
さ
ん

 
狗
神

は

 
怠
惰

人
共
今
は
そ

と
し
て
あ

な
よ

 
神
楽

良
い
ん
で
す
か

 
怠
惰

う
ん

あ

い
う
気

ち
の
整
理
は
大

だ
よ

 
鈴

そ
う
か
も

 
怠
惰

と
り
あ
え
ず
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
神
楽

ま
た
次
回
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

 
鈴

そ
れ
じ

書
様
ま
た
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第

話
 
天
魔
様
の
性
格

 
天
魔
に
言
わ
れ
蓮
達
は
天
魔
の
家
の
大

間
に

内
さ
れ
た

 
天
魔

す
ま
な
い
が

人
分
の

座
を
用
意
し
て

 
く
れ
る
か

 
天
狗

知
し
ま
し
た

 
そ
う
言
い
天
狗
は

の

座
敷
い
て
用
意
す
る

 
蓮
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
天
狗

そ
れ
で
は

 
そ
う
言
い
天
狗
は
下
が
る

蓮
達
は

座
の
上
に
座
り
天
魔
は
向
か
い
合
わ
せ
に
な
る
よ
う
に

座
る

 
天
魔

で
は

め
て
天
狗
達
の
首

を

め
る
天
魔

 
こ
と
村
雲
風
雅
だ
よ
ろ
し
く
な

 
蓮
 

あ

え

と

蓮
で
す

 
霧
雨

霧
雨
魔
理
沙
だ



 第 話 天魔様の性格

 

東
風

で
す

 
八

八

神

子
よ

 

矢

矢
諏
訪
子
だ
よ

 
と

蓮
達
は

紹
介
を
す
る
が
霊
夢
は

紹
介
を
せ
ず

 
霊
夢

そ
れ
で

達
が
来
た
の
は
そ
こ
に
い
る
守
矢
の

 

中
の
仲
介
よ

 
風
雅

そ
う
か

す
ま
な
い
な
霊
夢

 
霊
夢

良
い
わ
よ
別
に

に
頼
ま
れ
た
か
ら

 
と

物

い
ぐ
ら
い
に
タ
メ

で
あ
る

 
蓮
 

え

と
霊
夢

天
魔
さ
ん
と
知
り
合
い

 
霊
夢

え

ま

知
人

て
所

 
そ
れ
を
聞
い
た
天
魔
も
と
い
風
雅
は
高
笑
い
を
し
て

 
風
雅

ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

昔
に
な

 
蓮
 

あ

そ
う
な
ん
で
す
か

 
霧
雨

へ

そ
う
な
の
か
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風
雅

あ

そ
れ
と

蓮

 
蓮
 

あ

蓮
で
い
い
で
す
よ

 
風
雅

お

そ
う
か

ン

蓮
そ
れ
と
霊
夢

 

の
新
聞
の
事
は

し

な
か

た
な

 

の
新
聞
に
つ
い
て

て
く
る
と
蓮
と
霊
夢
は

 
蓮
 

い
え

は
大

で
す
か
ら

 
霊
夢

も
や
る
だ
け

に
や

た
か
ら
気
は

ん
だ

 
か
ら
問

な
い
わ

 
霊
夢
の
ス

キ
リ
し
た

を
見
た
風
雅
は
何
が
あ

た
み
た
い
は

を
し
て
い
た

 
風
雅

そ

そ
う
か

そ
れ
は
何
よ

何
し
た
ん
だ

 
霊
夢

の

め

 

う
わ

痛
そ
う

 
こ
の
場
に
い
る
霊
夢

外
は

は

笑
い
し
か
出
来
な
い

に
限

て
は
痛
そ
う
と
い
う

メ
ン
ト
ま
で
出
た

 
風
雅

は

ま

因

報
だ
か
ら
仕
方
が
な
い
か
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蓮
 

あ
れ

確
か
や
ら
れ
た
ら
や
り
返
す

て

 
風
雅

そ
れ
は
あ
く
ま
で

撃
を
仕

け
ら
れ
た
時
だ

 

の
場
合
は
こ

ち
こ
ら
仕

け
た
よ
う
な

 
も
の
だ
か
ら
な

 
何
と
も

い
常
識
が
あ
る
妖
怪
だ

 
風
雅

は

昔
か
ら

奴
は
変
わ
ら
な
く
て
な

 
そ
れ
で
話
が
脱

し
て
し
ま

た
が
お
前
達

 
は
ど
う
し
た
い
ん
だ

 

あ

え

と

 
八

こ
こ
妖
怪
の
山
に
住
み
た
い

て
い
う
の
と

 
こ
こ
の
山
の
神
と
し
て

ら
れ
た
い
と
思

 
て
い
る
の
だ
け
ど

 
包
み
隠
さ
ず
本
音
を
言

た

こ
れ
に
は
風
雅
も
高
笑
い
を
し
た

 
風
雅

ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

面
白
い
じ

な
い
か
こ
ん
な
に

 
面
白
い
の
は

奴
が
来
た
時

来
か
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矢

奴

 
風
雅

こ

ち
の
話
だ
気
に
す
る
な

た
だ
お
前
さ
ん

 
方
は
い
き
な
り

張
り
に
来
る
の
は

か
問

 
が
あ
る
と
は
思
う

神
社
に
し
ろ
湖
に
し
ろ

 
と
な

 
そ
れ
を
聞
い
た
蓮
達
は
湖
と
い
う
言

に
引

か

た

 
霧
雨

ち

い
待
て
お
前
ら
ま
さ
か
神
社
だ
け
じ

 
な
く
て
湖
も

て
き
た
の
か
よ

 

諏
訪
子
様
や
神

子
様
は
山
の
神
様
で
あ
り
湖

 
の
神
様
で
も
あ
る
ん
で
す
よ

 
霊
夢

そ
れ
で
湖
ご
と

て
事

 

得
は
い

た
が
だ
が
湖
ご
と
と
は
何
と
も
大

な
引

越
し
だ
な
と
蓮
は
思

た

 

矢

そ
れ
は
確
か
に

達
が
悪
い
よ

だ
け
ど

 
そ

ち
も
仕

け
て
き
た
よ

 
風
雅

そ
れ
は
確
か
に
だ
が
仕

け
た
の
は
あ
く
ま
で
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事
情
を
聞
く
た
め
で
あ

て

や

を
投

 
や
ら
で

撃
し
て
き
た
の
は
そ

ち
だ

 

矢

あ

う

 
八

そ
れ
に
つ
い
て
は

さ
せ
て
も
ら
う
わ

 
と

神

子
は

を
下

よ
う
と
す
る
と
風
雅
は
そ
れ
を
す
る
な
と
ジ

ス

を
し
て

 
風
雅

い
や

は
下

な
く
て
い
い

少
し
待

て

 
い
て
く
れ

 
そ
う
言
い
天
魔
は
立
ち
上
が
る
と
外
へ
と
出
て
い

た

 
八

あ
の
天
魔
と
か
い
う
妖
怪
は
強
い
の
か

い

 
の
か
よ
く
分
か
ら
な
い
わ

 
霊
夢

奴

結
構
な
実
力
は
あ
る
わ
よ

 

矢

そ
う
は
見
え
な
い
け
ど
な

 
霧
雨

絶
対
に
あ
の
性
格
の
せ
い
だ
な
あ
り

 
性
格
が
傲
慢
だ
と
か
そ
う
い
う
奴
が
強
く
見
え
る
イ
メ

ジ
が
あ
る
の
だ
が
天
魔
の
場
合
は
性

格
の
せ
い
な
の
か
強
さ
が
よ
く
分
か
ら
な
い

ち

と

念
な
性
格
だ
な
と
こ
の
場
の
全
員
は



 第九章 神々の遊び

そ
う
思
う

そ
し
て

し
て
い
る
と
天
魔
が
帰

て
く
る

 
天
魔

受
け
と
れ
お
前
ら
が

と
し
て
い
る
物
だ

 
八

こ
れ
は

 

矢

許
可

て
書
い
て
る

 
そ
れ
は
妖
怪
の
山
に
住
む
事
を
許
す
許
可

だ

た

 
風
雅

今
日
か
ら
守
矢
神
社
の
者
達
を
妖
怪
の
山
に

 
住
む
事
を
特
別
に
許
す
そ
れ
は

て
い
れ

 
ば
無
知
な
奴

外
は
襲

た
り

や
ら
し

 
な
い
だ
ろ
う

 

天
魔
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
風
雅

な
に
お

を
言
わ
れ
る

合
い
は
な
い

た
だ

 

奴
だ

た
ら
許
し
た
か
も
な

て
な

 
八

さ

き
か
ら

奴

奴

て
言

て
る

 
け
ど

か
し
ら

 
神

子
が

か
と
聞
く

蓮
や
霊
夢
そ
れ
に
魔
理
沙
は
そ
の
人
物
に
つ
い
て
大
方
は
予
想
が
出
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来
た

 
蓮
 

絶
対
に
あ
の
人
だ
よ

 
霊
夢

ま

十
中
八
九
そ
う
で
し

う

 
霧
雨

奴

て
人
気
だ
よ
な

 
蓮
達
が
そ
う
い
う
と
風
雅
は
そ
の
人
物
の
名
前
を

え
た

 
風
雅

の
親
友
の

人

深
常
理
久
兎
と
い
う
男
だ

 
や
は
り
蓮
達
の

み
通
り
だ

 

矢

何
か

い
名
前
だ

 
 

 

ど
う
し
た
ん
で
す
か

神

子
様

 
八

深
常
理
久
兎

何
処
か
遠
い
昔
に
そ
ん
な

 
名
前
を
聞
い
た
事
が
あ
る
よ
う
な
な
い
よ

 
う
な

 
神

子
に
限

て
は
何
処
か
で
聞
い
た
事
が
あ
る
よ
う
だ

 
風
雅

ま

妖
怪
で

奴
の
名
前
を
知
ら
な
い
奴
は

 
対
し
て
い
な
い
は
ず
だ
何
せ
妖
怪
の
総
大
将
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を
し
て
い
た
男
だ
か
ら
な

 

総
大
将

そ
れ

て
ぬ
ら
り
ひ

ん
的
な
あ
れ

 
で
す
よ

 
風
雅

あ

妖
怪
の
種
族
名
は
ぬ
ら
り
ひ

ん
で

 

妖
怪
だ

た
な

 

現
代
で
も

名
な
妖
怪
で
す
よ

 
確
か
に
オ
カ
ル
ト

き
な
人
達
の
間
で
は

く

名
な
妖
怪
だ

 
風
雅

ハ
ハ
ハ
ハ
そ
う
か
今
現
代
の
外
で
も
奴
の
名
は

 

て
い
る
か
結
構

結
構

 
と

天
魔
は

ん
だ

す
る
と
先
程
の
天
狗
が
現
れ
る

 
天
狗

天
魔
様
そ
ろ
そ
ろ
予
定
が
つ
ま
り
ま
す
よ

 
風
雅

お

と
そ
う
か

す
ま
な
い
が

 
八

え

達
は
も
う
お
い
と
ま
さ
せ
て

う
わ

 

矢

あ
り
が
と
う

 

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た



 第 話 天魔様の性格

 
そ
う
言
い

人
は
立
ち
上
が
り

関
へ
と
向
か

た

そ
れ
に
続
い
て

 
霊
夢

そ
れ
じ

達
も
帰
る
わ

 
霧
雨

ま
た
会
え
た
ら
会
お
う

 
蓮
 

そ
れ
で
は

 
と

言
い

関
に
出
よ
う
と
し
た
と
き

 
風
雅

な

お
前
ら
に
聞
き
た
い

理
久
兎
は

の

 
親
友
は
元
気
だ

た
か

 
ど
う
や
ら

に
聞
い
た
の
か
夢
で
の
事
を
聞
い
て
き
た

そ
れ
に
つ
い
て

 
蓮
 

は
い

く
生
き
生
き
と
し
て
い
ま
し
た
よ

 
霊
夢

本
当
に

 
霧
雨

予
想

上
に
な

 
そ
れ
を
聞
い
た
風
雅
は

に
笑
み
を

か
べ
て

 
風
雅

そ
う
か

奴
は
元
気
か

あ
り
が
と
う
な

 
霊
夢

い
い
わ
よ

そ
れ
じ

あ

 
蓮
 

で
は
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霧
雨

ま
た
な

 
そ
う
し
て

人
も
外
へ
と
出
て
い

た

た
風
雅
は
天

を
見
上

て

 
風
雅

理
久
兎

お
前
に
会
え
る

て
知

て
た
な
ら

 
仕
事
な
ん
ざ

ら
か
し
た
の
に
な

 
風
雅
は

く
が
そ
の

き
は

空
へ
と

え
た

そ
し
て
蓮
達
は
天
狗
の
里
を
出
る
と

 
霊
夢

あ
ん
た
ら
の

会
的
な
事
を
し
ま
す
か

 

え

 
霧
雨

お

宴
会
か
い
い

 
蓮
 

ま

無
理
し
な
い
よ
う
に

 
と

達
を

す
る
宴
会
を
開
く
こ
と
が
決
ま

た
の
だ

た

 
怠
惰

は
い
は
い
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
狗
神

あ
り
が
と
う
な

 
神
楽

狗
神
さ
ん
気
分
は
晴
れ
ま
し
た
か



 第 話 天魔様の性格

 
狗
神

あ

大
分
な

 
鈴

な
ら
良
い
ん
だ
け
ど
な

 
狗
神

心

を
か
け
た
な

 
怠
惰

ま

ま

心
の
整
理
が
出
来
た
な
ら
よ
し
よ
し

 
だ

 
狗
神

あ

心

か
け
た
な

 
怠
惰

さ
て
と
そ
ろ
そ
ろ
終
わ
り
ま
す
か

 
神
楽

そ
れ
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
鈴

ま
た
次
回

 
狗
神

そ
ん
じ

あ
な
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第

話
 
異
変
後
は
定
番
の
宴
会

 
こ
こ
博
麗
神
社
で
は
何
時
も
の
よ
う
に
宴
会
が
と
り
行
わ
れ
数

の
妖
怪
や
ら
が
集
ま
る

 
霊
夢

さ

て

む
か
し
ら

 
蓮
 

ま

無
理
せ
ず

 
蓮
と
霊
夢
は
宴
会
の

に
座
ろ
う
と
し
た
の
だ
が

 

え

え
と

そ
の

 
何

か

が
お
ろ
お
ろ
と
し
て
い
た

外
界
か
ら
来
て
間
も
な
い
の
な
ら
無
理
も
な
い
だ
ろ

う

そ
ん
な

を
見
て
ら
れ
な
か

た
の
か

 
蓮
 

霊
夢
ち

と

さ
ん

け
て
く
る
よ

 
霊
夢

蓮

気
し
た
ら

 
蓮
 

い
や
し
な
い

て

 
霊
夢

よ

と
り
あ
え
ず

を
こ

ち
に

 

れ
て
来
な
さ
い
な

 
蓮
 

う
ん
分
か

た



 第 話 異変後は定番の宴会

 
そ
う
言
い

覇

へ
と
近
づ
く
と

覇

蓮
は
で
は
な
く

 
蓮
 

え

と

さ
ん

 

ひ

れ
れ
蓮
さ
ん
そ
の

は
ど
う
し
た
ら

 
蓮
 

え

と

神

子
さ
ん
や
諏
訪
子
さ
ん
は

 
蓮
は

人
に
つ
い
て
聞
く
と

は

笑
い
を
し
て

を

す

蓮
は

さ
れ
た
方
を
見

る
と
そ
こ
に
は

ハ
ハ
ハ
と
笑
い
な
が
ら
妖
怪
や
ら
と
酒
を

む

人
が
い
た

ど
う
や
ら

に

れ
な
か

た
み
た
い
だ

 
蓮
 

良
け
れ
ば
来
る

 

え

と

 
蓮
 

な
ら
こ

ち
着
い
て
き
て

 
そ
う
言
い
蓮
は

を
霊
夢
が
い
る

に

内
し
蓮
は

に
座
る

 

え

と
霊
夢
さ
ん
お

お
願
い
し
ま
す

 
霊
夢

し
い
の
は
無
し
無
し
座
り
な
さ
い
な

 

え

と
失

し
ま
す

 

も
座
る
と
霊
夢
は
酒
を

し
出
し
て
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霊
夢

あ
ん
た

め
る

 

え

と

せ

か
く
な
の
で
い
た
だ
き
ま
す

 

は
近
く
に
あ
る

を
手
に
し
て
霊
夢
の
前
に

し
出
す
と
そ
れ
に
霊
夢
は
酒
を
注
ぎ

は
そ
れ
を
グ

と

む
と
霊
夢
は

 
霊
夢

そ
う
い
え
ば
あ
ん
た

つ
聞
き
た
い
ん
だ
け
ど

 
あ
ん
た
友
達
い
な
い
の

 

グ
フ

 
蓮
 

ガ
ハ

 

に
言

た
つ
も
り
が
蓮
に
も

メ

ジ
が

る

一

は
蓮
も
ボ

の

人
だ

た

た
め

メ

ジ
が

て
し
ま
う

 
霊
夢

ち

と
蓮

大

 
蓮
 

精
神
的
に
く
る
も
の
が
あ
る
よ

 

も
今
の
は
精
神
的
に
来
ま
し
た

 
霊
夢

悪
か

た
か
ら

悪
か

た
か
ら
戻

て

 
来
な
さ
い

て
蓮
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蓮
の

首
を

ん
で
上
下
に

ら
す

 
蓮
 

霊
夢

は
大

だ
か
ら

 
霊
夢

そ
れ
な
ら
良
い
け
ど

 
霊
夢
は

首
を

す
と
そ
れ
を
ジ

と
見
て
い
た

が

 

気
に
な

て
い
た
ん
で
す
が

人
は
ど
う
い
う

 
関
係
な
ん
で
す
か

 

の
突
然
の

問
に
霊
夢
は

を
少
し

く
し
て
言

を
溜
め
込
ん
で

 
霊
夢

人

 

は
い

 
霊
夢
の
言

に

は

く

蓮
も
少
し

ず
か
し
い
の
か

を

く
し
て
目
を
そ
ら
し
て
し

ま
う

 

れ

霊
夢
さ
ん
と

蓮
さ
ん

て

仲
だ

た

 
の
で
す
か

 
霊
夢

そ
う
よ
悪
い

 

い

い
え

く
意
外
す
ぎ
て
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の
言
い
分
も
無
理
は
な
い

何
せ
性
格
が
真
逆
で
ケ
ン
カ
を
起
こ
し
そ
う
な
お

い
の
性

格
な
の
に

仲
と
言

て
し
ま
え
ば

そ
し
て
蓮
も
落
ち
着
い
た
た
め
前
を
向
く
と

 
蓮
 

意
外

て
言
わ
れ
て
も
可
笑
し
く
は
な
い
よ

 
現
に
人
里
で
散
々
と
言
わ
れ
た
か
ら

 

え

と
ご

さ
ま
で
す

 
霊
夢

ま

そ
の
話
を
バ
ラ
し
た
奴
は

め
た
け
ど

 

言
う
こ
と
が

に
バ
イ
オ
レ
ン
ス
で
す

 
よ

 
と

が
言

た
時

霊
夢
は

は

と
何
か
を
思
い
出
し
た

 
霊
夢

そ
う
い
え
ば
あ
の
黒
だ
と
か
変

執
事

の

 
と
か
の
せ
い
で
こ

ち
の

の
事
や

て

 
無
か

た
わ
よ

 

ギ
ク

 
蓮
 

確
か

負
け
た
ら

下
座
だ
よ

 

え

本
気
で
や
る
ん
で
す
か

こ
こ
は
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ら
高

性
的
な

リ
で

 
霊
夢

あ
ん
た
そ
ん
な
も
ん
は
幻
想
郷
に
な
い

 
わ
よ

 
霊
夢
の
お

し

る
通
り
こ
こ
幻
想
郷
に
高

な
ん
て

し
な
い

あ

て
も
小

生
ぐ
ら

い
の
子

達
に
中

の

を
教
え
る
寺
子
屋
ぐ
ら
い
だ

 

う

わ
か
り
ま
し
た

 
そ
う
言
い

は
手
を
地
面
に
つ
け
て

を
下

る
と

 

子
に

て
す
い
ま
せ
ん
で
し
た

 
と

を
張
り
上

て

ん
だ

し
か
も
見
事
と
言

て
も
良
い
ぐ
ら
い
の

麗
な

勢
だ

そ
れ
を
間
近
で
し
て
い
た
霊
夢
も
少
し

ず
か
し
く
な

た

蓮
も
こ
れ
に
は

笑
い
を
し
て

か
べ
た

 
霊
夢

も

も
う
い
い
か
ら

逆
に

が
痛
い
人
に

 
見
ら
れ
る
か
ら

 
蓮
 

ア
ハ
ハ
ハ

 
蓮
達
が
騒
い
で
い
る
と
そ
れ
を
聞
き

け
た
の
か
酒
を

手
に

た
魔
理
沙
が
や

て
来
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る 
霧
雨

よ

お
前
ら
何
を
騒
い
で
ん
だ

 
蓮
 

あ

魔
理
沙

さ
ん
の

け
の
代

だ
よ

 
霧
雨

あ

下
座
か

な

さ
ん
よ
一

に

 

も
う

 
魔
理
沙
に
言
わ
れ

は

を
上

る
と

 

そ
う
で
す
よ

み
ま
し

う

こ
ん
な

し
い

 
気

ち
は

ん
で
張
ら
し
ま
し

う

 
そ
う
言
う
と

は
酒
を

み
始
め
た

 
霊
夢

蓮

あ
ん
た
は
何
時
か
ら
酒
を

む
の

 
蓮
 

え

え

と

来
月
の
中
間

り
が

生
日

 
だ
か
ら
そ
の
時
に

 
霊
夢

そ
う

分
か

た
わ

さ

て
魔
理
沙
ど
ん
ど
ん

 

み
ま
し

う

 
霧
雨

だ
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そ
う
し
て
蓮
は

を
ち
び
ち
び
と

み
な
が
ら
蓮
と
霊
夢
そ
し
て

が
酒
を

ん
で
い
る
の

を

め
た

そ
う
し
て
数
分
後

 

だ

か
あ
ら

は

痛
い
子
な
ん
か

 
じ

な
い
ん
で
し

わ
た
ひ
は

普
通
で

 
し

理
波
し

ん

ヒ

ク

 
霊
夢
に
魔
理
沙
が

ん
で
い
る
中
で

は
も
う

が

く
な

て

に

て
い
た

い
過
ぎ
て
言

の

も
回
ら
な
け
れ
ば
何
を
言

て
い
る
の
か
す
ら
分
か
ら
な
い

 
蓮
 

さ
ん
お
酒

い
な

 
霊
夢

さ

祝
酒
よ

パ

と

む
わ
よ

 
霧
雨

お
う
よ

 
蓮
 

こ
れ
じ

明
日
の
霊
夢
は
二
日

い
待

た
な
し

 
だ
よ

 
蓮
は
そ
う

い
て
ま
だ
ま
だ
続
く
で
あ
ろ
う
宴
会
を

め
る
の
だ

た
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怠
惰

そ
れ
で
は
今
回
も
や

て
い
き
ま
す
か

 
鈴

や

て
き
ま
し

う

 
狗
神

あ

そ
う
だ
な

 
神
楽

え

と
次
回
か
ら
は
あ

ち
を
投
稿
す
る
ん

 
で
す
よ

 
怠
惰

ま

そ
う
だ

そ
ろ
そ
ろ
あ

ち
も
投
稿

 
し
た
い
か
ら

ろ

 
狗
神

ま
た
数

間
ぐ
ら
い
は
本
編
は
休
み
か

 
怠
惰

ま

そ
う
い
う
こ

た

 
鈴

そ
う
い
う
こ
と
だ
か
ら

書
様
覚
え
て
お
い
て

  
怠
惰

そ
れ
と
第
零
章
の
日

日
の
投
稿
は
す
る
か
ら

 
安
心
し
て

て
な
わ
け
で
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
神
楽

次
回
も
お
願
い
し
ま
す

 
狗
神

そ
ん
じ

者
様



 第 話 異変後は定番の宴会

 
鈴

ま

た



 第十章 真実の月 

 
第
十
章
 
真
実
の
月
 

 
第

話
 
再
戦
の
知
ら
せ

 
こ
ん
ば
ん
わ

者
様

つ
い
に
１
０
０
話
と
な
り

 
こ
こ
ま
で
書
い
た
ん
だ
な
と
思

た

 
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

 

し
い
限
り
で
す

で
は
本
編
へ
ど
う

 

達
の
ケ
ン
カ
の
騒
ぎ
が
終
わ
り
こ
こ
博
麗
神
社
に
は
ま
た
平
穏
と
い
う
何
時
も
の
よ
う
な

日
常
に
戻
り
蓮
は

内
の
掃
除
を
し
て
霊
夢
は
お

の
中
を
開
け
て
い
た
が

 
霊
夢

は

今
日
も

は
あ
ま
り
な
い
わ

 
ち

と
テ
ン
シ

ン
が
下
が

た
霊
夢
は
そ
う

く

 
蓮
 

ま
た
空



 第 話 再戦の知らせ

 
霊
夢

そ
う

ざ

と

 
蓮
 

て
な
い
よ
り
か
は
ま
し
だ
よ

 

本
的
に
霊
夢
は
商
売
が
下
手
な
た
め

ン
ス
の
時
に
限

て
失
敗
す
る
こ
と
が

ど
だ

そ
れ
に
蓮
も
商
売
は
下
手
な

に

る

だ
が
蓮
と
い
う

は
寺
子
屋
で
教

を
し
て
い
る

と
い
う
良
い
イ
メ

ジ
が
あ
る
た
め
ち

と
だ
が
増
え
て
き
て
い
る

 
霊
夢

い

そ
の
事

そ
こ
い
ら
の
妖
怪
を
退
治
し
て

 
お

を

お
う
か
し
ら

 
お

い
棒
と
お

を
構
え
今
に
も
殺
り
そ
う
な
霊
夢
に
対
し
て
蓮
は

 
蓮
 

う

ん
霊
夢

悪
さ
を
し
て
い
る
妖
怪
な
ら
ま
だ

 
し
も
関
係
の
な
い
妖
怪
を
退
治
す
る
の
は

め
よ

 
う
よ

逆
に
イ
メ

ジ

す
る
か
ら

 
お

の
た
め
に
ま
た
悪
さ
を
し
て
い
な
い
妖
怪
が

に
な
る
の
は

し
よ
う
と
蓮

は
霊
夢
を

め
る

 
霊
夢

一
理
あ
る
わ

 
そ
う
言
い
霊
夢
は
お

い
棒
や
お

を
し
ま
う

ど
う
や
ら

で
き
た
よ
う
だ
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蓮
 

で
も
確
か
に
お

が
増
え
て
い
る
の
分
か
る

 
け
ど
ま
だ
ち

と
少
な
い
の
は
い
た
だ
け
な

 
い
よ

 
霊
夢

え

食

や
ら
そ
う
い
う
の
は
あ
ん
た
が

 

い
て

い
で
来
る
分
や
紫
や
ら
が

し
て

 
く
れ
る
か
ら
良
い
け
ど
や

り
な
い
と
悲
し

 
く
は
な
る
わ

 
蓮
と
霊
夢
は
ど
う
し
た
も
の
か
と
考
え
る

す
る
と
霊
夢
は

 
霊
夢

な
ら
さ
い

そ
の
事
で

し
を
す
る

て
の
は

 
ど
う

 
蓮
 

あ

確
か
に

で
も
何
や
る
の

 
霊
夢

え

え

と

何
す
れ
ば
良
い

 

テ

 
そ
こ
ま
で
は
考
え
て
い
な
か

た
よ
う
で
蓮
も
つ
ま
ず
い
て
し
ま

た

す
る
と
蓮
は

 
蓮
 

う

ん
や
る
な
ら
見
せ
物
だ
よ

そ
れ
で
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神
酒
や
ら
を
売

て
利

に
も
な
る

だ
け
ど

 
や
る
事
が
な

 
霊
夢

そ
う
な
の
よ

 
と

蓮
と
霊
夢
は
ど
う
し
た
も
ん
か
と
考
え
な
が
ら
掃
除
を
し
て
い
る
と

 

 

あ
の

蓮
さ
ん

 
蓮
を
呼
ぶ

が
後
ろ
か
ら
聞
こ
え
蓮
と
霊
夢
は
後
ろ
を
向
く
と

 
蓮
 

ん

あ

妖
夢
さ
ん
ど
う
し
た
ん
で
す
か

 
そ
こ
に
は
妖
夢
が
い
た

何
の
用
な
の
だ
ろ
う
と
思

て
聞
く
と

 
妖
夢

実
は
再
戦
す
る
た
め
に
こ
こ
に
来
ま
し
た

 
霊
夢

え

お

な
お

な
ら
そ
こ
よ

 
再
戦
と

て
い
る

み
だ
け
あ

て
間

え
る

そ
れ
に
気
が
つ
い
た
妖
夢
は

 
妖
夢

じ

な
い
で
す

蓮
さ
ん
に
リ

ン
ジ
す
る

 
再
戦
で
す

 
こ
こ
最
近
は
お

に

え
て
い
る
な
と
思
う
ば
か
り
だ

 
霊
夢

な

ん
だ
少
し
ぐ
ら
い

れ
て
く
れ
る
だ
け
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で
も
い
い
の
よ

 
妖
夢

だ
か
ら

れ
ま
せ
ん
よ

 
蓮
 

霊
夢

お

を
強

し
た
ら

メ
だ
よ

 
霊
夢

分
か

た
わ
よ

 
蓮
に

め
ら
れ
た
霊
夢
は
少
し
し

ん
と
し
て
し
ま
う

そ
ん
な
霊
夢
に

笑
い
を
し
て

し
ま
う
と
蓮
は
妖
夢
に

 
蓮
 

え

と
再
戦

て
事
は

年
程
前
の

雪

 
異
変
で
の
再
戦
で
そ
の

決
闘
で
良
い
ん

 
で
す
よ

 
妖
夢

は
い

あ
の
後
か
ら
も
更
に

の

を

き

 
続
け
ま
し
た
だ
か
ら
蓮
さ
ん

を
倒
し
た
貴

 
方
に
も
う
一
度

負
し
た
い
と
思
い
来
ま
し

 
た

だ
か
ら
再
戦
し
て
く
だ
さ
い

 
蓮
 

は
構
わ

う
ん

待
て
よ

 
こ
の
時

蓮
は

の
中
を
思
考
が

け

た

そ
の

け

る
時
間
は

か

だ

た
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妖
夢

蓮
さ
ん

 
蓮
 

う
ん

い
や
何
で
も
な
い
よ

ち

と
待

て

 
て
も
ら

て
も
良
い
で
す
か

 
妖
夢

は

は
い

 
蓮
は
そ
う
言
う
と
霊
夢
の
手
を
引

張
り
ち

と
遠
く
へ
と
行
く
と

 
霊
夢

ど
う
か
し
た
蓮

 
蓮
 

こ
れ
を
上
手
く
利
用
し
て
み
る

て
の
は
ど
う

 
か
な

 
霊
夢

ど
う
い
う
事
よ

 
蓮
 

決
闘
で
人
を
集
め
て
博
麗
神
社
の
宣
伝
を
し
て

 
つ
い
で
に
神
酒
や
ら
売
る

て
の
い
う
の
は

 
そ
れ
を
聞
い
た
霊
夢
の
目
は
キ
ラ
リ
と
光
が

き
だ
す

 
霊
夢

良
い
わ

そ
れ

な
ら
や
り
ま
し

う
か

 
蓮
 

う
ん
そ
れ
な
ら
妖
夢
さ
ん
に
も
伝
え
よ
う
か

 
霊
夢

え
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蓮
と
霊
夢
は
話
を
終
え
る
と
妖
夢
の
元
ま
で
戻
る

 
蓮
 

妖
夢
さ
ん
決
闘
は
お
受
け
し
ま
す

 
妖
夢

本
当
で
す
か

 
蓮
 

は
い
で
す
が

方
も
そ
れ
な
り
に

件
を
つ
け

 
た
い
と
思
う
の
で
す
が
良
い
で
す
か

 
妖
夢

そ
の

件
は

 
妖
夢
に

件
に
つ
い
て
聞
か
れ
霊
夢
が
蓮
の
代
わ
り
に
話
始
め
た

 
霊
夢

よ
ま
ず
日
時
は
明
後
日
の

間
に
や
る
わ

 
妖
夢

そ
れ
は
構
い
ま
せ
ん
が

そ
れ
だ
け
で
は

 
霊
夢

次
に
決
闘
は

開
し
て
や
る
わ
だ
か
ら

 
お
客
さ
ん
が
何
人
か
決
闘
を
見
に
来
る
か
ら

 
そ
の
つ
も
り
で

 
妖
夢

そ
う
で
す
か

分
か
り

み

ん

 
ど
う
や
ら
そ
こ
ま
で
の
事
は
考
え
て
い
な
か

た
の
か
妖
夢
は

き
の

を
あ

た

 
霊
夢

な
の
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妖
夢

え

い
や

え

 
霊
夢

そ
れ
と

負
は

本
試
合
で
時
間
は
無

限
で

 
や
る
か
ら
そ
の
つ
も
り
で

 
妖
夢

良
い
で
し

う
そ
の

件
を
受
け
ま

 
し

う

蓮
さ
ん
ま
た
明
後
日
に
こ
こ
に

 
来
ま
す
逃

な
い
で
く
だ
さ
い

 
そ
う
言
い
妖
夢
は
後
ろ
を

り
向
く
と
空
へ
と
飛
ん
で
い

た

 
蓮
 

こ
れ
で

し
は
出
来
た
か
ら
後
は
人
集
め

 
だ

 
霊
夢

そ
う

番
は

を
利
用
す
る
の
が
良
い

 
わ

 
蓮
 

そ
れ
と
人
に
売
る
た
め
の
お
酒
や
ら
も
考
え

 
よ
う

 
霊
夢

そ
う

こ
う
や

て
考
え
る
も
楽
し
い

 
わ
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蓮
 

そ
う
だ

 

人
は
ど
の
よ
う
に
や

て
い
け
ば
良
い
の
か
と
考
え
る

明
後
日
の
決
闘
の
た
め
に

 
怠
惰

そ
れ
で
は
少
し
遅
く
な
り
ま
し
た
が
今
回
も

 
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
鈴

つ
い
に
１
０
０
話
だ
よ

 
狗
神

い
も
ん
だ
な

 
神
楽

本
当
で
す

 
怠
惰

ま

こ
ん
な
し
が
な
い
小
説
で
す
が
ま
だ
ま
だ

 
投
稿
を
し
て
い
く
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

 
し
ま
す

 
鈴

も

ん
だ
か
ら
今
日
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

そ
ん
じ

者
様

記
念
の
１
０
０
話
目
も
あ
り

 
が
と
う
な
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神
楽

そ
れ
で
は
ま
た
次
回
で

 
怠
惰

で
は
さ
よ
う
な
ら
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第

話
 
試
合
開
始
ま
で

 
こ
ん
ば
ん
わ

書
様

試
が
合
格
し
た

 
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

受
か

て
良
か

た

 
か
な

で
は
本
編
へ
ど
う

 
博
麗
神
社
で
は
祭
り
か
の
よ
う
に
人
や
ら
妖
怪
や
ら
で

わ

て
い
た

た
か
が
決
闘
な
の
に

も
関
わ
ら
ず
な
の
に
だ

そ
ん
な
中
蓮
は
ま
だ
時
間
が
あ
る
た
め
出
店
の

備

で

内
係
を

し
て
い
た

 
蓮
 

異
常
な
し
だ

 
と

屋

や
ら
の
様
子
を
見
つ
つ
確
認
し
て
い
く
と
鳥
居
の
前
に
妖
夢
と
幽
々
子
を
発
見
す

る

蓮
は

人
に
近
づ
き

 
蓮
 

こ
ん
に
ち
は
幽
々
子
さ
ん
に
妖
夢
さ
ん

 
幽
 

こ
ん
に
ち
は
蓮

で
も
こ
れ
ま
た
す
ご
い

わ



 第 話 試合開始まで

 
い

 
妖
夢
 

 
妖
夢
に
限

て
は
こ
こ
ま
で
大
き
く
な
る
と
は
予

で
き
な
か

た
の
か
開
い
た

が
塞
が
ら

な
い
で
い
た

 
蓮
 

え

と
ま
だ
時
間
は
あ
り
ま
す
の
で
良
け
れ
ば

 
出
店
等
に
行
か
れ
て
ど
う
で
す
か

 
幽
 

あ
ら

な
ら
少
し
行

て
み
ま
し

う
か

 
妖
夢

そ
う
で
す

な
ら
蓮
さ
ん

は
幽
々
子
様

 
と
少
し
出
店
を
見
ま
す

 
蓮
 

え

時
間
は

陽
が
真
上
を
行
く
ま
で
に

 
は
中

の
試
合
会
場
で
会
い
ま
し

う

 
妖
夢
は

ク
リ
と

く
が
マ
イ

ス
な
幽
々
子
は

り
を
見

し
て
い
た

す
る
と

 
幽
 

あ
ら
面
白
そ
う
な

り
出
し
物
屋
が
あ
る

 
わ

 
そ
う
言
い
フ
ラ

と

品
屋
の
方
へ
と
向
か

て
い

た
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妖
夢

あ

幽
々
子
様

す
み
ま
せ
ん
そ
れ
で
は
ま
た

 
試
合
会
場
で

 
そ
う
言
い
妖
夢
は
幽
々
子
を
追
い
か
け
て
行

た

 
蓮
 

ハ
ハ
ハ

相
変
わ
ら
ず
だ
な

に
し
て
も

 
ま
さ
か
こ
こ
ま
で
店
が
並
ぶ
と
は

 
あ
く
ま
で
蓮
が
考
え
て
い
た
の
は

試
合
を
利
用
し
て
神
酒
や
ら
お
守
り
や
ら
を
売
る
は
ず

だ

た
の
が
ま
さ
か
ミ
ス

の
屋

や
ら
何
か

り
出
し
物
が
あ
り
そ
う
屋

な
ど
の
色
々

な
店
が

な
る
と
は
蓮
も
予
想
だ
に
し
な
か

た

す
る
と
蓮
の

元
に

の
新
聞
が
風
に

の

て
流
れ
着
く

そ
れ
は
今
回
の
事
が
書
か
れ
た

々
新
聞
だ

 
蓮
 

さ
ん
の
新
聞

て
意
外
に

者
と
か
い
る

 
の
が

き
だ
け
ど

 

 

何
か
お

し

い
ま
し
た

 
蓮
 

う
わ

 
突
然

後
か
ら

に

を
か
け
ら
れ
蓮
は

い
て
し
ま
う

そ
し
て
後
ろ
を

り
返
る
と

 
蓮
 

さ
ん
び

く
り
さ
せ
な
い
で
下
さ
い
よ



 第 話 試合開始まで

 

 

い
や

手
に

ク
リ
し
た
の
は
貴
方
で
し

 
そ
れ
で

者
が

く
て

い
た
ん
で
す
よ

 
蓮
さ
ん

 
何

だ
か
分
か
ら
な
い
が

は

く

し
そ
う
な

情
で
更
に
話
始
め
る

 

 

そ
れ
は

の

々
新
聞
の

 
は
高
い
で
す
よ

知
り
合
い
の
花

子
念
報

 
よ
り
売
れ
て
ま
す
し

 
蓮
 

く
意
外
で
す

 

 

ま

の
記
事
に
ケ

つ
け
る

や
記
事
に

 

得
し
な
い
人
や
ら
の
せ
い
で
風

が

 
こ
れ
ま
た

い
ん
で
す
よ

 
蓮
 

だ

て

し
て
る

て
前
に
言

て
た

 
じ

な
い
で
す
か

 

年
前
に

め
て
出
会

た
さ
い
に

と
か
言

て
い
る
時

で
怪
し
さ
満
開

だ

だ
が

は
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だ
な

は
真
実
を
こ
れ
で
も
書
い

 
て
は
い
る
ん
で
す
よ

変
な

解
や
ら
で

 
時
々
そ
う
な

て
し
ま
う
の
も
あ
り
ま
す

 
が

 
だ
が
よ
く
よ
く
考
え
て
み
る
と
理
久

の
記
事
と
い
い

分
達
の
熱
愛
報
道
と
い
い
真
実
は
告

て
は
い
る
よ
う
だ

 
蓮
 

あ
ん
ま
り
反

は
出
来
ま
せ
ん

 

 

そ
れ
と
蓮
さ
ん
決
闘

楽
し
み
に

 
し
て
ま
す
よ

そ
れ
で
は

は

に
も

 
し
た
い
の
で
そ
れ
で
は

 
そ
う
言
い

は
人
混
み
の
中
に

え
て
い

た

 
蓮
 

何
か

さ
ん
の
性
格
的
に
天
魔
さ
ん
は

 
し
て
い
る
ん
だ
ろ
う
な

 
天
魔
の
事
を
思
い
だ
し
少
し

笑
い
を
し
て
そ
う

き

り
を
見

す
と
数
人
の
子

を

れ

た

音
を
見
つ
け
る

音
も
蓮
が
い
る
の
に
気
づ
く
と
手
を

て
く
る



 第 話 試合開始まで

 

音

蓮
じ

な
い
か

 
蓮
 

あ

音
さ
ん

 

音
の
元
に
近
づ
く

音
の

り
に
い
る
人
間
の
子

達
は
何
時
も
蓮
と

音
と
で

を

教
え
て
い
る
生
徒
達
だ

た

 
蓮
 

音
先
生
達
も
決
闘
を
見
に

 

音

あ

々
新
聞
を
見
た
子

達
が
ど
う
し
て
も

 
見
た
い
と
聞
か
な
く
て
な

 
そ
う

音
が
言
う
と
生
徒
達
は
目
を
キ
ラ
キ
ラ
と
さ
せ
な
が
ら

 
生
徒

蓮
先
生
決
闘
す
る
ん
で
し

 
生
徒

張

て

す
る
か
ら

 
生
徒

女
さ
ん
に
良
い
所
を
見
せ
よ
う
よ

 
と

生
徒
達
は

分
を

ま
し
て
く
れ
る

そ
れ
に
は
蓮
も

 
蓮
 

あ
り
が
と
う

も
出
来
る
限
り
で
や
る

 
つ
も
り
だ
か
ら

も
楽
し
ん
で

 
生
徒
達

は

い
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音

も
ゆ

く
り
と
見
さ
せ
て

う
よ

 
蓮
 

え

と
も

 

音

そ
れ
じ

は
子

達
を

れ
て
出
店
を

る

 
か
ら
そ
れ
じ

あ
な

 
そ
う
言
い

音
は
生
徒
達
を

れ
て
出
店
へ
と
向
か

た

そ
れ
を
見

け
た
蓮
は

 
蓮
 

そ
う
だ
霊
夢
は
ど
う
な

た
か
な

 
霊
夢
が
ど
う
な

た
の
か
と

問
に
思
い
蓮
は
霊
夢
の
出
し
て
い
る
出
店
へ
と
向
か

た

霊

夢
の
出
店
に
は
そ
れ
な
り
に
客
は
来
て
い
る
よ
う
で
お
守
り
や
神
酒
を

て

ん
で
い
る
人

間
達
や
妖
怪
が
目
に
写
る

そ
れ

外
に
も
何

か
魔
理
沙
が
霊
夢
の
手
伝
い
を
さ
せ
ら
れ
て
い

た 
蓮
 

霊
夢

そ

ち
は

し
て
る
の

 
霊
夢

え

こ
う
や

て

て
決
闘

さ
ま
さ
ま

様
様

 
霊
夢
は
結
構
な
ぐ
ら
い
に
上

だ

や
は
り
商
売
が
そ
れ
な
り
に
上
手
く
い

て

し
い
の

だ
ろ
う

 
蓮
 

そ

か
そ
れ
な
ら
良
か

た
よ



 第 話 試合開始まで

 
霧
雨

よ

蓮

 
と
魔
理
沙
に

を
か
け
ら
れ
る

し
か
も
何

か

手
に
は
酒
の

た
盃
を
手
に
し
て
い

た 
蓮
 

魔
理
沙
は
何
や

て
ん
の

 
霧
雨

霊
夢
の
手
伝
い
だ

こ
う
で
も
し
な
い
と
酒
の

 
タ

み
さ
せ
な
い

て
う
る
さ
く
て
よ

 
霊
夢

え

か
ざ
る
者
は
食
う
べ
か
ら
ず
よ

 
霧
雨

ち

分
か

た

 
そ
う
言
い
魔
理
沙
は
ま
た
神
酒
売
り
の
仕
事
に
戻

た

 
霊
夢

そ
う
い
え
ば
治
安
は
や
ら
は
大

よ

 
蓮
 

う
ん

今
の
と
こ
ろ
は

引
き
や
食
い
逃

 
と
か
は
な
い

 
霊
夢

ま

人
間
は
と
も
か
く
妖
怪
や
ら
の
店
で
そ
ん
な

 
事
を
し
よ
う
も
の
な
ら
妖
怪
に
ボ

ボ

に
さ
れ

 
る
か

そ
れ
と
も

に
退
治
さ
れ
る
か
の
ど
ち
ら
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か
し
か
な
い
け
ど

 
ご
も

と
も
で
あ
る

こ
ん
な
人
や
妖
怪
が
う
ろ
つ
く

し
で
犯

を

こ
う
も
の
な
ら
命
が

つ
あ

て
も

り
な
い
の
は
明
白
だ

す
る
と
空
を
見
た
霊
夢
は

 
霊
夢

あ
ら
蓮

そ
ろ
そ
ろ
準
備
を
し
た
ら

 
蓮
 

あ

も
う
そ
ん
な
時
間
か

な
ら
準
備
を
し
に

 
行
く

 
霊
夢

え

 
そ
う
言
い
蓮
は
準
備
し
に
向
か
お
う
と
す
る
と

 
霊
夢

蓮

 
ま
た
霊
夢
に
呼
び

め
ら
れ
蓮
は
霊
夢
の

を
み
る
と

 
霊
夢

張
り
な
さ
い
よ

 
と

ま
し
の

を
頂
い
た
蓮
は
笑

で

 
蓮
 

う
ん

分
か

て
る
よ

あ
り
が
と
う
霊
夢

 
そ
う
言
い
蓮
は
神
社
へ
と
戻
り
準
備
を
す
る
の
だ

た



 第 話 試合開始まで

 
怠
惰

は
い
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
狗
神

な

い
つ
の
間
に
か
お
気
に

り
も
１
０
０
に

 

達
し
た
ん
だ
な

 
鈴

い

 
神
楽

て
こ
と
は
玲
音
さ
ん
の
話
も

く
ん
で
す
よ

 
怠
惰

ん

あ

ま

く
よ
そ
れ
は

す
る
け
ど

 
と
り
あ
え
ず
晴
明
の
話
が
あ
る
か
ら
来
月
頃

 
ま
で
待

て
て
く
だ
さ
い

 
鈴

ま

い

い
書
い
て
る
か
ら
パ
ン
ク
し
ち

う

 
よ

 
狗
神

ど
う
で
も
良
い
が
後
ど
の
く
ら
い
で
終
わ
る
ん

 
だ

 
怠
惰

約

と
言

た
な
あ
れ
は
嘘
だ

 
神
楽

え

 
怠
惰

予
定
よ
り
⻑
く
な

て

ら
く

話
ぐ
ら
い



 第十章 真実の月 

 
に
な
る
か
も
し
れ
な
い

 
狗
神

お
い
お
い

 
怠
惰

す
み
ま
せ
ん
が
ご
了

を
お
願
い
し
ま
す

 
鈴

あ

も
う
時
間
だ

と
り
あ
え
ず
今
回
は

 
こ
こ
ま
で

 
狗
神

手
か
も
し
れ
な
い
が
許
し
て
や

て
く
れ

 
神
楽

え

と
で
は

書
様

 
怠
惰

ま
た
明
日



 第 話  妖夢 再戦

 
第

話
 

妖
夢
再
戦

 
こ
ん
ば
ん
わ

者
様

常
に
日
頃
か
ら

て
い
る
 

 
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

 
そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
正

の

へ
と
な
り
博
麗
神
社
の
目
の
前
の
試
合
場
は
の
観
客

に
座
る
観
客
達
の

で
ざ
わ

つ
き
始
め
る

す
る
と
霊
夢
が
試
合
場
の
中
心
に
立
つ
と

 
霊
夢

こ
れ
よ
り

蓮
と

妖
夢
に
よ
る

 
決
闘
を
開
始
す
る
わ

 
観
客
達

お

 
そ
の

を
合
図
に
観
客
達
は

を
あ

た

霊
夢
は

と

笑
み
が
ら

 
霊
夢

そ
れ
で
は
蓮
と
妖
夢
は

方
へ

 
そ
う
言
わ
れ
蓮
と
妖
夢
は
試
合
場
へ
と

る
と
霊
夢
を

ん
で
お

い
に
向
き
合
う

そ
し
て



 第十章 真実の月 

観
客
達
か
ら
は

 
霧
雨

張
れ
よ
蓮

 
幽
 

妖
夢

張

て

 
妖
夢

ゆ

幽
々
子
様

 
蓮
 

妖
夢
さ
ん
お

い
に
全
力
で
や
り
ま
し

う

 
そ
う
言
い
蓮
は
手
を

し
出
す
と
妖
夢
は
そ
の
手
を

る

て
数

が
経
過
す
る
と
お

い
に
手
を

し
お

い
に
目
を

さ
ず

い

を
す
る

 
霊
夢

者
と
も
準
備
は
い
い
わ

 
蓮
 

何
時
で
も
良
い
よ
霊
夢

 
妖
夢

問

は
あ
り
ま
せ
ん

 
蓮
は
手
に

つ
神
楽
の

を
妖
夢
は

中
に

め
て
い
る
桜
観

と
白
桜

よ

を
お

い
に

手
を
か
け
る

そ
れ
を
確
認
し
た
霊
夢
は

 
霊
夢

ル

ル
は
一

は
弾
幕
ご

こ
と
す
る
わ
だ
か
ら

 
弾
幕
の
使
用
は
許
可
そ
し
て
お

い
に
決
闘
と
い

 
事
を

れ
ず
に



 第 話  妖夢 再戦

 
蓮
 

 
妖
夢

そ
れ
は

れ
る
わ
け
あ
り
ま
せ
ん

 
霊
夢

よ
ろ
し
い

 
霊
夢
は
手
を
天
へ
と

数

で
手
を
地
面
へ
と

り
下
ろ
す

 
霊
夢

試
合
開
始

 
ガ
キ
ン

 
蓮
の

刀
し
た
神
楽
と
妖
夢
の
桜
観

と
白
桜

は
ぶ
つ
か
り
合
い
つ
ば

り
合
い
と
な
る

だ
が
蓮
は
妖
夢
を

し
返
し
た

 
キ
ン

 

し
返
さ
れ
た
妖
夢
は
す
ぐ
さ
ま
空
中
で
体

を
整
え
る
と
白
桜

を

に

め
桜
観

で
の

一
刀
流
に

り

え

 
妖
夢

断
命

 
冥
想
斬

 
刀
に
妖
力
を
纏
わ
せ
て
一
刀

断
を
し
て
く
る
が
蓮
も

 
蓮
 

夢

 
夢
炎
の

 
ギ
ン



 第十章 真実の月 

 
蓮
も

色
の
刀

を

つ
神
楽
に
真

な
炎
を

し
た
霊
力
を
纏
わ
せ
妖
夢
の
一
撃
を
受
け

め
た

 
蓮
 

妖
夢
さ
ん
前
よ
り
強
く
な
り
ま
し
た

 
妖
夢

そ
れ
は
蓮
さ
ん
も

じ
こ
と
で
す

 
刀
と
刀
の
ぶ
つ
か
り
合
い

こ
の
光
景
を

す
な
ら
蓮
が

々

小
次

で
妖
夢
が

本
武

で
ま
る
で

流

の
戦
い
よ
う
だ

 
妖
夢

蓮
さ
ん

は

雪
異
変
で
貴
方
に
負
け
た
事

 
永
夜
異
変
で
巫
女
に
負
け
た
こ
と

そ
し
て

 
狂
夢
異
変
で
の

そ
れ
ら
全
て
を

み

 
に
強
く
な

た
ん
で
す

 
そ
う
言
う
と
妖
夢
の

中
に

刀
し
て
い
る
白
桜

を
妖
夢
の

で

わ

わ
と
し
て
い
る

霊
が

刀
し
て

つ
と

時
に
そ
の

霊
は
妖
夢
と

じ

と
な
る

 
妖
夢

 
幽
明
の

 
つ
ば

り
合
い
を
し
て
い
る
妖
夢
が
そ
う
言
う
と

時
に
妖
夢
の

霊
が
白
桜

を
構
え
て
斬

り
か
か
る

し
か
も
つ
ば

り
合
い
中
の
た
め
手
が

せ
な
い

だ
が
蓮
は
神
楽
の
力
を
解
放
す
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る 
蓮
 

式

 
神
楽
の
悪
念

 
ガ
キ
ン

 
妖
夢
の

霊
の

撃
を
神
楽
の
悪
念
か
ら
実
体
化
し
た
分
霊
の

で

ぐ

 
妖
夢

そ
れ
は
あ
の
時
の

 
蓮
 

妖
夢
さ
ん
そ
れ
は

も

じ
な
ん
で
す

は

 
負
け
た

よ
り
も
霊
夢
や
魔
理
沙
そ
れ
に

 
晴
明
さ
ん
や
理
久

さ
ん
そ
れ
に

の

の
思

 
い
で
生
き

び
て
き
た
ん
で
す
そ
の
人
達
に

 
報
い
た
い
か
ら

も
強
く
な
る
ん
で
す

 
キ
ン

 
蓮
は
先
程
と

じ
よ
う
に
妖
夢
を

し
返
し
神
楽
の
分
霊
は
妖
夢
の

霊
を
力

せ
に

り

た

妖
夢
は
地
面
へ
と
着
地
を
し
て

霊
と
共
に
刀
を
構
え
蓮
は
更
に
力
を
込
め
て
神
楽
の

分
霊
を
も
う

体

す
る

 
蓮
 

行
け



 第十章 真実の月 

 
妖
夢

そ
ん
な
も
の

 
妖
夢
は
す
ぐ
さ
ま

霊
を
元
に
戻
し
て
白
桜

を

手
に
構
え

 
妖
夢

技
 
桜
花

々

 
そ
う
言
う
と
妖
夢
は

に
弾
幕
を
纏
わ
せ
刀
を
構
え
て
特

を
仕

け
た

そ
し
て

く
間

に

体
の
神
楽
を
通
り
過
ぎ
る
が
一

で
斬
ら
れ
る
と

時
に
弾
幕
が

弾
し
て

滅
す
る
が

弾
し
た
演
出
が
桜
の
花
を
あ
し
ら

た
か
の
よ
う
で
と
て
も

麗
の
一
言
だ

だ
が
妖
夢
の
勢

い
は

ま
ら
ず
で
蓮
へ
と
突

込
ん
で
い
く

 
蓮
 

式

 
鈴

の
反
撃

 
式
神

を
構
え
そ
う

ぶ
と
式
神
鈴

が
現
れ
そ
の

を
構
え
て

 
鈴

こ
れ
が
世
界
を

う

り

 
霊
力
を
纏
わ
せ
た
光

く

で
妖
夢
へ
と
カ
ウ
ン
タ

を
仕

け
た

 
ギ
ン

 
妖
夢

つ

 
だ
が
鈴

の

り
を
見
事
に
妖
夢
は
桜
観

と
白
桜

を
ク
ロ
ス
し
て

い
だ

だ
が

く
こ

と
は
刃
に

が
当
た

て
い
る

な
の
に
一

た
り
と
も
鈴

の

は

つ
い
て
い
な
い
こ
と
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だ 
妖
夢

貴
女
の

は
ど
う
な

て
い
る
ん
で
す
か

 
鈴

の

ん

だ
よ

 

慢
か
の
よ
う
な
言
う
と
妖
夢
を
弾
き
飛
ば
し
た

 
妖
夢

く

 
だ
が
妖
夢
刀
を
地
面
へ
と
刺
し
込
み

レ

キ
の
よ
う
に
し
て
体

を
ま
た
整
え
る

そ
の
間

に
蓮
は
鈴

を
戻
し
て

 
蓮
 

式

 
狗
神
の
呼

 
狗
神

出
番
か

 
真

白
な
体

を

つ
狗
神
は
先
程
の
妖
夢
が
使

た
桜
花

々
と

じ
よ
う
に
体

を
整
え

た
ば
か
り
の
妖
夢
へ
と
襲
い
か
か
る
が
妖
夢
は
大
地
を
強
く

り
す
ぐ
さ
ま
上
空
へ
と

す

る

だ
が
そ
れ
は
蓮
に
と

て
は

通
り
だ

た

 
蓮
 

神
楽
の
一
斬

 

色
に
光
る
神
楽
を

て
急

近
で
妖
夢
の

へ
と
飛
び
込
む
の
だ
が
妖
夢
も

 
妖
夢

人

 
現
世
斬



 第十章 真実の月 

 
妖
夢
も
蓮
へ
と
斬
り
か
か
る

お

い
が
ぶ
つ
か
り
合
お
う
と
し
た
次
の

間
蓮
は
ま
る
で

変
化

か
の
よ
う
に
い
き
な
り
妖
夢
で
は
な
く
真
下
へ
と
降
り
て
い

た

そ
れ
に
は
妖
夢
も

 
妖
夢

え

 

く
こ
と
し
か
出
来
な
か

た

だ
が
何

に
蓮
が
そ
の
行
動
を
と

た
の
か

な
事
だ

 
狗
神

後
ろ
が
ガ
ラ
空
き
だ
小
娘

 
何

な
ら
執
着
心
の

か
の
よ
う
な
妖
怪

狗
神
に
追
い
か
け
続
け
て
い
た
か
ら
だ

 
妖
夢

そ
ん
な
も
の

 

く

い
体
当
た
り
を
妖
夢
は

け
る
事
は
出
来
な
か

た
た
め
桜
観

と
白
桜

を

さ

せ
て
狗
神
を

さ
え
つ
け
る

だ
が
妖
夢
は
ミ
ス
を
し
て
し
ま

た
に
過
ぎ
な
い

何

な
ら

 
蓮
 

こ
れ
で
終
わ
ら
せ
る

 
地
面
へ
と
向
か

た
蓮
は

を

ん
張
り
バ

の
よ
う
に

の
間

を
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
曲

て

そ
れ
を
一
気
に
解
き
放
ち
妖
夢
へ
と
刀
を

て
ま
た
突
撃
を
す
る

 
妖
夢

こ
の

 
狗
神

悪
い
が
て
め

の
負
け
だ

 
蓮
 

妖
夢
さ
ん
こ
れ
で
お
わ
り
で
す



 第 話  妖夢 再戦

 
そ
う
言
い
妖
夢
を

く

で
斬
る
と

時
に

 

ン

 
と

弾
の
音
が
鳴
り

い
た

よ

て
こ
の

者
は

 
霊
夢

者

の

蓮

 
観
客
達

 
霊
夢
の
一
言
で
観
客
達
か
ら

が
上
が
る

そ
し
て
蓮
は
落
ち
そ
う
に
な

て
い
る
妖
夢
の

を

い
で
地
面
へ
と
降
り
立
つ

 
妖
夢

く

ま
だ

は
未

で
す

 
蓮
 

で
も
妖
夢
さ
ん
は
本
当
に
強
い
で
す
よ

も

 

く

戦
し
ま
し
た
か
ら

 
妖
夢

そ
う
で
す
か

が
次
に
す
る
べ
き
目

が

 
ま
た
決
ま
り
ま
し
た

蓮
さ
ん
貴
方
は

 
の
前
に

戦
す
る
人
物
だ

て
事
が

 
蓮
 

そ
う
で
す
か

な
ら
も

と
精
進
し
ま
せ
ん

 
と
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と

蓮
と
妖
夢
は
話
し
て
い
る
と
霊
夢
の

い
を
一
回
し
て

 
霊
夢

ン

で
は
お

い
に

 
蓮
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
妖
夢

こ
ち
ら
こ
そ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
そ
う
し
て
蓮
と
妖
夢
と
の
決
闘
は
幕
を
閉
じ

後
の

の
宴
会
へ
と

て
い
く
の
だ

た

 
怠
惰

は
い
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
狗
神

ス

キ
リ
し
た

 
鈴

う
ん

れ
る
と
す

き
り
す
る
よ

 
神
楽

あ
ま
り

は
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
が

様
が

 
気

ち
良
さ
そ
う
で
よ
か

た
で
す

 
怠
惰

ま

書
様
も

く
は

動
は
し
た
方
が

 
良
い
で
す
よ
ス

キ
リ
し
ま
す
し

 
狗
神

さ

て
と
お
い
今
日
の
後
書
き
終
え
る



 第 話  妖夢 再戦

 
怠
惰

は
い
は
い
そ
ん
じ

今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
な

 
鈴

ま
た
よ
ろ
し
く

書
様

 
神
楽

そ
れ
で
は
ま
た
明
日
お
会
い
し
て
く
だ
さ
い

 
怠
惰

そ
ん
じ

バ
イ
バ
イ



 第十章 真実の月 

 
第

話
 
酒
乱
心

 
こ
ん
ば
ん
わ

書
様

こ
れ
を
書
い
て
い
る

に

 
う
と
う
と

と

り
そ
う
に
な

て
し
ま

た

 
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

で
は
本
編
へ
ど
う

 
妖
夢
と
の
決
闘
も
終
わ
り

は
各
々
に
何
時
も
の
よ
う
に
宴
会
を
開
き

は
楽
し
く
ケ
ラ
ケ
ラ

と
笑
い
あ

て
い
た

 
霊
夢

蓮
お
つ
か
れ
か
さ
ま

 
蓮
 

あ
り
が
と
う
霊
夢

 
霊
夢
も
お
守
り
や
神
酒
を
売
る
仕
事
が
終
わ

た
の
か
蓮
の
と
な
り
に
座
り
酒
を

み
始
め

た 
蓮
 

そ
う
い
え
ば
売
れ
行
き
は
ど
う
だ

た
の



 第 話 酒乱心

 
霊
夢

え

貴
方
の
お
か

で
も
う
大

況
よ

 
お
酒
に
限

て
は
み
ん
な
売
れ
ち

て

売

 
だ

た
わ

 

が
温
ま

た
の
か
霊
夢
は
イ
キ
イ
キ
と
し
て
い
て

し
そ
う
だ

 
狗
神

う
そ
う
だ

た
の
か

 
霊
夢

え

あ
ん
た
い
つ
か
ら
い
た
の
よ

 
蓮
 

い
つ
の
間
に

 
い
つ
の
間
に
か
式
神

か
ら
出
て
し
か
も
隣
で
酒
や
ら
を

ん
で
い
る
た
め
蓮
も

い
て
し
ま

う 
神
楽

や

り

子

で
す

 
鈴

お
い
ひ

 
蓮
 

人
も
い
つ
の
間
に

 
ま
る
で

ン
の
ソ

ン
ス
の
よ
う
だ

 
霊
夢

気
ま
ま

あ
ん
た
ら

 
狗
神

ら
だ

て
生
き
て
い
る
式
を

け
れ
ら
れ
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て
も
そ
れ
は
変
わ
ら
な
い
こ
と
だ

 
蓮
 

ア
ハ
ハ

 

笑
い
を

か
べ
て
い
る
と
妖
夢
に
魔
理
沙
そ
し
て
咲
夜
が
や

て
く
る

 
霧
雨

よ

蓮

良
い
試
合
だ

た

 
咲
夜

性
格
も
よ
く
て
強
い
と
な
る
と
本
当
に

 
玲
音
と

り

え
た
い
わ

 
蓮
 

そ
れ
や

た
ら

メ
で
す
よ

 
霊
夢

そ
れ

前
に
や
ら
せ
な
い
わ
よ

 
咲
夜
の
ボ
ケ
に
対
し
て
ツ

ミ
を
い
れ
る

そ
れ
や

た
ら
ま
た
前
の
よ
う
に
な

て
ぶ
り

返
し
だ

 
妖
夢

蓮
さ
ん
今
日
は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

 
ま
し
た

 
蓮
 

い
え
い
え
何
時
で
も
受
け

け
ま
す
か
ら

 
そ
の
時
は
ま
た
お
願
い
し
ま
す

 
妖
夢

は
い



 第 話 酒乱心

 
霊
夢

ら
そ
ん
な
所
で
熱
く
な

て
な
い
で

 
あ
ん
た
ら
も

み
な
さ
い

 
霊
夢
に
言
わ
れ

は

座
に
座
り
酒

理
に
あ
り
つ
く

そ
ん
な
事
を
し
て
い
る
と

 
霊
夢

そ
う
い
え
ば
蓮

あ
ん
た
何
時
に
な

た
ら

 
酒
を

む
の
よ

 
酒
を

み
つ
つ
霊
夢
が
聞
い
て
く
る
と

笑
い
を

か
べ
て

 
蓮
 

え

と

後

数

間
し
た

 
と
蓮
が
言

た
時
後
ろ
を
が

ち
り
と

ル
ド
さ
れ
た

す
ぐ
さ
ま
蓮
は
後
ろ
を

り

向
く
と
そ
こ
に
は
狗
神
が
い
た

 
狗
神

お
い

娘
こ
い
つ
に
酒
を

ま
せ
ろ

 
蓮
 

狗
神

 
霊
夢

ち

と

が

娘
よ

 
狗
神

良
い
か
ら

ま
せ
ろ

て

こ
う
い
う
奴
に

 
限

て
最
終
的
に
ず

と

ま
な
い

て
の

 
が
相
場
だ

な
ら
こ
こ
で

ま
せ
る



 第十章 真実の月 

 
狗
神
の
と
ん
で
も

に
蓮
も

し
よ
う
と
す
る
が
見
事
に

を

め
ら
れ
て
い
て
動
け
な

い 
霊
夢

ま

あ
ん
た
の
言

も
一
理
あ
る
わ

 
蓮
 

霊
夢

そ
れ
に
狗
神

こ
れ
は
外
の
世
界

 
だ
と
ア
ル
ハ

ボ

 
霊
夢
は
酒
を

に
注
ぐ
と
蓮
の

を
つ

り
酒
を

ま
せ
る

こ
れ
に
は
蓮
も

し
く
な
り
酒

を

ん
で
し
ま
う

 
霊
夢

よ
し

ん
だ
わ

 
狗
神

こ
れ
で
晴
れ
て
お
前
も
仲
間
だ

 
そ
の
光
景
を
見
て
い
た
魔
理
沙
に
咲
夜
そ
し
て
妖
夢
も

笑
い
を

か
べ
て

様
と
思

て
蓮
を
見
て
い
る

 
霊
夢

さ

蓮
ど
ん
ど
ん

み
ま
し

う

 
蓮
 

 
霊
夢

蓮

 
狗
神

お
い
ど
う
し
た
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霊
夢
と
狗
神
は
急
に

て
し
ま

た
蓮
を
見
る
と
蓮
は

て
霊
夢
か
ら
お

を
か
す
め

と
り
酒
を

す
る

 
霊
夢

何
よ

そ
の

度
は

 
狗
神

ま

ま

ら
よ

 
狗
神
が
酒
を
注
ぐ
と
そ
れ
を
一
気
に

み

す

す
る
と
突
然
立
ち
上
が
り

 
蓮
 

く
く
く

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

最
高
に

 
気
分
が
良
い
や

神
楽

ち

と
こ

ち

 
に
来
い

 
全
員

え

 
普

よ
り
も

か
に

々
し
い

に
変
化
し
て
い
る
の
だ

そ
れ
に
は
こ
の
場
の
全
員
は

く
が
神
楽
は
蓮
の
元
に
来
る
と

 
神
楽

え

と

何
で
し

う
か

 
蓮
 

今
か
ら

に
試
合
を
吹

け
よ
う

う
ん

 
そ
う
し
よ
う

に
そ
う
し
よ
う

さ

 
い

ち

れ
よ
う
や



 第十章 真実の月 

 
霊
夢

ち

蓮
あ
ん
た
何
言

て
る
の
よ

 
蓮
が
可
笑
し
く
な

て
い
て
霊
夢
は
立
ち
上
が
り
蓮
の
前
に
立
つ
と

 
蓮
 

霊
夢

何
か
今
日
は
何
時
も
よ
り

麗
に

 
見
え
る

 
霊
夢

え

い
や

え

と

 
霊
夢
は

め
ら
れ
て
ど
の
よ
う
な
返
事
を
す
れ
ば
良
い
の
か
悩
ん
で
し
ま
う
が

 
霊
夢

え

ち

ん
ん
ん

 

を
く
い
と
上
に
あ

ら
れ
て
蓮
が

づ
け
し
て
く
る

霊
夢
も

を
真

に
さ
せ
る
が

り
で
見
て
い
者
達
も

を

す
る
者
も
い
れ
ば

を
隠
し
て

の

間
か
ら

ラ

と
見
て
く
る

者
も
い
る

 
咲
夜

だ

大

 
妖
夢

は

は
わ
わ
わ
わ
わ

 
霧
雨

蓮
の
奴

こ

ち
が

ず
か
し
く
な

て
く
る

  

 

う
お

こ
れ
は

ス
ト
シ

ト
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妹
紅
 

 

音

生
徒
達
は
帰
し
て
正
解
だ

た
な

 
キ
ス
を
し
て
か
ら

分
が
経
と
う
と
す
る
と

 
霊
夢

ん

は

 
霊
夢
は
そ
の
場
に
倒
れ
て
し
ま
う

そ
し
て
そ

と

元
に
手
を
当
て
る

 
蓮
 

気
分
が
い
い
や

よ
し

目

す
は
刀

り
で

 
１
０
０
本
だ

 
神
楽

え

 
狗
神

お

お
い
お
い

 
も
う
蓮
が

々
と
ぶ

壊
れ
て
き
て
い
る

ど
う
し
て
こ
う
な

た
の
状

だ

 
蓮
 

と
り
あ
え
ず

妖
夢
さ
ん
お
相
手
し
て
も
ら
い

 
ま
し

う
か

が

利
し
た
ら
桜
観

 
に
白
桜

の

方
と
も
刀

り
さ
せ
て
も
ら
い

 
ま
す

 
妖
夢

ど

ど
う
す
れ
ば



 第十章 真実の月 

 
こ
れ
に
は
妖
夢
も

て
し
ま
う

だ
が

者
様
は

れ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
蓮
の
従

者
の
人
数
を

 
蓮
 

さ

い
ざ

常
に

 
い
き
な
り
の
事
だ

た

蓮
は
吹

飛
ば
さ
れ
て
神
社
に
生
え
て
い
る

の

に
ぶ
つ
か
り
気

絶
し
た

 
鈴

も
う
蓮
君

た
ら

れ
た
ら

目
だ
よ

 
ど
う
や
ら
鈴

が

慢
の

り
で

と
ば
し
た
よ
う
だ

酒
を

ん
で

変
し
た
蓮
も

い

が
そ
の

人
を

り
飛
ば
す
鈴

も

い

 
鈴

後
で
神
社
に

ば
な
い
と

霊
夢
ち

ん

 
霊
夢

え

え
そ

そ
う

 

を
真

に
さ
せ
て
霊
夢
は
そ
う

え
る
の
だ

た

そ
し
て
数
時
間
後
に
は
蓮
は
神
社
へ

と

ば
れ
て
布

の
上
で

か
せ
ら
れ
る
の
だ

た
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怠
惰

は
い
は
い
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
晴
明

そ
し
て
特
別

ス
ト
は

で
す

 
怠
惰

と
り
あ
え
ず

ス
ト
も

え
て
今
回
は
蓮
が

 

く
ぶ

こ
わ
れ
ま
し
た

 
晴
明

酒
は
人
も
変
え
る
力
が
あ
る
の
で

様

む

に
は

 
ご
注
意
を
し
て
く
だ
さ
い

 
怠
惰

ま

そ
れ
で
も
壊
れ
す
ぎ
だ
け
ど

 
晴
明

そ
う
で
す

の
子

な
が
ら
だ
ら
し
が

 
な
い

 
怠
惰

よ
く
言
う
昔
に
不

事
で

体
を
見
ら
れ
た

 

に

 
晴
明

こ
れ

上
言
う
な
ら
貴
方
を
社
会
的
に

し
ま

 
す
よ

 
怠
惰

ア
フ

ジ
ア

 
晴
明



 第十章 真実の月 

 
怠
惰

て
な
わ
け
で
今
回
は
こ
こ
ま
で

は
い
解
除

 
晴
明

く

覚
え
て
な
さ
い

 
怠
惰

で
は
ま
た
次
回

さ
ら
ば
だ

 
晴
明

あ

こ
ら

く

そ
れ
で
は
ま
た
明
日
に

 
で
は
さ
よ
う
な
ら

ま
て



 第 話 神社の守護獣

 
第

話
 
神
社
の
守
護
獣

 
こ
ん
に
ち
は

者
様

怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

 
と
り
あ
え
ず
今
回
は
一

く
あ
の
キ

ラ
が

 

ス
ト
で
登
場
し
ま
す

で
は
本
編
へ
ど
う

 

ン

ン

 
蓮
 

も
う
朝
か

 
鳥
の

の

き
と
共
に
起
き
る
と

り
を
見

す

目
に
写
る
の
は

れ
も
な
く

分
の

屋

の
家

や
ら
だ

つ
ま
り

分
の

屋
に
い
る
と
認
識
で
き
た

 
蓮
 

痛

た

つ
つ

霊
夢
は
何
処
に
い
る
の

 
か
な

 

を
さ
す
り
な
が
ら

を
開
け
て
居
間
へ
と

動
す
る

居
間
へ
と
行
く
が
ま
だ

も
い
な

か

た
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蓮
 

あ
り

 
居
間
に
は
い
な
い
更
に
何
時
も
な
ら
居
間
か

所
な
の
だ
が
居
間
の
す
ぐ
隣
が

所
の
た
め
い

る
気

も
な
い

 
蓮
 

内
か
な

 

内
へ
と
向
か
う

す
る
と
そ
こ
に
写

た
光
景
は
お
そ
ら
く
昨
日
の
決
闘
後
の
宴
会
な
の
だ

ろ
う
か

と
い

て
も
霊
夢
と
魔
理
沙
そ
れ
に
狗
神
と
鈴

そ
し
て
神
楽
の
本
体
し
か
居
な

い
が
霊
夢
と
魔
理
沙
の

人
は
酒
の

を

は
た
ま
た

き

に
し
て

て
い
た

 
蓮
 

ま

た
く
こ
の

人
は

 
そ
う

き
つ
つ

り
を
見
る
と

 
狗
神

ク

 
鈴

も

も

も
け
も
け

 
と
狗
神
の

を

に
鈴

が

て
い
て
そ
の
隣
に
は
神
楽
の
本
体
も
と
い
か
妖
刀
神
楽
が

落
ち
て
い
た

 
蓮
 

あ
れ

確
か
昨
日
は
そ
う
だ
霊
夢
と
狗
神
に

 
強

的
に
酒
を

ま
さ
れ
て

目
だ
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そ
こ
か
ら
先
が
思
い
出
せ
な
い

 
ど
う
や
ら
昨
日
の
記
憶
が

け
て
い
る
の
か
よ
く
思
い
出
せ
な
い

こ
れ
は

い

 
蓮
 

ま

の
事
だ
か
ら
変
な
過
ち
は
し
て
な
い

 
よ

う
ん
し
て
な
い

し
て
な
い

 

く
と
散
ら
か

て
い
る
宴
会
道

や
ら
を

け
始
め
た

お

や

を

所
へ
と

て
い
き

て
縁

に

し

や
ら

座
を

へ

け

内
を
掃
除
し
て
よ
う
や
く

麗
に
な

た

 
蓮
 

よ
し

ミ
や
ら
も

け
た
し
後

て

 
い
る
の
は

 
霊
夢

も
う
蓮

た
ら

 
霧
雨

こ
れ
が

の
ス

キ

 
と

人
は

言
を
言

て
る
の
だ
が
妙
に
生
々
し
い

霊
夢
の
場
合
は

ら
く
夢
の
中
の

分
と
よ
ろ
し
く
や

て
い
て
魔
理
沙
の
場
合
は
絶
対
に

と
書
か
れ
た
ボ

ク
ス
に
刺
激

を

え
て
出
て
き
た
キ

に
夢
中
に
な

て
い
る
の
が
予

で
き
る

 
蓮
 

そ

ち
は



 第十章 真実の月 

 
見
た
く
は
な
い
が
狗
神
達
の
方
を
見
る
と

 
狗
神

者
お
前
は

 
鈴

姉

そ

ち
に
行

た
ら

目
だ
よ

 

方
も

方
で
と
ん
で
も
な
い
夢
を
見
て
い
る
よ
う
だ

 
蓮
 

は

を
起
こ
そ
う
か
な

 
こ
の
光
景
に

れ
つ
つ
蓮
は
そ
う

く

 
蓮
 

そ
こ
に
い
る
の
は

で
す
か

 

後
に
気

を
感
じ
た
蓮
は
す
ぐ
に
後
ろ
を

り
向
く

だ
が
後
ろ
に
は

も
い
な
い

見
え

る
の
は
狛

の
石

ぐ
ら
い
だ

 
蓮
 

気
の
せ
い
か
な

 
何
で
か
分
か
ら
な
い
が
狛

の
石

に
目
が
い

て
し
ま
う

ま
る
で
狛

の
石

に
見
ら
れ

て
い
る
か
と

覚
し
て
し
ま
う
程
に
だ
が
こ
こ
で
蓮
は
思
い
出
し
た

 
蓮
 

待
て
よ

確
か
あ
ん
な
所
に
狛

の
石

 
な
ん
て
な
か

た

だ

 
す
ぐ
さ
ま
地
面
に
落
ち
て
い
る
神
楽
を

い
狛

の
石

に
近
づ
く

そ
し
て
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蓮
 

君
は

 
と
狛

の
石

に
話
す

か
ら
見
る
と
病
ん
で
い
る
人
に
し
か
見
え
な
い
が
念
の
た
め
に

と
聞
く
と

 

 

あ
ち

霊
夢
さ
ん
に
は
気
づ
か
れ
な
か

た

 
け
ど
蓮
さ
ん
は
気
づ
い
ち

う
か

 
狛

の
石

か
ら

が
発
せ
ら
れ
る
と
石

が
グ

リ
と

ん
で
い
き
や
が
て

に

本

の

が
生
え
て
い
る
少
女
へ
と

を
変
え
た

 
蓮
 

え

と
君
は

 

 

あ

ご
め
ん

は
こ

ま

の

高
麗
野
あ
う
ん

て

 
言
う
ん
だ

今
の
神
社

近
は
安
全
だ
よ

 
蓮
さ
ん

 
と

ど
う
や
ら
蓮
の
事
は
知

て
い
る
よ
う
だ

 
蓮
 

え

と
あ
う
ん
さ
ん

は
こ
こ
で
何
を

 
高
麗

う

ん
霊
夢
さ
ん
や
蓮
さ
ん
が
お

守
の
間
は

 

が
神
社
を
妖
怪
達
か
ら
お
守
り
し
て
い
る
ん



 第十章 真実の月 

 
で
す
よ

言
う
な
れ
ば
ボ
ラ
ン
テ

ア
で
す

 
そ
れ
を
聞
く
と
鷺
麿
の
一
件
は
ど
う
な
ん
だ
と
思

て
し
ま
う

あ
う
ん
に
蓮
は

 

 
蓮
 

え

と
な
ら
あ
う
ん
さ
ん

鷺
麿
も
と
い

 
狂
夢
異
変
は
ど
う
な

て
い
る
ん
で
す
か

 
そ
れ
を
言
わ
れ
た
あ
う
ん
は
す
ご
く

た

を
し
て

 
高
麗

え

と

か
に

ら
さ
れ
て
て

出
来
な

 
く
て
で
す

し

ご
ざ
い
ま
せ
ん

 
蓮
 

う
わ

と
と

 
あ
う
ん
は

を

度
の

度
で

を
下

て
く
る
が
そ
れ
が

と
な

て
も
う
少
し
ず
れ
て

い
た
ら

の

で
体
を
怪

す
る
と
こ
ろ
だ

た

 
蓮
 

い
や
そ
ん
な
畏
ま

て

ら
な
く
て
も

 
高
麗

あ
れ
は

の
不
覚
な
ん
で
す
本
当
に
ご
め
ん
な

 
さ
い

 
未
だ
に

を
下

続
け
る
あ
う
ん
に
蓮
は

 
蓮
 

ま

ま

貴
方
が
悪
い
わ
け
で
は
な
い
の
で
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良
い
じ

な
い
で
す
か
も
う
過
ぎ
た
事
な
ん

 
で
す
し

 
高
麗

蓮
さ
ん
や

り
優
し
い
で
す

 
蓮
 

い
や
そ
う
で
も
な
い
で
す
よ

そ
う
だ

 
少
し
待

て
い
て
く
だ
さ
い

 
そ
う
言
い
あ
う
ん
を
そ
こ
に
待
た
せ
て
蓮
は

へ
と
行
き
あ
る
も
の
で
お
に
ぎ
り
を

る
と

す
ぐ
に
戻
る

 
蓮
 

あ
う
ん
さ
ん
良
け
れ
ば
こ
れ
を
ど
う

 
高
麗

え

い
い
ん
で
す
か

 

 
蓮
 

は
い

ボ
ラ
ン
テ

ア
で
守

て
く
れ
て
い
る

 
な
ら

ん
の
気

ち
で
す
け
ど
受
け

て

 
く
れ
る
と

し
い
で
す

 
そ
れ
を
聞
い
た
あ
う
ん
は

お

り
を
受
け
と
る
と
そ
れ
を
す
ぐ
に
食
べ
て
し
ま
う

 
高
麗

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
蓮
さ
ん

 
蓮
 

い
え
い
え
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と

蓮
は
後
ろ
を

り
向
く
と
霊
夢
達
が
目
を

り
な
が
ら
起
き
始
め
て
い
た

 
高
麗

そ
れ
で
は

は
ま
た

護
の
方
に
戻
り
ま
す

 
そ
う
言
う
の
あ
う
ん
は
ま
た
狛

の
石

に
な
る

 
蓮
 

で
は
あ
う
ん
さ
ん

 
そ
う
し
て
蓮
は
霊
夢
達
の
方
へ
と
行
く

 
蓮
 

起
き
た
の

 
霊
夢

え

 
何

か
霊
夢
は

分
の

を
見
る
や

や

を
真

に
し
た

 
霧
雨

蓮

お
前
昨
日
の
こ
と
覚
え
て
な
い
の
か

 
蓮
 

昨
日

霊
夢
と
狗
神
に
酒
を
強

的
に

ま
さ

 
れ
た
所
ま
で
な
ら
覚
え
て
る
け
ど
そ
こ
か
ら
先

 
の
記
憶
が
な
い
か
な

 
霧
雨

な

ん
だ

だ

て
よ
霊
夢

霊
夢

 
霊
夢

そ

そ
う

な
ら
良
か

た
わ

さ
て
と

は

 
そ
う

散
歩
に
で
も
行

て
く
る
わ



 第 話 神社の守護獣

 
そ
う
言
い
霊
夢
は
神
社
の
裏
手
の
林
に
向
か

て
い

た

 
蓮
 

何
か
悪
い
事
し
た
の
か
な

 
霧
雨

お
前
は
悪
く
な
い
か
ら
安
心
し
ろ

 
蓮
 

な
ら
良
い
ん
だ
け
ど
な

 
そ
の
後
狗
神
と
鈴

も
起
き
た
た
め

人
を
式
神

に
戻
し
魔
理
沙
は
帰

て
行
き
霊
夢
も

帰

て
く
る
と
霊
夢
は
さ

り
し
た

だ

た
が
そ
れ
が
逆
に

い
と
思

て
し
ま
う
蓮
だ

た
の
だ
つ
た

 
怠
惰

て
な
わ
け
で
今
回
の

ス
ト
は
あ
う
ん
ち

ん

 
で
し
た

 
晴
明

つ
ま
り
こ
の
キ

ラ
は
本
来
ま
だ
先
で
出
る

 
キ

ラ
と
い
う
こ
と
で
す
よ

 
怠
惰

ま

そ
う
だ

東
方
天
空

て
い
う
新
し
い



 第十章 真実の月 

 
キ

ラ
だ
け
ど
ま

先
に

ス
ト
で
出
す
か
と

 
い
う
判
断
で
出
し
ま
し
た

 
晴
明

お

い
で
す

 
怠
惰

ま

本
来
は

の
集
ま
る
場
所
に
来
る
か
ら

 
今
は
ま
だ
博
麗
神
社
と
守
矢
神
社
だ
け
だ
か
ら

 
こ
う
し
て
博
麗
神
社
の
守
護
獣
に
な

て
る
い

 
る

て
の
が
こ
こ
に
い
た
理

か
な

 
晴
明

あ
ん
な

の
ボ
ロ
神
社
な
の
に

 
怠
惰

そ
れ
は
言

ち

ア
カ
ン

面
を

た

 
巫
女
さ
ん
が
や

て
来
る
か
ら

 
晴
明

ま

そ
う
で
す

え

と
そ
ろ
そ
ろ

が

 
怠
惰

だ

で
は

者
様
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
晴
明

次
回
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

 
怠
惰

で
は

者
様

 
晴
明

ま
た
明
日



 第 話 神社の守護獣

 



 第十章 真実の月 

 
第

話
 
次
な
る
地
は

 
こ
ん
ば
ん
わ

者
様

現

風
邪
で
ひ
な

て
い
る

 
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

に

色
や
ら
が
混
じ

 
て

を

む
と
結
構
イ
ガ
イ
ガ
し
ま
す

そ
ん
な
話

 
も
あ
れ
な
の
で
本
編
へ
ど
う

 
決
闘
の
後
か
ら
数
日
の

の
事

神
社
に
は
何
時
も
の
よ
う
に
平
穏
が
訪
れ
蓮
と
霊
夢
は
定
番

の
よ
う
に

内
の
掃
除
を
し
て
い
た

 
霊
夢

か

 
蓮
 

そ
う
だ

で
も
霊
夢
良
か

た
の

 
霊
夢

何
が

 
蓮
 

ら
あ
れ
の
事

 

つ
の
鳥
の

み
た
い
な

を

し
て
言
う
と
霊
夢
は



 第 話 次なる地は

 
霊
夢

ま

良
い
で
し

い
ざ
と
な
れ
ば

奴
ら

 
守
矢
の
神
達
に
も

力
し
て
も
ら
え
る

 
か
ら

 
博
麗
神
社
に
は
守
矢
の
分
社
鳥
の

ぐ
ら
い
の
大
き
さ
が

て
ら
れ
て
い
る

何
で
も

神
社
と
神
社
の

が
り
的
に
大

な
よ
う
で
別
に
対
し
て
問

は
な
い
ら
し
い

 
霊
夢

し
か
し
こ
こ
最
近
は
蓮
の
イ

ン
ト
ぐ
ら
い
で

 
対
し
て
何
か
起
き
な
い
わ

 

不
満

に
そ
ん
な
事
を
言

て
い
る
と

 
霧
雨

よ

遊
び
に
来
た

 
魔
理
沙
が
空
か
ら
飛
来
し
て
き
た

 
霊
夢

は

ま
た
あ
ん
た
か

 
霧
雨

お
い
お
い
そ
れ
は
な
い

 
蓮
 

霊
夢
そ
れ
は
失

だ
よ

 
と

定
番
の
よ
う
な
会
話
に
な
り
つ
つ
あ
る
な
と
感
じ
た

 
霧
雨

し
か
し
よ

霊
夢
こ
こ
最
近

あ
ん
ま
り



 第十章 真実の月 

 
ド

手
な
異
変
が
起
き
な
い
よ
な

 
霊
夢

そ
う

 
蓮
 

い
や
平
和
な
ん
だ
か
ら
い
い
じ

な
い
か

 
確
か
に
平
和
だ

平
和
な
の
だ
が
平
和
過
ぎ
て
刺
激
が
何
に
も
な
い

 
霧
雨

し
か
し
こ
こ
最
近

ま
た
不

に
な

て

 
き
た
よ
な

何
が
不
満
な
ん
だ

 
魔
理
沙
の
言

を
聞
く
と
霊
夢
は

不

れ
な
が
ら

 
霊
夢

だ

て
せ

か
く
神
様
の
力
を

り
る
事
が

 
出
来
る
よ
う
に
は
な

て
き
た
け
ど
大
き
な

 
異
変
が
起
き
な
い
ん
だ
も
の

 
霧
雨

神
様

て
言
え
ば
霊
夢
こ
こ
に
そ
ん
な
分
社

 
と
か

て
て
大

か
よ

ま
た

 
り
に
き
ま
し
た

と
か
言

て
来
る
か
も

 
し
れ
な
い

 
霊
夢

そ
ん
時
は
ま
た

め
物
理
に
行
け
ば
良
い



 第 話 次なる地は

 
だ
け
の
話
よ

 
分
か
る
こ
と
は
た
だ

つ
ま
た

り
に
く
る
な
ら

せ
ば
い
い
と
い
う
こ
と
だ
け
は
分

か

た

 
霊
夢

で
も
何
も
変
な
事
が
起
き
な
い
か
ら
そ
れ
が

 
イ
ラ
イ
ラ
さ
せ
る
の
よ

 
蓮
 

確
か
に
数

月
に

回
は
異
変
や
ら

 
起
き
る
か
ら
不
安
に
も
な
る
よ

 
霧
雨

ん
な
ら
よ
退

し
の
ぎ
に

に
ち
な
ん
で

 

の
神
様
を
神
降
ろ
し
さ
せ
て
み
な
い
か

 
神
降
ろ
し
に
興

が
あ
る
魔
理
沙
は
霊
夢
に

し
て
く
る
と

 
霊
夢

い
や

の

に

を

る

て
ど
う
な
の

 
よ

 
霧
雨

う

 
蓮
 

な
ら

的
に
は

の
達
人
と
も
言
え
る

 
蓮
が
言

を
言
い
か
け
る
と



 第十章 真実の月 

 

 

武
神
で
も
降
ろ
す
の
か
し
ら

 
と

を
か
け
て
く
る

そ
れ
を
聞
い
た
霊
夢
は
真

先
に
そ
の
方
向
を
見
る
と

 
霊
夢

ま
さ
か
参

き

て
な
ん
だ
あ
ん
た
か

 

念
そ
う
に
す
る
霊
夢
は
さ
て
お
き
そ
の

の

を
見
る
と
そ
こ
に
い
た
の
は
紅
魔
館
の
メ
イ

ド
⻑

十
六
夜
咲
夜
だ

た

 
蓮
 

あ

咲
夜
さ
ん
こ
ん
に
ち
は

 
咲
夜

こ
ん
に
ち
は
蓮

そ
れ
と
霊
夢

何
よ
そ
の

 

度
は
参

客
に

た
す
ぎ
な
い

 
霊
夢

し

う
が
な
い
じ

な
い
こ
こ
最
近
は
神
様

 
と
し
か
遊
ん
で
な
い
ん
だ
も
ん
そ
ろ
そ
ろ

 
妖
怪
が

で
も
出
て
き
て
欲
し
い
も
の
よ

 
咲
夜

は

人
間
じ

不
満

て

 
異
変
も
起
き
ず
で
や
る
こ
と
が
無
さ
す
ぎ
て
霊
夢
は
少
々
退

だ

た
せ
い
か
ま
た
不

れ

て
い
る

 
咲
夜

そ
う
暇
な
の
よ



 第 話 次なる地は

 
霊
夢

え

ま

 
咲
夜

だ

た
ら

の
相

に

て
く
れ
な
い

 
か
し
ら

 
蓮
 

相

で
す
か

 
霧
雨

お

何
か
面
白
そ
う
だ
な

も
混

ろ
よ

 
魔
理
沙
も
興

が
あ
る
の
か
近
く
に
よ

て
聞
く
と
咲
夜
は
相

事
に
つ
い
て
話
始
め
た

 
咲
夜

今

紅
魔
館
で
は
あ
る

が
進
ん
で
い
る

 
の
よ

 
霧
雨

 
咲
夜

え

そ
の

は
月
へ
行
く
こ
と
よ

 
と
ん
で
も
な
い
咲
夜
の
言

を
聞
い
た
蓮
と
魔
理
沙
は
し
ば
ら
く

し
て

 
霧
雨

マ
ジ
か
よ

 
蓮
 

月
に
行
く
ん
で
す
か

ま
さ
か
ロ
ケ

ト

 
で
す
か

 
咲
夜

え

そ
こ
は
外
来
人

て
だ
け
あ

て

し
い



 第十章 真実の月 

 
わ

 
霊
夢

そ
う
い
う
あ
ん
た
ら
も
外
来
人
み
た
い
な
も
ん

 
で
し

 
咲
夜

え

ま

そ
う
で
す
け
ど

 
霧
雨

そ
ん
な
事
よ
り
も
よ
何
で
紅
魔
館
の
住
人
が

 
わ
ざ
わ
ざ
こ
ん
な

に
来
た
ん
だ

 
霊
夢

悪
か

た
わ

で

 
魔
理
沙
の
言
い
分
は
そ
の
通
り
だ

何
で
わ
ざ
わ
ざ
博
麗
神
社
に
来
た
の
か
が
分
か
ら
な
い

 
蓮
 

そ
れ
で
咲
夜
さ
ん
は
何
で
こ
こ
へ

 
咲
夜

蓮
は
分
か
る
わ
よ

ロ
ケ

ト
の
構

に

 
つ
い
て
は

 
ロ
ケ

ト
は
外
の
世
界
に
も
あ
る
た
め
そ
の
構

に
つ
い
て

え
た

 
蓮
 

大
体
は

構

で
す

目
は
高
火
力

 
で
一
気
に
大
気

を

け
て

目
で
少
し

 
の
火
力
を
出
し
な
が
ら
目
的
地
へ
と
向
か
い



 第 話 次なる地は

 
最
後
の

目
で
目
的
地
に
着

す
る
で
す

 
よ

 
咲
夜

え

そ
う
い
う
こ
と
よ

だ
け
ど
こ
こ
に

 
来
た
の
は
そ
の

の

状
の
魔
力
を

 

た
物
を
探
し
に
来
た
の
よ

 
蓮
 

の

状
の
魔
力
を

た
も
の

 
霊
夢

意

不
明

 
言

て
い
る
こ
と
が
よ
く
分
か
ら
な
い

あ
ん
ま
り
蓮
も
ロ
ケ

ト
だ
と
か
に

し
い
わ
け
で

は
な
い
と
い
う
の
も
あ
る
が
や
は
り
よ
く
分
か
ら
な
い

 
咲
夜

え

最

は

も

の

だ
と
思

た
の

 
だ
け
ど
パ

リ

様
の
話
だ
と
魔
力
を

 

た

の

状
の
物
じ

な
い
と
地
上

 
の
呪

か
ら
解
き
放
た
れ
な
く
て
飛
び
立
て

 
な
い
ら
し
い
の
よ

 
蓮
 

つ
ま
り

進
力
と
い
う
事
で
す
よ



 第十章 真実の月 

 
咲
夜

そ
う
な
る
わ

 
ロ
ケ

ト
と
い
え
ば

大
な

ル
ギ

を
放
出
し
て
空
へ
と
飛
び
立
つ

り
物
だ

そ
の
た

め
の

ル
ギ

と
な
る
魔
力
が
込
め
ら
れ
て
い
る

の

状
の
物
を
探
し
て
い
る
と
い
う

の
は
理
解
で
き
た

 
霊
夢

ん
て
い
う
か
何
で
妖
怪
の
手
伝
い

 
を
し
な
い
と
い
け
な
い
の
よ

 
霧
雨

ま

良
い
じ

な
い
か
よ

面
白
そ
う
な
ん

 
だ
し
よ

 
蓮
 

そ
れ
は
魔
理
沙
の
言
う
通
り
か
も

 
霊
夢

だ
け
ど
あ
ん
た
ら
の
い
う
三

の

状
で

 
魔
力
か
こ
も

た
物
な
ん
て

ら
は
知
ら

 
な
い
わ
よ

 
咲
夜

そ
う

た
わ

貴
方
達
も
知
ら

 
な
い
な
る
と
ど
う
し
た
も
ん
か

 
と

咲
夜
も

に
手
を

い
て
悩
む
ば
か
り
だ



 第 話 次なる地は

 
霊
夢

ま

た
く
話
が
元
に
戻

て
退

 

 

そ
の
時
を
待

て
い
ま
し
た

 
霊
夢

え

今
度
こ
そ
参

て
今
度
は
あ
ん
た
か

 

が
し
た
方
を
向
く
と
今
度
は
妖
夢
が
立

て
い
た

 
妖
夢

え

え

 
蓮
 

あ

妖
夢
さ
ん

そ
れ
で
何
を
待

て
い
た
ん

 
で
す
か

 
妖
夢

あ

は
い

風
の

で
ロ
ケ

ト
の

進
力

 
を
探
し
て
い
る
ん
で
す
よ

 
ど
う
や
ら
妖
夢
は
何
か

を

て
き
た
よ
う
だ

 
咲
夜

風
の

て

 
妖
夢

色
々
と
ま
わ

て
い
れ
ば
そ
ん
な

話
も

 

に
し
ま
す
よ

そ
れ
で
そ
の
考
え
で
す
が

 
咲
夜

何

体
か
ら
幽
体
が

れ
る

進
力
と
か

 
妖
夢
 



 第十章 真実の月 

 
霧
雨

地

霊
が
そ
の
地
を

て
て
動
き
回
る
力
な
の

 
か
も
な

 
霊
夢

確
定

そ
れ

 
さ
り

な
い

ス
リ
に
流
石
の
妖
夢
も

 
妖
夢

決
ま

て
ま
せ
ん

 
蓮
 

ま

た
く
失

だ
よ

人
共

 
妖
夢

方
は
蓮
さ
ん
だ
け
で
す
か

 
と

て
こ
ら
れ
て
蓮
は

 
蓮
 

い
え

い
つ

方
と
言
い
ま
し
た

 
妖
夢

く
な
い
で
す
か

 
一

で
裏

ら
れ
た

間
で
あ
る

そ
し
て
妖
夢
は

回

い
を
し
て

 
妖
夢

ン

貴
女
方
は
そ
ん
な

な
発
想

 
と
い
う
の
は
理
解
し
ま
し
た
そ
ん
な
ん
だ
と

 

だ
と
か
月
や
空
に
関
係
す
る
物
し
か

 
探
し
て
ま
せ
ん
か



 第 話 次なる地は

 
妖
夢
が
言

た
時

霊
夢
と
魔
理
沙
は

を
合
わ
せ
て

 

人

ま
ず
探
し
て
な
い

  
こ
れ
に
は
妖
夢
も

転
ん
だ

そ
ん
な
光
景
を
蓮
は

笑
い
し
て
見
る
こ
と
し
か
出
来
な

か

た

 
妖
夢

貴
女
達
と
き
た
ら

進
力
を
探
す
の
な
ら

 

に
関
す
る
物
を
探
さ
な
い
と
い
け
ま
せ

 
ん
よ

 
そ
れ
を
聞
い
た
霊
夢

外
は

得
の
い

た

を
し
た

 
蓮
 

言
わ
れ
て
み
る
と

 
咲
夜

確
か
に
そ
う

幻
想
郷
に
は

が
な
い
か
ら

 
見
落
と
し
て
い
た
わ

 
霧
雨

は
は

良
か

た
じ

な
い
か
霊
夢

 
遊
び
の

タ
が
出
た

の
神
様
 

 
と
か

ん
だ
こ
と
な
い
だ
ろ



 第十章 真実の月 

 
霊
夢

ど
う
い
う
こ
と
よ

が
な
き

の

 
神
様
な
ん

そ
う
い
う
こ
と
か

 

を

と
す
れ
ば
ロ
ケ

ト
は
船
と
い
う
事
だ

つ
ま
り
そ
れ
を
利
用
し
て

の
神
様
の

力
を
霊
夢
が
使
え
ば
神
様
が

の

進
力
を
し
て
く
れ
る
と
い
う
事
だ

 
霊
夢

見
つ
け
た
わ
魔
力
が
あ
る
三

の

 
も
と
い

進
力
が

 
霊
夢
は
笑

で
そ
う

え
る
の
だ

た

そ
し
て
そ
の
言

を
言
う
と

時
に

 
烏
 
カ

 
と

の
烏
が
空
へ
と
飛
び
立
つ
の
だ

た

 
狗
神

あ
れ

お
い
怠
惰
は
ど
う
し
た

 
神
楽

言
わ
れ
て
み
る
と

 
鈴

何
か
今
日
風
邪
で

の
痛
み
が

い
か
ら
休
む

 

て



 第 話 次なる地は

 
狗
神

つ
ま
り
風
邪
で

い
か
ら

の

小
も

て

 
休
ん
で
る

て
事
か

 
神
楽

狗
神
様
メ
タ
い
で
す
よ

 
鈴

う

ん
ま

そ
う
言
う
事
だ
ろ
う

あ

 
こ
れ
本
当
に
リ
ア
ル
な
話
だ
よ

実

こ
れ
を

 
書
く
に
当
た

て
も

者
様
に
楽
し
ん
で

い

 
た
い
が
た
め
に
執
念
で
書
い
た

て
言

て
た

 
か
ら

 
狗
神

何
だ
そ
の
執
念

 
神
楽

下
手
な

に

い
執
念
で
す

 
鈴

も
う
そ
ん
な
事
実
だ
か
ら

て
そ
ん
な
事
を
言

 
ち

メ
だ
よ
あ

も
う

的
に
今
回
は
こ
こ
ま
で

  
狗
神

奴
が
治
る
こ
と
を
願

て
お
い
て
く
れ

 
神
楽

そ
れ
で
は

書
様
方



 第十章 真実の月 

 
鈴

ま

た



 第 話 神降ろしの相性

 
第

話
 
神
降
ろ
し
の
相
性

 
こ
ん
に
ち
は

者
様

約

程
の
復
活
を

た

 
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

し
か
も
明
日
最
悪
な
こ
と
に

 
明
日
は
体
育
祭
と
い
う
病
み
上
が
り
に

い
行
事
で
す

 
ま

そ
れ
は
さ
て
お
き
今
回
は
ち

と
こ
の

品
内

 
オ
リ
ジ

ル
の
神
話
が
混
じ

て
い
ま
す
の
で
ご
了

 
を
お
願
い
し
ま
す

そ
し
て
後
書
き
で
は
キ

ガ
イ
が

 
降
臨
す
る
の
で

な
ら
見
な
い
で

ラ
ウ
ザ
バ

ク

 
し
て
く
だ
さ
い

で
は
本
編
へ
ど
う

 
ロ
ケ

ト
の

進
力
に
つ
い
て
分
か

た
そ
の
晩
の
事
神
社
に
大
き
な

の

火
を

つ

て
て
霊
夢
は

の
神
様
を

ぶ
た
め
に
修
行
を
開
始
し
て
い
た



 第十章 真実の月 

 
蓮
 

霊
夢

張
る

 
霧
雨

し
か
し
霊
夢
が
修
行
と
は
な

明
日
は

 
雪
で
も
降
る
気
し
か
し
な
い

 
霊
夢

そ
れ
は

よ
魔
理
沙
そ
れ
に
今
回
は

体
の

 
神
様
を
降
ろ
す
ん
だ
か
ら
そ
れ
な
り
に
気
合
い

 
を
い
れ
な
い
と

 
な
お
ロ
ケ

ト
は
三

構

で
考
え
ら
れ
て
い
て
そ
れ

れ

つ
の

に

神
が
つ
く
と
い

う

だ

今
回

力
し
て
く
れ
る
神
様
の

名
は

う
わ
つ
つ
の
お
の
み
こ
と

上

男
命

な
か
つ
つ
の
お
の
み
こ
と

中

男
命

そ
こ
つ
つ
の
お
の
み
こ
と

底

男
命

の

神
も
と
い
三

あ
わ

せ
て
住

と
呼
ば
れ
て
親
し
ま
れ
て
い
る

の
神
様
達
ら
し
い

 
蓮
 

こ
う
や

て
み
る
と
色
ん
な
神
様
が
い
る
ん

 
だ

 
幻
想
郷
に
来
て
色
々
な
神
様
を
見
て
き
た

姉
妹
に

そ
れ
に
神

子
や
諏
訪
子
な
ど
な
ど

性
が
強
い
神
様
ば
か
り
だ

 
霊
夢

ま

神
様
の

ど
は

の
強
い
の
が

い

 
か
ら



 第 話 神降ろしの相性

 
霧
雨

で
も
よ

神
様
も
大
変
だ
よ
な

巫
女
の
体
を

 

り
る
と
す
る
と

世

住
宅
み
た
い
な
も
ん

 
だ
ろ

 
蓮
 

言
わ
れ
て
み
る
と

 
言
わ
れ
て
み
る
と
霊
夢
が
家
だ
と
し
た
ら

神
は

体
を

つ
小
さ
な
家
に
住
ん
で

そ

う
だ
な
と
思

た

 
霊
夢

神
様
の
世
界
だ
と
よ
く
あ
る
話
よ

 
蓮
 

そ
れ
を
聞
く
と
神
様
の
世
界

て
世
知

 

い

 
霧
雨

し
か
し
巫
女

て
本
当
に
不
思
議
だ
よ
な

 
本
当
に
ど
う
い
う
仕
組
み
な
ん
だ
か

 
魔
理
沙
は

つ
の

火
に
手
を
か
け
た

間

火
は

き

 
ザ
ン

 
と
音
を
た
て
て
地
面
へ
と
倒
れ
着
い
て
い
た
炎
は

え
し
ま
う

そ
し
て
倒
し
た
張
本
人
の

魔
理
沙
は



 第十章 真実の月 

 
霧
雨

や
や

 

て
な
が
ら

を

て

し

 
蓮
 

ま

た
く
魔
理
沙
は

 
た
め

を

き
な
が
ら
火
が

て
い
る

火
か
ら
火
を
頂

し
て

え
て
し
ま

た

に

火
を

す

 
霊
夢

は

話
を
戻
す
け
ど
日
本
の
神
様
は
一

的
に

 
考
え
る
妖
怪
や
神
様
と
は

が

う
の
よ
そ
れ
は

 
日
本
の
神
様
の
特
色
と
も
言
え
る
べ
き
分
裂
出
来

 
て
何
分

し
よ
う
が
元
の
神
様
と

じ
力
や
性

 
を

せ

つ
の
よ
だ
か
ら
神
様
を

す
場
所
さ
え

 
あ
れ
ば

ら
で
も
無
限
に
増
や
せ
る
の
よ

 
蓮
 

そ
れ
を
聞
く
と
ま
る
で
分

の
術
み
た
い
だ

 
霧
雨

で
も
よ
日
本
の
神
様

て
何
で
そ
ん
な
物
理

 
法

を
反
し
て
出
来
る
ん
だ
か

 
霊
夢

よ

神
と
い

て
も

に
神
霊
の
事
だ
け
ど



 第 話 神降ろしの相性

 
精
神

て
い
う
言

は
神
の

が

ま
れ
る
よ
う

 
に
考
え
方
は
人
に
電
波
を
し
て
も

ら
な
い
だ
か

 
ら
無
限
に
増
や
せ
れ
る
の
よ

に
言

て
し
ま

 
え
ば
そ
の
神
様
の
性
格
を

つ

て
事
よ

 
霊
夢
の
話
を
聞
い
て
い
る
と
蓮
は
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た

 
蓮
 

待

て
つ
ま
り
三
世

住
宅
じ

な
く
て
三

 
人
格
に
な
る

て
事
だ
よ

 
霊
夢

え

お
陰
さ
ま
で
大
勢
の
神
様
を
降
ろ
せ
ば

 
神
様

士
で
喧
嘩
始
め
た
り
色
々
と
大
変
な

 
の
よ

で
言
え
ば

こ
の
は
な
の
さ
く
や
ひ
め

花
開
耶
姫
と

い
わ
な
が
ひ
め

⻑
姫
を

 

時
に
降
ろ
せ
ば
気
ま
ず
く
な
る
み
た
い
な

 
も
ん
よ

 
そ
の

神
は
実

に
は
姉
妹
な
の
だ
が

一

が

い
神
の
世
界
で
は
こ
の

神
は

人
の

花
開
耶
姫
の

那
の

に
に
ぎ
の
み
こ
と命

の

と
な
る
た
め
に

神
は

り
さ
せ
ら
れ
る

た
め
に

ら
れ
る
が

念
な
事
に

⻑
姫
だ
け
は

し
く
な
い
と
い
う
理

で
返
さ
れ
て
し
ま



 第十章 真実の月 

た
と
い
う
話
が
あ
り
し
か
も

花
開
耶
姫
が

し
た
さ
い
に
は

く
妬
ん
だ
ら
し
い

も
し
こ

の

神
を
降
ろ
せ
ば
気
ま
ず
く
な
る
こ
と
待

た
無
し
と
い
う
こ
と
だ

 
霧
雨

相
性
が
色
々
と

バ
い
だ
ろ
そ
れ

 
蓮
 

あ
ん
ま
り
神
話
に
は

し
く
な
い
ん
だ
よ

 
霊
夢

ま

そ
う
い
う
の
が
あ
る
か
ら
降
ろ
す
神
も

 
考
え
て
降
ろ
さ
な
い
と
い
け
な
い
の
よ

 
霧
雨

人
間

い
な

守
矢
の

中
を
見
て
て
も
よ
く
分

 
か

ん

待
て
よ
神

子
達
も
無
限
に
分

す
る

 
の
か

 
蓮
 

神

子
さ
ん
や
諏
訪
子
さ
ん
が
い

い

  
魔
理
沙
の
話
を
聞
い
て
も
し
諏
訪
子
や
神

子
が
分

し
た
と
な
れ
ば
そ
れ
は
そ
れ
で

い
な

と
蓮
は
思
う
が

 
霊
夢

そ
う

体
を

つ
神
様
は

分
の
神
霊
を

 
分
霊
さ
せ
る
の
よ
ま

分
か
り
や
す
く
言
え



 第 話 神降ろしの相性

 
ば
本
体
と
生
霊
み
た
い
な
も
の
よ
生
霊
は
何

 
体
で
も
分
か
れ
る
け
ど
本
体
は
増
え
た
り
は

 
し
な
い
わ

 
霧
雨

な

ん
だ
分

し
て
く
れ
た
方
が
面
白
か
 

 

た
の
に
な

 
蓮
 

そ
ん
な
事
を
し
た
ら

ラ

だ
よ

 
蓮
は
そ
ん
な
娘
と
を
言
う
と

と
あ
る

な
事
を
考
え
た

 
蓮
 

霊
夢

思

た
ん
だ
け
ど
さ
霊
夢
で
も

 
降
ろ
せ
な
い
神
様

て
い
る
の

 
霊
夢

そ
う

今
の
状

だ
と
三
貴
神
に
そ
れ

 
か
ら
そ
の
親
と
そ
の
親
ま

三
貴
神
の
祖

 
に
あ
た
る
龍
神
だ
け
は
降
ろ
せ
そ
う
も
な
い

 
わ

 
龍
神
と
い
う
の
は
分
か
ら
な
い
が
三
貴
神
と
そ
の
親
は
蓮
で
も
聞
い
た
こ
と
が
あ

た

 
蓮
 

そ
の
三
貴
神

て
天

大
神
に

能

命
に



 第十章 真実の月 

 
月

で
そ
の
親

て
伊
邪
那

と
伊
邪
那

だ

 
よ

 
霊
夢

え

合

て
る
わ
そ
れ
で
そ
の
親
で
あ
る
龍
神

 
が
い
る
ん
だ
け
ど

 
霧
雨

ど

何
だ
よ

 
霊
夢

確
か
も
う

人
い
た
気
が
す
る
の
よ
龍
神
が

 

ら

た
と
さ
れ
る
災
厄
の
神
と
言
わ
れ

 
神
に
し
て
神
を

す
る
神
の

対
者
と
語

 
ら
れ
る
神
様
が

う

ん

メ
だ
思
い
出
せ

 
な
い
わ

 
ど
う
や
ら
霊
夢
で
す
ら
も

れ
る
神
が
い
た
み
た
い
だ

そ
ん
な
神
様
じ

分
は
よ
り
分
か

ら
な
い
と
考
え
た

 
蓮
 

ま

そ
こ
ま
で
考
え
な
く
て
も
良
い
と
思
う

 
よ

 
霊
夢

そ
れ
も
そ
う



 第 話 神降ろしの相性

 
霧
雨

霊
夢
で
も

れ
る
神
が
い
る
ん
だ
な

 
霊
夢

そ
ん
ぐ
ら
い
は
あ
る
わ
よ
生
き
て
い
る
ん

 
だ
か
ら

 
と

言

て
い
る
と
魔
理
沙
は
霊
夢
に
あ
る
こ
と
を
聞
い
て
き
た

 
霧
雨

そ
れ
で
本
当
に
修
行
し
て
月
に
行
く
気
が

 
あ
る
の
か

 
霊
夢

え

だ

て
面
白
そ
う
じ

な
い
そ
れ
に

 
た
ま
に
は

ト
で
月
に
行
く
の
も
あ
り

 
だ
と
思
う
け
ど

 
蓮
 

 
突
然
の
告
白
で
蓮
は

大
に
吹
き
出
し
た

そ
れ
を
見
て
魔
理
沙
は
ケ
ラ
ケ
ラ
と
笑
い
な
が

ら 
霧
雨

修
行
す
る
目
的
変
わ

て
る
だ
ろ

 
霊
夢

良
い
の
よ
こ
れ
で

 
だ
が
何
で
魔
理
沙
は
そ
ん
な
事
を
言

て
き
た
の
か
が
気
に
な
り
蓮
は
聞
く
こ
と
に
し
た



 第十章 真実の月 

 
蓮
 

魔
理
沙
も
行
き
た
い
の

 
霧
雨

あ

そ
り

行
き
た
い
さ

 
霊
夢

な
ら
来
れ
ば
良
い
じ

な
い
ど
う
せ
人
間
の

 

員
は
少
な
い
ん
だ
し

 
と

霊
夢
が
言
う
と
魔
理
沙
は
月
の
方
向
を
向
い
て

 
霧
雨

は

の
や
り
方
で
行
く
さ

 
蓮
 

や
り
方

て

 
霊
夢

ど
う
せ

び
込
む
ん
で
し

 
霧
雨

そ
う
の
通
り
だ

 
霊
夢

だ
と
思

た
わ
よ

 
霧
雨

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
蓮
 

ま

た
く
魔
理
沙
は

 
魔
理
沙
の
笑
い

が
夜
の
神
社
に

き

る
の
だ

た



 第 話 神降ろしの相性

 
狗
神

う

う

ん
こ
こ
は

 
鈴

あ
れ

何
し
て
た
ん
だ

け

 
神
楽

ん

さ
ん
こ
れ
を

 
狗
神

な

な
ん
じ

こ
り

 
鈴

ス
ト
レ

に

束
さ
れ
て
る

 
神
楽

そ
れ

前
に
こ
こ

オ

室

 
怠
惰

よ

日
ぶ
り
だ

そ
し
て
よ
う
こ
そ

の

 
治

室

問

屋
へ

 
狗
神

て
め

こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
だ

 
怠
惰

何

て

よ
く
も
ま

が
い
な
い
間
に
散
々
と

 
言

て
く
れ
た
な

で

ど

ち
が
良
い

 

問

治

だ

た
ら

 
鈴

え

と

因
み
に
治

て
何

す
る
の

 
怠
惰

そ
う
だ
な

パ
タ

ン
は
ロ
ボ
ト
ミ

手
術

 
が
セ

ト
で
つ
い
て
き
て

パ
タ

ン
は



 第十章 真実の月 

 
が

つ
か
体
か
ら

え
る

出
手
術
が
セ

ト

 
で
つ
い
て
く
る

そ
れ
と

つ
の
メ

 
共
通
で
数

の
電

を

る

が
つ
い
て

 
く
る
よ
や

た

 
神
楽

え

え

と

は

 
怠
惰

そ
ん
な
も
ん
あ
る
と
思
う
か

 
狗
神

な

な

ご

問
は

 
怠
惰

可
愛
い

問
で

く
す
ぐ
り

だ
よ

 
鈴

そ

ち
の
方
が

 
怠
惰

た
だ
時
間
は

時
間

久
レ

ス
だ
け
ど

 
神
楽

前
言

回

血
吹
い
て
死
ん
じ

う

 
怠
惰

さ

選
べ

あ

も
う
５
０
０

も

 
使

ち
ま

た
て
な
わ
け
で
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
ま
た
次
回
バ
イ
バ
イ

さ

選
べ

 

人

ぎ



 第 話 神降ろしの相性



 第十章 真実の月 

 
第

話
 
紅
魔
館
パ

テ

 
こ
ん
ば
ん
わ

者
様

病
み
上
が
り
で
す
が
体
育
祭
を

 

り
き

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

や

り

は

 

い
で
す

で
は
本
編
へ
ど
う

 

く
雪
が
降
る
冬
の
季

も
終
わ
り
を
告

た
の
か
紅

も

れ

と
な

て
地
面
へ
と

落
ち
て

し
く

だ
け
と
な

た

々
の
景
色
と
な
り
見
え
て
も
雪
が
積
も
り
白
銀
と
か
し
た
世

界
だ

 
蓮
 

く
な

て
き
た

 
霊
夢

そ
う

 
七

に
手
を
か
ざ
し
な
が
ら
銀
世
界
へ
と
な
り
つ
つ
あ
る
博
麗
神
社
を

め
る

 
蓮
 

そ
う
い
え
ば
今
日

て
紅
魔
館
で
パ

テ

を

 
す
る
ん
だ

た
よ



 第 話 紅魔館パーティー

 
霊
夢

そ
う
い
え
ば
そ
ん
な
手

と
い
う
か
招
待
状
が

 

い
て
た
わ

 
紅
魔
館

で
パ

テ

へ
の
招
待
状
が
昨
日

い
て
い
た

何
で
も
ロ
ケ

ト

を
祝

て
紅
魔
館
で

大
に
パ

テ

を
開
く
ら
し
く
人
里
で
も

に
パ

テ

へ
参

す

る
な
ら
紅
魔
館
へ
と
書
か
れ
て
い
た
が
ま
ず
た
だ
の
人
間
は
行
く

が
な
い

い
人
が
行
け

ば
確
実
に
食

に
さ
れ
る
未
来
し
か
な
い
か
ら
だ

 
霊
夢

的
に
は
こ
こ
で
の
ん
び
り
し
て
い
る
方
が

 
落
ち
着
く
ん
だ
け
ど

 
蓮
 

ま

一
理
あ
る
よ

 
こ
こ
最
近
霊
夢
や
幻
想
郷
に

さ
れ
て
き
て
い
る
な
と
思
い
つ
つ
お

を

む

も
う
あ
り

得
な
い
だ
ろ
い
う
こ
と
も
常
識
に
思
え
て
き
て
い
た

 
霊
夢

だ
い
た
い
そ
ろ
そ
ろ
魔
理
沙
が
空
か
ら
降
り
て

 
来
て

お
前
ら
パ

テ

行
こ
う

 
と
か
言

て
来
そ
う
よ

 
蓮
 

い
や
ジ

ジ

の
レ

ル
で
し



 第十章 真実の月 

 
霊
夢
が
そ
う
言

た
と

時
に
魔
理
沙
が
空
か
ら
降
り
て
き
た

 
霧
雨

お
前
ら
パ

テ

行
こ
う

 
蓮
 

あ
り
え
な
い

 
見
事
に
霊
夢
の
予

が
大
当
た
り
し
て
蓮
は

が
開
い
て
し
ま
う

も
う
こ
れ
に
は
上
記
の
事

が
嘘
と
思
え
て
き
た

 
霧
雨

ん

ど
う
か
し
た
の
か

 
蓮
 

い

い
や

 
霊
夢

は

結
局
行
く
の

 
霧
雨

お
う

ら

 
そ
う
言

た
時
魔
理
沙
は
霊
夢
に
向
か

て

パ

ン
を
す
る
と
何
処
か
ら
と
も
な
く
現

れ
た
マ
フ
ラ

や

子
を
霊
夢
に

に

け
さ
せ
る

 
霊
夢

は

 
蓮
 

と
り
あ
え
ず

の

は
ど
う
し
よ
う
か
な

 
蓮
の

て
い
る

は

念
な
事
に
今
は
着
物
し
か
な
い

も
と
の

ラ
ン
は
ボ
ロ
ボ
ロ
に

な

て
し
ま

た
た
め
に

し
か
も
見
た
感
じ
が
銀
さ
ん
の
着
物

く

舞
い
て
い
る
感
じ
の
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だ

あ
ま
り
に
も
お
祝
い
事
に
来
て
い
く

じ

な
い

 
霧
雨

男
の

に
つ
い
て
あ
ん
ま
り

し
く
は

 
な
い
ん
だ
よ
な

 
霊
夢

処
の
執
事
に

を

り
れ
ば

 
蓮
 

う

ん
そ
う
だ

な
ら
玲
音
さ
ん
か
ら

を

 

り
よ
う
か
な

 
霧
雨

よ
し

話
は
ま
と
ま

た
み
た
い
だ
し
さ

さ

 
と
行
こ
う

 
魔
理
沙
に
そ
う
言
わ
れ
霊
夢
は
面
倒
く
さ
そ
う
に
立
ち
上
が
り
蓮
も
と
り
あ
え
ず
立
ち
上
が
り

鳥
居
の
方
へ
と
歩
き
な
が
ら

 
霧
雨

し
か
し

奴
ら
の
屋
敷
に
呼
ば
れ
る
何
て

 
本
当
に

し
い
よ
な

相
当

し
い
の
か

 

ロ
ケ

ト
の

が

 
霊
夢

ま

⻑
生
き
し
す
ぎ
て
刺
激
が
た
り
な
い
ん

 
じ

な
い
の

そ
れ
で
は
し

い
で
る
ん



 第十章 真実の月 

 
で
し

 
蓮
 

そ
う
考
え
る
と
⻑
生
き
も
大
変
そ
う
だ
な

 
妹
紅
や

夜
そ
れ
に
永

の
事
を
考
え
る
と
⻑
く

久
の
時
を
生
き
て
何
か
楽
し
い
こ
と
な
ん

て
あ

た
の
か
な
と
思

て
し
ま
う

 

 

走

行

日
は
し

ぐ
の
は
結
構
だ
け
ど

 
ど
う
で
も
い
い
こ
と
ば
か
り
し
て
い
る
の
な
ら

 
走
る

と
動
く

と
で
何
の

い
も
な
い
の

 
 
 

 

の
し
た
方
向
を
見
る
と
そ
こ
に
は
普

よ
り
も
少
し

華
な

を
着
て
い
る
幽
々
子
と
妖
夢

が
立

て
い
た

 
霧
雨

動
く
し
か
ば

の
お
前
が
言
う
な
よ

 
霊
夢

あ
の
時
の
決
闘
の
時

来

人
で
来
る

 
な
ん
て

 
蓮
 

言
わ
れ
て
み
る
と
そ
う
か
も
し
れ
な
い
よ

 
時
々

人
里
で
妖
夢
を
見
か
け
る
が
大
体
は
妖
夢

人
だ

幽
々
子
と
一

に
い
る
と
き
は

あ
ま
り
現
世
で
は
見
か
け
な
い
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幽
 

そ
ろ
そ
ろ

パ

テ

の
時
間

 
だ
か
ら

 
霊
夢

え
に
来
た

て
い
う
の

 
幽
 

い
い
え

今
か
ら
神
社
で
宴
会
を
し
よ
う
と

 
幽
々
子
は
に
こ
や
か
な
笑
み
で
し
か
も
お

を

て
お
酒
を

む
ジ

ス

ま
で
し

て
き
た

隣
に
い
る
妖
夢
は

ず
か
し
い
の
か

が
真

だ

 
蓮
 

え

と
幽
々
子
さ
ん
そ
ん
な
時
間
は
な
い
と

 
思
う
ん
で
す
が

 
幽
 

あ
ら

そ
れ
は

念

し

う
が
な
い

 
か
ら
吸
血
⻤
の
館
で
お
酒
を

み
ま
し

う
か

  
そ
ん
な
こ
ん
な
で
幽
々
子
達
と
合
流
し
蓮
達
は
紅
魔
館
へ
向
か

た

も
う
す
で
に
紅
魔
館
で

は
大
勢
の
妖
怪
や
ら
神
や
ら
が

を
な
し
て
い
た

 
蓮
 

鈴
さ
ん
こ
ん
に
ち
は

 

鈴

こ
ん
に
ち
は
蓮
さ
ん



 第十章 真実の月 

 
門
番
を
し
て
い
る

鈴
に

を
し
て
紅
魔
館
の
中
へ
と

て
い
く
と

 
玲
音

パ

テ

会
場
は
そ
こ
の
道
を
行

て
く
れ

 
と

玲
音
が
誘

し
て
い
た

 
蓮
 

あ

玲
音
さ
ん
こ
ん
に
ち
は

 
玲
音

お

じ

な

か

 
霊
夢

蓮

達
は
先
に
行

て
る
わ
よ

 
蓮
 

あ

う
ん

 
霊
夢
は
そ
う
言
う
と
魔
理
沙
達
と

へ
と
進
ん
で
い

た

そ
し
て
玲
音
に

 
蓮
 

玲
音
さ
ん

て
る

て
あ
り
ま
す
か

 
玲
音

ん

 
蓮
 

え

こ
の

な
り
だ
と
流
石
に

 
玲
音
は
ま
じ
ま
じ
と

を
見
て

 
玲
音

う

ん
そ
う
い
え
ば
確
か
色
々
と
あ

た
な

 
来
な
よ

や
る
か
ら

 
蓮
 

す
い
ま
せ
ん
わ
ざ
わ
ざ
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玲
音

良
い

て
こ
と
よ
前
の
件
の
お

だ
と
思

て

 
く
れ
や

 
玲
音
に
つ
い
て
行
き
と
あ
る

屋
の
前
に
来
る
と

 
玲
音

り
な

 
蓮
 

え

と
お
邪
魔
し
ま
す

 
蓮
は

屋
を
ま
じ
ま
じ
と
見
て
み
る
と
そ
こ
に
は
大

の

が
ハ
ン
ガ

に
か
け
ら
れ
て
い

た

女
物
も
あ
る
が
男
物
も
し

か
り
と
あ

た

 
玲
音

ど
れ
で
も

き
な
の
を

て
い
き
な

も

 
お

達
も
使
わ
な
い
の
ば

か
り
だ
か
ら
よ

 
蓮
 

え

と
お
言

に

え
て

 
ハ
ン
ガ

に

け
ら
れ
て
い
る

を

て
ま
じ
ま
じ
と
見
て
み
る
と
中
に
は

元
に
黒
い

れ
が
つ
い
て
い
る

や
黒
い
シ
ミ
が
つ
い
て
い
る

が

つ
も
あ

た

 
蓮
 

気
に
し
た
ら
負
け
だ
よ

 
玲
音

ん

ど
う
か
し
た
か

 
蓮
 

何
で
も
な
い
で
す



 第十章 真実の月 

 
と
り
あ
え
ず
タ
キ
シ

ド
を
手
に

り
一

の
上
か
ら
サ
イ

的
に
合
う
か
を
見
る
と

度

良
い
こ
と
が
分
か

た

 
蓮
 

え

と
こ
れ
を
着
て
も

 
玲
音

ど
れ
を
着
て
も
構
わ
ん
よ
ど
う
せ
元
の

ち

 
ぬ

い
や
言
わ
な
い
で
お
こ
う

 
蓮
 

や

り
で
す
か

 
あ
ま
り
聞
く
と
気
分
を
悪
く
し
そ
う
な
た
め
聞
か
な
い
で
さ

さ
と
タ
キ
シ

ド
を
着
て
つ
い

で
に

も

か
ら
し

か
り
と
し
た

を

く

 
玲
音

結
構

合

て
る
な

 
蓮
 

い
や

あ
ん
ま
り
着
な
れ
て
は
い
ま
せ
ん
け
ど

  
玲
音

ハ
ハ
ハ
そ
う
か

ら
さ

さ
と
行
く

 
蓮
 

あ

は
い

 
玲
音
に

れ
ら
れ
て
蓮
は
パ

テ

会
場
へ
と
向
か
う

 
玲
音

着
い
た

こ
こ
だ
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そ
う
言
い

を
開
く
と
そ
こ
に
は
大

の

理
そ
し
て
大
勢
の
人
妖
に
神
に
魔
法
使
い
や
ら
が

食
事
を
楽
し
ん
で
い
た

 
玲
音

そ
ん
じ

仕
事
が
あ
る
ん
で
な

 
玲
音
は
蓮
に
そ
う
言
う
と

分
の

ち
場
へ
と
戻

て
い

た

そ
し
て
霊
夢
達
を
見
つ
け
て

そ
こ
へ
向
か
う

 
蓮
 

ご
め
ん
霊
夢

遅
れ
ち

た
よ

 
霊
夢

あ
ら
遅
か

た
わ

 
霧
雨

ひ

格

い
い
じ

な
い
か

 
蓮
 

ア
ハ
ハ
ハ

あ
り
が
と
う
魔
理
沙

 
魔
理
沙
に
格

い
い
と
言
わ
れ
た
こ
と
か
ら
ど
う
や
ら

合

て
は
い
る
よ
う
だ

だ
が
霊
夢

は
何
で
か

が

く
な

て
い
た

 
蓮
 

霊
夢
か
ら
見
た
ら
変
か
な

 
霊
夢

い

い
え

格

い
い
わ
よ

 
そ

を
向
い
て
お
酒
を

ん
で
い
て
と
て
も
可
愛
ら
し
い

 
永

確
か
に

合

て
る
わ



 第十章 真実の月 

 
蓮
 

あ

永

先
生
こ
れ
は
ど
う
も

 
永

こ
ん
に
ち
は
蓮

 
ど
う
や
ら
何
か
話
し
て
い
た
よ
う
で
邪
魔
し
て
し
ま

た
と
蓮
は
思

て
し
ま

た

 
蓮
 

え

と
お
邪
魔
で
し
た
か

 
永

い
い
え

度
終
わ

た
所
だ
か
ら
折

の

 
パ

テ

な
ん
だ
し
楽
し
み
ま
し

う

 
霊
夢

そ
れ
も
そ
う

 
霧
雨

ん
で
食
う
と
し
ま
す
か

 
蓮
 

程
々
に

 
と

蓮
が
言

た

間

霊
夢
と
魔
理
沙
は
見
事
に

を
ハ

ら
せ
て

 

人

蓮
に
は
言
わ
れ
た
く
な
い

 
蓮
 

え

 
永

や
か

 
紅
魔
館
の
パ

テ

を
蓮
達
は
楽
し
む
の
だ

た
が

 
蓮
 

そ
う
い
え
ば
幽
々
子
さ
ん
達
が
い
な
い
気
が
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気
の
せ
い
か
な

 
さ

き
ま
で
い
た

の
幽
々
子
と
妖
夢
が
い
な
い
こ
と
に
こ
の
場
の
全
員
蓮

外
は
気
づ

く
こ
と
が
な
か

た
の
だ

た

 
狗
神

し

死
ぬ
か
と
思

た

 
鈴

後
少
し
で

を

か
れ
る
と
こ
ろ
だ

た

 
神
楽

は

は

 
怠
惰

あ

良
い
と
こ
ろ
だ

た
の
に
な

 

 

お
い
お
い
相
変
わ
ら
ず
怠
惰
は

が
悪
い
よ

 
怠
惰

う
る
さ
い
な

食

で
何
し
に
来
た

 

食

頼
ま
れ
て
い
た
物
を

て
き
て
上

た
の
に

 
怠
惰

あ

す
ま
ん

そ
ん
じ

１
０
０
０

 

食

度

 
鈴

あ
り
が
と
う

怠
惰
の
友
人



 第十章 真実の月 

 
狗
神

本
当
に
あ
り
が
と
う
マ
ジ
で
感

す
る

 
神
楽

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

食

ハ
ハ
ハ
良
い
よ

そ
れ
と
あ
ん
ま
り
怠
惰
を
怒
ら

 
せ
る
な
よ

こ
い
つ

達
の
中
だ

た
ら
断
ト
ツ

 
で

番
の
サ
イ

パ
ス
野

だ
か
ら
な

 
怠
惰

お
う
こ
ら

が
ク
レ
イ
ジ

サ
イ

パ
ス
だ

 

食

ハ
ハ
ハ
面
倒
な
事
に
な
り
そ
う
だ
か
ら

は

 
こ
れ
で

じ

あ

 
怠
惰

ま

た
く
後
少
し
で
ロ
ボ
ト
ミ

手
術
行
け
た

 
の
に

 
鈴

本
当
に
も
う

め
て

落
に
な
ん
な
い
よ

 
狗
神

怠
惰
の
狂
気
を

め
て
見
た
が
マ
ジ
で

 
神
楽

本
当
に
そ
う
で
す

 
怠
惰

ハ
ハ
ハ
ま
だ
あ
ん
な
ん
じ

だ
け
ど

 
ま

そ
う
言
う
と
事
に
し
て
あ

よ
う
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人
 
 

 
怠
惰

と
り
あ
え
ず
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

ま

ま
た
な

 
神
楽

そ
れ
で
は

者
様

 
鈴

ば

バ
イ
バ
イ

 
怠
惰

て
か
何
か
引
か
れ
て
る
け
ど
ま

良
い
か
そ
ん
じ

 
さ
い
な
ら



 第十章 真実の月 

 
第

話
 
ロ
ケ

ト
の
発
射

 
こ
ん
ば
ん
わ

者
様

怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

 
で
は
本
編
へ
ど
う

 
紅
魔
館
の
パ

テ

か
ら
数
日
の
事

蓮
達
は
紅
魔
館
の
大
図
書
館
へ
と
来
て
い
た

 
霊
夢

こ
れ
が
ロ
ケ

ト
な
の
よ

 
咲
夜

え

ロ
ケ

ト
で
す
よ

 
蓮
 

く
な

て
き
た

 
目
の
前
の
ロ
ケ

ト
は
見
た
感
じ
あ
ま
り
に
も
ボ
ロ
い
と
い
う
か
知

て
る
限
り
だ
と

を

使
う
は
ず
な
の
に
も
関
わ
ら
ず
何

か

製
と
い
う

こ
れ
に

て

ち
上

ら
れ
れ
ば
不

安
に
な
る
と
蓮
は
思

た

 
霧
雨

し
か
し
妖
精
メ
イ
ド
達
や
パ

リ

は

し

 
そ
う
な
の
に
も
関
わ
ら
ず
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玲
音

ん

ど
う
か
し
た
か

 
な
お
魔
理
沙
の

の

隣
に
は
玲
音
が
座

て
い
る

未

年
の
魔
理
沙
が
隣
に
座

て
い
る

た
め
か

は
吸

て
は
い
な
い

だ
が
咲
夜
は
今

分
達
の

待
を
し
て
い
て
妖
精
メ
イ
ド

に
パ

リ

は
準
備
で
大

し
な
の
に
何

か
サ
ボ

て
い
る

 
咲
夜

玲
音

サ
ボ

て
な
い
で

い
て
く
れ
な
い

 
か
し
ら

 
玲
音

お
い
お
い
サ
ボ

て
る

じ

よ
一
時

 
の
休

だ

咲
夜
ち

ん

 
咲
夜

そ
れ
を
サ
ボ

て
い
る
と
い
う
の
よ

 

人
は
笑
い
な
が
ら
そ
う
言

て
い
る
が
何

か

人
と
の
間
の
中

に
は
火
花
が
飛
び
散

て
い
た

 
蓮
 

え

と

人
は
仲
が
悪
い
ん
で
す
か

 
前
か
ら
気
に
な

て
い
る
ん
で
す
が

 
咲
夜

い
い
え
仲
が
悪
い
と
か
じ

な
く
て
た
だ

に

 

分
の
や
る
べ
き
事
を
や

て
欲
し
い
か
ら



 第十章 真実の月 

 
は
言

て
る
だ
け
で
す
よ

 
玲
音

ま

仲
が
悪
い
と
か
じ

な
い
ん
だ
よ
な

 
玲
音
は
立
ち
上
が
る
と
首
を
回
し
な
が
ら
妖
精
メ
イ
ド
そ
し
て
パ

リ

の
方
へ
と
向
か

た

ど
う
や
ら
仕
事
を
す
る
気
に
な

た
よ
う
だ

 
咲
夜

は

昔
は
し

か
り
仕
事
を
こ
な
し
て
い
た

 
の
に
な

 
霧
雨

え

奴

て
昔
は
し

か
り
や

て
た

 

て
言
う
の
か
よ

 
咲
夜

え

が
紅
魔
館
に
来
た
時
に
は
仕
事
ぶ
り

 
も
と
て
も
良
い
し
ま
だ
仕
事
に
つ
い
て
理
解
を

 
し
て
な
か

た
時
な
ん
て
一
生

命
教
え
て

 
く
れ
た
の
よ

 
霊
夢

一
言

言
う
わ

嘘
よ

 
咲
夜
の
言

て
い
る
こ
と
が
嘘
に
聞
こ
え
て
き
た

霊
夢
で
す
ら
も
こ
れ
に
は
ツ

ミ
を
い

れ
ざ
る
得
な
い



 第 話 ロケットの発射

 
咲
夜

ず
る
も

じ
な
い
も
貴
方
次
第

て
感
じ

 
か
し
ら

 
蓮
 

何
処
の
番
組
で
す
か

 
そ
ん
な
会
話
を
進
め
て
い
く
こ
と
数
分
経
過
し
た

 
霧
雨

お

準
備
も
出
来
て
き
た
よ
う
で
聞
き

 
た
い
ん
だ
け
ど
よ
こ
の

い
道
は
何
だ

 
玲
音

そ
れ
は

道
を

し
て
い
る

道
で

ち

 
上

れ
ば

ル
ギ

的
に

が
良
い

 
ん
だ
と
さ

ら
お
前
ら
は
さ

さ
と

り
な

 
咲
夜

後
は

せ
る

 
咲
夜

言
わ
れ
な
く
て
も
や
り
ま
す
よ
そ
う
い
う

 
玲
音
こ
そ
し

か
り
や
り
な
さ
い
よ

 
蓮
 

あ
れ

玲
音
さ
ん
は
行
か
な
い
ん
で
す
か

 
咲
夜
に

せ
る
と
言

た
の
で
玲
音
に
聞
く
と

 
玲
音

あ

は

る
咲
夜
ち

ん
の
仕
事
を
少
し
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は
こ
な
さ
な
い
と
だ
し
な

 
蓮
 

そ
う
で
す
か

 
玲
音

ま

を
何
か

当
に
頼
む
わ

 
蓮
 

分
か
り
ま
し
た

 
と

を
何
か

て
行
き
た
い
な
と
思

て
い
る
と

 
霊
夢

蓮

く

り
な
さ
い
よ

 
蓮
 

あ

う
ん

 
霊
夢
に
呼
ば
れ
て
蓮
は
ロ
ケ

ト
に

り
込
ん
だ

ロ
ケ

ト
の
中

は
面
白
い
こ
と
に
キ

ン
や

ド
等
が

備
さ
れ
て
い
て

利
そ
う
だ
が
逆
に
そ
れ
が
不
安
を

き
立
て
る

 
咲
夜

そ
れ
と
こ
の
ロ
ケ

ト
は

々
と

り

し
て

 
い
き
ま
す
の
で
お
願
い
し
ま
す

 
蓮
 

え

 
一

念
の
た
め
に
最
上

を
見
て
み
る
と
結
構

い

 
蓮
 

こ
こ
で
し
ば
ら
く
生
活
す
る
の
か

 
大

か
な
と
思

て
い
る
と



 第 話 ロケットの発射

 
レ
ミ

さ
て
と
そ
れ
じ

行
き
ま
す
か

 
妖
精
メ
イ
ド
を

人
引
き

れ
て
レ
ミ
リ
ア
が

て
き
た
と

時
に
外
か
ら

が
閉
め
ら

れ
る

 
霧
雨

て
か
よ
こ
こ
一

は
地
下
だ
ろ

天

の

分
に

 
小
さ
な

が
あ
る
け
ど
よ
飛
び
立
て
る
の
か

 
レ
ミ

あ
れ

執
事

り
か
ら
説
明
を
受
け
な
か

 

た

発
射
は

道
の
近
く
が
良
い

て

 
霧
雨

い
や

た
だ

い

を
引
い
た
だ
け
だ
ろ

 
レ
ミ

ご
ち

ご
ち

と
う
る
さ
い
わ

後
は
霊
夢

 
が
住

達
の
力
を

り
れ
ば
飛
び
立
て
る

 
わ
よ

 
と
レ
ミ
リ
ア
と
魔
理
沙
が
会
話
を
し
て
い
る

で

を

め
て
い
る
と
パ

リ

そ
し
て

玲
音
に
妖
精
メ
イ
ド
達
が
手
を
合
わ
せ
て
合

を
し
て
い
た

 

 

ア

メ
ン

 
蓮
 

何
か

く
な

て
き
た
ん
だ
け
ど
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と
言

て
い
る
と
今
度
は
外
か
ら

リ
ン

リ
ン
と
音
が
聞
こ
え
出
す

よ
く
見
て
み

る
と
妖
精
メ
イ
ド
達
が
五

玉
を
ロ
ケ

ト
に
投

て
い
た

 
蓮
 

え

と

や

り
降
り
て
い
い

 
霊
夢

あ
ん
た
が
降
り
る
な
ら

も
降
り
る
わ
よ

 
そ
れ
を
聞
い
た
時
の

の

が

分
に
向
か

て
き
て
と
て
も
痛
い

 
蓮
 

慢
し
ま
す

 
と

言
う
と

か
ら
の
痛
い

は

え
た

 
霊
夢

心

し
な
く
て
も
良
い
わ
よ
あ
れ
は
う
ち
で

 
言
う
所
の
お

よ

 
そ
う
言
い
な
が
ら
神

の
前
で
霊
夢
は
正
座
を
と
る

 
霧
雨

お

て
神
社
で
す
る
も
ん
だ
ろ

 
霊
夢

神

だ
け
で
も
十
分
に
神
社
と

じ

目
を

 

つ
わ

い
や
神
様
の

る
物
な
ら
何
だ

 
て
構
わ
な
い
の
よ
つ
ま
り

こ
の
ロ
ケ

ト

 
は
空
飛
ぶ
神
社

て
事
よ



 第 話 ロケットの発射

 
と

霊
夢
が
言

た

間
だ

た

突
然
ロ
ケ

ト
が

れ
だ
し
た

 
蓮
 

発
射
す
る
ん
だ

 
霊
夢
の
方
を
ち
ら
り
と
見
る
と
ぶ
つ
ぶ
つ
と
呪

を

え
て
い
た

そ
し
て
更
に

れ
だ
す
と

図
書
館
か
ら

れ
始
め
た

 
蓮
 

本
当
に
飛
び
立

た

 
レ
ミ

さ

行
く
わ
よ

か

方
の
月
へ
と

 
ど
ん
ど
ん
遠
ざ
か

て
い
く

最

は
図
書
館
だ
け
だ

た
の
が
今
で
は
紅
魔
館
も
見
下
ろ
せ

る
場
所
だ

 
蓮
 

何
事
も
あ
り
ま
せ
ん
よ
う
に

 
蓮
は
た
だ
そ
う

り
な
が
ら

へ
と
飛
び
立

て
い
く
の
だ

た

 
怠
惰

て
な
わ
け
で
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
狗
神

な

よ
確
か
ロ
ケ

ト

て

の

だ
よ
な

 
怠
惰

そ
う
だ
と
思
う
け
ど
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鈴

に

製
だ
よ

 
神
楽

最
終
的
に
熱
で

え
そ
う
で
す

 
怠
惰

大

分
魔
法
的
な
あ
れ
が
か
か

て
る
か
ら

 
狗
神

だ
と
良
い
ん
だ
が
な

 
怠
惰

ア
ハ
ハ
ハ
と
り
あ
え
ず
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す

 
鈴

前
回
か
ら
ず

と
⻑
か

た
か
ら
今
回
は

め

 
の
後
書
き
だ
よ

 
神
楽

そ
う
言
う
の
は
言
わ
な
く
て
も
い
い
気
が
し
ま
す

 
が

気
に
し
な
い
で
お
き
ま
し

う

 
怠
惰

で
は
ま
た
次
回

ば
い
ば
い



 第１００話 やはりストレスは溜まります

 
第
１
０
０
話
 
や
は
り
ス
ト
レ
ス
は
溜
ま
り
ま
す

 
こ
ん
ば
ん
わ

者
様

ン
ス
ト

獣
神
化
が

 
楽
し
み
の
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

明
日
は

ら
く

 
強
欲
君
に
見
せ
び
ら
か
し
な
が
ら
や
る
と
思
い
ま
す

 
ま

そ
れ
は
さ
て
お
い
て
今
回
も
ど
う

 
ロ
ケ

ト
が
発
射
さ
れ

間
ぐ
ら
い
の
時
間
だ
ろ
か

あ

た
ロ
ケ

ト
の

も

も
う

り

と
な
り

く
な

て
い

た

 
霧
雨

し
か
し
空
は

い
ま
ん
ま
だ
な

 
蓮
 

の
知

て
る
限
り
だ
と

は
真

黒
の

 

な
ん
だ
け
ど
な

 
真

黒
と
思

て
い
た

は
何

か

く
お
そ
ら
く

に
い
る

な
の
に
外
の
景
色
は
変



 第十章 真実の月 

わ

て
い
な
い

し
か
も
ロ
ケ

ト
の
中
は
中
で
何
も
す
る
こ
と
が
な
い
た
め
結
構
暇
な
の
だ

 
レ
ミ

あ

退

下

の
大
き
な
テ

ル

 
が

し
い
わ

 
霧
雨

お
前
は
座

て
る
か
ら
い
い
だ
ろ

ら

 
何
て
椅
子
す
ら
な
い
ん
だ

そ
れ
に
霊
夢

 
を
見
て
み
ろ
よ

 
魔
理
沙
に
言
わ
れ
霊
夢
を
見
る
と

 
霧
雨

が

れ
て
立
て
な
く
な

て
る

 
魔
理
沙
は

を
言
う
が
霊
夢
は
ツ

ミ
を
せ
ず
魔
理
沙
の
発
言
を
無

し
て

想
を
続
け

て
い
る

も
う
か
れ
こ
れ
数

間
は
そ
う
だ

最
後
に
話
し
た
の
は
下

の
ロ
ケ

ト
を

り

す

前
し
か
も

か
数
本

ど
し
か
話
し
て
い
な
い

そ
れ
ぐ
ら
い
集
中
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
と

思

た

 
蓮
 

魔
理
沙
そ
れ
は
失

だ
よ

 
霧
雨

だ

 
と

言

て
い
る
と



 第１００話 やはりストレスは溜まります

 
咲
夜

魔
理
沙

あ
れ
使
わ
せ
て
ち

う
だ
い

 
霧
雨

た
く
し

う
が

な

 
ミ

八

を

り
出
し
て
地
面
に

く
と
そ
の
上
に
咲
夜
は

カ
ン
を

く

 
蓮
 

見
て
る
と
そ
れ
本
当
に

利
だ
よ

 
霧
雨

お
陰
で

を
ケ

れ
る
か
ら

利
だ

 
魔
理
沙
の
ミ

八

は

利
な
事
に

ン
ロ
の
代
用
と
し
て
も
使
え
る
の
だ

火
力
を
上

れ
ば
放
火
が
出
来
て
火
力
を
下

れ
ば
タ
バ

に
使
う
ラ
イ
タ

の
代
わ
り
と
し
て
も
活

で
き

る
の
が
特

だ

 
咲
夜

が
あ
れ
ば
頼
ら
な
く
て

む
ん
だ
け
ど

 

り

し
た
下

に

い
て
き
ち

た
の
よ

  
下

に

か
し
よ
う
の

を
咲
夜
の
う

か
り
で

い
て
き
て
し
ま

て
い
た
た
め
魔
理
沙

の
ミ

八

で
代
用
し
て
い
る
の
が
本
来
の
理

だ

 
レ
ミ

咲
夜

お

ま
だ

 
咲
夜

す
ぐ
に
お

ち
し
ま

す



 第十章 真実の月 

 

カ
ン

が

い
て
き
て
い
る

カ
ン
を

り
出
し
紅

を

り
咲
夜
は
レ
ミ
リ
ア
に
紅

を

し
に
向
か

た

 
蓮
 

確
か
ミ

八

て
霖
乃

さ
ん
が

た

 
ん
だ
よ

 
霧
雨

あ

が
魔
法
の

に
住
む
と

時
に
安
全

 
の
た
め
と
か
言

て

た
贈
り
物
だ

 
確
か
に
こ
ん
な
マ
ジ

ク
ア
イ
テ

が
あ
れ
ば
無
闇
に
襲
い
は
し
な
い
だ
ろ
う
と
思

た

襲

お
う
も
の
な
ら
逆
に

し

に
さ
れ
る
こ
と
間

い
な
し
だ

 
霧
雨

香
霖
様
々
だ

 
と

言

て
い
る
と
ず

と

り
だ

た
霊
夢
が
後
ろ
を

り
向
き

 
霊
夢

そ
ろ
そ
ろ
上
に
行
く
か
ら
準
備
し
て

 
蓮
 

え

も
う
す
ぐ
着
く
の

 
咲
夜

も
う
そ
こ
ま
で
行

た
の

 
そ
の
言

に
霊
夢
は
首
を
よ
こ
に

て

 
霊
夢

い
い
え
上

男
命
が
退

す
ぎ
て
つ
ま
ん
な
い



 第１００話 やはりストレスは溜まります

 
か
ら
次
に

代
し
ろ

て

 
や
は
り
神
様
も
退

は

い
な
の
だ
ろ
う

本
当
に
な
ん
て
人
間

い
神
様
な
ん
だ
ろ
う
と

思

て
し
ま

た

そ
う
し
て
全
員
は
最
後
の
三

に
行
き
数
分
後
に
先
程
ま
で
い
た
ロ
ケ

ト

の
二

目
は

れ
て
い

た

 
霧
雨

こ

こ
ん
な
せ
ま
い
所
で
過
ご
す
の
か
よ

 
レ
ミ

あ
ん
た
と
か
蓮
は

手
に

り
込
ん
で
き
て
る

 
よ
う
な
も
ん
じ

な
い

い
う
な

 
霧
雨

お
前
に
だ
け
は
言
わ
れ
た
く
な
い

 
等
と

が
続
く
の
だ

た

 
蓮
 

霊
夢

後
ど
の
く
ら
い
で
着
き
そ
う

 

し
て
い
る
霊
夢
に
聞
い
て
み
る
と
目
を
つ
む
り
な
が
ら

 
霊
夢

後

数

間
は
か
か
る
わ

 
蓮
 

そ

か

の
ス
ト
レ
ス
が

発
し
な
い
よ
う
に

 
願
う
ば
か
り
か
な

 
蓮
は
そ
う
思
う
ば
か
り
だ

た
が

に
フ
ラ
グ
だ

そ
う
し
て
三

目
に
来
て
か
ら
約
二
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間
近
く
が
経
過
し
た

 
レ
ミ

も
う

慢
で
き
な
い

 
バ
ン

 

に
手
を

き
つ
け
て
立
ち
上
が
り
レ
ミ
リ
ア
は

び
だ
し
た

だ
が
立
ち
上
が
る
と

時
の

レ
ミ
リ
ア
の

が
魔
理
沙
の

に
当
た
る

 
霧
雨

痛

て

い
ち
い
ち
う
る
さ
い
な

も
う

 
少
し
ぐ
ら
い

慢
し
ろ
よ

 
レ
ミ

こ
ん
な
所
に

し
込
ま
れ
て

日

体
も

 
録
に

に
動
け
な
い
な
ん
て

 
霧
雨

お
前
の
場
合
吸
血
⻤
で
５
０
０
生
き
て
る
な
ら

 
少
し
は

慢
し
ろ
よ

 
日
に
日
に

は
激
し
く
な

て
い
く

そ
ん
な

ケ
ン
カ
が

発
し
て
い
る
最
中
蓮
は

屋
の

で
咲
夜
や
妖
精
メ
イ
ド
達
に
手
伝

て
も
ら
い

ト
レ
に

ん
で
い
た

 
蓮
 

９
７
１

９
７
２

 
咲
夜

張
る
わ

蓮
さ
ん
は
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だ
け
の

手

立
て
を
し
て
い
る
蓮
の

中
の
上
に
座

て
咲
夜
は
そ
う
言
う
と

 
蓮
 

９
７
９

こ
う
い
う
の
は
し

か
り
や
ら

 
な
い
と
体
が

て
し
ま
う
ん
で

 
少
し
で
も

ら
せ
な
い
た
め
努
力
を
し
て
い
た

そ
れ
に
体
を
少
し
で
も
動
か
せ
ば
イ
ラ
イ
ラ

せ
ず
に

む
か
ら
だ

魔
理
沙
と
レ
ミ
リ
ア
の

人
が
言
い

て
数
分
後

 
蓮
 

１
０
０
０

咲
夜
さ
ん
あ
り
か
ど
う
ご
ざ
い

 
ま
し
た

 
咲
夜

ど
う
い
た
し
ま
し
て

 
そ
う
言
い
咲
夜
は
蓮
の

中
か
ら
降
り
る
と
蓮
は
立
ち
上
が
り

を
数
回

ど
回
し
て
か
い
た

を
近
く
の
タ
オ
ル
で

き

る

 
咲
夜

で
も
貴
方
い
つ
か
体
を
壊
す
わ
よ

 

手

立
て
し
か
も
咲
夜
が

中
に
座

た
状

で
１
０
０
０
回
程
す
れ
ば
そ
う
言
わ
れ
て
も

仕
方
な
い
が

 
蓮
 

い
え

も
そ
ろ
そ
ろ

⻑
の
時

と
思

た
ん
で

 
良
い
ん
で
す
よ
こ
れ
は
こ
れ
で
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咲
夜

は

本
当
に
玲
音
に
は
貴
方
を

に
さ
せ

 
た
い
わ

そ
う
い
う
真
面
目
な
と
こ
ろ

 
蓮
 

確
か
玲
音
さ
ん

て
昔
は
仕
事
と
か
も

 
咲
夜

え

が
ま
だ
紅
魔
館
に
来
た
ば
か
り
の

 
頃

人
に
対
す
る

な
仕
事
を
全
て
玲
音

 
が
教
え
て

き
込
ま
せ
た
ん
で
す
よ

 
蓮
 

い

た
い
何
が
原
因
で

 
今
の
玲
音
を
見
る
と
と
て
も
昔
が
真
面
目
に
仕
事
を
し
て
い
た
と
は
思
え
な
い

咲
夜
は
こ
ん

な
事
で
嘘
は
つ
か
な
い
の
を
蓮
は
知

て
い
る
た
め
そ
れ
は
真
実
な
の
だ
ろ
う

な
ら
何

玲

音
は
あ
ん
な

落
し
て
し
ま

た
の
か

 
咲
夜

も
そ
れ
を
昔
に
聞
い
た
わ
そ
し
た
ら

な
ん

 
て
言

た
と
思
う

咲
夜
ち

ん
を
育
て
れ

 
ば

が
楽
出
来
る
か
ら
だ
よ

な
ん
て
言

た

 
の
よ

 
玲
音
さ
ん
ら
し
い

え
だ

咲
夜
と
い
う
仕
事
が
出
来
る
人
が
来
れ
ば

分
の
仕
事
の

も



 第１００話 やはりストレスは溜まります

さ
れ
て
楽
で
き
る
と
い
う
事
だ

そ
れ
が
玲
音
の
場
合

度
に
な

た
た
め
あ
ん
な

落
し

て
し
ま

た
の
だ
ろ
う

 
咲
夜

は

せ
め
て
あ
の
人
が
昔
の
よ
う
に
戻

て

 
く
れ
た
ら
ど
れ
だ
け
良
い
か

 

を
お
さ
え
て
咲
夜
は
そ
う

く

 
蓮
 

え

と
も
し
昔
の
よ
う
に
戻

て
く
れ
る
な
ら

 
咲
夜
さ
ん
は
何
で
も
す
る
ん
で
す
か

 
ど
の
く
ら
い
昔
に
戻

て
欲
し
い
の
か
を

る
た
め
に
聞
く
と

 
咲
夜

そ
う

も

め
て

内
全
員
が
死
な
な
い

 

件
な
ら
何
だ

て

む
わ

何
な
ら
五
つ

 
の

に
だ

て

戦
す
る
覚

よ

 
蓮
 

す

い

 
そ
う
と
う
昔
み
た
い
に
戻

て
欲
し
い
よ
う
だ

つ
ま
り
昔
の
玲
音
さ
ん
が
咲
夜
さ
ん
か
ら
見

て
と
て
も
格

良
く
見
え

の
目

と
ま
で
見
た
の
だ
ろ
う
と
容

に
想

で
き
た

 
咲
夜

本
当
に
何
で
あ
ん
な
に
な

て
し
ま

た
の



 第十章 真実の月 

 
か
し
ら

 
何
て
言

て
い
る
と
急
に
霊
夢
が
立
ち
上
が
り

 
霊
夢

構
え
な
さ
い

何
か
来
る
わ

 
全
員

え

 
と
間

け
な

が
聞
こ
え
た

間
ロ
ケ

ト
が
大
き
く

れ
始
め
る

そ
し
て
次
の

間

 
ジ

バ

ン

 
と
音
を
立
て
て
ロ
ケ

ト
が
大
き
な

に
突

込
み
ロ
ケ

ト
は
大
破
し
た

々
と
な

た
ロ
ケ

ト
の
パ

ツ
を

き

に
し
て
蓮
た
ち
は

か
び
上
が
る

 
蓮
 

は

大

 
霊
夢

え

え

 
霧
雨

何
じ

こ
り

 
咲
夜

こ
の
し

さ

 
レ
ミ

よ
う
や
く
着
い
た
わ

 
こ
う
し
て
蓮
た
ち
は
月
に

り
着
い
た
の
だ

た



 第１００話 やはりストレスは溜まります

 
怠
惰

そ
ん
じ

今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
狗
神

な

怠
惰

奴
ら

い
と
こ
ろ
で

日

 

上
も
い
た
の
か
よ

 
怠
惰

え

そ
の
お
陰
で

さ
ま
ス
ト
レ
ス
が
マ

ハ

 
で
キ
レ
キ
レ
で
ご
ざ
い
ま
す

 
鈴

あ
ん
な

い
と
こ
ろ
に
い
れ
ば
そ
う
な
る

 
よ

 
神
楽

そ
う
で
す

 
怠
惰

の
方
で
も
大
喧
嘩
だ
よ

事
実
的
な
話
で

 
狗
神

そ
う
い
え
ば

を
元
に
し
て
た
な

 
怠
惰

ま

そ
う
だ

こ
れ
は
友
人
の
傲
慢
と
い
う

 
方
が
く
れ
ま
し
た
感

感

 
鈴

そ
ろ
そ
ろ
時
間
も

度
良
い

そ
れ
じ

 
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
怠
惰

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く



 第十章 真実の月 

 
狗
神

そ
ん
じ

者
様

 
神
楽

ま
た
明
日
も
お
願
い
し
ま
す

そ
れ
で
は



 第１０１話 月に現れる者

 
第
１
０
１
話
 
月
に
現
れ
る
者

 

の
波

つ
音
が
聞
こ
え
る
中
霊
夢
と
魔
理
沙
は

ツ
ン
と
体
育
座
り
で
座
り
蓮
に

て

は
立

た
ま
ま
先
の
見
え
な
い
月
の

を

め

て
い
た

 
霧
雨

つ
い
た
な

 
霊
夢

つ
い
た
わ

 
蓮
 

聞
い
て
る
話
と
全
然

う
け
ど
気
に
し
な
い
で

 
お
こ
う

 
か
つ
て
幻
想
郷
の
外
に
住
ん
で
い
た
月
と

う
の
は
目
の
前
の

を
見
れ
ば
す
ぐ
に
分
か
る

し
か
も
そ
の
後
ろ
に
は
桃
の

が

な
り

園
の
よ
う
に
な

て
い
た

 
霧
雨

こ
う

が
幻
想
郷
に
も
あ
れ
ば
な

 
目
の
前
の

に

と
な

た
ロ
ケ

ト
の
破

を
見
て
現
実
逃

を
す
る
か
の
ご
と
く
魔
理

沙
は

い
た

 
霊
夢

あ

て
も

だ
と
か
ク
ラ

ケ
ン
が
出
る

 
だ
け
で
し

食
事
の
レ
パ

ト
リ

は
増
え



 第十章 真実の月 

 
る
だ
ろ
う
け
ど

 
蓮
 

そ
れ
も
そ
れ
で
ど
う
か
な

 
こ
の
現
実
逃

に
蓮
と
霊
夢
も

き
合
う

そ
れ
ぐ
ら
い
現
実
逃

し
た
い
の
だ

だ
が
何
時

ま
で
こ
う
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い

 
蓮
 

食

は

ど
う
に
か
な
る
か
な

 
後
ろ
の

園
を

め
な
が
ら
言
う
と
霊
夢
と
魔
理
沙
は

い

を
す
る

す
る
と
蓮
達
の

後
に
咲
夜
が
現
れ
る

 
咲
夜

貴
方
達
な
ん
で
そ
ん
な

て
い
る
の
よ

 
霊
夢

だ

て

 
霧
雨

ロ
ケ

ト
も
大
破
し
ち
ま

た
し
な

 
蓮
 

帰
る
方
法
が
な
い
で
す
よ

 
咲
夜

月
に
着
い
た
の
な
ら
問

は
な
い
わ
だ

て

 

達
の
目
的
は
月
に
行
く
こ
と
で
あ

て
月

 
か
ら
帰
る
こ
と
で
も
な
い
も
の

 
つ
ま
り
咲
夜
の
言
い
た
い
こ
と
は
今
考
え
れ
る
こ
と
を
考
え
ろ

帰
り
の
事
に
つ
い
て
は



 第１０１話 月に現れる者

後
で
考
え
ろ

と
い
う
事
な
の
だ
ろ
う
か
そ
れ
と
も

 
蓮
 

咲
夜
さ
ん

て
結
構
天
然
で
す
か

 
咲
夜

覚
は
し
て
な
い
け
ど
玲
音
や
色
々
な
方
に

 
天
然
と
か

け
て
る
と
は
言
わ
れ
ま
し
た

 
や
は
り
何
処
か

け
て
い
る
よ
う
だ

 
霧
雨

ま

得
は
い
く
な

 
蓮
 

そ
う
い
え
ば
レ
ミ
リ
ア
さ
ん
や
妖
精
メ
イ
ド
さ
ん

 
達
の

が
見
え
ま
せ
ん
が
良
い
ん
で
す
か

 
そ
れ
を
聞
い
た
咲
夜
は

ハ

と
い
う

情
に
な

た

 
咲
夜

す
み
ま
せ
ん
が

は
お

様
を
探
し
に
行
き

 
ま
す

 
そ
う
言
い
咲
夜
は
レ
ミ
リ
ア
を
探
す
た
め
桃
の

が

な
る

園
の
よ
う
な

に

て

い

た

 
蓮
 

咲
夜
さ
ん
結
構

け
て
る

 
霧
雨

あ
る
意

天
然
キ

ラ
だ
な
あ
り



 第十章 真実の月 

 
霊
夢

最

に
会

た
と
き
と
大
分
性
格
が

化
し
た

 
わ

咲
夜

 
蓮
と
魔
理
沙
は
咲
夜
が

け
て
る
な
と
霊
夢
は
最

に
会

た
と
き
と
だ
い
ぶ
性
格
が

化

し
た
な
と
思
い
つ
つ
咲
夜
が

て
い

た

り
を

め
る

数
分

め
る
と

人
は
ま
た

を

め
始
め
る

そ
ん
な
こ
ん
な
で
現
実
逃

を

め
る
す
る
こ
と
ま
た
数
分
が
経
過
す

る
と

 
霊
夢

せ

か
く
の

な
ん
だ
し

り
で
も
し
よ
う

 
か
し
ら

 
霧
雨

お

い
い
な
そ
れ

 
蓮
 

り
か
や

た
事

な
い
ん
だ
よ

 
住
ん
で
い
た
場
所
の
近
く
に

や

が
な
い
た
め

り
を
し
た
こ
と
が
な
い

そ
の
た
め
出
来

る
の
か
と
思

て
い
る
と

 
霊
夢

そ
の
前
に
道

は
あ
る
の

 
霧
雨

ん
な
も
ん
は
手

み
だ

の
こ
の

ド

 
ハ
ン
ド
を
見
せ
て
や
る
よ



 第１０１話 月に現れる者

 
霊
夢

に
な
り
そ
う
も
な
い
わ

 
蓮
 

ア
ハ
ハ

 
と

言

て
い
る
時
だ

た

 

 

念

か
な

に
は
何
も
住
ん
で
は
い
な

 
い
わ

 

の
し
た
方
向
を
見
る
と
そ
こ
に
は

本
の
刀
を
構
え
⻑
い

を
後
ろ
に
結
ん
だ

テ

ル
の

を
し
て
い
る
少
女
が
立

て
い
た

た
が
そ
の
少
女
の
話
は
続
く

 

 

か
の

だ
け
で
は
な
い
月
の

に
は
生
き
物

 
な
ん
て
も
の
住
ん
で
は
い
な
い
生
命
に
犯
さ
れ

 
た

は

れ
の

な
の
で
す
か
ら

 
そ
う
言
い
つ
つ
そ
の
少
女
は
霊
夢
に
刃
の

先
を
向
け
る
が
霊
夢
の
前
に
蓮
が

て
は
い

る 
蓮
 

そ
ん
な
物
騒
な
物
は
し
ま

て
も
ら
い
ま
せ
ん

 
か

 
神
楽
を
何
時
で
も

刀
で
き
る
よ
う
に

て
忠
告
の
意

も
込
め
て
お
願
い
を
す
る
が
刃
を



 第十章 真実の月 

つ
少
女
は
こ
ち
ら
を
少
し

ラ
見
し
た
か
と
思
う
と
霊
夢
の

を
見
て

 

 

住

三
神
を
呼
び
出
し
た
の
は
お
前

 
と
何

そ
の
事
を
知

て
い
る
の
か

問
に
思
う
が
霊
夢
は

を

て
い
る
の
か
そ
の

場
に
座
り

 
霊
夢

え

そ
う
だ
け
ど

 
霊
夢
の
言

を
聞
く
や

や
刀
を
構
え
る
少
女
は

を

つ
か
せ
る
と

時
に
刀
を
地
面
に

刺
す

す
る
と

 
ジ

キ
ン

 
霊
夢
 

 
霧
雨

な

何
だ
こ
れ

 
蓮
 

こ
れ

て

 
ま
る
で

の
よ
う
に
無
数
の
刃
が
蓮
達
を

り

む

そ
れ
を
見
て
刀
を
地
面
に
刺
し
た
女
性

は
何
が
楽
し
い
の
か
少
し
笑

て

 

 

女
神
を
閉
じ
込
め
る

園
様
の
力

正

 
住

様
を
呼
び
出
せ
る
と
言
う
か
ら
ど
れ



 第１０１話 月に現れる者

 
程
か
と
思

た
け
ど
こ
ん
な
の
が
相
手
な

 
ら
力
を

り
る
ま
で
も
な
か

た
わ

 

情
か
ら
し
て

く

ち

て
言

て
い
る

す
る
と

 

 

依
姫
様

 
と

レ
ザ

を
着
て
地
上
の
因
幡
の
兎
に

て
い
る
が

が

ン
と
立
て
て
い
る
兎
が
あ

た

た
し
な
が
ら

け
つ
け
て
く
る

そ
し
て
目
の
前
で

ち

て
い
る
女
性
は
依
姫
と
い
う

ら
し
い

 
依
姫

ど
う
し
た
ん
で
す
か

 
月
兎

そ
れ
が

 
何
か
依
姫
の

元
で

く
と

い
た

情
に
な

た

 
依
姫

何
で
す

て

た
か
が
小
娘
で
し

 
レ
ミ

が
小
娘
で
す

て

 
依
姫
が
小
娘
と
言

た

間
後
ろ
に
咲
夜
を
引
き

れ
て
レ
ミ
リ
ア
が
や

て
く
る

し
か

も
更
に
後
ろ
の

む
ら
に
は
依
姫
の
隣
に
い
る
兎
と

じ

レ
ザ

を
着
て
い
る
兎
達
が

笑

い
し
な
が
ら
見
て
い
る



 第十章 真実の月 

 
依
姫

倒
的
な
実

不

だ

わ

 
レ
ミ
リ
ア
に
向
か

て
手
を
か
ざ
し
た

間
さ

き
ま
で
レ
ミ
リ
ア
の
後
ろ
に
い
た

の
咲
夜

が
依
姫
の

後
を

て

ル
ド
し
て
い
た

 
依
姫

な

 
月
兎

え

 
こ
れ
に
は
び

く
り
し
た
み
た
い
だ

流
石
は
時
間
を

る
メ
イ
ド
だ
け
あ
る

 
咲
夜

貴
方
手

が
悪
そ
う
だ

た
か
ら

 
そ
う
言
い
刺
し
た
刀
を

ツ
ン

と

て
地
面
に
倒
す
と
蓮
達
を

り

ん
で
い
た
刀
は
地

面
の
中
に
ス

と

え
て
い
き
こ
れ
に
蓮
達
は
安

し
た

 
依
姫

貴
方
達
は
何
し
に
こ
こ
へ

 

ル
ド
さ
れ
た
依
姫
が
聞
い
て
く
る

 
咲
夜

そ
う
い
え
ば

達
は
何
で
月
に
来
た
ん
で
し
た

 

け

 
言
わ
れ
て
み
る
と
な
ん
で
月
に
来
た
の
か
よ
く
分
か

て
い
な
か

た

蓮
を

め
霊
夢
魔

理
沙

咲
夜
は
何
で
月
に
来
た
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
か

た



 第１０１話 月に現れる者

 
霊
夢

そ
う
い
え
ば
目
的

て
何
だ

た
け

蓮
は

 
分
か
る

 
蓮
 

よ
く
分
か
ら
な
い
か
な

 
霧
雨

咲
夜
が
さ

き
月
に
行
く
と
か
言

て
た
か
ら

 

分
知
的

奇
心
じ

な
い
か

 
咲
夜

あ
ら

な
ら
も
う
達

さ
れ
た
わ

 
そ
う
言

た
時
レ
ミ
リ
ア
は
ケ
ラ
ケ
ラ
と
笑

た

そ
し
て

ち

て
い
る
か
の

情
で

 
レ
ミ

ア
ハ
ハ
咲
夜

れ
た
の

 
目
を

々
と

か
せ
て
レ
ミ
リ
ア
は
楽
し
そ
う
に

 
レ
ミ

達
の
目
的
は
月
の

り
よ

 
そ
れ
を
聞
い
て
い
た
で
あ
ろ
う
依
姫
の

を
見
る
と
何

か

笑
ん
で
い
た

 
レ
ミ

月
は

達
の
も
の
よ

 
こ
れ
に
は
蓮
達
レ
ミ
リ
ア

外
の
メ
ン
バ

は

な
予
感
し
か
し
な
か

た
の
だ

た



 第十章 真実の月 

 
怠
惰

て
な
わ
け
で
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す

 
狗
神

何
か
こ
の
依
姫

て
奴

見
て
て
時
々
だ
が

 
イ
ラ

と
す
る
の
は

だ
け
か

 
怠
惰

ま

本

上
の
世
界
に
住
む
人
は

こ
ん
な

 
感
じ
だ
よ

 
神
楽

上

い

て
感
じ
で
す
か

 
怠
惰

ま

そ
う
だ

因
み
に
依
姫
に
は
姉
が
い
て

 
そ
の
姉
は
ど
う
だ

た
か
な
確
か
原

だ
と

 
月
に

め
て
き
た
紫
を
目
の
前
で

下
座
さ

 
せ
た
と
か

 
鈴

や
だ

強
い

 
狗
神

あ
い
つ
を
か

 
神
楽

あ
の

本
体
は
本
編
の
刀
な
ん
で
折
れ
た
ら

 
死
ん
じ

う
で
す
が

 
怠
惰

ま

大

だ
ろ

分
き

と



 第１０１話 月に現れる者

 
神
楽

に
な
ら
な
い

 
怠
惰

と
り
あ
え
ず
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
な

 
神
楽

そ
れ
で
は

者
様

 
鈴

ま

た

 



 第十章 真実の月 

 
第
１
０
２
話
 
月
侵
略

 
レ
ミ
リ
ア
は
も
う

た
気
な
の
か

ち

て
い
る

そ
れ
を
咲
夜
に

ル
ド
さ
れ
な
が

ら
依
姫
が

リ
と
笑
う

 
蓮
 

何
で
あ
ん
な
に
も

そ
う
な
ん
だ
ろ

 
霊
夢
と
魔
理
沙
の

に
な
る
よ
う
に
立
ち
な
が
ら
そ
う

べ
る
と

 
霊
夢

何
か
策
が
あ
る
わ

 
そ
う
言

た
時
だ

た

 
依
姫

は

貴
方
さ

き
手

が
悪
い

て
い

た
わ
よ

  
咲
夜

そ
れ
が
何

 
依
姫

気
づ
い
た
と
き
に
は
桃
を

張

て
る
お
姉
様

 

ど
じ

な
い
と
思
う
け
ど

 
ボ

 
咲
夜



 第１０２話 月侵略

 
依
姫
が
言

た
と

時
に

女
の

中
か
ら
小
さ
い
が
炎
が

え

り
咲
夜
は
危
な
い
と
思

た
の
か

ル
ド

め
て
下
が

た

突
然
の
こ
と
過
ぎ
て
蓮
た
ち
も

い
て
し
ま
う

 
レ
ミ

咲
夜

玲
音
の
炎
に
比
べ
れ
ば
そ
ん
な
ち
ん
け

 
な
火
な
ん
て

く
な
い
で
し

 
そ
れ
を
聞
い
て
い
た
で
あ
ろ
う
咲
夜
の

を
見
る
と

や

が
流
れ
て
い
た

 
蓮
 

あ
の
咲
夜
さ
ん
が

や

を

 
霊
夢

あ
の
炎
ま
さ
か

 
と

霊
夢
が
言
お
う
と
し
た
時

依
姫
が
先
に

を
開
い
た

 
依
姫

こ
れ
は
小
さ
く
見
え
て
も
全
て
を
焼
き

く
す

 
神
の
炎

あ
た
ご

愛

様
の
火

ど
熱
い
火
は
地
上
に

 
は

ど
な
い
わ

 
霊
夢

や

り

さ

き

園
様
の

と
い
い
そ
の

 
愛

様
の
火
と
い
い
も
し
か
し
て
あ
ん
た
も

と

 

じ
神
降
ろ
し
が
出
来
る
の

 
依
姫

え

は
神
々
を
こ
の

に
降
ろ
し
て
力
を



 第十章 真実の月 

 

り
る
事
が
出
来
る
わ

 
依
姫
の
言

に
地
上
か
ら
来
た
者
達
は
絶

し
て
し
ま

た

様
々
な
神
の
力
を
使
え
る
こ
れ

程
ま
で
に
戦

た
中
で
危
険
と
思

た
相
手
は
隠
者
一

だ
け
だ

た
が
月
に
来
て
目
の
前
の
依

姫
も
無
闇
に
戦
え
ば
や
ら
れ
る
と
感
じ
て
し
ま

た

 
霊
夢

奇

も
そ
の
力
の
修
行

最
近
し
始
め
た

 
ば
か
り
な
の
よ

 
依
姫

え

知

て
ま
す
よ
貴
女
が
無
闇
に
神
を
呼
ん
で

 
く
れ
る
も
の
だ
か
ら

が
謀
反
を

ん
で
い
る
ん

 
じ

な
い
の
か

て

わ
れ
る
始

な
の
よ

 
ど
う
や
ら
霊
夢
が
や
た
ら
に
神
降
ろ
し
を
し
て
い
た
せ
い
で
月
の
都
で
は

じ
く
神
降
ろ
し
が

出
来
る
依
姫
は
謀
反
を
起
こ
す
ん
じ

な
い
か
と
思
わ
れ
た
の
か

わ
れ
て
い
る
よ
う
だ

 
霊
夢

そ
ん
な
の
知
ら
な
い
わ
よ
稽
古
は
や
ら
さ
れ

 
た
ん
だ
か
ら

 
蓮
 

霊
夢
そ
ん
な
事
を
言
え
ば

 
ザ
シ

ザ
シ

ザ
シ



 第１０２話 月侵略

 
依
姫
は
ま
た

園
様
の

を
手
に

つ
も
地
面
に
突
き
刺
し
た

そ
し
て
ま
た

園
様
の

で

り

ま
れ
る

し
か
も
今
度
は
レ
ミ
リ
ア
や
咲
夜
そ
し
て
妖
精
メ
イ
ド
も
共
に

り

ま
れ

た 
依
姫

で
も
こ
れ
で

い
も
晴
れ
る
わ

 
す
る
と
ど
う
だ
ろ
う
か

む
ら
に
隠
れ
て
い
た
月
兎
達
が

を
構
え
先

の

を
向
け
て
く

る

し
か
も
何

か
満

気

な
の
か

ち

て
い
る
の
か

フ

と
い
う

だ

す
る
と

後
ろ
に
い
る
魔
理
沙
が

を
か
け
て
き
た

 
霧
雨

な

蓮
こ
の
状
況
を
ど
う

開
す
る

 
蓮
 

こ
れ
は
も
う
お
手
上

 
霧
雨

嘘
だ
ろ

 
蓮
 

て
言
い
た
い
け
ど
さ
幻
想
郷
の
楽
し
い

 
遊
び
は
な

ん
だ

 
そ
れ
を
聞
く
と
魔
理
沙
は

リ
と
笑

た

 
霧
雨

サ
ン
キ

蓮

 
と

お

を
言

た
と
き



 第十章 真実の月 

 
依
姫

何
を
話
し
て
い
る
の

 
蓮
 

い

い
や

 
依
姫

け
出
す
な
ら

け
出
し
て
も
い
い
わ
よ

た
だ

 
し

園
様
の
怒
り
に

れ
る
覚

が
あ
る
の
な
ら

 
だ
け
ど

 

ち

る
依
姫
を

ク

ク
と

間
に
シ

を

せ
て
レ
ミ
リ
ア
が

む

そ
こ
に
更
に

 
依
姫

地
上
の

中
は
対
し
た
こ
と
な
か

た
な
つ
ま

 
ら
ん
な

 

ル

ル
の
レ
ミ
リ
ア
が

え
て
い
る

間
に
シ

を

せ
な
が
ら
も

り
笑

を
す
る
こ

と
を
心
が
け
て
い
た

そ
し
て
魔
理
沙
が

を
出
し
た

 
霧
雨

だ

降
参
だ

こ
れ
じ

こ

ち
が

ち

 
目
な
く
て
こ

ち
も
大

で
そ

ち
も
そ
れ
な

 
り
に

が
出
る
だ
ろ
そ
れ
じ

じ
り

だ

 
依
姫

あ
ら
あ

け
な
い

 
と

依
姫
は
言
う
が
蓮
と
魔
理
沙
の
隣
に
い
た
霊
夢
は
分
か

て
い
た



 第１０２話 月侵略

 
蓮
 

霊
夢

 
霊
夢

え

こ
れ
は
演
技

 
こ
れ
は
穏

に

ま
せ
る
た
め
の
魔
理
沙
の
演
技
だ
と
そ
し
て
本

を

り
出
し
た

 
霧
雨

だ
が
よ
幻
想
郷
に
は
知
的
で
な
お
か
つ

し
い

 
決
闘
ル

ル
が
あ
る
ん
だ

 
蓮
の

言
通
り
弾
幕
ご

こ
の
話
に
な

て
い

た

も
う
こ
こ
ま
で
行
け
ば
魔
理
沙
の
タ

ン
だ

 
霧
雨

幻
想
郷
に
は
よ
力
の
強
い
妖
怪
や
神
々
が
こ
れ

 
で
も
か
と
言

て
も
い
い
ぐ
ら
い
に

山
い
る

 
そ
う
い

た

中
と
決
闘
を
す
る
た
め
に

ら

 
れ
た
ル

ル
だ

だ
か
ら
そ
れ
で
少
し
の

 
間
だ
が
楽
し
ま
な
い
か

 
魔
理
沙
の

に
依
姫
は
少
し

に
手
を

い
て
考
え
る
と

 
依
姫

し
く
聞
か
せ
て
ち

う
だ
い

 
霧
雨

あ

あ

人
間
も
妖
怪
も
月
の

も
オ
ケ
ラ
も



 第十章 真実の月 

 

平
等
に
楽
し
め
る

こ
の
世
で
も

と
も

 
無

な

そ
の
名
も
弾
幕
ご

こ
だ

 
と
魔
理
沙
が
言
う
と
姫
は
地
面
に
刺
し
た

園
様
の

を
引
き

き
蓮
た
ち
は

に
な
る

 
依
姫

そ
う

な
ら
少
し
こ
の
子
達
に

教
授
し
て
く
れ

 
な
い
か
し
ら

 
霧
雨

だ

 
そ
う
言
い
魔
理
沙
は
月
の
兎
達
そ
し
て
依
姫
に
弾
幕
ご

こ
を
教
え
て
い
く

 
蓮
 

何
と
か
な
り
そ
う
だ

 
霊
夢

え

あ
い
つ

外
は

 
霊
夢
が

す
方
を
見
る
と

ち

て
い
る
レ
ミ
リ
ア
が
見
え
る

レ
ミ
リ
ア
が
何
か
ハ

ン

ン
グ
を
起
こ
す
の
で
は
な
い
か
と
蓮
も
思

て
し
ま
う

 
霊
夢

蓮
お
そ
ら
く

達
も
弾
幕
ご

こ
を
や
る
事
に

 
な
る
わ

こ
の

気
だ
と

 
蓮
 

そ
れ
は
依
姫
さ
ん
と

 
霊
夢

え

ら
く

そ
の
時
は



 第１０２話 月侵略

 
言
い
た
い
こ
と
を
理
解
す
る
と
蓮
は
笑

て

 
蓮
 

う
ん

は

な
り
に
や
る
よ

 
霊
夢

そ

そ
う

 
そ
う
し
て
話
し
て
い
る
と
魔
理
沙
の
説
明
が
終
わ
り
月
の
兎
と
レ
ミ
リ
ア
と
咲
夜
が

れ
て
き

た
妖
精
メ
イ
ド
と
で
の
弾
幕
ご

こ
が
始
ま

た

 
蓮
 

興
と
し
て
は
い
い
か
も

 
霊
夢

は

あ
ん
ま
り
面
倒
な
事
は
し
た
く
は
な
い
ん
だ

 
け
ど
な

 
そ
う

き
な
が
ら

興
と
な
る
妖
精
メ
イ
ド

人

月
の
兎
達

人
の
弾
幕
ご

こ
を

め

る
の
だ

た

 
怠
惰

て
な
わ
け
で
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
狗
神

な

紅
魔
館
の
執
事

て
強
い
の
か

 
鈴

あ

そ
れ

も
気
に
な

て
た
ん
だ
け
ど
ど
う



 第十章 真実の月 

 
な
の

 
神
楽

ど
う
な
ん
で
す
か
怠
惰
様

 
怠
惰

ま

あ

う
ん
ま

普
通
に
強
い
よ
あ
ん

 
ま
り
言
う
と

タ
バ
レ
に
な
る
か
ら
言
わ
な
い

 
け
ど
紅
魔
館
の
中
な
ら
咲
夜
よ
り
も
強
い
の
は

 
確
か
か
な

 
狗
神

何
で
そ
う
言
い

れ
る
ん
だ

 
怠
惰

情
報
が
確
か
な
ら

奴

い
や
言
わ
な
い
で

 
お
く
よ

 
鈴

う

ん
何
か
す

き
り
し
な
い
な

 
怠
惰

ま

番
外
編
の
玲
音
さ
ん
の
話
を
見
て
く
れ

て

 
事
で

因
み
に
予
定
だ
と

月
ぐ
ら
い
か
ら

 
投
稿
を
始
め
る
か
ら
そ
れ
ま
で
は
ち

ろ
ち

ろ

 
と
出
る
情
報
で
予

し
て
み
て
よ

 
神
楽

少
し
気
に
な
り
ま
す
が
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん



 第１０２話 月侵略

  
怠
惰

ま

そ
う
い
う
事

て
事
で
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
鈴

そ
ん
じ

者
様

 
神
楽

で
は

者
様

 
狗
神

ま
た
見
て
く
れ
よ
じ

あ
な



 第十章 真実の月 

 
第
１
０
３
話
 
依
姫
の
実
力

 
こ
ん
ば
ん
わ

書
様

休
み
友
人
の
強
欲
君
と
嫉
妬
君
が

 
強
欲

ン
ス
ト
と
電
撃
が

ラ
ボ
す
る

 
嫉
妬

キ
リ
ト
ア
ス

に
す
る

 
と

図
書
室
で
騒
ぎ
そ
れ
に
は

食
君
と
共
に

か
い
目

 
で
見
て
い
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

こ
ん
な
話
も
あ
れ

 
な
の
で
本
編
へ
ど
う

 

え
て
言
お
う

や
は
り
妖
精
は
妖
精
だ
と

 
妖
メ

ば
た
ん
き

う

 
妖
メ

キ

 
妖
メ

負
け
ま
し
た



 第１０３話 依姫の実力

 
妖
精
メ
イ
ド
達
は
全
員
月
の
兎
達
に
ボ

ボ

に
さ
れ
て
い
た

こ
れ
に
は
蓮
達
も

だ

が

い
て
い
た

 
霧
雨

弾
幕
ご

こ
で

ら
れ
る
事
に
定

 
の
あ
る
妖
精
達
が
あ

け
な
く

 
蓮
 

し
か
も

人
共
負
け
た
よ

 
霊
夢

ま

妖
精
だ
か
ら
仕
方
な
い
わ

 
戦

た
月
の
兎
達
は

し
そ
う
に

ん

ん
と

て
い
た

 
依
姫

む
こ
れ
な
ら
良
い
訓

に
も
な
り
そ
う

 
霧
雨

ま

こ
ん
な
風
に
よ

本
は
一

討
ち
で
戦
う

 
だ
よ
ま

相
手
が
認
め
れ
ば
２

１
だ
と
か
で

 
戦
う
こ
と
も
あ
る
け
ど
な

そ
し
て

分
の

 

つ
大
技
を
す
べ
て
見
せ
て
相
手
に
か
わ
さ
れ

 
る
か

そ
れ
と
も

さ
れ
た
ら
負
け
だ

 
霊
夢

そ
れ
で
技
と
体
力
が

て
い
る

は
更
に

 
続
け
て
も
構
わ
な
い
が

負
が
つ
い
た
ら
お



 第十章 真実の月 

 
と
な
し
く
引
き
下
が
る
の
が
ル

ル
よ

 
依
姫

そ
れ
じ

普
通
の
決
闘
と
変
わ
ら
な
く
な
い

 
蓮
 

い
え

し
く
戦

た
者
が

つ
ん
で
す
よ
も

と

 
分
か
り
や
す
く
言
え
ば
精
神
的
な

負
と
言

た

 
方
が
い
い
で
す
か

 
依
姫

へ

そ
れ
は
分
か
り
や
す
い
わ

 
と

説
明
を
し
て
い
る
と

 
レ
ミ

あ
ん
た
達
も

と

張
り
な
さ
い
よ

 
レ
ミ
リ
ア
が
負
け
た
妖
精
メ
イ
ド
達
に
説
教
を
し
て
い
た

こ
れ
に
は
咲
夜
も

笑
い
を
し
て

し
ま

て
い
た

だ
が
咲
夜
だ
け
じ

な
い

蓮
た
ち

人
も

笑
い
を

か
べ
た

 
霧
雨

そ
れ
と
言

と
く
け
ど
よ
う
ち
ら
が
全
敗
し
た
ら

 
大
人
し
く
地
上
に
帰
る

 
依
姫

ん

そ
の
方
が
無

な
地
が
流
れ
な
く
て

 
良
い
か
も
し
れ
な
い
わ

だ
け
ど
も
し

が

 
負
け
た
と
し
て
も
月
の
都
に
は

れ
な
い
わ
よ
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霊
夢

そ
れ
な
ら
手

だ
け
で
良
い
わ
よ

 
依
姫

貴
方
達

月
に

め
て
き
た
の
よ

 
蓮
 

え

え

と
正

な
話
で
す
が
月
を

め
た
が

 

て
い
る
の
は
レ
ミ
リ
ア
さ
ん
だ
け
何
で
す
よ

  
悲
し
い
現
実
だ
が
蓮
に
霊
夢
は

ト
が
て
た
ら
で
来
た
だ
け

魔
理
沙
は
あ
く
ま
で
月
に
観

光
し
に
来
た
だ
け

咲
夜
と
妖
精
メ
イ
ド
は
レ
ミ
リ
ア
が
行
く
な
ら

い
て
い
く
と
い
う
た
め
意

見
と
し
て
は
ど

ち
で
も
良
い
よ

最
後
に

め
落
と
し
た
い
と
い
う
レ
ミ
リ
ア
つ
ま
り
本
気

で
月
を

め
落
と
し
た
い
と
思

て
い
る
の
は
レ
ミ
リ
ア
だ
け
な
の
だ

 
依
姫

く
可
愛
そ
う
な
子
に
見
え
て
き
た
わ

 
レ
ミ

ち

と
あ
ん
た

何

に
向
か

て
そ
ん
な

 

れ
む
よ
う
な
目
で
見
る
の
よ

 
依
姫

い
い
え
別
に

そ
れ
で

の
相
手
は
ま
ず

が

 
し
て
く
れ
る
の
か
し
ら

 
依
姫
は

刀
し
て
問
い
か
け
て
く
る

そ
れ
に
対
し
て
レ
ミ
リ
ア
は
嘲
笑
う
か
の
よ
う
に



 第十章 真実の月 

 
レ
ミ

咲
夜

あ
ん
た
か
ら
行
き
な
さ
い

 
咲
夜

は
い
お

様

で
は
始
め
ま
し

う
か

 
レ
ミ
リ
ア
に
一

を
し
て
前
へ
と
で
る
と
咲
夜
は

分
の
目
の
前
に

イ
フ
を
空
中
に

か
べ

る 
咲
夜

の

し
い

イ
フ

き

念
な
が
ら

に
も

 
見
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
一
戦
お
願
い

 
す
る
わ

 
依
姫

そ
う

な
ら

も
月
の
使
者
の
リ

と

 
し
て
最
大
限

し
く
や
ら
せ
て
も
ら
う
わ

 
咲
夜
と
依
姫
と
で
弾
幕
ご

こ
が
始
ま

た

咲
夜
は
時
を

め
な
が
ら

イ
フ
を
投

依
姫

は
何
処
か
ら
と
も
な
く
現
れ
る
投

さ
れ
た

イ
フ
を
最
小
限
の
動
き
で

け
る
か
そ
れ
と
も

園
様
の

で
落
と
す
と
い

た
動

を
し
続
け
た

 
霧
雨

蓮
は
ど

ち
が

つ
と
思
う

 
蓮
 

そ
う
だ

的
に
は
咲
夜
さ
ん
が

て

 
欲
し
い
け
ど
依
姫
さ
ん
は
相
当
な
や
り
手
だ
よ
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霊
夢

あ
ん
た
分
か
る
の

 
蓮
 

う
ん

気

が

い
過
ぎ
る
も
ん
実
力
的
に
は

 
隠
者
と

等

い
や
実

れ
も
合
わ
せ
る
と

 
依
姫
さ
ん
は
隠
者
の
下
な
ん
だ
ろ
け
ど
ど

ち

 
に
し
て
も
強
い
の
は
確
か
だ
よ

 
そ
れ
ぐ
ら
い
弾
幕
ご

こ
を
見
て
い
て
分
か
る
の
だ

咲
夜
の
時

め
か
ら
の

イ
フ
を

で
動
き

け
る
か

園
様
の

で
弾
き
飛
ば
す

そ
の
動
き
は
実

れ
と
い
う
よ
り
か
は
修
行

で

て
き
た

分
と

じ
ス
タ
イ
ル
の

術
と
も
す
ぐ
に
分
か

た

 
依
姫

の
い
か
づ
ち
の
か
み

火

神
よ

七

の
兄

を
従
え
て
こ
の
地
に

 
来
た
こ
と
を
後

さ
せ
よ

 
す
る
ど
ど
う
だ
ろ
う
か

雨
が
空
を

い
隠
す
と

時
に
炎
の
体
の
⻯
が
現
れ
ま
る
で
そ
の

は

マ
タ

オ
ロ

の
よ
う
な
見
た
目
だ
が
そ
の

つ
の
首
が
咲
夜
へ
と
襲
い
か
か

て
い

た
が
当
た
る

前
で
咲
夜
は

を

し
た

 
霧
雨

き
た
き
た

ザ

ル
ド

て
か

 
蓮
 

そ
れ
ジ
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何
て
言

て
い
る
と
咲
夜
の
無
数
の

イ
フ
が
不

な
動
き
で
依
姫
へ
と
襲
い
か
か

て

い

た
が

 
依
姫

か

や
ま
ひ
こ
の
み
こ
と

山

命
よ

し
い
ハ

を

へ
と
変
え
な

 
さ
い

 
咲
夜

そ
ん
な

 
何
と

け
る
だ
と
か
そ
ん
な
ん
で
は
無
か

た

咲
夜
が
投

た

イ
フ
を
全
て

に
変
え
た

の
だ

 
蓮
 

あ
ん
な
事
も
出
来
る
の

 
霊
夢

へ

利

あ
の
神
様

 
こ
れ
に
は
霊
夢
も

利
と
い
う
言

が
出
た

だ
が
更
に

ろ
し
い
の
は
こ
こ
か
ら
だ

た

 
依
姫

貴
女
に
返
す
わ

 
す
る
と
ど
う
だ
ろ
う
か

へ
と
な

た

イ
フ
が
元
の

に
再
構

さ
れ
る

だ
が

イ
フ
の

先
は
依
姫
で
は
な
く
咲
夜
へ
と
向
い
て
い
た

そ
し
て

イ
フ
が
咲
夜
目

け
て
飛
び

い

始
め
た

 
咲
夜

つ

ま
さ
か

が
投

た

イ
フ
を

け
る



 第１０３話 依姫の実力

 
日
が
く

来
る
と
は

 
だ
が
突
然
咲
夜
は

け
る
の
を

め
て
地
面
に
立
ち

く
し
た

 
咲
夜

こ
れ
は

の
敗
け
で
す

 
こ
の
理

は
蓮
と
霊
夢
は
す
ぐ
に
分
か

た

そ
う
時
を

め
て
は
み
た
の
だ
ろ
う

だ
が

け
る

間
が
な
い
ぐ
ら
い
に

イ
フ
が

集
し
て
い
る
の
だ

ま
る
で

の
な
い

屋
の
よ
う

に 

ン

 
結

咲
夜
は

弾
し
こ
の

負
は
依
姫
の

利
と
な

た

 
蓮
 

あ
の
咲
夜
さ
ん
を
倒
し
ち

た
よ

 
霧
雨

お
い
お
い

奴
が
あ

け
な
く
負
け
る
と
は
な

 
と

言

て
い
る
と
レ
ミ
リ
ア
と
咲
夜
の

が
聞
こ
え
て
く
る

 
咲
夜

し

ご
ざ
い
ま
せ
ん
お

様

 

を
下

て
咲
夜
が

て
い
る
と
レ
ミ
リ
ア
は

 
レ
ミ

咲
夜
た

た
ら

メ
じ

な
い
の
咲
夜
が
い
き

 
な
り
大
技
な
ん
て
使
う
か
ら
一
発
で

負
が
つ



 第十章 真実の月 

 
い
ち

う
か
と
思

た
じ

な
い

 
咲
夜

は
い

 
レ
ミ

咲
夜
は
前
座
な
ん
だ
か
ら

が
戦
う
ま
で

つ

 
な
ん
て
許
さ
な
い
わ
よ

 
そ
ん
な
レ
ミ
リ
ア
を
咲
夜
は

と

め
る

す
る
と
レ
ミ
リ
ア
は

方
へ
と
歩
い
て
き

た 
レ
ミ

さ
て
さ
て
次
は

に

 
霊
夢
は
面
倒
く
さ
い
の
か

た
フ
リ
を
か
ま
し
蓮
は

想
を
し
て

魔
化
す

つ
ま
り

て

い
る
の
は

 
霧
雨
 

 

タ
リ
と
笑
う
レ
ミ
リ
ア
の

を
見
な
い
よ
う
に
そ
ら
す
が

 
レ
ミ

あ
ん
た
も
負
け
そ
う
だ
か
ら
次

張

て

 
フ
フ

思
い

き
り
負
け
て
き
な
さ
い
な

 
霧
雨

だ

え
奴
だ
な

分
か

た
か
ら
や

て

 
来
る

本
当
に
咲
夜
や
玲
音
は
良
く

慢
出
来



 第１０３話 依姫の実力

 

咲
夜
だ
け
か

 
し

う
が
な
い
と
思
い
な
が
ら
魔
理
沙
は
立
ち
上
が
り
依
姫
の
前
へ
と
出
る

 
依
姫

次
は
貴
女

 
霧
雨

は

た
く
よ

だ
が
力
の

が
い
く
ら
あ

て
も

 
弾
幕
ご

こ
な
ら
負
け
る
気
が
し
な
い
が
な

 
そ
う
し
て
魔
理
沙
は
依
姫
へ
と

む
の
だ

た

 
怠
惰

そ
れ
で
は
や

て
い
き
ま
す
よ

 
狗
神

な

何
だ
あ
の
前
書
き
は

 
鈴

狂

て
る
よ

 
怠
惰

い
や
い
や

た
だ

に

ら
は
電
撃

品
の

 
フ

ン
何
だ
よ

 
神
楽

そ
れ
に
し
て
も
限
度
が

 
怠
惰

ま

ま

そ
れ
ぐ
ら
い
大

き
な
ん
だ
か
ら



 第十章 真実の月 

 
気
に
し
な
い
で
あ

て
よ

 
狗
神

て
か
よ
怠
惰
て
め

何
人
友
人
が
い
る
ん
だ

 
怠
惰

え

え

と

ま
ず
あ
の

人
で
そ
れ
か
ら

 

の
奴
等
も
合
わ
せ
る
と

分

人

 

人
の
間
か
な

 
鈴

本
当
に
そ
ん
な
に
い
る
の

 
怠
惰

お
ま

め
ん
な
よ

怠
惰
さ
ん

め
ん
な
よ

 
そ
れ
ぐ
ら
い
は
い
る
か
ら
な

 
神
楽

ま

そ
う
言
う
の
な
ら
そ
う
な
ん
で
し

う

 
怠
惰

ぐ

ま

良
い
や
と
り
あ
え
ず
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
鈴

書
様
ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く

 
神
楽

で
は

書
様

 
狗
神

ま
た
な



 第１０４話 負けるなら花咲かそう

 
第
１
０
４
話
 
負
け
る
な
ら
花
咲
か
そ
う

 
こ
ん
ば
ん
わ

者
様

て
し
ま

て
い
た

 
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

こ
ん
な
に

た

 
と
は

そ
れ
は
さ
て
お
き
今
回
も
ど
う

 
咲
夜
の
弾
幕
ご

こ
の
後
レ
ミ
リ
ア
に
言
わ
れ
魔
理
沙
は
依
姫
と
弾
幕
ご

こ
を
し
て
い
た

 
霧
雨

行
く

ス
タ

ス
ト
レ

リ

 

に

が

り
空
を
飛
ぶ
魔
理
沙
が
地
上
に
向
か

て
無
数
の

を
降
ら
す
の
だ
が

 
妖
メ

を

く

 
妖
メ

の
事
は

れ
な

 
妖
メ

そ
れ
は
フ
ラ
グ

 
月
兎

う
わ

 
月
兎

す
ぐ
に
安
全
な
場
所
に



 第十章 真実の月 

 
月
の
大
地
で
観
戦
し
て
い
る

分
達
に
も

が
飛
ん
で
く
る
が

 
パ
ン

パ
ン

パ
ン

 
神
楽
を

に

め
た
状

で
霊
夢
を
守
り
な
が
ら
魔
理
沙
の
弾
幕
を
見
て
い
た

そ
し
て
レ
ミ

リ
ア
と
咲
夜
に
限

て
は

で
上
か
ら
降
る

弾
幕
を

い
で
い
た

 
霊
夢

ま

た
く
迷

も
程
々
に
し
て

し
い
わ

 
蓮
 

い
や
そ
れ

の

だ
か
ら

 
た
だ
座

て

め
な
が
ら
そ
ん
な
事
を
言
わ
れ
た
ら
た
ま

た
も
ん
じ

な
い

だ
が
落
ち
て

く
る

を
弾
き
な
が
ら
蓮
は

い
光
景
を
見
て
し
ま

た

 
蓮
 

え

何
で
依
姫
さ
ん
の
所
だ
け

が

ま

 

て
る
の

 
上
か
ら
落
ち
て
く
る

々
が
依
姫
の
近
く
で
は

ま

て
い
た

 
霧
雨

ヒ

す

な

月
の
都
だ
と

は

い
て

 
い
な
い
こ
と
は
良
く
分
か

た

 
依
姫

が

く
現

は
大
気
の

ら
ぎ
に
よ
る
も
の

 
月
の
都
で
は

ど

か
な
い
の
よ



 第１０４話 負けるなら花咲かそう

 
そ
う
言
い
な
が
ら

の

て
い
る
所
を

る

 
依
姫

 
か
つ
て
の
狗
神
と

じ
よ
う
に

い
と

価
し
た

そ
れ
を
少
し
遠
く
か
ら
見
て
聞
い
て
い
た

蓮
は
弾
い
た

を
キ

す
る

こ
こ
だ
け
の
話
だ
が
少
し
気
に
な

て
は
い
た
の
だ

 
蓮
 

ど
れ
ど
れ

カ
リ

 
霊
夢

あ

あ
ん
た
も
食
う
ん
だ

因
み
に
お

は

 
弾
幕
を
食
べ
る
と
い
う
の
は
霊
夢
も
予
想
し
て
な
か

た
ら
し
く

然
し
て
い
た
が
霊
夢
も
そ

の
実

ど
ん
な

な
の
か
と

問
に
思

て
い
た
の
か
聞
い
て
き
た

 
蓮
 

う

ん

子
を
食
べ
て
る
よ
う
な

 
何
て
言
う
か

平

み
た
い
な

 

平

と
聞
い
て
霊
夢
も

つ
キ

し
て
食
べ
て
み
る
と

 
霊
夢

本
当

ま
ん
ま

子
だ
わ
こ
れ

 
蓮
 

で
し

 
と

言

て
い
る
と
少
し
退

そ
う
に
レ
ミ
リ
ア
は

い
た

 
レ
ミ

ん
中
々

張
る
わ
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霊
夢

あ
ん
た
は

奴
に

て
る
と
思
う

 
レ
ミ
リ
ア
の

き
を
聞
い
た
霊
夢
は
レ
ミ
リ
ア
に
そ
う

問
を
す
る
と

満
々
な

情
で

 
レ
ミ

当
然

て
る
気
し
か
な
い
わ

 
蓮
 
何
処
か
ら
そ
ん
な

が
出
て
く
る
ん
だ
ろ
う

 
相
手
の
実
力
を
見
て
言

て
い
る
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
蓮
か
ら
し
て
み
れ
ば

て
る
気
は
な

い
な
と
思

て
い
た

 
霊
夢

何
時
も
な
ら
妖
怪
退
治
だ
か
ら
負
け
る
気
は

 
な
い
け
ど
今
回

悪
い
の
は

達
だ
か
ら

 
悪
者
は

全
に

達
よ

 
蓮
 

く
正

だ
け
ど
霊
夢
に
は
言
わ
れ
た
く
な
い

 
か
な

 
霊
夢

そ
れ
ど
う
い
う
意

か
し
ら

 
蓮
 

い
い
え

は
何
も
言

て
な
い
よ

 
一

だ
が
霊
夢
の

が

の
よ
う
に
な

て
い
た
た
め
す
ぐ
に
言

を

正
し
た

 
霊
夢

ま

た
く
で
も
悪
者

て

ず
負
け
る
の
よ



 第１０４話 負けるなら花咲かそう

 
レ
ミ

は
ん

が
負
け
る
わ
け
な
い
じ

な
い

 
霊
夢

言

ち

悪
い
け
ど

の
勘
だ
と
貴
女
が
一
番

 

に
負
け
る
わ

 
レ
ミ

何
だ
と

 
そ
ん
な
会
話
を
し
て
い
る
と

 
霧
雨

う
わ

 
蓮
 

危
な
い

 
魔
理
沙
が
吹

飛
ん
で
き
た
た
め

座
に
蓮
が
霊
夢
の
前
に

り
魔
理
沙
を
キ

し
た

 
蓮
 

大

魔
理
沙

 
霧
雨

痛
て
て
て

す
ま

蓮

 
蓮
 

霊
夢
は
大

 
霊
夢

え

蓮
が
守

て
く
れ
た
か
ら
な
ん
と
も
な
い
わ

 
魔
理
沙
を

し
て
蓮
は
元
の

に
戻
る

す
る
と
先
程
の
霊
夢
の
言

で
イ
ラ

と
し
た
の

か
レ
ミ
リ
ア
は

 
レ
ミ

何
を
ち
ん
た
ら
と
戦

て
る
の
よ

ど
う
せ



 第十章 真実の月 

 
負
け
る
な
ら
や
り
た
い
こ
と
を
や

て
負
け

 
な
さ
い
よ

 
霧
雨

散
々
や

て
そ
の
仕

ち
か
よ

 
そ
ん
な
魔
理
沙
と
レ
ミ
リ
ア
の
会
話
を
見
て
い
た
依
姫
は
ク
ス
ク
ス
と
笑

て
い
た

 
霧
雨

ま

た
く
ま

言
わ
れ
な
く
て
も
本
気
は

 
出
す

 

子
の
中
に
仕
込
ん
で
あ
る
ミ

八

を

り
出
す
と

 
霧
雨

こ
の
世
に
光
の

さ
よ
り

い
も
の
は

 
し
な
い

ど
の
よ
う
な

度
を

と
う
と

 

的
に
は

に
な
る
ん
だ
よ

 
そ
し
て
お
約
束
と
言

て
も
良
い
魔
理
沙
の
十
八
番
ス

ル
を
さ
ら
に
強
化
し
た
ス

ル
が

け

と
共
に
放
た
れ
る

 
霧
雨

魔

 
フ

イ

ル
ス
パ

ク

 
マ
ス
タ

ス
パ

ク
を
越
え
る
フ

イ

ル
マ
ス
タ

ス
パ

ク
が
依
姫
に
向
か

て
放
た
れ

る
が



 第１０４話 負けるなら花咲かそう

 
依
姫

石

姥
命
よ
三
種
の
神

一
つ
八
咫
鏡
の

 
霊

を
今
再
び
見
せ
よ

 
依
姫
の

後
に
石

姥
命
と
い
う
神
様
が
現
れ
る
と
手
に

つ
大
き
な

の
鏡
を
ひ

く

り
返
し
て
裏
か
ら

へ
と
変
え
る

す
る
と
ど
う
だ
ろ
う
か
魔
理
沙
の
フ

イ

ル
マ
ス
タ

ス

パ

ク
は
反
射
し
て
魔
理
沙
の

を
か
す
り
地

へ
と
向
か

て
い

た

 
霧
雨

あ
ち

こ
れ
は
地

で
は
大
騒
ぎ
だ
な

 
依
姫

ど
う
し
ま
す

ま
だ
や
り
ま
す
か

 
そ
う
言
わ
れ
て
魔
理
沙
は
や
れ
や
れ
と
言
わ
ん
ば
か
り
に

の
手
を

て

 
霧
雨

降
参
だ
も
う

も
で

 
依
姫

あ
ら

あ

け
な
い
結
局

の
出
番
が
回

て

 
こ
な
か

た
じ

な
い
貴
女

人
が

れ
た

 
だ
け
で

そ
れ
で
次
の
相
手
は

 
と

言

た
時

レ
ミ
リ
ア
が

満
々
に

 
レ
ミ

次
の
相
手
は

よ

 
依
姫

そ
う
な
ら
来
な
さ



 第十章 真実の月 

 
依
姫
が
言
い
か
け
る
前
に
突

込
ん
で
い

た

レ
ミ
リ
ア
の
不
意

ち
に
依
姫
は
ギ
リ
ギ
リ

で

け
る
が

で

や

が

れ
て
し
ま

た

そ
し
て

心
の
レ
ミ
リ
ア
は
と
い
う
と
一
吹

き
の
風
と
共
に
現
れ
る

 
レ
ミ

地
上
で
最

に
し
て
最
強
の

 
レ
ミ
リ
ア
様
だ

ち

さ
な
天
体
だ

た
か

 
ら
一

し
て
来
ち

た
わ

 
な
ん
て
言
う
が
観
戦
し
て
い
る
蓮
た
ち
は

 
霧
雨

さ

最

て

屋
と
比
べ
る
と

 
く
く
く

な

 
霊
夢

そ
れ
に
力
だ

た
ら
萃
香
も
い
る
し

 
蓮
 

人
共

い
く
ら
本
当
の
事
だ
か
ら

て
そ
れ
は

 
言

ち

メ
だ

て
ば

 
霊
夢

だ

て

実
は

り

も
な
い
し
で
カ
リ
ス
マ

 
も
な
い
か
ら
執
事
が
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
ん

 
じ

な
い



 第１０４話 負けるなら花咲かそう

 
霧
雨

バ

の
数
が

り
な
い
な
大
方
所

数
は

 

だ
な
あ
り

 
蓮
 

何
か

つ
集
め
て
も
い
う
こ
と
聞
か
な
さ
そ
う

 
だ
な
玲
音
さ
ん

 
バ

を

つ
集
め
て
も
サ
ボ
り
の

ロ
に
は
通
用
し
な
さ
そ
う
だ

そ
ん
な
事
を
言

て

い
る
と
レ
ミ
リ
ア
は

方
を
見
て

 
レ
ミ

聞
こ
え
て
る
わ
よ

そ
れ
と

奴
が
従
わ
な
い

 
の
は
関
係
な
い
で
し

 
流
石
の

慢
の
限
界
か

人
に
覚
え
て
ろ
と
言
わ
ん
ば
か
り
の

み
な
が
ら
そ
う

え
た

 
蓮
 

咲
夜
さ
ん
何
か
家
の
霊
夢
が
お
騒
が
せ
し
て
す
み

 
ま
せ
ん

 
咲
夜

い

い
え

あ
ま
り
気
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
な

 
蓮
も
咲
夜
も

笑
い
し
な
が
ら
そ
う

く

す
る
と

を

い
な
が
ら
依
姫
は

 
依
姫

そ
う
そ
う
貴
女
さ

き
か
ら

か
ら

が
出
て
る

 
わ
よ



 第十章 真実の月 

 
レ
ミ

ん

う
わ

 

が
出
て
い
る
の
に
気
が
つ
く
と
咲
夜
が
す
ぐ
に
日

を
レ
ミ
リ
ア
へ
と
投

る
と
レ
ミ
リ
ア

は
キ

し
て
日

を
さ
す

 
レ
ミ

い
や
危
な
か

た
わ
日
光
の
下
だ
と
強
す
ぎ
て

 
⻑
く
生
け
れ
な
い
の
よ

 
等
と
言

て
い
る
が

で
カ
バ

し
き
れ
て
い
な
い

か
ら
未
だ
に

が

リ

リ
と
出
て
い

た 
レ
ミ

さ

て
と
で
も
貴
女
さ

き
か
ら

に
向
か

て

 
こ
な
い
け
ど
な
に
も
し
な
い
の

 
依
姫

が
や
れ
ば
貴
女
ぐ
ら
い
す
ぐ
に

せ
て
し
ま
い

 
ま
す
か
ら
様
子
を
見
て
い
た
ん
で
す
よ

 
そ
の
言

を
聞
く
と
レ
ミ
リ
ア
は
目
を

く
し
て

み

 
レ
ミ

良
い
わ

永
遠
に
明
け
な
い
弾
幕
の
夜
を
受
け

 
る
と
良
い
わ

ク
イ

ン
オ

ミ

ド

イ
ト

 
無
数
の
弾
幕
が
依
姫
へ
と
襲
い
か
か
る
が
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依
姫

天

受
売
命
よ

が

に
降
り
立
ち
夜
の

 
侵
食
を
食
い

め
る
舞
を
見
せ
よ

 
依
姫
の
体
が

き
だ
す

す
る
と
降

て
く
る
弾
幕
を

を
見
せ
る
か
の
よ
う
に
す
べ
て

け

て
い
く

 
レ
ミ

飛
び
道

が
当
た
ら
な
い
な
ら
体
術
で
相
手
を

 
し
て
あ

る
わ

 

を
放
り
投

て
突

込
む
が
依
姫
は
舞
を

め
て

  
依
姫

女
神
の
舞
い
に
満

さ
れ
天
岩

は
開
き
夜
の

 
侵
食
は
こ
こ
で
終
わ
る

 
レ
ミ

何
を
ご
ち

ご
ち

と

 
依
姫

天

大

神
よ

そ
の
光
を
も

て
夜
を

ら

 
せ

 
急
激
な
光
が

り
を
包
み
込
む

 
蓮
 

ま

し
い



 第十章 真実の月 

 
霊
夢

く

 
霧
雨

目
を

て
も

し
い

 
咲
夜

う

 
数
分
の
光
が

き
だ
す
と
光
は

み
そ
の
場
に
は
ボ
ロ
ボ
ロ
と
な

て
気
絶
し
て
い
る
レ
ミ
リ

ア
と
平
然
と
立
つ
依
姫
が
立

て
い
た

 
咲
夜

お

様

 
レ
ミ

う

 
霊
夢
の
勘
は
的
中
し
レ
ミ
リ
ア
は
す
ぐ
に
や
ら
れ
た

よ

て
こ
の
弾
幕
ご

こ
は
依
姫
が

ち
更
に

を

て
い
く
の
だ

た

 
怠
惰

は
い
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
鈴

怠
惰

た
ら
よ
く

る
よ

 
怠
惰

い
や

し

な
い



 第１０４話 負けるなら花咲かそう

 
狗
神

ま

た
く

 
神
楽

で
き
る
限
り
気
を

け
ま
し

う

 
怠
惰

あ
い
あ
い

て
な
わ
け
で
す
ま
ん
け
ど

 
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

そ
ん
じ

あ
な

者
様

 
神
楽

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
お

が
い
し
ま
す

 
鈴

そ
ん
じ

バ
イ
バ
イ



 第十章 真実の月 

 
第
１
０
５
話
 
つ
い
に
動
く

 
こ
ん
ば
ん
わ

書
様

怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

 
で
は
本
編
へ
ど
う

 
咲
夜
は
や
ら
れ
て
魔
理
沙
も
や
ら
れ
し
ま
い
に
は
言
い
出
し

の
レ
ミ
リ
ア
も
や
ら
れ
て
つ

い
に
霊
夢
と
蓮
だ
け
に
な

て

 
依
姫

次
は
貴
方
達
で
す
が
そ
う
で
す

も
う
そ
ろ
そ
ろ

 
終
わ
り
た
い
の
で

二
人
で

ん
で
も
ら

て
も

 
良
い
で
す
よ

 
ま
さ
か
の
２

１
の
戦
い
を

し
込
ん
で
き
た

相
当

な
の
だ
ろ
う

 
霊
夢

は

あ
ん
ま
り
や
る
気
に
は
な
ら
な
い
わ

 
相
手
が
妖
怪
だ
と
か
な
ら
ま
だ
し
も

 
蓮
 

ま

ま

や
れ
る
だ
け
や

て
み
る
の
も
良
い



 第１０５話 ついに動く

 
か
も
よ

 
霊
夢

こ
れ
だ
か
ら
戦
闘
狂
は

 
蓮
 

そ
こ
ま
で
血
に
は

え
て
な
い
け
ど
な

 
実

に
そ
こ
ま
で
血
に

え
て
い
る

で
は
な
い

た
だ
体
を
動
か
せ
る
の
が

き
だ
か
ら
こ

そ
や

て
み
た
い
と
い
う

奇
心
が
強
い
だ
け
だ

 
依
姫

さ

お
相
手
し
て
あ

る
わ

 
霊
夢

あ
ん
ま
り
や
り
た
く
は
な
い
ん
だ
け
ど
な

 
そ
う
言
う
と
霊
夢
は

の
お

を
投

つ
け
る
が
依
姫
は
そ
の
お

を
真

二
つ
に

り

落
と
す
が

 
依
姫

な

 
霊
夢

い
た
で
し

お
お
ま
が
つ
ひ
さ
ま

大
禍

日
様
の
厄
災
は

 
依
姫

れ
を

う
の
を
知

て
て
使

て
い
る
と

 
し
た
ら

み

外
何
者
で
も
な
い
で
す
よ

 
霊
夢

知

て
て
使

て
る
ん
だ
け
ど

ま

い
い
わ

 
で
も
貴
女

変
に

け
れ
ば
月
に

れ
が

積



 第十章 真実の月 

 
さ
れ
て
い
く
わ
よ

 
蓮
 

霊
夢

そ
れ
は

い
よ

 
月
の
都
の
住
人
達
は

れ
を

う

に

れ
を

つ
大
禍

日
を
選
ん
だ
の
だ

依
姫
は
こ

れ
を
斬
り
続
け
な
け
れ
ば
月
に

命
と
い
う

れ
が
生
ま
れ
る

つ
ま
り

け
る
な
と
い
う
意

だ 
蓮
 

え

と

今
な
ら
ま
だ
１

１
に
出
来
ま
す
が

 
霊
夢

で
も
そ
れ
を
受

し
た
ら
貴
女
さ

き
の
言

を

 

り

す
こ
と
に
な
る
わ
よ

月
の
リ

 
と
あ
ろ
う
お
方
が

 
そ
の
言

に
依
姫
は
ジ
ロ
リ
と
見
る
と

 
依
姫

り

す
気
は
な
い
わ
来
な
さ
い

 
刀
を
構
え
て
も
う
や
る
気
満
々
の
よ
う
だ

 
蓮
 

が
前
に
出
る
よ

 
霊
夢

な
ら

は
後
ろ

だ
け
ど

に
は

ら
な
い

 
で
よ



 第１０５話 ついに動く

 
蓮
 

気
を
つ
け
る
よ

 

刀
の
構
え
を
と
り
一
気
に
依
姫
へ
と
間
合
い
を

め
る

 
依
姫

 
キ
ン

 

園
様
の

と

刀
さ
れ
た
神
楽
が
ぶ
つ
か
り
合
う

だ
が
そ
こ
に
蓮
の
後
ろ
か
ら
霊
夢
が

護
を
す
る
か
の
よ
う
に
大
禍

日
様
の

れ
の
力
を

た
弾
幕
を
放

て
る

 
依
姫

は

 
蓮
 

ぐ

 
力
づ
く
で

し
退
け
ら
れ
蓮
は
吹

飛
ば
さ
れ
る
が
す
ぐ
に
体

を
整
え
依
姫
は
霊
夢
か
ら
放

た
れ
た
弾
幕
を

り
落
と
す

 
蓮
 

妖
刀
 
神
楽
の
悪
意

 

体
の
神
楽
の
分
霊
を

す
る
と
そ
の

体
は
依
姫
へ
と

り
か
か
る

 
依
姫

そ
の
刀

分
と
面
白
い
わ

 
蓮
 

そ
れ
は
ど
う
も

 
神
楽
と
共
に
更
に
蓮
は
た
た
み
か
け
る

だ
が
そ
れ
を
た
だ

て
見
て
い
る

ど
依
姫
は
優



 第十章 真実の月 

し
く
は
な
い

 
依
姫

男
神
よ

そ
の

の
力
と
共
に

が

に

 
降
り
て

を
討
ち
滅

せ

 
そ
の
言

と
共
に
無
数
の

が
鳴
り

き
落

と
な

て
て
落
ち
て
き
た

 
蓮
 

う
わ

と

 
落

は
あ
と
も
う
一
歩
の
所
を
行
け
ば
蓮
へ
と
落

し
て
い
た

だ
が

 
悪
意

が

 
悪
意

ぎ

が

 
悪
意
達
は
無
数
に
降
り
注
ぐ

に

撃
し
す

と

の
よ
う
に

え
た

 
依
姫

ど
う
で
し

う
か

 
霊
夢

危
な
い
わ

 
蓮
 

な
ら
こ
れ
な
ら
ど
う
で
す
か
依
姫
さ
ん

 
来
た
れ
狗
神

 
狗
神
と
書
か
れ
た

を
依
姫
へ
と
投

る
と

は

を
変
え
て

大
な

も
と
い
狗
神
へ
と
変

わ
る



 第１０５話 ついに動く

 
狗
神

ま
た
小
娘
か

 
妖
力
を
纏

て
依
姫
へ
と
突
撃
を
す
る
が

 
依
姫

そ
の
程
度
だ
と

け
れ
ま
す

 
さ

と

に
ギ
リ
ギ
リ
ず
れ
て
突
進
を
回

し
た
時
だ

た

狗
神
は

か
ら
人
の

へ
と
変

わ
る
と

 
狗
神

い
つ

が
突
進
し
か
出
来
な
い
と
言

た

 
バ

ク
ス
テ

の

用
で
依
姫
に
向
か

て

い
を
仕

け
た

 
依
姫

う
わ

 
予
想
を
し
て
な
か

た
の
か
依
姫
も

り
転
ぶ
と
そ
こ
に
蓮
が
近
づ
き

色
に
光
る
刀

を

つ
神
楽
を

に
し
て

り
下
ろ
す
が

 
ザ
ン

 
依
姫

ま
だ
ま
だ
で
す

 
依
姫
は
す
ぐ
に
隣
に
転
が
り

撃
を
回

し
て
す
ぐ
に
立
ち
上
が
る

 
狗
神

お
い
小
僧
せ

か
く
の

ン
ス
を
無

に

 
す
る
な



 第十章 真実の月 

 
蓮
 

良
い
ん
だ
よ
こ
れ
で

だ

て
霊
夢
の
時
間

 

ぎ
だ
か
ら

 
霊
夢

あ
り
が
と
う
蓮

 
蓮
と
依
姫
そ
し
て
狗
神
は
上
空
を
見
上

る
と
そ
こ
に
は
真

黒
の

れ
で
出
来
た

大
な
弾

幕
を
霊
夢
が

て
い
た

し
か
も

ど
こ
ろ
で
は
な
く
無
数
に
だ

 
霊
夢

こ
れ
で
終
わ
ら
せ
て
あ

る
わ

 
お

い
棒
を

り
下
ろ
す
と

つ
も
の
真

黒
い
弾
幕
が
依
姫
へ
と
襲
い
か
か
る
が

 
依
姫

伊

能
売
よ

に
変
わ

て

れ
を

え

 
す
る
と
依
姫
の

後
に
ま
さ
か
の
巫
女

の
神
が
舞
い
降
り
る

す
る
と
そ
の
神
の
力
な
の
か

次
々
と
霊
夢
が
放

た
真

黒
の
弾
幕
は
何
時
も
の
白
い
弾
幕
に
な

て
い

き
や
が
て
全
て

真

白
に
な

た

 
霊
夢

こ
れ
に
は
大
禍

日
様
も
逃

た
か

 

一
今
回
の
戦
い
の

で
あ
る
大
禍

日
が
霊
夢
の
体
か
ら

え
た
よ
う
だ

す
る
と
霊
夢
は

地
上
に
降
り
て

 
霊
夢

は

敗
け
を
認
め
る
わ



 第１０５話 ついに動く

 
と

霊
夢
は
投
降
し
た

 
依
姫

そ
う

貴
方
は
投
降
す
る
か
し
ら

 
元
々
は
霊
夢
が

て
き
た

の
た
め
と
い
う
の
も
あ
る
が
久
々
に
楽
し
み
た
か

た
と
い
う

の
も
あ

た
た
め
霊
夢
が
負
け
を
認
め
る
な
ら
蓮
も
負
け
を
認
め
る
だ
け
だ

 
蓮
 

も
負
け
で
良
い
よ

 
依
姫

そ
う

な
ら
全
員
確

 
蓮
達
全
員
は
依
姫
に
負
け
た
と
い
う
結

に
な

た

と
り
あ
え
ず
仕
事
も
終
わ

た
の
で
狗

神
を
式
神

に
戻
す
と
突
然
目
の
前
に
裂
け
目
が

れ
て
出
し
て
そ
こ
か
ら

子
を

た
物

の

ら
か
そ
う
な
女
性
が
出
て
き
た

 
霧
雨

な

な
ん
だ

 
咲
夜

新
手

 
と

魔
理
沙
と
咲
夜
は

構
え
る
が
そ
の
女
性
は

人
を
無

し
て
依
姫
へ
と
近
づ
く

 

 

依
姫
そ

ち
は
終
わ

た

 
依
姫

え

終
わ
り
ま
し
た
よ
お
姉
様
ど
う
や
ら
そ
ち
ら

 
も
終
わ

た
よ
う
で
す



 第十章 真実の月 

 

姉
様
と
い
う

語
か
ら
依
姫
の
姉
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か

た

 

 

そ
の
子
が

の
神
降
ろ
し
の

 
依
姫

え

と
り
あ
え
ず
は
そ
の
巫
女
は

し
て
そ
の

 

は
帰
そ
う
か
と
思

て
ま
す

 

 

そ
う

 
霊
夢

あ
ん
た
名
前
は

 
霊
夢
に
名
前
は
と
聞
か
れ
た
依
姫
の
姉
は

と
し
な
が
ら

 

 

は

月

姫

正
真
正

の
依
姫
の
姉
よ

 
ど
う
や
ら

姫
と
い
う
ら
し
い

す
る
と

姫
は
扇
子
で
空
を

に

る
と
そ
こ
に
月
の
光
景

と
は

う
光
景
が
現
れ
る

 

姫

巫
女

外
は
帰
り
な
さ
い

達
は
そ
こ
の
巫
女

 
に
用
が
あ
る
か
ら

 
そ
う
言
う
と
蓮
は

め
た
刀
を
引
き

こ
う
と
し
た
が
霊
夢

 
霊
夢

め
て
お
き
な
さ
い

 
と

霊
夢
に

め
ら
れ
る

そ
し
て
霊
夢
は
仕
方
な
い
と
思

た
の
か



 第１０５話 ついに動く

 
霊
夢

あ
ん
た
達
は
先
に
帰

て
て

 
蓮
 

霊
夢

 
霧
雨

お

お
い

だ
ろ

 
霊
夢

じ

な
い
わ
よ

じ

な
い
と
帰
し
て
は

 
く
れ
な
い
の
よ

 
霊
夢
が
そ
う
言
う
と

姫
は

と

ク
り
と

く

 
蓮
 

も

る
よ

 
霊
夢

い
い
え
あ
ん
た
は
帰

て
神
社
の
事
を
し
て
い
て

 
く
れ
な
い

が
い
な
い
間
掃
除
と
か
し
て
て
欲

 
し
い
の
よ

 
霊
夢
に
そ
う
し
て
く
れ
と
頼
ま
れ
た

そ
の
言

を
受
け

り
決
心
し
た
か
の
よ
う
に
蓮
は

姫
と
依
姫
の
も
と
ま
で
向
か
う
と

 
蓮
 

姫
さ
ん
依
姫
さ
ん
霊
夢
は
し

か
り
帰
し
て

 
く
れ
る
ん
で
す
よ

 
依
姫

え

や
る
べ
き
事
を
し
て
く
れ
た
ら

り

け



 第十章 真実の月 

 
る
わ

 

姫

安
心
し
て
い
い
わ
よ

 
そ
の
言

を
聞
く
と
蓮
は

姫
の

た
裂
け
目
へ
と
向
か
い
ギ
リ
ギ
リ

界

で

ま
り

 
蓮
 

も
し
霊
夢
が
帰

て
こ
な
か

た
ら

も
し
霊
夢
に

 
何
が
あ

た
の
な
ら

そ
の
時
は

は
死
ぬ
覚

で

 
殺

を
し
ま
す
の
で

 
そ
の
言

に

り
に
い
た
魔
理
沙
や
咲
夜
は

中
に

や

を
流
し
た

こ
こ
ま
で

い
蓮
を

見
た
の
は
鷺
麿
と
戦

た
時

来
か
も
し
れ
な
い
か
ら
だ

 
依
姫

そ
ん
な
危
な
い
こ
と
は
さ
せ
な
い
わ
よ

 

姫

え

大

よ

 
そ
う

人
に
言
わ
れ
た

だ
が
や
は
り
心

と
い
う
の
も
あ
り
せ
め
て
も
と
思

て
霊
夢
に

近
づ
き

 
蓮
 

霊
夢

ち

ん
と
帰

て
き
て
よ

約
束

 
だ
よ

 
霊
夢

え

よ



 第１０５話 ついに動く

 
笑

で
返
し
て
く
れ
た

霊
夢
が
そ
う
言
う
な
ら
大

だ
ろ
う
と
思

た

そ
し
て
蓮
に
続

き 
霧
雨

帰

て
き
た
ら
宴
会
ぐ
ら
い
開
け
よ
な

 
と

魔
理
沙
も
言

て
く
る

魔
理
沙
も

少
は
心

に
思

て
い
る
の
だ
ろ
う

 
霊
夢

安
心
な
さ
い
帰

た
ら
開
く
か
ら

 
霊
夢
は
そ
う
言
う
と
今
度
は
レ
ミ
リ
ア
と
咲
夜
に

を
か
け
ら
れ
る

 
レ
ミ

ま

張
ん
な
さ
い
な

 
咲
夜

霊
夢
し

か
り
帰

て
き
て
く
だ
さ
い

 
霊
夢

さ

き
か
ら
フ
ラ
グ

て
る
の

め
て

 
く
ん
な
い

 
言

て
る
こ
と
が
フ
ラ
グ
に
聞
こ
え
な
い
の
だ

 
蓮
 

ま

心

し
て
る

て
こ
と
だ
よ

 
霊
夢

ま

そ
う
受
け

と
く
わ
さ
て
と
蓮
し
ば
ら
く

 

せ
た
わ
よ

 
蓮
 

分
か

た



 第十章 真実の月 

 
そ
う
言
う
と

人
と
妖
精
メ
イ
ド
の

人
は
裂
け
目
の

界
を
越
え
る
と
地
上
へ
と
帰
り
蓮

は
後
ろ
を

り
向
く
が
も
う
月
の
景
色
や
霊
夢
の

は
な
か

た
の
だ

た

 
蓮
 

霊
夢

は
待

て
る
よ

 
そ
う
し
て
霊
夢
が
い
な
い
間
は
蓮
が
博
麗
神
社
の
守
り
を
す
る
事
と
な

た
の
だ

た

 
怠
惰

は
い
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
鈴

い
い
な

狗
神
の
姉

達
は
出
れ
て

 
怠
惰

ま

だ
か
ら
今
回
の
後
書
き
は
鈴

と

だ
け

 
じ

な
い
か

 
鈴

ま

そ
う
だ
け
ど
話
す
こ
と
が

怠
惰

 
貴
方
の
友
人

て
ど
ん
な
人
が
い
る
の

 
怠
惰

う

ん

性

か
な
人
達
は

数

て
感
じ

 
か
な

因
み
に

品
で
出
て
く
る
悪
魔
達
は

 

怠
惰
さ
ん
の
友
人
や
ら
の
性
格
を
そ
の



 第１０５話 ついに動く

 
ま
ま
写
し
出
し
て
る

て
感
じ
か
な

 
鈴

ん
そ
れ
だ
と

食

て
人
も

 
怠
惰

う
ん

奴
は
ロ
リ
を
愛
す
男
だ

 
鈴

う
わ

で
も
怠
惰

貴
方
も
だ
い
ぶ
性
格

 
が
お
か
し
い
よ

サ
イ

パ
ス
な
時
も
あ
る
し

 
昔

何
か
や

て
た
の

 
怠
惰

い
い
や
何
に
も
や

て
な
い
よ

お

と
時
間

 
が
お
し
て
る
か
ら
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
鈴

あ

ま
だ
話
は

 
怠
惰

そ
れ
で
は

者
様
の
ま
た
次
回
ば
い
ば
い

 
鈴

て
終
わ
ら
せ
ら
れ
た



 第十章 真実の月 

 
第
１
０
６
話
 
帰

て
き
ま
し
た

 
こ
ん
ば
ん
わ

者
様

現

ヒ

ド

ン
グ
を

 
し
て

な
い
よ
う
に
努
力
し
て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ

 
悪
魔
で
す

ン
ス
タ

ん
だ
方
が
い
い
か
な

 
お

と
そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
霊
夢
と
月
で

れ
て
約

間
が
経
過
し
た

も
う
季

も
冬
と
な
り
雪
が
降

て
い
た

そ

の
冬
の

い
中

蓮
は
博
麗
神
社
に
あ
る

屋
の

関
の
門
を
開
け
る

 
蓮
 

た
だ
い
ま
霊

そ
う
だ

い
な
ん
だ

た

 
仕
事
か
ら
帰

て
き
て
も
霊
夢
の

お
か
え
り

と
い
う
言

が
な
く

し
く
な

て
い
た

 
蓮
 

た
ま
に
は

を
呼

う
か
な

 
そ
う
言
う
と
式
神

と

の
刀
神
楽
を
構
え
る
と
心
の
中
で
呼
び

け
る

す
る
と
狗
神

と
神
楽
そ
し
て
鈴

が
出
て
く
る



 第１０６話 帰ってきました

 
狗
神

ど
う
し
た
小
僧

 
神
楽

ど
う
か
な
さ
い
ま
し
た
か
蓮
さ
ま

 
鈴

蓮
く
ん
ど
う
し
た
の

 
と

人
が
聞
い
て
く
る
と
蓮
は

て
焼

の
⻤
こ
ろ
し
と

子

を

り
出
し
て

 
蓮
 

ま
な
い

 
狗
神

し
い
な
小
僧

 

 
鈴

ま
だ
帰

て
な
い
ん
だ

 
神
楽

あ

 
蓮
 

う
ん

 

々
と
蓮
も
心

に
な

て
い
る
の
か

か
な
い

と
な

て
い
た

こ
れ
に
は
式
神
達

人
も
少
し
暗
く
な

て
し
ま

た

 
狗
神

ま

ま

あ
れ
だ
お
前
は

ま
な
く
て
も

で

 
少
し

め
ば
気
分
も
変
わ
る
だ
ろ

な

 
神
楽

そ

そ
う
で
す
よ

 
鈴

気
に
し
な
い
で

も
う

も
う



 第十章 真実の月 

 

人
神
楽
は

子

は
そ
れ

れ
酒
を
盃
に
注
ぎ

む

蓮
も
酒
を

も
う
と
し
た
が

 
狗
神

お
う
待
て
待
て

お
前
は
普
通
に
お

に
し
と
け

 
蓮
 

え

何
で

 
神
楽

蓮
さ
ま
は
少
々
酒

が
悪
い
の
で

 
鈴

し
か
も
蓮
く
ん
記
憶
が
な
い
か
ら

に
タ

が

 
悪
い
ん
だ
よ

 
ど
う
や
ら

分
は
相
当
酒

が
悪
い
ら
し
い

そ
う
言
わ
れ
し

う
が
な
く
蓮
は
熱
々
の
お

を

み
に
注
ぎ
銀
世
界
を

め
な
が
ら
お

を

む

 
鈴

そ
う
い
え
ば
さ
狗
神

さ
ん
こ
こ
最
近
そ
わ
そ
わ

 
し
て
る
け
ど
何
か
あ

た

 
狗
神

 
神
楽

い

狗
神
さ
ま

 
蓮
 

ど
う
し
た
の
狗
神

 
鈴

の
と
ん
で
も
発
言
に
狗
神
が

大
に
吹
き
出
し
た

す
ぐ
に
タ
オ
ル
を

す

 
狗
神

け

け

な

何
だ
よ
い
き
な
り



 第１０６話 帰ってきました

 
鈴

何
か
さ

者
と
出
会

て
か
ら
妙
に
そ
わ
そ
わ

 
と
し
て
る
な

て

 
狗
神

な
な
な
ん
な
わ
け
な
い
だ
ろ

 
何
と
も
分
か
り
や
す
い

情
だ
ろ
う

嘘
が
下
手
く
そ
過
ぎ
て

す
ぎ
る

 
神
楽

く
分
か
り
や
す
い
で
す
よ
狗
神
様

 
狗
神

ぐ

 
鈴

い
図

だ

 
狗
神

が
は

 
蓮
 

も
う

め
な

て
狗
神
の
ラ
イ
フ
は
も
う

 
だ
よ

 
狗
神

ぶ
は

 
散
々
と
言
わ
れ
ま
く

た
狗
神
の
体
に
は
何
か
矢
印
の
よ
う
な
物
が
深
々
と
刺
さ

て
い
た

 
鈴

狗
神

さ
ん
も

情
な

女
だ

 
狗
神

う
る
せ

そ
う
い
う
お
前
は
ど
う
な
ん
だ
よ

 
神
楽

言
わ
れ
て
み
る
と
少
し
で
す
が
気
に
な
り
ま
す



 第十章 真実の月 

  
言
わ
れ
て
み
る
と
鈴

の
事
に
つ
い
て
あ
ま
り
知
ら
な
い
な
と
思
い
少
し
気
に
な

た

 
鈴

う

ん

も

は
し
た
事
も
あ
る
し
告
白
し
た

 
事
も
あ
る
よ

 
蓮
 

え

 
神
楽

す

鈴

さ
ん

い
で
す

 
狗
神

ま

ま
じ
か
よ

 
と
ん
で
も
な
い
発
言
に
蓮
た
ち
は

い
て
し
ま
う

ま
さ
か
鈴

が

か
に
告
白
し
た
と
は

思

て
も
み
な
く

も
出
し
て
し
ま

た

 
鈴

ま

そ
の
あ
れ
だ
よ
結

も
し
て
子

も
出
来
た

 
け
ど

 
狗
神

 
神
楽

こ
こ
こ
子

 
蓮
 

じ

人
生
の
大
先

だ

た
よ

 
と

人
生
の
大
先

で

す
る
が
何

か
鈴

の

が

か
な
い



 第１０６話 帰ってきました

 
鈴

怒
る
と
滅

か

た

 
蓮
 

そ

そ
う
な
ん
だ

 
狗
神

お
前
を
今
回

め
て

し
た
か
も
し
れ
ん

 
な

 
神
楽

経

で
す

 
だ
が

時
に
ど
ん
な
ロ
リ

ン
だ
と
思

て
し
ま
う
が
当
時
の
平
安
時
代
は
結

年

は

ぐ
ら
い
の
た
め
気
に
し
な
い
よ
う
に
し
た

 
鈴

ま

分
の
気

ち
に
は

に
な

た
方
が

 
い
い
よ
う
ん

 
狗
神

ま
ん
ま
小
僧
に
言

た
事
が
帰

て
き
た
な

 
か
つ
て

分
を

ま
し
て
く
れ
た
狗
神
が
そ
う
な

た
の
な
ら
蓮
も
お

に
と
思
い
一

を
か

け
る

 
蓮
 

鈴

の
言
う
通
り
だ
し
前
に
狗
神
が

を

ま

 
し
て
く
れ
た
か
ら

く
も
言
う
け
ど

き
な
ら

 

き

て
伝
え
た
方
が
い
い
よ

士
だ
け



 第十章 真実の月 

 
ど
さ

 
狗
神

小
僧

あ

も
う
今
は
そ
れ
は
無
し
に
し
て

 
く
れ
や

少
し
気

ち
に
整
理
を
つ
け
た
い
か
ら

 
よ

 
神
楽

狗
神
様

 
狗
神

だ
が

あ
り
が
と
う
な

 
狗
神
の
笑

を
見
た

悪
も

し
み
も
な
い
た
だ
の
笑

を
そ
の
笑

を
見
れ
た
だ
け
で
も

蓮
や
神
楽
そ
し
て
鈴

も

ん
だ

 
蓮
 

ま

張

て

は
す
る
よ

 
鈴

う
ん

も
す
る
よ

 
神
楽

力
な
が
ら
わ
た
し
も
し
ま
す
よ

 
そ
う
し
て
雪
の
降
る
空
を

め
な
が
ら
各
々
話
を
し
て
い
る
と

 

 

こ
ん
に
ち
は

清
く
正
し
い
射
命
丸
で

す

 

が
飛
来
し
て
き
て
縁

に
上
が

て
き
た

 
蓮
 

あ

さ
ん
こ
ん
に
ち
は



 第１０６話 帰ってきました

 

 

え

こ
ん
に
ち
は

そ
れ
と
蓮
さ
ん

つ
お
聞
き

 
し
た
い
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
が

 
蓮
 

何
で
す
か

 
お

を

み
な
が
ら
そ
う
言
う
と

は
真

な
目
で

 

 

博
麗
の
巫
女

外
の
メ
ン
バ

は
帰

て
来
た

 
の
に
何

か
霊
夢
さ
ん
は
帰

て
来
て
も
い
な

 
い
の
で
関
係
者
全
員
に

を
し
て
い
る
ん
で

 
す
よ

 
そ
の
言

か
ら
紅
魔
館
に
も
行

て
き
た
よ
う
だ

 
蓮
 

そ
う
で
す

分
そ
ろ
そ
ろ
帰

て
 

 
来
る
と
は
思

て
ま
す
よ

 

 

あ
や
や

何
で
そ
ん
な

も
な
い
事
を
言
え

 
る
ん
で
す
か

 
蓮
 

だ

て
霊
夢
は
不
死

の
よ
う
な
子
だ
か
ら

 
だ
よ



 第十章 真実の月 

 
そ
れ
を
聞
く
や

や
居
間
で
酒
や
ら

子

を

ん
で
い
る

人
は

 
狗
神

よ
く
言
う
な

 
鈴

一
番
心

し
て
る
の
に

 
神
楽

お
二
人
方

 
真
実
を
言
わ
れ
て
少
し

ず
か
し
く
な

て
し
ま
う

 
蓮
 

ま

心

し
て
る
の
は
確
か
で
す
よ

も
し

 
月
で
何
か
あ

た
な
ら
そ
の
時
は
命
を
か
け
て

 
で
も

け
に
行
き
ま
す
よ

 

 

お
や
お
や
お
熱
い
事
で

 
と
言

て
い
る
と
ま
た
空
か
ら

か
が
飛
来
し
て
く
る

そ
れ
は

を
手
に

た
魔
理
沙

だ

た

 
霧
雨

よ

蓮

そ
れ
に

屋
も
い
た
の
か

 
蓮
 

こ
ん
に
ち
は
魔
理
沙

 

 

魔
理
沙
さ
ん
こ
ん
に
ち
は

 
蓮
 

魔
理
沙
ま
だ
霊
夢
は
帰

て
き
て
な
い
よ



 第１０６話 帰ってきました

 
念
の
た
め
に
そ
う
言
う
と
魔
理
沙
は
笑
い
な
が
ら

 
霧
雨

あ

そ
ろ
そ
ろ
帰

て
き
そ
う
だ
と
思

て

 
な

 
魔
理
沙
が
そ
う
言

た
時
だ

た

神
社
の

り

の
前
の
鳥
居
に
人

が
映
る

そ
し
て
そ

の

の
正
体
が
現
れ
る

そ
れ
は
こ
の

月

分
が
待
ち
続
け
た

 
霊
夢

あ
ら
結
構

麗
に
整
備
さ
れ
る
て
る
わ

 
蓮
 

霊
夢

 
す
ぐ
に
霊
夢
が
本
物
か
と
確
か
め
る
た
め
に
す
ぐ
に
近
づ
き
じ

と
霊
夢
を
見
る

 
霊
夢

ち

と
何
よ

 
蓮
 

や

と
帰

て
き
た

お
か
え
り
霊
夢

 
霊
夢

え

た
だ
い
ま
そ
れ
と
会
い
た

 
か

た
わ

 
そ
う
し
て
よ
う
や
く
の

月
の
月
日
で
霊
夢
は
博
麗
神
社
に
帰

て
き
た
の
だ

た



 第十章 真実の月 

 
怠
惰

そ
ん
じ

ま

や

て
き
ま
す
か

 
晴
明

え

そ
う
い
え
ば
後

数
話
程
投
稿
し
た
ら

 
ま
た
あ

ち
を
投
稿
す
る
ん
で
す
よ

 
怠
惰

う
ん
そ
う
だ

分
月

日
ぐ
ら
い
か
ら
い
け
る

 
か
な

て
感
じ
か
な

 
晴
明

マ
ル

は
大
変
そ
う
で
す

 
怠
惰

も
う
大
変
だ
よ
話
の
流
れ
的
に
こ

ち
を
投
稿

 
し
な
い
と
裏
話
が
上
手
く

立
し
な
い
し
さ

 
晴
明

あ
の
人
や
蓮
に
は
散
々
と

り
回
さ
れ
て
ま
す

 
怠
惰

そ
う
な
ん
だ
よ

ぶ

ち

け
何
で
中
の
人
は

 
高

年
か
ら
始
め
な
か

た
の
か

て
後

を

 
し
て
る
か
ら

 
晴
明

そ
う
な
ん
で
す
か

 
怠
惰

う
ん
実

こ
こ
ま
で
続
く
と
は
予
想
値
に
し
て

 
い
な
か

た
み
た
い
だ
か
ら
さ



 第１０６話 帰ってきました

 
晴
明

性
が
な
い
で
す

 
怠
惰

そ
う
な
ん
だ
よ

お

と
も
う
時
間
か
な

 
そ
れ
で
は

書
様
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

 
ま
し
た

 
晴
明

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
怠
惰

で
は

者
様

 
晴
明

ま
た
次
回



 第十章 真実の月 

 
第
１
０
７
話
 
ま
た
ま
た
紅
魔
館
で
の
パ

テ

 
す
み
ま
せ
ん

者
様

投
稿
日
時
を
２
０
１
７
の

 

が
２
０
１
８
に
な
る
と
い
う
ミ
ス
を
行

た

 
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

 
昨
日
の
分
と
今
日
の
分

方
を

め
て
投
稿
を

 
し
ま
す

で
は
本
編
へ
ど
う

 
よ
う
や
く
霊
夢
が
帰

て
き
た

月
ぶ
り
に
見
る
霊
夢
の

が

く
新

に
見
え
て
し

ま

た

 
霊
夢

あ
ん
た
は

月
経

て
も
対
し
て
は
変
わ

て

 
な
い
わ

 
蓮
 

そ
う
か
な

い
や
そ
う
だ
ろ
う

 
霧
雨

お
か
え
り
霊
夢

そ
ろ
そ
ろ
来
る
と
思

て



 第１０７話 またまた紅魔館でのパーティー

 
数
分
前
に
来
て
や

た

 

 

ま
さ
か
帰

て
く
る
と
は
良
い

タ
が
書
け
そ
う

 
で
す

 

と
魔
理
沙
と

も
笑

て
そ
う
い
う

は
分
か
ら
な
い
が
魔
理
沙
に
限

て
は
何

や
か
ん
や
で

間
に

回
ぐ
ら
い
神
社
に
き
て
は
霊
夢
は
ま
だ
か
と
言

て
い
た
た
め

し

い
の
だ
ろ
う

す
る
と
居
間
か
ら

方
を

く

人
が
見
え
る
と

人
は
こ

ち
に
近
づ
い
て

く
る

 
狗
神

帰

た
の
か
小
娘

 
神
楽

お
帰
り
な
さ
い
霊
夢
さ
ん

 
鈴

霊
夢
ち

ん
お
帰
り

 
霊
夢

え

た
だ
い
ま

 

人
に
も

を
す
る
と

が
手

を
開
き

ン
を

て

 

 

さ

に
月
で
の
お
話
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

 
霊
夢

は

そ
う

見
た
感
じ
は
こ
こ
よ
り

か
に

 
技
術
も
進
化
し
て
い
て
見
た
目
は
古
い

も

れ



 第十章 真実の月 

 
ず
に
開
く
し

 
蓮
 

動
ド
ア
だ

 
霊
夢

そ
れ
か
ら
本
に
書
か
れ
た

は

大

小
が

 

だ

た
わ

 
蓮
 

タ

レ

ト
か
な

 
霊
夢
の
話
を
聞
い
て
い
る
と

ど
の
物
が
外
の
世
界
に
あ
る
も
の
ば
か
り
だ

動
で
開
く

動
ド
ア

の
大
小
が
出
来
る

タ
レ
ト
と

そ
れ
か
対
し
て
し
く
て
お

と
は
思
え
な
か

た

 
霊
夢

た
だ

処
に
住
ん
で
い
た
人
達
は

明
る
か

 

た
わ

 
霧
雨

な

よ
霊
夢

そ
ん
な
事
よ
り
大

だ

た

 
の
か

車

の
よ
う
の

い
た
り
と
か
そ
う

 
い
う
の
は
無
か

た
の
か

 
こ
れ
に
は

ク
リ
と

が
動
い
た

も
し
そ
ん
な
事
が
あ
れ
ば
次
月
へ
行

た
と
き
は
神

楽
で

敗
し
て
や
ろ
う
か
と
考
え
た
が



 第１０７話 またまた紅魔館でのパーティー

 
霊
夢

い
い
え

そ
ん
な

は
し
て
な
い
わ
よ

 
や

た
事
な
ん
て
神
降
ろ
し
す
る
所
を
見
せ

 
て

る
ぐ
ら
い
だ

た
し

 
蓮
 

そ
う
い
う
こ
と
か

 
そ
の
言

を
聞
い
て
蓮
は
思
い
出
し
た

依
姫
が
神
降
ろ
し
を
何
度
も
し
て
謀
反
を

ん
で
い

る
と

わ
れ
て
い
る
こ
と
に

つ
ま
り

分
の

の

白
を

明
す
る
た
め
に
霊
夢
を

し
た
の

だ
と

 

 

何
か
面
白

に
欠
け
ま
す

も

と
こ
う

心

 
を
く
す
ぐ
る
よ
う
な
事
を
し
て
欲
し
か

た
で
す

 
け
ど

 
霊
夢

が
や
ら
れ
る
も
ん
で
す
か

 
霧
雨

な

蓮
は
そ
れ
に
つ
い
て
ど
う
思
う
よ

 
と
そ
ん
な
事
を
聞
か
れ
て
も
何
て

え
る
か
何
て
分
か
ら
な
い

だ
が
少
し
想

を
し
て
み

る
と

 
蓮
 

そ
ん
な
ん
に

は
な
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霊
夢

蓮

 
蓮
 

け
ど
少
し
は
あ

て
も

 
霊
夢

ち

と
あ

ち
で
お
話
し
ま
し

う
か

 
霧
雨

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
少
々
い
ま
の
霊
夢
の

は

い
が
こ
ん
な
会
話
が

月
ぶ
り
で

さ
よ
り
も

し
さ
が

て
い
る
た
め
全
然

い
と
感
じ
な
い

 
霊
夢

ま

た
く

そ
う
い
え
ば
何
か
さ
何
処
か
で
見
た

 
こ
と
の
あ
る
奴
が
い
た
気
が
す
る
の
よ

 
霧
雨

な
ん
だ
そ
れ

月
の
都
に
知
り
合
い
で
も
い
た
か

 

え
ば
竹
林
の
兎
と
か

 
霊
夢

い
や
そ
ん
な
兎
と
か
じ

な
い

て
そ
れ
に

 

い
な
ん
て
分
か
ん
な
い
し

も

と
こ
う

 

の
下
に
立

て
い
そ
う
な
あ
れ

 
幽
霊
の

を
す
る
と
そ
の
場
の
全
員
は
そ
れ
か
と
分
か
る

 
霧
雨

そ
れ

て
幽
霊
か
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蓮
 

あ
れ
で
も
確
か
月
の
都
の
人
達

て

 
霧
雨

死
な
な
い
は
ず
何
だ
け
ど
な

 
霊
夢

う
ん
ま

そ
う
な
ん
だ
け
ど
さ

 
霊
夢
は

本
こ
ん
な
事
で
は
嘘
は
つ
か
な
い
た
め
見
た
の
は
確
か
な
の
だ
ろ
う

だ
が
何

月
で
幽
霊
な
の
か
は
分
か
ら
な
い
が

 
鈴

死
が
な
い
場
所
で
幽
霊

て
面
白
い

 
神
楽

幽
霊
で
す
か

 
狗
神

幽
霊
は
よ
く
分
か
ら
ん
が
悪
霊
は
食
い
も
ん
だ

 

 

え

 
流
石
は
動
物
妖
怪

人
間
や
妖
怪
が
意

う
悪
霊
を
食
い
も
ん
呼
ば
わ
り
だ

 
霊
夢

そ
れ
は
そ
れ
で
あ
る
意

い
わ

 

 

本
当
に
あ
る
意

い
で
す
よ

 
と

そ
ん
な
事
を
言

て
い
る
と

 

 

そ
ろ
そ
ろ
帰

て
き
て
い
る

で
す
よ

 

 

遅
か

た
わ



 第十章 真実の月 

 

が
す
る
こ
と
か
ら
ま
た

か
が

方
に
向
か

て
き
て
い
た

そ
し
て
鳥
居
を
通

て

人

の
人
物
が
歩
い
て
く
る

そ
の
人
物
達
は
紅
魔
館
の
レ
ミ
リ
ア
に
咲
夜
そ
し
て
パ

リ

だ

た

し
か
も
こ
ん
な

い
の
に
レ
ミ
リ
ア
は

だ

 
霊
夢

は

ま

た
く
あ
ん
た
ら
に

き
合

た

 
せ
い
で
大
変
な
目
に
会
わ
さ
れ
た
わ

 
レ
ミ

ん

れ
い

た
の
は
ミ
ス
だ

た
わ

 
霊
夢

よ
く
言
う
わ

が
い
な
い
と
月
に
す
ら
行
け
な
か

 

た
く
せ
に

 
霊
夢
と
レ
ミ
リ
ア
は
お

い
に

み
合
う

 
狗
神

喧
嘩
か
も

と
や
れ

 
蓮
 

メ
だ
よ
そ
ん
な
事
を
言

ち

人
共

 
喧
嘩
は
し
な
い
よ
う
に

 

人
の
間
に

り
喧
嘩
を
仲
裁
さ
せ
る
と

 
蓮
 

所
で
レ
ミ
リ
ア
さ
ん
達
は
何
し
に

 
咲
夜

こ
こ
に
来
た
の
は
月
で
の
お

び
と
お

を
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て
貴
方
達
を

に
ご
招
待
し
よ
う
と

 
全
員

え

 
紅
魔
館
の
住
人

外
全
員
が

い
た

 
霧
雨

ど
う
り
で
そ
ん
な

そ
う
な
格

し
て
る
の
か
よ

 
レ
ミ

え

ど
こ
が
よ

 
な
お
レ
ミ
リ
ア
は
痛
覚
や
ら
が
死
ん
で
い
る
の
か

さ
は

な
い
よ
う
だ

だ
が
あ
え
て
言
お

う

幻
想
郷
に
は

 
霊
夢

で
も
こ
こ
だ
と

な
ん
て
な
い
わ
よ

 

が
な
い
と
言
う
事
を
だ
が

 
レ
ミ

大

よ
そ
こ
は
パ

が
何
と
か
し
て
く
れ

 
る
わ

 
パ

 

 
後
ろ
で
パ

リ

が
少
し
ド

て
る

だ
が
こ
の
時
ス

ラ

タ
映

を
数
回

ど
し

か
見
て
い
な
い
が
あ
る
こ
と
を
思
い
出
す

 
蓮
 

で
も
確
か
吸
血
⻤

て

は

メ
で
す
よ



 第十章 真実の月 

 
咲
夜

そ
の

は
ご
心

あ
り
ま
せ
ん
よ

や
雨
の
よ
う

 
な
流

が

手
な
だ
け
で
す
か
ら

 
蓮
 

そ

そ
う
な
ん
だ

 
吸
血
⻤
の
意
外
な

に

い
た
が

と

を
見
る
と

 
鈴

か
行

た
こ
と
な
い
ん
だ
よ

 
神
楽

じ

実
は

も

 
狗
神

少
し
興

は
あ
る
な

 

人
は
興

深
々
だ

霊
夢
と
魔
理
沙
は

 
霧
雨

た
だ
で
ご

内
な
ら
い
い
ん
じ

な
い
か

 
霊
夢

ま

そ
う

 
ど
う
や
ら
行
く
気
は
あ
る
よ
う
だ

 
霊
夢

蓮
も
来
る
で
し

 
蓮
 

ま

人
が
行
き
た
そ
う
だ
し

 
レ
ミ

な
ら
話
は
決
ま
り

 
と

言
う
と
ず

と

き
去
り
に
な

て
い
る

が
ら
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ち

と

け
も
の
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
よ

 
咲
夜

貴
方
は
誘

て
な
い
け
ど

 

 

れ
な
い
な

記
事
に
た
め
に
行
き
ま
す
よ

 
咲
夜

ま

断

て
も
着
い
て
き
そ
う
だ
し

め
る
わ

 
そ
う
し
て
蓮
達
は
レ
ミ
リ
ア
達
に
着
い
て
い
き
紅
魔
館
へ
と
向
か

た
が

 
蓮
 

ま

の
定
だ
よ

 
や
は
り
予
想
し
た
通
り

ル
に

を

れ
て
る
だ
け
だ

し
か
も

ル
の

は
優
し
さ

も
あ
る
の
か
温

だ

 

 

お

良
い
で
す

 
霊
夢

ま

た
く

 
霧
雨

こ
ん
な

い
中
だ
と
温

が

か
い

 
鈴

ひ

 
神
楽

い

狗
神
様

へ

ル

 
狗
神

ま

待

て
ろ

 
狗
神
達
も
楽
し
そ
う
だ

人

れ
そ
う
に
は
な

て
い
る
が

そ
し
て
レ
ミ
リ
ア
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達
は
パ
ラ
ソ
ル
を
立
て
て
日
陰
で
の
ん
び
り
と

方
を

め
て
い
た

 
蓮
 

楽
し
そ
う
だ

 
霊
夢

そ
う

 
と
話
し
て
い
る
と
突
然

屋
の

で
ス
キ
マ
が
開
き
そ
こ
か
ら
紫
と
幽
々
子
に

と
妖
夢
が

出
て
く
る

 
霊
夢

何
し
に
来
た
の
よ
あ
ん
た
ら
は

 
紫
 

面
白
そ
う
な
事
を
し
て
る

て
言
う
か
ら
来
ち

 

た
わ

 

 
霊
夢
と
魔
理
沙
は
ジ

と
紫
を
見
る
が

 
紫
 

そ
れ
と
手
ぶ
ら
じ

な
い
わ

お
酒
が
手
に

 

た
か
ら

で

も
う
と

 
幽
々

 
古
め
か
し
い

の
よ
う
な

を

り
出
す
と

 
レ
ミ

面
白
そ
う

で

み
ま
し

う
か
咲
夜

 

を
お
願
い
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咲
夜

分
か
り
ま
し
た

 
そ
う
言
う
と
一

で
咲
夜
が

え
た

 
蓮
 

し
か
し
そ
の
お
酒
は
何
処
で
手
に

れ
た
ん

 
で
す
か

 
気
に
な

た
た
め
聞
く
と
幽
々
子
は

笑
み
な
が
ら

 
幽
々

秘

よ

 
と

言

て
い
る
と

え
た
は
ず
の
咲
夜
が
突

と
し
て
現
れ
た

 
咲
夜

そ
れ
で
は

み
ま
し

う
か

 
紫
 

そ
う

 
紫
が
次
々
に
お
酒
を
注
ぐ
と

の
元
に
行
き

る

だ
が
蓮
は
ま
た
何
か
や
ら
か
す
と

る
た

め

慢
し
神
楽
は

子

外
は

ま
な
い
た
め
蓮
と
共
に

慢
だ

 
霊
夢

そ
れ
じ

い
た
だ
く
わ

 
霧
雨

し
か
し

特
な
匂
い
だ
な

 
そ
う
言
う
と

は
一

に
酒
を

ん
だ

 
蓮
 

ど
う
お

は
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を

み
な
が
ら
聞
い
た
そ
の
時
だ

た

 
全
員

ぶ

 
全
員
が

ん
だ
酒
を
勢
い
よ
く

き
出
し
た
の
だ

そ
し
て

は

し
み
は
じ
め
た

 
霊
夢

な

何
よ
こ
の
あ

は

 
霧
雨

ま

ま
ず

う

 
咲
夜

こ
ん
な
不

い
物
が
こ
の
世
に

 
紫
 

何
こ
れ

う

 

 

ゆ

紫
さ

ま

 
妖
夢

気

ち
悪

 

 

う

ぶ

 
狗
神

が
は

 
鈴

不

い

 
と

し
ん
で
い
る
が
幽
々
子
だ
け
は

 
幽
々

不

い
わ

こ
れ
は

 
幽
霊
だ
け
あ

て
か

か
な
い
よ
う
だ
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蓮
 

ど
う
な

て

 
す
る
と
酒
が

て
い
た

が
転
が

て
く
る

そ
の
時
に

の
底
に
何
か

が
書
か
れ
て

い
る
こ
と
に
気
が
つ
き
蓮
は

ん
だ
が

 
蓮
 

何
て
書
い
て
あ
る
ん
だ

 
蓮
に
は
こ
の

が
何
て
書
い
て
あ
る
の
か
よ
く
分
か
ら
な
か

た
が

 
神
楽

蓮
さ
ま

様
の

が

々
と
真

に

 
蓮
 

え

え
え
永

先
生
を
呼
ん
で
く
る
よ

 
そ
う
し
て
蓮
は
す
ぐ
に

を
着
て
迷
い
の
竹
林
へ
急
ぐ
の
だ

た

そ
し
て

の
結

は
全

員
食
中

だ

た
そ
う
だ

 
怠
惰

は
い
は
い
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
晴
明

あ
の

み
物
な
ん
で
す
か

 
怠
惰

う

ん
当
時
つ
ま
り

ん
だ
物
が
出
来
立
て

 

の
場
合
は
ハ
ザ

ド

備
を
着
な
い
と
死
ぬ
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か
も
し
れ
な
い
危
険
物
だ

た
物

て
感
じ

 
か
な

 
晴
明

よ
く
も
そ
ん
な
物
を

が

た
ん
で
す
か

 
怠
惰

さ

だ
ろ
う

因
み
に

が

た
の
か
は

 
次
回
の

日
で
分
か
る
か
ら
お
楽
し
み
に

 
晴
明

え

と
そ
ろ
そ
ろ

も
よ
ろ
し
そ
う
な
の
で

 
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す

 
怠
惰

そ
れ
じ

者
様
ま
た
次
回

 
晴
明

そ
れ
で
は
さ
よ
う
な
ら



 第１０８話 そしてこれだよ

 
第
１
０
８
話
 
そ
し
て
こ
れ
だ
よ

 
ど
う
も
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

深
夜
に
つ
い
て
は

 
本
当
に

し

ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た

今
回
は

 

し
さ
と

し

な
い
と
い
う
気

ち
を
込
め

朝

 
投
稿
で
す

で
は
本
編
へ
ど
う

 
霊
夢
が
帰

て
き
て
か
ら
翌
日

博
麗
神
社
の
居
間
で
は

 
霊
夢

う
ぐ
ぐ
ぐ

 
霧
雨

生
が

 
狗
神

う
ぐ

 
鈴

お

お

が

 
布

で
霊
夢
と
魔
理
沙
そ
し
て
狗
神
と
鈴

が

て
い
た

理

は

で
紫
が

て
き
た

酒
を

ん
だ
結

が
ご

の

り
様
だ

な
お
魔
理
沙
が
い
る
理

は

人
ぐ
ら
し
の
た
め
何



 第十章 真実の月 

に
も
出
来
ず

死
さ
れ
て
も

る
た
め
こ
こ
で
霊
夢
達
の
つ
い
で
に

病
と
い

た
所
だ

 
蓮
 

ま

た
く
ど
う
し
て
こ
う
な

た

 
な
お
病
人
が

い
た
め
今
回
は

休
暇
を

う

で
現

こ
こ
に
い
る
と
い

た
感
じ
だ

 
神
楽

し
か
し
こ
れ
を

た
人
ず
い
ぶ
ん

い
物
を

 

り
ま
す
よ

霊
夢
様
や
魔
理
沙
様
は
と
も

 
か
く
妖
怪
で
あ
る
狗
神
様
や
鈴

様
を
こ
こ
ま
で

 

し
め
る

な
ん
て
滅

に
あ
り
ま
せ
ん
よ

 
蓮
 

ん
で
な
く
て
良
か

た
よ

 
神
楽

は

分
大

で
し

う
け
ど

 
蓮
 

元
が
刀
だ
も
ん

そ
う
い
え
ば
お

頃
だ

た

 
よ

永

先
生
が

に
来
て
く
れ
る
の

 
神
楽

そ
う
で
す

つ
い
で
に
酒
の

も
見
せ
ま

 
し

う
か

 
蓮
 

そ
う
だ

 
な
お

急
だ

た
た
め
永

に
は
酒
の

て
い
た
古
め
か
し
い

を
見
せ
て
い
な
い



 第１０８話 そしてこれだよ

に
来
る
な
ら
つ
い
で
に
見
せ
よ
う
と
考
え
た

 
神
楽

そ
う
い
え
ば
紫
様
達
は
ど
う
し
た
ん
で
し

う
か

  
蓮
 

え

と
確
か
紫
さ
ん
に

さ
ん
そ
し
て
妖
夢
さ
ん

 
の

人
は
白
玉
桜
で
幽
々
子
さ
ん
に

病
し
て
も

 
ら

て
い
る
ら
し
い
よ

そ
れ
で
レ
ミ
リ
ア
さ
ん

 
に
咲
夜
さ
ん
は
小
悪
魔
さ
ん
や
玲
音
さ
ん
が

病

 
し
て
い
て

さ
ん
は
知
り
合
い
に

病
し
て
も
ら

 

て
い
る
ら
し
い
よ

 
幽
々
子
さ
ん
が

理
で
き
る
か
は
分
か
ら
な
い
が
一

は

人
と
も
妖
怪
の
た
め
死
ぬ
こ
と
は

な
い
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
た

紅
魔
館
で
も
そ
う
だ

玲
音
か

鈴
さ
ん
の
ど
ち
ら
か
は

理
が

出
来
る
と
思

て
い
た
た
め
そ
ん
な
に
心

す
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
と
思

た

の
場
合

は

の
天
狗
達
が
い
る
か
ら
問

な
い
と
考
え
た

す
る
と
霊
夢
が

し
そ
う
に
手
を

る

 
霊
夢

れ

蓮

 
蓮
 

ど
う
し
た
の
霊
夢
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何
事
か
と
思
い
聞
く
と

 
霊
夢

タ
オ
ル

て
き
て

が
ボ

と
す
る

 
蓮
 

て
く
る
か
ら
神
楽

か
せ
て

 
神
楽

分
か
り
ま
し
た

 
す
ぐ
に

と

を

れ
て

や
し
て
タ
オ
ル
を
中
に

れ
て
霊
夢
の
元
ま
で
戻
る

 
蓮
 

は
い
こ
れ

 
霊
夢

あ
り
が
と
う

 
蓮
 

ど
れ
ぐ
ら
い
で

は
治
る
の
か
な

 
神
楽

本
当
で
す

 
と

ど
う
な
る
の
か
少
し
不
安
に
な

て
い
る
と

 
鈴
仙

こ
ん
に
ち
は

 
縁

か
ら

が
聞
こ
え

い
て
み
る
と
永

と
鈴
仙
が
立

て
い
た

 
蓮
 

あ

永

先
生
に
鈴
仙
さ
ん
は
る
ば
る
あ
り
が

 
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
永

い
い
え

く

す
る
わ
う
ど
ん

準
備
を



 第１０８話 そしてこれだよ

 
し
て
ち

う
だ
い

 
鈴
仙

分
か
り
ま
し
た

 
そ
う
し
て
永

と
鈴
仙
と
で

が
始
ま

た

一

は
手
伝
い
と
し
て
神
楽
を

屋
に

し

た

本
来
は

分
が
や
る
べ
き
だ
が
年
頃
の
女
性
が

く

て
い
る

屋
で
何
も
す
る
こ
と
が
出

来
な
い

そ
の
た
め
仕
方
な
く
キ

ン
へ
と
向
か
い
お

と
お

子
の
準
備
を
始
め
た

そ
う

し
て
数
分
後

 
神
楽

蓮
さ
ま
終
わ
り
ま
し
た
よ

 
蓮
 

あ

永

先
生
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
お

に

か
い
お

つ
と

大
福
を

つ
そ
し
て

子

を

て
き
て

に

せ

る 
蓮
 

よ
け
れ
ば
食
べ
て
い
き
ま
せ
ん
か

 
永

あ
ら
準
備
ま
で
し
て
く
れ
て
る
し
い
た
だ
か

 
な
い

に
は
い
か
な
い
わ

 
鈴
仙

わ
ざ
わ
ざ
す
み
ま
せ
ん

 
蓮
 

い
え
い
え
少
し
お
話
し
し
た
い
こ
と
も
あ
り



 第十章 真実の月 

 
ま
し
た
ん
で
ど
う

お

け
く
だ
さ
い
神
楽

 
も
座

て

み
な
よ

れ
た
で
し

 
神
楽

あ

は
い

 
永

と
鈴
仙
は
敷
い
た
座

に
座
る
と
お

と
大
福
を
食
べ
始
め
神
楽
は

子

を

み
始

め
た

 
蓮
 

そ
れ
で
で
す

実
は
こ
れ
を
見
せ
た
く
て

 
蓮
は
霊
夢
達
の

ん
だ
お
酒

が

て
い
た

を

す

 
永

こ
れ
は

 
蓮
 

そ
れ
は
霊
夢
達
が

ん
だ
お
酒
が

て
い
た

 

で
す

 
永

と
鈴
仙
は
ま
じ
ま
じ
と
そ
の

を

め
る
と

 
永

こ
れ
は

が
昔
に
無
く
し
た

 
鈴
仙

え

様
の
で
す
か

 
蓮
 

え

て
こ
と
は
ま
さ
か
紫
さ
ん
達

月
の
都

 
で
こ
れ
を

ん
で
き
た

て
こ
と
で
す
か



 第１０８話 そしてこれだよ

 
永

見
る
か
ら
に

ら
く

で
も
何
も

て

 
な
い

な
ん
だ
け
ど

 
そ
ん
な
事
を
言
い
な
が
ら

を
手
に
と

て
ま
じ
ま
じ
と
見
て
い
る
と

の
底
に
書
い
て
あ
る

に
気
が
つ
い
た
よ
う
だ

 
永

蓮

こ
れ
は

 
蓮
 

え

実
は

も
昨
日
気
が
つ
い
た
ん
で
す
よ

 
鈴
仙

え

と

月
の

に
し
か
分
か
ら
な
い

で
す

  
永

そ
う

と
り
あ
え
ず
は

む
わ

こ
れ
を

 

ん
だ
者
へ
ど
う
だ

の
特
製
ジ

ス
の

 

は

い
か

ま

ま
ず
い
だ
ろ
う
な
バ

カ

 
笑
 
理
千
よ
り

 
鈴
仙

り
り
り
り
り
理
千

 
鈴
仙
の
反

を
見
る
か
ら
に
ど
う
や
ら
こ
の
危
険
物
を

た
元
凶
の
理
千
と
い
う
人
物
を

知

て
い
る
よ
う
だ



 第十章 真実の月 

 
蓮
 

そ
の
理
千

て
人
は

で
す
か

 
鈴
仙

え

と

も

の
本
で
し
か
見
た
こ
と
が

 
な
い
の
で
す
が
今
現

の
月
の
都
で
は

 

者

武
の
頂

世

と
色
々
な
呼
び
名

 
で
呼
ば
れ
て
い
る
月
の

人
で
す
よ
そ
れ
で

 

ラ
リ
と
鈴
仙
は
隣
に
座
る
永

を
見
る

永

は

を
開
い
て

 
永

の
親
友
よ

 
蓮
 

え

 
こ
ん
な
悪
意
し
か
な
い
イ
タ

ラ
を
す
る
人
物
と
友
人
と
い
う
こ
と
に
蓮
は

い
て
し
ま

た 
永

理
千

死
し
て
も
な
お
貴
方
は
や

て
く
れ
る

 
わ

 
結
構
あ
き
れ
て
永

は
言

を

い
た

だ
が
ど
う
や
ら
理
千
と
い
う
人
物
は
も
う
こ
の
世
に

は
い
な
い
よ
う
だ

 
蓮
 

あ
れ

月
の
都
の
方

て

命
が
な
い
か
ら



 第１０８話 そしてこれだよ

 

さ
れ
な
い
限
り
死
な
な
い

で
す
よ

 
だ
が
月
の
都
の
人
た
ち
は

れ
が
な
い
た
め

命
死
す
る
こ
と
は
な
い

な
ら
何

死
ん
だ
の

か 
永

そ
う

か
つ
て

達
は
地
上
に
住
ん
で
い
た

 
と
言

た
ら

じ
る
か
し
ら

 
蓮
 

じ
ま
す
よ
昔
に
そ
ん
な
番
組
が
や

て

 
い
た
の
で

 
永

そ
う

番
組
と
い
う
の
は
分
か
ら
な
い
け
ど

 
か
つ
て

達
が
地
上
に
住
ん
で
い
た
時
に

 
理
千
と
い
う
男
と
出
会

た
わ

 
永

は
理
千
と
い
う
男
と
の
出
会
い
を
話
し
た

か
つ
て

集
を
し
て
い
た
さ
い
に
妖
怪

に
追
い
か
け
ら
れ
て
い
た
時
に
理
千
に

け
ら
れ
用
心
棒
と
し
て

た
こ
と
そ
こ
か
ら
教

と

な
り
古
代
都

で
武
を

め
し
者
の

を

た
こ
と
そ
し
て

分
を

に
全
て
の

を

た

世

と
な

た
こ
と
全
て
話
し
た

 
永

そ
れ
が
理
千
と
の
別
れ
よ



 第十章 真実の月 

 
鈴
仙

め
て
聞
き
ま
し
た
け
ど

ソ

ド
が

い

 
で
す

 
神
楽

分
を

に
で
す
か

 
蓮
 

そ
の
理
千
さ
ん

て

理
は
大
方

 
永

え

の

焼
き
だ
と
か

な
物
な
ら
す
ぐ
に

 

れ
る
け
ど
手
の
込
ん
だ
物
と
か

た
こ
と
の

 
な
い
物
は
お

し
の
通
り
よ

 
ど
う
や
ら
霊
夢
達
の

ん
だ
酒
は
そ
の
理
千
と
い
う
人
物
の
失
敗

理
の
よ
う
だ

し
か
し

ん
で
食
中

を
起
こ
す
と
な
る
と
と
ん
で
も
な
い

だ

た
よ
う
だ

 
永

そ
れ
に

が

た

理
は
食
べ
れ
な
い
の

 
次
元
を
通
り
越
し
て

が
つ
く
程
の
危
険
物

 
レ

ル
よ

 
鈴
仙

 
蓮
 

う
わ

 
ど
ん
な

理
な
ん
だ
と
逆
に
興

を
そ
そ
ら
れ
る



 第１０８話 そしてこれだよ

 
永

そ
れ
に
一
番

か

た
の
は

前

 
蓮
 

前

 
永

え

た
本
人
が
食
べ
て
気
絶
し
て
し
か
も

 

前

と
は
言
え
な
い
ア
ン

ア
の
刺
激

 
そ
し
て

い
と
言
え
る
の
は

が
泥
々
に

け

 
る
と
い
う
過
去
最
高
の
危
険
物
よ

 
神
楽

そ
れ

て
じ

で
す
よ

 
永

の

は

笑
い
し
て
あ
の
時
は
処
理
が
大
変
だ

た
な
と
言
わ
ん
ば
か
り
に

を

く
す

る

ど
う
や
ら

で
は
な
い
よ
う
だ

 
蓮
 

そ
の
人
の

理
を
食
べ
た
ん
だ
よ

 

で
閉
じ
ら
れ
た
隣
の

屋
を
鈴
仙
と
神
楽
と
共
に
見
て

を
ひ
き
つ
ら
せ
る

が
悪
か

た
と
言
え
ど
も
う
霊
夢
達
が
気
の

で
仕
方
が
な
い

そ
ん
な
会
話
を
し
て
い
く
と

人
は
お

と
大
福
を
食
べ
終
え
て

 
永

さ
て
と

達
は
帰
る
わ
後

こ
れ
を

ま
し
て

 
あ

て



 第十章 真実の月 

 

つ
か
の

を

に

せ
る

 
永

ま
ず

い
の
は

日

朝

方
で

ず
つ

 
次
に
白
い
の
は

で
朝

方

夜

 
で

ず
つ
最
後
に
こ
の
痛
み

め
は

し
い

 
時
に

ま
せ
て

日

回
だ
け
よ

 
蓮
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
永

先
生
そ
れ
に

 
鈴
仙
さ
ん

 
神
楽

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
こ
こ
ま
で
良
く
し
て
も
ら

て
蓮
と
神
楽
は
お

を
言
う
と

 
永

良
い
わ
よ
仕
事
だ
も
の

 
鈴
仙

お
大
事
に
と
お
伝
え
く
だ
さ
い

 
そ
う
言
い

人
は
縁

か
ら
出
て
外
へ
と
出
る
と

 
永

そ
れ
と
今
回
の
昔
話
は
内

で
お
願
い

 
蓮
 

分
か
り
ま
し
た

 
永

そ
れ
じ

あ



 第１０８話 そしてこれだよ

 
そ
う
言
い
永

と
鈴
仙
は
空
へ
と
飛
び
立

て
銀
世
界
の
空
へ
と

え
た

 
蓮
 

さ
て
と
戻

て

病
の
続
き
し
よ
う
か

 
神
楽

そ
う
で
す

 
そ
う
し
て
蓮
と
神
楽
は
神
社
へ
と
戻
り

病
を
再
開
す
る
の
だ

た

 
晴
明

怠
惰
さ
ん
貴
方
と
い
う
人
は

 
怠
惰

人
じ

な
い
悪
魔
だ

 
晴
明

ン

怠
惰
さ
ん
貴
方
と
い
う
悪
魔
は

 
怠
惰

ま

こ
う
い

た
事
を
す
る
か
ら
怠
惰

て

 
い
う
名
前
を
中
の
人
は
着
け
た
ん
だ
ろ
う

 
晴
明

だ
か
ら
何
で
そ
ん
な

め
き

た

な
ん
で
す

 
か

 
怠
惰

い
や
も
う

し

な
い
と
思

ち

う
と

 
笑

て
何
て
い
ら
れ
ま
せ
ん
よ
え



 第十章 真実の月 

 
晴
明

次
か
ら
気
を

け
て
く
だ
さ
い

 
怠
惰

う
ん
出
来
る
だ
け
は
そ
う
す
る
よ
そ
れ
じ

 
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
晴
明

明
日
つ
い
に

の
話
は
ラ
ス
ト
で
す
の
で
よ
ろ

 
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
怠
惰

で
は

者
様
ま
た
次
回

サ
ラ

バ



 第１０９話 掃除と日記

 
第
１
０
９
話
 
掃
除
と
日
記

 
こ
ん
ば
ん
わ

者
様

よ
う
や
く
リ
ア
ル
で
の

試
テ
ス
ト

 
と
い
う
地
獄
を

り
き

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

 
そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
霊
夢
達
が
食
中

と
い
う
悲
劇
か
ら

間
が
経
過
し
こ
こ
博
麗
神
社
で
は

 
霊
夢

こ
う
し
て
お

を

し
ま
ず
に

め
る

 
の
が

せ

 
蓮
 

ア
ハ
ハ
ハ
そ
う
か
も

 
こ
の

間
の
地
獄
を

り
越
え
た
霊
夢
は
そ
う

く

永

の

の
後
か
ら

日
後
に

狗
神
と
鈴

が
復
活
し
そ
の

日
後
に
は
本

子
で
は
な
い
が
霊
夢
と
魔
理
沙
も
復
活
し
魔
理

沙
は
家
へ
と
帰

て
い

た

そ
し
て
そ
の

日
後
の
今
日
で
よ
う
や
く
霊
夢
は

全
復
活
を

た
し
た



 第十章 真実の月 

 
霊
夢

そ
う
い
え
ば
も
う
そ
ろ
そ
ろ
新
年
祭

 
蓮
 

言
わ
れ
て
み
る
と
そ
う
だ

 
新
年
を
祝
う
た
め
に
人
が
大
勢
集
ま
る

そ
の
た
め
屋

を
出
す
所
も
あ
り
お

も

れ
る

人
も

く
な
る
た
め
神
社
に
と

て
は
良
い
イ

ン
ト
行
事
な
の
だ

 
霊
夢

ま

た
く
今
年
は
色
々
と

し
か

た
な

 
蓮
 

ア
ハ
ハ
ハ
か
も

 

笑
い
し
な
が
ら
そ
う
言
う
と
霊
夢
は
お

を
一
気
に

み

し
て

 
霊
夢

さ
て
と
新
年
祭
に
向
け
て
準
備
を
す
る
わ
よ

 
蓮
 

今
か
ら

 
ま
だ
新
年
祭
ま
で
ま
だ

間
は
あ
る

今
か
ら
準
備
す
る
の
と
確
か
に
ツ

ミ
を
し
て

し
ま
う

 
霊
夢

こ
う
い
う
の
は
後
か
ら
や
ろ
う
と
す
る
か
ら
面
倒

 
に
な

た
り
す
る
の
よ

だ
か
ら
や
る
な
ら
今
し

 
か
な
い
わ

 
蓮
 

ご

強
引
だ
な



 第１０９話 掃除と日記

 
霊
夢

そ
れ
に
今
年
は
守
矢
が
い
る
わ

ラ
イ
バ
ル
に

 
負
け
て
た
ま
る
も
ん
で
す
か

 
大
方
は
そ
れ
が
理

だ
ろ
う
と
思

た

だ
が
参

客
が
少
な
く
な

て
霊
夢
が

き
を
見
る

の
は

き
で
は
な
い
た
め
仕
方
な
く
立
ち
上
が
り

 
蓮
 

し

う
が
な
い
や
ろ
う
か

 
霊
夢

や
り
ま
し

う

 
そ
う
し
て
蓮
と
霊
夢
と
で
準
備
を
始
め
た

 
蓮
 

狗
神

神
楽

鈴

 
式
神

を

狗
神

鈴

投

て

に
座
す
神
楽
を
引
き

き
手
に

て
そ
れ

れ
の

名
前
を
呼
ぶ
と
狗
神

神
楽

鈴

が
現
れ
る

 
狗
神

ど
う
し
た
小
僧

 
神
楽

ど
う
か
し
ま
し
た
か

 
鈴

ど

た
の
蓮
君

 
と

言
う
と
蓮
は

人
に
お
祭
り
の
準
備
を
手
伝

て
欲
し
い
と
頼
む

 
蓮
 

お
祭
り
の
準
備
を
手
伝

て
欲
し
い
ん
だ
け
ど



 第十章 真実の月 

 
良
い
か
な

 
そ
れ
を
聞
く
と

人
は

 
狗
神

何
だ
何
時
も
の
事
か

 
神
楽

良
い
で
す
よ

 
鈴

面
白
そ
う
だ

 
と

人
と
も
手
伝

て
く
れ
る
よ
う
だ

す
る
と
霊
夢
が
歩
い
て
き
た

 
霊
夢

さ
て
と
そ
ろ
そ
ろ
始
め
る
わ
よ

 
蓮
 

う
ん

 
狗
神

手
伝

て
や
る
か
ら
そ
の
代
わ
り
酒
は
何
時
も
の

 
よ
う
に

ま
せ
ろ
よ

 
霊
夢

分
か

て
る
わ
よ

 
こ
こ
だ
け
の
話
だ
が
こ
う
い
う
手
伝
い
事
に
対
し
て
狗
神
は
酒
や
ら
を
た
だ
で

ま
せ
る
約
束

を
す
れ
ば
大

手
伝

て
く
れ
る

 
霊
夢

神
楽
と
鈴

の

人
は
何
か
欲
し
い
も
の
は

 
な
い
の

手
伝

て
く
れ
る
な
ら
考
え
て
は



 第１０９話 掃除と日記

 
あ

る
け
ど

 
な
お
無
理
な
物
は
無
理
だ

え
ば

永
遠
の
命
を

み
た
い
な
事
は
無
理
だ
が
可
能
な

ら
霊
夢
は
手
伝

て
く
れ
た
ご

を
く
れ
る
の
だ

そ
れ
ぐ
ら
い
準
備
は
大

か
り
と
い
う
こ

と
だ

 
鈴

う

ん

は

狗
神

と

じ
で
い
い
よ

 
霊
夢

た
だ
酒

分
か

た
わ

そ
れ
で
神
楽
は

 
神
楽

は

そ
ん
な
に
は
な
い
で
す

 
何
と
も
無
欲
な

え
だ
ろ
う

隣
の
狗
神
と
鈴

は

 
狗
神

無
欲
だ
な

 
鈴

無
欲
だ

神
楽
ち

ん

 
と

を
出
し
て
し
ま

た

元
が
刀
の
た
め
か
食
べ
物
が
食
べ
た
い
と
か
お

が
欲
し
い
と

か
そ
う
い
う
の
は
対
し
て
な
い
み
た
い
だ

 
霊
夢

本
当
に
な
い
の

 
蓮
 

い
い
の
神
楽

 
神
楽

は
い

は
お

に
立
て
る
事
が

に
と

て



 第十章 真実の月 

 
ご

で
す
よ

 
霊
夢

何
で
か
し
ら
心
が
痛
い

 
蓮
 

も
だ
よ

 
悪
い
こ
と
は
し
て
い
な
い

な
の
に
心
が

キ
リ
と
痛
い

 
霊
夢

れ

蓮

流
石
に
後
で
し

か
り
手

れ
を
し
て

 
あ

な
さ
い
よ

 
蓮
 

だ
よ

 
ご

か
は
分
か
ら
な
い
が
後
で
手

れ
を
し
て
あ

よ
う
と
蓮
と
霊
夢
は
考
え
る
の
だ

た

そ
し
て
霊
夢
は

を
一
回
す
る

 
霊
夢

ン

そ
れ
で
は
ま
ず
や
る
こ
と
は
大
掃
除

 
よ
後
は

か
ら

物
を

ん
で

り
つ
け
を
し

 
た
ら
お
守
り
や
ら
を

る
わ
よ

 
蓮
 

前
は
狗
神
と
神
楽
だ
け
だ

た
か
ら
鈴

も

 
て
く
れ
る
と

か
る

 
鈴

家
事
や
ら

か
い

業
と
か
そ
う
い
う
の
は
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せ
な
さ
い
な

大
船
に

た
つ
も
り
で

 
良
い
よ

 
狗
神

大

か
よ

 
な
お
狗
神
だ
け
で
な
く
霊
夢
も
少
し
大

か
と
不
安
な

色
に
な

た

 
霊
夢

と
り
あ
え
ず
は

内
の
掃
除
を
狗
神
と
神
楽

 
そ
れ
に
鈴

に

せ
る
わ
そ
れ
か
ら

の

 
掃
除
は

と
蓮
で
や
る
か
ら
終
わ

た
ら
次

 
に
本

の
掃
除
を
し
て
家
の
掃
除
を
す
る
わ

 
蓮
 

了
解

 
狗
神

分
か

た

 
神
楽

お

せ
く
だ
さ
い

 
鈴

よ

し

一

や
ろ
う
か

 

人
は

を
手
に

て
ま
ず

内
の
掃
除
を
開
始
し
た

 
鈴

お

こ
ん
な
と
こ
ろ
に

が

 
狗
神

よ
く
あ
る
ん
だ
よ

に

れ
て
お
け
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神
楽

狗
神
様
こ
れ
は

 
神
楽
は
何
処
か
ら

て
き
た
の
か
悪
霊
が

ら
れ
て
い
た

 
狗
神

そ
い
つ
は
よ
こ
せ

 
神
楽

あ

は
い

 
神
楽
は
狗
神
に
悪
霊
を

す
と

 
鈴

ど
う
す
る
の
狗
神
の

 
神
楽
 

 
狗
神
 
ガ
リ

リ

 
悪
霊
を
丸
々
一
気
に
食
べ
て
音
を
た
て
る

そ
し
て

ク
リ

と

を
鳴
ら
す
と

 
狗
神

走
さ
ん
で
し
た
再
開
す
る

お
前
ら

 
神
楽

鈴

さ
ん

 
鈴

う
ん

れ
よ
う

 
と

人
は
仕
事
を
再
開
し
た

そ
し
て

で
は

 
蓮
 

こ

け

ま
た
結
構
な

だ

 
霊
夢

ど
う
し
て
こ
う
も

が
溜
ま
る
の
か
し
ら
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蓮
と
霊
夢
は
物

小
屋
も
と
い

の
掃
除
を
し
て
い
た
が
久
々
に
掃
除
を
す
る
た
め
か

が

い

す
る
と

 
バ
サ
リ

 
と

音
を
た
て
て
何
か
本
が
落
ち
て
き
た

 
蓮
 

う
ん

何
だ
ろ
こ
れ

 
霊
夢

ど
う
し
た
の

 
蓮
 

何
か
本
が
落
ち
て
き
て
さ

 
そ
う
言
い
落
ち
て
き
た
物
を
見
せ
る
と
霊
夢
は
ま
じ
ま
じ
と
見
て

 
霊
夢

こ
れ

お

さ
ん
の
日
記
だ
わ

 
ど
う
や
ら
霊
夢
の

親
の
日
記
の
よ
う
だ

 
蓮
 

え

 
霊
夢

ま
さ
か
こ
ん
な
所
に
あ

た
な
ん
て

 
そ
う
言
い
霊
夢
は
日
記
を
パ
ラ
パ
ラ
と
め
く

て
日
記
を

め
て
い
た

 
蓮
 

何
が
書
か
れ
て
い
る
の
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霊
夢

え

そ
う

え
ば
こ
れ
か
し
ら

 

当
に

ジ
を
開
き
霊
夢
は
音

を
す
る

そ
し
て
日
記
の
内
容
は

 

月

日

 
今
日

八
雲
紫
か
ら

人
の

子
を
授
か

た

ど
う
や
ら
こ
の

子
が

分
の
後
継
者
に

な
る
ら
し
い

こ
の

子
は

の

を
見
る
と
楽
し
そ
う
に
笑

て
く
る

見
て
い
て

笑
ま
し

く
な

て
く
る

こ
の
子
に
何
て
名
前
を

け
よ
う
か
と
悩
み
に
悩
ん
だ

そ
う
だ
霊
夢
と
名

け
よ
う

の
名
の
霊
華
か
ら

て
霊
夢
だ

う
ん
中
々
の
名
前
だ
な

こ
れ
か
ら
の
未
来

妖
怪
と
戦
う
こ
の
子
の
た
め
に
も

し
く
時
に
は

か
い
目
で
見
て
あ

た
い

 
と

書
か
れ
て
い
る
の
を
霊
夢
は
音

し
た

 
霊
夢

 
蓮
 

そ
れ
で
お

さ
ん
は
ど
ん
な
人
だ

た
の

 
霊
夢

そ
う

の
強
い
人
だ

た
記
憶
が
あ
る
わ

 
そ
れ
で
曲
が

た
大

い
な
人
だ

た
わ

 
今
の
霊
夢
を
見
て
い
る
と
性
格
が
だ
い
ぶ

う
こ
と
か
ら
反
面
に
育

た
ん
だ
と
思

て
し
ま

う
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蓮
 

ま
た
少
し

ん
で
よ

 
霊
夢

え

ま

も
気
に
な
る
し
良
い
か

ま
た

 

当
に
飛
ば
し
て
こ
こ
で
い

か

 
そ
う
し
て
ま
た
霊
夢
は
日
記
を

ん
だ

 

月

日

 
今
日

霊
夢
と
霧
雨
店
の
娘
と
で
迷
子
に
な
り

近
と
共
に
霊
夢
と
魔
理
沙
を
探
し
回

た

そ
し
て
探
し
て
い
る
最
中
奇
妙
な
人
物
と
出
会

た

そ
の
者
は
全

黒
ず
く
め
で

は
フ

ド
で
隠
さ
れ
て
い
て
分
か
ら
な
い
そ
ん
な
奴
だ

だ
が
そ
い
つ
に
霊
夢
と
魔
理
沙
の
事
を
聞
く
と

知
ら
な
い
と

え
た

そ
の
た
め

と
林

は
ま
た
探
し
回

た

す
る
と
霊
夢
と
魔
理
沙
が

見
つ
か

た

人
は

き
じ

く
れ
て

も
少
々
だ
が
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な

て
い
た

そ
し
て

は
見
た

そ
ん
な

達
を

か
ら
見
る
先
程
の
黒
ず
く
め
の
人
物
を

は
そ
の
人
物
に

め

り

を

け
た

そ
の
者
は
先
程
ま
で

に

が
な
か

た

だ
が
何

か

か
ら
血
が

れ
て
い
た

そ
こ
か
ら
予

す
る
に
霊
夢
と
魔
理
沙
を
妖
怪
か
ら

け
て
く
れ
た
ん
だ
と
確

し

た

そ
し
て
そ
の
者
は

分
の
事
を
親
し
み
を
込
め
て
隠
者
と
言
い
こ
の
場
を
去

た

は
こ

の
事
を

れ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う

の
娘
と
娘
の
親
友
を

て
く
れ
た
あ
の
隠
者
と
い
う
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者
の
名
を

 
と

と
ん
で
も
な
い
事
が
書
か
れ
て
い
た

ま
さ
か
霊
夢
の

親
と
対
面
し
て
い
た
よ
う
だ

 
霊
夢

こ
の
事
も
書
い
て
あ

た
な
ん
て

 
蓮
 

隠
者
は
い

た
い
何
者
な
ん
だ

ど
う
し
て

 
こ
ん
な
事
を
す
る
ん
だ
ろ
う

 
隠
者
の
す
る
こ
と
は
奇
想
天
外
過
ぎ
て

が
わ
か
ら
な
い

何
を
す
る
に
も
謎
と
い
う
言

し

か
な
い

し
か
も
そ
の
従
者
達
も
隠
者
と

じ
で
よ
く
分
か
ら
な
い

本
当
に
謎
の
人
物
だ

 
霊
夢

あ

し
ま

た

蓮

掃
除
を
再
開
す
る
わ

 
よ

 
蓮
 

あ

ご
め
ん

 
蓮
と
霊
夢
は
ま
た
掃
除
を
再
開
し
た

そ
し
て
仕
事
が
終
わ

た
の
は
そ
の
一
時
間
後
だ

た

の
だ

た

 
怠
惰

そ
れ
で
は
や

て
き
ま
し

う
か
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晴
明

は
い
ま
た
ま
た

で
す

そ
う
い
え
ば
怠
惰
さ
ん

 
怠
惰

ど
う
か
し
た

 
晴
明

玲
音
さ
ん
で
し
た
よ

そ
の
人
の
話
は
来

の

 

日
か
ら
投
稿
を
開
始
す
る
ん
で
す
よ

 
怠
惰

ま

そ
う
だ

外
伝

て
感
じ
か
な

 
晴
明

に
言
う
と
血
を
受
け
継
ぎ
し
者

玲
音

 
ス
ト

リ

的
な
感
じ
で
す
よ

 
怠
惰

え

と
そ
の
元
平
安
時
代
の
人
が

を
使
え
た

 
事
は

め
て
あ

る
よ
そ
れ
と
合

て
る
と
い
え

 
ば
合

て
る

 
晴
明

オ
リ
キ

ラ
は
出
る
ん
で
す
か

 
怠
惰

あ

玲
音

外
に
出
る
と
言
え
ば
出
る
と

 
中
の
人
が
言

て
た

 
晴
明

る
程

因
み
に
ど
ん
な
キ

ラ
な
ん
で
す
か

 
怠
惰

さ

何
だ
ろ
う

そ
こ
は
予

し
て
み
て
よ
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も
う
考
え
て
は
い
る
み
た
い
だ
か
ら
さ

 
晴
明

楽
し
み
に
は
し
て
お
き
ま
し

う
か

 
怠
惰

う
ん

そ
れ
が
良
い
と
思
う
よ

お

と
そ
ろ

 
そ
ろ
時
間
か
な
で
は

者
様
今
回
も
あ
り
が
と
う

 
ご
ざ
い
ま
す

 
晴
明

次
回
も

が
後
書
き
で
出
る
予
定
な
の
で
よ
ろ

 
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
怠
惰

で
は

者
様

 
晴
明

ま
た
次
回
さ
よ
う
な
ら
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第
１
１
０
話
 
新
年
祭

 
こ
ん
ば
ん
わ

者
様

現

ン
ス
ト
が

し
す
ぎ
て

 
落
ち
着
け
な
い
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

 
電
撃
キ

ラ

体
ま
だ

に
し
て
な
い
ん
で
す

 
そ
れ
は
さ
て
お
き
本
編
へ
ど
う

 
大
掃
除
そ
し
て
お
守
り

り
な
ど
を
し
て

間
の
月
日
が
流
れ
た

こ
こ
博
麗
神
社
で
は

大
勢
の
人
間
や
妖
怪
が
来
て

わ

て
い
た

屋

も
あ
り
定
番
の
ミ
ス

の
八
目

屋

や

達
天
狗
は
射
的
屋
等
を
行

て
い
た
り
と
大

わ
い
だ

 
蓮
 

人
が

く
て
良
か

た

 
霊
夢

本
当

準
備
し
た
か
い
が
あ

た

て
も
ん
よ

 
し
か
も
今
回
は
鈴

も

わ

た
か
ら
も
う

り

 
が
い
い
わ
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神
酒
を
売
り
な
が
ら
そ
ん
な
会
話
を
す
る

そ
れ
と
お
守
り
お
よ
び
に

は
狗
神
と
神
楽
が

売
り
お
み
く
じ
は
鈴

が

売
し
て
い
る

こ
う
し
て

を

た
こ
と
に
よ

て
だ
い
ぶ
仕
事

が

る

 
蓮
 

ま

こ
う
し
て
み
る
と
も
う

年
も
終
わ
り

 
な
ん
だ
よ

 
霊
夢

そ
う

本
当
に
今
年
は
色
々
と
散
々

 
だ

た
わ

 
今
年
起
き
た
事
は
ま
ず
四
季
折
々
の
花
が
咲
く
六
十
年

の
大
結
界
異
変
鷺
麿
が
起
こ

し
た
狂
夢
異
変

達
守
矢
が
妖
怪
の
山
に
や

て
き
て
一
騒
動
が
起
き
た
り
そ
し
て
第
二
次

月
面
戦

と
イ

ン
ト
が

す
ぎ
る

 
霊
夢

何
で
今
年
は
こ
ん
な

し
い
の
や
ら

 
蓮
 

ま

で
も
暇
す
る
よ
り
か
は
良
い
ん
じ

な
い

 
霊
夢

ま

そ
う
な
ん
だ
け
だ
さ

 
と

そ
ん
な
事
を
言

て
会
話
を
し
な
が
ら
客
を
さ
ば
い
て
い
る
と

 
玲
音

よ

蓮

そ
れ
か
ら
巫
女
ち

ん
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紅
魔
館
の
執
事
⻑
こ
と
雨
月
玲
音
が
店
に
や

て
き
た

 
蓮
 

玲
音
さ
ん
こ
ん
ば
ん
わ

 
霊
夢

神
酒
を

み
に
来
た
の
よ

 
玲
音

だ

頼
む

 
蓮
 

今
年
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 

を

さ
れ
お
酒
を
注
が
れ
る
と
玲
音
は
お
酒
を
一
気
に
グ

と

み
一

で
空

に
な

る 
玲
音

は

い
や

久
々
の

は
い
い
な

 
蓮
 

そ
う
い
え
ば
玲
音
さ
ん

て
何
時
も
禁
酒
し
て

 
る
ん
で
す
か

 
玲
音

ん

あ

ま

そ
う
だ
な
酒
を

ん
で

ロ

 

ロ
に

た
ら
い
ざ
と
い
う
時
に
仕
事

 
が

か
に
な
る
か
ら
な

だ
か
ら
あ
ん
ま

や

 
咲
夜
ち

ん
は

ま
な
い
だ
よ
な

 
仕
事
は
し
な
い

メ
な
執
事
だ
が
ど
う
や
ら
そ
う
い

た
所
は
わ
き
ま
え
て
い
る
よ
う
だ
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玲
音

だ
が
こ
う
い
う
宴
会
だ
と
か
祝
い
の

な
ら
話

 
は
別
だ
け
ど
な

 
蓮
 

そ
う
な
ん
で
す
か

 
霊
夢

そ
う
い
う
所
は
わ
き
ま
え
て
る
の

貴
方

 
玲
音

ま

な

て
か
よ

つ
聞
き
た
い
ん
だ
が

 
お
前
ら
結

し
な
い
の

 
霊
夢

ぶ

 
蓮
 

ち

玲
音
さ
ん

 
突
然
の
不
意

ち
に
霊
夢
は
吹
き
出
し
蓮
も
び

く
り
す
る

そ
の
反

を
見
た
玲
音
は

く

し

な
さ
そ
う
に

 
玲
音

あ

何
か
悪
か

た
な

 
霊
夢

あ
ん
た
本
当
に
失

よ

 
蓮
 

ま

ま

そ
う
い
う
玲
音
さ
ん
こ
そ

か

き

 
な
人
は
い
な
い
ん
で
す
か

 
反
撃
の
意

を
込
め
て
そ
う
言
う
と
玲
音
は

を
組
ん
で
考
え
て
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玲
音

う

ん
考
え
た
事
も

な
ぶ

ち

け
よ

 
紅
魔
館
に
来
る
前
も
来
た
後
も
で
そ
ん
な

 
は
な
か

た
か
ら
な

に

奴
の
せ
い
で

 
霊
夢

奴

 
玲
音

ん

あ

気
に
し
な
い
で
く
れ
や

 
何
か

り
の
よ
う
だ
が
こ
れ

上
の

は
失

と
考
え
て

め
た

 
霊
夢

ま

そ
の
話
は
良
い
と
し
て
何
か
気
に
な
る
子

 
と
か
は
い
な
い
の

 
玲
音

気
に
な
る
奴
か

う
ん
い
な
い
な

 
き

り
と
言
い
き

た

本
当
に
気
に
な
る
相
手
も
い
な
い
よ
う
だ

 
蓮
 

え

と
咲
夜
さ
ん
と
か
は

 
玲
音

ん

あ

ま

奴
は
妹
分
み
た
い
な
も
ん

 
だ
か
ら
な

 
霊
夢

そ
う
い
え
ば

奴
に
仕
事
を
教
え
た
の
あ
ん
た

て

 
聞
い
た
け
ど
ど
う
な
の
よ
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月
へ
と
行
く
道
中
で
の
話
を
聞
い
て
い
た
よ
う
だ

す
る
と
玲
音
は

 
玲
音

ま

そ
う
だ
な
正

女
が

す
ぎ
て

の

 
出
番
が

て
感
じ
だ
よ
な

 
蓮
 

そ
う
な
ん
で
す
か

 
玲
音

あ

よ
り
も
あ
の
子
の
方
が
仕
事
で
き
る
し
な

 
と

玲
音
が
言

て
い
る
と
後
ろ
か
ら
咲
夜
が
歩
い
て
き
た

 
玲
音

ん

お
や
咲
夜
ち

ん
何
か
よ
う
か

 
咲
夜

玲
音

貴
方
は

の
事
を
そ
う
い
う
風
に
思

て

 
い
た
の

 
ど
う
や
ら
玲
音
の
話
は
ま
る
聞
こ
え
だ

た
よ
う
だ

 
玲
音

あ

れ
も
な
く
事
実
で
な

 
咲
夜

そ
う

霊
夢

も

え
る
か
し
ら

 
霊
夢

は
い
は
い
お
代
は

人
合
わ
せ
て
６
０
０

 
そ
う
言
い
な
が
ら
霊
夢
は
酒
を
注
い
だ

 
咲
夜

ま

た
く

の
手
も
欲
し
い
ぐ
ら
い
な
ん
だ
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か
ら
手
伝

て
く
れ
る
と

し
い
ん
だ
け
ど

 
玲
音

そ
う
言
い
つ
つ
も

人
で

け
ち
ま
う
だ
ろ

 
お
前
な
ら

 
咲
夜

ま

貴
方
に
散
々
と
特
訓
さ
せ
ら
れ
た
か
ら

 
と
聞
い
て
い
る
と
ま
る
で
元
カ
レ
も
元
カ

が
再
会
し
て
お

を
し
て
い
る
よ
う
な
光
景
に

し
か
見
え
な
い

す
る
と

 
バ
ン

 
霊
夢

あ
ら
新
年
祭
の
花
火
が
上
が

た
わ

 
蓮
 

ま

花
火

て
言

て
も
弾
幕
花
火
だ
け
ど

 
な
お
こ
の
花
火
を
上

て
い
る
の
は
に
と
り
達
の

集
が

ち
上

て
い
る

ど
う
や
ら
花

火
に
興

を

し
た
よ
う
だ

 
玲
音

麗
な
花
火
だ
な

 
咲
夜

そ
う

玲
音

ま
た
前
み
た
い
に
仕
事

 
を
し
て
ち

う
だ
い

じ

な
い
と
張
り
合
い
が

 
な
い
の
よ



 第十章 真実の月 

 
玲
音

そ
う

だ
な

気
が
向
い
た
ら
な

 
そ
う
言
う
と
玲
音
は
立
ち
上
が
り
咲
夜
の
分
の
お
代
も

う
と

 
玲
音

そ
ん
じ

ま
た
来
年
よ
る
わ

 
そ
う
言
い
玲
音
は
人
混
み
に

れ
て
い

た

 
咲
夜

は

失
敗

 
蓮
 

咲
夜
さ
ん
そ
ん
な
気
を
落
と
さ
な
い
で
下
さ
い

 
よ

ま
た
来
年
が
あ
る
じ

な
い
で
す
か

 
霊
夢

そ
う
よ

達
だ

て
心
が
通
じ
会
う
の
に
時
間

 
が

か

て
る
ん
だ
か
ら

 
咲
夜

そ
う
で
す

霊
夢

蓮
さ
ん
あ
り
が
と
う

 
ご
ざ
い
ま
し
た

 
咲
夜
は
立
ち
上
が
る
と
玲
音
を
追
い
か
け
る
よ
う
に
人
混
み
へ
と

て
い

た

 
蓮
 

人
が
上
手
く
い
く
と
い
い

 
霊
夢

そ
う

ま

の
勘
だ
と
何
や
か
ん
や
で
上
手
く

 
は
い
く
と
は
思
う
わ
よ
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そ
う

き
な
が
ら
霊
夢
と
共
に
新
年
祭
の
花
火
を

め
る
の
だ

た

 
怠
惰

て
な
わ
け
で
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
晴
明

怠
惰
さ
ん
次
回
か
ら

 
怠
惰

は
い
新
章
ス
タ

ト
で
す

因
み
に
異
変
は

 
ま

あ
の
娘
が
や
ら
か
す
と
だ
け
言

て
お

 
き
ま
す

 
晴
明

ど
ん
な
内
容
に
な
る
か
は
お
楽
し
み
に
し
て
い
て

 
下
さ
い

 
怠
惰

そ
れ
じ

そ
ろ
そ
ろ
終
わ
り
ま
す
か

 
晴
明

そ
う
で
す

そ
れ
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う

 
ご
ざ
い
ま
し
た

 
怠
惰

そ
れ
で
は

者
様

 
晴
明

ま
た
次
回
さ
よ
う
な
ら



 第十一章 緋想の空は天人遊戯

 
第
十
一
章
 
緋
想
の
空
は
天
人
遊
戯

 
第
１
１
１
話
 
家
が
瓦
礫
と
な
り
ま
し
た

 
こ
ん
ば
ん
わ

者
様
そ
し
て
ト
リ

ク
オ
ア
ト
リ

ト

と

 
言
え
ば
ハ
ロ
ウ

ン

い
と
い
う
か
ら
し
い
か
な
と
思
う

 
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

そ
れ
で
は
新
章
ス
タ

ト
で
す

 
新
年
祭
が
終
わ
り
約

月
程
が
経
過
し

の
日

し
が
降
り
か
か
る

頃
の
こ
と
だ

た

 
霊
夢

嘘
よ

 
蓮
 

限
り
な
い
現
実
だ

 
狗
神

な
ん
じ

こ
り

 
神
楽
 

シ

シ

ロ

ロ

シ

シ

ロ

 
ロ
 

 
鈴

神
楽
ち

ん
目
が

り
す
ぎ
て
無
く
な

て
る



 第１１１話 家が瓦礫となりました

 
よ

 

人
の
目
の
前
に
映
る
光
景
は
最

悲

と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い

何

な
ら
目
の
前
に

が
る
光
景
は

 
霊
夢

の
神
社
が

 
蓮
 

物
も
崩
れ
れ
ば
瓦
礫
の
山
な
ん
だ

 
そ
う

人
が
目
に
映
る
光
景
は
倒
壊
し
た
博
麗
神
社
だ

屋
も
壊
れ

る
所
も
な
け
れ
ば

を
す
る

も

き

え
を
く
ら

て
ぐ
じ

ぐ
じ

と
な

て

い

り
様
だ

 
霊
夢

あ

が

 
蓮
 

あ

霊
夢

 
あ
ま
り
の
ハ

ン
グ
に
霊
夢
は

を

さ
え
て
倒
れ
る
が
す
ぐ
に
蓮
は
霊
夢
を
受
け

め

た

し
か
し
ど
う
し
て
こ
う
な

た
の
か
そ
れ
は
今
か
ら
数
分
前
に

る

に
な
り
博
麗
神
社

も
少
し
で
も

し
く
な
る
よ
う
に
風
鈴
が

ら
れ
て

リ
ン

リ
ン
と
心
地
よ
い
音
が

く

 
蓮
 

風
流
だ

 
霊
夢

そ
う

 
狗
神

い
や

さ
は
変
わ
ら
な
い
だ
ろ
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神
楽

狗
神
様
そ
れ
は
気

ち
の

ち
よ
う
で
す
よ

 
鈴

そ
う
だ
よ
昔
は
こ
う
や

て

し
く
な
ろ
う
と

 
努
力
を
し
た
ん
だ
よ

 
な
お
今
回
は
狗
神
や
神
楽
に
鈴

も
一

だ

風
鈴
を

し
た
の
で
音
を
聞
い
て

お
う
と

思

た
か
ら
だ

 
霊
夢

し
か
し
今
日
は
日

り
続
き
よ

 
蓮
 

確
か
に

で
も
人
里
だ
と
そ
う
で
も
な
い
ん
だ

 
け
ど
な

 
霊
夢

え

そ
う
な
の

 
蓮
 

う
ん
博
麗
神
社
よ
り
は

し
い
よ

 
と
感
じ
て
い
る
こ
と
を
話
す

博
麗
神
社
は
人
里
よ
り
も

高
は
高
い

そ
の
た
め
人
里
よ

り

し
い

な
の
だ
が
何

か

い

 
霊
夢

異
変
の
前

れ
か
し
ら

 
蓮
 

そ
ん
な
ん
で
異
変

て
言
わ
れ
て
も
な

 
霊
夢

そ
う
よ



 第１１１話 家が瓦礫となりました

 
何
て
言
い
つ
つ
霊
夢
は
晴
天
の
空
を
見
る

蓮
も
真

の
晴
天
空
を

め
る
と
狗
神
の

が

ク
リ
と
動
い
た

 
狗
神

何
だ

 
霊
夢

ど
う
し
た
の
よ

 
蓮
 

ん

狗
神
ど
う
し
た
の

 
何
か
狗
神
の
様
子
が
お
か
し
い

す
る
と
竹
林
か
ら

山
の
動
物
達
が
走
り

け
て
い
き
そ
し

て
鳥
達
が
一

に
空
へ
と
飛
ん
で
い
た

 
神
楽

何
で
す
か
こ
れ

 
鈴

何
か
不
気

だ

 
狗
神

い
や
こ
れ
は

て
め

ら
す
ぐ
に
外
に
出
ろ

 
全
員

え

 
と
何
を
言
い
出
す
の
か
狗
神
が
縁

か
ら
急
い
で
立
ち
上
が
り
外
へ
と
出
る

蓮
達
は

が

分
か
ら
な
い
が
立
ち
上
が
り
外
へ
と
出
た
そ
の
時
だ

た

 
グ
ラ

ガ
タ
ガ
タ
ガ
タ
ガ
タ
ガ
タ
ガ
タ
ガ
タ
ガ
タ

 
蓮
 

つ

地
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霊
夢

何
こ
の
地

 
突
然
の
大
地

で
体
が
す
く
む
が

人
は
す
ぐ
に
体
を

か
せ
て
空
を
飛
び

れ
か
ら

れ

る 
霊
夢

何
よ
こ
れ

 
鈴

い
地

 
と

言

て
い
る
と
最
悪
の
事

が

き
起
こ

た

 

シ

ガ

ン

ガ
ラ
ガ
シ

ン

 
博
麗
神
社
の

が
折
れ
そ
し
て
ど
ん
ど
ん
崩
れ
て
い
く

 
霊
夢

の
神
社
が

 
蓮
 

霊
夢

危
な
い
か
ら

メ
だ

 
向
か
お
う
と
す
る
霊
夢
を

ル
ド
す
る

す
る
と
狗
神
や
神
楽
に
鈴

も
霊
夢
を

ル
ド

す
る
の
を
手
伝
う

 
霊
夢

し
て

い
や

の
神
社

 
蓮
 

え
て
霊
夢

 
神
楽

霊
夢
さ
ん
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狗
神

落
ち
着
け

娘

 
鈴

本
当
に
人
間

 
と
言

て
い
る
と

の

れ
が
治
ま
る

そ
れ
を
確
認
し
た
蓮
達
は
霊
夢
を

す
と
霊
夢

は
す
ぐ
さ
ま
倒
壊
し
た
神
社
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
と
な

た

こ
れ
が
こ
れ
ま
で
の
あ
ら

す
じ
だ

そ
し
て
倒
れ
た
霊
夢
を

の
日
陰
に

か
せ
る

 
蓮
 

あ
り
が
と
う
狗
神

で
も
よ
く
分
か

た

 
狗
神

ま

動
物
特

の
危
険

知

て
や
つ
だ

 
元
が

の
た
め
か
そ
う
い

た
勘
が

い

だ
が
そ
れ
で
命
を

わ
れ
た
た
め
良
か

た

 
神
楽

こ
の
神
社
の
光
景
は
本
当
に

い
で
す

 
鈴

う
ん
こ
れ
は

す
ぎ
る
よ

 
ず

と
住
ん
で
き
た
神
社
が
た
だ
の
瓦
礫
の
山
と
な
れ
ば
最

そ
れ
し
か
出
な
い

す
る
と

 
霊
夢

う

う

ん

あ
れ

こ
こ
は

 
霊
夢
が
目
を
覚
ま
し
た

そ
れ
に
気
が
つ
い
た
蓮
は
霊
夢
に
近

る

 
蓮
 

霊
夢

大

 
霊
夢

蓮

変
な
夢
を
見
た
の
よ

の
神
社
が
倒
壊



 第十一章 緋想の空は天人遊戯

 
す
る
夢
を

な
悪
夢
だ

た

わ

 
霊
夢
は
瓦
礫
と
な

た
博
麗
神
社
を
見
つ
め
る

蓮
は

く

し

な
く
思
い
な
が
ら

 
蓮
 

霊
夢

夢
じ

な
い
よ
こ
れ
は
限
り
な
い
現
実

 
だ
よ

 
霊
夢

夢
で
あ

て
欲
し
か

た

ひ
ぐ

わ
だ
じ
の

 
わ
だ
じ
の
神
社

 
最

絶
望
し
か
な
い
と
い

た

情
だ

す
る
と
空
か
ら
魔
理
沙
が
や

て
来
た
が
そ
れ
と

時
に
何

か
雨
が

ツ

ツ
と
降
り
始
め
た

 
霧
雨

よ

遊
び
に
来
た

て
何
じ

こ
り

 
倒
壊
し
た
博
麗
神
社
を
見
た
魔
理
沙
は

き
の

を
あ

た

 
霧
雨

何
が
あ

た
ん
だ

 
蓮
 

突
然
の
大
地

で
博
麗
神
社
が
倒
壊
し
て
今

 
霊
夢
が

き
そ
う
な
の
を

慢
し
て
る

て

 
感
じ
か
な

 
霧
雨

お

分
か
り
や
す
い

て
地

だ



 第１１１話 家が瓦礫となりました

 
こ

ち
は

れ
て
な
ん
か
な
か

た

 
そ
の
言

を
聞
く
と
霊
夢
が

ク
リ
と
動
き
出
し
た

 
霊
夢

魔
理
沙

今
何
て
言

た
の

 
霧
雨

い
や
だ
か
ら

れ
て
な
か

ひ

 
蓮
 

 
魔
理
沙
の

が

く
な
る

霊
夢
の

を

く
と
蓮
の

中
に

や

が
流
れ
た

 
霊
夢

そ
う

つ
ま
り
異
変
よ

こ
の
異
変
を
起
こ

 
し
た
元
凶
は

底
的
に
退
治
し
て
や
る
わ

 
何

だ
ろ
う

霊
夢
の

が

と

等
レ

ル
に

い

し
か
も
急
に
天
気
が
雨
か
ら
ま
た

晴
に
変
わ

た

 
狗
神

な

何
だ
こ
の
殺
気

 
神
楽

こ
ん
な
霊
夢
様
久
々
で
す
よ

 
鈴

晴
明
ち

ん
の

起
き
が
最
悪
な
時
と

じ

 
ぐ
ら
い
の

の
悪
さ
だ

 
狗
神
や
神
楽
に
鈴

で
す
ら

を
感
じ
る

ど
だ

今
の
そ
れ

ど
危
険
と
い
う
事
だ
ろ
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う 
霊
夢

蓮

魔
理
沙

異
変
解
決
に

り
出
す
わ
よ

 
霧
雨

お

面
白
そ
う
だ
な

 
蓮
 

面
白
く
は
な
い
と
は
思
う
け
ど

で
も
や
ら
れ
た

 
な
ら
や
り
返
さ
な
い
と
霊
夢
も
気
が

ま
な
さ

 
そ
う
だ

戻

て

 
そ
う
言
い
蓮
は

人
を
戻
す

そ
し
て
霊
夢
は
空
中
へ
と
飛
ぶ
と

 
霊
夢

行
く
わ
よ

 
霧
雨

お
う
よ

 
蓮
 

あ

待

て
よ

 

人
は
異
変
解
決
へ
と

り
出
す
の
だ

た

 
晴
明

怠
惰
さ
ん
ト
リ

ク
オ
ア
ト
リ

ト

 
怠
惰

は
い
は
い
お

子
を
あ

る
よ

後
で
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あ
の
娘
に
も
お

子
を
あ

な
い
と
な

 
晴
明

あ
の
子
と
は

 

 

怠
惰
よ
ト
リ

ク
オ
ア
ト
リ

ト
じ

 
晴
明

え

 
怠
惰

は
い
は
い
魔
女

子

ス
し
て
も
君
は
出
ち

 

メ
だ
よ
後
で
お

子
あ

る
か
ら
待

て
て

 

お
待
た
せ
晴
明

 

 

怠
惰
カ

バ

ク
じ

 
晴
明

良
い
の
で
す
か

 
怠
惰

見
ざ
る

聞
か
ざ
る

し

べ
ら
さ
る

て
な

 
と
り
あ
え
ず
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
晴
明

え

と
次
回
も
お
願
い
し
ま
す

 
怠
惰

で
は

者
様

 
晴
明

ま
た
明
日
お
会
い
し
て
く
だ
さ
い
そ
れ
で
は
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第
１
１
２
話
 
竹
林
は
晴
嵐

 
こ
ん
ば
ん
わ

者
様
方

が
負

中
の

 
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

も
う
本
当
に
痛
い

 

た
ら
な
ん
の

で
は
何
時
も
の
よ
う
に
本
編
へ

 
ど
う

 
博
麗
神
社
が
不
可
思
議
な
地

で
倒
壊
し
蓮
達

人
は
異
変
の
首
謀
者
を
追
う
こ
と
と
な

た

そ
し
て
日
の
光
が
強
い
空
を

人
は
飛
ん
で
い
た

 
霊
夢

ま

た
く
何
処
の
ど
い
つ
よ

 
蓮
 

そ
ん
な
怒
ら
な
い
で
よ
霊
夢

 
霧
雨

お
前

を

め
よ
カ
ル
シ
ウ

不

だ

 
異
変
解
決
霊
夢
に
と

て
は
暇
を

せ
刺
激
に
も
な
る
た
め

ウ

ル
カ

な
の
だ
が
今

回
は
神
社
を
倒
壊
さ
せ
ら
れ
て
少
々
キ
レ
て
い
て
不

だ

た



 第１１２話 竹林は晴嵐

 
霊
夢

 
蓮
 

ん

 
霧
雨

ど
う
し
た
ん
だ

 
霊
夢
は
空
中
で
立
ち

ま
る
と
魔
理
沙
も
立
ち

ま
る

そ
し
て
霊
夢
は

方
を

り
向
く

と 
霊
夢

こ
こ
は
手
分
け
し
な
い

そ
の
方
が
色
々
と

 
情
報
も
集
め
ら
れ
そ
う
だ
し

 
霊
夢
の
言
う
通
り
そ
の
方
が
情
報
を
集
め
ら
れ
そ
う
だ
と
考
え
魔
理
沙
と

を
見
合
わ
せ
る
と

お

い
に

き

 
霧
雨

い
い

な
ら

は
ア
リ
ス
の
家
に
行

て
か
ら

 
紅
魔
館
に
行
く

 
霊
夢

そ
う
な
ら

は
妖
怪
の
山
を

し
て
み
る
わ

 
蓮
 

な
ら

は
迷
い
の
竹
林

り
を

べ
て
み
る
よ

 
各
々
が
行
く
場
所
が
決
ま
る
と

 
霊
夢

分
か

た
わ
そ
れ
じ

方
頃
に
守
矢
神
社
の
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前
で
会
い
ま
し

う

 
霧
雨

分
か

た

 
蓮
 

う
ん
気
を

け
て

 
そ
う
し
て
霊
夢
と
魔
理
沙
と
は
別
れ
迷
い
の
竹
林
へ
と
向
か

た

そ
し
て
迷
い
の
竹
林
へ
と

つ
く
と
や
は
り
思
う
こ
と
は

 
蓮
 

本
当
に
迷
子
に
な

ち

い
そ
う
だ
な

 
無
数
に
生
え
る
竹
の
せ
い
で
方
向
感
覚
が
に
ぶ

て
し
ま
い
そ
う
に
な
る

だ
が
気
に
な
る
こ

と
が
あ

た

 
蓮
 

こ
れ
は

 
そ
う
何

だ
が
分
か
ら
な
い
が

が
か
か

て
い
た
が
日
は
出
て
い
る
た
め
何
と
か

界
は
少

し
開
け
て
は
い
る

 
蓮
 

う

ん
も
し
か
し
た
ら
こ
の
異
変

何
か
天
気
に

 
関
わ
る
こ
と
な
の
か
な

 
考
え
な
が
ら
竹
林
を
散
策
し
て
い
る
と

 

 

こ
ら

て
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と

ん
で
い
る
の
が
聞
こ
え
見
て
み
る
と
鈴
仙
が
い
た

ど
う
や
ら
ま
た
て

の
い
た
ず
ら

に
引

か

た
よ
う
だ

 
蓮
 

あ

鈴
仙
さ
ん

 
鈴
仙

え

あ

蓮
さ
ん
こ
ん
に
ち
は

 
に
こ
や
か
に

を
返
し
て
く
れ
た

と
り
あ
え
ず
は
鈴
仙
の
も
と
ま
で
近
づ
く
と

 
蓮
 

ま
た
い
た
ず
ら
さ
れ
た
ん
で
す
か

 
鈴
仙

そ
う
な
ん
で
す
よ

 
蓮
 

え

と
因
み
に
ど
ん
な
イ
タ

ラ
何
で
す
か

 
鈴
仙

え

と
今
日
の
イ
タ

ラ
は

上
か
ら
タ
ラ
イ
を

 
落
と
さ
れ
た
り
そ
れ
に
パ
ン
ツ
を

ら
れ
た
り
と

 
散
々
で

 
蓮
 

そ
う
な
ん
で
す

え

 
先
程
か
ら

を

ら
め
さ
せ
て
ス
カ

ト
を
ク
イ

と

さ
え
て
い
た
た
め
ど
う
や
ら
現

パ
ン
の
よ
う
だ

 
蓮
 

あ

い
や
そ
の

変
な
事
を
聞
い
て
す
い
ま
せ
ん
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鈴
仙

ち

と

何
で
そ
ん
な

れ
む
よ
う
な
目
で

 
見
る
ん
で
す
か

 
そ
う
見
て
も
仕
方
が
な
い

ま
さ
か
そ
ん
な
事
に
な

て
い
る
と
は
思
わ
な
か

た
か
ら
だ

 
蓮
 

え

と

ン

話
は
変
わ
る
ん
で
す
が
鈴
仙

 
さ
ん
こ
こ
最
近
何
か
変
わ

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

 
で
し
た
か

 
何
か
変
わ

た
こ
と
が
な
い
か
と
聞
く
と
鈴
仙
は
少
し
間
を
お
い
て
考
え
て

 
鈴
仙

そ
う
い
え
ば
こ
こ
最
近

不
思
議
と
天
気
が
晴
嵐

 
の
時
が

い
気
が
す
る
ん
で
す
よ

 
蓮
 

え

い
や
こ
こ
最
近
は

晴
か
ち

と

 
雪

み
た
い
な
も
の
が
ち
ら
つ
く
だ
け
で
し

 
た
よ

 
鈴
仙

そ
う
な
ん
で
す
か

そ
う
い
え
ば
人
里
に
行

た

 
時
は
晴
れ
な
の
に
雪
が

ラ

ラ
と
降

て
い
る

 
よ
う
に
も
見
え
ま
し
た
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ど
う
や
ら
今
回
の
異
変
は
天
気
に
関
わ
る
こ
と
の
よ
う
だ

 
蓮
 

と
り
あ
え
ず
は

か
な

あ
り
が
と
う
鈴
仙

 
さ
ん
色
々
と
分
か
り
ま
し
た
よ

 
鈴
仙

え

と
何
が
分
か

た
の
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が

 
そ
れ
な
ら
良
か

た
で
す

 
と
鈴
仙
が

や
か
に
笑

て
い
る
と
蓮
は
観
て
し
ま

た

後
ろ
の

む
ら
で
て

が

シ
シ
と
笑
い
な
が
ら
何
か
布
の
よ
う
な
物
を

の
棒
に
引

け
て

て
い
る
の
を
し
か
も

そ
の
布
に
は
何
か
可
愛
ら
し
い
キ

ラ
が

リ
ン
ト
さ
れ
て
い
た

 
蓮
 

え

え

と
鈴
仙
さ
ん
の
そ
の
下
着

て
何
か

 
可
愛
ら
し
い
キ

ラ
が

リ
ン
ト
さ
れ
て
い
た

 
り
し
ま
す
か

 
鈴
仙

え

何
で
蓮
さ
ん
が
知

て
る
ん
で
す
か

 
蓮
 

い
や
そ
の

 
と
り
あ
え
ず
て

の
い
る
方
を

す
と
鈴
仙
は
見
る
と

を
真

に
さ
せ
な
が
ら

 
鈴
仙

て
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て

シ
シ

鈴
仙
こ

ち

 
鈴
仙
は
て

の
い
る
方
向
へ
と
一

で

を
積
め
て
い
く
が
こ
の
と
き
思

た

こ
れ
は
確

実
に

だ
と

そ
し
た
ら

の
定
だ

 
カ

 
鈴
仙

え

き

 
鈴
仙
の

に

が
か
か
り
そ
の
ま
ま

だ
け
引

張
ら
れ
て
逆
さ
づ
り
に
さ
せ
ら
れ
た

し
か
も

パ
ン
の
た
め
か

手
で
ス
カ

ト
を

さ
え
て
い
る

 
鈴
仙

て

 
て

シ
シ
シ

ち

ろ
い
よ
鈴
仙

 
鈴
仙

く
う

て

蓮
さ
ん
見
な
い
で
下
さ
い

 
と

何

に

分
に

て
く
る
の
か
が
分
か
ら
な
い
が
ま
ず
言
え
る
こ
と
は

 
蓮
 

え

て

え

と
大

で
す
よ

鈴
仙
さ
ん

 
そ
ん
な
ん
で
欲
情
と
か
し
ま
せ
ん
か
ら

 
鈴
仙

そ
う
な
ん
で
す
か

て
そ
う
じ

な
く
て

 
と
い
う
か

く
今

イ
ラ

と
し
た
ん
で
す
が
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女
と
し
て

く
イ
ラ

と
し
た
ん
で
す
が

 
蓮
 

い
や
そ
ん
な
怒
ら
せ
る
よ
う
な
事
は
言

て
い
な

 
い
ん
で
す
け
ど

 

笑
い
を
し
つ
つ
神
楽
を
構
え
て
そ
し
て

刀
し
て

る
う

 
蓮
 

刀
 
次
元
波
斬

 
霊
力
で

ら
れ
た
斬
撃
波
が
鈴
仙
の

を

束
し
て
い
る

に
当
た
り

断
さ
れ
る

 
ジ

キ
ン

 
鈴
仙

ぎ

ん

 
て

お

い

い

 
こ
れ
に
は
て

も

手
を
し
て
く
れ
た

だ
が
て

は
や
ら
か
し
て
し
ま

た

何

な
ら

 
鈴
仙

て

 
目
を
紅
く
光
ら
せ
て
鈴
仙
が

て

を

ん
で
い
た
か
ら
だ

 
て

そ
ん
じ

ば
い
に

ら

 
鈴
仙

待
ち
な
さ

い

 
逃

出
し
た
て

を
鈴
仙
は
追
い
か
け
て
い

た

そ
し
て

人

り

さ
れ
た
蓮
は
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蓮
 

の
所
に
合
流
し
よ
う

 

人
と
な

た
竹
林
で
そ
う

き
妖
怪
の
山
へ
と
向
か

て
い

た
の
だ

た

 
怠
惰

は

い

さ
ん
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

 
ま
し
た

 
鈴

怠
惰

て
さ
何
で
名
前
が
怠
惰
な
の

 
狗
神

言
わ
れ
て
み
る
と
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔

て
変
な

 
名
前
だ
よ
な

 
神
楽

方
そ
ん
な
事
を
言

て
い
る
と
ま
た
オ

室

 
に
つ
れ
て
行
か
れ
ま
す
よ

 
怠
惰

あ

ま

怠
惰
さ
ん

本
は
怠
け
者
だ
か
ら

 
そ
れ
に
友
人
か
ら

た
名
前
だ
し

 
神
楽

友
人
で
す
か

 
鈴

そ
の
友
人

て

ミ
ン
グ
セ
ン
ス

て
言
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知

て
る
の
か
な

 
狗
神

知
ら

だ
ろ

 
怠
惰

ア
ハ
ハ
そ
ん
な
事
を
言

て
い
る
と
そ
の
子

 
時
空
の

を
壊
し
て
こ

ち
に
来
る
か
ら

 
め
て

 
狗
神

こ
わ

 
鈴

何
そ
れ

い

 
神
楽
 

 
怠
惰

と
り
あ
え
ず
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
鈴

え

と
ま
た
次
回

 
神
楽

そ

そ
れ
で
は

者
様

 
狗
神

ま

ま
た
な

あ
り
え

だ
ろ
そ
れ
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第
１
１
３
話
 
サ
ボ
タ

ジ

死
神

 
こ
ん
ば
ん
わ

者
様
マ
ラ
ソ
ン
で

れ
き

て

て
し
ま

て
い
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

 
そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
晴
れ
な
の
に
関
わ
ら
ず
雪
が

ラ

ラ
と
降
り
幻
想
的
な
感
じ
だ
が
問

な
の
は
も
う

雨
が

明
け
て

に

り
そ
う
な
の
に
何

雪
な
の
か
が
分
か
ら
な
か

た

 
蓮
 

雪
が

  
魔
理
沙
が
向
か

た
魔
法
の

を

い

く
す
か
の
よ
う
に
積
乱
雲
が

 
魔
法
の

の
空
を
包
み

光
が

と
ば
し
る

だ
が

く
事
に
積
乱
雲
か
ら

大
な
弾
幕
が

を

か
せ
る
の
を
見
て
し
ま

た

大
き
さ
的
に
は
約

メ

ト
ル
程
だ

 
蓮
 

何

あ
れ

 
だ
が
数
分
と
経
た
ぬ
内
に

大
弾
幕
は

然
と

を

し
た

流
石
の
蓮
で
も

処
ま
で
大
き
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な
弾
幕
は
隠
者
が
か
つ
て
放

た
ラ
ス
ト

ド
ぐ
ら
い
だ

つ
ま
り

 
蓮
 

奴
は
も
し
か
し
た
ら

処
に
い
る
の
か

 
そ
う
思

た
蓮
は
積
乱
雲
が
鳴
り

く
魔
法
の

へ
と
向
か

た

魔
法
の

へ
と
向
か
う

と 
蓮
 

あ
れ

 
何
と
積
乱
雲
だ

た
空
か
ら
突
然

が
降

て
き
た

が
落
ち
る
中
と
り
あ
え
ず
は
ア
リ

ス
の
家
へ
と
向
か

た

 
蓮
 

や

と
つ
い
た

 
ア
リ
ス
の
家
に
は
着
い
た
が
何

か
ア
リ
ス
の
家
が

近
が

が

く
降

て
い
る
よ
う
な
気

が
し
た

す
る
と
ア
リ
ス
の
家
の

が
開
き

 
ア
リ

あ
ら
や

り
蓮
じ

な
い
ど
う
し
た
の

 
上

シ

ン
ハ

イ

 
と

ア
リ
ス
が
上

を

れ
て
出
て
き
た

 
蓮
 

あ

ア
リ
ス
さ
ん
え

と
さ

き
空
を
飛
ん
で

 
い
た
ら
積
乱
雲
か
ら

大
な
弾
幕
が
見
え
た
も
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の
な
ん
で
も
し
か
し
た
ら
と
思

て
来
た
ん
で

 
す
け
ど
魔
理
沙
は
い
ま
す
か

 
ア
リ

そ
う

魔
理
沙
な
ら
さ

き

と
弾
幕
ご

こ
を

 
し
て
そ
の
後

紅
魔
館
へ
行
く

て
言

て
行

 
ち

た
わ
よ

 
そ
れ
を
聞
い
た
蓮
は
も
し
か
し
た
ら
魔
理
沙
は
紅
魔
館
へ
と
向
か
う

中
で
隠
者
に
戦
い
を

ん
で

倒
的
な

で
負
け
た
の
か
も
と
思

た

 
蓮
 

そ
う
で
す
か
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
ア
リ
ス

 
さ
ん

 
と
り
あ
え
ず
は

大
な
弾
幕
が
見
え
た
場
所
ま
で
飛
ん
で
い
き
ど
う
な

て
い
る
の
か
を
見
る

こ
と
に
し
た

 
ア
リ

あ

そ

ち
は
無
縁
塚
だ
か
ら
危
な

て

 
も
う
行

ち

た
の

 
上

シ

ン
ハ

イ

 
ア
リ

蓮
な
ら
大

で
し

分
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上

シ

ン
ハ

イ

 
そ
う
し
て
ア
リ
ス
は
蓮
な
ら
大

だ
ろ
う
と
思
い
家
の
中
へ
と

て
い

た

蓮
は

大

な
弾
幕
が
見
え
た
場
所
へ
と
来
る
と
そ
こ
に
写

た
光
景
は

 
蓮
 

墓
に

花

 
無
数
に

ち
並
ぶ
墓
に
当
た
り
一
面
に
は

花
が
咲
き

て
い
る

そ
れ
だ
け
で
も
不
気

な
の
だ
が

 
蓮
 

あ

あ
ん
な
所
に

か

て
る

 
見
る
と
そ
こ
に
は
何

だ
が
分
か
ら
な
い
が

が
ボ
ロ
ボ
ロ

に
な

て

て
い
る
女
性
が
い

た 
蓮
 

何
か
知

て
る
の
か
な

 
そ
う
思
い
蓮
は
そ
の

て
い
る
女
性
へ
と
話
し
か
け
た

 
蓮
 

あ
の

す
み
ま
せ
ん

 

を

ら
し
な
が
ら
起
こ
す
と

て
い
る
女
性
は

々
に
ま
ぶ
た
を
開
い
て
い
く

 

 

う

う

ん

は

 
そ
し
て
飛
び
起
き
て
き
て

り
を
キ

ロ
キ

ロ
と
見
回
し
始
め
た
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あ
れ

あ
れ

あ
の
人
は

も
う
行

ち
ま

た

 
の
か
い

あ

映
姫
様
に
後
で
怒
ら
れ
る

 
ど
う
し
た
も
ん
か

 
急
に
そ
の
女
性
は

を

き
む
し
り
な
が
ら

え
出
し
た

だ
が
映
姫
と
い
う
言

を
聞
き
逃

さ
な
か

た

 
蓮
 

映
姫
様

て

つ
ま
り
地
獄
の
関
係
者
で
す
か

 

 

ん

あ

そ
う
だ

て
あ
れ

 
お
前
さ
ん
は

だ
い

 
ど
う
や
ら
や

と

に
戻

た
の
か

分
の
事
に
気
が
つ
い
た
よ
う
だ

 
蓮
 

あ

は
蓮

蓮

て
言
い
ま
す

 

 

蓮

あ

あ
ん
た
が
蓮
か
い

 
り

じ

な
く
て

い

い
や
そ
う
じ

な
く
て

 
あ
の
人
が
興

を

て
い
る

て
い
う
蓮

て

 
の
は
お
前
さ
ん
の
事
な
の
か
い

 
蓮
 

言

て
い
る
意

は
分
か
り
ま
せ
ん
が

ら
く
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何
じ

な
い
で
す
か

所
で
貴
女
は

 
と
り
あ
え
ず
目
の
前
の
女
性
の
名
前
を
聞
く
と

 

 

お

と
こ
れ
は
す
ま
ん

あ
た
い
は
小
野
塚

 
小
町

て
い
う
だ

一

は
死
神
を
や

て
る

 
か
な

 
ど
う
や
ら
死
神
ら
し
い

死
神
と
聞
く
と
現
代
人
の
蓮
か
ら
し
て
み
れ
ば

 
蓮
 

あ
の
確
か
刀
や
ら
が

解
て
き
な
あ
の
死
神

 
で
す
か

 
小
町

は

は

は

え
て
言
お
う
そ
れ
は

う

 
て
か

だ
よ

 
集

社
に
怒
ら
れ
そ
う
だ

と
り
あ
え
ず
話
を
変
え
る
こ
と
に
し
た

 
蓮
 

あ

え

と
小
町
さ
ん
は
何
で
こ
ん
な
所
に

 
し
か
も

が
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な

て

て
い
る
ん

 
で
す
か

 
小
町

あ

い
や

う
ん
サ
ボ

て
た
ら
上

に
見
つ
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か

て
ボ

ボ

に
さ
れ
て

 

を

き

笑
い
を
し
な
が
ら
小
町
は
参

た
と
い
う

情
を
し
て
く
る

そ
れ

前
に
死
神

の

を
怠
業
し
て
い
て

業

得
だ
と
思
う
が
そ
こ
は

え
て
突

込
ま
な
い
よ
う
に
し
よ
う

と
思

た

 
蓮
 

そ
う
な
ん
で
す
か
あ

そ
う
い
え
ば
小
町
さ
ん

 
こ
こ
最
近
変
わ

た
事

て
あ
り
ま
せ
ん
で
し

 
た
か

 
念
の
た
め
に
も
聞
い
て
み
る
と
小
町
は

に
手
を

い
て
じ

く
り
と
考
え
て

 
小
町

そ
う
い
え
ば
こ
こ
最
近

怨
霊
の
数
が
少
な
い
気
が

 
す
る

そ
れ
か
ら
後
は
こ
こ
最
近
ジ
メ
ジ
メ
と

 
し
て
い
る

て
事
ぐ
ら
い
か

 
言
わ
れ
み
る
と

り
に
は
霧
が
た
ち
こ
め
て
い
た

そ
の
せ
い
な
の
か

が

に
引

い
て

少
し
気

ち
悪
い

 
小
町

本
当
に
こ
の

気
な
ん
と
か
し
て
欲
し
い
ん

 
だ
け
ど

さ
て
と
仕
事
し
な
い
と
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そ
う
言
い
小
町
は
乱
れ
た

を
戻
す
と
近
く
落
ち
て
い
る
大

を

て

 
小
町

そ
ん
じ

あ
た
い
は
行
く
よ
少
し
で
も
仕
事
を

 
し
て
説
教
の
時
間
を

ら
さ
な
い
と
い
け
な
い

 
か
ら

 
蓮
 

あ

情
報
の

を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
小
町

あ
た
い
は
何
に
も
し
て
な
い
よ

 
そ
う
言
う
と
小
町
は
突
然
目
の
前
か
ら

え
た

だ
が
説
教
と
聞
い
て
あ
る
事
を
思
い
出
し

た 
蓮
 

確
か
理
久

さ
ん
の
知
り
合
い
で
説
教
を
受
け

 
ま
く

て
る

て
い
う
知
り
合
い

て

気
の

 
せ
い
だ
よ

 
そ
の
知
り
合
い
と
は
小
町
さ
ん
か
と
思

た

も
し
か
し
た
ら
理
久

は
す
ぐ
近
く
に
居
る
ん

じ

な
い
か
と
思
う
が

ら
く
気
の
せ
い
だ
ろ
う
と
も
思

た

そ
し
て
空
を
見
上

る
と

 
蓮
 

あ

も
う
そ
ろ
そ
ろ
集
合
時
間
だ

 
そ
う
言
い
蓮
は
空
へ
と
飛
び
立

た
の
だ

た
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怠
惰

て
な
わ
け
で
映
姫
様
の

下
こ
と
小
町
ち

ん

 
で
し
た

 
鈴

見
る
か
ら
に
怠
け
て
る
よ

 
狗
神

奴
は
サ
ボ
り
の

ロ
な
の
か

 
怠
惰

う
ん
そ
う
だ
よ

 
神
楽

映
姫
さ
ん
気

が
増
え
ま
す

 
怠
惰

本
当
だ
よ

い
い
上

を

た
よ

説
教
⻑
い

 
け
ど

 
鈴

あ

も
う
時
間
だ

そ
れ
じ

者
様

 
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

次
回
も
よ
ろ
し
く
な

 
怠
惰

そ
れ
じ

者
様

 
神
楽

ま
た
明
日
に
そ
れ
で
は
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第
１
１
４
話
 
嵐
の
使
者

 
こ
ん
ば
ん
わ

者
様
臨
時
の
バ
イ
ト
が

り
そ
ち
ら
へ
と
行

て
い
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で

す

遅
れ
て

し

な
い

で
は
本
編
へ
ど
う

 
蓮
は
大
急
ぎ
で
待
ち
合
わ
せ
の
場
所
で
あ
る
守
矢
神
社
へ
と
向
か
う

 
蓮
 

参

た
も
う
後

数
分
だ
よ

 
そ
ん
な
事
を
言
い
な
が
ら

ス

ド

行
し
て
い
る
と
妖
怪
の
山
に

光
が

り
大
雨
が

降

て
い
た

 
蓮
 

処
を

る
の
か

え

い

落

に

 
当
た
ら
な
い
よ
う
に
と
神
頼
み
を
す
る
だ
け
だ

 

び
な
が
ら
嵐
と
な

て
い
る
妖
怪
の
山
へ
と
突

を
し
た

だ
が

 

イ
カ

 
蓮
 

う
わ
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光
が

り
行
き
た
い
場
所
へ
と
た
ど
り
着
け
な
い

 
蓮
 

仕
方
な
い

空
飛
行
で
何
と
か
す
る
し
か
な
い
か

 
地
上
ス
レ
ス
レ
の

空
飛
行
で
飛
び
守
山
神
社
へ
と
急
ぐ

そ
う
し
て
い
る
と

 
蓮
 

ん

あ
れ

て

 

然
の
事
だ

た

こ
の
嵐
の
中
ヒ
ラ
ヒ
ラ
の

を
着
て
そ
れ
な
り
に
大
き
な

子
を

た
女
性
が

わ

わ
と
飛
ん
で
い
た
の
だ

す
る
と
そ
の
女
性
と
目
が
合
う

ど
う
や
ら

分
の

事
に
気
が
つ
い
た

 
蓮
 

え

と
す
み
ま
せ
ん
貴
女
は

 

 

そ
う
い
う
貴
方
こ
そ

か
し
ら

 
ま
さ
か
の
返
し
で
名
前
を
聞
い
て
き
た

言
わ
な
い
と
い
う
理

も
な
い
の
で

え
た

 
蓮
 

は

蓮
と
言
い
ま
す
貴
女
は

 

 

は

永

と
言
い
ま
す

 
蓮
 

え

と

さ
ん

貴
女
こ
ん
な
大
嵐
で
よ
く

 
平
然
と

遊
を
し
て
ら
れ
ま
す

 
平
然
と

わ

わ
と

遊
し
て
い
る

に
そ
う
言
う

こ
こ
だ
け
の
話
だ
が
強
い

雨
で
飛
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ぶ
の
も
結
構

い
の
だ
が
そ
れ
で
も
平
然
と

わ

わ
と
飛
ん
で
る

に

い
て
い
た
の
だ

 

あ

こ
れ
で
も
⻯

の
使
い
と
い
う
妖
怪

 
何
で
す
よ

 
や
は
り
妖
怪
だ

た

こ
ん
な

妖
怪
し
か
い
な
い
こ
の
山
に
は
人
間
と
言
え
る
人
物
は

ぐ
ら
い
だ
ろ
う

 

所
で
貴
女
は
何
で
こ
ん
な

雨
の
中
を
飛
ん
で

 
い
る
の
で
す
か

そ
れ
と
こ
こ
は
貴
方
が
来
る

 
べ
き
所
で
は
な
い

で
す
が

 
蓮
 

は
こ
の
異
変
を
解
決
す
る
た
め
に
動
い
て

 
ま
す

さ
ん
何
か
ご

じ
で
す
か

 

そ
う
で
す

分
総

娘
様
の
仕
業
で
す

 
か

 
蓮
 

総

娘
様

 

あ

 
と
言
う
と

は
ハ

と
い
う

情
に
な

た

ど
う
や
ら
言

て
は
不

い
こ
と
を
言
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て
し
ま

た
よ
う
だ

 

え

え

と

が
言

た
と
い
う
事
は
内

 
で
お
願
い
し
ま
す

 
蓮
 

え

は
い

 

お
願
い
し
ま
す

 
そ
う
言
う
と

は

わ

わ
と
ま
た
飛
ん
で
い

た

そ
し
て
分
か

た
事
は
こ
の
異
変
は

総

娘
と
い
う
人
物
が
引
き
起
こ
し
た
よ
う
だ

 
蓮
 

あ

い
け
な
い

 
だ
が
こ
の
時
約
束
の
事
を
思
い
出
し
す
ぐ
に
守
矢
神
社
へ
と
向
か
う
の
だ

た

そ
し
て
守

矢
神
社
の
前
へ
と
着
く
と

に
霊
夢
と
魔
理
沙
が
待

て
い
た

 
蓮
 

ご
め
ん

遅
く
な

た

 
と

り
な
が
ら
言
う
と
魔
理
沙
は

シ
シ
と
笑
い
な
が
ら
手
を

り
霊
夢
は
ジ
ロ

と

ん

で
く
る

 
霧
雨

遅
か

た
な
蓮

 
霊
夢

蓮
あ
ん
た
遅
い
わ
よ
何
処
で

を
売

て
た
の
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魔
理
沙
は
そ
う
で
も
な
い
が
霊
夢
は
少
々
不

だ

 
蓮
 

え

と
鈴
仙
さ
ん
の
所
ま
で
は
普
通
だ

た
ん

 
だ
け
ど
そ
の
後
に
死
神
さ
ん
と
お
話
を
し
た
り

 
そ
れ
で
⻯

の
使
い
と
お
話
を
し
た
か
な

 
霊
夢

⻯

の
使
い

し
い
妖
怪
に
出
会

た
わ

 
ど
う
や
ら

さ
ん
は
結
構

し
い
妖
怪
の
よ
う
だ

 
霧
雨

な

情
報

し
な
い
か

 
と

言
わ
れ
蓮

霊
夢

魔
理
沙
の

人
は
そ
れ

れ
が

て
き
た
情
報
を

し
合
う

 
霊
夢

が
集
め
た
情
報
は
ま
ず
今
回
の
異
変
は
天
気

 
と
い
う
の
は
分
か

た
わ
そ
し
て

達
の
気

 
が
天
気
と
な

て

た
と
い
う
の
も
分
か

 

た
わ

 
霧
雨

そ
ん
じ

次
は

だ
な

も

ど
は
霊
夢
と

 
じ
だ
が

に
よ
れ
ば
こ
こ
数
日
前
程
に
よ
桃
を

 

子
に

せ
た
女
が
幽
霊
を

し
か
ら
斬
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て
い
た
そ
う
だ

 
と

人
が
話
し
て
く
れ
た

そ
し
て
そ
の

人
の
情
報
を
も
と
に
し
て

分
が
集
め
て
き

た
情
報
を

え
た

 
蓮
 

そ
れ
じ

が
集
め
て
き
た
情
報
を
言
う

ま
ず

 
こ
こ
最
近
幽
霊
が
少
な
い

て
死
神
さ
ん
か
ら
聞

 
い
た
ん
だ
け
ど
こ
れ
は
魔
理
沙
の
言
う
そ
の
桃
の

 

子
を

た
女
性
が
幽
霊
を
斬

て
い
た

て

 
事
だ
よ

 
霧
雨

分
な

 
蓮
 

つ
ま
り
さ
幽
霊

て
確
か
気
の
よ
う
な
も
の

 
何
だ
よ

 
霊
夢

え

そ
う

る
程
つ
ま
り
幽
霊
を
斬

て

 
そ
の
気

が

達
に
流
れ
込
ん
で
き
て
気

が

 
天
気
へ
と
変
え
た

て
事

 
そ
う
気
つ
ま
り
こ
の
異
変
は
斬
ら
れ
て

滅
し
た
幽
霊
達
の
気
が
異
常
な
ま
で
の

で

走
し
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分
達
の
気

が
天

と
な

た
が
た
め
に
異
常
気

が
起
き
て
い
た
の
だ

 
蓮
 

そ
う
い
う
こ
と
そ
れ
で
⻯

の
使
い
が
面
白
い
 

 
事
を
言

た
ん
だ
よ

 
霊
夢

何
よ

 
霧
雨

何
を
言

た
ん
だ

 
蓮
 

総

娘
様

て

こ
こ
ま
で
が
集
め
て
き
た

 
情
報
か
な

 
そ
う
し
て
蓮
が
話
終
え
と
霊
夢
は

に
手
を

え
て

 
霊
夢

⻯

の
使
い
は
天
を

ぐ
そ
し
て
総

娘

 
つ
ま
り
犯
人
は
こ
の
上
の
世
界
の
天
界
に
住
ん
で

 
い
る
も
の
つ
ま
り
天
人

 
上
を
向
い
て
霊
夢
は
そ
う

ん
だ

こ
れ
だ
け
の
情
報
で
こ
こ
ま
で
た
ど
り
着
け
る
と
は
蓮
も

く
ば
か
り
だ

 
霧
雨

次
な
る
目
的
地
は
決
ま

た
な

 
霊
夢

え

そ
う
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蓮
 

は

こ
の

の
中
を
ま
た
行
く
の
か

 
ま
た
こ
の

光
が

る
雲
の
中
を
飛
ん
で
い
く
の
か
と
思
う
と
少
々
心

に
な
る

先
程
も
後

少
し
で

に

撃
す
る
と
こ
ろ
だ

た
か
ら
だ

 
霊
夢

安
心
し
な
さ
い

が
勘
で
動
く
か
ら
そ
れ
通
り
に

 
つ
い
て
き
な
さ
い

 
霧
雨

そ
れ
は

か
る
な

 
蓮
 

本
当
は

が
前
に
行
け
れ
ば
良
い
ん
だ
け
ど

 
そ
う
思
い
な
が
ら
も
蓮
と
霊
夢
そ
し
て
魔
理
沙
は
空
へ
と
飛
ん
で
い
く
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
や

て
い
き
ま
す
か

 
鈴

怠
惰

て
さ
小
説
書
く

外
で
休
日

 

て
何
し
て
ん
の

 
怠
惰

う

ん

し
た
り
動

見
た
り

た
り
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て
感
じ
か
な

 
狗
神

だ
ら
け
き

て
る
な

 
怠
惰

ま

怠
惰
の
名
前
に
は

じ
て
な
い
よ

 
神
楽

そ
う
で
す
が

動
も
大

で
す
よ

 
怠
惰

ま

そ
こ
は
考
え
て
お
く
よ

と
り

 
あ
え
ず
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

ま

こ
ん
な
ん
で
悪
い
が
今
回
も
あ
り
が
と
う

 
な

者
様

 
神
楽

そ
れ
で
は

者
様

 
鈴

ま

た
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第
１
１
５
話
 
喧
嘩
は
程
々
に

 
こ
ん
ば
ん
わ

者
様

ン
ス
ト
で

て
て
い
た

ン

 
に

て
な
く
な

て
い
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

 
何

だ
ろ
う
サ
タ
ン
が
何

か
ハ

ス
ル
し
て
体
力

 
か
ら

分
に
す
る
ん
で
す

ま

そ
れ
は
さ
て
お
き
今
回

 
も
お
願
い
し
ま
す

で
は
ど
う

 

雨
が
降
り
注
ぎ

分
達
の

に
雨
の

が
強
く
当
た
る

蓮

霊
夢

魔
理
沙
の

人
は

雨
の
中
を
た
だ
一

に
上
へ
と
飛
ん
で
い
た

 
霊
夢

次
は
こ

ち
よ

 
霧
雨

ひ

が

い

 
蓮
 

当
た

た
ら
確
実
に
死

ル

ト
だ
か
ら
気
を

 
つ
け
て
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霊
夢
の
勘
を
頼
り
に

を

け
な
が
ら
後
ろ
に
つ
い
て
い
く

も
し
少
し
で
も

れ
よ
う
も
の

な
ら

に

撃
し
て
感
電
死
す
る
未
来
し
か
な
い

そ
の
た
め
蓮
と
魔
理
沙
は

死
だ

 
霊
夢

あ
ん
た
達

も
う
す
ぐ
出

よ

 
そ
う
い
わ
れ
前
を
見
る
と
確
か
に
光
が

れ
出
し
て
い
た

 
霊
夢

全

力
で

け
る
わ
よ

 
霧
雨

お
う

 
蓮
 

了
解

 
そ
う

び

人
は
更
に

し
光

す
場
所
へ
と
向
か
う

そ
し
て

に

人
は
真

黒
の

雲
を

け
光

す
場
所
へ
と

り
着
い
た

 
蓮
 

こ
こ
が
天
界

 
霊
夢

そ
う

 
霧
雨

こ
い
つ
は
す

ラ

タ
は
本
当
に

 
蓮
 

魔
理
沙
そ
れ
は
言

ち

メ

 
先
程
の
空
を

い

く
し
て
い
た

雲
も

に
強
く
当
た

て
い
た
雨
も
天
界
に
は
降

て
は

い
な
い

そ
こ
に
写
る
光
景
は
桃
を
実
ら
せ
た

々
が

く
育
ち

は
流
れ
そ
し
て
大
地
と
雲
が
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合
わ
さ

た
か
の
よ
う
な
地

を

し
て
い
た

 
蓮
 

あ
る
意

で
幻
想
的
だ

 
霧
雨

そ
の
言

に
は

得
だ

 
霊
夢

そ
う

 

者
様
か
ら
見
れ
ば
幻
想
郷
も
幻
想
的
と
思
え
る
だ
ろ
う

だ
が
幻
想
郷
の
景
色
を
見

れ
る

と

方
の
方
が
幻
想
的
に
見
え
て
し
ま
う
の
だ

そ
し
て
蓮
た
ち
は
天
界
の
地
に

を
つ
け
た

 
蓮
 

あ

こ
こ
は
対
し
て
地
上
と
変
わ
ら
な
い
ん
だ

 
霊
夢

あ
ら
本
当

 
霧
雨

も

と

ん
わ
り
と
し
た
大
地
か
と
思

た

 
魔
理
沙
の
言
う
通
り

分
も
そ
う
だ
と
思

て
い
た
た
め
少
し
が

か
り
し
た
の
だ
が

 
蓮
 

だ
け
ど

麗
な
事
に
は
変
わ
り
な
い

 
と

言
う
と
魔
理
沙
は
ケ
ラ
ケ
ラ
と
何
か

ん
で
い
ら
の
か
笑
い
な
が
ら

 
霧
雨

霊
夢
と
こ
の
天
界
だ

た
ら
ど

ち
が

麗
な
ん

 
だ
よ

 
霊
夢

は
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突
だ

た
た
め
な
の
か

き
の

を
霊
夢
は
上

た

そ
し
て
魔
理
沙
の

問
に
対
し
て
の

え
は

 
蓮
 

う

ん
霊
夢
か
な

 
霊
夢

へ

 
ま
た
ま
た

き
の

を
上

て

を
真

に
さ
せ

を
と
ろ
け
さ
せ
た

ど
う
や
ら
今
の
一

言
は
先
程
ま
で
不

だ

た
霊
夢
を
一
気
に
上

に
し
た
よ
う
だ

 
霊
夢

 
霧
雨

お

お

分

か
り
や
す
い
な

 
霊
夢

う
る
さ
い
わ

 
蓮
 

ま

ま

 
ま
た
不

に
な
る
の
も
あ
れ
な
の
で
な
だ
め
る

そ
ん
な

を
し
て
い
る
時
だ

た

 

 

よ
う
こ
そ
天
界
へ

 
と

を
か
け
ら
れ

人
は

の
し
た
方
向
を
見
る
と
そ
こ
に
は

人
の
少
女
が
い
た

し

か
も
そ
の
少
女
の
特

と
し
て
は

に

子
を

て
い
る
が
何
よ
り
も
そ
の

子
に
は
桃
が

て
い
た

ら
く
目
の
前
に
い
る
少
女
が
こ
の
異
変
の
元
凶
だ
ろ
う
と
す
ぐ
に
分
か

た
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蓮
 

貴
女
が
今
回
の
異
変
の
首
謀
者
で
間

い
な
い

 
で
す
よ

 
霧
雨

子
に
桃
を

せ
て
る

ま
ん
ま
情
報
通
り
だ
な

 
霊
夢

あ
ん
た

う
ち
の
神
社
を
壊
し
た
の
は

 
や

と

が
良
く
な

た
の
に
ま
た

り
出
し
に
戻

て
し
ま

た

そ
し
て
目
の
前
の
少

女
は
楽
し
そ
う
に
笑
い
な
が
ら

 

 

下
に
も

は
比
那
名
居
家
の
娘

 
比
那
名
居
天
子
よ

 
天
子
と
名

た
少
女
は
不

な
笑
み
を
し
な
が
ら

方
を
見
て

 
天
子

聞
い
て
る
わ
よ
異
変
解
決
を
す
る
博
麗
の
巫
女
に

 
そ
の

し

さ
え

の

蓮
で
し

 
霊
夢

え

そ
う
よ

 
蓮
 

達
の
事
を
知

て
る
ん
だ

 
霧
雨

な

は

 
天
子

ご
め
ん
あ
ん
た
は
分
か
ら
な
い
わ
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霧
雨

お

お
い
お
い

は
普
通
の
魔
法
使
い
霧
雨

 
魔
理
沙
だ

覚
え
て
お
け
よ

 
と

分
だ
け
知

て

え
て
な
か

た
の
か
少
し

キ
に
な

て
魔
理
沙
は

の
名
前
を

え
た

 
蓮
 

そ
れ
で
何

異
変
を
起
こ
し
た
ん
で
す
か

 
何

異
変
を
起
こ
し
た
の
か
と
い
う
理

を
聞
き
た
く
て
聞
い
た

元
々
異
変
は
何
か
理

が
な
け
れ
ば
普
通
は
起
こ
さ
な
い

紅
霧
異
変
は
空
を

い

く
し
て
レ
ミ
リ
ア
達
が

で
も

に
動
け
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
お
越
し

雪
異
変
は
⻄
行
桜
の

に

ま
る
物
を
見
つ
け
た
い

が
た
め
に
起
こ
し
永
夜
異
変
は
月
の
使
者
を
来
さ
せ
な
い
た
め
に
起
こ
し
と
色
々
な
理

が
あ

る

に
気
に
な

た
の
だ

す
る
と
天
子
は

 
天
子

そ
う

た
だ

に
刺
激
が
欲
し
か

た
か
ら
か
し

 
ら

 
霊
夢

刺
激

 
天
子

そ
う

天
界
を
見
て
ど
う
思

た
か
教
え
て

 
下
さ
ら
な
い
か
し
ら
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こ
の
光
景
を
見
て
の
感
想
を
聞
い
て
く
る

そ
れ
に

人
は

え
た

 
霊
夢

見
た
感
じ
桃
の

し
か
な
い
わ

 
霧
雨

お
宝
が
あ
り
そ
う
だ
な

 
蓮
 

う

ん
見
た
感
じ
平
和
か
な

 
天
子

そ
う

真
面
目
に

え
て
く
れ
た
の
は
魔
理
沙

 

外

 
な
お
魔
理
沙
に
限

て
は

人
セ
ン
サ

が

に
な

て
い
た

今
度
は
何
を

む
ん
だ
と

思

て
し
ま
う

 
霧
雨

お
い
お
い

は

え
た

 
天
子

ま

え
た
け
ど
安

に
言
う
わ
こ
こ
天
界
は

 
本
当
に
何
に
も
な
い
の
よ
あ

て
も
特

品
の

 
桃
だ
け
よ

し
か
も
も
う
食
べ

き
た
わ

 
天
子
の
そ
の
言

を
聞
い
て
あ
る
こ
と
を
思
い
出
し
た

 
蓮
 

そ
う
い
え
ば
確
か
昔
に
天

は
平
和
す
ぎ
て

 
そ
れ
で
や
る
こ
と
は
日
向

こ
し
か
な
い
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て
事
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
な

 
天
子

そ
う
そ
れ
よ
本
当
に
刺
激
が
何
に
も
な
い
の
よ

 
正

な
話

地
上
の
方
が
何

も
楽
し
そ
う
だ

 
も
の

 
ど
う
や
ら
そ
ん
な
事
で
異
変
を
起
こ
さ
れ
な
お
か
つ
神
社
を
倒
壊
さ
せ
ら
れ
た
よ
う
だ

 
霊
夢

そ
う
よ
く
分
か

た
わ
と
り
あ
え
ず
あ
ん
た
を

 
退
治
す
れ
ば
い
い
の
よ

 
霊
夢
は

と
お

い
棒
を
構
え
魔
理
沙
は
八

を

り
出
し
た

も
う

人
は
闘
う
気

は
満
々
の
よ
う
だ

 
天
子

あ

で
も
せ
め
て
相
手
は

人
に
し
て
く
ん

 
な
い

こ
こ
は
正
々
堂
々
と
や
り
ま
し

う

 
と

言

て
き
た

霊
夢
と
魔
理
沙
は
お

い
に

を
見
合
わ
せ
て

 
霊
夢

が
や
る
か
ら
魔
理
沙
は
引

込
ん
で
て
く

 
れ
な
い

 
霧
雨

お
い
お
い
こ
ん
な
楽
し
そ
う
な
事

り

め
は
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ず
る
い

 
霊
夢

そ
う
な
ら
ど

ち
が
相
手
を
す
る
か
弾
幕
ご

こ

 
で
決
め
ま
し

う

 
霧
雨

い
い

 
そ
う
言
う
と

人
は
飛
び
上
が
り
弾
幕
ご

こ
を
始
め
た

こ
れ
に
は
ど
れ
だ
け
血
気

ん

な
ん
だ
と
思

て
し
ま
う

 
天
子

何
か

け
者
に
さ
れ
た
ん
だ
け
ど

 
蓮
 

ア
ハ
ハ
ハ

す
み
ま
せ
ん

 

分
は
悪
く
な
い

な
の
に
も
う

り
た
く
て
仕
方
が
な
い

す
る
と
天
子
は

 
天
子

な
ら
良
い
わ
あ
ん
た
と

負
し
て
あ

る
わ

 
蓮
 

え

で
す
か

あ
の

人
は

 
弾
幕
ご

こ
を
し
て
い
る

人
を
見
上

な
が
ら
言
う
と
天
子
は
ク
ス
ク
ス
と
笑
い
な
が
ら

 
天
子

は

も

名
し
て
な
か

た
わ
よ

今
さ

き

 
貴
方
を

名
す
る
ま
で

 
天
子
は
ま
る
で

サ

ル
を
思
わ
せ
る
か
の
よ
う
な
不
思
議
な

を
構
え
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天
子

さ

相
手
を
し
て
あ

る
わ

 
と

満
々
に
言

て
き
た

蓮
は
し
ば
ら
く
考
え
て

 
蓮
 

は

名
さ
れ
た
な
ら
お
相
手
を
し
ま
す

 
神
楽
を
す
ぐ
に

刀
出
来
る
よ
う
に
構
え
る

そ
れ
と

時
に
晴
れ
て
い
る

な
の
に
雪
が
降

り
だ
す

そ
れ
を
見
た
天
子
は

リ
と
笑

て

 
天
子

へ

貴
方
の
気

し
い
わ

う
か

風
花
な
ん
だ

 
蓮
 

の
気

で
す
か

 

ラ

ラ
と

り
だ
す
雪
を
見
て
そ
う

え
る

 
天
子

え

あ
ま
り
目
立
つ
よ
う
な
天
気
じ

な
い
け
ど

 
で
も
人
を
目
立
た
せ
よ
う
と
す
る
気

て
感
じ

 
そ
れ
で
時
に
は

分
の

張
も
す
る
面
白
い
わ

 
天
子
は
手
の
ひ
ら
に

ラ

ラ
と
降
る
雪
を
手
に

せ
そ
し
て

て

方
を
見
る
と

 
天
子

さ

を
楽
し
ま
せ
て
よ

 
蓮
 

面
白
い
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が

い
ざ

負

 
そ
う
し
て
蓮
と
天
子
の
弾
幕
ご

こ
が
開
始
さ
れ
た
の
だ

た



 第十一章 緋想の空は天人遊戯

 
怠
惰

で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
鈴

怠
惰

明
日
か
ら
番
外
編
が
始
ま
る
ん
だ

 
よ

 
怠
惰

ま

予
定
だ
と

 
狗
神

時
間
は
何
時
か
ら
な
ん
だ

 
怠
惰

一

は
正

く
ら
い
か
ら
投
稿
し
よ
う
と
は

 
思

て
い
ま
す

 
神
楽

そ
う
な
ん
で
す
か

 
怠
惰

え

あ
と
見
る

者
様
方
に
注
意
と
し
て
書
か

 
せ
て
は

う
け
ど
ま
ず
オ
リ
キ

ラ
は
玲
音
を

 

め
て

人
出
る
予
定
で
す
そ
し
て
シ
リ
ア
ス

 
が
ち

ち

ろ
と

り
ま
す
の
で
ご
了

を
下

 
さ
い
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狗
神

オ
リ
キ

ラ
な

 
怠
惰

あ

因
み
に
も
う

つ
の
小
説
で
も
そ
の
番
外

 
編
に
出
て
く
る
オ
リ
キ

ラ
の
昔
話
が

ロ

 

と
だ
け
紹
介
さ
れ
て
い
る
ん
だ
よ

 
神
楽

そ
れ

て

本
的
に
は
本
と
か
で
す
よ

 
怠
惰

そ
う

だ
か
ら
本
を

す
る
回
だ
と
か
は

 
そ
こ
を
気
に
し
て
み
る
の
も
い
い
か
も

 
鈴

は
本
を
見
て

ぶ

て
や
つ
だ
よ

 
怠
惰

ま

そ
う
い
う
事
だ

て
な
わ
け
で
今
回
は

 
こ
こ
ま
で

 
神
楽

そ
れ
で
は

者
様

 
鈴

ま
た
明
日

 
狗
神

そ
ん
じ

あ
な



 第十一章 緋想の空は天人遊戯

 
第
１
１
６
話
 

比
那
名
居
天
子

 
こ
ん
ば
ん
わ

者
様

動
不

で
更
に
マ
ラ
ソ
ン
で
よ
り

 
一

れ

て
て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

 
ど
う
し
て
マ
ラ
ソ
ン
と
い
う
悲
し
い
授
業
が
あ
る
の
だ
ろ
う

 
か

ま

と
り
あ
え
ず
は
本
編
へ
ど
う

 
こ
こ
天
界
の
と
あ
る
一

で
は
現

急
激
な
天

の
変
化
に
続
き
バ
ト
ル
が

り

ら
れ
て

い
た

 
霊
夢

そ
ん
な
程
度
の

撃
は
当
た
ら
な
い
わ
よ

 
霧
雨

ま
だ
ま
だ

 
と

一

の
場
所
で
は
霊
夢
と
魔
理
沙
が
ど
ち
ら
が
天
子
に

む
の
か
を

い
あ

て
い
た

だ
が
そ
ん
な

人
の
努
力
は

し
く
そ
の
天
子
は
蓮
と
対

を
し
て
い
た

 
天
子

石
よ

相
手
を

し

し
な
さ
い
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注

が

か
れ
た
石
を
無
数
に

方
へ
と
投

飛
ば
し
て
く
る

 
蓮
 

無
心
一

 
深
呼
吸
を
し
て
呼
吸
を
整
え
る

刀
す
る

そ
の
時
一

だ
が
神
楽
の
刀

が
煌
め
く
が
す

ぐ
に

え
る

何

な
ら

 
カ
キ
ン

 
向
か

て
く
る

石
を
目
に
見
え
ぬ
の

度
の

刀
術
で
弾
き
飛
ば
し
た
か
ら
だ

し
か
も
神

楽
の
刀

は
そ
こ
い
ら
の
刀
と
は

い

か
に

い
た
め
刃
こ

れ
す
ら
し
な
い

 
天
子

や
る
わ

何
処
で
そ
ん
な
技
を

 
蓮
 

ま

幻
想
郷
に
来
れ
ば
こ
ん
な
事
も
出
来
る
よ
う
に

 
は
な
り
ま
す
よ

 

つ
も
の
死
戦
を

け
て
く
れ
ば
こ
の
ぐ
ら
い
は
出
来
る
よ
う
に
は
な

て
く
る

そ
れ
に

元
々
は

刀
術
は
使
え
な
か

た
が
妖
夢
が
二
刀
流

術
を
使
う
な
ら

分
は
普
通
に

手
で
刀

を
構
え
る

に

ラ
ス
で
居
合
い
や
ら
が
使
え
る

刀
術
を
使

て
み
よ
う
と
思
い
何
度
も
何
度

も

を
し
た

そ
の

が
あ

て

は
大
分
出
来
る
よ
う
に
は
な

た
の
だ

 
天
子

面
白
い
わ
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そ
う
言
い
今
度
は
更
に

石
の
数
を
増
や
し
て
投

て
く
る

こ
の
時
ま
た
先
程
の

刀
術
で

弾
き
飛
ば
し
て
も
良
い
か
と
思

た
が
式
神

鈴

を
構
え
て

 
蓮
 

式

 
鈴

の
反
撃

 
鈴

ま

か
せ
な
さ

い

 
そ
う
言
う
と
向
か

て
く
る

石
を
全
て

り
飛
ば
し

石
を
放

た
天
子
に
全
て
返
し
た

 
天
子

な

 
こ
れ
に
は

い
た
の
か
向
か

て
き
た

石
を
高
く
飛
び
上
が

て
回

し
た

そ
し
て
今
度

は
何
と
手
に

つ

サ

ル
の
よ
う
な

を
構
え
て

 
天
子

気

 
天

気

の

 
そ
う

ぶ
と
何
と
あ
り
得
な
い
こ
と
に
そ
の

を
投

し
て
き
た
の
だ

蓮
か
ら
し
て
み
て
も

こ
ん
な
刀
の

い
方
を
す
る
人
物
は
見
た
こ
と
が
な
い

 
蓮
 

鈴

は
戻

て

こ
い
神
楽
の
悪
意
よ

 
神
楽
を

か
ら

い
て
構
え
る

色
に
光

く
刀

を

に
さ
せ
る

す
る
と
何
処
か
ら
と
も

な
く

体
の
神
楽
の
悪
意
が
現
れ
蓮
の
前
へ
と
出
て

と
な
る
が

 
蓮
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す
ぐ
に
蓮
は
そ
こ
か
ら

れ
た

理

は

だ

 
悪
意

あ

 
悪
意

あ

 
何
と
神
楽
の
悪
意
が

発
し
た
の
だ

こ
れ
ま
で

無

を

て
い
た
神
楽
の
悪
意
が

だ

す
る
と
投

し
た

分
の

を

い
手
に
も

て

と
笑
う
天
子
は

 
天
子

無

よ
緋
想
の

の
前
で
は
気
と
い
う
も
の
は

 
無
意

よ

 
こ
こ
天
界
に
来
る
前
に
話
し
て
い
た
幽
霊
を
斬

て
い
た
と
い
う
話
を
思
い
出
し
た

神
楽
の

悪
意
も
言

て
し
ま
え
ば
気
と

じ

い
だ

に
物
理
技
や
ら
に
は
強
か

た
が
今
回
は
そ
う

も
い
か
な
い
と
相
手
だ
と
認
識
し
た

 
蓮
 

こ
れ
相
性
悪
い
か
な

 
天
子

か
ら
す
れ
ば
相
性
は
良
い
け
ど

 
神
楽
の
悪
意
は
あ
ま
り
使
え
な
い
状
況
と
分
か

た
な
ら

 
蓮
 

 
天
子
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神
楽
を
上

の
構
え
で
構
え
る

そ
れ
を
見
て
い
た
天
子
も

の

で
あ
ろ
う
緋
想
の

を

構
え
そ
し
て

 
ガ
キ
ン

 
蓮
の

つ
神
楽
と
天
子
の

つ
緋
想
の

が
ぶ
つ
か
り
合
う
と

時
に

撃
波
が

り
の
物
を

飛
ば
し
た

だ
が
そ
こ
か
ら

人
は
更
に
刀
と

を
ぶ
つ
か
り
合
わ
せ

 
ガ
キ
ン

キ
ン

 
と

ま
る
で

と

が
ぶ
つ
か
り
合
う
か
の
よ
う
に
音
が
鳴
り

く

 
天
子

こ
こ
ま
で
や
る
な
ん
て
本
当
に
人
間
か
し
ら

 
蓮
 

は
人
間
で
す
よ

 
キ
ン

 
蓮
は
一

で
後
ろ
へ
と
下
が
り
刀
に
霊
力
を
纏
わ
せ
な
が
ら
神
楽
を

に

め

 
蓮
 

刀
 
次
元
波
斬

 
ス

ル
を
宣
言
か
ら
の
神
楽
を

刀
し
大
小
様
々
な
無
数
の
斬
撃
波
の
よ
う
な
弾
幕
を
放
つ

だ
が
天
子
は

 
天
子

石
よ
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手
を
か
ざ
し

石
を
出
現
さ
せ
る
と

石
を

に
し
て
弾
幕
を
ガ

ド
す
る

次
に
式
神

狗
神

を
出
す
と

 
蓮
 

呪
怨
 
狗
神
の
怨

 
そ
う
言
い
狗
神
を
出
す
と
狗
神
は
大
き
く

を
吸
い
そ
し
て

 
狗
神

ン

 
と
天
界
の
上
の
世
界
に
ま
で

く
か
の
よ
う
な

を
あ

る

す
る
と
狗
神
の
怨
念
が

た
か
の
よ
う
な

の

を
し
た
無
数
の
弾
幕
が

を
開
け
て
天
子
へ
と
襲
い
か
か

た

 
天
子

そ
ん
な
程
度

 
そ
う
言
う
と
緋
想
の

を
構
え
蓮
と

じ
よ
う
に
ス

ル
を

え
た

 
天
子

想
 

想
の

 
す
る
と
天
子
の

つ
緋
想
の

が
真

な
色
へ
と
変
わ
る
と
向
か

て
く
る
怨

の
弾
幕

を
全
て
斬

て

滅
さ
せ
る

そ
し
て
全
て
の
弾
幕
を

り
裂
く
と
封
と
い
う

が

か
び
上

が

た

 
天
子

ど
う

 
狗
神

う

が
怨
念
を

め
る
か

だ
が
な
小
娘
お
前
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の
相
手
は

・

・で
・は
・な
・い

 
そ
う
天
子
の
相
手
は
狗
神
で
は
な
い

本
来
の
相
手
は

に
天
子
よ
り
も
上
空
に
い
た

 
蓮
 

り

 

色
の
気
を
放
つ
神
楽
を
構
え
な
が
ら
下
降
し
て
天
子
へ
斬
り
つ
け
る
が

 
天
子

天

 
天
道

の

 
だ
が
降
下
し
て
く
る

分
に
対
し
て
天
子
は
何
と
上
空
へ
と
か
け
上
が

て
き
た

そ
し
て

 
ガ
キ
ン

 
ま
た
つ
ば

り
合
い
と
な
る
の
だ
が
神
楽
に
纏
わ
せ
た
気
は
緋
想
の

の
力
で

滅
す
る

 
天
子

博
麗
の
巫
女
で
も
な
い
人
間
が
こ
こ
ま
で
出
来
る

 
と
は
本
当
に

き

 
蓮
 

ど
う
し
て
も

ち
た
い
人
が
い
る
ん
で

 
狗
神

小
僧
ど
け

 
と
言

て
い

と
突
然
蓮
と
天
子
の
つ
ば

り
合
い
に

て

る
か
の
よ
う
に
狗
神
が

突
進
し
て
く
る

ぐ
様

人
は
つ
ば

り
合
い
を
や
め
る

 
ギ
ン
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人
の
つ
ば

り
合
い
は
終
わ
り
蓮
は
地
上
へ
天
子
は
空
へ
と
飛
ば
さ
れ
る

そ
し
て
蓮
は

受
け

を
と

て
上
空
を
見
る
と
四
メ

ト
ル
程
の

だ
ろ
う
か
そ
こ
で
天
子
は
何
か
緋
想
の

に

ル
ギ

を

積
さ
せ
て
い
た

 
蓮
 

狗
神

頼
む

 
狗
神

ま

て
ろ
よ
小
僧

 
狗
神
の

中
へ
と

る
と
天
子
目

け
特

を
仕

け
た

 
天
子

全
人

の
緋
想
天

 
そ
う

え
る
と

時
に
緋
想
の

か
ら

大
な
レ

ザ

が
放
た
れ
た

こ
う
し
て
見
る
と
ま

る
で

か
ら
レ

ザ

が
放
た
れ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る

 
蓮
 

狗
神

 
狗
神

わ
か

て
る

 
そ
う
言
い
狗
神
は

け
よ
う
と
し
た
次
の

間
だ

た

天
子
が
放

た
レ

ザ

は
突
然

真

か
ら
の
真

黒
の

大
な

撃
波
と
言
え
ば
い
い
の
か
斬
撃
波
と
言
え
ば
い
い
の
か
分
か
ら

な
い
が
何
か

大
な
力
で

ら
れ
た

 
蓮
 

な
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狗
神

何
だ

 
天
子

の
力
を
破

た

 
突
然
の
事
で
蓮
達
は

く
が
ま
だ
弾
幕
ご

こ
は
終
わ

て
い
な
い

 
狗
神

小
僧

突

込
め

 
蓮
 

え

あ

ち

 
狗
神
に

首
を

ま
れ
る
と
思
い

き
り
天
子
へ
と
投

飛
ば
さ
れ
た

そ
し
て
天
子
も
こ
の

戦
い
の
事
を
思
い
出
し
蓮
を
見
た
そ
の
時
だ

た

 
蓮
 

こ
れ
で
終
わ
り
で
す

 
投

飛
ば
さ
れ
た
蓮
は

座
に
神
楽
を
構
え
そ
し
て
目
に
見
え
ぬ

度
の

刀
術
で
天
子
を

斬

た

そ
し
て
斬
る
と

時
に

 

ン

 
と

弾
す
る
音
が

き

り
こ
の

負
は
蓮
の

ち
と
な

た
の
だ

た

 
怠
惰

は
い
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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鈴

い
い
な

出
番
が
あ

て

 
怠
惰

ま

鈴

は

本

的
な
ス

ル
の
技

 
だ
か
ら

 
鈴

ま

カ
ウ
ン
タ

と
か

ミ
ン
グ
弾
幕
の

 

的
ず
ら
し
し
か
出
来
な
い
か
ら

 
怠
惰

そ
れ
は
そ
れ
で

対
戦

の
東
方
だ
と

 
カ
ウ
ン
タ

は
光
る
し

ミ
ン
グ

的
の

 
ず
ら
し
も
普
通
の
や
つ
な
ら
結
構
強
い
け
ど

 
鈴

そ
う
い

て
く
れ
る
の
は
怠
惰
だ
け
だ
よ

 
怠
惰

ま

ま

と
り
あ
え
ず
今
回
は
終
わ
ろ

か

 
鈴

そ
う
だ

者
様
今
回
も
あ
り
が
と
う

 
怠
惰

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く

 
鈴

そ
れ
じ

ま
た
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第
１
１
７
話
 
積
乱
雲
は
謎
を
生
む

 
こ
ん
ば
ん
わ

者
様

こ
こ
最
近
ま
た
ア

リ

の

 
東
方
異
想
空
に
は
ま

て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

 
過
去
の

タ
が
吹

飛
ん
だ
の
で

め
か
ら

レ
イ
中

 
で
す

と
り
あ
え
ず
今
回
も
本
編
へ
ど
う

 
天
子
と
の
戦
い
が
終
わ
り
蓮
と
天
子
は
お

い
に
見
合

て
い
た

 
天
子

さ

き
何
な
の

 
蓮
 

に
も
さ

り

 
蓮
と
天
子
は
何
が
起
こ

た
の
か
が
よ
く
分
か
ら
な
い
状

だ

た

突
然
の

大
な
真

黒

の

撃
波
と
い
う
の
か
斬

波
と
い
う
の
か
は
天
子
の
緋
想
の

の
力
を
も
破
り
更
に
は
そ
の
一

撃
は
天
界
の
大
地
を

る

ど
の
一
撃
を
秘
め
て
い
た
の
だ
か
ら

そ
し
て
真

黒
の

撃
波
と

い
う
か
斬

波
が
飛
ん
で
き
た
場
所
を
見
る
と



 第１１７話 積乱雲は謎を生む

 
蓮
 

積
乱
雲

 

か
先
に
は
何

に
も

な

た

道
雲
が

光
を
発
し
て
い
た
か
と
思
う
と

 

カ

 
と

特
大
の
落

が
落
ち
た
の
だ

こ
の
光
景
に
は
天
子
で
す
ら
も
目
を

て
い
た

 
天
子

ま
さ
か
あ
れ

い
や

は
あ
ん
な

々

 
し
く
は
な
い

 
蓮
 

 
そ
う

い
て
い
る
と
積
乱
雲
は
何
事
も
無
か

た
か
の
よ
う
に
雲
は
散
ら
ば
り

え
た

だ
が

こ
の
時

蓮
は
あ
る
予

を
し
て
い
た

 
蓮
 
隠
者
が
こ
こ
に
い
た
の
か

 

分
が
越
え
た
い
と
願
う
相
手
で
あ
る
隠
者
が
こ
こ
に
い
た
の
か
と
思

て
し
ま
う
が

 
蓮
 
で
も
隠
者
が
こ
こ
に
来
る
理

が
思
い

か
な
い

 
だ
が
何

こ
こ
に
来
る
の
か
と
い
う
理

が
思
い

か
な
い
の
だ

 
蓮
 

は

何
時
も

奴
の
事
ば
か
り
考
え
ち

う
な

 
そ
れ

ど

的
に
負
け
た
の
が

し
か

た
の
か
今
も
引
き
ず

て
し
ま
う
の
が
事
実
だ
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天
子

知
り
合
い

 
蓮
 

え

い
や

対
者
で
す
か

 
天
子

対
者

 
と

言

て
い
る
と
空
か
ら
霊
夢
と
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な

た
魔
理
沙
が
降
り
て
く
る

 
霧
雨

ク
ソ
負
け
た

 
霊
夢

さ

そ
こ
の
天
人

と

あ
れ

 
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な

て
い
る
天
子
と

分
を
霊
夢
は
見
て
く
る

そ
し
て

方
を

目
で

ん
で

く
る

 
霊
夢

蓮

ま
さ
か
貴
方

達
が
弾
幕
ご

こ
を

 
し
て
る
最
中

天

子

こ
い
つ
と
弾
幕
ご

こ
し
て
い
た

 

な
い
わ
よ

 
蓮
 

え

え

と

 
こ
れ
は
明
ら
か
に

バ
い

無
理
も
な
い
だ
ろ
う

元
凶
と
戦
う
気
満
々
だ

た
の
に
も
関
わ

ら
ず
魔
理
沙
と
ど

ち
が
戦
う
の
か
と

て
い
る
間
に

分
が
天
子
と
戦
い
決
着
を
つ
け
て
し

ま

た
の
だ
か
ら

言

て
し
ま
え
ば

物
を

り
し
た
の
と
変
わ
ら
な
い
の
だ
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蓮
 

す
み
ま
せ
ん
弾
幕
ご

こ
を
し
ま
し
た

 

を
下

て

る

そ

と
上
を
見
上

る
と

 
霊
夢

そ
れ

り

て
言
う
け
ど
知

て
る

 
笑

で
言

て
く
る
が
目
は
笑

て
は
い
な
い

や

が
流
れ
て
く
る

す
る
と
天
子
が

 
天
子

あ
ん
た
ら
が
時
間
を
か
け
過
ぎ
な
の
が
悪
い
の
よ

 
も

と

く
決
着
つ
け
て
く
れ
な
い
か
し
ら

 
霊
夢

何
で
す

て

 
も
う
空
気
が
悪
す
ぎ
る

そ

と

れ
て
魔
理
沙
に

 
蓮
 

ま

魔
理
沙

ど
う
す
れ
ば
い
い

 
霧
雨

う

ん
一

は
決
着
を
つ
け
た
ん
だ
そ
れ
な
ら

 
神
社
の
復
興
を
す
る
よ
う
に
天
人
に
頼
ん
だ
ら

 
ど
う
だ

 
蓮
 

つ
ま
り
話

を
そ
ら
す

て
事

 
霧
雨

ま

言

ち
ま
え
ば
な

 
そ
れ
を
聞
く
と
霊
夢
と
天
子
の
間
に

る
と
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蓮
 

え

と
天
子
さ
ん
神
社
の
復
旧

業
は
し
て
は

 
く
れ
る
ん
で
す
よ

 
天
子

え

よ

 
霊
夢

そ
う
復
興
を
し
て
く
れ
る
な
ら
良
い
わ
よ

 
今
の
言

を
聞
い
て
霊
夢
の
怒
り
は

だ
が
下
が

た

そ
し
て
こ
こ
か
ら
霊
夢
の
怒
り
の

ボ
ル
テ

ジ
は
見
事
に
下
が
る
事
と
な
る

 
蓮
 

霊
夢

 
霊
夢

何
よ

 
蓮
 

神
社
が
復
旧
す
る
ま
で
何
処
で

れ
ば
い
い
の

 
か
な

 
霊
夢

え

そ
れ
は

テ
ン
ト
や
ら
張

て
野

 
す
る
し
か
な
い
わ

 
そ
う
現

屋
も
倒
壊
し
て
し
ま

て
い
る
た
め
テ
ン
ト
を
張

て

る
し
か
な
い
の
だ

 
蓮
 

る
程
な
ら
寺
子
屋
の
仕
事
は

間
ぐ
ら
い

 

を
と
ろ
う
か
な
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霊
夢

う
ん

ん

 
こ
の
時

霊
夢
は
思

た

つ
ま
り

間
近
く
の

ど
を
蓮
と
一

に
過
ご
せ
な
お
か
つ

上
手
く
行
け
ば
す
ぐ

じ
テ
ン
ト
で
も

れ
る
と

 
霊
夢

 
も
う
霊
夢
は
お
花
畑
に
言

て
し
ま

た
の
か

く

せ
そ
う
な

に
な

た

 
霧
雨

相
変
わ
ら
ず

ロ
い
奴
だ
な
に
し
て
も

 
お
前
も
だ
い
ぶ
霊
夢
の

い
が
上
手
く
な

た

 
よ
な

 
蓮
 

ま

じ
屋

の
下
で
生
活
し
て
れ
ば

 

怒

楽
の
感
情
が
激
し
い
霊
夢
の

い
が
こ
こ
最
近
上
達
し
た
な
と
蓮
で
も
思
う

ど
に

な

た

だ
が
こ
う
し
て

か
に
言
わ
れ
る
と

笑
い
が

か
ん
で
し
ま
う

そ
し
て
天
子
は
不

思
議
そ
う
な

を
し
て
い
た

 
天
子

え

と

ど
う
い
う
こ
と

 
霧
雨

あ

霊
夢
と
蓮
は

仲
な
ん
だ
よ

 
そ
れ
を
聞
く
と
天
子
は
何

か
霊
夢
と

分
を

に
何
度
も
見
て
く
る



 第十一章 緋想の空は天人遊戯

 
天
子

な
ん
か

が
合
わ
な
さ
そ
う
だ
け
ど
そ
こ
は

 
大

な
の

 
蓮
 

ま

本
は

が

る

て
感
じ
か
な

 
霧
雨

那
の
鏡
だ
な

 
蓮
 

そ
ん
な
鏡
だ
な
ん
て

た
だ
出
来
る
だ
け
霊
夢
を

 

に
生
き
さ
せ
た
い
だ
け
だ
よ

 
霊
夢
の

せ
そ
う
な

や
無

な
笑

を
見
る
の
は
蓮
に
と

て
の
活
力
の

な
の
だ

そ
れ

に
そ
ん
な

女
の
笑

を
守
り
た
い
と
も
思
え
て
し
ま
う
の
だ

そ
し
て
夢
を
見
る
か
の
よ
う
に

せ
そ
う
な
霊
夢
は

 
霊
夢

さ

帰

て
復
興

業
よ

 
蓮
 

ア
ハ
ハ

霊
夢
ら
し
い
や

 
霧
雨

お
前

本
当
に
良
い
男
を
見
つ
け
た
よ
な

 
霊
夢

え

も
う

せ
よ

 
こ
う
し
て
地

の
元
凶
を
倒
し
今
回
の
異
変
は
解
決
を
し
た
の
だ

た

だ

た
の
だ
が

 
天
子

通
り
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と

人
の
天
人
は
策
略
を
張
り

ら
せ
そ
し
て
と
あ
る
一

で
は

 

 

さ

て
思
わ
ぬ
邪
魔
は

た
が
目
的
を

た

 
す
と

し
ま
す
か

 
と

あ
る
者
は
暗

を
す
る
の
だ

た

 
怠
惰

久
々
に
や

て
み
る
と
面
白
い
よ

 
狗
神

う

か

こ
れ

巫
女
や
ら
魔
女

子

 
や
ら
が
出
て
る
な

 
神
楽

そ
れ
に
さ

き
の
天
子
さ
ん
も
い
ま
す

 
鈴

あ

華
仙
ち

ん
も
い
る

 
怠
惰

ん

あ

結
構
い
ろ
ん
な
キ

ラ
が
出
て
く
る
ん

 
だ
よ

だ
か
ら

き
な
東
方
キ

ラ
と

険
す
る

 

て
感
じ
の

か
な

 
狗
神

う
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怠
惰

気
に
な

た
ら
や

て
み
る
の
も
良
い
か
も

 
し
れ
な
い

良

の

だ
し

 
神
楽

で
も
怠
惰
さ
ん

は

手
で
す
よ

 
怠
惰

ま

き
性
だ
か
ら
⻑
時
間
や
る
の
は

手

 
な
ん
だ
よ

そ
れ
で
も
ド
ラ
ク

は

 
結
構
や

た
け
ど
さ

 
鈴

そ
れ

ン
ハ
ン
も

じ
じ

な
い

 
怠
惰

い
や
で
も

ン
ハ
ン
は

ミ
ス
だ
と
か

 
だ
と
か
で
変
わ

て
く
る
か
ら
そ
ん
な
で
も

 
な
い
ん
だ
よ

現
に

ン
ハ
ン
だ
と
怠
惰

 
さ
ん
の
リ
ア
ル
ラ

ク
が
反
映
さ
れ
た
か
ら

 
狗
神

も
せ
ず
に
激
レ
ア

を
手
に

れ
や

 
が

て

 
怠
惰

ア
ハ
ハ

お

と
時
間
だ

そ
れ
じ

今
回

 
は
こ
こ
ま
で
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鈴

そ
れ
じ

者
様

 
神
楽

ま
た
明
日
お
会
い
し
ま
し

う

 
怠
惰

そ
れ
じ

あ
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第
１
１
８
話
 
神
社
復
興
終
了

 
こ
ん
ば
ん
わ

者
様

家
で
の
楽
し
み
は

実
況
を
見
な
が
ら

す
る
が

流
と

な

て
き
て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

特
に
よ
く
見
る
の
は
兄

の
実
況
者
さ
ん
の
も
の
を

見
て
ま
す

ま

そ
れ
は
さ
て
お
き
本
編
へ
ど
う

 
博
麗
神
社
の
復
旧

業
が
始
ま
り
か
れ
こ
れ

日
が
経
過
し
て
い
た

そ
ん
な
中

 
蓮
 

霊
夢
こ

ち
焼
け
た
よ

 
霊
夢

は
い
は
い
お

て
く
わ

 
蓮
と
霊
夢
は
朝

く
か
ら
朝
食
の
用
意
を
し
て
い
た

な
お
前
回
宣
言
し
た
通
り
蓮
は

を

て
い
る
た
め
何
ら
問

は
な
い

そ
し
て

た
メ

は

に

の

焼
き
に

で

い
た
お

だ

し
か
も
現

に
し
て
い
る

つ
の
テ
ン
ト
の
目
の
前
で

理
を

行

て
い
た

 
蓮
 

こ
う
し
て
み
る
と
キ

ン

だ
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霊
夢

確
か
に
そ
う
か
も

 

火
に
テ
ン
ト
そ
し
て
外
で

理
も
う
本
当
に
キ

ン

だ

 
霊
夢

で
も
も
う
そ
ろ
そ
ろ

よ

 
蓮
 

そ
う
だ

 
修

中
の
博
麗
神
社
を
見
な
が
ら
そ
う
言
う

現
に

組
も

し

の
漆

も

り
終
わ
り

み
も
敷
い
た
た
め
後
は
本
当
に

り
つ
け
だ
け
な
の
だ

 
霊
夢

で
も
ま

新
し
い
神
社
に
な
る
し
結

は

 
オ

ラ
イ
か
し
ら

 
蓮
 

ま

確
か
に
時
々

間

風
や
ら
が

て

 
き
て
た
し

 
そ
ん
な
事
を

べ
て
い
る
と
き
だ

た

 
天
子

来
た
わ
よ

 
と

天
子
が
何
人
か
の
天
人
を

れ
て
や

て
来
た

 
蓮
 

天
子
さ
ん
お
願
い
し
ま
す

 
霊
夢

頼
む
わ
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天
子

え

さ

や
る
わ
よ

 
天
人
達

お

 
そ
う
し
て
天
人
達
は
博
麗
神
社
の
修

を
始
め
た

蓮
と
霊
夢
は
そ
れ
を
少
し

め
る
と
蓮
は

体
を
動
か
す
た
め
に
日

の

を
行
い
霊
夢
は
そ
れ
を

め
る

そ
う
し
て
約

時
間
程
過

ぎ
た
ぐ
ら
い
だ
ろ
う
か

 
天
子

よ
し
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
天
子
の
合
図
を
聞
く
と
天
人
達
は

リ
と

を
下

て
天
界
へ
と
帰

て
い

た

そ
れ
を

見
て
い
た
蓮
と
霊
夢
は
天
子
へ
と
近
づ
き

 
蓮
 

あ
れ

今
日
は
な
ん
か

い
で
す

 
何
時
も
な
ら

時
間
で
は
な
く

の

時
ぐ
ら
い
ま
で
は
や
る
の
に
何

だ
か
今
日
の

終
わ
り
は

い
こ
と
に

問
を

た

す
る
と
天
子
は

 
天
子

今
回
は
ち

と
天
界
で
行
事
が
行
わ
れ
る
か
ら

 
そ
こ
に
出

し
な
き

い
け
な
い
の
よ

あ

 
急
ぐ
か
ら
そ
れ
じ

ご

よ
う

 
そ
う
言
い
大
き
な

石
に

る
と
天
界
へ
と
帰

て
い

た
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霊
夢

何
か
裏
が
あ
り
そ
う
な
気
が
す
る
の
よ

 
蓮
 

霊
夢
も
そ
う
思
う

 
霊
夢

え

ま

気
に
し
な
い
で
お
き
ま
し

う

 
蓮
 

う
ん

 
そ
う
し
て
蓮
と
霊
夢
は

食
を
食
べ
て
そ
れ
か
ら

内
の
掃
除
を
始
め
た

ま
だ
少
し
だ
け
だ

が
瓦
礫
が

て
い
る
た
め
そ
の

け
だ

 
蓮
 

と
り
あ
え
ず
は
こ
の

だ
け
だ
よ

 
霊
夢

え

そ

ち
に
ま
と
め
て
お
き
ま
し

う

 

人
が
で
き
る
限
り
で

け
を
し
て
い
る
と
突
然

分
達
の
近
く
で
裂
け
目
が
開
か
れ

る

そ
の
裂
け
目
の
中
は

つ
も
の
目
が
こ
ち
ら
を

く

だ
が
そ
の
裂
け
目
い
や
ス
キ
マ
か
ら

八
雲
紫
が
出
て
き
た

 
霊
夢

あ
ら

紫
じ

な
い
ど
う
し
た
の
よ

 
紫
 

霊
夢
に
蓮
こ
こ
に

か
な
天
人
は
来
な
か

 

た

 
蓮
 

あ
れ
何
か

が

う
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紫
の

が
明
ら
か
に

う

何
と
い
う
か
言

つ

つ
に
ま
る
で
怒
り
が
込
め
ら
れ
て

い
る
か
の
よ
う
だ

 
霊
夢

か
な
天
人

て

で
も
そ
れ

て
天
子
よ

 

奴
な
ら
天
界
に
帰

た
わ
よ

 
紫
 

天
子

逃

た
か

 
蓮
 

え

 
紫
 

あ
り
が
と
う
霊
夢

 
そ
う
言
い
紫
は
ま
た
ス
キ
マ
へ
と

て
い
き
ス
キ
マ
は
閉
じ
ら
れ
た

 
霊
夢

何
だ

た
の
か
し
ら

 
蓮
 

さ

 
そ
う
し
て
掃
除
も
終
わ
り
も
う
夜
が
近
づ
い
て
き
た
た
め

人
は

食
を
食
べ
て
霊
夢
は
テ

ン
ト
中
に

り
蓮
は

登
り
を
し
て

の

の
上
で

に
な
る

こ
こ
だ
け
の
話
だ
が
こ
こ
数
日

の

ド
は

の

の
上
な
の
だ

霊
夢
と
共
に
テ
ン
ト
で

て
も
い
い
の
だ
が
何
か
間

い
が

起
こ
ら
な
い
と
も
い
え
な
い
た
め

の

の
上
で

て
い
る
の
だ

だ
が
そ
れ
を
聞
い
た
霊
夢
は

少
し
シ

ボ
ン
と
し
て
い
た
が
そ
の
理

が
思
い

か
な
か

た

そ
し
て
天
に

く

を

め
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な
が
ら

 
蓮
 

分
明
日
か
な
復
興
が
終
わ
る
の
は

 
そ
う

き
夜
空
の
下
で

る
の
だ

た

そ
う
し
て
翌
日

 
蓮
 

ん

ん
ん
も
う
朝
か

 
朝
と
な
り
日

し
が

に
当
た
る

そ
し
て
不
意
に
博
麗
神
社
を
見
る
と

 
蓮
 

ん

 
何
と
い
う
事
だ
ろ
う
か

全
に
復
旧

業
が
終
わ

て
い
る
じ

な
い
で
す
か
と

蓮
は
す

ぐ
に

か
ら
降
り
る
と
霊
夢
の

て
い
る
テ
ン
ト
へ
向
か
う

 
蓮
 

霊
夢

 
霊
夢

何
よ

蓮

 

そ
う
に
目
を

り
な
が
ら
霊
夢
が
出
て
く
る

 
蓮
 

あ

あ
れ

 
博
麗
神
社
の
方
を

し
霊
夢
は

そ
う
に
見
る
と

 
霊
夢

何
か
い
つ
の
間
に
か
復
興
が
お
わ

て
る

 
い
つ
の
間
に
か
復
興
が
終
わ

て
い
た
の
だ

す
る
と
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天
子

遅
い
わ

あ
ん
た
達

 
蓮
 

い
い
え

い
の
は
貴
方
で
す

 
こ
れ
に
は

に
ツ

ミ
を

れ
る

天
子
は

と
笑
い
な
が
ら

 
天
子

そ
れ
で
ど
う
か
し
ら

出
来
前
に
つ
い
て
は

 
霊
夢
と
蓮
は
外
見
を
見
る
と
す
ぐ
さ
ま
本

や
お

そ
し
て

屋
を
見
る

り
た
て
で

前
よ
り
も

麗
に
神
社
が
見
え
る

 
霊
夢

良
い
じ

な
い

 
蓮
 

こ
れ
で
野

生
活
も
終
わ
る

 
よ
う
や
く

の
上
で

る
生
活
と
も
お
さ
ら
ば
出
来
て
布

で

れ
る
と

ぶ

 
天
子

出
来
前
は
問

な
い
み
た
い

な
ら

に

 
こ
れ
が
出
来
た
こ
と
を
教
え
て
ま
し

う
か

 
霊
夢

え

何
で

 
天
子

何
で

て

神
社
が
倒
壊
し
た

そ
れ

前
に

 

が
壊
し
た
ん
だ
け
ど
一

は

ら

 
霊
夢

蓮
は
ど
う
す
る
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と

霊
夢
が

て
き
た

そ
れ
に
対
し
て
は

 
蓮
 

霊
夢
の

き
に
し
て
い
い
よ

 
こ
れ
は
巫
女
で
あ
る
霊
夢
に
託
す
こ
と
に
し
た

霊
夢
は

を
組
ん
で
考
え
て

 
霊
夢

つ
い
で
に
宴
会
も
開
け
る
わ

良
い
わ

 
や
り
ま
し

う
か

 
天
子

分
か

た
わ
そ
れ
じ

明
後
日
に

 
ま
た
来
る
か
ら

そ
れ
じ

よ

 
そ
う
言
い
天
子
と
天
人
達
は
空
へ
と
飛
ん
で
い

た

 
霊
夢

さ

て
宴
会
の
準
備
や
ら
し
ま
し

う
か

 
蓮
 

そ
う
だ

 
そ
う
し
て
蓮
と
霊
夢
は
明
後
日
の
宴
会
に
向
け
て
準
備
を
始
め
る
の
だ

た
が

 
天
子

こ
れ
で
地
上
も

 
と
天
子
は
楽
し
そ
う
に

く
の
を
蓮
や
霊
夢
は
知
る
よ
し
も
な
い

そ
し
て
ま
た
と
あ
る
場

所
で
は

 

 

さ
て

い
比
那
名
居
ガ
キ
に
こ
の
世
の
不
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理
と
現
実
を
教
え
て
や
ら
な
い
と
な

 
と

ま
た

人

別
の
場
所
で
は
何
か
を

む
の
だ

た

 
怠
惰

そ
ん
じ

後
書
き
や

て
き
ま
し

う
か

 
鈴

で
も
昨
日
は

か

た

の
話
を

 
す
る
と
感
想
が
バ
シ
ン
バ
シ
ン

て
来
る
ん

 
だ

 
神
楽

そ
う
で
す

 
狗
神

気
に
な

た
ん
だ
が
怠
惰

お
前
さ
ん
何
か

に

 
や

て
き
た

は
何
か
な
い
の
か

 
怠
惰

え

う

ん

場
物
語
と
か

ド
イ

タ

 
と
か
ル

ン
フ

ク
ト
リ

と
か
三

無
双
と
か

 
か
な
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神
楽

後
は

と
か
マ
リ
オ
カ

ト

も
そ
う
で
す

 
よ

 
狗
神

だ
と

ン
ス
ト
や
ら
オ
セ
ロ

ア
や
ら

 
結
構
な
数
の

が

て
た
な

 
鈴

結
構
あ
る

 
怠
惰

て
何
で
お
前
ら
は

の

情
報
を
知

て

 
る
ん
だ
よ

 
狗
神

タ
見
た
か
ら

 
神
楽

レ
イ
し
た
の
で

 
鈴

因
み
に
内

で

 
怠
惰

ざ
け
ん
な

ラ

そ
う
い
う
の
は

手
に
見
た
り

 

レ
イ
し
て
は
い
か
ん
よ

 
鈴

ま

ま

あ

時
間
だ
か
ら
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
神
楽

そ
れ
で
は
ま
た
次
回
も
お
願
い
い
た
し
ま
す

 
狗
神

そ
ん
じ

あ
ば
よ
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怠
惰

て

の
話
を
聞
け
や



 第１１９話 積乱雲が鳴りしは災厄来る

 
第
１
１
９
話
 
積
乱
雲
が
鳴
り
し
は
災
厄
来
る

 
す
み
ま
せ
ん

者
様

投
稿
日
時
を
ミ
ス

て
投
稿
を
出
来
な
か

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で

す

本
当
に

し

な
い

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 

晴
の
空

真

の

さ
が

に
降
り
注
ぐ
な
か
こ
こ
新
生
博
麗
神
社
の
前
で
は
数
人
の
人

が
い
た

 
蓮
 

天
子
さ
ん
遅
い
で
す

 
霧
雨

待
た
さ
れ
る
の
は

き
じ

な
い
ん
だ
が
な

 
霊
夢

奴
は
何
を
し
て
ん
の
か
し
ら

 
と
宴
会
の
準
備
も
終
わ
り
後
す
る
の
落

式
で
天
子
の

ぐ
ら
い
だ
ろ
う

だ
が

心
の

天
子
が
こ
な
い

 
霊
夢

て
か
あ
ん
た
ら
は

人
の
所
に
い
な
く
て
い
い
の

 
咲
夜

玲
音
が
た
ま
に
は
友
達
と

き
し
て
こ
い
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と
か
言

て
追
い
出
さ
れ
た
も
の
で

 
妖
夢

本
当
は
幽
々
子
様
と
来
る
予
定
で
し
た
が
先
に

 
行

て
て
と
言
わ
れ
ま
し
て

 
因
み
に

だ
が
博
麗
神
社
に
い
る
の
は
蓮
霊
夢
魔
理
沙
咲
夜
妖
夢
と
た

た
の

人
だ
け
だ

後
の

り
は

後
の
宴
会
ま
で
は
来
な
い
だ
ろ
う

 
霧
雨

で
も
よ
こ
の
人
数

て
お
前
の
人

が

 
ど
れ
程
の
も
の
か

て
の
が
分
か
る

 
霊
夢

あ
ん
た
に
だ
け
は
言
わ
れ
た
く
な
い
わ

 
蓮
 

ま

ま

 
と

霊
夢
を
な
だ
め
て
い
る
と

 
ド
ガ
ン

 
突
然
空
か
ら
何
か
が
降

て
き
た

よ
く
見
て
み
る
と
そ
れ
は
注

で
結
ば
れ
た
大
き
な

石
い
や

石
だ

そ
の
上
に
は
桃
を

子
に

せ
た
少
女

比
那
名
居
天
子
が
立

て
い
た

 
天
子

ご
め
ん
な
さ
い

遅
れ
た
わ

 
霊
夢

あ
ん
た
遅
い
わ
よ
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天
子

ま
さ
か

の
言

を
聞
く
の

て

 
霧
雨

あ

こ
ん
だ
け
だ

 
そ
れ
を
聞
く
と
天
子
は
あ
り
え
な
い
と
言
わ
ん
ば
か
り
の

を
し
た
無
理
も
な
い

人
数
は

た

た
の

人
だ
け
な
の
だ
か
ら

 
天
子

天
人
様
を
何
だ
と
思

て
る
よ

ま

良
い
わ

 
そ
れ
じ

言
わ
せ
て
も
ら
う
わ

 
そ
う
言
い
天
子
は
前
へ
と
出
る
と

く
演
説
を
始
め
た

 
天
子

ン

そ
れ
で
は
始
め
る
わ
神
社
の
落

式

 
を

 
パ

パ

パ

パ

 
と

し
い

手
が
鳴
る

天
子
は
更
に
話
続
け
る

 
天
子

神
社
は
災

に
よ

て
倒
壊
し
て
し
ま
い
ま
し
た

 
が
そ
れ
を

に
強
く

し
く

華
に
生
ま
れ

 
変
わ

た
の
で
す

そ
も
そ
も
神
社
が
⻑
い
年
月

 
が

て
も
何

風
化
や
壊
れ
た
り
せ
ず
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を

て
る
の
か

そ
れ
は
日
本
の
古
来
よ
り
神
社

 
特

の
あ
る
風

が
深
い
理

で
す

そ
の
風

 
は
定

的
に

物
を

す
る
式
年

が
あ
る

 
か
ら
で
す
お

と
⻑
話
で
し
た

で
は
今
回
の
出

 
来
事
を

に
博
麗
神
社
も
式
年

を

 
と
天
子
が
言
お
う
と
し
た
そ
の
時
だ

た

突
然

分
達
の
目
の
前
に
ス
キ
マ
が
開
か
れ
ス

キ
マ
か
ら
八
雲
紫
が
現
れ
た

 
紫
 

つ

か
ま

え
た

 
天
子

え

ち

と
今
は
神
社
の
落

式
中
よ

 
蓮
 

紫
さ
ん

 
霊
夢

あ
ん
た
な
に
し
に
来
た
の
よ

 
と
突
然
の
紫
の
来
訪
で

は

く
が
紫
は
そ
ん
な
事
を
気
に
せ
ず
た
だ
一

の
天
子
だ
け
を

見
て

 
紫
 

よ
く
も
散
々
と
逃

て
く
れ
た
わ

 
天
子

何
し
に
来
た

て
の
よ
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紫
 

そ
う

こ
ん
な
神
社
さ

さ
と
壊
し
ち

い
な
よ

 
と
と
ん
で
も
な
い
事
を
言
い
出
し
た

ま
さ
か
紫
の

か
ら
そ
ん
な
言

が
出
る
と
は
思
わ

な
か

た
の
だ

 
蓮
 

え

紫
さ
ん
何
を
言

て

 
天
子

そ
ん
な
事
は
さ
せ
な
い
わ
よ

 
紫
 

あ
ら

貴
方
の
時
は

分
の
時
は
あ

さ
り
と

 
壊
し
た
の
に
今
に
な

て
壊
さ
な
い
ん
だ

 
霊
夢

言
わ
れ
て
み
る
と
そ
こ
は

し
て
る
わ

 
よ
う
や
く
蓮
と
霊
夢
は
気
づ
い
た

こ
の
異
変
は
天
子
が
起
こ
し
た
も
の
な
ら
ば
何

神
社

だ
け
に

ン

イ
ン
ト
で
地

を
引
き
起
こ
し
倒
壊
さ
せ
た
の
か
と
い
う

問

に

そ
し
て

あ

さ
り
と
復
興
さ
せ
る
と
い
う
流
れ
今
思
い
返
す
と

問
し
か
な
い

 
紫
 

そ
れ
で
何
を
仕
込
ん
だ
の

 
天
子

な

何
の
話
よ

 
紫
 

と

け
て
も
無

よ
貴
方
の
家

は
神
社
を

 

て
い
る
と
い
う

は

ま
せ
て
る
わ

分
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の
良
い
よ
う
に
神
社
を

し
て

分
の
住
む

 
場
所
を
増
や
そ
う

て

で
し

 
天
子

え
え
そ
う
よ

良
い
じ

な
い
そ
の
く
ら
い

 
だ
か
ら
何
よ

 
つ
ま
り

分
と
の
弾
幕
ご

こ
は

か
ら
負
け
る
つ
も
り
だ

た
の
だ

そ
し
て
わ
ざ
と
負
け

て
復
興
さ
せ
る
と
い
う
名
目
上
で
新
し
く

て
ら
れ
た
神
社
に

を
す
る
た
め
に

分
の
都

合
の
良
い
よ
う
に

ど
う
や
ら
紫
は
そ
れ
を

し
に
来
た
よ
う
だ

 
紫
 

だ
か
ら
壊
れ
ち

い
な
よ

 
天
子

言

て
く
れ
る
わ

地
面
を

い
つ
く
ば

て

 
い
る

い
妖
怪
が
面
白
い
事
を
言
う
わ

 
紫
 

つ
い
こ
の
間

天
界
を
見
て
き
た
け
ど

分
と

 

地
は

て
た
わ

そ
れ

に
地
上
に
住
も

 
う
な
ん
て
図
々
し
い
の
に
も
程
が
あ
る
わ

 
天
子

ん

し
く
て
も
恨
む
無
き

し
地
上
に

 
い
る
か
ら

て

ま
な
い
事
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紫
 

本
当
に

に
つ
く
わ

そ
の
天
人
特

の
上
か
ら

 
目

し
く

に
こ
の
地
か
ら
住

 
と
紫
は

を
天
子
は
緋
想
の

を

て
ぶ
つ
か
り
合
お
う
と
し
た
次
の

間
だ

た

い
に
と
て
も
小
さ
い
が
こ
ん
な

が
聞
こ
え
た

 

 

災
厄
 
天
地

鳴

 
蓮
 

ん

 

カ

 
と
そ
の

く

が
聞
こ
え
た
か
と
思
う
と
突
然
紫
と
天
子
の
間
に
落

が
落
ち
復
興

業

が
終
わ

た
博
麗
神
社
に
も
落

が
落
ち
た

そ
し
て
空
を
よ
う
や
く
気
づ
い
た

先
程
ま
で

晴
だ

た
空
は
暗
く
分

い
雲
に

わ
れ

光
が
光

く
積
乱
雲
へ
と
変
わ

て
い
た
事
に

 
蓮
 

積
乱
雲

 
天
子

く

あ

神
社
が

 
天
子
の

が
聞
こ
え
博
麗
神
社
を
見
る
と
先
程
の
落

で
博
麗
神
社
が

え
て
い
た
の
だ

 
霊
夢

の
神
社
の
が

 
紫
 

今
の
は
明
ら
か
に

然
の
落

じ

な
い
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こ
の
時
蓮
は
最
悪
な
想

を
し
て
し
ま

た

奴
が
こ
こ
に
い
る
の
だ
と
い
う
想

を

そ

し
て
積
乱
雲
の

鳴
の
中

 

 

く
く
く

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
と

高
笑
い
が
聞
こ
え
て
く
る

そ
の

の
方
向
を
見
る
と
神
社
の

り

に
あ
る
鳥
居
の

て

ん
を
見
る

そ
こ
に
は

分
が
倒
し
た
い
と
目

に
し
て
き
た
者
が
立

て
い
た

 
蓮
 

何
で
お
前
が
こ
こ
に
い
る
隠
者

 
そ
う
そ
こ
に
い
た
の
は
紅
霧
異
変
永
夜
異
変
で
暗

し
て
い
た
者
そ
の
名
を
隠
者
と
名

る

者
だ

た

 
天
子

あ
ん
た
決
闘
の
邪
魔
し
た
の
分
か

て
る

 
隠
者

決
闘

笑
わ
せ
る
な
ま
だ
始
ま

て
も
な
い

 
だ
ろ

 
鳥
居
か
ら
飛
び
降
り
て

ん
わ
り
と
着
地
す
る
と

方
へ
と
歩
い
て
く
る

そ
し
て
首
を

に

し
て

キ

キ
と
音
を
な
ら
し
な
が
ら

 
隠
者

そ
れ
に

は
今
回
て
め

に

裁
を

え
る
た
め

 
に
来
た
ん
だ
よ
比
那
名
居
の
ガ
キ
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ど
う
や
ら
天
子
に
用
が
あ

て
来
た
み
た
い
だ

 
天
子

が
ガ
キ
で
す

て

か
ら
見
た
ら
貴
方
は

 
そ
ん
な
フ

ド
で

を
隠
し
て
変

者
に
し
か

 
見
え
な
い
わ
よ

 
隠
者

感
性

て
の
は
様
々
だ
か
ら
な
お
前
ら
か
ら

 
見
れ
ば
変

者

か
ら
見
れ
ば
ま
だ
ま
だ

 

い
ガ
キ

て
事
だ

 
天
子

言

て
く
れ
る
わ

貴
方

 
天
子
は
緋
想
の

を
構
え
る
が

分
も
何
時
で
も
神
楽
を

刀
で
き
る
よ
う
に
塚
に
手
を

く

す
る
と
紫
が
不

そ
う
に

 
紫
 

ど
い
て
も
ら
え
る

く
そ
い
つ
を

し

 
た
い
ん
だ
け
ど

 
隠
者

お

と
そ
れ
は
出
来
な
い
な
今
か
ら
そ
い
つ
に
は

 

裁
を

え
な
い
と
い
け
な
く
て
な

 
天
子
は
緋
想
の

を
構
え
た
が
そ
れ
だ
け
じ

な
い

分
や

の

も
そ
れ

れ
の
お

い
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棒

お

八

イ
フ

桜
観

白
桜

神
楽
を
構
え
る

 
隠
者

は

お
れ
も

わ
れ
た
も
の
だ
な

 
そ
う
言

た
と

時
に
隠
者
は
地
面
に

を

き
つ
け
た

 
隠
者

仙
術
 
九
式
 

鎖
の

い

 
無
数
の
鎖
が
地
面
か
ら
現
れ
天
子

外
の
者
の
手

を

束
す
る

か
つ
て
永
夜
異
変
で
や
ら

れ
た
事
を
ま
た
や
ら
れ
た

 
蓮
 

ま
た
こ
れ
か

 
霊
夢

は

は
が
れ
な
い

 
咲
夜

流
石
に
こ
れ
は
時
を

め
て
も

 
妖
夢

き

れ
な
い

 
紫
 

 

け
出
そ
う
に
も

け
出
せ
ず
か
と
い

て
斬
ろ
う
に
も
手
が

束
さ
れ
て
い
て

動
き
が
一

と
れ
な
い

だ
が
そ
れ
は

人
を
除
い
て
別
だ
が

 
天
子

ス
キ
あ
り

 
天
子
は
隠
者
へ
と
先
が

た

石
を
放

た

だ
が
隠
者
は
当
た
る

前
で
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ジ

キ
ン

 
と
刹
那
の
一

で

石
を
真

二
つ
に

断
し
た
の
だ

そ
し
て
隠
者
の
手
に
は
神
楽
桜

観

や
白
桜

そ
し
て
⻄
行
桜
を
封
印
し
て
い
る
空
紅
よ
り
も

か
に

い
刀

を

た
黒
刀

が

ら
れ
て
い
た

だ
が
蓮
は
そ
の
刀
を
見
た
こ
と
が
あ

た

 
天
子

の

石
を
斬

た

 
隠
者

こ
い
て
め

に
世
の
中
の
不

理
を
教
え
て
や
る

 
そ
う
し
て
隠
者
と
天
子
と
の
戦
い
が
始
ま
る
が

 
紫
 

ど
う
し
て

様
の
刀
を

 
蓮
 

や

り
理
久
兎
さ
ん
の
黒

 

分
達
を

て
く
れ
た
理
久
兎
が
か
つ
て

の
先
祖
で
あ
る
晴
明
と
戦

た
さ
い
に
使

て
い
た
刀
で
あ
り
行
方
不
明
と
な

て
い
た
刀

そ
の
名
も
黒

だ

た
の
だ

た

 
怠
惰

投
稿
を
ミ
ス
り
ま
し
た

 
狗
神

お
前
ア

だ
ろ



 第十一章 緋想の空は天人遊戯

 
鈴

い
や
バ
カ
で
し

 
神
楽

ま

ま

お
二
人
共
そ
の

で

力
を

 
怠
惰

ち
き
し

う
め

 
神
楽

と

と
り
あ
え
ず
黒

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ

 
さ
い
怠
惰
さ
ん

 
怠
惰

あ

あ

と
り
あ
え
ず
出
て
き
た
理
久
兎
の
刀

 
そ
の
名
も
黒

に
つ
い
て
話
す

 
神
楽

え

と
あ
の
刀
の

れ

そ
う
と
う
な
物
で
す

 
よ

 
怠
惰

え

そ
れ
は
も
う

斬
し
た
だ
け
で
山
ひ
と
つ

 
真

二
つ
に
す
る
程
の

れ

を

て
い
る

 
刀
だ
か
ら

 
鈴

何
そ
の

れ

そ
ん
な
刀
を

た
妖
怪
と
晴
明

 
は
戦

て
た
の

 
怠
惰

そ
の
時
は
理
久
兎
も
手

し
て
る
さ

じ
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な
い
と
蓮
な
ん
て
生
ま
れ
て
来
な
か

た
よ

 
神
楽

ま

そ
う
で
す
が

て
る
か
な

下
手
し
た
ら

 
パ
キ
ン

と
折
れ
そ
う
な
ん
で
す
が

 
怠
惰

ま

張

て
な

で
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
そ
し
て
本
当
の

し

な
い

 
神
楽

え

ち

 
鈴

張

て

神
楽
ち

ん
そ
れ
じ

あ

 
狗
神

じ

あ
な

 
神
楽
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第
１
２
０
話
 
謎
の
隠
者

 
こ
ん
に
ち
は

者
様
深
夜
は

し

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
と
い
う
気

ち
の
怠
惰
の
ク
ソ
悪

魔
で
す

ま

こ
ん
な
ん
で
す
が
本
編
へ
ど
う

 

え

る
博
麗
神
社
の

内
で
は
現

大
き
な
対
戦
が

発
し
て
い
た

 
天
子

こ
れ
で
も

ら
い
な
さ
い

 
ジ

キ
ン

 
隠
者

ど
う
し
た
そ
の
程
度
か

 
現

隠
者
と
天
子
に
よ
る
戦
い
が

発
し
て
い
た

い
や
隠
者
の
一
方
的
す
ぎ
る
戦
い
と

言

た
方
が
い
い
の
か

本
当
な
ら
ば

分
達
も

わ
り
た
い
が
生

な

で
手

を
鎖
で

束

さ
れ
て
い
て
観
戦
す
る
事
し
か
出
来
な
い

だ
が
そ
の
戦
い
を

分
よ
り
も
真

に
見
る
も
の
が

い
た

 
蓮
 

紫
さ
ん
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紫
 

奴
ど
こ
で

様
の
刀
を
あ
の

舞
を

 
い

た
い
ど
こ
で

 
霊
夢

奴
の

て
る
刀
が
理
久
兎
の
愛
刀

 
な
の

 
紫
 

え

⻄
行
桜
に
刺
し
て
あ
る
空
紅
の
姉
妹
刀

 
で
空
紅
は
対

を
焼
き
斬
る
と
い
う
名
目
で

ら

 
れ
た
だ
け
ど
黒

は
ど
ん
な
物
で
も
一
斬
で
斬
る

 
よ
う
に
と
い
う
名
目
で

ら
れ
た
刀
そ
れ
が
黒

 
と
い
う
刀
よ

 
言
わ
れ
て
み
る
と
確
か
に
天
子
の
放

て
い
る

石
を
も
の
の
見
事
に
真

二
つ
に

断
し
て

い
る

言

通
り
相
当
な

れ

だ
と
い
う
の
は
分
か

た
が

 
天
子

地

 
不

の

 
そ
う
言
い
天
子
は
刀
を
刺
す
と
天
子
の

り
の
大
地
が

れ
て
い
き
大
地
の

と
な
る

だ
が

最
悪
な
事
に

 
霧
雨

奴

ら
も
ろ
と
も
や
る
気
だ
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そ
う

れ
た
大
地
の

は

方
へ
と
向
か

て
く
る
の
だ

 
霊
夢

こ
の
鎖
が
邪
魔
で
動
け
な
い

 
だ
が

け
よ
う
に
も

け
れ
な
い

何

な
ら
隠
者
の
鎖
が

束
し
て
い
る
た
め
に

す
る

と 
隠
者

仙
術
解
除

て
め

ら
は
そ
こ
か
ら

れ
ろ

 
そ
う
言

た

間
突

と
し
て

分
達
を

束
し
て
い
た
鎖
は

え
た

そ
し
て
そ
れ
を
確

認
す
る
と
紫
は
能
力
を
行
使
し
た

 
紫
 

行
く
わ
よ

 

分
達
の

元
に
ス
キ
マ
が
現
れ
る

そ
し
て
こ
こ
か
ら
は
お
約
束
の

間
だ

 
霧
雨

ぎ

 
霊
夢

く

 
蓮
 

う
わ

 
咲
夜

キ

 
妖
夢

ひ

 
何
と
か
大
地
の

を

け
た
が

人
は
ま

逆
さ
ま
に
落
ち
て
い
く
が
す
ぐ
に
体
を

か
せ
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て

遊
す
る

 
霧
雨

ら
じ

な
か

た
ら
永
遠
に
落
ち
て
た
な

 
こ
れ

 
蓮
 

こ
こ
が
ス
キ
マ
の
中
な
ん
だ

 
も
う
幻
想
郷
に
来
て
か
れ
こ
れ

年
近
く
い
る
が
紫
の
ス
キ
マ
の
中
に
は

た
こ
と
が
な

か

た

そ
れ

か

常
に
興

々
だ
が
そ
れ
と

時
に

方
を
見
て
い
る
ん
だ
と
思

て
し

ま
う
ぐ
ら
い
に
目
玉
が

方
を
見
て
い
る
と

覚
を
思
わ
せ
て
し
ま
う

 
霊
夢

相
変
わ
ら
ず
気

ち
悪
く
な
り
そ
う

 
咲
夜

不
思
議
で
す

 
妖
夢

き

気

ち
悪
く
な
り
そ
う

 
方
向
感
覚
が
ず
れ
て
し
ま
い
そ
う
な
る
の
は
分
か
る

ど
ち
ら
が
前
で
ど
ち
ら
が
後
ろ
で
ど
ち

ら
が

で
ど
ち
ら
が

か
な
ん
て
も
の
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い

そ
ん
な
世
界
な
の
だ
か
ら

そ
し
て
紫
は

つ
の
ス
キ
マ
を

る
と
隠
者
と
天
子
と
の
戦
い
の
場
を

ぐ

 
蓮
 

あ
れ

い
つ
の
間
に
か
刀
が

本
に
な

て
る

 
い
つ
の
間
に
か
刀
が

本
に
な

て
い
た

そ
の
も
う

方
の
刀
は
黒

と

様
に
黒
刀
だ
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が
ま
る
で
龍
を

フ
に
し
た
か
の
よ
う
な
刀
だ

 
蓮
 

紫
さ
ん
あ
の
刀
も

 
紫
 

い
い
え

様
が
使

た
刀
で
は
な
い
わ

 
ど
う
や
ら

前
の
刀
ら
し
い
が
一
体
ど
の
く
ら
い
の
強
さ
な
の
か
と
思

て
い
る
と
何
と
そ
の

本
の
刀
を
後
ろ
へ
と
投

て

 
隠
者

仙
術
 
十
三
式
 
空

 
と

え
る
と
天
子
か
ら
放
た
れ
る
無
数
の

石
を
ま
る
で

明
で

強
度
の
風
船
み
た
い
な

で

い
だ
の
だ

 
蓮
 

や

り

奴
は

士
な
ん
て
呼
べ
る
戦
い
方

 
じ

な
い

 
こ
れ
は

士
の
戦
い
か
た
と
は

う

ま
る
で
使
え
る
物
は
何
で
も
使
う
戦

時
代
を
生
き

い
て
き
た
か
の
よ
う
な
戦
い
方
だ
と
思

た

そ
し
て
考
え
に
夢
中
に
な

て
い
る
と

 
天
子

全
人

の
緋
想
天

 
と
天
子
は

え
る
と
緋
想
の

か
ら

大
な
真

な
レ

ザ

が
放
た
れ
た

こ
れ
は
先

日
に

分
に
も
射

て
き
た
弾
幕
だ

つ
ま
り
天
子
の

の
手
と
も
い
え
る
技
だ
が
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隠
者

ス

 
何
と
後
ろ
へ
と
投

飛
ば
し
た

本
の
刀
を
回

す
る
と
黒

は
地
面
に
刺
し
て
も
う
一
本

の
刀
を
構
え
る
と

 
隠
者

 
黒
龍
斬

 
と
ス

ル
を

え
刀

を

る
う

す
る
と

大
な
真

黒
の
斬
撃
波
が
天
子
の
放

た

大
レ

ザ

と
ぶ
つ
か
り
合

た

 
咲
夜

す

い
戦
い

 
妖
夢

さ
ん
あ
れ
を

 
妖
夢
が
言

た
場
所
を
見
る
と
何
と
天
子
の
放

た
真

な

大
レ

ザ

に
黒
い

が
ま

と
わ
り
い
て
い
た

そ
れ
は
ま
る
で
光
を
侵
食
す
る
闇
の
よ
う
に

 
霧
雨

こ
れ
は

奴
の

 
蓮
 

そ
う
か
隠
者
の
仲
間
で

を

る
奴
が
い
た

 
霊
夢

分
そ
い
つ
の

か
何
か
で
あ
の
刀
を

た

 
と
い
う
こ
と
よ

 

ら
く
黒
と
い
う
男
の
何
か
を
使

て

ら
れ
た
刀
だ
と
い
う
の
は
よ
く
解

た

そ
し
て
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真

な

大
レ

ザ

は
真

黒
に
染
ま

て
い
き

 
天
子

う
そ

が

が
こ
ん
な
奴
に
負
け
る

 
隠
者

お
前
の
負
け
だ

 
天
子

く

い
や

 

ン

 
と
天
子
が

弾
し
ぶ
つ
か
り
合

て
い
た

ル
ギ

は

え
た

こ
の
戦
い
の

者
は
隠

者
と
な

た

 
紫
 

行
く
わ
よ

 
ど
う
や
ら
紫
は
こ
の
決
闘
が
終
わ
る
の
を
待

て
い
た
よ
う
だ

そ
し
て
ス
キ
マ
を
開
け
て
博

麗
神
社
へ
と
蓮
達
は
戻

た

 
隠
者

し

か
し
気
に

り
そ
う
だ

た
ん
だ
け
ど
な

 
博
麗
神
社
へ
と
戻
る
と
折
れ
て
し
ま

た
黒
刀
を
見
な
が
ら
隠
者
は

い
て
い
た

先
程
の
一

撃
が
破
壊
へ
と

い
た
の
だ
ろ
う

 
紫
 

よ
く
も

の

物
を

り
し
て
く
れ
た
わ

 
紫
の

に
気
づ
い
た
の
か

り
向
い
て
見
て
く
る
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隠
者

ん

お

こ
れ
は
こ
れ
は

 
隠
者
は

く
言

て
く
る
が

断
す
る
わ
け
に
も
い
か
ず
各
々
が
臨
戦
体

を

る

 
隠
者

お
い
お
い
見
世
物
小
屋
じ

な
い

 
霊
夢

う
る
さ
い
わ
よ
あ
ん
た

 
霧
雨

お
前
の
せ
い
で
こ

ち
は

弾
す
る
所
だ

た
ん

 
だ

 
蓮
 

を

つ
け
る
な
ら

は
許
し
ま
せ
ん
よ

 
神
社
を
ま
た
壊
さ
れ
不

れ
て
い
る
霊
夢
は
お

い
棒
と
お

そ
れ
か
ら
⻑
い
針
を

備
し

て

し
魔
理
沙
は
十
八
番
の
八

を
構
え
咲
夜
は

イ
フ
と
時

を
構
え
妖
夢
は

か
ら
刀

を

き
二
刀
流
に
な

て
構
え
る

そ
し
て
紫
は
扇
子
で

許
を
隠
し
て
い
る

 
隠
者

ま
さ
か

と
殺
ろ
う

て

じ

な
い
よ
な

 
紫
 

そ
う
だ
と
言

た
ら

 
隠
者

は

 
紫
 

そ
れ
に
貴
方
に
は
聞
き
た
い
こ
と
が
山
程
あ
る

 
何

前
々
か
ら

様
の
仙
術
を
使
え
る
の
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か
そ
し
て
そ
の

様
の
愛
刀
と
も
言
え
る

 
黒

を
何

て
い
る
の
か
何
な
ら
聞
か
せ

 
て
く
だ
さ
ら
な
い

 
理
久
兎
さ
ん
し
か
使
え
な
い

の
仙
術
を
何

こ
い
つ
が
使
え
る
の
か
そ
し
て
何

こ
い
つ

が
黒

を

て
使

て
い
る
の
か
そ
れ
を
知
り
た
い
の
は
こ
の
場
の
隠
者

外
の
全
員
が
気
に

な
る
こ
と
だ

 
隠
者

そ
う
だ
な

秘

を
使
わ
せ
て
も
ら
お
う

 
紫
 

あ
ら

幻
想
郷
に
そ
ん
な
ル

ル
が
あ
る
と

 
思
う

 
隠
者

な
い
な
らこ

と
わ
り

理
を

す
れ
ば
良
い
た
だ
そ
れ
だ
け

 
の
事
だ
が

 

ざ
け
た

度
を
と
る
た
め
に

分
も

怒
り
を
覚
え

む
が

り
の

も

じ
気

ち
な

の
か

も
隠
者
を

む

 
紫
 

そ
う

な
ら
こ
れ
が
最
後
よ
貴
方
は
何
者

 
隠
者

八
雲
紫
そ
の
問
い
は

問
と
言
お
う

は
隠
者
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そ
れ
だ
け
の
名
だ
よ

 
紫
 

そ
う

も
う
い
い
わ

 
や
は
り

分
の
正
体
に
つ
い
て
は
絶
対
に
話
す
気
は
な
い
と
思

た

そ
れ
な
ら
実
力
行
使
で

正
体
を
見
る
だ
け
だ
と
思

て
い
る
と

 
隠
者

あ

そ
う
そ
う
言
い

れ
た

 
紫
 

あ
ら
何
か
し
ら

 
隠
者

お
前
の

に
使
わ
せ
て

た
よ

 
そ
の
言

を
聞
い
て

分
は
も
う
怒
り
が

さ
え
ら
れ
な
く
な

た

分
に
と

て
の

人

を

友
人
を
バ
カ
に
し
た
の
と
変
わ
ら
な
か

た
か
ら

 
ガ
キ
ン

 
蓮
 

隠
者

 
気
づ
い
た
と
き
に
は
隠
者
に
向
か

て
神
楽
を

て
い
た
の
だ

た

 
怠
惰

そ
ん
じ

今
回
の
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
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ま
し
た

 
狗
神

ま

そ
こ
は
前
回
で
ツ

ミ
を

れ
た
か
ら

 
あ
え
て
は
言
わ

が
気
を

け
ろ
よ

 
怠
惰

え

ま

は
い
そ
う
で
す

 
神
楽

あ
の

怠
惰
さ
ん
も
う

確
実
に
折
ら
れ
る

 
気
し
か
し
な
く
て
夜
も

れ
な
い
ん
で
す
が

 
鈴

神
楽
ち

ん
大

元
気
が
あ
れ
ば
何
で
も

 
出
来
る
か
ら

 
怠
惰

何
そ
の

性

 
神
楽

そ
う
で
す

 
怠
惰

あ
れ
折

て
良
い
か
な

 
狗
神

め
て
お
け
話
に

を
き
た
す

 
怠
惰

何
処
か

け
て
る
キ

ラ
は
神
楽
だ
よ

 
断
ト
ツ
で

 
鈴

だ
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神
楽

何
か
い
け
る
気
が
し
て
き
ま
し
た

 
怠
惰

え

と

ン

で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

ま

奴
等
は
そ

と
し
て
お
い
て
く
れ
や

 
怠
惰

そ
れ
じ

者
様

 
狗
神

ま
た
明
日
な
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第
１
２
１
話
 

隠
者
再
戦

 
こ
ん
ば
ん
わ

者
様
も
う
じ
き
マ
ラ
ソ
ン
大
会
と
い
う
⻑

手
な

に
と

て
は
⻤

行
事
が

で
仕
方
が
な
い
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

⻑

は
本
当
に

だ

で
は
こ
ん
な

痴
も
あ
れ
な
の
で
本
編
へ
ど
う

 
蓮
は
考
え
る
よ
り
も
先
に
体
が
動
き
隠
者
へ
と
斬
り
つ
け
て
い
た
が
隠
者
の
手
に

つ
黒

で

が
れ
て
し
ま

た

 
蓮
 

お
前
は
死
者
を

に
し
す
ぎ
だ

 
隠
者

何
を
言

て
る
ん
だ
お
前
は

が

に
帰

 

た
の
な
ら

た

は
所

は

と
変
わ
ら
ん

 
も
の
の

だ
が

 
そ
ん
な
事
に
怒

て
い
る

で
は
な
い

た
だ

人
で
あ
り
友
人
で
も
あ
る
理
久
兎
を
無
下
に

し
て
バ
カ
に
さ
れ
た
こ
と

そ
し
て
道

の
よ
う
に
し
か
思

て
い
な
い
こ
と
に
怒

て
い
る
だ
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け
だ

 
隠
者

ん

 
蓮
 

ぐ
わ

 
隠
者
の
力

せ
の

し
返
し
で
飛
ば
さ
れ
る
が
す
ぐ
に
体

を
立
て

す

す
る
と

 
霊
夢

霊

 
夢
想
妙

 
霧
雨

 
マ
ス
タ

ス
パ

ク

 

分
が

り
か
か

て
い
る
間
に
準
備
し
て
い
た
の
か
霊
夢
と
魔
理
沙
が
空
中
か
ら
お
お
よ
そ

つ
の
大
き
な
光
弾
と

レ

ザ

を
放

た
が

 
蓮
 

人
間
技
じ

な
い

 
ア
ク
ロ
バ
テ

ク
に
隠
者
は
バ
ク
転
や
ら
を
決
め
て

け
る

ま
る
で
サ

カ
ス
の
曲

を

見
て
い
る
か
の
よ
う
だ

そ
し
て
黒

を

た
か
と
思
う
と
霊
夢
の
放

た
光
弾
を
全
て
斬

た
の
だ

 
霧
雨

奴

曲

者
か
よ

 
霊
夢

あ
ん
な
戦
い
方
を
す
る
な
ん
て

 
と

が
聞
こ
え
て
く
る

蓮
は
霊
夢
達
へ
と
近
づ
き
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蓮
 

次
の

戦
を

ろ
う

 
霊
夢

戦

そ
ん
な
も
の

 
霧
雨

ガ
ン
ガ
ン
い
こ
う

一
択
だ

 
こ
の

人
は

め
に

て
守
り
す
ら

え
な
い
よ
う
な
戦
い
を
出
し
て
き
た

 
蓮
 

は
は

良
い
よ

そ
の
方
が
考
え
な
く
て

み

 
そ
う
だ
し

 

分
も
そ
の

戦
に

る
こ
と
に
し
た

そ
れ
を
聞
い
て
い
た
の
か

 
妖
夢

ま
ず
は

が
行
き
ま
す

 
妖
夢
は
前
へ
と
前
進
し
楼
観

と
白
楼

を
構
え
て

 
妖
夢

技
 
桜
花

々

 
と

ス

ル
を

え
る
と
桜
吹
雪
と
共
に
妖
夢
が
辻
斬
り
の
よ
う
に
隠
者
へ
と
斬
り
か
か
り

 

ン

 
と

弾
の
音
が
鳴
り

い
た

 
霧
雨

や

た
か

 
霊
夢

あ
ん
た
そ
れ
は
フ
ラ
グ
よ
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と

霊
夢
が
言

た
時

妖
夢
は

を
つ
き
気
絶
し
た

だ
が
そ
れ
と

時
だ

た

 
咲
夜

キ

 

ン

 
い
つ
の
間
に
か
だ

た

突
然
隠
者
の
い
た

に
咲
夜
が
立

て
い
て
な
お
か
つ
無
数
の

イ
フ
に

弾
し
て
い
た

 
蓮
 

妖
夢
さ
ん
咲
夜
さ
ん
ぐ

隠
者

 
一

で

空
し
隠
者
目

け
て
神
楽
を

る
う
が

 
ガ
キ
ン

 
手
に

て
い
る
黒

で
ま
た

が
れ
て
し
ま

た

 
隠
者

し
つ
こ
い

だ
け
ど
そ
う
い
う
熱
血
野

は

 
結
構

い
じ

な
い
な

 
蓮
 

よ
く
も
妖
夢
さ
ん
と
咲
夜
さ
ん
を

 
友
人
が
倒
れ
更
に
蓮
の
力
が
上
が
る

負
け
た
く
な
い
と
思
う
が
た
め
に
そ
し
て
や
ら
れ
た
友

人
の
仕
返
し
を
す
る
た
め
に

 
蓮
 

頼
む
狗
神
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狗
神

こ
い
つ
は
面
白
そ
う
だ

 
蓮
は
狗
神
を

す
る

そ
し
て
狗
神
は
現
れ
る
と
そ
の

大
な

で
隠
者
へ
と

み

き

撃
を
仕

け
に
行

た
の
だ
が

 
隠
者

仙
術
 
二
式
 

 
そ
う

え
る
と
隠
者
は
大
き
く

を
吸

た
か
と
思
う
と

 
隠
者

ガ

 
と

強

で
大
地
を
も

ら
す

が

く

 
狗
神

ぐ

 
蓮
 

う

 
こ
れ
に
は
蓮
と
狗
神
は
上
空
へ
と
吹

飛
ば
さ
れ
る
が

 
霊
夢

と

蓮

大

 
蓮
 

あ
り
が
と
う
霊
夢

 
吹

飛
ば
さ
れ
て
い
た
所
を
霊
夢
が

て
く
れ
る

そ
し
て
狗
神
は
空
中
で
体

を
整
え
る

が

ら

ら
と
し
て
い
た

 
狗
神

す

す
ま
ん
小
僧

あ

が
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ど
う
や
ら

覚
的
に
優
れ
て
い
る
狗
神
に
は
あ
の

は
聞
い
た
の
か

ら

ら
と
し
て
い

た 
蓮
 

あ
り
が
と
う
戻

て

 
そ
う
言
い
狗
神
は

へ
と
戻
り
ま
す

え
る

そ
し
て
隠
者
を
見
る
と
紫
が

め
を
し
て
い

た 
霊
夢

蓮

魔
理
沙

 
霧
雨

お
う
よ

 
蓮
 

分
か

た

 
蓮
と
霊
夢
は
地
上
へ
と
降
り
魔
理
沙
は

に

が
り
な
が
ら
八

で

ス
ト
す
る
と

し
た

ス

ド
で

 
霧
雨

い

 

レ
イ
ジ
ン
グ
ス
タ

 
と
隠
者
へ
と
突

込
ん
だ

だ
が
隠
者
は
黒

を
地
面
に
刺
し
た
か
と
思
う
と
目
に
も

ま

ら
な
ら
ぬ

さ
で
魔
理
沙
へ
と

え
撃
つ
と

 
隠
者

束

 
知

の

ウ

ト
リ

 
そ
う

え
た
時
魔
理
沙
は

か
ら
転
が
り
落
ち
た

し
か
も
た
だ
転
が
り
落
ち
た
わ
け
で
は
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な
い

 
霧
雨

い
て

て

て

な
ん
じ

こ
り

 
何
と
首
か
ら
手

に
か
け
て

束
さ
れ
て
い
た

 
霧
雨

こ
の

 
と

ガ

ガ

と
音
を
た
て
る
が
外
れ
そ
う
も
な
い

 
霊
夢

奴
な
に
や

て
ん
の
よ

 
そ
う
言
う
と
隠
者
へ
と
一

で

を
積
め
て

 
霊
夢

所
見
を
し
す
ぎ
よ

 
そ
う
言
い
隠
者
の

目

け
て
霊
夢
の
強

な
ハ
イ
キ

ク
が

裂
す
る
が

 

ン

 
隠
者

所
見
な
ん
か
し
て

よ

 
隠
者
は
一

で

い
だ

だ
が
そ
ん
な
事
は
霊
夢
も
予

み
だ

 
霊
夢

ち

 
す
ぐ
に
後
ろ
へ
と
下
が
り

手
を
前
へ
と
出
し
て

 
霊
夢

宝

 
陰
陽
⻤
神
玉
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前
へ
と
出
し
た

か
ら
先
程
の
夢
想
妙

よ
り
格

に
大
き
な
弾
幕
を

つ
放

た

 
隠
者

く

 
だ
が
霊
夢
か
ら
放
た
れ
た
陰
陽
⻤
神
玉
を
す
ぐ
に
地
面
か
ら

い
た
黒

で

い
だ
の
だ

そ

し
て

 
隠
者

ウ
ガ

 

び
を
上

て
強
引
に
霊
夢
が
放

た
ス

ル
を
真

二
つ
に
し
た

 
霊
夢

こ
れ
で
も

メ
な
の

 
蓮
 

次
は

だ

 
ガ
キ
ン

 
隠
者

は
中
々
だ
な

 
キ
ン

ガ
キ
ン

キ
ン

ジ

キ
ン

 
そ
こ
か
ら
更
に
隠
者
と
の
斬
り
合
い
に
な
る

そ
こ
に

 
紫
 

蓮

上
へ

 
そ
う
言
わ
れ
蓮
は
す
ぐ
さ
ま
上
へ
と
行
く
と

 
紫
 

 
ぶ
ら
り

下
車
の
旅
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紫
が
ス

ル
が
発
動
し
結
構
大
き
な
ス
キ
マ
が

開
さ
れ
た
か
と
思
う
と

 

オ

ン

 
何
と
そ
こ
か
ら
結
構
古
め
か
し
い
電
車
が
現
れ
た
の
だ

そ
し
て

 
ド

ン

 

 
と

隠
者
に
激
突
し
た
の
か

く

い
音
が

い
た

 
蓮
 

あ

あ
ん
な
の
弾
か
れ
た
ら

落
に
な
ら
な
い
よ

 
と

言

て
い
る
と
何
と
あ
り
得
な
い
光
景
が
目
に
写
る

 
隠
者

め
る
な
よ

 
何
と
隠
者
が

い
上
が

て
き
た
の
だ

そ
し
て
電
車
の
上
に

る

 
蓮
 

霊
夢

 
霊
夢

分
か

て
る
わ

 
霊
夢
と
共
に
電
車
の
上
に

る
と
蓮
は
神
楽
で
斬
り
か
か
る

 
ガ
キ
ン

キ
ン

 
隠
者

無
力
と
知
れ

 
だ
が
や
は
り
隠
者
は
そ
の
一
撃
を

が
れ
更
に
は
弾
き
飛
ば
さ
れ
る

だ
が
そ
こ
に
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霊
夢

く
ら
い
な
さ
い

 
今
度
は
霊
夢
が
一

で
近
づ
き
隠
者
の

め
が
け
て

り
あ

を
仕

け
る
が

 
隠
者

無

だ
と
言

て
る
だ
ろ

 
何
と
体
を
後
ろ
へ
と
倒
し

り
を

け
る

そ
し
て
隠
者
は
流
れ
て
い
く
動
き
で
そ
の
ま
ま
バ

ク
転
し
て
空
へ
と
飛
ぶ

 
隠
者

先
程
か
ら

め
る
な
よ
貴
様
ら

 
そ
の
言

と
共
に
積
乱
雲
か
ら

鳴
が
鳴
り

く

だ
が
今
度
は

だ
け
で
は
な
く

雨
降
り

始
め
そ
し
て
や
突
風
ま
で
も
吹
き
あ
ら
れ
た

そ
し
て
隠
者
は

え
た

 
隠
者

逆
鱗
 
不
動
明

に

ら
い
し
は
龍
の

 
黒

を

ん
だ

す
る
と
積
乱
雲
は

雨
を
降
ら
せ
突
風
を
起
こ
し

を
落
と
す

 
霧
雨

ぐ
わ

 

ン

 
ま
ず
は
動
け
な
い
魔
理
沙
に
落

が

弾
し
魔
理
沙
は
脱
落

 
霊
夢

き

あ

 
蓮
 

霊
夢
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電
車
の
上
か
ら
吹
き
飛
ば
さ
れ
た
霊
夢
を
す
ぐ
さ
ま
蓮
が
キ

を
す
る
が
落

が

た 
蓮
 

し
ま

 

ン

ン

 
と
霊
夢
と
共
に

弾
し
た

そ
し
て
薄
れ
行
く
意
識
の
中
で
霊
夢
を

き
な
が
ら
意
識
が

れ
る
の
だ

た

 
怠
惰

は
い
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
神
楽

生
き
て
た

い
き
て
ま
す
よ

 
狗
神

な

神
楽

て
本
当
に
そ
こ
い
ら
の
妖
刀
か

 
怠
惰

そ
こ
い
ら
と
い
う
言
い
方
は
ど
う
か
と
思
う
け

 
ど
ま

さ
ん
大

き
で
あ
ろ
う

ス

 
で

え
る
な
ら
う

ん

代
⻤

か
そ
れ
と
も

 
二
代
目
⻤

と

等
の

れ

と
強
度
は
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て
い
る

て
感
じ
か
な

 
鈴

そ
れ

い

が
あ
る
気
が
す
る
ん
だ
け
ど

 
狗
神

因
み
に
黒

と
や
ら
は

 
怠
惰

間

い
な
く
ラ
ン
ク
は
最
上
大
業
物
に

り
ま

 
す

因
み
に
空
紅
も

 
狗
神

だ
と
よ
神
楽

 
神
楽

あ

神
よ

を

て
く
だ
さ
り
感

を

 
鈴

神
楽
ち

ん
も
う
壊
れ
て
る
ん
だ
け
ど
何

 
か
最

関
の
大

に
受
か

た

生
み
た
い
な

 
こ
と
に
な

て
る
ん
だ
け
ど

 
怠
惰

ま

そ
れ
ぐ
ら
い

張
し
た

て
事
さ

 
さ
て
と
そ
ろ
そ
ろ
時
間
だ

 
狗
神

ま

次
回
は

執
事
の
話
し
か

 
怠
惰

て
な
わ
け
で

者
様

 
鈴

ま
た
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神
楽

う

 
怠
惰

そ
ん
じ



 第１２２話 世界の頂 現る

 
第
１
２
２
話
 
世
界
の
頂
現
る

 
こ
ん
ば
ん
わ

者
様

怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

 
今
回
は
も
う
ま
ん
ま

名
通
り
で
す

で
は
本
編

 
へ
ど
う

 

鳴
が

く

突
風
が
吹
き

れ
る

雨
が

に

う
つ
か
の
よ
う
に
い
た
い

そ
し
て

り
に
写
る
風
景
は
さ
な
が
ら
東

の
よ
う
に

く
の

ル
が

ち
並
ぶ
摩
天
楼

い
や
所
々
に
日

本
の
和
ら
し
い

が
さ
れ

ル
の
屋
上
に
は
神
社
や
大
き
な
桜
な
ど
が
あ

た

そ
し
て

 
隠
者

 
目
の
前
に
は
隠
者
が
立

て
い
た

し
か
も
そ
の
手
に
は
紫
の

で
あ
る
理
久
兎
の
愛
刀

黒

と
か
つ
て

分
が
⻄
行
桜
を
再
封
印
す
る
の
に
使

た
理
久
兎
の
使

て
い
た
も
う

本

の
刀

空
紅
を

て
い
た

 
蓮
 

隠
者

お
前
は
い

た
い
何
が
し
た
い
ん
だ
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と
言

た
時
隠
者
が
フ

ド
を
下
ろ
そ
う
と
し
た

間

り
一
面
に
真

白
な
光
が

ら
す
の
だ

た

 
蓮
 

ぐ

 
と
て
も

し
く
手
で
光
を

る
事
し
か
出
来
な
か

た
の
だ

た

そ
し
て
蓮
は
気
が
つ
く

 
蓮
 

あ
れ

こ
こ

 

り
を
見

す
と

え
て
倒
壊
し
た
博
麗
神
社
そ
し
て

り
に
は

が

て
い
た

い
や
気
絶

し
て
い
る
と
い
う
な
が
正
し
い
の
か
も
し
れ
な
い

 
蓮
 

夢
か

 
夢
だ

た
事
を
実
感
し
て
い
る
と

と

分
の

を
見
る

そ
こ
に
は

 
霊
夢

 
と

霊
夢
が

て
い
た

い
や
気
絶
し
て
い
た

 
蓮
 

霊
夢

起
き
て

 
霊
夢
を

さ
ぶ

て
起
こ
す

す
る
と
目
を

り
な
が
ら

 
霊
夢

う

ん

蓮

 
バ

ン
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突
然
だ

た

霊
夢
に
思
い

き
り

を

ン
タ
さ
れ
た

 
蓮
 

い

た

 
霊
夢

あ

あ

あ
ん
た

散
々

る
の
断

て

 
お
い
て
今
こ
う
し
て
襲
う

て

 
蓮
 

そ
ん
な
事
し
て
な
い
よ

 
霊
夢

嘘
よ

 

じ
て
な
い
の
か
霊
夢
が
言

て
く
る
が

 

 

安
心
せ
い
そ
や
つ
は
今
さ

き
起
き
て

を

 
心

し
て
起
こ
し
て
い
た
ん
じ

か
ら

 
と

聞
い
た
こ
と
の
な
い

が
聞
こ
え
て
来
た

 
蓮
 

そ
う
だ
よ

 
霊
夢

本
当
に

 

 

う
む

 
蓮
 

そ
う
だ
よ

て
あ
れ

 
よ
う
や
く
気
づ
い
た

分
達
の
後
ろ
の
全
焼
し
て
倒
壊
し
た
博
麗
神
社
の
上
で
楽
し
そ
う
に
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こ
の
光
景
を
見
て
い
る

女
が
い
た

だ
が
そ
の

女
は
普
通
と
は

う
見
た
目
だ

た

に
は

が
生
え
て
い
て
お

の
近
く
に
は
何

か
ゆ
ら
ゆ
ら
と

い

が
動
い
て
い
た

 
霊
夢

あ
ん
た
妖
怪

 

 

シ
を
妖
怪
と
見
た
か

当
た
り

 
も
よ
い
も
の
じ

の

 
し
か
も
そ
の

に
は
相

し
く
な
い
古
風
な
し

べ
り
方
で
ま
る
で
お

ち

ん
を
見
て
い
る

か
の
よ
う
だ

  
蓮
 

あ
れ

そ
う
い
え
ば
隠
者
は

 
そ
う
先
程
ま
で
戦

て
い
た
隠
者
が
い
な
い
の
だ

そ
れ
を
聞
く
と
そ
の
少
女
は

と

笑
い
な
が
ら

 

 

な
に
あ
や
つ
な
ら

シ
が

く

し
た
ら
去

 
て
行

た

 
霊
夢

嘘
で
し

 
蓮
 

あ
の
隠
者
を
追
い

た

れ
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こ
の
事
に

い
て
い
る
と
気
絶
し
て
い
る
魔
理
沙
や
咲
夜
に
妖
夢
そ
し
て
紫
は
ゆ

く
り
と
起

き
出
し
た

 
霧
雨

い
た
た

 
咲
夜

体
が
痛
い
わ

 
妖
夢

う

 
紫
 

 
起
き
出
し
た
が
ま
だ
本

子
と
い
う

で
は
な
さ
そ
う
だ

 

 

う
あ
や
つ
に
ボ

ら
れ
て
起
き
る
か

 
蓮
 

所
で
貴
女
は
い

た
い

な
ん
で
す
か

 
そ
の
者
が

な
の
か
聞
く
と
そ
の

女
は

リ
と

元
に
笑
み
を

か
べ
て

 

 

シ
は
こ
の
世
界
の
頂

に
君
臨
せ
し
者
そ
の

 
名
を
龍
神
の
千
そ
れ
が

シ
の
名
じ

 
そ
の
言

を
聞
く
と

分

外
の
者
達
の

が

き
の

と
な
り
目
が

と
な
る
者
も
現
れ

た

そ
し
て

分
も
思
い
出
す

去
年
の

の
終
わ
り
に
霊
夢
が
言

て
い
た
事
を

龍
神
世

界
の
頂

に
立
ち
神
達
の

本
を

り
世
界
を
想

し
た
と
さ
れ
る
最
強
の
神

そ
の

が
目
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の
前
に
い
る
と
い
う
の
だ

 
霊
夢

龍
神
で
す

て

 
霧
雨

な

何
で
そ
ん
な
奴
が
こ
ん
な
変

地
に

 
と

言
う
と
千
と
名

た
龍
神
の
千
は

れ
な
が
ら
に

 
千
 

そ
こ
で
未
だ
に

て
お
る
じ

じ

娘
に

 
説
教
が
て
ら
回

し
に
来
た
ん
じ

よ

 
気
絶
し
て
い
る
天
子
を

す

ど
う
や
ら
天
子
を
回

し
に
来
た
よ
う
だ

 
紫
 

そ
れ
は
さ
せ
な
い
わ

ら
貴
女
と
い
え
ど

 
だ
が
紫
は

得
は
し
な
い
だ
ろ
う

分
が
愛
し
て
い
る
幻
想
郷
を

る
が
し
か

な
い
異
変

を
引
き
お
越
し
更
に
は
神
社
を
利
用
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
だ
か
ら

 
千
 

む

ど
う
す
れ
ば
許
し
て
く
れ
る
ん
じ

 
そ
や
つ
を
五
体
満

で
帰
し
て
く
れ
る
と
い
う

 
の
な
ら
何
が
欲
し
い

 
紫
 

そ
う

貴
女
が

を
下

て
く
れ
る
の
な
ら

 
良
い
わ
ま

傲
り
高
ぶ

て
い
る
貴
女
方
に
は
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底
無
理
で
し

う
け

 
千
 

よ
か
ろ
う

 
紫
 

え

 
そ
う
言
い
千
は
紫
の
前
へ
と
来
る
と
そ
の
小
さ
な

⻑
で

を
下

て

 
千
 

こ
や
つ
が
問

を
か
け
て

し

な
い
幻
想
郷

 
に
住
ま
う
妖
怪
の
賢
者
よ

度
の
件
に
つ
い
て

 

ろ
う
本
当
に
す
ま
ん
か

た

 
何
と
世
界
の
頂

に
立
つ
者
が

を
下

た
の
だ

こ
の
光
景
に
は
蓮
も
そ
う
だ
が
霊
夢
や

の

も

く

だ
が
い
ち
ば
ん

い
た
の
は
紫
だ
ろ
う

何
せ
絶
対
に
や
ら
な
い
と
思

て
い
た

事
を
目
の
前
で
し
て
い
た
の
だ
ら
か
ら

 
霊
夢

り

龍
神
が

 
蓮
 

あ

を
下

た

 
霧
雨

す

す

 
も
う
こ
れ
し
か
言

が
で
な
い

そ
し
て
紫
は

き

た
め
な
が
ら

 
紫
 

あ

を
上

て
ち

う
だ
い
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千
 

何
じ

も
う
良
い
の
か

 
無

な
笑

で
そ
う
言
わ
れ
紫
は
何

か
ス

キ
リ
と
し
た
笑

で

 
紫
 

あ

貴
女

地

と
か

と
か
そ
う
い
う
の
は

 
い
ら
な
い
と
で
も
言
う
の

そ
れ

前
に
貴
方
に

 
は
そ
れ
が
あ
る
の

 
千
 

そ
ん
な
も
ん

こ
ろ
の

に
し
て
お
け
ば
よ
い
と

 

シ
は
思
う
が
の

 

こ
ろ
の

と
言
い

た

目
の
前
に
い
る
小
さ
き
最
高
神
は
地

等
に
は

ら
れ
な
い
よ

う
だ

 
千
 

そ
れ
に

シ
の
バ
カ

子
が

方

方
で
や
ら

 
か
し
て
お
る
か
ら
も
う

れ
た
わ
い

 
紫
 

い
い

て

そ
れ
に

れ
た

て

 
く
く
ア
ハ
ハ
ハ

 
そ
れ
を
聞
く
と
紫
は
大
笑
い
を
し
だ
し
た

そ
し
て
数

程
笑
い
落
ち
着
く
と

 
紫
 

貴
女
が
最
高
神
な
ん
て

の
妖
怪
達
が
知

た
ら
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ど
ん
な
反

す
る
か
し
ら

 
千
 

そ
れ
は
そ
れ
で
面
白
そ
う
じ

な

 
と
千
に
対
し
て
の

も
千
は
真

向
か
ら
受
け

め
た

こ
れ
に
は
紫
も
感

せ
ざ
る
得

な
い
だ
ろ
う

ら
く
は

な
本
心
で
言

て
い
る
の
だ
ろ
う

だ
が
そ
ん
な
光
景
を
見
て
い

た
蓮
達
は

き
過
ぎ
て
棒
立
ち
に
な

て
い
た

 
妖
夢

あ

あ
り
え
な
い

 
咲
夜

地

を

て
て
で
も

お
う
と
す
る

て

 
霊
夢

こ
れ
が
本
当
に
最
高
神
な
の

 
霧
雨

ま
た
強

な
奴
が
出
て
き
た
な

 
蓮
 

ま
る
で
理
久
兎
さ
ん
み
た
い
だ

 
理
久
兎
と
い
う
名
を
聞
い
た
の
か
千
は
少
し

ク
リ
と

間
が
動
く
の
を
見
逃
さ
な
か

た

す
る
と
千
は
ゆ

く
り
と

分
の
目
の
前
に
来
る
と

 
千
 

そ
う
か

む

よ
し

そ
な
た
名
は

 
蓮
 

え

蓮
で
す

 
千
 

そ
う
か
蓮
よ
そ
な
た
に
こ
れ
を
や
ろ
う
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そ
う
言
い
千
は
蒼
く
光
る
小
さ
な
玉
を
蓮
へ
と

し
出
し
た

 
千
 

も
し

り

ン

隠
者
じ

た
な

 
あ
や
つ
と
戦
う
な
ら
そ
れ
を

る
が
よ
い

 
蓮
 

何
で
す
か
こ
れ

 
千
 

ま

そ
れ
は
秘

じ

よ

 
人

し

を

に
当
て
て

笑
む

そ
し
て
千
は
気
絶
し
て
い
る
天
子
へ
と
近
づ
く
と

 
千
 

起
き
ん
か
天
子

 
天
子

へ

り
り
龍
神
様

 
千
の
言

を
聞
く
や

や
天
子
は
飛
び
起
き
た

 
千
 

貴
様

か
ら
聞
い
た

散
々
や

て
く
れ
た

 
よ
う
じ

の

天
界
に
帰

た
と
し
て
も
今
日
は

 

れ
る
と
思
わ
ん
こ
と
じ

 
天
子

 
物

く

そ
う
な

を
す
る

そ
し
て
千
は

分
達
の
方
へ
と

り
か
え
る
と

 
千
 

そ
れ
じ

シ
は
帰
る
と
す
る

ま
た
会
え
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た
の
な
ら
会
お
う

幻
想
の
世
界
に
生
け
る

 
者
達
よ

 
天
子

説
教
や
だ
な

 
千
 

で
は
さ
ら
ば
じ

 
天
子

本
当
に
勘

し
て
く
だ
さ
い
よ

 
そ
う
言
い
千
と
説
教
が

で
あ
ろ
う
天
子
は
空
へ
と
飛
び
天
界
へ
と
帰

て
い

た

そ
し
て

博
麗
神
社
に
は
ま
た

け
さ
が
戻

た

 
霊
夢

は

そ
う
だ

の
神
社

 
急
に
現
実
的
な
事
に
な
り
霊
夢
は
神
社
が

れ
た
の
を
思
い
出
し
シ

ン
ボ
リ
と
し
て
し
ま

た 
紫
 

は

安
心
な
さ
い

そ
ろ
そ
ろ

 
萃
香

や

 
蓮
 

萃
香
さ
ん

 
何
と
萃
香
が
突
然
現
れ
た
の
だ

こ
れ
に
は

分
も

い
て
し
ま
う

す
る
と
萃
香
は

 
萃
香

物
の
修

し
に
来
た
よ
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ど
う
や
ら
神
社
を
修

す
る
た
め
に
萃
香
が
や

て
来
た
よ
う
だ

 
霊
夢

え

す
の
手
伝

て
く
れ
る
の

 
萃
香

あ

紫
の
お
願
い
で

 
蓮
 

そ
う
だ

た
ん
だ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
紫
さ

て

あ
れ

 
何
と
も
う
紫
は
居
な
か

た

ど
う
や
は
先
に
帰

た
よ
う
だ

 
蓮
 

帰

ち

た
か

 

く
と
蓮
は
千
か
ら

た
蒼
玉
を
手
に
ギ

と

り
し
め
て

 
蓮
 
次
こ
そ
は
隠
者
を
倒
し
て
み
せ
る
絶
対
に

 
そ
う

に
思
い
蓮
も
博
麗
神
社
の
復
興

業
へ
と

わ
る
の
だ

た

 
怠
惰

は
い
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
狗
神

な

あ
の
龍
神

て

 
怠
惰

あ

あ

ち
の
小
説
の
後
書
き

当
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神
楽

え

 
鈴

あ

ち
の
後
書
き

当

て
龍
神
な
の

 
怠
惰

え

そ
う
で
す
よ

 
神
楽

と
い
う
こ
と
は
お
知
り
合
い
で
す
よ

 
怠
惰

ま

そ
う
だ

 
狗
神

な

何
で
そ
ん
な
無
の
よ
う
な

な
ん
だ

 

怠
惰
さ
ん
そ
ち
ら
は
終
わ
り
ま
し
た
か

 
神
楽

え

何
で
い
る
ん
で
す

 
怠
惰

は
い
は
い
し
ま

ち

お
う

 

あ

ち

 
怠
惰

君
ら
は
何
も
見
な
か

た

ト
ロ
グ

 
に
も
何
も
書
い
て
な
い

 
狗
神

あ

あ

 
神
楽

は
何
も
み
て
い
ま
せ
ん

 
鈴

う
ん
知
ら
な
い
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怠
惰

よ
ろ
し
い
て
な
わ
け
で
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

ま

ま
た
次
回
も
頼
む
な

 
鈴

そ
れ
じ

者
様

 
神
楽

ま
た
次
回
で
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第
１
２
３
話
 
神
社
復
旧
と
お
祝
い
宴
会

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

 
今
回
の
投
稿
で
ま
た
し
ば
ら
く
お
休
み
し
ま
す
の
で

 
お
願
い
し
ま
す

で
は
本
編
へ
ど
う

 
天
子
の
騒
動
か
ら
更
に

日
が
経
過
し
蓮
と
霊
夢
の
目
の
前
に
は
元
の
博
麗
神
社
が
戻

て

い
た

 
霊
夢

う

 
霊
夢
は
と
て
も
上

だ

た

だ
が
蓮
は

 
蓮
 

は

 

く

れ
て
い
た

理

と
し
て
は
昨
晩
こ
こ
最
近
の
よ
う
に

の

の
上
で

よ
う
と
し
た

が
霊
夢
に

め
ら
れ

じ
テ
ン
ト
で

る
こ
と
と
な

た
の
だ
が
大

に
も
隣
通
し
で

に
な
り

霊
夢
が
引

い
て
き
た
た
め

張
し
て

れ
な
か

た
の
だ
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霊
夢

ど
う
し
た
の

あ

神
社
が
待
ち
遠
し
く
て

 

れ
な
か

た
の

 
蓮
 

え

あ

う
ん

そ
う
だ

 
蓮
も
反

に

て
し
ま
う

そ
ん
な
時
萃
香
が
伊
吹

の
お
酒
を
ラ

パ

み
し
な
が

ら

方
へ

ら

ら
と
や

て
き
た

 
萃
香

は

ど
う
よ

の

前
は
さ

 
霊
夢

え

感

萃
香
あ
ん
た
が

得
意
な
の

 
も
分
か

た
わ

 
確
か
に
そ
う
だ

ま
さ
か

人
で
神
社
を

て

す
と
は
思
い
も
よ
ら
な
か

た

天

人
達
さ
え

間
近
く
は
か
か

た
の
に
だ

 
萃
香

ま

天
人
達
な
ん
か
よ
り

く
そ
し
て

な

 

物
を

る
ぐ
ら
い

手
の
物
だ
よ

そ
れ
と

 

が

が
得
意

て
い
う
け
ど
⻤
達
全

は

 

得
意
だ
よ

 
ど
う
や
ら
萃
香
の
仲
間
も

は
得
意
な
よ
う
だ

人
で

日
な
ら
そ
れ
が
何
人
も
い
た
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ら
数
時
間
で
出
来
上
が
る
の
で
は
な
い
か
と
不
思
議
に
思

て
し
ま
う

 
霊
夢

さ
て
と
こ
れ
で
⻑
か

た
テ
ン
ト
生
活
と
も

 
お
さ
ら
ば

 
蓮
 

そ
う
だ

そ
う
い
え
ば
宴
会
開
く
ん
だ

 
よ

 
霊
夢

え

そ
れ
も
合
わ
せ
て
準
備
中
し
な
い
と

 
手
伝

て
く
れ
る
わ
よ

 
蓮
 

 
萃
香

お

な
ら

も
や
る

 
そ
う
し
て
蓮
達
は
宴
会
の
準
備
を
始
め
た

更
に
そ
こ
か
ら
数
時
間
が
経
過
し
蓮
達
は

座
を

敷
い
て
い
る
と

 
霧
雨

よ

来
た

 
魔
理
沙
が
元
気
に
や

て
き
た

 
蓮
 

あ

魔
理
沙

 
霧
雨

よ

蓮

に
し
て
も
ま
た

く

た
な
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萃
香

そ
り

が

て
た
か
ら

天
人
達
に
は

 
負
け
る
気
は
な
い
さ
喧
嘩
で
も

で
も

 
霊
夢

こ
ら
そ
こ
話
す
な
ら
手
伝

て
ち

う
だ
い

 
そ
う
し
て
魔
理
沙
も

わ
り
更
に
準
備
が
進
み
数
時
間
も
し
な
い
う
ち
に
人
間
や
妖
怪
と
い

た

種

様
な
者
達
が
集
ま
り
酒
を

み

わ
し
始
め
た

 
蓮
 

も
一

だ
け

も
う
か
な

 
霊
夢

え

い
や

そ
の

 
何

だ
か
分
か
ら
な
い
が
霊
夢
の

は
真

だ

だ
が
逆
に

分
は
一
体
何
を
し
た
ん
だ
と

く
な

て
し
ま
う

 
蓮
 

あ

や

り
お

で
い
い
や

 
霊
夢

そ

そ
う
よ

そ
の
方
が
良
い
わ

 
霧
雨

と
か
言
い
つ
つ
蓮
に
は
大

に
な

て
も
ら
い

 
た
か

た
り
し
て
な

 
霊
夢

あ
ん
た
は

な
事
を
言
う
な

 
霊
夢
と
魔
理
沙
が
じ

れ
つ
き
合
う

そ
ん
な
光
景
を
見
な
が
ら
お

を

ん
で
い
る
と
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蓮
さ
ん
こ
ん
に
ち
は

 
と

ヒ
ラ
ヒ
ラ
と

を
な
び
か
せ
な
が
ら

が
降
り
て
き
た

 
蓮
 

さ
ん
こ
ん
に
ち
は

さ
ん
も
宴
会
に

 
参

で
す
か

 

え

も
で
す
が

 
そ
う
言
い
上
を
見
上

る
と
上
か
ら
一
人
の
少
女
も
と
い
桃
を

子
に

せ
た
天
子
が
降
り
て

き
た

 
天
子

ど

ど
う
も

 
し
か
も
何

だ
か
こ
の
前
に
会

た
時
と
は
一
転
し
て
少
し
元
気
が
な
い
よ
う
に
見
え
た

 
蓮
 

こ
ん
に
ち
は
天
子
さ
ん

そ
し
て
ど
う
か
し
た
ん

 
で
す
か

 
天
子

い
や

 

総

娘
様

言
わ
な
く
て
は
い
け
な
い
事
が

 
あ
る

で
す
が

 
天
子

う

悪
か

た
わ

色
々
と
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す
み
ま
せ
ん
総

娘
様
は

り
娘
な
も
の
で

 
あ
ま
り
世
間
を
知

て
い
な
く
て

 
と

は
フ

ロ

す
る

見
て
い
る
と
確
か
に
そ
れ
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が

女
も

ラ
イ
ド
が
あ
る
の
か

は
下

て
は
い
な
い

だ
が

の
ト

ン
に

し

な
い
と
い
う

を
し

て
い
る
た
め
ど
う
や
ら

の
気

ち
は
本
当
ら
し
い

 
蓮
 

え

と

に
そ
れ
を
言
わ
れ
て
も
ち

と

 

て
し
ま
い
ま
す

も
し

を
す
る
の

 
な
ら
霊
夢
や
紫
さ
ん
そ
れ
か
ら
貴
女
の
し
た
事
に

 

を
下

た
龍
神
様
に
言

て
上

て
下
さ
い

 
そ
れ
を
聞
く
と
天
子
は
少
し

を

く
し
た

そ
し
て

は
ク
ス
ク
ス
と
笑

て
い
た

 

面
白
い
方
で
す

そ
れ
に
曲
が
り
な
り

 
に
も

が
通

て
ら

し

い
ま
す

 
蓮
 

は
本
心
を
言

た
だ
け
で
す
よ

そ
れ
よ
り
も

 

あ

ち
で

ん
で
い
る
の
で
迷

で
な
い
の

 
な
ら
行

て
み
て
下
さ
い
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天
子

蓮

貴
方
の
名
前

し

か
り
と
覚
え
て
お
く

 
わ

 

そ
れ
で
は

 
そ
う
し
て
天
子
と

は
霊
夢
や
魔
理
沙
が
じ

れ
つ
き
な
が
ら

ん
で
い
る
場
所
へ
と
向

か

て
い

た

そ
し
て
し
ば
ら
く
色
々
な
人
達
を
観

し
な
が
ら
お

を

ん
で
い
る
と

 
咲
夜

蓮
さ
ん
よ
け
れ
ば
ど
う

 
と

お
酒
で
あ
ろ
う

体
が

た

を

し
て
き
た

 
蓮
 

あ

お
酒
は

 
玲
音

安
心
し
ろ

そ
れ
は

酒
に
な
る
前
の
物

 
だ
か
ら
よ
言

ち
ま
え
ば
ジ

ス
さ

 
と

咲
夜
の
後
ろ
か
ら
ひ

こ
り
と
酒
を

み
な
が
ら
玲
音
が

を
出
し
て
く
る

 
蓮
 

へ

で
は

ん
で
も

 
咲
夜

え

ど
う

 
玲
音

だ
か
ら

め

て

 
ち

と
気
に
な
り

を

い

み
き

た
お

の
容

に
い
れ
る

色
は

イ
ン
を
思
わ
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せ
る
か
の
よ
う
な
色
合
い
だ

 
蓮
 

そ
れ
じ

い
た
だ
き
ま
す

 

ク
リ

と

を
鳴
ら
し

ん
だ

 
玲
音

ど
う
だ

 
咲
夜

お

に
合
い
ま
す
か

 
と

心

し
て
聞
い
て
く
る

そ
し
て
蓮
が
ジ

ス
を

ん
で
の
感
想
は

 
蓮
 

う

 
玲
音

お

お
い
大

か

 
咲
夜

ま
さ
か
お

と

を
間

え
た
か
し
ら

 

人
が
心

し
て
い
る
と
蓮
は
笑

て

 
蓮
 

う
ま
い
で
す

 
何
と
も

ら
わ
し
い

え
方
に

人
は
ず

こ
け
た

 
玲
音

ら
わ
し
い
か
ら
マ
ジ
で

め
ろ
よ

 
咲
夜

は

り
ま
し
た

 

人
は
何

だ
か
分
か
ら
な
い
が

と

を

さ
え
て
い
た

だ
が
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
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て

は
と
て
も

し
い

は

ら
く

つ
ま
り

イ
ン
を
発

さ
せ
る
前
の

ジ

ス
の
状

で
あ
る
の
は
確
か
だ

 
蓮
 

で
も

し
い
で
す

ど
う
し
た
ん
で
す
か

 
こ
れ
は

 
玲
音

あ

フ
ラ
ン
が

む
よ
う
に

た
ん
だ
が
少
し

 

り
過
ぎ
た
か
ら
折

だ
か
ら
こ
う
し
て
出
し
て

 
み
た
ん
だ
が
気
に

た
な
ら
良
か

た
よ

 
咲
夜

一

は
玲
音
が

た
の
よ

 
蓮
 

そ
う
な
ん
で
す
か

 
ま
さ
か
サ
ボ
り
に
定

の
あ
る
玲
音
が

た
と
は
思
わ
な
か

た

 
玲
音

ま

実

も
上
手
く
い

た
し
こ
れ
な
ら
出
せ

 
そ
う
だ
な

 
蓮
 

え

 
ど
う
や
ら
実

と
し
て

ま
さ
れ
た
ら
し
い

前
に
紅
魔
館
で
の
パ

テ

の

に
も
血
が

つ
い
た

や
ら
が
あ

た
た
め
少
し

と
し
て
し
ま
う
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咲
夜

玲
音

な
事
は
言
わ
な
く
て
い
い
か
ら

 
咲
夜
は
キ

と
玲
音
を

む
が
玲
音
は
気
に
せ
ず
に
酒
を

む

 
玲
音

本
当
う
る
さ
い
妹
分
に
出
会
う
と
面
倒
だ
か
ら

 

そ
う
い

た
の
を

る

は
気
を
つ
け

 
ろ
よ

 
咲
夜

聞
こ
え
て
ま
す
よ
玲
音

 
玲
音

じ

ジ

ク
だ
か
ら
そ
ん
な

イ
フ
と
か

 

つ
な
よ
咲
夜
ち

ん

て
う
お

 

イ
フ
を
投

す
る
が
玲
音
は
さ

と

け

分
の

元
の
地
面
に

イ
フ
が
刺
さ
る

 
蓮
 

う
わ

 
咲
夜

や

り
貴
方
は
こ
こ
で
サ
ボ
テ
ン
に
な
り
な

 
さ
い

 
玲
音

な
こ

た

 
そ
う
言
い
な
が
ら
玲
音
と
咲
夜
の
弾
幕
ご

こ
が
空
の
上
で
行
わ
れ
る

 
蓮
 

ア
ハ
ハ
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笑
い
を
し
な
が
ら

た
ジ

ス
を

ん
で
観
戦
し
て
い
る
と

 
霊
夢

れ

ん

 
と
言
い
な
が
ら
霊
夢
が

中
か
ら

い

さ
る
よ
う
に

き

い
て
く
る

そ
れ
な
り
に

い
が
ま
わ

て
い
る
の
か
ご

だ

 
蓮
 

ど

ど
う
し
た
の

 
霊
夢

あ
ら

何
そ
れ

 
蓮
 

ん

あ

た
ジ

ス
だ
け
ど

む

 
霊
夢

そ
う

う
わ

 
そ
う
し
て
霊
夢
に
ジ

ス
を
分
け
て

人
で
空
で
弾
幕
ご

こ
を
す
る

人
を
見
な
が
ら

宴
会
を
楽
し
む
の
だ

た

な
お

敗
結

は
お

い
に
し
ぶ
と
く

鈴
に

め
ら
れ
た
の
だ

た 
一
方
こ
こ
博
麗
神
社
の
裏
手
の
山
で
は

 

 

し

ま
紫
し

ま
や
は
り
あ
り
ま
せ
ん

 

 

紫
様
や
は
り

 
紫
 

え

や
は
り
そ
う
み
た
い
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裏
手
の
山
の
山
頂
つ
ま
り
紫
の

深
常
理
久
兎
の
墓
の
前
の

を

り
出
し
て
理
久
兎
が

て
い
る
で
あ
ろ
う

を
探
し
て
い
た
が
や
は
り
な
か

た
の
だ

 
紫
 

隠
者
だ

た
わ

様
を

し
た

 

こ
の
手
で

わ
せ
て
あ

ま
す
わ

 
紫
は

分
の
式
で
あ
る

そ
し
て

の
式
で
あ
る

に
そ
う

く
の
だ

た

 
怠
惰

て
な

で

者
様

今
回
も
あ
り
が
と
う

 
ご
ざ
い
ま
し
た

 
狗
神

そ
ん
で
確
か
明
日
か
ら
ま
た
あ

ち
を
投
稿

 
す
る

て
事
で
良
い
ん
だ
よ
な

 
怠
惰

ま

そ
う
だ

あ

日

日
の
外
伝

は

 
普
通
に
投
稿
す
る
か
ら
よ
ろ
し
く

 
神
楽

そ
れ
に
し
て
も
理
久
兎
さ
ん
で
し
た
よ

あ
の

 
人
の

体
が

え
て
し
ま

て
い
る
ん
で
す
よ
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怠
惰

え

な
い
で
す
よ

 
鈴

怠
惰

何
か
知

て
る
で
し

 
怠
惰

さ

怠
惰
さ
ん
に
は
よ
く
分
か
ら
な
い
や

 
狗
神

怪
し
い

が
ま

い
い
だ
ろ
う

 
怠
惰

ハ
ハ
ハ

と
り
あ
え
ず
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
神
楽

次
は
日

日
に
お
会
い
い
た
し
ま
し

う

 
鈴

そ
ん
じ

者
様

 
怠
惰

ま
た



 第十一章 緋想の空は天人遊戯

 
第
１
２
４
話
 
人
里
の
貸
本
屋

 
こ
ん
ば
ん
わ

者
様
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

ま
た
今
回
か
ら

方
を
投
稿
す
る
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す

で
は
本
編
へ
ど
う

 
と
あ
る

下
が
り
よ
う
や
く
博
麗
神
社
の
復
興

業
が
終
わ
り
蓮
は
元
の
生
活
バ
イ
ト
生
活

に
戻

て
い
た

だ
が
不
思
議
に
思

て
し
ま
う
出
来
事
が
久
々
に
起
き
た

 
生
徒

蓮
先
生

 

鏡
を

け
て
い
る

何
に
も
真
面
目
な
生
徒
が
手
を
上

て
呼
ん
で
き
た

 
蓮
 

ど
う
し
た
の

 
生
徒

こ
の

の
問

の
解
き

 
方
を
教
え
て
く
だ
さ
い

 
そ
れ
は
休
ん
で
い
る
間
に
寺
子
屋
の
授
業
レ

ル
が
小

生
向
け
で
は
な
く
中

生
高

生

向
け
の
レ

ル
に
な

て
い
た

前
ま
で
は
可
愛
く
小

生
レ

ル
だ

た

な
の
だ
が
だ
が
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聞
か
れ
た
の
な
ら
教
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
蓮
 

え

と
そ
れ
は

を

と

き

え
て

 

に
し
て
そ
こ
か
ら

開
を

 
す
れ
ば

 
 

に
な
る
よ

 
生
徒

は
い
な
り
ま
し
た

 
蓮
 

そ
う
し
た
ら

に
さ

き
の

を
代

 
す
れ
ば

 
 
 
 
 
 
 

へ
と

 
な
る

な
ん
だ
け
ど

 
生
徒

る
程

そ
し
た
ら
後
は

す
れ
ば
良
い

て

 
事
で
す

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
そ
う
し
て
生
徒
は
ま
た

数

い
や
数

を
や
り
だ
し
た

 
蓮
 

音
先
生

が
い
な
い
間
に
ま
た
レ

ル
を

 
上

ま
し
た

 

音

ま

な

 
何

か
目
を
合
わ
せ
よ
う
と
せ
ず

を
向
く

ど
う
や
ら
本
人
も
満
更
で
は
な
く

は
あ
る
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よ
う
だ

な
お
レ

ル
を
上

た
の
は
今
回
だ
け
で
は
な
い

数

月
前
は

や
流

と

い

た
高

生
も
と
い
一

人

力
で
あ
る

を
教
え
て
い
た
り
も

と

か

た
の
は

月
ぐ
ら
い
前
だ

分
で
も
分
か
ら
な
い

ン

ル
係
数
の

義
を
し
よ
う
し
た
り
と
散
々

な
時
も
し
ば
し
ば
と
あ

た

だ
が

の
授
業
は

分
か
ら
す
れ
ば
分
か
り
や
す
く
熱
く

義

を
す
る
が
退

な
の
か

は
ウ
ト
ウ
ト
し
て
い
る
が
そ
こ
は

分
が
カ
バ

で
き
る
た
め
問

は

な
い

だ
が
今
回
は
少
々
や
り
す
ぎ
だ

 
蓮
 

え

と
少
し
レ

ル
を
下

ま
し

う

 

音

あ

あ

 
流
石
に
分
か
ら
な
い
生
徒
が
続
出
す
る
の
も

る
た
め
レ

ル
を
少
し
下

る
事
と
な

た
の

だ

た

だ
が
一
番
良
か

た
と
思
え
る
事
は
今
回
は
妖
怪

人

ル

大
妖
精
ル

ミ

ア

リ
グ
ル

ミ
ス
テ

ア
が
い
な
か

た
事
だ
ろ
う

居
た
と
し
た
ら
も

と
授
業
が
混
沌

と
化
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い

そ
う
し
て
そ
ん
な
こ
ん
な
で
寺
子
屋
が
終
わ
り
生
徒
達
は

家
へ
と
帰

て
い
く

 

音

お

れ
様

蓮

ら
お

だ

 
蓮
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

音
先
生



 第１２４話 人里の貸本屋

 
や
は
り
日

だ
と

か
る

月

等
に
な
る
と
休
む
と
お

を

い
た
く
て
も

て
し
ま
う

だ
か
ら
こ
そ
こ
う
し
て
そ
の
日
し

か
り
と

い
て

え
る
の
は

常
に
あ
り
が
た

い 

音

休
む
の
も
構
わ
な
い
が
し

か
り
と

い
て

 
欲
し
い
な

 
蓮
 

す

す
み
ま
せ
ん

 

音

ま

ま
だ
お
前
も

い
ん
だ
か
ら
遊
び
た
い

 
と
い

て
も
お
前
は
ま

仕
方
な
い
か

 
一

は
今
回
の
異
変
を

み

て
く
れ
て
い
る
よ
う
だ

家
が
壊
さ
れ
れ
ば
仕
方
が
な
い
の

だ
ろ
う

 

音

お

と
時
間
を

ら
せ
て
し
ま

て
す
ま
な
い

 
気
を
つ
け
て
帰
る
ん
だ

 
蓮
 

え

そ
れ
で
は

 
そ
う
し
て
寺
子
屋
へ
と
出
た

 
蓮
 

さ
て
と
確
か

屋
だ

た
よ
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と

き
蓮
は
ま
ず

屋
へ
と
向
か

た

理

は
と
て
も

で
そ
れ
は

 
霊
夢

蓮

遅
い
わ
よ

 
蓮
 

ご
め
ん
よ
霊
夢

 
そ
う
霊
夢
と
待
ち
合
わ
せ
を
し
て
い
た
か
ら
だ

た
ま
に
は
人
里
で

食
を

ま
そ
う
と
い
う

事
に
な
り

屋
へ
と
待
ち
合
わ
せ
を
し
た
の
だ

 
霊
夢

ま

良
い
わ
さ

り
ま
し

う

 
蓮
 

そ
う
だ

 
そ
う
し
て
霊
夢
と
共
に

屋
へ
と

り
座

へ
と
座
り
メ

か
ら

人
共

じ
で
ざ

る
そ
ば
を
食
べ
る
の
だ

た

そ
う
し
て

屋
を
出
る

 
霊
夢

た
ま
に
は
良
い
も
の

 
蓮
 

そ
う
だ

 
と

言

て
い
る
と
霊
夢
は

と
と
あ
る
事
を
思

た
の
か

 
霊
夢

そ
う
い
え
ば
こ
こ
最
近
は
小
鈴

に
行

て

 
な
い
わ

 
蓮
 

あ

そ
れ
な
ら
折

人
里
に
来
て
る
し
行

て
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み
る

 
霊
夢

そ
う

 
せ

か
く
人
里
ま
で
来
て
い
る
の
で
幻
想
郷
で
の
娯
楽
の

つ
で
あ
る
本
を
貸
し
出
す
貸
本

屋
小
鈴

へ
と
向
か
う
の
だ

た

そ
し
て
小
鈴

と
書
か
れ
て
い
る

を
霊
夢
と
共
に
く
ぐ

り

を
開
け
て

 
霊
夢

小
鈴
ち

ん
い
る

 
と

言
う
と

か
ら

人
の
少
女
も
と
い
本
居
小
鈴
が
何
時
も
の

様
の
着
物
に

と
刺

さ
れ
て
い
る

ロ
ン
を
着
て
や

て
来
る

 
小
鈴

は

い

あ

霊
夢
さ
ん

そ
れ
に
蓮
さ
ん

 
良
い
で
す

今
日
は

ト
で
す
か

 
小
鈴
は

し
な
が
ら
聞
い
て
く
る

だ
が

 
蓮
 

え

 
霊
夢

言
わ
れ
て
み
る
と
で

ト

よ

 
言
わ
れ
て
み
る
と
食
事
そ
し
て
本
屋
と
い

て
も
貸
本
屋
だ
が
そ
う
い

た
所
を
ま
わ

て
い

て
こ
れ
は

に

ト
だ
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小
鈴

あ

気
づ
い
て
な
か

た
的
な
や
つ
で
す
か

 
蓮
 

ア
ハ
ハ

そ
う
で
す

 
霊
夢

う

 
こ
れ
に
は
霊
夢
も

を

く
し
て
い
た

た
だ
食
事
し
よ
う
と
い
う
話
で
こ
う
な
る
と
は
思
わ

な
か

た

 
小
鈴

あ

え

と
今
日
は
ど
う
い

た

用
で
す
か

 
蓮
 

あ

は
い
霊
夢
が
見
て
み
た
い
と
い
う
事
で

 
霊
夢

え

え

小
鈴
ち

ん
何
か
新
し
い
本
は
あ
る

 
と

聞
く
と
小
鈴
は

笑
み
な
が
ら
本

の
本
を
数

て
き
て

 
小
鈴

そ
う
で
す

こ
ん
な
の
は
ど
う
で
す
か

 

人

が

り
の

か
ら

ま
れ
嘲
ら
れ
そ
し
て

 

人

の
兄
と
比
べ
ら
れ
る
ん
で
す
が
最
終
的
に

 
は

人

が

分
の

じ
る
道
を
進
む

て
い
う

 
お
話
で
す
が
い
か
が
で
し

か
か

 
本
の
お
お
ま
か
な
あ
ら
す
じ
を
伝
え
て
宣
伝
す
る

霊
夢
は
じ

く
り
と
考
え
て
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霊
夢

そ
う

な
ら
ま
ず
そ
れ
は

り
る
わ

 
小
鈴

分
か
り
ま
し
た

後
は

蓮
さ
ん
に
お
す
す
め
す

 
る
の
は

分
を
無
価
値
と
思

て
い
た

人

が

 
無
価
値
じ

な
い
と
仲
間
達
や
友
人
達
か
ら
教
え

 
ら
れ
て

人

が
真

当
な
人
間
へ
と
な
る
お
話

 
で
し
て

く
面
白
い
お
話
で
す
よ

 

分
に
も
宣
伝
を
し
て
く
れ
る

 
蓮
 

そ
う
だ
な

な
ら
そ
れ
も

り
る
よ

 
小
鈴

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
と

そ
う
し
て
蓮
と
霊
夢
は
約

程
の
本
を

り
る
と

 
小
鈴

お
会

は
２
０
０
０

で
す

 
蓮
 

そ
れ
じ

小
鈴
ち

ん

度
で

 
２
０
０
０

を

す
と
小
鈴
は
笑

で
会

し
て

 
小
鈴

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
そ
れ
で
レ
ン
タ
ル

 

間
で
す
が

月
な
ん
で
お
願
い
し
ま
す
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霊
夢

分
か

た
わ
ま
た

月
し
た
ら
返
し
に
来
る

 
か
ら

 
蓮
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
ま
た

ら
せ
て
い
た

 
だ
き
ま
す

 
小
鈴

は
い

何
時
で
も
来
て
く
だ
さ
い

 
そ
う
し
て
蓮
と
霊
夢
は
小
鈴

か
ら
出
て
霊
夢
は

び
を
す
る

 
霊
夢

う

ん

は

さ
て
と
蓮

帰
り
ま

 
し

う

 
蓮
 

そ
う
だ

 
そ
う
し
て

い
本
を

ち
蓮
は
空
を
飛
び
霊
夢
も
空
へ
と
飛
ん
で
博
麗
神
社
へ
と
帰
る
の
だ

た
 
怠
惰

そ
れ
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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狗
神

何
か
久
々

て
感
じ
が
し
な
い
な

 
神
楽

日

日
の
投
稿
な
ど
で
も
お
会
い
し
て
ま
し
た

 
か
ら

 
鈴

そ
れ
よ
り
も
怠
惰

何
か
今
日
は
暗
い

 
怠
惰

え

そ
ん
な
事
は
な
い
さ

 
狗
神

怪
し
い
な

 
鈴

裁
判
⻑
と
て
も
怪
し
い
で
す

 
神
楽

告
人

嘘
を
言
わ
ず
し

か
り
と

べ
て

 
下
さ
い

 
怠
惰

お
前
ら

い
な

と
い
う
か

に
は

護
士

 
は
い
な
い
の
か
よ

 

人

い
な
い

 
怠
惰

こ
ん
な
の

平
な
裁
判
と
は
言
わ

 
狗
神

お

と
も
う
時
間
だ
な
そ
ん
じ

ま
た
明
日

 
怠
惰
を

す
る
か
ら
な
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怠
惰

え

 
神
楽

そ
れ
で
は
ま
た
明
日
に

 
怠
惰

ち

ち

と

 
鈴

バ
イ
バ

イ

 
怠
惰

仕
方
な
い
か
ら
行
く
か
ら



 第１２４話 人里の貸本屋



 第十二章 地底の楽園と永遠の灼熱

 
第
十
二
章
 
地
底
の
楽
園
と
永
遠
の
灼
熱

 
第
１
２
５
話
 
温
泉
が
吹
き
出
ま
し
た

 
こ
ん
ば
ん
わ

者
様

現

の
中
で

気
が
オ
ン
ラ
イ
ン
し
て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で

す

そ
れ
ら
さ
て
お
き
本
編
へ
ど
う

 
天
子
の
起
こ
し
た
異
変
か
ら
数

月
が
経
過
し
季

も
ま
た

く
な

て
き
て
い
る
今
日
こ
の

頃

現

博
麗
神
社
で
は

 
蓮
 

２
９
９
３

２
９
９
４

 
と
何
時
も
の
よ
う
に
蓮
は

を

え
て
い
た

し
か
も
こ
の

く
な

て
き
て
い
る
中
な

の
に
上

で
だ

そ
れ
を
霊
夢
は
温
か
い
お

を

み
な
が
ら
観
戦
し
て
い
た

 
霊
夢

蓮

終
わ

た
ら

分

を
し
な
さ
い
よ

 
蓮
 

３
０
０
０

あ

あ
り
が
と
う
霊
夢
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縁

へ
と
行
く
と
霊
夢
が

れ
て
く
れ
た
お

を

む

れ
て
か
ら
少
し
時
間
が
経

た
た

め
か
お

は
ぬ
る
く
と
て
も

み
や
す
い

 
蓮
 

 
霊
夢

そ
う
い
え
ば
も
う
か
れ
こ
れ

年
が
後
少
し
で

 
終
わ
る
の
よ

 
蓮
 

こ
う
し
て
み
る
と

い
よ

 
霊
夢

そ
う

 
も
う
こ
ん
な
に
時
間
が
過
ぎ
た
の
だ
と
思

て
し
ま
う

 
蓮
 

霊
夢
そ
う
い
え
ば
前
か
ら
聞
き
た
い
事
が
あ

 

 
た
ん
だ
け
ど

 
霊
夢

ん

ど
う
し
た
の

 
蓮
 

何
で

を

き
に
な

た
の
か
な

て

 
霊
夢

え

 
前
か
ら
聞
き
た
い
と
思

て
い
た

何
で

分
を

き
に
な

た
の
か
と

す
る
と
霊
夢
は
少

し

ず
か
し
そ
う
に
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霊
夢

え

え

と
貴
方
の

そ
の

真

ぐ
な
所

 
と
か
優
し
過
ぎ
る
所
か
し
ら

そ

そ
う
い
う

 
蓮
は
ど
う
し
て
よ

 
蓮
 

は
最

は

れ
か
な

分
の

き
な

 
よ
う
に

を
張

て
生
き
て
い
る
霊
夢
が

ま
し

 
く
て
そ
こ
か
ら
何
時
も
と

う

と
か
を
見
て
い

 
た
ら

て
感
じ
か
な

 
霊
夢

そ

そ
う

 
更
に
霊
夢
の

は
カ

ト
真

に
な

て
い
く

そ
ん
な
霊
夢
を
見
て
い
て

分
も

れ

て
し
ま
う

 
霊
夢

そ

そ
う
だ
わ

お

子
を

て
き
ま

 
し

う

え

そ
う
し
ま
し

う

 
ぎ
こ
ち
な
い
歩
き
方
で

所
へ
と
向
か

て
い

た

 
蓮
 

ま
る
で
ロ
ボ

ト
み
た
い

 
そ
ん
な
事
を
言

て

笑
い
を

か
べ
て
い
た
そ
の
時
だ

た



 第１２５話 温泉が吹き出ました

 
ド
ガ

ン

 
と

分
達
の
い
る

近
で
大

発
が
起
き
た
の
か
物

い
音
が

き

た

 
蓮
 

な

な
ん
だ

 
そ
し
て
更
に
そ
の
音
を
聞
き

け
て

 
霊
夢

ど
う
し
た
の

 
霊
夢
が
ぎ
こ
ち
な
い
動
き
か
ら
一
変
し
て
大

て
で
な
お
か
つ

シ

で
戻

て
き
た

 
蓮
 

分
か
ら
な
い
け
ど
何
処
か
で

発
し
た

い

 
の
か
な

上
空
か
ら
見
て
み
よ
う
か

 
霊
夢

お
願
い
す
る
わ

 
そ
う
し
て
蓮
は
上
空
へ
と
飛
ん
で

り
を
見
て
み
る
と

 
蓮
 

わ

 
と
変
な
言

が

か
ら
出
て
し
ま

た

そ
れ
は
数
キ
ロ
先
で
上
空
へ
と

が
吹
き
出
て
い

る
の
だ

ま
る
で
外
界
の

に
生

す
る

の

吹
き
の
よ
う
に

今
見
た
光
景
を
伝
え
る
た
め

に
急
い
で
下
へ
と
降
り
る

 
蓮
 

霊
夢
あ

ち
で

が
吹
き
出
し
て
た
よ
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霊
夢

え

一

が
い
る
わ

今
か
ら
蓮

 
行
け
る

 
蓮
 

 
す
ぐ
に
着
物
を
着
て
神
楽
を

ち
準
備
を
終
わ
ら
せ
る

 
蓮
 

準
備
は
大

だ
よ

 
霊
夢

な
ら
行
く
わ
よ

 
そ
う
し
て
蓮
と
霊
夢
は

が
吹
き
出
す
場
所
へ
と
向
か
う
の
だ

た

人
が
そ
の
場
所
へ

と
着
く
と
そ
こ
に
は

気
が
立
ち
込
め
て
い
た

 
蓮
 

気

 
霊
夢

こ
れ
温
泉
よ

 
ま
さ
か
の
温
泉
だ
と
い
う
事
が
わ
か

た

だ
が
そ
れ
だ
け
じ

な
い

 

ル

何
だ
ろ
う
大
ち

ん

 
大
 

ル

ち

ん
危
な
い
よ

 

 

お

い
い
記
事
と
な
る
特

ト

 
色
々
な
妖
怪
達
が
集
ま
る
が
妖
怪
達
だ
け
で
は
な
い



 第１２５話 温泉が吹き出ました

 
霧
雨

う
ひ

こ
れ
ま
た
す

え
な

 
ア
リ

温
泉

 
レ
ミ

へ

面
白
そ
う
な
事
に
な

て
る
わ

 
咲
夜

そ
う
で
す

お

様

 
と

魔
理
沙
や
ア
リ
ス
紅
魔
館
の
住
人
達
と
色
々
な
者
達
が
集
い
始
め
る

 
霊
夢

た
だ

に
こ
の
前
の
地

で
地

や
ら
が
崩
れ
た

 
だ
け
な
の
か
し
ら

 
蓮
 

そ
れ
は
な
い
と
思
う
だ

て
地

が
起
き
た
の
は

 
結
局
は
博
麗
神
社
だ
け
だ

た
し

 
つ
ま
り
目
の
前
の
温
泉
が
吹
き
出
し
た
理

は
謎
と
い
う
事
だ

だ
が

え
て
言
い
た
い
こ
と

が
あ
る

 
レ
ミ

良
い

 
と

も
う
温
泉
に

か

て
い
る
者
も
い
れ
ば

 

ル

ひ

う

 
ジ
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ル

に
限

て
は

の
妖
精
だ

た
た
め
か
温
泉
の
温
度
に

え
き
れ
ず

発
し
た

 
霊
夢

よ
く
も
ま

れ
る
わ

 
霧
雨

確
か
に
な

 
蓮
 

普
通

男
が
い
る
所
で
や
る
か
な

 

分
が
い
る
の
に
考
え
て

し
い
と

い
た
次
の

間

 
グ
サ

 
蓮
 

い

た
い
目
が

 
突
然

か
に
目

し
を
さ
れ
て

界
が
真

暗
に
な
り
目
に
痛
み
が
走
る

 
霊
夢

蓮

た
ら
こ
の
ス
ケ

 
ど
う
や
ら
霊
夢
が
目

し
を
し
た
よ
う
だ

幻
想
郷
に
来
て
霊
夢
に
目

し
さ
れ
る
の
は
こ
れ

で

回
目
だ

本
当
に

め
て

し
い

だ
が
そ
れ

前
に

 
蓮
 

欲
情
し
て
な
い
よ

 
ま
ず
霊
夢
を

し

い
て

気
な
ど
す
る
わ
け
が
な
い

こ
ん
な
事
を
さ
れ
と

用
さ
れ
て
い

な
い
の
か
と
思

て
し
ま
う

 
霧
雨

と
り
あ
え
ず
あ
れ
だ
そ
こ
の

み
の

に
行
く
と
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良
い

 
蓮
 

あ
り
が
と
う
魔
理
沙

 
そ
う
し
て
蓮
は

み
の

へ
と
向
か
う

し
ば
ら
く
歩
く
と
何
と
か

力
が
戻

て
き
た

 
蓮
 

霊
夢

た
ら
痛
い
な

 

目
に
な
り
な
が
ら
そ
ん
な
事
を

い
て
い
る
と

 
紫
 

大
変
そ
う

 
蓮
 

あ

紫
さ
ん

 

み
の

の
岩
に
座
り
な
が
ら
紫
が

方
を
見
て
い
た

 
蓮
 

紫
さ
ん
も
気
に
な

て
来
た
ん
で
す
か

 
紫
 

え

ま

そ
う

 
と
言

て
い
る
と
隣
の

み
が
ガ
サ
ガ
サ
と
動
き
そ
こ
か
ら

色
の

を

つ
体

い
や

本
の

を

つ
紫
の
式

八
雲

が
出
て
き
た

 
蓮
 

あ

さ
ん
お
久
々
で
す

 

く

を
下

て

を
す
る
と

も

く
会

し
て

 

 

あ

久
し
い
な
蓮
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紫
 

そ
れ
で

結

の
報
告
を
お
願
い
で
き
る

 
紫
の
言

を
聞
く
と

は
真

な

情
と
な
り

 

 

は
い
紫
様
の
お
考
え
は
正
し
か

た
よ
う
で
す

 
こ
の
間
欠
泉
は
や
は
り
灼
熱
地
獄

近
か
ら

 
出
し
て
い
る
よ
う
で
す

ら
く
地
底
で
何
か
し

 
ら
の
事
が
起
き
た
の
か
と

 
蓮
 

ど
う
い
う
こ
と
で
す
か

 
紫
 

そ
う
い
え
ば
言

て
な
か

た
わ

説
明
を

 
し
て
あ

て
頂

 
紫
に
そ
う
言
わ
れ

は
出
来
る
限
り

に

え
た

 

 

に
い
う
と
幻
想
郷
の
下
に
は
地
底
と
呼
ば
れ

 
る
場
所
が
あ
る
そ
こ
で
は
か
つ
て
は
地
上
で
住
ん

 
で
い
た
が

わ
れ
地
底
へ
と
封
印
さ
れ
た
妖
怪
や

 

分
達
の
意
思
で
地
底
へ
と

り
住
ん
だ
妖
怪
達

 
が
住
ん
で
い
る

そ
し
て
そ
こ
の
管
理
者
達
と
の
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会

で
怨
霊
を
地
上
に
出
さ
な
い
よ
う
に
す
る
と

 
い
う

約
を
た
て
た
ん
だ
が
あ
れ
を
見
ろ

 

の

す
方
向
を
見
る
と
間
欠
泉
に

の
お
面
を

た
黒
い

み
た
い
な
物
が

つ
も

わ

わ
と
う
い
て
い
た

 

 

あ
れ
は
そ
の
地
底
で

理
し
て
い
る

の
怨
霊
達

 
だ

だ
か
ら
何
か
し
ら
の
事
件
が
起
き
た
と
い
う

 
の
は
確
定
だ
ろ
う

 
蓮
 

る
程

 
紫
 

そ
う
だ
か
ら
こ
そ
何
が
起
こ

て
い
る
の
か
そ
の

 

を

め
て
異
変
解
決
を
明
日
か
ら
霊
夢
や
貴

 
方
に
や

て
も
ら
う
予
定
よ

 
蓮
 

そ
う
だ

た
ん
で
す
か

 
と

蓮
達
が
会
話
を
し
て
い
る
と

 
霊
夢

蓮
ど
こ
よ

 
霊
夢
の
呼
ぶ

が
聞
こ
え
る

そ
の

聞
い
た
紫
は
ク
ス
ク
ス
と

笑
み
な
が
ら
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紫
 

蓮

こ
の
事
を
霊
夢
に
も
伝
え
て
お
い
て

 
頂

 
蓮
 

え

あ

は
い
分
か
り
ま
し
た

 
霊
夢

蓮

何
処
に
い
る
の

出
て
き
な
さ
い

 
紫
 

く
行

て
あ

な
さ
い
あ
の
子

い

 
わ
よ

 
蓮
 

そ

そ
う
で
す

紫
さ
ん

さ
ん
そ
れ
で
は

 
そ
う
し
て
紫
と

の
元
か
ら

れ
霊
夢
の
元
へ
と
大
急
ぎ
で
向
か
い
こ
の
事
を
伝
え
る
の
だ

た
 
狗
神

よ
し
怠
惰

日
目
だ

 
鈴

今
日
こ
そ

く
か
ら

 
神
楽

怠
惰
さ
ん
覚

し
て
い
て
く
だ
さ
い

 
怠
惰



 第１２５話 温泉が吹き出ました

 
狗
神

さ
て
お
前
は
い

た
い
何
者
な
ん
だ
よ

 
怠
惰

 
鈴

秘
を

く
の

 
怠
惰

 
神
楽

怠
惰
さ
ん
何
か

て
下
さ
い

 
怠
惰

 
狗
神

お
い
聞
い
て
ん
の
か
怠
惰

 
ガ
タ
ン

ロ

ロ

 
神
楽

く
く
首
が
も

た

 

 
鈴

い

狗
神
の
あ

 
狗
神

待
て

は
何
も
し
て
い
な
い

 
鈴

と
と
と
と

と
り
あ
え
ず
こ
こ
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
神
楽

次
回
は
え

と
え

と

 
狗
神

ま
ま
ま

待
た
な



 第十二章 地底の楽園と永遠の灼熱

 
第
１
２
６
話
 
い
ざ
地
底
へ

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

ガ

の
結

が

で

き
そ
う
に
な

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

め
た
も
の
は

と
な

て

え
ま
し
た

そ
ん
な
つ
ま
ら
な
い
話
も
も
う
あ
れ
な
の
で
本
編

へ
ど
う

 
間
欠
泉
が
吹
き
出
し
て
翌
日
の
事

博
麗
神
社
に
は

分
や
霊
夢
を

に
紫

萃
香

魔
理
沙
ア
リ
ス
パ

リ

に
と
り

と
い

た
メ
ン
バ

が
博
麗
神
社
に
集
結
し
て

い
た

 
霊
夢

そ
れ
で
蓮
か
ら
は
話
は
聞
い
て
い
た
け
ど
こ
こ

 
ま
で
来
る
普
通

 
霧
雨

は
た
だ

に
面
白
そ
う
だ
か
ら
だ

 
紫
 

そ
れ
に
こ
れ
だ
け
の
人
数
が
い
る
理

と
し
て
は

 
本
来
地
底
へ
の
侵

は
不
可
侵

約
な
の
よ
人
間



 第１２６話 いざ地底へ

 
は
と
も
か
く
妖
怪
は
絶
対
に
行
け
な
い
わ
だ
け
ど

 
人
間
だ
け
で
行
こ
う
も
の
な
ら
確
実
に
死
ぬ
わ

 
蓮
 

地
底

て
い

た
い
ど
ん
な
所
な
ん
で
す
か

 
パ

そ
こ
で
考
え
た
の
が

達
が
サ

ト

で
地
底

 
に
い
る
貴
方
達
と
通

し
合
う
こ
と
よ

 
地
上
の
妖
怪
は
不
可
侵

約
で
潜
る
事
は
出
来
な
い
が
蓮
や
霊
夢
そ
し
て
魔
理
沙
な
ら
人
間

だ

に
地
底
へ
と
潜
る
こ
と
が
出
来
る
の
だ

 
紫
 

そ
れ
で

と
萃
香
と

は
霊
夢
の
サ

ト
を

 
す
る
わ

 
萃
香

ま

張

て

 

 

何
か
し
ら
の
実
況
お
願
い
し
ま
す

記
事
に

 
し
ま
す
ん
で

 
霊
夢

不
安
し
か
い
な
い
わ

 
こ
れ
に
つ
い
て
霊
夢
は
不
安
し
か
な
い
と

え
た

 
霧
雨

て
こ
と
は

の
サ

ト

て
の
は
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ア
リ

え

と
パ

リ

そ
し
て

 

城

も
や
る
よ

 
パ

安
心
し
て
貴
方
が
死
ん
だ
ら
し

か
り
と
本
は

 
回

し
て
お
く
か
ら

 
霧
雨

出
来
る
か

 

な
か
ら
不

な
事
を
言
わ
れ
魔
理
沙
は

ん
だ

 
蓮
 

と
な
る
と

の
サ

ト
は

さ
ん
と
幽
々
子

 
さ
ん
と

音
さ
ん

て
事
で
す
よ

 

 

ま

そ
う
な
る
な

 
幽
 

前
に
お
世
話
に
な

た
お

よ

 

音

た
ま
た
ま

た
だ
け
だ
が

ま

い
い
か

 

分
の
場
合
は
頼
れ
そ
う
な
人
達
だ

た
た
め
か
そ
ん
な
に
心

す
る
こ
と
は

 
幽
 

地
底

て
何
か

し
い
も
の

て
あ
る
の
か
し

 
ら

 

音

何
時
か
ら
出
来
た
の
か
そ
の
変
の

も
知
り
た
い
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も
の
だ
な

 

 

安
心
し
ろ

分
大

だ

 

は
と
も
か
く
本
当
に
大

な
の
か
ち

と
心

に
な

て
き
た

 
蓮
 

本
当
に
大

だ
よ

 
霊
夢

あ
ん
ま
り
神
頼
み
は
し
な
い
け
ど
少
し
だ
け

 
し
て
お
こ
う
か
し
ら

 
霧
雨

そ
れ
に
は

も

る

 
一

の
た
め
に

人
は

に
神
頼
み
を
し
て
お
く
の
だ

た

 
紫
 

そ
れ
じ

話
す
わ

内
容
は

よ
地
底
へ
と

 
行

て
今
回
の
異
変
の
首
謀
者
を
退
治
す
る
が

 
依
頼
よ

 
霊
夢

ま

そ
れ
は
分
か
る
け
ど

 

 

そ
れ
で
だ

人
に
は
そ
れ

れ
散
開
し
て
地
底
の

 
都
へ
と
向
か

て
も
ら
い
た
い
霊
夢
は
間
欠
泉
が

 
吹
き
出
た
所
か
ら
そ
し
て
魔
理
沙
は
妖
怪
の
山
に
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あ
る

の
近
く
の

か
ら

て
く
れ
そ
し
て
蓮

 
は
こ
こ
か
ら
数
メ

ト
ル
程
の

に
あ
る
場
所

 
に

が
あ
る
そ
こ
か
ら
地
底
へ
と
行

て
く
れ

 
と

紫
と

か
ら
の
大
ま
か
な

戦
を
聞
く
と

 
蓮
 

え

と
因
み
に
聞
き
た
い
ん
で
す
が

達
が
道
中

 
で
力

き
て
異
変
の
首
謀
者
を

え
れ
な
か

た

 
場
合
は

 
パ

そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も

達
が
サ

ト
を

 
す
る
ん
じ

な
い

 
霊
夢

本
当
に
蓮
は
心

性

 
そ
う
言
う
が
心

す
る
こ
と
に
こ
し
た
事
は
な
い

と
い
う
か
心

す
る

所
し
か
な
い

 
霧
雨

ま

大
体
の
事
は
分
か

た

そ
う
と
決
ま

 
れ
ば

は
言
わ
れ
た

イ
ン
ト
に
行
く

 
そ
う
言
い
魔
理
沙
は
立
ち
上
が
る
と
外
へ
と
出
て
い

た

だ
が
こ
の
時
蓮
は

と
あ
る
事

を
思

た
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蓮
 

そ
う
い
え
ば
魔
理
沙

先
に
行

た
け
ど
ど
う

 
や

て

を

る
ん
で
す
か

 
そ
れ
を
聞
く
と
パ

リ

と
に
と
り
は
キ

ト
ン
と
し
た

情
を
し
て

 

人

あ

 
と
間

け
な

を
あ

た

ど
う
や
ら
通

を

す
の
を

れ
て
い
た
よ
う
だ

だ
が

 
ア
リ

ま

た
く
そ
ん
な
ん
だ
と
思

て
も
う
こ

ち
で

 

ば
せ
て
お
い
た
わ
よ

 
そ
う
言
い
魔
理
沙
の

を
か
た
ど

て
い
る
人

を
テ

ル
に

く

ど
う
や
ら
こ
れ
で
通

が
出
来
る
よ
う
だ

流
石
は
出
来
る
女
性
は
ひ
と

う
よ
う
だ

す
る
と

 
紫
 

そ
う
そ
う
霊
夢
そ
れ
か
ら
蓮

貴
方
達
に
こ
れ
を

 
授
け
る
わ

 
そ
う
言
い
紫
か
ら

分
と
霊
夢
そ
れ

れ
に
玉
を

さ
れ
る

そ
の
玉
は
陰
陽
玉
だ

た

 
蓮
 

こ
れ
が

達
の
通

で
す
か

 
紫
 

え

達
グ
ル

に
も
こ
れ
を

し
て
お
く

 
か
ら
こ
れ
で
何
か

た
事
や
聞
き
た
い
事
が
あ
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る
な
ら

し
て
く
れ
れ
ば
そ
れ
な
り
に
サ

 
ト
を
し
て
く
れ
る

よ

 
ま
じ
ま
じ
と
陰
陽
玉
を
見
て
い
る
と

 
霊
夢

な
ら

の
準
備
は
整

た
わ

蓮

は
先
に

 
行
く
わ
地
底
で
落
ち
合
い
ま
し

う

 
そ
う
言
い
霊
夢
は
魔
理
沙
と

様
に
外
へ
と
出
て
い

た

そ
し
て

り
は

分
だ
け
と
な

た 
蓮
 

は

覚

を
決
め
て
行
く
し
か
な
い
か

 
そ
う

き

分
の
隣
に
立
て

け
て
あ
る
神
楽
を

ち
最
後
に
式
神

狗
神

鈴

が

あ
る
の
を
確
認
す
る
と

 
蓮
 

そ
れ
じ

も
行
き
ま
す

と
り
あ
え
ず
は

 

り

に
つ
い
た
ら

し
ま
す
ん
で
お
願
い

 
し
ま
す

 

 

分
か

た

 
幽
 

行

て
ら

し

い
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音

気
を

け
る
ん
だ

 
そ
う
し
て
蓮
も

さ
れ
た
目
的
地
の
場
所
へ
と
向
か
う
の
だ

た

 
少
年

動
中

 
蓮
は

さ
れ
た
場
所
へ
と
来
る
と
そ
こ
に
は
大
き
な

と

が

て
い
た

 
蓮
 

こ
の
先

る
べ
か
ら
ず

か

 
と
り
あ
え
ず
は
蓮
は
先

ど
言

た
通
り
陰
陽
玉
を
用
い
て

達
へ
と

を
い
れ
る

 
蓮
 

こ
ち
ら
蓮
で
す

か
聞
こ
え
ま
す
か

 

 

あ

聞
こ
え
て
る

目
的
地
に
は
つ
い
た
ん
だ
な

 
蓮
 

は
い
今
か
ら
地
底
へ
と

り
ま
す

 

 

分
か

た
気
を
引
き
し
め
ろ
よ
地
底
は
こ
こ
の

 
ル

ル
は
通
用
す
る
と
は
限
ら
な
い
か
ら
な

 
蓮
 

分
か
り
ま
し
た

 
そ
う
言
い
蓮
は
陰
陽
玉
を

す
と
深
呼
吸
を

 
蓮
 

蓮
い
き
ま
す

 
そ
う
言
い
地
底
へ
の

り

へ
と

を

み

れ
た
の
だ

た
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鈴

い

今
日
も

 
神
楽

そ

そ
う
で
す

 
狗
神

あ

あ

て

そ
ん
な
事
を
し
て
い
る
場
合

 
じ

だ
ろ

 
鈴

え

と
そ
う
だ

タ
イ

マ
シ
ン
を
探
そ
う

 
神
楽

現
実
逃

し
な
い
で
く
だ
さ
い

 
狗
神

ん

何
だ
こ
の
曲
は

 
鈴

何
で
か

く

値
が

り
そ
う

 
神
楽

こ
れ
は
確
か
旧

者
の
キ

ロ
ル
で
し
た

け

 

に
邪
神
を
呼
ぶ
曲
だ
と
か

 
狗
神

何
で
か
怠
惰
か
ら
流
れ
て
る
ん
だ
よ
な

て

 
よ
く
見
て
み
る
と
血
が
吹
き
出
て

 
鈴

し
か
も
首
の
中
が
空

で

こ
れ
ラ
ジ
カ
セ
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そ
れ
で
後

手

だ
け
だ

 
狗
神

こ
ん
な
も
ん

 
バ
キ

 
鈴

狗
神
の

た
ら

 
神
楽

え

と
鈴

さ
ん
手

み
ま
す

 
鈴

お
願
い
神
楽
ち

ん

 
神
楽

え

と

 

 

様
元
気
で
し

う
か

こ
れ
を
見
て
い
る
と
い
う
事
は

の

ミ

人

は
バ
レ

た
と
い
う
事
で
し

う

こ
と
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
は
友
人
に
強

行
さ
れ
宴
に
参

す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た

な
の
で

を
と
る
の
で
よ
ろ
し
く
お

が
い
し
ま
す

そ
し
て
後
書
き
は

し
ば
ら
く

せ
ま
す

 
神
楽

と

書
い
て
ま
す

 
狗
神

野

が
逃

や
が

た
な

 
鈴

ま

た
く
怠
惰

た
ら

何
か
裏
に
も

 
書
い
て
あ
る
よ
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神
楽

え

と

追

で
す

 
追

 
何
か

の
悪

を
言
お
う
も
の
な
ら
今
度
こ
そ
人
体
実

手
術
を
す
る

 
神
楽

と

 
鈴

た
ま
に
は
怠
惰
に
も
休
日
は

だ
よ

 
狗
神

そ
う
だ
な

だ
よ
な

 
神
楽

え

と

ン

者
様
そ
ろ
そ
ろ
お
時
間
な
の

 
で
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す

 
狗
神

次
回
も
よ
ろ
し
く
な

 
鈴

そ
れ
じ

者
様
ま
た
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第
１
２
７
話
 
地
底
の
住
人
達

 
こ
ん
ば
ん
わ

者
様

ケ

ン
の
中

性
が

バ
く
て
一

で
時
間
が
過
ぎ
て
い
る
こ
と
に

気
が
つ
い
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

だ
け
ど
な
ん
や
か
ん
や
で

は

ト
で
き

ま
し
た

そ
れ
で
は
今
回
も
本
編
へ
ど
う

 

暗
い

の
中
蓮
は
た
だ
続
く
道
を
飛
ん
で
い
た

一
の
光

で
あ
る
陰
陽
玉
で

ら

し
て
も
暗
く

界
が
悪
い

し
か
も
時
々
道
が
分
か
れ
て
お
り
ど
ち
ら
を
進
む
べ
き
か
悩
ん
で

し
ま
う

 
蓮
 

何
か
心

く
な

て
き
た
な

 

本
的
に
は
霊
夢
や
魔
理
沙
と
い
る
た
め
会
話
が
飛
び

う
の
だ
が

し
く
一
人
の
た
め
逆
に

落
ち
着
か
な
い

し
か
も

か
す
ぎ
て
不
安
に
な

て
く
る

 
蓮
 

も
う
い

そ
の
こ
と
狗
神
や
ら
を
出
し
て

 
そ
ん
な
情
け
な
い
こ
と
を

い
て
い
た
時
だ

た
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ヒ

ン

 
と
何
か
が
落
ち
て
く
る
音
が
聞
こ
え
て
く
る

上
を
向
く
と
大
き
な

が

分
め
が
け
て
落

ち
て
き
て
い
た
の
だ

 
蓮
 

お
わ

 
す
ぐ
さ
ま
回

し

を

け
る

も
し
こ
の
ま
ま
当
た

て
い
た
ら
怪

は

だ
が
当
た
り

所
が
悪
け
れ
ば

ク
リ
と
映
姫
の
元
へ
と
行

て
い
た
か
も
し
れ
な
い

 
蓮
 

何
処
か
ら
こ
ん
な

が

 
何
と

い
た
事
に

か
ら

ん
だ
上
目

い
で

い
見
た
目
の
少
女
が
ジ

と

方
を
見
て
い

た 
蓮
 

え

と
わ
ざ
と

 
少
女
 

 
わ
ざ
と
か
と
聞
く
と
に
こ
り
と

笑
ん
だ
か
と
思

た

間
ま
た
上
空
へ
と
飛
ぶ
と

 
ヒ

ン

 
と

こ
ち
ら
へ
と
落
下
し
て
き
た

ど
う
や
ら
や
る
気
み
た
い
だ

 
蓮
 

そ
ん
な
落
ち
る
程
度
な
ら
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に

め
ら
れ
て
い
る
神
楽
に
手
を
か
け
て
落
ち
て
く
る

少
女
へ
タ
イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ

刀
し
た

 
蓮
 

刀
 
神
楽
一
斬

 
一

の

刀
の
た
め
刀

の

き
が

だ
け

る

だ
が

 

ン

 
落
ち
て
く
る
だ
け
な
ら
た
だ
タ
イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ
れ
ば

に
斬
れ
る

こ
れ
ま
で
落
ち
て

く
る
石
を

け
る
斬
る
弾
く
と
い

た
修
行
も
し
て
き
て
い
る
だ
け
あ

て
と
て
も

だ

 
少
女
 

 
落
ち
て
き
た

の
少
女
は
目
を
回
し
な
が
ら
気
絶
し
て
い
た

 
蓮
 

す
み
ま
せ
ん

で
は
先
に
進
み
ま
す

 
そ
う
し
て
蓮
は
目
を
回
し
な
が
ら
気
絶
す
る

の
少
女
を
そ
の
場
に

し
て
先
に
進
む
の
だ

た

そ
う
し
て
進
む
こ
と
数
分
が
経
過
す
る

 
蓮
 

何
時
に
な

た
ら
着
く
ん
だ
ろ

 

て
し
な
い
闇
の
空
間
で
蓮
は
何
時
着
く
の
か
と
考
え
な
が
ら
進
ん
で
い
る
と

 

 

お
や
人
間
と
は

し
い
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と

が
聞
こ
え
蓮
は
そ
こ
の
方
向
を
見
る
と
そ
こ
に
は

本
の

に
ぶ
ら
下
が
り
逆
さ
ま

で

方
を

と
見
て
い
る
少
女
が
い
た

 

 

ま
い

た

悪
い
こ
と
は
言
わ
な
い
か
ら

 
回
れ

し
て
帰

た
方
が
い
い
ん
だ
け
ど

 
心

し
て
そ
う
い

て
く
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う

す
る
と
陰
陽
玉
か
ら

が
聞
こ
え
出
す

 

 

蓮

聞
こ
え
る
か

 
蓮
 

え

聞
こ
え
て
ま
す
よ
今

妖
怪
と
ご
対
面
と

 
い

た
所
で
す

 

 

そ
い
つ
は

か

 
と

が
言

た
時

目
の
前
の
少
女
は

や
か
に
笑
う
と

 

 

ご
名

そ
う

は

の
黒

マ
メ

 
こ
こ
の
門
番
み
た
い
は
も
ん
さ

 
蓮
 

そ
う
い
え
ば
貴
方
は
さ

き
の

の
女
の
子
の

 
知
り
合
い
か
何
か
で
し

う
か

 
黒

お
よ

キ
ス
メ
を
見
た
の
か
い

大
方
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あ
ん
た
に
倒
さ
れ
た

て
感
じ
か

 
そ
う
言
う
と
逆
さ
ま
に
な

て
い
た
少
女
は
地
上
へ
と

を
つ
け
る

 
蓮
 

え

奇
襲
を
仕

け
ら
れ
た
の
で

 
黒

へ

で
も
ま

キ
ス
メ
が
お
世
話
に
な

た
の
な
ら

 
そ
れ
相

の
お

を
し
な
い
と

 
そ
う
言
う
と

マ
メ
は
無
数
の
弾
幕
を

開
し
て
き
た

 
蓮
 

弾
幕

 
す
ぐ
に
向
か

て
く
る
弾
幕
を

け
る

す
る
と

マ
メ
は
楽
し
そ
う
に

 
黒

そ

地
霊

の
妹
ち

ん
か
ら
教
え
て

 
た
ん
だ
よ

何
で
も
地
上
だ
と
流
行

て
い
る

 
と
か
で

 
流
行

て
い
る
と
い
う
の
は
間

て
は
い
な
い
が
ど
う
や
ら
弾
幕
ご

こ
は
地
底
で
も

に
な

て
は
い
る
よ
う
だ

 
蓮
 

弾
幕
ご

こ
な
ら
負
け
ま
せ
ん
よ

 
神
楽
を

刀
し
蓮
も
霊
力
を

め
て
弾
幕
を
放
つ
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黒

へ

地
上
の
人
間
達
の
弾
幕
を
見
る
の
も
良
い

 
か
も

 

を
使

て

か
ら

へ
と
飛
び
な
が
ら
蓮
が
撃

た
弾
幕
を
回

し
て

へ
と
飛
ぶ
と

 
黒

 
石

の

の

 
と

え
る
と
ま
る
で

の

の
よ
う
な

目
と
な

て
弾
幕
が
放
た
れ
た

し
か
も

り

に
張
ら
れ
る
と
そ
こ
か
ら
小

弾
幕
と
な

て

散
す
る

 
蓮
 

そ
こ

 
ジ

キ
ン

 
無

道
に
動
く
弾
幕
を
斬
り
な
が
ら
先

ど

マ
メ
が
使

た

走
り
を
し
て
回

し
て
少
し

近
づ
き

 
蓮
 

式

 
狗
神
怨

 
式
神

狗
神

を

る
と
狗
神
が
現
れ
る

そ
し
て

 
狗
神

ガ

 
と

び
を
あ

る
と
共
に

り
に
飛
び

う
弾
幕
が
全
て

滅
す
る

し
か
も
そ
れ
だ
け

じ

な
い
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黒

う

 
あ
ま
り
の

に

マ
メ
は

を
塞
ぎ
ス
タ
ン
し
て
い
た

そ
こ
に
す
か
さ
ず

 
蓮
 

使

て
み
る
か

 
そ
う
言
い
新
た
に
蓮
は
ス

ル
を

え
た

 
蓮
 

式
神
術
 
急
急

 
そ
う

え
る
と
現

出
て
い
る
狗
神
に
続
き

か
ら
鈴

が
現
れ
そ
し
て
蓮
の

つ
神
楽
か
ら

神
楽
の
悪
意

体
が
現
れ
る

そ
し
て
狗
神
は

に
妖
力
の

ル
ギ

を
溜
め
込
み
鈴

は

を

か
せ
神
楽
の
悪
意

体
は

近
で

手
を
構
え
大
き
め
の
気
弾
を

り
蓮
は
神
楽

を
構
え
る

そ
し
て

動
き
が
出
来
る
よ
う
に
な

た

マ
メ
は

し
た

 
黒

こ

こ
れ

て
オ

バ

キ
ル
だ
よ

 
と

言

た

間

各
者
達
の
技
が
放
た
れ
た

 
狗
神

破

ろ

 
狗
神
の

か
ら
は

大
な
レ

ザ

が
放
た
れ

 
鈴

霊

 
鈴

は
光

く

を

り
上

撃
波
と
し
て
飛
ば
し
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悪
意

ぐ

 
神
楽
の
悪
意

体
は
大
き
め
の
気
弾
を
放
つ

そ
し
て
最
後
に
蓮
は

 
蓮
 

終
わ
り
で
す

 
神
楽
を

刀
し
斬
撃
波
を
飛
ば
す

そ
し
て
そ
れ

れ
の
技
は
合
わ
さ
り
四

一
体
と
な

た 
黒

ま

負
け

 

ン

 
こ
ん
な
技
を

け
れ
る
時
間
も
あ
る

も
な
く

マ
メ
は

弾
し
た

そ
し
て

者
は
蓮
と

な

た
の
だ

た

 
蓮
 

お

れ
様

 
そ
う
言
い
狗
神

神
楽

鈴

を
戻
し
て

マ
メ
の
方
を
向
く
と

マ
メ
は
気
絶
し
て
い
た

 
蓮
 

え

と

 
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
と
悩
ん
で
い
る
と
陰
陽
玉
か
ら
通

が
は
い
る

 

 

蓮

終
わ

た
の
な
ら
先
へ
進
ん
で
く
れ

 
蓮
 

あ

は
い
え

と

マ
メ
さ
ん
す
み
ま
せ
ん
が
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約
束
が
あ
る
の
で
先
に
行
き
ま
す

 
そ
う
言
い
蓮
は
気
絶
し
て
い
る

マ
メ
を
後
に
し
て
蓮
は
先
へ
と
進
む
の
だ

た

 
狗
神

う

ん

大

を
あ

る
の
も
良
い
も
の
だ

 
神
楽

少
し
は
動
か
さ
な
さ
い
と

て
し
ま
い
ま
す

 
し

 
鈴

ま

度
に
動
か
す
の
は
一
番
だ
よ

 
狗
神

ま

た
く
だ
何
処
か
の
悪
魔
み
た
い
に
冬
だ
か
ら

 

て
怠
け
て
た
ら

メ
だ

者
様
方

 
鈴

怠
惰
の
心
は

に
で
も
あ
り
ま
す
か
ら
そ
れ
に

 

ち

た
な
い
と
い
ず
れ

人
に
な
る
か
も
よ

 
神
楽

人
そ
れ
は
あ
ま
り
言

て
は

メ
で
す
よ

 
今
度
は
ロ
ボ
ト
ミ

手
術
だ

て
は

ま
な
く

 
な
り
ま
す
よ
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鈴

う

う

ん

そ
れ
も
そ
う
だ

 
狗
神

お

と
そ
ろ
そ
ろ
時
間
だ
な
そ
ん
じ

者
様

 
今
回
も
あ
り
が
と
う
な

 
神
楽

ま
た
次
回
に
お
会
い
し
て
く
だ
さ
い

 
鈴

そ
れ
じ

者
様
ま
た
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第
１
２
８
話
 
合
流

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

の

ケ

ン
の
高

体
値

り
を
目

し
始
め
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔

で
す

し
か
し
そ
の
た
め
の
メ
タ

ン
を

ま
え
る

に
夢
特
性
で
パ

テ

が
全
滅
す
る
と

い
う
大

事
が
発
生
し
て
少
し
発
狂
し
て
し
ま
し
た

や
る

に
は
み
が
わ
り
は

れ
ず
に

で

は
ま

本
編
へ
ど
う

 
キ
ス
メ
お
よ
び

マ
メ
を
倒
し
蓮
は
闇
の
通

を
飛
び
続
け
る

だ
が
地
底
の
都
ま
で
の
道
は

遠
い

 
蓮
 

何
時
に
な

た
ら
着
く
ん
だ
ろ
う
そ
し
て
今

 

は
こ
こ
に
来
て
か
ら
何
日
が
経

た
ん
だ

 
ろ
う

 

音

蓮
ま
だ

時
間
ぐ
ら
し
い
か
経
過
し
て
い
な
い
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と
陰
陽
玉
か
ら

音
の

が
出
て
く
る

そ
し
て
現

蓮
は
時
間
感
覚
が

し
て
き
て

い
た

数
時
間
の

が
何
日
い
た
の
か
と
い
う

覚
に

を
混
乱
さ
せ
る

 
蓮
 

そ
う
い
え
ば

音
先
生
い
つ
か
ら

さ
ん
と

 

代
し
た
ん
で
す
か

 

音

ん

あ

女
な
ら
妖
怪
の
賢
者
の
元
へ
と

 
行

て
い
る
か
ら
そ
の
間
と
い

た
所
か
な

 
た
だ
も
う

人
の

霊
は
お
や
つ
タ
イ

に

 
な

て
る
が

 
こ
れ
に
は

気
で
良
い
な
と
思
う
ば
か
り
だ

そ
の
前
に

ま
し
い

 
蓮
 

は

く
光
を

び
た
い
な

 

音

ま

話
に
よ
れ
ば
あ
と
少
し
だ
そ
う
だ

 
蓮
 

と

言
わ
れ
て
も

ん

 
こ
の
時
蓮
の
進
む
道
の
先
か
ら
光
が

れ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
く

ど
う
や
ら

ル
ま

で
あ
と
一

の
よ
う
だ

 
蓮
 

よ
う
や
く

よ
う
や
く
こ
ん
な
真

暗
な
地
獄
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か
ら

け
出
せ
る
ん
だ

 

音

蓮
安
全
に
行
か
な

 

音
の

を
無

し
て

シ

で
光

す
方
へ
と
進
む

そ
し
て

 
ガ
ン

 
思
い

き
り

に
激
突
し
た

暗
闇
で
目
が

て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う

そ
し
て
蓮
は

を

さ
え
な
が
ら

か
ら

れ
る

 
蓮
 

痛
た
た

ん

な
ん
だ
こ
れ

 

に

が
書
か
れ
て
い
る
た
め

ん
で
み
る
と
よ
う
こ
そ
旧
都
へ
そ
し
て
地
上
の
者
達
は

く
帰

た
方
が
良
い

と
書
か
れ
て
い
た

 
蓮
 

い
や
異
変
解
決
し
に
来
て
る
ん
だ
か
ら
帰
る

 
な

 
と
言
い
つ
つ
下
の
方
を
見
る
と
因
み
に

に
行
け
ば
旧
都
だ
け
ど
こ
の
光
の
先
に
旧
都
が

あ
る
と
勘

い
し
て

に
激
突
し
た
お
バ
カ
さ
ん
が
い
る
な
ら

え
て
書
こ
う

ギ

と
書
か
れ
て
い
た

ど
う
や
ら
こ
れ
を
書
い
た
奴
は
相
当

た
ら
し
い
奴
で
更
に
は

ら

せ
ろ
と
い
う
感
情
を
込
み
上

さ
せ
る

ロ
の
よ
う
だ
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音

し
ろ
蓮

大

か

 
蓮
 

え

音
先
生

大

で
す
よ

 
も
し
こ
こ
に
霊
夢
や
魔
理
沙
や
ら
が
い
た
の
な
ら
こ
の
笑

を
見
た
ら
確
実
に

て
い
た

で
あ
ろ
う
そ
ん
な
怒
気
を

ん
で
蓮
は

笑
ん
だ

 

音

何
か

の
ト

ン
が
可
笑
し
く
な
い
か

 
蓮
 

い
い
え
大

で
す
よ
あ

後
も
う
旧
都

 
目
の
前
み
た
い
な
ん
で
進
み
ま
す

 

音

そ

そ
う
か
な
ら

に
進
む
ん
だ

 
と
り
あ
え
ず
こ
の
異
変
を
終
わ
ら
せ
た
ら
こ
の

を
書
い
た
奴
を

ろ
う
と
決
心
し
て
蓮
は

に
曲
が
る
の
だ

た

そ
し
て
蓮
の
目
に
旧
都
が
映
る

薄
暗
が
り
に

ら
さ
れ
る

や

の
明
か
り

そ
し
て

わ

わ
と

か
ぶ
怨
霊
地
上
と
は
ま
た
一

た
妖

な
光
景
に

目
を

わ
れ
そ
う
に
な
る

 
蓮
 

い
光
景
だ
な

 
と

り
を
見
回
し
て
い
る
と

方
へ
と
続
く

を
見
つ
け
る

と
り
あ
え
ず
は
そ
こ
ま
で
歩

く

す
る
と
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来
客

貴
方
は

か
し
ら

 
と

で

ル
フ
の

の
よ
う
な

を
し
た
少
女
が
話
し
か
け
て
き
た

 

音

あ
れ
は

姫
か

 
蓮
 

姫

 

音

あ

を
守
る
妖
怪
で

の
女
神
と
も
言
わ
れ

 
て
い
る

 
と

蓮
が

音
と

を

て
い
る
と
目
の
前
の

姫
は

を
し
か
め
て

 

 

人
で
何
を
話
し
て
い
る
の
よ

 
蓮
 

あ

い
え
す
み
ま
せ
ん

え

と
す
み
ま
せ
ん
が

 
お
名
前

て

 
名
前
に
つ
い
て
聞
く
と
少
女
は
仕
方
が
な
い
と
い

た

情
で

え
た

 

 

パ
ル
ス

パ
ル
ス

よ

 
蓮
 

え

と
パ
ル
ス

さ
ん
こ
こ
を
通
し
て

う

 
事
は
出
来
ま
す
か

 

音

す
ま
な
い
が
通
し
て
は
く
れ
な
い
か
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と

蓮
と
経

を
は

願
し
て
言
う
と
目
の
前
の
少
女
は

方
を
ジ

と
見
る
と

 

め
て
お
い
た
方
が
良
い
わ
そ
れ
に
外
の
注
意

 
書
き
を

ん
だ
で
し

更
な
る
地
獄
は
こ
の

 
先
か
ら
な
の
よ

 
蓮
 

そ
れ
で
も

に
は
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
 

 
約
束
そ
し
て
使
命
が
あ
る
ん
で
す

 
パ
ル
ス

か
ら
の
注
意
は
と
て
も
あ
り
が
た
い
が

分
も
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
約
束
や
使

命
が
あ
る

そ
の
た
め
引
け
な
い
の
だ

 

い
わ

そ
ん
な
友
人
達
が
い
て

ま

 
良
い
わ
通
り
な
さ
い
ど
の
み
ち
こ
こ
か
ら
先

 
は
地
獄
の
三

目
で
す
も
の

 
そ
う
言
う
と
通
せ
ん

を

め
て

の
手
す
り
に

中
を
つ
け
る

 

行
き
な
さ
い
そ
し
て
後

な
さ
い

 
蓮
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
パ
ル
ス

さ
ん

 
そ
う
言
い
蓮
は
先
の
旧
都
へ
と
向
か

た
の
だ

た

そ
し
て

た
パ
ル
ス

は



 第１２８話 合流

 

あ

そ
う
い
え
ば
今
あ
の
人
達
は
出
張
し
て
い
る

 
の
を
す

か
り

れ
て
た
わ
ま

達
が
い
る

 
か
ら
問

は
な
い
か

 
そ
う

く
の
だ
が
当
の
本
人
で
あ
る
蓮
に
は
聞
こ
え
る

も
な
く
蓮
は
先
に
へ
と
進
む
の
だ

た

そ
し
て
こ
こ
旧
都
を
見
た
感
じ
の
感
想
と
し
て
は
人
里
は
人
間
達
で

わ
う
の
だ
が
こ
こ
は

そ
の
逆
で
妖
怪
達
で

わ

て
い
た

 
蓮
 

こ
ん
な
に
い
る
ん
だ

 
そ
ん
な
事
を

き
な
が
ら

り
を
見
て
い
る
と
こ
こ
ら

は
店
や
ら
住
宅
な
ど
の

物
が
並
び

そ
し
た
更
な
る

に
は
こ
の
暗
が
り
で
は
と
て
も
目
立
つ
白
い
立

な

が

て
い
た

 
蓮
 

処
に
い
る
の

て
大
方

い
人
だ
よ

 
等
と
定
番
の
事
を

き
な
が
ら
進
ん
で
い
る
そ
の
時
だ

た

 

 

キ

 
蓮
 

ん

お
わ

 
何
と
少
女
が

方
へ
と
吹

飛
ん
で
き
た

こ
ん
な
急
な
事
に
は
対
処
で
き
る

も
な
く

 

ン



 第十二章 地底の楽園と永遠の灼熱

 
お
も
い

き
り
ぶ
つ
か
り
地
面
へ
と

落
し
た

 
蓮
 

痛
た
た

何
だ

て
霊
夢

 
霊
夢

え

蓮
じ

な
い
あ
ん
た
も
つ
い
た
の

て

 
今
は
そ
れ
ど
こ
ろ
じ

 
と

言

て
い
る
と
霊
夢
が
飛
ん
で
き
た
方
か
ら

人
の
女
性
が
や

て
く
る

そ
の
女
性

の
特

は

に
生
え
る
一

そ
し
て
ま
る
で
体

み
た
い
な

で

手
に
は
大
き
な

を

て
い
る
妖
怪
だ

た

 

 

う
ま
だ
地
上
の
奴
等
が
来
て
た
ん
だ

 
こ
の
風
格
は
た
だ
者
で
は
な
い
と
危
険

知
す
る
の
だ

た

 
狗
神

ま
た
変
な
キ

ラ
が
出
て
き
て
ん

 
鈴

あ
れ

て
華
扇
ち

ん
達
と

じ

 
神
楽

え

ま
さ
か
そ
れ

て
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狗
神

そ
れ
だ
と

ら
よ
り

か
に
強
い
だ
ろ

 
鈴

う
ん
そ
う
な
る
と

 
神
楽

ま
さ
か
今
度
こ
そ

は
パ
リ
ン

て
真

二
つ
に

 
さ
れ
ち

う
ん
で
す
か

 
鈴

い
や

そ
れ
は
な
い
と
は

 
神
楽

だ

て
蓮
様
は
過
去
に
竹
刀
を
折

た
前
科
が

 
あ
る
ん
で
す
よ

 
狗
神

お
い
お
い
落
ち
着
け
神
楽

 
神
楽

だ

折
ら
れ
る
の
は

だ

 
鈴

あ

ち

と

 
狗
神

お
う
精
神
安
定

を

て
こ
い

 
鈴

刀
の
神
楽
ち

ん
に
は

な
い

て

 
狗
神

こ

こ
う
な
れ
ば
す
ま
な
い
が
今
回
は
こ
こ

 
ま
で
だ

 
神
楽

折
ら
れ
る
の
は
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鈴

神
楽
ち

ん
落
ち
着
い
て

元
気
と

性
だ
よ

 
狗
神

と
り
あ
え
ず
次
回
ま
で
に
は
治
す
か
ら
安
心

 
し
て
く
れ
そ
ん
じ

ま
た
な
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第
１
２
９
話
 
旧
都
双
⻤
神
乱
舞

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

友
人
か
ら

メ
タ

ン
を

う
こ
と
と
な

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で

す

そ
の
友
人
は
傲
慢
で
す
が

ま

と
り
あ
え
ず
本
編
へ
ど
う

 
暗
が
り
の
旧
都

現

目
の
前
に
は
大
き
な
盃
を
手
に

に

と
い
う
か

に
一

を
生
や
す

女
性
と
対

し
て
い
た

 
蓮
 

そ
れ

て

で
す
よ

 

 

あ

そ
う
さ
⻤
で
あ
る

さ

 
⻤
と
聞
く
と
蓮
と
霊
夢
は
真

先
に
あ
る
⻤
を
思
い

か
べ
た

時
々
と
い
う
か
し

ち

う
来
る
伊
吹
萃
香
を

 
霊
夢

あ
ん
た
萃
香
の
知
り
合
い

 

 

お

萃
香
を
知

て
い
る
の
か
い

 
と

言

て
い
る
と
霊
夢
の

で

わ

わ
と

く
陰
陽
弾
か
ら

が
聞
こ
え
て
く
る
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萃
香

あ
れ

あ

お
久

 
と
目
の
前
の
⻤
の
名
で
あ
ろ
う

と

え
た

そ
し
て

は
と
い
う
と
不
思
議
そ
う
に

 

あ
れ

そ
の

は
萃
香
か
い

何
処
に
い
る

て

 
い
う
ん
だ
い

 
萃
香

あ

ら
こ
の
陰
陽
玉
か
ら

を
出
し
て
る

 
ん
だ
よ

は
地
上
さ

 
と
会
話
を
始
め
た

り
で
は
⻤
と
い

た

種

様
な
妖
怪
達
が
不
思
議
そ
う
に
見
て
い

た
が
蓮
は

分
の
陰
陽
玉
を
近
づ
け
て

 
蓮
 

え

と
す
み
ま
せ
ん

 
幽
 

あ
ら
蓮
ど
う
し
た
の
か
し
ら

 
と

音
の
次
は
幽
々
子
が

し
た

 
蓮
 

あ

幽
々
子
さ
ん
そ
の

て

で
し

う

 
か

 
幽
 

あ

⻤
の

か
し
ら

聞
い
た

 
話
だ
と
妖
怪
の
山
で
は

い
実
力
者
だ

た
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と
か

 
霊
夢

待

て
そ
れ

て
萃
香
と
タ
メ
張
れ
る

て

 
事
よ

 
蓮
 

つ
ま
り
四
天
王

 
つ
ま
り
目
の
前
の

と
い
う
⻤
は
か
つ
て
妖
怪
の
山
で
四
天
王
と
し
て
君
臨
し
た
⻤
と
い
う

の
は
分
か

た

そ
う
し
て
い
る
と

 

お

と
⻑
話
を
し
す
ぎ
ち
ま

た
な

 
さ
て
と
そ
こ
の
巫
女
続
き
の
喧
嘩
を
始
め
よ
う

 
か

 
霊
夢

 
ど
う
や
ら
霊
夢
は
や

り

と
戦

て
い
た
よ
う
だ

 
霊
夢

蓮

ち

と

力

 
蓮
 

い
や
流
石
に
も
う
始
ま

て
る
し

 
と

蓮
が

い
た
そ
の
時
だ

た

 

 

お
や
ま

分
だ
け
楽
し
そ
う
な
事
し
て
ん
じ
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な
い
か

 

の
い
る
反
対
の

か
ら
ま
た

人
⻤
が
現
れ
た

見
た
目
は
⻑

で

に
は

本
の

が
生
え
て
い
て
見
た
目
が

と
比
べ
る
と

く
華

な
体
を
し
て
い
た
が

 

み

々
様

 

が
様
つ
け
し
て
い
る
事
か
ら
相
当
な
実
力
者
あ
る
い
は
⻤
の
ト

な
の
だ
ろ
う

 

 

お
前
さ
ん

と
一
戦
し
な
い
か
い

 
蓮
 

つ
ま
り
２

２
と
い
う
事
で
す
か

 

 

あ

そ
う
さ

そ
れ
で

は
何
か

約
は

 
し
て
い
る
の
か
い

 

約
と
よ
く
分
か
ら
な
い
こ
と
を
言

て
い
る
と

は

と
楽
し
そ
う
に

 

え

手
に

つ
盃
か
ら
酒
を
一

も

す
事

 
な
く
戦
う

て
い
う

約
で
す
か

 
蓮
 

す
ご
く
な
い
で
す
か

 
こ
れ
ま
で

破
り
す
る
者
達
は
幻
想
郷
に
来
て
か
ら

山
見
て
き
た
が
こ
れ
は
こ
れ
で

破
り

だ



 第１２９話 旧都双⻤神乱舞

 

 

う
な
ら

も
そ
れ
に

ろ
う
か

 
そ
う
言
う
と
大
き
な
お

い
や
ぐ
い

み
と
呼
ば
れ
る
酒

を

り
出
す
と
そ
こ
に
酒
を

注
ぐ

そ
れ
も
後
少
し
で

れ
る
ぐ
ら
い
に
ま
で

 

 

は
こ
れ
が

れ
る
も
し
く
は
ぐ
い

み
を
落
と

 
し
た
ら
負
け
で
構
わ
な
い
よ

 

々
様
も
ハ

ド
ル
を
あ

て
く

 
最

人
間

い
や
妖
怪
と
い
う
か
妖
怪
の
技
で
す
ら
な
い

あ
る
意

で
常
識
破
り
な
技

だ 
霊
夢

あ
ん
た
正
気
な
の
そ
れ

 

 

奴
ら
な
ら
と
も
か
く
お
前
さ
ん
ら
に
は
こ
の

 
く
ら
い
の
ハ
ン

を
し
な
い
と

あ

 
本
気
で
来
な
よ
そ
の
得
物
を
使

て
で
も

 

ま

戦

て

ち
な
そ
し
た
ら
お
前
ら
が
こ
こ

 
で

に
歩
き
回
れ
る
ぐ
ら
い
の
許
可
は
出
し

 
て
や
る
さ
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々
そ
し
て

は
そ
れ

れ
構
え
る

蓮
と
霊
夢
は
お

い
に

中
を
合
わ
せ
て
蓮
は

々
を
霊
夢
は

を
見
る

 
霊
夢

蓮

負
け
た
ら

知
し
な
い
わ
よ

 
蓮
 

そ
う
い
う
霊
夢
こ
そ

 

人
は
そ
う
言
い
お

い
に
負
け
る
な
と
言
う
と

 
霊
夢

い
く
わ
よ

 
蓮
 

お

け

 
そ
う
し
て
蓮
は

々
へ
と
神
楽
を

刀
し
て

み
霊
夢
は

へ
と
立
ち
向
か

た

 
霊
夢

さ

き
の
お
返
し
よ

 
お

そ
し
て
針
を

へ
と
弾
幕
と
し
て
放
つ
が

 

無

だ

 
そ
う
言
い

は

を
１
８
０
度
で

地
面
へ
と

き
つ
け
る
と

 

怪
力
乱
神

 
す
る
と
地
面
か
ら
無
数
の
弾
幕
が
現
れ
霊
夢
の
放

た
弾
幕
を
弾
幕
で
か
き

し
た

 
霊
夢

力
ま
か
せ
過
ぎ
な
い
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そ
し
て
蓮
は
と
い
う
と

々
の
手
に

つ
ぐ
い

み
に
神
楽
で
斬
り
か
か
る
が

 

 

お

と

 
ヒ
ラ
リ
ヒ
ラ
リ
と
蓮
の

刀

を
見
て

け
ら
れ
る

そ
し
て

 

 

⻤

 
⻤
神
頂

に
立
つ

 
そ
う

え
る
と
一
気
に
上
空
へ
と

し

大
な
弾
幕
を

つ
も
放

て
く
る

 
蓮
 

 
す
ぐ
さ
ま
蓮
は
回

し
神
楽
を
構
え
て

 
蓮
 

式

 
神
楽
の
悪
念

 

体
の
神
楽
の
悪
意
達
を

し
弾
幕
を
大
弾
幕
を
放
ち
始
め
る
が
全
て

大
な
弾
幕
で
か

き

さ
れ
る

そ
れ
を
見
て

々
は
楽
し
そ
う
に

う

 

 

相
変
わ
ら
ず
お
前
み
た
い
な
人
間
は

ま
し
い

 
も
の
だ

 
蓮
 

そ
れ
は
ど
う
も

 
神
楽
を

へ
と
戻
す
と

を

ち

に
手
を
か
け
る
と

 
蓮
 

刀
 
次
元
波
斬
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す
ぐ
さ
ま

々
め
が
け
て

刀
し

色
の
斬
撃
波
弾
幕
を

大
な
弾
幕
の
間
に

る
よ
う
に

無
数
に
飛
ば
す

 

 

外

用
な

僧
だ

 
こ
れ
に
は

々
も

け
る

そ
し
て
そ
ん
な
中

 

 

人
の
外
さ
ぬ

 
霊
夢

こ
れ
な
ら
ま
だ

け
れ
る
わ

 

上
と
な

て
飛
ん
で
く
る
弾
幕
を
霊
夢
は
ヒ
ラ
ヒ
ラ
と

け
る

だ
が
そ
ん
な
優
し
く
は
な

い

中
か
ら
無
数
の
小

弾
幕
が
襲
い
か
か

た

 
霊
夢

う
わ

 
危
な
く
な

た
そ
の

間

霊
夢
の

後
に
ス
キ
マ
が

開
さ
れ
霊
夢
は
吸
い
込
ま
れ
た

 

 

壊

 
⻤
子

神
の

槌

 
蓮
 

く

 

の
弾
幕
が

つ
も
蓮
へ
と
飛
ん
で
き
て
い
た

だ
が
そ
れ
を
神
楽
で
斬
り
時
に
は
弾
幕
を

け
る

そ
し
て
後
ろ
へ
と
後
退
す
る

 
蓮
 

少
し
相
性
悪
い
か
な
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と

そ
ん
な
事
を

く
と

後
か
ら
ス
キ
マ
が
開
か
れ
そ
こ
ら
霊
夢
が
飛
ん
で
く
る

 
霊
夢

蓮

相
手

代

 
蓮
 

霊
夢

わ
か

た

 
神
楽
を

へ
と
し
ま
う
と
霊
夢
の

を

ん
で
数
回
程
回
転
す
る
と

 
蓮
 

ま
か
せ
た

 
霊
夢

そ

ち
も

 
霊
夢
を
勢
い
よ
く

々
へ
と
投

そ
し
て
そ
の
回
転

ル
ギ

を
利
用
し
蓮
は
一
気
に

と
の
間
合
い
を

め
る

 

 

 

相
手
が
変
わ
ろ
う
が
意

が
な
い

 
そ
う
言
い
蓮
に
放

た
弾
幕
を
そ
の
ま
ま
霊
夢
へ
と
放
つ
が

 
霊
夢

ち

ろ
ち

ろ
と
あ
ん
た
の
弾
幕
を
見
て
た
け
ど

 
で
か
い

に
ス
キ
マ
が

く
空
い
て
る
の
よ

 
そ
う
言
い
弾
幕
と
弾
幕
の
間
に
出
来
る

い

間
へ
お

を
投

る

間
を
通
り

け
た

は
そ
の
ま
ま

々
へ
と
追

す
る

 

 

と

や
る

あ
ん
た
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そ
う
言

て
い
る
と

々
の

後
に
ス
キ
マ
が

開
さ
れ
そ
こ
か
ら
霊
夢
が
お

を
構
え
て

出
て
く
る

 
霊
夢

あ
ら
あ
り
が
と
う

 

 

う
わ

と

 
す
ぐ
さ
ま

々
は
後
ろ
へ
と
酒
を

さ
ぬ
よ
う
に
後
退
す
る

そ
し
て
バ
ト
ン
タ

し
た

蓮
は

へ
と
神
楽
を

刀
す
る

 

ち

 
ギ
リ
ギ
リ
で

は

け
る
と

く
後
ろ
へ
と
下
が
る
が

 
悪
意

ぐ

 
悪
意

が

 

に
後
ろ
に
は
神
楽
の
悪
意
で

み
撃
ち
に
す
る

そ
し
て
神
楽
の
悪
意
は

へ
と
弾
幕
を

放

た
が

 

め
る
な

 
大
き
く

ぶ
と
何
と
放

た
弾
幕
そ
し
て

体
の
神
楽
を
か
き

し
た

だ
が

け
ら
れ
る

も
し
く
は

さ
れ
る
の
は
予

み
だ

す
ぐ
に
神
楽
を
構
え
て
ま
た
間
合
い
を

め
て
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蓮
 

こ
れ
で

 

い
い

な
か
な
か
や
る
じ

ん

 
何
と

は
刀
を

く
前
に

手
で

り
か
か

て
き
た
の
だ

だ
が
蓮
は
知

て
い
た

そ

の
時
に
こ
そ
光
る
ス

ル
が
あ
る
の
だ
と

し
か
も
現

そ
し
て

音
幽
々
子
が
陰
陽
玉

で
サ

ト
つ
ま
り
力
を

続
し
て
く
れ
て
い
る
た
め
こ
の
力
が
よ
り
一

増
さ
れ
て
い
る

リ
と
蓮
は
笑
い

 
蓮
 

死

 
鈴

反
撃
の

死
生

 
そ
う
言

た

間

元
の
式
神

鈴

が
飛
び
出
し

の

後
へ
と
出
る
が
幽
々
子

の
力
の

な
の
か
真

黒
の
気
を
纏

た

が

の
後

へ
と
放
た
れ
た

 
鈴

か
ち

れ
ろ

 

や
ろ
う

 
ガ
キ
ン

 
だ
が
鈴

の

り
は

の

の

で

が
れ
る
が
更
に
追
い
討
ち
か
け
る
か
の
よ
う
に
蓮

が

刀
す
る

 

し

ら
く
さ
い
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何
と
鈴

を
力

せ
に
弾
き
飛
ば
し

し
て

撃
を

け
た

そ
し
て

し
て

け
た

と
霊
夢
の

撃
を

け
て
後
退
し
た

々
が

う

蓮
は
鈴

を
し
ま
う
と

人
の
真

正
面
に
立
つ
が
何
と
霊
夢
も

人
の
真

正
面
に
立

た

 
霊
夢

代
し
て
正
解

 
蓮
 

お
か

だ
い
ぶ

 
と

言

て
い
る
と

々
と

は

リ
と
笑

た

 

 

あ
れ
や
る
か
い

 

は

や

た
ら

物
は
修

し
ま
し

う

 

 

奴
ら
が
帰

て
く
る
前
に

す
さ
後

 
が

い
か
ら

 
そ
う
言
う
と

々
は

手
に
ぐ
い

み
を

は

手
に
盃
を

つ

そ
し
て

 

四
天
王

義
 
三
歩

殺

 

 

⻤
神
秘

義
 
三
歩
滅
神

 
そ
う
言
う
と

人
は

を
合
わ
せ
る
か
の
よ
う
に

を

る

 
蓮
 

霊
夢
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霊
夢

え

な
予
感
が
す
る
わ

 
霊
夢
の
言

通
り
そ
れ
は
当
た
る
事
と
な
る

何

な
ら
⻤
の
四
天
王
や
⻤
子

神
に
と

て

最
強
の

に

る
技
な
の
だ
か
ら

そ
し
て

た

は
地
面
へ
と
着
い
た

 

人

歩

 
と

歩

み
出
し
た
そ
の

間

地
底
で
大
地

が
起
こ

た

 
蓮
 

ぐ

 
霊
夢

弾
幕
が

 

人
の

歩
が
地

を
起
こ
し
無
数
の

す
る
弾
幕
を
生
み
出
す

つ
ま
り
逃

場
が
少

な
く
な
る

 

人

歩

 
更
に
地

が
起
こ
る

今
度
は
よ
り
高

度
に

す
る
弾
幕
が
現
れ

全
に
逃

場
を
無
く

し
た

 
霊
夢

蓮

 
蓮
 

分
か

て
る

 
そ
う
言
い

人
は
出
来
る
限
り
の
事
を
す
る
こ
と
に
し
た
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霊
夢

二

結
界

 
蓮
 

陰
陽
術
 
結
界

 

人
を
守
る
よ
う
に
分

い
結
界
が
現
れ
る

こ
れ
ぐ
ら
い
に
な
る
と
容

に
は
壊
せ
な
い

だ
ろ
う

だ
が

 

殺

 

 

滅
神

 

に

人
は
三
歩
目
を

ん
だ

す
る
と
今
度
は
先
程
の
一
歩
目
と
二
歩
目
の
比
に
な
ら
な

い
程
の
地

が
起
こ
り

り
の

物
の
瓦
い
や
も

と

い
こ
と
に
家
が
倒
壊
し
て
い
く

そ
し

て

り
一
面
が
無
数
の
数
の
弾
幕
の
光
で
真

白
に
な

た

 
蓮
 

ち

ま

キ
ツ
く
な
い

 
霊
夢

う

何
て

い

の
弾
幕

 
だ
が
最
悪
な
事
が
起
こ
る

そ
れ
は
音
と
も
に

 

シ
リ

 
蓮
 

ヒ

が

 
霊
夢

え
る
の
よ
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蓮
と
霊
夢
は
気
合
い
で

え
る

そ
し
て
数
分
ぐ
ら
い
が
経

た
の
だ
ろ
う
か

弾
幕
が

然

滅
し
て
真

白
と
な

て
い
た
景
色
が
元
の
薄
暗
い
景
色
へ
と
変
わ
る

 
パ
リ
ン

 

度

然

滅
す
る
と

時
に

分
達
の
結
界
が

け
散

た

だ
が

い
の
は

り
の

物
が
ま
る
で
何
か
災

が
が
起
き
た
た
み
た
い
に

い
参
上
と
な

て
い
て

分
達
の

元
は

く
こ
と
に
立

て
い
る
所
か
ら
数
セ
ン

先
は
十
メ

ト
ル
程
の

と
な

て
い
た

 
蓮
 

こ

こ
ん
な
の
下
手
し
た
ら
死
ぬ
よ

 
霊
夢

死
な
な
く
て
も
大
怪

 
そ
し
て
蓮
と
霊
夢
は

々
と

を
見
る
と

人
は

リ
と
笑

て
い
た

 

 

合
格
だ

酒
が

れ
ち
ま

た
よ

 

や

り
こ
の
技
を
使
う
と

動
で

れ
ち

 
ま
う
な

 
ど
う
や
ら

人
の
酒
が

れ
た
た
め
こ
の

負
は
蓮
と
霊
夢
の

利
と
な

た
の
だ

た
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神
楽

折
ら
れ
な
か

た

生
き
て
ま
じ
た

 
狗
神

だ

引

く
な

て
か

と

 
神
楽

ぐ
ず

ず
み
ま

ん

 
鈴

 
狗
神

て
お
前
は

が
変
な
方
向
に
曲
が

て
る

 
鈴

ア
ハ
ハ
ハ

を
込
め
た
全
力
の

り
だ

た

 
な
の
に

が
れ
ち

て
や

り
⻤
は
強
い
や

 
狗
神

流
石
は
妖
怪
最
強
種
だ
な

 
鈴

陰
陽

達
で
す
ら
も
⻤
に
だ
け
は
喧
嘩
を
売
る
な

 

て
言

て
た
ぐ
ら
い
だ
し

 
狗
神

て
い
う
か
よ
⻤
の
あ
の
ボ
ス
だ

た
よ
な

奴

 
が
言

て
た

奴
ら

て

な
ん
だ
か

 
神
楽

確
か

後
が

い

て
言

て
ま
し
た
よ

 
鈴

う

ん
下
手
し
た
ら
今
い
る
地
底
に
は
⻤
も
越
え

 
る
何
か
が
潜
ん
で
る
の
か
な
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狗
神

ど
う
だ
か
な

お

と
も
う
時
間
だ
な
そ
ん

 
じ

者
様

今
回
も
あ
り
が
と
う
な

 
鈴

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く

 
神
楽

え

と
そ
れ
で
は

者
様

 
狗
神

ま
た
な
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第
１
３
０
話
 
地
底
の
管
理
者
現
る

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
ま
た
ま
た
友
人
か
ら

特
性
の
フ
カ
マ
ル
が

え
る
事
と
な

た
怠

惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

 
あ
り
が
た
や

あ
り
が
た
や

で
は
ま

今
回
も
本
編
へ
ど
う

 

 

い
や

参

た
参

た
い
い

負
だ

た
よ

 
ボ
ロ
ボ
ロ
と
な

た
旧
都
で

々
は
笑
い
な
が
ら
そ
う
言

た

何
だ
か
楽
し
そ
う
だ

 
蓮
 

え

と
こ
こ
を
出
歩
く
の
を
認
め
て
く
れ
る
ん

 
で
す
よ

 

あ

約
束
し
て
あ

る
よ

そ
れ
よ
り
も
お
前

 
ら
旧
都
な
ん
か
に
一
体
何
の
よ
う
だ
い

 
ど
う
や
ら
理

を
聞
か
ぬ
ま
ま
弾
幕
ご

こ
に
発

し
た
ら
し
い

せ
め
て
も
理

を
聞
い
て

か
ら
戦

て

し
い
と
思

た
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霊
夢

そ
う

 
霊
夢
が
説
明
を
し
よ
う
と
し
た

間
霊
夢
の
陰
陽
玉
と

分
の
陰
陽
玉
か
ら

が
発
せ
ら
れ

た 
紫
 

い
る
霊
夢

 

 

無
事
か

 
そ
の

を
聞
く
と

々
は

い
た

を
し
た

 

 

お
や
紫
の

が
聞
こ
え
る
の
は
幻

か

 

い
え
あ
の
玉
か
ら
発
せ
ら
れ
て
い
る
ん
で
す
よ

 
紫
 

あ
ら

々
じ

な
い
お
久
々

 
ど
う
や
ら
紫
は

々
の
事
を
知

て
い
る
よ
う
だ

 
霊
夢

え

あ
ん
た
紫
を
知

て
る
の

 

 

ま

昔
な
が
ら
の
仲
さ

 
蓮
 

何
か
紫
さ
ん

て
友
人
が
少
な
い
イ
メ

ジ

 
だ
け
ど
そ
れ
な
り
に
は
い
る
ん
だ

 

 

い
や
こ
こ
だ
け
の
話
だ
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が
何
か
を
言
お
う
と
し
た

間
だ

た

突
然

の

が
聞
こ
え
な
く
な

た

 
蓮
 

さ
ん

 
霊
夢

こ
れ
あ

ち
で

 
そ
ん
な
事
を
言

て
い
る
と
陰
陽
玉
か
ら

 

音

蓮

賢
者
の
式
が
妖
怪
の
賢
者
に

れ
て
い
か

 
れ
て

た
が
ど
う
し
た
ん
だ

 

音
が

し
出
し
た

ど
う
や
ら

は
紫
に

れ
て
い
か
れ
た
よ
う
だ

 
紫
 

ご
め
ん
な
さ
い

ち

と
う
ち
の
式
が

 

相
な
事
を
言
お
う
と
し
て
い
た
も
の
で

 
確
実
に
あ

ち
で
何
か
あ

た
の
だ
ろ
う
が
こ
れ

上
追

し
よ
う
も
の
な
ら
何
を
さ
れ
る
か

分
か

た
も
の
じ

な
い
の
で

え
て
聞
か
な
い
で
お
こ
う
と
霊
夢
と
動

だ
け
で
話
し
暗

の

了
解
と
し
た

 

 

し
か
し
お
前
さ
ん
そ
う
い

た
所
は
見
な
い
間
に

 

奴
そ

く
り
に
な

た
な

奴
に
も
そ
う
い

 
う
所
を
見
せ
て
や
り
て

よ
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紫
 

そ
う
で
す
わ

 
と
紫
と

々
が
話
し
て
い
る
間
す
る
こ
と
が
な
い
の
で
蓮
は

に
話
を
聞
く
こ
と
に
し

た 
蓮
 

え

と

さ
ん
紫
さ
ん
と

々
さ
ん

て

 
仲
が
良
い
ん
で
す
か

 

う

ん

ど

ち
か
と
い
う
と
紫
は

ら
の

 
世
代
の
奴

特
に
萃
香
と
は
仲
が
良
い
よ
な

 

々
様
は
紫
の

護
者
の
理
久
兎
と
の
仲
が

 
良
か

た
と
い
う
印

だ
な

 
霊
夢

へ

 
そ
ん
な
事
を
話
し
て
い
る
と

々
と
紫
の
話
が
終
わ

た

 

 

お
前
ら
紫
の
友
人
な
ら
言

て
く
れ
れ
ば
良
い

 
の
に
よ

 
霊
夢

そ
の
前
に
あ
ん
た
ら
が
襲

て
来
た
か
ら
で

 
し

う
が
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そ
れ
は
言
え
る

現
に
理

も
聞
か
ず
に
襲

て
き
た
の
は
ど
う
み
て
も
あ

ち
だ

 

 

い
や

悪
か

た

そ
れ
で
お
前
さ
ん
方
は

 
確
か
間
欠
泉
が
吹
き
出
た
た
め
の

だ

た

 
よ
な

 
蓮
 

え

そ
れ
と

時
に
地
底
で

る
怨
霊
達
も

 

そ
れ
だ

た
ら

さ
と
り
に
聞
け
ば
分
か
る

 
か
も
な

奴
ら
が
現
に
地
底
の
管
理
者
だ
し

 
霊
夢

さ
と
り

地
底
の
管
理
者

 
ま
た
新
た
な
名
前
が
出
て
き
た

ど
う
や
ら
さ
と
り
と
い
う
人
物
に
会
え
ば
分
か
る
か
も
し

れ
な
い
ら
し
い

 
蓮
 

え

と
そ
の
さ
と
り
さ
ん

て
何
処
に

 

 

あ
そ
こ
に

つ
地
霊

さ

 

々
は
地
底
で
は
よ
く
目
立
つ

ど
の
真

白
で
大
き
な

物
そ
の
名
を
地
霊

を

し

た

や
は
り

物
だ
け
に
大
物
が
住
ん
で
い
る
よ
う
だ

 
霊
夢

と
り
あ
え
ず
は
そ

ち
に
行
け
ば
い
い
の
よ
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あ

行

て
み
れ
ば
分
か
る
さ

 
蓮
 

な
ら
行
こ

か

 
霊
夢

そ
う

 
そ
う
し
て
蓮
と
霊
夢
は
そ
の
地
霊

へ
と
向
か

た
の
だ
が

 

 

あ

そ
う
い
え
ば
さ
と
り
は
と
も
か
く

 

奴
ら
は

守
だ

た
な

 

そ
れ

前
に
上
手
く
話
せ
る
か
ど
う
か
だ
が

 

 

ま

問

だ
ろ
さ
と
り
な
ら

奴
は
話
を

 
合
わ
せ
る
の
得
意
だ
し
よ

 

だ
と
良
い
ん
で
す
が

 
と

話
す
が

人
に
は
聞
こ
え
る

も
な
か

た
の
だ

た

そ
ん
な
こ
ん
な
で
蓮
と
霊
夢

は
地
霊

の
門
の
前
へ
と
た
ど
り
着
く

 
霊
夢

る
わ
よ

 
蓮
 

う

う
ん

 
そ
う
し
て
蓮
と
霊
夢
は

を
開
け
て
中
へ
と

た

を
開
き
そ
の
場
に
映
る
光
景
は
外
見
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の
白
さ
と
は
裏

に
黒
や

ン
ク

と
い

た
大
人
の
色
合
い
で

キ
ゾ

ク
だ

し
か
も

中

に
は
大
き
な

が
あ
り
そ
の
先
に
は
大
き
な
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が

さ
れ

を

し

て
い
た

 
霊
夢

真

な
吸
血
⻤
館
と
比
べ
る
と

的
に
は

 
断
然
こ

ち
の
方
が
い
い
わ

 
蓮
 

因
み
に
理

は

 
霊
夢

目
が

れ
な
い
か
ら

 
一
方
そ
の
頃

 
レ
ミ

ク

 
咲
夜

お

様

大

で
す
か

 
レ
ミ

え

か

の

を
し
て
る
わ

 
と

紅
魔
館
で
は
そ
ん
な
事
が
起
き
て
い
た
が
蓮
や
霊
夢
に
は
知
ら
ぬ
こ
と
だ

 
蓮
 

で
も
本
当
に

い

り
だ
よ

 
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の

に
夢
中
に
な

て
い
る
そ
ん
な
時
だ

た

 

 

あ
ら

め
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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霊
夢

 
蓮
 

 
蓮
と
霊
夢
は

が
し
た
方
向
へ
と
見
る

そ
こ
に
は
レ
ミ
リ
ア
と

等
レ

ル
の

⻑
の
少
女

が

か
ら

方
を
見
て
い
た

だ
が
そ
の
少
女
は
人
間
で
は
な
い

理

と
し
て
は
そ
の
少

女
の
隣
で

わ

わ
と
目
玉
の
よ
う
な
物
が

い
て

方
を
ジ

と
見
て
い
た
か
ら
だ

す
る
と

少
女
は

方
へ
と
ゆ

く
り

を
か
ら
降
り
て
く
る

 
霊
夢

あ
ん
た
が
こ
の
異
変
の
黒

 

 

い
い
え

は
何
も
し
て
は
い
ま
せ
ん
よ

 
そ
の
少
女
は
霊
夢
が
言

を
言
い
終
え
る
前
に

る

そ
し
て

の

り
場
に
立
つ
と

方

を
ジ

と
見
る

 

 

そ
ん
な

意
を

き
出
し
に
し
な
く
て
も
大

 
で
す
よ

は
そ
こ
ま
で
血
の
気
は
な
い
の
で

 
蓮
 

そ
の
前
に
貴
女
の

 

 

お

と
失

し
ま
し
た

は

と
言

て
も

 

々
さ
ん
や

さ
ん
か
ら
聞
い
て
る
と
思
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い
ま
す
が
古
明
地
さ
と
り
と
言
う
も
の
で
す

 
と

目
の
前
の
少
女
は
さ
と
り
と
名

た
の
だ

た

 
狗
神

そ
ん
じ

今
回
も
あ
り
が
と
う
な

 
鈴

何
か
ま
た
ち

ち

い
な

 
神
楽

見
た
目
は
と
て
も
可
愛
ら
し
い
子

で
す

 
狗
神

お
い
お
い

た
ら

メ
だ
妖
怪
の
中
に
は

 
外
見
に

さ
れ
て
ガ

リ

何
て
奴
も
い
る

 
か
ら
な

で
言
え
ば
元

の
火

魔

 
と
か
だ
が

 
鈴

あ

そ

か
確
か
狗
神
の

は
元
底

の

 
カ
ス
野

の
式
だ

た
よ

 
狗
神

ま

そ
う
だ

な

 
神
楽

狗
神
さ
ん
悲
し
そ
う
な

を
し
て
ま
す
が
大
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で
す
か

 
狗
神

ん

い

い
や
大

だ

昔
は
そ
う
じ

な
か

た
ん

 だ
が
な

 
鈴

 
狗
神

あ

気
に
す
ん
な

て
な
わ
け
で
今
回
は

 
こ
こ
ま
で
だ

 
神
楽

え

と
次
回
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
鈴

そ
れ
じ

者
様
ま
た
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第
１
３
１
話
 
古
明
地
さ
と
り

 
こ
ん
ば
ん
わ

者
様

昨
日
よ
う
や
く
カ

ン
の
神
化
が
終
わ

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

の

絶
キ

ラ
も
欲
し
い
な

特
に
ラ
グ

ロ
ク

お

と
失

し
ま
し
た

そ
れ
で

は
本
編
へ
ど
う

 
さ
と
り
と
名

た
少
女
は

方
を
ジ

と
見
て
く
る

が
言

た
さ
と
り
と
は
ど
う

や
ら

女
の
よ
う
だ

 
蓮
 

え

と

 
さ
と

予
想
よ
り
も
だ
い
ぶ

う
で
す
か

貴
方
か
た

 
に
そ
う
思
わ
れ
て
も
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
で
す
が

 

⻑
で
判
断
す
る
の
は

め
て
い
た
だ
き
ま
せ
ん

 
か

 
蓮
 

え
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蓮
が
言
い
た
か

た
こ
と
そ
し
て
心
の
底
で
思

て
い
る
こ
と
が
ま
る
で

け
と

わ
ん
ば

か
り
に
言
い
当
て
ら
れ
た

す
る
と

 
さ
と

そ
れ
で

蓮
さ
ん
と
霊
夢
さ
ん
何
し
に
こ
こ
へ

 
霊
夢

あ
ん
た
何
で

ら
の
名
前
が
分
か
る
の
よ

 
そ
う
霊
夢
の
言
う
通
り
だ

分
達
は
名
前
を
ま
だ
名

て
い
な
い
そ
れ
な
の
に
何

名
前

が
分
か

た
の
か

問
に
思

た

 
さ
と

で
す
よ

は
貴
方
達
が
考
え
て
い
る
事
は

 
何
で
も
お
見
通
し
な
ん
で
す
そ
れ
が

の
能
力

 

心
を

む
程
度
の
能
力

な
の
で

 
蓮
 

心
を

む

 
こ
の
能
力
は
蓮
か
ら
し
て
み
る
と
と
て
つ
も
な
く

い
能
力
だ
と
思

た

何
せ
相
手
が
思

て
い
る
事
が
分
か
れ
ば

撃
を

な
く
回

で
き
て
ま
る
で

ス
み
た
い
に
見

色
の

気
み
た
い
な
事
も
出
来
る
か
ら
だ

 
霊
夢

会
話
す
る
分
に
は

利
そ
う

そ
の
能
力

 
さ
と

そ
う
と
も
言
い
き
れ
な
い
ん
で
す
け
ど
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え
ば
霊
夢
さ
ん
貴
女
は
何
時

隣
に
い
る

 
蓮
さ
ん
と

 
霊
夢

前
言

回

最
悪

そ
の
能
力
そ
れ

上

 
言
う
な
ら
そ
の

を

ぐ
わ
よ

 
さ
と

お

と
失

し
ま
し
た

 

え
て
言
お
う

さ
と
り
は

す
る
の
が
大

き
な
ん
だ
ろ
う
と

あ
の
霊
夢
で
す
ら

く

怒

た

ど
だ

 
さ
と

と

ま

こ
ん
な
感
じ
で

な
事
も
全

が

 

め
て
し
ま
う
ん
で
す
よ

 
霊
夢

あ
ん
た
楽
し
ん
で
る
わ
よ

絶
対
に
楽
し
ん

 
で
い
る
わ
よ

 
蓮
 

ま

ま

霊
夢
そ
こ
は

達
も

歩
退
こ
う

 
と
り
あ
え
ず
は
間
に

り
仲
裁
す
る

そ
し
て
伝
え
た
い
用
件
を

に
思
い

か
べ
る

 
さ
と

る
程

こ
こ
へ
来
た
の
は
間
欠
泉
が
地
上
に

 
吹
き
出
し
そ
し
て
そ
こ
か
ら
地
底
の
怨
霊
が
出
現
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し
た
と
そ
う
な
る
と
灼
熱
地
獄
が
怪
し
い
で
す

 
こ
こ
最
近

内
の

ト
の

人
が
全
然
帰

て

 
来
て
い
な
い
の
で

ら
く
そ
の
子
の
仕
業
か
と

  
霊
夢

そ
う

な
ら

 
さ
と

あ

言
わ
な
く
て
結
構
で
す
よ
灼
熱
地
獄
へ
の

 

り

を
開
け
て
お
き
ま
す
そ
の
間
に
お

と

 

し
な
い
と

 
と

さ
と
り
が
言

た
次
の

間
だ

た

 
ド

ン

 
と

分
達
の
い
る

ル
の

の

が

発
し

が
上
が
る

す
る
と

の
中
か
ら

 
霧
雨

だ
か
ら

み
じ

な
く
て

り
て
く
だ
け
だ

 

が
死
ぬ
ま
で
な

 
魔
理
沙
が
大
き
な

を

負

て

に

が
り
飛
び
な
が
ら

か
ら
出
て
き
た

だ
が

か
ら

出
て
き
た
の
は
魔
理
沙
だ
け
で
は
な
い
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そ
れ
を
泥
棒

て
言
う
ん
だ
け
ど

 
何
と
魔
理
沙
を
追
い
か
け
な
が
ら
弾
幕
を
飛
ば
す
少
女
が
出
て
き
た

見
た
目
は

鈴
よ
り
も

も

と
真

な

の

そ
し
て
お
さ

が
ぶ
ら
下
が
り

の
上
に
は

の

そ
し
て
後
ろ
に
も

と

じ

の

が

本

生
え
て
い
た

だ
が
言
い
た
い
こ
と
が
出
来
た

 
霧
雨

お

お
前
ら
も
こ
こ
に
来
た
ん
だ
な

 
蓮
 

魔
理
沙

そ
う
い
う
の
は
場
所
と
時
間
を

 
考
え
よ
う
よ

 
霊
夢

ま

た
く
貴
女
は

 
霧
雨

お

お
前
ら
も
そ
う
言
う
の
か

 
そ
ん
な
事
を
言

て
い
る
と
さ
と
り
は
ジ

と
飛
び
回
る
魔
理
沙
を
見
て
い
た

す
る
と

の
少
女
は
さ
と
り
へ
と
近
づ
く
と

 

 

さ
と
り
様
な
ん
と
か
し
て
く
だ
さ
い
よ

 
さ
と

は

ど
う
し
て
あ
の
人
が
い
な
い
時
に

 
限

て
こ
う
ハ

ン
グ
が
続
く
ん
で
す
か

 
霧
雨
魔
理
沙
さ
ん
貴
女
が
現

ん
で

負



 第１３１話 古明地さとり

 
て
い
る
物
全
て
を
返
し
て
く
だ
さ
い

 
さ
と
り
の

に
対
し
て
魔
理
沙
の
返

は
や
は
り
予

通
り

 
霧
雨

そ
ん
な
も
ん
断
る

 
や
は
り
断

た

だ
が
さ
と
り
は

リ
と
笑

た
か
と
思
う
と

 
さ
と

そ
う
で
す
か
な
ら
貴
女
の
秘

を
こ
こ
で

 
し
ま
し

う
か

 
霧
雨

は

お
前
が

の
秘

な
ん
て
知

て
る

 
さ
と

ま
ず
貴
女
は
何
に
も
し
て
い
な
い
と
言
い
つ
つ

 
も
努
力
を

し
ま
な
い
そ
し
て
常
に

分
よ
り

 
先
に
い
る
天

の
少
女
に
追
い

こ
う
と

死

 
な
ん
で
す

 
そ
れ
を
聞
く
と
魔
理
沙
の

は
み
る
み
る
と

く
な

て
い
く
か
と
思
う
と
次
第
に

く
な

て
い
く

だ
が
さ
と
り
の
言

め
は
ま
だ
終
わ
ら
な
い

 
さ
と

そ
れ
に

お

と
失

し
ま
し
た
当
時

 
の
貴
女
の
笑
い
方
が
あ
ま
り
に
も
面
白
く
て
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確
か

 
霧
雨

め
ろ

分
か

た
か
ら

し

か
り
と

 
返
す
か
ら
本
当
に
勘

し
て
く
れ

 
そ
う
言
い

を
地
面
に

い
て
魔
理
沙
は

死
に

る

さ
と
り
そ
れ
に
つ
い
て

 
さ
と

え

返
し
て
く
れ
る
の
な
ら
も
う
何
も
言
い
ま

 
せ
ん
よ

 
と
魔
理
沙
を
許
し
た

そ
れ
を
間
近
で
見
て
い
た
蓮
と
霊
夢
は

い
光
景
を
見
て

く
ば
か

り
だ

 
蓮
 

す

い
魔
理
沙
を
相
手
に
言

で

た
よ

 
霊
夢

や

り
色
々
と

利
な
能
力

 
そ
ん
な
事
を

い
て
い
る
と

 

 

あ
れ
さ
と
り
様
お
客
さ
ん
い
た
ん
で
す
か

 
ど
う
や
ら

分
達
の
事
を
よ
う
や
く
気
づ
い
た
よ
だ

 
さ
と

え

貴
女
達
に
紹
介
し
て
お
き
ま
す

女
は

 
火
焔

と
言

て

の

ト
で
て
す
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お

は
い
は
い
ま

名
前
は
⻑

た
ら
し
い
か
ら

 
あ
た
い
の
事
は
気
安
く
お

で
よ
ろ
し
く

 
物

か
な
さ
と
り
と
は

い
結
構

元
気
な
子
だ

た

 
蓮
 

あ

こ
れ
は
ご

に
ど
う
も

は

 
蓮
と
い
い
ま
す

も
気

に
蓮
で
良
い
で
す

 
よ

 
霊
夢

博
麗
霊
夢

 
霧
雨

そ
ん
で

は
普
通
の
魔
法
使
い
霧
雨
魔
理
沙
だ

 
と

紹
介
も

め
て

を
す
る
と
さ
と
り
は
お

を
ジ

と
見
る
と

 
さ
と

お

こ
こ
最
近
お
空
が
見
え
な
い
け
ど
何
か

 
隠
し
て
な
い

 
お

え

い

い
や

 
さ
と

そ
う

か
か
ら
力
を

て

頂
天
に
な

て

 
い
る
と

女
達
を
お
空
の
元
へ

内
し
て
あ

 
て
頂

そ
し
て
し

か
り
と
お
空
を

て
頂
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お

わ

分
か
り
ま
し
た

 
ど
う
や
ら
聞
い
て
い
る
と
さ
と
り
の

ト
が
こ
の
異
変
を
引
き
起
こ
し
た
犯
人
の
よ
う
だ

 
さ
と

そ
れ
で
は

方
へ
ど
う

 
さ
と
り
に

内
さ
れ
な
が
ら
蓮
達
は
灼
熱
地
獄
の
門
ま
で
向
か

た

そ
し
て
門
へ
と
向
か
う

中
で
面
白
い
光
景
が
映
る

 
蓮
 

地
底
の
世
界
に
中
庭

て
あ
る
ん
だ

 
そ
う
日
の
光
も
少
な
い
こ
の

で

物
が
咲
い
て
い
る
の
だ

 
さ
と

そ
れ
は
現

出
張
し
て
い
る

居
人
方
が

で

 
育
て
て
い
る
ん
で
す
よ

 
霊
夢

色
ん
な

が
あ
る
わ

 
そ
ん
な
事
を
言

て
い
る
と
大
き
な
門
の
前
に
た
ど
り
着
い
た

そ
し
て
さ
と
り
は
そ
の
門
の

を

し
込
む
と

 
ガ

ン

 
と

音
が
し
た
か
と
思
う
と
ゆ

く
り
と

が
開
い
た

 
さ
と

こ
こ
か
ら
が
灼
熱
地
獄
で
す
も
し
落
ち
た
ら
丸
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で
は

ま
な
い
の
で
ご
注
意
し
て
下
さ
い

 
お

そ
れ
じ

着
い
て
き
て

 
そ
う
し
て
蓮
達
は
お

の

内
の
も
と
灼
熱
地
獄
へ
と

た
の
だ

た

 
神
楽

古
明
地
さ
と
り
で
す
か

 
狗
神

あ
い
つ
に
は
喧
嘩
は
絶
対
売
り
た
く
な
い
な

 
鈴

あ
れ

狗
神
の

に
し
て
は

し
い

 
狗
神

分
が
秘

に
し
た
い
過
去
や
ら
を

さ
れ
る

 
も
し
く
は
知
ら
れ
る
の
は
本
当
に

で
な

 
神
楽

狗
神
様

て
何
か
秘

が
あ
る
ん
で
す
か

 
狗
神

あ

ん

ん
な
も
ん

よ

 
鈴

こ
れ
あ
る

言
い
方
が

死
だ
も
ん

 
狗
神

う
う
う
る
せ

て
か
よ
こ
れ
怠
惰
の

 
気

ち
が
大
分
わ
か
る
な
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鈴

言
わ
れ
て
み
る
と

じ
立
場
だ
よ

 
神
楽

怠
惰
様
は
い

た
い
何
処
に
行

て
し
ま
わ
れ

 
た
の
で
し

う
か

 
鈴

下
手
し
た
ら
遠
い
先
で
思
い

き
り

か
ら

ロ

 

て
た
り
し
て

 
狗
神

ど
う
だ
か
な

 
神
楽

あ

も
う
時
間
で
す

そ
れ
で
は

者
様

 
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
鈴

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く

 
狗
神

そ
ん
じ

あ
な

者
様

 
神
楽

そ
れ
で
は



 第１３２話 熱かい悩む神の力

 
第
１
３
２
話
 
熱
か
い
悩
む
神
の
力

 
こ
ん
ば
ん
わ

者
様

こ
れ
か
ら
ル
カ
リ
オ
の

ま
た
は
リ
ザ

ド
ン
の

を
目

そ
う
か

と
考
え
て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

こ
う
し
て

ケ

ン
は

と
い
う
な
の
キ

に
な

る

そ
れ
は
さ
て
お
き

名
を
日
本
語
で

す
と

あ
つ熱

か
い
と

み
ま
す

一

は
今
回
こ
の

小
説
な
い
で
は

と
な
る
東
方

キ

ラ
の

つ
名
を

し
て

名
を
つ
け
ま
し
た

で

は
ま

本
編
へ
ど
う

 
霊
夢

い
わ

 
霧
雨

ま
さ
か

よ
り

い
所
が
あ
る
と
は

 
蓮
 

こ
れ
は
こ
れ
で

に
な
る
か
も

 
現

蓮
達
は
お

に

内
さ
れ
な
が
ら
旧
地
獄
か
ら
灼
熱
地
獄
に
来
て
い
た

灼
熱
地
獄
と

い
う
だ
け
あ

て
本
当
に

く

体
中
か
ら

が
流
れ
少
し
ず
つ
だ
が

分
が

け
て
い
く
感
覚

が
よ
く
わ
か
る
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お

実
は

人
に

ら
な
い
と
い
け
な
い
事
が

 
あ
る
ん
だ
け
ど
良
い
か
な

 
霊
夢

何
よ

 
お

地
上
に
怨
霊
を
流
し
た
の
実
は
あ
た
い
何
だ
よ

 
ど
う
や
ら
怨
霊
は
地
底
か
ら

然
に
間
欠
泉
に

て
出
た
の
で
は
な
く
目
の
前
の
お

が
流

し
た
よ
う
だ

 
蓮
 

因
み
に
理

は

 
お

の
友
人
の
お
空
を

走
を

め
て
欲
し
く
て

 
お
空

た
ら
力
を

た
せ
い
な
の
か

頂
天

 
に
な

て
て

し
ま
い
に
は
幻
想
郷
を
滅

し

 
か

な
く
て
さ
だ
か
ら
地
上
で
は
異
変
解
決
す

 
る
た
め
に
巫
女
が
動
く

て
聞
い
た
か
ら
こ
う

 
や

て
呼
ん
だ
ん
だ
よ

 
い

た
い
全
体
ど
ん
な
力
を

た
の
か
と
思

て
し
ま
う

だ
が
そ
の
お
空
に
力
を
分
け

え
た
そ
の
神
が
今
回
の
異
変
だ
と
戦
犯
と
言
う
こ
と
だ
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霊
夢

そ
の
神

て
地
上
か
ら
来
た
神
な
の

 
お

え

う

ん
内
の

居
人
の
人
も
神
様
だ
け
ど

 
何
か
そ
れ
よ
り
も
神
様
し
て
い
る
神
様
み
た
い

 
な
感
じ
だ

た

 
神
様
よ
り
神
様
を
し
て
い
る
神
様
と
は
何
な
ん
だ
と
思

て
し
ま
う

そ
し
て
そ
れ

前
に
言

お
う

そ
の

居
人
の
神
様
に

け
て

え
ば
良
か

た
の
で
は
と

 
蓮
 

そ
れ
な
ら
そ
の

居
人
の
神
様
に

け
て

う

 
事
は
出
来
な
か

た
ん
で
す
か

 
お

そ

そ
れ
が
そ
の
神
様
や

さ
ん
や

さ
ん
が

 
総
出
で
出
張
し
て
い
る
も
の
で
現

不

な
ん

 
だ
よ

 
霧
雨

都
合
が
悪
い
時
に
こ
う
な
る
と
可
愛
そ
う
だ
な

 
お

本
当
だ
よ

お

さ
ん
や
お

さ
ん
が
い
た
ら

 
絶
対
に

時
限
あ
れ
ば
終
わ
る
ん
だ
け
ど

 
ま

居
人
の
神
様
だ

た
ら

分
も

か



 第十二章 地底の楽園と永遠の灼熱

 
ら
な
い
と
思
う
け
ど

 

時
間
や

分
で
異
変
解
決

ま
る
で

の
授
業
感
覚
だ
な
と
思

て
し
ま
う

 
お

は

お

と
そ
ろ
そ
ろ
着
く
よ
気
を
引
き

 

め
て

 
そ
う
言
わ
れ
気

ち
を
落
ち
着
か
せ
な
が
ら
霊
夢
と
魔
理
沙
と
共
に
お

に
着
い
て
い
く
の

だ

た

 
少
年

少
女

動
中

 
お

に

内
さ
れ
蓮
達
は
大
き
な

の

り

へ
と

り
着
い
た

 
お

こ
の

に
お
空
が
い
る
よ

 
ど
う
や
ら
こ
の

に
間
欠
泉
を
引
き
起
こ
し
た
お
空
が
い
る
よ
う
だ

す
る
と

 
霊
夢

こ
こ
か
ら
で
も
感
じ
る
わ
力
と
い
う
か

 
大
き
な
気
が
こ
れ
は
神
力
が

れ
て
い
る
わ

  
霊
夢
は

れ
て
く
る
気
を
感
じ

た
よ
う
だ

お

は

手
で
前

分
を

さ
え
て

 
お

ま

た
く
お
空
は
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と

痴
を

し
た

 
蓮
 

え

と
行
こ
う
か

 
霧
雨

さ
て
と
さ

さ
と

づ
け
る
か

 
霊
夢

そ
う

あ
ん
た
は
ど
う
す
る
の

 
お

に

 
流
石
は

を
つ
け
て
い
る
だ
け
あ

て
そ
の
言

が
出
て
き
た

そ
し
て
お

は
少
し
考
え

て 
お

な
ら
あ
た
い
は
観
戦
さ
せ
て

う
よ
あ
た
い
が

 
出
て
も
邪
魔
な
だ
け
だ
ろ
う
し

 
霊
夢

そ
う
な
ら
行
く
わ
よ

 
そ
う
し
て
蓮
達
は

へ
と

て
い

た

内

は
ま
だ
外
よ
り
も

く
な
い
と
思

た
の
だ
が

 
霧
雨

う

あ
ち

 
霊
夢

が

ト

ト
し
て
き
た

 
蓮
 

ま
る
で
サ
ウ

み
た
い
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内
は
外
の
カ
ラ

と
し
た

さ
で
は
な
く
ま
る
で
サ
ウ

よ
り
も
更
に
温
度
が
高
く

度

が
高
い
状

だ

た

そ
の
せ
い
で

が

と

気
で

に

り

く

そ
し
て
し
ば
ら
く
歩

く
と
ま
た
光
が
見
え
出
す

蓮
達
は
そ
こ
へ
と
向
か

た

だ
が
や
は
り

 
蓮
 

ま
た

岩

 
霊
夢

も
う

こ
こ

 
霧
雨

そ
の
意
見
に
は

感
だ

 
等
と
話
し
な
が
ら

り
を
見

し
て
思

た
こ
と
は
下
は
地
面
が
な
く

岩
溜
ま
り
と
な

て

お
り
そ
し
て

さ
は
お
お
よ
そ
８
０
０
メ

ト
ル
ぐ
ら
い
の

さ
で
天

が
高
い
空
間
だ

た

 
蓮
 

こ
こ
に
お
空
さ
ん
で
し
た
よ

が
い
る
ん
で
す

 
よ

 
お

そ
の

な
ん
だ
け
ど

 
と
言

て
い
る
と
上
か
ら
ゆ

く
り
と

に
下
へ
と
飛
ん
で
く
る
少
女
が
い
た

そ
の
少

女
と
い
よ
り
か
は

⻑
は
高
め
で
特

と
し
て
と
い
う
よ
り
か
は
特

が
と
て
も

く
天
魔
様
み

た
い
に
大
き
な

に
白
い
マ
ン
ト
を
着
て
い
て
そ
し
て

元
に
は
大
き
な

い
宝
石
が
着
い
て
い

て

は

が

方
だ
け
岩
み
た
い
な

を

い
て
い
て

に
は
小
さ
な

体
が

の
回
り
を
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飛
び
回

て
い
た

だ
が
一
番
目
立
つ
の
は

手
が
ア

ス
ト
ロ
ン
グ

み
た
く
な

て
い
た

事
だ

ら
く
こ
の
子
が
お
空
と
い
う
子
な
ん
だ
ろ
う

 
お
空

あ
れ

お

だ

何
し
て
る
の

 
お

お
空

そ
ろ
そ
ろ
そ
ん
な
事
は

め
に
し
な
よ

 
お
空

だ
よ

せ

か
く
こ
ん
な
力
が
手
に

た
ん

 
だ
も
ん
お

さ
ん
み
た
い
に
強
く
な
り
た
い
し

 
そ
れ
に
地
上
を
灼
熱
地
獄
に
変
え
た
ら
そ
れ
は
そ

 
れ
で
お

さ
ん
や
お

さ
ん
に
見
せ
つ
け
れ
る
も

 
ん

 
と

言

て
い
る
と
お
空
は

分
達
を
見
て
く
る

 
お
空

う
に

お

そ
の
人
達
は

 
何
と
も
今
さ
ら
感
が
あ
る

 
お

お
空
の

走
を

め
る
た
め
に
呼
ん
だ
ん
だ
よ

 
そ
れ
を
聞
く
と
お
空
は
よ
く
分
か

て
い
な
い
の
か
首
を

て

分
達
を
ま
た
見
る

 
お
空

ま

よ
く
分
か
ら
な
い
け
ど
こ
の
力
を
試
す
に
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は
う

て
つ
け

て
事
だ
よ

 
や
は
り
戦
う
事
に
な

た

仕
方
が
な
い
と
言
わ
ん
ば
か
り
に

分
達
は
構
え
て

 
霊
夢

仕
方
な
い
と
り
あ
え
ず
あ
の
バ
カ
を
し
ば
く

 
わ
よ

 
蓮
 

は

そ
う
な
る
よ

 
霧
雨

ま

度
い
い

 
お

そ
ん
じ

せ
る
よ

 
お

は
数
歩
後
ろ
へ
と
下
が

た

そ
し
て
お
空
は

手
を

る
と

 
お
空

黒
い

陽
よ
そ
し
て
八
咫
烏
様

に
力
を

 
え
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
地
上
に

 
降
り
注
ぐ

陽
の
光
そ
れ
は
新
し
い
原
子
を

 
る

の

合
の
力
を
と
く
と
見
よ

そ
し
て

 

も
心
も
そ
し
て
幽
霊
も
妖
精
も

の
こ
の
力

 
で
フ

ジ

ン
し

く
す
が
良
い

 
そ
う
し
て
お
空
と
の
弾
幕
ご

こ
が
始
ま

た
の
だ

た
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狗
神

こ
ん
な

い
中
は

だ
な

 
神
楽

そ
う
で
す
か

そ
ん
な
感
じ
ま
せ
ん
け
ど

 
鈴

ア
ハ
ハ

所
で

人
は
季

で
い
う

と
冬

 
ど

ち
が

き

 
狗
神

ど
う
し
た
ん
だ
急
に

 
鈴

い
や
狗
神
の

が

い
の

だ
と
か
言

て
る

 
か
ら
さ

 
狗
神

る
程
な

う

ん
ま

確
か
に
冬
の
方
が

み

 
と
い
え
ば

み
だ
な

は
た
だ
で
さ

が
⻑
い
か

 
ら

れ
て
仕
方
な
く
て
な

 
神
楽

は

も
う
正

さ
も

さ
も
対
し
て
は

 
感
じ
な
い
の
で
ど

ち
で
も

で
す
か

 
鈴

へ

は
ま

に

だ

い
中
に
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鳴
り

く
風
鈴
の
音
色
が
風
流
で

き
な
ん
だ
よ

  
神
楽

こ
う
し
て
聞
い
て
み
る
と

さ
ん
バ
ラ
バ
ラ
な
ん

 
で
す

 
鈴

確
か
に

 
狗
神

お
い
お
い
も
う
時
間
だ
か
ら
そ
ろ
そ
ろ

り
上

 
る

 
鈴

あ

う
ん

そ
れ
じ

者
様
今
回
も
あ
り
が
と
う

 
ご
ざ
い
ま
し
た

 
神
楽

次
回
も

て
う
わ

 
狗
神

な

な
ん
だ

飛
行

 
鈴

こ
う
言
う
の
は
中
に
何
か
が
書
い
て
あ
る
ん
だ
よ

 

え

と
何
々

 

様
 
こ
こ
最
近
後
書
き
に
出
れ
な
く
て
す
み
ま
せ
ん

怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

今
回
は

こ
の
よ
う
な

で
す
が
告
知
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

さ
て
今
日
の

時
ぐ
ら
い
に
ち

と



 第１３２話 熱かい悩む神の力

し
た
お
知
ら
せ
と
い
う
よ
り
か
は
聞
き
た
い
こ
と
を
活
動
報
告
に
書
き
ま
す
の
で
お
願
い

し
ま

す

怠
惰
よ
り

 
鈴

怠
惰
か
ら
だ

た
よ

 
狗
神

生
き
て
た
ん
だ
な

奴

ま

と
り
あ
え
ず

 
時
間
が
な
い
か
ら
終
わ
る
な

 
神
楽

そ
れ
で
は

時
に
聞
き
た
い
こ
と
が
活
動
報
告
に

 
て

さ
れ
る
み
た
い
な
の
で
お
願
い
し
ま
す

 
鈴

そ
れ
じ

ま
た
明
日

バ
イ
バ
イ
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第
１
３
３
話
 

お
空

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

今
回
は
ち

と
特

な
演
出
が
あ
り
ま
す

が
ご
了

を
下
さ
い

し

か
り
そ
の
分
を

い
て
何
時
も
と

じ

を
書
い
て
お
り
ま
す

そ

れ
で
は
今
回
も
本
編
へ
ど
う

 
マ
グ
マ
が
紅
く

え
上
が
り

れ
よ
う
も
の
な
ら
大
火

で
は

ま
さ
れ
な
い
こ
と
を

す

こ
こ
灼
熱
地
獄
の
一

で
蓮

霊
夢

魔
理
沙

お
空
の
弾
幕
ご

こ
が
行
わ
れ
て
い
た

 
霊
夢

く
ら
い
さ
な
い

 
霧
雨

お
ま
け
だ

 
蓮
 

一
斬
一
刀

 
霊
夢
は
様
々
な
霊
力
玉
を
魔
理
沙
は
お
手
製
の
マ
ジ

ク
ロ
ケ

ト
弾
を
蓮
は
神
楽
を

り
斬

撃
波

の
弾
幕
を
飛
ば
す

 
お
空

そ
ん
な
程
度
じ

無

だ
よ
無
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お
空
は
そ
ん
な
も
の
へ
で
も
な
い
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
す
ら
す
ら
と

け
る

そ
し
て

手
を

手
を
人

し

を
立
た
せ
る

す
る
と
人

し

に
三
メ

ト
ル
程
の

大
な
弾
が

つ
出
来
る
と
そ
の
弾
か
ら
無
数
の
弾
幕
が

分
達
へ
と
降
り
注
ぐ

 
蓮
 

え

 
霊
夢

ち

 
霧
雨

マ
ジ
か

 
こ
の
弾
幕
に
は
流
石
の

者

人
も

き
ギ
リ
ギ
リ
の
間
を

け
な
が
ら
弾
幕
を
放
つ

そ

し
て
そ
れ
を
お
空
は
回

す
る

 
お
空

な
ら
こ
ん
な
の
は
ど
う
か
な

 
そ
う
言

た
そ
の
時
だ

た

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 



 第十二章 地底の楽園と永遠の灼熱

 

 

 

 

  

ン

と

何
か
不

を

す
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り

き
明
ら
か
に

バ
い
マ

ク
の

放
射
能
マ

ク
が
出
た
か
と
思

た
次
の

間
だ

た

 
お
空

熱
 

反

不
能

 
お
空
が
ス

ル
を

え
る
と
何
十
メ

ト
ル
と
い
う

大
な
弾
幕
が
お
空
を
中
心
に

つ
も

飛
ん
で
く
る

し
か
も
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
無
数
の
弾
幕
も
降
り
注
い
だ

 
蓮
 

演
出

華
す
ぎ
な
い

 
霧
雨

そ
れ

前
に
こ
こ
ま
で

バ
い
弾
幕
は
見
た
こ
と

  
霊
夢

よ

け
れ
る
か
し
ら

 
降
り

か
る
弾
幕
を

人
は
何
と
か

け
る

こ
れ
ま
で
色
々
な
相
手
と
弾
幕
ご

こ
を
し

て
き
た
が
隠
者
と

等
レ

ル
で

け
る
の
が
キ
ツ
イ
相
手
だ
と
認
識
し
て
し
ま
う

隠
者
の
弾

幕
は
臨

変
に
撃

て
く
る
た
め

性
が
な
い

に

け
づ
ら
く
現

の
相
手
で
あ
る
お
空

は
弾
幕
の

度
が
高
く

け
づ
ら
い
の
だ
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お
空

う

ん
こ
れ
も

け
る
か

 
霊
夢

け
れ
な
き

あ
ん
た
に

撃
出
来
な
い

 
で
し

 
そ
う
言
う
と
霊
夢
は
無
数
の
⻑
い
針
を
お
空
へ
と
投

つ
け
た

 
お
空

う
わ

 
そ
れ
を
見
事
に
お
空
は
回

す
る
が
こ
こ
で
神
楽
を

刀
し
て
一
気
に

を

め
て

み

け
る

 
蓮
 

 

色
刀

の
神
楽

 

音
の
力
を
陰
陽
玉

続
し
神
楽
に
纏
わ
せ
る

そ
し
て
霊
力
を
纏
わ
せ

色
に
光

か
せ
る

と
そ
の
刀

で
お
空
へ
と
斬
り
か
か
る

だ
が

 
キ
ン

ガ
キ
ン

 

く

撃
で
斬
り
か
か
る
が
何
と

手
の
ア

ス
ト
ロ
ン
グ

で
上
手
く
ガ

ド
し
て
い

な
し
て
く
る

 
お
空

そ
ら

 
ガ
ン
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蓮
 

 
お
空
の

り

い
を
仕

け
て
く
る
が
す
ぐ
に
神
楽
の
刀

の

を
使

て

ぐ
が
弾
き
飛
ば

さ
れ
る

 
お
空

こ
れ
で
も
く
ら
え

 
そ
こ
に
お
空
が
弾
幕
を

つ
か

り
出
し

分
へ
と
放

て
き
た

 
蓮
 

不

い

 
霧
雨

せ
ろ

い

け

 
魔
理
沙
が

つ
か
小
さ
な
ロ
ケ

ト
で
は
な
く
ア
リ
ス
が

し
た
魔
理
沙
人

を

り
出
し
て

つ
上

人

を
か
た
ど

た

つ
も
の
人

が
現
れ
そ
れ
を

分
へ
と
向
か

て
く
る
弾
幕

へ
と

撃
ミ
サ
イ
ル
に
し
て
放
つ

 
ボ
ン

ボ
ン

ボ
ン

ボ
ン

ボ
ン

 
そ
の
お
陰
で

弾
せ
ず
に

ん
だ

 
蓮
 

あ
り
が
と
う
魔
理
沙

 
霧
雨

い
い

て
事
よ

 
お
空

外
し
た
か

そ
れ
な
ら
こ
れ
な
ら
い
け
る
か
な
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ま
た
不

な
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り

き
放
射
能
マ

ク
が
現
れ
る

 
お
空

 

タ
フ
レ
ア

 
お
空
の
次
な
る
ス

ル
が
発
動
す
る

今
度
は

大
な
弾
幕
そ
し
て
普
通
サ
イ

の
弾
幕
が
ま

る
で
花
火
か
の
よ
う
に
現
れ

分
達
へ
と
降
り
か
か

て
く
る

 
霊
夢

さ

き
か
ら

カ
イ
の
ば

か
り

 
霧
雨

こ
れ
じ

キ
リ
が
な
い

 
蓮
 

 
弾
幕
を
放
ち
な
が
ら
蓮
達
は
回

す
る

先
程
か
ら
見
て
思
う
の
は
本
当
に
大
き
な
弾
幕
ば
か
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り
だ

 
蓮
 

 
狗
神
の

 
狗
神

グ
ル
ル

ン

 
大
音

の

が

き

る

そ
し
て

分
達
の

り
で
飛
び

う
弾
幕
が
一
気
に

滅
し
て

お
空
が
見
え
る
と

 
霊
夢

せ
い
や

 
お
空

う
に

 
見
え
た
お
空
に
向
か

て
お

を
投

つ
け
る

そ
れ
を
お
空
は
回

す
る
が
ス

ル
は

レ

イ
ク
さ
れ
た

 
お
空

ま
た

の
邪
魔
を

 
蓮
 

何
度
で
も
邪
魔
を
し
ま
す
よ

 
お
空

吹

飛
べ

 
ア

ス
ト
ロ
ン
グ

を

分
へ
と
向
け
て
く
る
が
蓮
は
下
へ
と
急
降
下
す
る

理

は

だ 
霊
夢

霊

 
夢
想
封
印
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霧
雨

 
マ
ス
タ

ス
パ

ク

 
霊
夢
の
夢
想
封
印
と
魔
理
沙
の
マ
ス
タ

ス
パ

ク
の
二
次

を
受
け
な
い
た
め
だ

 
お
空

う
わ

 
お
空
も
ギ
リ
ギ
リ
の
と
こ
ろ
で
マ
ス
タ

ス
パ

ク
を

け
夢
想
封
印
の

つ
の
光
弾
を
弾

幕
で

ち
落
と
す
が

く

分
の
マ
ン
ト
に

弾
し
た
の
か
破
け
て
い
た

 
お
空

よ
く
も

 
蓮
 

ま
だ
終
わ

て
ま
せ
ん
よ

 
狗
神

ご
と
き

ろ
う
て
や
る
わ

 
狗
神
が
動
き
な
が
ら
弾
幕
を
飛
ば
し
蓮
は
神
楽
を
使
い
何
度
も
斬
り
か
か
る

だ
が
お
空
は

け
そ
し
て
ア

ス
ト
ロ
ン
グ

で
い
な
し
て
く
る

 
お
空

め
る
な

 
お
空
の
力
が
更
に
強
く
な
る
の
を
感
じ
る

 
蓮
 

狗
神

戻

て

 
す
ぐ
に
狗
神
を
戻
し
て
後
退
す
る

そ
し
て
お
空
は
ス

ル
を

え
た

 
お
空

サ

タ
レ
イ

ア
ン
サ
ン
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そ
う

え
た

間
今
度
は
先
程
と
は
う

て
変
わ
り
無
数
の
弾
幕
が
お
空
を
中
心
に
反
時

回
り
で
お
空
に
吸

さ
れ
る
か
の
よ
う
に
向
か

て
く
る

 
霊
夢

急
に

く
な

た
わ

 
霧
雨

タ

れ
か

 
蓮
 

人
共
そ
ん
な
事
を
言
う
と

 
蓮
が
言

た

間

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  
と
定
番
と
な
り
つ
つ
あ
る
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り

き
放
射
能
注
意
の
マ

ク
が

る

す
る

と
今
現

の
弾
幕
に
続
き
時

回
り
で
弾
幕
が

方
へ
と
向
か

て
き
た



 第１３３話  お空

 
蓮
 

人
が
そ
ん
な
事
を
言
う
か
ら

 
霊
夢

で
も
さ

き
よ
り
か
は

 
霧
雨

あ

だ
が
よ

カ
く
な

て
き
て
な
い
か

 
言
わ
れ
て
み
る
と
先
程
よ
り
も
大
き
く
な

て
い
た

そ
し
て
ま
た
大
き
く
な

た

 
霊
夢

最
悪
な
話

こ
こ
逃

場
な
い
わ
よ

 
そ
う
灼
熱
地
獄
の

内
と
い
う
事
だ
け
こ
れ
が
ど
ん
ど
ん
と
大
き
く
な

て
い
け
ば
最
悪
下

手
を
す
る
と

オ

バ

だ

 
霊
夢

時
間
が
な
い
わ

人
共
最
大
の
火
力
で
や
る

 
わ
よ

 
霧
雨

そ
れ
し
か

か

 
蓮
 

今
な
ら
ま
だ
い
け
る

 
そ
う
言
う
と

人
は
そ
れ

れ
の
最
強
の
ス

ル
を

え
た

 
霊
夢

神
霊
 
夢
想
封
印

 
霧
雨

魔

 
フ

イ

ル
マ
ス
タ

ス
パ

ク

 
蓮
 

行
く
よ

式

 
急
急
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霊
夢
は

く
の

を

え
魔
理
沙
は
八

に

ル
ギ

を

ジ
す
る

蓮
と
式
神

達
も
準
備
す
る

狗
神
は

ル
ギ

波
を
神
楽
の
悪
意
は
大
玉
弾
幕
を
鈴

は

に
力
を

め

る

そ
し
て
蓮
は
神
楽
を
一
度

に
戻
し
て

に
手
を
か
け
る

そ
し
て

 
霧
雨

い
く

 
霊
夢

こ
れ
で
最
後
よ

 
蓮
 

頼
む

 
狗
神

世
話
が
焼
け
る

 
悪
意

 
鈴

い

く
よ

 
全
員
は
そ
れ

れ
の
技
を
放

た

マ
ス
タ

ス
パ

ク
は
一

に
放
た
れ
無
数
の
弾
幕
を

滅
さ
せ
夢
想
封
印
は
お
空
を

う

大
な
弾
幕
を

し
飛
ば
す

そ
し
て
蓮
や
式
達
の
力
は
合

わ
さ
り
四

一
体
の
弾
幕
を

り
守
る
も
の
が

え
た
お
空
へ
と
降
り
か
か

た

 
お
空

ま
だ

は
お

さ
ん

 
そ
の
言

と
共
に

 

ン



 第１３３話  お空

 
と

弾
す
る
音
が
こ
だ
ま
し
た

よ

て
こ
の

負
は
蓮
達
の

利
と
な

た
の
だ

た

 
ザ

 
怠
惰

お

が

て
る
か
な

マ
イ
テ
ス
マ
イ
テ
ス

 
オ

ケ

だ

そ
れ
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

 
い
ま
し
た

え

今
ど
こ
に
い
る
の
か

て

 
で
す

て

そ
れ
は

 

 

怠
惰

く
来
ん
か
い

 
怠
惰

え

く

な
予
感
が

は

 
ま

現

は
そ
の
高
天

原
に
い
ま
す
よ
え

 
強

行
さ
れ
て
で
は
ま

と
り
あ
え
ず
は
今

 
回
は
こ
こ
ま
で
で
す

そ
れ
で
は

者
様
ま
た

 
次
回
そ
れ
で
は
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第
１
３
４
話
 
終
わ
り
は
ま
だ
な
い

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

テ
ス
ト
が
始
ま
り
ま
し
た
が
別
に
心

す
る
こ
と
は
な
い
の
で
投

稿
す
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

上

を

れ
る
と
は
い

て
ま
せ
ん
が

ま

は
な

い
で
し

う

で
は
ま

本
編
へ
ど
う

 
お
空
と
の
弾
幕
ご

こ
が
終
わ
り
蓮
は
式
神
達
を
戻
す

そ
し
て
負
け
た
お
空
は
ボ
ロ
ボ
ロ
と

な

て

を
パ
タ
パ
タ
と
動
か
し
て
空
を
飛
ん
で
い
た

 
蓮
 

何
と
か

た

 
霊
夢

は

や

と
終
わ

た

 
霧
雨

マ
ジ
で

れ
た

 
と

人
は
各
々
の
感
想
を

え
て
い
る
と
お

が

方
へ
と
や

て
来
た

 
お

お
空
こ
れ
で

り
た

 
お
空

う
に

も
う
し
な
い
よ
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ど
う
や
ら
お
空
は

り
た
よ
う
だ

の
ト

ン
も
先
程
と
は
う

て
か
わ

て
と
て
も

く

な

て
い
る

 
お

ま

た
く

さ
と
り
様
に
も
迷

を
か
け
た
ん

 
だ
か
ら

り
に
行
く
ん
だ
よ

 
お
空

そ
れ
は
行
く
よ

 
反
省
し
て

る
気
も
あ
る
よ
う
だ

そ
ん
な
時
だ

た

 
さ
と

そ
う
な
ら
今
こ
こ
で

り
な
さ
い
お
空

 
蓮
 

さ
と
り
さ
ん

 
何
と
そ
の
さ
と
り
が

分
達
の
後
ろ
に
い
た
の
だ

そ
れ
も
目
を

め
て

 
お

ら
お
空

 
お
空

さ
と
り
様
な
ん
か
分
か
ら
な
い
け
ど
ご

な
さ
い

 

リ
と
お

を
し
て

る

そ
れ
を
ジ

と
見
て
い
る
さ
と
り
は

 
さ
と

貴
女
は

で
正

者
だ
け
ど
も
う
少
し

り
を

 
見
な
さ
い
じ

な
い
と
耶

こ

ん

貴
女
の

 
お
義

さ
ん
も

い
て
し
ま
い
ま
す
よ
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お
空

う
に

 
先
程
か
ら
言

て
い
る
お
空
の

親
に
会

て
み
た
い
も
の
だ
と
思

た

ど
う
い
う

を
し

た
ら
こ
う
な
る
の
か
聞
い
て
み
た
い

 
霊
夢

で
も
ま

こ
れ
で
こ
の
異
変
も
終
わ
り

 
霧
雨

そ
う
だ
な

 
こ
れ
で
異
変
が
終
わ

た
と
思

た

だ
が
ま
だ
終
わ

て
い
な
い

 
蓮
 

霊
夢

魔
理
沙
そ
れ
は

だ
よ

 
霊
夢

ど
う
い
う
事
よ

 
蓮
 

ど
う
し
て
お
空
さ
ん
が
こ
ん
な
力
を

に

け
る

 
事
と
な

た
の
か
そ
し
て
そ
れ
を
行

た
神
の

 

が
気
に
な
ら
な
い

 
そ
う
何

に
お
空
が
こ
ん
な

異
的
な
力
を

に

け
る
事
と
な

た
の
か
が

問
に

る
の

だ

そ
し
て
お

が
い

た
神
と
名

た

ど
ん
な
目
的
で
そ
の
神
は
お
空
に
こ
ん
な
危

険
な
力
を

に

け
さ
せ
た
の
か
が
分
か

て
な
い
の
だ

 
霊
夢

と

な
る
と
真
の
黒
幕
は
そ
の
神

て
事
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霧
雨

は

は
た
迷

な
奴
等
だ
な

 
蓮
 

う

ん

そ
う
だ

 
蓮
は
陰
陽
玉
を
手
に

つ
と
近
く
に

せ
て

 
蓮
 

か
聞
こ
え
ま
す
か

 

 

ん

蓮
か
ど
う
か
し
た
の
か

 

が

し
て
く
れ
た

そ
し
て
蓮
は

に

 
蓮
 

さ
ん
と
り
あ
え
ず
は
元
凶
は
倒
し
ま
し
た
よ

 

 

良
く
や

た
な
蓮

 
蓮
 

い
え
い
え
所
で
こ
の
間
欠
泉
異
変
ど
う
や
ら
地

 
上
の
神
の

か
が
裏
で

を
引
い
て
る
み
た
い

 
な
ん
で
す
よ

 

 

何

分
か

た
紫
様
に
も
伝
え
て
く
る

 
そ
う
言
う
と

か
ら
の
通

が

絶
え
た

そ
し
て

り
を
見
る
と
お

お
空
が
不
思
議
そ

う
に
見
て
い
た

 
お
空

そ
れ
何
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蓮
 

え

と
通

か
な

 
お

へ

 
と

言

て
い
る
と
霊
夢
の
陰
陽
玉
に
通

が
か
か

た

 
霊
夢

あ

今
度
は

は
い
は
い
こ
ち
ら
霊
夢

 
紫
 

お

れ
様

貴
方
達

か
ら
聞
い
た
わ
そ
こ

 
の
話
に
な
る
け
ど
犯
人
に
目

は
つ
い
て
い
る

 
か
し
ら

 
霊
夢

い
い
え
聞
い
て
る
話
だ
と
ど
う
や
ら
地
上
の
神

 
が
こ
れ
を
起
こ
し
た
黒
幕
だ
と

 
そ
れ
を
聞
い
た
時

突

の
ト

ン
が
変
わ
り

 

 

あ

そ
れ
な
ら

つ

ん
だ
情
報
が
あ
る
ん

 
で
す
よ

 

が
紫
の
変
わ
り
に
話
始
め
た

 
霊
夢

何
よ

 

 

こ
こ
最
近

越
し
て
き
た
山
の
神
達
も
と
い
守
矢
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の
神
達
が

ソ

ソ
と
何
か
し
て
い
る
ら
し
い
く

 
て
少
し
探

て
た

中
な
ん
で
す
よ

 
言
わ
れ
て
み
る
と
そ
う
だ

神
と
言
え
ば
去
年
か
ら
越
し
て
き
た
守
矢
の
神
達
が
い
る

そ
し

て
聞
い
て
い
る
と
古
く
か
ら
幻
想
郷
の
ル

ル
と
し
て
地
底
と
は
関
わ
る
こ
と
は
禁
じ
て
い
る

だ
が
そ
れ
は
古
く
か
ら
住
ん
で
い
る
者
達
だ
け
し
か
知
ら
な
い

と
な
る
と
犯
人
は
確
定
し
た
よ

う
な
も
の
だ

 
霧
雨

は

 
蓮
 

あ
の
人
達
か

 
霊
夢

ま
た
守
矢
か

 
こ
れ
に
は

人

て

を

え
た

そ
し
て
霊
夢
が

に
出
し
た
よ
う
に
蓮
も
魔
理
沙
も

心
の
中
で
霊
夢
が

い
た
事
を
言

て
し
ま

て
い
た

そ
う
ま
た
守
矢
か
と

 
霊
夢

ま

た
く

こ
の
上

て
何
処
に
出
た

け

 
さ
と

こ
の
上
は

ら
く
妖
怪
の
山
の
平
地
だ

た
か
と

 
思
い
ま
す
が

 
霊
夢

そ
う
そ
れ
な
ら
魔
理
沙
こ
の
上
に
向
か

て
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フ

イ

ル
ス
パ

ク

 
霧
雨

お
い

は

ン
じ

な
い

 
だ
が
そ

ち
の
方
が
近
道
か
も
な

 
蓮
 

え

ち

と

 
そ
う
言
う
と
魔
理
沙
は
上
へ
と
向
か

て
八

を
向
け
た

 
さ
と

貴
方
達
そ
ん
な
こ
と
は

 
蓮
 

本
当
に

め
よ
う
よ

 
蓮
と
共
に
さ
と
り
が
そ
う

ぶ
が
魔
理
沙
の
ス

ル
が

え
ら
れ
た

 
霧
雨

フ

イ

ル
ス
パ

ク

 
ス

ル
が

え
ら
れ
上
へ
と
向
け
ら
れ
た
八

か
ら

特
大

の

レ

ザ

が
は
な
た

れ
た

 
ド
ガ

ン

 
そ
し
て

の
定
上

天

に
大
き
な

が
開
き
地
上
の
空
が
見
え
だ
し
た

 
霧
雨

よ

し

 
霊
夢

こ
れ
で
近
道
の
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人
が
そ
う
言
う
中

分
も

め
て
さ
と
り

お

は

が
塞
が
ら
な
か

た

 
お

か

さ
ん
よ
り
常
識
外
れ

 
さ
と

い
え

あ
の
人
と

等
ぐ
ら
い

 
蓮
 

人
共
な
に
し
て
ん
の

 
こ
の
ツ

ミ
に
対
し
て
霊
夢
と
魔
理
沙
は

 
霧
雨

や

ち

た

 
蓮
 

や

ち

た

じ

な
い
よ

 
霊
夢

蓮
は
こ
ん
な
言

は
知

て
る
か
し
ら
軍
事
目
的

 
の

し
方
が
な
い

ラ
テ
ラ
ル

メ

ジ

 
て
言

だ
け
ど

 
蓮
 

何
処
の
ア

ミ

 
こ
ん
な
事
に
な

て
く
る
と
ツ

ミ
が
追
い

か
な
く
な

て
く
る

 
お
空

は

ら
壊
し
て
な
い
よ

 
お

お
空
は
張
り
合
わ
な
く
て
い
い
か
ら

 
さ
と

本
当
に

が
痛
く
な

て
き
た
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さ
と
り
に
限

て
は

痛
に
悩
ま
さ
れ
そ
う
に
な

て
い
た

 
霊
夢

ま

良
い
じ

な
い
さ
て
と
さ

さ
と
守
矢

 
神
社
に
行
く
わ
よ

 
霧
雨

だ
な

 
蓮
 

は

も

が
痛
く
な
り
そ
う

 
霊
夢
と
魔
理
沙
は
す
ぐ
に
上
へ
と
上
が
る
か
と
思

た
が
霊
夢
は
さ
と
り
へ
と
近
づ
き

 
霊
夢

そ
れ
と
こ
の
異
変
終
わ

た
ら
宴
会
や
る
か
ら

 
あ
ん
た
ら
参

し
な
さ
い
よ

 
さ
と

え

 
お
空

楽
し
そ
う
だ

 
お

ん
で
食
べ
て
の
会
だ
よ

 
霊
夢

そ
う

そ
れ
じ

達
は
行
く
わ

 
そ
う
し
て
霊
夢
は
上
へ
と
上
が
る

そ
れ
に
続
き
魔
理
沙
も
上
へ
と
上
が
る

 
さ
と

貴
方
も

し
て
ま
す

 
蓮
 

ア
ハ
ハ

そ
ち
ら
も

し
て
そ
う
で
す



 第１３４話 終わりはまだない

 
さ
と

え

所
で
行
か
な
い
の
で
す
か

 
蓮
 

あ

す
い
ま
せ
ん
そ
れ
で
は

 
そ
う
し
て
蓮
も
上
へ
と
上

し
た

そ
し
て

た
さ
と
り
お

お
空
は

が
開
い
た
上

空
を
見
て

 
さ
と

本
当
に
あ
の
人
と

じ
ぐ
ら
い

え
る
な
ら
嵐

 
で
す

 
お
空

ハ

メ

な
所
は

さ
ん

て
る
よ

 
お

し
て
る
所
は

さ
ん
と

じ
か
な

 
と

そ
ん
な
事
を

く
の
だ

た

 
狗
神

日
程
開
け
た
が
今
回
も
あ
り
が
と
う
な

 
鈴

あ

手

が
ま
た
来
て
る
よ

 
神
楽

手

で
す
か

分
怠
惰
様
で
す
よ
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鈴

う
ん
だ

え

と
内
容
は

 
明
日
は
こ

ち
お
休
み
で
あ

ち
を

話
投
稿
す
る

理

は
あ

ち
し
か

ん
で
い
な
い

者
様
方
に
ア
ン
ケ

ト
の
実

を
説
明
す
る
た
め
で
す

上

 
怠
惰
よ
り

 
鈴

だ

て

 
狗
神

は

ま

そ
れ
も
そ
う
か
す
ま
ん
が
明
後
日
に

 
な
る
が
よ
ろ
し
く
な

者
様

 
神
楽

そ
れ
で
は
も
う
時
間
な
の
で
そ
ろ
そ
ろ
終
わ
り
ま
す

  
鈴

そ
れ
じ

者
様

 
狗
神

ま
た
明
後
日
な

そ
れ
じ

あ
な



 第１３５話 無意識なる者

 
第
１
３
５
話
 
無
意
識
な
る
者

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

い
時

と
な
り
布

か
ら
出
れ
な
い
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

そ
の

せ
い
で

を
か
ま
し
て
ま
し
た

た
ら
死
ぬ
と
は
ま
さ
し
く
こ
の
事
か
も
し
れ
な
い

て
な

わ
け
で
ま

本
編
へ
ど
う

 
地
上
に
大

を
開
け
蓮
霊
夢
魔
理
沙
は
今
回
の
異
変
の
本
当
の
黒
幕
が
い
る
で
あ
ろ
う
守

矢
神
社
へ
と
向
か

て
飛
ん
で
い
た

 
霊
夢

も
う
す
ぐ

 
霧
雨

本
当

面
倒
か
け
さ
せ
や
が

て

 
霊
夢
と
魔
理
沙
は
と
り
あ
え
ず
は
シ
バ
く
事
し
か
考
え
て
い
な
い
が
蓮
だ
け
は
た
だ
不
安
で
し

か
な
い
こ
と
が
あ

た

 
蓮
 

あ
れ
壊
し
て
本
当
に
大

な
の
か
な

 
魔
理
沙
が
フ

イ

ル
ス
パ

ク
で
破
壊
し
た

の
心

を
し
て
い
た

常
識
外
れ
と
い
う
の
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は
も
う

れ
た
の
だ
が
久
々
に
そ
れ
が
不
安
に
な

て
い
た

 
霊
夢

蓮
ど
う
し
た
の
さ

き
か
ら

か
な
い

 
し
て

 
蓮
 

も
う

は

れ
た
よ
パ

ラ

シ

 
霧
雨

蓮

ツ

ミ

当
の
お
前
が
ツ

ミ
を
放

 
し
ち

メ
だ

 

の
せ
い
で
ツ

ミ
を
放

し
た
く
な

た
の
か
を
考
え
て

い
た
い

特
に

は
知
ら
な

い
と
思

て
い
る
巫
女
と
魔
法
使
い
に
言
い
た
い

 
霊
夢

ま

た
く
も
う
着
く
わ
よ

 
霧
雨

よ

し

り
込
み
だ

 
蓮
 

は

 
そ
う
し
て
蓮
達
は
守
矢
神
社
へ
と
降
り
立

た

す
る
と

 

あ
れ

さ
ん
お

い
で
ど
う
か
し
た
の
で

 
す
か

 

が
出
て
き
た

何
で
か
分
か
ら
な
い
が

を
見
る
の
は
久
々
な
気
が
す
る



 第１３５話 無意識なる者

 
霊
夢

あ
ん
た
ら
の

神
達
は
何
処
に
い
る
の

 

え

神

子
様
と
諏
訪
子
様
で
す
か

 
ち

と
そ
れ
は
教
え
ら
れ
な
い
ん
で
す
が

 
霊
夢

そ
う

な
ら
当
て
て
あ

ま
し

う
か

そ
の

 

神
は
現

地
底
に
い
る
と
か

 

え

何
で
分
か
る
ん
で
す
か

 
と

く
バ

丸
出
し
の

え
方
を
し
た

 

ま
さ
か
霊
夢
さ
ん
達
も
地
底
の

ル
ギ

を

 

て
い
る
ん
で
す
か

 
霊
夢

ル
ギ

 
霧
雨

そ
ん
な
も
ん
が
あ
る
の
か

よ

 
蓮
 

ル
ギ

合

そ
う
か
そ
れ
で
お
空

 
さ
ん
が

さ
れ
た
の
か

 
つ
ま
り
守
矢
神
社
の
者
達
の

い
は

ル
ギ

の
確

だ

そ
し
て

良
く

に

ル
ギ

を
得
る
に
は

分
の
中
だ
と

つ
の
方
法
が
あ
る

つ
は
火
力
発
電
だ
が
そ
れ
は
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や
す
た
め
の

も
い
た
り
と
結
構
手
間

が
か
か
り
な
お
か
つ

に
悪
い

だ
が
最
後
の

つ
目
は
そ
れ
が
一

か
ら
な
い

何

な
ら

合
に
よ
る
発
電
つ
ま
り
原
子
力
発
電
な
の
だ

か
ら

そ
れ
は

に
よ
る

の
悪
化
も
な
い

も
そ
ん
な
に

か
ら
な
い

し
か
も
そ
の

ル
ギ

が
お
空

人
で

れ
る
の
な
ら
そ
れ
は
後
の

な
ど
も
し
な
く
て
も
良
い

に
最
高
の

ル
ギ

な
の
だ

 
霧
雨

そ
う
い
う
事
か

裁
判

因
み
に
判
決
は

 
と

魔
理
沙
に
聞
か
れ
蓮
が
出
し
た

え
は

 
蓮
 

ギ
ル
テ

 
つ
ま
り
断

ら
く
幻
想
郷
を
よ
り
良
く
し
よ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
が
返

て
幻
想
郷
が
危

険
な
事
に
な

た
の
だ

に
判
決
は
断

だ

 

え

ち

と
そ
れ

て
ど
う
い
う

と

 
と

が
言
お
う
と
し
た

間

霊
夢
は
ス

ル
を

え
た

 
霊
夢

霊

 
陰
陽
⻤
神
玉

 

キ

 

ン



 第１３５話 無意識なる者

 
な
ん
と
無

悲
な
の
だ
ろ
う
か

不
意
討
ち
の
陰
陽
⻤
神
玉
で
吹

飛
ば
さ
れ

た
か

と
思
う
と
地
面
に
強
く
激
突
し
て
動
か
な
く
な

た

 
霊
夢

さ
て
と
後
は
こ
こ
の
神
達
だ
け
な

だ
け
ど

 
霧
雨

ま

た
く
何
時
に
な

た
ら
帰

て
く
る
ん

 
だ
か

 
蓮
 

え

と

さ
ん
大

で
す
か

 

 

 
目
を
回
し
な
が
ら

は
気
絶
し
て
い
た

し
か
も
少
し

が
出
来
て
い
た

ら
く
吹

飛

ば
さ
れ
た

撃
で

く
怪

を
し
た
の
だ
ろ
う

 
蓮
 

と

と
り
あ
え
ず

 

を

を
お
ん
ぶ
し
て

び

に

か
し
つ
け
た

す
る
と
そ
れ
を
見
て
い
た
霊
夢

は

い
目
で
見
て
く
る

 
蓮
 

ど

ど
う
か
し
た
の
霊
夢

 
霊
夢

べ

つ
に

 
と
何
で
か
不

れ
て
そ
う
言
う
の
だ

そ
し
た
ら
そ
れ
を
見
て
い
た
魔
理
沙
は

分
の
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元
に
近
づ
く
と

 
霧
雨

な

に

た
だ
の

キ

だ

 
蓮
 

え

 
霊
夢

魔
理
沙

そ
ろ
そ
ろ
あ
ん
た
も
妖
怪
の
仲
間

 
と
し
て
退
治
し
て
あ

ま
し

う
か

 
霧
雨

遠

し
と
く

 
と
本
当
に

キ

し
て
い
た
の
か
少
々
狂

的
だ

そ
れ

前
に
何
処
に

キ

す
る

が
あ

た
の
か
が
分
か
ら
な
い

 
蓮
 

え

と

何
処
に

キ

し
た
の

 
霊
夢

え

そ
れ
は

そ
の

 
と

霊
夢
は
何
て
言
え
ば
良
い
の
か
分
か
ら
な
い
の
か

え
て
い
る
そ
の
時
だ

た

 

 

予
想

も
あ
の
巫
女
み
た
い
に
お
ん
ぶ
だ
と
か

 
お
姫
様
だ

こ
し
て
欲
し
い
と
か

 
霊
夢

 
蓮
 

え

そ
ん
な
事
だ

た
の



 第１３５話 無意識なる者

 
霊
夢

い
や
そ
の

ご
め
ん

本
当
は
そ
う

 

 

ン

 
ど
う
や
ら

ン

ら
し
い

だ
が
気
づ
い
た

 
蓮
 

ん

あ
れ
君
は

 
霊
夢

え

て
い
つ
の
間
に

 
霧
雨

ま

ま

た
く
気
づ
か
な
か

た

 

分
達
の
近
く
に
可
愛
ら
し
い

女
が
い
た
の
だ

大
き
な

子
を

り

と
そ
の
少

女
は
笑
う
が
そ
の
子
は
人
間
で
は
な
い
と
確
定
さ
せ
る
物
が
あ

た

そ
れ
は
少
女
の

元
に
あ

る
閉
じ
た
目
の

体
だ

 

 

無
意
識
だ
か
ら
仕
方
な
い
よ

 
霊
夢

え

そ

そ
う

無
意
識
な
ら

て

ん
な

 

あ
る
か

 
霧
雨

て
か
お
前
は

だ
よ

 

 

も

ま

良
い
や

は
こ
い
し

古
明
地
こ
い
し

 

て
言
う
ん
だ
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そ
の
少
女
は
こ
い
し
と
名

た
が
古
明
地
と
い
う

は
つ
い
さ

き
聞
い
た
こ
と
が
あ

た 
蓮
 

え

と
古
明
地

て
言

た
け
ど
も
し
か
て
な
ん

 
だ
け
ど
さ
と
り
さ
ん
と
何
か
関
係
が
あ

た
り
す

 
る
の
か
な

 
こ
い

あ
れ

お
姉
ち

ん
の
知
り
合
い

 
霧
雨

は

お
お
お
お
お
姉
ち

ん

 
霊
夢

奴

妹
が
い
た
の

 
ど
う
や
ら
さ
と
り
の
妹
ら
し
い

そ
れ
で

得
が
い

た

こ
い
し
の

元
に
あ
る
そ
の
目
が

つ
い
て
い
る

体
は
覚
妖
怪
だ
と

す
特

的
な
物
だ

 
こ
い

所
で
こ
こ
の

神
を
知
ら
な
い

特
に
そ
こ
の

 
巫
女
さ
ん

 
霊
夢

は

知
ら
な
い
わ
よ

達
が
知
り
た
い
わ

 
こ
い

ん
な
ら
ど
う
せ
戻

て
く
る
だ
ろ
う
し

 
少
し
遊

う
よ

特
に

は
君
と
遊
ん
で
み
た



 第１３５話 無意識なる者

 
い
な

 
そ
う
言
う
と
こ
い
し
は

分
に

を

し
て
き
た

 
蓮
 

え

 
こ
い

う
ん

お
兄
ち

ん
達
が
ち

く
ち

く
と
君

 
の
事
を
話
し
て
た
か
ら
た
か
ら
気
に
な

て
い

 
た
ん
だ
よ

だ
か
ら
遊

う
よ

 
お
兄
ち

ん
と
は

か
は
分
か
ら
な
い
が

分
が

名
さ
れ
た

一

霊
夢
や
魔
理
沙
の
方

を
向
く
と

 
霊
夢

ま

良
い
ん
じ

な
い
遊
ん
で
あ

れ
ば

 

達
も

度
良
い
暇

し
に
な
る
し

 
霧
雨

あ

所

は
子

の
遊
び
だ
し
な

 
ど
う
や
ら
反

は
な
い
よ
う
だ

 
蓮
 

な
ら
何
す
る
の
か
な

 
こ
い

こ
れ
だ
よ

 
そ
う
言
う
と
こ
い
し
は
上
空
へ
と
上
が
る
と
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こ
い

い
く
よ

 
無
数
の
弾
幕
を
放

て
き
た

し
か
も

度
が
と
ん
で
も
い
ぐ
ら
い
の
弾
幕
を

 
蓮
 

う
わ

 
霊
夢

危
な
い
わ

 
霧
雨

お

と

 
霊
夢
と
魔
理
沙
は
す
ぐ
に
気
絶
し
て
い
る

が
い
る
も
と
に
逃

蓮
は
上
空
へ
と
飛
ん
で

け
る

ど
う
や
ら
遊
び
は
弾
幕
ご

こ
の
よ
う
だ

 
こ
い

さ
て
と
遊

か

 
蓮
 

こ
の
子

相
当
強
い

 
こ
い

あ

そ
う
だ

少
し

け
を
し
よ

貴
方
が

 

た
ら
何
で
も

つ
言
う
こ
と
を
聞
い
て

 
あ

る
よ

 
蓮
 

そ
れ
で

が
負
け
た
ら

  
一

負
け
た
時
の
事
を
考
え
て
聞
い
て
み
る
と



 第１３５話 無意識なる者

 
こ
い

の
言
う
こ
と
を

つ
聞
い
て
よ

 
そ
う
言
わ
れ
蓮
は
考
え
る

て
ば
い
ざ
と
言
う
と
き
の
命

を

得
で
き
る
が
負
け
れ
ば

命

は
あ

ち
の
も
の
だ

リ
ス
ク
も
あ
る
が
報

も
良
い
と
思
え
た

 
蓮
 

い
い
よ
約
束
だ
よ

 
こ
い

そ
れ
は
そ

ち
も

 
こ
う
し
て
蓮
と
こ
い
し
に
よ
る
弾
幕
ご

こ
が
な
開
始
さ
れ
た
の
だ

た

 
神
楽

そ
れ
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
鈴

し
か
し
ま
た
変
な
の
が
出
た

 
狗
神

あ
の
女
の
妹
か

 
鈴

う
ん

 
神
楽

や
け
に
テ
ン
シ

ン
も
高
い
で
す
よ

 
狗
神

て
き
に
は
何
で
か
心
に
闇
を

え
て
そ
う

 
何
だ
よ
な
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神
楽

う

ん

に
は
少
し
分
か
り
ま
せ
ん

 
鈴

ま

で
も
分
か
る
の
は
東
方

て

本
的
に

 
妹
キ

ラ

て

強
い

て
言
う
の
は
セ
オ

 
リ

だ
よ

 
狗
神

ま

ど
う
な
る
か
だ
な

お

と
そ
ろ
そ
ろ

 
時
間
だ
な
そ
れ
じ

者
様
今
回
も
あ
り
が

 
と
う
な

 
鈴

次
回
は

戦
だ
よ

そ
れ
じ

者
様

 
神
楽

ま
た
明
日
も
お
願
い

し
ま
す
そ
れ
で
は



 第１３６話  古明地こいし

 
第
１
３
６
話
 

古
明
地
こ
い
し

 
こ
ん
ば
ん
わ

者
様

技
大
会
の
出
場
種
目
が
バ
ス
ケ
に
決
ま
り
走

て

を

ら
し
た
怠

惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

⻑
時
間
の
走
り
は
本
当
に
き
つ
い
で
す

そ
れ
は
さ
て
お
き
本
編
へ
ど

う 
冬
と
な
り

く
な

て
い
る
幻
想
郷

そ
こ
で
も
な
お

く
な

て
い
る
妖
怪
の
山
頂
に
あ
る

守
矢
神
社
で
は
弾
幕
ご

こ
が
行
わ
れ
て
い
た

 
こ
い

ア
ハ
ハ
ハ

い

い

 
蓮
 

う
お

あ

 
こ
い
し
と
の
弾
幕
ご

こ

先
程
に
戦

た
お
空
と

等
い
や
そ
れ
よ
り
も

か
に
弾
幕
が

集
し
て
い
る

け
る
の
が
や

と
だ

 
蓮
 

こ
れ
で
も
く
ら
え

 
神
楽
を

い
て
こ
い
し
へ
と
斬
撃
波

の
弾
幕
を
飛
ば
す

だ
が
そ
れ
を
こ
い
し
は
ヒ
ラ
ヒ
ラ
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と

け
る
の
だ

 
こ
い

念

 
蓮
 

君

弾
幕
ご

こ
上
手
だ

 
こ
い

あ

君
と
か
じ

な
く
て
こ
い
し
ち

ん
と
か

 
で
良
い
よ

 
し
か
も
結
構
フ
ラ
ン
ク
だ

す
る
と
こ
い
し
は

 
こ
い

少
し
華
が
な
い
か
な

そ
れ
な
ら

 
蓮
 

ス

ル
カ

ド

 
ス

ル
カ

ド
を
構
え
る
と
こ
い
し
は

え
た

 
こ
い

 
夢

に
ご
先
祖
総
立
ち

 
そ
の

と
共
に
蓮
の

後
ろ
か
ら

い
レ

ザ

弾
幕
が
現
れ
る

す
る
と
そ
の
レ

ザ

は

の
よ
う
に
な
り
更
に
は
こ
ち
ら
へ
と

て
く
る

 
蓮
 

お

と

 
だ
が
そ
れ
で

然
的
に
真
ん
中
へ
と
無
意
識
に
行

て
し
ま

た

そ
の
た
め
に
飛
ん
で
い

た

い
レ

ザ

は
反
射
し
て
真
ん
中
つ
ま
り

分
へ
と
向
か

て
く
る
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蓮
 

つ

 
そ
の
弾
幕
を
何
と
か

け
る
が
今
度
は
こ
い
し
が

方
へ
と
弾
幕
を
飛
ば
し
て
き
た

 
蓮
 

め
る
な

 
そ
う
言
い
神
楽
を

刀
し
て
す
ぐ
さ
ま
向
か

て
く
る
弾
幕
を

り

て
る

 
こ
い

お

い

 
蓮
 

せ
い
や

 
弾
幕
を
斬

て
い
き
神
楽
に
霊
力
を

せ
斬
撃
波
と
し
て
こ
い
し
へ
と
放

た

 
こ
い

わ

 
ま
さ
か
弾
幕
が
飛
ん
で
く
る
と
は
思

て
い
な
か

た
の
か
ギ
リ
ギ
リ
で

け
る

だ
が
ス

ル
は

レ
イ
ク
し
た

 
こ
い

や
る

な
ら
こ
れ
は
ど
う

 
ま
た
ス

ル
カ

ド
を
手
に

つ
と
ス

ル
を

え
た

 
こ
い

 
弾
幕
パ
ラ

イ
ア

 
今
度
は
扇

に
無
数
の
弾
幕
を
放

て
く
る

先
程
の
ス

ル
に
比
べ
れ
ば

け
る
の
は
そ
ん

な
に

く
は
な
い



 第十二章 地底の楽園と永遠の灼熱

 
蓮
 

よ

よ

と
こ
れ
は
お
返
し

 
こ
い

う
わ

う

ん
ち

と
イ
ン
パ
ク
ト
に

 

け
る
か
な

 
等
と
言
う
が

け
る
の
は
確
か
に

く
は
な
か

た
が
本
当
に
小
さ
な

間
を

け
る
た
め
ギ

リ
ギ
リ
回

な
の
だ

こ
い
し
は
こ
れ

上
何
を

め
て
い
る
の
か
と

問
に
思

て
し
ま
う

そ
う
し
て
い
る
と
時
間
が
来
た
の
か
ス

ル
は
終
わ

た

 
こ
い

今
度
は
も

と
華
が
あ
る
ス

ル
だ
よ

 
蓮
 

い
え
今
度
は

方
の
番
で
す
よ

 
神
楽
を
構
え
蓮
は
ス

ル
を

え
た

 
蓮
 

式

 
神
楽
の
悪
念

 
そ
の
言

と
共
に
神
楽
の
悪
意
も
と
い
分
霊
が
出
現
す
る

そ
し
て
分
霊
達
は
弾
幕
を
放
つ

 
こ
い

お

お

と
と
と

 
そ
れ
ら
を
こ
い
し
は

に

け
る

だ
が
こ
れ
で
終
わ
り
だ
と
思

た
ら
大
間

い
だ

 
蓮
 

悪
意
の
増

 
霊
力
を
神
楽
へ
と
更
に
上

せ
し
て

え
る

す
る
と

体
の
神
楽
は
一
気
に

体
へ
と
増
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え
る

そ
し
て
弾
幕
の

も

に
な
る

 
こ
い

面
白
い

 
だ
が
そ
れ
で
も
こ
い
し
は
平
然
と
楽
し
そ
う
に

け
て
い
た

つ
ま
り
こ
の
弾
幕
ご

こ
を
楽

し
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う

 
蓮
 

こ
い
し
ち

ん
こ
そ

け
る
の
上
手
だ

 
こ
い

そ
れ
は
お
兄
ち

ん
と
弾
幕
ご

こ
を
し
て

 

し
て
る
か
ら

 
ど
う
や
ら
そ
の
お
兄
ち

ん
と
い
う
人
物
と
弾
幕
ご

こ
を
し
て
い
る
よ
う
だ

す
る
と
こ
い

し
は

 
こ
い

さ
て
と
今
度
こ
そ

の
番

 
ス

ル
カ

ド
を

る

そ
し
て
ス

ル
を

え
た

 
こ
い

本
能
 
イ
ド
の
解
放

 
こ
い
し
の

り
か
ら

し
い
ハ

ト
の
弾
幕
が
飛
び

い
始
め
る

見
て
い
る
と
そ
れ
は
ま
る

で
花
の
花

が
飛
び

う
よ
う
に
も
見
え
る

 
蓮
 

そ
れ
ぐ
ら
い

神
楽



 第十二章 地底の楽園と永遠の灼熱

 
蓮
の

で
神
楽
達
が
動
き
始
め

方
へ
と
飛
ん
で
く
る
弾
幕
を
弾
幕
で
相
殺
す
る

だ
が
対

処
し
き
れ
な
い
の
か
一
体
ま
た
一
体
と

弾
し
て

え
て
い
く

 
蓮
 

く

 

に
は
全
て
の
悪
意
達
は

え
て
し
ま
う

蓮
は
す
ぐ
に
後
退
す
る

 
こ
い

ど
う

 
蓮
 

え

と
て
も

し
く
強
い
で
す
よ

 
神
楽
を
構
え
る
と
蓮
は
霊
力
を
一
気
に
放
出
し
て

 
蓮
 

霊

 
霊
力

発

 
そ
う
言
う
と

分
を
中
心
に
大
き
く

発
す
る

そ
し
て
向
か

て
く
る
ハ

ト

の
弾
幕
は

え
て
な
く
る

 
こ
い

こ
れ
ま
た

い

業
だ

 
確
か
に

業
と
言
え
ば

業
だ

だ
が
不

に
向
か

て
く
る
弾
幕
を

す
に
は
結
構

利

な
技
な
の
だ

し
か
も
こ
れ
は

と
い
う

で
も
な
い
の
で

弾
を
せ
ず
に

む

 
蓮
 

え

ま

確
か
に

業
と
い
え
ば

業
で
す

 
よ
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こ
い

な
ら

も

業
を
し
て
あ

る
よ

 
何
と
ま
た
ス

ル
カ

ド
を
構
え
る
と
こ
い
し
は

え
た

 
こ
い

 
ス

パ

 
す
る
と
ど
う
だ
ろ
う
か
飛
び
散

た
ハ

ト
の
弾
幕
は
い
き
な
り

ま

た
か
と
思
う
と
今
度

は
後
ろ
か
ら

方
へ
と
向
か

て
く
る

ま
る
で
方
向
転

を
し
た
か
の
よ
う
に

 
蓮
 

こ
ん
な
技
も
あ
る
ん
だ

 
こ
い

 
こ
れ
ま
で
色
々
な
人
物
や
妖
怪
の
弾
幕
ご

こ
を
見
て
き
た
が
こ
い
し
の
弾
幕
ご

こ
は
色
々

と

強
に
な
る
と
思

た

に
こ
い
し
の
弾
幕
や
ス

ル
は
こ
れ
ま
で
の
者
達
の
も
の
と
は

大
分

う

そ
の
た
め

く
の
事
が

べ
た

 
蓮
 

こ
う
し
て
遊
ん
で

べ
る
の
も
良
い
か
も

 
し
れ
な
い
な

 
そ
う

く
と
蓮
は
式
神

狗
神
を
手
に

り

る

そ
し
て
陰
陽
玉
か
ら
八
雲

の
力

を
上

せ
さ
せ
る

 
蓮
 

式

 
狗
神

き
の

約
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そ
の
言

と
共
に

分
の

後
に
狗
神
が
現
れ
る

 
狗
神

行
く

し

か
り
や
れ
よ
小
僧

 
蓮
 

 
そ
う
し
て
神
楽

刀
し
て
を
構
え
狗
神
と
共
に
弾
幕
を
放
ち
な
が
ら

無

に

け

る

 
こ
い

う
わ

 
狗
神
と
共
に
こ
い
し
か
ら
十
メ

ト
ル
程

れ
た
所
か
ら
ハ

ト

の
弾
幕
を

け
な
が
ら
こ

い
し
を
中
心
に
回
り
な
が
ら
弾
幕
を
放
つ

最

は
小

と
鱗

の
弾
幕
だ

た
が

々
に
と
中

の
弾
幕
そ
し
て
大
き
め
の
鱗

次
に
斬
撃
波
と
大
弾
幕
を
放
つ
よ
う
に
な
る

 
こ
い

こ

こ
れ

け
る
の

し
い

 
も
う

に
こ
い
し
の
ス

ル
は
時
間

れ
で

然

滅
を
し
て
い
る

そ
の
た
め
弾
幕
を
放
ち

な
が
ら

け
る
こ
と
に

念
す
る
し
か
な
い
の
だ
が

 
狗
神

あ
ま
い

 
狗
神
が
大
き
く

を
開
き
こ
い
し
へ
と
襲
い
か
か
る
が

 
こ
い

よ

と

 
す
ぐ
さ
ま
狗
神
の
一
撃
を

け
る
が

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
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蓮
 

今
度
は

で
す
よ

 
こ
い

何
の

 
こ
い
し
は
蓮
の
一
撃
を

け
る

そ
し
て
ま
た
狗
神
蓮
狗
神
蓮
と

が
続
い
て
い
く

そ
う
し
て

り
返
し
て
い
く
ご
と
に
ス

ル
の
タ
イ

リ
ミ

ト
が
近
づ
い
て
く
る

 
こ
い

は

は

あ

 
こ
の
時
こ
い
し
は
気
づ
い
た
の
だ

分
の
逃

道
を
塞
ぐ
か
の
よ
う
に
無
数
の
弾
幕
が

し
て
い
る
こ
と
に

こ
の
ス

ル
の

ろ
し
い
と
こ
ろ
は

け
れ
ば

け
る
程

分
の
首
を

め
て
い
く
ま
さ
し
く
呪
い
を

し
た
か
の
よ
う
な
ス

ル
だ

 
蓮
 

こ
い
し
さ
ん

い
や
こ
い
し
ち

ん

 
狗
神

こ
れ
で
終
い
だ

 
こ
の
時

こ
い
し
は

け
れ
な
い
と

知
し
た
の
か
そ
の
場
か
ら
動
か
ず

 
こ
い

楽
し
か

た
よ

 

ン

ン

 
と

く
と

時
に

た
音
が

き

た

そ
し
て
こ
の
戦
い
の

者
は
蓮
と
な

た
の
だ

た
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鈴

そ
れ
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う

 
神
楽

そ
う
い
え
ば
怠
惰
さ
ん
帰

て
き
ま
せ
ん

 
鈴

も
う
か
れ
こ
れ
数

間
だ
よ

 
神
楽

今
頃
は
何
を
し
て
い
る
の
で
し

う
か

 
鈴

待
た
せ
て
る
分
の
お

は
き

ち
り
と

わ

 
な
い
と

 
神
楽

で
も
何
処
に
い
る
ん
で
す
か

 
鈴

そ
う
い
え
ば
手

の
封

に

た
住
所
が
書
か
れ

 
て
た
け
ど
何
か
高
天

原

て
書
い
て
あ

た

 
神
楽

そ
れ

て
神
様
の
神
聖
な
る
場
所
で
す
よ

 
鈴

う
ん
神
様
の
宴
に
悪
魔
も
招
待
さ
れ
る
ん
だ

 
神
楽

不
思
議
で
す

あ

と
そ
ろ
そ
ろ
時
間
で
す

 

そ
れ
と

者
様
も
う

り
少
し
で
ア
ン
ケ

ト
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は
終
了
し
ま
す
の
で
投

し
た
い
方
は

 
投

を
お
願
い

し
ま
す
そ
れ
で
は
今
回
も
あ
り

 
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
鈴

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く

 
神
楽

そ
れ
で
は
ま
た
次
回
に
お
会
い

し
ま
し

う

 
鈴

バ
イ
バ
イ
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第
１
３
７
話
 
二
神
の
考
え

 
こ
ん
ば
ん
わ

者
様
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

に
行
く
こ
と
が
決
定
し
も
う
明
後
日
か

ら

で
す

た
ぶ
ん
投
稿
が
よ
り
い

そ
う
遅
れ
ま
す
が

了

く
だ
さ
い

で
は
本
編
へ
ど

う 

ン

 
と
大
き
く

弾
の
音
が
聞
こ
え
る

そ
し
て
弾
幕
の
光
の
嵐
が

む
と

弾
し
て
ボ
ロ
ボ
ロ

に
な

た
こ
い
し

狗
神
を
従
え
た
蓮
が
空
中
で
向
か
い
合
う

 
こ
い

う

ん

楽
し
か

た
よ

 

び
を
し
つ
つ
こ
い
し
は
無

な
笑

で
そ
う

え
た

 
蓮
 

も
色
々
と

べ
た
の
で
楽
し
か

た
で
す

 
よ

こ
い
し
ち

ん

 
お

い
に
そ
う
言
い
合
い
地
上
へ
と
降
り
て
狗
神
を
戻
す

す
る
と
霊
夢
と
魔
理
沙
が
近
づ
い
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て
く
る

 
霊
夢

お

れ
様

蓮

 
霧
雨

に
し
て
も
お
前
強
い
な

 
こ
い

ド

 
小
さ
な

⻑
で

手
を

に
当
て
て
ド

る

姉
の
さ
と
り
が
物

か
で
イ
ン
ド
ア

な
ら

こ
い
し
は
元
気
で
明
る
い
妹
と
い

た
感
じ
だ

見
て
い
て

笑
ま
し
い

 
霧
雨

今
度

と
も
弾
幕
ご

こ
し
よ
う

 
こ
い

う
ん
い
い
よ

 
魔
理
沙
に
限

て
は
も
う
弾
幕
ご

こ
の
予
約
を

り
つ
け
て
い
た

霊
夢
や
ら

か
ら
戦
闘

狂
と
言
わ
れ
て
き
て
い
る
が
魔
理
沙
の
方
が
戦
闘
狂
の
気
が
す
る

い
や
弾
幕
ご

こ
狂
い
か

 
霊
夢

ま

た
く
あ
ん
た
は

は

そ
れ
よ
り
も

 

く
出
て
き
な
さ
い
よ

 
と
霊
夢
が
言

た
時
蓮
は
見
た

神
社
の
屋

の
上
で

方
を

々
と
し
て
見
て
い
る

神
を

こ
の
異
変
を
引
き
起
こ
し
た
真
の
黒
幕
こ
と
八

神

子
そ
し
て

矢
諏
訪
子
だ

 
八

あ
ら
何
時
か
ら
気
づ
い
て
い
た
ん
だ
い



 第十二章 地底の楽園と永遠の灼熱

 
霊
夢

今
さ

き

て
所
か
し
ら

 

矢

流
石
は
博
麗
の
巫
女

 
そ
う
言
い
神

子
と
諏
訪
子
は
降
り
て
き
た

す
る
と
こ
い
し
が
数
歩
程
近
づ
く
と

 
こ
い

お
空
を

し
た
の
は
貴
女
達
な
ん
だ
よ

  
八

あ
の
地
獄
烏
の
事
か
そ
れ
な
ら
確
か
に
そ
う
で
 

 
す
が

 
こ
い

な
ら
さ

の

ト
も

し
て
よ

 
ど
う
や
ら
こ
い
し
が
こ
こ
に
来
た
理

は

の

ト
も

し
た
い
が
た
め
だ

た
ら
し

い

だ
が
あ
ん
な

が
つ
く
程
の

か
ら
の
力
の
覚
醒
等
を
考
え
る
と
ま
た
今
回
の
事
が
起
き

か

な
い
た
め

め
て

い
た
い

 
蓮
 

こ
い
し
ち

ん
さ

き

た
命

を

 
使
わ
せ
て
も
ら
う
よ
そ
う
い

た

と
か
は

 
無
し
に
し
て
よ

 
そ
れ
を
聞
く
と
こ
い
し
は

を

き
な
が
ら
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こ
い

う

ん
や

り
お
兄
ち

ん
み
た
く
そ
う
い

 

た

け
は

じ

上
手
く
い
か
な
い
か

 
ま

良
い
や
な
ら

め
る

 
ど
う
や
ら

め
て
く
れ
た
よ
う
だ

や
は
り
あ
の
時
こ
の

け
を
受
け
て
お
い
て
良
か

た

と
思
え
た

 
霊
夢

そ
れ
よ
り
も
あ
ん
た
ら
何

手
に
や

て
く
れ

 
て
る
の
よ

あ
ん
た
ら
の
せ
い
で
間
欠
泉
か
ら

 
怨
霊
が

き
出
た
り
と
大
変
だ

た
の
よ

 
霧
雨

そ
れ
は
一
理
あ
り
だ
な
お
陰
さ
ま
で

よ
り
も

 

い
灼
熱
地
獄
を
通

た
か
ら
な

 
そ
れ
を
聞
く
と
神

子
と
諏
訪
子
は

笑
い
を
し
た

 
八

ま

そ
れ
は

る
け
ど
で
も
考
え
て
み
て
く
れ

 
な
い
か
し
ら
こ
の
幻
想
郷
に

ル
ギ

革
命

 
が
起
き
た
の
な
ら
そ
の
時
は
現
代
の
電
化
製
品

 
だ

て
使
え
る
の
よ
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矢

そ
の

に
も
こ
れ
ま
で

で

ら
し
て
い
た

 
薄
暗
さ
も
電
気
で
よ
り
明
る
く
な
る
ん
だ
よ

 
特
に
蓮
な
ら
分
か
る
で
し

 
と
何
と
も

い
言

な
の
だ
ろ
う

霊
夢
や
魔
理
沙
は
分
か
ら
な
い
が
外
界
か
ら
来
た
蓮
か

ら
し
て
み
れ
ば

常
に
あ
り
が
た
み
が
強
い

 
蓮
 

え

と
確
か
に
そ
う
で
す
よ

 
霊
夢

そ
ん
な
に

 
蓮
 

う
ん

で
の
薄
暗
さ
な
ん
て
現
代
の
ラ
イ
ト
に

 
比
べ
る
と
だ
い
ぶ

う
よ

し
か
も
霊
力
だ
と
か

 
で

す
る
明
か
り
じ

な
い
か
ら

れ
な
い
し

 
霧
雨

流
石
は
現
代
だ
な

 
と

霊
夢
や
魔
理
沙
は
興

々
だ

 
八

だ
か
ら
今
回
の
事
は
ち

と

目
に
見
て
は

 
く
れ
な
い
か
し
ら

 
蓮
 

い
や
神

子
さ
ん

あ
れ
は
あ
れ

こ
れ
は
こ
れ
で
す
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よ

 

矢

え

 
蓮
 

確
か
に

ル
ギ

革
命
で
生
活
が
よ
り
良
く
な
る

 
そ
れ
は
良
い
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん

 
八

だ

た
ら

 
蓮
 

で
す
が
得
る
と
い
う
こ
と
は
何
か
を
代

に
す
る
ん

 
で
す
よ

え
ば
よ
り
良
い
生
活
を
得
る
た
め
に
生
物

 
の
住
み
か
を
壊
す

や
科

が
発
達
す
る
の

 
な
ら
魔
術
や
呪
術
が

え
て

退
し
て
い
く
そ
れ
に

 
そ
れ
は

だ

て

じ
よ
う
な
も
の
で
す
し

 
そ
れ
を
聞
く
と
神

子
や
諏
訪
子
は

し
い

に
な
る

そ
し
て
霊
夢
と
魔
理
沙
の
目
は

く

な
る

 
蓮
 

ら
く

ル
ギ

革
命
で
生
活
が
良
く
な

た

 
す
る
と
そ
の
代

は
外
の
世
界
で
は
も
う
あ
ま
り

 
見
ら
れ
な
く
な

た
こ
の

か
な
景
色
は
電
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だ
と
か
で

え
ま
す

そ
れ
に
も
し
科

が
こ
こ

 
で
発

し
て
数

年
経

た
と
し
た
ら
外
の
世
界

 
の
二
の
舞
で
す
よ

 
八

分
か

た
わ

そ
こ
は
ま
た

達
や
色
々
な

 
妖
怪
と
相

す
る
わ

 

矢

ま
さ
か
こ
こ
ま
で
言
わ
れ
る
と
は

 
こ
こ
ま
で
言
わ
れ
る
と
は
思

て
み
な
か

た
の
か

敗
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
手
を
上

て
や

れ
や
れ
と
す
る

 
霊
夢

す

い
痛
い
と
こ
ろ
を

ク

ク
と
刺
し
て

 
い
く
わ

 
霧
雨

あ

 
霊
夢
や
魔
理
沙
も

笑
い
を
し
て
い
た

そ
し
て
霊
夢
は
守
矢
の
神
達
に

 
霊
夢

そ
れ
と
今
回
は
そ

ち
が
火
種
な
ん
だ
か
ら

 
宴
会
の
準
備
や
ら
会
場
の
用
意
は
そ

ち
で

 
や

て
よ
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と

宴
会
の

を
し
た

そ
れ
を
聞
く
と

 
八

構
わ
な
い
わ
よ
そ
う
い

た
事
を
経

さ
せ
る

 
の
も

に
は

度
良
い
か
も
し
れ
な
い
し

 

矢

と

言
う
け
ど

心
の

は
ま
だ

て
る
け
ど

  
ど
う
や
ら
ま
だ
気
絶
し
て
い
る
の
か

か
ら
一
歩
も
動
い
て
い
な
い

 
八

ま

た
く
ま
だ
ま
だ
修
行
が

り
な
い
か
し
ら

  

矢

そ
の

も
考
え
な
い
と

あ

宴
会
は

日
後

 
で
い
い
よ

 
霊
夢

え

構
わ
な
い
わ
よ

 
霧
雨

こ
れ
で
宴
会
も
決
ま
り
だ
な

 
こ
う
し
て
宴
会
の
会
場
も
決
ま
り
異
変
は
解
決
し
た
よ
う
だ

だ
が

 
蓮
 

あ

そ
う
そ
う
こ
い
し
ち

ん

 
こ
い

ん

ど
う
か
し
た
の
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ず

と
こ
の
光
景
を
見
て
い
た
こ
い
し
は
何
だ
と
い
う

情
で
見
て
く
る

 
蓮
 

地
底
の
人
達
に
も
宴
会
を
す
る
か
ら

日
後
に

 
山
の
山
頂
の
こ
こ
守
矢
神
社
に
集
合

て
伝
え

 
て
く
れ
な
い
か
な

 
折

だ
か
ら
誘
お
う
と
思

た
た
め
こ
い
し
に
お
願
い
を
す
る
と

 
こ
い

う

ん
ま

や
れ
る
限
り
は
誘

て
み
る

 
蓮
 

う
ん

お
願
い

 
こ
う
し
て
地
底
の
妖
怪
達
に
も
宴
会
が
あ
る
と
い
う
事
が

ま
る
の
だ

た

 
狗
神

た
だ
い
ま

 
鈴

お
か
え
り
姉

 
神
楽

狗
神
様

お
か
え
り
な
さ
い
ま
せ

 
狗
神

あ

し
か
し
小
さ
い
な
が
ら
も
本
当
に
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た
い
し
た
実
力
だ

た

将
来
的
大
物
に

 
な
る
か
も
な

 
鈴

そ
う
だ

で
も
さ

思
う
ん
だ
よ

 
神
楽

ど
う
し
た
ん
で
す
か

 
鈴

現
代
化
の
波

て
人
間
達
か
ら
し
た
ら
と
て
も

 

利
な
ん
だ
ろ
う
け
ど
妖
怪
か
ら
し
て
み
る
と

 

な
話
に
な
る
よ

 
狗
神

幻
想
郷
は
妖
怪
達
の
最
後
の
楽
園
そ
れ
が
な
く
な

 
れ
ば
妖
怪
達
は

て
考
え
る
と
ゾ

と
す
る
な

 
神
楽

そ
う

で
す

 
鈴

も
う
悲
し
い
話
は
よ
そ
う

お

と
も
う
時
間

 
が
来
ち

た
そ
れ
じ

者
様
今
回
も
あ
り

 
が
と
う

 
神
楽

次
回
も
ま
た
よ
ろ
し
く
お

が
い
し
ま
す

 
狗
神

そ
ん
じ

者
様
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鈴

ま
た



 第１３８話 守矢神社での宴会

 
第
１
３
８
話
 
守
矢
神
社
で
の
宴
会

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

で

に
な
り
つ
つ
あ
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

そ
れ
と
今
回
で

ま
た

く
こ
ち
ら
の
本
編
は
お
休
み
で
す
の
で
お
願
い
し
ま
す

で
は
本
編
へ
ど
う

 
日
が

み
雲
に

わ
れ
た
空

高
が
高
い
た
め
か
冬
の
せ
い
な
の
な
雪
が
降
り
積
も
る
妖
怪

の
山
の
頂
上

そ
こ
に

つ
神
社

守
矢
神
社
で
は
宴
会
が
開
か
れ
て
い
た

 
霧
雨

お

い
酒
追

な

 

は

い

 
と

魔
理
沙
が
酒
を
追

す
る
と
そ
れ
に

し
て

 
萃
香

じ

ん
じ

ん

て
き
て
よ

 

お
う
じ

ん
じ

ん

て
き
て
く
れ

 

 

し
か
し
こ
う
し
て
萃
香
と

め
る
な
ん
て
久
々

 
だ

ら
お
前
ら
も

め



 第十二章 地底の楽園と永遠の灼熱

 

 

か

勘

ぶ
ぶ

 

 

ひ

 

様

 
黒

あ
り

二
日

い
じ

ま
な
い
か
も

 
キ
ス
 
 

人

 
あ
る

で
は
久
々
の
再
会
を
祝
し
酒
を

む
者
も
い
れ
ば

ま
さ
れ
る
者
も
い
て
ま
た
そ
れ
を

め
る
者
も
い
れ
ば

 
お
空

は

 
お

さ
と
り
様
お
酒

大

で
す
か

 
さ
と

だ

大

で
す

 
こ
い

お
姉
ち

ん
無
理
し
な
い
で

 
と
ま
た
あ
る
者
達
も
酒
を
楽
し
ん
で
い
た

そ
う
地
底
の
妖
怪
達
も
今
回
の
宴
会
に
お
呼
ば

れ
さ
れ
て
い
る
の
だ

そ
し
て
せ

せ
と

く

は
と
い
う
と

 

ま
さ
か
宴
会

て
こ
こ
ま
で
準
備
や
ら
そ
う

 
い

た
事
を
す
る
と
は

と
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中
が

だ
ら
け
と
な
り
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な

て
い
る

は
宴
会
の
酒

を

び
な
が
ら

い

て
い
た

流
石
に
可
愛
そ
う
に
な

て
し
ま
い
手
伝

て
あ

よ
う
と
思

て

か
ら
立
ち
上
が

り 
蓮
 

あ

さ
ん
手
伝
い
ま
し

う
か

 

え

本
当
で
す
か

 
そ
の
言

を
聞
い
て

は

し
そ
う
だ

す
る
と

 
霊
夢

蓮

ら
ぬ
神
に
祟
り
な
し
よ

 

ち

と
そ
れ
ど
う
い
う
意

で
す
か

 
霊
夢

ま
ん
ま
よ

あ
ん
た
ら
の
せ
い
で
こ

ち
は
灼
熱

 
地
獄
と
か
行

た
の
よ

 

ん
ぐ

そ
れ
は
そ
う
で
す
け
ど

 
と

反
省
し
ろ
と
言
い
た
い
の
は
分
か
る
が
や
は
り
ち

と
可
愛
そ
う
だ

 
蓮
 

で
も
霊
夢
や

り
手
伝
う
よ

 
霊
夢

は

本
当
に
お
人

し
よ

き
に
し
て

 
蓮
 

あ
り
が
と
う

そ
れ
じ

さ
ん
手
伝
い
ま
す
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蓮
さ
ん

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
そ
う
し
て
蓮
は

の
仕
事
も
少
し
ず
つ
手
伝
う
の
だ

た

手
伝
い
の
内
容
は

に
す
ぐ

な
く
な

て
し
ま
う
酒

を

ぶ
仕
事
だ

た

 

い
や

か
り
ま
す
よ

 
蓮
 

所
で
神

子
さ
ん
や
諏
訪
子
さ
ん
は
ど
う
し
た
ん

 
で
す
か

 

お

人
な
ら
屋

の
上
で

む
と
か

 
蓮
 

神
様
ら
し
い
と
い
え
ば
神
様
ら
し
い
の
か
な

 
そ
う
し
て
蓮
と

は
酒
を

て
い
く

 
蓮
 

う
わ

こ
れ
は

い

 

 

も
う

め
ま
し

ん

 

 

う

 
何

ま
さ
れ
た
の
か
酒
に
強
い
天
狗

人
は
目
を
回
し
な
が
ら
倒
れ
て
い
た

 

 

だ
ら
し
な
い
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萃
香

流
石

々
様
こ
り

負
け
て
ら
れ
な
い

  

あ

そ
う
だ
な

 
こ
の
⻤

人
の

は
底
無
し
か
と
思

て
し
ま
う

こ
の

人
が

ん
だ
酒
の

は
ざ

と

中

３
６

の
酒

を
か
れ
こ
れ

程
空
に
し
て
い
る
の
だ

底
無
し
と

思

て
も
仕
方
な
い

 
蓮
 

萃
香
さ
ん

て
き
ま
し
た
よ

 
萃
香

あ
り
が
と
う
蓮

さ

も

も
う
よ

 
そ
う
し
て
ま
た
萃
香
達
は

み
比
べ
を
始
め
た

そ
ん
な
光
景
を
見
て
い
る
一
方
で
別
の
光
景

を
見
る
と

 
霧
雨

そ
ん
で
よ

ら
で
異
変
解
決
に

り
出
し
た
ん

 
だ

 

う

う

 
と

仕
事
が
一

落
し
た

は
幻
想
郷
の
事
に
つ
い
て
魔
理
沙
か
ら

ん
で
い
る
よ
う
だ

す
る
と
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さ
と

ひ

く

て
魅
力
な
い
ん
で
す
か

 
と

が
聞
こ
え
て
く
る

見
て
み
る
と
さ
と
り
が

い
つ
ぶ
れ
そ
う
に
な

て
い
た

 
お

さ
と
り
様

大

で
す
よ
魅
力
は
あ
り
ま
す

 
か
ら

あ
の
人
が
た
だ

い
だ
け
で
す
か
ら

 
お
空

そ
う
で
す
よ
さ
と
り
様

元
気
だ
し
て
く
だ
さ
い

 
よ

 
さ
と

ひ
ぐ

う

う
え

ん

 
こ
い

お
姉
ち

ん

き
上

に
な

ち

た
よ

 
と
こ
ち
ら
は
こ
ち
ら
で
カ
オ
ス
に
な

て
い
る
よ
う
だ

だ
が
少
し
話
が
聞
き
た
い
た
め
に

近
づ
く

 
蓮
 

こ
ん
ば
ん
わ

え

と
大

で
す
か

 
こ
い

蓮
く
ん
こ
ん
ば
ん
わ

後

お
姉
ち

ん
が

 
お
酒

い
の
は
何
時
も
の
こ
と
だ
か
ら

 
蓮
 

き
上

て
相
当
な
ス
ト
レ
ス
と
か
あ
る

 
て
事
で
す
よ
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お

え

ま

い
つ
も
あ
た
い
達
の
事
と
か
考
え
て

 
く
れ
て
の
ス
ト
レ
ス
も
あ
る
と
は
思
う
ん
だ
け
ど

 
一
番
は
り

え

と

さ
と
り
様
の

れ
の
人
が

 

守
な
の
が
一
番
の
ス
ト
レ
ス
な
の
か
な

 
前
に
お

が
言

て
い
た
神
の
事
を
思
い
出
す

 
蓮
 

そ
れ

て
前
に
言

て
い
た
神
様
で
す
か

 
お

そ
う
そ
う
そ
の
神
様

少
し
野

用
で
今
は
地
底

 
に
は
い
な
い
ん
だ
け
ど
居
な
い
の
が

し
い
の
か

 
さ
と
り
様
の
精
神
が
そ
れ
で
少
し
だ
け
ど
参

て

 
る
ん
だ
よ

 
と

言
わ
れ
て
い
る
さ
と
り
は
と
い
う
と

 
さ
と

す

す

 

を
た
て
て
突

し
て

て
い
た

本
当
に
酒
に
は

い
ら
し
い

 
お
空

お

さ
ん
と
お

さ
ん
帰

て
こ
な
い
か
な

 
お

後

数
日
で
帰

て
く
る
と
思
う
け
ど
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蓮
 

そ
の

人

て
本
当
の

親
と

親
な
ん
で
す

 
か

 

居
人
の
神
も
気
に
な
る
が

人
の
言

て
い
る

親
と

親
も
気
に
な
り
聞
い
て
み
る
と

 
お

い
い
や

う
よ

は
元
は

で
お
空
は
地
獄
烏

 
な
ん
だ
け
ど
そ
ん
な
種

関
係
な
く
娘
と
し
て

 
見
て
く
れ
る
義
理
の

と

て
感
じ
か
な

 
お
空

因
み
に
お

さ
ん
と
お

さ
ん
は
元
は
狼
な
ん

 
だ
よ

 
血
は

が

て
な
く
し
か
も
動
物
の
種

か
ら
し
て
も

う
の
に

人
を

分
達
の
娘
達
と

し
て
育
て
た
よ
う
だ

そ
こ
は
感

す
る
が
お
空
に
少
し
だ
け
で
い
い
か
ら
常
識
を
教
え
あ

て

し
い
と
思

た

 
霊
夢

蓮

一

に

み
ま
し

う
よ

 
と

ろ

い
気
分
の
霊
夢
が
近
づ
い
て
く
る

さ

き
の
事
も
あ
る
た
め

き
合
わ
な
い
と

後
が

い

 
蓮
 

あ

お

さ
ん
お
空
さ
ん
こ
い
し
ち

ん
ま
た
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後
で

 
こ
い

う
ん

バ
イ
バ
イ

 
お

そ
ん
じ

あ

 
お
空

う
に

 
そ
う
し
て
蓮
は
霊
夢
の
元
へ
と
向
か
い
ま
た
宴
会
で

の
光
景
を

め
る
の
だ

た

 
狗
神

そ
ん
じ

今
回
も
あ
り
が
と
う

 
怠
惰

た
だ
い
ま

 
鈴

あ

怠
惰

 
神
楽

怠
惰
さ
ん

 
怠
惰

ん

何
で
そ
ん
な

い
て
る
の

 
狗
神

て
め

何
回
休
ん
だ
ん
だ

ラ

 
怠
惰

い
や
い
や

こ
れ
ま
で
後
書
き
で
そ
ん
な
に
休
ん
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で
な
い
か
ら

休
暇
の
意

を
込
め
て
休
ん
だ

 
ん
だ
よ

 
鈴

そ
れ
と
そ
れ
は
何

 
怠
惰

ん

あ

こ
れ

に
お

あ

ち
の
後
書
き

 

当
の
子
に

た
さ
れ
て

は
い
こ
れ

 
狗
神

な

お
前

本
当
に
高
天

原
に
行

た
ん
だ

 
よ
な

 
怠
惰

う
ん
そ
う
だ
け
ど

 
神
楽

何
で
す
か
こ
の
千
ち

ん
焼
き

て

 
怠
惰

龍
神
の

を
パ

ケ

ジ
に

い
た
高
天

原

 
新

お

だ
よ

何
で
も
高
天

原
を

 
し
よ
う
と
い
う
考
え
で

ら
れ
た

い
よ

 
鈴

は
結
構
お
い
し
い

 
神
楽

は
こ
の
千
ち

ん
の

で
人

焼
き
の
お

 
子
な
ん
で
す
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狗
神

な
生
地
に
あ
ん
こ
の

が
あ

て

い

 
な

 
怠
惰

も
う

は
あ

ち
で
食
べ

き
た
よ
お

と
そ
ろ

 
そ
ろ
時
間
だ

そ
れ
じ

者
様
今
回
も
あ
り
が

 
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

そ
れ
と
あ

ち
の
小
説
の

 
後
書
き
で
怠
惰
さ
ん
が
居
な
か

た
間
に
何
が
あ

 

た
の
か
が
分
か
る

だ
よ

 
狗
神

あ

そ
う
い
え
ば
言
い

れ
た
が
投

に
つ
い
て

 
だ
が
今
日
の

時

分
ま
で
だ
そ
こ
か
ら
集

 

す
る
か
ら

時

降
は
集

し
な
い
か
ら
気
を

 
つ
け
て
く
れ
よ

 
鈴

そ
れ
じ

者
様

 
神
楽

ま
た
投
稿
し
た
と
き
に
お
会
い
し
ま
し

う

 
そ
れ
で
は

 
怠
惰

ま
た
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第
１
３
９
話
 
魔
理
沙
の
戦
利
品

 
こ
ん
に
ち
は

者
様

怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

前
回
は
本
当
に
す
み
ま
せ
ん
で
し

た

で
は
本
編
へ
ど
う

 
雪
が
地
面
を

い
地
面
を
白
く
染
め
上

た
雪
景
色
が
映
る
博
麗
神
社
の
居
間
で
は

 
霊
夢

や

り
冬
は
お
こ
た
で
ぬ
く
ぬ
く
し
な

 
が
ら
み
か
ん
を
食
べ
る
こ
れ
こ
そ
日
本
の
冬
よ

 
蓮
 

ま

定
は
出
来
な
い
よ

 
守
矢
神
社
で
の
宴
会
か
ら

日
後

地
底
で
の
異
変
も
落
ち
着
き
ま
た
何
時
も
の
よ
う
に
平

和
な
日
常
が
戻
る

そ
の
た
め
か
つ
い
つ
い

こ
た
つ
で
ぬ
く
ぬ
く
し
て
し
ま
う

 
霊
夢

で
も
何
か
退

な
の
よ

 
蓮
 

い
や
ち

と
待

て
言

て
る
事
が
真
逆
な
ん

 
だ
け
ど
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霊
夢

だ

て
や
る
こ
と
が
無
さ
す
ぎ
て
こ
た
つ
で
ぬ
く

 
ぬ
く
し
て
い
る
の
も

き
て
く
る
の
よ

 
蓮
 

で
も
霊
夢

大
体
そ
ん
な
事
を
言
う
と

 
と
言
い

け
る
と
居
間
の

子
が
開
き
定
番
と
い

て
も
い
い
魔
理
沙
が
や

て
来
た

し

か
も

し
く
手

の
バ
ス
ケ

ト

を

て
だ

 
霧
雨

よ

 
蓮
 

い
ら

し

い
魔
理
沙

 
霊
夢

て
か

く

子
を
閉
め
て
く
れ
な
い

い
ん

 
だ
け
ど

 
霧
雨

こ
の
冬
み
た
い
に

た
い
や
つ
だ
な

 
そ
ん
な
事
を
言
い
な
が
ら
魔
理
沙
は

子
を
閉
め
て
着
て
い
る

ト
等
の

着
を
脱
ぎ
こ

た
つ
へ
と

る

 
霧
雨

い
や

ま
る

お

み
か
ん
い
た
だ
く

 
そ
う
言
い
み
か
ん
を
手
に

る
と

を

き
始
め
る

 
霊
夢

そ
れ
で
何
し
に
来
た
の
よ
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霧
雨

遊
び
に
来
た

て
の
は
ま

そ
う
な
ん
だ
け
ど

 
よ

ち

と
面
白
い
も
の
が
手
に

て
な

 

て
き
た
手

の
バ
ス
ケ

ト

を

り

の
本
を

り
出
し
た

 
霧
雨

実
は
こ
れ
な
ん
だ
け
ど
よ

 
霊
夢

何
そ
れ

 
霊
夢
は
手
に

り

名
を
見
る

蓮
も
少
し

動
し
て
隣
で

名
を
見
て
み
る
と

古
の
神
と

書
か
れ
て
い
る
本
だ

た

 
霊
夢

へ

ま
た
面
白
そ
う
な
物
を
見
つ
け
て
く
る

 
わ

 
蓮
 

魔
理
沙

因
み
に
何
処
か
ら
こ
れ
を

て
来
た

 
の

 
霧
雨

ん

さ
と
り
妖
怪
の
屋
敷
か
ら
だ

つ
い
で
に

 
言
う
と
よ

子
の
中
に
隠
し
て
お
い
た

 
ど
う
や
ら

ん
だ
物

全
て
は
返
し
て
は
い
な
か

た
よ
う
だ

 
霊
夢

ま

た
く
あ
ん
た
は
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そ
ん
な
事
を
言

て
は
い
る
が
霊
夢
は

ジ
を
め
く
り
始
め
た

 
蓮
 

そ
う
い
う
霊
夢
も

 
霊
夢

蓮
だ

て
見
る
で
し

 
霧
雨

お
い
お
い

に
も
見
せ
ろ
よ

て
き
て
の
は

 

な
ん
だ
か
ら
よ

 
霊
夢
が

ジ
を
め
く
る
の
を
魔
理
沙
と
共
に

め
て
い
る
と

 
蓮
 

あ

こ
れ

 
と
あ
る

ジ
に
目
が
い
く

そ
の

ジ
の

上
に
は
龍
神
千
と
書
か
れ
て
い
る

ジ

だ

千
そ
れ
は
こ
の
世
に

す
る
神
々
の
頂

に
君
臨
す
る
神
つ
ま
り
全
能
神
だ

年
前
ぐ

ら
い
に
名
前
を
聞
い
て
い
る
た
め

ジ
を
め
く

て
い
て
も
一

で
分
か

た

 
霊
夢

あ
の
神

 
蓮
 

え

と
内
容
は

 
龍
神
千
 
こ
の
世
の
神
々
の
頂

に
君
臨
す
る
最
高
神
で
あ
り

神
の
伊
邪
那

泉

の
王
の
伊
邪
那

そ
し
て
そ
の

神
の
兄
で
あ
る
世
界
の

を

り
出
し
災
い
を
招
く
神
深

久

大

神
を

し
た
最
古
の
神
で
あ
る

そ
の
力
も
相
当
な
物
で
こ
の
世
界
に
お
い
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て
龍
神
に

て
る
者
は

も
い
な
い
と
さ
れ
て
い
る

だ
が

つ

外
が
あ
り

一

龍
神
に

戦
い
を

ん
だ
者
が
い
た

そ
れ
が
龍
神
が
最

に

し
た

の
神

大
能

神
で
あ
る

は
龍
神
に
も
引
け
を

ら
ぬ
力
が
あ

た
た
め
最
高
神
の
座
を

う
た
め
に
龍
神

に
戦
い
を

ん
だ
と
さ
れ
て
い
る
が
結

は
龍
神
に
大
敗
し
神
々
の
世
界
か
ら
追
放
し
た
と
さ
れ

て
い
る

 
と

書
か
れ
て
い
た

だ
が
所
々
の

が

ん
で
い
て
と
て
も

め
た
物
で
は
な
い

 
蓮
 

こ
れ

て
確
か
霊
夢
が
前
に
言

て
い
た
あ
の

 
神
だ
よ

 
霊
夢

え

 
霧
雨

な

そ
の
神
の

ジ
を
見
て
み
よ
う

 
霊
夢

何
処
か
し
ら

 
そ
う
し
て
霊
夢
は

ジ
を
め
く
り
な
が
ら
探
し
て
い
く
と

 
霊
夢

こ
れ

 
一
番
最
後
か
ら
二
番
目
の

ジ
に
そ
の
神
の
事
が
書
か
れ
て
い
た

 
蓮
 

う
わ
こ

ち
は
も

と

い
か
も
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久

神
 
龍
神
が
最

に

し
た
神
で
あ
り
こ
の
世
界
の

を

し
た

神
で
も
あ
る
が

界
に

い
を
も
た
ら
す
と
言
わ
れ
る
神
で
あ
る

ま
た
こ
の
神
は
龍
神
に

す
る
力
を

て
い
た
た
め
龍
神
に
戦
い
を

む
が
大
敗
し
神
々
の
世
界
か
ら
追
放
さ
れ
た
神
々

の

対
者
と
呼
ば
れ
る

だ
が

常

は
今
も
龍
神
か
ら
最
高
神
の
座
を

う
た
め

に
そ
の

会
を

て
い
る
と
さ
れ
て
い
る

そ
し
て

兎

大

神
は

体
を

つ
神

だ
が
普
通
の
神
と
は

い

で

を

つ
こ
と
は
な
い

だ
が
そ
れ

に
こ
の
世
界
で
は
約

年
程
し
か
降
臨
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
る

 
先
程
の
龍
神
の

ジ
よ
り
も

く

が
か
す
れ
て
い
て
何
に
も

め
な
い

 
蓮
 

う

ん

め
な
い
と
こ
ろ
が

す
ぎ
る
な

 
霊
夢

し
か
も

心
な
所
が

め
な
い
の
よ

 
霧
雨

な
ら

当
に
名
前
を
当
て
た
ら
ど
う
だ

 
蓮
 

え

と
分
か

て
い
る
の
は
深

久
兎

大

 
能
神

て
所
だ

 
こ
の

り
の

に
何
が

る
の
か

人
は
考
え
る

 
霊
夢

深

子
久
兎

大
能
神
と
か
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霧
雨

い
や
い
や
深
夜
死
久
兎

大
能
神
と
か
だ
ろ

 
と

人
は
言
う

だ
が
蓮
は
あ
る
人
の
事
を
思
い
出
し
た

 
蓮
 

人
共

 
霊
夢

ど
う
し
た
の

 
霧
雨

何
だ
よ

 
蓮
 

分
か

た
か
も
し
れ
な
い

 
そ
し
て
蓮
は
そ
の
思
い

い
た
名
前
を

え
た

 
蓮
 

深
常
理
久
兎

大
能
神

 
霊
夢

深
常
理
久
兎

 
霧
雨

お

お
い
お
い
嘘
だ
ろ

 
名
前
的
に
理
久
兎
さ
ん
の
名
前
が

た
り

ま
る
の
だ

だ
が
紫
達
の
話
が
あ
る
と
す
る
と

理
久
兎
は
紫
達
の
前
で

を
引
き

て
い
る
と
い
う
話
が
あ
る
た
め
一

に
そ
の
名
前
が
事
実

と
は
言
い

い

 
蓮
 

分

う
よ

 
霧
雨

ら
く
は
な
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霊
夢

実

理
久
兎
さ
ん
は
も
う
い
な
い
し

 

々
と

屋
の
空
気
が
暗
く
な

て
い
く

 
霧
雨

ち

と
待

た
こ
ん
な
話
は
も
う

め
に

 
し
よ
う

 
霊
夢

そ
う

 
蓮
 

だ

 
す
る
と
魔
理
沙
は
ま
た
バ
ス
ケ

ト

を

り

本
の

を

り
出
し
た

 
霧
雨

と
り
あ
え
ず
気
分
転

だ

そ
ん
で
こ
れ
な
ん

 
だ
け
ど
よ

 
霊
夢

何
そ
れ

 
霧
雨

何
と
こ
こ
ら
だ
と

し
い

イ
ン
な
ん
だ
よ

 
折

だ
か
ら

で

し
よ
う
と
思

て

 

て
き
た
ん
だ

 
ど
う
や
ら

イ
ン
を

で

も
う
思

て

て
き
て
く
れ
た
よ
う
だ

だ
が
や
は
り
気
に
な

る
こ
と
は
あ
る
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蓮
 

因
み
に
そ
れ
は
何
処
か
ら

 
霧
雨

さ
と
り
妖
怪
の
屋
敷
だ

 
蓮
 

や

り
か

 
と
い
う
か
さ
と
り
さ
ん
の
屋
敷
に
は
色
々
な
物
が
あ
り
す
ぎ
る
な
と
思

た

だ
が

ん
で
き

た
の
な
ら
仕
方
が
な
い

 
蓮
 

は

ま

い
い
や

を

て
く
る

 
霊
夢

あ
ら
あ
り
が
と
う

 
こ
た
つ
か
ら
出
る
と

さ
で

元
が

え
そ
こ
か
ら
体
が

え
る

 
蓮
 

 
す
ぐ
に

所
へ
と
行
き

を

つ
と

つ
か
み
か
ん
を
手
に

て

に
居
間
へ
と

戻
る

 
蓮
 

て
き
た
よ

 
そ
し
て
す
ぐ
さ
ま
こ
た
つ
へ
と

た

 
蓮
 

生
き
返
る

 
霧
雨

こ
た
つ
か
ら
出
る
と

い
も
ん
な



 第１３９話 魔理沙の戦利品

 
霊
夢

あ
り
が
と
う

蓮

 
霊
夢
は

を

つ
並
べ
る
と
魔
理
沙
か
ら

イ
ン
が

た

を

い

に
注
ぐ

と

が

明
な
た
め

イ
ン
の
色
ら
し
い
レ
ン
ガ
色
が
よ
く
見
え
る

 
霊
夢

は
い
こ
れ

 
蓮
 

あ
り
が
と
う

 
霧
雨

そ
ん
じ

ま

 
霊
夢

 
蓮
 

じ
く

 
そ
う
し
て

人
は

イ
ン
を

む
の
だ
が
こ
の
時

霊
夢
と
魔
理
沙
は

だ
が
蓮
も

れ

て
い
た

こ
と
が
あ

た

 
霧
雨

は

こ
れ
は
結
構
行
け
る
な

 
霊
夢

い
わ
り
に
は
中
々
フ
ル

テ

 

て
あ

 
霧
雨

ど
う
し

や

べ
や

ち
ま

た

 

人
は
す
ぐ
に
蓮
を
見
る
と
も
う
遅
か

た

注
い
だ

イ
ン
は
空
と
な

て
い
た
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蓮
 

く
く
く
く
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
そ
れ
は
あ
り
得
な
い
程
に
蓮
が
酒
に

か

た
こ
と
だ

酒
を

ん
だ
蓮
は
何
を
し
で
か
す
か

分
か

た
も
の
で
は
な
い

 
蓮
 

い
体
が

カ

カ
す
る

 
霊
夢

魔
理
沙

 
霧
雨

合

 
霊
夢
と
魔
理
沙
は
こ
た
つ
か
ら
出
る
と

 
霊
夢

い

 
霧
雨

て
そ
ん
な
事
を
言

て
る
場
合
じ

  
霊
夢

分
か

て
る
わ
よ

 

屋
か
ら
す
ぐ
に
出
て
い

た

そ
し
て
霊
夢
も
こ
た
つ
か
ら
出
る
と
蓮
を

ル
ド
す
る

 
霊
夢

蓮

逃
が
さ
な
い
わ
よ

 
蓮
 

霊
夢

た
ら
大

だ
な

 
霊
夢

え

き
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一

力
を

ま
せ
た
が
た
め
に
蓮
が

ル
ド
か
ら

け
て
霊
夢
は

に
倒
れ
る

そ
こ
に
蓮

が

い

さ
る

 
霊
夢

ち

と
蓮

め
て

て
ば

 
蓮
 

麗
だ
よ
霊
夢

 
霊
夢

 
も
う
こ
う
な

て
し
ま
う
と
霊
夢
で
は

め
る
こ
と
は
も
う
出
来
な
い

だ
が
そ
れ
は
霊
夢
な

ら
の
話
だ

 
霧
雨

そ
う
い
う
の
は
夜
に
や
れ

 
蓮
 

ぎ

 
魔
理
沙
の
飛
び

り
が
蓮
の

の

面
に

撃
し
吹

飛
ば
さ
れ

 
ド
ガ
ン

 
蓮
 

ぐ

 
そ
の
ま
ま

に
強
く

ち

け
ら
れ
た
の
か
動
か
な
く
な

た

 
霧
雨

大

か
霊
夢

 
霊
夢

え

え
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霧
雨

と

と
り
あ
え
ず

て
お
く

 
魔
理
沙
は
蓮
を
ぐ
る
ぐ
る

き
に

る
と
布

に

か
せ
た

だ
が
そ
の
最
中
に
霊
夢
は

 
霊
夢

ち

と

念
だ

た
か
な

 
と

く
が
魔
理
沙
に
は
聞
こ
え
な
か

た
の
だ

た

 
怠
惰

は

 
狗
神

お

お
い
そ
ん
な
落
ち
込
む
な
よ

 
神
楽

事

だ

た
の
で
す
か
ら
仕
方
な
い
じ

な
い
で
す

 
か

 
鈴

そ
う
だ
よ
怠
惰

 
怠
惰

が
落
ち
込
ん
で
る
の
は
さ

者
様
の

頼
を

 
裏

た
事
に
落
ち
込
ん
で
る
ん
だ
よ

最

は

 
確
か
に

分
の

満

で

て
た
だ
け
ど

 

者
様
が
こ
う
し
て
見
て
く
れ
て

が
あ
り
が
と
う
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て
言

て
く
れ
た
り

分
の

品
の
こ
こ
が
面
白

 
か

た
て
言

て
く
れ
る
の
が
本
当
に

し
か

た

 
そ
の

者
様
の
思
い
を
裏

て
し
ま

た
こ
と
そ

 
れ
が
一
番

い
そ
れ
に
そ
の
小
説
の
後
書
き

当
の

 
子
に
も
本
当
に

し

な
く
て
さ

こ
ん
な

メ

 
な

者
が
小
説
を
書
い
て
て
良
い
の
か

て
思

て

 
し
ま

て

 
狗
神

バ
カ
野

お
前
は
満

な
の
か
そ
れ
で

 
怠
惰

そ
ん
な

な
い
で
し

不
満

だ
よ

の

 

ラ
イ
ド
が
許
さ
な
い
ん
だ
よ

こ
ん
な
終
わ
り

 
方
は
さ

 
神
楽

な
ら
書
き
続
け
ま
し

う

失

た
物
は
も
う
返

 
て
こ
な
い
ん
で
す

そ
れ
だ

た
ら
そ
の
小
説
の
書

 
い
て
あ
る

分
か
ら
投
稿
す
る
ん
で
す

者
様
の

 

頼
を
裏

た

そ
れ
な
ら
少
し
で
も

り
戻
す
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そ
れ
が
一
番
で
し

メ
ン
タ
ル

小
の
そ
の

タ

 
レ
悪
魔

 
怠
惰

な

 
鈴

神
楽
ち

ん
の
言
う
通
り
書
き
続
け
よ

そ
れ
で

 
も
し

り
戻
せ
る
な
ら
少
し
ず
つ
で
も

り
戻
そ

 
う
よ

 
怠
惰

お

お
前
ら

 
狗
神

そ
れ
に
よ

そ
の
後
書
き

当
の
子
は
絶
対
に
お
前

 
を
待

て
る

え
に
行
か
な
き

メ
だ
ろ

な

 
怠
惰

グ

あ
り
が
と
う

書
い
て
み
る
少
し
で
も

 

者
様
を
楽
し
ま
せ
る
た
め
に
こ
の
小
説
も
あ

ち

 
の
小
説
も

結
ま
で
書
い
て
み
せ
る

 
狗
神

そ
の
い
き
だ

お

と
そ
ろ
そ
ろ
時
間
だ
な
終
わ
る

 

怠
惰

 
怠
惰

者
様

明
日

失

た
理
の
神
様
は
何
を
見
る
の



 第１３９話 魔理沙の戦利品

 
小
説
を
ま
た
今
書
い
て
あ
る
話
か
ら
書
き
出
し
ま
す

 
そ
し
て
一

は

り
返
り
の
話
を
先
に
投
稿
し
ま
す

 
神
楽

す
み
ま
せ
ん

者
様
こ
ん
な

者
で
す
が
許
し
て

 
下
さ
い

 
狗
神

そ
れ
じ

者
様

 
鈴

ま
た
日

日

に
会
お
う

 
怠
惰

そ
れ
で
は
さ
よ
う
な
ら
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第
１
４
０
話
 
気
づ
い
た
時
に
は

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

ン
ス
ト
で
パ
ン
ド
ラ
正
月

を
当
て
て
良
い

り
出
し
が

出
来
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

そ
れ

外
は
災
厄
で
し
た

ま

そ
れ
は
さ
て
お
き
今
年

の

本
編
へ
ど
う

 
鳥
の

り

が
聞
こ
え
朝
日
が

を

ら
す

 
蓮
 

う

う

ん

 

前

時
ぐ
ら
い
だ
ろ
う
か

そ
の
ぐ
ら
い
の
時

に
起

す
る
の
だ
が

 
蓮
 

あ
れ

何
で
こ
ん
な
ぐ
る
ぐ
る

き
に

ら
れ

 
て
る
ん
だ
ろ

 
何

だ
か

で
ぐ
る
ぐ
る

き
に

束
さ
れ
て
い
る
の
だ

だ
が
ご

に
布

を
か
け
て
く

れ
た
よ
う
だ
が

動
き
が
一

と
れ
な
い

 
蓮
 

お

い
霊
夢

ち

と
本
当
に



 第１４０話 気づいた時には

 
お
願
い
だ
か
ら

 

み
た
い
に
く

く

と
体
を
く

ら
せ
時
に
は

る

だ
が
何
も
起
こ
ら
な
い

レ

ル

が

く
い
が
た
め
に
は

る
し
か
使
え
な
い

キ
ン
グ
の
気

ち
が
少
し
分
か

た
気
が
し

た 
蓮
 

ぐ
ぐ
ぐ

 
体
を
く

ら
せ
て
神
楽
へ
と
近
づ
く
と

 
蓮
 

神
楽

を
斬

て
く
れ

 
そ
の
言

に

え
る
か
の
よ
う
に
神
楽
が
現
れ
る
と

の
本
体
の
刀
で

を
真

ぐ
に

断
す
る

 
蓮
 

か

た
よ

 
神
楽

い
え

そ
れ
で
は

 
そ
う
し
て
神
楽
は

え
て
本
体
が

る

蓮
は
手
に

て

へ
と
戻
し
居
間
へ
と
向
か

た

の
だ
が

 
蓮
 

ど
う
し
た
ら
こ
う
な
る
の
か
な

 
目
に
写
る
光
景
は
酒
の

が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
転
が
り
霊
夢
は
こ
た
つ
に
突

し
て

て
い
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て
魔
理
沙
は
こ
た
つ
を
布

の

わ
り
に
し
て

て
い
た

 
蓮
 

こ
の

人
と
き
た
ら

 

て
い
る
の
な
ら
起
こ
す
の
も
悪
い
だ
ろ
う
と
思
い
そ

と
し
て
お
く
事
に
し
て

所
へ
と
向

か

た

 
蓮
 

お

は

う
ん
あ
る

な
ら

で
良
い
か

 
お

を

い

に
お

を
投

さ
せ

を

れ
出

と
な
る

を

れ

を

え
る

そ

し
て
火
を
着
火
さ
せ
て

く

か
せ
る

そ
の
間
に

お
き
を
居
間
へ
と

び

ギ
を

り

み

を

い
て

へ
と

け
ま
た
一

経
ち
さ
せ
る

 
蓮
 

う
ん

 
出
来
上
が

た

の

み
に
布
を

せ
居
間
へ
と

び
先
に

い
た

お
き
に

く

す
る

と

い
に

ら
れ
た
の
か

 
霊
夢

う

ん

 
霧
雨

良
い
香
り
が
す
る
な

 

人
が
起
き
出
す

所
か
ら

り

を

つ
と

を

組

て
き
て
並
べ
る

 
蓮
 

人
共

朝
食
に
し
な
い



 第１４０話 気づいた時には

 
霊
夢

朝
食

 
霧
雨

お

良
い
な

ス

ス

 
ま
た

り
だ
し
た

少
し
こ
れ
に
は

れ
る
が
仕
方
な
く
ま
た
起
こ
す

 
蓮
 

ら

人
共

 
霊
夢

起
き
る
わ
よ
う

痛
い

 
霧
雨

体
が
痛
い

 
布

で

な
い
で
そ
ん
な
所
で

る
な
ら
体
が
痛
く
な

て
当
た
り
前
だ

 
蓮
 

い
た
だ
き
ま
す

 
霧
雨

い
た
だ
く

 
霊
夢

い
た
だ
き
ま
す

 
蓮
と

気
が
覚
め
ぬ
者
達
と
朝
食
を

る
の
だ

た

そ
う
し
て
数
十
分
後
に
は

た

は
食
べ
終
え
て

は
す

か
ら
か
ん
に
な

た

 
蓮
 

走
様
で
し
た

 
霊
夢

走
様

 
霧
雨

い
や

目
が
覚
め
る
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と

魔
理
沙
が
言
う

だ
が
蓮
は
気
に
な
る
こ
と
が
あ

た

 
蓮
 

所
で
霊
夢
に
魔
理
沙

昨
日
の
事
な
に
か
覚
え
て

 
な
い

い
つ
の
間
に
か
体
を

で
き
つ
く
ぐ
る
ぐ

 
る

き
に
さ
れ
て

て
た
ん
だ
け
ど

 
霊
夢

え

い
や
そ
の
あ
の

 
霧
雨

あ

蓮

が
色
々
と
悪
い
こ
と
し
ち
ま

 
た
ん
だ
よ
悪
か

た
な

 
蓮
 

は

 
記
憶
が

な
た
め
あ
ま
り
覚
え
て
な
い

覚
え
て
い
る
の
は
魔
理
沙
が
バ
ス
ケ

ト

か
ら

酒
を

り
出
し
た
所
ぐ
ら
い
だ

し
か
し
霊
夢
の
こ
の
反

を
見
る
に

 
蓮
 

ま

ま
さ
か

り
返
し
の
つ
か
な
い
こ
と
し

 
た
の

か

な

 
霊
夢

え

え

と

 

す
る
霊
夢
を
見
て
魔
理
沙
は

と
笑

た

 
霧
雨

そ
う
だ
な

あ
ん
な
事
や
こ
ん
な
事
だ



 第１４０話 気づいた時には

 
み
る
み
る
と

分
の

か
ら

や

が
流
れ
る

そ
し
て
真

先
に
と

た
行
動
は

く
飛

び
上
が
り
そ
こ
か
ら

下
座
の
体

と
な

て

と
手
を
地
面
に
つ
け
て

 
蓮
 

本
当
に
ご
め
ん
霊
夢

は
と
る
か
ら

 
霊
夢

は

い
や
ち

と
蓮

た
ら
魔
理
沙
の

 
嘘
よ

 
霧
雨

ア
ハ
ハ
ハ
や

面
白
い

 
霊
夢

こ
の

 

カ
ン

 
霧
雨

い

て

 

く
ど
つ
か
れ
た
魔
理
沙
の

か
ら
音
が
な
る
と

を

え
て
さ
す
る

だ
が
ど
う
や
ら
何
か

過
ち
は
犯
し
て
は
い
な
い
よ
う
で
少
し

と
し
た

 
蓮
 

過
ち
を
犯
し
て
な
く
て
良
か

た

 
何
処
か
の
結

を

ま
な
く
て

み
そ
う
だ
が
何

だ
か
霊
夢
は

ス

と
し
て
い
た

 
霊
夢

 
蓮
 

あ
れ

霊
夢
な
ん
で
そ
ん
な

ス

と
し
て
る
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の

 
霊
夢

し
て
な
い
わ
よ
こ
の

念
人

 
そ
う
言
い
立
ち
上
が
る
と
霊
夢
は

子
の
方
へ
と
向
か
う

 
霧
雨

お
い
お
い
ど
こ
行
く
ん
だ
よ

 
霊
夢

よ

て
か
言
わ
せ
な
い
で
よ

ず
か
し
い

 
そ
う
言
い

し
て

屋
か
ら
出
て
い

た

 
蓮
 

魔
理
沙

聞
き
た
い
ん
だ
け
ど
今
と
昨
日

 
で

は
何
か
し
た
の
か
な

 
霧
雨

う

ん
ま

う
ん

 
蓮
 

い

た
い

は
何
を
し
た
ん
だ

 
霧
雨

あ

霊
夢
を

し
倒
し
て
襲
お
う
と
し
て
い
た
の

 
を
見
た
か
ら

が
飛
び

り
で
気
絶
さ
せ
て

て

 
お
い
た

 
ど
う
や
ら
朝

体
を
ぐ
る
ぐ
る

き
に

で

ら
れ
て
い
た

が
わ
か

た

そ
し
て

 
蓮
 

魔
理
沙

本
当
に
あ
り
が
と
う

何
か
間

い
を



 第１４０話 気づいた時には

 
犯
さ
ず
に

ん
だ
よ

 
霧
雨

良
い

て
こ
と
さ

ま

悪
い
の
は

や
霊
夢
だ
し

 
な

実

酒
が

い
の
を

れ
て

ま
せ
た

だ

 
し

 
蓮
 

い
や
で
も

を

て
い

た
の
は

な

 

だ
か
ら
悪
い
の
は

だ
よ

 
霧
雨

言
わ
れ
て
み
る
と
お
前
が
悪
い
な

 
蓮
 

い
や
そ
こ
は
何
か

て
よ

 
お

い
に

る
の
か
と
思

た
ら
ま
さ
か
の
裏

り
ら
れ
た

だ
が

分
の
ツ

ミ
で
魔
理

沙
は
ケ
タ
ケ
タ
と
笑

て
い
た

 
蓮
 

ま

た
く

 
霧
雨

悪
か

た
よ

 
霊
夢

こ
ん
な

い
中
で
楽
し
そ
う

 
蓮
 

お
か
え
り
霊
夢

 

子
を
閉
じ
て
こ
た
つ
の
中
へ
と

て
共
に
ぬ
く
た
ま
る

す
る
と
霊
夢
は
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霊
夢

所
で
魔
理
沙

あ
ん
た
は
何
時
ま
で
い
る
の
よ

 
霧
雨

お

と
そ
う
だ

昨
日

ん
だ
く
れ
て

れ
て
た

 

本
を

ま
な
き

い
け
な
い
か
ら
い
く

 
そ
う
言
い
魔
理
沙
は
縁

へ
と
出
る
と
立
て

け
て
あ
る

に

が
り
空
へ
と
飛
ん
で
い

た 
霊
夢

本
当
に
あ
い
つ
も
あ
い
つ
で
嵐

 
蓮
 

そ
う
だ

そ
れ
と
さ

き
は
何
か
不

に

 
さ
せ
る
事
を
言

て
ご
め
ん

 
霊
夢

え

良
い
わ
よ
も
う
気
に
し
て
な
い

 
か
ら
さ

て

け
す
る
わ
よ

 
蓮
 

そ
う
だ

 
そ
う
し
て
蓮
と
霊
夢
は
昨
日
散
ら
か
し
た
居
間
を

け
る
の
だ
が

 
蓮
 

魔
理
沙

た
ら
こ
れ
を

れ
て

て
る
し

 
昨
日

魔
理
沙
が

て
き
た
本
を

れ
て
い

て
い
た

蓮
は
そ
の
本
を
見
て

 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん
ま
さ
か

本
当
に
生
き
て
る
の
か
な



 第１４０話 気づいた時には

 
い
や
そ
ん
な

な
い
か

 
霊
夢

蓮

そ

ち
に
あ
る
お

を

て
き
て

 
蓮
 

あ

う
ん

 
本
を

い
て
霊
夢
の
元
へ
と

を

て
行
く
の
だ

た

 
怠
惰

は
い
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

 
狗
神

あ

お
め
で
と
う

 
鈴

お
め
で
と
う

 
神
楽

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
怠
惰

で
も
ま

今
年
は
狗
神
さ
ん
の
年
だ

 
狗
神

あ

だ
か
ら

 
神
楽

今
年
も
良
い

年
が

え
れ
る
よ
う
に

 
鈴

怠
惰
君
が
何
か
事
件
を
起
こ
し
ま
せ
ん
よ
う
に

 
怠
惰

失

だ
な

ま

良
い
や
と
り
あ
え
ず
は
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こ

ち
も
あ

ち
も
ち

く
ち

く
と
更
新
を

 

張

て
い
く
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
狗
神

こ
ん
な
小
説
だ
が
頼
む
な

 
神
楽

お
願
い
し
ま
す

 
鈴

よ
ろ
し
く

 
怠
惰

さ
て
と
そ
ろ
そ
ろ
時
間
な
の
で
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

ま
た
明
日
も
よ
ろ
し
く
な

 
神
楽

そ
れ
で
は

者
様

 
鈴

ま
た
次
回

バ
イ
バ
イ



 第１４０話 気づいた時には



 第十三章 封印されし高僧

 
第
十
三
章
 
封
印
さ
れ
し
高
僧

 
第
１
４
１
話
 
落
ち
て
き
た
の
は
ま
さ
か
の

 
こ
ん
ば
ん
わ

者
様
こ
こ
最
近
何

か
シ

ド
バ
に
ま
た
は
ま
り
だ
し
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔

で
す

何

急
に
は
ま
り
だ
し
た
の
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が

こ
ん
な
話
し
も
あ
れ
な
の
で

本
編
へ
ど
う

 

か
い
日
の
光
が

ら
す

下
が
り
の
こ
と
冬
も
終
わ
り

吹
き
の
季

の

が
や

て
く

る

や

て
く
る
の
だ
が

 
リ
リ

で
す
よ

 

を
告

る
妖
精
リ
リ

イ
ト
が
弾
幕
を
放
ち
な
が
ら

の
来
訪
を
告

る
の
だ
が

 
霊
夢

弾
幕
を

き
散
ら
し
て
神
社
を

ら
す
な

 
リ
リ

キ



 第１４１話 落ちてきたのはまさかの

 

ン

 
博
麗
神
社
で
許
可
な
く
弾
幕
を
放

た
が
た
め
に
霊
夢
の
怒
り
を

て
リ
リ

は

弾
し
て

た

 
蓮
 

あ
ち

霊
夢
そ
こ
は
大
人
に
な
ろ
う
よ

 
霊
夢

何
処
を
大
人
に
な
れ

て
言
う
の
よ

 
蓮
 

逆
に
考
え
る
ん
だ

弾
幕
を
射
た
せ
て
も
良
い
さ

 

て

 
霊
夢

ご
め
ん
そ
れ
は
流
石
に
分
か
ん
な
い
わ

 
と

霊
夢
は
幻
想
郷
に
来
て

年
近
く
経
過
し
て
常
識
が
少
し
壊
れ
か
け
て
い
る
蓮
に
そ

う

く

 
蓮
 

あ
れ

 
そ
ん
な
会
話
を
し
て
い
る
と

と
気
が
つ
く

む
ら
か
ら
こ
ち
ら
を
見
て
い
る

つ
の
目

玉
に

そ
し
て
そ
の
目
玉
は
飛
び
出
て
き
た

出
て
き
た
の
は
大
き
な

を

つ

し
い
オ

ド

ア
イ
の
少
女
で

つ
目
は

の

だ

た

 

 

べ
ろ
べ
ろ
ば



 第十三章 封印されし高僧

 
し
か
も
楽
し
そ
う
に
出
て
き
た

 

 

い
た

い
た

 
そ
う
言

て
く
る
が
全
然

い
て
い
な
い

だ
が
ち

と
可
愛
そ
う
な
の
で

 
蓮
 

う

う
ん

い
た
よ

 

い
た

と
い
う
が
少
女
は

ス

と
し
た

情
に
な
る
と

 

 

ち

と

い
て
な
い
わ
よ

の
お

 
は
満
た
さ
れ
て
な
い
も
ん

 
よ
く
分
か
ら
な
い
事
を
言

て
怒
り
だ
し
た

 
霊
夢

あ
ん
た

よ

 

 

え

は

か

て

は

々
良
小

 

て
い
う
ん
だ

 
と

名
前
を
名

た

 
霊
夢

で

そ
れ
が
何
の
用
よ

 
小

そ
れ
は

か
せ
に

 
そ
う
い

た

間

霊
夢
は
無
数
の
針
を
投

し
た



 第１４１話 落ちてきたのはまさかの

 
小

へ
え

 

ン

 
突
然
の
不
意

ち
に
対

で
き
ず
小

は

り
気
絶
し
た

 
蓮
 

も
う
霊
夢

た
ら

あ
れ

 
気
絶
し
て
目
を
回
す
小

を
見
る
と
近
く
に
何
か
光
る
物
が
落
ち
て
い
た

 
蓮
 

こ
れ
は

え

 
霊
夢

ど
う
し
た

何
そ
れ

 
そ
の

状
は

だ
が
真
ん
中
の

分
は

ら
ん
で
い
る

そ
う
現
代
か
ら
幻
想

り
を
し

て
い
て
オ
カ
ル
ト
に

し
く
な
い
蓮
で
も
す
ぐ
に
分
か
る
も
の
だ

た

 
蓮
 

て
か
ち

ち

 
そ
れ
は

手
で

て
る
ぐ
ら
い
あ
ま
り
に
も
小
さ
す
ぎ
る

だ

こ
の

に

れ
て

も

ミ

ミ

サ
イ

の
小
人
が

り
そ
う
な
感
じ
だ

す
る
と
霊
夢
は
首
を

て

 
霊
夢

そ
の

て
何

 
蓮
 

え

え

と

 
流
石
は
幻
想
郷
生
ま
れ

は
分
か
ら
な
い
よ
う
だ

だ
が
そ
う
言
わ
れ
て
み
る
と
蓮
は
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ま

た
く
も

て

し
く
な
い

そ
れ

前
に
幻
想

り
を

た
す
ま
で
は
妖
怪
だ
と
か
幽
霊
だ

と
か

そ
れ
に

人
だ
と
か
は
一

用
し
て
い
な
か

た
た
め

は
何
と
聞
か
れ

て
も

る
だ
け
だ

何
て
説
明
を
す
れ
ば
良
い
か
と
悩
ん
で
い
る
と

 

霊
夢
さ
ん
蓮
さ
ん
い
ま
す
か

 
霧
雨

お

い
霊
夢

蓮
い
る
か

 
と
神
社
の
本

の
方
か
ら

が
聞
こ
え
る
と
そ
の

は
近
づ
い
て
く
る

そ
れ
は
大

何
時

も
博
麗
神
社
に
遊
び
に
来
る
魔
理
沙
そ
し
て

し
い
事
に

だ

た

 
蓮
 

あ

魔
理
沙
そ
れ
に

さ
ん

 
霊
夢

そ
う
だ

度
良
さ
そ
う

 
蓮
 

え

あ

そ
う
か
確
か
に
そ
う
か
も

 
と

話
が
ま
と
ま
る
と
魔
理
沙
と

は
こ
ち
ら
へ
と
近
づ
き
く
と
蓮
は

を

て

 
蓮
 

人
の
ど

ち
か
で

に

し
い
人

 

て
い
る
か
な

 
魔
理
沙
と

は

を
見
る
と
魔
理
沙
と

は
共
に

い
き
の

に
な

た

 
霊
夢

ま

魔
理
沙
は

し
く
な
い
で
し



 第１４１話 落ちてきたのはまさかの

 
霧
雨

何
を

て
言

て
も
ま

そ
の
通
り

 
だ
け
ど
よ
て
か
そ
れ

 
と
少
し

し
そ
う
に
言

た
か
と
思
う
と

子
を

り
こ
れ
と
手
に

て
い
る

と

じ
物
を
出
し
た

 

え

魔
理
沙
さ
ん
も
で
す
か

 

も
手
に
ぶ
ら
下

て
い
る
手

の
布

か
ら
ま
た

が
出
て
く
る

 
蓮
 

お

じ
物
が

つ
も

 

奇

な
事

て
あ
る
ん
で
す

 
霧
雨

あ

て
か
よ

も
こ
れ
に
つ
い
て
蓮
な
ら

 
知

て
る
と
思

て
き
た
ん
だ
が

 
ど
う
や
ら
魔
理
沙
は
そ
の

に
つ
い
て
聞
き
に
来
た
み
た
い
だ
が

分
も

に

し

い
わ
け
で
は
な
い

だ
が

 

ん

の
説
明
な
ら

せ
て
下
さ
い

 
霊
夢

え

は
知

て

あ

そ
う
い
え
ば
蓮
と

 

じ
で
幻
想

り
し
た
ん
だ

た
わ
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は

分
と

じ
で
現
代
か
ら
幻
想

り
を

た
し
た
少
女
だ

そ
の
た
め
蓮
と

じ
話
が

で
き
る
数
少
な
い
情
報
共

者
の

人
だ

 

え

そ
れ
は
現
代
で
言
う
と
未
確
認
飛

 
行
物
体
と
さ
れ
て
い
て
光
体
だ

た
り
大
き
か

 
た
り
と

種

様
の
種

で
知
ら
れ
て
い
ま
す

 
霊
夢

飛
行
物
体

て
そ
れ
飛
ぶ
の

 
霧
雨

マ
ジ
か
よ

 
霊
夢
と
魔
理
沙
は

い
て
い
た

こ
ん
な

み
た
い
と
い
う
か

み
た
い
な

が
飛
ぶ
と
は

思
わ
な
か

た
の
だ
ろ
う

 

え

そ
れ
も
目
に
見
え
な
い
程
の

度
で

 
霧
雨

因
み
に

ン
屋
と
ど

ち
が

い
ん
だ

 
蓮
 

そ
れ
だ

た
ら

倒
的
に

じ

な
い

 
と
言

た
そ
の
時
だ

た

突
然
上
空
か
ら
一
人
の
少
女
が
地
上
に
降
り
て
く
る

そ
れ
は

 

 

ち

と
そ
れ
は
幻
想
郷
最

の

を

つ

 

と
し
て
聞
き

て
な
り
ま
せ
ん
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だ

し
か
も
手
に
は
新
聞
を

て
い
る
事
か
ら

々
新
聞

達
の

中
だ
ろ
う

 
霊
夢

あ
ん
た
は
ど

か
ら
出
て
き
た
の
よ

 

 

情
報
が
あ
る
と
こ
ろ
な
ら

え
火
の
中

の
中

 

の
中

の
中
や
雲
の
中
は
た
ま
た
ス
カ

ト
 

 
の
中
に
で
も
行
き
ま
す
よ

 
霧
雨

理
久
兎
の
墓
の
中
は

 

 

そ
れ
は
絶
対
に
行
き
ま
せ
ん
し
潜
り
ま
せ
ん
し

 

り
起
こ
し
ま
せ
ん
よ

あ
の
人
に
は
少
な
か

 
ら
ず

が
あ
り
ま
す
の
で

 
一

は
死
者
に
対
し
て
の

度
は
あ
る
よ
う
で

と
し
た
が
流
石
に
ス
カ

ト
の
中
は
ア
ウ

ト
だ

 

ン

え

と
続
き
を
話
し
ま
す
が

 
は
あ
く
ま
で
も

り
物
で
そ
れ
を

す
る
の
が

 
地

外
生
命
体
の
異
生
人
ま
た
を

人
と
さ
れ
 

 
て
い
ま
す
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霊
夢

て
こ
と
は
こ
れ
に
も
そ
の

人
が
い
た

て

 
事
よ

 

そ
う
な
り
え
ま
す

現
に
こ
こ
に
は

つ
も
あ
る

 
の
で

 
聞
い
て
い
る
と
ロ
マ
ン
を
感
じ
る

現
代
で
こ
の
年
で
こ
ん
な
事
を
し
て
い
る
と

変
人

い

な
た
め
気
楽
に
こ
う
い

た
物
に
ロ
マ
ン
を

て
る
の
は
と
て
も
楽
し
い
と
思
え
た

 

 

む

む

う
ん

い
い
記
事
が
書
け
そ
う

 
で
す

 
霧
雨

け
目
が
な
い
な

 

 

い
え
い
え

あ

そ
う
そ
う

方
に
は
面
白
い

 

タ
を

し
て
く
れ
た
の
で
話
し
て
お
き
ま

 
す

 
手

や
ら
を

ケ

ト
に
し
ま
い

は
話
始
め
た

 

 

実
は
で
す

雲
に

れ
て
大
き
な
船
を
見
た

て

 
い
う

言
が
あ

た
ん
で
す
よ

も
し
か
し
た
ら



 第１４１話 落ちてきたのはまさかの

 
そ
れ
に
関
係
あ
る
ん
じ

な
い
で
す
か

 
そ
れ
を
聞
く
と

の
目
は
先
程
よ
り
も

き
始
め
た

 

そ
れ
マ
ザ

シ

で
す
か

 
霊
夢

ま

ま
マ
ザ

 
霧
雨

ロ
ザ
リ
オ

 
蓮
 

全
然

う

し
か
も
そ
れ
め

ち

感
動
す
る

 
シ

ン

 
突
然

バ

ル
リ
ア
ル
テ

の
話
を
し
だ
し
て

た

 
蓮
 

え

と
マ
ザ

シ

て
の
は

分

が

 
子

だ
と
し
た
ら
マ
ザ

シ

は
そ
の

 
の
親
み
た
い
な
感
じ
か
な

 

蓮
さ
ん
の

え
は
合

て
ま
す
よ

 
霧
雨

へ

今
の
幻
想
郷
に
は
そ
ん
な
物
が
あ
る
の
か

 
霊
夢

は
興

な
い
わ

 

因
み
に
マ
ザ

シ

は
親
玉
と
い
う
名
目
か
ら
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で
集
め
た
お
宝
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

  
そ
れ
を
聞
く
と
霊
夢
と
魔
理
沙
は

ク
リ
と
反

し
た

と
い
う
か
言

て
は
な
ら
な
い
禁

を
い

て
し
ま

た

 
霊
夢

お
宝

良
い
わ

 
霧
雨

お
宝

 
お

に
少
し
う
る
さ
い
霊
夢
と

し
い
物
大

き
な
魔
理
沙
に
と

て
は
そ
そ
る
言

な
の

だ 

 

と
り
あ
え
ず

は
行
き
ま
す

々
新
聞
を

 

ら
な
き

い
け
な
い
の
で
そ
れ
で
は

 
そ
う
言
い

は
も
の

い

度
で

え
た
た
め
目
で
は
追
い

け
な
い

だ
が

 
霊
夢

蓮

分
で

度
よ

 
霧
雨

く
行
こ
う

 

行
き
ま
し

う

 
と

目
を

か
せ
る

人
に

て
る

も
な
く



 第１４１話 落ちてきたのはまさかの

 
蓮
 

は

待

て
て
準
備
し
て
く
る
か
ら
さ

 
そ
う
し
て
蓮
も
準
備
を
整
え
て
マ
ザ

シ

な
る
物
が
あ
る
と
さ
れ
る
空
へ
と
向
か
う
の

だ

た

 
怠
惰

は
い
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
狗
神

あ

あ
り
が
と
う
な

 
神
楽

所
で
怠
惰
様
そ
の
シ

ド
バ

て
何
で
す
か

 
鈴

そ
れ

て
何

 
怠
惰

カ

ド

ま

こ
こ
最
近
は

て
感
じ

 
だ
け
ど
ま

ま

面
白
い
よ

 
狗
神

う

何
だ
こ
れ

 
神
楽

何
か
い

い
い
ま
す

 
鈴

し
か
も

が

麗
だ
け
ど
何
か

い

 
怠
惰

ま

怠
惰
さ
ん
が
使
う
の
は

ン
パ
イ
ア
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だ
か
ら
仕
方
が
な
い

 
狗
神

強
い

の
か

 
怠
惰

う

ん

本
的
に
は
こ
れ
使
い
手
に
よ

て
強
い

 

い
が
変
わ
る
か
ら

一

カ

ド
の
ク
ラ
ス

 
に
よ

て
性
能
が

う
か
ら
怠
惰
さ
ん
の

キ

 
は
復

ン
パ
イ
ア

キ

に
言
う
と
命
の

 

け
引
き
す
る
戦
い
が
特

な

キ
だ

 
鈴

え
ば
ど
ん
な
感
じ

 
怠
惰

う

ん
セ
ル
フ
カ

ト
し
て

の
体
力
を

り

 
つ
つ
戦
う

て
感
じ
か
な

 
狗
神

に
死
に
そ
う
だ
な

 
怠
惰

う
ん
使
い
方
を
し
く
じ
る
と
死
ぬ
よ

 
神
楽

い
で
す

 
怠
惰

ま

れ
だ
よ

れ

お

と
そ
ろ
そ
ろ
時
間

 
か
な
て
な

で

の
話
し
に
な
り
ま
し
た
が



 第１４１話 落ちてきたのはまさかの

 
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す

 
狗
神

そ
ん
じ

者
様

 
鈴

ま
た
次
回

 
神
楽

そ
れ
で
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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第
１
４
３
話
 
聖
輦
船
の
ク
ル

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

仮

許
に
落
ち
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

言
え
る
の
は
た
だ

つ

と
て
も

し
か

た
で
す

そ
れ
は
さ
て
お
き
今
回
も
ど
う

 
雲
山
に

内
さ
れ
蓮
達
は
屋
敷

と
い
う
よ
り
か
は

 
霊
夢

あ
れ
は

 
小
さ
な

に
霊
夢
は

い
た

 
霧
雨

す
る
と
こ
こ
は

教
か

 
ど
う
や
ら
こ
こ
の
人
達
は

教
徒
み
た
い
だ

そ
の
た
め
か
あ
ち
ら

方
に
時
々
法

が

い

て
あ
る

 
蓮
 

あ

そ
う
か
確
か
神
道
と

教

て
仲
が
悪
い
ん

 
だ

け

 

そ
う
み
た
い
な
ん
で
す
よ

し
か
も
何
時
の
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間
に
か
神

合
の

に
な

て
い
て
神

 
子
様
や
諏
訪
子
様
も
少
々

を
悩
ま
せ
た
と

 
か
そ
の
結

が
七
福
神
み
た
い
に
神
と

が
合

 
わ
さ

た
グ
ル

が

生
し
た
ん
で
す
よ

 
蓮
 

へ

 
こ
う
し
て
よ
く
よ
く
考
え
て
み
る
と
日
本
は
宗
教
に
対
し
て
は
結
構
フ
リ

ン
ス
だ
と
思

た

す
る
と

 

 

あ
れ
雲
山
そ
の
人
達
は

 
と
白
い

パ
ン
で
セ

ラ

を
着
こ
ん
だ
少
女
が
出
て
く
る

何
に
も
船
の
ク
ル

で

す
と
い

た
格

だ

 
蓮
 

あ

お
邪
魔
し
て
ま
す
蓮
で
す

 

 

あ

さ

き
一

が
言

て
た
客
人
だ

よ
う

 
こ
そ
聖
輦
船
へ

は
こ
こ
の
船
の
船
⻑
を

め

 
て
い
る
村

よ
ろ
し
く

 
と
い
う
か
こ
の
人
が
船
⻑
み
た
い
だ

船
⻑
な
ら

り
や
ら

を
し
な
く
て
良
い
の
か
と
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思

た

 

あ
れ

と
か
は

ら
な
い
ん
で
す
か

 
し
か
も
そ
れ
を

が
わ
ざ
わ
ざ
言

て
く
れ
た

す
る
と
村
沙
は
後

に
手
を
当
て
て
笑

い
な
が
ら

 

ア
ハ
ハ

い
や

こ
の
聖
輦
船
さ

動

 
な
ん
だ
よ

  
蓮
霊
夢
魔
理
沙

は

こ
け
る

そ
れ
な
ら
何

船
⻑
を
名

る
の
だ
と
い
う

か
仕
事
が
な
い
だ
ろ
と
思

た

た
が

 
霧
雨

お

お
い
お
い

 
霊
夢

そ
れ
な
ら
船
⻑
い
ら
な
く
な
い

 

確
か
に

 
言

て
し
ま

た

言
わ
な
い
よ
う
に

慢
し
て
い
た
の
に
霊
夢
や

は
言

て
し
ま

た 

そ
れ
言
わ
な
い
で

結
構
気
に
は
し
て
い
る
ん
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だ
か
ら
さ

 
少
し

目
に
な

て
い
て
可
愛
そ
う
に
思
え
た

し
か
も
雲
山
は
村
沙
の

を

ン

ン
と
優

し
く

き

ま
し
て
い
た

 
一

お
い
お
い
客
室
に
い
な
い
と
思

た
ら

く

 
来
て

て
何
し
て
い
る
ん
だ

 

え

あ

ご
め
ん

 
一

ま

た
く

 
そ
ん
な
こ
ん
な
で
蓮
達
は
居
間
へ
と
来
る
と

の

に

か
け
る

そ
し
て
テ

ル
に
お

を
雲
山
が

い
て
く
れ
る

 
蓮
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
雲
山
 

 
や
は
り
雲
山
と
は
何
か
と
気
が
合
い
そ
う
な
気
が
し
た

す
る
と

 
一

よ
し

た
な

 

後
は

と

の
手
に

か

て
る

 
と

人
は
話
し
て
い
る
の
を
聞
き
逃
さ
な
か

た



 第十三章 封印されし高僧

 
蓮
 

あ
の
所
で
そ
の

を
集
め
て
何
を
す
る
ん
で
す

 
か

 
そ
れ
を
聞
く
と

人
は

を
見
合
わ
せ
る

そ
し
て
蓮
の

問
は

り
に
も
聞
こ
え
て
い
た

の
か
霊
夢

魔
理
沙

の

は

人
に
注
が
れ
る

 
一

あ

え

と
は

こ
れ
君
達
は

だ
と

 
か
言

て
る
け
ど
実

は
そ
ん
な
ん
じ

な
く
て

 

達
の
親
友
の
封
印
を
解
く
た
め
の

な
ん
だ
よ

 

で
す
か

 

そ
う
本
当
だ

た
ら
す
ぐ
地
底
か
ら

け
出
し
て

 
仲
間
の
用
事
が

ん
だ
ら

く
に
魔
界
へ
と
向
か

 
う

だ

た
ん
だ
け
ど

か
に
そ
の

を
隠
さ
れ

 
て
仕
方
な
く
探
し
回

て
い
た

て
感
じ
だ
な
ん

 
だ
よ

 
霧
雨

何
か
面
倒
な
こ
と
し
て
ん
な

 
雲
山
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雲
山
は

く

つ
ま
り
こ
の
人
い
や
妖
怪
達
の
目
的
は
そ
の
封
印
さ
れ
て
い
る
友
人
を

け
る

こ
と
の
よ
う
だ

 
蓮
 

そ
う
い
え
ば

と

て
言
い
ま
し
た
け
ど

 
お
仲
間
で
す
か

 

え

そ
れ
も

強
力
な
仲
間

 

 

お

い
帰

た

 
と

が
聞
こ
え
る

ど
う
や
ら
そ
の
お
仲
間
さ
ん
が
き
た
よ
う
だ

 
一

を
す
れ
ば
か

 
一

の

き
か
ら

分
も
立
た
な
い
で
居
間
の

子
が
開
く
と

人
の
少
女
が
や

て
来
る

人
は
丸
い

を

ち
ミ
ミ

の
よ
う
な

を

ら
す
結
構
小
さ
め
の
少
女

そ
し
て
も
う

方
の
少
女
は
三

の

を

ち

の

き
を
し
て
い
る

色

の
少
女
だ

 

 

あ
れ
お
客
様
で
す
か

 
と

言
う
と

が
説
明
し
出
し
た

 

え

と
ま
ず
小
さ
い
の
が

リ
ン

て

 
言

て
も
う

人
の
大
き
い
の
が

丸
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て
い
う
ん
だ
よ

 
と

く

が
説
明
し
て
く
れ
る

 

あ

ご
紹
介
に

か

た
通
り

は

リ
ン

 
そ
れ
で
隣
に
い
る
の
が
ご

人
の

 

丸

ア
ハ
ハ
ど
う
も

丸

で
す

 

女
達
も

を
し
て
く
れ
る

 
蓮
 

あ

え

と

蓮
で
す
一

は
お
客
と
し
て

 
来
ま
し
た

 

東
風

で
す

 
霧
雨

霧
雨
魔
理
沙
だ

 
霊
夢

博
麗
霊
夢

 
名

て
く
れ
た
た
め

分
達
も
名

り
返
す

 

そ
れ
で
何
で
ま
た
客
な
ん
て
呼
ん
だ
の
さ

 
一

あ

そ
の
人
達
が

り
の

を
見
つ
け
て
く
れ

 
た
ん
だ
よ
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丸

本
当
で
す
か

 
そ
う
言
う
と

は

を
下

て

 

丸

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
蓮
 

あ

い
え

然
で
し
た
の
で

 

そ
れ
で
ま

魔
界
に
ツ
ア

感
覚
で

内
し
て

 
あ

よ
う

て
事
に
な

て

 

る
程
な

な
ら

く
行
こ
う
船
⻑

客
人

 
を
暇
さ
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
し
そ
れ
に

 
聖
を

く

え
に
行
き
た
い
し
な

 

リ
ン
の
そ
の
言

で
村

は

く

し
て

 

合

な
ら

回

ド
か
ら
魔
界
に
目
的
地

 
変
更
し
て
く
る

 

は
そ
う
言
い
居
間
か
ら
出
て
い

た

 

ま

あ
れ
だ

色
々
と
見
て
く
れ
客
人
と

 
な
れ
ば
も
て
な
す
か
ら
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丸

え

 
蓮
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
そ
う
し
て
メ
ン
バ

は

い
蓮
達
は
魔
界
へ
と
向
か
う
事
と
な

た
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
狗
神

お
い
怠
惰

何
か
や
つ
れ
た
な

 
神
楽

言
わ
れ
て
み
る
と

 
鈴

う

ん
確
か
に

 
怠
惰

え

あ

ち
の
再
編
集
だ
と
か
あ

ち
こ

ち

 
の
話
を
書
い
た
り
更
に
は
教

所
の

強
だ

た

 
り
と

し
く
て

分
来

の

間
だ
け

 
お
休
み
を
と
る
か
も
し
れ
な
い

 
狗
神

そ
ん
な
に
か

 
神
楽

分
で
す
が
あ

ち
の
再
編
集
が

し
て
い
る
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と
い

た
感
じ
で
し

う
か

 
怠
惰

え

ま

そ
う
で
す

当
時
の
怠
惰
さ
ん
が

 
あ
ま
り
に
も

か
だ

た
の
で
こ
う
し
て
現

 
の

が

し
て
ま
す

 
鈴

本

転
倒
だ

 
怠
惰

な
の
で

ら
く
来

の
月

日
か
ら

間
程

 
お
休
み
を
す
る
と
思

て
い
て
下
さ
い
急
で

 
し

あ
り
ま
せ
ん

 
狗
神

ま

す
ま
な
い
が
そ
う
思

て
い
て
く
れ

 
神
楽

す
み
ま
せ
ん

 
鈴

ご
め
ん

 
怠
惰

で
は
ま

そ
ろ
そ
ろ
時
間
だ
か
ら
こ
こ
で
お
し

 
ま
い
で
す

 
鈴

そ
れ
じ

今
回
も
あ
り
が
と
う

 
神
楽

で
は
ま
た
次
回
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狗
神

そ
ん
じ

あ
な



 第１４２話 空中船

 
第
１
４
２
話
 
空
中
船

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

つ
い
に
仮

を
受
け
る
事
と
な

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

正

受
か
る
気
が
し
な
い

ま

こ
ん
な

に
な

て
し
ま
い
そ
う
な
話
し
は
無
し
に
し
て
本
編
へ
ど

う 
雲
が
少
し
か
か
る

空
の
空

 

マ
ザ

シ

は

 
霧
雨

お
宝
お
宝

 
霊
夢

 
蓮
 

は

 
そ
ん
な
空
を
蓮
達
は
飛
ん
で
い
た

目
的
と
し
て
は
現

手
に

つ

の
マ
ザ

シ

を
探
す
こ
と
だ

だ
が
あ
ま
り
言
い
た
く
は
な
い
の
だ
が
正

人
達
に

し

な
い
気

ち
で
一

だ

は
オ
カ
ル
ト
が
ら
み
だ
か
ら
ま
だ
良
い
の
だ
が
問

の

人
は
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利

欲
と
い
う
か
お

が
ら
み
で
動
い
て
い
る
か
ら
だ

 
蓮
 

も
し

き
そ
う
に
な

て
い
た
ら
悲
し
み

 
の
向
こ
う
で
を

て
あ

よ
う
か
な

 

分
に
出
来
る
の
は
も
う
こ
れ
し
か
な
い

す
る
と

 
霊
夢

蓮

蓮

た
ら

 
蓮
 

え

 
ど
う
や
ら

分
が
呼
ば
れ
て
い
た
よ
う
で
霊
夢
は
少
し
心

し
た

情
で
見
て
く
る

 
霊
夢

大

 
蓮
 

え

あ

う
ん
大

だ
よ

 
言
え
な
い

分
達
の
せ
い
で

人
が
可
愛
そ
う
な
未
来
な
り
そ
う
だ
な
ん
て

が

け
て

も
言
え
な
い

そ
の
た
め
愛
想
笑
い
で

魔
化
す

 
霊
夢

そ
う
そ
れ
な
ら
良
か

へ

 
霧
雨

お
お
お
い

 

 

 
何
で
な
の
か
分
か
ら
な
い
が
霊
夢
や
魔
理
沙
そ
し
て

は

分
の

を
見
て

い
て
い
た
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蓮
 

え

に
何
か
つ
い
て
る

 
聞
い
て
み
る
と

人
は

 
霊
夢

う
わ
よ

 

れ
れ
れ
れ
れ
蓮
さ
ん

 
霧
雨

う

後
ろ
だ

 
蓮
 

え

ハ
ハ
ハ

そ
の
手
に
は

ら

 
え

 
こ
れ
に
は

を
出
し
て

い
た

分
達
の
す
ぐ
上
後
ろ
に

大
な

船
が

か
び

々
と

空
を

い
で
い
た
の
だ

だ
が

 

思

て
た
の
と

う

 
ど
う
や
ら

か
ら

想
さ
せ
て
も

と
こ
う

大
は

船
ま
た
は

ス
・
タ

り

を
考
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
が
外
れ
て
少
し
し

ん
と
な

て
い
た

 
蓮
 

ま

の
船
か
ら

船
に
な
れ
ば
仕
方
な
い
か

 
な

 

は
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落
ち
込
み

合
が
と
ん
で
も
な
い

だ
が
霊
夢
と
魔
理
沙
は

 
霊
夢

や

り
宝
船
よ

 
霧
雨

や
ら
が
あ
り
そ
う
だ

 
ど
う
や
ら
七
福
神
の
宝
船
と
考
え
た
ら
し
い

こ
こ
ま
で
来
る
と

や

を
も
た
ら
し
て
く

れ
る
七
福
神
達
に
も
喧
嘩
を
売
り
そ
う
だ

 
蓮
 

仮
に
七
福
神
の
宝
船
だ

た
と
し
て
と

 
相
が
な
い
よ

 
霧
雨

一
番

り

 
霊
夢

ず
る
い
わ
よ
魔
理
沙

 

人
は
知

た
こ
と
か
と
言

た
感
じ
で
宝
船

に

り
込
ん
で
い

た

そ
れ
を

然
と

蓮
と

は
立
ち

く
す

 
蓮
 

さ
ん

行
き
ま
す

 

で
す

宝
船
な
ら
宝
船
で
良
い
も
の
が
見
れ

 
た
と
思
え
ば

々

で
す

 
蓮
と

も
空

か
ぶ
宝
船
へ
と

り
込
ん
だ

宝
船
は

は

だ
が
不
思
議
な
の
は
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が
な
い
こ
と

そ
し
て
家

み
た
い
な
物
が

て
い
た

 
蓮
 

不
思
議
な
船
だ
な

 

そ
う
で
す

 
と

そ
ん
な
事
を
言

て
い
る
と

 
霊
夢

お
宝
な
ん
て
な
い
じ

な
い

 
霧
雨

結
局
面
白
そ
う
な
も
ん
は
な
い
よ
な

 

り
を
探
し
て
お
宝
が
見
つ
か
ら
ず
霊
夢
と
魔
理
沙
は
少
々
不

れ
て
い
た

と
い
う
か

み
や
強

は

い
て
は

メ
だ

 
蓮
 

ま

た
く

人
は

 
霊
夢

は

 
霧
雨

で
も
よ

り
は
無
か

た
が
よ
あ
そ
こ
の
中

 
な
ら
あ
る
ん
じ

な
い
か

 
そ
れ
を
聞
く
と
霊
夢
の
目
は
ま
た
キ
ラ
キ
ラ
と
し
だ
し
た

こ
う
い

た
立
ち

り
は
本
当
に

い
 
霊
夢

そ
う
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霧
雨

よ
し

そ
れ
な
ら

 
と

魔
理
沙
が
言

た
そ
の
時
だ

た

 

 

悪
い
け
ど
こ
こ
に
は
何
に
も
な
い
よ

 
霊
夢

 

の
し
た
方
向
を
見
る
と
そ
こ
に
は

を

た
少
女
が
い
た

ど
う
や
ら
こ
の
船
の
ク

ル

い

 
霊
夢

か
し
ら

 
少
女

え

ま

所
で
貴
方
達
は

か
し
ら

 
と

聞
か
れ
る
と
や
は
り

先
に
と
名

た
の
は

 
霧
雨

普
通
の
魔
法
使
い
霧
雨
魔
理
沙
だ

 
魔
理
沙
だ

そ
れ
に
続
い
て

 

東
風

で
す

 
霊
夢

博
麗
霊
夢
よ

 

人
は

を
す
る

人
が

す
る
な
ら

分
も

だ

 
蓮
 

蓮
で
す
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少
女

こ
れ
は
こ
れ
は
ご

に

は
雲
居
一

と

 
言
う
も
の
で
す

そ
し
て
貴
方
達
の
後
ろ
に

 
い
る
の
が

 
一

と
名

た
少
女
に
言
わ
れ
後
ろ
を
向
く
が
何
も
な
い

あ

て
も
雲
の
上
を
進
ん
で
い

る
た
め
か
雲
が

に
か
か
る
ぐ
ら
い
だ

 
蓮
 

え

と

も
い
ま
せ
ん
が

 
一

い
ま
す
よ

 
と

言
わ
れ

人
は
よ
く
目
を

ら
す

そ
し
て
真

先
に
霊
夢
が
気
づ
い
た

 
霊
夢

こ
こ
ら

を
漂

て
る
雲

ま
る
で
風
に

 
し
て

ま
さ
か

 
一

ご
名

 
霧
雨

ど
う
い
う
こ
と
だ

 
霊
夢

見
越
し

道
で
し

 
霊
夢
の
そ
の
言

と

時
に

り
の
雲
が
集
ま

て
い
く

そ
し
て
集
ま

た
雲
は

つ
く
そ

し
て

親

み
た
い
な

を

り
出
し
大
き
な

手
を

る
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一

そ
れ
で
紹
介
す
る
け
ど
見
越
し

道
の
雲
山

 
雲
山
 

 
雲
山
は
無

な
の
か
何
な
の
か

ら
ず

を

リ
と
下

る

そ
し
て
感
じ
た

雲
山
は

ら
く

分
と

じ
常
識

ジ
だ
ろ
う
と

 
蓮
 

あ

こ
れ
は
ご

に

 
雲
山
 
 

 

を
し
て

を
下

返
す
と
雲
山
は

と
笑

に
な
る

見
て
い
る
と

は
少
し

い
が
実

は
優
し
い
近
所
の
お
じ
さ
ん
み
た
い
な

気
だ

 
一

し
い
雲
山
が

め
て
の
人
に

笑
む
な
ん
て

 
霊
夢

ま

貴
女
は
大
方

道
使
い
よ

 
一

え

あ

そ
う
そ
う
こ
こ
に
来
た
理

は

 

宝
だ
ろ
う
け
ど
生

そ
ん
な
物
は

て

 
貴
方
達
そ
れ
を
何
処
で

 
と

一

は

て
い
る

に
気
が
つ
く
と

く

そ
れ
に
対
し
て

人
は

 
霊
夢

蓮
が

て
き
た
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蓮
 

落
ち
て
ま
し
た

 
霧
雨

香
霖
か
ら

た

 

屋

に
引

か

て
ま
し
た

 
と

様
々
で
あ
る

だ
が
一

は
先
程
と
は
う

て
変
わ
り

相
を
変
え
て

 
一

そ
れ
を

て
欲
し
い
お
願
い
だ

 
雲
山
 
 
人

 

 
そ
う
言
わ
れ
る

分
的
に
は

て
も
良
い
と
思
え
た

 
蓮
 

こ
こ
ま
で
言

て
る
ん
だ
か
ら
あ

 
た
ら

 
霊
夢

そ
う

ま

良
い
わ
あ

る
わ
よ

 
霧
雨

お
い
お
い
な
ら
よ
こ
れ
に
見
合
う
対
価
と
か

 
な
い
の
か
よ

 
と

魔
理
沙
が
言
う
と
一

は

 
一

確
か
魔
法
使
い

て
言

た

で
す
よ

 
霧
雨

あ
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一

達
が
向
か
う
の
は
魔
界
で
す
と
言

た
ら

 
霧
雨

魔
界
だ
と

 
霊
夢

そ
れ
本
当

 
霊
夢
と
魔
理
沙
は
ど
う
や
ら
魔
界
に
つ
い
て
知

て
い
る
よ
う
だ

だ
が

分
と

は
魔
界

と
は

と
い
う
感
じ
で

を
か
し

た

 
蓮
 

え

と
魔
界

て

 

何
で
し

う
か

 
霊
夢

あ

蓮
や

は
知
ら
な
か

た
わ

 
霧
雨

ま

言

ち
ま
う
と
別
の
世
界
み
た
い
な
も
ん
だ
よ

 
地
上

天
界

魔
界
そ
の

に
こ
の
世
に
は
色
々
な

 
世
界
が
あ

て
だ
魔
界
は
そ
の
世
界
の

つ
で

に

 
魔
族
や
魔
獣
が
住
ま
う
世
界
だ
が
魔
法
の
最
先

を

 
行
く
世
界
で
も
あ
る
ん
だ
よ

更
に
言
う
と
ア
リ
ス

 
の

郷
だ
な

 
魔
理
沙
の
説
明
で
大
方
は
理
解
で
き
た

し
か
も
ア
リ
ス
は
魔
界
出

の
よ
う
だ
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世
界

て

い
ん
で
す

 
霊
夢

え

考
え
て
る
よ
り

く

い
わ
よ

 
一

そ
れ
で
も
し
そ
れ
を

て
く
れ
る
な
ら
魔
界
の

 
ま

観
光
ツ
ア

み
た
い
な
感
じ
か
も
し
れ
な
い

 
け
ど
来
ま
す
か

 
と

誘
わ
れ
た

だ
が
正

な
話
だ
が
そ
う
い

た
世
界
も
ま
た
見
て
み
た
い

 
蓮
 

霊
夢
ち

と

は
興

あ
る
ん
だ
け
ど

 

も
あ
り
ま
す

 
霧
雨

魔
界
か

行
く
価
値
は
あ
り
だ
な

 
霊
夢

は

分
か

た
わ
良
い
わ
そ
の
代
わ
り
し

か
り
と

 
見
さ
せ
て

う
わ
よ

 
そ
れ
を
聞
く
と
一

と
雲
山
は

び
の

情
と
な

た

 
一

だ

な
ら
今
か
ら
君
た
ち
は
客
人
だ
雲
山

 

内
を
し
て
あ

て
欲
し
い

 
雲
山
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ク
り
と

く
と
雲
山
は
手
招
き
し
て
く
れ
る

つ
い
て
来
い
と
う
事
だ
ろ
う

 
蓮
 

楽
し
み
だ

 
霊
夢

ま

楽
し
ま
せ
て
も
ら
う
わ

 

そ
う
で
す

 
霧
雨

魅
魔
様
い
る
か
な

 
と

人
は
雲
山
に

内
さ
れ
る
の
だ

た

 
怠
惰

は
い
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
狗
神

魔
界
か

怠
惰
お
前
に
関
係
あ
る
だ
ろ

 
怠
惰

い
い
や

は
魔
界
出

じ

な
い
し
も

と

 

地
だ
し

 
神
楽

そ
う
な
ん
で
す
か

 
鈴

何
か
意
外

 
怠
惰

ま

で
も
一

は
魔
力
の

の
世
界
だ
か
ら
居
心
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地
は

分
良
い
と
は
思
う
け
ど
あ
そ
こ
の
世
界
は

 

念
な
が
ら
娯
楽
は
ま
だ

い
か
ら
行
く
気
が
失

 
せ
る
ん
だ
よ

 
神
楽

そ
の
娯
楽
と
は

 
狗
神

だ
ろ
ど
う
せ

 
怠
惰

え

だ

て
や

と
ス

パ

フ

ミ

ン
が

 
普

し
て
き
た
ぐ
ら
い
だ
か
ら

小
説

定
だ

 
と

 
鈴

う

わ
古

 
狗
神

そ
れ
は
現
代

子
の
お
前
に
は
キ
ツ
イ
な

 
怠
惰

え

そ
ん
な
こ
ん
な
で
行
か
な
い
ん
で
す
よ

 
お

と
そ
ろ
そ
ろ
時
間
か
そ
れ
で
は

者
様

 
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す

 
狗
神

次
回
も
よ
ろ
し
く
な

 
神
楽

そ
れ
で
は

者
様



 第十三章 封印されし高僧

 
鈴

ま

た



 第１４４話 いざ魔界へ

 
第
１
４
４
話
 
い
ざ
魔
界
へ

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
仮

に
落
ち
た
た
め
に

強
し
て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

そ
れ

と
や
は
り
来

の
月

日
か
ら

間
で
す
が
お
休
み
し
ま
す

し

ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
お

願
い

し
ま
す

で
は
本
編
へ
ど
う

 
真

の

陽
が
飛
行
す
る
聖
輦
船
を

ら
す

そ
こ
か
ら

め
る
景
色
は
ま
た
何
時
も
と
は

う
景
色
だ
と
感
じ
る

 
蓮
 

船
な
ん
て

た
こ
と
な
い
か
ら
こ
う
し
て

 
見
る
と
ゆ

た
り
し
て
る
ん
だ

飛
行
船

 
だ
け
ど

 

あ
れ

修

旅
行
と
か
で
は

ら
な
か

た
の

 
で
す
か

 
蓮
 

え

親
や
祖

が

し
て
く
れ
た

険

と
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古
い
家
で

ま
し
く

ら
し
て
い
た
も
の
で

 
現
代
の
遊

船
な
ど
船
な
ど
は
一

た
こ
と
が
な
い

修

旅
行
で
は

ら
な
か

た
の

か
と
い
う
と
生
活
す
る
た
め
の
お

が

体
な
か

た
た
め
修

旅
行
に
は
行

て
い
な
い

そ

の
た
め
こ
う
し
た
船
や
飛
行

等
は
少
し

れ
て
は
い
た
の
だ

 

あ

そ
の

ご
め
ん
な
さ
い

 
蓮
 

あ

う
ん
良
い
よ
全
然

 
悲
し
く
は
な
い
と
言

た
ら
嘘
に
な
る
が

親
は
物
心
つ
く
前
に
こ
の
世
を
去

て
い
る
た
め

生
の
親
な
ど
を
見
て
い
る
と

ま
し
く
は
な

た

し
か
し
育
て
親
の
祖

が
い
た
た
め
悲

し
く
は
な
か

た
が
も
う
か
れ
こ
れ
約

年
ぐ
ら
い
前
に
天

を

え
て
旅
立

た

そ
れ
は

流
石
に

し
く
て

い
た
が
も
う
そ
こ
ま
で
気
に
は
し
て
な
い

何

な
ら

 
霊
夢

ゆ

く
り
と
動
く
船
も
良
い
も
の

 
霧
雨

だ
な

 
こ
う
し
て
数

く
の
友
人
そ
し
て
霊
夢
に
会
え
た
た
め
も
う

し
く
も
悲
し
く
も
な
い

す
る

と 

間
も
な
く
魔
界
へ
と
突

す
る
よ
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そ
の
言

と
共
に

み
が
現
れ
る

聖
輦
船
は
そ
こ
へ
と
突

す
る
み
た
い
だ

 
霧
雨

魔
界
か
何
年
ぶ
り
か
な

 
霊
夢

か
れ
こ
れ

何
年
ぶ
り
な
の
か
し
ら

 
蓮
 

魔
界

て
何
が
あ
る
の

 
一

魔
界
に
は
何
が
あ
る
の
か
を
聞
い
て
み
る
と

 
霧
雨

え

と
魔
族
や
魔
獣
は

い
て
そ
れ
か
ら

 
生
体
の
魔
法

物
も
い
る
し
後
は
う

ん

最
悪

 
な
場
合
だ
と
と
ん
で
も
な
い
大
物
悪
魔
や
魔
⻯
に

 
も
会
え
る

 
霊
夢

レ
ア

て
言

た
ら
神

だ
と
か
も
レ
ア

て

 
言
え
ば
レ
ア
の

よ

ア
ン
ラ

キ

と
も

 
言
う
と
は
思
う
け
ど

 
蓮
 

神

 
霧
雨

あ

魔
界
の
最
高
神
な
ん
だ
が
よ
と
ん
で
も
な
い

 
ぐ
ら
い
に
カ
リ
ス
マ
性
が
な
く
て
魔
族
の

ど
は
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れ
て
る
レ

ル
の
魔
神
だ

 
そ
れ
を
最
高
神
に
し
て
良
い
の
か
と
思
う
が
気
に
し
た
ら
負
け
だ
ろ
う

と
い
う
か

に

し
す
ぎ
る

 
蓮
 

で
も
魔
界
に
言

た
こ
と
あ
る

て
聞
い
た
け
ど

 
あ
ん
ま
り
行

て
る
よ
う
に
は
見
え
な
い
け
ど

 
霊
夢

あ

そ
れ
は
魔
界
へ
の
不
法

が

く
な

た

 
か
ら

て
理

で
神

が
対
策
し
て
前
よ
り
も
世

 
界
と
世
界
と
の

間
の

た
り
が
大
き
く
な

た

 
の
よ

 
霧
雨

そ
ん
な
こ
ん
な
で
魔
界
に
は
中
々
行
け
な
く
な

 
ち
ま

た
け
ど
な

 

世
界

て
本
当
に
不
思
議
で
す

 

の
言
う
通
り
世
界
に
は
ま
だ
ま
だ
色
々
な
不
思
議
が
あ
る
な
と
感
じ
た

だ
が
そ
ん
な
こ

ん
な
で
話
を
し
て
い
る
と
も
う

み
へ
と
聖
輦
船
は

り
そ
う
だ

 

と
り
あ
え
ず
何
処
か
に

ま

て
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そ
う
言
わ
れ
蓮
達
は
船
の
手
す
り
に

ま
る
と
や
が
て
聖
輦
船
は

み
へ
と

る
の
だ

た

そ
し
て

み
の
光
を
越
え
る
と

空
の
景
色
か
ら
紫
色
の
空
と
な
り
世
界
が
ガ
ラ
リ
と
変
わ

た 
蓮
 

こ
こ
が
魔
界

 
霧
雨

久
々
だ
な
こ
こ
も

 
霊
夢

そ
う

 

あ
ん
な
所
に
見
た
こ
と
の
な
い
生
物
が

あ

 
あ

ち
に
も

 

の
言

を
聞
く
と
蓮
も
魔
界
の
地
上
を
見
る

そ
こ
に
は

種

様
な
見
た
こ
の
な
い
生

物
達
が
い
た

 
霧
雨

気
を

け
ろ
よ
魔
界
の
生
物
は

本
凶

だ
か

 
ら
な
下
手
す
る
と

か
ら
ガ

リ
と
か

物

 
だ

た
ら

ま
ろ
う
も
の
な
ら

先
は
永
久

 

だ
か
ら
よ

 

き

気
を

け
ま
す
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蓮
 

や

り
凶

だ

た
よ

 
魔
界
の
生
物
達
に
は
気
を

け
よ
う
と
思
い
な
が
ら
も
景
色
を

め
る

 
霊
夢

幻
想
郷
も
良
い
け
ど
た
ま
に
は
こ
う
い

た

 
景
色
も
い
い
わ

 
蓮
 

そ
う
だ

で
も

か
ら
し
た
ら
霊
夢
の
方
が

 
幻
想
的
で

麗
だ
け
ど

 
霊
夢

も

も
う
蓮

た
ら

ず
か
し
い
じ

な
い

 

を

く
し
て
霊
夢
は

ず
か
し
そ
う
だ

そ
れ
を
見
て
い
る
ギ

ラ
リ

は

 
霧
雨

た
く
何
処
に
行

て
も
イ

イ

し
や

 
が

て
よ

 

う
わ

リ
ア

で
す

で
す

 
霊
夢

外
野
共
う
る
さ
い
わ
よ

 
蓮
 

何
で
だ
ろ
う

ま
で

ず
か
し
く
な

て
き
た

 
言

た

分
が

ず
か
し
く
な

て
き
た

れ
な
い
こ
と
を
す
る
の
は
あ
ま
り
よ
ろ
し
く
は

な
い
の
だ
と
感
じ
て
し
ま
う
の
だ

た

そ
ん
な
こ
ん
な
話
を
し
て
い
て
も
聖
輦
船
は
進
ん
で
い
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く

そ
し
て
急
に

な
ど
の

物
は

え
て
見
た
こ
と
の
な
い
景
色
へ
と
変
わ
る

 
蓮
 

地
面
に

様
が

こ
こ
は
魔
界
の
何
処
な
の

 
見
た
感
じ
ル

ン

み
た
い
な

様
が
大
地
か
ら

か
ぶ
こ
の
景
色

そ
れ
に
つ
い
て
聞
い
て

み
る
と

 
霧
雨

悪
い
が
こ
こ
ま
で
は
来
た
こ
と
な
い
ん
だ

 
よ
な

 
霊
夢

下

そ
れ
で
こ
こ
は
魔
界
の
何
処
な
の
よ

 
霊
夢
が
村

達
に
聞
く

 
村

え

と
何
処
だ

け

 

ま

た
く

ご

人
説
明
を

 

丸

え

と
こ
こ
は
魔
界
の
一

で
法
界
と
呼
ば
れ
る

 
場
所
こ
こ
に
聖
が
囚
わ
れ
て
い
ま
す

 
ど
う
や
ら
目
的
地
の
場
所
に
は

り
着
い
た
よ
う
だ

こ
の
も
う
少
し
先
に
聖
と
呼
ば
れ
る
人

が
囚
わ
れ
て
い
る
ら
し
い

 
一

思
え
ば
⻑
か

た
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聖
と
は
別
に
地
底

深
く
の
血
の

地
獄
に
封
印

 
さ
れ
あ
れ
か
ら

１
０
０
０
年
よ
う
や
く
願
い
が

 

さ
れ
る

 
雲
山
 

 

丸

あ
の
時
は

え
れ
な
か

た
だ
け
ど
今
度
こ
そ
は

 

あ

 
と

は
そ
れ

れ
思
い
を
込
め
る

 
霊
夢

ま

今
は
そ
ん
な
気

し
く
考
え
ず
と
も
幻
想
郷
は

 
人
間

妖
怪
は
平
等
だ
け
ど

 
霧
雨

確
か
に
な

 
蓮
 

中
に
は
神
様
も
い
る
し

 

え

度
こ
こ
に
現
人
神
な
ら
い
ま
す
か
ら

 

人

え

が

 

ち

と

霊
夢
さ
ん
や
魔
理
沙
さ
ん
は
と
も
か
く

 
蓮
さ
ん
ま
で

ら
な
い
で
く
だ
さ
い
よ
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そ
ん
な
会
話
を
し
な
が
ら
も
聖
を

う
た
め
に
聖
輦
船
は

り
少
な
い
目
的
地
へ
と
向
か
う
の

だ

た

だ

た
の
だ
が

 

 

さ
て
と
魔
界
に

た
侵

者
と
や
ら
は

な
ん

 
だ
ろ
う
な
黒

 
黒
 

さ

な

は

の
目
的
を
優
先
す
る
か
ら
な

 

よ

 
と

あ
る
も
の
達
も
ま
た
魔
界
に
い
る
の
だ
が
蓮
達
は
知
る
よ
し
も
な
か

た
の
だ

た

 
怠
惰

そ
れ
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
狗
神

や

り
休
む
ん
だ
な

 
怠
惰

え

や

り
休
み
ま
す

 
鈴

で
も

間
で
復
活
す
る
ん
で
し

 
怠
惰

う
ん
そ
の
つ
も
り
だ
よ

本
当
に
失

は
な
い
か
ら
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も
う
一
度
言
う
け
ど
そ
れ
は
絶
対
に
な
い
か

 
ら
安
心
し
て

 
神
楽

し
つ
こ
く
言
い
ま
す

 
怠
惰

ま

言

て
お
か
な
い
と

そ
れ
と
あ

ち
の

 
古
い
話
は

間
休
む
け
ど
で
も
出
来
上
が

 
た
ら
そ
の
章
で
投
稿
す
る
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願

 
い
し
ま
す

 
狗
神

つ
ま
り
あ

ち
は
ち

く
ち

く
投
稿
す
る

 
て
事
か

 
怠
惰

ま

そ
う
言
う
事
だ

そ
れ
ま
で
に
シ

ド

 
バ
は
少
し
で
も
強
く
な

て
お
い
て

 
狗
神

う

せ

 
鈴

本
当
に
怠
惰
の

ン
パ
イ
ア
は

グ
い
か
ら

 

だ

 
神
楽

そ
れ
は
分
か
り
ま
す
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怠
惰

い
言
わ
れ
よ
う
だ
な

ま

良
い
や
と
り
あ

 
え
ず
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

後

明
日
の
外
伝

は
投
稿
す
る
か
ら
安
心
し

 
て
く
れ
よ

 
鈴

そ
れ
じ

者
様

 
神
楽

ま
た
明
日
の
外
伝

で

 
怠
惰

そ
ん
じ

バ
イ
バ
イ
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第
１
４
５
話
 
聖
白
蓮

 
こ
ん
ば
ん
は
そ
し
て

間
ぶ
り
で
す

怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

そ
し
て
投
稿
し
て
い
な

い
合
間
に
仮

は
受
か
り
ま
し
た

転
は
下
手
ク
ソ
で
す
が
そ
し
て
後
の

り
は

と

科

考

ぐ
ら
い
だ
い
ぶ
楽
に
な
り
ま
す

受
か
れ
ば
で
す
が

お

と
そ
ろ
そ
ろ
こ
ん
な
リ

ア
ル
な
話
は

め
に
し
て
そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
聖
輦
船
は
法
界
と
い
う
場
所
の
空
を

ぐ

そ
し
て
つ
い
に
目
的
地
に
つ
い
た
の
か
聖
輦
船
は

か
に
ゆ

く
り
と

し
た

 
霊
夢

あ
れ
着
い
た
の

 
蓮
 

み
た
い
だ

 
一

あ

着
い
た
と
も
こ
こ
に
聖
が
い
る
よ

 
一

の

す
方
向
を
見
る

そ
こ
は
大
き
な

体
が
地
面
か
ら
出
て
い
た

ど
う
や
ら
こ

の
中
に
い
る
ら
し
い
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ご

人

宝

し

か
り

て
く
だ
さ
い

 
こ
こ
で
無
く
し
た
と
な

た
ら

落
に
な
り
ま
せ

 
ん
か
ら

 

丸

分
か

て
ま
す
よ

も
欠

を
お
願
い
し
ま

 
す

 

は
い
は
い

 
そ
う
言
う
と
回

し
た

を
手
に

つ
と
下
へ
と
降
り
て
い
く

そ
れ
に
続
き
一

や
村

そ
し
て
雲
山
も
降
り
て
い

た

 
蓮
 

達
も
行
こ
う

 
霊
夢

ま

そ
う
言
う
と
思

た
わ

 
霧
雨

だ
な

 

魔
物
達
と
出
会
い
ま
せ
ん
よ
う
に

 
そ
う
し
て

人
も
魔
界
の
大
地
へ
と
降
り
立

た

ん
で
み
て
の
感
想
は
対
し
て
地
上
と

は
変
わ
り
は
な
か

た

 
蓮
 

や

り
ど
の
世
界
も
地
面
は
共
通
な
ん
だ
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霊
夢

そ
れ
は
そ
う
で
し

う
よ

 

そ
う
じ

な
い
と
し
た
ら
ど
ん
な
大
地
な
ん
で
す

 
か

 
霧
雨

何
だ
が
こ
こ
最
近

蓮
が
バ
カ
に
な

て
き
た

 
気
が
す
る
ん
だ
よ
な

 
蓮
 

い
な

 
と

分
が
こ
の
ま
ま
行
く
と
バ
カ

に
な
り
そ
う
な
会
話
を
し
て
い
る
と

 

お
前
達

封
印
を
解
く
準
備
は
終
わ

た
か
ら

 
見
て
い
き
な
い
よ

 

リ
ン
に
そ
う
言
わ
れ
蓮
達
は

体
の
前
に
立
つ

を

め
る

 

丸

そ
れ
じ

や
り
ま
す
よ

 
そ
う
言
う
と
三

の

を
地
面
に
刺
し
手
に

つ
宝

を

る

 

丸

つ
い
に
時
は
来
た
法
界
に
囚
わ
れ
し
大
僧

を

 
解
き
放
つ

を

り
た
も
え

 
宝

か
ら
光
が

れ
出
す

そ
の
光
は

が

て
い
く
と

分
達
が
集
め
た

と
共
鳴
し
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出
し
て
発
行
す
る

そ
し
て

つ
の

は
色
と
り
ど
り
に
発
行
し
て

⻑
い
七

に
並

ぶ 

丸

沙
門
天
の
名
に
お
い
て
命
ず
る

よ
開
け

 

⻑
い
七

に
並
ん
だ

と

が

つ
宝

は
更
に
強
く
光

き
あ
ま
り
の

し

さ
に

を
認
識
で
き
な
く
な
る

 
蓮
 

し
い

 
霊
夢

う

 
霧
雨

こ
れ
ま
た
強
い
光
だ
な

 

し
す
ぎ
て
目
が
開
け
れ
ま
せ
ん

 
そ
う
し
て
約
数
十

ぐ
ら
い
が
経
過
す
る
と
光
は

々
に
強
さ
が

ま

て
い
く

そ
し
て
光

の
先
を
見
る
と
七

に
並
ん
だ

は

え
て
い
た
が
代
わ
り
に
七

の
大
き
な

が
開

い
た

 
一

行
き
ま
す
よ

 
そ
う
し
て
聖
を

お
う
と
す
る
者
達
は
中
へ
と

て
い

た

 
蓮
 

達
も
行
こ
う
か
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霊
夢

そ
う

こ
こ
ま
で
来
た
な
ら
ど
ん
な

か
は

 

ん
で
お
か
な
い
と

 
霧
雨

な
ん
か
物
騒
だ
な

 

と
り
あ
え
ず
は

り
ま
し

う
よ

 
そ
う
し
て
蓮
達
も
中
へ
と

て
い

た

体
の
中
真

暗
か
と
思

た
が
そ
ん
な
事
は
な

く
た
だ
真

白
な
世
界

そ
れ
は
夢
の
世
界
に
も

て
い
る
が
ま
た
少
し

う
と
実
感
で
き
た

た
だ
そ
ん
な
真

白
な
世
界
の
先
に
⻑
い

に
紫
の
グ
ラ

シ

ン
が
か
か

た

の
女
性

が
後
ろ
を
向
い
て
座

て
い
た

 
一

聖

 
そ
の
言

を
聞
い
た
の
か
聖
と
呼
ば
れ
た
女
性
は

分
達
の
方
を

り
向
く

 
聖
 

あ
ら

一

に
村

そ
れ
か
ら
雲
山
や

そ
し
て

 

ま
で
ど
う
し
て

 
そ
う
言
い
な
が
ら
立
ち
上
が
る
と

方
へ
と
歩
い
て
く
る

 
一

貴
女
を

け
に
来
た
ん
で
す
よ

 
村

聖
帰
り
ま
し

う
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聖
 

そ
う

で
す
か

あ
の
人
よ
り
も
こ

ち
が

 
か

た
の
で
す

 

丸

え

と
あ
の
人

て

 
聖
 

い
い
え
気
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い

そ
れ
と

 
貴
女
方
は
ど
ち
ら
さ
ま
で
す
か

 
聖
が

方
の
方
を
向
い
て
聞
い
て
く
る

 

あ

ま

色
々
と
封
印
を
解
く

が

方

方
に

 
飛
ん
で
い

て

そ
れ
を
集
め
て
く
れ
た
の
が
あ

 
の
お
客
人
だ
よ

 
聖
 

あ
ら
あ
ら

そ
れ
は
そ
れ
は

あ
り
が
と
う
ご
ざ

 
い
ま
す

 

に
手
を
お
い
て

笑
む

見
た
感
じ
は
悪
い
人

で
は
な
さ
そ
う
だ

 
聖
 

な
ら
ま
ず
は

紹
介
で
す

は
聖
白
蓮

 
と

し
ま
す

 
霊
夢

そ
う

は
博
麗
霊
夢
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蓮
 

蓮
で
す

 

東
風

で
す

 
霧
雨

そ
ん
で
普
通
の
魔
法
使
い
こ
と
霧
雨
魔
理
沙
だ

 
と

分
達
も
名

る

す
る
と
聖
は
楽
し
そ
う
に

 
聖
 

そ
う

そ
れ
と
貴
女
魔
法
使
い
な
ん
で
す

 
霧
雨

お
う
と
も

 
聖
 

も
そ
れ
な
り
に
は
魔
法
を
使
え
る
ん

 
で
す
よ

 
ど
う
や
ら
聖
も
魔
法
使
い
の

人
の
よ
う
だ

そ
れ
を
聞
い
た
魔
理
沙
は
目
を

か
せ
た

 
霧
雨

へ

そ
う
な
の
か

 
聖
 

え

 
と

こ
れ

上
す
る
と
話
が
⻑
く
な
り
そ
う
だ

 
蓮
 

え

と
す
み
ま
せ
ん
が
話
は
聖
輦
船
で
し
て
く
れ

 
ま
せ
ん
か

 
聖
 

あ
ら
そ
れ
も
そ
う
で
す
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一

な
ら

く
出
よ
う

 
そ
う
し
て
蓮
達
は
一

を

れ
て
外
へ
と
出
る

聖
は
久
々
の
外
に
出
て

を
大
き
く
吸

て

い
た

 
聖
 

は

久
々
の
外
で
す

 
と

聖
が

ん
で
い
る
の
も
つ
か
の
間
だ

た

 
霊
夢

何
か
来
る
わ

 
霊
夢
が
そ
う

ん
だ

間
だ

た

メ

ト
ル
先
の

む
ら
が

れ
だ
し
た

そ
し
て

む
ら
か
ら

 
魔
獣

グ
ル
ル
ル
ル
ル
ル

 
そ
れ
は
ま
た
大
き
な
獣
が
出
て
き
た

そ
の

は
ラ
イ
オ
ン
だ
が

う

と
い
え
ば
ラ
イ
オ
ン

の

中
に
は

ギ
の

が
つ
い
て
お
り
更
に
本
来
あ
る
べ
き

は

だ

た

何
よ
り
も
そ
の

大
き
さ
は
ラ
イ
オ
ン
よ
り
も

り
大
き
い

 
蓮
 

あ
れ

て

 
霧
雨

嘘
だ
ろ

魔
獣
危
険
度

ク
ラ
ス
の

キ
マ
イ
ラ

合

獣

 
じ

か



 第十三章 封印されし高僧

 
キ
マ

ガ

 
魔
理
沙
が
そ
う

ぶ
と

時
に
キ
マ
イ
ラ
は
大
き
な

び
を
あ

る
の
だ

た

 
怠
惰

お
久
々
で
す

者
様

 
狗
神

あ

久
々
だ
な

 
神
楽

そ
う
で
す

 
鈴

そ
う
だ

 
怠
惰

ま

う
ん
言
え
る
こ
と
は
も
し

様
も

動
車

 
教

所
に
行
く
な
ら
し

か
り
と

ミ
そ
し

 
て
行

た
人
達
か
ら
話
を
聞
け
る
の
な
ら
聞
い

 
て
行
く
こ
と
を
お

め
し
ま
す

 
狗
神

怠
惰
の
行

た
教

所

て
の
は
そ
ん
な
に

 
い
の
か
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怠
惰

い

て
も
ん
じ

な
い
よ

教

所
が
地

 
に

つ
し
か
な
い
か
ら

様
商
売
だ
し

度
が

 

カ
イ
や
ら
う
ざ
い
や
ら
本
当
に
最
悪
だ

特

 
に
そ
れ
ら
全
て
が

ど
の
男
性
教

達
と
い
う

 

ま

女
性
教

方
々
は

良
い
人
達
だ
け
ど

 
神
楽

う
わ

 
怠
惰

ま

も
し
そ
う
い
う
の
に
な

た
の
な
ら

 
し

か
り
と
言

た
方
が
良
い
か
な
大
体

度

 
が

カ
イ
教

は
天
下
り
教

だ
と
思
う
か
ら

 
鈴

ま

う
ん
程
々
に

怠
惰
は
本
当
に
ケ
ン
カ

 
し
た
り
反

し
た
り
し
て
判
子
を

え
な
か

 
た
り
し
て

時
間
は
オ

バ

し
た
か
ら

 
怠
惰

ま

そ
ん
な
感
じ

て
所
で
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

ま
た
明
日
も
投
稿
す
る
か
ら
よ
ろ
し
く
な

 
神
楽

そ
れ
で
は

者
様
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鈴

ま

た
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第
１
４
６
話
 
魔
界
脱
出
劇

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

ン
ス
ト
を
や

て
今
思
う
と
覇
者
の

地
上

て
遊
び

と
思

て
し
ま

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

メ
ン
バ

が
強
い
そ
れ
も
あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
一
番
は

絶
や
ら

絶
の
や
り
過
ぎ
か
な
と
も
思
い
ま
し
た

結
構
負
け
る
ん
で
す
よ

お

と
失

し
ま
し
た

で
は
ま

今
回
も
本
編
へ
ど
う

 

の

な
魔
獣

キ
マ
イ
ラ
が

む

そ
れ
に
蓮
や
こ
こ
に
い
る
メ
ン
バ

の
大

は

分
か
る

 
キ
マ

グ
ル
ル
ル
ル
ル
ル

 
蓮
 

因
み
に
魔
理
沙

こ
れ
戦

た
ら

 
霧
雨

あ

間

い
な
く
首
を

き
斬
ら
れ
て
悲
し
み

 
の
向
こ
う
へ
が
聞
こ
え
て
く
る

 
魔
理
沙
は
笑

て
言
う

だ
が
目
は
笑

て
な
く

く

い
で
い
て
今
に
も
逃

た
い
よ
う
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だ

す
る
と

 

 
て
く
だ
の
が
ま

手
管
の

 
そ
の
言

を
放
つ
と
小
さ
な

が
キ
マ
イ
ラ
へ
と
投

込
ま
れ
る

そ
し
て
そ
れ
は
光

く

と 
バ

ン

ン

 
大

発
を
お
越
し
キ
マ
イ
ラ
の
回
り
を
真

白
に
染
め
上

る

そ
し
て
光
が
や
む
と
キ
マ
イ

ラ
は
目
を
回
し
な
が
ら

ウ
ン
し
て
い
た

後
ろ
を
見
て
み
る
と

 

ど
う
し
た
ん
で
す

 
や
り
き

た

で

が

や
か
に
言
う
と
魔
理
沙
は

を
真

に
さ
せ
て

 
霧
雨

お
前
は
本
当
に
バ
カ
か

 

え

何
で
そ
こ
ま
で
怒
ら
れ
る
ん
で
す
か

 
と

言

て
い
る
と
聖
も
少
し

り
な
が
ら

 
聖
 

さ
ん

く
聖
輦
船
へ

 
蓮
 

何
か
分
か
ら
な
い
け
ど
魔
理
沙

聖
輦
船
で
続
き

 
を
話
し
て
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霊
夢

と
り
あ
え
ず
行
く
わ
よ

 
そ
う
し
て

は
聖
輦
船
へ
と
飛
ん
で

り
込
む
と
聖
輦
船
は
動
き
だ
し
回
れ

を
し
て

分
達

が
来
た

を
戻
り
始
め
た

 
蓮
 

所
で
さ

き
何
で

に
バ
カ

て
言

た

 
の

 

そ
う
で
す
よ
何
で
バ
カ
な
ん
で
す
か

 
そ
れ
を
聞
く
と
魔
理
沙
は
本
当
に
真

な

情
で
話
し
た

 
霧
雨

キ
マ
イ
ラ

そ
い
つ
の
魔
界
危
険
度
ラ
ン
ク
は

 

ラ
ン
ク
の
魔
獣
と
し
て
魔
界
で
は
知
ら
れ
て
る

 
霊
夢

ラ
ン
ク

ラ
ン
ク

て
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の

 
よ

 
霧
雨

そ
の
ラ
ン
ク
は
全

で

ま
で
あ
る

 
魔
界
の
魔
獣
ラ
ン
ク
中
だ
と
危
険
生
物
に
分

 
と
し
て
認
識
を
さ
れ
て
い
る

 
ど
う
や
ら
結
構
な
危
険

の
よ
う
だ
が

が
一
発

し
た
時

で
本
当
に
強
い
の
か
と
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思

て
し
ま
う

 
蓮
 

で
も
そ
ん
な
強
そ
う
な
気
が
し
な
い
ん
だ
け
ど

 
霧
雨

い
や
あ
れ
は
子

だ
よ

 

こ

子

あ
の
大
き
さ
で

 
霧
雨

あ

と
り
あ
え
ず
話
を
戻
す
が
キ
マ
イ
ラ
は
そ
の

 
狂

性
や
強
さ
は

一
何
だ
が
更
に
少
々
厄
介
で

 
あ
る
事
で

名
で
よ

 
魔
理
沙
が
言

た
そ
の

間
だ

た

 

 

ガ

 
と
獣
の

び
が
聞
こ
え
後
方
を
見
て
み
る
と
そ
こ
に
は
先
程
の
キ
マ
イ
ラ
よ
り
も
更
に

り
大
き
な
キ
マ
イ
ラ
の

が

方
へ
と
向
か

て
き
て
い
た

 
蓮
 

そ
の
厄
介
な
事

て
ま
さ
か

 
霧
雨

あ

そ
う
言
う
こ
と
だ

奴
等
は

本
的
に

れ
で

 
行
動
す
る
ん
だ
よ

し
か
も

体
で
も
石
化
の

や

 
炎
を

い
て
厄
介
な
の
に
よ

れ
で
行
動
す
る
か
ら
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な
お
さ
ら

が
悪
い
ん
だ

し
か
も

れ
の
仲
間
が

 

撃
を
受
け
る
と

れ
で
仕
返
し
に
来
る
ん
だ

 

ま

ま
さ
か
こ
ん
な
事
に
な
る
と
は

 
霊
夢

あ
ん
た
本
当

な
事
を
し
た
わ

 

ご
め
ん
な
さ

い

 
そ
ん
な
会
話
を
し
て
い
る
が
大
き
な
白
い

を

ば
た
か
せ
て

方
へ
と

々
に
と

て
く

る

ラ
イ
オ
ン
の

か
ら

色
の

を

な
が
ら

 
一

ラ
サ
船
⻑

度
は
こ
れ
で
限
界

 

こ
れ
が
限
界
だ
よ

 

り

ま
で
ま
だ
あ
る
し

 

丸

く

こ
こ
は
少
し
で
も
弾
幕
を
撃

て
時
間
を

ぎ
 

 
ま
し

う

 
聖
 

仕
方
あ
り
ま
せ
ん

さ
ん
を

ず
帰
し

 
ま
す

 
そ
う
言
う
と

人
は
弾
幕
を
放
ち
始
め
た

蓮
達
も
そ
れ
を
た
だ

め
る
わ
け
に
は
い
か
な
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い

力
し
て
生
き
て
幻
想
郷
に
帰
る
の
は
一
番
だ
が
何
よ
り
も
こ
ん
な
厄
介
事
を

ち
込
ん
だ

の
は

分
達
だ

 
霊
夢

た
ち
も
や
る
わ
よ
特
に

 

分
か

て
ま
す
よ

 
霧
雨

生
き
て
帰
れ
る
こ
と
を
願

て
お
き
ま
す
か

 
蓮
 

全
て

き

る

 
そ
う
し
て
蓮
達
も
弾
幕
を
放
ち
始
め
る
の
だ

た

 
村

転

 
撃

ア
ン
カ

 
鎖
に

が
れ
た

大
な

が
現
れ
る

村

は
そ
れ
を
キ
マ
イ
ラ
達
の
方
へ
と
投

飛
ば
す

そ
れ
と

時
に
弾
幕
も
出
現
す
る

 

ン

 

ン

 
キ
マ

ギ

ガ

 

に
激
突
し
て
地
面
へ
と
落
ち
て
い
く
キ
マ
イ
ラ
ま
た
は

生
で
現
れ
た
弾
幕
で
キ
マ
イ
ラ
は

落
ち
て
い
く
が
ま
だ
向
か

て
く
る

 
一

行
く
よ

雲
山
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雲
山
 
 
 
 

 
一

の
言

と
共
に
雲
山
は

大
化
す
る

 
一

 
キ
ン
グ
ク
ラ

ケ
ン

り

 
そ
の
言

と
共
に
雲
で
出
来
た
無
数
の

が
キ
マ
イ
ラ
達
へ
と
襲
い
か
か
る

 
ド

ン

 

ン

 
ド

ン

 
キ
マ

ガ

 
ぶ
ん

ら
れ
て
キ
マ
イ
ラ
の
数

は
落
ち
て
い
く
が
そ
れ
で
も
数
は
全
然

ら
ず
一
向
に
襲
い

か
か

て
く
る

 

ご

人

 

丸

分
か

て
ま
す
と
も

 

人
も
ス

ル
を
解
き
放

た

 

 

ル
ド

ク
タ

 

丸

光

 
正
義
の

光

 

色
に
光
る
無
数
の
小

弾
幕
そ
し
て

つ
も
放
た
れ
る
中

の
レ

ザ

弾
幕
が
キ
マ
イ
ラ

達
に
降
り
か
か
る
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ン

ン

 
キ
マ

ギ

オ
ス

 
キ
マ

グ
ガ

 
撃
ち
落
と
し
す
が
小

や
レ

ザ

を

け
て
な
お
キ
マ
イ
ラ
は
向
か

て
く
る

 
聖
 

大
魔
法
 
魔
神
復

 
聖
は

が

か
び
上
が
る

物
を

る
と
少
し
飛

し

度
の
高
い
大
弾
幕
と
中

の

レ

ザ

を
放
つ

流
石
に
こ
れ
は

度
が
高
い
の
か

 
キ
マ

ぐ
が
わ

 
キ
マ

ぎ
じ

 
突
破
し
て
き
た
キ
マ
イ
ラ
達
は

ん
で
い
く

そ
こ
に
更
に
蓮
霊
夢
魔
理
沙

が
弾

幕
を
放
ち
そ
し
て
ス

ル
を

え
て
追
い
討
ち
を
仕

け
た

 
蓮
 

斬

 

刀
一

 
神
楽
に
霊
力
を

せ
て
何
発
も
の
斬
撃
波
と
し
て
キ
マ
イ
ラ
達
へ
と
放
た
る

 
キ
マ

グ
グ
グ
ガ
ガ

 

を
斬
ら
れ
キ
マ
イ
ラ
は
落
ち
て
い

た

だ
が
ま
だ
ま
だ
数
は
無
数
だ
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霊
夢

霊

 
夢
想
封
印

 

つ
の
大
き
な
光
弾
が
キ
マ
イ
ラ
へ
と
向
か

て
い
き

裂
す
る

 
キ
マ

ガ

グ

 
光
弾
に

撃
し
た
キ
マ
イ
ラ
達
は
地
面
へ
と
真

逆
さ
ま
に
落
ち
て
い
く
が
全
然
数
が

ら
な

い 
霧
雨

 
マ
ス
タ

ス
パ

ク

 

 
神
代
大

 

 
魔
理
沙
と
マ
ス
タ

ス
パ

ク
と

の
神
代
大

が
発
動
し

大
な
レ

ザ

弾
幕
と

大

な

が
出
現
し
キ
マ
イ
ラ
達
に
向
か

て
い
く

 
キ
マ

ギ
イ

 
キ
マ

グ
ガ

 
だ
が
そ
れ
で
も
数
は

ら
な
い

そ
れ
ど
こ
ろ
か
ら

 
蓮
 

な

何
か
増
え
て
な
い

 

あ
わ
わ
わ

 
霊
夢

ら
し
て
る

な
の
に
増
え
て
る
一
方



 第十三章 封印されし高僧

 
霧
雨

の

れ
の
キ
マ
イ
ラ
が
集
ま

て
き
て

 
や
が
る

 
更
に
最
悪
な
事
に

の

れ
の
キ
マ
イ
ラ
ま
で
来
て
い
る
よ
う
だ

何

か
撃
ち
落
と
し
て
い

る

な
の
に
逆
に
増
え
て
い
く
始

だ

 
霧
雨

ど

ど
う
す

 
と

魔
理
沙
が
言

た
そ
の

間
だ

た

突
然

後
か
ら
気

を
感
じ
蓮
達
は

り
向
く

 
キ
マ

が

 
何
と
い
つ
の
間
に
か
キ
マ
イ
ラ
が
聖
輦
船
に
登

て
い
た
の
だ

そ
し
て

を

な
が
ら

魔
理
沙
へ
と
襲
い
か
か
る

 
霧
雨

う
わ

 
蓮
 

魔
理
沙

 
霊
夢

 
蓮
と
霊
夢
は

け
よ
う
と
思
い
前
へ
と
出
よ
う
と
す
る

だ
が

 
聖
 

ア

物

人
 
聖
白
蓮

 
そ
の
言

が
発
せ
ら
れ
た
か
と
思
う
と
蓮
達
は
目
を

う
光
景
と
な

た



 第１４６話 魔界脱出劇

 
ド

ン

 
ガ
ス

 
ド
ン

 
キ
マ

ギ
フ
ル

 
蓮
 

う

そ

 
霊
夢
 

 
何
と
聖
が

り

り
そ
し
て

め
に
見
事
な
回
し

り

ン
ボ
を
決
め
キ
マ
イ
ラ
を
追
い
出
し

た

だ
が

く
の
は
あ
の

体
を
あ
ん
な
華

な
体
で

メ

ジ
を

え
た
こ
と
だ

 
聖
 

大

で
す
か

 
霧
雨

あ

あ

か

た

 
何
と
か

け
ら
れ
る
が
こ
の
時
蓮
や
霊
夢
に
魔
理
沙
そ
し
て
聖
の
弾
幕
が

え
た
た
め
キ
マ

イ
ラ
の

れ
は

の
メ
ン
バ

の
弾
幕
を
突
破
し
て
き
た
の
だ

 
一

不

い

 

丸

 

ち

と
こ
れ
は
無
い
で
す

て

 

れ
の
キ
マ
イ
ラ
の
一

が
聖
輦
船
へ
と

り
着
こ
う
と
し
た
そ
の

間
だ

た

 
ザ
シ



 第十三章 封印されし高僧

 
突
然
だ

た

キ
マ
イ
ラ
の

体
を
何
か
が

刺
し
に
し
た
の
だ

そ
れ
も
無
数
の
何
か
が

 
蓮
 

こ
れ

 
何
と
そ
れ
は

の

だ

た

そ
し
て
キ
マ
イ
ラ
は
力

き
た
の
か
地
面
へ
と
落
ち
て
い
く

す
る
と
今
度
は
聖
輦
船
を
大
き
な

が

た

 
霊
夢

な

何
よ
あ
れ

 

あ
れ

て
ま
さ
か

 
蓮
 

魔
理
沙
あ
れ

て

 
霧
雨

ど
ど
ど
ド
ラ

ン

 
そ
れ
は
⻑
い

本

を

ち
真

黒
の
鱗

を
煌
め
か
せ
そ
し
て

の

を

ば
た

か
せ
る
黒
⻯
だ

た

 
黒
⻯

グ
ガ

 
そ
し
て
黒
⻯
は
全
て
の
生
物
を
戦

さ
せ
る
か
の
よ
う
な
堂
々
た
る

を

る
の
だ

た

 
怠
惰

い
や

か
し
い
な

キ
マ
イ
ラ



 第１４６話 魔界脱出劇

 
狗
神

何
で

か
し
い
ん
だ
よ

 
怠
惰

ん

あ

ま

昔
に
ち

と

 
神
楽

昔
に

て
何
が

 
鈴

怪
し
い

 
怠
惰

何
を
言

て
る
の
や
ら

今
も
昔
も
対
し
て

 
変
わ
ら
な
い
で
し

 
狗
神

え

あ

う
ん

 
神
楽

話
を

魔
化
さ
れ
た
よ
う
な

 
鈴

ん

う

ん

 
怠
惰

ま

悩
み
に
悩
み
な
よ

て
な

で
今
回
は

 
こ
こ
ま
で

 
神
楽

え

と
次
回
も
よ
ろ
し
く
お

が
い
し
ま
す

 
狗
神

そ
ん
じ

者
様

 
鈴

ま

た



 第十三章 封印されし高僧

 
第
１
４
７
話
 
覇
王
⻯
降
臨

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
も
う
じ
き

を

業
す
る
試

を
受
け
れ
る
時

と
な

た
怠
惰
の

ク
ソ
悪
魔
で
す

よ
う
や
く

だ

受
か
る
と
良
い
な

お

と
失

し
ま
し
た

で
は

今
回
も
本
編
へ
ど
う

 
光
が

く
空
を

う
真

黒
の
鱗
と

々
し
い

本
の

も
ち
力
強
さ
を

し
そ
し

え
優
雅
に

の

を

ば
た
か
せ
る

も
が

度
は
見
て
み
た
い
と
思
え
る
幻
獣
の

体

で
よ
く
物
語
な
ど
で
登
場
す
る
ド
ラ

ン
が

分
達
の
目
の
前
に
い
た

 
霧
雨

終
わ

た

キ
マ
イ
ラ
に
続
い
て
ド
ラ

ン
な
ん
て

 
本
当
に
つ
い
て
な
い

 

そ
ん
な
に
危
険
な
ん
で
す
か

 
霧
雨

バ
カ
野

ド
ラ

ン

て
の
は

凶

で

い
を

 

む
奴
ら
だ

そ
れ
で
い
て
魔
界
の
ド
ラ

ン
何
か



 第１４７話 覇王⻯降臨

 
は
キ
マ
イ
ラ
の
上
を
行
く

危
険
生
物
だ

 
し
か
も
危
険
ラ
ン
ク
は
キ
マ
イ
ラ
の
上

ラ
ン
ク
ら
し
い

そ
れ
は
魔
理
沙
で
も

る

わ
け
だ

 
蓮
 

そ
れ

て
も
う

オ

バ

だ
よ

 
霊
夢

世
の
中
は
悲

 

て
霊
夢
さ
ん
何
で
そ
ん
な
落
ち
着
い
て
い
ら
れ

 
る
ん
で
す
か

 
霊
夢

落
ち
着
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
か
し
ら

 
観

し
て
み
る
と
霊
夢
の

は

ル

ル
と

え
て
い
た

一

は
や
せ

慢
し
て
い
る
よ
う

だ
が

い
よ
う
だ

す
る
と
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た

 
蓮
 

あ
れ

キ
マ
イ
ラ
達
が
襲

て
こ
な
い

 
よ
く
見
て
み
る
と
先
程
ま
で

撃
を
し
て
き
た
キ
マ
イ
ラ
達
は

分
達
に

撃
を
仕

け
た
り

せ
ず
た
だ
図
上
に
い
る
黒
⻯
に
う
ろ
た
え
て
い
る
の
か
黒
龍
を
じ

と

ん
で
い
た

す
る
と
黒

⻯
は

を

ば
た
か
せ
な
が
ら
ゆ

く
り
と
降
下
し
て
く
る
と

分
達
の
方
を

た
く

く

た

し
で

ん
で
く
る



 第十三章 封印されし高僧

 
霊
夢

ド
ラ

ン
だ
か
何
だ
か
知
ら
な
い
け
ど

体

 
だ
け
な
ら

 
霧
雨

生
き
て
帰

て
や
る

 

奇
跡
を
な
め
な
い
で
く
だ
さ
い

 
蓮
 

来
る
な
ら
こ
い

 

人
は
殺
る
気
で

ぶ

そ
の
言

に
反

し
て
か
聖
達
も
構
え
る

す
る
と

 

 

約
束
は

た
せ
れ
る
貴

ら
の
約
束
は
確
か
に

 
守

た

 
と

何
処
か
ら
か
そ
ん
な
不
思
議
な

が
聞
こ
え
て
く
る

ら
く
だ
が
目
の
前
の
黒
⻯
が

言

た
の
だ
ろ
う
か

 
蓮
 

え

約
束

 
聖
 

約
束

に
そ
の

は
ま
さ
か

 
す
る
と
黒
⻯
は
向
き
を

方
で
は
な
く
キ
マ
イ
ラ
達
の
方
を
向
く
と

 
黒
⻯

ガ

 
先
程
よ
り
も
更
に
大
き
な

を
す
る

そ
の

は
あ
ま
り
に
も
う
る
さ
く



 第１４７話 覇王⻯降臨

 
蓮
 

が

 
霊
夢

う

 
霧
雨

が

 

が
破
れ
そ
う
で
す

 
と

人
は

を

さ
え
る

だ
が
そ
れ
は
聖
達
も

じ
こ
と

 
聖
 

く

 
一

づ

 
雲
山
 
 

 

う
る
さ
い

 

ぐ
が

 

 

こ

こ
ん
な

は

め
て
で
す
よ

 
と
聖
達
で
す
ら
も

を

さ
え
て
い
た

そ
し
て

が

む
と
キ
マ
イ
ラ
達
は
そ
れ

れ

ラ
イ
オ
ン
の

に

色
の

体
が

着
す
る

ど
う
や
ら
キ
マ
イ
ラ
達
は
目
の
前
の
黒
⻯
を
最
大

の

と
認
め
た
よ
う
だ

 
黒
⻯

は
魔
界
の
覇
を

え
る
者

の

知



 第十三章 封印されし高僧

 
な
き

た
る

魔
獣
共

に

向
く
こ
と

 
そ
れ
は
死
を
意

す
る
と
思
え

 
キ
マ

ガ

 
黒
⻯
が
そ
う

ん
だ
と

時
に
一

に
黒
⻯
へ
た
襲
い
か
か

た

だ
が
そ
の
お
陰
で
キ
マ
イ

ラ
達
か
ら
タ

ト
が
外
れ
た

 
一

何
か
は
分
か
ら
な
い
け
ど

ラ
サ
船
⻑

 

で
き
る
限
り
で
最
大
出
力
で
走
ら
せ
る
よ

 
そ
う
し
て
聖
輦
船
は
キ
マ
イ
ラ
と
黒
⻯
か
ら

れ
て
い
く

遠
く
へ
と
な

て
い
く
そ
の
光
景

は
黒
⻯
と
キ
マ
イ
ラ
達
に
よ
る
殺
し
合
い
だ

た

そ
し
て

は
安
心
し
た
の
か

 
霊
夢

 
霧
雨

た

か

た

 
と

ラ
サ
船
⻑
と

人
を
除
い
て

は
そ
の
場
で

を
下
ろ
し
た

張
す
る
戦
い
だ

た
た
め
か
ど

と

れ
た

 

魔
理
沙
さ
ん
⻯
が
狂

な
ん
て
嘘
じ

な
い
で

 
す
か



 第１４７話 覇王⻯降臨

 
霧
雨

で
も
ア
リ
ス
か
ら
貸
し
て
も
ら

た
魔
界
図

 
だ
と
確
か
に
そ
う
な
ん
だ
よ

 
蓮
 

そ
れ
じ

あ
れ
は

外

て
こ
と

 
霊
夢

そ
う
考
え
る
し
か
な
い
わ

 
あ
の
黒
⻯
が
言

た
約
束
を

た
す
と
い
う
言

が
気
に
な
る

す
る
と
蓮
は
聖
を
見
て

気
づ
い
た

ず

と
黒
⻯
と
キ
マ
イ
ラ
の
方
を
向
い
て

め
て
い
た
の
だ

 
蓮
 

聖
さ
ん
は
座
ら
な
い
ん
で
す
か

 
聖
 

え

い
え

は

め
て
ま
す

 
蓮
 

そ
う
で
す
か

 
そ
う
し
て
蓮
は
何
も
言
わ
ず
に
船
の
手

に

中
を
つ
け
て
休
む

そ
し
て
聖
は

 
聖
 

黒
さ
ん

 
と
何
処
か
で
聞
い
た
こ
と
の
あ
る
名
前
を

く
が
そ
れ
は
こ
の
場
に
い
る
全
員
に
は
聞
き

ら
れ
る
こ
と
は
無
か

た
の
だ

た

そ
う
し
て
数
時
間
が
経
過
し

に
聖
輦
船
は
魔
界
の
空

を

す
る

そ
し
て
つ
い
に

分
達
が
魔
界
へ
と

る

に
使

た

み
が
見
え
て
く
る

 
蓮
 

な

何
と
か
こ
こ
ま
で
た
ど
り
着
い
た
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し

死
ぬ
か
と
思
い
ま
し
た

 

と
共
に
こ
こ
ま
で
た
ど
り
着
い
た
こ
と
に
安

の

を
出
し
な
が
ら

ぶ

 
霊
夢

も
う
魔
界
は
こ
り
ご
り
よ

 

あ
ん
な
怪
物
に
は
も
う
会
い
た
く
な
い
か
な

 
霊
夢
と

ラ
サ
船
⻑
は
も
う
行
き
た
く
は
な
い
と

え
た

 
一

そ
う
か
な

の
場
合
は
雲
山
と
あ
ん
ま
り
変
わ

 
ら
な
い
か
ら
な

 
雲
山
 

 

 

う

ん
こ
れ
な
ら

沙
門
天
様
の
怒
り
の
方
が

 

い
し
な

 

そ
れ
は
ご
も

と
も
だ

 
中
に
は
あ
れ
よ
り
も

い
者
が
い
る
ら
し
い

ま

戦
神
の

沙
門
天
な
ら
仕
方
な
い
だ
ろ

う 
霧
雨

ま

危
険
も
あ

た
け
ど

的
に
は
ま
た
行

て

 
み
た
い



 第１４７話 覇王⻯降臨

 
聖
 

な
ら
ま
た
何
時
か

れ
て
い

て
あ

 

ま
す
よ

 
霧
雨

マ
ジ
か

 
と

魔
法
使
い

人
は

と
言

た

情
だ

立
ち

り
が

い
こ
と
だ

そ
し
て
そ
ん

な
話
を
し
て
い
る
と
も
う

み
一
歩
手
前
だ

 

み
ん
な

撃
に
備
え
て

 
そ
の
言

と
共
に
聖
輦
船
は

み
へ
と
突

す
る
の
だ

た

幻
想
郷
妖
怪
の
山

そ
こ
に
出

来
て
い
る

み
か
ら
聖
輦
船
が
出
て
く
る

 
蓮
 

無
事

 
霊
夢

え

問

な
い
わ

 
霧
雨

ロ
グ
レ

だ

 

大

で
す

 
ど
う
や
ら

無
事
の
よ
う
だ

そ
し
て
聖
達
も

ん
で
い
る
と
こ
ろ
か
ら

無
事
み
た
い
だ

 
蓮
 

良
か

た
か
な

 
と

蓮
が
言

た
時
だ

た



 第十三章 封印されし高僧

 

あ

あ
れ

 

が

を
あ

空
を

す

は
そ
の
方
向
を
見
る
と

し
た

特
に

分
と

は

大
き
く
目
と

を
開
い
た

 
蓮
 

嘘

 

ゆ
ゆ
ゆ
ゆ

 
そ
う

分
達
の
目
に
少
し
大
き
な
未
確
認
飛
行
物
体

が
飛
ん
で
い
た
か
ら
だ

た

 
怠
惰

そ
ん
じ

今
回
も
あ
り
が
と
う

 
狗
神

ら
の
出
番
が
な
い
な

 
神
楽

そ
う
で
す

 
鈴

神
楽
ち

ん
は
ま
だ
あ
る
じ

ん

 
怠
惰

ま

ま

そ
れ
と
後
ち

と
で
こ
の
章
も

 
終
わ
る
け
ど

 
狗
神

ど

何
だ
よ



 第１４７話 覇王⻯降臨

 
怠
惰

次
の
章
は

分

者
様
方
が

ぶ
章
だ
と

 
思
う
よ

 
神
楽

え

ど
う
い
う
事
で
す
か

 
怠
惰

も
う

者
は

た
か
ら

 
鈴

者

 
怠
惰

ま

そ
れ
は

見
て
け
ば
分
か
る
よ

そ
れ
ま
で

 

気
を

て
お
き
な
よ

 
狗
神

だ
い
た
い
録
で
も
な
い
事
だ
よ
な

 
神
楽

そ
う
で
す

 
鈴

う
ん
録
で
も
な
い

 
怠
惰

失

だ
な

ま

良
い
や
と
り
あ
え
ず
今
回
は

 
こ
こ
ま
で

 
神
楽

次
回
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す

 
鈴

そ
れ
じ

者
様

 
狗
神

ま
た
な



 第十三章 封印されし高僧

 
第
１
４
８
話
 
未
確
認
妖
怪

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
こ
の
ま
ま
上
手
く
い
け
ば
日

日
に

を
受
け

業
が
出
来
そ
う
な

怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

合
格
し
た
ら
ま
た
登

時
間
が
も
う
少
し

く
は
な
り
そ
う
で
す

そ

の
せ
い
で
編
集
が
ま

た
く
出
来
な
い
と
い
う
悲
劇
で
す

そ
れ
は
さ
て
お
き
そ
れ
で
は
本
編
へ

ど
う

 
聖
輦
船
の
上
を

わ

わ
と
飛
ぶ

も
と
い

ま
さ
か
幻
想
郷
で
本
当
に

が

見
れ
る
と
は
思
わ
な
か

た

 

て
こ
と
は

人
が
絶
対
に
あ
の
中

 
に
い
ま
す
よ

 

は
興

し
な
が
ら
そ
う
言
う

こ
の
時
い
や
出
会

た
当

か
ら
思

た
が

も
や

は
り
何
処
か
が
ず
れ
て
い
る

昔
に
霊
夢
達
か
ら
友
人
が
い
る
か
と
い
う
話
を
さ
れ
た

に
は

じ
よ
う
に

血
し
そ
う
に
な

て
い
た

そ
こ
か
ら

す
る
に

ら
く
何
か
し
ら
で
電
波
だ



 第１４８話 未確認妖怪

た
の
で
は
な
い
か
と
思
う

 
蓮
 

さ
ん
良
い
こ
と
あ
り
ま
す
よ

 

え

何
で
急
に

ま
す
ん
で
す
か
え

 
ち

何
で
目
を
合
わ
せ
よ
う
と
し
な
い
ん

 
で
す
か

蓮
さ
ん

 
何
か

分
よ
り
も

絶
な

生
活
を

て
い
る
ん
だ
ろ
う
な
と
思

て
し
ま

た

す
る

と 
霊
夢

ま

ド
ン
マ
イ

 
霧
雨

来
世
は
も

と
上
手
く
出
来
る

 

だ
か
ら
何
な
ん
で
す
か

 

す
る

を

所
に
し
て
蓮
は
空
飛
ぶ

を

め
て
い
る
と
そ
の
時
だ

た

突
然
そ

の

か
ら
無
数
の
弾
幕
が
放
た
れ
始
め
た

 
蓮
 

う
わ

 
霊
夢

 
霧
雨

不
意

ち
か
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ち

 
と

人
は

け
る

そ
し
て
聖
は
そ
の
光
景
を
見
て
い
ち

く

知
し
た
の
か
見
事
に

 
聖
 

て
い

 
一

雲
山

 
雲
山

 
け
て
は
な
く
聖
と
雲
山
が
向
か

て
く
る
弾
幕
を
弾
き
飛
ば
し

を
守

た

そ
し
て
最
前

で

け
て
い
る
蓮
達
は

 
蓮
 

あ
れ
斬

て
い
い
か
な

 
無
数
に
飛
ん
で
く
る
弾
幕
を

け
る
の
が

々
と
ま
ど
ろ

こ
し
く
な

て
い
た

生
死
を
分

け
る
戦
い
を
し
て
魔
界
か
ら
帰

て
き
た
の
に
も
関
わ
ら
ず
強
襲
さ
れ
た
た
め
流
石
の
蓮
も
イ
ラ

イ
ラ
の
ボ
ル
テ

ジ
が
溜
ま
り
に

ま

て
い
た

 
霊
夢

貴
方
も

々

な
辻
斬
り
に
な

て
き
た
わ

 
で
も
良
い
わ

 
霧
雨

蓮

や

ち
ま
え
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メ
で
す
よ

折

の

何
で
す
よ

 
と

斬
る
に

人
斬
ら
な
い
に

人
よ

て

数
決
の
結

 
蓮
 

刀
 
一
斬
一
刀

 
神
楽
を

刀
し
斬
撃
波
を
生

さ
せ
て

へ
と
飛
ば
す

そ
し
て

 
ジ

キ
ン

 

は
見
事
に
一
刀

断
し
て

は

分
に
な
り

に
別
れ
た

こ
れ
に
は
蓮
も

 
蓮
 

ス

キ
リ
し
た

 
と

感
想
を

べ
た

 

ち

と

体
な
い
じ

な
い
で
す
か

 
空
想
物
を
手
に

れ
ら
れ
た
か
も
し
れ
な
い
ん

 
で
す
よ

 
霧
雨

お
い
お
い

弾
し
て

が

リ

リ
に
破
れ
て

 

ロ

人
み
た
い
な
る
の
と
ど

ち
が
マ
シ
だ

 
よ

 

う

の

人
に
は
体
は
見
せ
た
く
は
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な
い
で
す

 
や
は
り
そ
こ
は
女
性
な
の
か
そ
う
い

た
意
見
を
言

た

だ
が

 
霊
夢

あ
れ

 
霊
夢
が
そ
う
言
う
と

が
飛
ん
で
い
た
場
所
に

人
の
少
女
が
立

て
い
た

特

と

し
て
は
黒
い
シ

ト
ボ

の

に

ン

ス
を
着
て
い
て

中
に
は

別
々
な

を

つ

そ
し
て
手
に
は
ト
ラ
イ

ン
ト
を

て
い
た

 

 

あ

ん
正
体
が
バ
レ
ち

た

 

中
か
ら

イ
リ
ア
ン
が

 

 

あ

そ
れ
と
聖
白
蓮
の

出
お
め
で
と
う

 
蓮
 

貴
女
は
い

た
い

 
う
す

ら
く

た
い

情
の
笑

で

笑
む
少
女
の
名
前
を
蓮
が
聞
い
た
そ
の
時
後
ろ
に

い
る

ラ
サ
船
⻑
が

ん
だ

 

あ

じ

な
い
か

 
一

さ
ん
こ
ん
な
所
で
何
し
て
い
る
ん
で
す
か

 
と

や
一

が
言
う
と

の

情
は
ま
る
で

立
ち
を
覚
え
た
か
の
よ
う
に

み
し
て
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キ

と

む

 

 

く
も

 
霊
夢

何
よ

言
い
た
い
こ
と
が
あ
る
な
ら
は

き
り
と

 
言

た
ら

 
そ
の
言

を
聞
く
や

や

と
呼
ば
れ
た
少
女
は
大
き
く

ん
だ

 

 

よ
く
も

だ
け

け
者
に
し
て
楽
し
ん
で
い
た

 
わ

 
蓮
 

い
や
楽
し
く
も
な
い
よ

 
霊
夢

一
理
あ
り

 

蓮
さ
ん
に

で
す

 
霧
雨

今
回
は
ま

ま

て
感
じ
か

 
ど
う
や
ら

分
だ
け
魔
界
に
行
け
ず

け
者
に
さ
れ
て
怒

て
い
る
よ
う
だ

だ
が
命

け
で

逃

て
き
て
楽
し
い
と
は
思
え
な
い

 

 

そ
れ
に

度

度

聖

聖

て
さ

 
一

い
や
そ
れ
は
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昔
か
ら
の
目

だ

た
し

 
雲
山
 

人

 

 

人
間
の

を

た
あ

く
こ
ん
な
楽
し
そ
う
な

 
事
を

る
な
ん
て

に
も

を
か
け
て
よ

 

が
言

た

間

人
は

し

な
さ
そ
う
に

 

ご
め
ん

 
一

え

と
そ
の

 
雲
山

 

ラ
サ
船
⻑
と

は

を
ハ

ら
せ
そ
し
て
雲
山
は
手
を
合
わ
せ
て

を
下

る

 

人

れ
て
た

 
雲
山
 
人

 

 

え

 
そ
の
言

を
聞
い
た
時

は

分

目
に
な

て
い
た

だ
が
そ
の

人
の
言

は

の

人
の
精
神
に
も

メ

ジ
が

た

 
蓮
 

ぐ
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こ

心
が
痛
い
で
す

 
当
時
少
し

分
は

い
て
い
た
の
か
よ
く

か
ら

を

れ
ら
れ
た
り
と
さ
れ
て
ボ

だ

た
時
の

メ

ジ
が

た

そ
し
て

も
だ
い
た
い

分
と

じ
で

メ

ジ
が

た
と
思

た

 

 

こ
ん
な
楽
し
そ
う
な
事
を

て
そ
し
て
天

さ
え

 
も
人
間
の

を

つ
だ
な
ん
て
妖
怪
と
し
て
不

き

 
千

こ
う
な

た
ら

で
弾
幕
ご

こ
よ

 
ぶ
ち
ギ
レ
た

は
ス

ル
カ

ド
を
構
え
な
が
ら
言
う
と
聖
が

の
方
へ
と
歩
い
て
行
く

 
霊
夢

あ
ん
た
危
な
い
わ
よ

 
聖
 

大

で
す

 
そ
う
言
い
聖
は

の
前
へ
と
立
つ

 
聖
 

で
し
た
よ

 

 

え

封
獣

そ
れ
が
名
前
だ
け
ど
何
よ

 
聖
 

そ
う
で
す
か

も
し
よ
ろ
し
け
れ
ば
な
ん
で
す
が

 

達
が
こ
れ
か
ら

る
寺
に
来
ま
せ
ん
か
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え

 
聖
が

た
行
動
は
い
き
な
り
ス
カ
ウ
ト
だ

こ
れ
に
は
突
然
す
ぎ
た
の
か

も

い
て
し

ま

て
い
た

 
聖
 

そ
れ
と
人
間
に

れ
と
言
い
ま
し
た

 

 

だ

だ
か
ら
何
よ

 
聖
 

は
人
間
も
妖
怪
も
魔
法
使
い
も
神
も
全
て
平
等

 
に

し
ま
す
そ
れ
は
貴
方
も

外
で
は
な
い
ん
で

 
す
よ

 

 

嘘
だ

そ
ん
な
人
間
い
て

そ
れ
に

は
た
だ

 
人
を

か
し
て
い
た
だ
け
で
封
印
さ
れ
た
ん
だ

 

じ
ら
れ
る
わ
け

 

し
て
い
る

は

り
の
特
に

ラ
サ
船
⻑
や
一

の
目
を
見
る

そ
し
て
更
に

し
て

い
る
と

 
蓮
 

え

と
ま
だ
知
り
合

て
ま
だ
数
時
間
ぐ
ら
い
し
か

 
経

て
い
ま
せ
ん
が

は
聖
さ
ん
は
良
い
人
だ
と
思
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う
ん
で
す
よ

現
に
魔
界
だ
と

分
達
を

て

 
く
れ
た
の
で

 
霧
雨

蓮
の
言
う
通
り
だ
な
こ
い
つ
は
出
来
る
何
せ

を

 

け
て
く
れ
た
か
ら
な

 
霊
夢

そ
れ
は
理

に
は
な
ら
な
い
で
し

で
も

 
ま

妖
怪
の

方
と
い
う
の
は
嘘
じ

な
い
わ

 

勘
だ
け
ど

 

霊
夢
さ
ん
も
言
え
ま
せ
ん
よ

 

人
の
言

を
聞
く
と

は
更
に
キ

ロ
キ

ロ
と
聖
や

分
達
そ
し
て

や

ラ
サ
船

⻑
を
見
る

 

 

嘘
じ

な
い
ん
だ
よ

 
聖
 

え

そ
れ
に
昔
は
魔
法
を
使

た
り
し
て

 

も

を
受
け
ま
し
た
が
こ
の
子
達
を
見
て
今

 
の
世
は
大
き
く
変
わ

た
み
た
い
で
少
し
ず
つ
で

 
も

れ
て
い
き
ま
せ
ん
か
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ま

様
子
見

て
事
で
よ
け
れ
ば

 
怒
り
が

ま

た

は

ず
か
し
そ
う
に
そ
う

く

そ
れ
に
聖
は

と

笑
ん
だ

す
る
と

は
降
り
て
き
て

 

 

ご
め
ん

飛

を
バ
ラ
バ
ラ
に
し
た
の

な
ん
だ

 
よ

許
さ
れ
な
い
と
は
思
う
け
ど

 

ま

達
も

の

れ
て
た
か
ら
お
相
子
様

 
だ
よ

 
一

あ

 

 

し
ま
す
よ

 

ま

張
れ
よ

 

 

う
ん

 
そ
う
し
て

も
晴
れ
て
聖
達
に
つ
い
て
い
く
事
と
な

た
の
だ

た

 
蓮
 

何
か
良
か

た

 
霊
夢

た
ま
に
は
こ
う
い
う
の
も
良
い
か
も

 
霧
雨

そ
う
だ
な
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そ
う
で
す

 
そ
し
て
そ
の
後
現

船
し
て
い
る
聖
輦
船
は
聖
の
魔
法
に
よ

て
寺
へ
と

を
変
え
幻
想

郷
に
は
新
し
く
命
蓮
寺
が

つ
の
だ

た

 
怠
惰

そ
れ
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
鈴

あ
り
が
と

 
狗
神

そ
う
い
え
ば
怠
惰

確
か
お
前
の
中
の
奴
が

 
通

て
る

が
イ
ン
フ
ル
だ
と
か
で
壊
滅

 
状

な
ん
だ

て
な

 
神
楽

そ
う
な
ん
で
す
か

 
怠
惰

え

そ
う
で
す
現

バ
イ
で
す

 
鈴

イ
ン
フ
ル
に
な
ら
な
い
よ
う
に

 
怠
惰

な
り
た
く
は
な
い
か
な
お

と
今
回
は

い
け
ど
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今
回
は
こ
こ
ま
で

 
神
楽

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

 
狗
神

そ
ん
じ

者
様

 
鈴

ま

た



 第１４９話 宴会かと思ったが………

 
第
１
４
９
話
 
宴
会
か
と
思

た
が

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

ン
ハ
ン

ル
ド
を
予
約
し
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

く
来
な

い
か
な

お

と
失

そ
れ
で
は

者
様
今
回
も
ど
う

 
魔
界
か
ら
帰

て
き
て

日
後
の
事

 
霊
夢

も
う
本
当
に
何
な
の
よ

 
蓮
 

ま

ま

そ
れ
だ

た
ら
仕
方
が

 
霊
夢

な
く
も
な
い
わ

 
現

霊
夢
は
あ
る
事
で
少
し
不

に
な

て
い
た

そ
れ
は
何
な
の
か
と
い
う
と

 
霊
夢

命
蓮
寺
組

奴
等

教
は
お
酒
を

み
ま
せ
ん
な
ん
て

 
言

て
さ

人
生
の

分
は

し
て
る
わ
よ

 
霊
夢
が
起
こ

て
い
る
理

は

に
命
蓮
寺
組
の
メ
ン
バ

が
宴
会
に
参

し
な
い
こ
と
に

だ

何
で
も
酒
を

ま
な
い

精
進

理
で

を
食
べ
な
い
等
宗
教
上
の
理

で
宴
会
を
不
参
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し
た
の
だ

そ
の
結

と
し
て

メ
ン
バ

が
来
な
い
た
め
宴
会
は
中

と
な

て
し
ま

た 
蓮
 

ま

ま

逆
に
考
え
る
ん
だ
よ

準
備
等
を

 
し
な
く
て
も

ん
だ
ん
だ

て

 
霊
夢

は

そ
う
思

た
方
が
楽
よ

 

居
し
て
い
る
の
か
本
当
に
霊
夢
の

い
が
う
ま
く
な

て
き
た
な
と

分
で
も
思
う

か

ら
は
巫
女
の
ス
ト

パ

何
て
言
わ
れ
て
は
い
る
が
そ
ん
な

め
て
も
い
な
い
の
だ
が
不
思
議
な

こ
と
だ

だ
が
時
々
思
う

 
蓮
 

霊
夢

は
少
し
変
わ

た
か
な

 
霊
夢

ん

ど
う
し
た
の
急
に

 
幻
想
郷
に
来
て
か
ら

分
は
変
わ

た
の
か
と

昔
の

分
は
友
人
も
い
な
い

育
て
の
親
も

無
く
な
り

人

だ

た

そ
ん
な

分
で
も
こ
う
し
て
幻
想
郷
に
来
て
色
々
な
友
人
に
出

会

た

そ
し
て

分
の
思
う
こ
と
も

情
も

に
出
る
よ
う
に
な

た

そ
ん
な

分
は
変

わ

た
の
か
と
い
う
実
感
が

か
な
い

そ
の
た
め
霊
夢
に
聞
い
た

す
る
と
霊
夢
は

 
霊
夢

え

変
わ

た
わ
よ

昔
は

タ
レ
で

で



 第１４９話 宴会かと思ったが………

 
正

な
話
だ
け
ど

利
な
お
掃
除
屋
と
し
か
思

 

て
な
か

た
わ

 
蓮
 

何
で
だ
ろ
う

く

ス
り
が

 
霊
夢

だ
け
ど
こ
う
し
て
よ
く
見
て
み
る
と

気
が
あ

 
て
が
ん
ば
り
屋
で
何
事
に
も
立
ち
向
か

て
い
く

 
ま
る
で
物
語
で
い
う

者
み
た
い
で
格

良
く
な

 

て
い

た
わ
よ

 
蓮
 

落
と
し
て
か
ら

め
る
の
は
反

だ
よ

 
気

ず
か
し
く
な
り
お

い
に

が

く
な
る

だ
が
そ
れ
を
見
て
い
る
者
が
い
た

 
霧
雨

間
か
ら
本
当
に
お

い
な

 
ア
リ

本
当

 
そ
れ
は
魔
理
沙
と
ア
リ
ス
だ

た

そ
し
て

人
の

に
蓮
と
霊
夢
は
気
が
つ
く

 
霊
夢

い

何
時
か
ら
い
た
の
よ

 
霧
雨

者
み
た
い
な
と
こ
ろ

り
か
な

 
霊
夢

よ
り
に
よ

て
そ
こ
か
ら
か
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く

ず
か
し
い
所
か
ら
聞
か
れ
て
い
た

し
か
も
魔
理
沙
の

は

と
笑

て
い
て

見
て
い
て

ス
い

す
る
と
こ
れ
で
は
良
知
が
明
か
な
い
と
ア
リ
ス
は
思

た
の
か

 
ア
リ

魔
理
沙

見
せ
る
ん
で
し

わ
ざ
わ
ざ

 

ま
で
来
た
ん
だ
か
ら

 
霧
雨

お

と
そ
う
だ

た
な

 
そ
う
言
う
と
魔
理
沙
は
と
て
も
分

い
本
を
出
し
て
く
る

そ
の

さ
は

く

セ
ン

は

あ
り
そ
う
だ

そ
こ
に
は
不
思
議
な

で
何
か
が
書
か
れ
て
い
た

 
霊
夢

そ
れ
な
に

 
霧
雨

ア
リ
ス
の
本
だ

 
ア
リ

言

ち

う
と
魔
界
大
事

よ

 
蓮
 

そ
れ
で
そ
の
魔
界
大
事

を
何
で
ま
た

て
き

 
た
ん
で
す
か

 
理

を
聞
い
て
み
る
と
魔
理
沙
は
少
し
真

な

を
し
て

 
霧
雨

あ
の
時
の
黒
⻯
に
つ
い
て
知
り
た
く
て
な

 
そ
れ
に

度
宴
会
も
な
く
な

た
み
た
い
だ



 第１４９話 宴会かと思ったが………

 
か
ら
暇

し
で
き
る
よ
う
に
と
い
う
心
使
い

 
だ

 
霊
夢

な
ん
か
無
性
に
イ
ラ

と
来
た
け
ど
ま

事
実
だ

 
か
ら
仕
方
な
い
か

 
蓮
 

あ

お

を

て
く
る

 
霊
夢

お
願
い

 
そ
う
し
て
お

を

れ
に

所
へ
と
向
か
う

そ
し
て

う
じ

を

分

む
人
数
分
い
れ
る

と
お

ん
に

せ
て
居
間
へ
と

ぶ

 
蓮
 

は
い
こ
れ

 
霊
夢

あ
り
が
と
う

 
霧
雨

 
ア
リ

あ
り
が
と
う

 

に
座
り
お

を

み
な
が
ら
魔
理
沙
と
ア
リ
ス
が

て
き
た
事

を
開
き

で
見
る

そ

し
て
最

に
は
何
か
書
か
れ
て
い
る
が
日
本
語
で
は
な
い
た
め

め
な
い

 
蓮
 

え

と
霊
夢

め
る
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霊
夢

日
本
語
じ

な
い
な
ら
無
理

 
霧
雨

安
心
し
ろ

そ
こ
は

と
ア
リ
ス
で

す
る

 
か
ら
よ

 
ア
リ

え

 
そ
う
言
い
魔
理
沙
と
ア
リ
ス
と
で

し
た
の
を

ん
で
く
れ
た

 
こ
の
事

を

む
者
へ

こ
れ
は
現

年

月

日
ま
で
に
確
認
さ
れ
た
生
物

そ
し
て
人
物
を
こ
こ
に
記
す

 

 

神

 
印

 
霧
雨

て
書
い
て
あ
る

 
霊
夢

う
わ

神

か

 
蓮
 

確
か
魔
界
の
最
高
神
だ
よ

 
ア
リ

え

あ
の
人
に
そ
ん
な
カ
リ
ス
マ
は
な
い
け
ど
一

 
は
あ
の
人
が
書
い
た
も
の
よ



 第１４９話 宴会かと思ったが………

 
少
し

ス

た
感
が
あ
る
が
気
に
し
な
い
こ
と
に
し
た

そ
し
て
ア
リ
ス
は

ジ
を
め

く

て
い
く

 
ア
リ

そ
れ
で

べ
た
い
奴
の
名
前
は

 
霧
雨

え

と

覇
王
と
か
言

て
た
な

 
ア
リ

そ
ん
な
ん
で
わ
か
る
と
思

て
る
の

 
無
理
も
な
い

覇
王
だ
と
か
で

べ
れ
る
な
ら
ど
れ
だ
け
楽
だ
ろ
う
か

 
ア
リ

な
ら
何
か
特

は

 
霊
夢

特

え

と
見
た
目
は
真

黒
な
⻯

 
蓮
 

そ
れ
か
ら

は

つ
あ

て
⻑
い
一

を

て

 
ま
し
た

 
霧
雨

つ
い
で
に
何
十

と
い
う
数
の
キ
マ
イ
ラ
を
相
手

 
出
来
る
実
力
だ

 
ア
リ

何
そ
の
ず
ば

け
た
奴

そ
ん
な
の
い
る
わ
け

 
い
や
で
も
大
勢
の
キ
マ
イ
ラ
を
相
手
で
き
る

 
て
言
う
な
ら

ら
く
ラ
ン
ク
は

レ

ル
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そ
う
言
う
と
ア
リ
ス
は
一
気
に

ジ
を
め
く
る
と

 
霧
雨

ラ
ン
ク
は
第
一
種

禁
忌
魔
界
生
物
か

 
確
か
に
そ
こ
な
ら
載

て
る
か
も
な

 
ア
リ

え

 
そ
う
し
て
ア
リ
ス
は

ジ
を
め
く
る

一

は

し

で
何
と
か
見
た
目
は
分
か
る
た
め
魔

界
の

が
分
か
ら
な
い
蓮
や
霊
夢
か
ら
し
て
み
て
も

少
は
分
か
り

く
な

て
い
た

見
て

み
る
と
あ
る
も
の
は

み
た
い
な
怪
物

あ
る
者
は
不
定

な
怪
物

ま
た
あ
る
者
は

の
よ
う

な
魔
獣
な
ど
魔
界
の

危
険
生
物
は
こ
ん
な
に
い
る
の
か
と
思

て
し
ま
う

そ
し
て

ジ
が
過
ぎ
た
ぐ
ら
い
だ
ろ
う
か

 
ア
リ

こ
れ
も

う
わ

 

ジ
は
最
後
へ
と

し

か
る

ア
リ
ス
は
そ
の

ジ
を
開
い
た

そ
こ
の

し

に
は

つ
の

を

ち

な
る

を

つ
⻯
が

か
れ
て
い
た

 
霊
夢

こ
い
つ
よ

 
蓮
 

う
ん
こ
れ
だ

 
霧
雨

そ
ん
じ

し
て

み
ま
す
か
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ア
リ

そ
う

 
そ
う
し
て

人
の

の
下

本
の
内
容
が

ま
れ
た

 

の

 
種
族
 
魔
王
 
危
険
度

 
今
か
ら
数

年
前
魔
界
の

神
で
あ
る
神

は
魔
界
を

す
る
と

時
に
数
々
の
魔
界

人
や
魔
獣
を

し
た

し
か
し
そ
の
折
り
に
予

せ
ぬ
出
来
事

ラ

と
し
て
生
ま
れ
た
の
が

の

だ

た

見
た
目
は
神

と

じ
よ
う
な

つ
の

を

ち

た
る
一

が
特

の
⻯
だ
が
こ
れ
は
⻯
等
と
い
う
生

し
い
も
の
で
は
な
い
ぐ
ら
い
の
狂

性
を

つ

そ
し
て
強

さ
は

神
神

魔
界
の
最
強
者
夢
子
と

等
レ

ル
の
力
を

つ
魔
界
の
覇
王
と
し
て

れ
ら
れ
た

し
か
し
最
も

ろ
し
い
の
は
そ
の

さ
だ

た

の

の

な
心
と
殺
人

に
よ
る

楽
を
得
よ
う
と
し
た
が
た
め
に
魔
界
人
や
魔
獣
は
お
お
よ
そ
五
十

と
い
う
死

者
を

出
す
に

た

そ
の
結

神

の
怒
り
を
か

た

そ
し
て
神

と

の

に
よ
る
魔
界

の
覇

戦

に
ま
で
発

し
た

負
の
結

は
神

の

利
と
な
り

の

は
魔
界
の
最

て
の
地
へ
と
封
印
さ
れ
た

そ
し
て
こ
れ
を
見
た
者
の
た
め
に
書
こ
う

絶
対
に

の

の
封

印
を
解
く
べ
か
ら
ず

 
霧
雨

だ

て
よ
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蓮
 

あ
の

で
危
険
度
キ
マ
イ
ラ
よ
り
上
な
ん
だ

 
て
か

て
何

 
霊
夢

そ

そ
ん
な
に
出
会

た
の

 
霊
夢
と
魔
理
沙
は
少
し

や

を
か
い
て
い
た

今
に
な

て
と
ん
で
も
な
い
生
物
だ

た
こ

と
に

れ
を

い
た
の
だ
ろ
う
か

だ
が
ア
リ
ス
は
ず

と

た
ま
ま
だ

 
蓮
 

ア
リ
ス
さ
ん

 
ア
リ

何
で
か
し
ら

こ
の
魔
⻯

昔
に
何
処
か
で

 

を

え
な
が
ら
ア
リ
ス
は

絶
し
て
い
た

 
霧
雨

会

た
こ
と
あ
る
の
か

 
ア
リ

何
か
記
憶
が

け
て
る
よ
う
な

メ
思
い
出
せ

 
な
い
あ
る

の
記
憶
が
無
く
な

て
る
よ
う
な

 
と

ア
リ
ス
は
悩
ん
で
い
た

分
だ
が
ア
リ
ス
は
少
し

れ
て
い
る
の
か
も
と
思

た

 
蓮
 

ア
リ
ス
さ
ん
少
し

れ
て
る
ん
じ

な
い
で
す
か

 
ア
リ

え

そ
う

分
そ
う
よ

 
ア
リ
ス
は
少
し

笑
ん
だ

そ
れ
を
見
て
い
た
霊
夢
は
気
を
使

て
く
れ
た
の
か
そ
れ
と
も
気
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ま
ぐ
れ
な
の
か

 
霊
夢

折

だ
し
お
酒

ま
な
い

宴
会
用
の
お
酒
を

 

山

ら
せ
る

に
も
い
か
な
い
し

 
霧
雨

お

い
い
な

 
ア
リ

そ
う

な
ら

き
に

う
わ

 
蓮
 

は
お

だ
け
ど

 
そ
う
し
て

人
は
酒

人
お

を

み
楽
し
く
会
話
に
花
を
咲
か
せ
る
の
だ

た

 
怠
惰

は

い
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
狗
神

と
り
あ
え
ず

く
は
ま
た
あ

ち
を
投
稿
す
る

 
で
良
い
ん
だ
よ
な

 
怠
惰

だ

 
神
楽

し
か
し
あ
の
覇
王

て
そ
ん
な
に
危
険
だ

た

 
の
で
す
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鈴

戦

て
た
ら
死
ん
で
た

 
怠
惰

う

ん
そ
ん
な
に
強
い
と
は
思
わ
な
い
け
ど

 
ま

良
い
か
そ
ん
じ

ま

今
回
は
こ
こ
ま

 
で
次
回
は
あ

ち
で
ま
た
お
会
い
し
て
く
だ

 
さ
い

者
様

 
狗
神

風
邪
に
は
気
を

け
ろ
よ

 
鈴

そ
れ
じ

者
様
ま
た

 
神
楽

そ
れ
で
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た



 第１４９話 宴会かと思ったが………



 第十四章 幻妖 理禍畏 異変

 
第
十
四
章
 
幻
妖
理
禍
畏
異
変

 
第
１
５
０
話
 
行
方
不
明
と
な

た
妖
怪
達

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

そ
し
て

久
々
と
な
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

そ
し
て

ぐ
様
に

今
回
か
ら
は
オ
リ
ジ

ル

が
出
て
き
ま
す
の
で
ご
了

を
下
さ
い

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど

う 
寺
子
屋
の
仕
事
が
終
わ
り
放

後
の
事

そ
の
異
変
に
蓮
は
気
が
つ
い
た

 
蓮
 

あ
れ

ル

ミ
ア
は

 
そ
れ
は

ル

と
ミ
ス

リ
グ
ル
そ
し
て
大
妖
精
の

人
し
か
い
な
い
の
だ

何
時
も
一

に
い
る

の
ル

ミ
ア
が
い
な
か

た

 

ル

そ
れ
が
ル

ミ
ア
の
奴
ど

か
に

え
て
さ

 
リ
グ

う
ん
探
し
た
ん
だ
け
ど
見
当
た
ら
な
く
て



 第１５０話 行方不明となった妖怪達

 
ミ
ス

ル

ミ
ア

た
ら
何
処
に
行

た
の
や
ら

 
大
 

で
も
す
ぐ
に
見
つ
か
る
と
は
思
う
ん
で
す
け
ど

 
と

人
は

え
た

で
も
言
う
通
り
突
然
帰

て
く
る
な
ん
て
の
は
幻
想
郷
だ
と
当
た
り

前
と
言
う
日
常

事
だ

 
蓮
 

う

ん
そ
う
か
も

お

と

く
帰
ら
な
い
と

 

遊
ぶ
時
間
が
な
く
な

ち

う
よ

 
そ
れ
を
聞
く
と

人
は

い
た

情
へ
と
な
る

 

ル

あ

そ
れ
じ

蓮
先
生
バ
イ
バ
イ

 
大
 

え

と
そ
れ
で
は

 
リ
グ

バ
イ
バ
イ
蓮
先
生

 
ミ
ス

さ
よ
う
な
ら

 

人
は
こ
れ
か
ら
す
る
遊
び
は
何
を
し
よ
う
か
と
い
う
思
い
に

せ
な
が
ら
帰

て
い

た

そ
し
て
教
室
に
は

け
さ
が
戻
り
蓮
と

音
だ
け
に
な

た

 
蓮
 

元
気
が
い
い
な

 

音

お
前
も

い
だ
ろ
ま

た
く

ら
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お

を

い
蓮
は

ケ

ト
へ
と

れ
る
と

を
下

て

 
蓮
 

音
先
生
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 

音

構
わ
な
い
よ

そ
れ
じ

ま
た
来

の
月

日
も

 
頼
む
な

 
蓮
 

は
い

そ
れ
で
は

 
そ
う
し
て
蓮
も
寺
子
屋
か
ら
出
て
空
へ
と
飛
び
立
ち
博
麗
神
社
へ
と
帰
る
の
だ

た

 
少
年

動
中

 

空
を
飛
ん
で
い
き
数
分
か
け
て
博
麗
神
社
の
敷
地
へ
と

を

み

れ
る

 
蓮
 

う

ん

は

 
大
き
く

中
を

ば
し
深
呼
吸
を
す
る

霊
夢
に
帰

た
こ
と
を
伝
え
何
時
も
の
日

の

り
を
行
お
う
か
と
考
え
行
動
す
る

 
蓮
 

霊
夢
た
だ
い
ま

 
霊
夢

蓮
お
か
え
り
な
さ
い

 

を
開
け
縁

へ
と
出
て
く
る
と
霊
夢
は
笑

で

え
て
く
れ
る

こ
の
笑

を
見
る
こ
と
そ

れ
が

分
に
と

て
は

一
の

解

だ



 第１５０話 行方不明となった妖怪達

 
蓮
 

何
時
も
の
日

す
る
か
ら
よ
ろ
し
く

 
霊
夢

は
い
は
い

 
縁

へ
と
上
が
り

屋
に

い
て
あ
る
神
楽
を
手
に

て
外
へ
と
出
た
そ
の
時
だ

た

 
蓮
 

う

 
突
然
の
強
風
が
吹
き

れ
る

ガ
タ
ガ
タ
と

の
音
が
鳴
る

数

経
つ
と
風
は

む

 
蓮
 

こ
の
風
は

い
る
ん
で
す
よ

さ
ん

 
と

蓮
は
空
に
向
か

て

ぶ
と
風
と
共
に

が
現
れ
た

 

 

え

い
ま
す
よ
蓮
さ
ん

 
地
上
へ
と
笑

で
降
り
て
く
る

す
る
と
後
ろ
の

が
開
き
霊
夢
が
や

て
来
た

 
霊
夢

あ
ら

じ

な
い

ま
た
パ
パ
ラ

か
し
ら

 

 

だ
な

そ
う
じ

な
い
で
す

て
ば
今
回
来
た

 
の
は
ま
ず
こ
れ
で
す

 

は
新
聞
も
と
い

分
が

て
い
る

々
新
聞
を

り
出
し
て

し
て
き
た

 
蓮
 

新
聞
の

達
で
す
か

 

 

え

で
す
が
も
う

つ
あ
り
ま
し
て
ま
ず

々
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新
聞
を
見
て
み
て
下
さ
い

 
笑

か
ら
一
変
真

な
面

ち
で
話
す

こ
の

が

ざ
け
な
し
の
ガ

は
本
当
に
ガ

な
の
だ
と
思

た

た

々
新
聞
を

る

そ
し
て

か
ら
霊
夢
が

く

 
蓮
 

花
妖
怪
失

 
記
事
は

に
こ
う
だ

 
花
妖
怪
こ
と
風
見
幽
香
が
突
然
の
失

を

た

こ
の
時

に
な
る
と
風
見
幽
香
は

張
り

で
あ
る

陽
の
畑
に
出

す
る

し
か
し

間

ば
り
張
り
込
み
を
行

た
が

し
い
こ
と

に

度
も

を
見
せ
て
い
な
い

陽
の
畑
に
あ
る

を

く
が
た
い
し
た
変
化
は
な
か

た

そ
れ
な
ら
何

い
な
い
の
か

問
が

る
ば
か
り
だ

 
と

書
か
れ
て
い
た

蓮
も
少
し

く
が
一
番

い
た
の
は

 
霊
夢

嘘
で
し

奴
が

 
霊
夢
だ

た

 
蓮
 

そ
ん
な
に

く

 
霊
夢

だ

て

奴
は

よ
り
花
を
愛
す
る
妖
怪
よ
し
か
も

 
特
に

雨

り
前
か
ら
開
花
す
る
向
日
葵
は
一
番
の
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お
気
に

り
そ
れ
な
の
に
手

れ
に
い
か
い
な
ん
て

 
異
変
も
良
い
と
こ
ろ
よ

 

に

し
い

昔
に
幽
香
と
戦

た
と
言

て
い
た
が

ら
く
そ
れ
で
幽
香
に
気
に
い
ら
れ

た
の
だ
ろ
う

そ
の
た
め
か
結
構

し
い
の
か
も
し
れ
な
い

 

 

え

そ
う
な
ん
で
す

で
す
が

 

は

り
を
キ

ロ
キ

ロ
と
見
回
す
と
小

で

 

 

こ
れ
は

せ
情
報
で
す
が
実
は
風

い
え
天
魔
様

 
も
そ
の
行
方
不
明
で
な
ん
で
す
よ

 

そ
の
の

え
に
蓮
と
霊
夢
は
目
を
見
開
い
て

く

前
に

達

守
矢
の
件
で

回
だ

け
会

た
が

実

の
名
に
相

し
い
よ
う
な
あ
の
天
魔
が
行
方
不
明
ら
し
い

 
蓮
 

あ
の
天
魔
さ
ん
が

 
霊
夢

一
体
ど
う
な

て
ん
の
よ

何
か

き
手

 
や
ら
は
な
か

た
の

 

 

え

そ
ん
な
物
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
よ

 
蓮
と
霊
夢
は
考
え
る

そ
し
て
蓮
は
今
日
の
事
を
全
て

り

え
る

ま
ず
ル

ミ
ア
が
居
な
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く
な

た
こ
と

次
に
幽
香
の
失

そ
し
て
最
後
に

の
天
魔
が
行
方
不
明
に
な

た
こ

と

近
で

件
の
行
方
不
明
と
な

た

だ
が
こ
れ
は
出
来
す
ぎ
て
い
る
と
思

た

 
蓮
 

何
か

な
予
感
が
す
る

 
霊
夢

奇

何
か
起
き
る
前

 
そ
う

く
と
空
を
見
る

先
程
ま
で
晴
天
の

空
か
ら
突
然
変
わ
り
真

黒
の
積
乱
雲
と
な
り

光
を
発
し
て
い
た

 
蓮
 

雨
が
降
り
そ
う
で
す

 

 

え

不

で
す

 
霊
夢

え

 

人
は
空
を

め
し
ば
ら
く
す
る
と
雨
が
降
り
始
め
る

そ
れ
も
強
い

雨
が

 

 

お

と

す
み
ま
せ
ん
が

は

 
そ
う
言
い

は
黒
く
な

た
空
へ
と
飛
ん
で
帰

て
い

た

 
蓮
 

と
り
あ
え
ず
修
行
は
お

け
だ

 
霊
夢

そ
う

 

人
は
博
麗
神
社
へ
と

る
の
だ

た

だ
が
こ
の
突
然
の
異
常
気

は
積
乱
雲
だ
け
で
は



 第１５０話 行方不明となった妖怪達

な
か

た

紅
魔
館
が

つ
霧
の
湖
で
は
雨
で
は
な
く
日

し
が
強
い
日

り
と
な
り
妖
怪
の
山

で
は
全
て
を
破
壊
す
る
か
の
よ
う
な

が
降
り
注
ぎ
魔
法
の

で
は
無
数
の
落

が
落
ち
無
縁
塚

で
は
吹
雪
と
な

た

だ
が
そ
れ
で
終
わ
り
で
は
な
い

場
所
は
幻
想
郷
か
ら
深
夜
と
な

た
冥

界
へ
と
変
わ
る

か
つ
て
全
て
に
死
を
も
た
ら
し
か
け
た
⻄
行
桜
の
前
で
は

 

 

準
備
は
出
来
た
か

 

 

バ

リ

始
め
よ
う
報
い
を

え
る
た
め
に

 

 

い
や

ま

本

ら
が
悪
い
か
ら
な

 

 

そ
れ

 
と

不
穏
な

つ
の

が

く

そ
れ
は
翌
日
に

は
知
る
事
と
な
る
だ
ろ
う

行
方
不
明

も
そ
し
て
異
常
気

そ
れ
ら
を
越
え
る
異
変
の
本
当
の
前

と
な
る
事
件
が
起
こ

た
と
い
う
事

を  

第
十
四
章
 

ん
よ
う

幻
妖

り

か

い

理
禍
畏
異
変
開
始



 第十四章 幻妖 理禍畏 異変

 
怠
惰

は
い
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
狗
神

久
々
の
投
稿
な
の
に
も
関
わ
ら
ず
不
穏
だ
な

 
鈴

あ
の
天
狗
が
行
方
不
明
だ
も
ん

 
神
楽

そ
れ
に
ル

ミ
ア
さ
ん
や
幽
香
さ
ん
も
で
す

 
よ

 
怠
惰

ま

も
う

タ
バ
レ
み
た
い
な
も
の
だ
か
ら

 
特
に
最
後
の
あ
れ
で

因
み
に

理
禍
畏

は

 

な
当
て

だ
か
ら
意

は
な
い
け
ど

 
神
楽

ど

な
ん
で
す
か

 
怠
惰

理
は
ひ
と
ま
ず

い
て
お
い
て
ま
ず

禍

は

 

わ
ざ
わ
い

と

み
ま
す
そ
し
て

畏

の

 

こ
れ
は

お
そ
れ

と

む
つ
ま
り
こ
れ

 
は
禍
の
畏
れ
が
や

て
来
る

て
意

だ



 第１５０話 行方不明となった妖怪達

 
鈴

え

じ

あ

理

て

は

 
怠
惰

理

は

こ
と
わ
り

と
も

む
ま

道
理

 
と
か
ル

ル
と
か
そ
ん
な
意

だ
け
ど
ま

 
そ
こ
は
予
想
し
て

 
狗
神

ル

ル
な

格

良
く
言
う
と

と
か
だ
よ

 
な

 
怠
惰

ま

そ
う
だ

お

と
そ
ろ
そ
ろ
時
間
だ

 
と
り
あ
え
ず
今
回
は
こ
こ
で
お
開
き
そ
れ
で
は

 

者
様

 
鈴

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く

 
神
楽

そ
れ
で
は

 
狗
神

ま
た
見
て
く
れ
よ
な



 第十四章 幻妖 理禍畏 異変

 
第
１
５
１
話
 
不
穏
な
異
変

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

内
が

く
な

た
も
の
で
病
院
に
い
た
怠
惰
の
悪
魔
で
す

少
し
悲

し
い
で
す

で
は

者
様
今
回
も
ど
う

 

れ
狂
う
天
気
が

に
な

た
翌
日
の
事

博
麗
神
社
に
は
色
々
な
人
や
妖
怪
が
集
ま

て
き

て
い
た

こ
の
異
常
気

そ
れ
は
異
変
で
あ
る
事
は
事
実
な
の
だ

た
か
ら

 
霊
夢

紫

こ
の
異
変
の
犯
人
は
本
当
に
分
か
ら

 
な
い
し
認
知
も
し
て
い
な
い
の
よ

 
紫
 

え

貴
女
も
分
か
ら
な
い
わ
よ

 

 

は
い

念
な
が
ら

 
蓮
 

相
手
は
一
体

に
な
る
ん
だ

 
博
麗
神
社
に
は

分
こ
と
蓮
を

め
て
霊
夢
魔
理
沙
聖
ア
リ
ス

紫

レ
ミ
リ
ア

咲
夜

玲
音

鈴
仙

萃
香

に
と
り
と
い

た
メ
ン
バ

が

て
い
た

だ
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が
こ
れ
だ
け
の
人
数
が

て
も
犯
人
が
分
か
ら
な
い

 
蓮
 

さ
ん
達
は
何
か
心
当
た
り
は

 

 

う

ん
そ
う
で
す

そ
う
い
え
ば
前
に
天
人

 
が
引
き
起
こ
し
た
異
変
に

て
い
る
と
言
え
ば

 

て
い
ま
す
よ

 
霧
雨

言
わ
れ
て
み
る
と

 
霊
夢

ま
た

奴
か

 
紫
 

や

り
殺
し
て
お
く
べ
き

だ

た
わ

 
鈴
仙

ま
た
物
騒

 
か
つ
て
天
子
が
起
こ
し
た
異
変

確
か
に
そ
れ
に
は

て
い
る
が
絶
対
に
や
ら
な
い
と
い
う
確

が
あ
る

 
蓮
 

分
そ
れ
は
な
い
と
思
う
だ

て
龍
神
様
が

を

 
下

て
ま
で
も

た
ん
だ
よ

そ
れ
だ

た
ら

 
も
う
や
ら
な
い

な
ん
だ
よ

 
ア
リ

そ
れ
に
は
一
理
あ
る
わ

そ
こ
ま
で
さ
れ
た
ら
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流
石
に
も
う

り
る

よ

的
に
は
特
に
貴
女

 
が
一
番
怪
し
い
と
思

て
る
の
よ

 
聖
 

は
そ
ん
な
事
は
し
ま
せ
ん

い
は

み
ま
せ
ん

 
の
で

 
ア
リ
ス
は
聖
を

て
い
る
よ
う
だ
が
聖
達
は

い
を

ま
な
い
の
を
知

て
い
る
た
め
白

一

は

を
見
て
み
る

神

子
は
天
気
を

れ
る

だ

そ
れ
な
ら
と
思
い
見
る
と

 

え

ち

と
待

て
く
だ
さ
い

達
は

 
無

で
す
よ

 
と

無

を

張
す
る

か
つ
て

回
に

て
問

を
起
こ
し
て
い
る
た
め

わ
れ
て
も

仕
方
が
な
い

 
レ
ミ

言

て
お
く
け
ど

達
は

者
の
方
よ
何
で

 
あ
ん
な
に
日

し
が

ら
す
の
よ

 
咲
夜

で
す
が
お

は
す
ぐ
に

き
ま
し
た

 
玲
音

お
陰
で
お

の
わ
が
ま
ま
は
天
元
突
破
だ

 
レ
ミ

何
で
す

て

執
事
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と

玲
音
と
レ
ミ
リ
ア
は
言
い
合
い
を
始
め
た

 
萃
香

ま

た
く

お
前
さ
ん
も
何
に
も

 
や

て
な
い
よ

 

城

そ
れ
は

だ
よ

 
こ
ん
な
感
じ
こ
の
中
に
犯
人
は
い
な
さ
そ
う
だ

そ
れ
で
は

な
の
か
と
思

て
い
る
と
突

然

縁

の

が
開
い
た

 
妖
夢

は

は

大
変
な
ん
で
す

 
幽
 

待

て
よ
妖
夢

 
と

妖
夢
が

け
込
ん
で
く
る
と
幽
々
子
も
や

て
く
る

し
か
も
大

て
で
だ

 
霧
雨

ど
う
し
た

お
前
ん
と
こ
の

人
が
と
う
と
う

 
食

を
使
い

た
し
た
の
か

 
妖
夢

そ
ん
な

な
い
じ

な
い
で
す
か

 
幽
 

失

そ
ん
な
に
は
食
べ
な
い
わ
よ

 
全
員

は

 
と
幽
々
子
の
発
言
に

が

を
合
わ
せ
た

だ
が
こ
れ
で
は
話
が
進
ま
な
い
そ
の
た
め
か
霊
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夢
が
事
情
を

く

 
霊
夢

は

何
が
大
変
な
の
よ

 
と

霊
夢
が
言

た
そ
の
時

妖
夢
は

を
開
き

 
妖
夢

⻄
行
妖
が

⻄
行
妖
が

だ

か
に

ま
れ

 
た
ん
で
す

 
紫
 

え

 
蓮
 

あ

あ
の
⻄
行
妖
が

ま
れ
た

 
霊
夢

嘘
で
し

 
霧
雨

マ
ジ

か
よ

 

分
達
は
⻄
行
妖
が
ど
れ
だ
け

い
か
を
知

て
い
る

そ
れ
は
冥
界
に
あ
る
桜
の

だ
が
そ

の

は
妖
怪
で
あ
り
な
お
か
つ
全
て
の
者
に
死
を

え
る
桜
で
あ
る

か
つ
て
紫
の

深
常

理
久
兎
が
命
を

け
て
封
印
し
た
妖
怪
だ

ま
さ
か

ま
れ
る
と
は

 

え

と

何
で
す
か
そ
れ

 
鈴
仙

そ
ん
な
に
危
険
な
も
の
な
ん
で
す
か

 
霧
雨

そ
う
い
え
ば
お
前
と
か
は
い
な
か

た
も
ん
な
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⻄
行
妖
そ
れ
は

全
て
の

事

物
に
強

的

 
に
死
を

え
る
桜
の
妖
怪
だ

 
聖
 

そ

そ
ん
な
危
険
な
も
の
が

 

 

 
ど
う
や
ら
危
険
な
も
の
だ
と
認
識
し
て
く
れ
た
よ
う
だ

 
蓮
 

因
み
に
妖
夢
さ
ん

そ
れ

て

本
か
ら

 
妖
夢

は
い

本
か
ら

り
の

も

ま
れ
て
い
て

 
紫
 

霊
夢

今
回
の
相
手
は
相
当
の
手

れ
よ
⻄
行
妖

 
を

ん
で
悪
用
し
よ
う
も
の
な
ら

幻
想
郷
い
や

 
外
の
世
界
に
も
ど
ん
な

を

ど
ん
な

を

 
も
た
ら
す
の
か
す
ら
想

す
ら
で
き
な
い
わ

 
霊
夢

何
処
に
い
る
か
は

の
勘
で
当
て
る
し
か
な
い
か

 
と
霊
夢
は
言
う

だ
が
蓮
は
そ
れ
も

だ
が
別
の
観

で
考
え
て
い
た

昨
日
の
行
方
不

明
と
な

た
妖
怪
達
に
つ
い
て
だ

 
蓮
 

さ
ん
昨
日
行
方
不
明
に
な

た
妖
怪
達
に
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つ
い
て
も
う
一
度
教
え
て
く
れ
ま
せ
ん
か

 

 

え

え

と
で
す

 

は
手

を

り
だ
し

ジ
を

ラ

ラ
と
め
く
る

 
霊
夢

ど
う
し
て
行
方
不
明
の
妖
怪
な
の
よ

 
蓮
 

ち

と
気
に
な

て

 
言

て
い
る
と

が
手

を
め
く
る
の
を

め
て
行
方
不
明
の
妖
怪
を
発

し
た

 

 

え

と
現
状
行
方
不
明
の
妖
怪
は
風
見
幽
香
に

 
そ
の

天
魔
様
と
そ
れ
か
ら
闇
の
食
人
妖
怪

 
そ
れ
か
ら

城

ン
ガ
イ
の

名
で
す

 
そ
の

名
が
行
方
不
明
ら
し
い

だ
が
聞
い
た
こ
と
の
な
い
名
前
が
出
て
き
た

だ
が

城

と
い
う
名

そ
れ
は
に
と
り
の
名

と

じ
だ

た

 
霧
雨

な

に
と
り
そ
れ

 

城

う
ん

家
の
お

ち

ん
だ
よ

 
何
と
ま
さ
か
お

ち

ん
だ

た

だ
が
そ
の

名
を
聞
い
て
紫
は

き
の

情
を
し
て
い

た
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紫
 

嘘

こ
れ

 

 

紫
様

 
紫
 

こ
の
全
員

元
幻
想

⻤
夜
行
の
メ
ン
バ

よ

 
蓮
 

え

 
幻
想

⻤
夜
行

か
つ
て
幻
想
郷
を
の

を

り
上

た
深
常
理
久
兎
が
人
間
と
の
共

を

め

し
た
妖
怪
達
の
組

で
あ
る

行
方
不
明
と
な

た
者
達
も
所

し
て
い
た
が

に
も

紫
や
幽
々
子
に
萃
香
や

も
所

し
て
い
た
組

だ

だ
が

 

 

あ
れ
で
も
ル

ミ
ア
所

し
て
た

け

 
萃
香

う

ん
記
憶
に
な
い
ん
だ
け
ど
な

 
幽
 

も
記
憶
に
な
い
わ

 
も
し
か
し
た
ら

う
の
も
混
じ

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い

だ
が
ル

ミ
ア
に
に

て
い
る

子
は
い
た
の
は
夢
で
見
て
い
る

一
体
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
と
思

て
し
ま
う

 
紫
 

 
霊
夢

紫

 
紫
 

え

あ

問

な
い
わ
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と
紫
は
何
か
を
隠
し
て
い
る
よ
う
だ
が

え
て
聞
か
な
い
で
お
く
こ
と
に
し
た

そ
れ
よ
り

も
こ
の
メ
ン
バ

の
構

ら
く
こ
の
行
方
不
明
と
な

た
妖
怪
達
は
つ
る
ん
で
い
る
と
思

た 
蓮
 

こ
れ
絶
対
に
異
変
を
起
こ
す
た
め
に
共
犯
を

 
し
て
い
る
と
思
う
ん
だ
け
ど
そ
れ
を
考
え
た
の
は

 

だ
け
か
な

 
霊
夢

い
い
え

も
よ

ら
く
行
方
不
明
と
な

た

奴

 
等
は
全
員
グ
ル
よ

 
霧
雨

と
な
る
と
今
回
の
異
変
結
構

が
お
れ
る

 
魔
理
沙
の
言
う
通
り
だ

こ
の
行
方
不
明
の
妖
怪
達
が
相
手
と
な
ろ
う
も
の
な
ら
厄
介
だ

 
紫
 

と
り
あ
え
ず
今
や
る
べ
き
事
そ
れ
は
元
凶
を
見
つ

 
け
る
こ
と
よ
霊
夢

貴
女
の
そ
の
勘
を
頼
る
わ

 
霊
夢

ま

良
い
わ
と
り
あ
え
ず
各

全
員
散
会
し
て

 
探
し
ま
し

う

 
そ
の
言

と
共
に
全
員
は
散
会
し
こ
の
異
変
の
元
凶
を
見
つ
け
る
た
め
に
幻
想
郷
を
探
し
回
る
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の
だ

た

 
狗
神

そ
ん
じ

今
回
も
あ
り
が
と
う
な

 
鈴

あ
り
が
と
う

 
神
楽

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
怠
惰

は

 
狗
神

ど
う
し
た
今
日
は

に
元
気
が
な
い
な

 
怠
惰

あ

う
ん
ち

と

ま

気
に
し
な
い
で

 
お
い
て
よ

 
鈴

狗
神
の

少
し

と
い
て
あ

な
よ

 
神
楽

え

と
今
回
は
少
し

か
に
し
て
あ

る
の
を

 
オ
ス
ス
メ
し
ま
す

 
狗
神

あ

あ

 
鈴

え

と
今
回
は
少
し

い
け
ど
こ
こ
ま
で
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神
楽

そ
れ
で
は

者
様

 
狗
神

あ

あ

ま
た
な
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第
１
５
２
話
 
見
つ
け
し
は
ボ
ロ
神
社

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

ン
ハ
ン
の
考
え

備
が

病
全

だ
と
感
じ
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪

魔
で
す

た
だ
ス
キ
ル
は

え

つ
な
い
も
の
ば
か
り
で
す
け
ど

そ
れ
で
は
今
回
も
ど

う 
蓮
達
は
各
々
で
異
変
の

を
行

て
い
た

 
霧
雨

に
し
て
も
本
当
に
手

が

い
よ
な

 
蓮
 

う
ん

 
霊
夢

そ
う

 

分

霊
夢

魔
理
沙
の

人
で
探
し
て
い
た

今
現
時

で
分
か
る
事
は
今
回
の
異
変
は

一

で
は
い
か
な
い
と
い
う
事

⻄
行
妖
を
華
麗
に

み
そ
し
て
幻
想
郷
に
異
常
気

を
引
き

起
こ
せ
る
程
の
力
を

つ
奴
だ

そ
の
た
め
霊
夢
の

も
今
回
は
真

だ

 
蓮
 

霊
夢

ど
う
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霊
夢

の
勘
が
正
し
け
れ
ば

ら
く

 
霊
夢
は
小
さ
な
小
山
の
頂
上
を

す

ど
う
や
ら

処
が
怪
し
い
み
た
い
だ

 
霧
雨

あ
ん
な
所
か

 
霊
夢

え

の
勘
だ
と

 
蓮
 

と
り
あ
え
ず
行

て
み
よ
う

 
そ
う
し
て

人
は
霊
夢
が

し
た
小
山
の
へ
と
向
か
う
の
だ

た

そ
し
て
蓮
い
や
霊
夢

も
魔
理
沙
も
気
が
つ
い
た

 
蓮
 

霊
夢
に
魔
理
沙

 
霧
雨

蓮
お
前
が

い
た
い
こ
と
は
分
か
る

 
霊
夢

も
分
か
る
わ

 
そ
の
山
の
頂
上
に
あ

た
物
そ
れ
は

 

人

こ
ん
な
所
に
神
社
な
ん
て
あ

た

け

 

人
の
目
の
前
に
は
ボ
ロ
ボ
ロ
と
な

て
し
ま

た
鳥
居
そ
こ
に
は

耶
狛
神
社
と
書
か
れ

て
い
た

そ
し
て
も
う

も
管
理
し
て
い
な
い
の
か
神
社
の

々
は

り

し
て
い
た

 
霊
夢

気
は

ら
な
い
け
ど
紫
に
聞
く
し
か
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な
い
か

 
蓮
 

そ
れ
が
良
い
か
も

 
霊
夢
は
大
き
く

を
吸
う

そ
し
て

 
霊
夢

年
を

魔
化
し
て
い
る
紫

 
蓮
 

霊
夢

 
霧
雨

お
前
は

者
だ
な

 
と
言

て
い
る
と
ス
キ
マ
が
開
か
れ
る

す
る
と
そ
こ
か
ら

間
に
シ

を

せ

笑
い
を

し
て
い
る
紫
と

間
に
シ

が
よ

た

が
出
て
き
た

 

だ
紫
様
の
悪

を
言

た

か
者
は

 
紫
 

か
し
ら

 
霊
夢

は
言

て
な
い
わ
よ

 
犯
人
の
霊
夢
は
知
ら
な
い

り
を
し
た

だ
が
ま
ず

分
と
魔
理
沙
は
言

て
い
な
い
た
め

 
霧
雨

じ
く
言

て
な
い

 
蓮
 

は
絶
対
に
言

て
ま
せ
ん
よ

 
と

言
う
と
紫
は

と
笑

て
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紫
 

霊
夢

こ
の
異
変
が
終
わ

た
ら
覚
え
て

 
な
さ
い

 
霊
夢

え

 
こ
う
な
る
の
は
当
た
り
前
で
あ
る

そ
れ
を
見
て
い
る

分
と
魔
理
沙
も

笑
い
し
か
出
来
な

い 
紫
 

そ
れ
で

達
を
呼
ん
だ
の
は
ど
う
い

た

 
な
の
か
し
ら

 
霊
夢

ま

良
い
わ

そ
れ
で
呼
ん
だ

は
こ
の

 
神
社

紫
は
知

て
る
か
し
ら

 
紫
に
聞
い
て
み
る
と
紫
は
首
を

た

 
紫
 

え

こ
ん
な
所
に
神
社
な
ん
て
無
か

た

 
よ

 

 

は
い
無
か

た

で
す

 
や
は
り
紫
や

も
知
ら
な
い
よ
う
だ

ど
う
や
ら
霊
夢
の
勘
通
り
こ
こ
は
異
変
に
関
係
が
あ
り

そ
う
だ
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蓮
 

ま
ず
は
こ
こ
を

し
て
み
る

 
霊
夢

は
な
か
ら
そ
の
つ
も
り
よ

 
霧
雨

そ
ん
じ

し
ま
す
か

 
紫
 

な
ら

達
は
こ
の
事
を
伝
え
て
く
る
わ

 

 

は

せ
た

 
そ
う
言
う
と
紫
と

は
ま
た
ス
キ
マ
へ
と

て
い

た

ど
う
や
ら
何
時
も
は

力
を
あ
ま

り
し
よ
う
と
し
な
い
紫
が

力
す
る
と
い
う
事

そ
れ
は
紫
も
少
し

て
い
る
と
い
う
事
だ
ろ

う 
霊
夢

さ

さ
と

す
る
わ
よ

 
蓮
 

う
ん

 
そ
う
し
て

人
は
そ
の
神
社
を

す
る
の
だ

た

ま
ず
見
た
感
じ
あ
る
の
は
ボ
ロ
ボ
ロ

の
鳥
居
は

だ
が
そ
の

に
は
ク

イ
を

ん
で
い
る
狼
そ
し
て

に
は

を

ん
で
い
る

狼
の

が

中
を
向
け
合

て

さ
れ
て
い
た

 
霧
雨

何
か
ギ
ミ

ク
が
あ
る
の
か

 
霊
夢

も
し
ト
ラ

だ

た
と
し
た
ら
後
が
面
倒
よ
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ま
ず
は
本

を
見
ま
し

う

 
蓮
 

そ
の
意
見
に
は

か
な

 

人
は
一
度
そ
の

は
放

て
お
い
て

し
て
い
る
神
社
の

を
開
け
本

を

く

そ

し
て

 
霧
雨

う
わ

 
魔
理
沙
は

の
先
に
あ
る
物
に

く

そ
れ
は
大
き
な
龍
の
石

だ

た

 
蓮
 

魔
理
沙
こ
れ
は
石

だ
よ

 
霊
夢

何
を

い
て
る
の
よ

 
魔
理
沙
は

を

く
し
て

子
の

を
つ
ま
み

を
隠
す

少
し

ず
か
し
そ
う
だ

 
霧
雨

う

う
る
せ

や
い
と
り
あ
え
ず
そ
の
龍
の
石

 
に
は
何
か
な
い
の
か
よ

 
霊
夢

何
か

て

 
と
霊
夢
は
探
す
が

分
は
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た

そ
れ
は
龍
の
手
の

分
に

が

ま
れ
て
い
た

 
蓮
 

こ
れ

て
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霧
雨

ん

こ
れ
は
ル

ン

だ
な

 
霊
夢

ル

ン

 
霧
雨

あ

魔
道
語
の

つ
で
な
結
構
複

な
ん
だ
よ

 

め
る
け
ど

え

と

 
ど
う
や
ら
魔
理
沙
は

め
る
よ
う
だ

そ
し
て

を

み
始
め
た

 
霧
雨

あ
る
時

神
に
使
え
る

の
狼
兄
妹
の
神
使
が

 
い
た
だ
が
あ
る
時
に

な
事
で
大
喧
嘩

は

 

い
に
目
を
合
わ
せ
よ
う
と
は
し
ま
せ
ん
こ
れ
に

 
は
神
使
の

人
は
悩
み

き
ま
し
た

か
仲

り

 
を
さ
せ
て
く
れ
る
者
は
い
な
い
も
の
か
と

き
ま

 
し
た

て
感
じ
だ
な

 
霊
夢

ど
う
い
う
事
よ

 
と

人
が
悩
ん
で
い
る
と
ス
キ
マ
が
開
か
れ
そ
こ
か
ら
紫
が
ま
た
現
れ
る
と
今
度
は
先
程

神
社
に
集
ま

て
い
た
メ
ン
バ

を

れ
て
き
た

 
紫
 

れ
て
き
た
わ
よ
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萃
香

こ
こ
が

の

 
レ
ミ

お
ん

ろ
す
ぎ
る
わ

 

 

本
当
で
す

 
と

は
こ
の
神
社
を
見
て
各
々

く

 

で
も
そ
の
龍
の
石

と
い
い
こ
の
狼
の
石

 
と
い
い

い

力
で
す

 
今
の

の
言

そ
れ
を
聞
き
蓮
は
も
し
や
と
思

た

 
蓮
 

も
し
か
し
た
ら

の
狼

て
あ
の
石

 
霊
夢

あ

 
霧
雨

で
も
動
く
の
か
よ

 
と

魔
理
沙
が
言
う

す
る
と
今
の
言

を
聞
い
た
の
か
咲
夜
が
石

を

つ
見
る
と

 
咲
夜

こ
れ
下
が

に
な

て
る
わ

 
に
と

て
こ
と
は
動
く

て
事
だ
よ

 
聖
 

今
は
そ
ん
な
仕

け
も
あ
る
の
で
す

 
や
は
り

の
石

は
動
く
よ
う
だ
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蓮
 

え

と
そ
の

つ
の
石

が
お

い
に
目
と
目
が

 
合
わ
さ
る
よ
う
に
動
か
し
て
み
て
は
く
れ
ま
せ
ん

 
か

 
鈴
仙

合
わ
せ
る

こ
う
か
し
ら

 
ア
リ

ち

と

い
わ

こ
れ

 
妖
夢

お

い

 
幽
 

妖
夢

張

て

 
何
人
か
が

力
し
て
石

を
石

を
動
か
し
目
と
目
が
合
わ
さ
る
よ
う
に

さ
せ
た
そ
の
時

だ

た

 
キ
ラ

ン

 

体
の
石

の
目
が
煌
め
き

き
出
し
た

 
霊
夢

何
が
起
こ
る
の

 
霧
雨

こ
れ
こ
そ

険

て
や
つ
だ

 
と

人
が
言

て
い
る
と
本

の
目
の
前
に

光
が
走
る
と
鳥
居
に
ま
る
で
空
間
を

じ

曲

た
か
の
よ
う
な
裂
け
目
が
現
れ
た
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紫
様
こ
れ
は

 
紫
 

こ
れ
は
異
世
界
に

が
る

ト

て
所

 
こ
れ
に
は

は
目
を

わ
れ
る

そ
し
て
紫
は
あ
る

を
し
た

 
紫
 

ら
く
こ
こ
か
ら
先
は
未
開
の
地
よ
だ
か
ら
も
し

 
の
た
め
に
こ
こ
に

人
程

し
て
通

と

 
を

め
て

し
た
い
ん
だ
け
ど

良
い
か
し
ら

 
そ
れ
を
聞
き

は
考
え
る

す
る
と

 
に
と

な
ら

は

る
よ
危
な
い
の
は

だ
し
何
よ
り

 
こ
の
石

に
つ
い
て

し
た
い
か
ら

 

 

紫
様
が
出
る
と
い
う
の
で
し
た
ら

が

り
通

 
お
よ
び
に
結
界
の
管
理
を
し
ま
す

 
ど
う
や
ら

人
が

て
く
れ
る
ら
し
い

そ
れ
な
ら
大

そ
う
だ

 
紫
 

分
か

た
わ
な
ら
各

準
備
を
整
え
て

り
ま

 
し

う

 
そ
う
し
て
各

は
準
備
を
整
え
中
に

る
の
だ

た

一
方
そ
の
頃

と
あ
る
異
界
で
は
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楽
し
み
だ

さ

始
め
よ
う
そ
し
て

を

 
楽
し
ま
せ
ろ
よ

 

人
の
男
が
た
だ
笑

に
そ
う

く
の
だ

た

 
狗
神

そ
ん
じ

今
回
も
あ
り
が
と
う
な

 
怠
惰

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
鈴

あ
り
が
と
う

 
神
楽

今
日
は
怠
惰
さ
ん
も
復
活
し
た
の
で
す

 
怠
惰

ま

 
狗
神

な

怠
惰
あ
の
神
社

て
昔
か
ら
幻
想
郷
に

 
あ

た
の
か

 
怠
惰

さ

ど
う
だ
ろ
う

そ
れ
は
あ

ち
の

 
小
説
で
語
ら
れ
る
と
思
う
よ

 
神
楽

も
や
も
や
し
ま
す
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狗
神

だ
な

 
鈴

う

ん
ま

語
ら
れ
る
な
ら
そ
れ
を
楽
し
み
に

 
し
て
お
く
よ

 
狗
神

ま

そ
れ
が
一
番
だ
な

 
神
楽

だ

え

と
そ
ろ
そ
ろ
時
間
な
の
で

 
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す

 
怠
惰

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く

 
狗
神

そ
ん
じ

者
様

 
鈴

ま

た
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第
１
５
３
話
 
裂
け
目
の
先
の
現
代
風
世
界

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

内
の
お
通
夜
に
い

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

帰

て
き
た
時
に

は
う
た
た

し
て
し
ま
い
気
づ
い
た
ら
も
う
こ
ん
な
時
間
で
し
た

そ
れ
で
は
遅
く
な
り
ま
し
た

が
本
編
へ
ど
う

 
蓮
達
は

耶
狛
神
社
と
書
か
れ
て
い
る
鳥
居
に
出
来
た
裂
け
目
を

け
る

そ
の
先
は
薄
暗
い

場
所
だ

た

 
蓮
 

こ
こ
は

 
霊
夢

ま
た
可
笑
し
な
世
界
に
来
た
も
の

 
レ
ミ

あ
ら
こ
れ
な
ら

を
さ
さ
な
く
て
も

み
そ
う

  
レ
ミ
リ
ア
の
発
言
で
咲
夜
は

を
た
た
み
手
に

つ

す
る
と

 
紫
 

あ
ら
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霊
夢

ど
う
し
た
の
よ
紫

 
紫
 

能
力
が
使
え
な
い

 
手
を
か
ざ
し
て
は
い
る
が
紫
の
定
番
で
あ
る
ス
キ
マ
が
出
て
こ
な
い
よ
う
な
の
だ

 
霊
夢

は
普
通
に
飛
べ
る
け
ど

 
蓮
 

も
式
神
は

で
き
そ
う
で
す
け
ど

 
霧
雨

う

ん
魔
法
も
使
え
る
な

 

 

風
は
起
こ
せ
ま
す
し

 
萃
香

も
霧
に
は
な
れ
る
よ

 
鈴
仙

波
⻑
も
見
え
ま
す
け
ど

 
こ
の
時
に
思

た

な
予
感
が
す
る
と
そ
し
て
そ
れ
は
当
た

た

 
ア
リ

な

裂
け
目
が

 
ア
リ
ス
の
発
言
で
み
な
は
後
ろ
を

り
向
く

何
と

分
達
が
通

て
き
た
裂
け
目
は

え
て

い
の
だ

つ
ま
り
帰
れ
な
く
な

た
と
い
う
事
だ

 
霊
夢

紫
の
能
力
を
真

先
に

し
て
き
た
わ

 
紫
 

と
り
あ
え
ず

処
の
光

す
方
へ
行
き
ま
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し

う

 
蓮
 

そ
う

で
す

 
今
は
考
え
る
前
に

は
数

先
の
光

す
方
へ
と
歩
く
の
だ

た

 
少
年

少
女
達

動
中

 
そ
し
て
蓮
達
は

暗
い
所
を

け
る
と
そ
の
先
に
写
る
光
景
は

く
べ
き
光
景
だ

た

 
蓮
 

う

そ

こ
れ

現
代

 
そ
こ
に
写

た
光
景
は
蓮
が
い
た
外
界
の
世
界
そ
こ
の

オ
ン
の
光
で

ら
れ
て
い
て
よ
く
見

て
み
る
と

分
達
が

ん
で
い
る
地
面
は

ン
ク
リ

ト
だ

こ
う
し
て
見
る
と
東

の

華

に
と
と
て
も

し
て
い
た

だ
が
所
々
に
和
の

が
さ
れ
て
い
て

ル
の
屋
上
に
は
和
の

物
等
が
あ

た
り
と
と
て
も
不
思
議
な
世
界
だ

た

 

 

大
ス
ク

で
す

 
カ
シ

カ
シ

 

は
手
に

つ
カ
メ
ラ
で
こ
の
光
景
を

る

そ
し
て
こ
ん
な
光
景
を

は
見
た
こ
と
が
な
い

の
か

 
萃
香

現
代

て
面
白
い
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聖
 

今
の
世
は
こ
ん
な
に
進
化
し
て
い
る
の
で
す

 
妖
夢

い

 
幽
 

折

だ
か
ら
何
か
食
べ
た
い
わ

 
鈴
仙

そ
の
度

は
本
当
に

い
わ

 
レ
ミ

的
に
は
パ

達
に
お

を

い
た
い

 
わ

 
咲
夜

そ
う
で
す

お

様

 
玲
音

な
ら

の
メ
ン
バ

に
も

て
く
か

 
も
う

は
言
い
た
い
事
を
言
う

だ
が
霊
夢
達
は
と
い
う
と

 
霊
夢

何
か
魔
界
に

て
る
わ

 
霧
雨

あ

本
当
に
パ
ン

ウ

に
来
た
み
た
い

 
だ

 
ア
リ

で
も

か
し
い
わ

 
ど
う
や
ら
魔
界
の

都

に

て
い
る
た
め
そ
ん
な
に
は
し

い
で
は
い
な
か

た

だ
が

蓮
は
あ
る
事
に
気
が
つ
く

そ
れ
は

分
達
の

上
に
真

白
で
何

と
い
わ
ん
ば
か
り
の
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真

白
に
光

く

体
が

か
ん
で
い
る

そ
れ
が
こ
の
世
界
の
光

な
の
だ
ろ
う
と
思

た

す
る
と

 
妖
夢

あ
れ
は

 
妖
夢
が

び
あ
る
所
を

す

そ
こ
の
方
向
を
見
る
と

 
紫
 

⻄
行
妖

 
幽
 

あ
ら

 
蓮
 

あ
ん
な
所
に

 
何

先
に
と
ん
で
も
な
く
大
き
く
ま
る
で

み
た
い
な
高
い

ル
に
⻄
行
妖
が

つ
も
の

し
め

に

め
ら
れ
て
生
え
て
い
た
の
だ

だ
が
そ
の

ル
を

う
か
の
よ
う
に

く

明
な

が
見
え
る

ら
く
結
界
だ
ろ
う

 
霊
夢

て
こ
と
は
や

り
犯
人
は
こ
の
世
界
に
い
る

 
わ

 
幽
 

な
ら

底
的
に
お
仕

き
し
な
い
と

 
紫
 

そ
う

 
蓮
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今
考
え
て
も
何

そ
ん
な
事
を
し
た
の
か
何

こ
ん
な
世
界
に

れ
て
き
た
の
か
今
回
の
異

変
は
異

そ
れ
で
い
て
紫
で
す
ら
も
分
か

て
い
な
い

そ
の
た
め
首
謀
者
の
考
え
て
い
る
子

と
が
ま

た
く
分
か
ら
な
い

 
霊
夢

蓮

大

 
蓮
 

え

あ

ま
た

り
混
ん
で
た

 
霊
夢

え

え

 
蓮
 

ア
ハ
ハ
ハ
ご
め
ん

 
ど
う
や
ら
ま
た

り
混
ん
で
考
え
て
い
た
み
た
い
だ

分
の
悪
い

だ

そ
ん
な
時
だ

た 

 

お
や
お
や
お
や
お
や
お
客
さ
ん
達
か
い

 
と
陽
気
な

が
聞
こ
え
出
す

は
一

に

の
し
た
方
向
を
向
く
と
そ
こ
に
あ

た
の
は

 
蓮
 

 
そ
う

も

と
言
う
と

だ

だ
が
突
然
そ
の

は
空
中
を

遊
し
だ
し
た

そ

し
て

を
カ
タ
カ
タ
と
動
か
す
と

 

お
い
お
い
そ
ん
な
見
せ
物
み
た
く
見
る
ん
じ
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よ

 
妖
夢

し

し

し

た

 
レ
ミ

あ
ら
面
白
い
わ

 
聖
 

今
の
悪
霊
は

る
の
で
す

 
鈴
仙

悪
霊
に
し
て
は
波
⻑
が
お
か
し
い
気
が

 
妖
夢
は
ガ
ク
ガ
ク

え
て
い
た
が

は
も
う
こ
ん
な
反

だ

す
る
と
霊
夢
は
お

を
構
え

る 
霊
夢

あ
ん
た
妖
怪
よ

 

お
い
お
い
そ
ん
な
物
騒
な
物
は
し
ま
お
う

 
あ
く
ま
で
も

の

目
は
ル

ル
説
明
と

内

 
を
す
る
ま

お

け
キ

ラ

て
感
じ

 
ま

良
い
や
よ
う
こ
そ
理
想
郷

レ

ン

 
蓮
 

何
か

く

ラ
い
な

 
も
う
感
じ
的
に

ラ
す
ぎ
る

こ
の

の
生
前
が
気
に
な

て
し
ま
う

 

ま

と
り
あ
え
ず
ル

ル

ち

く
な
事
を
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教
え
て
や
る

お
前
ら
は
あ
の
結
界
の
先
に

 
行
き
た
い
ん
だ
よ
な

 
霧
雨

そ
う
だ

 

お

と
良
い
返
事
を
あ
り
が
と
よ

く
教
え

 
て
や
る
よ

に
言
う
と
よ
あ
の
結
界
を
解
除

 
す
る
に
は
そ
れ
を
起
動
さ
せ
て
る
祭
壇
を

 
さ
せ
な
き

い
け

だ
よ

 
蓮
 

祭
壇

 

そ
う
話
は

さ

そ
こ
に
い
る
ま

守
護
者

 
的
な
奴
を
倒
し
て

を
手
に

れ
て
結
界
を
起
動

 
さ
せ
て
い
る
祭
壇
を

め
れ
ば
良
い

だ
ろ

 
蓮
 

そ
れ
で
あ
の
結
界
が
解
け
る
で
す
よ

 

良
い

え
て
る

 
蓮
 

い

い
や

 

し
く
な
る
よ
う
な
言
い
方
で

れ
て
し
ま
う

こ
の

は
言

上
手
で
つ
い
つ
い
聞
き
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い

て
し
ま
い
た
く
な
る
よ
う
な
リ

で
話
す

話
し
方
が
本
当
に
上
手
い

 
萃
香

で
も
そ
れ
だ

た
ら
壊
し
て
も

 

お
お

と
そ
う
言
う
と
思

た

言

て
お
く
が

 
そ
の
祭
壇
は
よ
壊
せ
な
い

そ
れ
が

え
酒

 

子
様
で
あ
ろ
う
と
な

試
し
て
も
良
い

 
萃
香

め
て
お
く
よ
そ
こ
ま
で
言
う
な
ら

 
だ
が
ど
う
や
ら
壊
せ
な
い
と
い
う

は
あ
る
み
た
い
だ

す
る
と

 

あ

因
み
に
八
雲
紫
お
前
さ
ん
さ

き
能
力
を

 
使

て
対
し
て
反

が
な
か

た
よ
な

 
紫
 

え

 

ま

ち

と

限
を

け
た

に

け
た

限

 
は
よ
祭
壇
を

す
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
か
こ

 
こ
か
ら
別
の
世
界
へ
の

を
使
う
こ
と
を
禁

 
じ
そ
れ
と
結
界
の
先
に
お
前
の
能
力
を
使
わ
せ
な

 
い
よ
う
し
て
お
い
た

だ
か
ら
あ
の
結
界
か
ら
先
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へ
と
異
世
界
へ
の

は
出
来
な
い
が
そ
れ

 
外
な
ら

に

が
出
来
る
よ
う
に
し
て
お

 
い
た

感

し
ろ
よ

 
紫
 

え

本
当
に
最
悪
な
ル

ル
を
あ
り
が
と
う

 
紫
は

く
手
を
前
に

ば
す
と
そ
の
先
に
ス
キ
マ
が
出
来
上
が
る

そ
れ
を
確
認
す
る
と
ス
キ

マ
を
閉
じ
た

 

ま

言
う
事
は
そ
ん
ぐ
ら
い
だ
お
前
ら
の
活

 
を
楽
し
み
に
し
て
る

キ

ハ
ハ
ハ
ハ

 

は
笑
い
な
が
ら
光

き

 
バ

ン

 

は

に
弾
け
と
ん
だ

 
霊
夢

悪

ま

良
い
わ
と
り
あ
え
ず
各

で
あ
の

 

を
目

す
わ
よ

 
蓮
 

う
ん

 
紫
 

そ
う
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霧
雨

だ
な

 
そ
う
し
て
メ
ン
バ

は
各
々
で
散
会
し
各

の

を
急
ぐ
の
だ

た

 
怠
惰

ぐ

ぐ

 
狗
神

お
い
お
い
こ
い
つ

ち
ま

て
る

 
神
楽

狗
神
さ
ん
怠
惰
さ
ん
も

れ
が
出
て
い
る
と

 
思
う
の
で
今
は

か
せ
て
あ

て
く
だ
さ
い

 
鈴

ま

た
ま
に
は
こ
う
い
う
の
も
あ
る
の
か
な

 
狗
神

た
く
仕
方

な

 
神
楽

者
様

し

ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
今
回
は

 
こ
こ
ま
で
で
す

 
鈴

投
稿
が
遅
く
な

ち

て
ご
め
ん

 
狗
神

は

そ
ん
じ

ま
た
次
回
な

者
様

 
神
楽

そ
れ
で
は



 第十四章 幻妖 理禍畏 異変

 
第
１
５
４
話
 
祭
壇
の
守
護
者
達

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
死
ん
だ

内
に
最
後
の
別
れ
を
し
て
き
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

現

そ
の

内
は
も
う

に

め
ら
れ
ま
し
た

え

と
こ
ん
な
悲
し
く
な
る
よ
う
な
話
は

め

て
本
編
へ
ど
う

 
蓮
達
は
そ
れ

れ
で
分
散
し
て
祭
壇
を
探
す
こ
と
に
し
た

そ
し
て
ま
ず
妖
夢
と
幽
々
子
そ
し

て
鈴
仙
の

に
な
る

 
幽
 

妖
夢

こ
の
⻄

の
食

が
書
か
れ
た

の

 
お
店
は
何
か
し
ら

 
妖
夢

ら
く
お
食
事
所
で
は
な
い
で
し

う
か

 
鈴
仙

貴
女
も

し
て
る
わ

 
妖
夢

ま

れ

で
す
か

 

オ
ン
に
光
る

に
幽
々
子
は
も
う
興

々
だ

何
処
か
ら
か
分
か
ら
な
い
が
襲

て
く
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る
妖
精
達
を
弾
幕
で
ボ

ボ

に
し
な
が
ら

遊
し

人
は
飛
ん
で
い
く
と
こ
の
光
景
と
は
ま

た

う

園
へ
と

り
着
い
た

 
幽
 

こ
ん
な
世
界
に
も

然

て
あ
る
の

 
妖
夢

そ
う
で
す

 
鈴
仙

月
の
町
並
み
に
少
し

て
る
気
が
す
る
な

 
そ
ん
な
事
を
言

て
い
る
と
妖
夢
と
幽
々
子
は
と
あ
る

物
に
目
が

ま

た

そ
れ
は

禍
々
し
く
光
る
祭
壇
だ

た

そ
れ
こ
そ

う
こ
と
な
き
探
し
い
て
い
る
祭
壇
だ

た

 
妖
夢

あ
れ
で
す
よ

 
幽
 

み
た
い

 
鈴
仙

そ
う
な
る
と
守
護
者
が
い
る

 

り
を
キ

ロ
キ

ロ
と
見
回
し
て
い
る
そ
ん
な
時
だ

た

 

 

う

ん

は

 
と

が
聞
こ
え

の
し
た
方
向
を
見
る
と
そ
こ
に
は
⻑
い

の
椅
子
が
あ

た

だ
が
そ
の

の
椅
子
に
は
先

が
曲
が

て

れ
な
い

り
に
な

て
い
る

が
立
て

け
ら
れ
て
い
た

そ
し
て
そ
の

ン

か
ら
目
を

り
な
が
ら

人
の
少
女
が
出
て
く
る

し
か
も
そ
の
少
女
は
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妖
夢
や
幽
々
子
も
知
る
知
り
合
い
だ

た

 
妖
夢

貴
女
は

 

 

ん

お
や

売
り
に
冥
界
の
庭

に
そ
れ
か
ら

 
冥
界
の
管
理
者
の
お

様
こ
と
幽
々
子
様
ま
で

 
い
ら

し

る
と
は

 
立
ち
上
が
る
と
立
て

け
て
い
る

を

る

そ
う
そ
の
少
女
は
死
神
で
あ
り

は
船

そ
の
名
を

 
小
町

あ
た
い
は
こ
こ
の
守
護
し
て
い
る
小
野
塚
小
町

 
よ
ろ
し
く

 
そ
う
幻
想
郷
の
地
獄
管

の

魔
こ
と
四
季
映
姫
の

下
の
小
町
だ

た
の
だ

た

そ
し
て

ま
た

は
変
わ
り

と

そ
し
て
萃
香
に
な
る

人
も
妖
精
達
を
弾
幕
で

散
ら
し
な

が
ら
高

ル
が

ち
並
ぶ
場
所
を
探
し
て
い
た

 

う

ん
見
つ
か
り
ま
せ
ん

 

 

お

ま
た
見
た
こ
と
の
な
い
物
が

 
面
白
い
で
す
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萃
香

相
変
わ
ら
ず
天
狗
は
そ
う
い
う

し
い
の
が

 

き
だ
よ

 

は
パ
シ

り
パ
シ

り
と
目
に
映
る
物
を
写
真
に

め
て
い
く

そ
し
て

は
こ
ん
な
光

景
を

か
し
む

 

こ
う
し
て
ま
た
現
代
み
た
い
な
世
界
に
来
る

 
事
に
な
る
と
は

 
萃
香

へ

現
代
世
界

し
そ
う
だ

 

 

所
で
こ
の
中
に
あ
る
物

て

 

に
そ
う
言
わ
れ

と
萃
香
は

ル
の

か
ら
中
を

く

そ
こ
に
は
色
々
な

や

に

椅
子
な
ど
が

か
れ
て
い
た

そ
れ
は
現
代
の
会
社
そ
の
も
の
の

だ

だ
が
人
は
居
な
か

た 

オ
フ

ス
で
す

現
代
で
言
う
会
社
で
す

 

 

お

き
が
あ
り
ま
す

 
萃
香

的
に
は
ち

と
こ
ん
な
気

し
い
の
は

 
無
理
か
な
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萃
香
さ
ん
の
そ
う
言

た
所
は
相
変
わ
ら
ず

 
で
す

 
と

と

そ
し
て
萃
香
は

ち
並
ぶ

ル
を
見
て
い
る
と

と

つ
の

ル
の
屋
上
に

目
を
や
る

そ
の
屋
上
に
は

ル
に

つ
か
わ
し
く
な
い
禍
々
し
く
光
る
祭
壇
が
あ

た

 

 

あ
れ
で
す
よ

 

間

い
な
く

だ
と
す
る
と
守
護
者
は

 

が
そ
う
言

た
時
だ

た

上
空
か
ら
何
か
が

分
達
の
目
の
前
に
飛
来
し
て
き
た

そ

の

は
大
き
く
黒
々
と
し
た

を

ち

手
に
は
方
天

を
手
に

ち

手
に
は
今
で
は
古
い

マ
ス
ケ

ト

を
手
に
待
つ
天
狗
だ

た

そ
れ
を
見
た

と

は

く

そ
の
天
狗
は
ま
さ

か
の
妖
怪
だ

た
か
ら
だ

 

 

う

こ
こ
に
来
た
の
は
ま
さ
か
守
矢
の
風
祝

 

に

に
ま
さ
か
萃
香

と
は
な

も
当

 
た
り
を
引
く
も
の
な
の
だ
な

 
萃
香

お
や
お
前
さ
ん
が
相
手
か

 

蓮
さ
ん
や
霊
夢
さ
ん
が
言

て
い
た
事
は
当
た
り
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の
よ
う
で
す

 

 

み
た
い
で
す

ま
さ
か
本
当
に
こ
の
異
変
に

 
関
わ

て
い
る
と
は

風
雅
お

い
や
天
魔
様

 
そ
う
そ
こ
に
い
た
天
狗
こ
そ

達
い
や
天
狗

社
会
の
ボ
ス
つ
ま
り
天
魔
の
村
雲
風
雅
だ

た 
風
雅

そ
れ
と
風
雅
お
姉
ち

ん
じ

な
い
天
魔
と

 
呼
べ

 

 

い
や
呼
び
ま
し
た
よ

 
そ
う
言
い
な
が
ら
お

い
に
見
合
う
の
だ

た

そ
し
て
ま
た

は
変
わ
る

向
か

て
く

る
妖
精
達
を
倒
し
な
が
ら
魔
理
沙
と
ア
リ
ス
に
聖
は

大
な

を
を
飛
び
な
が
ら
祭
壇
を
探
し
て

い
た

 
霧
雨

な

あ
の
空
に

か
ん
で
い
る
あ
れ

て
何

 
な
ん
だ

 
ア
リ

分
か
ら
な
い
わ
で
も

陽
の
代
わ
り
と
受
け

 
と

て
も
問

は
な
さ
そ
う
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聖
 

そ
れ
が

で
す

 

分
達
が
い
る

か
上
空
に

か
ぶ
真

白
で
大
き
な

体

そ
れ
を
見
て
不
思
議
に
思

て

い
る
と

 
ア
リ

魔
理
沙
あ
れ

 
霧
雨

ん

あ
れ
は

 
魔
理
沙
と
ア
リ
ス
は
こ
こ
よ
り

か
下
に
あ
る
禍
々
し
く
光
る
祭
壇
を
見
つ
け
る

 
霧
雨

あ
れ
だ
よ
な

 
ア
リ

み
た
い

 
聖
 

禍
々
し
い
で
す

 

人
は
禍
々
し
く
光
る
祭
壇
の
あ
る
場
所
へ
と
降
り
た
た

た

 
霧
雨

こ
こ
は

 
魔
理
沙
達
の
目
に
映
る
の
は
一
面
に
咲
き

る
向
日
葵
や

々
だ

こ
ん
な
大
都

み
た
い
な

場
所
に
こ
ん
な
花
園
が
あ
る
と
は

が
予

し
た
だ
ろ
う

み

め
た
感

は
間

い
な
く

そ
れ
は
こ
の
花
々
し
い
花
園
が
あ
る
と
は

が
予

し
た
だ
ろ
う

 
ア
リ

ま
る
で
整
備
さ
れ
て
い
な
い
場
所
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霧
雨

だ
が
よ
こ
の
向
日
葵
を
見
る
と

な
予
感
が

 
す
る

 
ア
リ

そ
れ
は

意
見

 
聖
 

え

 
聖
は
分
か
ら
な
か

た
が
魔
理
沙
と
ア
リ
ス
は
後
ろ
を

り
向
く

そ
れ
に
続
き
ひ
じ
り
も

り
向
く

そ
こ
に
は

い
桃
色
の

を
さ
す
女
性
が
立

て
い
た

そ
の
女
性
は

分
達
に
と

て
最
も
相
手
し
た
く
な
い
人
物
い
や
妖
怪
だ

た

 
霧
雨

正

な
話
だ
が
お
前
と
は
戦
い
た
く
は
な
か

た

 

幽
香

 
ア
リ

感

 
聖
 

花
妖
怪
で
す
か

 
そ
う
そ
の
妖
怪
は
花
々
を

る
フ
ラ

マ
ス
タ

こ
と
風
見
幽
香
だ

た

 
風
見

良
い
じ

な
い
そ
れ
に

か
ら
し
た
ら

 
ち

う
ど
良
い
前

達
よ

 
霧
雨

仕
方

や
り
ま
す
か
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ア
リ

あ
の
時
の

を
晴
ら
す
わ

 
聖
 

を
守
る
た
め
な
ら
ば

仕
方
あ
り
ま
せ
ん

 
こ
う
し
て
花
園
で
の
弾
幕
ご

こ
が
始
ま

た

そ
し
て
ま
た

は
変
わ
り
蓮
と
霊
夢
そ
し

て
紫
に

る

人
も
向
か

て
く
る
妖
精
達
を
相
手
に
無
双
し
な
が
ら

空
飛
行
を
し
て
探

し
て
い
た

 
霊
夢

し

か
し
こ
れ
が
外
の
世
界
に

て
い
る

 
蓮
 

う
ん
ま
る
で
東

い
や
そ
こ
よ
り
も
こ

の
方

 
が
幻
想
的
か
な

 
紫
 

そ
れ
は
言
え
る
わ
本
当
に
こ
の
空
間
は
異

そ
の

 
も
の
だ
も
の

 

人
で

り
を

無
く
探
す

そ
し
て

の
中
心
に
禍
々
し
い
祭
壇
を
見
つ
け
た

 
蓮
 

あ
れ
だ
よ

 
霊
夢

え

 
紫
 

み
た
い

 

人
は
迷
わ
ず
そ
の

へ
と
向
か
う
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蓮
 

明
ら
か
に
こ
れ
だ
よ

 
霊
夢

そ
の

だ
け
ど

 
紫
 

そ
れ
で
こ
の

を

て
る
守
護
者

て

か
 

 
し
ら

 

人
は
キ

ロ
キ

ロ
と

り
を
見
回
す

そ
し
て
気
が
つ
く

 
霊
夢

明
か
り
が

え
た

 
突
然

分
達
を

ら
し
て
い
た

上
の
光
る

体
の
明
か
り
が

え
る

上
を
見
る
と
そ
こ
に

は
真

黒
の

体
が
光
を

て
い
た

 
蓮
 

あ
れ

て

 
そ
う

い
た
時

そ
の
闇
の

体
か
ら

の

女
も
と
い
ル

ミ
ア
が
降
り
て
き
た

 
ル
 

蓮
先
生
な
の
だ

 
蓮
 

ル

ミ
ア

 
そ
う
降
り
て
き
た
の
は
満
面
の
笑

の
ル

ミ
ア
だ

 
霊
夢

あ
ん
た
が
守
護
者

よ

 
ル
 

そ
う
み
た
い
な
の
だ



 第十四章 幻妖 理禍畏 異変

 
そ
れ
を
聞
い
た
霊
夢
は

リ
と
笑
う

 
霊
夢

な
ら

た
わ

 
そ
の
言

を
聞
き

分
は

な
予
感
が
し
た

何
せ

な
フ
ラ
グ
が

た

間
な
の
だ
か

ら 
蓮
 

霊
夢
そ
れ
は
フ
ラ
グ

 
紫
 

そ
れ
に
霊
夢

女
は

 
そ
う
紫
が
言
い

け
た
そ
の
時
だ

た

突
然

 

キ
ン

 
と
何
か
が
斬
れ
る
音
が
聞
こ
え
る
と
ル

ミ
ア
の

の
リ
ボ
ン
が
ヒ
ラ
ヒ
ラ
と
真

二
つ
に

な

て
舞
う
そ
の
時
だ

た

 
ル
 

ハ

力
が

力
が

き
出
て
く
る
わ

 
ル

ミ
ア
が
そ
う
言
う
と
ル

ミ
ア
を
闇
が

う

そ
し
て
そ
の
闇
は
晴
れ
る
と
先
程
の
ル

ミ
ア
の

は
な
か

た

だ
が
代
わ
り
に
⻑

の

を

か
せ
漆
黒
の

を

ば
た
か
せ
る
妖

怪
が
い
た

そ
の
妖
怪
を
蓮
は
見
た
こ
と
が
あ

た

そ
の
妖
怪
こ
そ
か
つ
て
理
久
兎
達
と
共
に

楽
し
そ
う
に
笑
い
あ

て
い
た
妖
怪
の

人
だ

た

そ
し
て
そ
の
妖
怪
は

笑
み
な
が
ら
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は
漆
黒
の
闇
ル

ミ
ア

幻
想

⻤
夜
行

 
最
後
の
妖
怪
よ

 
名

る
の
と
共
に
漆
黒
の

の
手
に

ち
構
え
た

そ
し
て
紫
は
言
い

け
た
言

の
続
き
を

い
た

 
紫
 

女
は

ル

ミ
ア
は

一

様
に

を

 

え
た
妖
怪
よ

 
蓮
 

え

理
久
兎
さ
ん
に

 
霊
夢

を
負
わ
せ
た

 
そ
の
言

を
聞
き

分
と
霊
夢
は
戦

す
る
の
だ

た

 
怠
惰

は
い
そ
れ
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

 
ま
し
た

 
狗
神

な

こ
の
異
変
ま
さ
か

度
高
め
か

 
神
楽

い
や
あ
の

高
め
を
越
え
て
化
け
物

い
の
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レ

ル
な
ん
で
す
が

 
鈴

え

と
死
神
に
花
妖
怪
に
天
魔
に
闇
の
妖
怪

 
う
ん

利
の
未
来
が
見
え
な
い

 
怠
惰

大

弾
幕
ご

こ
だ
か
ら
こ
れ
が

 
昔
だ

た
ら
も
う
こ
う

ス
パ
ン

て
感
じ

 
で
危
険
だ
け
ど
今
は
そ
う
じ

な
い
か
ら

 
狗
神

語

力
が
な
い
奴
め

 
怠
惰

う
る
せ

や
い

え

レ
ミ
リ
ア
達
は

 
ど
つ
し
た

て

見
事
探

に
失
敗
し
ま
し
た

 
ま

で
も
レ
ミ
リ
ア
達
に
は
そ
れ
相

の
相
手

 
と
戦

て
も
ら
う
か
ら
問

な
い
よ

 
神
楽

そ
れ
相

の
相
手

 
怠
惰

ま

そ
こ
は
内

で

そ
れ
じ

と
り
あ
え

 
ず
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
神
楽

ま
た
次
回
も
お
願
い

し
ま
す
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狗
神

そ
ん
じ

者
様

 
鈴

サ
ラ

バ
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第
１
５
５
話
 

小
野
塚
小
町

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
久
々
の

に
登

し
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

し
か
も
三
時
間
も

の
間

業
式

で
体
育
館
に
閉
じ
込
め
ら
れ
る
と
い
う
悲
し
さ
を

わ
い
ま
し
た

と
い
う

か

が
な
い
ん
で

く

か

た
で
す

で
は
今
回
か
ら
約
数
話
は
蓮
の

で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
ご
了

く
だ
さ
い

で
は
で
は
本
編
へ
ど
う

 

闇
を

ら
す

と
上
空
の
人

陽

そ
の
明
か
り
に

ら
さ
れ
煌
め
く
大

を

つ
小

町
と
妖
夢

幽
々
子

鈴
仙
は

み
合

て
い
た

 
小
町

い
や

ま
さ
か
こ
ん
な
大
物
と
戦
う
事
と
な
る

 
と
は

 
妖
夢

サ
ボ
り
の

ロ
と
い
う
の
は
知

て
い
ま
し
た

 
が
ま
さ
か
つ
い
に
こ
ん
な
事
に
ま
で
手
を
染
め

 
る
と
は
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鈴
仙

本
当

 
サ
ボ
り
に
定

の
あ
る
せ
い
で

い
言
わ
れ
よ
う
だ

 
小
町

く
な
い
か
い

 
鈴
仙

業

得
で
す
よ

 
と

会
話
を
し
て
い
る
と
幽
々
子
が
首
を
か
し

な
が
ら

 
幽
 

で
も
何
で
船

の
貴
女
が
こ
ん
な
悪

じ
み

 
た
真

を

貴
女
も
⻄
行
妖
の

さ
は
知

 
て
い
る
わ
よ

 
そ
れ
を
言
わ
れ
た
小
町
は

笑
い
し
つ
つ

を

き
な
が
ら

 
小
町

え

ま

ち

い
と
地
獄
の
お

い
さ
ん
方

 
か
ら
の
頼
み
で

あ
ん
た
ら
は
理
久
兎

 
に
つ
い
て
は
知

て
る
よ

 
そ
れ
を
聞
か
れ
幽
々
子
は

で
妖
夢
も
知

て
い
る
し
鈴
仙
も

ん
の
少
し
は
知

て
い

る 
幽
 

え

紫
の

よ
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鈴
仙

確
か

や
姫
様
も
お
世
話
に
な

た
と
か

 
妖
夢

そ
の
理
久
兎
さ
ん
で
す
よ

 
小
町
は
首
を
何
度
か

に
う
ん
う
ん
と

る

 
小
町

そ
う
そ
の
理
久
兎
さ
実
は
と
い
う
と
地
獄
で
結
構

 
な

舞

者
で

十
王
様
方
や
地
獄
の
四
⻤
神
様

 
や
ら
も

が
立
た
な
い
そ
れ
で
い
て
悩
み
の
種
で

 
も
あ

て

だ
か
ら
少
々
邪
魔
だ
か
ら
そ
れ
な
ら

 
も
う
い

そ
の
事
で
現
代
に

ら
せ
て
地
獄
か
ら

 
追
放
し
よ
う

て
い
う
意
見
が
出
て

 
妖
夢

で
も
確
か
あ
の
時

地
獄
か
ら

さ
れ
た
と
か

 
小
町

あ

あ
の

人
の
事
か

あ
れ
は
ま

分
達

 
だ
と
無
闇
に
手
を
出
せ
な
い

て
か
ら
仕
方
な
く

 
理
久
兎
に

を
下

た

て
所
だ

そ
れ
に

分

 
の
友
人
達
に
危

が

て
る

て
言

た
ら

 

で
向
か

た
と
か
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今
の
言

で
大
方
は
分
か

た

だ
が
確

を

つ
た
め
に
幽
々
子
は

 
幽
 

つ
ま
り
理
久
兎
さ
ん
を

ら
せ
る
た
め
に
こ
の

 
異
変
を
起
こ
し
た
と
い
う
事
で
よ
ろ
し
い
の
か

 
し
ら

 
小
町

ま

そ
ん
な
所
だ

 
や
は
り
理
久
兎
の
復
活
そ
れ
が
目
的
の
よ
う
だ

そ
れ
に
は
妖
夢
や
鈴
仙
も

を

む

 
妖
夢

ま
さ
か
理
久
兎
さ
ん
を
復
活
さ
せ
る
と
は

 
鈴
仙

で
も
そ
の
人
が
蘇
れ
ば

も

ぶ
ん
じ

 
確
か
に
そ
う
だ

も
し
理
久
兎
が
蘇
る
の
な
ら
紫
を

め
と
し
て

分
や
萃
香
だ
と
か
そ
う

い

た
者
達
か
ら
は

ぶ
だ
ろ
う

だ
が
幽
々
子
は
理
久
兎
の
と
あ
る
言

を
思
い
出
し
た

 
幽
 

そ
れ
を
理
久
兎
は
望
ん
で
る
の

 
そ
う
か
つ
て
夢
の
中
で
言

た
言

今
を
生
き
ろ

そ
の
言

を
思
い
出
し
た
た
め
に
聞

く
と

 
小
町

さ

地
獄
の

い
さ
ん
の
考
え
る
こ
と
は

 
分
か
ら
な
い
か
ら
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幽
 

そ
う

妖
夢

遠

な
ん
か
い
ら
な
い
わ

く

 
お
し
お
き
し
て
し
ま
い
ま
し

う

 
妖
夢

幽
々
子
様

 
鈴
仙

え

 
と

人
は

く

幽
々
子
は
小
町
を

む
と

 
幽
 

そ
ん
な
地
獄
の
事
情
と
か
で
蘇
ら
せ
る
何
て
の
は

 
や

て
は
い
け
な
い
わ
そ
れ
に
理
久
兎
さ
ん
は
復

 
活
な
ど
は
望
ん
で
い
な
い

よ

 
妖
夢

は
幽
々
子
様
に

い
て
い
き
ま
す

 
鈴
仙

は

や
姫
様
に
危

が

ぶ
と
い
う
の
な
ら

 
貴
女
を
こ
こ
で
倒
す
だ
け
で
す

 
と

言
い

人
は
構
え
る

小
町
は
ケ
ラ
ケ
ラ
と
笑
い
な
が
ら

 
小
町

ま

元
々
は
あ
ん
た
ら
と
弾
幕
ご

こ
し
ろ

て

 
言
わ
れ
て
る
か
ら
や
ら
せ
て
も
ら
う
よ

 
笑
う
の
を

め
る
と
小
町
は
無
数
の
弾
幕
を
放
ち
始
め
た

そ
れ
を

人
は
上
空
へ
と
飛
ん
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で

け
る

そ
し
て
幽
々
子
は
ス

ル
を
構
え
る
と

 
幽
 

冥

 

泉
平

行

 
手
を
か
ざ
す
と
そ
の
手
か
ら
無
数
の
幽
霊
の
よ
う
な
弾
幕
が
現
れ
小
町
へ
と
向
か

て
い
く

が 
小
町

よ

と

 
突
然

目
の
前
か
ら
小
町
は

え
る

そ
し
て

分
達
の

後
に
現
れ
る

 
小
町

霊

 
何
処
に
で
も
い
る

幽
霊

 
小
町
の

後
か
ら
無
数
の
幽
霊
が
現
れ
る
と
そ
れ
ら
は

人
に
向
か

て
い
く
の
だ
が

 
妖
夢

断
命

 
冥
想
斬

 
⻑
い
桜
観

を

る
い
向
か

て
く
る
幽
霊
を

り
裂
い
て
い
く

 
小
町

冥
界
の
辻
斬
り
は

ま
た
映
姫
様
に
怒
ら
れ
る

 
よ

 
妖
夢

え

そ
ん
な
の
は
後
で
考
え
ま
す

 
小
町

や
れ
や
れ

 
と

小
町
が
言

て
い
る
と

後
か
ら
突
然
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鈴
仙

心
 

イ
シ

ン

喪
心
喪
意

 
鈴
仙
は
小
町
へ
と
ス

ル
を

え
る
と
手
刀
す
る

 
小
町

 
そ
れ
に
気
が
つ
い
た
小
町
は
す
ぐ
さ
ま

え
回

す
る

 
鈴
仙

外
し
た

 
妖
夢

相
変
わ
ら
ず
の
能
力
で
す

 
小
町

い
や

こ
れ
が
無
か

た
ら

け
る
の
大
変
だ
よ

 
小
町
の
能
力
そ
れ
は

を

る
程
度
の
能
力

だ

て
場
所
か
ら

座
に
別
の
場
所
に

動
出
来
る
と
ん
で
も
能
力
の

つ
だ

だ
が
そ
ん
な
の
は
幽
々
子
等
は
知

て
い
る
こ
と

 
幽
 

再
迷
 
幻
想
郷
の

泉
還
り

 
幽
々
子
は
扇
子
を

る
う

す
る
と
小
町
の

元
が
光
だ
す

 
小
町

そ
ん
な
ん
じ

当
た
ら
な
い

 
小
町
は
ま
た

け
る
と
そ
こ
か
ら
無
数
の
弾
幕
が
上
空
へ
と
上
が

て
い

た
が

 
鈴
仙

 
ク
ス
ウ

イ波

 
小
町

な

人
増
え
た
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鈴
仙

そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
よ

 
そ
し
て
鈴
仙
は
弾
幕
を
弾
丸

の
弾
幕
を

か
ら
撃
ち
始
め
た

だ
が
何
と
鈴
仙
が

人
に

見
え
て
い
る
ら
し
い

し
か
し
幽
々
子
と
妖
夢
か
ら
は

 
妖
夢

あ
れ
増
え
て
な
ん
か

 
幽
 

幻

の

い

今
の
内
よ
妖
夢

 
妖
夢

分
か
り
ま
し
た

 
妖
夢
は
桜
観

と
白
桜

を
構
え

幽
々
子
も
扇
子
を
上
か
ら
下
へ
と

ち
上

 
幽
 

桜

 
セ
ン
ス
オ

リ

ロ

サ

 
妖
夢

断
霊

 

得
脱
斬

 

人
の
ス

ル
が
鈴
仙
の
幻

を
見
て
い
る
小
町
へ
と
放
た
れ
た

 
小
町

ん

え

 

ン

ン

 
小
町

き

ん

 
幻

を
意
識
し
す
ぎ
て
小
町
は
気
が
つ
く
の
に
遅
れ
て

弾
し
た

そ
し
て
鈴
仙
は
見
事
に
後

退
し
て

け
る
と
地
面
に

麗
に
着
地
し
た
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鈴
仙

 
妖
夢

手

け
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
鈴
仙

い
い
え
ど
う
い
た
し
ま
し
て

 
幽
 

さ
て
と
祭
壇
を

め
て

う
わ
よ

 
ボ
ロ
ボ
ロ
と
な

た
小
町
に
そ
う
言
う

小
町
は

か
ら

を
幽
々
子
に
投

し
た

 
小
町

ま

そ
れ
が
祭
壇
を

さ
せ
る

さ

に

 
ガ

リ
と
す
れ
ば

ま
る
よ

 
幽
 

そ
う

 
そ
う
言
う
と
幽
々
子
は
祭
壇
へ
と
近
づ
く
と

に

を

し
込
み
回
す

す
る
と

 
音

祭
壇
の
動
力
を

し
ま
す

 
と

音

が
聞
こ
え
る
と
祭
壇
は
禍
々
し
い
光
を
発
す
る
の
を

め
た

 
幽
 

こ

ち
は
終
わ

た
わ

 
妖
夢

小
町
さ
ん
こ
の
異
変
の
黒
幕
を
知

て
い
る
ん

 
で
す
よ

 
小
町

ま

そ
れ
は
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と

小
町
が
言
い
か
け
た
次
の

間
だ

た

 
ガ
シ

 
突
然
小
町
の

元
に
黒
い
何
か
が
い
た

そ
し
て
そ
の
黒
い
何
か
か
ら

が
現
れ
小
町
の

を

ん
だ

そ
し
て

 
小
町

え

き

ん

 
小
町
は
引
き
ず
り
込
ま
れ
る
と
黒
い
何
か
一

で

え
た

 
妖
夢

今
の
は
い

た
い

 
鈴
仙

波
⻑
が
見
え
な
い
も
う
い
な
い
み
た
い
で
す

 
幽
 

今
は
紫
達
に
合
流
を
し
ま
し

う

 
妖
夢

そ
う
で
す

 
鈴
仙

そ
れ
に
は

意
で
す

 
そ
う
し
て

人
は

と
合
流
す
る
た
め
に
動
く
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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狗
神

あ
り
が
と
う
な

 
神
楽

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
鈴

そ
う
い
え
ば
怠
惰
こ
の
異
変
の
首
謀
者

て

 
な
の

 
怠
惰

ま

そ
れ
は
言
え
な
い
け
れ
ど
ま

は
知

 
て
る
と
だ
け
言

て
お
く
よ

 
狗
神

知

て
る
だ
と

 
怠
惰

う
ん
特
に
狗
神
さ
ん
も
一
度
は
会

て
る
よ

 
神
楽

も
で
す
か

 
怠
惰

会

て
る
よ

因
み
に
鈴

は

回
ぐ
ら
い
は

 
会

て
る
か
な

 
鈴

え

そ
う
な
の

 
怠
惰

う
ん
会

て
る
よ

ま

ヒ
ン
ト
を
出
す
と

 
あ
る
意

で
キ

ガ
イ
な
奴

 
狗
神

だ
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怠
惰

ま

そ
こ
は
見
て
け
ば
分
か
る

て
事
で
今
回
は

 
こ
こ
ま
で

 
狗
神

次
回
も
ま

よ
ろ
し
く
な

 
鈴

う
ん
そ
れ
じ

者
様

 
神
楽

ま
た
次
回
に
そ
れ
で
は



 第十四章 幻妖 理禍畏 異変

 
第
１
５
６
話
 

村
雲
風
雅

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
先
程
に

ン
ス
ト
で

く

天
を

て
き
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で

す

と

く
と
は
言
い
ま
す
が

死

の
一
撃
を
何
度
か
く
ら
い
死
に
そ
う
に
な

た
の
は
秘

で
す

で
は
で
は
本
編
へ
と
ど
う

 
高
く
そ
し
て
何
よ
り
も
黒
々
し
い

ル
が

ち
並
ぶ
現
代
風
な
異
世
界
の
空
で
は
天
狗
達
の

こ
と
天
魔
も
と
い
村
雲
風
雅
が
大
き
な
黒
い

を

ば
た
か
せ
飛
ん
で
い
た

 
風
雅

ま
さ
か
お
前
ら
と
こ
う
し
た

で
戦
う
事
に

 
な
る
と
は
な

 

 

天
魔
様

何
で
こ
ん
な
事

 

の

問
に
風
雅
は

か
に

え
た

 
風
雅

深
常
理
久
兎
の
復
活
の
た
め
と
言

た
ら

 
萃
香

理
久
兎
の
復
活
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そ
れ

て
あ
の
ぬ
ら
り
ひ

ん
の

 

 

そ
れ
は
ど
う
い
う
事
で
す
か

 
風
雅
は
た
だ
曇
り
な
き

で

分
達
を
見
る

そ
し
て

 
風
雅

に
萃
香

貴
女
方
が

ま
し
か

た

 

 

ま
し
い

て

 
風
雅

も
理
久
兎

に
会
い
た
か

た

 
萃
香

風
雅

お
前
さ
ん
は

 
と
萃
香
が
言
い
か
け
る
と
風
雅
は

手
に

つ

を
向
け
る

そ
の

は
現
代
で
は
も
う
古

め
か
し
い
マ
ス
ケ

ト

だ

 
風
雅

は
戦
お
う

の
親
友
と
再
開
を

た
す
た
め

 
に
そ
れ
が
修
羅
神

で
あ

て
も
だ

そ
れ
が

 

の
生
き
様
だ

 
萃
香

な
ら
こ
の
伊
吹
萃
香
は
理
久
兎
の
意
思
を

ぐ

 
理
久
兎
は
復
活
な
ん
て
望
ん
で
な
ん
か
い
な
い

 
そ
れ
を

で
分
か
ら
せ
る
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こ
ん
な
異
変
な
ん
か
ち

ち

と
終
わ
ら
せ

 
ま
し

う

 

 

天
魔
さ

い
え
風
雅
姉
さ
ん
行
き
ま
す

 
風
雅

そ
こ
は
天
魔
と
言
え

ま

良
い
こ
い

 
そ
う
し
て
３

１
で
の
弾
幕
ご

こ
が
開
始
さ
れ
た

ま
ず
先
手
で
風
雅
が
動
く

 
風
雅

 
村
雲
バ
レ

ト

 
ド
ガ
ン

ド
ガ
ン

ド
ガ
ン

ド
ガ
ン

 
風
雅
は

ル
の

に

を
構
え
る
と
何
度
も
発

す
る

そ
し
て
発

さ
れ
た

か
ら

大
な

弾
丸

の
弾
幕
が
現
れ
そ
れ
が
何
と

弾
と
な
り
何
度
も
不

に

か
ら

へ
と

て
い

く 

 

う
わ

 

き

 
萃
香

 

と

は
ギ
リ
ギ
リ
の
所
を

け
る

萃
香
は

を
霧
に
変
え
て
弾
幕
を
す
り

け
る

弾
の
不

性
の
せ
い
で

と

は
弾
幕
を
撃
つ
暇
が
な
い

そ
の
た
め
萃
香
し
か
弾
幕
を
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撃
て
な
い
が

 
風
雅

萃
香

そ
れ
で
は
当
た
り
ま
せ
ん
よ

 
風
雅
は
ひ
ら
り
ひ
ら
り
と

け
な
が
ら

弾
を
撃
ち
続
け
る

 

弾

て
あ
ん
な

に
出
来
る
物
な
ん
で
す

 
か

ら
何
で
も
物
理
法

の
無

で
す
よ

 

 

い
え

達
は
妖
怪
で
す
よ
そ
れ
と

達
も

は

 

え
ま
す
で
す
が

ら
く
幻
想
郷
に
お
い
て

の

 

い
に
関
し
て
天
魔
様
の

に
出
る
者
は
い
な
い

 
と
思

た
方
が
良
い
で
す

 
萃
香

昔
か
ら
使

て
た
も
ん

 
風
雅

ど
う
し
た

お
前
の
実
力
は
そ
の
程
度
か

 
そ
う
言
う
と
風
雅
は

達
に

を
向
け
る

 
ド
ガ
ン

ド
ガ
ン

ド
ガ
ン

 
そ
し
て

人
に
向
か

て
発

す
る
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萃
香

ひ

と

 

き

も
う
怒
り
ま
し
た

許
し
ま
せ
ん

 
よ

 

は
お

い
棒
を
構
え
る
と
ス

ル
を

え
た

 

奇
跡
 
白

の
客

 
そ
の
言

と
共
に
風
雅
の

上
か
ら
無
数
の
白
い
弾
幕
が
落
下
し
て
く
る
 
そ
れ
に
続
い
て

は
す
ぐ
さ
ま

が
放

た
ス

ル
の
間
を
く
ぐ
り
ぬ
け
風
雅
の
上
を
と
る

 

 

突

 
天
狗
の
マ
ク
ロ
バ

ス
ト

 
下
に
い
る
風
雅
め
が
け
て
⻯

を
落
と
す

そ
こ
に
更
に

 
萃
香

⻤
火
 

高

度

禍
術

 
そ
こ
に
萃
香
が
大
き
な
火

を
投

す
る

だ
が
し
か
し

 
風
雅

い
わ

 
発

を

め
る
と

手
に

つ
方
天

を

る

 
風
雅

力
 

無
な

力

 
そ
の
ス

ル
と
共
に
下
か
ら
弾
幕
が
上
へ
と
上
が

て
い
く

し
か
も

と

の
弾
幕
が
強
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的
に
上
へ
と

し
戻
さ
れ
て
い
く

そ
れ
に
上
に
い
る

に
目

け
て
放

た
弾
幕
が
向
か

て
い
く

 

嘘

 

 

や

り
厄
介
な
能
力
で
す

 

は
何
と
か
回

し
て

の
隣
を
飛
ぶ

 
萃
香

確
か

力
を

る
程
度
の
能
力

だ

た
け

 

ま
た
と
ん
で
も
能
力
で
す

 
そ
う
風
雅
の
能
力
は

の
あ
る
一
定
の

り
の

力
を
意
の
ま
ま
に

れ
る
の
だ

そ
の
た

め 
風
雅

引
力
 

力
世
界

 
ス

ル
カ

ド
を
構
え

え
な
が
ら
後
退
し
た

間
上
へ
と

い
て
い

た
弾
幕
は
先
程
よ

り

く
地
面
に
落
ち
て
い
く

だ
が
落
ち
て
い
く
の
は
弾
幕
だ
け
で
は
な
い

 

く

 

 

お

い

 

と

は

ん
張

て
飛
ぶ
の
だ
が

々
に
地
面
に
落
ち
て
い
く
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風
雅

そ
ん
な
所
を

ん
張

て
い
る
と
弾
幕
に

弾

 
す
る

ん

萃
香

は
何
処
に

 
と

風
雅
が
言

て
い
る
と

 
萃
香

夢
 

⻤

り
の
術

 
気
体
か
ら

だ
け
を

体
に
し
て
風
雅
の
後
ろ
か
ら
鎖
を
投

つ
け
る

 
風
雅

な

 
風
雅
は
ギ
リ
ギ
リ
で
回

す
る
が
手
に

て
い
た
ス

ル
カ

ド
は
壊
さ
れ
て
し
ま

た

す
る
と

と

を
襲

て
い
た

力
は

え
弾
幕
も
先
程
よ
り
も
ゆ

く
り
と
落
ち
て
く

る

そ
の
た
め

と

と
回

す
る

 
風
雅

気
体
は

力
に
は
逆
ら
え
る
か

 
萃
香

い
や

上
手
く
い

た

 

外
を
気
体
に
し
て
い
た
萃
香
は
体
全
体
を
元
に
戻
す

だ
が
風
雅
の

は
終
わ
ら
な

い 
風
雅

仕
方
が
な
い
こ
れ
だ
け
は
使
い
た
く
な
か

た

 
の
だ
が

も
本
気
で
行
こ
う
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風
雅
は

色
に
光
る
ス

ル
カ

ド
を

り
出
す

そ
し
て

 
風
雅

ラ
ス
ト

ド
天

 
天
魔
王
の

光

 
そ
う

く
と

時
に
風
雅
は
目
に
見
え
ぬ
程
の

度
で
飛
び
回
る

そ
し
て

動
す
る
と

時
に

け
れ
る
ス
キ
マ
が
な
い
ぐ
ら
い
の
弾
幕
を

さ
せ
て
い
く

 

え

ち

 

 

こ
れ
は
不

い
で
す

 
萃
香

に
天
狗

弾
し
な
い
よ
う
に
気
を

 
張

て

け
な
よ

 
と

言

た
そ
の
時

天
魔
は
一

で
現
れ
る
と

 
風
雅

去
ら
ば
だ

 
ド
ガ
ン

 
発

し
た
の
を
合
図
に

す
る
弾
幕
は
一

に
向
か

て
く
る

 
萃
香

天
狗

を
頼
む

 

 

分
か
り
ま
し
た

さ
ん

み
ま
す
よ

 

さ
ん
も
し

か
り

ま

て
下
さ
い
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え

何
を

 

 

行
き
ま
す
よ

ん
そ
う

う
び

幻
想
風

 

え

キ

 

に

ま
れ
た

は

高

に
動
く

に

さ
れ
る

し
か
し
風
雅
の
放
つ
弾
幕
を
回

で
き
る

そ
し
て
萃
香
は

を
気
体
に
し
て
見
事
に
す
り

け
で

け
る

 
風
雅

め
こ
う
し
て
見
る
と

い
な

 
と

風
雅
言
う

間

は

 

 

さ
ん
後
は

せ
ま
し
た

 

え

 

 

そ
い
や

 

は

を
風
雅
め
が
け
て
投

飛
ば
し
た

 

く

言
わ
れ
た
か
ら
に
は
や
り
ま
す

 
そ
う
言
う
い

は
構
え
そ
し
て

 

開

 

の
奇
跡

 
ス

ル
を

え
る
と
お

い
棒
に
光
が

る
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風
雅

け
る
ま

 
風
雅
は

け
よ
う
と
し
た
だ
が

 
ガ
キ
ン

 
風
雅

な

 
萃
香

逃
が
さ
な
い
よ
天
魔

 
萃
香
は

の
鎖
で
風
雅
の

を

め
と
る

つ
ま
り
逃

れ
な
く
な

た

 
風
雅

も
こ
こ
ま
で
か

理
久
兎

は
友
と
し
て

 
お
前
に
何
が
出
来
た
ん
だ
ろ
う
な

 
風
雅
が

く
と

時
に

 

行
き
ま
す

 

の
お

い
棒
が
風
雅
に

撃
す
る
と

 

ン

 
と

弾
す
る
音
を
た
て
た

そ
う
し
て

萃
香
の

利
と
な

た

 

ち
ま
し
た

 

 

正

手
強
か

た
で
す
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萃
香

さ
て
と
天
魔

を

う
よ

 
ボ
ロ
ボ
ロ
と
な

た
天
魔
に
い
う

天
魔
は

に

を
投

す
と

 
風
雅

て
い
け
約
束
は
約
束
だ

 

 

天
魔
様

理
久
兎
さ
ん
は
復
活
な
ん
て

 
と

が
言
お
う
と
し
た

間
だ

た

突
然

風
雅
の

を
何
か
が

ん
だ

 
風
雅

な

ぐ
わ

 

 

風
雅
姉
さ
ん

 
萃
香

天
狗

 

待

て
く
だ
さ
い

 
引
き
ず
り
込
ま
れ
る
風
雅
の
手
を

ろ
う
と
し
た
が
そ
の
前
に
風
雅
は
地
面
の
黒
い
何
か
に
引

き
ず
り
込
ま
れ
て

え
て
い

た

 

 

そ
ん
な

 
そ
し
て
萃
香
と

も
合
流
す
る

 
萃
香

天
狗

今
は
こ
の
異
変
を
終
わ
ら
せ
よ
う
大

 

奴
は
生
き
て
る
か
ら
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そ
う
で
す
よ
天
狗
の

な
ら
大

で
す

 

 

そ
う
で
す

く
こ
の
異
変
を
終
わ
ら
せ

 
ま
し

う

 
そ
う
し
て

萃
香
は

を
回
し
て
祭
壇
の

能
を

さ
せ
る
と
ま
た
空
を
飛
び

を
探
す
の
だ

た

 
怠
惰

は
い
て
な

で
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

 
ま
し
た

 
狗
神

こ
う
し
て
見
る
と

は
理
久
兎
の
事
を
相
当

 

頼
し
て
い
る
ん
だ
な

は

い
だ
け
ど
な

 
神
楽

え

ど
う
し
て
で
す
か

 
鈴

神
楽
ち

ん
そ
こ
は
聞
い
ち

目
だ
よ

 
狗
神

す
ま
な
い
な

 
怠
惰

ま

さ
ん
気
に
な
る
な
ら
第
零
章
を
ご

に
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な
る
と
少
し
分
か
る
と
は
思
い
ま
す

 
神
楽

え

あ

そ
う
で
し
た

確
か
狗
神
さ
ん

 
は

 
鈴

ま

こ
ん
な
暗
い
話
し
は

め
て
怠
惰
そ
ろ
そ
ろ

 
時
間
だ
よ

 
怠
惰

お

と
も
う
そ
ん
な
時
間
か
そ
れ
で
は

者
様

 
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
鈴

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く

 
神
楽

そ
れ
で
は

者
様

 
狗
神

ま
た
な
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第
１
５
７
話
 

風
見
幽
香

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
友
達
に
誘
わ
れ
て
焼
き

を
食
べ
に
行

て
い
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で

す

言

て
お
き
ま
す
が
バ
イ
キ
ン
グ
み
た
い
な
感
じ
な
の
で

安
で
す
よ

お

と
こ
ん
な
話

は

め
に
し
て
お
い
て

で
は
今
回
も
本
編
に
ど
う

 
花
々
が
咲
き

る
整
備
さ
れ
て
い
な
い
大
き
な
空
き
地
の
ど
真
ん
中

そ
こ
で
魔
理
沙
と
ア
リ

ス
そ
し
て
聖
は
幽
香
を

む

 
霧
雨

何
で
お
前
が
こ
ん
な
事
を
し
て
る
ん
だ

お
前

 
は

に
も
従
わ
な
い

だ
ろ

 
ア
リ

さ
れ
て
る
何
て
言
わ
な
い
わ
よ

 
と

人
か
ら
の
言

に
幽
香
は

リ
と
笑
う

 
幽
香

な
ら
教
え
て
あ

る
わ

は

分
の
考
え
で
こ
こ

 
に
立

て
そ
し
て

分
の
願
い
を
叶
え
る
た
め
に
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こ
う
し
て
立
ち
塞
が

て
い
る
の
よ

 
聖
 

そ
の
願
い

と
は

 
幽
香
は
楽
し
そ
う
に

を
開
き

分
の
願
い
を
話
し
始
め
た

 
風
見

よ
そ
れ
は
理
久
兎
の
復
活
よ

 
こ
れ
を
聞
い
た
ア
リ
ス
と
聖
は
も
う
目
が

だ

だ
が
一
番

い
た
の
は
魔
理
沙
だ

何
せ
あ

の
最
強
の
妖
怪
を
復
活
さ
せ
る
と
い
う
の
だ
か
ら

 
霧
雨

な

 
ア
リ

死
者
を
蘇
生
さ
せ
る
と
言
う
の

 
聖
 

そ
ん
な
話

 
幽
香

現
実
よ
嘘
で
は
な
い
と
い
う
確

も
得
て
い
る
わ

 
だ
か
ら
こ
れ
は
所

は
理
久
兎
を
復
活
さ
せ
る
た

 
め
の
時
間

ぎ
み
た
い
な
も
の
よ

 
つ
ま
り
結
界
で
行
け
な
い
場
所

そ
こ
で
理
久
兎
を
復
活
さ
せ
る
た
め
の

式
を
行

て
い
る

と
い
う
事
だ
ろ
う

だ
が
魔
理
沙
は

 
霧
雨

お
前
は
あ
の
夢
で
の
言

を
聞
い
て
な
か

た
の
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か
よ

理
久
兎
は

分
の
事
を

め
て
生
き
ろ

 
て
言

た
だ
ろ

 
か
つ
て
夢
で
の
戦
い
の
後
に
言

た
事
を
言
う

だ
が
幽
香
は

 
幽
香

え

聞
い
た
わ
だ
け
ど
や

り
気

ち
が
晴

 
れ
な
い
の
よ

奴
に

ち
逃

さ
れ
た
事
そ
し

 
て

一
の
友
を
失

た
こ
と
が

 
霧
雨

お
前
が
友
達
な
ん
て
言
う
と
は
な

 
ア
リ

気
が
狂

て
る
よ
う
に
し
か
思
え
な
い
わ

 
幽
香

そ
う
か
も
し
れ
な
い
わ

た
だ
言
え
る
の
は

 
貴
女
達
の

め
は
さ
せ
て
も
ら
う
わ

 
そ
う
言
う
と
幽
香
は

を
た
た
み
先

を
向
け
て
く
る

や
る
気
は
満
々
の
よ
う
だ

 
聖
 

理
久
兎
と
い
う
人
は
分
か
り
ま
せ
ん
で
す
が
旅

 
立

た
の
な
ら
安
ら
か
に

ら
せ
る
も
の

 
そ
れ
な
ら
ば

は
そ
の
理
久
兎
と
い
う
人
が
安

 
ら
か
に

れ
る
よ
う

は
戦
い
ま
し

う
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ア
リ

理
久
兎
だ
と
か
は
知
ら
な
い
け
ど
貴
女
に
受
け

 
た
分
を
返
す
わ

 
霧
雨

ア
リ
ス
の
言
い
分
と
聖
の
言
い
分
そ
れ
ら

め

 
て
や

て
や
る

行
く

幽
香

 
幽
香

来
な
さ
い
相
手
し
て
あ

る
わ

 

な
笑
み
を
し
た
と

時
に
幽
香
と
の
弾
幕
ご

こ
が
開
始
さ
れ
た

そ
し
て
先
に
動
い
た

の
は
魔
理
沙
だ

 
霧
雨

先
手

だ

 

に

が
る
と
八

を
後
ろ
に
構
え
す
ぐ
さ
ま
ス

ル
を

え
た

 
霧
雨

魔

 
ス
タ

ス
ト
レ

リ

 
八

か
ら
光
が
出
て
く
る
と
そ
れ
が

ス
タ

と
な
り
幽
香
へ
と
た
い
あ
た
り
を
す
る

が 
幽
香

い
わ

 
パ

ン

 
幽
香
は

パ

ン
す
る

す
る
と
地
面
か
ら
無
数
の
花
が
咲
い
て
い
て
る

が
の
び
魔
理
沙
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を

束
す
る

 
霧
雨

な

 
幽
香

教
え
て
あ

る
わ
こ
こ
は

に
と

て

利
な

 
場
所
よ

 
霧
雨

ぐ

 
魔
理
沙
は

か
ら

け
よ
う
と
す
る
が
中
々

け
な
い

そ
し
て
何
よ
り
も
強
く

め

け
て

く
る

幽
香
の
能
力
は

花
を

る
程
度
の
能
力

そ
れ

ち
こ
の
花
々
が
咲
き

る
こ
の
場

所
は
幽
香
に
と

て
は
最
も

利
に
立
ち
回
れ
る
場
所
で
あ
る
と

時
に

の
者
は
最
も
動
き
に

く
い
場
所
だ

そ
し
て

束
さ
れ
て
い
る
魔
理
沙
を
見
て
ア
リ
ス
が
動
く

 
ア
リ

ま

た
く
仕
方
な
い
わ

上

 
上

シ

ン
ハ

イ

 
ジ

キ
ン

 
ア
リ
ス
は
武

を

つ
上

人

を

り
魔
理
沙
を

束
す
る

を
斬
る

 
霧
雨

と

あ
り
が
と
う
な
ア
リ
ス

 
幽
香

あ
ら
や

り
１

３
は

が
折
れ
そ
う
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と

幽
香
は
言

て
い
る
と
す
ぐ

後
か
ら
聖
が

に
法
力
を
纏
わ
せ

る

 
聖
 

無
三

 
バ
シ
ン

 
聖
 

な

 
幽

そ
の
程
度
の

に
は

か
な
い
わ
よ

 
あ
り
え
な
い
事
が
起
き
る

そ
れ
は
何
と
幽
香
が

人
に
分

し

人
の
幽
香
が
手
に

つ

で
聖
の
一
撃
を
受
け

め
ら
れ
る

 
幽

い
わ
よ

 
そ
し
て
も
う

人
の
幽
香
が

を
使

て
で
聖
へ
と

り
か
か

て
く
る

 
聖
 

く

 
当
た
る

前
で

い

間

動
で

け
る
が

 
幽

お
と
な
し
く
し
て
な
さ
い

 
幽
香
が
手
を
動
か
す

す
る
と
無
数
の

が
聖
の

と

を

め
と
る

 
聖
 

ぐ

 
そ
れ
を

張

て

け
よ
う
と

張
る
が

け
な
さ
そ
う
だ
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ア
リ

流
石
に

の
手
の
分

を
使

て
き
た
わ

 
霧
雨

だ
が
そ
れ
な
ら
分

ご
と
や
る
だ
け
だ

 
魔
理
沙
は
八

を
構
え
ア
リ
ス
も

を

り
数
体
の
人

を
出
す

 
霧
雨

 
マ
ス
タ

ス
パ

ク

 
ア
リ

 

人

 
そ
の
言

と
共
に
魔
理
沙
の
八

か
ら
は

レ

ザ

が
放
た
れ
そ
し
て
ア
リ
ス
の
人

達
か
ら
は
無
数
の
レ

ザ

が
放
た
れ
幽
香
へ
と
向
か

て
い
く
が
幽
香
は

を
構
え
る
と

 
幽

花

 
幽

ツ
イ
ン
ス
パ

ク

 

人
の
幽
香
が
魔
理
沙
の
レ

ザ

よ
り
も
少
し

い
が
そ
れ
で
も

い
レ

ザ

を
放
ち

レ

ザ

と
レ

ザ

士
が
ぶ
つ
か
り
あ
う

 
霧
雨

相
変
わ
ら
ず
の
力
だ
な

 
ア
リ

く

 
幽

そ
れ
で

つ
と

 
幽

無

な
話
よ
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ど
ん
ど
ん

人
は
幽
香
が
放

た
レ

ザ

が
魔
理
沙
と
ア
リ
ス
の
レ

ザ

を

し
て
い

く 
霧
雨

だ

 
ア
リ

ん
張
り
な
さ
い
よ

 

人
は

ん
張
る

す
る
と

 
聖
 

ア

物

人
 
聖
白
蓮

 
聖
か
ら
そ
ん
な

が
発
せ
ら
れ
る
と
何
と

  
聖
は

い

を
引
き
ち
ぎ

た

そ
し
て
法
力
の
纏
わ
せ
た

を
幽
香
へ
と

ケ
テ

り
か
か

る 
幽

ち

 
幽

こ
う
な
れ
ば

 

人
の
幽
香
は
レ

ザ

を
撃
つ
の
を

め
る
と
聖
へ
と
向
か

て
い
き

 
幽

幻
想
 
花
鳥
風
月

風

月

 
幽
香
の
ス

ル
が
ま
た
発
動
す
る

そ
の
ス

ル
は

し
い
花
を

た
ス

ル
だ

し
か
も
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ス
キ
マ
が
あ
ま
り
な
い
と
い
う
⻤

仕
様
だ
が

 
聖
 

天

 
三
千
大
千
世
界
の

 
ス

ル
を

え
て
聖
は
三

を
幽
香
へ
と
投

飛
ば
す

 
幽

 
幽
香
は
ギ
リ
ギ
リ
の
所
で

け
た
の
だ
が
あ
り
得
な
い
事
が
起
き
た

何
と
幽
香
の

後
に
い

つ
の
間
に
か
聖
が
い
た
の
だ

か
な
一

で

間

動
を
し
た
よ
う
だ

 
聖
 

終
わ
り
で
す

 
幽

し
ま

 

ン

 
聖
の
三

を
使

た
怒

の
ラ

シ

を
受
け

人
の
幽
香
は

弾
し

滅
し
た

 
幽
香

や
ら
れ
た
か

 
何
と
か

人
で
強
大
な
レ

ザ

を

さ
え
て
い
る
幽
香
は

ぶ

だ
が
そ
の

間
だ
が
少

し
レ

ザ

が

く
な

た

す
る
と

 
霧
雨

こ
れ
が

ン
ス
だ
行
く

 
レ

ザ

を
撃
ち
続
け
る
八

に
更
に
魔
力
を
注
ぎ
込
む
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霧
雨

魔

 
フ

イ

ル
マ
ス
タ

ス
パ

ク

 
そ
の
言

と
共
に
魔
理
沙
の
レ

ザ

の
勢
い
は
ア
リ
ス
の
レ

ザ

と
合
わ
さ
り
よ
り
増

す

そ
し
て
幽
香
の
レ

ザ

を

し
き

て
い
く

 
幽
香

な

こ
こ
ま
で

 

く
と

時
に
幽
香
の
レ

ザ

を
弾
き
魔
理
沙
と
ア
リ
ス
の
レ

ザ

が

時
に
当
た
る

 

ン

 
と
音
が
鳴
り

く

こ
の
弾
幕
ご

こ
は
魔
理
沙
達
が

利
を

め
た
の
だ

た

そ
し
て

聖
が

け
つ
け
来
る

 
聖
 

お
二
人
は
無
事
で
す
か

 
霧
雨

あ

ど
ん
な
も
ん
だ
い

 
ア
リ

は

何
と
か

て
た

 
と

言

て
い
る
と

が
上
が
り
ボ
ロ
ボ
ロ
と
な

た
幽
香
が
出
て
く
る

 
幽
香

負
け
た
わ

ま

時
間

ぎ
は
出
来
た
わ

 
そ
う
言
う
と

を
魔
理
沙
へ
と
投

す

 
幽
香

こ
れ
で
そ
こ
の
祭
壇
を

め
な
さ
い
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霧
雨

な

幽
香

お
前
が
言

た
そ
の
理
久
兎
の
復
活

 
そ
れ
の
確

て
い

た
い

 
と
魔
理
沙
が
言

た
次
の

間
だ

た

突
然
幽
香
の

元
の

に
黒
い
何
か
が

り
込

む

そ
し
て

か
ら
手
が

び
る
と
幽
香
の

を

み
と
る

 
幽
香

な

 
霧
雨

幽
香

 
ア
リ

何
あ
れ

 
聖
 

え

 
幽
香
は

ぶ
間
も
な
く
黒
い
何
か
に
引
き
ず
り
込
ま
れ
る
と
黒
い
何
か
は
一

で
去

て
い

た 
霧
雨

何
だ

た
ん
だ
今
の
は

 
ア
リ

魔
理
沙

今
は
あ
の
祭
壇
を

め
る
わ
よ

奴

 
は

に
死
ぬ
た
ま
じ

な
い
わ

 
聖
 

確
か
に
し
ぶ
と
そ
う
で
す

 
霧
雨

あ

そ
う
だ
な

よ
し

め
た
ら

を
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探
そ
う

 
そ
う
し
て
魔
理
沙
達
は
祭
壇
を

め
る
と

と
合
流
す
る
た
め
に
空
へ
と
飛
ぶ
の
だ

た

 
狗
神

そ
ん
じ

今
回
も
あ
り
が
と
う
な

 
怠
惰

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
鈴

次
の
話
か
ら
蓮
の
話
に
な
る
ん
だ
よ

 
怠
惰

ま

そ
う
だ

 
神
楽

確
か
ル

ミ
ア
で
し
た
よ

 
怠
惰

そ
う
そ
う

本
来
は

さ
ん
も
分
か
る
と
思
い

 
ま
す
が
紅
霧
異
変
で
戦
い
ま
す
が
こ
の
異
変
を

 
起
こ
す
の
は
中
の
人
が

を
経
て
て
い
た
の

 
で
こ
の
小
説
で
は
戦
わ
せ
ず
に
こ
の
異
変
へ
と

 

て
き
た
感
じ
だ
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鈴

怠
惰
の
中
の
人

て
大
ま
か
に
予
定
を
組
ん
で

 
い
る
ん
だ

 
怠
惰

そ
う
後
は
こ
の
小
説
に

け
を
し
て
い
る

 
て
所
だ

 
狗
神

う

て
こ
と
は

も
そ
の
予
定
に

 
怠
惰

い
や
さ
当

は
狗
神
さ
ん
だ
と
か
神
楽
と
か

 
鈴

と
か
は
考
え
ず
に
大
ま
か
に
仮
で
蓮
だ

 
け
を
考
え
て
そ
こ
か
ら

け
し
た

て
感

 
じ
か
な

ぶ

ち

け
鷺
麿
と
か
も
後
に

 
な

て
考
え
た
ら
し
い
よ

 
神
楽

裏
話

て
面
白
ん
で
す
け
ど
あ
ま
り
聞
き
く

 
と
心
が
痛
い
で
す

 
鈴

ま

登
場
人
物
だ
か
ら

 
狗
神

だ
な

お

と
そ
ろ
そ
ら
時
間
だ

 
怠
惰

何
時
か

者
様
が
怠
惰
さ
ん
に
聞
き
た
い
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事
を

え
る

問
ゾ

ン
み
た
い
な
物
を
活
動

 
報
告
に

ろ
う
か
な

 
狗
神

お
い
終
わ
り
だ

 
怠
惰

お

と
失

で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

 
ま
し
た

 
狗
神

次
回
も
よ
ろ
し
く
な

 
鈴

そ
れ
じ

者
様

 
神
楽

ま
た
次
回
に

さ
よ
う
な
ら
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第
１
５
８
話
 

ル

ミ
ア
覚
醒

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
レ
イ

ロ
で
よ
う
や
く

か

ぐ

や

と
い
う
キ

ラ
を
手
に

れ
て

頂
天
に
な

て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

次
は

ン
ス
ト
で

ス
カ
ト
ロ
ジ

と
の
戦

い

戦
い
は
終
わ
ら
な
い

お

と
失

そ
し
て
今
回
か
ら
は
よ
う
や
く
蓮
の

で
の

話
と
な
り
ま
す

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 

ち
並
ぶ
黒
き
高

ル

そ
こ
に
漆
黒
の

を

ば
た
か
せ

黒
い
黒

が

に

か
ば
せ

る
そ
の

は
黒
い
天
使
の
よ
う
だ

そ
ん
な
ル

ミ
ア
と
蓮
達
は
向
か
い
合

て
い
た

 
蓮
 

ル

ミ
ア
が

 
霊
夢

あ
の
理
久
兎
に

を
負
わ
せ
た

て

 
紫
 

そ
れ
は

れ
も
な
い
事
実
よ

 
だ
が
そ
の

を
見
て

く
の
だ
が
何
よ
り
も

い
た
の
は
あ
の
理
久
兎
に

を
負
わ
せ
た
と
い

う
事
だ

そ
ん
な
妖
怪
を
相
手
に
す
る
と
い
う
事
だ
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ル
 

う

ん

久
々

こ
ん
な
力
を
出
せ
る
の
は

 
で
も
蓮
先
生
を
こ
う
し
て
記
憶
が
戻

て
い
る
時

 
に
見
る
と
本
当
に
晴
明
に

て
い
る
わ

 
蓮
 

や

り
夢
で
見
た
妖
怪
は
ル

ミ
ア
だ

た
ん

 
だ

 
か
つ
て
見
て
き
た
夢

そ
こ
に
映

た
の
は
や
は
り
ル

ミ
ア
だ

た

そ
し
て
や
は
り

分

の
先
祖
で
あ
る
晴
明
を
知

て
い
た

 
ル
 

ま

そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
紫

こ
う
し
て

 
貴
女
と
ま
た
話
す
の
は
何
年
ぶ
り
か
し
ら
覚

 
え
て
る

 
紫
 

霊
夢
よ
り
も

か
前

代
博
麗
の
巫
女

 
の
時
だ

た
か
ら
も
う

年
ぐ
ら
い

 
ル
 

あ
ら

も
う
そ
ん
な
に
経
過
し
て
い
る
の

 

か
し
い
わ
あ
の
巫
女
の
せ
い
で
封
印
さ
れ

 
た
の
が
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ど
う
や
ら
ル

ミ
ア
を
封
印
し
た
の
は

代
博
麗
の
巫
女
の
よ
う
だ

 
紫
 

あ
れ
は
貴
女
が
悪
い
の
よ

 
ル
 

よ
く
も
言
え
る
わ

は
た
だ
理
久
兎
に
会
い

 
た
か

た
だ
け
だ

た
の
に
そ
れ
な
の
に
あ
の

 
巫
女
や
貴
女
は

 
ル

ミ
ア
の

が
ど
ん
ど
ん

く
な

て
い
く

何
か
あ

た
の
は
事
実
の
よ
う
だ

 
霊
夢

紫

あ
の
妖
怪
に
何
が
あ

た
の
よ

 
紫
 

か
つ
て
ル

ミ
ア
は

様
が
生
ま
れ
変
わ

 
て
ま
た
会
え
る
と
確

し
て
い
た
そ
の
せ
い
な
の

 
か
所
構
わ
ず
で
人
間
や
妖
怪
を
襲
い
始
め
た
も
し

 
か
し
た
ら

様
の
生
ま
れ
変
わ
り
が
い
る
の

 
か
も
し
れ
な
い
そ
う
思

た
か
ら
な
の
か

 
蓮
 

つ
ま
り

者
の
数
が
増
え
た
か
ら

 
紫
 

え

そ
の
通
り
よ
そ
れ
で

と

代
博
麗
の
巫
女

 
と
で
封
印
し
た

お
陰
で
死
者
は
何
と
か
出
さ
ず
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に
は

ん
だ
の
よ

 
霊
夢

そ
ん
な
事
が

 
ル

ミ
ア
を
見
る
と
ル

ミ
ア
は
た
だ
紅
く
光
る
目
で

方
を
見
る
と

 
ル
 

た
だ

は

し
か

た

理
久
兎
が
居
な
く

 
な

た
そ
の
時
か
ら
全
て
が
壊
れ
た

従
者

 
の

狛
と
耶
狛
は
理
久
兎
が
死
ん
だ
と

時
に

 

を

ま
せ
紫
は
そ
の
後
か
ら

し
く
な
り

 
と
は
話
さ
な
く
な

て
し
ま

た
そ
し
て

は

 
そ
ん
な

を
思

て
く
れ
た
だ
け
ど
満
た
さ
れ

 
な
か

た

た
だ
可

想
だ
か
ら

そ
ん
な

 

者
と
い
て
も
楽
し
く
も
な
か

た
刺
激
す
ら

 
も
感
じ
ら
れ
な
く
な

た

だ
か
ら

だ
か
ら

 
そ
う
言
う
と

時
に
漆
黒
の

を
生

し
手
に

て
構
え
る

 
ル
 

今
度
こ
そ
理
久
兎
を

た
だ

人
の
親
友
を

 

り
戻
す

そ
し
て
壊
れ
て
狂

た

の

車
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も
修
正
す
る
の
よ
だ
か
ら

と
戦
い
な
さ
い

 
ど
う
や
ら
説
得
の

地
は
な
さ
そ
う
だ

 
蓮
 

霊
夢

 
霊
夢

決
ま

て
る
わ
妖
怪
な
ら
退
治
す
る
だ
け
よ

 
そ
れ
も

な
き
ま
で
に

 
紫
 

仕
方
な
い
わ

な
ら

も
友
と
し
て
ル

ミ
ア

 
貴
女
を

め
ま
す
わ

 
ル
 

良
い
わ

や

て
み
な
さ
い

 
そ
う
し
て
ル

ミ
ア
と
の
戦
い
が
始
ま

た

ル

ミ
ア
は
手
に

つ
漆
黒
の

を
構
え
て
飛

来
し
て
く
る

 
蓮
 

霊
夢

紫
さ
ん
は
下
が

て

 
霊
夢

分
か

た
わ

 
紫
 

せ
ま
す
わ

 
そ
う
言
う
と
霊
夢
は
後
ろ
へ
下
が
り
紫
は
ス
キ
マ
の
中
に

え
た

そ
し
て
す
ぐ
さ
ま
神
楽
を

刀
す
る
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ガ
キ
ン

 
襲
い
か
か
る
ル

ミ
ア
の
漆
黒
の

と
蓮
の
神
楽
が
ぶ
つ
か
り
合
う

 
ル
 

何
処
ま
で
行
け
る
か
し
ら

 
蓮
 

 
キ
ン

ガ
キ
ン

ギ
ン

ガ
キ
ン

 
何
度
も
何
度
も
ル

ミ
ア
は
漆
黒
の

で
斬
り
込
ん
で
く
る

そ
れ
を
何
と
か
神
楽
で
弾
き
な

が
ら
対
処
す
る

そ
し
て
そ
こ
に

 
霊
夢

蓮
か
ら

れ
な
さ
い

 
霊
夢
が
無
数
の

を
ル

ミ
ア
へ
と
放

た

 
ル
 

ち

 
ル

ミ
ア
は
漆
黒
の

を

ば
た
か
せ
空
へ
と
飛
ん
で

を
回

す
る

 
蓮
 

あ
り
が
と
う
霊
夢

 
霊
夢

お

は
い
い
わ

 
と
言

て
い
る
と
無
数
の
弾
幕
が
降
り
注
い
で
く
る

そ
れ
は
ル

ミ
ア
が

を

て
弾

幕
を
出
し
て
い
る
よ
う
だ
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蓮
 

け
る
よ

 
霊
夢

分
か

て
る
わ
よ

 

人
は
す
ぐ
に
飛
び
向
か

て
く
る
弾
幕
を
回

す
る

 
ル
 

逃
が
さ
な
い
わ

 
そ
う
言

て
更
に
弾
幕
を
放
と
う
と
し
た
時
だ

た

突

と
し
て
ス
キ
マ
が
開
き
無
数
の
目

玉
が
ル

ミ
ア
を

く

そ
し
て
紫
の

が

き

た

 
紫
 

魔

 
ラ

ラ
ス
の
魔

 
そ
う
言

た
と

時
に

つ
の
弾
幕
が
出
て
く
る

そ
れ
に
誘
発
さ
れ
て
な
の
か

 
ド

ン

 
無
数
に

く
目
玉
は
光
の
大

発
を
起
こ
し
た

 
霊
夢

や
る
わ

紫

 
紫
 

 
ス
キ
マ
か
ら
紫
が

と
笑
い
な
が
ら
出
て
き
た

だ
が

 
蓮
 

で
も
ど
う
や
ら
ま
だ
出
来
る
み
た
い
だ
よ

 

発
に
よ
る
光
が

え
る
と

分
達
の

の
先
に
は
真

黒
の

体
が
現
れ
る

そ
の

体
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は

え
る
と
そ
こ
に
は
無

の
ル

ミ
ア
が
立

て
い
た

 
ル
 

闇
は
全
て
を

み
込
む
の
よ

 
ル

ミ
ア
は
漆
黒
の

を
構
え
る

そ
し
て
ス

ル
を

え
た

 
ル
 

フ

ト
ン
レ
イ
ザ

 

え
た
と

時
に
構
え
た
漆
黒
の

の
先

が
黒
く
光
を

し
出
す

そ
し
て
そ
の
黒
き
光
は

大
な
レ

ザ

と
な

て
真

ぐ

分
達
に
向
か

て
く
る

 
霊
夢

 
蓮
 

う
わ

 
蓮
と
霊
夢
は
そ
れ
を
ギ
リ
ギ
リ
で
回

し
紫
は
ス
キ
マ
へ
と
潜

て
回

し
た

だ
が
今
の
一

撃
は

 
ド

ン

 
後
ろ
の

ル
に
風

を
空
け
た

そ
れ
も

麗
な
真
ん
丸
の

で

 
蓮
 

あ

あ
ん
な
の

落
に
な
ら
な
い
よ

 
霊
夢

こ
れ
だ
と
ス

ツ
じ

な
く
て
殺
し
合
い

 
に
な
る
わ
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ル
 

何
を
言

て
い
る
の

ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
よ

 
ル

ミ
ア
は

つ
も
の
黒
き
光
子
を

分
の
近
く
に

す
る
と

 
ル
 

く
た
ば
り
な
さ
い

 
黒
き

を

る
と
先
程
の
レ

ザ

が
無
数
と
な

て
襲
い
か
か

て
き
た

 
蓮
 

こ
ん
な
の
に
当
た

た
ら

 
霊
夢

紫

 
紫
 

分
か

て
る
わ
よ

 
そ
う
言
う
と
紫
の
ス
キ
マ
が
開
き
蓮
達
は
ス
キ
マ
へ
と

て

け
る

 
ル
 

ち

逃
し
た
か

 
と

ル

ミ
ア
が
言

た
そ
の
時

ル

ミ
ア
の

り
に

つ
の
ス
キ
マ
が
現
れ
そ
こ
か
ら

 
霊
夢

宝

 
陰
陽
⻤
神
玉

 
蓮
 

刀
 
無
心

斬

 
霊
夢
の
手
か
ら
は

大
な
陰
陽
玉
弾
幕
が
現
れ
ル

ミ
ア
へ
と
向
か
う
と

時
に
神
楽
を
一

で

刀
を
し
て
無
数
の
斬
撃
波
を
ル

ミ
ア
へ
と
放

た

だ
が

 
ル
 

 
ソ
ウ
ル
イ

タ
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ル

ミ
ア
が
手
に

つ
漆
黒
こ

が
よ
り
黒
々
し
く
光
だ
し
放

た
弾
幕
を

断
す
る
と

時

に
弾
幕
が

え
る

そ
し
て
ル

ミ
ア
は
狂

た
か
の
よ
う
に

リ
と
笑
う
と

 
ル
 

そ
の
程
度
の
光
じ

闇
に

ま
れ
る
わ
よ

 
そ
う
言
う
と
黒
々
し
く
光
る
漆
黒
の

を

て
襲
い
か
か

て
く
る

 
霊
夢

こ
い
つ

 
蓮
 

霊
夢

 
す
ぐ
さ
ま
霊
夢
の
前
に
出
る
と
手
を
か
ざ
し
て

 
蓮
 

霊

 
霊
力

発

 
そ
う
言
う
と

時
に

分
を
中
心
に
霊
力
で
の

発
が
起
こ
る

だ
が
何
よ
り
も
光
の

発
の

た
め

し
す
ぎ
る

 
ル
 

な

 
ル

ミ
ア
は
後
退
す
る

だ
が
こ
こ
ま
で
強
い
と
な
る
と
本
当
に
手
強
す
ぎ
る
が

 
紫
 

幻

 
飛
行

ス
ト

 
ス
キ
マ
か
ら
無
数
の
弾
幕
が
後
退
す
る
ル

ミ
ア
へ
と
向
か

て
い
く

 
ル
 

無

無

無

無

無

無
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そ
ん
な
紫
の
弾
幕
を
真

正
面
か
ら
真

黒
の
弾
幕
を
向
か
わ
せ
て
相
殺
す
る

だ
が
今
こ
こ

が

ら
く
ラ
ス
ト

ン
ス
だ

 
霊
夢

蓮

 
蓮
 

う
ん

 
霊
夢
と
共
に
ス

ル
を
構
え
る

そ
し
て

 

人

霊

 
夢
想
天
斬

 
霊
夢
は

大
な
陰
陽
玉
が

つ

る
と
そ
れ
を
ル

ミ
ア
へ
と
放
つ
と

時
に
蓮
は
神
楽
を

構
え
て
特

を
仕

け
た

 
ル
 

め
る
な

 
闇
の

を
大
き
く
し
紫
の
弾
幕
を

ぎ
な
が
ら
霊
夢
が
放

た

つ
の
陰
陽
玉
を
闇
で

り

裂
こ
う
と
す
る
が
蓮
が
神
楽
を
引
き

き
構
え
る
と
霊
夢
が
放

た
陰
陽
玉
は
神
楽
に
集
約
さ
れ

る

そ
う
こ
れ
は
当
て
る
た
め
の
も
の
で
は
な
く
纏
わ
せ
る
た
め
に
放

た
陰
陽
玉
な
の
だ

 
ル
 

な

 
蓮
 

ル

ミ
ア
は
言

た
よ

そ
の
光
だ
と
闇
に

 

ま
れ
る

て
そ
れ
な
ら
こ
の
光
を

む
事
が
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出
来
る

ル

ミ
ア

 
今
の
神
楽
の
刀

は

さ
れ
た
光
そ
の
も
の

こ
の
強
い
光
い
や
霊
夢
の
霊
力
は
破
邪
の
力

も
あ
る

こ
れ
な
ら
ば
邪
な
者
は

闇
な
ど
は

ち

え
る

そ
し
て
構
え
た
神
楽
を
真

ぐ

に
斬
り
つ
け
る

 
ル
 

く

 
ル

ミ
ア
は
手
に

つ
漆
黒
の

を
構
え
る
が
光

く
神
楽
の
刀

が
当
た
る
と

時
に

化

さ
れ

え
る

そ
し
て

 

ン

 

け
る
事
す
ら
受
け

め
る
こ
と
す
ら
出
来
な
く
な

た
ル

ミ
ア
は

弾
し
た

 
ル
 

ぐ

し
く
て
強
い
光

が
負
け
る

 
理
久
兎
ご
め
ん

 
そ
う
言
う
と

時
に
ル

ミ
ア
は
地
に
落
ち
て
い
く
の
だ

た

 
怠
惰

は
い
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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狗
神

な

ル

ミ
ア
の
あ
の
覚
醒
状

だ

た
か

 
そ
れ
は
強
い
の
か

 
神
楽

そ
れ
は

も
気
に
な
り
ま
す

 
鈴

え

と
確
か
晴
明
ち

ん
の
時
代
だ
と
第

種

 

禁
忌
妖
怪
と
か

て

て
た
よ

 
神
楽

第
一
種

 
鈴

う
ん
そ
れ
は
も
う
近
づ
い
た
り
出
会

た
ら
命

 
は
な
い
よ

て
い
う
妖
怪
だ

た
か
な

因
み

 
に

に
は
花
妖
怪
だ

た
り
後
は
理
久
兎
と
か

 
も
そ
れ
に

て
た
か
な

謎
が

か

た
か

 
ら

 
狗
神

う

は

 
鈴

狗
神
の

は

え

と
言
い
た
く
な
い
け
ど

 
良
い

 
狗
神

良
い
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鈴

え

と

外
だ

た
か
な

 
狗
神

そ
う
か

ま

名
前
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
は

 
い
な
か

た
か
ら
な

 
怠
惰

ま

ま

そ
ん
な
落
ち
込
む
な

て

 
神
楽

そ
う
で
す
よ

落
ち
込
ま
な
い
で
下
さ
い

 
狗
神
様

 
狗
神

い
や
落
ち
込
ん
で
は
い
な
い
ん
だ
が

ん

 
お

と
そ
ろ
そ
ろ
時
間
だ

 
怠
惰

お

と
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

そ
ん
じ

ま
た
次
回
な

 
神
楽

そ
れ
で
は

者
様

 
鈴

ま
た
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第
１
５
９
話
 
願
い
と
イ
レ
ギ

ラ

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
ラ
グ

ロ
ク
と

が

し
て
試

転
し
て
い
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔

で
す

気
づ
い
た
ら
時
間
だ

た

そ
し
て
ど
ち
ら
も
使
い
や
す
く
て
楽
し
か

た
で
す

で
は

こ
ん
な
話
は
も
う
終
わ
り
に
し
て
本
編
へ
ど
う

 
地
面
の

で
大
の

と
な

て
空
か
ら
落
下
し
た
ル

ミ
ア

蓮
達
は
空
か
ら
地
面
へ
と

降
り
立
つ

 
蓮
 

ル

ミ
ア

 
と

ル

ミ
ア
の
す
ぐ

で

を
つ
い
て

む
と
ル

ミ
ア
は

を
開
け
て

や
く

 
ル
 

蓮

結
局

に
友
達
は
い
な
い
の
か
し
ら

 
み
ん
な

み
ん
な

か
ら
遠
ざ
か

て
い
く

り

 
戻
し
た
く
て
も
手
が

か
な
い
こ
の

し
さ
そ
れ

 
に
こ
の
悲
し
さ

何
よ
り
も

し
い
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蓮
 

ル

ミ
ア

君
に

 
と

蓮
が
言
お
う
と
し
た
時

霊
夢
は
も
う

れ
つ
つ

を

く
と

 
霊
夢

言
う
け
ど
あ
ん
た
は

な
の

 
蓮
 

霊
夢

 
突
然
の
発
言
に
蓮
は

く

だ
が
霊
夢
は
言

を
続
け
る

 
霊
夢

あ
ん
た
友
達
が
い
な
い

て
言
う
け
ど
そ
れ
な
ら

 

ル

だ
と
か
そ
う
い

た
妖
精
に
妖
怪
は
ど
う

 
思

て
い
た
の
よ
ど
う
い
う
思
い
で
遊
ん
で
い
た

 
の
よ

 
ル
 

ル

に
大
ち

ん

ミ
ス

リ
グ
ル
そ
れ
に

  
ル

ミ
ア
の

方
の
真

な
紅

か
ら

を
流
す

こ
の
時
ル

ミ
ア
は
よ
う
や
く
気
づ

い
た
の
か
も
し
れ
な
い

友
達
は
い
な
く
な

た

れ
て
い
く
と
言

た
が
実

は
も
う
ル

ミ
ア
の

り
に
は

山
の
友
達
が
い
た
事
を

 
ル
 

紫
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紫
 

何
か
し
ら

 
ル
 

あ
の
巫
女
や
貴
女
は

を
封
印
し
た

け
ど
も
し

 
か
し
た
ら
あ
の
巫
女
は

に
新
し
い
生
を
受
け
る

 

ン
ス
を
く
れ
た
の
か
し
ら

 
紫
 

さ

あ
の
子
は
気
ま
ぐ
れ
だ

た
か
ら
分
か
ら

 
な
い
わ

 
ル

ミ
ア
は
ま
た
真

白
の
光
の

体
が

か
ぶ
黒
い
空
を

め
る

 
ル
 

そ
う
だ
貴
方
に
こ
れ
を
託
す
わ

 
ル

ミ
ア
は

を
ゆ

く
り
と
向
け
て
く
る

そ
れ
に

分
は
手
を

し
出
す
と
何
か
を
手

し
て
き
た

見
て
み
る
と
そ
れ
は

だ

た

 
ル
 

そ
れ
が
あ
の
祭
壇
を

め
る

よ

 
紫
 

ル

ミ
ア

貴
女
は
こ
の
異
変
の
目
的
に

 
つ
い
て
は
分
か
ら
な
い
の
か
し
ら

さ

き

 
か
ら

様
の
名
前
を

呼
し
て
い
た
け
ど
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ル

ミ
ア
は
数

だ
け

り
込
む
と

を
開
け
る

 
ル
 

こ
の
異
変
の
真
の
目
的
そ
れ
は
理
久
兎
の

 
復
活
の
た
め
の

式
よ

 
そ
の
言

は
蓮
達
を

か
せ
る
に
は

分
だ

た

 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん
の
復
活

 
紫
 

様
を
蘇
ら
せ
る

て

 
霊
夢

そ
れ
本
当
な
の

 
ル
 

事
実
よ

そ
れ
を
あ
の

 
と

ル

ミ
ア
が
言
い

け
た
そ
の
時
だ

た

突
然

大
き
な
高
笑
い
が
聞
こ
え
だ
し
た

 

 

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
霊
夢

今
度
は
何

 
蓮
 

こ
の

て

 
蓮
か
ら
す
る
と
聞
い
た
こ
と
の
あ
る

だ

た

そ
れ
も
数
時
間
前
に
だ

の
す
る
方
向
を

見
て
み
る
と
そ
こ
に
は
高
笑
い
を
す
る

が
空
を

わ

わ
と
飛
ん
で
い
た

 
紫
 

貴
方
さ

き
の
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い
や

お
見
事
で
ご
ざ
い
ま
す

 
霊
夢

何
が
お
見
事
な
の
よ

 

そ
れ
は
だ

て
貴

方
の

仲
間
さ
ん
が
次
々
に

 
祭
壇
を

め
て
い
る
も
ん
で
す
か
ら
こ
う
し
て

 
こ
と

が
来
て
い
る
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら

 
そ
う
言
い
な
が
ら

は
楽
し
そ
う
に
く
る
く
る
と
回
転
す
る
と

 

し
か
し
ル

ミ
ア
お
前
さ
ま
の
話
は
本
当
に
心
に

 
来
ま
し
た
よ

え

も
う
聞
い
て
い
る

の
心
も

 
も
う
ボ
ロ
ボ
ロ
で
す
よ

 
ル
 

理
久
兎
は
も
う
後

ど
の
く
ら
い
で
蘇
え
る

 
の
よ

 

ン

ン

ン

り
は
禁
物

て
な

 
霊
夢

ま

た
く
さ

き
か
ら
う
る
さ
い
わ

蓮
そ
の

 

を
頂

 
蓮
 

あ

う
ん
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霊
夢
に

を

す
と

の
中

に
あ
る
禍
々
し
い
祭
壇
に
近
づ
く
と

を

に

れ
て

回
し
た

す
る
と
祭
壇
か
ら
禍
々
し
い
光
が

え
た

だ
が
中

の

の
結
界
は

え
て
は
い
な

い 
霊
夢

開
け
て
る

て
言

た
け
ど

つ

 
祭
壇
が
あ
る
の
よ

 

お

と
失

祭
壇
の
数
は
全

で

つ
あ
り
や
し

 
て
後

つ
で
ご

え
ま
す

ち

ん

 
霊
夢

イ
ラ
つ
く
わ

そ
ん
じ

何
処
に
あ
る

て
の
よ

 
そ
の
最
後
は

 

ハ
ハ
ハ
ハ
血
気

ん
と
は
こ
の
事
か
ま

良
い

 
そ
こ
で
イ
レ
ギ

ラ

タ
イ

 
と

が

ん
だ
そ
の
時
だ

た

突

と
し
て
世
界
が
真

暗
と
な

た

 
霊
夢

な

何
よ
こ
れ

 
紫
 

こ
い
つ

 
蓮
 

何
が
ど
う
な

て
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と
言

て
い
る
と
暗
転
が
終
わ
る

そ
こ
は
先
程
ま
で
の
近
代
世
界
と
は

て
変
わ

て

何
処
か
古
さ
を
感
じ
さ
せ
る
闘
技
場
の
よ
う
な
所
だ

た

そ
し
て
気
づ
く

ル

ミ
ア
が
い
な

く
な

て
い
る
事
に

だ
が
し
か
し
代
わ
り
と
言

て
良
い
の
か
こ
の
場
に
は
い
た
の
は

分
達

だ
け
で
は
な
か

た

 
霧
雨

な

何
処
だ
よ
こ
こ

 
妖
夢

え

さ

き
ま
で

え

 
咲
夜

こ
れ
は
い

た
い

 

嘘
で
す
よ

 
と

人
は

だ
が

 
聖
 

こ
こ
は

 
レ
ミ

執
事

何
が
起
き
た
の

 
玲
音

わ
か
ら
ん

 
鈴
仙

ど
う
な

て

 

 

あ
や
や
や
や

 
幽
 

あ
ら
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萃
香

あ
り

り

 
ア
リ

何
が
起
き
た
と
い
う
の

 

の
メ
ン
バ

も
い
た

す
る
と

わ

わ
と

が
笑
い
な
が
ら
落
ち
て
く
る

 

い
や

お
見
事
お
見
事

 

あ

笑
う

 
妖
夢

あ

あ
わ
わ
わ
わ

 
妖
夢
は
ま
た

え
て
い
た

ど
う
や
ら
ま
だ

れ
て
い
な
い
の
か

い
ら
し
い

 

妖
夢
ち

ん
は
ま
だ

れ
な
い
か
ま

仕
方

 
か

 
霧
雨

や
い
て
め

幽
香
を
何
処
に
や

た

 

 

風
雅
姉
さ
ん
も
で
す

 
幽
 

死
神
ち

ん
も
ど
う
し
た
の

 
紫
 

悪
い
け
ど
ル

ミ
ア
も
無
事
で
す
わ
よ

 
と

ど
う
や
ら
聞
い
て
い
る
と
や
は
り
行
方
不
明
の
妖
怪
が

少
は
関

し
て
い
た
よ
う
だ

そ
し
て

問
に

は
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言

て
お
く
が

女
達
に
は
危

は

え
ち

 
い

よ

逆
に
今
は
お

子
や
ら
お

や
ら

 
で

て

し
て
る
か
ら
安
心
し
ろ
よ

 
何

か

い
待

が
良
か

た

そ
し
て
そ
れ
を
聞
い
た

は
ま
だ
不
安
が
あ
る
み
た
い
な
の

か

と
い

た
所
だ

 

ま

と
り
あ
え
ず
さ

き
博
麗
の
巫
女
や
ら

 
そ
の

に
は
言

た
が
イ
レ
ギ

ラ

タ
イ

 
の
発
動
だ

 

そ
れ

て
い

た
い

 

お
前
さ
ん
ら
は

の
後
ろ
を
よ
く
見
て
み
ろ
よ

 
そ
う
言
い

分
も

め
て

は

の
後
ろ
を
見
る
と

度

の
後
ろ
の
観
客

に
禍
々
し

い
祭
壇
が

さ
れ
て
い
た

 

あ
れ
が
最
後
の
祭
壇
だ
嘘
は

 
蓮
 

本
当
に
で
す
よ

 

え

お

と
そ
ろ
そ
ろ
こ

ち
の
準
備
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も
終
わ

た
み
た
い
だ
な
そ
れ
で
は
こ
の
最
後

 
の
祭
壇
の
守
護
者
を
紹
介
す
る

 
と

の
言

と
共
に
突
然

分
達
の
い
る

か
ら
約

メ

ト
ル

れ
た
所
ぐ
ら

い
だ
ろ
う
か
そ
こ
に
真

黒
の
何
か
が
地
面
に
写
る

そ
し
て
そ
の
黒
い
何
か
か
ら
男
性
が
出
て

く
る

そ
れ
も
玲
音
と

じ
よ
う
に
執
事

を
着
て
い
る
男
そ
し
て

鏡
を
か
け
た

い
目
で
こ

ち
ら
を
見
て
く
る

そ
う
そ
い
つ
は

 

こ
の
祭
壇
の
最
後
の
守
護
者
そ
の
名
を
黒
だ

 
そ
う
隠
者
の

下
で
あ
る
黒
が
出
て
き
た
の
だ

 
霧
雨

ま
さ
か
お
前
か

や

と
会
え
た

変

執
事

 
黒
 

も
会
い
た
か

た

霧
雨
魔
理
沙

 

い
目
を

か
せ
黒
と
言
わ
れ
た
男
は

方
を
見
る
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
狗
神

し
か
し
祭
壇
が

つ
か
と
思

た
ら

つ
と
は
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な

 
神
楽

本
当
で
す

 
怠
惰

本
編
の

は
数
ま
で
は
言

て
な
い
か
ら

 
狗
神

言
わ
れ
て
み
る
と
言

て
な
い
ん
だ
よ
な

 
鈴

こ
の
異
変
の
首
謀
者
だ
け
ど

に
隠
者

 
だ
よ

 
怠
惰

ん

ま

そ
う
だ

も
う
黒
が
出
て
る
時

 

で
分
か
る
で
し

 
神
楽

と
な
る
と
巫
女
さ
ん
だ

た
り

 
狗
神

者
も
出
て
く
る
の
か

 
鈴

狗
神
の

が
紅
い
よ

 
狗
神

は

い
や
い
や
い
や
な
い
な
い
な
い

 
絶
対
な
い

良
し

怠
惰
さ

さ
と
終
わ
れ

 
終
わ
ら
な
け
れ
ば
死
を
く
れ
て
や
る

 
怠
惰

分
か

た
か
ら

を

き
出
し
に
し
な
い
で
よ
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さ
て
と
そ
れ
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

 
ま
し
た

 
神
楽

で
は
ま
た
次
回
に
お
会
い
し
ま
し

う

 
鈴

そ
れ
じ

者
様

 
狗
神

ま

ま
た
な
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第
１
６
０
話
 
黒
き
執
事

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
バ
レ
ン
タ
イ
ン

で
す
が

い
年
ぐ
ら
い
の
子
か
ら

を

も

て
い
な
い
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

で
す
が

ン
ス
ト
で
は
優

を
見
事
に
当
て

た
た
め
石
を

い
ま
し
た

そ
れ
が

一
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン

レ

ン
ト

こ

ん
な
悲
し
く
な
る
よ
う
な
会
話
は

め
ま
し

う

で
は
本
編
へ
ど
う

 

分
達
の
目
の
前
に
は

人
の
男
性

い
や
隠
者
の
仲
間
で
あ
る
執
事
の
黒
が
立
ち
塞
が

た 
黒
 

よ
う
や
く

よ
う
や
く
こ
の
時
は
来
た

は

 
何
度
も
待
ち
望
ん
だ

ク
ク

ハ
ハ
ハ
ハ

 
不

に
そ
し
て
黒
は
楽
し
そ
う
に
笑
う

こ
の

倒
的
な

感
は

分
た
ち
の
体
は

く
な

る

だ
が
魔
理
沙
だ
け
は

子
を
し

か
り
と
か
ぶ
り

す
と

 
霧
雨

も
だ
今
日
こ
そ
は
決
着
を
つ
け
て
や
る
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お

い
に
見
合
う

す
る
と

 

あ
れ
れ

黒
さ
ん
よ

変

執
事
と
は
ど
う

 
い
う
事
よ

ち

ん
何
さ
れ
た
ん
だ

 

は
魔
理
沙
が
何

変

執
事
と
言
う
の
か
理

を

て
き
た

そ
れ
に
つ
い
て
魔
理

沙
は
語
る

 
霧
雨

こ
い
つ
は
よ

み
た
い
な
女
の

を
少
し
ず
つ

 

リ

リ
に
破
い
て

を

え
る
の
が

き

 
だ
か
ら
だ

は
そ
の

に
あ

て
る

 
と

と
ん
で
も
な
い
事
を

し
た

そ
れ
に
は
黒
す
ら
も
首
を

る
と

 
黒
 

ん

は

 

き
な
が
ら

を
発
し
た

そ
れ
を
聞
き

り
の

は

 
ア
リ

最

 
聖
 

は
れ
ん
ち

破

で
す

 
紫
 

妖
怪
と
し
て
風
上
に
も
お
け
な
い
わ

 

そ
れ
変

で
す
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霊
夢

女
の

退
治
し
て
あ

る
わ

 
玲
音

女
遊
び
は

め
て
お
け
よ

 
も
う
散
々
で
あ
る

だ
が

分
は
今
の
黒
の
反

を
見
る
限
り

 
蓮
 

何
か

解
が
生
ま
れ
て
る
よ
う
な
気
が
す
る

 
何
か

解
が
生
ま
れ
て
い
る
な
と

い
て
し
ま
う

す
る
と

 

お
や
黒
お
前
は
一
体
な
に
を
し
て
い
る
ん
だ

 

か
ら
殺
気
を
感
じ
る

先
程
ま
で
の
陽
気
な

は
ど
こ
に
い

た
の
や
ら

 
黒
 

い

い
や

何
も
し
て
な
い

 
霧
雨

嘘
だ

こ
い
つ

の

を

リ

リ
に

り

 

ん
で
楽
し
ん
で
た
ん
だ

 
黒
 

は

 

そ
う
か

後
で
き

ち
り
と

解
は
聞
い
て

 
や
ろ
う
逃

る
な
よ
黒

 
黒
 

ア
バ
バ
バ
バ
バ

 
ど
う
や
ら
黒
は
こ
の

に
は
逆
ら
え
な
い
の
か
あ
り
え
な
い
事
に
体
を

ル

ル
と

わ
せ
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て
い
た

 
黒
 

く

何
だ
こ
の
理
不

ま

良
い

 
黒
は

き
れ
な
が
ら

分
達
を
見
る
と

 
黒
 

あ

い
や

よ
邪
魔
物
は
外
野
に
出
し
て
も
ら

 

て
良
い
か

 

ま

良
い

対

は

 
黒
 

魔
力
を

た
ぬ
者
を
全
員
だ

 

良
い

そ
れ
暗
転

 

の
言

で
ま
た
目
の
前
が
真

暗
と
な
る

 
蓮
 

ま

前
が

 
霊
夢

ま
た
こ
れ

 
そ
う
し
て
い
る
と
目
の
前
が
明
る
く
な
り
暗
転
が
終
わ

た
の
か

り
を
み
る
と

 
蓮
 

え

こ
こ

 
鈴
仙

こ
こ
観
客

で
す
よ

 

分
達
は
あ
り
え
な
い
事
に
い
つ
の
間
に
か
観
客

に
い
た

そ
し
て

分
達
が
い
た
場
所
を
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よ
く
見
て
み
る
と
黒
と

に
魔
理
沙
と
ア
リ
ス
そ
し
て
聖
が
試
合
場
に
立

て
い
た

 

は

く
魔
理
沙
さ
ん
達
を

け
な
い
と

 
そ
う
言
い

は
観
客

か
ら
試
合
場
へ
と
出
よ
う
と
し
た

間

 

ン

 

痛
い

 

面
を
強

し
た
の
か

を

さ
え
て

目
に
な

て
い
た

 
妖
夢

こ
れ

 
萃
香

み
た
い
だ

ご

に
結
界
ま
で
は

て
あ
る

 
萃
香
は
観
客

の

を

ア

ク
す
る
と

 

ン

ン

 
と

い
音
が

く

確
認
す
る
た
め
に

て
み
る
と
目
の
前
に
は
見
え
な
い

が

し

た 
レ
ミ

つ
ま
り

て
観
戦
し
て
ろ

て
事
よ

 
玲
音

だ
ろ
う
な

 
霊
夢

紫
の
ス
キ
マ
は
開
く
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も
し
か
し
た
ら
と
霊
夢
は
思

た
の
か
紫
に
聞
く
の
だ
が

 
紫
 

メ

ン

イ
ン
ト
で
あ
の
試
合
場

 
へ
の

界
が

れ
な
い
わ

 
ど
う
や
ら

対
策
は

全
の
よ
う
だ

 
蓮
 

魔
理
沙
達
の
戦
い
を
見
る
し
か
な
い
の
か

 
霊
夢

と
り
あ
え
ず
座

て
見
ま
し

う

 
仕
方
な
く

は
座
り
観
戦
す
る
こ
と
に
し
た

そ
う
し
て
魔
理
沙
達
と
黒
と
の
弾
幕
ご

こ
が

始
ま

た

観
戦
を
し
よ
う
と
す
る
と

 

 

所
で
蓮
さ
ん
達
は
こ
の
異
変
の
本
当
の
内
容
は

 
知

て
い
ま
す
よ

 
と

こ
の
異
変
の
内
容
を
聞
い
て
き
た

そ
れ
は
先
程
ル

ミ
ア
が
話
し
て
い
た
た
め
も
う

知

て
い
る

 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん
の
復
活
で
す
よ

 

 

え

そ
う
で
す

そ
し
て
蓮
さ
ん
や
霊
夢
さ
ん

 
が
言

た
事
は
全
て
当
た
り
ま
し
た
天
魔
様
も
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こ
の
異
変
に
関

を
し
て
い
ま
し
た

 
妖
夢

そ
れ
だ
け
じ

あ
り
ま
せ
ん

映
姫
様

 
の
船

の
死
神

小
町
さ
ん
も
こ
の
異
変
に

 
関
わ

て
い
ま
し
た

 
霊
夢

あ
の
サ
ボ
タ

ジ

死
神
が
関
わ
る

て

 
本
来
死
神
の
仕
事
は
こ
れ
と
逆
で
あ
の
世
に

る
の
が
仕
事
な
の
に
何

こ
ん
な
事
を
し
て

い
る
の
か
霊
夢
も

問
に
思

た
だ
ろ
う
が

分
も

問
に
思
う

す
る
と

 
妖
夢

何
で
も
理
久
兎
さ
ん
地
獄
で
相
当
な

舞

者
で

 
手
に
終
え
な
い
と
か

 
幽
 

意
外
な
の
よ

そ
う
だ

た
ら

も
知

て
る

 

な
ん
だ
け
ど

 
紫
 

は

ら
く

様
の
復
活
と
い
う
の
に

 

わ
さ
れ

は
こ
の
異
変
に

を
貸
し
た

て
事

 
そ
し
て
次
に
言
え
る
の
は
あ
の
黒
と
か
い
う
男
は

 
隠
者
の

下

そ
れ
な
ら
ば
こ
の
異
変
の
首
謀
者
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は
確
定
で
隠
者

て
事

 
蓮
 

隠
者
と
の
決
戦
が
近
づ
い
て
る
の
か

 
時
々
だ
が
思
う

何

に
隠
者
は

分
達
の
前
に
現
れ
る
の
か
何

に

分
達
に
刀
を
向
け

る
の
か

そ
し
て
隠
者
の
正
体
と
本
当
の
目
的
は
何
な
の
か

そ
れ
が

問
と
な
り

の
中
で

ご

た
返
し
だ

 
蓮
 

霊
夢

達
は
一
体

と
戦

て
い
る
の

 
か
な

 
霊
夢

今
は
ま
だ
分
か
ら
な
い
わ
だ
け
ど
真
実
は

達

 
が
目

す

ル
に
あ
る
そ
れ
は
間

い
な
い
わ

 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん
は
こ
れ
を
望
ん
で
る
の
か
な

 
た
だ
こ
ん
な
戦
い
を
し
て
理
久
兎
は
ど
う
思

て
い
る
の
か

問
に
思

て
し
ま
う

も
し

知

た
ら
悲
し
む
だ
ろ
う

そ
し
て
目
の
前
で
戦
う

人
を
見
て

 
蓮
 

張

て

 
と

ツ
リ
と

き
こ
の
弾
幕
ご

こ
を

め
る
の
だ

た



 第１６０話 黒き執事

 
怠
惰

は
い
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
狗
神

な

戦
い
の

写
は
す
る
の
か

 
怠
惰

う

ん
そ
れ
は
あ

ち
の
小
説
で
や
ろ
う
か
な

 

て
思

て
る
流
石
に
戦
い
を
全

投
稿
す
る

 
の
も

て
思

た
か
ら

 
鈴

へ

て
こ
と
は
最
終
戦
は

 
怠
惰

あ

そ
れ
は
こ

ち
と
あ

ち
と
で
投
稿
す
る

 
予
定
だ
よ

 
神
楽

そ
こ
は
一

つ
投
稿
す
る
ん
で
す

 
怠
惰

ま

そ
れ
は

 
鈴

あ

ち
の
話

て
前
か
ら
言
う
け
ど
あ

ち
の

 
小
説
の

人

て

な
の

 
怠
惰

え

 
狗
神

言
わ
れ
て
み
る
と
確
か
に

執
事
は
確
定
で

 

う
そ
ん
で

に
思
い
当
た
る
オ
リ
キ

ラ
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も
思
い

か
な
い
し
な

 
神
楽

な
ん
で
す
か

 
怠
惰

そ
れ
は
秘

て
事
で
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

逃

る
な

 
神
楽

え

と
そ
れ
で
は

者
様

 
鈴

ま
た
次
回
バ
イ
バ
イ



 第１６１話 関係の謎

 
第
１
６
１
話
 
関
係
の
謎

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
よ
う
や
く
明
日
に
本

の
試

に
行
く
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

受
か

る
と
良
い
な

て
か
受
か
ら
な
い
と
朝
が

い
ん
だ
よ
な

お

と
失

そ
れ
で
は

本
編
へ
ど
う

 
不
思
議
な
世
界
で
の
弾
幕
ご

こ

こ
の
闘
技
場
で
は
魔
道
を

め
ん
と
せ
し
者
達
に
よ
る
弾

幕
ご

こ
が

発
し
て
い
た

そ
ん
な
光
景
を

分
達
は
観
戦

で

め
て
い
た

 
霊
夢

こ
ら

魔
理
沙

も

と
し

か
り

け
な

 
さ
い

 
霊
夢
は
弾
幕
を
当
た
る

前
で
何
と
か

け
る
魔
理
沙
を

す
る

だ
が
そ
れ
で
も
激
し
い

は

り

ら
れ
る

 

あ
の

人
が
あ
そ
こ
ま
で

戦
す
る

て

 

 

し
か
し
上
手
く
無

の
な
い
動
き
で

け
ま
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す

 
紫
 

え

動
き
が

人
で
は
な
い
今
の
弾
幕
ご

こ

 
の
動
き
方
も
一

う
ま
る
で
数

く
の
戦
場

 
を

り

た

者
の
動
き

て
所

 
蓮
 

一
体

隠
者
達
の
集

は
何
者
な
ん
だ

 
と

言

て
い
る
と

わ

わ
と

が

遊
し
な
が
ら
や

て
き
た

 

お
や
お
や
お

り
な
よ
う
で

何
か
し
ら
の

 

問
な
ら
受
け

え
る

 
カ
タ
カ
タ
と

を
動
か
し
な
が
ら

は
話
す

そ
れ
を
聞
い
た
の
か
ま
ず
紫
が

を
動
か

す 
紫
 

な
ら
聞
く
わ

を

し
ま
し
て
や
嘘
の

 
と
し
て

様
を
使

た

死
ぬ
覚

 
は
お
あ
り
で
し

う

 

お
い
お
い
失

だ
な

は
事
実
し
か
言

て

 



 第１６１話 関係の謎

 
紫
 

貴
方
は
隠
者
の

下
よ

な
ら
こ
う
伝
え
て

 
く
れ
な
い
か
し
ら

こ
の
異
変
が
終
わ

た
ら

 
覚

を
し
な
さ
い
と

 

ひ

お

そ
ろ
し
い
な

紫
ち

ん
は
ま

 
昔
か
ら
か

 
と

は
紫
に
ち

ん

け
を
し
て
い
た

だ
が
昔
か
ら
と
い
う
言

に

分
は
引

か

る

何
よ
り
も
紫
を
昔
か
ら
知

て
い
る
よ
う
な

り
だ

 
蓮
 

す
み
ま
せ
ん

さ
ん
聞
き
た
い
ん
で
す
が

 
貴
方
は
何
で
紫
さ
ん
を
知

た

で
話
す

 
の
で
す
か

 

へ

 
突
然
の
発
言
で

い
た
の
か
そ
れ
と
も
確

に

た
た
め
な
の
か

し
く

は

き
動

し
て
い
た

 
紫
 

を
古
く
か
ら
知

て
る
妖
怪

 

さ
さ

さ

て
何
の
事
で
し

う
か
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霊
夢

怪
し
さ
が
満

 

分
も

め
て

は
ジ
ト
目
で

を

む

 

い

だ
な

そ
ん
な
目
で
見
な
い
で
下

 
せ

よ

 
紫
 

耶
狛

い
え
こ
の
話
し
方
的
に
は

う
わ

 

メ

思
い
つ
か
な
い
わ

 
そ
れ
を
聞
く
と

は
安
心
し
た
の
か

  
と

安

の

を

く

く
の
だ
が

 
紫
 

た
だ
そ
う
な
る
と
思
い
当
た
る
の
は

様

 
だ
け

 
霊
夢

え

理
久
兎
さ
ん
の
事

 
紫
 

え

そ
う
よ

の
事
を
昔
か
ら
知

て
い
る
の
は

 
は

を
育
て
た

様
た
だ

人
ぐ
ら
い
よ

 
そ
れ
を
聞
き
も
し
や
と
思
い
ジ

と
見
る
と
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だ
な

変
な
こ
と
を
言
わ
な
い
で
下
せ

よ

 

 

う

ん
理
久
兎
さ
ん
は
こ
こ
ま
で

ラ
く
は

 
な
い
で
す
し

 
萃
香

ま

第
一
に
死
ん
で
る
し

 
そ
う
こ
の
異
変
は
嘘

り
が
な
い
の
な
ら
理
久
兎
の
復
活

そ
れ
な
ら
ば
こ
こ
に
は
理
久
兎
は

い
な
い

だ

 

ま

そ
う
言
う
こ

ち

お

と
そ
ろ

 
そ
ろ

方
も
ガ

み
た
い
で
す

 

が
言
う
と

は
一

に
試
合
場
を
見
る

そ
し
て
気
が
つ
く

黒
と
い
う
男
が
真

黒
の

気
を
纏
わ
せ
て
い
る
こ
と
に

 
鈴
仙

波
⻑
が
変
わ

た

 
咲
夜

何
か
大
き
く
な

て
ま
す

 
と
言

て
い
る
と
黒
に
変
化
が
訪
れ
る

々
に
と
大
き
く
な

て
い
き
や
が
て
は
人
の

か
ら
外
れ

の

を
生
や
し
大
き
な

を
生
や
し

を

ば
す

そ
の

は
一
言
で
言
う

な
ら
⻯
だ

だ
が

分
や
霊
夢
そ
し
て

だ
け
は
⻯
と
判
断
を
し
な
か

た

何

な
ら
ば
そ
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の
⻯
は
魔
界
で

で
キ
マ
イ
ラ
達
に
戦
い
を

ん
だ
⻯
だ

た
か
ら
だ

 
霊
夢

蓮
あ
れ

 

あ
れ
は

 
蓮
 

か

の

 
そ
う
そ
の

は

れ
も
な
い
魔
界
に
現
れ
そ
し
て
図

で
確
認
し
た

の
危
険
生
物
こ

と

の

だ

た
の
だ

 
霊
夢

あ
い
つ
が
何
で
こ
ん
な
所
に

 
紫
 

霊
夢
そ
の

の

て
い

た
い
な
ん
な
の

 
か
し
ら

 
霊
夢

の

も
あ
ま
り
知
ら
な
い
け
ど

 
魔
界
で
は
魔
王
と
言
わ
れ
魔
神
で
あ
る
神

 
と

に
死
闘
を

り

た
奴
よ

 
レ
ミ

へ

そ
ん
な
奴
が
い
た
の

 
だ
が

分
は

問
に
思
う

何

こ
ん
な
危
険
な
奴
が
隠
者
の
従
者
な
の
か
と

だ
が
そ
う

思

て
い
る
間
に
も
魔
理
沙
達
は
⻯

と
な

た
黒
と
激
戦
を

り

る
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さ
ん

何
で
そ
ん
な
危
険
生
物
が
こ
こ

 
に

理
久
兎
さ
ん
と
は
ど
ん
な
関
係
だ
と
言

 
う
の
で
す
か

 

ど
ん
な
関
係

さ

聞
い
て
み
れ

 
ば
良
い
ん
じ

な
い
の
か

も

ラ

ラ

 
真
実
を

に

る
の
は
ど
う
か
と
思
う
か

 
ら
な

 
つ
ま
り
教
え
る
気
は
な
い
と
い
う
事
だ
ろ
う

そ
う
し
て
い
る
間
に
も
弾
幕
ご

こ
は
続
い
て

い
き
そ
し
て

 

ン

 
と

弾
す
る
音
が
聞
こ
え
る

は
試
合
会
場
を
見
る
と
そ
こ
に
は

 
霧
雨

た

 

が
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
り
な
が
ら
も
魔
理
沙
は

ぶ

ど
う
や
ら

た
み
た
い
だ

 

や
れ
や
れ
だ

と
り
あ
え
ず
よ
も
う
結
界

 
は
解
い
た
か
ら

く
行

て
や
ん
な
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そ
う
言
わ
れ

は

る

る

が
な
い
か
を
探
る
と
空
を

た

つ
ま
り
本
当
に
結
界
は

え
た
よ
う
だ

は
観
客

か
ら
試
合
会
場
へ
と
出
る

 
蓮
 

み
ん
な
大

 
霧
雨

お
う

何
と
か

た

 
ア
リ

も
う
ボ
ロ
ボ
ロ
よ

 
と

こ
の
光
景
に

し
て
い
る
中
で

人

う
行
動
を

て
い
る
聖
に
目
を
や
る

聖

は
座
り
込
み
弾
幕
ご

こ
で
ボ
ロ
ボ
ロ
と
な

た
黒
の

を

に
載
せ

し
て
い
た

 
蓮
 

聖
さ
ん
何
を
し
て

 
聖
 

よ
う
や
く

会
え
ま
し
た

黒
さ
ん

 
と

笑
み
な
が
ら
そ
う

く

黒
は

れ
き

た

情
で

 
黒
 

聖
白
蓮
か

 
と

黒
も
聖
の
名
を
言
う
の
だ

た

 
怠
惰

は
い
そ
れ
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
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し
た

 
狗
神

ど
ん
ど
ん
と
物
語
が
進
ん
で
い

て

が
分
か

 
ら
な
く
な
り
そ
う
だ
な

 
神
楽

最
後
の
聖
さ
ん
が
し
た
あ
の
行
動
に
黒
さ
ん
と

 
の
関
係

ど
う
い
う
事
な
ん
で
し

う
か

 
鈴

そ
れ
に
理
久
兎
と
の
関
係
が
良
く
分
か
ら
な
い

 
し

 
怠
惰

ま

そ
の

の
事
も

々
に
と
語
ら
れ
て
い
く

 
で
し

う

 
狗
神

だ
と
良
い
ん
だ
が
な

 

 
神
楽

そ
う
で
す

 
鈴

だ

 
怠
惰

ま

様
も
怠
惰
さ
ん
の

に
は

待
は

 
し
な
い
で

て
所
で
少
し

い
け
ど
今
回
は

 
こ
こ
ま
で
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神
楽

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

 
鈴

そ
れ
で
は

書
様

 
狗
神

ま
た
な



 第１６２話 新たな刺客

 
第
１
６
２
話
 
新
た
な
刺
客

 
こ
ん
ば
ん
わ

者
様
本

が
受
か
り
晴
れ
て

心
者
ド
ラ
イ
バ

と
な

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪

魔
で
す

因
み
に

転
は
下
手
ク
ソ
を
越
え
て
ま
す

事

ら
な
い
こ
と
を
願
お
う

そ
れ
で
は

今
回
も
ど
う

 
弾
幕
ご

こ
が
終
わ
り

か
と
な
る
闘
技
場
で
聖
は
黒
の
名
前
を

黒
は
聖
の
名
前
を
言
い
合

う 
霧
雨

な

そ
い
つ
は
知
り
合
い
な
の
か

 
ア
リ

さ

き
か
ら
思
い
出
し
た
と
か
言

て
笑

て

 
た
け
ど

 
と
魔
理
沙
と
ア
リ
ス
は

問
に
思

た
の
か
聞
く
と
聖
は

笑
み
な
が
ら
ゆ

く
り
と
首
を

に

り

 
聖
 

は
い

こ
の
人
は
黒

そ
れ
は

が
か
つ
て
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け
た
名
前
で
す

 
全
員

へ

え

 
こ
れ
に
は

ク
リ
だ

ま
さ
か
黒
の
名

け
人
だ
と
は

が
思

た
だ
ろ
う

 
黒
 

あ
の
時
は

お
前
の

を
し

か
り
と

 
認
識
出
来
な
か

た
が

麗
な

な
ん
だ
な

 
聖
 

そ
う
い
う
黒
さ
ん
こ
そ
男
前
で
す
よ

 
黒
 

そ
う
か

 
と

そ
ん
な
会
話
が

り

ら
れ
る

す
る
と

 
紫
 

貴
方
は

様
と
は
ど
ん
な
関
係

 
な
の
か
し
ら

 
紫
が
理
久
兎
と
の

を
聞
い
て
く
る

そ
れ
に
対
し
黒
は

 
黒
 

昔
に

を

て
く
れ
て
そ
し
て

て

 
く
れ
た

だ
か
ら

は
あ
の
お
方
に
つ
い
て

 
行
く
と
決
め
た

 
つ
ま
り
過
去
に
理
久
兎
さ
ん
に

け
て
も
ら

て
い
る
ら
し
い

だ
が
そ
れ
つ
ま
り
理
久
兎
は
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過
去
に
魔
界
に
行

て
い
る
と
い
う
解

に
な
る

 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん
は
魔
界
に

 
黒
 

あ

そ
の
時
は
ア
リ
ス
お
前
も
い
た

 
ア
リ

え

 
ど
う
や
ら
そ
の
時
に
ア
リ
ス
も
い
た
み
た
い
だ

だ
が
こ
の
反

か
ら
す
る
に
一

覚
え
て
い

な
い
み
た
い
だ
が

 
黒
 

そ
う
い
え
ば
記
憶
を

き

ら
れ
て
い
た
の

 
だ

た
な

先
に
行
け
そ
う
す
れ
ば
そ
の

 
真
実
を
知
る
と
共
に
返
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う

 
ア
リ

記
憶
を

き

ら
れ
た
で
す

て

 
聞
い
て
い
る
と
ア
リ
ス
の
記
憶
は

き

ら
れ
て
い
た
よ
う
だ

だ
が
真
実
と
は
ど
う
い
う
事

な
の
だ
ろ
う

す
る
と
黒
は

ケ

ト
か
ら

を

り
出
す
と

 
黒
 

て
い
け

こ
れ
が
最
後
の

だ

 
黒
か
ら

を
受
け

ろ
う
と

分
は
手
を

し
出
し
た
そ
の

間
だ

た
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蓮
 

な

 
突
然

は

を
舞
い
空
へ
と
飛
ん
で
い
く

そ
し
て

が
飛
ぶ
方
向
を
見
る
と
そ
こ
に
い
た

の
は

 

 

黒
さ
ん
お

れ
様
で
す

 

 

お
つ
か
れ
黒
君

 
と

人
の
男
女
が
い
た

人
は

の

束
を
着
て
い
る
隠
者
の
従
者
で
あ
る

者

そ

し
て
も
う

人
は
霊
夢
や

と

じ
巫
女

を
着
て
い
て
狐
の
面
を

て
い
る
者
で
隠
者

の
従
者
の

人
で
あ
る
巫
女
だ

た

そ
し
て
先
程
の

は

者
の
手
に

ら
れ
て
い
た

 
蓮
 

お
前
ら
は

 
こ
れ
に
は

は

く
中
で
黒
は

人
を
見
な
が
ら

 
黒
 

お
前
ら
が
出
る
の
か

 

者

え

頼
ん
で
み
た
ら

 
巫
女

良
い
ん
じ

な
い
か
な

だ

て

 
と

巫
女
は
楽
し
そ
う
に

え
る

 
霊
夢

つ
ま
り

か
ら

す
気
は
な
い

て
事
か
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し
ら

 

分
も

め
て

は
そ
れ

れ
構
え
る

す
る
と

 

者

や
妹
も

様
の
戦
い
を
見
て
い
た
ら
つ
い
野
生

 
の
血
が
騒
い
で
し
ま
い
ま
し
て

 
巫
女

だ
か
ら
相
手
し
て
欲
し
い
な

あ

だ
け

 
ど

達
の

に

て
た
ら

は
返
す
よ

 
つ
ま
り
ま
た
戦
え
と
い
う
事
だ

 
霧
雨

因
み
に
戦
わ
な
い

て
言

た
ら
ど
う
な
る

 

て
ん
だ

 

者

い
え
こ
こ
は
仕
方
な
い
の
で
強

参

し
て

 

い
ま
す
よ

 
巫
女

ボ
ス
か
ら
は
逃

れ
な
い
よ

て
い
う

で

 

ち

ん

 
と

巫
女
が
言
う
と

は
回
転
し
な
が
ら

わ

わ
と
巫
女
の
隣
に
来
る
と

 

良
い

で

と
戦
い
た
い
ん
だ
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巫
女

う

ん

 
と

巫
女
は
悩
ん
で
い
る
と

者
は
巫
女
の

に
手
を

く
と

 

者

な

相
手
を
選
ぶ
の
は

に

て
く
れ
な

 
い
か

 
巫
女

え

良
い
よ
お
兄
ち

ん
に

る

 
そ
れ
を
聞
く
と

者
は

分
達
を
見
る
と

 

者

な
ら
咲
夜
さ
ん
と
レ
ミ
リ
ア
さ
ん
で
す
よ

 
あ
の
夜
の
続
き
を

し
ま
せ
ん
か

 

者
の
言

に
レ
ミ
リ
ア
は
小
さ
な

を
張
り
ド

を
す
る

 
レ
ミ

良
い
セ
ン
ス

貴
方

 
玲
音

な

咲
夜
お
前
ら

奴
と
何
か
あ

た
の
か

 
咲
夜

異
変
の
時
に

に
ボ

ボ

に
さ
れ
た
の
よ

 
お

様
と

と
で

ん
だ
け
ど

 
と

過
去
の
永
夜
異
変
の
事
を

り
返

て
い
る
が
話
は
進
ん
で
い
く

 

者

異

は
あ
る



 第１６２話 新たな刺客

 
巫
女

な
い

な
ら
暗
転
と

動
を
お
願
い

 

オ

ケ

な
ら
行
く

い
暗
転

 
そ
う
言
う
と
ま
た
目
の
前
が
真

暗
と
な
る

も
う

回
目
と
な
れ
ば

分
達
も

れ
た
も

の
だ

そ
し
て
暗
転
し

り
を
見
る
と

 
霊
夢

え

何
こ
れ

 
鈴
仙

椅
子
が
あ

て
外
は

物

 
紫
 

こ
れ

て

 
蓮
 

さ

さ
ん
こ
れ

 

え

こ
れ
電
車
の
中
で
す

 
そ
う
そ
れ
は
電
車
の
中
に
い
た
の
だ

だ
が
こ
こ
で

は
気
が
つ
く

 
聖
 

あ
れ
黒
さ
ん
が
い
な
い

 
萃
香

そ
れ
だ
け
じ

な
い
吸
血
⻤
や
あ
の

人
も

 
い
な
い

 
そ
う
先
程
ま
で
い
た
黒
や
レ
ミ
リ
ア
に
咲
夜
そ
し
て
玲
音
が

え

者
と
巫
女
も
い
な
か

た

す
る
と
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よ

 

 

あ

ま
た
出
ま
し
た

 

が

物

き
か
ら
出
て
き
た

そ
れ
と

時
に

が

き

る

 
音

発
車
し
ま
す

 
少
し

れ
て
電
車
が
動
き
出
し
た

 
幽
 

そ
れ
で

え
た
子
達
は
何
処
に

 

ま

る
な
よ
行
く

目
か
ら

 
妖
夢

へ

 
そ
う

ぶ
と

の

の
空
い
た
目
か
ら

が
出
る

そ
し
て
そ
の

は

が
り
扇

に
な
る
と
映

が
写
り
だ
す

写
し
出
さ
れ
た
映

に
は
電
車
の
上
で
レ
ミ
リ
ア
と
咲
夜
と
玲

音
が

者
と
巫
女
を
お

い
に
見
合
う
映

だ

た

 

 

え

映
写

の

能
が
あ
る
と
は

 

ま

な

さ
て
と
こ
こ
で
お
前
ら
に
リ
ア
ル

 
タ
イ

の
映

を
見
せ
て
や
る
よ

ゆ

く

 
り
と

い
で
な
よ
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そ
う
言
わ
れ

は
そ
れ

れ
に

ぐ
と

時
に
レ
ミ
リ
ア
達
の
弾
幕
ご

こ
が
開
始
さ
れ
た
の

だ

た

  
狗
神

者
か

 
鈴

狗
神
さ
ん
ボ

と
し
て
ど
う
し
た
の

 
狗
神

い
や
何
で
も
な
い

 
神
楽

怠
惰
さ
ん
ま
さ
か
こ
れ
も

 
怠
惰

は
い
そ
の
通
り
で
す

方
を
投
稿
し
た

に
良
け

 
れ
ば
見
て
く
だ
さ
い

 
鈴

あ

ち
て
何
時
投
稿
す
る
の

 
怠
惰

う

ん

分
次
回
か
そ
の
次
か
で
少
し
休
ん
で

 
あ

ち
を
投
稿
か
な
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狗
神

そ
う
か

 
怠
惰

う
ん

そ
れ
と
あ

ち
で
は
ま

こ
の
異
変
の

 
舞

裏
が
見
れ
る
と
だ
け
言

て
お
こ
う

 
神
楽

つ
ま
り
黒
幕
が
分
か
る

て
事
で
す
か

 
怠
惰

ま

そ
う
い
う
こ

ち

さ
て
と
ま

 
と
り
あ
え
ず
そ
ろ
そ
ろ
時
間
だ
か
ら
今
回
は

 
こ
こ
ま
で

 
鈴

者
様
ま
た
明
日

 
狗
神

じ

あ
な

 
神
楽

そ
れ
で
は



 第１６３話 電車の中で

 
第
１
６
３
話
 
電
車
の
中
で

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
レ
イ

ロ
で
よ
う
や
く
ミ
カ

ル
の
全
強
化
が
終
わ
り
試

用
し
て

い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

や

り

撃
力
が

過
ぎ
る

全

の
限
界
突
破
は
終
わ

て

い
る
の
に

い

お

と
こ
ん
な
話
は

め
に
し
て
そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
夜
の
都

を
走
り
回
る
電
車

そ
の
電
車
内
で
は
レ
ミ
リ
ア
達
の
弾
幕
ご

こ
を
観
戦
す
る
者

も
い
れ
ば

め
て
の
電
車
で

の
外
を

め
る
者
等
々
が
い
た

そ
ん
な
中
で

分
は
レ
ミ
リ
ア

達
の
弾
幕
ご

こ
を
観
戦
も
し
て
い
た
が
時
折

の
外
を

め
る

 
蓮
 

こ
う
し
て
見
る
と
本
当
に
現
代
に
帰

た

 
気
分
だ

 
霊
夢

蓮
達
が
い
た
外
の
世
界

て
こ
ん
な
感
じ
な
の

  
蓮
 

う
ん
ま

ル
の
屋
上
に
神
社
や
ら
は
な
い
け
ど
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昔
は
こ
う
や

て
電
車
に

り
な
が
ら

い
物
に

 
出

け
た
り
し
た
か
ら

か
し
い
か
な

 
と

昔
を

り
返
り
な
が
ら
そ
う
語
る

今
思
う
と
も
う
か
れ
こ
れ

年

上
が
経
過
し
て

い
る

い
よ
う
な
⻑
い
よ
う
な
不
思
議
な
感
じ
だ

 
霊
夢

何
時
か
外
の
世
界

て
の
を
見
て
み
た
い

 
も
の

 
蓮
 

な
ら
も
し
行
け
た
ら
一

に
行
こ
う
霊
夢

 
霊
夢

う

う
ん

 
と

そ
ん
な
会
話
を
し
て
い
る
と
隣
か
ら
魔
理
沙
や
ら
が

と
見
て
く
る

 
霧
雨

イ

イ

し
や
が

て
よ

 

 

お
や
お
や

ト
の
お
約
束
で
す
か

 
と

特
に
面
倒
な

人
が
見
て
く
る

こ
れ
に
は
霊
夢
も

が
真

だ

 
霊
夢

う
う

う
る
さ
い
わ

 
蓮
 

ア
ハ
ハ
ハ
ハ

 
こ
れ
に
は
も
う

分
は

笑
い
し
か
で
き
な
い

す
る
と
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い
や

い
子
達
は

ま
し
い
で
す

 
幽
 

貴
方
に
は
関
係
な
い
と
思
う
け
ど

 

い
や
い
や

に
も

人
は
い
ま
す
よ
え

 
と

ま
さ
か
の
と
ん
で
も
発
言
を
し
て
き
た

全
員
は
少
し
の

の
後
に

 
全
員

え

 
ま
た

き
の
あ
ま
り
に
全
員
で

ん
で
し
ま

た

 
妖
夢

え

 
萃
香

そ

そ
の
な
り
で

 

 

う

う

ん
こ
の
見
た
目
か
ら
す
る
と

に
桃
色

 
の
リ
ボ
ン
を

け
た

て
所
で
す
か

 
と

く

ン
パ
タ

ン
な
考
え
方
だ
が

ず
か
し
い
こ
と
に

分
も
そ
う
思

て
し
ま

た

因
み
に
名
前
の
予
想
は

ち

ん
と
か
に
な
り
そ
う
だ

そ
し
て

は
楽
し
そ
う
に

 

本
当
に
も
う

人
さ
ん
か
ら
は
女
心
が
分
か

て

 
な
い
で
す
よ

何
て
言
わ
れ
る
も
ん
で

ち
ま

 

て
る
で
す
よ

そ
こ
で
少
年
に
聞
き
た
い
ん
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だ
が
女
心

て
分
か
る

 
蓮
 

え

 
突
然
の

り
に

て
し
ま
う

だ
が

分
も
女
心
は
分
か
ら
な
い

た
だ
霊
夢
に
先
を

て
い
る
だ
と
か
そ
ん
な
事
し
か
し
て
い
な
い

 
蓮
 

う

ん

も
そ
ん
な
女
心
は
分
か
り
ま
せ
ん
よ

 
た
だ

 

た
だ

 
蓮
 

霊
夢
の

き
な
よ
う
な
よ
う
に
さ
せ
て
い
る
だ
け

 
で
す
よ

間

て
い
る
と
思

た
の
な
ら

め

 
ま
す
で
す
が
そ
う
で
な
い
な
ら
出
来
る
だ
け

女

 
の
た
め
に
時
間
を

て
あ

た
い
そ
う
考
え
て

 
い
る
だ
け
で
す
よ

 
霊
夢

ち

ち

と
蓮

 

ま
で
真

に
さ
せ
た
霊
夢
は

に
こ
の

が
見
ら
れ
な
い
よ
う
に
う
つ
向
く

 
霧
雨

ヒ

ヒ

い



 第１６３話 電車の中で

 
ア
リ

の
中
が

い
わ

 
紫
 

良
か

た
じ

な
い
霊
夢

 
霊
夢

う
う
う
う
う
う

 

る
霊
夢
を
見
て

は

笑
む

そ
し
て
そ
れ
を
聞
い
て
い
た

は

と

を
動
か

し 

い
や

そ
う
い
う
関
係
が

て
る
の
は

ま
し
き

 
事
で
す
よ
え

貴
方
に
比
べ
れ
ば

は

女
を

 
家
に

い
て
き
て
し
ま
い
ま
し
た
か
ら

 
と

の
テ
ン
シ

ン
は
下
が

て
い

た

 
蓮
 

え

 

も
こ
の
異
変
に
参

し
ま
し
た
で
す
が
こ
れ
は

 

ら
の
問

で
あ

て

女
に
は

き
手

を

 
し
て

間
近
く
会

て
な
い
ん
で
す
よ

 
聖
 

あ
ら
あ
ら

 
つ
ま
り
関
係
の
な
い

女
を
家
に

き
去
り
に
し
て
こ
の
異
変
に
参

し
た
よ
う
だ

そ
の
せ
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い
な
の
か

は
元
気
が
な
い

 

ま

帰

た
ら
確
実
に

に
包

を
刺
さ
れ
そ
う

 
で
す
け
ど

 

な

何
で
す
か
そ
の

ン

レ
は

 

い
や

メ
メ
タ
イ
話
で
す
が

女
を

人

や
ら

 
で
書
く
と

本
は

キ

ラ
も
し
く
は

ロ
い

 
キ

ラ
ま
た
は

ン

レ
で

か
れ
る
事
が

い

 
で
す
か
ら

 

 

メ
メ
タ

 
本
当
に
メ
タ
イ
話
を
し
て
き
た

と
い
う
か

の

女
は
性
格
は

な
ん
だ
と
思

た

 

だ
か
ら

い
ん
で
す
よ

 
蓮
 

う

う

ん
そ
れ
は

い
か
も

 
過
去
に
霊
夢
が
キ
レ
た

間
を
何
度
も
目
撃
し
て
い
る
た
め
そ
の

さ
は
分
か
る

こ
れ
か
ら

先
の
未
来
で

気
は
絶
対
や
ら
な
い
が
も
し
や

た
の
な
ら
確
定
で

分
も
殺
ら
れ
る
の
は
目
に

見
え
る



 第１６３話 電車の中で

 

は

お

と
無

話
が

く
な
り
や
し
た

  
蓮
 

い
え
こ
ち
ら
も
楽
し
か

た
の
で

 
と
話
し
て
い
る
と
い
つ
の
間
に
か
映

で
は
も
う
戦
い
が
ク
ラ
イ
マ

ク
ス
に
突

し
て
い

た

そ
し
て
そ
の
時
だ

た

映

で
巫
女
が

い

に

を
突
き
刺
さ
れ
て
電
車
に
向
か

て

吹

飛
ば
さ
れ
て
い
た

つ
ま
り
そ
れ
は

 
ド

ン

 
電
車
に

を
開
け
巫
女
が
電
車
に

て
き
た

 

 

あ

処
に
い
た
ら
大
変
で
し
た

 
萃
香

も
不
意
討
ち
は
無
理
だ
か
ら
な

 
と
言

て
い
る
と

が
上
が
り
そ
こ
か
ら
巫
女
が

か
ら
突
き
刺
さ

た

を
引
き

き
な

が
ら
出
て
く
る

 
巫
女

い
た
た
た

あ
ち

弾
し
ち

た

 
巫
女
は
言
う
の
だ
が
こ
こ
で

は

く

の
空
い
た

は
急

に
再
生
す
る

そ
し
て

を

見
る
と
こ
れ
ま
で
狐
の
面
で
見
え
な
か

た

女
の

が
見
え
た
の
だ

そ
の

は

さ
を
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す

少
女
の

だ

た

だ
が

く
の
は
そ
れ
ら
だ
け
で
は
な
い

 
萃
香

お
前
さ
ん
は

 

 

え

嘘

 
紫
 

そ
ん
な
貴
女

 
蓮
 

あ
れ

て

 
と

分
や

は

き
目
を

に
し
て
い
た

の
そ
な
言

か
ら
知
り
合
い
の
よ
う
だ
が

分
は
そ
の
少
女
を
見
た
こ
と
が
あ

た

は
少
し
変
わ

て
い
た
が
そ
れ
は

れ
も
な
く
理
久

兎
と
い
た
少
女
の

人
だ

た

 
霊
夢

紫
あ
れ
知
り
合
い
な
の

 
紫
 

あ
れ
は

様
の
従
者
の

人
だ

た
耶
狛

 
と
い
う
妖
怪
よ

 
と

紫
は
言
う
と
巫
女
も
と
い
耶
狛
は
そ
れ
を

 
耶
狛

え

あ

お
面
が

 
と

い
て
い
る
と
突
然
空
間
が
裂
け
た
か
の
よ
う
に
開
き
そ
こ
か
ら

を

さ
え
た

者
が
出
て
く
る



 第１６３話 電車の中で

 

者

く

す
ま
ん
し
く

た

 
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な

た

者
が
出
て
く
る

 
耶
狛

お

お
兄
ち

ん

バ
レ
た

 

者

そ
う
か

や
れ
や
れ

 
そ
う

く
と

者
は
隠
し
て
い
る

を

に
す
る

そ
れ
は

れ
も
な
く
イ
ケ
メ
ン
の

の

少
年
だ
が
そ
れ
も
夢
で
見
た
こ
と
の
あ
る
少
年
だ

た

 
紫
 

狛
ま
で
ど
う
い
う
こ
と
な
の
こ
れ
は

 

 

何
で

二
人
が

 

者
も
と
い

狛
は

方
を
見
る
と

 

狛

さ
ん

久
々
で
す

 
耶
狛

う
ん

久
々

 
と

狛
と
耶
狛
は

に
向
か

て
そ
う
言
う
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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鈴

う
わ

い

か
し
い

 
神
楽

え

お
知
り
合
い
な
ん
で
す
か

 
鈴

う
ん

人
は
晴
明
ち

ん
の
お
友
達
だ
よ

 
兄
の

狛
は
し

か
り
者
の
ま
じ
め
君
で
妹
の

 
耶
狛
は
活
発
で

え
ん

だ

た
か
な

 
神
楽

へ

そ
う
な
ん
で
す
か

 
狗
神

お

お

あ
れ
が

者
の

か

 
鈴

そ
れ
に

狛
君
の

て
そ
こ
そ
こ
の

だ
し

 
女
性
か
ら
は

か
け
ら
れ
そ
う
だ
よ

 
怠
惰

ま

大
体
は
耶
狛
が
隣
に
引

い
て
い
る
か
ら

 

女
と
間

わ
れ
る
ん
だ
け
ど

 
狗
神

意
外
な

定

だ
な

 
怠
惰

ま

あ
の

人
こ
こ
だ
け
の
話
だ
け
ど
色
々
と

 
ト
ラ

ル
に
は

き
込
ま
れ
て
い
る
ん
だ
よ

 
そ
れ
に
ち

と
し
た
秘

も
あ
る
し



 第１６３話 電車の中で

 
狗
神

秘

 
怠
惰

う
ん
ヒ
ン
ト
は
耶
狛
が
電
車
に
突

込
ん
で

 
き
た
後
か
ら
の
シ

ン

 
鈴

急

再
生

 
怠
惰

そ
う
そ
こ

そ
こ
の

分
は

分
語
ら
れ
る
だ

 
ろ
う
と
い
う
事
で
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

気
に
な
る
が
ま

い
い
次
回
も
よ
ろ
し
く
な

 
神
楽

で
は

者
様
ま
た
次
回
も
お
願
い
い
た
し
ま
す

 
鈴

そ
れ
じ

ま

た
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第
１
６
４
話
 
狼
兄
妹

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
遅
れ
て
す
み
ま
せ
ん
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

投
稿
す
る
前
に

て
し

ま
い
現

こ
の
よ
う
な
時
間
に
な

て
し
ま
い
ま
し
た

本
当
に
す
み
ま
せ
ん

で
は
気
を

り

し
て
狼
兄
妹
の
ち

と
し
た
秘

も

り
混

な
が
ら
本
編
へ
ど
う

 
壊
れ
て
も
な
お
走
る
電
車

そ
し
て
走
る
と
共
に
摩

音
が
鳴
り

く

だ
が
そ
ん
な
の
は
ど

う
で
も
良
い

今

目
の
前
に
い
る
者
達

狛
と
耶
狛
に

は

い
て
い
た

 
蓮
 

確
か
ル

ミ
ア
が
言

た

狛
と
耶
狛

て

 
貴
方
達
の
事
で
す
よ

 

狛

え

合

て
ま
す

れ
も
な
く

共
で
す

 
や
は
り
そ
の
よ
う
だ

だ
が
何

に
理
久
兎
の
従
者
が
こ
う
し
て
い
た
の
か

そ
し
て
何

に

分
達
と
対
立
し
た
の
か
良
く
分
か
ら
な
い

そ
ん
な
会
話
を
し
て
い
る
と

 
レ
ミ

こ
れ
で
リ

ン
ジ
は

た
し
た
わ
よ
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咲
夜

対
戦
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
玲
音

そ
れ
と
そ
こ
の

ち

ん
お
前
さ
ん
滅

滅

 
な
戦
い
だ
な

て
か
よ
お

の

が

い
た

 

な
の
に
そ
の
体
は
ど
う
な

て
ん
だ

 
レ
ミ
リ
ア
達
が
や

て
来
た

そ
し
て
玲
音
は
先
程
の
耶
狛
の

が
一

で
治

て
い
る
事
に

い
て
い
た

し
か
も

様
に

狛
も

を

さ
え
る
の
を

め
る
と
そ
の
場
所
だ
け
不

然
に

が

け
て
い
た

そ
し
て
そ
れ
を
見
て
い
た
鈴
仙
は

を
真

に
し
な
が
ら

 
鈴
仙

様
や
姫
様
と

じ
よ
う
な
急

回
復
に

 
特
に
そ
の
男
性
の
白

は

ま

ま
さ
か

 
不

不
死

 
紫
 

え

 
そ
の
発
言
に

は

く

そ
れ
に
つ
い
て

狛
が
語
り
だ
し
た

 

狛

え

合

て
ま
す
よ

に
妹
は
不

不
死
で
す

 

さ
ん
そ
れ
も
蓮
さ
ん
は
竹

物
語

て
い
う

 
物
語
は
知

て
い
ま
す
よ
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蓮
 

え

夜
姫
の
物
語
で
す
よ

 

狛

は
い
知

て
る
な
ら
問

で
す
そ
の
物
語
で
は

 

の

は
出
て
き
ま
す
が

夜
姫
は
何
人
に

 

た
の
か
分
か
り
ま
す
か

 
蓮
 

に
そ
し
て
育
て
の
親
で
あ
る

と

だ
か
ら

 

人

ん

待
て
よ

 
こ
の
時
に
あ
る

和
感
を
覚
え
た

そ
れ
は
妹
紅
が
確
か

を

つ

ん
で
い
る
と
な
る
と

つ
ま
り

り
は

つ

そ
し
て
そ
の

つ
は
処
分
さ
れ
て
な
く
目
の
前
の

狛
と
耶
狛
が

ん

だ

そ
れ
が
正
解
だ
ろ
う
と
思

た

 

 
蓮
 

つ
ま
り

り
の

つ
は

狛
さ
ん
と
耶
狛
さ
ん

 
が

ん
だ

て
事
で
す
か

 
耶
狛

ン

ン

ン

ン

パ

パ

 
耶
狛
は
こ
ん
な
テ
ン
シ

ン
だ
が

は
騒
然
と
し
て

て
し
ま
う

す
る
と
そ
の
中
で
紫
は

人
に
あ
る
事
を
聞
き
始
め
た

 
紫
 

狛
に
耶
狛

聞
か
せ
て
く
れ
な
い
か
し
ら
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何

人
は

達
の
前
か
ら
去

た
の
か
を

 
耶
狛

え

え

と
そ
れ
は

 
と
耶
狛
が

え
よ
う
と
す
る
と

狛
が
耶
狛
の
前
に

を
だ
し

め
る

そ
し
て
代
わ
り
に

狛
が

え
る

 

狛

マ
ス
タ

か
ら

分
達
に

て
ら
れ
た

言
を

 
ま

と
う
し
て
い
た
ん
で
す
よ

た
だ
強
く

 
な
れ
と

 
耶
狛

ま

強
く
な
る
な
ら

⻤
夜
行
に
た
だ
い
て
も

 
強
く
は
な
れ
な
い
か
ら

け
て
武
者
修
行
し
て

 
た

て
感
じ
か
な

 
紫
 

そ
う

 
何

だ
ろ
う

狛
に
限

て
は

く
真
面
目
に
言

て
く
れ
る
の
だ
が
耶
狛
に
限

て
は
常

に

と
し
て
い
る

兄
妹
と
い

て
も
こ
こ
ま
で

う
み
た
い
だ

そ
し
て

狛
と
耶
狛

に
こ
れ
ま
で
気
に
な

て
い
た
あ
る
こ
と
を
聞
く
こ
と
に
し
た

 
蓮
 

狛
さ
ん
耶
狛
さ
ん
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
隠
者
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の
正
体
は

な
の
か
を

 
か
つ
て
戦

た

に
興

深
い
事
を

い
て
い
た
事
を
思
い
出
す

そ
の
言

は
マ
ス
タ

と

い
う
言

だ

狛
と
耶
狛
は
理
久
兎
に
仕
え
て
い
た
と
い
う
の
な
ら
マ
ス
タ

と
い
う
言

は

つ
ま
り
理
久
兎
を
さ
す
と
い
う
事
に
な
る

だ
が
こ
の
異
変
の
目
的
と

す
る
た
め
に
確
認
と

し
て
聞
く

狛
は

 

狛

そ
れ
は

分
達
の
目
で
見
る
こ
と
を

め

 
ま
す
よ

 
耶
狛

そ
れ
に

こ
の
先
に

が
知
り
た
い

の
・真
・実

 
が
あ
る
ん
だ
か
ら

 
先
程
の
黒
と

じ
こ
と
を
言
う

そ
の
真
実
と
は
い

た
い
何
な
の
だ

 
蓮
 

真
実

て
い

た
い
ど
う
い
う

 
そ
の
真
実
に
つ
い
て
聞
こ
う
と
し
た
そ
の
時
だ

た

 

 

ギ

 
と

を
塞
ぎ
た
く
な
る
よ
う
な
お

ま
し
い

び
が
聞
こ
え
る

そ
れ
は
聞
き
覚
え
の
あ
る

び

そ
れ
は
⻄
行
妖
の

び
と

じ
だ

た
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紫
 

ま
さ
か
⻄
行
妖
を
目
覚
め
さ
せ
た
の

 

狛

え

ま

 
耶
狛

因
み
に

ん
だ
の
は

達
だ
よ

 
妖
夢

な

 
ど
う
や
ら
⻄
行
妖
を

ん
だ
の
は

人
の
よ
う
だ

そ
の
理

は
黒
や

狛
と
耶
狛
が
言
う

真
実
と
結
び

い
て
い
る
の
だ
ろ
う

 

狛

さ
て
と
こ
ん
な
所
で
無

話
は
あ
ま
り
よ
ろ

 
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん

こ
ち
ら
を
ど
う

 
そ
う
言
い

狛
は

を
投

し
て
く
る

そ
れ
を
蓮
は
受
け
と
る

 
耶
狛

そ
れ
じ

を
さ

き
の
闘
技
場
ま
で

る

 

あ

因
み
に
闘
技
場
か
ら
真

ぐ
に

 
門
を
潜
れ
ば

ル
の
近
く
に
出
る
か
ら

 
霊
夢

ち

待
ち
な
さ
い

 
と
言
う
前
に

狛
と
耶
狛
は

元
に
先
程
の
裂
け
目
よ
り
も
更
に
大
き
な
裂
け
目
を

り
出

す
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蓮
 

う
わ

 
霊
夢

ぐ

 
突
然
の
事
で

は
対
処
し
き
れ
ず
に
裂
け
目
へ
と
落
ち
て
い
く
の
だ

た

そ
し
て
何
と
か
地

面
に
落
ち
ず
に

遊
し

は
落
ち
ず
に
住
む
が
落
ち
た
先
は

 
蓮
 

さ

き
の
闘
技
場
に
戻

て
き
た

 
霧
雨

な

く

を
回
そ
う

 
聖
 

黒
さ
ん
も
流
石
に
い
ま
せ
ん
か

 
ア
リ

ど
う
せ
先
に
進
め
ば
会
え
る
わ
よ

 
と

は
言
う
な
か

分
は
祭
壇
へ
と
進
み

を
回
す

そ
し
て

 
祭
壇

ロ

ク
解
除

ク
リ
ア
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

 
ま
す

 
祭
壇
か
ら
音

が
流
れ
る

そ
し
て

時
に
闘
技
場
の
大
き
な
門
が
開
く

ど
う
や
ら
こ
れ
で

先
に
進
め
そ
う
だ

 
霊
夢

蓮
い
く
わ
よ

 
蓮
 

う
ん
行
こ
う
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に
続
き

分
も
先
に
進
む
の
だ

た

門
を
潜
り
暗
い
道
を
進
ん
で
い
く

そ
し
て
光
が
見

え
る
と
そ
の
先
へ
と
進
む
と

 
蓮
 

え

 

こ
れ

て
メ
ト
ロ
の

り

 
そ
う
出
て
き
た
の
は
何
と
メ
ト
ロ
地
下

の

り

だ

た
の
だ

上
空
に
い
た

な
の

に
お
か
し
な
事
だ

 
ア
リ

ら
く
地
下
か
ら
出
た

て
事
は
空
間
が

 

ん
で
る

て
事

 
霧
雨

お
い
お
い
空
間
を

ま
せ
る

て
レ

ル

 
が

い
す
ぎ
る

 
確
か
に
そ
う
だ

こ
こ
だ
け
の
話
も
う
幻
想
郷
に

れ
た
た
め
常
識
な
ど
か
な
ぐ
り

て
た

だ
が
こ
こ
ま
で
常
識
を
か
な
ぐ
り

て
た
と
な
る
と
流
石
に
目
を

に
し
て
し
ま
う

 
紫
 

と
り
あ
え
ず
結
界
は
解
け
た
み
た
い
だ
し
上
へ

 
行
き
ま
し

う

狛
や
耶
狛
の
言
う
真
実
を
目

 
に
し
た
い
わ
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よ
く
見
て
み
る
と

分
達
の
目

す

ル
が
す
ぐ
目
の
前
に
あ

た

し
か
も
紫
の
言
う
通
り

結
界
も
解
け
た
よ
う
だ

な
ら
ば
上
へ
と
目

す

な
い

 
霊
夢

そ
う

 
蓮
 

ど
ん
な
真
実
が
あ
る
ん
だ
ろ
う

 
そ
の
先
に
あ
る
真
実
を
見
る
が
た
め
に
全
員
は

ル
の
屋
上
へ
と
飛
ぶ

そ
し
て

か
高
く
の

ル
を

る
と
そ
こ
に
は

 
幽
 

⻄
行
妖

 
蓮
 

し
か
も
満
開
に
な

て
る

 
そ
う
そ
こ
に
は
満
開
と
な

た
⻄
行
妖
が

つ
も
の
注

で

ら
れ
て
満
開
と
な

て
い

た

そ
し
て
注

に
あ
る
物
い
や

が

る
さ
れ
て
い
た

 

 

あ
れ

て
ま
さ
か

 
萃
香

紫
か
ら
少
し
聞
い
て
い
た
け
ど
本
当
に

ま

 
れ
て
る
な
ん
て

 
紫
 

様
の

 
紫
達
は
す
ぐ
に
⻄
行
妖
へ
と
向
か
う

そ
れ
に
は
蓮
達
も
着
い
て
い
く
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紫
 

本
当
に

様
を
蘇
ら
せ
る
つ
も
り
な
の

 
と

紫
が

い
た
そ
の
時

 
ガ

リ

 
そ
ん
な
音
が
聞
こ
え
る
と

に
火

を
構
え
る
年

い
た

が
い
た

特
に

く
の
は
そ

の

色
の

そ
れ
は
に
と
り
と

じ

の
色
だ

 
霧
雨

お

お
前
ま
さ
か
に
と
り
の

 

 

う
に
と
り
を
知

て
お
る
か

何
に
も

 
に
と
り
の
祖

名
を

城

ン
ガ
イ

 
行
方
不
明
と
な

て
い
た
に
と
り
の
祖

も
い
た

ど
う
や
ら
や
は
り
行
方
不
明
に
な

て
い

た
妖
怪
達
は
全
員
こ
の
異
変
に
手
を
貸
し
た
よ
う
だ

 
紫
 

ン
ガ
イ
そ
の

を
お
ろ
し
て
も
ら
え
な
い

 
か
し
ら

 

ン

紫
様
の
頼
み
で
も
そ
れ
は
出
来
ま
せ
ん
そ
し
て

 
も
う
時
間
き
れ
な
ん
す
よ

 

 

え

時
間

れ
で
す
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が
聞
こ
え
見
て
み
る
と
そ
こ
に
は
咲
夜
と

じ
メ
イ
ド
が
い
た

し
か
も
そ
の
メ
イ
ド
の
手

に
は
あ
り
え
な
い
物
が

ら
れ
て
い
た

 
蓮
 

そ
れ
は
空
紅

 
そ
う
⻄
行
妖
の
封
印
の
た
め
に
突
き
刺
さ
れ
て
い
た
刀

空
紅
が

ら
れ
て
い
た
の
だ

 

 

は
い

そ
し
て

ン
ガ
イ
ご

力
を
あ
り
が
と
う

 
ご
ざ
い
ま
し
た

 
そ
う
言
う
と

時
に
空
紅
を

た

間
空
紅
の
刀

か
ら
桃
色
の
炎
が
舞
い
上
が
り
理
久

兎
の

に

撃
す
る

そ
し
て

 
ボ

ン

 
突
然

が

発
し
た

発
す
る
と

時
に

に

て
い
た
理
久
兎
の
も
の
で
あ
ろ
う
無

数
の

が

り
に
散
ら
ば
る

 
蓮
 

な

 

ン

お
い

貴
様
総
大
将
の

に
な
ん
て
事
を

 

ン
ガ
イ
は

を
メ
イ
ド
に
向
け
る

そ
し
て
メ
イ
ド
は
真

黒
の
笑

を
見
せ
る

 

 

中
々

楽
し
め
ま
し
た
よ
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メ
イ
ド
は
楽
し
そ
う
に
空
紅
を
大
道

の

用
で
ク
ル
ク
ル
と
回
す
と

 
ボ

 
一

で

り
上

る
と
炎
の
斬
撃
波
が

ン
ガ
イ
の
手
に

つ

の
先

を

か
し
た

 

ン

な

 
そ
し
て
こ
の
今
の
動

を
見
て
霊
夢
は
確

し
た
の
か

 
霊
夢

貴
女
が
隠
者
な
の

 
そ
れ
を
聞
く
と
メ
イ
ド
は
楽
し
そ
う
に

 
隠
者

そ
う

が
隠
者
の
正
体
か
し
ら

 
と

メ
イ
ド
も
と
い
隠
者
は
楽
し
そ
う
に
そ
う
話
す
の
だ

た

 
怠
惰

そ
れ
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
鈴

今
思

た
事
が
あ
る
ん
だ

 
狗
神

ん

何
だ
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神
楽

何
で
し

う
か

 
鈴

平
安
時
代
の
武
士
共
使
え
な
い
わ

て

 
狗
神

そ
れ
は
分
か
る

か
ら
し
て
も

り

か
り

 
安
く
し
か
も
食

と
し
と
も
最

だ

た
な

 
神
楽

う

う

ん
時
代
が

う
と
は
い
え
そ
の

 
武
士
に
使
わ
れ
た
ん
で
少
し
複

な
心

で

 
す

 
怠
惰

お
前
ら
な

奴
ら
も
家
族
を
思

て
仕
事

 
し
て
い
る
ん
だ

 
狗
神

知
ら
ん

 
鈴

い
て
い
る
な
り
に

張

て

し
い

 
神
楽

え

と

分
こ
の
お
二
人
に
は
何
を
言

て
も

 
こ
れ

上
は
無

で
す

 
怠
惰

ま

た
く

ま

良
い
や
あ

そ
ろ
そ
ろ

 
時
間
か
そ
れ
で
は

者
様
今
回
も
あ
り
が
と
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う
ご
ざ
い
ま
し
た
因
み
に
次
回
か
ら
は
ま
た

 
あ

ち
を
投
稿
す
る
の
で
ご

知
を
下
さ
い

 
狗
神

ら
し
い
か
ら
気
を

け
ろ
よ

 
鈴

ア
ハ
ハ

そ
れ
じ

者
様

 
神
楽

ま
た
次
の
投
稿
ま
で

 
怠
惰

バ
イ
バ
イ
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第
１
６
５
話
 
本
当
の
真
実

 
こ
ん
ば
ん
わ

者
様
バ
イ
ト
で
体
が
ボ
ロ
ボ
ロ
な
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

そ
し
て
明
日
も

ま
た
バ
イ
ト
で
す

体
が

だ
ら
け
で
本
当
に

い
で
す

で
は
で
は

者
様
今
回
も
ど
う

 

え
上
が
る
理
久
兎
の

そ
こ
に
は

な
笑
み
を

か
べ
る
女
性
も
と
い
隠
者
が

人

こ
の
場
に
い
る
全
員
が
こ
の
時
に
危
険
と
判
断
し
た
だ
ろ
う

 
霧
雨

こ
い
つ
が
隠
者

 
妖
夢

し
か
も
女
性

 
見
た
目
を
更
に

し
く
言
う
な
ら

麗
な
⻑

で

は
白
く
そ
し
て
狗
神
と

等
レ

ル
の

の
女
性
だ

た

 
紫
 

貴
女

よ
く
も

 
紫
は
も
う

キ
レ
を
通
り
越
し

も

々
し
く
な

て
い
た

す
る
と

 
ド

ン
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と

屋
上
の

が
開
き
そ
こ
か
ら
何
と

く
こ
と
に

 
幽
香

そ
ろ
そ
ろ
か
と
思

て
き
た
ら
こ
れ
は
ど
う

 
い
う
事
か
し
ら

 
風
雅

り

理
久
兎

の

が
そ
れ
に
ま
さ
か
そ
の

 

は

 
小
町

あ
り

り

 
幽
香
に
天
魔
の
風
雅
そ
し
て
小
町
が
出
て
き
た

ど
う
や
ら
こ
の
事
に

は

い
て
い
る
よ
う

だ 
隠
者

あ
ら

ご
め
ん
な
さ
い

 

き

 
隠
者
は
楽
し
そ
う
に
近
く
に
あ

た
理
久
兎

の
物
ら
し
き

を

み

い
た

そ
の

時
だ

た

か
ら
と
て
つ
も
な
い
殺
気
を
感
じ
た

 
紫
 

貴
女
は
た
だ
殺
す
だ
け
で
は

メ
み
た
い

 

に
命

い
を
し
て
も

は
貴
女
を
許
さ
な
い

 
わ

こ
こ
で
死
に
な
さ
い
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幽
香

悪
い
け
ど
も
う

も
貴
女
達
を
手
伝
う
気
は

 
な
い
わ
死
ぬ
の
が
楽
と
思
え
る
ぐ
ら
い
に

し
て

 
あ

る
わ

 
風
雅

下

だ

 

 

天
魔
様
に
着
い
て
い
き
ま
す

 
萃
香

理
久
兎
の

は
と
ら
せ
て
も
ら
う
よ

 
と

は
殺
す
気
満
々
だ

だ
が

分
は
気
に
な
る
こ
と
が

く
あ
り
そ
れ
が
複

に

み

合

て
い
た

だ
か
ら
こ
そ

し
く

に
な
れ
た

そ
し
て

 
蓮
 

聞
き
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す

 
隠
者

お
や
何
で
し

う
か

 
隠
者
は

笑
み
な
が
ら

分
を
見
る

ど
う
や
ら

え
て
く
れ
そ
う
だ

 
霊
夢

蓮
あ
ん
た
は
何
を
考
え
て

 
蓮
 

霊
夢
そ
れ
に

少
し
だ
け
時
間
を
下
さ
い

 

に
頼
む
と

は
各
々
武

や
構
え
を
解
か
な
い
が
少
し
は
待

て
く
れ
そ
う
だ

目
の
前
の

隠
者
の
目
を
見
な
が
ら
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蓮
 

聞
き
た
い
事
は

つ
か
あ
り
ま
す
ど
れ
も
貴
方
の

 
本
当
の
正
体
に
結
び

く

問
だ
と

は
思

て

 
い
ま
す

 
隠
者

面
白
そ
う
続
け
て

 
蓮
 

ま
ず

つ

を

て

達
に
ア
ド
バ
イ
ス
を

 
く
れ
た
の
は
貴
方
で
す
よ

 
紫
 

え

 

は
隠
者
を
見
る
と
隠
者
は
笑
い
な
が
ら

手
を

す
る

す
る
と
何
処
か
ら
と
も
な
く

が
出
て
く
る
と

は
カ
タ
カ
タ
と

を
動
か
し
な
が
ら

 
隠
者

え

そ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
よ

正
解
で
ご
ざ

 
い
ま
す

 
霧
雨

な

 
妖
夢

す

い

 
何
と

の
高
さ
が
急
に
変
わ

た

こ
れ
に
は

も

ク
リ
だ

 
隠
者

因
み
に
ど
う
や

て
見

い
た
の
で
す
か
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蓮
 

そ
れ
は
分
か
り
や
す
か

た
で
す
黒
さ
ん
の
時

 
に

か
ら
の
言

で

て
い
た
の
を
見

 
て

ン
と
来
ま
し
た
そ
れ
に
黒
さ
ん
は
貴
方
の

 
事
を

人
と
過
去
に
言

て
い
た
の
で

 
隠
者

る
程
そ
れ
で

に
は

 
蓮
 

次
は
ア
リ
ス
さ
ん
の
記
憶
の
事
で
す

 
ア
リ

え

 

分
の
事
で
話
さ
れ
る
の
に

い
た
の
か
ア
リ
ス
は
少
し

た

を
し
た

だ
が
真
実
を
知

る
た
め
に
聞
く

 
蓮
 

実
は
こ
れ
も
黒
さ
ん
か
ら
聞
い
た
ん
で
す
ア
リ
ス

 
さ
ん
の
記
憶
は

き

ら
れ
た

て
つ
ま
り

き

 

る
と
い
う
行

を
し
た
と
い
う
事
は
そ
の
時
に

 
ア
リ
ス
さ
ん
は
貴
方
の
正
体
の
事
に
つ
い
て
知

 
て
い
た
そ
の
た
め
に

い
た

て
事
で
す
よ

 
隠
者
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隠
者
は
何
も

え
な
い

そ
し
て
更
に
続
け
て
い
く

 
蓮
 

秘
で
す
か

そ
れ
な
ら
次
で
す
先
程
に

達
は

 

狛
さ
ん
や
耶
狛
さ
ん
と
も
会
い
ま
し
た

 
幽
香

え

 
風
雅

あ
の

人
に
会

た
の
か

 

人
は

い
て
い
た

ど
う
や
ら

狛
と
耶
狛
の
事
は
知
ら
れ
て
な
か

た
よ
う
だ

 
蓮
 

は
い
会
い
ま
し
た
よ
そ
し
て
前
に
守
矢
神
社
で

 

狛
さ
ん
と
戦

た

に

い
た
ん
で
す
よ

 
マ
ス
タ

て

 
霧
雨

え

え

 

ど

ど
う
い
う
事
な
ん
で
す
か

 

り
の

は

き
な
が
ら
も
隠
者
を
見
る

 
隠
者

そ
れ
で

後
何

の

問
が

て
い
る
の

 
か
し
ら

 
蓮
 

そ
し
て

り

つ
で
す

次
に
最

に

達
が
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こ
こ
に
来
る

に
来
た
神
社
で
す

 
聖
 

え

と
そ
の
神
社
が
ど
う
か
し
た
の
で
す
か

 
蓮
 

耶
狛
神
社

い
え
こ
れ
は

狛
さ
ん
や
耶
狛

 
さ
ん
か
ら
名
前
を
も
じ

て
い
た
所
そ
し
て

 
の
狼
の
兄
妹
の
神
使

そ
れ
が

す
事
は
あ
の

 

人
は
妖
怪
で
は
な
く
神
の
使
い
神
使
と
い
う
事

 
そ
こ
の
中

に

す
る
龍
の
神
こ
れ
は

れ
も

 
な
く
貴
方
を

す

そ
し
て
こ
れ
が
最
後
で
す

 

分
は
大
き
く

を
吸
い
な
が
ら
隠
者
を
見
る
と

 
蓮
 

紫
さ
ん
に
ち

ん
つ
け
し
た
事
そ
れ
は
聞
い
た
話

 
に
よ
る
と

人
し
か
い
な
か

た
そ
う
で
す
そ
の

 

人
と
は
理
久
兎
さ
ん
た
だ

人
だ

た
と
い
う

 
事
そ
れ
ら
が
全
て
を

す
こ
と
は

 
妖
夢

あ
の
す
み
ま
せ
ん
が
蓮
さ
ん
分
か
り
ま
せ
ん
よ

 
霧
雨

待
て

て

理
に
つ
い
て
い
け

よ
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理

そ
ん
な
も
の
で
は
な
い

こ
れ
は
事
実
だ

前
に
魔
理
沙
が

て
き
た

人
の
古

代
の
神
の
名
前
と
そ
の
内
容
を
思
い
出
し
な
が
ら

 
蓮
 

つ
ま
り
理
久
兎
さ
ん
は
確
か
に
死
ん
だ
け
ど
ま
た

 
復
活
し
た
そ
し
て
そ
の
理
久
兎
さ
ん
は
今

 
達
の
目
の
前
に
い
る
人
物

 
隠
者
を
見
な
が
ら
真

ぐ
な
目
で
見
な
が
ら

 
蓮
 

そ
う
で
す
よ

理
久
兎
さ
ん
い
や
こ
う
呼
ん
だ
方

 
が
良
い
で
す
か

龍
神
が
最

に
想

し
た
神
に

 
し
て
理
の
神

深
常
理
久
兎

大
能
神
さ
ん

 

は
一

に
隠
者
を
見
る
と
隠
者
は

 
隠
者

く
く

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
見
事
だ

 

蓮

 
笑
い
方
や

が
女
の

で
は
な
く
夢
で
聞
い
た
男
の

へ
と
変

す
る

そ
し
て
突

と
し
て

メ
イ
ド
を
黒
い
⻯

が
襲
う

そ
し
て

 
ジ

キ
ン
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黒
い
⻯

は
真

二
つ
に

ら
れ
⻯

の
中
が

に
な
る

そ
こ
に
は
メ
イ
ド
は
い
な
か

た

が
代
わ
り
に
空
紅
を
手
に

つ
男
性
が
い
た

そ
う
そ
の
男
性
こ
そ
こ
の
異
変
の
本
当
の
首
謀
者

そ
の
名
を

 
理
 

正
解
だ
蓮
そ
う
隠
者
の
正
体
は

こ
と
深
常

 
理
久
兎
い
や
神
名
を
深
常
理
久
兎

大
能
神

 
そ
れ
が
こ
の
異
変
の
首
謀
者
の
名
さ

 
蓮
 

や

り

 

は
真
の

を

に
し
た
こ
の
首
謀
者
を
目
に
す
る
事
と
な
る
の
だ

た

 
怠
惰

そ
れ
で
は

者
様
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

 
い
ま
し
た

 
狗
神

理
久
兎
の
野

生
き
て
や
が

た
の
か

 
神
楽

で
で
伝
説
の
妖
怪
王

 
鈴

そ
ん
な
事
よ
り
も

は
理
久
兎
が
神

て
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め
て
聞
い
た
け
ど

 
怠
惰

と
り
あ
え
ず
は
次
回

か
そ
の
次
回
ぐ
ら
い

 
で
ぶ
つ
か
り
合
う
よ

と
は

 
神
楽

因
み
に
怠
惰
さ
ん
理
久
兎

て
そ
の
や

り

 
化
け
物
レ

ル

 
怠
惰

ま

そ
う
だ

こ
の
小
説
だ
と
紫
を
育
て
あ

 
し
か
も
紫
の

散

い
性
格
は

の
せ
い
で
な

 

て
し
ま

た
と
い

て
も
過
言
じ

な
い

 
鈴

い
や
そ
れ
強
い

て
い
う
か

 
狗
神

子

に
悪

を

え
た
や
つ
だ
な

 
怠
惰

ま

合

て
る
か
と
り
あ
え
ず
は
強
い
と
だ
け

 
言

て
お
く
よ

 
神
楽

折
ら
れ
ま
せ
ん
よ
う
に

 
怠
惰

心

性
だ
な

ま

良
い
か
で
は

者
様
今
回

 
は
こ
こ
ま
で
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狗
神

ま
た
次
回
よ
ろ
し
く
な

 
鈴

そ
れ
じ

者
様

 
神
楽

え

と
ま
た
明
日
に
で
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

 
ま
し
た
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第
１
６
６
話
 
語
ら
れ
る
真
実

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
銀

の
録

し
た
も
の
を
や

と
全
て

化
で
き
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔

で
す

色
々
と

バ
い

タ
が

く
て
本
当
に

ラ

ラ
と
笑

て
し
ま
い
ま
す

お

と
⻑

話
も
あ
れ
な
の
で
本
編
へ
ど
う

 
目
の
前
に
は
あ
り
え
な
い
光
景
が
映
る

そ
れ
死
ん
だ

の
理
久
兎
が
笑
い
な
が
ら
立

て
い

た
の
だ

 
紫
 

嘘

嘘
よ

も
う

様
は

で
も

 
萃
香

天
狗

こ
れ
は
幻
じ

な
い
よ

 

 

ま

幻
で
は
な
さ
そ
う
で
す

 

ン

ま
さ
か
総
大
将
は
ず

と

 
風
雅

理
久
兎

が
生
き
て
い
た

 
幽
香

理
久
兎

貴
方
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と

は

き
な
が
ら
も

し
さ
が
込
み
上

て
い
た

だ
が
そ
れ
だ
け
で
は
な
い

 
蓮
 

理
と
憶

は
あ

た
け
ど
本
当
に
当
た
る

 
な
ん
て

 
霧
雨

ら
を

け
た
の
が
ま
さ
か
お
前
だ

た

 
な
ん
て

 
霊
夢

命

て

ろ
し
い
も
の

 

天
理
さ
ん
が
ま
さ
か
ぬ
ら
り
ひ

ん
だ

た

 
と
は

 

分
も

く
が
霊
夢
達
も

い
て
い
た

そ
し
て
理
久
兎
は
笑
い
な
が
ら

 
理
 

し
か
し
見
事
な

理
だ

た
よ
や

り

の

 
所
か
ら
古
き

を

ん
だ
の
は
君
達
だ

た

 
か

 
霧
雨

ヒ

ヒ

ヒ

 

ん
だ
張
本
人
で
あ
る
魔
理
沙
は

分
は
知
ら
な
い
と
言
わ
ん
と
い
う
ば
か
り
に

を
吹
か

せ
目
を
そ
ら
す
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理
 

ま

ど
う
で
も
良
い
や

 
鈴
仙

所
で
先
程
に
深
常
理
久
兎

大
能
神
と
言
い

 
ま
し
た
が
そ
れ

て
年

的
に
は

 
理
 

あ

え
て
言
お
う

は
永

よ
り
も
年
上

 
因
み
に
ま
だ
月
の

達
が
月
に

り
住
む
前
に

 
永

の
屋
敷
で
居

し
て
た
よ

 
そ
れ
を
聞
い
た
鈴
仙
は

い
て
い
た

だ
が
そ
れ
は

分
も

く

永

の
家
に
居

し
て
い

た
人
物
を
永

本
人
か
ら
昔
に
聞
い
て
い
た
か
ら
だ

 
鈴
仙

そ
そ
そ
れ

て
新

理
千

 
蓮
 

つ
ま
り
あ
の
時
に
霊
夢
達
を

痛
に

れ
た

 
お
酒
を

た
の

て
理
久
兎
さ
ん

 
そ
れ
を
聞
き
理
久
兎
は

い
て
い
た

 
理
 

お
前
ら
ま
さ
か
あ
れ
を

ん
だ
の
か

 

だ
な

 

ツ
ン
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理
久
兎
の
発
言
で

り
の

酒
を

ん
だ
者
達
は

間
に
シ

が

て
い
た

無
理
も

な
い
あ
ん
な
地
獄
を

わ
え
ば

 
レ
ミ

お
前
か

 
霧
雨

お
前
の
せ
い
で
こ

ち
は

い
目
に
あ

た
ん

 
だ

 
咲
夜

あ
れ
は
地
獄
だ

た
わ

 
玲
音

お
い
お
い

仕
事
を
増
や
し
た
張
本
人
は
こ
い
つ

 
か
よ

 
そ
れ
を
聞
き
理
久
兎
は
何

だ
か

笑
い
し
な
が
ら

を

く
と

 
理
 

い
や

何
か
悪
か

た
な

と
い
う
か
泥
棒

 
す
る
の
が
悪
い
か
ら
一

に
も

が
悪
い
と
は

 
言
え
な
い
け
ど
な

 
幽
 

そ

そ
れ
を
言
わ
れ
る
と
反

で
き
な
い
わ

 
紫

 
紫
 

そ
う
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理
久
兎
の
言
う
通
り
こ
れ
に
は
反

が
で
き
な
い

す
る
と
理
久
兎
は

手
を
動
か
す
と

 
理
 

ま

少
し
教
え
て
や
る
よ

 
そ
う
言

た
時
だ

た

突

と
し
て

方

方
か
ら
理
久
兎
が
出
て
く
る

人
は
真

白
の

ト
を
着
た
理
久
兎

も
う

人
は

目
に

を

た
理
久
兎

ま
た

人
は
現
代

人
の

を
着
て
い
る
理
久
兎

そ
し
て
隠
者
の

ト
を
着
て
い
る
理
久
兎
に
最
後
に
先
程
の
メ

イ
ド
も
い
た

 
霊
夢

こ
れ

て

あ
ん
た

 
理
 

理
千
も
理
波
も
理
天
も
隠
者
も
メ
イ
ド
も
そ
し
て

 
こ
の
理
久
兎
も
全
て
は

人
の
男
の
事
を

す

 
そ
れ
が
深
常
理
久
兎

大
能
神
と
い
う
男
神
さ

 
パ

ン

 

パ

ン
で
今
い
た
理
久
兎
達
は

え
た

そ
し
て

た
の
は
空
紅
を
手
に

つ
理
久
兎

だ
け
だ

 
理
 

さ
て

 
と

理
久
兎
は

方
を
楽
し
そ
う
に
見
た
そ
の

間



 第十四章 幻妖 理禍畏 異変

 
幽
香

理
久
兎
や

と
貴
方
を
倒
せ
る
わ

 
理
久
兎
の

後
か
ら
幽
香
が

を
構
え
理
久
兎
へ
と

り
か
か
る
の
だ
が

 
ジ

キ
ン

 
突
然
だ

た

理
久
兎
の

後
か
ら

人
の
男
性
が
飛
び
出
し
て
く
る

そ
れ
を
見
て
特
に

い
た
の
は
魔
理
沙
と
ア
リ
ス
に
聖
だ

 
霧
雨

な

お
前
は

 
聖
 

黒
さ
ん

 
ア
リ

も
う
立
ち
上
が
れ
る
の

 
先
程
に
魔
理
沙
達
と
戦

た
黒
が
出
て
来
て
手
に

つ
ハ
ル
バ

ド
で
受
け

め
た
の
だ

 
黒
 

よ

し
か
し
ま
さ
か
不
意

ち
を
し
て
く
る
と

 
は
な

 
理
 

確
か
に
な

に
し
て
は
手

だ
な
幽
香

 
幽
香

散
々

し
て
お
い
て
そ
れ
を
言
う
か
し
ら

 
理
 

う

そ
れ
を
言
わ
れ
る
と
痛
い
な

だ
け
ど

 
幽
香

悪
い
け
ど
今
の

の
相
手
に
は
先
約
が
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い
る
ん
で
な

 
黒
 

そ
う
言
う
事
だ

 
ガ
キ
ン

 
幽
香

 
黒
が
幽
香
を
弾
き
飛
ば
す

す
る
と

 
理
 

ル

ル
を

定
す
る
こ
の
世
界
で

が
負
け
る

 
間
に

が
認
め
ぬ
者

外
の
動
き
を
封
ず
る

 
そ
ん
な
事
を

き
な
が
ら
何
か

の

を
投

る
と
そ
れ
は
弾
け
飛
ぶ
ん
だ
そ
の
時

 
理
 

次
に
霧
雨
魔
理
沙

お
前
は
う

動
け

 
と
言
う

 
霧
雨

う

動
け

は

 
突
然
の
事
で
魔
理
沙
は

い
て
い
た

ま
さ
か
先
に
言

を
言
わ
れ
る
と
は
思

て
み
な
か

た
の
だ
ろ
う

と
い
う
か
絶
対
に
遊
ば
れ
て
る

 

 

え

今
ど
う
や

た
ん
で
す
か
と
い
う
か
体

 
が
動
か
な
い
で
す
け
ど
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は

り

を
あ

な
が
ら
体
を
動
か
そ
う
と
す
る
が

り
に
あ

た
み
た
い
に
び
く
と
も

動
か
な
い

だ
が

 
蓮
 

え

は
動
け
ま
す
よ

 
手
を
グ

パ

し
な
が
ら
更
に
は

を
上

て
動
け
る
事
を
ア

ル
す
る

 
霊
夢

も
動
け
る
わ
よ

 
紫
 

も

 
ど
う
や
ら

分
を

め
て
霊
夢
に
紫
の

人
は
普
通
に
動
け
れ
る
み
た
い
だ

だ
が
そ
れ
は

分
達

人
だ
け
で
は
な
い

 
黒
 

の
友
人
や
は
た
ま
た

子
だ

た
り
は
活
気

 
が
あ
り
す
ぎ
て
元
気
を
越
え
て
る

 
理
 

ハ
ハ
ハ

だ
け
ど
そ
の
元
気
が
良
い
ん
じ

 
な
い
か
黒

 
理
久
兎
と
黒
は
動
け
て
い
た

ど
う
や
ら
理
久
兎
が
先
程

い
た
言
霊

み
た
い
も
の
は
反

映
さ
れ
て
い
る
み
た
い
だ

 
蓮
 

今
の
は
能
力

で
す
か
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理
 

そ

教
え
て
や
る
よ
こ
れ
こ
そ
が
こ
れ
ま
で

 
隠
し
続
け
た

の
真
の
能
力
だ
よ

 
紫
 

様
の
能
力
は
確
か

災
厄
を

る
程
度

 
の
能
力

で
し
た
わ
よ

 
理
 

確
か
に
そ
れ
も
能
力
だ

だ
が
そ
れ
は
こ
こ

 
地

に
来
て
開
花
さ
せ
た
能
力
さ
元
々
か
ら

 
が
使
え
る
本
来
の
能
力
は

理
を

り

う
程

 
度
の
能
力

そ
れ
が
本
来
の
能
力
さ

 

の
神
様
ら
し
い
能
力
だ
と
思

た

だ
が
言
い
た
い

ら
く
幻
想
郷
に
お
い
て
一
番
の

ト
能
力
者
だ
と

 
理
 

そ
し
て
何

に
お
前
ら
が
動
け
る
の
か
そ
れ
は

 
ま
ず

蓮
は

の
秘

を

い
た
た
め

 
博
麗
霊
夢
は
こ
の
幻
想
郷
の
巫
女
と
し
て

む

 
義

が
あ
る
た
め
そ
し
て
八
雲
紫
は
幻
想
郷
の

 
賢
者
と
し
て

そ
の
た
め
に

人
は

に

む
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た
め
の

利
が
あ
る
の
さ
そ
れ
が
先
約
と
言

 
た
理

だ
幽
香

  
幽
香

相
変
わ
ら
ず
そ
の

は

立
た
し
い
わ

 
幽
香
は
少
し

し
そ
う
だ

だ
が

分
達

人
は
こ
の
異
変
で

一

理
久
兎
さ
ん
に

め

る
と
い
う

利
を
手
に

れ
る
事
が
出
来
た
み
た
い
だ

 
理
 

幽
香
の
せ
い
で
言
い
そ
び
れ
た
け
ど
こ
の
異
変

 
最
後
の

め
を
執
り
行
う
者
で
あ
り
首
謀
者
で

 
あ
る

分
も
と
い
深
常
理
久
兎

大
能
神
が
君

 
達
の
相
手
を
し
よ
う

そ
し
て
紫
ち

ん
特
別

 
に
ス
キ
マ
の

限
を
な
く
し
て
や
ろ
う

き
に

 
使
う
と
良
い

 
そ
う
言
う
と

ケ

ト
か
ら
手

を

り
出
す
と
そ
れ
は
一

の
本
を
へ
と
変
わ
る

そ
こ
か

ら
空
紅
の
姉
妹
刀
で
あ
る
黒

を

り
出
す
と
ク
ル
ク
ル
と
大
道

み
た
く
回
し
て
構
え
て
く

る

だ
が
今
の
言

で

分
達
は

て
る
の
か
と
い
う

問
を

く

そ
し
て

張
す
る

そ
れ
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を
見
か

た
の
か

 
理
 

ま

安
心
し
ろ
よ
所

こ
れ
は
遊
び
だ
昔
み
た

 
い
に
血
で
血
を

う
決
闘
よ
り
も
全
然
楽
し
め

 
る
決
闘
な
ん
だ
ろ

 
霊
夢

え

そ
う
だ

た
わ

な
ら
楽
園
の

な

 
巫
女
と
し
て
貴
方
に

む
わ

 
紫
 

貴
方
の

を
見
て
き
た
者
と
し
て

も

ま
せ

 
て
頂
き
ま
す
わ

 
霊
夢
は
お

い
棒
と
⻑
い
針
を
紫
は
扇
子
を
構
え
る

そ
し
て

分
も
神
楽
を

刀
す
る
と

 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん
こ
こ
で
決
着
を
着
け
ま
し

う

 
理
 

良
い
だ
ろ
来
る
が
い
い

貴

達
の
そ
の

 
力
を
知

を

気
を
全
て
を

て

に

め

 
そ
し
て

に

て
み
せ
ろ

そ
れ
こ
そ
が

 
が
貴

達
に

る
試

と
知
れ

 
蓮
 

行
き
ま
す
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そ
う
し
て
こ
の
異
変
の
首
謀
者
で
あ
る
理
久
兎
い
や
深
常
理
久
兎

大
能
神
と
の
弾
幕
ご

こ

が
幕
を
開
け
た
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
狗
神

昨
日
の
記
憶
が
ま

た
く

 
鈴

何
か

が
ボ

と
す
る

 
神
楽

何
か

い
体

を
し
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す

 
狗
神

怠
惰

昨
日
に
何
が
あ

た
か
覚
え
て
る
か

 
怠
惰

え

と
普
通
に
番
外
編
の
後
書
き
を
す
ま
せ
て

 
終
わ

た
よ

人
と
し
て

者
様
も
そ
う
言

 

て
く
れ
る
よ

 
神
楽

所
で
怠
惰
様
こ
こ
最
近
や

て
る

 
そ
れ
も
ス
マ

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
や

て
い

 
る
も
の

て
あ
り
ま
す
か
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怠
惰

こ
こ
最
近
は
天
華

か
な
神
楽
み
た
い
な
子

 
達
が
い

い
出
て
く
る

だ
よ

 
鈴

神
楽
ち

ん
が
い

い

 
狗
神

そ
れ
は
こ
え

 
神
楽

そ
れ
ど
う
い
う
意

で
す
か
お
二
方

 
怠
惰

ま

で
も
ガ

は

よ
り
か
は
優
し
い

 
け
ど

い
よ

備
品
と
一

に
出
て
く
る
か

 
ら
せ
い

い
キ

ラ
の

出

は
約

が

 
良
い
所
そ
し
て
最
高
レ
ア
が
出
る
の
が

と

 
な
る
か
ら
ま

出
な
い
よ

１
０
０
０
近
く
の

 
石
で
ガ

に

ん
だ
け
ど
最
高
レ
ア
は

体

 
し
か
出
な
か

た
か
ら

 
狗
神

何
だ
そ
の
キ

 
怠
惰

ま

で
も
可
愛
い
キ

ラ
は
い

い
い
る
よ

 
ロ
リ

か
ら
お
姉
さ
ん

に
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
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そ
し
て

に
と

バ
ラ

テ

は
あ
る

 
と
だ
け
言

て
お
く
ガ

は

い
が

 
鈴

つ
ま
り
女

き
な
ら
や
る
価
値
が
あ
る
と

 
怠
惰

色
々
な
性
格
の
子
が

き
な
ら

お

と

 
⻑

に
な

ち
ま

た
と
り
あ
え
ず
今
回
は

 
こ
こ
ま
で
そ
し
て
次
回
は
あ

ち
を
投
稿
し

 
ま
す
の
で
お
願
い
し
ま
す

 
狗
神

⻑
く
な

ち
ま

た
が
そ
ん
じ

者
様

 
神
楽

ま
た
次
の
投
稿
で
お
会
い
し
て
く
だ
さ
い

 
鈴

そ
れ
じ

バ
イ

ラ
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第
１
６
７
話
 
決
戦
 
深
常
理
久
兎

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
よ
う
や
く
こ
の
話
が
書
け
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

明
日
に
は
あ

ち
の
方
で
こ
の
話
を
投
稿
し
ま
す
が
色
々
と
間

え
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

そ
の
た
め
も
し

間

い
が
あ

た
の
な
ら
ご
報
告
を
お
願
い

し
ま
す

そ
れ
で
は
待
ち
に
待

た
で
あ
ろ
う

理
久
兎
の
話
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い

 
⻄
行
桜
が
満
開
と
な
り
人

陽
が

ら
す
夜
の
理
想
郷

レ

ン

そ
こ
で

と
い

て

も
良
い
弾
幕
ご

こ
が
開
始
さ
れ
た

 
蓮
 

だ

 
理
 

 
キ
ン

 
霊
力
を
纏
わ
せ
た
神
楽
が
黒

へ
と
ぶ
つ
か
り
合
う

そ
し
て
そ
こ
か
ら

続
で
理
久
兎
へ
と

斬
り
か
か

て
い
く



 第十四章 幻妖 理禍畏 異変

 
キ
ン

キ
ン

ガ
キ
ン

キ
ン

 
だ
が
相
手
で
あ
る
理
久
兎
は
一
歩
も
動
か
ず
に
黒

を
手
に

つ

だ
け
を
動
か
し

分
の

撃
を
弾
き
飛
ば
し
て
い
く

 
理
 

ど
う
し
た
蓮

 
蓮
 

く

ま
だ
ま
だ

 
ガ
キ
ン

キ
ン

ガ
キ
ン

キ
ン

 
更
に

度
を
上

る
が

を

め
ら
れ
て
い
く

そ
こ
に

 
霊
夢

蓮

 
霊
夢
に
呼
ば
れ
す
ぐ
さ
ま
空
へ
と
飛
び
な
が
ら
神
楽
を

へ
と
戻
す

そ
し
て
霊
夢
と
紫
が

ち
出
し
た
無
数
の
弾
幕
が
理
久
兎
へ
と
襲
い
か
か
る
が

 
理
 

え

れ
空
紅

 
空
紅
に
業
火
が
纏
と
わ
せ
る
と
空
を
一

す
る

そ
し
て
一

さ
れ
る
と
業
火
は
霊
夢
と
紫
が

放

た
弾
幕
を

や
し

く
す

 
霊
夢

な

 
紫
 

弾
幕
を

し

に
す
る
と
は
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理
 

も

と
来
い
こ
れ
で
は
満

し
な
い

 
そ
こ
ま
で
言
う
な
ら
更
に

を
仕

け
る
だ
け
だ

 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん
後
ろ
が
空
い
て
ま
す
よ

 

後
を

い

刀
術
の
構
え
を
と
り
な
が
ら
一

で
神
楽
を

き
斬
ろ
う
と
し
た
が

 
キ
ン

 
そ
れ
を
何
と

中
を
向
け
た
ま
ま
黒

を
後
ろ
に
回
し
て

い
だ
の
だ

 
理
 

言

て
お
こ
う

か
ら
後
ろ
を

れ
る
と
思
う

 
な
よ
蓮

 
蓮
 

ま
だ
ま
だ

霊
夢
そ
し
て
紫
さ
ん
弾
幕
を

 
放

て
く
だ
さ
い

 
霊
夢

あ
ん
た

弾
す
る
わ
よ

 
紫
 

良
い
わ

霊
夢

 
霊
夢

あ

分
か

た
わ
よ

 
そ
う
言
う
と
霊
夢
と
紫
は
弾
幕
を
問

無
用
で
放
ち
始
め
た

そ
れ
に
合
わ
せ
て

 
蓮
 

で
り
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ギ
ン

 
放
れ
る
と
そ
こ
か
ら
一
気
に
斬
り
か
か
る

 
ガ
ギ
ン

ギ
ン

キ
ン

 
神
楽
で

を
し
つ
つ
霊
夢
と
紫
の
弾
幕
を

け
る

そ
う
す
る
事
で
よ
り
理
久
兎
に

レ

シ

を
か
け
る
れ
る

そ
し
て
そ
の
考
え
は
当
た

た
の
か
も
し
れ
な
い

 
理
 

 

の

撃
を
受
け

め
ま
た
弾
幕
を
斬
る

け
る
を

り
返
し
て
い
る

見
て
い
て
世
話
し

な
く
動
い
て
い
た

だ
が

れ
て
は
な
ら
な
い
事
が
あ
る

 
霧
雨

な

な

理
久
兎
の
奴

 
萃
香

気
が
つ
い
た
か
い

理
久
兎
の
奴
そ
ん
な
に

 

動
し
て
な
い
ん
だ
よ

 
聖
 

え

 
風
雅

見
た
所

動
い
た
の
は

か

メ

ト
ル

 
そ
う
理
久
兎
は
た

た
の

メ

ト
ル
し
か
動
い
て
い
な
い

逃

よ
う
と
思
え
ば
逃

れ

る
し

け
よ
う
と
思
え
ば

け
れ
る

な
の
だ
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理
 

良
い
動
き
だ

だ
が

 
そ
の
時
理
久
兎
の
動
き
が
変
わ

た

何
と

分
よ
り
も

い

を

り
出
し
始
め
た
の

だ 
キ
ン

キ
ン

キ
ン

キ
ン

 
蓮
 

 
先
程
ま
で
は

分
が

し
て
い
た

な
の
に
逆
に

さ
れ
始
め
た

 
理
 

遅
い

い

と
ろ
い

 
向
か

て
く
る
弾
幕
を
斬
り
な
が
ら
目
に
見
え
ぬ
斬

と
な
り
始
め
る

妖
夢
の
二
刀
流
よ
り

も

い

い
や
そ
れ
を

か
に
越
え
る

度
だ

く
の
が

す
ぎ
る

 
蓮
 

う

 

手
に

ら
れ
る
黒

が

分
を
斬
ろ
う
と
し
た
そ
の

間
突

分
の

元
に
ス
キ
マ
が

出
来
上
が
り

分
は
落
ち
て
い
く

 
蓮
 

う

 
ス
キ
マ
に
落
ち
る
と
い
き
な
り
霊
夢
と
紫
の
隣
に
出
て
く
る

お
陰
で
理
久
兎
の
一

を
受
け

ず
に

ん
だ
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蓮
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
紫
さ
ん

 
霊
夢

蓮
あ
ん
た

い

よ

 
蓮
 

え

 

て
み
る
と

い

を
か
い
て
い
た

気
に
も
と
め
て
い
な
か

た
が
そ
れ
ぐ
ら
い
動
い
た

と
い
う
事
だ
ろ
う

そ
し
て
理
久
兎
は

方
を
見
る
と

 
理
 

お

し

そ
ろ
そ
ろ
準
備

動
も
良
い
よ
な

 
蓮
 

じ

準
備

動

 
霊
夢

あ
れ
だ
け
動
い
て
準
備

動

て
紫

あ
ん
た

 
の

は
キ

ガ
イ
か
何
か
な
の

 
紫
 

い
い
え
そ
れ
を
越
え
る
わ

様
に
は

 
常
識
な
ん
て
言

は
通
用
し
な
い
わ
よ

 

子
の
紫
が
言
う
の
な
ら
間

い
な
く
常
識
は
な
い
と
い
う
の
が
分
か

た

す
る
と

 
理
 

そ
ん
じ

行
か
せ
て
も
ら
い
ま
す
か

 

い
た
理
久
兎
は
一

で

え
る

そ
し
て
何
処
に
行

た
の
か
と
思
い
き
や

 
霊
夢

蓮

後
ろ
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蓮
 

な

 
ガ
ギ
ン

 
霊
夢
が

に
行

て
く
れ
な
か

た
ら
斬
ら
れ
て
い
た
だ
ろ
う

い
つ
の
間
に
か
理
久
兎
が

後
を

て
い
た
の
だ
か
ら

 
蓮
 

は

 
何
と
か
ご
り

し
で

し
き
る
が
理
久
兎
は
空
へ
と
飛
ば
さ
れ
る
と

中
に
は
大
き
な

を
生

や
し

を
生
や
す

そ
れ
は
ま
る
で
龍
神
の
千
を
見
て
い
る
か
の
よ
う
だ

た

 
霊
夢

そ
の

に

て

 
理
 

あ

こ
れ

元
か
ら
生
え
て
る
ん
だ
よ

普

は

 

し
て
る
け
ど

 
ど
う
や
ら
普

は

し
て
い
る
よ
う
だ

し
か
し
こ
う
し
て
み
る
と
昔
な
が
ら
の
フ

ン
タ

ジ

に
出
て
き
そ
う
な
風

だ

 
理
 

し
か
し
ま

博
麗
の
勘

て
や
つ
は
厄
介
だ

 
蓮
 

だ
け
ど

か
ら
す
る
と
霊
夢
の
今
の
一
言
が
な
か

 

た
ら
確
実
に

弾
し
て
ま
し
た
け
ど
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神
楽
を

る
い
斬

波

の
弾
幕
を
飛
ば
し
な
が
ら
空
中
へ
と
上
が

て
い
く

そ
こ
に
紫
と

霊
夢
が

分
の

後
で
ス

ル
を

え
る

 
紫
 

魔

 
ラ

ラ
ス
の
魔

 
霊
夢

霊

 
夢
想
妙

 
紫
が

発
す
る

を

し
た
弾
幕
を
理
久
兎
の

に
張
り

ら
せ
霊
夢
が
小
さ
な
弾
幕
を
放

つ

そ
れ
が
誘
発
さ
れ
る
と

 

ド

ン

 
紫
の
弾
幕
が
大

発
を
引
き
起
こ
す

 
霊
夢

流
石
に
こ
れ
は

ぎ
よ
う
が

 
光
が
や
む
と

時
に
霊
夢
は
見
て
し
ま

た
よ
う
だ

あ
の

発
の
中
で
平
然
と
立

て
い
る

理
久
兎
に

 
理
 

仙
術
十
三
式
空

 
パ
キ
ン

 
あ
り
え
な
い
事
に
結
界
を
張

て

い
だ
よ
う
だ

 
霊
夢

奴
は
何
で
も
あ
り
か
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理
 

何
で
も
あ
り

う
な
経

の

そ
し
て
⻑
く

 
生
き
た
者
の
技
術
さ

そ
う
だ

さ

き
の

 

発
だ
が
あ
れ
よ
り
も
も

と

い
の
を
見
せ

 
て
や
ろ
う

 
そ
う
言
う
と
理
久
兎
は
黒

を

る
と
ス

ル
を

え
た

 
理
 

理

 
理
の

 
そ
の
言

と

時
に

分
達
の

元
か
ら
ゆ

く
り
と
弾
幕
が
上
空
へ
と
上
が

て
い
く

正

な
話
だ
が
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
弾
幕
の
中
で
も
一
番

け
や
す
い
弾
幕
だ

 
霊
夢

あ
ん
た

め
て
る
の

 
理
 

ど
う
だ
ろ
う

 
そ
う
言
う
と
黒

と
空
紅
を
構
え
て
霊
夢
へ
と
襲
い
か
か

て
く
る

だ
が
す
ぐ
に
霊
夢
の
前

に
出
る
と

 
蓮
 

さ
せ
る
か

 
ギ
ン

 
代
わ
り
に
受
け

め
る

霊
夢
に

撃
な
ど
さ
せ
な
い
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蓮
 

う
や
る

だ
け
ど
お
前
は
晴
明
と

じ
で

 

め
が

い
ん
だ
よ

 
ガ
キ
ン

 
弾
き
飛
ば
さ
れ
る
と
理
久
兎
は
空
紅
に
桜
色
の
炎
を
纏
わ
せ
る

 
理
 

死
炎
桜

 
空
紅
の
刀

か
ら
桜
色
の
業
火
が
霊
夢
へ
と
向
か

て
襲
い
か
か
る

そ
こ
に

 
紫
 

さ
せ
な
い
わ

 
紫
が
ス
キ
マ
を
開
き
炎
を
別
の
場
所
に

さ
せ
る

そ
の
場
所
は

 
理
 

つ

 
ギ
ン

ボ

 
蓮
 

く

逃

ら
れ
た

 
理
久
兎
の

上
だ

だ
が
間
一

の
所
で
弾
か
れ

け
ら
れ
る

 
理
 

勘
と

に
優
れ
る
霊
夢
に

界
を

れ
る

 
紫
に

の

撃
を

い
で
く
る
蓮

厄
介

 
な
も
ん
だ
な

だ
が
こ
れ
は

け
れ
る
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か
な

 
蓮
 

え

な

 
霊
夢

な

何
よ
あ
れ

 
紫
 

ま
さ
か
さ

き
の
ス

ル
は

 

分
達
は

す
る

そ
れ
は
人

陽
と
並
ぶ
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
を

る

大
弾
幕
が
出

来
上
が

て
い
た
か
ら
だ

そ
し
て
そ
れ
に
合
わ
せ
理
久
兎
は
ス

ル
を

え
た

 
理
 

理

 
理
の

力

 
そ
の
言

と
共
に

大
な
弾
幕
か
ら
無
数
の
レ

ザ

弾
幕
が
こ
ち
ら
へ
と
追

し
な
が
ら
降

り
か
か
る

 
霊
夢

各

で

け
る
わ
よ

 
蓮
 

う
ん

 
紫
 

え

 
紫
は
ス
キ
マ
へ
と

り

け
霊
夢
と

分
は

く
飛
行
し
て

け
て
い
く

 
蓮
 

う
お

 
ド
ン

ド
ン

ド
ン

ド
ン

ド
ン
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飛
行
で
追
い

か
れ
そ
う
に
な
る
と
す
ぐ
さ
ま

ル
の

を
走
り
降
り
か
か
る
弾
幕
を

け

る 
蓮
 

狗
神

 
式
神

か
ら
狗
神
を

す
る
と
す
ぐ
さ
ま

中
に

る

 
狗
神

た
く

り
物
代
わ
り
に
使
う
な
小
僧

 
そ
う
言
い
な
が
ら
も
先
程
よ
り
も

く

け
て
く
れ
る

分
で
走
る
よ
り
も
何

も

い

そ
う
し
て
い
る
と
理
久
兎
の
ス

ル
は
時
間

れ
な
の
か
レ

ザ

は
撃
ち
出
さ
れ
な
く
な

る 
蓮
 

ま

た

 
霊
夢

蓮
あ
な
た
は
大

 
蓮
 

う
ん
何
と
か

 
こ
う
し
て
見
る
と
狗
神
が
と
て
も
心
強
く
感
じ
た

い
な
け
れ
ば

弾
し
て
い
た
か
も
し
れ
な

い

そ
し
て
紫
も
ス
キ
マ
か
ら
出
て
く
る

 
紫
 

何
時
も
そ
う
だ

た
け
ど

い

だ
け
ど

 
そ
ん
な

中
が
大
き
か

た
の
を
思
い
出
し
ま
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す
わ

 
理
 

ハ
ハ

そ
い
つ
は

し
い

 
笑
い
な
が
ら
理
久
兎
は
言

て
く
る
が
ま
だ
手
を
休
め
て
は
く
れ
な
さ
そ
う
だ

そ
し
て
空
紅

を

つ

を

る
と
ス

ル
を

え
た

 
理
 

災
厄
 
ス

パ

 
そ
う
言
う
と
理
久
兎
は

か
上
空
へ
と
飛
び
上
が
る

そ
れ
と

時
に
先
程
の
弾
幕
の

が

々
に

し
な
が
ら
落
ち
て
く
る

 
霊
夢

今
度
は

石

 
紫
 

霊
夢

蓮

く
ス
キ
マ
へ

 
蓮
 

分
か
り
ま
し
た

戻

て
狗
神

 
狗
神
を
戻
し
す
ぐ
さ
ま
紫
の
ス
キ
マ
へ
と

て
逃

る

数
分
後
に
は

 
ド

ン

 

り
一
面
に
大

発
が
起
こ
り

つ
も
の

ル
が
倒
壊
す
る

そ
し
て

分
達
は
ス
キ
マ
か
ら

現
れ
瓦
礫
と
な

た

ル

を
見
る

 
蓮
 

し

落
に
な
ら
な
い
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霊
夢

弾
し
た
ら

が
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
る
と
か
じ

 

ま
な
い
わ
よ
こ
れ

 
紫
 

様
ら
し
く

手
で
す
わ

 

分
達
は
ゆ

く
り
と
降
り
て
く
る
理
久
兎
を
見
る

 
理
 

う

ん
で
も
紫
の
能
力
が
一
番
で
厄
介
か

 
紫
 

で
す
が
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
す

 
わ
よ

 
紫
が

く
生
き
生
き
と
し
て
い
た

や
は
り
理
久
兎
と
再
開
で
き
た
事
が

し
い
の
だ
ろ
う

か

そ
し
て
ス

ル
を

え
た

 
紫
 

式
神
 
八
雲

＆

 
紫
の
言

と
共
に
ス
キ
マ
か
ら

と

が
出
て
き
た

 

 

あ
れ
こ
こ

て
紫
様
心

し
た
ん
で
す
よ

 

が

あ
れ

 

 

紫
し

ま
こ
こ
何
処
で
す
か

て
あ
の
人
は

 

で
し

う
か
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り
り
り
り
理
久
兎
様

 
突
然
呼
ば
れ
た

人
は

気

だ

し
か
も

は
理
久
兎
を
知

て
い
る
た
め

く

い

て
い
た

 
紫
 

そ
れ
に

説
明
は
後
よ

と
り
あ
え
ず
は

 

様
に
突
撃
し
て
頂

 

 

え

と
後
で
説
明
を
お

が
い
し
ま
す

 

 

言
わ
れ
た
か
ら
に
は
や
る
よ

 
そ
う
言
う
と

と

は
妖
力
を
纏
わ
せ
る
と
理
久
兎
へ
と
突
撃
す
る

そ
れ
を
理
久
兎
は
回

し
て
い
く
が

 
蓮
 

追

で
す

 
式
神

狗
神

と

鈴

そ
し
て
妖
刀
神
楽
を
構
え

 
蓮
 

陰
陽
 
式
神
乱
舞

 
式
神

か
ら
狗
神
と
鈴

を
出
し
そ
し
て
神
楽
を

て
神
楽
の
分
霊
で
あ
る
悪
意
を

体

す
る

 
狗
神

ち

や
る
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鈴

オ

ケ

 
悪
意

オ

 
悪
意

お

ろ
ろ
ろ

 
そ
う
し
て

人
も

と

に

わ
り
戦
い
に
参

す
る

そ
こ
に
追

と
言
わ
ん
ば
か
り
に

 
霊
夢

つ
い
で
に
お
ま
け
よ

 
霊
夢
が
無
数
の
針
を
投

す
る

だ
が
相
手
で
あ
る
理
久
兎
は

 
理
 

お
い
お
い
何
だ

遅
く
て
当
た
ら
な
い

 
あ
り
え
な
い
程
に
無

の
な
い
動

で

け
て
い

て
い
た

 
狗
神

こ
い
つ

 

 

気
を

け
ろ

 

 

分
か

て
ま
す

し

ま

 
鈴

流
石
は

か

た
と
は
言
え
ど
晴
明
を
相
手
に

 
出
来
た
だ
け
あ
る

 
悪
意

ぐ
ぐ
ぐ
ぐ

 
そ
ん
な
事
を
言
い
な
が
ら

撃
す
る
が
ま

た
く
当
た
ら
な
い

す
る
と
理
久
兎
は
何
と

く
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こ
と
に
空
紅
と
黒

を
本
へ
と
し
ま
う

そ
し
て
霊
夢
の
針
が
当
た
る
数

程
の

で

 
理
 

ド

霊
力

そ
し
て
か
ら
の

す

 

を
大
き
く
吸
い
出
し
た

そ
の
時
に
紫
の
目
は

く
な
る

 
紫
 

全
員
待

を
な
さ
い

が
来
る
わ

 
蓮
 

戻

て

 
す
ぐ
に

を
戻
す

そ
れ
と

時
に

 
理
 

 
と
て
つ
も
な
い

が

き

る

正

な
話
で

分
達
は

を

え
て
し
ま

た

 
蓮
 

う

 
霊
夢

み

が

 
紫
 

な

け
な
さ
い

 
霊
夢

え

え

 
何
と
霊
夢
が
投

し
た
針
が
全
て

返

て
来
た

そ
の
時
に
霊
夢
が
前
へ
と
出
て
手
を
か

ざ
し
ス

ル
を

え
る

 
霊
夢

夢

 
封
魔
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目
の
前
に
結
界
が
出
来
上
が
る
と
大
音

で

返

た
針
は
全
て
を

ぐ

そ
し
て
そ
れ
と

時
に

が

え
た
の
だ
が
一

で
理
久
兎
が

を
構
え

を

め
る

 
霊
夢

ま
さ
か

 
理
 

そ
の
ま
さ
か
だ

仙
術
四
式

き

 
ス

ル

を

え
霊
夢
の
封
魔

を

る

す
る
と

 
バ
キ

バ
リ
ン

 
あ
り
得
な
い
ぐ
ら
い
に
一

で

々
に
な

た

 
霊
夢

嘘

 
あ
り
得
な
い
事
に
霊
夢
は
動

す
る

ま
さ
か
の
力
業
で
結
界
を
破
壊
さ
れ
る
と
は
思
わ
な

か

た
か
ら
だ

そ
し
て
理
久
兎
は

に
霊
力
を
纏
わ
せ
る

 
理
 

刃
斬

 
蓮
 

く

霊
夢

 
す
ぐ
さ
ま
霊
夢
の
前
へ
と
で
て
神
楽
を
構
え
る

そ
れ
と

時
に
理
久
兎
は

を

り

う
と

斬

波
が
襲

て
く
る

 
ガ
ギ
ン
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蓮
 

ぐ

 
そ
れ
を
何
と
か

ぐ
が
あ
ま
り
の

撃
で
手
が
痛
い

だ
が
そ
れ
だ
け
で
は
終
わ
ら
な
か

た 
理
 

そ
う
だ
お
前
ら
を
少
し
見

お
う
か

 
そ
う
言
う
と
白

の
ス

ル
カ

ド
を

り
出
す

そ
し
て
白

の
ス

ル
カ

ド
に

の
狼
の

が

き
出
る

 
理
 

従

 
狼
兄
妹
の
絆

 
そ
の
ス

ル
を

え
る
と

時
に
何
処
か
ら
と
も
な
く
先
程
に
刺
客
と
し
て
現
れ
た

狛
と
耶

狛
が
出
て
く
る

 

狛

あ
れ

 
耶
狛

マ
ス
タ

終
わ

た
の

 
理
 

い
い
や

狛
そ
れ
に
耶
狛

今
回
は
ス

ル
と

 
し
て

し
た
か
ら
頼
む
よ

 

狛

え

ま

呼
ば
れ
た
か
ら
に
は
や
ら
せ
て
頂
き

 
ま
す
よ
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耶
狛

行

く
よ

 
そ
う
言
う
と

と
耶
狛
は
無
数
の
弾
幕
を
放
ち
始
め
た

狛
は

く
起
動
が
分
か
ら
な

い
ク

イ
を
耶
狛
は
大
き
さ
が
バ
ラ
バ
ラ
な
弾
幕
を
撃

て
く
る
た
め
対

が
バ
ラ
バ
ラ
で

し

す
ぎ
る

 
蓮
 

う
わ

 
紫
 

い

度

 
霊
夢

ま

た
く
面
倒

た
ら
あ
り

し
な
い
わ

 
紫
 

そ
れ
は

意
見

 
こ
こ
で
霊
夢
と
紫
は
ス

ル
を

え
る

 
霊
夢

霊

 
夢
想
封
印

 
紫
 

空

 
中

性
の
あ
る

 
追

す
る
ス

ル
と
ス
キ
マ
か
ら
現
れ
る
レ

ザ

を

狛
と
耶
狛
へ
と
放
つ

だ
が
耶
狛
が

前
へ
と
出
る
と

 
耶
狛

仙
術
十
三
式
空

 
目
の
前
に
先
程
理
久
兎
が
使

た
技
を
使

て
く
る

そ
の
せ
い
で
霊
夢
と
紫
の
ス

ル
は
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が
れ
て
し
ま
う

 
霊
夢

あ
ん
た
ら
も
使
う
ん
か
い

 
紫
 

ま
さ
か

様
の
技
を
使
う
と
は

 

狛

え

使
い
ま
す
よ

い
ま
し
た
か
ら

 
そ
う
言
い
な
が
ら

狛
は
霊
夢
へ
と
ク

イ
を

て
斬
り
か
か
る

 
蓮
 

霊
夢

 
理
 

お

と
お
前
の
相
手
は

だ

 
蓮
 

く

 

分
は
理
久
兎
の

を

ぐ
た
め
に
動
け
な
い

な
ら
ば

 
蓮
 

狗
神

 
狗
神

ち

仕
方

 
す
ぐ
さ
ま
狗
神
人

を

し
霊
夢
の
元
へ
と
向
か
わ
せ
る

 
狗
神

お
ら

 
ガ
ギ
ン

 
妖
力
で

化
し
た
狗
神
の

と

狛
の
ク

イ
が
ぶ
つ
か
り
合
う
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狛

貴
女
は

お
久
々
で
す

 
狗
神

な

あ

あ

 
ギ
ン

 
狗
神
は

し
な
が
ら
も

狛
と
ぶ
つ
か
り
合
う

 
耶
狛

お
兄
ち

ん

た
ら
ラ

メ

開
に
な

 
ち

て
も
う

 
霊
夢

所
見
は
し
な
い
で
よ

 
耶
狛

お

と

所
見
は

う
ん

し
た

 
紫
 

相
変
わ
ら
ず

貴
女
も

 
そ
う
し
て

分
達
は
戦
う
こ
と

分
が
経
過
し
た
ぐ
ら
い
だ
ろ
う
か

 
理
 

ん

お
い
お
前
ら
時
間
だ

 

狛

お

と
そ
れ
で
は
ま
た

 
耶
狛

バ
イ
バ
イ

 
そ
う
言
う
と

人
は
戻

て
い

た

 
理
 

し
か
し

人
の

か
ら
逃

る
と
は
中
々
だ
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だ
が
こ
れ
は
行
け
る
か

 
そ
う
し
て
ま
た
真

白
の
ス

ル
カ

ド
を
構
え
る

そ
し
て
そ
れ
も
ま
た

じ
よ
う
に

が
現
れ
る

そ
の

に
は
六

の

を

つ
⻯
の

が

き
出
た
の
を
確
認
で
き
た

 
理
 

魔
⻯
 

の

に
よ
る
一
撃

 
ス

ル
を

え
る
と
何
処
か
ら
と
も
な
く
先
程
に
も
出
て
き
た
黒
が
現
れ
る

 
黒
 

出
番
か

 
黒
は

の
体
を
六

の
⻯
の

へ
と
変
え
る

そ
し
て

か
ら
今
に
も
強

な

レ
ス
を

こ
う
と
し
て
い
た

 
紫
 

逃

る
わ

 
紫
が
ス
キ
マ
を
開
こ
う
と
し
た
そ
の

間

 
理
 

ル

ル
を

定
す
る
黒
の

レ
ス
が
着
弾
す
る

 
ま
で
の
間
で
の
能
力
の
行
使
を
禁
ず
る

 
理
久
兎
が

ぶ
と
共
に
理
久
兎
の

か
ら
無
数
の

の

が
飛
び
出
る
と
破
裂
す
る

す
る

と 
紫
 

な

ス
キ
マ
が
開
か
な
い
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霊
夢

ち

と

 
つ
ま
り
理
久
兎
は

分
達
の
一
番
の
退

を
絶

た
と
い
う
事
だ

そ
し
て
も
う
黒
は
⻑
い
首

を
上
へ
と
上

て

レ
ス
を
放
と
う
と
し
て
い
た

 
蓮
 

狗
神
頼
む

 
狗
神

仕
方

れ

 
人
の

か
ら

の

へ
と
変
わ
る
と
す
ぐ
に
狗
神
に

り
霊
夢
と
紫
も
狗
神
へ
と

る
と
狗
神

は
全

力
で

け
出
し

そ
し
て

 
黒
 

し

と
な
れ

 
黒
か
ら
強

な

レ
ス
が
放
た
れ
た

そ
の
大
き
さ
は
魔
理
沙
の
フ

イ

ル
ス
パ

ク
を

か
に

す
る
大
き
さ
だ

た

 
狗
神

ぐ

 
蓮
 

さ

流
石
は

ラ
ン
ク
の
魔
王

 
何
と
か

け
る
と
黒
は

狛
と
耶
狛
と

じ
よ
う
に
一

で

え
る

だ
が
そ
の
時
に
一

で

理
久
兎
が
近
づ
い
て
く
る

 
理
 

逃
が
さ
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霊
力
を
纏
わ
せ
た

で
狗
神
を

ろ
う
と
し
て
く
る

し
か
も
狗
神
も

ま
れ
そ
う
も
な
い

 
蓮
 

狗
神
戻

て

 
す
ぐ
に
狗
神
を
戻
し
て
理
久
兎
の

撃
を

け
さ
せ
る

だ
が
理
久
兎
は

分
達
を
す
ぐ
に
追

撃
す
る
た
め
に

 
理
 

ド

魔
力

裁
き
の

 
今
度
は
真

で

わ

わ
と

か
ぶ
本
を
手
に

る
と
見
た
こ
と
の
な
い

が

分
達
の

り
に
現
れ
る

そ
こ
か
ら
無
数
の

の

が
襲
い
か
か
る

 
紫
 

逃

る
わ
よ

 
紫
が
そ
う
言
う
と
ス
キ
マ
を

開
し
て
く
れ
る

そ
れ
に

分
達
は
逃

込
む

そ
し
て
出
た

場
所
は
先
程
の

か
ら
少
し
遠
め
の

の

ル
の

だ

 
霊
夢

強
い

て
レ

ル
を
通
り
越
し
て
る
わ
よ

 
紫
 

こ
こ
ま
で
強
い
と
は

様
に
は

が

 
無
さ
す
ぎ
る
わ

 
確
か
に

が
無
さ
す
ぎ
る

だ
が
こ
こ
で

分
は

年

ど
前
の
あ
る
出
来
事
を
思
い
出
し

た
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蓮
 

待
て
よ

 
そ
し
て
⻑
く

ケ

ト
に

れ
て
あ

た
物
を
見
る

か
つ
て
龍
神
か
ら

た
宝
玉
を

 
蓮
 

分
こ
れ
龍
神
様
が
こ
の
事
を
見
通
し

 
て

し
て
く
れ
た
の
か
な

 
霊
夢

も
し
か
し
た
ら

て
感
じ

 
紫
 

良
く
見
て
み
る
と
不
思
議
な
力
を
感
じ
る
わ

 
そ
の
宝
玉
か
ら

 
こ
の
時
に

分
は
こ
れ
こ
そ
理
久
兎
を
倒
せ
る

一
の

だ
と
思

た

あ
く
ま
で
も
し
か

し
た
ら
の
話
だ
が

 
霊
夢

良
い
わ
時
間
は

ぐ
か
ら
そ
の
間
に

 
と

霊
夢
が

い
た

間

 
ド

ン

 

分
達
の
目
の
前
を
何
か
が
物

い

度
で
通
り
す
ぎ
る

そ
し
て

を
見
る
と

ル
に
大

が
空
い
て
い
た

 
理
 

あ
ち

外
し
た
か
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そ
う
言
い
な
が
ら

手
を
か
ざ
す
と

時
に

に
光

く

が
出
て
く
る

そ
れ
は
か
つ
て

永
夜
異
変
で
見
た

の

だ

 
霊
夢

蓮

せ
る
わ

 
紫
 

も
手
伝
う
わ

 
そ
う
言
い

人
は
理
久
兎
へ
と

ん
で
い

た

た

分
は
宝
玉
を

め
な
が
ら

 
蓮
 

使
え

て
言

て
も
ど
う
使
う
ん
だ

 
ど
う
使
う
の
か
を
考
え
る

考
え
に
考
え
て
い
る
と
突
然
宝
玉
か
ら

が
聞
こ
え
出
す

 
宝
玉

う

ど
う
や
ら
出
番
の
よ
う
じ

な
少
年
よ

 

シ
が
ち
と
力
を
貸
し
て
や
る
あ
り
が
た
く
思
う

 
の
じ

 
蓮
 

え

え

 
そ
の

が
聞
こ
え
た
か
と
思
う
と
突
然
宝
玉
か
ら
出
た
光
に

み
込
ま
れ
る

そ
れ
は
霊
夢

と
紫
そ
し
て
理
久
兎
も
感
じ
と
る

 
霊
夢

何
こ
の
光

 
紫
 

ま

し
い
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理
 

こ
の
光

ち

や
り
や
が

た
な

奴

 
そ
し
て
光
が

え
る

そ
し
て

分
は
気
が
つ
く

不
思
議
と
力
が

い
て
く
る
こ
と
に
そ
し

て
近
く
の

ル
の

を
見
る
と

い
た

 
蓮
 

え

 
目
の
前
に
映
る
の
は

に
光

か

分
の

な
の
だ
が
何

だ
か
分
か
ら
な
い
が

色
に
光

く

た

に
⻑
く

わ

わ
の

が
生
え
て
い
た

そ
れ
は
ま
る
で
狐
の
よ
う
だ

 
蓮
 

こ
れ
は

い
や
今
は
あ
と

 
手
に

つ
神
楽
を
構
え
す
ぐ
に
理
久
兎
へ
と
向
か
う

そ
し
て
一

で

を

め
る

 
理
 

お

 
ガ
ギ
ン

 
理
久
兎
の
手
に

つ

の

と

色
の
刀

を

つ
神
楽
が
ぶ
つ
か
り
合
う

 
霊
夢

れ

蓮
そ
の

は

 
紫
 

ま
る
で
妖
怪

 
理
 

お
い
お
い
そ
の
力
を
何
処
で
手
に

れ
た

 
明
ら
か
に

内
の
神
力
を

リ

リ
感
じ
て
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い
る
ん
だ
け
ど

 
と

理
久
兎
が
言
う
と

分
は
正

に

え
た

 
蓮
 

龍
神
様
か
ら

た
宝
玉
を
使

た
ら
こ
う

 
な

た
ん
で
す
よ

 
ギ
ン

 
す
ぐ
さ
ま
弾
き
飛
ば
し
神
楽
を
構
え
る
と

 
蓮
 

妖
刀
 
神
楽
の
悪
念

真

 

色
の
刀

か
ら
黒
く
神
々
し
く
光
り

く
神
楽
が

体
現
れ
る
と
無
数
の
弾
幕
を
理
久
兎

へ
放
つ

 
理
 

ち

や

り
か

 
そ
れ
を
理
久
兎
は
ギ
リ
ギ
リ
で

け
て
い
く
が

 
紫
 

様
お
覚

を

 
そ
う
言
う
と
紫
は
扇
子
を
理
久
兎
へ
と
構
え
る
と

 
紫
 

無
人

車

弾

 
大
き
な
ス
キ
マ
か
ら
古
び
た
電
車
が
出
て
き
て
そ
れ
が
理
久
兎
へ
向
か

て

進
す
る
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理
 

よ

と

 
だ
が
そ
れ
を
飛
び
越
え
て
電
車
に

た
そ
の

後

 
ド

ン

 
突
然
に
そ
の
電
車
は
大

発
を
起
こ
す

か
つ
て
こ
れ
を
理
久
兎
に

け
ら
れ
た
た
め
紫
は
更

に

を

ら
し
た
の
だ
ろ
う

そ
れ
が

発
と
言
う
の
も

ろ
し
い
話
だ
が

 
理
 

あ
ぶ

 
何
と

か
上
空
へ
と

け
上
が
り

け
て
い
た

だ
が
そ
ん
な
の
は
も
う
分
か
る
こ
と
だ

す

ぐ
さ
ま
式
神

鈴

を
構
え
る

 
蓮
 

式

 
鈴

の

技

限

 
そ
の
言

と
共
に
鈴

が
理
久
兎
の
向
か
お
う
と
す
る
上
空
へ
と
現
れ
る

し
か
も
神
楽
と

様
に
神
々
し
く
光

き
な
が
ら
だ

 
鈴

晴
明
ち

ん
の

を
見
た
ケ
ジ
メ

 
理
 

見
た
く
て
見
た

じ

よ

 
全
て
を

ち

く
レ

ル
の
鈴

の

り
を

に

く
本
で

い
だ

 
理
 

お
ら
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鈴

う
ぐ

 
だ
が
そ
れ
だ
け
で
な
く
鈴

を

し
返
し
た
の
だ

何
と
言
う
強
度
だ

だ
が
そ
の
お
陰
で
理

久
兎
の
本
は
何
処
か
へ
飛
ん
で
い

た

 
蓮
 

戻

て
鈴

 
す
ぐ
さ
ま
鈴

を
戻
す

そ
し
て
霊
夢
が
す
ぐ
さ
ま
理
久
兎
へ
と
飛
ん
で
い
く

 
霊
夢

と
り
あ
え
ず
は
こ
こ
で
く
た
ば
り
な
さ
い

 
そ
う
言
い
霊
夢
は

殺
と
も
言
え
る
最
終
ス

ル
を

え
た

 
霊
夢

霊

 
夢
想
転
生

 
そ
う
言
う
と
霊
夢
の

に
無
数
の
弾
幕
が
出
来
る
と
理
久
兎
へ
と
突
撃
す
る

 
理
 

前
が
が
ら
空
き
だ

 
手
に

つ

で
霊
夢
の
体
を

り

た
の
だ
が
何
と
霊
夢
に

撃
は
当
た
ら
ず
に
す
り

け

た
の
だ

 
理
 

な

 
こ
れ
は
霊
夢
の
能
力
で
あ
る
空
を
飛
ぶ
程
度
の
能
力
を
フ
ル
活
用
し
た
大
技
で
あ
る

か
せ
る
と
言
う

念
を
利
用
し
て
世
界
か
ら

く
こ
と
で
無

技
で
あ
る

こ
れ
に
は
理
久
兎
も
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撃
が
出
来
な
い
よ
う
だ

 
霊
夢

行
け

 
霊
夢
の
合
図
と
も
に
無
数
の
弾
幕
と
お

は
理
久
兎
へ
と
襲
い
か
か
る

 
理
 

あ
め

ん
だ
よ
小
娘

 
そ
う
言
う
と
あ
り
得
な
い
事
に
霊
夢
へ
と

手
を

る
と

 

 
理
 

ル

ル
を

定
す
る
こ
の

負
の
間
で

の

 

手
に

れ
ら
れ
な
い
も
の
は
な
い

 
そ
う
言

た
と

時
に
理
久
兎
の

の
中
か
ら
無
数
の

の

が
出
る
と
そ
れ
ら
は
破
裂
す

る

そ
し
て
何
と
霊
夢
へ
と

を

め
る
と
無

状

の
霊
夢
の

を

む

 
霊
夢

嘘
で
し

 
理
 

ぶ

飛
べ

 
霊
夢

キ

 

ぐ
ら
を

ま
れ
た
霊
夢
は
勢
い
良
く
投

飛
ば
さ
れ
る

そ
し
て
弾
幕
も
一

で

え
る

そ
こ
に

 
紫
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紫
が
す
ぐ
に
ス
キ
マ
が

霊
夢
は
ス
キ
マ
を
通
じ
て

方
へ
と
来
る

 
蓮
 

よ

と
大

霊
夢

 
霊
夢

大

よ

 
霊
夢
の
ス

ル
で

が
終
わ
る
と
思

た
ら
大
間

い
だ

す
ぐ
に
狗
神
の
式
神

を

構
え

 
蓮
 

式

 
狗
神
の
狂
乱

呪
殺

 
狗
神

ン

 
神
々
し
く
光
る
狗
神
は

に
妖
力
を
纏
わ
せ
目
に
見
え
ぬ

ど
の

度
で
理
久
兎
へ
と
突
進

す
る

 
理
 

さ

き
か
ら

マ

マ
と

 
狗
神

理
久
兎
よ
く
た
ば
れ

 
理
 

ド

霊
力

 
そ
う
言
う
と

手
に
霊
力
を
纏
わ
せ
狗
神
と
ぶ
つ
か
り
合
う

そ
し
て
つ
い
に

が
で
き
る

  
蓮
 

紫
さ
ん

を
理
久
兎
さ
ん
の
近
く
に
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紫
 

分
か

た
わ
行
き
な
さ
い

 
ス
キ
マ
を

い
で
も
ら
い
理
久
兎
の
す
ぐ
近
く
に
出
る

 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん

 
理
 

ち

 
ド

ン

 
狗
神

ぐ

 
狗
神
を
吹

飛
ば
す
と

時
に
理
久
兎
が

方
へ
と
向
き
を
向
け
て

を
放

て
く
る

だ
が

そ
の

な
ら
も
う

分
の
間
合
い
だ

 
蓮
 

こ
れ
で
終
わ
り
で
す

刀
 
龍
神
一
斬

 
理
 

く

お
の
れ

め

 

ン

 

弾
の
音
が

き

る

の
刀

は
理
久
兎
の

を
斬

た
の
だ

そ
し
て
こ
れ
が

分

達
の

利
と
な

た
の
だ
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怠
惰

で
は
で
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
晴
明

因
み
に

ス
ト
と
し
て

が
来
て
ま
す

 
怠
惰

し

か
し
ま

昔
の
晴
明

て
無

だ
よ

 
晴
明

い

い
言
わ
な
い
で
く
だ
さ
い

 
怠
惰

あ

ち
の
方
の
小
説
で
蓮
の
先
祖
で
あ
る
晴
明
の

 
話
そ
れ
も
理
久
兎
と
出
会

た
時
の
話
は
見
れ
ま

 
す
が
ま

妖
怪
の
集

に
突

込
ん
で
無
様
に
も

 

を
脱
が
さ
れ
る
と
い
う

を

し
て
し
ま

 
た
晴
明
さ
ん
今
の
お
気

ち
は

 
晴
明

 

は
い
は
い
ど
う
し
た
の
か
し
ら

て

 
貴
方

な
な
何
で
こ
こ
に

 
晴
明

こ
の
悪
魔
を
焼
き

て
ち

う
だ
い

 

む

無
理
よ

で
も
こ
の
悪
魔
は
殺
せ
な
い

 
か
ら

逆
に

か

じ

な
く
て

殺
ら
れ
て
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し
ま
う
か
ら

 
晴
明

な

何
で
す
か
そ
れ

 

だ

て
こ
い
つ
は

七
つ
の

 
怠
惰

ア
フ

ジ
ア

 

ん

ん
ん
ん

 
怠
惰

は
い
は
い

ち

ん

て
よ
う

そ
れ
で

 
え

と
晴
明
さ
ん
感
想
は

 
晴
明

は
何
も
聞
い
て
い
ま
せ
ん
し
何
も
見
て
い

 
ま
せ
ん

 
怠
惰

い
や
感
想
を
聞
い
た
ん
だ
け
ど
ま

良
い
か

 

は

は

は

 
晴
明

な

何
で

を

て
い
る
の

 
怠
惰

れ
て
た
こ
い
つ
か
ら
す
る
と
こ
れ
は
ご

 
だ

た

何
処
か
に

て
放

し
た
方
が

 
絶
対
に
良
い
よ
な

お

と
そ
ろ
そ
ろ
時
間
か
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そ
れ
で
は

者
様
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
晴
明

え

と

次
回
は
あ

ち
を
投
稿
す
る
の
で

 
お
願
い

し
ま
す

 

ん
ん
ん

 
怠
惰

こ
れ

上
は
流
石
に

定
的
に

バ
イ
た
め

 
そ
れ
で
は

者
様

 
晴
明

さ

さ
よ
う
な
ら
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第
１
６
８
話
 
終
幕

 
こ
ん
ば
ん
わ

者
様
こ
こ
最
近
は

動

で
東
方
キ

ラ
達
が
ソ

ド

ル
ド

を

レ
イ
す
る
動

ば
か
り
見
て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

そ
し
て
何

か
妖
夢
は

人

ジ

お

と
失

し
ま
し
た

で
は
で
は
蓮

で
の
物
語
を
ど
う

 

ン
と

弾
の
音
が
鳴
り

く

こ
の
音
は

分
達
が

た
と
い
う
事
を
実
感
さ

せ
る

 
蓮
 

か

た

 
深
く

を

く

す
る
と
光
の

子
が

分
の
体
か
ら
上
空
へ
と
流
れ
そ
し
て

 
パ
リ
ン

 
と

音
が
鳴
る
と

の
体
は
元
に
戻

た

そ
し
て
戻
る
と

時
に

 

 
霊
夢

蓮

大

 
霊
夢
が

分
の

を

り

分
の
体
を
見
て
く
る

対
し
て
痛
い
所
な
ど
は
な
い
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蓮
 

大

だ
よ

 
霊
夢

そ
う
良
か

た

 
そ
ん
な
話
を
し
て
い
る
と
下
か
ら
大
き
な

を

て
理
久
兎
が
や

て
来
る

 
理
 

見
事
だ
少
々
だ
が
外
野
か
ら
の
手

け
は
あ

た

 
み
た
い
だ
が

は
良
い

 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん

教
え
て
く
だ

 
と
言

て
い
る
と
紫
が
真

先
に
理
久
兎
の
元
へ
と
向
か
い
思
い

き
り

き

め
て
い
た

 
紫
 

様

本
当
に

様
な
ん
で
す

 
理
 

あ

う
ん
心

か
け
た
な

 

ず
か
し
い
の
か
理
久
兎
は

を

き
な
が
ら
少
し

れ
て
い
た

 
蓮
 

紫
さ
ん
良
か

た
で
す

 
紫
 

え

そ
れ
よ
り
も

様
ま

よ
く
も

き

 

手
に
の
ら
り
く
ら
り
と
生
き
て
い
ら
し
て
ま
し

 
た
わ

生

報
告
も
し
な
い
で

 
理
 

え
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紫
 

後
で
お
話
を
し
ま
し

う
か

 
紫
の
そ
の
殺
気
と
い
う
か
な
ん
と
い
う
か
黒
い
何
か
を
見
て
し
ま

た

こ
れ
に
は

分
も

だ
が
霊
夢
も

え
て
い
た

 
霊
夢

な

何
か
紫
が
何
時
も
よ
り

か
に

い
ん
だ
け

 
ど

 
蓮
 

う

う
ん

 
紫
 

と
り
あ
え
ず
は
さ

き
の
場
所
に
戻
り
ま
し

う

 
そ
こ
で
し

か
り
と

な
ど
も
話
し
て
も
ら
い
ま

 
す
わ
よ

様

 
理
 

は

は
い

 
そ
う
し
て

分
達
は
先
程
の

ル
の
屋
上
へ
と
戻
る
の
だ

た

屋
上
へ
と
戻
る
と

 
霧
雨

蓮

霊
夢

大

だ

た
か

 
魔
理
沙
や

の

も

方
へ
と
走

て
き
た

ど
う
や
ら
動
け
る
よ
う
に
な

た
み
た
い
だ

 
蓮
 

あ

う
ん
何
と
か

 
霊
夢

ま
さ
か
夢
想
転
生
を
破

て
く
る
奴
が
い
る
と
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は
思
わ
な
か

た
け
ど

 
と

分
と
霊
夢
は
そ

と
理
久
兎
を
見
る
と
理
久
兎
は
も
う

か
ら

問

め
に
な

て
い

た 
ア
リ

所
で

の
記
憶

て

 
黒
 

と
り
あ
え
ず
待

て
ろ

今
は

り
込
み

 
中
だ
し
な

 
と

黒
が
言
う
と
ひ

こ
り
と
黒
の

後
か
ら

狛
と
耶
狛
も

を
出
し
て

 

狛

す
み
ま
せ
ん

 
耶
狛

ま

待

て
て
よ
ア
リ
ス
ち

ん

 
そ
う
言
い
待
た
せ
る

そ
う
し
て

問

め
に
あ
う
理
久
兎
を

分
達
は

め
る
こ
と
数
分
後

そ
り
と
し
た
理
久
兎
を

れ
て
紫
達
が
や

て
来
る

 
紫
 

さ
て
と
ま

聞
い
て
ち

う
だ
い

 
理
 

え

と
何
か
色
々
と
す
ん
ま
せ
ん
し
た

 
理
久
兎
は

し
て
き
た

そ
れ
に
対
し
て

 
聖
 

は
普
通
に
許
し
ま
す
け
ど
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霧
雨

ま

も
な

 
蓮
 

え

と
理

を
知
れ
ば

 
霊
夢

そ
れ
は

意
見

 
と
り
あ
え
ず
は
理

が
知
り
た
い

何

生
き
て
い
る
と
い
う
事
を

せ
た
の
か
何

神
と

い
う
の
を

せ
た
の
か
そ
し
て
何

に
異
変
を
起
こ
し
た
の
か

 
理
 

ま

あ
れ
だ

度
と
か

し
方
が
変
わ
る

 
だ
と
か
が
変
わ
る
の
が

だ

た
ん
だ
よ

 
昔
に

の
本
名
を
名

れ
ば

は

れ
て
し
ま

 
う

だ
か
ら
ず

と
名
を

せ
た
そ
し
て
死
人

 
に

無
し
つ
ま
り

分
を
死
ん
だ
と
い
う
事
に

 
し
て

を
見
守
ろ
う
と
考
え
て
い
た

の

 
所
か
ら

か
が

を

み
出
さ
な
け
れ
ば
ず

 

と
隠
居
す
る
気
満
々
だ

た
ん
だ
け
ど
な

 
だ
が
今
の
理
久
兎
こ
言

に
引

か
る

が
あ

た

そ
れ
は

を

み
出
さ
れ
た
と

い

た
事

ん
だ
の
は
魔
理
沙
で
間

い
な
い
が
問

は

ん
だ
そ
の
場
所

記
憶
が
正
し
け
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れ
ば

ん
だ
場
所
は

 
蓮
 

待

て
下
さ
い
理
久
兎
さ
ん
の
家

て
ま
さ
か

 
ま
さ
か
と
思

た

間
だ

た

突
然
小
さ
な
ス
キ
マ
が
開
き

が
ひ

こ
り
と

を
出
し

て
く
る

 

 

紫
様
す
み
ま
せ
ん

 
紫
 

ど
う
し
た
の

 

 

え

と
こ
こ
に
来
た
い

て
方
が
い
ま
し
て

れ
て

 
行
か
な
け
れ
ば
幻
想
郷
に
悪
霊
を
ば
ら
ま
く
ま
た
は

 
火
の

に
す
る
と
い
う

が

 
紫
 

よ
そ
い
つ

良
い
わ

れ
て
き
な
さ
い

 

 

は

は
い

 
そ
う
し
て
数
分
経
過
が
す
る
と
ス
キ
マ
が
開
く

そ
こ
に
は

外
に

人
い
た

そ
の

人
の
特

は

人
は
桃
色
の

人
は

色
の

を
し
て

子
を

て
い
る
少
女
達
だ

し
か
も
近
く
に
目
が

い
て
い
る

そ
う
こ
の

人
い
や

人
は
地
底
の
管
理
者
こ
と
古
明
地

さ
と
り

も
う

人
は
妹
の
古
明
地
こ
い
し
だ

た
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紫
 

あ
ら
覚
妖
怪
じ

な
い
こ
こ
に
何
の
用
事
か
し

 
ら

 
さ
と

い
え

少
し
お
話
を
し
に
来
た
ん
で
す
よ

 
理

久

兎

さ

ん

 
何
と
さ
と
り
は
理
久
兎
の
方
を
向
い
て
名
前
を
言

た
の
だ

や
は
り
予
想
は
当
た

た

理

久
兎
が
住
ん
で
い
た
の
は
さ
と
り
達
が
住
む
地
霊

だ

た
の
だ

そ
し
て
名
前
を
呼
ば
れ
た
理

久
兎
は

を
真

に
し
て
い
た

 
理
 

さ

さ
と
り

 
さ
と

少
し

し
ま
し

う

 
か

 
理
 

 
笑

の
さ
と
り
に
理
久
兎
は

を

ま
れ
て

れ
て
い
か
れ
た

そ
の
時
の
理
久
兎
の

は

 
理
 
 
 

 
と
何
か
が
終
わ

た

を
し
て
い
た

だ
が
こ
の
時
に
も
思
い
出
し
た

理
久
兎
が

を

て
い
る

に
言

た
言

人
が
い
る

と
い
う
言

を
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蓮
 

え

え

と
こ
い
し
ち

ん
理
久
兎
さ
ん
と

 
さ
と
り
さ
ん
の
関
係

て

 
こ
い

ん

き
合

て
る
よ

お
姉
ち

ん
が

い

 
ア
タ

ク
し
て
理
久
兎
お
兄
ち

ん
を

ト

 
し
た
ん
だ
よ

 
ま
さ
か
の
と
ん
で
も
発
言
を
し
て
き
た

こ
れ
に
は

 
全
員

え

 

分
も
そ
う
だ
が
紫
で
す
ら
も

ん
だ

ま
さ
か
さ
と
り
と

き
合

て
い
る
と

が
予

し

た
の
だ
ろ
う

だ
が
小
町
だ
け
は

い
て
い
な
か

た
が

 
妖
夢

そ
う
い
え
ば
古
町
さ
ん
と
理
久
兎
さ
ん
の
言
う

 
事
と

み
合
い
ま
せ
ん

ま
さ
か

 
小
町

え

と

そ
の

ご
め
ん
こ
の
異
変
の
犯
人
は

 
理
久
兎
さ
ん

て
事
は
前
々
か
ら
知

て
た
ん

 
だ
よ

い
や

理
久
兎
さ
ん
に

に
す
る

 
な

て
言
わ
れ
ち

て
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を

き
な
が
ら
笑

て

魔
化
し
て
く
る

 
幽
 

ま

た
く
貴
女
は

 
妖
夢

小
町
さ
ん
た
ら

 
と

そ
ん
な
事
を
言

て
い
る
と

 
理
 

ギ

 

ン

ン

ン

 

ン

ン

ン

 
理
久
兎
の
断

魔
の
悲
鳴
と
共
に

弾
の
音
が
無
数
に
聞
こ
え
て
く
る

あ
る
意

で
天

を

受
け
て
い
る
よ
う
だ

そ
し
て
数
分
す
る
と

 
理
 

ご

 
先
程
よ
り
も

か
に
ボ
ロ
ボ
ロ
と
な

た
理
久
兎
が
出
て
き
た

隣
に
は
満

し
た
の
か
ス

キ
リ
と
し
た

情
の
さ
と
り
も
い
た

 
紫
 

ち

と
覚
妖
怪
そ
こ
ま
で
す
る

は
あ
る

 
の
か
し
ら

 
さ
と

こ
ん
な

き
手

だ
け
を

し
て

手
に
い
な
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く
な

て
大
変
だ

た
ん
で
す
よ

そ
れ
と

 

る
程

理
久
兎
さ
ん
の

子
は
貴
方
で
し
た

 
か
八
雲
紫
さ
ん

 
紫
と
さ
と
り
と
で

み
合
い
火
花
を
散
ら
す

明
ら
か
に
良
い

気
で
は
な
い

 
理
 

ま

ま

が
悪
か

た
ん
だ
か
ら

人
共

 
落
ち
着
け

て

 
紫
 

言

て
お
く
け
ど

は
認
め
な
い
わ
よ

 
さ
と

結
構
で
す

 
も
う
色
々
と
最
悪
で
あ
る

こ
の
空
気
を

開
す
る
た
め
に

 
蓮
 

り

り
理
久
兎
さ
ん
宴
会
を
開
き
ま
せ
ん
か

 
異
変
が
終
わ

た
の
な
ら
や

り
宴
会
で
す

 
よ

そ
う
だ
よ

霊
夢

 
霊
夢

え

え

そ
う

 
霧
雨

そ
い
つ
は

だ

 
こ
の
空
気
を

開
し
た
い
の
か
霊
夢
と
魔
理
沙
も

て
く
れ
る
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聖
 

で
も

は

 
理
 

安
心
し
ろ
精
進

理
も

す
る
か
ら

み
物

 
だ

て
お
酒
だ
け
じ

な
い
か
ら
さ

 
黒
 

だ
か
ら
来
い
よ
聖

 
聖
 

な
ら
参

し
ま
す

 
そ
う
し
て

本
的
に
宴
会
に
来
な
い
聖
も
参

が
決
定
す
る

に
も

 
レ
ミ

楽
し
そ
う
だ
か
ら

も
行
く
わ

 
咲
夜

な
ら

達
も
何
か

理
を

 

狛

あ

大

で
す
よ

方
で
用
意
す
る
の
で

 
耶
狛

う
ん

 
玲
音

お

そ
い
つ
は
手
間
が
省
け
る
な

 
と
り
あ
え
ず
は
紫
と
さ
と
り
を
除
い
た

も

し
て
く
れ
る

 
理
 

す

す
ま

と
り
あ
え
ず
宴
会
の
準
備
は

 

が
や
る
か
ら

に
も
知
ら
せ
て
お
い
て
く
れ

 
場
所
は
こ
こ
に
来
る

に
通

た

耶
狛
神
社
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に
集
合
と
り
あ
え
ず
そ
れ
で
頼
む
な

日

は

 

日
後
で

 
と

理
久
兎
が
知
ら
せ
て
く
れ
る
の
だ
が

 
紫
 

 
さ
と

 
こ
の

人
は
そ
れ
で
も

み
合
う

そ
れ
が
ま
だ
数

分
ぐ
ら
い
続
い
た
の
は
言
う
ま
で
も

な
か

た
の
だ

た

こ
う
し
て
こ
の
異
変
は
終
わ
り
と
な

た
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
狗
神

し
か
し

奴

人
い
た
の
か
よ

 
鈴

出
世
し
た

 
神
楽

伝
説
の

伝
説
の
刀
に

た

は
生
き
て

 
ま
す

五
体
満

で
す

 
怠
惰

元
気
だ
な

本
当
な
ら
さ
と
り
の
告
白
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す
る
所
を

あ

ち
で

て
言
い
た
い
け

 
れ
ど
再
投
稿
が
出
来
て
な
い
ん
だ
よ

 
狗
神

や
れ
よ

 
怠
惰

や
り
た
い
ん
だ
け
ど
怠
惰
さ
ん
遊
び
た
い
病
が

 
発
病
し
て
て

 
神
楽

メ

メ
じ

な
い
で
す
か

 
怠
惰

と
り
あ
え
ず
言
え
る
の
は
月
面
戦

の

分

 
が
終
わ
れ
ば
後
は
楽
だ
け
れ
ど
⻑
い
の
よ

 
こ
れ
が
ま
た

 
鈴

張
ん
な
い
と

メ
だ
よ

 
怠
惰

う

ん

張
ら
な
い
と

お

と
そ
ろ
そ
ろ

 
時
間
だ

そ
れ
で
は

者
様
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

次
回
は
あ

ち
だ
か
ら
よ
ろ
し
く
な

 
鈴

そ
れ
じ

あ

者
様

 
神
楽

ま
た
次
の
投
稿
で
お
会
い
し
て
下
さ
い
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怠
惰

ん
じ

バ
イ

ラ
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第
１
６
９
話
 
宴
へ
と
ご
招
待

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

し
よ
う
と
思
い

た
ら
夜
の

時
と
な

て
い
て

然
し
た
怠

惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

時
間
が
経
つ
の
が

す
ぎ
て

い
て
し
ま
い
ま
し
た

で
は
で
は
そ
ろ
そ

ろ
本
編
へ
ど
う

 
理
久
兎
達
が
起
こ
し
た
異
変
か
ら

日
が
経
過
し

分
達
は

耶
狛
神
社
と
呼
ば
れ
る
場
所

へ
と
来
て
い
た

 
霊
夢

本
当
に
大

か
し
ら

 
蓮
 

う

ん
ど
う
だ
ろ
う

 

 

紫
様

を

し
て
く
だ
さ
い
よ

 
紫
 

ん

 

分
と
霊
夢
は
紫
を
見
る

紫
は
ま
だ
少
し
不

気

だ

そ
し
て
色
々
な
場
所
で
は
理
久

兎
の
知
り
合
い
達
が
一

に
介
し
て
い
た
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永

本
当
に
理
千
は
あ
の
理
久
兎
だ

た
の

 

夜

ど
う
な
の
鈴
仙

 
鈴
仙

そ
れ
は
間

い
な
い
で
す
よ
本
人
が
そ
う
言

た

 
の
で

 
永

そ
う

人
体
実

の

体
に
な
り
そ
う

 

夜

の
分
は
返
し
て
く
れ
な
い
と

 
と

物
騒
な
発
言
が
聞
こ
え
る

ま
た
あ
る
所
で
は

 
八

理
波
が
あ
の
理
久
兎
様
だ

た
と
は

 

矢

言
わ
れ
て
み
る
と
聞
い
た
伝

そ
の
ま
ま
だ
よ

  

気
ま
ま
な
神
様
か

 

方
は
理
久
兎
の
正
体
に
気

き
畏

し
て
い
た

ま
た
あ
る
所
で
は

 

音

理
久
兎
は
本
当
は
生
き
て
い
た

か

 

こ
れ
は
幻
想
郷
縁
記
も
再
編
集
で
す

 
小
鈴

に

音
先
生
あ
れ
大

な
ん
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で
す
か

 
妹
紅

理
久
兎
さ
ん

会

た
ら

回

や
す

 
確
実
に

や
す

 

音

落
ち
着
け
妹
紅

 
と

方
も
少
し

く
な

て
い
た

ま
た

方
で
は
風
雅
は
楽
し
そ
う
に
こ
の
光
景
を

め

隣
に
は

と

に

た
ツ
イ
ン
テ

ル
の
少
女
が
隣
に
立

て
い
た

 
風
雅

こ
う
し
て

や
か
な
光
景
を
見
る
の
は
も
う
何
年

 
ぶ
り
だ
ろ
う
か

 

 

天
魔
様

帰

た
ら
し

か
り
と
始

書
や
ら

 
溜
ま

た
仕
事
の

り
を
し

か
り
と
や

て

 
も
ら
い
ま
す
よ

 

 

う
わ

 
風
雅

に
は
た
て

こ
れ
は
相

だ
が

 

 

断
り
ま
す

 
は
た

下
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萃
香

ア
ハ
ハ
ハ

め
な
天
狗

 
風
雅
は
風
雅
な
り
に
仕
事
を
し
た
く
な
い
が
た
め
か
命

い
み
た
い
な
事
を
し
て
い
た
が
そ
れ

を

め
る
天
狗
達
の
中
に

 

 

は

奴
は
生
き
て
や
が

た
か

 

 

ま

ま

貴
方

そ
れ
と

理
久
兎
様
に
失

 
の
な
い
よ
う
に

 

 

わ

分
か

て
ま
す
よ
お

様
に
お

様

 
そ
ん
な
白
狼
達
の

も
聞
こ
え
る

そ
れ
だ
け
で
は
な
い

 
に
と

お

ち

ん
反
省
し
た

 

ン

う

う
む
悪
か

た

に
と
り

 
に
と

ま

た
く
も
う

 
と

達
も
そ
ん
な
会
話
を
し
て
い
た

更
に
は

 
聖
 

さ
ん
に
も
紹
介
し
た
い
で
す

 
一

前
か
ら
聖
が
言

て
た

方
で
す
よ

 

気
に
な
る
な
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ぬ
え

も
気
に
な
る
聖
が

き
な
男

 
聖
 

そ

そ
そ
そ
ん
何
じ

な
い
で
す
よ

 

匂
う
な

 

丸

こ
ら
こ
ら

 
そ
ん
な
会
話
で
聖
は

を
真

に
さ
せ
た
り
も
し
て
い
た

に
は

 
レ
ミ

楽
し
み

 
咲
夜

そ
う
で
す

お

様

 
フ
ラ

あ
の
お
兄
ち

ん
と
ま
た
会
え
る
ん
だ

 
玲
音

て
お
い
お
い

の

を

む
な
よ

 
パ

ど
う
な
る
か
し
ら

 

ア

気
に
な
り
ま
す

 
と

紅
魔
館
の
住
人
達
も
い
る
し
ま
だ
ま
だ

山
い
る

 
幽
 

理
久
兎
さ
ん
の

理
楽
し
み

 
妖
夢

幽
々
子
様
が
そ
こ
ま
で
い

た
と
な
る
と
気
に

 
な
り
ま
す
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幽
々
子
は

で
妖
夢
も
い
る

更
に
は

 

ル

ル

ミ
ア
本
当
な
ん
だ
よ

 
ル
 

本
当
な
の
だ

ご

走
を

る
舞

て
く
れ
る

 
の
だ

 
大
 

楽
し
み

 
リ
グ

楽
し
み
だ

 
ミ
ス

そ
う

 
何
時
も
の
妖
怪
組
も
い
た

ど
う
や
ら
ル

ミ
ア
は
ま
た
前
み
た
い
に

女
の

に
戻

て
し

ま

た
よ
う
だ

だ
が
そ
ん
な
ル

ミ
ア
は
何
処
か
楽
し
そ
う
だ

し
か
し
こ
う
し
て
見
る
と
本

当
に
来
た
人
数
が

く

い

 
霊
夢

し
か
し
こ
ん
な
に
集
ま
る
と
は

 
蓮
 

本
当
だ
よ

 
そ
ん
な
会
話
を
し
て
い
る
と
魔
理
沙
と
ア
リ
ス
が
や

て
来
る

 
霧
雨

よ
お

ラ

ラ

カ

ル

 
霊
夢

ラ

ラ

は

よ
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ア
リ

ま

ま

 
蓮
 

ア
ハ
ハ
ハ

 
そ
し
て
ア
リ
ス
は
失

た
い
や

ら
れ
た
記
憶
を

り
戻
し
た

し
か
も
後
々
で
聞
い
た
の
だ

が
黒
の
封
印
を
解
い
た
の
は
ま
さ
か
の
ア
リ
ス
だ

た
み
た
い
だ

そ
れ
に

少
時
代
に
理
久
兎

や

狛
と
耶
狛
と
も
会

て
い
る
と
教
え
て
く
れ
た

こ
う
し
て
見
る
と
世
の
中
と
は
結
構

い

も
の
か
も
し
れ
な
い

 
霊
夢

し
か
し
遅
い
わ

 
と

霊
夢
が

痴
を
こ

し
た
そ
の
時
だ

た

突
然

耶
狛
神
社
の
本

の
屋

に

つ

の

が
舞
い
降
り
た

そ
れ
は

狛
と
耶
狛
だ

た

 
耶
狛

は

い

さ
ん
ご
注
目

そ
れ
で
は

様
を

 

レ

ン
に

招
待

 

狛

そ
の
ま
ま
パ

テ

会
場
に

り
ま
す

 
そ
う
言
う
と

時
に

狛
と
耶
狛
は
能
力
を

使
し
大
き
な
裂
け
目
を

り
出
し
た

そ
の
裂

け
目
の
先
に
は
白
を

と
し
た
大
き
な

屋
が
あ

た

 
耶
狛

ど
ん
ど
ん

て
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そ
う
言
わ
れ
る
と
真

先
に
妖
精
達
が

て
い
く

そ
こ
か
ら
次
々
に

は

て
い
く

 
蓮
 

達
も

ろ
う
か

 
霊
夢

そ
う

ら
紫
も
そ
ん
な
そ

を
向
い
て
 

 
な
い
で
行
く
わ
よ

 
紫
 

別
に
そ

を
向
い
て
る

で
は
な
い
で
す

 

 

は

 
こ
れ
に
は
も
う

も
溜
め

を

い
て
い
た

そ
う
し
て

分
達
も
中
へ
と

る

中
へ
と
そ

こ
は
先
程
に
も

べ
た
通
り
に
白
を

と
し
た
大
き
な

屋
だ
が
所
々
に
シ

ク
な
テ

ル

や

ン
な
大
き
な
ソ
フ

や
ら
が

い
て
あ
り
大
人
び
た
内

だ

そ
れ
に
よ
く
見
て
み
る

と
更
に

屋
が
あ
り
そ
こ
は
和
室
ま
で

備
し
て
あ

た

そ
し
て
大
き
な

か
ら
は

日
前

に
戦

た
舞

で
あ
る

レ

ン
の

オ
ン
で

ら
れ
た
町
並
み
を
見
下
ろ
す
事
が
出
来
た

 
蓮
 

す

い

 
霊
夢

こ
れ
を

あ
い
つ
が

た
と
な
る
と
本
当
に

 

い
わ

 
と
言

て
い
る
と
ガ
ラ
ス
の

が
鏡
と
な
り
後
ろ
に
理
久
兎
と
黒
そ
し
て
裂
け
目
か
ら

狛
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と
耶
狛
も
出
て
き
た

分
達
は

り
向
く
と

 
理
 

よ

よ
う
こ
そ

レ

ン
へ

 
蓮
 

理
久
兎
さ

ん

 
紫
 

お

様

 
霊
夢

そ
の
格

は
何
よ

 

分
達
は
理
久
兎
の
格

を
見
て

い
て
し
ま
う
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
狗
神

な

怠
惰
聞
き
た
い
ん
だ
け
ど
よ

 
怠
惰

何
か
な

 
狗
神

隣
の

屋
が
う
る
さ
い
ん
だ
が

 
神
楽

え

 

 

こ
れ

シ
の

じ

い
い

に

 

ン
ト
ロ

ラ
を
返
さ
ぬ
か
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よ

面
白
い
ん
だ
も
ん
も
う
少
し
や
ら
せ
て

 
よ

 

 

総

娘
様
も
も
う
少
し
大
人
に

 
鈴

そ
う
い
え
ば
聞
こ
え
て
く
る

 
神
楽

ち

と
迷

で
す

 
怠
惰

あ

今
隣
で
お
客
さ
ん
が
い
る
か
ら
仕
方
な
い

  
狗
神

に

て
き
て
う
ざ

た
い
な

 
鈴

流
石
は

だ

元
が

だ
け
あ

て

覚
も

 

い

 
狗
神

ま

な

 
怠
惰

う
ん
あ
ん
ま
り
五
月

い
な
ら

急
に

り
上

 
よ
う
か

で
は
で
は

者
様
今
回
は

い
け
れ
ど

 
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
神
楽

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
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鈴

そ
れ
じ

あ

者
様

 
狗
神

し

か
り
と

ろ
よ
そ
れ
じ

あ
な
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第
１
７
０
話
 
摩
天
楼
の
宴

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

た
中
古

が

ン

ン
グ
を

え
ま
た
や
る
こ
と
が
無
く

な

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

ま
た

場
物
語
に
で
も
走
ろ
う
か
な

お

と
失

し
ま
し

た

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 

オ
ン
が
光
り
そ
し
て
摩
天
楼
が

ち
並
ぶ
理
久
兎
が

た
理
想
郷

レ

ン
で

は
理
久

兎
の

に

い
て
い
た

 
蓮
 

り

理
久
兎
さ
ん
そ
の

 
理
 

ん

あ

良
い
だ
ろ

 
理
久
兎
の

は
現
代
で
い
う
ア
ロ
ハ
シ

ツ
し
か
も
下
に
シ

ツ
な
ど
を
着
て
い
な
い
し
ボ
タ

ン
も
し
な
い
で
全

な
た
め
理
久
兎
の

体
が
良
く
見
え
る

そ
し
て
下
は

パ
ン
に

サ

ン

ル
と

人
だ
け
明
ら
か
に
世
界
観
が

て
い
た

と
い
う
か

大

き
野

に
し
か
見

え
な
い
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霊
夢

い
や
良
い
だ
ろ
う

て

 
霧
雨

何
か

そ
う
だ
な

 
理
 

え

何
処
が

 
紫
 

い
や
全
体
的
に

 
ど
う
や
ら

も
そ
う
思

て
く
れ
る
み
た
い
だ

だ
が
中
に
は

 

ル

格

い
い

 
ル
 

て
感
じ
な
の
だ

 
と

め
る

も
あ

た

そ
れ
に
は
理
久
兎
も

笑
ん
で
い
た

 
理
 

ハ
ハ
ハ
あ
り
が
と
う
な

 
そ
う
理
久
兎
が
言

た
そ
の

間

突
然
だ

た

分
の
後
ろ
か
ら
火

に
矢
に
弾
幕
と

色
々
と
理
久
兎
へ
と
飛
ん
で
い
く

 
理
 

う
お

 
そ
れ
を
ギ
リ
ギ
リ
で
理
久
兎
は

け
た

す
ぐ
さ
ま
後
ろ
を
見
る
と

 
永

理
千

い
や
理
久
兎
だ

た
わ
よ

あ
の
時

 
の

を
返
し
て
も
ら
う
わ
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夜

下

 
妹
紅

理
久
兎
さ
ん

回

え
な
よ

 

人
は
ど
す
黒
い
オ

ラ
を
出
し
な
が
ら
笑

て
い
た

か
つ
て
の
霊
夢
の
時
の
よ
う
だ

 
理
 

マ
ジ
で
ご
め
ん

 
そ
う
言
い
な
が
ら
理
久
兎
は
ト
ン

ラ
し
た

 
妹
紅

あ

待
て

 
永

待
ち
な
さ
い

 

夜

理
久
兎
さ
ん
に
能
力
が
通
じ
な
い
の
が
本
当
に

 
厄
介

 
そ
う
し
て

人
は
理
久
兎
を
追
い
か
け
て
い

た

こ
れ
に
は
理
久
兎
の
従
者
達
も

笑
い

だ 
耶
狛

ア
ハ
ハ
ハ

今
の
マ
ス
タ

に
は
女

の
相
が

 
出
て
そ
う
だ
よ

 

狛

そ
う
か
も

 
黒
 

日
頃
の
行
い
の
せ
い
だ
な
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と

理
久
兎
を

け
る
気
は
更
々
無
さ
そ
う
だ

そ
ん
な
会
話
を
し
て
い
る
と
突
然

 
理
 

お
前
ら

い
な

 
蓮
 

え

 
突
然
だ

た

分
の

に
テ

ル

い
て
理
久
兎
が
出
て
き
た
の
だ

今
現

追
い
か
け

ら
れ
て
い
る

な
の
に
だ

 

え

ど
ん
な
ト
リ

ク
を
使

た
ん
で
す
か

 
咲
夜

時
間
を

め
た

て

じ

な
さ
そ
う
だ
け
ど

 
理
 

ア
ハ
ハ
ハ

女
達
な
ら

の
幻

と
追
い

 
か
け

こ
を
し
て
る
よ

さ
て
と
そ
れ
じ

 

く

備
を
紹
介
す
る

 
そ
う
言
う
と
理
久
兎
は
前
へ
と
出
る
と
笑
い
な
が
ら

備
を
紹
介
し
て
く
れ
る

 
理
 

ま
ず
は

理
だ
が
和

中

ス

ク

 
更
に
は
イ
タ
リ
ア
ン
や
ア
ジ
ア
ン
と
色
々
な

 
理
を
ご

走
し
よ
う

そ
れ

れ

で
食
べ

 
た
い
物
を
注

し
て
く
れ
出
来
立
て
を

す
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る
か
ら
よ

 
霊
夢

あ
ん
た
そ
ん
な
ん
だ
と
体
を
壊
す
わ
よ

 
理
 

あ

大

そ
こ
は
策
が
あ
る
か
ら

そ
れ
で

 
立
ち
食
い
も
良
い
し
和
室
が
あ
る
か
ら
そ
こ
で

 
座
り
な
が
ら
食
べ
る
も
よ
し
ソ
フ

に
座

て

 
夜
景
を
楽
し
み
な
が
ら
食
べ
る
も
よ
し
だ

 
紫
 

中
々
気

り
が
出
来
て
る
わ

そ
れ
に
結
構

 
ロ
マ
ン

ク

 
確
か
に
そ
う
だ

あ
ん
な

な
り
だ
が
そ
れ
な
り
ロ
マ
ン

ス
ト

な
の
か
も
し
れ
な
い

す

る
と

 

 

お

い
理
久
兎

酒

お
ろ

 
着
物
を
着
た

人
の
女
性
が

方
へ
と
来
た

そ
の
女
性
は

の
所
あ
た
り
に

本
の

が

生
え
て
い
た

そ
れ
は

れ
も
な
い
⻤
を

す
る
も
の
だ
が
何
よ
り
も

分
は
そ
の
人
を
見
た

こ
と
が
あ

た

 
蓮
 

み

々
さ
ん
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萃
香

々
さ
ま

 
風
雅

え

 

 

ひ

 
は
た

嘘

 

ン

々
さ
ん

 
ま
さ
か
の
⻤
子

神
が
い
た

し
か
も
何

だ
が
天
狗
達
は

く
と

時
に

い

を
し
て
い

た

す
る
と
理
久
兎
は
何
か
を

れ
て
い
た
の
か
思
い
出
し
た
火
の
よ
う
に

 
理
 

因
み
に
地
底
の
妖
怪
達
も
こ
の
宴
に
参

し
て
る

 
か
ら
よ
ろ
し
く
な

 
紫
 

と
な
る
と

 
紫
が
そ
う
言
う
と

時
に

人
の
少
女
が

方
へ
と
や

て
来
る

そ
れ
は
地
底
の
管
理
者

こ
と
古
明
地
さ
と
り
だ

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
遅
い
で
す

あ
ら
も
う

さ
ん

 
来
た
の
で
す

 
紫
 

あ
ら
覚
妖
怪
あ
な
た
い
た
の
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さ
と

え

い
ま
す
よ

 
こ
の

人
は
ま
た

み
合
い
な
が
ら
火
花
を
散
ら
す

こ
れ
に
は
全
員

笑
い
し
か
で
き
な

い

流
石
に
こ
れ
に
は
見

き
た
の
か
理
久
兎
が
真
ん
中
に

る

 
理
 

落
ち
着
け

て

人
共

 
だ
が
こ
れ
は
逆

と
な
る

 
紫
 

様
は
ど

ち
の

方
で
す
か

 
さ
と

そ
う
で
す
よ

は

き
り
し
て
く
だ
さ
い

 
理
 

え

 

め
に

た
つ
も
り
な
の
だ
ろ
う
が
逆

で
火
に

を
注
い
で
し
ま

た
よ
う
だ

し
か

も

人
は
理
久
兎
に

め

て
い
た

 
理
 

い
や
ま
ず
や
る
な
ら
外
で
や
れ

こ
こ
で
そ
ん
な

 
喧
嘩
は
み

と
も
な
い

な

お
前
達
も
そ
う

 
思
う
よ
な

 

り
な
が
ら
も
理
久
兎
が
こ

ち
に
話
を

て
き
た

仕
方
な
く
理
久
兎
を

護
す
る
こ
と

に
し
た
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蓮
 

ま

ま

そ
う
で
す

 
霊
夢

本
当

紫
み

と
も
な
い
わ
よ

 

 

さ
と
り
も
な

 
そ
れ
を
聞
き

人
は
少
し
不

り
な
が
ら
も
お

い

中
を
向
け
る

ま
る
で
子

の
喧

嘩
を
見
て
い
る
よ
う
だ

 
理
 

ま

と
り
あ
え
ず

理

る
か
ら
食
べ
た
い

 
物
を
注

し
て
く
れ
や

 
そ
れ
を
聞
き

は
手
を

な
が
ら

 
霊
夢

と
り
あ
え
ず
何
か
日
本
酒
に
合
う
酒
の

 

ル

あ
た
い
は
お

が
一

に
な
る
物

 
レ
ミ

は
何
か

物
の
オ

ド

ル

 
幽
 

し
い

理
を
お
願
い
す
る
わ

 
ミ
ス

は

外
な
ら

 

 

あ

そ
れ
は

も
お
願
い
し
ま
す

 
聖
 

え

と
精
進

理
で
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と

は
思
い
思
い
に
注

す
る

大

の
注

す
る
と
理
久
兎
は
後
ろ
を
向
い
て
歩
き
出
す

 
理
 

オ

ケ

 
そ
う
言

た

間

あ
り
え
な
い
事
に
理
久
兎
が

人
に
増
え
る

 
霊
夢

何
あ
れ

 
レ
ミ

ま
る
で
フ
ラ
ン
の
分

 
フ
ラ

よ
り
も
数
が

い
よ

 
鈴
仙

そ
れ
に
波
⻑
が
ど
れ
も

じ
ま
る
で
分
裂

 
だ
が
今
の
を
見
て
思
う

あ
れ
を
あ
の
時
の
戦
い
で
使
わ
れ
て
い
た
ら
も

と

戦
し
て
い
た

か
も
し
れ
な
い

そ
れ
を
考
え
る
と
そ
れ
な
り
に
は
手

を
し
て
く
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
と
実

感
し
た

 
蓮
 

本
当
に
限
界
が
な
い
な

理
久
兎
さ
ん
は

 

分
も
そ
ん
な
事
し
か

く
こ
と
し
か
出
来
な
か

た

そ
う
し
て
数
分
後
に
は

人
の
理

久
兎
が

く
の

理
を

り
出
す

分
は
そ
ん
な
理
久
兎
が

て
く
た

理
の

つ
で
あ

る
テ
リ

を
頂
い
て
い
た

 
蓮
 

う
ん

し
い
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食
べ
て
思

た
の
は
キ

ツ
は

だ
が
蓮

や
人
参
と

り
の
野

を

わ
え
そ
れ
を

の

り

で
サ

パ
リ
と
食
べ
れ
る

そ
こ
に
レ

ン

ス
の
ソ

ス
が

わ
り
更
に

や
か

な
後

だ

 
霊
夢

こ
の

ろ

さ
が
良
い
わ

 
霊
夢
は
ハ
リ
ギ
リ
と
言
わ
れ
る
山

の
天

羅
を
食
べ
て
い
た

に
は

 
聖
 

あ

あ
の
こ
れ
お

で
は

 
黒
 

あ

こ
れ
は

を

ス
に
お
か
ら
と
蓮

を

 

れ
て
つ
な
ぎ
は

然

で

ら
れ
た
特
製

 
の
ハ
ン
バ

グ
だ

ン

に
大

お
ろ
し
シ
ソ
の

 

を

せ
て
食
べ
る
と
さ

り
食
べ
れ
る

だ

 
そ
れ
に
ご

と
の
相
性
も
良
い

 
聖
 

て
こ
と
は
が
ん
も
ど
き
と

じ
な
ん
で
す

 
黒
 

ま

そ
う
だ
な

 
ど
う
や
ら
精
進

理
し
か
食
べ
れ
な
い
聖
も
満

し
て
い
る
よ
う
だ

と
い
う
か
こ
う
し
て
見

る
と

を
考
え
て
野

を

ん
だ
ん
に
使
う

理
が

い
と
感
じ
た
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蓮
 

ま

お
い
し
い
か
ら
良
い
か

 
霊
夢

え

何
が

 
蓮
 

ん

何
で
も
な
い
よ

 
そ
う
し
て

分
達
は
こ
の
宴
会
を
楽
し
む
の
だ

た

だ
が
こ
れ
か
ら
数
分
後
に

分
達
は
知

る

理
久
兎
の
本
気
と
い
う
も
の
を

 
狗
神

そ
ん
じ

今
回
も
あ
り
が
と
う
な

 
鈴

そ
う
い
え
ば

怠
惰
は

 
神
楽

そ
う
い
え
ば
い
ま
せ
ん

 
狗
神

あ

何
で
も
用
事
が
あ

て
今
回
は
出
れ
な
い

 
そ
う
だ

そ
れ
と
次
回
に
つ
い
て
は
あ

ち

 
を
投
稿
だ
と
よ
何
で
も
あ

ち
を
投
稿
し
な
い

 
と
話
が
上
手
く
ま
と
ま
ら
な
い
と
か
で
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鈴

怠
惰
は

し
い

 
狗
神

あ

本
当
に
な

 
神
楽

で
も
隣
か
ら
怠
惰
さ
ん
の

が

 
鈴

神
楽
ち

ん
そ
れ
は
言

ち

メ
だ
よ

 
神
楽

え

あ

あ
の
す

す
み
ま
せ
ん

 
狗
神

ま

奴
が
い
な
い
と
話
も
進
ま
な
い
か
ら
今
回

 
は
こ
こ
ま
で
だ
な

 
鈴

だ

そ
れ
で
は

者
様
ま
た
次
の
投
稿
で
会
お
う

  
神
楽

そ
れ
で
は

者
様

 
狗
神

ま
た
な
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第
１
７
１
話
 
最
強
と
最
凶

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

や
る
事
無
く
家
で

ラ

ラ
過
ご
し
て
い
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

ま
た
面
白
そ
う
な

探
さ
な
け
れ
ば

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 

は
宴
で

り
上
が

て
い
る

仲
の
良
い
者
達
で
話
す
者
も
い
れ
ば
中
に
は
新
た
な
人

を

よ
う
と
別
の
者
と
話
そ
う
と
す
る
者
も
い
れ
ば
ま
た
は

人
で

か
に

む
者
も
い
た
り

と

種

様
に

そ
の
中
で

分
は
と
い
う
と

 
霊
夢

こ
ん
な
夜
景
が

か
ら
見
れ
る
な
ん
て

も

 
思
わ
な
い
わ
よ

 
蓮
 

そ
う
だ

 
霊
夢
と
共
に
夜
景
を

め
て
い
た

そ
の
夜
景
に
映
る

オ
ン
は
さ
な
が
ら
宝
石

か
ら
散
り

ば
め
た
宝
石
の
よ
う
に
光

く

ト
等
に
は
う

て
つ
け
の
所
だ
ろ
う

 
霊
夢

お
酒
も

し
い
し
そ
れ
に
合
う
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も
最
高
だ
し
も
う
満

 
蓮
 

ハ
ハ
ハ
霊
夢
ら
し
い

 
霊
夢

 
そ
ん
な
会
話
を
し
て
い
る
と

人
の
人
物
い
や
理
久
兎
の
従
者
の

人
で
あ
る

狛
が
近
づ

い
て
く
る

 
蓮
 

ん

狛
さ
ん
ど
う
か
し
た
ん
で
す
か

 

狛

え

と
マ
ス
タ

が
楽
し
い

興
を
し
て
く
れ
る

 
み
た
い
な
の
で
良
け
れ
ば
参

し
ま
せ
ん
か
と
い

 
う
お
誘
い
を
し
に
き
た
の
で
す
が

 
霊
夢

興

 

狛

え

が
な
い
幻
想
郷
で
は
注
目
す
る
ぐ
ら
い
の

 
大
き
な

を
解
体
す
る
解
体
シ

で
す

 
そ
れ
を
聞
き

分
は

ら
く
あ
の

だ
ろ
う
と
思

た

そ
し
て
霊
夢
は
興

が
出
た
の
か

 
霊
夢

面
白
そ
う

良
い
わ
行
き
ま
し

う

 
蓮
 

う
ん
良
い
よ
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狛

な
ら

方
に
ど
う

 
そ
う
言
い

狛
が

内
し
よ
う
と
し
た
そ
の
時
だ

た

分
の

ケ

ト
か
ら
式
神

狗
神

と

鈴

が
飛
び
出
て
く
る
と
狗
神
と
鈴

が

手
に
出
て
く
る

更
に
神
楽
か
ら

は
精
霊
の
神
楽
が
出
て
く
る

 
鈴

も
う
蓮
君
こ
ん
な
楽
し
そ
う
な
宴
が
あ
る
な
ら

 

ん
で
よ

 
狗
神

ま

た
く

 
神
楽

ま

ま

 
蓮
 

あ

ご
め
ん

れ
て
た

 
実

的
に

く

れ
て
い
た

こ
れ
は

分
が
悪
い

 
狗
神

ま

た
く
お
前

わ
ん

 

狛

え

と

狗
神
さ
ん
で
す
よ

何
か

の

 

に
つ
い
て
ま
す
か

 
狗
神

い

何
で
も
な
い

お
前
ら
い

行
く
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そ
う
言
い
狗
神
は
そ
そ
く
さ
と

に
立
ち
去
る

そ
れ
に
続
い
て

 
鈴

待

て
よ
狗
神
の

 
神
楽

え

と
そ
れ
で
は

 
鈴

と
神
楽
は
狗
神
の
後
を
追
い
か
け
て
い

た

狛
は

笑
い
を
し
な
が
ら

 

狛

え

と

わ
れ
て
る
ん
で
す
か

 
蓮
 

え

ど
う
な
ん
だ
ろ

 

狛
も
分
か
ら
な
い
か
も
知
れ
な
い
が

分
も
良
く
分
か
ら
な
い

そ
れ
を
見
た
霊
夢
は

 
霊
夢

は

男

て
本
当
に

 
蓮
 

え

何
処
が

 

狛

え

と

説
明
を

 
霊
夢

そ
れ
は

に
は
言
え
な
い
わ

と
り
あ
え
ず

 

内
を
お
願
い

 
何

か
霊
夢
は

れ
な
が
ら

狛
に
そ
う
言
う

と
い
う
か
何
処
が

の
だ
ろ
う
か

 

狛

え

と
で
は

方
へ
ど
う

 
そ
う
し
て

狛
の

内
さ
れ
る

そ
こ
に
は
理
久
兎
が

に

ま

た
刀
を

て
い
た
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理
 

よ
し
集
ま

た
で
は
今
か
ら
解
体
シ

を

 
始
め
る
よ

耶
狛

 
耶
狛

は
い
は
い

 
返
事
と
共
に
耶
狛
が
と
ん
で
も
な
い
ぐ
ら
い
の

を

ン
に

せ
て

て
く
る

そ
れ
は

現
代
の

に
生

す
る

体
な

だ

た

 
蓮
 

そ
れ
マ
グ
ロ

 

丸
々

な
ん
て

め
て
見
ま
し
た
よ

 
そ
う
外
来
人
で
あ
る

分
や

な
ら
分
か
る
マ
グ
ロ
だ

し
か
も
ス

パ

で
売
ら
れ
て
い

る

り

で
は
な
く
丸
々

だ

 

城

で
あ
ん
な

は
見
た
こ
と
な
い
よ

 

ン

そ

総
大
将
そ
れ
は
食
べ
れ
る
の
か
い

 

達
は
見
た
事
の
な
い
マ
グ
ロ
を
見
て

き
な
が
ら
聞
く

そ
れ
に
は
理
久
兎
は
笑
い
な
が

ら 
理
 

い
や
い
や
食
べ
れ
な
か

た
ら
出
さ
な
い
よ

 
妖
夢

し
か
し
あ
ん
な

を

て
く
る
と
は
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幽
 

だ
と
か
は
紫
が
時
々
お
酒
を

む

に

て

 
来
て
く
れ
る
け
ど
こ
れ
は

き

 
紫
 

ま

 
紫
は

を

ら
せ
る

大
方
の
理

は

分
で
も

で
き
る

そ
の
た
め
に
理
久
兎
に
聞
い

て
み
る
こ
と
に
し
た

 
蓮
 

り

理
久
兎
さ
ん
こ
れ
え

と
ど
の
く
ら
い
で

 

り
か
ら
落
と
し
た
ん
で
す
か

 
そ
う

ら
く
紫
が

た
理

は
お
値

だ

こ
の
マ
グ
ロ
は
大
き
さ
は

メ

ト
ル
は
あ

る

こ
の
ぐ
ら
い
の
物
を
落
と
す
と
な
る
と
物

い
大

で
の

引
だ

す
る
と
理
久
兎
は
笑
い

な
が
ら

 
理
 

落
と
し
た

何
を
言

て
る
ん
だ

こ
れ
だ
よ

 
こ
れ

 
理
久
兎
は

を
パ
ン
パ
ン
と

く

そ
れ
は
つ
ま
り

分
で
の

で

て
き
た
と
い
う
事

だ 

え

と
因
み
に

た
ん
で
す
よ
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念
の
た
め
に

が
聞
く
と

狛
と
耶
狛
そ
し
て
黒
は

笑
い
を
し
だ
し
た

 
理
 

い
や

い
で
そ
れ
で
グ

パ
ン

発
で

 

た
け
ど

 
蓮
 

え

 

常
識
が
通
用
し
な
い
所
か
物
理
法

を
無

な
ん

 
で
す
か

 
そ
こ
ま
で
言
う
理

は

だ

マ
グ
ロ
は
そ
の

体
に

合
わ
ず

中
で
は
時

は
約
８
０

で

ぐ

そ
れ
に
追
い

き
し
か
も
こ
の

体
を
グ

パ
ン

発
で

め
た
と
な
る
と
物

理
法

の
無

も
良
い
所
だ

 
理
 

そ
ん
で

て
地
上
に
上

て

狛
の
能
力
で

 
地
上
に

た
ら
あ
ら
不
思
議
こ
ん
な
所
に
何

 

も
す
る
マ
グ
ロ
が
い
る
で
は
な
い
か

て

  
楽
し
そ
う
に
理
久
兎
は
語
る

良
く
分
か
ら
な
い
者
は
首
を

そ
し
て
分
か
る
者
は

然
し

て
い
た
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さ
と

も
う

は
理
久
兎
さ
ん
の
物
理
法

の

 
無

は

れ
ま
し
た
よ

 
紫
 

も

れ
た

だ

た
け
ど
久
々
に

が
開
い

 
た
ま
ま
よ

 
理
 

ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
そ
ん
な
会
話
を
し
て
い
る
と

を

ら

な
が
ら

夜
と
妹
紅
そ
し
て
永

が
や

て
来
た

ど
う
や
ら
よ
う
や
く
理
久
兎
の
幻

と
の
決
着

が
つ
い
た
み
た
い
だ

 
永

は

は

理
久
兎
や

た
く
れ
た
わ

 
妹
紅

ま
さ
か
あ
れ
が
幻
だ

た
な
ん
て

 

夜

動
い
て

し
た
気
分
よ

 
も
う

人
は
気
力
を
使
い

た
し
た
よ
う
だ

不

不
死
だ
が
や
は
り
体
力
は
あ
る
み
た
い

だ 
理
 

悪
か

た
よ

良
い

を
あ

る
か
ら
許
し
て

 
く
れ
よ

 
そ
う
言
う
と
理
久
兎
は

か
ら
大
き
な
刀
を
引
き

く
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霧
雨

な

ま
さ
か
そ
れ
で

く
の
か

 
理
 

う
ん
そ
う
だ
よ

こ
れ
は
通

マ
グ
ロ
包

て

 
言

て
マ
グ
ロ
を

く
た
め
の

用
包

だ
よ

 
咲
夜

そ
ん
な

が
あ

た
と
は

 
こ
れ
も

い
て
し
ま
う

し
か
も
よ
く
見
て
み
る
と

つ
も
の
包

が
あ
り
理
久
兎
が

て

い
る
包

だ
け
で

く
と
い
う
だ
け
で
は
な
さ
そ
う
だ

 
理
 

よ
し
そ
ん
じ

黒
や
ろ
う
か

 
黒
 

あ

 
そ
う
し
て
理
久
兎
が
黒
の
方
へ
と
刀

を
向
け
た

間
だ

た

 
理
 

ち

 
カ

ン

 
何
と
ま
た

に

め
て
し
ま

た

そ
し
て
大

で

 
理
 

お
前
ら
全
員

せ
ろ

 
全
員

え

 
突
然
の

び
に

が

し
た
そ
の
時
だ

た
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ド

ン

 

分
達
の
い
る

屋
の

か
ら
何
か
が
突

込
ん
で
き
た

そ
し
て

り
に

が
舞
う

 
霊
夢

何
よ
あ
ん
た
達
の

興

 
耶
狛

達
も
分
か
ら
な
い
よ

 
蓮
 

何
が

て
理
久
兎
さ
ん

 
理
久
兎
を
見
る
と
理
久
兎
は
笑

て
い
な
か

た

何
よ
り
も
そ
の
目
は

く
な

て
い
た

そ
し
て

が

ま

て
く
る
と
突

込
ん
で
来
た
も
の
が
分
か
る

そ
れ
は

分
達
と

じ
人

だ
が

⻑
は
レ
ミ
リ
ア
と

等
レ

ル
の

⻑

の
⻑

に
は
全
て
を
畏

さ
せ
る
よ
う

な

が
生
え

の
方
に

が
ゆ
ら
ゆ
ら
と
動
い
て
い
た

そ
れ
は

分
が
面
識
の
あ
る
人
物
い
や

神
だ

た

そ
れ
は

 
千
 

う

シ

き
で
よ
く
も
こ
ん
な
楽
し
そ
う
な

 
事
を
し
て
お
る
の

 

分
に
一
時
的
に
だ
が
力
を
く
れ
た
神
の
龍
神
だ

世
界
の
頂

が
ま
さ
か
の
乱

し
て
き
た

の
だ

そ
れ
に
続
い
て

 

龍
神
様

待

て
く
だ
さ
い
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天
子

ち

と
待
ち
な
さ
い

て

 
天
子
と

ま
で
や

て
き
た

す
る
と
千
の

を
見
て

 
永

姫
様

を
下

て
く
だ
さ
い

 

夜

え

え

 
八

な
な
な
何
で
あ
の
お
方
が

 

矢
 

 
千
を
見
て
特
に

人
は

を
下

る

だ
が
そ
ん
な
事
は
気
に
し
て
い
な
い
の
か
千
は

り

を
見

す
と

 
千
 

し
か
し

れ
て
お
る
の

 
天
然
な
の
か

分
が
や

た
こ
と
に

覚
が
な
そ
う
だ

そ
れ
に
対
し
て
理
久
兎
は

 
理
 

て
め

が
や

た
ん
だ
よ
ク
ソ

 
パ

ン

 
理
久
兎
の

パ

ン
で
暗
転
す
る

気
づ
い
た
時
に
は
壊
れ
た

に

そ
し
て

は
元
通
り

だ

だ
が
理
久
兎
の
と
ん
で
も
発
言
で

分
達
は

く

 
紫
 

ク
ソ

て
え
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さ
と

り
理
久
兎
さ
ん
の

か
ら
そ
ん
な
言

が

 
霊
夢

あ
ん
た
あ
れ
は

 
だ
が
今
の
言

を
聞
き
あ
る
事
を
思
い
出
す

そ
れ
は
理
久
兎
の
親
に
つ
い
て
だ

理
久
兎
を

し
た
の
は
龍
神
そ
の
事
を
思
い
出
し

る

る
聞
く

 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん
そ
れ
に
龍
神
様
え

と

二
人
は

 
親
子

で
す
よ

 
そ
の
問
い
に

人
は

 
理
 

内
の
お

く
ろ

 
千
 

う
む

シ
の
バ
カ

子
じ

 
そ
れ
を
聞
き

は

す
る

そ
し
て

 
全
員

え

 
こ
の
場
の
全
員
の
絶

が
こ
だ
ま
す
の
だ

た
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怠
惰

そ
れ
で
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
晴
明

ど
う
も

者
様
代

で
登
場
の
晴
明
で
す

 
怠
惰

で
は
で
は
ま

や

て
き
ま
す
か

 
晴
明

そ
う
い
え
ば
怠
惰
さ
ん
あ
の
後
の

な
ん
で

 
す
が
そ
の

 
怠
惰

あ

限
定
的
だ
け
ど

の
裏
名
前
は
言
え
な
い

 
よ
う
に
し
て
お
い
た

 
晴
明

貴
方
の
裏
の
名
前

て
い

た
い

 
怠
惰

聞
か
な
い
方
が
い
い
よ

だ

て
あ
の

が

 

き
す
ぎ
て

分

も

い
た
ん
で
し

 
晴
明

は
い

あ
の

が
あ
そ
こ
ま
で

え
る
だ
何

 
て

い
て
て

 
怠
惰

名
前
だ
け
は
言
わ
せ
な
い
よ
う
に
し
た
だ
け

 
だ
か
ら

の
裏
の
経

は
聞
け
る
と
は
思
う

 
よ

だ
け
ど
名
前
を

ザ
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と
い
う
裏
の
名
を
聞
い
た
が
最
後

 
晴
明

 
怠
惰

ま

そ
ん
な

え
な
い
で
よ

も
面
倒
く
せ

 
事
は
し
た
く
は
な
い
ん
だ
か
ら
さ

 
晴
明

こ

心
得
て
お
き
ま
す

 
怠
惰

そ
れ
な
ら
良
し

で
は
で
は
そ
ろ
そ
ろ
時
間
的

 
に
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
晴
明

ま
た
次
回
も
お
願
い
し
ま
す

 
怠
惰

で
は

者
様

 
晴
明

さ
よ
う
な
ら

 
 
 
 
 
 



 第１７２話 上には上がいた

 
第
１
７
２
話
 
上
に
は
上
が
い
た

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

も
う
じ
き
休
み
が
終
わ

て
し
ま
う
こ
と
が

に
な

て
い
る
怠
惰
の

ク
ソ
悪
魔
で
す

休
み
が
も

と
欲
し
い

こ
ん
な
事
を

い
て
い
て
も
仕
方
が
な
い
の
で
本
編

へ
ど
う

 

分
達
は

く
こ
と
し
か
出
来
な
か

た

理
久
兎
の

親
が

の
通
り
本
当
に
龍
神
だ

た
か
ら
だ

だ
が
何
よ
り
も

く
の
は

 
霧
雨

本
当
に
親
子
な
ん
だ
よ
な

 
千
 

う
む

シ
の

子
じ

よ

 
理
 

認
め
た
く
な
い
が

の

親
だ

 
そ
う
絶
対

見
た
目
的
に
は
理
久
兎
が

親
で
千
が
娘
で
は
な
い
の
か
と
思

て
し
ま

う
が
実

は
理
久
兎
が

子
で
千
が

親
と
の
事
だ

つ
ま
り
失

か
も
し
れ
な
い
が
理

久
兎
の

親
は
見
た
目
が

女
と
い
う
事
だ
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天
子

ま
る
で

狗

 
千
 

う
天
子
ど
う
や
ら
お

の

を
そ
の

と

じ

 
よ
う
に
絶

に
整

を
し
て
欲
し
い
み
た
い
じ

 
の
う

 
天
子

な

何
で
も
な
い
わ

 

あ
ら
あ
ら

 
あ
の

頂
天
の
代
名

と
言
わ
れ
て
も
可
笑
し
く
な
い
天
子
が

を
真

に
さ
せ
て

ク

ク
し
て
い
た

 
千
 

む
ま

良
か
ろ
う
し
か
し
理
久
兎

 
理
 

何
だ
よ

 
千
 

お

は
少
年
に
負
け
た
ん
じ

ろ

ざ
ま

な
い

 
の

ギ

 
蓮
 

へ

 
千
は
突
然
の
大

笑
を
し
だ
し
た

分
は

る

る
理
久
兎
を
見
る
と

 
理
 
 

イ
ラ
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理
久
兎
は
笑
い
な
が
ら

間
に
物

い
ぐ
ら
い
に
シ

を
よ
せ
て
い
た

 
蓮
 

あ

あ
れ
は
お

怒

て
る

 
霊
夢

何
か
龍
神
が
大
人

な
く
感
じ
る
わ

 
と

分
達
で
ヒ
ソ
ヒ
ソ
と
言

て
い
る
と
理
久
兎
が

を
開
く

 
理
 

は
ん

相
変
わ
ら
ず
や

て
る
事
が
子

な
ん

 
だ
よ
ロ
リ

お

と
ロ
リ

は
失

か

 
外
見
精
神
年

の
永
遠

笑

 
千
 
 

キ

キ

 

え
て
言
お
う

神
様
な
の
に

く
人
間

い
し
や

て
く
る
事
が
小

生

高

生
の
喧

嘩
に
し
か
見
え
な
い

こ
の
光
景
に
は

は

笑
い
し
つ
つ

 
レ
ミ

あ
れ
本
当
に
最
高
神
な
の
よ

咲
夜

 
咲
夜

え

そ
の

な
ん
で
す
が

 
レ
ミ
リ
ア
は

問
を
覚
え

に
も

 

 

何
か
理
久
兎
の

さ
ん
子

ま
ん
ま
だ
な
萃
香

 
と
良
い

負
だ
な
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萃
香

そ
れ
ど
う
い
う
意

で
す
か

々
様

 

々
ま
で
も
が
子

い
と

し
た

そ
の
思
い
は

分
達
も
そ
う
だ

 
霊
夢

何
か
や

て
る
事
が
子

 
蓮
 

う

う
ん

 
紫
 

あ
ん
な

様
は

め
て
見
ま
し
た
わ

 
さ
と

そ
れ
は

も
で
す
何
時
も
の
理
久
兎
さ
ん
じ

 
な
い

 
と

は

々
に
言
う

ま
ず
理
久
兎
が

と
い
う

語
を
発
言
し
た
こ
と
事

が

き
だ
が
こ
ん
な

な
喧
嘩
を
し
て
い
る
事
に
も

き
を
隠
せ
な
い

だ
が
そ
れ
を
見
て

を

く
す
る
永

や
神

子
は
そ
う
な
の
だ
が
そ
れ
よ
り
も
蒼
白
に
し
て
い
る
者
が

人

狛

と
耶
狛
と
黒
だ

 

狛

さ
ん
す
ぐ
に

を

 
耶
狛

逃

て

逃

て

 
黒
 

く
逃

ろ

 

人
は

ぶ

こ
ん
な

な
喧
嘩
で
何

そ
こ
ま
で
大

に
言
う
の
か
と

問
に
思
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た

だ
が
そ
の
考
え
は

か

た
と
知
る
こ
と
と
な
る

人
が

ん
だ
そ
の

間

 
ド

ン

 
蓮
 

ぐ

 
霊
夢

な

何
よ
こ
れ

 
紫
 

う
ぐ

 
霧
雨

痛
た
た
た
た
た

 
さ
と

な

何
で
す
か
こ
れ

 

 

動
け

な
い

 
風
雅

な
ん
だ
こ
れ
は

力
じ

な
い

 
ル
 

飛
べ
な
い
の
だ

 

分
も

め
て

は
突
然
の

力
に

し

さ
れ
る

そ
の
中
を
千
と
理
久
兎
は
立

て
お

い
を

ん
で
い
た

ど
う
や
ら
こ
の

人
の
殺
気
な
の
か
そ
れ
と
も
気
な
の
か
は
分
か
ら
な

い
が
原
因
は
こ
の

人
だ
ろ
う

 
千
 

理
久
兎
よ
そ
な
た
の
そ
の

を
む
し
り

て

 
や
ろ
う
か
の
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理
 

れ
ク
ソ

て
い
う
か
帰
れ
そ
ん
で

人

 
で

し
い
ボ

酒
で
も
楽
し
ん
で
ろ

 
血
管
が

き
出
な
が
ら

人
は

い
に

み
合
う

喧
嘩
は

り
に
も
迷

と
い
う
言

は

あ
る
が
ま
さ
に
こ
れ
は
そ
の
言

の
代
名

だ

本
当
に
迷

で
し
か
な
い

そ
れ

前
に
常
識

外
れ
も
と
い

ト
の

人
が
ぶ
つ
か
り
合
え
ば
ど
う
な

て
し
ま
う
の
だ
ろ
う

 
理
 

は
思
う
ん
だ
よ
な

こ
の
空
に
は

 
龍
は

も

な
い
と
な

 
千
 

う
た
ま
に
は
良
い
こ
と
を
言
う
で
な
い
か

 
つ
い
に
親
子
喧
嘩
が
始
ま
り
そ
う
な

気
だ

 

狛

マ
ス
タ

め
て
下
さ
い

 
黒
 

よ

に
な
れ

 
耶
狛

こ
の
ま
ま
だ
と

が
死
ん
じ

う
よ

 
今
と
ん
で
も
な
い

語
が
聞
こ
え
来
た

死
ぬ
と

つ
ま
り
こ
ん
な
親
子
喧
嘩
に

き
込
ま
れ

て
死
ぬ
と
言
う
の
か

そ
ん
な
死
に
方
は
本
当
に
勘

し
て
欲
し
い

式
だ
と
か
で
も

く
よ

り
も
笑

て
し
ま
う
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蓮
 

あ

狛
さ
ん

理
久
兎
さ
ん
と
龍
神
様

て

 
仲
が
悪
い
ん
で
す
か

 

狛

い
や
じ

れ

き
合

て
る
だ
け
な
ん
で
し

 
う
が
あ
の

人
が
激
突
す
る
と
ア
ル
マ

ド
ン

 
が
起
こ
り
か

な
い
ん
で
す
よ

 

ア
ル
マ

ド
ン

 
ア
ル
マ

ド
ン

意

で
は

録
や
最
終
戦

を
意

す
る

こ
ん
な
親
子
喧
嘩
で
世
界
が

滅
び
た
と
な
る
と
笑
い
者
も
良
い
所
だ

 
霊
夢

何
で
も
良
い
け
ど
こ
れ
を

か

開
で
き
る

 
奴
は
い
な
い
の

 
紫
 

今

張

て

界
を

ろ
う
と

死
よ

 
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で

は
パ

ク
だ

そ
の
時
だ

た

分
達
と

じ
よ
う
に
突

し
て

い
る

が
何
が

み
た
い
な
物
を

人
に
向
か

て
投

る

 

龍
神
様

理
久
兎
様

 
千
 

何
じ

こ

ち
は

り
込
み
中
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理
 

あ

そ
う
だ

り
込
み
中

 

 

う

が
ど
う

り
込
み
中
な
ん
だ

 
突
然

が
投

た

か
ら

が
聞
こ
え
出
す

そ
れ
を
聞
く
と
千
は

い

を
す
る

そ

れ
は
理
久
兎
も

様
に
だ

 
千
 

な

 
理
 

ま

ま
さ
か

 

 

ま
さ
か
千
ち

ん
そ
れ
に
理
久
兎
君
も
だ
け
ど

 
親
子
喧
嘩
し
て
る

じ

な
い
よ

 
千
 

何
を
言

て
お
る
ん
じ

そ
ん
な

な
い

 
の
う
理
久
兎

 
理
 

あ

あ

 
先
程
ま
で
の
喧
嘩

ド
が
一
転
す
る

あ
の
龍
神
や
理
久
兎
が

れ
る
人
物
で
あ
る

の

の

そ
の
正
体
が
気
に
な
る
が

 
狗
神

こ
の

ど
こ
か
で

 
鈴

待

て
何
か

和
感
が



 第１７２話 上には上がいた

 
神
楽

え

と
い
や
で
も

 
何
か

人
は
悩
ん
で
い
た

す
る
と

の
中
か
ら

が

本
出
て
く
る

ま
る
で

ラ

映

み
た
い
に

 
妖
夢

う
う
う

が

 
パ

あ
れ
は
魔
法

 
玲
音

奴
が

 
す
る
と
下
に
落
ち
て
い
た

を
手
に

る
と

を
引

込
ま
せ
た

 

 

た
く
喧
嘩
し
た
ら
面
倒
だ
け
ど

き

し
に
行
く

 
か
ら
よ
ろ
し
く

 
そ
う
言
う
と

が
聞
こ
え
な
く
な
る

そ
し
て

然
と
体
が

く
な

た

分
達
は
起
き
上

が
ろ
う
と
す
る
と

 
理
 

あ
れ

お
前
ら
は
何
や

て
ん
の

 
千
 

う
む

ど
う
し
た
の
じ

 
こ
の

人

喧
嘩
す
る
事
だ
け
し
か
考
え
て
い
な
か

た
の
か
よ
く
分
か

て
い
な
か

た

 
全
員

貴
方
達
せ
い
だ
よ
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と
こ
れ
は

怒

て
当
た
り
前
だ

正

な
話

分
も
怒
り
が

し

れ
て
更
に
ま

た

し
て
怒
り
が
戻

て
き
た

 

龍
神
様

あ
の
方
が
い
な
か

た
ら
ま
だ
喧
嘩

 
し
て
い
ま
し
た
よ

 
天
子

本
当
に
や
め
て
ち

う
だ
い
よ

 
千
 

う

う
む
す
ま
な
か

た

つ
い
カ

と
な

て

 
し
ま

て
の

 
千
は
従
者
で
あ
る

や
天
子
に
こ

ど
く
怒
ら
れ
て
い
た

そ
し
て
理
久
兎
は

 
紫
 

様

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

 
理
 

す
み
ま
せ
ん
で
し
た

 
怒
り
た
い
者
も

山
い
た
が
特
に
こ
の

人
の
殺
気
が

す
ぎ
る

か
つ
て
何

か
無

悲

に

分
へ
と
怒
り
を
ぶ
つ
け
て
い
た
霊
夢
が

人
い
る
み
た
い
な
感
じ
だ

そ
う
し
て
千
と
理

久
兎
は
最
高
神
な
の
に
も
関
わ
ら
ず

に

を
す
る
の
だ

た
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晴
明

で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
怠
惰

お
ち

か
れ
さ
ま

ク
ン

 
晴
明

何
を
食
べ
て
い
る
ん
で
す
か

 
怠
惰

 
晴
明

そ
う
で
す
か
あ

怠
惰
さ
ん

か
ら

 
聞
き
ま
し
た
が
貴
方
か
つ
て
は

生
な
ん
と
か

 
と

問

を

め
て
い
た
み
た
い
で
す

 
怠
惰

ん

は
は

そ
こ
ま
で
知

た
か

 
晴
明

そ
れ
に
昔
は

い
地

に
い
た
の
に
も
関
わ
ら

 
ず
何

地

を

て
た
の
で
す
か

 
怠
惰

興

な
い
か
ら

 
晴
明

え

 
怠
惰

元
々
は

等
の
集

は

各
々
の
願
い
が
あ

 
た
か
ら
活
動
し
て
い
た
に
過
ぎ
な
い
ん
だ
よ

 
晴
明

怠
惰
さ
ん
そ
の
願
い

て
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怠
惰

が
望
ん
だ
の
は
安

と

が
あ
る
世
界

 
五
月

い
の
は

い
で

だ
け
ど
何
時

 
の
間
に
か
さ
五
月

く
な

て
い
る
ん
だ
よ

 

に
と
あ
る
女
の
子
が

 
晴
明

何
か
今
と
ギ

が

く
く
く

 
怠
惰

だ
け
ど
楽
し
い
け
ど

も
し
そ
ん
な
世
界
を

 
実
現
さ
せ
た
ら
こ
ん
な
楽
し
い
事
も
な
か

 
た
か
も

 
晴
明

そ
う
で
す
か

あ

そ
う
そ
う

か
ら

 
伝
言
が

 
怠
惰

な
に

 
晴
明

そ
の

ま
た

め
て
下
さ
い

て

 
怠
惰

ド

が

だ

て
伝
え
て
お
い
て

 
晴
明

そ
う
な
る
と
放

レ
イ
良
い
わ

と
か
に
な
り

 
そ
う
で
す
よ
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怠
惰

だ
か
ら

い
な
ん
だ

は

と
り
あ
え
ず
終
わ
ろ

 
う
か

が
痛
く
な

て
き
た

 
晴
明

あ

は
い
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
怠
惰

で
は

者
様

 
晴
明

ま
た
明
日
の
外
伝

で

そ
れ
で
は
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第
１
７
３
話
 
龍
の
親
子

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

月

日
か
ら
新

が
始
ま
る
こ
と
に

と
な

て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ

悪
魔
で
す

因
み
に
電
車
の
た
め
前
よ
り
も

起
き
と
な
る
と
い
う
怠
惰
さ
ん
に
は
地
獄
で
す

そ
れ
で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 
龍
神
の
来
訪

ま
だ
分
か
ら
ぬ
強
者
の

が
出
て
き
た
事

色
々
と
ト
ラ

ル
は
起
こ

た
が
今
は
よ
う
や
く
落
ち
着
き

は
楽
し
く
酒
を

み

わ
す

因
に
だ
が

 
千
 

は

酒
は

い
の

 
天
子

龍
神
様
も
う
本
当
に
喧
嘩
は

め
て
よ

 
千
 

う

う
む
す
ま
な
か

た
の

天
子
よ

 

ま

ま

そ
ん
な
子

い
所
も
龍
神
様
の

 
魅
力
で
す
し

 
龍
神
も
宴
会
に
参

し
天
子
や

も

様
に
参

し
た

そ
ん
な

華
な

客
が
来
て
い
る
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中
で

分
は
理
久
兎
達
が

い
て
く
れ
た
新

な
マ
グ
ロ
で

食
に
し
て
い
た

 
蓮
 

し
い

 

を
食
べ
た
が
や
は
り
新

な
た
め
か
色

が
と
て
も
良
い

し
か
も
何
年
ぶ
り
と
言

て

も
良
い
ぐ
ら
い
に
マ
グ
ロ
を
食
べ
た
事
が
な
か

た
た
め
感
動
し
そ
う
に
な
る

そ
し
て
隣
に
い

る
霊
夢
も

 
霊
夢

の

て
こ
ん
な
に

し
い
の

お
酒
と

 
良
く
合
う
わ

 
満

そ
う
に
酒
を

に

れ
て
い
た

ど
う
や
ら
マ
グ
ロ
は
お
気
に

し
た
よ
う
だ

 
霊
夢

蓮
の
い
た
外
界

て
こ
ん
な
物
が
食
べ
れ
る
の

 
ち

と

ま
し
い
わ

 
蓮
 

ア
ハ
ハ
そ
う
か
な

で
も

ス

パ

こ

ち
で

 
言
う
と

屋
と
か
で

う
か
ら
少
し

度
が
落
ち

 
ち

う
か
ら
こ
う
し
た
新

な
物

て
結
構
お
値

 

が

 
霊
夢

そ
れ
を
聞
く
と
悲
し
い
わ
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そ
ん
な
会
話
を
し
な
が
ら
共
に

理
を
楽
し
ん
で
い
る
と

 
千
 

に
娘
よ

シ
も
良
い
か

 
霊
夢

あ
ら
こ
れ
は

客

ど
う
し
た
の

 
霊
夢
が

客
と
い
う
の
は
良
く
分
か
る

最
高
神
が
こ
う
し
て

し
て
も
良
い
か
と
聞
か
れ

れ
ば

客
と
も

え
た
く
な
る

 
千
 

な
に
少
し
そ
な
た
ら
に
興

が
あ

て
の

 
蓮
 

え

と

は
構
い
ま
せ
ん
が

 
霊
夢

も
良
い
わ
よ
別
に

 
千
 

う
そ
う
か
な
ら
言

に

え
る

 
そ
う
言
う
と
千
は
霊
夢
の
隣
に
座
る
と
酒
を
注
ぎ

み
始
め
る

 
霊
夢

で
も
最

に
貴
女
を
見
た
時
は

い
た
わ

 
ま
さ
か
最
高
神
が
こ
ん
な
小
さ
い
な
ん
て

 
千
 

う
正

に
言
う
の

娘
は

ま

無
理
も

 
な
い
か
の
し
か
し

シ
と
て
こ
の
体

に
満

 
は
し
て
お
ら
ん
の
じ
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蓮
 

え

と
つ
ま
り
も

と

⻑
を

ば
し
た
い

 
そ
う
い
う
事
で
す
か

 
千
 

う
む

ま

シ
に
は
無
理
な
話
じ

が
な

 
そ
う
複
製
で
は
な

 
と
意

の
分
か
ら
な
い
事
を

い
た

複
製
と
は
ど
う
い
う
意

な
の
だ
ろ
う
か

し
か
も

千
は
何
処
か
遠
く
を
見
つ
め
悲
し
そ
う
に
な

て
い
た

こ
れ
で
は
楽
し
い

気
が

無
し

だ 
蓮
 

あ

え

と
所
で
さ

き
の
あ
の

か
ら
聞
こ

 
え
た

の

て

 
千
 

ん

あ

怠
惰
の
事
か

 
霊
夢

怠
惰

そ
れ
名
前
な
の

 
千
 

う
む

略
し
て
怠
惰
じ

が
省
略
せ
ず
の
本
来

 
の
名
は
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
そ
れ
が
名
前
じ

な

 
世
の
中
に
は
不
思
議
な
名
前
の
人
が
い
る
み
た
い
だ

ま
ず

ミ
ン
グ
セ
ン
ス
が
な
い

 
千
 

あ
や
つ
は
キ
レ
る
と
面
倒
な
奴
で
の

そ
れ
に
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正

な
話
じ

が

シ
や
理
久
兎
よ
り
も
強
い

 
奴
の

人
じ

な

 
霊
夢

は

 
蓮
 

え

で
も
龍
神
様
が
頂

で
は
な
い
ん
で
す
か

 
千
 

い
や
い
や
昔

ま

ま
だ

シ
が
本
当
に
未

な

 
時
に
怠
惰
と
戦

た
が
全
て
に
お
い
て
負
け
た
ん

 
じ

よ

そ
の
お
陰
で
今
の

シ
が
こ
う
し
て

 
お
る
ん
じ

が
な

 
龍
神
は
昔
を

り
返
り
な
が
ら
楽
し
そ
う
に

え
た

だ
が
そ
ん
な
楽
し
そ
う
に
語
る
龍
神
の

目
は
少
し
だ
が
悲
し
そ
う
な
目
を
し
て
い
た

 
千
 

思
え
ば
色
々
あ

た
の

 
霊
夢

そ
の
容

で
そ
れ
を
言
う
の
も

 
千
 

う
る
さ
い
わ
い
娘

 
こ
う
し
て
共
に
話
し
て
い
る
と
親
し
み
や
す
い

理
久
兎
も
そ
う
だ
が
千
も
何
処
か
人
間

さ

と
い
う
か
人
当
た
り
が
良
い
と
い
う
か

と
て
も
話
し
や
す
い
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千
 

そ
う
じ

時
に

よ

 
蓮
 

え

と
何
で
し

う
か

 
千
 

シ
が
そ
な
た
に
力
を
貸
し
た
と
は
い
え
ど

 
ど
う
で
あ

た
か

そ
な
た
の
本
来
の

能

 
を
開
花
し
戦

た
気
分
は

 
蓮
 

本
来
の

能

 
あ
の

が
本
来
の

能
と
は
一
体
ど
う
い
う
事
な
の
だ
ろ
う
か

 
千
 

お
ん
し
気
づ
い
て
お
ら
ん
の
か

 
蓮
 

え

と
何
が
で
す
か

 
千
 

お
ん
し
の
先
祖
ま

確
か

え

と

 
理
久
兎

ち

と
来
て
く
れ
ん
か

 
悩
み
に
悩
ん
だ

に
理
久
兎
を
呼
ん
だ

す
る
と
ゆ

く
り
と
歩
き
な
が
ら
理
久
兎
が
や

て

来
た

 
理
 

何
だ
よ
お

く
ろ

 
と

来
た
の
だ
が
気
に
な
る

に
気
が
つ
い
た
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蓮
 

あ
れ

理
久
兎
さ
ん
さ

き
は
龍
神
様
の
事
を

 

と
か

て
言

て
た
の
に
お

く
ろ

 
何
で
す
か

 
理
 

あ

ま

喧
嘩
と
か
そ
ん
ぐ
ら
い
し
か
言
わ

 
な
い
な
そ
れ
は

 
ど
う
や
ら
喧
嘩
の
時
ぐ
ら
い
し
か
そ
う
呼
ば
な
い
み
た
い
だ

そ
う
言

て
い
る
と
理
久
兎
は

分
の
隣
に
座
る
と

 
理
 

で

何
だ
よ

 
千
 

う
む
こ
の

の
先
祖
の
名
は
何
じ

た
か
と

 
聞
こ
う
と
思

て
の

 
理
 

そ
れ
本
人
に
聞
け
ば
良
い
だ
ろ

ま

い
い

 
安

晴
明
だ

 
千
 

そ
う
か

で
は
話
す
が
そ
の
安

晴
明
は
実
は

 
の
何
と

人

妖
だ

た
ん
じ

よ

 
そ
れ
を
聞
き

分
も

め
て

は

る

そ
し
て
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霊
夢

え

人
間
じ

な
か

た
の

 
千
 

う
む
因
に
晴
明
の

親
本
人
の

の

に

 
聞
い
た
か
ら
間

い
は
な
い

 
理
 

良
く
会
え
た
な

 
千
 

ま

狐
の
神
と
し
て

さ
れ
今
で
は
守
り
神

 
と
な

て
お
る
か
ら
の

 
ど
う
や
ら
ご
先
祖
様
は

さ
れ
神
と
な

て
い
る
み
た
い
だ

そ
し
て
次
に
理
久
兎
が
話
始

め
た

 
理
 

な

蓮
そ
れ
に
霊
夢
お
前
達
に
話
し
て
お
く

 
蓮
 

え

何
が
で
す

 
理
 

鷺
麿
の
一
件
に
つ
い
て
だ

 
そ
れ
を
聞
き
あ
の
と
き
の
事
が

裏
に
過
る

奴

ど
許
せ
な
い
と
思

た
奴
は
い
な
い

 
理
 

奴
は
地
獄
か
ら

け
出
し
た

だ
が
今
の

 
話
を
聞
い
て
可
笑
し
い
と
思
わ
な
い
か

 
蓮
 

え
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霊
夢

地
獄
か
ら

け
出
し
た

て
所
よ

 
理
 

そ
の
通
り
だ
ま
ず
地
獄
か
ら

人
で

け
出
す
何

 
て
事
は
不
可
能
だ
獄

そ
し
て
四
⻤
神
⻑
そ
う
い
 

 

た
化
け
物
格
が

い
そ
し
て
逃

よ
う
と
す
れ

 
ば
す
ぐ
に
バ
レ
る
そ
れ
を
ど
う
や

て

い
潜

 
た
と
思
う

 

分
は
考
え
る

そ
し
て
霊
夢
が

を
開
き

 
霊
夢

力
者
が
い
る

て
所
か
し
ら

 
理
 

あ

の
見
立
て
が
正
し
い
と
す
れ
ば
外

か
ら

 
の

力
者
が
い
た
そ
い
つ
は
ま
ず
鷺
麿
を
逃
が
す

 
た
め
に

体
の
元

悪
な
犯

を

つ
悪
霊
を

 
野
に
解
き
放

た
ま
ず
そ
れ
で
獄

達
の
目
は
そ

 

ち
に
向
く
そ
の
間
に
逃
が
し
た

て
の
が
正
解

 
だ
ろ
う
な

 
蓮
 

そ
れ
と
こ
れ
と
ど
う
い

た
関
係
が
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そ
の
逃
が
し
た
奴
と

分
と
で
何
か
関
係
が
あ
る
の
か
と

問
に
思
う
と
理
久
兎
は
更
に
話
を

続
け
た

 
理
 

考
え
て
み
ろ
何
で
鷺
麿
を
逃
が
し
た
と
思
う

 
言
う
の
も
あ
れ
だ
が
地
獄
の
中
だ
と

奴
よ
り

 
も

い
奴
は
い
る
の
に
何

奴
に
し
た
の
か

 
そ
れ
は

 
蓮
 

そ
れ
は

 
理
 

鷺
麿
は

を

め
て
い
た
が
本
来
の
目
的
は
蓮

 
お
前
を
目
の

に
し
て
る
奴
だ

 
ど
う
や
ら
そ
い
つ
は

分
を

て
い
る
み
た
い
だ

ま
ず
目
の

に
さ
れ
る
よ
う
な
事
を
し

た
覚
え
は
な
い

だ
が
こ
こ
で
あ
る
最
悪
な
事
を
思
い

い
て
し
ま

た

そ
れ
は
ま
だ
幻
想
郷

に
来
た

に
聞
い
た

分
の
先
祖
で
あ
る
安

家
を

殺
し
に
し
た
妖
怪

 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん
そ
れ

て
ま
さ
か

の
先
祖
を

 

殺
し
に
し
た
妖
怪
で
す
か

 
理
 

あ

言
い
た
く
は
な
い
け
ど
な
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霊
夢

つ
ま
り
そ
い
つ
は
幻
想
郷
に
来
て
る

て
事

 
理
 

そ
れ
は
分
か
ら
ん
だ
が
ま
た
近
々
に
蓮
に
対
し

 
て

ず

ン
タ
ク
ト
を

て
く
る
事
は
間

 
い
は
な
い
だ
ろ
気
を

け
ろ
よ

 
こ
れ
に
は

を

ん
で
し
ま
う

そ
ん
な
奴
が
こ
ん
な
所
に
い
た
な
る
と

で
し
か
な
い

 
千
 

一

は

シ
も
そ
の
妖
怪
に
つ
い
て
は

べ

 
て
は
お
こ
う

 
理
 

感
だ

 
こ
の

人
が
手

け
し
て
く
れ
る
と
い
う
の
な
ら
心
強
い

 
蓮
 

あ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
霊
夢

言

て
お
く
け
ど

だ

て

け
る
か
ら

 
蓮
 

あ
り
が
と
う
霊
夢

 
霊
夢

ん

 
と

分
と
霊
夢
が
話
し
て
い
る
を
理
久
兎
と
千
は
楽
し
そ
う
に

め
て
い
た

 
千
 

し
か
し
こ
う
し
て
見
る
と
あ
の
頃
の

い



 第１７３話 龍の親子

 

シ
の

を
思
い
だ
す
の

 
理
 

う

 
千
 

お
い

う

と
は
何
じ

 
理
 

は
い
は
い

を
近
づ
け
る
な

て

 
と

人
の
そ
ん
な
や
り
と
り
を
見
な
が
ら

分
達
は

り
の
宴
会
を
楽
し
み
こ
の
異
変
は

本
当
の
意

で
終
わ
り
へ
と
な

た
の
だ

た

 
怠
惰

そ
れ
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
晴
明

大
変
そ
う
で
す

 
怠
惰

う
ん
絶
対
に
大
変
だ
よ

 
晴
明

ア
ハ
ハ
ハ

 
怠
惰

そ
こ
で

者
様
に
は

し

な
い
け
れ
ど
来

の

 
月

日
か
ら

間
だ
け
休
ま
せ
て
頂
き
ま
す

 
晴
明

れ
る
た
め
で
す
か
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怠
惰

そ
う

そ
れ
で
様
子
を
見
て

日

回
投
稿
が

 
出
来
る
か
ど
う
か
等
々
を
確
認
し
た
い
か
ら

 
晴
明

も
し
出
来
な
か

た
ら

 
怠
惰

そ
の
時
は
ま
た
伝
え
る
け
れ
ど
一

は

日

 
回
い
つ
も
と

じ
よ
う
に
は
や
ろ
う
と
し
て
は

 
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

 
晴
明

リ
ア
ル
だ
と

し
そ
う
で
す

 
怠
惰

し
い

う
な
大
変
の

だ
よ

 
晴
明

そ
う
で
す
か

あ

怠
惰
さ
ん
そ
ろ
そ
ろ

 
怠
惰

だ

な
の
で
一

は
お
願
い
し
ま
す
そ
れ
で
は

 

者
様

 
晴
明

ま
た
次
回
さ
よ
う
な
ら
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 第十五章 娯楽のバザー

 
第
十
五
章
 
娯
楽
の
バ
ザ

 
第
１
７
４
話
 
過
ぎ
て

 
こ
ん
ば
ん
は
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

そ
し
て

マ
ジ
で
す
ん
ま
せ
ん
し
た

投
稿
を

す
る
た
め
に

品
を
書
い
て
い
た
ら

魔
に

ら
さ
れ
て

て
し
ま
い
ま
し
た

そ
し
て
一

昨

日
の
分
も
合
わ
せ
て
今
日
と
昨
日
の
分
の
話
を
投
稿
し
ま
す
の
で
お
願
い
し
ま
す

で
は
本
編
へ

ど
う

 
理
久
兎
達
が
引
き
起
こ
し
た
異
変
か
ら
数
日
が
経
つ

よ
う
や
く
平
和
な
何
時
も
の
日
常
へ
と

戻

て
い
た

 
蓮
 

平
和
だ

 
霊
夢

だ
け
ど
平
和
す
ぎ
る
の
も
問

よ

 
理
久
兎
達
が
引
き
起
こ
し
た
異
変
は

は
何
も
な
く

ん
だ
⻄
行
妖
も
空
紅
の
代
わ
り
の
刀
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を
突
き
刺
し
白
玉
桜
に
返
還
し
た
と
の
事

行
方
不
明
と
な

て
い
る
妖
怪
も

は
戻

て
き
て

平
和
な
日
常
へ
と
戻

て
い
く

だ
が
平
和
す
ぎ
る
の
も
退

な
も
の
だ

 
蓮
 

だ
け
ど
退

な
方
が
良
い
の
か
も
し
れ
な
い
け
ど

  
霊
夢

そ
れ
だ
と
お

が
無
く
て

の
心
の
中
で
雨
が

 
降
り
続
け
る
ん
だ
け
ど

 
蓮
 

ま

ま

一

は

い
だ
お

の
分
の

分
は

 
お

に
い
れ
て
る
ん
だ
か
ら

 
な
お
そ
の

は
今
も
続
け
て
い
る

居
だ
と
思
う
が
居

さ
せ
て

て
い
る

な
の
で

そ
こ
は
お

と
し
て

め
て
は
い
る

 
霊
夢

別
に
も
う
そ
ん
な
事
は
し
な
く
て
も
良
い
の
に

 
昔
は
こ
ん
な
気

ち
は
な
か

た
か
ら
言

た
わ

 
け
ど
今
は

 
霊
夢
の

は

々
に
紅
く
な

て
い
く

 
蓮
 

ハ
ハ
ハ

そ
れ
で
も
霊
夢
に
は
何
時
も
お
世
話
に
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な

て
る
か
ら
そ
の
お

 
霊
夢

蓮

た
ら

 

ら
く
今
も
現
代
に
い
た
ら
こ
ん
な
可
愛
い

人
は
出
来
な
か

た
だ
ろ
う

こ
ん
な
に
楽
し

く
話
す
事
も
な
か

た
だ
ろ
う

こ
ん
な
に
も
心
か
ら
守
り
た
い
と
思
え
る
人
と
は
出
会
え
な

か

た

 
蓮
 

霊
夢

 
霊
夢

な

何
か
し
か
ら

 
今
か
ら
言
う
事
は

分
か
ら
し
て
み
る
と
結
構

ず
か
し
い
し
何
よ
り
も

り
返
る
と

面
し

た
く
な
る
よ
う
な

だ
が
何
と
か
言
お
う
と
決
意
し
て

 
蓮
 

あ

あ
の
さ

 
霊
夢

だ

だ
か
ら
何
よ

 
蓮
 

が
そ
の
も
う
少
し

⻑
し
た
ら
霊
夢
の

 
霊
夢

の
の
の

何
よ

 
霊
夢
も

々
と

が
高
く
な
る

そ
し
て
何
と
か

に
出
し
て

 
蓮
 

の
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続
け
て
言
お
う
と
し
た
そ
の
時

 
ガ
タ
ン

 
と
音
が
し
て
き
た

分
と
霊
夢
は
音
の
す
る
方
向
を
見
る
と

分
達
の
い
る

屋
か
ら
少

し
先
の

の
方
か
ら

か
に
だ
が

が
聞
こ
え
て
く
る

 

 
ば

バ
カ

 

 
す

す
い
ま
せ
ん

 
そ
ん
な
何
処
か
で
聞
い
た
こ
と
の
あ
る

が
神
社
の

近
で
聞
こ
え
て
く
る

分
と
霊
夢

は
そ
こ
へ
と
向
か
う
と

 
霧
雨

お
前
の
せ
い
で
バ
レ
る
だ
ろ

 

ま
さ
か
こ
ん
な
所
に

が
あ
る
と
は
思
わ
な
く

 

て

 
魔
理
沙
と

が
い
た

や
は
り
こ
の

人
だ

た

し
か
も

に

み
聞
き
を
し
て

い
た
よ
う
だ

 
霧
雨

た
く
よ

 
と

魔
理
沙
が
正
面
を
向
い
た

間
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霊
夢

何
が
た
く
よ
で
す

て

 
霧
雨

え

え

 

蓮
さ
ん
そ
れ
に
霊
夢
さ
ん
も

 

人
は

分
達
が
い
る
と
は
思
わ
な
か

た
の
か

い
て
い
た

 
蓮
 

因
み
に
ど
こ
か
ら
聞
い
て
た
の

 

蓮
さ
ん
が
平
和
と
か
言

た

り
か
ら
で
す

 
か

 
つ
ま
り
最

か
ら
聞
い
て
い
た
よ
う
だ

あ
ま
り
の

ず
か
し
さ
に

が
紅
く
な

て

て

し
ま
う

 
霊
夢

そ
う

良

く
分
か

た
わ

 
霧
雨

れ

霊
夢
そ
ん
な
カ
リ
カ
リ

ひ

 

分
も
見
て
し
ま
う

と
ま
で
は
言
わ
な
い
が
笑
い
な
が
ら

間
に
シ

を

せ
る
霊
夢

の

を

今
回
は
そ
ん
な
に

く
は
な
い

 

れ

蓮
さ
ん

 
霧
雨

た

頼
む
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と

人
は
言
う

そ
し
て

分
の
下
し
た
判
決
は

 
蓮
 

霊
夢

今
回
は
遠

は
し
な
く
て
も
良
い
よ

 
霊
夢

そ
の
つ
も
り
よ

 
判
決
は
お
仕

き

理

は

ず
か
し
か

た
か
ら

 
霧
雨

ひ

 

き

 

ン

ン

 
霊
夢
の
弾
幕
が
無

悲
に

人
に

弾
し
た
の
だ

た

そ
う
し
て
数
分
後
ボ
ロ
ボ
ロ
と
な

た

人
は

分
達
と

じ
よ
う
に
縁

に
座
る

 
霧
雨

痛
て
て

手

な

 

ど
う
し
て
こ
ん
な
目
に

 
霊
夢

あ
ん
た
ら
が

み
聞
き
し
て
る
の
が
悪
い

 
こ
れ
は
霊
夢
の
言
う
通
り
だ

せ
め
て

し
な
が
ら
や

て
来
て
く
れ
る
の
な
ら

る
ぐ
ら

い
で

む
が

み
聞
き
は
あ
ん
ま
り
や

て
欲
し
く
は
な
い

 
蓮
 

そ
れ
で

人
は
何
し
に
こ
こ
へ
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人
が
何
し
に
来
た
の
か
と
聞
く
と

人
は
楽
し
そ
う
に

 
霧
雨

そ
れ
は
遊
び
に
だ

 

は
お

分
け
に
来
た
ん
で
す

 
そ
う
言
う
と

は

を
出
す

そ
し
て

を
開
け
る
と
見
事
な
お
は
ぎ
が

つ
も
あ

た 
霊
夢

あ
ら
お
は
ぎ
じ

な
い

 
蓮
 

あ

な
ら
お

を

て
く
る

 
そ
う
し
て
す
ぐ
に
お

を

れ
お

に

せ
て
縁

へ
と
戻
る

も
う
霊
夢
と
魔
理
沙
は
お
は

ぎ
を
食
べ
始
め
て
い
た

 
蓮
 

あ

も
う
待

て
て
く
れ
て
も
良
い
の
に

 
お

を

き

分
も
お
は
ぎ
を
食
べ
る

食
べ
て
い
る
と
祖

の

た

か
し
い
お
は
ぎ
の

が
し
た

  
蓮
 

か
し
い

ち

ん
の
お
は
ぎ
を
思
い

 
出
す
な
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そ
れ
は
良
か

た
で
す

 
霧
雨

そ
う
い
え
ば
蓮

て
さ
外
の
世
界
に
親

と
か

 
は
い
た
の
か

親
は
死
ん
で
る

て
の
は
聞

 
い
た
け
ど
よ

 
親

と
言
わ
れ
る
と
あ
る

人
の
子

を
思
い
出
す

 
蓮
 

親

い
る
に
は
い
る
よ

そ
う
い
え
ば

 
元
気
か
な

菫
子
は

 
霊
夢

そ
れ
が
親

の
子

 
蓮
 

う
ん

ち

ん
の

の
お

さ
ん
何
だ
け
ど

 
昔
に
少
し
遊
ん
で
そ
れ

き
り
だ
か
ら
な

 

の
話
が
本
当
な
ら
も
う

年
と
か
経

 
て
い
る
と
も
う

と
か
そ
ん
な
年
代
か
な

 
そ
れ
を
聞
く
と

は
意
外
と
言
わ
ん
ば
か
り
の
目
で
見
て
く
る

 
蓮
 

ど

ど
う
し
た
の

 
霊
夢

い
や
何
か
あ
ん
た
に
し
て
は
意
外
と
思

て



 第十五章 娯楽のバザー

 
霧
雨

あ

蓮
は
ボ

だ
し

 
蓮
 

ぐ

 

そ
れ
に
言
え
た
義
理
で
は
な
い
で
す
が
痛
い
人

 
で
す
し

 
蓮
 

が
は

 
魔
理
沙
は
と
も
か
く

に
ま
で
言
わ
れ
流
石
に
精
神
が
痛
い

ら
く

値
は

ぐ

ら
い

た
か
も
し
れ
な
い

 
霊
夢

ち

蓮

大

 
蓮
 

う
ん
心
が
痛
い

 
霧
雨

悪
か

た
蓮

 

す
み
ま
せ
ん
蓮
さ
ん

 
と

そ
ん
な
痛
い
話
で
も
こ
の
縁

で
の
会
話
は

り
上
が

た
の
だ

た
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怠
惰

も
う
一
度
言
い
ま
す
す
い
ま
せ
ん
で
し
た

 
鈴

え

と

魔
に
襲
わ
れ
た
ん
だ

け

 
怠
惰

は
小
説
を
書
い
て
い
た
ん
だ
が
い
つ
の
間
に
か

 

ち
ま

た
そ
し
て
気
が
つ
い
た
ら

前
の

時

 
に
な

て
い
た
ん
だ

た
記
憶
も
な
か

た
ん
だ

 
何
を
言

て

 
狗
神

分
か
る
か
ら

は

ち
ま

た

て
事
だ
ろ

 
怠
惰

あ
い
そ
う
で
す

 
神
楽

失
敗
は

に
で
も
あ
り
ま
す
か
ら

 
鈴

日
投
稿
笑

 
怠
惰

マ
ジ
で
本
当
に
す
み
ま
せ
ん

そ
れ
と
で
す

 
次
に

方
の
方
を
投
稿
し
ま
す
の
で
お
願
い
し
ま

 
す

者
様

 
神
楽

因
み
に
何
時
ぐ
ら
い
に

 
怠
惰

え

と
後
少
し
で

す
る
の
で

時
ぐ
ら
い
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ま
で
に
は

 
狗
神

ま

た
く

さ
て
そ
ろ
そ
ろ
時
間
だ
な
そ
れ

 
じ

あ
な

者
様

 
鈴

ま
た

 
神
楽

そ
れ
で
は

 
怠
惰

で
は
ま
た

方
を
見
る
方
は

方
へ
そ
う
で
な
い

 
方
は
サ
ラ

バ
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第
１
７
５
話
 
バ
ザ

へ

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

や
る

が
底
を
つ
い
た
の
で
ま
た
ル

ン
フ

ク
ト
リ

に

で
も

戦
し
よ
う
か
と
考
え
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

怠
惰
さ
ん
は

か
に
願
う

無
い
と
は

思
う
け
ど

が
出
て
く
れ
な
い
か
と

失

こ
ん
な
話
も
あ
れ
な
の
で
そ
れ
で
は
本
編
へ
ど

う 

下
が
り
の

後

分
は
何
気
な
い
何
時
も
の
平
和
な
時
間
を
過
ご
し
て
い
た

 
蓮
 

イ
メ

ジ

イ
メ

ジ

 
イ
メ

ジ
を
し
つ
つ
神
楽
を

る
う

イ
メ

ジ
し
戦

て
い
た
相
手
は
理
久
兎
だ

 
蓮
 

し

は

 
シ

ン

 

処
ま
で
手

を
し
つ
つ
戦

て
い
た
相
手
は
あ
ま
り
い
な
い

そ
の
た
め

り

が
あ

る

次
こ
そ
は

の
力
に
も
頼
ら
ず
に

ち
た
い
と
思
え
た

そ
ん
な
イ
メ

ジ
対
戦
を
し
て
い
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る
と

 
霊
夢

蓮

 
蓮
 

ん

 
霊
夢
か
ら

を
か
け
ら
れ

分
は

ま
る

そ
し
て
霊
夢
の
方
を
見
る
と
霊
夢
は
お

と
タ
オ

ル
を
お

に

せ
て
縁

に
座
る
と

 
霊
夢

休

に
し
な
い

 
蓮
 

あ

も
う
こ
ん
な
時
間
だ

た
ん
だ

 
神
楽
を

に

刀
し
て
縁

に
座
り
タ
オ
ル
で

を

う

そ
し
て
お

を

む

 
蓮
 

 
霊
夢

や

り
前
よ
り
も

が
増
え
た
わ

 
蓮
 

え

そ
う
か
な

 

分
に
は
分
か
ら
な
い
が
少
し

は
増
え
た
み
た
い
だ

あ
ん
ま
り

覚
は
し
て
い
な
い
の

だ
が

す
る
と
霊
夢
が

分
の

り
を

て
く
る

 
霊
夢

う
ん
や

り

い
わ

 
蓮
 

ま

だ
か
ら
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勘

い
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
た
め
言
う
が
そ
ん
な
ガ

ガ

マ

で
は
な
い

言
う

な
る
と
大
体
何
処
に
で
も
い
る

マ

だ

 
蓮
 

ち

霊
夢
く

く
す
ぐ

た
い
ん
だ
け
ど

 
霊
夢

あ

ご
め
ん
な
さ
い

 
そ
う
言
う
と

る
の
を

め
る

そ
し
て

分
は
縁

に

い
て
あ
る

々
新
聞
を
手
に

ち

記
事
を
見
る

す
る
と
と
あ
る
記
事
を
目
に
す
る

 
蓮
 

へ

今
バ
ザ

を
や

て
い
る
ん
だ

 
霊
夢

バ
ザ

 
蓮
 

う
ん

霊
夢
は
知

て
る
よ

 
霊
夢

物
を

に
売
り

い
す
る
楽

楽
座
み
た
い
な

 
も
ん
で
し

 
蓮
 

ま

そ
う

だ

 
こ
れ
ま
た
古
い
言

が
出
て
き
た
も
の
だ

も
う
一
度
確
認
す
る
と
未
来

妖
バ
ザ

開

と

大
き
く
書
か
れ
て
お
り

達
が

で

敷

り
で
開
く
と
い
う
事
も
確
認
で
き
た

す
る

と
霊
夢
も

分
の

に

を

い
て
見
て
く
る
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霊
夢

ん

何
か
あ
る
か
し
ら

 
蓮
 

ど
う
だ
ろ
う

だ
け
ど

印
な
ら
何
か
し
ら

 
の
物
は
あ
る
か
も

 
霊
夢

そ
う

な
ら
行
き
ま
し

う
か

 
蓮
 

そ
う
だ

 

分
は
着
物
の
上

を
着

し
霊
夢
は
お

と
タ
オ
ル
を

け
る
と
空
へ
と
飛
び
立

た
の

だ

た

 
少
年
少
女

動
中

 

人
は

達
が

の
バ
ザ

の
会
場
へ
と
降
り
立
つ

そ
こ
は
色
々
な
妖
怪
達
は
た
ま

た
時
々
に
は
人
間
だ

た
り
神
だ

た
り
が
集
ま

て
い
た

 
霊
夢

こ
れ
だ
け
い
る
と
つ
い
退
治
し
た
く
な
る
わ

 
蓮
 

霊
夢
そ
れ
は
流
石
に

め
よ
う
よ

 
こ
れ
に
は
流
石
に
ツ

ミ
を

れ
る

こ
ん
な
所
で
妖
怪
退
治
と
言
わ
れ
れ
ば
大
騒
ぎ
だ

そ
の
た
め

め
て
欲
し
い

 
霊
夢

ま

仕
方
な
い
か

そ
れ
に
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そ
う
言
う
と
霊
夢
は

分
の

を

む
と
霊
夢
の

で
組
ん
で
く
る

 
霊
夢

今
日
は
良
い

ト
日
だ
し

 
蓮
 

う

う

確
か
に

 
霊
夢

歩
き
ま
し

う
か

 
蓮
 

そ
う
だ

 

分
と
霊
夢
は
バ
ザ

に
並
ぶ
店
を

る
事
に
し
た

見
て
回

て
み
る
と
や
は
り
色
々
な
者

達
が
い
た

 
に
と

い
ら

し

い
見
て

て
よ

 

こ
ち
ら
の
商
品
は
で
す

 

 

良
い
記
事
が
書
け
そ
う
で
す

 
等
々

く
の
妖
怪
達
に
神
様
も
バ
ザ

の
出

者
と
し
て

張

て
い
た

更
に
客
の
中
に

は 
聖
 

黒
さ
ん
は

来
て
な
い
ん
で
す

 
一

聖

黒
さ
ん
は
神
道
の
者
で
す
よ

 
レ
ミ

咲
夜

そ
れ
に
パ

何
か
良
い
道

と
か
は
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あ

た
か
し
ら

 
咲
夜

そ
う
で
す

 
パ

あ
ま
り
無
さ
そ
う

 
と

元
人
間
の
者
も
い
た
り
日
光
が

手
な
吸
血
⻤
が
い
た
り
と
大

わ
い
だ

 
蓮
 

い
数
だ

 
霊
夢

そ
う

 
そ
ん
な
事
を

き
な
が
ら
歩
い
て
い
る
と
ヒ
ソ
ヒ
ソ
と
だ
が

が
聞
こ
え
て
く
る

 
人
間

な

あ
れ

て

 
人
間

あ

博
麗
の
巫
女
に
寺
子
屋
の
教

だ
な

 
人
間

ち

イ

イ

し
や
が

て
よ

 
そ
ん
な

が
聞
こ
え
て
く
る

や
は
り
隣
に
霊
夢
が
い
る
と
注
目
の
的
と
な

て
し
ま
う

 
霊
夢

ど
う
し
た
の
蓮

 
蓮
 

ん

い
い
や

何
で
も
な
い
よ

 
あ
ま
り

タ

タ
は
起
こ
し
た
く
な
い
た
め
に
無

し
て
先
へ
と
進
む

す
る
と

 
男
性

し

か
し
博
麗
の
巫
女
も
ど
う
し
て
あ
ん
な
優
男



 第１７５話 バザーへ

 
を

き
に
な

た
の
か

 
男
性

あ

に
ガ
キ

い
し
な

 
と

を
張
り
上

て
言

て
き
た

分
は
別
に
気
に
も
し
て
い
な
い
し
そ
れ
に
言

て
い

る
事
は
大

あ

て
い
る

そ
し
て
ボ

と
か
言
わ
れ
る
よ
り
か
は
全
然
マ
シ
だ

だ
か
ら
気

に
し
て
い
な
か

た
の
だ
が

ら
が
そ
ん
な
事
を
言

た

後

分
は
一

だ
が

な
気

を

感
じ
隣
を
見
る
と

 
霊
夢

な
ん

で
す

て

 
蓮
 

や

バ
イ

 

く
霊
夢
が
キ
レ
て
い
た

し
か
も
今
に
も
弾
幕
を
飛
ば
し

な
い

気
だ

 
蓮
 

霊
夢

こ

ち
に
行
こ
う

 
霊
夢

え

蓮

 
組
ん
で
い
る

を

し
す
ぐ
に
霊
夢
の
手
を

り
そ
の
場
か
ら
す
ぐ
に

れ
る

そ
し
て

く

小
走
り
に
走
り

ン

の
前
ま
で
来
る
と
手
を

す

 
霊
夢

ち

と
貴
方
の
悪

な
の
よ

 
蓮
 

そ
れ
は
知

て
る
け
ど
騒
ぎ
に
は
な

て
欲
し
く
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な
い
し

折

こ
こ
に
来
た
の
な
ら
楽
し
ま
な

 
い
と

 
霊
夢

う

う

ん

言
う
通
り

ご
め
ん

 
蓮
 

い
い
よ

ら
な
く
て
も

 
こ
れ
で
何
と
か
騒
ぎ
に
は
な
ら
な
く
て

み
そ
う
だ

 
蓮
 

そ
う
い
え
ば
霊
夢
さ

い
た

 
霊
夢

え

え

と
そ
う

少
し
だ
け

 

り
を
見
回
し
て
何
か

み
物
が
な
い
か
な
と
探
し
て
キ

ロ
キ

ロ
と
し
て
い
た
そ
の
時

だ

た

 
男
性

お
や
そ
こ
の
麗
し
き
お

さ
ん
ど
う
で
す
お

 
で
も
し
ま
せ
ん
か

 
と

人
の
男
が
近

て
き
た

し
か
も

が
こ
の

の
人
間
の

で
は
な
く
タ
キ

シ

ド
に

ケ

ト
に
バ
ラ
と
ま
ん
ま
伊
達
男
と
い
う
感
じ
の
男
だ

し
か
し

分
が
い
る
の

が
見
え
て
い
な
い
の
だ
う
か

 
霊
夢

何
よ
あ
ん
た

言

と
く
け
ど
も
う

れ
が
い
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る
ん
だ
け
ど

 
そ
う
言
う
と
霊
夢
は

分
の

を
引

張

て
引
き

せ
て
く
る

そ
れ
を
見
る
と
男
は

 
男
性

何
だ
つ
ま
ら
ん
女
だ
話
し
か
け
て

ら
ぬ

 
と
か
大
和

子
と
は
本
当
に
つ
ま
ら

な

 
霊
夢

は

 
い
き
な
り
霊
夢
を

ス
り
始
め
た

霊
夢
も
怒
る
が
こ
れ
に
は
正

な
話
だ
が

分
の

に

血
管
が

き
出
た

 
男
性

ま

良
い

の
女
を
探

 
そ
う
言
い
去
ろ
う
と
し
た

間

 
蓮
 

す
み
ま
せ
ん

 
男
性

ん

何

 

ン

 
男
性

ぐ

 

分
は
そ
の
男
性
の

に
向
か

て

ス
ト
レ

ト
を
放

た

そ
し
て
男
性
は
そ
の
ま
ま

空
中
で
一
回
転
し
て
地
面
に
倒
れ
込
む
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霊
夢

え

 
蓮
 

は

に
さ
れ
る
の
は
構
わ
な
い
だ
け
ど

 
霊
夢
の
悪

を
言
う
な
ら
許
さ
な
い
よ

 
霊
夢

れ

蓮

 
そ
れ
を
聞
い
た
霊
夢
は

を
紅
ら
め
る
が
す
ぐ
に
手
を
引
い
て

 
蓮
 

行
こ
う

 
霊
夢

え

え

 
霊
夢
の

を
引

張
り

分
と
霊
夢
は
そ
の
場
へ
と
す
ぐ
に

け
る
の
だ

た

そ
し
て
倒
れ

た
男
は

 
男
性

あ
の
小
僧
が

 
そ
う
言
い
男
性
は
起
き
上
が
る

 
男
性

こ
の

を
知

て
の
狼

も
し
く
は
知
ら
な
く

 
て
も
不

に

 
と

言

た
そ
の
時
だ

た

そ
の
男
は
見
て
し
ま
う

人
の

を
生
や
す
少
女
を

れ

て
歩
く
死
ん
だ

の
目
を
し
て

じ
り
曲
が

た

を
生
や
す
そ
の
男
性
を
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男
性

ん

な

な
な
な
何

に
貴
様
が
こ
こ
に

 

 

お
前
こ
そ
何
で
こ
こ
に
い
る
ん
だ
よ

 
悪
魔

く

こ
ん
な
奴
が
い
る
な
ん
て
聞
い
て

 

生

 
男
性
は

シ

で
逃

て
い

た

そ
し
て

た
男
は

れ
少
女
は
首
を

る
の

だ

た

 
狗
神

そ
ん
じ

今
回
も
あ
り
が
と
う
な

 
鈴

あ
り
が
と
う

 
神
楽

そ
う
い
え
ば
怠
惰
様
は

 
狗
神

言
わ
れ
て
み
る
と
い

な

 
鈴

何
か
聞
い
た
話
に
よ
る
と
バ
ザ

に
強

行

 
さ
れ
に
行

て
く
る
と
か
言

て
た
け
ど

 
狗
神

何
じ

そ
り
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神
楽

強

行

て
何
し
た
ん
で
し

う

 
鈴

う

ん
良
く
分
か
ん
な
い
よ

 
狗
神

た
く

奴
と
き
た
ら
よ

 
神
楽

ま

仕
方
が
な
い
で
す
よ
狗
神
さ
ん

 
鈴

う

ん
と
り
あ
え
ず
話
す
こ
と
は
あ

そ
う
だ

 
ま
た
明
後
日
に
次
話
を
投
稿
す
る
か
ら
よ
ろ
し
く

 

者
様

 
狗
神

そ
ん
ぐ
ら
い
だ
よ
な
そ
ん
じ

そ
ろ
そ
ろ
終
わ
り

 
に
す
る

 
鈴

て
な
わ
け
で

者
様
ま
た

 
神
楽

そ
れ
で
は
ま
た
次
の
投
稿
ま
で

 
狗
神

気
⻑
に
待
て
よ
じ

あ
な
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第
１
７
６
話
 
並
ぶ
商
店

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
次
の
オ
リ
ジ

ル
異
変
を
や
ろ
う
か
や
ら
な
い
で
ス
ル

し
よ
う
か
と

絶

考
え
中
の
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

ど
う
す
る
べ
き
か

失

で
は
で
は
本
編
へ
ど

う 
霊
夢
の
手
を
引

張
り
少
し
先
へ
と
行
く

 
霊
夢

れ

蓮

し
て
も
ら

て
も
良
い

 
蓮
 

え

あ

ご
め
ん

 
霊
夢
の
言

で

に
返
る
と
立
ち

ま
り
手
を

す

ど
う
や
ら
カ

と
し
て
い
た
た
め
に

り
を
見
て
い
な
か

た

霊
夢
は

ま
れ
て
い
た
手
を

り
な
が
ら

 
霊
夢

ま
さ
か
貴
方
が

処
ま
で
怒
る
な
ん
て

 
蓮
 

う
ん
何
も
悪
く
な
い
霊
夢
に
向
か

て

 
あ
ん
な

理

を
言
う
か
ら

迷

だ

た
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の
な
ら
ご
め
ん

 
反
省
の
意
を
こ
め
て

る

す
る
と
霊
夢
は

笑
み
な
が
ら

 
霊
夢

全
然

格

良
か

た
わ
よ
蓮

 
そ
う
言
い

に
手
を
当
て
て
く
る

正

な
話
だ
が

ず
か
し
い

 
蓮
 

ん

う
ん

 
霊
夢

 
と

そ
ん
な
話
を
し
て
い
る
と

 

 

よ

そ
こ
の
熱
々
の
お
二
人
さ
ん
良
け
れ
ば
店

 
で
お

を

ん
で

て
く
れ
な
い
か

 
霊
夢

え

な

 
蓮
 

え

 

分
達
は
見
た

そ
の

を
か
け
て
き
た
者
を

そ
れ
は
数

間
前
に
戦

た
男
だ

た
か
ら

だ 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん

 
霊
夢

あ
ん
た
何
や

て
ん
の
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そ
う
理
久
兎
だ

何

こ
こ
に
い
る
の
か
が

問
に
思
う
が
更
に

問
に

つ
の
が

 
霊
夢

し
か
も
そ
の

は
何

 
理
 

ん

こ
れ
か

 

は
普

の
ア
ロ
ハ
シ

ツ
等
の

で
は
な
く
シ

ツ
に
ス
カ

フ
下
は

ツ
に

下

の
み
の

ロ
ン
を
つ
け
て
い
た

 
蓮
 

何
か
お
店
で
も
や

て
い
る
ん
で
す
か

 
理
 

お

良
い
勘
を

て
る
ん
じ

ん
そ
の
通
り

 
で
こ
の
バ
ザ

で

食
店
を
や
ら
せ
て

て

 
い
る
よ

そ
こ
で
だ
良
か

た
ら
来
な
い
か

 
霊
夢

あ
ん
た
の
店
に

 
理
 

そ
う
そ
れ

 
つ
ま
り

分
の
店
へ
お
誘
い
を
し
に
来
た
み
た
い
だ

お

も
食
べ
て
い
な
か

た
の
で

度
良
い
と
感
じ
た

 
蓮
 

な
ら
行
か
な
い

 
霊
夢

そ
う

行
き
ま
し

う
か
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理
 

度
あ
り

な
ら
こ

ち
だ
よ

 
理
久
兎
に

内
さ
れ

分
達
は
歩
い
て
い
く

そ
し
て

く
歩
く
と

 
理
 

こ
こ
が

ら
の

ス

 
目
に
写
る
光
景
は

ジ

レ
て
い
る
ガ

ン
レ
ス
ト
ラ
ン
だ

キ

ン
も
オ

ン
と

な

て
い
て
更
に
は

に
は
パ
ラ
ソ
ル
ま
で
つ
い
て
い
る

そ
れ
に
よ
く
見
て
み
る
と
テ
ラ
ス
の

す
ぐ
隣
は

に
も
な

て
い
る

ま
る
で
こ
こ
だ
け
外
の
世
界
に
来
た
み
た
い
な
感
じ
だ

 
蓮
 

何
か
ど
の
商
店
よ
り
も

地
が
大
き
い
で
す

 
理
 

ま

の
所
場
代
は
利

の

だ
け
ど

ら

 
だ
け
は

う
け
ど

 
霊
夢

そ
れ

け
あ
る
の

 
確
か
に
そ
う
だ

仕

れ
や
ら
で
も

か
る

な
の
に
そ
れ
を

ラ
ス

と
な
る
と
結
構

て
い
か
れ
る

だ
が
そ
ん
な
理
久
兎
は

 
理
 

う
ん
あ
る

外
の
世
界
と
か
で
一

で
仕

れ
を

 
す
る
し
生

者
が
生

し
た
現
地
か
ら

す
る

 
か
ら

も

か
ら
な
い
し
仲
介
手
数

す
ら
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な
い
か
ら

ぐ
ら
い

で
も
な
い

後
は
客
が

 
ど
れ
だ
け

る

て
所
だ

 
蓮
 

そ
れ
を
言
わ
れ
る
と
本
当
に

い
で
す

 
霊
夢

て
か
客
が
大
事

て
言
う
け
ど
人
が
い
な
い
ん

 
だ
け
ど

 
霊
夢
の
言
う
通
り
人
が
い
な
い

そ
れ
を
言
わ
れ
理
久
兎
は
笑
い
な
が
ら

 
理
 

ま

従
業
員
に

休
み
を

え
て
た
か
ら
な
も
う

 
オ

ン
す
る
か
ら

き
な

に
座

て

 
蓮
 

え

え

 
霊
夢
と
共
に
と
り
あ
え
ず
は

に
座
る

す
る
と

 
耶
狛

い
ら

し

い
ま
せ
お
客
様

て
あ

 
蓮
く
ん
に
霊
夢
ち

ん
だ

 
耶
狛
が
お

に
メ

と
お

に
手

き
を
そ
れ

れ

つ
ず
つ

て
き
て
く
れ
た

し

か
も

が
何
時
も
の
巫
女

で
は
な
く
ウ

イ
ト
レ
ス

だ

 
霊
夢

や

り
あ
ん
た
も

い
て
る
の

そ
れ
に
何
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そ
の

は

 
耶
狛

ん

あ

可
愛
い
で
し

 
楽
し
そ
う
に
一
回
転
し
て

全
体
を
見
せ
て
く
る

 
耶
狛

こ
れ

マ
ス
タ

が
従
業
員
の

と
し
て

に

 

て
く
れ
た
ん
だ
よ

 
霊
夢

奴
が

た
ん
だ

 
蓮
 

り

理
久
兎
さ
ん
手
先

用
だ
な

 
見
事
に
外
の
世
界
の
ウ

イ
ト
レ
ス

だ

す
る
と
耶
狛
は
ハ

と
何
か
を
思
い
出
す

 
耶
狛

お

と
無

話
を
し
て
る
と
お
兄
ち

ん
に
ド

 
さ
れ
ち

う

注

が
決
ま

た
ら
呼
ん
で

 
蓮
 

あ

は
い

 
耶
狛
は
そ
そ
く
さ
と
走

て
い

た

そ
し
て

い
て
い

た

を

み
な
が
ら
霊
夢
と
共
に

メ

を
開
く

そ
こ
に
は

理
の
名
前
に
写
真
が
張
り

け
て
あ

た

中
に
は
こ
の
前
に

食
べ
た
テ
リ

も
あ

た

 
蓮
 

結
構
あ
る
ん
だ
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霊
夢

本
当

て
こ
れ

し
そ
う

 
蓮
 

え

 
霊
夢
の
開
い
て
い
る

ジ
を
見
て
み
る
と
そ
れ
は

か
し
の
フ

ミ
レ
ス
メ

の
パ

フ

だ

し
か
も
季

の
せ
い
で
あ
る
の
か
桃
や

等
の
フ
ル

ツ
を

ん
だ
ん
に
使

た

や
か
そ
う
な
パ
フ

だ

 
蓮
 

う

う

ん

食
べ
る
な
ら
最
後
の

ザ

ト

 
で

 
霊
夢

分
か

て
る
わ
よ

そ
う

な
ら
こ
の

 
何
か
し
ら
え

と

ロ

ケ

て
の
と
そ
れ
か
ら

 

に
ご

に
す
る
わ

蓮
は

 
蓮
 

え

と

な
ら
久
々
に
カ
ル
ボ

ラ
を
食
べ
よ

 
う
か
な

 
霊
夢

聞
い
た
事
の
な
い

理

ま

良
い
わ
え

と

 
手
を
上

れ
ば
良
い
の
よ

 
霊
夢
が
手
を
あ

る
と
ト
タ
ト
タ
と
音
を
た
て
な
が
ら
店
員
が
や

て
来
た

ら
く
ま
た
耶
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狛
か
そ
れ
と
も
兄
の

狛
か
そ
の
ど
ち
ら
か
来
る
だ
ろ
う
と
思

て
い
る
と

 

 

は

い

注

は

何
い
た

に

ん

 
霊
夢

あ
れ

あ
ん
た
さ
と
り
の
所
の

ト
よ

 
蓮
 

あ

お

さ
ん

 
ま
さ
か
の
別
の
店
員
が
や

て
来
た

そ
れ
も
さ
と
り
の

ト
で
あ
る
火
焔

が
耶
狛
が

来
て
い
た
ウ

イ
ト
レ
ス

を
着
て
や

て

 
来
た
の
だ

し
か
も

分
達
を
見
て

ま

て
し
ま

て
い
る

 
お

ち
ち
ち

う
ん
で
す
よ

こ
れ
は
理
久
兎
様

 
や
お

さ
ん
に
無
理
矢
理
着
せ
ら
れ
て
店
員
を

 
や

て
る
だ
け
だ
か
ら

 

を
紅
く
し
な
が
ら
あ
た

た
し
だ
し
た

一
体
ど
う
し
た
の
だ
ろ
う

 
霊
夢

ん

可
愛
い
わ
よ

蓮

 
蓮
 

ん

う
ん
そ
う
だ

 

リ
と
霊
夢
は
笑
い
な
が
ら

分
に
も

問
さ
れ
そ
れ
に

え
る

す
る
と
お

は

を

ル

ル
と

わ
せ
て
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お

に

ん

 

び
な
が
ら
理
久
兎
達
の
い
る

へ
と

シ

し
な
が
ら
帰

て
い

た

 
蓮
 

あ

あ
の
注

 
霊
夢

帰

ち

た
わ

 
そ
ん
な
事
を
言

て
い
る
と
今
度
は

狛
が
注

用

を

て
や

て
来
た

 

狛

す
み
ま
せ
ん
娘
が

相
を
し
た
よ
う
で

 
蓮
 

い
え
い
え

 
霊
夢

え

そ
う

は

今
な
ん
て

 

狛

え

と
娘
が

相
を
し
た
よ
う
で
と
言
い
ま
し

 
た
が

 

狛
は
復

す
る

そ
し
て

分
は
あ
る
事
を
思
い
出
す

か
つ
て
お

が
言

て
い
た
義

と
い
う
事
を
つ
ま
り

狛
が
そ
の
よ
う
な
の
だ
ろ
う

だ
が
霊
夢
は
知
ら
な
い
た
め
か

 
霊
夢

あ

あ
ん
た
の
娘
な
の

 
そ
れ
を
言

た

間

ケ

ト
の
式
神

が

て
い
る

ケ

ト
が

れ
る

だ
が
気

に
し
な
い
で
霊
夢
に
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蓮
 

霊
夢

分
だ
け
ど
義
娘
で
す
よ

 
霊
夢

え

 

狛

え

そ
う
で
す
よ

特
に
お

と
お
空
は

分

 
と
耶
狛
と
で
育
て
ま
し
た
か
ら

そ
の
結

か

 
何

か
お

さ
ん

て
言
わ
れ
る
よ
う
に
な

 
て
し
ま

て

 
霊
夢

何
だ

ク
リ
し
た

 
そ
れ
を
聞
き

を

で
下
ろ
し
た

そ
れ
と
動
じ
に

ケ

ト
も

か
に
な
る

 

狛

え

と
注

は
お
決
ま
り
な
ん
で
す
よ

 
霊
夢

あ

そ
う
だ

た

な
ら

ロ

ケ
に

 
そ
れ
で
ご

も

け
て
頂

 

狛

そ
れ
で
し
た
ら

ロ

ケ
に
セ

ト
メ

 
に
す
れ
ば
少
し
お
得
で
す
よ

ご

に

 
そ
し
て
更
に
大

と
那

の

物
が

い
て
き

 
ま
す
が
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霊
夢

え

そ
う
な
る
と
お
値

は

 

狛

物
の
分
が
お
得
に
な
る
お
値

で
す

 
霊
夢

な
ら
そ
れ
に
す
る
わ

 
流
石
は
お

の
使
い
方
に
は
う
る
さ
い
霊
夢
だ

お
得
と
い
う
言

に
は
結
構

い

だ
が
や

り
方
が
本
当
に
外
界
の
フ

ミ
レ
ス
そ
の
ま
ま
だ

 

狛

分
か
り
ま
し
た

そ
れ
で
蓮
さ
ん
は

 
蓮
 

あ

カ
ル
ボ

ラ
を
お
願
い
し
ま
す

 

狛

カ
ル
ボ

ラ
で
す

そ
う
な
る
と
セ

ト

 
メ

に
す
る
と
サ
ラ

が

い
て
き
ま
す

 
が

何
し
ま
す
か

 

方
も
セ

ト
メ

と
し
て
サ
ラ

が

く
み
た
い
だ

よ
く
メ

を
見
て
み
る

と
１
０
０

で
お
手
頃
サ
イ

の
サ
ラ

の
写
真
が
載

て
い
た

因
み
に
霊
夢
が
頼
ん
だ

物
の
は
那

れ
大

が

れ
の
写
真
が
載

て
い
て
こ
の
セ

ト
だ
と
５
０
０

と

な

て
い
た

 
蓮
 

な
ら
そ
れ
で
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狛

分
か
り
ま
し
た
ド
レ

シ
ン
グ
は
シ

ザ

に

 
和
風

イ
タ
リ
ア
ン

レ

ン

バ
ル

 
サ
ミ

ス
か
ら
選
べ
ま
す
が

 
蓮
 

え

と

で

 

狛

畏
ま
り
ま
し
た

あ

そ
れ
と
お

み
物
を

 
む
の
で
し
た
ら

度
カ

ル
限
定
の

み
物

 
が
あ
り
ま
す
が

み
ま
す
か

 
ど
う
や
ら
カ

ル
限
定
の

み
物
が
あ
る
み
た
い
だ

だ
が
正

な
話
だ
が
外
界
か
ら
来
た

者
の
勘
が
騒
ぐ

な
予
感
が
す
る
と

し
か
も

狛
も

を
ひ
き
つ
ら
せ
て
る

だ
が
そ
ん
な
の

は
知
ら
ぬ
と
言
わ
ん
ば
か
り
に

 
霊
夢

へ

面
白
そ
う

な
ら
そ
れ
も

 
蓮
 

れ

霊
夢

 

狛

で
は
そ
ち
ら
も
追

し
ま
し
て
と

そ
れ
で

 
は
少
々
お
待
ち
下
さ
い

 
そ
う
言
い

狛
は
下
が

て
い

た
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霊
夢

楽
し
み

 
蓮
 

う

う
ん
そ
う
だ

 
こ
の
後
に

分
と
霊
夢
は
結
構

ず
か
し
い
事
と
な
る
と
い
う
の
は
い
う
ま
で
も
な
か

た
の

だ

た

 
鈴

い
お
値

が
お
得
だ

 
神
楽

そ
ん
な
に
で
す
か

 
鈴

う
ん
普
通
な
ら

物
と
か

け
る
な
ら
追

の

 

を

て
も
良
い
の
に

ら
な
い
何
て
さ

 
良
心
的
す
ぎ
る
よ

 
神
楽

何
か
裏
が
あ
り
そ
う
で

い
で
す

 
鈴

そ
れ

も
思

た
よ

所
で
狗
神
の

 
は

 
神
楽

え

あ
そ
こ
に
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狗
神

行
こ
う
か
な
あ
の
店
い
や
で
も

 
鈴

何
を
悩
ん
で
る
の
か
な

 
狗
神

な

何
だ
よ
そ
ん
な

し
や
が

て

 
鈴

い
や

い
香
り
が
し
た
か
ら
さ

 
狗
神

何

す
ん

す
ん

く
は
な
い

 
鈴

い
や
こ
れ
比

現
な
ん
だ
け
ど

 
狗
神

比

て
何
だ
よ

 
鈴

え

え

う
ん
良
し

そ
れ
で
は

者

 
様
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

あ

て
め

 
神
楽

え

と

者
様
ま
た
次
回

 
狗
神

だ
か
ら

 
鈴

そ
れ
じ

バ
イ
バ
イ



 第１７７話 やって来る客達

 
第
１
７
７
話
 
や

て
来
る
客
達

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
方

雨
が

く
晴
れ
て
欲
し
い
な
と
願
う
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

も
う

気
温
も
下
が

た
り
で

く
て
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん

で
は
こ
ん
な
話
も
そ
ろ
そ
ろ
な
の
で
本
編

へ
ど
う

 
理
久
兎
が
オ

の
店
に

り
注

を

る
こ
と
数
分
後

 

狛

え

と
ま
ず
セ

ト
メ

の

物
に

 
サ
ラ

和
風
で
す

 
そ
う
言
い

狛
は
セ

ト
メ

の
物
を

く
と
ま
た

へ
と
戻

て
い

た

 
蓮
 

ど
れ
ど
れ

う
ん
不

い

が
な
い

 
霊
夢

本
当

こ
れ
も
良
く

が
染
み
て
て
行
け
る
わ

 
そ
ん
な
事
を
い

て
る
間
に
も
す
ぐ
に

食
し
て
し
ま
う

や
は
り
セ

ト
メ

だ
け

あ

て

は
本
当
に
少
な
く
前
座
だ

す
る
と
今
度
は
耶
狛
が
歩
い
て
く
る

そ
れ
も
お

に
は
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痛
々
し
い
よ
う
な

み
物
を

せ
て

 
耶
狛

お
待
た
せ
し
ま
し
た

人

用
ド
リ
ン
ク

 
で
ご
ざ
い
ま

す

 
霊
夢

ぶ

 
蓮
 

や

り

 

的
に
は
約
５
０
０

ぐ
ら
い
の
ガ
ラ
ス

に
白
と

ン
ク
色
の

体
が

た

み

物
が
来
た

そ
う
来
た
の
だ
が
問

は
ス
ト
ロ

が

つ
合
体
し
た
ハ

ト

の
ス
ト
ロ

な

の
だ

正

な
話
頼
ん
だ

分
達
も
こ
う
し
て
見
て
み
る
と
痛
々
し
く
感
じ
て
し
ま

た

す

る
と
耶
狛
は

リ
と
笑
う
と

 
耶
狛

因
み
に
そ
の
ド
リ
ン
ク
の
原

は

グ
ル
ト
を

 

に
使

て
て

季

の

物
と
し
て
桃
そ
れ
も

 
天
界
か
ら

地

で

て
た
仙
桃
を
ジ

 
に
し
て

た
ス

シ

ル
ド
リ
ン
ク
だ
よ

因

 
み
に

人
限
定
で
値

は
普
通
の
仙
桃
ラ

シ

 
を
二

引
し
て
ス
ト
ロ

が
ハ

ド

て
い
う
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感
じ
の
お
ま
け
だ
よ

 
霊
夢
 

 
も
う

き
す
ぎ
て
い
る
の
か
霊
夢
の

に
は
耶
狛
の
説
明
が

に

て
こ
な
い
状

だ

と

い
う
か
一
番
最
後
の
ハ

ト

ス
ト
ロ

に
限

て
は
絶
対
に
い
ら
な
い
オ

シ

ン
だ

 
耶
狛

そ
れ
じ

ラ

ラ

で

 
そ
う
言
い
耶
狛
は
去

て
い
く
が
耶
狛
の
向
か
う
先
を
見
る
と
理
久
兎
が

で

と

方
を
見
て
い
た

し
か
も

 
理
 
 

 
グ

ジ

ま
で
し
て
き
た

や
は
り
理
久
兎
の
仕
業
だ

た

 
蓮
 

お
の
れ

 
霊
夢

れ

蓮
ち

ち

と
は
は

ず
か
し
い

 
わ
よ

 
蓮
 

霊
夢

張

て

も
う

頼
ん
じ

た
し

 
霊
夢

う

う
ん

 
そ
う
し
て
霊
夢
と
共
に
そ
の
ド
リ
ン
ク
を

む

因
み
に
お

は
仙
桃
の

さ
に

グ
ル
ト
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の

さ
が
合
わ
さ
り

い
な
が
ら
も
さ

り
と
し
た

わ
い
だ

た

 
霊
夢

ず
か
し
い
け
ど

し
い
わ

 
蓮
 

う
ん

意
外
に
も

 

し
い
た
め
に
中
々

が
言
え
な
い

が
良
か

た
の
は
ま
だ
店
に
人
が
い
な
い

そ

れ
で
い
て
道
か
ら
遠
く
の

い
の

に
し
た
た
め
あ
ま
り
見
ら
れ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う

 
霊
夢

く

お
得
と
い
う
言

に

ら
れ
る
の
も
問

 
だ

た
わ

 
蓮
 

ま

こ
れ
は
こ
れ
で
良
い
教
訓
に
な

た
か
も

 
と
ま
た
そ
ん
な
話
を
し
な
が
ら
お

い
に

み
物
を

ん
で
い
る
と
今
度
は
お

が

つ
か

の

理
を
お

に

せ
て
や

て
来
た

 
お

お

お
待
た
せ
し
ま
し
た
カ
ル
ボ

ラ
そ
れ

 
に

ロ

ケ
と
セ

ト
の
白

と

に
な

 
り
ま
す

そ
れ
と
食
べ
終
わ

た
お

や
ら
は

 

け
る

あ

そ
れ
と
レ
シ

ト
を

い

 
て
行
く
か
ら
後
で
レ
ジ
に

て
き
て
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お

は
て
き

き
と

を
回

し
そ
う
言
い

し
て
す
ぐ
に

の
方
へ
と
帰

て
い

た

 
霊
夢

そ
ん
な

ら
な
く
て
も
良
い
の
に

 
蓮
 

分
だ
け
ど
あ
の
格

が

ず
か
し
い
の
か
も

  
霊
夢

ま

も
着
た
い
と
は
思
わ
な
い
わ

さ
て
と

 

く
食
べ
ま
し

う
か

 
蓮
 

そ
う
だ

な
ら
い
た
だ
き
ま
す

 
霊
夢

い
た
だ
き
ま
す

 
そ
う
し
て
頼
ん
だ
カ
ル
ボ

ラ
を
食
べ
る

り

け
ら
れ
た
パ
ス
タ
は
平

で
そ
の
上
に

は

が

け
ら
れ
て
い
る
た
め

く

し
て

の

を
混

な
が
ら
食
べ
る

そ
の

は 
蓮
 

か
し
い

こ
の

は

 
過
去
に
お
祖

ち

ん
に

れ
ら
れ
て
行

た

店
を
思
い
出
す

優
し
い

わ
い
の
ソ

ス
に

め
ら
れ
た
カ
ル
ボ

ラ
だ

そ
し
て
ど
う
や
ら

し
い
と
感
じ
た
の
は

分
だ
け
で

は
な
く
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霊
夢

い
な
に
こ
れ

 
霊
夢
か
ら
は
サ
ク

と
聞
き
心
地
の
よ
い
音
が
聞
こ
え
る

す
る
と
霊
夢
は

せ
そ
う
な

を

し
だ
し
た

 
霊
夢

外
は
サ
ク
サ
ク
中
は

ク

ク
で

し
い

 
蓮
 

ま

パ
ン

が
中
々
手
に

ら
な
い
か
ら

 
幻
想
郷
で
は
小

と

だ
と

の
方
が

流
で

く
か
と
い

て
小

が
少
な
い
の
か
と
言
わ

れ
る
と
そ
う
で
も
な
い
の
だ
が
里
の
人
達
だ
と
か
は
パ
ン
に
す
る
行
程
が
あ
ま
り
分
か

て
い
な

い
し

備
も
な
い

そ
の
た
め

る
の
が

し
い
し
食
べ
る
ま
で
が
少
し
大
変
な
の
だ

 
蓮
 

せ
そ
う
だ

 
霊
夢

え

と

て
も

そ
う
だ
蓮
あ

ん

 
蓮
 

え

う

う
む

 

ロ

ケ
を
少
し
も
ら
い
食
べ
て
み
る
と
言

た
通
り
で
本
当
に
サ
ク
サ
ク
で

ク

ク
だ

不

い
わ
け
が
な
い

 
蓮
 

し
い

な
ら

ら

 
霊
夢

は



 第１７７話 やって来る客達

 
お

に
少
し
カ
ル
ボ

ラ
を

て
霊
夢
の
前
に
出
す

食
べ
た
霊
夢
は

き
の

を
し
て

い
た

 
霊
夢

そ
れ
も

し
い
わ

 
蓮
 

ん

そ
う
だ

 
そ
う
し
て

分
と
霊
夢
は
出
さ
れ
た

理
を

食
す
る

 
霊
夢

し
か

た
わ

そ
う
だ
わ
蓮

パ
フ

 
食
べ
ま
し

う
よ

 
蓮
 

ハ
ハ

良
い
よ

季

の
パ
フ

で
良
い
ん
だ
よ

  
霊
夢

え

 
そ
れ
を
聞
き
手
を
あ

る

す
る
と

 
黒
 

メ

を
聞
こ
う
何
が
望
み
だ

 
や

と
こ
こ
で
黒
が
出
て
き
た

し
か
も

が
理
久
兎
と

狛
に
比
べ
て
だ
ら
し
な
く
な

て
い
た

そ
れ
に
気
に
な
る
の
は

 
蓮
 

あ

黒
さ
ん

と
い
う
か
ど
う
し
た
ん
で
す
か
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に
雪
な
ん
か
が

て

  
黒
の

に
雪
が

ラ

ラ
と
載

て
い
て
光

て
い
る
の
だ

そ
れ
に
つ
い
て
黒
は

 
黒
 

あ

少
し
地

の

て
ま
で
言

て

を

て

 
き
た
か
ら
な

そ
れ
で
だ
ろ

 
蓮
 

そ

そ
う
な
ん
で
す
か

え

と
こ
の
季

の

 
パ
フ

を

つ
お
願
い
し
ま
す

 
黒
 

分
か

た
少
し
レ
シ

ト
を

か
る

 
そ
う
言
い
レ
シ

ト
を

る
と

へ
と
戻

て
い

た

 
蓮
 

黒
さ
ん
も

い
な

 
霊
夢

い
や

奴
は

事

が
化
け
物
の
レ

ル
よ

 

奴

外
の

人
も
そ
れ
を

越
し
て
る
わ
よ

 
蓮
 

確
か
に

 
と

そ
ん
な
事
を
言

て
い
る
と

 

 

す
み
ま
せ

ん



 第１７７話 やって来る客達

 
耶
狛

す
ぐ
行
き
ま

す

 
ど
う
や
ら
お
客
さ
ん
が

て
き
た
み
た
い
だ

そ
れ
に
気
が
つ
い
た
の
か
耶
狛
が
走

て

い

た

 
蓮
 

お
客
さ
ん
が
来
た
み
た
い
だ

 
霊
夢

そ
の
よ
う

 
そ
ん
な
事
を
言

て
い
る
と
そ
の
者
達
は

に
座
る

し
か
も
そ
の
座

た
者
達
と
い
う
の

が 

 

霊
夢
に
蓮
じ

な
い
か

 

 

こ
ん
に
ち
は

 
紫
 

あ
ら
貴
方
達
も
来
て
い
た
の

 
紫
に

に

だ

た

人
は
わ
ざ
わ
ざ
食
べ
に
来
た
よ
う
だ

 
蓮
 

あ

さ
ん
こ
ん
に
ち
は

 
霊
夢

し
い
わ

貴
方
が
店
だ
と
か
に
来
る
な
ん

 
て

 
紫
 

え

様
が
経

し
て
い
る

理
な
ら
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安
心
で

し
く
頂
け
る
も
の

 
理
久
兎
の

理
目
当
て
み
た
い
だ

 

 

所
で
聞
き
た
い
ん
で
す
が
そ
の

み
物

て

 

は
よ
り
よ

て
気
に
か
け
ら
れ
た
く
な
い
事
を
聞
い
て
き
た

も
う

分
も
霊
夢
も

が

真

だ

 

 

こ
ら
そ
う
い
う
の
は
言

ち

メ
だ

 

 

良
く
分
か
り
ま
せ
ん
が
覚
え
て
お
き
ま
す

 

な
心
も
痛
い
が
そ
の
気

い
も
痛
い

あ
る
意

で

問
だ

そ
し
て
そ
ん
な
話
を
し
て

い
る
と

狛
が

に
手

き
そ
し
て
メ

を

て
く
る

 
紫
 

あ

注

い
い
か
し
ら

 

狛

え

で
も
メ

は

 
紫
 

大
方
は
あ
る

よ

は
狐
う
ど
ん
で

は
パ
ン

 
ケ

キ
で
良
い
か
し
ら

 

 

あ

は
い

 

 

パ
ン
ケ

キ
が
い
い
で
す
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そ
れ
を
聞
き
あ
る
の
か
と
思

て
い
る
と

狛
は
注

に
す
ら
す
ら
と
書
い
て
い
く

見
た

感
じ
は
あ
る
み
た
い
だ

 

狛

さ
ん
の
狐
う
ど
ん
だ
と
セ

ト
だ
と

 

が

つ

き
ま
す
が

 

 

う
な
ら
そ
れ
も
頼
む
よ

 

狛

分
か
り
ま
し
た

そ
れ
と

さ
ん
パ
ン
ケ

キ

 
の
ソ

ス
が
で
す

リ

 
メ

ル
の

種

が
あ
り
ま
す
が
ど
れ
に

 
し
ま
す
か

 

 

う

ん
定
番
の
メ

ル

 
そ
れ
を
聞
く
と

狛
は
ま
た
更
々
と
注

に
書
き

し
て
い
く

そ
し
て
紫
の
方
を
見
る

と 

狛

で
は
紫
さ
ん
は
何
を
お
食
べ
に
な
り
ま
す
か

 
紫
 

は
お

に
し
て
も
ら

て
い
い
か
し
ら

 

狛

え

そ
れ
メ

に
は

う

ん
少
々
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お
待
ち
く
だ
さ
い

 

狛
は

シ

で

へ
と
向
か
う
と
ま
た
戻

て
来
た

 

狛

え

と
裏
メ

と
し
て

ら
せ
て
頂
き
ま

 
す
が
セ

ト
は

 
紫
 

良
い
わ
よ
そ
ん
な
の

無
理

知
で
す

 
も
の

 

狛

そ
う
で
す
か

で
は
注

は

り
ま
し
た

 
そ
う
言
い

へ
と
帰

て
い

た

そ
し
て

分
は
気
に
な
り
紫
に
聞
く
こ
と
に
し
た

 
蓮
 

え

と
何
で
メ

に
も
載

て
い
な
い

 
お

を

 
霊
夢

そ
れ
は
思

た
わ
も
う
紫
も
年
か
し
ら

 
紫
 

霊
夢

後
で
覚
え
て
お
き
な
さ
い

 
紫
の

が
滅

な
ぐ
ら
い
に

い

笑

て
い
る

な
の
に

然
と

が

た

 
紫
 

ま

た
く

そ
う

思
い
出
か
し
ら

 
蓮
 

思
い
出



 第１７７話 やって来る客達

 
紫
 

え

が

死
す
る

前
の
所
で

様
に

 

わ
れ
て
そ
の
時
に
食
べ
さ
せ
ら
れ
た
の
が

 
霊
夢

お

だ

た

て
事

 
紫
 

え

あ
の
時
の

に
は
変

も
な
い
お

が

 

し
い

て
感
じ
た
の
よ

だ
か
ら
久
々

 
に
思
い
出
に
で
も

ろ
う
と
思

て
か
し
ら

 
ど
う
や
ら
紫
に
と

て
は
理
久
兎
の
お

は
一
番
の
思
い
出
の

理
み
た
い
だ

そ
れ
を
聞
く

と

分
達
も
ジ

ン
と
し
て
く
る

 
霊
夢

ま
さ
か
あ
ん
た
に
そ
ん
な
過
去
が
あ

た
な
ん

 
て

 

 

紫
様
を

て
く
れ
た
理
久
兎
様
に
は
感

が

 
し
き
れ
ま
せ
ん

 

 

後
で
会

た
ら
お

を
言
お
う

し

ま

 

 

そ
う
だ
な

 
と
そ
ん
な
話
を
し
つ
つ
も
ま
た
客
が

て
い
く

そ
し
て
い
つ
の
間
に
か
こ
の
レ
ス
ト
ラ



 第十五章 娯楽のバザー

ン
は
客
で
一

に
な
る
の
だ

た

 
狗
神

そ
ん
じ

者
様
今
回
も
あ
り
が
と
う
な

 
鈴

や

り
怠
惰
は
今
日
も
来
な
い
ん
だ

 
神
楽

大

で
し

う
か

 
狗
神

本
当
だ
な
ま

に
は
く
た
ば
り
は

  

ン

 
鈴

や

矢

 
神
楽

え

と

あ

怠
惰
様
か
ら
で
す
よ

 
狗
神

あ
ぶ

な

内
容

ん
で
く
れ
よ

 
神
楽

え

と
鈴

さ
ん

 
鈴

良
い
よ
貸
し
て

え

と

様
今
回
も
見
て

 
下
さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
現

は
と



 第１７７話 やって来る客達

 
あ
る
少
女
に
遊
び
相
手
と
し
て

れ
て
行
か
れ

 
て
い
る
の
で
ま
だ
出
れ
そ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
が

 
出
来
る
限
り

く

方
に
出
る
所

で
す

 
狗
神

ま
だ

ら
れ
て
る
の
か
よ

 
鈴

待

て
待

て
ま
だ
続
き
が
あ
る
か
ら

 

様
今
回
の
最
後
の
方
で
紫
が
注

し
た
お

 
の
思
い
出
で
す
が
実
は
あ
れ
も
う

つ
の
方
の

 
小
説
で
見
れ
ま
す
気
に
な
る
の
で
し
た
ら

 
見
て
み
て
く
だ
さ
い

 
神
楽

た
だ
の

告
で
す

そ
れ

 
鈴

だ

で
は
⻑
く
な
り
ま
し
た
⻑

を
失

 
し
ま
し
た

こ
れ
で
終
わ
り
だ

 
狗
神

た
く
や
れ
や
れ
だ

お

と
も
う
そ
ろ

 
そ
ろ
終
わ
る

 
神
楽

そ
う
で
す

で
は

者
様
今
回
は
こ
こ
ま
で



 第十五章 娯楽のバザー

 
鈴

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く

 
狗
神

そ
ん
じ

あ
な

 
鈴

ま
た

 
神
楽

ま
た
明
日
も
お
願
い

し
ま
す



 第１７８話 事件は立て続け

 
第
１
７
８
話
 
事
件
は
立
て
続
け

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

こ
の
最
近
し

か
り

れ
て
な
い
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

何

か

に

執
心
し
て
し
ま
う
ん
で
す
よ

で
は
で
は
本
編
へ
ど
う

 
正

の
後

と
な
り
つ
つ
こ
の
時
間

現

そ
こ
で
は

 
霊
夢

う

ん
パ
フ

し
い

 
蓮
 

そ
れ
は
良
か

た
よ

 

分
達
は

ザ

ト
の
パ
フ

を
食
べ
て
い
た

け
は

を

る

だ
け
あ

て

や
か

に

い

色
の
ソ

ス

ら
く
は
幻
想
郷
で
は
手
に

ら
な
い
マ
ン

を
使

た
ソ

ス
に
バ

ラ
ア
イ
ス
そ
れ
に
オ
レ
ン
ジ
の
シ

ト
か
ら
シ
リ
ア
ル
に

い

け

が
何
と
も
良
い

ザ

ト
だ

 
紫
 

あ
ら
あ
ら

し
そ
う

後
で
頼
も
う
か
し
ら
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そ
う
で
す

 

 

で
も
混
ん
で
き
ま
し
た

 

に
言
わ
れ
良
く
回
り
を
見
て
み
る
と
確
か
に
客
が
何
人
か

て
き
て
い
た

中
に
は

 
レ
ミ

そ
う

え

と

は

 
玲
音

は

サ
ン
ド
で
お

は
お
子
さ
ま
ラ
ン

に

 
し
て
や

て
く
れ
や

 
レ
ミ

こ
ら

執
事

何
が
お
子
さ
ま
ラ
ン

よ

 
パ

紅

と
ス

ン
を
い
た
だ
く
わ

 

ア

あ

は

ル
で

 
咲
夜

そ
れ
な
ら

は
ジ

を
頂
こ
う
か
し

 
ら

妹
様
は
ど
ち
ら
に

 
フ
ラ

は
お
姉
様
と

じ
お
子
さ
ま
ラ
ン

 
レ
ミ

だ
か
ら

が
お
子
さ
ま
ラ
ン

で
す

て

 
耶
狛

え

と
お
子
さ
ま
ラ
ン

と
分
か
り
ま
し
た

 
と

紅
魔
館
の
住
人
た
ち
が
来
て
い
た
り
は
た
ま
た



 第１７８話 事件は立て続け

 
妖
夢

え

と
こ
の
和
風
パ
ス
タ
と
い
う
物
を
お
願
い

 
し
ま
す

 
幽
 

こ
こ
の
メ

に

て
い
る

理
を
全
て

 
頂
け
る
か
し
ら

 

狛

全

で
す
か

 
幽
々
子
あ
た
り
が
ま
た
大

に

理
を
注

し
た
よ
う
だ

更
に
は

 
聖
 

え

と
精
進

の
セ

ト

を
お
願
い
し
ま

 
す

 

丸

あ

え

と
そ
れ
で

 
黒
 

そ
う
か
分
か

た
そ
れ
と

 

丸

え

 
黒
 

じ

あ
な

 
と
命
蓮
寺
の
面
々
も
来
て
い
る
よ
う
だ

と
い
う
か
一
気
に
客
が

て
き
た
な

す
る
と

 

狛

お
待
た
せ
し
ま
し
た

キ
ツ

う
ど
ん
の
セ

ト

 
に
パ
ン
ケ

キ
そ
し
て
お

で
す
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そ
う
し
て

狛
は
紫
達
の
テ

ル
に

理
を
並
べ
て
い
く

や

の

理
は
見
れ
ば
分
か

る
が
良
く
見
て
み
る
と
紫
の
頼
ん
だ
お

は
少
し
変
わ

て
い
た

お

の

の

に

つ
か
の

小

が
あ

た

 

狛

こ
れ
は
マ
ス
タ

か
ら
で
す
が

変
化
を

 
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
と
の
事
で
す

し
に

 

の

や

ぐ
し
た

の

り

そ
し
て

 

の

け
を
良
け
れ
ば
使

て
食
べ
て

 
み
て
下
さ
い
と

 
紫
 

結
構

華

 
隣
で
見
て
い
る
が
本
当
に

華
だ

と
い
う
か
お

に
ト

ン
グ
は
し
た
こ
と
も
な
い
し
考

え
た
事
も
な
か

た

 

狛

そ
れ
で
は

 
そ
う
言
い

狛
は
去

て
い
く
と
八
雲
一
家
の
面
々
は
注

し
な

理
を
食
べ
て
い
く

 

 

こ
の

じ

さ
が

に
な
る
な

 

 

く
て

わ

わ



 第１７８話 事件は立て続け

 
紫
 

変
わ
ら
な
い
で
す
わ

こ
の

は

 
ど
う
や
ら
見
た
感
じ
満

し
て
い
る
み
た
い
だ

そ
ん
な
光
景
を

め
つ
つ
パ
フ

を
少
し
ず

つ

に

ん
で
い
く
と

 
霊
夢

お

一

よ

 
蓮
 

そ
う
だ

 
パ
フ

を
食
べ
た
ら
も
う
お

は
一

だ

す
る
と
も
う
日
が
真
上
か
ら

々
に
と
⻄
へ
と
向

か

て
い

て
い
た

 
蓮
 

そ
れ
じ

そ
ろ
そ
ろ
バ
ザ

り
を
再
開
し

 
よ

か

 
霊
夢

そ
う

 
そ
う
し
て

分
は
お
会

を
と
る
た
め
注

を

て
店
の

り

の
レ
ジ
へ
と
向
か
う
と

分
達
に
気
が
つ
い
た
の
か
お

が
レ
ジ
へ
と
や

て
来
る

 
お

は
い
は
い
お
会

 
蓮
 

は
い

こ
れ
を
ど
う

 
お

え

と
こ
れ
と
そ
れ
か
ら
こ
れ
だ
か
ら
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お
会

は
２
７
３
０

で
す

 
蓮
 

す
み
ま
せ
ん
が
３
０
０
０

で
お
願
い
し
ま
す

 

布
か
ら
３
０
０
０

を
出
す
と
お

が
す
ぐ
さ
ま

し
て

 
お

２
７
０

の
お

り

ど
う
も
あ
り
が
と
う

 
ご
ざ
い
ま
し
た

 
霊
夢

し
か

た
わ
よ

 
蓮
 

そ
れ
で
は

 
そ
う
し
て

分
達
は
理
久
兎
の
店
か
ら
出
る

す
る
と

 
ド
ン

 

 
と

対
向
し
て
い
た
人
間
と

分
の

が
ぶ
つ
か
る

 
蓮
 

あ

ご
め
ん
な
さ
い

 
人
間

け

た
な
ら
許
し
て
や
る
よ

 
人
間

行
こ
う

兄
貴

 
そ
う
し
て
人
間
達
は
店
へ
と

て
い

た

結
構
ガ
ラ
が
悪
い
感
じ
だ

た

 
霊
夢

何
あ
い
つ
ら
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蓮
 

ま
あ
ま
あ
気
に
し
て
な
い
か
ら

 
霊
夢

蓮
が
そ
う
言
う
な
ら

 
だ
が
今
の
人
達
は
大

だ
ろ
う
か

何
せ
こ
こ
は
色
々
な
上

妖
怪
達
が
い
る
し
そ
れ
に
今

世
の
魔
王
と
名
高
い
理
久
兎
と
そ
の
従
者
達
の
店
だ

何
か
起
き
な
け
れ
ば
い
い
が
と
不
安
に
な

る 
蓮
 

ま

理
久
兎
さ
ん
達
な
ら
大

だ
よ

 
霊
夢

何
が

 
蓮
 

こ

ち
の
話
だ
よ

さ
て
と

 
こ
れ
か
ら
ど
の
店
を
回
ろ
う
か
と
考
え
な
が
ら
歩
い
て
い
る
と

 

 

こ
ら

 
蓮
 

ん

 

の
し
た
方
向
を
見
る
と
ア
リ
ス
が

方
へ
と
走

て
き
た

 
蓮
 

ア
リ
ス
さ
ん

 
ア
リ

あ

蓮

そ
れ
よ
り
も
ち

と
不

い
わ
よ

 
蓮
 

え

ど
う
か
し
た
ん
で
す
か
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ア
リ

の
妖
精
が

妖
精
を

る
と
か
行

て
火

に

 
行

て
し
ま

て

 

の
妖
精
は

ら
く
大
妖
精
そ
し
て

妖
精
は

ル

だ
ろ
う

考

す
る
に

ル

は
火

に
行
く
の
を
ア
リ
ス
と

行
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
大
妖
精
が
見
つ
け
追

て
い

た
と
い
う
事
だ

ろ
う

 
蓮
 

待

て
く
だ
さ
い

確
か
火

て
言

た
ら

  
霊
夢

魔
理
沙
が
マ
ス
パ
で
壊
し
た
所
よ

 
過
去
の
間
欠
泉
異
変
の

に
霊
夢
が

動
が
面
倒
と
い
う
理

で
魔
理
沙
が
マ
ス
パ
で
壊
し
た

あ
の
場
所
だ

 
ア
リ

ま
た
魔
理
沙
な
の

ま

良
い
わ
そ
れ
よ
り

 
も

く
行
か
な
い
と
ち

と
危
険
か
も
し
れ
な

 
い
の
よ

 
蓮
 

ど
う
い
う
事
で
す
か

 
ア
リ

そ
の
火

現

覚
妖
怪
の
所
の

ト
が
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管
理
し
て
い
る

て

が
あ

て
そ
れ
も
相
当
な

 

の

ト
が

 
相
当
な

つ
ま
り
そ
れ
に
当
て
は
ま
る

ト
と
い
え
ば

 
蓮
 

ま
ず
い

お
空
さ
ん
だ

下
手
し
た
ら

ル

が

 

バ
イ
い
や

け
て

に
な

ち

う
所
か

発

 
し
ち

う

 
霊
夢

う

ん
そ
れ
は
考
え
た
く
は
な
い
わ
仕
方
な
 

 
い

も

行
す
る
わ
よ
何
か

あ
り
み
た
い
だ
し

 
蓮
 

う

う
ん

ア
リ
ス
さ
ん
行
き
ま
し

う

 
ア
リ

え

 
そ
う
し
て

急

み
た
く

ル

と
大
妖
精
を

出
す
る
た
め
に
火

へ
と
急
ぐ
の
だ

た

 
鈴

は
い
は
い

今
回
も
あ
り
が
と
う

 
狗
神

あ
り
が
と
う
な



 第十五章 娯楽のバザー

 
神
楽

あ
の
狗
神
様
な

に
そ
ん
な
悲
し
そ
う
な

 
狗
神

ん

何
に
も
悲
し
く
は

よ

 
鈴

本
当
に

怪
し
い
な

 
狗
神

鈴

 
鈴

ア
ハ
ハ
ハ
ご
め
ん
ご
め
ん

 
神
楽

で
す
が
そ
れ
に
し
て
ま
た
あ
の

さ
ん
と
は

 
戦
う
こ
と
に
な
る
か
も
知
れ
た
い
ん
で
す

 
狗
神

あ
の

は
本
当
に
化
け
物
だ
か
ら
な
厄
介
な

 
相
手
だ

 
鈴

戦
い
た
く
は
な
い
よ

 
神
楽

そ
う
で
す

 
狗
神

た
く
心

し
て
も
仕
方

そ
ろ
そ
ら
終
わ
る

 

お
前
ら

 
神
楽

え

で
は

様
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

 
ま
し
た



 第１７８話 事件は立て続け

 
鈴

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く

 
狗
神

じ

あ
な

者
様

 
鈴

ま
た



 第十五章 娯楽のバザー

 
第
１
７
９
話
 
熱
き
世
界
の
八
咫
烏

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

東
方
の

を
新
し
く

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

因
み

に

た
の
は
三
月
精
と
鈴

で
す

ま
だ
ま
だ
続
き
が
あ
る
の
で

と
も

し
た
い
で

す

お

と
そ
れ
で
は
本
日
も
本
編
へ
ど
う

 

分
と
霊
夢
そ
し
て
ア
リ
ス
は

ル

が
向
か

た
と
さ
れ
る
お
空
の
元
へ
と
向
か

て
い

た 
霊
夢

そ
れ
よ
り
も
あ
ん
た
に
し
て
は

し
い
わ

 
妖
精
を
気
に
か
け
る
な
ん
て

 
ア
リ

え

そ

そ
う
か
し
ら
ア
ハ
ハ
ハ

 

情
か
ら
何
か
を
隠
し
て
い
る
の
は
明
白
だ
が
ツ

ミ
を
す
る
間
が
あ
る
の
な
ら
急
い
で

ル

を

け
に
い
か
な
い
と
大
変
な
事
に
な
る

 
蓮
 

見
え
て
き
ま
し
た
よ



 第１７９話 熱き世界の八咫烏

 
妖
怪
の
山
の
す
ぐ
近
く
の
火

を

し
て
言
う
が

分
も

め
て

く

 
霊
夢

こ
れ
本
当
に
あ
の
時
の
火

 
ア
リ

不
思
議
な
見
た
目

 
見
た
目
が
岩
が
崩
れ
た
と
か
そ
ん
な
見
た
目
で
は
な
く
明
ら
か
に

か
が

し
て
い
た

ご

に

の

も
そ
う
だ
が

レ

タ

も

備
さ
れ
て
い
た

 
霊
夢

こ
れ
は

に

達
が
や

た
わ

 
ア
リ

明
ら
か
に
そ
う

 
と

言

て
い
る
と
そ
の

間
だ

た

 
ボ

 
火

か
ら
物

い
熱

の
炎
が
上
が
る

一

い
て
し
ま
う
が
す
ぐ
に
炎
は
中
へ
と

え
て

い

た

 
蓮
 

行
こ
う

 
霊
夢

仕
方
な
い
わ

 
ア
リ

え

 

分
達

人
は
意
を
決
し
て
火

へ
と
落
ち
て
い
く
の
だ

た

そ
う
し
て
落
ち
て
い
く
と
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霊
夢

や

り
こ
こ
は

い
わ

 
ア
リ

本
当
に
別
世
界

 

人
の
言
う
通
り

々
に
と
温
度
が
上
が

て
い

て
い
る
を
感
じ
る

記
憶
だ
と
こ
の
下

に
は
マ
グ
マ
が
流
れ
て
い
る

だ

 
蓮
 

ル

な
大

か
な

 
霊
夢

け
て

え
た
何
て

落
に
な
ら
な
い
わ
よ

 
本
当
に
そ
う
だ

と
い
う
か
そ
ん
な
光
景
は
見
た
く
は
な
い

そ
う
し
て
落
下
し
て
い
く
と
着

地
で
き
そ
う
な
地
面
が
見
え
て
き
た

 
蓮
 

や

り

達
は

い
な

 

分
達
は
そ
の
場
所
へ
と
着
地
す
る

そ
の
場
所
を
よ
く
見
て
み
る
と

だ

た
り

の

場
と
な

て
い
る

の

間
か
ら
は
マ
グ
マ
が
流
れ
て
い
る
た
め
明
る
い
が

い

そ
し
て

何
よ
り
も
そ
の
中

の

の

場
に
は

本
の

の

で
あ
る
八
咫
烏
の

ン

レ

が

ま

れ
て
い
た

 
ア
リ

中
は
こ
う
な

て
い
る
の

 
霊
夢

み
た
い
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蓮
 

前
の
時
と
は
大

い
だ

 
前
よ
り
も
変
わ

て
し
ま

た
場
所
に

分
達
は

き
に

い
て
い
る
と
突
然
無
数
の
弾
幕
が

向
か

て
き
た
の
に
気
が
つ
い
た

 
蓮
 

霊
夢

ア
リ
ス
さ
ん

 
霊
夢

え

 
ア
リ

 
す
ぐ
に

人
の
前
へ
と
出
て
ス

ル
を

え
た

 
蓮
 

陰
陽
 
結
界

 
光
の

が
出
来
上
が
る
と
そ
の

が

と
な

て
向
か

て
く
る
弾
幕
を
全
て
受
け
き
り

え

る 
霊
夢

あ
れ

 
蓮
 

あ

ル

に
大
ち

ん

 
霊
夢
の

す
方
向
に

ル

と
大
妖
精
が
少
々
だ
が
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な

て
座

て
い
た

そ

し
て
そ
の
少
し
上
で
は

 
お
空

新
た
に
侵

者
を
発
見

告

ち
に
こ
こ
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か
ら
立
ち
去
り
な
さ
い

 
お
空
が

の
ガ
ン
キ

ン
の

を

方
へ
と
向
け
て

告

を
し
て
く
る

 
霊
夢

ち

と
そ
こ
の
バ
カ
何
が

告
よ

そ
れ
に

 
そ
こ
の
妖
精
達
を
引
き

し
て
く
れ
る
の
な
ら

 
さ

さ
と
こ
ん
な

い
所
か
ら
退
散
す
る
わ
よ

 
お
空

が
バ
カ
だ

て

 
霊
夢

あ
ん
た
だ
け
ど

 
お
空

あ

そ
う
な
ん
だ

  
何
こ
の
カ
オ
ス

と
い
う
か

分
が
バ
カ
だ

て
認
め
た
よ
お
空
は

思
い
た
く
は
な
か

た

け
ど

こ
れ
に
は

分
達

人
も

ケ
た
よ

 
お
空

て

き
り
お

さ
ん
か
さ
と
り
様
の
事
だ
と
思

 

ち

た
よ

 
だ
が

く
良
い
子
だ
が
あ
る
意

で

念
な
子
で
あ
る

 
ア
リ

そ
れ
で
そ
の
子
達
を

て
も
良
い
の
よ
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お
空

う
に

あ

こ
の
子
達

良
い
よ

 
そ
れ
を
聞
き

分
は
す
ぐ
に

ル

と
大
妖
精
の
元
へ
と
向
か
う

 
蓮
 

人
共
大

 
大
 

え

と

大

で
す
よ

 

ル

蓮
先
生

イ

ラ
ボ

見
つ
け
れ
な
か

た

 
蓮
 

イ

ラ
ボ

 

そ
れ
と

分
は
思

た

す
る
と

 
霊
夢

あ
ん
た
ま
だ
探
し
て
た
の

 
蓮
 

え

ど
う
い
う
事

 
霊
夢

え

と

イ

ラ
ボ

と
か

て
い
う
妖
怪

 
を
見
た

て
言
う
も
ん
だ
か
ら

は

て
言

 

た
ら

し
が

て
探
し
に
行

た
の
よ

 
そ
れ
も
今
朝
か
ら

 
ど
う
や
ら

分
が
仕
事
を
し
て
い
る
間
に

ル

が
来
て
い
た
み
た
い
だ

し
か
し
ボ
ロ
ボ
ロ

と
い
う
だ
け
で
あ

て
大
し
た
怪

は
し
て
い
な
か

た
よ
う
で
安
心
し
た
し

ル

も

全
に
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は

け
て
い
な
く
て

と
し
た

 
蓮
 

起
き
れ
る

 

ル

う
ん

 
大
 

大

で
す

 

人
は
起
き
上
が

た
そ
の

間
だ

た

 
ス

ン

 
お
空

う
に

 
突
然
何
か
変
な
音
と
お
空
の

り

が
聞
こ
え
た
た
め
見
る
と
お
空
は

を

て
い
た

す

る
と

 

 

こ
の
何
や

て
ん
の

 

が
し
た
た
め
見
る
と
そ
こ
に
は

つ
の
ギ

ロ
り
と
立
体
的
な
目
玉
が
つ
い
た

子
を

る
小
さ
な
神
様
こ
と

矢
諏
訪
子
が
怒
り
な
が
ら
立

て
い
て
そ
の
後
ろ
に
は
に
と
り
も
立

て

い
た

 

矢

火

が
上
が

た
か
ら
何
が
あ

た
の
か
と
思

 

て
来
た
ら
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お
空

ご
め
ん
な
さ
い

 

矢

理
久
兎
の

ト
だ
か
ら
こ
の

で
許
す
け
ど

 
そ
う
じ

な
か

た
ら
も
う

発

て
た
よ

 
お
空

ご
め
ん

て
ば

 

を

ら
せ
つ
つ
お
空
は
諏
訪
子
に

る

そ
し
て

分
達
を
見
る
と

方
へ
と
降
り
て
き

て 

矢

蓮
に
霊
夢
ご
め
ん

 
蓮
 

い

い
え

 
霊
夢

奴
等
に
こ
の

の

を
し

か
り
さ
せ
た
方
が

 
良
い
わ

 
蓮
 

ま

ま

 
そ
ん
な
事
を
し
た
ら
理
久
兎
は
と
も
か
く
従
者
の
耶
狛
あ
た
り
が

判
し
て
き
そ
う
で

い

す
る
と
諏
訪
子
は

を
組
ん
で
考
え
な
が
ら

 

矢

そ
う
だ

面
白
い
物
を
見
せ
て
あ

る
か
ら
そ
れ

 
で
今
回
の
件
は
許
し
て
く
れ
な
い
か
な
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霊
夢

別
に
気
に
し
て
な
い
け
ど
面
白
い
物

て
の
は
少

 
し
気
に
な
る
わ

 
ア
リ

そ
れ

て
何
な
の

 
諏
訪
子
は

慢
気
に
笑
い
な
が
ら

 

矢

の
物
は
も
う
出
来
る
よ

 
に
と

え

あ

出
来
る
よ
そ
ろ
そ
ろ

ル
ギ

 
も

ま

た
頃
だ
し

 

矢

な
ら
準
備

そ
れ
じ

上
に
来
て
よ

 
上
で
何
を
見
せ
て
く
れ
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
つ
つ
行
こ
う
と
す
る
と

 
お
空

お
空
は

 
お
空
は

分

の
事
に
つ
い
て
聞
く
と
諏
訪
子
は
少
し

れ
気

に

 

矢

も
う
少
し

ル
ギ

を

た
ら
今
日
は
帰

 

て
良
い
よ

 
お
空

う
に

 

矢

お

と
ご
め
ん

そ
れ
じ
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そ
う
し
て
諏
訪
子
に
追
い
や
ら
れ
る
が
ま
ま
に

分
達
は
上
へ
と
向
か
う

そ
し
て
も
う
上
は

日
が

み
か
け
る

方
に
な
り
つ
つ
あ

た

 
蓮
 

こ
こ
か
ら
だ
と

日
が

麗
に
見
え
る

 
霊
夢

そ
う

 
と

言

て
い
る
と
そ
の
時
だ

た

 

シ

 
と
変
な
音
が
聞
こ
え
音
の
し
た
方
向
を
見
る
と
何
か
大
き
な
物
が

分
達
の
前
に
出
て
き
て

れ
上
が

て
い
く

 

ル

あ

イ

ラ
ボ

 
蓮
 

あ
れ
が

 
あ
れ
が

ル

が
言

て
い
た

イ

ラ
ボ

の
よ
う
だ

そ
し
て
そ
の

イ

ラ
ボ

と
呼
ば
れ
た
物
は

れ
空
へ
と

い
て
い
く

だ
が

分
は
そ
の
物
を
見
た
こ
と
が
あ

た

そ

れ
は
良
く

パ

ト
等
で
見
か
け
る
人

の
バ
ル

ン
だ

た

 
蓮
 

こ
れ

て
バ
ル

ン
で
す
か

 
霊
夢

バ
ル

ン
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矢

お

流
石
は
外
か
ら
来
た
だ
け
あ
る

こ
れ
は

 
バ
ル

ン

実
を
言
う
と
あ
の

か
ら

ら
れ

 
た

ル
ギ

実

の
た
め
に
こ
の
バ
ル

ン

 
を

ら
ま
せ
て
バ
ザ

で
も
見
え
る
よ
う
に

 

目
す
る
の
が
目
的
で
昨
日

り
か
ら
実

 
を

て
試

用
し
て
た
ん
だ
よ

 
そ
れ
を

る
と

ル

が
見
た
の
は
ど
う
や
ら
こ
の

体
バ
ル

ン
の
よ
う
だ

だ
が

 
大
 

ル

ち

ん
大
き
い

 

ル

う
ん

 

ル

は
も
う
満

し
て
い
る
よ
う
で

得
し
て
い
た

 
霊
夢

本
当
に
大
き
い
わ

 
蓮
 

そ
う
だ

 

日
に

か
ぶ
バ
ル

ン
を

め
な
が
ら

分
達
は
少
し
の
時
間
を
過
ご
す
の
だ

た

だ

た
が

 
ア
リ

こ
ん
な
の
だ

た
な
ん
て

し
か
し
良
か

た
わ
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リ
ア
テ
の

走
を
見
ら
れ
た
か
と
思

た
け
ど

 
そ
ん
な
ん
じ

な
く
て

 
こ
の
魔
法
使
い
も
あ
る
意

で

と
し
て
い
た
の
を
蓮
達
は
知
る
よ
し
も
な
か

た
の
だ

た
 
狗
神

て
な

で
あ
り
が

 
怠
惰

た
だ
い
ま
よ

 
神
楽

あ

怠
惰
様

 
鈴

お
か
え
り
怠
惰
君

 
狗
神

て
め

遅
い

 
怠
惰

い
や
は
や
あ
の
子
に
⻑
く

ら
れ
ち

て

 
狗
神

た
く
よ

 
怠
惰

と
り
あ
え
ず
ま
た
次
か
ら
来
る
か
ら
さ
そ
れ
と

 
ま
た
明
日
か
ら
は
あ

ち
の
投
稿
な
の
で
よ
ろ
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し
く
お
願
い
し
ま
す

 
神
楽

し
い
で
す

 
怠
惰

許
し
て
つ
か

さ
い

 
鈴

え

今
な
ん
で
も
す
る

て

 
怠
惰

言

て

よ

と
り
あ
え
ず
そ
ろ
そ
ろ

 
時
間
だ
か
ら
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

ま
た
次
を
投
稿
し
た
時
も
よ
ろ
し
く
な

 
神
楽

そ
れ
で
は

者
様

 
鈴

ま

た
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第
１
８
０
話
 
狗
神
の
努
力

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
友
人
の
イ
ン
キ

バ
ス
君
が

院
し
て
い
た
事
に
今
さ

き
知

た
怠

惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

ま
た

の

を
ボ
キ
リ
と
や

た
の
か
と
現

予
想
し
て
い
ま
す

お

と
失

で
は
で
は
今
回
か
ら
も
お
願
い
し
ま
す

 
バ
ル

ン
を
見
た
そ
の
翌
日
の

日

寺
子
屋
が
休
み
な
た
め
蓮
は
博
麗
神
社
で
霊
夢
と
共

に

内
の
掃
除
を
こ
な
し
て
い
た

 
蓮
 

掃
除
は
や

り
良
い
な

 
霊
夢

あ
ん
た
本
当
に
掃
除

き
よ

 
蓮
 

だ

て

ら
掃
除
を
し

か
り
と
や
る
と
心

共

 
に
さ

り
す
る
じ

ん

 
霊
夢

ま

確
か
に
あ
ん
た
は
さ

り
し
て
る
わ

 
蓮
 

お

め
頂
き
あ
り
が
と
う
霊
夢
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こ
こ
最
近
に
な

て
ま
た
思
う
の
だ
が
や
は
り
前
よ
り
も
こ
の
生
活
に

れ
す
ぎ
て
い
る
と

覚
が

て
る
し
外
界
に
い
た
時
よ
り
も

が

て
た
と
思
え
て
き
た

や
は
り
目
の
前
に
い
る

霊
夢
の

が
強
い
の
か
も
し
れ
な
い

 
霊
夢

よ
し

と

方
は
終
わ

た
わ

 
蓮
 

そ
う
だ

 

内
も

き
先
程
よ
り
も

麗
に
な

た

そ
れ
に

度
良
い
ぐ
ら
い
に

も
流
れ
少
し
温

か
く
感
じ
た

 
霊
夢

お

れ
て
き
ま
し

う
か

 
蓮
 

あ

な
ら
お
願
い

と

り
は

け
て

 
お
く
よ

 
霊
夢

な
ら
お
願
い
す
る
わ

 
霊
夢
か
ら

と

り
を
受
け
と
る
と

屋
の
中
へ
と

て
い

た

と

り
を

け
て
縁

に
座
り
霊
夢
が
来
る
の
を
待
つ

 
蓮
 

麗
な
空
だ
な

 
上
空
の

い
空
を

め
な
が
ら
そ
ん
な
事
を

い
て
い
る
そ
の
時
だ

た

ケ

ト
が
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動
す
る

そ
し
て
そ
の

れ
は

々
と
大
き
く
な

て
い
く

 
蓮
 

な

な
何
だ

 
す
る
と

ケ

ト
か
ら
狗
神
の
式
神

が
飛
び
出
す

や
が
て
そ
れ
は

を
出
す
と

の
中

か
ら
狗
神
人

が
出
て
き
た

 
蓮
 

狗
神
ど
う
し
た
の
急
に

 
狗
神

ん

あ

あ

 
何

か
狗
神
は

を

き
つ
つ

だ
が

が

く
な

て
い
た

す
る
と

 
霊
夢

蓮

お

が
出
来
た
わ
よ

て
あ
ら
狗
神
ど
う

 
し
た
の

 
狗
神

あ

あ

あ
の
な

 
霊
夢
が
お

に
お

を

せ
て
や

て
来
た

そ
し
て
霊
夢
は

分
の
隣
に
座
り

分
と
霊
夢

と
の
間
に
お

を

き
ジ

と
狗
神
を
見
始
め
る

 
霊
夢

何
で
そ
ん
な

い
の
よ

 
狗
神

へ

い
や

あ

あ
あ
れ
だ

 
霊
夢

だ
か
ら
何
よ
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狗
神

だ
か
ら

昨
日
お
前
ら
理
久
兎
の
食
事
処
に
行

 

た
だ
ろ

 
何

急
に
理
久
兎
さ
ん
が
経

し
て
い
る
カ
フ

の
名
前
が
出
て
き
た
の
だ
ろ
う

こ
の
時
に

分
は
気
づ
い
て
し
ま

た

 
蓮
 

何
だ
そ
う
い
う
事
か
狗
神

 
狗
神

お

お
お
い

変
な
事
を
言

た
ら

を

く

 
か
ら
な

 
蓮
 

ハ

ハ
ハ
ハ

理
久
兎
さ
ん
の

理
食
べ
た
か

 
た
ん
で
し

本
当
は
そ
ん
な

ず
か
し
が
る
事
は

 
な
い
の
に

 
狗
神

お
前
は
そ
う
い
え
ば
そ
う
だ

た
な

 
ど
う
言
う
事
だ
何
が
そ
う
い
う
事
な
の
だ

と
い
う
か

分
の

理
は
外
れ
た
の
だ
ろ
う
か

 
霊
夢

ん
つ
ま
り
バ
ザ

に
行
き
た
い

て
事
で

 
良
い
の
よ

 
狗
神

あ

あ
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だ
が
本
当
に
狗
神
の
様
子
が
変
だ

何
時
も
よ
り
も
こ
う

々
し
さ
と
い
う
か
姉

と
い
う

感
じ
の

気
が
な
い

も
じ
も
じ
と
女
々
し
い
感
じ
に
な

て
る

 
霊
夢

そ
れ
で
蓮

 
蓮
 

分
か

て
る
行

て
お
い
で
よ

 
狗
神

す

す
ま

 

 

ち

と
待

た

 
狗
神
が
言
い

け
る
と
突
然

が
上
が
る

す
る
と
ま
た
狗
神
と

様
に

分
の

ケ

ト

か
ら
鈴

の
式
神

が
飛
び
出
て
く
る
と
光
を
発

す
る

そ
し
え
光
の

中
か
ら
鈴

が

出
て
く
る

 
鈴

狗
神
の

も

行
さ
せ
て

 
狗
神

は

 
ま
さ
か
の

行

だ

そ
し
て
鈴

は

分
の

に

す
神
楽
に
向
か

て

 
鈴

ら
神
楽
ち

ん
も
行
く
よ

 
鈴

の
言

で
神
楽
が

ご
と

か
ら
飛
び
出
し
人
の

に
な
る
と

 
神
楽

も
で
す
か
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鈴

う
ん

狗
神
の

も
決
ま

た
ら

ら
行
こ
う

 
狗
神

い
や
こ
れ
は

の

 
鈴

良
い
か
ら

そ
れ
と
蓮
く
ん
お
願
い
な
ん
だ
け
ど

 
お

を
貸
し
て
も
ら
え
な
い

 
ま
さ
か
お

を
貸
す
こ
と
に
な
る
と
は
思
い
も
よ
ら
な
か

た

だ
が

人
特
に
狗
神
と
鈴

が
こ
う
も
積

的
な
の
も

し
い
た
め

分
は
が
ま

布
を

り
出
し
て

 
蓮
 

い
く
ら
ぐ
ら
い

 
鈴

え

と
４
０
０
０

ぐ
ら
い

 
蓮
 

良
い
よ

 
４
０
０
０

を
出
し
て
鈴

に

す
と
そ
れ
を

り
し
め
て

 
鈴

良
し

行
こ
う
狗
神
の

 
狗
神

だ
か
ら
お
前
ら
と
行
く
と
は

 
鈴

良
い
か
ら

良
い
か
ら

神
楽
ち

ん
も
お
い
で

 
神
楽

あ

え

と
そ
れ
で
は
行

て
参
り
ま
す

 
そ
う
し
て
狗
神
と
神
楽
は
鈴

に
言
わ
れ
る
が
ま
ま
空
へ
と
飛
ん
で
バ
ザ

の
あ
る
会
場
へ
と
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向
か

て
い

た

 
霊
夢

蓮

布
の
中

は
大

 
蓮
 

う

う

ん
ま

こ
の
く
ら
い
な
ら

 
常
に
日

で
２
０
０
０

は

え
る
た
め
と
り
あ
え
ず
は
大

だ

明
後
日
ま
で
な
ら

布

は

て
く
れ
る

だ

 
霊
夢

そ
れ
よ
り
も
少
し
気
に
な
る
わ

 
蓮
 

え

何
が

 
霊
夢

だ
か
ら
狗
神
が
そ
わ
そ
わ
し
て
い
た
原
因
よ
匂
う

 
わ

焼
け
す
る
ぐ
ら
い
の

い
匂
い
が

 
そ
ん
な
匂
い
は
し
た
だ
ろ
う
か

分
に
は
匂
わ
な
か

た

な
の
だ
が

 
霊
夢

う

ん
気
に
な
る
わ
蓮

行
す
る
わ
よ

 
蓮
 

え

 
ま
さ
か
の

行
す
る
と
言
い
出
し
た
よ

霊
夢

て
確
か
幻
想
郷
の
平
和
を
守
る
巫
女
の

な

の
だ
が
こ
ん
な
事
を
し
て
良
い
の
か
と

問
に
思

た

 
霊
夢

良
い
か
ら
行
く
わ
よ

ら

み
を

け
る
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か
ら
準
備
し
て

 
そ
う
言
い
お

を
グ

み
し
て
立
ち
上
が
り
お

を

て

所
へ
と
向
か

て
い
く

 
蓮
 

ま

た
く
霊
夢
は
強
引
な
ん
だ
か
ら

 
霊
夢

そ
ん
な

を

き
に
な

た
の
は
何
処

 
の

だ

た
か
し
ら

 
蓮
 

そ
う
い
う
霊
夢
こ
そ

的
な
男
を

き
に
な

 

た

に

 
霊
夢

そ
う

 
蓮
 

は

仕
方
な
い
行
き
ま
す
か

 
そ
う
し
て
準
備
を
整
え
て

分
と
霊
夢
は
狗
神
達
の

行
を
開
始
す
る
の
だ

た

 
怠
惰

ま

で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
晴
明

何
時
も
の
よ
う
に

が
出
ま
す

 
怠
惰

そ
う
い
え
ば

は
元
気
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晴
明

え

そ
れ
な
り
に
や

と
発

も
治
ま

た
み
た

 
い
だ
し

 
怠
惰

そ
う

所
で

た

 
晴
明

て
ま
せ
ん
そ
れ
に
も
う
こ
の
状

で

定
な

 
の
で

て
い
う
か

タ
が
古
い
で
す

 
怠
惰

う
わ

ド

に
言
う

ま

良
い
か

 
晴
明

て
い
う
か
狗
神

て
ま
さ
か

 
怠
惰

ま

そ
こ
は
次
回
ま
た
は
そ
の
次
で
分
か
る

 
と
は
思
い
ま
す
え

ヒ
ン
ト

そ
う
で
す

 
目
と
目
が
合
う

的
な

 
晴
明

そ
れ
も
う

え
な
よ
う
な
気
が

 
怠
惰

ま

ま

で
は
そ
ろ
そ
ろ
時
間
な
の
で

 
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
晴
明

ま
た
明
日
も

は
来
ま
す
の
で
お
願
い
し
ま
す

 

者
様
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怠
惰

で
は

者
様

 
晴
明

ま
た
次
回

さ
よ
う
な
ら



 第１８１話 探偵霊夢

 
第
１
８
１
話
 
探
偵
霊
夢

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

イ
ン
キ

バ
ス
君
の
見
舞
い
を
し
に
行
き
帰

た
の
は
も
う

時
と

な

て
い
て
絶

し
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

し
か
も
バ
ス
が
何
本
も
通
ら
な
い
ド
田

な
の

で

分
近
く
を
徒
歩
で

復
す
る
事
と
な
り
ま
し
た

何

こ
ん
な
事
に
な

た
の
だ

そ
れ

は
そ
れ
と
し
て
そ
ろ
そ
ろ
本
編
に
ど
う

 
お

の
時

と
な
る
幻
想
郷

蒼
天
の
空
で

く
日

し
が
襲
う

 
霊
夢

空
は

い
わ

 
蓮
 

そ
う
だ

 

分
と
霊
夢
は
空
を
飛
び
狗
神
達
が
向
か

た
バ
ザ

を
目

す

そ
う
し
て
飛
ん
で
い
て

分
は

 
蓮
 

霊
夢

 
霊
夢

な
に
蓮
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蓮
 

狗
神
が
そ
わ
そ
わ
と
い
う
か
女
々
し
い
と
い
う
か

 
そ
ん
な
感
じ
だ

た

て
分
か
る

 
霊
夢

あ
ん
た
本
当
に

い
わ
よ

そ
う
い
う
所

 
や
は
り
霊
夢
は
分
か
る
み
た
い
だ

一
体
な
ん
だ
と
思

て
い
る
と
霊
夢
は

れ
な
が
ら

を

開
き

 
霊
夢

狗
神

あ
れ

に

す
る

女
に

て
る
わ

 
よ
あ
れ

 
蓮
 

へ

 
と
ん
で
も
発
言
に
少
し

が
シ

ト
し
て
し
ま

た

さ
の
せ
い
で

が
可
笑
し
く
な

た
の
だ
ろ
う
か

 
蓮
 

も

も
う

回
言

て
く
れ
る

 
念
の
た
め
に
と
も
う
一
度
聞
く
と
霊
夢
は
ジ
ト
目
で

方
を
見
る
と

 
霊
夢

だ
か
ら
狗
神
は

か
に

を
し
た
の
よ

も
う

 

情
か
ら

す
る

女
だ
も
の

昔
に

だ

 
て
貴
方
を
思
い
続
け
た
が
た
め
に
あ
ん
な
ん
だ
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た
の
よ

し
か

た
の
よ

だ
か
ら
分
か

 
る
し
何
よ
り
も
勘
が
そ
う

え
て
い
る
わ

 
蓮
 

そ

そ
う
だ

た
ん
だ

 

分
は
そ
ん
な

し
い
と
は
思
わ
な
か

た

逆
に
隣
に
立
ち
た
い
と
い
う
願
い
目

が
あ

た
か
ら
こ
そ

し
く
な
か

た
の
だ
ろ
う

だ
が
霊
夢
は
そ
ん
な

分
を
待
つ
だ
け

待
つ
と
い

う
の
は
⻑
く
と
て
も
退

で

し
い
も
の
な
の
だ
ろ
う

め
て
霊
夢
に

し

な
い
と
思

た 
蓮
 

霊
夢

ご
め
ん
そ
ん
な
気

ち
に
さ
せ
ち

う

 
ま
で
待
た
せ
ち

て

 
霊
夢

良
い
わ
よ
今
が
こ
う
し
て

せ
だ
か
ら

 
正
真
正

の
笑

で

せ
と

え
て
く
れ
た

そ
れ
だ
け
で

分
は
も
う
お

が
い

い

だ 
蓮
 

あ
り
が
と
う

 
霊
夢

方
こ
そ

 
そ
う
し
て
そ
ん
な
会
話
を
し
つ
つ
も

分
と
霊
夢
は
バ
ザ

の
会
場
へ
と

り
着
く

バ
ザ
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は

日

け
て
行
わ
れ
る
そ
う
だ
が

日
と
大

変
わ
ら
ぬ
程
の
妖
怪
や
神
は
た
ま
た
人
間
で

れ
て
い
た

す
る
と

 
霧
雨

あ
れ
霊
夢
に
蓮
じ

な
い
か

ト
か

 
魔
理
沙
が

然
近
く
に
い
た
た
め
か

分
達
に
気

き

を
か
け
て
き
た

 
霊
夢

う
わ
よ

行
よ

行

 
霧
雨

行
だ

を

行
し
て
る

て
ん
だ
よ

 
霊
夢

え

と
あ

い
た
わ
蓮

 
霊
夢
の

す
方
向
を
見
る
と
そ
こ
に
は
狗
神
と
神
楽
そ
し
て
鈴

の

人
が
通
り
を
歩
く

後
ろ

を
確
認
し
た

 
霧
雨

蓮
の
式
達
じ

な
い
か

奴
等
が
ど
う
か
し
た

 
の
か
よ

 
霊
夢

聞
い
て

き
な
さ
よ
何
と
あ
の
狗
神
に

 

が
来
た
み
た
い
な
の
よ

 
霧
雨

お
い
お
い
マ
ジ
か
よ

あ

相
手
は

だ
よ

 
霊
夢

今
か
ら
そ
の

を
す
る
の
よ

着
い
て
き
な
さ
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い
よ

キ

ド
に

 

キ

ド
に

は
や

た
こ
と
な
い
け
ど

に
あ
れ
だ

メ

ル

ギ
ア
の
伝
説
の

の
あ
れ
だ

と
い
う
か
何
で
霊
夢
は
こ
れ
知

て
る
の

 
霧
雨

キ

ド
は

う

蓮

 
蓮
 

い
や
あ
の

や

た
事
な
い
か
ら
分

 
か
ら
な
い
ん
だ
け
ど
ま

良
い
や

 
そ
う
し
て

を

く
し
つ
つ
物
陰
に
隠
れ
な
が
ら

行
し
て
い
く
と

然
に
も

達
の
経

す
る
ガ
ラ
ク
タ
店
の
裏
を
通

て
い
た
そ
の
時
だ

た

 
霧
雨

こ
れ
は

 
霊
夢

ど
う
し
た
の
よ

 
霧
雨

良
い
所
に

ン
ボ

ル
が

つ
も
合

た

 
確
か
に

ン
ボ

ル
が

つ
あ

た

ら
く
ガ
ラ
ク
タ
を

め
て
い
た

ン
ボ

ル
だ
ろ

う

だ
が
も
う
中

は
す

か
ら
か
ん
だ

 
霊
夢

度
良
い
わ

り
て
い
き
ま
し

う

 
霧
雨

だ
な
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そ
う
言
い

人
は

ン
ボ

ル
に

り

ソ

ソ
ゆ

く
り
と
歩
き
始
め
た

分
は

笑

い
し
つ
つ

 
蓮
 

ん
な
き

メ

も
う
良
い
や

 

き
な
が
ら
も
仕
方
な
く

ン
ボ

ル
を

り
霊
夢

と
魔
理
沙

ト
ソ
ン
の
後
を
追

う

追
う
の
だ
が

 
妖
怪

何
だ
あ
れ

 
妖
怪

が
動
い
て
や
が
る

 
変

の
つ
も
り
が
も
う
バ
レ
バ
レ
で
あ
る

無
理
も
な
い
こ
ん
な

通
り
か
ら
裏
に
近
い
道
で

も
人
は
通
る
た
め
目
立

て
し
ま
う

と
い
う
か
通
行
人
の

が
痛
い

 
蓮
 

出

き
な
変

だ
と
か
は
興

す
る
ん

 
だ
ろ
う
な

 
普
通
に
し
て
い
れ
ば
良
い
の
に
何

に
こ
ん
な
事
を
す
る
の
や
ら

そ
ん
な
こ
ん
な
で

行
す

る
こ
と
数
分
後

狗
神
達
は
理
久
兎
の
経

す
る
カ
フ

へ
と

て
い

た

 
蓮
 

処
に
狗
神
の

き
な
異
性
が
い
る
の

 
霧
雨

み
た
い
だ
な



 第１８１話 探偵霊夢

 
霊
夢

あ
ん
た
達
ま
だ
気
づ
い
て
な
い
の

 
蓮
 

え

 
霧
雨

だ

て
ん
だ
よ

 
そ
う
言

て
い
る
と
狗
神
達
に

と
手

き
を

狛
が

て
い

て
い
た

す
る
と
狗
神
の

様
子
が
何

か
先
程
よ
り
可
笑
し
く
な

た

ど
う
可
笑
し
い
の
か
と
い
う
と
更
に
お
ど
お
ど
と

し
て
い
て

が
真

つ
ま
り
狗
神
の

き
な
異
性
と
い
う
の
は

 
蓮
 

ま

ま
さ
か

 
霧
雨

お

お
い
嘘
だ
ろ

 
霊
夢

い
い
え
嘘
じ

な
い
わ

に

き
な
異
性
は

 

狛

も
う

情
が
分
か
り
や
す
い
ぐ
ら
い
に

 

女
だ
も
の

 
蓮
 

本
当
に
狗
神
に

が
来
た
ん
だ

 
こ
れ
は
祝
福
し
て
あ

た
い
し

し
て
あ

た
い
と
思

た

し
か
し
昔
に
テ
レ

で
見
た

ン
キ

娘
の

ラ

メ
ち

く
な
ア

メ
を
思
い
出
し
た

 
霊
夢

か
し
い
な

昔
の

も
あ
ん
な
感
じ
だ

た
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の
よ

 
霧
雨

そ
う
そ
う

良
く

や
か
し
た
も
ん
だ

 
蓮
 

そ
れ
今
も
変
わ
ら
な
い
よ

魔
理
沙

 
実

本
当
に
変
わ

て
は
い
な
い

と
い
う
か
霊
夢
だ
け
を

や
か
し
て
い
た

な
の
に
い
つ

の
間
に
か

分
も

様
に

き
込
ま
れ
て
る

だ
が
そ
ん
な
迷

で
は
な
く
結
構
楽
し
い
の
も
事

実
だ

 
霊
夢

は

と
り
あ
え
ず
今
日
は
こ
の
光
景
を

 
楽
し
み
ま
し

う

折

の
探
偵

な
ん

 
だ
か
ら

 
蓮
 

何
時
か
ら
探
偵
に

ま

良
い
や

 
霧
雨

そ
う
そ
う
気
に
し
た
ら
敗
け
だ

 
そ
ん
な
こ
ん
な
で

分
達
は
狗
神
を
観

す
る
の
だ

た

 
怠
惰

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た



 第１８１話 探偵霊夢

 
晴
明

生
気
が
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん

 
怠
惰

復
合
わ
せ
て

時
間
歩
い
て

れ
て
る
ん

 
で
す
そ
れ
に
久
々
な
ん
で
す

時
間
も
歩
く

 
の
が

 
晴
明

お

れ
様
で
す
怠
惰
さ
ん

 
怠
惰

も
う
マ
ジ
で

メ
ン
こ
う
む
る
わ
本
当
に
ド
田

 
過
ぎ
て
バ
ス
が

分
に

回
と
か
待
つ

 
の
だ

た
ら
歩
き
の
方
が

い
け
ど
キ
ツ
イ
し

 
晴
明

昔
は

で
ゆ

く
り
も
し
く
は
歩
き
な
ん
て

 

本
で
す
よ

 
怠
惰

そ
う
だ
け
ど
イ
ン
ド
ア

に
は

え
る
よ

 
晴
明

ま

た
く

も
う
こ
ん
な
話
を
し
て
い
た
ら

 
時
間
で
す
よ

 
怠
惰

そ
う
だ

て
な
わ
け
で
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
晴
明

次
回
は
狗
神

の
お
話
ら
し
い
の
で
お
楽
し
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み
に
し
て
い
て
下
さ
い

 
怠
惰

で
は

者
様

 
晴
明

ま
た
次
回

さ
よ
う
な
ら



 第１８２話 その頃、狗神は。

 
第
１
８
２
話
 
そ
の
頃

狗
神
は

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

ア

カ
リ

ス
に
フ
ル
ボ

に
さ
れ
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

メ

ン
バ

が
い
な
い
何
じ

あ
り

お

と
失

そ
れ
と
今
回
は
狗
神

の
お
話
で
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

で
は
本
編
に
ど
う

 
蓮
と
霊
夢
が
ス

キ
ン
グ
を
開
始
し
て
い
る
時
間

観

対

の
狗
神
は
神
楽
と
鈴

と

共
に
空
を
飛
ん
で
い
た

 
狗
神

な

お
前
ら
ま
で
来
る

あ
る
か

 
鈴

何
言

て
ん
の

の

を

す
る
の
も

 

達
の

目
だ
よ

神
楽
ち

ん

 
神
楽

そ

そ
う
な
ん
で
す
か

 
鈴

そ
う
だ
よ

だ
か
ら
狗
神
ち

ん
当
た

て

け

 
て
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ま
し
の
言

な
の
だ
ろ
う
が

え
て
言
お
う

ま
し
に
な

て
い
な
い
し

け
た
ら

メ

だ
ろ

 
狗
神

け
た
ら
意

が
な
い
だ
ろ

 
鈴

ま

ま

そ
う
怒
ん
な
い
で
よ

因
み
に
狗
神

 
の

が

き
な
子

て

狛
だ
よ

 
狗
神

い

い
や
そ
の

ま

 
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
に

ず
か
し
く
な
る

こ
れ
ま
で

る
舞
い
が

す
ぎ
た
の
か
男
と
間

わ
れ
て
い
た

分
だ

た
が

一

分
を
女
と
分
か

て
く
れ
た

狛
が
気
に
な
る
の
が
最

だ

た

次
第
に
こ
の
思
い
が

い
物
と
な

た
の
は
こ
こ
最
近
の
話
だ

 
鈴

狛
君
は

く
優
し
く
て
妹
思
い
の
良
い

 
お
兄
さ
ん
だ

た

会

た
時
の
印

と
し
て

 
は
だ
け
ど

 
狗
神

そ
う
な
の
か

 
鈴

う
ん

そ
れ
に

分
が
下
の
人
達
と
も
対
等
に

 

し
て
た
し
聞
い
た

だ
と

の
方
々
に
酒



 第１８２話 その頃、狗神は。

 
等
を

し
た
り
そ
の

分
の
子

達
と
も
遊
ん

 
で
も
い
た
ら
し
い
よ

 
神
楽

良
い

そ
の

妖
怪

で
す

 
鈴

の
言

て
い
る
話
は

ら
く

分
が
生

し
て
い
た
頃
の
平
安
時
代

り
の
事
だ
ろ
う

だ
が
そ
の
時
の
事
を
思
い
出
す
だ
け
で

に
な
る

忌
々
し
い
記
憶
が
首
の

が
う
ず
く

 
狗
神

 
鈴

狗
神
の

 
神
楽

ど
う
か
し
た
の
で
す
か
狗
神
様

 
狗
神

な
ん
で
な
い
さ

さ
と
行
く

じ

な
い
と

 

い
て
く

 
こ
ん
な
記
憶
は

く

れ
て
し
ま
お
う
と
思
い
な
が
ら
も
ス

ド
を
上

て
飛
行
す
る

 
鈴

ま

て
よ

 
神
楽

待

て
下
さ

い

 
そ
ん
な
こ
ん
な
で

分
達
は
昨
日
の
バ
ザ

会
場
へ
と
向
か

た
の
だ

た

そ
う
し
て
数
分

後
無
事
に
バ
ザ

へ
と

着
す
る

見
て
思

た
の
は
バ
ザ

は

日
目
の

な
の
に
人
や
妖
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怪
が
絶
え
間
な
く
行
き
来
し
て
い
て

わ

て
い
た

 
狗
神

日
目
で
も

い
も
の
だ
な

 
鈴

い
よ

 
神
楽

追
い

い
た

 

分

外
の

人
も
追
い

い
た
み
た
い
だ

そ
れ
を
確
認
す
る
と

 
狗
神

な
ら
行
く

そ
れ
と
そ
の
サ

ト
頼
む
な

 

分
だ
と
何
も

り
出
せ
な
い

そ
う
思

た
た
め

人
に
頼
む
と

 
鈴

 
神
楽

力
な
が
ら
も
お
手
伝
い
し
ま
す

 
狗
神

あ

 

分
達
は

わ
う
妖
怪
や
人
を
通
り

け
な
が
ら
目
的
地
へ
と
向
か
う

そ
し
て
何
事
も
な
く

目
的
地
へ
と

り
着
い
た

そ
こ
は
昨
日
と

じ
よ
う
に

わ

て
い
て
食
事
を

る
者
も

い

そ
し
て

く

ル
の
中
に
お
目
当
て
と
も
言
え
る

狛
が

い
て
い
る
の
も
確
認
で
き

た 
狗
神

ク
リ
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鈴

ら

気
だ
し
て
行
く
よ

 
神
楽

行
き
ま
し

う
狗
神
さ
ん

 
狗
神

こ
こ
ま
で
来
た
な
ら
や

て
や
る

 
店
の
敷
地
を

ぐ
と

ル
の
内
の

人

狛
の
妹
の
耶
狛
が
気
が
つ
き

方
へ
と
や

て
来
た

 
耶
狛

い
ら

し

い
ま
せ

あ
れ

し
い
組
み
合
わ

 
せ
だ

オ

の
蓮
く
ん
に
ス
ト
ラ
イ
キ
で

 
も
起
こ
し
た
の

 
狗
神

そ
ん
な

な
い
だ
ろ

 
鈴

休
暇
だ
よ
た
ま
に
は

そ
れ
で

人
だ
け
ど

 
は
空
い
て
る
か
な

 
耶
狛

う

ん
と

う
ん
空
い
て
る

方
の

に

 
座

て
よ

 
そ
う
言
わ
れ

分
達
は

に
つ
く

テ

ル
に

い
て
あ
る
メ

を
見
る
と
色
と
り
ど

り
の

理
の
写
真
が
並
べ
ら
れ

理
名

び
に
食

名
も
キ

リ
と
書
か
れ
て
い
た
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神
楽

は
決
ま

て
ま
す
が

様
は

 
鈴

も
決
め
た
よ

 

 
狗
神

え

と
ど
れ
に
す
れ
ば
良
い
ん
だ

 

人
は
決
め
た
み
た
い
だ
が

分
は
何
に
す
れ
ば
良
い
の
か
全
然
分
か
ら
な
い

す
る
と

 

狛

方
サ

ス
の

と
お
手

き
で
す

 
ま
さ
か
の
お
目
当
て
が
登
場
し
て
き
た

そ
れ
を
見
て
し
ま
い

分
は

 
狗
神

あ

あ
わ
あ

あ
わ

 
突
然
で

き
す
ぎ
て

が
で
な
く
な

て
し
ま

た

 
鈴

う
わ

カ

カ

だ
な

 
神
楽

狗
神
様
落
ち
着
い
て

深
呼
吸
で
す

 
そ
う
言
わ
れ
深
呼
吸
を
し
て
落
ち
着
け
よ
う
と
思
い

 
狗
神

ひ

ひ

ひ

ひ

 
鈴

あ
あ

そ
れ
は

う
呼
吸

今
出
し
た

 
ら

メ
な
者
が
出
ち

う
呼
吸
だ
か
ら

 

狛

え

と
お

に
子

で
も
い
る
の
で
す
か
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狗
神

い

う
そ

そ
の
ア
ハ
ア
ハ
ハ
ハ

 

目
だ
思
考
が
回
ら
な
い
し

が

し
い

そ
の
時
に
鈴

か
ら
の
バ

ク
ア

が

た 
鈴

え

と

の
生

を

お
願
い
し
ま
す

 

狛

え

あ

注

で
す
か

 
そ
う
言
い

ン
で
ス
ラ
ス
ラ
と
注

に
書
い
て
い
く

そ
の

間

 
鈴

神
楽
ち

ん
は

 
神
楽

あ

は
い

え

と

子

て
あ
り
ま
す
か

 
そ
の

そ
れ
か

石
な
ど
し
か
食
べ
れ
な

 
い
も
の
で

 

狛

え

え

と
そ
こ
は
マ
ス
タ

に
聞
い
て

 
み
ま
す

 
笑

が

し
す
ぎ
て
意
識
が

と
し
て
き
た

霊
夢
も
こ
ん
な
気

ち
だ

た
の
だ
な
と
今

め
て

覚
し
た

そ
し
て
処

宣
告
と
言
わ
ん
ば
か
り
に

 

狛

そ
れ
で
そ
の
貴
女
は
何
に

し
ま
す
か
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分
に

問
し
て
き
た

 
狗
神

ひ

え

え

と

 
鈴

い

狗
神
ち

ん
は
オ
ス
ス
メ
の
品
が
な
に
か

 
な
い
か

て
言

て
た
け
ど

狛
君
オ
ス
ス
メ

 
何
か
あ
る

 

狛

そ
う
で
す

オ
ス
ス
メ
な
ら

方
の

や
し
中

 
華
が
オ
ス
ス
メ
で
す
か

今
日
も

い
日

 
し
が

ら
す
の
で
リ
フ
レ

シ

も

て
オ

 
ス
ス
メ
で
す
よ

 
鈴

な
ら
そ
れ
だ
よ

 
狗
神

あ

あ

 

狛

分
か
り
ま
し
た

そ
う
い
え
ば
お

み
物
は

 
何
か
い
り
ま
す
で
し

う
か

 
今
度
は

み
物
に
つ
い
て

問
し
て
き
た

と
い
う
か

み
物
も
考
え
て
な
い

 
神
楽

あ

外
の

人
は

ら
く

た
い
お

が
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良
い
と
思
い
ま
す
よ

 
鈴

だ

も

も

た
い

で

 

狛

畏
ま
り
ま
し
た

 
注

を
書
く
と

狛
は

リ
と

を
下

て

へ
と
向
か

て
い

た

 

狛

 
よ
う
や
く
安
心
で
き
る
と
思

て
い
る
と

 
鈴

本
当
に

す
ぎ
る
よ

も

と
こ
う
リ
ラ

 
ク
ス
し
て
く
れ
な
い
と
こ

ち
が

た
な
い
よ

 
神
楽

正

式
呼
吸
を
し
た
時
は
笑
い
そ
う
に
な

 
ち

い
ま
し
た

 
狗
神

神
楽
て
め

笑
う
ん
じ

よ

 

ず
か
し
い
所
を
見
ら
れ
て
今
の

分
の

は

ら
く
真

に
な

て
い
る
だ
ろ
う

観

を

て
き
た
の
に
こ
れ
で
は
ま
と
ま
り
が
つ
か
な
い

 
鈴

ま

う
ん
笑

だ
よ

笑

 
狗
神

う

ん

笑

が
出
来
な
い
ん
だ
よ
な
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あ
の
頃
な
ら
ま
だ
出
来
た
か
も
し
れ
な
い
が
も
う
笑

の
や
り
方
な
ど
は

れ
て
し
ま

た

 
狗
神

こ

こ
ん
な
感
じ
か

 
精
一

の
笑

を
す
る
と

人
は

い

を
し
た

 
神
楽

狗
神
様
そ

そ
の
こ

い
で
す

 
鈴

ご
め
ん
今
の
無
し
で

 
狗
神

お
い

ラ

 
言

て
お
い
て
そ
れ
か

や

て

し
た
じ

な
い
か

そ
ん
な
こ
ん
な
で
会
話
を
し
て
い
る

と 

狛

お
待
た
せ
し
ま
し
た
生

に

や
し
中
華
そ
れ

 
か
ら
特
別
メ

の

石
と

子

に

み
物

 
の
ア
イ
ス
の

で
す

 

理
名
を
言
い
な
が
ら
メ

を

い
て
い
く
と
鈴

は
何
を
思

た
の
か

 
鈴

狛
君

問
良
い

 

狛

ど
う
か
し
ま
し
た
か

 
鈴

狛
君

て

き
な
女
性
の
タ
イ

て
何
か
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あ
る

 

狛

え

 
急
に
そ
ん
な
事
を
言
え
ば

き

る
だ
ろ
う

だ
が
そ
れ
を
知
り
た
い
と

分
は
思

た

す

る
と

 

狛

う

ん
こ
れ
ま
で
考
え
た
事
が
な
い
で
す

 
た
だ
強
い
て
言
え
ば
常
識

の
子
で
す
か

 
マ
ス
タ

や
妹
が

常
識
な
も
の
で

 
鈴

見
た
目
と
か
は

 

狛

え

あ
ん
ま
り
気
に
し
ま
せ
ん

 
鈴

目
で
見
て
す
ぐ
分
か
る

跡
を

て
た
り

 
心
や

が

く
て
も

 

狛

え

分
が
愛
し
た
女
性
な
ら
で
す
か

 
た
だ
マ
ス
タ

や
妹
そ
れ
に
友
達
や
親
友
達
を

 

ろ
に
す
る
奴
な
ら
ば
容

は
し
ま
せ
ん

ら

 
く

は
問

無
用
で
殺
り
ま
す
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と

狛
が
楽
し
そ
う
に
物
騒
な
事
を
言

て
い
る
と

 
耶
狛

お
兄
ち

ん
こ

ち
手
伝

て

 

狛

あ

ご
め
ん

そ
れ
で
は
ご
ゆ

く
り

 
そ
う
言
い
去

て
い

た

す
る
と
鈴

は

方
を
見
て

 
鈴

良
か

た

 
狗
神

ら
ぬ
世
話
を

 
神
楽

ま

ま

で
す
が
近
づ
け
る

歩
に
な

た

 
じ

な
い
で
す
か

 

人
に
こ
こ
ま
で
し
て
も
ら
い

し

な
く
思

た

そ
の
た
め
に

 
狗
神

あ
り
が
と
な

 
と

小
さ
な

で
お

を
言
う
と

 
鈴

な

に

聞
こ
え
ん
な

 
神
楽

鈴

さ
ん
そ
の

に
し
て
あ

て
下
さ
い
狗
神

 
様
も

死
な
ん
で
す
か
ら

 
狗
神

う
る
せ

さ

さ
と
食
う
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分
達
は
出
さ
れ
た

理
を
食
べ
る
の
だ

た

の
感
想
と
し
て
は
食
べ
た
こ
と
の
無
い
不

思
議
な

だ

た

そ
う
し
て
食
べ
終
え
て

く
神
楽
と
鈴

と
で
話
を
し
て
い
る
と

 

狛

失

し
ま
す
お

の
回

と
会

書
で
す
ご
確
認

 
下
さ
い

 
鈴

は
い
は
い

 
神
楽

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
狗
神

あ

 

分
達
が
食
べ
た
食

を

け
る
と
一

し
て
ま
た

へ
と
戻

て
い

た

 
鈴

 
狗
神

す
ま
な
い
が
も
う
無
理
だ

 
何
か

し
て
く
れ
る
の
は
あ
り
が
た
い
が
も
う

も
心
も
一

だ

 
鈴

そ

か

な
ら
帰
ろ

か

あ
ん
ま
り
蓮
君

 
を
待
た
せ
る
の
も
悪
い
し

 
狗
神

だ
な
神
楽
は
良
い
か

 
神
楽

は
い
問

は
あ
り
ま
せ
ん
よ
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狗
神

そ
う
か
な
ら
行
く
か

 

分
達
は

か
ら
立
つ
と
鈴

は
注

書
と
呼
ば
れ
た

れ
を

つ
と

分
達
は

り

へ

と
戻
る
と

 

狛

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

会

書
を

見
し
ま

 
す

 
鈴

は
い
は
い

 
そ
う
言
い
鈴

は
会

書
を

す
と

狛
は
確
認
し
て

 

狛

で
は
会

の
値

と
し
て
４
３
０
０

頂
き

 
ま
す

 
鈴

そ
れ
じ

こ
れ
で

 

狛

度
で
す

そ
れ
で
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

 
し
た

 

分
は

ま
し
い
と
思

た

然
に
も

き
な
異
性
と
話
せ
る
鈴

が

れ
て
し
ま

た

笑

を

に
出
来
る

狛
が

す
る
と

 

狛

あ

そ
れ
と
す
み
ま
せ
ん
そ
の

紹
介
を
し
て
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い
ま
せ
ん
で
し
た
よ

は
深
常

狛
と
言
い
ま

 
す

そ
れ
で
え

と
貴
女
の
お
名
前

て

 
狗
神

か

は

い
や
狗
神
だ

 

狛

狗
神
さ
ん
で
す
か

ま
た
お
会
い
で
き
る
の
な
ら

 
お
会
い
し
て
く
だ
さ
い

 
狗
神

か

考
え
て
お
く

 
こ
れ

上
は
本
当
に
心
に

が
な
い
た
め

に
敷
地
か
ら
出
た

 
鈴

良
か

た

 
神
楽

そ
う
で
す

 
狗
神

う
る
せ

 
そ
ん
な
事
を
話
し
て
い
る
と
目
の
前
か
ら
お

を

手
で

て
耶
狛
が
歩
い
て
き
た

 
耶
狛

あ

あ
り
が
と
う

理
ど
う
だ

た

 
鈴

し
か

た
よ

 
耶
狛

そ
う

マ
ス
タ

に
伝
え
て
お
く

 
こ
う
し
て
見
る
と
や
は
り
兄
妹
と
い
う
だ
け
あ

て
所
々
で

て
い
る
所
が
あ
る

だ
が
性
格
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に
関
し
て
は

狛
は
真
面
目
だ
が
耶
狛
は
陽
気
な
感
じ
が
し
た

 
耶
狛

あ

そ
う
そ
う
え

と
確
か
狗
神
ち

ん
に
神
楽

 
ち

ん
に
鈴

ち

ん
だ

た
よ

 
神
楽

え

と
そ
う
で
す

 
鈴

う
ん
そ
う
だ
よ

 
狗
神

何
だ
よ

 
何
か
伝
え
た
い
こ
と
が
あ
る
の
か
と
思

て
い
る
と
耶
狛
は
無
邪
気
な
笑

で

 
耶
狛

お
兄
ち

ん
と
仲
良
く
し
て
あ

て

友
達

 

て
い
う
友
達
が
黒
君
と
か
旧
都
の
一

の
妖

 
怪
と
か

ト
ぐ
ら
い
し
か
い
な
い
か
ら
さ

 
こ
れ
を
上
手
く
変

す
る
と
つ
ま
り
妹

認
で
仲
良
く
し
ろ

て
事
だ

こ
の
言

を
聞
き

分
は

し
く
な

た

 
狗
神

あ

あ

方
こ
そ
頼
む
な

 
耶
狛

う
ん

そ
う
い
え
ば

だ

た
け
ど
急
い
で

 
な
い
の



 第１８２話 その頃、狗神は。

 
神
楽

あ

そ
う
で
し
た

 
狗
神

だ
な
行
く
か

 
鈴

そ
う
だ

そ
れ
じ

バ
イ
バ
イ
耶
狛
ち

ん

 
耶
狛

う
ん
バ
イ
バ
イ

 
そ
う
し
て

分
達
は
空
へ
と
飛
び
博
麗
神
社
へ
と
帰
る
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
晴
明

怠
惰
さ
ん
大

で
す
か

何
か

れ
て
い
る

 
よ
う
な
気
が
し
ま
す
が

 
怠
惰

何
か

晴
ら
し
出
来
る
も
の
が
欲
し
い
で
す

 

 

あ
ら
な
ら

を

め
て
も
良
い
の
よ

 
晴
明

あ

こ
ら

 
怠
惰

断
る
お
前
を

め
て
も
つ
ま
ら
ん

 

あ

ん

お

け

そ
う

こ
れ
は
所
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放

 
怠
惰

ア
フ

ジ
ア

 

ん
ん

 
怠
惰

マ
ジ
で

め
ろ
こ
こ
は

１
５

リ
ア
だ

 
晴
明

ア
ハ
ハ

そ
う
い
え
ば
怠
惰
さ
ん

 
怠
惰

ん

何
さ

 
晴
明

怠
惰
さ
ん

て

１
８
の

品

て

る
気
は

 
あ
る
ん
で
す
か

 
怠
惰

え

う

ん
考
え
た
事
も
な
か

た
な

 
晴
明

者
の
中
に
は
書
い
て
い
る
方
も
い
た
の
で
書
く

 
の
か
な

て
思

て
は
い
ま
し
た
け
ど

 
怠
惰

ま

望
あ

た
ら
書
く
か
も
だ
け
ど
あ
ん
ま
り

 

怠
惰
さ
ん
下
手
だ
か
ら

 
晴
明

ま

そ
う
で
す
よ

 
怠
惰

つ
く
な

ま

良
い
や
そ
れ
じ

そ
ろ
そ
ろ



 第１８２話 その頃、狗神は。

 
時
間
だ
し
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
晴
明

ま
た
次
回
も
お
願
い
し
ま
す

 
怠
惰

で
は

者
様

 
晴
明

さ
よ
う
な
ら

 

ん
ん
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第
１
８
３
話
 
張
り
込
み

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

何

か
中
古
シ

で

を
探
し
て
い
た
ら
昔

か
し
い
と
ん

が
り

子
の
３

を
見
つ
け
や
り
た
く
な

た
の
で

て
し
ま

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔

で
す

し
か
し
こ
れ
や
る
の
何
年
ぶ
り
だ
ろ
う

小

生

来
の
気
が
し
ま
す

お

と
話
が
そ

れ
て
し
ま
い
ま
し
た

で
は
で
は
本
編
へ
ど
う

 
バ
ザ

の
お

時
を
過
ぎ
て
一
時
間

狗
神
の
様
子
を
観

し
て
い
た
蓮
達
は

 
蓮
 

な

何
か
何
時
も
の
狗
神
じ

な
い
よ

 
霊
夢

そ
れ
だ
け

張
し
て
い
る
ん
で
し

 
霧
雨

そ
れ
に
し
て
は
ど
う
か
と
思
う
け
ど
な

 

分
の
時
は
散
々
と
言

て
い
た
狗
神
が
今
や

女
に
な

て
い
て
い
き
な
り
の
立
場
逆
転

だ 
霊
夢

の
時
は
あ
そ
こ
ま
で
は
い
か
な
か

た
わ
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霧
雨

い
い
や

か
ら
か

て
た
時
は
散
々
隠
そ
う
と
し

 
て
た
だ
ろ

 
霊
夢

そ
の

を
閉
じ
て

る
な
ら
夢
想
封
印
で
許
す
わ

 
よ

 
霧
雨

ら
な
か

た
ら

 
霊
夢

グ

パ
ン
で

て
か
ら
夢
想
転
生

 
ど
ち
ら
も

い
が
な
い

の
選
択

そ
れ
な
ら
ば

分
的
に
は
前
者
が
お
す
す
め
だ

 
霧
雨

ど
ち
ら
も

い
が
な
い
じ

な
い
で
す
か

 
霊
夢

良
い
か
ら

り
な
さ
い
よ
じ

な
い
と
本
当
に

 
る
わ
よ

 
霧
雨

わ

分
か

た
か
ら
落
ち
着
け

な

 
こ
の

人
も
仲
が
良
い
よ
な
と
思
い
つ
つ
狗
神
達
を
観

を
再
開
し
た
そ
の

間

 
ガ
バ

 
突
然
光
が

し
込
む

そ
れ
は
つ
ま
り

ン
ボ

ル
と
い
う
無
理
の
あ
る
カ

フ
ラ

ジ

が

破
ら
れ
た

間
だ
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人
 
 

 

ク
リ
し
て

分
達
は

ン
ボ

ル
の
カ

フ
ラ
を
解
い
た
人
物
を
見
た

そ
れ
は

 
耶
狛

こ
ら
こ
ら

み
見
は

目
だ
よ

 
ウ

イ
タ

と
し
て

い
て
い
る
耶
狛
だ

 
霧
雨

何
だ
お
前
か
よ

 
霊
夢

ク
リ
し
た

 
耶
狛

い
言
わ
れ
よ
う
だ
な

そ
れ
で
何
を
見
て

 
た
の

 
蓮
 

え

と
狗
神
達
が
何
か

相
し
た
か
な

て

 
実

は
大

か
と
い
う
心

で
き
た
の
だ
が
あ
ま
り
言
う
と
霊
夢
に
怒
ら
れ
そ
う
な
た
め
遠

回
り
な
言
い
方
を
す
る
と

 
耶
狛

全
然

お
兄
ち

ん
も
楽
し
そ
う
だ
し
そ
れ
に

 

相
な
ん
て

い
て
な
い
よ

 
霊
夢

そ
う

 
耶
狛

た
だ
狗
神
ち

ん

だ
よ
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蓮
 

え

 
耶
狛

あ
の
子
な
ん
で
か
理

は
分
か
ら
な
い
け
ど
お
兄

 
ち

ん
の
前
だ
と
お
ど
お
ど
し
て
る
よ

何
で
か

 
な

 
や
は
り
耶
狛
で
も
分
か
る
み
た
い
な
た
め
相
当
お
ど
お
ど
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

 
耶
狛

う

ん
ま
さ
か
お
兄
ち

ん
が

き
に
な

ち

 

た
と
か

ん
な

な
い
か

 
い
や
１
０
０

当
た

て
ま
す

に
狗
神
は

狛
さ
ん
に

れ
て
い
ま
す

 
耶
狛

ま

良
い
や

後
こ
れ
マ
ス
タ

か
ら
の
サ

 
ス

 
そ
う
言
い
耶
狛
は
パ
ン

つ
と

り
の

を

本
出
し
て

い
て
く
れ
る

 
霧
雨

え

理
久
兎

て
ま
さ
か

 
耶
狛

う
ん
マ
ス
タ

に
と

く
に
バ
レ
て
る
よ

た
だ

 
マ
ス
タ

人
が
探
偵
ご

こ
し
て
い
る
ん
じ

 
な
い
か
な

て
思

た
ら
し
く
て
更
に

気
を
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あ

る
た
め
に

パ
ン
と

だ

て

 
蓮
 

そ
れ
探
偵
じ

な
く
て
張
り
込
み

カ事

 
結
構
間

え
て
い
る
の
も
あ
る
が

タ
が
古
い

だ
が

え
る
の
な
ら

し
い

 
霊
夢

へ

パ
ン

は
ぐ

 
霊
夢
は

パ
ン
を
食
べ
る
と

せ
そ
う
な

を
し
て

を
動
か
し

み
込
む
と

 
霊
夢

し
い

パ
ン
な
ん
て
紅
魔
館
と
か
で
し
か
食

 
べ
た
こ
と
な
い
か
ら
い
け
る
わ

 
霧
雨

そ
れ
に
中
は
名
前
通
り

子
が

て
い
る
の
か

 

な

が
た
ま
ら
な
い

 
耶
狛

う
ん

マ
ス
タ

は
パ
ン

り
も
得
意
な
ん
だ
よ

 
だ
か
ら
時
々
は
パ
ン
と
か

た
り
し
て
る
よ

 
そ
こ
ま
で
言
う
の
な
ら

分
も
ひ
と

じ
り
す
る

す
る
と

わ

わ
の
パ
ン
と
共
に

の
中

に

子
の

な

が

が
る

 
蓮
 

本
当
に

し
い

そ
れ
に

 
次
に

を

む

子
に

は
愛

だ

ま
ず
い

が
な
い

だ
が
こ
う
し
て
考
え
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る
と
理
久
兎
の

理
ス
キ
ル
は
こ
こ
ま
で
来
る
と
本
業
で

理
人
を
や

た
方
が
大

況
待

た

な
し
の
よ
う
な
気
が
す
る

 
耶
狛

の
感
想
は
マ
ス
タ

に
伝
え
て
お
く

 
蓮
 

耶
狛
さ
ん
理
久
兎
さ
ん
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

 
し
た
と
お
伝
え
し
く
れ
ま
せ
ん
か

 
耶
狛

も
ち
の
ろ
ん
だ
よ

 
そ
う
し
で

分
達
が
あ
ん
パ
ン
を
食
べ
て
い
る
と
狗
神
達
に
も
変
化
が
現
れ
た

何
と

か
ら

立
ち
上
が
り
お
会

を
し
だ
し
て
い
た

 
蓮
 

ま
ず
い

霊
夢
そ
れ
に
魔
理
沙

狗
神
達
が

 
霊
夢

な

ま
ず
い
わ

ご
ち
そ
う
さ
ま

 
霧
雨

あ
り
が
と
う
な

 
耶
狛

ど
う
い
た
し
ま
し
て

 
す
ぐ
さ
ま

分
達
は

を
返

し
て
空
へ
と
飛
び
立
ち
博
麗
神
社
へ
と
向
か

た
の
だ

た

そ
し
て
博
麗
神
社
へ
と
着
く
と
何
事
も
無
か

た
か
の
よ
う
に

る
舞
う
た
め
に

分
は
心

を

え
る
た
め
の
の
特
訓
を

め
霊
夢
と
魔
理
沙
は
縁

に
座
り
お

を

み
な
が
ら
の
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を
始
め
た

そ
う
す
る
こ
と
数
十
分
後

 
鈴

た
だ
い
ま

 
神
楽

た
だ
い
ま
戻
り
ま
し
た

 
狗
神

帰

た

 

人
が
帰

て
き
た

ど
う
や
ら
満

し
た
み
た
い
だ

分
は

を
ぬ
ぐ
い
な
が
ら

 
蓮
 

お
か
え
り

 
と

を
か
け
る

そ
れ
に
続
い
て

 
霊
夢

お
か
え
り
な
さ
い

 
霧
雨

邪
魔
し
て
る

 

人
も
返

を
す
る

そ
う
ず

と
こ
こ
に
い
た
か
の
よ
う
に

 
蓮
 

楽
し
め
た
よ

 
鈴

そ
れ
は
も
う

 
神
楽

は
い

 
狗
神

あ

あ

 
神
楽
と
鈴

は
笑

で

え
る
が
狗
神
は

れ

そ
う
だ
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蓮
 

な
ら
良
か

た

 
霊
夢

そ
う
だ
蓮
そ
ろ
そ
ろ
晩

の
用
意
し
な
い

そ
れ

 
と
つ
い
で
だ
か
ら
魔
理
沙
あ
ん
た
も
食
べ
て
い
き

 
な
さ
い

 
霧
雨

お

邪
魔
す
る

 

魔
化
す
た
め
の

タ
が
な
い
た
め
の
走
り
だ
ろ
う

だ
が
そ
れ
に

分
も

る
こ
と
に
し

た 
蓮
 

そ
う
だ

人
も
食
べ
て
い
き
な
よ

 
狗
神

あ

 
神
楽

は

子

等
し
か

に

め
れ
ま
せ
ん
が
そ
れ

 
で
良
い
の
で
あ
れ
ば

 
鈴

そ
れ
じ

気
楽
に
待
と

か

 
鈴

の
言

で

人
は
縁

に
座
り
込
み
ゆ

た
り
と
落
ち
着
き
始
め
る
と
魔
理
沙
と
話
始

め
た

分
は
上
着
を
着
て
霊
夢
と
共
に

食
の

理
を
始
め
る
の
だ

た
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怠
惰

で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
晴
明

怠
惰
さ
ん
何
で
す
か
こ
の

 
怠
惰

小

生
の
時
に
や

た

の

に
進
化

 
し
た

だ
よ

き
で
書
か
れ
た
の

 
を
知
ら
な
く
て
レ
ジ
に
出
し
た
ら
３
０
０
０

 

ら
れ
た
よ

込
み
で
書
け
と
心
か
ら
ツ

 
ミ
を
し
ち

た
け
ど

 
晴
明

怠
惰
さ
ん

て
こ
う
い
う
シ
ミ

レ

シ

ン

 

の

が

き
で
す
よ

 
怠
惰

ま

そ
う
だ

場
物
語
し
か
り
ル

ン
フ

 
ク
ト
リ

し
か
り

ま

の

の
シ

ミ
レ

 

シ

ン

が

き
か
な

カ

ド

 

の

だ
と
か
も
気
に

れ
ば
や
る
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よ

現
に

ン
ガ

ド
は
や

て
た
か
ら

 
晴
明

本
当
に
シ

ミ
レ

シ

ン
ば

か
り
で
す

 
怠
惰

後
は
キ

ラ

ト
が
出
来
る
の
も

き

 
だ

思
い

れ
を

て
出
来
る
し

 
晴
明

へ

で
す
が

は

 
怠
惰

え

手
で
す
よ

生
め
ま

そ
こ
は

怒

 

て
い
う
友
達
が
得
意
だ

た
よ

ク

 
ソ
ウ
ル
だ
と
か
は
特
に
お
気
に

り
だ
し

 
晴
明

へ

て
こ
ん
な
話
を
し
て
た
ら
も
う

 
時
間
が

 
怠
惰

あ
り

ま

で
は
え

と
来

の
月

 
日
は
ま
た
あ

ち
を
投
稿
し
ま
す
の
で
お
願

 
い
し
ま
す

 
晴
明

は
い
で
は

者
様

 
怠
惰

ま
た
月

日
に
サ
ラ

バ
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第
十
六
章
 
飛
鳥
の
王
の
復
活

 
第
１
８
４
話
 
願
い
を
叶
え
る
桃
色
仙
人

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
そ
し
て
先
に
言
い
ま
す
本
当
に
す
み
ま
せ
ん
で
し
た

前
回
は
も
ろ
に

投
稿
す
る
話
を
ミ
ス

て
し
ま
し
た

本
来
は
こ
ち
ら
を
先
に
投
稿
す
る

で
し
た
本
当
に
す
み

ま
せ
ん
で
し
た

後
に
こ
れ
は

話

り
上

で
修
正
し
ま
す
の
で
お
願
い
し
ま
す

で
は
本

来
昨
日
投
稿
す
る
は
ず
だ

た
話
を
ど
う

 
追
記
 

月

日
に
場
所
を
修
正

 
休
日
の
日

日
の
朝
か
ら
も
う
じ
き
正

へ
と
変
わ
ろ
う
と
す
る
時
間

の
博
麗
神
社
で

分

は
霊
夢
と
共
に
掃
除
に

し
ん
で
い
た

 
霊
夢

あ
と
少
し
で
今
日
の
分
も
終
わ
り
そ
う

 
蓮
 

そ
う
だ



 第１８４話 願いを叶える桃色仙人

 
も
う
少
し
で
今
日
の
分
の
掃
除
も
終
わ
り

後
は
何
時
も
の
よ
う
に
ゆ

く
り
出
来
る

だ
が

気
に
な

て
い
た
事
が
あ

た

 
蓮
 

霊
夢
こ
れ

て
さ
何

 
霊
夢

え

何
が

 
蓮
 

だ
か
ら
本

に

い
て
あ
る

 
本

に

い
て
あ
る

が
何
な
の
だ
ろ
う
き
に
な

た

つ
い
先
日
ま
で
な
か

た

な
の

に
い
つ
の
間
に
か

い
て
あ
れ
ば

問
に
思

て
し
ま
う

 
霊
夢

あ

あ
れ

あ
れ
は
何
処

の

が

に

 
け
て
来
た
の
よ

ら
く
に
と
り
の

下
だ
と
は

 
思
う
け
ど

 
蓮
 

へ

 

の

の

を
見
る
と

の

と
達

で
書
か
れ
て
い
た

 
蓮
 

で
そ
ん
な
の
が
何
で
本

に

い
て
あ
る
の

 
霊
夢

え

そ
れ
は

神
体
に
な
る
か
ら

 
流
石
は
霊
夢
だ
け
あ

て
そ
う
い

た
事
は
少
し
が
め
つ
い

無
理
も
な
い

こ
こ
最
近
は
神
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道
か
ら

教
に

え
る
人
間
が
増
え
て
い
る
の
か
こ
こ
に
参

に
来
る
人
間
が
や

て
来
な
い

そ
う
い

た
事
が
原
因
に
な
る
の
か
霊
夢
も
危

感
は
あ
る
み
た
い
だ

 
霊
夢

は

お

ら
な
い
か
な

今
な
ら
妖
怪

 

け
の

を

る
の
に

 
蓮
 

い
や

え

と

ど
う
な
ん
だ
ろ

 
絶
対
に
来
る
と
は
言
い

れ
な
い
た
め
言

に

る

霊
夢
は
た
め

を

き
な
が
ら

 
霊
夢

も
う
掃
除
と
か
結
界
の

も

め
て
普
通
の
女
の

 
子
に
な
ろ
う
か
な

 
蓮
 

何
を

気
に
な

て
る
の
霊
夢

た
ら
そ
う
だ
一
回

 
休

し
て
お

を

も
う
よ
お

れ
て
く
る
か
ら

 
さ

 
霊
夢

そ
う

な
ら
そ
う
し
ま
し

う
か

 
そ
う
言
い
霊
夢
は
縁

へ
と
座
る
と

屋
へ
と

り
お

を

れ
霊
夢
の
元
へ
と

て
い

く 
蓮
 

は
い
こ
れ
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霊
夢

あ
り
が
と
う

 
お

を

み
な
が
ら
リ
ラ

ク
ス
し
て
い
る
と
空
か
ら
定
番
の
客
が

に

が
り
や

て
来

る 
霧
雨

よ

お
し
ど
り

 
霊
夢

ま
だ

じ

な
い
ん
だ
け
ど

 
霧
雨

そ
ん
じ

未
来
の
お
し
ど
り

 
蓮
 

ま

た
く

め
て
よ
魔
理
沙
こ

ち
も

ず
か
し
い

 
ん
だ
か
ら
さ

 

と
笑
い
な
が
ら
魔
理
沙
は
手
を
合
わ
せ
す
ま
ん
す
ま
ん
と
ジ

ス

し
て
く

る 
霊
夢

そ
れ
で
今
日
は
何
し
に
来
た
の
よ

 
霧
雨

あ

そ
れ
何
だ
け
ど
よ
さ

き
山
で
さ

 
魔
理
沙
が
何
か
を
言
い

け
る
と

分
は
本

の
方
に
人
の

が
映
る
の
に
気
が

い
た

 
蓮
 

れ

霊
夢
参

者

 
霊
夢

そ
う

え

何
で
す

て
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お

を

き
本

へ
と
向
か
う

分
と
魔
理
沙
は

を
見
合
わ
せ
る
と

 
霧
雨

本
当
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が
行
こ
う

 
蓮
 

う
ん

 

分
達
も
追
い
か
け
る
と

に
す
る

本

の
前
に
い
る
特

的
な

を
着
て

に
包

を

き

け
た
桃
色

の
女
性
が
い
た

し
か
も
包

で

か
れ
た

を

神
体

で
あ
る

の

の
前
へ
と
手
を

ば
し
て
い
た
が

 
霊
夢

ち

と
何
し
て
る
の
よ

 
霊
夢
が
そ
の

を
つ
か
む

だ
が

分
は

然
だ

た
が
見
て
し
ま

た

 
蓮
 

え

 
も
し
か
し
た
ら
幻

な
の
か
も
し
れ
な
い

ま
た
は
目
が
お
か
し
か

た
の
か
も
そ
れ
な
い
が

そ
の
女
性
の

が
グ

リ
と

じ
曲
が

た
の
を

 
霊
夢

ん

 

 

は

 
そ
れ
に
気
が
つ
い
た
の
か
霊
夢
を
手
を

し
手
を
グ

パ

し
て
確
認
す
る

そ
し
て
女
性
は

い
そ
い
そ
と
手
を
隠
す

そ
し
て
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え

と
そ
の

お

ん
失

し
ま
し
た
そ
の

に

 

て
い
る
物
が
気
に
な

た
も
の
で

 
霊
夢

だ
か
ら

て

神
体
に

れ
な
い
で
頂

 
霧
雨

イ
ン

キ

い
な

確
か
お
前
山
に
住
ん
で

 
る
説
教

き
な
仙
人
だ
よ
な

 
ど
う
や
ら
仙
人
み
た
い
だ

す
る
と
目
の
前
の
仙
人
は

と
し
た

を
す
る

 

 

説
教

き
と
は
何
で
す
か
説
教
は

き
で
や

て

 
い
る

で
は
あ
り
ま
せ
ん
そ
れ
と

し
遅
れ
ま
し

 
た
が

は
仙
人
で
名
は

華
扇
と

し
ま
す

 

正
し
く
名
前
を
言

て
く
れ
る

名
前
は

華
扇
と
言
う
ら
し
い

 
霊
夢

ん
ま

ど
う
で
も
良
い
け
ど

神
体
に
興

 

が
あ

た
か
ら

て

る
普
通

し
か
も
仙
人

 

て
聞
い
た
話
だ
と
欲
と
戦
う
ん
で
し

う

そ

 
れ
が
何

に

ろ
う
と
す
る
の
よ

 
華
扇

興

が
あ

た
の
で

見
せ
て
い
た
だ
い
て
も
よ
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ろ
し
い
で
す
か

 
華
扇
は
そ
う
言
う
が
霊
夢
は
見
せ
た
く
な
い
の
か

に

え
て
い
る

こ
れ
だ
と
何
時
ま
で

た

て
も
見
せ
よ
う
と
は
し
な
い
た
め

を
開
き

 
蓮
 

霊
夢

見
せ
る
だ
け
な
ら
タ

何
だ
し
見
せ
て

 
あ

た
ら

 
霊
夢

そ
う

 
そ
う
言
い
霊
夢
は
仕
方
な
い
と
い
う

情
を
し
な
が
ら

を
開
け
見
せ
て
く
れ
る

そ
れ
に
は

分
と
華
扇
は
絶

し
て
し
ま
う

何

な
ら

 
蓮
 

こ
れ
マ
ジ

ク
ハ
ン
ド
だ
よ

 
華
扇

ミ
イ
ラ
と
か
で
も
な
い
で
す

 
外
界
で
子

の
お
も
ち

と
し
て
見
ら
れ
る
マ
ジ

ク
ハ
ン
ド
そ
の
も
の
だ

た
か
ら
だ

 
霧
雨

の

は

び

み
す
る
か
ら
な

 
華
扇

だ
か
ら

て

を
生
や
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

 
華
扇
は
た
め

を

く
と
霊
夢
の
方
を
向
き

 
華
扇

は

大
体
貴
方
達
は
の
ん
び
り
し
過
ぎ
で
す
も
う
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少
し
シ

キ

と
し
て
く
だ
さ
い

 
そ
れ
は
言
う
通
り
か
も
し
れ
な
い

正

過
ぎ
て
も
う
少
し

く
所
だ

た

す
る
と
華
扇
は

分
を
見
る
と

 
華
扇

そ
う
い
え
ば
貴
方

前
に
何
処
か
で
お
会
い

 
し
ま
し
た

け

 
蓮
 

え

い
や

め
て
で
す
が

 

に
手
を

き
華
扇
は
考
え
る

ど
う
や
ら
知
り
合
い
に
で
も

て
い
る
み
た
い
だ

 
華
扇

そ
う
で
す
か

ま

良
い
で
し

う
こ
の

だ
と

 
か
を
見
て

欲
な
世
界
に
興

が

い
た
わ
ま
た
お

 
邪
魔
し
ま
す

山
の
下
で

ら
す
今
の
人
間
そ
れ
か

 
ら
妖
怪
達
に
言
い
た
い
事
が
山
程
あ
る
し

 
霊
夢

ち

と
何
を

手
に

 
霊
夢
の

を

え

分
は
た
だ

リ
と
笑

て

 
蓮
 

お
客
さ
ん
で
し
た
ら

し
ま
す
よ

 
華
扇

本
当
に
昔
の
友
人
に
そ

く
り
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霊
夢

は

も
う
良
い
わ

て
に
し
な
さ
い
よ

 
こ
う
し
て
博
麗
神
社
に
時
々
だ
が
桃
色

の
仙
人
が
訪
れ
る
よ
う
に
な

た
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
や

て
い
き
ま
す
が

本
当
に
す
み

 
ま
せ
ん
で
し
た

 
狗
神

お
前
本
当
に

い
よ
う
が
な
い
よ
な

 
鈴

う
ん
と
り
あ
え
ず
怠
惰

清

の
舞

か
ら
飛
び

 
降
り
る

 
神
楽

あ
の
そ
れ
死
ん
で
し
ま
う
ん
じ

 
鈴

神
楽
ち

ん
は

だ
な

遠
回
し
に
そ
う

 
言

て
い
る
ん
だ
よ

 
神
楽

う
わ

 
怠
惰

マ
ジ
で
本
当
に
す
ん
ま
せ
ん

 
狗
神

お
前
昔
か
ら
投
稿
ミ
ス
激
し
い
よ
な
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怠
惰

い
や

何
時
も

話
で
ス
ト

ク
し
て
い

 
る
ん
だ
け
ど

し
く
第
数
ミ
ス
し
た

そ
れ
に

 
何
時
も
は

過
ご
し
だ
と
か
の
ミ
ス
だ
よ

 
狗
神

そ
れ
も

せ
や
そ
れ
と
開
き

る
な

 
鈴

で
も
ま
さ
か
華
扇
ち

ん
も
出
て
き
た
ん
だ

 
怠
惰
を
怒

て
て
出
れ
な
か

た
よ

 
怠
惰

ま

い
ず
れ
ま
た
会
え
る
か
ら

 
鈴

う

ん
そ
の
時
は

を
ご

走
し
よ
う

 
怠
惰

因
み
に

華
仙
の
言

て
い
た
知
り
合
い
は
第
零

 
章
を
見
れ
ば
分
か
り
ま
す
と
だ
け
伝
え
て
お
き
ま

 
す

 
狗
神

宣
伝
し
て
ん
じ

よ

 
怠
惰

痛
い
痛
い

ら
な
い
で

て

 
神
楽

あ

あ
の
そ
ろ
そ
ろ

 
鈴

怠
惰
に
向
か

て
ラ
イ

キ

ク
を
宣
言
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も
や
る
よ

ル
で

 
狗
神

よ
う
は
飛
び

り
だ
な

よ
し
や
ろ
う

 
怠
惰

マ
ジ
で

め
ろ

死
に
た
く
な

い

 
神
楽

え

と

者
様
今
回
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

 
た
ま
た
月

日
も
お
願
い

し
ま
す

 

 
狗
神

く
た
ば
れ

 
鈴

ル
ラ
イ

キ

ク

 
怠
惰

そ

ぶ

 
神
楽

ま
た
次
回
さ

さ
よ
う
な
ら
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第
１
８
５
話
 
漂
う
霊
は
人
の
欲

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
よ
う
や
く
の

日
ゆ

く
り
過
ご
す
と
決
心
し
て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪

魔
で
す

様
も
休
め
る
と
き
に
休
む
の
は
大

で
す
と
だ
け
言

て
お
き
ま
す

そ
れ
で
は
今

回
も
ど
う

 

い

い
冬
は
幕
を
閉
じ
ま
た
新
た
な

吹
き
の

を

え
た
幻
想
郷
そ
し
て
そ
れ
を
越
え
た

幻
想
郷
の

に
あ
る
博
麗
神
社
で
は

 
霊
夢

々
と

か
く
な

て
き
た
わ

 
蓮
 

そ
う
だ

 
地
獄
と
も
言
い
が
た
い

さ
の
冬
を

ぎ
ま
た

分
達
の
大

き
な
張
る
の
季

と
な
る

こ

の

の

か
さ
と
な
る
と
霊
夢
の
こ
た
つ
つ
む
り
も
終
わ
り
だ
ろ
う

 
蓮
 

折

今
日
は

か
い
ん
だ
か
ら
日
向

こ

 
で
も
し
な
い
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霊
夢

あ
ら
そ
れ
は
良
い
わ

折

だ
し
そ
う
し

 
ま
し

う
か

 
縁

に
座
り
お

を

み
つ
つ

か
な
日

し
の
空
を
見
な
が
ら

 
蓮
 

平
和
だ
な

 
と

に
す
る

だ
が
こ
の
時
に

分
は
思

た

今
が
去
年
に
言
い
そ
び
れ
た
事
を
言
う
が

ン
ス
な
の
で
は
と

 
霊
夢

お

が

し
い

 
蓮
 

霊
夢

 
霊
夢

ん

ど
う
か
し
た
の

 

ま

て
霊
夢
の
方
を
向
く

す
る
と
霊
夢
も
何
か
を
勘
で
感
じ

た
の
か
少
し

ま
る

分
は
意
を
決
し

を
開
く

 
霊
夢

れ

蓮

 
蓮
 

れ

霊
夢

そ
の

去
年
の

に
言
い
そ
び
れ
た
事

 
何
だ
け
ど
お

覚
え
て
る

 
霊
夢

去
年

そ
れ

て
魔
理
沙
や

が

い
て
た
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あ
れ
よ

 
蓮
 

そ

そ
う

そ
の
時
に
伝
え
た
か

た
事
を
言

 
て
も
良
い
か
な

 

ず
か
し
い
が

慢
し
て
言
う
と
霊
夢
は

を
紅
く
さ
せ
て
首
を

く

に

く

ど
う
や

ら
言

て
も
構
わ
な
い
み
た
い
だ

了

を
受
け

分
は
深
呼
吸
を
す
る

 
蓮
 

す

は

霊
夢
そ
の

が

も
う
少
し

 

⻑
し
た
ら
さ

 
霊
夢

う

う
ん

 
蓮
 

の

 
霊
夢

の

 
蓮
 

と

隣
を

 
と

分
が
言

た
そ
の
時
だ

た

突
然

分
と
霊
夢
の
目
の
前
を
何
か
白
い

が

わ

わ
と

い
て

へ
と
飛
ん
で
い

た

 
霊
夢

今
の

て

 
霊
夢
が
言

た

後
そ
の
約
１
０
０

近
く
の
白
い
何
か
が
目
の
前
を
通
り
す
ぎ
て
い

た
の
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を
見
て
し
ま

た

 
蓮
 

霊
夢

 
霊
夢

間
が
悪
い
時
に

に
異
変
よ

こ
れ

 
霊
夢
の
言
う
通
り
で
本
当
に
間
が
悪
い

分
の
伝
え
た
い
こ
と
を
伝
え
れ
な
か

た

つ
ま

り
こ
れ
は
ま
だ
伝
え
る
の
は

い
と
い
う
神
の
お
告

か
何
か
な
の
だ
ろ
う

 
霊
夢

今
の
を
確
か
め
る
わ
よ
蓮

 
蓮
 

そ
う
だ

何
が
原
因
な
ん
だ
ろ
う

 
無
念
と
思
い
つ
つ
も

分
は
霊
夢
と
共
に
空
へ
と
飛
び
目
の
前
を
通
り

け
て
い

た
何
か
が

向
か

た
先
を
見
る
と
す
ぐ
に
飛
び
立
つ
の
だ

た

そ
し
て
空
を
飛
び
な
が
ら
考
え
て
い
た

あ
れ
は
何
処
か
ら

い
た
の
だ
ろ
う
と

 
霊
夢

蓮
大

 
蓮
 

え

う
ん
大

だ
よ

 

て
い
た
た
め
に
霊
夢
に
心

さ
れ
て
し
ま

た

や
は
り
あ
ま
り
考
え
る
の
は

め
た
方

が
良
さ
そ
う
だ

今
は
目
の
前
の
事
を
し
な
け
れ
ば

 
蓮
 

で
も
さ

き

け
て
い

た
あ
れ
は
何
処
に
行

た
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の
か

霊
夢
の
勘
だ
と
ど

ち
だ
と
思
う

 
霊
夢

そ
う

 

を
組
み
霊
夢
は
少
し
考
え
る

そ
し
て
お

い
棒
を
向
け
る
と

 
霊
夢

こ

ち

 
蓮
 

な
ら
行
こ
う
か

 
霊
夢

え

 
そ
う
し
て
霊
夢
の
勘
が

し
た
方

へ
と
時
だ

た

そ
う
し
て
人
里
近
く

り
に
来
た
時

だ

た

何
か
が

ス

ド
で

方
へ
と
向
か

き
た

 
蓮
 

霊
夢
あ
れ

て

 
霊
夢

え

全
に
何
時
も
の

奴

 
す
る
と

ス

ド
で
向
か

て
来
る
何
か
は

々
に

し
て
い
き

分
達
の
目
の
前
で

ま
る

そ
れ
は

に

が
る
魔
理
沙
だ

た

 
霧
雨

よ

ラ

ラ

お
出

け
か

 
霊
夢

が
ラ

ラ

よ

 
霧
雨

え

う
の
か
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霊
夢

え

い
や

え

と
そ
の
あ
の

 
何
て
言
え
ば
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
の
か
霊
夢
の

か
ら

が
吹
き
出
て
い
た

ラ

ラ

と

は
言
わ
な
い
だ
ろ
う
が
そ
れ
な
り
に

は
し
て
い
る
感
じ
な
の
だ
が

 
蓮
 

魔
理
沙
あ
ん
ま
り
か
ら
か
わ
な
い
で
あ

て

 
霧
雨

ハ
ハ
ハ

ま

そ
ろ
そ
ろ

は

き
に
し
て
そ
ん

 
で
お
前
ら
は
何
し
て
ん
だ

 
蓮
 

そ
う
言
う
魔
理
沙
こ
そ
何
を

 
霧
雨

あ

異
変
解
決
に

り
出
し
ん
だ
よ

 
そ
う
言
う
と

子
か
ら
ガ
サ

ソ
と
手
を
突

込
み
何
か
白
い
物
が

た

を

り
出
し
て

見
せ
る

そ
れ
は
ま
ご
う
事
な
き

分
や
霊
夢
の
目
の
前
を
通

て
い

た
白
い
何
か
だ

 
蓮
 

魔
理
沙
そ
れ
を
何
処
で

 
霧
雨

あ

り
に

山
い
た
か
ら

ま
え
た
ん
だ
そ
ん
で

 

ら
く
異
変
だ
ろ
う
と
思
い
つ
つ
お
前
達
な
ら
知

 
て
る
か
も
と
思

た
来
た
ん
だ
が
な

 
確
か
に

分
達
な
ら
何
か
分
か
る
か
も
し
れ
な
か

た
が
生

な
事
に

分
達
は
知
ら
な
い
た



 第１８５話 漂う霊は人の欲

め
に
ど
う
な

て
い
る
の
か

を
始
め
た
ば
か
り
だ

 
蓮
 

う

ん

霊
夢
に
魔
理
沙

 
霊
夢

何
か
し
ら

 
霧
雨

何
か
妙

で
も

か
ん
だ
か
一
休

 
蓮
 

ご
め
ん
魔
理
沙

と
ん
ち
は
良
く
分
か
ら
な
く
て

 
霧
雨

い
や
い
や

に

る
な
よ

ツ

ミ
を

れ

 
て
く
れ
よ

 
そ
れ
な
ら
ば
ツ

ミ
を
し
て
お
く
べ
き
だ

た
の
だ
ろ
う
か

 
蓮
 

ま

え

と
話
を
戻
す
け
ど
さ
こ
れ

て
さ
明
ら
か

 
に
ど
う
見
て
も
幽
霊
だ
よ

 
霊
夢

ま

そ
う

 
霧
雨

そ
ん
で
何
が
言
い
た
い
ん
だ
ん
よ

 
蓮
 

つ
ま
り
さ
幽
霊
を
管
理
し
て
る
所

て
何
処
な
の
か

 
な

て

 

分
が
考
え
て
い
た
事
を
言
う
と
霊
夢
と
魔
理
沙

を
組
ん
で
考
え
る

そ
し
て
霊
夢
は
ハ
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と
い
う

情
を
す
る
と
続
い
て
魔
理
沙
も
ハ

と
い
う

情
に
な
る

 
蓮
 

気
づ
い
た
み
た
い
だ

 
霊
夢

え

幽
霊

て
い

た
ら
そ
れ
を
管
理
し
て
る
の
は

 
冥
界
つ
ま
り

 
霧
雨

大
食
い

霊
か

 
霊
夢

つ
ま
り

奴
が
犯
人

 
い
や
そ
う

に
決
め
つ
け
る
の
は
ど
う
か
と
は
思
う
が
幽
霊
等
の
事
と
な
る
と
そ
う
考
え
る

が
現
実
だ
ろ
う

 
霊
夢

そ
う
と
決
ま
れ
ば
い
く
わ
よ

 
霧
雨

お
う
よ

 
霊
夢
と
魔
理
沙
は
大
急
ぎ
で
冥
界
へ
と
向
か

て
い

た

そ
し
て

た

分
は

 
蓮
 

あ

待

て

 
何
か
を
し
で
か
さ
い
か
心

に
な
り
な
が
ら
す
ぐ
に
後
を
追
う
の
だ

た



 第１８５話 漂う霊は人の欲

 
怠
惰

で
は
で
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
狗
神

あ

あ
り
が
と
う
な

 
神
楽

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
鈴

そ
う
い
え
ば
怠
惰

 
怠
惰

何
か
な

 
鈴

こ
れ
の
後
に
オ
リ
ジ

ル
異
変
や
る

て
い
う

 
を
聞
い
た
け
ど
本
当

 
狗
神

何

 
怠
惰

あ

う
ん
や
る

と
だ
け
言

て
お
く
よ
中
の

 
人
が
や
る

て
意
気
込
ん
で
た
か
ら
そ
れ
と
そ
の

 
異
変
だ
け
ど

ら
く
東
方
じ

な
い

と
か
イ
ラ

 
つ
き

悪
い

み
た
い
な
感
じ
に
な
る
か
も
し

 
れ
な
い
だ

て
さ

 
神
楽

つ
ま
り
シ
リ
ア
ス
で
す
か

 
怠
惰

う

ん
ど
う
と
も
言
い

れ
な
い
所
は
あ
る



 第十六章 飛鳥の王の復活

 
鈴

ん
な
ら
今
回
の

定
と
い
う
か
そ
の
章
は

 
ど
う
い
う
意

合
い
の
テ

マ
な
の

 
狗
神

鷺
麿
の

ン
セ

ト
は
復

そ
し
て
神
楽
は
悲
し

 
み
や
悲
痛
と
か
だ

た
よ
な

 
神
楽

う

ん

な
予
感
し
か
し
ま
せ
ん

 
怠
惰

今
回
の

ン
セ

ト
は

過
去
の

む
く報

い

と
か

 

絶
対
正
義

と
か
言

て
た
よ

 
鈴

報
い

 
狗
神

絶
対
正
義

て
何
だ
よ

 
怠
惰

ま

も
知

て
る
の
は
そ
こ
ま
で
だ
け
ど

 
お

と
⻑
く
使
い
す
ぎ
た

で
は
で
は

者
様

 
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
鈴

あ

ち

と

ま
だ
気
に
な
る
の
に

 
神
楽

え

と
ま
た
次
回
も
お
願
い

し
ま
す

 
狗
神

は

や
れ
や
れ
そ
ん
じ

あ
な

者
様



 第１８５話 漂う霊は人の欲

 
怠
惰

ま

た



 第十六章 飛鳥の王の復活

 
第
１
８
６
話
 
冥
界
に
着
く

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

さ

き
ま
で
病
院
に
行

て
き
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

な
お
た
だ

に
再

で
い

た
だ
け
な
の
で
問

は
な
い
ん
で
す
け
ど

で
は
で
は
ま
た
今

も
お
願
い

し
ま
す

 

分
達
は
空
を
飛
び
冥
界
へ
と
通
ず
る
空
の

の
目
の
前
へ
と
来
て
い
た

か
つ
て

雪
異
変

の

に
開
い
た
大

だ
が
今
も
閉
じ
ら
れ
る
こ
と
な
く
空
い
て
い
る

 
霊
夢

さ

さ
と

幽
々
子

犯
人
を
フ
ル
ボ

に
し
に
行
く
わ
よ

 
霧
雨

お
う
よ

 
蓮
 

い
や
ま

言

た

だ
か
ら
あ
ま
り
こ
う
言
う
の
も

 
あ
れ
だ
け
ど
ま
だ

全
に
黒
と
決
ま

た

で
は
な

 
い
よ

人
共

 

し

な
く
言
う
と
霊
夢
と
魔
理
沙
は
笑
い
な
が
ら



 第１８６話 冥界に着く

 
霊
夢

そ
う
か
し
ら

 
霧
雨

知
ら
ん
な

 
何
こ
の

人

幽
々
子
さ
ん
に
恨
み
で
も
あ
る
の
だ
ろ
う
か

そ
れ
に
先
程
に
霊
夢
は
フ
ル

ボ

と
は
言

た
が
逆
に

分
達
が
フ
ル
ボ

に
な
り
そ
う
そ
う
で

い

 
霊
夢

つ
べ
こ
べ
言

て
な
い
で
い
く
わ
よ

 
霧
雨

そ
う
だ

蓮

 
蓮
 

仕
方
な
い
か

 

分
達
は
冥
界
へ
と

が
る
大

へ
と

る
の
だ

た

そ
し
て
大

へ
と

り

く
す
る
と

⻑
い
⻑
い

が
目
に
映
る

こ
こ
を
登
れ
ば
幽
々
子
さ
ん
が
い
る
白
玉
桜
ま
で
一

だ

 
霊
夢

本
当
に
⻑
い

よ

 
霧
雨

お
前
の
神
社
の

と
大

変
わ
ら
ん
だ
ろ

 
蓮
 

そ
れ
は
言
え
る
か
も

 
空
を
飛
ん
で
い
る
か
ら
そ
ん
な
に

に
は
感
じ
な
い
が
空
が
飛
べ
な
い
と
登
る
の
が
本
当
に

い

し
か
し
た
ま
に

の

で

分
は

復
し
て
は
い
る
が

 
霊
夢

歩
い
た
ら
何
時
頃
に
つ
く
の
か
し
ら
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霧
雨

さ

な

 
そ
ん
な
会
話
を
し
な
が
ら
空
を
飛
ん
で
い
る
と

分
達
の
目
の
前
に

人
の
少
女
が
立
ち
塞

が
る

白

の
お
か

で

後
ろ
に

本
の
刀
を
座
す
少
女
こ
と

妖
夢
だ

 
妖
夢

侵

者
か
と
思

て
来
て
み
た
ら
蓮
さ
ん
達
で

 
し
た
か

 
霊
夢

あ
ら
冥
界
の
辻
斬
り
さ
ん
じ

な
い

 
霧
雨

よ

み

ん
み

ん
侍

 
妖
夢

が
辻
斬
り
で
み

ん
み

ん
侍
で
す
か

は

 
妖
夢
と
い
う
名
前
が
あ
る
ん
で
す
よ

そ
れ
に

は

 
幽
霊
か
ど
う
か
か
を
確
認
す
る
た
め
に
斬

て
る
だ

 
け
で
あ

て
辻
斬
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん

 
す
み
ま
せ
ん
そ
れ

に
辻
斬
り
で
す

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
蓮
 

妖
夢
さ
ん

に
辻
斬
り
で
す
そ
れ

 
妖
夢

み

ん

蓮
さ
ん
ま
で

 
つ
い
で
に
み

ん
み

ん
侍
も
大
当
た
り
で
あ
る

妖
夢
本
人
は

覚
は
し
て
い
な
い
み
た
い



 第１８６話 冥界に着く

だ
が

 
妖
夢

と
り
あ
え
ず
何
し
に
こ
こ
へ

 
霊
夢

あ
ん
た
の

人
を
退

グ

 
す
ぐ
に
霊
夢
の

を

さ
え
て

ら
せ
る

変
に
刺
激
を
す
れ
ば
妖
夢
が
襲
い
か
か

て
く

る

分
は
霊
夢
の
代
わ
り
に
事
情
を
説
明
す
る

 
蓮
 

え

と
幽
々
子
さ
ん
に
会
い
に
き
ま
し
た

 
妖
夢

幽
々
子
様
に
で
す
か

 
蓮
 

え

折
り

て
お
話
が
あ

た
も
の
で

 
妖
夢

そ
う
で
す
か
な
ら

内
し
ま
す

方
へ
ど
う

 
そ
う
言
い
妖
夢
は
後
ろ
を
向
く
と

内
を
し
だ
し
た

そ
し
て
霊
夢
の

を

す
と

 
霊
夢

ち

と
蓮

 
蓮
 

ご
め
ん

て

だ
け
ど
こ
こ
で

力
を
使
う
べ

 
き
じ

な
い
で
し

 
霊
夢

一
理
あ
る
わ

 
霧
雨

だ
な
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分
か

て
は
く
れ
た
み
た
い
だ

す
る
と

 
妖
夢

さ
ん

く

方
へ

 
蓮
 

あ

す
み
ま
せ
ん

行
こ
う

 
霊
夢

そ
う

 
霧
雨

だ
な

 
そ
う
し
て
妖
夢
に

内
さ
れ
な
が
ら

分
達
は
幽
々
子
が
い
る
白
玉
桜
へ
と
向
か
う

そ
し
て

白
玉
桜
へ
と
着
く
と
縁

に
座
り
庭
を

め
な
が
ら
お

を

む
幽
々
子
の

が
あ

た

 
妖
夢

幽
々
子
様
お
客
人
を

れ
て
き
ま
し
た

 
幽
 

あ
ら

様
何
用
か
し
ら

 
霊
夢

え

聞
き
た
い
ん
だ
け
ど
あ
ん
た
地
上
に
幽
霊
だ
と

 
か
流
し
て
る
わ
よ

め
て
も
ら

て
良
い
か
し

 
ら

 

に
そ
し
て

に
言
う
と
そ
れ
に
妖
夢
が
食

て

か
る

 
妖
夢

勘

い
し
て
い
る
み
た
い
で
す
が
幽
々
子
様
が
そ
ん

 
な
事
を
し
て
い
る
と

確
か
に
か
つ
て
は
異
変
を
起



 第１８６話 冥界に着く

 
こ
し
た
の
で

わ
れ
て
も
仕
方
は
あ
り
ま
せ
ん
が
今

 
回
は
と
い
う
か
今
回
も

い
ま
す
よ

 
蓮
 

つ
ま
り
幽
々
子
さ
ん
は
白

て
こ
と
か

 
霧
雨

と
な
る
と
犯
人
は

な
ん
だ
か
な

 
と

言

て
い
る
と
幽
々
子
が
お

を
縁

に

き

笑
み
な
が
ら

 
幽
 

そ
う

確
か
に

は
白
だ
け
ど
今
回
の
霊
は
所

神

 
霊
と
呼
ば
れ
る
も
の
欲
だ
と
か
が

と
な

た
物

 
そ
し
て
そ
れ
は
人
里
の

に
あ
る
墓
へ
と
向
か

て

 
い
る
わ

 
そ
の
言

を
聞
き
考
え
る

確
か
人
里
の

に
は
聖
達
が

て
た
寺
が
あ
り
し
か
も
そ
こ
に
墓

地
も
あ
る

つ
ま
り
言

て
る
事
が
一

し
て
い
る

 
蓮
 

霊
夢
に
魔
理
沙

ら
く
犯
人
が
い
る
の
は
命

 
蓮
寺
の
墓
地
だ
よ

 
霊
夢

そ

ち
か

 
霧
雨

そ
う
と
決
ま
れ
ば

く
行
く
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と

行

て
い
る
と
妖
夢
が
幽
々
子
の
元
へ
と
行
く
と

 
妖
夢

幽
々
子
様
そ
の
神
霊
達
を
少
し

ら
し
て
き
ま
す

 
幽
 

え

お
願
い
す
る
わ

 
妖
夢
は
一

し
て

方
へ
と
来
る
と

 
妖
夢

も
お

し
て
も
構
い
ま
せ
ん
か

 
蓮
 

え

妖
夢
さ
ん
が
で
す
か

 
妖
夢

え

大

発
生
し
た
神
霊
を

ら
す
の
と
次
に

人

 
で
あ
る
幽
々
子
様
を
犯
人
に
し
た
て
あ

た
奴
を

 
き
斬
り
た
い
の
で

 

思
い
な
の
は
分
か
る
が
言

て
い
る
事
の
後

が
物
騒
で
し

う
が
な
い

 
蓮
 

え

と
霊
夢
や
魔
理
沙
は
ど
う

 

人
に
大

か
と
聞
く
と
霊
夢
は

れ
な
が
ら
魔
理
沙
は
笑
い
な
が
ら

 
霊
夢

別
に
良
い
わ
よ

人

人
増
え
て
も
変
わ
ら
な
い
し

  
霧
雨

あ

の
知

と
か
言
う
し
な



 第１８６話 冥界に着く

 

の
よ
う
だ

そ
れ
も
無

分
も
参

す
る
こ
と
に
は

だ

 
蓮
 

そ
れ
じ

妖
夢
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
妖
夢

は
い

せ
て
く
だ
さ
い

 
霊
夢

話
が
決
ま

た
の
な
ら
行
く
わ
よ
墓
地
に

 
蓮
 

了
解

 
そ
う
し
て

分
達
は
冥
界
を

け
て
命
蓮
寺
へ
と
向
か
う
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
ま

今
回
も
何
時
も
の
よ
う
に
あ
り
が
と
う

 
ご
ざ
い
ま
し
た

 
鈴

あ
り
が
と

 
狗
神

あ

 
神
楽

そ
う
い
え
ば
怠
惰
様

 
怠
惰

ど
う
か
し
た

 
神
楽

怠
惰
さ
ん

て
本
編
に
登
場
し
た
こ
と

て
あ
る
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の
で
す
か

 
狗
神

言
わ
れ
て
み
る
と
お
前
確
か
に
後
書
き
で
し
か

 
見
た
こ
と

よ
な

 
鈴

う
ん
通

引
き
こ
も
り
だ
よ

 
怠
惰

ま

だ
け
ど
少
し
は
出
た
こ
と
が

 
あ
る
よ

 
狗
神

そ
う
な
の
か

 
怠
惰

う
ん
因
み
に
理
久
兎
君
と
も
試
合

式
だ
け
ど

 
戦

た
事
は
あ
る
よ

 
神
楽

あ
の
理
久
兎
さ
ん
と
で
す
か

 
怠
惰

ま

ち

と
知
り
合
い
に
あ

で
も

 
こ
う
で
も

て
感
じ
で
言
わ
れ
し
ぶ
し
ぶ

 
試
合
し
た
ん
だ
よ

滅

面
倒
く
さ
か

 
た
け
ど

 
鈴

何
そ
れ



 第１８６話 冥界に着く

 
怠
惰

い

そ
の
事
で
バ

ク
か
ら
投
稿
し
て
も
う

ん

 
ま

良
い
か
お

と
そ
ろ
そ
ろ
時
間
だ

で
は
で

 
は

者
様
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
狗
神

こ
い
つ
の
本
当
の
実
力
は
何
な
ん
だ
か
な

 
鈴

え

と
で
は
で
は

者
様

 
神
楽

ま
た
明
日

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た



 第十六章 飛鳥の王の復活

 
第
１
８
７
話
 
寺
へ
と
急
ぐ

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

え
て
首
が
痛
い
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

痛
く
て
首
を

に
向

け
れ
な
い
と
い
う

日
を
過
ご
し
ま
し
た

さ
て
こ
ん
な
話
を
永
遠
と
す
る
の
も
あ
れ
な
の
で

本
編
へ
ど
う

 
も
う
時
間
は
朝
か
ら

頃
へ
と
変
わ
り
幻
想
郷
と
冥
界
を

ぐ
門
の
前
で
は

 
霧
雨

し
か
し
ま
さ
か
お
前
も
来
る
と
は
な

 
妖
夢

え

幽
々
子
様
を
犯
人
に
し
た
だ
け
で
は
な
く

 

の

て
に
は

し
き
れ
な
い
神
霊
達
を

が
さ

 
れ
る
と

方
も
迷

な
も
の
で

 
霊
夢

あ
ん
た
も
大
変
そ
う

 
妖
夢

日

日

し
く
て

き
そ
う
で
す

 
そ
れ
を
聞
き
考
え
て
み
る
と
白
玉
桜
で

の
使
用
人
の

を
見
た
事
が
な
く
妖
夢
し
か
見
た
こ
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と
な
い

つ
ま
り

人
で
幽
々
子
の
世
話
を
し
て
い
る
と
い
う
事
だ
ろ
う

 
蓮
 

大
変
そ
う
で
す

 
妖
夢

ま

蓮
さ
ん
も
霊
夢
に

り
回
さ
れ
て

じ
だ
と
思

 
い
ま
す
け
ど

 

じ
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が

り
回
さ
れ
て
い
る
の
は
少
な
か
ら
ず
事
実
だ

 
霊
夢

が

り
回
し
て
る
で
す

て

 
霧
雨

事
実
だ
ろ

 
霊
夢

う
ぐ

 
親
友
の
魔
理
沙
に
も

さ
れ

り

を
あ

た

本
人
も
少
な
か
ら
ず
だ
が

覚
は
し
て
い

る

い
よ
う
だ

 
蓮
 

て
こ
ん
な
所
で
話
し
て
い
て
も
先
に
は
進
め
な
い

 
よ

 
霊
夢

そ
れ
も
そ
う

さ

さ
と
神
社
に
行
き
ま
し

 
う

え

そ
う
し
ま
し

う

 
そ
う
言
い
す
ぐ
に
霊
夢
は
飛
ん
で
い

た

そ
れ
を
見
て
い
た

分
達
は
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霧
雨

逃

た
な

 
妖
夢

で
す

 
蓮
 

ま

ま

は
気
に
し
て
は
な
い
か
ら
そ
れ
よ

 
り
も
行
こ
う

 
霧
雨

だ
な

 
妖
夢

そ
う
で
す

 
霊
夢
の
後
を
追
い
か
け
る

で

分
達
も
飛
ん
で
命
蓮
寺
へ
と
急
ぐ
の
だ

た

そ
う
し
て
約

数
分
間
飛
び
続
け
て
命
蓮
寺
の
門
の
前
へ
と
や

て
来
る

 
蓮
 

こ
こ
が
聖
さ
ん
達
の
寺
な
ん
だ

 
霧
雨

実

来
た
の
は

め
て
だ
な

も

 
霊
夢

も

 
妖
夢

あ
の

も
で
す

 

 

え

も
で
す

 
と
ど
う
や
ら

分

外
の

人
も
来
た
こ
と
が
な
い
よ
う
だ

い
や
待
て

人
と
は
何
だ

分
も

れ
て

人
の

だ

何
事
か
と
思

て
魔
理
沙
の
隣
を
見
る
と
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蓮
 

さ
ん

 
そ
こ
に
は

が
い
た
と
い
う
か
何
時
か
ら
い
た
の
だ

 

こ
ん
に
ち
は

さ
ん

何
を
し
て
い
ら

し

る
の

 
で
す
か

 
霊
夢

そ
う
言
う
貴
方
は
何
で
い
る
の
よ

と
い
う
か
何
時

 
か
ら
い
た
の
よ

 

え

と
人
里
に
い
た
時
に

さ
ん
が
空
を
飛
ん
で

 
い
ら
し
た
の
で
何
事
か
と
思

て
き
た
次
第
で
す

 
異
変
解
決
で
す
か

 
蓮
 

え

ま

そ
れ
よ
り
も

さ
ん
人
里
で
何
を

 
し
て
た
ん
で
す
か

 
わ
ざ
わ
ざ
山
か
ら
降
り
て
何
を
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
聞
く
と

は
少
し
だ
が

ち

た

を
す
る

 

実
は
こ
れ
を
集
め
て
い
る
ん
で
す

 

は

か
ら

を

り
出
す

そ
の

の
中
に
は
神
霊
が

て
い
た
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こ
れ
は
神
霊
つ
ま
り
人
の
欲
な
の
で
こ
れ
を
利
用
す

 
れ
ば

ア

に

が
る
と
思
い
ま
し
て
追

て

 
い
た
ら
こ
の
神
霊
達
が

一
定
の
方

に
向
か

て

 
い
る
の
が
分
か

て
更
に
後
を
追

て
い
た
ら

 
と
い
う
の
が
先
の
話
に

が
り
ま
す

 
霊
夢

あ
ん
た
も

死

 

え

蓮
さ
ん
達
は
大
方
こ
の
神
霊
が
大

出
現
し

 
た
理

を
探
し
て
い
る

て
所
で
す
か

 
蓮
 

ま

そ
う
で
す

 

む

 

は

に
手
を
当
て
て
考
え
る
と
何
か
を
決
心
し
た
の
か

 

あ
の

も

い
て
い

て
良
い
で
す
か

神

子
様

 
や
諏
訪
子
様
に
異
変
が
あ
る
の
な
ら
出
来
る
限
り
で

 
異
変
解
決
に
参

し
な
さ
い

て
言
わ
れ
て
い
る
の

 
も
あ

て
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あ
の

神
は

護
者
か
と
ツ

ミ
を

れ
た
く
な

て
し
ま
う

だ
が
人
手
が
増
え
る
の

は

方
と
し
て
は

か
る

 
蓮
 

は
ど
う
す
る

 
霊
夢

あ
ん
た
に

せ
る
わ

 
霧
雨

ま

は
良
い
と
思
う

 
妖
夢

も
気
に
は
し
ま
せ
ん
よ
た
だ
こ
れ
を

利

欲
に

 
使
う
の
は
少
々
い
た
だ
け
ま
せ
ん
が

 
ど
う
や
ら
大

そ
う
だ

無

分
は
参

し
て
も
構
わ
な
い

だ

 
蓮
 

な
ら
行
き
ま
し

う
か

 

分
か
り
ま
し
た

 

が
仲
間
に
な

た
と
い
う
ア
フ
レ

と
音
楽
が
流
れ
て
き
そ
う
だ

 
霊
夢

構
わ
な
い
け
ど
邪
魔
は
し
な
い
で
よ

 

分
か

て
ま
す
よ

 
と

言

て
い
る
と

人
の

を

た
少
女
が
明
る
い
笑

で
ト

ト

と

方
へ
と
歩

い
て
く
る
と



 第十六章 飛鳥の王の復活

 
少
女

こ
ん
に
ち
は

 
蓮
 

う

 
近

か
ら
の
大

で
一

だ
が

ん
で
し
ま

た

す
る
と

 
霊
夢

あ

そ
れ
と

と
妖
夢
良
い

も
し
異
変
解
決
の

 
邪
魔
し
た
ら

 
少
女

え

ち

キ

 

ン

 
霊
夢

こ
う
な
る
か
ら

そ
れ
に
妖
夢

 
妖
夢

話
す

地
が
な
い
で
す

 

も
う
現
実
に

ら
わ
れ
て
は
い
け
な
い
の
で
す
よ

 
蓮
 

あ

大

で
す
か

 
霧
雨

こ
り

見
事
に

び
て
や
が
る

 
無

悲
な
弾
幕
に
よ
る

者
が
ま
た
出
て
し
ま

た

そ
れ
も

分
の
目
の
前
で
こ
れ
は

い 
霊
夢

さ

さ
と
先
に
進
む
わ
よ
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今
さ
ら
な
が
ら
思
う
が
結
構
霊
夢
は
サ

パ
リ
し
過
ぎ
て
い
る
の
か
無
関
心
と
来
た

だ
が
そ

れ
は
正
し
い
判
断
で
も
あ
る

こ
の
ま
ま
こ
こ
に
い
た
ら
聖
さ
ん
達
一
行
が
や

て
来
る
か
も
し

れ
な
い

そ
う
な
る
と
ど
う
説
明
す
れ
ば
良
い
の
か
分
か

た
も
の
じ

な
い

 
蓮
 

仕
方
な
い
か

 
門
の

の
方
ま
で

者
と
な

た
神
社
関
係
者
を

び

に

り

か
ら
せ
て

く

 

蓮
さ
ん
は
本
当
に
優
し
い
で
す

何
処
か
の
巫
女

 
さ
ん
と
は

て

 
妖
夢

確
か
に
何
で
相
反
す
る

人
が

き
合
う
の
か
が
分

 
か
り
ま
せ
ん
よ

 
霊
夢

そ
れ
ど
う
い
う
意

か
し
ら

 
こ
の

人
は
あ
る
意

で
命
知
ら
ず
だ
と
思

た

笑
い
を
し
な
が
ら

を

い
て

 
蓮
 

ア
ハ
ハ

と
り
あ
え
ず
行
こ
う
本
当
に

 
霊
夢

は

そ
う

行
き
ま
し

う

 
霧
雨

だ
な

 
妖
夢

そ
う
で
す
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行
き
ま
し

う
か

 
そ
う
し
て

分
達
は
こ
こ
を
後
に
し
て
命
蓮
寺
の
裏
に
あ
る
墓
地
へ
と
向
か
う
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
鈴

う
わ

容

な
い

え

 
神
楽

ま
た

者
が

 
怠
惰

ま

巫
女
の
仕
事
は
妖
怪
退
治
だ
か
ら
仕
方
な
い

 
よ

 
狗
神

な

怠
惰

問
し
て
良
い
か

 
怠
惰

ん

ど
う
し
た
の

 
狗
神

お
前

て
そ
う
い
え
ば
能
力

て
あ
る
の
か

 
怠
惰

能
力

さ

ど
う
だ
ろ
う

 
鈴

あ

こ
れ
絶
対
に
あ
る
よ

 
神
楽

確
か
に
そ
う
い
う
流
す
言
い
方
は

本
あ
り
ま
す
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よ

 
怠
惰

ま

あ
る

ち

あ
る
よ

そ
う
だ
な

狗
神

 
こ
れ
を
今
か
ら
こ
の
玉
を
投

る
か
ら
キ

 
し
て
よ

 
狗
神

い
の
よ
う
な
気
が
す
る
が
良
い
だ
ろ
何

 
時
で
も
来

 
神
楽

え

今
怠
惰
さ
ん
投

る
動

を
し
て
な
か

 
た
で
す
よ

 
鈴

う

う
ん
見
え
な
か

た

 
怠
惰

ヒ
ン
ト
を
言
う
と
ま

省
略
化
さ
せ
る
能
力
に

 
近
い
か
な

 
狗
神

今
の
で
分
か

た

お
前

本
当
は

 
強
い
だ
ろ

 
怠
惰

さ

ど
う
だ
ろ
う

お

と

そ
ろ
そ
ろ

 
時
間
だ

で
は

者
様
今
回
は
こ
こ
ま
で
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狗
神

ハ
ハ
ハ
ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
な

 
鈴

狗
神
の

楽
し
そ
う
だ
な

お

と
で
は

者

 
様

 
神
楽

ま
た
次
回

さ
よ
う
な
ら



 第１８８話 共犯者現る

 
第
１
８
８
話
 
共
犯
者
現
る

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

ン
ス
ト
五

門
を

て
ガ

を
回
し
た
所
ア
ラ
ジ
ン
と
カ

イ
そ
し
て
パ
ン
ド
ラ
と
い
う
結

に
な

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

だ
が
し
か
し
全

て
し
ま

た

失

し
ま
し
た

で
は
で
は
本
編
へ
ど
う

 
命
蓮
寺
の
裏
へ
と
行
く
こ
と
数
分
後

分
達
は
命
蓮
寺
の
も
う

つ
の

で
あ
る
裏
の
墓

地
へ
と
い
た

そ
こ
に
は
無
数
の
墓
が

ち
並
び
去
年
ぐ
ら
い
か
ら
こ
こ
に
住
み
始
め
た

な
の

に
も
う
こ
ん
な
に
も
墓
地
が
あ
る
の
か
と
思

て
し
ま

た

 
蓮
 

こ
の

は

い
よ

 
霊
夢

聞
い
た
話
だ
と
死
体
を
積

的
に
集
め
て

 
し
て
い
る
ら
し
い
わ
し
か
も
元
が
宝
船
だ

た

 
か
ら
と
い

て
博
麗
神
社
に
人
が
来
な
く
な
る

 
し
お

が
少
な
く
な
る
し
で
散
々
よ
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も
し
か
し
た
ら
先
程
の
女
の
子
に
し
た
の
は
八
つ
当
た
り
な
の
か
も
し
れ
な
い

す
る
と

 
妖
夢

待

て
く
だ
さ
い

か
い
ま
す

 
呼
び

め
ら
れ
て

ま
り
墓
地
の
先
を
見
る
と
そ
こ
に
は
隠
れ
て

方
を

う

の
オ

ド

ア
イ
の
少
女
も
と
い

々
良
小

が
い
た

だ
が

ち
物
と
い
う
か
本
体
で
あ
ろ
う

が
大
き
す

ぎ
て
す
ぐ
に
気
づ
け
て
し
ま

た

 
蓮
 

あ
の

も
う
バ
レ
て
ま
す
よ

 
小

え

 
呼
ん
だ
小

は

ク
リ
と
体
を
動
か
し

方
へ
と

念
そ
う
に
歩
み

て
い
く

 
小

う

ん
ご

走
が
食
べ
れ
る
と
思

た
の
に

 
霊
夢

う

達
を

か
そ
う
と

 
小

い
や
ま

そ
う
な
ん
だ
け
ど

実
は
さ
こ
こ
最
近

 
に
な

て
変
な
妖
怪
が
こ
の

に
居
座
る
よ
う
に

 
な

ち

て
そ
れ
で
ど
う
に
か
し
て
く
れ
な
い

 
か
な

て

 
変
な
妖
怪

考
え
て
み
る
と
神
霊
の
大

発
生
と
何
か
関
係
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
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蓮
 

す
み
ま
せ
ん
小

さ
ん
そ
の
妖
怪

て

 
と

分
が
言
お
う
と
し
て
そ
の

間

 
霊
夢

せ
い
や

 
小

え

き

 

ン

 
霊
夢
が
ま
た
無

悲
に
弾
幕
を
当
て
る

ま
た

者
が
増
え
て
し
ま

た

し
か
も
そ
の
妖

怪
の
特

が
聞
け
な
か

た

 
蓮
 

霊
夢

 
霊
夢

ん

何
か
不

か

た
か
し
ら

 
蓮
 

そ
の
妖
怪
の
特

が
聞
け
な
か

た
よ

 
霊
夢

関
係
な
い
わ
今
は
た
だ
前
進
す
る
だ
け
よ

 
そ
れ
は
ご
も

と
も
な
意
見
な
の
だ
が
せ
め
て
事
情
は
聞
き
た
か

た

 
霧
雨

や
れ
や
れ
や

ち
ま

た
も
ん
は
仕
方

 
先
に
進
も
う

 
妖
夢

こ
れ
で
良
い
ん
で
す
か
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あ
る
意

で
カ
オ
ス

 
蓮
 

人
共

れ
だ
よ

 
と
ん
で
も
行
動
に
も
う

れ
て
し
ま

た

本
当
に

れ
と
は

い
も
の
だ

そ
し
て
い
つ
の

間
に
か
霊
夢
と
魔
理
沙
は
先
に
進
ん
で
い
た
の
か
先
の
方
で

 
霊
夢

あ
ん
た
達

い
て
い
く
わ
よ

 
霧
雨

く
行
こ
う

 
呼
ば
れ
た
め

混
じ
り
で
妖
夢
と

を
見
て

 
蓮
 

行
き
ま
し

う
か

 

そ
う
で
す

 
妖
夢

行
き
ま
し

う

 
そ
う
し
て

分
達
は
倒
れ
て
い
る
小

を
墓
に

り
か
か
ら
せ
て
か
ら
数
分
か
け
て
先
へ
と
進

む

し
か
し
何
処
を
ど
う
見
て
も
墓
墓
墓
と
墓
だ
ら
け
だ

だ
が

分
達
の
進
む
先
で
あ
る

者
を
見
つ
け
て
し
ま

た

 
蓮
 

あ
れ

て

 
霊
夢

妖
怪

に
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そ
こ
に
は

白
い
い
や
本
当
に
真

な

の
妖
怪
が

を
平
行
に

ば
し
な
が
ら
立

て
い

た

し
か
も

に
は
何
か
お

が
張
ら
れ
て
い
た

こ
の
特

を
見
る
に
昔
の
映

で
見
た
キ

ン
シ

を
思
い
出
す

 
蓮
 

あ
れ

て
キ

ン
シ

だ
よ

 
霊
夢

中

だ
と
か
の
ア
ン

ト

そ
う
な
る
と
厄

 
介
な
事

ま
り
な
い
わ

 
蓮
 

ど
う
し
て

 
霊
夢

ア
ン

ト
と
か
そ
う
い
う
の
は
中
々
死
な
な

 
い
と
い
う
か
も
う
死
ん
で
る
か
ら
痛
み
等
の
神

 
経
や
ら
は
無
い
に
等
し
い
か
ら
降
参
の
二

 
も
な
い
体
を
壊
そ
う
と
も
襲
い
か
か

て
く
る

 
と
で
散
々
よ

 
妖
夢

そ
れ
に

が
あ
る
と
も
限
り
ま
せ
ん
何
せ
死
ん

 
で
る
の
で

 
イ
メ

ジ
だ
と
キ

ン
シ

ゾ
ン

ゾ
ン

の
イ
メ

ジ
が
強
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す
ぎ
る
た
め
か

を
や
れ
ば
ど
う
と
で
も
な
る
と
い
う
イ
メ

ジ
が
あ

た
が
ど
う
や
ら
そ
う

に
は
い
か
な
さ
そ
う
だ

す
る
と
目
の
前
の
キ

ン
シ

は
目
を
開
け
て

方
を
見
て
く
る

 
死
体

貴
様
ら
こ
こ
へ
何
し
に
来
た

 
霧
雨

起
き
や
が

た

 
死
体

何
し
に

お
前
は
晴
明

 
キ

ン
シ

が

分
に
向
か

て
晴
明
と
言

て
き
た

何

こ
の
キ

ン
シ

が

分
の
先

祖
に
つ
い
て
知

て
い
る
の
だ

 
霊
夢

こ
い
つ
ま
さ
か

 
霧
雨

お
い
お
い
ゾ
ン

も
記
憶
覚
え
が
い
い
と
は
な

 
蓮
 

何
で

の
先
祖
の
名
前
を

 
死
体

名
前

の
名
前
は

古

香
だ

 
聞
い
て
も
い
な
い
の
に
名
前
を

え
て
く
れ
た

だ
が

は
考
え
て

 

古

確
か
平
安
時
代
の
貴
族
の

人
で

香

 
確
か
あ
の

原
道
真
を

し
た
あ
の

 
ど
う
や
ら
名
を
知
れ
た

名
な
貴
族
だ

た
ら
し
い

し
か
も
平
安
貴
族
と
な
る
と

分
の
先
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祖
に
つ
い
て
知

て
い
て
も
何
ら
可
笑
し
く
は
な
い

 
霊
夢

て
か

達
こ
の
先
に
進
み
た
い
の
よ
通
し
て

 
え
な
い
か
し
ら

 

香

近

る
な

 
ど
う
や
ら
通
し
て
は
く
れ
な
さ
そ
う
な

気
だ

 
妖
夢

あ
の
お

か
ら
し
て

か
術
者
が
い
ま
す

 

ら
く
そ
い
つ
が
こ
の
異
変
の
元
凶
で
す

 
キ

ン
シ

と
は
や
は
り
普
通
の
ゾ
ン

と
は

て
面
白
い
も
の
だ

何
せ

れ
る
と
い
う

の
だ
か
ら

 
霊
夢

何
で
も
良
い
わ
と
り
あ
え
ず

奴
を
吹

飛
ば
す

 
だ
け
だ
か
ら
魔
理
沙
あ
ん
た
も
手
を
貸
し
な
さ
い

 
霧
雨

マ
ジ
か

ま

仕
方

か

 
霊
夢

と
魔
理
沙
と
で

奴
の
相
手
を
す
る
か
ら
蓮
達

 
は
さ

さ
と
元
凶
を
し
ば
い
て
き
て

 
霧
雨

せ
た
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そ
う
言
い

香
へ
と
向
か

て
い
き
弾
幕
ご

こ
と
な

た

 
蓮
 

た
ち
は
先
を
急
ぎ
ま
し

う

 
妖
夢

そ
う
で
す

 

行
き
ま
し

う

 
妖
夢
と

を

れ
て

分
達
は

香
を

け
て
急
い
で

へ
と
向
か
う
と
そ
こ
に
は

つ

が
あ

た

し
か
も
神
霊
達
は

て
中
へ
と

て
い

て
い
た

 
蓮
 

行
き
ま
し

う

 

人
を

れ
て
中
へ
と

り
神
霊
達
の
後
を
追

て
い
く
と

物
が
一

な
い

め
な
空

間
へ
と
た
ど
り
着
く

 
妖
夢

ま
さ
か
こ
ん
な
所
が
あ

た
と
は

 

で
す
が
神
霊
達
は
ま
だ

へ
と
向
か

て
い
き

 
ま
す

 
確
か
に
良
く
見
て
み
る
と
神
霊
達
は
更
に

へ
と
向
か

て
い

て
い
た

つ
ま
り
ま
だ
こ
こ

は
最
深

で
は
な
い
と
い
う
事
だ

 
妖
夢

先
に
進
み
ま
し

う
か
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そ
う
で
す

 

人
が
先
へ
と
向
か
お
う
と
し
た
そ
の
時
だ

た

 

 

へ

侵

者
と
は
聞
い
て
は
い
た
が
ま
さ
か

 
蓮
達
だ

た
と
は

 
蓮
 

え

こ
の

 
聞
い
た
こ
と
の
あ
る

が
聞
こ
え
て
く
る

す
る
と
神
霊
達
が

て
い
く

の
方
か
ら
見

知

た

の
人
物
い
や
神
が
出
て
き
た

 
理
 

よ

 

理
久
兎
さ
ん
じ

な
い
で
す
か

 
妖
夢

何
で
貴
方
が
こ
こ
に

 

人
は
そ
う
言
う
が
先
程
の
侵

者
と
い
う
言

つ
ま
り
理
久
兎
は
こ
の
異
変
に
関

し

て
い
る
と
い
う
事
だ
ろ
う

 
理
 

ま

良
い
や
こ
こ
を
通
り
た
か

た
ら
通
行

 

い
な
よ

 

え
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妖
夢

ら
で
す
か

 
理
 

そ
う
だ
な

お
前
ら
の
血

全

も
ら
お
う

 
か

 
と
ん
で
も
発
言
し
て
き
た

そ
ん
な
の
無
理
に
決
ま

て
い
る

 
蓮
 

そ
れ
死
ん
じ

い
ま
す
よ

 
理
 

あ

無
理
な
の

そ
う
だ
な

な
ら
も
う
こ
れ
し

 
か
な
い
よ
な

 
そ
う
言
う
と
人

し

で
来
い
来
い
と

て
く
る

ど
う
や
ら
や
る
気
み
た
い
だ

と
い
う

か

て
る
気
が
し
な
い

 
理
 

こ
い
よ
門
番
の

人
が
相
手
し
て
や
る
よ

 
妖
夢

 

あ
の
こ
れ
無
理

何
で
す
が

 
蓮
 

無
理

で
も
や
る
し
か
な
い
で
す
よ

 
そ
う
し
て
ま
さ
か
の
理
久
兎
と
の
戦
い
が
幕
を
開
け
た
の
だ

た
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怠
惰

で
は
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
狗
神

お
い
怠
惰

 
怠
惰

は
い
は
い
今
回
は
何
で
す
か

 
狗
神

一
戦
や
ろ
う

 
怠
惰

神
楽
ち

ん
鈴

ち

ん
こ
れ
ど
う
い
う

 
状
況
か
な

怠
惰
さ
ん
バ
カ
だ
か
ら
分
か
ら
な

 
い
ん
だ
け
ど

 
鈴

え

と

昨
日
の
怠
惰
の
能
力
見
て
強
い

て

 
確

し
ち

た
み
た
い

 
神
楽

み
た
い
で
す

 
怠
惰

そ

か

何
時
も
の
あ
れ
は
時
間
的
に
も
う
無

 
理
か
仕
方
な
い
ち

と
手

だ
け
ど

ク
イ

 

ク
＆
ス
ロ
ウ
タ
イ

 
狗
神

何
を
ぶ
つ
ぶ

て
い
な
い

 
鈴

後
ろ
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狗
神

な

し
ま

 
神
楽

え

え

 
怠
惰

狗
神
さ
ん

こ
の
ま
ま
手

い
方
法
で
記
憶
を

 
リ

ト
す
る
の
と
こ
の
事
を
内

に
す
る
の
と
で

 
ど

ち
が
良
い

 
狗
神

前
者
は

 
怠
惰

強
力
な
電
撃
を

ン

イ
ン
ト
に
当
て
て
記
憶
を

 
焼
い
て

す
因
み
に

確

に
つ
い
て
だ
が

 
狗
神

良
い
だ
ろ
う

る

 
怠
惰

良
い
選
択
だ
た
だ
し
言
い

ら
そ
う
も
の
な
ら

 

度
と
本
編
に
出
れ
な
く
な
る
よ

 
狗
神

ク
ン

 
怠
惰

見
逃
し
て
あ

る
よ
そ
れ
と
ケ
ン
カ
す
る
相
手
は

 
考
え
な
き

メ
だ
よ

 
狗
神

し
た
上
に
は
上
が
い
る
な
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怠
惰

そ
う
そ
れ
で
良
い
ん
だ
よ

お

と
こ
ん
な
事

 
し
て
た
ら
も
う
時
間
だ
よ
で
は

者
様
ち

と

 

ラ

に
な

ち

た
け
ど
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
神
楽

え

と
ま
た
次
回
も
お
願
い
し
ま
す

 
鈴

え

と
じ

あ

者
様

 
狗
神

ま
た
な
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第
１
８
９
話
 
王
の
再
臨

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

ン
ス
ト
獣
神
化
つ
い
に
出
雲
ち

ん
が
出
た
事
に

し
て
い
る
怠

惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

あ
ま
り
の

し
さ
に
電
車
で
ガ

ツ

し
て
し
ま
う
所
で
し
た

何

せ
一
番
最

に
出
た
キ

ラ
な
た
め
思
い

れ
が
深
い
も
の
で
し
て

お

と
失

で
は
そ

ろ
そ
ろ
本
編
に
ど
う

 
墓
地
の

の

の
空

こ
こ
で
現

魔
王
と
も
名
高
い
理
久
兎
と
の
再
戦
を
行

て
い

た 
理
 

見
え
る
見
え
る

貴
様
ら
の
動
き
が

 

分
達
の
放
つ
弾
幕
を
ま
さ
か
の
マ
ト
リ

ク
ス

け
だ

た
り
ギ
リ
ギ
リ
で

け
て
い
く

こ
れ
に
は

 
妖
夢

イ
ラ
イ
ラ
し
て
き
ま
す

 
蓮
 

気
を

け
て
く
だ
さ
い
理
久
兎
さ
ん
の
戦
法
は
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と
り
あ
え
ず
相
手
を
イ
ラ
つ
か
せ
る
事
な
の
で

 

し
か
も

カ
つ
く

け
方
と
か
さ
れ
る
の
で
分

 
か

て
は
い
ま
す
が
イ
ラ
つ
き
ま
す

 
実

本
当
に
イ
ラ
イ
ラ
し
て
く
る

分
か

て
い
て
も
マ
ジ
で
イ
ラ
つ
く

 
理
 

お

と

念

 

あ

 
そ
う
言
う
と

は
ス

ル
を

え
た

 

秘
術
 
グ
レ
イ
ソ

マ
タ

ジ

 

を
中
心
に

大
な
五

が
出
現
し
そ
の
ま
ま
理
久
兎
へ
と

行
す
る
が

 
理
 

ド

魔
力

風
の
ル

ン
と

の
ル

ン

 
そ
う
言
う
と
突
然
の

嵐
が
襲
い
か
か
る

 
蓮
 

妖
夢
さ
ん

せ
て
目
を

て

 
妖
夢

え

 

分
と
妖
夢
は

せ
て
目
を

り

ぐ
の
だ
が

 

キ

目
が
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嵐
で
舞

た

が
目
に

た
の
か
悲
鳴
を
上

て
い
た

そ
し
て

嵐
が
な
く
な
り
目
を

開
け
る
と

 
蓮
 

て

さ
ん
こ

ち
じ

な
い
で
す
よ

 
妖
夢

ス

ル
を

え
た
状

で
来
な
い
で
下
さ
い

 
ス

ル
を
纏

た
状

で

が

方
へ
と
向
か

て
き
た
た
め
す
ぐ
に
逃

る

そ
う
し
て

逃

る
と

の
ス

ル
の

が
な
く
な
り
き
え
る
と

時
に

 

目
が

て
あ
れ

 
蓮
 

や

と
目
が
開
い
た
み
た
い
で
す

 
妖
夢

迷

な

 

ご

ご
め
ん
な
さ
い

 

分
の
行
い
に
気
が
つ
い
た
の
か

は

て
く
る

し
か
し
理
久
兎
は
結
構
小

な
手
を

使

て
く
る

 
理
 

あ

面
白
か

た

 

 

 

の

に
シ

が

る

前
に
理
久
兎
が
お
越
し
た
異
変
の
時
と
比
べ
お
気
楽
な
感
じ
に
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な

て
い
て
あ
の
時
よ
り
も

全
に
遊
ば
れ
て
る

 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん
貴
方
は
何
で
こ
ん
な
事
を

 
だ
が
分
か
ら
な
か

た

理
久
兎
と
あ
ろ
う
者
が
異
変
に

す
る
等
と
は

何
か
し
ら
の
事

情
が
あ
る
の
か
と
思
い
聞
く
と

 
理
 

う

ん
ま

昔
の
友
人
に
会
う
た
め
か
な

 
蓮
 

昔
の
友
人

 
理
 

そ
う
さ

今
か
ら
も

何
年
前
か
な

か
れ
こ
れ

 
２
０
０
０
年
く
ら
い
前
な
の
か
そ
の
時
に
知
り
合

 
た
友
人
達
が
い
て

そ
の
友
人
が
復
活
す
る

て
友

 
人
が
言
う
も
ん
だ
か
ら
手

を
頼
ん
で
き
て

だ
か

 
ら
手
伝

て
る

て
感
じ

 
２
０
０
０
年
前

確
か
そ
の

り
は
昔
に
授
業
で

た

り
だ
と

生
か
ら
飛
鳥
の

り

つ
ま
り
そ
の

の
時
代
に
知
り
合
い
が
い
た
よ
う
だ

 
妖
夢

死
者
を
蘇
ら
せ
る
ん
で
す
か

 
理
 

ま

さ
か

流
石
の

も
そ
ん
な
大
そ
れ
て
い
る
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タ

は
犯
さ
な
い
さ
そ
の
友
人
達
は

か
昔
に
力

 
を
つ
け
る
た
め
に

た
子
達
だ
よ
え

と
確
か
道

 
教
が
ど
う
の
と
か
言

て
た
よ
う
な

 

道
教

仙
人
等
の
あ
れ
で
す
よ

 
理
 

あ

そ
う
そ
う
確
か
仙
人
に
な
る
と
か
言

て
た

  
そ
の
人
物
は
い

た
い

な
ん
だ

だ
が
そ
れ
ら
を
考
え
つ
つ
理
久
兎
の
戦
い
を
見
て
い
て
あ

る
結

に

た

 
蓮
 

つ
ま
り
理
久
兎
さ
ん
が
今
し
て
い
る
こ
と
は

 
理
 

お

し
が
良
い
な

そ
う
時
間

ぎ
さ

 
や
は
り
そ
う
だ

復
活
さ
せ
る
た
め
の
時
間

ぎ

の
前

近
の
墓
場
を
守

て
い
た

香
も
そ
う
な
る
と
ま
ん
ま
と
理
久
兎
達
の
策
に

ま

た
わ
け
だ

 
理
 

ま

そ
ん
な

で
よ
も
う
少
し
遊
ん
で
け
よ

 
そ
う
言
い
理
久
兎
は
手
を

る
と
大
き
な

玉
が
出
現
す
る

そ
こ
か
ら
無
数
の

い
光
が

放
た
れ
上
空
へ
と
向
か
う
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理
 

神
秘
 
雨
の

玉

 
ス

ル
と
共
に
無
数
の
レ

ザ

が
雨
の
よ
う
に
降
り
注
い
で
く
る

 
蓮
 

待

 
妖
夢

 

ち

と

 
雨
の
よ
う
に
降
り
注
ぐ
レ

ザ

弾
幕
を
す
ぐ
さ
ま
回

し
て
い
く

 
理
 

能
力
発
動

雨
よ
降
れ

 
言

と
共
に

内
で
雨
が
降
り
注
ぐ

何
を
す
る
気
だ
と
思

て
い
る
と
弾
幕
の
雨
が

ん

だ
そ
の

間

 
理
 

更
に
ル

ル
を

定
す
る

間
だ
け
空
を
飛
べ

 
な
く
な
る

 
理
久
兎
は

の

を
投

る

そ
し
て
そ
れ
が
破
裂
し
た

間

 
蓮
 

う
わ

 
妖
夢

み

ん

 

き
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ン

 

分
は
少
し
高
度
に
い
た
た
め
受
け

を
と

て

で
着
地
す
る
こ
と
が
出
来
た
が

と
妖

夢
は

空
飛
行
だ

た
た
め
か
上
手
く
受
け

が
と
れ
ず
そ
の
ま
ま
落
下
し
た

そ
し
て
起
き
上

が
る
と

 
蓮
 

人
共
そ
の

に

が

 
妖
夢

え

ど

泥
ん
こ
ま
み
れ

 

が
大
変
な
ん
で
す
よ
こ
れ

 
理
 

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 

を

え
て
理
久
兎
は
大

笑
し
て
い
た

ど
う
や
ら
雨
を
降
ら
せ
た
理

は
こ
の
た
め
だ

た
み
た
い
た

こ
れ
に
は
も
う
妖
夢
と

の

は

 
妖
夢
 

 

 

 
も
う
怒
り
の
ボ
ル
テ

ジ
が

だ

 

絶
対
に
許
し
ま
せ
ん
よ
理
久
兎
さ
ん

 
妖
夢

首
を
マ
ミ

て

を

天
さ
せ
ま
す
よ
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理
 

こ
ら
こ
ら
妖
夢
あ
ま
り
使
い
す
ぎ
る
と
映
姫
が
説
教

 
し
に
く
る

 
妖
夢

そ
の
時
は
そ
の
時

 
そ
う
言
う
と

は
弾
幕
を
放
ち
妖
夢
を

護
し
妖
夢
は
一

で
理
久
兎
へ
と
近
づ
く
と

 
妖
夢

空
観

 
六

清

斬

 
ス

ル
を

え
刀
を
何
回
も

る
う
と
無
数
の
斬

波
が
何
処
か
ら
都
も
な
く
現
れ
理
久
兎
を

り

も
う
と
し
て
く
る
が

 
理
 

念
こ
い
つ
は
幻
さ

 
そ
の
言

と
共
に
弾
幕
に

弾
し
ま
た
斬
ら
れ
た
理
久
兎
は
霧
の
よ
う
に
ス

と

え
る

 

な

何
処
に

 
妖
夢

こ
れ
は
上

 

分
達
は
上
を
向
く
と
そ
こ
に
は
理
久
兎
は
い
た

そ
れ
も
先
程
の
大
き
な

玉
を
出
現
さ
せ

て 
理
 

ド

神
力

闘
神
 
神
通
乱
舞

 
ス

ル
を
発
動
さ
せ
る
と
今
度
は
無
数
の
大
中
小
と
い

た
弾
幕
が
襲
い
か
か

て
く
る

し
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か
も
そ
れ
ら
の
弾
幕
は

に
当
た
る
と
反
射
し
て
く
る
た
め
何
処
か
ら
来
る
の
か
ま

た
く
予
想

外
だ

 
蓮
 

妖
夢
さ
ん

さ
ん

 
す
ぐ
に

人
の
上
へ
と

動
し
神
楽
を
構
え
て

 
蓮
 

陰
陽
 
結
界

 
結
界
を

体
状
に
張
り

ら
せ
弾
幕
を

ぐ

だ
が

 
蓮
 

う

 
あ
ま
り
に
も

い

度
そ
し
て

力
の
た
め
結
界
が
壊
れ
て
く
る

し
か
も
結
界
に
当
た

て

も
反
射
を

り
返
し
て
く
る
た
め

え
る
気

が
一

な
い

そ
し
て

 
バ
リ
ン

 
つ
い
に
結
界
が
壊
れ

り
の
弾
幕
が

分
達
へ
と
襲
い
か
か
ろ
う
と
し
た
そ
の
時
だ

た

 

 

夢

 
封
魔

 
聞
い
た
こ
と
の
あ
る

と
共
に
ス

ル
が

え
ら

分
達
の
回
り
を
結
界
が
包
み
込
み
弾
幕
か

ら
守

て
く
れ
る

 
蓮
 

霊
夢
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霊
夢

ま

た
く
何
や

て
ん
の
よ

 
霧
雨

悪
い
遅
く
な

た

 
霊
夢
と
魔
理
沙
が
や

て
き
た

ど
う
や
ら

香
と
の

負
は

た
み
た
い
だ

す
る
と
弾

幕
が
時
間

れ
な
の
か

え
て
な
く
な
る
と
霊
夢
達
は
理
久
兎
を
見
て

 
霊
夢

ど
う
い
う
事
か
説
明
く
れ
る

 
理
 

そ
う
だ

 
と

言

て
い
る
と

人
の
女
性
が
地
面
か
ら
出
て
き
た

 

 

あ
ら
あ
ら

５

１
に
な

て
し
ま

た
わ

 
理
久
兎
さ
ん

 
理
 

邪
魔
は
し
な
い
で
欲
し
い
ん
だ
け
ど

 

と
呼
ば
れ
た
女
性
は

方
を
不

に
笑
い
な
が
ら
見
て
く
る
の
だ
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
狗
神

あ

な

怠
惰
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怠
惰

ん

ど
う
か
し
た
の

 
狗
神

奴
ら
は

 
怠
惰

あ

神
楽
に
鈴

女
達
な
ら

で
ア
イ
ス

 
と

石
を

て
る
よ

 
狗
神

そ
う
か

お
前
あ
れ
だ
け
強
い
な
ら
何
で

く

 
見
せ
て
る
ん
だ
よ

 
怠
惰

や
だ
な

怠
惰
さ
ん
は

い
よ
そ
れ
は
も
う

女

 
の
よ
う
に

力
だ
か
ら
さ

 
狗
神

な
わ
け
な
い
だ
ろ

 
怠
惰

も
う

い
な

そ
う
い
え
ば
狗
神
さ
ん

て

 
兄

は
い
る

 
狗
神

ん

何
だ
よ
急
に

 
怠
惰

何
と
な
く
だ
け
ど

 
狗
神

分
い
た
ん
じ

か

物
心
が
つ
く
頃

 
に
は

人
だ

た
か
ら
な



 第１８９話 王の再臨

 
怠
惰

ん

 
狗
神

そ
う
い
う
お
前
は
ど
う
な
ん
だ
よ

 
怠
惰

ま

う
ん

 
狗
神

何
で

い

す
ん
だ
よ

 
怠
惰

い
る
に
は
い
る
よ
兄
貴
が
さ

 
狗
神

お
前
い
た
の
か

 
怠
惰

ま

仲
は
全
然
よ
く
な
い
よ

も
う
そ
れ
は

 

の
仲
と
も
言

て
も
良
い
ぐ
ら
い
に

 
狗
神

そ

そ
う
か

 
怠
惰

は

何
か
昔
の
事
を
思
い
出
し
て

に
な

て
き

 
ち
ま

た
時
間
も
時
間
だ
か
ら
今
回
は
こ
こ
ま
で

  
狗
神

て
お
前
の
そ
の
強
さ
に
つ
い
て

 
怠
惰

秘

さ
で
は
で
は

者
様
ま
た
次
回
グ

バ
イ

 
狗
神

て
お
い
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第
１
９
０
話
 
異
変
の
黒
幕
現
る

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
キ

ラ

ト
が
出
来
る

な
に
か
な
い
か
な
と
思

て
い

る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

三

無
双
の

ン
パ
の
新

が

く
出
な
い
か
な

と

か
に
思

て
い
た
り
も
し
て
い
ま
す

さ
て
で
は
今
回
も
ど
う

 

と
名

た
女
性
は
不

な
笑
み
で

方
を
見
て
く
る

見
て
分
か
る
感
じ
は
こ
の
女
性

が
異
変
の
黒
幕
み
た
い
だ

 
霊
夢

あ
ん
た
が
黒
幕
か
し
ら

 

ま

そ
う
な
る
わ

ら
く
だ
け
ど

 
理
 

そ
ん
な
事
よ
り
も

邪
魔
は
し
な
い
で
欲
し

 
い
ん
だ
が

 

ま

ま

理
久
兎
さ
ん

そ
れ
に

が
こ
こ
に

 
来
た

て
事
は
分
か
り
ま
す
よ



 第１９０話 異変の黒幕現る

 
そ
う
言
う
と

は

リ
と

笑
む
と
理
久
兎
も

リ
と
笑

た

分
達
か
ら
し
て
み

た
ら

な
予
感
し
か
し
な
い

 
霧
雨

お
前
ら
は
何
が
目
的
だ

 
理
 

何

て
古
き
友
人
達
と
再
会
す
る
た
め
さ

 

神
子
様
達
を
蘇
ら
せ
る
こ
と
で
す
よ

 
蓮
 

そ
れ
が
理
久
兎
さ
ん
の
友
人

 
神
子
と
い
う
人
物
が
理
久
兎
の
友
達
な
の
だ
ろ
う

 
霊
夢

て
い
う
か
そ
ん
な
事
よ
り
も
こ
の
異
常
な
神
霊

 
を

め
な
さ
い
よ

 

そ
れ
は
無
理

も
意
図
的
に
起
こ
し
た

で

 
は
あ
り
ま
せ
ん
し

 
理
 

下

 
こ
の

人
の

散

さ
は

に

て
る

そ
の
せ
い
か

散

さ
が
二

に
な

て
る

 

そ
れ
に
あ
の
お
方

様
が
蘇
る
の
な
ら

 
こ
の
神
霊
の
数
も
仕
方
無
い
こ
と
よ
そ
れ
に
元
々
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は
も

と

く
に
出
来
た

だ

た
け
れ
ど
悪
の

 
大
魔
王
が
蘇
え

て
わ
ざ
と
こ
の
上
に
寺
を

て

 
た
も
の
だ
か
ら
起
こ
す
の
に
も
一

で
し
た
の

 
よ

 
蓮
 

寺

そ
れ

て
聖
さ
ん
だ
よ

 
理
 

あ

そ
の
聖
さ

だ
け
ど
悪
じ

な
い
し
あ
る

 
意

で
聖
人
君

だ

 
悪
の
大
魔
王
と
は
聖
み
た
い
だ

し
か
も
理
久
兎
が
さ
り

な
く
フ

ロ

し
て
た

 

神
子
様
の
復
活
を

め
続
け
れ
ば
悪
の
大
魔
王

 
そ
の
も
の
よ

 
理
 

ま

そ
う
言
う
け
ど
神
子
ち

ん
が
復
活
し
た

 
ら
話
し
て
み
な
よ

 

う

ん
理
久
兎
さ
ん
が
そ
こ
ま
で
言
う
の
で
し

 
た
ら

 
聞
い
て
い
る
と
本
当
に
理
久
兎
の
人

は

い
し

頼
が

い
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霊
夢

と
り
あ
え
ず
こ
の
異
変
を
起
こ
し
た

て
の
は

 
間

い
な
い
わ
け
で
し

な
ら
弾
幕
ご

こ

 
で
と

ち
め
て
や
る
わ

 
そ
う
言
う
と
霊
夢
は
お

と
お

い
棒
を
構
え
る
と

と
妖
夢
も
構
え
る

 

を

し
た

は
大
き
い
で
す
よ

 
妖
夢

幽
々
子
様
の
友
人
と
は
い
え
度
が
過
ぎ
で
す

 
よ
理
久
兎
さ
ん

 
や
は
り

に

て
い
る
よ
う
だ

 
霧
雨

何
が
あ

た
ん
だ

 
蓮
 

ま

言

通
り
理
久
兎
さ
ん
に

ら
れ
て
も
う

 
カ
ン
カ
ン
何
だ
よ

 
霧
雨

あ

そ
う
い
う
事
か
ま

も
面
白
そ
う
だ
か

 
ら
相
手
す
る
け
ど
な

 
魔
理
沙
と
ミ

八

を
構
え

分
も
神
楽
を
構
え
る
と

 
理
 

そ
う
い
え
ば

来
て
い
る
ん
だ
よ
な

あ
の
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人
は
さ

 

え

 
そ
う
言
う
と
理
久
兎
と

の
い
る

か
ら

人
の
女
性
が
出
て
く
る

人
は

が
幽
霊

と
な

て
い
る
女
性
そ
し
て
も
う

人
は
銀

の

を
後
ろ
で
ま
と
め
て
い
る
女
性
だ

 
理
 

お
は
よ
う

人
共
そ
れ
と
お
久
々
だ

子
に

 
布
都

 
銀

も
し
や
理
久
兎
か
久
し
い
な

 
幽
霊

お
前
生
き
て
い
た
の
か

 
見
た
感
じ
こ
の

人
も
理
久
兎
の
友
人
達
み
た
い
だ

だ
が
理
久
兎
は

 
理
 

そ
れ
よ
り
も

聞
き
た
い
ん
だ
が

子
の

 

だ
が

 

え

と

ミ
ス

ち

た
テ

 
可
愛
く

を
し
て
い
る
み
た
い
た
な
の
だ
が

念
な
事
に

分
は
と
き
め
か
な
か

た

そ
れ
に

り
の

も

い

を
す
る

 
幽
霊

お
い

ラ

失
敗
し
た

て
何
だ
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ど
う
や
ら
こ
の
怒

て
い
る
幽
霊
が
そ
の
失
敗
し
て
し
ま

た
と
い
う

古
み
た
い
だ

 
理
 

ま

ま

そ
こ
は
ま
た
後
で
話
せ
ば

 
銀

本
当
じ

本
当
に

古
は

じ

な

 
蘇

な
ん
だ
と
布
都

こ
の
底

が

 
布
都

何
を

こ
の

無
し
が

に
出
ろ

 
蘇

良
い

や

て
や
ん
よ

 
そ
し
て
こ
の
銀

の
子
が
布
都
と
言
う
み
た
い
だ

見
て
い
る
と

古
は

で
布
都
は

み
た
い
だ

だ
が
こ
ん
な
話
を
聞
い
て
い
て
イ
ラ
イ
ラ
と
し
た
の
か

 
霊
夢

霊

 
夢
想
妙

  
霊
夢
が
ス

ル
を

え
て

人
に
放

た
そ
の

間
だ

た

 

ン

 

 

ぐ

 
理
久
兎
達
の
前
に
何
か
が
立
ち

さ
が
り
理
久
兎
達
を
守
る

そ
し
て

が
上
が
る
と
そ
こ
に

は
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香

痛
い
な

 

香
が
い
た

こ
れ
を
見
た
霊
夢
と
魔
理
沙
は
目
を

に
し
て

 
霊
夢

何
で
そ
い
つ
が
さ

き
倒
し
た

よ

 
霧
雨

あ

間

い
な
く
マ
ス
タ

ス
パ

ク
で

し

 
に
し
た

だ

 
倒
し
た
相
手
が
い
と
も

に
出
て
き
て

い
て
い
る
感
じ
だ

 

念
な
が
ら
死
体
は
も
う
死
に
ま
せ
ん
の
で

 

香

散
ら
し
て
し
ま
い
ま
し

 

香

ま

か

せ
ろ

 
理
 

本
当
は

人
で
や
り
た
か

た
け
ど
仕
方
な
い

 
お
前
ら
も
や
る

動
が
て
ら
に

 
布
都

面
白
そ
う
じ

や
ら
せ
て
も
ら
お
う

 
蘇

じ
く

 
こ
れ
で

度
５

５
と
な

た

正

な
話
だ
が
理
久
兎
と
や

て
も

て
る
気
が
し
な

い
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霊
夢

良
い
わ
ま
と
め
て
相
手
し
て
あ

る
わ

 
霧
雨

度
良
い

理
久
兎
さ
ん
よ

お
前
に
は
昔
に

 
何
度
も
世
話
に
な

た
か
ら
お
返
し
す
る

 
妖
夢

覚

を
し
て
く
だ
さ
い

 

や

て
見
せ
ま
し

う
見
て
い
て
く
だ
さ
い

 
神

子
様
に
諏
訪
子
様

 
蓮
 

が
望
む
な
ら

 
そ
う
言
い

分
達
は
理
久
兎
達
の
方
へ
と

け
る

 
理
 

さ

て
と
布
都
に

古

や

を
少
し

 
見
て
お
け
よ
こ
れ
が
今
の
戦
い
方
だ

 
布
都

う
む
分
か

た

 
蘇

ま

見
さ
せ
て
は

う
さ

 
理
 

な
ら
や
る

 

え

行
き
な
さ
い

香

 

香

い

く
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そ
う
し
て

分
達
異
変
解
決
組

異
変
首
謀
者
組
に
よ
る
弾
幕
ご

こ
大
戦
が
幕
を
開
け
た

の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
神
楽

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
怠
惰

で

人
共
ど
う
か
し
た

 
狗
神

い
や

香
の
奴
い
ま
さ
ら
だ
が
ゾ
ン

に
な

た

 
ん
だ
な
と

良
い
気

だ
が

 
鈴

返
り
し
頃
の

香
ち

ん
は

張
り
屋
だ

た

 
か
ら
ゾ
ン

に
な

て
も

張
り
屋
な
の
か
な

 
神
楽

そ
う
い
え
ば
狗
神
様
は
晴
明
さ
ん
や
鈴

さ
ん
に

 

香
さ
ん
の

人
に
封
印
さ
れ
た
ん
で
し
た

け

 
狗
神

あ

不

な
話
だ
が
な

 
鈴

で
も
あ
れ
は
狗
神
の

が
悪
い
ん
だ
よ
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狗
神

ま

そ
れ
は
う
ん

 
神
楽

そ
れ
に
あ
の
時
は
や
ん
ち

で
し
た
が
今
は
も
う

 

人
の

す
る

女
に

 
狗
神

神
楽
そ
れ

上
い
う
な
ら
お
前
の
本
体
折
る

 
神
楽

あ

で
す

 
鈴

う

ん
で
も
そ
ん
な

に
は
折
れ
な
さ
そ
う

 
怠
惰

ま

そ
り

に
す
ら
名
を

さ
な
か

 
た

い

士
が

た
も
ん
な
刀
だ
し

 
神
楽

ア
ハ
ハ

刃
こ

れ
し
た
ら

分
精
神
的
に

 

メ

ジ
が
行
き
す
ぎ
て
死
ぬ
か
も
し
れ
ま
せ
ん

 

な
し
に

 
怠
惰

ま

修

が
下
手
し
た
ら

か
な
い
か
ら

 
鈴

そ
れ
聞
く
と

い
な

て
怠
惰
も
う

 
時
間
が

 
怠
惰

ま
た
か

あ

ン

で
は
で
は

者
様
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今
回
は
こ
こ
ま
で

 
鈴

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く

 
神
楽

で
は

者
様
方

 
狗
神

ま
た
な
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第
１
９
１
話
 
大
乱
闘

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

今
日
起
き
た
ら

の

時
に
な

て
い
て

い
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔

で
す

も
う
少
し

く
起
き
れ
な
い
も
の
か

失

で
は
本
編
へ
ど
う

 
大
空

で
の
決
戦

分
達
は
仙
人
と
呼
ば
れ
る

と
使
い
の
キ

ン
シ

で
あ
る

香
そ

し
て
ま
さ
か
も
う
戦
わ
な
い
だ
ろ
う
と
思

て
い
た
理
久
兎
と
の
戦
い
が
行
わ
れ
て
い
た

 
理
 

ら

ら
ど
う
し
た

 
霊
夢

こ
い
つ

 
蓮
 

前
よ
り
も
手

し
て
ま
す
よ

 
理
 

う
ん

 
霊
夢

あ
ん
た
前
に

達
に
ボ

ら
れ
て
ま
だ
そ
の

 

を
か
ま
せ
れ
る

 
本
当
に
そ
う
だ

理
久
兎
さ
ん

が
引
き
起
こ
し
た
異
変
で

分
達
い
や
正
確
に
は
理
久
兎



 第十六章 飛鳥の王の復活

の

親
に
手

け
は
し
て
は
も
ら

た
が
そ
れ
で
も
敗
れ
た

な
の
に
も
関
わ
ら
ず
こ
の

り

だ

逆
に
感
心
し
て
し
ま
う

 
理
 

慢
心
せ
ず
し
て
何
が
神
か

 
霊
夢

本
当
に

カ
つ
か
せ
る
の
は
大
の
得
意
よ

 
あ
ん
た
は

 
何
処

の
慢
心
王
を
思
わ
せ
る

を

い
て
く
る

い
や
実

本
当
に
理
久
兎
は
慢
心
と
言

う
か
手

し
て
い
る
の
は
確
か
だ

に
何
時
も
使
う

の
刀
だ

た
り
を
使
用
し
て
い
な

い
の
だ
か
ら

だ
が
霊
夢
は
理
久
兎
に
無
策
で

む
き
満
々
だ

 
蓮
 

霊
夢

落
ち
着
い
て
理
久
兎
さ
ん
の
策
に

 
ま

て
る
か
ら

 
理
 

そ
う
い
え
ば
地
底
で
の

り

の
古

的
な
光

 
を
利
用
し
た

に
血
が
出
て
た
け
ど
ま
さ
か

 
蓮
 

あ
れ
も
理
久
兎
さ
ん
で
す
か

 
あ
の
時
の

ず
か
し
い
ト
ラ

に

か

た
時
を
思
い
出
す

ま
ん
ま
と
引

か
り

血

を
出
し
た
の
を

今
思
い
出
す
と
本
当
に

が
立

て
き
た
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蓮
 

回
斬
ら
れ
て
く
だ
さ
い
理
久
兎
さ
ん

 
理
 

や
な
こ

た

 

カ
つ
い
た
た
め

の
刀
も
と
い
神
楽
を
構
え
て

え
る

 
蓮
 

式

 
神
楽
の
悪
念

 
手
に

つ
神
楽
は
光
だ
す
と

時
に
神
楽
の
分
霊
が

体
出
現
す
る

神
楽
を
理
久
兎
へ
と

向
け
る
と

体
の
分
霊
は
理
久
兎
目

け
て
襲
い
か
か
る

 
理
 

お

と

 
だ
が
や
は
り
あ

さ
り
と

撃
を
回

さ
れ
る
の
だ
が
霊
夢
が
ス

ル
を
放
つ

 
霊
夢

霊

 
夢
想
封
印

 

つ
の
光
弾
が
追

し
て
理
久
兎
へ
と
襲
い
か
か
る

こ
れ
な
ら
い
け
る
か
と
思

た
そ
の

間
 

ン

 
何
処
か
ら
と
も
な
く
矢
い
や
矢
の

を
し
た
弾
幕
が
神
楽
の
分
霊
を
射

き
神
楽
の
分
霊
は

滅
す
る

そ
れ
だ
け
で
な
く

 

カ
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落

が
霊
夢
の
光
弾
へ
と
落
ち
弾
幕
は

え
て
な
く
な
る

心
の
理
久
兎
は

ン

ン
し
て

い
た
が

 
理
 

お
い
お
い
射
つ
な
ら
言

て
く
れ
よ

 
布
都

そ
う
か
な
ら
射
つ

 
理
 

い
や
遅
え
よ

 
ど
う
や
ら
布
都
と

古
と
い
う
仙
人

に
邪
魔
さ
れ
た
み
た
い
だ

 
霊
夢

大

蓮

 
蓮
 

う
ん
大

 
霊
夢
が

方
へ
と
飛
ん
で
き
て
心

し
て
れ
る
が

分
は
大

だ

理
久
兎
達
は
何
か
を
話

す
と

方
を
向
く
と
霊
夢
が

ぶ

 
霊
夢

や

と
乱

す
る
の

ま
と
め
て
相
手
し
て
あ

 
る
わ

 
確
か
に

撃
し
た
と
い
う
こ
と
は
乱

す
る
と
い
う
意
思

だ

つ
ま
り
戦
う
気
は
満
々
だ

ろ
う

 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん
容

は
し
ま
せ
ん
よ
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神
楽
を
構
え
言
う
が
理
久
兎
は

 
理
 

ま

良
い
け
ど
ま
ず

人
を
倒
し
た
ら

そ
ん
な

 

な
ん
で

人
共
無
理
は
し
な
い
よ
う
に
な

 
布
都

分
か

と
る
わ
い

 
蘇

た
く

仕
方

や

て
や
ん
よ

 
そ
う
言
い
下
へ
と
下
が

て
い

た

追
い
か
け
よ
う
と
し
た
が
布
都
と

古
に

ら
れ

る 
布
都

ら
の
相
手
は

シ
ら
じ

 
蘇

一
発
く
ら

て
き
な

 
霊
夢

上
等
よ

ま
ず
は
あ
ん
た
ら
か
ら
退
治
し
て
や
る

 
わ
よ

 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん
を
相
手
す
る
前
に
お
二
方
を
倒
さ
せ

 
て
も
ら
う
い
ま
す

 
そ
う
し
て
理
久
兎
に
代
わ
り
布
都
と

古
と
の
弾
幕
ご

こ
が
始
ま

た

 
布
都

な
ら

シ
か
ら
行
く

れ

古
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蘇

し

か
り

し
ろ
よ

 
そ
う
言
う
と
布
都
は
何
処
か
ら
と
も
な
く
船
を
出
現
さ
せ
る
と

 
布
都

天

 
天
の

よ
天
へ
と

れ

 
そ
の

に
布
都
と

古
は

り
込
む
と
布
都
は
立

た
状

で

り
ま
る
で
サ

フ

ン
を

す
る
み
た
く
ゆ
ら
ゆ
ら
と
飛
び
回
り
な
が
ら
弾
幕
を

き
散
ら
し
て
い
く
が
更
に

古
も

護

な
の
か
弾
幕
を

き
散
ら
す

 
霊
夢

こ
の

 
霊
夢
が

や
針
を
投

す
る
が
全
く
も

て
当
た
ら
な
い

あ
れ
だ
け
不

に
動
く
と
な

る
と
霊
夢
で
も

し
そ
う
だ

 
蓮
 

霊
夢

思
い

き
り
あ
の
船
ま
で
投

飛
ば
し

 
て

 
霊
夢

は

ま

良
い
わ
そ
れ
に

け
る
わ

 
そ
う
言
う
と

を

み
何
回
転
か
回
る
と

ま
で
投

飛
ば
さ
れ
る

す
ぐ
に

に

め
ら
れ

て
い
る
神
楽
の

を

て
構
え
て

 
蓮
 

刀
 
神
楽
一
斬
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神
楽
を
常
人
で
は
目
に
も
見
え
ぬ

度
で

刀
し
船
を
斬
り
神
楽
を

か
に

に

め
る

 
カ

ン

 
と

に

め
れ
た
音
が
な

た
そ
の

間

 
ド

ン

 
布
都

何
と

 
蘇

船
を

に
真

二
つ
に
し
や
が

た

 
ど
う
や
ら
上
手
く
決
ま

た
み
た
い
だ

に

が
真

二
つ
に

れ
た

 
布
都

見
事

 
蘇

感
心
し
て
る
場
合
か

 
霊
夢

そ
う
よ
動
か
な
か

た
ら
当
た
る
も
の

 

ん
だ

を
見
て
霊
夢
が

人
へ
と
近
づ
き
無
数
の

と
針
を
投

す
る

 
蘇

ち

今
の
状

で

は
不

い

 
布
都

針
も
当
た

た
ら

落
に
な
ら
ん

 
そ
う
言
い
な
が
ら
霊
夢
の
弾
幕
を

け
て
い
く

 
霊
夢

蓮
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蓮
 

了
解

行
く
よ
狗
神
に
鈴

 
式
神

狗
神

鈴

を
構
え
て

女
達
を
解
き
放
つ

す
る
と

の
狗
神
は

古

を
鈴

は
布
都
へ
と
襲
い
か
か
る

 
蘇

何
だ
て
め

 
狗
神

安
心
し
ろ
す
ぐ
に

か
せ
て
や
る

 
布
都

こ
れ
は
道
術
か

 
鈴

念
こ
れ
は
陰
陽
術
だ
よ

 
狗
神
は

古
を
追
い
か
け
回
し
鈴

は
布
都
へ
と

続

り
を

え
よ
う
と
す
る
が
上
手
く

ギ
リ
ギ
リ
で

け
ら
れ
る

 
布
都

こ
の

は
し
つ
こ
い
の

 
鈴

ス
ト

カ

じ

な
い
か
ら

 
蘇

い
い

に
し
ろ

 
狗
神

そ
の
程
度
の
落

す
ぐ
に

け
れ
る

霊

 
と

て
い
る
そ
の
時
だ

た

 

邪

 

ン
シ

オ
グ
イ
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何
処
か
ら
か

の

が
聞
こ
え
て
く
る

そ
れ
も
ス

ル
を

え
た

が
だ

 
霊
夢

な

何
よ
こ
の
弾
幕

 
蓮
 

霊
夢

 
突
然
霊
夢
へ
と
真

黒
の
弾
幕
が

て
き
た
の
だ

す
ぐ
に
霊
夢
は
逃

る
が
し
つ
こ
く
霊

夢
を
追
い
か
け
て
い
く
た
め
後
ろ
に

て

り
神
楽
で
斬

た
そ
の

間

 
オ
ギ

 
と

子
の

き

が
聞
こ
え

滅
す
る

 
蓮
 

何
こ
れ

 
霊
夢

ち

何
で

ば

か
り

 
し
か
も
良
く
見
て
る
と
霊
夢
を
ず

と
追

し
て
い
て

分
に
は
向
か

て
こ
な
い

更
に

り
を
見
て
み
る
と

 

来
な
い
で

 
妖
夢

何
な
ん
で
す
か
こ
れ

 
霧
雨

面
白
い
け
ど
滅

い
な

 
何

か
女
性

そ
れ
も

分
達
異
変
解
決
組
の
女
性
だ
け
が
こ
の
弾
幕
に
追
い
か
け
ら
れ
て
い
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た 
狗
神

気
を

け
ろ
こ
い
つ
ら
人
間
の
ガ
キ
の
霊
だ

 
鈴

こ
れ
は
ま
さ
か

内
回
帰
の
禁
術

 
ど
う
い
う
事
だ
と
思

て
い
る
と
不

に
笑
う
女
性
の

が
聞
こ
え
て
く
る

 

ど
う
か
し
ら

の
弾
幕
は

 
ど
う
や
ら

が

て
い
る
み
た
い
だ

し
か
も
何

か

分
は

マ

ク
な
た
め
話
は

い

に

刀
さ
れ
て
い
る
神
楽
の

に
手
を

き
そ
し
て

 
蓮
 

斬

 

刀
一

 
す
ぐ
に
刀
を

刀
し

大
な
斬
撃
波
で

に
向
か

て
放
つ

そ
れ
に
気
が
つ
い
た
の
か

は
回

す
る
が

 
バ
キ
ン

 
ス

ル
を

レ
イ
ク
し
た
の
か
音
が
鳴
り

き
真

黒
の
不
気

な
弾
幕
は

え
て
な
く
な

る 

あ
ら
あ
ら

 
霊
夢

か

た
わ
蓮
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霧
雨

に
着
る

 
蓮
 

そ
れ
は
良
い
ん
だ
け
ど
布
都
さ
ん
や

子
さ
ん

 
達
は

 
気
が
つ
く
と
狗
神
と
鈴

も
先
程
の
真

黒
の
弾
幕
か
ら
逃

る
の
に

死
だ

た
た
め

れ

て
い
た
の
か

 
狗
神

あ

 
鈴

え

そ
う
い
え
ば

 

り
を
見
回
し
て
い
る
と
上
に

を
気

を
感
じ
向
く
と
そ
こ
に
布
都
と

古
は
い
た

 
蘇

矢
 
ガ

ウ
ジ
ト
ル

ド

 
布
都

炎

 
桜

寺
炎
上

 

人
が
ス

ル
を

え
る
と
ジ
グ
ザ
グ
に

色
の
矢
が
降
り
注
ぎ
更
に
炎
の
よ
う
な
弾
幕
が

降
り
注
ぐ

だ
が
そ
れ
だ
け
で
は
終
わ
ら
な
い

 

道

 
タ
オ

動

 

の
次
の
ス

ル
が
発
動
し
ま
た
真

黒
の
弾
幕
が
襲
い
か
か
る

分
達
は
追
い
込
ま
れ

纏
ま

て
し
ま
う
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蓮
 

人
は
戻

て

 
狗
神
達
に
危
険
が

ば
な
い
よ
う
に
す
ぐ
に
し
ま
う

分
や
霊
夢
達
は

中
あ
わ

 
妖
夢

ど
う
し
ま
す
か

 

あ
わ
わ
わ

 
霊
夢

う
ろ
た
え
な
い
で
頂

 
霧
雨

さ
て
軍

様
何
か

は
あ
る
か

 
蓮
 

て

 
た
だ

え
る
そ
れ
も
良
い
が
そ
う
な
る
と
じ
り

は
確
定

し
か
も
こ
の

度
の
弾
幕
を
⻑
時

間

け
れ
る

は
生

だ
が

ち
合
わ
せ
て
い
な
い
し
結
界
で

い
で
も
破
ら
れ
る
の
も
時
間

の
問

と
な
る
だ
ろ
う

ど
う
す
る
か
と
考
え
て
い
る
と

 
蓮
 

あ
れ

て

 

香

あ

あ

 

分
は
目
に
つ
く

そ
れ
は

き

え
を
く
ら

て
弾
幕
を
受
け
て
い
る

香
の

を

 
蓮
 

人
道
的

び
に

道
徳
的
な
や
り
方
で

 
良
い
な
ら
あ
る
よ
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え

何
で
す
か
そ
れ

 
霊
夢

良
い
わ
や
り
な
さ
い
そ
れ
を

 
そ
う
言
わ
れ

分
は

く

 
蓮
 

分
か

た
な
ら

は

張

て

け
て

特
に

 

さ
ん
の
弾
幕
に
は
気
を

け
て

 
そ
う
言
い
ま

す
ぐ
と
飛
び
刀
を

刀
し
て

 
蓮
 

す
み
ま
せ
ん

香
さ
ん

 
ザ
シ

 

香
の

体
を
突
き
で

く

 

香

ん

 
蓮
 

行
き
ま
す
よ

 
突
き
刺
し
た
ま
ま
布
都
や

古
へ
と

進
す
る

 
布
都

な

何
じ

あ
や
つ

 
蘇

あ
の
野

人
の

を

た
化
け
物
だ
ろ

 

あ
ら
あ
ら
面
白
い
わ

あ
の
子
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と
結
構
ひ
ど
い

ジ
が
聞
こ
え
る
が
知

た
こ
と
で
は
な
い

だ
が

分
が
し
た
事
は
正
解

だ

た
か
も
し
れ
な
い

放

て
く
る
弾
幕
が

香
へ
と
当
た
る
た
め
全
く

か
な
い

そ
し
て

分
な

へ
と
近
づ
く
と

 
蓮
 

そ
ら

 

り
回
し

香
を
弾
幕
代
わ
り
に

へ
と
ぶ
ん
投

る

ま
さ
か
ぶ
ん
投

る
と
は
予

し

て
な
か

た
の
か

  

ン

 
思
い

き
り
ぶ
つ
か
り

弾
音
が
鳴
り

く

 
布
都

が
や
ら
れ
た

 
蘇

構
う
も
ん
か

た
だ
や
る
だ
け
だ

 
霊
夢

何
が
や
る
だ
け
で
す

て

 
布
都

何
と

 
蘇

上
を
と
ら
れ
た

 

分
も
上
を
向
く
と
そ
こ
に
は
霊
夢
達

人
が

に
ス
タ
ン
バ

て
い
た

こ
の
時
に

分
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は
思

た

こ
れ
は

き

え
を
食
ら

て
し
ま
う
と

そ
う
考
え
す
ぐ
に
逃

た
が
そ
れ
は
正

解
と
な

た

 
霊
夢

霊

 
夢
想
封
印

 
霧
雨

 
マ
ス
タ

ス
パ

ク

 

秘
術
 
グ
レ
イ
ソ

マ
タ

ジ

 
妖
夢

空
観

 
六

清

斬

 

人
の
ス

ル
が
一

に
発
動
す
る

先
程
の

返
し
と
言
わ
ん
ば
か
り
に

 
布
都

キ

 
蘇

お
の
れ

 

ン

ン

 

弾
音
が
鳴
り

き
こ
の

負
は

分
達
の

利
と
な

た
の
だ
が

 
蓮
 

ま

ま
き

え

 

分
に
も

の
弾
幕
が
降
り
注
ぐ
の
だ

た
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怠
惰

で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
狗
神

な

奴
さ
ん
ざ
ん
と

い

ジ
が
と
ん
だ
な

 
神
楽

で
も
天

と
言
わ
ん
ば
か
り
に
弾
幕
の
嵐
に

 
鈴

ま

仕
方
な
い
よ

 
怠
惰

意
外
に
も

メ
ン
ト
だ

ま

良

 
い
け
ど
そ
れ
と
次
回
は
あ

ち
を
投
稿
す
る
の

 
で
お
願
い
し
ま
す

 
狗
神

や

と
休
日
だ
な

 
神
楽

お

は
な
い
で
す
が
休
み
は
あ
り
ま
す
し

 
鈴

お

子
や

み
物
も
食
べ
放

だ
し

 
怠
惰

ま

ボ
ラ
ン
テ

ア
で
や

て
も
ら

て
る
か
ら

 
そ
れ
ぐ
ら
い
は

 
鈴

こ
れ
を

ラ

ク
と
見
る
か

イ
ト
と
見
る
か

 
は

者
様
次
第
だ
か
ら

 
怠
惰

て
ま
た
時
間
を
浪

さ
せ
る
わ
け
に
も
い
か
な
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い
か
ら
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
神
楽

ま
た
投
稿
し
た

に
は
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま

 
す

者
様

 
狗
神

そ
ん
じ

あ
な

者
方

 
鈴

ま

た
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第
１
９
２
話
 
判
決
は
ギ
ル
テ

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

ス
マ

を
や

て
い
る
と
つ
い
つ
い

し
た
い
と
い
う

動

に
か
ら
れ
て
し
ま
う
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

大
体

布
を
見
て
す
ぐ
に
そ
の

動
も

え
て
し

ま
い
ま
す
が

失

で
は
で
は
久
々
に
本
編
へ
ど
う

 
何
と
か
事
の
思
い

き
で
弾
幕
ご

こ
に

利
し

分
達
は

で

を
す
る

 
霊
夢

本
当
に

落
に
な
ら
な
い
わ

 
霧
雨

危
う
く
や
ら
れ
る
所
だ

た

 
妖
夢

で
す
が
何
と
か
倒
せ
ま
し
た

 

あ
の
す
み
ま
せ
ん

さ
ん
蓮
さ
ん
は

 

が
言

た
そ
の
時

霊
夢
や
魔
理
沙
そ
し
て
妖
夢
は
一

に

を
開
き

 

人

あ

 

ロ

と

を

れ
て
い
た
の
か

は
一

に

を
出
す

つ
ま
り

の
事
を
す

か
り



 第１９２話 判決はギルティ

れ
て
い
た
の
か
と
い
う
事
な
の
だ
ろ
う

 
霊
夢

し
ま

た
蓮

 
霧
雨

ま
さ
か

弾
し
ち
ま

た
の
か

 

が
上
が
る
中
を
霊
夢
は

ぶ

す
る
と

の
中
か
ら
ゆ

く
り
と
れ
ん
が
出
て
く
る
と

 
蓮
 

死
ぬ
か
と
思

た

 
と

言
い
な
が
ら

を

う

こ
れ
に
は

は

を

で
下
ろ
す
と

 
霊
夢

も
う
心

し
て

し
た
わ

 
蓮
 

え

何
が

 
霊
夢

何
で
も
な
い
わ
よ

 
何

か

を

ら
ま
せ
て
そ

を
向
く

分
が
一
体
何
を
し
た
と
い
う
の
だ
ろ
う
か

 
霧
雨

お

お

ツ
ン

レ

 
霊
夢

う
る
さ
い
わ
よ
魔
理
沙

 
妖
夢

蓮
さ
ん

張

て
く
だ
さ
い

 
蓮
 

え

何
が
で
す
か

 
等
々
話
し
て
い
る
と

が

を
開
き
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あ
の

さ
ん
さ

き
戦

て
い
た
人
達

て

 
と
言

た

後
よ
ろ
め
き
な
が
ら
布
都
と

古
は
立
ち
上
が
り

も
体
を

ば
し
な
が

ら
立
ち
上
が
る

 
布
都

見
事
じ

た

年

 
蘇

ま
さ
か
キ

ン
シ

を

に
す
る
と
か
な

 

本
当

そ
こ
は
し
て
や
ら
れ
た
わ

 

人
は
ボ
ロ
ボ
ロ
に
は
な

て
は
い
た
が
ま
だ
平
気
そ
う
だ

 
蓮
 

そ
う
い
え
ば

さ
ん
で
す
よ

 

あ
ら
何
か
し
ら

 
蓮
 

さ
ん
さ

き
の
弾
幕
そ
の

ち

ん
の

き

 

み
た
い
な
の
が
聞
こ
え
た
の
で
す
が
そ
れ

て

 
何
な
ん

で
す
か

 

問
に
思

た
不
気

弾
幕
に
つ
い
て
聞
く
と

は
笑
い
な
が
ら

 

あ

ン
シ

オ
グ
イ

あ
れ
そ
の
ま
ま

子
の

 
霊
を
使

て

た
ス

ル
な
の
よ
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蓮
 

や

り

 

え

生
欲
と
い
う
欲
を
利
用
し
た
技
で

に
女

 
性
を

的
に
襲
う
の
よ

 
霊
夢

み
な
弾
幕

 

ま

い
わ

後
そ
の
先
の
事
は

１
８
だ
か
ら

 

イ

シ

 
言
動
か
ら
し
て
何
か
あ
り
そ
う
で

い

だ
が
先
程
の

内
回
帰
と
い
う
言

か
ら
し
て
録
な

事
で
は
な
さ
そ
う
な
の
で

る
こ
と
に
し
た

 

そ
う
い
え
ば
貴
女
方
の
名
前

て
確
か
布
都
と

 

古

て
言
い
ま
し
た
よ

 
布
都

う
む

シ
が
物

布
都
じ

 
蘇

蘇

古
だ

 
物

に
蘇

と
聞
く
と
と
あ
る
時
代
を

と
思
い
出
す

 
蓮
 

そ
れ

て
あ
の
物

に
蘇

の
あ
れ
で
す
よ
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て
こ
と
は
時
代
は
飛
鳥
時
代
に
な
り
ま
す

 
つ
ま
り
今
か
ら
２
０
０
０
年
ぐ
ら
い
前
に
な
る

そ
の
時
代
で
一
番

名
な
の
は
聖
徳

子
と

決
ま

て
い
る

子
と
い
う
言

は
も
し
や
と
思
い

 
蓮
 

そ
う
い
え
ば
さ

き

さ
ん

様

て
言

 
て
ま
し
た
よ

 

え

言

た
わ
よ

 
布
都

お
ん
し
そ
の
名
を
語
る
と
は
図
々
し
い

し

か

 
り
と

子
様
と
呼
ば
ぬ
か

 

子
と
い
う
言

や
は
り
も
し
か
し
た
ら
だ
が
と
ん
で
も
な
い
人
物
を
起
こ
す
み
た
い
だ

 
霊
夢

ど
う
し
た
の
よ
蓮

 
蓮
 

つ
ま
り
理
久
兎
さ
ん
達
が
起
こ
そ
う
と
し
て
い
る
の

 
は
も
し
か
し
て
聖
徳

子

 

あ
の
聖
徳

子
で
す
か

 
こ
れ
に
は

く

ま
さ
か
理
久
兎
が
聖
徳

子
と
友
人
な
ど

が
思

た
だ
ろ
う

更
に
そ
ん

な
人
物
を
起
こ
そ
う
と
は

が
考
え
た
だ
ろ
う
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布
都

そ
こ

達
よ

聖
徳

子
で
は
な
く

子
様
と
呼

 
ば
ぬ
か

 
蘇

何
か
そ
れ
昔
に
理
久
兎
に
も
言

て
た
な

 
と

蘇

達
は
昔
を
思
い
出
し
て
い
る
の
だ
が
妖
夢
が
あ
る
事
に
気
が
つ
く

 
妖
夢

そ
う
い
え
ば
理
久
兎
さ
ん
は

 
蓮
 

そ
れ
な
ら

あ
れ

 
い
つ
の
間
に
か
理
久
兎
が
い
な
い
の
だ

何
処
に
行

た
の
か
と
思

て
い
る
と

 
ド

ン

 
と

か
ら

ま
じ
い

発
音
と
霊
力
を
感
じ
た

 
布
都

こ
れ
は

子
様
そ
れ
に

 
霊
夢

こ
れ

に
理
久
兎
よ

 
蓮
 

み
た
い
だ

ま
さ
か
戦

て
る
の

 
布
都

何
と

子
様
に
無

を

い
て
い
る
と

す
の
か

 

子
様
の
友
人
と
は
い
え
不

き
千

 
そ
う
言
い
布
都
は
走

て

へ
と
進
ん
で
い

た
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蘇

あ

待
て
布
都

 

あ
ら
あ
ら

 
蘇

追
う

 

え

仕
方
な
い
わ

 

古
と

も
布
都
を
追

て

へ
と
進
ん
で
い

た

 
蓮
 

達
も
行
こ
う

 
霊
夢

そ
う

 
霧
雨

何
が
起
こ

て
る
の
か
気
に
な
る
し
な

 
妖
夢

行
き
ま
し

う

 

聖
徳

子
で
す
か
ど
ん
な
人
な
ん
で
し

う

 
そ
う
し
て

分
達
も

へ
と
進
ん
で
い
く
の
だ

た

の
先
は
先
程

分
達
が
い
た

よ
り
も

か
に

く
不
思
議
な

物
が

て
い
た

 
蓮
 

こ
こ
が

 
と

言

て
い
る
と
そ
の
時
だ

た

 
布
都

た

子
様
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布
都
の
悲
鳴
が
聞
こ
え
向
く
と
そ
こ
に
は
目
を
回
し
な
が
ら
ぶ

倒
れ
て
い
る

ド

ン
を

た
少
女
が
い
た

更
に
そ
の
先
に
は

 
理
 

来
る
の
遅
か

た
な
お
前
ら

 
何

か
理
久
兎
が
い
た

こ
の
現
場
を
見
る
に
犯
人
は
理
久
兎
で
確
定
だ
ろ
う

 

あ
ら
あ
ら
理
久
兎
さ
ん
こ
こ
ま
で
や
る
と
は
聞
い
て

 
ま
せ
ん
よ

 
理
 

そ
の

は
そ
の
ま
ま
そ

く
り

に
返
す
よ

 
ま

そ
れ
よ
り
も
だ
ま
ず

が
言
い
た
い
ん
だ
け
ど

 
さ

良
い

 

何
か
し
ら
言
い

は
聞
き
ま
す
よ

 
理
 

お

な
ら
話
が

い
な

神
子
ち

ん
が
起
き
ま
し

 
た
し
か
し

け
て
い
た
の
か

負
を

ま
れ
ま
し

 
た
そ
し
て
今
こ
こ

 
つ
ま
り
整
理
す
る
と
こ
の
倒
れ
て
い
る
少
女
が
起
き
た
の
は
良
い
が

け
て

負
を

ま
れ

そ
れ
を
返
り
討
ち
に
し
た
と
い
う
事
だ
ろ
う

え
て
言
い
た
い
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蓮
 

そ
ん
な
事
あ
り
え
る
ん
で
す
か

 
霊
夢

そ
れ
は
言
え
る
わ

 
そ
ん
な

け
あ

た
ら
た
ま

た
も
ん
じ

な
い

意
識
的
に
や

て
る
辻

り
と

格
で

が
悪
す
ぎ
る

 
理
 

い
や
い
や
ま
ず
言
う

特
に
蓮
達
な
ら
分
か
る

 
だ

は

本
的
に

分
か
ら
手
を
出
さ
な
い
だ
ろ

 
今
ま
で
の
事
を

り
返

て
み
て
み
な
よ

 
そ
う
言
わ
れ
昔
を
考
え
る
と
紅
魔
異
変
は

に
本
の
無
断

を
し
に
来
た
た
め
判
決
は
黒

⻄
行
桜
が
冥
界
で
目
覚
め
た

に
は
手

け

を
し
て
く
れ
た
み
た
い
だ
が
良
く
分
か
ら
な
い

た
め
判
決
は
謎

永
夜
異
変
は
何
を
し
て
い
た
の
か
は
知
ら
な
い
が
襲
い
か
か

て
き
た
た
め
判

決
は
黒

凶
夢
異
変
で
は

け
て
く
れ
た
た
め
白

達
が
来
た
時
も

狛
達
を
け
し
か
け
た

た
め
判
決
は
黒

天
子
の
異
変
の

は
問

無
用
で
天
子
や

分
達
に
襲
い
か
か

た
た
め
判
決

は
黒

間
欠
泉
異
変
は
確
定
で
黒

理
久
兎
達
が
引
き
起
こ
し
た
異
変
も
黒

も
う

ど
が
黒
一

色
だ

ど
う

用
し
ろ
と
い
う
の
だ
ろ
う

 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん

ギ
ル
テ

で
す
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理
 

何

に

 
霧
雨

ア
ハ
ハ
ハ

 
も
う
こ
れ
に
は
魔
理
沙
も
大

笑
し
て
い
た

 
霊
夢

あ
ん
た
妖
怪
か
ら
の

頼
は

い
く
せ
に
人
間
達
か

 
ら
の

頼
は
う

す
い
わ
よ

 
理
 

け

結
構
痛
い
所
を

ク

ク
と

 
妖
夢

今
は
妖
怪
か
ら
の

頼
も
そ
ん
な
に
は
無
さ
そ
う
で

 
す
よ

 
理
 

そ
ん
な
事
は
な
い
さ

分

 
と
言

て
い
る
と

を

さ
え
な
が
ら
倒
れ
て
い
る
神
子
と
言

て
い
る
少
女
は
起
き
出
す

 
神
子

あ
れ

こ
こ
は

 
布
都

子
様

 
神
子

お

と
と
布
都

そ
れ
に
こ
れ

え

り

理
久
兎

 
さ
ん

 
理
 

よ

お
は
よ
う
神
子
ち

ん
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起
き
た
神
子
に
理
久
兎
は
笑

で

を
す
る
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
神
楽

よ
う
や
く
休
日
が
明
け
ま
し
た

 
狗
神

あ

だ
な

 
鈴

怠
惰

 
怠
惰

ん

ど
う
か
し
た

 
鈴

次

の
告
知
し
て
よ

 
怠
惰

ま

も
う
少
し
し
た
ら

結
構

な
所
が

ラ

 

ラ

て
あ
る
か
な

と
は
前
に
も
言

た
け
ど

 
今
も
言

て
お
く
と
し
か
言
え
な
い
よ

 
狗
神

因
み
に
そ
れ

て

者

て

 
怠
惰

聞
き
た
い

 
神
楽

い

い
え

め
て
お
き
ま
す
物
騒
な
ん
で
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怠
惰

い
い
判
断
だ

ま

ま

お
楽
し
み
に

さ
て

 
そ
ろ
そ
ろ
今
日
は
お
開
き
に
し
ま
し

う
か

 
狗
神

だ
な
そ
ん
じ

あ
な

者
様
今
回
は
こ
こ
ま
で
だ

 
鈴

ま
た
明
日
も
よ
ろ
し
く

 
神
楽

そ
れ
で
は
さ
よ
う
な
ら
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第
１
９
３
話
 
神
と
思
え
な
い
神

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

ン
ス
ト
で
真

ミ
ロ
ク

天
を
出
す
と
言
う
神
引
き
を

た

し

び
ま
く

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

し
か
し
そ
の
後
に

の
小

を
も
ろ
に
ド
ア
に

撃

し
あ
ま
り
の
痛
さ
に
の
た
う
ち
回
る
と
い
う
不

に
見
回
れ
ま
し
た

で
は
こ
ん
な
話
も
そ
ろ
そ

ろ

め
に
し
て
本
編
へ
ど
う

 
神
子
と
呼
ば
れ
た
少
女
が
起
き
る

ど
う
や
ら
こ
の
子
が
聖
徳

子
み
た
い
な
の
だ
が

 
蓮
 

え

と
聖
徳

子
さ
ん
で
す
よ

 
神
子

え

何
に
も
聖
徳

子
で
す
が

 

思

て
た
の
と

い
ま
す

 

の
言
う
通
り
だ

思

て
い
た
の
と
大
分
い
や
物

く

て
い
て

い
て
し
ま
う

も

と
こ
う

を
生
や
し
た
男
性
も

と
言
え
ば
昔
の
千

の
よ
う
な
男
性
か
と
思

た

 
神
子

思

て
た
の
と

う
と
は
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蓮
 

い
え
そ
の
男
性
か
と
思

て
た
も
の
で

 
布
都

お
ん
し
ら
何
を
言
う
か

子
様
が
男
性
な

が

 
な
か
ろ
う

 
そ
う
言
わ
れ
て
も

定

念
と
い
う
の
は
中
々

せ
な
い
も
の
だ

す
る
と
理
久
兎
は
神
子
の

前
に
立
つ
と

 
理
 

そ
れ
で
ど
う

⻑
い
⻑
い

り
か
ら
起
き
た
気
分
は

 
さ

 
神
子

そ
う
で
す

何
か
体
が
痛
い
の
と
夢
で
不
思
議

 
な

年
と
戦

て
ま
し
た

本
当
に
強
い
し
禁
忌
と

 
言
わ
れ
た
古
代
仙
術
は
使
う
し
小

な
手
を
使
う
し

 
何
と
言
う
か
正
々
堂
々
と
い
う
戦
い
方
を
し
な
い
者

 
で
し
た

 
理
 

そ
う
か
そ
う
か

 
そ
れ

に
理
久
兎
さ
ん
だ

す
る
と
食

て

か
る
か
の
よ
う
に

 
布
都

子
様
そ
れ
は
理
久
兎
じ
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蘇

何
に
も
覚
え
て
な
い
の
か

 
神
子

え

え

い
つ
の
間
に
か
起
き
て
い
た
の
で
良
く

 
分
か
り
ま
せ
ん

 
理
 

え
て
言
う

は

が
悪
い
と
し
て
も

り

 
の

は
神
子
ち

ん
だ
か
ら
な

 
本
当
に
そ
う
な
の
だ
ろ
う
か

昔
に
ア
リ
ス
の
記
憶
を

た
り
し
て
い
る
た
め
一

に

用

で
き
な
い
の
が

い
と
こ
ろ
だ

 
神
子

あ
の
話
は
変
わ
る
の
で
す
が
気
に
な

て
は
い
た
の

 
で
す
が
理
久
兎
さ
ん
貴
方
は
何
者
で
し

う
か

 
布
都

そ
う
言
え
ば
気
に
は
な

て
お

た
な

 
蘇

仙
人
な

で
も
な
い
妖
怪
な

で
も
な
い
お
前
本
当

 
は
何
な
ん
だ
よ

 

人
理
久
兎
へ
と

め

て
い
く

 
理
 

あ

あ

に
パ
ス

 

は

仕
方
な
い
わ

そ
の
代
わ
り
に
古
代
仙
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術
を

し
て
く
れ
な
い
か
し
ら

 
理
 

ん

あ
れ
か

め
た
方
が
い
い

い
く
ら

が

 

た
か
ら
と
は
い
え
ど
常
人
じ

無
理
だ
か
ら

 
神
子

今

た
と

 
理
 

あ

あ

良
い
や
仕
方
無
い
教
え
る
よ

 
理
久
兎
は
神
子
達
に
説
明
を
始
め
た

そ
れ
を

め
て
い
て

 
蓮
 

所
で

さ
ん
何
で
ま
た
理
久
兎
さ
ん
の
技
を

 

そ
う

仙
人
と
し
て
更
な
る
高
み
に
登
る
が
た
め
よ

 
そ
れ
に
理
久
兎
さ
ん
が
使
う
古
来
仙
術
は
仙
人
達
の

 
使
う
道
術
の
原

と
言

て
も
過
言
で
は
な
い
わ
そ

 
れ
は
仙
人
達
に
と

て
は
禁
忌
と
さ
れ
て
い
る
ぐ
ら

 
い
の
危
険
な
技
で
も
あ
る
だ
け
れ
ど
そ
の

力
や
力

 
は
伝
説
と
し
て
も

れ
ら
れ
る
程
な
技
よ
そ
れ
を
マ

 
ス
タ

で
き
た
ら

 
あ
の
技

て
そ
の
ぐ
ら
い
危
険
だ

た
み
た
い
だ

つ
ま
り
何
処
か
の
仮
定
で
理
久
兎
の
使
う
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技
が
伝
わ

て
い

た
み
た
い
だ

 
霊
夢

因
み
に
ど
れ
が
一
番

い
の
よ

 

そ
う

香
み
た
い
な
キ

ン
シ

を
一
言
で

 
大

で
き
る
み
た
い
な
技
だ

た
り

の
体
を

 
変
化
さ
せ
る
技
だ

た
り
か
し
ら

 
霊
夢

何
よ
そ
れ

 
妖
夢

そ
う
い
え
ば
幽
々
子
様
か
ら
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

 
す
昔
に
理
久
兎
さ
ん
は
大

の

の

を
従
え
月
に

 

い
た
と
か

 

ま

ま
る
で

の
ラ
ス
ボ
ス
で
す

 
と
ん
で
も
な
い
技
を
ま
だ
ま
だ
隠
し

て
い
る
み
た
い
だ

し
か
も
幽
々
子

り
が
そ
の
技

を
見
て
い
る
み
た
い
だ

そ
れ
を
聞
き
目
を
煌
め
か
せ
る
の
が

人

 

す
る
の

良
い
事
を
聞
い
た
わ

 
霧
雨

い

そ
れ

魔
法

と
か
道

を

る

の

手

 
不

が
解

じ

な
い
か
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や
は
り
熱
心
な
方
々
に
は

執
心
み
た
い
だ

そ
う
し
て
い
る
と
説
明
が
終
わ

た
の
か

か

に
な
る

 
理
 

て
わ

だ
が
何
か

問
は
あ
る
か

 
神
子

い
え

だ
だ

撃
が
強
す
ぎ
て
少
し
混
乱
し
て
ま

 
す

 
蘇

お
前
が
な

 
布
都

し
か
し

教
徒
で
は
な
い
み
た
い
じ

し
ま

良
い

 
じ

な
い
か
の

 
蘇

い
や
そ
い
つ
ら
の

対

だ
か
ら
な

 
理
 

ま

昔
と

じ
で
い
い
よ

そ
ん
な
気
を
つ
か
わ
な

 
く
て
も
さ

 

力

が

い
と
い
う
事
を
聞
い
て
は
い
た
が
ど
う
や
ら
本
当
み
た
い
だ

 
理
 

ま

そ
れ
よ
り
も
だ
と
り
あ
え
ず
聖
達
だ
と
か
に
事

 
情
を
説
明
し
に
行
く

 
神
子

理
久
兎
さ
ん
そ
れ

教
徒
で
す
よ
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理
 

あ

お
前
ら
そ
れ
に
聖
達
の

タ

タ
を
少
し
で
も

 
解

さ
せ
る
の
が
目
的
だ

と
言

て
も
良
い
け
ど

 
そ
の
時
は

 

リ
と

笑
む
理
久
兎
が
一

だ
が

い
と
感
じ
て
し
ま

た

 
蓮
 

あ
の

い
て
い

た
方
が
良
い
か
と

 
神
子
達
は

目
で
ジ

と
見
る
と
大
き
く
た
め

を
つ
く

 
神
子

仕
方
あ
り
ま
せ
ん

理
久
兎
さ
ん
が
そ
う
言
う
の
で

 
あ
れ
ば

 
行
く
と

得
し
た

一
妖
怪
か
ら
の

頼
し
か

く
な
い
理
久
兎
が
聖
徳

子
に

頼
さ
れ

て
い
る
の
は
正

く

 
布
都

何
時
か

や
し
て
や
ろ
う
か
の

 
蘇

力
は
し
て
や
る
よ

 
理
 

や

て
も
良
い
け
ど
気
を

け
ろ
よ
う
ち
の
従
者
の

 

人
が
そ
の
寺
に

執
心
だ
か
ら
な
下
手
に

や
せ

 
ば

に
な
る
か
ら
な



 第１９３話 神と思えない神

 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん

て
本
当
に
神
で
す
よ

 
理
 

あ

神
様
だ
よ

力
や

が

い
な
普
通
の
神
様

 
さ

 
そ
う
言
い
理
久
兎
は
墓
地
へ
と
続
く
通

へ
と
歩
き
だ
し
た

 
神
子

達
も
外
へ
行
き
ま
し

う
こ
こ
は

く
て
か

 
な
い
ま
せ
ん
の
で

 
布
都

分
か

た
の
じ

 
蘇

あ
い
よ

 
そ
う
し
て
神
子
達
も
理
久
兎
の
後
を
つ
い
て
い
く

 
蓮
 

達
も
行
こ
う
か

 
霊
夢

そ
う

 
妖
夢

行
き
ま
し

う
か

 

さ

行
き
ま
し

う

 
霧
雨

元
気
だ
な
お
前
は

 
そ
う
し
て
何
や
か
ん
や
あ

た
が
こ
の
異
変
は
終
わ
り
を

え
そ
う
な
の
だ

た
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怠
惰

で
は
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
狗
神

あ

あ
り
が
と
う
な

 
鈴

怠
惰

 
怠
惰

ど
う
か
し
た

 
鈴

前
々
か
ら
気
に
な

て
た
け
ど
あ
そ
こ
に

て

 
あ
る
大

て
さ
何

 
怠
惰

あ

シ
レ
ン
テ

ウ

の
事

 
神
楽

前
々
か
ら

が
語
り
か
け
て
は
い
ま
す
が
う
ん
と

 
も
す
ん
と
も
言
わ
な
い
で
す

感
じ
か
ら
し

 
て

み
た
い
に

れ
た
り
し
て
も
可
笑
し
く
な
い

 
ん
で
す
け
ど

 
怠
惰

そ
う
な
ん
だ

 
狗
神

お
前
な
ん
か
知

て
る
の
か
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怠
惰

い
や
何
と
言
う
か
あ
の
大

は

を

む
ん

 
だ
よ
シ
レ
ン
テ

ウ

て
の
は
日
本
語
で
言
う

 
と

と
か
そ
う
い

た
意

が
あ

て

分

 

る
よ
り
も

か
に
し
て
い
た
い
ん
じ

な
い

 
神
楽

な

る
程

 
鈴

あ
の
大

て
さ
神
楽
ち

ん
が
こ
う
分
霊
を
出

 
す
み
た
い
に
何
か
能
力

て
あ
る
の

 
怠
惰

そ
う
だ
な

ラ
ラ
バ
イ
を
奏
で
て
く
れ
る
よ

 
狗
神

ラ
ラ
バ
イ

 
怠
惰

そ
う

日
本
語
で
子
守

と
も
言
う

聞
い
た
者

 
は
戦
意
を

が
れ
無
力
脱
力
が
体
を
遅
い

み

 
り
に
つ
か
せ
る
そ
し
て
所

者
が
許
さ
ぬ
限
り
永

 
遠
に

り
続
け
る
と
か
説
明
書
に
書
か
れ
て
は
い

 
た
よ

む

に
だ
け
ど

 
神
楽

え

今

む

て
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怠
惰

あ

ま

家
か
ら

し
た
か
ら
さ

お

と

 
も
う
時
間
だ

今
か
ら
約
束
が
あ
る
か
ら
サ
ラ

 
バ

 
狗
神

あ
の
野

逃

や
が

た

 
神
楽

え

と

ン

そ
れ
で
は

者
様
今
回
は
こ

 
こ
ま
で
で
す

 
鈴

追
い
か
け
る
よ

 
狗
神

お
う

 
神
楽

で
は
ま
た
次
回
に

さ
よ
う
な
ら
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第
１
９
４
話
 
二

岩
の
狸
現
る

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

ク
ソ
ウ
ル

お
う
か
と
考
え
て
し
ま
う
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

し
か
し
絶
対
に
心
が
折
れ
る
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん

何
せ
容

が
な
い
で
す
か
ら

お

と
失

そ
れ
で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 
理
久
兎
に
つ
い
て
い
き
外
へ
と
出
る

よ
り
も
明
る
い
た
め
か
目
が

カ

カ
す
る

 
蓮
 

し
い

 
妖
夢

暗
闇

れ
で
す

 

も
少
し

カ

カ
し
ま
す

 
霧
雨

お
い
お
い
だ
ら
し

な

 
霊
夢

本
当

 
幻
想
郷
生
活
は

分
も
⻑
い

に
は

た
つ
も
り
だ
が
や
は
り
暗
明
の

が
あ
る
と
キ
ツ

く
な

て
し
ま
う

だ
が
そ
れ
は

分
達
だ
け
で
は
な
さ
そ
う
だ
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布
都

し
い
の

 
蘇

目
が

れ
そ
う
だ

 
神
子

⻑
く

て
い
る
と
少
々

い
で
す

 
目
を

り
な
が
ら

人
は
言
う

 
理
 

お
前
ら
は
ま
だ
ま
だ
だ
な

 
蓮
 

そ
う
言
う
理
久
兎
さ
ん
は

し
く
は
な
い
ん
で

 
す
か

 
理
 

全
然

だ

て
も
う
地
底
と
外
を
行
き
来
し
て

 
何
年
だ
と
思

て
る
ん
だ

 
そ
う
言
わ
れ
て
み
る
と
確
か
に
そ
う
だ

地
底
は
神
子
達
が

て
い
た
地
下
よ
り
も
も

と

深
く
そ
れ
で
い
て
も

と
暗
い

そ
ん
な
所
を
何
度
も
行
き
来
を
す
れ
ば

れ
る
の
も
当
た
り
前

だ
ろ
う

 
理
 

や
れ
わ
れ

さ

さ
と
神
社
に
行
く
よ
色
々
な

 

解
は
少
し
で
も

ら
さ
な
い
と
い
け

し

 
な
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神
子

あ
ま
り

り
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
け
ど

 
理
 

ま

そ
う
言
う
な

て

 
そ
ん
な
会
話
を
し
つ
つ
も

分
達
は
墓
地
を
歩
き
聖
達
が
い
る
で
あ
ろ
う
命
蓮
寺
へ
と
来
る
と

そ
こ
に

人
の
女
性
も
と
い
聖
と
ぬ
え
が
立

て
い
た

そ
れ
に
魔
理
沙
が
気
づ
く
と
笑
い
な

が
ら
手
を

て

 
霧
雨

よ

 
聖
 

ん

あ
ら

 
聖
は
何
時
も
と

じ
よ
う
な

託
の
な
い
笑

を
こ
ち
ら
へ
と
向
け
る

そ
し
て
神
子
達
を
見

る
と
少
し
だ
が
目

き
が
変
わ
る

 
聖
 

ぬ

い
え
そ
の
方
々
は

も
し
か
し
て

 
神
子

す
み

 
神
子
が
何
か
を
言
い

け
る
と
布
都
が
前
へ
と
出
る

 
布
都

そ
な
た
か

が
言

て
い
た

教
徒
は

 
聖
 

え

何
か
問

で
も

 
布
都

覚
え
て
お
れ
よ
何
時
か
寺
を

や
し
て
や
る
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か
ら
の

 
ま
さ
か
の
宣
戦
布
告
だ

隣
に
い
る
ぬ
え
は
ケ
タ
ケ
タ
と
笑
う
と

 
ぬ
え

お
前
ら
じ

無
理
だ
と
思
う
け
ど

 
布
都

何
が
言
い
た
い
ん
じ

 
ぬ
え

だ

て
お
前
何
か
バ
カ
そ
う
だ
も
ん

 
布
都

貴
様
か
ら

や
し
て
や
ろ
う
か
の

 
布
都
の

い

か
ら
炎
の

が
出
現
す
る

ど
う
や
ら
や
る
気
み
た
い
だ

分
は
す
ぐ
に

て

て

 
蓮
 

ち

と
待

て
く
だ
さ
い

こ
こ
に
来
た

 
理

は
話
し
合
い
で
あ

て
戦

じ

あ
り

 
ま
せ
ん
よ

 
布
都

む

 
聖
 

 
こ
の
時
に
見
た
い
や
見
え
て
し
ま

た

聖
が

つ
か
わ
し
く
な
い
く
ら
い
に

許
が
不

な

笑
み
を

か
べ
た
の
を

そ
し
て

感
で
感
じ
た

こ
れ
は
聖
な
ら
ざ
る
者
だ
と

す
る
と
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て

方
を
見
て
い
た
理
久
兎
が

を
開
い
た

 
理
 

な

聖
さ
ん
よ

問
良
い
か

 
聖
 

何
で
し

う
か

 
理
 

聖
さ
ん

し
い
お
酒

て
や

り
⻄

酒
で
す

 
よ

焼

と
か
あ
り
得
な
い
ま
せ
よ

 
と

何
を
言
い
出
し
か
と
思
う
と
酒
の
話
を
し
だ
し
た

す
る
と
聖
は
理
久
兎
を

む
と

 
聖
 

な
わ
け
な
い
じ

ろ
や
は
り
日
本
酒
ま
た
は
焼

 
じ

は

 
理
 

や

り
な

て
め

・

だ
よ

 
や
は
り
理
久
兎
も
気
づ
い
て
い
た
み
た
い
だ

聖
は
絶
対
に
酒
は

ま
な
い
た
め
酒
の
話
を
す

る

が
な
い
し

も
明
ら
か
に
可
笑
し
い

つ
ま
り
目
の
前
に
い
る
の
は
聖
な
ら
ざ
る
者
だ

す
る
と
聖
な
ら
ざ
る
者
は
ケ
タ
ケ
タ
と
笑
う

 
聖

い
や

バ
レ
て
し
ま

た
か
上
手
く
行
く
と
は
思

 
た
ん
じ

が
な

 

手
を
合
わ
せ

術
を
放
つ
よ
う
な
構
え
を

る
と
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ド
ロ
ン

 
と

が
上
が
る

が

ま
る
と
そ
こ
に
は
⻑
い

か
ら
シ

ト
へ
と
代
わ
り

か
ら

鏡
へ
と
変
化
し
た
見
知
ら
ぬ
女
性
が
立

て
い
た

だ
が

く
特

的
な
事
に

の
近
く
に
は

と
黒
の

並
み
の
狸
の

が
生
え
て
い
た

 
霊
夢

こ
い
つ
化
け
狸

 

 

し
遅
れ
た

は

の
二
ツ
岩
マ
ミ
ゾ
ウ
と

す

 
者
じ

度
昨
日
こ
こ
に
来
た
ば
か
り
じ

よ

 
ど
う
や
ら
新
参
者
み
た
い
だ

と
い
う
か
何

に
聖
に
化
け
て
い
た
の
だ
ろ
う

 
霊
夢

来
た

て
ま
さ
か
外
界
か
ら

 
マ
ミ

あ

昔
か
ら
仲
の
ぬ
え
に
呼
ば
れ
て
の

を

 
て
来
た
ん
じ

よ

 
ぬ
え

そ
う
さ

危
険
な
者
が
蘇
る
話
を
お
前
ら

人
か
ら

 

み
聞
き
し
た
か
ら
妖
怪
達
の
リ

サ
ル
ウ

ン

 
と
も
言
わ
れ
る
大
妖
怪
を

れ
て
き
た
ん
だ
よ

 
ぬ
え
は
理
久
兎
と

を

す

ど
う
や
ら

人
が
結
託
し
て
い
る
話
を

み
聞
き
し
て
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い
た
み
た
い
だ

 

あ
ら

 
理
 

大
方
バ
ザ

で
だ
ろ

 
ぬ
え

 

を
張

て
言
う
の
だ
が
あ
え
て
言
い
た
い

妖
怪
達
の
リ

サ
ル
ウ

ン
を

れ
て
き
た

と
は
言

た
が
こ

ち
に
は
そ
の
上
を
行
く
総
大
将
が
い
る
と
い
う
こ
と
を

す
る
と
理
久
兎
は

に
手
を
当
て
て
マ
ミ
ゾ
ウ
を
見
だ
し
た

 
理
 

二
ツ
岩
に

 
マ
ミ

う
む

じ

が
そ
な
た
は
昔
に
何
処
か
で
見
た
事

 
が
あ
る
よ
う
な
そ
な
た
名
は

 
理
 

か

は
理
久
兎

深
常
理
久
兎
さ

 
そ
れ
を
聞
く
と
マ
ミ
ゾ
ウ
は

ち

た
よ
う
な

か
ら
一
変
し
て
真

に
変
わ
る

 
マ
ミ

う
う
嘘
じ

あ
な
か
ろ
う
な

 
理
 

そ
う
だ
け
ど

 
ぬ
え

マ
ミ
ゾ
ウ
何
を
そ
ん
な
に

く
な

て
る
の
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と
ぬ
え
が
い

た
時
理
久
兎
は
何
か
を
思
い
出
し
た
の
か
あ

と
い
う

を
し
て

 
理
 

待
て
よ
そ
う
い
え
ば
昔
に
た
か
が
神
格
を
得
て
大
妖

 
怪
に
な

た
ぐ
ら
い
で

ら

⻤
夜
行
と
い
う
か

 
に

て
る
と
思

た

れ
狸
が
い
た
な

ケ
ン
カ

 
を
売

た
の
良
か

た
け
れ
ど
最
後
は
無
様
に
フ
ル

 
ボ

に
し
た

確
か

の
マ
ミ
ゾ
ウ
と
か

 
マ
ミ

な
事
を
話
す
ん
じ

な
い
わ
い

 
ど
う
や
ら
昔
に
理
久
兎
の

を

わ

た
妖
怪
の

人
い
や

者
み
た
い
だ

す
る
と

神
子
や

子
に
布
都
が

方
へ
と

を

せ
る
と

 
神
子

あ
の
す
み
ま
せ
ん
理
久
兎
さ
ん
が
神
と
は
聞
き
ま
し

 
た
が

⻤
夜
行
と
は

 
蓮
 

え

と
あ
ま
り

も

し
く
は
な
い
の
で
す
が
昔
に

 
理
久
兎
さ
ん
が

い
た

て
言
わ
れ
て
る
妖
怪
の
軍

 

だ
と
か

 
神
子

妖
怪
の
軍
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蘇

奴
そ
ん
な
も
の
ま
で

た
の
か

 
布
都

妖
怪
を

い
る
と
は

れ
ぬ
奴
じ

な

 
と

方
が
話
し
て
い
る
一
方
で
も
理
久
兎
達
の
話
は
進
ん
で
い
く

 
理
 

で

そ
ん
な

か
に
と
狸

に
な
り
に
来
た
化
け
狸

 
ち

ん

と
や
る
の

 
ぬ
え

お
い

マ
ミ
ゾ
ウ
の
実
力
を
な
め
な
い
で
よ

 
マ
ミ

よ
よ

さ
ぬ
か
あ
や
つ
に
だ
け
は
戦
い
を

ん
で
は

 
な
ら
ぬ

殺
さ
れ
て
狸

は
確
定
じ

 
マ
ミ
ゾ
ウ
の
言

て
い
る
事
が
本
当
な
ら
昔
の
理
久
兎
は
一
体
何
を
し
た
と
い
う
の
だ
ろ
う

か

だ
が
殺
さ
れ
る
と
思

て
い
る
み
た
い
だ

 
蓮
 

あ
の
理
久
兎
さ
ん
せ
め
て
や
る
な
ら
弾
幕
ご

こ
で

 

負
を
着
け
た
ら
ど
う
で
す
か

 
理
 

あ

そ
う
い
え
ば
そ
う
だ

な

狸

 
マ
ミ

狸

と
は
失

じ

そ
れ
で
何
じ

 
理
 

こ
い
つ
ら
に
今
の
ル

ル
を
教
え
て
も
ら
い
な
よ
す
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ま
な
い
け
ど
教
え
て
や

て
く
れ
や

 
そ
れ
を
聞
き

分
は
霊
夢
を
見
る
と
霊
夢
は

を

き
な
が
ら

 
霊
夢

仕
方
な
い
わ

言
い
弾
幕
ご

こ

て
の
は

 
そ
う
し
て
数
十
分
か
け
て
霊
夢
の

義
が
行
わ
れ
る

 
マ
ミ

る
程
の
つ
ま
り

し
く
相
手
を
負
か
せ
と
言
う

 
じ

な

 
霊
夢

え

ま

そ
う
よ

で
し

 
マ
ミ

う
む
こ
れ
な
ら
理
久
兎
貴
様
と
対
等
に
戦
え
る
と
い

 
う
も
の
よ
の

 
そ
う
言
い
マ
ミ
ゾ
ウ
は
理
久
兎
に
向
か

て
構
え
る

そ
れ
を
見
た
理
久
兎
は

リ
と
笑

た

ま
る
で

物
を
見
つ
け
た

人
の
の
う
に

 
理
 

良
い

相
手
し
て
や
る
よ
昔
み
た
い
に

に
で
も

 
し
て
古
道

屋
に
で
も
売

て
や
る
よ

 
マ
ミ

か
せ
積
年
の
恨
み
晴
ら
さ
せ
て
も
ら
う

 
ぬ
え

う

ん
マ
ミ
ゾ
ウ
手
伝
お
う
か
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理
 

良
い

来
い
よ
相
手
し
て
や
る
よ

 
マ
ミ

今
回
は

じ
ら
い
は

て
よ
う
こ
い
つ
に

つ

 
に
は

じ

し
な

 
そ
れ
を
聞
く
と
ぬ
え
は
マ
ミ
ゾ
ウ
の
隣
に
立
つ

だ
が
こ
れ
で
は
２

１
だ

 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん

も

力
し
て
も
良
い
で
す
か

 
理
 

は

蓮
が
か

 
蓮
 

え

対

と
い
う
事
に
関
し
て
理
久
兎
さ
ん
は
ど

 
う
と
も
思
わ
な
い
で
し

う
が

か
ら
す
る
と
少
し

 
気
に
な

て
し
ま
う
の
で

 
実

は
こ
れ
ま
で

分
の

と
し
て
出
て
き
た
理
久
兎
の
強
さ
を
隣
で
見
て
み
た
い
と
思

た

の
が
本
心
だ

隣
で
理
久
兎
の
戦
い
を
見
れ
ば
何
か
分
か
り
そ
う
な
気
が
し
た

す
る
と
理
久
兎

は
少
し

る
と
ク
ス
リ
と
笑

て

分
の

を
つ
つ
く

 
理
 

一

前
の
事
を
言
い
や
が

て

な
ら
や

て
み
る

 
か

 
蓮
 

は
い
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分
は
理
久
兎
の
隣
に
立
ち
刀
を
構
え
る

折

の
共
闘
だ

分
に
楽
し
も
う
と
思

た

 
理
 

さ
て
さ
て
化
け
狸
さ
ん
少
し
介

は
あ

た
が
問

 
な
い
よ
な

 
マ
ミ

人
間

人
増
え
た
ぐ
ら
い
で
は
ど
う
と
も
思
う
こ
と

 
も
あ
る
ま
い

来
い

 
ぬ
え

か
か

て
来
な
よ

 
理
 

な
ら
遠

な
く

 
蓮
 

や
ら
せ
て
も
ら
い
ま
す

 
そ
う
言
い
合
い
な
が
ら
マ
ミ
ゾ
ウ
は
理
久
兎
に

む
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
鈴

怠
惰

ク
ソ
ウ
ル

て
何

 
狗
神

そ
ん
な
事
を
前
書
き
で
言

て
た
よ
な
何
だ
よ

 
そ
れ



 第１９４話 二ッ岩の狸現る

 
神
楽

日
本
語
だ
と
闇
の

で
す
よ

 
理
 

あ

だ
よ
た
だ
人
間
の
精
神
を
折

て

 
い
く
よ
う
な

だ
け
ど

 
鈴

ど
う
い
う
こ
と

 
怠
惰

は
死
に

が
容

な
い

撃

び
に
一
撃

 
を

え
て
く
る
か
ら
そ
れ
を
回

し
て

て
い

 
く

て
い
う
ア
ク
シ

ン

ク
フ

ン
タ
ジ

 

の

て
所
か
な

 
狗
神

そ
れ
だ
と
お
前
は
⻑
続
き
し
な
い
な

 
神
楽

感
で
す

 
鈴

分

日
で

め
る

 
怠
惰

ど
う
い
う
意

 
狗
神

だ

て
お
前
が
ろ
く
に

出
来
な
い
の
知

 
て
る
し
な

 
神
楽

そ
れ
に
メ
ン
タ
ル

い
で
す
し
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鈴

無
理
だ

 
怠
惰

き

貴
様
ら

し
か
し
正

で
反

で
き

 
狗
神

ざ
ま
あ
み
ろ

お

と
そ
ろ
そ
ろ
時
間
だ

 
怠
惰

だ

そ
れ
じ

今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
頼
む

 
鈴

そ
れ
じ

者
様

 
神
楽

ま
た
明
日
さ
よ
う
な
ら
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第
１
９
５
話
 
 

マ
ミ
ゾ
ウ
＆
ぬ
え

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

ン
ス
ト
の
新

絶
の

に

つ
こ
と
が
出
来
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔

で
す

し
か
し
あ
る
意

で
何
じ

こ
り

と
言

て
し
ま
い
ま
し
た

ら
く
こ
れ
ま
で
の
一

番

い
え

め
て
お
き
ま
し

う

そ
れ
で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 
も
う
じ
き

れ
時
と
な
り
そ
う
な
時

現

分
は
理
久
兎
と
と
の
共

戦

を
行

て

い
た

 
蓮
 

 
理
 

 
マ
ミ

る
程
の

こ
れ
が
弾
幕
ご

こ
か

 
ぬ
え

ら

ら

そ
の
程
度
な
の

 
妖
怪
最
強
時
代
と
も
言

て
も
過
言
で
は
な
い
平
安
時
代
を
生
き

い
た
妖
怪
だ
け
あ

て
そ

の
実
力
は
伊
達
で
は
な
の
か

分
や
理
久
兎
が
放
つ
弾
幕
を

感
的
に

け
ら
れ
て
い
く

す
る
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と 
理
 

な

蓮

 
蓮
 

何
で
す
理
久
兎
さ
ん

 
理
久
兎
が
呼
ん
で
く
る
た
め
理
久
兎
を
見
る
と

 
理
 

が

遊
撃
を
す
る
か
ら
蓮
は

に

イ
ト
が
集

 
ま

て
い
る
所
を
利
用
し
て

あ
ら
ば

撃
し
ろ

 
蓮
 

で
も
そ
れ
だ
と
下
手
し
た
ら

の
弾
幕
に

弾
を
し

 
ま
す
よ

 
理
 

が

弾
す
る
と
思
う
か

 

手
を
上

て
笑

て
言

て
く
る

確
か
に
理
久
兎
の
動
体

力
や

感
力
は
伊
達
じ

な

い
の
は
確
か
だ

な
ら

用
し
よ
う
と
思

た

 
蓮
 

分
か
り
ま
し
た
お
願
い
し
ま
す

 
理
 

な
ら
決
ま
り
だ
な

 
そ
う
言
う
と
理
久
兎
は
手
を
マ
ミ
ゾ
ウ
達
の
方
へ
と

を
向
け
る
と

 
理
 

お
い
お
い
何
だ
よ
こ
の
弾
幕
は

こ
の
程
度
で
倒
せ
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れ
る
と
は
思

て
な
い
よ
な

 
マ
ミ

う
言
い
よ
る
の
あ
の
時
と
本
当
に

じ
じ

な

 
ぬ
え

少
し
カ

ン
と
来
た

 
す
る
と
ど
う
だ
ろ
う
か

分
へ
向
け
て
放
た
れ
る
弾
幕
の

度
は
少
し
は
薄
く
な
る
が
理
久
兎

へ
と
向
け
ら
れ
る
弾
幕
の

度
は
格

に
上
が
る

 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん

せ
て
く
だ
さ
い

 
神
楽
を
マ
ミ
ゾ
ウ
と
ぬ
え
に
向
か

て
構
え

 
蓮
 

斬
刀
 
飛
刀

 

刀
を
し
て
マ
ミ
ゾ
ウ
と
ぬ
え
へ
と

続
で
斬

波
を
放
つ

そ
れ
に
気
が
つ
い
た
の
か

人

は

感
的
に

け
る

 
マ
ミ

ち

ぬ
え
今
さ

き
の
理
久
兎
の
言
動
あ
れ
は

 
ら
く

じ

お
ん
し
は
人
間
の
小
僧
を
や
れ

 
は
理
久
兎
を
撃
つ

 
ぬ
え

了
解

 
そ
の
言

と
共
に
ぬ
え
が

方
を

て
弾
幕
を
放

て
く
る
た
め
回

を
し
な
が
ら
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蓮
 

ぬ
え
さ
ん
良
い
ん
で
す
か

マ
ミ
ゾ
ウ
さ
ん
の

 
を
し
な
く
て
も

 
ぬ
え

マ
ミ
ゾ
ウ
な
ら
大

か
な

て
そ
れ
に
君
の

マ

 

マ
と
し
た

撃
が
邪
魔
に
な
る
し

 
つ
ま
り
マ
ミ
ゾ
ウ
の

よ
り

分
を

撃
す
る
事
を
考
え
た
み
た
い
だ

だ
が

分
は
思

た

こ
れ
こ
そ
理
久
兎
が

た
最
大
の

な
の
で
は
な
い
の
か
と

理
久
兎
の
方
を
見
る
と
マ

ミ
ゾ
ウ
は
理
久
兎
し
か

中
に
な
い
の
か
理
久
兎
だ
け
を

て
弾
幕
を
撃

て
い
た

 
ぬ
え

何
を

所
見
し
て
る
の

 
蓮
 

い
え

ば
か
り
に
気
が
行

て
い
る
と

 
刀
を
構
え

分
は
ス

ル
を

え
た

 
蓮
 

色

刀
 
神
楽
一
斬

 
あ
り

た
け
の
霊
力
を
込
め
て
神
楽
を
マ
ミ
ゾ
ウ
へ
と

る
う
と

色
の

大
な
斬

波
が
現

れ
向
か

て
い
く

 
マ
ミ

ぬ

 
不
意

ち
だ

た
た
め
か
マ
ミ
ゾ
ウ
も
当
た
る

前
の
ギ
リ
ギ
リ
回

を
さ
れ
た

だ
が
こ
れ
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を
目
の
前
で
見
て
い
た
理
久
兎
は

 
理
 

お

と
や
る
じ

ん

 
と

め
て
く
れ
た
が

 
ぬ
え

を
見
ろ

 
蓮
 

何
処
の
マ

ト

ク
ス

 
こ
れ
ま
た
古
い
映

の

が
出
て
し
ま

た
な
と
思

て
い
る
と
ぬ
え
が
ス

ル
を
放

て

く
る

 
ぬ
え

ア
ン

ウ
ン
 

道
不
明
の
⻤
火

 
そ
の
言

と
共
に
無
数
と
言

て
も
過
言
で
は
な
い

い
弾
幕
が
空
を

う

し
か
も
名
前
通

り

道
不
明
な
の
か
そ
れ
と
も
数
撃
ち
は
当
た
る
戦
法
な
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
不

に

て
く
る

 
蓮
 

う
わ

と
と

 
理
 

お

い
蓮
は
大

か

 
蓮
 

そ
う
い
う
理
久
兎
さ
ん
は

 
理
 

見
て
の
通
り
さ
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理
久
兎
は
無
数
の
鳥
の
よ
う
な
弾
幕
に
追
い
か
け
ら
れ
て
は

け
る
を

り
返
し
て
い
た

だ

が

に
物
事
を
判
断
し
て
い
る
の
か
ギ
リ
ギ
リ
の
ラ
イ
ン
で
の

け
が
見
て
い
て

い
と
感
じ

た

そ
う
し
て
そ
ん
な
事
を
続
け
て
い
る
と
ス

ル
が

タ
リ
と

ま
る

 
ぬ
え

あ
あ
ん

何
で
当
た
ら
な
い
の
よ

 
蓮
 

い
や
だ

て
た
だ
予

す
れ
ば
分
か
り
ま
す
の
で

 
ス

ル
が
時
間

れ
と
な
り

し
そ
う
に
ぬ
え
は

方
を
見
て
く
る
が
仕
方
の
な
い
こ
と
だ

だ
が

 
蓮
 

な

何
だ

 

ク
リ
し
た
事
に
無
数
の
動
物
達
が

分
へ
と
向
か

て
く
る

そ
れ
ら
を
何
と
か
回

す

る
と

 
マ
ミ

ぬ
え
下
が
れ

 
ぬ
え

ご
め
ん
マ
ミ
ゾ
ウ

 

は
下
が
る
と
理
久
兎
が

分
の
隣
へ
と
並
ぶ

 
理
 

た
く
意
気
が
り
や
が

て

 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん
大

そ
う
で
す
か
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理
 

う

ん
様
子
見
し
て
た
け
ど
大
し
た
事
は
な
い
や
本

 
当
に
昔
か
ら
変
わ
ら

な
狸

 
マ
ミ

く

れ
は
せ
ぬ

に
変
え
ら
れ
た
あ
の

 

を
貴
様
に

あ
わ
せ
て
や
ろ
う

 
本
当
に
理
久
兎
は
何
を
し
た
ん
だ

ど
う
や

た
ら

に
変
え
た
と
い
う
の
だ
ろ
う

だ
が

そ
ん
な
の
は
ど
う
で
も
良
い
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
マ
ミ
ゾ
ウ
と
ぬ
え
は
新
た
な
ス

ル
を

え
て

く
る

 
マ
ミ

マ
ミ
ゾ
ウ
化
弾
幕
十
変
化

 
ぬ
え

 
ア
ン

フ

イ
ン
ト

ク

ス

 

え
ら
れ
た

間
に

り
は
暗
く
な
る

そ
し
て
そ
の
暗
闇
か
ら
怪
し
い
光
を
放
つ
無
数
の
動

物

人

と
い

た
色
々
な
弾
幕
が

分
達
へ
と
襲
い
か
か
る

だ
が
そ
れ
に
合
わ
せ
理
久
兎

は

玉
を

り
出
し
ス

ル
を

え
た

 
理
 

災
厄
 
勢
い
強
し
雨
の
一
撃

 

玉
か
ら
マ
ス
タ

ス
パ

ク
と

等
レ

ル
の

い

の
レ

ザ

が
一

状
に
発
射

さ
れ
マ
ミ
ゾ
ウ
達
の
弾
幕
を

き

滅
さ
せ
る
が
マ
ミ
ゾ
ウ
達
も
ギ
リ
ギ
リ
で

け
た
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マ
ミ

勢
い
の
あ
る

は
岩
を
も

く
と
は
言
う
が
こ
こ
ま

 
で
と
は

 
と

マ
ミ
ゾ
ウ
が
言

て
い
る
と
理
久
兎
は

分
の

を

み

 
理
 

蓮
行
け
る
か

 
蓮
 

行
け
ま
す
よ

 
そ
う
言
う
と

ま
れ
た
状

で
何
回
転
か
さ
れ
る
と
マ
ミ
ゾ
ウ
達
目

け
て
投

飛
ば
さ
れ

る

そ
し
て
す
ぐ
に
神
楽
を
構
え

刀
す
る

 
マ
ミ

 
ガ
キ
ン

 
何
と
ま
さ
か
で
マ
ミ
ゾ
ウ
は
手
に

つ
酒

で
刀
を

い
で
き
た

 
マ
ミ

小
僧
に
し
て
は
や
る
の

 
蓮
 

そ
れ
は
ど
う
も

 
ガ
キ
ン

 
力

せ
に
弾
か
れ
体

を
立
て

す
と

 
霊
夢

蓮
あ
と
も
う
少
し
よ
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蓮
 

霊
夢

 
ま
さ
か
の
霊
夢
が

ま
し
を
く
れ
る

だ
が
そ
れ
を
見
て
い
た
の
か
マ
ミ
ゾ
ウ
は

リ
と
笑

う
と

を

に

せ
て

 
マ
ミ

変
化
 
ま
ぬ
け
巫
女
の

状

 
ド
ロ
ン

 

が
上
が
る
と
ま
さ
か
の
人
物
が
立

て
い
た

 
蓮
 

嘘
え

霊
夢

 
霊
夢

え

 
そ
こ
に
は
霊
夢
が
い
た
が
下
に
い
る
霊
夢
と
目
の
前
に
い
る
霊
夢
を

に
見
比
べ
る
と

い

が
分
か
る

何

な
ら
目
の
前
の
霊
夢
に
は
マ
ミ
ゾ
ウ
の

が
つ
い
て
い
た
か
ら
だ

 
マ
ミ

か

か

か

行
く

小
僧

 
す
る
と
霊
夢
と
な

た
マ
ミ
ゾ
ウ
が
飛
び
回
り
弾
幕
を
ば
ら
ま
く
が

い
玉
は
何
と

へ
と

変
わ
り

い
玉
は

へ
と

を
変
え
た

は
分
か
ら
な
い
が
本
当
に
霊
夢
と
戦

て
い
る
み
た

い
だ

 
蓮
 

う
お
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マ
ミ

か

か

か

や
り
づ
ら
い
じ

ろ

じ

が
そ
れ

 
が

い
じ

か
ら
な

 
と

分
を
知

た
気
で
言

て
く
る

だ
が

分
は
そ
こ
ま
で
バ
カ
で
は
な
い

そ
こ
ま
で

目
は
曇

て
は
い
な
い

 
蓮
 

式

 
狗
神
の
呼

 
狗
神

出
番
だ
な

 
ス

ル
を

え
狗
神
を
放
つ

こ
れ
に
は

い
た
の
か
マ
ミ
ゾ
ウ
は
逃

な
が
ら
弾
幕
を
放

つ 
マ
ミ

こ
や
つ
は
何
じ

 
狗
神

う
化
け
狸
か

代
わ
り
に
食
ろ
う
て
や
ろ
う

 
か

 
マ
ミ

め
る
で
な
い
わ

 

人
は
追
い

け

こ
を
始
め
る

そ
の

に
刀
を
構
え
て
逃

る
マ
ミ
ゾ
ウ
へ
と

を

一
気
に
積
め
る

 
蓮
 

で
や
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マ
ミ

は

 
ガ
キ
ン

ド
ロ
ン

 
霊
夢
み
た
く
お

い
棒
で

い
だ

間
に

が
上
が
り
本
来
の
マ
ミ
ゾ
ウ
の

へ
と
戻
る

そ

し
て
お

い
棒
は
ま
さ
か
の
酒

に
変
化
し
た

そ
し
て

く
つ
ば

り
合
い
を
し
て
い
る
と

 
狗
神

ン

 
狗
神
が
大
き
な

を
開
け
マ
ミ
ゾ
ウ
の

後
か
ら

る

だ
が
マ
ミ
ゾ
ウ
も
た
だ
や
ら
れ
る

も
な
く
下
へ
と
飛
行
し

け
る

 
狗
神

ち

 
蓮
 

狗
神
は
戻

て

 
狗
神
を
戻
し

み
合

て
い
る
と

 
ぬ
え

キ

も
う
危
な
い
で
し

 
理
 

知
る
か
よ

 
ぬ
え
が
吹

飛
ば
さ
れ
マ
ミ
ゾ
ウ
の
隣
へ
と
並
び
体

を
立
て

す

 
マ
ミ

ぬ
え
よ
そ
ろ
そ
ろ
ラ
ス
ト
ス
パ

ト
じ

が
行
け
る

 
か
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ぬ
え

そ
の
ぐ
ら
い
な
ら

 
マ
ミ

よ
く
言

た

 

人
は
ま
た
ス

ル
カ

ド
を
構
え

え
た

 
マ
ミ

 
満
月
の

ン

リ
ン

 
ぬ
え

恨

 

三

頼

の

 

人
の
ス

ル
が

え
ら
れ
無
数
の
弾
幕
が

方
へ
と

る

 
理
 

こ

ち
も
最
大
火
力
で
や
る

 
蓮
 

や
れ
る
限
り
で

 
理
久
兎
と
共
に

分
も
ス

ル
を

え
た

 
蓮
 

陰
陽
 
化
か
し
合
い
の
行

 
理
 

神
秘
 
雨
の

玉

 
ス

ル
を

え
る
と
理
久
兎
は
無
数
の
レ

ザ

弾
幕
を
そ
し
て

分
は
霊
力
で
無
数
の
人

を

り
放
つ

そ
れ
ら
は
ぬ
え
の
弾
幕
を
そ
し
て
マ
ミ
ゾ
ウ
の
弾
幕
を
相
殺
し
て
い
く

 
マ
ミ

負
け
て
な
る
も
の
か

 
理
 

言

て
お
く
が
お
前
ら
の
敗
け
だ
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マ
ミ

何
ど
う
い
う

な

 
ぬ
え

何
あ
れ

 

分
や
マ
ミ
ゾ
ウ
そ
し
て
ぬ
え
は
目
の
当
た
り
に
す
る

か
上
空
の
空
に

つ
の

が
煌

め
く
こ
と
に

 
理
 

あ
ば
よ

１
０
０
分
の

七

 
龍

 
マ
ミ

ス

ル
じ

と
い
つ
の
間
に

 
ぬ
え

え
て
い
な
い

な
の
に
な
ん
で

 
理
久
兎
の
事
だ

ら
く
は

え
て
は
い
た
が
発
動
す
る
ま
で
に
時
間
が

か
る
時
限
式
の
ス

ル
を

し
て
い
て
そ
れ
が
ち

う
ど
今
発
動
し
た
の
だ
ろ
う

だ
が
そ
の
奇
襲

撃
に
マ
ミ

ゾ
ウ
や
ぬ
え
は

け
れ
な
い
だ
ろ
う

 
マ
ミ

お
の
れ
理
久
兎

 
ぬ
え

あ
わ
わ
わ
わ

 
何

な
ら
逃

る
た
め
に
ス

ル
を
中

す
れ
ば

分
や
理
久
兎
の
弾
幕
の

力
で

さ
れ

け
な
け
れ
ば

石
に

突
と
や
り
過
ぎ
レ

ル
だ

 
理
 

ぐ

ば
い
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ぬ
え

あ
あ
ん

 
マ
ミ

ぐ

 

ン

ン

 

弾
音
が
鳴
り

き
こ
の

負
は

分
達
の

利
と
な

た
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
鈴

良
い
な

人
は
出
れ
て
さ

 
怠
惰

ま

ま

こ
う
し
て
後
書
き
を

で
き
る

 
か
ら
良
い
じ

な
い
か

 
鈴

そ
う
だ
け
ど

で
も
さ

 
怠
惰

は
い
は
い
そ
う
不

れ
な
い
の
一

は
元
男

 
だ
ろ

 
鈴

も
う
女
だ
も

ん
可
愛
い
可
愛
い
ア
イ
ド
ル
に

 
な
り
ま
し
た
し
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怠
惰

て
か
何
で
そ
ん
な

に
な

た
ん
だ
ろ
う

 
鈴

う

ん
晴
明
ち

ん
が

の
墓
で

い
て
る
時
に

 
ど
う
や

た
ら
ま
た

女
を
優
し
く

ま
せ
れ
る

 
の
か

て
考
え
て
た
ら
さ
ヒ
ラ
ヒ
ラ
と
飛
ん
で
き

 
た

が
い
て
そ
れ
に

依
と
い
う
か
合
体
し
た
ら

 
後
は
お

し
の
通
り
で
す

 
怠
惰

あ
り

ま

て
こ
と
は

だ

た
の
か
な

 
鈴

分

で
も
そ
の
お
陰
で
晴
明
ち

ん
を
ま
た

 

れ
る
事
も
出
来
た
し
見
守
れ
る
し
で
ば
ん
ば
ん

 
ざ
い
だ

た
よ

 
怠
惰

る
程

所
で
話
は
変
わ
る
け
ど

さ
ん

て

 

か

た
の

 
鈴

そ
れ
は
も
う

い
よ

の

は

そ
れ
に
元
が

 
狐
だ

た
か
ら
化
か
す
の
も

き
だ

た
し

 
で
も
さ
気

ち
を
そ
う
い
う
イ
タ

ラ
と
か
で
し
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し
か

せ
な
い
不

用
と
い
う
か
そ
う
い

た
可

 
愛
い
さ
が
あ

て
も
う
メ
ロ
メ
ロ
で
続

だ

た

 
よ

室
と
か

ら
な
か

た
し

 
怠
惰

あ

あ

そ
う

て
も
時
間
か

 
鈴

そ
れ
に

 
怠
惰

あ

者
様
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
鈴

そ
れ
か
ら
さ

 
怠
惰

そ
れ
で
は
ま
た
次
回
バ
イ
バ
イ
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第
１
９
６
話
 
合
戦
終
了
後

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

今
回
言
う
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
本
編
へ

ど
う

 
弾
幕
ご

こ
が
終
わ
り

分
と
理
久
兎
は
マ
ミ
ゾ
ウ
と
ぬ
え
を
引

張
り
地
上
へ
と
戻
る

 
理
 

さ
て
と

狸
を
ま
た

に
で
も
す
る
か

 
マ
ミ

お
の
れ

 
ま
た
理
久
兎
に

に
変
え
ら
れ
る
の
は

的
な
の
か

が
少
し
だ
が

ざ
め
て
い
た

 
霊
夢

て
い
う
か
何
で

な
の
よ

 
理
 

え

え

と

確
か
紫
に

レ

ン
ト
を

 
ろ
う
と
し
て
て
そ
れ
で

で
も
と
思

て
い
た
ら

 

度
で
狸
と
戦

た
か
ら
だ

た
け

 
何
て
し

う
も
な
い
理

な
の
だ
ろ
う

だ
が
狸
に

と
聞
く
と
ぶ
ん

く

と
い
う
物
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語
の

名
を
思
い
出
し
て
し
ま
う

 
蓮
 

え

と
理
久
兎
さ
ん
逃
が
し
て
あ

ま
し

う
よ

 
理
 

ま

別
に
良
い
よ

そ
ん
な
昔
み
た
い
に
血
で
血
を

 

う
時
代
で
も
も
う
無
い
し

今
は
ク
リ

ン
な

 
時
代
な
ん
だ
し

そ
れ
に

か
ら
逃
が
す
き
だ
し

 

最
後
は
良
い
で
す
が
そ
の
前
な
ソ
フ
ト
に
言

て
い

 
ま
す
が
物
騒
で
す
よ

 
だ
が
こ
れ
で
マ
ミ
ゾ
ウ
が

に
な
る
こ
と
は
な
さ
そ
う
だ

 
マ
ミ

ま
さ
か
人
間
の
小
僧
に

け
船
を
出
さ
れ
る
と
は
の

 
時
代
は

り
変
わ
る
も
の
じ

な

 
蓮
 

ま

妖
怪
も
人
間
も

本
的
に
は
平
等
に

し
て
い

 
る
ん
で
す
よ

は

 
霊
夢

ち

と

蓮
そ
れ
だ
と
神
社
の

判
悪
く
な
る
で

 
し

う

 
霊
夢
は
そ
う
言
う
が
も
う

判
に
関
し
て
は
手
遅
れ
な
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い

し
か
も
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理
久
兎
は
こ
れ
を
聞
い
て
笑
い
を

え
て
い
る
し
ま
つ
だ

 
神
子

そ
ん
な
に

い
ん
で
す
か

 
理
 

ん

あ

前
に
紫

ま

の
愛

子
か
ら
聞
い

 
た
ん
だ
け
ど
さ
ど
う
に
も
商
売
だ

た
り
人
集
め
が

 
下
手
だ

た
り
で
参

客
も
中
々
来
な
い
み
た
い
だ

 
な

そ
の
せ
い
か
妖
怪
神
社
ボ
ロ
神
社
な
ん
て
さ
さ

 
や
か
れ
る
ぐ
ら
い
だ
と
か

 
霊
夢

ち

と
聞
こ
え
て
る
わ
よ

そ
れ
と
紫
の
奴
ま
た

 

な
事
を

し
た
わ

 
ど
う
や
ら

に
理
久
兎
も
知
れ

て
い
る
み
た
い
だ

 

く
く

 
妖
夢

さ
ん

 

い
え
面
白
く
て
つ
い

 
霧
雨

お
い
お
い
命
知
ら
ず
だ
な

 

ま
で
も
が
笑
い
始
め
た

霊
夢
も

が
少
し
真

に
な

て

ル

ル
と

え
て
い
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た 
理
 

あ

で
も
山
に
出
来
た
神
社
も
立
地
が
博
麗
神
社
に

 
比
べ
て
最
悪
な
せ
い
な
の
か
参

客
の
さ

も
な

 
い
ぐ
ら
い
に
来
な
い
み
た
い
だ
け
ど

だ
か
ら
さ

 

は
思
う
ん
だ
幻
想
郷
の
巫
女
達

て
あ
る
意

で

 
強
い
不

ち

な
ん
だ
な

て

 

理
久
兎
さ
ん

 
霊
夢

な
お
世
話
よ

 
霊
夢
も
真

だ
が

も
い
ま
の
一
言
で
興

し
た
の
か

が
真

に
な

て
怒

て
い

た 
理
 

ア
ハ
ハ
ハ

 
蓮
 

は

理
久
兎
さ
ん
あ
ま
り
霊
夢
達
を
か
ら
か
わ

 
な
い
で
下
さ
い

 
理
 

い
や

悪
い
悪
い

 

中
で
話
が
脱

し
て
い
る
と
気

き
と
り
あ
え
ず

を
戻
す
こ
と
に
し
よ
う
と
思
う



 第１９６話 合戦終了後

 
蓮
 

そ
れ
で
え

と
マ
ミ
ゾ
ウ
さ
ん
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る

 
の
で
す
か

 
マ
ミ

そ
う
じ

の

外
界
に
戻

て
も
良
い
と
は
思

 
う
が
今
の
世
は
住
み
に
く
い
し
の

 

 

む
そ
う
で
す
か

な
ら

く

達
の
寺
で
居

し

 
ま
す
か

 
マ
ミ

そ
ん
な
都
合
よ
く

め
て
く
れ
る
所
な
ど
あ
る
の

 

待
て
お
前
さ
ん

じ

 
マ
ミ
ゾ
ウ
の
言

で

分
達
は

の
し
た

を
見
る
と
そ
こ
に
は
紫
色
の
グ
ラ

シ

ン

カ
ラ

を
し
た

を

つ
聖
と
お

に
一

と
雲
山
が
い
た

 
霧
雨

よ

 
蓮
 

こ
ん
に
ち
は
聖
さ
ん
一

さ
ん
雲
山
さ
ん

 
と
り
あ
え
ず

を
下

会

し
て

を
す
る
と
聖
達
は

と

笑
み
な
が
ら
会

で

返
し
て
く
れ
る

そ
し
て
マ
ミ
ゾ
ウ
を
見
る
と

 
聖
 

ど
う
で
す

は
構
い
ま
せ
ん
が
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マ
ミ

お
前
さ
ん
人
間
か
い

ど
う
し
て
ま
た
妖
怪

 
の

を

 
聖
 

い
い
え
も
う
人
間
は

め
て
ま
す
そ
れ
に

か
ら

 
し
て
見
れ
ば
神
も
妖
怪
も
人
間
も

も

じ
で

 
す
の
で

 
そ
れ
を
聞
い
た
マ
ミ
ゾ
ウ
は
少
し
目
を
見
開
く
と

 
マ
ミ

く
く
ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
そ
う
か

面
白
い
奴
じ

な

 
な
ら
頼
も
う
か
の

 
聖
 

え

し
ま
す
よ

 
マ
ミ
ゾ
ウ
は
聖
の
元
で
お
世
話
に
な
る
み
た
い
で

分
も
少
し

と
し
た

す
る
と
理
久
兎

が
笑

で

 
理
 

あ

そ
う
そ
う
聖
さ
ん
実
は
紹
介
し
た
い
人
達
が

 
い
る
ん
だ
け
ど

 
ど
う
や
ら
神
子
達
を
紹
介
す
る
よ
う
だ

何
か
無
け
れ
ば
良
い
の
だ
が
と
思

て
た
見
て
い
る

と
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聖
 

で
す

こ
の
感
じ

ま
さ
か
地
下
に
封
印
し
て

 
い
た

 

え

お
陰
様
で
復
活
さ
せ
る
の
に

し
た
わ

 
物

す
ま
ぬ
が
理
久
兎
や
は
り

教
徒
は

か
ん

 
蘇

下

だ

 
神
子

 
道
教
勢
の
い
き
な
り
発
言
で
空
気
が
一
気
に

く
な

た

 
一

何
で
す
喧
嘩
で
も
売

て
い
る
ん
で
す
か

 
物

無

じ

が

 
蘇

何
な
ら

や
し
て
や
ろ
う
か

 
雲
山
 

 
聖
 

ご
心

な
く

え
な
い
よ
う
に

火

性
は
バ

 

リ
で
す
の
で

 

教
勢
も
道
教
勢
を

み

け
る

雲
山
に
限

て
は

を

り
上

て
い
た

 
霊
夢

こ
れ

バ
く
な
い



 第十六章 飛鳥の王の復活

 
蓮
 

明
ら
か
に

な
予
感
が
す
る
わ

 
霧
雨

落
ち
着
け

て
お
前
ら

 
妖
夢

え

え

と

 

ど

ど
う
す
る
ん
で
す
か

 
と

ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か
と
思

て
い
た
そ
の
時
だ

た

 
理
 

お
前
達
い
い

に
し
ろ
よ

 
全
員

 
理
久
兎
の
一
言
で
い
が
み
合

て
い
た
聖
達
と
神
子
達
の
喧
嘩
は

ま
る

 
理
 

今
回
は

の

は
た
て
て
も
ら
う
よ

そ
れ
で
も

 
血
の
気
が
あ

て
戦
い

り
な
い
な
ら

が
相
手

 
に
な
る
よ

 
そ
れ
を
聞
く
と

者
の
リ

で
あ
る
聖
と
神
子
は
お

い
を
に
ら
み
合
い
な
が
ら

 
神
子

理
久
兎
さ
ん
が
そ
こ
ま
で
言
う
の
な
ら
今
回
は

 

か
に
し
ま
し

う

 
聖
 

じ
く
そ
う
し
ま
す
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理
 

な
ら
良
し

ら

手
で
も
し
な
よ

 
神
子
と
聖
は
お

い
に
手
を

出
し

手
を
少
し
し
て

す

 
理
 

さ
て
と
所
で
折

だ
か
ら
異
変
解
決
の
宴
会
を
開

 
か
な
い

 
霊
夢

け

結
局
そ

ち
に
行
く
の

ま

良
い
け
ど

 
蓮
 

ア
ハ
ハ
ハ

 
こ
う
し
て
神
霊
達
に
よ
る
騒
ぎ
の
異
変
は
幕
を
閉
じ
何
時
も
の
よ
う
に
宴
会
の
準
備
に

て

い
く
事
と
な

た
の
だ

た

 
怠
惰

そ
れ
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
鈴

そ
れ
と
前
回
は

さ
ん
の

慢
話
ば
か
り
し
ち

 

て
め
ん
ご

 
怠
惰

で
も
な

会

て
み
た
い
な

の

さ
ん
に

 
鈴

え
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怠
惰

い
や
さ
ど
ん
な
感
じ
か
な

て

人

 
鈴

そ
れ
は
も
う

な
ん
か
じ

体
な
い
よ

 
怠
惰

で
も
本
当
に
鈴

の
何
処
に

れ
た
ん
だ
ろ
う

 

れ
る

分

て
あ
る
か
な

 
鈴

し

失

だ
な

あ
る
よ

え

と
優
し
い
所

 
と
か

 
怠
惰

分
で
言
う
か
普
通

白
々
し
い
な

 
鈴

む

後
は
明
る
い
と
こ
ろ
と
か

 
怠
惰

逆
に
銀

の

本

み
た
い
に
た
だ

が

カ

 
イ
だ
け
じ

な
く
て

 
鈴

ち

と

マ
イ

ス
に
考
え
る
の

め
て
く
れ

 
な
い
か
な

 
怠
惰

う

ん
も
う
本
人
に
聞
い
て
こ
よ
う
か
な

 
鈴

え

 
怠
惰

い
や

知
り
合
い
の
子
が
名
の
知
れ
た
神
様
や

て



 第１９６話 合戦終了後

 
い
る
か
ら

分

で
会
え
そ
う
な
ん
だ
よ

会
い

 
に
言

て
み
よ
う
か
な

て

 
鈴

怠
惰

の
や

て
き
た
行
い
は

出
来

 
る
な
ら
言
わ
な
い
で
欲
し
い
か
な

な

ん
て

 
怠
惰

良
し
言
お
う

 
鈴

ち

と

 
怠
惰

お

と
も
う
時
間
だ

そ
れ
で
は

者
様
今
回
は
こ

 
こ
ま
で

 
鈴

言
わ
な
い
で

さ

く
り
殺
ら
れ
る
か
ら

 
怠
惰

で
は

者
様
ま
た
次
回

バ
イ
バ
イ

 
鈴

い
や



 第十七章 狂神降臨

 
第
十
七
章
 
狂
神
降
臨

 
第
１
９
７
話
 
よ
う
や
く
宴
会
場

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

何
と
か
出
さ
れ
た

を

覇
し
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

だ
け
ど

ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
も
出
さ
れ
る
ん
だ
ろ
う
な

と
こ
ん
な

に
な
る
話
は

い
て
お
い
て

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
理
久
兎
そ
し
て

が
神
子
達
を
復
活
さ
せ
る
た
め
に
起
こ
し
た
異
変
か
ら
数
日
の
こ
と

博

麗
神
社
で
は
何
時
も
の
よ
う
に
宴
会
と
な

て
い
た

そ
れ
に
今
回
は

 
聖
 

様
食
べ
る
も
の
に
は
お
気
を
つ
け
を

 

丸

え

え

 

し
く
聖
達
の
命
蓮
寺
の
住
人
が
来
て
い
た

そ
れ
だ
け
で
は
な
く

 
布
都

子
よ

こ
の

焼
き
中
々
じ



 第１９７話 ようやく宴会場

 
蘇

少
し
は

か
に
食
え

 
神
子

う
ん

確
か
に

し
い
で
す

 
神
子
達
道
教
勢
も
宴
会
に
参

し
て
く
れ
た

前
々
回
の
異
変
解
決
宴
会
は
聖
達
の
新
参
者

達
が
欠

し
た
た
め
開
け
な
か

た
が
こ
う
し
て
開
け
た
た
め
良
か

た
と
思
え
た

そ
し
て

分
の

り
で
は

 

れ
ば

わ
だ
じ
の
お
ざ
け
で
し

 
霧
雨

お
い
お
い

い

て

ら
何
で
も
よ

 
妖
夢

い
の
に
良
く

も
う
と
し
ま
す
よ

 
蓮
 

ア
ハ
ハ

 
ま
だ
開
始
し
て
一
時
間

ら
ず
で

は

ロ
ン

ロ
ン
に

て
い
た

そ
の
原
因
と

な

た
の
は

 
狗
神

ク

ク

ク

ク

は

 
鈴

ク

あ
り

り

ち

ん

て

 
ば

れ
る
の

い
な

 

に
狗
神
や
鈴

に

ば
強

で

ま
さ
れ
続
け
た
た
め
だ



 第十七章 狂神降臨

 
霊
夢

全
く
酒
は

ん
で
も

ま
れ
る
な
と
か
言

て
た

 
バ
カ
は

な
ん
だ
か

 
蓮
 

折

だ
し

も

も
う
か
な

 
酒
を

も
う
か
な
と
思
い
そ
う

く
と
霊
夢
は
お
ろ
か

の
目
が
一

で
代
わ
り

 
全
員

お
前
は

む
な

 
蓮
 

え

 

ど
全
員
か
ら
そ
う
言
わ
れ
て
し
ま
う

昔
は
あ
れ
だ
け
狗
神
や
霊
夢
も

め

め
と

し

て
き
た

な
の
に
だ

そ
れ
だ
け

分
が

う
と
手
が
つ
け
ら
れ
な
い
の
だ
ろ
う
か

 
霊
夢

良
い
蓮

絶
対
に

ま
な
い
で
よ

 
霧
雨

あ

む
な
よ

絶
対
に

む
な
よ

 
蓮
 

そ
れ

て
フ
リ
で
言

て
る
の

 
全
員

そ
ん
な

あ
る
か

 
昔
か
ら
の
思
う
が

た

分
は
ど
ん
な
感
じ
な
の
だ
ろ
う
か

が

え
て
い
る
こ
と

か
ら
相
当

ろ
し
い
こ
と
に
な

て
い
る
の
だ
ろ
う
か

 
蓮
 

で

慢
す
る
よ



 第１９７話 ようやく宴会場

 
霊
夢

え

そ
う
し
て
頂

 

蓮
ざ

ん
お

な
ら
こ
こ
に
あ
り
ま

す

 
蓮
 

あ

ど
う
も

 

か
ら

た

を
一

み
す
ぐ
に
気
づ
い
た

こ
れ
は

で
は
な
い
と

 
霊
夢

ど
う
し
た
の
蓮

蓮

ま
さ
か

 
す
ぐ
に
霊
夢
は

分
の
手
に

つ

を

り
一

む
と

 
霊
夢

こ
れ
酒

 

え
へ
へ

 
霧
雨

お
い
嘘
だ
ろ
お
前
は

な
事
を

 
妖
夢

ま

不

い
で
す
よ

 
何

か

外
の

は

分
を
見
る
と
す
ぐ
に

を

て
い
く

分
は
立
ち
上
が
り

近
く
に

い
て
あ
る
神
楽
を

ち

 
蓮
 

よ

し
一
番
蓮

今
か
ら
１
０
０
人
斬
り
し
ま

 

す

つ
い
で
に
刀
を
１
０
０
本

り
ま

す

 

わ

い
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霊
夢

こ
の
バ
カ
共
は

 
神
楽
を
引
き

き
お

つ
か
な
い

で

の
元
へ
と
行
く
が

は
後
ろ
へ
と
ま
た
は

へ
と
逃

る

何
が

い
と
言
う
の
だ

た
か
が
１
０
０
人
斬
り
ぐ
ら
い
で

 
蓮
 

夢

 
夢
炎
の

 
神
楽
に
霊
力
を
ま
と
わ
せ
一
歩
一
歩
と
近
づ
く
と
目
の
前
に
神
子
が

て

て
き
た

 
神
子

な
ら

が
相
手
に
な
り
ま
し

う
一

は

術
も

 
少
は
心
得
て
い
る
の
で

 
そ
う
言
い
神
子
は
刀
を

刀
す
る
が
気
づ
く

刀

が
無
い
こ
と
に

 
神
子

の
刀
の
刀

が

で
す
か
こ
ん
な
事
を

 
し
た
の
を
は

 
蘇

そ
う
い
え
ば
理
久
兎
の
奴
が
戦

た

で
す
か
ら

 
ら
く
壊
し
た
の
は

 
霊
夢

ま
た

奴
の
仕
業
か

 
と

ん
で
い
る
が
相
手
に
な
ら
な
い
の
な
ら
相
手
を
す
る
ま
で
も
な
い

ゆ

く
り
ゆ

く

り
と
歩
き
近
づ
い
て
い
く



 第１９７話 ようやく宴会場

 
聖
 

仕
方
あ
り
ま
せ
ん
こ
こ
は

が

 
聖
が
出
よ
う
と
し
た
そ
の

間
だ

た

 
ド
ン

 

分
と
霊
夢
達
と
の
間
に

て

る
か
の
よ
う
に
何
か
が
空
か
ら
落
ち
て

を
あ

た

何
だ
と
思

て
い
る
と

 
耶
狛

つ
い
た

 

狛

も
う
始
ま

て
ま
す

 
黒
 

だ
な

 
お

理
久
兎
様
大

で
す
か
い

 
理
 

う
ん

大

そ
れ
よ
り
も
さ
と
り
に
ボ

ら
れ

 
た

の
方
が
痛
い
か
な

 
さ
と

業

得
で
す
よ
理
久
兎
さ
ん

 
何
と
理
久
兎
達
一
行
が
出
て
き
た
の
だ

こ
れ
な
ら
ば
相
手
に
と

て
不

は
な
い
だ
ろ
う
と

思

た

 
蓮
 

理
久
兎
さ

ん
刀

り
さ
せ
て
く
だ
さ
い
よ
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狛

え

 
耶
狛

ま

マ
ス
タ

蓮
君
が
可
笑
し
い
よ

 
さ
と

に
ご

で
す

 
耶
狛
は
何
を
言

て
い
る
の
だ
何
処
が
可
笑
し
い
と
言
う
の
だ
ろ
う
か

 
黒
 

お
前
ら
何
が
あ

た
ん
だ

 
霊
夢

て
る
の
よ

 
理
 

あ

通
り
で

も
ご

な
の
か

 
理
久
兎
は

分
の
前
に
立
つ
と
手
を
動
か
し
か
か

て
こ
い
と
ジ

ス

し
て
く
る

そ

れ
を
見
た

分
は

リ
と
笑

て
理
久
兎
へ
と
斬
り
か
か
る

 
神
子

理
久
兎
さ
ん

 
理
久
兎
の

へ
と
刀

が
当
た
ろ
う
と
す
る
そ
の

間

 
理
 

仙
術
四
式

 
ガ
シ

 
何
と
あ
り
え
な
い
事
に
神
楽
の
刀

を

て

撃
を

い
だ
の
だ

そ
れ
だ
け
で
な
く

か

ら
血
の
一

も
流
れ
て
は
い
な
い



 第１９７話 ようやく宴会場

 
理
 

そ
ん
な
な
ま
く
ら
な

じ

は

れ

よ

 
ド

ン

 
蓮
 

ぐ
ぶ

 

に

撃
が
走
り

が

れ
る

見
て
み
る
と

化
さ
れ
た
理
久
兎
の

が

に
命
中
し
て
い

た

あ
ま
り
の
事
で

を

さ
え
て
倒
れ
る

 
霊
夢

ち

と
蓮

大

 
蓮
 

う

が

て
あ
れ

は
何
を
し
て
た
の

 
さ

き
ま
で

楽
な
気
分
だ

た
の
に
急
に

め
て
し
ま

た

そ
れ
よ
り
も
お

が
痛
い
し

何

に
理
久
兎
が

分
の
前
に
い
て

が
後
ろ
に
下
が

て
い
る
の
だ
ろ
う

 
霊
夢

い
一
発
で

い
が
覚
め
た

 
理
 

大

か
蓮

 
蓮
 

え

え

 
手
を

り
て
立
ち
上
が
る
と
霊
夢
が
近
づ
い
て
く
る

 
霊
夢

全
く
あ
ん
た
は

 
蓮
 

え

と
何
が
ど
う
し
た
の
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霊
夢

や

り
覚
え
て
な
い

も
う
良
い
わ
よ

 
霧
雨

ま

何
だ

酒
に
は
気
を

け
ろ
よ

あ

 
な
る
か
ら
よ

 
魔
理
沙
が

す
方
を
見
る
と
そ
こ
に
は
泥

し
き

て

て
い
る

が
い
た

し
か
も

酒

を

き

に
し
て
い
た

 
蓮
 

う
ん

そ
れ
よ
り
も
理
久
兎
さ
ん
そ
の

の

 
だ
と
か
ど
う
し
た
ん
で
す
か

 
理
 

ん

ま

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

く
宴
会
し
ま
し

う

 
理
 

蓮
に
行

て
お
く
こ
の
世
で
一
番

い
の
は

 
女
そ
れ
も

人
か
も
し
れ
な
い
な

 
そ
う
言
い
さ
と
り
な
元
へ
と
向
か

て
い

た

ら
く
や

た
事
が
さ
と
り

り
に
バ
レ
た

の
か
ボ

ら
れ
た
の
だ
ろ
う

 
蓮
 

気
を

り

し
て
宴
会
の
続
き
し
よ
う
か

 
霊
夢

そ
う



 第１９７話 ようやく宴会場

 
そ
う
し
て

分
達
は
ハ

ン
グ

で

ま

た
宴
会
を
再
会
し
夜
を
楽
し
み
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
晴
明

そ
し
て

さ
ん
は
現

宴
会
に
参

し
て
い
る

 
た
め
代
理
で
登
場
し
ま
す

 
怠
惰

晴
明
さ
晴
明
の
お

さ
ん
に
つ
い
て
の
記
憶

 

て
あ
る

 
晴
明

え

え

と
少
し
は
あ
り
ま
す
け
ど

は
す
ぐ

 
に

張
り
の

へ
と

え
て
い

て
し
ま

た
の

 
で
本
当
に

少

の
頃
し
か

れ
て
は
い
ま
せ
ん

 

気
に
な
る
ん
で
す
か

 
怠
惰

う
ん
知
り
合
い
に
頼
ん
で
会
い
に
行
こ
う
か
な

 
て
思

て
て
さ

人
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晴
明

ま

ま

う
ろ
覚
え
で
す
が

立
ち
は
整

て
は

 
い
ま
す
よ

分
そ
れ
か
ら

が
強
く
て
真

ぐ

 
で
気
高
い
女
性

て
感
じ
で
す
か

結
構
無

 
だ

た
の
で

て
る
所
を
あ
ま
り

待

て

 

て
た
よ

 
怠
惰

い
や

に
聞
か
れ
て
も

る
よ

ま

会
え

 
ば
分
か
る
か
そ
れ
と
次
回
か
ら
あ

ち
を
ま
た
投

 
稿
す
る
の
で
お
願
い
し
ま
す
そ
れ
で
は
今
回
は
こ

 
こ
ま
で

 
晴
明

え

と
ま
た
投
稿
し
た

に
は
お
願
い
し
ま
す

 
怠
惰

で
は

者
様

 
晴
明

さ
よ
う
な
ら



 第１９８話 仲良し三妖精

 
第
１
９
８
話
 
仲
良
し
三
妖
精

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

知
覚
過

な
の
か

が

む
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

リ
リ
と
す

る
痛
み
は
本
当
に
勘

し
て
欲
し
い
で
す

そ
れ
で
は
こ
ん
な
話
も
あ
れ
で
す
の
で
本
編
へ
ど

う 
と
あ
る
日
の

下
が
り

寺
子
屋
の
仕
事
を
終
え
た

分
は
何
時
も
の
よ
う
に
博
麗
神
社
へ
と

帰
還
し
て
い
た

 
蓮
 

 
ま
た

く
見
ぬ
間
に

音
の
授
業
が
可
笑
し
く
な

て
お
り
今
度
は
何
を
考
え
た
の
か
フ

ル

マ

の
最
終
定
理
に
つ
い
て
の
授
業
を
し
よ
う
と
し
て
い
た
た
め

め
た
り
と
今
日
は

し
か

た 
蓮
 

て
か

音
先
生
ど
こ
か
ら
知

て
く
る
の
か
な

 
そ
こ
ま
で
来
る
と
大

の
理
数

い
や
そ
の
中
で
も
特
の
数

き
じ

な
い
と
も
う
無
理
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だ

と
い
う
か
フ

ル
マ

の
最
終
定
理

て
あ
ま
り
の

し
さ
に

ま
で
で
て
い
た

だ
が

と
い
う
か
そ
れ
を
ま
だ
平

年

に
教
え
る
か
普
通

 
蓮
 

や
れ
や
れ

 
そ
ん
な
こ
ん
な
な
事
を
考
え

く
を

り
返
し
博
麗
神
社
へ
と

り
着
き

屋
ま
で
歩
く
と
縁

で
霊
夢
が

を
組
ん
で
何
か
悩
み
事
を
し
て
い
た

 
蓮
 

た
だ
い
ま
霊
夢

 
霊
夢

ん

あ
ら
蓮
じ

な
い
お
か
え
り
な
さ
い

そ
れ
よ

 
り
も
ど
う
し
た
の

そ
ん
な
に

れ

て
て

 
蓮
 

あ

う
ん
ち

と

そ
れ
よ
り
も
霊
夢
こ
そ

 
ど
う
し
た
の

そ
ん
な
悩
ん
だ

を
し
て
て

 
霊
夢

え

聞
い
て
く
れ
る
か
し
ら

 
蓮
 

ん

 
霊
夢
の
隣
へ
と
座
り
霊
夢
の

を
見
る
と
霊
夢
は

を
開
け
て

 
霊
夢

さ

き
ま
で
こ
こ
の
お

に
は
お

け
の

子
が

 
あ

た
の
よ
だ
け
ど
少
し
目
を

し
て
お

を

り
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に
行

て
る
間
に

え
た
の
よ
し
か
も
お

ご
と

 
ど
う
思
う
か
し
ら

 
蓮
 

 
ど
う
思
う
と
聞
か
れ
て
も

て
し
ま
う

だ
が
こ
れ
は
少
な
く
て
も
動
物
の
仕
業
で
は
な
い

だ
ろ
う

動
物
だ

た
ら

子
は

ら
れ
た
と
し
て
も

ま
で
は

て
は
い
か
な
い

だ

つ

ま
り

ご
と
と
い
う
の
は
手
を
使

て

ご
と

ち
去

た
と
い
う
の
が
正
し
い
だ
ろ
う

そ
の

た
め
こ
れ
は
少
な
く
て
も
二

歩
行
が
出
来
る
者
の
仕
業
な
の
は
明
白
だ

を
開
け
て

 
蓮
 

う

ん
人
間
も
し
く
は
妖
怪
な
の
は
間

い
な
い
よ

 

こ
れ
は
し
か
も
二

歩
行
が
出
来
る
者
だ
か
ら
人

 
間
な
ら
家
な
し
妖
怪
な
ら
分
か
ら
な

 
先
の
林
を
見
て
思

た

だ

て
そ
こ
に

子
が

ツ
ン
と
落
ち
て
い
た
の
だ
か
ら

 
蓮
 

霊
夢
あ
れ

 
霊
夢

え

と
ん
だ
バ
カ

て
ば

 
そ
う
言
う
と
霊
夢
は
立
ち
上
が
り

と
針
が
あ
る
か
を
確
認
す
る
と

 
霊
夢

行
く
わ
よ
蓮
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蓮
 

え

ま

良
い
か

 

分
も
縁

か
ら
立
ち
上
が
り
神
楽
を
構
え
る

 
霊
夢

さ
て
妖
怪
な
ら
退
治

人
間
な
ら

を

え
て
や

 
る
わ

 
蓮
 

は

ま
た

め
る
の
か

 
今
日
こ
れ
で

め
る
の
は

回
目
い
や
霊
夢
の
事
だ
か
ら
下
手
し
た
ら

回
目
で
は
終
わ
ら

な
い
か
も
し
れ
な
い

そ
ん
な
事
を
考
え
て
る
間
に
も
霊
夢
は
ど
ん
ど
ん
林
へ
と
行
く
た
め

分

も

い
て
い
く
の
だ

た

陰
で
薄
暗
い
道
を
歩
き

く
歩
い
て
い
る
と

 
霊
夢

ま
た

子

 
蓮
 

あ

ち
に
も

 
し
か
し
歩
い
て
ま
た
よ
う
や
く
手

か
り
は

め
た
が
こ
れ
で
は
良
知
が
明
か
な
い
だ
ろ
う

こ
れ
だ
け
は
怒
ら
れ
る
た
め
使
い
た
く
は
な
か

た
が
式
神

狗
神

を
構
え
て

 
蓮
 

狗
神

 
式
神

を
投

る
と

と
共
に
狗
神
人

が
出
て
く
る

 
狗
神

呼
ん
だ
か
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霊
夢

狗
神
を
呼
ん
で
ど
う
す

あ

る
程

そ
の

 
手
が
あ

た
わ

 
狗
神

ん

何
だ
よ

 
と
り
あ
え
ず

た

子
を
狗
神
の
前
に
出
し
て

 
蓮
 

狗
神

怒
ら
れ
覚

で
言
う
よ
こ
れ
を

ん
だ
奴

 
の

い
を

て
欲
し
い
ん
だ

 
狗
神

あ

ん

て
め

を

い
し
て
る
だ
ろ

 
霊
夢

て
か
あ
ん
た

じ

な
い

 
狗
神

が

だ

言

て
お
く
が
こ
れ
で
も
妖
怪
な
ん
だ

 
よ
そ
こ
は
知

と
け
小
娘

 
霊
夢

あ

そ
う
な
ら
良
い
わ
よ
そ
の
代
わ
り
あ
ん
た
が

 
き
な
異
性
を
大

す
る
わ
よ

 
そ
れ
を
聞
い
た

間
の
狗
神
の

色
は
サ

と

く
な

て
い
く

そ
し
て

し
そ
う
に

 
狗
神

く

覚
え
て
お
け
よ

娘
が

 
人
の

か
ら

の

へ
と
変
わ
り
狗
神
は

い
を

ぐ
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狗
神

こ

ち
だ

 
そ
う
し
て
狗
神
の

覚
を
頼
り
に
す
る
こ
と
数
分
後

分
達
は
大
き
な

の
前
に
出
て
き
た

 
狗
神

こ
の

か
ら

い
が
す
る
そ
れ
も

き
の

物
が

 
な

 
霊
夢

ん

て
こ
と
は
妖
怪

な
ら
壊
し
ち

 
て
良
い
わ
よ

 
狗
神

そ
う
か
な
ら
引
き
ず
り
出
し
た
ら
今
日
の

と
し

 
よ
う
か

 
も
う
壊
す
気
満
々
だ

し
か
も

て
ま
さ
か
食
う
気
な
の
か

で
も
悪
霊
や
ら
食
し
て
い

る
た
め
あ
る
意

で
悪
食
か
も
し
れ
な
い

そ
し
て
狗
神
が
タ

ク
ル
し
よ
う
と
し
た
そ
の
時

だ

た

 

 

タ
ン
マ

ち

と
タ
ン
マ

 

 

あ

待

て

 

 

出
る
か
ら
今
出
る
か
ら

 

人
程
の

が
聞
こ
え
る
と

の

か
ら

人
の
少
女
い
や
妖
精
が

て
て
飛
び
出
て
き
た
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か
と
思
う
と

 

 

壊
さ
な
い
で

 

 

新
し
い
家
な
の

 

 

お

子
の
件
は

る
か
ら

 

人
は
タ

ク
ル
し
そ
う
な
狗
神
の
体
へ
と

ま
り

を
し
だ
し
た

 
狗
神

何
だ
こ
い
つ
ら

 
蓮
 

霊
夢
ど
う
す
る

 
霊
夢

良
い
わ
よ
話
ぐ
ら
い
聞
く
わ
よ
だ
か
ら
そ
ん
な
目
で

 
見
な
い
で
頂

 
ど
う
や
ら
話
は
聞
く
み
た
い
だ

そ
れ
を
聞
い
た
の
か
狗
神
も

く
と

を
出
し
人

に
な

る

だ
が
目
の
前
の

妖
精
は
狗
神
の

や
ら
を

み
に
し
て
い
た

 
蓮
 

お

お

 
狗
神

お
い

せ
お
前
ら

 
狗
神
の
一
言
で

人
は

れ
目
を

て
い
た

 

 

お
お
女



 第十七章 狂神降臨

 

 

達
て

き
り

 

 

か
と

 
狗
神

あ
ん

 
そ
れ
は
狗
神
の
前
で
は
絶
対
に
言

て
は
い
け
な
い
禁

だ

妖
精

人
は
少
し
だ
が

え

て
い
た

 
蓮
 

ま

ま

そ
れ
と
こ
ん
に
ち
は

は

の

蓮

 

て
言

て
こ

ち
は
狗
神
で
隣
に
い
る
の
が
霊
夢

 
だ
よ

君
達
の
名
前
は

 
ま
ず
は
名

る

名

ら
な
い
で
先
に
話
を
進
め
れ
ば
更
に

さ
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
と

思

た
か
ら
だ

三
妖
精
は
お

い
に

を
合
わ
せ
る
と

分
を
見
て

 

 

は
サ

サ

ミ
ル
ク

て
言

て
こ

ち

 
の

い
子
が

 

 

ス
タ

サ
フ

イ
ア
よ

そ
れ
で
こ

ち
の
白
い
子

 
が

 

 

ル

イ
ル
ド
よ
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話
を
整
理
す
る
と

と
白
の

を
着
た
活
発
そ
う
な
子
が
サ

ミ
ル
ク

と
白
の

を
着

た
少
し
お

と
り

な
子
が
ス
タ

サ
フ

イ
ア
そ
し
て
黒
と
白
の

を
着
た
ま
じ
め
そ
う
な
子

が
ル

イ
ル
ド
み
た
い
だ

 
蓮
 

う
ん

教
え
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

そ
れ
で
聞
き

 
い
ん
だ
け
ど
何
で

子
を

 
サ

え

え

と

し
そ
う
だ

た
か
ら

 
ス
タ

そ
れ
で

で
分
け
あ

て
食
べ
た
よ

 
ル

し
か

た
よ

 
や
は
り
も
う

子
は

し
く
い
た
だ
か
れ
た
み
た
い
で
も
う
無
か

た
み
た
い
だ

 
霊
夢

あ

そ
う

り
飛
ば
そ
う
か
し
ら

 
蓮
 

ま

ま

 
狗
神

て
め

ら

い
し
た
こ
と
覚
え
て
お
け
よ

 

人

ひ

 
や
は
り
女
は

い

と
り
あ
え
ず
何
と
か
こ
の
場
を

め

ば
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蓮
 

人
は
も
う
反
省
し
た
ん
だ
よ

 
サ

う

う
ん

 
ル

い
し
て
ご
め
ん
な
さ
い

 
ス
タ

そ
れ
と
お

子
も

 

人
は

を
下

る
と
狗
神
は
や
れ
や
れ
と

を

き
霊
夢
は
仕
方
な
い
と
い

た

を
し

た

ど
う
や
ら
何
と
か
は
な
り
そ
う
だ

 
蓮
 

そ
れ
よ
り
も
新
し
い
家

て
言

た
け
ど
住
ん
で

 
い
る
の

 
サ

う
ん
引

越
し
し
た
ん
だ

こ
こ
立
地
良
い
し

 
ス
タ

人
で
住
む
と
な
る
と
良
い
大

を
探
さ
な
い
と
い

 
け
な
い
で
す
し

 
ル

だ
か
ら
こ
こ
が

度
良
か

た
の
よ

 
ど
う
や
ら
こ
こ
に

く
住
む
気
は
満
々
み
た
い
だ

 
蓮
 

霊
夢
さ
そ
の

 
霊
夢

は

良
い
わ
よ
別
に

た
だ
ま
た
食
べ
物
と
か
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ん
だ
り
し
た
ら

知
し
な
い
か
ら

 
狗
神

そ
れ
と
次
か
ら
間

え
る
な
よ

間

え
た
ら
そ
の

 
時
は
て
め

ら
食
い
殺
し
て

ま
で
し

ぶ
る
か
ら

 
な

 

人

ご
め
ん
な
さ
い

 
こ
れ
現
代
だ

た
ら

に

つ
は

張
り
に
し
て
そ
う
な

気
な
ん
だ
が

 
狗
神

分
か
れ
ば
良
い
お
い

が

た

 
霊
夢

ま

た
く
あ
ん
た
は

気
を

け
な
さ
い
よ

 
そ
う
言
い

人
は
元
の
道
へ
と
戻

て
い

た

 
蓮
 

ア
ハ
ハ

そ
れ
と
イ
タ

ラ
を
や
る
な
ら
内

に

 
す
る
ん
だ
よ

 
サ

あ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
ス
タ

優
し
い
で
す

 
ル

逆
に
し
て
良
い

て

 
そ
れ
は
そ
う
だ

妖
精
は
イ
タ

ラ
し
て
こ
そ
だ

そ
こ
は

ル

や
大
妖
精
達
を
見
て
き
て
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い
る
か
ら
良
く
分
か
る

 
蓮
 

ハ
ハ

じ

あ

 
そ
う
し
て

分
も
神
社
へ
と
戻
る

そ
の
後
神
社
の
神

か
ら
お
酒
が
な
く
な

た
り
は
た

ま
た
三
妖
精
が
参

に
来
る
な
ど
の
可
愛
ら
し
い
一
面
を

女
達
は
見
せ
る
の
だ

た

そ
し
て

今
日
か
ら
少
し
時
間
は
経
過
し
数
日
後
の
深
夜

 

 

た
す

け

な
き

 
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
り
つ
つ
も

人
の
少
女
が
博
麗
神
社
を
目

す
の
を
そ
し
て
そ
れ
が
合
図
か

の
よ
う
に
絶
望
が
始
ま
る
こ
と
を
こ
の
時
の

分
達
は
知
る
よ
し
も
な
か

た
の
だ

た

 
怠
惰

は
い
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
鈴

可
愛
い
子
達
だ
よ

 
神
楽

可
愛

と
い
う
の
が
あ
り
ま
す

 
怠
惰

ま

三
月
精
だ
か
ら

比

的
に
ギ

グ
は

い
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だ
よ
三
月
精
は
鈴

は
幻
想
的
な

分
が

 

い
よ

華
仙
は

立
し
て
る
け
ど

 
鈴

へ

 
神
楽

所
で
最
後
の
あ
れ

て

 
怠
惰

は
い
ご
想

通
り
で
す
次
回
は
オ
リ
異
変
と
の
事

 
で
す

 
鈴

何
か
あ
の
状

か
ら
し
て

バ
イ
よ

 
神
楽

の
時
よ
り

い
で
す
か

 
怠
惰

う

ん
中
の
人
い
わ
く
解
決
ま
で

月
は

す
る

 
と
か

 
鈴

⻑
い

 
神
楽

相
手
は
そ
の

 
怠
惰

ま

バ
イ
ら
し
い
よ

あ
ん
ま
り
分
か
ん
な
い

 
け
ど
さ

さ
て
そ
ろ
そ
ろ
話
と
い
う
か

開
が

 

タ
バ
レ
し
そ
う
だ
か
ら
と
り
あ
え
ず
今
回
は
こ
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こ
ま
で

 
鈴

う
ん

そ
れ
じ

次
回
の
オ
リ
異
変
を
お
楽
し
み

 
に

 
神
楽

そ
れ
で
は

者
様
方

 
怠
惰

さ
よ
う
な
ら
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第
１
９
９
話
 
絶
望
が
始
ま
る
 

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

八

の
隣
の

が
痛
い
な
と
感
じ
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

本
当

に

者
に
行
こ
う
か
な

お

と
失

そ
れ
と
今
回
か
ら
オ
リ
異
変
と
な
り
な
お
か

つ

下
の
注
意

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

ク
ソ

リ

シ

ン

東
方
と
は
何
だ

た
か

シ
リ
ア
ス

こ
れ

て
る
気
し

絶
望

キ

ガ
イ

は
最

狂

て
る

 
と
ろ
く
な
注
意

が
あ
り
ま
せ
ん

な
の
で
ま

手
な
ら
気
を
つ
け
て
下
さ
い

そ
れ
で

は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 
真

白
な
世
界
か
ら
突
然
と
炎
が
舞
い
上
が

た

 
蓮
 

え

こ
れ

 

分
は
空
に
い
て
下
を
見
下
ろ
す
と

界
に

る
の
は
人
里
や
博
麗
神
社
紅
魔
館
命
蓮
寺

や

陽
の
花
畑
に
妖
怪
の
山
全

は
な
ど
は
壊
れ

ら
さ
れ
炎
に
包
ま
れ
る

そ
し
て

分
は
見
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て
し
ま

た

そ
れ
を

々
と

め
る

人
の
男
女
の

を
い
や

人
だ

人
だ
け
そ
の

人
の

後
で

タ
リ
と
笑

て
い
た

分
は

を
感
じ

い
し
て
し
ま

た

そ
し
て

 
蓮
 

は

は

は

 
夢
か
ら
覚
め
た

ま
た
悪
夢
だ
決
ま

て

分
の
悪
夢
は

ず
実
現
す
る
い
や
予
知
と
で
も
言

う
の
だ
ろ
う
か

な
予
感
し
か
し
な
い

陽
は
上
り
日
が

を

ら
す

布

か
ら
起
き
上

が
り

や
着

え
を
行
い

分
は
縁

へ
と
向
か
う
と

 
霊
夢

お

が

し
い

 
と
霊
夢
が
お

を

み
な
が
ら
く
つ
ろ
い
で
い
た

分
は
霊
夢
の
隣
へ
と
座
る
と
霊
夢
は

お

を

れ
て
く
れ
る

そ
れ
を
手
に

り

に
流
し
込
む

 
霊
夢

ど
う

良
い
お

を
仕

れ
た
か
ら

れ
て
み
た
ん

 
だ
け
ど

 
蓮
 

そ
う
だ

 
悪
夢
を
思
い
出
し
て
し
ま
う

あ
の
夢
に
写

た

人
そ
し
て
そ
の
後
ろ
で
不

に
笑
う
女

ど
れ
を
と

て
も

な
予
感
し
か
し
な
い

 
霊
夢

ち

と
蓮
た

た
ら
聞
い
て
る
の
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蓮
 

え

 
霊
夢
は

方
を
ジ

と
見
て
い
た

ど
う
や
ら

り
混
ん
で
考
え
て
い
た
た
め
か
霊
夢
が
心

し
た
の
だ
ろ
う

 
霊
夢

そ
れ
よ
り
も
貴
方
さ

き
か
ら

色
が
悪
い
け
ど
何

 
か
あ

た
の

 
蓮
 

 
も
う
霊
夢
に
は
お
見
通
し
み
た
い
だ

な
の
で

分
は
あ
り
ま
ま
の
事
を
話
す
こ
と
に
し
た

 
蓮
 

実
は

ま
た
悪
夢
を
見
た
ん
だ

 
霊
夢

悪
夢
で
す

て

貴
方
そ
れ

て
一
体
ど
ん
な
夢

 
だ

た
の

 
蓮
 

戦
火
が

え
あ
が
る
幻
想
郷
を
見
て
た
だ
嘲
笑

 
う
か
の
よ
う
に

人
の
男
女
が
笑

て
い
た
夢

 
そ
れ
を
聞
き
霊
夢
は

に
手
を

い
て
考
え
る

か
つ
て
の

分
の
夢
は
正
夢
と
な

て
現
実

に
起
こ

て
い
た

神
楽
の
事
件
や
⻄
行
妖
に
更
に
は
鷺
麿
の
異
変
ど
れ
も
こ
の
幻
想
郷
に

絶

な

を
追
わ
そ
う
と
し
た
も
の
ば
か
り
だ

に
霊
夢
も

な
予
感
が
し
た
の
だ
ろ
う
か
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霊
夢

蓮
も
し
か
し
た
ら
だ
け
ど

 
蓮
 

う
ん

何
か
が
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い

 
幻
想
郷
の

空
を
見
な
が
ら
そ
う
言
い
お

を
す
す
る

だ
が
そ
の
時
だ

た

 
ガ
サ

ガ
サ
ガ
サ
ガ
サ
ガ
サ

 
近
く
の

む
ら
が
不
穏
に

れ
る

分
と
霊
夢
は
何
時
で
も
戦
え
る
よ
う
に
心
構
え
を
し
て

い
る
と

 

 

う

 

む
ら
か
ら

だ
ら
け
で
今
に
も
倒
れ
そ
う
な
妖
怪
が
出
て
き
た

小
さ
な

⻑
に
桃
色
の

を
生
や
し
そ
し
て
体
か
ら

び
る
管
の
先
に
は
目
が
つ
い
て
い
る
何
か
を

か
せ
て
い
る
少
女
い

や
こ
の
人
物
を

分
は
知

て
い
た
し
霊
夢
も
覚
え
て
い
た
の
か

を

く
す
る

 
蓮
 

さ

さ
と
り
さ
ん

 
霊
夢

ち

と
あ
ん
た

 
さ
と

う

 
ド
サ

 
そ
し
て
さ
と
り
は
力

き
た
の
か
そ
の
場
に
倒
れ
た

お

を
落
と
し
て
し
ま

た
が
す
ぐ
に
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倒
れ
た
さ
と
り
へ
と
向
か
う

 
蓮
 

さ
と
り
さ
ん

 
倒
れ
た
さ
と
り
を

を

に

か
せ
容

を
確
認
す
る
と
不

に
思
え
る
所
が
い
く
つ
も
あ

た 
霊
夢

地
底
に
い
る

の
あ
ん
た
が
何
で
そ
れ
よ
り
も
こ
の

  
蓮
 

ま
る
で
何
か
に

か
れ
た
み
た
い
な

だ
よ

 

に
子

の

ぐ
ら
い
の

が
前
と
後
ろ
に
空
い
て
い
た

し
か
も

の
空
い
た

の

り
に

は
血
が

着
し
て
い
た
が

は
一

無
か

た

 
蓮
 

霊
夢

女
を
と
り
あ
え
ず
永
遠
亭
に

う

 
霊
夢

そ
う

 
さ
と
り
を

中
に

負
い
す
ぐ
に
空
へ
と
飛
び
立
ち
迷
い
の
竹
林
の
中
に
あ
る
永
遠
亭
へ
と
向

か
う
の
だ

た

そ
う
し
て
全

力
で
向
か

た
た
め
数
分
も
し
な
い
内
に
永
遠
亭
へ
と
た
ど
り

着
く

 
蓮
 

永

先
生
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と

大

で

ぶ
と
縁

の

子
か
ら
永

が

を

か
せ
た

 
永

あ
ら
蓮
じ

な
い
そ
れ
に

そ
の
子
は

 
霊
夢

急

よ

 
永

そ
う
な
ら

く
来
て
ち

う
だ
い

 
そ
う
言
わ
れ
さ
と
り
を

負

た
状

で

屋
へ
と

れ
て
も
ら
う
と
気
絶

を
し
た
さ
と

り
を
下
ろ
す

 
永

生

で
う
ど
ん

や
て

は
出

て
る
の
手
伝

 
て

て
も
良
い
か
し
ら

 
蓮
 

霊
夢

せ
て
も
ら

て
良
い

 
霊
夢

良
い
わ
外
に
出
て

 
そ
う
言
わ
れ

分
は
外
へ
と
出
て

子
を
閉
め
待
つ

だ
が
何

に
地
底
の
管
理
人
の

人

で
あ
る
さ
と
り
が
地
上
に
し
か
も
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な

て
い
た
の
だ
ろ
う
か

も
し
出

う
と
い
う

の
な
ら

ら
く
理
久
兎
達
も
着
い
て
き
そ
う
な
も
の
だ
が

だ
が
そ
れ
と

時
に

な
予
感
が
し

た

ら
く
何
者
か
に
理
久
兎
が
殺
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
す
る
と

 
霊
夢

良
い
わ
よ
蓮

て
き
て
も
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蓮
 

う
ん

 
呼
ば
れ

屋
へ
と

る
と

を
着

え
ら
れ
た
さ
と
り
が
布

で

て
い
た

そ
し
て
永

は

不
思
議
そ
う
に

 
永

命
に
別
状
は
な
い
わ
よ
た
だ
不
可
思
議
な
事
が

つ

 
か
は
あ

た
け
ど

 
そ
う
言
う
と
永

は
ボ
ロ
ボ
ロ
と
な

た
首

り
ら
し
き
物
を
だ
す

 
永

女
が

さ
ず
に

て
い
た
物
だ
け
ど
何
で

 
こ
ん
な
物
を

て
い
た
の
か

て
い
う

問
そ
し

 
て
こ
の
子
は
理
千
の

人
と
い
う
の
も
知

て
る
け

 
ど
な
ら
何

に
理
千
達
が
い
な
か

た
の
か

問
に

 
思
わ
な
い

 
蓮
 

そ
れ
は

も

問
に
思

て
ま
し
た
こ
れ
は
憶

で

 
す
し
不

に
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
だ
け
れ
ど
言
わ

 
せ
て
下
さ
い
理
久
兎
さ
ん
達
に
何
か
あ

て
こ
ん
な

 
事
に
な

た
の
で
は
な
い
か

て
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霊
夢

奴
に
何
か
あ

た

て

そ
う
そ
う

に
は

 
負
け
な
い
イ
メ

ジ
が
強
い
け
ど

 
確
か
に
そ
う
だ

異
変
の
時
も
楽
し
そ
う
に
戦

て
い
た
た
め
負
け
る
気
が
一

し
な
い

だ

が
そ
れ
な
ら
目
の
前
で
起
き
て
い
る
こ
れ
は
一
体
何
な
の
だ
ろ
う
か

 
永

で
も
実
力
は
本
当
よ
現

の
月
の

士
達
の

ど
は

 
理
千
が
育
て
た
よ
う
な
も
の
よ

に
あ
れ
だ
け
強
く

 
な

た
し
そ
れ
に
か
つ
て
は
負
け
無
し
と
い
わ
れ
た

 
程
よ
そ
れ
が
負
け
る
な
ん
て
あ
り
え
な
い
わ
よ

 
謎
が
深
ま

て
い
く
ば
か
り
だ

だ
が
真
相
を
知
る
の
な
ら
地
底
の
旧
都
に

い
た
方
が

い

だ
ろ
う

 
蓮
 

霊
夢

地
底
に
行
く
準
備
は

全

 
霊
夢

え

全
に
異
変
で
す
も
の
終
わ
ら
せ
る
の
が

の

 
義

よ

 

分
達
は
立
ち
上
が
り
旧
都
へ
と
向
か
う
た
め

子
を
開
け
た

間
だ

た

す
ぐ
に
気
づ
い

て
し
ま

た
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霊
夢

あ
れ

て

よ

 
こ
こ
か
ら

か
北
⻄
の
方

か
ら
大
き
な
真

黒
な

が
登

て
空
を
黒
く

ま
せ
て
い
る
の

に
気
が
つ
く

し
か
も
そ
の
方

は

 
蓮
 

あ
の
方

は

人
里

 
霊
夢

ま
ず
そ

ち
に
行
く
わ
よ

 
蓮
 

う
ん

永

さ
ん
お
願
い
し
ま
す

 
永

え

あ

そ
れ
と
人
里
で
う
ど
ん

を
見
つ
け
た
ら

 
く
帰

て
き
な
さ
い

て
伝
え
て
く
れ
る
か
し
ら

 
ど
う
や
ら
鈴
仙
の
帰
り
が
遅
い
事
が
不
安
に
な

た
の
だ
ろ
う

そ
れ
に

分
は

き

 
蓮
 

分
か
り
ま
し
た
ま
た
後
で

り
ま
す

 
霊
夢

見
つ
け
た
ら

 
永

え

お
願
い

 
そ
う
し
て

分
達
は

の
出
る
方
向
へ
と
向
か
う
の
だ

た
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狗
神

お
い

理
久
兎
の
奴
は
死
ん
だ
の
か

 
鈴

分
か
ん
な
い
よ

 
神
楽

あ
れ
怠
惰
さ
ん
は

 
鈴

言
わ
れ
て
み
る
と
い
な
い

 
狗
神

お
い
こ
こ
に

が

 
す
み
ま
せ
ん
急
用
が
出
来
て
し
ま
い
ま
し
た
の
で

く
後
書
き
を
お
願
い
し
ま
す

怠
惰
よ

り

お

子
や
ら
酒
や
ら
は

き
な
だ
け
食
べ
て

ん
で
良
い
よ

 
狗
神

あ
の
野

こ
の
一
大
事
に

 
鈴

う

ん
今
は
落
ち
着
こ
う

 
神
楽

そ
う
で
す
よ
ま
だ
死
ん
だ
と
は
決
ま

て
は
い
ま

 
せ
ん
で
す
し

 
狗
神

だ
な

 
鈴

怠
惰
君
帰

て
く
る
か
な

 
神
楽

分
か
り
ま
せ
ん

そ
こ
は

て
そ
う
だ
後
書
き

 
を

さ
れ
て
い
る
の
で

め
に
し
な
い
と
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狗
神

だ
な
そ
れ
じ

者
様
今
回
は
こ
こ
ま
で
だ

 
鈴

ど
う
な
る
の
か
な

 
神
楽

そ
れ
で
は
ま
た
次
回
お
会
い
し
ま
し

う

そ
れ

 
で
は
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第
２
０
０
話
 
裁
定
の
執
行
者

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
つ
い
に
こ
ち
ら
も
本
編
が
２
０
０
話
に

達
し
た
こ
と
に

び
を
覚
え
た

怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

ら
く
３
０
０
話
は
ま
た
越
え
る
か
な

お

と
失

そ
れ

で
は
本
編
へ
ど
う

 

分
と
霊
夢
が
急
ぎ
人
里
へ
と
向
か
う
と
そ
こ
で
は

 
人
間

こ
れ
は

の
だ

 
人
間

う

こ
い
つ
は

の
だ

 
人
間

ひ

ひ

 
人
間

て
め

良
く
も

を
散
々
と

 
里
の
住
人
達
が

り

り
と
大
乱
闘
が
起
き
て
い
た

中
に
は
包

ま
で
も
を

て
斬
り
か

か
る
者
の

も
見
え
た

 
霊
夢

何
よ
こ
れ
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蓮
 

い

 
も
う
目
の
前
に
映
る
光
景
は

分
の
知

て
い
る
里
と
は
大

い
と
な

て
い
た

今
こ
こ
を

別
の
名
前
で

え
る
の
な
ら
地
獄
そ
の
言

が

合
う
程
の
場
所
へ
と
変
わ

て
い
た

 
霊
夢

神
楽
の
時
よ
り
も

く
な
い

 
蓮
 

う

う

ん

 
神
楽
の
時
は
夜
だ

た
事
も
あ
り
不
気

と
い
う
感
じ
は
あ

た
が
現

は

間
な
た
め
全
然

く
は
な
い

そ
れ
よ
り
も

い
と
感
じ
て
し
ま

た

そ
う
し
て
見
て
い
る
と
気
が
つ
く

 
蓮
 

あ
れ

 
人
里
の
中

に
大
き
な
真

黒
の

の
よ
う
な
物
が

て
い
る
の
を

し
か
も
そ
の

か
ら
は
不
気

な
オ

ラ
が
流
れ
て
く
る
の
も
感
じ
た

 
霊
夢

ら
く
あ
れ
に
や
ら
れ
た
の

 
蓮
 

が
こ
ん
な
事
を

 
と

言

て
い
る
そ
の
時
だ

た

 

 

ギ

ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
良
い

祭
り
は
こ
う
こ
な

 
く

ち

な
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下
品
な
笑
い

が
聞
こ
え
て
く
る

そ
の
方
向
を
見
る
と

家
の
屋

の
上
に
上

に

ボ
ン

を

い
て
い
る
男
が
⻑
い

を

ラ
リ
と

ら
し
な
が
ら
楽
し
そ
う
に
こ
の
光
景
を
見
て
い

た 
霊
夢

あ
ん
た
か
し
ら
こ
の
異
変
を
起
こ
し
た
の
は

 
霊
夢
が
そ
う
言
う
と
そ
の
男
が

方
を
向
く

そ
の
男
の
目
は
一
言
で
言
う
と
し
た
ら
殺
人
⻤

の
よ
う
な

い
目
を
し
て
い
た

明
ら
か
に
関
わ

た
ら

メ
な
感
じ
だ

 

 

ん
だ
て
め

ら

の
楽
し
み
を
壊
す

て
言

 
う
の
か
よ

 
蓮
 

や

り

お
前
が
や

た
の
か

 

 

ク
ク
ア
ハ
ハ
ハ
ハ

あ

そ
う
さ

様
が
や

た
さ

 
だ
か
ら
何
だ
よ

言

て
お
く
が
こ
れ
は
天
の
裁
定

 
の

中
だ
邪
魔
す
る
な
天

を
く
ら
わ
せ
て
や
ろ
う

 
か

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
霊
夢

気
を
つ
け
て
蓮
こ
い
つ
タ

者
の

気
じ

な
い

 
わ
よ
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そ
ん
な
の
は
分
か

て
る

そ
う
で
な
け
れ
ば
こ
ん
な
大
そ
れ
た
事
は
し
な
い
だ
ろ
う

す
る

と
男
は
ケ
タ
ケ
タ
と
笑
う
と

 

 

ま

け
ど

様
が

々
に
相
手
す
る
の
も
良
い

だ

 
け
ど
よ
そ
れ
じ

少
し
興

め
だ
よ
な

そ
れ
に
よ

 

サ
い
か
ら
よ
だ
か
ら
こ
い
つ
ら
が
ま
ず

興
だ

 
パ

ン

 

パ

ン
を
し
た
そ
の

後
い
つ
の
間
に

開
し
た
の
か
上
空
か
ら
無
数
の
弾
丸

の
弾

幕
と

と

の
弾
幕
が
雨
の
よ
う
に
降
り
注
ぐ

 
蓮
 

霊
夢
下
が

て

 
神
楽
を

刀
し
降
り
注
ぐ
弾
幕
を

つ
も

り
裂
き

と
霊
夢
を
守
る

す
る
と
弾
幕
を

放

た
者
達
が
屋

に
降
り
立
つ

そ
れ
は
ま
さ
か
の
意
外
な

人
だ

た

 
蓮
 

音
先
生
に
鈴
仙
さ
ん

 
ま
さ
か
の

音
と
鈴
仙
だ

た
の
だ

だ
が
何
時
も
と
明
ら
か
に
様
子
が

た

そ
れ
は
目

に
光
が

て
な
く

ん
で
い
た

明
ら
か
に
目
の
前
の
男
に

ら
れ
て
い
る
よ
う
だ

 
霊
夢

あ
ん
た
何
し
た
の
よ
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何
を
し
た
の
か

て
か

さ

度
人
間
共
を
裁
定

 
し
よ
う
と
し
た
ら
よ
人
間
し
か
い

の
人
里
に

 
妖
怪
兎
と

人

妖
の
こ
い
つ
ら
が
い
た
し
そ
れ
に

 
実
力
も
ま

ま

り
そ
う
だ
か
ら

様
の
下

に

 
し
た
の
さ
な

感

し
て
る
よ
な

せ
だ
よ
な

 
ど
う
な
ん
だ
よ

 
鈴
仙

は
い
感

し
て
い
ま
す

 

音

せ
で
す

 
つ
ま
り

ら
れ
て
い
る
と
い
う
の
は
確
定
し
た

ま
さ
か
こ
の

人
が

ら
れ
る
と
は
思
わ

な
か

た

 

 

ん
じ

は
観
戦
し
て
る
か
ら
さ

分
に
や
れ
よ
小

 
娘
共
お
前
ら
の
キ

ト
フ

イ
ト
を
見
せ
て
く
れ

 
よ

 
鈴
仙

分
か
り
ま
し
た

 

音

分
か

た
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音
と
鈴
仙
は

分
達
の
方
へ
と
向
き
構
え
る

戦
闘
の
回

は
出
来
な
さ
そ
う
だ

 
蓮
 

霊
夢
行
け
る

 
霊
夢

無

さ

さ
と

け
る
わ
よ

 
蓮
 

ま

殺
さ
な
い
程
度
に

 
そ
う
し
て

分
達
は
鈴
仙
＆

音
へ
と

む
の
だ

た

そ
し
て
場
所
は
代
わ
り
紅
魔
館
の

ン
ト
ラ
ン
ス
で
は

 
玲
音

お
前
ら
大

か

 
咲
夜

何
と
か

 
パ

と
ん
だ
客
人
共

 
レ
ミ

お
い

獣
こ
こ
が
吸
血
⻤
の
館
と
知

て
来
た
の
か

 
し
ら

 
玲
音
を

め
て
紅
魔
館
の
住
人
達
総
出
で

人
の
乱

者
を

と
し
た
化
物
の
集

か
ら

奇
襲
を
受
け
対

し
て
い
た

そ
の
乱

者
の
見
た
目
は
一
言
で
言
う
な
ら
人
狼
と
で
も
言
え
ば

い
い
の
か
そ
ん
な
見
た
目
に

本
の
刀
を
逆
手
で
構
え
て
い
た

 

 

無

の

目
は
お
前
ら
の
裁
定
だ
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玲
音

裁
定

裁
定

て

お
前
の
や

て
る
事
は
た
だ
の

 
破
壊
だ

 

 

う
な

念
だ
が
下
等
な
人
間
や
妖
怪

り
に
は

 
分
か
ら
ぬ
だ
ろ
う
な

話
が
過
ぎ
た
こ
こ
に
い
る

 
者
全
て
住

そ
れ
が
結

だ

 
玲
音

ざ
け
る
な

 
紅
魔
館
の
住
人
達
総
出
に
よ
る
撃
滅
が
始
ま

た
の
だ

た

ま
た

は
代
わ
り
蓮
達
が
い

た
永
遠
亭
の
先
の
迷
い
の
竹
林
の
中
で
は

 
妹
紅

死

夜

 

夜

そ
ん
な
ん
じ

死
な
な
い
わ
よ
妹
紅

 
妹
紅
と

夜
と
の
永
遠
と
も
言
え
る
死
闘
が
行
わ
れ
て
い
る
そ
の
時
だ

た

 

 

野

 

た
く
全
て
を

り
つ
か
せ
る
よ
う
な
一
言
を
聞
き
妹
紅
と

夜
は
殺
し
合
い
を

め
る

い

や
熱
が
一

で

め
た

 
妹
紅

何
だ
今
の
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夜

貴
女
か
し
ら

 

人
は
見
る

の
小
道
か
ら
出
て
く
る
者
を
そ
れ
は
着
物
を
着
た
見
て
い
る
だ
け
で
見
続

け
て
し
ま
い
そ
う
な
程
の

し
い
女
性
だ

た

 

 

月
の
元
姫
に
元
貴
族
の
娘

も
う
少
し

と
い
う

 
の
が
あ
る
と
は
思

た
け
ど

念

実

は
野

の

 
一
言

 
妹
紅

何
だ
と

お
前
に
と
や
か
く
言
わ
れ
る

合
い
は
な

 
い

 

夜

そ
れ
に
何
で
貴
女
は

達
の
事
を

 

分
達
の

性
に
つ
い
て
何

そ
こ
ま
で
知

て
い
る
の
か
に

人
は

を
覚
え
る
が
そ

の
女
性
は

手
を
平
行
に

ば
す
と
何
処
か
ら
と
も
な
く

刀
が
現
れ

り

先
を

方
へ
と

構
え
て

 

 

し
く
な
い
も
の
は
こ
の
世
か
ら

え
て
し
ま
え
ば

 
良
い

 

夜

人
に
戦
い
を

む
な
ん
て
無
謀
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妹
紅

だ
が
そ
れ
で
も
て
め

は

や
す

 

夜
と
妹
紅
と
い
う

手
と
も
言
え
る

人
が
こ
の
時
た

た

人
の
狂

た
者
と
戦
う

た
め
に
手
を
組
ん
だ
の
だ

た

そ
う
し
て
ま
た
場
所
は
代
わ
り
妖
怪
の
山
の
頂
上
に

近
に
あ

る
守
矢
神
社
で
は

 

諏
訪
子
様

神

子
様

を
人
里
へ
行
か
せ
て
下

 
さ
い

 

は

が
上
が
る
人
里
を
見
て
神

子
と
諏
訪
子
に
人
里
へ
と
行
く
許
可
を
も
ら
お
う
と

を
下

て
い
た

 
八

分
か

た
無
理
は
し
な
い
で

 

矢

危
険
と
思

た
ら
す
ぐ
に
逃

る
ん
だ
よ

 

は
い

 
そ
う
言
い

は
人
里
へ
と
飛
ん
で
い

た

だ
が
そ
の

間
に

神
は
気
づ
い
た

今

分
達
の
い
る
神
社
に
何
か
不

な
者
が
い
る
こ
と
を

 
八

を
見
せ
な

 

 

へ

い

の

に
気
が
つ
い
た
ん
だ
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矢

は
気
づ
い
て
は
い
な
か

た
み
た
い
だ
け
ど

 
こ
こ
は

達
の
神
社
で
あ
り

地
そ
れ
な
ら
な
お
さ

 
ら
分
か
る
よ

 

神
は
出
て
き
た
者
の

を
知
る

そ
の

は
子

そ
れ
も
結
構

だ

ら
く
諏
訪

子
と
良
い

負
ぐ
ら
い
の

⻑
だ
ろ
う

そ
し
て
出
て
き
た
少
年
は

を

ま
せ
る
程
に

元
を

り
上

て
笑
う

 

 

ア
ハ
ハ
と
り
あ
え
ず
君
ら
の
実
力
を
見
せ
て
よ
ど
れ

 
だ
け
強
い
の
か
気
に
な
る
し
さ

 
そ
れ
と

時
に
神

子
と
諏
訪
子
は
感
じ
て
し
ま

た

こ
の
少
年
は

分
達
よ
り
も
格
上
の

力
を

つ

で
あ
る
と

時
に
昔
に
感
じ
た
事
の
あ
る
気

で
あ
る
こ
と
に

 
八

気
を

け
な
諏
訪
子

 

矢

分
か

て
る
よ

 

 

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
絶
望
を
見
せ
て
よ
そ
れ
が

に
と

て

 

一
の

楽
だ
か
ら
さ

 
守
矢
の

神
は
危
険
と
思
え
る
目
の
前
の
少
年
と
対

す
る
の
だ

た
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鈴

何
あ
の
上

キ

い

 
狗
神

な

奴
下
手
し
た
ら
鷺
麿
よ
り

ミ
だ
ろ
あ
れ

 
神
楽

人

に
し
て
な
お
か
つ
戦
わ
せ
る

て
外
道
で
す

 
よ

正

反

が
出
そ
う
で
す
刀
な
の
で
そ

 
の
よ
う
な
事
は
出
来
な
い
で
す
が

 
鈴

本
当
に
あ
の
怪
物
達
な
ん
な
の

ち

と

 
怠
惰
君
は

 
狗
神

奴
な
ら
い

 
神
楽

で
す
が
何

で
し

う
か
上

の
男
と
何
処
か
で

 
会

た
こ
と
の
あ
る
よ
う
な

 
鈴

え

知
り
合
い

 
狗
神

い
や

は
知
ら
ぬ

 
神
楽

う

ん

人
で
す
が

人
に
思
え
な
い
よ
う
な



 第２００話 裁定の執行者

 
狗
神

今
は
た
だ
様
子
見
だ
よ
な

 
鈴

本
当
に
怠
惰
君

カ

バ

ク

 
神
楽

と
り
あ
え
ず
は
そ
ろ
そ
ろ
後
書
き
を
終
え
な
い

 
事
に
は

 
狗
神

だ
な

そ
ん
じ

者
様
今
回
は
こ
こ
ま
で
だ

 
鈴

ま
た
次
回
の
月

日
も
よ
ろ
し
く

 
神
楽

そ
れ
で
は

者
様
さ
よ
う
な
ら
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第
２
０
１
話
 
地
獄
と
化
し
た
人
里
で
の
対
決

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

今
度
は
ま
た

ケ

ン
に
は
ま
り
つ
つ
あ
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

現

は
す
て
み

の

ジ

ン
ド
を

ろ
う
か
な
と
思

て
い
る
始

で
す

失

娯
楽
に
行
き

す
ぎ
ま
し
た

で
は
で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 
未
だ
に
人
里
か
ら
は
炎
が

え
上
が
り

が
空
を

ま
せ
て
い
く

そ
れ
で
も
人
間
達
は

い

を

め
て
は
い
な
か

た

だ
が
そ
ん
な

の
中
で

分
と
霊
夢
は

ら
れ
て
し
ま

た
鈴
仙

と

音
と
対

し
て
い
た

 

 

ギ

ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
そ
う
だ
良
い

も

と

て

 
く
れ
よ

大
よ

 
蓮
 

音
先
生
そ
れ
に
鈴
仙
さ
ん
こ
ん
な
事
は
も
う

め

 
て
下
さ
い

 
霊
夢

あ
ん
た
達
の

は

達
と

じ
で

奴
で
し
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い
い

に
目
を
覚
ま
し
な
さ
い
よ

 

分
達
は

死
に

え
か
け
る
の
だ
が

音
と
鈴
仙
は
未
だ
に

た
ま
ま
の

り
人

状

で
無
数
に
弾
幕
を
飛
ば
し
て
く
る

 

 

ら

ら

く
し

と
共
倒
れ
だ

先
に
言

 
て
お
く
け
ど
よ

々
に
死
ぬ
な
よ
つ
ま
ら

か
ら

 
よ

ギ

ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
鷺
麿
と
は
ま
た

た
悪
意
を
感
じ
た

し
か
も
鷺
麿
は
人

に
は
と

た
が
こ
こ
ま
で
し
て

い
な
い

分
か
ら
し
て
み
れ
ば

じ
な
の
だ
が
そ
れ
で
も
こ

ち
の
方
が

更
で

い
し

が

よ
り
い

そ
う
で
悪
い

 
蓮
 

つ

 

音

 

音
が

近
戦
で
回
し

り
を
し
て
く
る
が

に
当
た
る
ギ
リ
ギ
リ
で
後
ろ
へ
と
下
が

て
回

す
る

更
に
は

 
霊
夢

い
い

に
し
な
い

 

え
て
は
現
れ
る
ト
リ

キ

な
弾
幕
を
飛
ば
し
て
く
る
鈴
仙
に
向
か

て
針
を
投

す
る
が
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す
ぐ
に

え
て
い
な
く
な
る
と
今
度
は

人
に
分

し
て
各
々
弾
幕
を
飛
ば
し
て
く
る

そ
れ

ら
を
回

し
て
い
る
と
霊
夢
と

中
合
わ
せ
に
な
る

 
霊
夢

蓮
あ
ん
た

奴
と
昔
に
戦

た
わ
よ

 
蓮
 

え

う
ん

 
鈴
仙
な
ら
確
か
に
昔
に
一
度
異
変
の

に
弾
幕
ご

こ
し
た
の
は
覚
え
て
は
い
る
が
そ
れ
が
ど

う
し
た
の
だ
ろ
う
か

す
る
と
霊
夢
は

分
の

を

み

分
を
遠
心
力
で

ち
上

ぐ
る
ぐ
る

と
回
し

 
霊
夢

な
ら
ス
イ

よ

 
蓮
 

う

 
そ
し
て
鈴
仙
目

け
て
投

飛
ば
さ
れ
る

も
う
こ
の
や
り
方
も
テ
ン

ラ
に
な

て
き
た
気

が
す
る
が
今
は
そ
れ
よ
り
も
投

飛
ば
さ
れ
た
先
に
い
る
鈴
仙
へ
と
神
楽
を
構
え
て

 
蓮
 

神
楽
 

色
夢
想

 
目
に
も

ま
ら
ぬ

度
で

刀
か
ら
の
一
千
を
放
ち
神
楽
を

へ
と

め
る

そ
の

間

 

ン

 

弾
音
が
鳴
り

き
鈴
仙
は
地
へ
と
落
ち
る

こ
う
な
る
と
は
予

が
出
来
な
か

た
の
だ
ろ
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う

そ
し
て
霊
夢
も

 
霊
夢

恨
み
は
な
い
け
ど

発
食
ら

と
き
な
さ
い

 
そ
う
言
う
と
ス

ル
を

え
た

 
霊
夢

霊

 
夢
想
封
印

 
ス

ル
と
共
に

つ
の
光
弾
が

音
へ
と
向
か

て
い
き

け
て
は
い
る
の
だ
が
追
跡
力
に

は

て
な
か

た
の
か

 

ン

 
と
鈴
仙
と

様
に

弾
音
が
鳴
り
地
面
へ
と
落
ち
て
い

た

す
ぐ
に
霊
夢
の
元
へ
と

分

も
合
流
す
る

 
霊
夢

さ

次
は
あ
ん
た
よ

 

 

お

お

い

シ

ド

リ
カ
バ
リ

を

 
発
動

ま
だ
動
け
る
よ
な
お
前
ら

 
そ
う
言

た

間

分
達
の

後
に
ま
た

ん
だ

で
見
て
く
る
鈴
仙
と

音
が
立
つ

 
霊
夢

あ
ん
た
や

て
る
事
が
正
気
の
沙

じ

な
い
わ
よ

 
こ
れ
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蓮
 

す
ぎ
る

 

 

良
い

め
言

を
あ
り
が
と
よ

さ

ま
だ
祭
り
の

 

興
は
終
わ
ら

し
終
わ
ら
せ

よ
も

と

 
り
狂
え
よ

大
に
よ

ア
ヒ

ヒ

ヒ

 
と

男
は
言
う
と

音
と
鈴
仙
は
ス

ル
を

え
た

 

音

 
三
種
の
神

郷

 
鈴
仙

散

 
真

実

の

月

イ
ン

ン
ジ

ル
フ
ル

ン

 
無
数
の
ク

イ
の
よ
う
な
弾
幕
そ
し
て
無
数
に
放
た
れ
て
は

え
た
か
と
思

た

間
ま
た
出

て
く
る
弾
幕
そ
れ
ら
が

分
達
へ
と
襲
い
か
か
る

 
蓮
 

霊
夢
は
下
が

て

 
霊
夢
の
前
へ
と
出
て
手
に
霊
力
を
込
め
て

 
蓮
 

陰
陽
術
 
絶
対

結
界

 
ト

カ
状
に

分
達
を
結
界
が
包
み
込
み
鈴
仙
と

音
の
放

た
ス

ル
を

い
で
い
く

だ
が

人
の
弾
幕
の

度
が
濃
す
ぎ
る
の
か

分
の
霊
力
の

が

い
気
が
し
た

 
蓮
 

霊
夢
ど
う
す
る
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霊
夢

あ
の
外
道
本
当
に
見
て
い
て
イ
ラ
つ
く

 
久
々
に
霊
夢
が
ガ

キ
レ
し
て
い
た

や
は
り
こ
ん
な
外
道
じ
み
た
事
は
霊
夢
も
許
せ
な
い
み

た
い
だ

 
蓮
 

な
ら
考
え
が
あ
る
け
ど
や
る

 
霊
夢

考
え

て

 
蓮
 

そ
れ
は

に

い
て
い
け
ば
分
か
る
よ

 
そ
う
言
い

分
は
結
界
ご
と

動
す
る

そ
の
光
景
は
さ
な
が
ら
動
く
小
さ
な

塞
と
で
も

え
れ
ば
良
い
の
だ
ろ
う
か

々
に

度
を
上

て
い
き
そ
の
ま
ま
男
が
い
る
屋

ま
で
突

込

む 
ド

ン

 

い
音
と
共
に
結
界
が

え
る
と
男
も

え
て
い
た

上
を
向
く
と
男
が
楽
し
そ
う
に

方
を

見
て
い
た

 

 

ヒ

ヒ

お
前
ら
あ
れ
だ
ろ

イ

の
シ

 
ト
ケ

キ
と
か
の

は

番
に
食
う
だ
ろ

 
霊
夢

な
わ
け
な
い
で
し

は
最
後
ま
で

て

く
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わ
よ

 

分
の

中
を

み

に
霊
夢
が
空
へ
と
か
け
上
が
る
と
手
に

つ
お

い
棒
で
男
を

る

が 
ガ
シ

 
そ
れ
を

音
が

り
男
を
守
る

だ
が
そ
う
な
る
な
と
は
思

て
い
た

を
バ

の
よ
う
に

し
て
空
へ
と
飛
び
上
が
り

 
蓮
 

因
み
に

は
バ
ラ
ン
ス
良
く
食
べ
ま
す
ん
で

 
神
楽
を

刀
し
男
へ
と
斬
り
か
か

た
そ
の

間

 
ガ
キ
ン

 

い
音
が
す
る

見
て
み
る
と
男
の
手
に
は
何
時
の
間
に
な
ジ

ク

イ
フ
が

ら
れ
て
い

た 

 

を
倒
そ
う
な
ど
と
１
０
０
０
年
近
く

い
ん
だ
よ

 
ク
ソ
ガ
キ
ち

ん
共
よ

 
す
る
と
男
の

つ
ジ

ク

イ
フ
の
先
が

び
ま
る
で
生
き
て
い
る
か
の
よ
う
な
動
き
を
し

な
が
ら

先
を
刺
そ
う
し
て
く
る

す
ぐ
に

れ
て
体

を
立
て

す

そ
し
て
霊
夢
も
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霊
夢

キ

 
お

い
棒
こ
と

方
へ
と
投

飛
ば
さ
れ
る

す
ぐ
に
霊
夢
を
キ

す
る

 
蓮
 

大

 
霊
夢

え

来
る
わ
よ

 
そ
れ
を
聞
き
霊
夢
を
姫
様
だ

こ
し
て
す
ぐ
に

れ
る
と
突
然
弾
幕
が
現
れ

分
達
が
い
た
場

所
に
落
ち
て
い
く

 
霊
夢

ち

蓮

 
蓮
 

今
は
後
だ
よ

 
何
と
か

け
き
る
と
霊
夢
を
下
ろ
し
て
空
を
見
る

 

 

今
の
は
中
々
良
か

た

 
蓮
 

ど
う
す
れ
ば

 
ど
う
や

た
ら
鈴
仙
や

音
を

え
る

ど
う
し
た
ら
こ
の
危

を
脱
す
る
こ
と
が
出
来
る

ど
う
す
れ
ば
隣
に
い
る
霊
夢
を
生
か
せ
れ
る

何
か

り

で
も
く
れ
ば
と
思

て
い
た
そ
の

間
だ

た

 

 

魔

 
フ

イ

ル
ス
パ

ク



 第十七章 狂神降臨

 
何
処
か
で
聞
い
た
事
の
あ
る
よ
う
な

が
聞
こ
え
る
と

音
や
鈴
仙
が
い
る
上
空
か
ら
更
に
上

の
方
か
ら

大
レ

ザ

が
落
ち
て
く
る

 

 

う

と

 

音

 
鈴
仙

 
男
は
す
ぐ
に
回

し
鈴
仙
と

音
は
回

せ
ず
と
も
間
を
す
り

け
て
い
く
が

 
バ
キ
ン

 
真

黒
の

に

大
レ

ザ

が
当
た
り
音
を
立
て
て
崩
れ
て
い

た

 
蓮
 

今
の

て

 
霊
夢

ま
ん
ま

奴
よ

 
上
空
を
見
る
と
そ
こ
に
は

の
魔
法
使
い
こ
と
霧
雨
魔
理
沙
が

の
上
に
立
ち
こ
ち
ら
に
向

か

て

 
霧
雨

悪
い
遅
れ
た

 
と

ま
る
で
ヒ

ロ

は
遅
れ
て
や

て
く
る
と
い
う
感
じ
で
笑

て
そ
う
言
う
の
だ

た
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狗
神

奴
気
に
く
わ

 
神
楽

分
は
戦
わ
な
い
で

人
を

て
高
見
の
見
物

 
で
す
よ

 
鈴

確
か
神
楽
ち

ん
も
最

そ
う
だ
よ

 
神
楽

え

 
狗
神

言
わ
れ
て
み
る
と
そ
う
だ
よ
な
お
前
最

高
み
の

 
見
物
し
て
た
よ
な
人
間
に
悪
意
を
伝
染
さ
せ
て

 
神
楽

い
や
あ
れ
は
そ
の

は
い
そ
う
で
す

 
鈴

神
楽
ち

ん
も
結
構
黒
い
よ

 
神
楽

黒
く
な
い
で
す
よ

 
狗
神

ま

黒
い
は
と
も
か
く
と
し
て

奴
は
気
に
く

 
わ

そ
れ
に

奴
の
仲
間
も
ち
ら

と
は
見

 
た
が
キ

ガ
イ
だ
な

 
鈴

そ
れ
に

達
は
戦
い
を

む
ん
だ
よ

だ

 
な
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神
楽

理
久
兎
さ
ん
達
は
無
事
で
し

う
か

 
狗
神

あ
ん
な
奴
は
今
は

と
け
そ
れ
に
怠
惰
も
も
う

 
知
ら
ん

 
鈴

だ

今
は

て
く
れ
な
い
と

 
神
楽

そ
う
で
す

そ
ろ
そ
ろ
時
間
で
す

ン

 
そ
れ
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す

 
鈴

ま
た
次
回
も
見
て
よ

そ
れ
じ

あ

者
様

 
狗
神

じ

あ
な



 第２０２話 ヒーローは遅れてやって来る

 
第
２
０
２
話
 
ヒ

ロ

は
遅
れ
て
や

て
来
る

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

帰

て
す
ぐ
に
布

に

て

ば
か
り
し
て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ

悪
魔
で
す

テ
ス
ト
近
い
け
ど
大

き
か
な

そ
れ
は
さ
て
お
き
で
は
本
編
へ
ど
う

 
大
き
な
黒
い

が
破
壊
さ
れ

子
が
飛
び
散
り

い
紫
の
光
を
雪
の
よ
う
に
降
り
注
ぐ

そ

し
て

な
登
場
を

た
し
た
魔
理
沙
に

分
や
霊
夢
は

く

 
霊
夢

遅
い
わ
よ
あ
ん
た

 
霧
雨

悪
い
遅
れ
ち
ま

て
よ

 
蓮
 

で
も
来
て
く
れ
た
だ
け
ど

し
い
よ

 
霧
雨

ハ
ハ
ハ

ヒ

ロ

て
の
は
遅
れ
て
や

て
来
る

 
も
ん
さ

 
本
当
に
ヒ

ロ

の
よ
う
に
見
え
て
し
ま
い
そ
う
だ

す
る
と

 

音

あ
れ
こ
こ
は
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鈴
仙

は
何
し
て
い
た
ん
で
し

う

 

ん
で
い
た

は

え
光
が

る
と
言

を
話
し
始
め
た

そ
れ
だ
け
で
は
な
い

 
人
間

あ
れ

は
何
を

 
人
間

何
が
ど
う
な

て
る
ん
だ

 
里
の
人
間
達
も

目
を
覚
ま
し
始
め
た

ど
う
や
ら
魔
理
沙
が

然
に
も
破
壊
し
た

の

オ

ラ
が

を

て
い
た
み
た
い
だ

そ
し
て
す
ぐ
に

 
蓮
 

音
先
生

鈴
仙
さ
ん

そ
こ
の
男
を

ま
え
る
の

 
を
手
伝

て
く
だ
さ
い

 
鈴
仙

え

 

音

何
だ
こ
の
男
は

 
と

音
や
鈴
仙
は
屋

の
上
に
立
つ
男
を
見
る
と
男
は

に
手
を
当
て
て

 

 

ク
ク
ク

ギ

ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

そ
う
だ
よ
な

 
こ
ん
な
ち
ん
け
な
祭
り
で
満

し
て
る
と
な

た
ら

 

メ
だ
よ
な

 
そ
の

間
先
程
よ
り
も
空
気
が

た
く
な
る

こ
れ
は

な
殺
気
だ

そ
し
て
男
は
魔
理



 第２０２話 ヒーローは遅れてやって来る

沙
を
見
る
と

 

 

そ
れ
に
し
て
も
よ
何
時
も
何
時
も

の
前
に
来
る
よ

 
な

霧
雨
魔
理
沙
ち

ん
は
よ

 
霧
雨

は

お
前
な
ん
か
知
ら

よ

 

 

ク
ハ
ハ
ハ
ハ

ま

良
い
今
は
た
だ

に
祭
り
を

 
楽
し
ま
せ
ろ

 
そ
う
言

た

間
男
の

元
か
ら
無
数
の
真

黒
の

が
現
れ

分
達
へ
と
襲
い
か
か

て

き
た

 
蓮
 

待

 
そ
う
言
う
と

は
待

す
る
が
黒
い

は
更
に
追

し
て
く
る

 
霊
夢

何
な
の
よ
あ
れ

 
霧
雨

あ
れ
は
い
や
で
も
そ
ん
な

な
い

奴
が
あ
ん
な

 
奴
だ
な
ん
て

 
蓮
 

魔
理
沙

思
い
当
た
る

が
あ
る
の

 
霧
雨

あ
の

撃
の
仕
方
が
理
久
兎
の
と
こ
の
変

執
事
と
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じ
よ
う
な

撃
な
ん
だ
よ

 
そ
れ
を
聞
き

分
は
思
い
返
す

理
久
兎
の
従
者
で
あ
る
黒
の
こ
と
を
ま
さ
か
あ
の
狂
人
が
黒

だ
と
で
も
言
う
の
か

い
や
し
か
し
そ
れ
に
し
て
は

変
し
す
ぎ
て
い
て
全
く
黒
と
は
思
え
な

い 
鈴
仙

何
で
も
良
い
で
す
け
ど
何
で

が
こ
ん
な
事
を
し
て

 
い
る
ん
で
す
か

 

音

そ
れ
は

も
思

た
何
が
あ

た
ん
だ
蓮

 
蓮
 

そ
れ
は
後
に
お
話
し
し
ま
す

今
は
あ
い
つ
を
退
け

 
な
い
と

が

 
そ
う
言

て
い
る
と
追

を

め
た

が
人
里
の
人
間
達
へ
と
襲
い
か
か

て
い
く

 

 

者
は
不

る
の
は
強
者
の
み
だ

 

音

し
ま

 
人
間

キ

 
人
間

お

け

 
弾
幕
が
降
り
か
か
ろ
う
と
し
た
そ
の

間



 第２０２話 ヒーローは遅れてやって来る

 

 

 
神
代
大

 

 
手
管
の

 
と

ス

ル
を

つ
発
動
す
る

が
聞
こ
え
る
と
突

人
間
達
へ
と
降
り
か
か

た
弾
幕
は

発
し

え

た
物
は
突
然
現
れ
た

大

の

の
中
へ
と

え
込
ま
れ
る

 
霊
夢

あ

じ

な
い

 

す
み
ま
せ
ん
遅
く
な
り
ま
し
た

 
今
度
は

が
来
て
く
れ
た

す
る
と

 
人
間

さ
ま
が
守

て
く
れ
た

 
人
間

あ
り
が
た
や

 
人
間
達
が

へ
と
手
を
合
わ
せ
る

 
霧
雨

ち

良
い
よ
な

の
時
だ
け
大
勢
に
感

さ
れ

 
て
良
い
よ
な

 
蓮
 

ま
あ
ま
あ

 
と

言

て
い
る
と

分
達
を

撃
し
て
き
た
男
は

 

 

お
う
お
う

れ
る
の
が

き
だ
な

お
前
ら
下
等
種

 
族
共
は
よ
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音

何
だ
と

 
蓮
 

落
ち
着
い
て
く
だ
さ
い

 
今
の
は
流
石
の

音
も

ツ
ン
し
た
の
か

り
か
か
ろ
う
と
す
る
が

分
が

ル
ド
し
て

め
る

無

で
無
闇
に
突

込
む
の
は
敗
北
を
意

す
る

そ
れ

に
だ

 

 

ギ

ハ
ハ
ハ
さ

て
も
も

と

 
と
男
が
言
い

け
た
そ
の

間
だ

た
男
の
放

て
い
る
殺
気
よ
り
も
更
に
強

な
殺
気
が

襲
い

か
る

 
霊
夢

な

手
が

 
霧
雨

お
い
何
だ
よ
こ
れ
体
の

え
が

ま
ら

 
鈴
仙

こ

こ
ん
な
波
⻑
見
た
こ
と
も
う

 

気

ち

悪
い

う

 

音

ぐ

 

は
こ
の
殺
気
に
参

て
い
る
み
た
い
だ
が
そ
れ
は

分
も

じ
だ

こ
ん
な
殺
気
は
感
じ
た

こ
と
も
な
か

た

す
る
と
空
か
ら

人
の
少
年
が
降
り
て
き
た

 
少
年

は
仕
事
を
し
ろ

て
言

た

な
ん
だ



 第２０２話 ヒーローは遅れてやって来る

 
け
ど
遊
ん
で
は
い
な
い
よ

 
そ
の
少
年
の
特

と
し
て
は
黒

に

で
貴
族
の
子

み
た
い
な
感
じ
だ
が

う
と
い
う
所

は

に

の
よ
う
な

が
生
え
て
い
る
事
か
ら

ら
く
妖
怪
だ
ろ
う

 

 

な

な
わ
け

だ
ろ

よ

妖
怪
石
が
壊
さ
れ
ち

 
ま

て
よ
だ
か
ら
遊
ん
じ

よ
ボ
ス

 
少
年

ん
そ
う
な
ん
だ

 
本
当
に
な
ん
な
ん
だ
こ
の
少
年
は

ら
く

分
や
霊
夢
よ
り
も

か
に
強
い
そ
れ
は
確
か
な

の
は
分
か
る

だ
が
あ
の
少
年
に

度
だ
け
会

た
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い

そ
う
思

て
い
た
そ
の

間

 
少
年

 
ザ
シ

ザ
キ
ン

 

 

が

 
あ
り
え
な
い
光
景
を
目
に
し
た

少
年
が

手
を
何
回
か
動
か
し
た

間
男
は
四

を

断

さ
れ
体
が
地
面
へ
と
落
ち
る

 

 

あ
が
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少
年

仕
事
を
こ
な
せ

て
言

た
よ

 
ザ
シ

グ
ジ

 

 

や

め

 
気

ち
悪
い
こ
と
に
少
年
は
男
の

目
に
親

を
突

込
み
音
を
立
て
な
が
ら

て
い
た

見
て
聞
い
て
い
る
と
気
分
が
悪
く
な
り
不

に
な
る

 
霧
雨

う

 
霊
夢

こ
い
つ
狂

て
る

 
そ
し
て
少
年
は

る
の
を

め
て
血
だ
ら
け
と
な

た

に

許
を

め
笑

で
見
て
く
る

 
少
年

ご
め
ん

う
ち
の
従
者
が
さ

で
も

は
君
達
が

 
絶
望
し
て

く
様
が
見
た
い
た
ん
だ
よ

だ
か
ら
さ

 
今
回
は
見
逃
し
て
あ

る
更
な
る
絶
望
を
見
た
い
か

 
ら
さ
だ
け
ど
次
は
な
い
か
も
よ

ア
ハ
ハ
ハ

 
何

に
こ
の
少
年
は
間

て
い
る
事
で
笑

て
い
ら
れ
る
の
だ

何

に
そ
ん
な

な
事

が
出
来
る
の
だ
ろ
う
か

 
少
年

ら
行
く
よ

さ

さ
と
立
た
な
い
と
今
度
は



 第２０２話 ヒーローは遅れてやって来る

 
刺
し
に
で
も
す
る
よ

 

 

が

ぐ

 
何
と
先
程
に
四

を

断
さ
れ
た
男
は
四

を
再
生
さ
せ
て
な
お
か
つ

て
い
た
の
か
血
が

つ
い
た
目
の
先
に
は

も

し
て
い
た

普
通
な
ら
シ

ク
死
す
る
だ
ろ
う

 
少
年

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

じ

あ

あ

そ
れ
と
さ

 
ち

ん

 

え

 
少
年
は

の

近
く
に
来
る
と

タ
リ
と
不
気

に
笑
う

 
少
年

君
の

神
達
ク
ソ

か

た
よ

 
そ
う
言
う
と
少
年
は
何
処
に

る
の
だ
と
ツ

ミ
た
く
な
る
程
に

ケ

ト
か
ら
神

子

の

に

て
あ

た
鏡
と
諏
訪
子
の

子
を
目
の
前
に
出
す

し
か
も
そ
れ
ら
は
ボ
ロ
ボ
ロ
に

な

て
い
た

 

そ

そ
ん
な

 
少
年

ア
ハ
ハ

守
に
は
気
を

け
な
よ
じ

あ

 
そ
う
言
う
と
少
年
と
男
は
黒
い

に

り

ま
れ

が

え
る
と
い
な
く
な

て
い
た

そ
し
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て
殺
気
が

え
る
と

分
達
の
体
は
動
け
る
よ
う
に
な
る

 

蓮
さ
ん

は
先
に
行

て
ま
す

 
そ
う
言
う
と

は
鏡
と

子
を

て
空
を
飛
ん
で
い
く

 
鈴
仙

す
み
ま
せ
ん

も
こ
の
事
を

に

 
と

鈴
仙
が
言
い
か
け
る
と

 
人
間

お
い

⻤
が
倒
れ
て
る

 
人
間
達
が
騒
ぎ
始
め
る

ど
う
や
ら
⻤
が
倒
れ
て
い
る
み
た
い
だ

何
だ
と
思
い
見
る
と
そ
こ

に
は

 
蓮
 

萃
香
さ
ん

 
そ
こ
に
は
ボ
ロ
ボ
ロ
と
な

た
萃
香
が
倒
れ
て
い
た
の
だ

た

 
神
楽

で
は
え

と
今
回
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ

 
鈴

ま
た
キ

ガ
イ
が
出
て
き
た

 
狗
神

奴
仲
間
も
仲
間
と
も
思

て



 第２０２話 ヒーローは遅れてやって来る

 
神
楽

目
を

た
り
し
て
ま
し
た
か
ら

 
鈴

あ
れ
や

て
る
こ
と
が
⻤

を
通
り
越
し
て
る
か
ら

  
狗
神

言
え
る
な
そ
れ
は

で
す
ら
あ
ん
な
事
は
し
な
い

 
な
の
に
そ
れ
を
平
然
と
笑
い
な
が
ら
や
る

て

 
神
楽

も

処
ま
で
は
流
石
に

 
鈴

を
吹

飛
ば
す
な
ら
分
か
る
け
ど

で

 
あ
れ
だ
よ

し
か
も
楽
し
ん
で
る
し

 
狗
神

そ
れ
よ
り
も
だ
あ
の

神
を

い
と
言
い
や
が

 
た
か
ら
な

奴

 
鈴

あ
の

神
は
強
い
ん
だ
よ

弾
幕
ご

こ
で
戦

 
た
か
ら
分
か
る
け
ど

 
神
楽

も
う
幻
想
郷
終
わ
り
で
す
か

 
狗
神

そ
れ
は
分
か
ら

が

て
お
い
そ
ろ
そ
ろ
時

 
間
だ
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鈴

本
当
だ

そ
れ
じ

今
回
は
こ
こ
ま
で

 
神
楽

そ
れ
で
は
ま
た
次
回

 
狗
神

じ

あ
な



 第２０３話 混沌と化していく幻想郷

 
第
２
０
３
話
 
混
沌
と
化
し
て
い
く
幻
想
郷

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

の

動
に

ら
れ
そ
う
に
な

て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
の
悪
魔
で

す

様
も
あ
る

で
す

し
た
い
と
い
う

動
が

失

こ
の
話
は
こ
こ
ま
で
に
し

て
そ
れ
で
は

め
て
本
編
へ
ど
う

 
謎
の
男
と
少
年
を
撃
退
し
た

分
達
は
人
里
の
人
間
達
の

に

か
れ
そ
こ
へ
と
行
く
と
萃
香

が
ボ
ロ
ボ
ロ
の

で
倒
れ
て
い
た

 
蓮
 

通
し
て
く
だ
さ
い

 
霊
夢

蓮

た
ら

 
倒
れ
て
い
る
萃
香
の

を

え
見
て
み
る
と

 
萃
香

す

す

 

て
い
た

そ
れ
も
気

ち
良
さ
そ
う
に

 
蓮
 

さ
ん
こ
こ
は

が
何
と
か
し
ま
す
な
の
で
散

て
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下
さ
い

 

音

達
は
怪

人
の
手
当
て
だ

急

 
そ
う
言
う
と
人
間
達
は

に
散

て
い
く

そ
し
て

音
も

 

音

す
ま
な
い
が

も
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
が
あ

 
る
ん
だ
が

 
蓮
 

い
え
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
そ
れ
と

は
後
で
お

 
話
し
ま
す

 

音

分
か

た
す
ま
な
い
な

 
そ
う
言
い

音
は
大
急
ぎ
と
な

て
い
る
人
間
達
に
混
ざ

て
い

た

 
霊
夢

で

こ
い
つ
は
大

な
の

 
蓮
 

う
ん
見
た
感
じ

て
る
み
た
い
だ
け
ど

 
だ
が
萃
香
も
大

だ
が
一
番
は

の
家
族
で
あ
る
神

子
や
諏
訪
子
の
安

だ

た
だ
で
さ

あ
の
少
年
は
神

子
に
諏
訪
子
が
ク
ソ

か

た
と
言

た
の
だ

古
か
ら
生
き
る

を

い
と
い

た
そ
の
言
動
と

し
た
と
い
う
言

そ
れ
ら
が
よ
り
不
安
に
さ
せ
る

 
蓮
 

霊
夢

は

さ
ん
の
神
社
に
行

て
来
る
よ
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の
安

が
知
り
た
い
し

 
霊
夢

分
か

た
わ
こ
い
つ
は
こ

ち
で

か

て
お
く
わ

 
よ

 
鈴
仙

え

と
言
い

け
た
ん
で
す
が

も
一
度
帰
り
ま
す

 
こ
の
事
を

く

に
伝
え
た
い
の
で

 
鈴
仙
は
先
程
に
言
い

け
た
事
を
言
う
と

分
は
首
を

に

て

 
蓮
 

分
か
り
ま
し
た

 
鈴
仙

で
は

 
そ
う
し
て
鈴
仙
も
そ
そ
く
さ
と
走

て
永
遠
亭
へ
と
向
か

て
い

た

そ
し
て
魔
理
沙
を
見

て
あ
る
考
え
が

か
ん
だ

 
蓮
 

そ
う
だ
魔
理
沙
に
頼
み
た
い
こ
と
が
あ
る
ん
だ

 
霧
雨

ん

ど
う
し
た
よ

 
蓮
 

地
底
の
旧
都
に
向
か

て
様
子
を
見
て
き
て
欲
し
い

 
ん
だ
よ

 
霧
雨

何
で
だ
よ

そ
れ
な
ら
理
久
兎
と
か
呼
ん
で
き
た
方
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が
良
く
な
い
か

 
そ
う
本
当
な
ら
確
か
に
理
久
兎
達
を

れ
て
く
れ
ば
よ
り
戦
力
は
増
え
る
が
さ
と
り
の
件
が
あ

る
た
め
出
来
る
と
は
思

て
は
い
な
い

な
ら
ば
地
底
は
今
ど
う
な

て
い
る
の
か
を

べ
る

が
あ
る
の
だ

 
霊
夢

そ
う
し
た
い
け
ど

奴
の

人
が
ボ
ロ
ボ
ロ
の

で

 
内
の
神
社
で
倒
れ
た
の
よ
そ
れ
を
考
え
る
と
だ
け
ど

 
地
底
で
何
か
起
こ

た
の
は
明
白
な
の
よ

 
そ
れ
を
聞
き
魔
理
沙
は

く
が

許
を

り
上

る

 
霧
雨

分
か

た

せ
ろ
様
子
を
見
て
く
る

 
そ
う
言
い
魔
理
沙
は

に

が
り
空
を
飛
ん
で
い

た

 
蓮
 

じ

あ

も
行
く
よ
後
で
神
社
で

 
霊
夢

え

気
を

け
て

 
そ
う
し
て
霊
夢
と
別
れ
大
急
ぎ
で

の
と
後
を
追
う
の
だ

た

そ
う
し
て
全
力
飛
行
を
し

て
守
矢
神
社
へ
と
着
く
と
異
様
な
光
景
を
目
に
す
る

前
に
見
た
時
よ
り
も
少
し
退

し
て
い
る

感
じ
が
し
た

不
気

だ

た

鳥
居
を
潜
り
中
へ
と

る
と
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そ
ん
な

神

子
様

諏
訪
子
様

 

は

を
地
面
に
着
け
て
い
た

の
い
る
先
を
見
る
と
そ
こ
に
は

 
蓮
 

な

ひ

す
ぎ
る

 
守
矢
神
社
の
空
に
ボ
ロ
ボ
ロ
と
な
り
血
を

ら
し
て
死
ん
で
い
る
の
か

を
下
に
う
つ
向
か
せ

て
神

子
と
諏
訪
子
が

々
の

で
四

を

束
さ
れ
大
の

に
な

て

束
さ
れ
て
い
た

 
蓮
 

さ
ん
今
は

け
ま
し

う

 
神
楽
を
構
え
霊
力
を
込
め
て

 
蓮
 

斬
心
 
一

刀

 
十

に
斬
り
斬
撃
波
を

り
出
し
神

子
と
諏
訪
子
を

る
鎖
を

る

そ
の

間

 
ジ

キ
ン

 
鎖
が
壊
れ
た
の
か
そ
ん
な
音
を
立
て
る
と
神

子
と
諏
訪
子
は
地
面
へ
と
落
ち
る

は
倒

れ
て
い
る

人
に

け
つ
け
る
と

 

神

子
様

諏
訪
子
様

 

神
の
首

に
手
を
当
て
る
と

は
何
か
を
確

し
た
の
か

方
を
向
く
と

 

ま
だ

は
あ
り
ま
す

蓮
さ
ん
手
当
て
を
手
伝

て
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下
さ
い

 
流
石
は
伊
達
に
何
千
と
生
き
て
い
る
だ
け
あ

て
し
ぶ
と
か

た

だ
が
そ
れ
を
聞
き
少
し
安

し
た

 
蓮
 

分
か
り
ま
し
た

 

は
諏
訪
子
を

分
は
神

子
を

え

屋
へ
と
向
か
う

そ
う
し
て
包

を

い
て

血

や

に

な
ど
を

ま
せ
布

に

か
せ
る

 

あ
の
少
年
だ
け
は
許
せ
ま
せ
ん
絶
対
に

 

て
い
る

人
を

は
見
な
が
ら

り

を

り

か
ら
は
血
を

れ
流
し
て
い
た

 
蓮
 

さ
ん

が
言
え
る
義
理
で
は
な
い
で
す
が
怒
る

 
の
は
構
わ
な
い
け
れ
ど
そ
れ
で

分
を
失

て
絶
望

 
し
た
ら
あ
の
少
年
の
思
う
つ

で
す

 

で
す
が
そ
れ
で
も
で
す
よ

 

の
怒
り
は
良
く
分
か
る

ら
く

分
が

だ

た
の
な
ら

討
ち
は
考
え
た

だ
か

ら
こ
そ
だ
こ
こ
で

を
放

て
お
い
て
死
な
れ
て
も

る

 
蓮
 

そ
う
だ

確
か
博
麗
神
社
に
分
社
を

て
て
は
い
ま
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し
た
よ

 

え

え

 
蓮
 

良
け
れ
ば

く
来
ま
せ
ん
か

ま
た
襲
撃
が
あ

て

 
も
で
す
し
そ
れ
に
霊
夢
に
も
話
は
つ
け
ま
す
か
ら

 

蓮
さ
ん
す
み
ま
せ
ん
お
願
い
し
ま
す

 
話
は
決
ま

た

そ
う
な
れ
ば
す
ぐ
に
行
動
を

す
だ
け
だ

は

屋
を
出
て
数
分
す
る

と

物
を

て
く
る

 

念
の
た
め
の

食
等
も
あ
り
ま
す
か
ら

て
い

 
き
た
い
ん
で
す
が

 
蓮
 

用
心
に
は
越
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
よ

貸
し
て

 
く
だ
さ
い

ち
ま
す
よ

 

え

な
ら
す
み
ま
せ
ん
が
お
願
い
し
ま
す

 
お

に
バ

ク
を
し

て
神

子
を

中
に
お
ぶ
る

は
諏
訪
子
を
お
ぶ
る
と

 
蓮
 

じ

あ
行
き
ま
し

う

 

え
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そ
う
し
て

分
と

は
神

子
と
諏
訪
子
を

え
な
が
ら
博
麗
神
社
へ
と
向
か
う

そ
う
し

て
博
麗
神
社
へ
と

り
着
く
と
紅
魔
館
の
住
人
達
や
永
夜
亭
の
者
達
が
来
て
い
た

 
蓮
 

な

何
こ
の

 

こ
れ
は

 
何
事
か
と
思

て
回
り
を
見
る
と
永
遠
亭
組
は
少
し

が
悪
く
そ
し
て
紅
魔
館
の
者
達
は

所
々
で
怪

を
し
て
い
た

 
玲
音

ん

お

久
し
い
な

 
咲
夜

蓮
さ
ん
そ
れ
に

さ
ん
も

 
永

さ

き
ぶ
り

 
鈴
仙

え

と

下

 
蓮
 

い
や
そ
れ
よ
り
も
何
を
し
に
こ
こ
へ

 
と

言

て
い
る
と

屋
の

が
開
か
れ
霊
夢
が
出
て
き
た

 
霊
夢

良
い
わ
よ

屋
は

け
た
か
ら
怪

人
達
だ
と

 
か
の
手
当
て
に
使

た
り
休
ん
だ
り
し
て
も

 

て
蓮
じ

な
い
そ
れ
に
そ
の

人
は
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蓮
 

え

と

か
せ
て
あ

て
欲
し
い
ん
だ
け
ど

 
霊
夢

良
い
わ
こ

ち
に

 
そ
う
し
て
布

に
二
神
を

か
せ
る
と

 
蓮
 

で

は
何
で
こ
こ
に

 
そ
れ
を
聞
く
と
霊
夢
は
深

そ
う
な

を
す
る
と

を
開
き

 
霊
夢

何
で
も

達

外
に
も
襲
撃
は
あ

た
み
た
い

 
な
の
よ
紅
魔
館
に
永
遠
亭
が

 
蓮
 

え

じ

あ
さ
と
り
さ
ん
は

 
さ
と
り
は
無
事
な
の
か
と
思
い
聞
く
と
霊
夢
は

笑
む

 
霊
夢

大

よ
そ
こ
は

者
達
が

れ
て
き
た
わ

 
今
は
隣
の

屋
で
萃
香
と
一

に

か
せ
て

 
い
る
わ
よ

 
蓮
 

そ

か
良
か

た

 
そ
れ
を
聞
き
安
心
し
た

も
し
さ
と
り
が
死
ん
だ
と
な
れ
ば
理
久
兎
も
悲
し
む
だ
ろ
う
し

 
蓮
 

と
り
あ
え
ず

の
い
る

屋
に
行
こ
う
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霊
夢

そ
う

 
と
り
あ
え
ず

分
達
は

の
い
る

屋
へ
と
戻
る

そ
し
て
隣
の

屋
で
は

 
さ
と

ん

理
久
兎
さ

ん

 
と
さ
と
り
は

り
な
が
ら
そ
う

く
の
だ

た

そ
し
て
場
所
は
変
わ
り
こ
こ
命
蓮
寺
で
は

 
人
間

聖
さ
ま

 
人
間

里
の
人
た
ち
が
妖
怪
に

 
と

く
の
人
間
が
命
蓮
寺
へ
と

け
込
ん
で
き
て
い
た

 
村
沙

落
ち
着
い
て

 

丸

こ
れ
は
一
体

 
一

聖

 
聖
 

む

 
と

命
蓮
寺
の
者
達
は

て
い
る
そ
の
時
だ

た

 

 

キ

ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
本
当
に
お
前
ら
下
等
種
族

 
共
は

気
な
フ
リ
し
て

か
に

を

悲
を
を

 
め
る
よ
な

見
て
て
気

ち
悪
い
な
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聖
 

こ
の

は

 

は

の
し
た
方
向
を
向
く
と
そ
こ
に
は
上

に
⻑
く
先
が
二
つ
に
別
れ
た

を

つ
男
が
楽

し
そ
う
に
笑

て
い
た

 
人
間

あ

奴
だ

 
人
間

ひ

 
人
間
達
は

散
り
散
り
に
逃

て
い
く

男
は
笑
い
な
が
ら

 

 

お
い
お
い
逃

て
も
ど
う
せ
何
処
も
安
全
な

 
の
に
な

ま

良
い
か
所
で
よ
お
前
ら
は

を
楽

 
し
ま
せ
て
く
れ
る
か

 
聖
 

さ
ん
危
険
と
思

た
ら

 

丸

逃

ま
せ
ん
よ
も
う

 
一

も
う

れ
な
い

来
な

雲
山

 
雲
山
 

 
村
沙

も
し

え
て
な
く
な

て
も
そ
の
時
は

転
生
で

 
も
し
て
会
い
に
行
く
よ
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と

は
各
々
に
い
う

聖
は

き
つ
つ
も
ク
ス
リ
と
笑
い

 
聖
 

ま

た
く

行
き
ま
す
よ

 
そ
う
し
て
聖
達
命
蓮
寺
組
は
襲
撃
者
で
あ
る
男
と
対

す
る
の
だ

た

そ
し
て
こ
こ
仙
界
で

も
襲
撃
は
起
こ

て
い
た

 
蘇

ぐ

 
布
都

こ
や
つ

 
神
子

子

布
都

 
神
子
達
は
こ
こ
へ
と
侵

し
た

本
の
刀
を

ち
全
て
を

す
る
か
の
よ
う
な
目
を

つ

人
狼
と
対

し
て
い
た

 

 

こ
の
程
度
か

 
神
子
は

て
も
い
た

人
狼
か
ら
感
じ
る

感
は
並
大

の
者
の

で
は
な
い

そ
れ

は

戦
を
潜
り

け
た
者
の

そ
の
も
の
な
の
だ
か
ら

 
神
子

ど
う
す
れ
ば
帰

て
く
れ
ま
す
か

 
こ
れ

上
の

を
出
さ
ぬ
た
め
に
も
そ
う
言
う
と
人
狼
は

 

 

だ

羅

全
て
か
ら
た
だ
住
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神
子

は
決
裂
で
す

 

し
い
戦
い
な
が
ら
も
神
子
達
は

起
す
る
の
だ

た

そ
し
て
ま
た
場
所
は
変
わ
り
妖
怪
の

山
の
天
狗
の
里
で
は

 
天
狗

ぐ
わ

 
天
狗

が

 
天
狗

熱
い

熱
い

 
妖
怪
の
山
の

々
は

や
さ
れ
天
狗
達
は
次
々
に
撃
退
さ
れ
て
い
く

そ
の
中
に

つ
の

が
あ

た

人
は
炎
を
使
う
妹
紅
そ
し
て
も
う

人
は
楽
し
そ
う
に
こ
の
光
景
を
見
る
女
性

だ

た

 

 

炎
で
焼
け
行
く
山
こ
れ
を
も
し

で
書
け

 
る
の
な
ら
何
て

し
い
の
で
し

う

 
そ
う
言
い
な
が
ら
そ
の
女
性
は
手
で
合
図
す
る

 
妹
紅

 
そ
れ
に
従
い

て
妹
紅
は
炎
を
放
出
し
山
を

や
し
て
い
く

 

 

ら
も

と

し
く
舞
い
な
が
ら
炎
を
出
し
な
さ
い
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よ
じ

な
い
と

し
く
な
い
じ

な
い

ら

ら

 
も

と

や
し
な
さ
い
よ

ア
ハ
ハ
ハ

 
女
性
は

悪
感
な
ど
感
じ
ず
に
妹
紅
を

り
な
が
ら

々
と
し
て
笑
う
の
だ

た

そ
し
て
ま

た
場
所
は
変
わ
り
上
空
で
は
大
き
な

を

人
の
少
年
が
各
地
で

が
上
が
る
地
上
の
様

子
を

め
て
い
た

 
少
年

良
い
な

暇
し
な
い

て

 
と

少
年
は
暇
そ
う
に
た
だ
そ
う

く
の
だ

た

 
狗
神

あ
の
野

場
所
を
変
え
て
ま
た

れ
て
や
が
る

 
鈴

今
回
の

対
者
達

て
と
こ
と
ん

だ
よ

見
て

 
い
て
思
う
け
ど
さ

 
神
楽

で
す
が
本
当
に

和
感
が
あ
る
ん
で
す
よ

 
鈴

何
処
に

 
神
楽

何
と
い
う
か

会

た
こ
と
が
あ
る
気
が
す
る
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ん
で
す
よ

 
狗
神

あ
ん
な
前
代
未
聞
レ

ル
の
キ

ガ
イ
見
た
事
も

  
鈴

気
の
せ
い
じ

な
い

 
神
楽

う

ん
そ
う
な
ん
で
す
か

 
鈴

そ
う
だ
よ

こ
れ
が
知
り
合
い
だ

た
ら
目
を

 

ち

う
よ

 
狗
神

だ
な

 
神
楽

そ
う
で
す
よ

あ

も
う
時
間
で
す

そ
れ

 
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す

 
狗
神

ま
た
次
回
も
見
に
来
い
よ

そ
ん
じ

あ
な

 
鈴

バ
イ
バ
イ
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第
２
０
４
話
 
全
能
神
登
場

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

先
程
ま
で

年

と
な
り
つ
つ
あ
る

と
戦

て
い
た
怠
惰
の
ク

ソ
悪
魔
で
す

ま
た

奴
ら
は
家

も

わ
な
い
く
せ
し
て

屋
に
出

し
し
か
も
カ
サ
カ
サ

と
不

音
を
出
す
始

で
す

も
う
本
当
に

奴
ら
は

だ

失

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 

分
と
霊
夢
は

の
集
ま
る

屋
へ
と
来
る
と
座
り

 
蓮
 

さ
ん
の

状
況
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
ま
せ

 
ん
か

 
今
現

ど
こ
ま
で
の

が

ん
で
い
る
の
か
聞
く
と

 
レ
ミ

ど
の

最
悪
よ
こ

ち
は
紅
魔
館
を
人
狼
と
怪

 
物
達
に

さ
れ
た
わ
よ

 
玲
音

あ

い
も
ん
で
な

あ
の
人
狼
タ

者
じ

な

 
い
な
殺
す
と
い
う
事
に
何
の

い
も
感
じ
て
も
い
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あ
れ
は
そ
う
だ
な
殺
人
⻤

て
感
じ
か

 
咲
夜

玲
音
の
言

に
は

感

 
ど
う
や
ら
紅
魔
館
は
人
狼
を

に
怪
物
達
に

さ
れ
た
み
た
い
だ

 
永

達
は
永
遠
亭

さ
れ
迷
い
の
竹
林
の

は
炎

 
で

や
さ
れ
て
失
い
ま
し
た
し
今
も
な
お
で
迷
い
の

 
竹
林
に
は
怪
物
達
が

し
て
い
る
で
し

う

 

夜

そ
れ
か
ら
謎
め
い
た
女
と
会

て
妹
紅
と

ん
だ
け

 
れ
ど

が
立
た
な
か

た
そ
れ
所
か
復
活
し
て
目
が

 
覚
め
た
ら
妹
紅
が
い
な
く
な

て
る
し
大
方

さ

 
れ
た
わ

 
鈴
仙

そ
れ
に
永
遠
亭
を

さ
れ
る
に
当
た

て
で

品

 
も

く
は

て
け
づ
ま
い
で

 
と

は
深

み
た
い
だ

幻
想
郷
に
は
色
々
な

が
あ
る
が
こ
の
中
で
も
大
き
い
紅
魔

館
組
永
遠
亭
組
そ
し
て
守
山
組
と

さ
れ
て
い

て
い
る

ま
る
で
こ
う
見
て
み
る
と
見
せ
し

め
の
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
ら
い
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蓮
 

思

て
た
よ
り
も
深

み
た
い
で
す

 
霊
夢

み
た
い

 
そ
う
し
て
い
る
の
縁

の

が
開
き

音
が
や

て
来
た

 

音

す
ま
な
い
遅
れ
た

 
蓮
 

い
え
そ
れ
で
何
が
あ

た
の
か
を
聞
き
た
い
の
で
す

 
よ

 

音

あ

 
鈴
仙

え

と

も
説
明
を
お
願
い
し
ま
す

 
そ
う
言
わ
れ

分
は
あ
り
の
ま
ま
起
こ

て
い
た
事
を
話
す

そ
う
し
て
話
終
え
る
と

音
と

鈴
仙
は
と
て
も

じ
ら
れ
な
い

た

を
し
て
い
た

 

音

ま
さ
か

が
術
に

か
る
と
は
不
覚

 
鈴
仙

そ
れ
は

も
で
す
の
で

 
や
は
り

か

た
事
が

ず
か
し
い
と
い
う
か

し
い
の
か

い

だ

 

音

蓮
に
霊
夢

を
言
う
あ
り
が
と
う

 
鈴
仙

も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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蓮
 

い
え

然
で
し
た
が

け
た
の
は
魔
理
沙
な
の
で

 
女
に

 
と
言

て
い
る
と
ま
た

が
開
か
れ
る

そ
れ
も
大
き
な
音
を
立
て
な
が
ら
だ

の
先
に

は
魔
理
沙
が

を

ら
し
な
が
ら
立

て
い
た

 
霊
夢

魔
理
沙
や

と
来
た
の

 
蓮
 

え

と
ど
う
だ

 
言

を
言
い

け
る
と
魔
理
沙
は
深

な

を
し
て

 
霧
雨

そ
れ
所
じ

地
底
の
妖
怪
達
が
何
処
に
も
い

 

⻤
や

姫
そ
れ
所
か
理
久
兎
達
も
い

ん

 
だ
よ

ま
る
で
神
隠
し
に
で
も
あ

た
み
た
い
に

 
お
か
し
す
ぎ
る

 
や
は
り
さ
と
り
の
事
も
あ

て
予
想
は
当
た

た

も
う

に
地
底
の
妖
怪
達
も
や
ら
れ
た
み

た
い
だ

 
霧
雨

そ
れ
と
よ
地
霊

で
こ
ん
な
の

た
ん
だ
け
ど
よ

 



 第十七章 狂神降臨

 
そ
う
言
う
と

子
か
ら
そ
れ
な
り
の
大
き
さ
の
黒
い

を
出
す

こ
の
色
合
い
か
ら
魔
理
沙

が
壊
し
た
あ
の
そ
れ
は
何
処
か
で
見
た
事
の
あ
る

の
少
女
の

を
し
た

だ

す
る
と

 

 

た

す

け

て

 
と

か
が

け
を

め
る

が
聞
こ
え
て
く
る

し
か
も
聞
い
た
事
の
あ
る

だ

 
蓮
 

何
か

が
聞
こ
え
た
ん
だ
け
ど

 
霧
雨

や

り
か

子
に

れ
て
る
時
も

が
し
て
た

 
ん
だ
け
だ
よ

 
よ
く
そ
れ
で
気
に
せ
ず
に
行
け
た
も
の
だ

だ
が

け
て
と
言
わ
れ
て
も
ど
う

け
る
べ
き

か 
蓮
 

霊
夢

て
何
か
解
呪
的
な
も
の

て

 
霊
夢

う

ん
出
来
な
く
は
な
い
と
は
思
う
け
ど
正

解
呪

 
よ
り
も
呪
わ
れ
な
い
よ
う
に
す
る

て
の
が
得
意
だ

 
し

 
つ
ま
り
確

的
に

い
ぐ
ら
い
だ
ろ
う
か

 
パ

解
呪
す
る

て
言

て
も
ど
ん
な
術
式
な
の
か
の
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も
い
る
し

し
い
わ
よ

 
永

を
使
う
に
せ
よ
も

じ
な
の
よ

 

は
お
手
上

と
い

た
所
だ
ろ
う

ど
う
す
る
か
と
考
え
て
い
る
と

 

 

な
ら

シ
が
や

て
や
ろ
う
か

 
と
聞
い
た
事
の
あ
る

が
聞
こ
え

分
達
は
向
く
と
そ
こ
に
普
通
な
ら
い
た
ら
可
笑
し
い
人

物
い
や
神
が
い
た

 
蓮
 

り

り
り
龍
神
様

 
そ
う
そ
こ
に
世
界
の
最
高
神
が

人
で
あ
る
龍
神
こ
と
千
が
い
た
の
だ

 
霊
夢

あ
ん
た
何
で
こ
こ
に
い
る
の
よ

 
千
 

不
穏
な
空
気
が
漂

て
お

た
か
ら
そ
こ
の
神

を

 
経

し
て
来
た
ん
じ

よ

 
千
の

す
方
に
は
確
か
に
神

を

に

し
て
い
る

つ
ま
り
本
当
に
神

を
経

し
て

来
た
み
た
い
だ

 
千
 

さ
て
そ
れ
よ
り
も

む
こ
れ
な
ら

シ
の
力
で

 
何
と
か
な
る
の
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そ
う
言
い
千
は

を
受
け
と
る
と
目
を

る

そ
し
て

 
千
 

ん

 
ド
ロ
ン

 

を
出
す
と

時
に

が
上
が
り

屋
を
包
み
込
む

 
霊
夢

け

け

ち

と

 
霧
雨

お
い
お
い

 

て
え

 
蓮
 

あ
れ

て

 

分
達
は
目
に
す
る

龍
神
の
手
の
先
に
は

の
お
さ

の

の
少
女
が
い
た
の
だ

し

か
も
そ
れ
は
理
久
兎
や
さ
と
り
と

居
し
て
い
る
火
焔

だ

た
の
だ

 
お

う

理
久
兎
様
の
お

様

 
千
 

う
む
久
し
い
の
大

か
の
う

 
お

え

何
と
か

 

を

き
な
が
ら
お

は

る

今
の
光
景
を
見
て
思

た
の
は

ら
く
地
底
の
妖
怪
達
は

て
先
程
み
た
い
に

に
変
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
の
が
正
し
い
の
か
も
し
れ
な
い
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千
 

む
そ
な
た
達
の
中
で
ま
だ

に

た
き
り
の
奴
は

 
お
る
か

 
蓮
 

え

あ

い
ま
す

方
に

 
そ
う
言
い
千
を
隣
の

屋
で

る
諏
訪
子
や
神

子
そ
し
て
更
に
隣
で

て
い
る
さ
と
り
と

萃
香
の

屋
を
見
せ
る
と

 
千
 

ど
れ
も
こ
れ
も

じ
呪
い
じ

な

 
霊
夢

呪
い

 
霊
夢
の
言

を
聞
き
千
は
神

子
の

り
を
見
せ
る

そ
こ
に
は
真

黒
で
何
か
が
書
か
れ

て
い
た

 
蓮
 

そ
れ

て

に
い
う
呪
い
の

印
的
な
奴
で
し

う

 
か

 
千
 

う
む
そ
れ
も
相
当
な
手

れ
じ

何
せ
こ
の
呪
術
は

 
ル

ン

に
よ
る

印
呪
じ

 
パ

え

ル

ン

て
あ
の

 
霧
雨

そ
れ
伝
説
の
魔
法

の
か
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ど
う
や
ら
魔
法
使
い
組
は
知

て
い
る
み
た
い
だ

 
蓮
 

い
の
そ
れ

 
霧
雨

い

て
も
ん
じ

よ
現
代
の
魔
法
使
い
で
も

 

め
る
の
に
精
一

な
ロ
ス
ト

だ

め
る
と

 
し
た
ら
世

の
大
発
見
だ
よ

 
千
 

う

昔
の
言

が
こ
う
も
伝
わ

て
お
る
と
は

 
の
う

 
そ
う
言
う
と
千
は
先
程
と

様
に
力
を
放
出
す
る

今
度
は

ま
で
は
出
な
か

た
が

い
光

が
包
み
込
む
と
神

子
の

の

印
は

え
て
な
く
な
る
を
確
認
す
る
と

 
八

う

う

ん

 

矢

い
た
た

体
が
痛
い
や

 
萃
香

あ
れ

こ
こ
博
麗
神
社

 
起
き
る
気

の
無
か

た
者
達
が
次
々
に
目
を
覚
ま
し
て
い
く

そ
し
て
そ
れ
を
見
た

は

を
流
し
な
が
ら

 

神

子
様

諏
訪
子
様
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す
ぐ
に
近
づ
き
目
を
覚
ま
し
た

神
に

を
流
す

 

矢

は

き

だ
な

 
八

は
は

本
当
に

 

う

う

ん

い
て
ま
せ
ん

 

は

し
そ
う
だ

だ
が

 
お

あ

あ
の
さ
と
り
様
が
起
き
て
な
い
ん
で
す
が

 
そ
う
さ
と
り
が
起
き
な
い

未
だ
に

り
続
け
て
い
た

千
は

に
手
を

き

 
千
 

ら
く
こ
れ
は
呪
い
は
関
係
な
く
た
だ

に
何
か
か

 
ら
逃

て
お
る
の
う

 

夜

何
か
か
ら
逃

る

 
千
 

う
む

相
当
な
シ

ク
を
受
け
る
事
が
起
き
た
の

 
じ

ろ
う
そ
の
た
め
か
起
き
る
の
を

ん
で
お
る
の

 
う

 
つ
ま
り
現
実
逃

し
て
い
る
と
い
う
事
だ
ろ
う

一
体
全
体
で
何
が
起
こ

た
の
だ
ろ
う
か

 
蓮
 

お

さ
ん
そ
れ
に
萃
香
さ
ん
何
が
起
こ

た
の
か
分
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か
り
ま
す
か

分
か
る
の
な
ら
教
え
て
下
さ
い
ま
せ

 
ん
か

 
何
が
起
こ

た
の
か
を
聞
く
と
お

は

た
よ
う
な

を
し
萃
香
は
深

な

を
す
る

 
お

あ
た
い
は
お

さ
ん
と
お

さ
ん
の
悲
鳴
が
聞
こ
え

 
て
そ
れ
で
何
事
か
と
思

て
向
か

た
ら

か
に

 
後
か
ら

撃
さ
れ
て
石
に
変
え
ら
れ
ち

た
か
ら

 
良
く
分
か
ら
な
い
ん
だ
よ

た
だ
斬

て
き
た
奴

 
の

は
見
た
け
ど
そ
い
つ
子

だ

た

 
子

つ
ま
り
数
時
間
前
に
人
里
を
襲
撃
し
た
男
の
目
を

た
あ
の

な
少
年
だ
ろ
う

 
八

子

て
言
え
ば

 

矢

う
ん
そ
い
つ
に
ボ

ボ

に
さ
れ
て
そ
れ
で
ミ
シ

 
グ
ジ
様
が
可
笑
し
く
な

て
も
う

が
分
か
ん
な
い

 
よ

 

人
の
話
を
聞
き
分
か
る
の
は
そ
の
子

は
と
ん
で
も
な
く
強
い
と
い
う
の
は
良
く
分
か

た

人
が
話
終
え
る
と
萃
香
が
話
始
め
る
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萃
香

は
旧
都
で

と
楽
し
く

ん
で
い
た
ん
だ
よ
け
れ

 
ど
突
然
だ

た

か
は
知
ら
な
い
け
ど
襲
撃
を
し
て

 
き
て
妖
怪
達
を
次
々
に
石
に
変
え
て
い

た

や

 

そ
れ
に

々
様
も

闘
し
た
け
ど

も

め
て

 

も
石
に
な

ち

た
の
か
な

 
萃
香
に

に

々
そ
し
て
更
に
数

く
の
妖
怪
達
が
石
と
い
う
か

に
変
え
ら
れ
た
か

も
し
れ
な
い
よ
う
だ

 
千
 

む
⻤
に
軍
神
と
言
わ
れ
た
八

神

子
そ
れ
に

 
着
神
の
頂

で
も
あ
る
諏
訪
子
を
こ
う
も
あ

さ
り

 
と
倒
し
更
に
は
こ
の
ル

ン

だ

て
そ
う
じ

 
考
え
た
く
は
な
い
が

シ
は
そ
の
者
に

人
だ
け
心

 
当
た
り
が
あ
る
ん
じ

 
霊
夢

心
当
た
り

 
蓮
 

だ

で
す
か

 
千
 

そ
れ
は
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と

千
が
言
い

け
た
そ
の

間
だ

た

突
然
変
異
と
て
つ
も
な
い
力
が

分
達
を
襲
う

そ
れ
に

分
達
は

い
を
し
て
し
ま
う
が

時
に
分
か

て
し
ま
う

こ
れ
は
と
て
つ
も
な
い

殺
気
だ
と

 
霧
雨

な

何
だ
よ
こ
れ

 
萃
香

き

気

ち
悪
い

 
霊
夢

う
ぐ

 
レ
ミ

何
よ
こ
れ

 
蓮
 

こ
れ

て

 
感
じ
た
こ
の
あ
る
殺
気
だ

た

そ
れ
は
数
時
間
前
に
も

わ

た
も
の
と

じ
だ

た

そ
し
て

 
ド

ン

 
と
外
で

発
が
起
き
る

分
達
は
急
い
で

子
を
開
け
外
を
見
る
と

が

り
に
舞

て
い
た

そ
し
て

が

ま
る
と
そ
こ
に
は
今
も

と
も
会
い
た
く
な
い
と
思
え
る
少
年
が

立

て
い
た

 
少
年

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

や

り
正
解
だ

た
よ
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ル

ン

に
仕

け
を
し
て
お
い
た
の
は
さ

 
す
ぐ
に
気
づ
い
た
よ

 
霊
夢

あ
ん
た
達
構
え
な
さ
い

こ
い
つ
は
危
険
よ

 

は
す
ぐ
に
臨
戦
体

を
整
え
る
が
千
だ
け
は
ゆ

く
り
と
少
年
へ
と
近
づ
く

そ
し
て

 
千
 

や
は
り

そ
う
じ

た
か
ル

ン

と
言
い

 
こ
や
つ
ら
を
倒
す
程
の
力
と
い
い
ま
さ
か
と
は
思

 
た
そ
し
て
こ
の
考
え
は
外
れ
て
欲
し
か

た

 
蓮
 

龍
神
様

 
霊
夢

ど
う
い
う
事
よ

 

分
達
は

ぶ
が
千
は
た
だ
少
年
を
見
て

 
千
 

貴
様

そ
の

と
い
い

に
そ
そ
の
か
さ
れ
た
と
言

 
う
ん
じ

理
久
兎

 
千
は
ま
さ
か
の
人
物
の
名
を

ん
だ

す
る
と
少
年
い
や
理
久
兎
と
呼
ば
れ
た
子
は
狂
気
じ
み

た
笑

で

 
理
 

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

何
を
い

て
る
の
お

様
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は

こ
れ
は

の
や
り
た
い
よ
う
に
や

て
い
る
だ

 
け
だ
よ

 
と

理
久
兎
は
楽
し
そ
う
に
そ
う
語
る
の
だ

た

 
狗
神

嘘

だ
ろ

 
鈴

り

理
久
兎

 
神
楽

や

り
で
す
か

 
狗
神

あ
の
キ

ガ
イ
が
本
当
に

奴
か
よ

 
鈴

あ
ん
な
子

に
な
る

て

い
や
で
も
一
回
女
性

 
に
化
け
て
た
ら
か
ら
も
し
か
し
た
ら

 
神
楽

で
す
が
分
か
る
こ
と
は

と
い
う
事
だ
け
で
す
よ

  
狗
神

あ
の
野

に
何
が
起
こ

た
ん
だ
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鈴

分
か
ら
な
い
な

そ
こ
は

 
神
楽

す
み
ま
せ
ん
が

も
で
す
も
し
怠
惰
さ
ん
が
い
て

 
く
れ
れ
ば
あ
る
い
は

 
鈴

だ
よ

心
な
時
に
限

て
い
な
い
か
ら

奴

 
は
さ

 
狗
神

だ
な

そ
ろ
そ
ろ
時
間
か

ン

そ
ん
じ

 
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
だ

 
神
楽

ま
た
次
回
も
見
に
来
て
下
さ
る
と

い
で
す

 
鈴

そ
れ
じ

あ

者
様

 
狗
神

ま
た
な
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第
２
０
５
話
 
狂
神
の
理
久
兎
乃
大
能
神

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

昨
日
の

の
死

が
見
つ
か
ら
な
い
こ
と
に

し
て
い
る
怠
惰
の

ク
ソ
悪
魔
で
す

キ
ジ

ト
で
や

た
の
で
死
ん
で
は
い
る
と
は
思
う
の
で
す
が
結
構

屋
で
は

を
す
る
た
め
気
楽
に
休
め
な
い
始

で
す

失

そ
れ
で
は
気
に
な
る
で
あ
ろ
う

本
編
へ
ど
う

 

分
を

め

は

じ
ら
れ
な
か

た

ま
さ
か
こ
の
目
の
前
に
い
る
子

が
理
久
兎
だ

た

な
ん
て

が

じ
ら
れ
る
だ
ろ
う
か

 
霊
夢

待
ち
な
さ
い
よ

理
久
兎

て
こ
れ
よ
り

⻑
も
あ

 
る
し
こ
ん
な
子

じ

な
い
で
し

 
永

そ
れ
に
こ
ん
な
の
が
理
千
だ
な
ん
て
認
め
ら
れ
な
い

 
わ
よ

 

夜

永

の
意
見
に
は

意
よ
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霧
雨

そ
う
だ

こ
ん
な
の
パ

も
ん
だ
ろ

 
と

は

々
に
言
う

理
久
兎
は
不

な

す
る
と

 
理
 

が
高
い
な
下
等
種
族
共
が

を
下

ろ
よ

 
手
を

下
へ
と
下
ろ
し
た
そ
の

間

力
と
言

て
も
過
言
で
は
な
い
程
の

み
が
の

し

か
る

そ
れ
に
千

外
の

分
達
は

や
手
を
着
い
て
し
ま
う

 
霊
夢

お

い

 

キ

 
咲
夜

う
ぐ

 
鈴
仙

か

体
が

 
こ
の
よ
う
な
体

は
一
度
し
た
こ
と
が
あ

た

そ
れ
は
理
久
兎
が
起
こ
し
た
異
変
後
の
宴
会

で
千
と
激
闘
し
た

に
起
こ

た

と

じ
だ

た

 
千
 

く

め
ぬ
か
理
久
兎
よ

こ
や
つ
ら
は
貴
様
の
友

 
達
で
は
な
い
の
か

 
理
 

友
達

何
の
戯
れ
言
か
と
思
い
き
や
友
達

お

 

様
は
つ
い
に
そ
の

の
先

が

に
ま
で
刺
さ
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た
の

は
こ
の
世
の
た
だ

人
の

一
と
な
る

 
神
に
な
る
だ
か
ら

外
の
者
は

え
る
そ
れ
こ
そ

 
が

の
望
む
世
界
さ

だ
か
ら
い
ら
な
い
ん
だ
よ
そ

 
ん
な
家

と
も
言
え
る
下
等
種
族
は
さ

 
千
 

貴
様

 
ま
さ
か
理
久
兎
の

か
ら
そ
ん
な
言

が
出
る
と
は
思
わ
な
か

た

い
や
思
え
る

も
な

か

た

 
理
 

あ

で
も
娯
楽
の

つ
で
は
あ
る
か
な
こ
い
つ
ら
の

 
絶
望
す
る

は
さ

特
に
そ
こ
の

ち

ん
の

 
神
を

く
ひ

た
ぐ
ら
い
で
怒
る

と
か
も
う

 

す
ぎ
て
笑

ち

た
よ

  
理
久
兎
と
は
思
え
な
い

に
怒
り
を
覚
え
る

こ
れ
ま
で
は
ま
だ
許
せ
る
レ

ル
だ

た
が

こ
れ
は
許
さ
る
ざ
え
な
い

 
霊
夢

あ
ん
た
そ
れ
で
も
神
な
の
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理
 

あ

神
だ
よ

何
か
問

で
も
あ
る
の

巫
女
風
情

 
が

 
千
 

良
く
分
か

た

そ
な
た
に

発
キ
ツ
い
の
を
く
れ

 
て
や
る

理
久
兎

そ
し
て
貴
様
の
目
を
覚
ま
さ
せ

 
て
や
る

 
そ
う
言
う
と
千
は
力
を
解
放
す
る
と

時
に
理
久
兎
と
は
逆
に
力
が

く
の
か

 
蓮
 

あ

あ
れ

 
霊
夢

た

立
て
る

 

分
達
は
立
ち
上
が
る
こ
と
が
で
き
た

す
る
と
理
久
兎
は
ま
た
不

な

に
戻
る

 
理
 

折

こ
い
つ
ら
が
地
面
に

い
つ
く
ば
る

を
楽
し

 
ん
で
た
の
に
お

様
は

の
邪
魔
を
す
る

て
事
で

 
良
い
ん
だ
よ

な
ら
死

こ
こ
で

が

番
か

 
決
め
よ
う
よ
お

様
ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
笑
い
な
が
ら
理
久
兎
は

の

を
セ
ル
フ
カ

ト
す
る

そ
し
て
そ
こ
か
ら
流
れ
る
血

は

地
面
へ
と

れ
て
い
く
と
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理
 

さ

お
前
ら

サ
の
時
間
だ
よ
奴
ら
を
食
い
殺
し
ち

 
ま
い
な

 
そ
う
言
う
と

分
は
見
て
し
ま

た

流
れ
た
血
が
何
か
の

を

り
出
し
て
い
た
の
を

そ
の

間
大
地

が
起
こ
る

 
千
 

貴
様
何
を
し
た

 
理
 

何

て

こ
れ
だ
よ

 
す
る
と
理
久
兎
の
立

て
い
る

が

り
上
が

て
い
く

や
が
て

は

メ

ト
ル
程

り
上
が
る
と
人
の

へ
と
な
る

そ
し
て

 
怪
物

が

 

を
開
き

ぶ

だ
が
そ
の
怪
物
だ
け
で
は
な
い
次
々
に

じ
怪
物
が

さ
れ
て
い
く

 
パ

こ
れ
は

レ

 
霧
雨

お
い
お
い

で
の

レ

製

と
か
聞
い
た
こ

 
と

 
ま
さ
か
の

等
で
は
定
番
の

レ

だ

た

レ

は

方
を
ジ

と
光
の
な
い

目
で
見
て
く
る
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理
 

さ
て
と

を
楽
し
ま
せ
て

下
等
生
物
達

 
パ

ン

 

を
鳴
ら
す
と

時
に

レ

達
は

を
構
え
な
が
ら

分
達
へ
と
ゆ

く
り
と
歩
み
始
め

る 
千
 

そ
ち
達
よ

シ
は
あ
の
ド
ラ

子
を

る

あ
の
人

 

共
を

せ
て
も
良
い
か

 
蓮
 

は
構
い
ま
せ
ん
よ

 
霊
夢

良
い
わ
よ
こ
の
ま
ま
放

し
た
ら
神
社

さ
れ
そ
う

 
だ
し

 
そ
う
言
う
と

も

す
る
の
か
次
々
に
構
え
る

 
千
 

そ
う
か
な
ら
頼
む

 
全
員

お

 
そ
う
し
て

分
達
と
理
久
兎
に
よ
る
戦
い
が
幕
を
開
け
た

 
千
 

行
く

理
久
兎

 
理
 

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
こ
こ
ま
で
追
い
で
よ
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千
は
理
久
兎
と
共
に

か
上
空
へ
と
飛
び
上
が
る

そ
し
て
上
空
で
は
大
激
闘
が
幕
を
開
け

る

そ
し
て

分
達
は

り
来
る

レ

達
と
対

し
合
う

 
蓮
 

刀
 

色
神
楽

 
霊
夢

霊

 
陰
陽
⻤
神
玉

 
霧
雨

 
ス
タ

ス
ト
レ

リ

 
咲
夜

幻

 
殺
人
ド

ル

 

願
 
商
売

守
り

 
そ
れ

れ
ス

ル
を
放
ち
理
久
兎
が

り
出
し
た

レ

達
に

撃
を
し
体
を
ど
ん
ど
ん
壊

し
て
い
く
が

 

ア

ち

ち

戻

て
ま
す

 
何
と
崩
れ
た
体
は

を
再
度
吸

し
て
元
通
り
に
戻

て
い

て
い
た

 
レ
ミ

神

 
ス

ア
・
ザ
・
グ
ン
グ

ル

 
フ
ラ

禁
忌
 
レ

テ
イ
ン

 
吸
血
⻤
の
姉
妹
の
真

な
弾
幕
は

レ

を
焼
き

き
そ
し
て
焼
き
斬
る
が
ど
ん
な
に

て
も
再
生
す
る
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永

姫
様

 

夜

え

 
鈴
仙

勢
し
ま
す

姫
様

 

人
は
ス

ル
を

え
一
気
に

み

け
る

 
永

蘇
生
 
ラ
イ
ジ
ン
グ

 

夜

神
宝
 

ス
ト

イ
ア

ン
ド

 
鈴
仙

 
カ
ロ

ラ

ジ

ン

花

 

人
の
ス

ル
は
ゆ

く
り
と
進
行
し
て
く
る

レ

に
全
弾

弾
し
ボ
ロ
ボ
ロ
に
崩
れ

て
は
い
く
が

 

夜

さ
せ
な
い
わ

 

夜
の
能
力
が
発
動
し
た
の
か

レ

の
再
生
は

ま
る

分
は
神
楽
を

に

め
た
状

を

な
が
ら
走
り
出
す
と

時
に
玲
音
と

鈴
と
並
ぶ

 
蓮
 

玲
音
さ
ん
に

鈴
さ
ん

 
怪
物

ご
ご

 

レ

が

り
か
か
り
そ
う
だ

す
ぐ
に
神
楽
を

刀
し
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蓮
 

り

て
ご
め
ん

 
ジ

キ
ン

 
一

し

レ

を
斬
る

そ
し
て
玲
音
は

  
玲
音

あ
り
が
と
う
よ

鈴
は
遠
く
に
い
る
奴
を

 
や
れ

 

鈴

え

 
玲
音
の

で

鈴
は
先
に
い
る

レ

へ
と
向
か
う

そ
し
て
玲
音
は

分
が

断
し
倒

し
た

レ

を

み

に
し
て

す
る

 
玲
音

パ

リ

ど
て
か
い
火

を
頼
む

 
パ

は

仕
方
な
い
わ

 
パ

リ

は
本
を
開
き
ス

ル
を
発
動
さ
せ
た

 
パ

日

 
ロ
イ

ル
フ
レ
ア

 

大
な
火

が
降
り
着
弾
と

時
に
炎
が
包
み
込
む

レ

を

や
し
て
い
く

そ
こ
に
玲

音
が
ガ
ン

レ

ド
を
構
え
て
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玲
音

行
く

力
し
ろ
よ

 
上
空
へ
と

け
上
が
る
と
ス

ル
を
発
動
さ
せ
る

 
玲
音

焔

 
ガ
ラ
テ

ン

 
ロ
イ

ル
フ
レ
ア
の
炎
を
吸

し

つ
に
集
束
さ
せ

大
な
炎
の

で

ぎ
に
一

し

レ

の
上

と
下

の

は
真

二
つ
に
な
る

そ
し
て

た
遠
く
の

レ

に

鈴

は
近
づ
き

 

鈴

撃
 
大

撃

 

み
込
み
か
ら
の
地

き
そ
し
て

撃
を
し
て
か
ら
の

発
の
グ

パ
ン

で
上
空
へ
と
吹

飛
ば
す

 
蓮
 

す

い

 
こ
れ
に
は

分
も
そ
れ
し
か
言
え
な
か

た

す
る
と

分
は
気
づ
く
博
麗
神
社
へ
と
近
づ
く

レ

が
い
る
の
を

 
蓮
 

さ
せ
る
か

 

処
に
は
怪

を
し
て
い
る

子
や
諏
訪
子
に
萃
香
そ
し
て
さ
と
り
や
そ
れ
を
守
ろ
う
と
す

る
お

も
い
る
の
だ

や
ら
せ
て
な
る
も
の
か
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蓮
 

刀
 
無
神

斬

 
一

で
の

刀
か
ら

続
で
斬
り
斬
撃
波
を

り

レ

を

れ
に
す
る

そ
し
て
霊
夢

が

分
の
隣
に
立
つ
と

 
霊
夢

こ
い
つ
ら
き
り
が
な
い
わ
よ

 
蓮
 

そ
れ
は
言
え
る
か
な
で
も
龍
神
様
が
理
久
兎
さ
ん
を

 
倒
し
て
く
れ
れ
ば
ま
だ

は

 
千
が
理
久
兎
を
倒
せ
ば
こ
の

レ

達
も

滅
す
る
だ
ろ
う

そ
れ
ま
で

え
な
け
れ
ば
と

思
い
つ
つ
霊
夢
と
話
し
て
い
た
そ
の
時

 
ド

ン

 
ま
た
何
か
が
落
下
し
て
き
て

を
あ

る

そ
し
て

が

ん
で
来
る
と
そ
こ
に
は
龍
神

こ
と
千
が
立

て
い
た

 
蓮
 

龍
神
様

 
霊
夢

て
こ
と
は
理
久
兎
を

 
と
言

た

間

分
達
は
絶
望
し
た

何
せ

が

に

み
見
て
し
ま

た

千
の

か
ら
真

な

が
飛
び
出
て
い
た
の
を
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千
 

ご

 
血
を

か
ら

き
出
す
と

時
に

が
後
ろ
か
ら
引

こ

か
れ
る
と

が

れ
た
人

み
た

く
千
は
倒
れ
る

そ
し
て

後
に
い
た
者
こ
と
理
久
兎
が
邪
悪
な
笑

を
し
な
が
ら

を
現
す

 
理
 

ロ

ロ

あ

あ
つ
ま
ら
な
い
の
こ
ん
な
の

 
に
負
け
て
た
と
か

ず
か
し
い
な

ま

で
も
こ
れ

 
で

一
神
は

だ
よ

ク
ク
ク
ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
ハ
ハ

 
狂
気
を

む
笑
い
が
博
麗
神
社
に
こ
だ
ま
す
と

時
に
こ
の
状
況
に
た
だ
絶
望
す
る
の
だ

た

 
狗
神

り

龍
神
を
や
り
や
が

た

 
鈴

確
か
理
久
兎

て
こ
れ
ま
で
龍
神
に

た
こ
と

 

て
な
い
よ

 
神
楽

あ
の
こ
れ

に
言
う
無
理

何
じ

 
鈴

ご
め
ん
神
楽
ち

ん
こ
れ

に
無
理

確
定
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狗
神

世
界
終
わ

た
な

 
鈴

怠
惰
が
い
な
い
間
に
こ
の
小
説
も
終
わ

た

 
神
楽

え

と
怠
惰
の
次
回

に
ご

待
を

て

 

め
た
ら
そ
こ
で
試
合
は
終
わ
り
で
す
よ

 
狗
神

だ
が
こ
れ
を
ど
う

す
あ
の
キ

ガ
イ
魔
王
を
ど
う

 
対
処
す
る
ん
だ
よ

 
神
楽

そ
れ
は
分
か
り
ま
せ
ん
で
す
が
蓮
様
が

ず
や

 
て
く
れ
る
と

じ
た
い
で
す

 
鈴

だ

け
る
し
か
な
い
よ

て
も
う
時

 
間
だ

そ
れ
じ

も
し
か
し
た
ら
こ
の
小
説
の
最

 
後
は

に
な
る

 
か
も
し
れ
な
い
か
ら
心
し
て
見
る
ん
だ
よ

て

 
事
で
ま
た
次
回

 
狗
神

蓮
は
何
度
死
ぬ
を
お
楽
し
み
に
し
て
ろ
よ

 
神
楽

蓮
さ
ん
で
遊
ば
な
い
で
く
だ
さ
い

ン
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そ
れ
で
は
ま
た
明
日
に
さ
よ
う
な
ら
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第
２
０
６
話
 
絶
望

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

屋
に
い
る
と
黒
い

に
か
が
通
り
過
ぎ
る
幻
覚
が
見
え
て

が
通

り
す
ぎ
た
か
と
思

て
し
ま
う
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

ら
く
こ
の
世
で
一
番

い
な

は

に

で
す

こ
れ
は

さ
て
で
は
本
編
へ
ど
う

 
絶
望
そ
れ
は
今
目
の
前
の
光
景
を
見
て
言
え
る
こ
と
だ
ろ
う

こ
の
世
界
の
頂

と
呼
ば
れ
た

龍
神
の
千
が
狂
神
と
な

た
実
の

子
で
あ
る
理
久
兎
に
手

さ
れ
地
に

を
つ
け
て
い
る
の
だ

か
ら

 
霊
夢

嘘
で
し

 
霧
雨

お

お
い

 
永

龍
神
様

 

分
達
の

り

う

を
見
た
理
久
兎
は
更
に

々
と
し
て
笑
い
な
が
ら

 
理
 

良
い

そ
う
だ
よ
そ
う
し
て
絶
望
し
て
く
れ
な
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き

つ
ま
ら
な
い
よ

 
千
 

が

 

の

親
の

を

み
つ
け
る
理
久
兎
は
狂

て
る
等
と
は
も
う
言
え
な
い

そ
れ
は
本
当

の
世
界
の

対
者
と
言

て
も
過
言
で
は
な
い

 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん

そ
の
人
は
貴
方
の

親
じ

な
い
ん

 
で
す
か

 
理
 

は

何
を
言

て
る
の

所

今

み
つ
け
て
い

 
る
の
は
も
う
お

様
じ

な
い
よ
た
だ
の
負
け

 
下
だ
よ

 
蓮
 

 
本
当
に
目
の
前
の
人
物
が
理
久
兎
と
言
え
る
の
か

正

分
か
ら
な
か

た

だ
が
分
か

た

も
う
こ
い
つ
は

分
達
の
知
る
理
久
兎
で
は
な
い
の
だ
と

 
蓮
 

理
久
兎

 
霊
夢

ち

蓮

 
神
楽
を
構
え
理
久
兎
へ
と
斬
り
込
む

た
だ
一
心
に
こ
い
つ
は
許
せ
な
か

た

だ
が
理
久
兎
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は

け
よ
う
と
は
せ
ず
た
だ
笑

て

 
パ

ン

 

パ

ン
を
す
る
と

分
の
前
に

レ

が

て

た

 
蓮
 

ど
け

 
ザ
キ
ン

 

レ

を
一
刀

断
し
理
久
兎
を
見
た

間

 
カ

 

分
の
目
の
前
に
女
の
よ
う
な

が
近
く
に
あ

た

そ
の
先
に
は
グ
リ

に
引
き

等
が

い
て
い
て

は
現
代
で
い
う

の

と
な

て
い
た

 
理
 

天
女
の

受
け

て
よ

 
蓮
 

な

 
バ
キ

ン

 
蓮
 

が
は

 
引
き

が
引
か
れ
た
の
か
女
性
の

を

様
し
た

の

か
ら
弾
丸
が
飛
び
出
す

そ
れ
は

一
発
の

弾
は
体
は

だ
手

に
も

弾
す
る

そ
れ
は
所

散
弾

だ

た
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蓮
 

が

ば

か
な

 
そ
し
て
予
想
外
だ

た

ま
さ
か

を
使

て
く
る
と
は

 
霊
夢

蓮

 
咲
夜

蓮
さ
ん

 
玲
音

 

の

が
聞
こ
え
て
く
る

意
識
が

と
し
て
く
る

 
理
 

さ
て

一
神
に

向
か

た
報
い
を
受
け
て
も
ら
お

 
う
か

 
霊
夢

ち

き

 
霧
雨

が

 

の
方
を
見
る
と
先
程
よ
り
も
大

の

レ

が
出
現
し

を
次
々
に

さ
え
込
ん
で
い

く

そ
し
て
理
久
兎
が

分
の

を

み
な
が
ら
今
度
は

ケ

ト
か
ら

本
の
刀
の
空
紅
と

黒

を
出
し

に

か
せ
る

 
理
 

こ
こ
で
さ
よ
う
な
ら
だ
よ

 
空
紅
を

分
の
首
も
と
へ
そ
し
て
黒

を
千
の
首
も
と
で

か
せ
る
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蓮
 

ぐ

理
久
兎
さ
ん

 
千
 

や

め
ぬ
か

理

久

兎

 
理
 

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
そ
れ
じ

あ

反
逆
者
共

 
そ
う
言
い
手
を

り
下
ろ
す
と

本
の
刀
は
勢
い
良
く

分
と
千
の
首
に
刀
の
刃
が
向
か

て
く
る

 
霊
夢

い
や

蓮

 
走

が
走

た
思
え
ば
霊
夢
に
こ
れ
ま
で
何
か
し
て
や
れ
た
の
だ
ろ
う
か

せ
に
し
て
や

れ
た
の
だ
ろ
う
か

た
だ
だ
だ
考
え
て
し
ま
う

そ
し
て

分
の

か
な
思
い
で
あ
る
限
り
あ
る

生
の
中
で
ず

と
い
た
い
と
い
う
思
い
も
伝
え
ら
れ
な
い
の
か
と
思
う
の
が
心

り
だ

だ
が

分
よ
り
も
も

と
良
い
男
は
い
る

だ
か
ら
そ
の
男
と

せ
に
な

て
欲
し
い
た
だ
そ
う
思
い
な

が
ら
目
を
閉
じ
た
そ
の
時

 

 

理

久
兎
さ
ん

 
と

か
に

が
聞
こ
え
た

そ
れ
は
狂
変
し
た
理
久
兎
に
語
り
か
け
た

だ
ろ
う
か

 
ス
ン

 
そ
し
て
ギ
ロ

ン
の
よ
う
に
降

て
く
る
刀
も
当
た
る
ギ
リ
ギ
リ
の
所
で

ま
る
の
を
確
認
し
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た

何
事
か
と
思
い
理
久
兎
を
見
る
と

 
理
 

な

何
だ
と

 
何
か
を

れ
て
い
る
よ
う
な
目
を
し
て
い
た

理
久
兎
の

の
先
は
博
麗
神
社
の

屋
の
縁

そ
こ
に
お

の

に

ま
り
な
が
ら
何
と
か
立

て
い
る
さ
と
り
が
い
た

 
理
 

何
で
だ

何
で
て
め

が
い
や
が
る
ん
だ
よ

お
前

 
は
あ
の
時
確
か
に
心

を

て
や

た
の
に
よ

 
何
で
生
き
て
ん
だ
よ

 
心

を

た
と
言
い
張

た

ど
う
や
ら
発
見
し
た
時
の

の

は
本
当
に
心

を

た

み
た
い
だ

だ
が
さ
と
り
は

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

帰
り
ま
し

う

の
場
所
に
貴
方

 
の
家
に

 
理
 

ぐ

う
る
せ

う
る
せ

う
る
せ

 
お
前
ご
と
き
が

に

図
し
て
ん
じ

よ

 
が

 
さ
と

は
今
の
貴
方
も
そ
う
で
し
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理
 

れ

が

 

ん
で
い
た
理
久
兎
は
突
然

を

え

え
始
め
る
と

分
か
ら
数
歩
後
ろ
へ
と

れ
る

す

る
と
理
久
兎
が

る

レ

も
力
が
一

だ
が

ん
だ
の
か

 
霊
夢

邪
魔
よ

 
玲
音

ど
け
や

 

は
一
気
に

レ

達
を
弾
き
飛
ば
し
た

 
霊
夢

蓮

 
霊
夢
が

分
を

ぎ
上

て

て
い
く

龍
神
は
永

が

い
で
博
麗
神
社
の
方
へ
と

ぶ 
理
 

ぐ

が

 
だ
が
今
な
ら

ン
ス
な
の
か
も
し
れ
な
い
と
も
思

た
が

分
の
体
は
動
か
な
い

ら
く

先
程
の

弾
が
相
当

い
た
の
だ
ろ
う

 
霊
夢

あ
ん
た
は
許
さ
な
い

 

理
久
兎
さ
ん

 
一

に
理
久
兎
へ
と
向
か
う
そ
の
時
だ

た
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あ
ら
あ
ら
し

う
が
な
い
わ

 

カ

 
突
然
の
女
性
の

が
聞
こ
え
る
と
空
か
ら
光
が
降
り
注
ぐ

そ
れ
に

は
反

し
す
ぐ
に
後
ろ

へ
と
後
退
す
る

 
霊
夢

何
な
の
よ
今
の

 
霧
雨

あ
れ
も
理
久
兎
の
技
か

 
玲
音

あ

う
天
使
だ

 
と

玲
音
が
何
か
ぶ
つ
ぶ
つ
と

い
て
い
る
と

人
の
女
性
が
ゆ

く
り
と

方
へ
と
空
か

ら
降
り
て
く
る

そ
れ
は

白
の

を

ち

色
に
光
る
⻑

の
女
性
だ

た

 

 

あ
ら
あ
ら

 
理
 

こ
い
つ
ら
は

の

だ

り
し
て
ん
じ

 
よ

 

 

し
な
い
わ
よ
そ
れ
よ
り
も
理
久
兎
貴
方
は
引
き
な
さ

 
い
そ
れ
じ

無
理
で
し

 
理
 

に

図
す
る
つ
も
り
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い
い
え

図
で
は
あ
り
ま
せ
ん
そ
の
状

だ
と

全

 
じ

な
い
で
し

そ
れ
な
ら
今
は
引
い
て
遊
ぶ
こ

 
と
を
お
す
す
め
す
る
わ
よ

ど
う
せ

女
達
は
逃

 
れ
な
い
ん
だ
し

 
女
性
の
そ
の
言

を
聞
き
理
久
兎
は

方
を

む
と

 
理
 

覚
え
て
ろ
よ

反
逆
者
共

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

 
さ
と
り
の
呼
び

け
は

し
く

を

理
久
兎
は
大
空
へ
と

ば
た
い
て

え
て
い

た

た
女
性
は

方
を
見
る
と

 

 

さ
て
と

貴
方
達
に
選
ば
せ
て
あ

ま
し

う

 
オ
ル

ス
と
そ
こ
の
さ
と
り
妖
怪
だ

た
か
し
ら
を

 

し
出
し

か
る
か
そ
れ
か

に
ク
リ

ン

 
さ
れ
る
か
ど
ち
ら
が

み
か
し
ら

 
人

し

を
天
へ
と

る
と

陽
を
も
隠
す

ど
の

大
と
も
言
え
る
真

白
の
光
玉
を

り
出
す

と
す
る
意
識
で

を

け
れ
な
い
事
に
と
て
も

い
る

し
か
し
さ
と
り
は
と
も
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か
く
オ
ル

ス
と
は
一
体

な
の
だ
と

 
玲
音

お
前
ら
気
を

け
ろ

あ
れ
は
全
て
を

化
す
る
と

 
か
何
と
か
ら
し
い

 
霊
夢

あ
ん
た
さ

き
か
ら
何
言

て
る
の
よ

 
霧
雨

て
か
オ
ル

ス

て

だ
よ

 

 

あ
ら
し
ら
を
き
る
の

な
ら

良
い
わ
嘘
つ
き
共

 
は

化
さ
れ
な
さ
い

 
そ
う
言
う
と
女
性
は

大
な
光
を
こ
ち
ら
へ
と
放

た

 
永

を

 
霊
夢

も
う
出
来
る
わ
け
な
い
で
し

 
霧
雨

あ

こ
れ
が
絶
望
か

 

が
絶
望
す
る
中
で

分
は
た
だ
後

と
無
念
だ
け
が

た

そ
し
て
願

た

か

け
て
く
れ

と
そ
の
時
だ

た

 

 

良
い

け
て
や
る
よ

 
と

か
の

が
聞
こ
え
た
そ
の

間
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ド

ン

 

大
な
光

は
博
麗
神
社
い
や
博
麗
神
社
が

つ
山
ご
と
包
み
込
ん
だ
の
だ

た

 
鈴

だ

 
狗
神

怠
惰
の
次
回

に
ご

待
を
し
て
く
れ

 
神
楽

め
た
ら

メ
で
す

ま
だ
死
ん
だ

で
は

 
鈴

と
い

て
も

念
な
事
に

化
さ
れ
ち

た
し

 
狗
神

な

 
神
楽

で
も

化
さ
れ
た
ら

は
死
ん
で
ま
す
よ

 
だ

て
本
体
は
あ

ち
で
す
も
ん

 

人

あ

 
神
楽

で
す
よ

つ
ま
り
ま
だ

 
狗
神

次
回
の
投
稿
で
生
き
て
る
な
ま
だ

 
鈴

だ

そ
れ
じ

次
回
の
投
稿
に

け
て
今
回
は
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こ
こ
ま
で

 
狗
神

次
回
ど
う
な

た
の
か
月

日
ま
で
お
楽
し
み
な

 
神
楽

そ

そ
れ
で
は

者
様
方

 

 

サ
ラ

バ

 

人

え



 第十七章 狂神降臨

 
第
２
０
７
話
 
悪
魔
と
呼
ば
れ
る
者

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

ま
た

間
が
始
ま
る
の
か
と
い
う
悲
し
み
で
い

い
な
怠
惰
の

ク
ソ
悪
魔
で
す

ま
た

日
来
な
い
か
な

失

で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 
力
の
不

理
を

わ

た

友
を

人
を
仲
間
を

え
な
か

た

そ
の
事
を
た
だ

い
た

全
て
が
終
わ

た
と
だ
が

た

 
蓮
 

う

こ
こ
は

 
ボ
ロ
ボ
ロ
の
体
は
変
わ
ら
な
い
が

分
は

も
た
れ
と

を

け
る

椅
子
に
座

て
い

た

そ
し
て

り
を
見
る
と
霊
夢
や
魔
理
沙
が
目
を

て

て
い
た

 
蓮
 

え

 
更
に

り
を
見
て
思

た
の
は
こ
こ
は
病
院
い
や

所
だ
と
思

た

理

は

品
の

に

病

な
ど
が
あ

た
か
ら
だ

そ
の
時
だ

た

 

 

よ
う
こ
そ

者

様

お
客
人

ト
ル

へ
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蓮
 

ん

 
前
を
見
る
と

人
の
男
性
が

と
笑
い
な
が
ら
椅
子
に
座

て

方
を
見
て
い
た

だ

が

分
は
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
い
事
が
あ
る

 
蓮
 

そ
れ
別

品

し
か
も
東
方
と
ま

た
く
関
係
な

 
い
や
つ
で
す

て
い
う
さ
か

高
の
あ
の
人

外
は

 
認
め
ま
せ
ん
よ

つ
つ

 
痛
み
を

れ
て
つ
い
ツ

ミ
を
し
て
し
ま

た

だ
が
こ
れ
は
ツ

ミ
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い

何

な
ら
こ
れ
ら
は
東
方
で
あ
り

ソ

で
は
決
し
て
な
い
の
だ
か
ら

 

 

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

元
気
だ

君
は
流
石
は
晴
明
の
子

 

だ
け
あ
る

そ
の
ツ

ミ
良
い
セ
ン
ス
だ
よ

 
特
に
メ
メ
タ
イ
所
と
か

 
蓮
 

な
お
世
話
で
す
よ

て
痛
た
た

 

分
で
も
不
思
議
に
思
え
る
ぐ
ら
い
だ

痛
い

な
の
に
意
識
も

と
し
て
い
た

な
の
に

何

こ
う
も

れ
る
の
だ
ろ
う

だ
が
思

た

何

目
の
前
の
男
は

分
の
先
祖
で
あ
る
晴
明

を
知

て
い
た
の
か
と
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ま

良
い
や
そ
れ
と

の
名
前
は
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔

 
ま

⻑
い
か
ら
気
安
く
怠
惰
と
で
も
呼
ん
で
く
れ

 
蓮
 

そ
れ
じ

怠
惰
さ
ん

問
で
す
が
何

に
晴
明

 
さ
ん
を
知

て
い
る
の
で
す
か

そ
れ
と
こ
こ
は
何

 
処
な
ん
で
す
か

 
怠
惰

あ

晴
明
ち

ん
は
ま

昔
か
ら
こ
こ
に
来
て
く

 
れ
て
る
客
人
か
な

そ
れ
と
こ
こ
は
何
処
か
と
い
う

 

問
は
ま

後
で
分
か
る
か
ら
パ
ス
す
る

 
こ
れ
で
後
々
に
な

て
夢
と
現
実
に
精
神
と
物

の

間
の
世
界
と
か
言
わ
れ
た
ら
最

パ
ク

リ
も
良
い
所
だ

 
怠
惰

ま

で
も
治

し
た
ば

か
り
な
の
に
こ
う
も
元
気

 
な
の
に
は
本
当
に

く
よ

 
蓮
 

え

 

の
中
を
見
て
み
る
と

に
も
包

が

か
れ
て
い
た

 
怠
惰

体
内
に

た
弾
丸
は
全

り
除
き
そ
し
て
失
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た
血

は
さ
く

と

血
を
し
て
お
い
た
か
ら

血

 
の
心

も
な
い
よ

 
蓮
 

す

い

 
怠
惰

そ
れ
と
君
は
無

し
す
ぎ
だ
よ

千
ち

ん
も

め

 
て

だ

た
か
ら

 
蓮
 

い
や
ま

散
弾
を
零

か
ら
受
け
て
し
ま

 
た
も
の
で

 
そ
れ
を
言
う
と
怠
惰
は
あ
り
え
な
い
と
い

た

を
し
た

 
怠
惰

お
前
バ
カ
だ
ろ
普
通
死
ぬ

そ
れ

だ
け
れ
ど
良
く

 
生
き
て
た

君
本
当
に
人
間

い
や
晴
明
が

 
人

妖
だ

た
か
ら
薄
く
だ
け
れ
ど
妖
怪
の
血
が
流

 
れ
て
い
る
か
ら
か
な

う

ん
解

し
て
良
い

 
蓮
 

メ
で
す
よ

 
怠
惰

い
や

ら

だ
け
で
良
い
か
ら

断
し
た
ら
格

 
い
い
義
手
を

着
し
て
や
る
か
ら
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蓮
 

え

 
ち

と

し
い
話
だ
と
思

た
し
格

良
さ
そ
う
だ
な
と
も
思
え
た

だ
が

に
変
え
り

考
え
る
と

二
病
が

に
な

て
い
る
ん
だ
な
と
思
い
少
し
シ

ク
だ

 
蓮
 

え
と
遠

し
て
お
き
ま
す

 
怠
惰

え

は

仕
方
な
い
か

 
と
言

て
い
る
と
隣
で

て
い
る
霊
夢
と
魔
理
沙
は
目
を

り
出
す

そ
し
て
う

す
ら
と

目
を
開
け
た

 
霊
夢

う

ん
こ
こ
は

 
霧
雨

何
処
だ
よ
こ
こ

 
蓮
 

霊
夢
そ
れ
に
魔
理
沙

 
霊
夢

ん

蓮

れ

蓮

あ
ん
た
体
は

 
霊
夢
が
心

し
て
い

て
く
れ
て
い
る
み
た
い
だ
が

分
は

ン

ン
し
て
い
る

 
蓮
 

大

だ
よ

こ
の
人
が

け
て
く
れ
た
ん
だ
よ

 
霊
夢

よ
あ
ん
た

 
霧
雨

て
い
う
か
こ
こ
何
処
だ
よ
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問
さ
れ
る
怠
惰
は

と
手
を
組
む

そ
し
て

 
怠
惰

こ
ん
に
ち
は

者
方
そ
し
て
よ
う
こ
そ
怠
惰
の
実

 

所
へ

 
霧
雨

実

所

 
怠
惰

そ
う
こ
こ
で
は
日
夜
色
々
な
事
が
行
わ
れ
て
い
る
場

 
所
さ

 

人
は

問
に
思
う
よ
う
な
目
を
す
る

す
る
と
そ
の
時
だ

た

 

 

お

何
だ
こ
の

 

 

ル

ち

ん
危
な
い
よ

 
と

外
か
ら

ル

と
大
妖
精
の

が
聞
こ
え
て
く
る

そ
し
て

 
ド

ン

 

ル

お

何
だ
こ
こ

 

イ

え

な
に
こ
れ

 
ま
さ
か
の

を
突
き
破

て
き
た

そ
し
て
そ
の

間

 

ド

ン
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む
音
を
立
て
な
が
ら
四
方
と
天

の

は
開
い
た

状

と
な
り
な
が
ら
崩
れ
る

り

を
見
て
み
る
と
博
麗
神
社
の

屋
の
縁

前
だ

た

た
の
か

ル

と
大
妖
精
は
そ
そ

く
さ
と
逃

て
い

た

 
怠
惰

さ

き
蓮
君
は
何
処
と
言

た
な
あ
れ
に

え
よ
う

 
こ
こ
は
博
麗
神
社
そ
し
て

り
の

や
ら
そ
の

り

 
は
格

つ
け
る
た
め
の
ハ
リ
ボ
テ
さ

 

じ
体

を

し
な
が
ら

く
言

て
来
る
が
全
然

く
も
感
じ
ら
れ
な
い
し
先
程
の
格

良
さ
も
全
然
感
じ
ら
れ
な
く
な

た

 
蓮
 

全
然

ル

ト
ル

じ

な
い

 
霧
雨

お
前

の
不
思
議
と
思

た
こ
の
感
情
を
返
し
や

 
が
れ

 
霊
夢

あ
ん
た
バ
カ
じ

な
い
の

 
怠
惰

う
る
さ
い
な

用
が
な
い
の

ス
ト

 
で
こ
れ
し
か
出
来
な
い
の

に

が
な
い
の

 

に
娯
楽
に
使
い
す
ぎ
て
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蓮
 

そ
れ
本

転
倒

 
も
う
ツ

ミ
が

ま
ら
な
い

と
い
う
か
ツ

ミ
し
な
い
と
イ
ラ
イ
ラ
し
て
く
る

 
霊
夢

て
い
う
か

の
面
子
は
何
処
よ

 
怠
惰

あ

博
麗
神
社
に

か
せ
て
あ
る
よ
つ
い
で
だ

 
た
か
ら

し
て
怪

の
手
当
て
も
し
た
か
ら

 
か
せ
て
あ
る
よ

 
霊
夢

嘘

 
霊
夢
は

け
込
ん
で
い
く

分
と
魔
理
沙
も
着
い
て
い
き

屋
を
見
て
み
る
と
確
か
に

は

気

ち
良
さ
そ
う
に

て
い
た

人
を
除
い
て
は

 
霧
雨

な

お
い
龍
神
の

と
か

に
つ
い
て
の
は
な

何

 
だ
よ

 
怠
惰

あ

そ
れ
は

マ
ス
ク
そ
れ
か
ら

だ
よ
千

 
ち

ん
の
場
合
は
蓮
君
よ
り
も

で

に

を

 
開
け
ら
れ
た
だ
け
じ

な
く
て

は
折
ら
れ
て
る

 

も
少
し

つ
け
ら
れ
て
い
た
か
ら
集
中
治

を
し
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て
る
よ
ま

で
も
さ
よ
く
も
ま

こ
こ
ま
で
出
来
る

 
よ

 
霊
夢

そ
う

 
理
久
兎
に
や
ら
れ
た

が
相
当
深
い
み
た
い
だ

と
い
う
か

に

だ
と
か
を

を
少
し

つ

け
ら
れ
た
と
か
結
構
グ
ロ
い

 
怠
惰

さ
て
と
君
ら
も
今
は
ま
だ

て
い
た
方
が
良
い
よ
休

 
め
る
時
に
休
ん
で
お
か
な
い
と
後
が
痛
い
よ

 
蓮
 

怠
惰
さ
ん
因
み
に
で
す
が
理
久
兎
さ
ん
の
襲
撃
か
ら

 
何
日
が
経
過
し
ま
し
た

 
何
日
が
経
過
し
た
の
か
を

問
す
る
と
怠
惰
は

ケ

ト
か
ら
何
と
ス
マ

を

り
出
す

 
怠
惰

約

日

て
所
か
な

 
蓮
 

そ
う
で
す
か

霊
夢
に
魔
理
沙
は

て
良
い
よ

 
霊
夢

ち

と

の
あ
ん
た
が

な
い
と

メ
で
し

 
う
が

人
の
心

よ
り
も
あ
ん
た
を
心

し
な
さ
い

 
よ
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霧
雨

そ
う
だ

 
蓮
 

で
も

 
と

言

た
そ
の

間

 

ス

ス

ス

 
蓮
 

 
霊
夢

な

な
に

が

 
霧
雨

ら

ら
す
る

 
怠
惰

お
前
ら
は

者
だ
さ

さ
と

て
ろ
じ

な
い
と

 
治
る
も
の
も
治
ら
ん
よ

 
怠
惰
の
手
に
は
注
射

が

つ

ら
れ
て
い
た

ど
う
や
ら
あ
れ
を

た
れ
た
み
た
い
だ

 
怠
惰

安
心
し
な
よ
た
だ
の

だ

た
だ

く
な
る
だ
け

 
だ
か
ら
さ

 
霊
夢

あ
ん
た
覚
え
て
お
き
な
さ
い

よ

 
霧
雨

す
や

 
蓮
 

い
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い
ま
ぶ
た
を
閉
じ

分
達
は
ま
た
強

的
に

ら
さ
れ
る
の
だ

た

 

 
怠
惰

て
な

で
戻

て
参
り
ま
し
た

 
狗
神

お
せ

よ

ラ

 
鈴

 
ス
ン

 
狗
神

と
と
と

す
り

け
た

 
怠
惰

ハ

ハ

ハ

無

だ
今
の

は
精
神
思
念
体
だ

 
本
体
は
幻
想
郷
だ
か
ら
な
当
た
ら
ぬ
よ

 
神
楽

あ
の
本
当
に
治

も
全

 
怠
惰

が
や

た
よ
て
い
か
聞
い
て
く
れ
よ
も
う

 

人
の
後
書
き

当
の
子
が

い
て
こ
い

 

て
言

て

れ
ら
れ
て
幻
想
郷
ま
で
行
か
さ
れ

 
る

目
に
な

た
か
ら

家
で
グ
ウ
タ
ラ
し
て
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た
い
の
に
さ

 
狗
神

そ
れ

て
龍
神
か

 
怠
惰

イ

ス
だ

動
の
せ
い
で
こ

ち
に
も
出
れ

 
な
か

た
し
で
最
悪
だ
よ
も
う

 
神
楽

で
す
が
怠
惰
さ
ん
が
い
な
け
れ
ば
龍
神
様
は

 
怠
惰

ま

 
狗
神

何
か
裏
あ
る
だ
ろ

 
怠
惰

さ

ど
う
だ
ろ
う

お

と
そ
ろ
そ
ろ
時
間
か

 
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

そ
れ
か
ら
次
回
か
ら
は

 
あ

ち
を
ま
た
少
し
投
稿
す
る
か
ら
よ
ろ
し
く

 
そ
れ
と
後
書
き
は
今
よ
り
も
少
し
前
の
感
覚
で
の

 
会
話
に
な

て
ま
す
の
で
ご
了

を

 
神
楽

あ
の
状

に
な

た
理
久
兎
さ
ん
達
の
真
相
が

 
分
か
る
ん
で
す
よ

 
怠
惰

ら
く

で
は
で
は

者
様
そ
れ
で
は
ま
た
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次
回

 
鈴

ま
た

 
狗
神

じ

あ
な
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第
２
０
８
話
 
目
覚
め

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

シ

ド
バ
で
つ
い
に

ン
パ
イ
ア
が
光
を

び
て
き
た
と
感
じ
た
怠

惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

シ

⻤

カ

ド
の
天
狐
の
社
の

ス
ト
ア

の
お
陰
で

手

な

シ

と
も
戦
い
や
す
く
な

た
感
じ
が
し
ま
す

失

こ
ん
な
話
も
あ
れ
な
の
で
本
編

へ
ど
う

 

し
く

分
は
不
思
議
な
場
所
に
来
て
い
た

そ
こ
は
幻
想
郷
に
来
て
か
ら
何
度
も
来
た
こ
と

の
あ
る
夢
の
世
界
だ

こ
こ
最
近
は
見
る
こ
と
も
少
な
く
な

た
た
め

れ
が
ち
だ

た
が
久
々

に
来
る
と
不
思
議
な
感
じ
だ

 
蓮
 

晴
明
さ
ん
い
る
ん
で
す
よ

 

ぶ
と
後
ろ
に
気

を
感
じ

り
返
る
と
晴
明
が
立

て
い
た

 
晴
明

久
々
で
す

蓮

 
蓮
 

今
ま
で
何
処
に
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何
処
に
い

て
い
た
の
か
を
聞
く
と
晴
明
は

笑
み
つ
つ

分
の

を

す
と

 
晴
明

は
何
時
で
も
貴
方
の
中
に
い
ま
す
よ

そ
し
て
何

 
処
に
行

て
い
た
の
か
鷺
麿
と
の
対
戦
で
精
神
を
使

 
い

た
し
て
し
ま

た
の
で

く
は

の
た
め

 
て
ま
し
た

 
ど
う
や
ら

て
い
た
み
た
い
だ

そ
し
て
晴
明
は
真

な

で

 
晴
明

蓮

ど
う
か
理
久
兎
さ
ん
を

の
に

と
て

一
の

 
親
友
を

け
て
あ

て
下
さ
い

 
蓮
 

か
ら
そ
の
つ
も
り
で
す

が
殺
そ
う
と
し
て

 
も
食
い

め
る
つ
も
り
で
す

 
晴
明

そ
う

な
ら
良
か

た

そ
れ
と
怠
惰
さ
ん
に

 
つ
い
て
だ
け
ど

 
蓮
 

え

と

あ
の
人

て
本
当
に

用
で
き
る
ん
で

 
す
か

 
正

な
話
だ
が

用
が
出
来
な
い

何
せ
パ
ク
リ
は
使
う
し
い
き
な
り

を

て
く
る
し
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で

用
す
る

が
な
い

だ
が
晴
明
は

笑
い
を
し
つ
つ

 
晴
明

ま

あ
の
人
い
え
あ
れ
は
人
間
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が

 
そ
こ
は
お
い
て
お
い
て

用
は
出
来
な
い
と
は
思
い

 
ま
す
が

は
約
束
に
つ
い
て
は
絶
対
に
守
る
と
だ
け

 
は
言

て
お
き
ま
す
謎
が

い
者
だ
け
あ
る
の
で

 
し
い
で
す
が
優
し
い
で
す
よ

 
本
当
か
な
と
は
思
う
が
晴
明
が
そ
う
い
う
の
で
あ
れ
ば
そ
う
な
の
だ
ろ
う
か

だ
が
人
間
で
は

な
い
と
い
う
事
は
妖
怪
だ
と
か
の

な
の
だ
ろ
う
か

 
晴
明

お

と
そ
ろ
そ
ろ
時
間
で
す
か

蓮
お
願
い
し
ま
す

  
と
晴
明
が
言
う
と
目
の
前
は
真

白
に
な
る

そ
し
て
ま
た
目
を
開
け
る
と
そ
こ
に
映
る
の

は
博
麗
神
社
の
天

だ

た

 
蓮
 

 

を

き
な
が
ら
起
き
上
が
り
空
を
見
る
と
空
は

ん
だ
紫
い
ろ
の
空
へ
と
変
わ

て
い
た

 
蓮
 

え
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や

目
覚
め
た

 
蓮
 

た

怠
惰
さ
ん

 
す
ぐ
近
く
に
怠
惰
が

に

り
か
か
り
な
が
ら
座

て
い
た

 
蓮
 

ど
の
く
ら
い

ら
せ
た
ん
で
す
か

 
怠
惰

ざ

と

日

 

日

ら
さ
れ
た
ぐ
ら
い
で
ま
さ
か
こ
こ
ま
で
空
が

む
と
は

が
予

し
た
だ
ろ
う

 
怠
惰

で
だ
蓮
君
も
う

は
起
き
て
居
間
に
い
る
よ

く
行

 

た
ら
ど
う
だ
い

 
蓮
 

え

そ
れ
と
怠
惰
さ
ん
言

て
お
き
ま
す
が

 
は
晴
明
さ
ん
み
た
い
に
貴
方
を

用
は
し
ま
せ
ん
か

 
ら

 
怠
惰

結
構

 
そ
れ
を
聞
い
て

分
は

屋
を
出
て
居
間
へ
と
向
か
う
と

は
座

て
悩
ん
で
い
た

そ
の
中

に
は

だ

た
龍
神
も

マ
ス
ク
を
着
け
な
が
ら
座

て
い
た

 
千
 

お

少
年
よ
来
た
か
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霊
夢

蓮

 
霧
雨

お
い
体
は
大

か

 
蓮
 

あ

う
ん
何
と
か

 
体
を
よ
く
見
て
み
る
と

に

跡
は
少
し

て
は
い
た
が
包

も

り
除
か
れ
て
い
た

ま
さ
か
こ
こ
ま
で
治

が

い
と
は
思
わ
な
か

た

 
千
 

い
て
お
る
の

少
年
よ

ど
う
じ

怠
惰
の
治

 

は

 
蓮
 

い
と
は
認
め
ま
す
よ

 
千
 

そ
う
か

 
永

龍
神
様
そ
の
う
か
が
い
た
い
の
で
す
が
あ
の
者

 
は
一
体

 
千
 

シ
に
と

て
古
く
か
ら
の
親
友
じ

よ

そ
う

 
か
昔
か
ら
の
な

 
千
は
大

な
ぐ
ら
い

用
し
て
い
る
み
た
い
だ

も
し
か
し
た
ら
本

は

う
の
か
も
し
れ
な

い
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千
 

さ
て
お
ん
し
も
座
る
と
良
い
今
か
ら

戦
会
議
を
始

 
め
る
か
ら
の

 
そ
う
言
わ
れ
座
る
と
千
は
話
を
始
め
る

 
千
 

さ
て
も
う
分
か
る
と
は
思
う
が
理
久
兎
達
は
も
う

 
に
世
界
を
破
壊
す
る
た
め
に
動
い
て
お
る
の
は
事
実

 
じ

更
に
は
こ
の
幻
想
郷
の
勢
力
の
中
心
で
あ
る
者

 
達
の
大

が
行
方
不
明
と
も
な

て
お
る
そ
の
中
に

 
は
幻
想
郷
の
賢
者
の

人
の
八
雲
紫
も
行
方
不
明
の

 

人
じ

よ
な
巫
女
よ

 
霊
夢

え

呼
び

け
て
も
来
な
い
か
ら
そ
う
じ

な
い
か

 
し
ら

 
レ
ミ

勢
力
の
中
心
で
生
き

て
る
の
は

を

れ
て
地

 
底
の
目
玉
妖
怪
と
霊
夢
と
そ
こ
の

者
そ
し
て
人
里

 
の
教

に
山
の
神
達
ぐ
ら
い
か
し
ら

 
さ
と

で
し

う
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音

を

数
に

れ
る
の
は
可
笑
し
い
と
思
う
の
だ

 
が

 

音
の
言

は
と
も
か
く
理
久
兎
達
の
力
は
強
大
を
通
り
越
し
て
最

凶
悪
で
危
険
と
い

た

レ

ル
だ

更
に
は
力
を

つ
者
達
の
大

も
い
な
い

そ
れ
つ
ま
り

て
る

は
限
り
な
く

に
近
い
だ
ろ
う

 
千
 

そ
こ
で

シ
は
考
え
た
ん
じ

ら
れ
た
の
な
ら

 
り
返
せ
ば
良
い

と
な

 
フ
ラ

ア
ハ
ハ

に
言
う

 
千
 

確
か
に
言

で
言
う
の
な
ら

に
聞
こ
え
て
し
ま

 
う
か
も
し
れ
ん
じ

が
こ
の
勢
力
で
理
久
兎
達
を
倒

 
せ
る
の
か
と
い
う

問
は
ど
う
思
う

今
の
あ
や
つ

 
は
こ
れ
ま
で

で
あ

た

シ
で
す
ら
倒
す
程
の

 
実
力
者
と
な

た
ん
じ

 
霧
雨

そ
う
な
る
と

け
出
す

は
あ
る

て
こ
と
だ
よ

 
な
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咲
夜

そ
う
な
る
わ

 
鈴
仙

や
る
し
か
な
い

で
す
か

 

も
思

て
い
る
だ
ろ
う

あ
の
理
久
兎
達
に

て
る
の
か
と
も
し
負
け
て
し
ま

た
り
し
て

し
ま
え
ば
殺
さ
れ
る
か
そ
れ
と
も

ら
れ

心
を

な
き
ま
で
に

さ
れ
る
か
だ
が
ど
ち
ら

に
せ
よ
地
獄
だ

 
千
 

お
ん
し
ら
に
こ
ん
な
事
を

せ
る
の
は
可
笑
し
い
と

 
は

シ
も
思
う
じ

が
こ
こ
で
食
い

め
な
け
れ
ば

 
世
界
は
破
壊
さ
れ
て
し
ま
う
ん
か
も
知
れ
ぬ
の
じ

 
じ

か
ら
頼
む

あ
や
つ
を

シ
の
バ
カ

子
を

 
め
て
く
れ

 
龍
神
は

を
つ
け
て

願
し
て
き
た

そ
れ
は
見
る
に

え
れ
な
か

た

 
蓮
 

龍
神
様

を
上

て
く
だ
さ
い

そ
れ
に
少
な
く

 
て
も

は

い
ま
す
か
ら
友
人
と
し
て
理
久
兎
さ
ん

 
の
目
を
覚
ま
せ
た
い
ん
で
す

 
千
 

少
年
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霊
夢

こ
ら
蓮
あ
ん
た
ば

か
り
格

つ
け
る
な
そ
れ
に

 
も
や
る
わ
よ

て
崩
壊
す
る
所
を
見
る
と
か

 
じ

な
い
し

 
霧
雨

そ
う
だ

確
か
に
理
久
兎
や
あ
の
女
は

か

た
け

 
ど
よ
そ
れ
よ
り
も
こ
の
幻
想
郷
を

た

て
い
う

 

者
の

を

り
た
い
し
よ

 
霊
夢
や
魔
理
沙
が
そ
う
言
う

だ
が
魔
理
沙
そ
れ
で

者
に
な
る
と
し
た
ら

死
ん
で
い
る
気

が
す
る

 
咲
夜

全
く
貴
方
は

だ
け
ど
や
ら
れ
た
の
な
ら
お
返
し
の

 

つ
や

つ
は
し
た
い
わ
よ

 
玲
音

だ
な
し
か
し

つ
や

つ
じ

な
く
て
全

返
し
て

 
や
ろ
う
や

 

鈴

守
れ
な
か

た
こ
の
無
念
を
次
こ
そ
は
返
し
ま
す

 
パ

は

図
書
室
に

み

け
の
本
が
あ
る
か
ら

力
は

 
す
る
わ
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ア

も
う
パ

リ

様

た
ら

じ

な
い
ん
で
す

 
か
ら

 
フ
ラ

フ
ラ
ン
も
や
る

 
レ
ミ

決
ま
り

 
紅
魔
館
組
は
立
ち
上
が
る
と
そ
れ
に
続
き

 

だ

て
そ
う
で
す

子
様
や
諏
訪
子
様
の

 
無
念
を
張
ら
し
た
い
で
す
し

 
八

お

い

 

矢

手
に
殺
さ
な
い
で
く
れ
る
か
な

 

あ

ご
め
ん
な
さ
い

 
だ
が

達
も

力
し
て
く
れ
る
み
た
い
だ

 
鈴
仙

だ

て
永
遠
亭
を

り
戻
し
た
い
の
で

力
は
し

 
ま
す
よ

 
永

貴
方
が

て
ど
う
す
る
の
よ

で
も
ま

理
千

 
を

け
る
た
め
な
ら
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夜

そ
れ
に

バ

カ
妹
紅
を

け
た
い
し

 

人
も

力
し
て
く
れ
る
み
た
い
だ

こ
れ
な
ら
心
強
い
事
は
こ
の
上
な
い

 
千
 

そ
う
か

す
ま
ぬ
な
良
し
で
は
ど
う
す
る
か
何
じ

 
が
考
え
て
る

は

つ
じ

つ
は
吸
血
⻤
達
の
館

 
を
解
放
し

と
し
て
使
う
か
次
に
寺
の
僧

達
を

 

け
戦
力
を
上

る
か
じ

が

 
と

言

て
い
る
と

が
開
き
ま
す
怠
惰
が
出
て
き
た

 
怠
惰

そ
れ
と

品
も

つ
か
欲
し
い
正

な
話
だ
け
ど

 
も
う

品
や
ら
も
お
前
ら
に
使

た
か
ら
品

れ

 
し
て
る
ん
だ
よ

 
永

そ
れ
な
ら
永
遠
亭
に
行
け
ば
色
々
な

は
あ
る
わ

 
よ

 
千
 

な
ら
永
遠
亭
を

還
す
る
の
も

と
し
て

用
を
し

 
よ
う
ど
れ
に

 
言

を
言
い
か
け
千
は

き
込
む

す
る
と
す
ぐ
に
怠
惰
が
千
の
首
に
手
を
当
て
る
と
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怠
惰

が

い
無
理
し
す
ぎ
だ
よ

 
千
 

じ

が

 
怠
惰

今
は
大
人
し
く
し
な
さ
い
じ

な
い
と
い
ざ
と
い
う

 
時
に
限

て
動
け
な
い
よ

 
千
 

う
む

 
怠
惰

ご
め
ん

出
し
し
て
だ
け
ど

女
を
こ
こ
で
死
な

 
せ
る

に
は
い
か
な
い
ん
だ
よ

 
千
を
お
ぶ
り
そ
し
て

を

つ
と

 
怠
惰

ど
れ
に
す
る
も
構
わ
な
い
け
れ
ど
死
な
な
い
で

 
そ
れ
と
怪

し
な
い
で

治

ク
ソ
面
倒
何
だ
か

 
ら
さ

 
そ
う
言
い

の

屋
へ
と
向
か
う

そ
し
て

た

分
達
は

 
蓮
 

ど
う
し
ま
す
か

 
レ
ミ

達
の
館

て
言
い
た
い
け
ど
あ
の
男
の
言

 

に
は
一
理
あ
る
か
ら
そ

ち
か
ら
で
も
構
わ
な
い
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わ
よ

 

異

は
あ
り
ま
せ
ん

 
蓮
 

な
ら
そ
う
し
ま
し

う

ま
ず
す
る
の
は
永
遠
亭
の

 

還
と
竹
林
に

す
る
怪
物
達
の
処
理
を
し
て
い

 
き
ま
し

う

 
全
員

お

 
そ
う
し
て

分
達
の

々
で
は

い
小
さ
な
反
撃
劇
の
幕
が
上
が
る
の
だ

た

 
怠
惰

は
い
は
い
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
千
 

か
ひ

た

怠
惰
よ

 
怠
惰

は
い
は
い

て
よ
う

千
ち

ん

お

と

と

 
こ

ち
は
千
ち

ん
の
方
じ

な
か

た

 
ン

ま

こ
れ
か
ら
蓮
く
ん
達
が
ど
ん
な
活

 
を
す
る
の
か

う
ご

待

て
事
で
今
回
は
こ
こ
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ま
で

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く

そ
れ
じ

者

 
様

 
千
 

さ

さ
ら
ば

 
怠
惰

だ
か
ら

て
な

て

ン

さ
ら
ば
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第
２
０
９
話
 
小
さ
な
反
撃
を
開
始

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

い

屋
と

し
い

屋
を
行
き
来
す
る
た
め
風
邪
を
引
き
そ
う
な
怠

惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

も
う
体
が

ル
い
の
何
の
と
い
う
感
じ
で
す

お

と
話
は
こ
こ
ま
で
に

し
て
と
そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
迷
い
の
竹
林

か
つ
て
と
あ
る
姫
と
従
者
が
追

手
か
ら
逃
れ
る
た
め
に

り
込
ん
だ
場
所

並
の
人
間
や
妖
怪
が

れ
ば
確
実
に
迷
う
場
所
で
あ
る

そ
こ
で
は
現

戦
い
が

発
し
て
い

た 
蓮
 

で

 
怪
物

き

 
竹
林
を

す
る
妖
怪
と
は
ま
た

う
女
性

の
怪
物
を

で

除
し
な
が
ら
永
遠
亭
を
目

す

編

メ
ン
バ

は

分
を

め
て
霊
夢
に

音
と
萃
香
に
鈴
仙
そ
し
て
永

に

夜
と
さ
と

り
に
お

と
い

た
編

だ

の
メ
ン
バ

は
現

命
蓮
寺
に
向
か

て
い
る

だ
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鈴
仙

さ
ん
こ

ち
で
す

 
霊
夢

内
は
良
い
ん
だ
け
ど
こ
の
怪
物
達
の
見
た
目
は
何

 
と
か
な
ら
な
い
の

悪

に
も
程
が
あ
る
わ
よ
こ

 
れ

 
女
性

の
怪
物
は
正

言

て

ロ
グ
ロ
い
と
い
う
言

が
に
あ
う

は
見
え
な
い
が

を

に
つ
け
て

さ
せ
何
か

体
の
よ
う
な
も
の
に

り
込
ま
れ
つ
つ
空
を

遊
し
て
い
る
か

ら
だ

だ
が
こ
の
怪
物
達
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
火

や

を
撃

て
く
る
た
め

断
も
で
き
な

い 
さ
と

 
お

さ
と
り
様

無
理
は

 
さ
と

し
て
ま
せ
ん
よ

行
き
ま
し

う

 
不
安
を

き
な
が
ら
も
さ
と
り
達
も
蓮
達
に
続
き
前
進
を
す
る

そ
う
し
て

除
を
し
な
が
ら

何
と
か
永
遠
亭
に

り
着
く

 
永

何
と
か

て
い
た
わ

 

夜

こ
れ
な
ら

品
も
無
事
そ
う



 第２０９話 小さな反撃を開始

 
永
遠
亭
は
確
か
に

麗
に

て
い
た

こ
れ
な
ら
確
か
に

品
や
ら
も

て
い
そ
う
だ

だ
が
そ
う
思

て
い
た
時
だ

た

 

 

あ
ら
あ
ら
負
け

の
方
々
が
こ
こ
に
何
を
し

 
に
来
た
の
か
し
ら

 

が
し
て

り
向
く
と
そ
こ
に
は
女
性
が
い
た
が
獣

を

か
ら
生
や
し

の
方
に
は
⻑
く

さ

さ
の

が
生
え
て
い
た

 

夜

気
を

け
て
こ
い
つ
よ

と
妹
紅
を
撃
退
し
た
の

 
は

 
ど
う
や
ら
こ
の
女
性
ら
し
い

だ
が
さ
と
り
は
目
を
見
開
き

き
な
が
ら

を
開
く

 
さ
と

嘘

そ
ん
な

耶
狛
さ
ん

 
お

え

お

さ
ん

 

夜

え

嘘
で
し

そ
れ

 
ま
さ
か
の
耶
狛
だ

た

何
時
も
見
て
い
た
あ
の

さ
は
妖

と
い
う
か
大
人
の
魅
力
に
変

わ

て
い
て

い
て
し
ま
う

 
耶
狛

嘘
じ

な
い
わ

は
正
真
正

の
深
常
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耶
狛
よ
そ
れ
と
貴
女
は

か
し
ら

貴
女
の

親
に

 
な

た
事
な
ん
て
一
度
も
な
い
け
ど

 
お

え

 

狛
と
で
愛
情
を
も

て
育
て
て
い
た
と
は
聞
い
て
い
た
た
め
も
し

分
が
お

の
立
場
な
ら

物

い
シ

ク
を
受
け
て
い
た
だ
ろ
う

お

を
見
る
と
少
し

目
に
な

て
い
た

 
萃
香

理
久
兎
も
凶
変
し
て
た
け
ど
耶
狛
も

 
耶
狛

あ
ら
あ
ら

達
の
王
に
会

た
の

ど
う
だ

た
か

 
し
ら

 
霊
夢

ど
う
も
こ
う
も
最
悪
よ

あ
ん
な
の
が
神
と
か
あ
り

 
え
な
い
わ
よ

 
耶
狛

そ
う

念

 

に
手
を
お
き
少
し

念
そ
う
に
言
う

そ
し
て

リ
と
笑
う
と

 
耶
狛

ま

良
い
わ
そ
れ
よ
り
も
何
し
に
こ
こ
へ

 
霊
夢

の
あ
ん
た
に
教
え
る
と
思
う

 
耶
狛

そ
う

な
ら

の
目
的
は
教
え
て
上

る
わ



 第２０９話 小さな反撃を開始

 
そ
う
言
う
と

む
ら
か
ら

人
の
女
性
と
先
程
の
怪
物
達
が
大
勢
出
て
く
る

そ
し
て
出
て

き
た
女
性
は

分
が
良
く
知

て
る
人
物
で
あ
り

 

夜

あ
の
バ
カ
や

り

ら
れ
て
る

 

音

妹
紅

 
そ
う
妹
紅
だ

た

人
里
の
時
の
鈴
仙
や

音
と

様
に
目
は
曇

て
い
た

 
耶
狛

さ

命

を
下
し
て
上

る
こ
こ
の
屋
敷

 
を
破
壊
し
な
さ
い

 
蓮
 

な

 
耶
狛

ご
め
ん

で
も
こ
こ
の
屋
敷
に
あ
る

物
は
危
険

 
な
の
よ

だ
か
ら
破
壊
す
る

て
決
ま

た
の
よ

 
本
当
は
こ
の
竹
林
に

つ
家
と
い
う
不
思
議
な

を

 
壊
し
た
く
は
な
い
ん
だ
け
ど
仕
方
な
い
の
よ

の

 
当

だ
し

 
こ
の
屋
敷
を
壊
さ
れ
れ
ば

分
達
の
目
的
達

は
出
来
な
く
な
る

だ
が

と
い
う
言

予

想
だ
と
東
⻄

北
で

か
が

し
て
い
る
と
い
う
事
だ
ろ
う
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霊
夢

蓮
あ
い
つ
を

テ
ン
パ
ン
に
す
る
わ
よ

 
蓮
 

言
わ
れ
な
く
て
も

 
耶
狛

あ
ら
あ
ら

張
る
わ

ま

良
い
わ
妹
紅
さ
ん

 
そ
れ
か
ら

ト
達

張

て
ち

う
だ
い

は

 
帰
る
か
ら
そ
れ
か
ら
こ
れ
が
終
わ

た
ら
貴
女
は
用

 

み
だ
か
ら
戻

て
良
い
わ
よ

 
そ
う
言
う
と
耶
狛
は
バ

ク
ス
テ

で
竹
林
へ
と

る
と
竹

に

れ
て

え
て
い
な
く
な

る 
お

お

さ
ん

 
さ
と

お

今
は
そ
れ
所
じ

な
い
で
し

 
霊
夢

つ

来
る
わ
よ

 
妹
紅

全

全

や
し
て
や
る

 
そ
う
し
て
竹
林
で
の
永
遠
亭

還

戦
の
戦
い
は
幕
を
開
け
る

は
代
わ
り
こ
こ
よ
り
少

し
北
⻄
に

す
る
命
蓮
寺
で
は

 
玲
音

そ
ら
よ
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ジ

キ
ン

 
怪
物

ぎ

 
霧
雨

や
る
な

 
気

ち
の
悪
い
女

の
怪
物
を
斬
る
と
悲
鳴
を
上

る

玲
音
を

に
魔
理
沙
そ
し
て
パ

リ

と
小
悪
魔
を
除
き
レ
ミ
リ
ア
と
フ
ラ
ン
に
咲
夜
に

鈴
そ
し
て

だ

す
る
と

が 

そ
の
ガ
ン

レ

ド
を

ン
ソ

み
た
い
な
武

 

に
す
れ
ば

全
に

イ

タ

で
す

玲
音

 
さ
ん
そ
の

の

⻑
に
と

て
も
良
く

て
い

 
る
の
で

 
玲
音

何
じ

そ
り

 

と
聞
く
と
昔
に
殺

対

が
レ

ツ

レ
イ
ン
グ

ス

と
か
言

て
い
た
の
を

思
い
出
す

そ
ん
な

だ

た
ら
こ
の
子
の
将
来
が
危
な
い
と
も
思

た

 
玲
音

な

え

と

ち

ん

 

い
や

で
す
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玲
音

あ

そ
う
か
な
ら

ち

ん
そ
う
言
う
の
は
あ
ま
り

 
考
え
る
の
は
良
く
な
い

 

だ
か
ら

で
す

て
ば

 
咲
夜

無

よ

玲
音
に
何
を
言

て
も
通
じ
な
い

 
か
ら
特
に
名
前
間

い
に
関
し
て
は

 

い
言
わ
れ
よ
う
名
前
ぐ
ら
い

分
で
も
覚
え
ら
れ
る

カ
リ
ス
マ
笑
こ
と
レ
ミ
リ
ア
に

フ
ラ
ン
ド

ル
こ
と
フ
ラ
ン
そ
れ
か
ら
紫
も
や
し
の
パ

リ

に
怪
力
女
の

鈴
と
元
気
一

の
小
悪
魔
に
お
か
ん
と
言
い
た
い
咲
夜
だ
言
え
て
い
る
だ
ろ
う

後
は
知
ら
な
い
が

 
レ
ミ

執
事
い
ま
失

な
事
を
考
え
た
わ
よ

 
玲
音

ハ
ハ
ハ
何
の
事
か
な
お

 
向
か

て
く
る
カ
リ
ス
マ
笑
の
言

を
い
な
し
つ
つ
目
的
地
で
あ
る
寺
と
か
い
う
場
所
に

や

て
来
る

そ
こ
に
は
何
１
０

上
と
言
い
た
い
ぐ
ら
い
の
真

黒
の

が

さ
れ
て

い
た

 
玲
音

さ
て
と
お
目
当
て
の
そ
の
僧

と
や
ら
は
何
処
に
い

 
る
ん
だ
よ
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霧
雨

え

う

ん
あ
の
石
に
で
も
変
え
ら
れ
て
い
る
ん

 
じ

な
い
か

 
確
か
に
あ
の

娘
も
石
か
ら
元
に
戻

て
い
る
た
め
そ
の
考
え
は

当
と
思
え
た

な
ら
ば
あ

の

を

く
壊
す
か
と
思
い
ガ
ン

レ

ド
を
構
え
た
そ
の

間
何
者
か
が

ス

ド
で

て
く
る
気

を
感
じ
た

 
玲
音

て
め

ら

 

鈴

さ
ん

 
レ
ミ

引
き
な
さ
い

 
全
員

 
ど
う
や
ら
お

や

鈴
も
気
が
つ
い
た
み
た
い
だ

そ
し
て
す
ぐ
に
後
ろ
へ
と
下
が

た
そ
の

間
 
ド

ン

 
何
か
が
落
ち
て
き
て

を
上

た

あ
の
ま
ま
あ
そ
こ
に
い
れ
ば
怪

は
し
て
い
た
か
も
し

れ
な
い

 
咲
夜

何
あ
れ
は
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が
上
が
り
そ
の
正
体
が
出
て
く
る

そ
れ
は
紫
色
の
⻑

の
女
性
だ

た

 

あ

あ
れ

 
霧
雨

聖
か

 
玲
音

奴
か

の
僧

と
や
ら
は

 
霧
雨

あ

そ
う
だ

 
す
る
と
聖
は
ゆ

く
り
と
立
ち
上
が
り

ん
た
目
で

方
を
見
て
く
る

こ
れ
は

に

な

予
感
し
か
し
な
い

 
聖
 

さ
ん
は

が
守
り
ま
す

に
も

つ
け
さ
せ

 
な
い

 
そ
の
言

と
共
に
先
程
の
女

の
化
け
物
達
が
う
よ
う
よ
と
集
ま

て
く
る

 
フ
ラ

み
た
い
に
集
ま

て
き
た

 

鈴

そ
れ
も
そ
う
で
す
が
何
で
す
か
あ
の
僧

が
放
つ
こ

 
の
真

黒
な
気
は

 
玲
音

ち

全
員
構
え
ろ
来
る

 
そ
う
言
う
と
聖
を

め
女

の
怪
物
達
も
襲
い
か
か

て
く
る
の
だ

た



 第２０９話 小さな反撃を開始

 
怠
惰

で
は
で
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
狗
神

何
か
よ

く
い
な
い
間
に
だ
い
ぶ
話
が
進
ん
だ
な

 
鈴

う
ん

 
神
楽

そ
う
で
す

 
怠
惰

ま

て
い
う
か
君
達
の

人
に
何
か

 
知
ら
な
い
け
ど

さ
れ
ち

て
る
ん
だ
よ

 
何
か
し
た
か
な

 
狗
神

そ
の
マ

ケ

り
が
バ
レ
た
ん
だ
ろ

 
鈴

確
か
に
バ
カ
だ
し

怠
惰

 
神
楽

失

で
す
よ
狗
神
様
に
鈴

様

 
怠
惰

あ

良
い
よ
良
い
よ
事
実
だ
か
ら
さ

あ

そ
う

 
そ
う

者
様
に
お
知
ら
せ
し
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
し

 
て
来

の

間
は
テ
ス
ト
の
た
め
お
休
み
さ
せ
て
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い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
正

な
お
話
で
今
少
々

 

強
に
危

を
感
じ
て
い
る
た
め
で
す
な
の
で
来

 
の

間
は
お
休
み
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

 

し
上

ま
す

 
鈴

大

 
怠
惰

う
ん
と

て
も

バ
い

 
狗
神

強
し
ろ
よ
ま

た
く
よ

 
神
楽

ま

ま

え

と
そ
ろ
そ
ろ
怠
惰
さ
ん
時
間
で

 
す
よ

 
怠
惰

う
ん

そ
れ
で
は

者
様
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
な

 
鈴

そ
れ
じ

あ

者
様

 
神
楽

そ
れ
で
は
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第
２
１
０
話
 
狂
乱
舞

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

現

ウ
キ

の
た
め

起
し
つ
つ

強
し
て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪

魔
で
す

ス
タ
ミ

が

り
ん
し
ド
ロ

が
悪
く
て

え
そ
う
に
な
り
ま
す
が
ソ
ロ

張

り
た
い
と
思
い
ま
す

そ
れ
で
は
こ
の
話
は
こ
こ
ま
で
に
し
て
本
編
へ
ど
う

 
幻
想
郷
の

の
方

で
は
現

激
し
い
戦
い
が

発
し
て
い
た

 

夜

妹
紅

 
妹
紅

 
蓮
 

す
ご
い
戦
い

 
そ
の
竹
林
で
は

夜
と
妹
紅
と
で
の

い
が
起
こ

て
い
た

だ
が
そ
れ
に
続
き

分
達
を
襲

お
う
と
悪

な
見
た
目
の
怪
物
達
が
襲
い
か
か

て
く
る

 
永

 
鈴
仙

ち

て
な
さ
い
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怪
物

ぎ

 

音

そ
ら

 
ド

ン

 
怪
物

が

 
だ
が
怪
物
達
の
一

一

は
そ
こ
ま
で
強
く
は
な
く

で

力
し
て
対
処
が
で
き
た

音
に

限

て
は
近
づ
き

突
き
ま
で
し
て
い
る
ぐ
ら
い
だ

し
か
し
不
思
議
な
の
は
怪
物
達
は
倒
す
と

す
ぐ
に

滅
し
て
い
く
事
に
不
思
議
を
感
じ
ざ
る
得
な
い
の
と

 
霊
夢

こ
い
つ
ら
本
当
に
何
処
か
ら

い
て
る
の
よ

 
蓮
 

言
わ
れ
て
み
る
と

 
確
か
に
言
わ
れ
て
み
る
と
何
処
か
ら

い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

し
か
し
分
か
る
の
は
今
は
妹

紅
を

け
る
こ
と
が
先
決
だ

分
が
立
て
た
仮
説
で
は

ら
く
近
く
に
人
里
の
時
と

じ
よ
う

な
黒
い

が
何
処
か
に

さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う

 
蓮
 

さ
ん
こ
こ
は

せ
て
も
良
い
で
す
か

 
さ
と

る
程
大
体
は
分
か
り
ま
し
た
行

て
下
さ

 
い
蓮
さ
ん
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音

よ
く
分
か
ら
ん
が

は
あ
る
ん
だ
よ
な

 
い

 
蓮
 

え

そ
れ
な
り
に
は

 

音

な
ら
頼
む

 

分
は

き

み
の

へ
と
突

込
む
と

 
霊
夢

あ

ち

と
蓮

 
霊
夢
も
蓮
の
後
を
追
い
か
け
る
の
だ

た

 
萃
香

も
し
か
し
た
ら

 
お

ど
う
か
し
た
ん
で
す
か
い

 
萃
香

も
行

て
く
る
よ

 
そ
う
し
て
更
に
後
か
ら
萃
香
も
追
い
か
け
る
の
だ

た

そ
う
し
て

み
を
進
み
ど
の
く
ら
い

進
ん
だ
の
だ
ろ
う
か

 
蓮
 

ど
け

 
怪
物

が

 
霊
夢

あ
ん
た
ら
に
構

て
る
程
暇
じ

な
い
の
よ
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怪
物

き

 
悪

な
怪
物
達
を
倒
し
つ
つ
進
む

そ
う
し
て
進
ん
で
い
る
と
ラ

キ

だ

た
の
だ
ろ
う

か 
蓮
 

霊
夢

 
霊
夢

あ
れ

に

 

分
達
の
目
と

の
先
に
は
お
目
当
て
の
大
き
な
黒
い

が

て
い
た

す
る
と
そ
の

は
光
出
す
と

 
怪
物

 
怪
物

 
倒
し
て
き
た
怪
物
達
が
次
々
に
出
て
く
る

ど
う
や
ら

く

い
て
い
る
秘

は
あ
れ
の
よ
う

だ 
蓮
 

霊
夢

 
霊
夢

え

 
お

い
に
構
え
そ
し
て

 
霊
夢

行
く
わ
よ
霊
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蓮
 

夢
想
一

 
霊
夢
が

つ
の
光

を
放
つ
と

分
は
神
楽
を
構
え
て
霊
夢
の
放

た
光

を

り
込
み

大
な

を

る

 
蓮
 

行
け

 
そ
う

び
構
え
た
神
楽
を

ぎ
に
一

す
る

そ
し
て

 
ジ

ン
キ
ン

 
と
音
が
鳴
り

く
と
黒
い

は

断
さ
れ
ず
る
ず
る
と
落
ち
て
い
く

神
楽
を

に

め

て 
蓮
 

り

て
ご
め
ん

 
霊
夢

何
を
格

つ
け
て
る
の
よ

 
蓮
 

い
や

ご
め
ん
な
さ
い

 
霊
夢

あ

あ

ご
め
ん

て
ば

 
や
は
り

二
病
と
い
う
病
を

治
は
出
来
て
い
な
い
み
た
い
だ

そ
の
た
め
に
結
構
シ

ク

を
受
け
た

す
る
と
黒
い

は
光

き
だ
す
と

子
と
な

て

え
る

そ
の
代
わ
り
に
何
十

も
の
数
の
玉
兎
が

た
わ

て
い
た

そ
の
中
に
は
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て

う

ん

 
て

の

も
あ

た

や
は
り
妖
怪
の

か
が
石
に
変
え
ら
れ
て
し
ま
う
み
た
い
だ

 
蓮
 

ど
う
し
よ
う
か
こ
の
数
を

と
霊
夢
だ
け
で

ぶ

 
て
流
石
に
無
理
だ
よ

 
霊
夢

う

ん
ど
う
し
ま
し

う
か

 
問

は
こ
の
何
十

と
い
る
兎
達
を
ど
う

ぶ
か

数

れ
て
い

て
も
ま
た
こ
の
場
所
に

戻

て
こ
ら
れ
る

で
は
な
い

ど
う
す
る
か
と
悩
ん
で
い
る
と

 
ガ
サ
ガ
サ

 
隣
の

む
ら
が

れ
る

霊
夢
と
共
に
構
え
る
と
そ
こ
か
ら

 
萃
香

お

い
た
い
た

 
ま
さ
か
の
萃
香
だ

た

し
て

し
た

 
霊
夢

萃
香

あ
ん
た
追

て
き
た
の

 
萃
香

う
ん

み
た
い
に
石
に
変
え
ら
れ
て
る
妖
怪
が
い
た

 
と
し
た
ら

々
様
や

の
可
能
性
が
高
い
と
思

 

て

で
も

た
み
た
い
だ
け
ど
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萃
香
は
そ
う
言
う
が
萃
香
を
見
て
あ
る
考
え
が

か
ぶ

 
蓮
 

萃
香
さ
ん
お
願
い
が
あ
る
の
で
す
が

 
萃
香

ん

ど
う
し
た
の

 
蓮
 

こ
こ
に
倒
れ
て
る
兎
達
が
全
員

れ
る
ぐ
ら
い
の
大

 
き
さ
の
ソ
リ

て

れ
ま
す
か

 
霊
夢

る
程
そ
の

が
あ

た
わ

 
⻤
と
い
う
種
族
は
⻤

人
に
も
よ
る
の
だ
が

関
係
は
大
の
得
意
な
の
だ

そ
れ
な
ら
ば

べ
る
だ
ろ
う
と

し
た
の
だ

 
萃
香

ん
良
い
よ
待

て
て
今
さ
く

と

る
か
ら

 
さ

 
そ
う
し
て
萃
香
は
竹
を
な
ぎ
倒
し
て
い
き
や
が
て
そ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
て
い
き
大
き
な
ソ
リ

が
出
来
上
が
る

出
来
上
が

た
ソ
リ
に

を

せ
る
と

 
萃
香

さ
て
と

 
蓮
 

霊
夢
も
萃
香
さ
ん
も

て
良
い
で
す
よ

が
引
く

 
の
で
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萃
香

そ
れ
大

か
い

 
蓮
 

ま

と
思
え
ば

 
そ
う
言
い
ソ
リ
の

を

つ
と
力
を

り

て
進
む
が

 
萃
香

ま

た
く
ま
だ
怪

治

た
ば

か
り
な
ん
だ
か
ら

 
無
理
し
な
い

こ
う
い
う
力
仕
事
は

達
⻤
の

売

 
特
許
な
ん
だ
か
ら

 
そ
う
言
い
萃
香
は
ソ
リ
を
後
ろ
か
ら

し
て
く
れ
る

 
霊
夢

も

る
気
は
な
い
わ
よ
言

と
く
け
ど
だ
か
ら
せ

 
め
て

お
よ
び
に

は
倒
す
わ

 
蓮
 

人
共
あ
り
が
と
う

 

人
の

力
を
受
け
な
が
ら

分
達
は

の
い
る
場
所
ま
で
向
か
う
の
だ

た

そ
し
て
こ

の
戦
い
が
起
こ

て
い
る
一
方
で
少
し
北
⻄
の
命
蓮
寺
で
は

 
フ
ラ

ア
ハ
ハ
き

と
し
て
ド
カ

ン

 
怪
物

ぎ

 

鈴

せ
い
や
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怪
物

が

 

奇
跡
よ

 
怪
物

ぎ

は

 

が
戦
い
に
戦
い
襲

て
く
る
女

の
怪
物
達
を
倒
し
て
い
く

 
聖
 

を

守
ら
な
き

 
玲
音

お
前
ら
は

が
る

共
と
あ
の

の
破
壊

 
は
頼
む

は
こ
い
つ
を
や
る

 
霧
雨

言
わ
れ
て
な
く
て
も
や

て
や
る

 
そ
う
言
う
と
魔
理
沙
は
ミ

八

を
構
え

 
霧
雨

 
マ
ス
タ

ス
パ

ク

 
そ
う
言
い
大

レ

ザ

で

り
の

共
を

倒
し
て
い
く

そ
し
て
先
に
あ
る
黒
い

に
当
た
る
ん
じ

な
い
か
と
い
う
そ
の

間

 
聖
 

さ
せ
な
い

 
玲
音

な

 
何
と

分
の
相
手
を

め
て
魔
理
沙
の
レ

ザ

の
前
へ
と
立
ち
塞
が
る
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聖
 

天

 
大
日

来
の

き

 
そ
の
ス

ル
を

え
る
と
共
に
魔
理
沙
の
レ

ザ

と
負
け
ぬ
ぐ
ら
い
の
火
力
の
レ

ザ

が

放
た
れ
ぶ
つ
か
り
合
う

 
霧
雨

つ

 
す
ぐ
に
ス

ル
を
キ

ン
セ
ル
し
魔
理
沙
は
下
が
る

 
霧
雨

お
い

引
き

け
て
お
け
よ

 
玲
音

あ
の
女
が

手
に

動
し
た
ん
だ
よ
仲
間
が
ど
う

 
の
と
か
言

て
よ

 
レ
ミ

仲
間

 
咲
夜

お

様
何
か
お
分
か
り
に

 
ど
う
や
ら
レ
ミ
リ
ア
は
何
か
を
考
え
た
み
た
い
だ

が
る

共
を
倒
し
な
が
ら

 
玲
音

お
い
お

何
か
分
か

た
の
か
よ

 
レ
ミ

あ
く
ま
で

だ
け
ど
確
か
あ
の

の
元
は
妖
怪

 
だ
と
か
よ

そ
う
な
る
と
あ
の
僧

の
仲
間
が
あ

 
の

に
な

た

て
事
じ

な
い
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そ
れ
を
言
わ
れ
る
と
辻

が
合
う
そ
れ
に
仲
間
を
守
り
た
い
と
い
う
聖
の
執
念
も
強
い
事
か
ら

あ
の
僧

の
仲
間
を

に
変
え

る
事
で

を
破
壊
す
る
と
い
う
行

は
僧

に
と

て
は

仲
間
に
危

を

え
よ
う
と
す
る
に
変

さ
れ
る

そ
れ
を
利
用
さ
れ
守
護
者
を
や
ら
さ
れ
て
い

る
の
だ
ろ
う

し
か
し
よ
く
も
こ
ん
な
悪

な
事
を
考
え
ら
れ
る
も
の
だ

だ
が
今
の
レ
ミ
リ

ア
の
発
言
で
解
決
策
が
思
い

い
た

 
玲
音

仲
間

お
い
よ
く
見
て
そ
し
て

ま
せ
よ

 
そ
の

か
ら
発
せ
ら
れ
る

を
よ

 
聖
 

 
聖
の
動
き
が

ま
る

そ
し
て
戦
い
の
中
で
の

弾
音
は

い
が
よ
く

を

ま
せ
る
と

 

 

た
す

け
て

聖

 

 

ひ

じ
り

 
と

不

に
思
え
る
よ
う
な

け
を

め
る

が
聞
こ
え
て
く
る

 
聖
 

み

さ
ん

う

 
す
る
と
聖
は

を

さ
え
て

え
始
め
た

そ
こ
に
一

で
組
み
つ
く

 
玲
音

今
だ

や
れ
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聖
 

な

う

 
玲
音

す
か
よ

 

ル
ド
し

に
な
ら
な
い
よ
う
に

さ
え
る

た
が
何
て
力
だ

こ
れ
は
最

人
間
が
精
神

的
に

す
る

す
る
力
を
感
じ
ら
れ
ぬ
程
の

力
だ

い
つ
ま
で

つ
か

す
る
と
そ
れ

に
続
き

 

鈴

手
伝
い
ま
す

 
咲
夜

力
だ
け
ど

 
フ
ラ

フ
ラ
ン
も

 

鈴
と
咲
夜
そ
し
て
フ
ラ
ン
も

分

様
に
組
み
つ
く

す
る
と
先
程
の

力
に
対
す
る

が
少
し
だ
が

を

て
る
よ
う
に
な

た

そ
し
て

え
て
い
る
一
方
で

達
が

と
な

る
よ
う
に
集
合
す
る

 

開
 

の
奇
跡

 

の
ス

ル
が
発
動
し

達
は
一
気
に

く

そ
こ
に
火
力
係
と
い
う
名
の

人
が

ス

ル
を

え
た

 
霧
雨

め
だ

魔

 
フ

イ

ル
ス
パ

ク
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レ
ミ

け

神

 
ス

ア
・
ザ
・
グ
ン
グ

ル

 
そ
の
言

と
共
に
魔
理
沙
の

大
レ

ザ

と
レ
ミ
リ
ア
の
グ
ン
グ

ル
が

へ
と
向

か

て
い
き
そ
し
て

 
バ
キ
ン

 
そ
れ
ら
は

弾
し

は

け
散

た
所
か
あ
ま
り
の
火
力
で

滅
し
た

そ
れ
に
続
き

 
聖
 

う

は

何
を

 
聖
の

力
も
数

前
と
は
う

て
変
わ
り
言

も

言
で
は
な
く
な
る

そ
し
て
聖
は
キ

ロ
キ

ロ
と

り
を
見

す

ど
う
や
ら
元
に
戻

た
み
た
い
だ

 
聖
 

え

え

と

さ
ん
は
何
で

に
引

い
て

 
玲
音

も
う

し
て
も
大

だ
よ
な

 
咲
夜

み
た
い

 

分
達
は
聖
に

ル
ド
を
す
る
の
を

め
る

そ
し
て

々
に
な

た

を
見
る
と
そ
こ

に
は
妖
怪
で
あ
ろ
う
者
達
が
何
人
か
倒
れ
て
い
た

 
聖
 

さ
ん

 
す
ぐ
に
聖
は
近
づ
き

を
見
る

ら
く
蓮
達
の
話
に
よ
れ
ば
呪
い
に
は
か
か

て
は
い
る
み
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た
い
だ
が
命
に
は
別
状
は
な
い
み
た
い
だ
が
目
の
前
の
光
景
的
に
ど
う
な
の
か
は
分
か
ら
な
い
た

め 
玲
音

生
き
て

る
よ
な

 
聖
 

は
あ
り
ま
す
生
き
て
ま
す

 
や
は
り
生
き
て
は
い
る
み
た
い
だ
が
ボ
ロ
ボ
ロ
な
の
は
変
わ
ら
な
い
す
ぐ
に
神
社
へ
と

ば
な

け
れ
ば
と
思

て
い
た
そ
の
時
だ

た

 

 

お
や
お
や
そ
の
女
を
回

す
る
前
に
ま
さ
か

り
返

 
さ
れ
る
と
は
な

感

す
る

本
当
に
よ

ギ

 
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
笑
い

が
聞
こ
え
て
く
る

何
事
か
と
思
い

の
先
を
見
る
と
そ
こ
に
不

然
な

が
出
来
て

い
た

や
が
て
そ
の

か
ら
狂

た
よ
う
に
笑
う
上

の
男
が
ゆ

く
り
と
出
て
き
た

 
霧
雨

そ
の

か
ら
の
能
力

や

り
そ
う
だ

た
の

 
か
変

執
事

 
聖
 

そ

そ
ん
な
ま
さ
か

黒
さ
ん

 
ど
う
や
ら
こ
の
男
は
黒
と
呼
ば
れ
る
者
み
た
い
だ

だ
が

分
が
知

て
い
る
黒
と
い
う
男
は
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パ

テ

で
見
た
が
真
面
目
そ
う
な

を
し
て
い
た
が
一
体
何
が
あ

た
と
い
う
の
だ
ろ
う

 
黒
 

ひ

ひ

ひ

ひ

良
い

そ
ん
な
感
じ
で

 
い
て
く
れ
る
の
は
見
て
て
こ

ち
も
楽
し
い

ク
ク

 
ヒ

ヒ

ヒ

 
霧
雨

何
が
そ
ん
な
に
面
白
い
ん
だ
よ

お
前
ら
何
を
し
て

 
い
る
の
か
わ
か

て
る
の
か
よ

い
い

に
目
を

 
覚
ま
せ
よ

 
黒
 

は

目
覚
ま
せ

も
う
覚
め
て
る

バ

カ

 
そ
れ
に
何
し
て
る
か

だ
よ

だ

 
そ
れ
が
何
だ

て
ん
だ
よ

 
霧
雨

な

 
レ
ミ

こ
い
つ
狂

て
る

 
お

の
言
う
通
り
こ
い
つ
は
本
当
に
狂

て
る

人
も
狂

て
は
い
た
が

人
が

人
な
ら

従
者
も
従
者
だ

い
や
そ
う
な
る
と

は
バ
カ
に
な
る
の
か

い
や
今
は
そ
れ
を
気
に
し
て
い
る

場
合
で
は
な
い
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黒
 

ま

本
当
な
ら
今
こ
こ
で
て
め

ら
を
殺
し
て

け

 
ど

そ
れ
も
こ
こ
じ

出
来

か
ら
さ

 
霧
雨

ど
う
い
う
事
だ
よ

 
黒
 

こ
こ
は

外
で

が

た
が

は
耶
狛
が

し

 
て
ん
だ
よ
つ
ま
り
こ
こ
で

が

手
に
殺
し
合
い
を

 
す
る
と
耶
狛
が
後
で
う
る
せ

ん
だ
よ

 
玲
音

お
前
ら
は
東
⻄

北
で

を
決
め
て
る

 
て
事
か

 
あ
れ
だ
け
お

り
な
ら
話
す
か
と
思
い
聞
く
と

の
定
楽
し
そ
う
に

を
開
け
る

 
黒
 

あ

そ
う
さ

は
耶
狛
が

し
て
る

そ
ん
で
お

 
前
ら
屋
敷
だ
と
か
が
あ
る
北
の
方

は

狛
が

 
し
て
る
の
さ
そ
ん
で

様
は
魔
法
の

と
か
が
あ
る

 
東
を

し
て
ん
の
さ
で
⻄
は

あ
の
女
が

 
し
て
る

 
こ
れ
は

力
な
情
報
が
聞
け
た

こ
れ
な
ら
相
手
を
す
る

に
編

を
組
ま
せ
る
に
当
た
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て

利
に
戦
え
そ
う
だ

 
レ
ミ

あ
ん
た

ラ

ラ
話
し
て
る
け
ど
言
い

ら
し
て
良

 
い
の

 
黒
 

構
わ

さ
そ
れ
に

狛
や
耶
狛
は
さ

さ
と

れ

 
て
く
れ
れ
ば

の

価
も
上
が
る
か
ら
よ

 
聖
 

狛
さ
ん
や
耶
狛
さ
ん
は
仲
間
じ

な
い
ん
で

 
す
か
黒
さ
ん

黒
さ
ん
言

て
た
じ

な
い
で
す
か

 

は
大

な
仲
間
だ

て

あ
れ
も
嘘
だ

た
ん
で

 
す
か

 
黒
 

は

仲
間
だ

て

笑
わ
せ
ん
な
よ
あ
ん
な
の
は

 
仲
間
じ

よ
た
だ
意
見
が
合

た
か
ら

力
し

 
て
る
だ
け
だ

て
の
仲
間
な
ん

こ
れ

ち
も

 
思

て

よ
カ
ス
が

 
聖
 

そ
ん

な

 
そ
の
言

を
聞
い
た
聖
は
目
か
ら

を
流
し
て
た

よ

ど
大

な
者
だ

た
の
だ
ろ
う
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聖
 

夢
な
ら
覚
め
て

こ
ん
な
悪
夢
か
ら

 
黒
 

は

い
目
覚
め
ま
し
た

し
か
し

念

悪
夢
の
ま

 
ま
だ

ギ

ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
霧
雨

て
め

ざ
け
る
な

 
玲
音

な

お
い
待
て

 

に

が

た
魔
理
沙
が
ミ

八

で

ス
ト
し
な
が
ら
黒
へ
と
突

込
む
が

 

 

人

 
未
来

楽

 
突
然
魔
理
沙
の
目
の
前
に

を

た
一
体
の
人

が
現
れ
魔
理
沙
目

け
て

を
放
つ

 
霧
雨

な

 
す
ぐ
に
方
向
を
変
え
て
魔
理
沙
は
間
一

で

け
る

す
る
と
黒
の

後
か
ら

人
の
女
性

が
出
て
く
る

 
霧
雨

つ
つ

や

り
魔
法
の

が

と
か
言

て

 
た
か
ら
予

は
し
て
い
た
が
お
前
も

ら
れ
て
る
と

 
は
な
ア
リ
ス

 

そ
ん
な
ア
リ
ス
さ
ん
ま
で
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ア
リ

 
そ
こ
に
は
先
程
の
聖
と

様
に
目
を

ま
せ
た
ア
リ
ス
が
い
た

因
み
に
何
度
か
話
し
て
い
る

た
め
知
り
合
い
程
度
で
あ
る

 
黒
 

お

と
空
を
見
て
り

も
う
こ
ん
な
時
間
か

様
は

 
そ
ろ
そ
ろ
帰
ら
せ
て
も
ら
う

あ

そ
れ
と
よ
霧
雨

 
魔
理
沙

東
の
魔
法
の

に
何
時
で
も
来
い
よ
そ

 
の
時
は
遊
ん
で
や
る
か
ら
よ
ギ

ハ
ハ
ハ
ハ

 
そ
う
言
う
と
黒
は
ア
リ
ス
と
共
に

へ
と

て
い
く

そ
の
時

分
達
を
退
け
聖
が
走
り

な
が
ら

 
聖
 

待

て
黒
さ
ん

 
黒
の
名
前
を

ぶ
が
黒
は
そ
ん
な

び
を
無

し
ア
リ
ス
と
共
に

へ
と

り
一

で

動
し

を

し
た

 
玲
音

あ
の
野

 

分
も
怒
り
を
覚
え
た

分
は
友
人
や
仲
間
は
絶
対
に

ろ
に
は
し
た
く
は
な
し
い

ろ
に

す
る
奴
は
許
せ
な
い
と
も
思

た

そ
れ
は

も

じ
な
の
か
怒
り
を

に
し
た
か
の
よ
う
な
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を
す
る

 
聖
 

黒
さ
ん

黒
さ
ん

 
聖
は

を
流
し
続
け
魔
理
沙
は
地
に
向
か

て

を

る
い

 
霧
雨

ク
ソ

 
た
だ

し
さ
か
ら
の

び
を
あ

る
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

黒
の
奴
そ
う
と
う
狂

た
な

 
鈴

狂

た

て
レ

ル
じ

な
い
よ
あ
れ

最

 
別
人
だ
よ
も
う

 
神
楽

怠
惰
さ
ん
あ
れ

て
本
当
に

 
怠
惰

そ
う
な
ん
じ

な
い

よ
く
知
ら
ん
け
ど

 
狗
神

良
く
知
ら
ん

て
戻
し
方
と
か
も
か

 
怠
惰

あ
の
さ

原
因
が
分
か
ん
な
き

す
に
も

せ
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な
い
よ

体
と
か
そ
う
い
う
の
が
い
る
の
な
ら

 
話
は
別
だ
け
ど
さ

 
神
楽

つ
ま
り
原
因
も
何
も
か
も
が
不
明
と

 
怠
惰

う
ん
ま

た
く
も

て
分
か
ら
ん

 
鈴

ど
う
な
る
の
か
な
こ
れ

 
怠
惰

さ

お

と
そ
ろ
そ
ろ
時
間
か
な
で
は

 
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

そ
れ
と
来

は
投
稿
を

 
し
な
い
の
で
お
願
い
し
ま
す

 
神
楽

そ
れ
で
は

者
様
方

 
鈴

ま
た
再
来

 
狗
神

じ

あ
な
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第
２
１
１
話
 
次
は
夜
戦
へ
 

 
お
久
々
で
す

者
様

間
が
開
け
て
帰

て
き
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

こ
の

間
で
何
が
あ

た
か
を

イ
ジ

ス
ト
に
言
い
ま
す
と

日
テ
ス
ト
終
わ
り

⻑

休
暇
の

た
め
の

大

を
言
い

さ
れ
る

化
し
つ
つ

強
と
そ
ん
な
感
じ
で
す
か

ま
た
今
ま
で
通
り
に
投
稿
は
続
け
て
い
く
の
で
お
願
い
し
ま
す

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
優
し
い
風
が
吹
く
迷
い
の
竹
林
で
蓮
は
せ

せ
と
数
十

の
玉
兎
が

る
ソ
リ
を
引

張

て

い
た

 
蓮
 

 
霊
夢

蓮
あ
ん
た

ま
さ
か
だ
け
ど

 
蓮
 

え

 
突
然
霊
夢
か
ら
マ
ゾ
か
と
言
わ
れ
た

ど
う
し
て
そ
う
な

た
の
か
と
思
い
霊
夢
を
見
る
と
霊

夢
は
何

か
少
し
引
い
た

を
し
て
い
た
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蓮
 

ど
う
し
て
そ
う
な
る
の

 
霊
夢

い
や
だ

て

先
し
て

い
こ
と
し
て
る
か
ら

 
な
の
か
な

て

 
萃
香

蓮
大

だ
よ

蓮
が

め
ら
る
の
が

き
な
変

 
で
も
友
達
だ
か
ら
さ

 
蓮
 

ち

と

は
マ
ゾ
と
か
じ

な
い
か
ら

 
て

マ
ル
だ
か
ら

 
ソ
リ
に

る
霊
夢
と
そ
の
後
ろ
か
ら
ソ
リ
を

す
萃
香
に
ツ

ミ
を
し
な
が
ら
先
へ
と
進

む

そ
う
し
て
先
へ
と
進
ん
で
い
く
と
永
遠
亭
が
見
え
て
く
る

 
蓮
 

つ
い
た

 
霊
夢

み
た
い

 
萃
香

奴
ら
は
無
事
か
な

 

を
探
す
と

度
永
遠
亭
の
縁

に

が
座
り
な
が
ら

の
手
当
て
な
ど
を
し
て
い
た

そ
の

中
に
は

ら
れ
て
い
た
妹
紅
の

も
あ

た

 
蓮
 

さ

ん
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手
を

り
な
が
ら

を
か
け
る
と

が
反

し
永

と
お

が

け
て
く
る

 
永

無
事
だ

た
の

 
蓮
 

え

何
と
か

そ
れ
と
や

り
妹
紅
さ
ん
も

 
元
に
戻

た
み
た
い
で
す

 
妹
紅

あ

あ

す
ま
な
か

た
な
色
々
と

 
蓮
 

い
え
気
に
し
て
ま
せ
ん
よ

 

し

な
さ
そ
う
に
妹
紅
は

を
う
つ
む
く
が

分
は
全
然
気
に
し
て
な
ど
い
な
い

そ
れ
に

こ
れ
を
起
こ
し
た
の
は
理
久
兎
達
だ

だ
か
ら
妹
紅
は
何
に
も
悪
く
な
い

す
る
と
永

は
後
ろ

の
ソ
リ
に

る
玉
兎
達
を
見
る

 
永

や

り
て

達
は

 
蓮
 

え

に
変
え
ら
れ
て
ま
し
た
そ
れ
を
壊
し
た
の

 
で
妹
紅
さ
ん
も
正
気
に
戻

た
の
か
と

 
永

る
程

確

で
き
た
わ

理
久
兎
達
は
そ
の

 
を
使

て

て
い
る

て
こ
と
が

 
妹
紅

な
ら
そ
の

は
見
つ
け
次
第
で
破
壊
だ
な
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ら
れ
て
い
た
事
に

が
立

て
い
る
の
か
妹
紅
は
も
う
カ
ン
カ
ン
だ

だ
が
ま
ず
そ
れ
よ
り

も
て

達
の
呪
い
を
解
く
の
が
先
だ
ろ
う

 
蓮
 

永

さ
ん

と
思
え
る

品
を

て

く
神

 
社
に
行
き
ま
し

う

ま
た
耶
狛
達
が
襲

て
く
る

 
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
そ
れ
に
て

さ
ん
達
を
目
覚
め

 
さ
せ
た
い
で
す
し

 
永

そ
う

時
間
的
に
ま
ご
ま
ご
は
し
て
ら
れ
な
い
わ

 
急
ぎ
ま
し

う

 
永

の

の
も
と
す
ぐ
に

品
を
回

し
て
て

達
の

る
ソ
リ
に

せ
ま
た
は

中
に

負
う
タ
イ

の

を

負
う
等
し
て
回

す
る

 
永

も
う
良
い
わ
こ
の
く
ら
い
あ
れ
ば

り
る
だ
ろ
う
し

  
蓮
 

分
か
り
ま
し
た

で
も
流
石
に
空
の

と
な
る

 
と

で
も
無
理
が
あ
る
よ

こ
れ

 
萃
香

大

も
や
る
か
ら
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妹
紅

力
か
も
し
れ
な
い
が

も
や
る
い
や
や
ら
せ
て
く

 
れ

 

音

も

う

 
と

が

ぶ
と
言

て
く
れ
た

こ
れ
な
ら

も
で
き
そ
う
だ

 
蓮
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
そ
う
し
て

分
達
は
ソ
リ
を

で
引

張
り
な
が
ら
空
の

を
し
つ
つ
博
麗
神
社
へ
と
帰

る

そ
う
し
て
神
社
へ
と
着
く
と
命
蓮
寺

還
組
に
で
聖
達
命
蓮
寺
の
者
達
も
い
た

ど
う
や

ら

還
は

し
た
み
た
い
だ

 
蓮
 

 

に

を
か
け
る
と

は
気
づ
く

だ
が
何

か

が

か
な
い

を
し
て
い
た

 
霧
雨

よ
お
お
前
ら

お
前
ら
も

し
た
み
た
い
だ
な

 
蓮
 

ど
う
し
た
の

何
か
元
気
が
な
い
み
た
い
だ
け
ど

 
霧
雨

あ

ち

と
な

そ
れ
よ
り
も
お
前
ら
も
あ

 
ん
ま
し
元
気
な
い
な
何
か
あ

た
か

特
に
地
霊

 

の

人
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蓮
 

じ
く
少
し
色
々
あ

て

て

達
の
呪
い

 
も
解
き
た
い
け
ど
情
報
の

を
し
な
い

 
お

い
に
何
が
あ

た
の
か
を
知
る

が
あ
る
た
め

す
る
と
魔
理
沙
は
首
を

に

る 
霧
雨

良
い

そ
う
し
よ
う

 
蓮
 

な
ら
少
し
待

て
て

 
博
麗
神
社
の
中
へ
と

り
龍
神
の
い
る

屋
へ
と
行
く
と
そ
こ
に
は

マ
ス
ク
を
着
け
た
龍

神
と

者

の
怠
惰
が
小
さ
な
テ

ル
を

ん
で
何
か
を
し
て
い
る
み
た
い
だ

す
る
と

 
千
 

王
手
じ

 
怠
惰

参

た

い
や

強
い

千
ち

ん

 
千
 

こ
う
し
た

な
ら
強
い
ん
じ

 
が
電
子

な
ら
そ
な
た
が
上
じ

ろ
怠
惰

 
怠
惰

電
子
将

で
も

て
る
気
は
し
な
か
な

 
千
 

次
は

ス
は
ど
う
じ

 
怠
惰

ス
知
ら
な
い
ん
だ
よ

花

で

け
を
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し
よ
う
よ

 

戦
会
議
か
と
思
い
き
や
何

か
怠
惰
と
千
は
将

を

し
て
い
た

し
か
も
千
に
限

て
は

マ
ス
ク
を
着
け
た
状

で
だ

よ
く
こ
ん
な
状
況
下
で
平
然
と
将

が

て
る
も
の
だ

 
蓮
 

何
を
遊
ん
で
る
ん
で
す
か

今
は
そ
ん
な
事
を
し
て

 
い
る
場
合
じ

な
い
で
す
よ

 
と

言

た
そ
の
時

怠
惰
は
と
も
か
く
千
は
こ
ち
ら
を
見
る
と

 
千
 

お
ん
し
は
も
う
少
し
心
に

を

た
ぬ
か
で
な
い

 
と

張
で
心
が

し

さ
れ
し
ま
う

 
怠
惰

そ
れ
に
治

の
一

と
し
て

活
動
と
言
う
も
の

 
も
あ
る
そ
れ
は

者
の
心
を
明
る
く
さ
せ
気

ち
を

 
楽
に
さ
せ
る
そ
う
し
た
治

を
す
る
行

も

は

 
す
る
ん
だ
よ
蓮
君

 
蓮
 

な

 
ど
う
や
ら

分
は
少
し

は
か
だ

た
み
た
い
だ

治

の
種

は
色
々
と
あ
る
と
は
聞
い
て

い
た
が
ま
さ
か
こ
ん
な
治

な
ど
も
あ
る
と
は

が
思

た
だ
ろ
う
か
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怠
惰

さ
て

が

い
た
の

 
蓮
 

え

そ
れ
と
龍
神
様
ま
た
呪
い
を
解
い
て
欲
し
い

 
者
達
が
い
る
の
で
す
が

 
千
 

そ
う
か

よ
し
や
ろ
う

 
怠
惰
は
立
ち
上
が
る
と
千
を
立
ち
上
が
ら
せ

を
千
に

た
せ
外
へ
と
出
る

怠
惰
は

品
が

た

を
受
け

り
千
は
玉
兎
達
の
元
へ
と
来
る
と
優
し
い
神
力
を
放
出
し
解
呪
を
始

め
た

 
蓮
 

魔
理
沙
用
件
も
終
わ

た
か
ら
何
が
あ

た
の
か
聞

 
か
せ
て
も
ら

て
良
い

 
霧
雨

良
い

ら
の

に
何
が
あ

た
の
か
全

話
す

  
そ
う
し
て

分
と
魔
理
沙
と
で
情
報

が
始
ま
る

聞
い
た
話
は
聖
の

出
で
き
た
事
は
そ

う
だ
が
人
里
で
あ

た
あ
の
男
が
理
久
兎
の
従
者
の
黒
だ

た
事
と
性
格
が
凶
変
し
て
い
た
事
な

ど
を
聞
き
更
に
は
現

の
ア
リ
ス
の
事
や
勢
力
図
に
つ
い
て
も
教
え
て
も
ら

た

 
蓮
 

ま
さ
か
そ
ん
な
事
に
な

て
た
な
ん
て
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霧
雨

あ

も

し
か

た
け
ど
一
番

し
い
と
い
う
か

 
悲
し
い
と
思

て
る
の
が

 

 
魔
理
沙
は

ラ
リ
と
見
る
と
そ
こ
に
は
縁

で

る
聖
の

が
あ

た

ど
う
や
ら
聖
が
一

番
シ

ク
を
受
け
て
い
る
み
た
い
だ

だ
が
そ
の
隣
に
は
お

が

れ
て
い
た

 
霧
雨

お
前
ら
も
何
か
あ

た
み
た
い
だ
な

 
蓮
 

う
ん
ま

話
す
よ

 

分
も
知
り
え
る
情
報
を

話
す

大
方
は
魔
理
沙
が
言

て
い
る
こ
と
と

た

 
蓮
 

そ
れ
で
育
て
の
親
で
あ
る
耶
狛
さ
ん
に
知
ら
な
い

 
て
真
正
面
か
ら
言
わ
れ
て
あ

な

て
る
ん
だ
よ

 
霧
雨

そ
う
か

そ
の
気

ち
少
し
分
か
る

 

子
を
深
く
か
ぶ
り
魔
理
沙
は
そ
う

く

昔
に
親
子

士
で
何
か
あ

た
み
た
い
な
感
じ

だ

だ
が

分
は
そ
ん
な
気

ち
を
い
や

親
と
も
に
い
な
い
た
め
あ
ん
ま
り
分
か
ら
な
か

た 
蓮
 

は
物
心
が
つ
く
前
に

親
と
も
い
な
い
か
ら
あ
ん

 
ま
り
分
か
ら
な
い
か
な
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霧
雨

あ

そ
う
い
え
ば
そ
う
だ

た
な

悪
い
な

 
蓮
 

う
う
ん

 
お

い
に

を

し
て
い
る
と

 
千
 

こ
れ
お
ん
し
ら

の

め
合
い
な
ど
す
る
で
な
い

 
そ
れ
で
は
心
が

く
な

て
行
く

 
蓮
 

そ
う
で
す

所
で
龍
神
様

は

 

ん
で
き
た
玉
兎
は
大

か
と
聞
く
と
千
は

笑
む

 
千
 

何

心

す
る
こ
と
は
な
い
と
り
あ
え
ず
怠
惰
が

 

を
し
て
お
る
じ

か
ら
分
か
り
次
第
あ
や
つ
が

 
手
に
処

も
す
る
じ

ろ
う
し

 
霧
雨

奴

い
な

 
性
格
は
本
当
に

ミ
み
た
い
な
奴
だ
が
魔
理
沙
の
言
う
通
り
本
当
に
治

が
出
来
る
だ
け
で
も

分

い
と
思

た

 
千
 

さ
て
次
の

戦
を
話
し
た
い
ん
じ

が

を
集
め
て

 
く
れ
る
か
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蓮
 

分
か
り
ま
し
た

 

分
は
す
ぐ
に
次
の

戦
が
あ
る
と
言
う
の
を

に
伝
え

屋
へ
と
集
め
る

そ
し
て
千
が

戦
を
話
始
め
た

 
千
 

時
は

と
な

た
こ
れ
よ
り
夜
戦

び
に
次
の
戦

 
へ
と
向
け
の
準
備
を
言
う

ま
ず
夜
戦
の
内
容
は
北

 
の
紅
魔
館
の

じ

準
備
に
関
し
て
は

つ
あ

 
り

つ
は
東
の

へ
の
遠

を
し

を
し
て
欲
し

 
い
の
と
最
後
に

で
も
良
い
か
ら
天
界
へ
と
行

て

 
欲
し
い
の
じ

 
レ
ミ

つ
い
に
来
た
わ

達
は
当
然
紅
魔
館
の

を
や

 
ら
せ
て
も
ら
う
わ

夜
の
吸
血
⻤
は
ど
れ
だ
け
危
険

 
か
を
教
え
て
あ

な
い
と
気
が

ま
な
い
わ

 
フ
ラ

そ
う
だ

お
姉
さ
ま

 
玲
音

吸
血
⻤
じ

が

え
て
く
る
な

 

鈴

リ

ン
ジ
マ

で
す



 第２１１話 次は夜戦へ 

 
咲
夜

そ
う

 
パ

ま

や
ら
せ
て
も
ら
う
わ

 

ア

や
り
ま

す

 
紅
魔
館
の
メ
ン
バ

達
は
や
る
気
満
々
だ

だ
が
分
か
ら
な
い
事
は
何

に
魔
法
の

へ
の

と
天
界
に
行
く
の
か
が
分
か
ら
な
か

た

 
蓮
 

何
で
ま
た

な
ん
で
す
か

そ
れ
と
天
界
に
行
く

 
理

て

 
千
 

う
む
ま
ず
魔
法
の

じ

が

処
は
黒
と
言
う

 
が
仕

て
い
る
そ
う
じ

な
そ
う
な
る
と
し
て
考

 
え
て
み
ろ
今
の
あ
や
つ
は
正
常
か
と

 
正
常
か
と
言
わ
れ
る
と
正
常
で
は
な
い

黒
に
限
ら
ず
理
久
兎
や

狛
そ
れ
に
耶
狛
も

狂

て
る
と

 
霊
夢

な
い
わ

 
千
 

そ
う
じ

か
ら
こ
そ

リ
ア
的
に
少
し

い
魔
法
の

 

は
も
し
か
し
た
ら
少
な
か
ら
ず
変
化
を
し
て
い
る
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か
も
し
れ
ぬ
と
い
う

じ

 
霧
雨

そ
れ
で

て
事
か

 
千
 

う
む
そ
し
て
天
界
に
つ
い
て
じ

が
天
界
に
行
き
天

 
子
と

を

れ
て
き
て
欲
し
い
ん
じ

 
ど
う
や
ら
天
子
と

に
用
が
あ
る
み
た
い
だ

だ
が
何

に
こ
の

人
な
の
だ
ろ
う
か

の
者
で
も
良
い
と
は
思
う
が

 
千
 

少
年
よ
不
思
議
そ
う
に
思

て
お
る
の

 
蓮
 

え

い
や
そ
ん
な
事
は

 
千
 

隠
さ
ず
と
も
良
い

理

は

じ

よ
た
だ

に

 
強
い
か
ら
と
い
う
の
も
あ
る
が

シ
は

頼
し
て
お

 
る
と
言
う
の
が
理

じ

よ

 
確
か
に
言
わ
れ
て
み
る
と

女
達
は
強
い

だ
が
そ
れ
よ
り
も
龍
神
の
千
が
心
か
ら

頼
し
て

い
る
と
い
う
の
に
は

い
て
し
ま
う

 
霊
夢

そ
う

な
ら

は
天
界
に
行
く
わ

あ
ん
た
も
来

 
な
さ
い
よ
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で
す
か

 
霊
夢

え

そ
れ
と
蓮

貴
方
は
紅
魔
館
の

還
を
お
願

 
い
で
き
る

 
蓮
 

別
に
良
い
け
ど
大

 
霊
夢

平
気
よ

ど
う
せ
お
使
い
み
た
い
な
も
ん
だ
し

バ

 
か

た
ら
逃

る
わ
よ

 
霊
夢
が
そ
こ
ま
で
言
う
の
な
ら
大

だ
ろ
う

そ
し
て
今
度
は
魔
理
沙
が

を
開
く

 
霧
雨

魔
法
の

は

せ
て
く
れ
こ
れ
で
も
住
ん
で
い
て
⻑

 
い
か
ら
な

 
聖
 

な
ら

も
行
き
ま
す
も
し
黒
さ
ん
に
出
会

た
ら
次

 
こ
そ
は

て
で
も
目
を
覚
ま
さ
せ
ま
す

 
や
る
気
は

分
そ
う
だ

 
さ
と

え

と
そ
の

達
は
ど
う
す
れ
ば

 
お

あ
た
い
も
何
か
出
来
る
こ
と

て

 
千
 

そ
う
じ

な

良
し
そ
な
た
達
そ
し
て
永

達
は
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び
込
ま
れ
た
兎
達
や
寺
の
者
達
の
処

等
を
手
伝

 

て
く
れ
ぬ
か

怠
惰
だ
け
で
は
手
が
回
り
そ
う
も

 
な
い
か
ら
の

 
怠
惰

言
う

ま

だ
け
ど
数
が

い
の
は
確
か
だ

 
か
ら
手
伝
い
は
ち

と
欲
し
い
か
な

 
と

遠
く
で
命
蓮
寺
の
者
達
の
処

を
し
て
い
る
怠
惰
が

を
上

る

 
さ
と

分
か
り
ま
し
た
や
り
ま
す

 
お

あ
た
い
も
手
伝
え
る
限
り
で
や
る
よ

 
永

兎
達
は
元
々
は

達
の
所
の
者
よ
や
ら
せ
て
も
ら
う

 
わ

 
鈴
仙

ま

た
く

て

に
は
迷

か
け
ら
れ
て
ば
か
り

  

夜

そ
こ
の
バ
カ
も
手
伝
い
な
さ
い
よ

 
妹
紅

や
る
よ
言
わ
れ
な
く
て
も

 

音

力
だ
が

も
手
伝
お
う
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千
 

そ
う
か

良
し

 
そ
し
て

の
そ
の
行
動
を
見
て
い
た
千
は
立
ち
上
が
り

 
千
 

決
ま

た
の
な
ら

戦
開
始
じ

 
全
員

お

 

舞
を
し
士
気
を
高
め

分
達
は
次
の

戦
を
結
構
す
る
準
備
を
す
る
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
と

さ
と
り
ち

ん
は

の
手
当
て
を
し
て

 
く
れ

そ
れ
か
ら
お

ち

ん
と
妹
紅
ち

ん
は

 

折
し
た
者
達
が
い
る
か
ら
ギ

ス
に
使
う
た
め

 
の

の

達
し
て
き
て

 
さ
と

分
か
り
ま
し
た

 
お

わ
か

た
よ

 
妹
紅

分
か

た
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永

う
ど
ん

貴
女
は

の

手
を
し
て
頂

姫
様

 
手
伝
い
を
お
願
い
し
ま
す

 

夜

分
か

た
わ

 
鈴
仙

分
か
り
ま
し
た

 

音

を
そ

ち
に

ぶ

 
怠
惰

あ

急
い
で
く
れ

た
く
よ
絶
対
に
休
日

 
分
の

で

ぐ
ら
い
と

て
や
る

元
闇

 

者

め
ん
な
よ
ク
ソ
が

お

と
失

し
ま

 
し
た
本
音
が
出
て
し
ま
い
ま
し
た

 
永

そ

ち

生
物

は
い
る
か
し
ら

 
怠
惰

欲
し
い
で
す

お

と
と
こ
れ
じ

し
く
て
目

 
が
回
り
ま
す

本
当
に
ま

と
り
あ
え
ず
今
回

 
は
こ
こ
ま
で

 
お

て
き
た
よ

 
怠
惰

あ

う
か
ら

い
て
お
い
て

そ
れ
で
は

者
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様
ま
た
次
回

サ
ラ

バ
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第
２
１
２
話
 
紅
魔
館
に
立
ち
し

ア
サ
シ
ン

暗
殺
者

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

つ
い
に
明
日

発

と
言
う
名
の
死

宣
告
が
さ
れ
る
怠
惰
の
ク

ソ
悪
魔
で
す

正

が

か

あ
り
そ
う
な
ん
で
す
よ

テ
ス
ト
の
出
来

が
少
し
悪
か

た
も
の
な
の
で

失

で
は
で
は
こ
ん
な
話
も
暗
く
な
る
の
で
本
編
へ
ど

う 

ん
だ
空
は
も
う
じ
き

方
と

て
い
る
の
か
真

に

ん
で
い
く

何
時
も
な
ら

麗
な

焼
け
空
を

め
ら
れ
る
こ
の
時
間

だ
が
今
回
は

た

空
が

み
き

て
い
る
せ
い
な
の

か
真

な
血
の
色
の
よ
う
な
色
へ
と
変
わ

て
い
て

方
な
の
か
も
分
か
り
に
く
い
状

と

な

て
い
た

 
蓮
 

不
気

で
す

 
玲
音

あ

気

ち
悪
い
ぐ
ら
い
に
な

だ
が
お

か
ら

 
す
れ
ば
そ
う
で
も

だ
ろ
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レ
ミ

え

ろ
良
い
セ
ン
ス
の

色

 
フ
ラ

う
ん
血
の
色
だ
よ

 
流
石
は
吸
血
⻤

分
達
と

だ
が
感
性
が

う
み
た
い
だ

 
玲
音

あ

そ
れ
と
言

て
お
く

レ
オ

ル
ド

 
蓮
 

が
レ
オ

ル
ド
で
す
か

蓮
で
す

蓮

 
玲
音

あ

そ
う
か
悪
い
な

武
士
道

 
蓮
 

だ
か
ら
蓮
で
す

て
た

た

で
す
よ

何
処

 
を
ど
う
し
た
ら
そ
う
な
る
ん
で
す
か

ま

少
し
格

 

い
い
と
思
い
ま
し
た
け
ど

 
名
前
間

い
は

め
て
欲
し
い
の
だ
が
先
程
の
名
前
は
不

に
も
何
か
ヒ

ロ

く
て

格

い
い
と
思

て
し
ま

た

 
咲
夜

貴
方
の
感
性
も
中
々
よ

 
パ

言
え
て
る
わ

 

ア

確
か
に
そ
れ
は
な
い
で
す

 
蓮
 

え
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結
構
ひ
ど
く
心
に
刺
さ

て
い
く

こ
の
異
変
⻑
く
続
く
と

分
の

ず
か
し
い
黒

が

分
か
ら
大

さ
れ
て
し
ま
い
そ
う
で

く
な
る

だ
が
今
は
そ
れ
よ
り
も

 
蓮
 

オ

ン

で
何
で
す
か
玲
音
さ
ん

 
玲
音

あ

も
し
い
た
ら
だ
が
人
狼
の
相
手
は

に
や
ら

 
せ
て
く
れ

 
人
狼
と
い
う
言

か
ら
し
て

ら
く

狛
の
事
だ
ろ
う

ど
う
し
て
ま
た

狛
と
戦
い
た
い
の

だ
ろ
う
か

 
蓮
 

つ
ま
り

狛
さ
ん
と
戦
い
た
い
と

 
玲
音

あ

こ
れ
で
も
し
会
え
た
ら

度
目
か

日
ぐ

 
ら
い
前
の
紅
魔
館
の
襲
撃
の

に

奴
に
は
少
し
し

 
て
や
ら
れ
た
か
ら
今
度
は
そ
の

り
を
返
す

 
何
時
に
な
く
玲
音
の
目
が
真

ぐ
で
マ
ジ

ド
だ

 
レ
ミ

執
事

 
玲
音

お

達
に
も
言

て
お
く

こ
れ
は

の

ラ

 
イ
ド
の
問

だ
か
ら
な
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レ
ミ

ん

何
を
格

つ
け
て
る
の
や
ら
言

と
く
け
ど

 

奴
に
恨
み
が
あ
る
の
あ
ん
た
だ
け
じ

な
い
か
ら

 

執
事

 
玲
音

へ
い
へ
い

 
そ
ん
な
会
話
を
し
つ
つ

分
達
は

さ
れ
た
と
い
う
紅
魔
館
へ
と

り
着
く

見
た
感
じ
と

て
も

か
で
不
気

さ
が
増
し
て
い
た

 
蓮
 

お
化
け
屋
敷
み
た
い

 

鈴

妖
精
メ
イ
ド
達
も
逃

た
の
で
掃
除
も
す
る
者
も

 
い
な
さ
そ
う
で
す

 
玲
音

こ
り

後
で

が
お
れ
そ
う
だ
よ

 
咲
夜

そ
う

 
一
歩
一
歩
と
歩
き
門
を
潜
り

関
に
立
つ

 
パ

開
け
る
わ
よ

 
パ

リ

は

を
開
け
る

開
け
た
先
を
見
る
と

れ
て
は
い
た
が
こ
れ
ま
で
の
紅
魔
館
と

ど
こ
も

わ
な
か

た
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玲
音

戦

た
後
は

て
い
る
な

 
レ
ミ

だ
け
ど
気
を

け
な
さ
い
よ
ま
た
何
処
か
ら
と
も

 
な
く
化
け
物
が
出
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
わ
よ

 
レ
ミ
リ
ア
の
発
言
か
ら
し
て

ら
く

狛
と
そ
の
何
処
か
ら
出
る
か
分
か
ら
な
い
怪
物
達
に
奇

襲
を
仕

け
ら
れ

さ
れ
た
と
い
う
感
じ
だ
ろ
う
か

 
蓮
 

 
こ
の
時
に
一

だ

た

感
じ
て
し
ま

た

と
て
つ
も
な
い
ぐ
ら
い
に

し
込
ま
れ
て
い
る

が

り
が
あ
る
よ
う
な
殺
気
を

ま
る
で

物
を

う
ハ
ン
タ

の
殺
気
そ
の
も
の
だ

 
玲
音

小
僧
ど
う
し
た

 
蓮
 

居
る
ん
で
す
よ

一

で
し
た
が
気

を

 
感
じ
ま
し
た
よ
そ
れ
も

り
の
あ
る
よ
う
な
殺
気
を

 
感
じ
ま
し
た
よ

 
全
員

 
今
の
発
言
で

は

い
て
い
た

そ
し
て

時
に

 

 

見
事
だ
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が
聞
こ
え
た
先
を
見
る
と
そ
こ
に
は
鏡
が
あ

た

し
か
も
そ
の
鏡
に
は
こ
こ
に
い
る

の

な
い

り
の
刀
を
逆
手
に

つ
人
狼
が
立

て
い
た

 
玲
音

や
ろ
う

 

 

し
い

共
だ
わ
ざ
わ
ざ
逃
が
し
て
や

 
た
と
い
う
の
に

 
人
狼
は
鏡
か
ら
ぬ

と
体
を
こ
ち
ら
へ
と
出
し
て
く
る

そ
れ
は
見
て
い
て
面
妖
で
と
て
も
不

気

な
光
景
だ

 
蓮
 

狛

さ
ん
で
す
よ

 

 

知

て
い
る
の
な
ら

え
て
や
る

は
深
常

 

狛
そ
し
て
北
の

者
だ

 
や
は
り

狛
だ

た

だ
が

は

分
の
知

て
い
る

狛
と
は
か
け

れ
て
い
て
今
の

は

最

先
程
か
ら
思

て
い
る
通
り
人
狼
そ
の
も
の
で
あ
り
そ
の
目
は
か
つ
て
の

か
み
の
目
は

え

な

し
と
な
り

分
達
へ
と
向
け
て
来
る

 
玲
音

何
が
北
の

者
だ

奴
も

お
前
ら
が
や

 
て
る
事
も
全

が
裁
定
と
か
じ

た
だ
の
破
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壊
活
動
だ
ろ
う
が

 

狛

か

も
う
そ
ん
な
も
の
は
当
の

に
終
わ

た
貴

 
様
ら
を
試
す
の
も
終
わ

た
現

は
た
だ
の
破
壊
だ

 

ら
が
世
界
を
壊
す
前
に

し
遊
び
を
興
じ
て
い
る

 
の
だ
知

て
お
け

 
蓮
 

や

り
理
久
兎
さ
ん
や
耶
狛
さ
ん
達
と

じ
で
今

 
の
貴
方
も

分
に
狂

て
る

 
と

言
う
と

狛
は

間
に
シ

を

せ
る

 

狛

お
前
今
な
ん

て
言

た

 
蓮
 

だ
か
ら
狂

て
る

て

 

狛

そ
う
じ

な
い
そ
の
そ
の
前
だ

 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん
耶
狛
さ
ん
達
と

じ

て

 
そ
れ
を
言
う
と

狛
は

を
逆
立
て

方
を

み

け
て
く
る

 

狛

の
前
で

妹
の
話
を
す
る
じ

よ

聞
い

 
て
い
て

き
気
が
し
て
く
る
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そ
う
言
う
と

狛
は
逆
手
で

つ

り
の
刀
を
紅
魔
館
の
地
面
へ
と
刺
す

 

狛

鏡
よ
り
出
で
て

を
討
ち
滅

せ

 
キ

 
蓮
 

ぐ

 
玲
音

何
だ
こ
れ

 

と

を
越
す
り
合
わ
せ
た
か
の
よ
う
な
ギ
リ
ギ
リ
と
高
い
音
が

く

 

狛

こ
い
つ
ら
に

て
た
ら
こ
の
屋
敷
を
返
し
て
や
る
よ

 
負
け

風
情
が
住
ん
で
い
た
屋
敷
な
ど
に
興

等
な

 
い
か
ら
な

 
レ
ミ

何

 
そ
う
言
う
と
刀
を
引
き

き
裂
け
目
を

る
と
そ
の
中
に
飛
び
込
み

え
て
い

た

そ
し
て

狛
が
刀
を
突
き
刺
し
て
い
た
場
所
か
ら
無
数
の
真

白
の

が

び
見
て
い
て

悪
感
を

く

ぐ
ら
い
の
怪
物
が

を
現
す
の
だ

た
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怠
惰

は
い
は
い
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

久
々
の
登
場
と
な

た
な

 
鈴

あ
の
怪
物

て
何

 
怠
惰

あ
れ
は

あ

名
前
は
本
編
で
語
ら
れ
る
と
だ

 
け
言

て
お
く
よ

 
神
楽

な
ら
怠
惰
さ
ま
今
の
理
久
兎
達
に
つ
い
て
少
し
だ
け

 
で
よ
ろ
し
い
の
で
説
明
を
お
願
い
で
き
ま
す
か

 
怠
惰

う

ん
ま

中
の
人
の
言

を
言
う
と
ま
ず
理
久
兎

 
達
の
あ
の
変
化
に
そ
れ

れ

ン
セ

ト
が
あ

て

 

狛
は
こ
れ
ま
で

え
ら
れ
て
い
た
獣
の
闘

心

 
を

に
し
た

て
の
が

ン
セ

ト
と
な

て
い
て

 
あ
の
人
狼
み
た
い
な

に
な

た

て
感
じ
か
な

 
狗
神

確
か
に
言
動
か
ら
し
て
も
あ
る
意

で
獣
い
や
ケ

 

だ
な

 
怠
惰

ま

そ
う
だ

そ
ん
で
次
に
耶
狛
は
サ
イ

パ
ス
的
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術
家
を
イ
メ

ジ
し
て
あ

な

た
ん
だ
よ

 
だ
か
ら
こ
そ
耶
狛
が
従
え
て
い
る
怪
物
達
は
気

ち

 
悪
い
女
性

の
怪
物

て
の
が
良
い

だ
よ

因
み

 
に
そ
の
怪
物
達
の

ル
は

ド
イ

タ

の

 

の
ザ
イ

ド
だ

た
り
し
て
い
た
り
し
て
い

 
ま
す

 
神
楽

ザ
イ

ド

て
ど
ん
な
怪
物
で
す
か

 
怠
惰

こ
ん
な
生
物

い
や
怪
物
に
な
る
の
か
な

 
神
楽

う
わ

何
か
ち

と

に
は

 
怠
惰

と
り
あ
え
ず
そ
こ
は

い
て
お
い
て
次
は
黒
の

ン

 
セ

ト
は
逆
戻
り
だ

ま

ぶ

ち

け
た
話
に
な

 
る
け
ど
今
の
あ
の
黒

て
こ
の
小
説
内
で
魔
界
が

 

さ
れ
た
当
時
の
性
格
そ
の
ま
ま
な
ん
だ
よ

 
鈴

じ

元
々
の
黒
の
性
格

て

 
怠
惰

う
ん
元
は

れ
だ
よ
だ
け
れ
ど
聖
だ
と
か
理
久
兎
の
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教
育
や
説
法
の
元
で
大
分

化
は
さ
れ
道
徳
心
も

 
生
え
た
け
ど
逆
戻
り
し
ち

て
る

て
感
じ
に
な

 
る
か
な

 
鈴

え

じ

あ
そ
う
な
る
と
理
久
兎
は

 
怠
惰

理
久
兎
は

言
い
た
い
け
ど

的
に
ち

と
あ
れ

 
だ
か
ら
ま
た
次
回
に
紹
介
し
よ
う
か

 
狗
神

お

お
い

気
に
な
る
と
こ
ろ
で

 
怠
惰

て
な

で
ま
た
次
回
を
お
楽
し
み
に

そ
れ
で
は
ま

 
た

 
鈴

あ

終
わ
ら
せ
ら
れ
た

 
神
楽

た

怠
惰
さ
ま

 
怠
惰

バ
イ
バ
イ
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第
２
１
３
話
 
鏡
に
潜
む
怪
物

 
こ
ん
ば
わ
は
そ
し
て
す
み
ま
せ
ん

者
様

過
ご
し
て
し
ま

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

や

ち
ま

た

そ
し
て

発

に
つ
い
て
は

は
無
か

た
の
で
気

ち
よ
く

休
み
が

え
ら
れ
そ
う
で
良
か

た
で
す

そ
れ
で
は
遅
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
本
編
へ
ど

う 
目
の
前
に
映
る
そ
の
怪
物
は
一
言
で

り

て
る
の
な
ら
お

ま
し
い
化
物
と
く
く
れ
る

そ

れ
ぐ
ら
い
に
見
て
い
て
不

感
を

え

を

ら
す
程
の
気

ち
悪
さ
が
あ

た

 
玲
音

野

こ
ん
な
気

ち
悪
い
化
物
を

い
て
い
き
や

 
が

て

 
蓮
 

し
か
も
そ
れ
だ
け
じ

な
い
み
た
い
で
す
よ

 
そ
の
怪
物
か
ら

び
る
手
は
次
第
に
落
ち
て
い
く

そ
れ
ら
は
体
を

り

や
ら
が
出
来
て
人

と
な
る
が
そ
の
人

に
は
目
は
小
さ
く
あ

た
だ
が

が

で
は
な
く

に
な

て
い
て
し
か



 第十七章 狂神降臨

も
大
き
い

下
手
し
た
ら
人
間
の

な
ら

み

か
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

て
し
ま
う

そ

し
て
元
の

大
な
怪
物
は
無
数
の

が

え
正
体
が

に
な
る

ウ

リ
の
よ
う
な

に
大
き
な

そ
し
て

を
思
わ
せ
る
か
の
よ
う
な
煌
め
く
鱗
に
⻑
い

を

つ
手
そ
れ
は
も
う
怪
物
そ
の

も
の
だ

 

鈴

き

気

ち
悪
い

 
玲
音

だ
が
こ
い
つ
を
倒
さ

と
始
ま
ら

 
蓮
 

手
伝
い
ま
す
よ

 
レ
ミ

や
る
わ
よ

の
館
に

で

み

れ
た
事
は

 

死
に
値
す
る
わ

 
化
物

が

 
化
物
の

が
上
が
り
そ
れ
が
合
図
か
の
よ
う
に
化
物
達
が
一

に
襲
い
か
か
る

 
フ
ラ

こ
こ
は

達
の
館
だ
よ

 
パ

出
て
い
き
な
さ
い

 

ア

ひ

来
な
い
で

 
フ
ラ
ン
は
レ

テ
イ
ン
を
出
し
一

し
て
焼
き
斬
り
パ

リ

は
魔
法
を
放
ち

し
て
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い
き
小
悪
魔
は

 

ア

来
な
い
で
く
だ
さ
い

 
ガ

ン

 
人

が

 
逃

回
り
な
が
ら
近
く
に
あ

た
花

を
投

ま
た
は
分

い
本
な
ど
を

り
回
し

撃
し
て

い
た

し
か
も
人

の
怪
物
を
一
発

し
て
い
た

 
咲
夜

玲
音

達
は
こ
の

た
ち
を

け
る
か
ら

 
あ
の

カ
イ
の
は

せ
る
わ
よ

 
玲
音

良
い

久
々
に

り
た
く
な

た
か
ら
よ

 

鈴

蓮
さ
ん
玲
音
執
事
⻑
を
お
願
い
で
き
ま
す
か

 
蓮
 

や
れ
る
限
り
で

 
玲
音
と
共
に
怪
物
の
前
へ
と
立
ち

分
は
神
楽
を
玲
音
は
ガ
ン

レ

ド
を
構
え
る

す
る
と

後
か
ら

 
レ
ミ

何
あ
ん
た
達
は
格

つ
け
て
る
の
よ

に
も
や
ら

 
せ
な
さ
い
よ
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玲
音

お
い
お
い
お

ケ
ガ
し
て
も
し
ら

 
レ
ミ

良
い
わ
よ
ケ
ガ
ぐ
ら
い
そ
れ
に
こ
ん
な
気

ち
悪

 
い
怪
物
が

の
館
に
い
る
こ
と
事

不

だ
わ

 
そ
う
言
う
と
レ
ミ
リ
ア
は
不

に
笑
う
と
共
に

 
怪
物

ぐ
が

 
怪
物
が

を

り
上

て

撃
を
し
て
く
る

だ
が
し
か
し
そ
の

撃
は
あ
ま
り
に
も
遅
か

た
た
め

分
達
は
楽
々
回

す
る
が
怪
物
の

が
こ
ち
ら
目

け
て

て
く
る

分
は

ケ

ト
に
常
備
し
て
い
る
式

を
手
に

ち

 
蓮
 

式

 
鈴

反
撃
の

 
式
神
で
あ
る
鈴

を

す
る

 
鈴

そ
ん
な

撃
ぐ
ら
い
じ

 
ド

ン

 
鈴

こ
の

は
吹

飛
ば
せ
な
い
よ

 
怪
物

が

 
怪
物
と
鈴

の
体
格
の

だ

た
の
な
ら
怪
物
の
方
が

全
に
上
だ
が
そ
ん
な
の
を
気
に
せ
ず
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に
鈴

は
怪
物
の

を

発
の

り
で
弾
き
飛
ば
し
た
こ
れ
に
は

回
呼
び
出
し
て
い
る

分
も

い
て
し
ま
う

そ
し
て

り
を

れ
た
鈴

は
す
ぐ
に
式
神

に
戻
る
と

 
玲
音

リ
ア
ル

力
を
貸
せ
そ
し
て
蒼
炎
よ

を
焼
き

 

く
せ

 
玲
音
の
蒼
炎
が
こ
の
ロ

全
体
を
包
む

普
通
な
ら
熱
い
と
思
う
か
も
し
れ
な
い
が
不
思
議

な
こ
と
に
全
然

く
な
い
の
だ
が

 
怪
物

ぎ

 
怪
物
は
襲
い
か
か
る
蒼
炎
に

み
込
ま
れ
そ
う
に
な

て
い
た

そ
し
て
追
撃
す
る
よ
う
に
レ

ミ
リ
ア
の
急
降
下

イ

が
怪
物
を
襲
う

 
レ
ミ

夜

 
バ

ド
レ

ス
ク
ラ
ン

ル

 
グ
ジ

 
怪
物

が

 
あ
の
体
格
か
ら
し
て

合
わ
な
い

ど
の
強

な
タ

ク
ル
を
受
け
た
怪
物
は
玲
音
が

た

炎
の

に
突

込
ん
で
い

た

 
蓮
 

す

い
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レ
ミ

ん

 
玲
音

な

お

そ
ん
な
ち
ん
け
な

で

張

て
も
ロ
リ

 

ン
し
か

ば

 
レ
ミ

あ
ん
た
も
炎
に

か
れ
て
死

 

目
で
言

て
い
る
こ
と
か
ら
結
構
気
に
し
て
い
る
事
を
言
わ
れ
た
み
た
い
だ

だ
が
そ
ん
な

つ
か
の
間
の
平
穏
は
終
わ
り
を
告

る

 
怪
物

よ

ぐ
も

 
何
と
炎
に

や
さ
れ
な
が
ら
も
レ
ミ
リ
ア
が
ぶ

飛
ば
し
た
怪
物
が
火

や
ら
を
し
て
い
る
の

か
先
程
よ
り
も
お

ま
し
い

と
な

て
出
て
き
た
の
だ

 
蓮
 

こ
い
つ

 
玲
音

お
い
お
い

炎
の
火
力
に
は

あ

た
ん
だ
け

 
ど
な

 
レ
ミ

ん

相
手
か
ら
す
れ
ば
生
温
い
ん
じ

な
い

 
玲
音

か
も
な

 
怪
物

ぎ
ざ
ま
ら
全

ぐ
ろ
う
で
や
る
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怪
物
は

を

ば
た
か
せ
る
と
風
が
斬

波
と
な

て
襲
い
か
か

て
く
る

 
蓮
 

レ
ミ
リ
ア
さ
ん

 
レ
ミ

分
か

て
る
わ
よ

 

分
と
レ
ミ
リ
ア
は
す
ぐ
に
退

し
て

け
る
が
玲
音
は
動
か
ず
に
じ

と
し
て
い
た

や
が

て
斬

波
は
玲
音
の
体
を

タ

タ
に

り
裂
い
て
い
く

 
蓮
 

玲
音
さ
ん

 
玲
音

騒
ぐ
な
よ
小
僧

は
平
気
だ

 
玲
音
が
そ
う
言
う
と

タ

タ
に

り
裂
か
れ
た

分
に
蒼
炎
が

え
上
が
る

や
が
て

が

全
て

え
て
な
く
な
り

も
修

さ
れ
る

 
化
物

何
だ

れ
ば

 
玲
音

能
力
さ

悪
魔
を

す
程
度
の
な

 
と
言

た

後

玲
音
の

中
か
ら
炎
が
吹
き
出
す

や
が
て
そ
の
炎
は

人
の
女
性
へ
と

変
化
す
る

 

 

あ
ら
あ
ら
お
呼
び
か
し
ら

 

鈴

嘘

リ
ア
ル
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リ
ア
ル
と
言
わ
れ
た
女
性
は

と

方
を
見
る
と

 

リ

ん

少
し

て
い
る
間
に
面
白
そ
う
な

 
事
に
な

て
る
わ

 
玲
音

良
い
か
ら
や
る

 

リ

は
い
は
い

 
化
物

ぎ

 
化
物
は
先
程
と

様
に
今
度
は
玲
音
だ
け
を

的
と
し
て
そ
の

大
な

を

り
上

て

撃

を
仕

け
て
く
る
が

 
玲
音

魔
炎

 

リ

行
く
わ
よ

 

リ
ア
ル
は
炎
へ
と
変
わ
り
玲
音
の

つ
ガ
ン

レ

ド
に

い
た
の
か
ガ
ン

レ

ド
が
蒼

と
黒
が
混
じ
り
会
う
炎
へ
と
変
わ

た
そ
の

間

 
玲
音

カ

ツ
が
ど
け
や

 
ザ
シ

ン

 
怪
物
を

に
焼
き
斬
り
裂
き

を

ぎ
落
と
し

分
に
す
る
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怪
物

あ

ア

イ

 
怪
物
は
熱
さ
と
痛
み
に

え

を
あ

る

そ
し
て
怪
物
は
玲
音
を
怒
り
の
目
で

む

 
怪
物

ぐ
い
ご
ろ
じ
で
や
る

 
大
き
な

を
開
け

方
へ
と

み
つ
き

撃
を
玲
音
へ
と
仕

け
て
く
る
が

分
は
す
ぐ
に
玲

音
の
前
へ
と

り
神
楽
を
構
え
て

 
蓮
 

式

 
神
楽
の
悪
念

 

体
の
神
楽
の
分
霊
を

り
だ
し

を
大
き
く
開
く
怪
物
へ
と

進
さ
せ

 
ガ
シ

ガ
シ

 
上

と
下

を
そ
れ

れ

さ
え
込
み

め
る
と

時
に
更
に
久
地
を

さ
せ
る

 
怪
物

が
ぎ

 
蓮
 

レ
ミ
リ
ア
さ
ん
玲
音
さ
ん
今
で
す

 
玲
音

う
内

て
か

 
レ
ミ

あ
ん
た
考
え
る
じ

な
い

 

分
は
神
楽
を
玲
音
は
炎
を
纏
わ
せ
た
ガ
ン

レ

ド
を
そ
し
て
レ
ミ
リ
ア
は
ス

ア
・
ザ
・

グ
ン
グ

ル
を
構
え
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蓮
 

刀
 
夢
炎
波
斬

 
玲
音

蒼
炎
 
蒼
き
炎
の
凶
弾

 
レ
ミ

神

 
ス

ア
・
ザ
・
グ
ン
グ

ル

 

分
達
は
た
だ
怪
物
の

と
い
う
一

に

い
を
定
め
斬

波

弾

を
放

た

 
怪
物

が

 
ザ
シ

ド

ン

 
怪
物
は
斬

波
で

を
裂
か
れ

弾
で
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
り
そ
し
て

に
よ

て

か
れ
動
か
な

く
な
る
と

時
に
神
楽
の
分
霊
も

え
る
と
怪
物
も

子
と
な

て

え
る
と

 
咲
夜

怪
物
達
が

 
何
と
気

ち
悪
い
怪
物
達
は

わ

わ
と
更
に
気

ち
悪
い
動
き
を
す
る
と

は
一

に
鏡
へ

と

て
退
散
し
て
い

た

 
パ

逃

た

 

ア

で
も
こ
れ

て

 

鈴

た

み
た
い
で
す

 
フ
ラ

フ
ラ
ン
達
の

利



 第２１３話 鏡に潜む怪物

 
紅
魔
館
の
住
人
達
は
フ
ラ
ン
の
言

を
聞
き
笑

と
な
り

ぶ

 
レ
ミ

当
然
よ

 
玲
音

ど
う
だ
か
な

 
蓮
 

ア
ハ
ハ

 
激
闘
と
い
う
戦
い
の
元
で
紅
魔
館
を

す
る
こ
と
に

し
た
の
だ

た

 
怠
惰

や
ら
か
し
た

 
狗
神

お
前
な

 
怠
惰

ア
ハ
ハ
ハ

本
当
に
す
ん
ま
せ
ん
で
し
た

 
鈴

も
う

 
神
楽

え

と
今
回
は
理
久
兎
さ
ん
の
紹
介
で
す
よ

 
怠
惰

じ

あ
紹
介
す
る
け
ど
凶
変
し
て
し
ま

 

た
理
久
兎
の

ン
セ

ト
は

退
行

て
感
じ

 
か
な



 第十七章 狂神降臨

 
狗
神

だ
か
ら
あ
の
子

み
た
い
な

な
の
か

 
怠
惰

ま

そ
う
だ

ち

と
グ
ロ
い
か
も
だ
け
ど
言
う

 
よ

子

て

外

な
の

て
知

て
る

 
狗
神

子

が

 
神
楽

ど
う
い
う
事
で
し

う
か

 
怠
惰

子

て

生
物
は
本
当
に
無

着
に
も
等
し
く
て

 
さ

の
手

と
か

を
も
ぎ

た
り
と
か

物

 
と
か
に
な
る
た
花

を
む
し
り

た
り
し
ち

う

 
ん
だ
よ

 
鈴

そ
れ
が
ど
う
た
し
の

 
怠
惰

は
今
の
理
久
兎
は
そ
う
い

た

性
が

に
な

 

て
る

て
感
じ
か
な

分
か
り
や
す
く
言
う
と

 
も

と
分
か
り
や
す
く
言
え
ば
道
徳
を
覚
え
ず
に
育

 

て
し
ま

て
い
る
子

て
思

て
く
れ
て
も
構

 
わ
な
い
か
な



 第２１３話 鏡に潜む怪物

 
鈴

う
わ

だ
か
ら
神
社
襲
撃
の
時

て
あ
ん
な
に

 
も
血
も

も
な
い
戦
い
が
出
来
た
ん
だ

 
怠
惰

ま

こ
れ
か
ら
先
を
見
て
い
け
ば
今
の
理
久
兎
の
心

 
理
状

も
少
し
は
分
か
る
と
は
思
う
よ

だ

て
さ

 
本
当
に
そ
ん
な
化
け
物
に
な

た
の
な
ら
あ
の
時
に

 
退

は
し
な
か

た
か
ら

 
狗
神

ど
う
い
う
事
だ
よ
そ
れ

 
怠
惰

は
は
は

ま

こ
れ
が
中
の
人
が
言

て
た
事

 
て
思

て
よ

て
事
で

が
な
い
か
ら
今
回
は
こ
こ

 
ま
で

 
鈴

ま
た

 
怠
惰

次
の
後
書
き
は
今
の
理
久
兎
達
の
お

い
の
関
係
性

 
を
少
し
紹
介
す
る
か
ら
お
楽
し
み
に

 
狗
神

本
当
に
ま
た
終
わ
ら
せ
る
気

 
怠
惰

で
は

者
様
ま
た
次
回

グ

バ
イ
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神
楽

さ

さ
よ
う
な
ら



 第２１４話 増えていく仲間達

 
第
２
１
４
話
 
増
え
て
い
く
仲
間
達

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

に

り
か
か

て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

今
の
こ
の

子

な
ら
後

日
で

も
終
わ
り
そ
う
で
す

因
み
に

は

め
に
や

た
方
が
色
々
と

得
で
す
よ
と
だ
け
伝
え
て
は
お
き
ま
す

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
鏡
の
魔
龍
を
退
け
何
と
か
こ
の
紅
魔
館
を

り
戻
せ
た
が
玲
音
の

後
に
べ

た
り
と
引

く

リ
ア
ル
は

分
を
見
て

 

リ

何
で
か
し
ら

お
前
か
ら
は

が

い
な

れ
た

 
山

の

い
が
す
る
わ

 
蓮
 

え

 

れ
た
山

と
は
一
体
ど
う
い
う
事
だ

一

い
を

ぐ
が

て
ど
こ
も

く
は
な
い

な
の
だ
が

 
玲
音

お
い
お
前
は
と

と
帰
れ
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リ

え

れ
な
い
わ

 
玲
音

失
せ
ろ

リ
ア
ル

 

リ

は
い
は
い
分
か
り
ま
し
た

 
そ
う
言
い

リ
ア
ル
は
炎
が

え
る
が

く
ス

と

え
て
い

た

 
レ
ミ

執
事

あ
ん
た

奴
を
出
し
た
ら
ま
た
あ
の
時
の

 
二
の
舞
に
な
る
わ
よ

 
玲
音

安
心
し
ろ
よ
お

も
う
あ
ん
な
事
に
は
絶
対
に

 
さ
せ

か
ら
よ

 
一
体
何
が
あ

た
と
言
う
の
だ

だ
が
あ
ま
り

す
る
の
も
失

な
た
め
そ
こ
に
つ
い
て
は

考
え
る
を

め
て

 
蓮
 

え

と

さ
ん
は
と
り
あ
え
ず
は
紅
魔
館
に
い
る

 
で
良
い
ん
で
す
よ

 
レ
ミ

え

そ
の
予
定
よ

そ
れ
に
も
う
し
ぎ
夜
に
も
な

 
る
も
し
そ
の
時
間

で

に

む
な
ん
て

の

頂

 
だ
と
言
う
事
を
教
え
て
あ

る
わ



 第２１４話 増えていく仲間達

 
そ
う
い
え
ば
レ
ミ
リ
ア

て
吸
血
⻤
だ

た
な
と
今
に
な

て
思
い
出
し
た

容

が
あ
ま
り

に
も
ロ
リ
体

な
た
め
つ
い
つ
い

れ
て
し
ま
う

 
蓮
 

分
か
り
ま
し
た
な
ら
そ
こ
は
霊
夢
達
に
も
伝
え
て
は

 
お
き
ま
す

 
レ
ミ

そ
れ
と
だ
け
ど
も
し
そ

ち
に
妖
怪
で
も
人
で
も
ど

 

ち
で
も
構
わ
な
い
け
ど

い
な
ら

方
で
も
何
人

 
か
は

か
る
と
言
う
の
も
伝
え
て
お
い
て
頂

 
蓮
 

分
か
り
ま
し
た

そ
れ
で
は

は
こ
れ
で

 
そ
う
言
い

関
を
開
け
て
帰
ろ
う
と
す
る
と

 
玲
音

な

 
蓮
 

え

 
玲
音
に
呼
ば
れ

り
向
く
と
玲
音
は

を

き
な
が
ら

れ

そ
う
に

 
玲
音

あ
り
が
と
う
な
色
々
と
よ

 
蓮
 

玲
音
さ
ん

い
え

だ

て

達
は
友
達
じ

な

 
い
で
す
か

い
で
す
よ
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玲
音

あ

あ

そ
う
か

そ
う
だ
よ
な

気
を
つ
け
て

 
帰
れ
よ

 
蓮
 

は
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
そ
う
言
い
今
度
こ
そ
紅
魔
館
を
出
て

分
は
博
麗
神
社
へ
と
帰
る
の
だ

た

空
を
飛
び
博
麗

神
社
へ
と
帰
る
と

 

 

何
で
あ
ん
た
が
こ
こ
に
い
る
の
よ

 
と

が
聞
こ
え
て
く
る

何
事
だ
と
思
い

の
し
た
方
へ
と
行
く
と

 
怠
惰

何
い
ち

メ
な
の

 
天
子

い
や
別
に

メ

て

じ

な
い
け
ど

 

し
か
し
ま
さ
か
怠
惰
様
が
こ
こ
に
い
ら

し

て

 
い
る
と
は
予
想
外
で
し
て

 
何
と
天
子
と

が
い
た
の
だ

ど
う
や
ら
霊
夢
と

は
上
手
く

れ
て
く
る
事
に

し

た
よ
う
だ

 
霊
夢

蓮

 
蓮
 

ん

あ

霊
夢

良
か

た
無
事

だ
よ



 第２１４話 増えていく仲間達

 
霊
夢

ま

そ
れ
で
吸
血
⻤
達
は

 
蓮
 

あ

そ
れ
だ
け
ど

 

分
は
レ
ミ
リ
ア
に
言
わ
れ
た
事
や
紅
魔
館
で
何
が
あ

た
の
か
を
全
て
霊
夢
へ
と
話
す

 
霊
夢

そ
う

じ

あ

奴
ら
は
あ

ち
に

た

て

  
蓮
 

う
ん

 
霊
夢

ま

奴
ら
な
大

で
し

う
け
ど

 
何
処
か
ら
そ
の

が
来
る
の
か
は
分
か
ら
な
い

だ
が

分
も
大

で
は
な
い
か
と
思

て
し
ま
う

そ
う
し
て
い
る
と

 
天
子

あ
ん
た
何
で
龍
神
様
を
見
殺
し
に
し
た
の
よ

 
千
 

め
ん
か
天
子

 
と

が
聞
こ
え
て
く
る

何
事
か
と
思
い

分
と
霊
夢
は

の
し
た
方
へ
と
行
く
と
天
子
が

千
と
怠
惰
に

て
か
か

て
い
た

 
天
子

だ

て
こ
い
つ
は
龍
神
様
を

 
怠
惰

天
子
ち

ん
君
は
何
か
間

え
て
い
る
み
た
い
だ
か
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ら

え
て
言
う
し
こ
の
場
に
い
る
者
に
も
伝
え
て
は

 
お
く
よ
こ
れ
は

の
戦
い
で
は
な
い
こ
の
戦
い
は
君

 
達
の
世
代
の
戦
い
で
あ

て

が
出
る
幕
じ

な
い

 

て
言
う
事
だ
よ

に

は
千
ち

ん
が
手

さ
れ

 
た
時
も

て
い
た

問

あ
る
か

 
天
子

よ
く
も
そ
ん
な
事
を
ぬ
け
ぬ
け
と

 

総

娘
様

落
ち
着
い
て
く
だ
さ
い

 
怠
惰

だ
け
ど
せ
め
て
と
思

て
サ

ト
は
す
る
よ
け
ど

 
理
久
兎
や
そ
の
従
者
と
の
戦
い
は
君
ら
の
世
代
の

 
目
だ
そ
れ
に
つ
い
て
は
刺
し

え
る
な
よ
そ
れ
に
言

 
う
け
ど
こ
の
世
界
が
滅
び
よ
う
が

か
ら
す
れ
ば
知

 

た
こ

ち

な
い
も
し
滅
び
る
な
ら
そ
の
時
は
千

 
ち

ん
を
回

し
て
逃

る
よ
そ
れ
だ
け
は
覚
え
て

 
お
き
な
よ
天
子
ち

ん

 
天
子

あ
ん
た
本
当
に
グ

の
中
の
ク

頼
し
た



 第２１４話 増えていく仲間達

 

が
バ
カ
だ

た
わ
よ

 
そ
う
言
い
天
子
は
神
社
の

の

屋
へ
と

て
い

た

分
達
は

で
怠
惰
を

む
が

 
千
 

怠
惰
よ
も
う
少
し
オ

ラ

ト
に
言
え
ん
の
か

 
怠
惰

良
い
ん
だ
よ
こ
れ
で

は

ち

と
外
の
空
気

 
を
吸

て
く
る

 
そ
う
言
い
怠
惰
は

分
達
を
通
り

け
林
の
方
へ
と
向
か

て
い

た

 
千
 

す
ま
ぬ
な
怠
惰
は
あ

は
言

て
お
る
が
し
か

 
し
考
え
て
欲
し
い
本
当
に
見
殺
し
に
し
て
い
た
の
な

 
ら
こ
の
博
麗
神
社
に
い
た
者
達
は
死
ん
で
い
た
か
も

 
し
れ
な
い
と
い
う
事
を
の

 
そ
う
言
う
が
正

ま
だ

用
に
は
値
し
な
い

晴
明
は
確
か
に
約
束
は
守
る
と
は
言

た
が
本

当
に
約
束
を
守
る
の
か
も
こ
れ
で
は

用
し
き
れ
な
い

 

内

分
裂
だ
け
は
出
来
る
限
り
な
い
方
が
良
い
で
す

 
よ

し
た
こ
の
空
気
に
な
る
と
最
終
的
に

 
本
来
の

を

れ
て
仲
間
内
で
殺
し
合
い
な
ん
て
映
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と
か
ド
ラ
マ
で
は
は
よ
く
あ
り
ま
す
か
ら

 
蓮
 

何
で
す
か
そ
の
映

 
大
体
は

ラ

映

り
だ
ろ
う
が
そ
ん
な
映

は

本
的
に
見
る
の
は
パ
ス
し
た
い

あ
ま

り
そ
う
い
う
の
は

き
で
は
な
い
か
ら
だ

 
千
 

の
言
う
通
り
で
は
あ
る
の
仲
間

士
で

た

 
所
で
理
久
兎
の
思

通
り
じ

絶
望
と
い
う
も
の
は

 
感
染
す
る
そ
れ
は
一
種
の
ウ

ル
ス
の
の
う
に
の

 

ウ

ル
ス

ま
さ
か
も
し
か
し
た
ら
そ
の

も

 
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
の

 
蓮
 

ど
う
し
た
ん
で
す
か
急
に

 
千
 

さ
と
り
よ

そ
な
た
に
聞
き
た
い
理
久
兎
は
あ

な

 
る

前
で
何
か
可
笑
し
な
事
は
無
か

た
か

何
で

 
も
良
い

あ
る
な
ら
教
え
て
欲
し
い

 
と

急
に
さ
と
り
へ
と
話
を

る

さ
と
り
な
考
え
る
と

を
開
く

 
さ
と

あ
り
ま
す

旧
都
を
破
壊
す
る

日
前
に

刺
さ
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れ
み
た
い
に

れ
物
が
あ
り
ま
し
た
そ
し
て
そ
の
翌

 
日
は
理
久
兎
さ
ん
の

合
は
悪
そ
う
で
そ
れ
に

の

 

人
も
体

不
良

か

た
で
す
そ
し
て
最
後
の
日

 
は

に

ら
つ
き
等
が
あ

て
そ
れ
で
す
ぐ
に

 
屋
へ
と
行

て
休
ん
で
と
は
言
い
ま
し
た
が
ま
さ
か

 
こ
ん
な
事
に
な
る
と
は

 
千
 

そ
う
か

じ

が
ウ

ル
ス
と
い
う

は
考
え
ら

 
れ
る
の
は
確
か
じ

ろ
う

す
ぐ
に
怠
惰
を
呼
ぶ
の

 
じ

あ
や
つ
な
ら
何
か
知

て
お
る
や
も
し
れ
ん
か

 
ら
の

 
蓮
 

え

え

と
す

す
ぐ
に
呼
ん
で
き
ま
す

 
そ
う
し
て

分
は
怠
惰
が

て
い

た
林
へ
と

急
向
か
う
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
ま
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あ
れ
で
す

わ
れ
る
の
は
も
う

れ
で
す

 
そ
れ
と
今
回
は

人
で
す
は
い

人
と
い
う
ボ

 
後
書
き
で
す

そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
で
す
け
ど

 
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
ん
で
し

う
か

か
ら

 
し
た
は
知

た
こ
と
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が

お

 

と
そ
ろ
そ
ろ
時
間
で
す

そ
れ
で
は
今
回
は
こ
こ

 
ま
で

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

 
ロ
リ

ン

ロ
リ

ン

ロ
リ

ン

ロ
リ

ン

 
怠
惰

あ

傲
慢
か
ら
だ
失

で
は
ま
た
次
の
投
稿
ま
で

 
サ
ラ

バ



 第２１５話 原因

 
第
２
１
５
話
 
原
因

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
祖

が

の

を
折

た
の
を
知
り
見
舞
い
で
病
院
に
行

て
い
た
怠

惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

休
み
を
お
過
ご
し
の

様
も
そ
う
で
な
い

様
も
お
気
を
つ
け
て
過
ご

し
て
く
だ
さ
い

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
林
を
仲
を
散
策
し

分
は
怠
惰
を
探
し
て
い
る
と

 
蓮
 

ん

こ
の

 

が
し
た
た
め
そ
の
方
向
へ
と
向
か
う
と

 
怠
惰

あ

そ
れ
も
第
二
次
神
魔
大
戦
ぐ
ら
い
の

 
年
代
の

な
予
感
が
す
る
な
分
か

た
こ

 
ち
が
終
わ
り
次
第
で

は
し
て
み
る
そ

ち
も

 

を
頼
む
よ
傲
慢
そ
れ
と
報

は
頼
む

 

に
ス
マ

け
て
話
し
て
い
る
こ
と
か
ら
電
話
を
し
て
い
る
み
た
い
だ

し
か
し
幻
想
郷
に
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電
波
な
ど
あ

た
の
か
と
不
思
議
に
思

て
い
る
と
電
話
を

た
怠
惰
が

方
を
見
て
く
る

 
怠
惰

お
い
そ
こ
に
い
る
奴
出
て
こ
い
よ

 
そ
う
言
わ
れ
林
か
ら

を

し
手
を
あ

る

 
蓮
 

え

と
す
い
ま
せ
ん

 
怠
惰

何
だ
蓮
か
ど
う
か
し
た
か

 
蓮
 

え

と
龍
神
様
が

れ
て
来
い

て
何
で
も
聞
き
た

 
い
事
が
あ
る
み
た
い
で

 
怠
惰

千
ち

ん
が

分
か

た
行
こ
う
か

 
そ
う
し
て
怠
惰
を

れ
て

分
達
は
博
麗
神
社
へ
と
戻
る

 
蓮
 

れ
て
き
ま
し
た
よ

 
怠
惰

れ
て
こ
ら
れ
て
た

 
と
言
う
と

は
こ
ち
ら
を
一

に
見
る
が
や
は
り
怠
惰
は

え

れ
て
も
ら
え
て
な
い
の
か

が

た
い

怠
惰
は
ス
タ
ス
タ
と
千
の
元
へ
と
向
か
う
と

 
怠
惰

そ
ん
で
話

て

強

還
か
い

別
に
そ
れ
も
構

 
わ
な
い
け
ど

く
帰
れ
る
し



 第２１５話 原因

 
千
 

い
や
そ
う
で
は
な
い

怠
惰
よ

者
は
い
な
い
が

 

は
出
来
る
か

に
病
気
に
つ
い
て
じ

が
い
け

 
る
か

 
怠
惰

ま

話
す
だ
け
話
し
て
み
な
よ
ま
ず
は
そ
こ
か

 
ら
だ
と
思
う
け
ど

 
千
 

う
む

さ
と
り
よ
頼
む

 
さ
と

分
か
り
ま
し
た

 
さ
と
り
は

分
達
に
話
し
た
よ
う
に
怠
惰
に
も
理
久
兎
が
変
化
す
る
数
日
前
の
こ
と
を
全
て
怠

惰
へ
と
話
し
始
め
る

分
は
龍
神
様
の
元
へ
と
行
き

 
蓮
 

龍
神
様

怠
惰
さ
ん

て
そ
の
何
者
で
す
か

 
霊
夢

そ
れ

も
思

た
わ

 
千
 

む

元

生

の

で
も
あ
り

問

達

 
の
ま
と
め

で
も
あ

た
男
じ

よ

 
蓮
 

ご

問

 
あ
の
や
る
気
の
な
い
よ
う
な
目
か
ら
は
と
て
も
想

も
出
来
な
い

だ
が
何
で
そ
ん
な
奴
が
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生

や

問

な
ど
や

て
い
た
の
だ
ろ
う

と
い
う
か
元
軍
人
だ
と
い
う
の
に
も

き
だ

 
霊
夢

生

て
何

 
蓮
 

え

と

て
感
じ
か
な

戦
場
で

士
の

 
を

し
た
り
す
る
人
達

て
所
だ
よ

 
霊
夢

へ

で
も

得
言

た
わ
貴
方
の
体
に

ま

 
た
弾
丸
も
そ
う
い
う
の
が
あ

た
か
ら

出
も
出
来

 
た
の

 
千
 

そ
れ
も
そ
う
じ

が
何
よ
り
も

で
も
あ

た

 
た
め
に
あ
や
つ
は
限
界

と
言
う
の
を
見
分
け
る
の

 
も
得
意
な
ん
じ

そ
れ

に

問

の
ま
と
め

を

 

さ
れ
た
と
も
聞
い
て
は
お
る

 
つ
ま
り
治
す
の
も
壊
す
の
も
大
得
意
と
い
う
事
だ
ろ
う
か

聞
い
て
い
て
物
騒
す
ぎ
る
し

す

ぎ
る

そ
ん
な
事
を
話
し
て
い
る
と
さ
と
り
は
話
終
え
た
の
か

り
怠
惰
は

に
手
を
当
て
な
が

ら
考
え
て
い
た

 
怠
惰

む



 第２１５話 原因

 
千
 

ど
う
じ

分
か
り
そ
う
か

 
怠
惰

ま

つ
だ
け
そ
の

状
を
引
き
起
こ
す
ウ

ル
ス

 
に
は
心
当
た
り
は
あ
る
よ
で
も
普
通
は
あ
り
え
な
い

 
ん
だ
よ
な

 
ま
さ
か
本
当
に
そ
ん
な
ウ

ル
ス
が
あ

た
み
た
い
だ

だ
が
何

か
怠
惰
は

か
な
い

を

し
て
い
た

 
千
 

何
じ

そ
の
ウ

ル
ス
は

 
怠
惰

か
つ
て
第
二
次
妖
魔
大
戦
に
お
い
て
使
用
さ
れ
た
バ

 
イ
オ

ウ

ル
ス
通

人
格
逆
転
破
壊

 
ウ

ル
ス

別
名

悪
魔
殺
し

と
も
呼
ば
れ
る
物

 
と
見
事
に
合

す
る

状
的
に

 
と
分
か
ら
な
い

語
が

つ
も
出
て
き
た

そ
れ
に
妖
魔
大
戦
と
は
何
だ
と
も
思

た
し
悪

魔
殺
し

て

に

二

い
と
も
思

た
が
怠
惰
の

が
マ
ジ
だ

 
千
 

第
二
次
妖
魔
大
戦

神
魔
大
戦
で
は
な
く
て
か

 
怠
惰

い
や
妖
魔
大
戦
だ
よ

第
二
次
神
魔
大
戦
の
前
の



 第十七章 狂神降臨

 
戦
い
と
で
も
言
う
べ
き
か
な

 
霧
雨

お

お
い
お
前
ら

さ

き
か
ら
と
ん
で
も
な
い
事

 
を
バ
シ
ン
バ
シ
ン

て
言
う
け
ど
よ
伝
説
と
な

て

 
い
る
あ
れ
だ
よ
な
神
魔
大
戦

て

 
ど
う
や
ら
魔
理
沙
は
知

て
い
る
み
た
い
だ

そ
の
神
魔
大
戦
と
な
る
戦
の
事
を

 

え

と
そ
の
何
で
す
か
そ
の
神
魔
大
戦

て

 
霧
雨

本
と
か
魅
魔
様
の
話
で
し
か
知
ら
な
い
が

達
が
生

 
ま
れ
る

い
や
こ
の
世
界
が
生
ま
れ
る

か
昔
に

 
あ

た
世
界
そ
こ
で
あ

た
と
さ
れ
る
大
戦
の
事
だ

 
天
使
達
と
悪
魔
達
に
よ
る

絶
な
戦
い
と
聞
い
て
は

 
い
た
し
嘘
だ
ろ
う
と
思

て
は
い
た
が
あ

た
の
か

 
本
当
に

と
な
る
と
ル
シ
フ

と
サ
タ
ン
と
か
の

 
一

討
ち
も
あ

た
の
か

 
怠
惰

あ

あ

た
と
も

第
一
次
と
第
二
次

て
別
れ
て

 
て
な
第
一
次
の
戦
い
見
所
と
言
え
ば
今
言

た
通
り



 第２１５話 原因

 
悪
魔
達
の
王
と
ま
で
言
わ
れ
た
サ
タ
ン
そ
し
て
天
軍

 
総

の
ル
シ
フ

と
か
の
一

討
ち
だ
と
か

 
が

名
な
の
が
第
一
次
の
大
戦
だ
な

と
い

て
も

 

は
参

し
て
な
い
け
ど

 
霧
雨

マ
ジ
か
よ
本
当
に
あ

た
ん
だ
な

 
何

か
魔
理
沙
は
大
は
し

ぎ
だ

し
か
し
何

に
怠
惰
は
そ
の
戦
い
に
関
し
て

し
い
の
だ

ろ
う
か

 
蓮
 

怠
惰
さ
ん
そ
の
年

て

 
怠
惰

 
蓮
 

ウ
ト

 
怠
惰

分
か

た
よ
え

と
千
ち

ん
よ
り

上

上

 
そ
れ

上
の
言

は
認
め
ん
か
ら
な

 
や

り
龍
神
様
よ
り
も

上
だ

た

 
鈴
仙

つ
ま
り

や
龍
神
様
よ
り
も
お
じ
さ
ん
で
す

 
ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ



 第十七章 狂神降臨

 
そ
れ
を
聞
い
た

間

殺
気
が

れ
体
が

え
る

永

や
龍
神
が
殺
気
を
放

て
い
た

 
怠
惰

こ
ら
こ
ら
バ

ガ

ル
さ
ん
や
女
の
年
を
言
う
も

 
の
じ

な
い
よ

で
話
が
ず
れ
た
け
ど
そ
の
ウ

 
ル
ス
な
ん
だ
が
結
構
厄
介
な
ん
だ
よ

 
霊
夢

ど
う
い
う
事
よ
そ
れ

 
怠
惰

通

名
通
り
そ
の
ウ

ル
ス
は
元
の
人
格
を
破
壊
し

 
そ
し
て
元
の
人
格
と
逆
転
化
さ
せ
た
人
格
を

す

 
る

か
ら
見
れ
ば

く
は
な
い
か
も
し
れ
な
い

 
だ
ろ
う
だ
け
ど

分
が

分
で
な
く
な
る
ウ

ル
ス

 
更
に

約
を
結
ぶ
使
い
魔
達
が
い
た
り
す
る
と
そ
い

 
つ
ら
に
も
ウ

ル
ス
は
伝
染
す
る
ま

気

の
ウ

 
ル
ス

て
感
じ
か
な

 
元
の
人
格
が
壊
さ
れ

分
が

分
で
な
く
な
る

そ
れ
を
ゾ

と
し
て
し
ま
う

し
か
も
こ
れ

が
優
し
い

悲
深
い

お
だ
や
か
だ
と
か
の
性
格
の
者
に
も
し
感
染
す
れ
ば
⻤

無

悲

凶

と
１
８
０
度
の
変
化
と
な
る

や
は
り
大
戦
時
代
の
も
の
だ
け
あ

て
と
て
も

い
と
思



 第２１５話 原因

た 
蓮
 

そ
れ
に
感
染
し
た
か
ら
理
久
兎
さ
ん
は

 
怠
惰

ら
く

用
で

も
変
わ
る
の
も
当
て
は
ま

 
る
け
れ
ど

少
々
不
可
解
な
ん
だ
よ

 
蓮
 

不
可
解

 
怠
惰

あ

つ
か
あ
る
け
ど
ま
ず
千
ち

ん
に
聞
き
た
い

 
ん
だ
け
ど
さ
悪
魔
殺
し

て
普
通
は
悪
魔
と
か
そ
の

 
悪
魔
の
使
い
魔
も
し
く
は

人
が
悪
魔
じ

な
く
て

 
も
使
い
魔
が
悪
魔
だ

た
ら
感
染
は
す
る
ん
だ
け
ど

 
理
久
兎
君
さ
明
ら
か
に
悪
魔
じ

な
い
よ

し
か

 
も
従
者
に
黒

て
い
う
怪
物
も
い
る
け
ど
あ
れ
古
来

 
種
の
魔
族
じ

な
い
か
ら
感
染
し
な
い

な
ん
だ
け

 
ど
こ
れ
に
つ
い
て
何
か
説
明
す
る
こ
と
は
あ
る
の
か

 
な

 
千
 

ギ
ク
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そ
れ
を
聞
い
た
千
は
図

な
の
か
何
か
を
知

て
い
る
よ
う
な

を
し
た

一
体
何
を
隠
し
て

い
る
の
だ
ろ
う
か

 
怠
惰

ま

で
も
今
と
な

て
は
感
染
し
ち
ま

て
る

だ

 
か
ら
ど
う
で
も
良
い

心
な
の
は
何
処
の

が
こ
の

 
ウ

ル
ス
を

て
き
た
ん
だ
と
い
う
事
だ
言

た

 
通
り
で
バ
イ
オ

で
あ
り
な
お
か
つ

か
昔
に
こ

 
の
ウ

ル
ス
の
原

は
全
て
焼

し
そ
し
て
感
染

 
を
引
き
起
こ
す

介
生
物
で
あ
る

達
も
全
て
焼

 
し
た
だ
か
ら
あ
る

の
な
い
も
の
が
出
回

た
と
い

 
う
事
だ
け
ど

 
蓮
 

あ

 
言
わ
れ
て
み
る
と
そ
う
だ

か
昔
の
こ
の

を

が

て
き
た
の
か
そ
れ
は
全
く
も

て
分
か
ら
な
い
が
当
て
は
ま
り
そ
う
な
者
な
ら
知

て
い
る

 
蓮
 

怠
惰
さ
ん
当
て
は
ま
り
そ
う
な
者
な
ら
知

て
ま
す

 
理
久
兎
さ
ん
が
逃

る
と
き
に
そ
の
逃

る
の
を
手



 第２１５話 原因

 

け
し
た
女
性
が
い
ま
し
た

ら
く
そ
の
人

て

 
き
た
ん
じ

 
怠
惰

あ

お
前
ら
を

化
し
よ
う
と
し
た
女
か
光
の
せ
い

 
で

が
見
え
な
か

た
ん
だ
よ
な

千
ち

ん
は
見

 
た
そ
い
つ

 
千
 

意
識
が

と
し
て
お

た
か
ら
の

特

は
あ

 
る
か

 
蓮
 

え

と
真

白
で

白
の
大

を

ば
た
か
せ
て
い

 
て

あ

玲
音
さ
ん
が
確
か

 
霊
夢

天
使
と
か
言

て
た
わ

 
そ
れ
を
聞
い
た
時

怠
惰
と
千
の

は
険
し
く
な
る

す
る
と
突
然

 
怠
惰

因
み
に
そ
い
つ

は
何

あ

た

 
霊
夢

確
か

よ

 
怠
惰

ち

や

り
セ
ラ
フ天

使
ク
ラ
ス
か
千
ち

ん
ど
う
や

 
ら
君
の

子
は
と
ん
で
も
な
い
奴
と
組
ん
だ
み
た
い
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だ
な

 
千
 

く

 
千
の

が
キ
ツ
イ

と
な
る

ど
う
や
ら
理
久
兎
の
バ

ク
に
い
る

力
者
は
と
ん
で
も
な
い

奴
み
た
い
だ

 
怠
惰

ま

に
は
知

た
こ

ち

な
い
が
言

て
は
お

 
く

こ
れ
は
あ
く
ま
で
も

良
さ
れ
て
な
け
れ
ば
の

 
話
で
も
し
こ
の
ウ

ル
ス
に
感
染
し
て
い
た
と
し
た

 
の
な
ら

ら
く
後

間
ぐ
ら
い
だ
な
理
久
兎
達
が

 

へ
と
行
く

間
は

 
永

ど
う
い
う
事
か
し
ら

 
怠
惰

さ

に
行

た

間
新
し
い
人
格
は
定
着
し

 
古
い
人
格
は

全
に

リ

ト
さ
れ
る
だ
か
ら
後

 
り

間

て
所
だ
ろ
う
な
理
久
兎
達
が

を

 
え
て
治

不
可
能
に
な
り
お
前
ら
の
知
る
理
久
兎
や

 
従
者
達
が
こ
の
世
か
ら

え
る
の
は
さ



 第２１５話 原因

 
全
員

な

 
全
員
で

ん
で
し
ま

た

つ
ま
り
後

間

内
に
理
久
兎
達
に
治

を
し
な
け
れ
ば

分
達
の
知
る
理
久
兎
達
は

全
に
こ
の
世
か
ら

え
る
と
い
う

ろ
し
い
事
実
を
知

て
し
ま

た
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
狗
神

な

怠
惰
そ
の
悪
魔
殺
し
に
つ
い
て
も
う
少
し
説
明

 
を
く
れ
な
い
か

 
鈴

う
ん
あ
ん
ま
り
分
か
り
に
く
い
ん
だ
よ

 
神
楽

お
願
い
出
来
ま
す
か

 
怠
惰

良
い
よ

そ
れ
じ

ま
ず
ど
う
い
う
ウ
イ
ル
ス
か

 
ま

こ
れ
は
本
編
に
も
書
か
れ
た
け
ど

に
感
染

 
経

は

刺
さ
れ
ま

今
の
生
物
だ
と

だ
と
か

 
の

刺
さ
れ

だ
よ
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狗
神

お
い
そ
れ

ぎ
よ
う

だ
ろ

 
怠
惰

な
い
よ
だ
か
ら
昔
に
こ
れ
は

を

る

た
ん
だ

 
か
ら
そ
れ
で
ま
ず
感
染
す
る
と

と
か

ら
つ
き

 
と
か
を
起
こ
す

に

用
さ
れ
る
ウ

ル
ス
だ
か
ら

 
仕
方
が
な
い
ん
だ
け
ど

そ
れ
で
も
し
感
染
し
た
者

 
に
使
い
魔
だ
と
か
血
を
分
け
た

と
か
が
い
る

 
と
そ
い
つ
ら
に
感
染
す
る
の
が
特

だ
か
ら
悪
魔
の

 
一
族
を

絶
や
し
に
す
る
か
ら

い
ん
だ
よ

 
こ
の
ウ

ル
ス

 
鈴

で
も
も
う

に
あ
る
意

で
怠
惰
も
別
の
ウ

ル
ス

 
に
感
染
し
て
る
よ

 
怠
惰

も
う
当
の

に

に
感
染
し
て
る
よ

ン

 
は

ル
い
そ
れ

外
は
感
染
し
た
事
ら
な
い
け
ど

 
神
楽

ア
ハ
ハ
ハ

因
み
に
こ
れ

て
治

は
出
来
る
ん
で

 
し

う
か



 第２１５話 原因

 
怠
惰

え

病
は
無
理
だ
よ

 
狗
神

そ

ち
じ

悪
魔
殺
し
だ

 
怠
惰

あ

あ
れ

出
来
る
よ

に
な
ら
な
け
れ
ば
だ

 
け
ど

 
鈴

じ

あ
ま
だ

い
は
あ
る
ん
だ

 
怠
惰

う
ん
ま

間
ぐ
ら
い
だ
ろ
う
け
ど

良
さ
れ

 
て
な
け
れ
ば
だ
け
ど

 
神
楽

そ
う
で
す
か

 
狗
神

奴
も
ま
だ

え
る
ん
だ
な

 
鈴

良
か

た
と
思

た
方
が
い
い
の
か
な

 
怠
惰

ど
う
だ
ろ
う

て
も
う
ま
た

が
な
い
か
ら

 
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
な

 
鈴

う
ん

そ
れ
じ

あ

者
様

 
神
楽

さ
よ
う
な
ら
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第
２
１
６
話
 
不
安

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

つ
い
に

休
み
の

が
終
わ

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

休
み

始
ま

て

日
で
終
わ

た
の
で
バ
ン
バ
ン
ざ
い
で
す

高

生
の
時
は

休
み
前
に
終
わ

た
ん
で
す
け
ど

で
は
で
は
こ
ん
な
話
も
あ
れ
な
の
で
本
編
へ
ど
う

 
夜
と
な
り

り
は
真

暗
な
世
界
と
な
る

分
達
は
ぎ

う
ぎ

う
ず
め
の
博
麗
神
社
の
中

で
布

を
敷
き
中
に
は

人

つ
で
布

を
使
い
な
が
ら

る
者
も
い
た

か
く
い
う

分
も

 
さ

 
霊
夢

す

す

 
蓮
 

は

 
霊
夢
と

の
布

を
共

し
な
が
ら

て
い
た

に
魔
理
沙
か
ら

人
ど
う
し

な
ら

じ
で
も
大

だ
ろ
と
言
わ
れ
て
し
ま
い
仕
方
な
く

る
事
に
し
た
の
だ
が
霊
夢
は

れ

て
い
た
の
か
す
ぐ
に

て
し
ま
い

分
は

張
し
て

れ
な
い
で
い
た
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蓮
 

散
歩
し
て
こ
よ
う

 
少
し
夜
風
に

り
な
が
ら
散
歩
し
よ
う
と
思
い
そ

と
布

か
ら
出
て
縁

へ
と
向
か
う
と

 
千
 

王
手

も
う

み
じ

怠
惰

 
怠
惰

だ
な
参
り
ま
し
た

 
縁

で
千
と
怠
惰
が
将

を

し
て
い
た

こ
ん
な
夜
更
け
で
良
く
出
来
る
よ
な
と
思

て
し

ま
う

す
る
と

人
は

方
に
気
づ
く
と

 
千
 

少
年
や
ち
こ
う

れ

 
手
招
き
さ
れ

分
は

人
の
元
へ
と
行
く
と

 
千
 

何
じ

れ
ん
の
か

 
蓮
 

え

え

人
は

な
く
て
も
よ
ろ
し
い
ん
で
す

 
か

 

な
く
て
も
良
い
の
か
と
聞
く
と
千
と
怠
惰
は
お

い
に

を
見
合
わ
せ
そ
し
て

分
の
方
へ

と

を
向
け
る
と

 
千
 

も
し
夜
襲
が
あ

た
ら
そ
な
た
ら
は

に
や
ら
れ

 
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ぬ
か
ら
の

に

を
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て
起
き
て
い
る
ん
じ

よ
そ
れ
に
こ
や
つ
を
あ
ま
り

 

か
せ
る
の
は
良
く
な
い
の
で
な

 
怠
惰

失

だ
な

そ
れ
と

は
そ
ん
な
千
ち

ん
が
暇

 
し
な
い
よ
う
に
と
遊
び
に

き
合

て
る
だ
け
だ
か

 
ら
な

 
蓮
 

そ
う
で
す
か

 

た
い
と
思

て
い
た
怠
惰
が
何

か
今
だ
け
は
温
か
く
見
え
て
し
ま

た

す
る
と
怠
惰

は 
怠
惰

れ
な
い
な
ら

を
処
方
し
て
や
ろ
う
か

い
や

 
も
し
く
は
前
み
た
い
に
注
射
で

ス

と
で
も

 
蓮
 

め
て
く
だ
さ
い
ま
た

日
と
か

ら
さ
れ
た
ら

 
落
に
な
り
ま
せ
ん
の
で

 
怠
惰

そ
う
か

 
何

そ
ん
な
に
も

念
そ
う
な
の
だ

と
い
う
か
絶
対
に
た
だ

に
注
射
を
刺
し
た
か

た
ん

じ

な
い
か
と
思

て
し
ま
う
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千
 

ま

た
く
こ
や
つ
は

し
か
し
そ
な
た
は
今
日
は

 

張

た
ん
じ

少
し
で
も

く

ん
と
明
日
に

 
く

 
蓮
 

分
か

て
は
い
ま
す

で
す
が
ま

霊
夢
の

を

 
見
な
が
ら

る
と
心

が
破
裂
し
そ
う

て
の
が
あ

 
り
ま
し
て

 
怠
惰

死

リ
ア

 
蓮
 

ち

ち

と

も
う
少
し
オ

ラ

ト
に
包

 
ん
で
下
さ
い
よ

 
怠
惰

知
る
か

 
こ
の
人
の
前
で
は

人
話
は
し
な
い
方
が
良
い
か
も
し
れ
な
い

分
は
本
当
の
気

ち
を
相

し
よ
う
と
思

た

 
蓮
 

実
は
そ
れ
も
あ
る
に
は
あ
り
ま
す
で
す
が

い
ん
で

 
す

ま
た
あ
の
時
み
た
い
に
死
に
か
け
て
し
ま
う

 
ん
じ

な
い
か
霊
夢
や

を
守
れ
な
い
ん
か
も
し
れ
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な
い

て
思
う
と
そ
し
て
理
久
兎
さ
ん
を

け
れ
な

 
い
ん
じ

な
い
か
と
そ
う
思
う
だ
け
で
手
が

え
る

 
ん
で
す
理
久
兎
さ
ん
の
狂
気
が
ま
だ
体
か
ら

け
き

 
れ
て
な
い
ん
で
す
か

 
本
心
を
こ
の

人
に
言
う

そ
れ
を
聞
い
た
千
や
怠
惰
は
少
し

り

を
開
く

 
千
 

確
か
に
今
の
あ
や
つ
を

え
る
か
も
分
か
ら
ぬ
し
今

 
の
あ
や
つ
は
全
て
の
生
物
が

れ
て
い
る
の
は
事
実

 
じ

し
か
し

シ
だ

て

い
の
じ

い
た
い
と

 
思
え
る

子
を

け
れ
な
か

た
ら
と
思
う
と

 
に

み
込
ま
れ
そ
う
じ

し
か
し
そ
れ
で
も

け
た

 
い
と
思
え
る
し
何
よ
り
も

に

ち

た
な
け
れ

 
ば
何
も
進
ま
な
い
と

シ
は
思

て
お
る
ん
じ

 
怠
惰

を

れ
る
の
は

だ

物
で
も

術
と
か

 
そ
の

を
使
え
ば

え
る
だ
ろ
う
だ
が
し
か
し

 
を

れ
た
生
物
は
最

生
物
と
は
言
わ
な
い
ん
だ
よ
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そ
れ
は
最

⻑
を
し
な
い
人

と
大

変
わ
ら
な

 
い
だ
か
ら
こ
そ
だ
そ
の

は

⻑
の

と
も
な
る

 
か
ら
覚
え
て
お
く
と
良
い
よ
蓮
く
ん

 
千
か
ら
は
本
心
を
怠
惰
か
ら
は

を

⻑
へ
と

ら
れ
る
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
を

た

今
の
こ
の
絶
望
的
状
況
下
で
の
中
で
こ
う
い

た
話
を
聞
け
る
と
は
思
わ
な
か

た

 
怠
惰

そ
れ
と
蓮
君
は
さ
す
ぐ
に
力
を
得
れ
る
と
言
わ
れ
た

 
ら
命
を
失
う
覚

は
あ
る
か
い

 
蓮
 

え

 
何
を
言
い
出
す
ん
だ
と
思

た

だ
が
そ
の

問
に
対
し
て
の

分
の

え
は
決
ま

て
い

た 
蓮
 

は

守
的
な
ん
で
命
を
失
う
気
は

ち
合
わ

 
せ
て
は
い
ま
せ
ん
が
霊
夢
や

を
守
る
た
め
な
ら
こ

 
の
命
を

け
の
天

に

せ
る
覚

は
大
い
に
あ
り

 
ま
す
よ

 
生

だ
が
命
を
失
う
覚

な
ん
て

ち
合
わ
せ
て
は
い
な
い

だ
が

う
た
め
に
命
を

け
る
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覚

は
大
い
に
出
来
て
い
る

に
鷺
麿
の
一
件
で
心
に
決
め
て
い
る
の
だ
か
ら

 
怠
惰

そ
う
か
ク
ク
ア
ハ
ハ

そ
う
か
そ
う
か

面
白
い
わ

 
や

り
お
前
は

大
体
の
奴
は
さ
命
を
失
う
覚

 
は
あ
る

と
か
言
う
か
ら
そ
う
言
う
奴
に
限

て
無

 
様
に

死
に
し
ち
ま
う
が
お
前
な
ら

死
に
し
な
い

 
か
も
な

戦
場
だ

た
ら
お
前
み
た
い
な
考
え
方
を

 
す
る
奴
が
一
番
戻
る
確

が

カ
い
も
ん
だ
よ

 
蓮
 

め
て
い
る
ん
で
す

か

 
怠
惰

い
い
や
そ
う
言
う

じ

よ
だ
が
気
に

た

 
よ

蓮
君

日
だ
け
だ
け
で
良
い

に
時
間
を
く
れ

 
な
い
か

 
蓮
 

え

 
ど
う
い
う
事
だ
優
し
す
ぎ
る

下
手
し
た
ら
後
々
に
な

て
心

越
せ
と
か
言
わ
れ
た
ら
た

ま

た
も
の
で
は
な
い

 
千
 

怠
惰
よ
心

と
れ
か
後
々
に
な

て
言
う

で
は
な
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か
ろ
う
な

 
怠
惰

そ
ん
な

な
い
で
し

て
ば
ど
れ
だ
け
人

 
徳
が
な
い
の
か
な

 
ど
う
や
ら
無
さ
そ
う
で
安
心
し
た

だ
が
何

に
特
訓
な
の
だ
ろ
う
か

 
怠
惰

な

特
訓

て

し
て
る

君
が
理
久
兎
と
戦

 
た
時
に
千
ち

ん
が

力
し
て
出
し
た
あ
れ
を
使
う

 
の
に
少
し
特
訓
し
て
あ

よ
う
と
思

て
さ

な
ら

 
構
わ
な
い
よ

 
あ
の
状

変
化
を

に
使
え
れ
る
よ
う
に
特
訓
を
し
て
く
れ
る
と
は
正

目
を

に
し
て

く

あ
の
異
変

降
使
お
う
と
何
度
も
試
し
た
が
失
敗
続
き
だ

た

も
し
今
の
こ
の
状
況
下
で

使
え
れ
る
な
ら

け
る
手

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
思

た

 
怠
惰

だ
け
ど
失
敗
し
て
も

め
る
な
よ

そ
れ
が
約
束
だ

 
か
ら
な

 
蓮
 

構
い
ま
せ
ん
そ
れ
に
出
来
な
く
て
も
き

か
け
が

 
め
れ
る
と
思
う
な
ら

め
も
し
ま
せ
ん
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怠
惰

な
ら
明
日
か
ら
始
め
よ
う
か

だ
か
ら
今
は

 
ゆ

く
り
と
休
み
な

 
蓮
 

そ
う
で
す

張

て

て
み
ま
す

 
千
 

う
む
お
休
み

 
そ
う
し
て

分
は
布

へ
と
戻
り

り
に
つ
く
の
だ

た

そ
し
て
翌
日
の
朝

分
も

め

て

は
目
を
覚
ま
し
縁

の
前
へ
と
集
ま
る

 
千
 

さ
て
全
員
は

て
は
お
る

い
や
お
い
怠
惰
は

 
何
処
じ

 
蓮
 

あ
れ
そ
う
い
え
ば

 
霧
雨

逃

た
か

 
天
子

と
き
な
さ
い
よ
あ
ん
な
奴

 

総

娘
様
一

は
龍
神
様
の
友
人
で
す
か
ら

に
は

 
気
を

け
な
い
と

 
等
々
と
聞
こ
え
て
く
る

言
わ
れ
て
み
る
と
怠
惰
だ
け
が
い
な
い

 
千
 

さ
て
は
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千
は

屋
の

子
を
開
け
中
へ
と

り

く
す
る
と

 
千
 

い
い

に
起
き
ん
か

夜

悪
魔

 
怠
惰

い
や
だ

布

こ
そ

の
家
だ

  
一

に

け
て
し
ま

た

朝
か
ら
い
き
な
り
こ
れ
は

先
が
思
い
や
ら
れ
る

そ
う
し

て
数
分
後
に
は
千
に
後
ろ

首
を

ま
れ
怠
惰
が
引

張
り
出
さ
れ
る

 
怠
惰

が

朝
日
が

け
る

体
が

け
ち
ま

 
う

 
千
 

貴
様
は
吸
血
⻤
か

ま

た
く

で
は

戦
を

 
伝
え
る

よ
う
や
く
北
と

に

が
で
き
た
し
て

 
こ
れ
よ
り
北
と

に
別
れ

地
の

還

戦
を
開
始

 
す
る

そ
し
て
魔
理
沙
と
聖
よ
そ
な
た
達
の

結

 

を
話
し
て

し
い

 
そ
う
言
わ
れ
魔
理
沙
と
聖
は
お

い
に
見
合
う
と
一
回

き
魔
理
沙
が
前
へ
と
で
る

 
霧
雨

あ

⻄
の
魔
法
の

だ
が
魔
力
の

気
が
普

よ
り
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も
濃
す
ぎ
て
霊
夢
や
蓮
だ
と
か
の

性
が
あ
ま
り
な

 
い
奴
は
す
ぐ
に

気
に
侵
食
さ
れ
て
死
ぬ
か
も
し
れ

 

正

や
聖
も
危
な
い
状
況
だ

た
の
は
確
か

 
だ

ら
く

性
が
な
い
奴
だ

た
ら
い
れ
て
も

 
分
が
限
界
だ
ろ
そ
れ
に

気
に
犯
さ
れ
た

物
だ
と

 
か
が
魔
物
に
な

て
る
始

だ
だ
か
ら
行
く
と
し
た

 
ら

性
の
あ
る

を

め
た
魔
法
使
い
そ
れ
か
ら
不

 

不
死
だ
と
か
な
ら
行
け
な
く
は
な
い
な

 
つ
ま
り
魔
法
の

は
現

と
て
も
危
険
ら
し
い

魔
理
沙
の
話
で
黒
は
聖
を

て
い
た
と
聞

い
た
が

ら
く
そ
う
い

た
理

が
あ

た
の
だ
ろ
う

 
怠
惰

魔
力
の

気

お
い
魔
法
使
い
こ
れ
を

 
て
行
き
な
よ

 
そ
う
言
う
と
怠
惰
は
紫
の

間
み
た
い
に
空
間
に

を
開
け
そ
こ
か
ら
開
け
そ
こ
か
ら

つ
か

の
マ
ス
ク
を
出
し
た

 
霧
雨

こ
れ
は
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怠
惰

高
性
能

マ
ス
ク
さ

ガ
ス
は

の
事
だ
が
更

 
に
今
お
悩
み
の
魔
力
の

気
も

ぐ

い
品
物
今
な

 
ら

４
８
６
０

で

売
だ

更
に
で
す
よ

大

 
出
血
サ

ス
で
今
な
ら

追

で
お
値

変

 
わ
ら
ず
の
４
８
６
０

さ

お

い
得
価
格

さ

 
あ
さ
あ
電
話
番

は

 
こ
れ
何
処
の
テ
レ

シ

ン
グ
だ
よ

ジ

パ

ト

か
何
か
だ
ろ
う
か

 
霧
雨

安
い

分

い
も
あ
り
か

 
千
 

怠
惰
よ
真
面
目
に
や
ら
ん
か

 
霊
夢

魔
理
沙
も

ざ
け
な
い
で

 
さ
と

そ
れ
テ
レ

シ

ン
グ
の
真

で
す
か

 
怠
惰

何
か
す
み
ま
せ
ん

 
何

だ
ろ
う

怠
惰
は
さ
と
り
の

や
や
か
な
一
言
で
下
が

た

予

だ
と
ツ
ン
１
０
０

の
者
は

手
そ
う
だ

 
怠
惰

ま

話
は
戻
し
て
こ
れ
を
貸
し
て
や
る
よ
そ
の
代
わ
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り

つ
し
か
な
い
か
ら
な
く
し
た
り
と
か
し
な
い
よ

 
う
気
を

け
ろ
よ

 
そ
う
言
う
と
魔
理
沙
と
聖
に

つ
ず
つ

す

そ
し
て

魔
理
沙
は
マ
ス
ク
を

備
す
る

と

を
隠
す
タ
イ

の
メ
タ
ル
性
の
マ
ス
ク
で
メ

ル
ギ
ア

り
を

想
し
て
し
ま
う

 
霧
雨

合
う
か

 
聖
 

何
か

し
い
で
す

 

丸

聖
く
く

 
怠
惰

ま

張
り
な
さ
い
な
友
達
を
誘

て
い
く
の
な
ら

 
マ
ス
ク
は
分
け
て
や
れ
よ

 
千
 

ま

魔
法
の

の
方
は
そ
ち
ら
に

せ
る
と
し
て
各

 
々
で
別
れ
て
や

て
欲
し
い
頼
む

そ
れ
か
ら
蓮
よ

 
そ
た
は

る
の
じ

 
ど
う
や
ら
今
す
ぐ
に
で
も
特
訓
を
し
て
く
れ
る
み
た
い
だ

さ
れ
て
い
る
時
間
に
は
限
り
が

あ
る

や
れ
る
限
り
の
事
は
し
た
い

 
蓮
 

日
だ
け

せ
て
も
良
い
か
な
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霊
夢

良
い
わ
よ

用
し
な
さ
い
よ

 
蓮
 

う
ん

分
か

た
よ

 
千
 

良
し

こ
れ
よ
り
大

戦
の
北

に
囚
わ
れ
て

 
お
る
者
は

出
し
つ
つ
魔
物
を

除

そ
し
て

地

 
を

り
戻
す

 
全
員

お

 
反
撃
の
幕
は
つ
い
に
上
が
る

理
久
兎
達
に
い
や
理
久
兎
達
を
利
用
し
て
い
る

り
の
正
義
を

す
者
に
一

吹
か
す
た
め
に

は
各
々
飛
び
立
つ
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
千
 

う
む

 
蓮
 

あ
の
す
み
ま
せ
ん
お
二
人
共
何
を

 
怠
惰

後
書
き
を

て

千
ち

ん
は
あ

ち
だ
か
ら

 
こ

ち
に
出
る
の
は
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千
 

ぶ

良
い
じ

ろ
う
が

た
く

 
怠
惰

で
は
で
は
や

て
い
き
ま
す
が

蓮
く
ん

何
か

 
伝
え
た
い
事
は
あ
る
か
な

 
蓮
 

え

伝
え
る

て
え

 
怠
惰

こ
う

ら
何
か
一
言
を
さ

 
蓮
 

え

え

と

を

え
る
よ
う
に

張
り

 
怠
惰

は

い

者

ラ

を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

 
ま
し
た
悪
魔
と
し
て
聞
い
て
る
と

し
た
く
な

 
て
き
ま
す

 
蓮
 

聞
い
と
い
て
そ
れ
で
す
か

 
怠
惰

だ
よ

こ
う
も

と

り
上
が
る
話
を
さ

 
蓮
 

こ
の
異
変
が
終
わ

た
ら
霊
夢
と
何
処
か
に

 
出

け
よ
う
か
と
思
い
ま
す

 
怠
惰

お
い

ラ
そ
れ
は

女
い
な
い

年

の

へ

 
の
あ
て
つ
け
か

そ
れ
と

様
に
喧
嘩
売

た
か



 第２１６話 不安

 
ら
な
そ
の

は

 
蓮
 

い
や

で
す
か

様

て

 
怠
惰

は
い
は
い
で
は
あ
り
が
と
う

準
備

動
し
て

 
て
よ

 
蓮
 

え

ち

 
怠
惰

良
し

少
し
手

し
て
や
ろ
か
と
思

た
け

 
ど
ち
と
ば
か
し
キ
ツ
イ
特
訓
に
し
て
や
ろ
う

 

ン

そ
れ
で
は
⻑
く
な
り
ま
し
た
が
今
回

 
は
こ
こ
ま
で

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

 
し
ま
す
そ
れ
で
は
ま
た
次
回
サ
ラ

バ
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第
２
１
７
話
 
死
と
隣
り
合
わ
せ
の
特
訓

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

夜
逆
転
生
活
が
元
に
戻
ら
な
い
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

戻
さ
な
い

と
後
が
大
変
な
ん
で
す
よ

こ
れ

お

と
こ
ん
な
話
も
あ
れ
な
の
で
本
編
へ
ど
う

 

が
空
へ
と
飛
び
去
り
何
か
変
な
ス

を
し
た
後

 
蓮
 

あ
の
さ

き
の

て

 
後
書
き
と
か
意

の
分
か
ら
な
い
事
に
つ
い
て

問
を
す
る
と

 
怠
惰

ま

受

だ
よ

 

た
そ
う
な
怠
惰
は
あ
く
び
を
す
る
と

を
開
き

 
怠
惰

で
ま

特
訓
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
す
る
と
な

 
に
⻤
ご

こ
し
よ
う
か

 
蓮
 

は

 
思

て
い
た
特
訓
と
は
全
然

た

も

と
こ
う
死
と
隣
り
合
わ
せ
と
い
う
感
じ
の
特
訓
で
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手
で
魔
物
を
１
０
０

討
伐
と
か
そ
の

か
と
思

て
い
た
た
め
に
開
い
た

が
塞
が
ら
な

い 
怠
惰

不

か

 
蓮
 

い

い
え

た
だ
思

て
い
た
の
と
全
然

て
い

 
た
の
で
つ
い

 
千
 

う
少
年
よ

と
思

て
お
る
よ
な

 
蓮
 

え

ま

 
昨
日
の

日
だ
け
時
間
を
く
れ

て
ま
さ
か
遊
ぶ
た
め
に

日
の
時
間
を
く
れ
と
い
う
事
だ

た
の
だ
ろ
う
か

そ
う
だ
と
し
た
ら
ガ

カ
リ
だ

こ
ん
な
ん
な
ら
霊
夢
達
の
手
伝
い
に
行
き
た

い 
怠
惰

 
怠
惰
は

リ
と
笑

た
そ
の

間
だ

た

突
然

後
か
ら

 
怠
惰

な
ら
そ
の

勢
と

を
見
せ
て

う
か

 

ス

 
蓮
 

が



 第十七章 狂神降臨

 
あ
り
え
な
い
事
に
怠
惰
が
い
た
の
だ

し
か
し
そ
ん
な

な
い

だ

て
目
の
前
に
は
怠
惰
は

い
る
し
呪

を

え
た

り
も
な
か

た
の
だ
か
ら

 
蓮
 

 
す
ぐ
に

を

り
怠
惰
を
退
け
る

だ
が
首
に
何
か
を
射
た
れ
た

そ
し
て

後
に
い
た
怠
惰

は
一

で

え
る
と
千
の
と
な
り
に
い
る
怠
惰
が

を
開
け
る

 
怠
惰

さ
て
ル

ル
を
説
明
す
る
よ
今
か
ら

日
間
時
間
で

 

す
な
ら

時
間
の
間
は

と
⻤
ご

こ
す
る
そ

 
し
て

 
怠
惰
は

を

り
出
す

そ
こ
に
は

が

て
い
る
の
か
カ
タ
カ
タ
と
音
を
た
て
る

 
怠
惰

こ
れ
を

う
こ
と
そ
れ
が

利

件
だ
こ
れ
を
手
に

 

れ
る
た
め
な
ら

の

を
斬
り
落
と
そ
う
が
殺
そ

 
う
が

に
は
め
よ
う
が
手

は
問
わ
な
い
よ

さ
て

 
そ
ろ
そ
ろ
か
な

 
と
怠
惰
が
言

た
時
体
に
不

が
出
る

全

の

と
い
う

そ
し
て
間

と
い

た
体
の

が
悲
鳴
を
あ

る
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蓮
 

が

 
痛
い

に
痛
い

こ
ん
な
痛
み
は
始
め
て
だ

 
蓮
 

だ

怠
惰
ざ
ん

何
を

 
怠
惰

今
さ

き
射

た
注
射
あ
れ
は
遅

性
の

さ

 
状
と
し
て
は
全

を
痛
め
つ
け
る
か
の
よ
う
な
激
痛

 
を

え
て

時
間
後
ぐ
ら
い
に
は

に
よ

て

 
ド
カ

ン

 
蓮
 

貴
方

て
人
は

 

た
手
を
パ

に
し
て
笑
い
な
が
ら
言

て
き
た

こ
い
つ
に
や

り
特
訓
を
し
て
も
ら

う
事
な
ど
間

て
い
た
の
だ
と
よ
う
や
く
気
が
つ
い
た

 
怠
惰

だ

て
さ
蓮
く
ん
は
命
を

け
る
覚

は
あ
る
ん
だ

 
ろ

そ
れ
な
ら
本
当
に
命
を

け
る
特
訓
を
と
思

 
て
こ
の
特
訓
を
し
て
あ

て
る
ん
だ
け
ど

そ
れ

 
に
さ

き
こ
の
特
訓
は

そ
う

て
言

て

子

 

け
し
て
た
よ

蓮
く
ん
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蓮
 

ひ

 
千
 

お

ろ
し
い
奴
じ

の
う

 

的
な
笑

で

方
を
見
て
く
る

分
は

れ
て
い
た
目
の
前
に
い
る
男
は
千
の
話
が
本

当
な
ら

問

だ

た
と
い
う
事
を

何
せ

し
ん
で
い
る

分
を
満
面
な
笑

で
見
て
く
る
の

だ

正

ゾ

と
し
て
い
る

 
怠
惰

ら

ら
こ
こ
だ

 

に

て
い
る

を
カ
ラ
ン
カ
ラ
ン
と
音
を
た
て
て

発
し
て
く
る

 
蓮
 

ぐ

が

 
今
は
す
ぐ
に
で
も
体
の

を
解

す
る

が
あ
る

怒
り
を
込
め
て
怠
惰
へ
と

り
か
か
る

が 
怠
惰

遅

え

ま
さ
か

だ
け
だ

た
の

 

気
な
く

け
ら
れ
い
な
さ
れ
て
し
ま
う
だ
け
で
な
く
さ
ら
り
と

ス
ら
れ
た

 
怠
惰

ら

ら

に
着
け
た
神
楽
は
何
な
の

刀
か

 
何
か
な
の

格

良
い
か
ら

刀
と
か

受
け
る

 
わ
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蓮
 

ざ
け
る
な

 
神
楽
を

刀
し
怠
惰
へ
と
斬
り
か
か
る
が

 
怠
惰

ク
イ

ク
＆
ス
ロ
ウ

タ
イ

 
何
か
呪

を

え
怠
惰
は
一

で

え
て
し
ま
い
神
楽
は
空
を
斬

た

 
蓮
 

あ
が

 
全

に
痛
み
が
走
り
怠
惰
の

カ
つ
く
言
動
や
行
動
に
イ
ラ
イ
ラ
し
て
き
て
体
が
な
ま
り
よ
う

に

い

 
怠
惰

蓮
く
ん
怒
り
に

を

せ
る
と

分
の
本

 
来
の

体
能
力
は
出
せ
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど

 
さ
を
失
え
ば
も
う
敗
け
だ
よ

 
先
程
と

て
変
わ

て
真

で
言

て
く
る

ず
か
し
く
な

た

何
度
も
何
度
も
理
久

兎
に

バ
カ
み
た
い
の
ツ

ミ
過
ぎ
だ
と
怒
ら
れ
て
い
た
の
に
も
関
わ
ら
ず
ま
た
別
の
者
に
注

意
さ
れ
て
し
ま
う
と
は

 
蓮
 

ぐ

 

リ
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着
物
の
上
着
を
破
り

い
て

に

み

め
て
痛
み
を

慢
し
く
い
し
ば

て
神
楽
を
構
え

る 
怠
惰

へ

慢
す
る
か
良
い

来
い
よ

の

を
斬
り

 
落
と
す
覚

で
来
な

 
蓮
 

ぐ

 
怠
惰
に
向
か

て
痛
み
を

え
な
が
ら
神
楽
を

る
う
の
だ

た

そ
う
し
て
⻤
ご

こ
は

方
を

え
る

 
蓮
 

が

 
怠
惰

よ

と

 
依
然
と
し
て
怠
惰
は

け
て
い
た

だ
が
最

と
比
べ
て
怠
惰
に
変
化
が
起
き
て
い
た

 
怠
惰

は

は

は

ぐ

  
怠
惰

う

ん
良
い

 

が
上
が

た
か
と
思
う
と
注
射

に

て
い
る

色
い

を
常
に

分
の
体
に
射
し
て

い
る
の
だ

不
思
議
な
事
に
怠
惰
の

れ
が
一

で
吹

飛
ん
で
い
た
め

問
が

か
ぶ
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怠
惰

蓮
君
お
前
も
射
し
て
お
き
な

 
そ
う
言
う
と

を
空
け
な
が
ら
怠
惰
は

分
に
注
射

を
投

し
て
く
る

ろ
し
く

い
が
興

心
が
強
く
な

て
し
ま

て
い
た
た
め

分
の

に
さ
す

  
そ
し
て

を
体
に
流
し
込
む

す
る
と

 
蓮
 

う

う

 
体
に
活
力
が
戻

て
く
る

の
痛
み
や
気
だ
る
さ
は
ま
だ

て
い
る
が
そ
れ
で
も
先
程
よ

り
は
動
け
そ
う
だ

 
怠
惰

サ

ス
は
終
了
だ
来
い
よ

 
蓮
 

は

は

ぐ

 
何
度
も
何
度
も
何
度
も
神
楽
を

る
い

る
い

る
い

る
い
続
け
た

日
は
終
了
し
朝

日
が
登
り
ま
た
日
が
落
ち
夜
に
な
り
ま
た
朝
日
が
登
り
か
け
る

日
目

も
う
じ
き

時
間

と
い
う
経
過
で

で
心

が
壊
れ
る
だ
ろ
う

だ
が

分
は

め
な
い

生
き
た
い
と
願
い
続

け
神
楽
を

る
う

 
怠
惰

い

は
キ
ツ
い
わ
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蓮
 

よ
こ
せ

 

分
の

撃
を
怠
惰
は
あ
り
え
な
い
事
に

手
で
あ
く
び
を

さ
え
つ
つ

手
で
そ
れ
も

で
全

弾
い
て
い
る
の
だ

 
蓮
 

よ
こ

う
ぐ

 
心

が
痛
い

こ
れ
ま
で
は

や
間

だ
け
の
激
痛
が
心

ま
で
も
激
痛
が
走
る

 
怠
惰

お
や
お
や

所

は
こ
ん
な
程
度
だ

た
と
い
う

 
事
か
安
心
し
ろ
よ
お
前
の

体
は

が
再
利
用
と
い

 
う
名
の

と
し
て
使

て
や
る
よ

だ
か
ら
安
心

 
し
て

れ
よ

れ
ば
楽
だ

 
確
か
に

れ
れ
ば
ど
れ
だ
け
楽
だ
ろ
う
か

だ
が
そ
れ
で
も

念
は
曲

た
く
な
い

理
久
兎

は

だ
が
霊
夢
や

を
守
り
た
い

だ
か
ら

 
蓮
 

ら

よ

れ
る

だ
ろ

 
バ
キ
ン

 
何
か
が
壊
れ
る
音
が
す
る

そ
の

間
体
に
力
が
み
な
ぎ

て
い
く

 
怠
惰

お

よ
う
や
く
か

だ
が
も
う
時
間

れ
だ

楽
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に
な
り
な
よ
も
う
さ

怠
惰
の
ま
ま
に
楽
に
な

 
ち
ま
い
な
よ

念
と
か
思
い
と
か
全

か
な
ぐ
り

 
て
て
さ

 
蓮
 

れ

 
神
楽
に
力
を
纏
わ
せ
る

そ
し
て

 
蓮
 

五

 

狐

斬

 
怠
惰

だ
り

な

 
神
楽
を

る
い
怠
惰
へ
と
斬
り
か
か
る

だ
が
ま
た
手
の

で
弾
か
れ
る
が
そ
れ
で
も

る
い

続
け
る

す
る
と

 
怠
惰

 
怠
惰
か
ら

り
が
見
え
始
め
た
の
を
見
逃
す
わ
け
が
な
い

 
蓮
 

で

 
高

で
の
斬

で
一
気
に

倒
し
そ
し
て

 
ザ
シ

 
怠
惰
の

を

断
し
た
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怠
惰

 
そ
し
て
そ
の
ま
ま
斬

て
か
ら
一
気
に
神
楽
を
地
面
へ
と
刺
し

 
蓮
 

嘘
技
 
化
か
し
狐
だ
ま
し

 
バ

ン

 
手
に
気
を
纏
わ
せ
怠
惰
の

の
目
の
前
で

だ
ま
し
を
か
ま
す
と
光
が
破
裂
し
目
を

い
光
が

襲
い
か
か
る

そ
し
て
あ
ま
り
の

の
不
意

ち
に
つ
い
て
い
け
な
か

た
の
か

 
怠
惰

が

目
が

 
上
手
く

ま
せ
れ
た
み
た
い
だ

す
ぐ
に
体
を
回
転
さ
せ

手
に

を

て

 
蓮
 

で
り

 
ガ
ン

 
怠
惰

う
が

 

で
見
事

に
ク
リ

ン
ヒ

ト
さ
せ
怠
惰
は
吹

飛
ば
さ
れ
る

を
投

神
楽
に

先

を
飛
ん
で
い
く
怠
惰
へ
と
向
け
て

 
蓮
 

狐
 

の

 

を
バ

に
し
怠
惰
へ
と
突

込
み
怠
惰
の
心

め
が
け
て
怠
惰
へ
と
突
進
し
そ
し
て
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ザ
シ

 
心

を

き
岩
の

へ
と

き
つ
け
る

 
怠
惰

が
は

 
刀
を
引
き

き

分
は
数
歩
後
ろ
へ
と
下
が
り
見
た

溜
ま
り
に
映
る

分
の

を

 
蓮
 

ご
れ
ば

 
理
久
兎
と
戦

た

に
千
の

力
で
な
れ
た
あ
の
狐
の

に
な

て
い
た

だ
が

 
蓮
 

ご

ご

は

 
心

が
痛
い

怠
惰
の

ケ

ト
を

ろ
う
と
し
た
そ
の
時
立
ち
く
ら
み
が
襲
う

も
う
力
が

ら
な
い

と
す
る
意
識
の
中
で

分
は
地
面
へ
と
倒
れ
る
の
だ

た

そ
の
数

後

 
怠
惰

が
は

は

あ
ぶ

後
数

ず
れ
て
ら

 
マ
ジ
死
ん
で
た
わ

追
い
込
ま
れ
た
狐
は
ジ

カ

 
ル
よ
り
狂

て
の
は
こ
の
事
か

 

た

手
で

を

り
だ
し

を

で
開
け

を

り
出
し
て

 
怠
惰

お
め
で
と
う

合
格
だ
蓮

そ
れ
と
聞
い
て
な
い
と

 
思
う
が
言

て
は
お
く
死
に
は
し
な
い
け
ど
な
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そ
う

き
怠
惰
は

分
の

に

を

む
こ
む

蓮
に
解

を

え
る
と
思

た
か

こ
れ

は
た
だ
の

痛
に
聞
く
整

の

フ

ル
ミ
ン
な
ん
だ
か
ら
解

分
な
ん
て
あ
る

な
い

だ
ろ

 
怠
惰

だ
が
痛

な
本
当
に
よ

 
倒
れ
る
蓮
を

で

ぎ

を
引
き
ず
ら
せ
な
が
ら
怠
惰
は
博
麗
神
社
へ
と
帰
る
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
引
き
ず
り
な
が
ら
で
す
が
今
回
は
こ
こ

 
ま
で

え

蓮
は
死
ん
だ
の
か

て

な
わ
け

 
な
い
で
す
よ

元
か
ら
死
ぬ

で
は
な
く
た
だ

 
に
ド

の
方
々
が
痛
み
が
欲
し
い
と
い
う

望
の

 
元
に

た

な
ん
で
す
か
ら

や

々
に

 
激
痛
を
走
ら
せ
ま
す
が
命
に
は
別
状
は
あ
り
ま
せ

 
ん
よ

そ
れ
に
解

を

て
も

ん
で
も
す

 
ぐ
に

く
わ
け
な
い
じ

な
い
で
す
か

そ
の
前
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に
死
に
ま
す
よ

 
蓮
 

す

す

 
怠
惰

お

と
話
が
過
ぎ
ま
し
た

そ
れ
で
は
今
回
は
こ
こ

 
ま
で

ま
た
次
回
も
お
願
い

し
ま
す

そ
れ
で
は

 
ま
た
次
回

サ
ラ
バ
で
す
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第
２
１
８
話
 
千
の
夢

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

朝

時
に

た
結
界
な
ん
と

後

時
に
目
が
覚
め
て
し
ま

た
怠

惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

明
ら
か
に
こ
れ
は

バ
イ
で
す

時
間
を
修
正
し
な
く
て
は

失

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
う

す
ら
と

動
す
る
景
色
が
目
に
映
る

分
の

は
地
面
に
当
た
り
ず
る
ず
る
と
引
き
ず

ら
れ
て
い
る

を
見
る
と
怠
惰
が

分
の

を
組
な
が
ら

動
し
て
い
た

 
蓮
 

怠
惰

さ
ん

 
怠
惰

起
き
た
か
も
う
少
し
で
着
く

 
何
が
着
く
と
い
う
の
だ
ろ
う
か

そ
う
し
て
林
か
ら

け
る
と
博
麗
神
社
が
目
に
映
る

外
に

霊
夢
や
魔
理
沙
に

と
い

た

が
い
た

 
怠
惰

お

い
帰

た

 
霊
夢

あ
ん
た
今
ま
で
何
処

て

蓮
そ
れ
に
あ
ん
た



 第２１８話 千の夢

 

が

 
霧
雨

お

お
い

大

か
よ

見
事
に

断
さ
れ
ち

 
ま

て
よ

 

を
あ

て
怠
惰
の

を
見
る
と

に
血
が
つ
い
て
い
て
そ
こ
か
ら
先
に
あ
る
べ
き

が
な

か

た

そ
し
て
怠
惰
は
何

か

リ
と
笑
う
と

 
怠
惰

は
は
は

未
来
に

け
て
き
た

 
と

何
処
か
で
聞
い
た
こ
と
の
あ
る
発
言
を
言
う

 

何
処
の
四

で
す
か

 
怠
惰

う
よ

そ
れ
と
こ
い
つ

い
ん
だ
け
ど

で
も

 
良
い
か
ら

て
く
ん
な
い

 
霊
夢
と
魔
理
沙
が

分
へ
と

け

り

を

て

え
て
く
れ
る

怠
惰
は

た

で

ケ

ト
を
ま
さ
ぐ
り

 
怠
惰

あ

た
あ

た

よ

と

  

色
の

体
が

た
注
射

を
無
く
な

た

に
射
す

す
る
と
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怠
惰

が

あ
が

 
グ
ジ

グ
ジ

グ
ジ

ジ

 
あ
り
得
な
い
光
景
を
目
に
す
る

無
く
な

た

が

々
に
と
再
生
し
元
の

へ
と
戻

た

そ
し
て
生
え
た

手
を
グ

パ

し
て

 
怠
惰

実

は

で
も
使
え
る
け
ど
や

 
り
痛
み
は
と
ん
で
も
な
い
か

 
霧
雨

ば

化
け
物

 
霊
夢

あ
ん
た
狂

て
る
わ
よ

 
怠
惰

れ
だ
よ

れ

そ
れ
に

 
と

言

て
い
る
と
千
が

方
へ
と

け

て
く
る

 
千
 

怠
惰
よ
遅
か

た
の

大

か

 
怠
惰

あ

大

だ
よ

そ
れ
よ
り
も

い

 
そ
う
言
い
フ
ラ
フ
ラ
と
博
麗
神
社
の

屋
へ
と
行
く
と

 
怠
惰

少
し

ら
せ
て

し
て
マ
ジ
で

い
ん
だ
よ
後
そ

 

ち
は
仕
上
が

て
る
か
ら
そ

ち
も
休
ま
せ
て
や
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て
く
れ

 
そ
う
言
い
怠
惰
は

屋
へ
と

て
い

た

 
霊
夢

あ
ん
た
こ
こ
ま
で
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な

て
て
い
う
か
何

 
や
ら
せ
た
の
よ

 
千
 

怠
惰
の
特
訓
じ

が
ま
た
の
名
を
命

け
の
試

 

と
も
言
う
べ
き
か
の
そ
や
つ
に

を
注

し
怠

 
惰
の

つ
解

を

う
と
い
う
ま
さ
に
命

け
の

 
試

じ

よ

 
霧
雨

お
い
そ
ん
な
事
を
さ
せ
れ
ば

ら
な
ん
で
も

 
霊
夢

そ
れ

あ
ん
た
が

し
た
特
訓
か
し
ら

 
千
 

そ
う
じ

は
あ
る
か

 
と

千
は
言
う

分
は
霊
夢
達
を
見
る
と
目
が

対
心
を

く
よ
う
な
目
を
し
て
い
た

 
霊
夢

分
狂

て
る
わ
あ
ん
た
も

 
霧
雨

 

す
み
ま
せ
ん
が
少
し
幻
滅
し
ま
し
た
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そ
う
言
い

分
を

れ
て

屋
へ
と
向
か

て
い
く

後
ろ
を

り
向
く
と
千
は
少
し
悲
し
そ

う
な
目
を
し
て
い
た
そ
れ
が

か
ら

れ
な
か

た

そ
う
し
て

分
は

に

か
し
つ
け
ら
れ

た
の
だ

た

そ
し
て
ま
た

分
は
真

白
な
世
界
に
い
た

 
蓮
 

ま
た
夢
の
世
界

 
晴
明

え

 
蓮
 

晴
明
さ
ん

 
ま
た
定
番
の
よ
う
に
晴
明
が
い
た

そ
し
て

リ
と

笑
み

 
晴
明

貴
方
も

狐
化
が
使
え
る
よ
う
に
な

た
の
で
す

 
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
蓮
 

い
え

分
怠
惰
さ
ん
が
あ
ん
な
特
訓
を
し
て
く

 
れ
な
か

た
ら
使
え
な
か

た
と
思
い
ま
す
し

 
そ
れ
に
気
に
な
る
ん
で
す
何
で
龍
神
様
い
え
千
さ
ん

 
は
怠
惰
さ
ん
を

う
の
か
な

て
不
思
議
な
ん
で
す

 
よ

 
あ
の
特
訓
を
考

し
た
の
は
怠
惰
な
の
は
明
白
な
の
だ
が
何

千
が

た
の
か
不
思
議
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だ

た

晴
明
は

に
手
を
当
て
て

 
晴
明

夢
な
ら
も
し
か
し
た
ら
介

出
来
ま
す
か

気
は
引

 
け
ま
す
が

も
気
に
な
り
ま
す

蓮
も
し

な
ら
ば

 

め
ま
す
が

 
蓮
 

い
え
共
犯
に
な
り
ま
す
晴
明
さ
ん

 
晴
明

そ
う
で
す
か
な
ら
行
き
ま
す
よ

 
そ
う
言
う
と

り
の
景
色
が
変
わ
る

真

な
血
の
色
の
よ
う
な
空
に

し
た

に

い

や
黒
い

を

た
怪
し
い
教

更
に
は

に

く
子

と
見
て
い
て

絶
な
世
界

だ 
蓮
 

晴
明
さ
ん
こ
れ

て
龍
神
様
の
夢
で
す
か

 
晴
明

え

そ
の

で
す
が

 
ド

ン

 

発
音
が

く

音
の
し
た
方
を
向
く
と
そ
こ
に
は
真

白
な
城
か
ら

が
上
が

て
い
た

分
と
晴
明
は
お

い
に

き
城
へ
と
行
く
と
そ
こ
で
は
無
数
の
天
使
達
を
相
手
に
す
る
者
が

人
い
た

に

が
生
え

を

ば
た
か
せ
る
者
達

に
限

て
は
怠
惰
と

て
い
た

ら
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く
こ
の
者
達
は
悪
魔
だ

 
晴
明

こ
れ
は
戦

 
蓮
 

晴
明
さ
ん
中
に
行

て
み
ま
せ
ん
か

 
晴
明

え

 
晴
明
と
共
に

が
開
い
て
い
る
所
か
ら
中
へ
と

り

へ
と
進
む

そ
し
て
大
き
な

を
開
き

見
る
と
そ
こ
に
は

 
蓮
 

あ
れ

て
龍
神
様
に

怠
惰
さ
ん

 
晴
明

ま
さ
か
龍
神
様
と
戦

て

で
も
今
の
光
景
を
見

 
て
る
と
と
て
も

 
そ
の
通
り
だ
こ
の
光
景
か
ら
は
ま

た
く
今
の
状

に
な

た
等
と
と
て
も
想

も
で
き
な

い

そ
れ
に
怠
惰
が
着
て
い
る

は
軍

つ
ま
り
こ
の
時
代
は
戦

の
時
代

そ
し
て
魔
理
沙
と

の
話
で
の
神
魔
大
戦
を
思
い
出
す

怠
惰
は
第
一
次
に
は
出
て
い
な
い
と
言

て
い
た

つ
ま
り

目
の
前
の
戦
い
は
第
二
次
神
魔
大
戦
と
い
う
事
だ
ろ
う

 
晴
明

で
す
が
あ
の
龍
神
を

倒
し
て
る

 
蓮
 

怠
惰
さ
ん

て
一
体
何
者
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と

言

て
い
る
と
突
然
変
異
目
の
前
は
真

白
に
な
り
元
の
場
所
へ
と
戻
る

 
晴
明

ど
う
や
ら
夢
の

が
目
覚
め
て
て
し
ま

た
み
た
い

 
で
す

そ
れ
と
蓮

分
か

て
く
だ
さ
い

あ
の

 
状

狐
化
に
な
る
に
は
限
界
に

達
し
そ
れ
を
破

 
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
そ
こ
は
分
か
り
ま
す

 
蓮
 

は
い
今
な
ら
何
と
な
く
怠
惰
さ
ん
が
や

た
意
図
が

 
分
か

た
気
が
し
ま
す

 
晴
明

な
ら
良
か

た
さ

も
う
じ
き
時
間
で
す
お
行
き
な

 
さ
い
蓮

 
蓮
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
晴
明
さ
ん

 
そ
う
言
う
と
目
の
前
は
暗
く
な
る

そ
し
て
目
を
開
け
る
と
博
麗
神
社
の
天

が
写

た

布

の

を
見
る
と
霊
夢
が

分
の
体
を

に
し
て

て
い
た

 
蓮
 

霊
夢

 
霊
夢

ん
ん
ん

蓮

起
き
た
の

 
蓮
 

ん

う
ん
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何

に
そ
こ
ま
で

く
の
だ
ろ
う
か

だ
が
不
思
議
な
事
に
体
が

い
し
痛
み
も
不
思
議
な
事

に

え
て
い
た

だ
が
そ
れ
よ
り
も
や
る
こ
と
が
あ
る

 
蓮
 

霊
夢

龍
神
様
や
怠
惰
さ
ん
の
事

て

い

 
霊
夢

い
よ
あ
ん
た
だ

て
あ
ん
な
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な

 

て
し
か
も
後
少
し
で
命
が
な
く
な

た
か
も
し
れ

 
な
い
の
よ

い
に
な
る
に
決
ま

て
い
る
わ
よ

 
蓮
 

だ
け
ど

そ
れ
は

が
や
り
た
い

て
言

て

 
や

た
ん
だ
よ
そ
れ
に
龍
神
様
が
あ
の
特
訓
を
考

 
し
た
ん
じ

な
い
考

し
た
の
は
怠
惰
さ
ん
だ
よ

 
霊
夢

じ

あ
何
で

奴

た
の
よ

 
蓮
 

分
な
に
か
し
ら
の

が
あ
る
ん
じ

な
い
か

 
な
怠
惰
さ
ん
に

 
夢
で
の
事
は
今
回
は
話
さ
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
思

た

話
し
た
と
な
る
と

ら
く

は
混

乱
す
る
だ
ろ
う
と
思

た
た
め
だ

 
蓮
 

と
り
あ
え
ず
龍
神
様
の
所
に
行
こ
う
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霊
夢

で
も

奴
に
言

ち

た
わ
よ
狂

て
る

 
て

 
蓮
 

な
ら

る
気

ち
を

て
い
こ
う
よ

 
霊
夢

知
ら
な
い
わ
よ
ど
う
な

て
も

 
蓮
 

う
ん

 
そ
う
し
て

屋
を
出
て

分
と
霊
夢
は
龍
神
の
元
へ
と
行
く
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
狗
神

な

お
前
は
本
当
に

格
外
だ
ろ

 
怠
惰

何
を
今
さ
ら

 
鈴

と
か
は
な
い
ん
だ
よ

 
怠
惰

な
い
よ

だ

て
あ
れ
は
元
々
は
ド

の

望
の
元

 
に

て
そ
こ
か
ら
先
は

問
ア
イ
テ

と
し
て
使

 

た
な
ん
ち

て
激
痛

だ
も
ん
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神
楽

と
い
う
か
怠
惰
さ
ん
そ
の

と
か

て

 
怠
惰

あ

活
性
化
さ
せ
て
再
生
さ
せ
た
だ
け
だ
よ

 
ま

を
使
う
か
ら

命
も
少
し

ま
せ
る
け
ど

  
狗
神

お
前

命
を

め
て
大

な
の
か
よ

 
怠
惰

平
気
平
気

そ
れ
に
関
し
て
は
秘
策
は
あ
る
か
ら
さ

 

分
あ

ち
の
小
説
が

え
る
前
か
ら
見
て
く
だ
さ

 
る

者
様
な
ら
分
か
る
は
ず
時
に
は
千
ち

ん
に

 
や
さ
れ

に
な
り
時
に
は
斬
首
さ
れ
ゆ

く
り
に
な

 

て
も
復
活
を

て
る
ん
だ
か
ら

 
鈴

 
狗
神

お
前
本
当
に
生
物
か
よ

 
神
楽
 

 
怠
惰

さ

ど
う
だ
ろ
う

そ
こ
は
空
想
で
も

く
ら
ま
せ

 
て
よ

え
を
教
え
る
の
は

だ
か
ら

そ
れ
で
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は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
鈴

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く

 
神
楽

そ
れ
で
は

者
様
方

 
狗
神

ま
た
な
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第
２
１
９
話
 
昔
話

 
こ
ん
ば
ん
わ

者
様

一

も
す
る
事
が
出
来
な
か

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

ま
さ
か
深

夜
遅
く
に
実
況
者
様
の
生
放

が
あ
る
と
は

つ
い
つ
い
見
て
い
た
ら

時
ぐ
ら
い
に
な

て
い
ま
し
た

あ
れ
は

ル
い

失

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 

分
と
霊
夢
は
縁

を
歩
き
龍
神
の
い
る

屋
へ
と
来
る

し
か
し
霊
夢
の

は

か
な
い

先
程
に
聞
い
た
話
だ
と
キ
ツ
イ
事
を
言

て
し
ま

た
と
言

て
い
た
た
め
そ
の
せ
い
か

る
の

を

て
い
る
感
じ
が
し
た

 
蓮
 

る
よ

 
霊
夢

う

う
ん

 
蓮
 

失

し
ま
す

 

分
と
霊
夢
は

屋
へ
と

る
と
そ
こ
で
は

 
怠
惰

わ

い



 第２１９話 昔話

 
千
 

こ
れ

し

か
り
や
ら
ぬ
か

 
怠
惰

良
い
よ
な

す
る
だ
け
な
ら
さ

こ

ち
は

 

か
ら
の

時
間
し
か

て

ん
だ
か
ら
な

 
ち
く
し

う
め

 
怠
惰
は
試

管
を

て
何
か
を
し
て
い
て
千
は
あ
く
び
を
す
る
怠
惰
を

て
い
た

す
る

と
千
は

分
達
に
気
が
つ
く

 
千
 

起
き
た
か
そ
れ
に

 
霊
夢

悪
か

た
わ
よ
昨
日
キ
ツ
イ
事
を
言

て

る
わ

 
千
 

い
や
良
い
ん
じ

よ

 
霊
夢

も
し

じ

な
か

た
ら
教
え
て
く
れ
な
い
何

 
で
あ
ん
た
は
そ
い
つ
を

た
の
よ

聞
い
た
話
だ

 
と
そ
い
つ
が

し
た

て
話
じ

な
い

 
蓮
 

あ

あ
ま
り
そ
ん
な
事
を
言
う
の
は

 
流
石
に
失

だ
ろ
う
と
思
い
霊
夢
を

め
よ
う
と
す
る
と
怠
惰
は

た
そ
う
な
目
で

方
を
見

て
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怠
惰

何

千
ち

ん
そ
ん
な
こ
と
し
た

あ
の
さ

君

 
が

を
引

張
る
ん
だ
か
ら
そ
ん
な
無
様
な
事
を
し

 
ち

メ
で
し

 
千
 

じ

て

そ
な
た
が
悪
く
言
わ
れ
る
の
が

な
の

 
じ

怠
惰
は

わ
れ
て
も
良
い
の
か

 
怠
惰

も
う

れ
た
よ
そ
ん
な
の
そ
れ
に

わ
れ
て
な
ん

 
だ
よ
だ
か
ら
こ
そ

が

れ
仕
事
を
し
て
る
ん
だ
ろ

 
お
前
が

れ
仕
事
を
す
る

な
ん
て
な
い
ん
だ
よ

 
分
か
る

 
千
 

し
か
し

シ
は

 
千
は

い
た

怠
惰
は

れ
な
が
ら

を

く

つ
ま
り
千
が
あ

言

た
理

は
た
だ

に

怠
惰
が
こ
れ

上

わ
れ
る
の
を

ぐ
た
め
と
い
う
事
だ
ろ
う

 
怠
惰

や
れ
や
れ
も

と

を
張

て
し

ん
と
し
ろ
よ
そ

 
う
で
な
い
と

は
引

張
れ
な
い
よ

 
千
 

う

う
む
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怠
惰

と
言

て
も
あ

で
も
張
る

も
無
い

タ
ン
か

 
悪
い
悪
い
そ
し
て
無

タ
ン

 
千
 

 

ン

 
怠
惰
の
悪

ざ
け
に
キ
レ
て
千
は

発
怠
惰
の

を
ぶ
ん

る
と
怒
り
な
が
ら

屋
を
出
て

い

た

 
怠
惰

い
て

た
く
よ

だ
が
お
前
は
そ
う
で
な
い
と

 
こ

ち
が
落
ち
着
か

よ
な

 
蓮
 

え

 
一

だ

た

は
セ
ク
ハ
ラ
な
よ
う
な
気
が
し
た
が
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
怠
惰
か
ら

理
久
兎
と

じ
よ
う
な

気
を
感
じ
た

特
に
こ
の

た
ら
し
い
所
と
か
が

 
霊
夢

あ
ん
た
色
々
と
最

よ
そ
れ
と
セ
ク
ハ
ラ

 
怠
惰

ア
ハ
ハ
ハ

だ
け
ど
あ
れ
ぐ
ら
い
言
わ

と

奴

 
は
元
気
に
な
ら

し
立
ち

ら

よ

 
霊
夢

き
合
い
は
⻑
い
の
よ
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怠
惰

ま

な

て
か
そ
れ
よ
り
も
お
前
ら
さ

さ
と
こ

 
こ
か
ら
出
て
い
き
な
よ
こ

ち
は

の

合
中
何
で

 
な
気
が
散
る
し
千
ち

ん
も
い
な
く
な

た
か
ら
そ

 
の
間
に
終
わ
ら
せ
た
い
ん
で
な

ら
出
て

た

 
そ
う
言
い
怠
惰
に
縁

ま
で

さ
れ
る
と

子
を
閉
じ
ら
れ
た

そ
し
て
す
ぐ
の
縁

で
千
が

座

て
い
た

 
蓮
 

龍
神
様

 
霊
夢

あ
ん
た

て
ど

か
行

た
と
思

た
け
れ
ど
意

 
外
と

 
千
 

ん
怠
惰
の
真
意
ぐ
ら
い
分
か
る
わ
い

そ
れ
と

 
そ
な
た
達
に
は
迷

を
か
け
た
か
ら
の

せ
め
て
も

 
の

い
じ

昔
話
を
し
た
い
聞
い
て
く
れ
る
か

 
霊
夢

良
い
わ
よ
龍
神
の
昔
話

て
何
か
ご
利

あ
り
そ
う

 
だ
し

 
蓮
 

聞
い
て
み
た
い
で
す
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分
と
霊
夢
は
縁

へ
と
座
る
と
千
は

を

笑
ま
せ
な
が
ら
昔
話
を
語
り
始
め
た

 
千
 

昔
々
の
話
じ

大
き
く
て
真

白
の
お
城
そ
し
て
大

 
き
な

に

ま
れ
て
生
活
し
て
お
る
お
姫
様
が
お

 
た
お
姫
様
に
は

親
と
も
言
え
る
女
性
が
お
り
そ
の

 
女
性
の
愛
情
を
注
が
れ
な
が
ら
生
活
を
し
た
そ
ん
な

 
時
じ

た
そ
の
少
女
は
書
物
な
ど
で

と
い
う
の

 

れ
を

き

の
外
に
出
た
い
と
い
う
思
い
が

発

 
し
た
そ
の
た
め
こ

そ
り
と
出
る
こ
と
に
し
た
し
か

 
し
そ
こ
は
少
女
が
想

し
た

と
は

た
ん
じ

 
さ
て
そ
れ
は
ど
ん
な

じ

た
と
思
う

 
と

い
き
な
り
話
を

て
き
た

ど
ん
な

と
は
言
わ
れ
て
も
返

に

る

 
霊
夢

う

ん

ら
く
そ
の
少
女
は
色
々
と

女
と
考
え

 
て

麗
で
活
気
の
あ
る

と
か
思

て
い
た
と
か
か

 
し
ら

 
千
 

バ
リ
な
正
解
じ

が

ず
か
し
い
の

ン
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そ
し
て
言
う
と
お
り
そ
の

は
想

と
は

て
し
な

 
い
程
に

れ
お

た
し
か
も

人
達
は

し
て
お

 

た
そ
し
て
そ
ん
な
中
じ

た
少
女
は
迷
子
に
な

 

た
ん
じ

が

人
の
男
い
や

人
と
出
会

た
ん

 
じ

よ

 
蓮
 

人

 
千
 

う
む
少
女
は
そ
の

人
に
す
が

た
道
を
教
え
て
く

 
れ
と

し
か
し
そ
の

人
は
ど
う
し
た
と
思
う

 
そ
や
つ
無

し
て
い
な
く
な
ろ
う
と
し
た
ん
じ

 
じ

が
少
女
も
何
と
か
食
い
下
が
り
道

内
を
し
て

 
も
ら

た
そ
し
て
道
中
で
こ
の

の

状
を
知

た

 
ん
じ

よ
何
せ

し
ん
で
い
る
理

は
そ
の
少
女
い

 
や

親
の
よ
う
な

で
あ
る
女
性
が
原
因
じ

 
た
ん
じ

そ
し
て
少
女
は
家
へ
と
帰
り

し
た
ん

 
じ

し
か
し
そ
れ
ら

の
原
因
は

人
の
大

者
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が
原
因
と
教
え
込
ま
れ
た
ん
じ

そ
し
て

対
者
で

 
あ
る
大

君

人
が
城
へ
と

め
て
き
た
そ
し
て
少

 
女
は
出
会

た
ん
じ

よ
道

内
を
し
て
く
れ
た
男

 
と
の
う
そ
し
て
少
女
と
男
は
戦

た
ん
じ

 
龍
神
の
話
を
聞
い
て
思
い

く
事
が

つ
だ
け
あ
る

そ
れ
は
あ
の
夢
で
見
た
こ
と
だ

真

白
な
城
に

す
る

そ
し
て
龍
神
と
怠
惰
が
戦

て
い
た
あ
の
夢
と
話
し
て
い
る
事
が
一

し

て
い
る

 
蓮
 

そ
れ
で
そ
の
後
は
ど
う
な

た
ん
で
す
か

 
千
 

激
闘
の

に

親
と
思

て
お

た
女
性
と

人
の

 
大

者
の
ボ
ス
が
決
着
が
つ
か
ず
で
降
り
て
き
た
ん

 
じ

じ

か
ら
こ
そ
少
女
は

親
と
思

て
お

 

た
女
性
か
ら
真
実
を
聞
い
た
ん
じ

そ
れ
は

分

 
達

外
は
全
て
の
生
あ
る
者
達
が
家

で
あ
る
と
い

 
う
事
を
少
女
が

じ
て
き
て
い
た
者
は
全
て
が
幻
で

 
あ

た
目
に
映
り

で
聞
こ
え
る
も
の
が
全
て
真
実
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で
あ

た
と
気
づ
い
た
知
ら
な
か

た
と
は
い
え

 
を

し
み
て
い
た
事
を

い
た
ん
じ

そ
し
て
少
女

 

を

お
う
と
考
え
た

に

親
の
よ
う
な

で

 
あ

た
女
性
を
殺
し
た
ん
じ

の
心
の

を

い

 
た
ん
じ

よ

 
霊
夢

そ
の
少
女
は
死
ん
だ
の

 
千
 

う
む
そ
の
少
女
も

う
べ
く
最
後
は
大

者
の

人

 
で
あ
る
男
に
介

を
頼
み
最
後
は
死
ん
だ

 
と
語

た

だ
が
そ
の
最
後
は
間

て
い
る

何
せ
死
ん
だ
は
ず
の
者
な
ら

分
達
の
目

の
前
に
は
い
な
い
の
だ
か
ら

 
蓮
 

龍
神
様
そ
れ
は

で
す
よ

だ

て
そ
う
し
た
ら

 
こ
の
世
界
は

さ
れ
て
ま
せ
ん
よ

 
霊
夢

え

ど
う
い
う
事
よ

 
蓮
 

だ

て
こ
の
世
界
は
龍
神
が

し
た
な
ら
何
処
に

 
そ
の
龍
神
の

写
が
あ
る
の

そ
し
て
考
え
て
み
て
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霊
夢

龍
神
様
は
最

に
昔
々

て
言

た
ん
だ
よ

 
つ
ま
り
昔
々
そ
れ
は
こ
の
世
界
が

さ
れ
る
前
つ

 
ま
り
時
代
的
に
は

ら
く
怠
惰
さ
ん
が
言

て
い
た

 
第
二
次
神
魔
大
戦
の
時
代
そ
う
考
え
る
と
辻

が
合

 
う
ん
で
す
よ

ど
う
で
す
か
龍
神
様

 
霊
夢

あ
ん
た
探
偵
か
何
か

 

う
よ

精
々

ト
ソ
ン

ま
り
だ
ろ
う

シ

ロ

ク
は
霊
夢
に

り
た
い

そ
し
て
千

は
楽
し
そ
う
に
笑
う

 
千
 

見
事
じ

な
そ
う

実

は
こ
の
通
り
生
き
て
お

 
る

結
局
そ
の
男
は

シ
を

護
し
た
ん
じ

よ

 
じ

が
死
ん
だ
と
い
う
言

は
間

て
は
お
ら
ぬ

 
過
去
の

分
を
殺
し
過
去
の

を

負

て

シ
は

 
今
も
生
き
て
お
る
か
ら
の

 
霊
夢

じ

あ
そ
の
大

人

て
ま
さ
か
そ
れ

て

 
千
 

う
む

屋
に
隠

て
お
る
怠
惰
じ

よ
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霊
夢

や

り

 
ど
う
や
ら
怠
惰
と
は
そ
こ
で
知
り
合

た
み
た
い
だ

つ
ま
り
千
に
と

て
新
た
な
生
を
く
れ

た
怠
惰
は

人
と
い
う
事
な
の
だ
ろ
う

 
千
 

話
が
過
ぎ
た
の
そ
ろ
そ
ろ

が
帰

て
く
る
次
の

 

を
出
し
た
い
し
の
と
り
あ
え
ず
怠
惰
を
呼
ん
で
く

 
る
か
ら
縁

に
集
合
を
頼
む

そ
れ
で
は
の
少
年

 
に
少
女
よ

 
千
は
立
ち
上
が
り
怠
惰
の
い
る

屋
へ
と
向
か

た

 
蓮
 

い
話
だ

た

 
霊
夢

そ
う

 
そ
う
霊
夢
と
言
い
合

て
い
る
と
怠
惰
の
い
る
で
あ
ろ
う

屋
か
ら

 
千
 

貴
様

て
お

た
な

 
怠
惰

う
る
さ
い
な

か
せ
て
よ

 
と
大
が
聞
こ
え
て
く
る

こ
れ
に
は
分
も
霊
夢
も
笑
い
し
か
出
来
な
か
た
の
だ
た
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怠
惰

で
は
で
は
今
回
も

 
千
 

貴
様
起
き
た
ん
じ

ろ
う
な

 
怠
惰

起
き
た
か
ら

ら
そ

ち
に
行

た
行

た

 
千
 

な

こ
ら

 
怠
惰

は

ま

た
く
あ

た
い

本
当
に

た
い

 
こ
こ
最
近
リ
ア
ル
で
も
こ

ち
で
も
不

で

い

 
た
ら
あ
り

し
ま
せ
ん
よ

 
千
 

あ

怠
惰

集
会
を
す
る
か
ら
来
る
ん
じ

 
怠
惰

え

マ
ジ
で
最
悪

ト

ち
き
し

 
う
め

で
は

者
様

行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

 
い
の
で
今
回
は
こ
こ
ま
で

ま
た
次
回
も
お
願
い

 

し
ま
す
そ
れ
で
は
サ
ラ

バ
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第
２
２
０
話
 
進
軍

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

ン
ス
ト
は
ま
た

ラ
ボ
す
る
の
か
と
思

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で

す

々

さ
ん
に

て
る
気
が
し
な
い

に
高

の
地
獄
を
知

て
し
ま

た
が

に

失

で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 

分
達
は
庭
へ
と
集
ま
る

そ
こ
に
は
紅
魔
館
組
や
永
遠
亭
組
に
命
蓮
寺
の
メ
ン
バ

だ

た

り
と

は
勢

い
だ

 
蓮
 

結
構
集
ま

た

 
霊
夢

そ
う

 
霧
雨

よ

蓮
め
ざ
め
た
か

 

蓮
さ
ん

 
話
し
て
い
る
と
魔
理
沙
と

が

け
て
く
る

ど
う
や
ら
心

を
し
て
く
れ
て
い
た
み
た
い

だ
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蓮
 

あ

え

と
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
か
な

 
霧
雨

何
が
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
だ
帰

て
き
た
時
に
お

 
前
が
怠
惰
に

れ
ら
れ
て
帰

て
き
た
時
ボ
ロ
ボ
ロ

 
だ

た
か
ら
正

た
ん
だ

 

無

し
す
ぎ
で
す
よ

 
蓮
 

ア
ハ
ハ
ハ
す
み
ま
せ
ん
で
し
た

 
面
目
な
い
限
り
だ

だ
が
こ
う
し
て
心

し
て
く
れ
る
の
は
少
し

し
か

た

 
天
子

ん
聞
い
て
は
い
た
け
ど
死
ん
で
な
か

た
の

 

貴
方

 
蓮
 

あ

天
子
さ
ん

 
不

な

を
し
て
天
子
も
や

て
来
た

見
た
感
じ
こ
の
集
ま
り
に
不

と
い

た
感
じ
な

の
も
あ
る
が
ま
だ
怠
惰
と
か
と
仲

り
も
出
来
て
い
な
さ
そ
う
だ

 
蓮
 

あ
の
や

り
怠
惰
さ
ん
と
仲

り
は

 
天
子

や

て
な
い
し
や
る
わ
け
な
い
で
し

う
が
正

 
あ

ち
か
ら

り
に
来
な
い
限
り
許
す
気
す
ら
な
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い
わ
よ

 

正

も
龍
神
様
達
の
意
見
に
は
つ
い
て
は

 
い
け
な
い
で
す

 
霧
雨

お
前
と
か
が
負

か
か
る
の
は
可
笑
し
い
し
な

 

人
的
に
は
仲

り
と
い
う
か
お

い
に

解
は
解
い
て
も
ら
い
た
い
も
の
だ

そ
の
た
め

分
は
本
当
の
事
を
話
そ
う
と
思

た

 
蓮
 

よ
け
れ
ば
聞
い
て
く
れ
る
か
な

 
霧
雨

ん

何
だ
よ
よ

 

何
で
し

う
か

 
天
子

下
ら
な
い
話
な
ら

 
霊
夢

そ
の
前
に
一
発

る
わ
よ

 
天
子

よ

 
そ
う
し
て

分
は
話
す
こ
と
に
し
た

分
が
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な

た
の
は

分
が
修
行
を
望
ん

だ
た
め
と
い
う
事
や
あ
の

人
の
本
来
の
性
格
だ

た
り
話
せ
る
こ
と
は
あ
り
の
ま
ま
全
て
話

す
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霧
雨

つ
ま
り
龍
神
は

奴
を

た
て
こ
と
か
そ
れ
に
よ

 
ま
さ
か
神
魔
大
戦
の
時
代
に
い
た
と
は
な

 

い
く
ら
昔
に

け
ら
れ
た
か
ら

て
そ
こ
ま
で
す
る

 
な
ん
て

で
す
が

 
天
子

龍
神
様
を
見
殺
し
に
し
よ
う
と
し
た

奴
な
ん
か
を

 

う
な
ん
て

 
天
子
は
見
殺
し
に
し
た
と
は
言
う
が
今
思
え
ば

ら
く
怠
惰
は
見
守

て
い
た
の
で
は
な
い
か

と
思
う

だ

て
本
当
に
見
殺
し
に
す
る
の
な
ら
千
は

か

分
達
も
見
殺
し
に
さ
れ
て
い
た
だ

ろ
う

そ
れ
に

地
で
聞
い
た

け
て
や
る
と
い
う

は

ら
く
怠
惰
が
発
し
た
と
な
れ
ば

分
の
考
え
は
あ

て
い
る
事
に
な
る
だ
ろ
う

 
蓮
 

だ
か
ら
思
う
ん
で
す
よ
龍
神
様
や
怠
惰
さ
ん
は
あ

 
は
言

て
い
ま
す
が
本
当
は

達
の
た
め
に
動
い
て

 
い
る
ん
じ

な
い
か

て
そ
れ
に
見
殺
し
に
す
る
の

 
だ

た
ら
今
頃

達
は
い
ま
せ
ん
よ

 
天
子

考
え

し
て
み
る
わ
よ
そ
れ
で
良
い
で
し

う
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霊
夢

そ
れ
を

達
に
い
わ
れ
て
も

 
と

話
し
て
い
る
と
千
が
縁

へ
と
立
つ

そ
の
後
ろ
に
は
怠
惰
も
立

て
い
た

 
千
 

さ
て
こ
れ
よ
り

戦
会
議
を
す
る

ま
ず

の

 
近
況
報
告
を
聞
き
た
い
ん
じ

が

 
千
が
そ
う
言

て
い
る
後
ろ
で
は
怠
惰
は
立
ち
な
が
ら

て
い
た

と
い
う
か
ど
ん
だ
け

い
ん
だ
よ
ま
だ

分
も
経
過
し
て
い
な
い
と
い
う
の
に

だ
が
そ
ん
な
の
は
放

て
お
き
代

者
と
し
て
レ
ミ
リ
ア

さ
と
り

永

聖
は
数
歩
前
へ
と
で
る

 
レ
ミ

ま
ず
紅
魔
館
は
修

も
終
わ

た
し
近

の
魔
物
も

 

方
は

け
た
わ
進
行
の
方
は
そ

ち
に

せ
て

 
あ
る
か
ら

 
さ
と

え

妖
怪
の
山
の
方
ま
で
進
行
は
進
み
ま
し
た

 
そ
し
て

ら
く
北
方
向
の
リ

で
あ
ろ
う

狛

 
さ
ん
は
天
狗
の
里
を

に
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま

 
す

上
で
す

 
聖
 

そ
れ
で
は

で
す

魔
法
の

⻄
の
方

に
関
し
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て
は
何
と
か
最
後
の
方
ま
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
そ
こ

 
で
魔
理
沙
さ
ん
の
話
だ
と
見
覚
え
の
な
い
と
い
う

 

見
つ
け
た
の
で
そ
こ
黒
さ
ん
は
い
る

で
す

 
そ
れ
と

気
は
未
だ
に
濃
い
の
で
ア
リ
ス
さ
ん
を

 
う
と
し
て

と
魔
理
沙
さ
ん
を

め
て
後

人
だ
け

 

行
を
お
願
い
し
た
い
で
す

か
ら
は
こ
れ
で
終
わ

 
り
で
す

 
永

そ
れ
じ

永
遠
亭
の

け
も
終
わ

た
か
ら

 

は

復
す
る

は
あ
る
け
ど
安
定
し
て

は

 
出
来
る
わ
そ
れ
と
て

達
や
ウ
ド
ン

に

を
し

 
て

て
分
か

た
け
ど
季

外
れ
で

陽
の
畑
で

 
ひ
ま
わ
り
が
大

生

し
て
い
る
ら
し
い
の
そ
れ
で

 

ら
く
だ
け
ど
今
の
耶
狛
は

に
対
し
て
の
終
着
が

 
あ
る
と
考
え
ら
る
わ
そ
こ
で
考
え
ら
れ
る
事
は
ひ
ま

 
わ
り
が
咲
き

る

陽
の
畑
が

と
考
え
て
い
る
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わ

か
ら
も

上
よ

 
と

こ
の

日
で
こ
こ
ま
で

は
進
ん
で
い
た

 
千
 

う
む
良
い

じ

そ
う
と
は
思
わ
ん
か
怠
惰
よ

 
怠
惰

貴
様

 

ン

 
怠
惰

ア

リ

 
ま
た
ぶ

飛
ば
さ
れ
数

先
ま
で
吹

飛
ん
で
い

た

や
は
り

り
て
は
い
な
い
み
た
い

だ 
千
 

ま

た
く

ン

そ
れ
で
は

戦
を
言
う

 
か
ら
の
心
し
て
聞
く
の
じ

地
の
ボ
ス
達
の

 
居
場
所
は
目

は
つ
い
た
ん
じ

こ
こ
で
こ
そ
で
王

 
手
を
か
け
る

北

東

に

す
る
狂

た

 
従
者
達
を
倒
し

り

け
て
で
も
こ
こ
へ

れ
て
く

 
る
の
じ

何
な
ら
手

の

の
数
本
で
も
折

た

 
と
し
て
も
そ
れ
で
も
構
わ
ん
か
ら
の

シ
の
バ
カ
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子
の
従
者
な
ら
ば
そ
れ
ぐ
ら
い
で
死
に
は
せ
ん
か

 
ら
の

そ
し
て
ど
ち
ら
に
向
か
う
に
せ
よ
各

で

 

は

る
の
じ

良
い
な

 
全
員

お

 

で
一

に

を
上

る

だ
が
千
の
言
う
通
り
本
当
に
手

の

を
数
本
折
ら
な
い
と

れ

て
く
る
の
は
大
変
そ
う
だ

し
か
し

分
は
何
処
に
行
け
ば
良
い
か
と
悩
む

 
霊
夢

蓮
あ
ん
た
も
北
に
来
な
さ
い
よ

 
蓮
 

え

 
霊
夢

正

な
話
だ
け
ど
北
は
魔
物
の
数
が

な
い
の
よ

 

狛
は

人
を

る
行
動
は
し
て
い
な
い
分
で
魔
物

 
の
数
が
言

た
通
り
で

く
て
手
伝

て
く
れ
な
い

 
か
し
ら

 
蓮
 

分
か

た
北
に
い
く
よ

 
そ
う
し
て

分
は
北
に
向
か
う
こ
と
が
決
定
し
た

に
は

 
霧
雨

な

パ

リ

こ

ち
に
来
な
い
か
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パ

何
で

な
の
よ

 
霧
雨

お
前
な
ら
話
し
や
す
い
か
ら
だ

そ
れ
に
よ
こ
れ

 
を
着
け
さ
せ
て
や
る
よ

 
魔
理
沙
は
怠
惰
か
ら

り
た

マ
ス
ク
を
見
せ
る

そ
れ
を
手
に

り
パ

リ

は
ま
じ

ま
じ
と
見
て
目
を

に
す
る

 
パ

良
い
わ
興

が
出
た
わ

 
霧
雨

決
ま
り
だ
な

 
こ
う
し
て
⻄
は
パ

リ

が
向
か
う
こ
と
が
決
定
し
た
の
だ

た

ま
た
一
方
で
は

 
永

妹
紅

陽
の
花
畑
に
妖
怪
は
い
る
か
し
ら

 
妹
紅

妖
怪

人
い
る
な
と
ん
で
も

奴
が

 

夜

そ
う

 
妹
紅

元
気

な
あ

何
時
も
は

だ
か
ら
か
悪
い
な

 

夜

 

夜

何
で
す

て

 
こ

ち
も
こ

ち
で
何
時
も
の
よ
う
に

い
を
す
る
の
だ

た

そ
し
て
数

先
で
は
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怠
惰

理
不

 
と

怠
惰
が

く
が
聞
く
も
の
は

も
い
な
か

た
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
こ
の
ぶ

と
ば
さ
れ
た
ま
ま
の

で
す
が

 

ん
で
く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
し
か
し
何

に

ら
れ
た
の
や
ら

本
当
に
こ
の

 
世
は
理
不

で
す
よ

本
当
に

 
千
 

お

い
怠
惰
戻

て
こ
ん
か
い

 
怠
惰

や
れ
や
れ

そ
れ
で
は

い
で
す
が
今
回
は
こ
こ

 
ま
で

ま
た
次
回
も
お
願
い

し
ま
す
そ
れ
で
は

 
者
様
ま
た
次
回

サ
ラ

バ



 第十七章 狂神降臨

 
第
２
２
１
話
 
各
々
の
進
軍

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

臨
時

が

た
の
で

を

お
う
か
な
と
考
え
て
し
ま

て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

や
る
な
ら

に
キ
ラ

一

で

や
り
た
い
な

と
思

て
い
た
り
し
て
い
ま
す

で
す
が

約

年
や
３

約

年
も
壊
れ
て
き
て
い
る
の
で
新
品
を

お
う
か
な
と
も
思

て
い
た
り
も
し
て
い
ま
す
悩
み

ま
す

い
た
い
も
の
が

い
と

そ
れ
と
今
回
絶
対
に
こ
い
つ

品
の

だ
ろ

と
言
う

ツ

ミ
が
あ
り
そ
う
で
す
が
ま
さ
し
く
そ
の
通
り
と
言

て
お
き
ま
す

そ
れ
で
は
そ
ろ
そ
ろ

本
編
へ
ど
う

 
蓮
た
ち
は
博
麗
神
社
か
ら
飛
び
各
々
の
場
所
へ
と
向
か
う

蓮
と
霊
夢
の
博
麗
組
は

の

事
紅
魔
館
か
ら
は
咲
夜
と
玲
音
が
守
矢
か
ら
は

そ
し
て
地
霊

か
ら
さ
と
り
と
お

が
北

と
な

た

そ
し
て
妖
怪
の
山
へ
と
続
く

道
で
は

 
霊
夢

レ
ミ
リ
ア
達
は
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咲
夜

お

様
は
館
に
い
ま
す
よ
本
来
な
ら
向
か
う

で
し

 
た
が
パ

リ

様
が
⻄
に
向
か
わ
れ
た
た
め
急

 

守
番
に

 
玲
音

は

宅

備
員
だ

 
お

え

 
そ
れ

に

ト
が
言
い

で
使
う

語
だ
ろ
と
思

た

だ
が
そ
れ
で
も
そ
れ
な
り
に
人

数
は

て
は
い
る
た
め
何
と
か
な
り
そ
う
だ

 
霊
夢

ど
う
せ
魔
理
沙
が
誘

た
ん
で
し

本
当
に
迷

 

よ

 
お

い
や
い
や

宅

備
員

て
え

 
蓮
 

ま

ま

と
り
あ
え
ず
先
へ
と
急
ぎ
ま
し

う
こ
こ

 
に
い
て
も
進
ま
な
い
の
で

 
さ
と

そ
の
意
見
に
は

で
す

お

も

か
に
し
な
さ

 
い

 
お

は
い
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な
ら
さ
さ

と
向
か
い
ま
し

う

 

の
一
言
で

分
達
は
一
歩
一
歩
と
妖
怪
の
山
を
登
り
な
が
ら
魔
物
を
退
治
し
て
ま
わ
る
の

だ

た

そ
し
て

は
代
わ
り
⻄
の
方

の
魔
法
の

で
は

 
パ

い

気

正

こ
れ
が
な
か

た
ら

達
魔
法
使

 
い
も
⻑
時
間
は
い
ら
れ
な
い
わ
よ

 
聖
 

本
当
で
す

こ
の

マ
ス
ク
を
で
し
た

け

 

利
で
す

 
霧
雨

い
や
普
通
の

マ
ス
ク

て
よ

ガ
ス
と
か
し
か

 

が
な
い
か
ら
な

 
と
常
識
的
な
事
を
話
し
つ
つ
も

や
林
を
く
ぐ
り

け
時
に
は

の

を

け
て
休

イ

ン
ト
の
魔
理
沙
ハ
ウ
ス
こ
と
霧
雨
魔
法
店
へ
と

り
着
く

 
霧
雨

な

れ
て
る
な
ら
休

す
る
が
大

か

 
聖
 

い
え
大

で
す
よ

 
パ

も
大

よ
今
日
は

子
い
い
の

 
霧
雨

そ
う
か

な
ら
先
に
進
む
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そ
う
し
て
ま
た
先
へ
と
進
む

を
飛
び
越
え
倒
れ
た
大

の
上
を
通
り
そ
う
し
て
次
な
る
休

イ
ン
ト
の
地

の
前
に

着
す
る

 
霧
雨

ま
た
休

イ
ン
ト
だ
が

 
聖
 

そ
う
で
す

な
ら
数
分
だ
け
休
み
ま
し

う
か

 
パ

そ
う

 
数
分
だ
け
地
面
に

け
休
む

す
る
と

 
魔
物

ガ

ア

 
魔
物
が
出
て
き
た

そ
い
つ
は

体
で
幽
霊
の
よ
う
に

は
な
く

手
に
は
⻑
い
マ
ス
ケ

ト

を

え
そ
し
て
真

黒
の

ト
を
着
て
鎖
が
ま
と
わ
り
つ
く
そ
の

に

は

で
隠
れ
て

い
る
が

目
だ
け
が
ギ

ロ
り
と

方
を

き
見
つ
め
る
人

の
怪
物
だ

た

 
霧
雨

ち

 
パ

こ
い
つ
は
強
い
の
か
し
ら

 
聖
 

知
り
ま
せ
ん
何
せ
こ
の
魔
物
と
は
戦
う
の
は

め
て

 
な
も
な
の
で

 
と
言

て
い
る
と
怪
物
は

手
の
マ
ス
ケ

ト

を
そ
の

体
に

合
わ
な
い

度
で
一



 第十七章 狂神降臨

で
構
え

射
し
て
く
る

 
バ
キ

ン

バ
キ

ン

バ
キ

ン

バ
キ

ン

 
霧
雨

何
だ
こ
い
つ

 
聖
 

つ

 
パ

を

射
し
て
き
た
わ

 

人
は

座
に

撃
を

け
る

す
ぐ
に
魔
理
沙
は
八

を

り
出
す
と

 
霧
雨

 
マ
ス
タ

ス
パ

ク

 

大
レ

ザ

を
魔
物
へ
と
放
つ
と
そ
れ
は
魔
物
に

弾
し
た

 

ン

 
霧
雨

へ
へ

ど
ん
な
も
ん
だ

い

 
し
か
し

ク
と
も
し
て
い
な
い
と
い

た
感
じ
な
の
か
平
然
と

い
て
い
た

 
聖
 

せ
い
や

 
ガ
ス

 
今
度
は
聖
の

り
が

へ
と
当
た
り
そ
い
つ
の
首
は
１
８
０
度
回
転
す
る
が

 

キ
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逆
１
８
０
度
回
転
で
首
が
元
に
戻

た

 
聖
 

 
パ

火

 
フ
ロ
ギ
ス

イ

ク

ラ

 
地
面
か
ら
大

の
火

が
上
が
り
魔
物
へ
と

撃
し
た

し
か
し

 
バ
キ
ン

 
パ

何
こ
い
つ

 
何
と
炎
は
一

で

た
の
だ

そ
し
て

か
れ
中
か
ら
怪
物
が
平
然
と
立
つ

そ
し
て

人
は
感
じ
た
明
ら
か
に
こ
い
つ
は
こ
れ
ま
で
の

魔
物
と
は

や
格
が

う
と

 
霧
雨

退

 
聖
 

で
す

 
パ

魔
理
沙

に

せ
て

 
魔
理
沙
達
は
全

力
で
逃

出
す

す
る
と
魔
物
は

手
の
マ
ス
ケ

ト

を

 
バ
キ

ン

 
発

を
し
た

そ
れ
が
合
図
か
の
よ
う
に
魔
理
沙
達
の
逃

場
を
な
く
す
か
の
よ
う
に
無
数
の

⻯

が
発
生
す
る



 第十七章 狂神降臨

 
霧
雨

ど
わ

 
パ

つ

 
聖
 

く

 
何
と
か
空
を
飛
び
⻯

を

け

シ

で
逃

る

ど
の
く
ら
い
逃

た
か
は
分
か
ら
な
い

が
何
と
か

け
た
み
た
い
だ

 
霧
雨

し
か
し
何
な
ん
だ
よ

奴

 
聖
 

分
か
り
ま
せ
ん
が
新
種
で
す

 
パ

で
も
何
と
か

け
た
ん
だ
し

く
目
的
地
に
行
き
ま

 
し

う

 
霧
雨

だ
な

 
そ
う
し
て
魔
理
沙
達
は
黒
が
い
る
で
あ
ろ
う

へ
と
向
か
う
の
だ

た

そ
し
て

は
代

わ
り

永

や

夜
と
鈴
仙
の
永
遠
亭
組
を

に
天
子
と

の
天
界
組
そ
し
て
妹
紅
と

萃
香
が
こ
ち
ら
の
組
と
な

て
い
る
が

 

夜

言
い
た
い
け
ど
何
で
こ
い
つ
と
戦
わ
な
い
と
い
け
な

 
い
の
よ
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妹
紅

そ
れ
は

の

だ

夜

  
ま
た
こ
の

人
は
い
が
み
合

て
い
た

そ
れ
を
見
て
天
子
や
そ
の

の
者
は

れ
中
に
は

 
萃
香

ハ
ハ
ハ
喧
嘩
す
る

ど
仲
が
良
い

 
と

楽
し
む
者
も
い
た

こ
れ
ら
を
見
て
天
子
は
少
し
不
安
に
思

た
の
か

 
天
子

こ
ん
な
の
だ
け
ど
大

か
し
ら

 

ど
う
で
し

う
か

し
か
し

女
達
は

で
は
不

 
不
死
み
た
い
な
の
で
戦
力
と
し
て
は

し
分
は
な
い

 
で
は
な
い
で
す
か

 
天
子

ん

 
鈴
仙

あ
の

姫
様
そ
ろ
そ
ろ

 
鈴
仙
の
言

を
聞
い
た

夜
は
不

な
が
ら
も

に
向
か

て

 

夜

ン

こ
れ
よ
り

戦
を
開
始
す
る
わ

目
的
は

 

地

還
そ
し
て
耶
狛
の

よ

そ
れ
か
ら
耶
狛

 
の

に
関
し
て
は
死
ぬ
気
で
い
え
殺
す
気
で
や
り
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な
さ
い
あ

見
え
て
耶
狛
も

の

を

ん
だ
不

 
死
者
よ
良
い
わ

な
ん
て
し
た
ら

メ
よ

 
数
人

お

 
数
人
が

夜
の
演
説
に

を
あ

る
が

 
妹
紅

何
で
お
前
が
仕

る
ん
だ
よ

 

夜

あ
ん
た
よ
り
人
徳
が
あ
る
か
ら
よ

 
ま
た
喧
嘩
を
始
め
た

す
る
と
永

が
や
れ
や
れ
と
い

た

情
で
前
へ
と
出
て

 
永

そ
れ
じ

行
く
わ
よ

 
と

言
い
永

達
も
向
か
う
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
狗
神

な

あ
の

の
風

だ
が

く
あ
れ
な
ん
だ
が

 
鈴

知

て
る
の

 
狗
神

あ

確
か
あ
い
つ
は
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怠
惰

お

と

タ
バ
レ
は
な
し
だ
よ

え
は
明
日
の

 
本
編
と
後
書
き
で
そ
の
紹
介
を
少
し
す
る
か
ら

 
神
楽

え

と
前
書
き
通
り
で
す
よ

 
怠
惰

ま
ん
ま

奴
は
こ
の
東
方
と
は
一

関
係
な
い
奴
で

 
は
あ
り
ま
す
が
正

な
話
で
滅

滅

強
い
と
い
う

 
の
は
事
実
と
は
伝
え
て
は
お
き
ま
す

ド
ロ

 
は
良
い
み
た
い
で
す
け
ど

 
狗
神

や

り
あ
れ
だ

 
怠
惰

で
は
ま

狗
神
さ
ん
が

え
を
言

て
し
ま
い
そ
う

 
な
の
で
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
神
楽

ま
た
次
回
も
お
願
い

し
ま
す

 
鈴

そ
れ
じ

あ

者
様

 
怠
惰

バ
イ
バ
イ
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第
２
２
２
話
 
⻄
組

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

つ
い
に

を

し
て
し
ま

た

怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

因
み
に

は
サ
バ
イ
バ

よ
り
も
キ
ラ

を
優
先
し
て

レ
イ
し
て
お

り
ま
す

や

り
追
い
か
け
る
の
は
楽
し
い
で
す

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
魔
法
の

の
最

て
そ
こ
は
魔
理
沙
や
ア
リ
ス
の
家
よ
り
も
更
に
遠
く
に

す
る
場
所
で
あ

の
世
の
無
縁
塚
が
あ
る

界

近
だ

そ
こ
ま
で
は
何
も
な
く
林
や

々
が
あ
る
だ
け
だ
が
今

回
は

た

 
霧
雨

本
当
に
不
気

だ
よ
な

 
聖
 

そ
う
で
す

 
パ

の
突
然
で
き
た

よ

 
霧
雨

あ
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そ
こ
に
は
こ
れ
ま
で

な
ど
な
か

た
の
を
覚
え
て
い
る

し
か
し

分
達
の
目
の
前
に
は

無
か

た

の

が
あ
る
の
だ

つ
ま
り
十
中
八
九
で
こ
の

に
黒
は
い
る
だ
ろ
う

 
霧
雨

る

 
聖
 

え

 
パ

そ
う

り
ま
し

う

 
魔
理
沙
達

人
は
中
へ
と

て
い
く

中
を
ち

と
進
む
と
下
へ
と
続
く

が
あ
り

そ
こ
を
下
り
今
度
は
た
だ
真

ぐ
に
道
が

び
て
い
る
た
め
真

ぐ
進
む

そ
う
し
て
歩
く

と

が
見
え
て
く
る

 
霧
雨

準
備
は
良
い
か

 
パ

え

 
聖
 

大

で
す

 

人
の
言

を
聞
き
魔
理
沙
は

を
開
け
る

そ
こ
は

つ
も
の
⻄

人

が
並
ぶ

屋
だ

た

そ
の

に
は

ツ
ン
と

華
な
椅
子
に
座
る

分
達
と

じ
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
の
人

い
や

う
あ
れ
は

 
霧
雨

ア
リ
ス
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ア
リ

 
そ
こ
に
は
ア
リ
ス
が
光
の
無
い
目
で
座

て
い
た

が
何
時
も
の

い

ス
リ

と
か

で
は
な
く
真

黒
の

シ

ク
ド
レ
ス
だ

た
た
め
つ
い
つ
い
人

に
見
え
て
し
ま

た

し
か

し
名
を
言

て
も
ア
リ
ス
は
反

せ
ず
光
の
無
い
目
で
う
つ
む
い
た
ま
ま
だ

た

 
霧
雨

ち

や

り

メ
か

 
パ

に
し
て
も
本
当
に
あ
の

を
見
る
と
た
だ
の
人

そ

 
の
も
の

 
確
か
に
そ
う
だ

あ
の

戦
的
な
ア
リ
ス
と
は
言
い

い
程
に
大
人
し
く

て
い
る
の
だ
か

ら

と
り
あ
え
ず
は

て
で
も
起
こ
し
て
や
ろ
う
と
思
い
つ
つ
近
づ
く
と

 

 

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

良
い

流
石
は

 
霧
雨
魔
理
沙
だ
よ
な

こ
こ
ま
で
来
や
が

た
か

 
パ

ン

 
突
然
の

と
共
に

屋
全
体
が
一

で
明
る
く
な
る

 
霧
雨

う

 
パ

し
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聖
 

こ
の

は
黒
さ
ん

 

く
な

た

界
が
元
に
戻

て
い
く
と
ア
リ
ス
の
座
る

の

な
り
に

変
し
た
黒
が
気

ち
の
悪
い
笑

と
共
に
立

て
い
た

 
霧
雨

お
前
ア
リ
ス
を
解
放
し
ろ

 
黒
 

お

お

第
一

か
ら
こ
れ
か
良
い

そ
の

 
今
に
も
殺
し
た
い

て
い
う
殺
気
が
伝

て
わ

て

 
く
る

お
い

 
聖
 

そ
れ
よ
り
も
こ
の

屋
の

様
は
そ
の

黒
さ
ん

 
の

で
す
か

 
黒
 

あ

ん

ん
な

だ
ろ

ミ

が

目
を

し

 
た

に
耶
狛
が

手
に
し
た
だ
け
だ
そ
ん
ぐ
ら
い

 
し
ろ
や

 
聖
 

な

何
て
言

い
に

 
聞
い
て
る
と
本
当
に
言

い
が

々
し
い
し
品
が
な
い

そ
れ
に

人
で
も
あ
る
聖
に
対
し

て
も
こ
の

言
だ

や
は
り
性
格
逆
転
と
い
う
の
は
本
当
ら
し
い

物

か
で

着
な
黒
が
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今
や
あ
ん
な
パ
ン
ク
野

に
変
わ

た
の
だ
か
ら

 
黒
 

さ

て
と
そ
ろ
そ
ろ
お
前
ら
も

れ
て

よ
な

 
霧
雨

あ

て
め

今
か
ら
ぶ

飛
ば
し
て

か
ら
な

 
黒
 

良
い

そ
う
で

と
祭
り
の

り
上

に
欠

 
け
る
よ

な

 
そ
う
言
う
と
黒
は
何
か

の
よ
う
な
物
を

り
出
す

そ
し
て
そ
れ
を

る
と

 
黒
 

異
世
界
に
て
敗
れ
し
者
よ
来
い
や

 
何
か
呪

を

え
る

す
る
と

が
ゆ

く
り
と
開
か
れ
る

そ
し
て
開
い
た

か
ら
黒
い

子
が
舞
う

そ
し
て
黒
い

子
は
集
合
時
し
怪
物
い
や
先
程

分
達
を
襲
撃
し
た
あ
の
魔
物
を

り
出
し
た

 
霧
雨

こ
い
つ

 
黒
 

お

と

さ
せ
て
る
こ
い
つ
に
会

た
の
か
よ

 
が
良
い
な

ラ

キ

ガ

ル
共

 
パ

そ
の

は
何
よ

 
黒
 

こ
れ
か

こ
れ
は
よ

メ
ン
ジ

ン
ル

ザ

・
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パ
ン
ド
ラ
と
か
言

て
た
な

異
次
元
の
世
界
に
て

 
絶
対
的
な
力
も

た
者
そ
れ
で
い
て
絶
対
的
な
る

 
力
を

ち
な
が
ら
も
倒
さ
れ
た
奴
を
次
元
越
え
さ
せ

 
て

す
る
魔
法
の

だ
と
か

 
つ
ま
り

約
す
れ
ば
滅

な
力
を

た
敗
者
を
異
次
元
か
ら

す
る

と
言
う
の
は

よ
く
分
か

た

て
か
こ
れ
は
最

タ
ラ
メ
な

ト
ア
イ
テ

だ

 
黒
 

さ

て
楽
し
ま
せ
ろ
よ
キ
ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

 
ま
ず
は

興
だ

最

は

り

る
者
を

張

て

 
倒
せ
よ

 
そ
う
言
う
と
黒
は

へ
と
潜
る

そ
れ
と

時
に

り

る
者
と
言
わ
れ
た
魔
物
は

方
へ
と

マ
ス
ケ

ト

を
構
え
て
く
る

 
霧
雨

け
ろ

 
聖
 

い

 
パ

な

 
バ
キ

ン

バ
キ

ン

バ
キ

ン

バ
キ

ン
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射
と
言
う
名
の

撃
ち
に
よ
る
弾
丸
が

て
く
る

す
ぐ
さ
ま
回

す
る
が
本
当
に
あ
の

体
か
ら

合
わ
な
い
ぐ
ら
い
の

さ
で

ク
リ
だ

 
霧
雨

奴
に
生

可
な

撃
は
通
用
し
な
い
が
ど
う
し

 
ら
い
い
か

 
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か
悩
む
と
こ
ろ
だ

奴
に
生

可
な

撃
が
通
用
し
な
い
の
は
確
認

み

そ
れ
に
こ
こ
で
力
を
出
し
き
り
後
で
戦
え
な
く
な

た
ら
と
い
う
想

も
し
て
し
ま
う

ど

う
す
れ
ば
良
い
の
か

 
聖
 

ど
う
し
ま
す
か

 
パ

こ
れ
だ
と
い
く
ら
た

て
も
ジ
リ

よ

 
霧
雨

分
か

て
る

だ
が
な

 
パ

あ
ん
た
ら
し
く
な
い
わ

先
な
ん
て
見
な
い
で
行

 
く
の
が
あ
ん
た
で
し

 
霧
雨

 
パ

リ

の
言
う
通
り
だ

先
な
ん
て
見
る
の
は
性
じ

な
い

な
ら
考
え
は
た
だ

つ

ガ
ン
ガ
ン
い
こ
う

だ
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霧
雨

な
ら
総
火
力
を
ぶ
つ
け
る

 
パ

え

 
聖
 

分
か
り
ま
し
た

 
魔
理
沙
達

人
は

り

る
者
へ
と
特

を
仕

け
た

 
パ

気
が
引
け
る
け
ど

 
パ

リ

は
魔
道
書
を

ス

ル
を

え
た

 
パ

日
 

メ
ラ
ル
ド
メ
ガ
ロ

リ
ス

 
パ

リ

の
魔
法
が
発
動
し
目
の
前
の

り

る
者
を

う
か
の
よ
う
に
石

が

ち
並

ぶ 
聖
 

行
き
ま
す

 
聖
の
一

の
高

動
で

り

る
者
へ
と
向
か
い

 
聖
 

天

 
三
千
大
千
世
界
の

 
三

を
投

し

り

る
者
へ
と

ち
込
み
一

で

動
し
て

き
一
気
に
ラ

シ

へ
と

り
そ
し
て
上
空
か
ら
の
飛
び

り
が

裂
し
た

 
怪
物
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撃
で
上
空
へ
と

ち
上

ら
れ
パ

リ

の

た
石

に
バ
ウ
ン
ド
し
て
と
で
怪
物
は

上
空
へ
と
飛
ぶ
と
そ
こ
に
魔
理
沙
が
追
撃
を

え
る

 
霧
雨

 

レ
イ
ジ
ン
グ
ス
タ

 
八

に
よ
る
魔
力

ス
ト
で

度
を
上

て
突

込
み

 
ド

ン

 
怪
物

が

 

り

る
者
は
石

へ
と
ぶ
つ
け
る

そ
し
て
更
に
魔
力
を
八

へ
と
込
め

 
霧
雨

行
け

 
更
に

ス
ト
す
る

 
怪
物

ぐ

 
ド

ン

ン

 
そ
し
て
最
後
は

発
し

々
に

け
散

た
の
だ

た
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怠
惰

は
い
は
い
で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

お
い
こ
れ
ア
ト

ス
に
怒
ら
れ
る

 
怠
惰

ご
め
ん
さ
い

 
鈴

い
や

に

て
仕
方
な
い
か
ら

 
怠
惰

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
で
ま

り

る
者
を

に

 
説
明
す
る
と
狗
神
が
言

た
ア

ラ
ス
の
代

 
は
女
神

生
だ
と
か

ソ

と
か

に
も

名

 
な
物
は
あ
る
け
ど
そ
の

ル

に

 
出
て
く
る

キ

ラ
だ

 
神
楽

や

り
そ
の
強
い
ん
で
す
よ

 
怠
惰

う
ん

見
殺
し
で
も
あ
る
し
出
会

た
ら
す
ぐ
に
逃

 

な
い
と

オ

バ

が
確
定
す
る
ぐ
ら

 
い
の
強
さ
を

る

 
鈴

 

 
怠
惰

ま

レ

ル
あ

て
対
策
を
し
て
や

と

て
る
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て
感
じ
か
な

怠
惰
さ
ん
は

は
や

て
な
い

 
け
ど

 
狗
神

お
い
そ
れ
知

た
か
ぶ
り
じ

 
怠
惰

あ
く
ま
で
怠
惰
さ
ん
は

知
り
合
い
が

を
や

 
て
る
の
を

で
見
て
た
か
ら
何
と
な
く
は
分
か
る
け

 
ど

ア

メ
も
見
て
た
か
ら

 
神
楽

知
り
合
い

て

い
る
ん
で
す

 
怠
惰

う
ん

あ
ん
ま
り
そ
い
つ
の
事
は
言
い
た
く
は
な
い

 
け
ど

こ
の
世
で
一
番
に

手
な
奴
だ
か
ら
さ

 
狗
神

あ
る
さ
そ
の
ぐ
ら
い
は

さ
て
そ
ろ
そ
ろ
時
間
が

 
来
て
る
か
ら
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
神
楽

ま
た
次
回
も
お
願
い

し
ま
す

 
鈴

そ
れ
じ

あ

者
様

 
狗
神

そ
ん
じ

あ
な



 第２２３話  アリス

 
第
２
２
３
話
 

ア
リ
ス

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

現

で
キ
ラ

を

張

て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

因
み

に
現

は

グ
を
使

て
逆
ト
ラ
バ
サ
ミ
で

し
め
る
戦
法
を

張

て
お
り
ま
す

く

の
パ

ク
が
欲
し
い
で
す

に

ス

ル
と
か
破
滅
と
か
で
す
か

道
の
り
は
⻑
い
で

す

で
は
で
は
こ
の
話
も
こ
こ
ま
で
に
し
て
本
編
へ
ど
う

 

り

る
者
を
倒
し
魔
理
沙
達
は
少
な
か
ら
ず

を

ら
す

分
と
は
言
わ
な
い
が
そ
れ
な

り
に

し
て
し
ま

た

し
か
し
そ
れ
で
も
倒
せ
た
こ
と
に
は
変
わ
り
は
な
い

 
霧
雨

お
い

出
て
こ
い

 
と

ぶ
と
ア
リ
ス
の

か
ら

と
黒
が
出
て
く
る

そ
れ
も
楽
し
そ
う
に
笑
い
な
が
ら

 
黒
 

良
い

良
い

や

り

り

る
者
じ

 
お
前
ら
を
満

は
さ
せ
れ

か

 
パ

も
う
満

よ

い
い

に
投
降
し
て
ア
リ
ス
を
解
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放
し
た
ら
ど
う

 
聖
 

黒
さ
ん
今
な
ら
ま
だ
間
に
合
い
ま
す

一

に
来
て

 
下
さ
い

 
と

が
言
う
と
黒
は
更
に
高
笑
い
を
あ

た

 
黒
 

ギ

ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

ま
だ
間
に
合
う

投
降
を

 
し
ろ

ざ
け
る
の
も
大

に
し
ろ
よ
メ
ス
ガ
キ
共

 
が

は

が
や
り
た
い
よ
う
に
す
る
そ
れ
こ
そ

 
が

が
望
む

望
な
ん
だ
か
ら
よ

 

の

地
な
し
ま
さ
し
く
そ
の
言

通
り
だ
ろ
う

 
霧
雨

無

だ

今
の

奴
に
何
を
言

て
も
通
じ

よ

 
今
の

奴
に

な
の
は

て
で
も

れ
て
い
く

 
事
だ

 
パ

そ
う

 
聖
 

黒
さ
ん
先
に

て
は
お
き
ま
す
よ

 
魔
理
沙
達

人
は
黒
へ
と
構
え
る

黒
は

を

ま
せ
る
程
に
笑
う
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黒
 

そ
う
こ

と
な

な
ら
よ
次
の
相
手
は
こ
い
つ

 
だ

 
そ
う
言
う
と
黒
の
隣
で

て
座
る
ア
リ
ス
が
立
ち
上
が
り
ま
る
で

い
や
人

を
思
わ
せ

る
か
の
よ
う
な
動
き
で
動

だ
け
で

を
す
る

ど
う
や
ら
次
は
ア
リ
ス
が
相
手
み
た
い
だ

 
霧
雨

回
戦
目
で
ア
リ
ス
か

そ
の

は
使
わ

の

 
か
よ

 
黒
 

念
な
事
に
リ
キ

ス
ト
中
で
な
そ
う

に

イ

 

イ
と
使
え
る
も
ん
じ

ん
で
な

 
そ
う
言
う
と
ま
た

へ
と
潜

た

そ
れ
と

時
に
ア
リ
ス
が

を
動
か
す
と
ア
リ
ス
の
隣
や

後
に
上

人

だ

た
り

人
間
だ

た
り
し
ま
い
に
は

リ
ア
テ
も

体
が
並
ぶ

こ

れ
ガ

で
殺
り
に
来
て
る

 
霧
雨

ま
だ
行
け
る
か

 
聖
 

え

何
と
か

 
パ

で
も
待

て

て
る
な
ら
何
処
か
に
石
が
あ
る

 
よ
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言
わ
れ
て
み
る
と
そ
う
だ

何
処
か
に
石
が
あ
る

だ
が
正

見
た
と
こ
ろ
で
次
の

屋
に
通

じ
る
よ
う
な

も
な
け
れ
ば
下
に
空

が
あ
る

気
で
も
な
い

上
か
と
思

た
が
上
か
ら
も

何
か
力
が
流
れ
て
い
る

気
は
な
い

 
霧
雨

何
処
か
に

い
て
あ
る

て
感
じ
じ

か

 
パ

来
る
わ
よ

 
パ

リ

の
言

と

時
に
ア
リ
ス
が

る

リ
ア
テ
人

が

分
達
目

け
て
大

を

り
下
ろ
し
て
き
た

 
霧
雨

う

 
ギ
リ
ギ
リ
で

け
れ
た
が
ア
リ
ス
の
奴
ま
さ
か
の
不
意

ち
を
し
て
く
る
と
は
も
し
こ
れ
で

ら
れ
て
な
か

た
か
ら
一
発

て
い
た
だ
ろ
う

 
霧
雨

奴
を

て
る
石
は
何
処
だ

 
ま

た
く

て
分
か
ら
な
い

こ
れ
ま
で
の
事

通
り
な
ら
石
が
あ

た

だ

そ
れ
な
の

に
何
処
に
も
な
い
の
だ

そ
ん
な
事
を
考
え
て
い
る
と
上

人

達
が

種

様
な
武

を

て
襲
い
か
か

て
く
る

 
霧
雨

め
る
な
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弾
幕
を
放
ち
な
が
ら
高

で
逃

る

そ
し
て
パ

リ

や
聖
も

 
パ

ま
だ
ま
だ

 
聖
 

は

 
体
力
が
な
い
く
せ
し
て
パ

リ

は
上
手
く

け
つ
つ
人

達
に
弾
幕
を
当
て
聖
は
そ
の
得

意
な
体
術
を
生
か
し

り
と

り
で
全
て
弾
き
飛
ば
し
て
い
た

 
霧
雨

探
す
な
ら
ま
ず
ア
リ
ス
を

ら
せ
る
た
め

発
キ
ツ

 
い
の
を
お
見
舞
い
す
る
し
か
な
い
よ
な

 
そ
う
言
い
魔
理
沙
は
ス

ル
カ

ド
を
構
え
る

 
霧
雨

 
グ
ラ

テ

ト

 
と

え
る
と

大
な

の
弾
幕
が
ア
リ
ス
目

け
て
落
下
し
て
い
く

だ
が
ア
リ
ス
は

動
だ
に
せ
ず
に

を
動
か
す
と

体
の

リ
ア
テ
人

が
大

の
平
を
向
け
て

て

る

 

ン

ン

 

裂
し

弾
音
が

き

る

光
が

む
と
四

が

け
て
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な

た

リ
ア
テ
が

転
が

て
い
た
が
ア
リ
ス
は
光
の
な
い
目
で

方
を
見
て
く
る

 
霧
雨

面
倒
な

リ
ア
テ
は
倒
し
た
な



 第十七章 狂神降臨

 
と
言

た
そ
の
時
だ

た

ア
リ
ス
の

後
か
ら
真

黒
の

の
色
を
し
た
人

が
出
て
く

る

そ
れ
は
禍
々
し
く
光
る

の
よ
う
な

を

る
と
禍
々
し
い
光
が
更
に
強
く

き
出

す 
霧
雨

な

 
あ
り
得
な
い
事
が
目
の
前
で
起
き
た

ボ
ロ
ボ
ロ
に
な

た

リ
ア
テ
が
一

で
修

さ
れ
て

い
く

そ
し
て
全
て
の
修

が
終
え
る
と
ま
た
大

を

て
立
ち
上
が

た

 
パ

リ
ジ

シ

ン

 
聖
 

で
す
が
あ
の
人

が

ら
く

 
聖
も

じ
こ
と
を
思

た
み
た
い
だ

あ
の
黒

の
人

こ
そ
ア
リ
ス
を

る
者
な
の
だ
と

 
霧
雨

う
わ
と
と

 
修

さ
れ
た

体
の

リ
ア
テ
が
仕
返
し
と
言
わ
ん
ば
か
り
に

ン

ン
大

を

る

て

く
る

そ
の
光
景
は
し
な
が
ら
ハ

を

こ
う
と
も
が
く
者
達
と

か
れ
ま
い
と
逃

る

の
よ

う
だ

 
パ

そ
こ
の

は
こ

ち
戻

て
き
な
さ
い

 
霧
雨

が

だ

た
く
よ
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一
時
乱
戦

リ
ア
か
ら

脱
し
て
パ

リ

と
聖
と
合
流
す
る

 
パ

ま

で
も
お
手

よ
タ

は
分
か

た
か
ら

 
霧
雨

あ

タ

が
分
か

た
だ
け
で
も
撃

た

が
あ

 

た
も
ん
だ

 
ア
リ
ス
は
笑
わ
ず
に

を
動
か
し
人

達
を

て

方
へ
と

撃
を
仕

け
た

 
パ

魔
理
沙
そ
れ
に
そ
こ
の

ン
ク
は
ア
リ
ス
を
や
り
な

 
さ
い

道
は

り
開
く
わ

 
霧
雨

に
着
る

 
聖
 

あ
の

は

ン
ク
で
は

 
パ

良
い
か
ら

 
聖
 

分
か
り
ま
し
た

 
魔
理
沙
と
聖
は
真

ぐ
に
突
撃
す
る

そ
し
て
突
撃
す
る

人
に
向
か

て
上

や

と
い

た
人

達
が
数

の
武

を

え
て
襲
い
か
か
る

 
パ

日
月

 
ロ
イ

ル

イ

ン
ド
リ
ン
ク

 
パ

リ

の

護
ス

ル
が
発
動
し

色
に
光

く
弾
幕
が
人

達
を
撃

さ
せ
て
行
く
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第
一
関
門
の
無
数
の
人

達
は
こ
れ
で
突
破
し
た
が

 
霧
雨

リ
ア
テ

 

体
の

リ
ア
テ
人

が

体
に

合
わ
ず
の

度
で
大

を

る

て
く
る

 
聖
 

魔
理
沙
さ
ん
こ
こ
は

が

え
ま
す
だ
か
ら
ア
リ
ス

 
さ
ん
を
お
願
い
し
ま
す

 
霧
雨

待
て

そ
れ
は
死

フ
ラ
グ
だ

聖

 
そ
う
言
う
が
聖
は

リ
ア
テ
人

へ
と
向
か

て
い

た

し
か
も
死

フ
ラ
グ
を
し

か
り

と

し
て
だ

こ
れ
に
は
ツ

ミ
を

れ
て
し
ま
う

そ
し
て
聖
へ
と
大

が

り
下
ろ
さ

れ
た

間
に
聖
は
ス

ル
を

え
た

 
聖
 

天

 
大
日

来
の

き

 
聖
の
体
が
光

く

そ
れ
と

時
に
一

に
レ

ザ

が
放
た
れ

体
の

リ
ア
テ
を

い
た

聖
に
は
フ
ラ
グ
と
い
う

念
は
な
か

た
の
か
も
し
れ
な
い
と
思

た
が
こ
れ
で
道
は

り
開
け
た

 
霧
雨

あ
り
が
と
う
な

 

を
言
い
全

力
で
ア
リ
ス
の
元
へ
と
向
か
う

ま
た
黒

の
人

が
現
れ
そ
の
手
に

つ
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の

で
首
も
と
へ
と
斬
り
か
か

て
き
た

 
霧
雨

お
前
か
ら
来
る
と
か

都
合
だ

 

ぎ
で

の

が

分
の
首
へ
と
当
た
ろ
う
と
す
る
そ
の
時
体
を
後
ろ
へ
と

か
せ
イ

バ
ウ
ア

を
し
て
ギ
リ
ギ
リ
で

け
通
り
す
ぎ
る

 
霧
雨

さ

て
こ
れ
で
終
わ
ら
せ
て
や
る

 
八

を

り
だ
し
魔
力
を
込
め
て

 
霧
雨

 
マ
ス
タ

ス
パ

ク

 
ア
リ
ス
へ
と
マ
ス
タ

ス
パ

ク
を

ロ

で
放
つ

こ
れ
は
流
石
に

け
れ
な
か

た
の
か

 

ン

 
と

音
を
た
て
て

弾
す
る

そ
し
て
マ
ス
タ

ス
パ

ク
の
反
動
を
利
用
し
て
そ
の
ま
ま

バ

ク
で
黒

の
人

へ
と
向
か
い

 
霧
雨

こ
れ
で
こ
の
悪
夢
は
終
わ
り
だ

ア
リ
ス
は
返
し
て

 

う

 
ド

ン
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の

の

分
に
人

は

撃
す
る

そ
し
て
そ
の
ま
ま

へ
と
激
突
さ
せ
る

 
霧
雨

あ
ば
よ

魔

 
フ

イ

ル
ス
パ

ク

 

ロ

で
の
フ

イ

ル
ス
パ

ク
が

撃
し
そ
し
て

 

ン

 
と

弾
す
る
音
を
た
て
て
光
の
中
で
黒

の
人

は

け
散

た
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
狗
神

今
こ
う
し
て
戦

て
る
わ
け
だ
が

の
所
も
こ
ん
な

 
感
じ
な
の
か

 
怠
惰

ま

そ
う
だ

は
耶
狛
の

で
東
は
黒
の

 
そ
し
て
北
は

狛
の

と
大
変
だ
よ

 
鈴

不

不
死
が

人
に
不
死

が

人
か

 
神
楽

す
る
の
も

が
お
れ
そ
う
で
す
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怠
惰

そ
う
だ

し
い
よ

 
狗
神

た
だ
あ
の
時
に
出
て
き
た
天
使
と
か
が
出
て
き
て
な

 
い
の
も

い
よ
な

奴
が
博
麗
神
社
と
か
が
あ
る
⻄

 
を

し
て
る
み
た
い
だ
し
な

 
怠
惰

大

天
使
は
バ

ン

に
花
が
咲
い

 
て
る
か
ら

 
鈴

過
小

価

 
怠
惰

ま

昔
か
ら
そ
う
だ
か
ら

お

と
そ
ろ
そ
ろ

 
こ
ん
な
話
を
し
て
い
た
ら
時
間
だ

そ
れ
で
は
今
回

 
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
な

 
神
楽

そ
れ
で
は
ま
あ
次
回
に

 
鈴

バ
イ
バ
イ
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第
２
２
４
話
 
東
組

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

前

時
に

て
起
き
た
ら

後

時
に
な

て
い
て
絶

し
た
怠

惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

こ
こ
ま
で

る
と
は

き
を
隠
せ
ま
せ
ん
で
し
た

休
み
を

日
無

に
し
た
気
分
で
す

そ
れ
で
は
こ
ん
な
リ
ア
ル
話
も
あ
れ
な
の
で
本
編
へ
ど
う

 
黒

の
禍
々
し
い
力
を

た
人

は

々
に

け
散

た

そ
れ
と

時
に
ア
リ
ス
が

て
い
た
数
々
の
人

は

つ
ま
た

つ
と
地
面
へ
と
落
ち
て
い
く

 
霧
雨

た

え

 
聖
 

 
と
言

て
い
る
と
人

が

て
い
た
黒
い

は

け
黒
い

を
生
や
し
た
少
女
へ
と
変

わ

た

そ
れ
は
さ
と
り
の

ト
の

人
で
あ
る
お
空
だ

 
霧
雨

今
回
の

に
な

て
た
の
は
鳥

だ

た
か

 
聖
 

み
た
い
で
す
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パ

魔
理
沙
そ
れ
よ
り
も
ア
リ
ス
は

 
霧
雨

あ

 
パ

リ

に
言
わ
れ

り
向
く
と
倒
れ
て
い
る
ア
リ
ス
を
見
つ
け
る

す
ぐ
に

で

動
し

て

け
つ
け
ア
リ
ス
の

を

き
込
む

先
程
の
光
の
な
い
目
で
は
な
く
目
を
つ
む
り

て
い

た 
霧
雨

お
い
起
き
ろ
ア
リ
ス

し
か
も

だ
よ
こ
ん
な
ボ
ロ

 
ボ
ロ
に
し
た
奴
は

 
起
こ
そ
う
と
す
る
が
ま

た
く
起
き
る
気

が
な
い

そ
れ
よ
り
も
何

に
こ
ん
な
ボ
ロ
ボ
ロ

に
な

て
い
る
の
だ

 
パ

ツ

ミ
し
た
ら
負
け
よ

 
聖
 

は

は

 
パ

そ
れ
よ
り
も
魔
理
沙
い

そ
の
こ
と
で
王
子
様

 
か
ら
キ
ス
で
も
す
れ
ば

 
霧
雨

は

 
何
を
言

て
る
ん
だ
こ
い
つ
は

だ
が
確
か
に
も
し
目
覚
め
な
い
と
な
る
と
と
考
え
る

そ
う



 第十七章 狂神降臨

な
る
と
や

た
方
が
良
い
の
だ
ろ
う
か

 
霧
雨

な

な
ら

 
女

士
な
ら

る
も
の
で
も
な
い
し
大

だ
ろ
う
と
思
い
つ
つ
近
づ
け
る

 
聖
 

は
わ
わ
わ
わ

 
パ

あ
れ
本
当
に
や
る
の

の
つ
も
り
だ

た
け
ど

 
魔
理
沙
の

が

れ
そ
う
に
な
る
数
ミ
リ
の
所
で

 
ア
リ

ん
ん

あ
れ

 
ア
リ
ス
が
目
を
開
け

分
の
目
と
合
う

そ
し
て
こ
の
時
に

た

 
ア
リ

ぶ

飛
ば
さ
れ
る

と
そ
し
て
そ
れ
は
的
中
す
る
こ
と
と
な

た

 

ス

 
霧
雨

ぐ

 

面
し
た
ア
リ
ス
か
ら
見
事
な

フ

ク
が

り
数
メ

ト
ル
吹

飛
ば
さ
れ
た

 
ア
リ

魔
理
沙
あ
ん
た
何
を
考
え
て
る
の
よ

 
霧
雨

イ
テ
テ
テ

う

パ

リ

が
や
れ

て
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言

た
ん
だ

 
パ

は
し
ろ
だ
な
ん
て
一
言
も
言

て
な
い
わ
よ

 
聖
 

そ
の

ひ

で
す

 
霧
雨

こ
れ
が
蓮
の
気

ち
か

 
何
時
も
蓮
が
受
け
る
仕

ち
を
少
し

わ
え
た
気
分
だ

た

そ
し
て

に
な

た
ア
リ
ス

は

り
を
見
回
す

 
ア
リ

所
で
こ
こ
何
処
よ

そ
れ
に
何

こ
の
痛
々
し
い

 
は

何
で

こ
ん
な
の
着
て
る
の

 
霧
雨

そ
う
だ

奴
は

 

を
す

か
り

れ
て
い
た

こ
の
異
変
を
引
き
起
こ
し
た
い
や
引
き
起
こ
す
に
あ
た

て

今
も
利
用
さ
れ
て
い
る
黒
の
こ
と
を

 
黒
 

ギ

ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
い
る

は
よ

 
ぬ

と

屋
の

の

か
ら
出
て
き
た

ア
リ
ス
も
危
険
と
思

た
の
か

構
え
た

 
黒
 

こ
れ
が

合

て
や
つ
か

 
ア
リ

う
わ
よ

こ
ん
な
の
と

が
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霧
雨

だ

て
ご
め
ん
だ

 
復
帰
し
て

々
で
こ
の

ま
れ

が
言
え
る
の
な
ら
大

だ
ろ
う

本
当
に
心

し
て

し

た
気
分
だ

 
霧
雨

る
の
は
お
前
だ
け
だ
な
黒

ク
メ
イ
ト
だ

  
ア
リ

え

黒

て
ま
さ
か
え

 
パ

事
情
は
あ
と
で
話
す
わ
今
は

奴
を

え
る
わ
よ

 
聖
 

黒
さ
ん
覚

し
て
く
だ
さ
い

 
黒
 

ギ

ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

ク
メ
イ
ト
に
覚

 
て
め

ら
ど
い
つ
も
こ
い
つ
も

様
を

め
す
ぎ
な

 
ん
だ
よ

下
等
種
族
ど
も
が

 
黒
か
ら

ま
じ
い
魔
力
の
流
れ
を
感
じ
る
と
共
に

く

た
殺
気
が
伝
わ

て
く
る

人
は
何
時
で
も
相
手
で
き
る
よ
う
に

構
え
る
と

 
黒
 

さ

宴
を

 
と

黒
が
言
お
う
と
し
た

間
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あ
ら
あ
ら
そ
れ
だ
と
負
け

の
遠

え
よ

 
黒
 

あ
ん

て
め

何
で
い
る
ん
だ
よ

 

後
を
見
る
と
そ
こ
に
は
着
物
を
着
こ
な
す
女
性
が
立

て
い
た

だ
が

に
は
獣
の

が
あ

り
後
ろ
に
は

わ

わ
な

も
生
え
て
お
り
そ
の

は
獣
人
と
言

て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ

う 

 

黒

か
ら
の
命

よ
帰

て
こ
い
と

 
黒
 

あ
ん

帰

て
来
い

ざ
け
る
な

今
か
ら
楽
し

 
い
所
な
ん
だ
ろ
う
が
よ
耶
狛

 
霧
雨

耶
狛

 
ア
リ

あ
れ
が
あ
の
耶
狛

 
あ
ん
な
子

か
た
耶
狛
が
こ
こ
ま
で
激
変
し
て
い
て
大
人
の
よ
う
な

気
が

し
出
し

て
い
る
の
に

い
て
し
ま
う

 
耶
狛

来
な
い
と
ま
た
お
仕

き
を
く
ら
い
ま
す
よ

 
黒
 

ち

了
解
し
た

け

興
ざ
め
だ
悪
い
が
今

 
回
は
退
場
さ
せ
て
も
ら
う
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霧
雨

て
め

逃

る
の
か

 
黒
 

逃

る
ん
じ

あ
く
ま
で
お

け
だ
次
こ
そ
は

 
決
着
だ
と
思
え
そ
れ
と
こ
こ
の

地
は
返
し
て
や
る

 
も
う

も
な
く
な

た
か
ら
な

じ

あ
な

 
耶
狛

ご
き

ん
よ
う

 
そ
う
言
い
黒
は

へ
と
潜
み

時
に
耶
狛
も

へ
と

て
い
き
一

で
何
処
か
へ
と

え
て

い

た

 
霧
雨

ク
ソ

あ
の
野

共
逃

や
が

た

 
パ

で
も
良
か

た
で
し

う
魔
理
沙
こ

ち
も
大
分
魔

 
力
を

し
た
も
し
黒
と
耶
狛
と

時
に
戦
う
と
し

 
た
ら
負
け
て
た
の
は
こ

ち
か
も
し
れ
な
か

た
わ

 
よ

 
パ

リ

の
言
う
通
り
だ

り

る
者
や
ア
リ
ス
と
の
戦
い
で
大
分
魔
力
を

し
て
し

ま

た

も
し
戦

て
い
た
ら
こ

ち
が
負
け
て
た
か
も
し
れ
な
い

 
聖
 

と
り
あ
え
ず
は
一

は
帰
り
ま
し

う
報
告
の
た
め
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も
あ
り
ま
す
が
こ
の

気
で
は
こ
の
子
も
危
険
で
す

 
し

 
そ
う
言
い
聖
は
倒
れ
て
い
る
お
空
を
お
ん
ぶ
し
た

 
パ

そ
う

だ
け
ど

組
は
ど
う
な

た
の
か
し
ら
討
伐

 
対

の
耶
狛
が
い
た

て
事
は
最
悪
全
滅
も

 
霧
雨

そ
れ
は

だ
ろ
あ

ち
に
は
不

不
死
達
が
い
る

 
ん
だ
か
ら
よ

と
り
あ
え
ず
は
聖
の

通
り
退
散

 
し
よ
う

 
ア
リ

そ
れ
と
色
々
と
聞
か
せ
て
く
れ
な
い

 
霧
雨

な
ら
道
中
で
話
す

そ
れ
じ

博
麗
神
社
に
戻
ろ
う

  
そ
う
し
て

人
は
博
麗
神
社
へ
と
戻
る
の
だ

た

そ
し
て
こ
れ
が
行
わ
れ
る
数
時
間
前
に

り

の
方

の
者
達
へ
と
話
は
変
わ
る

陽
の
畑
へ
と
向
か
う
道
中
で
は

 

夜

こ

ち
よ

 
妹
紅

い
い
や
こ

ち
だ
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永

達
は

と

へ
と
別
れ
る
分
か
れ
道
の
前
へ
と
来
て
い
た

そ
し
て
妹
紅
は

と
言
い
張

り

夜
は

と
言
い
張

て
い
た

 
永

は

う
ど
ん

ど

ち
が
近
い
の
か
し
ら

 

れ
な
が
ら
鈴
仙
に
聞
く
と

た

を
し
て

 
鈴
仙

え

と

姫
様
に

し

な
い
ん
で
す
が
そ
の

 

で
す
か

 
妹
紅

ら
み
ろ
こ
の
方
向
音
痴
ず

と
屋
敷
に

て

 
る
か
ら
方
向
感
覚
が

る
ん
だ
よ

 

夜

何
よ

た
か
が
道
が
合

て
た
ぐ
ら
い
で

子
に

 
の
ら
な
い
事

妹
紅

 
こ
の

人
は
相
変
わ
ら
ず
で
喧
嘩
だ

こ
の
光
景
を
見
て
流
石
の
天
子
も

れ

だ

 
天
子

本
当
に
不
安
に
な

て
き
た
わ

 

そ
う
で
す

 
萃
香

ア
ハ
ハ
ハ
ハ

ら
行
く
よ

 
萃
香
は
妹
紅
と

夜
の

の

を

み
ぐ
い
ぐ
い
引

張

て
い
く
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夜

ち

ち

と

 
妹
紅

引

張
る
な

 
永

こ
う
い
う
時
に

女
が
い
て
く
れ
る
と

か
る
わ

 
そ
う
言
い
永

は
萃
香
に
着
い
て
い
く

こ
う
し
て
見
る
と
心

と
言
え
ば
心

だ
が
天
子
は

少
し
だ
け

ま
し
い
と
思

た

 
天
子

は

行
く
わ
よ

 

分
か
り
ま
し
た
総

娘
様

 
そ
う
し
て
天
子
と

も
萃
香
達
に
着
い
て
い
く
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

組
は
ど
う
な

た
ん
だ
よ

 
鈴

逃

ら
れ
た

て
の
が

え
か
な

 
神
楽

そ
う
な
り
ま
す
よ

耶
狛
様
が
い
た

て
こ
と
は

 
怠
惰

さ
て
さ
て
ど
う
か
な

ま

そ
こ
は
次
回
を
お
楽
し
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み
に

て
事
で

 
狗
神

ま

タ
バ
レ
は
良
く

し
な

 
鈴

そ
う
だ

 
神
楽

く
北
組
を
や

て
欲
し
い
で
す

 
狗
神

あ

あ

 
怠
惰

ま

や
る
か
ら
安
心
し
て
よ

て
事
で
今
回
は
こ
こ

 
ま
で

 
鈴

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く

 
狗
神

そ
ん
じ

あ
な

 
神
楽

そ
れ
で
は



 第２２５話 狂気の耶狛

 
第
２
２
５
話
 
狂
気
の
耶
狛

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

よ
う
や
く

で

も
死
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
を

に

け
れ

た
の
で
絶

れ
て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

り

レ
イ

レ
イ

ま
と
め

て
始

で
き
る
の
で
本
当
に

利
で
す

ま

本
当
に
ク

な
奴
は
真

先
に
通

を

り
ま

す
け
ど

お

と
失

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
歩
き
な
が
ら
も

夜
と
妹
紅
と
の
喧
嘩
は
続
く
が
そ
れ
で
も
歩
き
続
け
よ
う
や
く

陽
の
畑
の

一
歩
手
前
ま
で
来
る

そ
し
て
す
ぐ
に
気
づ
い
た

季

外
れ
の
ひ
ま
わ
り
の
大

を

 
永

こ
れ
ま
た

い
わ

 
萃
香

季

外
れ
の
花
畑
か
何
と
も
ま

摩

不
思
議
な
光

 
景
だ

 
永

や
萃
香
は

年
ぐ
ら
い
前
に
起
き
た
季

外
れ
の
花
が
大

発
生
し
た
異
変
を
思
い
出

す

今
回
は
ひ
ま
わ
り
限
定
だ
が
そ
れ
で
も
ひ
ま
わ
り
が

々
と
侵
食
し
て
き
て
い
た
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天
子

と
り
あ
え
ず
先
に
行
か
な
い

正

な
話
で
あ
れ
の

 
せ
い
で
落
ち
着
け
な
い
の
よ

 
と

天
子
が
言
う
先
で
は

 

夜

だ
か
ら

何
で
そ
う
な
る
の
よ

 
妹
紅

そ
れ
は
こ

ち
が
聞
き
た
い

 
ま
だ

り
ず
に
喧
嘩
を

り
返
し
て
い
た

正

こ
れ
は
⻑
引
か
せ
る
と
こ

ち
が

れ
る
か

も
と
こ
の
場
に
い
る

は
そ
う
思

た

 
永

行
き
ま
し

う
か

 
永

の
一
言
で

は

夜
と
妹
紅
は
萃
香
に
引

張
ら
れ
先
に
進
む
の
だ

た

数
１
０

０
歩
程
歩
い
た
ぐ
ら
い
だ
ろ
う
か

大
な
ひ
ま
わ
り
の
大

が
生

す
る
花
畑
へ
と

り
着
い

た

そ
し
て
そ
の
先
で
は

 

夜

耶
狛

 
妹
紅

見
つ
け
た

耶
狛

 

変
し
た
耶
狛
が
ひ
ま
わ
り
の
畑
を
見
な
が
ら
何
か
を
し
て
い
た
た
め
名
前
を

び
呼
ぶ

そ

し
て
そ
れ
に
気
が
つ
い
た
の
か
耶
狛
は

的
な
目
で

方
を
見
て
く
る
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耶
狛

あ
ら
あ
ら

い
ら

し

い

 

リ
と
笑
い
耶
狛
は
ゆ

く
り
と
立
ち
上
が
る

 
永

耶
狛

教
え
て
ち

う
だ
い
何
で
こ
ん
な
に
も

 
ひ
ま
わ
り
を

 
耶
狛

あ

こ
れ

そ
う

季

外
れ
の
ひ
ま
わ
り
そ
れ

 
が
何
十
何

て
並
べ
ば
新
た
な

を
と
思

た
の

 
け
ど
ど
う
も

意
欲
が

か
な
い
の
よ

 
耶
狛
の
後
ろ
を
よ
く
見
る
と
そ
こ
に
は
ス
ケ

ク
が

い
て
あ

た

つ
ま
り
た
か
だ

が

を

く
た
め
に
こ
ん
な
事
を
し
た
み
た
い
だ

 
天
子

正

に
言
う
け
ど
季

外
れ
の
花
な
ん
て
も
の
を
書

 
い
て
も
何
ら

し
く
な
い
の
よ

良
い

季

に
合

 
う
花
だ
か
ら
こ
そ
季

を

る
の
よ

あ
ん
た
は
そ

 
こ
を
理
解
し
な
さ
す
ぎ
る
わ

 
耶
狛

あ

や

り
天
人
く
ず
れ
も
そ
う
思
う

今
に
な

 

て

も
そ
う
思
い
始
め
て
き
た
の
よ

や
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り
妹
紅
さ
ん
に
山
を
焼
か
せ
た
時
の
方
が

の

に

 

ン

ン
来
た
の
よ

 
妹
紅

に

山
を
焼
か
せ
た

だ
と

 
耶
狛

え

そ
う
よ
面
白
か

た
し
そ
れ
は
も
う

麗
だ

 
た
わ
よ

炎
を

り
て
天
狗
達
を
炎
で
焼
く

そ
れ

 
は
可

の
一
言
に

き
る

し
さ
だ

た
わ

 
も
う
一
度

の

に
な
ら
な
い

 
耶
狛
の
言

て
い
る
こ
と
は
本
当
だ
ろ
う

し
か
し
何
て

な
事
を
さ
せ
た
の
だ
ろ
う

こ
れ

こ
そ
⻤

の
所
業
で
あ
ろ
う

 
天
子

あ
ん
た
相
当
の

女

 
耶
狛

ま

何
て

の
聞
き
方
が
悪
い
子
な
の
か
し
ら

 
そ
う
言
う
の
は
風
上
に
も
お
け
ぬ
女

と
言
う
の

 
が
女
性
ら
し
い
言

よ

一
か
ら

語
を

ん
で
き

 
た
ら
ど
う
落
ち
ぶ
れ
の
天
人
さ
ん

 
天
子

も

物

く
イ
ラ
つ
く
わ

あ
ん
た
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耶
狛

良
い

め
言

を
あ
り
が
と
う

 
耶
狛
に
会

た
こ
と
の
あ
る
者
達
は

こ
の
凶
変
に

く
こ
と
し
か
出
来
な
か

た

何

な

ら
バ
カ
の
代
名

と
も
言
え
る
あ
の
耶
狛
が
こ
こ
ま
で
の

を
言
え
な
お
か
つ
一
か
ら

強
し

し
て
こ
い
と
ま
で
言

た
ぐ
ら
い
だ

こ
れ
に
は

然
し
ざ
る
得
な
い

 
永

あ
の
耶
狛
が

 

夜

こ

こ
こ
ま
で

明

に
な

て
る
な
ん
て

 
鈴
仙

え

と
因
み
に
耶
狛
さ
ん

４
５
度
は

 
耶
狛

よ

貴
方
は

を

め
て
る
の

 
や

り
性
格
逆
転
と
は
こ
こ
ま
で
変
え
る
の
だ
ろ
う
か

バ
カ
の

人
と
ま
で
言
え
る
あ

の
耶
狛
が
今
で
は
数

ま
で
も
出
来
て
い
る
の
だ
か
ら

 
萃
香

何
か
失

な
よ
う
な

ん

 
妹
紅

 
炎
で

え
る
妹
紅
の

を
萃
香
は
見
て
し
ま

た

そ
し
て

り
か
ら
発
せ
ら
れ
る
炎
は
一
面

の
ひ
ま
わ
り
の
畑
に
引
火
し
た

 

夜

あ

つ

あ
ん
た
少
し
は
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妹
紅

よ
く
も

こ
ん
な
事
を

 
耶
狛

あ
ら
あ
ら
熱
く
な

て
ま

そ
れ
と

こ
こ
の
花
は

 

や
す
と

 
耶
狛
が
言
い
か
け
る
前
に
妹
紅
は
走
り

に
炎
を
纏
わ
せ
耶
狛
へ
と

り
か
か
る

だ
が
妹
紅

と
耶
狛
と
の
間
を
何
者
か
が

た

 
バ
シ
ン

 

ら
れ
妹
紅
の
進
撃
は

ま
る

そ
し
て
炎
の

は

で
ガ

ド
さ
れ
て
い
た

し
か
も
そ
の

の

ち

は

 
妹
紅

な

風
見
幽
香

 
幽
香
だ

た

そ
れ
も
光
を
失

た
目
で

方
を
見
て
く
る

 
耶
狛

昨
日
や

と

し
た
の
よ

幽
香
さ
ん
少
し

 

れ
て
く
れ
る
か
し
ら

こ
の
花
畑
を

や
し
た
者

 
に

裁
を

え
な
い
と

 
幽
香

そ
う

 
妹
紅

つ
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妹
紅
は
す
ぐ
に
後
退
す
る

そ
し
て
幽
香
も

を
構
え
る

 
耶
狛

貴
方
達
の
メ
ロ

を
聞
か
せ
て
よ
そ
し
て

に

 
貴
方
達
の

を
見
せ
て
ち

う
だ
い

そ
れ
こ
そ
が

 

の

の
イ
ン
ス

レ

シ

ン

へ
の
執
着
へ
と

 
変
わ
り
新
た
な
る

意
欲
を

り
立
て
る
の
だ
か

 
ら

 
天
子

そ
う

な
ら

は
貴
方
の
そ
の

ん
だ

へ
の
執
着

 
を
正
し
て
あ

る
わ

 
永

耶
狛

貴
方
を

さ
せ
て
も
ら
う
わ

 
妹
紅

落
と
し
前
は
つ
け
て
も
ら
う

耶
狛

 
そ
う
言
い

は
構
え
る

そ
し
て
耶
狛
は
不
気

に

と
狂
気
を

む
笑

を
す
る

 
耶
狛

良
い
わ

と

て
も
良
い
わ

絶
対
的
な
る
力
を
前

 
に
し
て

む
そ
の
心
意
気
は
と
て
も

し
い
わ

 
こ
れ
よ
こ
れ
こ
そ
新
た
な
る
イ
ン
ス

レ

シ

ン

 
よ

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

幽
香
さ
ん
数
人
程
の
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相
手
を
し
て
ち

う
だ
い

は

り
の
数
人
を
や
る

 
か
ら

 
そ
う
言
う
と

み
曇
り
き

た
目
で
幽
香
は

を
構
え
る

 
耶
狛

さ

来
な
さ
い
そ
し
て
絶
望
し
て
ち

う
だ
い

 
こ
う
し
て

組
の

人
は
耶
狛
へ
と
戦
い
を

む
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
鈴

耶
狛
が
昔
よ
り
も

が
良
く
な

て
る

 
神
楽

え

そ
ん
な
に
バ
カ
な
ん
で
す
か

 
鈴

う
ん

み
書
き
と
か
は
普
通
で

動
神
経
は

 
だ

た
け
ど

は

ガ
テ
だ

た
よ

昔
に
晴

 
明
ち

ん
に

い
て
い

て
た
か
ら
知

て
る
け
ど

 
さ

 
狗
神

ど
の
く
ら
い

ガ
テ
だ

た
ん
だ
よ
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鈴

を

て

え
た
り

を

て

え
た

 
り
と
か
も
う
そ
れ
は

か

た
よ

 
怠
惰

因
み
に
だ
け
ど
耶
狛

て

の
セ
ン
ス
は

無
に
等

 
し
い
か
ら

前
に
バ
ザ

の
時
に
理
久
兎
君
達
の

 
店
は
あ

た
よ

 
神
楽

え

 
怠
惰

あ
れ
を

し
た
の
は
耶
狛
な
ん
だ
け
ど

図
が

 
も
う

カ
ソ
の

と
い
う
か

ン
ク
の

び
と
い
う

 
か
そ
れ
ら
の
出
来

な
い
の
そ
れ
は
も
う

い
出
来

 
前
だ

た
か
ら

 
狗
神

よ

良
く
分
か
ら
ん
が
よ
く
も
ま

あ
の
店
出
来
た

 
よ
な

 
怠
惰

理
久
兎
君
が
分
か
り
や
す
く
書
き

し
た
か
ら

 
神
楽

あ

る
程

 
怠
惰

ま

だ
か
ら

分
書
い
て
い
た

も
ま

そ
こ
は
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ご
想

に

せ
る
け
ど

さ
て
そ
ろ
そ
時
間
だ

 
か
ら
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
神
楽

そ
れ
で
は
ま
た
次
回
も
お
願
い

し
ま
す

 
鈴

そ
れ
じ

あ

者
様

 
狗
神

ま
た
な



 第２２６話 花畑での死闘

 
第
２
２
６
話
 
花
畑
で
の
死
闘

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

お

の
せ
い
な
の
か

ラ

番
組
が

い
な
と
思

た
怠
惰
の
ク
ソ

悪
魔
で
す

清

感
を

少
は

わ
え
ま
す
が

回

ど
生
で
見
た
こ
と
が
あ
る
と
何

か

て
感
じ
は
あ
り
ま
す

面
越
し
な
の
で
仕
方
な
い
ん
で
す
け
ど

そ
れ
で
は

そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 

ん
だ
禍
々
し
い
空
の
下
そ
こ
の

陽
の
畑
で
は
現

絶
な
る
死
闘
が

り

ら
れ
て
い

た 
天
子

つ

こ
の

 

護
し
ま
す
総

娘
様

 
萃
香

ど
り

あ

 
天
子

萃
香
の

人
で
幽
香
と
対

を
す
る

天
子
と
萃
香
と
で
前

に
立
ち
後
ろ
か

ら

が

護
す
る
と
い
う
バ
ラ
ン
ス
の

れ
た
戦
法
を
す
る
が
そ
れ
を

な
く

け

で
ガ
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ド
し
て
い
く

 
萃
香

ま
さ
か
と
は
思

て
は
い
た
け
ど
お
前
が

ら
れ
る

 
と
は

 
幽
香

 
天
子

こ
い
つ
普
通
に
強
く
な
い

 
萃
香

気
を

け
な
よ
特
に
こ
の
花
畑
で
戦
う
ん
だ

奴
か

 
ら
し
た
ら
十
八
番
中
の
得
意
ス
テ

ジ
だ
か
ら

 
天
子
達
が
戦
う
一
方
で
は

 
耶
狛

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

に
矢
と
か
炎
と
か
が

く

 
な
い
で
し

そ
れ
は
貴
女
達
が
一
番
よ
く
理
解
を

 
し
て
い
る

よ

何
せ

も
貴
女
達
と

じ
よ
う

 
に

の

を

ん
だ
者
な
の
だ
か
ら

 
耶
狛
は
永

達
か
ら
放
た
れ
る
矢

弾
幕

炎
に
当
た

て
も
平
然
と
し
な
が
ら
立
つ

 
永

 
妹
紅

流
石
は

じ
よ
う
に

の

を

ん
だ
だ
け
は
あ
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る
か

 

夜

達
よ
り
も

か
に

す
ぎ
る
わ
こ
れ
は
一
体

 
鈴
仙

の
ウ

ル
ス
は
こ
こ
ま
で
パ

ア

さ
せ
る

 
と
で
も
言
う
ん
で
す
か

 
普
通
の

人
も
あ
れ
だ
け
の
弾
幕
に
当
た
れ
ば
痛
み
も
あ
る
だ
ろ
う

し
か
し
目
の
前
に
い

る
耶
狛
に
は
全
然

い
て
な
か

た

 
耶
狛

貴
方
達
の

撃
な
ん
て

が
体
当
た
り
し

 
て
く
る
の
と
大

な
い
の
よ

正

に

し
て
し
ま

 
い
ま
す
と

 
妹
紅

い
ち
い
ち
と
勘
に

る
ん
だ
よ
今
の
お
前
の
言
動
は

 
目
を
覚
ま
せ
よ
耶
狛

前
み
た
い
に
無

な
そ
の

 
笑

を
見
せ
ろ
よ

 
鈴
仙

あ

妹
紅
さ
ん

 
炎
を

り
不
死
鳥
を

り
出
し
耶
狛
へ
と
撃
ち
込
む

し
か
し
耶
狛
は
た
だ
不
気

に
笑
う

そ
れ
は
ま
る
で

分
達
を
嘲
笑
う
か
の
よ
う
に
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耶
狛

仙
術
十
三
式
空

 
し
か
し
妹
紅
の

撃
は
当
た
る
こ
と
は
な
く
耶
狛
に

が
れ
て
し
ま

た

そ
し
て
耶
狛
は

分
達
を

む

 
耶
狛

さ

き
か
ら
聞
い
て
れ
ば

の
悪

を
言

て
ま

 
品
の
な
い
事

正

に

し
ま
し

う
貴
女
の

 
方
が

分
ウ
ザ
イ
の
よ
分
か
る
か
し
ら

あ

無
理

 

だ

て
し

か
り
と
し
た
教
育
を
受
け
て
ま
せ
ん

 
も
の

 
妹
紅

だ
ま
れ

 
ま
た
妹
紅
が

撃
を
仕

け
よ
う
と
し
た
そ
の

間

 
バ
シ

 
妹
紅
の

を

夜
が
思
い

き
り
ひ

た
い
た

 
妹
紅

何
す
ん
だ

 

夜

は

妹
紅
落
ち
着
き
な
さ
い
所

は
相
手
の
思
う
ツ

 
ボ
よ
そ
れ
だ
と

良
い

今
の
耶
狛
は

達
の
知
る
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耶
狛
で
は
な
い
わ
そ
れ
な
ら
耶
狛
と
思
わ
な
け
れ
ば

 
良
い
の
よ

 
永

姫
様
の
言
う
通
り
よ
今
の
耶
狛
は

達
の
知
る
無

 
な
笑

を
向
け
て
く
れ
る
耶
狛
で
は
な
い
の
よ
そ
れ

 
な
ら
耶
狛
と
思
わ
ず
戦
い
な
さ
い
そ
し
て
こ
の
戦
い

 
が
終
わ

た
そ
の
時
に
耶
狛
を

う
の
よ

 
妹
紅

あ

悪
い

 
鈴
仙

落
ち
着
い
た
み
た
い
で
す

 
何
と
か
気

ち
の

ぶ
る
妹
紅
は

ま
る

 
耶
狛

で

そ
の

番
は
終
わ

た
の
か
し
ら

終
わ

た

 
の
な
ら

こ
こ
か
ら
退
き
な
さ
い
な

 
手
に

つ

刀
を

る
う

す
る
と

い
狐
火
が
出
た
か
と
思
う
と
そ
れ
ら
は
無
数
の
狼
へ
と

変

し
た

 
耶
狛

 

の
狼

 
そ
う
言
い
放
つ
と

え
る
狼
達
は

を
開
け

分
達
へ
と
襲
い
か
か
る
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鈴
仙

狼
は

い
な
ん
で
す
け
ど

 
永

う
わ
よ
う
ど
ん

 
そ
う
言
い
鈴
仙
は
的
確
に
狼
の

間
目

け
弾
丸
弾
幕
を
撃
ち
込
ん
で
い
く

 
妹
紅

え
ろ

 

夜

火

の

 

人
の
炎
が

り
を
包
み
込
む
狼
た
ち
を
焼
く

だ
が
そ
の
炎
に

れ
て
耶
狛
が

刀
で
斬

り
か
か

て
く
る

 
耶
狛

そ
の
首
を
い
た
だ
き
ま
す
わ

 

夜

い

 

夜
の
能
力
が
発
動
し

り
の
時
間
は

ま
る

そ
の

に
妹
紅
を

動
さ
せ
能
力
を
解
く
と

耶
狛
の

撃
は
当
然
の
ご
と
く
空
を

た

 
耶
狛

あ
ら

あ

そ
う
で
し
た
わ
よ

貴
方
の
能
力
は

 
確
か
時
を

め
れ
る
能
力
の
一
種
で
し
た
わ
よ

 
面
倒
な
能
力
だ
こ
と

 

夜

問
に
思

た
ん
だ
け
ど
貴
方
も
理
久
兎
さ
ん
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と

じ
よ
う
に
記
憶
が
な
い
の

 
妹
紅

ど
う
い
う
事
だ
よ

 

夜

だ

て
理
久
兎
さ
ん
は
大

に
し
て
い
た
者
達
を
次

 
々
に
倒
し
て
い
こ
う
と
す
る
で
し

で
も
あ
の
時

 
可
笑
し
か

た
の
よ

人
を
前
に
し
て

痛
を
起

 
こ
し
た
時
も
し
か
し
た
ら
理
久
兎
さ
ん
記
憶
が
な
い

 
の
か
な

て

 
耶
狛

中
々
の
お

し

え

確
か
に
王
は

ど
の
記

 
憶
を
な
く
さ
れ
た
と

聞
い
た
話
で
は
で
す
が

 
や
は
り
理
久
兎
の
記
憶
は

え
て
し
ま

て
い
る
み
た
い
だ

そ
の
た
め
だ

た
の
だ
ろ
う
か

分
達
を
見
て
も
そ
の
破
壊
行
動
を

め
な
か

た
原
因
は

 
耶
狛

そ
し
て

は

そ
う
で
す

何
と
な
く
は
覚
え
て

 
ま
す
よ

も
う
色
あ
せ
薄
く
な

て
ま
す
が

 
妹
紅
さ
ん
や

夜
さ
ん
も
そ
う
で
す
し
そ
れ
に
お

 
だ

て
何
と
な
く
は
で
す
が
覚
え
て
ま
す
よ
で
す
が
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今
だ
か
ら
こ
そ
思
い
ま
す
が
何
で

は
あ
の
獣

い

 
兄
を
兄
と

て
い
た
の
か
何
で
血
の

が
ら
な
い

 

を
娘
と
思

て
い
た
の
か
し
ら
そ
し
て
何

に

 
は
友
を

ろ
う
と
思

た
の
か
し
ら

 
少
し
だ
が
記
憶
は

る
み
た
い
だ
が
あ
ま
り

明
に
は
覚
え
て
は
い
な
さ
そ
う
だ

だ
が
そ
の

せ
い
か
殺
す
気
で
来
た

な
の
に

て
し
ま
う

 
耶
狛

な
話
で
し
た
わ

 
妹
紅

い
や

じ

な
い

む
し
ろ
そ
の
色
あ
せ
た
記

 
憶
を
思
い
出
さ
せ
て
や
る
そ
し
て
絶
対
に

れ
て
帰

 
る

そ
れ
が
友
達
だ
か
ら

 

夜

は

あ
ん
た
を
手
伝

て
あ

る
わ

う
ど
ん

 
永

バ

ク
ア

を
頼
む
わ
耶
狛
を

発
ぶ
ん

 

る
か
ら

 
耶
狛

そ
う

昔
か
ら
変
わ
ら
な
い
の

そ
の
熱
い
心
は

 
見
て
い
て
本
当
に
壊
し
た
く
な
る
わ
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耶
狛
が
ま
た
無
数
の
狐
火
を

り
出
し

に

か
せ
る
と

 
耶
狛

生
を

え
る
こ
の
刃
の
力
を

つ
見
て
い
く
と
良
い

 
わ

 
そ
う
言
い

刀
を

る
う
と
狐
火
は
ま
た
狼
へ
と
変
わ
る

更
に
今
度
は

刀
を
地
面
へ
と
刺

す
と

り
に
咲
く
ひ
ま
わ
り
が
集
合
し
化
け
物
へ
と
変
わ

た

 
永

何
な
の
そ
の

刀
は

 
耶
狛

こ
れ
は

物

に
か
り
そ
め
の

を

れ
る
事
が
出

 
来
る

刀
い
え
こ
の
刃
が
と
い
う
の
が
正
し
い
か
し

 
ら

 
狐
火
の
狼
達
と
ひ
ま
わ
り
か
ら
生
ま
れ
た
怪
物
は
ま
る
で
生
き
て
い
る
か
の
よ
う
に

分
達
と

い
う

物
を
目

け
て
襲
い
か
か

て
く
る

 
妹
紅

え
ろ

 

夜

の

 
し
か
し
そ
の

撃
を
妹
紅
の
炎
と

夜
の
色
と
り
ど
り
の
弾
幕
で
退
け
た

 
耶
狛

中
々
や
り
ま
す
わ
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耶
狛
目

け
て
何
か
が
飛
ん
で
く
る

す
ぐ
に
耶
狛
は
体
を

け
反
ら
せ
回

し
た

飛
ん
で

き
た
者
は
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
り
つ
つ
あ
る
幽
香
だ

た

そ
し
て
耶
狛
の

後
に
天
子
が
緋
想
の

の

先
を
向
け
る

 
天
子

教
え
て
ち

う
だ
い

奴
を

て
る
石

て

 
何
処
に
あ
る
の
か
し
ら

 
耶
狛

に
そ
の

し
が
通
用
す
る
と
思

て

 
い
る
の
か
し
ら

 
天
子

言
わ
な
い
な
ら
良
い
わ
あ
ん
た
の
首
を
斬
る
か
ら

 
耶
狛

だ
か
ら
無

よ
だ

て

に
は

死
な
ん
て

く

 
も
な
い
の
よ

 

刀
で
の
一
千
を
し
て
く
る
が
天
子
は
上
へ
と
飛
び
回

す
る

そ
し
て
気
が
向
い
て
い
る
う

ち
に
妹
紅
が
一
気
に

を
積
め
て
仕

け
る

 
妹
紅

え
ろ

 
耶
狛

く
わ
け
な
い
の
よ
そ
の
炎
ご
と
き
が

 
真

正
面
か
ら
耶
狛
は
受
け
た
そ
の
時
だ

た

耶
狛
の
首
も
と
の

ク
レ
ス
が

か
ら
出
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て
く
る

そ
れ
は
ま
さ
し
く
探
し
て
い
る
禍
々
し
い
石
だ

た

 
妹
紅

見
つ
け
た

 

夜

永

 
永

お

せ
を

 

夜
の

に
よ
り
永

は
耶
狛
の

元
に
光

く
石
へ
と
向
か

て
矢
を
射
る

 
耶
狛

や
ら
せ
る
わ
け

 
妹
紅

さ
せ
る
か

 
妹
紅
は
耶
狛
の

手
を

束
す
る
よ
う
に

さ
え

け
る

そ
れ
に
続
き

夜
も

さ
え
だ

す 
耶
狛

め
な
さ

 
バ
キ
ン

 
矢
は
見
事
に
命
中
し
禍
々
し
い
石
が
つ
く

ク
レ
ス
は

々
に
壊
れ
た
の
だ

た

 
怠
惰

は
い
は
い
で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
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鈴

耶
狛

て
バ
カ
な
の
に
教
育
と
か

て
言
う

 
と

い
そ
の

よ
り
バ
カ
に
見
え
る
ん
だ
よ

 
怠
惰

そ
れ
は
仕
方
が
な
い
で
も
さ

は
知

て
る

 
狗
神

何
だ
よ

 
神
楽

何
で
す
か

 
怠
惰

バ
カ
と
天

は

一

て
言

 
神
楽

そ
う
な
ん
で
す
か

 
怠
惰

う
ん
ラ
イ
ト
兄

し
か
り

ツ

ル
ト
し
か
り

 

ジ
ソ
ン
し
か
り
ま
だ
ま
だ

に
も

山
も
う
そ

 
れ
は

い
も
ん
だ
よ

 
狗
神

そ
ん
な
に

い
の
か
よ

 
怠
惰

う
ん
バ
カ
に
さ
れ
た
り
と
か
そ
う
い

た
事
と
か

 
さ
れ
て
も
名
を

し
た
程
だ
か
ら

ま

で
も

 
そ
う
い

た
常
識

れ
し
て
る
考
え
が
一
番
こ
の

 
世
で
名
を

す
の
か
も
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鈴

確
か
に

 
怠
惰

だ
か
ら
も
し
か
し
た
ら
耶
狛
も

ち

と

望

 
薄
い
け
ど

 
狗
神

そ
れ
が
失

だ
ろ

 
神
楽

確
か
に

 
怠
惰

ア
ハ
ハ

お

と
そ
ろ
そ
ろ
時
間
だ

そ
れ
で
は

 

者
様
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

た
く

あ

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
な

 
神
楽

で
は

者
様
方

 
鈴

ま

た
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第
２
２
７
話
 
北
組

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

ン
ス
ト
の
ガ

で
大

死
し
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

で
回
し
て
も

し
か
出
ず
出
目
が

て
る
と
思

て
し
ま
い
ま
し
た

性
ガ

を
回

せ
ば
よ
か

た

失

そ
れ
で
は
今
回
も
ど
う

 
禍
々
し
い
光
が
弾
け

え
る

す
る
と
近
く
に
は

 
鈴
仙

あ
れ

て

 
永

メ

ス
ン

 
メ

 

 
メ

ス
ン
が
目
を
回
し
な
が
ら
倒
れ
て
い
た

ど
う
や
ら
石
に
変
え
ら
れ
て
い
た
の
は
メ

ス
ン
だ

た
み
た
い
だ

 
耶
狛

や

て
く
れ
た
わ

 
妹
紅

う
わ
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夜

う
ぐ

 
耶
狛
に

り

ど
か
れ
吹

飛
ば
さ
れ
る
が
す
ぐ
に
受
け

を
と
る

 
耶
狛

折

ア
ク
セ
ン
ト
の

つ
と
し
て
着
け
て
た
の
に
な

 

お
前
達
を
代
わ
り
の
ア
ク
セ
サ
リ

に
し
よ
う

 
か
し
ら

 
永

今
か
ら
本
気
か
し
ら

 
耶
狛

え

大
分
お
つ
む
に
き
た
も
の
で

も
う
遊
び
は

 
こ
こ
ま
で
よ

 

刀
を

る
い
ま
た
狐
火
か
ら

く
の
狼
達
を

り
出
す

 
耶
狛

死
ん
で
し
ま
い
な
さ
い
な

 
そ
う
言
い
耶
狛
が
放

た
そ
の

間
だ

た

 

 

ツ
イ
ン
ス
パ

ク

 

つ
の

大
な
レ

ザ

が
耶
狛
へ
も
襲
い
か
か

た

 
耶
狛

物
よ
守
り
な
さ
い

 
そ
う
言
い

刀
を
地
面
に
さ
し
咲
き

る
無
数
の
ひ
ま
わ
り
を

り

の
よ
う
に
編
ん
で
分
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い

を

り
あ

て
レ

ザ

弾
幕
を

ぐ

そ
し
て
光
が

む
と
少
し
だ
が

に

を

け

た
耶
狛
が

を
現
し
た

 
耶
狛

あ
ら
も
う
目
覚
め
た
の

い
わ

幽
香
さ
ん

 
幽
香

え

お
陰
さ
ま
で

 
レ

ザ

が
放
た
れ
た
方
向
を
見
る
と
そ
こ
に
は

を
構
え
た
幽
香
が
い
た

ど
う
や
ら

は

け
た
み
た
い
だ

だ
が
平
然
と
立

て
い
て

い
て
し
ま
う

 
妹
紅

な

な
ん
ち

う
精
神
力
だ
よ

 

夜

あ
ん
た
で
す
ら
も
立
ち
上
が
る
の
に

し
て
た
の

 
に

 
耶
狛

そ
う

さ
ん
は
ど
う
や
ら

う
の
が
お

き
な

 
よ
う
で

な
ら
こ
こ
で
全
員
を
地
獄
よ
り
深
き
場

 
で
あ
る

落
の
底
へ
と
落
と
し
て
あ

ま

 
耶
狛
は
突
然
言

を

め

り
始
め
た

そ
し
て
数

た
つ
と

 
耶
狛

あ
ら
仕
方
な
い
わ

王
よ
バ
カ

人
に
は

方
か
ら

 
お
伝
え
し
て
お
き
ま
す
わ
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と

り
言
を
言

た
か
と
思
う
と

方
を
見
て
く
る

 
耶
狛

ご
め
ん
な
さ
い

ど
う
や
ら
引
き

み
た
い

 
妹
紅

な

ざ
け
る
な

 

夜

そ
れ
に
王

て
ま
さ
か
理
久
兎
さ
ん

 
耶
狛

え

そ
う
よ
ど
う
や
ら

急
事

み
た
い

 
な
の
よ

感
じ
か
ら
し
て
だ
か
ら
引
く
わ

 
耶
狛
は
無
数
の
狐
火
を
大

に
出
現
さ
せ
た
か
と
思
う
と

 
耶
狛

そ
れ
じ

あ

あ

後
も
う
こ
の

の
大
地
は
い

 
ら
な
い
か
ら
貴
女
達
に
返
し
て
あ

る
わ
そ
れ
と

 
は
結
構
に

に

つ
か
ら
お

れ
な
き
よ
う
に

 
と

言
い
狐
火
を
大
発
火
さ
せ

ま
じ
い

発
が
起
き
た

 
ド

ン

 
天
子

う

 

ま
さ
か
こ
ん
な
使
い
方
を
す
る
と
は

 
永

姫
様

無
事
で
す
か
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夜

え

 
幽
香

く

 
そ
う
し
て

発
と

が

え
る
と
も
う
耶
狛
は

え
て
い
た

 
鈴
仙

波
⻑
は
な
し
も
う
い
な
く
な

た
み
た
い
で
す

 
妹
紅

ク
ソ

耶
狛
を

え
な
か

た

 
友
人
を

え
な
か

た
事
に
妹
紅
は

い
地
面
に

を

け
た

 

夜

妹
紅

今
は
起
き
た
こ
と
を
龍
神
に
知
ら
せ
る
わ
よ

 
そ
こ
の
妖
怪
も
つ
い
て
き
て
く
れ
る
わ
よ

 
幽
香

色
々
と
聞
き
た
い
事
が
あ
る
か
ら
つ
い
て
い
く
わ

 
ど
う
や
ら
幽
香
も
つ
い
て
き
て
は
く
れ
る
み
た
い
だ

 
永

話
は
ま
と
ま

た
わ

妹
紅
そ
こ
で
落
ち
込
ん

 
で
て
も
仕
方
が
な
い
わ
次
に
行
き
ま
し

う

 
妹
紅

あ

 
天
子

な
ら
さ

さ
と
行
く
わ
よ
ま
た
怪
物
達
が
出
て
き
て

 
も
可
笑
し
く
は
な
い
ん
だ
か
ら
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こ
の
子
は
ど
う
し
ま
す
か

 

は
倒
れ
て
気
絶
し
て
い
る
メ

ス
ン
に
つ
い
て
聞
く
と

 
永

が
お
ぶ

て
く
わ

ら
く

女
も
呪
わ
れ
て
い
る

 
と
は
思
う
か
ら

 
そ
う
言
い
永

は
メ

ス
ン
を
お
ぶ
る

 
天
子

そ
れ
じ

そ
こ
の
も
ん

は
先

に
行

て
頂

 
と

が
し
ん
が
り
を
す
る
か
ら

 
妹
紅

分
か

た

 
そ
う
し
て
永

達
一
行
は

の

還
に

し
た
の
だ

た

そ
う
し
て
最
後
の

で
あ
る

蓮
達
へ
と

る

現

妖
怪
の
山
へ
と
登
る
山
中
で
は

 
蓮
 

で

 
霊
夢

は

 
ジ

キ
ン

ん

 
怪
物

ぎ

や

 
怪
物

あ

が
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霊
夢
と

力
し
向
か

て
く
る
怪
物
を
討
伐
す
る

そ
し
て

分
達

外
で
も

 
お

ど
い
た

ど
い
た

 
さ
と

と
と

時
の
方

か
ら
増

が
来
ま
す
よ

 
お

の

車
に

り
な
が
ら
さ
と
り
は
弾
幕
を
放
ち
つ
つ
情
報
を

る

 
玲
音

ち

り
が

な

 
咲
夜

本
当

 

こ
れ
だ
と
日
が

れ
そ
う
で
す

 
玲
音

咲
夜

も
弾
幕
や
斬
撃
で

戦
す
る

だ
が
一
向
に
怪
物
が

る
気

が
な
い

 
蓮
 

霊
夢
ど
う
す
る

 
霊
夢

え

え

と
仕
方
な
い
と
り
あ
え
ず
逃

な
が
ら

 

戦
す
る
わ
よ

 
蓮
 

了
解

さ
ん

目
的
地
へ
と
逃

つ
つ

戦
を

 
し
ま
し

う

こ
の
数
は
流
石
に
日
が

れ
て
し
ま

 
い
ま
す
の
で

 
全
員

了
解
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の
返
事
を
聞
き

戦
を
し
な
が
ら
山
の
山
頂
へ
と
登

て
い
く

そ
こ
で
も
数
々
の
怪
物
達

に
襲
わ
れ
る

 
怪
物

ぐ

 
怪
物

が

 
玲
音

ど
け
や

 
咲
夜

ル

イ
ア
ル

 
ジ

キ
ン

 
大

を
玲
音
の
炎
の
斬
撃
と
咲
夜
の

イ
フ
が
見
事
に
命
中
し
次
々
と
倒
し
て
い
く

だ
が
ま

だ
ま
だ
出
て
く
る

 

奇
跡
よ

 
さ
と

想
起
 
う
る
お

え
の

寺

 
お

い
く
よ

 

の
奇
跡

に
よ

て
無
数
の

の
弾
幕
が
落
ち
怪
物
の

へ
と

撃
し
て
い
お

は

ゾ
ン

フ

ア
リ

達
を

り

撃
さ
せ
さ
と
り
は
記
憶
か
ら

み

た
弾
幕
を
使
い
相
手
を

滅
し
て
い
く
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蓮
 

こ
れ
な
ら
何
と
か

 
霊
夢

蓮
そ
れ
は
フ
ラ
グ
よ

 
蓮
 

あ

 

バ
い
フ
ラ
グ
を

て
て
し
ま

た

そ
し
て
そ
の
フ
ラ
グ
は
見
事
に
回

さ
れ
た

 
怪
物

ギ

 
空
か
ら
一

大
き
な

の
怪
物
が
飛
来
し
て
き
た

そ
れ
も
無
数
の
子

を

れ
て

 
霊
夢

ら

 
蓮
 

ご

ご
め
ん

 
と

霊
夢
に

た

後

 
怪
物

ギ

 

の
怪
物
達
は

が
痛
く
な
る

り

を
あ

た

 
さ
と

う
ぐ

こ
の
怪
物
か
ら
は
殺
す
と
い
う

し
か

 
聞
こ

 
お

が

 

 
咲
夜

こ
れ
は

音
波
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あ

 
玲
音

が
い
て

 
霊
夢

ど
う
す
る
の
よ
こ
れ

 
蓮
 

何

聞
こ
え
な
い
よ

 
も
う
五
月

す
ぎ
て
何
を
言

て
る
の
か
が
ま

た
く
分
か
ら
な
い

何
せ
あ
ま
り
の
五
月

さ
に

を

さ
え
る
こ
と
し
か
出
来
な
い
の
だ
か
ら

す
る
と
子

達
が

分
達
目

け
て
襲

い
か
か

て
き
た

 
玲
音

ま
ず
い

ぐ

 
咲
夜

時
間
よ

ま

う
が

 
霊
夢

が

 
全
員
が
ス
タ
ン
を
し
て
い
て
動
け
な
い

も
う
こ
れ
は

バ
い
と
思

た
そ
の
時
だ

た

 

 

義

 

ロ
テ
ウ
ス

 
向
か

て
く
る

達
そ
し
て

音
波
を
出
す

大

は
突
然
白
い
布
よ
う
な
物
に
包
ま
れ

投

飛
ば
さ
れ
た

 
蓮
 

今
の

て
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だ
ら
し
な
い
で
す
よ
こ
の
程
度
の

で

 
霊
夢

仙
人
じ

な
い

 
見
て
み
る
と
そ
こ
に
は
大
き
な

の

に

ま
る
華
扇
の

が
あ

た

 
蓮
 

華
扇
さ
ん

 
霊
夢

度
良
い
わ
あ
ん
た
も
手
伝

て
よ

 
華
扇

手
伝
う
と
言
う
と
あ
の
妖
怪
で
す
ら
な
い
出
来

な

 
い
を
倒
す
と
い
う
手
伝
い
か
し
ら

 
霊
夢

え

そ
れ
を

て
る

狛
を
こ
れ
か
ら
ぶ
ん

り

 
に
行
く
ん
だ
け
ど

 
と

霊
夢
が
言
う
と
華
扇
の

間
が

ク
リ
と
動
い
た

 
華
扇

そ
う

良
い
わ
そ
れ
な
ら
先
に
進
み
な
さ
い

 
霊
夢

ど
う
い
う

 
怪
物

ギ

 
ま
た

り

の

音
波
が
遠
く
で
聞
こ
え
る

先
程
の

が
ま
た

方
へ
と
や

て
き

た
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華
扇

行
き
な
さ
い
こ
い
つ
ら
倒
し
て
お
く
か
ら

く

 
蓮
 

さ
ん

こ
こ
は

せ
て
い
き
ま
し

う

 
玲
音

了
解
だ
こ
こ
は

に

せ
て

達
は
進
む

 
華
扇

そ
こ

が

だ

 
玲
音

う

逃

ろ

 
咲
夜

は

や
れ
や
れ

 
さ
と

し
か
も
心
か
ら
言

て
る
ん
で
す

あ
れ

 
華
扇
に
こ
こ
は

せ

分
達
は
先
へ
と
進
む

す
る
と
今
度
は

 

男

も

 

男

ル

ル

ル

 

と

の
男
性

の

大
な
怪
物
が

分
達
目

け
て
タ

ク
ル
し
て
く
る

 
霊
夢

今
度
は
変

共

 
玲
音

蒼
炎
の
守
り

 
蓮
 

陰
陽
結
界
術

 
す
ぐ
さ
ま

分
が
霊
力
の

を
張
り
玲
音
が
蒼
炎
で

を

う

そ
し
て
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ン

 
と

い
音
が

く
と

で

面
と

面
を
近

で
見
て
し
ま
う

 
さ
と

こ
の
怪
物
も

達
を
殺
す
気
み
た
い
で
す

 
ら
わ
し
い

 
霊
夢

こ
ん
な
変

動
物
に
殺
さ
れ
る
と
か
絶
対
に

よ

 
正

死
ん
で
も
死
に
き
れ
な
い
わ
よ

蓮
そ
れ
か
ら

 

執
事

絶
対
に
解
く
ん
じ

な
い
わ
よ

 
咲
夜

そ
れ
は

意
見
で
す
あ
の

体
見
て
て
ゾ

と
し
ま

 
す

 
お

え

と
あ
た
い
も
ち

と

う
ん
引
い
た

 

そ
の
ご
め
ん
な
さ
い

 
と

女
性
人
か
ら
の
悲
し
い
一
言
一
言
が

と

の
怪
物
に
矢
の
よ
う
に
刺
さ

て
い
く

 

男
 

 

男
 

ガ

ン

 
そ
れ
を
聞
い
た
怪
物

体
は
シ

ク
の
あ
ま
り
数
歩
後
退
り

を
つ
け

手
を
地
面
に
つ
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け
た

相
当
な
シ

ク
だ

た
み
た
い
だ

そ
し
て

分
と
玲
音
は

時
に

 
蓮
 

え

メ
ン
タ
ル

 
玲
音

こ
い
つ
ら

メ
ン
タ
ル
じ

か

 
と
し

う
も
な
い
ツ

ミ
を
し
て
し
ま

た

す
る
と
怪
物
は
ゆ

く
り
と
立
ち
上
が
る

 

男

う
も

 

男

ひ
ひ
ひ

 
何
と
こ
の

体

き

び
な
が
ら

方
へ
と
向
か

て

大
な

槌
を

る

て
突
進
し
て

結
界
へ
と

り
か
か

て
く
る

 
さ
と

え

リ
ア

て

そ
れ
に

そ

 
そ
ん
な
下
品
な
事
を
良
く
も
考
え
ら
れ
ま
す

 
さ

最

で
す

 
蓮
 

こ
れ

全
な
小
説
で
す
よ

 
と
か
何
と
か
言

て
い
る
と

々
に
と
結
界
に

裂
が
走

て
い
く

ま
だ
結
界
で
の
ト

カ
が

能
は
し
て
い
る
が
強

な
一
撃
を
そ
う

々
と

え
れ
る
気
が
し
な
い

 
蓮
 

ち

霊
夢

何
か
考
え
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霊
夢

え

え

と

 
玲
音

お

い
咲
夜

時
を

時
を

め
ろ

 
咲
夜

え

え

 
咲
夜
が
急
い
で
時
を

め
よ
う
と
し
た
そ
の

後
だ

た

 

 

お
う
化
物
共
こ
こ
は
う
ち
の

張
り
だ
べ

 
と

が
聞
こ
え
向
く
と
そ
こ
に
は
大
き
な

を

に

負

た
女
性
が
い
た
の
だ

た

 
怠
惰

は
い
で
は
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
狗
神

な

最
後
の

女
は

だ
よ

 
怠
惰

も
う
ち

い
先
の
章
か
ら
の
特
別

ス
ト

 
神
楽

え

と
や

り
妖
怪
の
山
に
い
る

て
事
は
た
だ

 
者
で
は
な
い

で
す
よ

 
怠
惰

う
ん
ま

妖
怪
で
あ
る
の
は
事
実
だ

元
は
人
間
と

 
い
う
説
も
あ
る
け
ど

あ

そ
れ
と
あ
の
キ

ラ
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を
い
ち

く
知
り
た
い
方
は
東
方
天
空

で

し

 
て

ク
シ

科
の
ボ
ス
キ

ラ

で
見
て

 
鈴

タ
バ
レ

の
た
め
と
は
い
え
だ
け
ど

え
を
言

 

ち

た
よ

 
怠
惰

ま

ま

そ
れ
で
実
は
も
う

つ
あ
り
ま
し
て
あ

 
の
変

的

キ

キ

リ
マ

動
物
だ
け
れ
ど

 

ル
が
あ
る
ん
だ
よ

 
狗
神

あ
れ
に

ル
が
い
る

て
ど
う
な
ん
だ
よ

 
怠
惰

い
や

整
理
し
て
た
ら
あ

ち

と

か

 
し
い
な

的
な

を
見
つ
け
て

そ
れ
で
少
し

 

せ
て
出
し
て
み
ま
し
た
も
う

男
と

男
と
か
で

 
分
か
る
方
は
い
る
と
は
思
う
け
れ
ど

 
鈴

そ
れ

て
さ

⻤
と

⻤
だ
よ

 
怠
惰

い
や

分
だ
け
ど
そ
の

の
キ

ラ
そ
の
⻤
達

 
を

ル
に

ら
れ
た
と
思
う
け
ど
怠
惰
さ
ん
は
ま
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た
そ
の
キ

ラ
を

ル
に
し
た
か
ら

し
く

 
は

カ

を

レ
イ
す
る
な
り
し
て
み
て
下
さ
い

 

て
感
じ
か
な

な
ら

カ

魔
で

  
鈴

何
か

が
つ
い
て
い
か
な
い
や

 
神
楽

怠
惰
さ
ん
そ
ろ
そ
ろ

 
怠
惰

お

と
も
う
時
間
か
そ
れ
じ

今
回
は
こ
こ
ま
で
と

 
な
り
ま
す

 
狗
神

⻑
話
で
悪
か

た
な

 
鈴

そ
れ
じ

あ

者
様

 
神
楽

そ
れ
で
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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第
２
２
８
話
 
山
姥

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

今
日
は
あ
ま
り
に
も

く
て

過
ぎ
て
い
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

お
陰
さ
ま
で

中
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
が
痛
い
で
す

さ
て
で
は
本
編
へ
ど
う

 

人
の
女
性
が

を
あ

と

の
妖
怪
は
そ
の
女
性
を
見
る

 
霊
夢

奴

 
蓮
 

に
女
性
で
山
に
住
ん
で
る

て
ま
さ
か
山
姥

 

山
姥

て
あ
の

 
昔
に
祖

の
話
で
聞
い
た
こ
と
が
あ

た

山
に
住
み
大
き
な

で

と
認
識
し
た
相
手
を
八

つ
裂
き
に
す
る
妖
怪
で
あ
る
と
か
な
い
と
か

聞
い
た
の
が
本
当
に

年

だ

た
頃
の
た
め

オ

バ

か
も
し
れ
な
い
が
大
方
は
合

て
い
る
だ
ろ
う

 
霊
夢

山
姥

 
山
姥

お
前
ら
こ
こ
は
う
ち
の

張
り
だ
さ

さ
と
帰
れ
帰
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ら

な
ら
開
き
に
し
て
天
日

し
す
る
べ

 
と

聞
い
た
で
あ
ろ
う

と

の
妖
怪
は
山
姥
を

む
と

 

男

ん
も

 

男

ル
ル
ル

 
山
姥
目

け
て
さ
な
が
ら
ア
メ
フ
ト
選
手
の
よ
う
な
タ

ク
ル
を
仕

け
た

 
蓮
 

ご
め
ん
解
く
よ

 
玲
音

も
だ

 
霊
夢

蓮

 
咲
夜

玲
音

 
す
ぐ
に
結
界
を
解
い
て
山
姥
へ
と
向
か

て
い

た

と

を
追
い
か
け
山
姥
の
前
へ
と

り

分
は
神
楽
で
玲
音
は
ガ
ン

レ

ド
を
構
え
て

 
ガ
キ
ン

 
蓮
 

ぐ

 
玲
音

く

流
石
は

リ
マ

一
撃
が

い

 
そ
の
タ

ク
ル
を
何
と
か

ぐ
が
あ
ま
り
に
も
強
い

撃
で
吹

飛
ば
さ
れ
そ
う
に
な
る
が
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を
使

て
何
と
か

え
る

 
山
姥

お
前
ら
人
間
が
良
く
も

え
れ
る
な

だ
が

 
感

す
る
べ

 
大
き
な

を
構
え
て

し

 
山
姥

で
り

 

と

の
怪
物
の
首
を
力

せ
に
マ
ミ
る

そ
し
て
マ
ミ
ら
れ
た
首
は
地
面
へ
と
落
ち
て
転
が

り
体
は

が

れ
た
人

の
よ
う
に

か
に
倒
れ
た

 
玲
音

ひ

何
ち

う
力
だ
よ

 
蓮
 

か

神
楽
も
折
ら
れ
る
か
な
こ
れ

 

の

の
よ
う
な
首
を
力

せ
な
一
撃
で
マ
ミ
れ
ば
そ
う
思

て
し
ま

て
も
仕
方
が
な
い

だ
ろ
う

 
山
姥

こ
こ
最
近
に
な

て
こ
う
い
う
の
が
う
ろ

 
つ
く
か
ら
迷

な
も
ん
だ
べ

そ
れ
と

け
て
く

 
れ
て
あ
り
が
と
う

 
蓮
 

い

い
え
こ
ち
ら
も

か

た
の
で
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霊
夢

ち

と
蓮

あ
ん
た
あ
れ

ど
先
走
る
な

て
行

 

て
る
の
に
死
ん
だ
ら
ど
う
す
る
の
よ

 
蓮
 

ご

ご
め
ん

て

 
ま
た
霊
夢
に
怒
ら
れ
て
し
ま

た

確
か
に
悪
い
と
は
思
う
が
も
し

処
で
い
か
な
け
れ
ば
山

姥
が
吹

飛
ば
さ
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
れ
ば
こ
の
ぐ
ら
い
の
説
教
な
ら
安
い
も
の

だ 
山
姥

し
か
し

か

た
べ

 
山
姥
は

の
下
の
方
を
見
る

す
る
と
無
数
の
動
物

の
怪
物
が
ゆ

く
り
ゆ

く
り
と

方

へ
と
向
か

て
く
る

 
山
姥

お
前
ら
は
先
に
行
き
な
こ
こ
は
食
い

め
る

 
蓮
 

え

で
も

 
霊
夢

あ
ん
た
強
い
の

 
山
姥

ま

そ
れ
相

に
は

良
い
か
ら
行
き
な

 
霊
夢

決
ま
り

行
く
わ
よ
こ
い
つ
実
力
は
本
物
み
た
い
だ

 
し
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蓮
 

う

う
ん

 

分
達
は
す
ぐ
に
先
へ
と
進
む
が

分
は
立
ち

ま
り
後
ろ
を
向
い
て

 
蓮
 

す
み
ま
せ
ん
貴
女
の
お
名
前

て

 
山
姥

ん

う
ち
は

田

だ
べ

 
蓮
 

な
ら

さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
お

を

べ
て
先
へ
と
進
む
の
だ

た

そ
う
し
て

分
達
は
数
々
の

を
倒
し
な
が
ら
先
へ

と
進
み
守
矢
神
社
へ
と

り
着
く

 

何
と
か
神
社
ま
で
来
ま
し
た

 
蓮
 

で
す

 
霊
夢

る
用
事
は
あ
る

 

な
い
で
す

先
へ
進
み
ま
し

う

 
守
矢
神
社
へ
と

ら
ず
先
へ
と
進
む

そ
う
し
て

を

り
越
え
天
狗
の
里
へ
と

り
着
く

 
霊
夢

つ
い
た
わ

 
蓮
 

不
穏
な
空
気

 
お

不
穏
な
空
気
だ

ら
く
お

さ
ん
が
い
る
だ
ろ
う
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け
ど
準
備
は
大

か
い

 
さ
と

は
大

で
す
が

 
霊
夢

も
良
い
わ
よ

 
咲
夜

達
も
問

は
あ
り
ま
せ
ん

 
玲
音

行
く

 
蓮
 

な
ら
行
き
ま
し

う

 

分
達
は
門
を
く
ぐ
り
里
へ
と

る

里
は
物

い

か
で
天
狗
の
気

す
ら
感
じ
ら
れ
な

い

そ
ん
な
事
を
感
じ
な
が
ら
歩
い
て
い
く
と

 

 

見
事
だ
よ
く

こ
こ
ま
で
来
た
な

 
玲
音

こ
の

 

が
聞
こ
え
向
く
と
屋

の
上
に

狛
が
立

て

方
を
見
て
い
た

 

狛

そ
の
感
じ
な
ら

た
刺
客
達
を
倒
し
た
よ
う
だ
な

 

狛
は
下
へ
と
降
り
て
こ
ち
ら
を

た
い

し
で
見
て
く
る

 
霊
夢

刺
客

て
あ
の

と
か
変

生
物
と
か

 

狛

あ

変

と
い
う
の
が
よ
く
分
か
ら
ん
が
な
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お

お

さ
ん

天
狗
達
は
ど
こ
に
や

た
の

 
お

が
天
狗
達
に
つ
い
て
聞
く
と

狛
は
楽
し
そ
う
に
笑
う

 

狛

奴
等
な
ら

屋
ま

屋
に

禁
し
て
い
る

 
蓮
 

狛
さ
ん
貴
方
は
見
た
所
で

と
か
は
し
な
い
ん

 
で
す
か

 
黒
や
耶
狛
は

か
を

り

下
と
し
て
使

て
い
た
が

狛
は
そ
ん
な
事
を
し
て
い
な
い
よ
う

な
の
で
聞
く
と

 

狛

は
興

な
い

が

め
る
の
は
獣
の
闘

本
能
の

 
み
だ
か
ら
な

に
わ
ざ
わ
ざ
こ
れ
を
使

て
獣
共
を

 

て
い
る

 

狛
は

に
刺
す
刀
を

き
刀

を
見
せ
る
と
何
と
刀

の
中
に
あ
の
禍
々
し
い
結

が
あ

た
の
だ

し
か
も
そ
の
結

か
ら
次
々
と
獣

の
怪
物
が

い
て
出
て
い
た

 

狛

見
せ
て
や
ろ
う

の
技
を

鏡

刃
よ
鏡
の
世
界

 
よ
り
生
ま
れ
せ
し
獣
を
こ
こ
へ
呼
べ

 

狛
は
刀
を
地
面
へ
と

し
込
む
と

大
な
魔
方

が

分
達
の

元
に
張
り

ら
さ
れ
る



 第十七章 狂神降臨

そ
し
て
魔
方

か
ら
次
々
と
獣
達
が

き
出
て
く
る

 

狛

北
の
こ
の
山
は

の
守
り
と
な
り
獣
の
生

所
で

 
あ
る
そ
の
意

は
分
か
る
よ
な

 
蓮
 

来
ま
す
よ

 
霊
夢

構
え
な
さ
い
よ
そ
れ
か
ら
死
ぬ
ん
じ

な
い
わ

 
よ
あ
ん
た
達

 
咲
夜

そ
ん
な
も
の
当
然
よ

 
玲
音

さ

て

ら
を

め
た
事
を
後

さ
せ
て
や
る

獣

 
野

 

奇
跡
が

に
訪
れ
ま
す
よ
う
に

 
お

お

さ
ん
の
目
を
覚
ま
さ
せ
る

 
さ
と

護
は
し
ま
す

 
全
員
で
臨
戦

勢
を
整
え
る
と

狛
は
刀
を

分
達
へ
と
向
け
て

 

狛

か
か
れ

獣
の
闘

本
能
の
ま
ま
に

を
殺
せ

 
怪
物

が
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怪
物

ギ

 
そ
う
し
て

分
達
は

狛
と
怪
物
達
と
で
妖
怪
の
山
を

け
た
全
面
戦

を

き
起
こ
す
の

だ

た

 
怠
惰

で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
鈴

怠
惰
な
ん
で

狛

て
そ
う
い
え
ば

 
と
か
し
な
い
の

 
狗
神

言
わ
れ
て
み
る
と
な

 
怠
惰

あ

そ
れ
は

今
の

は
闘

本
能
に
従
う
獣

 
そ
の
も
の
だ
か
ら

じ
よ
う
に
闘

本
能
を

 
つ
あ

い

た
獣

の
怪
物
し
か

下
と
思
わ

 
な
い
ん
だ
よ

耶
狛
や
黒
が
将

の
よ
う
に

 

た

を
使
う
の
な
ら

狛
は

ス
の
よ
う
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に
使
い

て
で
命
の
あ
る
限
り
戦
え

て
感
じ

 
に
な
る
か
な

 
神
楽

え

と

ス

て
何
で
し

う
か

 
怠
惰

え

あ

外

の
将

て
思
え
ば
良

 
い
の
か
な

た
だ
し
倒
し
た

を
使
う
こ
と
は

 
出
来
な
い
け
ど

 
鈴

怠
惰

て
さ
そ
う
い
う
遊
び
は
得
意
な
の

 
怠
惰

い
い
や

い
よ

が

ま
な
い

は
も

 
う

い
に
等
し
い
や
だ
か
ら
千
ち

ん
相
手
に

 
将

す
と
も
う

に

ろ
負
け

 
狗
神

お
い
お
い

 
怠
惰

て
も
う
こ
ん
な
時
間
か

ン

そ
れ
で

 
は

者
様
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
鈴

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く

 
神
楽

そ
れ
で
は

者
様
方
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狗
神

ま
た
な
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第
２
２
９
話
 
天
狗
の
里
の
激
闘

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

そ
し
て
昨
日
は
投
稿
で
き
ず

し

あ
り
ま

せ
ん

理

は
後
書
き
に
て
説
明
さ
せ
て
頂
き
ま
す

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
妖
怪
の
山
の
山
頂
に
あ
る
天
狗
の
里
で
は
現

絶
か
つ

な
戦
い
が

き
起
こ

て
い

た 
お

さ
と
り
様

 
さ
と

想
起
 
飛
行

ス
ト

 
霊
夢

怪
物
退
散
針

  
怪
物

が

 
怪
物

ぐ
え
る
ぶ

 
怪
物

ぎ

ん
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人
ス

ル
が
発
動
し
次
々
と
怪
物
は
倒
れ

へ
と
な

て
い
く

そ
ん
な

人
へ
と
近
づ

こ
う
と
す
る
怪
物
に
向
か

て

 
蓮
 

り

て
ご
め
ん

 
ジ

キ
ン

 
怪
物

ギ

 
怪
物

が

あ

 
高

の

刀
で
怪
物
達
を
一
掃
し

 
お

ゾ
ン

フ

ア
リ

達
行
き
な

 
ゾ
妖

き

 
ゾ
妖

出
番

出
番

 
お

は
ゾ
ン

フ

ア
リ

を

り

撃

を
出
し
な
が
ら
さ
と
り
を

せ
た

車
を

し

け

り
な
が
ら
臨

変
に
対

す
る

 
蓮
 

は

は

体

体
が

い

 
獣

の
怪
物
は
こ
れ
ま
で
の
怪
物
達
と
比
べ
る
と

い

ま
る
で
岩
を

て
い
る
か
の
よ
う

な
感
覚
に
な
る
ぐ
ら
い

い
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お

蓮
さ
ん
お

さ
ん
は

 
蓮
 

狛
さ
ん
な
ら
玲
音
さ
ん
と
咲
夜
さ
ん
が
相
手
に
し

 
て
い
ま
す
よ

 
約

間
ぐ
ら
い
の
前
の
玲
音
の
頼
み
を
覚
え
て
い
た

だ
か
ら
こ
そ

分
は
玲
音
と
咲
夜

に

せ
た
の
だ
か
ら

そ
し
て
数

先
で
は

 
ガ
キ
ン

ガ
キ
ン

ガ
キ
ン

 

と

が
ぶ
つ
か
り
合
う
音
が
聞
こ
え
て
く
る

そ
れ
も
そ
の

 

だ

ガ
ン

レ

ド
を

る
う
玲
音
と

イ
フ
使
い
の
咲
夜
は
二
刀
を

つ

狛
と
対

し

て
い
る
の
だ
か
ら

 

狛

ク
ク
ク

良
い

こ
れ
こ
そ
が
獣
た
る

の
闘

 
本
能
を

り
立
て
る

 
玲
音

ち

 
咲
夜

は

 

狛

裂
け
目
よ
開
け

 

狛
の
能
力
で
咲
夜
が
投

し
た

イ
フ
は
裂
け
目
に
よ

て
何
処
か
別
の
場
所
へ
と

え
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た 

狛

こ
の

に
投

物
が

く
と
思

た
か

 

本
の
刀
を

る
う
と
無
数
の
斬
撃
波
が
生
じ
玲
音
と
咲
夜
へ
と
向
か

て
く
る

 
玲
音

炎
波
撃
斬

 
炎
の
斬
撃
波
を
撃
ち
出
し
相
殺
さ
せ
る
と

狛
は

え
て
い
た

そ
し
て

後
か
ら
気

を
感

じ
た

 
玲
音

 
咲
夜

玲
音

 
ガ
キ
ン

 

後
か
ら
裂
け
目
を
使

て
奇
襲
を
仕

け
て
き
た

狛
の
二
刀
を
咲
夜
が

手
に

イ
フ
を

て

ぐ

 

狛

や
る
じ

な
い
か

 
咲
夜

さ

き
貴
方
は
投

物
が

く
と
思
う
か
と
言
い
ま
し

 
た
が

イ
フ
は
た
だ
投

る
だ
け
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん

 
の
で
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狛
を
弾
き
飛
ば
し

手
の

イ
フ
で
斬
り
か
か
る
が

 

狛

法
 
弾
幕
隠
れ
の
術

 

狛
を
包
み
込
む
か
の
よ
う
に
無
数
の
弾
幕
が

を

き
な
が
ら

開
さ
れ
た

咲
夜
は
す
ぐ

に
時

を
構
え
て

 
咲
夜

時
よ

ま
れ

 
時
間
を

め
玲
音
を

れ

れ
時
間
を
戻
し

狛
の
ス

ル
を
回

し
た

 
玲
音

う

い
つ
の
間
に

 
咲
夜

危
な
い
か
ら

動
さ
せ
た
の
よ

 

狛

相
変
わ
ら
ず
で

だ
な
お
前

 
咲
夜

そ
の
言

そ

く
り
そ
の
ま
ま
お
返
し
し
ま
す
そ
れ

 
か
ら

よ
り
も
貴
方
の
方
が

的
よ

 
咲
夜
も

の
能
力
は

と
は
思

て
い
る
み
た
い
だ

だ
が
咲
夜
の
言
う
通
り
で
あ

ち

の
方
が
何

も

だ

 

狛

ん

ア
サ
シ
ン
た
る
も
の
当
然
の
事
だ
生
き
て

 
帰

て
こ
そ
だ

は
死
に
は
し
な
い
が
な
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玲
音

不

不
死

て
ど
う
も
死
な
な
い
事
を
ア

ル
す

 
る
よ
な

 
蒼
炎
を
地
面
か
ら

火
さ
せ

狛
へ
と

撃
す
る

し
か
し
こ
い
つ
を
見
て
い
る
と
か
つ
て
の

分
と

て
し
ま
う

そ
れ
が
見
て
い
て
イ
ラ
つ
い
て
し
ま
う

 

狛

死
な
な
い
こ
と
は

晴
ら
し
い
事
で
は
な
い
か
何
が

 
い
け
な
い
と
言
う
の
だ

貴
様
も
そ
う
で
あ
ろ
う

 
玲
音

れ

 
確
か
に
死
な
な
い
と
い
う
事
は

晴
ら
し
い
だ
ろ
う

だ
が
そ
ん
な
の
一

の
内
だ

分
は

知

て
い
る
そ
の
先
に
あ
る

無
を
死

な
い
こ
と
の

さ
を

知

て
い
る
の
だ
か
ら

 

狛

た
だ
怒
り
に

を

せ
る
か
貴
様
は

か
だ
な

 
だ
が
そ
の
怒
り
の
ま
ま
に
戦
お
う
と
す
る
そ
の
闘

 
た
る
本
能
は
気
に

た

 
玲
音

 
咲
夜

落
ち
着
き
な
さ
い
玲
音

こ
こ
で
怒
り
に

を

せ

 
た
ら

メ
よ
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玲
音

 
ま
さ
か
こ
う
し
て
咲
夜
に
注
意
さ
れ
る
こ
と
が
起
き
る
と
は

 

狛

ど
う
し
た

貴
様
の
闘

本
能
と
は
そ
の
程
度
だ

 
た
か

 
玲
音

は

て
め

と
は

う

は
闘

本
能
の
ま
ま

 
に
戦
う
じ

な
く
家
族
を
守
る
た
め
に
戦
う
ん
だ

 

狛

家
族

下
ら
ん
そ
ん
な
も
の
が
あ
る
か
ら

く
な

 
る
の
だ
だ
か
ら
こ
そ

は

て
た
の
だ
感
情
を
思
い

 
を
そ
ん
な
の
も
無
意

で
あ
り
無
価
値
だ

 
玲
音

そ
ん
な
事
は

守
り
た
い
も
の
が
あ
る
か
ら
こ

 
そ
力
を

る
え
る
ん
だ

 
ガ
キ
ン

 
ま
た
ガ
ン

レ

ド
と
二
刀
が
ぶ
つ
か
り
合
い

音
を
鳴
ら
す

 
咲
夜

護
よ

 

イ
フ
を
構
え
咲
夜
は
ス

ル
を

え
た
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咲
夜

銀

 
シ
ル
バ

バ
ウ
ン
ド

 
放

た
無
数
の

イ
フ
が

物
や
地
面
へ
と
当
た
る
と

し

分
も
ろ
と
も
襲
い
か
か
る

 
玲
音

行

て
お
く

狼
野

不

不
死
と
い
う

売
特

 
許
は

て
る
の
は
て
め

だ
け
じ

 

の
体
を
蒼
炎
へ
と
変
化
さ
せ

分
こ
と
放

た
咲
夜
の

イ
フ
は

の
体
を

通
さ
せ

る

そ
し
て

通
し
た

イ
フ
は

の
蒼
炎
を
纏
い

狛
へ
と
放
た
れ

 

ジ

ジ

ザ
ジ

 
そ
れ
ら
は

狛
の
体
へ
と
刺
さ

て
い
き

や
す

そ
し
て
刺
さ
る
そ
の

は
さ
な
が
ら
サ
ボ

テ
ン
み
た
な
る
の
だ
が

 

狛

ん

 
ギ
ン

 
玲
音

ぐ

 
力

せ
に

分
を
弾
い
た
の
だ

そ
し
て
体
を
回
転
さ
せ
炎
を

い
体
に
刺
さ

た

イ
フ
は

全
て
地
面
へ
と
落
と
す

 

狛

何
だ
こ
の

撃
は

裂
け
目
を
使

て

け
る
程
で
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す
ら
も
な
い
な
こ
れ
で
は

 
咲
夜

な

 
咲
夜
は
絶

し
て
い
た

さ
な
が
ら
咲
夜
で
す
ら
も
体

し
た
こ
と
が
な
か

た
の
だ
ろ
う

 

狛

つ
ま
ら
ん
や
は
り
貴
様
ら
は

ミ

下
だ
失
せ
ろ
そ

 
し
て
永
遠
に

し
む
が
い
い

 
鏡

を
構
え
ぶ
つ
ぶ
つ
と
呪

の
よ
う
な
も
の
を

く

 
玲
音

な
ん
て
さ
せ
る
か

 
咲
夜

せ
め
て

め
る
ぐ
ら
い
は

 

の
ガ
ン

レ

ド
と
咲
夜
の

イ
フ
が

狛
へ
と

撃
す
る

だ
が
感

が

う
し
そ
れ

所
か
ら

り

か
ら

が
飛
び
出
た

は
一

で
気
が
つ
い
た

そ
れ
は

狛
の

を
し
た
ぬ

い
ぐ
る
み
だ

た
と

 
玲
音

変
わ
り

の
術

 
咲
夜

ま
さ
か

 
上
を
見
る
と

狛
は
何
十

も
の

大
な
光
の
手
裏

を
構
え
て
い
た

 

狛

失
せ
ろ
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大
手
裏

が
投

さ
れ
よ
う
と
し
た
そ
の

間
何
者
か
の

が

分
達
の
前
へ
と
出
る
と

 

 

断
迷

 
迷

斬

 
霊
力
に
よ

て

ら
れ
た

大
な
刀

が
手
裏

を

つ

狛
の

を

断
し
た
の
だ

 

狛

 

を

断
さ
れ
そ
の
手
に

て
い
た
手
裏

は
光
の

子
と
な

て

え
た

狛
は
地
上

へ
と
落
ち
る
と
そ
の
者
を

む

 

狛

貴
様
何
者
だ

 

 

妖
夢
た
だ
い
ま
見
参

 
そ
れ
は
冥
界
の
庭

で
あ
り

士
で
も
あ
る
霊

妖
夢
だ

た
の
だ

た

 
狗
神

そ
れ
じ

あ
よ
怠
惰
色
々
と
説
明
し
て
も
ら
お
う
か

 
な

お
い

 
鈴

事
と
返

に
よ

て
は

が
サ

カ

ボ

ル
に
な

 
る
か
ら
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神
楽

え

と
何
が
あ

た
の
で
す
か

 
怠
惰

ま

リ
ア
ル
話
と
い
う
か

品
内
の
怠
惰
さ
ん
の
中

 
の
人
の
話
に
な
る
け
ど

方
の
祖

が
や

と

の

 

が
あ
る
程
度
ま
で
治

て

宅

に
な

て

 
退
院
す
る
に
あ
た

て

物
の
回

＆

そ
れ
か

 
ら
祖

の
家
で
掃
除
や

の

理

外
の
家
事
や

 
ら
の
手
伝
い
と
か
し
て
た
り
し
て

し
く
て

実

 
家
に
帰

た
の

て

時
だ

た
ん
だ
よ

そ
れ
で

 
風

て

り
の
話
を
書
こ
う
と
思
い
つ
つ

 
ド
に

た
ら
そ
の
ま
ま

ウ
ン
し
ち

た
ん
だ

 
よ

分
言
い

に
し
か
聞
こ
え
な
い
と
思
う
け

 
れ
ど
さ

 
狗
神

あ

何
か
そ
ん
な
事
前
書
き

り
で
書
い
て
た
な

 
そ
う
い
え
ば

 
鈴

へ

そ
れ
で
ど
う
様

は
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怠
惰

あ

も
う
だ
い
ぶ
動
け
れ
る
よ
う
に
は
な

て
は

 
い
た
よ

で
も

ル
セ

ト
が
な
い
と
ま
だ
無
理
み

 
た
い
だ
け
ど

 
神
楽

そ
う
だ

た
ん
で
す
か

 
鈴

判
決
は

 
狗
神

ケ
ツ
に
タ
イ
キ

ク
で
許
し
て
や
れ

 
鈴

オ

ケ

な
ら
お

だ
し
て
つ
い
で
に

を
食
い

 

て

 
怠
惰

待
て
待
て
待
て
待
て

鈴

の

り
は

落
に
な
ら

 
な
い
か
ら

そ
こ
い
ら
の
キ

ク
ボ
ク
サ

を
越
え

 
た

り
だ
か
ら

 
狗
神

い
い
か
ら
受
け
と
け
さ
て

者
様
こ
ん
な
感
じ
だ
か

 
ら
ま

許
し
て
や

て
く
れ
や

 
鈴

神
楽
ち

ん

え
て
お
い
て

 
神
楽

え

と
こ
う
で
す
か
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怠
惰

あ

ち

ま

 
狗
神

そ
ん
じ

ま
た
次
回
な

 
バ

ン

 
怠
惰

ギ

 
狗
神

そ
ん
じ

あ
な
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第
２
３
０
話
 
逃
走

 
ど
う
も

者
様

つ
い
に

ン
ス
ト

々
さ
ん
の

が

し
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

⻑
か

た
な

最

キ

ラ
が
い
な
い
た
め

る
の
に

し
ま
し
た

さ
て
さ
て
こ
ん

な
話
は
お
い
て
お
い
て
そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 

時

狛
と
の
激
闘
に

刀
す
る
か
の
よ
う
に
妖
夢
が

て

て

て
き
た

り 
蓮
 

こ
れ

て
無
限

き
か
な

 
霊
夢

し
つ
こ
い
わ

 
斬

て
も
弾
幕
を
当
て
て
も
こ
の
獣

の
怪
物
達
は
何
度
も
下
か
ら

い
て
出
て
く
る

さ

き
ま
で
あ

た
勢
い
も

々
と

え
て
き
て
い
た

 

こ
の
ま
ま
だ
と
こ

ち
が
ジ
リ

で
す
よ

 
さ
と

そ
れ
は
言
え
ま
す
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お

流
石
の
あ
た
い
も
ち

と

れ
た
よ

 
と

言
う
が
そ
ん
な
の
は
お
構
い
な
し
に
獣

の
怪
物
達
は

分
達
へ
と
向
か

て
襲
い
か

か

て
く
る

 
蓮
 

ち

 
神
楽
を
構
え
て

戦
し
よ
う
と
し
た
そ
の
時
だ

た

 

 

死
に
な
さ
い
こ
の
世
な
ら
ざ
る
怪
物
達

 
と

が
聞
こ
え
る
と
向
か

て
き
た
怪
物
達
は
突
然
変
異
白
目
を
向
き

を
吹
い
て
倒
れ
て

い

た

や
が
て
目
の
前
に
い
る
怪
物
達
全
て
は

と
な

て

え
た

 
霊
夢

な

 
蓮
 

今
の

て

 

ま
さ
か

覇
王

 
蓮
 

そ
れ
は

い
ま
す

 
さ
と

し
か
し
今
の
は

 
だ
が
本
当
に

の
言

た
通
り
の
覇

色
み
た
い
に
バ
タ
バ
タ
と
倒
れ
た
の
は
事
実
だ

す

る
と

わ

わ
と

き
な
が
ら

方
へ
と

人
の
女
性
が
近
づ
い
て
き
た

そ
れ
は
冥
界
の
管
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理
人
で
あ
る
⻄
行
寺
幽
々
子
だ

た

 
幽
 

こ
ん
に
ち
は

 
霊
夢

あ
ん
た

て
事
は
こ
れ
や

た
の

て

 
幽
 

は

い

よ

 
ど
う
や
ら
幽
々
子
が
全
て
倒
し
て
く
れ
た
み
た
い
だ

だ
が
ま
た
怪
物
達
は

い
て
く
る

 
幽
 

し
つ
こ
い
わ

え
な
さ
い

 
と

分
達
も

り
つ
く
よ
う
な
一
言
を

く
と
先

ど
と

じ
よ
う
に
怪
物
達
は
ま
た
白
目

を
向
き

を
吹
い
て
倒
れ

と
な

て

え
た

 

い
本
当
に
覇
王

は
あ

た
ん
だ

 
蓮
 

じ

事
実
だ

た

 
お

蓮
さ
ん
あ
ん
た
ま
で
ボ
ケ
に
回

た
ら
ツ

ミ
が

 
い
な
く
な
る
か
ら

 
幽
 

そ
れ
に
こ
れ
は
覇

色
じ

な
く
て
能
力
よ

 
幽
々
子
は
こ
れ
が
能
力
と
言
い

た

こ
ん
な
と
ん
で
も
能
力
が
あ

た
ら
た
ま

た
も
ん

じ

な
い

あ
る
意

で
理
久
兎
や
紫
と

様
に

ト
能
力
者
だ
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霊
夢

て
言
う
か
あ
ん
た
が
何
で
こ
こ
に
い
る
の
よ

 
幽
 

う

ん

一
の
親
友
に
頼
ま
れ
て

そ
れ
に

だ
け

 
じ

な
い
の
よ

 
幽
々
子
が

す
方
向
を
向
く
と
そ
こ
に
は
二
刀
を
構
え
た
妖
夢
も
い
た

ど
う
や
ら
冥
界
組

総
出

人
で
来
て
く
れ
た
み
た
い
だ

す
る
と

元
の

が
急
激
な
光
を
放
つ
と

え
て
な

く
な

た

 
蓮
 

こ
れ
は

 
幽
 

ど
う
や
ら
や

た
み
た
い

妖
夢
達
の

 
刀
を
す
る
わ
よ

 
蓮
 

良
く
分
か
り
ま
せ
ん
が

刀
さ
せ
て
は
い
た
だ
き

 
ま
す

 
そ
う
し
て

分
達
は
玲
音
達
の
元
へ
と
向
か
う
の
だ

た

そ
し
て

は
代
わ
り
数
分
前
の

玲
音
達
へ
と
変
わ
る

 

狛

う
冥
界
の

士
か

 
咲
夜

か

た
け
ど
貴
女
は
ど
う
し
て
こ
こ
へ
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咲
夜
が
聞
く
と
妖
夢
は

を
開
き

 
妖
夢

幽
々
子
様
の
命
そ
し
て
紫
様
の
か
ら
の
頼
み
で
す

 
玲
音

う
そ
い
つ
は

か
る

 
と

言

て
い
る
と
紫
と
い
う
言

に
反

し
た
の
か

狛
が

方
を
見
て

で
笑
う

 

狛

今
さ
ら
に
な

て
妖
怪
の
賢
者
が
動
い
た
か
だ
が
も

 
う

に
時
遅
し
と
い
う
事
が
分
か
ら
ん
の
か

 
妖
夢

そ
れ
を
さ
せ
な
い
よ
う

ら
え
て
い
た
の
は
ど

 
こ
の

で
し

う

 

狛

何

 
玲
音

そ
れ
ど
う
い
う
事
だ

 
と
言

て
い
る
そ
の
時
だ

た

元
で
光
る

が
急
激
な
光
を
出
す
と

え
て
な
く
な

た 

狛

 

狛
は
刀
の
刀

を
見
て

し
そ
う
な

を
し
た

 

狛

貴
様

ど
う
や

て
鏡
の
中
の
石
を
壊
し
た
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ど
う
や
ら
鏡
の
中
に
あ
る
石
が
破
壊
さ
れ
た
よ
う
だ

つ
ま
り
怪
物
達
が

く
こ
と
は
も
う
無

さ
そ
う
だ

 
妖
夢

こ
の
山
に
来
た

刀
す
る
者
は

や
幽
々
子
様
だ

 
け
で
は
な
い
と
い
う
事
で
す

 

狛

ど
い
つ
も
こ
い
つ
も
仲
間
だ
の

刀
者
等
と

 

き
者
共
が

 
と

狛
が
言

て
い
る
と
蓮
や
霊
夢
等
の

の
者
達
が

け
つ
け
て
き
た

 
蓮
 

大

で
す
か
玲
音
さ
ん
咲
夜
さ
ん

 
玲
音

あ

は
な

 
咲
夜

も
無
事
よ

 
お

お

さ
ん
も
う

め
よ
う

こ
ん
な
事
を
し
て
も

 
が
悲
し
む
だ
け
だ
よ

 

狛

う
る
せ

よ

ど
ら

が

 
と

狛
が
言
う
と
後
ろ
へ
と
体
を
反
ら
し

 

狛

ン
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び
を
あ

た

そ
し
て

物
を
見
る
か
の
よ
う
な
目
で

方
を

む

 

狛

貴
様
ら
に
命
な
ど

な
い
こ
の
場
で
住

そ
し
て

 
永
久
に

る
と
良
い

 

狛
の
体
が

ら
ん
で
い
く

々
に

々
に
と
大
き
く
大
き
く
な

て
い
く

は

び
よ

り
大
き
く
そ
し
て
手

の

は
無
く
な
り
狗
の
四

へ
と
変
わ
る

そ
し
て
そ
れ
に
合
わ
せ
手
に

て
い
た
刀
も

大
化
し
二
刀
の

を

に

え
た

今
の

狛
を
一
言
で

す
の
な
ら
大
狼

そ
の
言

が

合
う

へ
と
変
わ

た

 

狛

物
が

 
蓮
 

来
ま
す
よ

 

分
達
は
す
ぐ
に
構
え
何
時
で
も
戦
え
れ
る
構
え
を

る
と

狛
は

分
達
目

け
て
刀
を

た
そ
の

間

 

 

そ
こ
ま
で
よ

 
ガ
ギ
ン

 

分
達
の
前
に

人
の
女
性
が

刀
構
え
て

て

た

そ
れ
は

狛
と

様
に
凶
変

し
た
耶
狛
だ

た
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霊
夢

な

何
で
あ
ん
た
が
こ
こ
に

 
蓮
 

あ
り
え
な
い
だ

て
貴
女
を
倒
す
の
に

夜
さ
ん
や

 
妹
紅
さ
ん
が
行

て
る
の
に

 
咲
夜

夜

て
こ
と
は

の

者

 
さ
と

や

耶
狛
さ
ん

 
お

お

さ
ん

 
と

分
達
が
名
前
を
言
う
と
耶
狛
は
薄
気

悪
い
笑

で
こ
ち
ら
を
見
る

だ
が
何

に

分
達
を

て
く
れ
た
の
だ
ろ
う
か

今
の
耶
狛
は

分
達
の

の

な
の
に

 
耶
狛

あ
ら
あ
ら
泥
ま
み
れ
の
者
達
じ

な
い
お
久
々

 
妖
夢

耶
狛
さ
ん

て
あ
れ
が

 

あ

あ
ん
な

に
そ
れ
よ
り
も
大
人
に
な

た
感
じ

 
し
か
し
ま
せ
ん

 
玲
音

お
い

て
め

何
で

ら
を

 
耶
狛

気
ま
ぐ
れ
よ
気

ま

ぐ

れ

 

狛

妹
が

裏

る
気
か
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え
て
い
る

狛
が
耶
狛
も
ろ
と
も
弾
こ
う
と

し
て
い
る
が
対
す
る
耶
狛
も

ク
と
も
せ
ず

に

さ
え
つ
け
て
い
る
と

 

 

お
い
お
い

狛
さ
ん
よ

少
し
は
落
ち
着
い
た
ら
ど

 
う
だ
よ

 
と

ケ
ラ
ケ
ラ
と
笑
い
な
が
ら
パ
ン
ク

の
上

の
男
が
出
て
き
た

 

狛

貴
様
も
か
黒

 
玲
音

な

こ
い
つ
も
い
や
が

た
の
か

 
ま
さ
か
の
黒
も
出
て
き
た

と
い
う
こ
と
は
魔
理
沙
達
は
黒
を

で
き
な
か

た
み
た
い

だ 
耶
狛

に
血
が

り
す
ぎ
よ
お
兄
様

わ
ざ
わ
ざ
王
か
ら

 
の
命
を

て
き
た
の
で
す
よ

内
容
は
た
だ
ち
に

 
帰
還
せ
よ
と
の
こ
と
よ

 

狛

何

 
黒
 

悪
い
が
事
実
み
た
い
だ

 
そ
れ
を
聞
い
た

狛
は

し
そ
う
に

み
を
す
る
と
元
の
人
狼
の

へ
と
戻
る
と
刀
を

へ
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と

め
る

 

狛

気
が
変
わ

た
貴
様
ら
は
後
々
追
い

め
そ
し

 
て

殺
し
に
し
て
や
る
覚

を
し
て
お
け

者
共

 
耶
狛

そ
れ
で
は
さ
よ
う
な
ら

 
黒
 

あ
ば
よ

 
玲
音

な

待
ち
や
が
れ

 
玲
音
が
ガ
ン

レ

ド
で
斬
り
か
か
ろ
う
と
す
る
が
耶
狛
が
岩

を

の
よ
う
に
出
現
さ
せ

る

そ
れ
を
玲
音
が
ガ
ン

レ

ド
で
斬
り
開
く
が

狛
と
耶
狛
そ
し
て
黒
の

は
何
処
に
も
な

か

た

 
玲
音

ち

 
ガ
ン

レ

ド
を

る
う
と

に

す

そ
し
て

分
達
の
方
を
向
く
と

 
玲
音

の

出
す
る

 
咲
夜

玲
音

 
蓮
 

そ
う
で
す

さ
ん
と
り
あ
え
ず

ま

て
い

 
る
者
達
を

け
ま
し

う
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霊
夢

そ
う

 
そ
う
し
て

分
達
は
天
狗
の
住
処
の

件

件
を
訪
問
す
る
の
だ

た

 
怠
惰

は
い
は
い
今
回
は
こ
こ
ま
で
で

す

 
狗
神

な

怠
惰
お
前
そ
の
手
に

て
る
の

て

 
怠
惰

ス
マ

だ
よ

 
鈴

え

待

て
待

て
こ
こ
は
夢
の
世
界
だ
か
ら

 
良
い
け
ど
さ
幻
想
郷

て
ス
マ

出
来
る
の

 
怠
惰

出
来
る
よ

は

 
神
楽

え

ど
う
い
う

 
怠
惰

の
電
気
と
い
う
か
そ
れ
を

用
し
た
電

波
を

 
使

て

て
い
る
ん
だ
よ
だ
か
ら
正

な
話
で

 
電
波
の
悪
い
ト
ン

ル
内
で
も
電
波
棒
は

つ
立

 
つ
か
ら
ど
ん
な
場
所
で
も

が
可
能
な
の
さ
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つ

て
も
大

は
だ
け
ど

 
鈴

ん
怠
惰

て
さ
今
な
ん
の

や

て

 
る
の

 
怠
惰

今
は

ン
ス
ト
が

し
く
て

る
ろ
う
に

心
の

 

ラ
ボ
で

々
様
が
来
る
と
知

て
ち

こ
ち

 
こ
と
や

て
た
ん
だ
よ

 
神
楽

そ
れ

て
ど
ん
な
キ

ラ
で
す
か

 
怠
惰

こ
ん
な
キ

ラ

 
狗
神

ミ
イ
ラ
男
か
よ

 
神
楽

あ
れ
で
も
こ
の
人
が

て
る
刀

理
久
兎
さ
ん

 
の
空
紅
に

て
ま
す

 
怠
惰

良
い
と
こ
ろ
に
気
づ
く

あ

ち
を
昔
か
ら
見
て

 
下
さ
る
方
々
は
分
か
る
と
思
う
け
ど
実
は
理
久
兎
君

 
の
空
紅
は
こ
の

々
様
の
無
限
刃
が

ル
だ

た

 
り
す
る
ん
だ
よ

だ
か
ら
炎
も
そ
う
だ
し
技
も



 第２３０話 逃走

  
狗
神

な

お
前
が

き
な
悪

て
ま
さ
か

 
怠
惰

断
ト
ツ
で

々
様
だ

実

は
ア

メ
と
か
実
写
は

 
見
た
こ
と
な
い
ん
だ
け
ど

は
ス

ン
オ
フ

外

 
は
見
た
ん
だ
よ

祖

が
フ

ン
で

行
本
全

 

え
て
た
か
そ
れ
で
ま

や

り
一
番
の
印

に

 

る
悪

だ

た
よ

そ
れ
か
ら
後
そ
れ
と

だ

 
け
ど

者
様
の
お
気
に

り
キ

ラ
ら
し
い
よ

 
鈴

へ

 
怠
惰

ま

し
く
知
り
た
い
方
は

と
も

て
見
て

 
く
れ
と
し
か
言
え
な
い
よ

 
神
楽

て
怠
惰
さ
ん
も
う
時
間
が

 
怠
惰

あ

バ
い
そ
れ
じ

⻑
く
な

た
け
ど
今
回
は
こ

 
こ
ま
で

 
狗
神

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
な
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鈴

そ
れ
じ

あ

者
様

 
神
楽

で
は
さ
よ
う
な
ら



 第２３１話 生きていた賢者

 
第
２
３
１
話
 
生
き
て
い
た
賢
者

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

過
ご
し
て
し
ま

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

こ
こ
最
近
に
な

て

時
に

る

が
つ
い
て
し
ま
い
本
当
に

て
ま
す

く

て
も
こ
れ
な
の
で
悩
み
の

つ
で
す

失

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 

分
達
は
各
々
に
散
会
し
天
狗
の
家
の

を
破
壊
し
中
へ
と

る

 
蓮
 

無
事
で
す
か

 
霊
夢

い
る
の

 
と

言
い
な
が
ら
探
し
て
い
る
と

 
蓮
 

な

さ
ん

 
霊
夢

 

の

室
で
四

を

束
さ
れ

状

と
な

て

て
い
る

を
見
つ
け
る

す
ぐ
に
神

楽
で

を
斬
り

の
首
の

を

り
な
が
ら
見
る
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蓮
 

は
あ
る
か
ら
生
き
て
は
い
る

 
霊
夢

ち

と

起
き
な
さ
い
よ

 
霊
夢
は
目
を

た

の

ぐ
ら
を

み
こ
れ
で
も
か
と
言
う
ぐ
ら
い

ら
す
が
一
向
に
起
き

る
気
が
な
い

 
蓮
 

あ

霊
夢

メ
だ
よ
一

は
怪

人
み
た
い
な
も
の

 
何
だ
か
ら
と
り
あ
え
ず
は
外
に

う
か

 
霊
夢

そ
れ
も
そ
う

 

か
ら

さ
せ

て
い
る

を

負
い
外
へ
と
向
か
う
と
玲
音
と
咲
夜

外
の

の

も
集

ま

て
い
た

 
蓮
 

さ
ん
ど
う
で
し
た
か

 

そ
れ
を
見
る
と

さ
ん
も
で
す
か

達
の
所
も

て

 
い
て

は

て
ま
す

 
幽
 

見
る
限
り
で
死
ん
で
は
い
な
い
け
れ
ど
妖
力
を
こ
れ

 

ち
も
感
じ
な
い
か
ら
妖
力
不

と
考
え
た

う
が

 
良
い
か
し
ら



 第２３１話 生きていた賢者

 
さ
と

こ
ち
ら
も

じ
で
す

 
妖
怪
で
あ
る
幽
々
子
の
見
解
は
妖
力
不

の
た
め
起
き
な
い
と
い
う
事
ら
し
い

だ
が
も
し
ま

た
呪
い
だ
と
か
が
あ
る
と
ど
う
対
処
す
れ
ば
良
い
の
だ
ろ
う

 
霊
夢

所
で
天
魔

て
見
た

 
さ
と

は
見
て
い
ま
せ
ん
よ

 
妖
夢

や
幽
々
子
様
も
見
て
い
ま
せ
ん

 
と
ど
う
や
ら
天
魔
が
見
つ
か

て
い
な
い
み
た
い
だ

ら
く

分
の
予
想
と
し
て
は
萃
香

達
み
た
い
に
石
に
変
え
ら
れ
た
の
だ
ろ
う

す
る
と

 
玲
音

お

い

 
玲
音
の

が
聞
こ
え
向
く
と
そ
こ
に
は

つ
の
何
か
を

で

ぐ
玲
音
と
後
ろ
に
何
か
を

負

て
い
る
咲
夜
が
や

て
来
る

 
蓮
 

玲
音
さ
ん
咲
夜
さ
ん
そ
れ
は

て

神
子
さ
ん

 
そ
れ
に
布
都
さ
ん
に

子
さ
ん
ま
で

 
玲
音
や
咲
夜
が

れ
て
き
た
の
は
ま
さ
か
の
神
子
や
布
都
に

子
だ

た
の
だ

そ
れ
よ
り

も
何

こ
こ
に
い
た
の
だ
ろ
う
か
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玲
音

反

か
ら
し
て
知
り
合
い
か

 
蓮
 

え

正
確
に
言
う
と
理
久
兎
さ
ん
の
友
人
み
た
い
で

 
す
け
ど

 

で
も
起
き
な
い
ん
で
す
よ

 
咲
夜

え

で
も
起
き
な
い
の
は
天
狗
達
も
で
し

 
そ
れ
よ
り
も
ど
う
す
る
の
こ
の
数
は

博
麗
神
社

 
に

る
に
せ
よ
無
理
が
あ
る
わ
よ
こ
れ

 
確
か
に
そ
う
だ

こ
の
人
数
と
な
る
と
ど
う
す
れ
ば
良
い
も
の
か

前
ま
た
く
萃
香
に
ソ
リ
を

と
言

て
も

心
の
萃
香
は
い
な
い
そ
れ
に
ソ
リ
を

て
も
天
狗
達
の
数
的
や
大
き
さ
的
に
も

何
度
か
の

復
と
な
る
の
は
明
確
だ

も
し
く
は
龍
神
を

れ
て
来
て
も
良
い
か
も
と
も
思

た

が
回
復
は
し
て
は
い
る
が
ま
だ
無
理
さ
せ
る
わ
け
に
も
い
か
ず
で

て
し
ま
う

 
幽
 

心

な
い
わ
よ

は
あ
る
か
ら

紫

 
霊
夢

は

 
と
霊
夢
が
反

す
る
と
ス
キ
マ
が
現
れ
そ
こ
か
ら
前
よ
り
も
少
し
だ
が

せ

た
紫
と

が
出
て
き
た

し
か
も

か
の

を

い
で
だ



 第２３１話 生きていた賢者

 
紫
 

え

博
麗
神
社
よ

天
狗
達
は

か
る
の

 
か
し
ら

 
蓮
 

え

呪
い
な
ら
龍
神
様
が
解
い
て
く
れ
ま
す
し
怪

 
な
ど
な
ら
性
格
は

ミ
野

で
す
が

利
き
の

者

 
も
い
ま
す
よ

 

 

ミ

て

 
因
み
に
性
格

ミ
野

の

者
と
い
う
の
は
怠
惰
で
あ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い

 
霊
夢

て
そ
れ
天
魔
じ

な
い

 
良
く
見
て
み
る
と

が

い
で
い
た
の
は
天
魔
だ

た

つ
ま
り

狛
の
鏡
の
世
界
の
結

の

中

の
人
物
は
天
魔
の
よ
う
だ

た
み
た
い
だ

 
紫
 

そ
う

な
ら

を
こ
こ
へ

ん
で
ち

う
だ
い
そ

 
し
た
ら
博
麗
神
社
に
一

で

ぶ
わ

 
蓮
 

分
か
り
ま
し
た

 
霊
夢

な
ら
さ

さ
と
や
り
ま
し

う
か

 
お

ぶ
な
ら

せ
な
よ

本
当
な
ら
死
体
が
良
い
け
ど
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玲
音

縁
起
で
も

 
妖
夢

本
当
で
す

 

や
神
子
達
を

か
せ

分
達
は
手
分
け
を
し
て
天
狗
達
を
集
め
る

そ
う
し
て
里
に
い
る
天

狗
達
を
数
十
分
か
け
て

を
集
め
る

 
蓮
 

分
全
員
だ
よ

 
霊
夢

ら
く

紫

 
紫
 

ハ
イ
ハ
イ

ぶ
わ
よ

 
そ
う
言
い
紫
は
ス
キ
マ
を
開
き
天
狗
達
や
神
子
達
を
ス
キ
マ
へ
と

れ
た

そ
し
て

分
達
を

見
て

 
紫
 

る
わ
よ

 
蓮
 

良
い
よ

 
霊
夢

大

そ
う

行
く
わ
よ

 
そ
う
し
て
紫
の
ス
キ
マ
を
通
り

分
達
は
博
麗
神
社
へ
と
帰
還
す
る
の
だ

た

ス
キ
マ
を
出

る
と

に

夜
達
の

組
と
魔
理
沙
達
東
組
が
集
結
し
て
い
た



 第２３１話 生きていた賢者

 
蓮
 

た
だ
い
ま

 
霧
雨

よ

お
帰
り

 
妹
紅

蓮
達
そ

ち
は

 
霊
夢

見
て
の
通
り
よ

 
と

言
う
と
ス
キ
マ
か
ら
数

く
の
天
狗
達
が
出
て
く
る

そ
し
て
紫
も
出
て
き
た

 
霧
雨

紫
に
式
神
じ

な
い
か

 
永

無
事
だ

た
の

 
紫
 

え

お
生

様
で

 
そ
う
言

て
い
る
と

か
ら
千
と
怠
惰
が
出
て
く
る

 
千
 

う
帰

て
き
お

た
か

 
怠
惰

お
か
え
り

そ
れ
と
お

ち

ん
と
さ
と
り
ち

ん

 
君
達
が
探
し
て
い
た
で
あ
ろ
う

ト
の

が
見
つ

 
か

た
み
た
い
だ
よ

 
お

え

お
空
が

 
さ
と

本
当
で
す
か
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怠
惰

あ

で

て
る
か
ら

く
行

て
あ

な
よ

 
と

言

た

間
お

は

シ

で
向
か
い
さ
と
り
も
そ
の
後
を
追

て
い

た

 
怠
惰

元
気
だ
な

そ
ん
で
ま
た

断

 
蓮
 

え

こ
こ
に
い
る
天
狗
達
そ
れ
か
ら
仙
人
の
方
々

 
人
で
す

 
怠
惰

は
い
は
い

千
ち

ん
は
念
の
た
め
に
呪
い
の
解

 
呪
の
用
意
を

 
千
 

う
む

 
そ
う
し
て
怠
惰
は

断
を
開
始
し
て
い

た

 
蓮
 

と
り
あ
え
ず
は
情
報

を
し
ま
し

う

 
霊
夢

そ
う

そ
れ
と
紫
あ
ん
た
達
が
こ
れ
ま
で
何
処
に
い

 
た
の
か
も
教
え
て
ち

う
だ
い

 
紫
 

え

構
わ
な
い
わ
よ

 
そ
う
し
て

分
達
は
東

北
で
起
き
た
出
来
事
を

し
合
う

 

夜

あ

ち
で
そ
ん
な
事
が



 第２３１話 生きていた賢者

 
蓮
 

え

で
す
が
耶
狛
が
来
た
と
き
も
し
か
し
た
ら
と
思

 
い
ま
し
た
が
生
き
て
く
だ
さ

て
て
良
か

た
で
す

 
よ
本
当
に

 
妹
紅

と
言

て
も

や
バ
カ
は
死
な
な
い
が
な

 

夜

え

こ
の
ア

と

は

 
言
い
合
い
を
し
て
ま
た
に
ら
み
合
い
か
ら
の
バ
ト
ル
が
始
ま

た

や
れ
や
れ
と

れ
な
が
ら

分
達
は
紫
の
方
を
見
て

 
霊
夢

そ
れ
じ

お
願
い
で
き
る

 

 

紫
様

 
紫
 

え

は

つ
か
の
情
報
は
あ
る
け
ど
大
き
い

 
情
報
は
や

り

様
の
事
よ

 
そ
う
し
て
紫
は
何
が
起
き
て
い
た
の
か
そ
し
て
理
久
兎
の
今
の
状

に
つ
い
て
話
を
始
め
た
の

だ

た
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怠
惰

ま
た
こ
れ
だ
よ

 
狗
神

お
前
な

 
神
楽

何
が
原
因
な
ん
で
す
か

 
怠
惰

休
み
の

落
生
活

 
鈴

本

転
倒

 
怠
惰

マ
ジ
で
本
当
に
す
ん
ま
せ
ん

 
神
楽

怠
惰
さ
ん
こ
こ
最
近

れ
て
る
ん
じ

な
い
で
す
か

  
怠
惰

そ
う
か
な

 
狗
神

体
に
は
気
を

け
ろ
よ

 
怠
惰

ま

う
ん
そ
う
な
ん
だ
け
ど

 
鈴

と
り
あ
え
ず
今
日
は
終
わ
ろ
う

 
怠
惰

う
ん

 
狗
神

そ
ん
じ

ま

い
が
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
怠
惰

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す



 第２３１話 生きていた賢者

 
神
楽

そ
れ
で
は

 
狗
神

じ

あ
な
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第
２
３
２
話
 
囚
わ
れ
た
者
達
の
話

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

で
新
た
な
キ
ラ

の
告
知
を
見
て
こ
れ
サ

ラ
イ

と
思

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

も
し
サ

ラ
イ

な
の
で
あ
れ
ば
パ

ク
は
オ

セ
キ

ラ
に
対
し

て
の
パ

ク
に
な
る
の
か
な

と
予

し
て
い
た
り
し
て
い
ま
す

さ
て
さ
て
話
も
こ
こ
ま
で
に

し
て
本
編
へ
ど
う

 
紫
は
こ
れ
ま
で
何
が
あ

た
の
か
を
語
り
出
し
教
え
て
く
れ
る

今
か
ら
数

間
前
に
理
久
兎

が
家
に
来
て

し
そ
の

日
後
に

人
の
女
性
が
襲
撃
し
紫
そ
し
て

と
共
に

と
な

て
数

間
に
も

る
地
下
で
の

獄
生
活
と
地
獄
の
日
々
を

々
と
語

て
い
く

 
紫
 

日

食
し
か
も

の
み
そ
し
て
鎖
に

が
れ
夜

 
に
な
れ
ば

問
さ
れ
た
り
と
散
々
だ

た
わ

 

 

本
当
に
地
獄
の
よ
う
な
日
々
で
し
た

 
蓮
 

か

過

す
ぎ
て



 第２３２話 囚われた者達の話

 
霊
夢

あ
ん
た
達
が
そ
こ
ま
で
や
ら
れ
る
な
ん
て

 
逃

れ
な
か

た
の

 
紫
 

え

生

逃
が
す
気
は
な
か

た
の
か
鎖
に
は
能
力

 
封
じ
の
呪

が

ま
れ
て
い
る
の
か
能
力
す
ら
ま
と

 
も
に
使
え
ま
ず
じ
ま
い
だ

た
わ

 
霧
雨

な

そ
の
女

て
よ
白
を

と
し
た

で
⻑

で

 

だ

た
か

 
魔
理
沙
の
そ
の
特

は
神
社
を
襲
撃
し
て
き
た
女
性
の
特

と

じ
だ

た

そ
し
て
紫
は
意

外
な

を
し
た

 
紫
 

え

そ
の
ま
ん
ま
よ

お
知
り
合
い

 
霊
夢

え

そ
い
つ
に
は

人
的
な
恨
み

み
が
混
も

て

 
い
る
も
の
で

 

に

分
達
を
殺
そ
う
と
し
神
社
を
壊
そ
う
と
し
た
恨
み
だ
ろ
う

怒
る
の
は
当
た
り
前
な
の

だ
が

 
紫
 

そ
う
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永

な
ら
ど
う
や

て
逃

て
き
た
の
か
し
ら

能

 
力
も
使
え
な
か

た
の
よ

 
永

の
言
う
と
通
り
だ

能
力
封
じ
が
あ
る
の
な
ら
ど
う
や

て
逃

て
き
た
の
だ
ろ
う

す

る
と
紫
は
悲
し
そ
う
な

を
し
た

 
紫
 

正

悪

と
い
う
の
も
あ
る
け
れ
ど

様
が

 

け
て
く
れ
た
の
よ

や
性
格
は
ガ
ラ
リ
と
変
わ

 
て
別
人
に
変
わ

て
い
た
け
れ
ど

 
蓮
 

え

 
霊
夢

奴
が

 
永

今
の
理
千
は
も
う
ま
と
も
な
思
考
じ

な
い
の
に
ど

 
う
し
て

 
今
の
理
久
兎
は
も
う
か
つ
て
の
よ
う
な
和
解
や
話
し
合
い
と
い

た
平
和
的
で
は
な
く
な
り

悲
深
く
も
な
い

最

狂
気
に

み
込
ま
れ
た
理
久
兎
な
ら
ざ
る
者
と
言

て
も
過
言
で
は
な

い

な
ら
何

に
理
久
兎
は
紫
や

を

け
た
の
だ
ろ
う

 
紫
 

に
も
分
か
ら
な
い
け
ど

様
は
別
れ
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に
こ
う
言

た
わ

次
会
う
時
こ
そ

を
殺
せ
よ

 

て

 
霧
雨

今
の

奴
が
か

 
霊
夢

本
当
に

じ
ら
れ
な
い
わ
よ
そ
の
話
は

 
一
時
の
気
ま
ぐ
れ
だ

た
の
か

そ
れ
か

夜
の
話
に
よ
れ
ば
記
憶
を
無
く
し
た
と
も
言

て

た
た
め
記
憶
が
少
し
だ
け
戻

た
の
か

そ
れ
と
も
ま
た
別
の

因
が
あ

た
の
か
は
分
か
ら
な

い

だ
が
し
か
し
紫
を

け
た
と
い
う
の
は
事
実
な
の
だ
ろ
う

す
る
と
怠
惰
と
千
が

方
へ
と

歩
い
て
く
る

 
怠
惰

よ

お

れ
さ
ん

 
蓮
 

さ
ん
は
ど
う
で
す
か

 
怠
惰

あ

呪
い
と
か
は
な
い
け
ど
妖
力
を
こ
れ

ち
も

 
感
じ
な
い
か
ら
な

ら
く
急
激
な
妖
力

に
よ

 
る
気
絶
だ
ろ
う
し
そ
れ
と

失

が
原
因
な
の
も

 
あ
る
か
ら

く
は
安

に
し
つ
つ

ド
ウ

そ
れ
か

 
ら

タ
ミ
ン
等
の

を
行
い
で
も
す
れ
ば
元
気
に



 第十七章 狂神降臨

 
な
る
と
は
思
う
よ

後
は
様
子
見
だ
け
ど

永

先

 
生
そ
れ
ら
の
注
射

の
用
意
は
出
来
ま
す
か

 
永

え

あ
る
わ
よ

て
く
る
わ

 
そ
う
言
い
永

は

を

り
に
行
く

 
蓮
 

た
だ
こ
れ
だ
け
の
人
数
と
な
る
と
今
の
所
は
紅
魔
館

 
に
お
世
話
に
な
り
ま
す
か

 
玲
音

あ

せ
て
お
け

 
怠
惰

と
り
あ
え
ず
目
が
覚
め
次
第
に

か
い
食
事
を

え

 
て
や

て
く
れ
よ

死
な
せ
た
い
な
ら
良
い
け
ど

 
咲
夜

や
る
わ
よ
と
い
う
か
や
ら
な
い
と
わ
ざ
わ
ざ

れ
て

 
来
た
意

な
い
で
し

 
と

言

て
い
る
と
永

が
鈴
仙
を

れ
て
走

て
や

て
く
る

 
永

こ
れ
だ
け
あ
れ
ば

り
る
か
し
ら

 
そ
う
言
う
と
鈴
仙
は

中
に

負

て
い
る

に

て
い
る

を
見
せ
る

 
怠
惰

人
数
が
人
数
だ
か
ら
な

と
り
あ
え
ず
使

て
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み
て

り
る
か

り
な
い
か
の
確
認
か
な
と
り
あ
え

 
ず
は
紅
魔
館
に

れ
て

て
く
れ
な
い
か

 
紫
 

良
い
わ

貴
方
達
も
行
く
で
し

 
咲
夜

え

 
パ

そ
う

 
玲
音

あ

て
な

で

今
日
は
帰
る

 
蓮
 

え

構
い
ま
せ
ん
よ
そ
れ
で
は

 
そ
う
言
う
と
紫
の
ス
キ
マ
か
ら
玲
音
咲
夜
パ

リ

怠
惰
は
通

て
い
き
ス
キ
マ
は

閉
じ
ら
れ
た

 
千
 

こ
れ
で
あ

ち
は
大

で
あ
ろ
う
し
か
し
そ
な
た

 
達

色
が
悪
い
の

 
紫
 

え

 

 

ま
と
も
な
食
事
を

え
ら
れ
な
か

た
も
の
で

 
千
 

何
か

理
を

て
や

て
く
れ
ぬ
か

 
霊
夢

仕
方
な
い
わ
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そ
う
言
い
霊
夢
は

へ
と
向
か

て
い

た

 
紫
 

迷

か
け
た

わ

 

 

か

体
が

 
蓮
 

あ

ち

紫
さ
ん

さ
ん

 
倒
れ
そ
う
な
紫
と

を

え
る

を
み
る
と
ス

ス

と

て
い
た

 
幽
 

あ
ら
あ
ら

無
理
す
る
か
ら
よ
紫

 
千
 

が
で
き
る
ま
で
は
そ

と

か
せ
て
や
ろ
う
さ
て

 
と
お

達
の
そ
の
様
子
か
ら
み
て
も
理
久
兎
の
従
者

 
達
の

は
出
来
ず
と
い
う
の
は
分
か

た
と
な
る

 
と
も
う
手

か
り
と
な
る
の
は
こ
や
つ
達
し
か
お
ら

 
ぬ
か
ら
の

 
千
は

る
紫
と

を
見
つ
つ
そ
う

く

 
蓮
 

ど
う
い
う
事
で
す
か

 
千
 

こ
や
つ
は
逃

て
き
た
と
言

た
じ

ろ
そ
れ
に
理

 
久
兎
が
散
り
散
り
と
な

て
お
る
従
者
を
集
め
た
事
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そ
れ
ら
を

ま
え
て
じ

ら
く
こ
の
娘
達
が
逃

 
た
事
に
気

き

急
で

集
を
し
た
の
じ

ろ
う

 

と
し
て
は

つ
か
あ
る
の
じ

ろ
う
が
考
え
ら
れ

 
る
の
は
あ
や
つ
ら
の
住
み
か
を
知

て
お
る
か
ら
そ

 
し
て
特
に
紫
の
能
力
は
危
険

に

し
て
お
き
た
い

 
と
考
え
た
か
ら
じ

ろ
う
そ
し
て
最
後
に
じ

が

 
の
天
使
が
言

た
事
じ

理
久
兎
の

人
で
あ
る
さ

 
と
り
を

い
義
娘
の
紫
を

い
地
下
に
幽
閉
と
考
え

 
る
と
理
久
兎
に
会
わ
せ
た
く
は
な
い
と
い
う
事
が
考

 
え
ら
れ
る

に
に
理
久
兎
の

後
の
女
は
理
久
兎
の

 
記
憶
が
戻
る
こ
と
を

れ
て
お
る
と
い
う
事
じ

ろ

 
う
な

 
蓮
 

な

る
程

 

夜

そ
う
い
え
ば
耶
狛
が
ず

と
理
久
兎
の
事
を
王
と
か

 
言

て
い
た
の
よ
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千
 

考
え
た
く
は
な
い
が
理
久
兎
の

後
に
い
る
女
は
天

 
使
な
ん
じ

た
な

ら
く
じ

が
か
つ
て
出
来
な

 
か

た

で
あ
る
全
能

を
ま
た
行
う
つ
も
り

 
じ

ろ
う
な

 
蓮
 

全
能

 
そ
の

は
一
体
何
な
の
だ

聞
い
て
い
る
限
り
で
も

ろ
し
そ
う
な

い
が

 
千
 

う
む

か
つ
て
こ
の
世
界
が

生
す
る
前
に
お

 
た
全
能
神
と
呼
ば
れ
る
者
が
お

た
そ
や
つ
の
命
に

 
従
い
数

く
の
天
使
が
従

た
ま
さ
し
く
王
と
呼
ぶ

 
に
相

し
い
神
が
お

た
ん
じ

が
そ
や
つ
は
悪
魔

 
達
に
よ

て
殺
さ
れ
て
し
ま

た
ん
じ

よ

に
天

 
使
達
は
新
た
な
る
王
を
探
し
て
お
る
ん
じ

そ
し
て

 
神
を
見
つ
け

え
新
た
な
る
世
界
を

生
す
る
そ
れ

 
ら
を

め
て
全
能

と
呼
ば
れ
る
も
の
じ

 
蓮
 

つ
ま
り
そ
れ
に
理
久
兎
さ
ん
が
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千
 

う
む
あ
や
つ
そ
し
て

シ
は
そ
の
王
の
血
を
特
に
濃

 
く
引
い
て
お
る
か
ら
の

に

わ
れ
た
の
じ

ろ
う

 
じ

が
も

と

ろ
し
い
の
は
そ
の

す
る
世
界

 
じ

そ
の
世
界
は
天
使
や
全
能
神

外
の
者
は
家

 
と
変
わ
ら
ぬ
奴

と
さ
れ
る
世
界
に
な
る

て
し
ま

 
う
の
じ

そ
れ
こ
そ
が
あ
や
つ
ら
の

め
る
絶

 
対
正
義
た
る
世
界
じ

 
蓮
 

な

 
そ
ん
な
世
界

が

せ
な
の
だ
ろ
う
か

行
き
過
ぎ
た
正
義
は
こ
こ
ま
で

ま
せ
る
の
か

 
千
 

に

め
な
く
て
は
な
ら
ぬ
の
じ

 
永

龍
神
様

 
千
 

お

と
す
ま
ぬ
な
こ
ん
な
話
を
し
て
し
ま

て

 

く
そ
の
娘
達
を

れ
て
い

て
く
れ

 
蓮
 

え

え

 
そ
う
し
て

分
は
紫
を

屋
へ
と

ぶ
の
だ

た
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狗
神

今
回
は
こ
こ
ま
で
だ

 
神
楽

怠
惰
さ
ん
は

と
の
事
で
お
休
み
で
す

 
鈴

何
か
帰
り
は
迷
子
に
な

て
そ
う
だ
よ

 
神
楽

あ

そ
う
い
え
ば
怠
惰
さ
ま
は
結
構
方
向
音
痴
ら
し

 
い
で
す
よ

何
で
も

い
頃
に
中
古

シ

 

に
向
か

た
と
こ
ろ
迷
子
に
な

た
と
か

 
鈴

そ
れ

て
地
元
だ
よ

 
狗
神

セ

 
神
楽

そ
れ
で
ど
の
道
を
通

て
も
１
０
０

シ

に

 

り
着
い
て
し
ま

た
と
か

 
鈴

あ
る
意

で

能

 
狗
神

可
笑
し
い
だ
ろ

人
に
は
あ
ま
り
言
え
な
い
が
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呪
わ
れ
て
る
だ
ろ

 
神
楽

そ
う
で
す
よ

 
鈴

何
か
あ
ん
ま
り
こ
ん
な
事
を
言

て
る
と
怠
惰
に

 

さ
れ
そ
う
だ
か
ら
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
神
楽

そ
れ
で
は

者
様
方
ま
た
次
回
も
お
願
い
し
ま
す

 
狗
神

そ
ん
じ

あ
な
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第
２
３
３
話
 
ミ
ス
は
つ
き
も
の

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

こ
こ
に
来
て
ス
ラ
ン

に
ま
た
な

て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

書
き
の
進
み
や
テ
ン

が
悪
く
悩
み
と
な

て
お
る
始

で
す

失

そ
れ
で
は
今
回
も
本
編

へ
ど
う

 
紫
と

を

屋
へ
と

か
し
つ
け

屋
を
出
る
と

 
霊
夢

あ

蓮
そ
こ
に
紫
達
は
い
る

 
と
霊
夢
が
縁

を
歩
い
く
る

し
か
も
お

か
何
か
を

た
の
か

を

て
や

て

来
た

 
蓮
 

う
ん
目
の
前
の

屋
で

か
せ
た
よ

分
ま
だ
食
べ

 
れ
な
い
と
思
う
け
ど

 
霊
夢

は

も
う

た
意

な
い
じ

な
い

た
く

 
も
う
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蓮
 

ま

ま

し
い
事
に

れ
て
た
み
た
い
な
ん

 
だ
か
ら
良
い
じ

な
い
か
な

 
霊
夢

は

仕
方
な
い
か

い
て
お
け
ば
後
で
食
う
で

 
し

う

 
そ
う
言
い
霊
夢
は

屋
へ
と

り

を

く
と

屋
を
出
て
く
る

 
霊
夢

こ
れ
で
良
し

と

 
蓮
 

霊
夢

て
意
外
に
も
お
人

し
だ
よ

本
妖
怪
に

 
は
キ
ツ
い
の
に

 
霊
夢

か

勘

い
し
な
い
で
よ

今
は

が
強
大
だ
か

 
ら
手
を

り
合

て
る
だ
け
よ

 
ま
さ
か
の
ツ
ン

レ
だ
が
そ
こ
も
ま
た
可
愛
い
所
だ

 
蓮
 

ハ
ハ
ハ

そ
う
い
う
事
に
し
て
お
く
よ

 
霊
夢

も
う

 
と

言

て
い
る
と
千
が

し
た

で
近
づ
い
て
く
る

 
千
 

お

お

お
熱
い
の
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霊
夢

う
う
う
う
る
さ
い
わ

 
蓮
 

え

あ

ア
ハ
ハ
ハ

 
千
 

ま

良
い
集
ま

て
く
れ
ぬ
か

の
報
告
が
聞
き
た

 
い
か
ら
の

 
霊
夢
と

を
合
わ
せ

き
合
い
千
の
後
に
続
き
庭
へ
と
行
く
と

は
集
ま

て
い
た

そ
し
て

千
は

分
達
の
目
の
前
に
く
る
と

 
千
 

た
の
良
し
こ
れ
よ
り
報
告
会
を
行
う

ま

 
ず
東
に

そ
し
て
北
の
者
達
の
代

者
は
前
へ
と
出

 
て
く
れ
ぬ
か

 
そ
う
言
わ
れ

分
達
は

を
合
わ
せ
あ
う
と
さ
と
り
が
前
へ
と
出
る

そ
れ
に
続
き
聖
そ
し
て

永

が
前
へ
と
出
る

 
千
 

各
々
の
報
告
を
聞
こ
う
ま
ず
東
組
じ

 
聖
 

で
す

報
告
と
し
て
は
ア
リ
ス
さ
ん
の

出
は

 
了
し
お
空
さ
ん
も

出
は
出
来
ま
し
た
そ
し
て
魔
法

 
の

も
一

は

り
戻
せ
ま
し
た
し
か
し

心
の
黒
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さ
ん
は
耶
狛
さ
ん
の
乱

で
逃

ら
れ
て
し
ま
い
ま

 
し
た

 
千
 

う
む

次
は

組

 
永

報
告
し
ま
す

も

じ
く

還
に

し

ら
れ
て

 
い
た
風
見
幽
香
そ
し
て
メ

ス
ン
は

出
を

た

 
せ
ま
し
た
が
耶
狛
に
は
逃

ら
れ
て
し
ま

た
わ

 

上
よ

 
千
 

で
は
最
後
に
北
組
の
報
告
を
頼
む

 
さ
と

達
も
妖
怪
の
山
の

還
に

し
天
狗
達
そ
れ
か

 
ら
そ
の

の
者
達
も

出
は
出
来
ま
し
た
し
か
し
で

 
す
が

狛
さ
ん
を

し
よ
う
と
し
ま
し
た
が
耶
狛

 
さ
ん
と
黒
さ
ん
に

さ
れ
逃

ら
れ
て
し
ま
い
ま

 
し
た

上
が
報
告
で
す

 
と

は
報
告
を
終
え
る

結

と
し
て
は
人

と
い
う
か

は

出
は
出
来
た
が

心
の

従
者
達
に
は
逃

ら
れ
て
し
ま

た
み
た
い
だ
が
結

と
し
て
は
上
々
で
あ
ろ
う
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千
 

む

る
程
の

よ
く
分
か

た
報
告
を
感

す

 
る

達
の

出
は
出
来
た
の
は
良
か

た

 
そ
れ
は

シ
も
思
う
じ

が
あ
や
つ
ら
を

人
と
て

 

ま
え
ら
れ
な
か

た
の
は
痛
い
所
じ

な
本
当
な

 
ら
ば

人
で
も

ま
え
れ
れ
ば

の
本

地
も
分
か

 

た
ん
じ

が
な

後

約

間
じ

 
千
の
言

た

間
と
は
理
久
兎
達
の
元
の
人
格
が

全
に

え
る
ま
で
の

間
だ
ろ
う

そ

れ
ま
で
に

わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
は
事
実

に
時
間
が

し
い

だ
が
相
手
の
本

地
に
襲

撃
し
よ
う
に
も
場
所
が
分
か
ら
ぬ
た
め
襲
撃
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
の
も
事
実
だ

 
千
 

仕
方
な
い
今
日
は
ひ
と
ま
ず

は

行
動
と

 
す
る

ま
た
明
日
集
合
し
よ
う
か
の

 
霧
雨

お
い
お
い
良
い
の
か
よ

 
お

い
い
の
そ
れ

 
千
 

う
む
バ
カ

子
達

を
知

て
お
る
の
は

ら
く

 
こ
の
中
で
あ
る
と
し
た
ら
紫
と
そ
の
従
者
だ
け
じ
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ろ
う
が
今
は
ま
だ

て
お
る
た
め
聞
け
ぬ
し
そ
れ
に

 
こ
う
し
て
考
え
過
ぎ
て
い
て
も
良
い

な
ど
は
思
い

 

か
ぬ
も
の
じ

に
時
に
は
休
む
こ
と
も
大

で

 
あ
る
と
何
時
も
怠
惰
が
言
う
の
で
な

 
天
子

龍
神
様
は
本
当
に

奴
と
仲
良
い
わ

 
千
 

も
う
何

年
と
い
う
仲
じ

か
ら
な

 
だ
が
龍
神
の
言
う
通
り
今
休
め
る
時
に
休
ん
で
お
か
な
け
れ
ば
後
の
戦
い
に

れ
が
出
る
か
も

と
も
思

た

 
蓮
 

な
ら
折

で
す
し
今
日
は
休
み
ま
し

う
か

 
霊
夢

ま

良
い
か

 
霧
雨

咲
夜
や
レ
ミ
リ
ア
も
い
な
い
し
な

 
永

な
ら
今
日
は
解
散
し
ま
し

う
か

 
そ
う
言
い

は
各
々
空
へ
と
飛
び
い
な
く
な
る

そ
し
て

た
の
は

分
と
霊
夢

だ
が

千
を

め
魔
理
沙

ア
リ
ス

妖
夢

幽
々
子

萃
香

天
子

さ
と
り

お

だ
け
が
こ
の
場
に

る

だ
が
諏
訪
子
と
神

子
は
ま
だ

屋
で

中
だ
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千
 

そ
な
た
ら
は
い
か
な
く
て
も
良
い
の
か

 
幽
 

え

友
人
の

病
を
し
た
い
で
す
し

 
さ
と

も

分
の

ト
の

病
と
い
う
の
も
あ
り
ま
す

 
が
帰
る
の
に
一

な
も
の
な
の
で

 
天
子

達
も

じ

ま
た
天
界
に

る
と
か
面
倒
し

 

も
ま
だ
諏
訪
子
様
や
神

子
様
も
本

子
で
は
な

 
い
の
で

 
霧
雨

や
ア
リ
ス
は
帰
り
た
く
て
も

気
が
濃
す
ぎ
て
ま

 
だ
帰
れ

し
な

 
萃
香

に
と

て

し
の
場
だ
か
ら

こ
こ

 
理

は
様
々
だ
が
こ
れ
だ
け

る
み
た
い
だ

 
霊
夢

屋
は

り
る
か
し
ら

 
蓮
 

り
る
ん
じ

な
い
か
な

分

 
と

言

て
い
る
と
空
か
ら
怠
惰
が

わ
り
と
降
り
て
く
る

 
怠
惰

い
や

や

と
見

け
た
よ
帰
る
の
に
も
一

だ
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千
 

お
帰
り
じ

怠
惰
よ

 
怠
惰

お
う

て
人
数

た

 
千
 

う
む
や
る
こ
と
も
分
か
ら
ぬ

に
今
日
は
返
し
て
し

 
ま

た
ん
じ

よ

 
怠
惰

え

 
怠
惰
は
目
を

に
し
て

い
て
い
た

そ
し
て

を
開
く
と

 
怠
惰

こ
の
人
数
で
ど
う
に
か
な
る
か
な

 
千
 

何

 
霊
夢

ど
う
い
う
事
よ

 
何
が
ど
う
な
る
と
言
う
の
だ
ろ
う
か

怠
惰
は

を
か
き
な
が
ら

 
怠
惰

理
久
兎
達
の
従
者

て
こ
う

退
す
る
と
き
に
イ
ラ

 
つ
い
て
た
り
し
て
な
か

た

 
天
子

の
所
は
そ
う
で
も
な
か

た
わ
よ

 
霧
雨

奴
は
イ
ラ
つ
て
た
な
言
わ
れ
て
み
る
と
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霊
夢

達
の
所
も
そ
う

 
怠
惰

そ
う

ま

あ
く
ま
で
も
予

だ
が

奴
ら
絶
対

 
に
タ

で
は
終
わ
ら
な
い
と
思
う
ん
だ
よ

分

 
の
経

上
だ
と
そ
う
言
う
奴
に
限

て
仕
返
し
と
か

 
し
て
く
る
か
ら
さ

 
蓮
 

そ
れ

て
つ
ま
り
襲
撃
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と

 
怠
惰
が

リ
と
笑
う

も
し
か
し
た
ら

分
達
は
や
ら
か
し
た
の
か
も
し
れ
な
い

 
千
 

じ

が
何
処
を
襲
う
か
な
ど
分
か
る
と
言
う
の
か

 
怠
惰
よ

 
怠
惰

ま

十
中
八
九
で
襲
わ
れ
る
の
は
こ
こ
だ
よ

奴

 
ら
が
逃
が
し
た
く
な
い
と
思
う
八
雲
紫
も
い
る
し
千

 
ち

ん
が
認
め
た
奴
意
外
の
奴
に
は
幻
覚
が
見
え
る

 
よ
う
に
す
る
術
を
博
麗
神
社
に
か
け
て
は
い
る
け
れ

 
ど

い
と
か
ま
で
は

え
な
い
か
ら

そ
れ
に
さ

 

狛
と
耶
狛

て
元
は
狼
み
た
い
だ
し
バ
レ
ち

う
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か
も

 
今
に
な

て

な
予
感
が
し
て
き
た

 
怠
惰

そ
れ
じ

張

て

 
蓮
 

ち

ち

と

 
怠
惰
は
博
麗
神
社
の

屋
の
一
室
に

て
い

た

た

分
達
は
た
だ

然
し
や
ら
か

し
て
し
ま

た
と

く
後

を
す
る
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

な

奴
等
は
大

か

 
怠
惰

さ

ど
う
だ
ろ
う

 
鈴

怠
惰
は

力
は

 
怠
惰

す
る
気
は
な
い
よ

だ

て
面
倒
だ
し

 
神
楽

因
み
に
怠
惰
さ
ん
経

と
言
い
ま
し
た
が
あ

た

 
の
で
す
か
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怠
惰

あ

ま

ち

と

そ
う
だ

で
言
う
な

 
ら

が

度
い
い
か
な

 
鈴

え

あ
の
変

レ

痴
女
が

 
怠
惰

そ
う
そ
う
ま

あ
の
子
が
色
々
あ

て

の
所
に

 
強
襲
を
仕

け
て
き
て
さ

 
神
楽

そ
れ
で
ど
う
な

た
の
で
す
か

 
怠
惰

ま

そ
の
ま
ま
返
り
討
ち
に
し
て

の

が
欲

 
し
か

た
の
も
そ
う
だ
し

元
バ
レ
し
た
く
な
か

 

た
時
だ

た
か
ら

し
て
し
て
実

の

 
体
に
し
た
ん
だ
よ

 
狗
神

嘘
だ
ろ
そ
れ

 
怠
惰

い
や
マ
ジ
で
そ
れ
で
ま

を

は
し
続
け
て

 
い
た
ん
だ
け
ど

の

事

を

れ
て
何
十
年

 
ぐ
ら
い
か
放

し
ち

て
さ
そ
れ
で
ま

色
々
と

 
あ

て
そ
の
後
に
な

て
気
づ
い
て
放

し
続
け
た
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事
を

て
解
放
し
た
ん
だ
け
ど

 
鈴

ま
さ
か

 
怠
惰

う
ん
そ
の
後
か
ら

く
し
つ
こ
く

め
て
く
れ
と
ス

 
ト

カ

さ
れ
て

あ
れ
は

一
の

の
ミ
ス
だ

 

た

ま
さ
か
あ
ん
な
事
に
な
る
な
ん
て

が
予

 

し
た
か

・

・

 
神
楽

本

転
倒
で
す

 
怠
惰

そ
う
そ
う
い
う
事
な
ん
だ
よ
や

た
事
は

ず
と
言

 

て
も
良
い
ぐ
ら
い
に
帰

て
く
る
か
ら
気
を
つ
け

 
て

者
様
方

 
狗
神

て
お
前
の
昔
話
が
⻑
く
て
も
う

が
な
い

 
怠
惰

あ

不

い
な
そ
れ
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
神
楽

色
々
と
不

い
お
話
で
し
た
が
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

 
ま
し
た

 
狗
神

そ
ん
じ

あ
な
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鈴

ま
た
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第
２
３
４
話
 
深
夜
の
報
復

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

現

リ
ア
ル
で
は
旅
行
中
の
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

田

か
ら
都
会

に
行
く
と
だ
い
ぶ
風
景
や
人
の

な
り
も
変
わ
る
な

と
思
い
ま
し
た

で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ

ど
う

 

と
解
散
し
た

分
達
は
博
麗
神
社
の
縁

に
て

れ
つ
つ
も
食
事
を

て
い
た

 
霧
雨

な

な

来
る
と
思
う
か

 
天
子

ど
う
か
し
ら

来
て
も
返
り

ち
に
し
て
や
る

 
わ
よ

 
霊
夢

ち

と

変
な
フ
ラ
グ
を

て
な
い
で
頂

よ

 
フ
ラ
グ
回

し
て
あ
ん
た
だ
け
死
ぬ
な
ら
構
わ
な
い

 
け
ど

達
ま
で
死
ぬ
な
ん
て
ご
め
ん
よ

 

蓮
さ
ん
ど
う
し
ま
し

う
か
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蓮
 

本
当
に
ご
め
ん

 
千
 

シ
も

ま
な
か

た

 

に

行
動
と
言

た
の
は
千
だ
が
そ
れ
に
真

先
に

し
た
の
は

分
だ

戦
力
と
し

て
は

し
分
は
な
い
が
も
し
あ
の
時
の
天
使
も
し
く
は
狂
乱
の
理
久
兎
が
来
た
り
で
も
す
れ
ば
明

日
の
日
の
出
は
も
し
か
し
た
ら
見
れ
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い

 

蓮
さ
ん
も
龍
神
様
も

ら
な
い
で
く
だ
さ
い
よ

 

矢

神

子
さ
龍
神
様

て
あ
ん
な
感
じ
な
の

 
八

そ
う

た
だ
あ
そ
こ
ま
で
天
然
と
は
思
わ
な

 
か

た
け
ど

 
千
 

う

う
る
さ
い
わ
い

 

し
か
し
ど
う
な
る
の
で
し

う
か

 
と

言

て
い
る
そ
の
時
だ

た

 
ガ
タ
ン

 
全
員
 

 
縁

の
方
向
の

子
が
開
か
れ

分
達
は

く

子
を
見
る
と
怠
惰
が
立

て
い
た
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怠
惰

何
を
そ
ん
な

ク

ク
し
て
ん
だ
よ

 
霊
夢

ち

ち

と

か
さ
な
い
で
よ

 
妖
夢

本
当
で
す
よ

 
妖
夢
に
限

て
は
幽
々
子
の
後
ろ
で

ク

ク
と

え
て
い
た

そ
こ
ま
で

る
か

 
怠
惰

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

本
当
に
子

だ
な

君
達
は

 
そ
う
言
い
な
が
ら
怠
惰
は

み
に
お

を

れ

み
だ
す

 
天
子

達
を
子

い
し
な
い
で
く
れ
る
か
し
ら

 
さ
と

言
え
ま
す

い
く
ら
貴
方
が
理
久
兎
さ
ん
よ
り
年
上

 
だ
か
ら
と
言
え
ど
子

い
さ
れ
る

合
い
は
あ
り

 
ま
せ
ん
よ

 
怠
惰

あ

悪
い
悪
い

と
り
あ
え
ず

は

る
か
ら
後

 
は

せ
る

 
そ
う
言
い

み
を
お
い
て
怠
惰
は
出
て
い
こ
う
と
す
る

 
蓮
 

え

る

て

も
し
か
し
た
ら

が
来
る
か
も

 
し
れ
な
い
の
に
で
す
か
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が
来
る
か
も
と
言

た
の
は
怠
惰
だ

そ
の
張
本
人
が

る
と
は
ど
う
い
う
神
経
を
し
て
い

る
の
だ
か

 
怠
惰

そ
う
だ
よ

言

た
じ

ん
理
久
兎
達
は
お
前
ら
が

 
相
手
を
す
る
ん
だ

て
さ

が
介

し
て
も
お
前
ら

 
の

に
な
ら
ん
だ
ろ

そ
れ
と
も
何
か

襲
撃
ぐ
ら

 
い
ま
と
も
に
対
処
で
き
な
い
の

そ
れ
で
よ
く
も
理

 
久
兎
達
に

つ

て
言
え
る

共

 

ツ
ン

 
今
の
一
言
で
龍
神
意
外
の

は

に
血
管
を

か
せ
た

 
怠
惰

そ
う
そ
う
そ
の

で

み
な
よ

そ
れ
じ

あ

 

わ

 
そ
う
言
い

屋
を
出
て
い

た

 
霊
夢

な

何
よ

奴

 
お

処
ま
で

た
ら
し
い
の
地
底
じ

中
々
見
な
い
よ

 

て
ぐ
ら
い
イ
ラ
つ
く
ん
だ
け
ど
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ア
リ

め
て
ま
と
も
に

る
の
を
聞
い
た
け
だ

た
ら
し

 
い
こ
と
こ
の
上
な
い
わ

 
天
子

あ
の
野

絶
対
に
生
き

て

奴
を
一
発
ぶ
ん

 

て
や
る
わ

 
と
言

て
い
る
が

分
は
そ
こ
ま
で

く
た
ら
し
く
も
聞
こ
え
な
か

た

そ
れ
に

処
ま

で

た
ら
し
く
言
う
の
は

ら
く

分
達
を

舞
す
る
た
め
で
あ
ろ
う

す
る
と

分
の
心
中
を

し
た
の
か
龍
神
が

と
笑
う
と

 
千
 

そ
な
た
怠
惰
の
あ
の

た
ら
し
さ
の
裏
を
知
れ
る
よ

 
う
に
な

た
ん
じ

な

 
蓮
 

え

何
と
な
く
で
す
け
ど

 
千
 

さ
て
と

そ
な
た
達
に
言
う
て
は

 
お
く

も
し
戦
う
の
で
あ
る
の
な
ら

大
に

手
に

 
な
お
か
つ
騒
々
し
く
戦
う
の
じ

そ
う
す
れ
ば

 
確

は

分
の

で
は
あ
る
が

シ
の
秘
策
が
発
動

 
す
る
の
で
な
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霧
雨

秘
策

 
千
 

う
む
そ
う
秘
策
じ

ら
く
そ
の
秘
策
を
見
れ
ば

 
そ
な
た
達
は
絶

す
る
と

時
に
こ
の
襲
撃
戦
に
て

 

利
は
確
定
と
な
る

 
一
体
ど
ん
な
秘
策
が
来
る
の
だ
ろ
う
か

千
が
そ
こ
ま
で
言
う
の
な
ら
相
当
な
秘
策
で
あ
る
の

は
間

い
な
い
で
あ
ろ
う

 
蓮
 

そ
の
秘
策

て
ど
ん
な
秘
さ

 
と

言

て
い
る
そ
の
時
だ

た

 

ン

 
獣
の
そ
れ
も
狼
の
遠

え
が
聞
こ
え
て
く
る

す
ぐ
に

分
達
は
臨
戦
体

を
整
え
外
へ
と
出

る
と
外
は

い
月
が

て
い
た

そ
し
て
そ
の
月
明
か
り
に

ら
さ
れ
獣

の
怪
物
を

め
と

し
て
女
性

の
怪
物
に
ア
ン

ト
で
あ
る
ゾ
ン

が
ラ
ン
タ
ン
を

て

り

ん
で
い
た

 
霊
夢

物

い
数

こ
れ

 
千
 

や
は
り
怠
惰
の
予

は
当
た

た
か

 
と

言

て
い
る
と
怪
物
達
は
各
々
道
を
開
け
る
と
そ
の
中

を

人
の

が
通

て
く
る
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そ
れ
は

間
撃
退
し
た

狛
を
始
め
と
し
耶
狛
に
黒
が
歩
い
て
き
た

 
黒
 

ま
さ
か
幻
覚
で
隠
れ
て
る
と
わ
な

 

狛

い
ま
で
は

せ
な
か

た
み
た
い
だ
な

 
耶
狛

み
た
い

 

人
は
そ
う
言
い
な
が
ら
立
ち

ま
り

分
達
を

む
と

 
黒
 

仕
返
し
に
来
て
や

た

 
耶
狛

報
復
と
言
う

い
事
を
す
る
に
も
関
わ
ら
ず
貴
女
達

 
の
た
め
に

を

ん
だ
の
よ

少
し
は
感

し
て
頂

  

狛

り
は
返
す

今
度
こ
そ
死

 
理
久
兎
や
あ
の

の
天
使
は
来
な
い
で
く
れ
と
は
願

た

そ
し
て
来
た
と
し
て
も

狛

耶
狛

黒
の

人
の
内

人
だ
ろ
う
と
は
思

た
が
ま
さ
か

人

て
く
る
と
は
予

外

だ

た

 
天
子

不

不
死

て
あ
の
女

外
に
い
る

 
蓮
 

聞
い
た
話
で
す
が

狛
さ

い
や
あ
の
人
狼
も
不
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不
死
で
す

 
ア
リ

そ
れ
に

人
ハ

ケ
て
る
あ
の
男
も
不

不
死

 
と
ま
で
い
か
な
い
け
ど
不
死

よ

 
不

不
死

に
不
死

で
怪
物

山
と
は
本
当
に

分
達
を

す
気
満
々
み
た
い

だ 
黒
 

さ

て
め

ら
楽
し
い
楽
し
い
パ

テ

を
始
め

 
よ
う

な

お
い

 

狛

血
の
宴
だ

き
月
に
て
そ
の

血
を
降
ら
せ
そ
し
て

 

へ
と
変
わ
る
が
い
い

 
耶
狛

ご
め
ん
な
さ
い

こ
の
ア

と
バ

サ

カ

バ
カ

 
な
兄
が
変
な
事
を
言

て

ま

で
も
貴
方
達
の

 
血
で
新
た
な

が
生
ま
れ
る
か
も
と
思
う
と
ゾ
ク
ゾ

 
ク
す
る
わ

今

は
血
の

い
で
満
ち
そ
う

 
そ
う
言
う
と

人
は

を

る

そ
し
て
怪
物
達
は
そ
れ
を
合
図
に
構
え
る
と

 

狛

行
け
そ
し
て
殺
せ
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耶
狛

悲
鳴
と
い
う

を

か
せ
て
ち

う
だ
い

 
黒
 

や
り
や
が
れ

 
と

を

り
下
ろ
し
合
図
を

る
と
怪
物
達
は

分
達
目

け
て
襲
い
か
か

て
く
る
の

だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

本
当
に

力
す
る
気

な

 
怠
惰

何
を
言

て
い
る
の
か
な

あ
る
と
思
う
か

 
鈴

こ
れ
さ
次
回
蓮
死
す
み
た
い
な
事
に
な
ん
な
い

 
よ

 
怠
惰

さ

千
ち

ん
が
言

て
た
秘
策
を

じ
れ
ば

 
て
ん
じ

な
い

あ
の
子
の
そ
う
い
う
軍

の
所

 
は
理
久
兎
君
と

じ
で
強
い
か
ら
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神
楽

も
し
蓮
さ
ん
が
死
ん
だ
ら

達
は
ど
う
な

て
し
ま

 
う
の
で
し

う
か

 
怠
惰

大

蓮
く
ん
が
死
ん
だ
ら
君
達
は
実

体
と
し

 
て

て
あ

る
か
ら

 
鈴

う
意

で

達
も
死

宣
告

 
狗
神

小
僧

絶
対
に

て
よ

と
い
う
か
生
き

れ

力

 
な
ら
何
時
で
も
貸
し
て
や
る
か
ら
な

 
神
楽

た

怠
惰
さ
ん
に

わ
れ
た
ら

ろ
し
く
て
言

 

が

 
怠
惰

お
前
ら
さ
り

な
く

い
な
ま

そ
う
思
わ
れ
て
も

 
仕
方
な
い
ん
だ
け
ど
さ

さ
て
そ
ろ
そ
ろ
時
間
だ

 
し
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
鈴

蓮
く
ん
が
生
き
ま
す
よ
う
に

 
神
楽

そ
れ
で
は
ま
た
次
回

 
狗
神

じ

あ
な



 第２３５話 千の秘策

 
第
２
３
５
話
 
千
の
秘
策

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

や

と
旅
行
か
ら
帰

て
き
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

え

何

処
に
行

て
い
た
の
か

て

実
は

そ
れ
も

に
中
華

や
ら
に
行

て
い
ま
し
た

ま

本
当
の
理

と
し
て
は

お

子
の
番

が
久
々
に
食
べ
た
く

て
つ
い
で
だ
か
ら
観
光

て

感
じ
で
行

た
ん
で
す
け
ど

失

そ
れ
で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 
襲
い

か
る
怪
物
達
を
相
手
に

分
達
は
力
を

る

て
い
た

 
霊
夢

霊

 
夢
想
封
印

 
霧
雨

 
マ
ス
タ

ス
パ

ク

 
蓮
 

血
 

闇
神
楽

 

ン

ン

ン

 
さ
と

想
気
 
夢
想
妙

 
お

霊
 
食
人
怨
霊
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妖
夢

人

 
現
世
斬

 
幽
 

冥

 

泉
平

行

 

ン

ン

ン

 

 
五

龍
の

 
天
子

地

 
不

の

 

開

 

が

れ
る
日

 
萃
香

⻤
火
 

高

度

禍
術

 

ン

ン

ン

 

分
達
の

に
よ
り
怪
物
達
は
倒
さ
れ

に
変
わ
る
が
ま
だ
代
わ
り
代
わ
り
に
怪
物
達
は

し

せ
て
く
る

そ
の
中
に
は
千
へ
と
襲
い

か
る
者
も
い
た

 
蓮
 

な

龍
神
さ
ま

 
千
 

て
る
で
な
い
わ
い

ん

 

を
前
へ
と
出
し

く
地
へ
と

む
と
向
か

て
き
た
怪
物
達
は
一

で

に
変
わ

た

流
石
は
こ
の
世
界
の
頂

と
言
う
だ
け
あ
り
こ
れ
に
は

然
し
た

 
千
 

何
と
か
戻

て
は
き
て
お
る
か
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す

い

 
萃
香

こ
り

負
け
て
ら
れ
な
い

 
今
の
光
景
を
見
て
士
気
が
上
が

た
の
か

は
更
に

し
て
い
く

 
怪
物

グ
ル
ル
ル
ル

 
怪
物

が

 

狛

使
え
な
い
な

 

る
怪
物
達
は

狛
の
た
め
に
道
を

る

そ
れ
に
続
き
耶
狛
と
黒
も
来
る

 
耶
狛

ま

所

は
お
兄
様
と

様
に

化
し
て
ま
す
か
ら

 
こ
の
程
度
な
の
は
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
わ

 
黒
 

ギ

ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ち

よ
な
そ
れ

 

狛

だ
け
達
者
な

か
な
妹
に
ア

に
だ
け
は
言
わ
れ

 
た
く
は
な
い

 
黒
 

あ

ん

 
耶
狛

か
な
の
は
お
兄
様
で
す
わ

 
と

人
は
喧
嘩
を
始
め
そ
う
な

気
だ
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蓮
 

や

り
仲
は
悪
い

 
さ
と

元
を
見
て
い
る
た
め
に
本
当
に
変
わ

て
し
ま

た

 
ん
で
す

前
ま
で
は
と
て
も
仲
は
良
か

た
の

 
に

 
霊
夢

そ
れ
は
本
当
よ

け
ど
こ
の
ま
ま

し
あ

て

 
く
れ
る
な
ら

 
霧
雨

々

だ
な

 
と

霊
夢
と
魔
理
沙
が
言

た
そ
の
時

 
萃
香

ち

と

喧
嘩
な
ん
か
し
て
な
い
で
相
手
し
ろ
よ

 
こ

ち
は
そ
の
気
な
ん
だ
か
ら

 
天
子

そ
う

手
に

滅
と
か
つ
ま
ら
な
い
わ
よ
そ
れ
よ

 
り
も
や
る
気
あ
る
の
貴
方
達
な
い
な
ら
と

と
帰
れ

 
ば

 
妖
夢

次
に
斬
ら
れ
た
い
の
は

で
す
か

ん
だ
事
を
後

 

さ
せ
て
あ

ま
す
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全
員

何
し
て
く
れ
て
る
の

 

ど
の
者
は
ツ

ミ
を
し
て
し
ま

た

こ
の
喧
嘩
屋
と
高
飛
車
と
辻

り
の

人
は
何

を
言

て
い
る
の
だ

と
け
ば

手
に

滅
し
た
か
も
し
れ
な
い
の
に
そ
し
て

の
定
で
喧

嘩
真

最
中
の

人
は

方
を
向
い
た

 
黒
 

そ
う
だ
よ
な

て
め

ら
が
相
手
だ

た
な

 

狛

喧
嘩
は

め
だ
お
い
ア

そ
れ
に

妹

今
か
ら

 
負
を

し
込
む
一
番

く

奴
等
を
殺
せ
た
方
が

 
ち
と
い
う

だ
が
や
る
か

 
耶
狛

あ
ら
お
兄
様
の
黒

石
並
の

に
し
て
は
考
え
ま
し

 
た
わ

で
す
が
良
い
で
し

う
そ
の

に

 
参

し
ま
し

う

 
黒
 

も

ら
せ
て
も
ら
う

 
そ
う
言
う
と
真

先
に
黒
が

分
達
め
が
け
て
特

を
仕

け
て
き
た

 
萃
香

で
り

 
ド

ン
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萃
香
は
地
面
を

き
つ
け
岩
を
出
現
さ
せ

を

り

ぐ
が

 

狛

夜
の

り
は
こ
れ
か
ら
だ

 
怪
物

か

 
岩
を
飛
び
越
え

狛
が

刀
を
使

て
萃
香
へ
と

撃
を
仕

け
そ
れ
に
続
い
て

ま

て

い
た
怪
物
達
も
空
か
ら
萃
香
に
目

け
て
出
て
く
る

 
蓮
 

狗
神

 
狗
神

出
番
だ
な

 
狗
神
を
出
現
さ
せ

狛
へ
と
突

込
ま
せ

狛
を
弾
き
飛
ば
す

 
狗
神

て
め

刃
を
向
け
る
と
か
良
い
度

じ

か

 

と

で
や
れ

そ
ん
な
事
す
ら
出
来

と
か
狼

 
じ

な
く
て
負
け

だ
な

 

狛

笑

無
様
な

発
だ
な
し
か
し

達
者
な
女
だ
な

 
良
い
だ
ろ
う
そ
の

戦
を
受
け
て
や
る
そ
し
て
後

 
し

け

 
そ
う
言
う
と

狛
は
刃
を
地
面
に
刺
す
と
狗
神
へ
と

り
か
か
る



 第２３５話 千の秘策

 
狗
神

て
め

ら
そ

ち
を
や
れ

こ

ち
は

が
や
る

 
だ
か
ら
邪
魔
す
ん
じ

 

狛

良
い

そ
の
獣
の
闘

本
能
は

み
だ

 

狛
を

め
た
め
狗
神
は
対

す
る

 
蓮
 

な
ら

た
ち
は
別
の

人
を

 
ジ

キ
ン

 
向
か

て
く
る
怪
物
達
を
斬
り
な
が
ら
言

て
い
る
と

 
天
子

こ
い
つ
は

が
も
ら
う
わ

 
耶
狛

の
な

て
な
い
貴
女
を
教
育
し
て

し

 
上

ま
し

う
か

 

総

娘
様
手

け
を

 
天
子

こ
ん
な

に

人
も
い
ら
な
い
か
ら
そ

ち
を

 
護
し
な
さ
い

 
耶
狛

あ
ら
あ
ら
な
ら
そ
の

を
後

に
変
え
て

し
上

 

ま
す
わ
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天
子

や

て
み
な
さ
い

気

 
無
念
無
想
の

地

 

い

光
を
発
す
る
天
子
は
耶
狛
と
対

す
る

す
る
と
萃
香
が
地
面
を

て
出
来
た
岩
の

を
破
壊
し
黒
が

分
へ
と
斬
り
か
か

て
く
る

 
黒
 

こ
の
ク
ソ

た
れ

狛
が

の

を

み

に
し

 
て
ん
じ

よ

 
蓮
 

 
ガ
キ
ン

 
そ
れ
を
何
と
か
神
楽
で

め
る
が
何
て
力
だ

手
が

れ
そ
う
だ

 
霧
雨

お
ら

 
ド

ン

 
黒
 

グ
ア

 

さ
え
つ
け
て
い
る
黒
め
が
け
て
魔
理
沙
が

で
突
進
し
吹

飛
ば
す

 
蓮
 

あ
り
が
と
う
魔
理
沙

 
霧
雨

あ

こ
い
つ
は

の

物
だ
か
ら
な

 
黒
 

霧
雨
魔
理
沙
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霧
雨

来
い
や

 
そ
う
し
て
魔
理
沙
は
黒
と
戦
い
を
始
め
た

だ
が

達
は
確
か
に
こ
う
し
て
各
々
が
戦

て
は
い
る
が
怪
物
達
は
未
だ
に
進
行
を
続
け
神
社
へ
と
向
か

て
く
る

 
蓮
 

斬

 

 
無
数
に
斬
撃
波
を
放
ち
怪
物
達
を

る
が
一
向
に

ら
ず
に
で

る

分
は

撃
を

け
つ

つ
霊
夢
と

中
を
合
わ
せ
る

 
蓮
 

そ

ち
は

 
霊
夢

や

て
る
け
ど
数
が
一
向
に

ら
な
い
わ

 

龍
神
様

秘
策
は
ま
だ
で
す
か

 
千
 

ん

 
怪
物

が
は

 
千
 

す
ま
ぬ
な

ま
だ
ま
だ
じ

な

も
う
少
し
騒
が
し

 
く
す
れ
ば
行
け
る
は
す
じ

 
ま
だ
騒
が
し
く
す
る

が
あ
る
み
た
い
だ

本
当
に
ど
ん
な
秘
策
な
ん
だ

 
蓮
 

騒
が
し
く

な
ら

狗
神



 第十七章 狂神降臨

 

狛
と
戦
う
狗
神
を
呼
ぶ
と
狗
神
は

ラ
リ
と

方
を
見
る

 
狗
神

何
だ

今
こ

ち
は

り
込
み
中
だ

 

狛

所
見
を
す
る
な

 
狗
神

安
心
し
ろ

は
お
前
は
見
て
る
か
ら
よ

で

何

 
だ

小
僧

 
蓮
 

を
上

て
そ
れ
も
こ
れ
ま
で
の
よ
り
も

か
に

 

カ
イ
の
を

 
狗
神

あ

ん

仕
方

な

 
そ
う
言
う
と
狗
神
は

狛
を
弾
き
飛
ば
す
と
元
の

に
な
る
と

 
狗
神

ン

 
大
き
く

を
あ

る

り
に
い
る

分
も

め
相
手
の

狛
達
も

を
塞
ぐ
程
の
大
反

だ

そ
ん
な
中
で
千
を
見
る
と

 
千
 

中
々

く
の

こ
れ
な
ら

ば

 
千
は

き
な
が
ら
空
を
見
る

空
を
見
て
み
る
と
深
夜
に
近
い
時

な
た
め
気
づ
か
な
か

た

が
先
程
ま
で
真

な
月
が

い
て
い
た
空
は
漆
黒
の
暗
雲
に
包
ま
れ

光
を
発
し
て
い
た
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千
 

上
手
く
い

た

 
と

千
が
言

た
そ
の

間

 
ド
ガ

ン

 
暗
雲
か
ら

大
な
落

が

分
達
の
数

先
に
落
下
し
た

 
蓮
 

う
ぐ

 
霊
夢

何
が
起
き
た
の

 
さ
と

何
で
す
か
こ
れ
は

 
天
子

こ
れ

て

あ
ん
た

 

い
ま
す
よ

 
と

言

て
い
る
と

が
落
ち
た
場
所
に

人
の

き

の
男
が
立

て
い
た

そ
れ
は

こ
の
戦
い
に
参

す
る

の
な
い
者
で
あ
る
怠
惰
だ

た

 
千
 

い

い
か
ん

の
者
こ

ち
へ
来
い
死
ん
で
し
ま

 
う

 
千
が
言
う
と

分
達
は
す
ぐ
に
千
の
元
へ
と
向
か
お
う
と
す
る
と

 
怠
惰

ギ

ギ

ギ

ギ

う
る
せ
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な

発
情

の

か

ラ

 

び
を
あ

る
と
共
に
無
数
の
落

が
落
ち
て
い
く
の
だ

た

 
晴
明

お
久
々
で
す

今
日
は
怠
惰
さ
ん
が
い
な
い
み
た
い

 
で
す
の
で

が
後
書
き
を
し
ま
す

 

じ
く

当
の

よ
ん

 
晴
明

そ
れ
で

何
を
は
な
せ
ば
い
い
の
か

 

そ
う

な
ら

と
晴
明
が
ど
れ
だ
け
発

し
た

 
の
か
を

と

 
晴
明

し
て
な
い
わ
よ
そ
れ
と

子
に

て
る
と
本
当
に

 
強

退
場
さ
せ
て

龍
に
後
書
き
を
や
ら
せ
る
わ
よ

  

い
や

ん

め
て
そ
れ
だ
け
は
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晴
明

は

な
ら
そ
う

怠
惰
さ
ん
に
つ
い
て
教
え
て
く

 
れ
な
い

 

怠
惰

あ

ま

名
前
は
言
わ
な
い
で
お
い
て
そ

 
う

な
ら
ち

と
昔
話
で
怠
惰
の

つ
名
は
知

 
ら
な
い
わ
よ

 
晴
明

つ
名

 

え

ま

異
名
み
た
い
な
も
の
よ

の
場
合
だ

た

 
の
な
ら
不
死
鳥
の
フ

ク
ス
み
た
い
な
感
じ
の

 

つ
名
よ

 
晴
明

あ

確
か
に
ち

と
気
に
な
る
な

ど
う
せ
怠

 
惰
さ
ん
の
事
だ
か
ら
闇

者
と
か

問

と
か
な
ん

 
で
し

 

そ
れ
で

め
ば
い
い
も
の
よ

 
晴
明

え

 

奴
の
当
時
の

つ
名
は

族
殺
し

て
い
う
異
名
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と
共
に

名
手

犯
だ

た
ん
だ
か
ら

 
晴
明

そ

そ
れ

て

 

理

は
分
か
ら
な
い
け
ど

奴
は
禁
忌
の
理
で
あ
る

 

族
の
殺

を
行

て
い
た
が
た
め
に
ソ
ロ

ン
や

 
バ
ア
ル
様
が
と
て
も

れ
た
程
の
男
だ

た
ん
み
た

 
い
し
か
も
こ
れ
は
本
当
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
け

 
ど
共
食
い
も
し
て
い
た
と
か

 
晴
明

ろ

ろ
く
な

が
な
い
わ

あ
の
悪
魔

 

も
あ
ま
り

し
く
は
知
ら
な
い
の
よ

サ
タ
ン

 
様
な
ら
何
か
知

て
る
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど

 
晴
明

な

ら
し
く

い
わ

そ
れ

 

は

晴
明

い
か
ら

そ
の

き

め

 
つ
つ
愛
を

 
晴
明

来
る
な

変

 

あ

ん
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晴
明

と

と
り
あ
え
ず
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

は
何
度
で
も
立
ち
上
が
る
そ
し
て
晴
明
と
愛
し

 
合
う
が
た
め
に

 
晴
明

で
は
ま
た
次
回

 

あ

ん

ら
な
い
で
ち

う
だ
い
よ

 
晴
明

で
は
さ
よ
う
な
ら
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第
２
３
６
話
 
悪
魔
の
逆
鱗

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

宅

を
し
て
い
る
祖

の
見
舞
い

の
回
り
の
掃
除
な
ど
を

行

て
き
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

そ
し
て

と

を
見
た
ら
新
た
な
キ
ラ

が
登
場
し
て
お
り
見
た

間
に
あ

そ

ち

と
心
の
中
で
ツ

ミ
し
て
し
ま
い
ま
し
た

ま

さ
か
斬
る
方
じ

な
く
て
斬
ら
れ
る

の
方
だ

た
と
は

が
予

出
来
た
だ
ろ
う
か

で
は
そ

ろ
そ
ろ
こ
の
話
も
お
ひ
ら
き
に
し
て
本
編
へ
ど
う

 
無
数
の
落

が
落
ち
て
い
く
中

分
達
は
何
と
か
千
の
元
へ
と
来
る
と

 
千
 

結
界

 
千
が
地
面
に
手
を
当
て
ド

状
に
結
界
を
張
り
ト

カ
す
る
が

 

ン

キ

 
何
と
そ
の
結
界
に
落

が

撃
し
千
の
結
界
に
ヒ

を

れ
た

 
天
子

龍
神
様
の
結
界
に
ヒ

を

れ
た
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千
 

や
は
り
相
変
わ
ら
ず
の
火
力
じ

こ
う
な
る
と
後

 

発
が
限
界
じ

の
そ
な
た
ら
当
た
ら
ぬ
よ
う
に
願

 
う
の
じ

 

え

 
ア
リ

せ

て
龍
神
が
言
う
普
通

 
霊
夢

仕
方
な
い
わ

 
蓮
 

手
伝
い
ま
す

 

分
や
霊
夢
も
結
界
を
張
り
何
と
か

え
る
が
そ
れ
で
も
落

が

つ
か
結
界
へ
と
落
ち

撃

し
て
い
く

正

結
界
を
発
動
さ
せ
て
い
る

分
達
も
結
構

い

 
霊
夢

な

何
よ
こ
れ

 
蓮
 

が

 
千
 

ん
張
る
ん
じ

 

だ

て

 
霧
雨

あ

ク
ソ

お
前
ら
も
や
る

 

で

力
し
何
と
か
結
界
を
張
る
が
容

な
く

が
落
ち
る
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さ
と

な

何
で
す
か
こ
の

は

 
天
子

 
千
 

え
る
ん
じ

も
し
結
界
が
破
れ
た
ら

死
と
思

 
う
の
じ

 
そ
う
し
て
何
と
か

で

力
し

え
る
と
落

は

ま
る

そ
し
て

分
達
の
張

た
結
界
に

落
ち
た

の
合

は

発
そ
れ
だ
け
な
ら

い
と
思
え
る
が
も
う
霊
力
も
限
界
だ
し
何
よ
り
も

後

発
で
も
食
ら
え
ば
結
界
は

々
に
な
り
そ
う
な
程
に
ま
で
ヒ

が

て
い
た

 
霊
夢

た

え
れ
た

の

 
霧
雨

お

お
い
こ
れ
が
秘
策
か

 
千
 

う
む
そ
の
通
り
じ

怠
惰
を
強

的
に
起
こ
す
そ
れ

 
こ
そ
が

戦
じ

こ
う
し
て
起
こ
せ
ば
あ
や
つ
は
今

 
ま
で

上
の
不

に
な
り
つ
つ

け
て

を
倒

 
し
て
は
く
れ
る
と
思

て
お

た
が
こ
こ
ま
で
落

 
を
落
と
す
と
は
予
想
外
じ

た
が
な

 
ア
リ

で
も
見
て
ち

う
だ
い
こ
れ
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ア
リ
ス
の
言

を
聞
き

り
を
見
て
思

た

千
の
秘
策
は
上
手
く
い

た
の
か
先
程
ま
で
い

た
怪
物
達
は
全
員
落

に

撃
し

に
な

た
の
か

え
失
せ
て
い
た

だ
が
そ
れ
で
も

体

程

て
は
い
た
が

 

狛

こ
い
つ

 
耶
狛

数
千
の
下

達
が
一

で

 
黒
 

確
か
怠
惰
と
か
だ

た
な
こ
こ
ま
で
と
は
な

 

な
ど
は
ボ
ロ
ボ
ロ
に
は
な

て
は
い
た
が
こ
の

人
は
や
は
り
し
ぶ
と
く
生
き
て
い
た

 
天
子

龍
神
様

あ
い
つ
な
ん
な
の
よ

方
関
係
な
く

 

を
落
と
し
て
き
た
け
ど

 
千
 

今
の
怠
惰
に

方
な
ど
関
係
な
い

今
の
あ
や
つ

 
は

り
を

た
者
は
全
員

す

に
ま
だ
い
る
の

 
じ

結
界
か
ら
出
た
ら
死
ん
で
し
ま
う

 
蓮
 

何
で
す
か
そ
の
バ

サ

カ

状

 
千
 

い
や
バ

サ

カ

で
は
な
い

け
て
お
る
だ
け

 
じ
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ゆ
ら
ゆ
ら
と
動
く
怠
惰
は
ゆ

く
り
ゆ

く
り
と

狛
達

人
へ
と
近
づ
く
と

 
怠
惰

お
い

ラ

の

り
を

た
奴
は

だ

 

狛

こ
ん
な
奴
ご
と
き
に
退
い
て
た
ま
る
か

 

し
た

狛
は
二
刀
を

て
斬
り
か
か
る
が
こ
の
時
に
あ
り
え
な
い
光
景
を
目
に
し
て
し

ま

た

 
怠
惰

失
せ
ろ

 

狛

ご
は

 
怠
惰
は
何
も
動
い
て
も
い
な
い

な
の
に

狛
は

メ

ジ
を
受
け
吹

飛
び
地
面
へ
と
落
ち

動
か
な
く
な

た

 
黒
 

な

何
が
起
き
や
が

た

狛
の
野

が
一
撃
で

 
ウ
ン
し
た

 
耶
狛

そ
こ
の
バ
カ
を
回

し
て

く
退
く
わ
よ

 
黒
 

あ

ク
ソ
が

 
黒
と
耶
狛
は

へ
と

る
と

狛
も

へ
と

れ

え
て
い

た

 
怠
惰
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怠
惰
は

り
返
る
と
結
界
内
に
い
る

分
達
と
目
が
合
う

が

り
つ
き

や

が
流
れ

死
ぬ
か
も
し
れ
な
い
と
感
じ
た

だ
が
怠
惰
は
ス
ル

し
て

屋
へ
と
向
か
い
な
が
ら

 
怠
惰

わ

い

 
と

あ
く
び
を
し
な
が
ら

き

屋
の

屋
へ
と

て
い

た

 
千
 

良
い
か
の

 
そ
う
言
い
千
は
結
界
を
解
い
た

 
お

な

何
だ
い
あ
れ

 
妖
夢

じ

次
元
が
ち

い
す
ぎ
る

 
霧
雨

た

立
て

 
幽
 

あ
る
意

で
危
険

 
萃
香

々
様
よ
り
も
強
い
ん
だ
け
ど

 

分
達
が

戦
を
強
い
て
い
た
あ
の
怪
物
達
や
従
者
達

人
に
対
し
て
あ
ま
り
の
一
方
的
す

ぎ
る

殺
に

を

む

な
い

 
千
 

庭

よ
そ
の
言
い
回
し
は
正
し
い

あ
や
つ
は

シ

 
ら
の

か
上
の
次
元
に
立
つ
者
の

人
じ

も
し
も



 第十七章 狂神降臨

 
あ
や
つ
が
理
久
兎
達
を
倒
し
に
行

た
の
な
ら

日

 
も
か
か
ら
ず
に
倒
せ
る
程
の
レ

ル
な
の
は
確
か
な

 
の
じ

か
ら

 
今
の
戦
い
を
見
て
思
う

怠
惰

人
特

さ
せ
れ
ば

て
る
ん
じ

な
い
か
と

 
千
 

じ

が
怠
惰
は
そ
れ
を
し
よ
う
と
は
せ
ん
あ
や
つ
は

 

じ
次
元

士
で
戦
い
を
し
て
欲
し
い
と
考
え
て
お

 
る
の
じ

に
あ
や
つ
は
動
こ
う
と
は
せ
ぬ

 
蓮
 

い
や
あ
の
理
久
兎
さ
ん
達
と
明
ら
か
に

が
あ
る
ん

 
で
す
が

 

じ
次
元
と
は
言
う
が
明
ら
か
な

が
あ
り
す
ぎ
る
気
が
す
る
と
思

た
が
千
は

笑
い
を

か
べ

 
千
 

あ
や
つ
か
ら
見
た
ら

じ
次
元
な
ん
じ

ろ
う
な

 
霊
夢

今
こ
う
し
て
騒
が
し
く
し
て
る
け
ど

奴

 
は
起
き
た
り
し
な
い
わ
よ

 

こ

い
で
す
よ
そ
れ
は
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さ
と

最
悪
こ
の
場
の
全
員
は

殺
し
に
さ
れ
ま
す

話
が

 
本
当
だ
と
し
た
ら

 
お

さ

さ
と
り
様
そ
ん
な
不

な
事
を
言
わ
な
い
で
く

 
だ
さ
い
よ

 
千
 

安
心
せ
い
ち

と
ぐ
ら
い
騒
が
し
く
な

た
ぐ
ら

 
い
で
は
あ
や
つ
は
起
き
は
せ
ぬ
さ

き
み
た
く
騒
音

 
で
戦

た
り
せ

ば
な

 
だ
か
ら
千
は
騒
が
し
く
戦
え
と
言

た
の
だ
ろ
う

だ
が
こ
ん
な
結

に
は
な

た
が

分
達

の

利
な
の
は
確
か
だ

 
霊
夢

で
も

奴
無

別
に

を
落
と
し
て
た
け
ど
神
社
に

 
は

発
も
落
と
し
て
な
い
の

 

言
わ
れ
て
み
る
と
確
か
に
そ
う
で
す

 
神
社
に
は
焼
け
跡

つ
た
り
と
も
つ
い
て
は
い
な
い

そ
れ
は
言
わ
れ
て
不
思
議
に
思

た

 
千
 

そ
れ
は
そ
う
じ

あ
や
つ
に
と

て
こ
の
神
社
ま

 
そ
の

屋
は

室
み
た
い
な
も
の
じ

そ
の

室
を
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壊
し
て
し
ま
う
と
あ
や
つ
か
ら
し
た
ら
た
ら
も
と
も

 
こ
も
な
い
じ

ろ

 
天
子

帰
る

屋
が
な
く
な
る
わ

そ
れ

 
千
 

そ
う
い
う
事
じ

に

け
て
あ
ん
な
事
を
し
て

 
も

の
神
社
は
壊
そ
う
と
は
せ
ぬ
か
ら
の

 
蓮
 

あ
の
そ
れ
笑

で
言
わ
れ
て
も

落
に
な

て
な
い

 
で
す
よ
龍
神
様

 
と

言

て
い
る
と

を

か
し
て
い
る
魔
理
沙
と
妖
夢
は

目
で

 
霧
雨

な

な

屋
に

ん
で
く
れ

か
こ

が
ぬ

 

け
ち
ま

て
よ

 
妖
夢

め

面
目
な
い
で
す

 
ど
う
や
ら

が

け
た
み
た
い
だ

無
理
も
な
い
だ
ろ
う
あ
ん
な

を
体

を
し
て
し
ま

て
は

 
ア
リ

情
け
な
い
わ

 
千
 

無
理
も
な
い
じ

ろ
う
死
ぬ
一
方
手
前
の
世
界
に
い
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た
の
じ

か
ら
な

か

ん
で
や

て
く
れ
ぬ
ま
い

 
か

 
霊
夢

も
う
本
当
に
世
話
が
焼
け
る
わ

 
霧
雨

す

す
ま

霊
夢

 
蓮
 

な
ら
妖
夢
さ
ん
は

が

 
妖
夢

す
み
ま
せ
ん
蓮
さ
ん

 
霊
夢
は
魔
理
沙
を

分
は
妖
夢
を
お
ぶ
る
と
何

か
霊
夢
が
ジ
ト
目
で

ん
で
き
た

 
霊
夢

妖

夢

そ
い
つ
に
セ
ク
ハ
ラ
し
た
ら
殺
す
か
ら

 
蓮
 

え

 
妖
夢

そ
ん
な
事
を
蓮
さ
ん
は
し
ま
せ
ん
し
第
一
に
貴
女
が

 
い
ま
す
よ

 
霧
雨

ハ
ハ
ハ
気
に
す
ん
な
よ
こ
い
つ
の
焼
き
も
ち
だ
か
ら

 
よ

 
魔
理
沙

く
で
焼
き
も
ち
み
た
い
だ

 
霊
夢

あ
ん
た

な
事
を
言

て
る
と
こ
の
ま
ま

中
か
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ら
地
面
に
倒
れ
る
わ
よ

 
霧
雨

い
や

霊
夢
様
勘

だ

 
霊
夢

か
し
て
る

に
は

子
い
い
ん
だ
か
ら

 
そ
う
言
い
な
が
ら

分
達
は
こ
の
襲
撃
戦
で
生
き

た
実
感
を

み

め
つ
つ
博
麗
神
社
の

屋
へ
と

て
い
く
の
だ

た

 
晴
明

で
は
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 

は

い
あ
り
が
と
う

 
晴
明

し
か
し
ま

あ
れ
で
す

怠
惰
さ
ん
の
⻤

ぶ
り

 
と
い
う
か
無
双
ぶ
り
は
イ
カ
れ
て
ま
す

 

ま

奴
の

事

が

ト
な
の
よ

 
怠
惰

う

す
た
だ
い
ま

後
書
き

て
あ

君
ら
が
や

 

て
て
く
れ
た

の
や
つ

 
晴
明

え

代
わ
り
ま
し

う
か
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怠
惰

い
や
い
い
や
今
日
は
そ
れ
よ
り
さ
や

り

が

 
住
ん
で
る
所
よ
り
も
田

で
動
物
が
発
情

を

 
え
て
る
の
か
う
る
さ
い

本
当
に
さ

 

あ
れ
が
発
情

て

 
怠
惰

ま

い
い
や
夢
で
も
社

な
生
活
と
か
ご
め
ん
だ

 
か
ら
今
日
は
落
ち
る
わ
お
や
す
み

 

あ
ら
一

で

え
た
わ

 
晴
明

そ
の
怠
惰
さ
ん

て
や

り
変
わ
り

 
者
だ

た
ん
で
す
か

 

え

そ
う

ソ
ロ

ン
が
仕
方
な
く
認
め
た
犯

 
集

バ

キ

ン

で
も
特
に
異

な
男
だ

た
わ

 

そ
れ
に
サ
タ
ン
様
も
数
少
な
い
友
人

て
言

 

て
た
ぐ
ら
い
だ
か
ら
不
思
議
な
の
よ

 
晴
明

す

い

言
え
て
な
い
わ
よ

 

え

ま
さ
か
怠
惰
た

た
ら

ら
し
な
ん
て
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い
い
度

興

す
る
じ

な
い
の

 
晴
明

キ

 

あ

ん
そ
の

ん
だ
目
た
ま
ら
な
い
わ

 
晴
明

は

一
体
ど
う
や

た
ら
こ
ん
な
変

に
な

た

 
の

鈴

帰

て
こ
な
い
か
な

日
に
日
に
こ
の

 
変

の
レ

ル
が

て
る
の
よ

 

変

て

い
わ

た
だ
の

よ

 
晴
明

全
な
こ
の
小
説
で
は
放

禁

的
な
用
語
だ

 
た
か
ら
良
か

た

と
り
あ
え
ず

が
こ
れ

 
上
に
変

的
な
事
を
言
い
そ
う
だ
か
ら
今
回
は
こ

 
こ
ま
で
よ

 

さ

も

と

て
も
良
い
の
よ

 
晴
明

で
は
で
は
ま
た
次
回

 

あ

ん
無

な
ん
て
い
け
ず

 
晴
明

変

退
散
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あ

ん

 
晴
明

そ
れ
で
は
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第
２
３
７
話
 
夜
は
明
け
て

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

そ
ろ
そ
ろ
あ

ち
を
投
稿
し
な
い
と
な
と
思
い
続
け
て
る
怠
惰
の
ク
ソ

悪
魔
で
す

な
の
で
次
回
か
ら
ま
た
あ

ち
を
投
稿
し
ま
す
の
で
お
願
い

し
ま
す

そ
れ
で
は

本
編
へ
ど
う

 
夜
の
襲
撃
か
ら
翌
日
と
い
う
か
数
時
間
が
過
ぎ

時
頃

 
蓮
 

い

 
霊
夢

わ

た
気
が
し
な
い
わ

 
霊
夢
と
共
に
目
を

り
な
が
ら
起
き
る

約

時
間
ぐ
ら
い
の

の
た
め

た
気
が
し
な

い

す
る
と
向
か
い
の
布

で

て
い
る
魔
理
沙
と
ア
リ
ス
も
起
き
出
す

 
霧
雨

よ

 
ア
リ

あ
ん
た
達
目
に

が
出
来
て
て
む
く
ん
で
る
わ
よ

 
霊
夢

あ
ん
た
達
も



 第２３７話 夜は明けて

 
蓮
 

ア
ハ
ハ

 
そ
ん
な
会
話
を
し
て
い
る
と

子
が
開
け
ら
れ
千
が
ひ

こ
り
と

を
出
す

 
千
 

そ
ち
達
よ
起
き
た
か
の

 
霊
夢

え

 
霧
雨

な

龍
神
様
は
よ
何
時
間

た

 
と
魔
理
沙
は
聞
く

千
の

を
ま
じ
ま
じ
と
見
て
み
る
と

み
た
く

は
出
来
て
い
な
い
の

だ

す
る
と
千
は
不
思
議
そ
う
な

を
し
て

 
千
 

と
ら
ん

 
霧
雨

ま
さ
か

夜
か

 
蓮
 

う

 
千
 

う
む
そ
う
じ

が

悪
い
か
の

 
い
や
悪
い
ど
う
こ
う
で
は
な
く
大
方
は
治

た
と
は
い
え
ま
だ
怪

人
な
の
は
間

い
な
い

に
そ
れ
は
無
理
し
す
ぎ
と
も
思
え
た

 
霊
夢

あ
ん
た
怪

人
な
ん
だ
か
ら
無
理
し
た
ら
死
ぬ
わ
よ

 
本
当
に
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ア
リ

聞
い
た
話
が
本
当
な
ら

感

 
千
 

心

せ
ず
と
も
大

じ

よ

れ

れ
そ
な
た

 
ら
も
縁

に
集
ま
る
の
じ

 
そ
う
言
い
千
は
歩
い
て
い

た

分
達
は
起
き
上
が
り

 
霊
夢

そ
れ
じ

度
し
ま
す
か

蓮

 
蓮
 

分
か

て
る
で
る
よ

 

分
は
外
へ
と
出
て

の
あ
る
裏
ま
で
行
き
着

え
を

ま
せ
集
合
場
所
で
あ
る
縁

へ
と

向
か
う

そ
こ
に
は

に
霊
夢
や
魔
理
沙
も
そ
う
だ
が
さ
と
り
や
天
子
も

て
い
た
が
何
よ
り

も 
怠
惰
 
 

 

 
何
か

り
を
開
い
た
の
か
目
を
つ
む
り

を

カ
ン
と
開
け
ア

を
し
て
い
る
怠
惰
が
座

て
い
た

し
か
も
霊
夢
達
は
深
夜
の
一
件
が
あ

た
せ
い
な
の
か

を
開
け
て
い
た
が

分
は

意
を
決
し
て
怠
惰
へ
と
近
づ
く

 
蓮
 

た

怠
惰
さ
ん

 
霊
夢

ち

蓮
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怠
惰

ん

あ

蓮
か
お
前
ら
生
き

た
み
た
い
だ
な
お

 
め

と
さ
ん

 
蓮
 

え

昨
日
の
事
は
何
も

 
怠
惰

ん

 
ど
う
や
ら
本
当
に

け
ギ
レ
た
深
夜
の
記
憶
は
な
い
み
た
い
だ

と
い
う
か
無
意
識
に
あ
ん

な
事
を
さ
れ
た
ら
た
ま

た
も
の
で
は
な
い
が

 
蓮
 

い
え
何
で
も
な
い
で
す

 
千
 

し
て
怠
惰
よ
紫
達
の
様

は
ど
う
じ

 
怠
惰

あ

さ

き
見
て
き
た
け
ど
大

そ
う
だ
よ

 
霊
夢
ち

ん
が
愛
情
込
め
て

た

理
も
し

か

 
り
と
食
べ
て
た
み
た
い
だ
し

 
霊
夢

一
言
が

よ

 
霊
夢
の
ツ

ミ
に
怠
惰
は
ケ
ラ
ケ
ラ
と
笑
う

だ
が
何
時
も
は

り
笑
い
み
た
い
な
笑

だ

た
が
今
の
は

然
的
な
笑

だ

た

 
霧
雨

お
前
も
そ
ん
な

が
出
来
る
ん
だ
な
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怠
惰

失

だ
な

出
来
る
よ

た
だ
普

か
ら
見
せ
な
い

 
だ
け
だ
け
ど
さ

 

 
千
 

と
い
う
か
様

も
良
い
の
じ

が
一
番
は
起
き
そ
う

 
か
ど
う
か
じ

 
怠
惰

あ

そ

ち

も
う
起
き
れ
る
よ

何
な
ら
優
し

 
さ
の

で
あ
る

が
起
こ
し
て
こ
よ
う
か

 
と

言

た

後

分
も

め
て

は
一

に

を
開
け
て

 
全
員

何
処
が
優
し
い
ん

の
よ

だ

 
怠
惰

ひ
ど

い

 
千
 

こ
れ
こ
れ
あ
ま
り

め
る
で
な
い

こ
や
つ
心
は

 

よ
り
も

い
ガ
ラ
ス

い
や
そ
れ
よ
り
も

か
に

 

い

子
み
た
い
な
も
ん
じ

か
ら
な

 
怠
惰

だ

た
ら
焼
け
ば
ガ
ラ
ス
だ
よ

 

あ
の

と
言

て
も

子
な
ん
で
す
け
ど

 
怠
惰

え

そ
う
な
の
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霊
夢

し
か
も
す
ぐ
に

々

 
怠
惰

ま

ま

確
か
に

 
こ
の
悪
魔
は

が
良
い
の
か
悪
い
の
か
ま

た
く
分
か

た
も
ん
じ

な
い

 
怠
惰

は

と
り
あ
え
ず
起
こ
し
て
く
る
よ
待

て
て

 
そ
う
言
い
立
ち
上
が
る
と

ら

ら
と
歩
き
な
が
ら
紫
の
い
る

屋
へ
と
向
か

て
い

た

 
天
子

大

よ

 
千
 

大

じ

よ
バ
カ
で
は
あ
る
が

は
良
い
や

 
い
や

も

上
最
悪
な
魔
王
じ

な

 
蓮
 

フ

ロ

に
な

て
な
い
で
す
よ
そ
れ

 
霊
夢

紫
が
不
安
に
な

て
き
た
わ

 
等
と
言

て
い
る
と

を
つ
き
な
が
ら
紫
が
歩
い
て
き
た

無

そ
の
後
ろ
に
は
怠
惰
も
い

た 
怠
惰

呼
ん
で
き
た
よ
た
だ

ち

ん
だ

け

は
ま
だ

 

状

だ

た
か
ら
起
き
れ
な
か

た
か
ら
よ
ろ
し

 
く

そ
れ
と
言

て
お
く
が
ま
だ

元
が

ら
つ
い
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て
い
る
だ
け
だ
か
ら
な

決
し
て

 
霊
夢

紫

た
ら
そ
れ
じ

年

り

 
怠
惰

あ

言
い
や
が

た

 
こ
の
時
に
怠
惰
の
言
お
う
と
し
た
こ
と
そ
し
て
思

た
事
が
分
か

た
気
が
し
た

何

な

ら 
紫
 

霊
夢
ど
こ
へ
旅
し
た
い
か
し
ら

 
紫
の

笑
む

を
し
て
い
た
が
目
は
決
し
て
笑

て
な
い
の
だ
か
ら

し
か
も
今
の
言

が

に

た
の
か

を
さ
り

な
く
ス
キ
マ
へ
と
し
ま

た

と
い
う
か

し
さ
で
立
て
る
の
が
見

て
い
て

い

 
霊
夢

じ

よ

 
蓮
 

い
や
こ
れ
絶
対
に

じ

 
霊
夢

蓮

て
ま
し

う

 
蓮
 

ア

ハ
イ

 
こ
れ

上

れ
た
ら
ボ

ボ

に
さ
れ
そ
う
だ

す
る
と
怠
惰
は

れ
つ
つ
前
へ
と
で
る
と

 
怠
惰

そ
れ
で
だ

に
聞
く
よ
理
久
兎
達
の
ア
ジ
ト
は
何
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処
に
あ
る
か
分
か
る
か
い

 
紫
 

ご
め
ん
な
さ
い
逃

る
事
が
精
一

だ

た
か

 
ら
分
か
ら
な
い
わ
そ
れ
に
ず

と
地
下
に
い
た
し

 
怠
惰

ん
地
下

構

と
し
て
は

を
く
り
ぬ
い

 
た
み
た
い
な
構

か
い

 
紫
 

え

見
た
感
じ
暗
く
て

く
し
か
も
雨

り
も
し

 
て
た
わ

 
怠
惰

と
な
る
と
だ
地
上
の
何
処
か
と
い
う
の
は
間

い
は

 
な
い

 
だ
が
そ
ん
な
所
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か

妖
怪
の
山
と
い
う

は

い
し
か
と
い

て

も

い

し
⻄
の
魔
法
の

も

い

と
な
る
と
何
処
に
な
る
ん
だ

 
蓮
 

う

ん

 
と
考
え
て
い
る
と
空
か
ら
何
人
か
の

が
降
り
て
き
た

そ
れ
は
レ
ミ
リ
ア
咲
夜
玲
音

パ

リ

の
紅
魔
組
そ
し
て
永

夜
鈴
仙
の
永
遠
亭
組
に
そ
し
て
そ
の

と
し
て
聖
に

幽
香
や
妹
紅
が
来
た
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鈴
仙

こ
ん
に
ち
は

 
聖
 

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す

 
咲
夜

ど
う
も

 
蓮
 

あ

ど
う
も

あ
れ
聖
さ
ん
そ
の
後
ろ
に
い
る
方

 

て

 
聖
達
の
後
ろ
に
見
た
こ
と
の
あ
る
妖
怪
達
が
い
た

そ
れ
を
見
た
さ
と
り
や
お

そ
し
て
萃
香

は

い
て
い
た

 
萃
香

お
前
さ
ん
達
無
事
だ

た
ん
だ

 
さ
と

え

と
パ
ル
ス

さ
ん
に

マ
メ
さ
ん
に
キ
ス
メ
さ

 
ん
で
し
た
よ

 
お

そ
れ
で
合

て
ま
す
よ
さ
と
り
様

 
や

り
そ
う
だ

前
に
地
底
へ
と
向
か
う

中
で
会

た
者
達
だ

 
パ
ル

え

何
と
か

 
キ
ス
 

 
黒

い
や

あ
れ
は
死
ぬ
か
と
思

た
け
ど

何
と
か
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萃
香
さ
ん
達
が
時
間
を

い
で
逃
が
し
て
く
れ
た
か

 
ら
こ
う
し
て
い
る
ん
で
す
よ

 
ど
う
や
ら
旧
都
襲
撃
の
生
き

り
み
た
い
だ

す
る
と

マ
メ
は
ハ

と
し
た

を
す
る
と

 
黒

そ
う
だ
実
は
伝
え
た
い
事
が
あ

て

 
蓮
 

伝
え
た
い
事

 
パ
ル

え

襲
撃
し
て
き
た
奴
い
え
理
久
兎
達
の
ア
ジ
ト

 
の
場
所
よ

 
突
然
の
言

で

分
達
は

い
て
し
ま
う
の
だ

た

 
晴
明

で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す

 

奴
が
不

だ
と

達
が
こ
う
し
て
出
る

目
に
な

 
る
の
よ

 
晴
明

ま

そ
う
言
わ
な
い
の

 

は

も
久
々
に
本
編
で

れ
た
い
な
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晴
明

あ
ら

し
い
貴
女
が
そ
ん
な
事
を
言
う
な
ん
て

 

だ

て
何
も
し
な
い
と

 
晴
明

何
も
し
な
い
と

 

ラ

ラ
す
る
ん
だ
も
ん

 
晴
明

は

 

慢
で
き
な
い
だ
か
ら
晴
明
ち

ん
そ
の

を

  
晴
明

獄
殺
す
る
わ
よ
あ
ん
た

 

い
や
ん

い

 
晴
明

は

あ

そ
う
そ
う
次
回
か
ら
少
し
あ

ち

 
を
投
稿
す
る
み
た
い
だ
か
ら

く
休
む
か
ら
そ
の

 
つ
も
り
で

 

あ

ち
は
理
久
兎
達
の

よ

な
ら
そ
の
時
に

 

は
ど
う
思

て
い
る
の
か
ど
う
行
動
し
て
い
る

 
の
か
が
少
し
分
か
る
か
も
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晴
明

だ
と
良
い
ん
だ
け
ど

理
久
兎
さ
ん
に
は

く
帰

 

て
来
て
欲
し
い
わ

 

そ
う

は
怨
み
し
か
な
い
け
ど

 
晴
明

え

何
で

 

晴
明
ち

ん
を
た
ぶ
ら
か
し

 
晴
明

は

い
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

も

う

因
み
に
知

て
る
わ
よ
晴
明
ち

ん
の

 

の
相
手

て

 
晴
明

ち
く
り
魔
退
散

 

あ

ん

 
晴
明

で
は
で
は
ま
た
次
の
投
稿
ま
で
さ
よ
う
な
ら
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第
２
３
８
話
 
地
下
の
ア
ジ
ト

 
こ
ん
ば
ん
わ
そ
し
て
お
久
々
で
す

者
様

休
み
に

ン
ス
ト
を
や
り
つ
い
に
ア

カ
リ

ス
に
見
事

利
を

め
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

欲
し
か

た
け
れ
ど

し
い
と

で
し
た

が
何
と
か
ク
リ
ア
出
来
ま
し
た

で
も
ま
だ
ア
ン

ル

ア
が

て
い
る
ん
で
す
よ

は

キ

ラ
が
い
な
い

失

で
は
久
々
の
物
語
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い

 
パ
ル
ス

か
ら
発
せ
ら
れ
た
理
久
兎
達
の
ア
ジ
ト
を
知

て
い
る
と
い
う
言

そ
れ
は

分
達

が
今
一
番
に
知
り
た
い
情
報
だ

し
か
し
何

に
パ
ル
ス

達
が
知

て
い
る
の
だ
ろ
う
か

 
蓮
 

そ

そ
れ

て

そ
れ
よ
り
も
何
で
理
久
兎
さ
ん
の

 
ア
ジ
ト
を
知

て
い
る
ん
で
す
か

 
黒

そ
れ
は
と

て
も

だ
よ

 
そ
う
言
う
と

マ
メ
は
手
を

る
と

の

が

か

て
く
る

 
黒

は
こ
れ
で
も

だ
か
ら

と
の
意
思
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通
は
可
能
だ
か
ら

理
久
兎
の
仲
間
が
昨
日
の

 
夜
中
に
地
底
で
う
ろ
つ
い
て
た
の
を
見
た
か
ら
こ

 
そ
り
と

び
込
ま
せ
れ
た
ん
だ
よ

 

つ
ま
り
古
代
的
な
発

で
す

 
霊
夢

利

は
あ
ん
ま
り
だ
け
ど

 
だ
が
霊
夢
の
言
う
通
り
で

利
な
の
は
間

い
は
な
い
だ
ろ
う

 
パ
ル

そ
れ
で
理
久
兎
達
の
ア
ジ
ト
の
場
所
だ
け
ど

 
さ
と

何
処
な
ん
で
す
か

 
紫
 

聞
か
せ
て
ち

う
だ
い

 
紫
と
さ
と
り
は

死
だ

や
は
り
そ
れ
だ
け
理
久
兎
の
事
が
心

な
の
だ
ろ
う

パ
ル
ス

は

少
し
目
を
閉
じ
そ

と
開
く
と

 
パ
ル

地
底
の
旧
都
へ
と
向
か
う
道
中
に
あ
る

の
中
が

 
理
久
兎
達
の
ア
ジ
ト
よ

 
黒

因
み
に
こ
こ
か
ら
だ
と
す
ぐ
近
く
の

か
ら
行

 
た
方
が
近
い
か
な
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ど
う
や
ら
理
久
兎
達
の
住
み
か
は
こ
の
下
の
地
底
み
た
い
だ

し
か
も
昔
に

分
が
地
底
へ
と

向
か
う
の
に
使

た
道
だ

た

だ
が
道
理
で
東
⻄

北
と
理
久
兎
達
は
す
ぐ
に

を
出
せ
る
わ

け
だ

 
千
 

む

と
な
る
と
す
ぐ
に
で
も
出

を
し
た
方
が
良

 
い
か
の

 
怠
惰

う

ん
良
い
ん
じ

な
い

 
千
 

何
か
引

か
る
の
か

 
怠
惰

い
い
や
別
に

 
怠
惰
の
笑

が

い

だ
が
こ
う
し
て
不

な

笑
み
を
す
る
時
に
限

て
何
か
し
ら
あ
る
の

だ
か
ら

 
怠
惰

因
み
に
蓮
君
さ

の

を
見
て
何
を
考
え
て
い
る
の

 
か
と
か
探
ら
な
い
方
が
い
い

さ
と
り
ち

ん
も

 
だ
け
ど

 
バ
レ
て
た

そ
れ
よ
り
も
さ
と
り
も
怠
惰
を

し
て
い
た
み
た
い
だ
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さ
と

理
久
兎
さ
ん
の
お

様
も
そ
う
で
す
が
貴
方
も

 
心
が

め
な
い
の
で
つ
い
つ
い

を

て
し
ま
う

 
ん
で
す
よ

理
久
兎
さ
ん
と
⻑
く
い
す
ぎ
た
せ
い
も

 
あ
り
ま
す
け
ど

 
怠
惰

は

は

は

の
心
な
ん
て
見
な
い
方
が
良
い

 
と
思

て
見
せ
な
い
よ
う
に
し
て
る
ん
だ
け
ど

 

分

な
い
と
発
狂
す
る
か
ら
さ

 
永

発
狂
で
す

て

 
怠
惰

そ
う

て
こ
ん
な
話
を
し
て
る
場
合
じ

な
い
で

 
し

う

 
そ
れ
も
そ
う
だ

折

理
久
兎
達
の
ア
ジ
ト
が
分
か

た
の
だ

す
ぐ
に
で
も
出

し
た
い

 
千
 

良
し
な
ら
ば
行
く
の
じ

が

が
行
く

何
人
か
は

 
こ
こ
の

護
を

 
怠
惰

い
い
よ
そ
れ
は

が
や

て
お
く
か
ら

は
行

て

 
き
な
よ
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千
 

う

し
い
の
心
強
い
の
は
確
か
じ

が
そ
な
た
が

 
進
ん
で

護
な
ど
と
は

本
当
は

 
怠
惰

楽
だ
か
ら

 
楽
と
言
い
き
り
や
が

た

怠
惰
と
い
う
名
に
相

し
い
ぐ
ら
い
に
な
ま
け
も
の
だ

 
霊
夢

ま

良
い
わ
よ

待
な
ん
か
し
て
な
い
し

 
怠
惰

そ
い
つ
は

か
る

ま

怪

し
て
た
ら
こ
こ
ま

 
で
帰

て
こ
れ
れ
ば
治

は
し
て
や
る
よ

 

と
笑
う

は

目

気
は
あ
る
が
正

な
話
で
修
行
の
⻤

さ
も
相
ま

て

く
不

安
だ

 
千
 

な
ら
行
く
者
は
手
を
あ

い

 
そ
う
言
う
と

分
も
千
も

め
行
く
者
は
手
を

る

手
を

な
か

た
の
は
パ

リ

に
今
さ

き
来
た
地
底
組
ぐ
ら
い
だ

 
パ

は
こ
こ
に

る
わ
貴
方
か
ら
色
々
と
聞
き
た
い
事

 
が
あ
る
し

 
怠
惰

ま

お
手

ら
か
に
な
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パ
ル

は
少
し

か
せ
て

全
然

れ
て
な
い
の
よ

 
黒

ご
め
ん

も
パ
ス

 
キ
ス
 

 
と
こ
ん
な
感
じ
だ

し
か
し
情
報
を
く
れ
た
た
め
そ
れ
だ
け
で
も
全
然
あ
り
が
た
い
限
り
だ

 
蓮
 

い
え

て
い
て
く
だ
さ
い
無
理
は
禁
物
な
の
で

 
怠
惰

あ

な
ら

ド
メ
イ
キ
ン
グ
を
し
て
や
る
よ
待

 
て
な

 
そ
う
言
い
怠
惰
は

へ
と
向
か

た

 
千
 

良
し

な
ら
ば

シ
ら
は
理
久
兎
達
の
ア
ジ
ト
に
向

 
か
う

 
全
員

お

 

分
達
は

け

を
し
理
久
兎
達
の
ア
ジ
ト
へ
と
向
か

た
の
だ

た
が
博
麗
神
社
の
一
室
で

は 
怠
惰

や
れ
や
れ
千
ち

ん
も
そ
う
だ
し
本
当
に
バ
カ
だ
よ

 
な

あ
の
子
達
は

理
久
兎
君
の
従
者
達
や
バ

ク
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の

天
使
と
い
う
か
天
使
は

ど
が
バ
カ
だ
か
ら
心

 

は
な
い
け
れ
ど
た
だ
理
久
兎
君
は
そ
こ
ま
で
バ
カ

 
じ

な
い
と
は
思
う
ん
だ
け
ど
な

 
と
ま
る
で
人
の
不

を
嘲
笑
う
か
の
よ
う
に
怠
惰
は
笑
い
な
が
ら

ド
メ
イ
キ
ン
グ
を
す

る
の
だ

た

そ
う
し
て

は
戻
り
蓮
達
へ
と
戻
る

 
天
子

所
で
そ
の

て
何
処
か
し
ら

 
蓮
 

え

と
確
か

あ

あ
そ
こ
で
す

 
見
つ
け
下
へ
と
降
り
る
と

も
一

に
降
り
る

か
つ
て
間
欠
泉
異
変
の

に
来
た
こ
と
が

あ

た
た
め
す
ぐ
に

り
着
い
た

 
蓮
 

こ
こ
か
ら
先
は
何
が
あ
る
か
は
判
り
ま
せ
ん
か
ら
注

 
意
し
て
下
さ
い

 
霊
夢

そ
の
つ
も
り
よ

 
霧
雨

さ
て
探

と
行
く
か

 

魔
理
沙
さ
ん
楽
し
ま
な
い
で
下
さ
い
よ

 
そ
う
し
て

分
達
は
地
底
に
続
く

へ
と

り

へ
と
進
む

⻑
く
暗
く

や
カ

い
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を
通

て
い
く
と

 
さ
と

こ
れ
は

 
さ
と
り
の
言
う
方
向
を
見
る
と
比

的
キ
レ
イ
な

が
あ

た

 
幽
香

明
ら
か
に
人

物
よ

 

不
安
で
す

 
幽
 

も
し
か
し
た
ら
幽
霊
が
バ

何
て
の
も
あ
る
の
か
し

 
ら

 
妖
夢

ひ

 

い
え

分
新
た
ら
し
い
物
な
の
で
こ
こ
か
と

 
蓮
 

開
け
ま
す
の
で
カ
バ

を
お
願
い
し
ま
す

 
玲
音

も
や
る
そ

と
や
る

 
蓮
 

え

 
玲
音
と
共
に
そ

と

を
少
し
開
け

に
様
子
を
見
て
も
ら
う
と

 
咲
夜

問

は
な
さ
そ
う
で
す

 
玲
音

な
ら
開
け
る
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一
気
に
開
き
中
へ
と

る
と
そ
こ
は

と
は

て

つ
か
な
い

や

と
な

て
お
り

に
も
キ
レ
イ
に
タ
イ
ル
が
敷
き

め
ら
れ
て
い
た

そ
し
て

つ
か

が
あ
り
そ
の
先
の
一
番

の

は
少
し

華
な

が
さ
れ
て
い
た

 
蓮
 

と
り
あ
え
ず
探

を

 
天
子

何
を
言

て
ん
だ
か
こ
う
い
う
の
は
一
気
に
近
道
し
て

 
ボ
ス
ま
で
行
く
の
よ

 
萃
香

そ
れ
は
言
え
る

 
そ
う
言
い
血
気

ん
な
者
達
は

華
な

の

へ
向
か

て
い
く

 
千
 

あ

こ
れ

 
霊
夢

仕
方
な
い
わ

 
蓮
 

 
神
楽
の

に
手
を

え

分
も
つ
い
て
い
き

華
な

の

の
先
へ
と
出
る
と
そ
こ
は
大
き

な

屋
と
な

て
お
り
言

て
し
ま
え
ば

見
室
と
で
も
言
え
ば
い
い
の
だ
ろ
う

そ
し
て
目
の

前
の
玉
座
に

人
イ
ス
の
手
す
り
に

を
し
な
が
ら

方
を
見
る
少
年
が
い
た

そ
れ
は

分
達
が
一
番
会
い
た
い
と
思
い

い
た
い
と
思
う
少
年
だ

た
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蓮
 

理
久
兎
さ
ん

 
理
 

 
理
久
兎
は
た
だ

て

分
達
を

た
い
目
で

む
の
だ

た

 
晴
明

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す

 

え

こ
こ
ま
で
よ

 
晴
明

や

と
こ
こ
ま
で
来
ま
し
た

つ
い
に
最
終
決
戦

 
に
な
る
の
で
し

う
か

 

分
か
ら
な
い
わ

で
も
分
か
る
わ
よ

晴
明

 
晴
明

え

昔
か
ら
理
久
兎
さ
ん
は

険
を

け
て
何
時
も

 
行
動
を
し
て
い
た

て
事
よ

 

え

何
か
あ
り
そ
う

 
晴
明

ら
が
無
事
な
ら
良
い
の
だ
け
れ
ど

 

そ
う

け
ど
何
か
理
久
兎
で
引

か
る
の
よ
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か
に

て
る
気
が
す
る
の
よ

 
晴
明

か
に

て
る

 

え

う

ん
気
の
せ
い

ご
め
ん
さ
て
今
回
は

 
こ
こ
ま
で
だ
け
ど

 
晴
明

ど

何
よ

 

ま
だ

ま
だ

麗
な
ま
ま
じ

終
わ
れ
な
い
わ
よ

 
晴
明

 
晴
明

死

 

あ

ん

 
晴
明

ン

で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す
ま
た
次
回
も

 
お
願
い

し
ま
す

そ
れ
で
は
さ
よ
う
な
ら

  
晴
明

本
当
に
も
う
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第
２
３
９
話
 
祟
り
神
現
る

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

パ
ソ

ン

れ
し
て
い
な
い
と
感
じ
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

リ
ア

ル
怠
惰
さ
ん
は
パ
ソ

ン
に
シ

ド
バ
を

れ
よ
う
と
思

た
ら

が
分
か
ら
な
い
と
い
う
ア

ロ
グ
人
間
な

な
ん
で
す
よ

パ
ソ

ン
に
強
い
傲
慢
に
で
も
頼
ん
で
み
よ
う
か
な
等
と
考
え

て
い
ま
す

そ
れ
で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 
理
久
兎
は
こ
ち
ら
を

た
い

し
で

方
を
見
る
と
不

に
笑

た

 
妖
夢

あ
れ
が
理
久
兎
様
な
ん
で
す
か

 
蓮
 

え

 
紫
 

様
来
ま
し
た
わ

 
紫
が
来
た
と
言

た
時

理
久
兎
は

 
理
 

く
く
く

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 

大
に
高
笑
い
し
た

そ
し
て

に

な
目
で

々
と
し
な
が
ら

分
達
を
見
る
と
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理
 

そ
う
だ
よ
そ
う
で
な
い
と

も
暇
し
ち

う
し

 
お

理
久
兎
様

お

さ
ん
や
お

さ
ん
は

 
霧
雨

そ
れ
に
あ
の
元
変

執
事
は
何
処
だ
よ

 
言
わ
れ
て
み
る
と

狛
や
耶
狛
そ
れ
に
黒
の

も
な
い
そ
れ
で
い
て
理
久
兎
の
バ

ク
に
つ
い

て
い
る
天
使
も
い
な
い

ど
う
い
う
事
だ
ろ
う
か
ま
さ
か
不
意

ち
を
し
て
く
る
の
か
と
思

て

い
る
と

 
理
 

あ

無
断
で
夜
襲
し
て
な
お
か
つ
数
千
の

を

え

 
て
行

た
の
に
も
関
わ
ら
ず
た

た

人
に
負
け
た

 
あ
の
バ
カ
達
な
ら
折

し
て
次
の

に
つ
か
せ
た
よ

 
は

か
す
ぎ
て

が
痛
く
な
る
よ

 
蓮
 

隠
れ
て
は
い
な
い
ん
で
す
よ

 
理
 

じ
る
も

じ
な
い
も
お
前
ら
次
第
だ
ま

は
嘘

 

り
は
な
い
け
ど

 
回
り
に
き
を

ら
せ
な
が
ら
も
真

か
考
え
て
い
た

何
時
も
の
理
久
兎
な
ら
と
も
か
く
今
の

理
久
兎
は
正
常
で
は
い
た
め
嘘
と
い
う
考
え
が

か
ん
で
し
ま
う
か
ら
だ
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さ
と

理
久
兎
さ
ん

本
当
は
も
う
分
か

て
い
る

で

 
す
貴
方
は

の

子
を
逃
が
し
て
い
る
ん
で
す
か

 
ら
だ
か
ら
戻

て
来
て
下
さ
い
ま
た
前
み
た
い
に

 
さ
と
り
が
言
い
か
け
た

間

理
久
兎
は

を

み

し
た
か
の
よ
う
な

を
し
た

 
理
 

れ
よ

は

の
や
り
た
い
よ
う
に
や

て
い
る

 
ん
だ
か
ら
さ
そ
れ
に
そ
こ
の
囚
人
や
今
は
い
な
い
狐

 
も
た
だ

に

り

れ

が
気
に
く
わ
な
い

 
だ
け
で
逃
が
し
た
に
過
ぎ
な
い
ん
だ
よ
い
い

に

 
し
ろ
よ
て
い
か
さ
お
前

 
さ
と

理
久
兎

さ
ん

 
紫
 

演
技

じ

な
い
の
よ

 
理
 

ご
ち

ご
ち

ご
ち

ご
ち

と
う
る
さ
い
な

 
い
い

に

れ
よ
そ
し
て
全
て
を

め
て
絶
望
の

 
前
の

ま

け
よ

 

々
と
理
久
兎
が
怒

を
上

て
い
く
と
地
面
が

れ
て
い
く

理
久
兎

の

や

で
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れ
て
い
る

で
は
な
さ
そ
う
だ
が
し
か
し
地

が
来
た
み
た
い
に

れ
て
い
く

 
霊
夢

飛
ぶ
わ
よ

 
霊
夢
の
言

で
す
ぐ
に
地
面
か
ら

を

し
飛
ぶ

そ
し
て
理
久
兎
は
座
り
な
が
ら
手
を

る
と

 
理
 

来
い

 
と

た
だ
一
言
を

く

そ
し
て

 
ド

ン

 
地
面
が

れ
そ
こ
か
ら

の
白

が
出
て
く
る
と

を
出
し

方
を

し
て
き
た

だ

が
そ
れ
を
見
て

人

は
目
を

に
し
て
い
た

 

嘘

み

ミ
シ

グ
ジ
様

 
霊
夢

ミ
シ

グ
ジ
様

て
そ
れ

て
確
か

 

は
い

達
の
守
矢
が
守
り
続
け
て
い
る
祟
り
神

 
で
す

 
蓮
 

祟
り
神

て

 
祟
り
と
は
つ
ま
り
呪
い

呪
い
の
神
を
ま
さ
か
理
久
兎
は
使

し
た
と
で
も
言
う
の
か
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理
 

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
良
い
反

だ

元
々
は
こ
れ
を

 

て
い
た
ロ
リ
神
か
ら

て
き
た
ん
だ
よ

 

あ
の
時
で
す
か

理
久
兎
さ
ん

 
理
 

ど
の
時
だ

た
か
な

ご
め
ん
覚
え
て
な
い
や

 
パ

ン

 
理
久
兎
は

パ

ン
を
し
音
を
な
ら
す
と

 
ミ
シ

キ
シ

 
そ
れ
が
合
図
か
の
よ
う
に
ミ
シ

グ
ジ
様
は

分
達
に
目

け
て

か
ら

を

い
た

 
霊
夢

け
る
わ
よ

 
す
ぐ
に

分
達
は

け
る
の
だ
が
何
人
か
は

に

か
れ
た

そ
し
て

が

え
る
と

 
ア
リ

う

 
鈴
仙

か

体
が

れ

 
幽
香

何
よ

こ
れ

 
妖
夢

う

 

う

動
け
な
い

総

娘

様
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天
子

な

何
よ
こ
れ
体
が
黒
く

 

夜

何
で
体
が

 
妹
紅

な
ん
だ
こ
れ

 
聖
 

は

は

う

 
お

す
み
ま
せ
ん
さ
と
り

様

 
萃
香

ぐ

理
久
兎

 
体
が

れ
た
の
か
動
け
な
く
な

た
か
と
思
う
と
体
に
黒
い

様
が

か
び
上
が
り

々
に

へ
と
侵
食
し
て
い
た

あ
の

だ
け
で

分
も
や
ら
れ
て
し
ま

た

 
千
 

こ
れ
は
呪
い
か

 
理
 

あ

あ
祟
ら
れ
ち

た
こ
う
な

た
ら
祟
ら
れ

 
て
死
ん
じ

う
か
も

あ

で
も
不

不
死

 
達
は
死

な
い
か
ら
永
遠
に

痛
か

 
霊
夢

今
の
あ
ん
た
は
本
当
に
鷺
麿
と
か
よ
り
も
そ
の

 
下
を
行
く
カ
ス
野

よ

 
理
 

ア
ハ
ハ
ハ
ハ

て
か
鷺
麿

て

だ

け
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蓮
 

鷺
麿
の
時
の
事
も
ま
さ
か

 
理
 

う

ん
ご
め
ん
覚
え
て
す
ら
な
い
や

 

を
上

人

し

を

ゆ

く
り
と

分
達
へ
と
下
ろ
す
と

 
理
 

や
れ

 
ミ
シ

シ

 
ミ
シ

グ
ジ
様
が
大

を
開
き
な
が
ら

分
達
へ
と

み
つ
い
て
き
た

 
蓮
 

 
永

姫
様
を
元
に
戻
し
な
さ
い

 

た

分
達
は

け
る
と
永

は

に
矢
を
当
て

を
引
く
と
ミ
シ

グ
ジ
へ
と
放
つ
と
そ

れ
は

間
に
見
事
命
中
し
た

 
ミ
シ

キ
シ

 

れ
大
地
に
向
か

て

を

き
つ
け
地

を
起
こ
し
地
面
か
ら
岩
が

と
な

て

分
達
へ

と
襲
い
か
か

た

 
霧
雨

お
い

奴
ら
が

 
魔
理
沙
の
言
う
通
り
倒
れ
て
い
る

が
危
な
い

す
ぐ
に
地
へ
と
降
り
て
結
界
を
張
ろ
う
と
し
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た
が

 
紫
 

こ
こ
は

が
や
り
ま
す
わ

 
そ
う
言
う
と
紫
は
倒
れ
て
い
る
者
達
の
下
に
ス
キ
マ
を

る
と
そ
の
中
へ
と
落
と
し
て
い

た 

ミ
シ

グ
ジ
様
ど
う
か
お

ま
り
下
さ
い

そ
し
て

 

の
話
を

 
ミ
シ

シ

  
ミ
シ

グ
ジ
様
は

の
言

に

を

け
ず
た
だ

れ
ま
わ
る

 
理
 

無

だ
よ
お
前
ご
と
き
小
娘
の
の
言

な
ん
て
聞
こ

 
え
な
い
よ

め
な
よ

 
幽
 

な
ら
殺
し
て
あ

ま
す
理
久
兎
さ
ん
と
も
ど
も

 
妖
夢
の

よ

 
理
 

お

と
ル

ル
を

定
す
る
こ
の

に
お
い
て

 
死
と
い
う

念
は

え
失
せ
る
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幽
 

な

そ
ん
な
あ
り
な
ん
で
す
か

 
死
と
い
う

念
を

さ
れ
幽
々
子
の
能
力
が

か
な
く
な

た

だ
が
理
久
兎
は

分
達

は

と
は
言

て
い
な
い

つ
ま
り
お

い
に
こ
の

の
間
は

で
は
あ
る
が
不

不
死
に

な

た
の
と

じ
だ

 
理
 

あ

今
お
前
ら
死
な
な
い
と
か
思

た
ろ

そ
う
思

 

た
な
ら
そ
れ
は

か
だ
や
れ

 
怒
り
狂

た
ミ
シ

グ
ジ
様
は

を
大
き
く

ら
ま
せ
る

ま
た
あ
の
呪
い
の

を

き
出
す

つ
も
り
だ

 
千
 

ま
ず
い
退
け

 
す
ぐ
に

分
達
は
後
退
す
る
が
ミ
シ

グ
ジ
様
は

か
ら
呪
い
の

を

き
出
し
た

 

逃

て
く
だ
さ
い

 
紫
 

ス
キ
マ
を
開
け
る
わ

 
紫
が
ス
キ
マ
を
開
い
て
く
れ
た
た
め

分
達
は
す
ぐ
に
そ
こ
へ
と
逃

込
む

そ
し
て
数

後

に
は

が

え
た
た
め
ス
キ
マ
か
ら
出
て
理
久
兎
の

上
へ
出
る
と

 
霊
夢

こ
れ
で
も
く
ら
い
な
さ
い
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咲
夜

お
ま
け
よ

 
永

理
千
く
ら
い
な
さ
い

 
玲
音

蒼
炎
よ
焼
き

え

 
霊
夢
と
咲
夜
に
永

が
放

た
⻑
針
と

イ
フ
に
矢
は
蒼
炎
が

さ
れ
理
久
兎
へ
と
向
か
う

が 
理
 

あ
の
さ

は

者
で
あ

て

撃
さ
れ
る
対

 
じ

な
い

て

 
そ
う
言
う
と
断

神
書
が
開
か
れ
黒

が
飛
び
出
し
理
久
兎
へ
と
向
か

て
行

た
⻑
針
や

イ
フ
に
矢
は
全
て

り
裂
か
れ
理
久
兎
を
守

た

だ
が
ま
だ
終
わ
り
で
は
な
い

 
蓮
 

刀
 

色
一
刀

 

夜
の
客

 
さ
と

想
起
 
二

黒
死

 
紫
 

幻

 
飛
行
中

ス
ト

 
幽
 

幽
雅
 
死
出
の
誘

 
霧
雨

魔

 
フ

イ

ル
マ
ス
タ

ス
パ

ク
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レ
ミ

神

 
ス

ア
・
ザ
・
グ
ン
グ

ル

 
一

に
ス

ル
を
発
動
さ
せ
理
久
兎
へ
と
放

た

だ
が
理
久
兎
は
玉
座
か
ら
は
動
か
ず
た

だ 
理
 

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
高
笑
い
を
し
た

だ
が
高
笑
い
だ
け
で
は
な
く
何

か
手
を

る
と

 
理
 

仙
術
八
式
脱
気

 
と

え
る
と
何
と
あ
り
え
な
い
事
に

分
達
が
放

た
ス

ル
は
全
て

滅
し
光
の

子
と

な

た

 
蓮
 

な

 
理
 

無

だ
よ

に
は
通
ら
な
い

や
れ

 
ミ
シ

キ
シ

 
ミ
シ

グ
ジ
様
が
待

て
ま
し
た
と
言
わ
ん
ば
か
り
に

分
達
目

け
て

を
開
き
襲
い
か

か

て
く
る
が

分
達
の
前
に

が

て

る

 

秘
術
 

の
祭

 
五

が

を
中
心
に

か
れ
る
と
光
を
発
し
弾
幕
と
な
り
ミ
シ

グ
ジ
様
の
進
行
を

さ
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え
た

 

今
の
う
ち
に

 
紫
 

お
願
い
す
る
わ

 
ス
キ
マ
が
新
た
に
開
か
れ
そ
こ
か
ら
千
が

を
構
え
理
久
兎
の
前
へ
と
出
る
と

 
千
 

理
久
兎

 
物

い
気
が
纏
わ
れ
た

を
使
い
理
久
兎
へ
と

り
か
か

た

だ
が

 
バ
シ
ン

 
あ
り
え
な
い
事
に

手
で
あ

さ
り
と

さ
え
ら
れ
た

 
理
 

ま
だ
生
き
て
た
の

し
ぶ
と
い
し
し
つ
こ
い

 
千
 

貴
様
を
ぶ

飛
ば
す
ま
で

シ
は
何
度
で
も
立
ち
上

 
が

て
み
せ
る

 
理
 

は

も
う

き
ち

た
よ
こ
の

 
千
 

う
お

 
理
久
兎
は
千
を
無

に
上
空
へ
と
投

る

す
ぐ
に

分
は
キ

す
る
と

 
理
 

だ
か
ら
全
員
こ
の
場
で
死
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パ

ン

 
ミ
シ

キ
シ

 

き

 

を
吹

飛
ば
す
と
ミ
シ

グ
ジ
様
は
天

へ
と

を
上

る
と

び
を
上

る
と
ま
た
地

が
起
き
た

 
蓮
 

な

 
理
 

そ
れ
と
さ
こ
こ
地
下
だ
け
ど
知

て
る
よ

 
そ
の
言

を
言
う
と
天

が
崩
れ
て
い
き

が
崩
壊
し
て
く

 
霊
夢

ま
さ
か

 
紫
 

開
く
わ

 
紫
の
言

を
聞
き
は
す
ぐ
に
ス
キ
マ
へ
と

る

 
理
 

く
逃

た
ら
お

様
も

 
千
 

く

ず
貴
様
を
戻
す
か
ら
の

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

次
は
も
う
あ
り
ま
せ
ん
今
度
会
う
時

 
に
は

け
て
見
せ
ま
す
か
ら
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そ
う
言

て
い
る
と

人
は
ス
キ
マ
へ
と
落
と
さ
れ
た

 
紫
 

様

 
蓮
 

メ
で
す
紫
さ
ん
逃

な
い
と

 
紫
 

待

て
い
て
く
だ
さ
い

様

 

分
も
紫
も
ス
キ
マ
の
中
へ
と

る
時
理
久
兎
の

を

ラ
リ
と
見
た
が
何
処
か

し
そ
う

な

を
し
て
い
た

し
か
し
す
ぐ
に
ス
キ
マ
は
閉
じ
ら
れ
ど
う
な

た
の
か
は
分
か
ら
な
く
な

た
の
だ

た

 
晴
明

で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す

 

あ
れ

奴
は
で
な
い
の

 
晴
明

え

何
で
も
歩
く
大
図
書
館
が
し
つ
こ
く
て
出
れ

 
な
い
み
た
い
で
す
よ

 

あ
ら
ま

そ
れ

て

分
魔
法
使
い
か
何
か
か

 
し
ら
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晴
明

そ
う
い
え
ば

あ
な
た
を
昔
に
呼
ぶ

に

の

 
三
神
と
は

て
生
け

と
か
使

た
の
は
何
で

 
な
の

 

そ
れ
は

一

は

ら
元
は
魔
族
だ
か
ら

 
だ
か
ら
魔
族

し
な
い
と
い
け
な
い
の
よ

 
晴
明

へ

そ
れ

て
怠
惰
さ
ん
も
呼
べ
る
の

 

ま

可
能
だ
け
ど
お
す
す
め
は
し
な
い
わ
よ

 
晴
明

え

何
で

 

あ
れ
は
す
ご
い
気
ま
ぐ
れ
だ
か
ら
も
し

が
悪
い

 
と

者
を
サ
ク

と
や

ち

う
か
も
し
れ
な
い

 
か
ら
よ
現
に
前
科
で
禁
忌
を
破

て
る
し

 
晴
明

 

本
来
な
ら

者
の
望
み
は
叶
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

 
い
こ
れ
は
ソ
ロ

ン
が

た

約
だ
け
ど

奴
と

 
か

の

人
は
あ
る
意

で
イ
レ
ギ

ラ

だ
か
ら
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生
け

に
満

し
よ
う
が
し
な
か
ろ
う
が

者
を

 
殺
り
か

な
い
か
ら
お
す
す
め
し
な
い
の
よ

ま

 
使

が
出
来
た
ら
強
い
け
ど

 
晴
明

あ
る
意

で

で
良
か

た
の
か
な

 

あ
ら

し
い

な
ら
今
夜
は
あ
や
ま
ち
を
犯
し

 
晴
明

は
い
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

あ

ん
い
け
ず

 
晴
明

で
は
で
は

者
様
ま
た
次
回
そ
れ
で
は

 

バ
イ
バ
イ
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第
２
４
０
話
 
龍
神
の
魅
力

 
こ
ん
ば
ん
わ

者
様

季

の
変
わ
り
目
で

合
が
悪
く
な

て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で

す

体
が

く

々
が
痛
く
て
痛
く
て

て
こ
ん
な
リ
ア
ル
事
情
を
話
す
の
も
あ
れ
で
す
の

で
そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
ス
キ
マ
を
出
る
と

分
達
は
博
麗
神
社
へ
と
出
た

そ
し
て
呪
い
に

か

て
し
ま

た
メ
ン

バ

も

ろ

ろ
と
ス
キ
マ
か
ら
出
さ
れ
る

 
千
 

怠
惰
よ
頼
む
来
て
く
れ

 
千
が

ぶ
と

子
が
開
か
れ
怠
惰
が

そ
う
な

で
出
て
き
た

 
怠
惰

何
だ
よ

今
か
ら

よ
う
と
思

た
の
に

 
千
 

急

じ

見
て
く
れ
ぬ
か

 
千
が
そ
う
言
う
と
怠
惰
は

分
達
を
見
る

そ
し
て

た
わ
り

し
む
者
達
を
見
る
と

 
怠
惰

あ

く
負
け
た
の

ま

良
い
や

を
開
始
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す
る
よ
永

先
生
は

の

者
を
お
願
い
し
ま
す

  
永

分
か

た
わ

 
そ
う
し
て

分
や
霊
夢
達
は
永

に
見
て
も
ら
い
ミ
シ

グ
ジ
様
の
呪
い
を
受
け
た
者
は
怠
惰

が
見
る

そ
う
す
る
こ
と
数
十
分
後

 
蓮
 

さ
ん
達
は
大

そ
う
で
す
か

 

を
行

て
い
る
怠
惰
に
聞
く
と
怠
惰
は

念
そ
う
に
目
を

る

 
蓮
 

ま

ま
さ
か

 
さ
と

そ
ん
な

 
玲
音

お
前
な
ら
何
と
か
な
る
ん
だ
ろ

 
と

言

て
い
る
と
怠
惰
は
首
を
か
し

て

 
怠
惰

は
ま
だ
何
も
言

て
な
い
よ

 
蓮
 

ら
わ
し
い

 
霊
夢

あ
ん
た
そ
の

念
そ
う
な

は
本
当
に
不
安
に
な
る

 
か
ら

め
て
く
れ
な
い
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怠
惰

仕
方
な
い
よ

元
か
ら
こ
ん
な

な
ん
だ
か
ら

 
さ

 
確
か
に
そ
う
だ
が
そ
ん
な
目
を

て

る
と
か
そ
う
い
う
の
は
本
当
に
心

に
悪
い

せ
め

て
先
に
伝
え
て

し
い

 
怠
惰

で
ま

実

は
呪
い
だ
か
ら
千
ち

ん
が
パ
パ

と

 
解
け
ば
問

は
な
い
は
ず
だ
よ

 
千
 

む

そ
う
か
な
ら
ば

ん

 
千
は

の
力
を
解
放
し
た
の
か
一

気
で
体
が
吹

飛
び
そ
う
に
な
る

だ
が

時
に
体
が

か
く
な
る

 
怠
惰

君
達
に
聞
き
た
い
ん
だ
け
ど
痛
い
所
と
か
体
が
動
か

 
な
い
と
か
な
い
か
い

 

て
い
る
者
達
に
聞
く
と

 
聖
 

問

は
あ
り
ま
せ
ん

 
妖
夢

か
た
じ
け
な
い
で
す

 
妹
紅

面
目
な
い
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怠
惰

大

そ
う
だ

天
子
ち

ん
も
大

か
い

 

し
そ
う
な

を
し
た
天
子
は

を
少
し
紅
く
さ
せ
な
が
ら

を
開
く

 
天
子

は
大

よ

そ
れ
と
あ

あ
り
が

と
う
そ

そ

 
れ
か
ら
あ
の
時
は
ご
め
ん

 

ず
か
し
そ
う
に

れ

れ
で
怠
惰
に
お

を
言
い

る
と

リ
と
怠
惰
は
笑
い
な
が

ら

に
手
を
当
て

を
開
き

 
怠
惰

な

に

聞
こ
え
ん
な

 
天
子

く

う

う
る
さ
い

て
言

た
の
よ

こ

 
こ
の

ボ

者

 
怠
惰

失

な
元
闇

者

て
言
え
よ
な

ま

そ
ん
だ

 
け

ま
れ

が
言
え
て
り

大

だ
な

 
あ
の
天
子
を

全
に
か
ら
か

て
る

だ
が
天
子
は
怠
惰
と
仲

り

は
出
来
た
よ
う
な
気

が
し
た

 
怠
惰

そ
れ
と

を
言
う
な
ら
千
ち

ん
に
で
も
言

て
お

 
け
よ

は
何
に
も
し
て

ん
だ
か
ら
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千
 

よ
い
よ
い

じ

が

し

な
か

た
の
理
久
兎
が

 
す
る
事
を
予

で
き
て
お
れ
ば
こ
ん
な
事
に
は

 

だ

た
と
い
う
事
に
気
づ
け
な
か

た
た
め
な
の
か
千
は

を
う
つ
む
か
せ
た

 
レ
ミ

ち

と

気
た
面
を
し
な
い
で
く
れ
な
い

仕
方

 
が
な
い
の
よ
あ
ん
た
の

子

は

格
外
な
ん
だ
か

 
ら

 
玲
音

お

の
言
う
通
り
だ

こ
い
の

 
咲
夜

な
の
で
気
に

ま
な
い
で
く
だ
さ
い

 
蓮
 

言
う
通
り
で
す
よ
龍
神
様

 
天
子

達
は
こ
う
し
て
生
き
て
る
ん
だ
か
ら
良
い
の
よ

 
と

を
か
け
て
い
く
と
千
は

を

し
な
が
ら

笑
む

 
千
 

あ
り
が
と
う

 
紫
 

様
の
お

様

て
こ
ん
な
に
も

い
も
の

 
な
の

 
幽
香

本
当
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幽
 

そ
れ
が
ま
た

女
な
り
の
魅
力
な
ん
じ

 
な
い
か
し
ら

 
確
か
に
そ
う
か
も
し
れ
な
い

理
久
兎
に
も
言
え
る
事
だ
が

親
で
あ
る
龍
神
も
ま
た

者
を

引
き

け
る
力
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い

 
怠
惰

は
い
は
い
と
り
あ
え
ず

の

め
合
い
は
そ
こ
ま
で

 
だ
よ
理
久
兎
君
は
ど
う
や

て
逃

た
の
か
な

 
蓮
 

そ
れ
が
地
下
で
戦

て
て

崩
れ
を
起
こ
さ
れ
ま

 
し
て

 
千
 

し
か
も
厄
介
な
事
に

着
神
に
し
て
祟
り
神
で
あ
る

 
あ
の
ミ
シ

グ
ジ
様
も
従

て
お
る
始

じ

更
に

 
何
処
に
逃

た
の
か
も
見
当
が
つ
か
ん

 
怠
惰

ん

確
か
さ
理
久
兎
は
ミ
シ

グ
ジ
様
の
力

 
を
使

て
逃

た
ん
だ
よ

 
と

念
の
た
め
に
な
の
か
聞
い
て
く
る

 
蓮
 

そ
う
で
す
が

そ
れ
が
何
か
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怠
惰

い
や
さ

着
神

て

然
を

る
力
が
あ
る
の
な
ら

 
大
地
に

裂
で
も

て
逃

た
の
か
な

て
さ

 
だ

て
真
下
に
は
旧
都
が
あ
る
ん
で
し

 
さ
と

 
紫
 

言
わ
れ
て
み
る
と

 
確
か
に
そ
の
通
り
か
も
し
れ
な
い

も
う
地
上
に
理
久
兎
達
の
逃

場
な
ど
な
い
に
等
し
い

つ
ま
り
今
理
久
兎
達
が
逃

れ
る
と
し
た
ら
崩
壊
し
た
ア
ジ
ト
の
更
に
下
に
あ
る

も
い
な
く

な

た
旧
都
こ
そ
が
今
の
理
久
兎
達
の
逃

場
で
あ
る
確

は
大
き
い

 
怠
惰

で
も
い
い
ん
だ
け
ど
地
図
と
か

て
あ
る

 
そ
れ
も
最
新

の
や
つ

 
永

何
に
使
う
の

 
怠
惰

ち

と

 
紫
 

地
図
な
ら
あ
る
わ
最
新

の
が

 
そ
う
言
う
と
紫
は

か
れ
て
い
る
大
き
な

を
出
す
と
そ
れ
を

見
せ
て
く
れ
る

地
図
に

は
妖
怪
の
山
は

だ
が
魔
法
の

や
迷
い
の
竹
林
な
ど
幻
想
郷
の
様
々
な
名
所
が

と
共
に
記
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載
さ
れ
て
い
た

 
怠
惰

う

ん
と
あ

そ
う
そ
う
こ
れ
こ
れ

 
あ
る
一

に
人

し

を

け
る

そ
こ
は
か
つ
て
間
欠
泉
異
変
で
お
空
と
戦

た
場
所
現

は
間
欠
泉
地
下
セ
ン
タ

と
呼
ば
れ
る
場
所
だ

 
怠
惰

昨
日
さ
紅
魔
館
か
ら
帰
る

中
で
気
に
な

た
ん
だ

 
け
ど
こ
こ

て
何

 

そ
こ
は
間
欠
泉
地
下
セ
ン
タ

と
呼
ば
れ
て
い
て

 
に

合

の
実

場
で
す

 
怠
惰

へ

合

の
実

場

 

え

 
と

言

て
い
る
と
怠
惰
は

に
手
を
当
て
て

を
開
く

 
怠
惰

確
か
理
久
兎
達
の
野
望

て
こ
の
世
界
を

し
て
新

 
た
に
世
界
を

る
こ
と
な
ん
だ
よ

 
千
 

う
む
そ
う
じ

が

ま
さ
か

合

を

 
怠
惰

う
ん

分
理
久
兎
達
の
次
の
目
的
地
は
こ
こ
だ
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は
世
界
を
壊
す
ぐ
ら
い
の
力
を
秘
め
て
る
か
ら

 

ま
さ
か
破
壊
す
る
き
な
ん
で
す
か
無
理
で
す
よ
そ
う

 

々
と
壊
れ
な
い
よ
う
に

さ
れ
て
ま
す
よ

 
怠
惰

さ

て
ど
う
か
な

 
と

言

た
そ
の

後
グ
ラ
グ
ラ
と
地

が
起
き
た

 
霊
夢

ま
た
地

 
霧
雨

今
度
は
何
だ
よ

 
地

が
起
こ
る
と

時
に

分
達
は
見
た

大
空
に

大
な
裂
け
目
が
出
来
て
き
た
こ
と
に

そ
し
て
そ
の
裂
け
目
か
ら

大
な
何
か
が
出
て
き
た
の
を
見
て
し
ま

た
の
だ

た

 
晴
明

は

い
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

結
局

た
ち
な
の

 
晴
明

本
編
で
怠
惰
さ
ん
が
出
て
い
る
か
ら
仕
方
が
な
い

 
け
れ
ど
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ま

は
あ
の

き
鈴

の
出
番
を

え
る
な
ら

 
さ

ど
問

は
な
い
け
れ
ど

 
晴
明

あ
ん
た

一

は

に
と

て
大

な
式
な
ん

 
だ
か
ら

 

は
い
は
い

ず

と
こ
の
メ
ン
バ

で
や
る

 
の
も

き
て
く
る
か
ら
次
は

の
三
神
を
呼
ば
な

 
い

 
晴
明

そ
う

う

ん

な
ら
良
い
か
も

 

後
は
白

君
も
良
い
わ

男
な
の
に
見
た
目

 
が
も
う
愛
く
る
し
く
て

 
晴
明

そ
こ
は
分
か
ら
な
い
け
ど
ま

こ
の
二
神
な
ら
良

 
い
け
ど
問

は

龍
な
の
よ

 

奴
は

が
強
い
か
ら
今
で
も

分
が
最
強

て

 
思

て
る
程
だ
し

 
晴
明

は

ま

た
く

て
も
う
時
間
よ
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あ
ん
ま
り
や
り
過
ぎ
る
と
怠
惰
が

い
わ

そ
れ

 
じ

ン

今
回
は
こ
こ
ま
で
よ

 
晴
明

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く

 

で
は
さ
よ
う
な
ら
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第
２
４
１
話
 
全
能
の
椅
子

 
こ
ん
ば
ん
わ

者
様

の
終
わ
り
が
遅
く
家
に
帰
る
の
も
遅
く
て
憂

に
な

て
き
て
い

る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

を
や
る
時
間
も
確

で
き
な
く
な

て
き
た
り
で
悲
し
い
で

す

さ
て
こ
ん
な
リ
ア
ル
話
は
こ
こ
ま
で
に
し
て
今
回
も
ど
う

 
光

く
結

の
よ
う
な
外

の
何
か
が
裂
け
目
か
ら

を

す

和
の
風
景
を

ん
じ
て
い
る

こ
の
幻
想
郷
で
は
ま
さ
し
く
異

と
言
わ
ん
ば
か
り
の

大
な
何
か
に
目
を

に
し
て
い
た

 
怠
惰

あ
り

ま

バ
カ
な
天
使
は
あ
ん
な
の
も
出
せ
る

 
ん
だ

 
ア
リ

あ
ん
た
は
知

て
る
の
あ
れ
を

 
怠
惰
の

か
ら
明
ら
か
に
あ
れ
を
知

て
い
る
よ
う
だ

分
も

め

の

は
怠
惰
に

集
ま
る
と

 
怠
惰

あ
れ
は
全
能
の
椅
子
と
呼
ば
れ
る
物
さ
か
つ
て
第
二
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次
神
魔
大
戦
の
先

け
に
登
場
す
る

塞

さ

 
霧
雨

塞

 
怠
惰

そ
う
か
つ
て
第
一
次
神
魔
大
戦
の
時
に
ル
シ
フ

 
達
の
王
と
も
言
え
る
全
能
神
が
住
ん
で
い
た
場
所
そ

 
し
て

と
い
う
名
前
通
り
あ
の
下
の

て
る

 
分
か
ら
高
出
力
レ

ザ

を
放
て
る
か
ら
地
上

 
は
全
滅
確
定
と
も
い
え
る
よ

 
千
 

戦

時
代
に
あ
ん
な
物
な
ど

 
怠
惰

そ
れ
は
そ
う
だ
千
ち

ん
が
生
ま
れ
る
前
に
壊
し
た

 
ん
だ
か
ら
そ
れ
に
先

け

て
言

た
意

は
悪
魔

 
達
に
よ
る
宣
戦
布
告
な
し
の
奇
襲

撃
か
ら
始
ま

 
た
か
ら
だ
よ
全
能
神
そ
し
て
あ
の

も
殺
し
そ
し

 
て
壊
し
た
ん
だ
よ

 
前
に
千
の
話
で
聞
い
て
は
い
た
が
怠
惰
は
第
二
次
に
は
参

し
て
い
る

だ

つ
ま
り
あ
れ
を

壊
し
た
者
の

人
と
い
う
事
で
間

い
は
な
い
だ
ろ
う
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怠
惰

さ

き

ち

ん
は

合

は
ち

と
の

 
撃
で
破
壊
は
出
来
な
い

て
言

た
よ

あ
れ
だ

 

た
ら

で
可
能
だ
け
ど

 

あ
の

の
レ

ザ

の
破
壊

は

 
怠
惰

全
出
力
を
使
え
ば
大

つ
ま

ど
う
せ

を

 
え
る
の
に
バ
リ
ア
を
張
る
と
考
え
る
と
都

つ
の

 
破
壊
力
か
な

 
蓮
 

も
し
そ
ん
な
の
が

合

に
な
ん
か
当
た
れ
ば
幻

 
想
郷
は
終
わ
り
ま
す
よ

 
怠
惰

ま

幻
想
郷
で

め
ば
な

合

と
い
う

大

 

ル
ギ

に
あ
ん
な

大

ル
ギ

を
ぶ
つ
け
合

 
え
ば
こ
の
日
本
の
大

つ
は
滅
び
る

 
も
う
こ
う
な
る
と
気
が
狂

た
奴
の
笑
い
話
な
ん
か
で
は

ま
さ
れ
な
い

何

な
ら
目
の
前

で
起
こ

て
い
る
の
は
限
り
な
い
現
実
な
の
だ
か
ら

 
紫
 

あ
れ
を

め
る
方
法
は
な
い
の
で
す
か
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紫
は
怠
惰
の

ぐ
ら
を

み
そ
う
言
う
と
怠
惰
は

ラ

ラ
と
笑
い
な
が
ら

 
怠
惰

外

の

撃
は
無

な
た
め
に
内

か
ら
破
壊
す
る

 
し
か
な
い
だ
が
侵

し
よ
う
に
も

り
の

か
ら

 
魔
力
弾
が
飛
ん
で
く
る
か
ら
侵

も

し
い
の
さ
そ

 
れ
に

 
怠
惰
は

ケ

ト
か
ら
双

鏡
を
出
す
と
こ
ち
ら
に
投

し
て
き
た

一
体
な
ん
だ
と
思
い

双

鏡
で

く
と

分
は
絶

し
た

 
蓮
 

な

何
あ
れ

 
霊
夢

何
が
見
え

こ
れ

て

 

分
達
が
見
た
も
の
そ
れ
は
空
中
を
飛
び
回
る
人

に

が
生
え
た
者
達
が
あ
の
空
中

塞
を

守
る
か
の
よ
う
に
飛
ん
で
い
た

 
怠
惰

あ
の

を
潜
り

け
な
き

い
け
な
い
け
れ
ど

 
出
来
る
か
な

 
紫
 

そ
れ
な
ら

の
能
力
で

 
怠
惰

や

て
み
れ
ば
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怠
惰
の
発
言
を
聞
い
た
紫
は
ス
キ
マ
を
開
く
が

 
紫
 

何
よ
こ
れ

 
霊
夢

ど
う
か
し
た
の

 
紫
 

あ
の
内

に
開
か
な
い
の
よ

 
怠
惰

あ
り

り

こ
れ
は
理
久
兎
君
達
に
対
策
さ
れ
ち

 

た

こ
れ
は

 
蓮
 

怠
惰
さ
ん

に
考
え
は
な
い
ん
で
す
か

 
考
え
は
な
い
の
か
と
聞
く
と
怠
惰
は
首
を

少
し
す
る
と
不

に
笑
う

 
怠
惰

ま

あ
る
に
は
あ
る
よ

ち

と

神
道
的
だ
け

 
ど

 
蓮
 

人
道
的
じ

な
く
て
神
道
的

 
怠
惰

う
ん

言

て
お
く
け
ど
あ
れ
の
外

に

を
つ
け

 
れ
る
の
は
こ
の
場
に
い
る

や
君
達
で
は
不
可
能
だ

 
け
ど

一
で

人
い
や

神
だ
け
い
る
よ

 
そ
う
言
い
怠
惰
は
龍
神
を
見
る

ま
さ
か
龍
神
な
ら
可
能
だ
と
言
う
の
だ
ろ
う
か
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千
 

わ

シ
か

 
怠
惰

う
ん

元
々
あ
れ
を

た
の
は
全
能
神
そ
し
て
千

 
ち

ん
は
全
能
神
の
血
を
濃
く
受
け
継
い
で
る
だ
か

 
ら
こ
そ

た
者
の
血
を
継
ぐ
千
ち

ん
に
し
か
壊

 
せ
な
い
ん
だ
よ

な
話
だ
け
ど

 
千
 

シ
に
出
来
る
か
の

 
怠
惰

出
来
な
き

出
来
な
い
で
別
に
良
い
ん
じ

な
い

 
そ
の
時
は
こ
の
世
界
は
滅
ぶ
け
ど

 
天
子

あ
ん
た
を
見

そ
う
と
し
た

は
本
当
に
バ
カ
だ

 
た
わ

 
怠
惰

だ

て
出
来
な
い
な
ら
出
来
な
い
で
仕
方
な
く
な
い

 
か

 
確
か
に
そ
う
か
も
し
れ
な
い
普
通
な
ら

分
も
そ
う
言
う

だ
が
し
か
し

分
達
の
命
が

か

て
い
る
の
だ

め
て

し
く
は
な
い

そ
れ
に
守
り
た
い
者
が
い
る
の
だ
か
ら

 
蓮
 

龍
神
様
お
願
い
し
ま
す
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を
下

て

願
す
る

す
る
と
龍
神
は

に
手
を

く
と

 
千
 

シ
は

め
る
と
は
言

て
お
ら
ぬ
そ
れ
に
こ

 
の
世
界
を

し
た

人
と
し
て
絶
対
に
見

て
ぬ

 
そ
し
て
そ
れ
は
お

達
も
そ
う
で
あ
り
あ
の

塞
に

 
お
る
バ
カ

子
も
そ
う
じ

 
蓮
 

龍
神
様

 
霊
夢

や
る
の
は
構
わ
な
い
け
ど

戦
は
あ
る
の

 
霧
雨

え

ガ
ン
ガ
ン
い
こ
う

じ

な
い
か
の
か

 
と

何
処
の

の

戦
だ
よ
と
思

た

 
怠
惰

魔
理
沙
ち

ん

て
も
し
か
し
て

怒
の
化

か
何

 
か
か
な

 
霧
雨

怒

て
そ
れ
名
前
か

 
怠
惰

あ

友
人
の
名
前
だ
け
ど
今
は
そ
れ
よ
り
も

戦

 
を
考
え
る
の
が
先
決
だ
ろ

 
永

そ
う

で
も

能
力
は
高
い
の
よ
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怠
惰

あ

言

た
通
り
高
い
が

つ
良
い

戦
が
あ
る
に

 
は
あ
る

 
ど
う
や
ら
怠
惰
に
良
い

戦
が
あ
る
み
た
い
だ

怠
惰
は

リ
と
笑
う
と

ケ

ト
か
ら
何

か

み
た
い
な
不
思
議
な

を

り
出
し
た

 
怠
惰

千
ち

ん

ら

 
千
 

お

と
と

何
じ

こ
れ

 
怠
惰

オ

ト
魔
法

の
お
守
り
そ
れ
を
壊
せ
ば
約

分

 
の
間
だ
け
魔

弾
の
嵐
を

る
品
物
さ
け
ど

 
と
し
て
は
物
理

撃
は

な
い
か
ら
注
意

て
の

 
と

り

だ
け
し
か
な
い
だ
か
ら
お
前
ら
の
中

 
か
ら

人
選
べ
そ
の

人
が
中
に
侵

し
理
久

 
兎
君
達
を
倒
す
突
撃

だ
そ
れ
か
ら
こ
れ
に
限

て

 
は

い
者

ち
な
そ
し
て

た
奴
は
あ
の

共

 
を

け
づ
つ

人

び
に
千
ち

ん
の

が

 

だ
よ
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そ
う
言
わ
れ

分
達
は
見
つ
め
合
う
と
真

先
に

分
は
手
を
あ

る

 
怠
惰

な
ら

ら

 
蓮
 

お

と
と

 
受
け

る
と

分
に
続
き
一

に
手
が
上
が
る

 
怠
惰

ら
よ

 
と
ぶ

き
ら

う
に
言
い
な
が
ら

の

を

す

さ
れ
た
者
は
霊
夢
魔
理
沙

妖
夢

咲
夜

玲
音

紫

萃
香

天
子

さ
と
り

聖
に

が
投

さ
れ
た

手
を
上

た

が
遅
か

た

の
者
達
は
少
し

し
そ
う
な

を
し
て
い
た

 
霊
夢

お

と

と

 
霧
雨

へ

お
も
し
れ

 
玲
音

こ
ん
な

り
が
な

 
咲
夜

そ
う

 

何
か

不
気

な
力
を
感
じ
ま
す

こ
れ

 
妖
夢

え

 
さ
と

確
か
に
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萃
香

そ
う
か
な

 
聖
 

え

魔
力
が
こ
も

て
ま
す

 
紫
 

何
と
も
言
え
な
い

ザ
イ
ン
と
い
う
の
は
分
か
る
け

 
ど

 
天
子

そ
こ
は
あ
ん
た
に

意
し
て
あ

る
わ

 
怠
惰

さ
て

り
終
え
た
な
な
ら

戦
を
説
明
す
る

 
見
な
が
ら
思
い
思
い
に
言
う
が
そ
ん
な
の
気
に
せ
ず
に
怠
惰
は
話
を
進
め
て
い
く

 
怠
惰

さ

き
も
言

た
高
出
力
レ

ザ

は

ら
く
後

 
り

時
間
で

合

に
発
射
さ
れ
る
だ
ろ
う
そ
う

 
な
れ
ば
も
う
こ
の
日
本
は
終
わ
り
そ
う
な
る
前
に

 
す
よ

 
千
 

怠
惰
よ

の

は
後
ど
の
く
ら
い
で

じ

 

の

と
は
一
体
な
ん
だ

そ
う
い
え
ば
思
い
出
し
て
み
る
と
怠
惰
は
試

を

て
何
か

を
し
て
い
た
の
を
思
い
出
す

 
怠
惰

後

分
で

す
る
よ
そ
れ
ま
で
は
各
々
で
体
を
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休
め
て
く
れ

 
蓮
 

怠
惰
さ
ん

の

て

 
気
に
な
り
聞
く
と
怠
惰
は

そ
う
な
目
で

方
を
見
る
と

 
怠
惰

理
久
兎
達
を
元
に
戻
す

だ
よ

 
紫
 

そ
れ
は
本
当
か
し
ら

 
さ
と

元
に
戻
れ
る
ん
で
す

 
怠
惰

あ

そ
れ
は

分
後
の
突
撃
す
る
前
に

す
と

 
時
に
説
明
も
す
る
か
ら
安
心
は
し
て
く
れ

 
そ
れ
が
あ
れ
ば
理
久
兎
達
を
戻
せ
る

そ
れ
は

分
や

に
と

て
も

報
だ
ろ
う
し

望
だ

ろ
う

 
怠
惰

そ
れ
で

戦
だ
が
ま
ず
第
一
は
あ
そ
こ
に
い
る

 
共
を

け
づ
つ
千
ち

ん
を
外

ま
で
護

し
外

 

を
破
壊
す
る
そ
し
た
ら
千
ち

ん
は
状
況
を
見
て

 
判
断
す
る
よ
う
に
な

 
千
 

う
む
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怠
惰

そ
の
次
の
第
二

は
お
待
ち
か

の

者
と
書
い

 
て

か
者
の

人
は
壊
し
た
外

か
ら
侵

し

 
塞

の
動
力

ま

ら
く

処
に
あ
る
の
は
⻤

 
達
の
妖
怪
石
だ
ろ
う
け
ど
そ
れ
を
破
壊
し
レ

ザ

 
を

め
ろ
そ
う
す
れ
ば

限
時
間
無
し
で
理
久
兎
や

 
そ
の
従
者
達
と
戦
闘
が
出
来
る

だ
か
ら
な

 
と
い
う
か

者
と
書
い
て

か
者
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
事
だ

そ
こ
ま
で

か
で
は

い

や
こ
れ
は
命
を

け
る
程
の
戦
い
だ

か
者
と
言
わ
れ
て
も
仕
方
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い

と
り
あ
え
ず
そ
こ
は
無

し
て

 
蓮
 

そ
れ
で
戦

て

つ
な
り
し
て
そ
の

品
を
投

す

 
れ
ば
元
に
戻
る
と

 
結

の
方
を
聞
く
と
怠
惰
は

く

 
怠
惰

あ

だ
が
言

て
お
く
が

性
は
な
い
か
ら
な

 
そ
こ
は
勘

い
す
る
な
よ
た
だ
そ
の

品
に
は
ル
シ

 
フ

や
サ
タ
ン
す
ら
も

ら
せ
る
程
の

強
力
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を

合
し
て
あ
る
だ
か
ら
戦
闘
不
能
に
は
出
来
る

 

だ
け
ど

 
霧
雨

ま

マ
ジ
か
よ

 
ア
リ

あ
の
ル
シ
フ

や
サ
タ
ン
を

ら
せ
る

て
ど
ん

 
な

な
の
よ

 
流
石
は
魔
界
の
関
係
者
だ
け
あ
る

そ
の
手
に
話
に

い

し
い

 
怠
惰

言

た
ろ

強
力

だ

て

 
一
体
こ
の
人
は
何
者
な
ん
だ
よ
と
思

て
し
ま
う

分
達
が

戦
し
た

狛
や
耶
狛
や
黒
を

撃
退
し
た
り
こ
ん
な

品
を

た
り
と
あ
る
意

で

ト
だ
と
思

た

 
怠
惰

そ
ん
で

品
を
投

し
た
ら
理
久
兎
達
を

れ
て
さ

 

さ
と
逃

ろ
そ
う
す
れ
ば
理
久
兎
と
い
う

が

 
え
た
あ
の

塞

は

能

す
る

だ
か
ら

 
霊
夢

本
当
の
話
よ

そ
れ
は

 
怠
惰

あ

じ
る
も

じ
な
い
も
貴
方
達
次
第

 
だ
が
こ
の
状
況
で
は

じ
る
し
か
な
い
だ
ろ
う
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怠
惰

話
す
こ
と
は
話
し
た
か
な

は
最
後
の

の

整

 
に

り
か
か
る
か
ら
今
か
ら

分
後
に
集
合
な

 
そ
れ
じ

あ
ち

と
の
間
解
散
な

 
そ
う
言
い
怠
惰
は

屋
の

屋
へ
と

て
い

た

分
は
意
思
や
覚

を

め
つ
つ
空
に

か
ぶ

塞

を

め
る
の
だ

た

 

さ

今
回
も
や

て
い
き
ま

 

 

ち

と
待

た

 

え

ぎ

る
ん

 
鈴

流
石
に
今
回
は

達
に

て
も
ら
う
よ

 
神
楽

く
久
々
で
す

 
狗
神

そ
れ
は
な
あ
の
変

に

ら
れ
て
た
か
ら
な

 
鈴

ン

怠
惰
君
は

合
だ
と
か
で
来
れ
な

 
い
と
の
事
だ
か
ら
今
回
は

た
ち
が
や

て
い
く
か
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ら

 
狗
神

な

そ
う
い
え
ば

と
思

た
事
が
あ
る
ん
だ
け
ど

 
よ

 
神
楽

ど
う
し
た
ん
で
す
か

 
狗
神

確
か
ウ

ル
ス
の
原

と
か

て
処
分
し
た
と
か
言

 

て
た
よ
な
怠
惰
の
奴

 
鈴

言
わ
れ
て
み
る
と

あ
れ

で
も
そ
の

を

る
の

 
に
は
病
原

が
な
い
と

メ
だ
よ

 
神
楽

え

じ

あ
怠
惰
さ
ん
何
処
か
ら

 
鈴

匂
う

何
か
秘

の
香
り
が

ン

ン
す
る
よ

 
狗
神

こ
れ
は
問
い
だ
た
さ
な
い
と
な

 
鈴

だ

お

と
も
う
時
間
だ

そ
れ
じ

今
回
は

 
こ
こ
ま
で

 
神
楽

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す

 
狗
神

そ
ん
じ

あ
な

者
様



 第２４１話 全能の椅子

 
鈴

ま
た
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第
２
４
２
話
 
各
々
の
思
い
は
力
に

 
こ
ん
ば
ん
は

書
様

や

と

や

と
の

休
み
で

し
さ
が
込
み
上

て
き
て
い
る
怠
惰

の
ク
ソ
悪
魔
で
す

で
す
が

の
オ
ン
パ
レ

ド

さ
て
気
を

り

し
て
そ

れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
怠
惰
か
ら
言
わ
れ
た
時
間
に
な
り

は
集
ま
る

す
る
と

子
が
開
か
れ
怠
惰
が
ア
タ

シ

ケ

ス
を

て
出
て
き
た

 
怠
惰

そ
ん
じ

代

者
で

人
来
て
く
れ

 
そ
う
言
わ
れ
お

い
に
見
る

と
り
あ
え
ず
目
か
ら
し
て

分
が
行
け
と
霊
夢
が
言
う
の
で
前

へ
と
出
る

そ
れ
に
続
き
紫
天
子
玲
音
が
前
へ
と
出
る
と
怠
惰
は
ア
タ

シ

ケ

ス
を
開

け
る

中
に
は
紫
色
の

が

た
注
射

が

本

て
い
た

 
怠
惰

言

て
お
く
け
れ
ど
こ
れ
を
ま
た
新
た
に

る
と
し

 
て
も

の

達
や

合
だ
と
か
の
日
数
を
合
わ
せ



 第２４２話 各々の思いは力に

 

月

か
る
だ
か
ら
絶
対
に
失
敗
は
許
さ
れ
な
い

 
も
し
こ
の
注
射
を
ミ
ス

た
り
壊
れ
た
り
等
し
た
ら

 
も
う

度
と
理
久
兎
君
達
は
元
に
は
戻
ら
な
い
か
ら

 
な

に
命
じ
て
お
け
よ

 
説
明
を
聞
く
と

分
達
は

本
ず
つ
注
射
針
を

う
と
下
が
る

 
怠
惰

千
ち

ん
準
備
は

 
千
 

う
む
問

な
し
じ

 
怠
惰

君
達
は

 
蓮
 

は
問

な
い
で
す

 
霊
夢

も
よ

 
霧
雨

や

て
や
ろ
う

 
紫
 

様
達
を

け
ま
し

う

 
さ
と

で
す

 
永

護
は

せ
て
ち

う
だ
い

 
妹
紅

あ

そ
れ
と
理
久
兎
さ
ん
は
頼
む
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鈴
仙

大
船
に

た
気
で
い
て
く
だ
さ
い

 
幽
香

失
敗
し
た
ら
ぶ

と
ば
す
か
ら

 
幽
 

妖
夢

張
る
の
よ

 

も
や
る
気

分
そ
う
だ

 
怠
惰

な
ら

戦
通
り
に
行
き
な

そ
し
て
て
め

ら
の
未

 
来
を
友
を

て
こ
い

 
怠
惰
の
そ
の
言

と
共
に

分
達
は
大
空
へ
と
飛
び
立
ち
理
久
兎
達
が
い
る

塞

へ
と
向

か
う

そ
し
て
約
１
０

ぐ
ら
い
ま
で
飛
ん
だ
と
き
異
変
は
起
き
た

 
霊
夢

蓮
あ
れ

 
蓮
 

ど
う
や
ら
来
た
み
た
い
だ

 
空
を
漂
う

が
生
え
た
人

が
大

と
な
り

分
達
へ
と
向
か

て
き
た

 
千
 

全
員
臨
戦

勢
じ

通
り
行
く

 
全
員

了
解

 

通
り
に

組
は
前
へ
と
出
て

の
生
え
た
人

達
に
向
か

て
い

た

そ
し
て

組
は

の
生
え
た
人

達
と
戦
闘
を
開
始
し
た

そ
れ
に
続
き
龍
神
と

分
達
は
後
か
ら
追
う



 第２４２話 各々の思いは力に

 
千
 

お
ん
し
ら

の
物
を
使
う
用
意
を
し
て
お
く
の
じ

 

今
か
ら

高

度
で
突

込
む
か
ら
の

 
そ
う
言
わ
れ

分
達
は
準
備
す
る
と
龍
神
は
怠
惰
か
ら

た

を

る

す
る
と
龍
神
の

り
に

が
現
れ
る
と

 
千
 

行
く

 
そ
う
言
う
と
千
は
目
に
も

ま
ら
ぬ

度
で
飛
び
一
気
に
大

を

け
る
と
今
度
は

の

が

能
し
回

不
可
能
な
弾
幕
が
千
へ
と
襲
い
か
か
る
が
怠
惰
か
ら

た
魔
法

が

能
し

い
で
い
き
一
気
に
外

と
行
く
と

 
千
 

神
技
 
龍
一

 
龍
神
の

の

に
龍
の

が
現
れ
纏
わ
せ
そ
れ
を
外

に

き
込
ん
だ

 
ド

ン

 
大

発
が
起
き

が
上
が
る

そ
し
て

の
中
か
ら
千
が
手
を

る

ど
う
や
ら

は
空
い
た

み
た
い
だ

分
達
も
怠
惰
か
ら

た
バ
リ
ア
の

を
真

二
つ
に

る

す
る
と

分
達
の

り
に

が
出
来
上
が
り
さ
な
が
ら
シ

ボ
ン
玉
の
中
に
い
る
か
の
よ
う
に

覚
さ
せ
る

こ
れ

で
本
当
に

る
の
だ
ろ
う
か
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何
か
シ

ボ
ン
玉
で
す

 
蓮
 

そ
れ
を
言

た
ら
敗
け
で
す
よ

さ
ん
そ
れ
じ

 
あ
行
こ
う

 
霊
夢

え

 
霧
雨

行
く

 
全
員
で

ま
で
急
ぐ

だ
が
そ
れ
を

る
か
の
よ
う
に
人

の
者
達
は
立
ち
塞
が
る

そ
の

は
さ
な
が
ら
天
使
そ
の
も
の
の

で
は
あ
る
の
だ
が

は

て
い
て
目
も
白
目
を
向
い
て
い

る

こ
ん
な
の
天
使
で
は
な
く
最

ゾ
ン

だ

 
天
子

気

ち
悪

 
妖
夢

ひ

来
る
な

 
さ
と

相
手
の
心
の

も

め
ま
せ
ん
本
当
に
死
ん
で
ま
す

 
こ
の
人
達

 
蓮
 

だ
け
ど
行
く
な
ら
突
破
し
な
い
と

 
と

言

た
そ
の
時
だ

 

 

弾
 

裂
弾



 第２４２話 各々の思いは力に

 
ド

ン

 
何
か

が
発
せ
ら
れ
た
と

時
に

分
達
の
行
く
手
を

ろ
う
と
し
て
い
た
者
達
が

発
に

ま
れ

え
た

何
事
か
と
思

て
い
る
と
そ
の
者
達
の

が

に
な
る

黒
い

を

ば
た
か
せ

ま
た
は
白
い

を
な
び
か
せ
る
者
達
そ
う
天
狗
達
だ

そ
し
て
そ
の
内
の

人
の
天
魔
こ
と
風

雅
が

を
構
え
て
い
た

 
風
雅

遅
く
な

た
な

 
霊
夢

あ
ん
た
達
も
う
怪

と
か
は
良
い
の

 

 

え

お
陰
さ
ま
で

を

て
く
れ
た
お
陰
で

 

全
復
活
で
す
よ

 
は
た

や
ら
れ
た
分
の

り
は
返
し
た
い
の
よ

 

 

は
た
て
先

の
言
う
通
り
で
す

 
風
雅

こ
こ
は

ら
が
や
る
か
ら
先
に
行
け

そ
し
て
内
の

 
所
の
バ
カ
大
将
を

て
や

て
く
れ

 
そ
う
言
う
と
風
雅
を

に

や
は
た
て
や

や
そ
の

の
大
勢
の
天
狗
達
が

戦
を
始
め

た
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紫
 

こ
こ
は
天
狗
達
に

せ
ま
し

う

 
萃
香

そ
う
だ

 
だ
が
そ
う
言

て
い
る
と
今
度
は
何
か
ス
ケ

ト

ツ
の
よ
う
な

を

き

る
よ
う
に

方
へ
と

の
生
え
た
人

が

を
常
備
し
て

ス

ド
で
や

て
く
る

 

ま
た
何
か
来
ま
し
た
よ

 
玲
音

ち

ど
け

や
し

 
と

玲
音
が
炎
を
出
そ
う
と
し
た

間

 

 

禁
弾
 
ス
タ

ボ
ウ

レ
イ
ク

 

 

紅

 
不
夜
城
レ

ド

 
無
数
の
弾
幕
に

大
な

が
現
れ
そ
れ
に

撃
し
た
人

は

滅
し
た

 
玲
音

お
い
お

こ
れ
は

の

物
だ
が

 
レ
ミ

ん

あ
ん
た
の

物
は
あ
の
中
で
し

う
が
さ

 
さ
と
行
き
な
さ
い
よ

そ
れ
と
咲
夜
を

つ
け
た
ら

 
容

し
な
い
わ
よ

 
フ
ラ

気
を

け
て

玲
音
お
兄
ち

ん

咲
夜



 第２４２話 各々の思いは力に

 
咲
夜

様

妹
様

か
し
こ
ま
り
ま
し
た

 
玲
音

へ
い
へ
い
行
く

 
そ
う
し
て
ま
た

分
達
は
進
む

だ
が
今
度
は

大
な

人

が
下
か
ら
ぬ

と
現
れ
た

 
聖
 

ど

何
処
か
ら

 

人

は
進
む

分
達
へ
と
目

け

を
放
た
れ
当
た
ろ
う
と
し
た
そ
の
時

 

 

行
く
よ
雲
山

 
ド

ン

 

大
な
雲
が
現
れ
る
と
そ
の
雲
は

を

り

人

の

と
ぶ
つ
か
り
合
い

を

さ
え
た

そ
の
お
陰
で

が
当
た
ら
ず
に

ん
だ

 
聖
 

雲
山

そ
れ
に
一

 
一

行

て
聖

こ
こ
は
や
る
か
ら

 

丸

さ

か
か

て
こ
い

 
聖
 

お
願
い
し
ま
す

 
そ
う
し
て

の

力
が
あ
り
な
が
ら
も

分
達
は
先
へ
と
進
む

だ
が
更
に
無
数
の
人

は
一

に
襲
い
か
か

て
く
る
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蓮
 

 
神
楽
を

刀
し
斬
ろ
う
と
し
た
が

 

 

ど
い
た
ど
い
た

 
ド

ン

 

 

そ
ら

 
人

の

人
は
何
か
に
引
か
れ
地
面
へ
と
落
ち
て
い
く

そ
れ
に
続
き
無
数
の
火
の
玉
と
怨

霊
達
が
人

達
に
襲
い
か
か

て
い
く

そ
し
て

分
を

け
た
者
は

分
を
見
る
と

 

 

大

か
い
蓮
さ
ん

そ
れ
に
さ
と
り
様

 
蓮
 

お

さ
ん

 
さ
と

お

 
お
空

お
空
も
来
た
よ

 
さ
と

お
空

 
お

の

車
に
お
空
を

せ
お

が

け
て
く
れ
た

そ
れ
に

り
を
見
る
と

 
パ
ル

は

本
当
に
理
久
兎
に
は
世
話
を
焼
か
さ
れ
る
わ
こ

 
ん
な
ん
だ
と
お
ち
お
ち

て
ら
ん
な
い
わ



 第２４２話 各々の思いは力に

 
黒

確
か
に

 
キ
ス

 
パ
ル
ス

に

マ
メ
そ
れ
に
キ
ス
メ
も
来
て
く
れ
た

 
お

さ
と
り
様

理
久
兎
様
や

さ
ん
に

さ
ん
を
お
願

 
い
し
ま
す

 
お
空

こ
こ
は
食
い

め
る
よ

 
さ
と

あ
り
が
と
う

行
き
ま
し

う

 
蓮
 

え

 
そ
し
て

分
達
は
ま
た
飛
び

塞
へ
と
向
か
う

そ
し
て

と

分
は
下
を
見
る
と

い
た

 
蓮
 

妖
怪
達
が

 
霊
夢

え

な

奴
ら
に
向
か

て
い

て
る
の

 
何
と
普

は
狂

な
妖
怪
達
が
総
出
で
地
上
か
ら
空
へ
と
飛
び
人

の
怪
物
達
と
戦

て
い
る

の
だ
こ
れ
に
は

い
た

 
蓮
 

絶
対
に

け
る
待

て
て
く
だ
さ
い
理
久
兎
さ
ん

 

の
思
い
を
心
に
秘
め

分
達
は
進
み

の

イ
ン
ト
へ
と
来
る
と

が

分
達
目

け
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て
放
た
れ
る
が
怠
惰
の
魔
法

で

が
れ
何
と
か
千
が
開
い
た

ま
で

達
し
た
の
だ

た

 
怠
惰

は

あ
の
子
達
折

布

り
し
て
上

た

 
の
に
な

 
鈴

で
も

ら
少
し
は
楽
じ

ん

 
狗
神

な

怠
惰

 
怠
惰

ん

ど
う
し
た
の

 
狗
神

お
前
は
前
に
理
久
兎
達
が
現

感
染
し
て
い
る
病
原

 
の
元
は

し
た

て
言

た
よ
な

 
怠
惰

ん

う
ん
古
代
魔
族
に
は
危
険
だ
か
ら

そ
れ
が

 
ど
う
か
し
た

 
神
楽

何

に
怠
惰
さ
ん
は
そ
の
病
原

の

体
を

れ
た

 
の
で
す
か

そ
れ
に
何
で

合
方
法
ま
で

 
鈴

怠
惰
く
ん

秘
は
認
め
な
い
よ



 第２４２話 各々の思いは力に

 
怠
惰

だ
な

裏

地
に
行
け
ば
こ
ん
な
も
の
す
ぐ
に

 
手
に

る

 
狗
神

嘘
だ
な

 
鈴

ウ
ト
だ

 
神
楽

た

怠
惰
さ
ん

 
怠
惰

は

お
前
ら
み
た
い
な
勘
の
良
い
奴
等
は

い

 
だ
よ

 
鈴

予

し
て
る
考
え
は
い
く
つ
か
あ
る
け
ど

分
こ
の

 
ウ

ル
ス
の

体
を
最

に

た
の

て
怠
惰
君

 
だ
よ

 
怠
惰

さ

ど
う
か
な

て

お

と
そ
ろ
そ
ろ
時
間
だ

 

て
な

で
今
回
は
こ
こ
ま
で
バ
イ
バ
イ

 
狗
神

あ

待
ち
や
が
れ

 
鈴

逃
が
す
か

 
神
楽

え

え

と
ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
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す
そ
れ
で
は
さ
よ
う
な
ら



 第２４３話 各々は別れ進む

 
第
２
４
３
話
 
各
々
は
別
れ
進
む

 
こ
ん
ば
ん
は

書
様

久
々
に
⻑
時
間
も

れ
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

こ
こ
最
近
の
月

ま
で
の
平

時
間
は
ざ

と

時
間
な
ん
で
何
時
も
朝
は

い
ん
で
す
よ

さ
て
こ
ん
な
リ
ア
ル
話
は

い
て
お
い
て
そ
れ
で
は
今
回
も
ど
う

 

を
潜
り

け
た

分
達
は

の
中
へ
と

る

そ
こ
は
通

の
よ
う
で
真
ん
前
に

開

き
に
な
る
で
あ
ろ
う

動
ド
ア
そ
し
て

に
道
が
あ
る

だ
が
何
よ
り
も
そ
の
内

は
ま
る
で

近
未
来
的
な
メ
カ
メ
カ
し
い
感
じ
だ

た

 

お

良
い
で
す

 
ロ
ボ

ト

が

き
な

は
大
興

し
て

や

ま
し
て
や
ご
つ
い

動
で
開
く
ド
ア
を
見

た
り
と
お
お
は
し

ぎ
だ

 
蓮
 

さ

ん

 
霊
夢

ち

と
今
は
そ
れ
所
じ

な
い
で
し
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あ

ご
め
ん
な
さ
い

 
千
 

諏
訪
子
や
神

子
の
所
の
巫
女
は
少
し

レ
て
お
る

 
の

 
霧
雨

ま

そ
こ
は

性
だ

 
と
魔
理
沙
は
言
う
が
言
い
た
い

み

も
物

い

レ
て
い
る
い
や
ひ

く
れ
て
う
る
と

 
千
 

ま

良
い
か

そ
れ
と
そ
な
た
ら
少
し
こ
こ
は
頼
む

 

シ
は
外
の

を

つ
か
壊
し
て
く
る

 
蓮
 

龍
神
様
に
し
か

は
壊
せ
な
い
ん
で
し
た
よ

  
千
 

う
む
外
で
戦
う
者
達
の

を
最
小
限
に

え
た
い

 
か
ら
の

に

せ
て
も
良
い
か

 
龍
神
の
頼
み
の

え
は
も
う
決
ま

て
い
た

 
蓮
 

大

で
す

 
霊
夢

は
大

よ

 
霧
雨

あ

大
船
に

た
気
で
い
ろ
よ
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妖
夢

奴
ら
が
来
た
ら
斬
り
ま
す
よ

 
天
子

行

て
良
い
わ
よ
龍
神
様

 
千
 

う
む

せ
た

 
そ
う
言
い
龍
神
は

か
ら
外
へ
と
出
る
と
上
へ
と
向
か

て
い

た

 
蓮
 

さ
て

度
メ
ン
バ

は

人
い
る

で
す
が
ど

 
う

り
分
け
ま
す
か

 
霊
夢

人
ず
つ

 
聖
 

い
え
そ
れ
な
ら
こ
こ
は
安
全
も

め
て

人
で
行
き

 
ま
せ
ん
か

 
霧
雨

人
か
確
か
に
安
全
を
考
え
な
お
か
つ

座
に
倒
す

 

て
考
え
な
ら

人
だ
が

人
編

で

化
さ
せ

 
る
の
も
手
だ
よ
な

 
と

の
意
見
は

え
る

し
か
し
そ
ん
な
流

に
考
え
れ
る
程
の
時
間
は
な
い

 
蓮
 

道
は

つ
あ
り
ま
す
か
ら

組

人
ず
つ
で
行
き
ま

 
し

う
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紫
 

確
か
そ
れ
は

当

 
さ
と

構
い
ま
せ
ん
よ

 
天
子

そ
れ
で
良
い
わ
よ

 
玲
音

だ
な

 
そ
う
な
る
と

が
ど
う
な
る
か
だ

理
久
兎
達
を
元
に
戻
す

を
所

し
て
い
る
の
は

分

紫

玲
音

天
子
の

人
だ

各
々
の
メ
ン
バ

に

人
は

分

め
た

人
は

ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い

 
咲
夜

と
り
あ
え
ず

は
玲
音
と
行
く
わ

 
玲
音

 
咲
夜

何
か

 
玲
音

だ

 
さ
と

む
な
ら

も
構
い
ま
せ
ん
か

 
萃
香

う

ん
良
し

こ
の
色
男
君
面
白
そ
う
だ
か
ら

 

も
そ

ち
に
行
く
よ

 
玲
音

だ
と
よ
こ

ち
は

人
確
定
だ
な
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と
り
あ
え
ず
玲
音
達
の
メ
ン
バ

は
決
ま

た

 
天
子

ん

で
も
構
わ
な
い
わ
よ

 

何
で
で
す
か

く
ボ

が

 
妖
夢

し
ま
す
か

 

え

 
天
子

な

 
紫
 

く
く
く
く

 
天
子

何

笑

て
ん
の
よ

 
と

こ
の
状
況
で
も
楽
し
そ
う
だ

す
る
と
隣
で

れ
て
い
る
霊
夢
は

 
霊
夢

な
ら
あ
ん
た
達

人
で
決
定

 
天
子

は

 
紫
 

霊
夢

貴
女
は

ざ
け
て
る
の
か
し
ら

 
霊
夢

良
い
じ

な
い
そ
れ
に
あ
ん
た
は

で
も
構
わ
な
い

 

て
言

た
わ
よ

そ
れ
に
紫
も
こ
の
状
況
で
も

 

そ
う
だ
し
良
い
じ

な
い
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え

達
は

 
妖
夢

ま
さ
か
近
く
に
い
た
か
ら
と
言
う
ん
じ

 
霊
夢

え

そ
う
よ

 
時
々
思
う
が
や
は
り
霊
夢
は

い

隣
に
い
る
魔
理
沙
も

分
と

じ
よ
う
に

く
引
い
て
い

る
の
だ
か
ら

 
天
子

何
よ

 
紫
 

い
い
え
別
に

 

と

と
ん
で
も
な
い
メ
ン
バ

に

 
妖
夢

本
当
に
大

で
し

う
か

 
だ
が
何
や
か
ん
や
で
メ
ン
バ

は
決
定
し
た

そ
し
て

た

分
そ
し
て
霊
夢
に
魔
理
沙
そ

し
て
最
後
は

 
聖
 

え

と
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す

 
蓮
 

あ

こ
ち
ら
こ
そ

 
聖
の

人
と
な

た

 
蓮
 

そ
れ
で
道
は

近
く
な
ん
で

達
は

に
行
き
ま
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す

 
玲
音

な
ら

ら
は
真
ん
中
に
行
く

 
天
子

な
ら

り
物
に
は
福
が
あ
る

て
事
で

 
紫
 

貴
女
の
場
合
は
凶
で
し

う

 
天
子

言

て
く
れ
る
じ

な
い
泥

妖
怪

 
と
喧
嘩
を
し
な
が
ら
天
子
の
組
は

の
道
へ
と
向
か

て
い

た

そ
れ
に
続
き
玲
音
達
の

メ
ン
バ

は

動
ド
ア
の

へ
と
向
か
い

分
達
は
宣
言
し
た

の
道
へ
と
向
か
う
の
だ
が

 

 

こ
ん
な
所
に
い
た
ん
だ

 
そ
う
言
い
そ
の
者
は
玲
音
達
の
通

た
真
ん
中
の
道
へ
と
向
か
う
の
だ

た

ま
ず

は
天

子
達
一
行
へ
と

る

 
紫
 

さ

き
か
ら
子

み
た
い
に
う
る
さ
い
わ
よ

あ

 
で
も
子

の
方
が
利

で
す
わ

 
天
子

ん

何
を
大
人
ぶ

て
る
や
ら

み
に
関
し
て
は

 
大
人
を
越
え
て
お
ば
さ
ん

 
紫
 

い

言

て
く
れ
ま
す
わ

た
桃
を

け
た
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傲
慢
小
娘

 
天
子

て
な
い
わ
よ

そ
れ
に
こ
れ
は
た
だ
の

り
よ

 

り

 
と
蓮
達
と
別
れ
た
後
も
喧
嘩
を

り
返
し
て
い
た

こ
れ
に
は
後
ろ
を

い
て
い
く

と

妖
夢
は

れ
て
い
た

 
妖
夢

こ
ん
な
紫
様
を
見
る
こ
と
に
な
る
と
は

 

何
で
こ
ん
な
パ

テ

に

 
妖
夢

せ
め
て
幽
々
子
様
が
い
れ
ば

 
と
言
い
な
が
ら
進
ん
だ
そ
の
時
だ

た

突
然

分
達
の
目
の
前
に
閉
じ
ら
れ
た

子
が
見

え
て
く
る

 
紫
 

こ
の
先

で
良
い
の
よ

 
妖
夢

ら
く

 

こ
れ
は
流
石
に
場

い
な
感
じ
で
す

 
天
子

良
い
か
ら
開
く
わ
よ

 
そ
う
言
い
天
子
は
開
く
と
竹
林
が

が
る
光
景
が
映
る
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天
子

こ
の
先

 
紫
 

は

少
し
は

い
な
さ
い
よ

 
天
子
は

す
る
こ
と
な
く
進
み
そ
れ
に
続
き
紫
も

て
い

た

 

行
き
ま
し

う
か

 
妖
夢

そ
う
で
す

 
そ
し
て

と
妖
夢
も
中
へ
と
は

る
の
だ

た

ま
た

は
変
わ
り
真
ん
中
の
道
を
行

た
玲
音
達
へ
と
変
わ
る

 
さ
と

聞
き
た
い
ん
で
す
が
良
い
で
す
か

 
玲
音

ん

何
だ
よ

 
さ
と

貴
方
か
ら

つ
の
心
の

が
聞
こ
え
る
の
で
す
が
そ

 
れ
は
一
体
何

な
の
で
す
か

 
と

玲
音
の
心
に
つ
い
て

問
し
て
き
た

 
萃
香

う

正

に

 
咲
夜

ち

と
野

な
事
は

し
な
い
で
く
れ
な
い
か

 
し
ら
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玲
音

お
い
お
い
も
う
少
し
オ

ラ

ト
に
行
こ
う

咲
夜

 
ち

ん
そ
れ
と

問
に
つ
い
て
だ
が

に
は
破
壊
神

 
と
い
う
守
護
神
が
つ
い
て
る
だ
け
さ

 
さ
と

ま

そ
う
受
け

て
お
き
ま
し

う

 
と

は
ぐ
ら
か
し
ま
た
歩
き
始
め
よ
う
と
し
た
そ
の
時
だ

た

 

 

お
姉
ち

ん

 
さ
と

に

 
可
愛
ら
し
い
悲
鳴
が
聞
こ
え
ま
た

り
向
く
と
さ
と
り
の

後
に

子
を

た
女
の
子
が

と
笑

で
引

い
て
い
た

さ

き
ま
で
気

な
ど
な
か

た

な
た
め
正

た 
玲
音

な

お
前
は

だ

 
咲
夜

 
す
ぐ
に
戦
え
る
よ
う
に
咲
夜
と
共
に
臨
戦

勢
を

る
が

 
萃
香

あ
れ

お
前
は
古
明
地
の
こ
い
し
ち

ん
じ

ん

 
さ
と

え

こ
い
し

何
で
こ
こ
に
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玲
音

こ
い
し

て

そ
れ
に
そ
の
目

て

 
さ
と

え

の
妹
で
す

 
咲
夜

い

妹

 
ど
う
や
ら
妹
が
い
た
み
た
い
だ

し
か
し
何

こ
ん
な
所
に
い
る
の
だ
ろ
う
か

咲
夜
と
目
で

を
怠
る
な
と
合
図
し
合
い

を
解
か
ず
に
さ
と
り
の

後
に
引

く
こ
い
し
に
近
づ

く 
玲
音

そ
れ
で
え

と
し

う
せ
き
ち

ん
は
何
で
こ
こ
に

 
い
る
の
か
な

 
こ
い

む

は
こ
い
し

そ
れ
と
何
で
こ
こ
に
い
る
の
か

 

て
言
わ
れ
る
と

う

ん
地
底
に
帰

て
き
た

 
ら

も
い
な
く
て
探
し
て
灼
熱
地
獄
に
ま
で
行

た

 
ら
理
久
兎
お
兄
ち

ん
に
そ

く
り
な
人
を
見
か
け

 

い
て
い

た
ら
今
度
は

狛
お
兄
ち

ん
と
耶
狛

 
お
姉
ち

ん
そ
れ
か
ら
黒
お
兄
ち

ん
に
そ

く
り

 
な
人
達
が
い
て
そ
れ
で

狛
お
兄
ち

ん
み
た
い
に
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裂
け
目
を

て
中
に

た
か
ら
そ
れ
に

い
て

 
行

た
ら
こ
こ
だ

た
ん
だ
よ

  
ど
う
や
ら
あ
の
人
狼
野

の
裂
け
目
を
気
づ
か
れ
ず
に
通

て
こ
こ
ま
で
来
た
み
た
い
だ

 
玲
音

い
な
れ
ん
せ
き
ち

ん
は

 
こ
い

だ
か
ら
こ
い
し
だ

て
ば

 
ま
た
名
前
を
間

え
る
玲
音
に
咲
夜
は

れ
な
が
ら

を
下

る

 
咲
夜

ご
め
ん
な
さ
い

こ
の

は
名
前
を
覚
え
る
の
が

 
出
来
な
い
病
気
な
の
よ

 
玲
音

お
い
こ
ら

が
病
気
だ

 
咲
夜

だ

て
貴
方
は
言

た
名
前
を
復

す
る
事
が
出
来

 
な
い
じ

な
い

も
し
か
し
て

様
も

 
と

と
ん
で
も
な
い
ぐ
ら
い
の
失

発
言
を
し
て
き
た

そ
れ
ぐ
ら
い
は
分
か
る

 
玲
音

え

い
や
い
や
そ
れ
ぐ
ら
い
分
か
る

つ
う
の

 
あ
れ
だ
ろ

ら
え

と
あ
れ
だ
よ
あ
れ

レ
イ
カ
だ
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け

 
咲
夜

ら
や

り
も
う
何

年
も
仕
え
て
い
る
の
に
こ

 
れ
よ

 
さ
と

あ
る
意

で

人
で
す

 
こ
い

所
で
お
姉
ち

ん
達
は
何
し
に
来
た
の

 
こ
い
し
の

問
に
玲
音
と
咲
夜
は

ま
る

そ
し
て
萃
香
は
こ
い
し
の

に
手
を

く
と

 
萃
香

の
仲
間
を

り
戻
す
た
め
さ

そ
れ
と
聞
き
た
い

 
だ
け
ど
こ
い
し
ち

ん
こ
の

で
大
き
な
石
が
あ
る

 

屋
を
見
な
か

た
か
い

 
こ
い

大
き
な
石

う

ん

そ
れ

て
黒
く

く
光

て

 
る
石
の
事
か
な

 
ど
う
や
ら
知

て
そ
う
だ

 
萃
香

そ
れ
だ

内
し
て
く
れ
な
い
か
い

 
さ
と

こ
い
し

か
ら
も
お
願
い

 
こ
い

う
ん
良
い
よ

な
ら
こ

ち
こ

ち
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そ
う
言
い
こ
い
し
は
前
を
走
り
誘

し
て
く
れ
る

玲
音
達
は
こ
い
し
の
後
に
続
き
動
力
室
で

あ
ろ
う
場
所
へ
と
向
か
う
の
だ

た

ま
た

は
変
わ
り
蓮
達
に
な
る

 
蓮
 

ケ
ン
カ
と
か
し
て
な
き

良
い
ん
だ
け
ど

 
聖
 

そ
う
で
す

結
構
ギ
ス
ギ
ス
し
て
ま
し
た
し

 
霧
雨

本
当
に
大

か
よ
霊
夢

 
霊
夢

良
い
の
よ
特
に
紫
達
の
パ

テ

な
ら
何
と
な
く

 
だ
け
ど
上
手
く
や

て
そ
う
な
感
じ
が
す
る
も
の

 
と
は
言
う
が

ら
く
何
時
も
の
的
中
す
る
勘
だ
ろ
う

今
回
も
見
事
に
的
中
す
る
こ
と
を
願
い

た
い
も
の
だ

 
聖
 

待

て
く
だ
さ
い

 
霊
夢

ど
う
し
た
の
よ

 
突
然
の
待

た
に

分
達
は

ま
る
と
聖
は
何
も
な
い

に

を
当
て
る

 
聖
 

か
ら
音
が
聞
こ
え
ま
す

そ
れ
も
相
当
な

音

 
が

 
霊
夢

音

言
わ
れ
て
み
る
と
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何
か
不
思
議
な
音
が
言
わ
れ
て
み
る
と
聞
こ
え
る

し
か
も

度
こ
の
先
に
音
の
な
る
方
へ
と

続
く

折
道
が
あ

た

 
霊
夢

行

て
み
な
い

 
蓮
 

そ
う
だ

 
霧
雨

だ
な

 
聖
 

そ
う
で
す

行
き
ま
し

う
か

 
そ
う
し
て
蓮
達
も

と

様
に
動
き
出
す
の
だ

た

 
狗
神

さ
て
各
々
で
戦
い
が
始
ま

た
な

 
神
楽

あ
れ
怠
惰
様
は

 
鈴

逃

ら
れ
て
か
ら

を
見
せ
て
な
い
ん
だ
よ

 
狗
神

あ
の
野

 
神
楽

ま

何
時
も
の
事
で
す
が
強

し
す
ぎ
で
は

 
鈴

そ
う
で
も
し
な
い
と

奴
は
話
さ
な
い
も
ん
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狗
神

だ
が
神
楽
の
言
う
こ
と
も
一
理
は
あ
り
だ
な

 
鈴

う

ん
複

か
な

で
も
そ
れ
は
さ
て
お
き
で
特

 
に
あ
の
天
人
達
の
パ

テ

大

か
な

 
狗
神

そ
れ
に
執
事
達
の
パ

テ

も
な

こ
い
し
が

 
ど
う
も
き
な

く
て
な

 
神
楽

上
手
く
侵

で
き
た
ん
じ

な
い
で
す
か

は

 
怪
し
い
と
は
思
い
ま
せ
ん
が

 
鈴

う
ん
こ
れ
ま
で

ら
れ
て
い
る
人
達
を
見
る
と
全

 
然

う
も
ん

 
狗
神

ま

は
し
て
は
お
か

と
な
さ
て
そ
ろ
そ

 
ろ
時
間
だ

 
神
楽

で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す

 
狗
神

そ
ん
じ

次
回
も
よ
ろ
し
く
な
そ
ん
じ

あ
な

 
鈴

ま
た
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第
２
４
４
話
 
動
力
室
で
の
対
決

 
こ
ん
ば
ん
は

書
様

せ

か
く
の
休
日
な
の
に

に
登

さ
せ
ら
れ
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔

で
す

言

て
は
お
き
ま
す
が

と
か
で
は
な
く
新
し
く

る
新

生
の
た
め
に
授
業
風
景
を

見
せ
る

に
言
う
授
業
参
観
の
た
め
行
か
さ
れ
ま
し
た

ど
こ
か
で
代
休
が
あ
る
み
た
い
で
す
が

何
処
な
の
や
ら
本
当
に

て
し
ま
い
ま
す

お

と
リ
ア
ル
話
が
過
ぎ
ま
し
た

そ
れ
と
で

す
が

つ
だ
け
オ
リ
ジ

ル
ス

ル
が
登
場
し
ま
す
の
で
ご
了

を
下
さ
い

で
は
本
編
へ
ど

う 
こ
い
し
に

内
さ
れ
て
紅
魔
館

ど
で
は
な
い
迷

の
よ
う
な
道
を
行
き
と
あ
る
一
室
の
前
に

立
つ

 
玲
音

こ
こ
か

 
一
歩
前
に
出
る
と

動
ド
ア
が
ス
ラ
イ
ド
し
て
開
く

中
を
見
る
と
そ
こ
は
脱

所
だ

 
玲
音

な

本
当
に
こ
こ
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と

言
い
そ
う
に
な
る
と

の
獣
怪
物
と
目
が
合
う

し
か
も
そ
の
獣
怪
物
は
全

で
下

に
は
男
に
あ
る

の
も
の
が
な
い
事
か
ら

の
獣
と
い
う
の
は
用
意
に
分
か

た
が

 
怪
物

キ

 
そ
し
て
獣
怪
物
は
大
き
く

び

音
波

撃
を
仕

け
て
き
た

 
玲
音

ぐ

 
咲
夜

 
萃
香

う

が

よ

 
さ
と

う
る
さ
い

 
こ
い

う
う
ん

え
い

 

ン

 
こ
い
し
が
放

た
弾
幕
は

弾
し
女

の
獣
怪
物
は
倒
れ
る
と

と
な

て

え
た

 
玲
音

あ

い
目
に
あ

た

 
こ
い

う

ん
あ
れ
れ

こ

ち
か
な

 
咲
夜

こ

ち

 
今
度
は
そ
の
真
正
面
に
咲
夜
が
立
つ
と

じ
よ
う
に
ド
ア
が
開
く

中
を

き
込
む
と
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怪
物

む
も

 
怪
物

ル
ル
ル

 

リ
マ

な
人
間
の
男
性
の

体
と
獣
の

が
合
体
し
た
怪
物
が
パ
ン

で
マ

ス

ル

を
し
な
が
ら
お

い
の

体
を
見
せ
合

て
い
た

し
か
も
ど

か
で
見
た
こ
と
の
あ

る

と

の

の
怪
物
だ

 
咲
夜

う

 
玲
音

お

お
い
咲
夜

 
咲
夜
は

い

を
し
て
倒
れ
そ
う
に
な
り
す
ぐ
に

き

え
る

れ
て
な
い
物
を
見
て
気

ち
悪
く
な

た
み
た
い
だ

 
こ
い

見
え
な
い
よ

 
こ
い
し
に
限

て
は
さ
と
り
が
後
ろ
か
ら
目
を
手
で

い
隠
し
て
い
た

 
さ
と

こ
い
し
は
見
な
く
て
良
い
の

気
づ
い
て
な
い
み
た

 
い
で
す
し

れ
ま
し

う
正

も

そ
の
気

ち

 
悪
く
な
り
そ
う
で

 
萃
香

も

す
る
流
石
に
あ
れ
は
引
い
た
よ
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そ

と
し
て
お
き

分
達
は

屋
を

れ
気
絶
し
た
咲
夜
を
お
ん
ぶ
し
て
こ
い
し
を
見
て

 
玲
音

お
前

ザ
と
と
か
じ

な
い
よ
な

 
こ
い

い
な

あ

こ

ち
だ

た

 
そ
う
言
う
と
ま
た
歩
き
出
す

そ
う
し
て

く
歩
き
咲
夜
も
回
復
を
終
え
た
頃
で
中

の

の

前
へ
と
来
る
と
こ
い
し
は
そ
こ
に
立
つ
と
ド
ア
が
開
き

分
達
は
見
る
事
と
な
る

目
の
前
に
は

大
き
な
妖
怪
の
石
が
あ
り
そ
れ
を
管
理
し
て
い
る
の
か
所
々
に

が

結
さ
れ
て
い
る
の

を 
萃
香

分
こ
れ
だ
よ

 
玲
音

レ

ザ

が
放
射
さ
れ
る
前
に
壊
し
ち
ま
う
か

 
ガ
ン

レ

ド
を
構
え
発

し
よ
う
と
し
た
そ
の
時

 

 

う
こ
こ
に
来
た
の
は
正
解
だ

た
わ
け
か

 
聞
い
た
事
の
あ
る

が
聞
こ
え
る

の
し
た
方
を
見
る
と
そ
こ
に
は
逆
手
で

本
の
刀
を

構
え
る
人
狼
の
よ
う
な
見
た
目
の
者
そ
う

狛
が
い
た
の
だ

 
さ
と

狛
さ
ん

 
こ
い

え

あ
れ
が

狛
お
兄
ち

ん
な
の

う
よ

だ
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て

狛
お
兄
ち

ん
は
あ
そ
こ
ま
で
獣

く
は
な

 
い
よ

 
萃
香

 
玲
音

く
く
く

 
咲
夜

わ

笑

た
ら

く
く
く

 
さ
と

ぶ

 
ど
う
や
ら

狛

い
と
判
断
さ
れ
た
み
た
い
だ

こ
れ
に
は

分
も
そ
う
だ
が
咲
夜
や
萃
香

も
吹
き
出
し
て
い
た
し
さ
と
り
と
少
し
笑
う
の
を

慢
し
て
い
た

狛
を
見
る
と

間
が

ク

ク
と

え
て
い
た

 

狛

良
い
だ
ろ
う
そ
ん
な

が

け
る

が
あ

 
る
な
ら
容

も
い
ら
な
い
な

 
玲
音

う
お
前
は
容

で
き
る
程
に
強
か

た
か

 

狛

言
わ
し
て
お
け
ば

に
倒
さ
れ
屋
敷
を
一
度
追
い
出

 
さ
れ
た
の
は
何
処
の

だ

た
か

 
玲
音

ぬ
か
せ
よ
そ
れ
と
よ
昔
の
事
を

言

て
ん



 第十七章 狂神降臨

 
じ

が

 
バ
キ

ン

 

座
に
ガ
ン

レ

ド
を
構
え

７

弾
丸
を

発
放
つ
が

 
ギ
ン

 
そ
れ
を
刀

本
を

る
い
弾
き
飛
ば
し
た

 

狛

言
い
た
い
事
は
良
く
分
か

た
貴
様
ら
は

底
的
に

 

き

し
て
や
ろ
う

 
そ
う
言
う
と

狛
は
刀
を
地
面
へ
と
突
き
刺
す

す
る
と

狛
が
突
き
刺
し
た
刀
の
刀

か

ら 
怪
物

が

 
怪
物

ぐ
じ

じ

じ

 
無
数
の
怪
物
が
出
現
す
る
が
そ
れ
だ
け
で
は
な
い

 
怪
物

が
ら

 
紅
魔
館
で
倒
し
た

カ
イ
怪
物
ま
で
も
が
現
れ
た
の
だ

 

狛

を
滅

せ
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そ
の
言

を
待

て
ま
し
た
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
怪
物
達
は

分
達
へ
と
進
軍
を
始
め
た

 
玲
音

さ
て
や
り
ま
す
か

 
萃
香

う
ん

そ
ん
で
も

て

狛
を
ぶ
ん

て

狛
を

 
元
に
戻
そ
う
か

 
さ
と

そ
う
で
す

 
こ
い

も

刀
し
ち

う
よ

 
咲
夜

来
ま
す
よ

 
そ
う
し
て

変
し
た

狛
と

ら
く
最
後
の
戦
い
が
幕
を
開
け
た

 
怪
物

ぎ

 
怪
物

が

 

狛
の

つ
刀
か
ら
無
数
に
現
れ
る
怪
物
達
が
向
か

て
く
る
が

 
さ
と

こ
い
し

 
こ
い

う
ん
お
姉
ち

ん

 

人

情
 

ル

ス
ロ

 

人
の
合
体
ス

ル
が
発
動
し
色
と
り
ど
り
と
バ
ラ
の
花

を

た
弾
幕
が
放
た
れ
る
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ン

ン

 
怪
物

ぎ

 
怪
物

が

 
向
か

て
く
る
怪
物
達
に

弾
し
て
い
き
怪
物
達
は

天
し
て
い
く

 
怪
物

死

 
萃
香

⻤
神
 
ミ

シ
ン
グ
パ

ル
パ

 
萃
香
は

大
化
し
紅
魔
館
で
戦

た
怪
物
と
ぶ
つ
か
り
合
う

 
萃
香

そ
こ
を
ど
け

 
怪
物

人
の
命
は

 
萃
香

う
う

 
そ
し
て

分
と
咲
夜
は
と
い
う
と

 
玲
音

弾
で
も
食

と
け

狼
が

 
バ
キ

ン

バ
キ

ン

 
咲
夜

つ
い
で
に
銀
の

イ
フ
も
サ

ス
よ

 

発
の
蒼
炎
を
纏
わ
せ
た
弾
丸
と
咲
夜
が
無
数
の

イ
フ
を
投

し

撃
す
る
が
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ガ
キ
ン

キ
ン

ガ
キ
ン

ギ
ン

 

狛

ガ
ル
ル
ル
ル
ル
ル
ル

 
全
て
を

刀
で
弾
き
飛
ば
し
た

 

狛

全
て
を
食
ら
い
つ
く
し
て
や
ろ
う

 

逆
手
に
刀
を

ち

分
と
咲
夜
目

け
て
刀
を

る

て
く
る

 
玲
音

咲
夜
は

護
を
し
て
く
れ
そ
れ
と
少
し
ば
か
し
だ

 
が

く
な
る

 
咲
夜

分
か

た
わ

 
そ
う
言
う
と
咲
夜
は
後
ろ
へ
と
下
が
り

分
は

狛
の
逆
手
に
よ
る

刀

撃
を
受
け
流
し

て
い
く

 

狛

い
い

に
斬
ら
れ
ろ

 
玲
音

良
い

 
ザ
シ

 
受
け
流
す
の
を

め

狛
に

体
を
斬
ら
れ
る

 

狛

貴
様
は
バ
カ
か

は
い
そ
う
で
す
と
斬
ら
れ
る
と
は
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バ
カ
に
も
程
が

 
と

言

て
い
る
た
め
現
実
を
分
か
ら
せ
る
た
め
に

狛
の

刀
の
刀

を

る

 

狛

貴
様
な
ん
の
真

だ

 
玲
音

こ
れ
は
よ
お

が
う
る
せ

か
ら
使
わ

よ
う
に

 
し
て
ん
だ
が
見
せ
て
や
ら

リ
ア
ル

 

を
依
代
と
し
て
い
る
者
の
名
を
言
う
と

狛
の

後
か
ら

ご
と

き
つ
く
よ
う
に

リ

ア
ル
が
現
れ
る

 

リ

し
い
悲
鳴
を
聞
か
せ
て
ち

う
だ
い

 
ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
そ
う
言
う
と

分
も
ろ
と
も
発
火
し
蒼
炎
と
黒
炎
が

狛
を
包
み
込
む

 

狛

が

貴
様
ら

 
玲
音

さ

か
ら
な

咲
夜

 
咲
夜

幻

 
殺
人
ド

ル

 
そ
こ
に
咲
夜
の
追
い
討
ち
で
咲
夜
の
無
数
の

イ
フ
が
放
た
れ

 
ザ
シ

ザ
シ

ザ
シ

ザ
シ

ザ
シ
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分
も
ろ
と
も

狛
に

弾
す
る

 

狛

ガ

図
に

る

 
ん
じ

 
と

狛
は
大
き
く

ぶ
と

ん
で
い
る
刀

か
ら
怪
物
の

が

び

分
の

を

む

が

き
し
む
ぐ
ら
い
強
く

て
く
る

 
玲
音

ぐ

 
何
と
か

え
る
が
と
て
つ
も
な
い
ぐ
ら
い
に
強
す
ぎ
る

 

狛

い
い

に

せ
や

 
バ
キ

 
玲
音

ぐ

 

を
折
ら
れ
力
が

け
て
し
ま
う
と

狛
は
バ

ク
し
て
後
退
し
な
が
ら

リ
ア
ル
を
引
き

が
す

 
玲
音

は

は

 
炎
で
す
ぐ
に

や
し
折
れ
た

や

た

体
を
再
生
さ
せ
る

そ
し
て

狛
も

様
に

た

体
を
不

不
死
の
回
復
力
で
元
に
戻
る
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咲
夜

玲
音

 
玲
音

問

 
と

言

て
い
る
と

 
怪
物

ば

か

な

 

大
な
怪
物
は
倒
れ

天
す
る
を
確
認
し
た

ど
う
や
ら
萃
香
が
倒
し
て
く
れ
た
み
た
い
だ

そ
れ
に

り
を
見
て
み
る
と
大

に
い
た
怪
物
達
が
全
員

え
て
い
た

 
さ
と

こ

ち
は
終
わ
り
ま
し
た
よ

 
こ
い

後
は

狛
お
兄
ち

ん
だ
け
だ
よ

 
萃
香

さ
て
と

狛
は

ら
れ
る
覚

は
出
来
て
は
い
る
か

 
な

 
ど
う
や
ら

狛
と
相
手
し
て
い
る
間
に
終
わ
ら
せ
た
み
た
い
だ

す
る
と

狛
は

を
見
せ

て
怒
り
の
目
で

方
を
見
て
く
る

 

狛

こ
れ
だ
け
は
使
わ
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
が
も
う

 
め
だ

 
そ
う
言
う
と

狛
は

ケ

ト
か
ら
何
か
の

体
が

た

を
出
す
と

を
開
け
一
気
に
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み

す
と

 

狛

グ

ガ

 

し
そ
う
に

び
を
あ

る

そ
し
て

血
し
真

と
な

た
目
で

方
を
見
る
と
み
る
み

る
と

大
化
し
て
い
き
天
狗
の
里
の
時
と

じ

大
な
狼
へ
と

を
変
え
た

 

狛

貴
様
ラ
は
今
日

で
居

 

大
は

を
開
け

狛
は

分
達
目

け
て
襲
い
か
か

て
き
た

 
玲
音

舞
え
蒼
炎
よ

 
ガ
ン

レ

ド
を

ぎ
で
一

し
蒼
炎
を
放
つ

だ
が
当
た
る

前
で

狛
は

が

た
裂
け
目
へ
と

て

え
る

 
玲
音

ち

後
ろ
か

 
さ
と

玲
音
さ
ん

め
前
方
で
す

 
さ
と
り
の
言

た
方
を
向
く
と
も
う

に

狛
は
裂
け
目
か
ら

を
出
し
始
め
て
い
た

 
咲
夜

時
よ

ま
れ

 
咲
夜
の
能
力
が
発
動
し
時
が

ま
る

す
ぐ
に
咲
夜
は
玲
音
を

さ
せ
能
力
を
解
除
す
る
と

狛
の
突
進
は
空
を

る
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狛

ギ
ざ
ま
ら

 
萃
香

夢
 

⻤

り
の
術

 
萃
香
の

に

く
鎖
が

狛
を

り

け
る

 
萃
香

こ
れ
が
あ
の

狛
か
い
何
て
力
な
の

 

狛
は

れ
鎖
か
ら

け
よ
う
と
す
る
が
萃
香
は

そ
う
に

死
に

え
る

そ
れ

ど
強
い

力
と
い
う
事
だ
ろ
う
か

な
ら
ば
す
ぐ
に

を
つ
け
な
け
れ
ば

 
玲
音

秘
技
 
蒼
炎
魔
斬

 
咲
夜

奇
術
 

タ

ル
ミ

ク

 
こ
い

本
能
 
イ
ド
の
解
放

 
さ
と

想
起
 

術

 
ス

ル
を
発
動
さ
せ

で
き
ず

ら
れ
る

狛
へ
と
放
つ

 

ン

ン

 

弾
を
す
る
が
し
か
し

狛
は
ひ
る
ま
ず
今
も
鎖
か
ら
逃
れ
よ
う
と

て
い
る

 
咲
夜

こ
れ
だ
け
の
弾
幕
を
受
け
て
も

 
さ
と

力

不
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こ
い

ど
う
し
よ
う
こ
れ

 
さ
と
り
と
こ
い
し
は

か
な
事
を
し
た
の
か
も
し
れ
な
い

何

な
ら
ば

 

狛

ロ
ス

ロ
ス

ロ
ス

ロ
ス

ロ
ス

 

ロ
ス

ロ
ス

ロ
ス

ロ
ス

ロ
ス

 

ロ
ス

ロ
ス

ロ
ス

ロ
ス

ロ
ス

 

ロ
ス

ロ
ス

ロ
ス

ロ
ス

ロ
ス

 

ロ
ス

ロ
ス

ロ
ス

ロ
ス

ロ
ス

 

ロ
ス

ロ
ス

ロ
ス

ロ
ス

ロ
ス

 

ロ
ス

ぶ
ち
殺

 
怒
り
に
よ
る

倒
的
な
力
に
鎖
は

ち
上

れ
た

 
萃
香

嘘

 
す
ぐ
に

る
の
を

め
萃
香
は
気
体
と
な

て

を
と
る

 
咲
夜

時
よ

ま

 

狛

さ
せ
る
が

 
前

を
裂
け
目
へ
と
い
れ
る
と
そ
れ
は
咲
夜
の
真

へ
と
現
れ
咲
夜
を
弾
き
飛
ば
し
た
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咲
夜

が
は

 
さ
と

な

 
玲
音

咲
夜

 

と
ば
さ
れ
た
咲
夜
の

中
に

り

分
が
ク

シ

ン
に
な
る

そ
し
て
思

た
結
構

い
と

 
咲
夜

つ
つ

玲
音

 
玲
音

良
い
か
ら
降
り
ろ

ま
た
来
る

 
咲
夜

な

 
萃
香

さ
せ
な
い
よ

 
萃
香
が

り

狛
の

み
つ
け

撃
を

え
て
く
れ
た

 
玲
音

す
ま

 
咲
夜

き

玲
音

 
そ
の
間
に
咲
夜
を
姫
様
だ

こ
し
て
脱
出
し

す

 
玲
音

大

か

 
咲
夜

え
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萃
香

う
わ

 
玲
音

よ

と

 

と
ば
さ
れ
て
来
た
萃
香
を
キ

す
る

 

狛

ち

こ
マ
か
と
ス
ル
な

 
さ
と

こ
い
し

 
こ
い

う
わ

と
と

 
さ
と
り
と
こ
い
し
は
何
と
か

狛
の

撃
を

け
て
い
た

し
か
し
ど
う
し
た
も
の
か

ま
さ

か
こ
こ
ま
で
大

れ
す
る
と
は
正

な
話
で
動
力
室
を
壊
す
の
は
目
的
で
は
あ

た
が
も
う

狛

が
大

れ
し
た
せ
い
で
滅

滅

な
の
は
確
か
だ

そ
う
な
る
と
レ

ザ

は
問

な
さ
そ
う
だ

が

狛
を
ど
う

め
る
か
と
考
え
て
い
る
と

 

狛

こ

ぐ

 

狛
が

を
上

て

し
み
だ
し
た

何
事
だ
と
思

て
い
る
と

狛
は

や

を
無

別

に

撃
を
し
て
い
く

ま
る
で

分
達
が
分
か
ら
な
い
か
の
よ
う
に
こ
の
時
に
思

た

狛
が

ん
だ
あ
の

の
事
を

ら
く
あ
れ
は
ド

ン
グ

か
何
か
な
の
だ
ろ
う
が
そ
れ
の

用
か

は
分
か
ら
な
い
が
理
性
が
な
く
な

て
い
る

だ
が
そ
れ
は
あ
る
意

で

ン
ス
だ
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玲
音

そ
こ
の
小

ロ
リ
そ
い
つ
の
心
は
聞
こ
え
る
か

 
さ
と

が

い
い
え

先
程
か
ら
で
し
た
が
急
に

 
聞
こ
え
な
く
な
り
ま
し
た

ま
る
で

走
し
て
い
る

 
み
た
い
で
す

 
玲
音

や

り
か

な
ら
お
前
達
全
員
に
頼
み
た
い

 

奴
の

撃
が
当
た
ら
な
い
程
度
に

撃
を
し
た
り

 
し
て
遊
撃
を
し
て
く
れ

 
さ
と

そ
う
い
う
事
で
す
か
分
か
り
ま
し
た
こ
い
し

 
や
る
わ
よ

 
こ
い

良
い
よ

 
そ
う
言
い
古
明
地
姉
妹
は

れ
る

狛
に
ま
た

撃
を
始
め
た

 
萃
香

な
ら

も
や
り
ま
す
か

 
そ
し
て
萃
香
も
倒
れ
た

を

ち
上

て

狛
へ
と

り
か
か

て
い

た

咲
夜
も
向
か
お

う
と
し
た
が

 
玲
音

咲
夜
は

て
く
れ
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咲
夜

何
を
す
る
の
よ

 
玲
音

り

を

る
の
さ

 
ガ
ン

レ

ド
を
構
え

の
魔
力
を
解
放
し
て
い
く

 
玲
音

リ
ア
ル

に
て
め

の
力
を
よ
こ
せ

全
て
を

 

や
す
そ
の
炎
を
全
て
を
再
起
さ
せ
る
炎
を

 
と

を
す
る
と

リ
ア
ル
が

の

中
に
現
れ
る

 

リ

良
い
わ
よ
玲
音

約
に
従
い
ま
し

う

 

の
蒼
炎
と

リ
ア
ル
の
黒
炎
が
合
わ
さ
り
紫
炎
へ
と
変
わ
る

そ
し
て
そ
の
紫
炎
は

の

体
か
ら

そ
し
て
ガ
ン

レ

ド
へ
と
行
き

り
炎
を

や
す

 
玲
音

本
来
な
ら
こ
れ
は
相
手
と

近

じ

な
き

使

 
え

し

も

カ
イ
だ
か
ら

方
や
ら
が
い
た

 
ん
じ

普
通
は
使
え

が

 
咲
夜

そ
う
言
う
こ
と

分
か

た
わ

 
そ
う
言
い
咲
夜
は
時

を
出
す
と
時
を

め
た

そ
し
て
時
が

ま
り
動
か
な
く
な

た
玲
音

を

ち
上

て
時
が

ま
り
動
か
な
く
な

た

狛
の
目
の
前
へ
と

ぶ

そ
し
て
戦
う
萃
香
に
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さ
と
り
に
こ
い
し
を
回

し
外
の
安
全
地

ま
で

び
ま
た
中
へ
と

て
玲
音
の

に
向
か

て  
咲
夜

せ
た
わ
よ
玲
音

 

回
キ
ス
を
し
て
ま
た

屋
か
ら
出
て
安
全
な
場
所
へ
と

動
し
時

を
出
し
て
一
言

 
咲
夜

そ
し
て
時
は
動
き
出
す

 
と

き
時
は
戻
る

狛
の
目
の
前
に
現
れ
た
玲
音
は
不

に
笑
う

 
玲
音

は
は
は
は
は

あ
り
が
と
う
な
咲
夜

 

狛

ガ

 

狛
が

方
に
気

き

大
な

で

み
つ
い
て
こ
よ
う
と
し
て
く
る
が
も
う
遅
い

 
玲
音

終
炎

 
ラ
ス
ト
ジ

カ

 
斬
り
上

と

時
に

大
な
紫
炎
の
火

が
現
れ

狛
を

や
し
そ
し
て
そ
れ
に
続
き

り

に
も

大
な
火

が
上
が
り

狛
目

け
て
襲
い

か
る

 

狛

ざ

ル
な

 
玲
音

ア

オ
ス
だ

狛
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バ
キ

ン

 

狛
の
目

け
ガ
ン

レ

ド
を
構
え
そ
の

か
ら

発
の
弾
丸
を

狛
へ
と
放

た

間 
ド
ガ

ン

 
大

発
が
起
き
白
い
光
が

分
も
ろ
と
も

狛
を

み
込
む
の
だ

た

 
狗
神

そ
ん
じ

今
回
も
あ
り
が
と
な

 
鈴

あ
り
が
と
う

 
神
楽

や
は
り

の
定
で
怠
惰
さ
ん
が
い
ま
せ
ん

 
狗
神

あ
の
野

は

 
鈴

何
か
怠
惰
の
事
だ
か
ら
現
世
に
ま
で
戻

て
カ

 
を

て
そ
う

 
狗
神

な
ん
だ
そ
の
カ

て
カ

だ
ろ

 
鈴

え

カ

じ

な
い
の
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神
楽

え

と
こ
こ
は
え

と

 
狗
神

何
処
の

人

電
波
少
女
だ

 
神
楽

は
う

り
遅
れ
ま
し
た

 
狗
神

な

何
が
ど
う
し
た
ん
だ

 
神
楽

い
や

の
立
ち

が
あ
や

や
な
の
で
ツ

ミ

 
の

強
を
し
よ
う
と
思

て
ま
し
て

 
鈴

え

な
ら

神
楽
ち

ん

て

と

と
か
さ

 
バ
キ

ン

と
か
し
て
る
の

 
神
楽

し
て
ま
せ
ん

 
狗
神

お
前

何
処

の
変

鳥
の

が
感
染
し
て
る

 
鈴

う
よ

感
染
し
て
な
い
よ

こ
れ
は
昔
の

リ

 

今
だ
か
ら
思
い
出
す
け
ど
こ
れ
を
昔
に

 
に
言

た
ら
ま
る
で

ミ
を
見
る
よ
う
な
目
で
見
ら

 
れ
た
な

も
し
か
し
た
ら
本
当
に
あ

 
神
楽

鈴

さ
ん
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狗
神

と
り
あ
え
ず
今
回
は
こ
こ
ま
で
だ

 
神
楽

え

で
は
え

と

者
様
ま
た
次
回
も
お
願
い

し

 
ま
す

 
狗
神

じ

あ
な

 
鈴

の

帰

て
き
て
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第
２
４
５
話
 
動
力
室
戦
決
着

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

今
回
伝
え
た
い
事
が
あ
り
ま
し
て
今

の

日
は

事
情
の
た
め
お
休
み
を
さ
せ
て
も
う
と
い
う
事
を
お
伝
え
し
た
く
て
書
か
せ
て

頂
き
ま
し
た

不

で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
理

等
は
動
報
告
に
て
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で

ご
了

を
下
さ
い

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
咲
夜
に
よ

て

動
さ
せ
ら
れ
た
さ
と
り
こ
い
し
萃
香
は
突
然
目
の
前
に

が
る
光
景
の

変
化
に

い
て
い
た

 
さ
と

な

 
こ
い

あ
れ
れ

 
萃
香

こ
れ
は
奇
術
だ

 
等
と
言

て
い
る
と

 
ド
ガ

ン



 第２４５話 動力室戦決着

 
と

大

発
す
る
音
が
聞
こ
え
一

だ
が
体
が

ク
リ
と

え
た

 
さ
と

何
で
す
か
今
の
は

 
こ
い

い
音
だ

た

 
萃
香

と
り
あ
え
ず
こ

ち
の
ド
ア
か
ら
出
よ
う
か

 
と

ド
ア
か
ら
出
て

り
を
確
認
し
よ
う
と
す
る
と

 
咲
夜

あ
の

 
萃
香

ん

お
や
い
た
の
か
い

 
後
ろ
に
咲
夜
が
立

て
い
た

た
だ
気
に
な
る
の
は

 
咲
夜

え

 
萃
香

そ
う
か
い
所
で
お
前
さ
ん
の

那
は
ど
う
し
た
の

 
咲
夜

だ

が

那
で
す
か

た
だ
の
先

と
後

の
関

 
係
で
す

 
こ
い

ん
お
姉
ち

ん
と

じ
感
じ
が
す
る

 
さ
と

え

 
さ
と
り
は
ジ

と
咲
夜
を
見
る
と

れ
み
の
笑
み
で
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さ
と

張

て
下
さ
い

 
咲
夜

だ
か
ら
何
が
で
し

う
か

て
そ
う
で
は
な
く

 
て
玲
音
の
所
に
行
き
ま
し

う

 
そ
う
言
い
咲
夜
は
歩
き
出
し

分
達
も
着
い
て
い
く

そ
し
て

を
曲
が

た
所
で

は
気
づ

く

り
一
面
が
丸

に
な

て
い
る
事
に

 
さ
と

な

何
が

 
こ
い

あ
れ

 
こ
い
し
が

す
方
向
を
見
る
と
そ
こ
に
は
玲
音
が
倒
れ
て
い
た

 
咲
夜

玲
音

 
咲
夜
は
走

て
玲
音
の
元
へ
と
近
づ
き
上

だ
け
起
こ
す
と

 
玲
音

よ

よ

何
と
か
や

た

 
萃
香

立
て
る
か
い

 
玲
音

い
や
今
は
ち
と
無
理
だ
な

 
ラ
ス
ト
ジ

カ

と
い
う
大
技
は
元
々
は
図
書
館
に
侵

し
本
を

り
パ
ク
し
て
い
く
シ

フ
の
フ

イ

ル
ス
パ

ク
を

ル
に
開
発
し
た
最
後
の

り

的
な
大
技
だ
が
こ
れ
を
使
う
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と

の
魔
力
を
一
気
に

失
し
数
分
は
立
つ
の
が

く
な
る
の
が

メ
リ

ト
な
所
だ

 
さ
と

そ
う
言
え
ば

狛
さ
ん
は

 
こ
い

言
わ
れ
て
み
る
と

狛
お
兄
ち

ん
が
い
な
い

 
何
処
に
い
る
の
だ
ろ
う
か
思

て
い
る
と
突
然
瓦
礫
が
動
き
そ
こ
か
ら
ボ
ロ
ボ
ロ
と
な

た

狛
が
出
て
く
る

 

狛

何

だ

何

 

を
す
る
と

時
に

狛
の

か
ら
大

の
血
が

き
出
さ
れ
る

ら
く
こ
れ
は

狛
が

ん
だ

の

用
で
あ
る
の
は
間

い
は
無
さ
そ
う
だ

 

狛

は
力

全
て

さ
セ
ル
力
を

 
玲
音

い
い

に
し
ろ

狛

今
の
て
め

は

い
ん
だ

 
よ

む
し
ろ
そ
う
な
る
前
の
あ
の
頃
の
て
め

の
方

 
が
何

も
強
か

た

今
の
闘

本
能
を

め
る

 
頃
よ
り
も
な

 
咲
夜

そ
れ
は
言
え
る
わ
永
夜
異
変
や
貴
方
達
が
引
き
起
こ

 
し
た
理
禍
畏
異
変
の
時
の
貴
方
の
方
が
今
よ
り
も
何
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も
強
か

た
わ
よ

 

狛

な

何

と

 
さ
と

貴
方
は
た
だ
強
い
だ
け
で
な
い
む
し
ろ
賢
く
優
し

 
か

た
か
ら
命
の

さ
を
も
知

て
い
た
だ
か
ら
こ

 
そ
貴
方
は
強
か

た
ん
で
す
よ

狛
さ
ん

 
こ
い

お
姉
ち

ん
の
言
う
通
り
だ
よ

狛
お
兄
ち

ん

 
萃
香

あ

実

と
い
う
の
は
こ
の
事
か
も

 
と

分
も

め

は

狛
に
言
う
と

狛
は
地
面
に

を
つ
け
座

た

今
な
ら

ン
ス

だ
ろ
う

 
玲
音

咲
夜

 

ケ

ト
か
ら
怠
惰
に

た
注
射

を
し
咲
夜
に

す

 
咲
夜

分
か

た
わ

 
そ
う
言
う
と
咲
夜
は

狛
に
目

け
て
注
射

を
投

し
た

そ
し
て
そ
の
注
射

は
見
事
に

狛
の
首

に
刺
さ

た

と
い
う
か

狛
は

の

勢
を
見
せ
な
か

た

 

狛

に

ハ
通
用
し

イ
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咲
夜

う
わ
よ

 
玲
音

あ

そ
い
つ
は
お
前
を
元
に
戻
す

だ

 

狛

ソ
う

ぐ

 

狛
は

ら

ら
と
体
を

ら
し
な
が
ら

ろ
と
な
り
つ
つ

分
達
に

 

狛

感

す
ル
少
し
分
カ

た
気
が
ス
る
そ
レ
と
頼

 
み
た
い

の
バ
カ
な
妹
を
ウ
ル
せ

業
者
を
そ
れ

 
か
ラ

か

王
を
い
や
マ
ス
タ

を
頼

 
ザ
シ

 
目
を

に
し
た

何

な
ら

狛
の

を
何
か
が

い
た
か
ら
だ

 

 

狛

メ
だ
よ
裏

り
は
さ

 
玲
音

て
め

 
さ
と

り

理
久
兎
さ
ん

 
こ
い

理
久
兎

お
兄
ち

ん

 

分
達
の
目
の
前
に
ま
さ
か
の
ラ
ス
ボ
ス
で
あ
ろ
う
理
久
兎
が
い
た
の
だ

 
理
 

は

そ
れ
よ
か
動
力
ま
で
も

さ
れ
る
と
は
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れ

た
よ

 
咲
夜

お

め
く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
理
 

ア
ハ
ハ
ハ

外
に

ア
が
あ
る

 
そ
う
言
う
と
理
久
兎
は
手
を

る
と

狛
に
異
変
が
起
き
る

狛
が
急
に
発
光
し
出
し
た

の
だ

 
さ
と

な

何

 
こ
い

し
い

 
萃
香

く

 
光
が

む
と

狛
の

は
な
く
そ
こ
に
は

わ

わ
と

か
ぶ
玉
が
あ

た

す
る
と
玉
は
理

久
兎
の
元
へ
と
飛
ん
で
い
き
理
久
兎
は
そ
れ
を
手
に

る

 
理
 

そ
れ
じ

は
帰
る

張

て
最
深

に
来
れ

 
る
と
良
い

 
玲
音

こ
の
野

 
バ
キ

ン

 
何
と
か

を
動
か
し
ガ
ン

レ

ド
に
込
め
て
る
弾
丸
を
ぶ
ち
こ
む
が
理
久
兎
は
そ
れ
を
人
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し

と
中

で

ん
で

に

め
た

 
理
 

無

だ
よ

だ
け
ど
そ
の

勢
は
か

て
あ

る

 
そ
う
言
い
理
久
兎
は

分
達
の
前
か
ら

を

し
た

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

 
こ
い

理
久
兎
お
兄
ち

ん
お
姉
ち

ん
を
悲
し
ま
せ
る
な

 

て
言

た
の
に
な

く

に

イ
フ
で
も
刺
そ

 
う
か
な

 
咲
夜

物
騒

け
ど
れ
ぐ
ら
い
の
事
は
し
な
い
と

メ

 
玲
音

と
り
あ
え
ず
よ

 

分
は
瓦
礫
の
方
に

す

は
そ
こ
の
方
を
向
く
と

が
瓦
礫
か
ら
出
て
い
た

 
玲
音

全
員
の

を
し
よ
う

お
前
の
仲
間
な
ん
だ
ろ

 
萃
香

あ

ら
く
は

 
こ
い

な
ら

は

か
い
な
い
か
呼
ん
で
く
る

 
さ
と

萃
香
さ
ん
手
伝
い
ま
す

 
そ
う
言
い
萃
香
は
瓦
礫
を
ど
か
し
始
め
さ
と
り
は
萃
香
の

護
に
回
り
こ
い
し
は

か
い
な
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い
か
を
呼
び
に
向
か

て
い

た

分
は
何

だ
か
分
か
ら
な
い
が
咲
夜
が

を
し
て
く
れ

る 
玲
音

悪
い
な

て
か
何
で

 
咲
夜

サ

ス
よ
女
か
ら

な
ん
て
男
か
ら
し
た
ら
大

 

び
で
し

 
玲
音

ド

な
メ
イ
ド
に
や
ら
れ
て
も

し
く
は

 
よ

 
咲
夜

な
ん
な
ら

き
も
し
て
あ

ま
し

う
か

 

イ
フ
を
ち
ら
つ
か
せ
な
が
ら

笑
む

き

前
に
何
す
る
つ
も
り
だ

 
玲
音

遠

し
て
お
く

 
咲
夜

そ
う

 
そ
う
し
て
動
力
室
で
の

狛
と
の
対
決
は
幕
を
閉
じ
た
の
だ

た
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怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
晴
明

あ
れ

今
日
は
あ
の

人
と

と
か
で
は
な
い
ん

 
で
す

 
怠
惰

ま

今
回
は

ち

と
裏
話
を
し
よ
う
と
思

て

 

決
し
て

タ
バ
レ

と
か
そ
う
い
う

念
は
な

 
い
か
ら
さ

 
晴
明

ど
ん
な
話
で
す
か

 
怠
惰

ま

今
回
戦

た

狛
の
小
話
に
つ
い
て

 
晴
明

定
と
か
に
つ
い
て
で
す
か

 
怠
惰

ま

約
す
る
と

で
本

だ
け
ど
ま
ず

狛
は

 
ま

本
編
で
も
語

て
る
と
は
思
う
け
れ
ど
悪
魔
殺

 
し
は
元
の
性
格
を
破
壊
す
る

て
の
は
分
か
る
と
は

 
思
う
け
ど
実
は

あ
く
ま
で
変
わ
る
の
は
性
格
だ
け

 
で
あ

て
記
憶
は
う
ろ
覚
え
に
は
な
る
け
ど

え
な

 
い
ん
だ
よ

こ
れ
ま
で
の

を
見
て
い
る
と

理
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久
兎
が
異

な
だ
け
で

 
晴
明

え

じ

あ

 
怠
惰

ま

あ

ち
を
見
て
く
だ
さ
る
方
々
な
ら
分
か
る
け

 
ど

狛
と
耶
狛
は
理
久
兎
に
出
会
う
ま
で
は

絶
な

 

ら
し
を

て
い
た
ん
だ
よ

 
晴
明

絶
な

ら
し

て

 
怠
惰

ま

ち

と

タ
バ
レ
に
な
る
け
ど
育

放

を

 
受
け
て
生
ま
れ
て

年
も
経

て
い
な
い
状

で
耶

 
狛
共
々
で

れ
か
ら
見
放
さ
れ
た

 
晴
明

え

 
怠
惰

だ
か
ら
こ
そ
こ
の
ウ

ル
ス
に
感
染
し
た

狛
は
こ

 
の

絶
な
記
憶
か
ら
こ
れ
ま
で
見
せ
な
か

た
獣
の

 
本
能
そ
し
て

分
や
妹
を
見

て
た
こ
の
狼
の

れ

 
い
や
こ
の
世
界
に

し
み
を

ち
強
さ
を

て
復

 

す
る
た
め
に
力
に
執
着
す
る
よ
う
に
な

た

て
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の
が
裏

定
な
ん
だ
よ

 
晴
明

そ
う
だ

た
ん
で
す
か
ま
さ
か
そ
ん
な
過
去
が

 
怠
惰

だ
か
ら
こ
そ
最
後
に
な

て
玲
音
達
に

さ
れ
楽
し

 
か

た
頃
つ
ま
り
理
久
兎
に
出
会

た
事
そ
し
て
感

 

し
忠

を

て
い
た
事
そ
し
て
笑
い
あ

て
い

 
た
時
の
感
情
を
思
い
出
し
た
か
ら
最
後
に
理
久
兎
に

 
殺
ら
れ
る
前
に
言
い

し
た

て
の
が
ま

狛
の

 

定
を

ま
え
た
解
説
か
な

 
晴
明

そ
う
だ

た
ん
で
す
か

 
怠
惰

そ
う
な
ん
だ
よ

て
ま
ず
い

を
使
い
過
ぎ

 
ち
ま

た

と
り
あ
え
ず
今
回
は
こ
こ
ま
で

ま
た

 
こ
の
裏
話
は
従
者
達
ま
た
は
理
久
兎
と
の
戦
い
で
決

 
着
を
つ
け
た
ら
ま
た
書
く
の
で
よ
ろ
し
く

 
晴
明

そ
れ
で
は

者
様

 
怠
惰

サ
ラ

バ
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第
２
４
６
話
 
不
思
議
な
屋
敷
の
戦
い

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

ま
た
大

を
し
て
し
ま

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

る
時
の
記

憶
が
な
く
そ
し
て
体
が

れ
て
い
る
な
と
思

て
し
ま
う
と
共
に
娯
楽
に

や
す
時
間
が
な
い
な

と
思

て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す

失

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 

は
変
わ
り

子
を
越
え
た
紫

天
子

妖
夢
の

人
は
竹
林
へ
と
出
た

 
紫
 

む

こ
れ
は
一
体

 
天
子

面
白
い
仕

け

 

さ
ん
あ
れ
を

 
妖
夢

屋
敷

 

の

す
方
向
に
⻄

の
大
き
な
屋
敷
が
あ

た

と
い
う
か
竹
林
に
⻄

の
屋
敷
と
は

合

て
な
い
の
に
も
程
が
あ
る

そ
れ
な
ら
ば
日
本
の
和
風
屋
敷
の
方
が
絶
対
に

合
う
気
が
す

る
と

は
思

た
だ
ろ
う
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天
子

処
に
い
る
の
よ

 

も
う
い
ま
す
よ
的
な
オ

ラ
で
す
よ

 
妖
夢

し
つ
つ
行
き
ま
し

う
か

 
紫
 

そ
う

 
そ
う
し
て

人
は
何
事
も
な
く
屋
敷
の
前
へ
と

動
す
る

そ
し
て
門
を
開
け
中
へ
と

る

と
普
通
の
大
き
な
お
屋
敷
だ

 

何
か

が
出
そ
う
で
す

や

 
妖
夢

な

何
で
す
か
そ
の

⻤

て

 
紫
 

あ

見
た
こ
と
あ
る
わ

確
か
小
説
に
も
な

て

 
た
わ

 
妖
夢

ゆ

紫
様
そ
の
内
容

て

 
紫
 

人

外
の
全
員
が
食
人
⻤
に
食
わ
れ
る
話
よ

 
そ
れ
を
聞
い
た
妖
夢
の

は

ざ
め
て
い
た

と
い
う
か
ど
ん
だ
け

が
り
な
ん
だ

 
天
子

ん
な
ら
一
番
の

者
は
貴
女
か
し
ら

 
お
得
意
の
能
力
も
使
え
な
い
み
た
い
だ
し
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紫
 

あ
ら

日

的
な
桃
し
か
食
べ
て
な
い

的
な

 
お

の
貴
女
じ

な
い
か
し
ら

 
天
子

仕
方
な
い
じ

な
い
天
界
に
は
桃
し
か
な
い
ん
だ
か

 
ら

日

食

ザ

ト
で
桃
が
つ
く
け
ど

き
る

 
わ
よ

 

い
え
聞
い
て
ま
せ
ん
よ
そ
こ
ま
で
は

 
と

言
い
合

て
い
る
そ
の
時
だ

た

 

 

あ
ら
あ
ら
喧
嘩
と
は

い
事

 
聞
い
た
こ
と
の
あ
る

が
屋
敷
の
何
処
か
ら
か

き
聞
こ
え
て
く
る

そ
れ
は

的
の

人

で
あ
る
耶
狛
の

だ

 
紫
 

耶
狛

何
処
に
い
る
の

 
耶
狛

さ

て
何
処
か
し
ら

 
天
子

あ
ら
貴
女
は

病
者
か
し
ら

も
見
せ
ず
に

だ

 
け
と
か

大

な
も
ん

 
天
子
が

発
を

え
て
言
う

耶
狛
を
こ
こ
に
出
そ
う
と
す
る
考
え
だ
ろ
う
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耶
狛

え

は

兄
や
ア

は

業
者
と
は

う
も
の

 
知
略
や
策
略
を

て
貴
女
達
と

を
し
よ
う

 
と
思

て

 
ガ

ガ

ガ

ガ

 
と

耶
狛
が

と
言

た
時
と

時
に
不
思
議
な
音
が

い
て
く
る

す
る
と

 
バ
タ
ン

 
ド
ア
が
勢
い
よ
く
開
き
そ
こ
か
ら

に
包
ま
れ
た

士
が

ろ

ろ
と
出
て
く
る
と
そ
の

場
で

を
構
え
て

ま
る

 
耶
狛

そ
れ
じ

ル

ル
を
説
明
す
る
わ

限
時
間
は

時

 
間
よ
そ
の
間
で
貴
方
達
が

を
倒
せ
た
ら

は

 
貴
方
達
の

ち
よ
そ
し
て
敗
北
の

件
は
と

て
も

 

よ

限
時
間
の

時
間
の
間
に

を
倒
せ
な
か

 

た
ら
貴
方
達
の
負
け
よ

と

て
も

 
で
シ
ン

ル
イ

マ

ラ
ス
で
し

 
天
子

え

確
か
に
そ
う
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な
ら
耶
狛
さ
ん

け
を
し
ま
せ
ん
か

達
が

 
こ
の

に

て
た
ら
貴
女
は

達
の
言
う
事
を

 

つ
何
で
も
き
い
て
も
ら
い
ま
す
が

 

が
そ
う
言
う
と

の

人
は
お
い
お
い
と

然
す
る

そ
し
て
す
ぐ
に
返
事
が
返

て

く
る

 
耶
狛

構
わ
な
い
わ
な
ら

が

た
ら
貴
女
達

人
に
は

 
そ
う

気
に
合
わ
せ
て
人

に
で
も
な

て

 

い
ま
し

う
か

 
紫
 

良
い
わ
よ
そ
れ
で

 
紫
は

つ
気
満
々
で
そ
う
言
う

 
耶
狛

な
ら
決
ま
り

時

の
音
が

回
鳴

た

間
が
貴

 
女
達
の
敗
北
よ

 
そ
う
言

た

間

士
達
は
紫
達
に

を
向
け
る
と
襲
い
か
か

て
く
る

 
天
子

上
等
よ

 
妖
夢

紫
様
下
が

て
い
て
く
だ
さ
い
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天
子
は
緋
想
の

を
妖
夢
は
桜
観

と
白
桜

を

ち

士
達
と

戦
を
始
め
た

 

こ
の

 
そ
し
て
何
体
か
は

と
紫
に
向
か

て
く
る
が

 

こ
の

 

の
弾
幕
を
数
は
つ
当
て
て
撃
退
す
る

だ
が
そ
ん
な
最
中
で
紫
は

に
手
を
当
て
て
何
か

考
え
て
い
た

 
天
子

こ
の

 
妖
夢

は

 
ジ

キ
ン

 

戦
を
す
る

人
が

士
を
斬
り

が
弾
幕
を
当
て
る
と

士
達
は
バ
ラ
バ
ラ
に
な

り
倒
れ
て
い
く

ま
る
で
中

が
な
い

を

が
着

て
い
た
か
の
よ
う
に
だ

 
天
子

ち

と

あ
ん
た
も
少
し
は

に
立

た
ら

 
紫
 

そ
う

な
ら
と
り
あ
え
ず
一

引
く
わ
よ

 
天
子

は

 

妖
夢
さ
ん
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妖
夢

問

あ
り
ま
せ
ん

 
目
を

り
刀
を
構
え
た
妖
夢
一

お
い
て

 
妖
夢

技
 
桜
花

々

 
妖
夢
の
高

の
辻
斬
り

技
に
よ
り

士
達
は
一

で
斬
ら
れ
バ
ラ
バ
ラ
と
な
る

そ
し
て

へ
の
道
が
開
け
た

 
妖
夢

こ
ち
ら
へ

 
天
子

え

 

行
き
ま
し

う

 
紫
 

そ
う

 
そ
う
し
て

人
は

へ
そ
し
て
更
に

そ
し
て

へ
と

け
上
が
り

当
な
一
室

へ
と
逃

込
み
ド
ア
を
閉
め
そ
の
場
で

す
る
と

 
ガ

ガ

ガ

ガ

ガ

 

士
達
は
通
り
す
ぎ

て
行

た
の
か
音
が

え
た

と
り
あ
え
ず
は
一
安
心
だ
ろ
う

 
妖
夢

行
き
ま
し
た

 
紫
 

え
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み
た
い
で
す

 
天
子

て
か
こ
こ

て

 
見
て
み
る
と
そ
こ
は
大
き
な

ン
ス

ル
だ

 
天
子

こ

こ
れ
は
流
石
に
ス
ケ

ル
あ
る
わ

 

ま
る
で
お
姫
様
に
な

た
気
分
で
す

 
妖
夢

悪
い
気
は
あ
ま
り
な
い
で
す

そ
れ
は

 
紫
 

ま
だ
ま
だ
子

 
等
と
言

て
い
る
と

 
ギ

 
と

音
が
聞
こ
え

人
は

す
る

す
る
と

ン
ス

ル
の

に
あ
る

か
ら

か

が
出
て
く
る

人
は
見
て
分
か
る
の
は
タ
キ
シ

ド
を
着
た

士
そ
し
て
も
う

人
は
ド
レ

ス
に

を
包
ん
だ

女
だ

人
は
近
づ
く
も
一

を
す
る
と
聞
い
て
て
心
地
の
良
い
音
楽
が

流
れ
始
め
社

ン
ス
を

り
始
め
た

 

う
わ

社

ン
ス
と
は
お

落
で
す

 
妖
夢

紫
様
そ
の

風
と
は
こ
ん
な
感
じ
な
ん
で
す
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紫
 

え

そ
う
よ

何
度
か
パ
リ
で
見
た
事
も
あ
る
け
ど

 
忠
実
に
再
現
さ
れ
て
る
わ

 
天
子

ん

え

再
現

て

 
と

言

た

間

音
楽
は

ま
る

そ
し
て
急
に
激
し
い
音
楽
へ
と
変
わ

た

 

音
楽
が
変
わ

た

 
妖
夢

危
な
い

 

き

 
妖
夢
は

を

し
倒
す
と
何
か
が
風
を

る
音
が
聞
こ
え

に
何
か
が
刺
さ
る
音
が
し
た
た

め
見
る
と
そ
こ
に
は
見
る
か
ら
に

利
な

ガ

が
刺
さ

て
い
た

的
に
妖
夢
が

し
倒

さ
な
け
れ
ば
首
に
当
た

て
い
た
だ
ろ
う

 

ど

何
処
か
ら

 
天
子

そ
こ

 
ギ
ン

 
天
子
は
向
か

て
く
る

ガ

を
弾
く

そ
し
て

人
は
見
破
る
事
と
な
る
だ
ろ
う

そ
れ

は

人
が
ス

ン
を
す
る
旅
に

ガ

が

方
へ
と
飛
ば
さ
れ
て
き
て
い
る
の
だ
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天
子

こ
の

 
紫
 

は

 
天
子
が

ガ

を
弾
く

と
な
り
つ
つ
紫
が
弾
幕
を
放
ち
ま
ず

人
が
倒
れ
る

す
る
と

人

が
い
な
く
な

た

士
は
動
か
な
く
な
り
ぎ
こ
ち
な
い
動
き
を
し
た

間

 
ジ

キ

 
何
処
か
ら
と
も
な
く
二
刀
を
出
し
構
え
る
と

斬
り
を
仕

け
て
く
る

 
妖
夢

遅
い

 
ジ

キ
ン

 

士
の
一
撃
が

る
前
に
妖
夢
が
一
撃
を

え

士
を
斬
り

て
る

 
妖
夢

斬
れ
ぬ
物
な
ど
あ
ま
り
な
い

 
紫
 

見
事

 
紫
は
倒
れ
た

士
と
貴

人
の
元
へ
と
行
き

を
つ
い
て

べ
る

 
紫
 

人

 

人

 
妖
夢

ら
く
妖
力
か
何
か
の

で

ら
れ
て
い
た
の
か
も
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知
れ
ま
せ
ん

 
天
子

確
か
耶
狛
だ

た
わ
よ

奴
が

刀
の
力
で
物

 

に
命
を

え
る
と
か
何
と
か
言

て
た
わ

 
紫
 

物

に
命
を

え
る

 
と

言

て
い
る
と

 

ン

ン

 
後
ろ
の

か
ら
大
き
く
音
が
な
る

し
か
も
ガ

ガ

と
聞
こ
え
る
事
か
ら

士
達
が

こ
じ
開
け
よ
う
と
し
て
い
る
み
た
い
だ

 

あ
わ
わ
わ
わ
わ

 
紫
 

と
り
あ
え
ず
は
あ

ち
の

屋
に
隠
れ
ま
し

う

 
紫
は
貴

人
が
出
て
き
た

の

を

し
言
い

は

く
と
す
ぐ
に
中
へ
と

る

そ
し

て 
ガ
タ
ン

 
と

が
壊
さ
れ
る
音
が
な
る

ど
う
や
ら

て
き
た
よ
う
だ

こ
の
ま
ま
だ
と
見
つ
か
り

そ
う
だ
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紫
 

む
ど
う
し
ま
し

う
か

 
天
子

そ
れ
よ
り
こ
こ
は

 
妖
夢

ド
レ
ス
に

が

山
そ
れ
か
ら
化

も
あ
り
ま
す

  

女
の
子
な
ら

度
は

れ
る
ド
レ

シ
ン
グ
ル

 
で
す

こ
こ

 
ど
う
や
ら

人
は
ド
レ

シ
ン
グ
ル

に

た
み
た
い
だ

 

度
は
こ
う
い
う
ド
レ
ス
も
着
て
み
た
い
な

 
天
子

か
ら
し
た
ら

し
い
わ

 
妖
夢

そ
う
で
す
か

 
天
子

え

こ
う
着

る
の
は
あ
ん
ま
り

き
じ

な
い
の

 
よ

 
紫
 

気
品
が
な
い
事

 
天
子

何
で
す

て

 
と
か
何
と
か
言

て
い
る
間
に
妖
夢
は

に

を
当
て
る

ン
ス

ル
か
ら
聞
こ
え
て
い
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た
ガ

ガ

音
は
聞
こ
え
な
く
な

た

 
妖
夢

大

そ
う
で
す
よ

 
紫
 

そ
う

 

は

屋
と
出
た
そ
の
時
だ

 

ン

ン

 
と

時

の
音
が
鳴
り

く

 
妖
夢

後

時
間
で
す

 
紫
 

え

 

紫
さ
ん
何
か
考
え
で
も
あ
る
ん
で
す
か

 
と

が
言
う
と
紫
は

ク
リ
と

き

笑
む

 
紫
 

え

耶
狛
の
居
場
所
が
分
か

た
気
が
す
る
わ

 
天
子

へ

何
処
に
い
る
の
よ

ま
さ
か
隠
し

屋
と
か
別

 
館
と
か
じ

な
い
わ
よ

 
紫
 

ま

考
え
と
し
て
は
あ
る
意

で
別
館
に
近
い
か
し

 
ら

そ
こ
か
ら
バ
ル

に
行
き
ま
し

う
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紫
に

れ
ら
れ

ン
ス

ル
か
ら
外
の
バ
ル

に

動
す
る

 
天
子

そ
れ
で
何
処
よ

 
紫
 

よ
と
り
あ
え
ず
空
に
向
か

て
大

の
弾
幕
を

 
ば
ら

き
ま
す
わ
よ

 

え

 
妖
夢

分
か
り
ま
し
た

 
天
子

こ
れ
で
外
れ
た
ら
笑

て
や
る
わ
よ

 

よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
が
ば
ら
ま
き
ま
す
よ

 
そ
う
言
い

人
は
弾
幕
を
空
に
向
か

て
放

た

普
通
な
ら
空
の
何
処
ま
で
も
弾
幕
は
行

く
だ
ろ
う

だ
が

 
バ

ン

 
そ
う
な
ら
ず
空
に

大
な

が
開
い
た

こ
れ
に
は
紫

外
の

人
は
目
を

に
し
た

 

こ
れ
は

 
天
子

こ
れ
ど
う
い
う
事
よ

 
妖
夢

紫
様
ど
う
い
う
事
な
の
で
し

う
か
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紫
 

達
は
ま
ん
ま
と
耶
狛
の

に

ま

た
の
よ
そ
う

 
あ
の

子
を
通

た
い
え

め
か
ら
と
い
う
の
が
正

 
し
い
わ

そ
う
で
し

う

そ
し
て

を
現
し
た
ら

 
ど
う
か
し
ら
耶
狛

 
と

言

た
そ
の
時
だ

 

 

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
お
見
事

 
突
然
笑
い

が

く

そ
れ
は

れ
も
な
い
耶
狛
の

だ

す
る
と

り
の
風
景
が
変
わ

て

い
く

そ
し
て

人
は
気
づ
く
だ
ろ
う

り
の
風
景
は
ハ
リ
ボ
テ
の

だ

た
事
に
そ
し
て

が
倒
れ
る
と
そ
こ
か
ら

大
な
耶
狛
の

が

を
現
し
た
の
だ

た

 
狗
神

な

何
じ

あ
り

 
鈴

き

人
い
や

狼
か
な

 
神
楽

こ
れ

て
ど
う
い
う
事
で
す
か
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鈴

分
か
ん
な
い
よ
あ
ん
な
の
見
た
事
な
い
し

 
狗
神

だ
が
何
か
を
し
た
の
は
間

い
は
な
い
よ
な
じ

 
な
き

あ
ん
な

大
耶
狛
は
い
な
い
し
な

 
神
楽

そ
う
で
す

こ
れ
の
タ

は
次
回
に
は
分
か

 
る
と
は
思
い
ま
す
の
で
ま
た
次
回
を
お
楽
し
み
に

 
し
て
い
て
下
さ
い

 
狗
神

何
か
神
楽
お
前
こ
こ
最
近
に
な

て
思
う
が
怠
惰
み

 
た
く
ど
ん
ど
ん
進
行
し
て
い
く
よ
な

 
神
楽

そ
う
で
す
か

普
通
で
す
よ

そ
れ
で
は
今
回
は
こ

 
こ
ま
で

 
鈴

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く

 
狗
神

そ
ん
じ

あ
な

者
様

 
神
楽

そ
れ
で
は
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第
２
４
７
話
 
不
思
議
な
屋
敷
戦
決
着

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

あ
と

り

日

張
れ
ば
休
み
と
思

た
の
も
つ
か
の
間
で
実
家
に

行
く
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

ま

理

は
ご
想

に
お

せ
す
る
と
し
て
そ
れ
で
は
本
編
へ
ど

う 

人
の
目
の
前
に

大
な
耶
狛
の

が
写
る

そ
れ
は

ロ
グ
ラ

で
も
な
け
れ
ば
幻
で
も

な
い

れ
も
な
い
実
物
だ

 

え

ど
ど
ど
い
う
事
で
す
か

 
天
子

奴
ま
さ
か

大
化
し
て

 
紫
 

う
わ
逆
に

達
が

ん
だ
の
よ
耶
狛

こ
れ
貴
女

 
の
能
力
よ

 
妖
夢

耶
狛
さ
ん
の
能
力

 
紫
 

え

大
と

小
を

る
程
度
の
能
力

こ
れ
は
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そ
の

用
か
し
ら

 
と

紫
が
言
う
と
耶
狛
は

と
笑
う

 
耶
狛

え

そ
う
よ

王
や
天
使
様
に
許
可
を
頂
い
て
貴
方

 
達
が
通

た
あ
の

ト
を

ら
せ
て

た
の
よ

 
そ
れ
で
ど
う
か
し
ら
小
さ
く
な

た
感
想
は

 

え

え

と
不
思
議
な
感
じ

て
そ
う
じ

な
く

 
て

紫
さ
ん
は
何
で
気
づ
い
た
ん
で
す
か

 
紫
 

そ
う

気
づ
い
た
理

は

つ
か
は
あ
る
け
ど
ま
ず

 
耶
狛
貴
女
の
言

で

問
に
思

た
の
よ

 
耶
狛

へ

ど
の

分
か
し
ら

 
紫
 

最

に

け
を

し
出
た
時
よ
貴
女
は

気
に
合

 
わ
せ
て
人

て
言

た
わ
よ

な
ら
そ
の

 
気
と
い
う
言

は
何
処
か
ら
来
る
の
か
し
ら

 
妖
夢

言
わ
れ
て
み
る
と
確
か
に

 
紫
の
言

に

人
は
今
思
え
ば
不

然
だ

た
と
思
え
た
だ
ろ
う

何

に

気
に
合
わ
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せ
て
と
言

た
の
か

つ
ま
り
耶
狛
か
ら
見
た
ら

人
は
小
人
つ
ま
り
着
せ
か
え
人

あ
た
り

と

然
の

⻑
ぐ
ら
い
だ

た
た
め
人

と
言

た
の
だ
ろ
う

 
耶
狛

あ
ら
あ
ら
そ
れ
で
見

い
た
の

 
紫
 

そ
の
時
は
あ
く
ま
で
も

で
確

が
な
か

た
の

 
よ
だ
け
ど

士
達
や

ン
ス

ル
の
人

達
を

 
見
て
確

に
変
わ

た
け
ど

 
天
子

ど
う
い
う
事
よ

 
紫
 

ま
だ
気
づ
か
な
い
の

こ
の
屋
敷
に
生
物
は
い
な
い

 
の
よ
い
る
の
は
命
を

た
な
い
人

し
か
い
な
い
の

 
つ
ま
り
そ
れ
ら
を

め
こ
こ
は
人

し
か
い
な
い
家

 
ド

ル
ハ
ウ
ス
だ

た
の
よ

達
は
確
か
に
耶
狛
に

 
よ

て
招
か
れ
た
け
れ
ど
こ
こ
で
は

達
は
命
を

 
つ
か
ら
イ
レ
ギ

ラ

で
あ

た
そ
の
た
め
一

性

 
が
な
く

し
く
な
い
そ
れ
な
ら
人

に
す
れ
ば
一

 
性
が
あ

た
だ
か
ら
元
か
ら
貴
女
は

達
を
人

に
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す
る
気
が
あ

た
ん
で
し

 
妖
夢

だ
か
ら
人

に
す
る
と

 
そ
れ
を
聞
い
て
い
た
耶
狛
は
た
だ

と
笑
い

的
な
目
で

方
を
見
る

 
耶
狛

お
見
事

流
石
は

き
頃
に
王
が

々
に
育
て
た

 
だ
け
は
あ
る
わ

合

て
る
わ
よ
そ
れ
に
貴
女
方

 
は
見
て
い
て
あ
ま
り
品
は
な
か

た
け
れ
ど

を

 
れ
て
い
る

ま

体
は
と
て
も

し
い
も
の
だ
か

 
ら
こ
そ
永
遠
に

め
る
た
め
に
人

に
し
た
か

た

 
の
よ

 

人
は
ぶ
る
り
と

え
悪

が
走
る

特
に
紫
は
正

な
話
で
耶
狛
で
あ
る
の
は
間

い
は

な
い
と
は
思

て
い
た
が
あ
の
耶
狛
が
そ
ん
な
事
を
言
う
か
と
思
う
と
気

ち
悪
い
と
思

た

 
耶
狛

あ

そ
う
そ
う
貴
女
達
良
い
の
か
し
ら

は
全
然

 
構
わ
な
い
け
ど
も
う
後

り

分
し
か
な
い
け
れ

 
ど

 

は
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妖
夢

し
ま

た

 

と
妖
夢
は

れ
て
い
た
よ
う
だ

し
か
し
天
子
は
耶
狛
に
向
か

て
大

で

 
天
子

人

に
な
る
前
に
逃

る
わ
よ

 
と
言

た

だ
が
天
子
は
あ
る
間

い
を
し
て
い
て
気
づ
い
て
い
な
い

こ
の

で

け
を
す
る
と
い
う
行

を
し
た

間
そ
の
ル

ル
は
絶
対

守
さ
れ
る
と
い
う
事
を

 
耶
狛

あ
ら
あ
ら
逃

れ
な
い
わ
よ

貴
女
は
あ
ま
り
知
ら

 
な
い
の
は
無
理
は
な
い
と
思
う
け
れ
ど

達
の
王
は

 
理
の
神
よ

結
ん
だ

約
は
絶
対

守
そ
の
た
め

 
ず
守
ら
れ
る
の
よ

 
天
子

な

何
よ
そ
の

ト

 
紫
 

相
変
わ
ら
ず
で
す
わ

様
の
こ
う
い

た
反

 

的
な
所
は

 
紫
は
耶
狛
へ
と
弾
幕
を
飛
ば
す

だ
が
耶
狛
は

く
手
で

り

い
弾
幕
を
か
き

す

し
か

も

く

る

た

な
の
に
風

が
こ
ち
ら
へ
と
向
か

て
き
て
一

だ
が

構
え
て
し
ま

た
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耶
狛

あ
ら
あ
ら
不
意

ち
と

き
こ
と

 
紫
 

逃

る
わ
よ

 
妖
夢

は
い

 

人
は
飛
ん
で
上
へ
と
逃

よ
う
と
す
る
が
そ
の

間

テ
ラ
ス
を
飛
ぶ
無
数
の

れ
が
下

か
ら
現
れ
る

そ
れ
は
石
の
体
と

を

つ
怪
物
ガ

イ
ル
に

ま
れ
る

し
か
も
そ
れ
だ
け

で
は
な
い

 

て
こ
れ
は

 
後
ろ
を

り
向
く
と

士
達
が

を
構
え
て
ゆ

く
り
と

方
へ
と
近
づ
い
て
き
て
い
た

こ
れ
で
は
外
そ
し
て
中
に
は
逃

ら
れ
な
い

 
耶
狛

も
と
か
ら
物

で
命
を

た
ぬ

ら
の

 
気

ま
で
は

出
来
な
か

た
み
た
い

こ
れ

 
で

み

い
え
王
手
か
し
ら

 
天
子

ま
だ
終
わ

て
な
い
わ
よ

 
耶
狛

わ

 
天
子
は
岩
を

り
耶
狛
へ
と
飛
ば
す
が
耶
狛
は
あ
く
び
を
し
な
が
ら
ま
た
手
を

り

い
弾
き
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飛
ば
す

 
耶
狛

あ
ら
ら

ご
め
ん
な
さ
い

あ
ま
り
に
も
遅
す
ぎ

 
ち

て
あ
く
び
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
わ

 

小
さ
く
な

た
せ
い
で

力
も
と

し
く
な

て
ま

 
せ
ん
か

 
妖
夢

み
た
い
で
す
よ
ど
う
や
ら

 
じ
り
じ
り
ゆ

く
り
と
後
ろ
の

士
達
は
近
づ
い
て
く
る

妖
夢
は
桜
観

と
白
桜

を
構

え
天
子
は
緋
想
の

を
構
え

は
お

い
棒
と
お

を
構
え
紫
は
扇
子
を
構
え
な
が
ら
後
ろ
へ

と
下
が
り
手

に

中
を

け
る

 
耶
狛

よ

女
達
を

ら
え
な
さ
い

 
そ
の
言

と
共
に

士
達
は

を
構
え
一

に
襲
い
か
か

た

 
妖
夢

や
る
し
か

 
天
子

な
い
わ
よ

 

こ
な
い
で
下
さ
い

 
紫
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ま
る
わ
け
な
は
い
か
な
い
と
思
い
な
が
ら

人
は
戦
お
う
と
し
た
そ
の
時
だ

た

 
ド

ン

 
突
然
近
く
で

発
が
起
き
た
の
か

発
音
と

時
に
地

が
起
き
た
か
の
よ
う
に

り
が

れ

た 
耶
狛

と
と
と

何
か
し
ら
今
の

 
妖
夢

発

て
事
は

か
が
何
か
を

し
た

 
紫
 

こ
れ
は

 
紫
は
こ
の
時
に
感
じ
た

こ
の

塞
の
内

に

た

間
か
ら
何
か
電

波
の
よ
う
な
体
に

ま
と
わ
り
つ
く
よ
う
な
感
じ
が

え
て
い
る
の
だ

そ
の
時
に
も
し
や
と
思

た

 
耶
狛

近
く
で

発

動
力
室
の
方
か
ら
か
し
ら

お
兄
様

 
は
本
当
に
出
来

な
い
な
ん
だ
か
ら
や

り

が

 
い
な
い
と

メ
か
し
ら

ま

良
い
わ
用
事
が
出

 
来
た
か
ら
行
か
な
い
と
や
り
な
さ
い

 

士
達
が

方
へ
と
再
度
進
軍
を
始
め
た

だ
が
そ
れ
に
対
し
紫
は

を

ち
扇
子
の
先

を
向
け
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紫
 

落
ち
な
さ
い

 
と

一
言

く

す
る
と

士
達
は

元
に
出
来
た

間
に
落
ち
て
い
た

た

 
耶
狛

な

嘘
よ
だ

て
貴
女
の
能
力
は
使
え
な
い

ま
さ

 
か

本
当
に
お
兄
様
は
使
え
な
い
わ

ガ

 

イ
ル

 
耶
狛
が
合
図
を

り
ガ

イ
ル

達
は
紫
達
へ
と
襲
い
か
か
る
が

 
紫
 

全
員
ス
キ
マ
へ

 
紫
の
合
図
で
全
員
ス
キ
マ
へ
と

る

無

ガ

イ
ル
の

撃
は
空
を
斬
る

 
耶
狛

逃

ら
れ
ま
し
た
か

 
と

耶
狛
が
言

た

間

 

キ

 
耶
狛
の
首

に
刀
の
刀

が
当
た
る

後
ろ
を
向
く
と
そ
こ
に
は
小
さ
く
な

て
い
た

の
紫

や
天
子
そ
し
て
妖
夢
や

は
元
の
大
き
さ
に
戻

て
い
て
妖
夢
は
刀
を

方
に
向
け
て
い
た

 
紫
 

逃

て
ま
せ
ん
わ

 
紫
達
は
逃

て
は
い
な
い

む
し
ろ
紫
は
大
き
さ
の

界
を

り
元
の
大
き
さ
に

分
を

め
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て

を
戻
し
た
の
だ

 
紫
 

こ
れ
で

勢
は
逆
転

そ
れ
か
ら

ク
メ
イ
ト

 
か
し
ら

 
妖
夢

耶
狛
さ
ん
お
と
な
し
く
す
れ
ば
痛
い
目
に
は
あ
い
ま

 
せ
ん
よ

 
桜
観

の
刀

を
耶
狛
の
首

に
当
て
な
が
ら
妖
夢
は
忠
告
を
す
る

 
耶
狛

紫
さ
ん

ク
メ
イ
ト
と
王
手

て

 
て

な
る
も
の
な
ん
で
す
よ

 
紫
 

え

知

て
る
わ
よ
だ
か
ら
こ
そ
使

た
の
よ

 
耶
狛

そ
う

な
ら
そ
こ
は
王
手
と
言
う
べ
き
タ
イ
ミ
ン
グ

 
で
し
た
わ

 

ン

 
妖
夢

な

 
妖
夢
の

に
向
か

て

で

い

撃
を
し
て
妖
夢
を
転
ば
せ
耶
狛
は

刀
を

て

く

立
ち
上
が
る
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耶
狛

そ
れ
と
能
力
が
使
え
る
よ
う
に
な

た
か
ら
と
言

 
て

子
に
は

ら
な
い
方
が
良
く

て
よ

 
そ
う
言
う
と
耶
狛
は

か
ら
何
か

体
が

た

を

り
だ
し

を
開
け
一
気
に

み

す

と

を

元
に

く

 

何
で
す
か
そ
れ
は

 
耶
狛

そ
う

こ
れ
は

う

 
耶
狛
が
首
も
と
を

え

し
み

び
始
め
る

人
は
あ
の

の
せ
い
か
と
考
え
て
い
る
と

ボ
サ
ボ
サ
の

の

の
耶
狛
は

ぶ
の
を

め
真

に

血
し
た
目
で

人
を
見
る

 
耶
狛

サ

し
ミ
な
さ
い
ソ
れ
が
貴
女
達
に
許
サ
れ
た

 
一

感
情

 
天
子

そ
ん
な

つ
で
強
く
な
る

な
い
で
し

 
天
子
は
緋
想
の

で
斬
り
か
か
る
が
耶
狛
は
ク
ス
リ
と
笑
い
ち

と
の
動
き
で

け

 
天
子

ぐ

 

で
思
い

き
り
天
子
の

を

り
飛
ば
す
が
天
子
は
す
ぐ
に
体

を
整
え
る

 
天
子

今
の
動
き
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大

で
す
か

 
天
子

え

問

な
い
わ

 
紫
 

そ
れ
は

体

力
を
あ

る

か
し
ら

 
耶
狛

イ
い

う
わ

そ
う

こ
れ
は

言
う
興

 

に
フ
レ
ン
ジ

状

に
な
レ
る

う
ぐ

 
ガ

 
耶
狛
の

が
ま
る
で

手
か
の
よ
う
に
紫
達
へ
と

撃
を
し
て
来
る

 
妖
夢

紫
様
達
に
は

一
本
た
り
と
も

れ
さ
せ
は
し
ま
せ

 
ん
よ

 

刀
で
向
か

て
く
る

を
全
て
カ

テ

ン
グ
し
て
い
く

そ
し
て
ま
た
天
子
は
緋
想
の

を
構
え
耶
狛
の

を

け
な
が
ら
斬
り
か
か
る
が

 
ガ
ギ
ン

 
一
撃
を

刀
で

が
れ
る

ま
た
何
度
も
何
度
も
斬
ろ
う
と
す
る
が

倒
的
な

さ
で

が
れ

て
し
ま
う

 
耶
狛

無
意
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天
子

そ
ん
な
の
あ
ん
た
が
決
め
る
事
じ

な
い
わ

 
紫
 

じ

じ

娘
に
し
て
は
良
い
こ
と
を
言
い
ま
す
わ

 

そ
れ
と

張

て

け
な
さ
い

 
紫
は
大
き
な
扇
子
を
耶
狛
へ
と
向
け
る
と

 
紫
 

無
人

車

弾

 
天
子

て

あ
ん
た

 
天
子
は
す
ぐ
に

石
を

元
に

り
上
空
へ
と

す
る

そ
し
て
耶
狛
は
妖
夢
へ
と

撃
を

す
る
の
を

め

の

そ
し
て

刀
を
使
い

ぎ

さ
え
込
も
う
と
す
る
が

 
紫
 

さ
よ
う
な
ら

 
ド

ン

 
車

弾
と
い
う
だ
け
あ

て
大

発
が
起
こ
る

 

い
火
力
で
す

 
紫
 

い
い
え
ま
だ
来
る
わ
よ

 
耶
狛

死

 
そ
の
言

で

か
ら
耶
狛
が
飛
び
出
し
紫
め
が
け
て

刀
を
構
え
襲
い
か
か
る
が
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奇
跡
 
客

の
明
る
す
ぎ
る
夜

 
耶
狛

き

 

が

り
出
し
た
弾
幕
が
耶
狛
へ
と

撃
し
耶
狛
は

と
ば
さ
れ
そ
こ
に
追
い
討
ち
を
か

け
る
か
の
よ
う
に

 
妖
夢

え
た

人
⻤
 
未
来
永

斬

 
妖
夢
は
桜
観

を
構
え
吹

飛
ば
さ
れ
た
耶
狛
へ
と

近
し
常
人
で
は
目
に
見
え
ぬ
程
の
高

の
斬
撃
で
何
度
も
斬
り
つ
け
る

そ
し
て
斬
撃
が

ま
り
耶
狛
は
空
中
で
少
し

す
る
と
そ
の

ま
ま
妖
夢
の

 
最
後
の
一
撃
が
決
ま
り
地
面
へ
と

き
つ
け
ら
れ
た

 
耶
狛

が
ハ

ハ
ま
だ
倒
れ

イ

わ

 
天
子

い
い

に
倒
れ
な
さ
い

全
人

の
緋
想
天

 
空
中
に
逃

た
天
子
は
緋
想
の

か
ら

大
な
レ

ザ

を
耶
狛
へ
放

た

そ
し
て

 

ン

 
真

な
光
が
包
み
こ
み

弾
音
が
鳴
り

い
た

光
が
や
む
と
耶
狛
は
倒
れ
て
い
た

 
天
子

負
あ

た
わ
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紫
 

ま
だ
よ

 
紫
の
言

で
こ
の
場
の

人
は
目
を

に
し
た

何

な
ら

 
耶
狛

マ
だ

よ

が
倒
レ
た
ら

が

お
兄
様

王
を

 
守
る
の

 
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
り
な
が
ら
も
言

が

言
に
な
り
な
が
ら
も
耶
狛
は

刀
を

が
わ
り
に
し
て

立
ち
上
が
り

分
達

人
を

む
の
だ
か
ら

だ
が
今
の
耶
狛
の
言

は
紫
に
と

て
も
う

つ
の
確

を
得
る
き

か
け
と
な

た

 
紫
 

や

り
そ
う
だ

た
の

 
天
子

何
が
よ

 
紫
 

耶
狛

貴
女
は
お
兄
さ
ん
の

狛
は

い
な
の
か
し

 
ら

 
耶
狛

え

い

大

イ
よ

 
紫
 

そ
う
貴
女
は

に
な
れ
な
く
な

た
の

 
と

紫
の
意

不
明
な
言
い
方
に
こ
の
場
に
い
る
紫

外
の

人
は
首
を
か
し

た

 
耶
狛

貴
女
ハ
何
を

言

て
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紫
 

さ

き
か
ら
聞
い
て
い
れ
ば
貴
女
は

様
の
事

 
は
そ
う
だ
け
ど
何
よ
り
も

狛
の
事
を
言

て
い
る

 
じ

な
い
ま
さ
か

覚
は
な
か

た
の

 
耶
狛

嘘

そ
ん

は

 
紫
 

本
当
は

し
か

た
の
よ

人

遊
び
と
い
う
行

 
動
は

に

を
決
め
遊
ぶ
ご

こ
遊
び
が

本
そ

 
し
て
あ
の
ド

ル
ハ
ウ
ス
の

士
と

人
あ
れ
に
は

 
特

が
あ

た
の
よ
そ
れ
は
人
間
の
よ
う
に
見
え
て

 

に
獣
の

が
あ

た
の
よ

 

え

 
紫
 

し
か
も

撃
の
方
法
は

狛
の

刀
の

者
刀
を
使

 
う
よ
う
な
戦
い
方
に

人
が
ク

イ
を
投

る
や
り

 
方
ど
れ
を
と

て
も
貴
女
と

狛
を

し
て
い
た
わ

 
よ
だ
か
ら
こ
そ
こ
の

は
確

へ
と
変
わ

た
わ

 

耶
狛

貴
女
の
本
当
の

の
心
を
教
え
て
お
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願
い
だ
か
ら

 
耶
狛
は
ゆ
ら
ゆ
ら
と
立

て
い
た
が
そ
の
場
に

を
つ
い
て
へ
た
り
込
ん
だ

 
耶
狛

本
当
ハ
た
だ

し
カ

た
色
あ
セ
タ
記
憶
に
映

 
る
優
し
き
頃
の
お
兄
様
は
い

い
だ
か
ラ

変
わ

 
れ
バ

り
向
イ
テ
く
れ
ル
ん
だ
と

け
ド

に

 
な
れ
な
カ

た
あ
の
頃
の

ウ
な
笑

も
も
う
戻
ラ

 
な
い
手
遅
レ
な
の
よ

 
紫
 

い
い
え
手
遅
れ
じ

な
い
わ
貴
女
は
前
み
た
い
に
元

 
気
で
明
る
い
頃
に
戻
れ
る
わ
よ
耶
狛

そ
れ
に

狛

 
も
黒
も

様
も
戻
し
ま
す
わ
よ

 
耶
狛

そ
う

女
性
ト
し
て
品
格
や
力
を
そ
れ
ら
を

 
き
あ

た
ツ

り
が
負
け
テ
し
マ
イ
ま
し
タ

 
そ
う
言
う
と
耶
狛
は
倒
れ
る

 
天
子

は
し
な
い
で
よ

 
天
子
は
近
づ
き
耶
狛
の

に
怠
惰

の

ク

ン
を

ち
込
み
す
ぐ
に
下
が
る
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耶
狛

こ
レ
ハ
元
に
戻
る

道

か
シ
ラ

 
紫
 

え

そ
う
よ
起
き
た
ら
元
に
戻

て
い
る

よ
何

 
も
か
も
ま
る
で
夢
だ

た
か
の
よ
う
に

 
耶
狛

そ
う

ラ
お
願
い
が
ア
ル
の
お
兄
さ

い
え
お

 
兄
ち

ん
そ
れ
か
ら
黒
く
ン
と
王
を
い
い
え

マ
ス

 
タ

を
こ
の
悪
夢
か
ラ

て
お
願
い
わ

紫
ち

  
グ
ジ

 
突
然
だ

た

耶
狛
が
言

を
言
い

る
前
に
耶
狛
は

の
刃
に
よ

て

刺
し
に
さ
れ
た

 

き

 
天
子

こ
れ
は

 

 

耶
狛
さ
君
に
は
一
目
お
い
て
た
ん
だ
け
ど

念

 
だ
よ

 
妖
夢

何
者

 

の
し
た
方
へ
と
向
く
と
そ
こ
に
は

人
の
少
年
い
や

分
達
の
最
終
目
的
で
あ
る
理
久
兎
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が
立

て
い
た

 
紫
 

様

 
理
 

は

兄
妹

て
手
間
だ
け

ら
せ
て

人

 

て
裏

る
と
か
笑
え
る
よ

 

刺
し
に
さ
れ
た
耶
狛
に
向
か

て
手
を
か
ざ
す
と
耶
狛
の

は
光

く
石
へ
と
変
わ
り
理
久

兎
の
手
の
元
へ
と
飛
ん
で
い
き
理
久
兎
の
手
に

ら
れ
た

 
理
 

ま

活
用
だ
け
は
し
て
あ

る
よ

 
天
子

あ
ん
た
そ
れ
で
も
こ
い
つ
ら
の

人
な
の

 
理
 

う
ん
そ
う
だ
よ

と
い
う
か
さ
こ
い
つ
ら
何
て
道

 
と
し
か
思

て
な
い
か
ら

 
妖
夢

最

な
発
言
を
よ
く
も

 
紫
 

様
こ
こ
か
ら

に
逃

れ
る
と
思

て
は

 
い
ま
せ
ん
わ
よ

 

 

人
は
各
々
構
え
る

理
久
兎
は
楽
し
そ
う
に
笑
い
な
が
ら

 
理
 

あ
の
さ

人
の
城
に
来
て
そ
の

を
言
え
る
の
に
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ク
リ
だ
よ

そ
れ
に
こ
こ
じ

舞

が
悪
い
か

 
ら
パ
ス
す
る
よ

 
そ
う
言
う
と
理
久
兎
は
丸
い
何
か
を
投

て
く
る

そ
れ
を
妖
夢
は
一

で
斬
る
と

が
上
が

る 
妖
夢

な

玉

 
天
子

な

 
緋
想
の

で

ぎ
に
し

を

う
が
も
う
そ
こ
に
理
久
兎
は
い
な
か

た

 

逃

ら
れ
ま
し
た

 
紫
 

そ
う

 
と
言

て
い
る
と

の
ド
ア
が
開
か
れ
る

そ
こ
に
は

子
を

た
ち

ち

な
女
の
子

が

と
手
を

て
く
る

 

あ
れ

て
確
か

 
紫
 

覚
妖
怪
の
妹
の
こ
い
し
と
か

て
子

 
こ
い
し
は
ト

ト

と

方
へ
と
走

て
く
る
と

 
こ
い

手
を
貸
し
て
く
れ
な
い
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妖
夢

ど
う
い
う
事
で
す
か

 
こ
い

動
力
室

に
囚
わ
れ
て
た
妖
怪
達
を

出
す
る
の
を

 
手
伝

て
欲
し
い
ん
だ

 
ど
う
や
ら
動
力
室
で
囚
わ
れ
て
た
妖
怪
達
を
解
放
は
出
来
た
み
た
い
だ
が
何
か
し
ら
の
ト
ラ

ル
が
起
き
て
い
る
み
た
い
だ

 
紫
 

分
か

た
わ
行
き
ま
し

う

 
天
子

仕
方
な
い
わ

 

行
き
ま
し

う

 
妖
夢

そ
う
で
す

 
そ
う
し
て

人
は
ス
キ
マ
へ
と

り
動
力
室
へ
と
向
か
う
の
だ

た

 
怠
惰

は
い
は
い
て
な

で
こ
の

始
め
て
く
よ

 
晴
明

今
回
は
や

り
耶
狛
さ
ん
で
す
よ

 
怠
惰

あ

そ
う
だ

で
何
処
か
ら
話
す
か

う
ん
こ
こ
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か
ら
だ

ま
ず
あ
の
ド

ル
ハ
ウ
ス
に
つ
い
て
だ

 
け
ど
あ
れ

が

た
と
思
う

 
晴
明

え

え

と
理
久
兎
さ
ん
で
す
か

 
怠
惰

い
い
や
耶
狛
だ
よ
だ
か
ら

女
の
日

大

み
た
い

 
な
感
覚
で

た
お
手
製
ハ
ン
ド
メ
イ
ド

な
ん

 
だ
よ

 
晴
明

え

 
怠
惰

実
は
耶
狛

て

こ
う
い
う
物

り

て
結
構
得
意

 
な
ん
だ
よ

た
だ

に
限

て
は

園

の
方
が

 
上
手
と
言

て
も
良
い
ぐ
ら
い
壊
滅
的
だ
け
ど
で
も

 

と
か
組
み
立
て
る
と
か

ザ
イ
ン
と
か
そ
う
い

 
う
の
は

く
得
意
な
ん
だ
よ
だ
か
ら
前
に
出
て
き
た

 
バ
ザ

そ
こ
で
理
久
兎
達
が
や

て
い
た
カ
フ

あ

 
れ
の

ザ
イ
ン
考

は

に
耶
狛
な
ん
だ
よ

 
晴
明

す

い
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怠
惰

で
ま

話
は
戻
る
け
ど
本
編
で
も
語
ら
れ
た
よ
う
に

 
耶
狛
の
性
格
逆
転
は
悪
い
方
向
に
進
ん
だ
の
は
間

 
い
は
な
い
け
ど
何
よ
り
も

に
は
な
れ
な
く
な

 
た
の
は
事
実
な
ん
だ
よ

だ
か
ら
こ
そ

に
物
事

 
が
言
え
な
い
か
ら

人
に
な

て
し
ま
う
だ
け
ど
耶

 
狛
は
実

は

し
が
り
屋
な
ん
だ
よ
本
人
は
気
づ
い

 
て
な
い
と
は
思
う
け
ど

 
晴
明

だ
か
ら

し
さ
を

ら
わ
せ
る
た
め
に
人

遊
び
や

 
得
意
で
も
な
い

を

い
て
気
を

ら
わ
し
て
い
た

 

て
事
で
す
か

 
怠
惰

そ
う
だ

で
何
で

に
こ
だ
わ

た
の
か

て
言

 
う
理

は
こ
の

し
さ
か
ら
来
る
ん
だ
よ

 
晴
明

そ
れ

て
年

い
て
最
後
は

ボ

ボ
の
お

さ
ん

 
や
お

さ
ん
に
な

て
最
後
は
い
な
く
な
る
の
が

 
だ
と
言

て
い
る
だ
か
ら
耶
狛
は

に
こ
だ
わ
る
ん
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で
す
か

 
怠
惰

当
た

て
る
よ
ま
さ
し
く
そ
の
通
り
だ

 
女
は
ま
だ

い
頃
ま

理
久
兎
に
出
会
う
前
に
過

 
な
生
活
を

て
た
の
は
前
に
話
し
て
い
る
か
ら
知

 

て
る
よ

 
晴
明

え

そ
れ
は

 
怠
惰

狛
が

り
に
出
て
い
る
間
は

女
に
と

て
そ
の

 
時
間
が
一
番

い
な
時
間
だ

た

人
に
な
る

さ

 
を
見

る

の
立
場
を

い
頃
か
ら

女
は
知

て

 
い
る
そ
し
て
見

た
先
に
あ
る
の
は

と
い
う

 

し
さ
が
あ
る
の
を
知

て
い
る
そ
う
い

た

れ

 
た
く
て
も

れ
ら
れ
な
い
記
憶
か
ら
別
れ
と
い
う
言

 

は

女
に
と

て
は

で
し
か
な
い
ん
だ
よ

 
晴
明

言
わ
れ
て
み
る
と
ず

と

狛
さ
ん
と
一

に
い
ま

 
し
た
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怠
惰

だ
か
ら
こ
そ
年

う
事
が
な
い
よ
う
に
人

に
し
よ

 
う
と
考
え
た

て
の
が
こ
の
戦
い
で
耶
狛
が

し

 
た

け
の
本
当
の
意

な
ん
だ
よ

そ
れ
か
ら
耶
狛

 
は
理
久
兎
に
感

を
し
て
い
る
ん
だ
よ

分
が

い

 
と
思

て
い
た

し
さ
を

を

然
と

し
て
く

 
れ
た
か
ら
そ
れ

に
黒
そ
れ
か
ら

狛
よ
り
も
忠

 
も
そ
れ
な
り
に
は
あ
る
ん
だ
よ

 
晴
明

へ

何
か
耶
狛
さ
ん
ら
し
い
で
す

 
怠
惰

人
や
兄
思
い
の
良
い
妹
だ
よ

逆
に
そ
れ
が

か

 
し
い

 
晴
明

え

 
怠
惰

お

と
そ
ろ
そ
ろ
時
間
だ
な
と
り
あ
え
ず
今
回
は
こ

 
こ
ま
で

そ
れ
と
次
の
投
稿
は
活
動
報
告
で
報
告
を

 
し
た
通
り
月

日
に
な
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

 
い

し
ま
す
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晴
明

え

と
そ
れ
で
は

者
様

 
怠
惰

バ
イ
バ
イ
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第
２
４
８
話
 
娯
楽
室
で
の
闘
い

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

そ
し
て

久
々
で
ご
ざ
い
ま
す

怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

さ
て
さ
て

ま
た
今

か
ら
投
稿
を
再
開
し
て
参
り
ま
す
が
今
回
の

で
絶
対
に
東
方
じ

な
い
し
別

品

ン
ス
タ

だ
ろ
と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
お
許
し
下
さ
い

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
玲
音
や
紫
達
と
別
れ
た
蓮
達
は
音
の
な
る
方
へ
と
進
ん
で
い
た

 
聖
 

こ
れ
は
何
の
音
で
し

う
か

 
蓮
 

楽

で
す
か

 
何
と
い
う
か

手
な
音
と
言
う
の
か
ド
ラ

で

ト
を

む
音
と
言
う
か
あ
る
意

で
ロ

ク
な
音
が
流
れ
て
い
る

 
霧
雨

し
か
し

分
と

リ

リ
だ
な

こ
う
い
う
の
は

 
い
じ

な
い

 
霊
夢

だ
け
ど
こ
ん
な
の
夜
中
と
か
に
や
ら
れ
た
ら
た
ま
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た
も
ん
じ

な
い
わ
よ

た
だ
で
さ
こ
こ
最
近
に
な

 

て
夜

と
山

が
タ

グ
組
ん
で
騒
音
騒
動
す
ら

 
な

て
い
る
ん
だ
か
ら

 
と

霊
夢
が
言
う
と
聖
は

く

し

な
さ
そ
う
に

 
聖
 

え

と
す
み
ま
せ
ん

子
が
迷

を
か
け
て

 
霊
夢

あ

そ
う
い
え
ば
山

て
あ
ん
た
の
所
の
者
だ

 
た
け

か

 
聖
 

帰

た
ら
し

か
り
言
い
聞
か
せ
ま
す
の
で

 
蓮
 

ま

ま

程
々
に
で

 
等
と
話
を
し
て
い
る
合
間
に
も
音
の
な
る

屋
へ
と

り
着
く

結
構

音
と
い
う
か
ハ

ハ

し
い
音
楽
が
流
れ
て
い
る

 
霊
夢

行
く
わ
よ

 
霊
夢
は
中
へ
と

ろ
う
と
す
る
が
そ
れ
を
魔
理
沙
が

る

 
霧
雨

待
て
待
て
も
し
か
し
た
ら
音
楽
で

て

が
発
動

 
な
ん
て
い
う
オ

が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
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蓮
 

魔
理
沙
の
言
う
通
り
か
も
し
れ
な
い
も
し
か
し
た
ら

 
上
か
ら
何
か
が
降

て
く
る
ま
た
は
突
然

が
開
い

 
て
ボ

シ

ト
も
し
く
は
ト
ラ
バ
サ
ミ
み
た
い
な

 

が
あ
る
か
も

 
聖
 

中
に
は
開
い
た

間
で
矢
が
飛
ん
で
く
る

て
の
も

 
あ
り
そ
う
で
す

 
霊
夢

じ

あ
ど
う
す
る
の
よ

 
ど
う
す
る
の
か
そ
ん
な
の
も
の
は
決
ま

て
い
る

が
な
い
道
を
通
れ
ば
い
い
の
だ

 
蓮
 

こ
れ
は

の
や
り
方
に
は
少
し
反
す
る
け
ど
聖
さ
ん

 

の

を
壊
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か

 
聖
 

分
か
り
ま
し
た

 
そ
う
言
う
と
聖
は
立
体
的
な

物
も
と
い

ア

物
を

開
す
る

 
蓮
 

人
共
準
備
は

 
霧
雨

問

な
い

 
霊
夢

え
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聖
 

は

 
ド

ン

 
聖
の

発
の

で

に

が
開
く

す
ぐ
に

分
達
は
中
へ
と
は
い
る
と

 
霧
雨

こ
れ

て

 
霊
夢

何

 
聖
 

は

ハ

で
す

 
蓮
 

ラ
イ

ハ
ウ
ス

だ

 

分
達
の
光
景
と
し
て
映
る
の
は
大
き
な
ラ
イ

ハ
ウ
ス
だ

し
か
も
酒
が

め
る
よ
う
な

バ

カ
ウ
ン
タ

等
も
常
備
さ
れ
て
い
た

だ
が
問

な
の
は
そ
こ
で
は
な
い

 
怪
物

あ

 
怪
物

ぐ
し

ぐ
し

 
こ
の
ラ
イ

ハ
ウ
ス
に
無
数
の
怪
物
達
が
い
る
事
だ

し
か
も
一

に

分
達
を
見
て
い
る

 
蓮
 

前
言

回
ラ
イ

ハ
ウ
ス
じ

な
く
て

ン
ス
タ

 
ハ
ウ
ス
の
間

い
だ

た
か
も

 
霊
夢

さ

さ
と
退
治
す
る
わ
よ
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各
々
が
構
え
る
と
怪
物
達
は
一

に
襲
い
か
か

て
き
て
戦
闘
が
始
ま
る

 
霊
夢

そ
り

 
怪
物

ぎ

ん

 
怪
物

ぶ
じ

 
霊
夢
は
そ
の

性
を
生
か
し
動
き
回
り
な
が
ら
弾
幕
を
放
ち
つ
つ
怪
物
達
を
退
治
し
て
い

き 
霧
雨

ど
り

 
怪
物

ひ

ん

 
怪
物

ぶ
ん
ば

 
魔
理
沙
は
テ

ル
を
倒
し

に
し
な
が
ら

の
弾
幕
を
放
ち
つ
つ

戦
す
る

そ
し
て

 
蓮
 

せ
い
や

 
聖
 

は

 

分
と
聖
は
ツ

マ
ン
セ
ル
で
動
き
な
が
ら

と

術
に
よ
る
近

技
で
相
手
を

体

体

確
実
に
倒
し
て
い
く

 
霊
夢

ど
ん
な
も
ん
よ
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霧
雨

あ
ら
か
た
は

 
と

言

た

後

地
面
の
タ
イ
ル
を
破
り
ゾ
ン

が
出
て
く
る

 
聖
 

ま
だ
ま
だ
出
て
く
る
み
た
い
で
す

 
蓮
 

こ
う
な

て
く
る
と
面
倒
に
な

て
き
ま
す

 
ゾ
ン

達
は
ゆ

く
り
と
ヒ
タ
ヒ
タ
と

音
を
立
て
な
が
ら
近
づ
い
て
く
る

 
聖
 

一
気
に

け
ま
す
よ

 
蓮
 

霊
夢
と
魔
理
沙
は
見
て
て

 
神
楽
を

に

め
構
え
そ
し
て
聖
も

を
構
え
る

 
聖
 

天

 
三
千
大
千
世
界
の

 
蓮
 

神

刀

術

 

体
強
化
状

の
聖
と
共
に

高

で
動
き
回
り
倒
し
い
く

正

な
話
で

分
は
少
な
か
ら

ず
だ
が

い
て
い
た

何

な
ら
聖
と

の

度
で
動
け
て
い
た
か
ら
だ

 
霊
夢

す

い

 
霧
雨

蓮
の
奴
前
よ
り
も

か
に
強
く
な

て
る
よ
な

 
霊
夢

え
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と

人
が
話
し
て
い
る
間
に
も

り
の
ゾ
ン

達
は
一

で

い
た

 
聖
 

い
で
す

蓮
さ
ん

ま
さ
か

の
あ
の

 
度
に
つ
い
て
い
け
る
と
は

 
蓮
 

え

分
で
も

い
て
ま
す

 
何

だ
と
少
し
考
え
て
思
い

く
の
は
怠
惰
の
死
に
も
の
狂
い
の
特
訓
が
思
い

か
ぶ

に
も

ら
く
そ
れ
の
お
陰
な
の
だ
ろ
う

 
霊
夢

い
じ

な
い

 
霧
雨

何
か

ク
リ
し
ち
ま
う
よ
な

 
蓮
 

う

ん
そ
ん
な
に
こ
こ
最
近
し
て
な
い
ん
だ
け
ん
ど

 
な

 
そ
ん
な
不
思
議
に
思

て
い
る
と

 
パ

パ

パ

パ

パ

 
と

手
が
聞
こ
え
る

分
達
は

手
の
す
る
方
向
を
向
く
と
そ
こ
に
は

 
黒
 

お

こ
い
つ
は
す

な

達
が
一

と
は
よ

 
中
々
や
る
じ

か



 第２４８話 娯楽室での闘い

 
霧
雨

て
め

 
聖
 

黒
さ
ん

 

分
達
の
目
の
前
に
不
気

に
笑
う
黒
が
出
て
く
る

 
黒
 

良
い

そ
の
目
は
よ
何
時
見
て
も
最
高
だ

 
霊
夢

そ
こ
の
上

変

あ
ん
た
は
こ
こ
で
退
治
さ
せ
て

 
も
ら
う
わ
よ

 
黒
 

お

い

だ
が
よ
無
意

だ

は
退
治

 
さ
れ
る
つ
も
り
は

か
ら
よ

 
パ

ン

 
黒
は

パ

ン
を
す
る

す
る
と
黒
の

か
ら

体
の
怪
物
い
や

遊
す
る
ロ
ボ

ト
が

出
現
す
る

し
か
も
こ
の
ロ
ボ

ト
ボ

は

い
が
何
処
か
で
見
た
こ
と
の
あ
る
フ

ル

だ 
黒
 

さ
て
霧
雨
魔
理
沙
そ
れ
か
ら
そ
こ
の

ち

ん
よ

 
こ
の
前
み
た
く
遊

う

あ

そ
こ
の
巫
女
に

 

く
さ

も

れ
よ
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蓮
 

く
さ

て

 
霧
雨

そ
い
つ
ら
を
倒
せ

て
か

 
黒
 

あ

そ
う
だ
こ
の

体
を
倒
せ
た
ら

が
相
手
し
て

 
や
る
よ

 
霊
夢

ん
良
い
わ
よ
た
だ
約
束
は
守
る
の
よ

 

い
を

つ
霊
夢
は
黒
に

問
す
る

黒
は
ケ
ラ
ケ
ラ
と
笑
い
な
が
ら

 
黒
 

だ
と
も

も

れ
て

か
ら
よ

 
霧
雨

霊
夢

奴
は
約
束
は
守
る

 
聖
 

た
だ
今
回
の
相
手
は
ど
ん
な
も
の
か

 
と

聖
は
言
う

だ
が
し
か
し
あ
の
ロ
ボ

ト
は
昔
に
お
祖

ち

ん
の
家
に
あ

た
ス

パ

フ

ン
の
確
か
ド

ク

り
で
見
た
こ
と
が
あ
る

そ
れ
も

底
の
神

り
で

見
て
ト
ラ
ウ
マ
を

え

け
ら
れ
た
よ
う
な
気
が
す
る

ま
じ
ま
じ
と
見
て

や

が
流
れ
た

 
蓮
 

ま

ま
さ
か
あ
れ

 
霊
夢

え

蓮
あ
ん
た
知

て
る
の

 
思
い
出
し
て
き
た

奴
ら
は

バ
い
と
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黒
 

楽
し
ま
せ
ろ
よ
ギ

ハ
ハ
ハ
ハ

 
そ
う
言
う
と
黒
は

に

り

え
て
い

た

そ
れ
と

時
に

 
グ
ボ

ン

 

体
の
ロ
ボ

ト
の

つ
目
に

い
光
が

る

 
蓮
 

あ

あ
れ
は

バ
い

本
当
に

バ
イ

 
霧
雨

何
だ
よ
あ
れ

い

そ
う
な
ん
だ
け
ど
よ

 
蓮
 

だ

さ
れ
た
ら

メ
だ
よ

奴
ら
は
ト
ラ
ウ
マ
を

 

え

け
る
奴
ら
な
ん
だ
か
ら

 
聖
 

え

蓮
さ
ん
あ
れ
は
一
体

 
蓮
 

あ
れ
は
キ
ラ

マ
ジ
ン
ガ

 
キ
ラ

マ
ジ
ン
ガ
で
あ
ろ
う
そ
の

い

体
の

体
は

に
メ
イ
ス
と

を

ち
上

⻑

い

の
よ
う
な
物
の
先

に
あ
る
ボ
ウ
ガ
ン
を

方
に
向
け
る
と

 
メ

キ
ラ

ク
リ

ゾ
ン
起
動

開
始

 
メ

タ

ト

発
見

 
メ

レ

リ

殺

開
始
す
る
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メ

破
壊

破
壊

 
と

言
を
言

て
く
る
と

分
達
目

け
て

撃
を
仕

け
て
き
た
の
だ

た

 
狗
神

な

こ
れ
ア
ウ
ト
だ
ろ

 
神
楽

絶
対
に
怠
惰
さ
ん

リ
で
や
り
ま
し
た
よ

 
鈴

ま

た
く
怠
惰
君

た
ら

確
か
パ
ソ

ン
が
あ

 
る
か
ら
少
し

べ
て
く
る

 
狗
神

あ

 
神
楽

あ
れ
で
滅

滅

強
い
と
か
な
い
で
す
よ

 
狗
神

分
前
の
あ
の

使
い
も
倒
せ
て
た
か
ら
問

は

 
な
い
と
思
う
が

 
鈴

あ

た
あ

た
キ
ラ

ク
リ

ゾ
ン

え

 
狗
神

ど
う
か
し
た
か
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鈴

怠
惰
君
は
と
ん
で
も
奴
を
用
意
し
て
き
た
よ

 
神
楽

え

ど
ん
な
で
す
か

 
狗
神

な
ん
だ

キ
ラ

マ
ジ
ン
ガ
上

種
で
強
さ
は
上
で

 
は

で
の
ア

ト

日
討
伐
者

 
人
数

人

 
神
楽

そ
の
翌
日
に

組

て

 
鈴

い

い
か
れ
た
殺

だ
よ

 
狗
神

が
痛
く
な

て
き
た

 
神
楽

と

と
り
あ
え
ず
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
鈴

こ
れ
死
ぬ
ん
じ

 
狗
神

め
ろ

 
神
楽

そ

そ
れ
で
は

者
様
ま
た
次
回
さ
よ
う
な
ら
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第
２
４
９
話
 

最
強
マ
シ
ン

 

い
シ

ザ

い
や
キ
ラ

マ
ジ
ン
ガ
あ
ら
た
め
キ
ラ

ク
リ

ゾ
ン
が

分
達
目

け
て
襲
い
か
か

て
く
る

 
霊
夢

て
名
前
を
間

え
て
る
わ
よ

 
蓮
 

で
も
あ
れ
マ
ジ
ン
ガ
か
キ
ラ

だ
と
思
う
ん
だ
け

 
ど
フ

ル

て
き
に

 
霧
雨

て

い

い

 
聖
 

 
高

で

方
へ
と
向
か

て
く
る
と

と
メ
イ
ス
で

撃
を
仕

け
て
き
た
が
す
ぐ
に
回

す

る

だ
が
⻑
い

に
つ
い
て
い
る
ボ
ウ
ガ
ン
で
追
い
討
ち
を
仕

け
て
く
る

 
蓮
 

こ
の

 

の
前
へ
と

り
神
楽
を

刀
し

 
キ
ン

キ
ン

キ
ン

キ
ン

ギ
ン

 
全
て
の
矢
を
弾
き
飛
ば
す
と
聖
と
魔
理
沙
が
キ
ラ

ク
リ

ゾ
ン
に
向
か

て
聖
は
飛
び

り
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を
魔
理
沙
は

に

が
り
そ
れ

れ
の

体
へ
と
突
撃
を
す
る
が

 
ガ
ギ
ン

ン

 
聖
 

か

い

 
霧
雨

ぎ
や
が

た

 
何
と

体
は
聖
の

り
は

ガ

ド
で
受
け

め
も
う

体
は

と
メ
イ
ス
で
白
刃

り

の

用
で
魔
理
沙
の
突
撃
を
受
け

め
た

 
ロ

対

物
理

撃
力
判
明

時

ボ

 

度

確
認

 
ロ

危
険
性

感
知

現
時

優
先

除
対

武

 
道
家
ト
ス
ル

 
と

言
う
と

体
の
キ
ラ

ク
リ

ゾ
ン
は

を

ん
だ
ま
ま
魔
理
沙
を
放
り
投

る

 
霧
雨

う

 
ロ

除

除

 
ロ

対

撃

再
開

 
聖
 

な
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体
の

体
は
聖
だ
け
を

撃
し
始
め
た

あ
の

り
で
す
ぐ
さ
ま
危
険
と
判
断
し
た
の
だ

ろ
う

メ
イ
ス

ボ
ウ
ガ
ン
で
何
度
も

撃
を
開
始
し
た

 
霊
夢

こ

ち
も
向
き
な
さ
い

 
そ
う
言
い
霊
夢
は
霊
力
の
弾
幕
を
飛
ば
す
と
キ
ラ

ク
リ

ゾ
ン
は
体
を
３
６
０
度
回
転
さ
せ

撃
を

ち

す

 
ロ

撃

分

了
魔
法
使
イ
ト

シ
テ
イ
ル
タ

 
メ
魔
法
使
イ
ト
判
定

 
ロ

イ
ン

撃

ハ

イ
タ
メ

無
シ
優
先

 
ハ
変

ラ

武
道
家

除

優
先

 
と

言
い
ま
た

撃
を
集
中
し
て
聖
へ
の

撃
を
再
開
し
た

し
か
し
聖
も
負
け
じ
と
回

受
け
流
し
を
し
て
い
て
見
て
い
て

人
と
思

た

す
る
と
霊
夢
と
魔
理
沙
は

分
の
も
と
へ
と

来
る
と

 
霧
雨

な

蓮

奴
が
言

た

イ
ン
と
か

て
何
か
分

 
か
る
か

 
蓮
 

イ
ン

は

確
か

だ
か
ら
電
撃

だ
よ
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霊
夢

こ
う
い
う
時
に
限

て
あ
の
悪
魔
と
か
⻯

の
使
い

 
と
か
が
い
な
い
の
よ

 
蓮
 

聖
さ
ん
の
一
撃
が
強
力
だ

た
か
ら

わ
れ
て
る

 
だ
か
ら
そ
れ
に
近
い
一
撃
が
あ
れ
ば
も
し
か
し
た
ら

 
対

が
変
わ
る
か
も

 
と
言

て
い
る
間
に
も
聖
の

情
に

の

情
が
現
れ
始
め
て
い
た

そ
ろ
そ
ろ
危
な
い

感
じ
が
す
る

し
か
し
そ
ん
な
一
撃
を
放
て
れ
る
程
の
者
は
い
る
の
だ
ろ
う
か

こ
う
な
れ
ば

 
蓮
 

こ
こ
は
一
か
八
か
で

が
特

を

 
霧
雨

待
て
蓮
も
し
か
し
た
ら

の
十
八
番
が

く
か
も
し

 
れ
な
い

 
霊
夢

は

十
八
番

て

 
霧
雨

 
マ
ス
タ

ス
パ

ク

 
確
か
に
十
八
番
の
一
撃
だ

た

大
な
レ

ザ

は
キ
ラ

ク
リ

ゾ
ン
を
包
み
込
む

そ

し
て
聖
は
す
ぐ
に
こ
ち
ら
へ
と

動
す
る

 
聖
 

か
り
ま
し
た
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と
言

て
い
る
と
光
が

み
電
気
を
バ

バ

さ
せ
な
が
ら
キ
ラ

ク
リ

ゾ
ン
は
地
面
に

落
ち
て
シ

ト
し
て
い
た

 
霧
雨

ど
ん
な
も
ん
だ
い

 
蓮
 

流
石
は
弾
幕
火
力
の
第
一
人
者

 
霊
夢

今
回
は

に

め
て
あ

る
わ
よ

 
霧
雨

お
い
霊
夢
そ
れ
ど
う
い
う
意

だ
よ

 
等
と
言

て
い
る
と

 
ロ

度

確
認

リ

ト
リ

ア
発
動

 
ロ

リ

ト
リ

ア
発
動

 
と
言
い
キ
ラ

ク
リ

ゾ
ン
は
無
数
の

の

手
を
出
す
と
お

い
の
体
に
向
か

て
光

を
当
て
は
じ
め
た

 
霧
雨

お
い
ま
さ
か

 
蓮
 

す
ぐ
に

め
な
い
と

 

分
達
は
す
ぐ
に
弾
幕
を
放
つ

だ
が
当
た
る

前
で

 
ロ

修
理

了
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ロ

了

シ

イ

ン
グ
ボ
ウ

 
キ
ラ

ク
リ

ゾ
ン
の

体
は

の
ボ
ウ
ガ
ン
か
ら
光
る
矢
を

分
達
が
放

た
弾
幕
へ
と

向
か

て
放
ち
始
め
相
殺
さ
せ
た

 
霊
夢

奴
は
不

不
死
か
何
か
な
の

 
蓮
 

元
々
が

だ
か
ら
修
理
で
き
る
ん
だ
よ

 
霧
雨

が
言
う
科

の
結

の

の
ロ
ボ

ト

て

 
の
は
伊
達
じ

な
い
な

 
と

言

て
い
る
と
キ
ラ

ク
リ

ゾ
ン
は

方
を
見
て

 
ロ

先

撃

力

定

了

危
険
ト
判
断

 
ロ

撃

対

変
更

レ

リ

１
３
２

ハ
魔

 
法
使
イ

除

開
始
ス
ル

 
ロ

１
３
３

ハ
ヒ
キ
続
キ
武
道
家

除

優
先

 
ス
ル

 
そ
う
言
う
と

体
の

体
は
そ
れ

れ
魔
理
沙
と
聖
に
目

け
て
襲
い

か
る

 
蓮
 

霊
夢
は
聖
さ
ん
の

護
を

は
魔
理
沙
の

を
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す
る
か
ら

 
霊
夢

分
か

た
わ
死
ぬ
ん
じ

な
い
わ
よ

 
霧
雨

す
ま

蓮

 
聖
 

こ
ち
ら
で

体
は
倒
し
ま
し

う

 
蓮
 

の
方
も

体
は
倒
し
ま
す

 
そ
う
言
い
お

い
に
別
れ
る

そ
し
て

 
ギ
ン

 
魔
理
沙
へ
と
向
か

て
く
る
キ
ラ

ク
リ

ゾ
ン
を
神
楽
で

え
る

 
蓮
 

魔
理
沙
の
所
へ
は
行
か
せ
は
し
ま
せ
ん
よ

 
ロ

対

定

開
始

了
戦
士
ト
判
明
魔
法
使
イ

 
共
々

除

 
霧
雨

や
ら
れ
て
た
ま
る
か

 
魔
理
沙
は

の
弾
幕
を
放
ち

護
を
し
て
く
れ
る
が

 
ガ
ギ
ン

 
と
ん
で
も
な
い
ぐ
ら
い
の
力
で
吹

飛
ば
さ
れ
る
が
す
ぐ
に
受
け

を

て
体

を
立
て
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す

そ
し
て
体
を
３
６
０
度
回
転
さ
せ

の
弾
幕
を
弾
き
飛
ば
す

 
霧
雨

こ
れ
で
も
く
ら
い
や
が
れ

 
そ
う
言
う
と
魔
理
沙
は
上
空
か
ら
ミ

八

を
構
え
て

 
霧
雨

 
ド
ラ

ン
メ
テ
オ

 

大
な
レ

ザ

が
キ
ラ

ク
リ

ゾ
ン
へ
と
襲
い

か
る

だ
が

わ
り
と
飛
び

け

分

も

弾
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
た
め

け
る

 
ロ

力

未
知
数

 
蓮
 

魔
理
沙
せ
め
て
当
て
て
よ

 
霧
雨

い
や

悪
い
な

 
と

言

て
い
る
一
方
で

 
聖
 

こ
の

 
聖
は
パ
ン

キ

ク
と
体
術
で

撃

を
キ
ラ

ク
リ

ゾ
ン
は

と
メ
イ
ス
と
で
ぶ
つ

か
り
合

て
い
た

 
霊
夢

護
す
る
わ

 
そ
う
言
う
と
霊
夢
は
お

い
棒
を

る
と
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霊
夢

霊

 
夢
想
妙

 

つ
の
小
さ
な
光
弾
が
キ
ラ

ク
リ

ゾ
ン
へ
と
襲
い

か
る

だ
が
キ
ラ

ク
リ

ゾ
ン

は
放
た
れ
た
弾
幕
に
向
か

て
ボ
ウ
ガ
ン
の
矢
で

ち
落
と
す

 
霊
夢

こ
い
つ

が
な
い

 
聖
 

で
り

 

の
グ

パ
ン
で
聖
は

る
が
そ
れ
を

な
く
メ
イ
ス
で
受
け

め
ら
れ
た

 
聖
 

ど
う
す
れ
ば

 
メ
イ
ス
を
力

せ
に

ら
れ
聖
は
吹

飛
ば
さ
れ
る
が
す
ぐ
に
受
け

を

り
体

を
整
え
る

が
こ
れ
に
は
聖
も
参
る
ば
か
り
だ

 
霊
夢

そ
う
い
え
ば
さ

き
魔
理
沙
の
マ
ス
タ

ス
パ

ク

 
を
当
て
ら
れ
て
修
理
し
て
い
た
だ
か
ら

と
な

 
る
の
は
魔
理
沙
よ

な
ら
こ
れ
し
か
な
い
わ

 
聖
 

何
か
妙

で
も

 
霊
夢

え

合
図
し
た
ら
あ

ち
の

ま
で
そ
い
つ
を
ぶ

 
飛
ば
せ
る
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聖
 

や

て
み
ま
し

う

 
そ
う
言
い
聖
は
ま
た
ぶ
つ
か
り
合
い
に
い
け

そ
し
て
何
か
を
考
え
た
霊
夢
は
隣
で
戦
う
蓮
に

向
か

て

 
霊
夢

蓮

 
蓮
 

ん
何

霊
夢

 
霊
夢

こ
い
つ
ら
を

体

体
で
倒
す
の
は
無
理
が
あ

た

 
の
よ

だ
か
ら
さ

き
み
た
い
な
火
力
を

で
使
え

 
ば

 
蓮
 

そ
う
か

 
霊
夢

あ

ち
の

に
飛
ば
し
て

 
蓮
 

わ
か

た

 
霊
夢
の
言
い
た
い
こ
と
つ
ま
り
こ
の

体
の
キ
ラ

ク
リ

ゾ
ン
を
一

に
ま
と
め
そ
し
て

全
員
の
総
火
力
で

く
と
い
う
事
だ
ろ
う

分
は
キ
ラ

ク
リ

ゾ
ン
に
ぶ
つ
か
り
な
が
ら

 
蓮
 

魔
理
沙

聞
き
た
い
ん
だ
け
ど
最
高
火
力
の
レ

ザ
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て
ま
だ
撃
て
る

 
霧
雨

あ

何
と
か

発
な
ら

 
蓮
 

な
ら
合
図
し
た
ら
こ
い
つ
目

け
て
撃

て

 
霧
雨

了
解
し
た

 
そ
う
言
う
と
魔
理
沙
は
ミ

八

を
構
え
る

分
は
キ
ラ

ク
リ

ゾ
ン
か
ら
少
し
下
が

り
神
楽
を

に

め
目
を

り
集
中
す
る

 
ロ

意

不
明

構

危
険
ト
判
断
シ
始

 
そ
う
言
う
と

と
メ
イ
ス
を

り
上

て

 
ロ

グ
ラ
ン
ド
イ
ン
パ
ク
ト

 
と
技
名
を
言
い
地
面
を

撃
す
る
と
地
面
が

れ
タ
イ
ル
が
刃
と
な

て
地
を

い
こ
ち
ら

へ
と
向
か

て
く
る

そ
れ
を
合
図
に

を
バ

に
し
大
地
の
刃
を
飛
ん
で

け
る

そ
し
て
目

を
見
開
き
神
楽
を

刀
す
る

 
蓮
 

天
武
 
次
元
斬
り

の

刀

 
常
人
の
目
に
は
見
え
ぬ
程
の

刀
に
よ
る
一

を
行
う

だ
が
キ
ラ

ク
リ

ゾ
ン
は
そ
ん
な

の
お
見
通
し
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
メ
イ
ス
で

い
で
く
る
が
問

は
そ
こ
で
は
な
い
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蓮
 

え
た

 
キ
ン

 
メ
イ
ス
に
よ

て

が
れ
弾
か
れ
た
が
そ
れ
こ
そ

い
な
の
だ

一
撃
目
な
ど
受
け

め
ら
れ

る
の
は
目
に
見
え
て
い
た

な
ら
ば
受
け

め
さ
せ
て
や
れ
ば
い
い

 
ロ

異
常

空
気

確

 
強

な
一
撃
と

撃
波
に
よ
り

ら
れ
た

分
と
相
手
と
の
間
に
あ
る
空
間
は
時
間

に
よ

て
急

に
元
に
戻
ろ
う
と
し
て
お

い
を
吸
い

せ
合
う

こ
れ
は
知
ら
ぬ
者
か
ら
し
た
ら

う
の
は
無
理
な
い

 
蓮
 

そ
し
て
こ
れ
が

の

刀

 
回
転
を
合
わ
せ

力
を
増
大
さ
せ
た
一

を
キ
ラ

ク
リ

ゾ
ン
の

体
に

撃
さ
せ
る

 
ロ

ア
ン

ン

 
蓮
 

じ

や

 
そ
し
て
キ
ラ

ク
リ

ゾ
ン
に
神
楽
を
刺
し

た
状

で
回
転
し
霊
夢
が

し
た
方
向
へ

と
投

飛
ば
す

 
蓮
 

霊
夢
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霊
夢

わ
か

た

今
よ

 
聖
 

分
か
り
ま
し
た

 
聖
は
相
手
の

撃
を
退
け
る

そ
し
て

 
聖
 

天

 

の
五
行
山

 
ス

ル
を

え
手
で
一
刀

断
さ
せ
る
と

大
な
手
現
れ
キ
ラ

ク
リ

ゾ
ン
へ
と
そ
の

が

放
た
れ
た

 
ロ

未

タ
技

確
認

ラ

 
ド

ン

 
吹

飛
ば
さ
れ
蓮
が
放
り
投

た
キ
ラ

ク
リ

ゾ
ン
へ
と

撃
し

へ
と
激
突
す
る

 
ロ

確
認

 
ロ

リ

ト

リ

ア

 
お

い
に
ま
た
修
理
を
始
め
よ
と
し
て
い
た
か

 
霊
夢

や
る
わ
よ
魔
理
沙

 
霧
雨

あ

こ
れ
で
ラ
ス
ト
だ

 
そ
う
言
い

人
は
ス

ル
を

え
た
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霊
夢

神
霊
 
夢
想
封
印

 
霧
雨

魔

 
フ

イ

ル
ス
パ

ク

 

人
の
ス

ル
が
発
動
し

の
キ
ラ

ク
リ

ゾ
ン
に

撃
す
る

 
ロ

修
復
不
可
能

 
ロ

能

 
ド

ン

 
そ
し
て

体
の

体
は
大

発
を
起
こ
し
た
の
だ

た

 
狗
神

そ
ん
じ

今
回
も
あ
り
が
と
う
な

 
鈴

ま
ず
言
う
よ
こ
れ
東
方
だ
か
ら
何
と
か
な
る
け
れ
ど

 
ド

ク

に
な

た
ら
地
獄

図
だ
か
ら

 
だ
か
ら
ク
リ

ゾ
ン
は
決
し
て

く
な
い
よ

 
神
楽

し

か
し
何
で
す
か
あ
の

さ
は
一

で
す
が
折
れ

 
て
し
ま
う
か
も
と
思
い
ま
し
た
よ
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狗
神

そ
ん
な
に
か

 
神
楽

は
い
ま
る
で
玉

い
や
そ
れ
を
越
え
る
何
か
を
斬

 
て
い
る
感
覚
で
し
た

 
鈴

怠
惰
君
の
中
の
人
は
何
を
考
え
て
こ
れ
を
出
し
た
の

 
か
な

 
狗
神

本
当
だ
よ
な

 
鈴

さ
て
と
そ
の

は
問
い

め
る
と
し
て
今
回
は
こ
こ

 
ま
で

 
神
楽

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す

 
狗
神

そ
ん
じ

あ
な
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第
２
５
０
話
 
娯
楽
室
の
戦
い
決
着

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

ま
た
何
処
か
の
中
古

シ

に
行
き
た
い
な
と
思
い
始
め
て

い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

行
く
時
間
が
本
当
に
な
い
ん
で
す
よ

し
く
て

で
は

こ
ん
な
話
も
あ
れ
な
の
で
本
編
へ
ど
う

 

が
上
が
る
中
で

分
達
は
強

に

て
た
の
だ
と
い
う
高

感
を
得
る
と
共
に
安

す

る 
霊
夢

つ

強
か

た

 
蓮
 

や

と

の
積
年
の
恨
み
が
は
ら
せ
た

 
霧
雨

い
や
そ
れ
関
係
な
い
だ
ろ

 
聖
 

で
す
が

様
そ
の

れ
て
ま
せ
ん
よ

 
霊
夢

え

何
が

 
と

霊
夢
が
言

た
そ
の
時
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パ

パ

パ

パ

パ

パ

パ

パ

 

手
す
る
音
が
聞
こ
え
て
く
る

す
る
と
ミ
ラ

ボ

ル
に
当
て
ら
れ
た
光
か
ら
出
来
た

か

ら
凶
変
し
た
黒
が
ゆ

く
り
と
出
て
く
る

 
黒
 

ラ
ボ

良
い
じ

か
中
々
良
か

た

 
そ
う

め
て
く
れ
る
の
は
良
い

だ
が
そ
こ
が

心
じ

な
い

 

人

あ

れ
て
た

 
聖
 

や

り

そ
れ
に
蓮
さ
ん
ま
で

 
そ
う
蓮
と
霊
夢
と
魔
理
沙
は
黒
の
事
を
す

か
り

れ
て
い
た
の
だ

そ
れ
を
聞
い
た
黒
は
ギ

ロ
リ
と

み

け
る

 
黒
 

お
い

ラ

て
め

ら

の
事
を

れ
て
い
や
が

 
た
の
か

 
霊
夢

え

 
霧
雨

そ
れ
に
よ
キ
ラ

ク
リ

ゾ
ン
が
濃
す
ぎ
て
お
前
の

 

事

が
薄
い
ん
だ
よ

 
黒
 

な
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蓮
 

薄
い
と
い
う
か

が
薄
い

 
黒
 

何
だ
と

 

分
達
が
一
言
一
言
を

く
ご
と
に
黒
の

間
に
シ

が
増
え
て
い
く

そ
し
て
聖
は

を
張

り
上

て

 
聖
 

そ

そ
の
蓮
さ
ん
ツ

ミ
を
放

し
な
い
で
下
さ

 
い

 
蓮
 

え

ツ

ミ

て
何
だ

け

 
霧
雨

お
い
蓮

お
前
が
そ
れ
を
放

し
た
ら
何
が

る
ん

 
だ
よ

ど
こ

の

鏡
よ
ろ
し
く
ツ

ミ
と
い
う

 
お
前
に
と

て
の

意
義
が
な
い
と
お
前
が

 
す
る
意

は
ど
う
な
る
ん
だ
よ

 
蓮
 

く
な
い

 
何

に

分
の

意
義
ツ

ミ
に
な

て
い
る
の
だ

だ
が
そ
ん
な
ツ

ミ
を
し
て

い
る
と

 
霊
夢

な

蓮
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蓮
 

ん

て
う
わ

 

ン

 
霊
夢
の
一
言
で
何
と
か
後
ろ
に
回

出
来
た

見
て
み
る
と
そ
こ
に
は
大
き
な

が
地
面
を

て
い
た

 
黒
 

て
め

ら

の
事
を

れ
て
い
る
ん
じ

 
ラ

 
無

さ
れ
続
け
た
黒
の

に
は
血
管
が

き
出
て
今
に
も
破
裂
し
て
血
が
吹
き
出
そ
う
だ

 
霧
雨

お
前
は
あ
れ
か

構

て
ち

ん
か

 
黒
 

が
構

て
ち

ん
だ

ラ

 
黒
は

の

を

に
し
て
霊
夢
と
魔
理
沙
へ
と

撃
を
仕

け
る

人
は
飛
び
追

し

て
く
る

の

を

け
て
い
く

 
聖
 

黒
さ
ん

 
聖
の
か
か
と
落
と
し
が
黒
へ
と
当
た
ろ
う
と
す
る
が

 
ガ
シ

 

な
く

手
で

み

な
く

さ
え
る
と
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黒
 

図
に
の

て
ん
じ

ラ

 
聖
 

ぐ

 
聖
を
こ
ち
ら
へ
と
向
か

て
投

飛
ば
し
て
く
る

分
は

け
ず
に
聖
を
受
け

め
る

 
蓮
 

大

で
す
か
聖
さ
ん

 
聖
 

す
み
ま
せ
ん
蓮
さ

 
聖
は
す
ぐ
に

分
の

ぐ
ら
を

み
上
へ
と
行
く
と

 

ン

 
黒
 

ち

 
下
を
見
る
と
黒
が
何
か
武

を
い
や

ら
く

で

り
出
し
た
の
で
あ
ろ
う

ン
ソ

を

手
に

て
斬
り
か
か

て
い
た
の
だ

も
し
も

処
で
聖
が

ぐ
ら
を

ん
で
上
へ
と
行

て
く
れ
な
け
れ
ば

死
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い

 
蓮
 

あ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
聖
 

い
え

 
お

を
言
う
と

ぐ
ら
を

む
の
を

め
る
と

 
黒
 

子
に
の

て
ん
じ

ラ
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し
真

黒
の

ン
ソ

で
斬
り
か
か

て
く
る

す
ぐ
さ
ま
神
楽
を

刀
し

 
ギ
ン

 

ン
ソ

を
弾
く
が
や
は
り
刃
が
動
く
た
め
か
少
し
手
が
し
び
れ
た

 
黒
 

こ
の
野

が

 
霧
雨

う
る
せ

変

執
事

 
黒
 

が
変

だ

ラ

 
霊
夢

あ
ん
た
の
格

が
よ

 
そ
う
言
い
な
が
ら
霊
夢
は
無
数
の
針
を
魔
理
沙
は

の
弾
幕
を
黒
へ
と
放
つ
が
黒
は

ン
ソ

を
回
転
さ
せ
針
を

ぎ

の
弾
幕
は

を

り
全
て

み
込
む

 
黒
 

い
ち
い
ち
う
る
せ

な

こ
う
い
う
フ

シ

ン

 
な
ん
だ
よ

 
蓮
 

そ
ん
な
フ

シ

ン
が
あ

て
た
ま
る
か

と
い

 
う
か
何
処
の
世

だ

 
上

の
フ

シ

ン
な
ど

着
だ
け
で

分
だ

斬
撃
波
を
飛
ば
し
な
が
ら
ツ

ミ
を
す

る
と
今
度
は
棒
の
よ
う
な

に
変
化
さ
せ
斬
撃
波
を
全
て
弾
き
飛
ば
す
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黒
 

て
め

ら
お
子
ち

ま
に
は
分
か
ら

よ

様
の

 
こ
の
ス

パ

な
フ

シ

ン
は
よ

 
霧
雨

知
り
た
く
も

し
気

ち
悪
い
ん
だ
よ

 
霊
夢

流
石
に

も
引
く
わ

 

人
は
ま
た
弾
幕
を
飛
ば
す
が
黒
は

を

り
弾
幕
を

み
込
む

 
聖
 

流
石
に
そ
れ
は
破

で
す

 
黒
 

ん
だ
と

物

 
聖
は
黒
へ
と
急

近
し
イ
ン
フ

イ
ト
を
仕

け
る
が
負
け
じ
と
黒
も
聖
の

撃
を

い
で
い

く 
聖
 

物
で
何
が
い
け
な
い
ん
で
す
か

 
黒
 

ご
ち

ご
ち

と
う
る
せ

か
ら

い
な
ん
だ
よ

 
い
ち
い
ち
昔

か
ら
て
め

は
何
時
も

に
向
か

 
て
あ

で
も

こ
う
で
も

て
よ

 
聖
 

黒
さ
ん
ま
さ
か
覚
え
て

 
黒
は
聖
を
弾
き
飛
ば
す

ど
う
や
ら
聞
い
て
い
る
と
昔
の
事
を
覚
え
て
い
る
み
た
い
だ
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黒
 

あ

覚
え
て
る
と
も
て
め

は
何
時
も
何
時
も
と

 
を
イ
ラ
つ
か
せ
る
ん
だ
よ

何
か
を
す
れ
ば
あ

 
で
も

こ
う
で
も

と
よ

に
は

は
な

 
い
の
か
よ

そ
れ
よ
か
こ
ん
な
生
に
な

た
の
も
あ

 
の
ア

の

か
ぶ
り
女
の
せ
い
だ
よ
な

決
め
た

 

て
め

ら
を

し
た
ら
今
度
は
魔
界
に
行

て
や

 
る
そ
ん
で
も

て
神

も
殺
し
て
や
ら

 
黒
の
怒
り
で
つ
い
に
血
管
か
ら
血
が
吹
き
出
た

す
る
と

の

を

大
化
さ
せ
天

ま
で

く
程
の

大
な

を

り
出
す
と

 
黒
 

闇
に
の
ま
れ
や
が
れ

シ

ド

ウ

 

が
波
の
よ
う
に
な
り

分
達
へ
と
襲
い
か
か

た

 
聖
 

が
う
る
さ
く
言

た
せ
い
で

 
蓮
 

う
こ
れ
は
黒
さ
ん
の
た
め
に
言

た
か
ら
じ

な

 
い
で
す
か

聖
さ
ん
あ
の
時
の
宴
会
の
時
の
黒
さ
ん

 
の
笑

を
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
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そ
う
言
い

分
は
神
楽
を
構
え
る
と

 
蓮
 

斬

 
一

神
楽

 
斬
撃
波
を
黒
の
出
し
た

の
波
で
は
な
く
ミ
ラ

ボ

ル
を

て
放
つ

そ
し
て

 

ン

 
ミ
ラ

ボ

ル
は

発
す
る
と

時
に

の
波
は

え
て
な
く
な

た

 
霧
雨

そ
う
か

そ
う
い
え
ば

は
光
が
な
き

出
来

 
よ
な

 
黒
 

こ
の
ク
ソ
ガ
キ
が

 
と

黒
が

ん
だ
そ
の

間

 
ド

ン

 
ど
こ
か
ら
か
大

発
が
起
き
地
面
が

れ
た

 
蓮
 

な

こ
れ
は

 
黒
 

く
く
ハ
ハ
ハ

狛
の

は
し
く
じ

た
み

 
た
い
だ
な

ざ
ま

な

お
い

 
と

言

て
い
る
と
光
が

え
る

ど
う
や
ら
動
力
を

か
が
や

た
み
た
い
だ
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黒
 

お
い
お
い
動
力

れ
か

狛
は
使
え

耶
狛
は
キ

 

い
と
本
当
に

に
な

ち
ま
う

な

 
聖
 

黒
さ
ん
貴
方
の
そ
の

ん
だ
目
を
も
う
一
度

き
あ

 

て
あ

ま
す

そ
し
て
貴
方
が
見
つ
け
た
か
け
が

 
え
の
な
い
仲
間
の
事
を
友
人
の
事
を
思
い
出
さ
せ
て

 
あ

ま
す

 
黒
 

言
う
な

の
分

で
よ

め
た
も
う
遊
び
も
何

 
も
か
も
よ

こ
れ
は

の
第
六
感
が
危
険
と
思

て

 
使
わ
な
い
よ
う
に
と
は
思

た
け
ど
よ

使

て
や

 
る
よ

 
そ
う
言
い
黒
は

体
の

た

を

り
出
す
と

を
外
す

あ
の

体
は
黒
の
言

た
通
り

な
予
感
し
か
し
な
い

 
霊
夢

あ
れ
は

ま
せ
ち

メ

な
予
感
が
す
る
わ

 
霧
雨

ち

 
蓮
 

さ
せ
る
か
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聖
 

黒
さ
ん

 

分
達
が
近
づ
き
後

歩
で

れ
そ
う
な
所
で
黒
は

体
を
一
気
に

み

す
と

撃
波
が

分
達
を
襲
う

 
黒
 

ク
ク
ク

ギ

ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
良
イ

最
高
だ

第
六
感
も
時

は
あ

 
テ

な
ら

時
も
あ
ン
だ

 
黒
の
目
は
見
て
分
か
る
ぐ
ら
い
に

血
し
深
紅
の

へ
と
変
わ

て
い
た

そ
し
て
何
よ
り
も

言

が
所
々

言
と
な

て
い
て
聞
い
て
い
る
だ
け
で
も
不
気

に
思
え
て
く
る

 
聖
 

黒
さ
ん

 
黒
 

イ

い
ち
う
ル
せ

て
言

て
ン
だ
ロ
ウ
が

 
黒
の
体
は
み
る
み
る
大
き
く
な

て
い
く

そ
し
て
あ
の
時
の
異
変
と

じ
よ
う
に
⻯
の

と

な

た

 
黒
 

死
に
去
ラ
せ

 

大
な

か
ら
真

黒
の

レ
ス
を

き
出
し
て
く
る

し
か
も
そ
の

レ
ス
の
大
き
さ
先
程

の

の
波
と

様
に

け
れ
る
ス

ス
が
全
然
な
い
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霊
夢

夢

 
二

結
界

 
霊
夢
が
結
界
を
は
り
何
と
か

ぐ
が
黒
は
未
だ
に

レ
ス
を
放
ち
続
け
て
く
る

そ
の
た
め

か 
霊
夢

く

 
結
界
を
張
り

ぐ
霊
夢
の

も

の

情
が
見
え
た

 
蓮
 

陰
陽
 
結
界

 
霊
夢
の
結
界
に

勢
し

分
も
結
界
を
は
る

 
霊
夢

蓮

 
蓮
 

な
ん
と
か

え
よ
う
霊
夢

 
霧
雨

ち

聖
こ
こ
は

ら
が
行
動
を
起
こ
す

 
聖
 

そ
の
つ
も
り
で
す

 
霊
夢

な
ら
頼
む
わ
よ

 
そ
う
言
う
と
霊
夢
は
後
ろ
の
方
に

を

る

分
も

様
に

を

る
と
聖
と
魔
理
沙
は

け
出
す

 
蓮
 

霊
夢

こ
の
ま
ま
近
づ
こ
う



 第２５０話 娯楽室の戦い決着

 
霊
夢

ど
う
い
う

そ
う
い
う
事

 
ど
う
や
ら
理
解
し
て
く
れ
た
み
た
い
だ

霊
夢
と
共
に

動
し

々
に
と
近
づ
く

そ
れ
に
続

い
て
魔
理
沙
は
八

を
構
え
聖
は

こ
ん
ご
う
し

を
構
え
数
歩
ず
つ
近
づ
く

 
黒
 

何

何

引
か

い

 
霊
夢

い

け

 
蓮
 

う

 
ド

ン

 
黒
 

ガ

 
ど
う
し
て
結
界
を
張

た
状

で

動
す
る
と
い
う
考
え
を

た
か
そ
ん
な
の
は

だ

放
ち
続
け
る

レ
ス
を
そ
の
ま
ま
黒
の

に

し
込
め
る
た
め
だ

そ
う
な
れ
ば
逆
流
し
た

レ

ス
は
体
内
で

発
を
す
る
と
思

た
か
ら
だ

そ
し
て

ん
だ
黒
に
空
か
さ
ず

 
聖
 

黒
さ
ん
覚

 
霧
雨

行
く

 

人
は
飛
び
出
す
と
ス

ル
を

え
た

 
霧
雨

 
マ
ス
タ

ス
パ

ク
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聖
 

ア

ン
ギ
ラ
サ

 

人
の
ス

ル
が
零

で
発
動
す
る

真

に

血
し
た
目
で
こ
ち
ら
を

み

け
な

が
ら
黒
は
た
だ
一
言

 
黒
 

し
イ

光

 

ン

 
目
を

り
た
く
な
る
ぐ
ら
い
の

し
い
光
が
襲
い

弾
音
が
鳴
り

き

る

そ
し
て
光
が

む
と
⻯
か
ら
人

へ
と
変
わ

た
黒
が

た
わ

て
い
た

 
聖
 

黒
さ
ん

 
聖
は
す
ぐ
に
黒
へ
と
近
づ
き

を

に
の
せ
安

を
確
認
す
る

 
霧
雨

お
い

危

 
霊
夢

れ
な
さ
い

じ

な
い
と

 
霊
夢
と
魔
理
沙
が
聖
の
元
へ
と
行
こ
う
と
す
る
の
を

分
は
手
を

平
に

め
る

 
霊
夢

蓮

 
霧
雨

良
い
の
か
よ

 
蓮
 

聖
さ
ん
に

せ
よ
こ
こ
は
さ
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そ
う
言
う
と

人
は
お

い
棒
と
ミ

八

を
下

る

す
る
と

 
黒
 

ぐ

何

貴
様
か
ラ
見
た
ラ

だ
ロ

は

 
聖
 

は

し
ん
で
い
る
者
に
手
を

し

べ
る
ん
で
す

 
そ
し
て
今
の
貴
方
は

し
ん
で
い
る
じ

な
い
で
す

 
か
黒
さ
ん

 
優
し
い
笑

を
黒
へ
と
向
け
て
い
た

あ
の
笑

を
見
て
い
て
時
々
だ
が
思
う
聖

の
よ
う
な

笑

だ
な
と

 
黒
 

て
メ

は
何
時

そ
う

い
ン
だ

て
め

は

 
聖

 
聖
 

で
も
貴
方
は
こ
う
し
て

が

し
て
い
て
も
襲

 
て
来
て
な
い
じ

な
い
で
す
か

 
黒
 

な
ら
望
ミ
通
り

シ
て

ろ
ウ
か

 
黒
は

を

り

を

る
と
聖
へ
と
放
つ

 
霧
雨

お

お
い

 
霊
夢

危
な
い
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蓮
 

 
神
楽
の

に
手
を
か
け
斬
ろ
う
と
し
た
時

分
は
見
た

聖
は
た
だ
目
を

り
そ
し
て
黒
に

優
し
く

笑
ん
で
い
た
の
を
す
る
と

の

は
聖
に
当
た
る

前
ギ
リ
ギ
リ
で

ま

た

 
黒
 

何

だ
何

け

ん

テ
め

 
聖
 

は

じ
て
い
る
か
ら
そ
し
て
黒
さ
ん

は
知

て

 
い
ま
す
貴
方
の
そ
の
本
当
の
優
し
さ
を
こ
れ
は
貴
方

 
が
探
し
て
見
つ
け
れ
た
宝
物
じ

な
い
で
す
か

 
黒
 

メ
だ
ク
ソ
が

興
が
失
セ
ち
ま

た

 
そ
う
言
う
と
黒
が

た

は
ス

と

え
た

聖
は

方
を
向
く
と

 
聖
 

蓮
さ
ん

を
い
た
だ
い
て
も
よ
ろ
し
い
で
す
か

 
蓮
 

構
い
ま
せ
ん
よ

 
黒
の
元
へ
と
行
き

に

を
投

す
る

そ
れ
を
見
て
い
た
霊
夢
と
魔
理
沙
も
安
全
と
判
断

し
た
の
か
近

る

 
黒
 

何

こ
れ

 
霊
夢

あ
ん
た
を
元
に
戻
す

よ
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霧
雨

そ
れ
と

つ
き
だ
が
な

 
聖
 

黒
さ
ん
目
が
覚
め
た
ら
ま
た
お
話
を
聞
か
せ
て
下
さ

 
い

 
そ
う
言
い
聖
は
黒
を
起
こ
し

を
組
む

 
黒
 

ア

 
黒
は
突
然
力

せ
に
聖
を

す

そ
の

間

 
グ
ジ

 
黒
 

ガ

 
聖
 

い
や

黒
さ
ん

 
黒
は
突
然
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
飛
ん
で
き
た

本
の
刀
に
よ

て
体
を

か
れ
た

そ
し
て

そ
の

本
の
刀
に
は
見
覚
え
が
あ

た

そ
れ
は
理
久
兎
の
愛
刀
の
空
紅
と
黒

だ

た
の
だ

 

 

は

黒
お
前
も
か
ど
い
つ
も
こ
い
つ
も
ど
う
し
て

 

を
裏

ろ
う
と
す
る
の
か
な

 

が
聞
こ
え
る
方
を
向
く
と
そ
こ
に
は
こ
の
戦
い
の
最
後
の
目
的
で
も
あ
る
理
久
兎
が
立

て

い
た
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霊
夢

あ
ん
た

こ
い
つ
は
あ
ん
た
の
仲
間
で
し

そ

 
れ
を
ど
う
し
て
こ
ん
な

に

 
霧
雨

て
め

 
聖
 

理
久
兎
さ
ん
よ
く
も

 
理
 

良
い

そ
の
殺
し
て
や
り
た
い

て
い
う

は

 
さ

何
時
み
て
も
最
高
だ
し

稽
だ

 

人
の
狂
変
し
た
従
者
も

だ

た
と
思

た
が
今
の
理
久
兎
の
方
が

人
よ
り
も
断
然
的

に

だ
と
確

し
た

 
蓮
 

理
久
兎

 
神
楽
を

刀
し
理
久
兎
へ
と
斬
り
か
か
る
が
何
と

撃
が
当
た
ろ
う
と
す
る

間

 
ギ
ン

 
蓮
 

く

 
理
久
兎
の

中
か
ら
生
え
る

に
よ

て
弾
か
れ
た

 
理
 

血
の
気
が

い
こ
と

さ
て
と

 
手
を

す
と
黒
は
光

く

そ
し
て
光
が

む
と
石
に
変
わ

て
い
た

そ
し
て
空
紅
と
黒
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は
フ

ン

ル
か
の
よ
う
に
理
久
兎
の
元
へ
と
戻
る
と

時
に
石
へ
と
変
わ

た
黒
も
理
久
兎
の

元
へ
も
飛
ん
で
い
き
理
久
兎
の
手
に

ら
れ
た

 
理
 

さ
て
と
従
者
達

人
共
に
や
ら
れ
ち

た
か
ら
今

 
度
は

が
相
手
を
し
て
あ

る

の

見
室
に
て
君

 
達
を
待
つ
か
ら

の
子
達
に
も
あ

た
ら
伝
え
て
お

 
い
て

 
そ
う
言
い
理
久
兎
は
一

で
こ
の
場
か
ら

え
た

た

分
達
は
こ
の

か
と
な

た
空

間
と
何
と
言
え
な
い
気

ち
で
い

い
に
な
る
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
晴
明

で
は
今
回
は
黒
さ
ん
で
良
い
ん
で
す

 
怠
惰

は
い
は
い
で
は
ま
ず
黒
が

て
い
た

に
つ
い

 
て

様
も
見
て
い
て
思

た
は
ず
何
で

品

 
の
化
け
物
そ
れ
も
滅

滅

強
い
奴
が
い
る
ん
だ
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よ
と
ま

あ
の

は
異
界
に

が

て
い
る
と
考

 
え
て
く
れ
れ
ば
い
い
か
な

 
晴
明

り
と
る
者
に
キ
ラ

ク
リ

ゾ
ン
と
か
で
す

 
あ
れ
は
強
す
ぎ
ま
す
よ

 
怠
惰

実
は
こ
の

体
あ
る

が
あ
る
ん
だ
け
ど
分
か

 
る

 
晴
明

え

ロ
ボ

ト
に

ス
ト
に
何
が
あ
る
ん
で

 
す
か

 
怠
惰

こ
の

体
実
は
所
見
殺
し
の

つ
名
が
あ
る
ん
だ

 
よ
つ
ま
り
黒
が
呼
び
出
す
怪
物
の

ん
ど
が
所
見

 
殺
し

ン
ス
タ

な

な
ん
で
す

 
晴
明

な

な
る

ど

 
怠
惰

そ
れ
と

だ
け
ど
本
当
な
ら
ク
リ

ゾ
ン
じ

 
な
く
て
マ
ジ
ン
ガ
先

を
出
す
予
定
だ

た
け
ど

 

底
神

を
守

て
い
る

ら
の

的
に
武
士
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道
的
と
考
え
て
こ
う
な
る
と
出
す
の
も
と
考
え
た

 

に
上

種
の
ク
リ

ゾ
ン
に
な
り
ま
し
た

 
晴
明

蓮
達
や
そ
の
お
仲
間
か
ら
し
た
ら
た
ま

た
も
の

 
で
は
あ
り
ま
せ
ん

 
怠
惰

で
次
に
黒
だ
け
ど
ま

見
て
分
か
る
通
り
性
格
は

 
か
つ
て
の
神

と
覇

い
を
し
て
い
た
頃
に
戻

 

て
い
る
ん
だ
よ

そ
れ
よ
り
少
し

い
け
ど

 
晴
明

昔
は
あ
ん
な
感
じ
な
ん
で
す
か

 
怠
惰

そ
う
だ
け
ど
聖
さ
ん
に
出
会

て
今
の
黒
が
い
る

 
ま

実

の
所
は
黒
は

え
て
た
黒
い
感
情
が

 
発
ま

タ
ガ
が
外
れ
て
あ
ん
な
感
じ
に
な

た
イ

 
メ

ジ
か
な

だ
か
ら

分
の
道
を
正
し
た
聖
に

 
も
く

て
か
か
る
ま

最
後
は
聖
の
笑

に
負
け

 
て

め
た
け
ど

 
晴
明

あ
の
人
の
笑

は
反

で
す
よ
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怠
惰

ま

で
も
あ

い
う
普

か
ら
キ
レ
な
い
人

て

 
キ
レ
る
マ
ジ
で

い
か
ら
な
そ
れ
に
ク
リ

ゾ
ン

 
に
も
武
道
家
と
言
わ
れ
る
始

だ
よ

 
晴
明

あ
の
人
は

ン
ク
で
良
い
ん
じ

な
い
で
す
か

 
怠
惰

う
ん

も
そ
れ
は
思
う
お

と
そ
ろ
そ
ろ
時
間

 
だ
か
ら
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
晴
明

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

 
怠
惰

そ
ん
じ

ま
た



 第２５１話 全員集合 

 
第
２
５
１
話
 
全
員
集
合
 

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
シ

ド
バ
の
追

パ

ク
の

ン
パ
イ
ア
カ

ド
を
使
い
試
し

り
し

て
き
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

い
や
は
や
滅

滅

な
レ

ル
に
な

て
て

き
ま
た

ト

カ

ド
が
並
ぶ
な
と
思

て
し
ま
い
ま
し
た

分
使
用

だ

た
ら

ン
パ
イ
ア
が

い
の

か
な

今
の

に
な
る
と

お

と
失

そ
れ
で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 
理
久
兎
の
襲
撃
に
よ

て
暗
く
な
る
こ
の
空
気
に

分
達
の
テ
ン
シ

ン
と
い
う
か

シ

ン
が
下
が
る

だ
が
何
よ
り
も
こ
の
中
で
一
番
悲
し
い
の
は
聖
の

だ

 
蓮
 

聖
さ
ん

 
聖
 

大

で
す
よ
蓮
さ
ん

 
と
言
う
が
全
然
大

と
い
う

を
し
て
い
な
い

む
し
ろ

く
落
ち
込
ん
で
い
る
の
が
一

目
見
て
分
か
る

 
霊
夢

は
許
せ
な
い
わ
よ

分
の
仲
間
を
あ
ん
な
無
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下
に

う

奴
を

 
霧
雨

狂
変
し
た
と
は
い
え

処
ま
で
す
る
と
は
な
流
石
の

 

も
カ

ン
と
き
て
る

 
蓮
 

そ
れ
は

も
だ
よ

 
そ
う
言

て
い
る
そ
の

間
だ

た

 

 

あ

蓮
く
ん
だ

 
と

が
聞
こ
え
向
く
と

も
い
な
い

霊
夢
と
魔
理
沙
の
方
を
向
く
と

 
霊
夢

今
あ
ん
た
を
呼
ん
だ

が

 
霧
雨

あ

聞
こ
え
た

 
聖
 

今
の
は

 
キ

ロ
キ

ロ
と
探
し
て
い
る
と
突
然

界
が
暗
く
な

た

 
蓮
 

え

 

 

だ

れ
だ

 

を
聞
い
て
あ
る

人
の
少
女
を
思
い
出
し
た

 
蓮
 

こ
い
し
ち

ん
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こ
い

ン

ン
正
解

 

界
が
明
る
く
な
る
と
こ
い
し
が
後
ろ
か
ら

分
の
目
の
前
に

動
す
る

 
霊
夢

あ

あ
ん
た
確
か
さ
と
り
の
妹
だ

た
わ

 
こ
い

う
ん
そ
う
だ
よ

 
聖
 

気

を
全
く
感
じ
な
か

た
ま
さ
か
こ
れ
が
無
の

 
地
に
立
つ
者

 
霧
雨

て
か
お
前
は
何
で
こ
こ
に
い
る
ん
だ
よ

 
言
わ
れ
て
み
る
と
そ
う
だ

何

こ
こ
に
こ
い
し
が
い
る
の
だ

突

し
た
メ
ン
バ

に
こ
い

し
は

て
い
な
か

た

だ
が

 
こ
い

そ
れ
は
理
久
兎
お
兄
ち

ん
に
気
づ
か
れ
な
い
よ
う

 
に

い
て
い

た
か
ら

 
蓮
 

あ

る
程

 
流
石
は
無
意
識
を

る
程
度
の
能
力
を

つ
者
だ
け
あ

て

い
説
得
力
が
あ
る

 
こ
い

あ

そ
う
そ
う

の
力
を
貸
し
て

し
い
の

 
蓮
 

力



 第十七章 狂神降臨

 
こ
い

う
ん

つ
い
て
き
て
よ

 
そ
う
言
い
こ
い
し
は

わ

わ
と
飛
ん
で
い
く

霊
夢
と
魔
理
沙
そ
し
て
聖
の

を
見
る
と

 
霊
夢

と
り
あ
え
ず
つ
い
て
行
き
ま
し

う

 
霧
雨

だ
な

 
聖
 

そ
う
で
す

 
蓮
 

了
解

 
そ
う
し
て

分
達
は
こ
い
し
の
後
に
つ
い
て
行
く
の
だ

た

く
飛
び
続
け
る
と

り
の

気
が
変
わ
る
こ
と
に
気
が
つ
く

た
異

そ
し
て
メ
カ
メ
カ
し
い

は
黒
く

て
い

た 
蓮
 

こ
れ
は

一
体
何
が

 
こ
い

あ

そ
れ
は

え

と
確
か

メ
な
執
事
さ
ん
だ

 
た
よ

が
や

た
ん
だ
よ

 
霧
雨

ひ

丸

じ

か

 
ど
う
や
ら
玲
音
が
や

た
み
た
い
だ

確
か
に

の
火
な
ら
こ
れ
ぐ
ら
い
出
来
て
当
然
だ
ろ

う
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霊
夢

そ
う
な
る
と
こ

ち
は
執
事
と
か
咲
夜
だ
と
か
の

 
リ
ア

て
事
よ

 
こ
い

う
ん

そ
れ
で

動
力
を
壊
し
た
ん
だ
け
ど
そ
こ
か

 
ら
出
て
き
た
妖
怪
達
が
生
き

め
に
な

て
て
動
け

 
る

か
を
探
し
て
た
ん
だ
よ

 
聖
 

る
程

 
と
言

て
い
る
と

の
丸

と
な
り
熱
で

け
て
ぐ
に

ぐ
に

に
な

て
い
る

が
見

え
て
く
る

ど
う
や
ら

処
に
い
そ
う
だ

こ
い
し
の
後
に
続
き

屋
へ
と

る
と

 
紫
 

あ
ら
遅
か

た
わ

 
霊
夢

紫

 
霧
雨

そ
れ
よ
り
か
こ
れ
は

 
見
て
み
る
と
気
絶
し
た
妖
怪
達
が
数

く
い
た

そ
の
中
に
は
か
つ
て
旧
都
で
戦

た

や

々
も
い
た

や
は
り
見
立
て
通
り
石
に
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ

 
蓮
 

さ
ん
は
無
事
な
ん
で
す
か

 
紫
 

え

今
の
所
は

ま
だ

を
始
め
た
ば
か
り
だ
か
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ら
何
と
も
言
え
な
い
感
じ
で
す
け
ど

 
霊
夢

ん
所
で
あ
の
執
事
と
メ
イ
ド
は
何
を
し
て
い

 
る
の

 
見
て
み
る
と
そ
こ
に
は
玲
音
が
咲
夜
に

し
て
も
ら

て
い
た

 
紫
 

あ

萃
香
か
ら
聞
い
た
け
ど
何
で
も

狛
を
撃
退

 
す
る
の
に
最
大
限
の
力
を
使

た
反
動
で
あ

な

 
て
る
み
た
い
よ

 
霊
夢

へ

 

 

い
い

気
と
思

て
ま
す

つ
い
で
に

も
蓮

 
さ
ん
に
し
た
い
と
思

て
ま
す
よ

 
霊
夢

な

な
な
な
な
な

な

な
い
で
し

て
あ

 
れ

 
何
処
か
ら

が
し
た
か
と
思
う
と
さ
と
り
が

と
近
づ
い
て
く
る

ど
う
や
ら
霊
夢
は

心
を

ま
れ
た
み
た
い
だ

 
霊
夢

な
事
を
言
う
ん
じ

な
い
わ
よ
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さ
と

失

 
だ
が
こ
う
し
て
見
る
と

は
無
事
み
た
い
で
少
し

と
し
た

 
蓮
 

さ
て
と
紫
さ
ん
さ
と
り
さ
ん
情
報
の

を
し
ま
せ

 
ん
か
そ

ち
で
何
が
起
こ

た
の
か
そ
し
て

方
で

 
起
き
た
事
を
全
て
話
し
ま
せ
ん
か

 
紫
 

え

そ
の
つ
も
り
よ

 
さ
と

そ
う
で
す

 
そ
う
し
て
紫
と
さ
と
り
は
各
々
が
話
し
て
く
れ
る

さ
と
り
の
所
は

狛
と
出
会
い
何
と
か
倒

し

は

た
が
理
久
兎
に
強
襲
さ
れ

狛
を
石
に
し
回

し
て
逃

ら
れ
た
事
を
そ
し
て
紫

も
耶
狛
を
倒
し

を
投

し
た
が
さ
と
り
達
と

様
に
耶
狛
を
石
に
し
回

さ
れ
て
逃

た
事

を
伝
え
て
く
れ
た

理
久
兎
が
言

て
い
た
従
者
達
が
や
ら
れ
た
と
言

て
い
た
事
か
ら
確

は

し
て
い
た
が

の

組
も
こ
ん
な
感
じ
だ

た
と
は

そ
し
て
無

分
達
も
黒
に

を
投

し
た
事
と

つ
の
組
と

様
に
理
久
兎
に
強
襲
さ
れ
黒
を

れ

わ
れ
た
事
を
伝
え
た

 
紫
 

そ
う

そ

ち
も
そ
う
だ

た
の

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
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蓮
 

そ
れ
か
ら
理
久
兎
さ
ん
が

の

屋
で
待
つ
と
の
事

 
で
す
よ

所
で
紫
さ
ん
確
か
そ

ち
の
組
は
注
射

 
を

分
に

て
ま
し
た
よ

 
紫
 

え

あ
る
わ
よ

 
そ
う
言
い
紫
は

略
の

と
な
る
怠
惰
印
の
注
射

を
ス
キ
マ
か
ら
出
し
て
見
せ
て
く
れ
た

 
霊
夢

こ
れ
な
ら
解
決
も
一
歩
手
前

 
蓮
 

う
ん
と
り
あ
え
ず
紫
さ
ん
は
能
力
は
使
え
る
よ
う
に

 
は
な

た

で
良
い
ん
で
す
よ

 
紫
 

え

だ
か
ら
と
り
あ
え
ず
は

を
全
員
し
て
地
上

 
に

り

け
る
つ
も
り
よ

 
そ
う
な
れ
ば
戦
い
ま
で
に
少
し
の
休

は
出
来
そ
う
だ

 
蓮
 

な
ら
そ
れ
が
終
わ
り
次
第
行
き
ま
し

う

 
紫
 

そ
う

 
霊
夢

え

 
さ
と

待

て
い
て
下
さ
い
理
久
兎
さ
ん
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そ
う
し
て

業
を
行
い
つ
つ

び
休

を

み
つ
つ

の
手

け
を
し
な
が
ら
理
久
兎

と
の
死
闘
に
向
け
て
最
後
の
心
の
準
備
を
各
々
の
す
る
の
だ

た

 
怠
惰

て
な

で
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
晴
明

ま
た

達
な
ん
で
す
か

 
怠
惰

う
ん

と
り
あ
え
ず
次
回
か
ら
こ

ち
は
お
休
み
し

 
て
あ

ち
を
投
稿
す
る
か
ら
よ
ろ
し
く

 
晴
明

つ
い
に
あ

ち
で
す
か

 
怠
惰

因
み
に
だ
け
ど
今

理
久
兎
君
の
方
は
ハ

な
事
に

 
な

て
い
る
と
だ
け
言

て
お
く
よ

 
晴
明

ハ

な
事

て

 
怠
惰

さ

何
だ
ろ
う

で
は
で
は
今
回
は
お

い
け
ど

 
こ
こ
ま
で

 
晴
明

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
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怠
惰

で
は

者
様
ま
た
次
回

サ
ラ

バ



 第２５２話 玉座の場へ

 
第
２
５
２
話
 
玉
座
の
場
へ

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

食
事
に
呼
ば
れ
外
食
を
し
て
き
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

因
み
に

行

た
の
は
焼

屋
で
し
た
が

が

こ
か

た
の
で
気

ち
が
悪
い
で
す

と
り
あ
え
ず
こ
ん

な
話
は

い
て
お
い
て
本
編
へ
ど
う

 

と
合
流
を

た
し
た

分
達
は
異
変
の
最
後
の
戦
い
の
た
め
休

を
と

て
い
た

 
蓮
 

に
と
り
さ
ん
に

の

達
ま
で

 
萃
香

う
ん

が
理
久
兎
達
の

者
な
ん
だ
よ

 

さ
れ
た
者
達
を
こ
う
し
て
見
る
と
⻤
は

い
る
が

や
そ
の

に
も

山
の
妖
怪
が

理
久
兎
達
の

者
に
な

た
の
だ
と
実
感
し
た

 
霊
夢

紫

い
く
ら
あ
ん
た
の

と
は
言
え
ど
こ
れ
は

 

に
は
許
さ
れ
る
事

じ

な
い
わ
よ

 
紫
 

え
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蓮
 

 
理
久
兎
達
の
や

た
事
は
決
し
て
許
さ
れ
る
事
で
は
な
い

だ
が
何
よ
り
も
理
久
兎
を
そ
の
従

者
達
を
裏
で

り
凶
変
さ
せ
た
者
が
真
の
黒
幕
で
あ

て
理
久
兎
達
も

者
な
の
だ

だ
か
ら

こ
そ
黒
幕
に
対
し
て
の
怒
り
を

え
ら
れ
な
い

 
霧
雨

な

と
り
あ
え
ず
こ
い
つ
ら
を

ろ
う

 
聖
 

も
し

が
あ
り
ま
す
し

 
紫
 

そ
う

 
紫
は
ス
キ
マ
を

開
し
倒
れ
て
い
る

を
ス
キ
マ
に
落
と
し
て
い
く

 
こ
い

お
姉
ち

ん
理
久
兎
お
兄
ち

ん
や
黒
お
兄
ち

ん

 
に

狛
お
兄
ち

ん
に
耶
狛
お
姉
ち

ん
は
ど
う
な

 

ち

う
の

 
さ
と

分
か
ら
な
い
わ
け
ど
理
久
兎
さ
ん
が
そ
の
よ
う

 
な
処

を
受
け
そ
う
と
い
う
な
ら
ば

は

を
そ
し

 
て
理
久
兎
さ
ん
を

護
す
る
わ

 
蓮
 

さ
と
り
さ
ん
そ
れ
に
こ
い
し
ち

ん
そ
れ

も
や
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て
も
良
い
で
す
か

 

を
つ
き

を
合
わ
せ
な
が
ら
言
う
と
さ
と
り
は
意
外
な

を
し

分
を
ジ

と
見
る
と

 
さ
と

そ
う
で
す
か
え

と
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
蓮
さ
ん
で
す
が
蓮
さ
ん
こ
れ
は
知

て
い
て
下
さ
い

 
こ
の
場
の
ま

一

は

い
ま
す
が

は
理
久
兎
さ

 
ん
の

方
で
す
よ

 

の
心
を

ん
で
そ
う

い
た
の
だ
ろ
う

そ
れ
に

分
は

笑
み
な
が
ら

 
蓮
 

え

 
さ
と

貴
方
は
不
思
議
な
人
で
す

 
こ
い

う
ん

蓮
お
兄
ち

ん
は

い
変
わ
り
者
な
ん
だ

 
よ

 
蓮
 

か

変
わ
り
者

て

 
こ
い

で
も

く
優
し
い
ん
だ
よ

 
で
も
最
後
の
フ

ロ

で
少
し
は
良
い
感
じ
に
な

た

こ
れ
無
意
識
で
言

て
い
る
か
ら
悪

意
が
な
い
の
は
分
か
る
が
ち

と
ぐ
さ
り
と
く
る
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さ
と

そ
ん
な
ん
で
ぐ
さ
り
と
来
る
と
は

昔
の

 
名
前
は

二
病
で
す
か
大
変
で
す

 
蓮
 

さ
り

な
く

の
黒

を
見
な
い
で
下
さ
い
そ
れ

 
と
言
わ
な
い
で

え
ま
す
か

 
と

話
し
て
い
る
と
霊
夢
が

と
笑

で
や

て
く
る

 
霊
夢

蓮

ま
さ
か

気
と
か
し
よ
う
だ
な
ん
て
思

て
な

 
い
わ
よ

 
蓮
 

え

え

思

て
な
い
よ

 
こ
こ
最
近
に
な

て
常
々
と
思
う
が
霊
夢
が
病
ん
で
き
て
い
る
よ
う
気
が
し
て
な
ら
な
い

前

は
も

と

気
な
い
気
が
し
た
の
だ
が

 
蓮
 

と
い
う
か
霊
夢
さ
こ
こ
最
近
に
な

て
思
う
け
ど
病

 
ん
で
な
い
よ

 
霊
夢

え

な
わ
け
な
い
じ

な
い

 
霧
雨

そ
う
だ

た
だ

に
焼
き

だ
か
ら
気
に
す
る
事

 
は
な
い
か
ら
な
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魔
理
沙
の
言

に

を
真

に
さ
せ
る

そ
し
て
す
ぐ
に
元
に
戻
る
と

 
霊
夢

あ
ん
た
を
フ
ル
ボ

に
し
た
後
に
魔
法
の

に
生

 
き

め
に
し
て

に
で
も

生
や
さ
せ
ま
し

う
か

 
し
ら

 
霧
雨

ひ

い
な

霊
夢

た
ら

 
霊
夢
と
魔
理
沙
は
何
時
も
の
よ
う
に

ざ
け
合
う

見
て
い
て
和
ま
し
い
光
景
だ

 
さ
と

で
す
が
蓮
さ
ん

は
少
し
貴
方
と
霊
夢
さ
ん
の
関

 
係
が

ま
し
い
で
す

 
蓮
 

え

何
で
で
す
か

 
何

に

ま
し
い
の
だ
ろ
う

さ
と
り
に
だ

て
今
は
い
な
い
が
理
久
兎
が

に
い
る

な
の

に 
さ
と

だ

て
貴
方
と
霊
夢
さ
ん
は
お

い
が

想
い
か
ら

 
始
ま
り
今
の
関
係
に
発

し
た
じ

な
い
で
す
か

 
そ
れ
に
比
べ
て

は
た
だ
一
方
的
な
告
白
だ

た
の

 
で
そ
の

理
久
兎
さ
ん
に

た
が
ら
れ
て
た
の
か
な
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て

も
う

の
事
な
ん
て

れ
て
い
る
み
た
い
で

 
す
し

が
こ
こ
に
来
た
の
は
間

い
だ

た
の

 
か
も
し
れ
ま
せ
ん

 
蓮
 

そ
れ
は

 
紫
 

覚
妖
怪
そ
れ
は
間

て
る
わ
よ

 
と
紫
が

方
へ
と
や

て
来
る

し
か
も
見
て
み
る
と
も
う

の
者
達
の

は
終
わ

た

み
た
い
だ

 
紫
 

様
は
貴
女
の
事
を
し

か
り
思

て
い
た
わ

 
よ

 
さ
と

で
も

 
紫
 

貴
方

様
と
⻑
く
い
た
の
な
ら
分
か
る

 
よ
あ
の
人
の
い
え
あ
の
神
の
心
に
秘
め
る
優
し
さ
を

 

か
さ
を

そ
れ
に
も
し

た
が

て
た
ら

ら
く

 
す
ぐ
に
地
上
に

り
住
ん
で
ま
す
わ
よ

様

 
は
そ
う
い
う
男
だ
か
ら
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さ
と

 
ま
さ
か
言
い
た
い
事
の

ど
を
言
わ
れ
る
と
は
思
わ
な
か

た

そ
し
て
さ
と
り
は
ク
ス
リ
と

笑
む
と

 
さ
と

本
心
な
ん
で
す

正

な
話
で
貴
女
は

手
で
す

 
で
す
が

じ
者
の

を
見
て
き
た
者
と
し
て
理
久
兎

 
さ
ん
を

が
心
か
ら
愛
し
た
神
を
一

に

わ
せ
て

 
下
さ
い

 

リ
と

を
下

た

そ
れ
程
ま
で
理
久
兎
を
思

て
い
る
の
な
ら

分
だ
と

分
は
思

た
が
そ
れ
を
聞
い
て
い
た
霊
夢
や
紫
は

く

れ
な
が
ら

 
霊
夢

別
に

を
下

る
事
な
ん
か
な
い
で
し

り
込
む

 
前
に
行
き
た
い

て
い
う
意
思

を
貴
女
は
し
た

 
か
ら
い
る
の
よ

 
紫
 

そ
う
よ

 
蓮
 

え

と

を
あ

て
く
だ
さ
い

 
さ
と
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さ
と
り
は

を
上

る
と
少
し

し

な
さ
そ
う
に

を

ら
め
て
い
た

 
蓮
 

と
り
あ
え
ず
そ
ろ
そ
ろ
休

も
良
い
よ

 
霊
夢

は
問

な
い
わ
よ

 
霧
雨

あ

バ

来
い

 
紫
 

な
ら

に
伝
え
て
く
る
わ

 
紫
は

に
そ
ろ
そ
ろ
行
く
事
を
伝
え
に
行
こ
う
と
し
た
そ
の
時
突
然
だ

た

体
が

く

く
な
る

何
か
の

が
体
を

か

て
い
る
み
た
い
に

 
霊
夢

こ
れ
は

 
霧
雨

昔
に
感
じ
た
事
が
あ
る

こ
れ
は
理
久
兎
の

 
さ
と

何

こ
ん
な

力
を

 
紫
 

急
い
で
伝
え
て

く
向
か
い
ま
し

う

 
蓮
 

え

 
紫
は

に
伝
え
に
向
か
う

そ
し
て

分
も
し
な
い
内
に
全
員
が
集
ま
り

 
蓮
 

さ
ん
行
き
ま
し

う

 
霊
夢

そ
う

く
行
き
ま
し

う

な
予
感
が
す
る
わ
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霧
雨

な
ら
さ

さ
と
行
こ
う

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

 
そ
う
し
て
蓮
達
は
こ
の
気
を

り
先
へ
と
進
む

そ
う
し
て
先
へ
と
進
む
と

華
な

が
さ

れ
た

の
前
へ
と
来
る

そ
し
て
体
に

を
か
け
る

ど
の
気
は
よ
り
キ
ツ
く
鳥

が
た

て
い

た 
蓮
 

開
け
る
よ

 

動
で

が
開
き
中
へ
と

る
と
そ
こ
に
は

の
な
い
女
性
の
死
体
が
転
が
り
そ
の
近
く
に
は

を

ち
全

が
返
り
血
を

び
真

に
な

た
理
久
兎
が

方
を
狂
気
に
近
い
笑

で
見
て

い
た
の
だ

た

 
狗
神

そ
ん
じ

今
回
も
あ
り
が
と
う
な

 
神
楽

つ
い
に
理
久
兎
さ
ん
の
元
に

た
だ
何
で
す
か
こ

 
の
異
様
な
光
景
は

 
鈴

ぶ

と
ん
で
る

ま
さ
か
仲
間
を
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狗
神

じ
ら
れ

本
当
に
今
の

奴
は
ク

野

だ
な

 
鈴

不
良
が
良
い
こ
と
を
す
る
と
キ

ン
と
な
る
み
た
い

 
に
良
い
人
い
や
神
か

だ

た
理
久
兎
が
こ
う
悪
事

 
を

く
と

く

悪
と
い
う
か
サ
イ

パ
ス
に
な
る

 
ん
だ

 
神
楽

本
当
で
す

 
狗
神

と
り
あ
え
ず
次
回
の
投
稿
で
ど
う
な

て
い
る
の

 
か
が
分
か
る
よ
な

 
神
楽

だ
と
思
い
た
い
で
す

 
鈴

う
ん
と
り
あ
え
ず
今
回
は
こ
こ
ま
で
だ

 
狗
神

あ

ま
た
次
回
の
月

日
の
投
稿
も
よ
ろ
し
く
な

 

者
様

 
鈴

次
回

蓮
死
す
を
お
楽
し
み
に

 
神
楽

手
に
殺
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

そ

そ
れ
で
は

 
さ
よ
う
な
ら
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第
２
５
３
話
 
理
久
兎
の
元
へ

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

ま
た
明
日
か
ら

で

に
な
り
そ
う
な
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

ま

で
も
来

の
月

日
は
何

か

事

が

日
で
休
み
な
の
で

少
良
い
と
思
え
ば
良
い

ん
で
す
か

さ
て
と
で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 
異
様
な
光
景
に

分
達
は
整
理
が
出
来
な
か

た

が
吹

飛
び
地
面
に
倒
れ
る
死
体
に
は

く
色
づ
い
た
白
い

が
あ

た
事
か
ら

分
達
を
殺
そ
う
と
し
た
天
使
で
あ
り
黒
幕
で
あ
る
の

は
間

い
な
い

だ
が
何

に
理
久
兎
と
そ
の
天
使
は
こ
ん
な
事
を
し
た
の
だ

 
理
 

や

と
来
た
ん
だ
待
ち
く
た
び
れ
た
よ

 
し
か
も
見
て
み
る
と
理
久
兎
の

そ
し
て
体
は
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な

て
い
た

 
霊
夢

あ
ん
た
そ
れ

 
こ
い

死
体

 
理
 

ん

あ

ご
め
ん

こ
の

を

け
る
時
間
を
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れ
な
く
て
さ

 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん
そ
の
天
使
は
貴
方
の
仲
間
じ

 
と

言
う
と
理
久
兎
は
ギ
ロ
リ
と

方
を

む

 
理
 

前
々
か
ら
君
ら
も
し
つ
こ
く
仲
間

仲
間

仲
間

て

 
言
う
け
ど
さ

の

り
に
い
る
の
は
仲
間
じ

な
く

 
て
た
だ
の

だ
よ

言

て
る
意

は
分
か
る
か

 
な

 
天
子

本
当
に
聞
い
て
て
イ
ラ
つ
く
わ

あ
ん
た
の
そ
の
言

 
い
方
は

じ
従
者
を

つ
者
と
し
て
そ
う
い
う

 

い
す
る
あ
ん
た
は
絶
対
に
許
さ
な
い
わ

 
理
 

い
ガ
キ
が
意
気
が
る
な
よ

も

と
経

を
積

 
み

し
て
か
ら
物
を
言
え
よ

 
そ
れ
に
怒
り
を
更
に
感
じ
た
天
子
は
緋
想
の

を
構
え
理
久
兎
へ
と
向
か
お
う
と
す
る
が
す
ぐ

に

え
る

 
天
子

ち

と
何
す
ん
の
よ
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蓮
 

落
ち
着
い
て
く
だ
さ
い
天
子
さ
ん
も
知

て
い
る

 
で
す
よ
理
久
兎
さ
ん
は
常
に

発
を
し
て

さ
を

 
失
わ
せ
て
戦
う
の
が

の
戦
い
方
で
す
あ
ま
り
気

 
ち
を
高
ぶ
ら
せ
る
の
は
良
く
な
い
で
す
よ

 
妖
夢

蓮
さ
ん
の
言
う
通
り
で
す

一
時
の
激
情
に

を

 
せ
れ
ば
理
久
兎
様
の
思
う

で
す

 
そ
れ
を
聞
き
天
子
は

れ
る
の
を

め
る

そ
れ
を
見
て
い
た
理
久
兎
は
つ
ま
ら
な
さ
そ
う

に 
理
 

何

戦
う
気
が
な
い
な
ら

え
て
く
ん
な
い

は

 
今
無
性
に
戦
い
た
い
ん
だ
け
ど

 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん
も
う
こ
ん
な
事
は

め
ま
し

う

 
こ
れ

上
戦

て
何
が
あ
る
ん
で
す
か

 
理
 

決
ま

て
る
で
し

絶
対
神
と
し
て
の

つ
の
椅
子

 
に
座
る
ん
だ
よ

だ
か
ら
こ
そ
新
た
な
世
界
で
は

 

の
な
い
者
達
を

ミ
を
掃
除
し
よ
う
と
し
て
い
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る
ん
じ

な
い

 
紫
 

様

そ
の
先
に
あ
る
の
は

ら
く
も
う
後
戻

 
り
出
来
な
い

の
道
で
す
わ

 
理
 

だ
か
ら
何
だ
よ

別
に
良
い
じ

な
い

ろ
大

 
だ
よ

 
狂

そ
の
言

が

合
う
ぐ
ら
い
の

な
笑

で
そ
う

え
た

 
理
 

そ
れ
で

ど
う
す
る
の
さ

と
殺
り
合
う
の

そ
れ

 
と
も

を

い
て
逃

て
世
界
が
崩
壊
す
る
様
を

 
見
て

を

え
な
が
ら
絶
望
す
る
か

さ

選
べ
よ

 
侵

者
共
あ

も
し
後
者
を
選
ぶ
な
ら

は
何
に
も

 
し
な
い
で
帰
し
て
あ

る
け
ど

 
と

理
久
兎
は
言
う
が
も
う

に

分
達
の

え
は
決
ま

て
い
る

 
蓮
 

前
者
を
選
び
ま
す

そ
し
て
理
久
兎
さ
ん
今
度
こ
そ

 
貴
方
を

て
せ
ま
す

 
神
楽
を
構
え
そ
し
て
狗
神
と
鈴

の
式
神

を
何
時
で
も
出
せ
る
よ
う
に
構
え
る

そ
し
て
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分
に
続
き

 
霊
夢

昔
に
受
け
た

は
返
す
わ
よ
理
久
兎
さ
ん

 
霧
雨

感
だ

 

祟
り
神
を
バ
カ
に
し
た
天

を
少
し
受
け
て
く
だ
さ

 
い
理
久
兎
さ
ん

 
妖
夢

理
久
兎
様
お
覚

を

 
萃
香

て
で
も
目
を
覚
ま
せ
て
あ

る
よ
理
久
兎

 
咲
夜

や
ら
れ
た
分
は
返
す
わ
よ
玲
音

 
玲
音

あ

じ

と
お

が
う
る
せ

し
な

 
聖
 

そ
し
て

ら
わ
れ
た
従
者
さ
ん
達
も

け
ま
す

 
天
子

え

従
者
達
の
無
念
も
全

の
せ
て
や
る
わ

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

今

 
紫
 

け
ま
す
わ

 
と
全
員
が
臨
戦

勢
を

る

そ
れ
を
見
て
聞
い
て
い
た
理
久
兎
は

を
手
で

さ
え
る
と

 
理
 

ク
ク
ク
ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

う

け
る
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目
を
覚
ま
せ
る

返
し
に
仕
返
し
に
更
に
は
天

 

て
に
は
覚

を

更
に
は

の
事
も

し

べ

 
る
と
は
な

聞
い
て
て
マ
ジ
で
ウ

少
し
は

 

を
し
て
遊
ん
で
や
ろ
う
か
と
思

た
が

め
た
全

 
員
こ
の
場
で

が

々
に
絶
望
を

あ
わ
せ
そ
し
て

 
死
が
ど
れ
だ
け

く
安
ら
ぎ
で
あ
る
か
を
教
え
て
あ

 

る
よ

 
そ
う
言
う
と
理
久
兎
を
中
心
に
黒
色
が
白
い

屋
を
侵
食
し
て
い
く

そ
し
て
そ
れ
に
続
き

か
ら
光

く
石
を

つ
出
す

そ
れ
は
理
久
兎
の
従
者
達
で
あ
る

狛

耶
狛

黒
の
変
わ
り

て
た
石
だ

 
理
 

神
獣
石
よ

に
力
を
貸
せ

 
理
久
兎
の
言

で

つ
の
石
は
理
久
兎
の
近
く
を

遊
し
だ
す
と
や
が
て
真

白
の

白
の

屋
は
黒
く
シ

ク
な
玉
座
の
間
へ
と
変
わ
る

 
理
 

さ
て
と
準
備
は

あ

で
も
ま
だ
こ
れ
だ
け
し
て
な

 
か

た

ル

ル
を

定
す
る
こ
れ
か
ら
行
わ
れ
る
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戦
い
の
間
だ
け

が

と
認
識
し
た
者
は
不

不

 
死
を

さ
せ
る

 
蓮
 

な

 
霊
夢

奴
は
何
を

 

達
を
不

不
死

て

 
理
久
兎
の
言

で
バ
キ

と
何
か
が

れ
る
音
が
し
た

そ
し
て

分
達
を
再
度
見
て

リ
と
笑
う

 
理
 

お
前
ら
が
言
う
そ
の
下
ら
な
い
理
想
を

し
て
見
ろ

 
そ
し
て
分
か
ら
し
て
や
る
よ
ど
れ
だ
け
貴
様
ら
が

 
い
か
ど
れ
だ
け
無
力
か
を
ま

も
し
も

を

さ

 
せ
れ
た
ら
君
ら
の
言
う
こ
と
を
聞
い
て
や
る
よ

 
理
久
兎
は
何
を
考
え
て
い
る
の
だ

こ
の
戦
い
の
間
の
を
不

不
死
に
し
た
所
で
理
久
兎
の
方

が
更
に
不
利
に
な
る

な
の
に
理
久
兎
は
楽
し
そ
う
に
笑

て
い
る

 
霧
雨

よ
く
分
か
ら

が

ン
ス
だ

 
天
子

え

今
の

達
の

体
な
ら



 第十七章 狂神降臨

 
萃
香

紫

 
紫
 

引

か
る
の
よ

 
さ
と

え

そ
れ
に
は

じ
で
す
理
久
兎
さ
ん
が
こ
ん
な
無

 
意

な
事
を
す
る
と
は
思
え
ま
せ
ん

 
聖
 

感
で
す

何
か
こ
の

に
は
裏
が
あ
る

 

人
の
言
う
通
り
だ

理
久
兎
と
い
う
男
は
常
に
戦
い
に
お
い
て
は
無

な
行
動
に
見
え
て

も
そ
ん
な
事
は
絶
対
に
し
な
い

そ
れ
に
こ
ん
な
見
た
感
じ
が
八

⻑
の
よ
う
な
戦
い
な
ん
か
は

特
に
だ

 
理
 

ク
ク
ク

さ

ど
う
し
た
折

利
な

件
に
し
て

 
あ

た
ん
だ
か
ら
精
々
楽
し
ま
せ
ろ
よ

 
蓮
 

注
意
し
て
行
き
ま
し

う

 
霊
夢

え

 
全
員
で
注
意
し
な
が
ら
理
久
兎
へ
と
一

に
か
か
る

 
理
 

来
い
よ
そ
し
て

を
楽
し
ま
せ
ろ
貴
様
ら
の
そ
の

 
託
と
い
う
理
想
の
先
に
あ
る
本
当
の
真
実
を
教
え
て
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あ

る
よ

 
そ
う
し
て
蓮
達

理
久
兎
の
こ
の
異
変
の
最
後
の
戦
い
が

て
落
と
さ
れ
た
の
だ

た

 
狗
神

そ
ん
じ

あ
り
が
と
う
な

 
鈴

理
久
兎
は
元
か
ら
裏

る
つ
も
り
だ

た
の

 
神
楽

分
か
り
ま
せ
ん
で
す
が
あ
の
天
使
を
殺
し
て
し
ま
う

 
だ
な
ん
て

 
鈴

も
は
や
凶

の

を
越
え
て
る
よ

 
狗
神

そ
ん
な
の
と

く
だ
今
の

奴
は
何
を
し
で
か
す
か

 
す
ら
も
分
か
ら

 
神
楽

ど
う
な
る
ん
で
し

う
か

 
狗
神

分
か
ら
ん

 
鈴

た
だ
蓮
く
ん
達
が

つ
こ
と
を
願
う
し
か
な
い
よ

 
神
楽

ど
う
か

に
安

が
平
穏
が
戻
り
ま
す
よ
う
に
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狗
神

と
り
あ
え
ず
そ
ん
な

だ
か
ら
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
だ

 
鈴

次
回
こ
そ
蓮
達

理
久
兎
の
レ
イ
ド
バ
ト
ル
を

 
お
楽
し
み
に

 
神
楽

そ
れ
で
は
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第
２
５
４
話
 

理
久
兎

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

を

け
て
い
た
遅
く
な

て
し
ま

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で

す

休
明
け
か
ら
大

に

が
出
て
遊
ぶ
時
間
が
な
い
で
ご
ざ
い
ま
す

さ
て
こ
ん
な

リ
ア
ル
話
も
放

て
お
い
て
今
回
も
ど
う

 

分
達
は
一

に
理
久
兎
へ
と

み
か
か
る

こ
れ
は
相
手
か
ら
し
た
ら
数
の

力
と
思
わ
れ

る
か
も
し
れ
な
い

だ
が

人
だ
け
で
は
今
の
理
久
兎
に
は

て
な
い
の
は
事
実
だ

 
理
 

舞
え
黒

れ
天

 
理
久
兎
の

か
ら
黒

と
天

が
飛
び
出
し
目
で
追
う
の
が
や

と
の

度
で

無

に

飛
び
回
る

 
蓮
 

 
霊
夢

こ
の

 
天
子

気

 
無
念
無
想
の

地
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天
子
は
ス

ル
を

え
る
と
体
に

光
が
走
る

そ
し
て
緋
想
の

を

手
に

ち

ガ

ド
で
理
久
兎
へ
と
突

込
む

 
蓮
 

天
子
さ
ん

 

め
よ
う
と
し
た
が

に
遅
く

め
ら
れ
な
か

た

そ
し
て
理
久
兎
へ
と
急

近
し
た
天
子

の

撃
は
理
久
兎
の
空
紅
で
受
け

め
ら
れ
た

 
蓮
 

く

護

を

 

は

す
ぎ
ま
す
よ

 
さ
と

見

り
き
れ
な
い

 

護
し
た
い
が
こ
の
飛
び
回
る
黒

と
天

は
厄
介
だ

ス

ル
を

し
よ
う
と
す
れ
ば

一

で
や
ら
れ
る

そ
れ
ぐ
ら
い
に

い
の
だ

そ
し
て
天
子
は
弾
き
飛
ば
さ
れ
こ

ち
へ
と
飛

ば
さ
れ
て
く
る

 
天
子

何
な
の

奴

 
と

言

て
い
る
と

 
理
 

空
紅
の
全
発
火
能
力
を
解
放

 
理
久
兎
は
空
紅
を
断

神
書
の
縁
に
当
て
て
い
た

何

に
あ
ん
な
構
え
を
す
る
の
だ
と
思
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て
い
る
と

 
萃
香

紫
あ
れ

 
紫
 

全
員
こ
の
中
に

て
ち

う
だ
い

 
カ
グ
ツ

が
来
る
わ

 

カ
グ
ツ

 
霧
雨

何
だ
よ
そ
れ

 
確
か
に
カ
グ
ツ

と
は
何
だ
と
と

問
に
思

て
い
る
と
理
久
兎
は
断

神
書
の
縁
に
空
紅
の

刀

を

り
つ
け
る
と
火
の

が
あ
が

た
か
と
思
う
と

大
な
紅
色
の
炎
の

が
空
紅
を
中
心

に
現
れ
理
久
兎
は
そ
れ
を

る

そ
れ
を
見
て
す
ぐ
に

な
予
感
が
し
た

す
ぐ
に

分
を

め
て

は
紫
が

た
ス
キ
マ
に

ろ
う
と
す
る
が

 
理
 

ル

ル
を

定
す
る
こ
の
炎
が

え
る
ま
で

の
能

 
力

び
に
飛
行
の
使
用
を
禁
ず
る

 
紫
 

な

ス
キ
マ
が

 
霊
夢

え

ち

 
退

を
た
た
れ
た

そ
し
て
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理
 

紅
カ
グ
ツ

 
理
久
兎
の
一
撃
が
放
た
れ

り

大
な
炎
が
一

に

分
達
に
襲
い
か
か
る

 
霧
雨

ま
ず
い

け
れ
な

 
妖
夢

そ
ん
な

 

分
達
は
紅
色
の
炎
に

み
込
ま
れ
た

 
聖
 

く

 
咲
夜

あ

 
玲
音

咲
夜

な
ん
だ
こ
の
炎
は

 
さ
と

き

 
こ
い

熱
い
よ

 
熱
い
本
当
に
熱
い

あ
ま
り
の
一
撃
に

が

し
む

そ
し
て

の
焼
け
る
匂
い
が

に
つ

き

な
気
分
に
な
る

こ
れ
は
死
ぬ
か
も
し
れ
な
い

だ
が
炎
で
焼
け

け
る
と

時
に
体
が
再

生
す
る

そ
れ
が
何
度
も
何
度
も
起
こ
る

そ
し
て
炎
が

む
と
あ
ま
り
の

し
さ
に

分
も

め
全
員
は
地
面
に
倒
れ
る

 
理
 

ど
う
か
な

愛

の
炎
と

等
の
炎
の

は

て
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あ
れ
れ

を
倒
す
ん
じ

な
か

た
の

 
蓮
 

く

 
今
だ
か
ら
こ
そ
分
か

た

理
久
兎
が
何

に

分
達
を
こ
の
戦
い
の
間
だ
け
不

不
死
に
し

た
の
か

最

は

分
達
は
メ
リ

ト
だ
と
感
じ
た
が
そ
れ
は
普

の

分
達
で
も

て
る
相
手

な
ら
の
話
だ

相
手
は
最
悪
の
神
で
あ
る
理
久
兎
つ
ま
り

つ
の
は

不
可
能
な
相
手
で
あ
り

逃

る
こ
と
も
出
来
ぬ
強

も
し
そ
ん
な
相
手
と
戦
お
う
も
の
な
ら
永
遠
の
こ
の

し
み
を

わ

い
何
度
も
地
に

や
体
を
つ
け
る
結

に
な
る

理
久
兎
は

か
ら

分
達
を
た
だ
殺
す
の
で
は

な
く
絶
望
を

え

分
達
の
心
を
殺
す
気
だ

 
理
 

お

い
生
き
て
ま
す
か

死
ん
で
ま
す
か

あ
れ

 
や
り
過
ぎ
ち

た
か
な

 
紫
 

く

様

 
紫
は
弾
幕
を
飛
ば
す

だ
が
理
久
兎
は

け
ず
そ
の
ま
ま

ガ

ド
で
そ
の
弾
幕
を
受
け

た 
理
 

グ

痛
い
痛
い
よ

 
理
久
兎
に
も
痛
み
は
あ
る
が

分
達
と

う
の
は
ケ
ガ
が
治
ら
な
い

つ
ま
り
不

不
死
な
の
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は

分
達
だ
け
で
理
久
兎
は
不

不
死
に
は
な

て
い
な
い

も

と
言

て
し
ま
え
ば
こ
の
理

久
兎
が
仕

け
た

は

方
が

利
と
思
え
る
が
実

は

方
が

く
不
利
だ

理
久
兎
を

殺
さ
な
け
れ
ば

分
達
は
永
遠
の

し
み
を

わ
う
事
と
な
る

だ
が
も
し
理
久
兎
を
殺
し
た
と

し
て
殺
せ
ば
も
う
二
度
と
理
久
兎
は
元
に
戻
ら
な
い
つ
ま
り

分
達
か
ら
し
た
ら

オ

バ

と
な
る

ま
さ
か
こ
こ
ま
で
こ
の

が
ク
ソ

だ
と
は

 
理
 

痛
い
痛
い

ク
ク
こ
れ
が
生
き
て
る

し
か

 
全
員

 
一

だ
が

え
て
し
ま

た

あ
れ
は
子

の

な
生
に
対
す
る
凶
気
そ
の
も
の
と
思

た 
理
 

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
こ
れ
だ
よ

が
こ
こ
に
い
る
実
感

 
何
て

晴
ら
し
い

ま
さ
し
く
生
あ
る
命
ア
ハ
ハ

 
ハ
ハ
ハ

 
蓮
 

う
が

 
力
を

り

り
立
ち
上
が
り
神
楽
を

て
斬
り
か
か
る
が

 
ガ
シ



 第２５４話  理久兎

 
あ
り
え
な
い
事
に

手
で
神
楽
を

つ

を

ま
れ

が
れ
た

す
ぐ
に

か
ら
狗
神
と
鈴

の
式
神

を
出
し

 
蓮
 

狗
神

鈴

 
狗
神

死

理
久
兎

 
鈴

ぶ

と
ば
さ
れ
ろ

 
狗
神
の

と
鈴

の

り
が
理
久
兎
へ
と
放
た
れ
後
少
し
で
当
た
ろ
う
と
す
る
所
で

 
理
 

生
ぬ
る
い
よ
そ
ん
な

撃

 
ガ
シ

 
狗
神

 

手
で
狗
神
の

を

む
と
狗
神
と

分
は

ち
上

ら
れ
理
久
兎
に
回
転
さ
せ
ら
れ
る

 
蓮
 

ぐ

 
狗
神

う
ぐ

 
ガ
ス

 
鈴

ぐ

 
そ
し
て
鈴

を
回
転
で
吹

飛
ば
す
と

分
と
狗
神
を
投

飛
ば
す
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狗
神

ち

 
蓮
 

 
受
け

を

る
と
次
に
玲
音
が
理
久
兎
へ
と
斬
り
か
か
る

 
玲
音

リ
ア
ル

 

リ

仕
方
な
い
わ

 
突
然
現
れ
た
人
相
が
悪
い
女
性
と
共
に
炎
と
ガ
ン

レ

ド
を

み
に
使
い
理
久
兎
に

む

理
久
兎
は

け
な
が
ら
玲
音
へ
と

を
放
つ
が
そ
の

間
に
玲
音
は
炎
と
な
り

撃
を
す
り

け

る

当
を
見
せ
る

 
玲
音

こ
い
つ

 

リ

い
わ

 
理
 

へ

面
白
い

君

だ
け
ど

そ
ん
な

タ
ラ
メ
に

 
技
を
使
え
ば
良
い

て

じ

な
い
ん
だ
よ

 
そ
う
言
う
と
理
久
兎
は
玲
音
に
向
か

て
空
紅
を
断

神
書
か
ら
引
き

き
斬
り
つ
け
る
が
玲

音
は
ま
た
炎
に
な

て

撃
を

け
る

 
玲
音

そ
う
い
う
お
前
こ
そ
な
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理
 

あ

そ

ル

ル
を

定
す
る

分
の
間
の
み
の
時

 
間
だ
け

分
の

手
に
相
手
の
能
力
そ
し
て

性
の

 
無

化
を

 
と

え
る
と
玲
音
の
首
も
と
を

み

ち
上

る

 
玲
音

な

何
だ
と

 

リ

何
で
炎
が

 
理
 

炎
に
は
炎
で
相
手
を
し
て
あ

る
よ

 
理
久
兎
は

手
に
空
紅
を

ち
刀

を
玲
音
の
首

に
当
て
る
と

 
理
 

破

ろ

 
ド

ン

 
玲
音

が
は

 

リ

何
よ

こ
の
炎
は

 
玲
音
の

が

発
し
炎
で

え
上
が
る
と
玲
音
を
放
り
投

た

 
蓮
 

玲
音
さ
ん

 
咲
夜

よ
く
も
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霊
夢

蓮
の

よ

陰
陽
⻤
神
玉

 
霧
雨

ス
タ

ス
ト
レ

リ

 
咲
夜

殺
人
ド

ル

 

開

 

が

れ
る
日

 

人
は
理
久
兎
へ
と
ス

ル
を
放
つ
と
理
久
兎
は
空
紅
を
断

神
書
に
し
ま
い
そ
し
て
た
だ

な
子

笑
み
を
し
な
が
ら

中
か
ら

を
生
や
し
突
風
で
正
面
か
ら
向
か

て
く
る

の

ス

ル
を

し
返
し
更
に
は

イ
フ
は

手
で

り

い

大
な
陰
陽
玉
は

で

り
飛
ば
し
そ

し
て
魔
理
沙
の

に
よ
る
突
進
を

手
で

め
る

 
霧
雨

な

 
理
 

こ
れ
は

お
返
し

 
理
久
兎
は
魔
理
沙
の

に
ア
イ
ア
ン
ク
ロ

を
し

む
と

 
ザ
シ

 
霧
雨

が

 
魔
理
沙
の
後

か
ら
大
き
な
針
が
飛
び
出
る
と

時
に
血
が
吹
き
出
る

針
が

え
魔
理
沙

を

す
と
魔
理
沙
は
地
面
へ
と
倒
れ
血
溜
ま
り
を

る



 第２５４話  理久兎

 
霊
夢

魔
理
沙

 

魔
理
沙
さ
ん

 
咲
夜

時
よ

ま

 
理
 

と
ろ
い

 
一

だ

か

０
０
１

ど
の
時
間
で
理
久
兎
は
霊
夢
と
咲
夜
そ
し
て

へ
と

り

 
ガ
ス

ド

ン

ザ
シ

 
霊
夢

が
は

 

あ
ぐ

 
咲
夜

う
ぐ

 
霊
夢
に
は

に

底

ち
を

き
込
ん
で
ぶ

飛
ば
さ
れ
咲
夜
に
は

後
か
ら
突
然
生
え
た

に
よ
る

い

撃
を

に

き
込
ま
れ

は

の
回
転
と

時
に
放
た
れ
た
回
し

り
が

当
た
り
吹

飛
ば
さ
れ

人
は

に
激
突
す
る

 
蓮
 

霊
夢

 
す
ぐ
に

分
は
霊
夢
の
元
に
生
き
起
き
上
が
ら
せ
る

は
あ
る
み
た
い
だ
か
ら

か
る

だ

が
そ
の
間
に



 第十七章 狂神降臨

 
聖
 

キ

 
天
子

あ
ぐ

 
萃
香

何

で

 
聖
は

体
中
か
ら
血
を
流
し
倒
れ
天
子
は
地
面
に

き
つ
け
ら
動
か
な
く
な
り
萃
香
は
首
を

ま
れ

え

し
ん
で
い
た

 
理
 

い

す
ぎ
る
何
な
ん
だ
楽
し
め
な
い
よ

 
妖
夢

蓮
さ
ん

力
し
て
く
だ
さ
い

 
蓮
 

分
か
り
ま
し
た

狗
神

鈴

 
狗
神

あ

 
鈴

リ

ン
ジ

 
ま
ず

分
は
妖
夢
と
共
に
理
久
兎
へ
と
斬
り
か
か
る

理
久
兎
は
萃
香
を
放
り
投

黒

と
天

を
構
え
る
と

 
ギ
ン

ガ
ギ
ン

 

分
達
の

撃
を

ぐ

そ
し
て

タ
リ
と
不
気

に
笑
う

 
理
 

や
る
気
あ
る
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と

言
う
と
妖
夢
は

を
食
い

り
数
歩
だ
け
後
ろ
へ
と
下
が
る
と

 
妖
夢

転
生

 

心
流
転
斬

 
桜
観

を
使
い

続
の
斬
り
上

撃
を
理
久
兎
へ
と
放
つ

す
ぐ
に

分
は

れ

を

り
理
久
兎
の

後
に
回
り

 
蓮
 

斬
激
 
刹
那
斬

 
常
人
の
目
に
は
見
え
ぬ
程
の

度
で
神
楽
を

る
い
現
れ
る

跡
と
共
に
理
久
兎
へ
と
向
か

て
走
る

そ
し
て
更
に
理
久
兎
の

か
ら
は

 
狗
神

 
殺

演
武

 
鈴

陰
陽
 
五

魔
除
け
の
一

り

 

と
な

た
狗
神
は
執
念
と

し
み
を

い
理
久
兎
へ
と
突
進
し
鈴

は

に
五

が

か
れ
た
か
と
思
う
と

が
白
く
光

い
た
状

で
理
久
兎
へ
と
突
撃
す
る

こ
の
四
方
か
ら
の

撃
な
ら

け
き
れ
ま
い

だ
が
理
久
兎
は

れ
な
が
ら

 
理
 

あ
の
さ

麗
な
の
は
認
め
て
は
あ

る
よ

け
れ

 
ど
さ
意

が
な
い
ん
だ
よ

 
と

言

た
そ
の

間

理
久
兎
は
あ
り
え
な
い
事
に
一

で

を

し
た
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妖
夢

 
蓮
 

な

 
狗
神

ち

 
鈴

お

と
と
と

 
ぶ
つ
か
り
合
わ
な
い
た
め
に
何
と
か
ギ
リ
ギ
リ
当
た
り
そ
う
な
所
で

ま
る

だ
が
一
体
何
処

に
と
思

て
い
る
と

分
達
の

元
に
不
可
思
議
な

が
出
来
て
い
る
の
に
気
が
つ
く

す
る
と

そ
の

か
ら
無
数
の
針
が
飛
び
出
し
て
く
る

 
蓮
 

け
て

 
妖
夢

し
ま

 
鈴

嘘

 
狗
神

何

 
ザ
シ

ザ
シ

ザ
シ

ザ
シ

ザ
シ

ザ
シ

 
突
然
の

撃
に

分
は
上
手
く

け
れ
た
が
妖
夢
狗
神
鈴

は

撃
し
黒
い
針
に

か
れ

血
を
吹
き
出
す

 
蓮
 



 第２５４話  理久兎

 
針
が

に
戻
る
と

か
れ
た

人
は
地
面
に
倒
れ
る

そ
し
て

か
ら
理
久
兎
が
ゆ

く
り

と
現
れ
る

あ
れ
は
黒
の

を

る
能
力
だ

何

理
久
兎
が
使
え
る
の
だ

 
聖
 

う

あ
れ
は
そ
ん
な

 
霧
雨

て
め

そ
れ
は
黒
の
能
力
だ
ろ

 
復
活
し
た
魔
理
沙
は
理
久
兎
目

け
て
魔
法
ロ
ケ

ト
を
放
つ

だ
が
理
久
兎
は
何
を
言
わ
ず

手
の

を
合
わ
せ

 
パ

ン

 

パ

ン
を
す
る
と
魔
理
沙
の
魔
法
ロ
ケ

ト
は
突
然
で
き
た
裂
け
目
に

り

え
た

す

る
と
今
度
は

 
こ
い

理
久
兎
お
兄
ち

ん

お
姉
ち

ん
を
悲
し
ま
せ
た

 
分
の
お
仕

き
を
と
り
あ
え
ず
受
け
て

よ

夢

 
ご
先
祖
様
が
見
て
い
る

 

つ
の

大
な

が
現
れ
一

に
理
久
兎
へ
と
襲
い
か
か
る

だ
が
理
久
兎

れ
な
が
ら

 
理
 

小

 
と

え
た

間

つ
の

は
見
る
陰
も
な
い
ぐ
ら
い
に
小
さ
く
な
る
と
理
久
兎
の

に
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わ
れ
か
き

さ
れ
る

 
こ
い

耶
狛
お
姉
ち

ん
の
能
力

 
玲
音

そ
れ
に
あ
の

者
野

の
も

 
天
子

能
力
者

て
本
当
に

ト

反

野

 
天
子
の
言
う
通
り
だ

今
の
理
久
兎
は

ト
を
通
り
越
し
た
化
け
物
そ
の
も
の

た
だ
で
さ

強
い
の
に
そ
れ
に

ラ
ス
し
て

狛

耶
狛
そ
し
て
黒
の

人
の
能
力
ま
で
も
が
追

さ
れ
て

い
る
と
な
る
と
実

人
を
相
手
に
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
だ

 
理
 

君
達
は
何
で

め
な
い
の

に
は
分
か
ら
な

 
い
し
分
か
り
た
く
も
な
い
感
情
だ
け
ど
教
え
て
く
れ

 
な
い

君
達
の
心
が
精
神
が
壊
れ
る
前
に
さ

 
蓮
 

そ
ん
な
も
の
は
決
ま

て
ま
す
よ

 
そ
う
言
い

分
は
神
楽
を
構
え
立
ち
上
が
る

 
理
 

う
何
が
決
ま

て
る
の
さ

 
蓮
 

そ
れ
は

 
と
言

た

間
理
久
兎
の
正
面

外
を

う
よ
う
に

つ
も
の
ス
キ
マ
が
出
来
る
そ
し
て
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そ
の
中
か
ら

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
を

 
紫
 

う
た
め
で
す
わ

 
紫
と
さ
と
り
が
現
れ
る
と

人
は
理
久
兎
に
し
が
み
つ
き
四

を

さ
え
込
む

 
理
 

な

お
前
ら

 
さ
と

達
は
元
よ
り
貴
方
を
貴
方
が
愛
し
た
従
者
達
を

 
う
た
め
に
来
て
い
る
ん
で
す

 
紫
 

だ
か
ら
思
い
出
し
て
頂

の
思
い
や
記
憶
を

 

様

 
そ
う
言
い
紫
は
理
久
兎
の
首

に
注
射

を
刺
し

れ
る

 
理
 

せ

に
気
安
く

る
な
下
等
種
共

 
理
久
兎
は

を
し
て
し
が
み
つ
く

人
を
引
き

が
そ
う
と

れ
注
射

は
壊
れ
て
し
ま

う 
蓮
 

な

注
射

が

 
霧
雨

嘘
だ
ろ
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妖
夢

そ
ん
な

 
だ
け
そ
れ
だ
け
で
は
終
わ
ら
ず
更
理
久
兎
の

か
ら
無
数
の

そ
し
て
黒

に
天

を
出
し

理
久
兎
共
々

く

だ
が

 
紫
 

ぐ

め

ま
せ
ん
わ

 
さ
と

し
つ
こ
い
の
は

れ
て
ま
す
の
で

そ
れ
に

 
理
 

 
理
久
兎
に
異
変
が
訪
れ
た

そ
れ
は
今
さ

き
と
比
べ

れ
る

度
が
ど
ん
ど
ん
治
ま

て

い

て
い
る
の
だ

 
萃
香

ま
さ
か

 
天
子

あ
の

泥

妖
怪
達
や
る
じ

な
い

 

し
た
ん
だ
す

 
つ
ま
り
上
手
く

を
注

出
来
た
の
だ
ろ
う

そ
し
て
思
う

人
の
体
を
張

て
ま
で
す
る

そ
の
執
念
や
思
い
は
強
い
の
だ
と
そ
ん
な
の
を
見
せ
ら
れ
れ
ば

て
い
る

に
は
い
か
な
い

 
蓮
 

霊
夢

 
霊
夢

あ
れ
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神
楽
を
見
て
一

で
理
解
し
て
く
れ
た
み
た
い
だ

分
は
神
楽
を
構
え
一
気
に

を
積
め

る 
霊
夢

行
く
わ
よ
蓮

 
霊
夢
は

つ
の
大
き
な
光
弾
を

分
に
向
か

て
放
つ

そ
れ
に
合
わ
せ
神
楽
で

つ
の
光

弾
を
斬
り
神
楽
に
纏
わ
せ
る

 
紫
 

や
り
な
さ
い
蓮

 
さ
と

蓮
さ
ん
お
願
い
し
ま
す

 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん

 
理
 

せ

 
霊
夢
の
霊
力
と

分

の
霊
力
に
よ

て
強
く
光

く
神
楽
を
構
え
そ
し
て

 
蓮
 

霊

 
夢
想
天
斬

 
理
 

め
ろ

 

ン

 
大
き
な

弾
音
と
共
に

し
い
光
が

分
達
を
包
み
込
む
の
だ

た
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怠
惰

は
い
は
い
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
晴
明

え

て
こ
れ
が
あ
る

て
事
は
理
久
兎
さ
ん

 
倒
さ
れ
ち

た
ん
で
す
か

蓮
の
修
行
の
意

 

は

 
怠
惰

ま

ま

と
り
あ
え
ず
そ
こ
は

い
て
お
い
て
今

 
回
は
つ
い
に
理
久
兎
君
に
つ
い
て
教
え
る
よ

 
晴
明

裏
話

て
い

た
い

 
怠
惰

ま
ず
は
こ
れ
ま
で

様
が
知
る
理
久
兎

て
大
体

 
の
イ
メ

ジ

て
ト
ラ

ル
メ

カ

と
か
行
く

 
先
々
で
や
ら
か
す
と
か
だ
よ

 
晴
明

ま

確
か
に

 
怠
惰

そ
れ
に

ラ
ス
し
て

め
な
い
性
格
と
か
人
情
が

 
あ
る
と
か

に
た
い
し
て
も
平
等
的
に

す
る
事

 
が
で
き
る
だ
と
思
う
け
ど

 
晴
明

ど
何
で
す
か
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怠
惰

凶
変
し
た
理
久
兎
は
こ
れ
ま
で
の
理
久
兎
に
な
か

 

た
あ
る
感
情
が
こ
の
凶
変
に
よ

て
一
時
的
に

 
生
ま
れ
た
そ
れ
こ
そ
が
野
心
と
い
う
も
の
だ
よ

 
晴
明

野
心

 
怠
惰

そ
う
そ
の
野
心
は

に
も

え
き
れ
な
い
も
の
だ

 
よ

に

分
の
目
的
の
た
め
な
ら

だ
ろ
う
が
殺

 
す
し
従
者
で
す
ら
使
い

て
の

に
す
る
そ
れ
が

 
理
久
兎
の
今
の
状
況
だ

 
晴
明

優
し
か

た
理
久
兎
さ
ん
が

 
怠
惰

ま

更
に
ぶ

ち

け
る
と
こ
の
理
久
兎
の

 
無
人

り
は
子

の

の

⻑

て
の
が

 
正
し
い
よ

 
晴
明

子

の

て

 
怠
惰

だ
か
ら
こ
そ
今
の
理
久
兎
に
は
社
会
的
な
正
義
や

 
悪
な
ど
が
分
か
ら
な
い
子

そ
の
も
の
で
あ
り
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分
こ
そ
が
正
義
で
あ
り

で
あ
る
と

じ
て
い

 
る

に
そ
れ
に

う
奴
つ
ま
り
思
い
通
り
に
な
ら

 
な
い
奴
は
絶
対
に
許
さ
な
い

て
の
が
裏
話
で
あ

 
り

定
か
な

さ
て
そ
れ
を

ま
え
る
と

 
晴
明

ま
さ
か

 
怠
惰

は
は

で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
ま
た
次
回
も
よ

 
ろ
し
く

 
晴
明

ま
ず
い
蓮
達
が

 
怠
惰

で
は
で
は
ま
た
次
回
バ
イ
バ
イ



 第２５５話 理の世界王

 
第
２
５
５
話
 
理
の
世
界
王

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

新
し
い
ア

メ
が
ま
た
次
々
に
始
ま

て
い

て
い
る
な
と
感
じ
た
怠

惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

人
的
に
は

ル

が
見
た
か

た
り
し
て
い
ま
す

ま

こ

ち
で
放

さ
れ
る
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が

さ
て
さ
て
そ
れ
で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
に
ど
う

 
全
て
を
包
み
込
ん
だ
光
が

み

分
は

れ
る
理
久
兎
の
前
に
い
た

ど
う
や
ら
上
手
く
倒

せ
た
み
た
い
だ

 
さ
と

や
り
ま
し
た

よ

 
紫
 

え

く
ス
キ
マ
に

 
理
久
兎
を

え
込
む

人
は
そ
う
言

た
次
の

間

 
理
 

ガ

 
紫
 

な

 
さ
と

キ
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蓮
 

ぐ

 
突
然
理
久
兎
は

び
を
上

し
り

け
ら
れ
そ
し
て
力

せ
に
紫
と
さ
と
り
を
投

飛
ば
す

が

人
は
何
と
か
受
け

を
と
り
立
ち
上
が
る

 
霊
夢

そ
ん
な

奴
ま
だ

 
霧
雨

な

な
ん
ち

う
奴
だ
よ

 
理
 

お
前
ら

良
く
も

を
こ
け
に
し
や
が

て

 
強
い

が

分
達
に
の
し
か
か
り
体
が
一
気
に

く
な
る

今

分
達
は
こ
の
世
界
の
王
を

前
に
し
て
い
る
の
だ
と
再
認
識
し
て
し
ま
う

 
理
 

う

オ

 
だ
が
理
久
兎
も
先
程
に
紫
が

た

が

い
て
い
る
の
か

り
が

ら
つ
き
そ
し
て

を
し
て
い
た

 
紫
 

も
う

め
て
下
さ
い

様

 
理
 

れ

お
前
ら
ご
と
き
に
は
分
か
ら
な
い

 
よ
な

が
ど
れ
だ
け

し
ん
だ
か
を

ど
れ
だ
け

 
混
乱
し
た
の
か
も
さ
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さ
と

理
久
兎
さ
ん

 
天
子

知
ら
な
い
わ
よ

あ
ん
た
の
事
情
を

達
に
ぶ
つ
け

 
て
る
ん
じ

な
い
わ
よ

 
理
 

う
る
せ

 
さ
な
が
ら
今
の
理
久
兎
を
何
か
に

え
る
と
し
た
ら
子

の

々
こ

と

じ
に
見
え
て
し
ま

う 
萃
香

理
久
兎
も
う

め
て

こ
ん
な
事
を
し
た

て

 
理
 

う
る
せ

ん
だ
よ
ど
い
つ
も
こ
い
つ
も
よ

 
そ
う
言

た

理
久
兎
の
回
り
を
目
に
見
え
る
程
の
濃
さ
を

つ
霊
力

妖
力

魔
力

神
力
が

く

 
理
 

仙
術
二
十
式
真
化

 
と

え
た

後
目
で
見
え
る
程
の
気
は
な
く
な
る
が
理
久
兎
の

気
が
変
わ
る

そ
れ

は
か
つ
て
鷺
麿
の
時
の
理
久
兎
と

じ

気
だ

た

 
理
 

遊
び
も

興
も
全
て
が
無

だ
と
言
う
の
は
理
解
し

 
た
よ
だ
か
ら
こ
そ
貴
様
ら
に
手
を

く
の
も

め
て
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あ

る

そ
し
て
今
か
ら
始
ま
る
の
は
一
方
的
な

 
殺
と
知
れ

真
仙
術
 
一
式
 
絶
龍

天

 
真

黒
の

が
理
久
兎
を
包
み
込
む

そ
し
て
真

黒
の

か
ら

し
く
銀
色
に

く

大
な

の
よ
う
な

が

び

が

び

が
上
が
り
そ
し
て

大
な

が
出
て
く
る
と

は

え

そ
の

が
明
ら
か
と
な
る

そ
れ
は
想

上
の
生
き
物
つ
ま
り
伝
説
の
怪
物
の
⻯
い
や
龍
そ
の
も

の
だ

た

あ
り
得
な
い
こ
の
光
景
を
目
の
当
た
り
に
し
た

分
と

は

を
開
け

カ
ン
と
し

て
し
ま
う

 
聖
 

そ
ん
な

理
久
兎
様
が

 

あ
れ
が
戦

物
や

や
怪
獣
映

等
で
見
る
お

 
約
束
の
第

な
ん
で
す

 
霧
雨

う

あ
れ
が
か

 
霊
夢

て
感
心
し
て
る
場
合

 
と

言

て
い
る
と
理
久
兎
で
あ
ろ
う

龍
は

分
達
を
見
下
ろ
す
と

 
理
 

ル

ル
を

定
す
る
今
現

に
お
き

の

と
認

 
識
し
た
者
が
滅
び
る
ま
で
力
の

を
４
０
０
解
放
す
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る

 
蓮
 

ぐ

 
霊
夢

何

こ
の

た
気
の

力
は

 
萃
香

こ
れ
が
理
久
兎
の
力

 
等
と
言

て
い
る
と
そ
の

大
な

を

分
達
に
向
か

て
と
ん
で
も
な
い

さ
で

り
下
ろ

し
て
く
る

 
蓮
 

回

 
す
ぐ
に
回

行
動
を

り
何
と
か

け
る
が

 
理
 

行
け

 
黒

と
空
紅
と
天

を
フ

ン

ル
の
よ
う
に

り

分
に
向
か

て
追
撃
を
し
て
く
る

 
蓮
 

 
ど
う
や
ら
一
撃
を

え
ら
れ
た
事
を
相
当
な
ぐ
ら
い
に

に
待

て
い
る
み
た
い
だ

 
鈴

蓮
く
ん

 
す
ぐ
に
鈴

が
前
へ
と

り

発
の

り
で
黒

と
空
紅
を
弾
き
と
ば
す

だ
が

 
ザ
シ
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鈴

ぐ

 
蓮
 

鈴

 
天

は
弾
き
飛
ば
せ
ず
鈴

の

を

く
と
鈴

は

子
と
な

て

え
式
神

に
戻
る

 
蓮
 

よ
く
も
鈴

を

 
霊
夢

理
久
兎

こ

ち
を
向
き
な
さ
い

 
霧
雨

く
ら
い
や
が
れ

 
霊
夢
は
そ
う
言
う
と
魔
理
沙
と
共
に
弾
幕
を
放
つ
が

 
理
 

ち

こ
ざ
い

 
首
を

り

か
ら

炎
を

き
弾
幕
を

し
去
り
霊
夢
と
魔
理
沙
を

す
る

だ
が
見
て
い

る
と
今
の
理
久
兎
に
は

い
鱗
が
あ
る
せ
い
か

が
放
つ
弾
幕
を
全
て
弾
い
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
事
か
ら

メ

ジ
は
あ
ま
り
な
さ
そ
う
だ

だ
が
更
に
理
久
兎
は
無
数
の
弾
幕
を

り
出
す
と

を

ば
た
か
せ
放

て
く
る

 
蓮
 

玲
音
さ
ん

妖
夢
さ
ん

萃
香
さ
ん

天
子
さ
ん

 
聖
さ
ん

狗
神

 

け
な
が
ら
一

の
者
達
の
名
を

ぶ
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玲
音

何
だ

 
妖
夢

何
で
す
か
蓮
さ
ん

 
狗
神

小
僧
こ

ち
は

り
込
み
中
だ

 
聖
 

ど
う
か
し
ま
し
た
か

 
天
子

何
よ

 
萃
香

呼
ん
だ

 
何

こ
の
メ
ン
バ

を
呼
ん
だ
の
か
そ
れ
は
見
て
分
か
る
通
り
近

特
化
の
者
達
だ

気
で

る
弾
幕
や

力
が

い

イ
フ
や
針
な
ど
の
小
物
弾
幕
が

か
な
い
の
な
ら
強

な
物
理
的
一
撃

を
放
て
る
技
な
ら
と
思

た
の
だ

そ
し
て
呼
ば
れ
た
者
達
は
大
方
理
解
し
た
の
か

 
玲
音

そ
う
い
う
事
か

 
狗
神

ち

仕
方
な
い

 
萃
香

が
な
る

 
天
子

さ

き
の
仕
返
し
も
し
て
あ

な
い
と

 
妖
夢

そ
れ
は

で
す

 
聖
 

お
仕

き
で
す
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蓮
 

行
き
ま
し

う

 
そ
う
し
て

分
達
は
理
久
兎
へ
の
特

を
仕

け
る

だ
が
そ
れ
を
許
す
ま
い
と
黒

空

紅

天

が

分
達
に
向
か

て
く
る
が

 
霊
夢

あ
ん
た
達
し
く
じ
る
ん
じ

な
い
わ
よ

 
咲
夜

仕
方
な
い
わ

 
紫
 

天

は
や
る
わ

 
そ
う
言
う
と
霊
夢
は
気
の
弾
幕
で
空
紅
を
弾
き
咲
夜
は

イ
フ
で
黒

の

道
を
ず
ら
し
紫
は

天

を
ス
キ
マ
に

れ
て
と
サ

ト
し
て
く
れ
る

女
達
に
感

し
な
が
ら
理
久
兎
へ
と

向
か
う

そ
し
て
真

先
に

撃
を
仕

け
た
の
は
萃
香
だ

 
萃
香

ミ

シ
ン
グ
パ

ル
パ

 
萃
香
は

大
化
し
龍
と
な

た
理
久
兎
を
力
で

え
込
む
と
そ
の

に
天
子
は
無
数
の

石
を

出
し
そ
し
て
緋
想
の

を
構
え
て
一
気
に

を

め
る
と

 
天
子

想
 

想

想
の

 
緋
想
の

で
理
久
兎
の

体
を
斬
り
つ
け
る
と
封
と

が

か
び
上
が
る
が

 
天
子

石
 
カ

メ
フ

ン

ル
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出
現
さ
せ
た

石
を
フ

ン

ル
と
し
て

い

で
理
久
兎
に
追
撃
を

え
る

 
理
 

小
賢
し
い
真

を

 
萃
香

や
ら
せ
な
い
よ

 
天
子
に

撃
し
よ
う
と
す
る
が
萃
香
が
理
久
兎
を

え
込
む

そ
し
て
飛
び
回
る

石
を

場

に
し
て
玲
音
は

け
上
が
り

 
玲
音

蒼
炎
魔
斬

 
理
久
兎
の

に
向
か

て
蒼
炎
を
纏

た
ガ
ン

レ

ド
を
使
い
一

す
る

 
理
 

ぐ

 
玲
音

行
け

 
そ
し
て
玲
音
は
そ
の
ま
ま
落
ち
る
が
ガ
ン

レ

ド
を
構
え
空
中
で
体
を

向
け
に
な
る
と
そ

れ
を

場
に
し
て
妖
夢
と
聖
が

け
上
が
る
と
妖
夢
は
桜
観

を
構
え

 
妖
夢

人

 
現
世
斬

 
一

の
高

辻
斬
り
で
理
久
兎
を
斬
り
つ
け
る

そ
し
て
そ
れ
に
続
き
空
中
に
飛
ぶ
聖
は

 
聖
 

天

 

の
五
行
山

 
と
ス

ル
を

え
る
と

大
な

が
現
れ
る

そ
し
て
聖
は
瓦

り
を
す
る
と
現
れ
た

大
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な

は
理
久
兎
の

に
向
か

て
瓦

り
で

き
つ
け
る

 
理
 

 
そ
し
て
今
度
は

分
と
狗
神
の
番
だ

地
面
に
落
ち
た
玲
音
は
目
で
こ

ち
だ
と
合
図
を

て
く
れ
る

人

と
な

た
狗
神
と
共
に
玲
音
の
元
へ
と
向
か
い
そ
し
て
玲
音
が
ガ
ン

レ

ド

の

を
見
せ
る
と

分
と
狗
神
は
そ
れ
を

み

に
し
て

け
上
が
り

 
狗
神

小
僧
は
も
う
少
し
上
に
行
け

 
蓮
 

ご
め
ん
狗
神

 
狗
神
の

を

み

に
し
て
更
に
上
へ
と
上
が
る

そ
し
て
狗
神
は

を
構
え

 
狗
神

怨
念
 
復

の
一
撃

 
狗
神
は

の
怨
念
を
力
に
変
え
理
久
兎
に
痛
撃
な
一
撃
を

き
込
み
次
に

ち
上

ら
れ
た

分
が
萃
香
の
体
を
使
い

け
上
が
り
理
久
兎
の

ま
で
来
る
と

 
蓮
 

刀
 
無
神
一
斬

 
一

の

刀
で
理
久
兎
の

を
斬
り
つ
け
る

 
理
 

グ

 
萃
香

行
く
よ
理
久
兎
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そ
し
て
最
後
の
仕
上

に

さ
え
て
い
た
理
久
兎
を

ち
上

ぶ
ん
投

そ
し
て

 
萃
香

三
歩
壊

 
理
 

ぐ
へ

 
怒

と
も
言
え
る

大
な

が

発

り

を

る

 
霧
雨

こ
れ
は
や

た
か

 

魔
理
沙
さ
ん
そ
れ
は
フ
ラ
グ
で
す

 
魔
理
沙
が
と
ん
で
も
な
い
フ
ラ
グ
を

て
た

そ
し
て

の
定
で

が

え
る
と
そ
こ
に
は
目

を

め

方
を
見
る
龍
と
な

た
理
久
兎
が
い
た

 
天
子

ち

ま
だ
や
る

て
の

 
玲
音

お
ら

 
天
子
は

た
た
び
カ

メ
フ

ン

ル
を

り
玲
音
は
蒼
炎
を
放
ち
理
久
兎
へ
と

撃
を
仕

け
る
が

 
理
 

え
ろ

 
一

の
出
来
事
が
起
き
た

目
の
前
に
い
た

の
理
久
兎
が
突
然

え
た

 
蓮
 

な
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さ
と

理
久
兎
さ
ん
が

え
た

 
何
処
に
行

た
の
だ
と
思

て
い
る
と
そ
の

間

 
萃
香

ぐ

 
萃
香
が
悲
鳴
を
あ

る

何
事
か
と
思
い
見
る
と
萃
香
の
体
に
理
久
兎
が

き

い
て
い
た
の

だ

そ
し
て
ミ

ミ

と

を
き
し
ま
せ
る

な
音
が
聞
こ
え
て
く
る

 
天
子

こ
い
つ

 
聖
 

待

て
い
て
く
だ
さ
い

 
玲
音

野

が

 

人
は
萃
香
を

お
う
と
理
久
兎
へ
と
向
か
う
が

 
ボ
キ

 
萃
香

あ

 
萃
香
の

が
折
れ
る
音
が
す
る
と

が

れ
た
人

の
よ
う
に
倒
れ
る

そ
し
て

き

く
の

を

め
た
理
久
兎
は

を

ば
た
か
せ

く
か
つ

し
く
し
な
や
か
に
飛
び
な
が
ら

 
ザ
シ

ザ
シ

ザ
シ

 
天
子

が
は
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玲
音

何
だ
と

 
聖
 

そ
ん

な

 
玲
音

天
子

聖
を
高

で
通
り

け
る
と

人
の
体
は
裂
か
れ
あ

と
い
う
間
に
倒
さ
れ

た

ま
さ
か
一
気
に

人
が
や
ら
れ
地
面
に
倒
れ
る
と
は

 
妖
夢

理
久
兎
さ
ん

 
妖
夢
は
桜
観

と
白
桜

を

ち
二
刀
流
と
な

て
理
久
兎
へ
と

む
が

 
理
 

遅
い

 
ド

ン

 
ま
た
目
で
は
見
え
ぬ
程
の

さ
で

を

り
下
ろ
し
妖
夢
は

さ
れ
た

が
上
が
る
と

そ
こ
は

れ
妖
夢
の

は
な
か

た

 
蓮
 

妖
夢
さ
ん

 
紫
 

大

よ

 
紫
は
ス
キ
マ
を

開
す
る
と
ス
キ
マ
か
ら

人
の
妖
夢
が
落
ち
て
く
る

 
妖
夢

つ
つ
何
が

 
蓮
 

大

で
す
か
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妖
夢

み

ん

 
状
況
が
分
か

て
い
な
い
の
か
キ

ロ
キ

ロ
し
て
い
る

だ
が
そ
ん
な
事
を
し
て
い
る
間

に 
霊
夢

こ
の

 

許
し
ま
せ
ん
よ

 
霧
雨

吹

飛
べ

 
咲
夜

よ
く
も
玲
音
を

 

人
は
黒

と
空
紅
の

撃
を

け
な
が
ら
も

に
も
理
久
兎
に
弾
幕
を
放
ち

む

だ
が

心
の
理
久
兎
は
そ
ん
な
の

か
な
い
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
無

し
て

方
を

む

 
理
 

お
前
ら
は
許
さ
な
い

本
来
な
ら
心
も
壊
し
て
か
ら

 
殺
す
が
貴
様
ら
だ
け
は

外
と
し
て
や
ろ
う

 
ル

ル
を

定
す
る

に

向
か

た

人
は
今
よ

 
り
不

不
死

は
無

さ
れ
る

 
理
久
兎
が
そ
う

え
た

間

分
と
さ
と
り
と
紫
の
体
が
光
出
す

ど
う
や
ら

分
達

人

だ
け
は
も
う

ン
テ

が
出
来
な
く
な

た
み
た
い
だ

そ
し
て
理
久
兎
は
し
な
や
か
に
飛
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ぶ
と

方
へ
と

を
立
て
て

を
向
け
て
襲
い
か
か
る

 
妖
夢

紫
様
お
逃

下
さ
い

 
狗
神

小
僧
も
行
け

お
前
ら
が
死
ん
だ
ら
話
に
な
ら

 
か
ら
な

 
こ
い

行

て
お
姉
ち

ん

 
妖
夢
は
二
刀
を
構
え
そ
し
て
狗
神
は
獣

に
な
る
と
理
久
兎
に
真

向
か
ら

み
力
一

に

え
込
む

 
紫
 

こ
の

に
体

を
立
て

す
わ
よ
よ

 
さ
と

ご
め
ん
こ
い
し

 
蓮
 

分
か
り
ま
し
た

 
ス
キ
マ
に

り

分
達
は
逃

る
逃

た
の
だ
が

 
蓮
 

 
何
か
が

方
へ
と
一

に
向
か

て
き
た

す
ぐ
に
神
楽
で

え
確
認
す
る
と
そ
れ
ら
理
久

兎
の
天

だ

 
紫
 

し
ま

た
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さ
と

そ
う
言
え
ば
こ
の
中
に

れ
て
ま
し
た

 
蓮
 

ち

 
ギ
ン

 
弾
く
が
天

は
回
転
し

ま
る
と
刃
を

方
へ
と
向
け
ま
た
襲
い
か
か

て
く
る

 
蓮
 

が

め
て
る
間
に

 
紫
 

え

安
全
な
場
所
に
出
る
わ
よ

 
さ
と

え

 
と
紫
は
安
全
な
場
所
に
ス
キ
マ
を

開
し
よ
う
と
し
た
そ
の
時
だ

た

突
然
裂
け
目
が
現

れ
そ
こ
か
ら
龍
と
な

た
理
久
兎
の

が
出
て
く
る

 
蓮
 

な

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

 
紫
 

ま
さ
か

界
を
越
え
た
と
言
う
の

 
理
 

貴
様
ら
に
逃

場
な
ど
あ
る
と
思
う
な

 

か
ら
光
の

レ
ス
を

い
て

撃
を
仕

け
て
き
た

す
ぐ
に
紫
は
ス
キ
マ
を

る
と

す
る

そ
し
て
出
た
場
所
は
先
程
の
戦
い
の
場
だ

た

そ
し
て
見
て
み
る
と

分
達
を
逃
が
す
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た
め
に

え
て
い
て
く
れ
た
妖
夢
と
こ
い
し
と
狗
神
は

に

れ
て
い
た

れ
る
狗
神
は

発
光
し
光
と
な

て

へ
と
戻

た

そ
し
て
裂
け
目
に

を
突

込
ま
せ
て
い
た
理
久
兎
は

と
出
て
く
る
と

時
に
天

も
出
て
く
る

 
霊
夢

ま
さ
か
蓮
達
を
引
き
ず
り
出
し
て
く
る
な
ん
て

 

破
り
も
良
い
と
こ
ろ

 
霧
雨

い
い

こ

ち
を
向
け

 
霊
夢
達
は
弾
幕
を
放
ち

撃
す
る

だ
が
つ
い
に
理
久
兎
も
イ
ラ
つ
き
始
め
た
の
か
霊
夢
達
を

む
と

 
理
 

風
よ
⻯

と
な
り
て

を
滅

せ

 
理
久
兎
は

に
空
気
を
集
め

束
さ
せ
る
と

を
合
わ
せ

束
し
た
空
気
を
合
体
さ
せ

大

⻯

を
引
き
起
こ
す

 
蓮
 

 
紫
と
さ
と
り
を
地
面
に
倒
し
飛
ば
さ
れ
な
い
よ
う
に

え
る
が

 
霊
夢

キ

 
霧
雨

な
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い
や

 
咲
夜

う
ぐ

時
よ

ま

 

人
は

体
⻯

に

き
込
ま
れ
た

 
蓮
 

霊
夢

 
だ
が
そ
れ
だ
け
で
は
終
わ
ら
ず
そ
れ
に
続
い
て
近
く
で
倒
れ
起
き
上
が
ろ
う
と
し
て
い
る
玲

音

萃
香

天
子

聖
に
も

が

ぶ

 
玲
音

が

 
天
子

嘘
で
し

 
萃
香

う
わ
あ

 
聖
 

そ
ん
な

 
紫
 

萃
香

 
そ
う
し
て

人
も
⻯

に

き
込
ま
れ
る

そ
し
て
追
い
討
ち
を
か
け
る
か
の
よ
う
に

分

達
を
逃
が
す
た
め
に

え
て
い
て
く
れ
た
妖
夢

こ
い
し
も
⻯

に

り
込
ま
れ
た

 
さ
と

こ
い
し

 
⻯

は
破
裂
し

き
込
ま
れ
た

人
は

に
激
突
し
う
な
だ
れ
る



 第２５５話 理の世界王

 
理
 

ん
こ
れ
で

と

ミ
は

い
た

奴
ら
の
意

 
識
が
ま
だ
少
し

る
な
か
で
貴
様
ら
を
殺
せ
ば
絶
望

 
す
る
だ
ろ
う
な

ル

ル
を

定
す
る
こ
の
一
撃
が

 

る
ま
で
目
の
前
の

人
の
動
き
を
禁
ず
る

 
そ
の
一
言
で

分
達
の
体
は

り
に
あ

た
が
ご
と
く
動
か
な
く
な
る

そ
し
て
理
久
兎
は

に

大
な
光
を

束
さ
せ
る

 
蓮
 

こ
こ
ま
で
か

ご
め
ん

 
紫
 

様

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

 
理
 

滅
べ

 
そ
し
て

大
な
光
の

レ
ス
が
襲
い

か
る

も
う

メ
だ
と
思

た
そ
の

間

 

 

さ
せ
ぬ

 

レ
ス
は

分
達
に
当
た
る
こ
と
な
く
急
な

度
変

で
上
へ
と

ち
上

ら
れ
た

そ
し
て

分
や
紫
そ
し
て
さ
と
り
は
目
に
す
る
だ
ろ
う

分
達
を

て
く
れ
た
龍
神
を
い
や
千
の

を
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千
 

待
た
せ
た
の
理
久
兎

 
千
は
龍
の

と
な

た
理
久
兎
を

み
怒

を
あ

た
の
だ

た

 
晴
明

そ
れ
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す

 

現
世
は

い
事
に
な

て
る
わ

 
晴
明

え

 

奴
は
怠
惰
は
出
て
こ
な
い
の
か
し
ら

 
晴
明

え

何
で
よ

 

分
あ
い
つ
が
来
た
ら

終
了
す
る
と
思
う

 
け
ど

 
晴
明

や

り
強
い
の

 

え

奴
は
強
い
わ

ら
く
龍
神
だ

た
わ

が

 

し
た
こ
の
世
界
の
住
人
達
じ

絶
対
に

つ
事
は

 
不
可
能
よ
そ
れ
に

奴
を
越
え
る
ま
た
は

等
近
く
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の
レ

ル
の

者
が

に

人
い
る
の
よ
ソ
ロ

ン

 

の
悪
魔
で
あ

た

で
も

て
な
い
わ
よ

 
あ
ん
な
化
け
物
集

は
た
だ
バ
ア
ル
様
な
ら
も
し
か

 
た
ら
出
来
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど

 
晴
明

バ
ア
ル

て

 

達
の
上

で
ソ
ロ

ン

の
悪
魔
を
束

た

 
実

の
リ

よ

 
晴
明

へ

そ
ん
な
も
い
る
ん
だ

 

え

そ
れ
で
何
で
も
こ
れ
は
あ
く
ま
で

話
だ
け
ど

 

つ
の
大

の
悪
魔
の

人
と
殺
り
合

て
天
変
地

 
異
を
起
こ
し
た
と
か

 
晴
明

天
変
地
異

て

 

一

の
数

を

つ
奴
は
何
か
し
ら
の

が
あ
る

 
だ
か
ら
一

な
の
よ
何
で
あ
れ

 
晴
明

う

ん
悪
魔
達
の
世
界

て

が
深
い



 第十七章 狂神降臨

 

え

お

と
⻑
話
が
過
ぎ
た
わ

そ
れ
じ

あ

 
今
回
は
こ
こ
ま
で
よ

 
晴
明

え

そ
れ
じ

者
様

 

ま
た



 第２５６話 思いを託して

 
第
２
５
６
話
 
思
い
を
託
し
て

 
こ
ん
ば
ん
は
者
様

と
り
あ
え
ず

を
り

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

⻑
い

そ
し
て
ど
う
せ
ま
た

が
出
さ
れ
る

も
う
勘

し
て
欲
し
い

さ
て
こ
ん
な

な
話
も
お

い
て
お
い
て
そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
死
に
か
け
た

分
達
の
前
に
龍
神
が
現
れ

け
て
く
れ
た

そ
し
て
龍
神
は
理
久
兎
を

み

 
千
 

こ
れ
が
貴
様
の
望
む

か
い
い

に
目
を
覚
ま
さ

 
ぬ
か
こ
の
バ
カ

子

 
理
 

何
時
も
何
時
も

ど
れ
だ
け

の
前
に

れ
ば
気
が

 

む
ど
れ
だ
け

が

め
る
光
を

る
ん
だ

 
空
中
で
一
回
転
し
⻑
い

を
し
な
や
か
せ

の
よ
う
に
し
て
千
へ
と

る
う
が

 
バ
キ
ン

 
何
と
千
に
当
た
る
の
は

か
地
面
に
す
ら
当
た
ら
ず
弾
か
れ
る

そ
し
て
弾
か
れ
る
と

じ
に
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気
が
つ
く

分
達
は
ト

カ
状
の
結
界
に

て
い
る
の
だ
と

 
千
 

無

じ

そ
し
て
理
久
兎
も
う

め
ぬ
か

世
界

 
を
愛
し
た
貴
様
が
こ
ん
な

 
理
 

れ

 
今
度
は
光
の

レ
ス
を

き

撃
を
仕

け
る
が
光
の

レ
ス
も

分
達
に
は
当
た
る
こ
と
な

く
か
き

え
る

 
千
 

そ
う
か

な
ら
ば
良
か
ろ
う
貴
様
を
こ
こ
で
倒
さ
せ

 
て

う

理
久
兎
よ

そ
し
て
紫
よ
一
度
体

を

 
立
て

す
用
意
を
せ
い
時
間
は

ぐ

 
紫
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
わ

 
そ
う
言
う
と
紫
は
ス
キ
マ
を
開
き

分
や
さ
と
り
は

の
こ
と

分
達
を

け
る
た
め
に

力
し
て
く
れ
た
霊
夢
達
も
ス
キ
マ
へ
と
落
と
し
て
い
く

そ
し
て
千
は

分
を
見
る
と

 
千
 

少
年

い
や
蓮
よ
こ
れ
だ
け
は
言

て
お
く

を

 
か

じ

て
聞
く
の
じ

絶
望
が
あ
る
な
ら

望

 
は
あ
る
の
じ

と
そ
し
て
そ
な
た
は
今
の
理
久
兎
に
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は
な
い
も
の
が
あ
る
そ
れ
を
使
う
の
じ

 
蓮
 

え

そ
れ
は
ど
う
い
う

 
そ
の
言

を
聞
く
前
に
ス
キ
マ
は
閉
じ
ら
れ
た
の
だ

た

ど
う
い
う
意

だ
と
考
え
て
い
る

と 
さ
と

蓮
さ
ん

さ
ん
を
集
め
ま
し

う

 
蓮
 

え

あ

そ
う
で
す

 
今
は
さ
と
り
の
言
う
通
り

つ
き
倒
れ
ス
キ
マ
へ
と
落
ち
て
い

た
霊
夢
達
を
回

し
よ
う
と

思
い
探
す

そ
し
て

を
見
つ
け
る
と
一

所
に
集
め
る

 
蓮
 

霊
夢

 
霊
夢

ん

蓮

あ
れ
こ
こ
は
ま
さ
か
あ
の
世

そ
れ
に
し

 
て
も
気

ち
悪
い
世
界

 
 

 
紫
 

う
わ
よ
こ
こ
は

界
よ

 
霊
夢

え

じ

あ
ま
だ

 
蓮
 

う
ん

 
と
そ
ん
な
会
話
を
し
て
い
る
と

は

々
に
と
起
き
出
す

に
も
理
久
兎
の

た
理
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の
お
陰
で

の

死
的
な

は
治

て
い
た

 
霊
夢

で
も
ど
う
し
て

だ

て
理
久
兎
な
ら
す
ぐ
追

 

て
来
る

な
の
に

 
蓮
 

そ
れ
は

 
と
り
あ
え
ず

分
と
紫
と
さ
と
り
と
で
今
起
こ

て
い
る
事
を
説
明
す
る

が
⻯

に

ま

れ
た
そ
の
時
に
龍
神
が

け
つ
け
て

て
く
れ
た
こ
と
を

 
霊
夢

そ
う
だ

た
の

 

で
す
が

達
の
力
で
理
久
兎
さ
ん
に

て
る
の

 
で
し

う
か

 
萃
香

今
の
理
久
兎
は
最

怪
物
い
や
そ
れ
を
通
り
越
し
た

 
化
け
物
の
レ

ル
だ
し

 
聖
 

 

は
あ
の
理
久
兎
の
強
さ
を
知

た
の
か
士
気
が
下
が

て
い
た

で
と
確
か
に

や
萃
香

の
言
う
通
り
だ

今
の
理
久
兎
に

分
達
は

す
術
が

な
い
に
等
し
い

 
玲
音

あ
の
ガ
キ
を
ど
う
や

て
倒
す
か
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今
は
龍
神
が
何
と
か
時
間
を

い
で
く
れ
て
は
い
る
が
も
し
龍
神
が
や
ら
れ
そ
し
て

の

が
な
く
理
久
兎
が
今
の
状

な
ら
次
の

的
は
こ
こ
に
い
る

分
達
そ
し
て
そ
の
次
は
こ
の
幻

想
郷
の
住
人
そ
し
て
次
に
日
本
の
大

そ
し
て
大

全

そ
し
て
最
後
は
こ
の
世
界
と
理
久
兎
の

力
に
よ

て
滅

さ
れ
る
の
は
時
間
の
問

だ

そ
れ
な
ら
ば
こ
こ
で
何
と
し
て
で
も
食
い

め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
蓮
 

絶
望
が
あ
る
の
な
ら

望
は
あ
る

 
霊
夢

ど
う
し
た
の
蓮

 
蓮
 

さ

き

龍
神
様
が
言

て
た
ん
だ
よ
絶
望
が
あ
る

 
の
な
ら

望
が
あ
る

て

 
霧
雨

望
な

 
玲
音

そ
ん
な
の
が
あ
る
ん
だ

た
ら
今
こ
う
し
て

は

 
し

よ
な

 
確
か
に

だ
が
龍
神
の
一
言
一
言
は
出
会

た
当

は
言

て
い
る
意

が
分
か
ら
な
い
等
が

あ

た
が
今
な
ら
分
か
る

龍
神
の
一
言
は
何
か
し
ら
の
ヒ
ン
ト
が
あ
る
の
だ
と

 
蓮
 

望
や
絶
望
は
関
係
な
く
で
す
が
こ
れ
だ
け
は
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言
え
ま
す
こ
の
ま
ま
理
久
兎
さ
ん
を
野
放
し
に
す
れ

 
ば
こ
の
世
界
は

さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
大

き
な

 
者
や
愛
し
た
者
そ
れ
ら

が

え
て
し
ま
う
ん
で
す

 
よ

 
咲
夜

で
す
が
蓮
さ
ん
貴
方
は
死
ん
だ
ら
も
う
終
わ
り
な
ん

 
で
す
よ

分
を
大
事
に
し
て
く
だ
さ
い

 
霊
夢

言
え
る
わ
貴
方
は
理
久
兎
に
一
撃
を

え
れ
た
そ
れ

 
だ
け
で
も

分
よ
紫
や
そ
こ
の
覚
妖
怪
も
だ
け
ど

 
と

は
言

て
く
れ
る

だ
が
そ
れ
で
は
気
は

ま
な
い

何
の
た
め
に
こ
こ
ま
で
来
た
の

だ

そ
し
て
そ
れ
を
思

て
い
る
の
は

分
だ
け
で
は
な
く
紫
や
さ
と
り
も

り

を

て
い

た

す
る
と

 
玲
音

は

こ
れ
だ
か
ら
女
共
は

男
に
は
引
け
れ
な

 
い
時
が
あ
ん
だ
よ
そ
こ
は
理
解
し
て
や
れ
よ
こ
い
つ

 

本
的
に
見
て
て

守
的
だ
が
こ
こ
ま
で
出
る
な
ん

 
て
滅

に
な
い
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蓮
 

玲
音
さ
ん

 
玲
音

と
り
あ
え
ず
や
れ
る
だ
け
や

て
見
れ
ば
良
い
さ

 
咲
夜

は

流
石
は
行
き
当
た
り
ば

た
り
で
生
き
て
い
た

 
だ
け
は
あ
る
わ

 
玲
音

う
る
せ

や
い

 
最
後
の
咲
夜
の
一
言
で

笑
い
し
か
出
な
い
が
確
か
に
そ
う
だ

男
だ
と
か
性
別
は
と
も
か
く

と
し
て
退
け
な
い
戦
い
は
あ
る
の
だ

 
霊
夢

正

な
話
で

も
貴
方
に
は
戦

て
欲
し
く
は

 
蓮
 

ご
め
ん
霊
夢

そ
れ
で
も
戦
わ
な
き

い
け
な
い
ん

 
だ
よ

 
霊
夢

は

聞
い
た
の
が
バ
カ
だ

た
わ
た
だ
し
よ

 
絶
対
に
死
な
な
い
で
よ

 
蓮
 

う
ん
約
束
す
る
よ

 
と

言
う
と
魔
理
沙
と
こ
い
し
は

と
笑
い
な
が
ら

 
霧
雨

そ
れ
が
蓮
の

最
後
の
言

だ

た
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こ
い

う
ん
約
束
す
る
よ

 
霧
雨

と
言
い
そ
の
後

の

を
見
た
者
は
い
な
か

た

 
蓮
 

不

な
事
を
言
わ
な
い
で
く
れ
な
い
か
な

 
霊
夢

あ
ん
た
達
は

な
フ
ラ
グ
を

て
る
な

 
そ
ん
な
フ
ラ
グ
全

な
事
を
言
わ
れ
る
と
本
当
に
回

し
そ
う
で

く
な

て
く
る

 
さ
と

こ
い
し

 
こ
い

テ

 
霊
夢

魔
理
沙
あ
ん
た
は
後
で

の

め
の

 
霧
雨

優
し
く
な
い
な

 
と
言

て

が
和
ん
で
い
る
の
を
見
て

分
は
た
だ
心
か
ら
思

た

の
こ
の
笑

を
た

だ
守
り
た
い

そ
う
思

て
い
る
と
突
然

分
達
の

上
に
裂
け
目
が
出
来
上
が
る

そ
し
て
そ

こ
か
ら

 
理
 

共
が

に
も
な
く
ま
だ
そ
ん
な
所
に
逃

て

 
い
た
か

 

手
で
裂
け
目
を

え

大
な

を
こ
ち
ら
へ
と

れ
て
理
久
兎
が

ん
で
来
る

そ
し
て
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か
ら
再
び

ル
ギ

を
溜
め
込
む

 

も
う
こ
ん
な
所
に
ま
で

 
妖
夢

紫
様

 
紫
 

え

 
紫
が
ス
キ
マ
を

開
し
た
と

時
に
理
久
兎
は

か
ら

ル
ギ

を
放
と
う
と
し
た
そ
の

時 

 

ギ

 
理
 

が

 

大
で
な
お
か
つ
と
て
も

し
い
く

色
の
光
を
放
つ
白
龍
が
理
久
兎
に
体
当
た
り
し
弾
き
飛

ば
す

そ
し
て
あ
の
白
龍
が
何
か
の
か
と
い
う

問
に

分
達
は
す
ぐ
に
気
が
つ
く

 
白
龍

そ
な
た
ら
無
事
か

 
や

り
龍
神
だ

そ
れ
よ
り
も
龍
神
も
あ
の
龍
の

に
な
れ
る
の
か
と
思

た

や
は
り
理

久
兎
の
あ
あ
い

た
反

的
な
所
は
龍
神

り
だ
と
思

た

 
紫
 

準
備
は
良
い
わ

 
蓮
 

問

な
い
で
す
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霊
夢

行
き
ま
し

う

 
さ
と

は
も
う
逃

な
い
今
度
こ
そ

 
霧
雨

そ
れ
は
お
前
だ
け
じ

よ

 
天
子

え

 
そ
う
言
い
な
が
ら

分
達
は
ス
キ
マ
を
通
り
元
の
場
所
に
戻
る

戻

て
気
づ
く
の
は
先
程
よ

り
も

屋
は
大

れ
し
て
い
た

た
が
何
よ
り
も
目
を

う
の
は

空
の
生
き
物
と
言
わ
れ
る
二

の
龍
が

い
に

み
あ

て
い
た

 
こ
い

大
き
い

 

え

 
と
言
う
と
龍
神
と
理
久
兎
は
お

い
に
ぶ
つ
か
り
合
い

み
合
い

で
引
き
裂
き
合
い

で

き
つ
け
合
い
と

り
返
し
て
い
く

こ
れ
が
た
だ
の
親
子
喧
嘩
な
ど
で
は
な
く
世
界
の

を

け
た
戦
い
な
の
だ
と
再
認
識
す
る

 
千
 

ギ

 
理
 

が

 
蓮
 

や
ろ
う
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全
員

お

 
そ
う
し
て

分
達
は
龍
神
に

勢
す
べ
く
動
く

だ
が
そ
れ
を
千
と
戦
い
合

て
い
る
理
久
兎

は
ジ
ロ
リ
と

む
と

を

ば
た
か
せ

風
を
お
越
し

撃
を
仕

け
て
く
る

 
玲
音

ち

行
け
お
前
ら
獄
炎
 

火

舞

 
玲
音
を
中
心
に
蒼
炎
が
⻯

の
よ
う
に
発
生
す
る

す
る
と
向
か

て
く
る

風
は

え
る

 
蓮
 

玲
音
さ
ん

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
そ
う
し
て

分
達
は
ま
た
突
き
進
む

そ
し
て
理
久
兎
は
千
と
ぶ
つ
か
り
な
が
ら
今
度
は

を
し
な
や
か
せ

の
よ
う
に
し
て

撃
を
仕

け
て
く
る

 
天
子

性
に
合
わ
な
い
け
ど

地

 
一
撃

 
大
地
を

み
つ
け
る
と
無
数
の
石

が
上
が
り
理
久
兎
の

の
一
撃
を

め
る

 
天
子

失
敗
す
ん
じ

な
い
わ
よ

 
と
言

て
い
る
と
天
子
の

上
に

が
落
ち
る
が
そ
れ
は
ス
キ
マ
に
よ

て
天
子
に
当
た
る

こ
と
な
く
何
処
か
へ

さ
れ
る

 
紫
 

こ
の
傲
慢
天
人
は

断
し
そ
う
で
す
の
で
先
に
行

 
て
ち

う
だ
い
た
だ
し

様
を
お
願
い
し
ま
す
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わ

 
天
子

ち

と

が

断
を

 
と
言

て
い
る
と
今
度
は

大
な

が
無
数
に
落
ち
て
く
る

だ
が
そ
れ
も
ス
キ
マ
へ
と

ら
れ
る

 
紫
 

で

断
が
な
に
か
し
ら

 
天
子

良
い
わ
よ

や

て
も
ら
う
わ
よ

 
紫
 

と
の
事
よ

護
す
る
わ
だ
か
ら
行

て

 
そ
う
言
う
と
今
度
は
理
久
兎
の

レ
ス
と

が

分
達
に
襲
い
か
か
る
が
天
子
の
石

で

の
一
撃
を

ぎ

レ
ス
は
ス
キ
マ

り
さ
れ
る

人
に
感

を
し
な
が
ら

分
は
先
に
進

む 
理
 

退
け

 
千
 

ぐ

 
龍
神
を
弾
き
飛
ば
し
理
久
兎
は

方
を
向
く
と

上
を
見
上

る
と

 
理
 

降
り
注

つ
の

石
よ

七

 
龍

 
壊
れ
た
天

に
写
る

か

方
の
空
が

回
光
る

す
る
と

々
に

々
に
と

つ
の

石
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が

方
へ
と
向
か

て
降
り
注
ぐ

 
霊
夢

紫

 
紫
 

え

 
理
 

が

 
紫
に
向
か

て
⻑
い

の
よ
う
な

が

り
か
ざ
さ
れ
る

 
紫
 

 

け
つ
つ
ス
キ
マ
を

開
し

石
の

つ
は
ス
キ
マ

り
に
す
る
が

り
の

つ
が

て

し
ま

た

だ
が
そ
れ
だ
け
で
は
な
く

 
理
 

行
け

の

よ

 
と

え
る
と
理
久
兎
の

後
か
ら

体
の
人

い
や
前
よ
り
も

く

が
変

し
た
者
達

 

カ
タ
カ
タ

 

カ
タ
タ
タ
タ

 

カ
タ
タ
タ
カ
タ
カ
タ
タ

 

ア

イ

 
何
か

う
気
が
す
る
が
そ
れ
で
も
奴
等
は
向
か

て
く
る
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霊
夢

達
で
何
と
か
す
る
わ
蓮
は
行

て

 
霧
雨

仕
方

一

脱
ぐ
か

 
こ
い

う
ん
脱
い
じ

お
う

だ
か
ら
お
姉
ち

ん
は
蓮
お

 
兄
ち

ん
と
一

に
行

て
よ
そ
れ
で
理
久
兎
お
兄

 
ち

ん
を

て

 

奇
跡
よ
ど
う
か
力
を

 
咲
夜

玲
音
が

り
開
い
た
こ
の
道
を
絶
対
に
断
た
せ
な
い

 
だ
か
ら
蓮
さ
ん
お
願
い
し
ま
す

 
妖
夢

 
萃
香

一

や
り
ま
す
か

 
聖
 

行
き
ま
す

 
霊
夢

魔
理
沙

咲
夜

妖
夢
は

達
と
ぶ
つ
か
り
合
い

た

聖

こ
い
し
は

石

を

え
に
向
か
う

た

分
は
さ
と
り
を
見
つ
め
る
と

 
蓮
 

さ
と
り
さ
ん
行
き
ま
し

う

 
さ
と

え



 第２５６話 思いを託して

 
そ
う
し
て
さ
と
り
と
共
に
理
久
兎
の
元
へ
と
向
か
う

 
理
 

少
し
手
を

い
た
ぐ
ら
い
で

風
情
が

ち

り

 
そ
し
て
い
ち
い
ち
意
気
が
り
や
が

て

 
理
久
兎
は
そ
う

び
空
高
く
飛
び
壊
れ
た
天

か
ら
外
へ
と
出
て
い
く

 
千
 

そ
な
た
ら

シ
の

中
に

る
の
じ

そ
な
た
ら

 
程
度
の

さ
で
は
追
い

け
ぬ

 
さ
と
り
と
見
つ
め
合
い
お

い
に

き
龍
神
の

中
に

り
し
が
み
つ
く
と
龍
神
は
空
高
く
飛

び
上
が
る

そ
し
て

か

方
の
空
の
高
見
へ
と
来
る
と

分
達
を

り

む
か
の
よ
う
に

が

出
来
る

の
外
の
特

と
し
て
は
白
く
そ
し
て
外
か
ら
生

い

い
が
す
る

下
を
見
る
と

分
達
が
何
時
も
歩
く
大
地
は

の
よ
う
に
小
さ
い

 
千
 

そ
な
た
ら

シ
か
ら
あ
ま
り

れ
る
で
な
い

こ
こ

 
は
そ
な
た
ら
の
者
達
が
言
う
所
の
オ
ゾ
ン

じ

こ

 
こ
の
オ
ゾ
ン

は
人
体
に
は

じ

か
ら
の
う

 
蓮
 

え

オ
ゾ
ン

 
さ
と

そ
ん
な

か
空
へ
来
た
ん
で
す
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と
言

て
い
る
と
少
し
遠
く
の
先
に
龍
と
な

た
理
久
兎
が
い
た

理
久
兎
は

方
を

む

と 
理
 

貴
様
ら
は
ま
だ

う
の
か
ま
だ
戦
う
と
言
う
の
か
も

 
う
全
て
を

め
裁
定
に
従
え
ば
い
い
も
の
を

 
蓮
 

は
認
め
な
い

今
の
貴
方
の
目
は
曇

て
い
る
ん

 
で
す

だ
か
ら
貴
方
が
後

し
な
い
た
め
に
も

は

 
い
い
え

達
は
貴
方
を
今
こ
こ
で

め
る

 
さ
と

感
で
す
理
久
兎
さ
ん

 
千
 

と
り
あ
え
ず

発

ら
れ
い
理
久
兎

 
そ
う
言
う
と
龍
神
は
理
久
兎
へ
と

を
立
て

を
向
け
襲
い

か
る

 
理
 

め
る
な

 
龍
神
と
理
久
兎
は

み
合
い

で
引
き
裂
き
合
い

で

き
つ
け
合
い
を

り
返
し
体
が
ボ
ロ

ボ
ロ
と
な
る
が
す
ぐ
に
再
生
と

り
返
す

 
蓮
 

さ
と
り
さ
ん
は
そ
こ
に

 
さ
と

で
す
が



 第２５６話 思いを託して

 
蓮
 

さ
と
り
さ
ん
は

な
ん
で
す
だ
か
ら
待

て
い
て
下

 
さ
い

 
神
楽
を
構
え
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見

ら
う

そ
し
て
ま
た
龍
神
と
理
久
兎
が
ぶ
つ
か
り
合

た

間
に

か
ら
飛
び
出
し

 
蓮
 

刀
 
神
楽
一
斬

 
一

の

刀
術
で
理
久
兎
の
目
を

て
斬
り
つ
け
る

 
理
 

が

 
千
 

ど
り

 
ド

ン

 
そ
し
て
そ
こ
か
ら

ン
ボ
で
龍
神
の

が
理
久
兎
の

に
ク
リ

ン
ヒ

ト
す
る

そ
し

て

分
は
す
ぐ
に

の
中
に

す
る

 
理
 

貴
様
ら

 
今
度
は

大
な
光
を

に
溜
め
込
み
一
気
に

方
へ
と
放

た

 
千
 

ギ

 
そ
し
て
龍
神
も
負
け
じ
と
光
の

レ
ス
で
対

す
る

そ
し
て

を
整
え
大
き
く

を
吸
い
ま
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た

か
ら
出
る

 
蓮
 

り

 
理
 

く
ど
い

 
大
き
な

の

ば
た
き
に
よ

て
出
来
た
風
に
飛
ば
さ
れ

分
は
す
ぐ
に

に

す
る
が
さ

と
り
が
い
な
い
事
に
気
が
つ
く

 
さ
と

想
起
 

術

 
無
数
の
弾
幕
が
理
久
兎
へ
と
放
た
れ
る
の
を
見
る

そ
の
弾
幕
の
中
心
に
は
さ
と
り
が
い
た

 
理
 

ち

 
理
久
兎
は

レ
ス
を

め
後
退
し

を
と
る
と
さ
と
り
な

の
中
に

す
る

 
蓮
 

さ
と
り
さ
ん
無

は

 
さ
と

分
か

て
ま
す
で
す
が

は

達
に
思
い
を

し
て

 
く
れ
た
ん
で
す
せ
め
て
そ
れ
に
は

え
な
い
と

 
思
い
を
託
す

分
は
龍
神
の
真

白
な
鱗
に

わ
れ
た

中
に

れ
龍
神
の
言

を
思
い
出

す

分
に
あ

て
今
の
理
久
兎
に
な
い
物
の
こ
と
を

 
蓮
 

そ
う
だ

そ
う
だ

た
ん
だ



 第２５６話 思いを託して

 
さ
と

蓮
さ
ん

 
千
 

そ
な
た
ら
来
る

 
千
が
そ
う
言
う
と

分
達
は
理
久
兎
を
見
る
す
る
と
理
久
兎
は

 
理
 

真
仙
術
六
式
六
面
神
想

修
羅

 
と

え
る
と
何
と
ま
さ
か
と
言
い
た
い
ぐ
ら
い
に
理
久
兎
が

に
増
え
そ
し
て
各
々
が

を
立
て
て
襲
い

か
る

 
蓮
 

何
で
も
あ
り
で
す

 
千
 

ち

バ
カ

子

人
で
手
を
焼
い
て
お
る
の
に
こ

 
こ
ま
で

い
と
の

 
さ
と

蓮
さ
ん
そ
う
な
ん
で
す

確
か
に
そ
れ
な
ら
今

 
の
理
久
兎
さ
ん
に
は
あ
り
ま
せ
ん
で
す
が
そ
れ
を
力

 
に
変
え
ら
れ
る
ん
で
す
か

 
蓮
 

や

て
み
な
い
と
分
か
り
ま
せ
ん
龍
神
様

 

の
理
久
兎
の

を
上
手
く
回

す
る
龍
神
に
呼
び

け
る

 
千
 

何
じ
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蓮
 

を

理
久
兎
さ
ん
の
元
ま
で

れ
て
い

て
下
さ

 
い

 
千
 

そ
う
か
そ
な
た
気

き
そ
し
て
覚

が
あ
る
の

 
じ

な

 
蓮
 

え

 
千
 

良
か
ろ
う

シ
の
全

全
力
を

け

と
し
よ
う
か

 
の
う

 
そ
う
言
う
と
龍
神
は
と
ど
ろ
を

く
と
神
力
を

め
て
い
く

そ
し
て

の
理
久
兎
が

方
へ
と
向
か

て
く
る

そ
の

間
を

い
龍
神
は

め
た
神
力
を
一
気
に
解
き
放
つ

 
理
 

が

 
一

に

の
理
久
兎
が
悲
鳴
を
あ

た
か
と
思
う
と
理
久
兎
は

つ
に
な
る

そ
し
て

分
は
神
楽
を
構
え

想
す
る

そ
の
間
に
龍
神
は
理
久
兎
に
組
か
か
る

 
理
 

せ

 
千
 

今
じ

 
目
を
開
き

分
は

の
思
い
を
込
め
る

そ
し
て



 第２５６話 思いを託して

 
蓮
 

狐
化

 

の
体
を
変
化
さ
せ
る
と

い
光
の
玉
が
下
か
ら

方
へ
と
ゆ

く
り
と
上
が

て
い
き

分
に

て
い
く

そ
れ
は
龍
神
や
さ
と
り
か
ら
も
出
て
く
る
と

分
に

て
く
る
そ
し
て
感

じ
る

が

分
を

じ
て
く
れ
て
い
る
事
を

そ
う
龍
神
が
言

た

分
に
あ

て
今
の
理
久

兎
に
な
い
も
の
そ
れ
は
仲
間
や
友
の

頼
そ
し
て
理
久
兎
を

い
た
い
と
い
う
気

ち
だ

神
楽

を
構
え

す
る

 
理
 

退
け

 
千
 

く
う

 
千
は
弾
き
飛
ば
さ
れ
る
が

分
は
理
久
兎
に
向
か

て
神
楽
を

る
う

 
理
 

小
賢
し
い

 
蓮
 

く

こ
れ
な
ら
ど
う
で
す
か

 

を

ば
た
か
せ

風
を

り
出
す
が

に
小
さ
な
霊
力
の

を

り
そ
こ
か
ら

し
と

シ

し
て

風
を

え
な
が
ら
突
き
進
む

 
理
 

シ

 

ン
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蓮
 

ぐ

ま
だ
ま
だ

 
⻑
い

が

の
よ
う
に
し
て

る
わ
れ

分
に
当
た
り
下
へ
と

き
つ
け
ら
れ
る
が

元
に
霊

力
の

を

り
真
上
に
一
気
に

し
理
久
兎
の

に
神
楽
を
突
き
刺
す

 
理
 

が

の
体
に

な
貴
様
が

れ
る
な

 

を

り
回
し

し
て
く
る
が
更
に
深
く
突
き
刺
し
そ
し
て

 
蓮
 

で
り

 
神
楽
を
突
き
刺
し
た
状

で
理
久
兎
の

め
が
け
て

け
上
が
る

 
理
 

こ
の

 
今
度
は
体
を
回
転
さ
せ

り

お
う
す
る
が
理
久
兎
の
体
に
し
が
み
つ
く

そ
し
て

中
に
あ

る

だ
け
逆
向
き
に
生
え
る
鱗

逆
鱗
を

み

 
蓮
 

お
り

 
グ
ジ

 
一
気
に
引
き

が
す

 
理
 

あ

 
流
石
に
結
構
な
痛
み
が
あ
る
の
か
更
に
の
た
う
ち
回
る

そ
し
て
そ
れ
を

と
見
て
一
気
に



 第２５６話 思いを託して

理
久
兎
の

ま
で

り
裂
く
と

 
蓮
 

理
久
兎

こ
れ
で
最
後
だ

 
理
 

め
ろ

 
蓮
 

 

心
伝
心
斬

 
ザ
ジ

 
光

く
刃
で
理
久
兎
の

を

く

分
に
吸

さ
れ
た
光
が
理
久
兎
に

て
い
く

そ
し

て

び

し
ん
だ
理
久
兎
は
力
が

け
地
上
へ
と
落
下
す
る

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

 
千
 

こ
れ

 
さ
と
り
は
龍
神
の

中
か
ら
理
久
兎
に
し
が
み
つ
く
と

分
そ
し
て
理
久
兎
共
々
で
地
上
へ
と

落
ち
る
の
だ

た

 
狗
神

そ
ん
じ

今
回
も
あ
り
が
と
う
な

 
鈴

体
は
大
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狗
神

あ

こ

ど
く
や
ら
れ
た
が
な

 
神
楽

そ
う
い
う
鈴

さ
ま
は

 
鈴

ア
ハ
ハ
能
力
で
す
ぐ
に
治
る
か
ら

 
狗
神

し
か
し
何
も
か
も
が
無

だ

た
が
つ
い
に
こ

 
れ
で
終
わ

た
か

 
神
楽

そ
う
で
す

よ

 
鈴

う

ん
で
も
何
処

の

て
ラ
ス
ボ
ス
が
第

 
三

ま
で
に
な

た
り
し
て
の
大

戦
バ
ト
ル
だ

 

た
か
ら
も
し
か
し
た
ら

 
狗
神

い
や

だ
ろ
こ
れ
ま
で
の
を
見
て
る
と
龍

が

 
最
後

い
し
な

 
神
楽

だ
と
い
い
ん
で
す
け
ど

 
鈴

理
久
兎
も
龍
神
も
幻
想
郷
の
フ

ザ
族
だ
よ

 
神
楽

そ
れ
は
言

ち

メ
で
す

 
狗
神

と
り
あ
え
ず
そ
ろ
そ
ろ
時
間
だ
か
ら
今
回
は
終
わ
り



 第２５６話 思いを託して

 
に
す
る

 
鈴

は
い
は

い
そ
れ
じ

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く

 
神
楽

そ
れ
で
は
ま
た
次
回

 
狗
神

あ
ば
よ
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第
２
５
７
話
 
災
い
の
石

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

よ
う
や
く
の
休
み
を
心
か
ら

ぶ
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

間

が
⻑
く
感
じ
る
今
日
こ
の
ご
ろ
で
す

さ
て
さ
て
こ
ん
な
話
も
お
い
て
お
い
て
そ
れ
で
は
本
編

へ
ど
う

 
理
久
兎
共
々

分
と
さ
と
り
は
空
か
ら
落
ち
る

龍
神
が

分
達
の
す
ぐ
近
く
に
ま
で
く
る

と 
千
 

そ
な
た
ら
こ

ち
じ

 
蓮
 

さ
と
り
さ
ん

ま

て
く
だ
さ
い

 
こ
こ
か
ら
逃

る
た
め
に
さ
と
り
に
手
を

し
出
す
が

 
さ
と

で
す
絶
対
に
理
久
兎
さ
ん
を

し
ま
せ
ん

 
蓮
 

こ
こ
ま
で
来
て

を

く
ん
で
す
か

 
千
 

妖
怪
の
娘
そ
な
た
死
ぬ



 第２５７話 災いの石

 
ど
う
す
る
か

こ
の
ま
ま
地
上
に
落
下
し
た
ら
た
だ
で
は

ま
さ
れ
な
い
の
は
事
実
で
死

は

確
定
だ
ろ
う

そ
ん
な
の
理
久
兎
が

が
そ
れ
に

分
が
望
む
わ
け
が
な
い

 
蓮
 

こ
の
ま
ま
行
け
ば

も
そ
う
で
す
が
貴
女
も
死
ん
で

 
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
ん
で
す
よ

 
さ
と

な
ん
で
す

も
う

れ
る
の
は

理
久
兎
さ
ん
に

 

わ
れ
て
も
構
わ
な
い
近
く
に
い
れ
る
の
な
ら

 
蓮
 

本
当
に

で
す

 
千
 

少
年
よ

く
娘
を

れ
て
こ

ち
へ

 
蓮
 

言
わ
れ
な
く
て
も

 

ち
上

て
逃

よ
う
と
し
た
そ
の
時

分
達
の

り
に
結
界
が
現
れ
る

こ
れ
は
龍
神
の

結
界
か
と
思

た
が
龍
神
の
結
界
よ
り
も

々
し
い
感
じ
が
す
る

 
蓮
 

龍
神
様

 
千
 

シ
で
は
な
い

 
蓮
 

じ

ま
さ
か

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
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理
久
兎
が
決
壊
を
張

て
く
れ
た
の
か
全
然
先
程
よ
り
も

し
く
な
く
な

た

そ
う
し
て
灼

熱
の
炎
を

び
て

分
達
は
落
下
し
て
い
く

々
と

空
が
見
え
そ
し
て

が
見
え
そ
し
て
空

中

塞
が
見
え
て
く
る

 
千
 

理
久
兎
に
し
が
み
つ
け

 
蓮
 

く

 
さ
と

う

 
そ
う
し
て

分
達
は
理
久
兎
達
の
城
で
あ
る
空
中

塞
に

落
し
た

 
ド

ン

 
蓮
 

さ
と
り
さ
ん

 
さ
と

き

 

落
し
投

飛
ば
さ
れ
る
が
す
ぐ
に
さ
と
り
を

み

ち
上

る
と
受
け

を

り
地
面
に
着

地
す
る

 
蓮
 

つ
つ

 
さ
と

す
み
ま
せ
ん

が

な
ば
か
り
で

 
蓮
 

い
え



 第２５７話 災いの石

 
と

言

て
い
る
と
空
か
ら
龍
と
な

て
い
た
龍
神
が
人
の

に
な

て
降
り
て
く
る

 
千
 

そ
な
た
ら
無
事
か

ま

た
く
そ
の
妖
怪
の
娘
と
き

 
た
ら
死
ぬ
か
も
し
れ
な
か

た
の
じ

 
さ
と

す

す
み
ま
せ
ん

 
だ
が
も
し

分
が
さ
と
り
の
立
場
で
霊
夢
が
理
久
兎
の
よ
う
な
立
場
に
な

た
の
な
ら

分
も

そ
う
し
て
い
た
だ
ろ
う

そ
ん
な
事
を
思

て
い
る
と

 
霊
夢

蓮

 
霧
雨

お
前
ら
無
事
か

 
こ
い

お
姉
ち

ん

 
遠
く
の
方
か
ら
霊
夢
達
が

け

て
く
る

り
を
見
る
と

石
で
壊
れ
た

跡
も
な
く
そ

し
て

の
方
に
は

達
が
倒
れ
て
い
る
事
か
ら
ど
う
や
ら

た
み
た
い
だ

そ
し
て
霊
夢
は

分
の
体
を
ま
じ
ま
じ
と
見
て

 
霊
夢

蓮

よ

 
蓮
 

え

う
ん
そ
う
だ
よ

あ

そ
う
か

 

が
ま
だ
変
わ

て
い
る
た
め
か
少
し

て
し
ま

た
み
た
い
ま
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霧
雨

い
な
お
前
の
そ
の

 

ス

パ

イ

人
で
す
か

 
蓮
 

さ
ん
そ
れ
は
ア
ウ
ト
で
す

 
で
も
確
か
に
そ
う
思
わ
れ
て
も
仕
方
は
は
い
か
も
し
れ
な
い

実

前
に
ガ
ラ
ス
で
見
た
時
の

を
思
い
出
す
と
ス

パ

サ

人

み
た
い
な
の
だ
か
ら

そ
ん
な
事
を
言

て
い
る
と

 
理
 

う

が
は

 
よ

よ

と
人

と
な

た
理
久
兎
は

ら
つ
き
な
が
ら
立
ち
上
が
り

方
を
見
て
く
る

 
蓮
 

下
が

て

 
紫
 

そ
ん
な
あ
の

で
ま
だ

 
玲
音

お
い
お
い
こ
い
つ
本
物
の
化
け
物
だ
ろ

 
霊
夢

ま
だ
や
る

て
言
う
の
理
久
兎

 
全
員
で
構
え
る

だ
が
さ
と
り
は
立
ち
上
が
り
理
久
兎
の
前
に
立
つ

 
蓮
 

さ
と
り
さ
ん

 
紫
 

待

て

 
紫
に

め
ら
れ
何
だ
と
思

て
い
る
と

元
を

ら
つ
か
せ
な
が
ら
理
久
兎
は

を
開
く
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理
 

教
え
て
よ
何
で
そ
こ
ま
で

に
つ
き
ま
と
う

 
の
さ

は

君
は

だ
よ

な
の
に

何
で
さ

き

 
だ

て

 
さ
と

決
ま

て
ま
す

貴
方
に

れ
そ
し
て
愛
し
た

 
神
だ
か
ら
で
す
理
久
兎
さ
ん

 
理
 

は
お
前
な
ん
か

お
前
な
ん
か

ぐ

 

を

さ
え
込
み
ま
た

し
み
出
す

そ
れ
を
見
た
さ
と
り
は
何
と
大

に
も
理
久
兎
に
近
づ

き 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

 
理
 

う

何
を

 
さ
と
り
は
ま
さ
か
の
と
ん
で
も
な
い
行
動
を
し
て

分
達
は

然
し

く

 
紫
 

な

 
千
 

な

な
ん
じ

と

 
蓮
 
 

 
霊
夢
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こ
い

お
姉
ち

ん
大

 
玲
音

大

だ
な

 
何
と
ま
さ
か
の
キ
ス
を
し
た

し
か
も
今
の
理
久
兎
の

⻑
は
さ
と
り
よ
り
も
ち

と
高
い

だ
け
な
た
め

を
近
づ
け
て
す
ん
な
り
出
来
た

そ
し
て
そ
れ
が
約

程
続
く
と

 
理
 

ん
ん
ん

 
さ
と

は

 
理
久
兎
が
何
と
か

す

そ
し
て

を

さ
え
少
し
後
ろ
へ
と
後
退
る

 
理
 

は

は

お
前
何
を

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
こ
れ
が
貴
方
に
対
し
て
の

の
気

 

ち
な
ん
で
す
だ
か
ら
思
い
出
し
て
下
さ
い

 
理
 

な
行
動
を
し
て

な
発
言

ぐ

 
先
程
よ
り
も
更
に
理
久
兎
は

し
み
出
す

す
る
と

 
理
 

さ

と
り

 
さ
と

そ
う
で
す

理
久
兎
さ
ん

 
理
 

は

は

ぐ

や

と
思
い
出
せ
て
来
た
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よ

何
で

れ
て

い
た
ん
だ
ろ
う

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

 
今
度
は
理
久
兎
に

き
つ
い
た

と
い
う
か
行
動
が
大

す
ぎ
て
霊
夢
で

れ
た

分
で
す
ら

も

ず
か
し
い
と
思
え
た

 
霊
夢

何
か

愛
小
説
を
見
て
る
み
た
い

 
蓮
 

う
ん

 
千
 

妖
怪
の
賢
者
よ
そ
ん
な
喧
騒
な
目
で
見
る
で
な
い

 
紫
 

何
か
無
性
に
イ
ラ
つ
き
ま
す
わ

 
天
子

ん

 
紫
 

何

で
笑

て
る
の
か
し
ら

 
天
子

別
に

 
と

紫
と
天
子
が
ま
た
喧
嘩
を
始
め
そ
う
に
な

た
そ
の
時

 
理
 

ち

 
ド
ン

 
さ
と

き



 第十七章 狂神降臨

 
突
然

理
久
兎
は
さ
と
り
を
突
き
飛
ば
す

そ
の
光
景
に
目
を

た

間

 
ザ
ジ

 
理
久
兎
の

体
を

い
何
か
が

い
た

す
る
と
理
久
兎
の

後
か
ら
真

白
の

の

を
生
や
す
女
性
が
出
て
く
る

 

 

う

理
久
兎

知

て
る
か
し
ら

今
の

 
現
世
で
は
や
ら
れ
た
の
な
ら
や
り
返
さ
れ
る

て
言

 
う
言

が
あ
る
み
た
い
よ

 
理
 

て
め

生
き
て

 
紫
 

奴
は

 
千
 

な

嘘
じ

何

何

に
生
き
て
お
る
の
じ

 
ウ
リ

ル
様

確
か
に
あ
の
時
に

シ
が
心
の

 
を

い
た
の
に
何

 
あ
の
龍
神
が
一
目
で
分
か
る
ぐ
ら
い
に

て
い
た

ま
さ
か
あ
の
時
に
言

て
い
た
天
使
は

こ
の
ウ
リ

ル
み
た
い
だ

だ
が
天
使
と
言
う
の
は

愛
に
満
ち
て
優
し
さ
が
あ
る

な
の
に
こ

の
天
使
は
一
目
見
た
だ
け
で

を
覚
え
る
ぐ
ら
い

い

そ
し
て
ウ
リ

ル
は

方
を
見
る
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と 
ウ
リ

あ
ら
あ
ら
オ
ル

ス
じ

な
い
こ
う
し
て
貴
女
と
話

 
を
す
る
時
が
来
る
な
ん
て

 
さ
と

よ
く
も
理
久
兎
さ
ん
を

 
ウ
リ

そ
れ
は

方
の

よ

の
可
愛
い

を
娘
を
よ

 
く
も

し
て
く
れ
た
わ

な
者
共
が
こ
れ
も
あ

 
れ
も
全

奴
等
の
特
に

ル
フ

ル
が

 
理
 

ぎ

ぎ

う
る
せ

よ
底

 
千
 

そ
れ
と
間

て
お

た
の
は
そ
な
た
の
思
想
じ

 

シ
ら
意
外
を
家

と
し
よ
う
と
し
た
そ
の
世
界
は

 
断
じ
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い

 
と

神
が
言

た
そ
の
時

ウ
リ

ル
の

は
笑
い
な
が
ら
も
血
管
を

き
出
し
た

 
ウ
リ

そ
う

理
久
兎
も
オ
ル

ス
も
や

り

を

絶

 
す
る
の

な
ら
ば

も

を

絶
し
な
い
そ
し

 
て
が

を

え
る
世
界
を

が

る
の
み
よ
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そ
う
言
う
と
ウ
リ

ル
は

か
ら
禍
々
し
く
光

く

を
出
す

あ
れ
は
か
つ
て
鷺
麿
が
使

い
怪
物
へ
と
変

す
る
き

か
け
と
な

た
進
化
の
秘
宝
だ

 
蓮
 

ま
ず
い

 
霊
夢

め
る
わ
よ

 
ウ
リ

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

さ

進
化
の
秘
宝

 
よ

と
そ
し
て
理
久
兎
と
そ
の
従
者
を

り
込
み
世

 
界
の
新
た
な

神
を

り
な
さ
い

 
理
 

が

 
ウ
リ

ル
が
進
化
の
秘
宝
を

た
そ
の

間

理
久
兎
は

び
を
あ

し
み
始
め
た

 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん

 
さ
と

め
て

 
紫
 

様
を

せ

 

分
達
が

め
よ
う
と
す
る
が
時

に
遅
く
黒
い

が
理
久
兎
を

み
込
み
そ
し
て
石
と
な

た

狛

耶
狛

黒
を

み
込
ん
で
い
き
そ
れ
ら
は

つ
の
怪
物
へ
と
変

を

る

狼
の

四
つ

そ
の
先
の

び
に
体
と

は
龍
と
な
り

は
龍
の
よ
う
な

状
だ
が

の
先
に
黒
⻯
の
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が
生
え
る

更
に
前
に
は

に
狼
の

が

つ
並
び
そ
し
て
真
ん
中
に
は
龍
の

が
生
え

ま
る
で
ケ
ル

ロ
ス
の
よ
う
や
見
た
目
に
な
る
と
今
度
は
龍
の

に

の

を
生
や
す
女
性

の
上

が
出
て

方
を
見
る

そ
し
て
女
性
は

を
開
く
と

 
ウ
リ

く
く
く
ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
こ
れ

力
よ
次
は
オ
ル

ス

 
貴
女
を

み
込
ん
で
あ

る
わ

 
や
は
り
女
性
は
ウ
リ

ル
だ

あ
ま
り
の
出
来
事
に

分
達
は

を

む
の
だ

た

 
狗
神

そ
ん
じ

今
回
も
あ
り
が
と
う
な

 
鈴

や

や

り
第
三

突

し
た
よ

 
神
楽

理
久
兎
さ
ん
達
を

り
込
む
な
ん
て

 
狗
神

鷺
麿
と

じ
じ

か

だ
あ
ん
な

人
道
な

 
あ
ん
な
石
を

た
奴
は

 
鈴

前
々
か
ら
思

て
た
あ
ん
な
石
は
陰
陽
術
に
も
記

 
さ
れ
て
な
ん
か
い
な
い
だ
か
ら
ウ
リ

ル
だ

た
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よ

は
鷺
麿
を
裏
で

て
い
た
奴
と

が

 
て
い
る

て
事
だ
よ

 
神
楽

も
し
く
わ
ウ
リ

ル
が
そ
の
首
謀
者
だ

た

て

 
事
も

 
狗
神

だ
が
そ
れ

前
に
こ
れ
は
危

的
だ
あ
の
理
久
兎

 
を
そ
し
て
そ
の
従
者
を

み
込
ん
だ
あ
の
天
使
は

 

ら
く
と
ん
で
も
な
く

ろ
し
い
奴
に
な

て
い

 
る

だ

 
神
楽

本
当
に
世
界
が
終
わ
り
か

ま
せ
ん
よ

 
鈴

ど
う
な
る
ん
だ
ろ
こ
れ

 
狗
神

と
り
あ
え
ず
今
回
は
こ
こ
ま
で
だ

 
鈴

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く

 
神
楽

そ
れ
で
は
ま
た
次
回
で
す

 
狗
神

じ

あ
な
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第
２
５
８
話
 
閉
鎖
世
界
の
絶
望
的
闘
い

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

何
か

シ
リ

が
や
り
た
く
な
り

年
ぶ
り
に
や
り
始
め
て
い
る
怠

惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

因
み
に

タ
が
ロ
ス
ト
し
て
い
て

め
か
ら
や

て
い
る
の
は
内

で

す

そ
れ
で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 
理
久
兎
や
そ
の
従
者

人
を

り
込
ん
だ
ウ
リ

ル
は
不

に
も
笑
う
と

 
ウ
リ

さ

祝
福
な
さ
い
新
た
な
世
界
の

を
そ
し
て
そ

 
の

に
感
じ
な
さ
い

 

大
な

前

を
一
方
前
へ
と
出
す
と
空
間
が
一
気
に
変
わ
り
光

く
ま
る
で
天

の
よ
う
な

世
界
に
な

た

 
霊
夢

何
こ
れ

 
紫
 

一

で
変
わ

た

 
千
 

気
を

け
る
の
じ

ら
く
こ
れ
は
ウ
リ

ル
様
の
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魔
法
で

シ
ら
を
逃
が
さ
ぬ
た
め
に

シ
ら
の
い
た

 
空
間
変
え
た

 
ウ
リ

さ

が
望
む
楽
園
を

き
ま
し

う
か

 

の

パ
ラ

ス
ス

 
上

だ
け
と
な

た
ウ
リ

ル
は

の
光

く
武

を

か
せ
る
と
そ
れ
ら
は
合
わ
さ

り

大
な
光

く

を

し
た

と
な
る

 
蓮
 

あ
の
天
使
を

め
ま
し

う
龍
神
様

 
千
 

う
む

ウ
リ

ル
様
を
放

て
ゆ
く

に
は
い
か
ぬ

 
あ
の
方
を
野
放
し
に
す
れ
ば
ま
た
悲
し
み
の

鎖
と

 
な
る
か
ら
の

 
あ
の
天
使
を
様
つ
け
し
て
い
る
言

が
気
に
な
る

や
は
り
昔
に
何
か
あ

た
の
は
明
白
だ

だ
が
今
は
そ
ん
な
事
を
思

て
い
る
場
合
で
は
な
い

 
ウ
リ

さ

新
た
な

と
な
り
な
さ
い

 

大
な
体

で

分
達
へ
と
一

で
近
づ
き
突
進
し
て
く
る

 
萃
香

め
る
よ
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大
化
し
た
萃
香
は
真

向
か
ら
ウ
リ

ル
を

め
る
が

 
狼

が

 
狼

が
る
る
る
る

 

つ
の
狼
の

が
萃
香
の

手
に

み
つ
く
き
そ
こ
か
ら
血
が
流
れ
出
る

 
萃
香

ぐ

こ
の
狼
の

て
ま
さ
か

 
さ
と

そ
ん
な

狛
さ
ん
と
耶
狛
さ
ん

 
心
を

ん
だ
の
か
あ
れ
が

狛
と
耶
狛
と
さ
と
り
は

く

 
蓮
 

何
人
か

後
に

 
霧
雨

分
か

た

 
聖
 

お

し
ま
す

 

だ

て

 
魔
理
沙

聖

天
子
は

後
へ
と
回
り
込
み

 
霧
雨

ま
ず
は
一
発
く
ら

と
け
マ
ス
タ

ス
パ

ク

 
天
子

お
ま
け
よ

全
人

の
緋
想
天

 
聖
 

覚

ア

ン
ギ
ラ
サ
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玲
音

く
ら

と
け

蒼
火
炎
弾

 

人
が
一

に
ス

ル
を
放
ち

後
か
ら

撃
す
る

だ
が
後
ろ
に
は

 
黒
⻯

が

 
黒
⻯
の

は

か
ら
黒
い

大
な

レ
ス
を
放
ち
魔
理
沙
達
が
放

た

レ
ス
を
全
て

み
込

み

す

 

奇
跡
 
白
夜
の
客

 
咲
夜

時

 
イ
マ
ジ

リ
バ

カ
ル
タ
イ

 
雨
の
よ
う
に
無
数
の
弾
幕
を
降
ら
す
が

体
と
な

た
怪
物
の
下
に
出
来
た

か
ら
無
数
の

が
生
ま
れ
降

て
く
る
弾
幕
を
か
き

す

 
霧
雨

お
い
こ
の

の
黒
⻯

て

 
聖
 

黒
さ
ん

 
黒
⻯

が

 
と

後
ろ
で
も
大
乱
闘
が
起
き
て
い
た

 
蓮
 

で
や

 
霊
夢

は
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霊
夢
と
共
に
龍
の

に
生
え
る
ウ
リ

ル
本
体
に

撃
を
仕

け
る
が

 
ギ
ン

ギ
ン

ギ
ン

 

分
の
一

刀
に
限

て
は
ま
る
で

ま
れ
て
い
る
の
か

撃
を
全
て
弾
か
霊
夢
の
体
術
そ
し

て
弾
幕
は

手
で

ぎ
弾
き
と

し
て
い
た

 
ウ
リ

退
き
な
さ
い

 
ガ
ギ
ン

 
蓮
 

ぐ

 
霊
夢

き

 
ウ
リ

や
り
な
さ
い
理
久
兎

 
弾
き
飛
ば
さ
れ
萃
香
の
体
に

中
か
ら
激
突
す
る
と
ウ
リ

ル
の
下
に
あ
る
龍
の
首
は

に
光

を
溜
め
込
み
そ
し
て

分
と
霊
夢
そ
し
て
萃
香
ご
と
殺
る
気
だ

 
萃
香

な

 
霊
夢

ま
ず
い

 
蓮
 

結
界
を

 
と
言
う
前
に
後
ろ
か
ら
何
か
に

ま
れ

分
と
霊
夢
は
ス
キ
マ
に

ら
れ
萃
香
も

元
に
ス



 第十七章 狂神降臨

キ
マ
が
出
来
て
落
ち
る

そ
の
結

光
の

レ
ス
を
回

で
き
た

そ
し
て
引

張
ら
れ
て
来

た
場
所
は

が
戦
う
す
ぐ
近
く
だ

 
蓮
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
紫
さ
ん

 
萃
香

ご
め
ん
紫

断
し
た
よ

 
霊
夢

そ
れ
よ
り
も

奴
の
下
に
あ
る

が
理
久
兎
な
の
よ

  
ま
さ
か
あ
の
理
久
兎
達
が
あ
ん
な

に
さ
れ
る
と
は
夢
に
も
思
わ
な
か

た

 
紫
 

え

そ
う
み
た
い

車

弾

 
紫
は
ス
キ
マ
か
ら
電
車
を
出
現
さ
せ
ウ
リ

ル
と
ぶ
つ
け
そ
し
て

 
ド

ン

 

発
さ
せ
る

だ
が
ウ
リ

ル
は

ン

ン
し
て
い
た

 
ウ
リ

か
な
い
わ
何
か
し
ら

そ
の
一
撃
は

 
紫
 

え

だ
か
ら

よ

 

の
中
か
ら
妖
夢
が
桜
観

を
構
え
現
れ
る

 
妖
夢

断
迷

 
迷

斬
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強

な
一
撃
を

き
込
む
が

 
ウ
リ

確
か

あ

大

 
だ
が
ウ
リ

ル
に
は
当
た
ら
な
い

当
た
る
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
た
が
い
き
な
り
妖
夢
と

が

れ
た
の
だ

に
か
ら
ぶ
り
で
終
わ
る

 
さ
と

こ
い
し

 
こ
い

う
ん

 
そ
し
て
今
度
は
さ
と
り
と
こ
い
し
が
逃

た
ウ
リ

ル
に
追
撃
を

え
に
行
く

 
こ
い

 
ス

パ

 
さ
と

想
起
 
飛
行
中

ス
ト

 
こ
い
し
が
ウ
リ

ル
を
吸
い

せ
さ
と
り
が

撃
を
す
る
が

 
ウ
リ

小
賢
し
い
真

を

 

大
な

を

飛
行
す
る
と

つ
の
⻯

が
発
生
す
る

 
さ
と

逃

る
わ
よ

 
こ
い

う
ん

 
さ
と
り
と
こ
い
し
は
す
ぐ
に

す
る
が

つ
の
⻯

は
合
わ
さ
り

大
⻯

と
な

て
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分
達
共
々
襲
い
か
か
る

 
蓮
 

こ
れ
は
理
久
兎
さ
ん
の

 
千
 

れ
て
お
れ

 
龍
神
は
⻯

に
向
か

て
い
き
た

た

発
の

で
⻯

を

し
去
る

そ
し
て
一
気
に
ウ

リ

ル
に
向
か

て
行
く

 
ウ
リ

貴
女
か
ら
来
て
く
れ
る
の

オ
ル

ス

 
千
 

シ
を
そ
の
名
で
呼
ぶ
で
な
い
わ

 

に
気
を
纏
わ
せ

り
か
か
る
が
ウ
リ

ル
は

な
く

手
で
受
け

め
た

 
千
 

な

 
ウ
リ

ま
え
た
わ
オ
ル

ス

 
龍
神
の

に
変
化
が
現
れ
る

ウ
リ

ル
が

ん
で
い
る
手
か
ら

々
に
と
だ
が
龍
神
の
体
に

白
い

が

て
い
く

 
千
 

ぐ

 
ウ
リ

も
う
さ
み
し
く
な
い
わ
一

に
世
界
を

る
た
め
に

 

と
な

て

の
力
と
し
て
生
き
ま
し

う
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や

り
ウ
リ

ル
は
龍
神
を
理
久
兎
達
と

じ
よ
う
に
吸

し
よ
う
と
し
て
い
た

 
蓮
 

龍
神
様

 
霊
夢

め
る
わ
よ

奴
が
龍
神
様
ま
で
も
吸

し
た

 
り
し
た
ら
手
が
つ
け
ら
れ
な
く
な
る
わ

 
霧
雨

ち

 
玲
音

お
ら

 

で
一

に

む

だ
が

 
ウ
リ

ル

ル
を

定
す
る
わ
オ
ル

ス
を
吸

し
終
え
る

 
ま
で

の
者
は
動
く
こ
と
を
禁
ず
る

 
と

え
た
そ
の

後

分
達
の
体
は
ま
る
で

り
に
あ

た
か
の
よ
う
に
動
か
な
く
な

り
地
面
に
落
ち

い
つ
く
ば

て
し
ま
う

 
蓮
 

ぐ

 
紫
 

よ
り
に
よ

て

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
の
能
力
を

に

し
て

 
動
こ
う
と

張
る
が
そ
れ
で
も
地
面
に

い
つ
く
ば

て
し
ま
う

こ
の
ま
ま
で
は
本
当
に
ま



 第十七章 狂神降臨

ず
い

 
ウ
リ

さ

オ
ル

ス

 
千
 

め
ろ

す
の
じ

 
オ
ル

ま
だ

う
の

も
う
お
し
ま
い
な
の
に
何
な
ら

か

 
に

け
て
も
ら
う

も
う
貴
女
を

け
て
く
れ
る
者

 
は

一
人
と
し
て
い
な
い
そ
し
て
こ
こ
は
も
う
閉
鎖

 
さ
れ
た
世
界
だ
か
ら

待
し
て

望
を

た
と
し

 
て
も
現
れ
な
い
わ
よ

 
ウ
リ

ル
の
言
う
通
り
だ

分
達
は
動
け
な
い

そ
し
て

一
人
と
し
て
来
な
い
の
は
明

白

こ
の
ま
ま

分
達
は
龍
神
が

み
込
ま
れ
て
い
く
様
を
地
面
に

い
つ
く
ば

て
見
て
い
る

だ
け
し
か
出
来
な
い
の
か

 
千
 

け
て
怠
惰

 
と

人
の
男
の
名
前
を

ん
だ
そ
の
時

 

 

は

や
れ
や
れ
本
当
に
見
て
ら
ん
な
い
や

 
ジ

キ
ン
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ウ
リ

え

キ

 
突
然
の
出
来
事
に

分
達
は

い
た

一

で
龍
神
を

ん
で
い
た

が
な
く
な
り

時
に
龍

神
が

え
て
い
る
の
だ

そ
し
て

分
達
は
ウ
リ

ル
の

を

り
落
と
し
た
者
の

を
見
る

そ
れ
は
漆
黒
の
黒

の
軍

に

を
包
み

に
は
黒
い

が
生
え

手
に
は
大

を

ち
そ
し

て

手
に
は
吸

さ
れ
そ
う
に
な

て
い
た
龍
神
を

き

え
る
そ
の
者
を

分
は
知

て
い

る 
蓮
 

あ
れ
は
怠
惰
さ
ん

 
霊
夢

な
ん
で

奴
が

 
そ
う

何

か
軍

に
な

て

て
い
た
が
そ
れ
は
怠
惰
だ

そ
し
て
ウ
リ

ル
に
向

か

て

 
怠
惰

人
の

を
何
壊
そ
う
と
し
て
い
る
の
か
な

天

 
使
が

 
と

き

て
る
よ
う
に
そ
う
言
い
放

た
の
だ

た
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狗
神

お

お
い

奴

 
鈴

あ

 
狗
神

あ

あ

ン

そ
れ
じ

今
回
も
あ
り
が

 
と
う
な

 
神
楽

ま
さ
か
怠
惰
さ
ん
が
乱

し
て
く
る
な
ん
て

 
鈴

前
代
未
聞
も
良
い
と
こ
ろ
だ
よ

 
狗
神

や

り
タ

者
じ

な
か

た
ん
だ

奴

 
神
楽

し
か
も
何
時
も
と

て
死
ん
だ

み
た
い
な
目
が

 
光

て
ま
す
よ

 
鈴

絶
対
に
あ
ん
な
の
怠
惰
じ

な
い

 
狗
神

じ

次
回
に
分
か
る
だ

ん

手

 
神
楽

狗
神
様
な
ん
て
書
い
て

 
狗
神

次
回
は
あ

ち

だ
そ
う
だ

 
鈴

え

良
い
と
こ
ろ
で

 
神
楽

か
ら
で
す
か
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狗
神

先
は
不
明
だ

 
鈴

ん

仕
方
な
い
よ

 
狗
神

だ
な
と
い
う
こ
と
だ
か
ら
次
回
は
あ

ち
だ

 
神
楽

よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す

 
鈴

と
り
あ
え
ず
終
わ
ろ
う
か

 
狗
神

だ
な
そ
ん
じ

今
回
は
こ
こ
ま
で
な

 
神
楽

ま
た
次
回
も
お
願
い

し
ま
す

 
鈴

そ
れ
じ

ま

た
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第
２
５
８
話
 
魔
王
は
近
く
に
い
た

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

何
と
か

が

分
近
く
ま
で
終
わ

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

ま

だ
ま
だ

分

本
当
に
終
わ
る
の
か
こ
れ

失

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
突
然
の
事
過
ぎ
て

が
混
乱
し
そ
う
だ

何

に
怠
惰
が
こ
こ
に
い
る

ど
う
や

て
こ
こ
に

来
た
の
か
も
う
何
が
な
ん
だ
か
分
か
ら
な
い

だ
が
分
か
る
の
は
吸

さ
れ
そ
う
に
な

て
い
た

龍
神
を

け
た
の
は
怠
惰
だ
と
分
か

た
事
ぐ
ら
い
だ

 
ウ
リ

貴
様

貴
様
は

ど
う
し
て
こ
こ
に
い
る

 

断
さ
れ
た

手
を
再
生
さ
せ
怠
惰
に
向
か

て

ぶ

あ
の

り

合
か
ら
し
て
何
か
あ
り

そ
う
だ

 
怠
惰

ど
う
し
て

て

 
ウ
リ

こ
こ
は
も
う

の
世
界
よ
ど
う
や

て

た

 
怠
惰

い
や
最

か
ら
い
た
ん
だ
け
ど
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ウ
リ

な

 
ど
う
い
う
事
だ

最

か
ら
い
た
と
は
ま
さ
か

 
霊
夢

あ
ん
た

ま
さ
か
ず

と
後
を

 
怠
惰

そ
う
だ
よ

こ
こ
に
侵

し
よ
う
と
君
達
が
特

を

 
仕

け
て
か
ら
ず

と
後
を
つ
け
て
見
て
た
け
れ
ど

 
い
や
は
や
本
当
に
反

が
出
る
ぐ
ら
い
下
ら
な
い
絆

 
を
見
せ
ら
れ
て

痛
が
し
た
か
ら

回
痛
み

め
を

 

て
こ
よ
う
か
と
思

た
ぐ
ら
い
だ
よ

 
こ
ん
な

を
言
え
る
の
は
怠
惰
ぐ
ら
い
つ
ま
り
正
真
正

の
本
物
な
の
は
間

い
な
い
だ
ろ

う 
千
 

す
ま
ぬ
な
怠
惰
よ

 
怠
惰

良
い
よ
別
に

 
怠
惰
は
地
面
に
降
り
る
と
龍
神
を

す

す
る
と

 
天
子

あ
ん
た
闘
い
に
参

し
な
い
と
か
言

て
た

に
こ

 
う
い
う
時
に
し
か
も

達
が
や
ら
れ
る
様
を
見
て
る
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と
か
悪

に
も
程
が
あ
る
わ
よ

 
怠
惰

う

ん
君
達
は
何
か
勘

い
し
て
る
よ

 
天
子

は

 
怠
惰

は
理
久
兎
君
達
を
相
手
に
す
る
の
は
君
達
と
は
確

 
か
に
言

た
け
ど
天
使
ま
で
や
れ
と
は
言

て
な
い

 
よ

君
達
だ
と

が

い
だ
ろ
う
し

 
と

言

て
い
る
と
ウ
リ

ル
は
そ
の

体
を
い
か
し

分
達
に
突
進
し
て
く
る

 
蓮
 

な

危
な
い

 
怠
惰

え

何
が

 
ド

ン

 
ウ
リ

ぐ

 

い
音
が
聞
こ
え
ウ
リ

ル
は
そ
の
場
で

ま
る

よ
く
見
て
み
る
と
そ
こ
に
は

明
な

が

出
来
て
い
た

 
霧
雨

こ
れ
は
魔
法

か

 
怠
惰

お
見
事

正
解
だ
よ
魔
理
沙
ち

ん
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霧
雨

こ
こ
ま
で

明
な
魔
法

は
見
た
こ
と
が

 
お
前
は
一
体
何
者
な
ん
だ
よ

 
怠
惰

う

ん
何
て
言
お
う
か

 
ウ
リ

貴
様
は
貴
様
だ
け
は

 
怠
惰

は

う
る
せ

よ

て

え
て
ろ

 
ド
ン

 
ウ
リ

ぐ

 
結
界
が
弾
け
ウ
リ

ル
は
吹

飛
ば
さ
れ
る

分
達
が
手
こ
ず

て
い
た
ウ
リ

ル
が

気

な
く
吹

飛
ば
さ
れ
る
様
を
見
た
の
と
一

だ

た
が
怠
惰
の
一
言
に
と
て
つ
も
な
い
殺
気
を
感

じ

分
の
体
に

や

が
流
れ
る

 
怠
惰

さ
て
と
千
ち

ん
こ
れ
を

し
て
お
く
よ

 
そ
う
言
い
怠
惰
は
龍
神
に
何
か
を
投

し
龍
神
は
キ

す
る

見
て
み
る
と
そ
れ
は
ま

さ
か
の

ジ
タ
ル
時

だ

 
怠
惰

始
め
る
と
き
は
ス
タ

ト

て
言
う
か
ら
そ
し
た
ら

 

分
そ
し
て

分
経

た
ら
合
図
を

て
よ
そ
れ
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か
ら
結
界
で
も
張

て
上
空
に
逃

て
な
よ

分
千

 
ち

ん
達
も
ろ
と
も
殺
り
か

な
い
か
ら
あ

そ
れ

 
と
君
達
に
伝
え
る
け
ど
見
た
く
な
い
な
ら
目
を
反
ら

 
し
て
よ
も
し
見
た
い
の
な
ら
こ
れ
か
ら
の
生
を
歩
む

 
者
と
し
て
こ
の
闘
い
を
参
考
に
し
反
面
教

と
見
ろ

 
こ
れ
は
外
道
の
道
を
歩
ん
だ
者
の
闘
い
方
だ
か
ら
絶

 
対
に
歩
ん
で
は
い
け
な
い
禁
忌
の
道
だ
か
ら

 
怠
惰
が

歩
と
歩
く
ご
と
に
体
が

く
な
る

そ
し
て
光

く
天

の
よ
う
な
世
界
は
一
転

し
暗
雲
と
な
り
暗
く
な
る

そ
し
て

分
は
見
て
し
ま
う

怠
惰
の

後
に
こ
の
世
に
は
絶
対
に

し
て
は
な
ら
な
い
と
思
え
る
ぐ
ら
い
の
黒
い
無
数
の
化
け
物
達
を

 
蓮
 

な

何
あ
れ

 
妖
夢

あ
れ
は
怨
念
の

そ
れ
も
相
当
な
数
の

あ
ん
な
数

 
は
見
た
こ
と
が
な
い

 
さ
と

う
ぐ

う
え

 
こ
い

お
姉
ち

ん
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さ
と

聞
こ
え
る

死
に
た
く
な
い
殺
し
て

く
死
な
せ
て

 
殺
し
て
や
る

な
ん
な
の
こ
の

は

 
あ
の

か
ら
は
そ
の
よ
う
な

が
聞
こ
え
る
み
た
い
だ

あ
そ
こ
ま
で
の
物
を
見
る
と
怠
惰
は

ど
れ
だ
け
言
い

し
よ
う
と
も
も
う
た
だ
者
で
は
な
い
の
は
用
意
に
分
か
る

 
ウ
リ

貴
様

貴
様

貴
様

貴
様

 
怠
惰

お
前
に
は
色
々
と
聞
き
た
い
こ
と
が
あ
る
か
ら
少
し

 
聞
か
せ
て
も
ら
う
と
し
て

分
だ
け
遊
ん
で
や
る
よ

 
来
な

 
ウ
リ

滅
さ
れ
ろ

 
無
数
の
光
の
刃
を
生

し
怠
惰
に
い
や

分
達
も
ろ
と
も
殺
る
気
だ

 
怠
惰

千
ち

ん
ス
タ

ト

 
千
 

う
む

行
く

そ
な
た
ら

 

ジ
タ
ル
目
覚
ま
し
時

を

し

体
状
に
結
界
を
張
り

分
達
を

か
せ
る
と
怠
惰
は
あ
の

化
け
物
を
相
手
に

す
る
闘
い
を
見
せ
始
め
た

そ
し
て
結
界
に

た

分
達
は
何
と
か
動

け
る
ま
で
に
な
り
座
る
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天
子

す

い

 
萃
香

あ

ち
に
え

こ

ち
て
え

 
紫
 

ど
う
や

て
あ
ん
な

動
を

 

鳴
が
鳴
り

き
落

が
落
ち
と
こ
の
閉
鎖
世
界
で
天
災
が
起
き
て
い
た

だ
が

く
の
は
怠

惰
は
一

で

え
て
は
現
れ
る
ま
た

え
て
と

り
返
し
で

が
分
か
ら
な
い

 
蓮
 

龍
神
様

隠
さ
ず
に
教
え
て
く
だ
さ
い
怠
惰
さ
ん
は

 
一
体
何
者
な
ん
で
す
か

 
千
 

も
う
こ
の
闘
い
を
見
て
い
る
の
な
ら
仕
方
が
な

 
い
か
な
ら
ば
言
お
う
あ
や
つ
怠
惰
の
事
を
あ
や
つ
の

 
旧
名
を

ら
く
聖
そ
な
た
は
分
か
ら
ぬ
か
も
し
れ
ぬ

 
が
魔
理
沙
そ
な
た
な
ら
分
か
る
や
も
し
れ
ぬ
の

 
霧
雨

ど
う
い
う

怠
惰
ま
て
よ
確
か

大

の

に
あ

 
た
よ
な
怠
惰
の

が

て
お

お
い
ま
さ
か

 
千
 

そ
う
あ
や
つ
の
旧
名
は

大

の

に
し
て

る

 
は
怠
惰
そ
の
名
を
怠
惰
の
魔
王

ル
フ

ル
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ル
フ

ル
と
言
え
ば
先
程
に
ウ
リ

ル
が

た
ら
し
く
言

て
い
た
あ
の

ル
フ

ル
で
間

い
な
い
だ
ろ
う

ま
さ
か
怠
惰
が

に
お
い
て
と
ラ
ス
ボ
ス
と
ま
で
言
わ
れ

る
魔
王
と
言
わ
れ
る
者
だ

た
と
は

が
思

た
か

 
霧
雨

マ
ジ
か

あ
の

ル
フ

ル
だ

て

 
こ
い

い
の
そ
れ

聞
い
た
こ
と
な
い
け
ど
な

 
霧
雨

バ
カ
野

ル
フ

ル

て
の
は
神
魔
大
戦

 
で
活

す
る
ル
シ
フ

や
サ
タ
ン
と
タ
メ
を
張
れ

 
る
ぐ
ら
い
の
強
さ
を

つ
大
悪
魔
だ

 
前
に
怠
惰
が
少
し
だ
け
語

て
い
た
神
魔
大
戦
の
話
で
活

し
て
い
た
と
い
う
ル
シ
フ

と

サ
タ
ン
と
タ
メ
を
張
れ
る
つ
ま
り
頂
き
に
い
る
者
の

人
で
間

い
は
な
い
だ
ろ
う

す
る
と

 

 

大

の

ル
フ

ル
で
す

て

 
玲
音

が

 
咲
夜

し
ま

た

玲
音
し

か
り
し
て
頂

 
う
つ

せ
に
倒
れ
る
玲
音
の

中
か
ら
炎
が
上
が
り
不
気

な
女
性
い
や

リ
ア
ル
が
現
れ

る
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リ

何
処
に
い
る
の
か
し
ら

ル
フ

ル
は

 
千
 

あ
そ
こ
じ

 
龍
神
は

す
と

リ
ア
ル
は
見
る
が

 

リ

い
な
い
じ

な
い

 
蓮
 

え

あ
そ
こ
で
戦

て
い
る
男
性
が

 

リ

何
を
い

て
い
る
の
か
し
ら

そ
こ
の

二

は

 
確
か
に
あ
の
大

は

ル
フ

ル
が
使

て
い

 
た
シ
レ
ン
テ

ウ

で
間

い
は
な
い
わ
よ
け
れ
ど

 

の
知

て
い
る

ル
フ

ル
は

は
⻑
く
体

 
も
グ
ラ
マ

な
女
性
よ

 
千
 

な

何
じ

と

 
龍
神
ま
で
も

い
て
い
た

そ
れ
な
ら
怠
惰
は
一
体
何
者
な
ん
だ

性
転

な

は
な
い
と
は

思
う
が
ま
た
謎
が
生
ま
れ
た

 
天
子

所
で
あ
ん
た

よ

 

リ

は
炎
の
悪
魔

リ
ア
ル
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霧
雨

こ
こ
に
も
大
物
が
い
た

 
魔
理
沙
が

ぶ
こ
と
か
ら
こ
の

リ
ア
ル
と
い
う
の
も
悪
魔
そ
し
て
名
が
知
ら
れ
る

ど

名

な
の
だ
ろ
う

 
玲
音

お
い

て
め

う
な
ら
い
い

に

え
ろ

 

リ

は
い
は
い
興

な
い
か
ら
良
い
わ
じ

あ

 
そ
う
言
い

リ
ア
ル
は

え
た

謎
だ
け
生
ん
で

え
る
と
か

め
て
欲
し
い

龍
神
が
思

て
い
た
情
報
と
は

う
な
ら
怠
惰
は

な
ん
だ

そ
う
し
て
い
る
と

 
千
 

怠
惰
よ

分
じ

 
怠
惰

お

と
も
う

な
ら

 
そ
う
言
い
怠
惰
は

か
ら

色
に
光

く
玉
を
出
す

 
蓮
 

何
で
怠
惰
さ
ん
が
あ
れ
を

 
紫
 

あ
れ
は
進
化
の
秘
宝

 
先
程
の
ウ
リ

ル
そ
し
て
か
つ
て
鷺
麿
が
使

た
あ
の
進
化
の
秘
宝
そ

く
り
な
物
が
出
て
き

て
動

す
る

そ
し
て
怠
惰
は
そ
れ
を

る
と

 
怠
惰

賢
者
の

知
よ

が
命
ず
る
合
わ
さ
り
怪
物
と
な
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た
バ
カ
共
を
分

せ
よ

 
と

怠
惰
が

え
た

後
ウ
リ

ル
の
体
は
光

き
出
す
と

つ
に
別
れ
る

そ
し
て
別
れ

た
者
の
中
に
凶
変
し
た
理
久
兎

狛

耶
狛

黒
が
放
り
投

出
さ
れ
た

 
紫
 

様

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

 
と

言

て
い
る
と
す
ぐ
に
理
久
兎
達
は

え
る

そ
し
て

分
達
の
目
の
前
に

人
を

つ
怠
惰
が
出
て
く
る

 
怠
惰

よ

く
開
け
て
く
ん
な
い

 
千
 

す
ま
ぬ

 
結
界
に

を
開
け
る
と
怠
惰
は

人
を
放
り
投

て

れ
る

だ
が

後
か
ら

 
ウ
リ

天

 
分

し
元
に
戻

た
ウ
リ

ル
は
そ
う

ぶ
と
無
数
の
天
使
達
が
現
れ

方
へ
と
一

に
襲
い

か
か
る
が

 

ル

音
楽

法
術
シ
レ
ン
テ

ウ

・
ラ
ラ
バ
イ

 
大

を
構
え
る

す
る
と
大

の

に
あ
る
フ

ド
の
女
性
の

が
開
く
と
心
地
の
よ
い

が
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流
れ
る

 
千
 

を
塞

 
蓮
 

え

 
何
と
思

た
が
す
ぐ
に

を
塞
ぐ

す
る
と
向
か

て
く
る
天

達
は
突
然

ま
る
と
力
が

け
た
か
の
よ
う
に
地
面
へ
と
落
ち
る

 
ウ
リ

ル
フ

ル

 
怠
惰

う
る
さ

 
パ

ン

 

パ

ン
を
合
図
に
何
処
か
ら
と
も
な
く
無
数
の
鎖
が
現
れ
ウ
リ

ル
を

り

け
る

 
怠
惰

さ
て
と
ま
ず
聞
き
た
い
け
ど
お
前
が
使

て
た
進
化

 
の
秘
宝
そ
れ
を
何
処
で
手
に

れ
た
の
か
な

事
と

 
返

次
第
だ
と

 
ウ
リ

教
え
る
と
思

て
い
る
の

 
怠
惰

ま
だ
言
い
か
け

は

ま

良
い
か
確
か
お
前

 
は
悪
魔
そ
れ
も

ら
古
代
魔
族
が
大

い
だ

た
よ
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ウ
リ

だ
か
ら
何
よ

 
怠
惰

な
ら
教
え
て
あ

る
そ
の
進
化
の
秘
宝
を

た
の

 
は

だ
よ

 
蓮
 

な

 
霊
夢

あ
れ
を

た
で
す

て

 
ま
た

つ
謎
が
生
ま
れ
た
と

時
に
あ
ん
な
狂

た
禁
断
的
ア
イ
テ

を

た
と
い
う
事

実
に

き
を
隠
せ
な
か

た

 
ウ
リ

な

嘘
よ

あ
れ
が

れ
て
い
や

 
怠
惰

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
や

り
良
い

悲
鳴
は
さ

 
特
に
天
使
が
そ
う
や

て
悲
鳴
を
あ

る
様
は
何
時

 
聞
い
て
も
心
地
が
い
い
や

 

い
た
だ

い

凶
変
し
た
理
久
兎
を
見
る
よ
り
も

か
に

く
狂
気
を

む
そ
の
笑

に
体

が
動
か
な
く
な
り

が

し
く
な

て
し
ま
う

に
こ
や
か
に
笑

て
い
た
怠
惰
の
あ
の
笑

は

ら
く

面
は
笑

て
い
る
だ
け
な
感
じ
は
し
て
い
た
が
ま
さ
か
本
来
の
笑

が
こ
こ
ま
で

い
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と
は

 
ウ
リ

あ
の
女

こ
ん
な

れ
た
物
を
よ
く
も

 
怠
惰

う
よ

 
ウ
リ

や
め

め
な
さ
い

 
ウ
リ

ル
の

を
ま
さ
ぐ
り
進
化
の
秘
宝
を

り
出
し
怠
惰
は

め
る

こ
こ
か
ら
見
て
も
分

か
る
ぐ
ら
い
宝
玉
は
不
気

に
黒
く

い
光
で

い
て
い
た

 
怠
惰

が

た
の
と

う

レ

リ
カ
か

 
バ
リ
ン

 
そ
し
て
あ
り
え
な
い
事
に
そ
れ
を

り

し
て
破
壊
し
た

 
怠
惰

さ
て
と
聞
き
た
い
こ
と
も
終
わ

た
し
そ
ろ
そ
ろ
か

 
な

 
と

言

た
そ
の

間

 
じ

か
ん
だ
よ

じ

か
ん

じ

か
ん
だ
よ

 
怠
惰
が

し
た
時

は
女
性
の

の
ア
ラ

が
鳴
り

く

 
千
 

怠
惰
よ
時
間
じ
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怠
惰

さ

て
と
時
間

れ
に
な

た
し
そ
ろ
そ
ろ

 
と
ど
め
と
行
こ
う
か

 
ウ
リ

ぐ

 
鎖
に
引

張
ら
れ
ウ
リ

ル
は
地
へ
と
落
ち
る

怠
惰
も
地
へ
と
降
り
る
と

 
怠
惰

に

き
し
負
の
感
情
を

つ
者
共
よ

り
全
て

 
を

み
込
め
禁
忌

怠
惰

 
大

を
地
面
に
突
き
刺
し

ぶ
と

時
に
怠
惰
を
中
心
に
ド
ス
黒
い
も
の
は
地
面
に

が

て

い
き
こ
の
閉
鎖
世
界
を
侵
食
し
て
い
く

そ
し
て
そ
の
ド
ス
黒
い
も
の
か
ら
無
数
の

が

び
ウ

リ

ル
を

ん
で
い
く
時

と
怠
惰
を
見
る
と
あ
り
え
な
い
事
に
怠
惰
の

後
に
後
ろ

で
は

あ

た
が
⻑

で

し
い
見
た
こ
と
な
い
女
性
が

中
に
い
て

く

な
ん
だ
ろ
う
と
思

て

い
る
と

 

龍
神
さ
ま

 
千
 

す
る

 
怠
惰
が
放

た
あ
の
術
に
よ
り
現
れ
た

は

分
達
に
も
向
か

て
く
る
が
龍
神
が
回

し
て

く
れ
た
た
め

は
な
か

た

あ
れ
は

方
関
係
な
く
や

て
く
る
技
か
と
思
い
つ
つ
下
を
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見
る
と

 
ウ
リ

な

何
よ
こ
れ
は

ら
わ
し
い

 
怠
惰

そ
れ
は

に

い
て
い
る
怨
念
の
数
々
さ
そ
れ
と

 
い
な

お
前
の

士
達
も
い
る
の
に

 
怨
念

け
て

 
怨
念

ウ
リ

ル
さ
ま

 
ウ
リ

そ
ん

な

何
て

な
ら
し
い

こ
の
外
道

 

と
は
い
え
ウ
リ

ル
の
言

に
は
少
し
だ
が
共
感
し
て
し
ま
う

何
せ
怠
惰
の
や

て
い
る

事
は
本
当
に
許
さ
れ
ざ
る
戦
い
方
な
の
だ
か
ら

 
怠
惰

そ
し
て
そ
の
怨
念
は

れ
と
な
り
体
を

み
や
が
て

 

食
さ
せ
る
そ
れ
も
ち

と

れ
た
だ
け
で
も

 
死
の

と
な
る
ん
だ
よ

 
と

言

て
い
る
と
ウ
リ

ル
の
体
は

々
に
と
真

黒
に
な

て
い
く

 
ウ
リ

が

 
怠
惰

あ

そ
う
そ
う
姉
貴
に
会

た
ら
伝
え
て
お
い
て
く
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れ
な
い

悪
い
け
ど
ま
だ
そ

ち
に
は
行
け
な
い

 
て
さ

 
ウ
リ

ル
フ

ル

 
と

ウ
リ

ル
が
言

た

後

ウ
リ

ル
は
ド
ス
黒
い
も
の
に

ま
れ
て

え
て
い

た

そ
し
て

分
達
は
実
感
し
た

目
の
前
に
い
る
の
は
本
物
の
魔
王
と
呼
ば
れ
た
者
な
の
だ
と

 
千
 

そ
ろ
そ
ろ
か
の

 
下
へ
と
降
り
よ
う
と
し
た
そ
の
時

 
怠
惰

来
る
な

千
ち

ん
は
そ
の
ま
ま
そ
こ
で
待

し
て

 
て
く
れ

 
千
 

な

何

じ

 
蓮
 

な

 

分
は
見
た

怠
惰
の

元
に
黒
い
も
の
の

が

を
つ
か
み
怠
惰
の
体
を

食
さ
せ
て
い

て
い
た
の
だ

 
怠
惰

千
ち

ん
パ
ス

 
千
 

お
わ

と
と
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龍
神
に
大

と
進
化
の
秘
宝
い
や
確
か
賢
者
の

知
と
呼
ば
れ
る
宝
玉
そ
し
て
本
を
投

し

た 
怠
惰

そ
れ
を

て
い

て
お
い
て
よ
後
で
受
け
と
る
か

 
ら
さ

 
千
 

そ
な
た
そ
れ
は
死

フ
ラ
グ
じ

 
怠
惰

問

な
い
さ

さ

そ
ろ
そ
ろ
こ
の
世
界
は

え
て

 
な
く
な
る
か
ら

く
逃

な

 
千
 

そ
な
た
は

る
気
か
本
当
に
死
ぬ
気
か

 
怠
惰

大

だ
か
ら

く
行
け

こ
の
ま
ま
だ
と
お
前
ら

 
は
異
次
元
の

界
で
永
遠
に
迷
う
こ
と
に
な
る

 
紫
 

ス
キ
マ
を
開
く
わ

 
紫
は
ス
キ
マ
を
開
き

し
て
い
る
理
久
兎
達
を

れ
る

 
怠
惰

大

ら

 
千
 

絶
対
じ

絶
対
じ

か
ら
な

そ
な
た
達
行

 
く
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そ
う
言
い
龍
神
は
ス
キ
マ
に

る

分
達
も
ス
キ
マ
へ
と

り
ス
キ
マ
が
閉
じ
ら
れ
よ
う
と

し
た
そ
の
時

一

だ

た
が

か
に

 
怠
惰

代
わ

で
も
い

か
ら

 
と

怠
惰
の

が

か
に
聞
こ
え
る
と
ス
キ
マ
は

全
に
閉
じ
ら
れ
た
の
だ

た

 
狗
神
 

 
鈴

あ

あ
と
が
き
し
て

 
狗
神

え

あ

あ

と
り
あ
え
ず
今
回
は
こ
こ
ま
で
だ

 
神
楽

狗
神
様
の
気

ち
分
か
り
ま
す

 
鈴

も
分
か
る

 
狗
神

奴

強
す
ぎ
る
だ
ろ

 
神
楽

そ
れ
に

人
の

人

て
言

て
ま
し
た
よ

 
鈴

う
ん

こ
れ
も
し
か
し
て

 
狗
神

等
レ

ル
ま
た
は
そ
れ

上
が

人
い
る
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鈴

あ

あ
ん
な
外
道
者
と
か
じ

な
い
よ

 
神
楽

分
か
り
ま
せ
ん
よ
鈴

様

 
狗
神

奴
が
も
し
帰

て
こ
れ
た
ら
聞
く
か

 
神
楽

そ
う
で
す

あ

も
う
そ
ろ
そ
ろ
時
間
で
す

 
鈴

う
ん
そ
れ
じ

今
回
は
こ
こ
ま
で
か
な

 
狗
神

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
な

 
神
楽

そ
れ
で
は
ま
た
次
回
も
お
願
い

し
ま
す

 
鈴

ば

バ
イ
バ
イ



 第十七章 狂神降臨

 
第
２
５
９
話
 
あ
り
え
な
い
男

 
こ
ん
ば
ん
は

書
様

１
８

定
の

を

た
ら
定
員
に
こ
れ

定
で
す
が
貴

方

え
ま
せ
ん
よ

と
見
た
目
で
判
断
さ
れ
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

許
を
見
せ
て

い
ま
し
た
が
そ
の
時
に

め
て
思
い
ま
し
た

分
の
見
た
目

高

生
じ

と

ま

な
の
で
仕
方
な
い
と
は
思
う
と

時
に

く
見
ら
れ
る
の
は
良
い
と
も
思
い
ま
し
た

し
か
ひ
少
し
不

だ
と
思
い
ま
し
た

に

許
を
見
せ
た
り
す
る
手
間
が

失

そ
れ
で
は

そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 
ス
キ
マ
を
通
じ
て

分
達
は
外
へ
と
出
る

 
蓮
 

こ
こ
は

 
霊
夢

ど
う
や
ら
外
に
出
た
み
た
い

 
ス
キ
マ
を

け
て
出
た
先
は
空
中

塞
の
外
だ

そ
し
て
空
中

塞
は

体
状
に
何
か
黒
い

に

わ
れ
て
い
た
が
や
が
て
ヒ

が

り
そ
し
て
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バ
キ
ン

 
空
中

塞
は
そ
こ
に
無
か

た
か
の
よ
う
に
跡

も
な
く

え
た

そ
し
て

時
に

 
千
 

怠
惰
よ

 
天
子

何
だ
か
ん
だ
で

け
て
く
れ
た
わ

 
龍
神
は
怠
惰
か
ら
託
さ
れ
た
賢
者
の

知
と
大

そ
し
て
本
を

り
し
め
る

怠
惰
も
跡

も

な
く

え
た
そ
の
事
実
は
変
わ
ら
な
い
だ
ろ
う

 
霧
雨

ル
フ

ル
が
使

て
い
た
大

そ
の

見

 
も
し
い
や
じ

な
か

た
ら
よ

 

ン

 
霧
雨

い
て

 
霊
夢

あ
ん
た

リ
カ
シ

が
な
い
の

 
霧
雨

い
や
だ
け
ど
よ
言

て
良
い
か

あ

言
う
奴
に
限

 

て
ひ

こ
り
現
れ
て
生
き
て
ま
し
た

 
み
た
い
に
言
う
ん
だ

 
ギ

グ
ア

メ
な
ら
確
か
に
そ
う
か
も
し
れ
な
い
が
こ
の
限
り
な
い
現
実
で
あ
り
え
る
の
だ
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ろ
う
か

そ
う
考
え
て
い
る
と

 

 

さ

ん

 

が

ス

ド
で

方
へ
と
飛
ん
で
く
る
と

分
達
い
や

に
霊
夢
の
体
を

ラ
リ

ラ
リ

と
見
て
安
心
す
る

 

 

生
き
て
い
る
み
た
い
で
す

 
霊
夢

あ
ん
た
人
の
体
を

タ

タ

て
よ
く
そ
ん
な

 

は
け
る
わ

 
蓮
 

ま

ま

 
と

言

て
い
る
と

に
続
い
て

 
ア
リ

魔
理
沙

 
一

聖

 
幽
 

妖
夢

紫

 
お

さ
と
り
様

 
レ
ミ

執
事
あ
ん
た
咲
夜
に
怪

と
か
さ
せ
て
な
い
わ
よ
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一
気
に
み
ん
な
が

て
や

て
く
る

ど
う
や
ら
見
て
い
る
と

は
生
き

れ
た
み
た
い

だ 
蓮
 

終
わ

た
ん
だ
よ

 
霊
夢

と
思
う
け
ど

 

 

い
や
は
や
本
当
に

ク
リ
し
ま
し
た
よ
突
然
あ
の

 

塞
か
ら

大
な
龍
が

出
て
空
高
く
飛
ん
で
い

 

た
と
思

た
ら
黒
い

に

わ
れ
た
り
と

 
永

理
千
は

は
大

な
の

 
お
空

お

さ
ん
と
お

さ
ん
や
黒
さ
ん
は

 
や
は
り

は
理
久
兎
達
の
事
を
心

し
て
く
れ
て
い
る
の
か
そ
う
言

て
く
れ
る

 
紫
 

え

と
り
あ
え
ず
は
そ

ち
に

せ
て
も
良
い
か

 
し
ら

 
永

構
わ
な
い
わ

病
だ
と
か
は

達
の
本
分
よ

 
紫
 

構
わ
な
い
で
す
わ
よ

 
さ
と

え

も
そ
の
方
が
良
い
と
思
い
ま
す
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千
 

う
む

せ
る

 
と

全
会
一

で
言
う
が
や
は
り
龍
神
は
元
気
が
な
い

 
紫
 

な
ら
行
き
ま
し

う
か

 
風
雅

ら
は

に

が
な
い
か
を

べ
る

 

 

は
い

 
は
た

そ
う

 
風
雅
の

で

は
飛
び
去

て
い

た

 
レ
ミ

達
も
帰
る
わ
よ

け
と
か
あ
る
し
そ
れ
に
何
か

 
あ

た
の
か
も
少
し
聞
き
た
い
し

 
玲
音

け

こ

ち
は

バ
か

た
ん
だ
か
ら
な

 
咲
夜

そ
う

 
紅
魔
館
組
は
そ
ん
な
会
話
を
し
な
が
ら
館
へ
と
帰

て
い
く

 
聖
 

達
も
帰
り
ま
し

う
か
ま
だ
命
蓮
寺
の
修

が
あ

 
り
ま
す
し

 
一

黒
さ
ん
が
心

な
ら
行

て
も
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聖
 

い
い
え

さ
ん
が

張

て
い
る
な
か

人
サ
ボ
る

 

に
は
い
き
ま
せ
ん
よ

す
み
ま
せ
ん
が
黒
さ
ん
を

 
お
願
い
し
ま
す

 
そ
う
言
い
聖
達
も
帰

て
い

た

そ
う
し
て
こ
こ
に
は
何
人
か
の
者
達
が
集
ま
る

 
天
子

と
り
あ
え
ず

達
は
こ
の
ま
ま
龍
神
様
の
後
に

 
続
く
わ
よ

 

え

 
千
 

す
ま
ぬ
の

 
紫
 

そ
れ
じ

動
す
る
わ
よ

 
そ
う
し
て

分
達
は
紫
の
後
に
続
き
ス
キ
マ
へ
と

り
永
遠
亭
へ
と
向
か
う
の
だ

た

そ
し

て
永
遠
亭
に
つ
く
と

 
永

騒
が
し
い
わ

 
鈴
仙

確
か
に

 
何

か
騒
が
し
い

何
な
の
だ
と
思

て
い
る
と

屋
か
ら
て

が
出
て
く
る
と
そ
そ
く
さ
と

こ

ち
に
や

て
来
る
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て

や

と
来
た
ウ
サ
う
ど
ん

ど
う
に
か
し
て
よ

 
鈴
仙

ど
う
し
た
の

 
て

そ
れ
が
さ

 
と

言

て
い
る
と

人
の
男
性
が
て

が
出
て
き
た

屋
か
ら

を
出
す

そ
れ
は
ま
さ

か
の
人
物
い
や
悪
魔
だ

た

 
怠
惰

あ

や

と
来
た
の

外
遅
か

た

 
全
員

な

 

塞
に

り
込
ん
だ

分
達
は

い
て
し
ま
う

魔
理
沙
の
言

た
通
り
本
当
に
ひ

こ
り

と
現
れ
る
と

 
て

奴

手
に
布

敷
い
て
道

を
並
べ
て
店
を
開
い

 
た
り
し
て
さ

 
蓮
 

怠
惰
さ

ん

 
千
 

た

怠
惰

 
怠
惰

お

れ
さ
ん

そ
れ
に
千
ち

ん
そ
れ
じ

あ

 
シ
レ
ン
テ

ウ

と
賢
者
の

知
に

の
グ
リ
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ル
を

て
も
良
い
か
な

 
千
 

お

シ
の
さ

き
ま
で
の
心

を
全
て
返
せ

 
怠
惰

う
わ

ち

タ
ン
マ

 
千
と
怠
惰
は
命

け
の
追
い
か
け

こ
を
や
り
始
め
た

 
蓮
 

て

さ
ん
怠
惰
さ
ん
い
つ
こ
こ
に

 
て

今
か
ら
約

分
前
か
な

 
霊
夢

奴
い

た
い
何
者
な
の
よ

 
霧
雨

な

言

た
通
り
に
な

た
ろ
怠
惰
の
魔
王
を
名

 

て
た
ぐ
ら
い
だ
か
ら

に
は
死
な
な
い

 
ア
リ

怠
惰
の
魔
王

て
そ
れ

て
ま
さ
か

 
や
は
り
ア
リ
ス
も
知

て
い
る
み
た
い
だ

魔
界
関
係
の
住
人
や
魔
法
を
使
う
も
の
か
ら
し
た

ら

い

名
人
み
た
い
だ

 
蓮
 

と
り
あ
え
ず
は
理
久
兎
さ
ん
達
を

か
せ
ま
し

う

 
怠
惰
さ
ん

龍
神
様

そ
の
変
に
し
て
下
さ
い

 
千
 

お

と
と

ま

ま
さ
か
人
間
の
少
年
に
そ
ん
な



 第十七章 狂神降臨

 
事
を
言
わ
れ
る
と
は
の

 
怠
惰

と
り
あ
え
ず

す
る
か

布

を
敷
い
て
あ
る
か

 
ら
と

と
と

か
せ
ろ

 
紫
 

分
か
り
ま
し
た
わ

 
そ
う
言
い
紫
は
ス
キ
マ
か
ら
倒
れ
気
絶
し
て
い
る
理
久
兎

狛
耶
狛
黒
を
ス
キ
マ
か
ら

出
し
布

へ
と

か
せ
る

 
怠
惰

う

ん
と

む

む

る
程

永

先
生
に
聞

 
き
た
い
ん
だ
け
ど
こ
の
ア

共
を

う
た
め
に
ど
こ

 
ま
で
天

に
か
け
れ
る

 
と
怠
惰
は
意

不
明
な
事
を
し
か
も
永

に
言

て
き
た

何

に
永

な
の
だ
と
思

た

 
永

理
千
が
治
る
ま
で

の
こ
の
永
遠
の
命
を
注
い
で

 
ず

す
そ
の
覚

だ
け
か
け
れ
る
わ

 
怠
惰

ひ

い

な
ら
お
言

に

え
よ
う
治

 

束

・
四

体

 
と

え
る
と
何
と

を

き

本
の

が
出
る
と
そ
こ
か
ら

刺

が

か
れ
た
鎖
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が
理
久
兎
達
の
四

と
体

を

束
す
る

 
さ
と

な

何
を

 
怠
惰

そ
れ
と
言

て
お
く
け
ど
こ
い
つ
ら
が
ど
れ
だ
け

 
し
も
う
が
絶
対
に
こ
の

を
壊
そ
う
と
思
う
な
よ

 
こ
の
ア

共
の
戦
い
は
こ
こ
か
ら
だ
か
ら
な

 
と

怠
惰
が
言

た
そ
の

間

 

人

ガ

 
ま
る
で
獣
い
や
怪
物
か
と
思
わ
せ
る
ぐ
ら
い
の
大
絶

を

人
は

か
ら

す
る
の
だ

た

 
狗
神

奴
し
ぶ
て

奴
だ
な

 
神
楽

あ

え

と
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
鈴

に
し
て
も
ど
う
や

て

け
出
し
た
ん
だ
ろ
う

 
神
楽

う

ん
確
か
別
れ

に
怠
惰
さ
ん
何
か
言
い
か
け

 
て
ま
し
た
よ
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鈴

そ
れ
が
ヒ
ン
ト
な
の
か
な

 
狗
神

ど
う
で
あ
れ
何
時
か

奴
を
ギ

フ
ン
と
言
わ
せ
な

 
い
と
な
あ
の
野

は

 
神
楽

心

か
け
る
だ
け
か
け
て
生
き
て
ま
し
た
で
す
も
ん

  
鈴

明
な
く
し
て

り
飛
ば
す

 
神
楽

こ
れ
は
帰

て
き
た
ら
怠
惰
様
は
大
変
そ
う
で
す

 

ン

そ
れ
で
は
そ
ろ
そ
ろ
時
間
で
す
の
で

 
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す

 
鈴

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く

 
狗
神

そ
ん
じ

あ
な
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第
２
６
０
話
 
色
々
お
か
し
い
悪
魔

 
こ
ん
ば
ん
は

書
様

の
ハ
ロ
ウ

ン
キ

ン

ン
が
始
ま
り
レ

ル
の
上

時
と

考
え

張

て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

現

は

ち

ん
ス

リ

ト
の
レ

ル
上

を

張

て
い
ま
す

し
か
し
こ
れ
が
ま
た
な
か
な
か
楽
し
い

失

⻑
く
な
り
そ
う
な
の
で

そ
れ
で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 
理
久
兎
達
は

を
起
こ
し

し
み
だ
す

 
蓮
 

ど
う
い
う
こ
と
何
で
す
か
こ
れ

 
紫
 

様
達
の

に
何
が
起
き
て
い
る
の

 
紫
は
怠
惰
の

ぐ
ら
を

み
そ
う
言
う
と
怠
惰
は

ラ

ラ
と
笑
い
な
が
ら

 
怠
惰

あ
の
さ
君
ら

の
中
つ
ま
り

み
そ
を

た
事
は

 
あ
る

 
紫
 

は
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怠
惰

だ
か
ら

み
そ
を

た
事
は
あ
る
か

て
言

て

 
い
る
の
無
い
で
し

 
紫
 

え

 
怠
惰

言
う
な
れ
ば
人
格
の
シ

て

み
そ
の

面

 
に
あ

て

人
格

破
壊
ウ

ル
ス
に
感
染
す
る

 
と
そ
こ
に

メ

ジ
が

て
人
格
が
変
わ
る
だ
か

 
ら

痛
や
体
の

ら
つ
き

き
気
や
目

そ
れ
ら
が

 

状
と
し
て
起
こ
る
そ
こ
か
ら

に
近
づ
く

 
に
つ
れ
て
新
し
い
人
格
が
出
来
て
い
き
治

不
可
能

 
に
な
る
ん
だ
よ
だ
か
ら
こ
そ

さ
れ
た

み
そ
に

 
再
度

メ

ジ
を

え
元
に
戻
す
の
が

が

た

 

ク

ン
の

な
の
さ

 
紫
 

つ
ま
り
そ
れ
が
起
き
て
い
る
と

 
怠
惰

そ
う
本
当
な
ら

で
も
う
少
し

と
か
が

え

 
ら
れ
る

だ

た
ん
だ
け
ど
進
化
の
秘
宝
に
よ

て



 第２６０話 色々おかしい悪魔

 
合
体
し
た
た
め
な
の
か

の

が

だ
け
ど

 

れ
ち
ま

て
る
の
さ

 
紫
 

そ
ん
な

 
紫
は
手
を

す
と
怠
惰
は

ま
れ
た

ぐ
ら
の

を

す

 
怠
惰

に

メ

ジ
が

れ
ば

れ
る
の
も

然
的
そ
れ

 
に
理
久
兎
達
が
ま
た
無

別
に

れ
れ
ば

る
の
は

 
お
前
ら
だ
と
思
う
け
ど

こ

ち
は

々
な
が
ら
仕

 
方
な
く
サ

ス
し
て
や

て
ん
だ
本
当
な
ら
こ
の

 
へ
ん
の
報

も

す
る
ん
だ
か
ら
な

 
霊
夢

言
い
返
せ
な
い
わ

 
永

え

 
報

は
と
も
か
く
と
し
て
今
の
理
久
兎
達
が
こ
の
幻
想
郷
で

れ
た
り
す
れ
ば
今
の

分
達
で

は
も
う
対
処
は
で
き
な
く
な
る

そ
れ
な
ら
ば
理
久
兎
達
を
四

束
す
る
の
も

な
の
は
確

か
だ
ろ
う

 
蓮
 

達
に
出
来
る
事

て
何
か
あ
り
ま
す
か
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と
り
あ
え
ず

分
達
に
何
が
出
来
る
の
か
を
聞
く
と
怠
惰
は
考
え
な
が
ら

 
怠
惰

こ
い
つ
ら
に
限

て
は
こ
い
つ
ら
の
生
命
力
を

じ

 
て
待

て
や
れ
そ
れ
と

に
何
か
し
て
く
れ
る
の
な

 
ら
人
里
ま
で
行

て
み
た
ら
し

子
を

て

 
千
 

よ
し

そ
な
た
ら
あ
る
程
度
の
世
話
は

シ
と
怠
惰

 
で
や
ろ
う
そ
な
た
ら
は
待

て
い
て
く
れ
ぬ
か

 
怠
惰

い
や
だ
か
ら
み
た
ら
し

子
と
か
の

を

 
千
 

そ
な
た
達
も

れ
た
じ

ろ
う

く
帰

て
休

せ

 
い
そ
れ
と
こ
や
つ
を

や
か
す
で
な
い

 
怠
惰

千
ち

ん
人
の
話
を
聞
い
て
く
ん
な
い
か
な

 
何
ま
だ
怒

て
る
の

 
先
程
の
言

と

を
返
せ
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
怠
惰
に
容

が
な
い

こ
れ
に
は

分
達
も

笑
い
し
か
で
き
な
い

す
る
と
龍
神
は
怠
惰
の
方
へ
と
向
き

リ
と

笑
む
と
中

を
た
て

て 
千
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怠
惰

や

り
怒

て
る
し

そ
れ
よ
か
子

が
そ
ん

 
な

い
言

を
使

た
ら

メ
だ
よ

 
千
 

が
子

じ

こ
れ
で
も
れ

き
と
し
た

 
大
人
じ

 

に
手
を
当
て
龍
神
は
そ
う
言
う
が
そ
の

本
当
に
ご
め
ん
な
さ
い
見
た
目
は
た
だ
の
子

に
し
か
見
え
ま
せ
ん

パ

ン

店
に
で
も
行
け
ば
見
た
目
だ
け
で
す
ぐ
に
追
い
出
さ
れ
そ
う
な

見
た
目
で
す

 
千
 

お
い
小

な
に
を
見
て
お
る

 
蓮
 

え

い
や
い
や
何
に
も
見
て
も
い
ま
せ
ん
し
何

 
に
も
思

て
も
い
ま
せ
ん
よ

あ

 
千
 

貴
様
も
子

と
思

た
な

 

バ
い
つ
い

が

て
し
ま

た

り
を
見
る
と

は

分
に

れ
み
の
目
を
向
け

 
霧
雨

ド
ン
マ
イ

 
霊
夢

流
石
に
こ
い
つ
ら
の

タ

タ
に

き
込
ま
れ
る
の

 
は
も
う
ご
め
ん
よ
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妖
夢

え

え

と

 

が

張

て
下
さ

い

 
し
か
も
関
わ
ら
な
い
よ
う
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
少
し
ず
つ
引
い
て
い

て
る
始

だ

 
怠
惰

蓮
君

た
ら

女
性
を
そ
ん
な
目
で
見
る
と
か
な
い

 
わ

え
る
わ

 
蓮
 

い
や
あ
の
良
い
で
す
か

 
怠
惰

何
さ

 
蓮
 

ま
ず
貴
方
が
悪
い
で
す
よ

何
で
す
か
こ
の
理

 
不

は

 
結
構
イ
ラ
つ
く

こ
れ
に
は
流
石
に
ツ

ミ
し
な
い
と
本
当
に
イ
ラ
イ
ラ
し
て
く
る

 
怠
惰

い
な

先
生
か
る

く
殺

ち

て
下
さ
い
よ

  
龍
神
の

後
に
回
り
込
み

を

み
な
が
ら
言
う

何
こ
の
小
物

漂
う
こ
の
男
は

さ

き

ま
で
の
魔
王
的
な
オ

ラ
は
何
処
に
旅
行
し
て
し
ま

て
い
る
の
だ

そ
し
て

を

ま
れ
て
い

る
龍
神
は

間
に
シ

が
よ

て
い
く
と
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千
 

貴
様
が
死

 
ド

ン

 
怠
惰

し
め
ん

 
回
転
か
ら
の
龍
神

フ

ク
が
見
事
に
決
ま
り
怠
惰
は
空
中
で
一
回
転
し
な
が
ら

子
を
突
き

破
り
隣
の

屋
ま
で
吹

飛
ば
さ
れ
た

 

夜

も
う
何
て
言
う
か

人
み
た
い

 
鈴
仙

本
当
で
す

ア
ハ
ハ
ハ

 
永

り

龍
神
様
そ
の
流
石
に
こ
こ
で

は

 
千
 

す

す
ま
ぬ
こ
や
つ
が
そ
の
イ
ラ
つ
か
せ
て
く
る
の

 
じ

じ

か
ら
あ
や
つ
が
悪
い
か
ら
の

子
や

 

の
代

は
あ
や
つ
に

け
て
お
い
て
く
れ

 
怠
惰

い
な

 

を

く

れ
さ
せ
怠
惰
が
出
て
く
る

を
さ
す

て
い
る
所
か
ら
結
構
痛
そ
う
だ

 
怠
惰

ま

た
く

出
来
る
な
ら
今
は

る

る
と
か
の

 
力
は

め
て
欲
し
い
ん
だ
け
ど
な

千
ち

ん
の
突
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然
の
不
意

ち
は
命
が
い
く
つ
あ

て
も

り

 

て
ば

 
霊
夢

え

で
も
あ
ん
た
蓮
に

断
さ
れ
た
時
も
注
射

 

本
で
生
や
し
て
な
か

た

 
怠
惰

え

あ

う
ん

そ
う
だ

 
霧
雨

と
い
う
か
お
前
あ
そ
こ
か
ら
ど
う
や

て
出
た
ん
だ

 
よ

そ
れ
に
確
か
に

に
侵
食
さ
れ
て
た
の
に

 
蓮
 

本
当
に
貴
方
は
怠
惰
さ
ん
で
す
か

 
念
の
た
め
に
神
楽
を

刀
で
き
る
よ
う
に
構
え
る

す
る
と
怠
惰
は
不

な
笑
み
を

す
と

 
怠
惰

バ
レ
て
し
ま

て
は
仕
方
が
な

 
い
な

 
や
は
り

物
か

神
楽
を
す
ぐ
さ
ま

き

も
弾
幕
を
放
つ
用
意
を
す
る
と
怠
惰
は

て
て

 
怠
惰

て
ち

と
待
て

タ
ン
マ

タ
ン
マ

嘘
だ
か

 
ら

真
面
目
な
話
で

だ
か
ら

 
ど

ち
だ
よ

本
当
に
怠
惰
な
の
か
そ
れ
と
も
真

な

物
な
の
か

ど
ち
ら
に
せ
よ
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は
し
て
し
ま
う

 
千
 

ま

ま
く
そ
な
た
は

は

怠
惰
よ
教
え
て
く

 
れ
ぬ
か
ど
う
や

て
あ
そ
こ
か
ら
出
て
そ
し
て
ど
う

 
や

て
解

し
た
の
か
を

 
怠
惰

は

分
か

た
教
え
て
や
る
よ
こ
こ
ま
で
の

 
の
中
を

達
し
た

に
な

 
そ
う
し
て
怠
惰
は
ど
う
や

て

け
出
し
た
の
か
を
語
る
の
だ

た

 
 
 

 
鈴

そ
れ
じ

今
回
も
あ
り
が
と
う

 
神
楽

で
も
あ
れ
は

物
で
は
な
さ
そ
う
で
す

 
狗
神

最
後
の
あ

い

た
所
は

奴
そ
の
も
の
だ
な

 
鈴

で
も
本
当
に
ど
う
や

て
脱
出
し
た
ん
だ
ろ

 
神
楽

あ

そ
れ
と
明
日
は
あ

ち
の
投
稿
に
な
る
み
た

 
い
で
す
よ
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狗
神

て
こ
と
は
何
が
あ

た
の
か
が
分
か
る
の
か

 
神
楽

そ
れ
は
本
当
に
に

し
い

問
で
す
よ

 
鈴

で
も
ま

次
回
は
あ

ち
だ
か
ら
お
願
い

 
書
様

 
狗
神

あ

と
り
あ
え
ず
そ
ろ
そ
ろ
終
わ
り
に
す
る
か

 
鈴

だ

そ
れ
じ

今
回
は
こ
こ
ま
で
で

 
神
楽

ま
た
次
回
も
お
願
い

し
ま
す

 
狗
神

そ
ん
じ

あ
な

 
鈴

バ
イ
バ
イ
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第
２
６
１
話
 
怠
惰
の
裏
事
情

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

よ
う
や
く
の

日
で
ウ
キ
ウ
キ
し
て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

で

す
が

を
言
い

さ
れ
ま
た
増
え
た
と
少
し

に
な
り
つ
つ

に

り
組
ん
で
い
ま
す

さ

て
こ
ん
な
話
も
そ
ろ
そ
ろ

め
に
し
て
本
編
へ
ど
う

 
怠
惰
は
先
程
の

ざ
け
た

か
ら
一
変
し
ど
う
や

て
あ
の
世
界
か
ら

け
た
の
か
を
話

す 
怠
惰

お
前
ら
が

え
た
あ
の
後
に
ど
う

け
た
の
か
そ
れ

 
は

な
話
だ

 
人

し

を
た
て
怠
惰
は

の
首
を
な

る

そ
れ
を
見
て
ま
さ
か
と

分
は
思

た
だ
が

そ
れ
は
こ
の
場
の

と

し
た
だ
ろ
う

 
霧
雨

ま
さ
か
お
前

 
霊
夢

あ
ん
た

し
た
の
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怠
惰

あ

そ
う
さ

の
代
わ
り
は
い
く
ら
で
も
い
る
戦
法

 
が
可
能
だ
か
ら
な

ま

に
言
う
ク
ロ

ン
悪
魔

 
ま
た
は

ル

ン
ク
ル
ス
で

体
を

て
動
い
て

 
い
る
人

悪
魔
と
で
も
言
え
ば
良
い
か

 
ど
こ

の
神
従
と
戦
う
女
性
パ
イ
ロ

ト
を

想
さ
せ
る

つ
ま
り
今
目
の
前
に
い
る
怠
惰

そ
し
て
ウ
リ

ル
達
と
戦

て
い
た
怠
惰
こ
れ
は
つ
ま
る
所
の
ク
ロ

ン
と
言

た
方
が
本
当
に

良
い
の
か
も
し
れ
な
い

 
ア
リ

そ
う
な
る
と
や

り

達
の
目
の
前
に
い
る
貴
方

 
も
ク
ロ

ン

て
事

 
怠
惰

念

実
は
今
君
達
の
目
の
前
に
い
る
の
は
れ

き

 
と
し
た
オ
リ
ジ

ル
で
す

 
千
 

な

そ
な
た
さ

き
ま
で
の

の
代
わ
り
は
戦
法
は

 
何
処
に
行

た
ん
じ

 
怠
惰

実
は
予

の
都
合
上
で
ク
ロ

ン
ス
ト

ク
は

体

 
ま
で
し
か

れ
な
く
て

体
は
ご

じ
の
通
り



 第２６１話 怠惰の裏事情

 
さ

き
壊
し
ち

た
し
も
う

体
は
ク
ロ

ン
の

 

の
た
め
に
実

し
て
壊
れ
ち

た
り
で
だ
か

 
ら
オ
リ
ジ

ル

体
が
出
る
事
と
な

た

よ

 
何
と
も
現
実

び
た
話
に
な

た
も
の
だ

ル

ン
ク
ル
ス
と
か
に
な
る
と
つ
い
つ
い

の

術
士
を

想
す
る
が
そ
れ
よ
り
も
予

と
か
言

て
い
る
時

で
現
実

が

い

 

ク
ロ

ン

何
と
も
科

的
で
す

 
霧
雨

ル

ン
ク
ル
ス

術
を
使
う
な
ら

も
が

れ

 
る
術
だ
よ
な

 
ク
ロ

ン

ル

ン
ク
ル
ス
そ
れ
ら
は
言

そ
し
て
科

と
魔
術
と
い
う
意

で

え
ど

こ
う
し
て
思
う
と

て
い
る

 
蓮
 

で
も
怠
惰
さ
ん
記
憶
と
か
は
あ
る
ん
で
す
か

 
怠
惰

あ

ク
ロ

ン
で
見
た
書
い
た
聞
い
た
等
々
の
記

 
憶
は
発

さ
れ
全

あ

何
だ

け
何
と
か
メ

 

リ

シ
ス
テ

だ

け
か
な

に

さ
れ
オ
リ

 
ジ

ル
つ
ま
り
こ
の

体
の
記
憶
そ
し
て

ル

ン
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ク
ル
ス
の
記
憶
に
も

ま
れ
る
だ
か
ら
ク
ロ

ン
で

 
負
け
て
壊
さ
れ
た
と
し
て
も
そ
い
つ
の
戦
闘

タ

 
は

れ
る
の
さ

 

み

見
て
み
た
い
で
す

ど
ん
な
も
の
な
の
か

 
と
も

 
霧
雨

あ

 
魔
法
そ
し
て
科

大

き
な

人
か
ら
し
た
ら
魅
力
的
な
話
だ
ろ
う

そ
れ
に
対
し
て
怠
惰

は

リ
と
笑
う
と
人

し

を

許
に
当
て
て
ウ
イ
ン
ク
し
て

 
怠
惰

内

 
霧
雨

あ

気
に
な
る
の
に
よ

 

新
た
な
科

の
発

に
だ

て
な
る
の
に

 
怠
惰

の
技
術
は
こ
の
世
に
過
ぎ
た
る
物
だ
そ
ん
な
物
を

 
手
に

れ
た
時
は

は

び
興

す
る
だ
ろ
う
だ
が

 
や
が
て
そ
れ
ら
を
使
い
悪

み
を
す
る

が
増
え
る

 
も
の
さ
だ
か
ら

秘
な
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と
言
う
が
怠
惰
は
悪
魔
つ
ま
り
悪
の

と
も
言
え
る
奴
が
悪
を

し
て
い
る
た
め

く

し
て
い
る
気
が
す
る

 
怠
惰

ま

で
も
今
は
分
か
ら
な
い
け
ど

ル

ン
ク
ル
ス

 
な
ん
て
昔
な
ん
か
だ
と
小

生
の
子

の

休
み
の

 

テ

マ
に
な

て
た
け
ど
ま

で

 
福
を

や
す
貴
族
の
バ
カ

ち

ん
達
と
か
が
や

 

て
い
た
よ
な

 
ア
リ

な

何
そ
の
危
な
い

 
霧
雨

ま
し
い
な
そ
の

 
蓮
 

い
や
い
や
絶
対
に
録
な
事
が
な
い

て

 
天
子

あ
ん
た
達
の
そ
の

か
ら
し
て
危
な
さ
そ
う

 
ア
リ

え

ル

ン
ク
ル
ス
を

子
の
時
に

め
て
放

 
す
る
な
ら
大

だ
け
ど
更
に
育
て
る
と
言
う
な
ら

 
危
な
い
わ
そ
れ
に
今
だ
と

ル

ン
ク
ル
ス
の

 
術
は
禁
忌
の

に

る
わ
よ
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ア
リ
ス
達
の
話
を
聞
い
て
い
る
と
怠
惰
達
の
小

生
時
代
は
あ
る
意

で
異
色
す
ぎ
て

い

 
怠
惰

ま

確
か
に
そ
の
実

を
し
く
じ

て

ル

ン
ク

 
ル
ス
に
殺
さ
れ
る

て
い
う
事

の

ス
も
流

 
れ
た
よ
な

い
や
は
や
で
も
間
近
で
見
て
た
け
ど
今

 
思
い
出
す
だ
け
で
も
う
大

笑
だ

た
よ

 
蓮
 

ら
や

り

え

 
永

今
近
く
で
見
て
た

て

 
天
子

あ
ん
た
ま
さ
か

 
ま
さ
か
だ
と
思
う
と

時
に

く

な
予
感
が
す
る

分
も

め

い
や
こ
い
し
だ
け
は
普

通
の

だ

た
が
も
う

が
真

に
な

て
い
た

 
怠
惰

さ

ど
う
だ
ろ
う

さ
て
さ
て
話
も
⻑
く
な

 

た

だ
し
そ
ろ
そ
ろ
帰

て
休
み
な
よ

ま
た
明

 
日
に
な

た
ら
お
話
し
し
て
あ

る
か

 
と

怠
惰
が
言
い
か
け
る
と

 
理
 

が

ガ
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怠
惰
に
よ

て

束
さ
れ

し
み

え
て
い
る
理
久
兎
や
そ
の
従
者
達
の

び
が
間
近
で
聞
こ

え
る

く
治

て
欲
し
い
も
の
だ

 
怠
惰

う
る
さ
い
な

 
永

因
み
に
こ
れ
は
後
何
日
続
く
の

 
怠
惰

間

び

し
み

え

が

れ

や

が

 
悲
鳴
を
あ

る
頃
に
は
治
る
と
は
思
う
よ

こ
れ
ま

 
で
こ
の

状
で
見
て
き
た
奴
の
治
る
過
程
は
そ
ん
な

 
感
じ
だ

た
か
ら

 
聞
い
て
い
る
だ
け
で

い
気

ち
に
な
る

本
当
に

い
の
は
理
久
兎
達
だ
が
こ
ん
な

び
を

聞
い
て
い
る
と
心
が
病
ん
で
き
そ
う
だ

 
千
 

怠
惰
よ
出
来
る
の
な
ら
じ

こ
や
つ
ら
が
治

 
て

く
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
事
は
出
来
る
か

 
怠
惰

ま

が
あ
れ
ば

時
間
で
パ
パ

と

れ
る
け

 
ど

 
永

因
み
に
そ
の

は

こ
こ
に
あ
る
物
な
ら
何
で
も
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使

て
く
れ
て
も

 
怠
惰

い
い
や
無
理
だ
こ
こ
に
は
な
い
何
処
に
あ
る
か
は
知

 

て
る
け
ど
お
前
ら
が
無
事
で

む

が
出
来
な

 
い
ん
だ
よ

特
に
さ
と
り
ち

ん
と
こ
い
し
ち

ん

 
と
か
千
ち

ん
と
か
さ

 
蓮
 

え

 
い
や
何
で
こ
の

人
が
一
番
危
な
い
感
じ
に
な

て
る
の

普
通

が
危
な
い
そ
れ
な
は
分

か
る
だ
が
何

に
こ
の

人
な
の
だ

 
こ
い

何
で

達
な
の

 
怠
惰

ま

お
前
ら
を
生
け

に
そ
の

の

を
手
に

 

れ
る
そ
れ
だ
け
の
事
だ
よ

 
さ
と

の

で

む
な
ら

な
ん
だ

て

 
千
 

怠
惰
よ
や
る
な
ら

シ
だ
け
で

分
で
あ
ろ
う

 
龍
神
と
さ
と
り
は
理
久
兎
達
を

い
た
い
の
か

く

死
だ

す
る
と
怠
惰
は
首
を

き
な
が

ら
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怠
惰

い
い
や
千
ち

ん
だ
け
じ

少
し
キ
ツ
い
ん
だ
よ

 
も
う
新

が
な
い
と
言
う
か

 
千
 

あ
ん

 
一
言
で
龍
神
が

い
不

に
な

た

怠
惰
は

や

を
流
し
な
が
ら

 
怠
惰

い
や
い
や

年
と
か
じ

な
く
て

そ
の

の

 
ち

は
千
ち

ん
を
一
度
見
て
る
か
ら
お
び
き

せ

 
る
に
も
刺
激
が
少
な
い
の
よ
こ
れ
が

 
千
 

得
が
い
か
ん

 
怠
惰

て
か
そ
れ
よ
り
も
良
い
の
か

体
的
＆
精
神
的
に

 
何
か
あ

て
も

え
な
い
し
最
悪
的
に
ト
ラ
ウ
マ
が

 

え

け
ら
れ
る
か
も
だ
け
ど

 
蓮
 

一
体
な
に
す
る
つ
も
り
な
ん
で
す
か

 
怠
惰

ま

そ
の

品
の

の

ち

で
あ
る
友
人
に

 

し
て

す
る
た
め
の

の
品
に
な

て
も

 
ら
う

て
事
さ
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こ
い

ま
さ
か

と
か

バ
キ

ン

と
か
し
て

メ

 

メ

で
お
姉
ち

ん
や
義

さ
ん
を

 
と
ん
で
も
な
い
事
を
こ
い
し
は
言

て
き
た
よ

無
意
識
だ
か
ら
許
さ
れ
る
レ

ル
じ

な
い

言

て
い
る
事
が
テ
レ

と
か
に
な
る
と
カ

ト
さ
れ
る
の
は
確
定
な
放

禁

レ

ル
だ

し

か
も
そ
れ
を
聞
い
て
い
た
女
性
人
の

ど
は

を
真

に
さ
せ
た

 
怠
惰

こ
い
し
ち

ん
何
処
で
そ
ん
な
事
を
覚
え
て
き
た
の

 
か
な

 
こ
い

え

と
地
底
の
ど

か
に
そ
ん
な
本
が
結
構
落
ち
て

 
た
か
ら
見
て
み
て
い
た
ら

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
達
に
頼
ん
で

や
さ
せ
ま
し

う

 
だ
が
こ
い
し
が
そ
う
言
う
の
は
分
か
ら
な
く
は
な
い

だ

て
何
を
す
る
の
か
が
凶
変
し
た
理

久
兎
と

じ
よ
う
に
怠
惰
も
ま

た
く
分
か
ら
な
い
し
想

が
つ
か
な
い
の
だ

 
怠
惰

ン

ま

そ
ん
な
や
ま
し
い
事
は
な
い
と
言

 
う
の
は

は
す
る

そ
れ
だ
け
は
な

 
蓮
 

で

そ
の

体
的
に
は
ど
う
す
る
ん
で
す
か
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そ
う
言
う
と
怠
惰
は

リ
と
笑
い

か
ら
ま
さ
か
の
ス
マ

を

り
出
す

 

ス
マ

 
霊
夢

そ
ん
な
ん
で
ど
う
す
る

て
の
よ

 
怠
惰

ま

見
て
な

て

 
そ
う
言
い
怠
惰
は

と

し

元
に
当
て
る
と

か
し
の
着

音
が
鳴
る

ら
く

に
聞
こ
え
る
よ
う
に
ス

カ

に
し
て
く
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う

す
る
と

 

 

は
い
は
い
ど
ち
ら
さ
ま
か
し
ら

 
怠
惰

よ

だ

々

 

 

相
手
に

々

が
出
来
る
と
思

て
る

 
怠
惰

え

な
ら

だ

 

 

い
や
だ
か
ら

あ

怠
惰

や

と

を
よ
こ

 
し
た
わ

あ
ん
た

跡
の

の
件
と
か
ど
う
い

 
う
事
よ

し
て

て
言

た
わ
よ

 

か
ら
し
て
女
性
と
い
う
の
は
分
か
る

し
か
も
怠
惰
は

く

そ
う
な

だ

 
怠
惰

ギ

ン
ギ

ン
う
る
さ
い
よ

そ
れ
で
話
し
た
い
事
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が
あ

て
さ

 

 

何
よ

 
怠
惰

ち

と
こ

ち
に
来
て
く
ん
な
い
そ
こ
で
話
し
た

 
い
か
ら
さ

 

 

よ
面
倒
く
さ
い
そ
れ
に
ま
ず
あ
ん
た
何
処
に

 
怠
惰

目
の
前
に
可
愛
い

女
が

人
し
か
も
そ
の
内

人

 
は
姉
妹
だ
け
ど

 
と
言
う
と
さ
と
り
と
龍
神
は

く
不

な

を
す
る

そ
し
て
電
話
の
相
手
は
数

る

と 

 

場
所
は
分
か

た
わ

分
そ
こ
で
待

て
な
さ

 
い

待

て
な
さ
い
す
ぐ
に
愛
で
に
行
く
か
ら

 
ツ

ツ

ツ

 
ど
う
や
ら
電
話
を

ら
れ
て
し
ま

た
み
た
い
だ

 
怠
惰

と
り
あ
え
ず
千
ち

ん
達

人
は

れ
そ
の
方
が

 

が

利
に



 第２６１話 怠惰の裏事情

 
千
 

貴
様

後
で
覚
え
て
お
け
よ

 
さ
と

女
と
言

た
事
は

れ
ま
せ
ん
か
ら

 
こ
い

ド
ン
マ
イ

 
怠
惰

理
不

 
怠
惰
は
龍
神
と
さ
と
り
に

ま
れ
た
目
で
そ
う
言
わ
れ
る
の
だ

た

 
蓮
 

が
来
る
ん
だ
ろ

 
霊
夢

分
か
ら
な
い
け
ど

奴
の
事
だ
か
ら
と
ん
で
も
な
い

 
奴
か
も

 
霧
雨

が
ま
さ
か
大

の
メ
ン
バ

か
な

 
ア
リ

あ
ん
た

気

 

分
達
は

し
つ
つ
怠
惰
の
知
り
合
い
が
来
る
の
を
待
つ
の
だ

た

 
狗
神

そ
ん
じ

今
回
は
こ
こ
ま
で
で
な

 
神
楽

が
来
る
ん
で
し

う
か
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鈴

電
話
か
ら
し
て
ろ
く
で
も
な
い
よ

絶
対
に
さ

 
狗
神

だ
ろ
う
な

 
神
楽

強
そ
う
で
す

怠
惰
さ
ん
の
お
知
り
合
い
と
な
る

 
と
し
た
ら

 
鈴

今
度
は
ど
ん
な
イ
カ
れ
た
奴
が
来
る
の
か
な

 
狗
神

奴
ら
は
ル

ル
破
り
す
ぎ
て
分
か
ら
ん

 
鈴

だ
よ

 
神
楽

ど
う
に
せ
よ
待
つ
し
か
な
い

で
す
よ

 
狗
神

だ
な

 
鈴

そ
う
だ

う
ん
と
り
あ
え
ず
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
に
し
て
次
回
に
そ
な
え
よ
う

 
狗
神

あ

そ
ん
じ

あ
な

書
様

 
神
楽

そ
れ
で
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た



 第２６２話 傲慢の魔王

 
第
２
６
２
話
 
傲
慢
の
魔
王

 
こ
ん
ば
ん
は

書
様
つ
い
に

で
バ

リ
を

け
れ
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

そ

し
て
そ
れ
を

け
た
山

ち

ん
が
強
く
て
笑
い
ま
し
た

や
は
り
こ
う
で
な
く
て
は

失

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
怠
惰
が
電
話
を
か
け
て
約

分
が
経
過
す
る

そ
し
て
異
変
は
起
き
た

 
霊
夢

ま

し
い

 
蓮
 

な

何
で
す
あ
の
光
は

 
永

本
当
に

分
で
来
た
の

 
幻
想
郷
の
空
に
ヒ

が

り
や
が
て
裂
け
る
と
目
映
い
光
が

れ
る

す
る
と
そ
の
裂
け
目
か

ら

白
の
六

を

ば
た
か
せ

人
の
少
女
が
降
り
て
く
る

 
天
子

こ

子

 

い
え
あ
ん
な
の
子

な
ん
て

じ
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そ
れ
は
言
え
る

だ

て
光
が
後
光
と
な

て
見
て
い
て
何
と
も
神
秘
的
な
光
景
過
ぎ
る
の

だ

あ
ん
な
事
を
子

が
出
来
る
わ
け
が
な
い

何
よ
り
も
一
目
見
て
分
か
る
あ
の
少
女
は
タ

者
で
は
な
い
と
言
う
こ
と
を

 
怠
惰

奴
に
流
さ
れ
る
な
よ
そ
れ
と
千
ち

ん
に
さ
と
り

 
ち

ん
そ
れ
か
ら
こ
い
し
ち

ん
は
合
図
が
出
る
ま

 
で
隠
れ
て
て
こ
こ
に
い
る
と
少
し
話
が
や
や
こ
し
く

 
な
り
そ
う
だ
か
ら

 
千
 

う

う
む

行
く

 
さ
と

え

え

 
こ
い

も

と
見
た
い
の
に
な

 
そ
う
言
い
な
が
ら

人
は
永
遠

に
隠
れ
る
と

白
の
六

を

ば
た
か
せ
な
が
ら
少
女
は

地
上
に
降
り
る

降
り
て
き
て
す
ぐ
に
分
か

た

こ
の
少
女
は
ウ
リ

ル
と

じ
天
使
の
特

に

常
に

し
て
い
る
事
に

 
怠
惰

よ

い
じ

な
い
か

 

 

え

バ
テ

ン
に
貴
方
と
会
う
と
言

た
ら

反
対
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し
て
通
せ
ん

さ
れ
た
け
ど
ロ
リ
に
会
う
た
め
な
ら

 

女

人

る
ぐ
ら
い
楽

 
と
言

て
い
る
が
何

に
怠
惰
は
天
使
と

処
ま
で
話
せ
る

先
程
の
ウ
リ

ル
と
は

う

の
か
一
体
ど
う
い
う
事
な
の
だ
と
悩
ん
で
い
る
と

 
霧
雨

な

こ
い
つ

て
そ
れ
よ
か
天
使
と
そ
こ
ま
で
話
せ

 
れ
る
ん
だ
よ
お
前
の

だ
ろ

 
魔
理
沙
が
そ
う
言
う
と
怠
惰
と
少
女
は
キ

ト
ン
と
し
た

を
し
た

 
怠
惰

あ

お
前
の
そ
の

と
か
天

で
勘

い
さ
れ
て

 
る
な

 

 

あ
ら

何
か
し
ら
の
事
情
が
あ
る
感
じ
か
し
ら

 
怠
惰

あ

お
前
の
元
後

の
大
天
使
⻑
が
こ
い
つ
ら
に
危

 

を

え
て
な

 

 

あ

何
と
な

く

し
は
つ
い
た
わ

 
い
や
だ
か
ら
ど
う
い
う
事
だ

そ
れ
に
後

て
ま
さ
か
ウ
リ

ル
が
後

だ
と
し
た
ら
こ
い

つ
や

り

分
達
の

で
は
な
い
か

神
楽
を

け
る
よ
う
に
構
え
よ
う
と
手
を
動
か
し
た
そ



 第十七章 狂神降臨

の
時

 

 

そ
こ
の

ち

ん

相
を

に
す
る
な
ら
死
ぬ
覚

 

は
お
あ
り
よ

 
蓮
 

 
見
破
ら
れ
た

し
か
も
た

た
一
言
の
死
ぬ
覚

と
聞
い
た
そ
の
時
か
ら
体
が

え
る

や

が
流
れ
呼
吸
が

い

 
怠
惰

お
い
お
い
蓮
君
そ
ん
な

者
が
や
る
よ
う
な
バ
カ
な

 
事
は
し
な
く
て
も
大

だ
よ
こ
い
つ
は
確
か
に
見

 
た
目
は
天
使
だ
が
実

は
こ
い
つ
天
使
は
天
使
で
も

 

天
使
だ
か
ら
問

な
く
大

だ

 
ア
リ

だ

天
使

て
待

て

そ
れ

 
霧
雨

天
使

お
前
ま
さ
か

 
魔
理
沙
と
ア
リ
ス
の

が
ど
ん
ど
ん

ざ
め
て
い
く

 

 

の
名
前
は
傲
慢

で
も
そ
の

情
か
ら

 
し
て
怠
惰
の
元
の
本
名
を
知

て
る
み
た
い
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怠
惰

は

々

知

て
る
わ
け

さ
て
は
千
ち

ん

 
が
言
い
や
が

た
な

 
蓮
 

え

え

と
ま

 
龍
神
に
心
の
中
で

り
な
が
ら
言

た
こ
と
を
話
す
と
怠
惰
は

れ
な
が
ら

を

さ
え
て

 
怠
惰

は

よ
し
決
め
た
帰

た
ら

の

タ
を

 
全
て

リ

ト
し
て
ア
ン
ス
ト
し
て
や
る

 
傲
慢

の
小
さ
い
し
や
る
事
も
小
さ
い
わ

 
怠
惰

失

だ
な

の
オ
ア
シ
ス
並
に
は

い
よ

 
蓮
 

い
し
カ
ラ

カ
ラ
で
す
よ
そ
れ

 
ま
た
ツ

ミ
し
て
し
ま

た
や
は
り
ツ

ミ

当
と
い
う

命
か
ら
は
逃

れ
そ
う
に
は

な
さ
そ
う
だ
な
と
心
の
中
で

笑
い
し
て
し
ま
う

 
傲
慢

ま

知

て
る
な
ら

も
教
え
て
あ

る

の
本

 
当
の
名
は
ル
シ
フ

 
霧
雨

や

り
か

 
ア
リ

こ

こ
れ
が
伝
説
の
明
け
の
明

と
呼
ば
れ
た
あ
の
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ル
シ
フ

 
怠
惰
が
言

て
い
た
あ
の
物
語
の
ル
シ
フ

が
ま
さ
か

女
と
言

て
も
良
い
こ
の
少
女

が

だ
が
先
程
の
殺
気
と
い
い
本
当
に
ル
シ
フ

だ
と
言
え
る
の
か
も
し
れ
な
い

 
傲
慢

そ
れ
よ
り
も
怠
惰

可
愛
い
可
愛
い

女
は
何
処
に

 
い
る
の
か
し
ら

嘘
を
つ
い
て
い
た
ら
貴
方
ご
と
こ

 
の
ち

け
な

地

つ
破
壊
す
る
わ
よ

 
手
を

る
と
無
数
の
光

く
魔
方

が
現
れ
る

そ
し
て
そ
こ
か
ら
無
数
の
武

が

を
出

す 

あ

あ
れ

ト
オ

バ

ロ
ン

 
霧
雨

い

異
界

魔
法

 
ア
リ

お

さ
ん
が
言

て
た
伝
説
そ
の
ま
ま
よ

 
怠
惰

お
い
お
い
そ
れ
は
は
使
う
な
よ

に
怒
ら
れ
る

 
か
ら
そ
れ
と

引
を
し
た
い

 
と
怠
惰
が
言
う
と
傲
慢
は
た
め

を

き

を
下
ろ
す
と
無
数
の
武

は

え
魔
法

も

え
る



 第２６２話 傲慢の魔王

 
傲
慢

で

そ
の

引

て

 
怠
惰

お
前
の

よ
こ
せ

 
傲
慢

断
る
わ

 
空
気
が

リ

リ
し
だ
し
風
が
吹
い
て
い
な
い
の
に
も
関
わ
ら
ず
竹
林
が

れ
る

怠
惰
と
傲

慢
の
せ
い
な
の
は
間

い
は
な
い

 
怠
惰

ど
う
し
て
も

か

 
傲
慢

え

ど
う
し
て
も

よ

 
怠
惰

そ
う
か
出
て
き
て
良
い
よ

 
と
怠
惰
が
言
う
と
さ
と
り
と
こ
い
し
そ
し
て
龍
神
が
出
て
く
る

そ
し
て
傲
慢
の
前
に
来
る

と

を
下

て

 
千
 

頼
む

ど
う
か

を

ん
で

し
い
の
じ

 
さ
と

お
願
い
し
ま
す

ど
う
し
て
も

い
た
い
大

な
人

 
が
い
る
ん
で
す

 
こ
い

お
願
い
だ
か
ら

を
ち

う
だ
い

 
と

人
は
言
う
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霊
夢

あ
れ
は
流
石
に

 
蓮
 

う

う
ん

 
ど
う
や
ら
霊
夢
の
勘
も
危
険
と

知
し
た
み
た
い
だ

だ
が
少
し
手
を
動
か
し
た
だ
け
で
も
あ

の
気

と
殺
気
で
体
が

え
る
ぐ
ら
い

い
の
に
ど
う
す
れ
ば
絶
対
に
先
程
の

気
か
ら
し
て

て
く
れ
る

が
な
い
だ
ろ
う
等
と
思

て
い
る
と

 
傲
慢

良
い
わ

で
も

で
も
上

ち

う

 
わ
よ

 
全
員

は

 
怠
惰

は

 
と
ん
で
も
な
い
キ

ラ
崩
壊

り
に

分
達
は

き
の

を
あ

て
し
ま
う
の
だ

た

 
狗
神

そ
ん
じ

今
回
も
あ
り
が
と
う
な

 
鈴

ま
た
キ

ラ
の
濃
い
の
が
出
て
き
た

 
神
楽

濃
す
ぎ
て

か
わ
き
そ
う
で
す



 第２６２話 傲慢の魔王

 
鈴

で
も
聞
い
た
話
だ
と
こ
の
ル
シ
フ

と
か

の

 

人

て

怠
惰
の
リ
ア
ル
友
達
が

ル
ら
し

 
い
よ

こ
れ
真
面
目
な
話
で

 
狗
神

マ
ジ
で
言

て
ん
の
か
そ
れ

 
鈴

う
ん
み
た
い
だ
よ

ま

少
は

て
る
か
も

 
だ
け
ど
大
元
は

み
た
い
だ
よ

 
神
楽

怠
惰
さ
ん
の
リ
ア
ル
友
達

て
ど
ん
な
人
達
な
ん

 
で
す
か

 
鈴

え

と
ロ
リ

ン

人
に
お
姉
さ
ん

き
ク

野

 

そ
れ
か
ら
死
に

大

き
野

に

ご
し

 
メ
ン
タ
ル
君
と
か
ミ
リ
オ
タ
君
と
か

 
狗
神

あ
る
意

で

い
奴
し
か
い

 
神
楽

何
か
晴
明
さ
ん
の
式
神
達
よ
り
も
濃
い
で
す

 
鈴

濃
す
ぎ
て
あ
る
意

で
問

し
か
い
な
い

 
狗
神

こ
い
つ
ら
の
上

に
な

た
奴
は
不

だ
な
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鈴

そ
う
だ

だ

た
ら
絶
対
に
な
り
た
く
な

 
い
か
な

 
神
楽

も
で
す

 
狗
神

感
だ
さ
て
と
り
あ
え
ず
今
回
は
こ
こ
ま
で
に
す

 
る

 
鈴

う
ん

ま
た
月

日
に
投
稿
す
る
か
ら
よ
ろ
し
く

 

書
様

 
神
楽

そ
れ
で
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
鈴

ま
た



 第２６３話 キャラ崩壊の魔王

 
第
２
６
３
話
 
キ

ラ
崩
壊
の
魔
王

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

ま
た
月

日
が
始
ま
り

と
な

て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

す
る
時
間
が
娯
楽
す
る
時
間
が
も

と
欲
し
い

失

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
突
然
の
ゆ
る
ゆ
る
な
言
動
に

で
一

に
言

が
ハ

て
し
ま

た

 
傲
慢

も
お

ち

と
怠
惰

こ
ん
な
に
可
愛
い
ロ
リ
達

 
が
い
る
な
ら

め
に
言
い
な
さ
い
よ

と
い
う
か
隠

 
さ
ず
に
出
し
て
お
き
な
さ
い
よ

 
怠
惰

い
や
だ

て
お
前
の
そ
の
キ

ラ
崩
壊
で
昔
ど
れ
だ

 
け
話
が
こ
じ
れ
た
と
思

て
る
の
か
な

 
傲
慢

ん

知
ら
ん
な

 
怠
惰

こ
い
つ

 
怠
惰
の

間
に
シ

が
よ
る

す
る
と
霊
夢
が

分
の

元
に
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霊
夢

な

何
よ
急
に

 
蓮
 

わ

分
か
ら
な
い
よ

 
紫
 

は
し
て
お
い
た
方
が
い
い
わ

 
天
子

そ
う
な
ん
だ
け
ど

が

く
な

て

い
ん
だ
け
ど

 

奴

 
天
子
の
言
う
通
り
傲
慢
の

は
も
う
ゆ
る
ゆ
る
な
の
だ

一
体
何
が
ど
う
し
て
こ
う
な

て
い

る
と
い
う
の
だ

 
千
 

本
当
に
く
れ
る
の
か

 
傲
慢

え

な
ら
ぬ
少
女
い
や
ロ
リ
達
の
思
い
そ
れ
を
聞

 
き

れ
る
の
は
当
然
よ

そ
れ
が
ロ
リ
バ
バ
ア
で
も

 
そ
れ
は
そ
れ
で
の

性
だ
か
ら

 
聞
い
て
て
思
う

こ
の

天
使
は

天
使
だ

た

先
程
の
気

や
ら
は
ど

か
に

え
て
る

し

分
は
そ
ろ
り
と
怠
惰
に
近
づ
き

 
蓮
 

え

え

と
ル
シ
フ

さ
ん

て

 
怠
惰

奴
は
傲
慢

て
呼
ん
で
や

て
く
れ
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蓮
 

あ

え

と
傲
慢
さ
ん

て
そ
の

 
怠
惰

あ

予

通
り

奴
は

度
の
ロ
リ

ン
だ

 
蓮
 

や

り

 
言
動
か
ら
し
て
そ
う
だ
ろ
う
と
は
思

た

怠
惰
は

れ
な
が
ら
更
に
話
を
続
け
る

 
怠
惰

ロ
リ

ン

て
こ
う
犯

が
漂
う
わ
け
だ
ろ

 
蓮
 

え

確
か
に

 
怠
惰

だ
け
ど
な

奴
見
た
目
も

女
体

だ
か
ら
よ
ま

 
た
く
犯

が
し
な
い
ん
だ
よ
な

園
で
少
女
と

 
遊
ん
で
て
も
お

り
さ
ん
も
気
に
も

め

よ

 
蓮
 

え

と
年

て

 
怠
惰

よ
り
は
年

 
ザ
シ

 
突
然

怠
惰
の

に

イ
フ
が
さ
さ
り
血
が
吹
き
出
て
怠
惰
は
ぶ

倒
れ
た

 
蓮
 

た

怠
惰
さ
ん

 
傲
慢

怠
惰
は
知

て
る
か
ら
し
ら

こ
こ
は
年
と
い
う
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念
は
な
い
の
よ

良
い
わ

 
蓮
 

ア

ハ
イ

 
怠
惰

 
千
 

へ

返
事
が
な
い

 
こ
い

た
だ
の
死
体
の
よ
う
だ

 

々

々

々

々

々

こ
こ
で
怠
惰
が
死
ん
だ
ら

が
理
久
兎
の

を

が

る

と
い
う
の
だ

そ
れ
に
聞
い
た
話
だ
と
こ
れ
が
オ
リ
ジ

ル

体
な
ら
も
う
蘇
ら
な
い

だ

 
怠
惰

が
死
ん
で
る
だ

ラ

お
い

ラ

こ
れ

 
生
の

体
だ
か
ら
な

ク
ロ

ン
と
か

ル

ン

 
ク
ル
ス
と
か
じ

な
い
か
ら
な

 
さ
と

生
き
て
ま
し
た

は
血
ま
み
れ
で
す
が

 
さ
と
り
の
言
う
通
り
本
当
に
血
ま
み
れ
で
お
化
け
屋
敷
に
で
も
行
け
ば
受
け
そ
う
な

な
の
は

確
か
だ

 
傲
慢

は
い
は
い

と
り
あ
え
ず

つ

が

し
い
の

 
怠
惰

ち

最

く
れ
る
な
ら
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傲
慢

は

い
わ

 
怠
惰
 

 
怠
惰
が
不
思
議
な

を
す
る

す
る
と
龍
神
は
何
か
を

し
た
の
か

 
千
 

の

の
う
お
願
い
じ

そ
な
た
は

大
な
の
じ

ろ

 
う

 
傲
慢

え

う

ん

良
い
わ

上

ち

う

 
も
う

メ
だ
こ
れ

怠
惰
も
色
々
と
可
笑
し
い
奴
だ

た
と
認
識
は
し
て
い
た
が
も
う

人

も
こ
れ
だ

と
な
る
と

の

人
の
メ
ン
バ

も

目
な
者
達
で
構

さ
れ
て
い
る
の
か
と

問
に
思
う

 
怠
惰

よ
し
決
ま

た
な

ら
後
ろ
向
け

 
傲
慢

 
怠
惰

何
笑

て
ん

 
傲
慢

わ

に
変
な
事
す
る
ん
で
し

ロ

人
み
た
い

 
に

 
蓮
 

く

か
し
い

タ
だ
な
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昔
に

生
が
そ
ん
な

タ
を
し
て
い
た
な
と
思

て
い
る
と

間
に
シ

を

せ
怠
惰
は
笑

う 
怠
惰

は

は

は

お
り

 
ザ
シ

 
傲
慢

あ

 
そ
し
て
一
気
に
傲
慢
の

か
ら

を

む
し
り
と
る
と
傲
慢
は

を
さ
す
り
な
が
ら
地
面

を
転
が
り
の
た
う
ち
回
る

 
傲
慢

あ
ん
た
バ
カ
で
し

バ
カ
で
し

昔
に
言

 

た
わ
よ

め
て
天
使
達
こ
の
特

の

は

 
神
経
が

く
通

て
い
て

く

感
だ

て

覚
え

 
て
て
や

て
る
わ
よ

 
怠
惰

知
る
か

ん
な
も
ん

れ
た
わ

て
め

の

 
カ
ル
テ
を

参
し
て
こ
い
や

 
傲
慢

言

て
く
る
わ

 
見
て
て
思
う

ボ
ケ
に
転
じ
て
い
た
あ
の
怠
惰
が
ま
さ
か
の
ツ

ミ
に
ま
わ

て
い
る
事
に



 第２６３話 キャラ崩壊の魔王

い
て
し
ま
う

と
い
う
か
見
て
て

く
危
険
な

気
だ

ま
る
で
理
久
兎
が
か
つ
て
起
こ
し

た
異
変
の
最
後
の
宴
で
龍
神
に
張
り
合

た
時
と

く

し
て
い
る

 
傲
慢

あ
ん
た
ご
と
こ
の
世
界
を
壊
し
て
あ

ま
し

う
か

 
怠
惰

 
怠
惰

や

て
み
ろ
そ
の
前
に
て
め

の

を
全

引

こ

 

い
て
地
に
落
と
し
て
や
る
よ

 
傲
慢
は
何
処
か
ら
と
も
な
く
出
し
た

の

を
構
え
る
と

大
な
魔
方

が

つ
も

開
さ
れ

そ
こ
か
ら

大
な
⻯
の

が
無
数
に
出
現
す
る

一
方
で
怠
惰
は
大

を
地
面
に
刺
し
込
む
と
無

数
の
怨
念
が
怠
惰
の

後
に
集
ま
る

あ
れ
は
先
程
に
見
た

の
構
え
だ

 
蓮
 

ま

ま
ず
い

 
紫
 

め
な
さ
い
貴
方
達

 
霊
夢

奴
等
本
当
の
バ
カ
で
し

 

分
達
は
す
ぐ
に

め
に
か
か
ろ
う
と
す
る
が

が
動
か
な
い
こ
と
に
気
づ
く

こ
れ
は
あ
ま

り
の

に
体
が

手
に

い
を
し
て
い
た

 
鈴
仙

う

動
け
な
い
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天
子

こ
れ
が
魔
王

 
霧
雨

ア
ハ

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
世
界
が
滅
び
る

 
妖
夢

終

が
来
る

 

魔
理
沙
さ
ん
妖
夢
さ
ん
も
正
気
を

て
く
だ
さ
い

 
よ

 
等
と
言
い
な
が
ら

は
魔
理
沙
と
妖
夢
の
体
を

ら
す
が
そ
の
間
に
も

人
の
魔
王
と
呼

ば
れ
た
者
は
禁
断
の
言

を

え
る

 
傲
慢

傲

 
怠
惰

怠

 
あ
の
時
の
理
久
兎
と
龍
神
と

じ
よ
う
な
光
景
そ
の
も
の
だ

し
か
も
幻
想
郷
が
世
界
が
終
わ

ろ
う
と
し
て
い
た

だ
が
そ
れ
に

う
か
の
よ
う
に
龍
神
が
一

で
近
づ
き
双
方
の
首
も
と
に

と

を
当
て
る

 
千
 

め
て
く
れ
世
界
を
壊
す
の
も
う

め
て

 
龍
神
は

き
な
が
ら
そ
う

ぶ
と
双
方
は

い

を
す
る

 
傲
慢

や
り
す
ぎ
ち

た
わ
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怠
惰

み
た
い
だ
な

 
そ
う
言
い
双
方
は
構
え
を
や
め
る
と
龍
神
は
そ
の
場
に
へ
た
り
こ
む

そ
し
て

時
に
傲
慢
が

放
と
う
と
し
て
い
た
⻯
は

れ
て
い
る
の
か
首
を

に

て

え
怠
惰
の
怨
念
も
鳴
り
を
潜

め
て

え
る

 
千
 

ヒ

グ

グ
ス

も
う

分
で
あ
ろ
う

じ

 
か
ら
も
う

め
て
く
れ

 
傲
慢

ご

ご
め
ん
な
さ
い

大
人

な
か

た
わ

 
怠
惰

わ

悪
か

た
帰

た
ら
ハ

ン

ツ
を

 
て
や
る
か
ら

な

な

だ
か
ら

き

ん
で

 
く
れ
よ
頼
む
よ
千
ち

ん

 
傲
慢

の

レ
ク
シ

ン

も

つ
か
あ

る
か
ら

  
見
て
て
分
か

た

の

人
は
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が
こ
の

人
の
悪
魔
の

を
見

て
し
ま

た
気
が
す
る

 
千
 

ヒ

グ

約
束

だ
か
ら
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傲
慢

え

約
束
し
て
あ

る
わ

 
怠
惰

あ

あ

だ
か
ら

ら
キ

ラ
を
戻
し
て
よ
そ
の

 

然
し
て
る
か
ら

 
千
 

は

 
龍
神
は
こ
ち
ら
を
向
く
と

が
み
る
み
る
と
真

に
な
る

そ
し
て

ず
か
し
い
の
か

を

う
つ
む
か
せ
る

 
怠
惰

さ
て
と

千
ち

ん
は
あ

 
千
 
 

 
怠
惰

う
ん
ち

と
無
理
そ
う
だ
か
ら
こ
の

人
を

日

 
で
ど
う
よ

 
傲
慢

え

良
い
わ
よ

立

 
そ
う
言
う
と
怠
惰
は
未
だ
に

然
し
て
い
る
さ
と
り
と
こ
い
し
の

元
に
何
か
を

く
と
さ
と

り
は
キ

ト
ン
と
し
こ
い
し
は
楽
し
そ
う
に
笑
う

 
怠
惰

そ
ん
じ

頼
む

あ

も
し
こ
の

人
に
何
か
あ

 
た
の
な
ら
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傲
慢

し
な
い
わ
よ

さ

行
き
ま
し

う

 
さ
と

え

と

く
理
久
兎
さ
ん
を
お
願
い
し
ま
す

 
こ
い

ち

と
行

て
く
る

 
そ
う
言
う
と

人
は
傲
慢
に

え
込
ま
れ
る
と
空
に
裂
か
れ
て
い
る

間
に

て
い

た

 
怠
惰

さ
て
と
永

先
生

屋

つ

り
ま
す
よ

 
永

え

え

 
怠
惰

千
ち

ん
お
い
で

 
千
 

う

う
む

 
そ
う
言
い
怠
惰
と
千
は

屋
に

て
い

た

 
蓮
 

な
ん
だ

た
の
今
の

 
霧
雨

わ

分
か
ら

よ

 
霊
夢

い

色
々
と
可
笑
し
す
ぎ
る
わ

 
紫
 

幻
想
郷
が
滅
び
ず
に
は

ん
だ

わ

 
あ
ま
り
の
突
然
す
ぎ
る
出
来
事
が

発
し
た
た
め

分
達
は
空
い
た

が
塞
が
ら
ず
そ
の
場
に

少
し
棒
の
よ
う
に
立
つ
こ
と
し
か
出
来
な
か

た
の
だ

た
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狗
神

そ
ん
じ

今
回
も
あ
り
が
と
う
な

 
鈴

う
ん
や

り
色
々
と
可
笑
し
す
ぎ
て

メ
だ

 
こ
れ

 
神
楽

こ
の
人
達
の
気
ま
ぐ
れ
で
世
界
が
壊
さ
れ
た
ら
た

 
ま

た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

 
鈴

う

ん
で
も
こ
の
光
景
を
見
て
て
思
う
ん
だ
け
ど

 
理
久
兎

て
さ
怠
惰
に

て
な
い

 
狗
神

は

お
い
お
い

て
る

だ
ろ
ク

の
代

 
名

だ

怠
惰

て
の
は

 
神
楽

そ
こ
ま
で
は
ど
う
か
と
思
い
ま
す
が
あ
ま
り

て

 
は
い
な
い
よ
う
な

 
鈴

う

ん
何
処
か

気
が

て
る
と
思

た
ん
だ

 
け
ど
な
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狗
神

気
の
せ
い
だ

て
さ
て
と
と
り
あ
え
ず
今
回
は
こ

 
こ
ま
で
に
す
る

 
鈴

そ
れ
じ

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く

 
神
楽

そ
れ
で
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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第
２
６
４
話
 
あ
れ
か
ら
数
日
後

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

に
目
処
が
つ
き
一
呼
吸
を

い
て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

⻑
い
⻑
い
戦
い
が
終
わ

て
も
ま
た
や

て
く
る
ん
で
す
よ

で
は
リ
ア
ル
話
は
こ
こ
ま
で
に

し
て
本
編
へ
ど
う

 
怠
惰
と
傲
慢
こ
の
伝
説
の
神
話
に
登
場
す
る
よ
う
な

人
の
力
を
知
り

分
達
の
無
力
を
知

て

日
が
過
ぎ
こ
こ
博
麗
神
社
で
は

 
霊
夢

何
か

す
る
わ

 
蓮
 

う
ん

 

日
と
い
う
時
間
が
経
過
し
各
々
は
ま
た
元
の
生
活
に
戻

て
き
て
は
い
る
が
依
然
に
も
理

久
兎
達
は
今
も

た
き
り
更
に
は
さ
と
り
に
こ
い
し
の
古
明
地
姉
妹
は
傲
慢
に

れ
て
い
か
れ
て

い
な
く
な

て
い
る

だ
が
変
わ

た
事
と
言
え
ば
理
久
兎
達
に
よ

て
石
に
変
わ

た
者
達
は

目
覚
め

各
々
の
場
所
に
帰

て
い

た

⻤
や

達
は
理
久
兎
達
に
よ

て
壊
さ
れ
た
家
々
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を
修

す
る
た
め
に
現

闘
し
て
い
る

 
蓮
 

霊
夢

後
で
理
久
兎
さ
ん
達
の
見
舞
い
に
行
か

 
な
い

 
霊
夢

良
い
わ
よ
ど
う
せ
暇
だ
し

 
蓮
 

う
ん

 
そ
ん
な
会
話
を
し
散
ら
か
り
に
散
ら
か

て
い
た
博
麗
神
社
を

け
が
終
わ
り

分
達
は
理

久
兎
達
が

る
永
遠
亭
へ
と
飛
ぶ
の
だ

た

 
霊
夢

つ
い
た
わ

 
蓮
 

う
ん

 
永
遠
亭
へ
と
降
り
立
つ
と

分
達
は
理
久
兎
達
が

る

屋
へ
と
は
い
る

る
と
そ
こ
に

は 
紫
 

あ
ら
蓮
に
霊
夢
じ

な
い

 
蓮
 

紫
さ
ん

 
霊
夢

あ
ん
た
目
の
下
の
く
ま
が

い
わ
よ

 
紫
の
目
の
下
の
く
ま
が
黒
く
な

て
い
る

ま
さ
か

夜
で

病
し
て
い
た
の
か
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紫
 

え

ま

れ
な
く
て

 
霊
夢

ま

た
く
あ
ん
た
は

 
と

言

て
い
る
と

が
開
き
龍
神
と
怠
惰
が

を

か
せ
る

 
千
 

賢
者
よ
い
る
の
な
ら

る

 
怠
惰

は
い
は
い

の
時
間
で
す
よ

て
お
前
ら
か

 
霊
夢

龍
神
様

 
蓮
 

そ
れ
に
怠
惰
さ
ん

 
ど
う
や
ら
怠
惰
と
龍
神
も
理
久
兎
達
の
治

を
未
だ
に
行

て
い
る
み
た
い
だ

怠
惰
は
理
久

兎
の

に
注
射
し

を
投

す
る

 
怠
惰

こ
れ
で
よ
し

何
か
だ
い
ぶ
で
か
く
な

た
な

 
千
 

う
む
元
に
戻

て
は
き
て
お
る
の

 
言
わ
れ
て
み
る
と
確
か
に
そ
う
だ

前
は
あ
ん
な
子

体

だ

た
理
久
兎
が

々
と
元
に

戻

て
い
る

そ
れ
に
怠
惰
の

が

い
て
い
る
の
か

く
安
定
し
て
い
る

 
霊
夢

こ
う
な
る
と
後
ど
の
く
ら
い

 
怠
惰

結
構
回
復
が

い
か
ら
後

日
ぐ
ら
い
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蓮
 

予
定
よ
り

い
で
す

 
怠
惰

あ

だ
が
こ
れ
を
見
て
る
と
つ
い
つ
い
解

し
た

 
く
な

ち
ま
う
ん
だ
よ

 
流
石
は
キ

ガ
イ
言
う
事
も
狂
気
の
沙

で
は
な
い

だ
が
も
う
何
か

れ
て
し
ま

た

 
千
 

や
る
で
な
い

 
怠
惰

や
ら
な
い
よ

 
霊
夢

そ
う
い
え
ば
聞
き
た
い
ん
だ
け
ど
地
底
の
妖
怪
姉
妹

 
は
何
処
に
行

た
の
よ
あ
ん
た
何
に
も
話
し
て
な
い

 
で
し

 

人
の
行
方
に
つ
い
て
聞
く
と
怠
惰
は

 
怠
惰

あ

分
傲
慢
の

に
な

て
る
と
思
う
よ

 
蓮
 

 

て
何
を
し
て
い
る
ん
だ

ま
さ
か
い
か
が
わ
し
い
事
な
の
か
と

問
に
思
う

怠
惰
は

分
の

を
見
る
と
ク
ス
ク
ス
と
笑
い
だ
す

 
怠
惰

ま

考
え
て
い
る
程
の
い
か
が
わ
し
事
じ

よ
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奴
は

よ
り
も

女
で

を
わ
き
ま
え
る
ま

 

い
な
奴
に
対
し
て
は
絶
対
に
し
な
い
が
な

 
蓮
 

て
こ
と
は
怠
惰
さ
ん
ま
さ
か

わ
れ
て

 
怠
惰

い
や
あ
れ
は

だ
よ
友
人
に

を
し
続
け
る
の
は

 

れ
る
だ
ろ

 
蓮
 

確
か
に

 
言
う
通
り
だ

と
い
う
事
は
あ
れ
は

と
い
う
事
で
良
い
の
だ
ろ
う

す
る
と
ま
た
空
が
光

き
空
に
裂
け
目
が
開
く

 
永

何
事
か
し
ら

 
鈴
仙

ま
た
空
が

 
蓮
 

永

先
生
そ
れ
に
鈴
仙
さ
ん

 
永

ま
た
来
た
の

 
と

言

て
い
る
と
空
か
ら

を

ば
た
か
せ
傲
慢
が
さ
と
り
と
こ
い
し
を

れ
て
降
り

て
く
る

 
傲
慢

約
束
通
り
返
す
わ
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そ
う
言
い
傲
慢
は

人
を

す

分
達
は

け

る
と

 
蓮
 

え

と
大

で
し
た
か

 
霊
夢

あ
ん
た
達
な
に
か
さ
れ
た

 
さ
と

れ
た

 
こ
い

う
う
ん

何
て
言
う
か
色
々
な

を
着
て
写
真
を

 

て
を

り
返
し
て
そ
れ
か
ら

い
お

子
を
食
べ

 
た
り
し
て
後
は

跡
の
見

と
か
も
し
た
よ

そ
れ

 
に
傲
慢
お
姉
ち

ん
の
友
達
も

達
を

え
て
く

 
れ
た
ん
だ
よ

 
鈴
仙

い
物
を
食
べ
れ
る
な
ん
て
良
い
な

 
ど
う
や
ら
待

が
良
か

た
み
た
い
だ

こ
い
し
が
も
う
傲
慢
に
向
か

て
お
姉
ち

ん
呼
び

し
て
い
る
の
だ
か
ら

 
傲
慢

満

し
て
く
れ
て
良
か

た
わ

 
さ
と

写
真

が

れ
な
い
こ
と
を
し
て

れ
ま
し
た

 
で
す
が

跡
の
見

は
楽
し
か

た
で
す
け
ど
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傲
慢

何
な
ら
も
う
一

 
さ
と

遠

し
て
お
き
ま
す

 
さ
と
り
は
少
し

を

く
し
て
言
う

怠
惰
が
言

た
ト
ラ
ウ
マ
と
は
大
体
こ
れ
な
の
だ
ろ

う 
傲
慢

そ
う

念

あ

そ
う
そ
う
聞
き
た
か

た
の
よ

 
こ
の
幻
想
郷
に
は
ロ
リ
達
は

に
も
い
る
の
か
し
ら

 
教
え
て
も
ら
え
な
い

 

に
ロ
リ
が
い
る
か
と
言
わ
れ
て
も
思
い

く
の
は

ル

ル

ミ
ア
ミ
ス
テ

ア
リ

グ
ル
大
妖
精
サ

ス
タ

ル

レ
ミ
リ
ア
フ
ラ
ン

萃
香

て

諏
訪

子

鈴

と

々
い
る
な
と
思
い
出
す

 
蓮
 

え

と

が

す
ぎ
て

 
傲
慢

何
で
す

て

て
こ
と
は
こ
こ
は
楽
園

達
ロ
リ

 

ン
に
と

て
パ
ラ

イ
ス

良
い
わ

こ
こ
の

 
い
人
は
い
る

 
紫
 

よ
ま
さ
か

れ
て
帰
る
な
ん
て
言
わ
な
い
わ
よ
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天
使
さ
ん

 
傲
慢

い
い
え

ろ

定
よ
今
回
起
き
た
よ
う
な
幻
想
郷
が

 
破
壊
さ
れ
る
よ
う
な
事
ま
た
は
天
使
達
が
何
か
し
よ

 
う
と
動
い
た
の
な
ら

を
呼
び
な
さ
い

一

で
終

 
わ
ら
せ
て
あ

る
わ

 
何
こ
の
変

れ
を
通
り
越
し
て

然
の
レ

ル
な
の
だ
が

 
紫
 

良
い
で
す
わ

今
回
の
騒
動
も
あ

た
た
め

か
ら

 
も
幻
想
郷

続
の
た
め
に
お
願
い
し
た
い
で
す
わ

 
傲
慢

約

立

 
そ
う
言
い
紫
と

手
を

わ
す

す
る
と
空
か
ら
ま
た

か
が
降
り
立
つ

 

 

ル
シ
フ

様
ま
た
こ
ん
な
所
に

く
帰
り
ま
す

 
よ

 
一
目
見
て
分
か
る
の
は

や
体
が
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な

て
い
る
執
事
が
黒
い

を
生
や
し
降
り
て

く
る

怠
惰
達
と

じ
悪
魔
で
あ
ろ
う

 
傲
慢

は
い
は
い
そ
う
急
か
さ
な
い
で
頂

バ
テ

ン
あ
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千
ち

ん
こ
れ

 
千
 

こ
れ
は

 
傲
慢
は
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
少
し
大
き
め
な

を
出
し
龍
神
に

す

 
傲
慢

お

び
の
品
よ

じ

あ

 
バ
テ

く
行
き
ま
し

う
こ
ん
な
殺
人
⻤
と
一

に
い
た

 
く
は
な
い
の
で

 
怠
惰

悪
か

た
な
殺
人
⻤
で
よ
何
な
ら
て
め

を
解

す

 
る

 
バ
テ

や

て
み
ろ
こ
ん
な
下

が
ル
シ
フ

様
と

じ

 
立
場
な
の
か
が
分
か
ら
ん
な

 
傲
慢

は
い
は
い
バ
テ

ン
も
う

め
な
さ
い

 
バ
テ

し

ご
ざ
い
ま
せ
ん

 
傲
慢

な
ら
よ
し
そ
れ
じ

あ

 
そ
う
言
い
傲
慢
は
バ
テ

ン
と
共
に
空
の
裂
け
目
へ
と

る
と

え
て
い

た

 
怠
惰

は

さ
て
と

れ
て
る
な
ら

ド
敷
く
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さ
と

い
え
大

で
す

も
理
久
兎
さ
ん
の

に
い
た
い

 
の
で

 
こ
い

も
理
久
兎
お
兄
ち

ん
や
黒
お
兄
ち

ん
と
一

 
に
い
た
い

 
怠
惰

あ

そ
う
な
の

な
ら
紫
さ
ん
頼
め
る

 
紫
 

え

 
怠
惰

な
ら
後
は

せ
る
よ

は

屋
に
行

て
ま
た

る

 
か
ら
さ

 
そ
う
言
い
怠
惰
は

屋
へ
と

て
い

た

そ
れ
に
続
き
紫
達
も
理
久
兎
の
い
る

屋
へ
と

て
い
く

 
蓮
 

達
は
ま
た
日
を

め
よ
う
か

 
霊
夢

そ
う

 
永

そ
う
ま
た
来
て
ち

う
だ
い
理
千
も

ぶ
と
思
う
か

 
ら

 
鈴
仙

何
時
で
も
待

て
ま
す
よ
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蓮
 

え

そ
れ
で
は

 
そ
う
し
て
霊
夢
と
共
に
博
麗
神
社
へ
と
帰
る
の
だ

た

 
怠
惰

て
な

で

は
久
々
の

方
の
後
書
き
だ

 
狗
神

て
め

や

と
き
や
が

た
な

 
怠
惰

い
や
は
や
中
々
来
れ
る

会
が
な
か

た
か
ら

 
鈴

ず

と
本
編
に
出
て
た
し

 
神
楽

ま

ま

 
怠
惰

そ
し
て

者
様
方
は
気
に
な
る
で
あ
ろ
う
さ
と
り
と

 
こ
い
し
が

日
間
何
を
し
て
い
た
の
か
大
ま
か
に
行

 

た
事
は

方
に
な
り
ま
す

 
来
日
食
事

＆
夜

ス
イ

ツ
タ
イ

会
話

説
明

 

日
食
事

食

傲
慢
＆
フ

ン
ク
ラ

会
員
の
永
遠

の
た
め
の
写
真

時



 第２６４話 あれから数日後

間

休

の
ス
イ

ツ
タ
イ

込
み

跡
見

時
限

時
間

時
間

 

日
食
事
朝

見

り

帰
宅

 
怠
惰

と
な

て
お
り
ま
す

 
鈴

フ

ン
ク
ラ

て
な
に

 
怠
惰

ル
シ
フ

フ

ン
ク
ラ

通

ル
シ
ク
ラ
と
呼
ば

 
れ
会
員
約

人
近
く
の
魔
族
で
構

さ
れ
る
あ
る

 
意

で
ル
シ
フ

の

者
達
さ
因
み
に
バ
テ

ン

 
は
会
員
番

２
と
し
て
知
ら
れ
ラ
ン
ク
は
神
従

 
と
さ
れ
て
る
よ

 
神
楽

あ
の
こ
れ
ど
う
見
て
も

 
狗
神

こ
い
つ
ら
狂

者
だ
ろ

 
怠
惰

う
ん
そ
う
だ
よ
ル
シ
フ

の
魅
力
に
魅
了
さ
れ
た

 

バ
い
奴
等
の
集
ま
り
だ
か
ら

ル
シ
フ

の
た

 
め
な
ら
犯

す
ら
も
犯
す
か
ら

こ
い
つ
ら
は

 
鈴

悪
魔

て

お
か
し
い
や
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神
楽

因
み
に
会
員

１

て

 
怠
惰

の
友
人
の

食

て
奴
ま

意
気
投
合
し
て
傲
慢

 
が

手
に
認
定
し
た
だ
け
だ
け
ど

 
狗
神

ツ

ミ
が
お
い
つ
か

や

 
怠
惰

ま

こ
ん
な
感
じ
か
な

と
り
あ
え
ず
久
々
の
あ
れ

 
で
テ
ン
シ

ン
上
が

て
⻑
く
な

て
し
ま

た
の

 
で
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
な

 
神
楽

え

と
そ
れ
で
は

者
様

 
鈴

ま

ま
た



 第２６５話 総大将の目覚め

 
第
２
６
５
話
 
総
大
将
の
目
覚
め

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
リ
ア
ル
で

業

得
だ
ろ
と
い
う
場
面
と

し
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔

で
す

者
様
方
も
も
し
そ
う
い

た
事
が
目
の
ま
で
起
き
た
ら

け
る
に
し
て
も

分
の
都
合

を
考
え
て

け
て
あ

て
下
さ
い

で
は
リ
ア
ル
話
は
こ
こ
ま
で
に
し
て
本
編
へ
ど
う

 
さ
と
り
達
が
帰

て
き
て
か
ら
更
に
数
日
が
経
過
す
る

未
だ
に
理
久
兎
達
は
目
覚
め
ず
と

い

た
感
じ
が
続
い
て
い
た

 
蓮
 

は

 
ジ

キ
ン

 
そ
し
て
何
時
も
の
よ
う
に
仕
事
を
終
え

分
は
神
楽
を

る
い
修
行
に

し
ん
で
い
た

 
霊
夢

蓮
あ
ん
た
本
当
に
人
間
を

越
し
て
き
て
る
わ

 
蓮
 

え

 
霊
夢

ま
さ
か

覚
な
か

た
の
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蓮
 

う

う
ん

 
確
か
に
よ
く
よ
く
考
え
て
み
る
と
人
間
に
は
絶
対
に
で
き
な
い
よ
う
な
事
が
こ
こ
最
近
に
な

て
出
来
て
き
て
い
る
と
感
じ
た

幻
想
郷
に
い
す
ぎ
た
せ
い
で
こ
れ
が
常
識
だ
と
認
識
し
て
い

た 
蓮
 

れ

て

い

 
霊
夢

い
や

れ

て
言
う
か
あ
ん
た
も
う
人
外
じ

な
い

 
わ
よ

現
に
刀
を

て
奇
跡
が

る
と
か
あ
り
え

 
な
い
し

ど
う
な

て
る
の
よ

 
蓮
 

そ
こ
ま
で
言
う

 
霊
夢

え

 
ま
さ
か
霊
夢
に
そ
こ
ま
で
言
わ
れ
る
と
は
と
い
う
か
霊
夢
も
だ
い
ぶ
人
間

れ
し
て
い
る
気
が

す
る
が

 
蓮
 

見
て
み
る

 

が
ど
う
な

て
る
と
言
う
か
ら

を
見
せ
る

霊
夢
は
興

あ
り

に

り

み

き

を
し
て
確
認
す
る
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霊
夢

は

い
け
ど

い
わ

 
蓮
 

ま

刀
を

る
う
か
ら

 
だ
が
幻
想
郷
に
来
る
前
と
来
た
後
を
比
べ
る
と
前
よ
り
か
は

⻑
し
た
よ
う
な
気
が
す
る

分
こ
う
し
て
変
わ

て
い
け
た
の
は
努
力
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い

だ
が
そ
の
努
力
が
未
だ
に
続

け
こ
ら
れ
た
の
は

や
特
に
霊
夢
の
お
陰
な
の
か
も
し
れ
な
い

 
霊
夢

蓮

 
蓮
 

ん

ど
う
か
し
た

 
霊
夢

あ
ん
た
ま
た
ボ

と
し
て

 
蓮
 

あ

う
ん
何
時
見
て
も
霊
夢
の

は

麗
だ
な

て

 
さ

 
霊
夢

も

も
う

め
て
よ

 
ド

ン

 
蓮
 

ぐ

 

ず
か
し

れ
だ

た
の
だ
ろ
う
が

れ
な
が
ら
の
突
然
の
不
意

ち

ン
タ
が

に
決
ま
り

空
中
で

麗
な
一
回
転
し
て
か
ら
地
面
に
倒
れ
る
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霊
夢

あ

ご

ご
め
ん

 
蓮
 

い

良
い
よ
わ
ざ
と
じ

な
い
し

 
起
き
上
が
り
心

さ
せ
な
い
た
め
に

り
で
も
笑
う

そ
れ
に
霊
夢
は
安
心
し
た
の
か

と

呼
吸
し
た

 
蓮
 

で
も
霊
夢
も
大

じ

な
い
と
思
う
よ
昔
に
比
べ
て

 
丸
く
な

た
と
い
う
か
こ
う
し
て
笑

て
く
れ
る
よ

 
う
に
な

た
し
さ

 
霊
夢

だ

だ

て

々
と
あ
ん
た
を
意
識
し
ち

う
よ
う

 
に
な

て
き
ち

た
し

 
蓮
 

あ
り
が
と
う

 

き
に
な

て
く
れ
て

分
に
守
る
者
を
く
れ
た
事
に
感

を
込
め
て
お

を
言
う
と
霊
夢
の

は
真

に
な

た

 
霊
夢

え

え

と
そ

そ
う
だ

そ
ろ
そ
ろ
理
久
兎

 
の
見
舞
い
に
行
か
な
い

さ

て
行
き
ま
し

う
か

 
さ

さ
と
準
備
し
て
よ
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蓮
 

は
い
は
い

 
そ
う
し
て
修
行
を

り
上

度
を
し
て
理
久
兎
達
が

る
永
遠
亭
へ
と
向
か
う
の
だ

た

そ
う
し
て
迷
い
の
竹
林
の
上
空
を
飛
ん
で
い
る
中

分
と
霊
夢
は
不
穏
な
気

に
気
づ
く

 
霊
夢

何
こ
の

い
空
気

 
蓮
 

霊
夢
あ
ぶ
な
い

 
す
ぐ
さ
ま
霊
夢
の
手
を
引

張
る

す
る
と
霊
夢
が
い
た

に
向
か

て
無
数
の
鳥
が
鳴
き

を
あ

何
か
か
ら
逃

る
よ
う
飛
び
去

て
い
く

 
霊
夢

な

何
が
起
き
て
る
の

 
蓮
 

と
り
あ
え
ず
永
遠
亭
に
行
こ
う

 
霊
夢

そ
う

 

分
の
勘
が
告

た
の
だ

な
予
感
が
す
る
と
そ
し
て
霊
夢
も
ま
た
感
じ
た
の
だ
ろ
う

す
ぐ

に

分
達
は
永
遠
亭
へ
と
向
か
う
と
永
遠
亭
の
近
く
で
妖
怪
兎
達
が
気

ち
良
さ
そ
う
に

て

い
る
の
に
気
づ
く

 
蓮
 

何
か
に

ら
さ
れ
て

 

分
の
首
も
と
を
見
る
と
大

の
刃
が

分
の
首
に
向
け
ら
れ
て
い
る
の
に
気
が
つ
く

す
ぐ
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さ
ま
後
退
し
確
認
す
る
が
こ
の
場
に
は
霊
夢
し
か
い
な
い

な
ら
今
の
は
い

た
い

 
霊
夢

れ

蓮
ど
う
し
た
の
そ
れ
に
そ
の

 
蓮
 

え

 
そ
し
て
気
づ
く
物

い

や

が
流
れ
て
い
る
事
に

 
蓮
 

行
こ
う
永
遠
亭
に

 
霊
夢

え

え

 
や
は
り
何
か
が
可
笑
し
い

す
ぐ
に

分
と
霊
夢
は
永
遠
亭
へ
と
向
か
う

そ
う
し
て
永
遠
亭

へ
と
着
く
と

 
霊
夢

蓮

 
蓮
 

う
ん

 
霊
夢
と
共
に
す
ぐ
に
気
づ
く

永
遠
亭
か
ら

り
つ
く
よ
う
な
禍
々
し
い
殺
気
を
感
じ
る

何

が
起
き
て
い
る
の
だ

 
霊
夢

ま
さ
か
ま
た
天
使
達
の

 
蓮
 

 
霊
夢

蓮
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す
ぐ
に
縁

を
登
り
理
久
兎
達
が
い
る

屋
へ
と
向
か
う

そ
し
て

子
を
開
け
霊
夢
と
共
に

る
 
蓮
 

大

で
す
か

 
霊
夢

何
か
変
な
力
が
あ

た
み
た
い
だ
け
ど

 
中
に

る
と
怠
惰
が

と
笑

て

方
を
見
て
い
た

何
を
し
て
い
る
ん
だ
と
思

て

い
る
と

 
怠
惰

ん

さ

何
か
な

あ

分

が
目
覚
め
た
か
ら

 
じ

な
い
か
な

 
蓮
 

え

は

理
久
兎
さ
ん

 
霊
夢

え

あ
ん
た
起
き
た
の

 
怠
惰
の
言

で
気
づ
く
理
久
兎
が
目
覚
め
て
い
た
の
だ

そ
し
て
理
久
兎
は

し

な
さ
そ
う

に 
理
 

あ

あ

こ
こ
は
永
遠
亭
か

 
と
こ
こ
の
場
所
を
聞
い
て
き
た

そ
し
て
見
て
い
て
分
か
る

前
み
た
い
な
子

の

か
ら

全
に
元
通
り
に
な

て
い
る
事
を
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蓮
 

え

 
霊
夢

ち

と
紫

そ
れ
に
地
底
妖
怪

 
霊
夢
が
理
久
兎
の
体
に
突

し
て

て
い
る
紫
と
さ
と
り
を

さ
ぶ
る
と

い
目
を
こ
す
り

な
が
ら

人
は
起
き
出
す

 
さ
と

う

ん

な
ん
で
す
か

 
紫
 

何
よ

霊
夢

 
霊
夢

起
き
た
わ
よ
あ
ん
た
達
が
大

に
思
う
神
様
が

 
霊
夢
の
言

に

人
は
理
久
兎
を
向
く
と

 
理
 

よ

よ

人
共
お

お
は
よ
う

 
さ
と

り

り

理
久

兎
さ
ん

理
久
兎
さ
ん

 
紫
 

様

様

 
さ
と
り
と
紫
は

き
な
が
ら
理
久
兎
に
向
か

て

イ

し

き
つ
く
の
だ

た

 
狗
神

そ
ん
じ

今
回
も
あ
り
が
と
う
な
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神
楽

つ
い
に
目
覚
め
ま
し
た

 
鈴

そ
う
だ

け
ど
さ

き
の
殺
気
と
か

て
本
当

 
に
理
久
兎
か
ら
放
た
れ
た
も
の
な
の
か
な

 
神
楽

確
か
に

永
遠
亭

り
の
者
達
も

て
い
ま
し

 
た
し

 
狗
神

怠
惰
が
何
か
し
て
い
た

い
や
そ
ん
な
事
は

 
よ
な

 
神
楽

何
と
も
言
え
な
い
で
す

 
鈴

あ
る
意

で
怠
惰

て

と
い
う
か
何
を
し
で

 
か
す
の
か
が
分
か
ら
な
い
か
ら

い
よ

 
神
楽

気
分
で
世
界
崩
壊
な
ん
て
笑
え
ま
せ
ん
し

 
狗
神

だ
な

と
り
あ
え
ず
時
間
も

度
良
い
か
な
ら
今

 
回
は
こ
こ
ま
で
だ

 
鈴

う
ん

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く

 
神
楽

そ
れ
で
は

者
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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第
２
６
６
話
 
親
子
の
絆

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

い
つ
の
間
に
か

て
し
ま

て
い
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

お
陰
で

が
出
来
ず
で
ち

と
悲
し
か

た
り
し
て
い
ま
す

気
な
ん
て

い
だ

そ
れ
で
は

リ
ア
ル
話
も
こ
こ
ま
で
に
し
て
今
回
も
ど
う

 
よ
う
や
く
理
久
兎
が
目
覚
め
た

起
き
る
ま
で
の
日
数
的
に
も
う
か
れ
こ
れ

間
近
く
経

過
し
て
い
た
た
め
遅
め
の
起

と
い

た
感
じ
だ

 
理
 

う

く

し
い

 
怠
惰

ら
小
娘
共
そ
ろ
そ
ろ

れ
な
い
と
ま
た
理
久
兎
が

 
い
な
く
な
る

 
さ
と

は

 
紫
 

ご

ご
め
ん
な
さ
い

様

 
怠
惰
の
言

で

人
は

き
つ
く
の
を
や
め
る

だ
が
見
て
い
て
分
か
る

そ
れ
ぐ
ら
い
理
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久
兎
の
事
を
心

し
て
い
た
の
だ
と

 
蓮
 

紫
さ
ん
が

し
い
よ

 
霊
夢

そ
う

 
何
時
も
の

散

さ
が

え
て
い
る
た
め
か
そ
の
時
は

く
親
し
み
や
す
い
と
感
じ
た

 
怠
惰

さ
て
と

は
千
ち

ん
達
に
も
伝
え
て
く
る
よ

 
理
 

な

の
従
者
達
は
い
る
の
か

 
怠
惰

従
者

あ

あ
の

人
か
隣
の

屋
で

か
せ
て
る

 
よ

分
も
う
ち

い
し
た
ら
起
き
ん
じ

な
い

 
君
が
起
き
た
事
だ
し

 
そ
う
言
い
怠
惰
は

屋
か
ら
出
て
い
く

そ
し
て
霊
夢
と
共
に
目
を
合
わ
せ

 
霊
夢

良
い
か
し
ら
理
久
兎
に
伝
え
て
も

 
蓮
 

あ
ま
り
気

り
は
し
な
い
か
な

 
霊
夢
は
理
久
兎
の
方
を
向
き

を
開
く

 
霊
夢

あ
ん
た

分
が
や

た
事
を
覚
え
て
る

 
理
 

す
ま
ん
何
も
分
か
ら
な
い
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霊
夢

そ
う

 
何
も
覚
え
て
い
な
い
と
き
た
か

だ
が
む
し
ろ
そ
れ
が
良
か

た
の
か
も
し
れ
な
い

あ
ん
な

事
を
覚
え
て
い
た
ら
こ
う
し
て
話
も
し
な
か

た
だ
ろ
う

だ
が

 
理
 

何
か
を
し
た
の
な
ら
話
し
て
く
れ
な
い
か

が
し

 
た
事
の
全
て
を

悪
行
が
あ
る
な
ら
そ
の
悪
行
を
頼

 
む

 
聞
い
て
て

い
で
あ
ろ
う
意
思
に
関
係
な
く
犯
し
た
悪
行
を
話
し
て
く
れ
と
言

て
き
た

霊

夢
は
こ
ち
ら
を
向
く

 
蓮
 

霊
夢

 
霊
夢

ご
め
ん
蓮

は
言
う
わ
理
久
兎
や
そ
の
従
者
達
が

 
し
た
事
を
包
み
隠
さ
ず
に

 
と

霊
夢
は
決
心
し
た

を
し
て
理
久
兎
の

を
見
る

そ
し
て
理
久
兎
達
が
や

た
事
を

知

て
い
る
限
り
で
全
て
話
す

 
霊
夢

そ
れ
ぐ
ら
い
か
し
ら

が
知

て
い
る
事
は

 
理
 

ま
じ
か
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理
久
兎
も

じ
ら
れ
な
い
の
か
あ
り
え
な
い
と
い

た

を
す
る

や
は
り
そ
う
い

た

は

し
て
し
ま
う
だ
ろ
う

分

が
理
久
兎
の
立
場
だ

た
ら
知
ら
な
い
内
に
犯
し
た

の
意
識

に
囚
わ
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う

 
理
 

紫
や
さ
と
り
そ
れ
に
蓮
も
何
か
あ

た
ら
言

て
く

 
れ
な
い
か

 
紫
 

か
ら
は
何
も
あ
り
ま
せ
ん

 
さ
と

も
で
す

 
蓮
 

も
な
い
で
す
か

に
霊
夢
の
言

通
り
な
の
で

 

て
理
久
兎
さ
ん

 
理
 

す
ま
ん

本
当
に

す
ま
ん

 
理
久
兎
は
う
つ
む
き
布

を
グ

で

き
う
つ
む
く

そ
し
て
言

の
一
言
に
は

し
さ
と
無

念
の
思
い
が
こ
も

て
い
る
感
じ
が
し
た

 
霊
夢

別
に
良
い
わ
よ

あ
ん
た
は
覚
え
て
な
い
か
も
し
れ

 
な
い
け
ど
あ
ん
た
が
紫
を

け
た
り
し
た
の
も
事
実

 
だ

た
し
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蓮
 

そ
れ
に
最
後
は

や
さ
と
り
さ
ん
も

け
て
く
れ
ま

 
し
た
し

 
紫
 

そ
う
で
す
よ

様
だ
か
ら
気
に

め
な
い
で
く

 
だ
さ
い
悪
い
の
は
全

あ
の
女
で
す
か
ら

 
さ
と

え

 
理
久
兎
は
覚
え
て
い
な
い
か
も
し
れ
な
い
が

分
や
さ
と
り
を
紫
や

を
気
ま
ぐ
れ
だ

た
の

か
も
し
れ
な
い

だ
が

け
て
く
れ
た
の
は
変
わ
り
な
い
の
だ

 
理
 

だ
が

が
や

た
事
は

 
と

理
久
兎
が
言

た
そ
の
時

突
然

屋
の

子
が
勢
い
よ
く
開
く

そ
し
て
そ
こ
か
ら

 
千
 

バ
カ

子

 
龍
神
が
出
て
き
た
か
と
思
う
と
理
久
兎
に
飛
び
か
か
り

り
に
な
る
と

ぐ
ら
を

む

見

て
す
ぐ
に
分
か
る
通
り

く
怒

て
い
た

 
永

て
龍
神
様
お
や
め
く
だ
さ
い

 

夜

め
る
わ
よ

 
鈴
仙

は

は
い
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て

え

い
ど
う
に
で
も
な
れ

 
紫
 

め
て
く
だ
さ
い

 
さ
と

な

お
義

様
理
久
兎
さ
ん
を

つ
け
な
い
で
下

 
さ
い

 

人
は
一

に
龍
神
の
体
を

み
理
久
兎
か
ら
引
き

が
そ
う
と
試
み
た

分
も

勢
す

べ
き
か
と
思
い
行
こ
う
と
す
る
が
霊
夢
に
引
き

め
ら
れ
る

 
蓮
 

霊
夢

 
霊
夢

見
て
て
お
き
な
さ
い

 
と

霊
夢
が
言

た
そ
の

後

 
千
 

さ
ん
か

 
永

ぐ

 

夜

き

 

人
は
い
と
も
容

く
吹

飛
ば
さ
れ
た

こ
う
な
る
事
が
分
か

て
て
霊
夢
は

め
て
く
れ

た
の
だ
ろ
う

そ
し
て
理
久
兎
の

元
を

手
で

み
龍
神
は
も
う

方
の
手
で

を
構
え
る

 
千
 

こ
の
バ
カ

子
が

シ
を
心

さ
せ
る
で
な
い
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わ
そ
な
た
は
本
当
に

本
当
に

 
龍
神
は

き
に
な
り
な
が
ら

を

め
る

あ
の

情
か
ら
し
て
安

し
安
心
し
て
い
る
の

は
間

い
な
い
だ
ろ

 
千
 

心

さ
せ
よ

て
そ
な
た
は
本
当
に
ア

う
じ

 
理
久
兎

 
理
 

ご
め
ん

本
当
に
ご
め
ん
な

 
千
 

良
か

た
戻

て
き
て
く
れ
て
良
か

た

 
そ
し
て
そ
の
ま
ま
理
久
兎
に

き
つ
き
な
が
ら

し
そ
う
に
そ
う

く

見
て
い
る
こ
ち
ら
も

安

し
て
し
ま
う

 
怠
惰

良
か

た
じ

ん
千
ち

ん

大

な

子
君
が
帰

 

て
き
て
く
れ
て
さ

 
千
 

う
む

怠
惰
よ
そ
な
た
に
も

を
言
う
あ
り
が
う
と

 
う
な

 
怠
惰

バ
カ
だ
な

千
ち

ん
は
こ
れ
は
千
ち

ん
は

 
だ
け
ど

に
も
蓮
く
ん
達
の

闘
に
さ
と
り
ち

ん
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達
が
傲
慢
を
相
手
に
体
を
張

た
か
ら
じ

な
い

 
を
言
う
な
ら
そ
の
子
達
に
言
い
な
よ

 
千
 

そ
う
じ

な

あ
り
が
と
う
な
そ
な
た
ら

 
と

龍
神
は

せ
そ
う
な

を
し
て
お

を
言
う

見
て
て

さ
れ
る
光
景
だ

 
怠
惰

だ
け
ど
も
し

に

が
し
た
い
な
ら
使

た
分
の

 

と
か
手
術

び
処

の
手
技

と
か
の

を

 
千
 

さ
て

シ
は

に
理
久
兎
が
起
き
た
こ
と
を
伝
え

 
ば
な

で
は
な

 
そ
う
言
い
龍
神
は
何

か
そ
そ
く
さ
と
外
へ
と
出
て
い

た

そ
し
て

た
怠
惰
の

は

シ

ボ

ン
と
し
て
い
た

 
怠
惰

を

み
倒
さ
れ
ち

た
よ

 
言

て
い
る
事
が
が
め
つ
い

昔
に
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
が

従
事
者
は

を

め
て
は

な
ら
な
い
と
か
聞
い
た
こ
と
が
あ

た
が
目
の
前
に
い
る
こ
の
悪
魔
を
見
て
い
る
と
は
何
か
心
が

す
さ
む

 
霊
夢

あ
ん
た
ガ
メ
ツ
イ
わ
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永

そ
れ
に
貴
方
は
会

で
き
る
の

 
怠
惰

何
を
い
う
ん
だ

元
闇

者
だ

は
さ
だ
か
ら

 
の
気
分
次
第
で

は
変
わ
る
よ

の
治

を

 
決
め
る
の
は
法
や
理
久
兎
の
ル

ル
じ

 

が
決
め
る
こ
と
さ

 
鈴
仙

こ

こ
こ
ま
で
清
々
し
い
ク

が
い
る
と
は

 
が
め
つ
い
だ
け
じ

く
鈴
仙
の
言
う
通
り

か
ら
の
ク

だ

 
蓮
 

よ
く
あ
れ
で

者
で
き
る
な

 
と

き
な
が
ら

目
で
理
久
兎
達
を
見
る
と
さ
と
り
と
何
か
を
話
し
合

て
い
た

そ
し
て

怠
惰
の
方
を
向
く
と

 
理
 

な

怠
惰

 
怠
惰

何
だ

元
シ

タ
野

 
理
 

が
シ

タ
だ

 
全
員

い
や
あ
ん
た
だ
よ

 
こ
れ
に
関
し
て
は

が
ツ

ミ
を

れ
た

現
に
凶
変
し
た
理
久
兎
の
見
た
目

て
本
当
に
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小

生

中

生

年
ぐ
ら
い
の
子

そ
の
も
の
だ

た
の
だ
か
ら

 
理
 

て
そ
う
じ

な
く
て

な

か
ら
お
前
に
報

 

を
出
し
た
い
ん
だ
が
良
い
か

 
怠
惰

お
前
が

 
理
 

あ

５
０
０

ぐ
ら
い
な
ら
す
ぐ
に
何
と
か
出
来
る

 
が

 
ま
さ
か
理
久
兎
が

い
を
す
る
と
は

す
る
と
霊
夢
は

分
の

を
引

張
る

 
蓮
 

ど
う
か
し
た

 
霊
夢

５
０
０

て
ど
ん
な
も
の
が

え
る
の

 
蓮
 

え

 

る

問
を
し
て
き
た
の
も
の
だ

５
０
０

あ

た
と
し
た
ら
大

の
物
は

え
る
が
幻
想

郷
で
い
え
ば
何
が

え
る
か

 
蓮
 

神
社
だ

た
ら

件
ぐ
ら
い
は
い
く
と
は
思
う
け

 
ど

 
霊
夢

件
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と

小
さ
く
話
し
て
い
る
と
突
然

 
怠
惰

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
怠
惰
は

ラ

ラ
と
笑
い
出
す

そ
し
て
理
久
兎
の

に
手
を

せ
る

 
怠
惰

そ
れ
じ

り

 
５
０
０

で

り
な
い

て
ど
ん
だ
け
ボ

タ
く
り
何
だ

 
理
 

な

な
ら

 
怠
惰

だ
が
よ
て
め

の
お
陰
で

の

に
つ
い
て
少
し
だ

 
が
知
る
こ
と
が
出
来
た
か
ら
よ
安
く
し
て
１
０
０

 
に
負
け
て
や
る
よ

 
と
楽
し
そ
う
に
言
う
が
不
思
議
な

ド
が
出
て
き
た

と
は
一
体
ど
う
い
う
事
な
の
だ

ろ
う

怠
惰
み
た
い
な
強
者
に

な
ん
て
い
る
と
は

き
だ

 
霊
夢

あ
ん
た

て
そ
う
い
え
ば
そ
の
進
化
の
秘
宝
の
時

 
に
言

て
た
わ
よ

が

た
物
じ

な
い

て

 
そ
れ
ら
に
つ
い
て
説
明
し
て
く

 
怠
惰

悪
い
が
秘

こ
こ
か
ら

人
情
報
だ
か
ら
さ
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そ
う
言
い
怠
惰
は
話
し
た
く
な
い
の
か
さ
さ

と
逃

て
い

た

 
紫
 

 
理
 

奴
に
も
言
え
な
い
何
か
が
あ
る
ん
だ
ろ

 
さ
と

そ
う
で
す

か

で
す
が
理
久
兎
さ
ん
が
元
に
戻

 

て
く
れ
て
良
か

た
で
す

 
紫
 

え

 
理
 

あ
り
が
と
う
な

 
紫
と
さ
と
り
の

を

で
な
が
ら
笑

で

え
る

そ
し
て
蓮
や
永

達
の
方
を
向
き

 
理
 

そ
れ
か
ら
蓮
や
永

も
ご
め
ん
な

 
蓮
 

良
い
で
す
よ
こ
う
し
て
生
き
て
る
ん
で
す
し

 
永

え

け
ど
理
千
こ

ち
も

ド
代

と
る
か
ら

 
覚

を
し
て
ち

う
だ
い

理

 
理
 

う

 
と

悪

を
つ
け
る

そ
ん
な
光
景
を
霊
夢
と
見
つ
つ

 
蓮
 

良
か

た

よ
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霊
夢

え

ハ

ン
ド
に
は
な

た
わ

 
と

き
な
が
ら
こ
の
光
景
を
楽
し
む
の
だ

た
が

 

 

ウ
リ

ル
は
殺
ら
れ
た
み
た
い
だ
な

 

 

そ
う

し

あ
な
い
わ

今
回
は
蓮
君
に

ち
を

 

て
あ

ま
ひ

 

 

く
行
く

あ
の
悪
魔
に

に
見
つ
か

て
る
か
ら

 
な

 

 

な
ら
さ
い
な
ら

 
そ
う
言
い
永
遠
亭
を
遠
く
か
ら
見
つ
め
る
者
達
は
こ
の
場
か
ら
立
ち
去
る
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
と
な
り
ま
す

 
鈴

怠
惰
の

て

 
怠
惰

秘
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神
楽

や

り
で
す
か

 
怠
惰

ま

 
狗
神

予
想
だ
が
よ
お
前
の

て
進
化
の
秘
宝
を

 

ん
だ
奴
か

 
怠
惰

ま

そ
う
だ

と
は
伝
え
て
は
お
い
て
や
る
よ
も
う

 
こ
れ

上
は
言
わ
な
い
け
ど

 
狗
神

そ
う
か

 
神
楽

怠
惰
さ
ん
も

し
た
ん
で
す

 
鈴

 
怠
惰

お
い
変
な

解
を
生
む
言
い
方
を
す
る
な
よ
そ
ん
な

 
出
来
事
が
な
か

た
ら
今
頃
こ
こ
に
は
い
な
い
ん
だ

 
か
ら
さ

 
鈴

え

 
怠
惰

さ
て
で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
と
な
り
ま
す

 
狗
神

お
前
今
な
に
か
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怠
惰

そ
れ
で
は
ま
た
次
回
も
お
願
い

し
ま
す
そ
れ
で
は

 
サ
ラ

バ

 
神
楽

お

終
わ
ら
せ
ら
れ
ま
し
た
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第
２
６
７
話
 
平
和
が
戻

て
い
く

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

も
う
じ
き

定
だ
な
と
思
い
会
場
ま
で
行
く
の
が
面
倒
だ
な
と
思
い
始

め
て
き
て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

平
日
授
業
で
や

て

し
い
ん
だ
け
ど
な

失

そ
れ
で
は
今
回
も
ど
う

 
よ
う
や
く
理
久
兎
が
起
き

が

ぶ
な
か

人
理
久
兎
は
う
つ
む
い
て
い
た

 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん

 
理
 

ど
う

え
ば
良
い
か

 
と

ソ
リ
と
理
久
兎
は

く

や
は
り

分
の
や

た
事
が
許
せ
な
い
と
い

た
感
じ
だ

 
霊
夢

別
に
そ
ん
な
心

し
な
く
て
も

れ
ば
良
い
ん
じ

 
な
い

し
も
あ
ん
た
だ
け
が
悪
い
ん
じ

な
い
ん

 
だ
し

 
蓮
 

そ
う
で
す
よ
理
久
兎
さ
ん
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確
か
に
幻
想
郷
で
散
々
と
悪
事
は

い
た
だ
ろ
う

だ
が
元
々
の
原
因
は
ウ
リ

ル
で
あ

て

理
久
兎
や
そ
の
従
者
達
は

分
達
と

じ

者
と
何
ら
変
わ
り
は
な
い
の
も
事
実
だ
が
そ
れ
で

も
気

ち
的
に

分
を
許
せ
て
な
い
と
い

た
感
じ
だ

ど
う
す
れ
ば
と
思

て
い
る
と

 

 

が

い
た
よ

 
隣
の

屋
に

が
る

子
が
開
か
れ
そ
こ
か
ら

い
や

か
ら
し
て
す
ぐ
に
分
か

た 
紫
 

耶
狛

 
さ
と

耶
狛
さ
ん

 
耶
狛

へ

あ
れ
れ

勢

い
で
ど
う
し
た
の

 
そ
う
理
久
兎
と

じ
よ
う
に
凶
変
し
て
い
た
者
の

人
の
耶
狛
だ

だ
が
手

れ
さ
れ
て
い

な
い

の
せ
い
で
滅

滅

い

す
る
と
突
然

 
鈴
仙

耶
狛
さ
ん

は

 
突
然
に
鈴
仙
は
九
九
の
中
で
ち

と

し
い

の

の
か
け

を
言

て
き
た

⻑
生
き

し
て
い
る
耶
狛
な
ら
こ
の
ぐ
ら
い
流
石
に
分
か
る
だ
ろ
う
と
思

て
い
る
と

 
耶
狛

え

え

と
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理
 

嘘
だ
ろ

 
蓮
 

 

に
な
ら
な
い

き
を
し
た
し
理
久
兎
も

い
て
い
た

あ
り
え
な
い
何

に

に
な

た

ん
だ

じ

な
い
ん
だ

そ
れ
よ
か
寺
子
屋
の
子

達
は
そ
の
上
の

も
可
能
な

の
に
そ
れ
は
不

い
ん
じ

な
い
か
と
思

た
が

 
紫
 

元
に
戻

て
る
わ

良
か

た

 

夜

は
前
の
方
が
良
か

た
よ
う
な

 

夜
の
言

的
に
凶
変
し
て
た
時
は
天

だ

た
み
た
い
な
言
い
方
を
す
る

 
さ
と

ま

確
か
に

さ
ん
が
そ
う
思
う
の
も
無
理
は
あ
り

 
ま
せ
ん
よ

所
で
耶
狛
さ
ん

狛
さ
ん
と
黒
さ
ん

 
そ
れ
か
ら

病
で
こ
い
し
が
い
る
と
思

た
の
で
す

 
が

 
耶
狛

え

あ

お
兄
ち

ん
は
起
き
た
け
ど

と

じ

 
で

痛
が

く
て
体
が
動
か
な
く
て
黒
君
は
こ
い

 
し
ち

ん
と
ま
だ

て
る
よ
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蓮
 

間
だ
か
ら
良
い
で
す
け
ど
あ
の
普
通
に

い
ん
で

 
す
け
ど

 
そ
れ
で
地
面
を

い
つ
く
ば

て
来
た
ん
だ

だ
が
ま
だ

だ
か
ら

さ
は

で
き
た
が
本

当
に
呪
わ
れ
た
家
に
出
て
く
る
あ
の
悪
霊
を
思
い
出
し
て
し
ま

た

も
し
そ
れ
に
色
白
の
小

生
が
体
育
座
り
し
て
い
た
ら
も

と

気
は
あ

た

 
耶
狛

ア
ハ
ハ
ハ

ご
め
ん

 
と
言

て
い
る
と

の

り
が
温
か
く
な

て
く
る

す
る
と

ケ

ト
が
急
に

が
り

そ
こ
か
ら
狗
神
が
呼
ん
で
も
い
な
い
の
に
出
て
き
た

 
蓮
 

狗
神

 
狗
神

悪
い
が
あ

ち
に
行
か
せ
て
も
ら
う

 
そ
う
言
う
と

狛
が

て
い
る
で
あ
ろ
う

室
に
向
か

て
行

た

 
耶
狛

お
兄
ち

ん
良
い
友
達

た

そ
れ
よ
り
も

 

い
た
よ

 

夜

う
ど
ん

を

ん
で
き
て
ち

う
だ
い

 
鈴
仙

分
か
り
ま
し
た
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そ
う
言
い
鈴
仙
は

を

み
に
向
か
う
と
霊
夢
と
紫
は
う
つ

せ
に
な

て
い
る
耶
狛
の
体
を

ち
上

る

 
紫
 

大

 
耶
狛

う
ん
ま
だ

が

ら
つ
く
け
ど
何
と
か
あ
り
が
と
う

 
紫
ち

ん
霊
夢
ち

ん

 
霊
夢

は
い
は
い

 
耶
狛
を

に

り
か
か
る
よ
う
に
座
ら
せ
る
と

が

た

を

て
鈴
仙
が
帰

て

き
た

 
鈴
仙

ど
う

 
耶
狛

あ
り
が
と
う

 

の

た

を
受
け
と
る
と
耶
狛
は

し
そ
う
な

を
し
て
一
気
に

を

み

す 
耶
狛

は

生
き
返
る

 
何
か
テ
レ

の

を
生
で
見
て
い
る
よ
う
な
感
じ
が
し
た

 
理
 

耶
狛
は
し
た
な
い
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耶
狛

い
や

だ

て

が

く
カ
ラ
カ
ラ
だ

た
ん
だ

 
も
ん
マ
ス
タ

 
蓮
 

耶
狛
さ
ん
聞
き
ま
す
が
ど
う
し
て
こ
こ
に
い
る
の
か

 
分
か
り
ま
す
か

 
と
り
あ
え
ず
耶
狛
に
も
説
明
が

と
考
え
た

分
は
耶
狛
に
そ
う
訪

る

す
る
と
耶
狛
は

笑
む
と

 
耶
狛

あ

そ
の
事
に
つ
い
て
言
い
た
い
こ
と
が
あ

て

 
紫
ち

ん
そ
れ
か
ら

あ
り
が
と
う

に
そ
れ
と

 
お
兄
ち

ん
や
黒
君
に
マ
ス
タ

を
も
う
目
覚
め
な

 
い
か
も
し
れ
な
か

た
悪
夢
か
ら

て
く
れ
て

 

く
感

し
て
る
よ

 
霊
夢

良
い
わ
よ
別
に

て

 
紫
 

や

耶
狛
貴
女
ま
さ
か

 
耶
狛

少
し
だ
け
な
ら
覚
え
て
る
ん
だ
か
ら

 
蓮
 

す

い
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理
久
兎
す
ら
も

に
な

て
い
る
凶
変
し
た
時
の
記
憶
が
あ
る
と
言
う
の
か

そ
れ
は

に

い
と
言

に
し
て
し
ま

た

 
耶
狛

ど
や

 
理
 

な
ら
耶
狛

聞
き
た
い
事
が
あ
る

は
お
前
に
何
か

 

い
事
を
し
た
ん

だ
よ
な

 
ド

を
し
て

ん
で
い
る
耶
狛
に
理
久
兎
が
訪

る
と
耶
狛
は
首
を
か
し

 
耶
狛

え

え

と
う

ん

う

ん
分
か
ん
な
い

  
覚
え
て
い
る
と
言

て
い
た
の
に
覚
え
て
な
い
の
か

さ

き
ま
で
の
ド

は
何
だ

た
の

だ
と
思

た

 
理
 

覚
え
て
る
ん
じ

な
い
の
か
よ

 
耶
狛

て
へ

 
蓮
 

ア
ハ
ハ

ま

仕
方
な
い
で
す
よ

色
々
と
お
か
し

 
く
な

て
い
た
ん
で
す
し

 
理
 

は
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流
石
の
理
久
兎
も

れ
て
い
る
よ
う
な
感
じ
が
し
た

だ
が
耶
狛
の
こ
う
い

た
明
る
い

所
や
元
気
な
所
が
魅
力
と
思

て
い
た

分
か
ら
し
た
ら
元
に
戻

て
良
か

た
と
心
か
ら
思

て
い
る
と

 

狛

あ

す

す
み
ま
せ
ん
そ
こ

に

 
狗
神

こ

こ
う
か

 
隣
の

屋
で

狛
と
狗
神
の

が
聞
こ
え
て
く
る

分

分
と

じ
で
狗
神
も

狛
が
戻

て
き
て
く
れ
た
こ
と
を

ん
で
い
る
の
だ
ろ
う

 
さ
と

狛
さ
ん
も

に

け
ま
せ
ん

 
理
 

え

何
が

 
永

そ

と
し
て
お
き
ま
し

う

 
理
 

い
や
だ
か
ら
な
ん
だ
よ

 
霊
夢
に
言
わ
れ
る
ま
で

分
も
分
か

て
い
な
か

た
が
言
動
か
ら
し
て
理
久
兎
も
分
か

て

は
い
な
さ
そ
う
な

気
だ

 
霧
雨

ま

く
だ
け
な
ら
良
よ
な

 
蓮
 

魔
理
沙
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流
石
に
そ
れ
は
ど
う
か
と
思
い

め
る

そ
し
て
そ
れ
に
対
し
耶
狛
は
楽
し
そ
う
に
笑
い
な
が

ら 
耶
狛

メ
だ
よ
魔
理
沙
ち

ん
今
邪
魔
し
た
ら
後
で

れ

 
な
い
じ

ん

 

の
兄
を

る
気
満
々
だ

た

も
し
兄

姉
妹
が

分
に
も
い
た
の
な
ら
こ
ん
な
感
じ

だ

た
の
だ
ろ
う
か

そ
れ
を
思
う
と
一
人

子
だ

た

分
か
ら
し
た
ら

ま
し
い
と
思

た 
バ
タ
ン

 

が
勢
い
よ
く
開
か
れ
音
が

く

開
か
れ
た

を
見
る
と

が
立

て
い
た

 
理
 

ん

じ

ん

 

 

り

理
久
兎
さ
ん
達
が
目
覚
め
た
と
聞
い
て
飛
ん
で

 
き
ま
し
た

 
一

で
理
久
兎
の
布

へ
と
近
づ
く
と
理
久
兎
の
体
を
見
始
め
る

大
方
見
て
い
て
思

た
の

は
体
に
異
常
が
な
い
か
と
見
て
い
る
感
じ
だ
ろ
う

 
理
 

ど

ど
う
か
し
た
か
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い
え
何
も
異
常
は

 

 

こ
ら

理
久
兎

に
失

だ
ろ

 
す
る
と

の
後
に
続
き
天
魔
が

て
く
る
と

の

の

首
を

み

ち
上

る

 
風
雅

無
事
で
何
よ
り
だ
理
久
兎

 
理
 

あ

あ

 

 

理
久
兎
は
い
る
か

 
今
度
は
地
底
の
ボ
ス
格
の
⻤
子

神
ま
で

屋
に
や

て
来
た

今
そ
れ
に
続
い
て
お

や
お

空
と
い

た
地
底
妖
怪
の
面
々
が
集
ま

て
く
る

 

 

無
事
か

 
理
 

え

無
事
だ
け
ど

 
お
空

お

さ
ん

 
お

さ
ん

 
耶
狛

お

お
空

 
久
々
の
再
開
に

人
は

び
な
が
ら
耶
狛
に

き
つ
く

す
る
と
今
度
は
聖
が
や

て
来
た

 
聖
 

ご
無
事
み
た
い
で
す

理
久
兎
さ
ん
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理
 

あ

あ

黒
な
ら
隣
の

屋
に
い
る
よ

 
聖
 

そ
う
で
す
か
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
そ
う
し
て
聖
は
黒
の
い
る

屋
へ
と
向
か
う

そ
ん
な
事
を
し
て
い
る
間
に
も
ど
ん
ど
ん
と
客

が

て
く
る

 
霊
夢

き

急
に
増
え
た
わ

 
蓮
 

外
に
行
こ
う
か
霊
夢

 
霊
夢

そ
う

 
霊
夢
と
共
に
外
へ
と
で
る

そ
し
て

屋
か
ら
少
し

れ
た
場
所
の
縁

に
座
る

 
霊
夢

本
当
に

奴
は

か
れ
て
る
わ

 
蓮
 

確
か
に

 
霊
夢

理
久
兎
が
帰

て
き
た
事
は

も

に

ぶ

 
け
ど

蓮

は
貴
方
を

す
る
わ
あ
ん
な
に

 
危
な
い

を
あ
ん
た
は

り
き

た
事
に

 
蓮
 

や

め
て
よ
霊
夢

 
霊
夢

蓮

も
し
良
け
れ
ば
な
ん
だ
け
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ど
さ

結
構
前
に
言
い
そ
び
れ
た
言

聞
い
て
も

 
良
い
か
な

 
蓮
 

え

え

と

 

れ
く
さ
い

だ
が
場
所
は
場
所
か
も
し
れ
な
い
が
今
な
ら
言
え
る
か
も
し
れ
な
い

 
蓮
 

う
ん

な
ら
聞
い
て

も
し

霊
夢
が

じ

な
い

 
な
ら
さ

 
霊
夢

え

え

 
蓮
 

す

は

よ
し

霊
夢

も
し
霊
夢
が

で
な

 
い
の
な
ら

と

 
霊
夢

と

 
蓮
 

と

は

 
霊
夢

ん

 
霊
夢
も
気
づ
い
た
み
た
い
だ

屋
か
ら
黒
い

子
の
先
が
見
え
る
の
だ

 
蓮
 

聞
い
て
る
よ

魔
理
沙
そ
れ
に
も
し
か
し
た
ら
ま
だ

 
い
る
の
か
な
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霧
雨

ば

バ
レ
た
か

 
魔
理
沙
と

そ
し
て
妖
夢
が

し

な
さ
そ
う
な

で
出
て
く
る

つ
ま
り

み
聞
き
す
る

気
ま
ん
ま
ん
だ

た
み
た
い
だ

 

蓮
さ
ん
と
霊
夢
さ
ん
が
い
な
く
な

た
ん
で
何
処

 
に
行

た
の
か
な

て
思

て
い
た
ら

 
妖
夢

す

す
み
ま
せ
ん

み
聞
き
す
る
つ
も
り
で
は

 
霊
夢

何
時
も
あ
ん
た
達
は

 
そ
う

く
と
霊
夢
は
立
ち
上
が
り
空
へ
と
飛
び
去

て
い

た

 
蓮
 

あ

行

ち

た

 
霧
雨

わ

悪
い
蓮

 
蓮
 

別
に
い
い
よ
ま
だ

か

た
か
も
だ
し

と
り

 
あ
え
ず

は
霊
夢
を
追
い
か
け
る

 

お
願
い
し
ま
す

 
そ
う
し
て

分
は
霊
夢
を
追
い
か
け
る
の
だ

た

そ
う
し
て
追
う
と
霊
夢
は
博
麗
神
社
の
近

く
の
空
に
立

て
い
た
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蓮
 

霊
夢

 
霊
夢

蓮

ご
め
ん
先
に
行

ち

て

 
蓮
 

う
う
ん

分

も
霊
夢
も

れ
て
い
る
ん
だ
よ
だ

 
か
ら
今
日
は
休
も
う

 
霊
夢

そ
う

そ
う
し
ま
し

う
か

 
そ
う
し
て
霊
夢
に
は
ま
だ
伝
え
た
い
こ
と
は
言
え
ず
と
少
し
の
災

が
続
い
た
が
幻
想
郷
に
平

和
が
戻

て
き
た
の
だ
と
思
う
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
鈴

上
手
く
進

し
な
い

 
神
楽

は
た
し
て

人
は
ど
う
な
る
の
で
し

う
か

 
怠
惰

ま

で
も
理
久
兎
君
と
い
い

負
だ
け
ど

 
鈴

そ
う
な
の
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怠
惰

う
ん
理
久
兎
君
も
色
々
と
準
備
は
し
て
い
る
け
ど
ま

 
だ
ま
だ

て
感
じ
が
あ
る
の
か

て
感
じ
か

 
な
現
に
今
回
み
た
い
な
事
が
起
き
て
し
ま

た

だ

 
し

 
神
楽

あ
る
意

で
レ

ス
状

で
す
か

 
怠
惰

だ

 
鈴

所
で
狗
神
の

は

 
怠
惰

狗
神
も

張

て
そ
の
レ

ス
に
出
よ
う
と

死
で

 
す

様
の

か
い

を
待

て
ま
す

 
神
楽

あ
の

く

ス

て

 
怠
惰

何
の
事
か
な
ハ

ハ

ハ

て
な
わ
け
で
今
回
は
こ

 
こ
ま
で

 
鈴

え

と
ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く

 
神
楽

そ
れ
で
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
怠
惰

バ
イ
バ
イ
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第
２
６
８
話
 
地
底
宴
会
開
始

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

ル

が
面
白
く
て
ア

リ
で
見
ら
れ
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
四

近
く
ま
と
め

い
し
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

あ
の

ん
わ
り
感
覚
が
た
ま
ら
な
い

で
は

そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 
霊
夢
へ
の
告
白
に
失
敗
し
そ
れ
か
ら
数
日
が
経
過
す
る

そ
し
て
こ
こ
博
麗
神
社
で
は
な
く
こ

こ
旧
都
で
は

 

お
前
ら
最
後
の

性
見
せ
る
よ

 
⻤
達

オ
ウ
ス

 
⻤
達
が
旧
都
で
と
あ
る
事
を
し
て
い
る
中

分
と
霊
夢
は
と
あ
る
居
酒
屋
に
い
た

 
霊
夢

蓮
な
ん
で
こ
う
な

た
の
か
し
ら

 
蓮
 

え

え

と

 
そ
れ
は
今
か
ら

日
ぐ
ら
い
前
に

る

分
達
は
何
気
な
い
生
活
に
戻
り
そ
し
て

分
は
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よ
う
や
く
再
開
し
た
寺
子
屋
の
バ
イ
ト
を
終
え
て
博
麗
神
社
に
帰
り
霊
夢
と
共
に
お

を

み
な

が
ら
会
話
を
し
て
い
た

 
霊
夢

そ
う
い
え
ば
異
変
も
終
わ

た
か
ら
宴
会
を
し
な
い

 
と

奴
ら
の
復
活
祝
い
も

て

 
蓮
 

確
か
に
そ
う
だ

 
霊
夢

と
な
る
と

り
に
知
ら
せ
る
よ
う
に
手

し

 
霊
夢
が
そ
う
言
い
か
け
た
そ
の
時

 

 

霊
夢
さ
ん
そ
れ
に
つ
い
て
は
ご

 
心

な
く

 
と

が
聞
こ
え
る

聞
こ
え
た
方
向
を
見
る
と
屋

の
上
に
カ
メ
ラ
を
構
え
て

か
が
立

て
い
た

 
霊
夢

結
界
 
パ
パ
ラ

撃
退
結
界

 
蓮
 

え

 

 

ち

い
き
な
り

 
無
数
の
弾
幕
が
屋

の
上
に
い
た
者
に
向
か

て
い
く
が
そ
の
者
は
あ
り
え
な
い

度
で
回
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し
て
い
く

そ
し
て
地
面
へ
と
降
り
る
と

 

 

い
き
な
り
何
す
る
ん
で
す
か

ぐ
ら
い
の
天
狗

 
じ

な
か

た
ら

弾
し
て
お

で
す
よ

 
何
だ

か

そ
れ
だ

た
ら
ま

別
に
良
い
か
と
思

た

 

 

ち

と
蓮
さ
ん
も
何
そ
ん
な

れ
る
ん
で
す
か

 
ま
さ
か

が
ま
た
パ
パ
ラ

し
て
い
る
と
で

 
蓮
 

え

何
時
も
し
て
ま
す
よ

 

 

失

で
す
よ

 
霊
夢

で
も
事
実
で
し

 

 

だ
か
ら
失

す
ぎ
ま
す
よ

人
共

 
失

も
何
も
事
実
な
の
だ
か
仕
方
な
い
だ
ろ
う

 
霊
夢

で

パ
パ
ラ

目
当
て
じ

な
い
な
ら
何
し
に
来

 
た
の
よ

 

 

は

理
久
兎
さ
ん
の
宴
会
の
話
で
す
よ

 
蓮
 

そ
れ
が
ど
う
か
し
た
ん
で
す
か
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え

実
は
理
久
兎
さ
ん
の
宴
会
を
地
底
で
や
ら
な
い

 
か
と

が
来
た
ん
で
霊
夢
さ
ん
達
に
も
相

を
し

 
よ
う
と
や

て
来
た
次
第
で
す

 

る
程
そ
れ
で
来
た
の
か

前
科
が
あ

た
り
す
る
か
ら
て

き
り
パ
パ
ラ

な
の
か
と

思

た
が

 
霊
夢

何
で
ま
た
地
底
な
の
よ

 

 

え

こ
れ
は

々
様
や

様
達
の
意
見
で
あ
る

 
と
共
に
前
の
間
欠
泉
異
変
で
こ
ち
ら
で
宴
会
を
し
た

 
の
で
今
回
は
地
底
で
や
ろ
う
理
久
兎
も
住
ん
で
い
る

 
事
だ
し
と
の
事
な
ん
で
す
よ

 
霊
夢

あ

そ
う
い
え
ば
守
矢
で
宴
会
や

た
わ

か
し

 
い
わ

 

 

あ
の
時
は

さ
ん
達
に
強

的
に
酒
を

ま
さ
れ

 
て

い
目
に
合
い
ま
し
た

 
蓮
 

あ

そ
う
言
え
ば
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白
狼
の
確
か

だ

た
か
そ
の

と
強

的
に

ま
さ
れ
て
い
た
の
を
思
い
出
す

 

 

は

本
当
は
あ
ま
り
関
わ
り
た
く
は
と
は
思
う
ん

 
で
す
が

力

的
に

 
蓮
 

何
か
会
社
み
た
い
で
す

 

 

え

達
は

社
会
で
す
よ

白
狼
や

達
の
上

 
に

達
の

天
狗
が
い
て
そ
の
上
に
お
姉
ち

 

ン

天
魔
様
が
い
て
そ
の
上
が
お

し
の
通

 
り
の
あ
の

外
な
人
達
で
す
よ

 

の
本
音
に
よ
る

痴
だ

た
よ
う
な
気
が
し
た
が
気
の
せ
い
だ
ろ
う

し
か
し
本
当
に
聞
い

て
い
る
と

を
外
す
強
さ
な
の
だ
な

 
霊
夢

確
か
⻤
に
ボ
ロ
負
け
し
て
そ
の
後
に
理
久
兎
が
来
て

 
萃
香
達
を
倒
し
た
ん
だ

け

 

 

え

あ
れ
は
今
も
覚
え
て
ま
す
が
意
図
も
容

く
倒

 
し
ま
し
た

あ
の
神
は

ま

で
も
強
い
か
ら
と
言

 

て

張
る

で
も
な
く
お

い
の
生
活
が
守
れ
る
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程
度
に
共

し
て
い
く
方
針
を
し
て
く
だ
さ

た
の

 
で

か
り
ま
し
た
け
ど

だ
か
ら

も

め
て

 
さ
ん
理
久
兎
さ
ん
が
大

き
な
ん
で
す
よ

 
霊
夢

ん

ま

で
も

も
言

て

は
あ
る
し

 

奴
に
は
そ
れ
に
宴
会
の
準
備
を
あ

ち
で
し
て
く

 
れ
る
な
ら

度
良
い
わ

 
蓮
 

霊
夢

た
ら

 

 

な
ら
地
底
で
良
い
で
す

な
ら

さ
ん
に
も
伝
え

 
行
き
ま
す

あ

そ
れ
と
宴
会
は

日
後
に
行
な

 
い
ま
す
の
で
お
願
い
し
ま
す

で
は

 
そ
う
言
い

は
さ

そ
う
と
飛
び
立
ち

を

ば
た
か
せ
空
の

方
に

え
て
い

た

 
霊
夢

昔
じ

考
え
ら
れ
な
か

た
わ

地
底
で
宴
会
な
ん

 
て

 
蓮
 

そ
う
だ

と
り
あ
え
ず

て
い
く
も
の
と
か
考

 
え
よ
う
か



 第十七章 狂神降臨

 
霊
夢

そ
う

 
そ
う
し
て

分
達
は
現

こ
う
し
て
地
底
の
居
酒
屋
に
い
る

だ

 
霊
夢

酒

い
わ

 
蓮
 

霊
夢
は

そ
れ
は
失

だ
よ

 
と

言

て
い
る
と

屋
の

子
が
開
き
魔
理
沙
や
妖
夢
に

が

て
き
た

 
霧
雨

よ

告
白
し

て

 
魔
理
沙
が
言
い
き
る
前
に
霊
夢
は
弾
幕
を
放
つ
が
魔
理
沙
達
は
反
射
神
経
で
ギ
リ
ギ
リ
の
所
で

け
た

 
妖
夢

い

い
き
な
り

 

お
二
方
危
な
い
じ

な
い
で
す
か

 
霧
雨

そ
う
だ

 
霊
夢

蓮

そ
こ
の

み
聞
き
し
て
た

人
は
や

て
も

 
し

え
な
い
わ
よ

 
蓮
 

う
ん

良
い
と
思
う

 
数
日
前
の
恨
み
は

え
て
な
い
の
か
霊
夢
は
も
う
や
る
気
満
々
だ

そ
ん
な
霊
夢
を

め
る
の
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は
も
う
不
可
能
だ
ろ
う

 
霧
雨

悪
か

た

み
聞
き
し
て
わ
ざ
と
で
は
な
い
に
し

 
ろ

し
た
の
は
よ

 

ご

ご
め
ん
な
さ
い

 
妖
夢

す

す
い
ま
せ
ん
で
し
た

 
霊
夢

全
く

 
見
て
て
和
や
か
だ

本
当
に
や

と
生
活
が
戻

て
き
た
の
だ
な
と
感
じ
た

い
に
外
を
見

る
と
地
上
に
い
る

の
レ
ミ
リ
ア
達
や

達
に

達
が

道
を
歩
い
て
い
る
の
に
気
づ
く

そ

し
て

の
近
く
で
騒
が
し
く
な

て
く
る

何
事
だ
と
思

て
い
る
と
地
底
の

り

か
ら
理

久
兎
達
が

て
き
た

す
る
と

 
全
員

 

が
上
が

た

よ
う
や
く
理
久
兎
達
が
退
院
し
帰

て
き
た
の
だ

は
大

び
だ

そ

し
て

を

た
理
久
兎
達
は

々
達
と
話
を
す
る

そ
し
て
そ
れ
に
続
き
紫
も
理
久
兎
に

近
づ
い
て
い

た

 

へ

紫
さ
ん

て
あ
ん
な

す
る
ん
で
す
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霧
雨

か
れ
て
る
な

奴

 
霊
夢

そ
う

 
蓮
 

紫
さ
ん
も

し
そ
う
で
す

 
妖
夢

そ
う
で
す

 
そ
ん
な
事
を
言

て
い
る
と

々
は
こ
ち
ら
の
方
に
向
か

て
大

で

 

 

さ

お
前
達

今
日
は
と
こ
と
ん

ん
で
食
う

 
何
せ
理
久
兎
が
全

て
く
れ
る
か
ら
な

 
と

ぶ

理
久
兎
を
見
る
と
何
ど
う
い
う
事
と
い

た

を
し
て
い
た

お
そ
ら
く
あ
れ
は

め
ら
れ
の
だ
ろ
う

 
理
 

あ

と
こ
と
ん

め

て
や
る

 
全
員

お

 
理
久
兎
も
つ
い
に
焼
き
が
回

た
み
た
い
だ

だ
が
そ
の
一
言
で

は
一

に

り
上
が

た 
霊
夢

奴
よ
く
や
る
わ

 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん
大

か
な

的
に



 第２６８話 地底宴会開始

 
と

理
久
兎
の
心

を
し
な
が
ら
も
地
底
で
の
大
宴
会
は
幕
を
開
け
た
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
永

え

 
怠
惰

あ
れ
狗
神
達
は

と
思
う
で
し

念
な
が
ら
現

 

精
神
の
世
界
に
い
な
い
の
で
今
回
は
永

先
生
な

 
に
ア
シ
ス
ト
を
お
願
い
し
て

 
鈴
仙

も
う
じ
き

達
も

て
何
を

 
怠
惰

い
ら

し

い
う
ど
ん

ち

ん

あ

そ
う
い
え

 
ば
永

先
生
達
の
元
に

者
さ
ん

て
来
る
の

 
永

そ
う

に

と
か
は
し
な
く
も
な
い
け
ど
場

 
所
が
場
所
な
の
か
来
る
前
に

何
て
事
も
あ
る
わ

 
だ
か
ら
あ
ら
か
じ
め
鈴
仙
に
話
を
つ
け
て

て
も

 
ら
う

て
の
が

い
か
し
ら
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鈴
仙

後
は

の

売
な
ん
か
も
し
ま
す

現
に
蓮

 
さ
ん
が

い
に
来
た
時
も
あ

た
の
で

 
永

そ
う
い
え
ば
貴
方
も
元
闇

者
よ

貴
方
は
ど
ん

 
感
じ
で
仕
事
を

 
怠
惰

は

人
相
手
に

を

き
上

て
た
か
な

 
鈴
仙

最

な
ク

 
怠
惰

そ
れ
が

だ
か
ら

さ
て
さ
て
と
り
あ
え
ず
今
回
は

 
こ
こ
ま
で
に
し
よ
う
か

そ
れ
と
次
回
は
あ

ち
を

 
投
稿
す
る
か
ら
よ
ろ
し
く

 
永

え

と

 
怠
惰

さ
よ
な
ら

の

を
お
願
い
し
ま
す

 
永

え

と
で
は
さ

さ
よ
う
な
ら

 
怠
惰

そ
れ
じ

う
ど
ん

ち

ん

 
鈴
仙

え

と
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
怠
惰

は
い

で
は
さ
よ
う
な
ら
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第
２
６
９
話
 
落
ち
込
む
理
久
兎

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

そ
し
て
実
は
今
回

名
を
見
て
お
気
づ
き
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
実
は
で
す

投
稿
す
る
話
を

話

か
し
て
投
稿
し
続
け
る
と
い
う
大
事
件
を
起
こ
し
ま
し
た

に

し

ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た

 
で
す
の
で

方
が
正
し
い
２
６
９
話
と
な

て
お
り
ま
す

そ
し
て

 
明
日
に
は
本
来
の

に
戻
し
ま
す
の
で
お
願
い

し
ま
す

そ
れ
で
は

け
て
い
た
話
を
ど

う 
理
久
兎
の
復
帰
が
相
ま

て
地
底
は
お
祭
り
で
ど
ん
ち

ん
騒
ぎ
と
な

て
い
た

そ
ん
な
ど

ん
ち

ん
騒
ぎ
の
お
祭
り
の
中
に
あ
る
一
件
の
居
酒
屋
で
霊
夢
達
と
共
に
楽
し
く
話
し
て
い
た

 
霧
雨

し
か
し
本
当
に
お
前

⻑
し
た
よ
な

 
蓮
 

そ
れ
霊
夢
に
も
言
わ
れ
た
ん
だ
よ
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霊
夢

だ

て
本
当
に
可
笑
し
い
ぐ
ら
い
に
強
く
な

て
る

 
も
の

 

そ
ん
な
で
す
か

 
霧
雨

あ

普
通
の
人
間
な
ら
何
十
年
か
か
る
の
を
こ
い
つ

 

か

年
ぐ
ら
い
で
強
く
な

た
し
な

 
そ
れ
は
言
い
過
ぎ
だ

た
だ
昔
か
ら

道
を
や

て
い
た
だ
け
で
そ
こ
ま
で
言
う
か

 
妖
夢

蓮
さ
ん
い

そ
の
事
で

術
道
場
で
も
開
い
た
ら
ど

 
う
で
し

う

 
蓮
 

術
道
場

 

確
か
に

合
い
そ
う
で
す

 
そ
れ
は
良
い

だ
が
生

な
話
で
人
に
教
え
る
の
は
少
々

手
だ

そ
れ
に
ま
だ
ま
だ
未

な

た
め
教
え
れ
る
わ
け
が
な
い

教
え
る
に
し
て
も
ま
だ
ま
だ
十
数
年
先
の
話
に
な
り
そ
う
だ

 
蓮
 

う

ん

考
え
て
は
お
き
ま
す

 
妖
夢

も
し
開
い
た
の
な
ら
道
場
破
り
に
行
き
ま
す

 
蓮
 

ち

と
妖
夢
さ
ん

め
て
く
だ
さ
い
よ
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妖
夢

み

ん

じ

で
す
よ
そ
ん
な
真
に
受
け

 
な
く
て
も

 
い
や
そ
の

す
み
ま
せ
ん

こ
こ
に
い
る

人
だ

た
ら
魔
理
沙
や

な
ら

だ
な

と
は
思
う
が
霊
夢
と
妖
夢
が
言
う
と
本
当
に

に
聞
こ
え
な
い
か
ら

る

 
霊
夢

 
霧
雨

お

ま
た
定
番
の
焼
き

か
霊
夢
さ
ん
よ

 
霊
夢

別
に
焼
き

じ

な
い
し

 

外
に
も
霊
夢
さ
ん

て
蓮
さ
ん
の
前
だ
と

女
で

 
す
よ

 
霊
夢

う

 
蓮
 

ア
ハ
ハ

あ
ん
ま
り

ら
な
い
で
あ

て
よ

 
と
り
あ
え
ず
霊
夢
が
こ
の
ま
ま

走
し
て
憂
さ
晴
ら
し
に
こ
の
場
に
い
る
妖
怪
達
全
員
退
治
と

な

た
ら
面
倒
な
事
に
な
る
た
め

め
る

 
霊
夢

蓮
あ

ち
で

み
ま
し

う

 
蓮
 

え

ち

と
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霧
雨

逃

た
逃

た

 

霊
夢
さ
ん

を

く
し
て
可
愛
い
で
す

 
妖
夢

は

お
二
方
は

 
と
そ
ん
な
会
話
を
し
て
い
る
一
方
で

分
と
霊
夢
は

手
に

を

て
ど
こ
で

も

う
か
と
探
し
て
い
る
と

屋
の

の
方
で
理
久
兎
と
理
久
兎
の

の
上
に
座

て
さ
と
り
が
会

話
を
し
な
が
ら
酒
を

ん
で
い
る
の
を
見
つ
け
る

 
蓮
 

人
の
所
に
行
か
な
い

 
霊
夢

こ
の
人
中
じ

し

う
が
な
い
わ

 
そ
う
し
て
理
久
兎
と
さ
と
り
も
元
へ
と
向
か
う

理
久
兎
と
さ
と
り
も
気
づ
い
た
の
か

分
達

の
方
を
向
い
て
き
た
た
め
と
り
あ
え
ず
体
は
大

か
と
聞
こ
う
か
と
思

た

 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん
体
の

合
は
大

で
す
か

 
理
 

あ

蓮
か
ま

何
と
か
な
そ
れ
よ
り
お
前
ら
は
良
い

 
の
か

に
構

て
よ
り

の

み
的
な
事
し
た

 
方
が
良
い
ん
じ

の

 
霊
夢

な
ん
で
そ
う
な
る
の
よ
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蓮
 

本
当
で
す
よ

 
第
一
に
そ
れ
か

も

と
言
う
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
に

 
理
 

ハ
ハ
ハ

は

 
だ
が
楽
し
く
笑

た
か
と
思

た
ら
理
久
兎
は
た
め

を
は
い
た

や
は
り
こ
れ
だ
け
の
人
数

を

る
事
と
な

て
不
安
に
で
も
な

て
い
る
の
だ
ろ
う
か

 
さ
と

い
や
理
久
兎
さ
ん
笑
う
か
た
め

ど

ち
か
に
し
て

 
下
さ
い

 
理
 

た
め

も
つ
き
た
く
な
る
さ

 
蓮
 

ア
ハ
ハ

 
こ
れ
に
は

分
も
ど
う
す
る
こ
と
も
出
来
ず

笑
い
し
か
出
来
な
い

す
る
と

の

子
が
開

き
そ
こ
か
ら
龍
神
を

に
永

先
生
達
永
遠
亭
一
行
が

り
そ
れ
に
続
き
天
子
に

そ
し
て

そ
う
に
目
を
シ

ボ
シ

ボ
さ
せ
な
が
ら
怠
惰
が
に

ら

ら
と
歩
い
て
く
る

 
理
 

お
前
ら
も
来
た
の
か

 
永

え

龍
神
さ
ま
の
お
誘
い
よ

 
天
子

言

と
く
け
ど

は
あ
ん
た
を
許
す
気
は
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な
い
か
ら

 
千
 

こ
れ
天
子

 
理
 

あ

あ

 
凶
変
し
て
可
笑
し
く
は
な

て
い
た
と
は
い
え
や
は
り
理
久
兎
を
許
す
気
は
な
さ
そ
う
な
感
じ

が
し
た

そ
ん
な
天
子
に
向
か

て
怠
惰
が

を
開
き

 
怠
惰

こ
ら
こ
ら
天
子
ち

ん
そ
う
言
う
事
は
言

た
ら

 
メ
だ
よ

 
と

注
意
す
る
と
天
子
は
ジ
ロ
リ
と
理
久
兎
と
怠
惰
を

む
と

 
天
子

ん

 

を

ら

少
し

れ
た

に
座

た

し
か
し
不
思
議
な
こ
と
に
天
子
の

は
怒

て
い

る
感
じ
は
し
な
か

た

 
怠
惰

あ
り

ま
こ
れ
は

も

わ
れ
て
る
よ
な

 

う

ん
そ
う
で
も
な
い
と
は
思
い
ま
す
よ

て

 
い
る
な
ら
ま
ず
こ
こ
に
来
る
間
で
も
貴
方
の
隣
は
歩

 
き
ま
せ
ん
か
ら
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怠
惰

う

 
ど
う
い
う
事
だ

の
反

か
ら
し
て
怠
惰
は
気
に

ら
れ
た
的
な
感
じ
な
の
か

す
る
と

当
然

 
千
 

ん

 
怠
惰

ぐ

 
龍
神
が
怠
惰
の

し
か
も
当
た

た
ら

を

さ
え
る
程
痛
い

イ
ン
ト
に
向
か

て

ち
を
し
た

あ
ま
り
の
一
撃
だ

た
の

の
定
で
怠
惰
は

を

さ
え

え
だ
し
た

 
怠
惰

な

何
す
ん
の

さ

き
の
玉

り
と
い
い

 
千
 

怠
惰
よ
楽
し
く

ん
で
く
れ

れ

れ

 
怠
惰

あ

ち

と

 

そ
れ
で
は
理
久
兎
様

 
理
 

あ

 
龍
神
に

し
や
ら
れ
た
怠
惰
は

と
共
に
天
子
の
近
く
に
座

た

し
か
し
こ
う
見
る
と
何

か
生
で

ン
ト
を
見
て
る
み
た
い
だ

そ
し
て

れ
た

を
し
た
理
久
兎
は

 
理
 

で

ま
さ
か
こ
ん
な

を
見
せ
に
来
た

じ

な
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い
よ
な

 
千
 

ち

う
わ
い

 
蓮
 

何
か
本
当
に

み
た
い

 
千
 

い
い

に
せ
い

 
良
い
ツ

ミ
で

く

強
に
な
る

い
や
待
て
何
か
ツ

ミ
が
ど
ん
ど
ん

分
に
定
着
し

て
い
る
よ
う
な
気
が
し
少
し
悲
し
く
な

た

 
理
 

は
い
は
い

と
り
あ
え
ず

め
よ
お

く
ろ
も
よ

 
そ
う
言

た
理
久
兎
は
龍
神
に
酒
を
注
ぐ

こ
の
光
景
は
何
処
か
犯

が
漂
う

 
さ
と

何
か

徳
感
を
感
じ
ま
す

 
千
 

そ
れ
は
そ
な
た
も
じ

ろ
う

 
そ
う
言
う
と
龍
神
は
一
気
に
グ

リ
と

む

普
通
に
酒
を

む
何
気
な
い
光
景
な
の
に
い
け

な
い
光
景
を
見
て
る
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い

 
千
 

し
か
し

本
当
に
良
か

た
こ
う
し
て
そ
な
た
の
笑

 

を

の
楽
し
そ
う
な

が
見
れ
て

 
理
 

ま
た
そ
の
話
し
か
よ
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蓮
 

良
い
じ

な
い
で
す
か
理
久
兎
さ
ん

も
こ
う
し
て

 

め
て
楽
し
い
で
す
よ

 
と

言
う
と
理
久
兎
は
何

か
真

に
な
る

そ
し
て

を
開
き

 
理
 

蓮

は

ン
ケ
だ
か
ら
な

 
蓮
 

何
で
そ
う
な
る
ん
で
す
か

 
ど
こ
か
ら
そ
う
な

た
ん
だ

 
霊
夢

気

 
蓮
 

う
か
ら

だ
か
ら
針
を
し
ま

て
霊
夢

 
霊
夢
の
嫉
妬
が

い

に

い

と
い
う
か
理
久
兎
の
ジ

ク
で
あ
る
事
に
気
づ
い
て

し
い

 
さ
と

ま

た
く
理
久
兎
さ
ん
は

 
理
 

悪
い
悪
い

 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん

が
き
つ
い
で
す

て

 
理
 

ハ
ハ

ま

で
も

も
楽
し
い

も
し
お
前
達
の

 
話
が
本
当
な
ら
も
う
二
度
と
こ
ん
な
楽
し
い
事
は
な
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か

た
か
も
な

あ
り
が
と
う
な

 

や
か
な
笑

で
そ
う
言
う

聞
い
て
い
る

分
は

く
清
々
し
い
気

ち
に
な

た

 
霊
夢

良
い
わ
よ
別
に

 
蓮
 

え

 
さ
と

 
理
 

さ
て
気
に
し
な
い
で
ど
ん
ど
ん

ん
で
食

て
く
れ

 

の

り
だ
か
ら
な

 
そ
う
し
て
宴
会
は
ま
だ
ま
だ

 
理
 

は

 
続
く
の
だ

た

 
後
書
き
で
す
が
今
回
の
件
は
大
変

し

ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た

 

者
の
不
注
意
で
こ
の
よ
う
な

と
な

て
し
ま
い
本
当
に

し

ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た

次
は
こ
の
よ
う
な
事
が
な
い
よ
う

処
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す

そ
し
て
次
回
の
２
７
２
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話
は

時
に
投
稿

し
ま
す

そ
し
て
こ
の
話
は
明
日
の

後

時
頃
に
本
来
の

に
戻
し

ま
す
の
で
ご
了

下
さ
い

そ
れ
で
は
今
回
も
見
て
く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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第
２
７
０
話
 
理
久
兎
と
怠
惰
の
試
合

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

ド
ル
フ
ロ
で

４
１
を

ト
し
友
人
の

が

  
こ
ん
な

に
な

た
の
を
間
近
で
見
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

イ
ラ
ス
ト
ボ
イ
ス
性
能

ど
れ
を
と

て
も
強
い
か
ら
仕
方
な
い

失

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
理
久
兎
達
や

の
者
達
と
話
を
し
た
り
し
て

時
間
程
経
過
す
る

と
り
あ
え
ず

分

は

に
合
わ
せ
て
酒
を

も
う
か
と
考
え

に
酒
を
注
ぐ
と

 
霊
夢

蓮
あ
ん
た
は

ま
な
い
で

 
蓮
 

え

何
で

 
霧
雨

お
前
は

む
な

お
前
が
酒
を

む
と
色
々
と
や
ら

 
か
す
か
ら
な

 

い

そ
こ
ま
で

い
の
か

分
が

た
状

は
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蓮
 

あ
ん
ま
り
分
か
ら
な
い
け
ど
そ
ん
な
に

い
の

 
妖
夢

え

普

の
貴
方
か
ら
考
え
ら
れ
な
い
ぐ
ら
い
の
奇

 
行
的
な
行
動
で
す

 
そ
ん
な
に

い
の
か

分
が

て
い
る
状

と
は

 

そ
う
な
ん
で
す
か

 
霊
夢

い
や
あ
ん
た
も

そ
う
い
え
ば
あ
ん
た

て

 
蓮
に
酒
を

ま
せ
た
わ
よ

 
霧
雨

言
わ
れ
て
み
る
と
前
回
ぐ
ら
い
の
異
変
解
決
の
宴
会

 
お
前
の
せ
い
だ
よ
な

 

あ
の
何
か
ご
め
ん
な
さ
い

 
蓮
 

い
や
ま

ら
な
く
て
も

 
と
り
あ
え
ず
酒
を

む
の
は

め
て
お
こ
う

む
と
し
た
ら

分
の
手

を

と
か
で
動
き

を

し
て
か
ら

も
う
か
と
考
え
た

 
蓮
 

そ
れ
に
悪
い
の
は

の
酒

が
悪
い
の
に

も
う
と

 
し
た

だ
し
ご
め
ん
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霧
雨

ま

で
も

名
程

ん
で
く
れ
た
ら
積

的
に

 
な

て
く
れ
て

し
い
と
か
思

て
る
物

き
も
い

 
る

い
し
な

 
楽
し
そ
う
に

ラ
リ
と
霊
夢
を
見
る
と
霊
夢
は

を
真

に
さ
せ
て

 
霊
夢

な

な
な
な
な
な
な
な
何
を
バ
バ
バ
バ
バ
カ
な
事
を

 
い

言

て
る
の
よ
魔
理
沙

 
蓮
 

本
当
に
何
し
た
ん
だ
ろ

は

 
霊
夢
の
あ
の

て
ぶ
り
を
見
る
と
本
当
に
何
か
し
ら
の
事
を
し
て
る
い
と
は
思
う

だ
が
ど
こ

ま
で
行

て
は
い
け
な
い

界

を
越
え
た
の
だ
ろ
う

そ
ん
な
事
を
思

て
い
る
と

 
千
 

怠
惰
よ
来
て
く
れ
ぬ
か

 
怠
惰

何
だ
よ
千
ち

ん

 
と

龍
神
が
大

で
怠
惰
を
呼
ぶ
も
の
だ
か
ら

分
も

め
て

は
一

に
注
目
す
る

 
蓮
 

何
す
る
ん
だ
ろ
う

 
霊
夢

 
何
を
す
る
の
だ
と
思
い
理
久
兎
達
を
じ

と
見
つ
め
る
と
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千
 

怠
惰
よ
そ
な
た
に
頼
み
た
い
ん
じ

が
理
久
兎
と
試

 
合
を
し
て
は
く
れ
ぬ
か

 
怠
惰

は

 
理
 

試
合

て

 
千
 

そ
な
た
ら
の
試
合
は
か
つ
て
高
天

原
で
や

た
が

 
決
着
が
つ
か
な

た
で
あ
ろ
う

に
決
着
を
つ
け
る

 
と
言
う
意

で
や
ら
ぬ
か

度
良
い
気
晴
ら
し
に

 
も
な
る
じ

ろ
う
し
の

 
と
試
合
の
話
を
し
て
い
た

ま
さ
か
理
久
兎
と
怠
惰
が
戦
う
の
か

そ
う
な
れ
ば

が

常
じ

な
い
気
が
す
る

だ
が
危
な
い
と
思
う
反
面
で

く
興

が
あ
る

 
霧
雨

世
界
最
強
と

わ
れ
る
龍
神
と

に
戦
う
理
の
神

 
の
理
久
兎
そ
し
て
魔
王
と
言
わ
れ

れ
ら
れ
た
あ
の

 

ル
フ

ル
と
の
試
合
と
か
生
き
て
る
な
か
で

 
も
う
見
れ
な
い
ぐ
ら
い
の
レ
ア
だ

 
霊
夢

は
あ
ん
ま
り
興

は
な
い
け
ど
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妖
夢

で
す
が
あ
の
男
の
実
力
は
ま
だ
未
知
数
な
所
も
あ
る

 
の
も
事
実
で
す
な
の
で

と
も
見
た
い
で
す

 

も
で
す

 
蓮
 

も
か
な

 
だ
が
怠
惰
の
性
格
は
博
麗
神
社
で
し
ば
ら
く
過
ご
し
た
が
分
か

た
事
と
言
え
ば
面
倒
く
さ
が

り
で
ド

ク

で
言
え
ば
遊
び
人
と
大

変
わ
ら
な
い

そ
ん
な
男
が
や
る
の
か
と
思

て
い
る

と 
怠
惰

良
い
よ

酒
を

む
の
も

き
て
き
た
し

 
と

言

た

少
し
の
間
し
か
一

に
は
い
な
か

た
が

く

し
い
と
思

た

 
千
 

う
む

理
久
兎
は
ど
う
じ

 
理
 

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
無
理
に
し
な
く
て
も

 
理
 

い
い
や

や
る

お
前
と
は
決
着
を
つ
け
た
い
し
な

 
さ
と

分
か
り
ま
し
た

 
ち

こ
ん
と
理
久
兎
の

の
上
に
座

い
た
さ
と
り
は
立
ち
あ
が
る
と
理
久
兎
も
立
ち
上
が
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る

こ
れ
は

い
戦
い
が
見
れ
そ
う
だ

 
千
 

う
む
な
ら
ば

に
出
よ
う

 
理
 

そ
の
前
に

々
達
の
許
可
を

 
と
言

て
い
る
と

々
が
待

て
ま
し
た
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
楽
し
そ
う
に
近
づ
い
て
く

る 

 

喧
嘩
か
い
理
久
兎

良
い

場
所
を
開
け
て
や
る
よ

 

分
に

れ
て
き
な

 
そ
う
言
う
と

の
出

か
ら

々
は

に
飛
び
降
り
た

見
て
て
格

い
い
な
と
思

い
つ
つ
霊
夢
達
と
共
に
理
久
兎
へ
と
近
づ
く

 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん
戦
う
ん
で
す
か

 
霊
夢

あ
い
つ
と

 
理
 

あ

奴
と
は
決
着
を
つ
け
な
い
と
な
と
思

て
い

 
た
か
ら
な

 
と

理
久
兎
が
言

て
い
る
反
面
で
怠
惰
達
の

が
聞
こ
え
て
く
る

 
天
子

良
い

あ
ん
た
に
限

て
負
け
と
か
な
い
と
は
思
う
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け
ど
負
け
な
い
で
ち

う
だ
い
よ

 
怠
惰

無

言
う
な

こ
の

ち

ん
は

 

張

て
下
さ
い

怠
惰
さ
ん

 
怠
惰

へ
い
へ
い

 
と

を

て
い
る

が
聞
こ
え
る

や
は
り
怠
惰
が
言
う

ど
天
子
は

て
な
さ
そ

う
な
感
じ
だ

そ
し
て

が
開
か
れ

々
が
出
て
き
た

 

 

良
い

理
久
兎

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

張

て
く
だ
さ
い

 
蓮
 

し
ま
す

 
理
 

あ

行

て
く
る
そ
れ
と

頼
む
な

 
そ
う
言
い
理
久
兎
と
怠
惰
は

か
ら
外
に
出
て
い

た

そ
し
て

分
達
は

か
ら
外
の
試
合

を

め
る

 
千
 

こ

ん

マ
イ
テ
ス

な
ら
マ
イ
テ
ス

は

い

 
て
は
お
る
の

よ
し

こ
れ
よ
り
理
久
兎

怠
惰

 
の
試
合
を
始
め
る

な
お
こ
の
戦
い
は
か
つ
て
高
天
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原
で
行
わ
れ

い
に

敗

引
き
と
な

て

 
お
る

に
決
着
を
つ
け
る
試
合
と
な
る

 
聞
い
て
る
と
龍
神
は

リ

リ
に
楽
し
そ
う
に
実
況
を
し
て
い
く

こ
う
い
う
の
が

き
な
の

だ
ろ
う
か

そ
し
て

や
色
々
な

が
上
が
る

だ
が

く
べ
き
事
は
あ
の
怠
惰
を
相
手
に

し
か
も
引
き
分
け
で
終
わ
ら
せ
た
こ
と
が

い
と
思

た

 
霧
雨

お
い
お
い
本
当
に

奴
あ
の
魔
王
と

に

 

い
え
聞
い
た
話
に
よ
る
と
怠
惰
さ
ん
だ
い
ぶ

ざ
け

 
て
戦

て
い
た
み
た
い
で
す
よ

 
霊
夢

あ
の
理
久
兎
を
相
手
に

ざ
け
な
が
ら

て

 
や
は
り
実
力
が

り
知
れ
な
い

過
去
の
世
界
で
生
き
た
魔
王
達
は
こ
こ
ま
で

ろ
し
く
強
い

の
か

 
千
 

な
お
こ
こ
で
壊
れ
た
物
件
等
の
修

は

シ
が

 
つ

に
双
方

き
な
だ
け

れ
て
く
れ

そ
し
て
双

 
方
の
試
合
時
間
は
合
図
を
だ
し
て
か
ら

分
ま
で

 
と
す
る
か
ら
の
よ
ろ
し
く
頼
む
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分
か

試
合
の
見
せ
物
と
し
て
は

度
良
い
時
間
だ
が
何

に

分
な
の
だ
ろ
う

 
千
 

さ
て
こ
れ
に
て
説
明
は

上
じ

そ
れ
で
は
双
方
共

 
に
準
備
を
せ
い

 
そ
の
言

で
理
久
兎
と
怠
惰
は
各
々
準
備
を

め
理
久
兎
は
定
番
と
も
い
え
る
本
を

か
せ
構

え
怠
惰
は
何
処
か
ら
と
も
な
く
大

を
出
現
さ
せ
手
に

つ

 
千
 

者
と
も
準
備
は
良
い
な

 
と

龍
神
が
言
う
と
お

い
に
返
事
を
し
首
を
た
て
に

る

そ
し
て

 
千
 

そ
う
か

な
ら

め
じ

 
そ
の
言

を
合
図
に
戦
い
が
始
ま

ら
な
か

た

 
蓮
 

あ
れ

 
霊
夢

奴
ら
動
か
な
い
わ
よ

 
理
久
兎
も
怠
惰
も
お

い
が

め

こ
状

で
動
く
気

が
な
い

お

い
が
相
手
の
動
き
を

う
か
が

て
い
る
そ
ん
な
感
じ
だ

何
て
い
る
の
だ
と
思

て
い
る
と
次
の

間
目
を
見
張
る

光
景
が
出
て
き
た

そ
れ
は
怠
惰
は
確
か
に
理
久
兎
の
目
の
前
に
い
る
そ
れ
な
の
に
も
関
わ
ら
ず

理
久
兎
の

後
に
怠
惰
が
大

を
構
え
て
い
た



 第２７０話 理久兎と怠惰の試合

 
さ
と

後
ろ
で
す
理
久
兎
さ
ん

 
さ
と
り
の
一
言
が
聞
こ
え
た
の
か
理
久
兎
は
本
当
に
当
た
る
ギ
リ
ギ
リ
の
所
で

か
ぶ
本
を

に
し
て

い
だ

 
蓮
 

な

何
が

 
霊
夢

お
い
つ
け
な
い

 
目
の
前
に
写
る
光
景
は
最

嘘
だ
と
言
い
た
く
な
る
よ
う
な
怠
惰
の

撃
が

り

ら

れ
て
い
る

ウ
リ

ル
の
時
よ
り
も
少
し

い
よ
う
な
気
が
し
た

 
天
子

そ
こ
よ

や

ち

い
な
さ
い

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

張

て
く
だ
さ
い

 
理
久
兎
を

す
る
者
が

ど
だ
が
中
に
は
怠
惰
を

し
て
い
る
よ
う
な

も
聞
こ
え
る

 
蓮
 

霊
夢
こ
れ
ど

ち
が

つ
か
な

 
霊
夢

分
か
ら
な
い
わ
よ

 
霧
雨

の
予
想
だ
と
怠
惰
だ
な

 

何
で
で
す
か

 
霧
雨

お
前
も
見
て
た
だ
ろ
あ
の
戦
い
を

奴
は
い
や
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奴
を

め
た

人
は
全
員
イ
カ
れ
を
通
り
越
し
た

 
奴
等
だ
か
ら
だ
よ
そ
ん
な
絶
対
者
と
戦

た
と
し
た

 
ら

ら
く
理
久
兎
で
も

 
言
い
た
い
こ
と
は
分
か
る

分
も
正

な
話
で
魔
理
沙
と

じ
意
見
な
の
だ

だ
が
そ
れ
で

も
理
久
兎
に

て
欲
し
い

こ
れ
は
た
だ

に
怠
惰
が

い
と
言
う

で
は
な
く
理
久
兎
の
友

と
し
て
そ
う
願

て
い
る
の
だ

そ
う
思

て
い
る
と

 
バ
キ

ン

 
突
然
の
発

音
が
聞
こ
え
る

何
事
と
思

て
い
る
と
理
久
兎
の
手
に
は
凶
変
し
て
い
た

に

分
の
体
に
弾
丸
を
撃
ち
込
ん
だ

が

ら
れ
て
い
た

 
蓮
 

あ

あ
れ

 
霊
夢

奴
あ
れ
を

て
た
の

 
正

な
話
で
あ
の

は

手
だ

も
う

分
の
中
で
は
ト
ラ
ウ
マ
に
な
り
か
け
て
い
る

 
霊
夢

蓮

 
蓮
 

え

あ

う
ん
大

 
妖
夢

え
て
ま
す
よ
手
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蓮
 

え

 
本
当
だ

は
平
常
を

て
い
た
つ
も
り
だ
が
体
が
反

し
て
し
ま

て
い
た
み
た
い
だ

 
霊
夢

あ
れ
が

い
の

 
蓮
 

ま

う
ん

体
に
無
数
の

を
開
け
ら
れ
た
か
ら

 
と
言

て
い
る
と

が
上
が
る

と
見
る
と
理
久
兎
と
怠
惰
が
戦

て
い
る
場
所
が
黒

い
霧
に
包
ま
れ
て
い
る
の
だ

だ
が
た
だ
霧
が
か
か
る
の
は
良
い
の
だ
が
何

か
あ
の
霧
は
見
て

い
て
不

に
感
じ
る

 
霧
雨

お
い
お
い
中
が
見
え

 
天
子

邪
魔

あ
の
霧

 
霊
夢

何
あ
の
霧

な
感
じ
が
す
る

 
蓮
 

や

り
霊
夢
も

 
霊
夢

え

 

ら
く
あ
れ
は
怠
惰
が
出
し
た
の
だ
ろ
う
が
何
が
起
こ

て
い
る
の
だ

そ
し
て

く
見
て
い

る
と

 
理
 

お
り
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理
久
兎
の

び
が
聞
こ
え
る
と
霧
が
一

で
晴
れ
る

そ
こ
に
は
黒

を
手
に

た
理
久
兎

が

を

な
が
ら
立

て
い
た

や
は
り
あ
の
霧
は
理
久
兎
で
す
ら
も

を

る
程
の
何
か

が
あ

た
の
は
事
実
だ

そ
し
て
理
久
兎
と
怠
惰
が
ぶ
つ
か
り
合
お
う
と
し
た
そ
の

間

 
千
 

そ
こ
ま
で
試
合
終
了
じ

 
そ
の
一
言
が
大
き
く

き
理
久
兎
と
怠
惰
は
お

い
に

撃
が
当
た
る
ギ
リ
ギ
リ
で

め
そ
し

て
構
え
を
や
め
た

 
蓮
 

こ
れ

て

 
霊
夢

よ

 
霧
雨

す

な
あ
い

 
と
魔
理
沙
が
言
い
か
け
た
そ
の

間
試
合
会
場
に
立
つ
怠
惰
は
龍
神
か
ら
何

か

ル

を
受
け

た
か
と
思
う
と

 
怠
惰

オ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

 

し
だ
し
た

生
的
に

い
と
思
う
と

時
に

分
達
は

れ
た

そ
し
て
龍
神
は
空
へ

と

を

ば
た
か
せ
飛
ぶ
と

 
千
 

試
合
は
こ
れ
に
て
終
了
じ

な
お
結

は
双
方
共
に



 第２７０話 理久兎と怠惰の試合

 

戦
中

負

引
き
の
結

と
な

た

 
と

結

を
言
う
と
観
客
の
者
達
か
ら
一

に

や

が
聞
こ
え
る

 
霧
雨

流
石
は
魔
王

中
々
の
戦
い
だ

た

最
後
は
不

 
だ
が

 
蓮
 

そ
れ
は
言

ち

メ
だ
よ
魔
理
沙

 
霊
夢

ま

で
も
事
実
だ
し

 
そ
う
だ
よ
そ
う
だ
け
ど
言

て
良
い
こ
と
と
言

て
も
怠
惰
も
言

て
い
る
か
ら

じ
か
な

と
も
思

た

そ
し
て
出

か
ら
さ
と
り
が
飛
び
出
し
り
理
久
兎
の
元
へ
と
向
か
う
と

き
つ
い

た 
霊
夢
良
い
な

 
蓮
 

ん

何
か
言

 
霊
夢

何
で
も
な
い
わ
よ
バ
カ

 
蓮
 

何

に

 
何

に

を
受
け
た
の
だ

そ
れ
を
聞
い
て
い
た
魔
理
沙
や
妖
夢
そ
れ
に

は
笑
う
の
を

え
て
い
る

分
が
今
何
か
し
た
と
言
う
の
か
す
る
と
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怠
惰

お

す
失

す
る

 
天
子

お
か
え
り
よ
く

張

 
怠
惰
が
出

か
ら
中
へ
と

て
き
た

そ
し
て
遠
く
の

に
座
る
と
酒
を

み
始
め
る

 
天
子

ち

と

人
の
話
を
聞
き
な
さ
い
よ

 

あ
ら
あ
ら

 
天
子
と

は
怠
惰
の
後
を

い
て
い
き
近
く
に
座
る

 
蓮
 

後
で
あ
の
中
で
何
が
あ

た
の
か
聞
こ
う
か
な

 
と

思

て
い
る
と
今
度
は
さ
と
り
を

き

え
な
が
ら
理
久
兎
が

て
く
る

そ
し
て

そ
の
ま
ま
座
り
酒
を

み
始
め
た

そ
し
て
少
し
だ
が
試
合
を
始
め
る
よ
り
も
理
久
兎
が
す

き
り
し
て
い
る
事
に
気
づ
く

何
が
あ

た
の
か
た
だ
た
だ

問
に
思
い
知
り
た
く
な

た
の

だ

た

 
狗
神

そ
ん
じ

久
々
に
あ
り
が
と
う
な

 
神
楽

久
々
で
す

本
当
に
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鈴

 
狗
神

全
く

奴
が
全
然
投
稿
し

か
ら
な

 
鈴

ま

そ
ん
な
時
も
あ
る
よ

 
神
楽

し
か
し
怠
惰
さ
ん

ロ
る
ん
で
す

 
狗
神

野

だ
よ
な

 
鈴

前
の
高
天

原
の
時

て
オ
リ
ジ

ル
か
な

そ
れ

 
と
も
ク
ロ

ン
だ

た
の
か
な

 
狗
神

分
か
ら

 
神
楽

い
え
る
の
は
ど
ち
ら
に
せ
よ
反

で
す
よ

 
狗
神

ま

な

 
鈴

い
な

何
時
か
怠
惰
の
ク
ロ

ン

体

ラ
ス
で

 
オ
リ
ジ

ル
で
怠
惰

が
現
れ
た
み
た
い
な
事

 
に
な

た
ら
と
思
う
と

 
狗
神

め
ろ
気

ち
悪
い

た
ら
あ
り

し

 
神
楽

失

で
す
が

感
で
す
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狗
神

て
も
う
時
間
に
な

て
き
て
る
な
な
ら

者
様

 
今
回
は
こ
こ
ま
で
だ

 
鈴

明
日
も
よ
ろ
し
く

 
神
楽

そ
れ
で
は
ま
た
次
回
お
願
い

し
ま
す

 
狗
神

そ
ん
じ

あ
な



 第２７１話 試合後の話

 
第
２
７
１
話
 
試
合
後
の
話

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

先
程

屋
に

カ

が
侵

し
退
治
し
た
の
に
も
関
わ
ら
ず
少
し
目

を

し
た
な
ら
逃

ら
れ
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

死
ん
だ
フ
リ
で

さ
れ
る
と
は

方
が
一

上
手
で
し
た

そ
し
て
マ
ジ
で

ざ
け
ん
な
よ
と
イ
ラ
つ
き
ま
し
た

次
に
会

た
ら
確
実
に

や
ら
な
け
れ
ば

失

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
試
合
が
終
わ
り
理
久
兎
達
は
居
酒
屋
に
戻
り
ま
た

み
始
め
た

そ
し
て
試
合
が
終
わ

た
後

の
理
久
兎
は
試
合
前
よ
り
も

 
理
 

は

も
う
一

 
さ
と

大

で
す
か
理
久
兎
さ
ん

 
理
 

あ

大

だ
さ
と
り

と
い
う
か
こ
ん
な
の

ま

 
な
き

や

て
ら
れ

ん
だ

 
少
し

れ
て
は
い
た
が
た
め

や
ら
は
な
く
な
り
む
し
ろ
吹

れ
た
よ
う
な
感
じ
に
な

て
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い
た

 
蓮
 

何
し
た
ん
だ
ろ

 
霊
夢

さ

分
さ

き
の
黒
い
霧
が
原
因
だ
と
は

 
思
う
け
ど

 
本
当
に
何
を
さ
れ
た
ん
だ
ろ
う
か

ち

と
気
に
な
る
が
こ
れ
を
今
の
理
久
兎
に
聞
く
と
怒

ら
れ
そ
う
だ

 
蓮
 

な
ら
怠
惰
さ
ん
に
聞
い
て
み
な
い

 
霊
夢

そ
う

ど
ん
な
技
な
の
か
気
に
な
る
し

 
怠
惰

り
に
聞
こ
う
か
な
と
思
い
霊
夢
と
共
に
怠
惰
の
元
へ
と
向
か
う
と

 
怠
惰

そ
ん
じ

の
タ

ン

千
ち

ん

 
千
 

こ
の
タ

ン
を
生
き

れ
れ
ば

気
あ
り
じ

 
天
子

現
代
の
娯
楽

て
本
当
に
見
て
て

き
な
い
わ

 
こ
の
幻
想
郷
じ

中
々
見
れ
な
い
３

で
何
か
し
て
遊
ん
で
い
た

と
い
う
か
何
処
か
ら

て
き
た
の
だ

 
蓮
 

あ
の
怠
惰
さ
ん
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怠
惰

こ
れ
で
終
わ
り

 
千
 

バ
カ
な

 

で
龍
神
が
負
け
た
の
か

く

し
そ
う
に
怠
惰
を
見
て
い
た

 
蓮
 

怠
惰
さ
ん

 
怠
惰

ん

あ
れ
お
前
ら
い
た
の

 
蓮
 

い
ま
し
た
よ

 
人
を

後
霊
み
た
い
な
言
わ
な
い
で
欲
し
い

 
千
 

か
く
な
る
上
は

怠
惰
よ

を
貸
し
て
欲
し
い

 
そ
れ
で
天
子
に
教
え
る
か
ら
の

 
天
子

え

 
怠
惰

あ

良
い
よ

ら

 
千
 

う
む

さ

天
子
よ
相
手
に
な
れ

そ
し
て
手

 
せ
ず

シ
と
戦
う
の
じ

 
天
子

は
ま
だ
や
る
と
は

 
等
と
言
い
つ
つ
も
天
子
は
怠
惰
の

を
使

て
龍
神
と
遊
び
始
め
た
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怠
惰

そ
ん
で
何
の
よ
う

 
蓮
 

い
え
さ

き
の
試
合
の
黒
い
霧

て
何
だ

た
の
か

 
な

て

あ
の
理
久
兎
さ
ん
が
少
し
不

と
い
う

 
か
何
か
吹

れ
た
よ
う
な
感
じ
が
し
て

 
怠
惰

本
人
に
聞
け
ば
良
い
じ

な
い

何
が
あ

た
の
か

 

て
さ

 
蓮
 

あ
の
感
じ
か
ら
し
て

ら
く
教
え
て
は
く
れ
な
い
か

 
な
と
思
い
ま
し
て
貴
方
の
所
に
来
た
次
第
で
す

 
霊
夢

も

た
い
ぶ

て
な
い
で
教
え
な
さ
い
よ

 
怠
惰
は
や
れ
や
れ
と
首
を

に

り

れ
た

を
す
る

 
怠
惰

ま

教
え
て
は
や
る
け
ど
そ
の
代
わ
り
キ
レ
る
な

 
そ
し
て
騒
ぐ
な
そ
れ
が
守
れ
る
な
ら
特
別
に
教
え

 
て
や
る
よ

 
蓮
 

え

わ
か
り
ま
し
た

 
霊
夢

良
い
わ
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怠
惰
が
そ
う
言
う
か
ら
に
は
や
は
り
外
道
じ
み
た
技
で
あ
る
の
は
確
定
で
は
あ
ろ
う

 
怠
惰

じ

あ
ま

話
す
が
あ
の
霧

あ
れ
は
言

ち
ま
え

 
ば
相
手
に
幻
覚
を
見
せ
る
も
の
さ

 
霊
夢

何
だ

た
か
が
幻
覚
じ

 
怠
惰

た
だ
あ
の
黒
い
霧
が
見
せ
る
幻
覚
は
相
手
が
最
も

 
れ
ト
ラ
ウ
マ
と
な

て
い
る
も
の
を
見
せ
る
昔
に

 
は
こ
れ
を
利
用
し

問
と
か
に
も
使

た
面
白

タ

 
魔
法
さ

し
か
も
精
神
が
追
い
込
ま
れ
た
相
手
は

 
手
に

殺
し
て
く
れ
る
か
ら
手
も

れ
な
い
か
ら
楽

 
に
始

も
で
き
る

理
久
兎
も
後
一
歩
で

殺
し
て

 
く
れ
た
の
に

 
蓮
 

や

り
ク

だ

ご
み

下
の
ク

だ

 
や
は
り
安
心
と

頼
の
ク

野

だ

そ
れ
を
聞
い
た
怠
惰
は
ケ
ラ
ケ
ラ
も
笑
う

や
は
り
怠

惰
か
ら
し
た
ら

分
達
な
ん
か

中
に
な
い
と
言

た
感
じ
な
の
だ
ろ
う

 



 第十七章 狂神降臨

 
怠
惰

あ

因
み
に
理
久
兎
君
が
見
た
幻
覚
は
お
前
ら
の

 
幻
覚
だ

た
よ

 
蓮
 

達
の

 
怠
惰

あ

記
憶
に
は

ら
な
か

た
と
は
い
え
凶
変
し
て

 
お
前
ら
を
殺
そ
う
と
し
た
事
が
相
当
心
を

つ
け
た

 
み
た
い
だ
か
ら
な

に
絶
望
し
て
く
れ
た
よ

 
ま

何
か
し
ら
の
ト
リ
ガ

で
霧
を

い
や
が

た

 
け
ど

 
と
怠
惰
は
何

か
笑
い
な
が
ら
言
う

ま
る
で
新
し
い

を

え
ら
れ
た
子

み
た
い
に

 
霊
夢

あ
ん
た
何
で
そ
ん
な

し
そ
う
な
の
よ

 
怠
惰

ん

ア
ハ
ハ
分
か

ち

う

分
か

ち

う

 
感
じ

そ
う
さ
実
に

な
気
分
な
の
さ

並
大

 
の
奴
な
ら
す
ぐ
に

殺
す
る
こ
れ
ま
で
あ
の
魔
法
を

 
使

て
の
結

は
分
か
り
き

た
結

だ

た
の

 
さ
つ
い
さ

き
ま
で
は
な
こ
の
世
界
で

奴
が

だ
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よ
こ
の
魔
法
を
受
け
て

え
た
の
は
さ

 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん
を
実

に

 
怠
惰

失

だ
な
君
は

ろ
リ
ハ

リ

て
言

て
欲
し

 
い
ん
だ
け
ど

 
蓮
 

リ
ハ

リ

 
ど
う
い
う
事
だ
殺
す
気
だ

た

し
て
リ
ハ

リ
と
は

ラ
リ
と
怠
惰
は
龍
神
を
見
る

今

の
で
大
体
は
分
か

た

 
霊
夢

頼
ま
れ
た

て
こ
と

 
怠
惰

い
や

手
に
や

た

  
頼
ま
れ
た
ん
じ

な
い
の
か

怠
惰
は
ケ
ラ
ケ
ラ
笑
う
と

分
達
を
見

え
て

 
怠
惰

理
久
兎
が
元
気
に
な

て
く
れ
な
い
と

女
の
ス
ト

 
レ
ス
も
溜
ま
る
一
方
だ
か
ら

 
蓮
 

龍
神
様
に

い
で
す

怠
惰
さ
ん

 
怠
惰

ま

な

見
て
て
良
い
暇

し
に
な
る
ん
だ
よ
こ
れ
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が
さ

 
怠
惰
は
楽
し
そ
う
に
天
子
と
遊
ぶ
龍
神
に
向
か

て
そ
う
言
う

 
霊
夢

で
も
リ
ハ

リ

て

体
的
に
何
し
た
の
よ

殺

 
に
ま
で
追
い
込
ん
で

 
怠
惰

奴
の
し
ぶ
と
さ
を
試
し
た
た
だ
そ
れ
だ
け
さ
あ
の

 
ま
ま
に
し
て
お
く
と

奴
は
ず

と

て
れ
ば
楽
な

 
思
い
を
ず

と
引
き
ず
る
か
ら
な

 
蓮
 

楽
な
思
い

て

 
一
体
そ
の
楽
な
思
い
と
は
何
な
の
だ
ろ
う

怠
惰
は
ク
ス
リ
と
笑
う
と

 
怠
惰

分
を
許
す
事
さ

奴
に
は
そ
れ
が

り

か

 
ら
こ
そ

奴
は
心
の

ち
よ
う
が

い

ろ
そ
う
い

 

た
所
な
ら
そ
こ
の
泥

小
僧
の
方
が
見
て
て
何

 
も
強
い

 
蓮
 

泥

小
僧

て
も
し
か
て

 
怠
惰

お
前

外
に

が
い
る
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蓮
 

で
す
よ

 
も
う
酒
に

い
こ
と
が

が

て
い
る
の
か

だ
が
怠
惰
は
確
か
に

い
と
は
言

た
が
そ
れ

が
あ
る
意

で
理
久
兎
の
良
い
所
だ
と
思

た

そ
し
て

分
が
強
い
と
思

た
こ
と
は
な
い

ろ
霊
夢
や
魔
理
沙
や
理
久
兎
や

の

が
い
る
か
ら
こ
う
し
て
前
を
向
い
て
立

て
い
ら
れ
る

の
だ

 
怠
惰

ま

張
れ
や
も
し
か
し
た
ら
お
前
や
そ
こ
の
巫
女

 
ち

ん
な
ら

の
目
に
狂
い
が
な
き

の

 
が
あ
る
か
も
な

あ
ん
な
強
大
な

に

む
バ
カ
達

 
な
ん
だ
か
ら
よ

 
蓮
 

そ

そ
ん
な

め
な
く
て
も

 
怠
惰

め
え
て

よ

て
ん
だ
よ

 

な
の
か
よ

て

き
り

め
ら
れ
て
い
る
の
か
と
思

て

し
た

 
霊
夢

 
怠
惰

ま

の
一
言

け
上
が

て
死
な
な
い
事
を
願

 
て
る
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蓮
 

絶
対
に
生
き

て
天

を
全
う
し
て
死
ん
で
や

 
り
ま
す
よ
怠
惰
さ
ん

 
怠
惰

そ
の

だ
蓮

楽
し
み
に
し
て
る

 
死
ん
で
た
ま
る
か

死
ぬ
な
ら
絶
対
に
天

を
全
う
し
て

死
し
て
や
る

そ
う
心
で
決
心
し

分
は
霊
夢
や

と
酒
を

み

わ
す
の
だ

た

 
怠
惰

人
間

り
も

て
た
も
ん
じ

か

 
と

ソ
リ
と
怠
惰
は

き
楽
し
そ
う
に
遊
ぶ
龍
神
と
天
子
を

め
る
の
だ

た

 
狗
神

そ
ん
じ

今
回
も
あ
り
が
と
う
な

 
神
楽

そ
う
い
え
ば
リ
ア
ル
怠
惰
さ
ん

カ

を
逃
が
し

 
た
み
た
い
で
す

 
鈴

カ

刺
さ
れ
る
と

く
痛
い
よ

 
狗
神

そ
う
な
の
か

 
鈴

う
ん
生
前
に

を
刺
さ
れ
た
事
あ

た
け
ど
痛
く
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て
痛
く
て
歩
け
た
も
の
じ

な
い
よ

 
神
楽

そ
れ
リ
ア
ル
怠
惰
さ
ん
危
な
い
ん
じ

 
狗
神

分
か
ら
ん
死
ん
だ
ら
そ
の
時
は
そ
の
時
だ

 
神
楽

無
事
で
い
る
こ
と
を

り
ま
し

う

 
鈴

そ
う
だ

も
気
を

け
て

怠
惰
み
た
い
に

 

り
逃
が
し
た
ら

目
だ
か
ら

さ
て
と
と
り
あ

 
え
ず
言
う
こ
と
も
な
い
し
今
回
は
こ
こ
ま
で
か
な

 
狗
神

そ
ん
じ

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
な

 
神
楽

そ
れ
で
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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第
２
７
２
話
 
龍
神
達
の
帰
宅

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

そ
し
て
先
程
は

し

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

何
年
書
い
て
ん
だ

よ
と
い
う
感
じ
で
す
よ

笑
失

そ
れ
で
は
気
を

り

し
て
本
編
へ
ど
う

 
理
久
兎
達
の
た
め
の
宴
会
を
終
え
た
翌
日

分
や
理
久
兎
を

め
た
数
十
人
近
く
の
者
達
が

博
麗
神
社
に
集
ま

た

何

に
集
ま

た
の
か
そ
れ
は

 
千
 

そ
な
た
達
少
々
⻑
く
な

た
が
世
話
に
な

た
の

 
そ
う
つ
い
に
龍
神
と
怠
惰
が
帰
る
日
な
の
だ

思
え
ば

人
が
来
て
も
う

月
は
た

て
い

る
た
め
か
流
石
に
今
日
帰
る
み
た
い
だ

 
蓮
 

⻑
か

た
よ
う
な

か

た
よ
う
な

 
霊
夢

本
当

 
霧
雨

ま

で
も
伝
説
上
の
魔
王
と
呼
ば
れ
た
男
に
も
会
え

 
た
し
満

だ
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怠
惰

 
と

怠
惰
に
向
か

て
言
う
が
怠
惰
は

を
続
け
て
い
る

 
ア
リ

聞
い
て
る
の

 
咲
夜

あ
の
こ
れ
ま
さ
か

 
こ
い

あ

て
る

 
怠
惰

 
ま
さ
か
立

た
ま
ま

て
い
た

こ
れ
に
気
づ
い
た

分
達
は

れ
を
通
り
越
し
て
あ
る
意

で

い
と
思

た

 
理
 

お
い
お
い

お

い
起
き
ろ
怠
惰

 
怠
惰
を
起
こ
そ
う
と
理
久
兎
が
動
く
が

な
予
感
が
す
る

 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん

め
た
方
が

 
天
子

こ
い
つ
を
こ
の
ま
ま
起
こ
す
と
ま
た
天
変
地
異
が

 
起
こ
る
わ
よ

 
理
 

大

だ
ろ

ら
起
き
ろ

 
体
を

ら
し
怠
惰
を
起
こ
そ
う
と

闘
す
る

す
る
と
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怠
惰

だ

の

り
を
覚
ま
そ
う
と
す
る

か
な
者

 
は

殺
る

 
理
 

 
少
し
は

れ
た
が
起
こ
す
だ
け
で
こ
ん
な
殺
気
に
当
て
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か

突
然

の
殺
気
に
理
久
兎
は

い
た
の
か

分
達
の
方
に
後
退
し
た

 
千
 

怠
惰
よ
起
き
ぬ
か
帰
る

 
怠
惰

は

う

は

い

 
怠
惰
は

い
目
を

り
な
が
ら
体
を

ば
し
た

前
み
た
い
に

を
落
と
さ
れ
ず
に
は

み
そ

う
だ

 
怠
惰

あ

そ
う
だ
魔
理
沙
ち

ん
こ
れ
や
る
よ

 
そ
う
言
い

か
ら
何
か
を

り
出
す
と
魔
理
沙
に
投

る

 
霧
雨

う

と

本

い
や
ま
さ
か
こ
れ

ル
フ

 

ル
グ
リ

ル
か

 
怠
惰

よ
何
で

の
命
と

等
の
魔
道
書
を

す
ん
だ

 
よ

そ
れ
は
昔
に

が
ま
だ

生
だ

た
頃
に
使
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て
い
た
魔
道
書
だ

 
霧
雨

何
だ

 
怠
惰

前
に

の
下
ら
な
い
ギ

グ
に

き
合

て
く
れ
た

 
か
ら
な
お
下
が
り
で
悪
い
が

だ
よ

い
ら
な
い
な

 
ら
返
せ
よ

 
怠
惰
が
手
を

し
出
す
が
魔
理
沙
は
本
を

手
に

え
怠
惰
に

中
を
向
け
る
と

 
霧
雨

い
い
や

あ
り
が
た
く

わ
せ
て
も
ら
う

貴

な

 
品
を
あ
り
が
と
う
な

 
怠
惰

あ

そ

あ

そ
れ
と
蓮
く
ん
に
聞
き
た
い
事
が
あ

 

た
ん
だ

た
よ

 
蓮
 

聞
き
た
い
こ
と

 
怠
惰

あ

お
前
の
そ
の

な
ら

ら
く

の
友
人
が
満

 
し
そ
う
だ
か
ら
な

蓮
く
ん
君
次
第
だ
け
ど

つ

 
の
大

最
強
の

士
と
言
わ
れ
た
男
と
戦

て
み
た

 
く
な
い
か

戦
い
た
い
な
ら

え
ぐ
ら
い
な
ら
し
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て
あ

る
よ
た
だ

来
る
か
は
分
か
ら
な
い
け
ど

 

つ
の
大

最
強
の

士
そ
れ
は

と
も
一
度
手
合
わ
せ
を
し
て
み
た
い

 
霊
夢

そ
い
つ
が
来
て
あ
ん
た
が
や

た
あ
の

何
だ

 

け
え

と

 

で
す
か

 
霊
夢

そ
う
そ
れ

そ
れ
を
使

た
り
と
か
こ
の
幻
想
郷
を

 
滅

す
と
か
は
な
い
わ
よ

 
そ
れ
は

だ

た

怠
惰
と
傲
慢
が
言
い

て
う

か
り
世
界
滅

み
た
い
に
な

て
は

る
所
の
騒
ぎ
で
は
な
い

 
怠
惰

大

そ
い
つ
は

や
傲
慢
と
は

て

度
を

 

て
る

値

野

だ
か
ら

 
蓮
 

そ
れ
は
良
か

て

全
く
も

て
良
く
な
い
で

 
す
よ

そ
れ

 

不
定
的
狂
気
を

り
越
え
て
治

不
可
能
じ

な
い

 
で
す
か
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に

し
い

だ
け
あ

て
分
か

て
ツ

ミ
を

れ
て
く
れ
て

か
る

だ
が
こ

の
場
に
い
る
幻
想
郷
の
住
人
や
天
子
達
は
首
を
か
し

た

 
霊
夢

値

て
何

 
紫
 

値
は
通

正
気
度

て
言

て

達
の
今
の

 
状

が
一

的
に
正
気
つ
ま
り
正
常
と
考
え
て
そ
れ

 
が

い
と
凶
変
し
た

様
達
み
た
い
に
何
を
し

 
で
か
す
が
分
か
ら
な
い
状

に
な
る
事
よ

い
き
な

 
り
何
し
ら
の
原
因
で
パ

ク
に
な

て

方
が

 

別
つ
か
ず
仲
間
を

つ
け
た
り

れ
な
く
な

た

 
り
笑
い
が

ま
ら
な
く
な

た
り
な
ん
か
が
良
い

 
よ

 
理
 

紫

に
は
説
得
力
が
な
い
か
ら
あ
ま
り
言
え
な
い

 
が
よ

や
従
者
達
を

に
す
る
の
は
勘

し
て
く
れ

 
よ

 
怠
惰
の
治

で

分
か
は
楽
に
な

た
の
だ
ろ
う
が
や
は
り
ま
だ

に

て
し
ま

て
い
る
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み
た
い
だ

仕
方
の
な
い
事
な
の
だ
が

 
霊
夢

ま

大
体
は
分
か

た
け
ど
そ
ん
な
の

れ
て
来
ら

 
れ
た
ら

達
が
死
ぬ
じ

な
い

 
怠
惰

大

だ
と
思
う
よ

何
か
あ
れ
ば
傲
慢
が

め
る

 

て

約
も
あ
る
よ
な

幻
想
郷
の
賢
者
様
よ

 
紫
 

で
も

だ
け
の
話
で
し

本
当
に

じ
ら
れ
る
と
言

 
う

は
あ
る
の
か
し
ら

 
怠
惰

賢
者
様
は
何
か

解
し
て
る

 
紫
 

何
で
す

て

 
怠
惰
は
ま
る
で
紫
を

め
て
い
る
か
の
よ
う
に

と
笑
い
な
が
ら
楽
し
そ
う
に

 
怠
惰

ら
ま

現
代
の
魔
族
は
知
ら

が
古
代
種
魔
族

 
そ
し
て

天
使
は
結
ん
だ

約
は
絶
対

守
す
る
の

 
さ

ら
は

約
と
い
う
も
の
は

と

等
価
値
と

 
思

て
い
る
か
ら
な

 
紫
 

な
ら
守

て
く
れ
る
と
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怠
惰

あ

そ
れ
に
よ
傲
慢
が

分
か
ら

約
を
言
う
の

 
は
中
々
な
い
ん
だ

し
く
て
少
し

い
た
の
ぐ

 
ら
い
だ
か
ら
な

 
蓮
 

そ
う
な
ん
で
す
か

 
怠
惰

あ

ら

人
は
あ
ま
り
関
わ
り
を

た
な
い
よ
う

 
生
活
し
て
る
か
ら
な

だ
か
ら
本
当
に

し
い
ん
だ

 

そ
れ
も
激

レ

ル
で
な

 
そ
こ
ま
で
言
う
か

だ
が
確
か
に

約
絶
対

守
と
い
う
ぐ
ら
い
だ
か
ら

約
し
て
世
界
を
滅

せ
み
た
い
な
命

を
さ
れ
る
の
も

る
と
言

た
感
じ
な
の
だ
ろ
う

 
怠
惰

で

ど
う
す
る
よ
そ
う
い

た

険
込
み
だ
け
ど
言

 
う

言
わ
な
い

イ
ス

リ

 
蓮
 

は
そ
の

 
霊
夢

良
い
わ
よ
別
に

そ
う
い

た

険
が
あ
る
な
ら

 
理
 

お
前
に
は
世
話
に
な

た
か
ら
な
お
前
の
願
い
な
ら

 

も

力
さ
せ
て

し
い
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霧
雨

も
良
い

そ
れ
よ
り

が
く
る
ん
だ
よ

 

か
ら
了

を
得
て
る
な
か
魔
理
沙
は

問
す
る

確
か
に

が
来
る
の
か
な
気
に
な
る
し
一

で
確
認
も
し
た
い

怠
惰
は

リ
と
笑
う
と

 
怠
惰

嫉
妬

て
奴

 
霧
雨

嫉
妬

レ

ア
タ
ン
か

 
怠
惰

イ

ス

 
名
前
か
ら
し
て
強
者

が
た
だ
よ
う

絶
対
に

い
奴
だ

 
ア
リ

レ

ア
タ
ン

絶
対
零
度
に
近
い
温
度
と
さ
れ
る

 
魔

を

し
た
あ
の
悪
魔

 
怠
惰

ま

呼
ぶ
と
い
う
方
向
性
で

 
構
わ
な
さ
そ
う
だ

な
ら

え
は
し
て
お
い
て

 
お
く

 
は
た
し
て
ど
の
く
ら
い
強
い
の
か

少
し
楽
し
み
な
反
面
で

い

す
る
と

 
理
 

怠
惰

 
怠
惰

何
か
な
理
久
兎
君
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理
 

次
こ
そ
は

が

つ
か
ら
な
首
を

て
待

て
お

 
け
よ

 
怠
惰

ま

気
が
向
け
ば
相
手
は
し
て
や
る
よ

 
理
久
兎
と
怠
惰
は
楽
し
そ
う
に
笑
う

し
か
し
一

だ

た
が

人
の
笑
い
方
が
少
し

て

い
る
感
じ
が
し
た

 
千
 

さ
て
そ
ろ
そ
ろ
行
く
か
の

 
怠
惰

だ
な

じ

あ
な
お
前
ら

 
そ
う
言
う
と
怠
惰
と
千
は
空
高
く
飛
び

て
の
な
い
空
へ
と

え
て
い

た

 
蓮
 

ど
う
な
る
か
な

 
理
 

も
し
戦
う
な
ら

張
れ
よ
蓮

 
蓮
 

え

 
嫉
妬
と
い
う
最
強
の

士
と
一
戦

え
れ
る
事
を
楽
し
み
に
し
更
に

を

こ
う
と
心
に
秘
め

怠
惰
と
龍
神
が

え
て
い

た
空
の

て
を
見
つ
め
る
の
だ

た



 第十七章 狂神降臨

 
怠
惰

マ
ジ
で
す
ん
ま
せ
ん
し
た

正
座
中

 
狗
神

し
か
し
お
前
に
し
て
は

し
い
ミ
ス
し
た
な

て
か

 
こ
れ

回
目
だ
が
知

て
る
か

 
神
楽

そ
う
い
え
ば

年
ぐ
ら
い
前
に
も
こ
ん
な
事
を
や
り

 
ま
し
た
よ

 
鈴

り
な
い
よ

怠
惰
く
ん

 
怠
惰

い
や
正

な
話
で
今
に
な

て
気
づ
く
と
い
う
大

 
事
だ

た
ん
で
す

 
狗
神

こ
い
つ
よ

 
怠
惰

出
来
る
限
り
で
こ
ん
な
ミ
ス
は
し
な
い
よ
う
に
心
が

 
け
ま
す

所
で
何
時
ま
で
正
座
し
て
れ
ば

 
鈴

も
う
少
し
そ
の
ま
ま
で
い
よ
う

 
怠
惰
 
 

 
鈴

さ
て
と
そ
ろ
そ
ろ
時
間
も
時
間
だ
か
ら
今
回
は
こ
こ

 
ま
で
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神
楽

次
回
の
投
稿
は

日
で
す
の
で
お
願
い

し
ま
す

 

者
様

 
狗
神

そ
ん
じ

ま
た
な



 第十八章 平和の日常へ

 
第
十
八
章
 
平
和
の
日
常
へ

 
第
２
７
３
話
 
寺
子
屋
の
悩
み

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

ル
イ

ジ
マ
ン
シ

ン
の
リ
メ
イ
ク
が
や
り
た
く
て

て
し
ま

た

怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

や

て
い
る
と

く

か
し
い
で
す

小

生
の
時
に
兄
か
ら

キ

を

り
て
や

て
い
た
の
を

明
に
思
い
出
し
ま
す

そ
の
せ
い
で
ボ
ス

略
や
謎
解

き
が
パ
パ

と
終
わ

て
し
ま
う

気
な
さ
で
悲
し
く
な
り
ま
す

失

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど

う 
波
乱
の
出
来
事
が
過
ぎ
数
日
が
経
過
し
人
里
の
寺
子
屋
で
は

 
蓮
 

そ
れ
で
こ
の

式
を
当
て
は
め
て
み
て

 
子
達

は

い

 
何
時
も
の
よ
う
に

音
の

ル

に
回
り
な
が
ら
生
徒
達
に

数
を
教
え
て
い
た
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音

し
か
し
蓮

君
が
来
て
く
れ
て
か
ら

覚
え
が
良
く

 
な

て
く
れ
た
か
ら
良
か

た
よ

 
蓮
 

ア
ハ
ハ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
ぶ

ち

け
た
話
だ
が

音
の
授
業
は
悪
く
は
な
い
が

ス
が

す
ぎ
て
子

達
が

い
て

い
け
て
な
か

た
の
が
現
実
だ
ろ
う

 

音

だ
が
本
当
に
思
う
が
前
よ
り
も
た
く
ま
し
く
見
え
る

 

無

良
い
意

で
だ
が
な

 
蓮
 

色
々
と
守
り
た
い
と
思
え
る
者
が
出
来
ま
し
た
し

 

音
先
生

 

音

そ
う
か

 

音
は

や
か
に
笑
う
と

人
の
生
徒
が

分
に

 
生
徒

蓮
先
生
は
巫
女
さ
ん
大

き
な
の

 

音

こ
ら
そ
ん
な
事
を
聞
く
タ
イ
ミ
ン
グ
じ

 
蓮
 

ま

ま

で
も
そ
う
だ

き
だ
よ

と
て

 
も
と
て
も

そ
れ
と
巫
女
さ
ん
大

き
の
意

は
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変
な

解
を
生
む
意

に
な

ち

う
か
も
し
れ
な

 
い
か
ら
博
麗
の
巫
女

て
言
お
う

 

を

で
笑
い
な
が
ら
そ
う
言
う

も
し

分
に
子

が
で
き
た
と
し
た
ら
こ
ん
な
感
じ
に
な

る
の
だ
ろ
う
か

い
や
変
な
想

は

め
よ
う

変
に

ら
れ
て

が
れ
る

 
生
徒

ん

 

音

本
当
に

女
に

こ
ん
だ
よ
な
蓮
は

 
蓮
 

あ
る
意

で
お

い
の
愛
が

い
気
が
し
て
き
ま
し

 
た
け
ど

 

音

共
の
場
と
か
で
は

度
は

て
よ

 
蓮
 

そ
れ
は

で
す
よ

 
等
と
会
話
を

り
混

な
が
ら
も
寺
子
屋
の
授
業
は
終
了
と
な
る

 

音

そ
れ
じ

今
回
も
お

れ
様

 
蓮
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
お

を

い

ケ

ト
に

め
る

 

音

し
か
し
子

達
は

だ
け
で
本
当
に
大

か
な
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蓮
 

ど
う
し
た
ん
で
す
か

 

音

あ

前
に

に
言
わ
れ
て
な

音
の
授
業
は
聞
い

 
て
て

く
な
る

て
な

 
蓮
 

 
ど
う
し
よ
う

事
実
す
ぎ
て
反

で
き
な
い
ん
で
す
け
ど
何
て
言
え
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か

 

音

は

す

す
ま
ん

今
の
は

れ
て
く
れ

そ
れ

 
じ

ま
た
明
日
も
頼
む
よ

 
蓮
 

は

は
い
そ
れ
で
は

 
そ
う
し
て

分
は
寺
子
屋
か
ら
出
て
人
里
を
歩
く

そ
し
て
時
々
だ
が
歩
い
て
い
て
思
う

 
蓮
 

を

る
べ
き
か
な

 

音
の
授
業
は
確
か
に

く
は
な
る
が
言
い
方
が

し
過
ぎ
て

で
き
て
い
な
い

そ
の
た

め

く
な
る
と
い
う
の
が
正
し
い
そ
れ
に
思
う
の
だ

今
の
所

寺
子
屋
で
教
え
る
の
は

数

語
書
道
だ
が
結
構
な

り
だ
と

た
ま
に
は
外
で
体
を
動
か
す
体
育

の
授
業
や

理
や
裁

な
ど
を

ぶ
家
庭
科
な
ど

り

れ
て
も
良
い
か
な
と

そ
う
い

た
レ
ク
リ

シ

ン
を
す
れ
ば
少
し
は
楽
し
く
な
る
と
は
思
う
の
だ
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蓮
 

で
も
な

 
だ
が
こ
れ
は
幻
想
郷
全
体
に
言
え
る
こ
と
だ
が
科

や
体
を
動
か
す
レ
ク
リ

シ

ン
が
あ

ま
り
発

し
て
い
な
い

理
科
な
ど
は
科

が
あ
ま
り
発

し
て
な
い
た
め

義
す
る
の
が

し

い
体
育
な
ど
の
レ
ク
リ

シ

ン
は

や
ら
が
な
い
た
め
普

で
も
出
来
る
⻤
ご

こ
か

く
れ
ん

等
し
か
出
来
な
い
た
め
面
白
み
が
な
い
た
め

を
悩
ま
さ
れ
る

だ
が
そ
れ
で
も
何
か

し
ら
の
事
は

で
は
な
い
か
と

分
も
思
い
始
め
て
い
る
の
だ

 
蓮
 

そ
う
だ

さ
ん

り
に
理
科
の
授
業
の

義
を
し

 
て
く
れ
る
か
頼
ん
で
み
よ
う
か
な
体
育
は

最
悪
は

 

が
教
え
る
と
し
て
家
庭
科
は

霊
夢
い
や
こ
う
し

 
た
家
事
力
な
ら
理
久
兎
さ
ん
の
方
が

だ
け
ど

々

 
地
底
か
ら
呼
ぶ
の
も

そ
れ
な
ら
そ
れ
ら
を
仕
事
と

 
す
る
咲
夜
さ
ん
や
玲
音
さ
ん
が
良
い
の
か
な

 
等
々
考
え
る
が
ま
ず
こ
う
い

た
メ
ン
バ

が

う
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
た
め
相

が
で
き
な

い
の
も
現
実
だ

そ
う
し
て
帰

に
つ
き
博
麗
神
社
へ
と
帰
る

 
蓮
 

た
だ
い
ま
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霊
夢

蓮
お
か
え
り

 

 

あ

蓮
さ
ん
お
帰
り
な
さ
い

 
咲
夜

蓮
さ
ん
お
帰
り
な
さ
い

 

い
グ

ド
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で

人
が
い
て

く

そ
し
て

 
蓮
 

用

 
と
大
き
く

ん
で
し
ま

た

そ
れ
を
聞
い
た
咲
夜
と

は
首
を

霊
夢
は

目
で

ん
で
く
る

 
霊
夢

真

間
で
な
お
か
つ
目
の
前
に

が
い
る
と
い
う

 
の
に
堂
々
と

気
発
言
と
は
良
い
度

蓮

 
蓮
 

ち

 

そ
れ
は
ち

と

 
咲
夜

引
き
ま
す

そ
れ
は

 

は
引
い
た

を
し
咲
夜
に
限

て
は

ミ
を
見
る
よ
う
な

た
い
目
で
見
て
く
る

 
蓮
 

だ
か
ら

う

て
ば

 
と
り
あ
え
ず

人
に
ど
う
し
て
あ

な

た
の
か
と
言
う
経

を
説
明
し
た
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霊
夢

つ
ま
り
寺
子
屋
で

義
の
事
を
考
え
て
い
て
あ
ん
な

 
事
を

走

た

と

 
蓮
 

ご
め
ん

勘

い
さ
せ
ち

て

 
咲
夜

蓮
さ
ん
ら
し
い
と
言
え
ば
ら
し
い
わ

 

で
す
が
科

の

晴
ら
し
さ
を
教
え
よ
う
と
い
う
の

 
は
関
心
で
す

 
蓮
 

ま

本
当
に

り
程
度
で
す
け
ど

 
深
く
深
く

り
下

て
教
え
て
い
く
と
科

な
ん
か
は

り
が
な
い
し
こ
の
幻
想
郷
だ
と

も

え
れ
る
か
も
不
安
な
所
が
あ
る

そ
の
た
め

門
と
い
う
か

り
程
度
で
良
い
か
な
と
思

て
は
い
る

 

良
い
で
し

う

そ
の

義
を

と
も
や
ら
せ

 
て
下
さ
い
そ
し
て
子

達
に
守
矢
の

晴
ら
し
さ
を

 

め
つ
つ

も
出
来
ま
す
し

 
蓮
 

う
わ

商
売
心
は

い
け
ど
巫
女
と
し
て
そ
れ
は

 
ど
う
か
な
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霊
夢

そ
ん
な
事
は
さ
せ
な
い
わ
よ

 
こ

ち
も
こ

ち
で
欲
が
強
い

巫
女
と
し
て
ど
う
か
と

い
や
幻
想
郷
の
巫
女
は
も
う
こ

れ
が
普
通
か

 
咲
夜

こ

ち
も
こ
れ
だ
と
幻
想
郷
の
未
来
が
危
な
い
わ

 

蓮
さ
ん
も
大
変

 
蓮
 

れ
で
す
よ

そ
う
い
え
ば
咲
夜
さ
ん
は

 
咲
夜

お

様
の
許
可
を

ら
な
い
と

は

 
蓮
 

そ
う
で
す
か

も
し
来
れ
る
の
な
ら
玲
音
さ
ん
も
来

 
れ
ま
す
か

折

な
の
で
お
二
方
に
家
庭
科
の
実

 

義
を
し
て
欲
し
い
な

て

 
咲
夜
そ
し
て
玲
音
は
い
わ
ば
食
事
や
掃
除
と
い

た
家
庭
科
で
仕
事
を
し
て
い
る
の
と
等
し

い

ま
さ
し
く

キ
ス
パ

ト
と
考
え
て
出
来
る
の
な
ら
来
て
欲
し
い
の
だ
が
来
れ
な
け
れ
ば
仕

方
が
な
い

 
咲
夜

そ
う

な
ら
玲
音
に
も
相

し
て
み
る
わ

 
蓮
 

な
ら
お
願
い
し
ま
す
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霊
夢

ち

と

を

け
者
に
し
な
い
で
く
れ
る

 
と
霊
夢
が

て

て
く
る

そ
れ
を
聞
い
た

は

い

ち

た
か
の
よ
う
な

を
し
て
笑
う

 

霊
夢
さ
ん
が
教
え
ら
れ
る
事

て
何
か
あ
る
ん
で
す

 
か

 
霊
夢

う
ぐ

 
咲
夜

因
み
に
何
を
教
え
る
つ
も
り
な
の

 
蓮
 

そ
こ
は
ま
だ

音
先
生
と
相

だ
け
ど
今
の

の
考

 
え
は
理
科

家
庭
科

体
育
を
教
え
た
い
か
な

て

 
思

て
て

 
霊
夢

な

な
ら
そ
の
体
育
と
か

て
や
つ
を
教
え
る
わ
よ

 
や

て
や
ろ
う
じ

な
い

 
本
当
に
大

な
の
だ
ろ
う
か

下
手
し
た
ら
霊
力
の

い
子

達
に
弾
幕
ご

こ
を
教
え
た

ら
親

さ
ん
達
か
ら
危
な
い
ス

ツ
を
や
ら
せ
る
ん
じ

な
い
と
か

情
が
来
そ
う
で

い

 
蓮
 

弾
幕
ご

こ

外
で
危
な
く
な
い
も
の
で
お
願
い
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霊
夢

 
霊
夢

考
え
て
お
く
わ

 

か
ら
し
て
や

り
そ
れ
し
か
な
か

た
の
か

 
蓮
 

ま

音
先
生
と
相

す
る
か
ら
絶
対
に
や
る

て

 

じ

な
い
か
ら
そ
の
つ
も
り
で
お
願
い
し
ま
す

 
と

そ
ん
な
感
じ
で

に
相

し
た
翌
日
の
寺
子
屋
で
は

 
蓮
 

と
い
う

手
に
話
を
進
め
て
し
ま
い
ま
し
た
が
そ

 
の

出
来
ま
す
か

 

手
だ

た
が
昨
日
の
話
を
丸
々
と

音
に
報
告
す
る
と

音
は

い
た

で

 

音

か
ら
し
た
ら
願

て
も
な
い
が
本
当
に
良
い
の
か

 
蓮

 
蓮
 

え

家
庭
科
の
教

は
少
し
あ
や

や
で
す
が

 
咲
夜
は
あ
の
後
ど
う
な

た
の
だ
ろ
う
か

も
し
来
て
く
れ
る
の
か
ら

々

だ
が

 

音

蓮

か
ら
も
お
願
い
し
た
い
頼
ま
れ
て
く
れ
る
だ

 
ろ
う
か
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蓮
 

分
か
り
ま
し
た
な
ら
伝
え
て
お
き
ま
す

 

音

あ

頼
む
寺
子
屋
は
平
日
な
ら
何
時
で
も
大

だ

 
か
ら
な

 

音
の
許
可
を
得
る
こ
と
が
出
来
た

寺
子
屋
が
終
わ
り

に
伝
え
る
た
め
に
ま
ず
紅
魔
館
へ

と
立
ち

る
の
だ
が

 
蓮
 

す
み
ま
せ
ん

鈴
さ
ん

 

鈴

ぐ

ぐ

 

鈴
は
気

ち
よ
く

て
る

体
を

さ
ぶ

て
も
全
然
起
き
る
気

が
な
い

ど
う
し
よ
う

か
こ
の
ま
ま
侵

す
る
と
迷

だ
し

す
る
と

 
咲
夜

あ
ら
蓮
さ
ん

 
蓮
 

咲
夜
さ
ん

 
突
然
目
の
前
に
咲
夜
が
現
れ
る

そ
し
て

鈴
を
見
る
と
た
め

を

い
て
あ
き
れ
て
い
た

 
蓮
 

あ
の
寺
子
屋
の
件
で
す
が

 
咲
夜

え

心
得
て
ま
す
何
時
で
も
構
わ
な
い
と
お

様
が

 
お

し

て
ま
し
た
よ
玲
音
も

分
に

キ
使
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て
く
れ
と

 
蓮
 

そ
う
で
す
か
な
ら
ま
た
日
を

め
て
予
定
を
伝
え
に

 
参
り
ま
す

 
咲
夜

え

そ
れ
で
は

 
そ
う
し
て
空
へ
と
飛
び
立
つ
と

 

鈴

じ

る
ば

 
と
物

い
悲
鳴
が
聞
こ
え
て
く
る

咲
夜
に
折

さ
れ
た
の
だ
な
と
思
い
な
が
ら
今
度
は
守

矢
神
社
へ
と
向
か
う

 
蓮
 

す
み
ま
せ
ん

 

あ

蓮
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
来
た

て
こ
と
は

義
で

 
す
よ

 
蓮
 

え

何
か

望
す
る
日
は
ご
ざ
い
ま
す
か

 

そ
う
で
す
う
ち
は
何
時
で
も
問

は
な
い
で
す
よ
蓮

 
さ
ん

 
紅
魔
館
と
一

か

こ
れ
な
ら

き
な
日
で
出
来
そ
う
だ
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蓮
 

分
か
り
ま
し
た
予
定
は
ま
た
お
伝
え
し
ま
す

 

え

お
願
い
し
ま
す

 
そ
う
し
て
守
矢
神
社
に
も

り
終
え

分
は
博
麗
神
社
へ
と
帰

に
つ
く

 
蓮
 

た
だ
い
ま

 
霊
夢

あ

お
か
え
り
蓮

 
神
社
の

屋
に

る
と
霊
夢
は

し
く
悩
ん
で
い
た

ら
く
体
育
は
何
を
す
る
か
で
悩
ん
で

い
る
の
だ
ろ
う

 
蓮
 

あ

霊
夢
は
何
か
予
定
と
か

て
あ
る

 
霊
夢

別
に
な
い
わ
よ

 
霊
夢
も
な
い
か

な
ら

方
で
都
合
の
い
い
日
で
特
別
授
業
会
の
予
定
を

る
か

 
蓮
 

し
く
考
え
な
く
て
も
良
い
ん
だ
よ

 
霊
夢

分
か

て
る
わ
よ

 
そ
う
し
て

分
は
何
時
に
や
る
か
等
の
予
定
を
考
え
る
の
だ

た



 第２７３話 寺子屋の悩み

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

奴
は
バ
カ
と
い
う
か
お
人

し
だ
よ
な

 
神
楽

で
も
そ
れ
が
良
い
所
で
は
な
い
で
す
か

 
鈴

性
格
が
ひ

く
れ
て
は
な
い
か
ら

蓮
く
ん
は

 
怠
惰

ひ

く
れ
さ
せ
た
ら
楽
し
そ
う
だ

 
狗
神

変
な
事
を
考
え
る
な
よ
怠
惰

 
鈴

蓮
く
ん
に
ち

か
い
出
す
な
ら
実
力

が
分
か

 

て
い
る
と
し
て
も

む
か
ら

 
神
楽

え

 
怠
惰

従
関
係
が

い
こ
と
ま

そ
ん
な
事
は
し
な
い
よ

 
第
一
面
倒
く
さ
い
し

 
狗
神

な
ら
良
い

 
怠
惰

は

さ
て
と
で
は
今
回
は
そ
ろ
そ
ろ
こ
こ
で
お
開

 
き
に
し
ま
し

う
か

 
狗
神

あ

そ
ん
じ

ま
た
次
回
も
頼
む
な
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神
楽

そ
れ
で
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
鈴

バ
イ
バ
イ
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第
２
７
４
話
 

時
限
目
 
理
科

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

ル
イ

ジ
マ
ン
シ

ン
裏
も
ク
リ
ア
し
て
し
ま

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔

で
す

も
う
や
る
こ
と
が
な
く
な

た

ま
た
新
し
い

を
見
つ
け
な
く
て
は

で
は
そ

ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 
予
定
を
組
み
つ
い
に
念
願
の

義
の
実

日
と
な

た

現

寺
子
屋
の
一
室
に
は
選
ば
れ
し

者
達
が
会
議
を
始
め
て
い
た

 

音

と
り
あ
え
す
蓮
は
と
も
か
く
と
し
て
君
達
は
良
い
の

 
か
こ
ん
な
何
の
得
も
な
い
ボ
ラ
ン
テ

ア
だ

 

音
は
不
安
そ
う
に
言
う
と

 

え

こ
う
し
た
活
動
で
科

の

晴
ら
し
さ
を
分

 
か

て
な
お
か
つ

者
も
集
め
ら
れ
る
の
で
あ
れ

 
ば
や
ら
な
い

に
は
い
き
ま
せ
ん
よ
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霊
夢

言

て
お
く
け
そ
ん
な
事
は
さ
せ
な
い
わ
よ

 
と
理
科

当
の

と
体
育

当
の
霊
夢
と
で
ま
た
喧
嘩
が
始
ま
り
そ
う
な

気
に
な
り

つ
つ
あ
る

 
咲
夜

ま
あ
ま
あ

達
は
蓮
さ
ん
へ
の
感

と

達
の

 
執
事
が
お
世
話
に
な

た
お

に
参

た
だ
け
で
す

 
の
で

 
玲
音

ま

な

 
咲
夜

そ
れ
と
そ
こ
の

人
は
み

と
も
な
い
わ
よ

こ
こ

 

共
の
場

て
こ
と
知

て
る
わ
よ

 
家
庭
科

当
の

人
も
来
て
く
れ
た
と
い
う
か
ら

し
い
限
り
だ

し
か
も

分
で
も

め

る
の
が
大
変
な

人
が
咲
夜
の
一
言
で

た

 
玲
音

さ
て
時
間

日
程
だ

け

は
ど
う
す
る
つ
も
り
だ

 
キ

ケ

つ
い
で
に

時
限
は
何
時
間
だ

 

音

が
キ

ケ

だ

ま

大
ま
か
な
日
程
で
言
う

 
と

時
限

時
間
だ
そ
し
て

時
限
目
に
は
理
科
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を
や
り

時
限
目
と
中
休
み
で
家
庭
科
を
行
い
最
後

 
に
レ
ク
リ

シ

ン
と
し
て
体
育
を
や

て
今
日

 
は
終
わ
り
だ

 
蓮
 

そ
れ
と
一

で

は

に
理
科
と
体
育
の
サ

ト

 
に
回

て

音
先
生
が

に
家
庭
科
の
サ

ト
を

 
す
る
か
ら
よ
ろ
し
く

無

で

に
だ
か
ら
し
な

 
い
な
ん
て
事
は
し
な
い
か
ら

 
霊
夢

そ

そ
う

 

あ
れ
れ

し
そ
う
で
す

霊
夢
さ
ん

 
霊
夢

う
る
さ
い
わ
よ

 
い
や

音
と
話
し
合
い
を
し
た
結

巫
女
達
が
何
か
し
ら
の

走
を
し
た

に

め
れ
る

の
は
蓮
お
前
だ
け
だ
と

音
に
言
わ
れ
た
た
め
こ
う
な

た
だ
け
だ

と
り
あ
え
ず
今
日
の

分
の
目

は
無
事
に
生
徒
達
そ
し
て

分
達
が
帰
る
事
が
目

だ

 

音

さ
て

人
共
準
備
は

全
だ
な

 
霊
夢

え

ま

今
は
あ
ま
り
す
る
こ
と
が
な
い
か
ら
何
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す
る
か
を
考
え
て
お
く
わ

 

は

全
で
す

 
咲
夜

問

あ
り
ま
せ
ん

玲
音

 
玲
音

あ

と
り
あ
え
ず
食

や
ら
道

を

達
し
て
く
る

 

咲
夜
も

り
の

を
頼
む
な

 
蓮
 

で
は
お
願
い
し
ま
す

 
そ
う
し
て

分
達

人
は
立
ち
上
が
り
各
々
の
仕
事
へ
と

り

か
る
の
だ

た

ま
ず
は

予
告
通
り
の
理
科
か
ら
だ

 

い

今
に
な

て
き
き
き

張
し
て
き
ま
し
た

 
蓮
 

さ
ん
何
時
も
の
演
説
よ
う
な
気

ち
で
大

 
で
す
よ

こ
れ
は

義
で
あ

て
演
説
な
ん
で
す
か

 
ら

 

そ

そ
う
で
す

良
し

 
蓮
 

そ
の

で
す

 
そ
う
し
て

を

ま
し
教
室
へ
と

る

無

生
徒
達
は

を
見
る
と
ヒ
ソ
ヒ
ソ
と
話
始
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め
る
と

 
生
徒

さ
ま
だ
よ

 
生
徒

本
物
だ
す

 

の

が
大
き
す
ぎ
る
の
か
生
徒
達
は
も
う

け
だ

 
蓮
 

は

い

か
に

今
日
の
事
は

音
先
生
か
ら

 
聞
い
て
る
か
な

 
壇
上
に
行
き

に
聞
く
と

は
一

に
手
を
あ

 
全
員

は

い

 
と

大
き
く
返
事
を
し
て
く
れ
る

 
蓮
 

因
み
に
ど
ん
な
事
か
な

 
生
徒

今
日
は
臨
時
で
先
生
が

人
来
ま
す

 
蓮
 

は
い
正
解
で
そ
の
通
り
で
す

そ
の
内
の

人
は

 
の
前
に
い
る

先
生
で
す

そ
れ
で
は

先
生

 
お
願
い
し
ま
す

 
壇
上
か
ら
降
り

に
壇
上
に
上
が
る
よ
う
に
手
で
合
図
す
る
と

は
少
々
ぎ
こ
ち
な
い
な
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が
ら
も
壇
上
に
上
が
る

 

え

え

と
東
風

で
す
今
日
は

に
理
科
と

 
と
い
う
授
業
を

り
程
度
で
楽
し
く
教
え
た
い
な
と

 
思
い
蓮
先
生
の
紹
介
で
来
ま
し
た

い
説
明
に
な

 

て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
が
よ
ろ
し
く
お
願

 
い
し
ま
す

 
深
く

リ
と

を
下

た

普

の
光
景
を
少
し
見
て
い
る
か
ら
分
か
る
が

く

張
し
て

る 
生
徒

は
い

様

問
な
ん
で
す
が
理
科

て
何
で
す

 
か

  
蓮
 

あ

変
な
ス
イ

が

た

 

の

気
が
少
し
変
わ

た
の
に
す
ぐ
に
気
づ
く

変
な
ス
イ

が

た
な
と
確

す
る
と

は

 

理
科
と
い
う
の
は

然
科

の

科
と
呼
ば
れ
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る
物
で
す

に

然
災

は
ど
う
し
て
起
こ
る
の
か

 
天
気
は
ど
う
や

て
変
わ
る
の
か
等
が
あ
り
ま
す
が

 
今
回

達
が

ぶ
の
は
も

と

な
理
科
で
す

 
そ
う
言
い

は

ケ

ト
か
ら
何
か
小
さ
な

を

り
出
す
と
そ
の

か
ら
何
か
小
さ
な
棒

を
出
す
と

の

面
と

り
合
わ
せ
火
を
つ
け
た

そ
れ
は
現
代
で
よ
く
見
ら
れ
る
マ

だ

 
生
徒

火
が
一

で

 
生
徒

そ
れ
も
理
科
な
ん
で
す
か

 

え

そ
う
で
す
よ

た
だ
本
当
で
し
た
ら
マ

の

 
原
理
な
ど
に
も
着
目
を
お
い
て
や
り
た
い
で
す
が
や

 
り
過
ぎ
る
と
蓮
先
生
に
怒
ら
れ
そ
う
な
の
で
今
回
は

 

さ
ん
も
知

て
い
る
火
に
つ
い
て
ま
ず
は
や

て

 
い
こ
う
か
な
と
思
い
ま
す

 
そ
う
言
う
と

は
黒

に
カ
キ
カ
キ
と
図
を
書
き
授
業
を
始
め
て
い
く

図
的
に
は

に
火

が
発
火
し
て
い
る

だ

 

そ
れ
で
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そ
う
し
て

流
の
授
業
が
始
ま

た

火
は
ど
う
や

て

え
続
け
る
の
か
そ
の
火
が

え

る
に
当
た

て
の
空
気
の

合
等
々
の
事
を
図
で

し
な
が
ら

義
し
て
い
く

 

と
な
る

で
す
が
こ
こ
で
少
し

た
事
の
復

と

 
し
て

の
体

を
し
て
み
ま
し

う
か

え
ば
の
話

 
で

が
あ
り
ま
す
そ
し
て
そ
の

の
中
に
着
火
し
て

 
い
る

を

れ
て

を
し
ま
す

す
る
と

 
生
徒

は
い

が
な
く
な

て

え
ま
す

 

そ
の
通
り
で
す

た
だ
も
し

と
二

化

 
が

で

度

分
ず
つ

て
い
た
の
な
ら
ど

 
う
な
る
で
し

う
か

そ
れ
で
は
考
え
て
ど
う
し
て

 
そ
う
な
る
の
か
の
説
明
も

れ
て
発

し
て
下
さ
い

 

あ

そ
れ
と
隣
近
所
の

の
子
達
と
相

し
て

 
も
可
と
し
ま
す
の
の
で
ど
ん
ど
ん
相

し
て
み
て
く

 
だ
さ
い

 
そ
れ
を
合
図
に
子

達
は
近
所

士
の
子
達
と
で
相

を
始
め
る

に
近
づ
き
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蓮
 

い

か
し
い
問

で
す

 

え

も
こ
れ
や

た
ん
で
す
よ

 
と

話
を
す
る
が

は
話
し
合
い
が
⻑
く
中
々

え
に

り
着
け
そ
う
も
な
い
感
じ
だ

 

し
い
で
す
か

 
蓮
 

の
体

で
す
か
ら

な
ら

 

分
は
前
に
出
て
黒

に

を
書
く
と

の
中
に

を
書
き

合
を
書
く

 
蓮
 

因
み
に
こ
れ
が
ヒ
ン
ト
で
す
の
で

た
事
を
当
て

 
は
め
て
み
て

 

き
が
強
い
子
な
ら
す
ぐ
に
分
か
る
と

ん
で
書
い
て
さ
り

な
く
ヒ
ン
ト
を
言
う
と

 
生
徒

は
い

 

の
定
で
手
を
あ

て
く
れ
た

 
蓮
 

か

た

君

え
を
ど
う

 

生

普
通
よ
り
も

え
続
け
ま
す

理

は
蓮
先
生
が
書

 
い
て
く
れ
た
そ
の

は
空
気
全
体
の

合
を

し
て

 
い
て
普
通
の

合
だ
と

が
あ
り

え
て
し
ま
い
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ま
す
が

が

い
こ
の

件
な
ら
普

よ
り
も
⻑

 
く

え
続
け
れ
る
そ
う
考
え
ま
し
た

 
蓮
 

先
生

え
を
ど
う

 

満

の
回

で
す

よ
く
出
来
ま
し
た

 

の
笑

で
の

え
を
聞
き

え
た

君
は
大

び
だ

そ
し
て
そ
れ
に
続
き

手
と

め
る

が
聞
こ
え
て
く
る

 
蓮
 

さ
て
と

お

と

先
生
そ
ろ
そ
ろ

 

い
で
す

な
ら

の
特
別
授
業
は
こ
こ
ま
で
と
な

 
り
ま
す

ま
た
も
し

会
が
あ

た
の
な
ら

 
聞
い
て
く
だ
さ
る
と

し
い
で
す

そ
れ
で
は
あ
り

 
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

リ
と
お

を
す
る
と
生
徒
達
は
生
徒
達
か
ら

手

が
始
ま
る

分
も

手
を
し

教
壇
に
立
つ
と

 
蓮
 

そ
れ
で
は
休

を

ん
で

分
後
に
寺
子
屋
の
前

 
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い

そ
れ
で
は
解
散
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そ
う
言
う
と
生
徒
達
の

く
が

に
集
ま

て
い
き

は

問

め
に
合
う

そ
れ
を
遠

目
で
見
な
が
ら

と

下
を
見
る
と

 
霊
夢

 
霊
夢
が
ジ

と

方
を
見
て
い
た

下
に
出
る
と

 
蓮
 

ど
う
し
た
の
霊
夢

 
霊
夢

何
か
こ
う
い

た
蓮
の

も
あ
る
ん
だ
な

て

 
蓮
 

え

そ
ん
な
事

 

ラ
リ
と
教
室
を
見
る
と

と
生
徒
達
は

笑
い
な
が
ら

方
を
見
て
い
た

 

ど
う
で
し

う
か
蓮
先
生
の
前
の
霊
夢

い
え

 
博
麗
の
巫
女
さ
ん
は

 
霊
夢

な

 
生
徒

い
ラ

ラ

だ

 
生
徒

何
で
い
る
の

 
生
徒

何
で
な
ん
で

 

ず
か
し
い
の
か

が
真

な
霊
夢
と

ち

た

を
す
る

の

方
を
見
て
立
場
が
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逆
転
し
て
る
な
と
思
い
つ
い
面
白
く
ク
ス
リ
と
笑

て
し
ま
う

 
霊
夢

お

覚
え
て
な
さ
い
よ

 
逃

る
よ
う
に
霊
夢
は
去

て
い
く

や
れ
や
れ

笑
い
を

か
べ

 
蓮
 

先
生
や
り
す
ぎ
で
す
よ

 

ご
め
ん
な
さ
い
つ
い

ア
ハ
ハ

 
蓮
 

ま

た
く

ら

も
次
の
授
業
が
あ
る
か
ら
準
備
は

 

全
に

 
全
員

は

い

 
そ
う
し
て

時
限
目
の
家
庭
科
に
向
け
て

分
も
動
く
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す

 
狗
神

し
か
し
何
で
ま
た
寺
子
屋
話
な
ん
だ

 
怠
惰

こ
こ
最
近
や

て
な
か

た
な

て
思

て

 
神
楽

ま

そ
れ
を
思
う
と

の

の
回
と
し
て
は
良
い
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で
す

 
鈴

確
か
に

 
怠
惰

そ
し
て
次
は
家
庭
科
つ
ま
り
玲
音
と
咲
夜
に
よ
る

 
授
業
は
何
を

る
の
か

て
予
想
し
て
み
て

 
狗
神

因
み
に
何
つ
く
る
ん
だ
よ

 
怠
惰

ヒ
ン
ト
は

て
言

た
ら

分
だ
け
ど
分
か

 
ち

う
ん
だ
よ
な

う

ん
屋

で
あ
る
も
の
と

 
は
言

て
お
く

少
な
く
て
も

都
で
あ

た

 

で
は
あ

た

 
狗
神

行

た
こ
と
あ
る
ん
だ
な

 
怠
惰

う
ん
リ
ア
ル
で
祖

祖

に

れ
ら
れ
て

 
神
楽

で
す
か
つ
ま
り

品
集
め
で
す
か
良
い
ご

 

で
す

 
怠
惰

祖

の
家
は

品
だ
ら
け
で
下
手
に

て

 
壊
せ
ば
落

が
落
ち
る
よ



 第十八章 平和の日常へ

 
鈴

い
な

 
怠
惰

と
ま

話
は
ず
れ
た
け
ど
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
鈴

ま
た
月

日
も
よ
ろ
し
く

 
神
楽

そ
れ
で
は

者
様

 
狗
神

ま
た
な
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第
２
７
５
話
 

時
限
目
 
家
庭
科

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

に
時
々
で
る
ア

メ
紹
介
で

ケ

ン
が
流
れ
る
と

ケ

ン
の
小
説
書
い
て
み
た
い
な

な
ん
て
思
う
時
が
あ
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

こ
れ
も

あ
れ
も
大

進
化

山

ケ

ン
の
子
の
せ
い
で
あ
る

失

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 

分
の
休
み
が
終
わ
り
生
徒
達
は
外
に
出
て
待

を
し
て
い
た

の
前
に
出
る
と

は
注

目
を
す
る

 
蓮
 

は

い
そ
れ
で
は

時
限
目
を
や

て
い
く
よ

 
生
徒

先
生

時
限
目
は
何
す
る
ん
で
す
か

 

蓮
先
生

何
を

 

が
言
い
か
け
た

間

時
に
近
づ
き

元
に
人

し

を
当
て
る

 
蓮
 

先
生

タ
バ
レ
は

目
で
す
よ

 

ご

ご
め
ん
な
さ
い

子
に
の
り
過
ぎ
ま
し
た
か
ら
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は

れ
て
も
ら

て
も

と
い
う
か
蓮
さ
ん

が

 

い
で
す
よ

 
何
が

い
と
い
う
の
だ

た
だ

と
笑

て
注
意
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
い
か

 
蓮
 

い
で
す

先
生
は

 

か
ら

れ

の
前
に
ま
た
戻
る

 
蓮
 

で
は

さ
ん

い
て
き
て
く
だ
さ
い

 
そ
う
し
て

分
は
生
徒
達
を
誘

し
な
が
ら
寺
子
屋
の
裏
に
向
か
う
と

 
玲
音

よ

遅
か

た
じ

か

 
咲
夜

準
備
は
出
来
て
い
ま
す
よ

 

音

こ
ん
な
物
を
使
う
の
だ
な

 
裏
で
準
備
を
し
て
く
れ
た

人
に
向
か
い

リ
と

を
下

る

そ
し
て
子

達
の
方
に

り
向
き

 
蓮
 

で
は

に
紹
介
し
ま
す

お
二
方
こ
ち
ら
へ
ど
う

  
咲
夜
と
玲
音
は

分
の
隣
に
来
て
立
つ
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生
徒

麗

 
生
徒

格

い
い
あ
の
先
生

 
生
徒

あ
の
女
の
人
見
た
こ
と
あ
る
よ

 
生
徒

は
あ
の
男
の
人
な
ら
あ
る

 
生
徒
達
の
受
け
が
結
構
い
い
感
じ
で
安
心
す
る

こ
れ
な
ら
何
と
か
な
る
だ
ろ
う

と
い
う
か

見
た
こ
と
が
あ
る
な
ら
大

で
あ
ろ
う

 
蓮
 

で
は

の
方
を
お
願
い
し
ま
す

玲
音
先
生
そ

 
し
て
咲
夜
先
生

 
玲
音

へ
い
へ
い
て
な

で
紹
介
に

か

た
雨
月
玲
音
だ

 
で

隣
に
い
る
の
が

 
咲
夜

え

え

と
十
六
夜
咲
夜
で
す

よ

よ
ろ
し
く
お

 
願
い
し
ま
す

 

バ
イ

玲
音
は
と
も
か
く
と
し
て
咲
夜
は
こ
う
い

た
事
に

れ
て
は
い
な
い
の
か
言
動
に

が
出
て
き
て
い
る

す
る
と

人
の
生
徒
が

 
生
徒

は
い

玲
音
先
生
と
咲
夜
先
生

て
ど
ん
な
関
係
で
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す
か

蓮
先
生
と
博
麗
の
巫
女
さ
ん
み
た
い
な

人

 
で
す
か

 
咲
夜

 
返
事
が
な
い
た
だ
の

の
よ
う
だ
と
言
い
た
く
な
る
ぐ
ら
い
の

が
続
く

 
玲
音

お

お
い
咲
夜

 
咲
夜

は

失

え

と

い
ま
す
よ

が
こ
ん
な

 

目
な
男
を

き
に
な
る

な
ち
じ

な
い
で
す
か

  
玲
音

あ

そ
う
だ

言

て
お
く
が
こ
い
つ
今
は
君
達

 
が
い
る
か
ら
こ
う
だ
が
よ
実

は
悪
魔
も
逃

出
す

 
ぐ
ら
い
の

お
ん

 
咲
夜

玲
音

た
ら

が
悪
魔
も
逃

出
す

女
で
す

 
て

 
あ

見
て
て
思
う

紅
魔
館
で
の
日
常

て
こ
ん
な
感
じ
な
の
か

確
か
に
玲
音
が
こ
れ
だ
と

ク

に
さ
れ
る

だ
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玲
音

正
気
に
な

た
か

 
咲
夜

え

お
陰
さ
ま
で

あ
り
が
と
う

 
ザ
シ

 
玲
音

ア

 
咲
夜
の

に
よ
る
目

し
を
食
ら

た
玲
音
は
そ
の
場
で
の
た
う
ち
回
る

 
蓮
 

お
二
人
と
も

 
咲
夜

は

す
い
ま
せ
ん
つ
い
つ
い
何
時
も
の

で

 
玲
音

て
て
て

ま

こ
ん
な
奴
だ
が
妹
み
た
い
な
も
ん
だ

 
よ
ろ
し
く
な

 
と
言
う
が
生
徒
達
は
少
し
だ
が
引
い
て
い
た

さ

き
の
光
景
は
刺
激
が
強
す
ぎ
て
ア
ウ
ト

に
近
い

 
蓮
 

え

と
う
ん

玲
音
さ
ん
は
一

は

人
だ
か
ら

 
こ
う
し
た

を
す
る
だ
け
だ
か
ら

 
生
徒

何
だ
そ
う
な
ん
だ

 
生
徒

血
と
か
出
て
な
い
も
ん
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玲
音

え

あ

そ

そ
う
そ
う

 

だ

た
が
何
と
か

魔
化
せ
た

 
玲
音

さ
て
と
で
は
玲
音
先
生
そ
れ
か
ら
咲
夜
先
生
は
何
の

 
授
業
を
し
て
く
だ
さ
る
ん
で
す
か

 
玲
音

あ

達
が

当
す
る
の
は

 
生
徒

分
か

た

当

 
玲
音

念

家
庭
科
だ

 
や
は
り

人
に
し
た
の
は
間

い
だ

た
か

魔
化
し
き
れ
て
な
い
気
が
し
て
な
ら
な
い

 

音

蓮

本
当
に
大

だ
ろ
う
な

 

流
石
に
不

か

た
ん
じ

 
蓮
 

人
を

じ
ま
し

う

 
と

言

て
い
る
先
で
は

 
生
徒

家
庭
科

て
何
で
す
か

 
玲
音

あ

ま

に
言
え
ば
生
活
す
る
に
当
た

て

 

な
事
を
教
え
る
授
業
だ

だ
が
と
り
あ
え
ず
今
回



 第２７５話  時限目 家庭科

 
す
る
の
は
こ
れ
さ

 
玲
音
と
咲
夜
が
生
徒
達
に
見
え
る
よ
う
に
体
を
ど
け
る
と
そ
の
先
に
は
大
き
な
何
か
が

つ

さ
れ
て
い
た

 
生
徒

咲
夜
先
生
な
ん
で
し

う
あ
れ

 
咲
夜

と
言
わ
れ
る
も
の
で
す
が
た
だ
の

で
は
あ

 
り
ま
せ
ん
あ
れ
は
た
こ
焼
き
用

と
呼
ば
れ
る
物

 
で
す

 
玲
音

ま

そ
れ
を
使

て

し
い
お

子
を

で
楽
し

 
く

ろ
う
と
思

て
な

と
り
あ
え
ず
男
女
で
分
け

 
る
か

 
咲
夜

そ
う

な
ら
女
子
生
徒
達
は

に
男
子
生
徒
達
は
玲

 
音
先
生
に
つ
い
て
い

て
ち

う
だ
い

 
そ
う
し
て
男
女
で
別
れ
る
と
各
々
で

理
授
業
を
開
始
し
た

 

何
を

る
ん
で
し

う
か

 

音

不
安
だ

さ

き
の
を
見
せ
ら
れ
る
と
本
当
に
不
安



 第十八章 平和の日常へ

 
で
仕
方
が
な
い

 
蓮
 

ま

ま

 
と
言
い
つ
つ
見
回
り
を
し
観

し
て
い
る
と
生
徒
達
は
玲
音
と
咲
夜
の

で
何
か
を

る

と
火
に
よ

て
熱
々
と
な

て
い
る

に
そ
の
何
か
の
種
を
流
し
込
ん
で
い
く

本
当
に
た
こ

焼
き
で
も

る
気
な
の
か

た
が

 
蓮
 

ん

ん

い
匂
い

 

う

ん
何
で
す
こ
の
そ
そ
ら
れ
る
香
り
は

 

音

あ

屋

と
か
で

ぐ
な

 
何
だ
と
思

て
い
る
と
生
徒
が

で
刺
し
て

ち
上

た
た
め
そ
れ
が
何
か
が
分
か
る

そ
れ
は
狐
色
に
焼
け
た

カ
ス
テ
ラ
だ

 
生
徒

く
て
お
い
ひ

 
生
徒

わ

わ

 
生
徒

あ

 
咲
夜

熱
い
で
す
か
ら

ま
し
て
食
べ
て
く
だ
さ
い

 
生
徒
達
も
大
満

そ
う
で
よ
か

た
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玲
音

ら
お
前
ら
も
出
来
立
て
の
を
食
え
よ

 
蓮
 

え

え

と
な
ら
頂
き
ま
す

 

音

う

 

な
ら
遠

な
く

 
そ
う
し
て
焼
き
上
が

た

カ
ス
テ
ラ
を
食
べ
る
と
熱
々

わ

わ
で

な

か
し
い

が

が
る

 

は

は

か
し
い

で
す

 
蓮
 

玲
音
さ
ん
こ
れ
の

て

 
玲
音

パ
ン
ケ

キ
ミ

ク
ス
さ

一
時
お

や
フ
ラ
ン
が

 

ト
ケ

キ
が
マ
イ

に
な

て
た
ん
だ
よ

 
そ
ん
で
ま

パ
ン
ケ

キ
ミ

ク
ス
を
ス
キ
マ
妖
怪

 
に
頼
ん
で
現
世
か
ら

し
て
た
ん
だ
が

が

 
過
ぎ
ち
ま
う
と

な

 
咲
夜

そ
れ
で
現
世
で
言
う
ア
ウ
ト
ド
ア

気
を

わ
い

 
つ
つ
楽
し
め
る

い
物
で
考
え
た
の
が
こ
れ
な
の
よ
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ま

玲
音
の
考
え
だ
け
ど

 
玲
音

度
た
こ
焼
き
用
の

も
あ

た
し
パ
ン
ケ

キ

 
ミ

ク
ス
の

も

で
き
る
し
一
石
二
鳥
な

な

 
の
さ

 
こ
う
し
た

用
が
で
き
る
の
が
執
事
や
メ
イ
ド
の

売
特
許
な
の
だ
ろ
う

現
に

カ
ス

テ
ラ
を
食
べ
て
い
る
子
達
は

し
そ
う
に
食
べ
て
は
ま
た

た
り
を

り
返
し
て
い
る

 
蓮
 

そ
う
だ

 

の

を

ケ

ト
か
ら

り
出
し

つ
か

れ
る
と
包
む

こ
れ
で
何
処
か
に
逃

た
霊
夢

の
分
も
確

が
で
き
た

 

蓮
さ
ん
気
が
利
き
ま
す

 
蓮
 

い
や
ハ
ハ

 
玲
音

ま

し
か
し
本
当
な
ら
子

達
全
員
に
一
か
ら
教
え

 
た
か

た
が
何
せ
時
間
も
限
ら
れ
る
し
な

 
咲
夜

本
当
に
一
か
ら

る
と
子

達
の

業

的
に
時

 
間
オ

バ

な
の
よ
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音

も
う
少
し
時
間
の

整
を
し

か
り
す
べ
き
だ

た

 
か
な

 
蓮
 

す
み
ま
せ
ん

方
の
ミ
ス
で
す

 
本
当
に

し

な
い

も
う
少
し
時
間

整
を
し

か
り
す
べ
き
だ

た

次
や
る
な
ら
今
回

の
事
を
反
省
し
て
生
か
そ
う
と
思

た

 
玲
音

さ
て
と
え

と

サ

ラ
イ

 
蓮
 

だ
か
ら
蓮
で
す

て

で
何
で
す
か

 
玲
音

時
間
的
に
大

か

 
蓮
 

あ

え

と
も
う
一
時
間
ぐ
ら
い
な
の
か
な

 
玲
音

よ
し

な
ら
お
前
ら

理

て
の
は

け

め
て

 

理
だ

て
な
わ
け
で
食

や
ら

う

 
全
員

は

い

 
玲
音
の

け

で
近
く
に
玲
音
達
が

し
た
で
あ
ろ
う
タ
ラ
イ
に
生
徒
達
は

分
達
が
使

た

り

を

れ
る
と

は
食

を

い
始
め
る

熱
い

だ
け
は
玲
音
が

い
始
め
た

 

音

や
は
り
こ
う
し
た
家
事
を
や
ら
せ
る
の
も

分
に
あ
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り
だ
な

 
蓮
 

経

に
は
な
り
ま
す
か
ら

 
そ
う
し
て

は
食

や
ら
を

け
終
わ
る

分
は
前
へ
と
出
る
と

 
蓮
 

満

し
た
か
な

 
生
徒

う
ん

 
生
徒

し
か

た
で
す

 
蓮
 

良
か

た

そ
れ
じ

玲
音
先
生
と
咲
夜
先
生

 
に
お

を
言
お
う
か

せ

の

 
全
員

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
生
徒
全
員
が
一

に

人
に
お

を
言
う

 
玲
音

あ

ま
た

会
が
あ

た
ら
も
う
ち

い

し
い

 
の
を

ろ
う
な

 
咲
夜

こ

こ
そ
ば
ゆ
い
わ

 
玲
音

た
く
こ
い
つ
は

 
蓮
 

さ
て
そ
れ
じ

分
の
休

を

た
ら
最
後
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の
授
業
を
す
る
か
ら

そ
れ
じ

解
散

 
そ
う
し
て

時
限
目
も
終
了
し

す
は
霊
夢
が

当
す
る
体
育
の
み
と
な

た
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
鈴

カ
ス
テ
ラ

し
そ
う
だ
な

 
狗
神

食
い
し
ん

か
お
前
は

 
神
楽

そ
う
い
え
ば
怠
惰
さ
ん
前
書
き
で

ケ

ン
と
か

 
書
い
て
ま
し
た
が
書
く
ん
で
す
か

 
怠
惰

ど
う
だ
ろ
う

 
狗
神

何
だ
よ
ど
う
だ
ろ
う

て

 
怠
惰

怠
惰
さ
ん
の
用

的
に
無
理
だ
か
ら
書
か
な
い
と

 
は
思
う
よ

書
く
と
し
て
も
し

か
り
こ

ち
と

 
あ

ち
を
終
わ
ら
せ
て
か
ら
だ
し

 
鈴

そ
の

か
ら
ス
ト

リ

考
え
て
ま
す
感
が
あ
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る
よ

 
怠
惰

う
ん
大
方
の

定
は
考
え
て
は
あ
る
ん
だ
よ

 
狗
神

マ
ジ
か
よ

 
鈴

当
た

ち

た
よ

 
怠
惰

だ
か
ら
東
方
を
書
く
か

ケ

ン
を
書
く
か
で
悩

 
み
に
悩
ん
で
東
方
を

イ
ス
し
た
か
ら

 
神
楽

で
は
何

に
東
方
を

 
怠
惰

当
時
の
怠
惰
さ
ん
よ
う
や
く
伝
説

を

け
た
ば

 
か
り
で
伝
説

外
を
あ
ま
り
知
ら
な
か

た

て

 
の
が
大
き
な

だ

た
ん
だ
よ

 
鈴

そ
れ
だ
け
な
の

 
怠
惰

ま

後
は

大
な
先
人
様
達
の
東
方
を
見
て
き
て

 
興

を
も

た

て
の
が
あ

て
ど

ち
を
書
こ

 
う
か
で
悩
ん
だ
ん
だ
よ

 
鈴

怠
惰
の
事
だ
か
ら
何
時
か
東
方

獣
で
書
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き
そ
う
だ
よ

 
怠
惰

あ

バ
レ
た

昔
に
数
回
考
え
た
よ

 
狗
神

お
い
お
い

因
み
に

ら
が

つ
と
し
た
ら
ど
ん

 
な

ケ

ン
だ
よ

 
怠
惰

そ
こ
は

み
な
さ
ん
の
ご
想

で
ど
う

 

て
事
で
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
鈴

あ

考
え
る
の
を

め
た
よ

 
怠
惰

が

り
な
い
の

そ
れ
じ

ま
た
次
回

 
狗
神

あ

こ
ら
ま
て

 
怠
惰

サ
ラ

バ

 
神
楽

え

え
と

そ
れ
で
は



 第十八章 平和の日常へ

 
第
２
７
６
話
 
霊
夢
を
探
し
て

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

を
親

の
女
の
子
か
ら

り
受
け

ケ

ン

と

し

て
や
り
始
め
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

フ

シ

ン

て
や

た
こ
と
が
な
か

た

た
め

く
新

な
感
じ
が
し
ま
す

さ
て
さ
て
そ
れ
で
は
今
回
も
ど
う

 

分
の
休

が

り

分
は
次
の
授
業

当
で
あ
る
霊
夢
を
探
し
教
室
を
次
か
ら
次
へ
と

り
探
し
て
い
た

 
蓮
 

霊
夢

た
ら
何
処
に

 

時
限
目
か
ら
い
な
か

た
た
め
何
処
に
行

た
の
だ
ろ
う
か

ま
さ
か
霊
夢
に
限

て

ず
か
し
く
な

て
逃

た
と
か
は
な
い
だ
ろ
う
か

 
蓮
 

霊
夢

 

屋
の

子
を
を
開
け
霊
夢
の
名
前
を
呼
ぶ
が
い
な
い

マ

イ
本
当
に
こ
の
ま
ま
だ
と
マ

イ

も
う
後

り
数
分
こ
の
ま
ま
だ
と
生
徒
達
の
授
業
が
こ
ん
な
事
に



 第２７６話 霊夢を探して

 
蓮
 

え

と
予
定
し
て
い
た
臨
時

が
行
方
不
明
で
そ
の

 
今
日
は
こ
こ
ま
で
に

 
生
徒

え

 
生
徒

逃

ち

た
の
何
で

 

霊
夢
さ
ん
も
地
に
落
ち
ま
し
た

 
咲
夜

霊
夢

た
ら

 
玲
音

お
い
お
い

 

音

奴
は

 
も
う
幻
滅
ル

ト
待

た
な
し

下
手
す
る
と
霊
夢
が

一
の
楽
し
み
と
し
て
い
る
来
年
の
正

月
の
参

者
は
本
当
に

人
に
な
り
か

な
い
所
か
話
す
友
達
も

え
か

な
い

 
蓮
 

霊
夢

 
探
さ
な
く
て
は
生
徒
達
の

待
を
裏

ら
ぬ
た
め
に
霊
夢
の
笑

を
守
る
た
め
に

そ
し
て
寺

子
屋
の
突
き
当
た
り
の

を
曲
が

た

間

 

ン

 
蓮
 

痛



 第十八章 平和の日常へ

 

 

う
ぐ

 

か
と
激
突
す
る

と
り
あ
え
ず
立
ち
上
が
り

 
蓮
 

ご

ご
め
ん
な
さ
い
不
注
意

て
霊
夢

 
霊
夢

え

蓮

 
や

と
霊
夢
を
見
つ
け
た

本
当
に
何
処
に
行

て
い
た
の
だ

 
蓮
 

何
処
に
行

て
た
の

も
う
授
業
始
ま

ち

 
そ
し
て
よ
う
や
く
気
づ
く

霊
夢
の

が
何
時
も
と
全
く

う
事
に

何

か
ジ

ジ
を
着

て
い
た

 
蓮
 

ど
う
し
た
の
そ
れ

 
霊
夢

聞
い
て
よ
さ

き

 
そ
れ
は
今
か
ら
約

分
ぐ
ら
い
前
に

る

と
あ
る
教
室
に
霊
夢
は
い
た

 
霊
夢

何
を
教
え
よ
う
か
し
ら

 

や
咲
夜
が
や
る
と
言
い
出
し
た
た
め
負
け
じ
と

分
も
こ
の
臨
時

を
引
き
受
け
る
事

と
な

た
わ
け
だ
が
何
を
す
れ
ば
い
い
の
か
が
分
か
ら
な
い

昔
に
小
鈴
か
ら

り
た
本
の
よ
う

に
ラ
ン

ン
グ

と
か
や
ら
せ
よ
う
か



 第２７６話 霊夢を探して

 
霊
夢

う

ん
本
当
に
ど
う
す
れ
ば

 

 

お

り
み
た
い

霊
夢

 
聞
き
覚
え
の
あ
る

散

い

が
聞
こ
え
る

や
れ
や
れ
と

れ
な
が
ら

 
霊
夢

何
の
用
よ
紫

 
と

紫
の
名
を
呼
ぶ
と
ス
キ
マ
が
現
れ
そ
こ
か
ら
紫
が
上

だ
け
出
て
く
る

 
紫
 

お

り
み
た
い
だ
か
ら

け
て
あ

よ
う
か

 
と
思

て

 
霊
夢

あ
ん
た
の

け
な
ん
て
い
ら
な
い
わ
よ
さ

さ
と
帰

 

た
ら

こ
こ
は
妖
怪

の
人
里
よ

 
紫
 

あ
ら
つ
れ
な
い
わ

折

何
を
す
れ
ば
い
い
の
か

 
と
い
う

に

 
全
く
相
変
わ
ら
ず
紫
は
し
つ
こ
い

さ

さ
と
追
い
返
そ
う

 
霊
夢

だ
か
ら
い
ら
な

 
紫
 

蓮
が
メ
ロ
メ
ロ
に
な
る
よ
う
な

と
か
が
あ
る
の
に
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霊
夢

今
な
ん
て

 
紫
 

そ
れ
じ

 
霊
夢

だ
か
ら
待
ち
な
さ
い

て
何
て
言

た
の
よ
今

 
紫
の

元
が

り
上

る

し
い
こ
れ
は
も
う
紫
の
思
う

に

ま

た
も

然
だ

 
紫
 

あ
ら

い
ら
な
い
ん
じ

な
か

た
の

 
霊
夢

無
し
よ
も
う
良
い
わ
よ

あ
ん
た
の
意
見
と
か
聞
か

 
せ
な
さ
い
よ

 
紫
 

は
い
は
い

 
そ
う
し
て
紫
は
霊
夢
に
何
を
す
れ
ば
い
い
の
か
を
話
す

そ
し
て

 
紫
 

そ
れ
じ

こ
れ
を
着
て
み
て
頂

 

着
分
の

を

さ
れ
る

生
地
や
見
た
感
じ
か
ら
し
て
外
の
世
界
の

い

 
霊
夢

あ
ん
ま
り
外
の
世
界
の

は
着
た
く
な
い
の
よ

 

ク

ク
す
る
し

だ
し

 
紫
 

ま

ま

ク

ク
は
と
も
か
く
だ
け
ど

じ

 
な
い
わ
よ

ら



 第２７６話 霊夢を探して

 
霊
夢

ち

ち

と

 

ば
強
引
に

を

が
さ
れ
ド
ロ

を
脱
が
さ
れ

さ
ら
し
だ
け
に
さ
れ
る

外
か
ら
見

ら
れ
な
い
か
と
思
い
体
を

め

を
手
や

で
隠
す

 
霊
夢

を
返
し
な
さ
い
よ

そ
れ
よ
か
ド
ロ

ま
で

 
脱
が
す
普
通

 
紫
 

ら
さ

さ
お
着
な
さ
い
よ
風
邪
引
く
し

 
そ
れ
に

 
蓮
 

霊
夢

 
霊
夢

れ

蓮

 
し
ま

た
も
う
授
業
が
始
ま
る
時
間
か

紫
の

ス
に
の
せ
ら
れ
過
ぎ
て
時
間
を

れ
て
い

た 
紫
 

ら

く
着
な
い
と
蓮
に

様
の
今
の

を
見
ら

 
れ
る
わ
よ

 
パ
ン
ツ
や

を

さ
れ
る

こ
れ
は
着
な
い
と

分
が

を
か
く
だ
け
だ

 
霊
夢

く

覚
え
て
な
い
さ
よ
紫
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紫
 

は
博
麗
神
社
に

い
て
お
く
わ

 
そ
う
し
て

を
着
て
外
に
出
た
の
が
こ
れ
ま
で
の
あ
ら
す
じ
だ

そ
れ
を
聞
い
た

分
は

笑

い
し
か
で
き
な
い

 
蓮
 

さ

災

だ

た

 
霊
夢

本
当
よ
そ
れ
に
こ
の
着
て
い
る
下
着
み
た
い
な
の
が

 
そ
の
少
し
ず
つ
キ
ツ
く

て

 
キ
ツ
い

て
一
体
何
を

か
さ
れ
た
ん
だ
ろ
う
か

ま

別
に
そ
こ
は
関
係
な
い

今
は
た
だ

霊
夢
の

を
見
て
思
う

も
し
外
界
に
霊
夢
が
い
て

じ

な
ど
に
通

て
い
た
ら
こ
ん
な
光

景
が
何
時
も
見
れ
た
の
だ
な
と

 
霊
夢

に

合

て
る

 
蓮
 

え

う
ん

し
く
て

み
た
く
な
る
ぐ
ら
い

 
に

 
紫
は
何
を
し
て
く
れ
て
ん
だ
と
言
う
反
面
で
心
の

底
の
黒
い

分
は
あ
り
が
と
う
と

に
感

を
し
て
い
る

や
は
り

分
は
男
と
言
う
悲
し
い
生
き
物
な
の
だ
な
と
し
み
じ
み
思

た



 第２７６話 霊夢を探して

 
霊
夢

そ

そ
う

あ
り
が
と
う

 
蓮
 

う
ん

 
霊
夢
も

れ
な
い
た
め
か

ず
か
し
そ
う
だ

す
る
と
外
か
ら

 
生
徒

次
の
授
業
な
ん
だ
ろ

 
生
徒

 
と
生
徒
達
の

が
聞
こ
え
て
く
る

そ
う
だ
も
う
時
間
が
な
か

た
の
を
霊
夢
の

し
さ
か

ら
す

か
り

れ
て
い
た

 
蓮
 

て

霊
夢
も
う
時
間
が
な
い
よ

 
霊
夢

え

え

そ
う

思
わ
ず
道

を
食
う

目
に

 
な

た
わ

急
ぎ
ま
し

う
蓮

 
蓮
 

う
ん

 
そ
う
し
て
霊
夢
と
共
に
大
急
ぎ
で
次
の
授
業
場
で
あ
る
寺
子
屋
の
外
へ
と
向
か
う
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
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狗
神

人
の
下
心
を

く
と
何
と
も
言
え
な
い
な

 
鈴

男

て
そ
ん
な
も
ん
だ
よ

 
神
楽

に
は
あ
ま
り
分
か
り
か

ま
す
か

 
怠
惰

蓮
は

バ
カ
だ
か
ら
仕
方
な
い

 
鈴

そ
し
て
子

が
生
ま
れ
た
ら
親
バ
カ
に
な
る
ん
だ

 
よ

あ

い
う
子
に
限

て

 
狗
神

お
い
お
い

 
怠
惰
ま

蓮
の
子

も

く
は
イ
メ

ジ
し
た
け
ど

 
神
楽

何
か
お

し

い
ま
し
た

 
怠
惰

い
い
や

さ
て
と
今
回
は
こ
こ
ま
で
に
し
て
終
わ

 
ろ
う
か

 
狗
神

そ
ん
じ

ま

今
回
は
こ
こ
ま
で
だ

 
鈴

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く

そ
れ
じ

 
神
楽

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た



 第２７７話  時限目 体育

 
第
２
７
７
話
 

時
限
目
 
体
育

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

出
さ
れ
た

が
中
々
と
終
わ
ら
ず

し
ん
で
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で

す

そ
れ
と

日
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
が
ま
た

間

ど
お
休
み
し
ま
す
の
で
お
願
い
し

ま
す

そ
れ
と
次
回
か
ら
は
あ

ち
を
投
稿
し
ま
す
の
で
お
願
い
し
ま
す

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど

う 
急
い
で
霊
夢
と
共
に
外
へ
と
出
る
と
生
徒
達
は

の
事

や
咲
夜
に
玲
音
そ
し
て

間

に

く
シ

を

せ
て
い
る

音
が
い
た

 
蓮
 

す
み
ま
せ
ん

 
一
言
と
り
あ
え
ず

び
の
一
言
を

え
る
と

音
は
た
め

を

き

 

音

遅
い

蓮
そ
れ
に
霊

何
だ
そ
の
格

 
玲
音

お
い
お
い
そ
の
格

 

た

体

着
に
ジ

ジ

て

て

フ

ア
ハ
ハ



 第十八章 平和の日常へ

 
ハ
ハ
ハ

 
咲
夜

何
が
あ

た
の
よ

 
霊
夢

う
る
さ
い
わ

め
ら
れ
た
の
よ

そ
れ
と

 
は
後
で
覚
え
て
な
さ
い
よ

 

ず
か
し
い
の
か
霊
夢
は

が
真

に
な

て
い
る

と
り
あ
え
ず
生
徒
達
の
方
を
向
く

と 
生
徒

先
生
の

人

て
何
で
あ
の
格

し
て
る
の

 
生
徒

さ

き
と

う
よ

何
で

何
で

 
蓮
 

え

と
あ

そ
う
だ

さ

き
不

事
が
起
き
て

 

が

れ
ち

て

そ
れ
で
親

な
人
が
貸
し
て

 
く
れ
た
ん
だ
け
ど
あ
れ
な
ん
だ
よ

 
霊
夢
親

と
か
じ

な
く
て
た
だ
の

が
ら
せ
な
よ
う
な
気
し
か
な

 
い
け
ど

 
蓮
 
霊
夢

 
小

で
言

て
き
た
が
流
石
に
そ
の
発
言
は
不

い
と
思
い
小

で
注
意
す
る

そ
れ
を
聞
い



 第２７７話  時限目 体育

た
霊
夢
は
や
れ
や
れ
と
言

た
感
じ
で
前
に
出
る
と

 
霊
夢

は
い
は
い
そ
れ
じ

ま

紹
介

て
紹
介
も
あ
れ

 
だ
け
ど
博
麗
霊
夢
よ
何
時
も
は
巫
女
の
仕
事
を
し
て

 
い
る
け
ど
今
回
は
蓮

い
え
貴
方
達
だ
と
そ
う

蓮

 
先
生
に
頼
ま
れ
て
来
た
わ
よ
ろ
し
く

 
生
徒

は
い
巫
女
様
は
何
を
教
え
て
く
れ
る
ん
で
す
か

 
霊
夢

良
い

問

教
え
る
の
は
こ
れ
よ

 
そ
う
言
う
と
空
中
か
ら
何
か
が
落
ち
て
く
る

そ
れ
を
霊
夢
は

手
で
キ

し
て
見
せ

る 
生
徒

そ
れ
は
何
で
す
か

 
霊
夢

こ
れ
は
ボ

ル

て
言

て
ま

玉
み
た
い
な

 
物
よ

そ
れ
で
今
か
ら
教
え
る
の
は
ド

ボ

ル

 
よ

 
蓮
 

ド

ボ

ル
か

 
紫
か
ら
教
え
て
も
ら

た
と
は
聞
い
た
が

ら
く
こ
の
ボ

ル
も
紫
が
用
意
し
て
く
れ
た
の
た



 第十八章 平和の日常へ

の
か
予

だ
と
空
中
で
ス
キ
マ
を

り
そ
こ
か
ら
落
と
し
た

て
感
じ
だ
ろ
う

 
霊
夢

ル

ル
は

で

蓮
そ
れ
に

え

と
何

 
だ

け

ス
テ

ジ
的
な

 
蓮
 

は
い
は
い
フ

ル
ド

さ
ん
そ

ち
を
お
願

 
い
し
て
も
い
い
で
す
か

 

良
い
で
す
よ

 
そ
う
し
て

分
と

は

の

を
使
い
四

い
大
き
な
フ

ル
ド
を

る

 
霊
夢

そ
れ
じ

続
け
る
わ

 
そ
う
し
て
霊
夢
は
着
々
と
ド

ボ

ル
の
ル

ル
を
説
明
し
て
い
く

ル

ル
は
現
実
世
界

の
ド

ボ

ル
と
何
ら
変
わ
り
な
い
シ
ン

ル
な
ド

ボ

ル
だ

こ
れ
な
ら
良
い
レ
ク
リ

シ

ン
に
な
る
だ
ろ
う

 
霊
夢

て
な

だ
け
ど

問
は

 
生
徒

は
い

え

と
当
た

た
ら
地
面
に
玉
が
落
ち
る
前

 
に

え
ば
良
い
ん
で
す
よ

 
霊
夢

え

そ
う
す
れ
ば
セ

フ
よ

は



 第２７７話  時限目 体育

 
生
徒

は
い
巫
女
様
や
蓮
先
生
達
は
参

す
る
ん
で
す
か

 
そ
れ
と
も
見
て
い
る
だ
け
な
ん
で
す
か

 
霊
夢

そ
う

 
そ
れ
は
第
三
者

に
い
る

分
も
悩
ん
で
い
た

ミ

を
上

仲
良
く
な
る
と
い
う
名
目

な
ら

分
達
も
参

し
て
も
良
い
と
は
思
う
が

え
て
考
え
る
と
こ
こ
に
い
る
の
は
妖
怪
退
治

門
巫
女
吸
血
⻤
に
仕
え
る
ル

ル
破
り
な
執
事
⻑
吸
血
⻤
に
仕
え
る
幻
想
郷
最
強
の
メ
イ

ド

ハ
ク
タ
ク
先
生

か
ら
人
外
に
な

た
と
言
わ
れ
る

分
と

分
を

め
て
常

を

し
て
い
る
者
達
な
た
め
共
に
こ
ん
な

技
を
し
た
ら
子

達
が
危
な
い

因
み
に

は
体
力

な
ど
は
あ
ま
り
普
通
の
人
間
と
大

が
な
い
た
め

外
だ

 
霊
夢

そ
れ
じ

達
も

り
ま
し

う
か
折

だ
し

 
蓮
 

え

大

 
霊
夢

平
気
よ

達
は
特
別
ル

ル
で
生
徒
達
に
は
当
て
な

 
い
と
い
う
の
と
最
後
の
内
野
の
数
合
わ
せ
に

ま
れ

 
な
い

て
言
う
ル

ル
を

け
る
わ
そ
れ
と

だ

 
け
れ
ど
生
徒
達
は

達
に
当
て
て
も
良
い
わ
よ
当
て
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れ
た
ら
何
か

を
上

よ
う
か
と
も
思

て
い

 
る
わ

 
そ
れ
を
聞
き
生
徒
達
は
ヒ
ソ
ヒ
ソ
と
話
始
め
る

聞
い
て
い
る
と
ご

と
い
う
言

に
反

し
た
の
だ
ろ
う
現

な
子
達
だ

 
霊
夢

さ
て
と

的
に
は

 
玲
音

な
ら

と
咲
夜
で

か
ら
巫
女
と
侍
先
生

 
で

組
め
よ

 
霊
夢

そ
う

な
ら
生
徒
達
は

ア
に
な

て
ジ

ン

 
ケ
ン
を
し
て

た
ら
執
事

負
け
た
ら

達

 
の

に
来
て
ち

う
だ
い

 
全
員

は

い

 
そ
う
し
て
生
徒
達
は
ジ

ン
ケ
ン
を
す
る
と

つ
に
別
れ
た

 
霊
夢

で

と
そ
こ
の
先
生
は
や
る
の

 

い

い
え

は

動
と
か

手
な
ん
で

判
を

 
し
て
ま
す
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音

も
見
て
る
方
が
い
い
か
ら
そ
れ
ぐ
ら
い
に
し
て
お

 
く
よ

 
霊
夢

あ

そ
う

な
ら
そ
う

ボ

ル
を
上
に
上

 
て
頂

そ
し
て
そ
の
ボ

ル
を

た
ら

 
ス
タ

ト
よ

ス
タ

ト
は
お
願
い
で
き
る
蓮

 
蓮
 

良
い
よ

 
そ
う
言
い
前
へ
と
で
る
と
霊
夢
は

に
ボ

ル
を

す

ボ

ル
を
受
け

た

は
中

心
に
立
つ

そ
し
て

分
の
前
に
は

の
定
で
玲
音
が
立
つ

 

そ
れ
じ

始
め
ま
す

え
い

 
ボ

ル
を
高
く
上

る
と

分
と
玲
音
は
一

に
空
へ
と

け
上
が
る

 
蓮
 

た

 
玲
音

い

 

分
よ
り
高
い

力
で
高
く
上
が
る
と
玲
音
達

地
に
ボ

ル
を
落
と
す

そ
れ
を
咲
夜
が

キ

す
る
と

時
に

分
達
は
降
り
る

 
咲
夜

ど
う
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生
徒

う
わ

と

よ
し

こ

は
い
た
だ
き
だ

 
生
徒
が
霊
夢
に
め
が
け
て
投

て
く
る

だ
が
霊
夢
は

し
い

を
し
て

な
く

手
で
玉
を

受
け

め
た

 
生
徒

嘘

 
霊
夢

ま
だ
ま
だ

ら

 
生
徒

お
と
と

え
い

 

分
達
組
の
生
徒
が
相
手
の
生
徒
に
投

る
が
そ
れ
を
空
か
さ
ず
玲
音
が
キ

す
る

 
玲
音

イ
ス
な

発
だ
そ
れ
と
お
前
ら
に
見
せ
て
や
る
よ

 
こ
れ
が
本
当
の
投

だ

 

分
に
め
が
け
て

の
投

が
さ
れ
る

す
ぐ
さ
ま
霊
夢
と
目
で
合
図
を
と
る

 
蓮
 

ど
り

あ

 
思
い

き
り
空
へ
と

飛
ば
す

 
玲
音

お

し

ア
ウ
ト

 
生
徒

い

 
生
徒

格

い
い
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と
玲
音

の
生
徒
達
は
玲
音
を

め
る
だ
が
ま
だ
そ
れ
は

い

分
は
体
を
丸
め

に
な
る
と

分
を

み

に
霊
夢
が

け
上
が
り
見
事
に
ボ

ル
を
空
中
で
キ

す
る

こ

れ
で
地
面
に

い
て
い
な
い
か
ら
セ

フ
だ

 
生
徒

蓮
先
生
を

み

に

 
生
徒

の
呼
吸
だ

 
と

分
達

地
の
生
徒
達
も
大
興

だ

 
霊
夢

蓮
は
セ

フ
よ

執
事

せ
い
や

 
玲
音

ん
な

 
咲
夜

 
だ
が
す
ぐ
さ
ま
咲
夜
が
ボ

ル
を
キ

し
生
徒
へ
と

す

 
生
徒

当
た
れ

 
生
徒

負
け
る
か

 
そ
う
し
て
戦
い
は
続
き
に
続
き
ア
ウ
ト
を
受
け
外
野
へ
と

け
て
い
く
生
徒
外
野
で
当
て
て

内
野
に

る
生
徒
と

り
返
し
て
い
く

時
に
は

 

そ

ぶ
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時
に
霊
夢
が
投

た

が
観
戦
で
あ
る

の

面
に

撃
し
た
り
と
あ

た
が

 

音

そ
こ
ま
で
試
合
終
了

 

音
の
一
言
で
試
合
が
終
了
す
る

分
達
の
い
る
生
徒
と
玲
音
達
の
生
徒
と
で
人
数
合
わ
せ

を
す
る

 

音

い
に

人
ず
つ
で
引
き
分
け

 
霊
夢

良
い

を
か
い
た
わ

れ
て
気

ち

 
悪
い
わ

 
そ
う
言
う
と
霊
夢
は
ジ

ジ
の

ボ
ン
を
脱
ぐ

 

音

こ
ら
霊
夢
は
し
た
な

い

 
ジ

ジ
の

ボ
ン
の
下
は
現

で
は
伝
説
と
な

て
い
る

ル
マ
だ

た

何
て
貴

な
光

景
だ
ろ
う
紫
さ
ん
本
当
に
あ
り
が
と
う

 

中
は

ル
マ

て
古
す
ぎ
ま
せ
ん

 
霊
夢

知
ら
な
い
わ
よ
着
せ
ら
れ
た
ん
だ
か
ら

 
蓮
 

ま

ま

ン

え

と
と
り
あ
え
ず

 
ど
う
だ

た
か
な

今
日
の
レ
ク
リ

シ

ン



 第２７７話  時限目 体育

 
授
業
は

 
生
徒

楽
し
か

た
で
す
蓮
先
生

 
生
徒

う
ん

 
ど
う
や
ら
生
徒
達
も
楽
し
ん
で
く
れ
た
み
た
い
で
良
か

た
と
心
か
ら
思

た

 
蓮
 

良
か

た
な
ら
今
日
臨
時

を
し
て
下
さ

た
先

 
生
方
に

を
し
よ
う
か
せ

の

 
全
員

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
と

生
徒
達
の
お

が

く

そ
れ
を
聞
い
た

人
は

れ
く
さ
そ
う
だ

 
蓮
 

そ
れ
じ

今
日
の
レ
ク
リ

シ

ン
授
業
は
こ
こ

 
ま
で

音
先
生
こ
の
後
は

 

音

こ
の
場
で
解
散
に
し
よ
う
と
思
う
そ
う
言
う

だ
か

 
ら
お
前
達
は

物
を

て
帰
る
よ
う
に
な

 
生
徒

は

い

 
そ
う
し
て
生
徒
達
は
寺
子
屋
へ
と

て
い

た

 

音

さ
て
今
日
は
あ
り
が
と
う
な
少
な
い
が
こ
れ
を
受
け



 第十八章 平和の日常へ

 

て
く
れ

 
そ
う
言
い

音
は
封

を
各
々
全
員
に

布
す
る

 
咲
夜

よ
ろ
し
い
の
で
す
か

 

音

あ

こ
う
し
た

会
だ

た
か
ら
な
お
前
達
も
気
を

 
つ
け
て
帰
る
ん
だ

 
蓮
 

分
か
り
ま
し
た
そ
れ
で
は
今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ

 
い
ま
し
た

音
先
生

 

音

あ

 
そ
う
し
て

分
達
は
空
へ
と
飛
び
立
ち
寺
子
屋
か
ら

れ
る

 
玲
音

さ
て
と

ら
は
こ

ち
だ
か
ら
な

 
蓮
 

え

今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
玲
音

良
い

て
こ
と
よ

は
仕
事
サ
ボ
れ
る
し
咲
夜
は

 
良
い
ガ
ス

き
に
な

た
だ
ろ
う
し
な

咲
夜
先

 
生
さ
ん
よ

 
咲
夜

サ
ボ
テ
ン
に
な
り
た
い
の
か
し
ら
玲
音
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玲
音

キ
ツ
イ

だ
こ
と
そ
れ
じ

あ
な

 
咲
夜

で
は

 
そ
う
言
う
と
玲
音
と
咲
夜
は
紅
魔
館
へ
と
帰

て
行

た

 

そ
れ
じ

も
帰
り
ま
す

 
霊
夢

あ
ん
た
は
特
に
気
を

け
な
さ
い
よ
誘

さ
れ
そ
う

 
な
の
は
あ
ん
た
な
ん
だ
か
ら

 

失

で
す

大

で
す
よ

 
蓮
 

ま

ま

そ
れ
じ

さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ

 
い
ま
し
た

 

え

そ
れ
で
は

 
そ
う
し
て

も
守
矢
神
社
へ
と
帰

て
行

た

 
蓮
 

あ

そ
う
だ
霊
夢

 
霊
夢

ど
う
し
た
の
よ

 

か
ら

に
包
ま
れ
た
物
を

り
出
し
包
み
を

が
し
て
霊
夢
に
見
せ
る

 
蓮
 

後
で
一

に
食
べ
よ
う

食
べ
て
な
い
で
し
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見
せ
た
の
は
玲
音
と
咲
夜
が

を
し
て
い
た
時
に

た

カ
ス
テ
ラ
だ

 
霊
夢

蓮

あ
り
が
と
う

 
蓮
 

お

な
ん
て
良
い
よ

れ
く
さ
い
な

行
こ
う

 
霊
夢

え

 

カ
ス
テ
ラ
を
ま
た

に
く
る
ん
で

に
し
ま
う
と
霊
夢
と
共
に
博
麗
神
社
へ
と
帰
る
の

だ

た

な
お
霊
夢
の
巫
女

は
し

か
り
と
縁

に

い
て
あ
り

座
に
着

え
た
の
は
言
う

ま
で
も
な
い

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

あ

 
鈴

の
知

て
る
ド

ボ

ル
を
越
え
て
る
気
が

 
す
る

 
神
楽

そ
う
で
す

 
怠
惰

何
時
か
サ

カ

回
を

る
の
も
面
白
そ
う
か
な
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地
上

地
底
の
親

試
合

て
感
じ
で

 
鈴

そ
れ

て
下
手
し
た
ら
地
上
組
に
死
人
が
で
る
よ

 
う
な

 
神
楽

え

ど
う
し
て
で
す
か

 
鈴

考
え
て
み
て
よ
地
底
組

て
た
だ
で
さ
え

ろ
し

 
い
⻤
が
い
る
の
に
そ
れ
に
合
わ
せ
て
理
久
兎
と
か

 
そ
の
従
者
だ

て
出
て
く
る
ん
だ
よ

 
狗
神

お
い
お
い

 
怠
惰

ま

そ
う
な
る
よ

さ
と
り
様
が

で

 
マ

ジ

し
て

戦
を

る
参
謀
に
な

て

 
試
合
に
な
れ
ば
理
久
兎
と
い
う

の
中
で
戦

 
う
か
ら
大
変
か
も

因
み
に
キ

パ

は

 

さ
ん
か

々
だ

 
鈴

シ

ト

る
気
し
な
い

そ
れ

 
神
楽

そ
れ
所
か

さ
れ
そ
う
で
す
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怠
惰

何
時
か
そ
ん
な
話
も

ろ
う
か
な

討
は
し
て
お

 
く
事
に
す
る
よ

ま

で
も
サ

カ

の
ル

ル

 
は
全
然
分
か
ら
ん
け
ど

 
狗
神

そ
れ

る
の
か
よ

 
怠
惰

分
か
ら
ん

さ
て
で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
で

 
す
次
回
は
あ

ち
を
投
稿
す
る
ん
で
こ

ち
は
お

 
休
み
し
ま
す
ん
で
お
願
い
し
ま
す

 
神
楽

そ
れ
で
は

者
様

 
鈴

ま
た

 
狗
神

じ

あ
な



 第２７８話 感情高ぶり祭り

 
第
２
７
８
話
 
感
情
高
ぶ
り
祭
り

 
こ
ん
ば
ん
は
そ
し
て
お
久
々
な
方
は
お
久
し
ぶ
り
で
す

怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

今
回
か
ら

ま
た
投
稿
を
し
て
い
く
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 

後
書
き
に
ち

と
し
た
お
知
ら
せ

り

 
鳥
達
の

ず
り
が
す
る
気

ち
の
良
い
朝
と
も
言
え
る
日

日

何
時
も
の
よ
う
に
普
通
の
休

日
が
ま
た
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
た

 
蓮
 

お
は
よ
う

 

い
目
を

り
な
が
ら
起
き
居
間
へ
と
行
く
が

も
い
な
い
の
か

く

か
だ

何
時
も
な
ら

霊
夢
が

に
起
き
て
い
て
朝
食
を

て
い
て
そ
れ
を
待
つ
か
の
よ
う
に
萃
香
が

を

ち
な

が
ら

て
い
る
居
間
は

に
包
ま
れ
て
い
る

 
蓮
 

霊
夢

 

へ
と
行
く
が

も
い
な
い
所
か
朝
食
の

度
も
さ
れ
て
い
な
か

た

あ
れ
今
日
の
朝
食
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当
番

て

だ

た
け

い
や
そ
ん
な

な
い

だ
が

次
に
霊
夢
の

室
へ
と
行
く
と

 
蓮
 

や

り
い
な
い
な

 
や
は
り
霊
夢
が
い
な
い

し
か
も

け
布

が
散
ら
か
り
敷
布

も
シ

だ
ら
け

に
限

て

は
敷
布

よ
り
も

れ
た

に
あ
る
始

だ

 
蓮
 

 
布

を

る
が
結
構

た
い

つ
ま
り
起
き
て
そ
の
ま
ま
何
処
か
へ
出

け
た

て
事
だ
ろ
う

か

も
し
く
は
誘

な

な
い
か
霊
夢
に
限

て
そ
れ
は
な
い
だ
ろ
う

 
蓮
 

何
処
に
行

た
ん
だ
ろ

 
や
れ
や
れ
と

れ
な
が
ら
も
し
か
し
た
ら
外
に
い
る
の
か
と
思
い
縁

へ
と
出
る
と

 
蓮
 

何
こ
れ

 

を
開
け
た
先
に
お

が
大

に
何
か

み
た
い
な
物
が
落
ち
て
い
る
の
に
気
が
つ
く

内

に
出
て
確
認
す
る
と

 
蓮
 

霊
夢
の
お

 
そ
れ
は
博
麗
と
書
か
れ
て
い
た

つ
ま
り
こ
れ
は
霊
夢
の
お

だ

こ
の
散
乱

合
か
ら

分
が

て
い
る
間
に
こ
こ
で
ド
ン
パ

あ

た
と
い
う
事
で
良
い
だ
ろ
う
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蓮
 

霊
夢

た
ら

 
本
当
に
何
処
に
行

た
ん
だ

朝
食
を

ら
ず
に

た
ら
か
し
に
す
る
何
か
が
起
き
て
い
る

と
い
う
解

で
言
い
と
は
思
う
が

と
り
あ
え
ず

屋
へ
と
戻
り
立
て

け
て
あ

た
神
楽
を

る
と

 
蓮
 

神
楽

 

刀
し
語
り

け
る
と
光
る
刀

か
ら
神
楽
が
出
て
く
る

 
神
楽

蓮
さ
ん
お
呼
び
で
す
か

 
蓮
 

う
ん
神
社
で
何
か
あ

た

 
神
楽

何
か
で
す
か

あ

さ

き

ン

て

 
音
が
外
で
し
ま
し
た

蓮
さ
ん
に

意
が
あ
る
よ
う

 
で
は
な
か

た
の
で
そ
の
ま
ま
に
し
ま
し
た
が

 
蓮
 

や

り

 
や
は
り
予

は
当
た

た
何
か
起
き
て
い
る
の
も
う
明
白
だ

そ
う
と
決
ま
れ
ば
霊
夢
を
探
さ

な
く
て
は

 
蓮
 

あ
り
が
と
う
神
楽

戻

て
い
い
よ
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神
楽

は
い

あ

蓮
さ
ん
お
気
を
つ
け
て
下
さ
い
外
か
ら

 
何
か
不
思
議
な
気
が
漂

て
い
ま
す
の
で

 
蓮
 

そ
れ

て
体
に

と
か

て

 
神
楽

な
い
と
は
思
い
ま
す
が
お
気
を
つ
け
下
さ
い

 
蓮
 

う
ん
分
か

た
あ
り
が
と
う

 
神
楽

で
は

 
そ
う
言
い
神
楽
は

え
る
と

刀
し
た
神
楽
を

に

め
る

 
蓮
 

目
的
は
決
ま

た
か
な

 
と
り
あ
え
ず
は
霊
夢
を
探
さ
な
く
て
は

そ
し
て
何
が
起
き
て
い
る
の
か
そ
れ
ら
を

し
な

く
て
は

を

き
か
ら
何
時
も
の
着
物
に
着

え
神
楽
を

に

し
狗
神
と
鈴

の
式
神

が
あ
る
か
を
確
認
し
外
へ
と
再
び
出
る
と

 

 

ば

 
蓮
 

う
わ

 
突
然
目
の
前
に

が
出
て
き
て

ク
リ
し
て
し
ま
い

が

け
て

に

を
つ
け
て
し
ま

た

何
だ
今
の
は

に
勢
い
よ
く
つ
い
た

を

り
な
が
ら
起
き
て

り
を
見
る
が

も
い
な
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い 
蓮
 

い
て
て

何
な
ん
だ

あ
れ

 
い

た
い
全
体
何
が
何
な
ん
だ

分
は

れ
て
い
て
い
て
幻
覚
で
も
見
て
し
ま

た
の
か

目
を

で

し
て
マ

サ

ジ
す
る

 
蓮
 

れ
て
る
の
か
な

 

 

そ
う
だ
よ

れ
て
る
ん
だ
よ

 
蓮
 

そ
う
か
な

 

 

そ
う
そ
う

だ
か
ら
リ
セ

ト
し
た
方
が
良
い
と
思

 
う
よ

 
リ
セ

ト
か

確
か
に
気

ち
を

り

え
て
リ
セ

ト
す
る
の
は
大

か
も
し
れ
な
い

 

 

を

て
首
に

け
れ
ば

 
蓮
 

々

死
な
な
い
か
ら

 

 

い
や
い
や

死
ん
ど
い
た
方
が
良
い

て
こ
れ
か
ら

 
の
た
め
に
も
人
生
リ
セ

ト
し
よ

 
何

そ
う
な
る
と
い
う
か
リ
セ

ト

て
そ

ち
の
意

な
の

い
や
待
て
よ
さ

き
か
ら



 第十八章 平和の日常へ

は

と
話
し
て
い
る
ん
だ

 
蓮
 

 
後
ろ
を

ラ
リ
と
見
る
と
そ
こ
に
は

 
こ
い
 

 
こ
い
し
ち

ん
が

と
笑
い
な
が
ら

方
を
見
て
い
た

何
時
の
間
に

分
の

後
に

い
た
の
だ

 
蓮
 

こ
い
し
ち

ん

何
や

て
ん
の

 
こ
い

あ

バ
レ
ち

た

因
み
に
そ
の

問
の

え
は

 
人
生

ご

こ
だ
よ

 
さ

き
か
ら
物
騒
な
事
を
言

て
い
た
の
は
こ
い
し
か

人
生
リ
セ

ト
の

と
か

が
悪

い

た
ら
あ
り

し
な
い

 
蓮
 

こ
い
し
ち

ん
人
生
リ
セ

ト
と
か
言
う
の

め
て

 
く
れ
る
か
な

 
こ
い

だ
よ
蓮
お
兄
ち

ん

た
ら

 
こ
れ

じ

ま
さ
れ
な
い
よ

下
手
し
た
ら

殺
ル

ト
待

た
な
し
の
危
険
な
マ
イ
ン
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ド

ン
ト
ロ

ル
だ
よ

 
蓮
 

え

と
こ
い
し
ち

ん
何
で
こ
い
し
ち

ん
は
こ
こ

 
に

生

な
話
で
霊
夢
は
い
な
い
け
ど

 
こ
い

霊
夢
お
姉
ち

ん
に
も
興

あ
る
け
ど
今
は
蓮
お
兄

 
ち

ん
に
興

が
あ
る
か
な

目
立
ち
た
い
ん

 
だ

 
蓮
 

目
立
ち
た
い

 
こ
い

そ
う

能
力
で

に
も
注
目
さ
れ
な
く
な

ち

 
た
か
ら
注
目
さ
れ
て
る
蓮
お
兄
ち

ん
や
霊
夢
お
姉

 
ち

ん
が

ま
し
く
て

だ
か
ら
弾
幕
ご

こ
で

 
注
目
さ
れ
る
ん
だ

 
と
こ
い
し
が
言
う
と

り
が
騒
が
し
い
事
に
気
が
つ
く

見
て
み
る
と
い
つ
の
間
に
か
色
々

な
妖
怪
は
た
ま
た
人
間
が
ど
こ
か
ら

い
た
の
か
集
ま

て
い
た

 
蓮
 

何
処
か
ら

 
こ
い

り
上
が

て
き
た
し
蓮
お
兄
ち

ん

は
貴
方
に



 第十八章 平和の日常へ

 
リ

ン
ジ
を

し
込
む
よ

 
蓮
 

こ
れ
は
戦
わ
な
い
と
い
け
な
い

気
か
な

 
こ
こ
で
逃

た
ら
霊
夢
や
そ
の

に
怒
ら
れ
そ
う
だ

仕
方
な
く
神
楽
を
構
え
る

 
こ
い

そ
れ
じ

行
く
よ

 
蓮
 

い
ざ

負

 
そ
う
し
て
博
麗
神
社
で
の
弾
幕
ご

こ
が
幕
を
開
け
た
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う

 
狗
神

あ

そ
う
い
え
ば
怠
惰

 
怠
惰

な
に

 
鈴

達
に
ク
リ
ス
マ
ス

レ

ン
ト

て
な
い
の

 
神
楽

そ
れ
サ
ン
タ
さ
ん
に
言
う
ん
じ

 
狗
神

神
楽

世
の
中
に
は
知
ら
な
く
て
も
良
い
こ
と
は
あ

 
る
ん
だ



 第２７８話 感情高ぶり祭り

 
神
楽

え

 
怠
惰

ま

ま

あ

る
よ

と
り
あ
え
ず
こ
の
異

 
変
が
終
わ

た
ら

し
て
あ

る
よ

 
狗
神

そ
う
か

ま

そ
れ
な
ら
良
い
か

 
怠
惰

あ

そ
う
だ
神
楽
ち

ん
こ
れ

ん
で

 
神
楽

え

え

構
い
ま
せ
ん
が

 
鈴

な
に
そ
の

 
怠
惰

ル
ク
ロ

ス
か
ら
の
贈
り
物

 
神
楽

６
７
４
１
４
３
９
７
４

 
狗
神

何
だ
こ
れ

 
怠
惰

ま

ま

と
り
あ
え
ず

時
に
怠
惰
さ
ん
の
マ
イ

 

ジ

て
言
う
の
か
な

に
来
て
く
れ
れ
ば
そ
の

 
意

が
わ
か
る
よ

 
鈴

マ
イ

ジ

て

い

で
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔

 
て
書
か
れ
て
る



 第十八章 平和の日常へ

 
怠
惰

そ
う
そ
う
上
の
方
に
あ
る

の
や
つ

そ
れ
を

 
ク
リ

ク
ま
た
は
タ

か
な
で
行
け
る

ジ
に

 
怠
惰
さ
ん
が
出
来
る

で
の
贈
り
物
が
あ
る
か
ら

 
さ

そ
れ
と
先
に
言

と
く
け
ど
気
に

ら
な
か

 
た
ら
ご
め
ん
な
さ
い

 
神
楽

は

 
狗
神

何
を

る
ん
だ
か

 
怠
惰

ま

怠
惰
さ
ん
は
伝
え
る
事
は
伝
え
た
け
ど

人
は

 
伝
え
た
い
こ
と
は

に
あ
る

 
狗
神

い
や
な
い

 
神
楽

も
な
い
で
す

 
鈴

も
な
い
よ

 
怠
惰

な
ら

そ
れ
じ

今
回
は
こ
こ
ま
で
に
し
ま
す

 
か

 
狗
神

あ
い
よ
ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
な
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神
楽

そ
れ
で
は

者
様
方

 
鈴

ま
た



 第十八章 平和の日常へ

 
第
２
７
９
話
 
無
意
識
な
る
娘

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
昨
日
と
い
う
か
深
夜
の

レ

ン
ト
は
気
に

て
く
れ
た
の
か
そ
う

で
な
い
の
か
少
し
心

に
な

て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

見
て
く
だ
さ

た
方
あ
ん
な

い
感
じ
で
す
が
ま
た
投
稿
し
た
ら
見
て
い
た
だ
け
る
と

し
い
で
す

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど

う 
い
つ
の
間
に
か
神
社
に
集
ま

た
人
間
妖
怪
で

わ
う
博
麗
神
社
で
こ
い
し
と
の
弾
幕
ご

こ
が
始
ま

て
い
た

 
こ
い

そ
れ

 
花
び
ら
に
見
立
て
た
弾
幕
が

分
へ
と
向
か

て
く
る
が

な
く

け
神
楽
を

る
い
斬
撃
波

弾
幕
を
飛
ば
し
反
撃
す
る

 
蓮
 

に
し
て
も
何
処
か
ら
観
客
が

 
起
き
て
か
ら
行
方
不
明
の
霊
夢
と
い
い
急
に
目
立
ち
た
い
と
言

て
弾
幕
ご

こ
を
仕

け



 第２７９話 無意識なる娘

て
き
た
こ
い
し
と
い
い
こ
の
突
然
現
れ
た
観
客
と
い
い
今
日
は
色
々
と
可
笑
し
い
事
だ
ら
け
だ

 
こ
い

蓮
お
兄
ち

ん
集
中
し
な
い
と
怪

ぐ
ら
い
じ

 

ま
な
い
よ

 
蓮
 

な

 
考
え
事
を
し
て
る
間
に

分
の

り
一
面
に
弾
幕
に
よ

て

さ
れ
た
刺
の
あ
る

が

ん

で
い
た

 
こ
い

ら

 
こ
い
し
が
手
を

る
と
刺
の

か
ら
無
数
の
バ
ラ
が
咲
く
と
花
び
ら
が
無
数
に
舞
い

分
へ

と
向
か

て
く
る

こ
う
な
る
と

け
る
の
は

し
い
が
な
ら
ば

け
な
け
れ
ば
良
い
だ
け
の
こ

と 
ジ

キ
ン

 
常
人
に
は
目
で
見
な
い

ど
の

刀
し

に

撃
波
で
バ
ラ
の
花
び
ら
を
吹

飛
ば
す

 
こ
い

い

当

 
蓮
 

ま

怠
惰
さ
ん
の
地
獄
特
訓
を
こ
な
せ
ば

 
何
や
か
ん
や
で
怠
惰
の
特
訓
が
こ
う
し
て
出
て
き
て
く
れ
る
の
が

し
い

や

て
良
か

た



 第十八章 平和の日常へ

と
常
々
と
思
う

 
こ
い

な
ら
こ
れ
な
ら
ど
う
か
な

 
そ
う
言
う
と

の

を

る
あ
れ
は
ス

ル
カ

ド
か

 
こ
い

本
能
 
イ
ド
の
解
放

 
こ
い
し
を
中
心
に
無
数
の
ハ

ト

弾
幕
が
飛
び

い
始
め
る

け
ず
に
そ
の
場
で
立
ち

ま
り
神
楽
を
使

て
向
か

て
く
る
弾
幕
を
全
て

り

て
て
い
く

そ
う
し
て
時
間
経
過
で
ス

ル
が

え
る
と
中

に
い
た
こ
い
し
が
い
な
い

 
蓮
 

何
処
に

 
こ
い

は
こ
こ
だ
よ

 
蓮
 

 

後
か
ら

が
し
す
ぐ
に

り
向
い
て
後
退
す
る
が
こ
い
し
は

と

の
ハ

ト
弾
幕
と
ま
る

で
心
電
図
の
よ
う
に
動
く
レ

ザ

を
放

て
く
る

 
蓮
 

い

 
神
楽
を

る
い

の
ハ

ト

弾
幕
を

り
そ
し
て

座
に

に

す

を
出
し
て

る

い
レ

ザ

を
受
け
流
す
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こ
い

い

本
当
に
人
外
を
越
え
て
妖
怪
み
た
い

 
蓮
 

め
言

て
事
で
受
け

て
お
く
よ

 
こ
い

ア
ハ
ハ
ハ

 
笑
い
な
が
ら

に

る

子
を
投

て
く
る

す
ぐ
さ
ま

で

り

う
と
こ
い
し
が

近

に
近
づ
い
て
い
た

 
こ
い

蓮
お
兄
ち

ん
遅
い
よ

 
こ
い
し
の

手
に
は
弾
幕
を
纏

て
い
て
す
ぐ
に
後
ろ
に
後
退
し
て

け
て
も
放
た
れ
て

弾

す
る

だ

だ
が

れ
て
は
な
ら
な
い

 
蓮
 

そ
れ
は
そ
の
ま
ま
返
す
よ
こ
い
し
ち

ん

 
飛
ぶ
の
を

め
て
地
上
へ
と
ま

逆
さ
ま
に
落
ち
る

そ
の
お
陰
で
ギ
リ
ギ
リ
当
た
り
そ
う
な

所
で
回

で
き
た
そ
う
こ
こ
は
地
上
戦
で
は
な
い
空
中
戦
だ

空
中
戦
さ
な
が
ら
の
動
き
を
す

れ
ば
良
い
の
だ

 
こ
い

い

い

 
こ
い
し
は
更
に
弾
幕
を
放

て
追
撃
し
て
く
る
が

に

に
時
に
は
地
上
を
走
り
ま
た
霊
夢
に

は
後
で
怒
ら
れ
そ
う
だ
が
博
麗
神
社
の
瓦
屋

を
走

て
回

し

は
神
楽
で

て

い
で
い
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く 
こ
い

蓮
お
兄
ち

ん
理
久
兎
お
兄
ち

ん
の
動
き
を
マ

 
て
る
の

 
蓮
 

本
当
に
少
し
は
だ
け
ど

 
こ
い

で
も
そ
ん
な
に
ち

こ
ま
か
と
動
か
れ
る
と
な

 
そ
う
言
い

目
の
ス

ル
を
手
に

つ
と
一

で

分
の

界
か
ら

え
る

 
蓮
 

能
力

 
先
程
ま
で
い
た

な
の
に
何
処
に
い
る

ま
さ
か
さ

き
と

じ
で

後
か

後
ろ
を

り
向

く
が
や
は
り
い
な
い
何
処
に
い
る
の
だ

気

を
感
じ
な
い
だ
け
で
こ
こ
ま
で
や

か
い
と
は

 
蓮
 

 
気

に
頼
る
で
は

目
だ

目
を

り
た
だ
心
を
無
に
し
て
落
ち
着
く

こ
う
な

た
ら

に

せ
て
勘
で
当
て
る
し
か
な
い

分
の
勘
で
は
上
空
だ

 
蓮
 

そ
こ

 
斬
撃
波
を
上
空
へ
と
飛
ば
す

だ
が
や
は
り
当
た
ら
な
か

た

ギ

ラ
リ

達
は
ク
ス
ク
ス

と
笑
い
だ
す

こ
れ
を
霊
夢
達
に
見
ら
れ
た
と
思
う
と

ず
か
し
く
て
本
当
に
人
生
リ
セ
マ
ラ
し
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た
く
な

て
く
る

 
こ
い

蓮
お
兄
ち

ん

念
こ
こ
で

す

 
目
の
前
に
突
然
現
れ

ク
リ
し
た

す
ぐ
さ
ま
後
退
す
る
が
こ
い
し
は
ス

ル
を

え
た

 
こ
い

 
ス

パ

 
蓮
 

ぐ

 
強
い
引
力
で
引
き

せ
ら
れ
る
と
共
に
無
数
の
弾
幕
が
放
た
れ
る

こ
の
ま
ま
で
は

弾
す

る 
蓮
 

式

 
狗
神
の
怒
り

 
逃
れ
な
が
ら
式
神

か
ら
狗
神
を

す
る

そ
し
て
狗
神
は
大
き
く

を
吸
い
込
む
と

 
狗
神

ン

 

と
共
に
と
て
つ
も
な
い

撃
波
が
襲
い
か
か
る

 
蓮
 

 
こ
い

き

 

し
た

分
も

き

え
に
す
る
と
は
流
石
は
狗
神
だ

分
じ

な
け
れ
ば
吹

飛
ば
さ
れ

て
い
た

だ
が
狗
神
の
お
陰
で

弾
は

で
き
た



 第十八章 平和の日常へ

 
こ
い

そ
ん
な
の
あ
り

 
狗
神

ち

 

ち
を
し
て
狗
神
は
帰

て
い

た

何
が
不
満
だ

た
の
だ
ろ
う
か

 
こ
い

う

ん
結
構
ク
ラ
ク
ラ
す
る

 
蓮
 

あ
り

 
神
楽
を

刀
し

い

撃
を
仕

け
る
が
こ
い
し
は

々
と
ジ

ン

し
て

け
る

 
こ
い

な
い
よ

 
蓮
 

神
楽

 
神
楽
の
名
を
言
う
と

体
の
⻤
の
分
霊
が
こ
い
し
へ
と

り
か
か
る

 
こ
い

よ
つ
よ

と
蓮
お
兄
ち

ん
マ
ジ
シ

ン
み
た
い
だ

  
蓮
 

種
も
仕

け
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん

て

 
神
楽
を

る
い

体
の
分
霊
を

り

撃
す
る
が
中
々
当
た
ら
な
い

 
蓮
 

中
々
当
た
ら
な
い
か

に
し
て
も
熱
気
が

い
な

 
何

か

り
の
温
度
が

い
気
が
し
た

と
い
う
か
さ

き
よ
り
も
人
が
集
ま

て
き
て
い



 第２７９話 無意識なる娘

る 
こ
い

集
ま

て
き
ま
し
た

さ

蓮
お
兄
ち

ん
こ

 
れ
で
最
後
だ
よ

の
人
気
の
た
め
に

弾
し
て

 
そ
の
言

と
共
に
無
数
の
バ
ラ
が
空
中
に
咲
き

る

し
か
も
今
度
は
ご

な
事
に
上
下
に

も
刺
の

が
あ
り
下
に
逃

れ
な
い

こ
れ
が
本
当
の

の

ミ
だ
ろ
う
か

 
蓮
 

ま
ず
い

 
こ
い
し
が
可
愛
い
ら
し
い

を
し
て
弾
幕
に
合
図
し
よ
う
と
し
た
そ
の
時
体
か
ら
熱
い

何
か
を
感
じ
る

そ
れ
が
ま
る
で

分
に
力
を

え
て
い
る
か
よ
う
に

 
こ
い

と
ど
め

 
蓮
 

ラ
ス
ト

ド

 
こ
い

え

 
蓮
 

色

演
舞

 
力
が

力
が

い
て
く
る

そ
れ
は

の

を

色
に
染
め
上

体
の
所
々
を
変
化
さ
せ

た

そ
し
て

 
ジ

キ
ン



 第十八章 平和の日常へ

 
一

刀
で
全
て
の

を
バ
ラ
バ
ラ
に
し
た

 
こ
い

ラ
ス
ト

ド

て
事
は

負
を
つ
け
に
来
た
ん
だ

 

蓮
お
兄
ち

ん

 
蓮
 

そ
う
だ
よ

 
一

で
近
づ
き
こ
い
し
の
目
の
前
に
来
る

こ
い
し
は
何
が
起
こ

た
の
か
分
か
ら
な
い
の
か

分
を
見
上

る
と

 
蓮
 

少
し
痛
い
け
ど

張

て

こ
い
し
ち

ん

 
こ
い

え

き

 
そ
う
言
い
こ
い
し
を

み
上

て
上
空
へ
と
放
り
投

る

そ
し
て

分
の
霊
力
に
よ

て
か

よ
り
一

く
神
楽
を
構
え
て
一
気
に

け
上
が
る

 
蓮
 

だ

 
空
中
で
何

撃
も
の
斬
撃
を
こ
い
し
に

び
せ
最
後
に
上

の
構
え
に
よ
る
一
刀

断
を
す

る

そ
し
て
地
上
へ
と
降
り
る
と

刀
し
て
い
る
神
楽
を

に

め
な
が
ら

 
蓮
 

り

て
ご
め
ん

 

キ
ン

ン



 第２７９話 無意識なる娘

 

に

め
た

時
に

弾
音
が
鳴
り

い
た

こ
う
し
て
こ
の
突
然
始
ま

た
弾
幕
で

利
を

た
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

た
く
下
ら

事
で
呼
び
や
が

て

 
怠
惰

良
い
じ

ん
出
番
増
え
る
ん
だ
し

 
鈴

そ
う
だ
よ

な
ん
て
全
然
出
番
な
い
し

 
神
楽

ま

ま

 
怠
惰

ま

と
り
あ
え
ず
言
え
る
の
は
蓮
く
ん
の
ラ
ス
ト

 

ド
が

二
病
感
漂
う
感
じ
に
変
化
し
た

て

 
事
ぐ
ら
い
だ
よ

ま

二
病
だ
か
ら
仕
方
が
な

 
い
ん
だ
け
ど
さ

 
狗
神

奴
そ
の
内
に
力
に

れ
る
み
た
い
な
事
が
起
き

 
そ
う
で

い
な



 第十八章 平和の日常へ

 
怠
惰

そ
し
て
幻
想
郷
の
人
達
を

そ
ん
な
パ
レ
ル
な
未

 
来
が
も
し
か
し
た
ら
あ
る
か
も
し
れ
な
い

 
鈴

そ
れ

人

か
ら
転

し
て
最
後
の
ラ
ス
ボ
ス
に

 
ま
で

格
し
て
る
ん
だ
け
ど

 
怠
惰

ま

間

た
道
を
歩
ん
だ
蓮
く
ん
は
ら
仕
方
な

 
い

で
も
パ
ラ
レ
ル

ル
ド
が
あ
る
と
し
た

 
ら
こ
の
世
界
ま
し
て
や
小
説
な
ん
て
の
も
無
か

 
た
か
も
し
れ
な
い
よ

 
狗
神

に
な
ら
ず
に

え
て
い
た
か
も

か

い
な

 
神
楽

で
も
ま

こ
う
し
て
今
の
道
を
歩
ん
で
い
ま
し
未

 
来
の
事
は
ま
だ
分
か
り
ま
せ
ん
が
間

た
道
を

 

ら
ぬ
よ
う
に
生
き
て
い
き
た
い
で
す

過
去

 
に
は
も
う
戻
れ
な
い
ん
で
す
か
ら

 
怠
惰

 
鈴

怠
惰



 第２７９話 無意識なる娘

 
怠
惰

ん

何
で
も
な
い
よ
さ
て
そ
ろ
そ
ろ
終
わ
り
に
し

 
よ
う
か

 
狗
神

そ
ん
じ

今
回
は
こ
こ
ま
で
な

 
鈴

ま
た
次
回

 
神
楽

そ
れ
で
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た



 第十八章 平和の日常へ

 
第
２
８
０
話
 
人
里
で
朝
食

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
先
程
ま
で
大
掃
除
を
し
て
い
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

い
中
で
ウ

ト
ウ
ト
し
な
が
ら
や

て
ま
し
た

さ
て
そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
こ
い
し
を
弾
幕
ご

こ
で

ち
負
か
し

分
は
変
化
し
た
体
を
元
に
戻
す

そ
し
て
ま
だ

が
聞
こ
え
る

 
蓮
 

本
当
に
何
処
か
ら

 
と

言

て
い
る
と
人
だ
か
り
は
急
に
熱
が
覚
め
散
り
散
り
に
な

た

 
蓮
 

 

分
の
手
を
見
て
思
う

や
は
り
不
思
議
だ
突
然

き
上
が

て
き
た
あ
の
感
覚
と
い
い
観
客

の
急
な
変
化
と
い
い
一
体
何
な
ん
だ

神
楽
が
言

て
い
た
事
は
つ
ま
り
こ
う
い
う
事
な
の
か

 
蓮
 

霊
夢
達
も
こ
ん
な
感
じ
だ
と
し
た
ら

く
探
さ
な
い

 
と
何
を
す
る
か
分
か
ら
な
い
よ



 第２８０話 人里で朝食

 
先
程
の

分
み
た
い
に
興

状

に
で
も
な

た
と
し
た
ら

分
で
も
手
が

け
ら
れ
な
い
ぐ

ら
い
凶

化
す
る
の
は
一
目

然
だ

で
き
る
だ
け

く

め
な
く
て
は

 
こ
い

い
た
た

お
兄
ち

ん
前
よ
り
も
強
い

 
ボ
ロ
ボ
ロ
と
な

た
こ
い
し
は

わ

わ
と

き
な
が
ら
近
づ
い
て
く
る

 
蓮
 

こ
い
し
ち

ん
急
に
何
で
ま
た
目
立
ち
た
く
な

た

 
の

 
こ
い

う

ん
こ
れ
ま
で

を
注
目
し
て
く
れ
る
の

て
お

 
姉
ち

ん
か
理
久
兎
お
兄
ち

ん
達
し
か
い
な
く

 
て
そ
れ
で

然
戦

た
ら

い
目
立

た
か
ら

を

 

め
ち

た
ん
だ
よ

 
蓮
 

る
程

あ

こ
い
し
ち

ん
聞
き
た
い
ん
だ
け

 
ど
霊
夢
を
見
な
か

た

 
こ
い
し
が
こ
こ
に
い
た
と
し
た
ら
霊
夢
の
居
場
所
も
分
か
る
か
も
し
れ
な
い

そ
の
た
め
聞
い

て
み
る
と

 
こ
い

そ
う
い
え
ば
人
里
で
弾
幕
ご

こ
し
て
た
ら
巫
女



 第十八章 平和の日常へ

 
の
人
が
い
た
よ
う
な
気
が
し
た
か
な

 

ン

ら
く
そ
れ
は
霊
夢
だ
ろ
う

つ
ま
り
霊
夢
は
人
里
に
行

た

か

 
蓮
 

な
ら
人
里
に
行

て
み
る
か
も
し
か
し
た
ら
い
る
か

 
も
し
れ
な
い
し

 
こ
い

は
次
の
タ

ト
を
見
つ
け
よ
う

 
蓮
 

物
騒
だ
な

 
こ
い

ア
ハ
ハ
ハ
じ

あ

蓮
お
兄
ち

ん

 
そ
う
言
う
と
こ
い
し
は
ス

と
目
の
前
か
ら

え
気

も

え
た

だ
が
こ
い
し
ち

ん
の

お
陰
で
次
や
る
こ
と
は
見
つ
け
た

 
蓮
 

人
里
に
行

て
み
る
か

 
仕
方
な
い
と
思
い
な
が
ら
空
を
飛
び
人
里
へ
と
行
く
の
だ

た

そ
う
し
て
人
里
へ
と
向
か

て
い
る
と

 
蓮
 

そ
う
言
え
ば
朝
食
を
食
べ
て
な
か

た

 

た
だ
し
か

た
た
め
朝
食
を

る
の
を

れ
て
た

 
蓮
 

よ
し

霊
夢
に
は
悪
い
け
ど
今
日
は

発
し
て
外
食



 第２８０話 人里で朝食

 
に
し
よ
う
か
な

 
こ
う
時
々
の

も
た
ま
に
は

だ
ろ
う

そ
う
と
決
ま
れ
ば
何
を
食
べ
よ
う
か
と
考
え
な

が
ら
人
里
へ
と
降
り
立
つ

 
蓮
 

い
や
定
食
も
良
い
な

 
ど
し
よ
う
か
と
悩
む

何
か

の
グ
ル
メ
み
た
い
な
感
じ
だ
な
こ
れ

 
蓮
 

こ
こ
の

屋
は
お
す
す
め
け
ど
そ
れ
に
次
い
で

 
定
食
屋
は
リ

ル
な
お
値

で
ボ
リ

 
ミ

だ
し

 
本
当
に
ど
う
し
よ
う
か

こ
う
い
う
所
が
優

不
断
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
そ
れ
ぐ
ら
い

で
悩
ま
し
い
の
だ

 
蓮
 

も
し
く
は
お

り
屋
で
い
な
り

決
め
た

 
い
な
り

に
し
よ
う

 
食
べ
る
も
の
が
決
ま
り
お

り
屋
へ
と
向
か
う

 
蓮
 

す
み
ま
せ
ん

 
定
員

は
い
は
い
い
ら

し

い
あ
ら
あ
ら
ど
う
も
蓮
先
生



 第十八章 平和の日常へ

 
こ
ん
に
ち
は

 
蓮
 

こ
ん
に
ち
は

で
す
が
い
な
り

を

つ
程

 
お
願
い
で
き
ま
す
か

 
定
員

い
な
り

分
か
り
ま
し
た

少
し
待

て
い
て

 
下
さ
い
な

 
そ
う
言
い
店
員
は

に
向
か
う

外
の
縁

に
座
り
空
を

め
る

 
蓮
 

し

か
し

霊
夢
は
何
処
に
い
る
の
だ
ろ
う
か

 
不
安
だ
何
か
や
ら
か
し
て
な
け
れ
ば
良
い
の
だ
が

そ
ん
な
事
を
考
え
て
い
る
と

 
店
員

は
い
お
待
ち
ど
う
さ
ん

 
蓮
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
い
な
り

と

物
に
お

そ
し
て

を
受
け
と
る
と
店
員
は

に

て
い

た

 
蓮
 

い
た
だ
き
ま
す

 
ま
ず
は
カ

の

物
を
一

で
か
じ
り
い
な
り

を

張
り

で
流
し
込
む

 
蓮
 

 
た
ま
に
は
こ
う
言
う
の
も
悪
く
は
な
い
な
と
少
し
思

て
し
ま
う

そ
う
し
て
食
べ
て
い
る



 第２８０話 人里で朝食

と 

 

お
前
は
蓮
か
蓮
じ

な
い
か

 
蓮
 

ん

あ

魔
理
沙

 

分
を
呼
ぶ

が
聞
こ
え
向
く
と
そ
こ
に
は

を
手
に

ち
少
し
ボ
ロ
ボ
ロ
の
格

と
な

て

い
る
魔
理
沙
が
い
た

 
蓮
 

ど
う
し
て
そ
ん
な
に
ボ
ロ
ボ
ロ
な
の

 
霧
雨

さ

き
理
久
兎
の
所
の
狼
娘
と
一
戦
し
て
て
な

 
蓮
 

耶
狛
さ
ん
が

 
霧
雨

あ

 
耶
狛
が
来
て
い
る
の
か

そ
う
だ
も
し
か
し
た
ら
魔
理
沙
な
ら
霊
夢
の
居
場
所
を
知

て
い
る

か
も
し
れ
な
い

 
蓮
 

魔
理
沙
に
聞
き
た
い
ん
だ
け
ど
霊
夢
を
知
ら
な
い
か

 
な

朝
か
ら
行
方
不
明
で

 
霧
雨

逃

ら
れ
た
か

 
蓮
 

変
な
言
い
回
し
は

め
て
く
れ
な
い
か
な



 第十八章 平和の日常へ

 
霧
雨

だ

そ
う
だ
な

朝
に

奴
の
所
に
行

て

 
弾
幕
ご

こ
し
た
ら

奴
な
ん
か
い
き
り
立

て
そ

 
の
ま
ま
ど

か
に
行

た

こ
れ
は
神
道
を

 
る

ン
ス

と
か
言

て
な

 
て
こ
と
は
朝
に
弾
幕
ご

こ
し
て
た
い
た
の
は
魔
理
沙
か

そ
し
て
魔
理
沙
は
霊
夢
を
知
ら
な

い

な
お
か
つ
こ
い
し
の
話
で
は
人
里
で
巫
女

の
女
性
を
見
た

そ
れ
ら
を
合
わ
せ
る
と
こ
い

し
が
見
た
の
は

分
耶
狛
だ
ら
う

耶
狛
の

は
巫
女

を

し
て
い
る
物
に
な

て
い
る
た

め
い
た
と

言
し
た

つ
ま
り
霊
夢
が
人
里
に
い
る
確

は

ら
く

い

な
ら
ば
別
の
場
所
を

探
す
の
が
得
策
だ
ろ
う

 
蓮
 

教
え
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
魔
理
沙

 
霧
雨

い
い

別
に

 
蓮
 

そ
れ
と

走
様
で
し
た
勘
定
は

い
て
お
き
ま
す

 
か
ら

 
店
員

は

い

 
最
後
の
い
な
り

を
食
べ

そ
し
て
お

で
流
し
込
み
お
勘
定
を
更
の
下
に

ん
で
立



 第２８０話 人里で朝食

ち
上
が
る

 
霧
雨

霊
夢
を
探
す
の
か

 
蓮
 

う
ん
何
か
し
で
か
す
前
に

 
霧
雨

そ
う
か

 
と

言

て
い
る
と
い
つ
の
間
に
か
人
だ
か
り
が

く
な
り

は

分
達
に
注
目
し
始
め
る

 
霧
雨

蓮

こ
う
な

て
る
な
ら
分
か
る
よ
な

 
蓮
 

え

何
が

 
魔
理
沙
は
ミ

八

を

分
に
向
け
て
構
え
る

つ
ま
り
弾
幕
ご

こ
し
て
く
れ
と
言
い
た

い
の
だ
ろ
う

霊
夢
を
探
す
の
を
優
先
し
た
い
が
教
え
て
く
れ
た

も
あ
る
た
め
こ
の

負
を
受

け
る
こ
と
に
し
た

 
蓮
 

良
い
よ
来
な
よ
魔
理
沙

 
霧
雨

な
ら
遠

な
く
や

て
や
る

 
そ
う
し
て
魔
理
沙
と
の
弾
幕
ご

こ
が
始
ま

た
の
だ

た



 第十八章 平和の日常へ

 
怠
惰

て
な

で
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す

 
狗
神

し

か
し
今
回
の
奴
等
は
み
ん
な

戦
的
だ
な

 
鈴

そ
う
だ
よ

こ
い
し
ち

ん
と
か
魔
理
沙

は

 
何
時
も
と

じ
か

 
神
楽

ア
ハ
ハ

 
怠
惰

ま

こ
の
章
は

さ
ん
も
そ
れ
相

に
出
番
が
あ

 
る
か
ら
準
備

動
は
し
て
お
き
な
よ

 
狗
神

ま
た
出
番
か

 
神
楽

は

回
出
て
ま
す
け
ど

 
鈴

良
い
な

出
番
が
あ
る

人
は
さ

 
怠
惰

ま

鈴

の
出
番
も

あ
る
か
ら
大

だ
よ

 
鈴

そ
れ
を
待
ち
望
ん
で
お
く
よ

 
怠
惰

へ
い
へ
い

て
な

で
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
神
楽

ま
た
次
回
も
お
願
い

し
ま
す

 
狗
神

じ

あ
な



 第２８０話 人里で朝食

 
鈴

ま

た



 第十八章 平和の日常へ

 
第
２
８
１
話
 
人
里
対
決
 

魔
理
沙

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

目
覚
め
て
ス
マ

を
見
た
ら

後

時
と
な

て
い
て
数

フ
リ

し
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

こ
ん
な
時
間
に
起
き
た
の
は
生
ま
れ
て

で
す

ま

た
の

が

前

時
頃

て
の
も
あ
り
ま
し
た
が
こ
こ
ま
で

る
と
は

失

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど

う 
人
だ
か
り
か
ら
の

そ
し
て

ジ
が
飛
び

う
中
で
蓮
と
魔
理
沙
は
弾
幕
ご

こ
を
行

て

た 
霧
雨

こ
れ
で
も
く
ら
え

 
蓮
 

 

大
な

弾
幕
を
放

て
く
る
が

を

き
落
ち
着
き
な
が
ら
高

の

刀
を

り
出
す

 
ジ

キ
ン

 
当
た
る
ギ
リ
ギ
リ
で

の
弾
幕
は
真

二
つ
に
な
り

分
に
当
た
る
こ
と
な
く
通
り
過
ぎ
て



 第２８１話 人里対決  魔理沙

い

た

そ
し
て

い
た
神
楽
を
も
う
一
度

に

め
る

 
霧
雨

見
事
な
も
ん
だ

 
今
度
は
無
数
に
弾
幕
を
放

て
く
る

神
楽
を
構
え
先
程
よ
り
も
更
に

い

刀
か
ら
の

撃

に
よ
る

技
で
全
て

り

て
る

 
霧
雨

な
ら
こ
れ
を
受
け
や
が
れ

 
そ
う
言
い
魔
理
沙
は
ミ

八

を
構
え
る

ら
く
魔
理
沙
の
十
八
番
の
マ
ス
タ

ス
パ

ク
か

流
石
に
あ
れ
ま
で
は
真

二
つ
に
す
る
の
は

分
に
は
で
き
な
い
た
め
す
ぐ
さ
ま
後
退
す

る
が

 
霧
雨

な

ん
て
嘘
だ

 
一

で
近
づ
き
そ
の
ま
ま

で

り
か
か

て
く
る

 
蓮
 

 

ン

 
だ
が
何
と
か
神
楽
で
受
け

め
る

ま
さ
か
イ
ン
フ

イ
ト
と
は
考
え
た
も
の
だ

 
霧
雨

ど
り

 
蓮
 

く



 第十八章 平和の日常へ

 
突
然
の
動
き
で
少
し
動

し
て
い
た
の
か
弾
か
れ
た

そ
し
て
魔
理
沙
は
今
度
こ
そ
ミ

八

を
構
え
る
と

 
霧
雨

く
ら
い
や
が
れ

 
マ
ス
タ

ス
パ

 
ま
ず
い
体

が
と
れ
な
い

こ
こ
で
使
う
の
は

だ
が
仕
方
が
あ
る
ま
い

 
蓮
 

式

 
狗
神
の
怒
り

 
狗
神
を

す
る
と

分
が
落
ち
て
い
る
真
下
に
現
れ
る
と

 
狗
神

ガ

 
物

い

を
上

て

分
を
上
空
へ
と
吹

飛
ば
す

そ
し
て
そ
れ
は
魔
理
沙
に
も

が

起
こ
る

 
霧
雨

な
ん
だ
と

 
魔
理
沙
は

飛
び
マ
ス
タ

ス
パ

ク
を

す
る
こ
と
が
出
来
た
こ
れ
は

ン
ス
だ

空
中
で
体

を
立
て

し
魔
理
沙
へ
と

進
す
る

 
霧
雨

ち

負
け
る
か

 
魔
理
沙
も
体

を
立
て

し

を

り
か
ぶ

て
く
る

 

ン
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蓮
 

魔
理
沙

君
は
近

特
化

魔
道
士
に
な

た
ら

 
ど
う
か
な

 
霧
雨

な
ん

よ

て
か
お
前
が
ボ
ケ
に
転
じ
る
な

 
そ
う
言
い
吹

飛
ば
さ
れ
る

そ
し
て
狗
神
が

後
に
回
る
と

 
狗
神

お
前
の

意
義
を

れ
る
な
よ

 
そ
う
言
い
狗
神
は

が
舞
う
か
の
よ
う
に

え
て
い

た

 
蓮
 

失

す
ぎ
る

 
霧
雨

所
見
し
て
ん
じ

蓮

 

大
な
弾
幕
を
こ
ち
ら
へ
と
放

て
く
る

す
ぐ
さ
ま
神
楽
を
逆
手
に

ち
変
え
て
一
気
に

る 
霧
雨

用
な
や
つ
だ
な

 
蓮
 

め
言

を
あ
り
が
と
う
魔
理
沙

 
逆
手
か
ら
正
常
の

に
戻
し

続
で
斬
撃
波
を
放
つ

 
霧
雨

な
ん
の

 
す
ぐ
さ
ま

に

が
り
放

た
斬
撃
波
を
回

し
て
い
く



 第十八章 平和の日常へ

 
蓮
 

な
ら

悪
⻤
神
楽

 
神
楽
を
構
え

え
る

刀

か
ら
神
楽
の
分
霊
が

体
出
現
し
魔
理
沙
へ
と

り
か
か
る

 
霧
雨

う

あ
ぶ

 

体
の

を
体
を
反
ら
し
ま
た
ギ
リ
ギ
リ
で

け
て
上
手
く
回

し
て
い
く

 
蓮
 

魔
理
沙
こ
れ
は
ど
う
か
な

 
神
楽
を

る
い
合
図
を

る
と

体
の
分
霊
は

を
刀
に
変

さ
せ

楽
の
よ
う
に
回
転
し

魔
理
沙
へ
と
向
か

て
い
く

 
霧
雨

こ
ん
な
の
も
出
来
る
の
か
よ

 
こ
れ
ま
で
は
霊
力
も
少
な
く
す
ぐ
に
ガ
ス
欠
し
て
し
ま
う
た
め
使
え
な
か

た
が
今
は
出
来
る

技
だ

神
楽
の
分
霊
は

は
あ
る
が
実

は
霊
力
に
よ

て

ら
れ
た
気
体
の
体
と

ど

じ

よ

て

分
が
想

す
る

に
変
化
さ
せ
る
事
だ

て
可
能
な
の
だ

 
蓮
 

斬

 
悪
⻤

ぐ

 
悪
⻤

あ

 
刃
と
な

た

で
斬
撃
波
を
放
ち
悪
⻤
達
は
魔
理
沙
に
追
撃
を

え
て
い
く
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霧
雨

し

ら
く
せ

 
マ
ス
タ

ス
パ

ク

 
十
八
番
の
マ
ス
タ

ス
パ

ク
を
使
い
悪
⻤
達
を

散
ら
す

だ
が
こ
れ
で
マ
ス
タ

ス
パ

ク
を
撃
つ
の
に
ク

ル
タ
イ

が

た

刀
を
上

に
構
え
近
づ
く

 
蓮
 

で
り

あ

 
霧
雨

お
前
こ
そ
近

バ
カ
の
間

い
だ
ろ

 
蓮
 

近

だ
け
じ

な
い
よ

 

の

り
は

な
く

け
ら
れ
た
が
そ
の
ま
ま

け
た
方
向
へ
神
楽
に
霊
力
を

せ
て

る
い
大
き
め
の
斬
撃
波
を
放
つ

 
霧
雨

い

 
大
き
め
の
弾
幕
を
放
ち
斬
撃
波
弾
幕
を

ち

す

今
さ
ら
だ
が
流
石
は
魔
理
沙
だ

こ
こ
ま

で
出
来
る
の
者
は
本
当
に
数
少
な
い

 
霧
雨

前
に
も
言

た
が
こ
こ
ま
で
強
い
と
は
な

昔
を
思

 
い
出
す

お
前
が
来
た
当

の
事
を
よ
最

は
狗
神

 
に
追
わ
れ
て

き
そ
う
だ

た
の
に
な

 
蓮
 

魔
理
沙
そ
れ
や
ら
れ
る
前

の

だ
け
ど
言
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て
良
い
の

 

に
や
ら
れ
る
フ
ラ
グ
だ
よ

そ
ん
な
フ
ラ
グ
を

て
て
大

か
な

 
霧
雨

こ
の
野

 
あ

こ
れ

全
に
怒

た
感
じ
だ

 
霧
雨

な
ら

大
に
負
け
て
や
ら

こ
の
野

 
そ
う

ぶ
と
先
程
よ
り
も
弾
幕
の

度
が

に
な

た

だ
が
こ
ん
な
程
度
な
ら

で
神
楽

で
さ
ば
け
る

 
霧
雨

そ
れ
と
蓮
て
め

は
負
け
る

て
言

た
な
負
け
る

 
の
は
お
前
だ

 

に

が

て
い
る
魔
理
沙
は
ミ

八

を

ン
ジ
ン
に
し
て
空
中
で
一
回
転
す
る

そ
し

て

ス

ド
で
突

込
ん
で
く
る

 
霧
雨

 

レ
イ
ジ
ン
グ
ス
タ

 
蓮
 

 
霧
雨

て
め

何
笑

て

 
こ
れ
は

す
ぎ
て
も
う

け
き
れ
な
い

な
ら
ば

け
ず
に
対
処
を
す
れ
ば
良
い
と
い
う
逆
転
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発
想
で

え
撃
つ
だ
け
だ

式
神

を
構
え

 
蓮
 

式

 
鈴

流
反
撃

殺

 

分
に
も
う
少
し
で

き
そ
う
な
所
で
鈴

が

に

大
な
霊
力
を
纏
わ
せ
て
現
れ
る

 
霧
雨

鈴

し
ま

た

 
鈴

じ

あ

魔
理
沙
ち

ん

 
ド

ン

ん

 
鈴

殺
の
後
ろ
回
し

り
が

裂
し
魔
理
沙
の

を
見
事
に

り

き
魔
理
沙
は
地
に
落

ち
て
い

た

 
蓮
 

あ
り
が
と
う
鈴

 
鈴

ま
た
呼
ん
で

 
そ
う
言
い
鈴

は

え
て
い

た

そ
し
て

が
一
気
に
上
が
る

こ
の
弾
幕
ご

こ
は

分
達
の

利
と
な

た
の
だ

た

 
鈴

そ
れ
じ

あ
り
が
と
う
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狗
神

に
ス

キ
リ
し
て
る
な

 
鈴

そ
れ
は
も
う
久
々
の
出
番
だ
か
ら

 
神
楽

良
か

た
で
す

 
鈴

て
あ
れ
怠
惰
は

 
狗
神

奴
な
ら

 
怠
惰

サ
バ
イ
バ

共

ち

ん
の
山

の
祟
り
か
ら

 
逃

れ
る
と
思
う
な
よ

 
鈴

し
て
る
し

 
神
楽

何
で
も
起
き
た
時
間
が

後

時
頃
だ

た
み
た

 
い
で
遊
ぶ
時
間
が
と

ん
で

に

し
て

 
ま
す

 
鈴

何
そ
れ

い

 
狗
神

思
う
ん
だ
が

奴
の
体
内
時

壊
れ
て
る
だ
ろ

 
神
楽

あ

そ
れ
と
怠
惰
様
か
ら
ご
報
告
が
あ
り
ま
し
て

 
元

の

時
頃
に
パ
ス

ド

式
の
小
説
を



 第２８１話 人里対決  魔理沙

 
パ
ス

ド
を

し
て

話
目
を
投
稿
す
る
み

 
た
い
で
す
よ

 
鈴

へ

そ
う
い
え
ば
あ

ち
の
後
書
き

て

が

 
や

て
る
ん
だ
ろ
う

 
狗
神

大
方
は
理
久
兎
の

親
だ
ろ

 
鈴

だ
よ

 
怠
惰

し

全
員
血
祭
り
終
わ
り

 
狗
神

奴
が
来
る
と
面
倒
だ
さ

さ
と
終
わ
ら
す

 
鈴

そ
れ
じ

今
回
は
こ
こ
ま
で

 
神
楽

ま
た
次
回
も
ど
う

お
願
い
し
ま
す

 
狗
神

じ

あ
な
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第
２
８
２
話
 
心
霊
廟
へ

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

後
数
日
で

年
が
終
わ
る
の
だ
な
と
少
し

く
感
じ
る
怠
惰
の
ク
ソ

悪
魔
で
す

は

⻑
い
よ
う
で

か

た

失

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
人
里
で
の
弾
幕
ご

こ
が
終
わ
り

は
何
も
な
か

た
か
の
よ
う
に
す
ぐ
に
散
り
散
り
と
な

て
い
く

と
り
あ
え
ず
地
面
に
落
ち
て
い

た
魔
理
沙
の
元
へ
と
向
か
う

 
蓮
 

魔
理
沙

大

 
霧
雨

あ

大

だ
問

 

手
で
グ

ジ

サ
イ
ン
を
し
て
く
れ
る
の
は
良
い
が

か
ら
し
て
全
然
大

で
は
な
い

感
じ
が
す
る

 
霧
雨

し

か
し

相
変
わ
ら
ず
の

り
だ
な
鈴

の
事
を

 

れ
て
た

 
蓮
 

そ
ん
な
に
使
え
る

じ

な
い
け
ど

あ
れ
は
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鈴

は
魔
理
沙
の

レ
イ
ジ
ン
グ
ス
タ

み
た
い
に
突
進

撃
を
仕

け
て
く
る
相
手
に
は

を

え
最
悪
は
一
撃
で

れ
る
が
霊
夢
み
た
い
な
弾
幕
を
飛
ば
す
よ
う
な
遠

タ
イ

に
は
全
く

が
な
い
の
が

な
所
だ

 
霧
雨

ち

そ
ん
な
技
で
負
け
る
と
は
な

 
蓮
 

だ
よ

 
魔
理
沙
の

を

み
引

張
り
あ

立
た
せ
る

 
霧
雨

と
と

す
ま

な

 
蓮
 

い
い
よ
気
に
し
な
い
で

そ
れ
じ

は
行
く

 
く
霊
夢
を
探
さ
な
い
と
い
け
な
い
し

 
霧
雨

あ

そ
う
だ
蓮

霊
夢
な
ら
も
し
か
し
た
ら
だ

 
が

の
宗
教
家
共
の

に
行

て
い
る
か
も
し
れ

  
蓮
 

え

ど
う
し
て
ま
た

 

く
不
安
な

ド
が
出
て
き
て

い

こ
れ
だ
け
は
考
え
た
く
は
な
い
の
だ
が

 
霧
雨

ど
う
し
て

て
そ
れ
は
襲
撃
し
か
な
い
だ
ろ



 第十八章 平和の日常へ

 
蓮
 

で
す
よ

 
不
安
は
的
中
し
て
や

り
襲
撃
だ

た
よ

 
霧
雨

じ

あ
気
を

け
ろ
よ
今
の
霊
夢
も
少
し
い
や
結
構

 
ハ

ケ
て
る
か
ら
よ

 
そ
う
言
い
魔
理
沙
は
ボ
ロ
ボ
ロ
と
な

た

を
戻
し

通
り
を
歩
い
て
い

た

 
蓮
 
 

 
ハ

ケ
と
い
う
言

で
更
に

く
な

て
く
る

聖
さ
ん
達
の
命
蓮
寺
を
壊
し
て
な
い
だ

ろ
う
か

神
子
さ
ん
達
の
道
場
を
放
火
と
か
流
石
に

い
や
魔
理
沙
の
話
的
に

も
う
本

当
に

く
な

て
き
た

そ
こ
い
ら
の
幽
霊
を
見
る
よ
り
も

い

 
蓮
 

れ

れ
れ
れ
れ
霊
夢

 
こ
の
ま
ま
野
放
し
し
た
ら
何
を
し
で
か
す
か

す
ぐ
さ
ま
霊
夢
を
探
す
た
め
に
人
里
を

れ
る

の
だ

た

と
り
あ
え
ず
何
処
か
ら
行
く
か

命
蓮
寺
か
い
や
そ
れ
な
ら
ま
ず
神
霊
廟
の
道
場
へ

行

て
霊
夢
の
情
報
を
集
め
そ
れ
で
何
も

が
な
け
れ
ば
次
に
命
蓮
寺
へ
行

て
情
報
を
集
め

る
と
い
う

戦
を
考
え

ま
ず
は
心
霊
廟
の
道
場
へ
と
向
か
う
の
だ

た

 

年

動
中
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心
霊
廟
か
つ
て
心
霊
廟
を
中
心
に
異
変
が
あ

た
場
所

だ
が
し
か
し
異
変
の
時
は

の

に
あ

た
が
今
は
神
子
の
力
に
よ

て
異
世
界
の
仙
界
と
い
う
場
所
に

転
し
て
い
る

門
を
く

ぐ
る
と
そ
こ
は
幻
想
郷
と
は

う
仙
界
が

が
り
そ
の
神
霊
廟
の
道
場
こ
そ
が
神
子
達
の
道
教
家

達
の

だ

 
蓮
 

霊
夢
が
前
に
話
し
て
い
た
け
ど
こ
こ
だ
よ

 
霊
夢
は
行

た
こ
と
が
あ
る
が

分
は
行

た
こ
と
が
な
い

何

な
ら
そ
の
時
は
寺
子
屋
の

の
仕
事
が
あ

た
た
め
行

た
こ
と
は
な
く
話
程
度
で
聞
か
さ
れ
た
だ
け
だ
が
こ
の
神
霊
廟

は
異

だ
と
感
じ
る

 
蓮
 

に

ら
ず
ん
ば

子
を
得
ず
か

 
門
を
潜
り

け
中
へ
と

る
と
そ
こ
は
人
々
で

れ
て
い
た

つ
ま
り
こ
れ
は
道
教
と
い
う
宗

教
に

し
た
道
教
家
達
だ

そ
の
道
教
家
達
は

分
を
見
る
や

や
注
目
し
だ
し
ヒ
ソ
ヒ
ソ
と

話
始
め
る

 
蓮
 

す
み
ま
せ
ん
こ
こ
に

 
霊
夢
の
情
報
を
聞
こ
う
と
し
た
そ
の
時

者
達
の
後
ろ
か
ら

々
に

れ
る
よ
う
に
中

が

空
い
て
い
き

は

を
下

る

そ
し
て

分
の
元
へ
と
そ
の
者
が
来
る



 第十八章 平和の日常へ

 
布
都

お
や
お
前
さ
ん
は
神
社
の
所
の
武
士
で
は
な
い
か

 
蓮
 

布
都
さ
ん

 
ま
さ
か
布
都
が
来
て
く
れ
る
と
は

も
し
か
し
た
ら
布
都
な
ら
霊
夢
の
居
場
所
を
知

て
い
る

か
も
し
れ
な
い

 
蓮
 

布
都
さ
ん
お

し
た
い
ん
で
す
が
霊
夢
を
見
て
い

 
ま
せ
ん
か

 
布
都

巫
女
か

う

む

シ
も
さ

き
人
里
か
ら
帰

 
て
き
た
ば
か
り
じ

が
そ
の
間
で
は
見
て
は
お
ら
ん

 
な

巫
女
と
い
え
ば
理
久
兎
の
所
の
狼
巫
女
と
は
戦

 

た
が
の

 
蓮
 

そ
う
で
す
か

 
や
は
り
布
都
も
知
ら
な
い
と
き
た
か

こ
う
な
れ
ば
命
蓮
寺
に
行
く
し
か
な
い
か

 
布
都

じ

が
理
久
兎
の
所
の
巫
女
を
思
い
出
す
と
イ
ラ
イ

 
ラ
し
て
く
る
の

 
蓮
 

え
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布
都

負
け
て

ミ

て
場
に
落
と
さ
れ
て
と
は

く

何

 
た
る

雪

か

 
う
わ

そ
れ
は
災

と
し
か
言
え
な
い
よ

に
シ

を
よ
せ
た
布
都
は

方
を
見
る
と

 
布
都

貴
様

負
せ
い

 
蓮
 

八
つ
当
た
り

 
布
都
が
炎
を
手
に
纏

て

方
に
放
と
う
と
し
た
そ
の
時

 

 

そ
こ
ま
で
に
し
て
起
き
な
さ
い
布
都

 
布
都

は

た

子
様

 
蓮
 

神
子
さ
ん

 
布
都
の
後
ろ
か
ら

華
な
紫
の
マ
ン
ト
を
な
び
か
せ
な
が
ら
神
子
が

方
に
歩
い
て
く
る

 
神
子

客
人
に
迷

で
す
よ

そ
れ
に
ま
だ
力
も
あ
ま
り
回

 
復
は
し
て
な
い
で
し

う
に

 
布
都

し
か
し

 
神
子

は

 
神
子
は

方
を
見
る
と

し
方
な
い
と
い

た

を
す
る
と
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神
子

蓮
さ
ん

し

な
い
で
す
が

と
一
戦
し
て
い
た
だ

 
い
て
も
構
い
ま
せ
ん
か

 
布
都

何
と

子
様
が

々
に

 
神
子

こ
の
ま
ま
に
す
る
と

達
も
面
目
が
な
い
も
の
で

 
そ
れ
に
一
度
お
手
合
わ
せ
を
し
て
み
た
か

た
ん
で

 
す
よ
冥
界
の
武
士
と

い
え
そ
れ

上
の
実
力
の

 

ち

と

さ
れ
る
幻
想
郷
最
強
の
武
士
で
あ
る
貴

 
方
と
は

 
蓮
 

え

え

と

 
ま
ず
ツ

ミ
さ
せ
て
い
つ
の
間
に
幻
想
郷
最
強
の
武
士
に
な

た
の
だ
ろ
う
か

分
が
最

強
だ
な
ん
て
一
度
も
思

た
こ
と
な
い
よ

ど
れ
だ
け

人
の
目
は

分
を
大
き
く
写
す
の
だ
ろ

う
か

 
布
都

貴
様
ま
さ
か

ま
ぬ
と
言
う

で
は
な
か
ろ
う
な

 
も
し
そ
う
だ
と
言
う
の
な
ら
今
日
か
ら
そ
な
た
の
あ

 
だ
名
は
負
け

じ

な

つ
い
で
に
神
道
や
巫
女
は



 第２８２話 心霊廟へ

 
そ
の
程
度
の
も
の
と
い
う
事
じ

ろ

 
布
都
は
言
う
で
は
な
い
か

流
石
に

分
の

も
久
々
に
少
し

ツ
ン
い

た
よ

 
蓮
 

良
い
で
し

う

ま
せ
て
頂
き
ま
す
そ
し
て
布
都

 
さ
ん
も
し

が
こ
の
弾
幕
ご

こ
に

た
ら
夜
は

 

る
間
も

え
ず
に
幻
想
郷
の

を
全
て

に

 
き

れ
る
の
で
そ
の
お
つ
も
り
で

 
布
都

な

何
で
じ

て

手
が

え
て

 
神
子

流
石
は
巫
女
の
番

布
都
を
殺
気
で

え
さ
せ
る

 
と
は

 
殺
気
な
ん
て
出
し
て
も
な
い
の
に
な

と
り
あ
え
ず

分
は
神
楽
の

に
手
を
か
け
る

そ
し

て 
蓮
 

神
子
さ
ん
来
て
く
だ
さ
い

生

な
話
で
時
間
が
あ

 
ま
り
な
い
の
で
そ
れ
と

の
悪

な
ら
構
わ
な
い
ん

 
で
す
よ
け
ど

霊
夢
の
悪

を
言
う
の
な
ら
容

は

 
し
ま
せ
ん
よ
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神
子

ま
る
で

つ
る

の
よ
う
で
す

で
は
行
き
ま
す

 
よ

 
そ
う
し
て
神
子
と
の
弾
幕
ご

こ
が
始
ま

た
の
だ

た

 
鈴

今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

な

何
で

な
ん
だ
よ

 
怠
惰

知
ら
な
い
の
狗
神

 
神
楽

え

と

そ
の

も
あ
ま
り

 
鈴

へ

神
楽
ち

ん
も
な
ん
だ

ま

も
そ
う
な
ん

 
だ
け
ど

 
怠
惰

ま

的
だ
け
ど
説
明
を
す
る
と

て

生

 
愛
し
た
相
手
を
大

に
す
る

て
い
う

性
が
あ

 
て

中
に
は
相
手
が
死
ん
で
も

く
は
そ
こ
に
ず

 
と
居
続
け
て

食
動
物
が
来
た
り
す
る
と

と
か



 第２８２話 心霊廟へ

 
し
て
追
い
返
す

て
い
う

だ
か
ら
比

現
と

 
し
て
仲

ま
じ
い
カ

ル
に

の

て
言
う

 
の
は

め
言

に
な
る

だ
け
ど

 
鈴

へ

は

 
怠
惰

知
る
か

 
狗
神

ま

分
か

た
に
は
分
か

た
が
そ
ん
な
言

が
あ

 
る
と
は
な

 
神
楽

良
い

き
で
す

 
鈴

 
怠
惰

は
い
は
い
そ
ろ
そ
ろ
時
間
だ
か
ら
こ
こ
ま
で
に
す
る

 
よ

 
狗
神

あ
い
よ
そ
ん
じ

今
回
は
こ
こ
ま
で
だ

 
鈴

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く

 
神
楽

そ
れ
で
は

 
怠
惰

ま
た
な
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第
２
８
３
話
 

神
子

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
ガ
キ
の
使
い
を
見
て
大

笑
し
て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

今
回

も
色
々
と

い

タ
が

い
と
感
じ

笑
し
て
ま
す

さ
て
そ
れ
で
は
今
年
最
後
の
投
稿
を
ど

う 
現

こ
こ
神
霊
廟
で
は
道
教
の

者
達
が
蓮
と
神
子
の
弾
幕
ご

こ
を
見

け
て
い
た

 
布
都

子
様

張

て
く
だ
さ
い

 

者
達
が

し
て
い
る
先
で
は

 
神
子

確
か
に
想

い
え
そ
れ

上

で
す

 
蓮
 

 
流
石
は
飛
鳥
時
代
の
大
王
と
言
わ
れ
た
聖
徳

子
だ

撃

つ

つ
に

が
な
い

並
の

者
で
は

刀

ち
で
き
な
い
だ
ろ
う

 
蓮
 

そ
ら



 第２８３話  神子

 
神
楽
を

続
し
て

り
斬
撃
波
を
放
つ
が
そ
れ
を

な
く

け
る

し
か
も

け
る
と

時
に

マ
ン
ト
が
な
び
く
た
め
見
て
て
格

い
い
と
思
う
反
面
で

能
的
に

そ
う
と
感
じ
た

 
神
子

そ
う
い
え
ば
こ
の
マ
ン
ト
ど
う
だ
ろ
う
か

合

 
て
い
ま
す
か

 
マ
ン
ト
を
な
び
か
せ

慢

に
話
し
て
く
る

そ
れ
に
色
が
紫
か
ら

へ
と
い
つ
の
間
に
か
変

色
し
て
る

 
蓮
 

え

ま

気
に
な

た
ん
で
す
が
神
子
さ
ん
性
格

 
変
わ
り
ま
し
た

前
は
も
う
少
し

が

ら
か
か

 

た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
が

 
神
子
の
レ

ザ

を

け
な
が
ら
言
う
と
神
子
は

リ
と
笑
う

 
神
子

う

い
見
分
け
ま
し
た
か

え

マ
ン
ト
を

 
る
時
そ
れ
は

の
本
気
と

え
て
頂
い
て
も
構
い
ま

 
せ
ん
よ

 
蓮
 

 
失

か
も
し
れ
な
い
が

分
と

じ
で

二
病
を

て
い
る
人
な
の
だ
ろ
う
か

分
も
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二
病
だ
と

覚
は
し
て
い
る
が

女
も
ま
た

二
病

者
だ
ろ
う

 
神
子

そ
う
で
し

う

格

よ
く
て
言

も
あ
り
ま
せ
ん

 
よ

 
蓮
 

い
や
あ
の
神
子
さ
ん

 
神
子

何
か
な

 
蓮
 

そ
の
動
き

く
あ
り
ま
せ
ん
か

 
神
子

全
然

そ
れ
に
こ
の
マ
ン
ト
の
お
陰
で
注
目
の
的
と

 
あ
り
が
た
い
限
り
で
す

 
あ

そ
う
い
え
ば
確
か
昔
は
紫
色

て
貴

な
色
だ

た
よ
う
な
気
が
す
る

当
時
の

色
の

染

と
な
る

は

石
の
ラ

ス
ラ

リ
が
元
だ

そ
の
た
め

く
貴

ゆ
え
に

分
が

い

者
で
し
か
着
る
事
が
許
さ
れ
な
い
色
だ

た

だ

飛
鳥
の
時
を
生
き
た
聖
徳

子
は
昔
か
ら
の

考
え
で
紫
色
を

大
と
考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う

 
蓮
 

因
み
に

く
失

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
言
い
ま
す

 
今
の
現
代
だ
と
紫
色

て
そ
こ
ま
で
貴

で
は
な
い

 
で
す
よ
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だ
が
科

が
進
む
に
つ
れ
て
今
の
現
世
で
は
紫
色

て
そ
こ
ま
で
貴

で
は
な
い

何
よ
り
も

紫
を

む
者
は
少
な
く
な

て
い
き
今
で
は
不
思
議

の
者
達
が

む
色
と
な

た

 
神
子

え

 
マ

ケ
な

を
あ

る
と
向
か

て
く
る
レ

ザ

弾
幕
は

ツ
リ
と

え
神
子
は
放
心
状

に
な
る

こ
れ
言

て
は
い
け
な
い

ド
だ

た
の
か
も
し
れ
な
い

先
程
ま
で
の

勢
が
良

か

た
神
子
が
こ
の
状

で
あ
る

 
蓮
 

ン
ス

 
神
楽
を

る
い
斬
撃
波
を
放
つ

 
布
都

子
様

 
神
子

は

 

に
戻

た
神
子
は
放

た
斬
撃
波
を

で
全
て
弾
き
飛
ば
し

ぐ

 
神
子

と
し
た
事
が
こ
ん
な
ま
や
か
し
の
発
言
に

 
蓮
 

い
や
あ
の
こ
れ
事
実
な
ん
で
す
が

 
神
子

え

い
う
る
さ
い
戯
れ
は
終
わ
り
だ

 
逆
ギ
レ
し
た
神
子
は
何

も
の

度
で
弾
幕
を
撃

て
く
る

撃

て
く
る
が
さ

き
よ
り
も
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力
が
落
ち
た
よ
う
な
気
が
す
る

そ
れ
に
神
子
の
マ
ン
ト
が
紫
に
変
化
し
て
る

 
蓮
 

さ

き
よ
り
も
火
力
が

 
や
は
り
地

発
言
は
注
意
し
な
い
と
な
と
思

た

そ
し
て
逆
ギ
レ
神
子
は
ス

ル
カ

ド
を

え
る

 
神
子

仙

 
日
出
ず
る
処
の
道
士

 
神
子
を
中
心
に
無
数
の
レ

ザ

が
乱
射
さ
れ
る

神
楽
を

る
い
弾
き
飛
ば
し
て
い
く
が

度
が
意
外
に
濃
い

 
布
都

流
石
は

子
様
じ

 

者

子
様

 
ま
た
神
子
の
マ
ン
ト
が

に
変
色
し
て
い
く

す
る
と
弾
幕
の
レ

ザ

の

度
が
更
に
上
が

り
始
め
た

 
蓮
 

マ
ン
ト
の
色
が
力
の
数
値

 
神
子

え

そ
う
な
ん
で
す
よ

き
ま
し
た
か

 
蓮
 

い
や
ま

不

不
死
と
か
の
人
や
妖
怪
は
た
ま
た

 
こ
の
世
の
最
高
神
な
ど
を
見
て
る
と
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神
子

少
し
は

い
て
く
れ
る
と

し
い
ん
だ
け
ど

 
だ
が
思
う
の
は
人
々
い
や

者
達
が
神
子
に
注
目
を
集
め
る
と
神
子
が
強
化
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
思
え
る

つ
ま
り
神
子
に

つ

利
の
法

は
分
か

た

 
神
子

何
か
考
え
事
か
い

 
蓮
 

え

貴
方
を
倒
す
一
番

な
方
法
を
思
い

い
た

 
所
で
す

式

 
狗
神
の
怒
り

 
狗
神
の
式
神

を

狗
神
を

す
る

そ
し
て

 
狗
神

ン

 

が
破
れ
る
ん
じ

な
い
か
と
思
え
る
ぐ
ら
い
の

を
上

分
そ
し
て
神
子
を
吹

飛

ば
す

 
神
子

こ
ん
な
事
を
し
て
何
に
な
る
と

 
蓮
 

神
子
さ
ん
マ
ン
ト
を
見
て
く
だ
さ
い
よ

 
神
子

何
が

な

だ
と

 
あ
く
ま
で
吹

飛
ば
し
た
の
は
神
子
で
は
な
い
神
子
は
二
の
次
に
過
ぎ
な
い

で
は
何
を
吹

飛
ば
し
た
の
か
無

そ
れ
は
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布
都

な

 

者

き

 

者

う

が

 
神
子
を

し
て
い
る

者
達
を
吹

飛
ば
し
ス
タ
ン
さ
せ
た
に
過
ぎ
な
い
の
だ

何
せ
神
子

の
力
の
秘

は

ら
く

か
ら
の
注
目
い
や

に
よ
る
も
の
で
あ
り
そ
れ
が
無
く
な
れ
ば
ど
う

な
る
か

電

と
い
う

が

え
た
動
か
な
い
電
化
製
品
と
何
ら
変
わ
り
な
い

 
神
子

考
え
ま
す

貴
方
は

 
蓮
 

真

向
か
ら

む
の
も
大

で
す
が
こ
う
し
た
や
り

 
方
だ

て
あ
る
ん
で
す
よ

 
狗
神

け

 

の
定
で
狗
神
は
帰

て
い

た

す
る
と
力
が

い
て
く
る
の
に
気
づ
く

何
だ
と
思

て

い
る
と
道
教
の

者
達
は

分
を
見
て

ク

ク
し
て
い
た

ら
く

れ
と
い
う

念
が

分

を
注
目
さ
せ
力
を

れ
さ
せ
て
い
る
の
だ
ろ
う

 
神
子

さ

に
力
を

 
蓮
 

神
子
さ
ん
も
う
遅
い
で
す
よ



 第２８３話  神子

 
神
子
だ

て
も
も
う
分
か

て
い
る

だ

狗
神
に
よ

て
満

と
な

て
い
る

者
達

を
見
れ
ば

立
て

す
と
し
て
も

時
間
で
は
無
理
だ

と
り
あ
え
ず
ま
た
神
子
が
力
を
出
す
前

に
倒
す

 
蓮
 

ラ
ス
ト

ド
 

色

演
舞

 

狐
化
に
よ
る

体
変
化
に
よ
り
霊
力
を
一
気
に
解
放
し
光

く
刀

の
神
楽
を
構
え
る

 
神
子

く

何
て
神
々
し
い

き
だ

 
蓮
 

神
子
さ
ん

 
目
に
も
見
え
ぬ

度
で
一
気
に
神
子
の
前
へ
と

め
よ
り
マ
ン
ト
を

む

 
神
子

い

 
蓮
 

少
し
痛
い
で
す
が

張

て
く
だ
さ
い

 
そ
う
言
い
神
子
を
思
い

き
り
上
空
へ
と
投

飛
ば
す

そ
し
て
投

た
神
子
へ
と
一
気
に
近

づ
き
辻
斬
り
を
し
て
通
り
す
ぎ
る
と
無
数
の
斬
撃
が
神
子
へ
と
襲
い
か
か
る

 
神
子

ぐ

 
蓮
 

最
後
で
す

 
神
楽
を
上

に
構
え
神
子
を
一
刀

断
す
る

そ
し
て

か
に

刀
す
る
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キ
ン

ン

 

弾
音
が
鳴
り

き
神
子
は
地
面
に
落
ち
て
い

た

こ
の

負
は

分
の

利
と
な

た
の

だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
年
最
後
の
投
稿
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

 
ま
し
た

 
狗
神

こ
ん
な
下
ら
な
い
遊
び
で
呼
ぶ
と
か
本
当
に

め
て

 
欲
し
い
ん
だ
が
な

 
神
楽

ま

ま

 
鈴

出
番
が

い

ン
キ

娘
ち

ん
は
良
い
な

 
怠
惰

こ
ら
こ
ら
妬
ま
な
い
の
出
番
は
あ
る
ん
だ
か
ら

 
鈴

だ
と
良
い
ん
だ
け
ど
な

 
怠
惰

ま

と
り
あ
え
ず
今
年
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

 
し
た
ま
た
来
年
も
見
て
く
だ
さ
る
と

し
い
限
り
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で
す

 
狗
神

こ
ん
な
小
説
だ
が
ま
た
来
年
も
よ
ろ
し
く
な

 
神
楽

お
願
い

し
ま
す

 
鈴

そ
れ
じ

今
回
は
こ
こ
ま
で

 
怠
惰

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く

て
な

で
ま
た
な



 第十八章 平和の日常へ

 
第
２
８
４
話
 
霊
夢
を
探
し
て
命
蓮
寺
へ

 
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

者
様
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

今
年
の
目

は
何

事
も
そ
つ
な
く
や

て
い
け
る
年
に
し
た
い
か
な
と
思
い
ま
す

そ
れ
で
は
新
年

の
投
稿
を
ど

う 
神
子
を

ち
破
り

分
は
変
化
さ
せ
た
体
を
元
の
戻
す

や
は
り
何
か
し
ら
で
注
目
を

び
る

と

分
や

の
者
達
に
も

が
あ
る
み
た
い
だ

と
り
あ
え
ず
地
上
へ
と
降
り
る
と
ボ
ロ
ボ
ロ

に
な

た
神
子
が
立
ち
上
が
る

 
神
子

お
見
事
で
す

 
蓮
 

ま

生
と
死
の

間
を
歩
い
た
も
の
で

 
神
子

君
は

達
と

じ
で

解
仙
に
な
れ
る
か
も
し
れ
な

 
い
な

 
蓮
 

ま

そ
の
時
は
そ
の
時
で
考
え
て
み
ま
す
よ



 第２８４話 霊夢を探して命蓮寺へ

 
仙
人
か

そ
う
言
え
ば
理
久
兎
の
仙
術

て
仙
と
か

て

が
あ
る
か
ら
何
か
し
ら
関
係
が

あ
る
の
か
な

今
度
会

て
覚
え
て
い
た
ら
聞
い
て
み
よ
う
か
な

 
蓮
 

あ

そ
う
だ

神
子
さ
ん
に
お

し
た
い
ん
で
す

 
が
霊
夢
を
見
ま
せ
ん
で
し
た
か

 
神
子

巫
女
で
す
か

そ
れ
な
ら
先
程
に
寺
の

体
住

と

 
戦

て
ま
し
た
よ

 
蓮
 

本
当
で
す
か

教
え
て
く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ

 
い
ま
す

 

を

リ
と
下

て
お

を
言
う

す
る
と
神
子
は
首
を
か
し

て

 
神
子

そ
の

て
ぶ
り
か
ら
し
て
何
か
あ
る
の
か
い

 
蓮
 

え

ま

今
こ
う
し
て
不
思
議
な
気
が
幻
想
郷
を
包

 
み
こ
ん
で
い
る
の
は

ら
く
神
子
さ
ん
で
も
分
か
り

 
ま
す
よ

 
神
子

え

々

知
は
し
て
ま
す
よ

 
蓮
 

ま

そ
れ
で
今
こ
の
気
に
よ

て

が

撃
的
に
な
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て
い
る
と
い
う
事
は

ら
く
霊
夢
も
と
思
い
ま
し

 
て
放

て
お
く
と
妖
怪
な
ら

こ
れ
構
わ
ず

ん
で

 
い
き
そ
う
で

い
ん
で
す
よ

 
神
子

は
て

妖
怪
は
人
を

れ
さ
せ
る
た
め
退
治
さ
れ
る

 
の
は
当
た
り
前
で
は

 
神
子
の
言
う
通
り
だ

確
か
に
妖
怪
は
人
を
襲
う
た
め
退
治
さ
れ
る
の
は

業

得
だ

だ

が 
蓮
 

言

た

で
す
よ

こ
れ
構
わ
ず

て
人
を
襲
わ
な

 
い
妖
怪
だ

て
い
る
ん
で
す
そ
う
言

た
者
を
守
り

 
た
い
そ
れ
に

は
無
闇
な
戦
い
は

き
じ

な
い
ん

 
で
す
よ

 
中
に
は
人
に
危

を

え
な
い
よ
う
な
者
だ

て
い
る
の
は
事
実
だ

そ
う
い

た
者
は
出
来

る
限
り
で
逃
が
し
て
や
り
た
い
の
だ

 
神
子

巫
女
と
は

て
平
和

義
者
で
す

で
す
が
そ
の

 
優
し
さ
が

を
滅

す
時
だ

て
あ
る
ん
で
す
そ
れ
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を

々
お

れ
な
き
よ
う
に
蓮
さ
ん

 
蓮
 

え

心
得
て
お
き
ま
す
よ
神
子
さ
ん
そ
れ
で
は

は

 
行
き
ま
す

 
と

立
ち
去
ろ
う
と
し
た
が

い

れ
て
い
た
事
が
あ

た

後
ろ
を

り
向
き

 
蓮
 

そ
れ
と
さ

き
は
確
か
に
紫
は
今
は
貴

で
は
な
い

 

て
言
い
ま
し
た
け
ど

合

て
ま
す
よ

そ
の

 
マ
ン
ト
と
紫
色
は

 
神
子

あ
り
が
と
う

 
伝
え
た
い
事
を
伝
え
終
え

分
は
神
霊
廟
を
後
に
し
命
蓮
寺
へ
と
向
か
う
の
だ

た

 
神
子

面
白
い
子
だ
巫
女
に
や
る
の
が

体
無
い
な

 
布
都

子
様
を
負
か
し
た
事
は

立
た
し
い
が
楽
し
そ
う

 
で
何
よ
り
じ

 
と
去

た
蓮
に
そ
う

く
の
だ

た

そ
し
て
神
霊
廟
か
ら
出
た
蓮
は
空
を
飛
び
命
蓮
寺
へ

と
向
か
う

 
蓮
 

体
住

て

聖
さ
ん
だ
よ
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住

で

体

て
言
う
と

リ

リ
の
近

タ
イ

の
聖
し
か
思
い

か
な
い

た
だ
命
蓮
寺

に
行

た
所
で
聖
は
い
る
だ
ろ
う
か

そ
ん
な
事
を
考
え
て
る
間
に
も
命
蓮
寺
に

り
着
く

 
蓮
 

頼
も
う

 

を
張

て
門
を
潜
り

け
て

内
へ
と

る
と
人
だ
か
り
が

い

神
霊
廟
の
道
場
に
い
た

者
達
と
い
い
命
蓮
寺
の
人
だ
か
り
と
い
い
そ
れ
と
比
べ
て
博
麗
神
社
は

い
や
変
な
考
え
を

す
る
の
は
よ
そ
う

前
向
き
に
考
え
参

者
を
増
や
さ
な
け
れ
ば

 

 

お
や
今
度
は
蓮
さ
ん
か

 

を
か
け
ら
れ
向
く
と
そ
こ
に
は

の

の
一

に
そ
の
後
ろ
に
は
大

道
の
雲
山
が
い

た 
蓮
 

あ

一

さ
ん
そ
れ
に
雲
山
さ
ん
も

 
一

頼
も
う
と
か

て
言
う
か
ら
ま
た
道
教
の
ア

共
が

 
何
か
し
で
か
す
の
か
と
思

た
よ

 
命
蓮
寺
組
と
神
霊
廟
組
の
仲
は
相
変
わ
ら
ず
良
く
は
無
さ
そ
う
な

気
だ

 
一

で

本
当
に
道
場
破
り
な
ら
ぬ
寺
破
り
に
に
来
た
の

 
か
い

そ
う
な
ら
相
手
す
る
よ
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雲
山
 

 

か
ら
の
道
場
破
り
決
め
つ
け
は

め
て
欲
し
い
の
だ
が

 
蓮
 

々

そ
ん
な
こ
と
し
ま
せ
ん
よ

は

 
一

そ
れ
じ

神
道
の
君
が
何
で
こ
こ
に

 
蓮
 

実
は
霊
夢
を
探
し
て
ま
し
て
聖
さ
ん
が
知

て
る
と

 

た
の
で
来
た
の
で
す
が
聖
さ
ん
は
い
ら

し

 
い
ま
す
で
し

う
か

 
聖
が
い
る
か
と
聞
く
と
一

と
雲
山
は

た

を
す
る

こ
れ
は
も
し
か
し
た
ら
い
な
い
感

じ
か
な

 
蓮
 

た
な

 
や
は
り
最

に
神
霊
廟
で
は
な
く
命
蓮
寺
に
来
る
の
が
正
解
だ

た
の
か

ま
た
は
ま
だ
帰

て
き
て
い
な
い
の
か
ど
ち
ら
に
せ
よ
ど
う
す
る
か
と
悩
ん
で
い
る
と

 

者

あ

聖
さ
ま
だ

 

者

本
当
よ

 
蓮
 

え
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後
ろ
を

り
向
く
と
そ
こ
に
は
天

を

た
聖
が

方
に
向
か

て
き
て
い
た

 
一

ま
た

物
か
い
や
今
度
は
本
物
の
聖
か
な

 
一

が

の
分
か
ら
な
い
事
を
言

て
い
る
と
聖
は

方
へ
と
来
る

 
聖
 

た
だ
い
ま
戻
り
ま
し
た
一

ご

様
で
す

 
一

本
物
だ

今
度
は
間

い
な
く

 
聖
 

え

 
発
言
か
ら
し
て

物
が
現
れ
た
み
た
い
だ

そ
れ
ら

い
た
く
も
な
る
か

 
蓮
 

す
み
ま
せ
ん
聖
さ
ま

 
聖
 

あ
ら
あ
ら
蓮
さ
ん
ど
う
か
な
さ
い
ま
し
た
か

 
蓮
 

え

あ
の
霊
夢
を
見
ま
せ
ん
で
し
た
か

聞
い
た
話

 
だ
と
聖
さ
ん
と
戦

て
い
た
と
か
聞
い
た
も
の
で

 
と

伝
え
る
と
聖
は
首
を

た

 
聖
 

あ
ら
あ
ら

確
か
に
戦

て
は
い
ま
し
た
が
生

覚

 
え
て
は

 
知
ら
な
い
分
か
ら
な
い
と
言

た
感
じ
だ
な
こ
れ

す
る
と

り
が
ざ
わ
ざ
わ
と
騒
ぎ
始
め
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る 
一

聖
こ
れ
は

ン
ス
だ
よ
神
道
の
者
そ
れ
も
博
麗
の

 
神

武
士
を
倒
せ
ば

教
が

ま
る
か
も

 
蓮
 

え

 
一

蓮
さ
ん
に
は
悪
い
け
ど
聖
の
相
手
を
し
て
く
れ
な
い

 
か

 
聖
 

一

蓮
さ
ん
に
失

で
す
よ

 
蓮
 

う

ん

 
急
い
で
い
る
の
だ
が

い
や
待
て
よ
弾
幕
ご

こ
を
通
し
て
聖
が
何
か
霊
夢
の
事
で

な

事
で
思
い
出
す
か
も
し
れ
な
い

 
蓮
 

分
か
り
ま
し
た
お
相
手
し
ま
す

 
聖
 

え

よ
ろ
し
い
の
で
す
か

 
蓮
 

え

体
を
動
か
せ
ば
も
し
か
し
た
ら

な
事
で
も

 
思
い
出
し
て
く
れ
る
か
な

て

 
そ
れ
を
聞
い
た
聖
は

く
が
ま
た
平
常
な

に
戻
り
優
し
く

笑
む
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聖
 

そ
う
で
す
か

な
ら
ば
思
い
出
せ
る
よ
う

力
を

 
し
ま
し

う

 
蓮
 

お
願
い
し
ま
す
聖
さ
ん

 
聖
 

い
ざ

無
三

 
こ
う
し
て
命
蓮
寺
で
聖
と
の
弾
幕
ご

こ
が
始
ま
る
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
本
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す

 
鈴

だ
か
ら

怠
惰
は
別
と
し
て
晴
れ
着
な
ん
だ

 
狗
神

何
時
も
の

が
良
い
ん
だ
が
な

 
神
楽

ま

ま

 
鈴

狗
神
の

も
神
楽
ち

ん
も
晴
れ
着
が

い

合

 
う
よ

 
神
楽

う

ん

か
ら
す
る
と
刀
に

を
着
せ
て
る
の
と
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じ
感
じ
で
す
け
ど

 
狗
神

じ
く

 
怠
惰

い
や
現
代
の

ト

達
は

を
着
て
た
り
す
る
ん

 
だ
よ

 
狗
神

何
だ
と

 
鈴

ま

た
ち
が
生
き
た
時
代

て
１
０
０
０
年
ぐ
ら

 
い
前
だ
し

平
安
前

 
神
楽

確
か
に

平
安

室
町

 
狗
神

め
ろ
そ
ん
な
言
い
方
だ
と
年

り

く
な
る
だ

 
ろ
う

平
安
後

 
怠
惰

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
や
べ

年

り

会
議
み
て

 
で
笑

ち
ま
う

不
明

 
神
楽

怠
惰
さ
ま
そ
れ
は
失

す
ぎ
ま
す
よ

 
鈴

年

り
は
認
め
る
け
ど

ら
見
た
目

い
し

 
狗
神

年
の

よ
り

の

て
言
う
だ
ろ
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怠
惰

は
お
前
ら
年
上

 
狗
神

鈴

新
年

々
で

り
を
し
な
い
か

 
鈴

ひ
と

り
行
こ
う
か

 
怠
惰

ハ

ハ

ハ

逃

る
ん
だ
よ

 
神
楽

あ

え

と
新
年
こ
ん
な
ん
で
す
が
え

と
今
回
は

 
こ
こ
ま
で
で
す
そ
し
て
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

 
し
ま
す

 
怠
惰

あ

そ
う
そ
う
こ
の
後
に
パ
ス

ド

式
の
小

 
説
は
解
く
か
ら
気

に
見
て

そ
ん
じ

 
狗
神

待
ち
や
が
れ

 
鈴

新
年

り
く
ら
え

 
神
楽

え

と
ま
た
次
回

さ
よ
う
な
ら
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第
２
８
５
話
 

聖
 
白
蓮

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

ド
ラ

ル

か

ド
イ

タ

を

う
か
悩
ん
で
い
る
怠
惰
の

ク
ソ
悪
魔
で
す

ま
た
は
バ
イ
ハ
ザ

フ
ル
リ
メ
イ
ク
を

う
た
め
に

め
る
と
い
う
の
も

野
に

れ
て
い
た
り
し
ま
す

悩
み
ま
す

こ
れ
が

で
は

の
話
も
こ
こ
ま
で
に
し
て

本
編
へ
ど
う

 
熱
狂
が

く
こ
こ
命
蓮
寺
で
は
住

で
あ
る
聖
白
蓮
と
蓮
に
よ
る
る
白
熱
の
戦
い
が

り

ら
れ
て
い
た

 
聖
 

で
り

 
蓮
 

 
や
は
り
強
い
こ
れ
ま
で
戦

て
き
た
中
だ
と
神
子
さ
ん
と

ぐ
ら
い
だ
ろ
う
か

神
子
さ
ん

は

に
遠

の

撃
が

か

た
が

方
は
逆
に
物
理
が

売
特
許
と
い

た
感
じ

だ
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聖
 

い
き
ま
す
よ

 
蓮
 

こ
い

 
お

い

士
で
ま
た
ぶ
つ
か
り
合
う

分
の
一
刀
を
聖
は

け
ま
た
は

で
受
け

め

分
は
受
け
流
し
そ
し
て

け
と
い

た
動

を
し
続
け
ま

た
く
も

て

が
明
か
な
い

 
聖
 

流
石
は
死
闘
を
潜
り

け
た
だ
け
は
あ
り
ま
す

 
蓮
さ
ん

 
蓮
 

何
度
も
死
ぬ
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
場
面
は
あ
り

 
ま
し
た
か
ら

 
特
に
一
番

ろ
し
か

た
の
は
怠
惰
の
特
訓
だ

だ
が
逆
に
一
番
潜

能
力
を
引
き
出
す
に
は

う

て
つ
け
の
修
行
と
な

た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い

お
陰
で
こ
う
し
て
生
に
執
着
す
る
よ
う

に
な

た
の
だ
か
ら

 
蓮
 

せ
い
や

 
聖
 

く

 
神
楽
を
強
く

る
い
聖
を
吹

飛
ば
す

だ
が
す
ぐ
に
空
中
で
受
け

を
と
り
体

を

て

す
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聖
 

流
石
で
す

 
蓮
 

そ
の
言

は
そ
の
ま
ま
お
返
し
し
ま
す
よ

 
神
楽
を

る
い
斬
撃
波
を
飛
ば
す

そ
れ
を
聖
は
あ
り
え
な
い
事
に

 
聖
 

は

 

を
逆
手
に
使
い
一

で

る
い
斬
撃
波
を
か
き

し
た

次
に
神
楽
を
構
え

 
蓮
 

神
楽

 
神
楽
の
分
霊
を

体
出
現
さ
せ
一
気
に

り
か
か
る

 
聖
 

そ
れ
し
き

 

り
か
か

た

間
に
ギ
リ
ギ
リ
で

け
て

に
向
か

て

か
ら

び
る
光
の
刃
で

を

り
落
と
し
そ
し
て

面
に
向
か

て

を

る
い

滅
さ
せ
も
う
一
体
の
分
霊
で

撃

を
す
る
が

を

面
に
向
か

て
刺
さ
れ

滅
し
た

 
蓮
 

お
見
事

 
聖
 

次
は

が
行
き
ま
す

 

を
構
え
た
聖
は

方
を
見
て
一
呼
吸
を

く
と

 
聖
 

天

 
三
千
大
千
世
界
の
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と

く
と

を

方
へ
と
投

し
て
き
た

 
蓮
 

そ
れ
し
き

 
一
気
に
神
楽
を

る
い

を
空
高
く
弾
き
飛
ば
す
と
い
つ
の
間
に
か
空
中
に
い
た
聖
が

を
手
に

り

分
に
向
か

て
弾
丸
の
よ
う
な
飛
び

り
を
し
て
き
た

 
蓮
 

 
す
ぐ
さ
ま
後
退
し

け
る
が
空
中
で

ま
る
と
ま
る
で
空
気
を

場
に
し
て
い
る
か
の
よ
う
に

空
を

り
飛
ば
し
一
気
に
間
合
い
を
積
め
て
き
た

 
蓮
 

 
ギ
ン

 
神
楽
で
何
と
か

の
光
の
刃
を

め
る
が

い
と
感
じ

和
感
を
覚
え
る
と
今
度
は

手

で

り
に
来
た

ど
う
や
ら
今
の
フ

イ
ン
ト
だ

た
み
た
い
だ

神
楽
が
動
か
せ
ず
そ
し
て

け
る
に
も
遅
過
ぎ
る

ど
う
す
る
と
考
え
る
と

に
座
す
神
楽
の

を
見
て

に
思
い
つ
き
神

楽
を

つ

手
を

し

を

て
す
ぐ
さ
ま
上

て
聖
の

を

ぐ

 
蓮
 

あ

危
な
い

 
聖
 

今
の
を
受
け

め
る
ん

で
す

か
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聖
も
そ
う
だ
ろ
う
が

分
も

い
て
い
る
の
だ

ま
さ
か
今
の
一
撃
を
受
け

め
れ
る
と
は
思

い
も
し
な
か

た
の
だ
か
ら

 
蓮
 

で
り

 
聖
 

 
聖
を

返
し

を

に

し
神
楽
を
構
え
る

 
聖
 

ま
だ
や
る
と
言
う
の
で
す

良
い
で
し

う
相
手

 
に
な
り
ま
す

 
不
思
議
な

物
を

開
さ
せ
る
と
聖
の

に
風
が
纏
わ
り
つ
く

 
聖
 

行
き
ま
す
よ

 
そ
の
一
言
と
共
に
聖
が
高

に
よ
る

動
を
し
だ
し
あ
ま
り
の

さ
に
通

た
後
に

が

る 
蓮
 

の
動
き
か
ら

 
向
か

て
く
る

が

分
の
近
く
で

え
る

後
ろ
か
ら
気

を
感
じ
す
ぐ
さ
ま

後
を
向

き
神
楽
を
構
え
る

 
ギ
ン
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蓮
 

ぐ

 
聖
 

い

 
今
度
は
ま
た

後
か
ら
更
に
は

上
下
と
聖
が
向
か

て
く
る

こ
の
状
況
を

開

す
べ
く
ス

ル
を

え
る

 
蓮
 

式

 
狗
神
の
怒
り

 
ス

ル
を

え
る
と
狗
神
が
現
れ
行
き
を
大
き
く
吸
い
込
む
と

 
狗
神

ン

 

り
に
あ
る
も
の
全
て
を
破
壊
さ
せ
る
か
の
よ
う
な
遠

え
を
こ
だ
ま
せ
た

 
聖
 

何
て

業
を

 
狗
神
の
お
陰
で

は

え
本
体
の
聖
が
現
れ
る
が

 
蓮
 

う
ぐ

 

ロ

で
の

は

分
に
も

が
お
よ
び
少
し

て
し
ま

た

 
狗
神

バ
カ
な
奴
だ
な

 
蓮
 

で
も
あ
り
が
と
う

 
狗
神

け



 第２８５話  聖 白蓮

 
と

一
言
を

き

と
共
に

え
戻

て
い

た

 
聖
 

意
外
に
も
手
痛
い

撃
で
し
た

 
蓮
 

仕

り

し
と
行
き
ま
し

う
か

 

い
に
に
ら
み
合
い
ま
た
ぶ
つ
か
り
合
う

音
が
鳴
り

く
と
共
に

が
聞
こ
え
命
蓮

寺
は
熱
狂
の

へ
と
変
わ
る

 

者

聖
さ
ま

 

者

張

て
く
だ
さ
い

 
妖
怪

蓮
さ
ん

張
れ

 
妖
怪

い
け

 
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
聖
を

す
る

が
大
き
い
が
時
折
に

分
を

し
て
く
れ
る

も
聞

こ
え
て
く
る

 
聖
 

や
り
ま
す

 
蓮
 

ま
だ
ま
だ

 
何
度
も
何
度
も
ぶ
つ
か
り
合
う

だ
が
こ
れ
で
は
本
当
に

が
明
か
な
い

分
と
聖
は
お

い
に
後
退
し

を

く



 第十八章 平和の日常へ

 
蓮
 

聖
さ
ん
こ
れ
で
終
わ
ら
さ
せ
て

い
ま
す
よ

 
聖
 

良
い
で
し

う

な
ら
ば

も
精
神
戦
意
で
貴
方

 
を

め
ま
す

 
力
が
み
な
ぎ

て
く
る
こ
れ
な
ら
ば
使
え
そ
う
だ

そ
し
て

分
と
聖
は
こ
の
戦
い
最
後
の
ス

ル
を

え
た

 
聖
 

ラ
ス
ト

ド
 
ア

ン
ギ
ラ
サ

 
蓮
 

ラ
ス
ト

ド
 

色

演
舞

 

け
る

間
が
な
い
ぐ
ら
い
の
無
数
の
レ

ザ

が
こ
ち
ら
に
向
か

て
放
た
れ
る

だ
が

時
に

分
も

の
人
間
と
し
て
の
限
界
を
越
え
る

今
の
こ
の
状

な
ら
あ
の
レ

ザ

ぐ
ら
い

け
る
の
は
可
能
だ

 
蓮
 

 

も

え

と
な

た
こ
の
目
に
写
る
世
界
で
な
ら
見
え
る
と
て
も
ゆ

く
り
に
レ

ザ

が
進
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
る

当
た
ら
ぬ
よ
う
に
一
気
に
聖
の
目
の
前
に

動
す
る

 
聖
 

な

 
蓮
 

聖
さ
ん
少
し
痛
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

な
の
で

張



 第２８５話  聖 白蓮

 

て

え
て
く
だ
さ
い

 
と
一
言
を
言
い
聖
を
高
く

ち
上

る

そ
し
て
一
気
に
上
空
へ
と

ち
上

た
聖
へ
と
近

づ
き
刀
を
上

に
構
え
る

 
蓮
 

で
り

 
そ
し
て
そ
こ
か
ら
一
刀

断
を
し
て
聖
に
強

な
一
撃
を

き
込
み
地
上
に
着
地
す
る

 
蓮
 

り

て
ご
め
ん

 

キ
ン

 

に
神
楽
を

め
そ
う

い
た
そ
の

後

 

ン

 

弾
音
が
鳴
り

い
た
こ
の

負
は

分
の

利
と
な

た
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す

 
神
楽

え

と
狗
神
さ
ん
結
局
昨
日
は

 
狗
神

逃

ら
れ
も
う
こ

ち
も

れ
た



 第十八章 平和の日常へ

 
鈴

タ
イ

オ

バ

 
神
楽

ア
ハ
ハ

 
怠
惰

生
き
て
い
る
時
間
が

う
者
を

ま
え
よ
う
な
ど
と

 
い
う
考
え
が

い
の
さ

 
狗
神

ク
ソ

カ
つ
く
な

 
鈴

本
当
に

 
神
楽

ま

ま

 
怠
惰

で
ま

と
り
あ
え
ず
数
話
ぐ
ら
い
投
稿
し
た
ら
ま
た

 
耶
狛
の
話
を
投
稿
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

 
ま
す

 
狗
神

し
か
し

奴
が

章
限
り
と
は
い
え

人

に

 
さ
れ
る
と
は
な

と
ん
だ
出
世
だ
な

 
怠
惰

ま

言
う
て

東
方

て
外
伝
も
そ
れ
相

に
あ

 
て
そ
れ
に
よ

て

人

の

と
か
変
わ
る
か
ら

 

に

み

ま
ら
ず

と
か
さ



 第２８５話  聖 白蓮

 
神
楽

そ
う
な
ん
で
す

 
怠
惰

人

も
華
扇
と
か
小
鈴
と
か
光
の
三
妖
精
と
か
そ

 
れ
は
も
う

々
と
い
る
よ

に
な
る
と

や

 
は
た
て
と
か
後
は
小
説
で
は
ま
だ
出
て
な
い
け
ど
天

 
の
邪
⻤
ち

ん
と
か
も
そ
う
だ

 
鈴

い

 
神
楽

本
当
で
す

何
時
か

達
も

 
怠
惰

や

て
も
外
伝

か
な

鈴

は
な
い
と
し
て

 
鈴

何
で

 
怠
惰

だ

て
晴
明
の
物
語
で
出
て
る
し

 
鈴

そ
れ
な
ら

だ

て

 
怠
惰

狗
神
は
や

て
も
生
前
は
ど
ん
な
だ

た
か
ぐ
ら

 
い
だ
か
ら

や

て
も
鈴

は
生
前
の
イ

 
話
し
か
書
け
な
い
か
ら
少
し

気
な
い

 
鈴

 
 



 第十八章 平和の日常へ

 
怠
惰

て
も
う
時
間
か
な
ら
今
回
は
こ
の

で
終
わ
り

 
だ

 
狗
神

気
を
落
と
す
な
よ

 
鈴

 

 
神
楽

そ

そ
れ
で
は

者
様

 
怠
惰

ま
た
な



 第２８６話 探し人は何処に

 
第
２
８
６
話
 
探
し
人
は
何
処
に

 
こ
ん
ば
ん
は

者
さ
ま

オ
セ
ロ

ア
ガ

を
回
し
た
ら
限
定

を

体
近
く
手
に

れ

れ
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

そ
れ
な
り
に
欲
し
い
キ

ラ
が
い
た
ん
で
良
か

た
で
す

さ
て

さ
れ
で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 
聖
を
倒
し

が
上
が
る

や
は
り

は
可
笑
し
い
ぐ
ら
い
に
た
ぎ

て
い
る

何

に
こ
ん

な
た
ぎ

て
い
る
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
こ
の
空
気
に
相
変
わ
ら
ず

和
感
を
覚
え
る

 
蓮
 

聖
さ
ん
大

で
す
か

 

狐
化
を
解
き
聖
に
近
づ
く
と
聖
は
は
だ
け
た

を
整
え
立
ち
上
が
る

 
聖
 

や
は
り
お
強
い
で
す

 
蓮
 

ア
ハ
ハ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
そ
し
て
ま
た
観
戦
客
は
散
り
散
り
に
な

て
解
散
し
て
い
く

本
当
に
異
様
な
光
景
だ
な

神

子
さ
ん
や
聖
さ
ん
は
こ
の
異
様
な
光
景
に
気
づ
い
て
い
る
の
か
な

だ
が
そ
れ
よ
れ
も



 第十八章 平和の日常へ

 
蓮
 

所
で
聖
さ
ん
霊
夢
が
何
処
に
行

た
と
か
思
い
出
せ

 
ま
し
た
か

 
こ
の
戦
い
の
理

で
あ
る
霊
夢
は
何
処
に
い

た
の
か
を
思
い
出
せ
た
の
か
と
聞
く
と
聖
は

に
手
を
当
て
て

 
聖
 

そ
う
で
す

あ

そ
う
い
え
ば
人
里
で
弾
幕
ご

 
こ
を
し
た
後
に
こ
い
し
さ
ん
と
弾
幕
ご

こ
を
し
て

 
い
た
よ
う
な

 
ま
た
結
局
は

り
出
し
に
戻
る
ん
か
い

本
当
に
ど
う
し
て
く
れ
よ
う
か

 
蓮
 

は

 
一

大

で
す
か

 
も
う

が
痛
い
し
た
め

の

つ

つ
は

き
た
く
な

て
し
ま
う

そ
れ
ぐ
ら
い
こ
の

し
た
感
情
が

い
て
い
る
の
だ

 
蓮
 

ア
ハ
ハ

ま

仕
方
な
い
で
す

な
ら

回
人
里

 
に
帰

て
霊
夢
が
い
な
い
か
ま
た
探
し
ま
す

 
聖
 

ご
め
ん
な
さ
い
蓮
さ
ん
お
力
に
な
れ
な
く
て



 第２８６話 探し人は何処に

 
蓮
 

い
え
良
い
ん
で
す
よ

第
一
に

手
に
い
な
く
な

 
た
霊
夢
が
悪
い
ん
で
す
か
ら

そ
れ
で
は
お
世
話
に

 
な
り
ま
し
た

 

リ
と

を
下

て
空
へ
と
飛
び
も
う
一
度

人
里
へ
と
戻
る

 
蓮
 

本
当
に
霊
夢

た
ら

 
本
当
に

た
者
だ
よ

ま
る
で
東
⻄
見
聞
録
を
や
ら
さ
れ
て
る
気
分
に
な

て
く
る

そ
れ

に
霊
夢
は
気
づ
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

こ
の
今
の
幻
想
郷
の

気
と
い
う
か
少
し
い
や
明
ら

か
に
お
か
し
い
感
じ
に
な

て
い
る
事
を

こ
れ
は

れ
も
な
い
異
変
で
あ
る
事
は
強
ち
間

い

で
は
な
い
気
が
す
る

 
蓮
 

く
合
流
し
て
教
え
な
い
と

 
合
流
し
て
こ
の
状
況
を
教
え
そ
し
て
異
変
解
決
に

て
い
か
な
い
と

本
当
に
こ
れ
が
異
変

だ
と
し
た
ら

分

人
で

刀

ち
で
き
る
の
か
が
分
か
ら
な
い
の
だ

そ
ん
な
事
を
考
え
な

が
ら
飛
行
し
て
い
る
と

 
蓮
 

ん

あ
れ

て

 
遠
く
を
見
て
み
る
と

い
リ
ボ
ン
と
巫
女

が
見
え
る

間

い
な
い
探
し
て
い
た
霊
夢
だ



 第十八章 平和の日常へ

 
蓮
 

霊
夢

 
飛
行

度
を
上

て
霊
夢
へ
と
一

に
向
か
い
霊
夢
の
名
前
を

呼
す
る
が
依
然
と
し
て

ま
ら
な
い

 
蓮
 

霊
夢

て
ば

 
霊
夢

何
じ

さ

き
か
ら

 
や

と

ま

た
よ

ま

た
く
す
ぐ
に

ま

て

し
い
ん
だ
け
ど
な

 
霊
夢

何
か
よ
う
か
の

 
蓮
 

用

て

朝
か
ら
ず

と
探
し
た
ん
だ
よ

 
霊
夢

そ
う
な
の
か

そ
れ
は
す
ま
な
か

た
の

 
何
か
霊
夢
の

に

が
あ
る
気
が
す
る

霊
夢
は

リ
と
笑
う
と
す
る
と
お

い
棒
を
構

え 
霊
夢

さ
て
と
な
ら
一
戦
願
お
う
か
の

 
と

言
い
い
き
な
り

ロ

で
弾
を
撃

て
き
た

 
蓮
 

う
わ

と
と

 
す
ぐ
さ
ま

急
回

で

け
た
が
い
き
な
り
何
す
る
ん
だ



 第２８６話 探し人は何処に

 
蓮
 

い
き
な
り
何
す
ん
の

 
霊
夢

言

た
で
あ
ろ
う
一
戦
し
よ
う
と
の

 
蓮
 

え

 
何
こ
の

戦
的
な

い
や
ま

が
悪
い
と
大
体

戦
的
だ
け
ど
今
回
み
た
い
な

み
方

は
あ
り
え
な
い
と
感
じ
た

 
霊
夢

れ

れ

 
弾
幕
を

開
し
霊
夢
は
更
な
る

撃
を
仕

け
て
く
る

 
蓮
 

戦
う
意

な
い
よ

 
霊
夢

う
る
さ
い

今
無
性
に
イ
ラ
イ
ラ
し
て
お
る
ん
じ

 

て
戦
わ
ん
か

 
一
体
霊
夢
は
何
に
イ
ラ
つ
い
て
い
る
ん
だ

い
や
目
の
前
の
霊
夢
は
霊
夢
じ

な
い
か
も
し

れ
な
い
が

 
蓮
 

 
目
に
も

ま
ら
ぬ

刀
で
神
楽
を
引
き

き
居
合
い

り
す
る
と

方
に
向
か

て
き
て
い
た

弾
幕
は
全
て
真

二
つ
に
な
り

滅
し
て
い

た



 第十八章 平和の日常へ

 
霊
夢

化
け
物
じ

な

 
蓮
 

 
今
の
一
言
で
こ
い
つ
は
霊
夢
じ

な
い
と
確

し
た

分
の
知

て
い
る
霊
夢
な
ら

分
に

対
し
て
化
け
物
と
は
言
わ
な
い
の
は
知

て
い
る
か
ら

す
る
と
目
の
前
の
霊
夢
は
ス

ル
を

え
て
き
た

 
霊
夢

神
社
の
お

様

 

を
上

つ
つ
の
高

動
を
し
て
く
る
と

か
ら
無
数
の
陰
陽
弾
が
降

て
く
る

 
蓮
 

そ
れ
し
き

 
降

て
く
る
弾
幕
を
神
楽
で

り
裂
い
て
い
く

そ
し
て
斬
る
と

時
に
神
楽
に
霊
力
を

せ

て
斬
撃
波
を
飛
ば
す

 
霊
夢

と

撃
の

立
さ
せ
る
か
や
る
の

 
蓮
 

そ
れ
は
ど
う
も

 

と
共
に
何
発
も
斬
撃
波
を
放
つ
が
霊
夢

は
ヒ
ラ
リ
ヒ
ラ
リ
と

け
て
い
く

 
霊
夢

れ

れ
そ
の
程
度
の

撃
で
は
当
た
ら
ぬ

 
蓮
 

な
ら
こ
れ
な
ら
ど
う
で
す
か



 第２８６話 探し人は何処に

 
霊
夢

に
向
か

て
で
は
な
く

女
が
放

て
く
る
弾
幕
に
向
か

て
大
き
な
斬
撃
波
を
飛

ば
す

 
霊
夢

何
じ

と
ち
狂

た
か

 
蓮
 

ど
う
で
す
か

 
霊
夢

何

が

 
と

霊
夢

が
言

た

後
に
目
を
大
き
く
開
け
た
の
を
見
逃
さ
な
か

た

何

な
ら
ば

放

た
あ
の
斬
撃
波
は
霊
夢

が
放

た
弾
幕
に
当
た
る
と

弾
し
て
い
く
反
射
斬
撃
波
な
の

だ
か
ら

 
霊
夢

な
ん
と

 
見
事
に
反
射
し
霊
夢

の
ギ
リ
ギ
リ
の
所
ま
で
行
く
が
当
た
ら
な
か

た

だ
が

ん
だ
お

陰
で
弾
幕
が
一

だ
が

ん
だ

こ
れ
な
ら
ば
行
け
る
と
確

し
一
気
に
上
空
へ
と
上
が
り
間
合

い
を

め
る

 
霊
夢

や
り
お
る
な

 
だ
が
負
け
じ
と
霊
夢

は
弾
幕
を

開
し
追

し
て
く
る
無
数
の
お

を

と
共
に
放
つ

 
蓮
 

鈴



 第十八章 平和の日常へ

 
鈴

は
い
は
い
出
番

 
鈴

を

し
少
し

れ
た
場
所
に
鱗

を
ば
ら
ま
く
と
追

す
る
弾
幕
は
鱗

の
方
に
向

か

て
飛
ん
で
い

た

 
蓮
 

あ
り
が
と
う

 
鈴

ま
た

 
鈴

が

と
共
に

え
る
と

 
霊
夢

お
の
れ

 
今
度
は
大
弾
を
撃

て
く
る
が
神
楽
を
高

で

る
い
向
か

て
く
る
大
弾
を

り
裂
き
な
が

ら
突

す
る

 
蓮
 

い
い

に
霊
夢
の
真

は

め
ろ

 
突

し
一
気
に
間
合
い
を

め
そ
し
て
神
楽
で
霊
夢

い
や

う

物
の
霊
夢
に
向
か

て
一
刀

断
を
す
る

 
霊
夢

何
の
そ
れ
し
き

 
何
処
か
ら
と
も
な
く
大
き
な

が
現
れ
一

刀
を

ロ

ク
す
る
が

 
蓮
 

で
り



 第２８６話 探し人は何処に

 
霊
夢

な

 
強
引
な
力
技
で

物
の
霊
夢
を
地
面
に

き
落
と
し
た

そ
し
て

物
の
霊
夢
は
地
面
に
落
ち

る
と

を
あ

た

 

 

や
れ
や
れ
手

な

じ

な

 

が

む
と
そ
こ
に
は
霊
夢
で
は
な
い
別
の
者
が
立

て
い
た

大
き
な
狸
の

を

か
せ

る
者

確
か
二
ツ
岩
マ
ミ
ゾ
ウ
だ

た
か
は

方
を
見
上

リ
と
笑
う
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
鈴

面
白
い

化
け
術

 
神
楽

ま
さ
か
霊
夢
さ
ん
に
化
け
る
と
は

 
狗
神

原

で
も
こ
う
な
の
か

 
怠
惰

ま

そ
う
だ

原

の
神

桜
で
も
化
け
て

 
人

達
の
前
に
立
ち
塞
が
る
か
ら

 
神
楽

あ
れ

で
も
怠
惰
様
は
原

は
知

て
ま
し
た



 第十八章 平和の日常へ

 
け

 
怠
惰

流
石
に

と
か
で
見
て

強
し
て
る

 
よ
後
は

と
か

ト
で
上
が

て
る

を
見

 
た
り
と
か
さ
じ

な
い
と
書
け
な
い
し

 
鈴

へ

 
怠
惰

ま

で
も
本
来
の
原

と
は
少
し

う

分
も
あ

 
た
り
は
す
る
け
ど

で
言
え
ば
性
格
と
か
さ

 
神
楽

性
格
で
す
か

 
怠
惰

そ
う
性
格

霊
夢
と
か
が

か
な

本
来
と
は
だ
い

 
ぶ
変
わ

た
感
じ
に
な

て
る
よ

ま

蓮
と
い

 
う
男
に
会

て
価
値
観
が
変
わ

て
き
て
い
る
み
た

 
い
に
思

て
く
れ
れ
ば

か
る
け
ど

 
狗
神

大
体
は
原

い
だ
ろ

 
怠
惰

ま

大
体
は

二
次

の

分
も
そ
れ
な
り
に

 
は

る
と
は
思
う
け
ど
一

は



 第２８６話 探し人は何処に

 
鈴

東
方

て
面
白
い
よ

 
怠
惰

た
だ
こ
れ
だ
け
は
言
う

東
方
は
色
々
と

が
あ

 
る
か
ら
気
を

け
ろ
よ

 
狗
神

 
怠
惰

う
ん
原

二
次

者

に
音

 
楽

と
色
々
あ
る
か
ら

特
に
原

と
二
次

 

は
常
に
火
花
を
散
ら
す
レ

ル
で
仲
が
悪
か

た

 
り
す
る
か
ら
気
を

け
て

 
鈴

い

そ
れ

 
怠
惰

程
々
の

感
覚
で
楽
し
む
の
が
一
番

 
狗
神

だ
な

て
も
う
時
間
が

 
怠
惰

バ
イ

バ
イ
て
な

で
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
神
楽

ま
た
次
回
も
お
願
い
し
ま
す

 
鈴

そ
れ
じ

ま
た

 
狗
神

じ

あ
な



 第十八章 平和の日常へ

 
第
２
８
７
話
 
狐
の
武
士
と
狸
の
大
将

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
リ
ア
ル
で

親
が
風
邪
で

込
ん
で
い
て
ち

と

ン

な
怠
惰
の

ク
ソ
悪
魔
で
す

風
邪
に
な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
な
け
れ
ば

そ
れ
と
今
回
は
オ
リ
ス

カ

な
ど
が
あ
り
ま
す
が
ご
了

を
下
さ
い

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
マ
ミ
ゾ
ウ
は

方
を
見
上

る
と

タ
リ
と
笑
い

方
へ
と
一
気
に
飛
び
上
が
る

 
マ
ミ

中
々
じ

た

 
蓮
 

そ
れ
は
ど
う
も

そ
れ
と
霊
夢
に
化
け
る
な
ら

 
外
の
人
に
や

た
方
が
良
い
で
す
よ

 
マ
ミ

心
に

ん
で
お
く
わ
い

 
し
か
し
ま
さ
か
霊
夢
に
化
け
て
る
と
は

の
あ
る
言

と
か
霊
夢
な
ら
言
わ
な
い
で
あ
ろ
う

一
言
で
気
づ
け
た
が
そ
ん
な
の
が
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
か

た
だ
ろ
う

 
蓮
 

そ
う
い
え
ば
マ
ミ
ゾ
ウ
さ
ん
霊
夢
が
何
処
に
い



 第２８７話 狐の武士と狸の大将

 
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
か

 
マ
ミ

博
麗
の
巫
女
が
何
処
に
い
る
か
じ

と

時

 
間
前
に
戦

た
き
り

に

念
な
が
ら

に
は
分
か

 
ら
ん
理
久
兎
の
所
の
バ
カ
狼
と
は
さ

き
殺
り
合

 
た
が
な

 
蓮
 

そ
う
で
す
か

 
先
程
に
戦

た
と
言

た
が
耶
狛
さ
ん
は
何
の
た
め
に
動
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

 
マ
ミ

じ

が
向
か
う
で
あ
ろ
う
場
所
な
ら
分
か
る
わ
い

 
霊
夢
が
行
き
そ
う
な
場
所
を
知

て
い
る
と
言
う
の
か

 
マ
ミ

教
え
て
や
ろ
う
か
の

じ

が

 
マ
ミ
ゾ
ウ
は

に
手
を
お
い
て

リ
と
笑
う
と

 
マ
ミ

仕

り

し
て
本
気
で
一
戦

ど
頼
め
る
か
の

て

 
た
ら
博
麗
の
巫
女
が
何
処
に
行
く
で
あ
ろ
う
か
教
え

 
て
や
ろ
う

ど
う
じ

 
一
戦
し
て

て
た
ら
教
え
て
く
れ
る
か

そ
の

負
は

て
出
よ
う

そ
れ
に
ま
だ
戦
い
の



 第十八章 平和の日常へ

中
だ
し
投

出
す
の
も
マ
ミ
ゾ
ウ
に
悪
い
と
感
じ
た

 
蓮
 

良
い
で
す
よ
そ
の
代
わ
り
教
え
て
下
さ
い

 
マ
ミ

よ
か
ろ
う

 
マ
ミ
ゾ
ウ
の
一
言
で

り
に
人
だ
か
り
が
集
ま

い
や

う
集
ま

た
の
は
人
で
は
な
い

何

な
ら
人
間
の
人

だ
が
狸
の

が
生
え
て
い
た

こ
れ
は
全
員
狸
の
妖
怪
か

 
マ
ミ

舞

も
整
い
そ
し
て
人
気
は

の
手
に
あ
り
さ

知

 
り
た
く
ば
来
い

 
蓮
 

え

い
き
ま
す
よ

 
そ
う
し
て
仕

り

さ
れ
た
戦
い
は
始
ま

た

 
マ
ミ

行
く

 

と
共
に
鳥
の

を

様
し
た
弾
幕
を
マ
ミ
ゾ
ウ
が
放

て
く
る

 
蓮
 

そ
の
ぐ
ら
い
な
ら

る
だ
け
で
す

 
神
楽
を
下

に
構
え
向
か

て
く
る
弾
幕
を

く
全
て
斬
り

滅
さ
せ
る

だ
が
マ
ミ
ゾ
ウ

が

え
た

 
蓮
 

な

何
処
に



 第２８７話 狐の武士と狸の大将

 
何
処
に
行

た
ん
だ

キ

ロ
キ

ロ
と
探
し
て
い
る
と
空
中
で
キ
ラ
リ
と
光
る
と
何
か
が
高

で
落
ち
て
く
る

 
蓮
 

な

 
す
ぐ
に

け
る
と
そ
れ
は
マ
ミ
ゾ
ウ
と

二
つ
の
地

だ

た

 
マ
ミ

反
射
神
経
も
ま
ず
ま
ず
じ

な

 

と
共
に
地

が
マ
ミ
ゾ
ウ
に
変
わ
る

 
蓮
 

化
か
し
で
す
か

 
マ
ミ

化
け
狸
は
化
か
し
て
な
ん

じ

ろ

 
ま

確
か
に
化
け
狸
な
ら
化
か
し
て
戦
う
の
も
当
た
り
前
か

 
マ
ミ

得
し
た
よ
う
な
感
じ
じ

の

な
ら
見
せ
て
や
る

 
と
す
る
か
い

 
そ
う
言
う
と
マ
ミ
ゾ
ウ
は

リ
と
笑
い

を
白

の
ス

ル
カ

ド
に
変
え
る

 
マ
ミ

行
く

変
化
 

狐
の
侍

 

が
ま
た
上
が
る
と
何
と
そ
こ
に
は

分

が
い
た

い
や

が
生
え
て
い
る
事
か
ら

ら
く
マ
ミ
ゾ
ウ
が
化
け
術
で

分
に
化
け
た
の
だ
ろ
う



 第十八章 平和の日常へ

 
マ
ミ

中
々
じ

ろ

あ
の
時

と
ぬ
え

 
は
お
前
さ
ん
と
理
久
兎
に
よ

て
負
け
た
雪

は
今

 
で
も
覚
え
て
お
る
か
ら
の

 
何
か
変
な
覚
え
方
さ
れ
て
る
ん
だ
け
ど

と
い
う
か
悪
い
の
は
理
久
兎
さ
ん
が

で

分
の
八

つ
当
た
り
な
ん
だ
け
ど

 
蓮
 

悪
い
の
は
元
々
は
理
久
兎
さ
ん
で
あ

て

理
久
兎

 
さ
ん
で

を

想
す
る
の
は

め
て
く
れ
ま
せ
ん
か

 

そ
れ
と
そ
の

で
悪
さ
は
し
な
い
で
下
さ
い

 
よ

 
マ
ミ

や

た
ら
巫
女
が
⻤
に
な

て
く
る
か
ら
流
石
に
や

 
ら
ん
わ
い

 
や
は
り
霊
夢
は
妖
怪
か
ら

れ
ら
れ
て
る
な

無
理
も
な
い
か
神
社
に

め
て
き
た
妖
怪
と
か

く
返
り
討
ち
に
し
て
る
み
た
い
だ
し

時
々
帰

た
時
に
妖
怪
が
気
絶
し
て
る
の
を
目
撃
し

て
る

 
マ
ミ

さ

て
行
く



 第２８７話 狐の武士と狸の大将

 
そ
う
言
う
と

物
の
神
楽
を
構
え
る
と

り
か
か

て
き
た

 
蓮
 

何
の

 
ギ
ン

 
ぶ
つ
か
り
合
い

音
が

く

ま
さ
か

分
と
戦
う
こ
と
に
な
る
と
は
夢
に
も
思
わ
な
か

た 
マ
ミ

れ

れ

 
何
度
も
何
度
も

り
返
し
斬

て
く
る
が
や
は
り
刀
に
は

れ
て
な
い
の
か
動
き
が

で
す

ぐ
に
分
か
る

 
蓮
 

で
り

 
ガ
ギ
ン

 

物
の
神
楽
を
弾
き
飛
ば
し
マ
ミ
ゾ
ウ
へ
と
斬
り
か
か
る

だ
が
す
ぐ
さ
ま
回

す
る
と
元
の

に
戻
る

 
蓮
 

外
見
だ
け

せ
て
も
意

な
い
で
す
よ

 
マ
ミ

う

な
ら
ば
こ
れ
は
ど
う
じ

 
マ
ミ
ゾ
ウ
が
ま
た
新
た
に
ス

ル
を
構
え
る



 第十八章 平和の日常へ

 
マ
ミ

変
化
 

⻤
妖
怪
の
門

 
大
き
な
鳥
居
を

と
共
に
出
す
と
鳥
居
か
ら
無
数
の
妖
怪
達
が
現
れ

方
に

進
し
て
く
る

 
蓮
 

神
楽

 

体
の
分
霊
を

し
向
か

て
く
る
妖
怪
達
を

り
に

て

散
ら
す

だ
が

散
ら

し
た
そ
の

間
に

と
共
に
狸
と
な

て
地
面
に
落
ち
て
い
く
こ
れ
も
狸
か

 
マ
ミ

や
り
お
る
の
お
前
さ
ん

 
蓮
 

で
り

 
斬
撃
波
を
飛
ば
し
マ
ミ
ゾ
ウ
に

撃
す
る
が
何
処
か
ら
と
も
な
く
⻑
く

の

り
が
つ
い
た
棒

で

い
斬
撃
波
を
無
力
化
さ
せ
る

 
マ
ミ

ど
う
し
た

そ
の
程
度
か
の

 
蓮
 

ど
う
す
る
か

 
マ
ミ
ゾ
ウ
の

ぶ
り
か
ら

分
の
動
き
を
知

て
い
る
と
仮
定
し
て

ら
く
こ
の
ま
ま
無
闇
に

突

込
ん
で
も
や
ら
れ
る
だ
け

な
ら
ば
ど
う
す
る
か

 
マ
ミ

来
な
い
な
ら
こ

ち
か
ら
行
く

 
大
き
な

を

手
に
マ
ミ
ゾ
ウ
が
仕

け
て
き
た

だ
が
思

た

ら
く
マ
ミ
ゾ
ウ
は

分



 第２８７話 狐の武士と狸の大将

が
決
め
て
く
る
と
な
ら
ば

分

外
の
者
が
決
め
れ
ば
い
い
と
神
楽
を
構
え
マ
ミ
ゾ
ウ
を

え
撃
つ

 
マ
ミ

か
か

た
な

 
四
方
八
方
か
ら
妖
怪
に
化
け
た
化
け
狸
達
が
襲
い
か
か
る

 
蓮
 

か
か

た
の
は
マ
ミ
ゾ
ウ
さ
ん
貴
女
の
方
で
す
よ

 
狗
神

鈴

 
狗
神

ち

 
鈴

は
い
な

 
狗
神
の
体
格
を
生
か
し
た
突
進
そ
し
て
鈴

の
強

な

り
に
よ

て
狸
達
は
地
に
落
ち
て
い

く 
マ
ミ

ず
る
い

 
蓮
 

貴
女
に
だ
け
は
言
わ
れ
た
く
な
い
で
す
よ

 

分
の
仲
間
を
使

て
い
る
時

で
そ
れ
だ
け
は
言
わ
れ
た
く
な
い

だ

そ
し
て

 

ン

 
マ
ミ
ゾ
ウ
の

を
神
楽
の
分
霊
が

む



 第十八章 平和の日常へ

 
マ
ミ

何
じ

今
は

り
込
み

 
よ
う
や
く
マ
ミ
ゾ
ウ
は
気
づ
い
た
み
た
い
だ

神
楽
の

体
の
分
霊
が
マ
ミ
ゾ
ウ
の

後
で

を
構
え
て
い
る
こ
と
を

 
蓮
 

悪
⻤

り

 
す
ぐ
さ
ま
つ
ば

り
合
い
を

め
て
下
へ
と
急
降
下
す
る
と

時
に

 

ン

 

弾
す
る
音
が
聞
こ
え
見
て
み
る
と
マ
ミ
ゾ
ウ
は
地
面
へ
と
落
下
し
て
い

た

つ
ま
り
こ
れ

は

分
達
の

利
と
い
う
事
と
な

た
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

て

も
い
な
い

 
じ

か
ど
う
し
て
く
れ
ん
だ

 

 

貴
方

の

望
の
面
を
知
ら
な
い

 
怠
惰

へ

お
前
は

だ
よ

 

 

知
ら
な
そ
う
だ
か
ら
い
い
や



 第２８７話 狐の武士と狸の大将

 
怠
惰

あ

ち

と

ま

良
い
か
え

と
ど
う
し

 
よ
う
か

う
ん
よ
し

こ
こ
最
近
は
⻑
か

た
か
ら

 
今
回
は
こ
こ
ま
で

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く

そ
れ

 
で
は
サ
ラ

バ



 第十八章 平和の日常へ

 
第
２
８
８
話
 
人
里
で
起
き
て
い
る
こ
と

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

夜
逆
転
生
活
を
し
て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

様
が

て
い

る
時
間
に
起
き
て

を
し
て
起
き
て
い
る
頃
に
は

て
い
る
み
た
い
な
バ
カ
な
生
活
を
し
て

い
ま
す

そ
ろ
そ
ろ
生
活
リ

を

さ
な
い
と

で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 
マ
ミ
ゾ
ウ
を
負
か
し
そ
れ
を

め
る
地
上
の
狸
達
は
あ
た

た
と
し
だ
す

大
ボ
ス
が
負
け
て

て
い
る
の
だ
ろ
う
か

と
り
あ
え
ず
狗
神
達
を
戻
し
下
に
降
り
る
と
マ
ミ
ゾ
ウ
が

を

き

な
が
ら
座

て
い
た

 
蓮
 

マ
ミ
ゾ
ウ
さ
ん
大

で
す
か

 
マ
ミ

あ

し

か
し
あ
ん
な
負
け
方
を
す
る
と
は

 
お
前
さ
ん
の
が
決
め
に
来
る
と
思

て

し
た
ら

 
こ
の
様
か

 
蓮
 

そ
う
考
え
た
だ
ろ
う
と
思

て

え
て
こ
の

戦
に



 第２８８話 人里で起きていること

 
し
ま
し
た

 
マ
ミ

手
の
内
を

む
か

天
晴
れ
じ

 
マ
ミ
ゾ
ウ
は

を

り
な
が
ら
立
ち
上
が
り
体
を

ば
す
と

 
マ
ミ

さ
て
と
巫
女
が
行
き
そ
う
な
場
所
に
つ
い
て
じ

が

 
人
里
じ

ろ
う
な

 
蓮
 

人
里
な
ん
で
ま
た

 
何
で
ま
た
人
里
に
な
る
ん
だ

と
い
う
か
霊
夢
が
人
里
に
出

り
し
て
い
た
り
す
る
た
め
も
う

そ
こ
に
い
る
と
い
う
確

な
ん
て
無
い
と
い
う
の
に

 
マ
ミ

ま

聞
け

お
前
さ
ん
は

り
の
者
達
に

和

 
感
な
ど
は
感
じ
な
か

た
か
の

 
蓮
 

そ
れ
は
感
じ
ま
し
た

急
に
熱
が

き
出
し
そ
し
て

 
す
ぐ
に

め
散
り
散
り
に
な
る
人
里
の
住
人
に
妖
怪

 
そ
し
て
霊
夢

聖
さ
ん

神
子
さ
ん
達
の
宗
教
家
達

 
の
突
然
の
活
動
ま
た
普

は
大
人
し
い
者
達
が
激
し

 
い
活
動
を
し
た
り
と
色
々
と
可
笑
し
い
事
だ
ら
け
で



 第十八章 平和の日常へ

 
し
た

 
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
事
を
大
ま
か
に
伝
え
る
と
マ
ミ
ゾ
ウ
は
真

な

で

き

 
マ
ミ

確
か
に
お
前
さ
ん
の
言

て
お
る
事
は
間

て
は

 
お
ら
ぬ

で
は
何

に
そ
れ
が
起
き
た
の
か
分
か
る

 
か
の

 
蓮
 

え

 
そ
う
い
ば
何
で
こ
ん
な
事
が
起
き
て
い
る
の
だ

 
マ
ミ

む

問
を
変
え
よ
う
か
の
宗
教
と
は

に
何
だ

 
と
思
う

 
蓮
 

宗
教
と
は

に
何
だ
と
思
う

て

 
そ
う
い
え
ば
昔
に
霊
夢
が
何
か
言

て
た
な

そ
れ
と

分
の
考
え
を

え
て

を
開
き

 
蓮
 

人
々
の

い
の

り
所
で
あ
り

い
心
を
刺
激
さ
せ

 
る
事
で
宗
教
に
執
着
さ
せ

者
を
増
や
し
更
に
は

 
を

て
い
る
良
い
カ

で
あ
る

者
を
増
や
し
て

 
お

を

し
て
い
く
悪
徳
商
法
が
宗
教
の
考
え
で
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合

て
い
ま
す
よ

 
外
界
に
い
た
時
に

ス
等
で
見
た

散

い
宗
教

の
考
え
に
な

て
思

た
事
を

べ

る
と
マ
ミ
ゾ
ウ
は

笑
い
を
す
る

 
マ
ミ

ま

ま

考
え
方
に
よ

て
は
間

て
は
お
ら
ぬ

 
が

に
反

が
出
来
ぬ
が
前
者
は
合

て
お
る
の

 
そ
れ
と
そ
な
た
そ
れ
だ
と
巫
女
も
そ
う
じ

 
蓮
 

い
や
ま

こ
こ
に
来
る
ま
で
は
宗
教
と
か
妖
怪
と
か

 
神
と
か
そ
ん
な
幻
想
的
な
お
と
ぎ
話
は

用
し
て
ま

 
せ
ん
で
し
た
し

 
あ
の
頃
は
全
然

用
す
ら
し
て
な
か

た
か
ら
宗
教

悪
徳
商
法
み
た
い
な
考
え
方
だ

た

た
め
仕
方
な
い
に
は
仕
方
な
い
の
だ

 
蓮
 

つ
ま
り
霊
夢
達
は
悪
徳
商
法
を
し
て
い
る

て
事
で

 
良
い
ん
で
す
か

 
な
ら
ば
さ

さ
と

め
な
け
れ
ば

 
マ
ミ

い
や
そ
う
で
は
な
い

ま

そ
う
じ

な
も
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と
こ
う

ア
な
心
で
宗
教
の

え
を
頼
む

 
蓮
 

う

ん

人
々
の

い

 
マ
ミ

ま

そ
う
じ

な
で
は
何
を

お
う
し
て
お
る
と
思

 
う
か
の

 
蓮
 

何
を

て

ん

 
待
て
よ

お
う
と
し
て
い
る
の
な
ら
何
を

お
う
と
し
て
い
る
の
だ

人
々
を

お
う
と
し
て

い
る
の
は
そ
う
と
し
か
言
え
な
い
が
で
は
何

に
今
に
な

て
人
々
を

お
う
と
し
て
い
る
だ
と

言
う

問
だ

 
マ
ミ

ま

し
い
所
ま
で
言

た
よ
う
じ

か
ら
こ
こ
か

 
ら
で

え
合
わ
せ
と
し
て
教
え
て
や
ろ
う
今
こ
の
地

 
も
と
い
幻
想
郷
で
は
現

あ
る
感
情
が

え
つ
つ
あ

 
る
そ
れ
は

望
と
い
う
名
の
感
情
じ

 
蓮
 

望

 
マ
ミ

う
む

望
じ

今
そ
れ
が
幻
想
郷
か
ら

え
つ
つ
あ

 
る
と
い
う
事
じ

も
し

望
と
い
う
感
情
が

え
て
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し
ま

た
ら
人
間
は
ど
う
な
る
か
想

つ
く
か

 
感
情
が

つ

え
る
か

ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
か

考
え
た
事
は
な
い
し
想

も
ま

た

く
つ
か
な
い

 
マ
ミ

分
か
ら
ぬ
か

 
蓮
 

し

ご
ざ
い
ま
せ
ん
が

 
マ
ミ

感
情
が

つ
で
も

え
れ
ば
感
情
の
バ
ラ
ン
ス
は
崩

 
れ
る
そ
う
な
る
と
感
情
無
い
生
き
た
人

状

と

 
言

た
ら
ど
う
な
る

 
蓮
 

な

 
ま
さ
か
そ
ん
な
に
も
感
情
が

な

て
る
と
は

待
て
よ
そ
れ
を

ま
え
て
考
え
る
と
今
の
こ

の
状
況

て
相
当
危
険
な
レ

ル
を
通
り
越
す

前
で
は
な
い
の
か

 
蓮
 

そ
の
感
情
が

え
る

間

て
後
ど
の
く
ら
い

 
何
で
す
か

 
マ
ミ

そ
う
じ

な

見
積
も

て

り
数
日
も
満
た
ぬ
や

 
も
し
れ
ぬ
し
そ
こ
は
分
か
ら
ぬ
所
じ

し
か
し

望
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と
い
う
感
情
が
幻
想
郷
か
ら

え
そ
し
て
次
は
外
の

 

が

ぶ
や
も
し
れ
ぬ

に
こ
こ
で
そ
の

鎖
が

 
続
く
前
に
断
ち

ら

ば
な
ら
ぬ

と
い
う
事
じ

 
な

 
そ
れ
は
マ
ミ
ゾ
ウ
の
言
う
通
り
だ

が
こ
れ

上
は

が
ら
ぬ
前
に

元
を

さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
は
事
実
だ

 
蓮
 

マ
ミ
ゾ
ウ
さ
ん
黒
幕
が
何
処
に
居
る
の
か
そ
し
て
そ

 
の
場
所
に
霊
夢
が
来
る
の
か
教
え
て
く
だ
さ
い

 
マ
ミ

む
良
か
ろ
う
ま
ず
博
麗
の
巫
女
は

ず
来
る
じ

 
ろ
う
の

シ
が
黒
幕
が
現
れ
る
時
間

そ
し
て
場
所

 
を

に
教
え
て
お
る
か
ら
の
そ
し
て
そ
の
黒
幕
が
何

 
処
に
お
る
の
か
じ

が

お
前
さ
ん

三
つ
時
は
分

 
か
る
よ
な

 
蓮
 

え

え

分
か
り
ま
す
け
ど
深
夜

時
頃
の
時
間

 

で
す
よ



 第２８８話 人里で起きていること

 
マ
ミ

そ
れ
な
ら
良
か

た
お
前
さ
ん
に
教
え
る
前
に
理
久

 
兎
の
所
の
バ
カ
狼
に
教
え
て
て
な
色
々
と
心

じ

 

た
が
お
前
さ
ん
は
常
識
人

ま

少
し
可
笑
し
い

 
が
ま
だ
ま
と
も
で

か
る

 
良
い
け
れ
ど
何
か
失

な
言
い
方
だ
な

 
マ
ミ

そ
れ
で
じ

そ
の

三
つ
時
の
深
夜
に
限

て

望

 
が

え
て
行
く

つ
ま
り

 
深
夜
に

望
が

え
る

そ
し
て
さ

き
ま
で
の
話
を

め
る
と

者
は

に
人
が

い

人

が

く
住
む
所
は

そ
う
い
う
事
か

 
蓮
 

人
里

で
す
よ

 
マ
ミ

正
解
じ

 
蓮
 

本
当
に
霊
夢
は
来
る
ん
で
す
よ

 
マ
ミ

問

な
い
異
変
と
知

た
の
な
ら
来
る
の
は
確
定
だ

 
と
思
う
が
の

第
一
に
お
前
さ
ん
が
知

て
お
ろ
う

 

じ

が
な
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ま
さ
し
く
そ
の
通
り
と
し
か
言
え
な
い
か

マ
ミ
ゾ
ウ
の
言

て
い
る
事
は
合

て
い
る
の
だ

か
ら

霊
夢
が
異
変
と
知

た
そ
の

間
か
ら
解
決
す
る
ま
で
見
逃
す
は
ず
が
な
い

 
蓮
 

分
か
り
ま
し
た
霊
夢
を
探
し
つ
つ
で
つ
い
で
に
黒
幕

 
も

け
て
き
ま
す

 
マ
ミ

つ
い
で
じ

な
く
て
そ

ち
を
本
命
に

ま

良
い

 
か
や

て
く
れ
る
の
で
あ
れ
ば

 
と
り
あ
え
ず
そ
う
と
決
ま
れ
ば
深
夜
ま
で
ど
う
す
る
か

 
蓮
 

と
り
あ
え
ず

は
深
夜
ま
で
ど
う
す
る
か
考
え
な
が

 
ら
待
ち
ま
す

 
マ
ミ

う
む

せ
る

よ

 
そ
う
言
う
と
マ
ミ
ゾ
ウ
は

を

く
と
こ
の
場
か
ら

え
た

 
蓮
 

し

か
し
ど
う
し
よ
う
か
な

 
そ
ん
な
事
を
考
え
な
が
ら
深
夜
ま
で
ど
う
す
る
か
考
え
る
の
だ

た
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怠
惰

で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
鈴

悲
報
 
蓮
く
ん
が
ツ

ミ
を
放

し
た
回

 
狗
神

い
な

分
の

価
値
を

て
た

奴

 
神
楽

流
石
に
失

で
す
よ

 
怠
惰

ま

で
も
間

て
な
い
よ

 
神
楽

怠
惰
様
ま
で

 
怠
惰

だ

て

ま

今
回
は
マ
ミ
ゾ
ウ
と
い
う
常
識
人

 

ジ
の
方
が
い
た
か
ら

本
は
霊
夢
と
か
魔
理
沙

 
と
か
そ
う
い

た

ざ
け
キ

ラ
が

い
か
ら

的

 
に
ツ

ミ
に
ま
わ

て
い
る
み
た
い
な
考
え
方
で

 
良
い
と
思
う
よ

 
鈴

さ
り

な
く

ス
る

 
怠
惰

ま

そ
ん
な
キ

ラ
だ
か
ら

何
処

の
本
体

鏡

 
と

じ

い
だ
か
ら

は

 
狗
神

そ
れ
ツ

ミ
し
か
向
か
な
い
奴
だ
ろ
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神
楽

本
当
に
失

で
す
よ
お
三
方

 
怠
惰

さ
て
ま

と
り
あ
え
ず
今
回
は
終
わ
り
に
し
よ
う
か

 
あ

そ
れ
と
月

日
は
あ

ち
を
投
稿
す
る
か
ら
よ

 
ろ
し
く

 
神
楽

つ
い
に
あ

ち
な
ん
で
す

 
鈴

見
る
方
は
間

え
な
い
よ
う
に

 
狗
神

そ
ん
じ

あ
な

 
怠
惰

サ
ラ

バ
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第
２
８
９
話
 
異
変
の
黒
幕

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

が

て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

そ
ろ
そ
ろ
し

か
り
と

強
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

そ
れ
で
は
今
回
か
ら
ま
た
投
稿
し
て
き
ま
す
の
で
お
願
い

し
ま
す

 

い
光
の
中

分
は
た
だ

人
歩
い
て
い
た

こ
こ
は
何
処
な
の
だ
ろ
う
か

キ

ロ
キ

ロ
と

り
を
見
回
す
と
い
つ
の
間
に
か
真
夜
中
の

に
い
た

 
蓮
 

夢

 
ま
た
何
時
も
み
た
い
な
夢
か

今
度
は
ど
ん
な
夢
な
ん
だ
と
思

て
い
る
と

 

 

ギ

 

 

め
て
く
れ

 

の
悲
鳴
が
こ
だ
ま
し
た

す
ぐ
さ
ま
走

て
そ
の
場
に
向
か
う
と
そ
こ
に
は
無
数
の

死
体
が
転
が

て
い
た
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蓮
 

こ
れ
は

 
そ
し
て
気
づ
く
い
や
気
づ
か
な
い
の
が
お
か
し
い

死
体
の
山
と
な

て
い
る
頂
上
で
死
体
を

る
何
か
が
い
た

は
真

な
月
の
明
か
り
で

と
な

て
い
て
見
れ
な
い
が
そ
の
者
は

方
を
向
く
と

元
が

タ
リ
と
笑

た

 
蓮
 

来
る
な
ら

 
だ
が

分
に
も
異
変
が
起
き
て
い
る
の
に
も
気
づ
い
た

そ
れ
は

に

す
神
楽
が
な
い

更

に
は

ケ

ト
に
も
狗
神
と
鈴

の
式
神

が
な
い

こ
の
ま
ま
で
は
戦
い
的
に
不
利
だ
と
思

い
逃

よ
う
と
し
た
そ
の
時

 

 

ア
ハ
ハ

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 

中
に

気
が
走

た
ま
る
で
化
け
物
を

中
に

負

て
る
感
じ
が
す
る

死
で
逃

る

が
目
の
前
の
光
景
が
変
わ
り
見
た
こ
と
の
な
い
場
所
へ
と
変
わ
る

 
蓮
 

今
度
は
何
処
だ

 
と
言
い
か
け
る
と

に
何
か
当
た
る

下
を
向
く
と
そ
れ
は
無

に
も
バ
ラ
バ
ラ
と
な

て

ん
だ
目
で

方
を
見
る
幻
想
郷
の
住
人
達
が
い
た

 
蓮
 

な

な
ん
だ
こ
れ
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後
ろ
を
向
く
と
最
も
見
た
く
な
い
光
景
が
目
に

た

 
蓮
 

れ

霊
夢

 

を
つ
き
絶
望
し
た

あ
り
え
な
い

だ

だ

だ

だ
こ
ん
な
の
は
嘘
だ

分
の

目
に
映
る
霊
夢
は
も
う
笑

や
怒
り

そ
し
て

く

な
ん
て
い
う

か
な
感
情
を
も
う
向
け
て

は
く
れ
な
い

何

な
ら
手

は

で

た
れ

に
さ
れ
体
は

敗
し
て
い
る
の
か

く
な
り

が
集

て
い
た

何
よ
り
も
も
う
霊
夢
は

 

 

こ
れ
が
あ
ん
た
が
選
ん
だ
結

や
で

 
蓮
 

 

い

た
だ

の

も
よ
だ
つ
戦

す
る

が

後
か
ら
感
じ
る

 

 

逃

た
先
に
あ
る
ん
は

た
し
て
何
や
ろ

 
ゆ

く
り
と
ゆ

く
り
と

後
を
向
く
と

 

 

そ
れ
と
あ
ん
た
は
最
後
の
お
楽
し
み
や
で

 

タ
リ
と
笑
う
女
の

が
少
し
だ
が
見
え
て
し
ま

た

 
蓮
 

は

 
何
が
起
き
た

す
ぐ
に

り
を
見
て
確
認
す
る
と
そ
こ
は
何
時
も
の
バ
イ
ト
先
の
寺
子
屋
の
教
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室
だ

そ
う
だ

た
マ
ミ
ゾ
ウ
と
戦

た
後
結
局
す
る
事
も
な
い
か
ら
体
を
休
め
る
た
め
に
寺

子
屋
に

て
休
ん
で
い
た
ら
そ
の
ま
ま

て
し
ま

た
ん
だ

た

 
蓮
 

逃

た
先
に
あ
る
も
の

 
逃

続
け
れ
ば
あ

な

て
し
ま
う
の
か

守
り
た
い
と
思
う
人
も

え
な
い
な
ん
て
そ
ん
な

の
は
絶
対
に

だ

 
蓮
 

そ
う
い
え
ば
今
は
何
時
だ
ろ

 
寺
子
屋
の
時

を
見
る
と
も
う

三
つ
時
に
な
ろ
う
と
し
て
い
た

す
ぐ
に
神
楽
の

ク

そ
し
て

ケ

ト
に
狗
神
と
鈴

の
式
神

が
あ
る
の
か
を
確
認
し
一
呼
吸
お
く

 
蓮
 

よ
し
や
る
か

 

を

き
意
気
込
み
し
て
外
へ
と
出
る

外
は
深
夜
な
た
め
か
夜
の

張
が

を
も
た
ら

し
て
い
た

 
蓮
 

こ
ん
な
時
間
に
人
里

て
あ
ん
ま
り
言

た
こ
と
が

 
な
い
よ
な

 
夜
中
に
最
後
に
来
た
の

て
神
楽
の
時
ぐ
ら
い
じ

な
い
か
な

と
り
あ
え
ず
は
夢
の
事
と
か

は

れ
て
異
変
の
現
況
を
探
さ
ぬ
く
て
は
な
ら
な
い
か

と
り
あ
え
ず

り
を

ら

ら
と
歩
こ
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う
か
と
思

た
そ
の
時

 

 

出
た
な
妖
怪

覚

 

が
聞
こ
え

り
向
く
と
何
者
か
が
棒
み
た
い
な
物
で

り
か
か

て
き
た

す
ぐ
さ
ま
神
楽

を
構
え

 
ジ

キ
ン

 
一
撃
は

さ
え
つ
け
る

辻

り
か
と
思

て
い
る
と
そ
の
者
の

が
月
明
か
り
に

ら
さ
れ

に
な
る

そ
れ
は
理
久
兎
の
従
者
の

人
で
あ
る
耶
狛
だ

た

 
蓮
 

て
耶
狛
さ
ん

 
耶
狛

あ

蓮
く
ん
だ

 
つ
ば

り
合
う
の
を

め
神
楽
を

に

め
る

 
蓮
 

何
し
て
い
る
ん
で
す
か
耶
狛
さ
ん

 
耶
狛

そ
う
言
う
蓮
く
ん
だ

て
何
し
て
る
の

こ
こ
は
危

 
な
い
ん
だ
よ

 
危
な
い

て
事
は
や
は
り
耶
狛
も
こ
の
異
変
を

知
し
て
い
る
と
い
う
認
識
で
良
さ
そ
う
だ

 
蓮
 

や

り
耶
狛
さ
ん
も
感
じ
て
い
る
ん
で
す

こ
の
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不
穏
な
空
気
を

 
耶
狛

ま

そ
れ
も
あ
る
け
ど
何
よ
り
も
野
生
の

感

て

 
の
が
あ
る
か
ら

そ
れ
に
さ

き
か
ら
変
な
匂
い

 
が
す
る
ん
だ
よ

い
と
い
う
か
古
く

も
れ
た

 

品
の
匂
い
が

 
と
耶
狛
は
と
あ
る
方
向
を
向
く
と
ゆ
ら
ゆ
ら
と
お
面
が
飛
び

う
中
で
お
面
を

に
着

け

方
を
見
つ
め
る
女
の
子
が
立

て
い
た

 

 

だ
お
前
ら
は

 
こ
の
時
少
女
の
お
面
が
い
き
な
り
変
化
し
た
事
を
見
逃
さ
な
か

た

ど
ん
な
仕

け
だ
と

思

て
い
る
と

 
耶
狛

は
バ
ル

ン
ク

フ

ザ
リ
オ

 
何
か
耶
狛
が
と
ん
で
も
な
い
事
を
言
い
出
し
た
ん
だ
け
ど
し
か
も
こ

ち
を
向
い
て
お
前
も

れ
よ
と
い

た
目
で
見
て
く
る

 
蓮
 

え

え

と
あ

ア
イ
ザ

ク

シ

イ

で

 
良
い
の
か
な
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あ
れ
か
光
の

子
と
漆
黒
の
風
の

 
蓮
 

て

い
ま
す
よ

て
い
う
か
何
で
現
世
の

 

タ
を
知

て
い
る
ん
で
す
か

 
本
当
に
耶
狛
も
そ
う
だ
け
ど
こ
の
少
女
も
何
処
か
ら
そ
ん
な
現
世
の

タ
を

て
き
た
ん

だ

も
う
ツ

ミ
し
な
い
と
こ
れ
は

ま
ら
な
い

 

 

そ
う
か
な
ら

は
⻑

 
蓮
 

言
わ
せ
な
い
し
や
ら
せ
ま
せ
ん
よ

 

 

 
流
石
に
そ
れ
は

メ
だ

だ

て
こ
れ
東
方
だ
し
あ
ま
り
使
い
す
ぎ
る
と
怒
ら
れ
る

そ
し
て

少
女
の
お
面
は

が

い
て
い
る
お
面
に
変
化
し
て
い
た

つ
ま
り
言
え
な
く
て
悲
し
い

て

意

で
良
い
の
か
な

だ
が
ま
ず
は

女
が
黒
幕
か
ど
う
か
の
確
認
を
し
な
け
れ
ば

 
蓮
 

貴
女
は
い

た
い
ど
ち
ら
様
で
す
か

 

 

こ
こ
ろ

秦
こ
こ
ろ

 
今
度
は
お

福
の
お
面
に
変
わ
る

ど
ん
な
原
理
い
や
あ
れ
は
ま
さ
か
感
情
を

し
て
い
る
ん

じ

な
い
か
と
思

た

だ
が
感
じ
か
ら
し
て
人
な
ら
ざ
る
者
つ
ま
り
妖
怪
か
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蓮
 

妖
怪

で
良
い
ん
で
す
よ

 
秦
 

貴
女
の
そ
の
刀
と

じ
種
族

て
所
か
な

 
蓮
 

つ
ま
り

つ
く
も
が
み

喪
神

て
事
で
す
よ

 
秦
 

そ
う
そ
の

喪
神
で
も
お
面
の

喪
神

 
お
面
の

喪
神
か

通
り
で
お
面
が
所
々
で

ン
ジ
し
て
い
る

な
の
だ
な

 
秦
 

そ
れ
よ
り
も

の

望
の
面
を
知
ら
な
い
か

こ
の

 
ま
ま
だ
と
感
情
が

走
し
て
人
里
い
え
こ
の
世
界
か

 
ら
感
情
が

 
蓮
 

お
面
で
す
か

 
秦
 

そ
う
お
面

 
耶
狛

お
面

 
お
面
と
言
わ
れ
て
も

る

こ
れ
ま
で
の
道

で
お
面
が
あ

た
記
憶
な
ん
て
な
い
し

 
蓮
 

す
み
ま
せ
ん
が

は

 
耶
狛

お
面

お
面

お
面

 
流
石
に
耶
狛
で
も
分
か
ら
な
い
と
思
う

ま
ず
お
面
と
か
な
ら
落
ち
て
い
た
ら
す
ぐ
に
分
か
る
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し 
耶
狛

お
面

て
あ
れ
か
な

 
秦
 

何

知

て
い
る
の
か

 
あ
れ
知

て
た
の

な
ら
そ
れ
は
こ
こ
ろ
と

じ
く
何
処
に
あ
る
ん
だ
と

問
に
思

て
い
る

と 
耶
狛

う
ん
マ
ス
タ

の
義
妹
ち

ん
に
当
た
る
子
が

の

 

レ
ク
シ

ン

て
言

て
た
な

て

 
蓮
 

こ
い
し
ち

ん
が

て
る
ん
で
す
か

 
耶
狛

分

そ
れ
が
こ
の
子
の
探
し
て
る
面
と
は
限
ら
な

 
い
け
ど

 
こ
い
し
が

て
た
の
か

も
し
こ
う
な
る
事
を
知

て
た
の
な
ら
お
面
を

け
て
弾
幕
ご

こ
を
す
べ
き
だ

た
の
か
な

 
秦
 

返
せ

返
し
や
が
れ

 

人

う

 
突
然
の

々
し
い

で

ん
で
き
た
た
め
耶
狛
と
共
に

い
た

面
が

面
に
変
わ

て
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い
て

か
ら
も
そ
う
だ
が
怒

て
い
る
の
は
間

い
な
い
だ
ろ
う

怒
り

ぶ
ぐ
ら
い
だ
か
ら

そ
れ

ど
ま
で
に
大

な
お
面
な
の
だ
と
い
う
の
が
容

に
分
か
る
し

 
秦
 

う

こ
の
ま
ま
だ
と
本
当
に
ぐ

 
蓮
 

大

で

 
耶
狛

蓮
く
ん
危
な
い

 
耶
狛
に
タ

ク
ル
さ
れ
前
へ
と
つ
ん
の
め
る
と

分
が
い
た

元
か
ら
無
数
の
気
の

が
並
び

立
つ

刀
を
構
え
た
こ
こ
ろ
は
何
処
か
ら
と
も
な
く
お
面
を
大

に
出
現
さ
せ

方
を
見
る

 
秦
 

返
せ

返
せ
返
せ

 

刀
の

先
を
向
け
て
く
る

こ
れ
は
戦
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
感
じ
だ

と
り
あ

え
ず
弾
幕
ご

こ
で
大
人
し
く
さ
せ
る

は
な
い
だ
ろ
う

す
る
と

 
耶
狛

蓮
く
ん

力
し
て
あ
の
子
を

け
る
た
め
に

 
蓮
 

え

分
か
り
ま
し
た

力
し
ま
す

 
何
か
良
い

を
耶
狛
は
思
い

い
た
の
だ
ろ
う
か

そ
れ
と
も
何
時
も
の
破
天

天
で
そ
ん
な

事
を
言

て
い
る
の
か

い
や
策
が
あ
る
な
ら
そ
の
策
を

じ
よ
う
と
思

た

 
秦
 

返
せ
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刀
を
構
え
こ
こ
ろ
は

分
達
に
向
か

て
く
る

こ
う
し
て
人
里
で
の

三
つ
時
の
戦
い
は

幕
を
開
け
た
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
久
々
に
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

最

か
ら
こ
れ
か

 
鈴

こ
れ
マ
ジ
な
サ
イ

パ
ス
だ
よ

 
神
楽

す

い
で
す

 
怠
惰

ま

ラ
ス
ボ
ス
だ
か
ら
強
い
よ

 
鈴

因
み
に
理
久
兎
と
だ

た
ら
ど

ち
が

 
怠
惰

そ
れ
を
言

た
ら
終
わ
り
だ
よ

ま

軍
勢
と
い
う

 
の
か
何
な
の
か
の
一

の
奴
は
怠
惰
さ
ん
の
中
の
人

 

く
実
力
な
ら
理
久
兎
と

等
と
か

 
狗
神

小
僧
は
一
体
ど
ん
な
奴
と
相
手
を
し
よ
う
と
し
て
い

 
る
ん
だ
か
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怠
惰

因
み
に
も
う
分
か
る
と
思
う
け
ど
ラ
ス
ボ
ス
に

悲

 
は
な
い
よ

た
だ
無

別
に

分
が

福
感
を
得
ら

 
れ
る
な
ら
ど
ん
な
事
で
も
す
る
女
だ
か
ら

 
神
楽

お

ろ
し
い
で
す

 
鈴

と
ん
だ
⻤
女
だ

 
怠
惰

ま

そ
う
だ

と
ん
で
も
な
い
よ

 
神
楽

て
る
で
し

う
か

 
怠
惰

分
か
ら
ん
ま

中
の
人

く
で
負
け
た
先
の
未
来

 

に
言
う

ル

ト
も

 
狗
神

あ
る
の
か

 
鈴

か

考
え
て
あ
る
ん
だ

 
神
楽

ど
う
な
る
ん
で
す
か

 
怠
惰

ま

そ
れ

上
は
言
え
な
い
か
ら

流
石
に
さ

 
さ
て
と
⻑
く
な

た
け
れ
ど
次
回
は
待
ち
に
待

た

 
こ
こ
ろ
戦
で
す
あ

ち
で

に
投
稿
さ
れ
て
る
か
ら
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知

て
る
よ

な
ん
て
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
蓮

 
の

で
の
話
に
な

て
い
ま
す
の
で
お
願
い
し
ま

 
す
そ
れ
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
神
楽

き

気
に
な
り
ま
す
が
仕
方
な
い
で
す

ま
た
次
回

 
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す

 
鈴

そ
れ
じ

ま
た
次
回

 
狗
神

そ
ん
じ

あ
な



 第十八章 平和の日常へ

 
第
２
９
０
話
 

秦
こ
こ
ろ

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

ス
マ

の

電
が
な
く
な
り
先
程
ま
で

電
し
て
い
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪

魔
で
す

二
時
間
で

か
ら

ま
で
回
復
し
ま
し
た
が
や
は
り
ス
マ

の
バ

テ
リ

が

命
か
な
と
感
じ
て
し
ま
い
ま
し
た

さ
て
そ
れ
で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 
真
夜
中
の

三
つ
時
と
な

た
人
里
で
人
々
の
感
情
を

う
た
め
の
戦
い
が
始
ま

て
い
た

 
耶
狛

い
け

狼
ち

ん

 
蓮
 

神
楽

 
神
楽
を
構
え
分
霊
を

し
耶
狛
の
狼
と
共
に
こ
こ
ろ
へ
と

撃
す
る
が

 
秦
 

邪
魔

 

刀
を

る
い
耶
狛
の
狼
を

散
ら
し
神
楽
の
分
霊
が

撃
す
る
も
の
の

る
よ
う
に

け
ら

れ
斬
首
さ
れ

滅
さ
せ
ら
れ
た

 
耶
狛

う
わ

容

な
い
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蓮
 

耶
狛
さ
ん

が
イ
ン
フ

イ
ト
を
仕

け
ま
す
な
の

 
で

護
を
お
願
い
し
ま
す

 
耶
狛

さ
れ
た
よ

 
一
気
に

を

め
こ
こ
ろ
へ
と
斬
り
か
か
る
が
こ
こ
ろ
も
負
け
じ
と

刀
で
対
向
し
つ
ば

り
合
い
と
な
る

 
秦
 

 
蓮
 

少
し
痛
い
で
す
が
覚

を
し
て
く
だ
さ
い

 
力
を

れ
て
思
い

き
り
こ
こ
ろ
を
弾
き
飛
ば
し

 
蓮
 

耶
狛
さ
ん

 
耶
狛
に
合
図
を

る
と
狼
を

様
し
た
弾
幕
が
こ
こ
ろ
へ
と
向
か

て
い
く

 
秦
 

獣
が
近
づ
く
な

 
だ
が
こ
こ
ろ
は
弾
き
飛
ば
さ
れ
た
状

に
も
関
わ
ら
ず

手
に
扇
を
構
え
る
と

楽
の
よ
う

に
回
転
し
狼
を
退
け
た

 
蓮
 

少
し

が
折
れ
る
相
手
で
す

 
耶
狛

大

は
折
れ
て
も
サ
ク

と
治
る
か
ら
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蓮
 

い
や
あ
の

意

分
か

て
ま
す

 
耶
狛

が
折
れ
る
ん
で
し

 
ど
う
や
ら
し

か
り
と
し
た
こ
と
わ
ざ
と
い
う
言

を
知
ら
な
さ
そ
う
だ

こ
う
な
る
と
意

が
通
じ
な
く
て

る

 
秦
 

お
い

ラ

を
無

し
て
ん
じ

な
い

 
し
か
も
何
か
相
手
が
会
話
に
乱

し
て
く
る
始

だ

 
耶
狛

は
無

情
だ
け
ど
感
情
の
レ
パ

ト
リ

が

く

 
あ

て
面
白
い

 
秦
 

め
る
な

ず
か
し
い
だ
ろ

 
お
じ
さ
ん
の
面
で

を
隠
し
た

れ
て

ず
か
し
が

て
い
る
の
だ
ろ
う
か

こ
う
い

た

感
情
が

か
な
の
は
霊
夢
と

て
い
る
な
と
感
じ
た
の
だ
が
隣
に
い
る
耶
狛
が
こ
こ
ろ
に
向
か

て 
耶
狛

あ
り

 

れ
て
る

を

い

を

ば
し
突
き

撃
を
仕

け
る
が
こ
こ
ろ
は
す
ぐ
さ
ま
ギ
リ
ギ
リ

で
回

し
た

と
い
う
か
今
の
は

だ
ろ
と
感
じ
だ
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秦
 

だ
な

 

の
お
面
に
な
り
ま
た

面
に
戻
る

こ
れ
は

分
も
そ
う
だ
が

で
も
怒
る
と
思
う

 
蓮
 

本
当
に

で
す
よ
そ
れ
は

 
耶
狛

蓮
く
ん
や
こ
こ
ろ
ち

ん
に
教
え
て
あ

る

た

 
ら

者
だ
よ

 
何
そ
の

分
的
ル

ル
は
そ
れ
に
何
か
言

が
お
か
し
い
気
が
す
る

 
蓮
 

い
や
あ
の
そ
れ
ア
リ
に
向
か

て
ア
リ
の
よ
う
だ
と

 
言
う
の
と

じ
で
す
よ

 
何
か
耶
狛
は
本
当
に
色
々
と
破
天

と
い
う
か
世
間
を
知
ら
な
い

り
娘
み
た
い
と
い
う
か

兄
も

狛
も
大
変
そ
う
だ
な
と
感
じ
だ

 
秦
 

た
ら

者
な
ら

て
み
せ
よ
う

 
何
か

得
し
ち

た
よ

そ
れ
は

得
し
た
ら

メ
な
よ
う
な
気
が
す
る
が
そ
ん
な
事
を
考

え
て
る
間
に
も

の
お
面
を

る
と
こ
こ
ろ
は
ス

ル
を

え
た

 
秦
 

憂
面
 

人
地
を
憂
う

 
と

え
た
そ
の

後

元
が
光
る

こ
れ
は
先
程
の
気
の

が
来
る
の
か
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耶
狛

け
る
よ
蓮
く
ん

 
蓮
 

 
呼
び

け
ら
れ
後
退
す
る
と
予
想
通
り
下
か
ら
お
面
と

い
気
の

が
現
れ
天
へ
と
上
が

て

い

た

 
秦
 

や
る
な

 
耶
狛

み

け
る
よ

 
蓮
 

は
い

 
耶
狛
と
共
に
今
度
は

人
で
一
気
に

み

け
る

 
秦
 

 
こ
こ
ろ
は
す
ぐ
さ
ま

の
お
面
に

ン
ジ
す
る
と
無
数
の
弾
を
放

て
き
た

 
耶
狛

蓮
く
ん

の
後
ろ
に

 
蓮
 

分
か
り
ま
し
た

 
後
ろ
に
行
く
と
耶
狛
は
手
に

つ

で
棒
回
し
を
す
る

そ
し
て
回
転
す
る

に
弾
が
当

た
り

え
て
い
く

見
て
い
て
理
久
兎
の
戦
い
方
を
真

し
て
い
る
な
と
感
じ
た

 
耶
狛

そ
ら

そ
ら

そ
ら

そ
ら
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蓮
 

い

 
だ
が
何
よ
り
も
再
現
し

分
の
物
に
し
て
い
る
の
が

い

流
石
に
あ
ん
な
の
は

分
じ

出

来
な
い

当
だ

 
秦
 

こ
れ
な
ら
ど
う
だ

 
白

の
女
性
の
面
に
な
る
と

大
な
弾
を
高

で
放

て
き
た

 
耶
狛

蓮
く
ん

 
蓮
 

え

 
耶
狛
は
棒
回
し
を

め
て
さ
な
が
ら
野

の
バ

タ

が
バ

ト
を
構
え
る
が
み
た
く

を

構
え
る
と

 
耶
狛

か

と
び

ラ
ン

 

を
思
い

き
り
フ
ル
ス
イ
ン
グ
で

り
弾
幕
を
こ
こ
ろ
へ
と
弾
き
飛
ば
し
た

だ
が
さ

き
の
呼
び

け
か
ら
し
て
弾
い
た

大
弾
幕
を

に
突

込
め
と
い
う
合
図
だ
ろ
う

す
ぐ
さ
ま

大
弾
の

に
隠
れ
て
突

込
む

 
秦
 

こ
れ
ぐ
ら
い

も
な
い

 
こ
こ
ろ
が

刀
で
真

二
つ
に
し
た

間
の

を

い
斬
り
か
か

た
が
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ガ
キ
ン

 
と

さ
の

手

ち
で

刀
の

を

ち

が
れ
た

し
か
し
何
て
力
だ

し
て
も
全
然
び
く

と
も
し
な
い

の
男
ぐ
ら
い
の
力
が
あ
る

こ
れ

 
耶
狛

蓮
く
ん

け
て

 
蓮
 

な

 
一
言
で
す
ぐ
に
後
退
し
耶
狛
の
隣
に
く
る
と

時
に
弾
幕
を

開
し

 
耶
狛

大

 
と
一
言
を

え
る
と

開
さ
れ
た
弾
幕

が

大
弾
幕

へ
と
変
化
し
こ
こ
ろ
へ
と
向
か

て
い
く

 
秦
 

く

ま
だ
だ

 
あ
の

大
化
弾
幕
の

か
な

間
を
通

て
逃

び
見
て
い
た

分
も

ク
リ
し
た

か
な

間
を

が
破
け
る
程
度
の

で
す
り

け
こ
れ
は

い
て
も
仕
方
な
い

そ
し
て
こ
こ

ろ
は
狐
の
よ
う
な
お
面
を

る
と

 
秦
 

怒
面
 
怒
れ
る
忌
狼
の
面

 

い
気
を
纏

て

無

に
飛
び
な
が
ら
向
か

て
来
る
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耶
狛

仕
方
な
い

が

め
ま
す
か

 
蓮
 

い
え
耶
狛
さ
ん
こ
こ
は

が

め
ま
す
の
で
追
撃
を

 
お
願
い
し
ま
す

 
秦
 

な
ら
お
前
か
ら
だ

 
あ
の
突
進
を

め
る
ぐ
ら
い
な
ら

分
だ

て
出
来
る

鈴

の
式
神

を

ち

 
蓮
 

式

 
鈴

流
反
撃

殺

 
ス

ル
を

え
る
と

時
に
鈴

を

す
る
と
鈴

も
準
備
を
整
え
て
く
れ
て
い
た
の
か

に
霊
力
が
込
め
ら
れ
光

い
て
い
た

 
鈴

グ

バ
イ

 
ド

ン

 
秦
 

く

 
痛
恨
の
一
撃
レ

ル
の

発
を
こ
こ
ろ
は
受
け
吹

飛
ば
さ
れ
る
が
受
け
る
一

で

手
に

扇
子
を

り
で
ガ

ド
し
た
た
め
吹

飛
ば
さ
れ
る
だ
け
と
な

た

 
鈴

い
反
射
神
経

 
秦
 

お
の
れ
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蓮
 

戻

て
鈴

 
す
ぐ
に
鈴

を

に
戻
す

す
る
と
こ
こ
ろ
は

を

さ
え
込
み
な
が
ら

 
秦
 

お
の
れ

ま
だ

ま
だ
負
け
な
い

お
面
を

り
戻

 
す
そ
の
時
ま
で

 
一
撃
を

ぐ
に
は

い
だ
が

し
い
の
か

方
を
⻤
の
面
で
見
る
と
す
ぐ
に
狐
の
面
と
な

て

い
る
こ
こ
ろ
は

手
に
扇
子
を
構
え
い
き
な
り
舞
を

り
出
す

 
耶
狛

来
る
よ
蓮
く
ん

 
蓮
 

え

 
秦
 

ラ
ス
ト

ド
 

ン
キ

シ

ン

 
舞
い

り
と
共
に
無
数
の
弾
幕
が
不

に
飛
び

い
始
め
る

 
蓮
 

不

す
ぎ
て

 
耶
狛

よ

と

 
回

受
け
流
し
弾
き
と

り
返
す
が
状
況
は
ど
ん
ど
ん
悪
化
し
て
い
く
一
方
だ
何
か
策
は

な
い
も
の
か

す
る
と

 
耶
狛

蓮
く
ん

を

れ
る



 第２９０話  秦こころ

 
と

聞
い
て
き
た

な
ら
何
と
か

れ
る
が
ど
の
く
ら
い
の

を

れ
ば
良
い
ん
だ

 
蓮
 

ど
の
く
ら
い
で
す
か

 
耶
狛

 

る
と
思
い
き
や

も

ラ
ス
し
て
き
た
よ

そ
こ
は

ら
す
の
が
普
通
と
い
う
か
格

い
い
だ
ろ

 
蓮
 

そ
こ
は
増
や
さ
な
い
で

ら
す
の
が

で
す
よ

 
耶
狛

な
ら

だ
け
で
い
い
か
ら

 
蓮
 

分
か
り
ま
し
た

 
そ
う
言
い
蓮
は
ま
た

を
構
え
こ
こ
ろ
へ
と
イ
ン
フ

イ
ト
を
仕

け
た

そ
の
間
に
少
し
で

も

く
行
動
で
き
る
よ
う
に

を

る
い
続
け
る

 
蓮
 

い
け

狗
神

 
狗
神

が

 
狗
神
ち

ん
の

が

く
と
向
か

て
く
る
弾
幕
が
全
て
か
き

え
る

目
を
閉
じ
一
転
集

中
を
し

に
こ
の

日
で

め
た

望
の
感
情
を

え
る

そ
し
て
回
転
を

め
て
構
え
る

 
耶
狛

行
く
よ
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そ
し
て
一
気
に
こ
こ
ろ
へ
と

近
す
る

 
秦
 

こ
の

 
弾
幕
が
向
か

て
く
る
が

い
や
い
つ
の
間
に
か
変
化
し
て
る

刀
で
弾
幕
を
破
壊
す
る

 
蓮
 

あ
の

刀
は

て
い
や
今
は
後
だ

狗
神

 
狗
神

仕
方

な

 
狗
神
に

を
出
し
耶
狛
の
元
へ
と
向
か
わ
せ
耶
狛
を

中
に

せ
る

そ
し
て

分
は
狗
神

に
霊
力
を
注
ぎ
込
む
と
狗
神
は
耶
狛
を

せ
て
突

込
ん
で
い
く

 
蓮
 

こ
こ
だ

 
狗
神
に

を
出
し
耶
狛
を
こ
こ
ろ
へ
と
投

飛
ば
さ
せ
る

そ
し
て
投

飛
ば
さ
れ
た
耶
狛

は

刀
を
構
え
そ
し
て

 
ジ

キ
ン

ン

 
一

と

時
に

弾
音
が
鳴
り

く

つ
ま
り
こ
の

負
は

分
達
の

利
と
な

た
の
だ

た



 第２９０話  秦こころ

 
怠
惰

て
な

で
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
晴
明

は
い
今
回
は

人
が
い
な
い
の
で

が

当
し
ま
す

  
怠
惰

い
や
は
や
本
当
に

く
ス
マ

を

い

え
た
い

 
晴
明

確
か
ス
マ

で

品
を

て
な
お
か
つ
投
稿
を
し

 
て
い
る
ん
で
し
た

け

 
怠
惰

そ
う
な
ん
だ
よ

ス
マ

の

が

ジ
だ
か
ら
か

 
良
く

動
を
起
こ
す
か
ら
本
当
に
勘

し
て

し

 
い
よ

 
晴
明

イ
ラ
イ
ラ
し
た
事
は

 
怠
惰

何
十
じ

か
な
い
ぐ
ら
い
イ
ラ
イ
ラ
し
た

 
晴
明

何
で
そ
ん
な
の

た
ん
で
す
か

 
怠
惰

こ
の
ギ

ラ
ク
シ

を
使
い
続
け
て
い
る
か
ら

 
晴
明

は

 
怠
惰

た
だ
ギ

ラ
ク
シ

は
昔
の
方
が
使
い
や
す
か

た
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か
な
今
よ
り
も

 
晴
明

そ
う
な
ん
で
す
か

 
怠
惰

そ
り

あ

は

く

約
終
わ
ら
な
い
か
な

 
そ
う
す
れ
ば
新
し
い
の
に

い

え
だ

 
晴
明

ま
た

じ

種
で
す
か

 
怠
惰

そ
う
だ

を
す
る
の
に
も

て
こ
い
の
が

 
あ
れ
ば
そ
れ
か
な

 
晴
明

最

ス
マ

は

代
わ
り
で
す

 
怠
惰

ま

さ
て
と
そ
れ
じ

そ
ろ
そ
れ
今
回
は
こ

 
こ
ま
で
に
し
よ
う
か

 
晴
明

そ
う
で
す

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま

 
す

 
怠
惰

そ
れ
じ

ま
た
次
回
バ
イ
バ
イ
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第
２
９
１
話
 
よ
う
や
く
出
会
え
た

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

日
を
満

し
て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

日
と
い
う
言

は
何
時
聞
い
て
も

し
い
も
の
で
す

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 

ぶ
る
こ
こ
ろ
を

ち
破
り
ま
た
人
里
に

な
空
気
が
戻

た

 
耶
狛

ざ

と
こ
ん
な
も
ん
か
な

 
蓮
 

見
事
で
す

 
耶
狛

ま

 
だ
が
こ
こ
ろ
に
は

ち
破
る
事
が
出
来
た
が

本
的
な
解
決
に
な

て
い
な
い
気
が
す
る

 
蓮
 

で
も

本
的
な
解
決
に
な

た
の
か
な

 
耶
狛

何
が

 
蓮
 

だ

て

望
が
な
い
か
ら

走
し
て
た
の
に
弾
幕
ご

 

こ
で

た
か
ら

て
そ
の

走
が

え
る

て
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じ

 
耶
狛

確
か
に
普
通
な
ら

け
ど

が
最
後
に
し
た
あ
れ

 
は

う
ん
だ
よ

 
何
が
ど
う

う
と
言
う
ん
だ

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
弾
幕
ご

こ
と
何
ら
変
わ
り
な
い
よ
う
に

見
え
る
が
す
る
と
地
上
か
ら

わ

わ
と
こ
こ
ろ
が
飛
ん
で
く
る

ま
だ
や
る
気
か
と
思
い
神
楽

の

に
手
を

え
る
と

 
耶
狛

大

だ
よ

意
は
な
い
で
し

 
ど
う
や
ら
神
楽
に
手
を

え
る
所
を
見
ら
れ
た
の
か

め
ら
れ
る

い
観

力
で
流
石
は
理

久
兎
の
従
者
と
言
う
だ
け
あ
る

 
秦
 

う
ん

何
か
さ

き
よ
り
落
ち
着
い
た
感
じ
な
く
な

 

て
た

望
が
少
し

い
て
く
る

 
蓮
 

耶
狛
さ
ん
何
を
し
た
ん
で
す
か

 
耶
狛

そ
れ
は

が
集
め
た

望
を
こ
こ
ろ
ち

ん
に
注

 

し
た
の

 

望
を
注

し
た

て
そ
ん
な
事
が
出
来
る
の
か

そ
う
か
こ
れ
ま
で
の
戦
い
で
感
じ
て
い
た



 第２９１話 ようやく出会えた

こ
の
不
思
議
な
感
覚
は

ら
く
観
戦
者
達
か
ら
出
る

望
が

分
達
に

然
と
集
め
ら
れ
い
た
の

か

耶
狛
も

分
と

様
に
弾
幕
ご

こ
を
し
て
集
め
そ
し
て

望
を
こ
こ
ろ
に

え
た
こ
れ
で

説
明
が
つ
く
か

 
耶
狛

で
も
こ
ん
な
の
気
休
め
に
し
か
な
ら
な
い
か
ら
何
と

 
か
し
て
こ
こ
ろ
ち

ん
の
お
面
を
見
つ
け
な
い
と
い

 
け
な
い
ん
だ
よ

 
つ
ま
り
は

急
処

程
度
で
し
か
な
い
の
か

だ
が
そ
れ
で
も
人
里
に
い
る
者
達
の

望
が
な

く
な
る
の
は

た
か
ら
良
か

た
か
な

 
蓮
 

急
処

て
所
で
す
か

 
秦
 

そ
う
か

 

い
て
る
よ
う
な
お

さ
ん
の
面
に
な
る
と
今
度
は
笑

て
い
る
お
面
に
な
る

 
秦
 

で
も
あ
り
が
と
う

 
耶
狛

う
う
ん

て
い
る
な
ら
お

い
様
だ
よ

 
蓮
 

し
か
し

く
こ
い
し
ち

ん
を
見
つ
け
な
い
と

 

本
で
こ
い
し
ち

ん
が

て
い
る
の
な
ら

く
そ
れ
を
回

し
な
け
れ
ば

耶
狛
が

え



 第十八章 平和の日常へ

た

望
が
な
く
な
る
前
に
だ
が
耶
狛
は
少
し

た

を
し
た

 
耶
狛

で
も
こ
い
し
ち

ん
放
浪

が

い
し
そ
れ
に
お
面

 
を
見
つ
け
て
さ
と
り
ち

ん
や
マ
ス
タ

に

慢
し

 
て
た
こ
い
し
ち

ん
を
見
る
と
お
面
を

る
に

れ

 
な
い
ん
だ
よ

 
蓮
 

い

い
で
す

そ
れ

 
耶
狛

そ
う
な
ん
だ
よ

マ
ス
タ

な
ら
こ
う
パ
パ

と

 
解
決
し
ち

う
ん
だ
ろ
う
け
ど

は

 
そ
れ
を
言
わ
れ
る
と

て
し
ま
う

遊
び

り
な
小
さ
な
子

か
ら
大

き

は
お
気
に

り
の
遊

を

す
る
の
と
大

変
わ
ら
な
い
行

で
あ
る
の
は
間

い
な
い
た
め

 
耶
狛

う

ん
そ
う
だ
こ
う
い
う
時
は

者
様
の

に

せ

 
よ
う
か
な

先
は
こ
れ
か
ら
下
に

 
蓮
 

ア
ウ
ト

絶
対
に
し
な
い
で
下
さ
い

 
秦
 

そ
れ
は

め
方
が
良
い

 
流
石
に
そ
れ
は
不

い
色
々
と
や

て
は
い
け
な
い

こ
こ
ろ
も

メ
と
思

た
の
か
ツ
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ミ
し
て
く
れ
た

 
秦
 

な
ら

が
そ
い
つ
と
対
決
し
て

て

手
す
れ
ば

 

事
解
決
だ
ろ

 
ド

を
し
て
言

て
く
れ
る
が
そ
れ
で
良
い
の
か
と
結
局
そ
れ
も
こ
い
し
ち

ん
に
失

な
よ
う
な
気
が
す
る

 
蓮
 

そ
れ
が
良
い
の
か
な

 
耶
狛

ど
う
な
の
か

 
蓮
 

う

ん
ど
う
し
た
も
の
か

 
ど
う
し
た
ら
解
決
す
る
の
だ
ろ
う
か
と
悩
み
に
悩
ん
で
い
る
そ
の
時
だ

た

 

 

見
つ
け
た
わ

 

 

こ
の
子
が

 

 

う

 
聞
い
た
こ
と
の
あ
る
女
性
の

が

つ
聞
こ
え
る

そ
の
方
向
を
見
て
み
る
と
そ
こ
に
は

間
に
戦

た
聖
白
蓮

神
子
が
い
て
更
に

人
に

ま
れ
る
か
の
よ
う
に
探
し
て
い
た

霊
夢

人
が
い
た

よ
う
や
く
見
つ
け
た
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蓮
 

霊
夢

そ
れ
に
聖
さ
ん
に
神
子
さ
ん
も
ど
う
し
て

 
こ
こ
に

 
霊
夢

蓮

あ
ん
た
こ
そ
何
で
こ
こ
に
い
る
の
よ

 
何
で
こ
こ
に
い
る
だ

て
そ
ん
な
の
決
ま

て
る
だ
ろ

霊
夢
を
探
し
に
来
た
ん
だ
よ

と
い

う
か
今
ま
で
何
処
に
行

て
た
ん
だ
よ

 
蓮
 

そ
れ

の

だ
よ

今
ま
で
何
処
に
行

て
た

 
の

 
霊
夢

何

て

い

異
変
解
決
よ

 
蓮
 

嘘
だ
よ

に
宗
教
戦

を
し
て
た
よ

 
霊
夢

ギ
ク

 
や

り
図

だ
よ

こ
こ
に
来
た

て
こ
と
は
マ
ミ
ゾ
ウ
か
ら
話
を
聞
く
ま
で
は
知
ら
な

か

た

て
事
だ
よ

 
蓮
 

ら
や

り

 
霊
夢

あ

で
も
な
い
こ
う
で
も
な
い

て
う
る
さ
い
わ

 
あ
ん
た
は

の

親
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が

親
だ

と
い
う
か
霊
夢
が

常
識
過
ぎ
る
だ
け
だ

 
蓮
 

う
よ

最

限
そ
う
い

た
常
識
を
だ

 
霊
夢

常
識

常
識

て

は

常
識
と
で
も
言
う
の
か

 
し
ら

 
蓮
 

そ
う
だ
か
ら
言

て
ん
じ

ん

朝
食
も

ら
ず
で

 
さ

 
霊
夢

そ
う
言
う
あ
ん
た
は
何
を
食

た
の
よ

 
蓮
 

い
な
り

 
霊
夢

あ
ん
た
こ
そ
良
い
ご

分
じ

な
い
え

 
と
い
う
か
そ
れ
今
は
関
係
な
い
話
だ
ろ

な
に

手
に
脱

さ
せ
て
い
る
ん
だ
よ

そ
ん
な
こ

ん
な
で
ど
ん
ど
ん
と
喧
嘩
は
ヒ

ト
ア

し
て
い
く

 
霊
夢

だ
か
ら
神
社
の
参

者
を
増
や
す
た
め
に

 
蓮
 

そ
う
だ

た
ら

め
に
一
言
こ
と
わ

て
か
ら
言

 

て
く
れ
る
か
な

そ
れ
が
普
通
だ
よ
霊
夢

 
霊
夢

何
よ
あ
ん
た
だ

て
今
日
は
い
な
り

を
食
べ
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た
ん
で
し

は
今
日
な
に
も
食
べ
て
な
い
わ

 
よ

 
蓮
 

だ
か
ら
何
さ

 
い
ち
い
ち
下
ら
な
い
こ
と
を
あ

で
も
な
い
こ
う
で
も
な
い
と

す
る
と
耶
狛
が

分
と
霊
夢

の
間
に

て

て
く
る

 
耶
狛

は
い
は
い
そ
こ
ま
で
そ
こ
ま
で

 
何
こ
の
邪
魔
者

今
は
大
事
な
話
を
し
て
い
る

て
の
に

 
霊
夢

あ
ん
た
邪
魔
よ

 
蓮
 

耶
狛
さ
ん
少
し
引

込
ん
で
も
ら
え
ま
す
か

 
耶
狛

ま

ま

そ
ん
な
に
お

い
が
許
せ
な
い
な
ら
弾

 
幕
ご

こ
し
て
決
着
つ
け
れ
な
良
い
ん
じ

な
い
か

 
な

 
霊
夢

え

 
蓮
 

 
そ
れ
を
聞
き
霊
夢
と

み
合
う

確
か
に
そ
れ
で
白
黒
は

き
り
つ
け
た
方
が
良
い
か
も
し
れ
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な
い

 
耶
狛

折

だ
し
霊
夢
ち

ん
聖
ち

ん
神
子
ち

ん
と
で

 

組
み
な
よ

と
こ
こ
ろ
ち

ん
は
蓮
く
ん

 
の

と
し
て
参

す
る
か
さ

 
霊
夢

つ
ま
り

対

弾
幕
ご

こ

て

 
神
子

待
て

達
は
や
る
だ
な
ん
て

 
秦
 

は
や
る
楽
し
そ
う
だ
か
ら

 
聖
 

あ
ら
こ
こ
ろ
さ
ん
ま
で

 

戦

て

全
に
に
耶
狛
も
戦
い
た
か
ら
と
い
う

欲
を
感
じ
た
の
は

分
だ
け
だ
ろ
う

か

す
る
と
耶
狛
は

り
気
で
は
な
い
聖
と
神
子
に

立
つ
よ
う
な

を
す
る
と

 
耶
狛

あ
れ
れ

い
の

ま

無
理
も
な
い
よ

異
変
が

 
起
き
て
い
る
の
に

め

か
ら
気
づ
か
ず
宗
教
戦

 
な
ん
て

れ
た
事
し
か
出
来
な
い
宗
教
家
達
の

だ

 
と
こ
れ
が
限
界
か

を
降
り
た
ら

 
と
ん
で
も
な
い
事
を
言
い
出
し
た

絶
対
に
言

て
は
い
け
な
い
禁

が

つ
か

て
い
て
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い
た

霊
夢
達
を
見
て
み
る
と

に
血
管
を

か
せ

 
霊
夢

良
い
わ
よ
蓮
共
々
あ
ん
た
達
を
退
治
し
て
や
る
か
ら

 
覚

し
な
さ
い

 
神
子

し
た

は

カ
イ
か
ら
な

 
聖
 

耶
狛
さ
ん
言

た
事
に

を
感
じ
て
下
さ
い

 
後
ろ
か
ら

を

く
よ
う
な

戦
に

女
達
は
ま
ん
ま
と

ま

た
み
た
い
だ

こ
う
し
て
見

る
と
耶
狛
の

発

て
理
久
兎
の

発
に

て
い
る
気
が
し
た

だ
が
宗
教
家
達
を

回
ぐ
ら

い
は

心
さ
せ
る
の
は

か
も
し
れ
な
い

神
楽
の

に
手
を

え
て

 
蓮
 

な
ら
霊
夢
が
間

て
い
た

て
事
を
教
え
て
あ

 
る
よ

 
秦
 

面
白
そ
う

 
耶
狛

そ
ん
じ

行
く
よ

 
そ
う
し
て
３

３
に
よ
る

体
戦
弾
幕
ご

こ
が
開
始
さ
れ
た
の
だ

た



 第２９１話 ようやく出会えた

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

お
い
お
い
大

か

奴

 
神
楽

霊
夢
さ
ん
聖
さ
ん
神
子
さ
ん

方
ど
ち
ら
も

強

 
い

で
す
か
ら

 
鈴

で
も
こ

ち
に
も
理
久
兎
の
所
の
天
然
狼
に
異
変
の

 
黒
幕
の
こ
こ
ろ
ち

ん
も
い
る
か
ら

で
良
い

 
負
を
す
る
じ

な
い

 
怠
惰

ま

ど
ち
ら
に
せ
よ
こ
の
章
の
最
終
戦
だ

手
に

 
り
あ

て
は
欲
し
い

 
鈴

で
た

高
み
の
見
物

 
怠
惰

う

う
る
さ
い
な

 
神
楽

が
折
れ
な
い

で
蓮
さ
ん
に
は

張

て
い
た

 
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す

 
狗
神

無

で

ら
も

勢
は
す
る
か
ら
な

 
怠
惰

蓮
く
ん
は

わ
れ
て
て
良
い

う
ら
や
ま
し
く
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は
な
い
け
ど
さ

さ
て
と
そ
れ
じ

そ
ろ
そ
ろ
今
回

 
は
こ
こ
ま
で

 
鈴

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く

 
狗
神

そ
ん
じ

あ
な

者
様

 
神
楽

そ
れ
で
は



 第２９２話 宗教家達との戦い

 
第
２
９
２
話
 
宗
教
家
達
と
の
戦
い

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

テ
ス
ト
と
い
う
言

で
憂

と
な
り
そ
う
な
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

こ
れ
に
落
ち
る
と

あ
ま
り
考
え
た
く
は
な
い
で
す

そ
れ
で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 

三
つ
時
を
過
ぎ
夜
中
の

時
頃
の
人
里
で
宗
教
家
達
と
の
弾
幕
ご

こ
が

発
し
て
い
た

 
霊
夢

あ
ん
た
達

大
人
し
く
退
治
さ
れ
な
さ
い

 
蓮
 

だ

 
霊
夢
の
弾
幕
を
弾
き
そ
し
て
反

す
る

霊
夢
に
負
け
て
た
ま
る
か

す
る
と
耶
狛
が

を

る
い

 
耶
狛

行

け

狼
ち

ん
達

 

護
で
無
数
の
狼
を
出
現
さ
せ
霊
夢
聖
神
子
向
か

て
一

に
弾
幕
の
狼
達
が
襲
い
か
か

る

こ
こ
ろ
と
共
に
す
ぐ
さ
ま
後
退
し
て
回

す
る
が

 
霊
夢

邪
魔
よ
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神
子

ど
け

 
聖
 

ん

 
霊
夢
達
の
力
は

ま
じ
く
耶
狛
の
狼
達
が
一

で

し
飛
ん
だ

 
耶
狛

や
る

 
蓮
 

こ
こ
は

が

神
楽

 
秦
 

も
行
く

 
神
楽
を
構
え
分
霊
を

体

し
霊
夢
達
へ
と
向
か
わ
せ
そ
れ
に
続
い
て
こ
こ
ろ
が

刀
を

構
え
て
向
か

て
い
く

 
聖
 

で
り

 
神
子

こ
の

 
ま
ず
聖
は
分
霊
と

に
よ
る
激
突
で
つ
ば

り
合
い
と
な
り
神
子
は
刀
で
分
霊
と

戦
す
る

そ
し
て
こ
こ
ろ
は

た
霊
夢
に

刀
で

戦
し
だ
す

と
り
あ
え
ず
こ
の

人
を
さ

さ
と

倒
し
て
霊
夢
を
倒
さ
な
け
れ
ば
と
思

て
い
る
と

 
耶
狛

大

 
と

耶
狛
が
一
言
を

く
と
神
楽
の
分
霊
が
一
気
に

大
化
す
る
と

時
に



 第２９２話 宗教家達との戦い

 
聖
 

く

 
神
子

 
力
も
大
き
く
な

て
い
る
の
か
聖
と
神
子
を

し
返
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た

 
蓮
 

力
が

 
耶
狛

小

 
ま
た
一
言
を

く
と
分
霊
達
は
目
に

ま
ら
ぬ

さ
で

人
を

り
か
か

た

耶
狛
の
ア

シ
ス
ト
が

い
と
感
じ
た
と

時
に

じ

で
良
か

た
と
心
か
ら
思

た

 
霊
夢

く
な

た

 
秦
 

い

 
し
か
も
さ

き
の
一
言
が
こ
こ
ろ
に
も

用
さ
れ
て
い
る
の
か
目
で
追
い

く
の
が
や

と
な

ぐ
ら
い
の

度
で

刀
を

る

て
い
た

 
聖
 

耶
狛
さ
ん
を

め
に
倒
し
ま
し

う

 
神
子

そ
の
意
見
に
は

す
る

 
聖
 

な
ら
ま
ず
あ
の
怪
物
を
お
願
い
で
き
ま
す
か

は

 
霊
夢
さ
ん
を

け
て
き
ま
す
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神
子

良
い
だ
ろ
う

 
ど
う
や
ら
耶
狛
を
真

先
に

す
気
み
た
い
だ
が
そ
ん
な
事
は
さ
せ
な
い

そ
の
前
に

人

を

く
倒
す
だ
け
だ

分
霊
を

り

り
か
か
る
が

 
神
子

人

 

悪
は
古
の
良
き

な
り

 

か
ら

大
な
レ

ザ

を
神
子
が
発
射
す
る
と
神
楽
の
分
霊
達
を

き

し
飛
ば
し
レ

ザ

が

方
に
も
向
か

て
く
る

 
蓮
 

と

 
耶
狛

い

力

 
す
ぐ
さ
ま
回

し

弾
す
る
こ
と
だ
け
は

け
た
が
流
石
の

力
だ

そ
し
て

 
聖
 

霊
夢
さ
ん

け
て
く
だ
さ
い

 
霊
夢

よ

と

 
秦
 

う
わ

と
と

 
聖
の
飛
び

り
ギ
リ
ギ
リ
で

け
た
こ
こ
ろ
は

方
へ
と
戻
る

 
耶
狛

や
る

 
霊
夢

な
ら
こ
れ
は
ど
う
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そ
う
言
い
霊
夢
は
お

い
棒
を
構
え
る
と

 
霊
夢

手
を
貸
し
な
さ
い
よ
仙
人

 
神
子

巫
女
に
手
を
貸
す
の
は

だ
が
良
い
だ
ろ
う

 
そ
う
言
う
と

人
は

時
に

を
開
き

 

人

心
増
大

願
の

 
い
つ
の
間
に
こ
の

人
は
ス

ル
を
合

し
た
の
だ
ろ
う
か

神
子
は
無
数
の
小

弾
幕
を

放
つ
と

時
に
霊
夢
が
お

弾
幕
を
放

て
く
る

 
耶
狛

何
時

た
の

 
神
子

何
時

て

 
霊
夢

今

度
よ

 
い
や
そ
れ
で
も
中
々
す
ぐ
に

れ
る
代
物
で
は
な
い
気
が
す
る
の
だ
が

 
耶
狛

蓮
く
ん
力
を
貸
し
て

 
蓮
 

え

 
耶
狛

行
く
よ

 
仕
方
な
い
こ
こ
は
耶
狛
の

に

る
か

狗
神
の
式
神

を
出
し
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蓮
 

来
た
れ
狗
神

 
狗
神
を

し
耶
狛
と

時
に

を
開
き

 

人

狗
と
狼
の
凶
相

 
ス

ル
を

え
耶
狛
と
共
に
狗
神
の

に

り
込
み
弾
幕
を
放
ち
な
が
ら

無

に

け
回

る 
耶
狛

ご
め
ん

狗
神
ち

ん

 
狗
神

構
わ
ん

そ
れ
よ
り
も
お
前
の
兄
に

の

を
伝

 
え
て

し
い

 
耶
狛

え

あ

う
ん

 
蓮
 

狗
神
そ
れ
は
後

 
狗
神

後
で

か
ら

る
か
ら
覚

し
て
お
け
小
僧

 
い
き
な
り
何
で
そ
う
な
る
の
か
な

あ
れ
か
格

い
い
所
を
言

て
欲
し
い
の
か

な
ら
本
人

の
い
る
前
で
し
よ
う
よ
と
思

た

だ
が
そ
ん
な
事
を
考
え
て
る
間
に
も

人
が

開
し
た
弾

幕
が
襲
い
か
か
る

神
楽
を

る
い
何
と
か
受
け
流
す

 
神
子

や
る
な
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霊
夢

仲
が
良
い
わ

蓮

本
当
に

 
耶
狛

え

え

と
ご
め
ん

蓮
く
ん
は

の
タ
イ

じ

 
な
い
か
ら
安
心
し
て

で
良
い
ん
だ
よ

 
蓮
 

さ
り

な
く

ス
る
の

め
て
も
ら

て
良
い
で

 
す
か

 
嫉
妬
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
霊
夢
が

い
の
は
分
か
る
が
何

に

ス
ら
れ
る
の
か
な

 
霊
夢

イ

イ

し
て
ん
じ

な
い
わ
よ
蓮

 
神
子

八
つ
当
た
り
し
て
る
み
た
い
だ
な

 
イ

つ
い
て
ん
な
か
な
い
の
に
そ
れ
よ
り
も
霊
夢
の
怒
り
が

達
す
る
と
こ
ろ
ま
で
行

た

の
か
弾
幕
は
物

い

度
と
な
る
と
追
い
討
ち
を
か
け
る
か
の
よ
う
に

 
霊
夢

宝

 
陰
陽
飛
鳥

 

大
な
陰
陽
玉
を

方
へ
と
放

て
き
た

 
狗
神

ち

 
狗
神
が

け
る
た
め
に
何
と
か
急
降
下
す
る
が

 

ン
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狗
神

く

小
僧
い
け

 

け
き
れ
ず

弾
す
る

狗
神
は

分
達
を

り

う
と
ド
ロ
ン
と

を
上

式
神

に
戻
る

と 
聖
 

天

 

の
五
行
山

 

大
な
手
の
弾
幕
が
上
か
ら

分
達
い
や

に
耶
狛
へ
と
目

け
て

し
て
き
た

 
耶
狛

仙
術
十
三
式
空

 

ン

 
耶
狛

う
ぐ

 
負
け
じ
と
耶
狛
も
結
界
を
張
り

ぐ
が

の

を
上

結
界
に
ヒ

が

た

 
蓮
 

耶
狛
さ
ん

 

け
よ
う
よ
動
こ
う
と
す
る
と

に

す

を

刀
し
神
子
が
襲
い
か
か

て
き
た

 
神
子

い

少
年

 
蓮
 

く

 
す
ぐ
に
神
楽
を

き
神
子
の
一
撃
を

ぎ
つ
ば

り
合
い
と
な
る
が
こ
の
ま
ま
だ
と
耶
狛
が
危

な
い



 第２９２話 宗教家達との戦い

 
神
子

言

て
お
く
が
行
か
せ
は
し
な
い

 
蓮
 

め

で
す
か

 
神
子

あ

 
ど
う
す
れ
ば
い
い

ラ
リ
と
見
る
と
聖
が
更
に
力
を

れ
耶
狛
を

し

そ
う
と
し
そ
し
て

霊
夢
が
動
け
な
い
耶
狛
に
目

け
て
お

を
投

つ
け
る

式
神

を
出
し
た
い
が
生

な
話
で

神
子
と
ぶ
つ
か
り
合

て
い
る
た
め
何
も
出
来
な
い

そ
ん
な
時

 
秦
 

憂
面
 

人
地
を
憂
う

 
聖
の

元
か
ら

い

の

が
上
が

た

何
事
と
思

て
い
る
と
こ
こ
ろ
が
お

さ
ん
の
お

面
を

て
い
た

つ
ま
り
あ
れ
は
こ
こ
ろ
や

た
の
か

だ
が
そ
の
お
陰
で
耶
狛
が

弾
せ
ず

に

ん
だ

 
神
子

め
ら
れ
た
か

 
蓮
 

所
見
は
良
く
な
い
で
す
よ

 
神
子

く

 
神
子
を
弾
き
飛
ば
し
神
楽
を

る

て
斬
撃
波
を
飛
ば
す
が
レ

ザ

を
使
い
斬
撃
波
を

し

飛
ば
す
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蓮
 

中
々
で
す

 
神
子

え

 
そ
し
て
ま
た
ぶ
つ
か
り
合
い
何
度
も
何
度
も

撃

を

り
返
し
い
く

す
る
と

か
ら

 

人

二
大
宗
教
九

護

法

 

人

面
を

り
し
狼
の
本
性

 
と

が
聞
こ
え

ラ
リ
と
向
く
と
耶
狛
と
こ
こ
ろ
霊
夢
と
聖
と
の
合
体
ス

ル
が
ぶ
つ
か

り
合

て
い
た

 
神
子

面
白
い
で
す

理
久
兎
さ
ん
の
従
者
は

 
蓮
 

本
当
で
す

 
斬
撃
波
を
飛
ば
し

撃
を
し
続
け
る
が
や
は
り

け
ら
れ
る

 
神
子

間
は
敗
北
し
ま
し
た
が
も
う
そ
う
は
い
き
ま
せ
ん

 
よ
蓮
さ
ん

 
蓮
 

る
程

 
な
ら

間
と
は
ま
た

た
動
き
が

か
な

た
だ
見
て
す
ぐ
に
分
か
る
の
は
相
手
で
あ
る

神
子
は

て
る

と
思

て
い
る
の
か
動
き
に

が
あ
る

そ
こ
を

え
ば
あ
る
い
は



 第２９２話 宗教家達との戦い

 
神
子

倒
す

は
つ
い
た
か
い

 
蓮
 

何
と
な
く
で
す
が

 
斬
撃
波
を
ま
た
飛
ば
し

撃
す
る

そ
れ
を
神
子
は

と
い

た
感
じ
で

け
て
い
く

 
神
子

じ
動

は
流
石
に

 
蓮
 

は
た
し
て
そ
う
で
す
か

 
神
子

何

 

く
笑
う
と

時
に
神
子

後
か
ら
斬
撃
波
が
飛
ん
で
く
る

 
神
子

 
蓮
 

反
射
斬
撃
波

間
に
マ
ミ
ゾ
ウ
さ
ん
と
戦

た
時

 
に
思
い

い
た
弾
幕
な
ん
で
す
よ

 
マ
ミ
ゾ
ウ
と
戦

た

に
使
用
し
た
こ
の
弾
幕
は
予
想
だ
に
し
な
か

た
の
か
神
子
は
ギ
リ
ギ

リ
で
回

し
て
い
く

そ
れ
を

い
す
ぐ
さ
ま
間
合
い
を

め
る

 
神
子

そ
れ
し
き

 
蓮
 

斬
る
だ
け
じ

な
い
で
す
よ
神
子
さ
ん

 
神
子
の

元
を

み
投

飛
ば
す

そ
し
て
投

た
先
を
見
る
と
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霊
夢

ち

 
投

飛
ば
し
た
方
向
に
霊
夢
に
聖
が
い
た
か
と
思
う
と

 
神
子

ぐ

 
聖
 

ぐ

 
霊
夢

あ
ん
た
ま
で

 
投

た
神
子
が

然
に
も
霊
夢
と
聖
に
激
突
し

人
は

立
て
小
屋
に
突

込
ん
で
い

た

そ
し
て

人
が
突

込
ん
だ

撃
に

え
れ
な
か

た
の
か

立
て
小
屋
は
倒
壊
し
た

 
耶
狛

蓮
く
ん
と
こ
こ
ろ
ち

ん
は
大

 
耶
狛
が
安

を
聞
い
て
く
る
無

分
は
大

だ

 
秦
 

問

な
い

 
蓮
 

え

大

か
な
霊
夢

 
た
だ

然
と

然
が

な
り
あ

て
こ
う
な

て
し
ま

た
が
霊
夢
は

だ
が
聖
や
神
子
は

大

な
の
だ
ろ
う
か
と
思

て
い
る
と

 

人

悪

共
大

 

人
の

が
聞
こ
え
る
と
倒
壊
し
た

立
て
小
屋
が
吹

飛
び
霊
夢

聖

神
子
の

人
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が
弾
幕
を
放
ち
な
が
ら
現
れ
た

 
霊
夢

よ
く
も
や

た
わ

 
聖
 

も
う

は

し
ま
せ
ん
よ

 
神
子

宗
教
家
達
を
怒
ら
せ
た
事
を
思
い
し
れ

 

分
達

人
を
こ
れ

上
逃

れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
か

り

む
か
の
よ
う
に
結
界
が
張

ら
れ
聖
神
子
が

く
近

撃
を
行
い
霊
夢
が
弾
を
放
ち
と

の
な
い

撃
が
襲
い
か
か

て
く
る

耶
狛
は

を
使
い
こ
こ
ろ
は

刀
を

る
い

分
は
神
楽
を

る

て
弾
を
受

け
流
し
近

撃
を

け
て
い
く

 
秦
 

ん

 
蓮
 

こ
の
ま
ま
時
間

れ
ま
で
や
る
と
な
る
と

ち
ま

 
せ
ん
よ

 
こ
の
弾
幕
の

は
流
石
の

分
も

け
る
気
が
し
な
い

こ
の
ま
ま
い
け
ば

弾
は
確
定
だ

 
耶
狛

こ
う
な

た
ら

け
る
し
か
な
い
よ

 
蓮
 

け
る

て
何
を
す
る
ん
で
す
か

 
何
を

け
る
気
な
ん
だ

す
る
と
耶
狛
は

を

る
う
と

を
開
き
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耶
狛

大
小
 
大
き
な

と
小
さ
な

 
と

え
る
と
大
小
の

が
現
れ
る

ま
ず
小
さ
な

を
開
封
さ
せ
る
と

か
ら
小

の

弾
幕
が
出
て
き
て
向
か

て
く
る
弾
に
当
た
り

滅
さ
せ
る
が

念
な
事
に
勢
い
は

え
ず
大
し

た

力
に
な

て
な
い

 
秦
 

本
当
に
大

か

 
こ
こ
ろ
の
言
う
通
り
本
当
に
大

な
の
だ
ろ
う
か
不
安
に
な

て
く
る

 
耶
狛

ま
だ

ま
だ
終
わ

て
な
い
よ

 
そ
う
言
う
と
大
き
な

を
開
封
さ
せ
た

 
霊
夢

い
い

に
し
な
さ
い
よ

 
神
子

を

れ
ろ

 
聖
 

そ
し
て

な
さ
い

 

人
が
そ
う
言

て
い
る
一
方
で
と
て
つ
も
な
い
気

を
大
き
な

か
ら
感
じ
る

し
か

も
開
い
た

か
ら
黒
い
霧
が

れ
て
き
た

 
耶
狛

来
た

蓮
く
ん
こ
こ
ろ
ち

ん

て

 
蓮
 

え
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秦
 

何
だ
こ
の
気
は

 
耶
狛

行
く
よ

ル
ち

ん

 
と

言
う
と
大
き
な

か
ら

大
な

が
現
れ
る

耶
狛
は

分
と
こ
こ
ろ
の

を

み

引

張
る
と

ル
ち

ん
と
呼
ば
れ
た

の

に

せ
ら
れ
る

だ
が
こ
の

ル
ち

ん
と
か
い

え
大

の
出
現
に
よ

て

分
達
を

て
い
た
結
界
は
破
壊
さ
れ

に
動
け
る
よ
う
に
な

た 
霊
夢

な

何
あ
の

 
聖
 

こ
ん
な
殺
気
を
出
せ
る
な
ん
て

 
神
子

気
を

け
ろ

奴
は
タ

大
き
い

じ

な
い

 

ル

度
は
耶
狛
さ
ま
の
願
い
に
よ
り
参
上
し
た

が
名

 
は
ミ

ド
ガ
ル
ド
の
大

ル

 
耶
狛

ル
ち

ん
や

ち

て

 

ル

知

 
今
さ
ら

と
と
ん
で
も
な
い
事
を
言
い
か
け
た
ん
だ
け
ど

ミ

ド
ガ
ル
ド

て
神
話
と
か
に

い

分
で
も
聞
い
た
こ
と
の
あ
る
名
前
そ
し
て

ル
ち

ん
の

ル

ま
さ
か
こ
の
大
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て
伝
説
の
大

ル

ン
ガ
ル
ド
か

 
霊
夢

そ
ん
な
の
あ
り

 
神
子

こ
ん
な
者
を
隠
し
て
い
た
と
は

 
聖
 

こ
の

 

人
が
弾
幕
を

開
し

ル

ン
ガ
ル
ド
に
当
た
る
が

弾
し
た
音
が
一

し
な
い

ま
さ

か

い
て
な
い
の
か

 
蓮
 

耶
狛
さ
ん
こ
れ
は
一
体
な
ん
で
す
か

 
耶
狛

ル
ち

ん
だ
よ

 
秦
 

て
こ
ん
な
感

な
ん
だ
な

 
耶
狛

と
り
あ
え
ず

ル
ち

ん
と
ぐ
ろ
を

い
て

女
達

 
の
動
き
を
封
じ
て

 

ル

了
解
い
た
し
た

 

人
を

い
混
む
か
の
よ
う
に

ル

ン
ガ
ル
ド
の

大
な
体
格
く
で
と
ぐ
ろ
を

い
て
い

き

人
を

体
で

い
混
む
と

 
耶
狛

蓮
く
ん
こ
こ
ろ
ち

ん
行
く
よ
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行
く
よ

て

そ
う
言

た
耶
狛
は

ル

ン
ガ
ル
ド
か
ら
落
ち
て
い
き
霊
夢
達
の
元
へ
と

向
か
う

近

戦
闘
に

ち
込
む
と
い
う
の
か
な
ら
そ
の

に
の
る
か

 
蓮
 

わ
か
り
ま
し
た

 
秦
 

分
か

た

 

ル

ン
ガ
ル
ド
か
ら
飛
び
出
し

人
に
向
か

て
近

撃
を
仕

け
る

 
霊
夢

や

て
く
れ
る
わ

 
耶
狛

ど
う
い
た
し
ま
し
て

 
神
子

こ
れ
も

の
う
ち
か
い

 
蓮
 

さ

て
分
か
り
ま
せ
ん

 
秦
 

耶
狛
に
は

か
さ
れ
る
ば
か
り
だ

 
聖
 

そ
う
み
た
い
で
す

 
実

ど
う
な

て
い
る
の
か
は

分
に
も
分
か
ら
な
い

耶
狛
は
な
に
を
意
図
し
て
近

に

ち
か
け
た
の
か

そ
れ
は
す
ぐ
分
か
る
事
に
な
る

々
に
と

ル

ン
ガ
ル
ド
は

め
上

て

い

て
い
た

 
耶
狛

脱
す
る
よ
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そ
の
一
言
を
聞
き

分
達
は
す
ぐ
に

脱
を
す
る

そ
し
て
霊
夢
達
が
追
い
か
け
て
く
る
所
で

ル

ン
ガ
ル
ド
の

が

き

き

め
上

た

先
程
の
近

撃
は
時
間

ぎ
だ

た
み

た
い
だ

 
耶
狛

終
わ
り
か
な

 
秦
 

た
な

 
こ
の

人
は
フ
ラ
グ
を

て
た
よ

の
定
で

ル

ン
ガ
ル
ド
の
体
が

ク
リ
と
動
く
の

を
見
逃
さ
な
か

た

 
蓮
 

い
や
ま
だ
で
す

 
と

言

た
そ
の

後

 

人

最
後
の
ト
リ

テ

リ
リ

ジ

ン

 

で

め
上

た
中
で

人
の
ス

ル
を

え
る

が
聞
こ
え
る
と

ル

ン
ガ
ル
ド
の

体
を

飛
ば
し

人
が
出
て
き
た

 

ル

く

し

な
い
耶
狛
さ
ま
そ
ろ
そ
ろ
時
間
で
ご

 
ざ
い
ま

す

 

の
言

を

ル

ン
ガ
ル
ド
が
言
う
と
大
き
な

に
吸
い
込
ま
れ

え
て
い

た
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霊
夢

危
な
か

た
わ
本
当
に

 
神
子

だ
が
こ
れ
で
終
わ
り
だ

 
聖
 

お
覚

を

 
霊
夢
は
追

弾
幕
を
聖
は
回
転
し
な
が
ら

が
る
弾
幕
を
神
子
は
レ

ザ

と

人
の
弾
幕

が

分
達
に
向
か

て
く
る

と
り
あ
え
ず
霊
夢
の
追

弾
幕
な
ら
何
と
か
出
来
る

 
蓮
 

鈴

 
鈴

は
い
は
い

 
鈴

を

し
鱗

を
ば
ら
ま
け
さ
せ
る
と
霊
夢
の
弾
幕
が
全
て
鈴

が
放

た
鱗

に
目

け
て
飛
ん
で
い

た

や
は
り
追

タ
イ

の
弾
に
は
こ
れ
が
一
番
だ

 
耶
狛

な
ら

は
神
子
ち

ん
の
弾
幕
を

し
ま
す
か

 
秦
 

そ
れ
な
ら

さ
ん
の
弾
幕
は

せ
ろ

 
耶
狛
は
ス

ル
を

え
た

 
耶
狛

理

 
理
神
の
狼
巫
女

 
と

え
る
と
耶
狛
は
先
程
よ
り
も

く
レ

ザ

を

で
弾
き
飛
ば
す

そ
し
て
こ
こ

ろ
は
何
処
か
ら
か

子
舞
の
面
を

る
と
炎
を
吹
き
出
し
弾
幕
を

滅
さ
せ
る
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神
子

レ

ザ

を
弾
き
飛
ば
し
た
だ
と

 
聖
 

炎
で

す
と
は

 
霊
夢

る
わ

そ
れ
と
蓮
あ
ん
た
本
当
に
覚

し
な
さ

 
い
よ

 
蓮
 

負
は
い
か
る
な
る
と
き
も
全
力
だ
よ

 
耶
狛

ご
も

と
も
だ

 
秦
 

全
力
か

 
追

弾
幕
を
回

し
レ

ザ

を
弾
き
回
転
弾
幕
を

滅
さ
せ
た
り
と

く

の

勢
を

と

て
い
る
と

人
の

撃
が

タ
リ
と

ま

た

 
霊
夢

な

 
聖
 

時
間

れ
で
す

 
神
子

こ
こ
で
か

 
ど
う
や
ら
や

と
待
ち
に
待

た
時
間

れ
み
た
い
だ

分
達
は

を
合
わ
せ

く

 
耶
狛

な
ら
見
せ
て
あ

る

 
蓮
 

こ
れ
が
本
当
の
ラ
ス
ト

ド
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秦
 

覚

し
ろ

 

人
各
々
で
最
後
の
ス

ル
で
あ
る
ラ
ス
ト

ド
を

え
る

 
耶
狛

ラ
ス
ト

ド
 

テ

オ
タ

ト

 
秦
 

ラ
ス
ト

ド
 
仮
面
喪
心
舞
 
暗
黒
能
楽

 
蓮
 

ラ
ス
ト

ド
 

色

演
舞

 
こ
こ
ろ
は
神
子
に
向
か

て
お
面
を
投

つ
け
一
気
に
近

り
耶
狛
は

つ
の

の

の
よ

う
な
怪
物
に

か
り
聖
へ
と
突
進
し
て
い
く

分
は

狐
化
に
よ

て
限
界
を
越
え
る
と
一

で
霊
夢
へ
と
間
合
い
を

め

 
霊
夢

い

 
蓮
 

霊
夢

こ
れ
結
構
痛
い
か
ら

え
て
よ

 
と

注
意
の
一
言
を

き
神
楽
の

を

る

て
霊
夢
を
上
空
へ
と

き
上

る

 
霊
夢

が

 
蓮
 

行
く
よ

 
一
気
に

上
へ
と

け
上
が
り
神
楽
を
上

で
構
え
る

 
霊
夢

覚
え
て
な
さ
い
よ
蓮
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蓮
 

で
り

 
霊
夢
に
一
刀

断
が
決
ま
り
地
上
へ
と
降
り
神
楽
を

に
し
ま
う

 
蓮
 

り

て
ご
め
ん

 

キ
ン
と
音
が
鳴
る
と

時
に

 

ン

ン

ン

 
人
里
に
三
回
の
大
き
な

弾
音
が
鳴
り

い
た

ど
う
や
ら
霊
夢

外
の

人
も
倒
せ
た
み

た
い
だ

こ
の

負
は

 
耶
狛

利

 
秦
 

た

 
蓮
 

比
べ
る
と

い
テ
ン
シ

ン

 

分
達
の

と
な

た
の
だ

た

 
怠
惰

そ
れ
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す

 
鈴

そ
れ
で
怠
惰
は
何
時
か
ら
休
む
の
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怠
惰

う

ん
明
日
の
投
稿
を
し
た
ら
休
む
か
な

間
ぐ

 
ら
い
は

 
神
楽

時
間
が
経
つ
の
は

い
で
す

 
狗
神

あ

本
当
に
一

だ
よ
な

 
怠
惰

そ
れ
と
明
後
日
ぐ
ら
い
に
な
る
の
か
な

に
は

ケ

 

ン
を

話
投
稿
す
る
よ

少
な
く
て
も
今
月
中
に

 
は

話
は
投
稿
す
る
か
ら

 
鈴

話
投
稿
す
る
ん
だ

 
狗
神

う

 
神
楽

そ
う
い
え
ば
怠
惰
さ
ん

て
あ

ち
で
活

を
し
て

 
い
る
み
た
い
で
す
が

 
怠
惰

あ

ち
の

人

と
出
会

た
の
は
も
う

間
程

 
前
だ
か
ら

言
わ
ば

録
し
た
の
を
放

し
て
い

 
る
と
思

て

 
鈴

こ

ち
は

ど
は
リ
ア
ル
タ
イ

だ
も
ん
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怠
惰

ま

そ
う
だ
な

ま

見
て
い
る
方
々
は
ど
う

お

 
楽
し
み
に

さ
て
と
そ
れ
じ

そ
ろ
そ
ろ
終
わ
ろ

 
う
か

 
神
楽

そ
う
で
す

そ
れ
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
と
な
り

 
ま
す

 
鈴

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く

 
狗
神

そ
ん
じ

あ
な

 
怠
惰

ま
た



 第２９３話 深夜の痴話喧嘩

 
第
２
９
３
話
 
深
夜
の
痴
話
喧
嘩

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

も
う
テ
ス
ト
と
実
感
し
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

な
の
で
何
時
も
の

手
で
は
あ
り
ま
す
が
来

の

日
ま
で
お
休
み
と
さ
せ
て
下
さ
い

何
と

ご
理
解
を
お

願
い

し
ま
す

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
深
夜
の
人
里
で
の
弾
幕
ご

こ
に

利
し
ま
た

け
さ
が
戻
る

 
耶
狛

て
た
よ

 
秦
 

こ
う
し
て

め
て
み
る
と
面
白
い
な

 
蓮
 

大

か
な

 
と

ラ
ス
ト

ド
で
ボ

て
し
ま

た
霊
夢
を
心

し
て
い
る
と

人
は

わ

わ
と

飛
ん
で
き
た

 
聖
 

ま
さ
か
負
け
る
と
は
本
日

度
目
で
す

 
神
子

蓮
さ
ん
に

回
も
負
け
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
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よ

 

間
に
戦

て
る
い
る
か
ら

回
も

た
事
に
な
る
の
か

し
い
よ
う
な
何
と
い
う
か

と
い

た
複

な
気

ち
に
な
る

 
霊
夢

 
だ
が
何
よ
り
も
霊
夢
の

が

い

一
目
見
た
だ
け
で
不

と

に
分
か
る
ぐ
ら
い

方

を

ん
で
る

と
り
あ
え
ず
カ

と
な

て
こ
ん
な
結

に
な

た
た
め

ろ
う

 
蓮
 

霊
夢
あ
の
さ

 
霊
夢

も
う
知
ら
な
い

あ
ん
た
な
ん
か

手
に
す
れ
ば
良

 
い
じ

な
い

 
蓮
 

え

い
や
だ
か
ら

 
霊
夢

満

満

か
し
ら

達
に

て
て

 
蓮
 

そ
ん
な
満

と
か
言

て
な
い
じ

ん

 
満

な
ん
て
し
て
も
い
な
い
の
に
何
で
そ
ん
な
事
を
言
う
の
か

 
霊
夢

大
体
あ
ん
た
は

め
れ
る
と
す
ぐ
に
笑

て

 
蓮
 

笑
う

て
い
う
か

笑
い
だ
よ
今
の
は
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霊
夢

ど
う
だ
か

 
蓮
 

そ
う
言
う
言
い
方
は
な
い
じ

ん
さ

き
か
ら

 
と

言
い
合

て
い
る
と
神
子
と
聖
が
間
に

る

 
神
子

や
れ
や
れ

痴
話
喧
嘩
な
ら
よ
そ
で
し
て
く
れ
な
い

 
か

 
聖
 

そ
う
で
す
よ
仲
良
く

し
ま
し

う

 
何
こ
の

人
は

大

な
話
を
し
て
い
る
の
に
邪
魔
し
て
く
る
気
か

 
霊
夢

さ
ん
と
仙
人
は

て
て
く
れ
な
い

 
蓮
 

す
み
ま
せ
ん
が

か
に
し
て
て
く
れ
ま
せ
ん
か

 
今
は
大
事
な
話
の
最
中
だ
邪
魔
は
し
な
い
で
欲
し
い

 
神
子

な

 
聖
 

い

何
時
も
の
蓮
さ
ん
じ

な
い

 
邪
魔
者
と
な

た
聖
と
神
子
は
間
に

る
の
を

め
る

と
い
う
か
さ

き
か
ら
そ
の
霊
夢
の

言
い
方
は
ど
う
か
と
思
う

 
蓮
 

霊
夢
さ

そ
の
イ
ラ
つ
き
を
八
つ
当
た
り
す
る
の
は
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よ
く
な
い
と
思
う
け
ど

 
霊
夢

あ
ん
た
だ

て
そ
う
で
し

う
が

 
蓮
 

は

う
よ

 
霊
夢

出
た
わ
よ

分
が
正
し
い
と
思

て
る

中

 
蓮
 

中

て
ど
う
い
う
意

さ

 
霊
夢

そ
の
ま
ん
ま
の
意

よ

 
何
で
か
な

い
イ
ラ
イ
ラ
し
て
き
た

 
蓮
 

そ
う
い
う
霊
夢
こ
そ

が

が
度
を
過
ぎ
て
る
ん
だ

 
よ

り
を
考
え
た
こ
と
は
あ
る

 
霊
夢

知
ら
な
い
わ
よ
そ
ん
な
も
ん

 
蓮
 

本
当
人
の
気

も
知
ら
な
い
で
さ

 
霊
夢

あ
ん
た
が
気

は
ん

笑
わ
せ
る
の
も
大

 
に
な
さ
い
よ

そ
れ
は
こ

ち
の

よ

今
だ
か

 
ら
言
う
け
ど
あ
ん
た
を
心

し
て

し
た
わ

 
心

さ
れ
る

合
い
は
な
い
ん
だ
け
ど

ろ
心

し
て
い
る
の
は
こ

ち
な
ん
だ
け
ど
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蓮
 

こ

ち
こ
そ
霊
夢
に
心

さ
れ
る

合
い
は
な
い

 

分
は

分
で
で
き
る
よ

 
霊
夢

出
来
て
な
い
か
ら
言

て
ん
で
し

う
が

 
蓮
 

何
だ

て

 
霊
夢

何
よ

 
お

い
に

み
合
い
そ
し
て
霊
夢
が

を
開
く

 
霊
夢

も
う
帰

て
く
ん
な
こ
の
ボ
ン
ク
ラ

 

が
ボ
ン
ク
ラ
だ

こ
の

欲
ガ
メ
ツ
イ
強
欲
巫
女
が

 
蓮
 

全
然
構
わ
な
い
よ
霊
夢
こ
そ

手
に
し
な
よ

の

 
方
こ
そ
も
う

れ
た
よ

 
霊
夢

あ

そ
う
じ

あ

見
ず
知
ら
ず
の
流
浪
人

 
蓮
 

こ
ち
ら
こ
そ

欲
＆
欲
物
が
ガ
メ
ツ
イ
巫
女

 
様

 
お

い
に

中
を
向
き
合
う
と
霊
夢
は

わ

わ
と
神
社
の
方
向
に
飛
び
去

て
い

た

も

う
知
る
か

く
は

と
こ
う

と
り
あ
え
ず
は
喧
嘩
を
見
て
い
た

人
に

し
な
い
と
と
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思
い

人
に
近
づ
き

を
下

る

 
蓮
 

お
騒
が
せ
し
ま
し
た

 
聖
 

良
か

た
ん
で
す
か

 
蓮
 

良
い
ん
で
す

人
が
心

し
て
い
れ
ば
あ

で
も
な

 
い
こ
う
で
も
な
い

て

そ
れ
に
今
回
の
霊
夢
は

 
手
し
す
ぎ
た
ん
で

業

得
で
す

 
耶
狛

蓮
く
ん
帰
る
家
が
な
い
け
ど
ど
う
す
る
の

 
言
わ
れ
て
み
る
と
そ
う
だ

も
う
博
麗
神
社
に
は
帰
り
た
く
て
も
帰
れ
な
い
し
ど
う
し
よ
う

か 
蓮
 

言
わ
れ
て
み
る
と

考
え
て
ま
せ
ん
で
し
た

 
聖
 

な
ら
内
の
寺
に
来
ま
す
か

 
神
子

い
や
そ
れ
だ

た
ら

の
所
に
来
な
い
か

 
優
し
さ
で
言

て
く
れ
て
い
る
と
は
思
う
が
何
か
宗
教
の

誘
を
受
け
て
い
る
み
た
い
だ

そ

れ
に
と
り
あ
え
ず
の

な
ら
も
う
考
え
て
あ
る

 
蓮
 

う

ん
流
石
に
そ
こ
ま
で
世
話
に
な
る

に
は
い
き



 第２９３話 深夜の痴話喧嘩

 
ま
せ
ん
の
で
仕
方
な
い
ん
で
今
日
は
寺
小
屋
に

 
ま
り
し
よ
う
か
な
と

 
神
子

深
夜
だ
が
大

な
の
か

 
蓮
 

え

音
先
生
は
何
時
も

分
の
家
で

て
い
ま
す

 
し
夜
中
の
寺
子
屋
は

本
的
に

も
い
な
い
ん
で
す

 
よ

 
聖
 

そ
う
な
ん
で
す
か

 
寺
子
屋
に
は
先
程
に

て
い
た
休

室
が
あ
る

そ
こ
で
と
り
あ
え
ず
は
一
夜
を
過
ご
せ
ば

分
だ

 
聖
 

そ
う
で
す
か
も
し

た
ら
何
時
で
も
家
に
来
て
下

 
さ
い

 
神
子

も
構
わ
ん
か
ら
な

 
蓮
 

ア
ハ
ハ

無
理
そ
う
な
ら

り
ま
す

 
本
当
に
や
ら
か
し
た
気
分
だ

頃
合
い
を
見
て
霊
夢
に

を
し
な
い
と
な

 
耶
狛

と
り
あ
え
ず
や
る
事
も
や

た
し
帰
ら
な
い

夜
中
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だ
し
タ

で
さ
こ
こ
で

れ
ち

て
る
か
ら

く

 
帰
ら
な
い
と

こ
こ
に
居
づ
ら
く
な
る
ん
じ

な
い

 
か
な

 
全
員

あ

 
今
の
発
言
で
気
づ
い
た
か
も
だ
け
ど

立
て
小
屋
を
壊
し
た
り
し
て
い
る
た
め
犯
人

い
さ

れ
る
前
に

く
帰

た
方
が
良
い
と
思
う

 
神
子

だ
な

く
帰
る
か

面
霊
気
は

達
が

護
で
構
わ

 
な
い
よ
な

 
聖
 

え

面
が
で
き
る
ま
で
は
よ
ろ
し
い
か
と

 
耶
狛

う
ん
そ
れ
は

だ

そ
れ
と
出
来
る
限
り

く

 

て
あ

て

じ

な
い
と

じ
こ
と
が
起
こ
る

 
か
ら

 
秦
 

面
を
頼
む

 
神
子

せ
て
お
け

と
び

き
り
の
を

て
や
る

 
こ
れ
で
こ
の
異
変
も
し

か
り
と
終
わ
り
そ
う
で
よ
か

た

霊
夢
と
の
仲
も
終
わ
り
そ
う
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な
感
じ
だ
が

 
耶
狛

そ
れ
じ

今
晩
は
あ
り
が
と
う

そ
れ
じ

あ
ま

 
た

 
聖
 

そ
れ
で
は

 
神
子

あ

 
秦
 

ま
た
な

 
蓮
 

お
気
を
つ
け
て

 
そ
う
し
て

は
散
り
散
り
に
な
る
と

分
は
寺
子
屋
の
休

室
に
戻
る

そ
し
て
神
楽
を

き 
蓮
 

や

ち

た
な

 
霊
夢
と
喧
嘩
し
た
こ
と
を
少
し
後

す
る
の
だ

た

 
怠
惰

て
な

で
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す

 
鈴

や

ち

た

蓮
く
ん
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狗
神

こ
れ
修
復
で
き
ん
の
か
す
ら
分
か
ら
ん
な

 
神
楽

れ

蓮
さ
ん
な
ら
す
ぐ
に

り
に
で
も

 
怠
惰

神
楽
ち

ん
君
の

人
は
と
て
つ
も
な
い

タ
レ
だ

 
け
ど
そ
の
可
能
性
に
か
け
る

 
神
楽

ご
め
ん
な
さ
い

 
鈴

ま

ま

で
も
蓮
く
ん
は

タ
レ
だ
け
ど
や
る
時
は

 

シ

と

ご
め
ん
決
め
れ
な
い
よ

 
狗
神

お
い
お
い
良
い
所
の

つ
や

つ
ぐ
ら
い
は

 
怠
惰

じ

あ
言

て
み
な
よ

 
狗
神

な

え

と

す
ま
ん
思
い

か
ん

 
怠
惰

結

蓮
く
ん
は

タ
レ

 
神
楽

で

で
も
そ
ん
な
す
ぐ
に
結

け
て

め
る
わ
け

 
に
は

 
怠
惰

は
て
さ
て
ど
う
か

さ
て
と
そ
ん
じ

今
回
は

 
こ
こ
ま
で
か
な

そ
れ
と
明
日
か
ら
は
テ
ス
ト

間
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の
た
め
の

強
が
し
た
い
の
で

間
程
は
お
休
み

 
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

 
鈴

で
も

ケ

ン
は

 
怠
惰

出
来
上
が

て
い
る
か
ら
明
日
投
稿
し
て
来

の

 

日
ま
で
お
休
み
と
さ
せ
て
く
だ
さ
い

 
狗
神

す
ま
ん
な
こ
れ
を
落
と
す
と
リ
ア
ル
の
こ
い
つ

年

 
か
も
し
れ
な
い
ん
だ

 
神
楽

す
み
ま
せ
ん

 
怠
惰

と
り
あ
え
ず
は
そ
ん
な
感
じ
な
の
で
お
願
い

し
ま

 
す
そ
れ
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
鈴

ま
た
来

の

日
も
よ
ろ
し
く

 
神
楽

そ
れ
で
は

者
様

 
狗
神

ま
た
な
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第
２
９
４
話
 

月
の
休
暇
と
放
浪
の
旅

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
そ
し
て
お
久
々
で
す
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

ま
た
今
回
か
ら
も
よ
ろ

し
く
お
願
い

し
ま
す

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
朝
日
が

ら
し

分
は

い

を
開
け
て
天

を
見
る

何
時
も
と

う
天

そ
う
だ
霊
夢
と

喧
嘩
し
て
寺
子
屋
に

ま

た
ん
だ

た
け

体
を
お
越
し
首
を
回
す

 
蓮
 

い

 
や
は
り

た
の
が
深
夜
の

三
つ
時
と
い
う
だ
け
あ

て
す
ご
く

い

だ
が
起
き
て
準
備
し

な
い
と
今
日
は
バ
イ
ト
だ
し

起
き
上
が
り

へ
と
向
か
う

 
蓮
 

 

で

を

い

を

し
目
を
覚
ま
す

そ
し
て
と
り
あ
え
ず
何
処
か
で
朝
食
を

ら
な
い

と
と
思
い
寺
子
屋
を
出
て
人
里
を
歩
く
と

 
蓮
 

ん
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何
か
ギ

ギ

と
人
だ
か
り
が
出
来
て
騒
い
で
い
る

そ
こ
へ
と
行

て
み
る
と

 
蓮
 
 
 

 
男
性

だ
本
当
に
小
屋
を
壊
し
た
奴
は

 
男
性

す
の
も

折
れ

業
な
ん
だ

 
女
性

が
進
ん
で
た
か
ら
崩
れ
た
の
か
し
ら

 
女
性

さ

ま
さ
か
妖
怪
の
仕
業
か
も

 
女
性

や
だ

い

 

バ
い
昨
日

然
に
も
壊
し
て
し
ま

た

立
て
小
屋
だ

も
う
騒
ぎ
に
な

て
る
と
は

分
は
何
も
見
な
か

た
と
言
い
聞
か
せ
て
通
り
す
ぎ
る

 
蓮
 

朝
食
ど
こ
で
食
べ
よ
う

 
等
と
考
え
な
が
ら
歩
く
と

屋
の
店

で
あ
る
男
性
が

を

り

に

て
い
て
も
う

開
き
そ
う
な

気
だ

朝

は

か
い

で
も
食
べ
る
か

 
蓮
 

あ
の
開
い
て
ま
す
か

 
店
員

お

蓮
先
生
え

開
い
て
ま
す
よ

注

は

 
蓮
 

け

を

つ
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店
員

あ
い
よ

中
で
待

て
て
く
だ
さ
い
な

 
言
わ
れ
た
通
り
中
で

く
待
つ
と

け

が
出
て
き
た

 
店
員

あ
い

け

 
蓮
 

あ
れ

天

羅
が

 
店
員

サ

ス
さ

家
の
娘
が
世
話
に
な

て
る
か
ら

 
食
べ
て

て
下
さ
い
よ

 
蓮
 

す
い
ま
せ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
お

を
言
い

を

る
と
手
を
合
わ
せ
て

 
蓮
 

い
た
だ
き
ま
す

 
と

一
言
を

き
朝
食
を

り
始
め
る

 
店
員

し

か
し
蓮
先
生
が
朝

く
か
ら

し
い

 
蓮
 

え

ま

色
々
あ
り
ま
し
て

 
店
員

さ
て
は
こ
れ
と
何
か
あ

た
か
い

 
小

を
立
て
て

バ
リ
と
言
い
当
て
て
き
た
よ

 
蓮
 

え

ま
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店
員

ま

仲

り
は

め
に
し
な
よ

 
蓮
 

ア
ハ
ハ

え

 
そ
う
し
て

け

を
食
べ
終
え
る
と
代

を
カ
ウ
ン
タ

に

き

 
蓮
 

そ
れ
で
は
ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た
そ
れ
と
サ

ス

 
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
店
員

あ
い
よ

ま
た
ど
う

 
店
を
出
て
寺
子
屋
へ
と
向
か
う
と

 

音

い
な
蓮

 
蓮
 

あ

音
先
生
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す

 
バ

タ
リ
と

音
と
会
う
様
子
か
ら
し
て
今
か
ら
寺
子
屋
に
向
か
う
感
じ
だ

 

音

何
が
あ

た
変
な
物
で
も

 
蓮
 

い
や
い
や
流
石
に
な
い
で
す
よ

 

音

お
前
が

い
の
は
可
笑
し
す
ぎ
る
す
ぐ
に
竹
林
の

 
者
に

 
蓮
 

だ
か
ら
大

で
す
か
ら
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い
な
少
し

い
だ
け
こ
れ
だ
よ

そ
れ
は
何
時
も
大
体
は
出

時
間
内
ギ
リ
ギ
リ
で
来
る
と

は
い
え
こ
こ
ま
で
言
わ
れ
る
と
は

 

音

さ
て
は
何
か
あ

た
な

 
蓮
 

え

ま

 

音

し
く
聞
か
せ
て
く
れ
る
か

 
蓮
 

そ
う
で
す

 
寺
子
屋
に
向
か
い
な
が
ら
事
の
発

か
ら
そ
の
後
の
事
ま
で

る

 

音

聞
い
て
る
と
そ
れ
は
霊
夢
も
悪
い
と
は
思
う
が
お
前

 
も
悪
い
な
蓮

 
蓮
 

え

だ
か
ら
ち

と
後

し
て
い
た
り
し
て
い
ま

 
す

 

音

な
ら

め
に
仲
を

せ
よ

 
そ
れ
は
そ
う
な
の
だ
が
あ
の
霊
夢
が
許
す
わ
け
な
い
し
な

ら
く
神
社
に
近
づ
こ
う
も
の
な

ら
無
数
の
針
が
飛
ん
で
き
て
針
山
に
な
る

れ
が
あ
る
た
め
何
日
か
は
そ

と
し
て
お
か
な
い

と

待
て
よ
何
日
か
そ

と
し
て
お
く
の
な
ら
武
者
修
行
に
で
も
出
よ
う
か
な
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蓮
 

音
先
生

 

音

ん

何
だ
蓮

 
蓮
 

と
て
も
失

か
と
思
い
ま
す
が
言
わ
せ
て
く
だ
さ
い

 

音

ど

ど
う
し
た
ん
だ

 

を
下

て
た
だ
一
言

 
蓮
 

一

月
の
ぐ
ら
い
休
暇
を
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か

 

音

へ

 

く
と
今
度
は
お
い
お
い
と
い

た

を
し
た

 

音

お
前
は
人
の
話
を
聞
い
て
い
た
か

 
蓮
 

聞
い
て
ま
し
た
が
思

た
ん
で
す
よ
逆
に
考
え
る
ん

 
だ
帰
れ
な
い
な
ら
帰
ら
な
け
れ
ば
良
い
さ
と

 

音

お
前
は
開
き

る

て
言

を
知

て
る
か

 
蓮
 

い
や
で
も
仲

り

て
言

て
も
今
帰

た
ら
霊
夢

 
に

山
に
さ
れ
て
追
い
返
さ
れ
る
未
来
し
か
な
い
で

 
す
よ

そ
れ
な
ら

く
は
霊
夢
も

に
は
会
い
た
く
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は
な
い
だ
ろ
う
思

て

メ
で
す
か

 

れ
な
が
ら
も

音
は
考
え
る

そ
し
て
溜
め

を

く
と

 

音

ま

そ
れ
は
お
前
の

手
だ
か
ら

が
言
う
こ
と
で

 
は
な
い
が
ま

良
い
か
そ
の
代
わ
り

月
も
休
み

 
を

る
ん
だ
生
従
達
の
た
め
に

話
を
頼
め
な
い

 
か

 
蓮
 

話
で
す
か

 

音

あ

何
が
あ

た
と
か
何
を
し
た
み
た
い
な
事
を
な

 
ど
う
し
て
も
人
間
達
は
妖
怪
達
の
せ
い
で
人
里
よ
り

 
外
へ
出
る
の
は
大
変
で
な
子

な
ん
て
の
は
も

て

 
の

な
ら
な
い
だ
か
ら
生
徒
達
の
見
聞
を

め
る
た

 
め
に

険

を
聞
か
せ
て

し
い

 
蓮
 

そ
ん
な
事
で
良
い
な
ら

 

れ
る
よ
う
な

険

を
語
れ
れ
ば
良
い
が

た
し
て
そ
の

険

を
語
れ
る

ど
の

険
が

出
来
る
だ
ろ
う
か
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音

な
ら

約

立
だ
な

だ
が
今
日
の
仕
事
は
し

か

 
り
と
や
れ
よ

 
蓮
 

そ
れ
は

で
す
よ

 
等
と
会
話
を
し
て
い
る
と
寺
子
屋
へ
と
た
ど
り
着
く

 

音

さ
て
頼
む

蓮

 
蓮
 

え

で
す
よ

 
そ
う
し
て
寺
子
屋
へ
と

り

日
の
バ
イ
ト
が
始
ま

た

 

音

で
は
こ
こ
で
問

だ
が
今
日
出
て
き
た
こ
の

上

 
田
村

そ
の
の

さ
ん
の
名
は
分
か
る
か
な

 
蓮
 

く
マ
イ

な
問

で
す

 
こ
れ
ま
た
マ
イ

な
問

だ
な

生
徒
達
も
悩
み
に
悩
ん
で
る
よ

ど
う
ヒ
ン
ト
を
出
せ
ば

良
い
か
な

 
蓮
 

は
こ
の
前
に
や

た
三
明
の

は
分
か
る
よ

 
そ
れ
が
ヒ
ン
ト
だ
よ

 
と

言
う
と
生
徒
達
が
手
を
あ

た



 第十八章 平和の日常へ

 
生
徒

は
い
鈴

前
ま
た
は
立
烏

子

 

音

正
解
だ

な
ら
お
復

と
し
て
蓮
先
生
か
ら
も
出
た

 
三
明
の

の
名
前
は
分
か
る
か

 
生
徒

え

と
大
通

に
小
通

そ
れ
と

明

で
す

 

音

満

だ

 
流
石
は
よ
く
覚
え
て
い
る

し
い
限
り
だ
が
時
々
に
思
う

こ
の

の
授
業
深
く

り
下

す
ぎ
じ

な
い
と

そ
ん
な
事
を
思
い
な
が
ら
も

が
終
わ
り

語
数

と
い

た
授
業
が

終
わ
り
寺
子
屋
の

日
は
終
了
し
た

 

音

よ
し
今
日
は
こ
こ
ま
で
だ
ま
た
明
日
な

 
生
徒

は

い

 
生
徒

先
生
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
生
徒

さ
よ
う
な
ら

 
と

を

わ
し
生
徒
達
は
帰

て
い

た

 

音

さ
て
と

蓮
お
前
は
さ

き
放
浪
の
旅
と
か
言

て

 
い
た
が

は
あ
る
の
か



 第２９４話  ヶ月の休暇と放浪の旅

 
蓮
 

な
い
か
ら
こ
そ
放
浪
の
旅
な
ん
じ

な
い
で
す
か

 

音

は

し
く
な

た
ら
何
時
で
も
戻

て
く
る
ん

 
だ

 
と

言
い
な
が
ら

を

し
て
く
る

そ
れ
を
受
け

り
笑

で

 
蓮
 

え

そ
の
つ
も
り
で
す

あ

も
し
で
す
よ
霊
夢
が

 
訪

て
き
た
ら
放
浪
の
旅
に
出
た

て
伝
え
て
く
れ

 
ま
せ
ん
か

 
も
し
も
の
た
め
に
伝
え
て
お
く
と

音
は

だ
が

れ
な
が
ら

 

音

分
か

た

本
当
に
無

す
る
な
よ

 
蓮
 

え

そ
れ
で
は

 
寺
子
屋
を
出
て

分
は
人
里
か
ら

れ
る
の
だ

た

 
蓮
 

何
処
に
行
こ
う
か
な

 
そ
う
し
て

の
な
い
旅
が
始
ま

た
の
だ

た
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怠
惰

で
は
で
は
久
々
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
鈴

こ
う
し
て
見
る
と
蓮
く
ん
の

タ
レ

合
が

い

  
狗
神

ま

奴
は

タ
レ
だ
か
ら
な

 
神
楽

ひ

い
事
を
さ
ら
り
と
言
い
ま
す

 
怠
惰

で
も
さ
そ
ん
な

タ
れ
だ
け
れ
ど
こ
れ
ま
で
色
々
な

 
死
戦
を
潜
り

け
た
男
だ
か
ら

そ
れ
に

タ
レ
だ

 
か
ら
こ
そ
命
大
事
に
な
戦
い
方
を
す
る
行
け
る
場
面

 
な
ら
ガ
ン
ガ
ン

め
て
危
な
く
な

た
ら
回

に
集

 
中
し
て
状
況
を
見
て
逃

る
み
た
い
な

 
狗
神

確
か
に
小
僧
の
戦
い
方
そ
の
も
の
だ
な

 
鈴

タ
レ
ら
し
い
戦
い
方
だ

 
神
楽

で
も
そ
ん
な
戦
い
方
を
す
る
か
ら
こ
そ
あ
る
意

で

 
死
戦
を
潜
り

け
れ
る
ん
し

う

 
怠
惰

ま

は
そ
う
い
う
奴
の
方
が
⻑
生
き
す
る
と
思



 第２９４話  ヶ月の休暇と放浪の旅

 
て
る
け
ど

た
だ

り
が
死
に
た
が
り
ま
た
は
最

 
不
死

か
よ
み
た
い
な
奴
し
か
い
な
い
か
ら

 
狗
神

そ
れ
は
お
前
の

り
が
可
笑
し
い
だ
け
だ

 
怠
惰

だ

さ
て
と
時
間
も
そ
ろ
そ
ろ
だ
し
今
回
は
こ

 
の

に
し
ま
す
か

 
鈴

だ

そ
れ
じ

今
回
は
こ
こ
ま
で

 
神
楽

ま
た
明
日
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す

 
狗
神

そ
ん
じ

あ
な

者
様

 
怠
惰

バ
イ
バ
イ
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第
２
９
５
話
 
山
へ

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
今
回
の
テ
ス
ト
は

ら
く

あ
る
だ
ろ
う
な
と
思

て
い
る
怠
惰
の

ク
ソ
悪
魔
で
す

今
回
は
色
々
と

し
い
イ
メ

ジ
だ

た
気
が
し
ま
す

そ
れ
で
は
こ
ん
な
話

し
は

め
に
し
て
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 
人
里
を

れ

分
は

も
な
く
た
だ
心
を
無
に
し
て
妖
怪
の
山
を
登

て
い
た

 
蓮
 

ど
う
し
よ
う
か
な

 
修
行
の
旅
は
良
い
も
の
の
ど
う
す
る
か

と
り
あ
え
ず
は

か
に

を
受
け
な
が
ら
修
行
か

な

と
な
る
と
思
い

く
の
は

 
蓮
 

神

子
さ
ん
か
な

 
軍
神
と
言
わ
れ
る
八

神

子
な
ら
ば
何
か

し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か

も
し
く
は

 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん
も
あ
り
か
な

 

の

な
ん
だ
し
地
底
に
行

て
か
つ
て

⻤
夜
行
の
総
大
将
で
あ
り
永

先
生

く
軍
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の
最
強
教

と
言
わ
れ
た
理
久
兎
か
ら
の

も
あ
り
と
思

た

 
蓮
 

月
と
い
う

予
の
中
で
ど
れ
だ
け
強
く
な
れ
る

 
の
か
な

 
実

月
だ
が
こ
う

年
後
に
シ

ン

で
み
た
い
な
感
じ
で
少
し
で
も
強
く
は

な
れ
る
だ
ろ
う
か
と

問
に
思
う
と
共
に
ど
こ
ま
で
出
来
る
の
か
と
い
う

待
も
し
て
く
る

 
蓮
 

と
り
あ
え
ず
は
守
矢
神
社
に
行

て
み
よ
う

 
そ
う
し
て
考
え
た

に
守
矢
神
社
へ
と
向
か
う
の
だ

た

守
矢
神
社
に
着
く
と
鳥
居
を
く
ぐ

り

へ
と
進
ん
で
い
く
と

 

参

客
が

わ
ざ
わ
ざ

て

あ
れ

 
蓮
 

こ
ん
に
ち
は

さ
ん

 

蓮
さ
ん

 
ど
う
や
ら
参

客
と
間

え
て
来
た
み
た
い
だ

何
か

待
を
裏

る
よ
う
で
悪
い
こ
と
を
し

た
か
な

 

蓮
さ
ん
今
日
は
何
し
に
こ
こ
へ

 
蓮
 

え

と
神

子
さ
ん

て
い
ま
す
か



 第十八章 平和の日常へ

 

神

子
様
で
す
か

何
で
神

子
様
に

用
事
が
あ

 
る
ん
で
す
か

 
蓮
 

い
や
ま

 
と

言

て
い
る
と
本

か
ら
神

子
が
出
て
き
た

 
八

う
ま
た

し
い
客
が
来
て
る

 
蓮
 

こ
ん
に
ち
は
神

子
さ
ん

 
八

来
た
理

は
大
体
は

し
た
よ

 
蓮
 

え

 
ど
う
し
て
来
た
理

を

し
た
の
だ
ろ
う

神

子
に
は
一
言
も
言

た
覚
え
は
な
い
の
だ

が 
八

ど
う
し
て

て

し
て
る

そ
れ
は
あ
ん
た
の
目

 
さ

今
の
あ
ん
た
の
目
は
さ
な
が
ら

物
を

る
獣

 
と
大

変
わ
ら
な
い
よ

 

ま

ま
さ
か
蓮
さ
ん
神
社
や
ぶ
り
で
す
か

 
蓮
 

ど
う
し
て
そ
う
な
る
ん
で
す
か



 第２９５話 山へ

 
流
石
に
そ
ん
な
バ
カ
み
た
い
な
事
は
し
な
い

い
く
ら
神
社

士
の
ラ
イ
バ
ル
関
係
だ
と
し
て

も
そ
れ
に

分
は
穏

だ
し

だ
が
大
方
の
事
を
目
で

す
る
と
は
流
石
は
軍
神
だ
け
あ
る

 
八

神
社
や
ぶ
り
で
も
な
け
れ
ば
何
な
の
か
し
ら

 
蓮
 

実
は

 
こ
と
の
経

や
こ
こ
ま
で
来
た
理

に
霊
夢
と
喧
嘩
し
た
事
や

月
の
間
で
色
々
な

者
達
か
ら

を
受
け
た
い
等
の
そ
れ
は
も
う
色
々
な
事
を
話
す

そ
れ
を
聞
い
た

は

れ

を
し
て
神

子
は
ケ
ラ
ケ
ラ
と
笑
う

 
八

へ

霊
夢
と
喧
嘩

 

霊
夢
さ
ん
に
は
手
を
焼
か
さ
れ
て
い
る
み
た
い
で
す

 

蓮
さ
ん

 
蓮
 

ア
ハ
ハ

そ
れ
で
話
し
た
通
り
で
す
が

分
に
戦
い

 
の

を
お
願
い
で
き
ま
す
で
し

う
か

 
八

そ
う
だ

な
ら
問
い
た
い
お
前
は
何
の
た
め
に

 
力
を

る
う
ん
だ
い

 
何
の
た
め
に

る
う
か
そ
ん
な
の
決
ま

て
い
る
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蓮
 

守
り
た
い
物
を
守
る
た
め
に
で
す
か

 
昨
日
の
深
夜
に
見
た
あ
ん
な
夢
の
よ
う
な
結

に
な
ら
な
い
た
め
に

や
霊
夢
を
守
る
た
め
に

力
を

る
い
た
い

 
八

そ
う
真

ぐ
な
目

良
い
わ
な
ら
色
々
と
教
え

 
て
あ

る

そ
れ
に
貴
方
の
話
を
聞
い
て
い
る
と

 
の
者
か
ら
も
教
え
を
受
け
た
い
み
た
い
だ
し
そ
う

 

間
み

ち
り
と
稽
古
を
つ
け
て
あ

る
わ

 
蓮
 

本
当
で
す
か

 
八

え

神
も
暇
す
る
も
の
で

こ
う
し
た
暇

し
に

 
な
る
事
に
は
積

的
な
の
よ

ま

ど
こ

の
バ
カ

 
理
神
は
そ
う
で
も
な
さ
そ
う
だ
け
ど

 
理
神

て
そ
れ

に
理
久
兎
さ
ん
だ
よ

や

り
理
久
兎
さ
ん
は

 
八

さ
て
と
そ
う
と
決
ま

た
ら

稽
古
と
し
ま
し

 
う
か

 
そ
う
言
う
と
い
く
つ
も
の

を
空
中
に
出
現
さ
せ
る



 第２９５話 山へ

 
八

撃
を
行
う
か
ら
貴
方
の
思

た
通
り
に

け
る

 
は
受
け
流
す
な
り
し
て
み
な
さ
い
無

だ
け
ど

に

 

撃
し
て
き
て
く
れ
て
も
一
向
に
構
わ
な
い
わ

 
そ
の
一
言
で
空
中
に

な

た

が
さ
な
が
ら
弾
丸
の
よ
う
に
降
り
注
ぐ

 
蓮
 

お
わ

 
前
の
弾
幕
ご

こ
で
見
た

よ
り
も
全
然

い

撃
し
て
も
良
い
と
は
言

た
が
そ
ん
な
事

を
す
る
暇
も
な
い
ぐ
ら
い

く

け
る
の
が
精
一

だ

 
八

そ
れ
と
こ
れ
は
弾
幕
ご

こ
な
ん
て
い
う

い
も
の

 
で
は
な
い
わ
よ

 
蓮
 

そ
の
よ
う
で

 
八

ら

 

分
を
中
心
に
四
方
八
方
を

で

め
ら
れ
動
き
を

限
さ
れ
る
と

上
か
ら
大
き
な

が
落

ち
て
く
る

 
蓮
 

そ
れ
ぐ
ら
い
な
ら

 

分
を

う

を

り
の

様
で

し
て
い
き

い
か
ら
回

す
る
と

時
に

が
落
ち
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た 
八

良
い
動
き
だ
こ
と
流
石
は
何
度
も
死
戦
を
潜
り

け

 
た
だ
け
は
あ
る
わ

 
蓮
 

そ
ん
な
大
そ
れ
た
事
は
し
て
ま
せ
ん
よ

 
空
中
で
斬
撃
波
を
放
と
う
と
し
た
が

を

え
て
も
ら
え
ず

分
を

り

ん
だ

が
一

に

方
へ
と
向
か

て
く
る

 
蓮
 

そ
う
く
る
の
な
ら

 

に
向
か

て
一
気
に

空
し

け
そ
し
て

を

場
に
し
て

り
ま
た
は

を
走
り
神

子
へ
と
間
合
い
を

め
る

 
八

良
い
わ
よ
こ
う
で
な
い
と
教
え

が
な
い
も
の

 
久
々
に
た
ぎ

て
き
た
わ

 

刀
し
た
神
楽
で
神

子
へ
と
斬
り
か
か
る
が
神

子
は
何
処
か
ら
と
も
な
く
注

を
出
す

と
注

で
一

刀
を

え
た

 
蓮
 

ま
さ
か
注

で

が
れ
る
と
は

 
八

状
況
判
断
そ
し
て
向
か

て
い
く

気
そ
れ
は
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に

価
は
す
る
わ

け
れ
ど
も
う
少
し
貴
方
は
落
ち

 
着
く
心
の

つ
ま
り
平
常
心
が
欠
け
て
る
わ

 
と
言

た

後
に
神
楽
を

え
た
注

が
生
き
て
い
る
か
の
よ
う
に
動
き

分
を

め
上

束
す
る

 
蓮
 

ぐ

 

け
出
そ
う
と
試
み
る
が
き
つ
く

め
上

ら
れ
動
け
な
い

そ
し
て

上
ギ
リ
ギ
リ
に
は

が

い
て
い
る
の
に
気
づ
く

 
八

終
わ
り

 

が
ゆ

く
り
と
上
が

て
い
き

え
る
と
注

も

ど
け
た

何
時
で
も

め
が
さ
せ
る

状
況
だ

た
こ
の
試
合

は

分
の
負
け
だ

 
八

と
て
も

晴
ら
し
か

た
わ

人
間
が
こ
こ
ま
で
出

 
来
る
の
な
ら
上
出
来
よ

こ
れ
は

す
る
の
が
本

 
当
に
楽
し
み

 
蓮
 

あ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
立
ち
上
が
り
神
楽
を

に

め
て

を
下

る

軍
神
に
こ
こ
ま
で
言

て
も
ら
え
る
の
な
ら
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し
い
限
り
だ

 

お

れ
様
で
す

神

子
様
そ
れ
に
蓮
さ
ん

で
す

 
け
ど

二
方
に
聞
き
た
い
ん
で
す
が

り
は
見
て
い

 
ら

し

い
ま
す
か

 
蓮
 

え

あ

こ

こ
れ

て

 
八

あ

 
あ
え
て
言
お
う

大
き
な

が
地
面
に
刺
さ

た
り
と
す
る
戦
い
を
し
た
の
だ

そ
ん
な
事
を

す
れ
ば

内
が

れ
放

に
な
る
の
は
当
た
り
前
だ

 

神

子
様
し

か
り
と
元
通
り
に
す
る
ま
で
ご

と

 
お
酒
は
無
し
で
す

そ
れ
と
蓮
さ
ん
も

様
に

じ

 
で
す
よ

 
と

怒

た

は
神
社
の
中
に

て
い

た

 
八

さ

 
蓮
 

神

子
さ
ん
掃
除
な
ら

が
や
り
ま
す

元
々
は

 
が

し

け
た
の
が
原
因
で
す
し



 第２９５話 山へ

 
八

い
や

そ
れ
な
ら

も
や
る
こ
の

内
の

状
は

 
が
し
た
も
の
だ
し
そ
れ
に
や
ら
な
い
と

に
怒
ら

 
れ
る
し
諏
訪
子
に
は
バ
カ
に
さ
れ
て
し
ま
う
わ

 
蓮
 

な
ら

人
で
終
わ
ら
せ
ま
し

う

 
八

そ
う

 
そ
う
し
て

分
と
神

子
は
修
行
で
滅

に
な

て
し
ま

ま
守
矢
神
社
の
後

け
を

し
て
今
日

日
は
終
わ
り
を

え
た
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
狗
神

な

月
の
間
は
各
地
を

て
修
行
す
る
ん
だ

 
よ
な

 
神
楽

み
た
い
で
す

 
鈴

分
蓮
く
ん
の

的
に
理
久
兎
が

対

な

 
の
は
分
か
る
け
ど
後

人
は

な
ん
だ
ろ
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怠
惰

一

は
考
え
と
し
て

い
や
こ
れ
は
言
わ
な
い
で
お

 
こ
う
か
な

 
狗
神

な

良
い
と
こ
ろ
で

 
怠
惰

ま

ヒ
ン
ト
と
し
て
は
蓮
く
ん
よ
り
年

の
方
々
で

 
あ
る
そ
し
て
蓮
く
ん
が

ず

回
は
会

て
い
る
者

 
達
だ
よ

あ

ち
と
こ

ち
の

つ
の
小
説
を
合

 
し
た
ら

回

上
は
出
演
し
て
る

 
鈴

そ
れ

て
東
方
の

キ

ラ

 
怠
惰

さ

ど
う
だ
ろ
う

 
神
楽

も
う
怠
惰
様
は

 
怠
惰

ハ
ハ
ハ

ま

予
想
し
て
み
よ

そ
れ
じ

そ
ろ

 
そ
ろ
時
間
だ
か
ら
今
回
は
こ
こ
で
お
開
き

 
鈴

は
い
は
い
そ
れ
じ

者
様
ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く

  
神
楽

そ
れ
で
は
ま
た
次
回
も
お
願
い

し
ま
す



 第２９５話 山へ

 
狗
神

そ
ん
じ

あ
な



 第十八章 平和の日常へ

 
第
２
９
６
話
 
次
な
る
地

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

れ
目
な
の
か
目
の

が
痛
く
ま
ば
た
き
が
出
来
に
く
く
な

て
い
る

怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

に

れ
目
で
す
よ

こ
れ

さ
て
と
そ
ん
な
話
も
こ
の
ぐ
ら
い

に
し
て
遅
れ
ま
し
た
が
本
編
へ
ど
う

 
守
矢
神
社
に

す
る
こ
と

か
れ
こ
れ

い
こ
と
に

日
程
の
時
間
が
流
れ
る

 

矢

ア
ハ
ハ

ら
こ
こ
だ
よ

 
蓮
 

 
向
か

て
く
る
大
地
の

を

け
る

だ
が

 
八

い

蓮

 
空
か
ら

が
降
り
注
ぐ

を

ラ
見
し
落
ち
る
場
所
を
予

し
つ
つ

け
て
い
き

 
蓮
 

て
り

 
神
楽
を

る
い
斬
撃
波
を
飛
ば
す
が
神

子
は

を

に
し
て
諏
訪
子
は
大
地
か
ら

を



 第２９６話 次なる地

り
斬
撃
波
を

ぐ

 

矢

や
る

蓮

 
八

あ

前
よ
り
も
動
き
に

が
出
て
き
て
い
る
な

 
現

守
矢
神
社
か
ら
少
し

れ
た
場
所
で
蓮
は
神

子
そ
し
て
諏
訪
子
を

え
て

を
し

て
も
ら

て
い
た

 
八

だ
が
こ
れ
は
ど
う
か
し
ら

落

 

矢

行
く
よ
ミ
シ

グ
ジ
様

 

空
が
黒
い
曇
天
の
空
と
な
り

光
が

く

そ
し
て
地
上
で
は
大
き
な
白

が
並
び
立
つ

そ
し
て
無
数
の
落

が
落
ち
る
と

時
に
ミ
シ

グ
ジ
さ
ま
達
が
襲
い
か
か

て
き
た

 
蓮
 

狐
化

 

狐
化
で

体
能
力
を
今
な
ら
出
せ
る
可
能
な
限
り
の
力
を
上

さ
せ
て

り
来
る
ミ
シ

グ

ジ
様
を

け
落

を
回

し
て
い
く

 
八

そ
こ
ま
で

 
神

子
の
一
言
で

タ
リ
と
落

は

ま
り
ミ
シ

グ
ジ
様
は
動
か
な
く
な
る

そ
し
て
曇
天

の
空
は
元
の

晴
に
戻
り
ミ
シ

グ
ジ
様
は
地
中
に
潜

て

を

す

分
も
地
上
へ
と
降
り



 第十八章 平和の日常へ

狐
化
を
解
き
神
楽
を

め
る

 
八

見
事
だ

た

蓮

 

矢

あ
れ
だ
け
の

撃
を

け
れ
る
の
は

い
よ

 
蓮
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 

を
も

て

を
下

る

こ
の

間
で
少
し
は
実
力
が

い
た
と

分
も
少
な
か
ら

ず
だ
が
実
感
が
出
来
た

 
八

さ
て
と
そ
ろ
そ
ろ
お

に
し
ま
し

う
か

 

矢

今
日
の
ご

は
何
か
な

 
八

諏
訪
子
ま
た
昨
日
み
た
い
に

の
お
か
ず
を

た

 
り
し
た
ら
今
度
は
特
大
の

を
落
と
す
わ
よ

 

矢

や

て
み
な
よ

そ
の
時
は
ミ
シ

グ
ジ
様
を
ぶ
つ

 
け
る
か
ら

 
昨
日
は

か

た

焼
き

の

い
合
い
を
し
て
守
矢
神
社
が
倒
壊
す
る
一
歩
手
前
だ

た

こ
の
光
景
を
見
て
い
て
思
う
こ
の

神
を

め
れ
る

は
結
構

い
な
と

 
蓮
 

ア
ハ
ハ



 第２９６話 次なる地

 
も
う
こ
れ
に
は

笑
い
し
か
出
来
な
い
よ

そ
う
し
て

分
達
は
守
矢
神
社
へ
と
戻
る

 
八

帰

た
よ

 

矢

ご
は
ん
を
お
願
い

 

は

い

 
そ
う
し
て

が

理
を

り
食

に
並
ぶ

今
日
の

は

前

と
白

そ
し
て

だ

た

 
全
員

い
た
だ
き
ま
す

 
そ
う
し
て

分
達
は

食
を

る
が

 
八

諏
訪
子

こ
の
蓮

は

の
よ

 

矢

良
い
で
は
な
い
か

 
八

良
く
な
い
わ
よ

 
ま
た
喧
嘩
が
始
ま
り
そ
う
な

気
だ

そ
れ
を
見
か

た

は

を

き

 

お
二
人
共
や
め
て
く
だ
さ
い

 
と

一

す
る
と

神
は

ま
る

 

矢

ご
め
ん
な
さ
い



 第十八章 平和の日常へ

 
八

ま

た
く

 
普

の
博
麗
神
社
で
見
る

と
は
比

に
な
ら
な
い
程
に
頼
も
し
く
見
え
る
の
は
気
の
せ
い

だ
ろ
う
か

 
八

そ
れ
で
蓮
は
こ
の

食
を

た
ら
旅
立
つ
の
か
し

 
ら

 
蓮
 

は
い

に
も
見
て
回

て
見
聞
を

め
よ
う
か
な

 
て
思

て
ま
す
し

 

矢

何
か
こ
う
し
て
見
る
と
理
久
兎
を
思
い
出
す
よ

 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん
で
す
か

 

そ
う
い
え
ば
昔
に
来
た
ん
で
し
た
よ

 

矢

そ
う
そ
う
最

に
来
た
の
は
か
れ
こ
れ
も
う
何
千
年

 

て
ぐ
ら
い
前
な
ん
だ
よ

 
そ
れ
は

だ

理
久
兎
も
今
の

分
み
た
い
い
や

ら
く

分
よ
り
も
放
浪
の
旅
を
し
て
い

た
の
だ
ろ
う
か

 

矢

か
し
い
な

昔
に
理
久
兎
を
引
き

め
よ
う
か



 第２９６話 次なる地

 
な

て
考
え
て
実
行
し
た
に
は
し
た
け
ど
結
局
は

 
な
し

で
風
の
向
く
ま
ま
に
旅
立

て
い

た
か
ら

  
八

ま

ま
さ
か
今
み
た
く
す
ぐ
に
会
え
る
よ
う
に
な
る

 
と
は
思
わ
な
か

た
け
ど

 

矢

だ
よ

 
理
久
兎
さ
ん

て
聞
い
て
る
と
流
浪
の
旅
人

て
感
じ
だ

た
ん
だ
な

今
の

を
見
て
い
る

と
全
然
想

つ
か
な
い
や

 

矢

そ
れ
か
ら
こ
こ
だ
け
の
話
に
な
る
け
ど

の
ご
先

 
祖
様
は
理
久
兎
に

ア
タ

ク
し
た
け
れ
ど

 
見
事
に
ス
ル

さ
れ
た
り
も
し
た
ん
だ
よ

 
蓮
 

そ
う
な
ん
で
す
か

 

ご
先
祖
様
は
何
を
考
え
て
い
た
ん
で
し

う
か

 
子

の

で
も
分
か
り
ま
せ
ん

 
八

奴
は

だ
け
は
良
い
ん
だ
が
性
格
は
本
当
に
天
然
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と
言
う
か

 

矢

女
た
ら
し
に
見
え
て
女
た
ら
し
じ

な
い
ん
だ
よ

 
無

覚
に
女
性
を
落
と
し
て
い
く
か
ら

更
に

が

 
悪
い
ん
だ
よ

 
知
り
合
い

い
や
友
人
だ
か
ら
か
な
の
か

い

痴
話
に
な

て
る

 

矢

久
々
に
会

た
と
思

た
ら
色
々
と
あ

て
最

は

 
整
理
す
る
の
に
も
大
変
だ

た
よ

 
八

本
当
に

 
蓮
 

ア
ハ
ハ

 
だ
が

痴
を
言
う
に
は
言
う
が
何
や
か
ん
や
で
楽
し
そ
う
に
話
し
て
い
る
と
思

た

 
八

そ
れ
で

次
は

か
ら

を
受
け
よ
う
と
し
て
い

 
る
の
か
し
ら

 
蓮
 

え

と
ま

先
程
か
ら
話
し
て
る
理
久
兎
さ
ん
の
元

 
に
行
こ
う
か
な

て

 

矢

な
ら
覚

し
た
方
が
い
い
よ

言

て
も

は
本
当



 第２９６話 次なる地

 
に
数
日
間
し
か
理
久
兎
の
元
で
修
行
し
た
ん
だ
け
ど

 
理
久
兎
の
修
行
は
ス
パ
ル
タ
だ
か
ら

 
一
体
ど
ん
な
修
行
を
し
た
ん
だ

諏
訪
子
の

が
み
る
み
る
と
真

に
な

て
い

て
る

よ 
八

奴
の
事
だ
か
ら
世
界
に
た
だ

つ
の
秘
宝
を
見
つ

 
け
る
ま
で
帰

て
く
る
な
と
か
あ
り
そ
う

 

矢

い
や
い
や
そ
れ
だ

た
ら

然
の
生

で

乃

 
王
と
戦

て
こ
い
と
か
あ
り
そ
う
だ
よ

 
本
当
に
理
久
兎
を
何
だ
と
思

て
い
る
の
だ
ろ
う
か

そ
ん
な
に

し
か

た
の
だ
ろ
う
か

 

で

で
も
諏
訪
子
様
が
受
け
た
修
行
は
今
か
ら
何
千

 
と
昔
で
す
し
今
は
丸
く
な

て
い
る

で
は

 

矢

だ
と
良
い
ん
だ
け
ど

険
に
は

て
お
き

 
な
よ
蓮

 
蓮
 

死
ぬ
前

で
す
か

 
死
ぬ
な
ん
て
真

平
ご
め
ん
だ

そ
れ
に
あ
く
ま
で
も
諏
訪
子
か
ら
見
て
だ
か
ら

分
か
ら
見



 第十八章 平和の日常へ

た
ら

う
か
も
し
れ
な
い
じ

な
い
か

実

ど
う
な
の
か
は
不
明
だ
が

 

え

と
お
墓
は

 
蓮
 

だ
か
ら

め
て
く
だ
さ
い

て

 
そ
う
し
て
そ
ん
な
会
話
を
し
つ
つ
も
食
事
が
終
わ
る

 
全
員

ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た

 
と

一
言
を

で

べ
る

分
は
正
座
か
ら

を
下

て

 
蓮
 

間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

間
お
世
話
に
な

た
感

を
込
め
て

を

べ
る

 
八

あ
ら
そ
ん
な
に

ま
ん
な
く
て
も
良
い
の
よ

 

矢

そ
う
そ
う

 

蓮
さ
ん
も
お
気
を
着
け
て
下
さ
い

 
蓮
 

は
い

 
そ
う
し
て
神
社
を
出
て
守
矢
神
社
の

り

鳥
居
の
前
に
来
る
と
神

子
諏
訪
子

の

人
も
着
い
て
く
る

 
八

張

て
頂



 第２９６話 次なる地

 

矢

生
き
て
帰
る
ん
だ
よ

 

張

て
下
さ
い

 
蓮
 

は
い

そ
れ
で
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
そ
う
し
て
守
矢
神
社
を
出
て
ま
た

の
な
い
放
浪
の
旅
を
再
開
す
る
の
だ

た

 
怠
惰

そ
れ
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
鈴

怠
惰
大

 
怠
惰

悪
い

れ
目
か
何
か
で
目
の

が
痛
く
て

 

し
ま
い
に
は
少
し

ら
つ
い
た
よ

 
神
楽

テ
レ

ス
マ

等
の
や
り
過
ぎ
は
本
当
に
目
を
悪

 
く
し
ま
す
の
で
程
々
に

 
狗
神

あ

お
前
が
い
な
い
と

が
投
稿
す
る
ん
だ

 
怠
惰

ま

う
ん
心
に
は

め
て
お
く
よ

 
神
楽

し
か
し
遊
び
人
の
怠
惰
様
が
目
を
悪
く
す
る
と
は
ど



 第十八章 平和の日常へ

 
れ
く
ら
い

て
い
た
ん
で
す
か

 
怠
惰

そ
ん
な

て
な
い
よ
た
だ
パ
ソ

ン
の
テ
ス
ト
で

 

時
間

分
ぐ
ら
い
小
さ
い

と
に
ら
め

こ

 
し
た
後
か
ら

子
が
悪
く
て

 
鈴

れ
目
だ

さ

さ
と

な

 
怠
惰

あ

そ
う
す
る
わ

さ
て
と
そ
ん
じ

時
間
も

度

 
良
い
か
ら
今
回
は
こ
こ
ま
で
そ
れ
と
遅
れ
て
す
ん
ま

 
せ
ん
で
し
た

 
狗
神

遅

魔
め

 
鈴

と
り
あ
え
ず
次
回
も
よ
ろ
し
く

 
神
楽

そ
れ
で
は

者
様

 
怠
惰

ま
た
な



 第２９７話 次なる地は天狗の里

 
第
２
９
７
話
 
次
な
る
地
は
天
狗
の
里

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

の
生

者

の

を
楽
し
ん
で
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で

す

や

て
い
る
と
何

か
マ

の
悪
い
キ
ラ

ば
か
り
に
出
会

て
し
ま
う
事
が

い
今
日

こ
の
頃

さ
て
こ
ん
な
話
も
あ
れ
な
の
で
本
編
へ
ど
う

 
守
矢
神
社
を
後
に
し
た
蓮
だ
が

は
今
一
度
変
わ
り
博
麗
神
社
で
は

 
霊
夢

 

ツ
ン
と
霊
夢
は

な
り
を
整
え
ず
縁

に
座
り
お

も

ま
ず
に
ボ

と
し
て
い
た

昔
み

た
い
な

人
の
生
活
に
戻
り
数
日
間
は

人
を
楽
し
む
だ
け
楽
し
ん
だ
が
そ
れ
か
ら
先
は
満
た

さ
れ
て
い
な
か

た

 
霊
夢

あ

何
で
こ
ん
な
ボ
ン

リ
し
な
き

な

 
ら
な
い
の
よ

 
喧
嘩
別
れ
し
た
に
は
し
た
が
い
い

に
帰

て
こ
い
と
思

た

も
う
か
れ
こ
れ

間



 第十八章 平和の日常へ

は
経
過
し
て
る

て
の
に
今
な
ら
帰

て
き
て

て
く
れ
る
な
ら
許
す
の
に

 
霊
夢

は

 
そ
ん
な
感
じ
で
霊
夢
が

え
て
い
る
事
を
知
ら
ず
蓮
は

人
妖
怪
の
山
に

て
散
策
し
て

い
た

 
蓮
 

次
は
何
処
で

を
受
け
よ
う
か
な

 
何
処
で

を
受
け
る
か
考
え
て
い
た

理
久
兎
の
所
も
良
い
が
諏
訪
子
の
話

く
死
ぬ
覚

で

ま
な
け
れ
ば
大
変
な
事
に
な
る
と
聞
い
て
い
る
の
で

か
ら
色
々
な

を
受
け
て
最
後
の

に
向
か
お
う
と
考
え
た

 
蓮
 

何
処
か
に
い
な
い
か
な

 
等
と

き
な
が
ら
歩
い
て
い
る
と

 

 

あ
や
や

蓮
さ
ん
じ

な
い
で
す
か

 
蓮
 

え

こ
の

あ

さ
ん

 
上
を
見
て
み
る
と
黒
い

を

ば
た
か
せ
な
が
ら
飛
ぶ

が
い
た

そ
う
言
え
ば
妖
怪
の
山
を

て
い
る
の

て

達
天
狗
一

だ

た
け

が
降
り
て
く
る
と

分
の

元
か
ら

を

見
る
と



 第２９７話 次なる地は天狗の里

 

 

何
か

し
い
ス
ク

の

い
が
し
ま
す

 
蓮
 

そ

そ
ん
な
事
は
な
い
で
す
よ

 

 

ん

ま

良
い
で
し

う
そ
れ
で
ど
う
し
て
こ

 
こ
へ

 
蓮
 

あ

え

と
実
は

分
に

を
し
て
く
れ
る
方
を

 
探
し
て
ま
し
て

さ
ん
は
何
か
ご

知
は
な
い
で
す

 
か

 

か
良
い

を
引
き
受
け
て
く
れ
る
者
が
い
な
い
か
を
聞
く
と

は

を
組
ん
で
考
え

て 

 

そ
う
で
す

理
久
兎
さ
ん
と
か

 
蓮
 

そ
れ
は
無
し
で
お
願
い
し
ま
す

 

 

後
は
山
神
社
の
軍
神
と
か

 
蓮
 

そ
れ
は
行

て
き
た
ば
か
り
で
す

 
や
は
り

も

じ
こ
と
を
考
え
る
の
だ
な

 

 

後
は

あ
ま
り

は
オ
ス
ス
メ
は
し
ま
せ
ん
が
天
魔
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様
と
か
で
す
か

 
天
魔
様

確
か
前
に
何
回
か
は
見
た
こ
と
の
あ
る

と
し
て
い
た
あ
の
女
性
天
狗
か

 
蓮
 

何
で
ま
た
天
魔
様
な
ん
で
す
か

 

 

昔
に
一
度
だ
け

子
を

た
ん
で
す
よ
確
か
名
前

 
は

う
何
と
か
で
し
た

 

だ
ろ
う

だ
が

子
を

た
の
な
ら

と
も
色
々
と
教
え
て
も
ら
い
た
い

 
蓮
 

え

と

て
し
て
く
だ
さ
る
ん
で
す
か

 

 

さ

た
だ
で
さ
面
倒
く
さ
が
り
で
日
が
な

日
は

 

を
か
じ

て

座

す
る

は
さ
な
が
ら

物

 
女
と

じ
で
す
か
ら

 
サ
ラ

と
天
魔
様
を

ス

た
け
ど
大

か
な

と
い
う
か

分
が
見
て
感
じ
た
天
魔
様

と
全
然

う
ん
だ
が

 

 

そ
れ
に
天
狗
の
里
は
た
だ
で
さ

所
者

特
に
人
間

 
に
は
当
た
り
風
が
強
い
で
す
か
ら

 
蓮
 

ま

こ
こ
に

が
い
る
時

で
ど
う
か
と
思
い
ま
す
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け
ど

 

 

確
か
に
そ
う
で
す

ま

物
は
試
し
で
聞
い
て
み

 
ま
し

う
こ
れ
は

と
知
り
合
い
と
い
う
だ
け
で
紹

 
介
す
る
ん
で
す
か
ら
感

し
て
く
だ
さ
い

 
蓮
 

ア
ハ
ハ

え

と
お
手

ら
か
に
お
願
い
し
ま
す

 
そ
う
し
て

に

れ
ら
れ
て

分
は
天
狗
の
里
の

り

へ
と
来
る

 
白
狼

ま
れ
人
間
こ
こ
か
ら
先
は

 

 

は

の
客
で
す
通
し
て
く
だ
さ
い

 
白
狼

分
か

た

 
白
狼
天
狗
の
通
せ
ん

が
あ

た
が
何
と
か
里
に

る
と
里
に
住
む
天
狗
達
が

分
を
見
て

色
々
と

く

 

 

さ
て
と
こ

ち
で
す
よ

 
と

言
う
と

は
天
狗
達
の

が
見
え
な
い
裏
手
の

の
前
に
来
る
と

の

て
い

く

そ
れ
に
続
き

分
も
つ
い
て
い
く

 
蓮
 

何
で
ま
た

な
ん
で
す
か
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天
魔
様
の
家
の
前
に
は
門
番
が
い
ま
す
の
で
蓮
さ
ん

 
だ
と
す
ぐ
に
追
い
返
さ
れ
る
の
が
目
に
見
え
ま
す
か

 
ら

そ
れ
な
ら
ば

が
な
い
裏
道
か
ら
行
く
の
が

 
正
解
で
す
よ

 

の
底
へ
と
来
る
と

は
積
ま
れ
た
石
の
一

を

る
と
隠
し
通

が
現
れ
た

 

 

こ

ち
で
す
よ

 
蓮
 

ま
る
で

者
屋
敷
み
た
い
だ

 
そ
う
し
て
そ
の
通

を
通

て
い
く
と

の
道
へ
と
変
わ
る

い
通

を
通

て
い
く
と
先

の
方
で
光
が

れ
て
い
る
の
に
気
づ
く

 

 

着
き
ま
し
た
よ

 
そ
う
言
い

は
そ
の
先
へ
と
行
く
た
め

分
も
着
い
て
い
く
と
そ
に
は

 

 

う

ん

と
共
に

む
な
ら

う
じ

が
良

 
く
合
う
な

 

 

 
蓮
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目
の
前
で
天
魔
様
が
お

さ
ん

い
事
を

べ
な
が
ら

座

し
て

を

り
な
が
ら

う

じ

を

ん
で
い
た

と
し
て
い
た
天
魔
様
は
何
処
か
に
旅
行
し
て
い
る
よ
う
だ

 

 

風
雅
お
姉

い
や
天
魔
様

 
風
雅

ど
ひ

お
前
何
時
か
ら

て

お
前

 
隠
し
通

を
使
う
な

て
何
度
も
言

て
い
る
だ
ろ

 
う
が

 

い
た

も

く
親

い

き
方
だ

や

り

の
言
う
通
り

メ
な
天
魔
様
な
の
か
も

し
れ
な
い

 
風
雅

そ
れ
と

お
前
は
博
麗
の
小
僧
か

何
で
こ
こ
に
い

 
る
ん
だ

 
蓮
 

え

と

天
魔
様

か
ら
棒
で
は
あ
る
と

々
と

 

知
は
し
て
い
ま
す
が

 

を
つ
き

を
下

る

 
蓮
 

一

間
だ
け
で
良
い
で
す

分
に

を
し
て
下
さ

 
い
ま
せ
ん
か
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風
雅

ぶ

 
天
魔
様
が

く
と

を
か
い
て

 
風
雅

い
や
あ
の
な

教
え
る

て
言

て
も
何
に
も
な

 
い

昔
に

子

り
し
て
き
た

の
小
僧
に
も

 
じ
事
を
言

た
が
な

 
蓮
 

そ
れ

て
ま
さ
か

丸
で
す
か

 
風
雅

お
前
さ
ん

を
知

て
い
る
の
か

 
蓮
 

え

丸

大
将
軍
の

頼
朝
の
実

に
し

 
て
元

後
の
名
前
は

義
経
で
す
よ

 
そ
れ
を
聞
く
や

や
天
魔
様
は
興

あ
り

に
座

て

 
風
雅

う
あ
の

の
小
僧
は
後
世
に
名
を

し
た
と
言

 
う
の
だ
な

 
蓮
 

そ
れ
は
も
う

名
な
話
で
す
よ
外
の
世
界
の
住
人
の

 

ど
の
人
が
知

て
い
ま
す
よ

 
風
雅

そ
う
か

良
い
こ
と
を
聞
け
た
な
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ま
さ
か
そ
ん
な
に

⻑
し
て
い
た
と
は
思
い
も
し
ま

 
せ
ん
で
し
た

 

ぶ
り
か
ら
し
て

も
知

て
い
る
み
た
い
だ

ま
さ
か

的
に

名
な

丸
の
事
を

知

て
い
る
な
ん
て
少
し
感
激
し
た

 
風
雅

な

な
ら

奴
は
ど
う
な

た
か
は
分
か
る
か

 
蓮
 

知

て
い
る
限
り
で
良
い
の
な
ら
教
え
ま
す
が

 
聞
き
ま
す
か

 
風
雅

あ

頼
む

 
そ
う
し
て

分
は

で
記
さ
れ
て
い
た
義
経
の
知

て
い
る
限
り
の
事
を
話
し
た

数
々
の

波
乱
に
見
回
れ
た

が

し
た
こ
と
な
ど
も

め
て

 
風
雅

そ
う
か

あ
の
小
僧
に
は
散
々
と
気
を
つ
け
ろ
と
言

 
い
聞
か
し
た
ん
だ
が
な

 

 

本
当
な
ら

け
船
ぐ
ら
い
出
し
て
も
と
思

た
ん
で

 
す
が
そ
の
頃
は

達
も
一
番

れ
て
い
た
時

だ

 
た
ん
で
す
よ



 第十八章 平和の日常へ

 
風
雅

あ

あ
の
バ
カ
総
大
将
が
結
局
は
仮
死
状

だ

た

 
と
言
え
ど
い
な
く
な

ち
ま

た
か
ら
な

 
確
か
理
久
兎
が

り
上

た

⻤
夜
行
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な

た
ん
だ

た
か

そ
れ
な
ら
大
変

な
の
も
無
理
は
な
い
か

 
蓮
 

え

と
色
々
と
脱

し
ま
し
た
が

子

り
は

 
風
雅

う

ん

も
し
か
し
た
ら

的
な
事
か
も
し
れ
い

 
が
そ
れ
で
も
良
い
か

 
蓮
 

い
え

的
な
事
で
あ

た
と
し
て
と

分
を
見

 
つ
め

す
良
い

会
だ
と
思

て
い
ま
す

 
風
雅

分
か

た
な
ら
教
え
て
や
ろ
う

ま
ず
は

に

 
を
し
て
こ
い
そ
れ
か
ら
だ

 
蓮
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
も
う
一
度

を
下

て

を
す
る

 

 

さ
て
蓮
さ
ん

も
着
い
て
行
き
ま
す
ん
で

回
り

 
を
し
ま
し

う
か
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蓮
 

え

と
お
願
い
し
ま
す

さ
ん

 
そ
う
し
て

分
は
里
の
天
狗
達
の
元
へ
と

き

を
し
て
回
る
の
だ

た

 
怠
惰

は
い
は
い
そ
れ
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

 
ま
し
た

 
狗
神

あ

も
う
一
人
は
天
魔
だ

た
ん
だ
な

 
鈴

そ
う
い
え
ば

丸
は
後

け

定

 
怠
惰

う

ん
後

け
と
言
え
ば
そ
う
と
言
え
る
け
ど

う

 
と
言
え
ば

う
か
な

 
神
楽

と
言
い
ま
す
と

 
怠
惰

最

の

ま

理
久
兎
の
方
を
書
い
て
い
く
中
で

 
１
０
０
話
あ
た
り
に
い

て
義
経
の
事
を
少
し
見
て

 

そ
れ
で
そ
の

定
を

め
る
か

て
事
に
な

て

 
さ
だ
か
ら
こ
の
小
説
が
出
来
る
前
か
ら
は
考
え
て
は
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い
た
し
理
久
兎
の
方
で
は
後

け
み
た
い
な
感
じ
で

 
は
あ

た
り
す
る
か
ら
や
や
こ
し
い
ん
だ
よ

 
鈴

時
進
行
で
や

て
い
る
と
や
や
こ
し
い

 
怠
惰

そ
う
な
ん
だ
よ

 
狗
神

そ
う
い
え
ざ
面
霊
気
の
時
に
贈
り
物
が
ど
う
と
か
言

 

て
い
て

れ
て
い
た
が
な
ん
な
ん
だ
よ

 
怠
惰

あ

そ
れ
は

じ

ん
じ

が
じ

ん

 
神
楽

そ
れ
は

何
で
す

 
怠
惰

レ
ス
テ

あ

ち
に
も

た
か
ら
こ

ち
に

 
も
人
数
分

 
鈴

現
代
の
娯
楽

だ

 
狗
神

カ
セ

ト
と
や
ら
は

 
怠
惰

⻤
ご

こ

ラ

を
イ
ン
ス
ト

ル
し
て
あ

 
る
よ

何
時
か
あ

ち
の
後
書
き
の
子
と
や
ろ
う

 
鈴

あ
り
が
と
う

怠
惰
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神
楽

ラ

て
少
し
不
安
で
す

 
狗
神

ら
も

じ
も
ん
だ
ろ

 
怠
惰

言
え
る
わ

さ
て
と
そ
れ
じ

そ
ろ
そ
ろ
今
回
は

 
こ
こ
ま
で
に
し
よ
う
か

 
狗
神

ま
た
月

日
な

 
鈴

そ
れ
じ

者
様

 
神
楽

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た



 第十八章 平和の日常へ

 
第
２
９
８
話
 
天
魔
の
修
行

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

ス
マ

を
見
て
い
る
と
目
が
シ

ボ
シ

ボ
し
て
く
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪

魔
で
す

し
か
も
ス
ラ
ン

に
な

て
い
る
始

で
す

参

た

失

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど

う 
天
狗
の
里
に
来
て

分
は

と
共
に

回
り
を
し
て
い
た

 
蓮
 

お
願
い

し
ま
す

 
天
狗

天
魔
様
が
そ
う
お

し

る
な
ら

 
天
狗

仕
方
が
あ
る
ま
い
な

 
と
天
狗
達
は
や
は
り

所
者
特
に
人
間
が
い
る
の
が
あ
ま
り
気
に

ら
な
い
の
か

々
と

得
し
て
い
た

 

 

ご
め
ん
な
さ
い

蓮
さ
ん

 
蓮
 

い
え

分
が

所
者
の

い
な
の
は
仕
方
が
な
い
で
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す
よ

 
こ
れ
ば

か
り
は
仕
方
が
あ
る
ま
い

何
処
に
で
も

見
と
い
う
の
は

き
物
な
の
だ
か
ら

 

 

と
り
あ
え
ず
は
こ
れ
で

 
と

言

て
い
る
と

人
の
白
狼
天
狗
が
近
づ
い
て
く
る

 

 

あ

蓮
さ
ん

 
蓮
 

あ

こ
れ
は
ど
う
も

さ
ん

 
そ
れ
は

だ

た

は
ジ

と

方
を
見
て
く
る

天
狗
の
里
に

分
み
た
い
な
人
間
が
な

に
い
る
の
か

問
に
思

て
い
る
の
だ
ろ
う
か

 

 

あ

そ
う
い
え
ば

に
は

し
て
ま
せ
ん
で
し
た

 

し
ば
ら
く
蓮
さ
ん
は
天
魔
様
の
元
で

子

り

 
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
の
で
白
狼
天
狗
達
に
も
伝
え

 
て
お
い
て

え
ま
す
か

 

 

え

そ
う
な
ん
で
す
か

天
魔
様
よ
く
や
る
気
に

 
な
り
ま
し
た

 

 

え

と
て
も

し
い
事
に
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も
や
は
り
天
魔
様
の
本
当
の
性
格
を
知

て
い
る
み
た
い
だ

も
し
か
し
た
ら
こ
の
里
の

全
員
が
知

て
い
る
の
だ
ろ
う
か

 

 

ま

先

の
発
言
は
と
も
か
く
と
し
て
伝
え
て
は

 
お
き
ま
す

 

 

お
願
い
し
ま
す

さ
て
と
そ
れ
で
は
戻
り
ま
し

 
う
か
蓮
さ
ん

 
そ
う
言
い

は
そ
そ
く
さ
と
戻

て
い

た

 

 

蓮
さ
ん
も

先

に
は
お
気
を
つ
け
下
さ
い
あ
の
人

 
は
何
時
も
人
の

を

り
に
か
か
る
ん
で

 
蓮
 

え

え

と
そ
こ
は

れ
で
す
か

 

 

そ
れ
が
一
番
で
す

そ
れ
で
は

は

の

 
白
狼
達
に
も
伝
え
て
参
り
ま
す
の
で

 
そ
う
言
い

は

れ
て
い

た

と
り
あ
え
ず
は

の
後
を
追
い
天
魔
の

宅
へ
と
戻
る

 

 

遅
い
で
す
よ

 
蓮
 

す
み
ま
せ
ん
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ま

良
い
で
し

う
さ

方
で
す

 
そ
う
し
て
天
魔
の
元
へ
と
戻
る
と
先
程
と
は

て
変
わ
り
キ
リ
リ
と
し
て
い
て

と
し
た

分
が
最

に
受
け
た
印

に
戻

て
い
た

 
風
雅

さ
て

子

り
は
良
い
が
何
か
ら
教
え
る
か

 

 

そ
う
い
え
ば
先
程
に
山
の
神
の
元
に
行

て
き
た
と

 
言
い
ま
し
た
が
何
を
し
て
い
た
ん
で
す
か

 
蓮
 

え

と
実
は

月
の
間
だ
け

を

え
た
の
で

 
色
々
な
所

と
言

て
も
四

所
程
だ
と
思
い
ま
す

 
が

り
回

て
そ
こ
で

間
の
間
だ
け
住
み
込
み

 
で

子

り
を
し
て
い
ま
し
て

 
風
雅

る
程

そ
れ
で
山
の
神
の
次
に
こ
こ
に
来
た
と
言

 
う
事
か

 

 

し

か
し
霊
夢
さ
ん
は
良
く
旅
に
出
る
事
を
許
し
ま

 
し
た

 

バ
い
霊
夢
の

問
に
な
り
そ
う
だ

何
と
か
し
て

魔
化
さ
な
け
れ
ば
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蓮
 

え

え

し
い
で
す
よ

ア

ハ

ハ

 
ハ

ハ

 

 

霊
夢
さ
ん
と
何
か
あ
り
ま
し
た
か

 
蓮
 

え

ま

 

分
の

魔
化
し
演
技
が
下
手
す
ぎ
て
ア

サ
リ
と
バ
レ
た

仕
方
が
な
い
か
ら
話
す
か

 
蓮
 

え

と

こ
れ
は

人
の
話
で
す
し
記
事
に
せ
ず
そ

 
し
て
霊
夢
や

の
者
に
も

分
が
こ
こ
に
い
る
と
言

 
う
の
を
内

し
て
下
さ
る
と
言
う
の
を
約
束
し
て
く

 
れ
る
な
ら
話
を
し
ま
す

 

 

何
か

あ
り
で
す
か

 
蓮
 

え

ま

 
風
雅

良
い
だ
ろ
う
そ
こ
は

が

を

ろ
う
話
し
て
み

 
ろ

 
蓮
 

そ
う
で
す

 
こ
こ
ま
で
の
経

を

分
は
話
し
た

無

で
夢
で
見
た
あ
の
悪
夢
は
内

に
し
て
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蓮
 

て
な
感
じ
で
す

 

し

な
く
話
す
と
天
魔
様
は

れ

は
意
外
と
言
わ
ん
ば
か
り
に

い
て
い
た

 

 

あ
や
や
や

カ

ル
と
言
わ
れ
て
い
る

人

 
に

裂
が

る
の
と
は

記
事
に
出
来
た
ら

し

 
い
話
で
す
が

 
風
雅

 

 

は

ま

仕
方
な
い
で
す

 
風
雅

そ
れ
で
小
僧
は
霊
夢
と
は
仲

り
す
る
気
は
あ
る
と

 
言
う
の
か

 
蓮
 

出
来
る
の
な
ら

た
だ
せ
め
て
喧
嘩
し
て
飛
び
出
た

 

で
す
の
で
少
な
く
と
も
少
し
は
強
く
な

て
か
ら

 
戻
り
た
い
な
と

 
そ
れ
を
聞
き
風
雅
は

に
手
を
当
て
る

 
風
雅

聞
い
て
い
る
と
何
か
し
ら
別
の
理

も
あ
り
そ
う
だ

 
な

そ
れ
だ
け
で
は
強
さ
に
執
念
は
生
ま
れ
は
し
な
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い
か
ら
な

ま

そ
こ
は
聞
か
な
い
で
お
い
て
や
ろ

 
う

 
蓮
 

あ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
今
の
ち

と
し
た
話
で
天
魔
様
に
は
色
々
と
見

か
れ
て
し
ま
う
と
は
流
石
は
天
狗
達
の
⻑

だ
け
あ
り

く
的
確
に
見

い
て
き
た

 

 

え

い

た
い
ど
ん
な

 
風
雅

よ
せ

そ
こ
は

人
の
思
想
が
あ
る
ん
だ

し
か
し

 
ど
う
し
た
も
の
か

む
物
は
試
し
に

に
や
ら

 
せ
た
修
行
を
さ
せ
て
み
る
か
な

 
蓮
 

え

い

た
い
ど
ん
な
修
行
で
す
か

 

丸
に
さ
せ
た
修
行
と
は
一
体
な
ん
だ
ろ
う
か

 
風
雅

ま
ず
は

問
だ

 
蓮
 

え

 

問

て
言

て
も
何
を
す
る
と
言
う
の
だ
ろ
う
か

 
風
雅

な

に

問
と
は
言
う
が
実

に

に
さ
せ
た
み
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た
い
な

問
で
は
な
い

 
そ
う
言
い
風
雅
は

屋
の

を

る
と
色
々
な
写
真
を
出
し
て
く
る

そ
こ
に
は
天
魔
様
は

の
事
理
久
兎
や
地
底
で
会

た

々
様
萃
香
や

き
頃
の
紫
の
写
真
が
出
て
き
た

中

に
は
ル

ミ
ア
の
写
真
も

し
て
い
た

何
よ
り
も

ど
の
写
真
が
武

を

ち
何
か
と
戦
う

写
真
だ

 
風
雅

や
る
の
は
所

そ
う
だ
な
見
稽
古
だ

 
そ
う
言
い
風
雅
は

の
写
真
を
手
に

り
地
面
に

く

 
風
雅

こ
れ
は
理
久
兎
も
そ
う
だ
が

に
も
見
せ
た
事
は
な
い

 
妖
術
だ

 
と
手
を
動
か
し
呪

を

え
る

 
風
雅

妖
術
 
立
体
射

幻
術

 
そ
の
一
言
で
地
面
に
お
い
た
写
真
か
ら
目
映
い
光
が

れ
だ
す

 
蓮
 

な

な
ん
だ

 

 

あ
や
や
や
や

 
風
雅

見
て
感
じ
る
の
だ

僧
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と

風
雅
が
言
う
と
光
が

分
達
を
包
み
込
む
の
だ

た

 
怠
惰

そ
れ
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
鈴

う
ん

 
神
楽

し
か
し
怠
惰
さ
ま
大

で
す
か

 
怠
惰

は

ス
ラ
ン

に
突

し
て
て
さ

 
狗
神

し
い

 
怠
惰

も
う

が
あ
る
だ
ろ
う
と
言
わ
ん
ば
か
り
の

 
テ
ス
ト
の
出
来
に
ス
ト
レ
ス
な
の
か
何
な
の
か
は
分

 
か
ら
な
い
け
ど
前
ま
で
何
も
な
か

た
目
が
い
き
な

 
り
シ

ボ
シ

ボ
し
て
く
る
し
で
さ

 
狗
神

そ
れ
花

か

 
怠
惰

分
か
ら
ん

た
だ
ス
ラ
ン

だ
と
は
言
え
る

 
鈴

あ
り

り
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怠
惰

は

参

た

 
狗
神

度
に
休

は
と
れ
よ

 
怠
惰

分
か

て
ま
す
よ

だ
と
り
あ
え
ず
今
回
は
こ
こ

 
ま
で
に
し
よ
う
か
時
間
も
時
間
だ
し

 
神
楽

分
か
り
ま
し
た
そ
れ
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

 
い
ま
し
た

 
鈴

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く

 
狗
神

そ
ん
じ

あ
な

者
様

 
怠
惰

ま
た



 第十八章 平和の日常へ

 
第
２
９
９
話
 
古
き
記
録
の
稽
古

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

れ
目
の
た
め
の
目

を

し
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

メ
ン

ト

ル
が

に

い
て
い
て
バ
ル
ス
を
食
ら

た
か
の
よ
う
な
感
じ
で
し
た

そ
れ
は
さ
て
お

き
で
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 
天
魔
様
の
突
然
の
目
映
い
光
に
包
ま
れ
る
が
少
し
す
る
と
光
が

み
目
を
開
け
る

 
蓮
 

う

ん
こ
こ
は

 
目
を
開
け
る
と

分
は
夜
な
の
か
暗
く
見
知
ら
ぬ
高
原
に
い
た

す
ぐ
さ
ま
立
ち
上
が
り

り

を
見

す
と

 
蓮
 

あ

あ
れ

て

 
高

に
何
体
も
の
妖
怪
達
が

方
に

意
が
あ
る
か
の
よ
う
に

光
を
光
ら
せ
見
て
い
た

す

ぐ
さ
ま
神
楽
を
何
時
で
も

け
れ
る
よ
う
に
準
備
し
よ
う
と
す
る
が

 

 

待
て
小
僧



 第２９９話 古き記録の稽古

 
蓮
 

え

 

の
し
た
方
を
向
く
と
天
魔
様
が
座

て
い
た

そ
し
て
そ
の
隣
に
は

が
物

し
そ
う
に

り
を
キ

ロ
キ

ロ
と
見
回
し
て
い
た

 
蓮
 

天
魔
様

良
か

た

そ
れ
よ
り
も
こ
れ
は

 
風
雅

ず
る
な
こ
れ
は

の
幻
だ

 
蓮
 

幻

 
風
雅

あ

試
し
に
そ
こ
の
岩
に

れ
て
み
ろ

 
言
わ
れ
た
通
り
に
岩
に

れ
て
み
る
と
何
と
手
が
岩
を

通
し
た

そ
れ
よ
か
実

が
な
い
感

じ
だ

や
は
り
言
う
通
り
こ
れ
は
幻
み
た
い
だ

 

 

天
魔
様
こ
れ

て

 
風
雅

あ

達
の

⻤
夜
行
が
ま
だ
合

た
時
の
風
景
だ

 
そ
し
て
お
前
ら

を
見
て
み
ろ

 

を
向
く
と

か
が
ゆ

く
り
と
歩
い
て
く
る

そ
れ
に
続
き
無
数
に

音
が
近
づ
い
て
く

る

そ
の

間
闇
に
光
が

し
込
む

上
に
は
月
が
あ

た
事
か
ら
こ
の
風
景
は
夜
の
出
来
事

で
あ
り
そ
し
て
月
明
か
り
に

ら
さ
れ
そ
の
者
の

が

に
な
る



 第十八章 平和の日常へ

 
蓮
 

り

理
久
兎
さ
ん

 
そ
れ
は

分
が
知
る
人
物
の
理
久
兎
だ

た

 
理
 

や
れ
や
れ

遠

し
て
き
て
こ
れ
か

紫

 
紫
 

は
い

様

 
理
久
兎
の
一

で
紫
が
ス
キ
マ
か
ら
現
れ
る

し
か
も
見
て
分
か
る
の
は
紫
が
今
よ
り
も

く

し
て
い
る
と
感
じ
た

 

 

あ
の
頃
の
紫
さ
ん
は

い
で
す

 
風
雅

そ
れ
を
本
人
の
前
で
言

た
ら
焼
き
鳥
に
さ
れ
る
か

 
ら
な

 
女
性
に
は
そ
う
い

た
事
を
言
う
の
は
タ

な
た
め
言
わ
な
い
よ
う
に
心
が
け
よ
う
と
思

た 
理
 

の
数
は

 
紫
 

お
よ
そ
数

で
す
わ

方
の

力
は
お
お
よ
そ

 
で
五
千
程
で
す
が

は
こ
ち
ら
の
方
が

 

 

良
い

そ
の
方
が

し

が
あ
る
よ



 第２９９話 古き記録の稽古

 
更
に

が
す
る
と
紫
の
後
ろ
か
ら

人
の
女
性
が
出
て
く
る

人
は
地
底
で
会

た

々

様
に
そ
し
て
も
う

人
は

 
風
雅

そ
れ
に

方
に
は
お
前
が
い
る
か
ら
な

 
天
魔
様
が
い
た

し
か
も
今
よ
り
も
全
然

々
し
く
感
じ
た

 

 

い
で
す

そ
れ
よ
か

て
ま
せ
ん

 
カ
メ
ラ
を
構
え
写
真
を

て
い
る

は
そ
う
言
う
と
天
魔
様
は

間
に
シ

を

せ
て

 
風
雅

る
か
バ
カ
烏

言

て
お
く
が
あ
の
頃
の
そ
の

 
ま
ま
の

だ
か
ら
な

 
蓮
 

く
お

い
え
何
で
も
あ
り
ま
せ
ん

 
ギ
ロ
リ
と
天
魔
様
が

ん
で
き
た
た
め
す
ぐ
に

る

う

か
り

り
そ
う
に
な

て
し
ま

た

だ
が
そ
ん
な
間
に
も
幻

の
理
久
兎
達
は
楽
し
そ
う
に
笑
う
と

 
理
 

ア
ハ
ハ
ハ

な
ん
ざ
そ
こ
い
ら
の
一

力

に
も

 
過
ぎ
な
い
さ

だ
が

 
理
久
兎
は
本
か
ら
黒

と
空
紅
を
出
す
と

意
を

す
妖
怪
達
に
黒

の

先
を
向
け
て

 
理
 

は
紫
の

い
や

達
の
夢
の
た
め
に
戦
う
の
さ



 第十八章 平和の日常へ

 
だ
か
ら
お
前
ら
も

力
し
て
く
れ
よ

 
全
員

お

 
と
理
久
兎
の

⻤
夜
行
が

ぶ
と

意
を

す
妖
怪
達
が
高

か
ら
飛
び
降
り

を
向
け

を
た
て
て
襲
い
か
か
る

 
理
 

行
く

 
一
言
の
合
図
と
共
に

が
向
か

て
い

た

 
蓮
 

こ

こ
れ
が

⻤
夜
行
の
戦
い

 

 

こ

こ
ん
な
事
に
な

て
い
る
な
ん
て

 
え

そ
の

の

り
だ
と
こ
の
戦
い
を
経

し
て
い
な
い

り
み
た
い
だ

 
風
雅

あ

そ
れ
と

僧
お
前
は
そ
う
だ
な

理
久
兎
の
動

 
き
を
良
く
見
て
お
け

 
蓮
 

え

 
理
久
兎
を
探
す
と
理
久
兎
は
た

た
の

人
最
前

で
何
十

い
や
何

も
の
妖
怪
を
相

手
に
し
て
い
た

そ
の
戦
い
ぶ
り
は
一
言
で
言
え
ば
戦
神
い
や
修
羅
と
呼
べ
ば
良
い
程
の
戦
い
ぶ

り
だ

た



 第２９９話 古き記録の稽古

 

 

あ
れ
で
も
妖
怪
を
斬

た
り

た
り
し
て
い
る
の

 
に
血
を
吹
き
出
し
ま
せ
ん

 
風
雅

流
石
に
そ
れ
は
グ
ロ
く
な
る
か
ら
な

の
都
合
で
血

 
の

現
は

し
て
あ
る
だ
が
し

か
り
と
理
久
兎
は

 
妖
怪
を

り

て
て
い
る
か
ら
な

 
蓮
 

意
外
な
親

で
す

 
ま

そ
の
方
が
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
く
な
く
て

か
る
に
は

か
る
か

そ
し
て
理
久
兎
を
観

し
て
い
る
見
事
な

の
こ
な
し
で
妖
怪
達
の

撃
を

け
時
に
は
弾
き
と

り
返
し
反
撃
を
こ
な

し
て
い
き
ま
た
時
に
は
妖
怪
の

撃
を
利
用
し
た
流
し
で
カ
ウ
ン
タ

を
決
め
て
い
た

 
蓮
 

 
風
雅

ど
う
だ

僧
こ
の
戦
い
は

 
蓮
 

何
と
い
う
か

い
な

て

 
風
雅

む

何
処
が
ど
う

い
ん
だ

 
蓮
 

戦
い
方
は
そ
う
な
ん
で
す
が
何
よ
り
も
理
久
兎
さ
ん

 
は

分
の
後
ろ
で
戦
う
仲
間
に

が
進
行
し
て
来
な
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い
よ
う
に
戦

て
い
る
か
ら
あ
る
意

で
護
る
戦
い

 
を
し
て
い
る
ん
だ
な

て

 
と

く
と
風
雅
を

リ
と
笑
う

 
風
雅

そ
う
か
そ
う
感
じ
る
か

 

 

し
か
し
理
久
兎
さ
ん
が
強
い
の
は
知

て
は
い
ま
し

 
た
が
こ
こ
ま
で
と
は

 
見
て
い
る
と
も
う
妖
怪
達
の

の
山
が
出
来
上
が
り
そ
の
上
に
は
理
久
兎
が
立

て
何
か
を

ろ
う
と
し
た

間
ま
た
目
映
い
光
に
包
ま
れ
た

 

 

ま
た
で
す
か

 
蓮
 

ぐ

 

し
す
ぎ
て
ま
た
目
を

る

少
し
経
つ
と
目
映
い
光
が

む
の
を
感
じ
目
を
開
け
る
と
天
魔

様
の
家
の
居
間
に
戻

て
い
た

 
風
雅

と
ま

こ
ん
な
感
じ
だ
な

 

 

風
雅
お

 
風
雅

お
い
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ン

て

天
魔
様
タ
イ
ミ
ン
グ
悪
す
ぎ
じ

 
な
い
で
す
か

理
久
兎
さ
ん
の

利
宣
言
を
聞
け
ま

 
せ
ん
で
し
た
よ

 
風
雅

所

は
戦
い
を
見
せ
る
た
め
に
や

た
ん
だ
い
ら
な

 
い

所
は
省
く
の
み
だ

 
実

の
所

と

じ
よ
う
に

分
も
気
に
な

て
い
た
が
天
魔
様
の
言
い
分
も
正
し
い
た
め

物
言
え
な
い
の
が

い
と
こ
ろ
だ

 
風
雅

そ
れ
で

僧
は
何
か
得
れ
た
か

 
蓮
 

う

う

ん
実
感
は
な
い
で
す

 
風
雅

そ
う
か
な
ら
ば
今
か
ら
体
を
動
か
す

 
蓮
 

え

動
か
す

て
一
体
な
に
を

 
天
魔
様
は

方
を
見
る
と

カ

と
笑
う

 
風
雅

決
ま

て
る
だ
ろ
術
で
見
た
理
久
兎
の
動
き
を

 
に
と
は
言
わ
な
い
が
真

て
み
ろ
と
い
う
事
さ

ら

 
つ
い
て
来
い

僧
そ
れ
と

お
前
は

僧
が

す



 第十八章 平和の日常へ

 
る

屋
を

さ
え
て
お
い
て
く
れ

 

 

め

面
倒
な

ま

良
い
で
し

う

 
そ
う
言
い

は
外
へ
と
出
て
い
く

分
は
天
魔
様
の
後
に
続
き
外
へ
と
出
て
空
を
飛
ぶ

そ

し
て
少
し

れ
た

に
降
り
る

 
風
雅

さ
て
と
小
僧

 
蓮
 

え

な

 
天
魔
様
は
何
処
か
ら
と
も
な
く
マ
ス
ケ

ト

の

を

り
出
し

を
向
け
て
き
た

わ

悪
い

は

め
て
欲
し
い
の
だ
が

 
風
雅

今
日
は

分
だ

分
間
は
空
を
飛
ば
ず
に
こ
の

 

撃
を

け
て
み
ろ

 

じ

な
か

た
よ

体
に
着
弾
し
た
ら
死
ぬ
か
も
し
れ
な
い

 
バ
キ

ン

 

の
発

音
と
共
に
天
魔
様
に
よ
る

後
の
修
行
の
幕
開
け
と
な

た
の
だ

た



 第２９９話 古き記録の稽古

 
怠
惰

そ
れ
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す

 
狗
神

し
か
し

奴
は
昔
か
ら
あ
ん
な
事
し
て
た
の
か

 
鈴

元
か
ら
強
い
け
ど
や

り
実
戦
の

が
あ
る
よ

 

分
手

と
か
気
分
と
か
が
悪
く
な
い
な
ら
蓮
君

 
に

し
て
た
よ

理
久
兎

 
神
楽

そ
う
な
る
と
空
紅
に
焼
き
斬
ら
れ
る
ま
た
は
黒

に

 
真

二
つ

 
怠
惰

ま

そ
れ
も
見
越
し
て

し
て
く
れ
る
か
ら

 
神
楽

本
当
に
よ
く

は
無
事
で
い
ら
れ
ま
す
よ

 
狗
神

分
こ
い
つ
の
事
だ
か
ら
刀
が
折
れ
る
と
か
の

写

 
は
書
か

 
怠
惰

い
や
書
い
た
よ
黒
か
ら

た
刀
が

キ
リ
折
れ

 
た

間
と
か

に
書
い
た
よ

 
神
楽

い
や

 
鈴

あ

ま
た
神
楽
ち

ん
の
精
神
的

病
が
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狗
神

た
く
や
れ
や
れ

そ
れ
と
も
う
時
間
だ
か
ら
今
日
は

 
終
わ
ら
す

 
怠
惰

は
い
は
い
て
な
わ
け
で
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
な

 
鈴

そ
ん
じ

ま
た



 第３００話 天狗の修行

 
第
３
０
０
話
 
天
狗
の
修
行

 

の
発

と
共
に

分
の
実

修
行
が
始
ま
る

す
ぐ
さ
ま
ギ
リ
ギ
リ
着
弾
す
る
ぐ
ら
い
で

け
る
が

く

を
弾
丸
が

た

 
風
雅

ギ
リ
ギ
リ
な
回

だ
な

 
更
に

を

分
に
向
け
て
発

し
て
く
る

 
蓮
 

く

 
ま
た
回

を
す
る
が
や
は
り

を
見
て
い
る
と
狂
神
と
な

た
理
久
兎
の

に
よ
る

弾
が

裏
に
よ
ぎ
り

く
な
る

分
は

に
対
し
て
ト
ラ
ウ
マ
に
な

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い

 
風
雅

お
前
は
何
を

え
て
い
る

 
蓮
 

 
神
楽
を

刀
し
向
か

て
く
る
弾
丸
を
一
刀

断
す
る

 
風
雅

そ
ん
な
動
き
で
は
修
行
に
な
ら
ん

し

か
り
と
や

 
れ

僧

さ
も
な
く
ば
貴
様
は
す
ぐ
に
破
門
だ

 
天
魔
様
は

に
妖
力
の
玉
を

る
と

に
ぶ
ち
こ
む
と
ま
た

分
め
が
け
て
発

し
て
く
る
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蓮
 

こ
の

 
天
魔
様
の
言
う
通
り
だ

え
て
い
た
ら
何
も
得
れ
な
い
し
わ
ざ
わ
ざ

分
の
わ
が
ま
ま
た
め

に
時
間
を

い
て
く
れ
た
の
に
失

に
値
す
る

 
蓮
 

な
ん
か

く
は
な
い

 

く
は
な
い

と
た
だ

の
中
で
言
い
聞
か
せ
て

け

は
神
楽
を

る
い

弾
し
な
い
よ
う

に
動
く

 
風
雅

や

も
少
し
は
ま
と
も
に
動
け
れ
る
よ
う
に
な

た

 
な

な
ら
ば
こ
れ
は
ど
う
だ

 
天
魔
様
は

に
少
し
大
き
め
な
玉
を

り
出
す
と

を

分
で
は
な
く
空
に
向
け
て
発

す
る

 
風
雅

時
雨

 
す
る
と

上
で
玉
が

ま
る
と
そ
の
玉
か
ら
無
数
の
追

弾
が
飛
ん
で
き
た

 
蓮
 

 
す
ぐ
に
走
り
だ
し
時
雨
を

け
て
い
く
が
ま
だ
ま
だ
追

弾
は
飛
ん
で
く
る

こ
ん
な
時
に
理

久
兎
な
ら
ど
う
す
る
の
だ
ろ
う
か

天
魔
様
の
力
で
見
た
映

の
理
久
兎
は
刀
だ
け
で
は
な
く
相
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手
を

に
し
て

撃
を

い
だ
り
ま
た
近
く
の
岩
を
経

し
て

動
を

 
蓮
 

そ
う
だ

 
も
し
か
し
た
ら
と
一

考
え
行
動
に

す

撃
を

け
な
が
ら
近
く
の

に
近
づ
き

を

に
見
立
て
て

り

り
の

用
で

か
ら

へ
と

し
て
追

弾
を

け
る

 
風
雅

う
良
い
動
き
だ

 
こ
れ
な
ら
ば
た
だ
走
る
よ
り
も

く

動
が
出
来
な
お
か
つ

の

に

に
力
を
込
め
る
だ

け
で
良
い
た
め
無

な
体
力
を

せ
ず

く
楽
だ

神
楽
を
す
ぐ
に

け
れ
る
よ
う
に
構
え
次

の

へ
と

し
た

に

を

の

へ
と
当
て
そ
し
て
バ

よ
う
に
曲

て
一
気
に
天
魔
様

へ
と
向
か
い
神
楽
を

刀
し
て
斬
り
か
か
る

 
ギ
ン

 
だ
が
天
魔
様
は

で

分
の
一

刀
を

さ
え

け
た

 
風
雅

良
い
じ

な
い
か

 
と
言
う
と

分
を
は
じ
き
飛
ば
す

ま
だ
来
る
か
と
思

て
い
る
と
天
魔
様
は

を
下
ろ
す

と

時
に
追

弾
も
一

で

え
た

 
風
雅

そ
ろ
そ
ろ
時
間
だ
今
日
は
こ
こ
ま
で
に
し
よ
う
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言
わ
れ
て
気
づ
く
が
も
う

分
は
経
過
し
て
い
る
の
か

 
蓮
 

は
い

 
神
楽
を

め
返
事
を
す
る
と
天
魔
様
は

リ
と
笑
う

 
風
雅

最

は

す
ぎ
て
ギ

イ
動
き
で
不
安
に
な

 

た
が

中
か
ら
良
い
動
き
に
な

た
か
ら
良
か

  
蓮
 

ア
ハ
ハ

天
魔
様
は
ト
ラ
ウ
マ

い
え

い
物

 
て
あ
り
ま
す
か

 
風
雅

何

 
蓮
 

は

が

い
で
す

数

月
前
に
狂
神
と
な

 
た
理
久
兎
さ
ん
に

で
撃
た
れ
て
し
ま

て
そ
の
時

 
か
ら

手
で

 
天
魔
様
は

に
手
を
当
て
て
考
え
る
と

分
を
見
て

 
風
雅

そ
う
だ
な

は
な
い
な
そ
ん
な
の
は
た
だ

 
蓮
 

た
だ
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風
雅

時
々
思
う
の
だ

は
天
狗
達
の
⻑
と
し
て
し

か
り

 
と
や
れ
て
い
る
の
か
と
な

狂
者
と
な

た

狛
達

 
の
襲
撃
か
ら
よ
り
一

に
考
え
さ
せ
ら
れ
る
あ
の
時

 
も
し

え
撃
て
と
言
わ
な
け
れ
ば

は
少
な
か

 
た
か
も
し
れ
な
い
か
ら
な

 
あ
の
時
の
事
件
を
少
し
気
に
し
て
い
る
み
た
い
だ

 
蓮
 

分
は
そ
ん
な
事
を
言
う

格
は
な
い
か
も
し
れ

 
ま
せ
ん
が
天
魔
様
は
し

か
り
と
や

て
い
ま
す
よ

 

の
時
も
天
魔
様
が

み
た
い
に
言

て
い
ま
し

 
た
し

 
そ
れ
を
聞
く
と
天
魔
様
は

を

ば
せ
る

 
風
雅

そ
う
か

す
ま
ん
な
教
え
て
く
れ
て

の
た
め
に
も

 
し

か
り
と
し
な
け
れ
ば
な

そ
れ
と

僧

 
蓮
 

は
い

 
風
雅

い
ト
ラ
ウ
マ

そ
ん
な
の
生
き
て
い
れ
ば

ず
し



 第十八章 平和の日常へ

 
も
あ
る
の
だ
し
か
し
そ
れ
を
ど
う

す
る
か
そ
れ

 
と
も
全
て
を
投

て
て
逃

る
か
の
ど
ち
ら
か
の

 
選
択

し
か
な
い
そ
れ
を

々
と
覚
え
て
お
け
よ

 
逃

る
か

一

あ
の
夢
の
言

が

裏
に
過

た

逃

た
先
に
は
何
が
あ
る
の
か

ら
く
そ
の
結

は

い
や
た
だ
の
考
え
す
ぎ
だ
と
思
い
た
い

 
蓮
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
風
雅

さ
て
と
こ
ん
な

気

い
話
は

め
に
し
て
帰
る
か

 

も
帰

て
明
日
の
書

を
さ

さ
と

け
た
い

 
し
な

 
蓮
 

分
か
り
ま
し
た

 
そ
う
し
て
天
狗
の
里
へ
と
戻
る
と

が
近
づ
い
て
き
た

 

 

天
魔
様
そ
れ
に
蓮
さ
ん

 
風
雅

か
ど
う
だ
見
つ
け
た
か

 

 

え

ま
り
す
る

屋
が
あ
り
ま
し
た
よ

 

分
が

間
お
世
話
に
な
る

屋
を
見
つ
け
れ
た
み
た
い
だ

最
悪
は
野

と
も
考
え
て
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い
た
た
め
あ
り
が
た
い
限
り
だ

 
蓮
 

因
み
に
そ
れ

て
何
処
に

 

 

え

と

理
久
兎
さ
ん
が
昔
に
使

て
い
た
小
屋
で

 
す
か

 
風
雅

あ
そ
こ
か

 
昔
に
理
久
兎
が
使

て
い
た
小
屋
か

ど
ん
な
所
な
の
か
少
し
気
に
な
る

 

 

た
だ
少
し

れ
て
い
る
の
で
大
変
で
す
が

 
蓮
 

い
え
良
い
で
す
よ

わ
ざ
わ
ざ
用
意
し
て
下
さ

た

 
の
で
す
か
ら
そ
こ
を
使
わ
せ
て
く
だ
さ
い

 
風
雅

決
ま
り
だ
な

 

 

分
か
り
ま
し
た
な
ら
着
い
て
き
て
く
だ
さ
い

 
そ
う
言
い

は
空
へ
と
飛
び
立
つ

分
は
天
魔
様
の
方
を
向
き

を
下

る

 
蓮
 

そ
れ
で
は
天
魔
様
今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

 
た
ま
た
明
日
も
お
願
い

し
ま
す

 
風
雅

ま

何
だ
精
一

教
え
て
や
る
さ
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と

言

て
い
る
と
上
空
に
い
る

が

を
張
り
上

て

 

 

く
来
て
く
だ
さ
い
よ

 
蓮
 

あ

と
と
そ
れ
で
は

 
も
う
一
度

を

リ
と
下

て
空
へ
と
飛
び
立
ち

の
後
に
続
く

そ
う
し
て
里
か
ら
少
し

れ
た
場
所
へ
と
降
り
る
と
そ
こ
に
は
少
し
小
さ
め
な
一

家
が
あ

た

 

 

こ

ち
で
す
よ

 
中
へ
と

る
と
そ
こ
は

間
と
そ
の
先
に
一

屋
と
い
う
シ
ン

ル
な
構

で

人
ぐ
ら
し

な
ら
全
然
事

り
る

屋
だ
と
思

た

 
蓮
 

こ
こ
に
理
久
兎
さ
ん
達
は

 

に
は
何

か

が

か
れ
そ
の
中
に

狛
と
耶
狛
の
名
前
が

ら
れ
て
い
た

ま

間

い

な
く
こ
こ
に
住
ん
で
い
た
と
い
う
の
が
分
か

た

 

 

布

は

し

れ
に
あ
り
ま
す
の
で
使

て
下
さ
い

 

理
は
食

な
ど
を
後
で

て
き
ま
す
の
で

 
を
お
願
い
で
き
ま
す
か

 
蓮
 

構
い
ま
せ
ん
よ
そ
の
ぐ
ら
い
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分
か
り
ま
し
た

そ
れ
で
は
食

等
を

て
き
ま

 
す

 
そ
う
言
い

は
里
へ
と
戻

て
い

た

人

た

分
は

の

な
ど
を

れ
な
が
ら

 
蓮
 

強
く
な
ら
な
き

な

 
と

人
そ
う

く
の
だ

た

 
怠
惰

て
な

で
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
ご
ざ
い
ま
す

 
神
楽

は
い

 
鈴

そ
れ
よ
り
も
風
雅
さ
ん

て

に
よ
る

撃
が

 
な
の

 
怠
惰

ま

そ
う
だ

式
火

い
や
マ
ス
ケ

ト

 

を
発

ま
た
は
隠
し
て
あ
る

で

撃
で
き
る
よ

 
う
に
な

て
る
よ

 
狗
神

近

と
中

は

で
遠

は

撃
と

が
な
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い
な

 
怠
惰

そ
う
風
雅
の
戦
闘
ス
タ
イ
ル
は

が
な
い
の
が
強
み

 
な
の
さ
し
か
も
近
づ
い
て
く
る
バ
カ
に
は
能
力
に
よ

 
る

力
で

殺
さ
れ
る
と

も

で
あ

た

 
り
と
結
構

い
ん
だ
よ

た
だ

念
な

物
女
か
つ

 
野
武
士
だ
け
ど

 
神
楽

野
武
士

て

 
鈴

女
性
に
言

た
ら
絶
対
に

ば
れ
な
い

だ

 
怠
惰

ま

で
も
実

に
そ
う
な
ん
だ
か
ら
仕
方
な
い

 
狗
神

お
い
お
い

定
し
て
や
れ
よ
製

者

 
怠
惰

ア
ハ
ハ

さ
て
さ
て
そ
ろ
そ
ろ
時
間
で
す
し
こ
こ
ま

 
で
に

し
ま
し

う
か

 
神
楽

そ
う
で
す

そ
れ
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

 
い
ま
し
た

 
鈴

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
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狗
神

そ
ん
じ

あ
な

 
怠
惰

ば
い
ば
い
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第
３
０
１
話
 
先
祖
の
記
録

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

が

ら
れ
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

見
て
み
た
所

は

無
し
で

と
し
ま
し
た

気
が

な
く

休
み
を

え
ら
れ
そ
う
で
す

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど

う 
天
魔
様
の
元
で
修
行
す
る
こ
と

日
目
へ
と
突

す
る

今
日
は
天
魔
様
の
実

修
行
の
後

に
見
せ
た
い
も
の
が
あ
る
と
の
事
で

⻑
し
て
天
魔
様
の
家
に
来
て
い
た

 
蓮
 

そ
れ
で
何
を
教
え
て
く
れ
る
の
で
す
か

 
風
雅

そ
う

る
な
今
日
お
前
に
見
せ
る
の
は
理
久
兎
を
語

 
る

物
を
倒
し
た

の
映

だ

 

 

あ
れ
そ
ん
な
ん
見
せ
る

て
あ
り
ま
す
か

 
風
雅

大
い
に
あ
る
そ
れ
に

僧
に
も
少
な
か
ら
ず
関
係
す

 
る
話
だ
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関
係
す
る

て
一
体
ど
う
い
う
事
だ
ろ
う
か

 
風
雅

お
前
の
先
祖
は
安

晴
明
で
合

て
は
い
る
な

 
蓮
 

え

 
何

に
晴
明
さ
ん
と

分
の
事
を
聞
い
て
く
る
の
だ
ろ
う
か

 
風
雅

こ
れ
は
理
久
兎
と
晴
明
が
出
会

た
記
憶
で
も
あ
る

 
と
言

た
ら

 
蓮
 

え

 
そ
れ
は

い
気
に
な
る

夢
で
あ

た
時
も
理
久
兎
と
共
に

け
に
来
て
く
れ
て
な
お
か
つ
理

久
兎
が
可
笑
し
く
な

た
時
も
気
に
か
け
て
い
た
り
と
し
て
い
て
友
と
ま
で
語
る
ぐ
ら
い
だ

そ

ん
な

人
は
ど
ん
な
出
会
い
を
し
た
の
か
が
気
に
な
る

 
風
雅

今
回
は

と
い

て
も
何
時
も
と
何
ら
し
ら
変
わ
り

 
は
し
な
い
が
し

か
り
と
見
て
お
く
の
だ

 

 

了
解

 
蓮
 

さ
ん
ご

で
す

 

 

そ
れ
は
そ
う
で
す
よ
こ
の
時
の

は
ま
だ

か

た
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の
で

行
で
き
て
は
い
ま
せ
ん
か
ら

 
そ
れ
は
意
外
だ

道
理
で

の
会
話
は

と
い

た
感
じ
と
思

て
い
た
が
本
格
的
に
は
知

ら
な
か

た
の
な
ら
良
く
分
か
る

 
風
雅

お
前
等

構
え
て
お
け
よ

 
そ
う
言
い
天
魔
様
は
術
を

え
た

 
風
雅

妖
術
 
立
体
射

幻
術

 
と

え
る
と
こ
の
数
日
間
で

れ
て
き
て
い
た
光
に
包
ま
れ
た
の
だ

た

光
が

む
と
そ

こ
は
暗
い
空
の
元
だ

た

 
蓮
 

こ
こ
が

 
風
雅

あ

そ
う
だ

 
天
魔
様
が

で
場
所
を

す
と
そ
こ
か
ら
大
き
な

間
が
開
い
て
い
き
そ
こ
か
ら
⻤
子

神
の

々
を

に
萃
香
に

義
そ
し
て
そ
の
後
ろ
か
ら
は

ろ

ろ
と
妖
怪
が
出
て
歩
い
て
い

く 
蓮
 

す

い

 
風
雅

こ
の
頃
は

番
の
全

だ

た
か
ら
な
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こ
の
何
日
間
か
は
天
魔
様
に
よ

て
色
々
な
風
景
を
見
せ
て
も
ら

た
が
こ
れ
ま
で
見
た
な
か

で
も
一
番
の
光
景
だ

な
に
せ
見
よ
う
見
間

い
が
な
い

で
見
た
幻
想

⻤
夜
行
の

そ
の

も
の
な
の
だ
か
ら

妖
怪
達
は
里
の
門
へ
と
向
か
う
と
閉
め
ら
れ
て
い
る
門
を
ぶ
ち
破
り
突
撃
し

て
い

た

 
蓮
 

あ
れ
で
も
あ
の
集
落

て
人
の

ま
さ
か

 
風
雅

い
い
や

う

あ
の
集
落
は
元
は
人
間
の
物
だ

た

 
み
た
い
だ
が
妖
怪
達
に
よ

て

さ
れ
た
場
所
だ

 
そ
れ
に
言

た
ろ
理
久
兎
の

物
を
退
治
す
る
と

 
と
言
う
と
今
度
は
無
数
の
天
狗
達
が
空
を
飛
び

う
と
一

に
地
上
へ
と
突
撃
し
て
行

た

 

 

や

り
こ
れ
を
見
て
い
る
と

も
行
き
た
か

た

 
な

 
蓮
 

え

さ
ん
は
参

し
て
い
な
い
ん
で
す
か

 

 

え

こ
の
頃
は
ま
だ
ま
だ

か

た
も
の
で

 
こ
れ
ま
で
知

て
い
る
よ
う
な
感
じ
と
は
思

た
が
そ
う
い
う
事
か

は
こ
れ
ま
で
の
戦

に
参

し
て
は
い
な
か

た
の
だ
な



 第十八章 平和の日常へ

 
風
雅

さ
て
と
場
面
を

す

 
そ
う
言
い
天
魔
様
は
ぶ
つ
ぶ
つ
と
術
を

え
る
と
光
景
が
変
わ
り
今
度
は

場
の
中

に
な

た

そ
こ
で
は
理
久
兎
を

に
各
々
の
妖
怪
達
が
集
ま

て
い
た

 
風
雅

さ
て
と
こ
れ
か
ら
が
大

め
の
戦
い
に
な
る
か
ら
な

 
し

か
り
と
見
て
お
く
の
だ

 
と
言

て
い
る
と
理
久
兎
達
は

動
を
開
始
す
る

天
魔
様
は
ま
た
術
を

え
る
と
今
度
は

薄
暗
く
明
か
り
が

る

暗
い
場
所
に
来
た

り
を
見

す
と
数

く
の
人
間
達
が
ぐ

た
り

と
し
て

に

て
い

た

 
蓮
 

こ
れ
は

 

 

あ
れ

て

 

の

し

す
方
向
を
見
る
と
そ
こ
に
は

を
引
き
裂
か
れ

と
な

て
い
る
少
女
が
い
た

し
か
も

は
丸
い

色
に
な

て
い
て
少
し

紫
色
に
な
り
つ
つ
あ

た

し
か
も
あ
の
少
女
は

分
の
知

て
い
る
者
に
近
か

た

 
蓮
 

せ

晴
明
さ
ん

 

れ
も
な
く
あ
れ
は
晴
明
だ

し
か
も
夢
で
見
た
と
き
よ
り
も
断
然

い

だ

た

し
か
も
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そ
の
少
し
先
に
は
白
い

が
妖
怪
達
に

き
に
さ
れ
て
い
た

 
蓮
 

あ
の
こ
れ
間

て
ま
せ
ん
よ

 
風
雅

い
や
間

て
は
い
な
い
当
時
の
晴
明
は

か

た

 
か
ら
な

あ
の
男
に
出
会
う
ま
で
は
な

 
と
言

て
い
る
と
バ
キ

ン
と
い
う
音
が

内
で
鳴
り

く
と
白
い

を

き
に
し
て

い
た
妖
怪
が

倒
れ
た

更
に
続
い
て
ま
た
バ
キ

ン
と
音
が
聞
こ
え
る
と
ま
た

倒
れ

る

す
る
と

り

か
ら

ろ

ろ
と
妖
怪
達
を
従
え
て
理
久
兎
が

て
き
た

 

 

お

い
で
す

し
か
し
こ
う
し
て
見
る
と

ン

 
ガ
イ
さ
ん
や

々
様
も

分
と

く
見
え
ま
す
よ

  
風
雅

分
だ
せ
が

い
み
た
い
な
言
い
方
を
す
る
な

 
蓮
 

し
か
し
こ
れ
を
見
て
い
る
と
理
久
兎
さ
ん
は
あ
る
意

 

で

達
の
一
族
を

て
く
れ
た
ん
で
す
よ

 
も
し
も
こ
の
時
に
理
久
兎
達
が
来
な
け
れ
ば

分
達
の
一
族
は
い
な
か

た
の
か
も
し
れ
な

い

そ
う
思
う
と
因

と
は
面
白
い
も
の
で
も
あ
る
し

い
も
の
と
思
え
た

す
る
と
晴
明
と
晴
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明
を

さ
え
つ
け
て
い
た
妖
怪
は

間
へ
と
落
ち
て
い

た

何
処
に
と
思

て
い
る
と

さ
え

て
い
た
妖
怪
は

の

へ
と
落

こ
と
さ
れ
晴
明
は
理
久
兎
の

に

き

え
ら
れ
る
と
理
久

兎
は

の

ト
を
着
せ
る

 

 

こ
う
見
る
と
イ
ケ
メ
ン
で
す
が
中

が

念
な
ん
で

 
す
よ

理
久
兎
さ
ん

て

 
風
雅

ま

奴
の
良
い
と
こ
ろ
で
も
あ
る
が
な

 
そ
ん
な
事
を
言

て
い
る
と
理
久
兎
達
は

物
達
と
の
軍

と

戦
を
始
め
た

 
風
雅

ま

と
も
か
く
見
て
お
け
小
僧

今
回
の
理
久
兎
は

 
少
々
だ
が

者
共
に
キ
レ
て
い
る
か
ら
な

 
と
言
わ
れ
理
久
兎
を
中
心
に
戦
う
風
雅
や

々
を
見
る

風
雅
は
見
事
な
ま
で
に

く

の
な
い
動
き
で

物
を

倒
し

々
は

み
な
フ

ト

ク
と
⻤
な
ら
で
は
の
力
で

物

を

倒
す
る

そ
し
て

心
の
理
久
兎
は
目
に
見
え
ぬ

度
で

物
の

を

り
落
と
し
た

 
風
雅

今
の
動
き
見
た
か

 
蓮
 

え

目
に
見
え
ぬ
一

に
よ
る

り

い
で

り
落

 
と
し
ま
し
た

そ
れ
に
相
手
は
ま
る
で

を

り
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落
と
さ
れ
た
事
に
全
く
気
づ
い
て
は
い
ま
せ
ん

 
風
雅

あ

奴
は
ま
だ

分
の

が
あ
る
と
思

て
い
る

 
か
ら
な

だ
が

 
と
言
い
か
け
る
と
理
久
兎
の

物
は

の

が

り
落
と
さ
れ
た
事
に
気
づ
き
絶

し
た

 
風
雅

あ

い

た
強
者
を
演
じ
る

者
は
何
か
し
ら
の
事

 
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に

勢
は
崩
れ
る
も
の
だ

 
も
う
そ
こ
か
ら
は
理
久
兎
の
な
す
ま
ま
に
斬
ら
れ
続
け

物
は

き

び
な
が
ら

と

願

を
し
た
が
理
久
兎
は
許
す
こ
と
な
く
最
後
は
空
紅
の
炎
で
包
ま
れ

物
は

と
な

て

り
に

散

て
い

た

 
風
雅

さ
て
と

 
目
映
い
光
が
包
み
込
む
と

分
達
は
元
の
場
所
へ
と
戻

た

 
風
雅

こ
う
い

た
事
件
か
ら
理
久
兎
と
晴
明
は
友
に
な

 
た

だ
な

 
蓮
 

し
か
し
何

に
晴
明
さ
ん
は

処
に

 
風
雅

後
か
ら
聞
い
た
話
だ
が
ど
う
や
ら
晴
明
よ
り
も

分
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が
高
い
者
か
ら
理
久
兎
達

物

ま

本
物
の

等

 
も
そ
う
だ
が
退
治
の
依
頼
が
あ

た
み
た
い
だ
侵

 
に

し
た
の
は
良
い
も
の
の
結

は
ご

の
あ
り

 
さ
ま
だ

当
時
か
ら
最
強
と
は
言

て
も
そ
ん
な
も

 
の
所

は
人
間
相
手
の
式
神

負
は
た
ま
た
都
に
出

 
た
下

妖
怪
を
相
手
に
し
て
い
れ
ば
そ
う
言
わ
れ
る

 
の
も

し
方
が
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
な

 

 

だ
け
ど

女
は
理
久
兎
さ
ん
に
出
会

た
事
で

 
の

か
さ
を
知

た

そ
し
て
後
に
正
真
正

妖
怪

 
達
か
ら
も

れ
ら
れ
る
本
物
の
陰
陽

と
し
て
活

 
し
た
ん
で
す
よ

そ
の
手
の
情
報
は
度
々
と
流
れ
て

 
き
ま
し
た
か
ら

 
こ
う
し
て
見
る
と

分
の
一
族
は
理
久
兎
に
世
話
に
な
り

な
し
な
の
だ
な
と
思

た

も

し
理
久
兎
が
何
か
に

た
ら

け
た
い
な
と
思

た

 
風
雅

さ
て
そ
れ
じ

問
は
終
わ

た
し
次
は
実
技
に
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る

小
僧
準
備
し
て
お
け
よ

 
蓮
 

は
い

 

 

張

て
下
さ
い

 
そ
う
し
て

分
は
天
魔
の

の
元
に
修
行
を
始
め
る
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
そ
う
ろ
う

 
狗
神

何
だ
そ
の
言
い
方
は

 
怠
惰

気
に
し
な
い
で

 
鈴

は

こ
の
頃
の
晴
明
ち

ん
は
見
て
ら
ん
な
い

 
神
楽

そ
う
い
え
ば
鈴

さ
ん
は
出
て
ま
せ
ん

 
鈴

そ
れ

晴
明
ち

ん

た
ら

い
ん
だ
よ

よ
り

 
に
も
よ

て

の
式
神

を

屋
に

れ
て
い
く
し

 

ど
家
事
し
て
た
か
ら
こ
の
頃
は
出
番
な
い
し

 
狗
神

そ
れ
が
準
レ
ギ

ラ

か
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怠
惰

あ
の
頃
は
鈴

の
事
は
考
え
て
い
た
け
れ
ど
正
確
に

 
出
す
か
は
悩
ん
で
い
た
ら
し
い
よ

出
さ
な
か

た

 
な
ら
伝
言

の

々

ま
り
で
出
番
な
か

た
し

 
鈴

ち

と
中
の
人
を

り
飛
ば
し
て
く
る
よ

 
神
楽

え

 
怠
惰

め
ろ
そ
し
た
ら

に
も

が
出
る
ん
だ

 
鈴

都
合

 
狗
神

や

て
来
い
鈴

 
怠
惰

マ
ジ
で

め
な
い
と

な
し
で
ロ
ボ
ト
ミ

手
術

 
す
る

 
鈴

こ
れ

だ
よ

 
怠
惰

た
く

や
れ
や
れ
さ
て
と
そ
れ
じ

そ
ろ
そ
ろ
今
回

 
は
終
わ
り
ま
す
か

 
狗
神

ち

そ
ん
じ

今
回
は
こ
こ
ま
で
な

 
神
楽

今
の

ち

て

え

と
そ
れ
で
は

者
様



 第３０１話 先祖の記録

 
鈴

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く

 
怠
惰

そ
ん
じ

サ
ラ
バ
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第
３
０
２
話
 
天
狗
の
修
行
を
終
え
て

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
バ
イ
オ
２

が
思

て
い
た
よ
り
も

い
と
感
じ
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪

魔
で
す

そ
れ
よ
か

り

れ
が
あ

た
り
タ
イ
ラ
ン
ト
と
⻤
ご

こ
し
た
り
と
今
は
良
い
で
す

が
ラ
ジ

ン

時
代
を
生
き

い
た
昔
の
人
は

い
な
と
思
い
ま
し
た

さ
て
そ
れ
で
は
そ
ろ

そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 
天
魔
様
の
元
で
の
修
行
が
最
終
日
と
な

た
こ
の
日

分
は
天
魔
様
を
相
手
に
最
後
の
組
手

を
行

て
い
た

 
風
雅

も

と

も

と
だ

 
蓮
 

 

を
一

た
り
と
も
生
じ
さ
せ
る
こ
と
な
い
よ
う
な
電
光
石
火
と
言
わ
ん
ば
か
り
の

い
動

き
で

さ
れ
る

だ
が
そ
ん
な

撃
の
中
で
も

分
は
不
思
議
と

で
い
ら
れ
て
い
た

 
蓮
 
何
処
か
に

は
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何
処
か
し
ら
に

ず

が
あ
る
と
思
い
な
が
ら
探
し
て
い
た

 
風
雅

い

 

を
構
え
す
ぐ
さ
ま
発

し
て
く
る
が
神
楽
で
弾
き
ま
た
は

け
る

発
の

撃
を

ぐ

と
天
魔
様
は

の
弾

に
妖
力
を

え
る
と

 
風
雅

時
雨

 
今
度
は

に
大
き
な
弾
幕
が
現
れ
る
と

上
に
発

す
る
と
無
数
の

ミ
ン
グ
弾
が
襲
い

か
か
る

 
蓮
 

 
こ
れ
ま
で
の
天
魔
様
の
修
行
を
通
し
て

ん
だ
地

に
よ
る
戦
法
を
利
用
し

へ
と

し

か
ら

へ
と

ジ

ン

の

用
で

動
し
て
追

弾
を
回

す
る

そ
し
て

分
は
気
づ
い

た 
蓮
 

そ
う
か

 
一

の
出
来
事
だ

た
が
見
つ
け
た

天
魔
様
の

撃
方
法
は

に

を

体
と
す
る
戦
法
に

で
の
近

戦
闘
を
得
意
と
す
る
が
近

戦
闘
は

を
撃

て

発
で
仕

け
て
く
る

し
か
し
よ
く
観

を
す
る
と

を

発
ま
た
は

ジ
か
ら
の

ミ
ン
グ
シ

ト
も
と
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い
時
雨
を

発
撃
つ
と
す
ぐ
に

リ
ロ

ド
を
し
て
い
た

つ
ま
り
そ
れ
が
一

の

に
な
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か

 
風
雅

も
う
一
発
い
く

 
先
程
と

様
に

に
大
き
な

ル
ギ

弾
を
準
備
し
上
空
へ
と
構
え
る
と

 
風
雅

時
雨

 
引
き

を
引
き

が
鳴
る
と
ま
た
無
数
の
追

弾
幕
が
襲
い
か
か

て
く
る

 
蓮
 

今
だ

 

か
ら

へ
と

し

ミ
ン
グ
を
回

し
て
い
く

そ
し
て
天
魔
様
が
弾

に
手
を

れ

た
一
気
に
間
合
い
を

め
る

 
風
雅

な

 
す
ぐ
に
天
魔
様
は
後
ろ
へ
と
後
退
す
る
が
空
か
さ
ず
斬
撃
波
を
放
つ

 
風
雅

め
る
な

 

を
し
ま
い

を
ど
こ
か
ら
と
も
な
く

り
出
す
と
斬
撃
波
を

ち

す
が
そ
の
ま
ま
勢
い
に

て
天
魔
様
へ
と
ま
た
斬
り
か
か
る

 
風
雅

や
る
な

だ
が
遅
い
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天
魔
様
も

分

様
に
大
き
な

を

向
か

て
く
る

ら
く
今
の

分
で
ら
天
魔
様
の

高

動
に
つ
い
て
は
い
け
な
い

何
と
し
て
と
こ
こ
で
ケ
リ
を
つ
け
な
け
れ
ば

斬
る
と
思
わ

せ
て
神
楽
の

か
ら
手
を

す

 
風
雅

な

血
迷

た
か

 
一

の
動

に
よ
り
少
し
天
魔
様
が
動
き
が

た
そ
の

間

 
蓮
 

嘘
技
 
化
か
し
狐
だ
ま
し

 

に
座
す

を
高

で
引
き

き
天
魔
様
が

を

つ
手
の

に

刀
術

を

ち
込
む

 
風
雅

ぐ

 

に
手
を

か
ら

し

分
の
す
ぐ

を
通
り
す
ぎ
よ
う
と
し
た
が
手
か
ら

し
落
ち
て
い

く
神
楽
の

を

逆
手
で

ち
回
転

り
を
放
つ

 
蓮
 

で
り

 
ギ
ン

 
だ
が
天
魔
様
も

に

を
地
面
に

し

分
の
回
転

り
を

い
だ

す
る
と
天
魔
様
は

リ
と
笑
う

 
風
雅

フ
ハ
ハ

見
事
だ

僧
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こ
の
状
況
を

す
る
に
神
楽
を
し
ま

て
も
良
い
だ
ろ
う

神
楽
を

に

め
て

に
戻
す
と

天
魔
様
も

を

つ

 
風
雅

ま
さ
か

処
で
刀
を
フ

イ
ク
に
使
う
と
は
思
わ
な

 
か

た

 
蓮
 

天
魔
様
は

よ
り
も
格
別
に

い
で
す
か
ら

一
度

 
現
れ
た
こ
の

を
逃
す
わ
け
に
は
い
か
な
か

た

 
も
の
で

 
風
雅

る
程
そ
の

け
に
お
前
は

た
わ
け
か
良
い
状

 
況
判
断
能
力
だ

も
そ
ん
な

け
引
き
は
得
意
だ

 

た
が
お
前
も
ま
た

じ
だ
な

 
蓮
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 

め
ら
れ
る
の
は

に

し
い
も
の
だ

特
に
こ
う
い

た

分
よ
り
も
⻑
く
生
き
て
い
る

者
か
ら
の

は
格
別
だ

 
風
雅

し
か
し
こ
の

間
よ
く

張

た
な

し
て

僧

 
お
前
は
旅
立
つ
の
だ
ろ
う
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蓮
 

は
い
そ
の
つ
も
り
で
す
最
後

り
に
は
理
久
兎
さ
ん

 
の
元
で
修
行
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す

 
風
雅

そ
う
か

奴
の
元
で
の
修
行
か

言
え
る
こ
と
は

 
死
ぬ
ん
じ

な
い

奴
の
修
行
は
紫

く
で

 
結
構
キ
ツ
イ
ら
し
い
か
ら
な

 
諏
訪
子
の
時
も
そ
う
だ
が
一
体
ど
ん
な
修
行
を
さ
せ
て
き
た
ん
だ
ろ
う
か

正

な
話
で

く

な

て
く
る

 
風
雅

そ
れ
と

が
お
前
に
ど
う
こ
う
と
言
う
わ
け
で
は
な

 
い
が
霊
夢
と
は
出
来
る
限
り

く
で

り
を
戻
す
の

 
だ

 
蓮
 

え

え

 
天
魔
様
の
言
う
通
り

り
を
戻
す
せ
る
よ
う
に

張
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
な

こ
の
ま
ま

喧
嘩
を
続
行
さ
せ
る
の
も

ず
か
し
い
し

 
風
雅

さ
て
と
あ
ま
り
お
前
を

る
の
も
良
く
な
い
な

 
蓮
 

天
魔
様
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
そ
れ
と

さ
ん
も
お
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世
話
に
な
り
ま
し
た

 
と

言
い

を
下

そ
し
て
上
空
を
見
上

る
と
空
か
ら

が

き
な
が
ら
降
り
て
く
る

 

 

な

れ

蓮
さ
ん
ど
う
や

て

 
蓮
 

何
と
な
く
別
な
者
の
妖
力
を
感
じ
た
の
で

 
そ
れ
を
聞
い
た

は

い
て

ま

て
い
た

 
風
雅

フ
ハ
ハ
ハ

や
は
り
お
前
は
面
白
い
男
だ

 
蓮
 

え

そ
れ
で
は
お
二
方
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
も
う
一
度

を
下

て

分
は

人
に

を
向
け
な
が
ら
こ
の
場
か
ら
去
る
の
だ

た

 

 

そ
れ
と
気
に
な

た
ん
で
す
が
そ
の

の

弾
数
は

 
確
か
今
は

発
で
し
た
よ

 
風
雅

う
る
さ
い
そ
の
ぐ
ら
い
の
ハ
ン

は
当
た
り
前
だ

 
そ
れ
に

は
そ
こ
は

め
て
は
い
な
い

 

 

あ
や
や
や
確
か
に
そ
う
で
す

 
た
め

を

き

ツ
リ
と

 
風
雅

し
か
し
あ
の

僧
こ
の
ま
ま

え
れ
ば

は

く



 第３０２話 天狗の修行を終えて

 
に
越
え
る
実
力
者
に
な
る
だ
ろ
う
な

 
そ
ん
な
事
を

い
て
い
る
の
を
蓮
は
知
る
よ
し
も
な
か

た
の
だ

た

そ
う
し
て
蓮
は
風
雅

と
の
修
行
を
終
え
て
ま
た
山
を
ひ
た
す
ら
歩
く

 
蓮
 

う

ん
次
は
ど
う
し
よ
う
か
な

 
ま
だ

間
は
あ
る
が
ど
う
し
よ
う
か

間
は
理
久
兎
の
所
で
使
い
た
い
た
め
ま
た
別

の

か
に

を
受
け
た
い
所
な
の
だ
が

そ
ん
な
事
を
考
え
な
が
ら
蓮
は
無
意
識
に
歩
き
続
け

た

そ
の
結

 
蓮
 

こ
こ

何
処

 
道
に
迷

て
し
ま

た

無
意
識
に
歩
き
続
け
た
た
め
に
ど
の
道
か
ら
来
て
何
処
か
ら
帰

て

き
た
の
か
ま

た
く
分
か
ら
な
い

分
か
る
の
は
た
だ

 
蓮
 

こ
れ

て

か
な

 
最
悪
は
飛
べ
ば
帰
れ
る
が
そ
れ
だ
と
何
か
し
ら
の
出
会
い
を
逃
し
て
し
ま
い
そ
う
だ
し

そ
れ

に
も
う

時
は
当
に
過
ぎ
て
い
る

を

り
た
い
と
こ
ろ
だ
が
人
里
に
行

て
霊
夢
に
近

し
い
友
人
に
会
う
と
そ
れ
は
そ
れ
で
気
ま
づ
い
し
ど
う
し
よ
う
か
な

 
蓮
 

も
う
少
し
散
策
す
る
か
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そ
う
思
い
も
う
少
し
歩
き
続
け
る
こ
と
数
時
間
後

 
蓮
 

さ

く
な

て
き
た
な

 

り
が
底

え
す
る

さ
に
ま
で
な

て
き
た

よ
く
見
て
み
る
と
薄
暗
く
な

て
い
る
し
吹

雪
に
な

て
る
し
危
険
過
ぎ
る
気
が
し
て
な
ら
な
い

 
蓮
 

や

バ
イ
か
な
流
石
に
こ
れ
は

 
下
手
し
た
ら
危
険
と
判
断
し
飛
ん
で
守
矢
神
社
ま
で
行
こ
う
と
思

た
そ
の
時

 
蓮
 

ん

あ
れ
は

 
空
を
見
上

る
と
そ
こ
に
は
大
き
な
布

を

て
空
を

ば
た
く
大
き
な

を
見
つ
け
る

し
か
も
飛
び
方
が
少
し
異
常
な
気
が
し
た

 
蓮
 

布

人

物

こ
れ
は
何
か
し
ら
の
事
が
あ
る
か

 
も
し
れ
な
い

 
も
し
か
し
た
ら
と
思
い
大

の
後
に
続
い
て
飛
ぶ

く
飛
ん
で
い
る
と

 
蓮
 

本
当
に
こ
れ

バ
イ
か
も

 
休

な
し
に
飛
び
続
け
食
事
や

分

を
と

て
い
な
い
か
ら
体
力
を

わ
れ
続
け
更
に
最

悪
な
の
は
こ
の
天

だ

吹
雪
に
濃
霧
ま
で
あ
る
始

そ
し
て
依
然
と
し
て
前
を
飛
ぶ
大

は



 第３０２話 天狗の修行を終えて

降
り
る
気

が
な
い
し
も
し
か
し
た
ら
こ
こ
が

分
の
墓
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
ま
で
思
え
て

き
た

 
蓮
 

も

も
う
限
界

 
飛
ぶ
の
も
限
界
と
な
り
ま

逆
さ
ま
に
落
ち
る

落
ち
て
雪
が

た
い
感
じ
が
来
る
の
か
と

思

た
ら
そ
ん
な
事
は
な
い

気
力
を

り

て
目
を
開
け
る
と
そ
こ
は
天
界
に
近
い
楽
園
が

が

て
い
た

 
蓮
 

あ

死
ん
だ
ん
だ

せ
め
て
霊
夢
に

り
た
か

た

 
か
な

 
と

き
蓮
は
気
絶
し
た
の
だ

た

す
る
と
そ
の
数

後
に

 

 

ど
う
し
た
の
よ

え

こ
れ

て

 

の
大

に

れ
て
こ
さ
せ
ら
れ
た
者
は
倒
れ
た
蓮
を
見
て

を
し
た
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す

 
鈴

ま
さ
か
次
の
登
場
人
物

て
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怠
惰

さ

だ
ろ
う

 
狗
神

し
か
し
吹
雪
の
中
を
大

が
飛
ぶ
光
景
が
想

つ
か

 

な

 
神
楽

が

り
そ
う
で
す
も
ん

 
怠
惰

そ
う
だ
よ

そ
れ
思
う
わ

で
も

だ
と
普
通

 
に
飛
ん
で
い
る
ん
だ
け
ど

 
鈴

い

も
う
そ
れ

え
出
し
て
る
よ

 
怠
惰

だ

て
最
後
の

て
言

て
る
時

で
知

て

 
い
る
方
は
知

て
い
る
か
ら

 
狗
神

お
い
お
い

 
神
楽

ア
ハ
ハ
怠
惰
さ
ん
ら
し
い
で
す

 
怠
惰

ま

さ
て
と
そ
れ
じ

そ
ろ
そ
ろ
お
時
間
だ
し

 
今
回
は
こ
こ
ま
で
か
な

 
神
楽

そ
れ
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
鈴

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く



 第３０２話 天狗の修行を終えて

 
狗
神

そ
ん
じ

あ
な
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第
３
０
３
話
 
行
き
倒
れ
た
先
は
仙
人
の
屋
敷

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
何
時
か
番
外
編
で
後
書
き

当
の
子
達
と

な
り
娯
楽
し
て
い
る

所
を
書
こ
う
か
と
悩
ん
で
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

ま

し
て
い
る
所
を
書
く
と
な

る
と
千
ち

ん
狗
神
神
楽
鈴

で
キ

キ

殺
人
⻤
さ
ら
逃

回
る
所
を
書
く
事
に

な
る
の
か
な
と
思

て
い
ま
す

さ
て
こ
ん
な
話
も
あ
れ
な
の
で
本
編
へ
ど
う

 
蓮
が
行
き
倒
れ
る
数
時
間
前
に

り
こ
こ
博
麗
神
社
で
は

 
霧
雨

よ

久
々
に
遊
び
に
来
た

 
魔
理
沙
が
遊
び
に
や

て
来
た

だ
が
霊
夢
が
見
当
た
ら
ず
キ

ロ
キ

ロ
と

り
を
見

す 
霧
雨

あ
れ

大
体
何
時
も
な
ら
縁

に
い
る
と
思

た
ん

 
だ
が
な

 
つ
い

間
程
前
の
こ
こ
ろ
の
宴
会
の

に
も
霊
夢
は
蓮
と
喧
嘩
別
れ
し
た
と
か
で
元
気
が
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な
く
し
か
も
当
の
本
人
の
蓮
も
宴
会
に
来
て
い
な
い
と
言
う
異

の
事

に
な

て
い
る

 
霧
雨

お

い
霊
夢

い
な
い
の
か

 
縁

か
ら

屋
へ
と

る

 
霧
雨

霊

む

 
そ
し
て
魔
理
沙
は
見
て
し
ま
う

 
霊
夢

蓮
が
１
２
０
０
人

蓮
が
１
２
０
１
人

 
暗
く
少
し
匂
う

屋
の
中

に
敷
か
れ
て
い
る
布

の
上
に
情
け
な
く
座

て
い
る
友
人
の

ま
る
で

術
に
で
も
か
か

て
い
る
の
か
う
わ
言
の
よ
う
に
喧
嘩
別
れ
し
た
蓮
を
１
０
０
０

人

で
数
え
て
い
た

 
霧
雨

お

お
い
霊
夢
し

か
り
し
ろ

 

ぐ
ら
を

み

を
よ
く
確
認
す
る
と
え
ら
く
酒

い

り
を
見

す
と
酒

が
何

か
転

が

て
い
た

ら
く
や
け
酒
し
て
や
が

た
の
が
用
意
に
分
か
る

し
か
も

色
が

え
て
な

く
少
し

み
が

か

て
お
り
目
の
下
に
は
大
き
な

が
出
来
て
い
た

 
霊
夢

蓮
が

 
霧
雨

い
い

に
し
ろ
霊
夢
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バ

ン

 

発
ひ

き
吹

飛
ば
す

す
る
と
霊
夢
は
ゆ

く
り
と
立
ち
上
が
る

 
霊
夢

痛
い
わ

何
な
の
よ

て
魔
理
沙

 
霧
雨

も

戻

て
き
た

 
と
そ
ん
な
蓮
シ

ク
が
起
き
て
い
て
日
が
経
つ
に
つ
れ
て
霊
夢
が
可
笑
し
く
な

て
い
る
一

方
で
蓮
は
と
言
う
と

 
蓮
 

あ
れ
こ
こ
は

 

分
は
見
た
こ
と
な
い

原
に
立

て
い
た

先
を
見
る
と

が
あ
り
そ
の
向
こ
う
に
は

 
蓮
 

ば

ち

ん

 
そ
の
向
こ
う
に
は
死
ん
だ

の

ち

ん
も
と
い
祖

が
い
た

 
祖

蓮
や
こ

ち
に
来
て
は

メ
よ

 
ど
う
い
う
意

だ
ろ
う
か

だ
が
そ
れ
を
知
る
事
も
な
く
目
の
前
が
真

白
に
な

た

光
が

れ
目
を
開
け
る
と
真

先
に

界
に

た
の
は
見

れ
な
い
天

そ
し
て

分
は
布

に

か
さ
れ
て
い
る
の
に
気
が
つ
く

 
蓮
 

こ
こ
は
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起
き
上
が
り

り
を
見
て
み
る
と

 

 
 

・

 
大

 

・

・

 
大

 

 

 

・
・

 
ど
う
や
ら

分
は
動
物
園
に
来
て
し
ま

た
の
か
も
し
れ
な
い

現
に

り
に
は
大

だ

た

り

だ

た
り

だ

た
り

数

の
動
物
が
い
る
の
だ
か
ら

さ
し
ず
め

分
は
今
日
の

な
の
か
も
し
れ
な
い
と
思

て
し
ま
う

い
や
実

本
当
に

か
も
し
れ
な
い

す
る
と

 

 

や

と
起
き
ま
し
た
か

 
蓮
 

え

あ

貴
女
は

 

が
し
た
方
向
を
見
る
と
そ
こ
に
は

を
包

で
ぐ
る
ぐ
る

き
に
な

て
い
る

が
特

的
な
女
性
が
見
え
る

そ
れ
は
間

い
な
く

華
扇
だ

 
蓮
 

華
扇
さ
ん

華
扇
さ
ん
こ
そ
ど
う
し
て
こ
こ
に
い

 
る
の
で
す
か

 
華
扇

い
や
そ
れ

が
言
い
た
い

な
ん
だ
け
ど
そ
れ
に
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こ
こ
は

の
住
み
か
よ

 
蓮
 

え

こ
ん
な

吹
雪
の
山

あ
れ

 

を

く
と

吹
雪
だ

た

の
外
は

ら
し
い

か
な
世
界
に
な

て
い
る

 
華
扇

こ
こ
よ
り
少
し
出
れ
ば

吹
雪
で
す
で
す
が
そ
れ
だ

 
と
動
物
達
や

も
住
み
に
く
い
で
す
か
ら

 
蓮
 

な

る
程

 
華
扇

そ
れ
で

普
通
は

れ
な
い
こ
ん
な
場
所
に
ど
う
や

 

て
来
た
の
か
し
ら

 
蓮
 

え

と

吹
雪
の
中
を
飛
ん
で
い
る
大

を
見
つ

 
け
て
し
か
も
人

物
の
風

敷
を

て
い
る
事
を

 

し
て

か
い
る
と
思

た
も
の
で
後
を

け
た

 
ら

て
感
じ
で
す
か

 
そ
れ
を
聞
い
た
華
扇
は

の

楽
気
分
な

情
の
大

を
見
る
と
た
め

を

く

 
華
扇

ま

た
く

田
は

お
つ
か
い
も
間

て
る
し
で

 
ま
だ
ま
だ

そ
う
い
え
ば
蓮
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蓮
 

何
で
し

う
か

 
華
扇

こ
れ
あ
く
ま
で

で
し
か
聞
い
て
な
い
ん
だ
け
れ
ど

 
霊
夢
と
喧
嘩
別
れ
し
た
ん
で
す

て

 
そ
れ
を
聞
か
れ
ギ

と
し
た

も
う
流
石
に

ま

て
い
る
か

 
蓮
 

え

え

ま

 
華
扇

意
外
に
も
人
間
ら
し
い
わ

 
蓮
 

い
や
ハ
ハ
ハ

 
と

笑

て
い
る
と
突
然

 
ギ

 
蓮
 

あ

 

の
音
が
鳴

て
し
ま

た
人
前
で

ず
か
し
い
限
り
だ

華
扇
は
ク
ス
リ
と
笑
う
と

 
華
扇

待

て
て
下
さ
い
今
ご

を
お

ち
し
ま
す

 
そ
う
言
い

屋
を
出
て
い

た

そ
し
て

か
ら
外
を

め
て
考
え
る

華
扇
は

分
よ
り
も

⻑
生
き
を
し
て
い
る
し
何
よ
り
も
仙
人
な
の
な
ら
そ
れ
相

に
修
行
を

て
き
た
と
い
う
事

そ
れ
な
ら
ば

メ
元
で

を
し
て
く
れ
な
い
か
頼
ん
で
み
よ
う
か
と

そ
う
し
て

く
待
つ
と
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華
扇
は

を

て
く
る

 
華
扇

で
き
ま
し
た
よ

 

の

を
開
け
る
と

が
上
が
り

心
が
出
て
き
た

く

し
そ
う
だ

 
蓮
 

い

い
た
だ
き
ま
す

 
出
さ
れ
た

心
を
人
か
じ
り
す
る
と

し
さ
で

が

こ
ろ
ぶ

 
蓮
 

し
い
で
す

 
華
扇

気
に

て
く
れ
た
の
な
ら

い
で
す

 
そ
う
し
て
出
さ
れ
た

心
を
食
べ
つ
つ

分
の

間
に
つ
い
て
会
話
し
な
が
ら
食
事
を
し

て
い
き
食
事
を
終
え
る
と
も
う
大
満

だ

 
蓮
 

ご
ち
そ
う
様
で
し
た

 
華
扇

お

様
で
す

さ
て
と
蓮
さ
ん
下
界
ま
で
お

り

 
し
ま
す
よ

 
そ
う
言
い
立
ち
上
が
る
が

分
は
立
ち
上
が
ら
ず
ジ

と
華
扇
を
見
て

を
下

る

 
蓮
 

華
扇
さ
ん
と
て
も
失

か
と
思
い
ま
す
が
言
わ
せ
て

 
く
だ
さ
い

間
だ
け
で
良
い
で
す

の

を
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か

て
出
て
く
れ
ま
せ
ん
か

 
華
扇

え

え

 
蓮
 

え

と
無
理
で
し

う
か

 
華
扇

ン

い
え
問

は
あ
り
ま
せ
ん
で
す
が

 

で
良
い
の
で
す
か
そ
れ
よ
り
も
何

間
な
の

 
か
そ
れ
ら
の
理

説
明
を
お
願
い
し
ま
す

 
蓮
 

お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

 
そ
う
し
て
何

に

間
な
の
か

ま
た
ど
う
し
て
こ
う
し
た
経

に
な

た
の
か

問
さ

れ
る
度
に
事

か
く
説
明
を
す
る

 
蓮
 

と
い
う

で
し
て

 
華
扇

る
程

 
ジ

と
見
て
た
め

を

く

 
華
扇

や

り

よ
り
も

な
ら

が
い
る

で

 
す
し
お
引

 
や
は
り
無
理
そ
う
だ

お
断
り
の
返
事
を
華
扇
が
言
い
か
け
た
そ
の
時
だ

た

元
の
式
神
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を

し
て
い
る

ケ

ト
が

れ
る

す
る
と

 
鈴

そ
の
話
ち

と
待

た

 
蓮
 

す

鈴

 
華
扇

な

何
で
貴
女
が

 
鈴

ん

久
々
だ

華
扇
ち

ん

 

人
の
今
の

か
ら
し
て
こ
の

人
は
知
り
合
い
な
の
か

 
華
扇

貴
女
は
晴
明
の
式
神
の

な
ら
何
で

 
鈴

そ
れ
は

が
そ
の
晴
明
の
子

だ
か
ら
だ
よ

 
そ
れ
を
聞
い
た
華
扇
は

い
た

で

分
の

を
見
る

 
華
扇

何
処
か
で
感
じ
た
こ
の
気

の
正
体
は
そ
う
い
う
事

 
だ

た
の

 
鈴

因
み
に
昔
の

を

め
て

か
ら
も

を
し
て

 
く
れ
な
い
か
な

 
華
扇

む

無
理
で
す
よ

に
は

そ
う
言
う
の
は
理
久
兎

 
さ
ん
と
か
の

あ



 第３０３話 行き倒れた先は仙人の屋敷

 
鈴

理
久
兎
が
何
だ

て

何
な
ら

華
扇
ち

ん

 
の
秘

を
今
こ
こ
で
蓮
君
に
大

し
て
も

 
サ

と
華
扇
の

が
真

に
な
る

に
や

て
い
る
事
が

な
の
だ
が
そ
れ
よ
か

理
久
兎
と
も
知
り
合
い
な
の
か

だ
が
と
り
あ
え
ず
鈴

を

め
な
け
れ
ば

 
蓮
 

鈴

そ
こ
ま
で
し
て

に
な

て
も
ら
い
た
い

 

じ

な
い
よ
華
扇
さ
ん
ご
迷

を
お
か
け
し
ま
し

 
た

 

リ
と

を
下

て

す
る

 
華
扇

い

い
え

鈴

そ
の
晴
明
は
天

を
全
う
し
た
の

 
か
し
ら

 
鈴

う
ん
し

か
り
と

命
ま
で
生
き
た
よ

 
華
扇

そ
う

そ
れ
が
聞
け
て
よ
か

た
わ

 

リ
と
華
扇
は

笑
む
と

分
の

に
手
を

せ
て

 
華
扇

が
教
え
れ
る
事
な
ん
て
な
い
か
も
し
れ
な
い
で
す

 
が
構
い
ま
せ
ん
か
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蓮
 

い

良
い
ん
で
す
か

 
華
扇

ま

間
ぐ
ら
い
な
ら

 
蓮
 

あ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
も
う
一
度

を
下

る

す
る
と
鈴

は

 
鈴

そ
れ
じ

は

す
る

 
華
扇

鈴

 
鈴

ん

 
華
扇

久
々
に
会
え
て
良
か

た
で
す

 
鈴

も
だ
よ
華
扇
ち

ん

 
そ
う
言
い
鈴

は
式
神

に
戻

て
い

た

 
華
扇

さ
て
引
き
受
け
た

上
は
そ
れ
相

に
し
ま
す
よ

 
蓮
 

望
む
所
で
す

 
そ
う
し
て

間
の
間

華
扇
の
元
で
修
行
を
す
る
事
が
決
ま

た
の
だ

た
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怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
鈴

や

り
華
扇
ち

ん
だ
よ

 
怠
惰

え

ま

大

と
か

と
か
で
分
か
る
人
は
い
た

 
か
と
は
思
う
け
ど

 
神
楽

で
も
こ
の
人

て
確
か

 
怠
惰

ま

前
の
外
伝

で
も
話
し
た
と
は
思
う
け
れ
ど
華

 
扇
ち

ん
は
本
当
は

て
の
は
あ
く
ま
で
ま
だ
ま

 
だ
二
次

に

ま
れ
て
い
て
原

だ
と

分
ま
だ

 
語
ら
れ
て
も
い
な
い
ん
じ

な
い
か
な

 
狗
神

分

て
お
い
お
い

て
ん
じ

な
い
の
か

 
よ

 
怠
惰

い
た
い
ん
だ
け
ど

う
暇
が
こ
こ
最
近
な
く
て

 
そ
れ
に

い
に
行

た
の
に

れ
で
な
か

た

 
り
と
中
々

え
な
く

て
さ

傲
慢
の
リ
ア
ル
に
で

 
も
頼
ん
で
こ
れ
ま
で
の
ツ
ケ
を

で
返
上
さ
せ
て
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わ
せ
よ
う
か
と
も
悩
ん
で
い
る
ん
だ
け
ど

 
神
楽

仲
が
良
い
ん
で
す

 
怠
惰

ま

高

時
代
か
ら
仲
の
良
か

た
奴
の

人
だ
し

  
鈴

そ
れ
よ
り
も
ツ
ケ

て
何
を

し
て
る
の

 
怠
惰

何

て

そ
こ
は
ヒ
・
ミ
・
ツ

世
の
中
に
は
知
ら

 
な
く
て
も
良
い
こ
と
が

山
あ
る
か
ら
さ

 
鈴

い
大
人
の
事
情
だ
そ
れ

 
狗
神

そ
れ
よ
り
も
時
間
を
と
う
に
過
ぎ
て
る

 
怠
惰

え

あ

本
当
だ
そ
れ
じ

今
日
は
こ
の

で
終
わ

 
り
ま
す
か

 
狗
神

は
い
よ
そ
ん
じ

ま
た
月

も
よ
ろ
し
く
な

 
鈴

そ
れ
じ

あ

 
神
楽

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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第
３
０
４
話
 
華
扇
の
修
行
方
法

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
下

の

り
に

内
炎
が
出
来
て
激
痛
が
走
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔

で
す

し
か
も
最
悪
な
事
に

方
に
あ
る
た
め

共
に
激
痛
が
走

て
ま
す

何

こ
ん

な
目
に

失

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
妖
怪
の
山
の
一

の
と
あ
る
秘

 
蓮
 

 

が
流
れ
る
こ
の
場
所
で

分
は

行
を
し
て
い
た

た
だ
今
回
は

分
だ
け
で
は
な
い

 
鈴

く
し

 
狗
神

何

に

等
ま
で

 
神
楽

心

滅

 

分
の
式
神
達

人
も
修
行
に
参

い
や
参

さ
せ
た

そ
の

は
と
い
う
と

 
華
扇

ど
う
で
す
か
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華
扇

そ
う
で
す
か

 
参

す
る
事
と
な

た
の
は
華
扇
が
言

た
か
ら
だ

何
で
も

分
が
す
る
の
は

分
の
強
化

は

だ
が
何
よ
り
も
式
神
達
と
心
を
通
わ
せ
る
た
め
だ
と
か

 
華
扇

狗
神
さ
ん
集
中
を
し
て
下
さ
い

 
狗
神

あ

ん

 
蓮
 

狗
神
お
座
り

 
狗
神

ぐ

小
僧
が
覚
え
て
お
け
よ

 
立

て
華
扇
に

議
し
よ
う
と
す
る
狗
神
を
座
ら
せ
る

そ
う
し
て

に

た
れ
る
こ
と
約

時
間
が
経
過
す
る

 
華
扇

そ
ろ
そ
ろ
そ
の

に
し
ま
し

う
か

 
狗
神

け

こ
ん
な
事
し
て
意

あ
ん
の
か
よ

 
華
扇

え

大
い
に
あ
り
ま
す
よ

蓮
さ
ん
の
強
化
は

 
で
す
が
そ
れ
と
平
行
し
て
貴
女
方
の
強
化
も
し
て
い

 
き
た
い
で
す
か
ら
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神
楽

強
化
と
言

て
も
何
処
を

 
鈴

分
だ
け
ど

が
上
手
く
と
れ
て
い
な
い
と
か

 
華
扇
は

に
手
を
当
て
て

分
達
を
見
る

そ
し
て

を
開
く
と

 
華
扇

貴
女
方
は
何

に
蓮
さ
ん
の
式
神
に
な

た
の
で
す

 
か

そ
し
て
ど
う
し
て
蓮
さ
ん
に

力
を

 
狗
神

決
ま

て
る
こ
い
つ
を
食
い
殺
す

会
を
う
か
が

 
て
い
る
か
ら
だ

 
鈴

晴
明
ち

ん
に
頼
ま
れ
た
か
ら
か
な

 
神
楽

は
蓮
さ
ん
の
力
に
な
り
た
い
か
ら
で
す
か

 
華
扇

思
考
が
バ
ラ
バ
ラ

目

に
使
命
に

義

は
こ

 
の

会
に
蓮
さ
ん
と
貴
女
達
の

が
り
を
少
し
強
化

 
し
た
い
と

は
思

て
い
る
の
よ
こ
の
子
達
と

み

 
た
い
に

 
そ
う
言
い
華
扇
は
手
を
出
す
と
大

の
確
か
久

だ

た
か
が

に

ま
る
と
華
扇
の

に
す

り

る
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狗
神

け

下
ら
な
い

は
そ
ん
な

れ
合
い
等
不

な
ら

 
今
こ
こ
で
小
僧
を

て
も
良
い
ん
だ

 

を
向
け
て

分
に
向
か

て

て
く
る

 
蓮
 

い

狗
神
お
座
り

 
狗
神

小
僧
そ
ん
な
命

に
従
う
と
思

て
い
る
の
か

 
と
か
何
と
か
言

て
い
る
が
無
意
識
に
従

て
座

て
い
る

 
鈴

フ

 
神
楽

い

狗
神
様

 
狗
神

な
ん

だ

 
気
づ
い
た
の
か
狗
神
は
す
ぐ
さ
ま
立
ち
上
が
る

 
華
扇

む
ど
う
や
ら
⻑
く
居
す
ぎ
た
せ
い
で
思
考
は
許
し

 
て
い
な
く
て
も
本
能
は
許
し
て
し
ま

て
い
る
み
た

 
い
で
す

 
狗
神

に
分

し
て
ん
じ

よ

 
こ
れ
が
ツ
ン

レ
な
の
だ
ろ
う
か

い
や
狗
神
な
ら

ン
キ

レ
略
し
て

ン

レ
な
の
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か

ま

ど
ち
ら
に
せ
よ
現

で

を

て
い
る
の
は

分
と
言
う
の
は
分
か

た

 
華
扇

そ
れ
に
貴
女
方
も
少
し
ず
つ
気
づ
い
て
き
て
い
る

 
で
す
よ
蓮
さ
ん
が
強
く
な

て
い
る
中
で
貴
女
方
は

 
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
事
を

特
に
狗
神
さ
ん

 
神
楽

え

え

と

 
狗
神

ち

 
鈴

当
た

て
る

 
そ
れ
を
言
わ
れ
た

人
は

い

を
し
た

ま
さ
か
そ
ん
な
事
を
思

て
い
た
と
は
思
い
も

し
な
か

た

 
華
扇

で
す
か
ら

ン
ス
で
は
な
い
で
す
か

な
ら
ば

 
理
久
兎
さ
ん
に
は

ば
な
い
と
は
思
い
ま
す
が
そ
の

 
潜

的
な
力
を
少
し
ぐ
ら
い
な
ら
引
き
出
せ
れ
ま
す

 
よ

 
狗
神

な
ら
ど
う
す
る
ん
だ
よ

 
華
扇

そ
の
た
め
に
修
行
を
す
る
ん
で
す
よ
貴
女
達
の

が
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り
を
強
く
す
る
の
が

と
し
て
の
目

で
す
か
ら

 
そ
う
言
う
と
華
扇
は
手
を

く
と

む
ら
か
ら
無
数
の
動
物
達
が
出
て
く
る

そ
の
中
に
は
小

さ
な
龍
の

や
電
気
を
纏
う

の
よ
う
は
小
さ
な
生
き
物
と
様
々
だ

 
華
扇

蓮
さ
ん
は
そ
こ
か
ら
動
か
ず
そ
の
ま
ま

行
を
し
続

 
け
て
下
さ
い

三
方
に
は
こ
の
子
達
の

撃
か
ら
蓮

 
さ
ん
を
守

て
頂
き
ま
す

 
鈴

つ
ま
り
タ

フ

ン
ス

て
事
だ
よ

 
狗
神

る
程

つ
ま
り
向
か

て
く
る
奴
を

き

せ
ば

 
良
い
ん
だ
な
分
か
り
や
す
い

 
神
楽

蓮
さ
ん
は
安
心
し
て

行
を
し
て
い
て
下
さ
い

 
何
か

い
不
安
に
な

て
き
た
な

本
当
に
大

な
の
だ
ろ
う
か

だ
が

人
を

じ
な

い

に
は
い
か
な
い

ず

と
戦

て
き
た
友
で
あ
り
仲
間
な
の
だ
か
ら

 
蓮
 

分
か

た

人
共
よ
ろ
し
く

 
華
扇

そ
れ
で
は
ル

ル
を
話
し
ま
す
先
程
に
も
言

た
通

 
り

の
動
物
達
が
蓮
さ
ん
に
襲
い
か
か
り
ま
す
の
で
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そ
れ
を
そ
う
で
す

試
し
に

分
守
り
き

て

 
下
さ
い
無

そ
の

分
間
の
間
に
動
物
達
は
奇
襲

 
に
強
行
な
ど
を
仕

け
ま
す
の
で
ご
了

を

そ
れ

 
で
は
始
め

 
そ
の
一
言
を
合
図
に

分
は
目
を
閉
じ
て
集
中
し
て

行
を
行
う

そ
し
て
蓮
を
守
る

人

は 
狗
神

よ

し

何
処
か
ら
で
も
来
な

 
大

が

 
大

が

分
を
通
り
す
ぎ
蓮
へ
と
目

け
て
突
進
す
る
が
す
ぐ
さ
ま

の
後
ろ
首
を

む
と
空

へ
と
放
り
投

る

 
狗
神

無

し
て
ん
じ

よ

科
動
物

 

と

み
合

て
い
る
と
空
か
ら

の
大

が

空
し
て
蓮
へ
と

撃
を
仕

け
て
き
た

 
鈴

さ
せ
な
い
よ

 

し
た
鈴

が
向
か

て
く
る

の
大

を

り
飛
ば
し
地
面
へ
と

き
つ
け
る

す

る
と
電
気
を
纏
う

み
た
い
な
生
物
が

む
ら
か
ら
飛
び
出
す
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鈴

獣

 

獣
は

電
さ
れ
て
い
る
電
撃
を
小
僧
へ
と
放

た

 
神
楽

さ
せ
ま
せ
ん

 

の

を
刃
に
変
え
神
楽
は

る
と
電
撃
は
神
楽
へ
と
方
向
を
変
え
神
楽
に

撃
す
る

 
神
楽

ぐ

き
ま
せ
ん

 
狗
神

良
く
や

た

 

を

さ
え
な
が
ら

し
て
い
る
と

の
上
か
ら
妙
な
音
が
聞
こ
え
る

何
事
か
と
思
え
ば

か
ら
丸

が
流
れ
て
き
て
い
た

 
狗
神

ち

 

を
退
か
し
小
僧
を
守
ろ
う
と
動
こ
う
と
す
る
が

に
前
へ
と

ら
れ
動
き
を
封
じ
ら
れ
る

 
狗
神

ど
け

 

を

り
飛
ば
し
向
か
お
う
と
す
る
が
こ
の
ま
ま
じ

間
に
合
わ
な
い

 
鈴

 
狗
神

あ

 
鈴

の

に

ま
る
と
鈴

は
小
僧
の
方
へ
と
回
転

り
で

分
を
吹

飛
ば
す

そ
し
て
小
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僧
へ
と
丸

が
当
た
ろ
う
と
し
た

間
に
グ

パ
ン

で
丸

を
弾
き
飛
ば
す

 
狗
神

し

 
だ
が
丸

を
弾
い
た

を

て
小
さ
い
龍
が

分
目

け
て
突
進
し
て
き
た

 
神
楽

行

て

 
だ
が
神
楽
の
分
霊
が

分
の
前
へ
と

り
龍
の
突
進

撃
を

ぐ

 
狗
神

す
ま
な
い
神
楽

 
神
楽

は
い

 
そ
う
し
て

人
は
蓮
を
守
る
た
め
に
動
物
達
の

を

い
で
い
く

そ
れ
を
遠
く
で
華
扇

は
見
守

て
い
た

 
華
扇

良
い

い
の
性
格
を
知

た
上
で
の
戦
い

 
方
そ
し
て
蓮
も

人
を

じ
て
い
る

や

り
面

 
白
い

 
と

ツ
リ
と

く
の
だ

た

そ
う
し
て

分
が
経
過
す
る

 
華
扇

お

れ
様
で
す
蓮
さ
ん
も
来
て
く
だ
さ
い

 
蓮
 

あ

は
い
分
か
り
ま
し
た
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か
ら
出
て
体
を

ば
し
て

の
元
へ
と
向
か
う

 
狗
神

守
り
き

た

 
神
楽

え

 
鈴

ど
や

 

人
は

あ
り

に
言
う

確
か
に
守
り
き
れ
た
か
ら
セ

フ
だ
と
思

た
が
華
扇
は
ク

ス
リ
と
笑
う

 
華
扇

そ
う
で
す

不
合
格
で
す

 
狗
神

何

 
蓮
 

何
で
な
ん
で
す
か

 
華
扇

何
で
か
と
言
う
と
蓮
さ
ん
後
ろ
を
向
い
て
く
だ
さ
い

 
と

言
わ
れ

中
を
見
せ
る

 
狗
神

な

 
蓮
 

え

な

 

中
の

に

が

き

い
て
い
た

に

た
れ
す
ぎ
て
痛
覚
が

て
い
た
の
か
気
づ
か

な
か

た



 第３０４話 華扇の修行方法

 
華
扇

達

は

さ
や

さ
に

い
で
す

に

の

 

が

た
く
て
動
け
ず

き

く
だ
け
で
し
た

 
で
す
が
こ
れ
が

行
で
な
か

た
の
な
ら
こ
の

が

 

の
動
物
じ

な
か

た
ら
蓮
さ
ん
に
危

を

ん

 
で
い
ま
す
よ

 
狗
神

刺
客
か

 
鈴

こ
れ
は
参

た
よ

 
神
楽

し

ご
ざ
い
ま
せ
ん

 

人
は
参

た
と
い

た

情
を
し
た

だ
が
こ
れ
は

分
も
悪
い
の
は
事
実
だ

 
華
扇

ま
ず

人
の
反
省

は
予

が

り
な
い
事
で
す

 
そ
れ
と
蓮
さ
ん
貴
方
も
た
だ

に

た
れ
ボ

と
し

 
て
い
る
の
で
は
な
く

り
の
気
を
探

て
み
て
下
さ

 
い
そ
う
す
れ
ば
刺
客
も
す
ぐ

知
で
き
ま
す
よ

 
蓮
 

は
い

 
華
扇

そ
う
落
ち
込
ま
な
い
で
下
さ
い

し
も
最

は
こ
ん
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な
も
の
で
す
よ

 
正

な
話
で

し
い
と
思

た

そ
れ
は

の

人
も

じ
な
の
か
少
し

し
そ
う
だ

 
蓮
 

次
は
上
手
く
い
く
と

は

じ
ま
す

 
狗
神

け

負
け
る
の
は
ご
め
ん
だ

 
鈴

だ

 
神
楽

え

 
華
扇

そ
の

で
す
よ

 
そ
う
し
て

分
達
は
思
い
を

つ
に
華
扇
の
修
行
を
受
け
る
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
晴
明

お
久
々
で
す

 
怠
惰

え

本
当
に

 
晴
明

怠
惰
さ
ん
大

で
す
か

 
怠
惰

内
炎
が

い
の
な
ん
の
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晴
明

生
活
リ

が
悪
い
ん
じ

な
い
で
す
か

え

 
ば
野

は
と

て
ま
す

 
怠
惰

日

て
る

 
晴
明

時
間
は

 
怠
惰

休
み
に

時
間

上
は

て
る

 
晴
明

う

ん
思
い
当
た
る

が
な
い

待

て
く
だ
さ
い

 
怠
惰
さ
ん
因
み
に

何
時
に

て
ま
す

 
怠
惰

え

と

前

時

時

ぐ
ら
い
か
な

 
晴
明

そ
れ
が
原
因
で
す
よ
ア

で
す
か
貴
方
は

 
怠
惰

う
る
さ
い
な

動

見
て
た
り
す
る
と
気
づ
い
た
ら

 
そ
ん
な
時
間
な
ん
だ
よ

 
晴
明

た
だ
の
バ
カ
を
通
り
越
し
て
マ

オ
レ

ル

 
怠
惰

仕
方
な
い
じ

ん
動

が
面
白
か

た
り

 
し
た
り
し
て
た
ら

 
晴
明

そ
れ
が
良
く
な
い
ん
で
す
よ
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怠
惰

そ
う
い
う
晴
明
こ
そ
さ

生
前
の
頃
に
風

て

 
ど
の
く
ら
い
の

ス
で

て
た
の
さ

 
晴
明

え

に

回

 
怠
惰

ギ
ル
テ

そ
れ
が
平
安
時
代
の
貴
族
達
の

死

 
に
原
因
な
ん
だ
よ

 
晴
明

う

そ
ん
な
こ
と
言
わ
れ
ま
し
て
も

で
し

 
か
体
を

え
ま
せ
ん
し

だ
だ
第
一
に
風

場

 
を

備
し
て
た
の

て
理
久
兎
さ
ん
達
の
屋
敷
ぐ

 
ら
い
で
す
か
ら

怠
惰
さ
ん

 
怠
惰

言
い

な
ど
聞
き
た
く
は
な
い
わ
不

者

 
晴
明

な

言
う
て
は
な
ら
い
こ
と
を

 
晴
明

て
も
う
下
ら
な
い
事
を
話
し
て
い
た
ら
時
間
だ

 
え

と

ン

え

と
と
り
あ
え
ず
今
回

 
は
こ
こ
ま
で
で
す

 
晴
明

そ

そ
れ
で
は
ま
た
次
回
も
お
願
い
し
ま
す
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怠
惰

そ
ん
じ

ま
た
次
回

 
晴
明

そ
れ
で
は

滅
さ
れ
ろ

目
悪
魔

 
怠
惰

断
る
不

者
が
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第
３
０
５
話
 
式
神
達
と
の
組
手

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

内
炎
が

か
ら

に
増

し
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

今

度
は
上

に
出
来
て
痛
い
の
何
の
と
い

た
感
じ
で
す

内
炎
が
出
来
る
体

な
の
か
な

ま

そ
れ
は
さ
て
お
き
そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
妖
怪
の
山
の
秘

で
あ
る
華
扇
の
隠
れ
家
で
修
行
を
開
始
し
て
か
ら

日
が
経
過
す
る

現

こ
こ
で
は

分
の
式
神
達
を
相
手
に
す
る

戦
組
手
の

 
華
扇

準
備
は

か
し
ら

 
蓮
 

え

 
狗
神

あ

何
時
で
も
来
い

 

分
と
狗
神
は
お

い
に
向
か
い
合
い

み
合
う
と

 
華
扇

限
時
間
は

分
よ

始
め

 
そ
の
一
言
を
合
図
に
ぶ
つ
か
り
合
う



 第３０５話 式神達との組手

 
鈴

蓮
く
ん
そ
こ
だ
よ

ら

ら

フ

イ
ト

 
狗
神

じ

か
し
い

 
蓮
 

く

 
強
い
力
に
弾
き
飛
ば
さ
れ
る

神
楽

が
手

を
し
て
い
る
の
か
ま
た
は
狗
神
の

が

い
の
か
そ
れ
は
分
か
ら
な
い
が
狗
神
に

り

は
な
か

た

 
蓮
 

ま

こ
の
方
が
あ
り
が
た
い
け
ど

 
狗
神

何
言

て
ん
だ
小
僧

 
イ
ン
フ

イ
ト
か
ら
の
高

パ
ン

が
飛
ん
で
く
る
が
神
楽
の
刀

で

ぎ
か
ら
の
受
け
流

す 
蓮
 

何
の

 
狗
神

じ

り

 
今
度
は
鈴

に
は
負
け
る
が
そ
れ
で
も

麗
な
後
ろ
回
し

り
が

に

る

上

を
後
ろ

に
を
ず
ら
し

の
先
が
当
た
る
ギ
リ
ギ
リ
で

け
て
バ
ク
転
で
体

を
立
て

す

 
狗
神

ち

こ
れ
な
ら
ど
う
だ

 

に
妖
力
を
溜
め
込
み
乱
舞
し
て
く
る
と

の
弾
幕
が
飛
ん
で
く
る

神
楽
を

に
戻
し
構
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え
る
と

 
蓮
 

刀
 

色
一

 

刀
術
に
よ
る

大
な
斬
撃
波
で
狗
神
の
弾
幕
を

散
ら
す

 
狗
神

と
ろ
い

小
僧

 
獣

に
な
る
と

大
な

を
開
い
て
襲
い
か
か
る

 
蓮
 

食
い
た
い
な
ら
食
べ
て
お
き
な
よ
狗
神

 
体

を

く
し
て

け
そ
し
て

に

す

を

き

に
向
か

て

し
出
す
と
狗
神
の

に

つ

か
え
棒
の
よ
う
に
し
て

え
さ
せ
る

 
狗
神

な
ん

と

 
何
か
こ
れ
を
見
て
い
る
と
狗
神
に
襲
わ
れ
た
時
を
思
い
出
す

 
蓮
 

刀
 
無
心
乱
舞

 
神
楽
で
空
を
斬

て
い
き
無
数
の
斬
撃
波
を
出
現
さ
せ
弾
幕
を

開
さ
せ
る

狗
神
は
そ
の

撃
を

け
て
い
き
そ
し
て
あ
の
時
と
は

い
つ

か
え
棒
に
し
た

を
狗
神
は

を
大
き
く
開
け

て

手
で
弾
き
出
す

 
狗
神

昔
と

じ
戦
法
な
ど
小
賢
し
い
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人

に
な
る
と
妖
力
を

に
込
め
て
組
む
と
地
面
に

き
つ
け
る

す
る
と
狗
神
の
前
面
を

う
か
の
よ
う
に
妖
力
の
バ
リ
ア
が
張
ら
れ
斬
撃
波
を

ち

し
た

遠

が

メ
な
ら
一
気

に
間
合
い
を

め
る

 
蓮
 

 

色
の
夢
炎

 
神
楽
に
霊
力
の
炎
を
纏
わ
せ
一
気
に
斬
り
か
か
る

 
狗
神

そ

ち
が
そ
う
な
ら
こ

ち
も
行
く

 
狗
神
も

り
か
か

て
き
た

お

い
の
一
撃
が

ろ
う
と
し
た
そ
の

間

 
華
扇

そ
こ
ま
で

 
と

華
扇
の
一
言
が

り
狗
神
と

分
は
お

い
に

ま
る

そ
し
て
見
つ
め
合
う
と

 
狗
神

ん

め
よ
り
は
強
く
は
な

た
な

 
蓮
 

そ

ち
こ
そ

 
そ
う
言
い
合
い
お

い
に
構
え
る
の
を

め
る

す
る
と
鈴

が
神
楽
の

を

て
来
て
く

れ
る

 
鈴

は
い
こ
れ

 
蓮
 

あ
り
が
と
う
鈴
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華
扇

者
共
に

か

た
で
す
よ

特
に
狗
神
さ
ん
の
使

 

た
結
界
が

 
狗
神

結
界
だ
け
か
よ

 
そ
れ
は

分
も
思

た

狗
神
が
ま
さ
か

を

る
な
ん
て
思
わ
な
か

た

 
華
扇

え

め
こ
そ
最
大
の

と

う
よ
う
な
貴
女
が

 
行

た
あ
の

は
良
い

で
し
た
よ

 
狗
神

小
僧
が
使
う
結
界
を
見
よ
う
見
マ

し
た
だ
け
だ
が

 
な

 
華
扇

そ
れ
で
も

分
で
す
よ

時
に

に

す
る
の
は

 

で
す
か
ら

さ
て
と
次
の
組
手
の
準
備
は
良
い

 
で
し

う
か

 
と

華
扇
が
言
う
と
鈴

が
手
を
あ

る

 
鈴

次
は

が
い
く

 
狗
神

そ
れ
な
ら
休
ん
で
い
る

 
そ
う
言
い
狗
神
と

代
し
鈴

と
対
戦
す
る
こ
と
と
な
り

分
と
鈴

は
向
き
合
う

そ
う
い
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え
ば
こ
う
し
て
面
と
向
か

て
鈴

と
闘
う
の
は

め
て
だ
な

 
華
扇

そ
れ
で
は
試
合
時
間
は

分

始
め

 
鈴

行

く
よ

 
華
扇
の

め
を
合
図
に
ス
タ

テ

ン
グ

シ

を
決
め
る
と
手
に
妖
力
の
玉
を

る
と

分
に
ぶ
つ
け
て
き
た

 
鈴

先
手

 
蓮
 

い
き
な
り

 
す
ぐ
に
後
ろ
へ
と

び

け
る

 
鈴

待

て
ま
し
た
よ
蓮
く
ん

 
だ
が
鈴

は

な
フ

ト

ク
を

使
し

の
妖
力
玉
を

に
当
て
て
纏
わ
せ
る
と

 
鈴

斬
撃
乱

楽

 

楽
の
よ
う
に
回
り
だ
す

す
る
と
無
数
の
斬
撃
波
が
乱
れ
撃
ち
さ
れ
た

 
蓮
 

そ
れ
し
き
な
ら

 
神
楽
を

る
い
斬
撃
波
を
受
け
流
し
て
い
く

だ
が

 
狗
神

て
お
い

鈴

あ
ぶ

だ
ろ



 第十八章 平和の日常へ

 
華
扇

昔
か
ら
や
る
こ
と
が

手
で
す

 

え
の
方
に
も

が
出
て
い
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う

 
鈴

あ
ち

 
蓮
 

鈴

斬
撃
は
こ
う
や

て
撃
つ
ん
だ
よ

 
斬
撃
波
を
飛
ば
し
鈴

へ
と

撃
す
る
が
鈴

は
狗
神
と
は
ま
た

た

性
の
あ
る
動
き

で
ヒ
ラ
ヒ
ラ
と

撃
を

け
た

 
鈴

フ
ハ
ハ
ハ

 
不

に

と
い
う
か
わ
ざ
と
ら
し
い
笑
い
方
を
す
る
と

び

り
を
し
て
き
た

 
蓮
 

く

 
弾
丸
の
よ
う
な

度
を

る

り
が

け
て
も

け
て
も
襲

て
く
る

ど
う
に
か
回

し
続

け
る
が

す
ぎ
て
反
撃
を
す
る
事
が
出
来
な
い

 
鈴

遅
い

蓮
く
ん

そ
れ
と

り
は
見
た
方
が
良
い

 
か
な

 
蓮
 

え

何
だ
こ
れ

 

り
に
は

色
い

が
舞

て
い
た

ら
く
鈴

の

だ
ろ
う
か

す
る
と
鈴

は
急
に
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り
を

め
る
と

 
鈴

弾

 
パ

ン

 

り
に
音
が

く

パ

ン
を
す
る
と

が
光
出
す

弾

て
ま
さ
か
こ
れ
全

が

発
す
る
の
か

 
蓮
 

ま
ず
い

陰
陽
 
結
界

 
結
界
を
張
る
と

時
に
光

く

は
つ
い
に

 
ド

ン

 
大

発
を
起
こ
し
た

発
に

み
込
ま
れ
た

分
は
結
界
に
神
経
を
集
中
す
る

 
蓮
 

待
て
よ

 

ら
く
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
な
ら
鈴

が

る
べ
き
行
動
が
一

だ
が
予

つ
い
た

発
が

む
と

時
に
神
楽
を
構
え
る
と

か
ら
鈴

が

び

り
を
仕

け
て
き
た

 
蓮
 

予

通
り
だ

 
す
ぐ
に
結
界
を
解
く
と
神
楽
を
構
え
る
と
鈴

の

り
と
神
楽
の
刀

が
ぶ
つ
か
り
合
う

 
鈴

い

蓮
く
ん
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蓮
 

え

な
ん
と
か

 
つ
ば

り
合
い
と
な

て
い
る
と
こ
こ
で
華
扇
が

を
張
り
上

る

 
華
扇

そ
こ
ま
で

 
そ
う
言
わ
れ
る
と
す
ぐ
に
鈴

は
構
え
る
の
を

め
る

華
扇
が
近
づ
い
て
来
る
と

 
華
扇

鈴

流
石
に
危
な
か

た
わ
よ

 
思
い

き
り
鈴

の

を
引

張
り
出
す

 
鈴

い
ひ

い

い
ひ

い

ご
ひ

ん
に

ひ

い

 
華
扇

ま

た
く

 
鈴

う

ん
痛
い

 
引

張
ら
れ
た

が
真

に
な

て
る

 
華
扇

そ
れ
で
次
は

 
神
楽

で
す

 
手
に

つ
神
楽
が
実
体
化
し

分
の
目
の
前
に
現
れ
る

 
神
楽

そ
れ
で
は
蓮
さ
ん
こ
の
試
合
よ
ろ
し
く
お
願
い

 
し
ま
す



 第３０５話 式神達との組手

 
蓮
 

そ
れ
は
良
い
ん
だ
け
ど

え

と
華
扇
さ
ん
せ
め

 
て

刀
と
か
な
い
で
す
か

 
神
楽
と
対
戦
す
る
と
な
る
と
神
楽
は

の
本
体
の
刀
を
使
う
た
め

分
が
使
う
刀
が
な
い
の

だ

華
扇
は
ハ

と
し
て
い
る
と

か
ら

の
あ
る
大

が
出
て
き
て
何
か
を

し
て
き
た

 
蓮
 

お

と
と

こ
れ
は

 
華
扇

ご
め
ん
な
さ
い

久

 
久

と
言
わ
れ
た
大

は

の

に

ま
る
と

て

方
を
見
る

良
く
見
て
み
る
と
そ
れ

は
年

の

た

刀
だ

く

る

て
み
る
と

さ
も
そ
こ
そ
こ
で
使
い
や
す
い

 
蓮
 

神
楽
よ
り

い
か
な

 
神
楽

失

で
す

蓮
さ
ん

 
蓮
 

そ
ん
な
怒
ら
な
く
て
も

 

分
と
神
楽
は
向
か
い
合
う
と
華
扇
が
そ
の
中

に

る

 
華
扇

分
の
試
合
を
始
め
る
わ
よ
準
備
は
い
い

 
蓮
 

え

 
神
楽

は
い
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華
扇

分
か

た
わ

始
め

 
始
め
の
一
言
で

神
楽
と
つ
ば

り
合
い
に
な
る

 
神
楽

蓮
さ
ん
今
回
は
容

い
た
し
ま
せ
ん
よ

 
蓮
 

望
む
と
こ
ろ

 
ギ
ン

 

い
に

を

る
と
神
楽
と

分
は

じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
斬
撃
波
を
放
ち
お

い
相
殺

し
合
う

 
蓮
 

こ
れ
な
ら
ど
う
か
な

 
近
く
に
あ
る

に

し

り
で
一
気
に
神
楽
へ
と
間
合
い
を

め
る

す
る
と
神
楽
は
刀

を

に
戻
し
構
え
た

 
蓮
 

あ
れ
は

 
神
楽

刀
 

色
一

 

分
の
技
を
真

た

刀
術
で
タ
イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ
居
合
い
で
反
撃
し
て
き
た

す
ぐ
さ
ま

刀
を
構
え
居
合
い
を

ぐ
が
弾
き
飛
ば
さ
れ
る

 
蓮
 

よ

と
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受
け

を

て
体

を

て

す
が
戦

て
い
て
神
楽
は
ま
る
で

分
と
戦

て
い
る
よ
う

な
気
が
し
て
な
ら
な
い

最

に
出
会

た
時
は

刀
術
な
ん
て
使

て
は
い
な
か

た

ら

く
使
い
続
け
た
た
め
か

刀
術
を
見
よ
う
見
真

で
覚
え
た
の
だ
ろ
う
か

 
神
楽

行

て

 
今
度
は

体
の
分
霊
を
出
現
さ
せ
る
と

体
の
分
霊
は

り
か
か

て
き
た

 
蓮
 

い

 

の

道
を

み
な
が
ら

い

を
回

を
し
て
い
く
が
回

に
集
中
し
て
い
る
と
神
楽
が

斬
り
か
か

て
き
た

 
蓮
 

夢

 
夢
炎
の

 

刀
に
霊
力
の
炎
を
纏
わ
せ
神
楽
と
ぶ
つ
か
り
合
う

 
神
楽

に
構

て
い
る
と
大
変
で
す
よ

 

体
の
分
霊
が

を
構
え
て

り
か
か

て
き
た

だ
が
そ
ん
な
の
は
分
か

て
い
る

 
蓮
 

霊
力

発

 

の
霊
力
を

さ
せ
一
気
に
放
出
し
霊
力
の
大

発
が
起
こ
る

 
神
楽
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神
楽
は
吹

飛
び

体
の
分
霊
は

風
で

滅
し
た

す
ぐ
さ
ま

刀
を
上

で
構
え
て
神

楽
へ
と

を

め
る

 
神
楽

や
り
ま
す

 

ン

 

い
音
と
共
に
神
楽
と
ま
た
つ
ば

り
合
い
に
な
る

 
神
楽

く

 
蓮
 

う

 
こ
の
ま
ま
力
で

し
き
れ
る
と
思
い

し
き
ろ
う
と
し
た
そ
の

間

 
華
扇

そ
こ
ま
で

 
と

華
扇
の
言

が
聞
こ
え
力
を

め

刀
を
構
え
る
の
を

め
る

 
神
楽

強
い
で
す

蓮
さ
ん

 
蓮
 

神
楽
も
強
い
よ

だ

て
さ

き
の

刀
術
は

の

 
技
だ
よ

 
神
楽

え

え

ま

 
蓮
 

そ
れ
か
ら
狗
神
が
さ

き
言

て
た
真

た
だ
け
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て
い
う
あ
の
バ
リ
ア
そ
れ
に
鈴

も
だ
け
ど

の
技

 
を
真

て
た
よ

 
近
づ
い
て
く
る

人
に
聞
く
と
狗
神
は
や
れ
や
れ
と
言

た

を
し
鈴

は
笑

て
い
た

 
鈴

ま

で
も
ま
だ
ま
だ
乱
舞
は
無
理
そ
う
だ

 
狗
神

気
を

け
ろ
よ
な

 
華
扇

し
か
し
良
い

負
で
し
た
よ

さ
ん

さ
て
と
そ
ろ

 
そ
ろ
お

に

し
ま
し

う
か

 
よ
う
や
く

か

こ
こ
ま
で
⻑
い
よ
う
で

か

た
な

 
鈴

ご
は
ん
ご
は
ん

 
狗
神

気
楽
な
奴
だ
な

 
蓮
 

神
楽
も
行
こ
う

 
神
楽

は

は
い

 
そ
う
し
て

分
達
は
華
扇
の
屋
敷
に
戻
る
の
だ
が

 
神
楽

は

 
神
楽
は

分
の
本
体
を
見
て
少
し
落
ち
込
む
の
だ

た



 第十八章 平和の日常へ

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

今
回
は

そ
れ
よ
り
も
怠
惰

 
怠
惰

何
さ

 

晴
明
と
何
か
あ

た

何
か
体
の
匂
い
と
か

い

 
だ
り
し
て
い
る
ん
だ
け
れ
ど

 
怠
惰

知
ら
ん
な

 

そ
う

所
で
何
か
新

の

問

は

 
あ

 
怠
惰

て
な
い
し

て
も
な
い

 

念

セ
ル
フ
ア
イ
ア
ン
メ
イ

ン
も

き
て
き

 
た
頃
だ
し
良
い
物
は

と
思

た
ん
だ
け
ど
な

 
怠
惰

流
石
に
そ
れ
は

も
引
く

不
死
で
ド

と
か

 
落
に
な
ら
な
い
ぐ
ら
い
面
倒

い
な
お
前
は
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れ
る
わ

 
怠
惰

め
て

よ

こ

ち
は

れ
て
ん
だ
よ
こ
れ
が

 
も
し
も

１
８
小
説
だ

た
ら
こ
ん
な
言

じ

 
ま
さ
れ
な
い
か
ら
な

 

え
ば

 
怠
惰

にち

め
ち

めと
か
言
う
な

 

い
や
ん

刺
激
的

 
怠
惰

マ
ジ
で

痛
く
な

て
き
た

と
り
あ
え
ず
今
回
は

 
こ
こ
ま
で

 

そ
れ
じ

ま
た
次
回

 
怠
惰

そ
ん
じ

ま
た
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第
３
０
６
話
 
次
な
る
地
は
地
底
へ

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
面

の

が
あ
り
受
け
た
所

情
が
死
ん
で
い
て

い
と
言
わ
れ

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

そ
ん
な
に
死
ん
で
い
た
の
だ
ろ
う
か
と
思

て
し
ま

て
い
ま
す

さ
て
そ
れ
で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 
華
扇
の
元
で
の
修
行
の
最
終
日
と
な

た
今
日

 
華
扇

さ
ん
今
日
ま
で
お

れ
様
で
す

 
蓮
 

華
扇
さ
ん
今
日
ま
で
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
こ
の
日
の
修
行
も
終
わ
り
を

え
華
扇
が

い
の
言

を
か
け
て
き
て
く
れ
る

 
神
楽

こ
う
し
た
修
行
も
新

で
し
た

 
狗
神

あ

本
格
的
な
修
行
は

め
て
だ

た
か
ら
結
構
な

 
程
に
面
倒
く
さ
く
キ
ツ
か

た
な

 
蓮
 

そ
う

は
楽
し
か

た
よ
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神
楽

も
で
す
よ

 
時
々
修
行
を
し
な
い
か
と

ち
か
け
る
の
だ
が
狗
神
に
は
大
体
は
断
ら
れ
修
行
を
し
て
く
れ

る
の
は
神
楽
ま
た
は
た
ま
に
鈴

も
参

す
る
ぐ
ら
い
だ

た
か
ら
こ
う
し
て

と
や
れ
て
良
い

思
い
出
か
つ
良
い
経

に
な

た

 
華
扇

ん
で
く
れ
た
の
な
ら
良
か

た
で
す

 
蓮
 

え

 
狗
神

そ
う
い
え
ば
鈴

の
奴
は

 
神
楽

言
わ
れ
て
み
る
と
い
ま
せ
ん

 
確
か
に
良
く
見
た
ら
鈴

が
い
な
い
事
に
気
が
つ
く

何
処
に
行

た
の
だ
ろ
う
か
と
思

て

い
る
と

 
鈴

ご
め
ん

待
た
せ
ち

た

 
華
扇
の
屋
敷
か
ら
鈴

が

し

な
さ
そ
う
に
笑
い
な
が
ら
出
て
き
た

 
狗
神

何
処
に
行

て
い
た
ん
だ

 
鈴

ち

と

 
何

か
知
ら
な
い
が
鈴

は
楽
し
そ
う
だ
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華
扇

そ
う
い
え
ば
蓮
さ
ん
達
は
後

り

間
は
休
暇
が

 
あ
る

で
す
が
何
処
か
に
行
く
の
で
す
か

 
蓮
 

え

そ
ろ
そ
ろ
理
久
兎
さ
ん
の

処
分
が
解
か
れ

 
る
と
思
う
の
で
理
久
兎
さ
ん
の
元
を
訪

よ
う
か
と

 
思

て
い
ま
す

 
華
扇

そ

そ
れ

て
地
底
で
す
か

 
蓮
 

え

そ
う
な
り
ま
す

 
華
扇
の

が
み
る
み
る
と
真

に
な

て
い
く

す
る
と
華
扇
は

い

を
し
な
が
ら

 
華
扇

や

め
た
方
が
良
い
わ
よ

処
は

悪
霊
は

い

 
⻤
は

山
い
る
空
気
は

い
し
か
も

岩
が
流
れ
て

 
い
る
せ
い
で

い
と
最
悪
で
す
よ

処
は

人
間
が

 

き

ん
で
行
く
場
所
じ

な
い
わ
よ
い
え
忠
告
は

 
す
る
け
ど
正
気
の
沙

じ

な
い
わ

 
い
や
そ
こ
ま
で
言
う
か
普
通

ど
ん
だ
け
地
底
が

い
な
の
だ
ろ
う
か

 
鈴

華
扇
ち

ん

て
地
底
と
か

い
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華
扇

え

き

ん
で
行
く
所
で
は
な
い
わ

あ
ん
な
所

 
は

間
欠
泉
セ
ン
タ

な
ら
ま
だ
し
も
旧
都
な
ん
か

 
は

よ

そ
れ
で
も

行
く
ん
で
す
か

 
蓮
 

え

そ
の
つ
も
り
で
す

 
華
扇

は

奇
心
は

を
も
殺
す
か

 
何
か
今

ボ
ソ
リ
と
言

た
が
何
を
言

た
の
だ
ろ
う
か

 
華
扇

ま

良
い
で
し

う
で
す
が
忠
告
は
し
ま
し
た
か
ら

 

あ

そ
れ
と
も
し
理
久
兎
さ
ん
に
会

た
ら
伝

 
え
て
下
さ
い
次
は

り
ま
す

て

 
何
を

る
の
だ
ろ
う
か

ま

何
気
な
い
事
な
の
だ
ろ
う

 
蓮
 

分
か
り
ま
し
た
伝
え
て
お
き
ま
す

 
華
扇

え

そ
れ
じ

そ
ろ
そ
ろ
出
た
方
が
良
い
わ

 

て
行
く
わ

 
蓮
 

す
い
ま
せ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
式
神
達

人
を
戻
し

分
は
華
扇
の

内
の
元
で
妖
怪
の
山
の

ま
で

ら
れ
た
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蓮
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
華
扇
さ
ん
何
か
ら
何
ま
で

 
と

 
華
扇

良
い
わ
よ
全
然
そ
ん
な
の
気
に
し
な
く
て
も

 
蓮
 

そ
れ
で
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
華
扇

え

そ
れ
と
修
行
か
ら
帰

て
か
ら
で
も
良
い
か
ら

 
霊
夢
と
は

く

り
を
戻
す
の
よ

 
蓮
 

ア
ハ
ハ

処

し
ま
す

 
そ
う
し
て

分
は
華
扇
と
別
れ
て
理
久
兎
が
い
る
地
底
へ
と
向
か
う
の
だ

た

そ
し
て
華
扇

は
屋
敷
に
帰
り

の

度
を
し
よ
う
と

間
へ
と
向
か
う
と

 
華
扇

ん

何
か
し
ら
こ
れ

 
何
か
書
き

き
が
あ
り
見
て
み
る

 
華
扇
ち

ん
へ
昔
の
約
束
通
り
に

を

て
お
い
た
か
ら
食
べ
て

鈴

よ
り

 
と

書
か
れ
て
い
て

を
見
る
と

が

い
て
あ

た

 
華
扇

ま

た
く

年
が
経
つ
の
は
本
当
に

い
わ

 
そ
ん
な
事
を

き
華
扇
は

リ
と

笑
む
の
だ

た

そ
し
て
蓮
の

に
戻
る

蓮
は
妖
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怪
の
山
の

か
ら
地
底
へ
と
向
か

て
い
た

 
蓮
 

で
も
理
久
兎
さ
ん
は

し
て
く
れ
る
の
か
な

 
そ
ろ
そ
ろ

処
分
が
解
か
れ
る

と
は
言
え
ど

を

し
て
く
れ
る
と
は
限
ら
な
い

ま
し
て
や

処
分
の
せ
い
で
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
り
に
溜
ま

て
い
て
ち

と
し
た
言
動
が
逆

鱗
に

れ
て
大

事

そ
ん
な
事
に
な

た
ら
た
ま

た
も
ん
じ

な
い

 
蓮
 

そ
れ
よ
り
も
何
で
華
扇
さ
ん
は
地
底
を

て
い
た

 
の
か
な

 
言
動
か
ら
し
て

て
い
る
の
は
明
確
だ

し
か
し
地
上
の
者
達
の
大

は
地
底
を

う

そ

れ
は

わ
れ
者
達
が
集
う
最
後
の
居
場
所
で
あ
る
が
た
め
で
あ
る

紫
で
す
ら
行
か
な
い
か
も
し

れ
な
い
場
所
だ

 
蓮
 

大

か
な

 
そ
ん
な
事
を
思
い
な
が
ら
も
よ
う
や
く
地
底
の
旧
都
へ
と

り
着
く

何
時
見
て
も
暗
が
り
に

う

す
ら
と

く

や

が
妖

で
あ
り
幻
想
郷
の
裏
世
界
と
言

て
も
過
言
で
は
な
い

だ 
蓮
 

久
々
だ
な

こ
こ
に
来
る
の
も
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と
り
あ
え
ず

を

ろ
う
と
す
る
と
そ
れ
を
通
せ
ん

す
る
か
の
よ
う
に
少
女
が
立
ち
塞
が

た 
蓮
 

え

と
確
か
パ
ル
ス

さ
ん

で
す
よ

 
パ
ル

え

生
者
で
あ
り
妖
怪
で
す
ら
な
い
人
間
の
貴
方
が

 
何

こ
こ
へ

 
蓮
 

え

と
理
久
兎
さ
ん
に
用
事
が
あ
り
ま
し
て

 
理
久
兎
に
用
事
が
あ
る
と
言
う
と
パ
ル
ス

は

か
ら

ま
で
見
て
く
る

 
パ
ル

そ
う

良
い
わ
通
り
な
さ
い

 

に
通
し
て
く
れ
た

理
久
兎
さ
ん
の
名
前

て
地
底
で
は
意
外
に
も

能
だ
な
と
思

た

そ
う
し
て
酒
を
楽
し
む
⻤
達
を

め
な
が
ら
旧
都
を
通
り
過
ぎ
地
霊

へ
と
や

て
来
る

 
蓮
 

す
み
ま
せ

ん

 
返
事
が
な
い
聞
こ
え
て
な
い
の
だ
ろ
う
か

イ
ン
タ

フ

ン
な
ん
て
も
の
は
な
い
し
と
り
あ

え
ず
失

だ
ろ
う
が
ド
ア
を
開
け
て
呼
び

け
て
み
る
か
と
思
い
ド
ア
を
開
け
て
中
へ
と

る

 
蓮
 

す
み
ま

 
突
然
の
出
来
事
だ

た

元
か
ら
無
数
の
黒
い

が
飛
び
出
て
き
た

す
ぐ
さ
ま

け
て
安
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す
る

 
蓮
 

あ

危
な
い

 
よ
く
見
て
み
る
と
そ
の

は

分
の

か
ら
出
て
き
て
い
た

 

 

侵

者
か
と
思

た
が

何

お
前
が
こ
こ
に
い
る

 
の
だ

 

か
ら

鏡
を
か
け
た
執
事
い
や
理
久
兎
の
従
者
の

人
の
黒
が
飛
び
降
り
て
き
た

 
理
 

え

と
理
久
兎
さ
ん
に
ご
用
が
あ
り
ま
し
て

 
黒
 

そ
れ
は
言
伝
で
は

メ
な
事
か

 
理
 

え

え

分
の

か
ら
言
い
た
い
で
す

 
黒
 

分
か

た
待

て
ろ

 
そ
う
し
て
黒
は

へ
と
向
か

た

く

ン
ト
ラ
ン
ス
で
待

て
い
る
と
黒
が
戻

て
き

た 
黒
 

が
お
み
え
し
て
く
れ
る

来
い

 
蓮
 

は

は
い

 
そ
う
し
て
黒
の
後
に
続
き
理
久
兎
の
元
へ
と
向
か
う
の
だ

た



 第十八章 平和の日常へ

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す

 
鈴

実

の
所
で
華
扇
ち

ん

て
原

で
も
地
底
を

 

て
る
の

 
怠
惰

マ
ン
ガ
で
見
て
る
け
ど

て
る

 
神
楽

そ
う
な
ん
で
す
か

 
怠
惰

し
か
も
悪
霊
と
か
は

手
で

り

し
て

滅
さ
せ

 
た
り
と
時
々

お

う
何
て
場
面
も
あ
る
よ

 
狗
神

だ
が
常
識
人

に
な
る
ん
だ
ろ

 
怠
惰

ま

幻
想
郷
だ
と

し
く
良
心
の
あ
る
仙
人
だ
か

 
ら

本
当
に
仙
人
か
は
謎
だ
け
ど

 
狗
神

し
か
し
だ
が
最
後
は
理
久
兎
の
所
に
行
く
こ
と
に
な

 

た
か

 
神
楽

蓮
さ
ん
も
行
き
た
が

て
ま
し
た
し



 第３０６話 次なる地は地底へ

 
鈴

理
久
兎
の
修
行

て
正

キ
ツ
イ
の

 
怠
惰

う

ん
キ
ツ
イ

現

バ
リ
バ
リ
の

士
で
す
ら
も

 
音
を
上

る
程
に

 
神
楽

大

で
す
か

 
狗
神

奴
は

タ
レ
だ
か
ら
な

 
怠
惰

そ
う
言

て
や
ん
な
よ

さ
て
そ
れ
じ

時
間
だ
し

 
こ
の

で
お
開
き
に
し
ま
す
か

 
鈴

は
い
は
い
そ
れ
じ

次
回
も
よ
ろ
し
く

 
神
楽

そ
れ
で
は

者
様

 
狗
神

ま
た
な



 第十八章 平和の日常へ

 
第
３
０
７
話
 
理
久
兎
と
の
対
面

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
バ
レ
ン
タ
イ
ン
と
な

て
も
平
常

転
な
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

し

か
し

が
安
売
り
し
て
い
た
の
で

つ
か

て
き
て
し
ま
い
ま
し
た

因
み
に

う

て

い
う
選
択

は

年
な
が
ら
で

念
な
が
ら
無
い
で
す

さ
て
そ
れ
で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど

う 
黒
に

れ
ら
れ
て

分
は
⻑
い

下
を
歩
い
て
い
く

こ
う
し
て

め
て
地
霊

を
見
て
思
う

の
は
じ

う
た
ん

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
等
に

の

様
が
あ
り
外
観
も
だ
が
さ
な
が
ら

⻄

屋
敷
み
た
い
だ

 
蓮
 

い

華
で
す

 
黒
 

あ

こ
の
屋
敷
を

感
覚
で

々
が

た

 
蓮
 

る
程

 
こ
れ
は

々
が

た
ん
だ

人
を
越
え
て

の
仕
事
だ

そ
ん
な
事
を
思

て
い
る
と



 第３０７話 理久兎との対面

一
室
の
前
に

り
着
く

 
黒
 

こ
こ
で
少
し
待
て

 
そ
う
言
い
黒
は
中
へ
と

る

 
黒
 

よ

れ
て
き
た

 
理
 

あ

り
な

 
理
久
兎
の

が
聞
こ
る
と
黒
が

方
を
向
い
て
首
を
動
か
す

一

し
て
中
へ
と

室
す
る

 
蓮
 

お

お
邪
魔
し
ま
す
理
久
兎
さ
ん

 
理
 

蓮
じ

な
い
か

 

屋
で
は
理
久
兎
が
ソ
フ

に

い
で
い
た

し
か
も

屋
を
よ
く
見
て
み
る
と
い
た
る
所

に
無
数
の
ぬ
い
ぐ
る
み
が

い
て
あ

た

意
外
に
も
少
女

み
た
い
だ

 
理
 

ま

良
い
や
と
り
あ
え
ず
そ
こ
の
ソ
フ

に

 
け
な
よ

蓮
お
前
は
紅

な
ら
ミ
ル
ク
か
レ

ン
か

 
そ
れ
と
も

ど
れ
を

れ
る

 
蓮
 

え

と
レ

ン
で

 
理
 

あ
い
よ

黒
お
前
も
紅

を

ん
で
い
く
か



 第十八章 平和の日常へ

 
黒
 

言

に

え
よ
う

で
頼
む

 
理
 

あ
い
よ

 
そ
う
し
て
紅

を
準
備
さ
れ
テ

ル
に

ば
れ
る

理
久
兎
が
座
る
と
続
い
て
黒
そ
し
て

分
が

に
座
り
紅

を

む

 
理
 

さ
て
と
蓮
お
前
は
何
し
に
こ
こ
へ

 
紅

を

む
の
を

め
て
テ

ル
に

き
理
久
兎
を
真

ぐ
と
見
る
と

 
蓮
 

失

だ
と
思
い
ま
す
が
理
久
兎
さ
ん

 
理
 

な

何
だ
よ

 
蓮
 

間
だ
け
で
構
い
ま
せ
ん

と
も

に
戦
い
方

 
等
を

を
し
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か

 

を
下

て
頼
み
込
む

数

す
る
と

 
理
 

は

 
と
少
し
マ

ケ
た

が
聞
こ
え
て
く
る

そ
れ
に
続
き
理
久
兎
の
隣
に
座
る
黒
は

を
開
き

 
黒
 

小
僧
お
前
は
知
ら
な
い
の
か

は
今
現

 

処
分
を
受
け
て
外
に
出
れ
る
状

で
は
な
い
ん
だ



 第３０７話 理久兎との対面

  
蓮
 

や

り

目
で
し

う
か

 

を
あ

て
少
し

や
む

と
も
理
久
兎
の
元
で
修
行
を
し
た
か

た
の
だ
が

 
理
 

ま

待
て
待
て
黒

そ
ん
で
蓮
に
聞
き
た
い
が
何
で

 
ま
た

の
元
で

を
受
け
た
い
ん
だ

そ
れ
に
何

 

に

間
だ
け
な
ん
だ

 
蓮
 

え

と
ま
ず

間
と
言
う
の
は
寺
子
屋
で

た

 

が

り

間
し
か
な
い
と
言
う
の
と
こ
れ
ま

 
で

を
受
け
さ
せ
て

た
神

子
さ
ん
に
華
扇

 
さ
ん
風
雅
さ
ん
が
理
久
兎
さ
ん
の
事
を
話
し
て
い
た

 
の
も
あ
り
ま
す
が

が
戦

て
き
た
中
で
も
理
久
兎

 
さ
ん
貴
方
の
戦
い
方
も

晴
ら
し
い
と
思

た
か
ら

 
こ
こ
に
来
ま
し
た

 
理
 

る
程

 
理
久
兎
は
紅

を

み

く
の

が
続
く
と

を
開
き



 第十八章 平和の日常へ

 
理
 

良
い
よ
お
前
の

を
し
て
や
る
よ

 
黒
 

な

 
蓮
 

良
い
ん
で
す
か

 
理
 

あ

 
そ
れ
は

し
い
限
り
だ

本
命
の
相
手
か
ら
修
行
さ
せ
て

え
る
な
ん
て
思
わ
な
か

た

 
黒
 

だ
が
教
え
る
に
し
て
も
ど
う
す
る
と
い
う
の
だ

 
理
 

ま

数
日
待

て
く
れ
れ
ば
本
格
的
な
修
行
な
ら

 
が
す
る
だ
か
ら
黒
お
前
は

狛
と
耶
狛
と
普

か
ら

 
や
る
修
行
に
こ
い
つ
を

れ
て
や

て
く
れ

 
黒
 

正
気
か

や

狛
と
耶
狛
な
ら
ま
だ
し
も
こ
の

 

が
や

た
ら
死
ぬ

 
死
ぬ

て
一
体
ど
ん
な
修
行
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

し
い
と
思

た
反
面
で

い
の
だ

が 
理
 

そ
ん
な
も
ん
蓮
の

だ
ろ

な

 
蓮
 

え

と

死
な
な
い
よ
う

張
り
ま
す



 第３０７話 理久兎との対面

 
黒
 

や
れ
や
れ

お
い
小
僧

 
言
え
る
の
は
こ
の
ぐ
ら
い
し
か
な
い
た
め
そ
う
言
う
と
黒
は
ギ
ロ
リ
と

方
を

む

 
蓮
 

は

は
い

 
黒
 

等
が
や
る
修
行
は
お
前
が
し
て
き
た
修
行
と
は

 

い
の
レ

ル

い
や
下
手
し
た
ら
不
死

じ

な

 
い
お
前
は
死
ぬ
か
も
し
れ
な
い
が
そ
れ
で
も
や
る
の

 
か

引
き
返
す
の
な
ら
今
だ

 
蓮
 

や
り
ま
す
少
し
で
も
こ
の
手
で
守
れ
る
も
の
が
増
え

 
る
可
能
性
が
あ
る
の
な
ら

 
あ
ん
な
夢
で
見
た
結

な
ん
て
真

平
ご
め
ん
だ

あ
ん
な
結

に
な
ら
な
い
た
め
に
も
強
く

な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ

そ
れ
が

え

の
一
歩
の
よ
う
に
遅
く
て
も
少
し
ず
つ
強
く
な

り
た
い

 
黒
 

そ
う
か

た
だ
も
し
お
前
が
帰
り
た
い
も
う
無
理
そ

 
し
て

め
た
い
等
と

た
れ
た
事
を
言

て
み
ろ

 
そ
の
時
は

い
な
く

岩
の

に

め
て
や
る
か



 第十八章 平和の日常へ

 
ら
な

 
蓮
 

の

望
む
所
で
す

 
そ
ん
な
事
は
絶
対
に
言
わ
な
い
し
言

て
は
な
ら
な
い

そ
れ
は

し
て
く
れ
る
者
達
に
失

き
わ
ま
り
な
い
発
言
な
の
だ
か
ら

 
黒
 

そ
う
か

そ
れ
な
ら

も
認
め
る

 
理
 

あ
い
よ
黒
お
前
は
さ
と
り
達
に
こ
の
件
を
伝
え
て
お

 
い
て
く
れ

 
黒
 

知
し
た

 
そ
う
言
い
カ

を

い
て
黒
は
外
に
出
て
い
く
と
理
久
兎
と
二
人

き
り
に
な
る

 
理
 

さ
て
と
今
日
は
本
格
的
に
は
し
な
い
か
ら
そ
う
だ
な

 

よ
し
蓮
お
前
の
式
神
を
全
員
出
せ

 
蓮
 

あ

は
い

 
言
わ
れ
た
通
り
に
狗
神
に
神
楽
そ
し
て
鈴

の

体
を

さ
せ
る

理
久
兎
も
ま
た
華
扇

と

じ
よ
う
な
修
行
を
さ
せ
る
の
だ
ろ
う
か

 
狗
神

理
久
兎



 第３０７話 理久兎との対面

 
狗
神
は
理
久
兎
に
向
け
て

を

き
出
し
に
し
て

す
る
が
狗
神
を

え
る

 
理
 

と
り
あ
え
ず
蓮
お
前
は
今
か
ら
こ
の

体
の
式
神
を

 
地
霊

に
い
る
間
は
ず

と

状

を

さ
せ

 
よ
う
か

 
蓮
 

え

 
ま
た

い
注

を
し
て
き
た
な

体
を

状

の
ま
ま

て
結
構
大
変
だ

 
神
楽

待

て
く
だ
さ
い

そ
ん
な
事
を
す
れ
ば
蓮
さ
ん
の

 
霊
力
が

 
理
 

そ
れ
が

い
だ
か
ら
言

て
い
る
ん
だ
お
前
ら

 
の
妖
力
で
出
て
き
た
所
で
蓮
の
修
行
に
は
何
も
利

 
が
な
い
の
は
明
白
だ
か
ら

え
て
蓮
の
霊
力
で

 
さ
せ
た
の
さ

 
鈴

さ
て
は
晴
明
か
ら
式
神
の
構

を
聞
い
た
て
た

理

 
久
兎

 
理
 

あ

そ
う
さ

式
神
の

に
は
二
種

あ
る

つ



 第十八章 平和の日常へ

 
は
式
神
と
な

た
者
の

の
力
で
外
に
出
る
方
法

 
そ
し
て
も
う

つ
は
使

者
の
力
で
強

的
に

 
さ
せ
る
方
法
の
二
種

が
あ
る
の
は
聞
い
て
た
か
ら

 
な

そ
れ
に
後
者
の
方
は
式
神
は
時
間
と
共
に
無
意

 
識
に
使

者
の
力
を
吸
い
と

て
い
く
だ
か
ら
こ
そ

 
で
あ
る
意

で
良
い
修
行
な
の
さ

 
流
石
は
ご
先
祖
様
と
友
人
な
だ
け
あ
る

式
神
の
事
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
と
は

式
神
を

状

に
し
て
放

す
る
と

分
の
霊
力
を

々
に
と

し
て
い
く

少
し
ず
つ
の

だ

が
そ
れ
が
数
時
間
か
ら
何
十
時
間
と

し
て
い
く
と
霊
力
は
回
復
せ
ず

し
て
い
き
や
が
て

霊
力

れ
が
起
き
て
し
ま
う

だ
か
ら
式
神
は

し
て
も
す
ぐ
に
し
ま
う
の
が

だ

 
蓮
 
そ
う
い
う
事
か

 
だ
が
そ
れ
を

え
て

状

を

さ
せ
る
と
い
う
事
は
つ
ま
り

分
が

す
る
霊
力
を

ど
れ
だ
け

で
き
る
よ
う
に
な
る
か
と
い
う
事
と
使
え
る
霊
力
を
更
に
増
や
す
た
め
の
修
行
と

い
う
事
か

 
蓮
 

る
程

使
う
霊
力
の

を
ど
れ
だ
け

で
き
る



 第３０７話 理久兎との対面

 
の
か
そ
し
て

時
に
使
え
る
霊
力
の

を
大
き
く
し

 
て
い
く
修
行

て

で
す
か

 
理
 

話
が

く
て

か
る
よ
蓮
く
ん

 
や
は
り
そ
う
か

こ
れ
は
思

て
た
よ
り
も

間
近
く
は
ス
パ
ル
タ
な
修
行
に
な
り
そ
う

だ 
狗
神

ま
さ
か

る
時
も

 
理
 

ま

出
来
れ
ば

無
理
な
ら
や
ら
な
く
て
も
良
い

 
よ

休
め
る
時
は
休
め
な
い
と
体
が
壊
れ
ち
ま
う
か

 
ら

 

発
気

に
言

て
き
た

理
久
兎
は
そ
う
言
う
が
言
い
方
を
変
え
る
と
や
れ
る
も
の
な
ら

や

て
み
ろ

と
言

て
い
る
の
と
変
わ
ら
な
い

こ
れ
に
は
少
し

カ

と
し
た

 
蓮
 

良
い
で
す
よ
な
ら

分
の
限
界
を
越
え
て
み
せ
て
上

 

ま
す
よ

 
理
 

良
い

そ
う
こ
な
く

ち

な
蓮
く
ん

 
絶
対
に

り

て
や
る

理
久
兎
達
の
修
行
に
よ
る

間
を
そ
う
す
れ
ば

分
の

り



 第十八章 平和の日常へ

な
い
事
が
分
か
る
よ
う
な
気
が
す
る
か
ら

 
そ
う
し
て
理
久
兎
達
に
よ
る
修
行
が
開
始
さ
れ
た
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
晴
明

え

 
怠
惰

う
わ

に

つ

 
晴
明

何
か

 
怠
惰

い
い
や

ま

理
久
兎
の
所
で
修
行
を
開
始
し
た

 
で
す
が

た
し
て
蓮
く
ん
は
生
き
て
か
え

て
来
れ

 
る
の
か

グ

グ

 
晴
明

帰

て
き
ま
す
よ

並
み
に
生
命
力
あ
り
ま
す
か
ら

 

そ
れ
よ
か
何
を
食
べ
て
い
る
ん
で
す
か

 
怠
惰

知
り
た
い

知
り
た
い

 
晴
明

い
い
え
知
り
た
く
は
な
い
で
す
よ



 第３０７話 理久兎との対面

 
怠
惰

あ

そ

グ

グ

 
晴
明

分
か
り
ま
し
た
そ
れ
は
何
で
す
か

 
怠
惰

あ
れ
れ

意
外
に
も
意
見
を
曲

た

ま

良

 
い
か
こ
れ
は
現
代
の

の

つ

レ

ト

 
て
い
う

か
ら

さ
れ
た
物
さ
バ
レ
ン
タ
イ
ン

 
フ

ア
で
安
く
な

て
た
か
ら
大

に
一

を

 
し
て
き
た
の
さ

 
晴
明

か

 
怠
惰

あ
れ
れ

食
べ
た
い
の

食
べ
た
い
の

 
晴
明
ち

ん

 
晴
明

本
当
に

立
ち
ま
す

そ
れ
を
よ
こ
し
な
さ
い
よ

 
こ
の

 
怠
惰

や
ら
ん
よ

そ
の
前
に
言
う
こ
と
が
あ
る
で
し

う

 
に

 
晴
明

く

食
べ
た
い
の
で
下
さ
い



 第十八章 平和の日常へ

 
怠
惰

良
く
で
き
ま
し
た

ガ
リ

 
晴
明

あ

の

 
怠
惰

あ

ち
の

に

て
る
か
ら

て
き
な

え

 
怠
惰
さ
ん
が
も
ら

た

の
数

結

な
ん
て

 
目
に
見
え
て
ま
す
よ

さ
て
さ
て
そ
れ
で
は
今
回
は
こ

 
こ
ま
で
で
す

 
晴
明

そ
れ
で
は

者
様
ま
た
次
回

グ

グ

 
怠
惰

そ
ん
じ

バ
イ

ラ



 第３０８話 灼熱地獄での特訓

 
第
３
０
８
話
 
灼
熱
地
獄
で
の
特
訓

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

が
休
み
だ

た
た
め
一
日
中

て
い
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

分
ト

タ
ル
す
る
と

時
間
ぐ
ら
い

て
い
た
ん
じ

な
い
か
と
思
い
ま
す

さ
て
そ
れ
で

は
今
回
も
ど
う

 
地
霊

に
来
て
翌
日

 
蓮
 

は

は

 
理
久
兎
の

発
で
ず

と
式
神
達
を

し
続
け
た
結

霊
力
の

が
激
し
い
の
か
体
が

く
感
じ
て
い
た

 
狗
神

大

か
小
僧

 
神
楽

無
理
は
し
な
い

う
が

 
蓮
 

大

だ
か
ら

心

し
な
い
で

 
鈴

何
か
晴
明
ち

ん
も
そ
ん
な
感
じ
だ

た
な



 第十八章 平和の日常へ

 
ご
先
祖
様
と
何
処
が
ど
う

て
い
る
の
だ
ろ
う
と
思

て
い
る
と
ド
ア
か
ら

ン

ン

ン
と

リ

ミ
カ
ル
に
音
が
鳴
る

 

 

る

 
ド
ア
が
開
き
黒
が

て
き
た

 
黒
 

よ

ぐ

す
り

れ
た
か

 
蓮
 

黒
さ
ん

 
黒
 

そ
の

だ
と
気

ち
よ
く
は

れ
て
な
さ
そ
う
だ
な

 
と
り
あ
え
ず

え
に
来
た

 
ど
う
や
ら

え
に
来
た
み
た
い
だ

ド
か
ら
立
ち
上
が
り

リ
と

を
下

る

 
蓮
 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
黒
 

あ

つ
い
て
こ
い

 
そ
う
し
て
黒
の
後
に
続
き
地
霊

の
中
庭
へ
と
出
る

 
蓮
 

で
も
こ
こ
は

い
で
す
よ

地
霊

と
い
い
こ
の

 
中
庭
と
い
い

 
日
の
光
が

ら
さ
れ
な
い
よ
う
な
地
底
で
こ
ん
な
に
も

か
な
庭
が
あ
る
と
見
と
れ
て
し
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ま
う

ま
る
で
秘

の
楽
園
み
た
い
な
感
じ
に
な

て
い
て
幻
想
的
と
前
に
こ
こ
に
来
た
時
か
ら

思

た

 
黒
 

し
い
も
の
だ
な

め
て
く
れ
る
と
は

 
鈴

ど
う
い
う
事

 
黒
 

こ
の
中
庭
の

物
を
育
て
た
の
は

だ

 
神
楽

そ
う
な
ん
で
す
か

 
そ
れ
は
本
当
に

き
だ

ま
さ
か
黒
が
こ
ん
な
中
庭
を

る
と
は

 
狗
神

お
前
が
な

 
黒
 

意
外
だ
ろ

に
こ
こ
で

を

し
て
み
ろ
と
言

 
わ
れ
た

も
少
し
参

た
も
の
だ

何
せ
生
ま
れ
て

 
か
ら
ず

と
破
壊
行

し
か
し
て
こ
な

た
せ
い
で

 
最

は

た
が

狛
や
耶
狛
そ
れ
に
さ
と
り
や

 
こ
い
し
に
そ
し
て

が
手
伝

て
く
れ
て
よ
う
や
く

 
庭
に
な

た
ん
だ

 
蓮
 

へ
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何
処
と
無
く
黒
が

笑
ん
で
い
た

そ
し
て
灼
熱
地
獄
へ
と
通
じ
る

を
黒
は
開
け
た

 
黒
 

こ

ち
だ

 
黒
に
着
い
て
い
く
と
ど
ん
ど
ん

く
な

て
く
る

 
鈴

い

 
狗
神

で
気

ち
悪
く
な
り
そ
う
だ

 
と

人
が
言
う
な
か
で
神
楽
と
黒
は
平
然
と
し
て
い
た

人
は

く
な
い
の
だ
ろ
う
か

そ
ん
な
事
を
思
い
つ
つ
も
灼
熱
地
獄
へ
と

り
着
い
た

 
蓮
 

や

り
こ
こ
は
何
時
来
て
も

い
で
す

 
黒
 

あ

奴
等
は
ど
こ
に
い
る
ん
だ

 

奴
等

て
こ
と
は

ら
く
あ
の
兄
妹
だ
ろ
う
と
予

し
て
い
る
と

 

 

黒
さ
ん
こ

ち
で
す

 

 

こ

ち
だ
よ
黒
君

 
黒
 

そ
こ
に
い
た
の
か

狛

耶
狛

 
や

り
こ
の

人
だ

た

し
か
も

さ
の
た
め
か

狛
は
上

で
耶
狛
も
上

に
は
上

だ
が
さ
ら
し
が

か
れ
て
い
た
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蓮
 

お
二
方

今
日
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
耶
狛

オ

ケ

 

狛

様
も
お
願
い
し
ま
す

 
鈴

と
言

て
も

達
は
見
物
か
な

 
神
楽

で
す

狗
神
さ
ま

 
狗
神

は

 
ま
た
狗
神
は
何
処
か
に
意
識
が
飛
ん
で
い
た
み
た
い
だ

 

狛

そ
れ
と
マ
ス
タ

か
ら
修
行
中
の
間
は
式
神
達
を
戻

 
し
て
も
良
い
と
言
わ
れ
て
ま
す
が

 
鈴

う

ん
な
ら

は
帰
ろ
う
か
な

い
し

 
神
楽

も
一
度
引
き
ま
す

蓮
さ
ん
の
負

に
な
る
と
あ

 
れ
で
す
し

 
狗
神

 
狗
神
は

て
い
る
が

定
で
良
い
の
だ
ろ
う
か

と
り
あ
え
ず
意
見
に

し

人
を
戻

す
が
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狗
神

お
い

ラ

手
に
戻
す
ん
じ

よ

 

手
に
狗
神
が
出
て
き
た

と
い
う
か

て
い
た
か
ら

定
か
と
思

た
が

た
の
か

そ
れ
よ
り
も
普

は
出
て
こ
な
い
の
に
そ
れ

ど

狛
が
気
に
な
る
の
か

 

狛

面
白
い
で
す

 
狗
神

 
耶
狛

ア
ハ
ハ
ハ

が
ま

か

か

 
蓮
 

そ
れ
よ
り
も
ど
ん
な
修
行
を
す
る
ん
で
す
か

 
修
行
に
つ
い
て
聞
く
と

人
は
ハ

と
す
る
と
修
行
に
つ
い
て
説
明
を
始
め
た

 

狛

ル

ル
は

で
す
よ

処
に

が
あ
る
の
は
分
か

 
り
ま
す
か

 
蓮
 

え

と
あ
れ
で
す
よ

 

す
方
向
を
み
る
と
確
か
に
ボ
ロ
ボ
ロ
と
な

て
い
る

が
あ

た

 
耶
狛

そ
う
そ
う

用
は
あ
の

ま
で
行

て
こ
こ
に
戻

 
て
く
る

て
い
う

式
の
修
行
だ
よ

 
狗
神

そ
れ

じ

な
い
か
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言
う
通
り

そ
う
な
ん
だ
け
ど

昨
日
黒
が

処
ま
で
言

た
の
に
こ
れ
な
の
か

正

な
所
で
そ
ん
な
の
今
の

分
な
ら
ク
リ
ア
等
は

だ

 
黒
 

そ
う
思
う
な
ら
お
め
で
た
い
な

 
狗
神

ん
だ
と

ラ

 

狛

ま

ま

ま
ず
は
お
手
本
を
見
せ
ま
す

 
そ
う
言
う
と

狛
は
ク
ラ
ウ

ン
グ
ス
タ

ト
で
構
え
る

 
耶
狛

行
く
よ

よ

い

ス
タ

ト

 
合
図
と

時
に

狛
は

け
出
し

岩
の

に
飛
び
込
ん
だ

 
蓮
 

狛
さ
ん

 
狗
神

な

 

け
つ
け
て
見
る
と
何
と

狛
は
空
中
を

遊
せ
ず
に

岩
を
流
れ
る
岩
を

場
に
し
て
岩
か

ら
岩
へ
と

し
て
い
き
見
事

を

る
と

じ
よ
う
に
し
て
帰

て
き
た

 
耶
狛

え

と

 

狛

ま
だ
ま
だ
か

 
あ

と
い
う
間
で
正

く
事
し
か
で
き
な
い

し
か
も
タ
イ

ア
タ

ク
し
て
い
る
し
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黒
 

と
り
あ
え
ず
小
僧

次
は
お
前
が
行
け

 
蓮
 

で
す
か

 
黒
 

あ

そ
れ
と
お
前
は

だ
し

処
ま
で
飛
ん
で
い

 
て
も
構
わ
ん

ろ
最

は
飛
ん
で
行

て
み
ろ

 
そ
こ
ま
で
言
う
な
ら
お
言

に

え
て
み
る
か

 
耶
狛

行
く
よ

よ

い
ど
ん

 
合
図
と
共
に

し

く
と

ま
で
向
か
う

飛
べ
る
の
な
ら
楽

と
思

た
が
そ
れ
が
間

い
で
あ
る
と
す
ぐ
気
づ
か
さ
れ
る
事
と
な

た

 
蓮
 

あ
と
少
し
で

 
あ
と
少
し
で

れ
る
と
思

た
そ
の

間
だ

た

分
の
い
る

の

度
真
下
で

岩

が

え
た
ぎ
る

そ
し
て
そ
の

岩
は
一
気
に
吹
き
出
し
た

 
蓮
 

し
ま

 

構
え
た
と

時
に

分
は
い
つ
の
間
に
か
元
の

に
戻

て
い
た

 

狛

大

で
す
か
蓮
さ
ん

 
耶
狛

生
き
て
る

え
て
な
い
よ
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蓮
 

え

あ
れ

 
黒
 

お
前
さ
て
は
気
を

い
た
な

狛
が
い
な
か

た
ら

 
死
ん
で
た

 
ど
う
い
う
意

だ

前
を
見
て
み
る
と

岩
に
よ
る
火

が

分
が
い
た
で
あ
ろ
う
場
所
に

火
し
て
い
た

そ
う
か

狛
の
能
力
で
こ
こ
ま
で
テ
レ

ト
さ
せ
ら
れ
た
の
か

 
狗
神

大

か

 
蓮
 

う
ん

す
み
ま
せ
ん

狛
さ
ん

 

狛

い
い
え

そ
れ
よ
り
も
気
を

い
た
ら
命

り
で
す

 
よ

こ
こ
ら
は
特
に
火

が
上
が
る
の
で

感
力
や

 
予

性
そ
し
て
反
射
神
経
と
そ
う

た
も
の
を
利
用

 
し
て
い
か
な
い
と
蓮
さ
ん
だ
と
死
に
ま
す
よ

 
先
程
ま
で
思

た
事
は
前
言

回
だ

昨
日

黒
が
言

た
通
り
命

け
だ

 

狛

も
う
一
度

戦
し
ま
す

 
蓮
 

お
願
い
し
ま
す

 
そ
う
し
て
も
う
一
度
構
え
る
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耶
狛

じ

あ
行
く
よ
よ

い
ど
ん

 
合
図
と
共
に

岩
の

へ
と
飛
び
込
む

 
黒
 

お
い

 

狛

蓮
さ
ん

 
と

の

が
聞
こ
え
る
中
で

分
は
岩
を

場
に
し
そ
し
て
時
に
空
を
飛
び
を
し
て
い
き

ま
で
近
づ
く

 
蓮
 

予

し
ろ

 
守
矢
神
社
で

た
フ

ト

ク
を
活
用
し
て
行
動
し
て
い
く

そ
し
て

岩
に

が
出
た

の
を
見
逃
さ
な
か

た

 
蓮
 

 

い
て
空
を
飛
び
回

す
る
と
火

が
上
が

た

火

が

つ
上
が
る
と
次
か
ら
次
へ
と

上
が
る

そ
の
間
を
潜
り

け
て
見
事
に

へ
と

り
着
く

 
蓮
 

出
来
た

 
耶
狛

い

 
黒
 

め
て
に
し
ち

良
く
で
き
て
る

こ

ち
へ
戻
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て
来
い

 
そ
う
言
わ
れ
戻
ろ
う
と
す
る
が

 

ン

 
蓮
 

う

 

場
が
崩
れ

岩
の

へ
と
落
ち
る

 
耶
狛

危
な
い

 

狛

せ
ろ

 

分
が
落
ち
て
い
く
場
所
に
裂
け
目
が
現
れ
る
と
そ
こ
へ
と
落
ち
元
の
場
所
に
戻
る

 
黒
 

小
僧

戻
る
ま
で
が
修
行
だ

 
狗
神

本
当
に
大

か

 
蓮
 

ま
だ
ま
だ

も
う
一
度
お
願
い
し
ま
す

 
耶
狛

お
兄
ち

ん
も
準
備
は

 

狛

何
時
で
も

 
耶
狛

な
ら
行
く
よ
よ

い
ど
ん

 
そ
う
し
て
命
け
に
見
え
な
い
よ
う
で
実

物
い
命
け
な
特
訓
が
続
い
て
い
く
の
だ
た
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怠
惰

そ
れ
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
鈴

う
ん

 
神
楽

し
か
し
あ
の
修
行

て

は
気
を

か
な
い
事
が

 
目
的
で
す
よ

 
怠
惰

そ
う
気
を

い
た
ら

岩

イ

し
か

な
い
修

 
行
と
な

て
い
て

外
に
も
命

け
し
か
も
不
死

 
の
理
久
兎
従
者
達
に
も
流
石
に
痛
覚
が
あ
る
か
ら

 
落
ち
た
く
は
な
い
か
ら
気
を

か
な
い
の
さ

 
鈴

蓮
く
ん
は
本
当
に
大

な
の
か
な

 
怠
惰

ま

そ
こ
は
や

て
み
な
い
と

 
神
楽

そ
う
で
す

 
怠
惰

さ
て
そ
れ
じ

今
回
は
ち

と
お

い
け
れ
ど

 
こ
の

で
終
わ
り
ま
す
か
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神
楽

そ
う
で
す

そ
れ
で
は

者
様
ま
た
次
回
も
お

 
願
い

し
ま
す

 
鈴

そ
れ
じ

ま
た
次
回

 
怠
惰

さ
い
な
ら
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第
３
０
９
話
 
旧
都
お
つ
か
い
観
光

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

方
に
な

て
き
て
目
が

く
な

て
き
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

ま
た

の

い
な

の
季

が
や

て
く
る
の
か

失

そ
れ
で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 
修
行
を
開
始
し
て
ま
た
翌
日
と
な
る

 
蓮
 

は

は

 

食
の
時
間
と
い
う

福
の
時
間
だ
が
体
の

れ
が
な
か
な
か

れ
な
い

や
は
り
霊
力
の

が
激
し
い
み
た
い
だ

現
に
追
い
込
み
が

く
て
体
が

ら

ら
し
て
る

 
狗
神

お
い
小
僧

 
蓮
 

え

ど
う
し
た
の

 
神
楽

本
当
に
大

で
す
か

 
鈴

や

り

る
時
ぐ
ら
い
は
体
を
休
め
た
ら

 
式
神
達
は
心

し
て
言

て
く
れ
る
の
は
あ
り
が
た
い
が
そ
う
は
い
か
な
い

何
よ
り
も

分
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に
だ

て

ラ
イ
ド
ぐ
ら
い
あ
る
の
だ
か
ら

 
蓮
 

大

だ
か
ら
気
に
し
な
い
で

 
と

空
元
気
な
返
事
を
し
つ
つ

食
を

る

理
久
兎
は
従
者

人

ラ
ス
し
て
さ
と
り
と

何
か
話
し
合

て
い
た

そ
し
て
話
し
合
い
を

め
る
と
理
久
兎
が
近
づ
い
て
く
る

 
理
 

な

蓮
に
頼
み
た
い
こ
と
が
あ
る
ん
だ
が
良
い

 
か
な

 
蓮
 

な

何
で
す
か

 
頼
み
と
は
一
体
な
ん
だ
と
思

て
い
る
と

 
理
 

後
で
食

を
旧
都
で

て
き
て
く
れ
な
い

そ
れ

 
と
そ
の
間
は
式
神
を
し
ま

て
休
み
な
よ

 
理
久
兎
は
一
体
今
度
は
何
を
考
え
て
そ
ん
な
発
言
を
し
た
ん
だ

ま
さ
か
理
久
兎
の
事
だ
か
ら

ま
た

発
か

 
蓮
 

ま
た

発
で
す
か

 
黒
 

無
理
す
る
な
と

は
言

て
い
る
ん
だ

 
耶
狛

そ
う
そ
う
休
め
る
時
に
休
め
な
い
と
体
を
壊
し
ち
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う
よ

 
と

人
に
言
わ
れ
る

今
回
は

発
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か

 
神
楽

理
久
兎
様
の
意
見
に
は

で
す
蓮
さ
ん
は
お
休
み

 
を
し
て
く
だ
さ
い

 
鈴

そ
う
そ
う

 
狗
神

あ

お
前
は
休
め
こ
の
ま
ま
だ
と
倒
れ
る

 
蓮
 

う

う
ん

 
式
神
達
を
こ
こ
ま
で
心

さ
せ
て
し
ま
う
と
は

分
は

人
の
使

者
と
し
て
ま
だ
ま
だ

人
前
だ
な

 
蓮
 

あ
り
が
と
う
そ
う
さ
せ
て
も
ら
う
よ

 
と

言

て
い
る
と
理
久
兎
達
の
方
も
何
か
と
会
話
が
さ
れ
て
い
た

 
理
 

お

 
お

今
度
は
あ
た
い
で
す
か

 
理
 

あ

狛
と

行
し
て
蓮
に
旧
都
を

内
し
て
や

 
て
く
れ
間
欠
泉
セ
ン
タ

の
予
定
的
に
死
体
の

も
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今
日
は
あ
ま
り

ら
な
い
か
ら
な

 
お

分
か

た
よ
お

さ
ん
と
行
く
ん
だ
も
ん
大
船
に

 

た
つ
も
り
で
い
て
よ

 
聞
い
て
い
る
と

狛
と
お

が

分
と

行
し
て
く
れ
る
感
じ
な
の
だ
ろ
う
か

 
蓮
 

え

と

狛
さ
ん
と
お

さ
ん
で
行
く
で
良
い
ん
で

 
す
よ

 

狛

え

 
お

よ
ろ
し
く

お

さ
ん
と
あ
た
い
と
で
旧
都
を

内

 
す
る
か
ら

蓮
さ
ん

 
蓮
 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

 

リ
と

を
下

る

 

狛

そ
ん
な

を
下

な
い
で
く
だ
さ
い
よ

こ
う
し
て

 
客
人
を

内
す
る
の
も

分
達
の

目
で
す
か
ら

 
お

そ
う
だ
よ

と
り
あ
え
ず
さ

さ
と

食
を

ま
せ

 
て
行
こ
う
か
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蓮
 

は
い

 
そ
う
し
て

食
を

ま
せ
式
神
達
を
戻
し
準
備
を
整
え
て

ン
ト
ラ
ン
ス
に
向
か
お
う
と

屋

を
出
る
と

 
さ
と

楽
し
そ
う
で
す

 
蓮
 

あ

さ
と
り
さ
ん

 
た
ま
た
ま
さ
と
り
と

下
で
出
会
う

さ
と
り
は
ク
ス
リ
と
笑
う
と

 
さ
と

体
を
休
め
た
方
が
良
い
で
す
よ
貴
方
が
い
な
い
間
に

 
修
行
の
メ

を
考
え
る
そ
う
で
す
か
ら

 
蓮
 

え

と

が
ん

 
さ
と

い
え

に
出
さ
ず
と
も
大

で
す
よ

心
を

め

 
ま
す
の
で

張

て
下
さ
い

そ
れ
と
死
な
ぬ

 
よ
う
に

 
そ
う
言
い
さ
と
り
は
通
り
す
ぎ
て
い

て
行

た

修
行
メ

て
ま
さ
か
キ
ツ
イ
感
じ

な
の
か
な
と
思

た

だ
が
そ
の
方
が
や
る
気
も
出
て
く
る
も
の
だ

 
蓮
 

よ
し

張
ら
な
い
と



 第３０９話 旧都おつかい観光

 

を

き
意
気
込
み
を

れ
て

ン
ト
ラ
ン
ス
へ
と
行
く
と

狛
と
お

が

に
い
た

 
蓮
 

お
待
た
せ
い
た
し
ま
し
た

 

狛

い
い
え

方
も
今
来
た
所
で
す

 
お

え

そ
れ
じ

行
き
ま
し

う
か

 

 

ち

と
待
て

 
何
処
か
ら
か

が
聞
こ
え
る
と

ケ

ト
か
ら
狗
神
が
飛
び
出
て
き
た

 
狗
神

わ

わ
れ

い
や

も
そ
の

 

狛

良
い
で
す
よ
一

に
行
き
ま
し

う
か

 
お

は
は
ん

 
狗
神
の
反

を
い
ち

く
お

が

知
し
た
み
た
い
な
の
か

と
笑

て
い
た

 
お

と
り
あ
え
ず
行
き
ま
し

う
か
お

さ
ん

 

狛
の
手
を

ぎ
外
へ
と
出
て
い

た

 
狗
神

負
け
ら
れ
な
い
な

 
蓮
 

え

え

と

達
も
行
こ
う
か

 
そ
う
し
て

分
達
は
旧
都
へ
と
向
か
う

旧
都
に
着
く
と

イ

イ
と

わ
い
を
見
せ
て
い



 第十八章 平和の日常へ

た

そ
こ
か
し
ろ
で
⻤
を
中
心
に
色
々
な
妖
怪
が
酒
を

ん
で
い
た

 
蓮
 

そ
う
い
え
ば
お
つ
か
い

て
言
わ
れ
て
ま
し
た
が

 
何
を

う
ん
で
す
か

 
お

あ

え

と

酒
と
そ
れ
か
ら

 

狛

の

だ
よ
お

 
お

あ

そ
う
だ

た

 
酒
と
野

は
分
か
る
が
何

に

の

な
ど
出
て
く
る
の
だ

と
い
う
か
そ
ん
な
も
の
何

に
使
う
の
だ

 
お

そ
う
い
え
ば
お

さ
ん

て
結

と
か

愛
と
か
は

 
し
な
い
の

 
狗
神

ぶ

 

狛

大

で
す
か

 
蓮
 

狗
神

 
狗
神

大

だ
問

な
い

 

狛
が
吹
き
出
す
の
な
ら
分
か
る
が
何

に
狗
神
が
吹
き
出
す
の
だ
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狛

あ

え

と
そ
う
だ

分
無
理
だ
と
思
う

 
お

何
で
だ
い

 

狛

う

ん

ら

て
不

不
死
だ
し

き
に
な

て

 
も
こ
ん
な
化
け
物
と

き
合
お
う
と
か
思
う
子
は
い

 
な
い
と
思
う
よ

耶
狛
も
そ
う
だ
け
ど

そ
の

に

 
関
し
て
は
蓮
さ
ん
の
方
が

 

バ
い

分
に
話
を

て
き
た
よ

言
え
な
い
霊
夢
と
喧
嘩
別
れ
し
て
ま
だ
仲

り
出
来
て

い
な
い
と
か

言

た
ら

狛
達
か
ら
理
久
兎
に
話
が
流
れ
小
バ
カ
に
さ
れ
る
が
落
ち
だ

 
蓮
 

あ

あ
は
は
は
は
は
は
は
は
は

 
狗
神

あ

こ
い
つ

月
ぐ
ら
い
前
に
そ
の

人
と
喧
嘩

 
別
れ
し
た

 
蓮
 

狗
神

 
何
て
事
を
言

て
く
れ
る
ん
だ

こ
れ
で
地
霊

に
帰
れ
ば
理
久
兎
に
小
バ
カ
に
さ
れ
る

タ

が
出
来
て
し
ま

た
よ

 

狛

あ

そ
う
い
え
ば
マ
ス
タ

が
言

て
た
な
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お

お

さ
ん
も
言

て
た

 
何
と
い
う
事
で
し

う

そ
の
場
に
い
た
耶
狛
に

に

め
ら
れ
て
い
る
ん
だ
け
ど

 
蓮
 

は

つ
い
で
に

を

て
い
き
ま
す
か
首

り

 
用
に

 

か
ら
の

ま
し
言

に
も
う
心
が
痛
い
し

れ
た

リ
ス
タ

ト
し
よ
う
か
な

 

狛

あ

と

あ
ん
な
所
に

マ
メ
さ
ん
が

 
お

本
当
だ

狗
神
さ
ん
も
蓮
さ
ん
を

れ
て
き
て

 
狗
神

た
く

こ
れ
だ
か
ら

タ
レ
は

 
そ
う
し
て
狗
神
達
に

れ
ら
れ
て
歩
き
出
し

マ
メ
と
言

た
者
の
元
へ
と
向
か
う

 

狛

マ
メ
さ
ん

 
黒

ん

あ
れ

狛
さ
ん

そ
れ
に
死
体

業
者
と

 

て
巫
女
の

き

い
刀

 

狛

そ
れ
は
言

た
ら

メ
で
す

 
蓮
 

い
や
良
い
ん
で
す
事
実
だ

た
の
で

 
本
当
に

く
仲

り
し
な
い
と
と
心
か
ら
思

た
し
面
目
な
さ
が
で
て
き
た

と
い
う
か

分
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が
大
人

な
か

た
な
と
つ
く
づ
く
と
感
じ
て
き
て
い
た

 
黒

え

と
何
か
ご
め
ん

そ
れ
と
こ
こ
に
来
た

て
事

 
は
い
つ
も
通
り
で

か
な

 

狛

え

え
ま
す
か

 
黒

は
い
は
い
ち

と
待

て
て

 
そ
う
言
い

マ
メ
は
家
へ
と

て
い
き
数
分
す
る
と
出
て
き
た

 
黒

は
い
こ
れ
普
通
の
と
特
別

い
の

 

狛

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
こ
れ
は
お
代

で
す

 
黒

度

そ
ん
じ

は

と

み
い
く
か
ら

 
そ
う
言
う
と

マ
メ
は
旧
都
の
人
だ
か
り
の
中
へ
と

え
て
い

た

 

狛

は
よ
し
次
は
酒
で
す

 
蓮
 

え

と
お
酒

て
こ
と
は
居
酒
屋
で
す
か

 

狛

え

そ
う
な
ん
で
す
が

 
と

言

て
い
る
と

ら

ら
と
萃
香
が
通
り
す
ぎ
た

 
蓮
 
え

萃
香
さ
ん
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狛

ん

あ

萃
香
さ
ん

 
萃
香

ん
に

あ
れ

狛
に
そ
の

ト
じ

ん

そ
れ

 
か
ら

て
蓮

何
で
こ
こ
に

 
こ
の
感
じ
か
ら
し
て
霊
夢
と
の
い
ざ
こ
ざ
は
聞
い
て
い
そ
う
だ

 
蓮
 

え

と
修
行
で
理
久
兎
さ
ん
の
所
に
い
る
ん
で
す
よ

 
後
こ
の
事
は
霊
夢
達
に
は
内

で
お
願
い
し
ま
す

 
萃
香

え

あ
う
ん

頼
む
か
ら
仲

り
は
し
て
お
く
れ
よ

 
じ

な
い
と
こ
こ
最
近
神
社
の
空
気
が

く
て

く

 
て
そ
れ
だ
と

し
く
お
酒
が

め
な
い
ん
だ
よ

 
蓮
 

え

と

処
し
ま
す

 
何
か

が
い
な
い
間
に
神
社
の
空
気
が
悪
く
な

て
き
て
い
る
よ
う
だ

こ
れ
ま
で
聞
く
と

人
に
も
迷

を
か
け
て
い
る
の
だ
な

 

狛

す
み
ま
せ
ん
萃
香
さ
ん
お
酒
の
発
注
を
お
願
い
で
き

 
ま
せ
ん
か

 
萃
香

お
や
も
う
そ
ん
な
時

に
な

た
ん
だ

分
か

た
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こ

ち
か
ら

々
さ
ま
に
頼
ん
で
お
く
よ

 
そ
う
言
い

ら

ら
と

を
ぶ
ら
下

つ
つ
去

て
い

た

 
狗
神

で
も
何
で
ま
た
小
⻤
に
頼
む
ん
だ
よ

 
お

だ
よ

々
さ
ん
を
探
す
よ
り
か
は
萃
香
さ
ん

 
と
か

の

さ
ん
を
探
し
て
言
伝
て
を
頼
ん
だ
方

 
が

い

て
事
だ
よ

に
酒
を

ん
で
く
れ
る
の

 
は

々
さ
ま
だ
し

 
確
か
に
そ
れ
な
ら

が
良
い
の
か

 

狛

と
り
あ
え
ず
お
つ
か
い
も
終
わ
り
ま
し
た
し
帰
り
ま

 
し

う
か

 
お

お

さ
ん

れ
て
な
い

蓮
さ
ん
と
そ
れ
か
ら
狗
神

 
さ
ん
に

内
す
る
の

 

狛

あ

そ
う
だ

た

な
ら
目

は
な
い
で
す
が

 
ら

ら
と
歩
き
な
が
ら

内
し
ま
す

 
蓮
 

は

は
い
お
願
い
し
ま
す
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そ
う
し
て

分
達
は

狛
と
お

に

内
さ
れ
な
が
ら
観
光
す
る
の
だ
が

 
お

お

さ
ん
良
い

気
だ

蓮
さ
ん

 
蓮
 

狗
神
も
楽
し
そ
う
で
す
し

 
狗
神
か
ら
し
た
ら

狛
と
の

が
ち

と
近
づ
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
の
だ

た

だ
が

こ
の
時
の

分
は
ま
だ
知
ら
な
い

こ
の
上
な
く
キ
ツ
イ
特
訓
が
用
意
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
ま

だ
知
る
よ
し
も
な
か

た
の
だ

た

 
怠
惰

そ
ん
じ

今
回
は
こ
こ
ま
で

 
鈴

楽
し
そ
う
だ

 
神
楽

そ
う
で
す

 
怠
惰

し
か
し
花

の
季

に
な

て
き
た
の
か
目
が

い

 
し

が
出
て
き
て
て

い

 
鈴

そ
う
い
え
ば
怠
惰

て
花

だ

た

け

 
怠
惰

そ
う
し
か
も

に
限

て
は

炎

花
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と
下
手
し
た
ら

の
季

は
こ
の

つ
と
三

を
か

 
け
そ
う
な
勢
い
な
ん
だ
よ

 
神
楽

大
変
そ
う
で
す

 
怠
惰

も
う

と
冬
は
大

い

 
鈴

四
季
の
楽
し
み
を
知
れ
な
い

て
可

想

 
怠
惰

う
る
せ
い
や
い

さ
て
そ
れ
じ

そ
ろ
そ
ろ
時
間
だ

 
し
今
回
は
こ
こ
ま
で
に
し
よ
う
か

 
神
楽

は
い

そ
れ
で
は
ま
た
次
回
も
お
願
い
し
ま
す

 
鈴

そ
れ
じ

あ

者
様

 
怠
惰

サ
ラ

バ



 第十八章 平和の日常へ

 
第
３
１
０
話
 
死
ぬ
か
生
き
る

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
目
を
休
め
る
た
め
に
目
を

た
ら
い
つ
の
間
に
か

て
い
た
怠
惰
の

ク
ソ
悪
魔
で
す

折

の
遊
ぶ
時
間
が
一

で

え
て
た
め

が
出
ま
し
た

さ
て
こ
ん
な
話
も

あ
れ
な
の
で
本
編
へ
ど
う

 
理
久
兎
の
元
で
蓮
が
修
行
を
し
て
い
る
時

地
上
の
博
麗
神
社
で
は

 
霊
夢

蓮

 
霊
夢
は
未
だ
に
帰

て
こ
な
い
蓮
に
思
い
を
は
せ
て
い
た

何
時
に
な

た
ら

分
の
元
に
帰

る
の
だ
ろ
う
か
と
考
え
る
日
々
だ

 
霊
夢

は

 
た
め

を

き
つ
つ

内
の
掃
除
を
し
て
い
る
と

か
が

り

の
鳥
居
か
ら

て
来
た

 
霊
夢

あ
ら
参

客
な
ん
て

し
い

 
お

が

れ
ば
少
し
は
気
が

れ
る
か
な
と
思

て
い
る
と
そ
の
者
は
笑

で
近
づ
い
て
く



 第３１０話 死ぬか生きる

る 

 

こ
ん
に
ち
は
良
い
天
気

す

参

て

 
見
た
感
じ
は
男
性
だ
が

は
不
思
議
な
仮
面
を
つ
け
て
い
て

が
見
れ
な
い

い
わ
ば
変
人

み
た
い
な
者
だ

し
か
し
参

つ
ま
り

を

れ
て
く
れ
る
み
た
い
だ

 
霊
夢

お

は
そ
こ
よ

 

 

ど
う
も

す

 
と
り
あ
え
ず
そ
の
者
を
気
に
せ
ず
掃
除
を
再
開
す
る
の
だ

た
が

 

 

 
そ
の
者
が
霊
夢
を
見
て
仮
面
の

底
の

許
を

リ
と

ま
せ
た

し
さ
と
悲
し
み
で

い

い
の
今
の
霊
夢
に
は
気
づ
く

が
な
か

た
の
だ

た

そ
し
て

は
蓮
へ
と
変
わ

る

お
つ
か
い
観
光
か
ら
翌
日
と
な
り
灼
熱
地
獄
で
は

 
耶
狛

ら

ら

け
な
い
と
死
ぬ
よ

 
黒
 

落
ち
て
も
死

だ
が
な

 
蓮
 

ぐ

 
現

理
久
兎
達
が

し
た
特
訓
を
行

て
い
た

そ
の
名
も

岩
組
手
と
呼
ば
れ
空
を
飛
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ば
す
マ
グ
マ
の
中
で

か
ぶ
岩
を

場
に
組
手
を
す
る
と
い
う

き
で
一
歩
間

え

み

外
せ
ば
死

確
定
レ

ル
の
特
訓
だ

 
耶
狛

ら
蓮
く
ん

け
て
ば

か
り
だ
と

目
だ
よ

 
蓮
 

く

 
か
れ
こ
れ
数
時
間
こ
の
特
訓
を
し
て
い
る

分
は
そ
の
ま
ま
闘
い
続
け
る
が

 
黒
 

耶
狛
そ
ろ
そ
ろ
時
間
だ

 
耶
狛

は
い
は
い
バ
ト
ン
タ

 
耶
狛
が
下
が
り
黒
が
出
て
く
る
と

撃
を
し
だ
す

そ
う
相
手
は

狛

耶
狛

黒
の

人

が
リ
レ

式
で
時
間
が
来
る
と
バ
ト
ン
タ

し
て
い
く
と
い
う

分
は
休
む
こ
と
す
ら
許
さ

れ
な
い
と
い
う
⻤

的
な
修
行
に
な

て
い
る

 
黒
 

集
中
し
ろ

 
蓮
 

う
ぐ

 
吹

飛
ば
さ
れ

岩
に
落
ち
そ
う
に
な
る
が
何
と
か

場
に

を

き
神
楽
を
突
き
刺
し
て
落

ち
る
の
を

ぐ

 
黒
 

も

と
動
け
そ
し
て
貴
様
の
限
界
を
越
え
ろ



 第３１０話 死ぬか生きる

 
蓮
 

で
り

あ
あ
あ

 
そ
う
し
て

分
は

て
し
な
く
キ
ツ
イ
特
訓
を

え
る
の
だ

た

 
蓮
 

あ
れ
こ
こ
は

 
そ
し
て
い
つ
の
間
に
か

分
は
霧
の
か
か
る
幻
想
的
で
不
思
議
な
花
園
に
い
た

何
処
な
の
だ

ろ
う
か
と
思
い

り
を
見

し
て
い
る
と

 
蓮
 

あ
れ

て

ち

ん

 
ま
た

を

ん
だ
向
こ
う

に
死
ん
だ
は
ず
の

ち

ん
が
立

て
い
た

 
祖

蓮
こ
こ
に
来
た
ら

メ
よ

く
戻
ら
な
い
と

 
蓮
 

あ
れ

こ
れ
ま
た
夢
か
な

 
と
言

て
い
る
と

と

に

ま
れ
た

か
ら
何
か
が
流
れ
て
き
た

そ
れ
は
小
さ
な
船
で

そ
の
船
の
上
に
は

 
小
町

グ

 
気

ち
良
さ
そ
う
に
小
町
が

を
流
れ
て
い

た

 
蓮
 

何
で
ま
た
小
町
さ
ん
の
夢
を
見
る
ん
だ
ろ

 

分
と
小
町
さ
ん
と
で
何
か
し
ら
関
係
性

て
あ

た
か
な

等
と
思

て
い
た
そ
の

間
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狗
神

小
僧
し

か
り
し
ろ

 
鈴

帰

て
き
て
蓮
く
ん

 
神
楽

蓮
さ
ん

 
と

人
の

が
聞
こ
え
て
く
る

 
蓮
 

ど
こ
な
の

 

ぶ
が
何
処
に
い
る
の
だ
ろ
う
か

そ
れ
よ
り
も
向
こ
う

に
い
る

ち

ん
が
気
に
な

て

し

う
が
な
い

を

て
み
る
か
と
思
い

を

ろ
う
と
し
た
次
の

間

 

 

ス
ト

 
蓮
 

ぐ

 
突
然
の

ス
ト
発
言
と
共
に
お

に
強

な
痛
み
が
目
を

て
出
て
そ
の
場
で
転

回

る 
蓮
 

い

て

 
お

を
さ
す
り
な
が
ら
目
を
開
け
る
と
そ
こ
は
霧
か
か
る
花
園
で
は
な
く
見

れ
て
き
て
い
た

の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が
見
え
る
天

だ

た

こ
こ
は

上
手
く

が
回
ら
ず
ボ
ン

リ

と
起
き
上
が
る
と



 第３１０話 死ぬか生きる

 
神
楽

蓮
さ
ん

 
狗
神

小
僧

 
鈴

蓮
く
ん

 

人
が

け

て
き
た

そ
し
て
ボ
ン

リ
し
て
い
た
の
が
な
く
な
り

り
を
見

し
て

 
蓮
 

こ
こ
は

は
ど
こ

 
本
当
に
こ
こ
は
と
思

て
つ
い

る
と
理
久
兎
が
落
ち
着
き
な
が
ら
近
づ
く
と

 
理
 

何
を

的
な
事
を
言

て
ん
だ
こ
こ
は
地
霊

で

 
お
前
は

蓮
だ

 
蓮
 

え

あ

あ

そ
う
で
し
た

そ
う
い
え
ば
理

 
久
兎
さ
ん
小
町
さ
ん

て
何
時
も
何
処
に
い
る
ん
で

 
す
か

 
理
 

は

ど
う
し
て
ま
た

 
蓮
 

い
や
さ

き
ま

分

夢
だ

た
の
か
な

死
ん

 
だ

ち

ん
が

を

ん
だ
向
こ
う

で
こ

ち
に

 
来
て
は

メ

て
言

て
て
そ
れ
で
そ
の

に
小
町



 第十八章 平和の日常へ

 
さ
ん
が
船
に

そ
べ

て

を
流
れ
て
行

た
の
を

 
見
た
も
の
で

 
そ
れ
を
聞
い
た
で
あ
ろ
う
理
久
兎
は

に
手
を
当
て
て

れ
つ
つ

く
考
え
る
と

リ
と

笑
み

を
開
く

 
理
 

夢
だ
よ
蓮

お
前
は
し

か
り
と

の
修
行
を
し
て

 

れ
て

て
た
の
か

ち
ま

た
ん
だ
よ
ま

れ

 
て
れ
る
か
ら
そ
ん
な
夢
を
見
た
ん
だ
気
に
す
る

 
は
な
い
ん
だ

 
蓮
 

そ

そ
う
で
す
よ

そ
れ
よ
り
も
し

か
り
と
出

 
来
た
ん
で
す

 
理
 

あ

あ

だ
よ
な

 

人
の
従
者
た
ち
に
聞
く
と

狛
は

笑
い
を
し
黒
は
目
を
反
ら
し
遠
く
を
見
つ
め
耶
狛
は

お
ど
お
ど
し
な
が
ら

 
黒
 

あ

小
僧
は
良
く

張

た

 
耶
狛

う
ん

張

た
と

は
思
う
よ

そ
う
だ
よ



 第３１０話 死ぬか生きる

 
お
兄
ち

ん

 

狛

も

 
と

言

て
く
れ
る

だ
が
本
当
に
大

だ

た
の
か
が

人
を
見
て
い
て
不
安
に
な
る

 
さ
と

い
や
あ
の
さ

き
死
に
か
け

 
理
 

あ

あ

聞
こ
え
な
い
な

え

何

 
シ

ラ

の
ス
イ

ツ
が
食
べ
た
い
だ

て

 
仕
方
な
い
な

さ
と
り
は

 
狗
神

お
い

ラ
話
を
そ
ら

 
理
 

え

狛
と
耶
狛
と
で
お

り
し
た
い
の

良
い

 
よ
話
し
て
く
れ
て
も

 
そ
の
キ

ド
を
話
す
と
狗
神
は

を
真

に
さ
せ
て

た

 
さ
と

本
当
に
意
外
で
す

 
狗
神

心
を

む
な

ど
う
せ
お
前
も
元
は

じ

の

 
だ
ろ
う
が

 
鈴

で
も
ま

蓮
く
ん
が
起
き
て
よ
か

た
よ



 第十八章 平和の日常へ

 
そ
う
言
わ
れ

分
の
手
を
み
て
思
う

あ
の
修
行
の
最
中
で
何
が
あ

た
の
か

 
神
楽

覚
え
て
ら

し

い
ま
せ
ん
か

 
蓮
 

ま

う
ん

 
神
楽

え

と
修
行
は

し
た

に
は
し
ま
し
た
し
か
し

 
蓮
さ
ん
の
精
神
が
限
界

を
越
え
て
し
ま

た
が
た

 
め
に
そ
の
気
絶
し
て
し
ま

て

 
蓮
 

そ
う
な
ん
だ

 
何
か

々
と
だ
が
思
い
出
し
て
き
た

そ
う
だ
確
か
黒
と
戦

て
い
て
そ
れ
で
そ
こ
か
ら
が

ま

た
く
思
い
出
せ
な
い

こ
の

で
気
絶
し
た
の
だ
ろ
う
か

 
さ
と

大

で
す
か

 
蓮
 

え

大

で
す
よ

 
さ
と

ご
め
ん
な
さ
い

あ
の
人
が

し
て
き
た
者
達
の

 
大

は
人
外
ま
た
は
月
の

み
た
い
で
今
の
人
間
に

 
対
し
て
知
識
不

の
修
行
で
限
界
を
越
え
過
ぎ
て
し

 
ま

た
み
た
い
で



 第３１０話 死ぬか生きる

 
蓮
 

い
え
理
久
兎
さ
ん
は
悪
く
は

 
さ
と

で
す
か
ら
そ
こ
は
注
意
し
て
お
き
ま
し
た
の
で
少
し

 
は
貴
方
に
合

た
修
行
に
な
る

で
す
よ

 
見
て
み
る
と
理
久
兎
は
従
者
達

人
と
何
か
話
し
合

て
い
た

 
蓮
 

合
う

て
言

て
も
そ
れ
だ
と
修
行
に
は

 
さ
と

勘

い
し
て
い
ま
す

修
行
が
キ
ツ
イ
や
キ
ツ
く

 
な
い
そ
ん
な
の
は
ど
ち
ら
に
せ
よ
そ
の
修
行
す
る
者

 
が

の

を
越
え
る
ま
た
は
考
え
を

め
る
た
め

 
に
修
行
を
す
る
の
で
す
よ
理
久
兎
さ
ん
は
そ
れ
を
見

 

た
が
た
め
に
こ
う
な

た
ん
で
す

 
結
構
さ
と
り

て
理
久
兎
に
対
し
て

を

く
ん
だ
な

大

は

う
と
か
す
る
と
思

た
の

に 
蓮
 

意
外
に
理
久
兎
さ
ん
に

を

き
ま
す

 
さ
と

だ
か
ら
こ
そ

い
を
認
め
て
い
る
ん
で
す

 
よ



 第十八章 平和の日常へ

 
こ
れ

に
理
久
兎
さ
ん

に
敷
か
れ
る
な
と
思

た

 
さ
と

因
み
に

に
敷
い
て
は
い
ま
せ
ん
よ

逆
に
理
久
兎

 
さ
ん
と
い
う
大
黒

に

え
ら
れ
て
ま
す
よ

 
蓮
 

そ
う
だ

た

め
る
ん
だ

た

 
さ
と

さ
て
と

ら
く
今
日
は
修
行
の
メ

を
見
つ
め

 

す

で
す
し

く
は
休
ん
だ
方
が

の
た
め
で
す

 
よ

ま
た
気
絶
し
て
し
ま
う
と
修
行
す
ら
ま
ま
な
ら

 
な
い
で
す
し

 
理
久
兎
達
を
見
て
み
る
と
ま
だ
話
し
合
い
を
し
て
い
た

こ
こ
に

分
が
い
る
と
お
邪
魔
か
な

と
思

た

そ
れ
な
ら
ば

さ
と
り
の
言

に

え
よ
う
と
思

た

 
蓮
 

分
か
り
ま
し
た
な
ら

分
は

屋
に
戻
り
ま
す

 
さ
と

え

 
立
ち
上
が
り
式
達

人
を
見
て

 
蓮
 

行
こ

か

 
狗
神

あ
い
よ



 第３１０話 死ぬか生きる

 
鈴

う
ん

 
神
楽

は
い

 
そ
う
し
て

分
達
は
一
度

屋
へ
と
戻
る
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す

 
晴
明

え

 
怠
惰

し
か
し
目
を
休
め
る
た
め
に
目
を

て
い
た
ら

 
い
つ
の
間
に
か

て
て

ク
リ
し
た

 
晴
明

よ
う
と
思
え
ば
す
ぐ

れ
ま
す
よ

貴
方
は

 
怠
惰

せ

か
く
の
遊
ぶ
時
間
を

に
使

た
の
は
本

 
当
に
も

た
い
な
い

 
晴
明

貴
方
は

れ
て
い
る
ん
じ

な
い
で
す
か

 
怠
惰

そ
う
か
も

こ
こ
最
近
ど
う
も

れ
が
た
ま

 
て
仕
方
な
い
ん
だ
よ
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晴
明

夜
は
し

か
り

て
を

り
返
し
て
ち

ん
と
し

 
た
リ

に
す
る
事
を
オ
ス
ス
メ
し
ま
す
よ

 
怠
惰

だ
よ

 
晴
明

そ
れ
よ
り
で
す
が

の
あ
れ
は
一
体

 
怠
惰

何
だ
ろ
う

そ
こ
は
少
し
す
れ
ば
分
か
る
か
な

 
晴
明

ま
た
そ
う
意
地
悪
を

 
怠
惰

ハ
ハ
ハ

さ
て
そ
れ
じ

そ
ろ
そ
ろ
時
間
だ
し
今

 
回
は
こ
こ
ま
で
か
な

 
晴
明

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
怠
惰

そ
ん
じ

者
様

 
晴
明

さ
よ
う
な
ら



 第３１１話 間欠泉センターでの修行

 
第
３
１
１
話
 
間
欠
泉
セ
ン
タ

で
の
修
行

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

そ
し
て
昨
日
は
休
ん
で
し
ま
い

し

な
い

で
す

 
で
す
の
で
今
日
は
こ
の
話
そ
し
て
夜
に
ま
た

話
投
稿
を
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す

そ
れ
で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 
死

を
潜
り

け
た
特
訓
か
ら
数
日
が
経
過
す
る

 
お
空

そ
ら

 
現

は
間
欠
泉
セ
ン
タ

に
て
お
空
と
組
手
を
行

て
い
た

無
数
に
飛
び

う

大
な
弾
幕

を
場
所
的
に
少
し

い
間
欠
泉
セ
ン
タ

で
一
時
間
の

久

け
と
い
う

か
ら
見
た
ら

な

修
行
だ
ろ
う
が
決
し
て
そ
ん
な
事
は
な
い

 
蓮
 

で
り

あ

 
お
空

弾
を
斬

て
く
る
ん
だ

な
ら
メ
ガ
フ
レ
ア



 第十八章 平和の日常へ

 
何
せ
異
変
の

に
戦

た
お
空
よ
り
も
明
ら
か
に
力
を

し
弾
の
大
き
さ
も

前
に
も
増
し

て
よ
り
大
き
く
な

て
い
て

け
る
も
楽
で
は
な
い

そ
れ
に

弾
し
た
ら

落
に
な
ら
な
い

メ

ジ
は
確
定
な
の
だ
か
ら

 
お

そ
こ
ま
で

 
蓮
 

終
わ
り
で

て
う

 
お

の
合
図
が
出
て
終
わ
り
か
と
思
い
気
を

こ
う
と
し
た
が
未
だ
に
弾
幕
が

ま
な
い

 
蓮
 

お
空
さ
ん

終
わ
り
で
す
よ

 
お
空

え

何

聞
こ
え
な
い
な
い

十
凶

 
蓮
 

い
や
だ
か
ら
終
わ
り
で
す

て
ば

 
お
空

う

 
大
き
く

び
聞
こ
え
た
の
か
お
空
の
弾
幕
が

ま

た

あ
や
う
く
強

な
一
撃
が

る
所

だ

た

 
お
空

も

終
わ
り
な
ら
言

て
よ

お

 
お

い
や
い
や

あ
た
い
は
言

た
か
ら

 
お
空

う
に



 第３１１話 間欠泉センターでの修行

 
前
々
か
ら
思

て
い
た
が
お
空

て
や

り

か
ら
の

な
子
だ
よ
な

見
て
い
る
と

何

か
耶
狛
に

て
い
る
気
が
す
る

 
お

さ
て
と
そ
ろ
そ
ろ
お

さ
ん
達
も
来
る
か
な

 
お
空

そ
う
だ

 
因
み
に

狛
と
耶
狛
と
黒
の

人
は
元
か
ら
あ
る
仕
事
の
都
合
上
で

前
の

が
出
来
な

か

た
た
め
こ
の

人
が
す
る
事
と
な

た
の
だ

 
お

あ

来
た
来
た

お

さ
ん

お

さ
ん

 
お

が
手
を

る
方
向
か
ら

狛
と
耶
狛
が
や

て
来
た

 

狛

す
み
ま
せ
ん
お
待
た
せ
し
て
し
ま

て

 
蓮
 

い
え
い
え

度
お
空
さ
ん
と
の
修
行
が
終
わ

た
所

 
で
し
た
の
で

 

分
と

狛
は

と

を
下

て
い
る
一
方
で

 
耶
狛

お

ち

ん
お
空

れ
様

 
お

あ
た
い
は
何
も
し
て
な
い
け
ど

 
お
空

楽
し
か

た
よ



 第十八章 平和の日常へ

 
と

笑
ま
し
い
光
景
に

狛
と

分
は
お

い
に
笑

て
い
る
と
気
づ
く

そ
う
い
え
ば
黒

が
い
な
い
の
だ
な
と

 
蓮
 

そ
う
い
え
ば
黒
さ
ん
は

 
耶
狛

黒
君
は
お
風

掃
除
し
て
る
よ
何
で
も
カ

が
発
生

 
し
て
た
ら
し
く
て
そ
れ
の
清
掃
中
か
な

だ
か
ら
も

 
う
少
し
し
た
ら
来
る
よ

 
意
外
に
黒

て

面
な
の
だ
な

 

狛

さ
て
と
準
備

動
も
出
来
て
そ
う
で
す
し
な
ら
組
手

 
を
し
ま
す
か

 
蓮
 

狛
さ
ん
が
お
相
手
と
い
う
事
で
よ
ろ
し
い
ん
で
す

 
よ

 

狛

え

前
み
た
く

は
あ
ま
り
し
ま
せ
ん
の
で
そ

 
の
お
つ
も
り
で

 
蓮
 

そ
の
方
が
良
い
組
手
に
な
り
ま
す
の
で

と
も

 

狛
は

ケ

ト
か
ら
大
き
め
の
ク

イ
を
出
し
逆
手

ち
す
る
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狛

耶
狛
お

が
い
な

 
耶
狛

オ

ケ

組
手
時
間
は
ち

と
⻑
め
に

分

 
間

よ

い
ス
タ

ト

 
耶
狛
の
合
図
で

分
達
は
一
気
に

を

り
そ
し
て
先
手

の

刀
術
で
斬
り
か
か
る

 

狛

そ
れ
は

い
で
す
よ

 
だ
が
そ
の

刀
術
を

本
の
ク

イ
を

み
に

い
受
け
流
す
と
ク

イ
の

を
向
け
て

り
か
か

て
き
た

 
蓮
 

な
ん
の

 

を
使
い

ぐ
が
流
れ
る
よ
う
に

を
曲

に
向
か

て

ち
を
し
て
き
た

 
蓮
 

で
り

 

狛

く

 
間
一

の
所
で

狛
の

に
向
か

て

り
を

れ
体

を
崩
さ
せ
た
事
で
一
撃
を
カ
ス
め

た

そ
し
て
お

い
に

を

り
構
え
る

 
蓮
 

ま
だ

の

で
す
よ

 

狛

え

術
を
使
う
に
も
仕
込
み
が
い
る
も
の
で
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何
か
玉
を
地
面
へ
と
投

つ
け
る
と

が
上
が
り

狛
の

が

え
た

 
蓮
 

何
処
に

 
何
処
に
行

た
と
思
い
探
す
と
上
空
か
ら
風
を

る
音
が
聞
こ
え
す
ぐ
さ
ま
後
ろ
に
後
退
す
る

と
上
空
か
ら

狛
が
斬
り
か
か

て
き
て
い
た

 

狛

そ
ら

 
蓮
 

ク

イ

 
手
に

つ
ク

イ
と
は
別
に
小
さ
な
ク

イ
を
投

し
て
く
る

す
ぐ
さ
ま
神
楽
で
弾
く

こ

こ
ま
で

撃
す
る

が
無
さ
す
ぎ
て

け
る
事
し
か
出
来
て
な
い

 
蓮
 

何
と
か
し
て
流
れ
を
変
え
な
い
と

 
こ
の
ま
ま
で
は

狛
の

ス
の
ま
ま
組
手
が
終
わ

て
し
ま
う

何
と
か
し
な
け
れ
ば

 
蓮
 

 
呼
吸
を
整
え
て
神
楽
を

に

め
て

狛
を

み
つ
つ
構
え
る

 
蓮
 

 
そ
し
て
一
気
に

狛
と
の

を

め
て
高

刀
を
放
ち

狛
を
斬
る
が
手

え
が
な
い
事

に
気
づ
く

そ
れ
ど
こ
ろ
か
ら
斬

た

狛
は
弾
幕
と
な
り
向
か

て
き
た
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狛

術
 
弾
幕

代
わ
り
術

 
蓮
 

物

 
す
ぐ
に
弾
を

り
裂
き

り
を
探
す
と
今
度
は

 

狛

法
 
妖
力

大
十
方
手
裏

 
と
大

が
聞
こ
え
る
と

大
な
手
裏

が
空
か
ら

空
し
て

方
に
向
か

て
く
る

す
ぐ

さ
ま
神
楽
を
ま
た

に
戻
し

 
蓮
 

刀
 

色
一

 
一

に
よ
る

刀
で
真

二
つ
に
手
裏

を

り

撃
を

ぐ
と

分
の

感
が

く

後
か

ら
何
か
が
来
る
と

 
蓮
 

ん

 
ギ
ン

 
ク

イ
と
神
楽
が
ぶ
つ
か
り
合
い

音
を

き
鳴
ら
し
た

 

狛

や
り
ま
す

全
に
気

を

し
た
一
撃
だ

た
の

 
で
す
が

 
蓮
 

狛
さ
ん
次
は

の
タ

ン
で
す
よ
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狛

け
上
が
ら
な
い
方
が

の
た
め
で
す
よ

 
ギ
ン

 

狛
を
弾
き
飛
ば
し
神
楽
を
構
え
る

 
蓮
 

神
楽

 
二
体
の
分
霊
を

し

狛
へ
と

り
か
か
る

 

狛

遅
い

 

り
か
か
る
が

狛
は
上
空
へ
と

し
て

け
る

す
ぐ
さ
ま
分
霊
を

り
二
体
の

を

さ
せ
る

 
蓮
 

覚

 
そ
れ
を
ト
ラ
ン

リ
ン
み
た
く
使
い

狛
の
い
る
上
空
へ
と
一
気
に

り
神
楽
に
よ
る
斬
り
上

を
仕

け
る

 

狛

な
ん
の

 
蓮
 

で
り

 
そ
こ
か
ら
何
度
も
神
楽
と
ク

イ
が
ぶ
つ
か
り
合

て
い
き
火
花
を
散
ら
し
時
に
は
お

い

撃
を

け
と

り
返
す

そ
し
て

分
は

を

り
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蓮
 

そ
ら

 
斬
撃
波
を
放
ち

狛
へ
と
放
つ

 

狛

斬
撃
波
な
ど
も
う
見

て
ま
す
よ

 
と

言
い
ク

イ
で
斬
撃
波
を
受
け
流
す
が
本
当
に
見

て
い
る
と
言
え
る
の
だ
ろ
う
か

何

な
ら

 
お

お

さ
ん
そ
れ
は
反
射
だ
よ

 

狛

な

 
放

た
斬
撃
波
は

ら
く
受
け
流
さ
れ
る
と
い
う
の
は

分
も
分
か

て
い
る

受
け
流
さ
れ

た
斬
撃
波
は
間
欠
泉
セ
ン
タ

の

に
当
た
り
反
射
し

狛
へ
と
斬
り
か
か
る

 

狛

こ
ざ
か
し
い
真

を

 
ク

イ
で
斬
撃
波
を

ち

す
が
そ
の

を

い

狛
へ
と
近
づ
き
神
楽
を

刀
す
る
が

 
ガ
ギ
ン

 
突
然
の

音
が

く

何
と

狛
の

に
は

手
に

つ
ク

イ
と

様
の
大
き
さ
の
ク

イ
が

え
ら
れ
て
い
た

 

狛

な

ど

あ

り

は

し

ま

せ

ん

よ

す

な
ど
あ
ひ

は
し
ま

ん
よ
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蓮
 

流
石
は

狛
さ
ん
だ

 
と

い
が
ぶ
つ
か
り
合

て
い
る
と

 
耶
狛

り

 
耶
狛
の

り

の
合
図
が
な
る

 

狛

り

の

も

う

少

し

は

本

気

だ

し

ま

す

よ

の
ひ

り
の
も
う
ひ

こ
ひ

ん
ひ
だ
し
ま
す
よ

 
ギ
ン

 

に

え
ら
れ
て
い
る
ク

イ
で
弾
か
れ
る
と

狛
は
先
程
よ
り
も
妖
力
を
放
出
す
る

に

え
た
ク

イ
を

手
に
そ
し
て

手
に
ク

イ
を

た
そ
の

間

狛
は
空
気
を

り
飛

ば
し
弾
丸
の
よ
う
な

度
で
近
づ
い
て
き
た

 

狛

こ
れ
で
最
後
で
す
よ
蓮
さ
ん

 
蓮
 

 

ら
く

狛
が
得
意
で
あ
ろ
う
近

で
の
手
数
で
決
め
て
か
か
る
だ
ろ
う

だ
が

狛
が
ど

う
い
う
動
き
を
す
る
で
あ

て
も

ら
く
考
え
た

間
に
や
ら
れ
る
だ
ろ
う

だ
か
ら

分
が

た
行
動
は
考
え
る
を
や
め
て
神
楽
を

に

刀
し
構
え
る

 

狛

良
し



 第３１１話 間欠泉センターでの修行

 
蓮
 

 

感
に

を

神
楽
を
一
気
に

刀
す
る

 

狛

ぐ

 

 
ガ
ギ
ン

 

狛

は

 
蓮
 

負
け
て
た
ま
る
か

 

狛
は
そ
の
一
撃
を
上
手
く
い
な
し
二
撃
目
を

え
よ
う
と
し
て
く
る
が
す
ぐ
さ
ま

を

ち

狛
の

に
向
か

て

刀

刀
を

え
よ
う
と
し
た
そ
の

間

 
耶
狛

タ
イ

ア

 
と

耶
狛
の
一
言
で

狛
の
ク

イ
と

分
の

の
一
撃
が
当
た
る
ギ
リ
ギ
リ
で

ま

た

狛
と

を
合
わ
せ
る
と

 
蓮
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

狛

こ
ち
ら
こ
そ

 

い
に

を
し
て
間
欠
泉
セ
ン
タ

へ
と
降
り
る
と

 
パ

パ

パ

パ



 第十八章 平和の日常へ

 

分
と

狛
を

え
る
か
の
よ
う
に
小
さ
な

手
が
な
る

そ
し
て

手
を
す
る
者
が

方
に

向
か

て
く
る
者
を
見
て

く

何

な
ら
ば
そ
の
者
は

 
理
 

良
い
試
合
だ

た

人
共

 

処
分
を
受
け
て
い
た
で
あ
ろ
う
理
久
兎
だ

た
か
ら
だ

 
怠
惰

て
な

で
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す

 
鈴

何
で
ま
た
昨
日
は
休
ん
だ
の

 
怠
惰

リ
ア
ル
怠
惰
さ
ん
は

ミ

で

面

で

 
全
神
経
を
使

た
結

昨
日

込
ん
だ

 
狗
神

ど
う
し
よ
う
も

奴
だ
な

 
神
楽

よ
く
そ
れ
で
生
き
れ
ま
す

 
怠
惰

ま

本
は

で
あ
る
家
に
引
き
こ
も

て
る

 
か
ら

外

の
人
と
は
あ
ま
り

わ
ら
な
い
ん

 
だ
よ
こ
れ
が



 第３１１話 間欠泉センターでの修行

 
鈴

う
わ

的
な
引
き
こ
も
り
だ

 
怠
惰

ま

て
な

で
す
い
ま
せ
ん
で
し
た
な
の
で
今
日

 
の
夜
に
今
日
の
分
を
投
稿
を
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し

 
く
お
願
い

し
ま
す

 
狗
神

す
ま
ん
な

 
鈴

よ
ろ
し
く

 
神
楽

え

と
怠
惰
様
そ
ろ
そ
ろ
時
間
で
す
し
そ
ろ
そ
ろ

 
一

終
わ
り
に
し
ま
し

う
か

 
怠
惰

あ
い
あ
い
そ
れ
で
は
昨
日
の
分
は
こ
こ
ま
で
で
す

 
神
楽

ま
た
今
日
の
夜
も
投
稿
を

し
ま
す
の
で
お
願
い
し

 
ま
す

 
狗
神

そ
ん
じ

あ
な

者
様

 
鈴

ま
た
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第
３
１
２
話
 
本
格
的
に
始
ま
る

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

そ
れ
で
は
本
日
分
の
投
稿
を
ど
う

 
ま
さ
か
ま
だ
い
る
と
は
思
わ
な
か

た
理
久
兎
が
こ
こ
に
来
て
い
る
と
は

が
予

し
た
だ
ろ

う
か

し
か
も
良
く
見
て
み
る
と
黒
も
こ
こ
に
来
て
い
た

つ
ま
り
決
死
の
風

掃
除
も
終
わ

た
の
だ
ろ
う
か

 

狛

マ
ス
タ

 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん
が
こ
こ
に
い
る

て
事
は

は

 
理
 

あ

つ
い
さ

き
終
わ

た
か
ら
ど
ん
な
感
じ
か
を

 
見
に
来
た
の
さ

そ
れ
で
ど
う
だ
蓮

強
さ
は
実
感

 
出
来
る
か

 
と
言
わ
れ
て
も
正

な
話
で
返

に

る

問
だ

何
せ

分
は
そ
の
実
感
な
ど
は
な
い
し

本
当
に
強
く
は
な

て
い
る
の
か
と
も
分
か
ら
な
い
の
だ
か
ら



 第３１２話 本格的に始まる

 
蓮
 

実
感
は

あ
ま
り

き
ま
せ
ん

 
理
 

そ
う
か

 
理
久
兎
は

に
手
を
当
て
て

分
を
見
て
考
え
て
い
た

ど
う
し
て
ま
た
こ
ん
な

問
を
し
て

き
た
の
だ
ろ
う
か

す
る
と

狛
と
耶
狛
と
黒
は
少
し
だ
が

し
そ
う
に

 

狛

と
り
あ
え
ず

達
の

目
は
こ
こ
ま
で
で
す
か

 
耶
狛

う

ん
そ
れ
を
聞
く
と

し
い

 
黒
 

ま

後
は

に

 
と

言

て
く
る

ま
さ
か
こ
の

人
の

と
は
こ
こ
で
終
わ
り
な
の
か

そ
れ
を
聞
く

と
何
だ
か
中

だ
し
そ
れ
に
少
し
だ
が

分
も

し
い
と
感
じ
た

分
が
こ
ん
な
事
を
言

え
る
義
理
だ
と
か
は
な
い
が
相

し
よ
う
と
す
る
と
理
久
兎
は
キ

ト
ン
と
し
た

を
し
て

を

開
く

 
理
 

何
を
言

て
ん
だ
お
前
等
は
言

た
ろ
頼
む

て

 
お
前
等
も
最
後
ま
で

も

て
見
て
や
れ
よ

 
そ
の
言

を
聞
い
た
で
あ
ろ
う

狛
耶
狛
黒
の
三
人
は
目
を

に
し
て

い
て
い
た

理

久
兎
か
ら
ま
さ
か

分
が
言
い
た
い
事
を
言

て
く
れ
る
と
は
思
わ
な
か

た

だ
が
そ
れ
を
聞
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い
て
一
番

き
そ
し
て

と
し
た
の
は

分
な
の
か
も
し
れ
な
い

 
理
 

ま

そ
れ
に

狛
と
蓮
の
組
手
を
見
て
い
て
の
感
想

 
と
し
て
は
蓮
に
レ

ル
を
合
わ
せ
て
戦

て
い
た
の

 
は
分
か
る
が

狛
お
前
そ
こ
し

ん
で
る
だ
ろ

 

狛

な

 

ラ
リ
と
理
久
兎
は

目
で
耶
狛
と
黒
を
見
る
と

人
は

く
目
を
反
ら
す
の
を
見
逃
さ

な
か

た

そ
れ
は
無

理
久
兎
も
だ
ろ
う

 
理
 

そ
れ
に
耶
狛
に
黒

今
の
発
言
で
目
を
そ
ら
し
た
の

 
は
ど
う
い
う
意

か
な

 
耶
狛

ギ
ク

 
黒
 

ヒ

ヒ

 
耶
狛
の

に

や

が
流
れ
黒
は
気

し
い

を
し
つ
つ
風

り
音
し
か
し
な
い

を
し
て

魔
化
し
て
い
た

 
蓮
 
何
で
そ
こ
ま
で

魔
化
す
の
か
な

 
何

そ
こ
ま
で
し
て

魔
化
そ
う
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

だ
が
そ
の

え
は
す
ぐ
に
知
る



 第３１２話 本格的に始まる

こ
と
と
な
る

理
久
兎
は

リ
と
笑
う

 
理
 

蓮
の
修
行

を
見
な
が
ら
蓮
共
々
で
久
々
に

が

 
お
前
達
に
稽
古
を
つ
け
て
や
る
よ

お

こ
れ
を
頼

 
む

 
そ
う
言
い
ア
ロ
ハ
シ

ツ
を
脱
ぎ
な
が
ら
お

と
お
空
の
元
へ
と
向
か

て
い
く

人
を

見
る
と

人
は

い

を
し
て
い
た

 
蓮
 

何
で
そ
ん
な

を

 
耶
狛

蓮
く
ん
は
知
ら
な
い
か
ら
言
え
る
ん
だ
よ

 
黒
 

あ

死
ん
だ
方
が
マ
シ
と
思
う
か
も
な

 

狛

だ
だ
だ
大

だ
と
思
い
ま
す
よ

流
石
に
蓮
さ
ん

 
が
い
る
ん
で
す
か
ら
昔
み
た
い
な
事
は
な
い
と
思
い

 
ま
す
よ

 
一
体
ど
ん
な
修
行
を
し
た
ん
だ

人
の
こ
の
険
し
い

と
い
い
絶
対
強
く
は
な
る
け
れ
ど

ト
ラ
ウ
マ
を

え

け
ら
れ
て
い
る
気
が
す
る

 
蓮
 

い
や
い
や
組
手
で
す
よ
そ
ん
な

え
な
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人
の
目
は
こ
う

え
て
い
た

で
は
な
い
と

 
蓮
 

え

と
組
手
は
そ
の

い
と
思
い
ま
す
が

に
何
か

 
し
ら
楽
し
い
み
た
い
な
修
行
は

 
黒
 

あ
る
と
思
う
か

ど
れ
も
キ
ツ
イ
の
一

張
り
だ

 
耶
狛

キ
ツ
か

た
の
は
蓮
く
ん
も
し
た
あ
の

岩
組
手
と

 
か
だ
よ

と
お
兄
ち

ん
は
不

不
死
そ
れ
と

 
黒
君
は
不
死

だ
か
ら
死
ぬ
こ
と
は
な
い
ん
だ
よ

 

狛

け
れ
ど
痛
覚
は
あ
る
ん
で
す

 
黒
 

あ

岩
に
落
ち
た
あ
の
熱
さ
は

常
じ

な
い

 
そ
れ
を
聞
き
そ
し
て
黒
の
言

た
死
ん
だ
方
が
マ
シ
と
い
う
言

を
聞
き
一
気
に
そ
の
時

の
光
景
が
予

で
き
た

こ
こ
は

く
す
ぐ
に

を
か
く
の
だ
が
今

分
の

中
を
流
れ
る

は
そ
ん
な

じ

な
く

に
よ

て
発
生
し
た

や

が

中
を

ら
し

を
流
れ
た

 
蓮
 

な
予
感
が

 
耶
狛

ま

ま

お
兄
ち

ん
の
言
う
通
り
で
蓮
君
が
い
る

 
か
ら

分
大



 第３１２話 本格的に始まる

 
黒
 

だ
よ
な

そ
う
だ
よ
な

 

狛

え

大

で
す

 
こ
の

人
は
こ
ん
な
言

を
知

て
い
る
だ
ろ
う
か

 
蓮
 

あ
の

す
い
ま
せ
ん
そ
れ

に
フ
ラ
グ
な
ん
で
す

 
がフ

ラ
グ
と
い
う
危
険
か
つ

け
れ
な
い
言

を

理
久
兎
が
お

と
お
空
と
の
会
話
を

ま

せ
る
と

方
を
向
き
首

を
回
し

な
笑

を

か
べ
た

 
蓮
 

え

え

 

分
の

感
が
危
険
感
知
を
し
て

く

一
方
的
な
戦
い
と
な

て
無

に
も

ら
れ
る

と

あ
の
笑

は
そ
う
い
う
意

が
絶
対
あ
る
に
決
ま

て
い
る

そ
れ
に
隣
の

人
を
見
る

と
生
ま
れ
た
て
の
子

み
た
く

え
て
い
た

 

狛

ま
ず
い
こ
れ
は
本
気
だ

 
耶
狛

あ

あ
の
時
の
地
獄
特
訓
よ
る

病
が

 
黒
 

ガ
タ
ガ
タ
ガ
タ

 
こ
の

人
が
こ
こ
ま
で

え
る

て
ど
ん
な
事
を
し
た
ん
だ
理
久
兎
さ
ん
は
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理
 

ル

ル
を

定
す
る
こ
の
組
手
の
間
の
み

の
力
の

 

を

解
除
す
る

 
と

理
久
兎
が

え
る
と

り
の
空
気
が
よ
り
一

に

く
な

た

す
る
と

中
か
ら

を

り
か
ら
は
鱗
が
並
ぶ

を

に
は

本
の
龍

を

ば
す

 
理
 

さ

て
め

ら
の
実
力
を
出
し
て
み
ろ
因
み
に
久
々

 
に
力
を

る
う
か
ら
な
手

で
き
ず
に

に
し
た

 
ら

メ
ン
な

 

人

し

落
に
な
ら
な
い

 
本
当
に

落
に
な
ら
な
い
事
を
発
言
し
理
不

た
る
４

１
と
い
う
変

組
手
が
幕
を
開
け

た
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す

 
狗
神

お
い
大

か
小
僧
と
い
い

狛
さ

ン

 

狛
と
い
い

ら
れ
る



 第３１２話 本格的に始まる

 
怠
惰

大

あ

は
言

て
る
け
ど

し
て
く
れ
る

 
か
ら

 
鈴

と
か
言
い
つ
つ
も
晴
明
ち

ん
も

戦
し
て
る
ん

 
だ
よ
な

こ
れ
が

 
神
楽

も

も
し
黒

さ
ん
や
空
紅
さ
ん
が
来
た
ら

は

 
折
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

 
怠
惰

大

だ
よ
ハ
ン

で
理
久
兎
は
何
も

た
な
い

 
か
ら
さ
武

も

た
ら

 
神
楽

そ
れ
な
ら
ま
だ

 
狗
神

ま

と
り
あ
え
ず
は
理
久
兎
を
ギ

フ
ン
と
言
わ

 
せ
る
ん
だ

小
僧

 
鈴

相
変
わ
ら
ず
で
理
久
兎
に
容

な
い

 
狗
神

ま

な

 
怠
惰

や
れ
や
れ

さ
て
そ
れ
じ

時
間
も
時
間
だ
し
今

 
回
は
こ
こ
ま
で
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神
楽

ま
た
明
日
も
お
願
い

し
ま
す

 
狗
神

そ
ん
じ

あ
な

 
鈴

ま
た



 第３１３話 理久兎との組手

 
第
３
１
３
話
 
理
久
兎
と
の
組
手

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

そ
し
て
昨
日
も
や
ら
か
し
て
し
ま
い

し

な
い
で
す

昨
日
は
色
々
と
リ
ア
ル
で
ご
た
つ
い
た
た
め
投
稿
で
き
ず
で

ま
た
夜
に
今
日
の

分
で
も
う

話
を
投
稿
し
ま
す
の
で
お
願
い
し
ま
す

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
灼
熱
的
な
熱
さ
が
あ
る
間
欠
泉
セ
ン
タ

で
は

 
理
 

遅
い

と
ろ
い

い

て
め

ら
そ
の
程
度
な
の

 
か

や

り
た
る
ん
で

ラ

 

分
を

め

狛

耶
狛

黒
の

人
は
理
久
兎
を
相
手
に
理
不

か
つ
変

的
な
組
手
を

し
て
い
た

 
蓮
 

は

強
い

 

狛

が
い
き
ま
す

 
そ
う
言
い

狛
は
ク

イ
を
構
え
る
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狛

こ
の

 
無
数
の
ク

イ
を
投

す
る
が
理
久
兎
は
ま
る
で
ボ

ル
を
キ

す
る
ぐ
ら
い
の

も

な
い
と
い

た

で

手
だ
け
で
全
て
の
ク

イ
を
キ

し
た

 

狛

な

 
耶
狛

次
は

 
耶
狛
は
気
の
狼
を

り
出
す
と
理
久
兎
へ
と
向
か

て
走
ら
せ
る

だ
が
向
か

て
い
く
狼
に

向
か

て
回

し
た

狛
の
ク

イ
を
投

し
狼
の

間
へ
と
当
て

滅
さ
せ
た

 
耶
狛

う

そ
ん

 
黒
 

ち

ど
け
耶
狛

け

 
今
度
は
黒
が
地
面
に

び
る

の

を

り
無
数
の

に
変
化
さ
せ

に
し
て
理
久
兎
へ
と

投

さ
れ
た
が
理
久
兎
は
手
を

 
理
 

落
ち
ろ

 
能
力
を
用
い
た
の
か
何
な
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
突
然
上
空
に

雲
を
発
生
す
る
と
そ
の
落

で
黒
の

を

ち

し
た

 
黒
 

あ
り
え
ん
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蓮
 

あ
の

人
が
こ
う
も

気
な
く

 
こ
れ
が
理
久
兎
の
本
当
の
力
い
や

が
ど
う
の
こ
う
の

て
言

て
い
た
か
ら

ら
く
こ
れ
で

も
本
当
の
力
す
ら
な
い
の
か
も
し
れ
な
い

だ
が
そ
れ
で
も

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
蓮
 

覚

 
間
合
い
を

め

刀
術
で

後
を
向
く
理
久
兎
に
斬
り
か
か
ろ
う
と
す
る
が

座
に
後
ろ

り

で

を

え
ら
れ

刀
を

さ
れ
た

 
蓮
 

こ
ん
な
の
あ
り
で
す
か

 
理
 

蓮
お
前
の
動
き
は

す
ぎ
る
ん
だ
よ

 
そ
う
言
う
と
理
久
兎
は
何
も
力
を

れ
て
す
ら
い
な
い

な
の
に
い
き
な
り
吹

飛
ば
さ
れ

た 
蓮
 

く

 
す
ぐ
さ
ま
受
け

を

り
理
久
兎
を

む

ま
さ
か

と
言
わ
れ
る
と
は

だ
が

分
の
次

に

狛

耶
狛

黒
が
理
久
兎
を

い
混
む

狛
は

本
の
刀
を
逆
手
で

ち
耶
狛
は

刀

を

ち
黒
は
大
き
な
戦

を
構
え
て
一

に
襲
い
か
か

て
き
た

 
蓮
 

い
こ
れ
な
ら
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と

言

た

後
に
理
久
兎
は
目
の
前
か
ら
一

で

え
た

 
蓮
 

え

 
目
を

ら
し
何
処
に
行

た
と
探
し
た
そ
の

 

狛

が
は

 
耶
狛

う
ぎ

 
黒
 

ぐ

 

人
は

の

を

ら
し
一

に
体
を
ぶ
つ
か
り
合
う
と
そ
の
ま
ま
地
に
落
ち
て
い

た

 
蓮
 

一
体
何
が

 
ぶ
つ
か
り
合

た
そ
の
上
空
を
見
る
と
理
久
兎
が

れ
な
が
ら

い
て
い
た

 
理
 

何
だ
こ
の
動
き
す
ら
見
れ
な
い
の
か
お
前
ら
は

こ
れ

 
は

く
特
訓
さ
せ
る

が
あ
り
そ
う
だ
な

 
悪

を
つ
け
て
い
て

が
あ
り
ま
く
り
だ

神
楽
を

刀
し

 
蓮
 

く
ら
え

 
大
き
な
斬
撃
波
を
飛
ば
し
そ
し
て
一
気
に
理
久
兎
へ
と
間
合
い
を
積
め
る

が
ゆ
ら
ゆ
ら
と
動

く

を
が
斬
撃
波
を
弾
き
飛
ば
す
が
そ
ん
な
の
は
予

み
本
命
は

分
の
一

刀
な
の
だ
か
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ら 
蓮
 

た

 
と

利
を
確

し
た
と
思
う
と
理
久
兎
は
人

し

と
中

で
勢
い
が
あ

た

の
神
楽
の

一

り
を

な
く

み

め
る

 
蓮
 

 
明
ら
か
に
理
久
兎
達
が
引
き
起
こ
し
た
異
変
ま
し
て
や
ウ
リ

ル
が
理
久
兎
を
利
用
し
狂
化
し

て
い
た
時
よ
り
も
断
然
に
強
い

 
理
 

お
前
は
さ

き
か
ら
思

た
だ
ろ
異
変
の
時
よ
り
も

 
強
い
と

そ
れ
は
そ
う
だ
あ
ん
な
の
手

の
内
に

 

る
お
遊
び
だ

た
か
ら
な

本
来
の

の
本
気
は

 

の
気
だ
け
で

り
に
あ
る
も
の
全
て
を
無
に
返

 
し
ち
ま
う
ぐ
ら
い
強
い
だ
か
ら
何
時
も
は

で
き

 
な
い
力
は
封
印
し
て
い
る
の
さ
そ
う
し
な
い
と

り

 
に
迷

を
か
け
ち
ま
う
か
ら
な

 
こ
れ
が
理
久
兎
乃
大
能
神
の
力
の
一

に
す
ら
過
ぎ
な
い
と
言
う
の
か

諏
訪
子
様
や
天
魔
様
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や
華
扇
さ
ん
が
言

て
い
た
事
が
理
解
で
き
た

理
久
兎
の
実
力
は
一
言
で
言
い

す
と
し
た
ら

化
け
物
の
レ

ル
だ

 
理
 

と
り
あ
え
ず

の
程
を
知
り
な
蓮

 
蓮
 

え

何

ぐ

 
何
を
す
る
気
と
思
い
き
や
い
き
な
り

に
痛
み
が
走
り
吹

飛
ば
さ
れ
何
だ
と
思

て
見
る

と
理
久
兎
の

ゆ
ら
ゆ
ら
と

れ
て
い
た

ら
く
あ
の

が

撃
し
た
の
だ
ろ
う

 
蓮
 

 
何
回
か
回
転
し
吹

飛
ば
さ
れ
た

撃
を

し
て
体

を
立
て

す

 
蓮
 

ど
う
す
る

 
次
の
一
手
を
ど
う
す
る
か
と
考
え
理
久
兎
を
見
る
と
理
久
兎
は

の

人
の
従
者
に
体
を

束
さ
れ

岩
へ
と

イ

し
て
い
た

 
蓮
 

あ
れ

タ

で
は

ま
さ
れ
な
い
よ

 
不
死
体

を
利
用
し
て
理
久
兎
を

岩
に
落
と
す
の
は
分
か
る
が
先
程
に
痛
覚
は
あ
る
と
言

て
い
た
か
ら

岩
に
落
ち
れ
ば
相
当
な
激
痛
が
走
る

し
か
も
理
久
兎
に
限

て
は

人
と

は

い

な
不
死
で
は
な
い

だ
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蓮
 

カ
バ

し
な
い
と

 
と

思

た
矢
先
で
理
久
兎
は

人
の

束
を

り

ど
き
理
久
兎
だ
け
は
空
を
飛
ん
で

く

り

ど
か
ら
れ
た

人
は
ま

逆
さ
ま
に

岩
へ
と
落
ち
て
い
く

 
蓮
 

間
に
合
え

 
神
楽
を
構
え

 
蓮
 

神
楽

 
理
 

来
る
か

 

体
の
分
霊
を

し
理
久
兎
に

り
か
か
る
と
見
せ
か
け
つ
つ

通
り
を
さ
せ
て
下
へ
と

向
か
わ
せ
る

 
理
 

何

 

体
の
分
霊
は

人
よ
り
下
へ
と
行
く
と

を

さ
せ
構
え
る

 
蓮
 

間
に
合

た

 
そ
れ
に
気
づ
い
た

人
は

さ
せ
た

に

を

け
る
と
思
い

き
り
上
空
へ
と

人
を

弾
き
飛
ば
す

そ
し
て

人
は
再
度

理
久
兎
に
向
か

て
い
く

 
耶
狛

リ
メ
ン
バ

・
ミ
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黒
 

リ

ン
ジ
だ

 

狛

カ
ウ
ン
タ

 

人
が

け
上
が
る
の
を
確
認
し
神
楽
の
分
霊
を
し
ま
い

刀
し

 
蓮
 

だ

て
い
ま
す
よ

 
一
気
に
間
合
い
を

め
る

こ
れ
で
四
方
八
方
か
ら

め
て
い
く
た
め
理
久
兎
と
言
え
ど

に
は
さ
ば
け
ま
い

も
し
得
意
の
仙
術
を
使
う
と
し
て
も
先
行
す
る

人
が

し

を
お

く
な
ら
ば

分
も
そ
れ
に
合
わ
せ
る
だ
け
だ

だ
が
予
想
に
反
し
理
久
兎
は

の
龍

を

狛
と
耶
狛
の
一
撃
を

ぎ
そ
し
て
黒
の
一
撃
を
龍

で

さ
え

け

刀
術
は

い
鱗
を

つ

に
よ

て

が
れ
た

 
耶
狛

い

 

狛

ぐ

こ
こ
ま
で

い
と
は

 
黒
 

う

動
か
な
い

 
勢
い
が

ま

た

だ
が
そ
れ
は
理
久
兎
も

じ
で
動
け
な
い
の
は
事
実
だ

 
蓮
 

ま
だ
だ

 

を

手
に

ち
引
き

い
て
二

構
え
の

撃
を
行
い
理
久
兎
の

へ
と
当
て
よ
う
と
し
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た
そ
の

間

 
理
 

 
突
然

と
て
つ
も
な
い
程
の
悪

に
襲
わ
れ
体
が

し
た

 
蓮
 

 
後
ろ
を
向
き

く

い
つ
の
間
に
か

分
の

後
に
大

を

え
る
化
物
が

分
の
首
も
と
に

大

を
構
え
不
気

に
笑

て
い
た

分
は

い
や

分
達

人
は
す
ぐ
さ
ま
後
ろ
へ
と

下
が
る

 

狛

い
い

今

 
耶
狛

く

首
を
斬
ら
れ
た
気
が
し
た

 
黒
 

き

気
の
せ
い

 
蓮
 

え
が

 
今
の
は
一
体
な
ん
だ

た
の
だ

い
や
こ
れ
は
数
回

ど

わ

た
殺
気
か

そ
れ
も
並
大

の
殺
気
な
ん
か
じ

な
い
相
手
を
殺
気
だ
け
で
殺
せ
る
程
の

な
殺
気

こ
ん
な
の

め
て

わ

た
か
も
し
れ
な
い

 
理
 

ど
う
し
た
お
前
達

ま
さ
か
こ
の
程
度
の
事
で
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た
の
か

 
蓮
 

ま
だ
ま
だ

 
だ
が
所

は
理
久
兎
の
イ
メ

ジ

撃
に
過
ぎ
な
い

こ
ん
な
ん
で

て
た
ま
る
か

神

楽
を
構
え
再
度
斬
り
か
か
ろ
う
と
す
る
が
今
度
は
更
に
強
め
に
殺
気
を
放
た
れ
る

 
蓮
 

い

 
あ
ま
り
の

さ
に

分
達

人
は
落
下
し
て
い
き
間
欠
泉
セ
ン
タ

の

場
へ
と
落
ち
た

 
蓮
 

う

動
け
な
い

 

狛

久
々
だ
と
キ
ツ
イ

 
耶
狛

あ

ア
バ
バ
バ

 
黒
 

相
変
わ
ら
ず
な
殺
気

 
こ
ん
な
の
イ
メ

ジ

撃
だ
と
思

た

分
に
言
い
聞
か
せ
て
や
り
た
い

こ
れ
は
殺
気
な
ど

生

し
い
も
の
な
ん
か
じ

な
い
と

 
理
 

む

終
わ
り
か

 
地
上
に
降
り
た
理
久
兎
は
ま
だ
ま
だ
出
来
だ
ろ
う
と
い
う
目
で
見
て
く
る

 
蓮
 

う
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立
ち
上
が

て
や
る

こ
こ
で
地
面
に

い
つ
く
ば

て
い
る

に
は
い
か
な
い

こ
の
ぐ
ら

い

え
ら
れ
な
け
れ
ば
喧
嘩
別
れ
し
た
霊
夢
に
合
わ
せ
る

が
な
い

び
を
上

て

の

人
間
と
し
て
の

を
外
し

狐
化
し
立
ち
上
が
る

 

狛

な

い

 
耶
狛

マ
ス
タ

の
こ
の
殺
気
で
立
つ
な
ん
て

 
黒
 

や

り
あ
の
小
僧
は
た
だ
も
ん
じ

 
蓮
 

は

は

く

 
負
け
て
た
ま
る
か

よ
り
一

に
光

く
神
楽
を
構
え
一
気
に

を

め
て
斬
り
か
か
る

す
る
と
理
久
兎
は

を

方
へ
と
出
す
と

 
理
 

・
メ
サ
イ
ア

 
呪

の
よ
う
な
物
を

え
る
と
大
き
な
玉
を

る
と
そ
れ
は
無
数
に
分

し
レ

ザ

と
な

て
襲
い
か
か
る

 
蓮
 

じ

り

 
神
楽
を

る
い
向
か

て
く
る
レ

ザ

を
全
て

り
裂
き
な
が
ら
理
久
兎
へ
と

進
す
る

理
久
兎
へ
と
近
づ
き
間
合
い
へ
と

る
と
神
楽
を
上

に
構
え
勢
い
を
つ
け
て
斬
り
か
か
る

だ



 第十八章 平和の日常へ

が
そ
れ
を

な
く
人

し

と
中

で
再
度

み

め
ら
れ
た

 
蓮
 

な

 
理
 

い

蓮

だ
が
そ
の

死
に
動
く
そ
の
様
は
良
い

 
動
き
だ

 
ま
た
弾
か
れ
神
楽
を
構
え
る
が
理
久
兎
は
手
を

き
放

て
い
た
殺
気
を
し
ま
い
こ
ん
だ

 
理
 

よ
し
見
た
い
も
の
は
大
方
は
見
た
し
こ
こ
ま
で
な

 
そ
れ
を
聞
き
一

た
が
流
石
に
そ
こ
ま
で
理
久
兎
も

い
手
は
う
つ

も
な
い
た
め

狐
化
を
解
い
て
蓮
は
元
の

に
戻
る
と
一
気
に

れ
が
出
て
き
た

 
蓮
 

れ
た

 
理
 

お

れ
さ
ん

 

を
つ
き
倒
れ
下
か
ら
理
久
兎
を
見
る

理
久
兎
は

分
を
見
て

と
笑

て
い
る
と

狛
達
の
方
へ
と
向
き

 
理
 

そ
れ
と
お
前
ら

 

人
は

ク
ン

と
体
を
動
か
す

理
久
兎
は
何
を
言
う
気
な
の
だ
ろ
う
か
と
思

て
い
る

と
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理
 

お
前
ら
が

分
に

ん
で
い
た
の
は
よ
く
分
か

た

 

く
は

が

修
し
て
修
行
す
る
か
ら
よ
ろ
し
く
な

 
お
前
ら

前
よ
り
も
キ
ツ
イ
の
を
用
意
し
て
や
る
か

 
ら
お
楽
し
み
に

 

笑
ん
で
理
久
兎
は
言
う
が
目
が
笑

て
な
い
よ
う
に
思
え
た

人
は
あ
る
意

で
死

宣
告
さ
れ

ま
る
と

 

狛

 
耶
狛

関
せ
ず

無
な
り

 
お
空

お

さ
ん
が
壊
れ
た
よ

 
黒
 

は

ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
お

黒
さ
ん
し

か
り
し
て

 

狛

外
の

人
は
発
狂
し
て
い
る
の
か
様
子
が
可
笑
し
い
事
に
な

て
い
た

 
理
 

ま

修
行
仲
間
が
増
え
て
良
か

た
な
蓮

 
蓮
 

え

え

と
そ

そ
う
で
す

 
理
 

ア

ハ

ハ

ハ

ハ

ハ
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と

理
久
兎
は
楽
し
そ
う
に
す
る
が

分
の
手
の
平
を
見
て

 
蓮
 

ま
だ
ま
だ
強
く
な
ら
な
い
と
な

 
理
久
兎
の
ち

と
レ

ル
の

の
解
放
で
こ
こ
ま
で
強
い
と
は
思
わ
な
か

た

そ
し
て

め
て
強
く
な
り
た
い
と
思
う
の
だ

た

 
怠
惰

ま
た
や
ら
か
し
ち
ま

た

 
狗
神

お
前
な

 
鈴

リ
ア
ル
で
何
が
あ

た
の

 
怠
惰

休
み
に

た

に
知
り
合
い
が
引

越
し
の
手

 
伝
い
し
て
く
れ

て
言
わ
れ
て
仕
方
な
く
手
伝
い
に

 
行

て

を

に
な

て

れ
で
そ
の
ま
ま

ち

 
ま

て
起
き
た
ら
朝
の

時
に
な

て
た

 
神
楽

引

越
し
で
す
か

 
怠
惰

ま

や

て
て
業
者
に
頼
め
よ

て
言

た
ら



 第３１３話 理久兎との組手

 

そ
ん
な

は
な
い

て
言
う
も
ん
だ
か
ら

く

 

ツ
ン
し
た
り
し
た

 
狗
神

リ
ア
ル
怠
惰

て

気
か

 
怠
惰

い
い
や

三
次
元
相
手
に
マ
ジ
キ
レ
た
の
は
も
う
去

 
年
の
教

所
の
教

相
手
ぐ
ら
い
か
な

二
次
元
と

 
か
に
な
る
と
カ

ド

と
か
の
手

事

が

 
発
し
て
起
こ
る
と

ツ
ン
し
そ
う
に
な
る
け
ど

 
鈴

ど

ち
か
と
言
う
と

気
じ

な
い
そ
れ

 
神
楽

で
す
よ

 
怠
惰

比

的
に
怠
惰
さ
ん
は

な

度
だ
よ

り
の

 
人
は
何

か

と
か
変
人
と
か
言
わ
れ
る
ん
だ
け

 
ど

 
狗
神

ま

現
に
変
人
だ
し
な

 
怠
惰

い
な

ま

良
い
か
さ
て
と
そ
ろ
そ
ろ
時
間
だ
し

 
今
回
は
こ
こ
ま
で
に
し
よ
う
か



 第十八章 平和の日常へ

 
鈴

は
い
は
い
そ
れ
じ

様
ま
た
夜
も
よ
ろ
し
く

 
神
楽

そ
れ
で
は

者
様

 
狗
神

ま
た
な



 第３１４話 仙術の伝授修行

 
第
３
１
４
話
 
仙
術
の
伝
授
修
行

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
昨
日
夜
に
投
稿
す
る
と
か
言
い
つ
つ
投
稿
タ
イ
マ

定
を
ミ
ス

て

い
て
投
稿
で
き
て
い
な
か

た
お

ち

ん
こ
と
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

マ
ジ
で
す
ん
ま
せ

ん

夜
の

時
に

話
を
投
稿
す
る
の
で
お
願
い
し
ま
す

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
理
久
兎
に
よ
る
本
格
的
な
修
行
が
始
ま

て
翌
日
の

時

 
理
 

ら
て
め

ら

を
倒
せ
な
い
と

き
だ

 
耶
狛

そ
れ
だ
け
は
い
や

 

狛

こ
の

 
黒
 

お
り

 
蓮
 

そ
れ
だ
け
は
さ
せ
ま
せ
ん
よ

 
現

は
昨
日
と

じ
よ
う
に
組
手
を
し
て
い
る
が
今
回
は

件
が
あ
り
理
久
兎
か
ら
見
て
レ

ル
ア

が
出
来
て
い
な
け
れ
ば

食

き
と
い
う

食
を

け
た
組
手
が
行
わ
れ
て
い
た

つ



 第十八章 平和の日常へ

ま
り

食
を
逃
せ
ば
明
日
の
修
行
が
キ
ツ
く
な
る
の
は
目
に
見
え
る
た
め

死
に

り
組
ん

で
い
る

 
理
 

フ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
蓮
 

じ

り

 
理
 

無

だ
蓮

 
一

刀
を

手
で

が
れ
る
が
す
ぐ
さ
ま
二

刀
目
と
思

た
が
理
久
兎
の
事
だ
か
ら

分
の

手
の
内
な
ど
お
見
通
し
で
あ
る
の
は
容

に
分
か
る

な
ら
ば
と
思
い
フ

イ
ク
で

手
を

へ

と
と
動
か
す
と
理
久
兎
は

を
で
逆
手

ち
に
よ
る
二

刀
目
を
封
じ
て
き
た

 
理
 

見
え
て
い
る

 
蓮
 

そ
ん
な
の
お
見
通
し
で
す
よ

 
や
は
り
二

刀
目
は

ま
れ
て
い
た

す
ぐ
に

を

つ
の
を

め
理
久
兎
の

ぐ
ら
に
目

け
て

手
を
出
す
が

手
で

さ
え
ら
れ
た

 
理
 

る
程

目
な
ら
ば
体
術
で

負
か
そ
の
転

は

 
大

だ
な

 
蓮
 

え

お
陰
で
理
久
兎
さ
ん
は

を

ん
で
く
れ
て
い



 第３１４話 仙術の伝授修行

 
る
の
で

か
り
ま
す
よ

 
理
 

何

 
お
陰
で

む
手
間
が
省
け
た

の
霊
力
を

々
に
と

し
て
い
く

 
蓮
 

こ
の

で

さ
え
つ
け
て
い
る
の
な
ら
逃

れ
ま

 
す
か

 
理
 

 
溜
め
込
み

し
た
霊
力
は
言
わ
ば

弾
と

じ
よ
う
な
も
の
だ

そ
れ
を
こ
の

ロ

で

使
え
ば
流
石
の
理
久
兎
も
と
思

た
の
だ

 
理
 

ち

 
手
を

し
て
逃

よ
う
と
す
る
が
そ

狛
と
耶
狛
と
黒
は
理
久
兎
を

さ
え
つ
け
た

 
耶
狛

ご

き
は
勘

だ
か
ら

 
黒
 

あ

 

狛

昨
日
と

じ
と
思

た
ら
大
間

い
で
す
よ

 

人
は

分
の
動
き
に
合
わ
せ
て
く
れ
た
み
た
い
だ

そ
れ
な
ら
ば
な
お
さ
ら
に
理
久
兎
を

し
な
け
れ
ば

し

な
い

逃

よ
う
と
理
久
兎
は

す
る
が

人
の

束
が

い
の
か



 第十八章 平和の日常へ

逃

出
せ
ず
に
い
た

そ
し
て
つ
い
に
時
間
が
訪
れ
る

 
蓮
 

霊

 
と

び

し
た
霊
力
を
解
き
放
ち
大

発
が
起
こ
し
た

 
蓮
 

流
石
の
こ
れ
な
ら

 
光
が

む
と
下
に
は

狛

耶
狛

黒
の

人
が
落
ち
て
い
た
が
理
久
兎
の

が
な
い

 
理
 

 

を

い
た

が
し
て
そ
の
方
向
を
向
く
と
理
久
兎
は

を

ば
た
か
せ
平
然
と
立

て
い

た 
蓮
 
あ
り
え
な
い

 
理
 

中
々
や
る
じ

な
い
か

狛
そ
し
て
耶
狛
に
黒
お

 
前
達
の
バ

ク
ア

も
良
か

た

 
あ
れ
を
受
け
れ
ば
流
石
の
理
久
兎
も
と
思

た
が
そ
れ
で
す
ら
倒
せ
な
い
と
は

 
お
空

終
了

 
終
了
の
時
間
と
な
り
お
空
が

ぶ

ま
た
一
本
す
ら
と
れ
な
か

た
か

す
る
と
高

で
耶
狛

が
理
久
兎
の

に
し
が
み
つ
い
た



 第３１４話 仙術の伝授修行

 
耶
狛

マ
ス
タ

ち

う
だ
い
よ

 

狛

こ
ら
耶
狛

 
黒
 

そ
ん
で
ど
う
な
ん
だ
よ

 
理
 

ど
う

 
こ
の
光
景
に

笑
い
を
し
て
い
る
と
理
久
兎
は

ン

ン
と
耶
狛
が

む

を

る
う

 
耶
狛

や

め
て

 

い
執
念
だ

分
も
食
事

き
は

だ
が
ま
さ
か
そ
こ
ま
で

食

き
が

な
の
か

 
理
 

分
か

た
か
ら
い
い

に

せ
よ

そ
う
し
な
い

 
と
耶
狛
お
前
だ
け

き
な

 
耶
狛
は

り
な
が
ら

く
手
を

す

耶
狛
は
あ
る
意

で

だ
と
思

た

間
ド

と

れ
が
出
て
き
た

霊

で
霊
力
を
だ
い
ぶ
使

た
の
か
体
が

い

 
蓮
 

は

は

 

を

ら
し

に

手
を

き

を
整
え
る

す
る
と
理
久
兎
が

と

笑
み
な
が

ら
歩
い
て
き
た

 
理
 

お

れ
ち

ん



 第十八章 平和の日常へ

 
蓮
 

え

 
理
 

今
日
の
動
き
は
中
々
良
か

た

撃
の

り
返
し

 
が
特
に
良
か

た

ず
し
も
そ
の

撃
が
相
手
に
通

 
じ
る

で
は
な
い
相
手
を
観

し
ど
う
行
動
す
る
の

 
か
を
見

め
る
の
か
が
大

だ
そ
れ
と
さ

き
の

 
発
技
だ
が
も
う
少
し
状
況
を
見
て
使

て
み
る
と
良

 
い

た
だ
で
さ
こ
こ
に
来
て
か
ら
霊
力
の

が

 
激
し
い
ん
だ
か
ら
な

 
蓮
 

ハ
ハ
ハ

注
意
し
ま
す

 

か
ら
し
て

れ
て
い
る
の
は
明
白
だ

と
り
あ
え
ず
休

さ
せ
る
か

岩
の
上
よ
り
か
は
マ

シ
と
は
い
え
ど
体
力
は
ジ
リ
ジ
リ
と

ら
れ
る
か
ら
な

 
理
 

と
り
あ
え
ず
一
休

な

 
こ
の
時
に

と

分
は
思

た

蓮
な
ら
ば
も
し
か
し
た
ら
あ
の
技
の
ど
れ
か

つ
を

得

さ
せ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

そ
れ
に
そ
ろ
そ
ろ
黒
も
良
い
頃
合
い
だ
し
黒
は
本

を

れ
な
が

ら
教
え
る
が
蓮
は
と
り
あ
え
ず
は
お
試
し
体

と
し
て
や

て
み
る
か



 第３１４話 仙術の伝授修行

 
理
 

狛
に
耶
狛
お
前
達
は
今
日
は
上
が

て
良
い

 

狛

え

 
耶
狛

黒
く
ん
と
蓮
く
ん
は

 
理
 

こ
の

人
に
は
聞
き
た
い
こ
と
が
あ

て
な

何
だ

 
特
訓
が
し
た
り
な
い
の
か

 
そ
の
一
言
を
聞
い
た

人
は

を
真

に
さ
せ
て
お

い

り
な
が
ら

 

狛

い

い
え

耶
狛
す
ぐ
に
帰
る

 
耶
狛

り

了
解
だ
よ
お
兄
ち

ん

 

人
は
せ
か
せ
か
と
裂
け
目
を

て
地
霊

に
帰

て
い

た

た
黒
と

分
を
理

久
兎
は
見
る
と

を
開
く

 
理
 

さ
て
と
こ
こ
か
ら
本
当
に

ト
レ
に
な
る
か
も
だ

 
か
ら
先
に
行

て
お
く

お
前
ら
は
仙
術
に
興

は

 
あ
る
か

 
黒
 

な

 
蓮
 

仙
術

て

理
久
兎
さ
ん
が
よ
く
使
う
あ
れ
で
す
よ



 第十八章 平和の日常へ

  
理
 

そ
う
黒
は
そ
ろ
そ
ろ
頃
合
い
だ
か
ら
教
え
て
や
ろ
う

 
と
思

て
な

黒
お
前
は
受
け
る
か

受
け
な
い
の

 
な
ら

狛
達
と

様
に
帰

て
良
い

 
黒
 

い
や
や
ら
せ
て
も
ら
う

 
理
久
兎
の
修
行
で

え
発
狂
し
て
い
た
黒
が
積

的
に

分
か
ら
や
り
た
い
と
言
い
出
し
て

い
た

そ
ん
な
に
仙
術
を
覚
え
た
い
の
だ
な
と
思

た

 
理
 

分
か

た

つ
い
で
だ
か
ら
蓮
も
さ
わ
り
程
度
で
良

 
い
な
ら
や

て
み
る
か

正

な
話
で
お
前
だ
と
出

 
来
る
か
は
分
か
ら
な
い
が

 
蓮
 

や

や
り
ま
す

や
ら
せ
て
く
だ
さ
い

 
あ
く
ま
で
と
出
来
る
か
は
分
か
ら
な
い
だ

決
し
て

と
い
う

で
は
な
い

そ
れ
な
ら

ば

分
の

め
て
の
選
択

の

を

る
た
め
に
も
覚
え
た
い
と
思

た

 
理
 

よ
し
な
ら
教
え
て
や
る
よ

そ
う
だ
な
黒
は
ど
ん
な

 
の
が
良
い



 第３１４話 仙術の伝授修行

 
黒
 

そ
う
言
わ
れ
て
も
な

 
理
 

う

ん

狛
が
崩
し

で
耶
狛
は

一
体

だ
し

 
な

 
確
か
耶
狛
は
空

を
使

て
い
て

狛
は
何
を
使

て
い
た
ん
だ

た
か

だ
が
崩
し
と
い
う

事
か
ら

ら
く
前
に
理
久
兎
が
霊
夢
の
結
界
を
破
る
の
に
使

た

き
だ
と
は
思
う
が

 
黒
 

な
ら
ば
十
七
式

の

を
頼
む

 
理
 

こ
れ
ま
た

い
の
を
注

し
て
き
た
な

言

て

 
お
く
が

狛
と
か
耶
狛
と
は
ま
た

た
意

で
大

 
変
だ

 
黒
 

し
て
い
る

 
理
 

あ
り

そ
う
な
の

 

い
格

い
い
名
前
な
ん
だ
け
ど

ど
ん
な
技
な
の
だ
ろ
う
か

と
い
う
ぐ
ら
い
だ
か
ら
死

体
と
か
に
何
か
す
る
の
か
な
と
想

し
た

分
は
正

理
久
兎
の
技
を
そ
こ
ま
で
見
て
な
い

か
ら
理
久
兎
の
お

せ
で
覚
え
よ
う
か
な

 
蓮
 

え

と

の
は
理
久
兎
さ
ん
が
決
め
て
く
だ
さ
い



 第十八章 平和の日常へ

 
理
 

へ

あ

う
ん

そ
う
だ
な

 

く

分
を
見
て
考
え
る
と
何
か
を
思
い

い
た
の
か

を
開
き

 
理
 

な
ら
そ
う
だ

お
前
に
は
十
五
式
断

斬
を
教

 
え
て
や
る
よ

 
断

斬

て
確
か
鷺
麿
の
時
に

を
刃
に
し
て
斬
り
か
か
る
あ
れ
だ
よ
な

 
蓮
 

そ
れ

て
鷺
麿
の
夢
で
使

た
あ
れ
で
す
か

 
理
 

あ

あ
れ
の
元
の
技
だ
が
な

 
し
か
し
断

斬
は
見
て
い
て

そ
う
な
イ
メ

ジ
が
あ
る

だ
か
ら
す
ぐ
に
覚
え
ら
れ
そ

う
な
気
が
す
る

 
理
 

よ
し
そ
う
と
決
ま
れ
ば

や

て
い
く
か

 
そ
う
言
う
と
不
思
議
な
本
か
ら

体
の

人

を
出
し
て
地
面
に

く

 
理
 

黒
お
前
に
は
こ
の

ク
君
１
０
０

を
使

て
特
訓

 
し
て
も
ら
う
よ

の

は

あ
る
も
の
に

の
気

 
と

を
分
け
て

分
の
分

と
し
て
動
か
す
技
だ
無

 

こ
れ
に
失
敗
す
れ
ば

が

け
元
の

体
に
戻
れ



 第３１４話 仙術の伝授修行

 
る
と
い
う

は
な
い
か
ら

心
の
注
意
を

て

 
や
る

 
黒
 

了
解
し
た

 
待
て
待
て
色
々
と
ツ

ミ
た
い
事
が

す
ぎ
て
ど
こ
を
ど
う
ツ

ミ
す
れ
ば
良
い
の
か
分

か
ら
な
く
な

て
き
た

 
理
 

そ
し
て
蓮
に
教
え
る
断

斬
は

大
な
気
を
使
う

 
お
前
が
さ

き
使

た
霊
力

発
な
ん
て
お
遊
び
と

 
思
え
る
ぐ
ら
い
の
気
を
使
う
か
ら
そ
の
つ
も
り
で
い

 
ろ
よ

 
蓮
 

は

は
い

 
あ
れ
ま
さ
か

と
思

た
け
ど
そ
う
で
も
な
い
的
な
感
じ
が
し
て
き
た

だ
が
そ
ん
な
事
を

思

て
い
る
間
に
も
仙
術
の

が
始
ま

た
の
だ

た

 
怠
惰

そ
れ
で
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た



 第十八章 平和の日常へ

 
狗
神

お
前
は
何
度
や
ら
か
せ
ば
気
が
す
む
ん
だ

 
怠
惰

マ
ジ
で
す
ん
ま
せ
ん
し
た

 
鈴

ミ
ス
は

に
で
も
あ
る
と
か
言
う
け
ど

怠
惰
は

 
ミ
ス
し
ま
く
り
だ
よ

 
怠
惰

反
省
し
て
ま
す

に
正
座
し
て
ま
す

 
神
楽

え

と
こ
の
後

時
に
投
稿
す
る
ん
で
す

 
怠
惰

え

今
日
の
分
を
投
稿
し
ま
す

 
鈴

ま

た
く
も
う

 
怠
惰

し

な
い
で
す

で
は
ま

時
に
投
稿
す
る

 
か
ら
一

こ
こ
で

ろ
う
か

 
神
楽

分
か
り
ま
し
た
そ
れ
で
は

時
に
ま
た
お
会
い
で

 
き
る
な
ら
お
会
い

し
ま
し

う

 
狗
神

本
当
に
悪
い
な

 
鈴

そ
れ
じ

時
頃
に
会
え
た
ら

 
怠
惰

そ
れ
で
は



 第３１５話 先が⻑い技

 
第
３
１
５
話
 
先
が
⻑
い
技

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

そ
れ
で
は
今
日
の
分
を
ど
う

 
理
久
兎
か
ら
の

に
よ
り
新
た
な
技
を

ぶ
た
め

分
達
は
修
行
を
し
て
い
た

 
蓮
 

仙
術
十
五
式
 
断

斬

 

を
合
わ
せ

て

大
な
霊
力
の

を

り
出
し
理
久
兎
に
向
か

て

り
下
ろ
す

 
理
 

お
い
蓮
な
ん
だ
そ
の
技
は

 
悪

を
つ
け
た
理
久
兎
は
放

た
技
を

手
だ
け
で

り

う
と
か
き

し
た

 
蓮
 

な

 
理
 

言

て
お
く
が
そ
ん
な
程
度
じ

断

斬
な
ん
か

 
名

れ
な
い

も

と

の

に
ま
で
霊
力
を
込

 
め
ろ

 
蓮
 

は
い
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昨
日
か
ら
特
訓
を
始
め
何
度
も
何
度
も
ぶ
つ
け
る
が
そ
の
度
に
理
久
兎
に
悪

を
つ
け
ら
れ
怒

ら
れ
る

そ
れ
が
数
時
間
程

続
い
て
い
き

 
蓮
 

は

は

 
霊
力

れ
を
起
こ
し
か
け
て
い
た

何
度
も
何
度
も
や

て
も
上
手
く
い
か
な
い

 
理
 

何
だ
へ
ば

た
か

 
蓮
 

へ
ば

て
な
ん
か
い
ま
せ
ん
よ

 
と

言
い
技
を
使
お
う
と
す
る
と

 
お

理
久
兎
様
ど
う
で
す

子
は

 
ト

ト

と
お

が
歩
い
て
き
た

理
久
兎
は
お

の
方
向
を
向
く
と

を
あ

て
首
を

る 
お

あ
り

り

蓮
さ
ん
も
大
変
だ

 
理
 

そ
れ
で
お

は
何
し
に
こ
こ
へ

 
お

お

と
そ
う
だ

た
さ
と
り
様
か
ら
伝
言
で
書

を

 
ま
と
め
た
か
ら
後
で
確
認
し
て
と
の
事
で
す

 
理
 

何
だ
そ
の
た
め
に
来
た
の
か



 第３１５話 先が⻑い技

 
お

い
い
え

蓮
さ
ん
が
ど
こ
ま
で

張

て
る
か
み
た

 
く
て
来
た
ん
だ
よ

 
ど
う
や
ら

分
の
様
子
を
見
に
来
て
く
れ
た
み
た
い
だ

 
お

に
し
て
も
大

か
い
蓮
さ
ん
ず
い
ぶ
ん
ボ
ロ
ボ
ロ

 
に
な

て
る
け
ど

 
理
 

う

ん

ど
う
す
る
今
日
は

め
る
か

 
蓮
 

ま
だ
ま
だ

 
お

の
少
し
の
会
話
で
少
し
回
復
し
た
た
め

を
構
え
る

 
理
 

お
前
は
そ
の
ガ

ツ
は
認
め
て
や
る
よ
な
ら
後
数
分

 
は
相
手
し
て
や
る
来
な

 
蓮
 

仙
術
十
五
式
断

斬

 
出
せ
る
限
り
の
霊
力
で
大
き
な

を

り
出
し
理
久
兎
へ
と

り
下
ろ
す

 
理
 

お

は
下
が

て
な
さ
い

 
お

は
い
は
い

 
お

は
下
が
る
と
先
程
と

様
に
理
久
兎
は

手
で

り

い
一
撃
を
か
き

し
た
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理
 

ま
だ
ま
だ
だ
な

 
蓮
 

く

ま
だ
だ

 
理
 

蓮
お
前
の
ガ

ツ
は
良
い
ん
だ
が
よ
イ
メ

ジ
し

 
て
使

て
る
か

深
く
イ
メ

ジ
し
ろ
お
前
は
霊
力

 
だ
け
で
出
来
て
い
る

を

て
い
る
そ
の

で

 
を
一
刀

断
す
る
と
い
う
イ
メ

ジ
を
も
て

 
理
久
兎
を
一
刀

断
し
目
の
前
で

分
と
な
る

を
イ
メ

ジ
し

え
る

 
蓮
 

仙
術
十
五
式
断

斬

 

大
な
霊
力
の

で
理
久
兎
に
向
か

て

り
下
ろ
す

 
理
 

さ

き
よ
り
か
は
良
く
な

た
な

 
ま
た

手
で

り

わ
れ
か
き

さ
れ
た

 
蓮
 

く

ま
だ

ま

 

バ
い
体
が

ら
つ
く

目
の
前
が
一

真

暗
に
な
り
力
が

け
て
地
面
へ
と
倒
れ
た

薄

れ
行
く
意
識
の
な
か
で

 
理
 

よ
く

張

た
な
蓮

今
日
は
も
う
休
め
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と
聞
こ
え
る
と

分
の

界
は
暗
い
闇
に

ま
れ
た
の
だ

た

気
が
つ
く
と

分
は
も
う

見

れ
て
き
て
い
る
天

の
下
に
い
た

 
蓮
 

こ
こ

て
地
霊

 

 

気
が
つ
き
ま
し
た
か

 
隣
を
見
る
と
さ
と
り
が
ク
ス
リ
と
笑

て

方
を
見
て
い
た

 
蓮
 

さ
と
り
さ
ん

 
さ
と

ど
う
で
す

合
は

 
蓮
 

何
と
か

 
起
き
上
が
り
体
を

ば
す

し
て
い
た
霊
力
も
そ
れ
な
り
に
は
回
復
し
た

い
の
か
力

は
か
ろ
う
じ
て
は

る

 
さ
と

な
ら
良
か

た
で
す

 
蓮
 

え

と
理

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
な
ら

が
ま
と
め
上

た
書

を

 
け
つ
つ
黒
さ
ん
の
修
行
を
見
て
ま
す
よ

は
理
久
兎

 
さ
ん
の
代
わ
り
に
貴
方
の
様
子
を
見
て
い
ま
し
た
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蓮
 

そ
う
で
す
か

 
そ
う
だ
心
が

め
る
ん
だ

た
や
は
り
中
々

れ
な
い
な

だ
が
折

理
久
兎
が
時
間
を

け
て
く
れ
て
い
る
の
に

分
は
何
も

を
あ

れ
ず
で

し

な
い

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
は
そ
う
は
思

て
ま
せ
ん
よ
逆
に

か

 
ら
し
た
ら

度
良
い
暇

し
で
す
し

 
蓮
 

暇

し

て

 
さ
と

で
も
そ
れ
は
事
実
で
す
よ
貴
方
が
来
る
ま
で
は

 
処
分
で
外
に
は
出
れ
ず
で
何
時
も
の
元
気
が
な
か

 
た
で
す
か
ら
そ
れ
に

は
貴
方
達
に

返
し
し
た
い

 
と
も
思

て
い
る
と
思
い
ま
す
よ

 
蓮
 

あ
の
事
件
で
す
か

 
さ
と

え

理
久
兎
さ
ん
達
は
無

覚

ま

耶
狛
さ
ん
は

 
ち

と

外
に
近
い
で
す
が

ど
の
事
を
覚
え
て

 
は
い
ま
せ
ん
で
す
が

は
そ
れ
が
許
せ
な
か

た

 
分
の
手
で
友
人
達
を

つ
け
た
事
を
だ
か
ら
そ
ん
な
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分
を

め
て
く
れ
た
貴
方
達
に
少
し
で
も

を
返

 
し
た
い
と
も
思

て
い
る
ん
で
す
よ

 
結
構
色
々
な
者
を
か
ら
か

て
遊
ぶ
理
久
兎
だ
が

は

く

良
だ
と
思

た

そ
れ
に
理

久
兎
は

返
し
の
つ
も
り
で

を
し
て
く
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
が

分
は

返
し
さ
れ
る
よ
う

な
立
場
じ

な
い
む
し
ろ
受
け
て
く
れ
た
事
に
感

し
て
い
る
ぐ
ら
い
だ

 
さ
と

無

話
を
し
す
ぎ
ま
し

あ
ん
ま
り
言
う
と
理
久
兎

 
さ
ん
に
怒
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す

 
そ
う
言
い
さ
と
り
は
立
ち
上
が
る

そ
う
い
え
ば
さ
と
り
と
理
久
兎

て
喧
嘩
と
か

て
し
た

こ
と
あ
る
の
か
な

さ
と
り
は

方
を
向
き
ク
ス
リ
と
笑
う

 
さ
と

え

そ
れ
な
り
に
あ
り
ま
す
よ

 
蓮
 

あ
る
ん
で
す
か

 
さ
と

え

ま

大
体
は
悪
か

た
方
が
先
に

る
感
じ
で

 
す

ど
理
久
兎
さ
ん
で
す
が

 
や

り

分
か
ら
霊
夢
に

た
方
が
良
い
の
か
な

 
さ
と

そ
う
で
す

い
が
悪
い
の
で
あ
れ
ば

い
に
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れ
ば
良
い
ん
じ

な
い
で
す
か

 

い
に

る
か

気
と

が
強
い
霊
夢
が
は
た
し
て

る
の
か
ど
う
か
謎
な
所
だ
な

 
さ
と

ま

確
か
に
巫
女
は
気
も

も
強
い
で
す
が
相
手
も

 
貴
方
と

じ
気

ち
な
ら
ば

る
と
思
い
ま
す
け
ど

 

あ
く
ま
で
経

上
の
話
で
す
が

 
蓮
 

そ
う
で
す
か

い
え
そ
う
で
す

地
上
に
帰

た
ら

 

て
み
ま
す

 
さ
と

張

て
下
さ
い
蓮
さ
ん

さ
て
そ
ろ
そ

 
ろ
理
久
兎
さ
ん
も
書

ク
は

了
し
て
い
る

 
と
思
い
ま
す
の
で
行
き
ま
す

 
そ
う
言
い
立
ち
上
が
り
さ
と
り
は

屋
か
ら
出
よ
う
と
す
る

 
蓮
 

さ
と
り
さ
ん
相

に

て
く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う

 
ご
ざ
い
ま
し
た

 
さ
と

え

 
ク
ス
リ
と
笑

た
さ
と
り
は

屋
か
ら
出
て
い

た

に
映
る
薄
暗
い
地
底
の
世
界
を
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め 
蓮
 

せ
め
て
少
し
で
も
強
く
な

て
霊
夢
の
元
に
行
こ
う

 
そ
し
て

ろ
う

 
と

地
上
に
帰

た
ら
霊
夢
に

す
る
決
心
を
す
る
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
引
き
続
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
鈴

う
ん

 
狗
神

や
れ
や
れ
だ

 
神
楽

し
か
し
蓮
さ
ん
は
仙
術
を
覚
え
ら
れ
る
の
で
し

う

 
か

 
怠
惰

さ

の

張
り
次
第
じ

な
い

ま

で
も

狛

 
と
耶
狛
で
す
ら
も
覚
え
る
の
に
相
当

し
た
か
ら

 

何
年
と
か
か

て
よ
う
や
く
覚
え
た
か
ら

 
狗
神

お
い
お
い
も
し
か
し
た
ら

奴
は
覚
え
る
前
に
死
ん
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じ
ま
う
ん
じ

な
い
か

 
怠
惰

う

ん
何
と
も
言
え
な
い
よ

あ

そ
う
そ
う

 
話
は
変
わ
る
け
ど

ケ

ン

明
日
投
稿
す
る
か
ら

 
見
て
い
る
方
は

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

  
狗
神

こ
こ
で
言
う
か
普
通
よ

 
鈴

告
を

ん
で
き
た
よ

 
怠
惰

ま

ま

不
定

だ
か
ら
言
え
る

会
が
な
い
か
ら

 

そ
れ
じ

ま

本
当
に
昨
日
は

し

ご
ざ

 
い
ま
せ
ん
で
し
た
出
来
る
限
り
で
投
稿
も
し
て
い
く

 
の
で
ご
了

を
お
願
い
し
ま
す
そ
れ
で
は
そ
ろ
そ
ろ

 
時
間
な
の
で
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す

 
鈴

そ
れ
じ

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く

 
狗
神

そ
ん
じ

あ
な

 
神
楽

そ
れ
で
は



 第３１６話 泥棒騒動

 
第
３
１
６
話
 
泥
棒
騒
動

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
生
活
リ

が
戻
り

起
き
が
出
来
る
よ
う
に
な

て
き
て
い
る

怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

こ
こ
最
近
は
朝
の

時
に
起
き
ま
す

る
の
は

時
頃
で
す

さ
て
こ
ん
な
話
も
あ
れ
な
の
で
本
編
へ
ど
う

 
理
久
兎
達
の
修
行
も
つ
い
に
最
終
日
と
な
る

現

は
間
欠
泉
セ
ン
タ

で

狛
耶
狛
黒

お

お
空
の
観
戦
の
元
で
理
久
兎
か
ら

を
受
け
て
い
た

 
蓮
 

仙
術
十
五
式
断

斬

 

を
合
わ
せ

大
な
霊
力
の

を

り
出
し
理
久
兎
へ
と

り
下
ろ
す
が

 
理
 

 
理
久
兎
は
回
し

り
で

の
一
撃
を

り
飛
ば
し

滅
さ
せ
た

 
理
 

ま
だ
ま
だ
だ
な
蓮

 
蓮
 

今
の
を

満
天
で
言
う
と
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理
 

代
だ
な

 
最
終
日
と
な

た
今
日

未
だ
に
理
久
兎
か
ら
教
え
て
も
ら

た
技
を
使
え
な
い
で
い
た

 
理
 

別
に
気
に

む

は
な
い

蓮

第
一
に

狛
と

 
耶
狛
だ

て
覚
え
る
の
に
相
当

し
て
る
か
ら
な

 
す
ぐ
に
動
向
で
き
る
よ
う
な
も
の
じ

な
い

分
の

 

ス
で
や
る
も
の
さ

 
蓮
 

で
す
が
今
日
が
最
終
日
で
す
少
し
で
も
近
づ
き
た
い

 
じ

な
い
で
す
か

 
理
 

お
前
の
そ
の
気

ち
は
分
か
る
だ
が
お
前
の

度
で

 
覚
え

ん
で
や
る
も
の
さ

 
蓮
 

は

 
言
い
た
い
事
は
分
か
る
が
や
は
り
少
し
で
も
進
ん
で
教
え
て
く
れ
た
こ
の
場
の

に

を
見

せ
た
い
の
だ

 
蓮
 

も
う
一
度
お
願
い
し
ま
す

 
理
 

あ
い
よ

来
な



 第３１６話 泥棒騒動

 
ま
た

く
は
理
久
兎
と
何
度
も
何
度
も

ち
合
う

だ
が
放

た
断

斬
は

気
な
く
理
久

兎
に

滅
さ
せ
ら
れ
続
け
た

そ
う
し
て
朝
か
ら

め
て

頃
に
な
る

 
蓮
 

は

は

 
理
 

う

ん
今
の
で

ぐ
ら
い

 
蓮
 

や

と

分

 
目
が

と
し
て
き
た
流
石
に
霊
力
を
使
い
す
ぎ
た

そ
れ
よ
か
霊
力
の

度
が
話
で
は

聞
い
て
は
い
た
が

常
じ

な
い

こ
の

間
で
霊
力
を
よ
り

く
使
え
る
よ
う
に
な

て

き
た
が
そ
れ
で
も

が
激
し
い

 
理
 

う

ん
一
休
み
し
よ
う
か

 
蓮
 

え

 
理
久
兎
の

で
一
休
み
を
す
る
事
と
な
り
間
欠
泉
セ
ン
タ

に

ち
込
ま
れ
た
椅
子
に
座

る 

狛

お

れ
様
で
す

 
耶
狛

お

れ

 
黒
 

よ
く

張

て
る
じ

な
い
か
小
僧



 第十八章 平和の日常へ

 
蓮
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 

か
ら

い
の
言

を
か
け
て
き
て
く
れ
る
が
正

な
話
で

し

な
い
気

ち
に
な
る

何

も

を
見
せ
る
こ
と
が
出
来
て
な
い
の
だ
か
ら

 
お

理
久
兎
様
も
お

れ
様

今
す
ぐ

を

て

 
お

の

を
聞
き
向
く
と
そ
こ
に
は

 
お
空

は

 
容

を

に
つ
け
て
お
空
は

を

ん
で
い
た

 
お

お
空
そ
れ

の

 
す
ぐ
に

り
上

て
お

は
更
に

を

く
さ
せ
た

 
お
空

え

と
ご
め
ん
全

ん
じ

た

 
お

何
し
て
ん
の

 
こ
う
し
て
見
る
と
お

は

狛
に
お
空
は
耶
狛
に

て
い
る
よ
う
な
感
じ
が
す
る
な

 
理
 

あ
り

ま

 

狛

仕
方
な
い
な

す
ぐ
に

て
き
ま
す

 
理
 

悪
い
な

頼
む
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お

か
ら
容

を

た

狛
は
裂
け
目
を

り
中
へ
と

て
い

た

 
お
空

う
に

 
耶
狛

ド
ン
マ
イ
お
空
ち

ん

し
も
ミ
ス
は
あ
る
よ

 
黒
 

お
前
の
場
合
は
ミ
ス
し
か
な
い
だ
ろ
う
が

 
耶
狛

あ

聞
こ
え
な
い

聞
こ
え
な
い

 
こ
の
光
景
を
見
て
笑
い
間
欠
泉
セ
ン
タ

の
天

に
映
る
地
上
の
空
を
見
て

と
思
い
出
す

 
蓮
 

そ
う
い
え
ば
理
久
兎
さ
ん

 
理
 

ん

何
だ

 
蓮
 

言
い

れ
て
た
ん
で
す
が
華
扇
さ
ん
が
今
度
何
か
を

 

り
ま
す

て

 
理
 

華
扇
が
食
事
を

あ

あ
の
時
の
事
か
分
か

 
た
そ
の
時
は
集
ら
せ
て
も
ら
う
よ

 
ま
さ
か
華
扇
と
も
知
り
合
い
い
や
現
に
理
久
兎

て
神
子
さ
ん
と
も
知
り
合
い
だ
し
意
外
と
仙

人
達
と
の

流
が
深
い

そ
れ

て
仙
術
と
も
何
か
し
ら
の
関
係
が
あ
る
の
か
な

 
蓮
 

そ
れ
と
仙
術

て
ど
う
や

て

ん
だ
ん
で
す
か



 第十八章 平和の日常へ

 
神
子
さ
ん
達
み
た
い
な
仙
人
か
ら
で
す
か

 
理
 

う

い
や

で

手
に
覚
え
て

手
に
名
前
を

 

け
た
だ
け
だ
が

本
当
な
ら

書
と
か
を
永

 
の
所
で
居

し
て
い
た
時
に

み
書
き

で

 
た
が
な
く
し
ち
ま

て
な
本
来
な
ら
そ
れ
を

め
ば

 
も

と

に
教
え
れ
た
か
も
な

 
理
久
兎
さ
ん

て
こ
の
世
界
で
二
番
目
に

生
し
て
い
る
か
ら
そ
れ
ら
が
結
び

く
と
仙
人
達

の

け
に
な

た
ん
じ

な
い
か
と

と
思

た

 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん
そ
れ

 
と

言
お
う
と
し
た
そ
の

間

裂
け
目
が
現
れ

狛
が

て
た

で
出
て
き
た

 

狛

大
変
で
す

 
理
 

今
度
は
ど
う
し
た
耶
狛
が
壊
し
た
何
か
が
見
つ
か

 
た
の
か

 
耶
狛

ち

と
待

て
マ
ス
タ

こ
こ
最
近
は
何
も
壊

 
し
て
な
い
よ



 第３１６話 泥棒騒動

 
一
体

理
久
兎
は
耶
狛
を
ど
う
思

て
い
る
の
だ
ろ
う
か

 

狛

い
や
そ
う
じ

な
く
て

地
霊

に
泥
棒
が
侵

し

 
て
い
て
さ
と
り
さ
ん
が

で

し
て

 
理
 

な
に

 

し

い
間
欠
泉
セ
ン
タ

が
一

で

や
や
か
な
空
気
に
包
ま
れ
た

理
久
兎
は
立
ち
上
が

り
首
を
回
す

 
理
 

は

 

狛

ま
だ
確
認
は

 
理
 

分
か

た
さ
と
り
が
や
ら
れ
る
前
に
行
か
な
い
と
い

 
け
な
い
な
蓮
す
ま
な
い
が

 
と

理
久
兎
が
言
い
か
け
る
前
に
椅
子
か
ら
立
ち
上
が
る

 
蓮
 

も
行
き
ま
す

い
え
行
か
せ
て
く
だ
さ
い

 
理
 

数
は

い
方
が
良
い
か
分
か

た
お
空
は
こ
こ

 
で
間
欠
泉
セ
ン
タ

の
管
理
を

狛

耶
狛

黒
の

 

人
は
も
し
泥
棒
が
外
に
逃

た

に

す
る
用



 第十八章 平和の日常へ

 
意
を
し
ろ
蓮
そ
し
て
お

は

と
来
い
泥
棒
を

き

 
の
め
す

 
蓮
 

分
か
り
ま
し
た

 
お

あ
い
さ

 
お

も
や
る
気
が

分
な
の
か
張
り

て
い
た

 

狛

な
ら

ト
を
開
き
ま
す

耶
狛

 
耶
狛

あ
い
な

 

人
は
力
を
合
わ
せ
て
大
き
な
裂
け
目
を

り
出
す

 
理
 

い
く

 
蓮
 

は
い

 
お

了
解

 
そ
う
し
て

分
達
は
裂
け
目
へ
と

る
と
地
霊

の
⻄

の

下
へ
と
一

で

り
着
く

す
る
と

 
ド

ン

 
と

発
音
が

き

た



 第３１６話 泥棒騒動

 
理
 

こ
の
音
か
ら
し
て

ン
ト
ラ
ン
ス
か

 
お

行
き
ま
し

う
蓮
さ
ん

 
蓮
 

え

 

発
音
が
あ

た

ン
ト
ラ
ン
ス
へ
と
走

て

行
す
る
と

 
理
 

さ
と
り

 
ボ
ロ
ボ
ロ
と
な
り
目
を
回
し
て

で
倒
れ
て
い
る
さ
と
り
を
見
つ
け
る

一
体

が
こ
ん
な

事
を
と
思

て
い
る
と

 

 

ど
ん
な
も
ん
だ
い

や

り
弾
幕
は
火
力
に
限
る

 

お
前
が
何
で
こ
こ
に

 
蓮
 

ん
こ
の

 
聞
い
た
こ
と
の
あ
る

が
し
て
上
を
向
く
と
そ
こ
に
は

に

が
る
魔
法
使
い
い
や
魔
法
使
い

と
い
う
よ
り

ソ
泥
で
定

の
あ
る
魔
理
沙
が
い
た

 
霧
雨

覚
妖
怪
よ
ろ
し
く
お
前
は

守

て

 
理
 

う
ま
だ

み

り
な
い
か
魔
法
使
い

う
ち
の
女

 
に
も
手
を
出
し
た
ん
だ
ボ

ボ

に
さ
れ
る
気
は
あ



 第十八章 平和の日常へ

 
る
よ
な

で
お
仕

き

屋

り
に
し
て
や
る

 
か
ら
安
心
し
ろ
よ

 
霧
雨

お
前
が
相
手
だ
と

落
に
な
ら

逃

る
ん
だ

 
よ

 
魔
理
沙
が
逃

出
そ
う
と
す
る
た
め
す
ぐ
さ
ま
前
に
立
ち
は
だ
か
り
神
楽
を

刀
し
て
斬
撃
波

を
放

た

 
霧
雨

な

と
と

こ
の
技

 
蓮
 

待

て
魔
理
沙

 

分
を
見
た
魔
理
沙
は
目
を

に
し
て
い
た

 
霧
雨

れ

蓮

お
前
が
何
で
こ
こ

 
理
 

確

 
お

あ
い
さ

 
霧
雨

に

 
理
久
兎
に
間

を
決
め
ら
れ

へ
と
落
ち
る
と
お

に
も
間

を
決
め
ら
れ
魔
理
沙
は

気
な

く

束
さ
れ
た



 第３１６話 泥棒騒動

 
霧
雨

ギ

 
そ
う
し
て
魔
理
沙
の
悲
痛
の

び
が
地
霊

に

き

た
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す

 
鈴

気
な
く
確

さ
れ
た

 
神
楽

し
か
し
魔
理
沙
さ
ん

て
地
底
に
も
来
る
ん
で
す
か

 
怠
惰
さ
ん

 
怠
惰

あ
の
子
は
来
る

で
も
地
底
の
景
色
を
見
る
た

 
め
に
旧
都
に
ま
で

く
ぐ
ら
い
だ
し
そ
れ
に
原

だ

 
と
地
霊

に
は

む
物
が
な
い
か
ら
来
る
こ
と
は
な

 
い
け
ど
こ
れ
は
理
久
兎
達
が
い
て
な
お
き
つ
色
々
な

 
本
を
溜
め
込
ん
で
い
る
か
ら
ハ
イ
リ
ス
ク
な
が
ら
も

 
リ
タ

ン
も
大
き
い
か
ら

み
に
来
る
価
値
が
あ
る

 

て
事
さ
ま

結

的
に

座
に
ボ

ら
れ
る
け
れ



 第十八章 平和の日常へ

 
ど

 
狗
神

う

 
鈴

は
泥
棒
し
た
ら

メ
だ
よ
絶
対

 
神
楽

良
い
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら

 
狗
神

そ
れ
に
や

た
事
は

分
に
返

て
く
る
か
ら
な

 
怠
惰

そ
う
だ

さ
て
そ
ろ
そ
ろ
時
間
だ
し
今
回
は
こ

 
こ
ま
で
に
し
よ
う
か

 
狗
神

あ
い
よ
そ
ん
じ

ま
た
次
回
な

 
神
楽

そ
れ
で
は

者
様

 
鈴

じ



 第３１７話 そして地上へ

 
第
３
１
７
話
 
そ
し
て
地
上
へ

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

バ
イ
ト
で

回
程

を
強

し
ま
く

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

お
陰
さ
ま
で

が
痛
く
て
痛
く
て

さ
て
そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
地
霊

で
の
泥
棒
騒
ぎ
か
ら

分
が
経
過
す
る

 
霧
雨

お
い

ラ

い
い

に
解
き
や
が
れ

 
現

み
を

く
の
に
し
く
じ

た
魔
理
沙
は

け
の
あ
る
椅
子
に
座
ら
さ
ら
れ
四

を

ら
れ
な
が
ら
も
騒
い
で
い
た

な
お

狛
と
耶
狛
と
黒
と
お

は
魔
理
沙
に
よ

て
破
壊
さ
れ

た
備
品
を

け

分
と
理
久
兎
と
さ
と
り
は
魔
理
沙
を
見
て
い
た

 
霧
雨

て
い
う
か
何
で
お
前
が
こ
こ
に
い
る
ん
だ
よ

 
蓮
 

何
で

て

 
霧
雨

さ
て
は
お
前
ま
さ
か
地
上
か
ら
地
底
に
住
む
気
か

 
安
心
し
ろ

ま
だ

も
お
前
を

て
は
い
な
い



 第十八章 平和の日常へ

 
だ
か
ら

 
理

を
説
明
す
る
前
に
変
な
事
を
言
わ
れ
た
ん
だ
け
ど

と
い
う
か

て
い
な
い

て
な

に

ま
さ
か
霊
夢
と
の
喧
嘩
が
も
う
幻
想
郷
中
で

ま

て
い
る
の
か

と
い
う
か
魔
理
沙
が
騒

ぐ
せ
い
な
の
か
こ
こ
に

わ
れ
て
い
る
動
物
達
が

立
ち
始
め
て
る

 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん
さ
と
り
さ
ん

く
し
ば
き
あ

た

 
方
が

 
理
 

よ
し
き
た
さ

て
ど
う
い

た
方
法
が
良
い
か
な

 
魔
理
沙
ち

ん

ど
れ
が
良
い

さ
と
り
に
永
遠
と

 

ず
か
し
い

ソ

ド
を

さ
れ
る
の
と
容

 
の
な
い
狼
兄
妹
に

問
さ
れ
る
か

は
黒
の
庭
に
体

 
を

め
て

に
な
る
か
選
ば
せ
て
や
る
よ

 
さ
と

い

そ
の
こ
と
全

も
あ
り
で
す

 
言

と
い
て
あ
れ
だ
が
理
久
兎
と
さ
と
り
が
合
わ
さ

て
そ
ん
な
事
を
言
う
と

き
で

い 
霧
雨

お
い
待
て
悪
か

た

話
を
聞
か
ず

ら
な
か

た
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の
は
悪
い

な

は
ら
こ
う
し
よ
う

蓮

 
蓮
 

何
さ

 
霧
雨

パ

レ

 
つ
ま
り
あ
れ
か

引
し
よ
う

て
事
か

と
い
う
か
パ

レ

と
か
言
わ
れ
て
も

分
達
は

じ

な
い
し
そ
こ
は
普
通
に

引

て
言
お
う
よ

だ
が
こ
れ
は
ち

と
し
た
お
仕

き
に

使
え
る
か
も
し
れ
な
い

 
蓮
 

引
の
内
容
は

 
霧
雨

霊
夢
の
現
状
を
教
え
て
や
る

だ
か
ら
話
し
た
ら

 
を
解
放
し
て
く
れ

 
そ
れ
は
ま
た
気
に
な
る
事
を

引
の

に
し
て
き
た
な

 
蓮
 

良
い
よ

け
合

て
あ

る
話
し
て
み
て
よ

 
霧
雨

お

お
う

今
の
霊
夢
の
状
況
は
本
当
に

い
ん
だ

 
お
前
が
い
な
く
な

た
こ
の

月
間
の
霊
夢
の
落

 
ち
込
み
は

く
て
よ
妖
怪
退
治
の
依
頼
が
あ

た
の

 
に
も
関
わ
ら
ず
出
撃
は
し
な
い
退
治
は
し
な
い
で
さ



 第十八章 平和の日常へ

 
ま
る
で
そ
の

は

月
後

の

み
た
い
だ

た

 
い
や
そ
れ

く
大
変
な
事
じ

な
い

そ
れ
を

ラ

ラ
と
よ
く
平
然
と

た
な

 
霧
雨

友
達
の

も
心
が

ん
じ
ま
う

だ
か
ら
頼
む

蓮

 
霊
夢
と
仲

り
し
て
く
れ
よ

 

ラ
リ
と
理
久
兎
と
さ
と
り
を
見
る
と
さ
と
り
は

ク

ク
と

分
を
見
て

く

つ
ま
り
嘘

で
は
な
い
み
た
い
だ

 
蓮
 

や
る
よ

も
そ
ろ
そ
ろ

ん
な
い
と
い
け

 
な
い

て
思

て
た
し

 
霧
雨

本
当
か
そ
れ
は
良
か

た

な

な
ら

の
こ
の

 

束
も

 
と

魔
理
沙
が
言
い
か
け
る
と

リ
と

笑
む

 
蓮
 

因
み
に
魔
理
沙
さ

き
パ

レ

て
言

た
け
ど

 

達
は

じ

な
い
し
そ
れ
に

は
逃
が
す
な
ん

 
て
一
言
も
言

て
な
い
け
ど

 
霧
雨

え



 第３１７話 そして地上へ

 
魔
理
沙
の

が
ど
ん
ど
ん

く
な

て
い
く

理
久
兎
と
さ
と
り
を

笑
い
し
て
見
て
い
た

 
理
 

お
前
と
良
い

負
じ

 
さ
と

人
聞
き
が
悪
い
で
す
よ
理
久
兎
さ
ん

 
と

そ
ん
な
言

が
聞
こ
え
て
く
る
が
と
り
あ
え
ず
は
魔
理
沙
の
方
を
見
て
笑
い
な
が
ら

 
蓮
 

そ
れ
じ

魔
理
沙

こ
れ
ま
で
の
事
を

り
返
り
な

 
が
ら

張

て

 
霧
雨

お

お
い

後
で
覚
え
て
お
け
よ
蓮

 
悲
痛
な

び
を
あ

る
魔
理
沙
は
放

て
お
い
て
理
久
兎
達
の
方
へ
と
近

る
と
理
久
兎
が

に

を
か
け
て
前

み
に
な
る

 
理
 

お

お
い
お
い
蓮
お
前
は
勘

い
し
て
る
か
も
だ
が

 

奴
を

く
の
は
勘

し
て
く
れ
よ

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
は

の
つ
も
り
で
言

て
ま
す
か
ら

 

蓮
さ
ん

 
蓮
 

い
や
い
や
そ
の
ぐ
ら
い
分
か
り
ま
す
よ
あ
く
ま
で

 
し
で
す
よ

あ

で
も
し
な
い
と
魔
理
沙
の

み



 第十八章 平和の日常へ

 
は
治

る
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
け
ど

 

ラ
リ
と
魔
理
沙
を
見
る
と
椅
子
を

ら
し
て
騒
い
で
い
た

 
理
 

い

そ

を

ま
せ
て
追
い

ぎ
し
て
か
ら
地

 
上
に

て
る
か

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
そ
れ
は
外
道

い
え

達
が
言
え
る
事

 
じ

な
い
で
す

 
蓮
 

え

と
な
ら

れ
て
帰
り
ま
し

う
か

当
に
言

 
い

し
て

 
理
 

そ
う
す
る
か

 
さ
と

で
す

な
ら
お
願
い
し
ま
す

 

戦
会
議
が
終
わ
り
立
ち
上
が
る
と
魔
理
沙
の
方
へ
と
近
づ
く

 
霧
雨

何
だ
よ
こ
の
裏

り
者

 
裏

り
者
と
は
中
々

心
に
グ
サ
リ
と
来
る
言

を
言

て
き
た
な

 
蓮
 

良
い
の
魔
理
沙

せ

か
く

え
し
た
の
に

 
霧
雨

お
前
は
逃
が
す
気
な
い
だ
ろ
う
が



 第３１７話 そして地上へ

 
蓮
 

魔
理
沙
さ

き

は
逃
が
す
と
は
言

て
な
い
し
逃

 
が
さ
な
い
と
も
言

て
な
い
よ

ま

達
は

 
と
か
じ

な
い
か
ら
パ

レ

は
意

な
い
け
ど

 
霧
雨

じ

あ
逃
が
し
て
く
れ
る
の
か

 
蓮
 

み
た
い
だ
よ

 
と

言
う
と
理
久
兎
が
魔
理
沙
の
前
に
立
つ
と

む

 
理
 

因
み
に
次
こ
こ
に

み
を

き
に
来
た
ら
ど
う
な
る

 
か
は

分
か
る
よ
な

 
霧
雨

何
か

ロ

人
み
た
い
な

開
か

 
理
 

ハ

ハ

ハ

面
白
い

を
言
う
な

裂
き

 

て
知

て
る
か
な
魔
理
沙
ち

ん

 

裂
き

て
確
か
四

を
そ
れ

れ
の

れ

に
く
く
り
つ
け
思
い

き
り
引

張

て
手

を
引
き
ち
ぎ
る

な
処

方
法
の

つ
の
あ
れ
だ
よ

 
霧
雨

分
か

た
こ
こ
に
は
も
う

み
は

か

よ

 
理
 

よ
ろ
し
い



 第十八章 平和の日常へ

 
そ
う
言
い
理
久
兎
は
魔
理
沙
の
手

を

束
す
る

を
解
く
と
魔
理
沙
は
椅
子
か
ら
立
ち
上
が

り
体
を

ば
す

 
霧
雨

そ
う
い
え
ば
お
前
は
何
時
帰
る
ん
だ
よ

 
蓮
 

今
日
に
は
地
上
に

待

て
今
の
時
間

て

 
時

を
見
て
み
る
と
も
う

の
時
間
は
過
ぎ
て
い
た

結
局
な
話
で
理
久
兎
か
ら
教
わ

て

い
た
技
を

さ
せ
る
こ
と
が
出
来
な
か

た

 
蓮
 

 
理
 

蓮
お
前
が
良
い
な
ら
も
う
少
し

き
合
お
う
か

 
蓮
 

い
え
こ
れ

上
は
失

で
す
し
今
回
は
帰
り
ま
す

 
こ
れ

上
は
迷

を
か
け
れ
な
い
し
そ
れ
に
何
よ
り
も
そ
ろ
そ
ろ
本
当
に
帰
ら
な
い
と
霊
夢
が

心

に
な

き
た

 
蓮
 

で
す
が
そ
の

ま
た

を
し
て
下
さ

て
も
構
い

 
ま
せ
ん
か

 
と

聞
く
と
理
久
兎
は

リ
と
笑
う

 
理
 

あ

お
前
が
望
む
な
ら
そ
し
て

の
都
合
が
合
え
ば



 第３１７話 そして地上へ

 
何
時
で
も

し
て
や
る
よ

 
蓮
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
理
 

な
ら
待

て
ろ

狛
達
を

れ
て
く
る
か
ら
よ

 
そ
う
し
て
理
久
兎
は

狛
達
を
呼
び
に

屋
を
出
て
行

た

 
さ
と

も

し
ま
す
よ
蓮
さ
ん

ま

泥
棒
は

 
さ

さ
と
帰

て

し
い
で
す
け
ど

 
霧
雨

う
る
せ
い
や
い

 
蓮
 

ア
ハ
ハ

 
と

言

て
い
る
と
理
久
兎
が

狛

耶
狛

黒

お

を

れ
て
来
る

 
耶
狛

蓮
く
ん
帰
る
ん
だ

て

 

狛

し
く
な
り
ま
す

 
黒
 

あ

 
お

お
空
と
か

の
動
物
に
は
伝
え
て
お
く

 
と

人
は
見

り
を
し
て
く
れ
る
み
た
い
だ

 
理
 

ま

何
だ

何
時
で
も
来
い
よ



 第十八章 平和の日常へ

 
さ
と

え

 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん

さ
ん

 
霧
雨

お
う
ま
た
来
る

 
い
や
何
で
魔
理
沙
が
そ
れ
を
言

ち

う
の

理
久
兎
は

リ
と

笑
む
と

 
理
 

魔
理
沙
ち

ん

次
は
分
か

て
る
よ
な

 
霧
雨

分
か

て
る

て

だ
か
ら
よ

 
蓮
 

ア
ハ
ハ

本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

 

を
下

て

を

べ
る

 
理
 

狛

耶
狛

 

狛

分
か

て
ま
す
よ

 
耶
狛

そ
ん
じ

行
く

 
そ
う
言
う
と

人
は
大
き
な
裂
け
目
を

り
出
し
た

 
理
 

こ
こ
を

け
れ
ば
魔
法
の

に

り
着
け
る

 
蓮
 

何
か
ら
何
ま
で
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
霧
雨

そ
ん
じ

お

さ
き



 第３１７話 そして地上へ

 
そ
う
言
い

を
回

し
た
魔
理
沙
は
先
に
裂
け
目
へ
と

て
い

た

 
蓮
 

そ
れ
じ

も
行
き
ま
す

 
理
 

あ

あ

そ
れ
と
夜
頃
に
な
る
か
も
だ
が
博
麗
神

 
社
に
行

て
も
構
わ
な
い
か

 
蓮
 

え

何
で
ま
た

 
理
 

と
お

び
の
品
を

し
た
く
て
な
迷

か

 
華
扇
に
は

な
奴
と
言

て
た

に
は
理
久
兎
も

な
も
の
だ

 
蓮
 

え

構
い
ま
せ
ん
よ

そ
の
ぐ
ら
い
な
ら

分
大

 

だ
と
思
う
の
で

 
理
 

お
前
の

闘
を

る
よ

 
蓮
 

え

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
そ
れ
で
は

 
理
 

あ

ま
た
後
で
な

 
そ
う
し
て

分
も
裂
け
目
へ
と

る
の
だ

た

そ
う
し
て
出
て
く
る
と
そ
こ
は
魔
法
の

の

り

あ
た
り
だ

た

 
蓮
 

う

ん

間
ぶ
り
の
地
上



 第十八章 平和の日常へ

 
霧
雨

な

蓮
お
前
は

り
に
行
く
の
か

 
蓮
 

そ
の
つ
も
り
だ
よ

今
回
は

も
大
人

な
か

た

 
し

 
霧
雨

そ
う
か

も
後
で
行
け
た
ら
行
く

 
蓮
 

そ
れ
ま
で
に
は

か
ら

下
座
し
て
で
も
許
し
て
も

 
ら
う
よ

 
と

分
ら
し
く
な
い
よ
う
な

を
混
じ
え
て
言
う
と
魔
理
沙
は
不
安
そ
う
な

を
す
る

 
霧
雨

張
れ
よ
あ
ん
な
親
友
は
見
た
く

か
ら
さ

 
蓮
 

そ
れ
じ

魔
理
沙
も
ま
た
後
で

 
霧
雨

あ

 
そ
う
言
い

分
は
空
へ
と
飛
び
博
麗
神
社
へ
と
向
か

た

 
霧
雨

ん

も

て
ま

後
で
確
認
す
れ
ば
良
い
か

 
そ
う
し
て
魔
理
沙
も

分
の
家
へ
と
帰
る
の
だ

た



 第３１７話 そして地上へ

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
に
な
り
ま
す

 
狗
神

あ

 
神
楽

得
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

 
鈴

そ
う
だ

 
怠
惰

ま

時
間
に
よ
る

力
が
い
る
か
ら

そ
れ
と

 
次
回
か
ら
あ

ち
を
投
稿
す
る
よ

そ
ろ
そ
ろ
投
稿

 
し
な
い
と
千
ち

ん
に

言
わ
れ
そ
う
だ
し

 
狗
神

そ
う
い
え
ば
お
前
は
龍
神
と
仲
良
い
ん
だ
よ
な

 
怠
惰

そ
れ
な
り
に

 
鈴

ん

 
神
楽

そ
う
い
え
ば
こ
こ
最
近
な
ん
で
す
が
隣
の

屋
か
ら

 
変
な

が
聞
こ
え
て
き
た
り
す
る
ん
で
す
が

 
怠
惰

徒
な
り
だ
か
ら

あ

そ
れ
は
こ
こ
と
は

う
世

 
界
で

が
暗

す
る
の
に

な
仲
間
が
い
る
ん
だ

 
よ



 第十八章 平和の日常へ

 
鈴

へ

 
狗
神

お
前
に
仲
間
と
か
い
る
の
か
よ

 
怠
惰

う
ん

掃
除
を
し
た
り
仕
事
の
手
伝
い
を
し
た
り
し

 
て
く
れ
る
良
い
子
だ
よ
そ
れ
に
あ

ち
の
世
界
で
は

 

は
戦
え
な
い
か
ら

 
神
楽

え

と
そ
の
意

て

 
怠
惰

ハ
ハ
ハ

こ
れ
は
別

品
だ
か
ら
こ
こ
ま
で

 
鈴

あ

気
に
な
る
と
こ
ろ
で

 
怠
惰

と
り
あ
え
ず
時
間
だ
か
ら
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
神
楽

そ
う
で
す

そ
れ
で
は
ま
た
投
稿
し
た
ら
お
願
い

 
い
た
し
ま
す

 
鈴

そ
れ
じ

者
様

 
狗
神

ま
た
な



 第３１８話 不穏

 
第
３
１
８
話
 
不
穏

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

ス
マ

の
ガ

で
ザ
マ

レ

ル
の

死
し
た
怠
惰
の

ク
ソ
悪
魔
で
す

何
で
い
ら
な
い
キ

ラ
が

る
ん
だ

ま

そ
こ
は

い
て
お
き
ま

し

う

そ
れ
で
は
今
回
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

そ
れ
で
は
ど
う

 
霊
夢
と
喧
嘩
別
れ
し
て
か
ら

月
つ
い
に
こ
の
東
来
た

分
は
博
麗
神
社
へ
と
続
く
⻑

い

の
下
に
立
つ

 
蓮
 

霊
夢

元
気
だ
と
良
い
け
ど
な

 
萃
香
や
魔
理
沙
の
話
だ
と
相
当
落
ち
込
ん
で
い
る
み
た
い
だ

流
石
に

分
の

タ
レ
で
逃

て

月
も
の
間
を
開
け
た
の
は
反
省
だ
し

分
が
情
け
な
い

だ
が
そ
れ
で
も

ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い

え
修
羅
場
だ
と
し
て
も
結

が
本
当
の
破
局
と
な

た
と
し
て
も

ら
な
け
れ

ば
霊
夢
に
失

だ

 
蓮
 

良
し
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意
を
決
し
て

を
登
ろ
う
と
し
た
そ
の
時
近
く
の

む
ら
が

れ
だ
し
た

す
る
と
そ
こ

か
ら
一

の
白
い
狐
が
出
て
く
る

し
か
も

 
白
狐

ギ

ン

 

く
こ

ち
に

し
て
く
る

 
蓮
 

え

と

は
君
に
は
何
も
手
を
出
さ
な
い
よ
だ
か
ら

 
通
し
て
く
れ
る
か
な

 
穏

に
事
を

た
て
ず
に

ま
そ
う
と
す
る
が
白
狐
は
臨
戦
体

を

る
と
こ

ち
に
向
か

て
飛
び
か
か

て
き
た

 
蓮
 

う
わ

と
と

 
何
と
か
キ

す
る
が
白
狐
は

れ
出
す

 
蓮
 

ら
お
行
き

 
放
そ
う
と
す
る
と
今
度
は

へ
と

み
つ
い
て

そ
う
と
し
な
い

一
体
こ
の
狐
は
何
が
し
た

い
ん
だ

 
蓮
 

ど
う
し
よ
う

 
仕
方
が
な
い
こ
の
ま
ま

き

え
た
ま
ま
博
麗
神
社
へ
と
登
る
か

を
登
り
始
め
る
と
白



 第３１８話 不穏

狐
は

を

ん
だ
ま
ま

れ
て

し
だ
す

 
蓮
 

も
う
何
な
の
さ

き
か
ら

 
だ
が
こ
の
狐
の

を
見
て

と
思
う

か
に

て
い
る
気
が
す
る
と

だ

た
か
な
何
て
思

い
な
が
ら
も

れ
る
白
狐
を

さ
え
つ
け
つ
つ
博
麗
神
社
に

り
着
く

 
蓮
 

う
わ

何
こ
れ

 
帰

て
一
目
見
て
思

た
の
は
博
麗
神
社
が

に

れ
て
い
る

掃
除
は
さ
れ
て
い
な
い
の

か

ミ
は

い

利
は

れ
放

霊
夢
が
大

に
し
て
い
る

に
は
掃
除
が
さ
れ
て
い

な
の
か

が
こ
び
り
つ
い
て
い
た

 
蓮
 

も
し
許
し
て

え
る
の
な
ら
掃
除
し
な
い
と
な

 
白
狐

キ

キ

ン

 
い
や
何
で
君
が
そ
ん
な

し

な
さ
そ
う
な

を
出
す
の
だ

し
か
も
一

た

を
出
し

そ
う
に
な

て

第
一
に
問

は
霊
夢
が

ん
で

い
や
よ
そ
う

ま
た
喧
嘩
に
な
る
だ
け
だ

色
々
と

目
に
見
る
事
も
大

だ

 
蓮
 

と
り
あ
え
ず
霊
夢
を
探
さ
な
い
と

所
で
君
は
何
時

 
に
な

た
ら

し
て
く
れ
る
の
か
な
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白
狐

ギ

 

り

を
上

て

し
て
き
た
も
う
本
当
に
何
な
の
だ

と
り
あ
え
ず
霊
夢
は
い
る
の
か

な

屋
の
縁

へ
と
向
か
う
と
そ
こ
も
掃
除
が
行
き

い
て
な
い
の
か

利
が

れ
放

だ

し
か
も
修
行
用
の
か
か
し
が
見
事
に
何
か
し
ら
の
力
に
当
て
ら
れ
て
折
れ
て
る

 
蓮
 

こ
れ

て

へ
の
八
つ
当
た
り

 
だ
と
し
た
ら
相
当
ぶ
ち
ギ
レ
し
て
る
よ

々
と

く
な

て
き
た
な

た
だ
で
さ
霊
夢

て

怒
る
と

み
た
い
な

を
し
て
し
つ
こ
く
言

て
く
る
か
ら
勘

し
て

し
い

 
白
狐

ギ

ギ

 
い
や
い
や
だ
か
ら
何
で
君
が
そ
ん
な

で
鳴
く
ん
だ
よ

君
は
何
に
も
悪
く
な
い
で
し

う
に

ま
ず
君
み
た
い
な
華

な
体
で
体
当
た
り
し
た
所
で
こ
ん
な

本
か
ら

キ
リ
折
れ
た
り
な
ん

か
し
な
い
か
ら

 
蓮
 

は

霊
夢
は
許
し
て
く
れ
る
か
な

 
白
狐

キ

 
白
狐
は

を
向
け
た
方
向
を
見
る
と
神
社
の

か
ら
人

が
出
て
き
た

そ
れ
は

分
が
探
し

て
い
た
霊
夢
だ



 第３１８話 不穏

 
蓮
 

れ

霊
夢

 
霊
夢

や

と
見
つ
け
た
わ

 
白
狐

ギ

ン

ギ

ン

 

き

え
る
白
狐
が
大
き
く

え

し
だ
す

何

霊
夢
に
そ
こ
ま
で

す
る
の
だ

霊

夢
は
手
を

し
出
す
と

 
霊
夢

そ
い
つ
を
こ

ち
に

し
て
く
れ
な
い
か
し
ら

 
そ
い
つ
を
退
治
し
な
い
と
い
け
な
い
の
よ

 
蓮
 

え

と
そ
の
前
に

の
言

を

 
霊
夢

良
い
か
ら

越
し
な
さ
い

 
何
だ
今
日
の
い
や

月
で
霊
夢
で
も
こ
こ
ま
で
変
わ
る
か

だ
が
何
か
可
笑
し
い

分
の

知

て
い
る
霊
夢
な
ら
ま
ず
お
帰
り
ぐ
ら
い
は
言
う
と

ま

喧
嘩
中
だ
け
れ
ど
先
に

分
の

名
前
ぐ
ら
い
言
う
と
思
う
の
だ
が

 
霊
夢

越
さ
な
い
な
ら
あ
ん
た
も
退
治
す
る
わ
よ

 
蓮
 

分
か

た
よ

 
白
狐

キ
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霊
夢

そ
う
賢
明
な
判
断

 

方
へ
と
霊
夢
が
近
づ
い
て
く
る

だ
が
目
の
前
の
霊
夢
は
何
か
可
笑
し
い

そ
れ
に

き

え
る
白
狐
も
目
の
前
の
霊
夢
に

え
目
か
ら

が
出
て
る

念
の
た
め
に
確
認
し
て
み
る
か

 
蓮
 

霊
夢

 
霊
夢

何
か
し
ら

 
蓮
 

ど
う
し
て
こ
の
子
を

 
霊
夢

決
ま

て
る
で
し

退
治
す
る
た
め
よ

 
や

り
そ
う
来
る
か

も
う
少
し
深
く

り
下

て
る
見
る
か

 
蓮
 

退
治
は
分
か
る
よ
こ
の
子
は
何
を
し
た
の

 
霊
夢

何

て

の
手
に

み
つ
い
て
き
た
か
ら
よ

ら

 
霊
夢
の
手
に
は

が

て
る

度

き

え
る
狐
と

じ
よ
う
な

だ

だ
が
た
か

が
そ
の
ぐ
ら
い
で
退
治

て
い
く
ら
霊
夢
が

気
と
言
え
ど
そ
こ
ま
で
し
な
い
だ
ろ
う

 
霊
夢

良
い
か
ら

し
て
そ
い
つ
を

 
白
狐

キ

キ

 

き

え
る
白
狐
は

く

が

て
る
ど
う
し
た
も
の
か

待
て
よ
確
か

前
の
異
変
の
時
に



 第３１８話 不穏

マ
ミ
ゾ
ウ
が
霊
夢
に
化
け
た
事
が
あ

た
け

そ
の
時
は
方
言

で
す
ぐ
分
か

た
が
今
回
は

分
か
ら
な
い

だ
が
そ
れ

前
に
聖
に
化
け
た

に
理
久
兎
が
と

た
嘘
の
か
ま
か
け
を
し
た
事

が
あ

た
な

 
蓮
 

ま
ず
先
に

ら
せ
て

月
前
に
天
狗
の
里
の

 

屋
の
件
は
本
当
に
ご
め
ん

 
霊
夢

良
い
わ
よ
別
に

 
蓮
 

良
か

た

 

手
で
白
狐
を

き

え
な
が
ら

に

す
神
楽
を

手
で

み

座
に

刀
し
て
斬
撃
波
を

霊
夢
へ
と
飛
ば
す

 
霊
夢

 

 
白
狐

キ

 
だ
が
霊
夢
は

座
に

へ
と

け
る
と

方
を

む

 
霊
夢

何
の
真

 
蓮
 

色
々
と

え
合
わ
せ
し
よ
う
か

ま
ず

は
天
狗
の

 
里
で
は
喧
嘩
し
て
い
な
い
喧
嘩
し
た
の
は
人
里
で



 第十八章 平和の日常へ

 

屋
は
ま
ず
深
夜
だ
か
ら
開
い
て
な
い
ん
だ
よ

 
霊
夢

 
蓮
 

第
二
に
今
の
事
を
聞
い
て
す
ぐ
に
分
か

た
事
は
君

 
は
霊
夢
じ

な
い

て
事
そ
し
て
幻
想
郷
の
住
人
で

 
は
な
く
外

の
い
や
外
来
人

て
の
良
く
分
か

た

 
よ

 
 
 

 
そ
れ
を
聞
き
霊
夢
な
ら
ざ
る
者
は

元
を

め
て
笑
う

 
霊
夢

バ
レ
ち

た
か

念

す

 

と

が
変
化
し
男
の

か
つ

特
な
な
ま
り
の
あ
る

へ
と
変
わ
る

 
蓮
 

そ
れ
で

本
物
の
霊
夢
は
何
処
に
い
る

 

 

教
え
る
と
思

て
ま
す

 
蓮
 

な
ら
お
前
を
斬

て
知
る
ま
で
で
す

 

 

そ
う
上
手
く
行
く
と
思

た
ら
大
間

い

す
よ

 
と
言

て
い
る
と

か
ら
何
人
か
の
人
が
出
て
き
た

そ
れ
は

分
の
知
る

と
咲
夜
と

妖
夢
だ



 第３１８話 不穏

 

蓮
さ
ん

 
咲
夜

貴
方
帰

て
き
て
た
の

 
妖
夢

修
行
と
は
聞
い
て
ま
し
た
が
何
処
に

て
あ
の
狐

 
は

 
と

言

て
い
る

で
霊
夢
の

物
は
不
気

な
笑

を
す
る

 

 

気
を

け
な
さ
い
蓮
は
あ
の
狐
の
妖
怪
に

か
れ

 
て
る
わ

 
蓮
 

え

 
白
狐

キ

 
何
を
言
い
出
す
と
思

た
ら

か
れ
て
る

て
そ
ん
な
言

に
こ
の

人
が

じ
る
わ
け

 
咲
夜

何
で
す

て

 
妖
夢

 

そ
ん
な
蓮
さ
ん

 

人
は
す
ぐ
に
臨
戦
体

を

た
ん
だ
け
ど

あ
れ
こ
れ

て
ま
さ
か

 

 

と
り
あ
え
ず
蓮
を
一
発
し
ば
い
て
あ
の
白
狐
を
退
治
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す
る
わ
よ

 
妖
夢

蓮
さ
ん
じ

と
し
て
て
下
さ
い

で
な
い
と
刀
を

 
れ
な
く
な
り
ま
す
よ

 

蓮
さ
ん
ご
め
ん
な
さ
い

 
咲
夜

貴
方
に

を
す
る
と
こ

ち
が
や
ら
れ
か
け
な
い

 
か
ら

は
し
な
い
わ
よ

 
こ
の
時
に
思

た

目
の
前
の
霊
夢
の

物
は
霊
夢
に
化
け
た
だ
け
で
な
く
そ
の

頼
を
も
も

ぎ

た
の
だ
と

じ

な
け
れ
ば
あ
ん
な
嘘
を

じ
る
わ
け
な
い

も
し
そ
れ
で

じ
た
ら
病

院
に
行
け
と
言
い
た
く
な
る

 
白
狐

ギ

ン

ギ

ン

 
蓮
 

や
る
し
か
な
い
か

 
逃

よ
う
と
す
れ
ば
追
い

か
れ
る
た
め
仕
方
な
く
こ
の
状
況
を

破
す
る
た
め
に
戦
う
の

だ

た



 第３１８話 不穏

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

待
て
い
き
な
り
こ
れ
か

 
神
楽

そ
れ
に
あ
れ

て
何
で
す
か

 
怠
惰

ま

オ
リ
キ

ラ

 
鈴

今
度
は
何
を
出
し
た
の

 
怠
惰

ま

そ
こ
は
何
な
の
か
は
お
楽
し
み
に

そ
れ
と

 
ぶ

ち

け
て
言
う
と
こ
の
修
行

の
ボ
ス
だ
と

 
認
識
し
て
く
れ
れ
ば

 
狗
神

お
い
お
い

 
神
楽

因
み
に
実
力
的
に
は

 
怠
惰

う

ん
そ
う
だ

現
状
だ

た
ら
本
気
を
出
し

 
た
⻯
神
の
前
な
ら

ク
ソ
の
レ

ル

 
鈴

あ
て
に
な
ら
な
い

 
怠
惰

ま

ま

見
て
い
け
ば

そ
れ
じ

と
り
あ
え
ず

 
今
回
は
こ
こ
ま
で



 第十八章 平和の日常へ

 
神
楽

う

ん
ど
う
な
る
の
や
ら

 
狗
神

ま

何
と
か
な
る
だ
ろ

 
鈴

だ
よ

そ
れ
じ

ま
た
次
回

 
怠
惰

さ
い
な
ら



 第３１９話 博麗神社での戦闘

 
第
３
１
９
話
 
博
麗
神
社
で
の
戦
闘

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
花

が

い
た
め
病
院
に
行

て
き
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

吸

を
行

た
ら
だ
い
ぶ
楽
に
な
り
ま
し
た

そ
し
て
遅
く
な

て
し
ま
い

し

あ
り
ま
せ
ん

さ
て
そ
れ
で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 

間
か
ら

れ
へ
と
変
わ
り
そ
う
な
時
間

博
麗
神
社
で
は
白
狐
を
手
に

れ
よ
う
と
す

る
霊
夢
の

物
そ
し
て
そ
の

物
の
嘘
に
よ

て

さ
れ
て
い
る
咲
夜
妖
夢

と
の
戦
い

に
な

て
い
た

 
蓮
 

は

 
向
か

て
く
る
光
弾

イ
フ

斬
撃
波

レ

ザ

を

手
で

つ
神
楽
で
弾
き
飛
ば
す

 
妖
夢

は

 
蓮
 

 
桜
観

白
桜

の
二
刀
で
斬
り
か
か

て
く
る
が

手
を

く
動
か
し
妖
夢
の

撃
を



 第十八章 平和の日常へ

ぐ 
咲
夜

ど
い
て

 
妖
夢

 
妖
夢
が
後
退
す
る

か
さ
ず
咲
夜
が
無
数
の

イ
フ
を
投

し
て
き
た

神
楽
を
地
面
へ
と
刺

し 
蓮
 

陰
陽
結
界

 
霊
力
で
ド

状
に

明
な

を

り

イ
フ
を

ぐ

 

行
き
ま
す
よ

開

 

が

れ
る
日

 
地
を

う

撃
波
が
襲
い
か
か

て
く
る

神
楽
を
引
き

き
結
界
を
解
く
と
空
へ
と
飛
び

け
る
が
霊
夢
の

物
が
先
回
り
を
す
る

 

 

霊

 
夢
想
封
印

 
蓮
 

な

 
白
狐

キ

 
ま
さ
か
霊
夢
の
技
を
使
え
る
の
か

つ
の
光
弾
が

分
を
追

し
襲
い
か
か
る

 
蓮
 

ご
め
ん
ち

と

慢
し
て
て



 第３１９話 博麗神社での戦闘

 
白
狐

キ

キ

 
白
狐
を
上
空
へ
と
投

る
と
神
楽
の

を

手
に

ち
神
楽
を

め
る

そ
し
て

座
に

刀

す
る

 
蓮
 

刀
 
無
神

斬

 
無
数
の
斬
撃
波
を
飛
ば
し
夢
想
封
印
を
相
殺
さ
せ
る

そ
し
て

を

に
刺
し
上
空
へ
と
投

た
白
狐
を
キ

し
て
回

す
る

 

 

ち

 

ち
を
し
て

し
そ
う
に

方
を
見
て
く
る

や
は
り
本
物
と
比
べ
る
と

が

う

霊
夢

な
ら
こ
こ
ま
で

く
は
な
い

す
る
と
四
方
を

り

む
よ
う
に
咲
夜

妖
夢

が
並
ぶ

 

蓮
さ
ん
こ
れ

上
は
手
を

わ
せ
な
い
で
下
さ
い

 
咲
夜

流
石
に

し
は
も
う
し
な
い
わ
よ

 
妖
夢

く
そ
の
子
を

 
と
言
う
が
あ
ん
な

物
野

ご
と
き
に
こ
の
子
を

し
て
は
な
ら
な
い
と

分
の

感
が

く

手
に

き

え
る
白
狐
を
ギ

と

き
し
め
神
楽
を
向
け
る

 
蓮
 

え
れ
る
な
ら

て
み
ろ

か
ら
こ
の
子
を



 第十八章 平和の日常へ

 
え
れ
る
も
の
な
ら
な

 
白
狐

キ

 

 

そ
の
強
気
な
覚

が

を
滅

す
の
よ

 
蓮
 

こ
れ
で
も

め
は
悪
い
方
で

狐
化

 

の

る
力
を
更
に
解
放
す
る

そ
れ
に
合
わ
せ
て

も

色
の
狐
へ
と
変
え
る

 
咲
夜

ど
う
や
ら
本
当
に
痛
い
目
に

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

 
い
み
た
い

 

そ
ん
な

す
ぐ
に

元
に
戻
し
て
あ

ま
す
か

 
ら

蓮
さ
ん

 
妖
夢

な
ら
ば
や
る
だ
け
で
す

 

物
を
除
い
た

人
は
各
々
構
え
て

め
て
く
る

 
蓮
 

先
に
忠
告
し
て
お
き
ま
す
よ

 
神
楽
を
構
え

人
を
ギ
ロ
リ
と

む

 
蓮
 

や
ら
れ
る
覚

が
な
い
な
ら

ま
り
や
が
れ

 

跡
が

る
程
の

度
に
よ
る
回
転
斬
り
を
し

状
に

色
に
光
る
斬
撃
波
を
放
つ



 第３１９話 博麗神社での戦闘

 
咲
夜

 
ザ
・

ル
ド

 
そ
う

ぶ
と
一

で
咲
夜

妖
夢
は

え
て
い
な
く
な
る

だ
が
そ
の
代
わ
り
に
無
数

の

イ
フ
が

り

ん
で
い
た

 
蓮
 

邪
魔
を
す
る
な

 
神
楽
を

る
い
大
き
な
斬
撃
波
で

り

む

イ
フ
を
全
て
弾
き
飛
ば
す

す
る
と
そ
の

を

て
妖
夢
が
間
合
い
を

め
る
と

 
妖
夢

転
生

 

心
流

斬

 

い

続
斬
り
上

撃
を
し
て
き
た

手
で
神
楽
を
動
か
し

撃
を

ぎ
斬
り
上

の

を

て
神
楽
を

る
う

 
蓮
 

で
り

 
妖
夢

く

 
下
へ
と

き
つ
け
る
と
追
い
討
ち
で
神
楽
を
構
え
て
下
へ
と
一
気
に
降
り
る

 

さ
せ
ま
せ
ん

光
 
明
る
す
ぎ
る
夜

 

分
の
追
撃
を
許
さ
ぬ
よ
う

が

々
に

が
る
大
き
な
光
弾
を

る

す
ぐ
さ
ま
進

を

変
え
て
近
く
の

へ
と
向
か
う



 第十八章 平和の日常へ

 
咲
夜

一
体
何
を

 
何
を

て
決
ま

て
る
じ

な
い
か

こ
れ
ま
で
の
修
行
で

た
事
を
す
る
だ
け
だ

の

へ
と

を
か
け

り
の

様
で
一
気
に

し
て
妖
夢
を

う

 
妖
夢

く

 
咲
夜

さ
せ
な
い
わ

 

イ
フ
を
構
え
て
咲
夜
が
妖
夢
を

う

で
立
つ

だ
が
そ
れ
も
ま
た

分
の
予
想
の

内 
蓮
 

頼
む
よ
神
楽

 
神
楽
を
咲
夜
に
向
か

て
投

つ
け
る

 
咲
夜

な

 
こ
れ
ま
で
の

分
な
ら
絶
対
に
し
な
い
た
め
い
き
な
り
の
行
動
に
動

し
て
か
咲
夜
は
神
楽
を

弾
く
と
体

を
崩
す

そ
の

間
に
咲
夜
の

ぐ
ら
を

み
地
面
へ
と

き
つ
け
る

 
咲
夜

う
ぐ

 

撃
で
気
絶
し
た
の
か
動
か
な
く
な
る
と

 
妖
夢

覚
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体

を
立
て

し
た
妖
夢
が
二
刀
で

撃
を
し
て
く
る

だ
が
そ
れ
で
す
ら
も
今
の

分
か
ら

し
た
ら
予

の

内
だ

 
蓮
 

神
楽

 
神
楽

お

せ
下
さ
い

 
間
に

の
本
体
で
あ
る
刀
を
構
え
て
神
楽
が

て

て
く
る

 
妖
夢

し
ま

く

 
神
楽

刀
 

色
一

 

刀
に
よ
る
斬
撃
を
す
ぐ
さ
ま
二
刀
で
受
け
る
が

に
よ
り
吹

飛
ば
さ
れ

へ
と

撃
し

咲
夜
と

様
に
動
か
な
く
な
る

 

そ

そ
ん
な

 
蓮
 

あ
り
が
と
う
神
楽

 
神
楽

は
い

 
神
楽
は
本
体
を

し

え
る
と
そ
の
本
体
を
手
に

り

た

を

む

 
蓮
 

さ
ん
怪

し
た
く
な
い
な
ら

く

え
て
下
さ

 
い
ま
せ
ん
か

こ
れ

上
は
貴
女
達
を

友
達
を



 第十八章 平和の日常へ

 
つ
け
た
く
な
い
ん
で
す

 

め
な
い
で
下
さ
い

 
お

を
投

て
く
る
が
神
楽
を

刀
し
投

て
き
た

を
全
て
一
斬
で
落
と
す

 

ま

前
よ
り
も
強
く

 
そ
う
言
い
か
け
る
前
に
上
か
ら

大
な
光
弾
が

方
に
向
か

て
き
た

そ
れ
も

分
と
こ
の

白
狐
は

そ
う
だ
が
目
の
前
の

ご
と

き
込
む
か
の
よ
う
な

撃
だ

こ
の

だ
と

が
危
な
い

 
蓮
 

さ
ん

 

キ

 
白
狐

ギ

ン

 
神
楽
を

に

め
て

に
突
進
し

と
白
狐
に

い

さ
る

で

う

そ
し
て

 

ン

ン

 
蓮
 

が

 
容

の
な
い

撃
に
結
構
な
痛
み
が

中
を
襲
う

 

れ

蓮
さ
ん
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白
狐

キ

キ

 

 

使
え
な
い

は
ど
れ
だ
け
行

て
も
使
え
な
い

 
て
所

す
か

 

な

が

 
よ
う
や
く

も
気
づ
い
た
み
た
い
だ

だ
が
そ
れ
が
意

す
る
事
は

封
じ
の
た
め
に

分

と

は
始

さ
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い

守

て
戦

て
や
り
た
い
が
そ
ろ
そ
ろ
霊
力
的

に
も
限
界
が
来
て
る

こ
の
ま
ま
戦

て
も

ら
く

て
は
し
な
い
ま
し
て
や

死
に
だ

こ
こ

は
一
か
八
か
で
逃

て
み
る
か

い

さ

て
い
る
状

で

 
蓮
 

さ
ん

ま

て
て
下
さ
い
そ
れ
か
ら
君
も

 

蓮
さ
ん

 
白
狐

 

は

に

ま
り
白
狐
も

を

む
の
を
確
認
す
る

 

 

さ

こ
れ
で
し
ま
い

す
よ

 
蓮
 

は

 
最
後
の
力
を

り

り

で
地
面
を
思
い

き
り

り
飛
ば
し
ク
ラ
ウ

ン
グ
ス
タ

ト
か



 第十八章 平和の日常へ

ら
の
一
気
に

け

け
る

 

 

な

待
ち
や
が
れ

 
鳥
居
を

け
る
と
そ
の
先
は
⻑
い

が
あ
る
び
る
た
め

空
し
な
が
ら
道
か
ら
外
れ

林
の

中
に
向
か

て
落
ち
て
い
き

分
の

中
を
地
面
に
向
け
て

む
ら
へ
と
落
ち
る

 
蓮
 

ガ
ハ

 

蓮
さ
ん

 

く

中
が
痛
い

色
狐
の
お
陰
か

折
と
ま
で
は
い
か
な
い
が

に

中
が
痛
い

そ

し
て
霊
力
が

れ
て
元
の

に
戻
る

だ
が
こ
の
ま
ま
で
は

と
白
狐
が
危
な
い

な
ら
ば

達
を
逃
が
し
て
や
ら
な
け
れ
ば

 
蓮
 

は

さ
ん
こ
の
子
を

れ
て
逃

て
下
さ
い

 
ど
う
か
お
願
い

し
ま
す

 

逃

れ
る

が
な
い
じ

な
い
で
す
か

 
白
狐

ギ

ン

 
そ
う
言
う
と

は

分
の

を

つ
と

分
の

を

う

で

び
だ
し
白
狐
は
心

そ
う

な

で
見
て
く
る



 第３１９話 博麗神社での戦闘

 

 

お
い
こ
ら

何
処
に
行

た

す
か

 

林
や

む
ら
で
見
え
な
い
み
た
い
で
す

こ
の
ま
ま

 

ば
な
い
と

し
か
し

い

 
白
狐

ギ

ン

 

え

と
そ

ち
で
す

 

は
ゆ

く
り
と

の
よ
う
な

度
で
白
狐
の
誘

の
元
で

分
を

ん
で
い
く

だ

が

達
の

手
ま
と
い
に
何
か
な
り
た
く
な
い

 
蓮
 

本
当
に

手
ま
と
い
の

は

い
て
い

て
も
構
い

 
ま
せ
ん
か
ら

だ
か
ら
霊
夢
を

 

そ
ん
な
事
は
さ
せ
ま
せ
ん

 

バ
い

々
と

界
が
暗
く
な

て
き
た

と
し
て
意
識
が
薄
れ
そ
う
だ

こ
の
ま
ま

分
が
倒
れ
た

達
は
ど
う
な
る
の
だ

分
は

い
て
逃

て

し
い
と
思

て
い
る
と

 

 

な

そ
れ
に
蓮

 

は

は

 
蓮
 

君
は
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聞
き
覚
え
の
あ
る
少
女
の

が
聞
こ
え
る
と

時
に

界
は
真

暗
な
闇
に

む
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
神
楽

蓮
さ
ん
が

 
狗
神

お
い
本
当
に
大

な
の
か

 
怠
惰

大

じ

な
い

蓮
く
ん
の
生
命
力
は

の

 
レ

ル
ぐ
ら
い
あ
る
し

 
鈴

言
い
方
が

い

 
怠
惰

で
も

奴
ら
生
命
力
あ
る
じ

ん
も
し
く
は

 

カ

レ

ル

 
狗
神

う

 
鈴

カ

か

あ
れ
も
キ

い
よ

 
怠
惰

で
も

外
だ
と

と
か

て

ト
と
し
て

 

わ
れ
て
た
り
し
て
る
み
た
い
だ
よ
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狗
神

い
ら

情
報
を

 
怠
惰

た
だ

カ

は
し

か
り
と
し
た

ジ
と
か
が

 
な
い
と

ジ
を
破
壊
し
て
脱
走
す
る
み
た
い
だ

 
け
ど

 
鈴

そ
ん
な
ん
な
ら
危
険
生
物
を

う
な

 
怠
惰

ま

も
し

い
た
い
な
ら
そ
れ
な
り
の

だ

 
た
り
知
識
を
つ
け
よ
う

そ
れ
じ

時
間
も
時

 
間
だ
し
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
神
楽

え

と
そ
れ
で
は
ま
た
次
回
も
お
願
い
し
ま
す

 
鈴

そ
れ
じ

あ

者
様

 
狗
神

そ
ん
じ

ま
た
な



 第十八章 平和の日常へ

 
第
３
２
０
話
 
目
が
覚
め
た
場
所

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
久
々
に
体
を
動
か
し
た
ら

く
な

て

続
け
そ
し
て
全

痛
に

な

て
き
て
い
る
事
に
気
が
つ
い
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

く
動
か
さ
な
い
だ
け
で
こ
う
な

る
と
は

失

そ
れ
で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 
真

暗
な
世
界

こ
こ
は
何
処
だ
ろ
う
何

に
こ
こ
に
い
る
の
だ

そ
し
て
何

分
は

に
な

て
い
る
の
だ

そ
ん
な
事
を
思

て
い
る
と

の
方
に

和
感
が
あ
る
の
に
気
づ
く

た
ま
ま
上
を
向
く
と

く

 
蓮
 

え

霊
夢

 

を
向
け
る
と
そ
こ
に
は
霊
夢
が
い
た

だ
が
何
も
話
さ
ず

リ
と

笑
む
と
突
然
暗
い
世

界
は
明
る
く
な
る

 
蓮
 

う

う

ん
こ
こ
は

 
何
処
だ
こ
こ
は
と
思

て
い
る
と



 第３２０話 目が覚めた場所

 
白
狐

キ

ン

 
白
狐
が

分
の

を

い
て
い
た

感
じ
か
ら
し
て
ソ
フ

に

か
し
つ
け
ら
れ
て
い
る
み

た
い
だ

だ
が
こ
う
し
て
見
る
と

々
と
白
狐
が
不
思
議
と
霊
夢
に
見
え
て
き
た

 

 

気
が
つ
い
た

 
蓮
 

え

 
起
き
上
が
る
と
そ
こ
に
は
椅
子
に
座
る
ア
リ
ス
が
い
た

ど
う
や
ら
ア
リ
ス
が

か
し
つ
け
て

く
れ
た
み
た
い
だ

 
蓮
 

ア
リ
ス
さ
ん

 
ア
リ

あ
の
火
力
バ
カ
に
感

し
な
さ
い
よ

奴
が
こ
こ
ま

 
で

ん
で
来
た
ん
だ
か
ら

 
ど
う
や
ら
魔
理
沙
が
こ
こ
ま
で

ん
で
く
れ
た
み
た
い
だ
そ
う
だ
確
か

を

け
て
何
処

か
で
倒
れ
た
ん
だ

け

は
ど
う
な

た
の
だ
ろ
う
か

キ

ロ
キ

ロ
と

り
を
見
る
と

ド
に

が

か
し
つ
け
ら
れ
て
い
た

 
蓮
 

良
か

た

さ
ん
も
無
事
か

 
白
狐

ギ

ン

ギ

ン
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い
つ
の
間
に
か

分
の

の
上
に

動
し
た
白
狐
は

も
心

し
ろ
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
騒

ぐ 

 

ア
ハ
ハ

君
も
無
事
で
良
か

た
よ

 

を

で
る
と
気

ち
良
さ
そ
う
な

を
一

す
る
が

り
と

前

で

分
の

を

い

て
き
た

 
ア
リ

そ
う
い
え
ば
そ
の
子
な
ん
だ
け
ど
貴
方
の

を
ず

 
と

れ
ず
貴
方
を
ず

と
見
て
い
た
の
よ

 
蓮
 

そ
う
な
ん
で
す
か

 
こ
の
子
は
も
し
か
し
た
ら

え
た
本
物
の
霊
夢
と
何
か
関
係
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か

す
る
と

が
開
く
音
が
聞
こ
え
る
と
魔
理
沙
が

を
出
し
た

 
霧
雨

お

蓮
お
き
た
か

 
蓮
 

ア
リ
ス
さ
ん
か
ら
聞
い
た
よ
あ
り
が
と
う

魔
理
沙

 

と

と
こ
の
子
を

ん
で
く
れ
て

 
霧
雨

あ

そ
れ
だ

神
社
に
向
か
う

中
で
光

く

 
何
か
が
鳥
居
か
ら
出
て
き
て

に
落
ち
て
い

た
の
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を
見
て
何
だ
と
思

て
降
り
た
ら

ク
リ
し
た

 
し
か
し
何
が

 
ア
リ

そ
れ
で

今
度
は
ど
ん
な
厄
介
事
に

き
込
ま
れ
て

 
い
る
の
か
し
ら

 
霧
雨

お
い

の

を

 
こ
の
和
や
か
な
光
景
を
見
て
笑
い
た
く
な
る
が
今
は
そ
ん
な
場
合
じ

な
い

 
蓮
 

真

に
聞
い
て

ら
く
今
回
の
件
は
思

て
い

 
る
よ
り
も
深

か
も
し
れ
な
い

 
霧
雨

し
く
聞
か
せ
ろ

 
ア
リ

何
が
あ

た
の

 
知

て
い
る
限
り
の
事
を
話
す

ま
ず
今
い
る
霊
夢
は

物
で
あ
る
事
と
こ
の
狐
が

わ
れ
て

い
る
こ
と

そ
し
て
霊
夢
ま
た
は
博
麗
の
巫
女
と
い
う

書
き
に
よ
り
元
か
ら
あ
る

頼
で

は

霊
夢
の

物
の
言
う
こ
と
が
正
し
い
と
思
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と

ら
く
現

の

分
は
お

者
に
な

て
い
る
こ
と

そ
し
て

心
の
本
物
の
霊
夢
は
行
方
不
明
で
あ
る
こ
と
そ
れ
ら
を
全
て

話
す



 第十八章 平和の日常へ

 
霧
雨

そ
ん
な

あ
り
え

奴
が

に
や
ら
れ
る

 

な

が

 
ア
リ

で
も

そ
れ
が
そ
う
だ
と
し
た
ら
ま
ず
は
貴
方
の
心

 

を
す
べ
き
よ
蓮

 
霧
雨

だ
な

く
の
人
間
や

ら
く
は
妖
怪
も
お
前
を
襲

 

て
く
る
事
に
な
り
か

な
い

 
ア
リ

そ
れ
に

ら
く
だ
け
ど
貴
方
の

い
を
晴
ら
す
に
は

 
霊
夢
が
い
な
い
と
そ
の

い
は
晴
れ
な
い
ん
じ

な

 
い
か
し
ら

 
や
は
り
事

は
深

だ

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
だ
外
に
出
れ
ば
お

者
だ
し
か
と
い

て
行

動
を

さ
な
け
れ
ば
霊
夢
が

か
ら
な
い
の
か
も
し
れ
な
い

 
蓮
 

そ
う
だ

理
久
兎
さ
ん
な
ら
も
し
か
し
た
ら

 
ア
リ

そ
う

ら
く

な
ら

 
霧
雨

だ
が
ど
う
向
か
う

地
底
に
向
か
う
に
し
て
も
外
は

 
お
前
を
倒
し
て
こ
の
狐
を
退
治
し
よ
う

て
い
う
奴



 第３２０話 目が覚めた場所

 
ば

か
り
だ

 
蓮
 

待
て
よ
ア
リ
ス
さ
ん

は
ど
の
く
ら
い

て
ま

 
し
た
か

 
ア
リ

約

時
間

か
し
ら

 

時
間
ぐ
ら
い

そ
れ
な
ら
ば
も
し
か
た
ら

ン
ス
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い

 
霧
雨

そ
う
い
え
ば
さ

き

も

と
か
言

て
た
け
ど
何

 
か
あ
る
の
か

 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん
が
こ
こ
地
上
に
来
る
ん
で
す
よ
数
日
前

 
に

処
分
が
解
け
て

に

す
る
た
め
に

 
霧
雨

る
程
そ
れ
で

く

て
事
か

 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん
な
ら
絶
対
手
を
貸
し
て
く
れ
る
よ

 
ア
リ

確
か
に
少
し

け
て
る
け
ど
頼
り
に
は
な
る
わ

 

望
が
見
え
て
き
た
時

は

方
で
理
久
兎
が
来
る
の
は
夜
と
か
言

て
た
か
ら
来
た
と
し
て

も

時
頃
だ

こ
れ
で
何
と
か
な
る

だ

 
霧
雨

だ
が
気
に
な
る
の
は
何
で
こ
の
狐
が
追
い
か
け
ら
れ



 第十八章 平和の日常へ

 
て
い
る
の
か
だ
よ
な

 
ア
リ

そ
う

確
か

み
つ
い
た
と
か
だ

た
わ
よ

 
蓮
 

え

物
の
手
に
は

み
跡
が
あ
り
ま
し
た
か
ら
本

 
当
に

ま
れ
た
の
は
事
実
な
ん
で
す

 
狐
の

に
手
を
起
き

で
る

り
心
地
が
気

ち
よ
く
て
つ
い
つ
い
目
を

て

感
を
楽

し
む

 
蓮
 

良
い

り
心
地

 
そ
し
て
目
を
開
け
る
と

ク
リ
す
る

何

な
ら

の
上
に
い
る

の
な
い
霊
夢
が
い
た
の

だ
か
ら

 
蓮
 

れ

霊

 
だ
が
よ
く
見
て
み
る
と
白
狐
だ
よ
な

あ
れ
ま
だ
二
十

い

て
る
か
い

て
な
い
か
ぐ
ら
い

な
の
に
白
狐
が
霊
夢
に
見
え
て
き
た

何
か
の
病
気
な
の
か
な

 
霧
雨

お
前

霊
夢
シ

ク
に
な

て
る
だ
ろ

 
蓮
 

か
も
し
れ
な
い
か
な

あ
の
時
は

も
イ
ラ
イ
ラ
し

 
て
た
か
ら
あ
ん
な
事
を
い

ち

た
け
ど
あ
の
後
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い
後

し
た
ん
だ
よ

そ
れ
に
今
も
後

し
て

 
る
ん
だ
霊
夢
に

ろ
う
と
思

て
戻

て
き
た
ら

 
物
に

り
変
わ

て
る
し
で

は

く
本
物
の
霊

 
夢
に
会
い
た
い
そ
れ
で

り
た
い
な

 
白
狐

キ

ン

 

分
の

に
前

を

く
と

ロ

ロ
と

め
て
く
る

結
構
く
す
ぐ

た
い

手
で
白
狐

を

ち
上

 
蓮
 

あ
り
が
と
う

そ
う
だ
霊
夢
が
帰

て
き
た
ら
こ
の

 
子
を

お
う
か
な

そ
れ
な
ら
名
前
は

 
白
狐

ガ

 
蓮
 

ぶ

 
と
言
お
う
と
し
た

間

さ

さ
の

で

を

か
れ
た

痛
く
は
な
い
け
ど

が
少
し

の
中
に

て
気

ち
悪
い

 
霧
雨

ア
ハ
ハ
面
白
い
な
お
前
ら
ま
る
で
霊
夢
と
の

 

を
見
て
い
る
み
た
い
だ



 第十八章 平和の日常へ

 
ア
リ

本
当

 
蓮
 

魔
理
沙
も
ア
リ
ス
さ
ん
も

と
り
あ
え
ず
戦
え
る
準

 
備
は
お
願
い

 
霧
雨

お
う
よ

 
ア
リ

え

 
そ
う
し
て

物
の
霊
夢
と
の
対
決
に
備
え
る
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

や

り
生
き
て
る
の
か

 
鈴

い
生
命
力
だ
よ

 
神
楽

時
に
は
弾
丸
を
受
け
て
時
に
は
吹

飛
ば
さ
れ
て
時

 
に
は

中
か
ら
落
ち
て
と
そ
ん
な
事
が
あ

て
も
生

 
き
て
ま
す

 
怠
惰

本
当
に

奴
は

い

弾
丸
の

出
し
た
時
も
心
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本
体
に
は
弾
が
当
た

て
な
か

た
し
あ
る
意

で

 

奴
は
ラ

キ

ボ

イ
だ
よ

 
狗
神

悪
魔
に
そ
こ
ま
で
言
わ
せ
る
と
は

 
怠
惰

理
久
兎
く
ん
は

ど
死
ぬ
よ
う
な

ン

な
場
面

 

て
な
い
ん
だ
よ

奴
は
強
す
ぎ
る
し
戦
闘
の

や

 
戦
闘
が
終
わ

て
数
時
間
は
常
に
気
を
張
り
続
け
て

 
い
る
か
ら
死

が
あ
ま
り
な
い
け
れ
ど
蓮
は
戦
闘
が

 
終
わ
れ
ば
す
ぐ
に
気
を

く
か
ら

ン

に
な
り
や

 
す
い
ん
だ
ろ
う

 
神
楽

当
た

て
ま
す

 
鈴

本
当
に

 
狗
神

や
れ
や
れ

 
怠
惰

ま

で
も

は
こ
れ
か
ら
も

⻑
は
し
て
い
く
と
は

 
思
う
よ
だ

て
ま
だ

と
は

て

い
も
ん
ま
だ

 
ま
だ
こ
れ
か
ら
だ
よ
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鈴

流
石
は
こ
の
東
方
内
の

一
の
年

者

 
怠
惰

う
る
せ
い
や
い

さ
て
そ
れ
じ

そ
ろ
そ
ろ
終
わ
り

 
に
し
よ
う
か

 
狗
神

あ
い
よ
ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
な

 
鈴

そ
れ
じ

ま
た

者
様

 
神
楽

そ
れ
で
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た



 第３２１話 夜の人里を越えて

 
第
３
２
１
話
 
夜
の
人
里
を
越
え
て

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
全

痛
で
体
が
動
け
な
い
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

少
し
ず
つ
で

も
体
を
動
か
し
て
い
こ
う
と
心
か
ら
思

て
い
る
今
日
こ
の
頃

さ
て
で
は
で
は
今
回
も
本
編
へ

ど
う

 
夜
へ
と
な

て
い
く
の
を
見
て

分
達
は
ア
リ
ス
の
家
か
ら
出
て
人
里
へ
と
向
か
う

空
を
飛

ん
で
行
く
の
も
あ
り
だ
が
そ
れ
だ
と
目
立
つ

そ
の
た
め
人
の

い
所
で
は
出
来
る
限
り
で
潜
ん

で
行
く
事
に
し
た
の
だ

 
蓮
 

夜
な
の
に
人
が

い

 
霧
雨

あ

不
思
議
と
な

 
何
時
も
な
ら
こ
ん
な
に
は
い
な
い

な
の
だ
が

何

ま
た
こ
ん
な
に
も

い
の
だ
ろ
う
か

み
に
隠
れ
な
が
ら
門
番
の
方
へ
と
近
づ
く
と

 
門
番

に
し
て
も
行
方
不
明
に
な

て
い
た
蓮
先
生
が
妖
怪
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に

ら
れ
る
と
か
な

 
門
番

あ

く
蓮
先
生
を

い
た
い

 
い
や

ら
れ
て
は
い
な
い

む
し
ろ
貴
方
達
の
方
が
マ
イ
ン
ド

ン
ト
ロ

ル
さ
れ
て
る
だ

ろ 
白
狐

キ

ン

 
ア
リ

本
当
に

情

か
な
狐
よ

 
白
狐
の

を

で
て
魔
理
沙
の
方
を
向
く

 
蓮
 

魔
理
沙

 
霧
雨

あ

石
を
投

る

 
近
く
に
落
ち
て
あ
る
石
を

う
と
魔
理
沙
は
遠
く
の

み
に
向
か

て
投

る
と

む
ら
が
音

を
立
て
て

れ
る

 
門
番

だ

 
門
番

が
行
く

 
門
番

あ

 
そ
う
し
て

人
の
門
番
が
向
か
い
も
う

人
は
後
ろ
向
き
に
な
る

こ
の

に

け
て
人
里



 第３２１話 夜の人里を越えて

へ
と

る
と
人
里
に
は

明
を

つ
人
間
が

し
て
い
た

 
蓮
 

こ

ち

 
霧
雨

あ

 
ア
リ

 
す
ぐ
に

屋
の
裏
手
に

り
そ
の
ま
ま
こ

そ
り
こ

そ
り
と
裏

地
の
方
へ
と
進
み
ゆ

く

り
と
出
来
る
限
り
で

く
向
か
う

 
ア
リ

本
当
に
こ
ん
な
狐

で
こ
ん
な

事
に
な
る
な
ん

 
て

き

 
白
狐

ギ

グ

 
蓮
 

か
に

 

を

み
に
し
て
騒
ぐ
の
を

め
さ
せ
る

こ
こ
で
騒
い
で
見
つ
か

た
ら
大
き
な
タ
イ

ロ
ス
だ

そ
れ
は
出
来
る
限
り
で

け
た
い

 
霧
雨

し
か
し
ど
う
す
る
こ
の
ま
ま
だ
と

 
蓮
 

う
ん

 
ど
う
し
た
ら
と
思

て
い
る
と
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お
前
ら
は

 
蓮
 

 

か
が
話
し
か
け
て
き
て

ク
リ
す
る

後
ろ
を
向
く
と
そ
こ
に
い
た
の
は

音
先
生
だ

た 

音

れ

ン
グ

 

音
を

さ
え
つ
け
て

を
塞
ぐ

こ
こ
で
騒
が
れ
た
ら
厄
介
だ
し
こ
れ
ま
で
の

が

の

だ
 
蓮
 

音
先
生
す
み
ま
せ
ん
が

か
に
し
て
く
れ
る
の
で

 
あ
れ
ば

を

え
る
の
を

め
ま
す

こ
れ
は
貴
女

 
を

じ
て
い
る
か
ら
の

で
す
出
来
ま
す
か

 

ク

ク
と
首
を
動
か
す
た
め
ア
リ
ス
と
魔
理
沙
の
確
認
を
と

て

を
塞
ぐ
の
を
や
め
る

 

音

は

な

蓮
こ
れ
に
つ
い
て
の
説
明
を
し
て
く

 
れ
な
い
か

里
だ
と
お
前
が

ら
れ
て
る
と
か

 
を
殺

し
た
と
か
霊
夢
が
言

て
い
て
な

は
お
前

 
が
そ
ん
な
事
を
す
る
と
は
思
え
な
い
ん
だ
本
当
に



 第３２１話 夜の人里を越えて

 
ら
れ
て
い
る
の
か

本
当
に

 
い
や
ま
ず

を
殺
し
た

て
言
う
が

は
現

ア
リ
ス
宅
で

て
い
る
し

ら
れ
て
す
ら

い
な
い
ん
だ
が

 
蓮
 

い
い
え

少
し
話
が
や
や
こ
し
く
な

て
い
て
そ
れ

 
に
今
は
説
明
す
る
だ
け
の
時
間
も
な
い
ん
で
す

く

 
博
麗
神
社
に
向
か
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
て
本
当
に

 
ご
め
ん
な
さ
い

音
先
生

 

音

や
は
り
お
前
は

ら
れ
て
は
い
な
い
な
後
で
こ
の

 
理

に
つ
い
て
は
分
か
る
の
だ
な

 
蓮
 

間

い
な
く

 

音

分
か

た
お
前
ら
は
こ
の
先
を
ず

と
進
ん
で
博
麗

 
神
社
の
方
へ
と
行
け
そ
こ
の
門
番
は

が
何
と
か
し

 
て
お
く

 
そ
う
言
い
立
ち
上
が
る
と

分
は
地
面
に

を
つ
け

下
座
す
る

 
蓮
 

感

し
ま
す

音
先
生
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音

を
上

ろ
そ
れ
に
こ
の
話
は
色
々
と
可
笑
し
な

 
が

か

た
し
な
ま

お
前
も

の
生
徒
の

人
と

 
思

て
る
生
徒
を

じ
な
い
で
何
が
教

だ

 

リ
と
笑
う
と

音
は
最
後
に

 

音

バ
レ
ず
に
来
る
ん
だ

 
ア
リ

よ
無
闇
に

う
の
は
良
く
な
い
し

 
霧
雨

だ
な

 

音

頼
む

 
と

べ
て

音
は
先
に
行

た

そ
れ
に
続
き

分
達
も
見
張
り
を

し
な
が
ら
先
へ
と

進
む

東
門
の
方
へ
と
行
く
と
門
番
が

ぶ

倒
れ
て
い
た

一
体
何
が
あ

た
ん
だ
と
思

て

い
る
と

 

音

遅
か

た
な

 

が
少
し

く
な

て
い
る

音
が
い
た

し
か
も
倒
れ
て
い
る
門
番
は
何

か

が

れ
て
た
ん
こ
ぶ
に
な

て
る

 

音

こ
い
つ
ら
話
し
て
も
聞
か
な
く
て
な
仕
方
な
く
実
力



 第３２１話 夜の人里を越えて

 
行
使
に
な

て
し
ま

た

 
霧
雨

相
変
わ
ら
ず
の
石

 
本
来
な
ら

強
引
す
ぎ
る
だ
ろ

と
ツ

ミ
を

れ
た
い
が

急
だ
し

し
方
な
い
か

 

音

さ
て
と
こ
い
つ
ら
は

 
と

言
い
か
け
る
と
人
里
の
方
か
ら

人
こ
ち
ら
へ
と

て
く
る

 

 

人
里
の
教

が
不

な
行
動
を
し
て
い
る
と
思
え
ば

 
こ
ん
な
事
を
し
て
い
る
と
は

 

 

蓮
さ
ん
に
魔
理
沙
さ
ん
そ
れ
に
ア
リ
ス
さ
ん

 
蓮
 

神
子
さ
ん
聖
さ
ん

 

て
き
た
の
は
こ
の

人
だ

そ
れ
も

分
達
を

し
て
い
る
の
か
神
子
は
目
を

め

聖
は

を

て
い
た

 
神
子

む

 

ド
フ

ン
を
外
し

方
を
見
る
が
更
に
目
を

め
る

 
神
子

関
心
の
蓮
さ
ん
の
欲
が
見
え
な
い
で
す

こ
れ
で
は

 
何
を
考
え
て
る
の
や
ら
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聖
 

蓮
さ
ん
今
度
は

達
が
貴
方
を

い
ま
す

 
ど
う
や
ら
や
る
気
み
た
い
だ

こ
こ
で

め
を
食
ら
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
だ
が

す
る

と
魔
理
沙
と
ア
リ
ス
と

音
が
前
に
出
る

 

音

蓮
お
前
は
行
け

 
蓮
 

な

 
霧
雨

こ
い
つ
ら
は

ら
が
食
い

め
る
だ
か
ら
霊
夢
を
頼

 
む

 
蓮
 

で
も

 
ア
リ

行

て

く
し
な
い
と
人
里
の
人
間
が
集
ま

て

 
く
る
わ

 
そ
の
発
言
に

り
を
見
て
み
る
と
里
の
人
間
達
が

く

く
と
集
ま

て
き
て
い
た

こ
こ
は

人
の
言
う
通
り
に
先
に
行

た
方
が
得
策
か

 
蓮
 

後
で
霊
夢
に
頼
ん
で
良
い
酒
を
用
意
さ
せ
る
か
ら

 
と

べ
て

分
が
走
り
出
す
と
白
狐
も
後
を
追
い
か
け
先
へ
と
進
む

 
霧
雨

お
い
お
い
あ
の
野

は

達
に
死

フ
ラ
グ

て
て



 第３２１話 夜の人里を越えて

 
い
き
や
が

た

 
ア
リ

ま

死
ぬ
気
は
更
々
な
い
け
ど

 
そ
ん
な
事
を
言

て
る
間
に
も
人
里
の
住
人
は
ク

や

り

や

槌
と
絶
対
に
殺
す
気

満
々
の

備
で
向
か

て
く
る

 
霧
雨

奴
の
所
に
は
い
か
せ

 
ア
リ

の
人

達
の
進
化
を
見
せ
て
あ

る
わ

 

音

来
い

 
そ
う
し
て

人
は
進
行
を
食
い

め
る
た
め
に
戦
い
を
起
こ
す
の
だ

た

そ
し
て
白
狐
と

共
に
博
麗
神
社
へ
と
向
か
う

 
蓮
 

ご
め
ん
ち

と

き

え
る
よ

 
白
狐

ギ

ン

 
白
狐
を

き

え
そ
し
て

に
力
を
込
め
て
更
に

く

動
す
る

 
白
狐

キ

ン

 
蓮
 

大

心

し
な
い
で
君
が
も
う

わ
れ
な
よ
う

 

は
戦
う
か
ら



 第十八章 平和の日常へ

 
と

き
博
麗
神
社
の

へ
と

り
着
く
と
一
気
に

し

け
上
が
り
博
麗
神
社
へ
と

り
着
く

 
蓮
 

着
い
た

 
博
麗
神
社
に
着
き

り
を
見

す

す
る
と
そ
の

間

無
数
の

イ
フ
が
降

て
き
た

 
蓮
 

く

 
神
楽
を

刀
し
雨
の
よ
う
に
降
る

イ
フ
を
弾
い
て
い
く

地
面
に
落
ち
た

イ
フ
を
見
る
と

そ
れ
は

頃
に
見
た
咲
夜
の

イ
フ
だ

そ
し
て

イ
フ
の
雨
が

む
と
今
度
は
何
者
か
が
間
合

い
を

め
て
き
て
た

 
蓮
 

 
ガ
ギ
ン

 
月
明
か
り
に

ら
さ
れ
そ
の
者
が
写
し
出
さ
れ
る

そ
れ
は

間
戦

た
妖
夢
だ

 
妖
夢

間
ぶ
り
で
す

蓮
さ
ん

 
蓮
 

妖
夢
さ
ん

 
ギ
ン

 
妖
夢
を
弾
く
と
そ
の
隣
に
咲
夜
が
現
れ
る



 第３２１話 夜の人里を越えて

 
咲
夜

は
や

て
く
れ
ま
し
た

で
す
が
次
は
も
う
な
い

 
で
す
よ

 
妖
夢

蓮
さ
ん

さ
ん
は
一
体
ど
う
し
た
ん
で
す
か

 
蓮
 

さ
ん
な
ら

の
友
人
の
家
で

て
ま
す
よ

 
こ
こ
は

え
て
ア
リ
ス
の
名
前
は

せ
よ
う

負
け
る
気
は
更
々
な
い
が
ア
リ
ス
に
迷

に
な

る 
咲
夜

殺
し
て
は
い
な
い
と

 
蓮
 

え

第
一
に
言

て
良
い
で
す
か

が
殺
し
を

 
す
る
よ
う
な
人
に
見
え
ま
す

妖
夢
さ
ん
み
た
く
す

 
ぐ
に
斬
り
か
か
る
よ
う
な
辻

り
な
ら
ま
だ
し
も

 
は
し
ま
せ
ん
よ

 
妖
夢

え

え

と

て
何
で

が
そ
ん
な

い
な
ん

 
で
す
か

 
咲
夜

で
も
合

て
る
わ
よ

 
妖
夢

み

ん
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蓮
 

戦
い
た
く
は
な
い
の
だ
け
ど
な

説
得
は

無
理
だ

 
よ

 
と

こ
ん
な

の

の
と
し
た
会
話
を
し
た
が
ま
た
こ
の

人
と
戦
う

目
に
な
る
と
は
本

当
は
戦
い
た
く
は
な
い
の
だ
が
説
得
は

分

分
の

頼
度
と
霊
夢
の

頼
度
だ
と

分
が
下
だ

し

じ
て
は

え
な
い
よ
な

 
白
狐

キ

ン

 
蓮
 

や

て
み
ろ

て
言
い
た
い
の

 
白
狐

キ

 
ま

白
狐
の
言
う
通
り
だ

試
し
言

て
み
る
か

 
蓮
 

所
で

物
の
霊
夢
は
何
処
に

 
咲
夜

や

り
貴
方
は

さ
れ
て
い
る
の

 
妖
夢

霊
夢
さ
ん
が

を

物
と
思

て
い
る
と
か
言

て

 
い
ま
し
た
か
ら

 

ら
や

り
無
理
だ
よ
咲
夜
は

イ
フ
を
妖
夢
は
桜
観

と
白
桜

を
構
え
た

こ
れ
は
や

る
し
か
な
い
か
と
思
い
神
楽
を
構
え
る



 第３２１話 夜の人里を越えて

 
蓮
 

ん

 
だ
が
そ
の
時
ヒ

ン
と
何
か
空
か
ら
落
ち
て
く
る
よ
う
な
音
が
聞
こ
え
上
を
向
い
た
そ
の

時

何
か
が
空
か
ら
降

て
き
た

 

 

と
と

悪
い
ケ

キ
を

て
た
ら
遅
れ
ち
ま

た

 
が
今
は
大

か

 
咲
夜

な

貴
方
は

 
妖
夢

り
り
り
理
久
兎
様

 
そ
れ
は
こ
の
戦
い
に
お
い
て

者
と
言
わ
ん
ば
か
り
の
理
久
兎
が
空
か
ら
降
臨
し
た
の
だ

た
 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す

 
神
楽

理
久
兎
様
と
合
流
で
す
か

 
鈴

こ
れ
は

た

 
狗
神

け
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鈴

そ
う
い
え
ば

て
理
久
兎
が

い
な
ん
だ
よ

 
何
で

い
な
の

 
狗
神

鈴

お
前
そ
れ
を
次
に
言

て
み
ろ
よ
そ
の
時

 
は

み
殺
す

 
神
楽

狗
神
さ
ま

 
鈴

え

と
ご
め
ん

 
怠
惰

ま

無
理
も
な
い
よ

狗
神
ち

ん
か
ら
し
た
ら

 

り

れ
な
い
よ

 
狗
神

な
事
を
言
う
な
よ

 
怠
惰

言
わ
な
い
さ
言

た
ら
面
白
く
な
い

 
神
楽

え

と

 
狗
神

け

す
ま
な
い
が

は
帰
る

 
怠
惰

は
い
は
い
そ
れ
じ

神
楽
ち

ん
と
鈴

ち

ん

 
今
日
は

め
よ
う
か

 
鈴

え

う
ん
そ
れ
じ

今
回
は
こ
こ
ま
で



 第３２１話 夜の人里を越えて

 
神
楽

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す

 
怠
惰

そ
れ
じ

ま

た



 第十八章 平和の日常へ

 
第
３
２
２
話
 
化
け
し
者
の
名

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
小
説
の

タ
や
こ
れ
か
ら
の

開
を
考
え
て
ど
う
す
る
か
と
悩
ん
で
い

る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

ど
う
す
る
か
と
考
え
て
し
ま

て
い
る
今
日
こ
の
頃

さ
て
そ
れ

で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 
咲
夜
と
妖
夢
と
対

す
る
所
に
理
久
兎
が

て
き
て

ク
リ
す
る

だ
が
目
的
で
あ
る
理

久
兎
に
出
会
え
て
よ
か

た

 
理
 

お

い

狛

座

ミ
ス

て
ん
じ

か
そ
こ

 
は
し

か
り
し
ろ

並
み
の
奴
じ

な
か

た
ら
す

 
ぐ
お

だ

 
と

ぶ
と
空
か
ら

 

狛

す
み
ま
せ
ん

 
と

狛
の

が
聞
こ
え
た

理
久
兎
は

方
を
見
る
と



 第３２２話 化けし者の名

 
理
 

そ
ん
で
蓮
い
ま
は
大

な
の
か

 

を
見
せ
つ
つ
聞
い
て
く
る

 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん

に

力
し
て
下
さ
い
ま
せ
ん
か

 
理
 

は

ど
う
い
う

 
妖
夢

理
久
兎
様

蓮
さ
ん
は
そ
の
白
狐
に

ら
れ
て
い
る

 
み
た
い
な
ん
で
す

だ
か
ら
今
の
蓮
さ
ん
の
話
に

 
を
貸
し
て
は
な
り
ま
せ
ん

 
と

妖
夢
の
一
言
で
理
久
兎
は

分
の
方
と
妖
夢
の
方
を

に
見
て

 
理
 

お
い
お
い
ど
う
い
う
状
況
な
ん
だ
よ

な

そ
れ
を

 

が
言

た
ん
だ
よ
妖
夢

 
妖
夢

霊
夢
さ
ん
で
す

 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん
そ
の
霊
夢
が

物
な
ん
で
す

 
咲
夜

そ
れ
は
貴
方
が

ら
れ
て
い
る
か
ら
そ
う
思

て
い

 
る
だ
け
で
は

 
と
言
い
合

て
い
る
と
理
久
兎
か
ら
と
つ
て
も
な
い
気
が
流
れ
始
め
気

ち
悪
く
な

て
く
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る 
理
 

い
い

に
し
ろ

 
妖
夢

で
す
が

 
理
 

妖
夢

お
前
の

さ
ん
と
は
知
り
合
い
だ
か
ら
言
う

 
が
今

は
い
い

に
し
ろ
と
言

た
ん
だ

そ
の

 
意

が
分
か
ら
な
い
か

 
妖
夢

 

ま
れ
た
妖
夢
は
そ
の
場
に

を
つ
く

 
理
 

そ
れ
と
そ
こ
の
メ
イ
ド
お
前
も

イ
フ
を
し
ま
え
刃

 
を
向
け
る

て
事
は
ど
う
い
う
意

か
分
か

て
や

 

て
い
る
の
か

 
咲
夜

 
お
と
な
し
く
咲
夜
は

イ
フ
を
し
ま
う

す
る
と
理
久
兎
は

分
も

ん
で
く
る

 
蓮
 

も
ち
ろ
ん

も
し
ま
い
ま
す
よ

 
と
り
あ
え
ず
神
楽
を
し
ま
わ
な
い
と
逆
に
こ

ち
が
や
ら
れ
か
け
な
い
た
め
神
楽
を

に

刀
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す
る

 
理
 

良
し
ま
ず
は
落
ち
着
い
て
話
を
整
理
し
た
方
が
得
策

 
だ
と
思
う
し
な

少
し
待

て
ろ
最
強
の
見
た
目
は

 
小

ロ
リ
中

は

ド

の

問

の
さ

 

ン

 
と

弾
音
が

く
と
理
久
兎
は
正
面
に
ぶ

倒
れ
る

後
に
は
裂
け
目
が

ら
れ
て
お
り

そ
こ
か
ら
少
し
お

落
し
て
い
る
さ
と
り
が

と
笑

で
出
て
く
る
と
裂
け
目
は
な
く
な

る 
さ
と

が
見
た
目
は
小

ロ
リ
中

は

ド

で
す

て

 
理
久
兎
さ
ん

 
妖
夢

り
り
り
理
久
兎
様

 
蓮
 

れ

霊
夢
と

じ
で
容

な
い
な

 
白
狐

ギ

 
正
面
に
ぶ

倒
れ
た
理
久
兎
は

い
か
お
を
し
な
が
ら

 
理
 

ま

ま
さ
か

人
に

後
か
ら
刺
さ
れ
る
と
は

本
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来
の

は
仲
間
の
中
に

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
下
ら
な
い

番
は
そ
こ
ま
で
に
し
て
下

 
さ
い

 
と
さ
と
り
が
言
わ
れ
た
理
久
兎
は

ソ
リ
と
立
ち
上
が
る

分
理
久
兎
さ
ん
と
さ
と
り

だ

た
ら
絶
対
に
今
は
さ
と
り
の
方
が
上
手
の
気
が
す
る

 
理
 

女
の
性
格
が
キ
ツ
い

て
そ
う
じ

な
く

 
て
よ
と
り
あ
え
ず
は
状
況
整
理

 
理
久
兎
は
さ
と
り
を

き

え
る
と

座
に

分
の
方
へ
と
飛
ぶ
と
理
久
兎
と
さ
と
り
が
い
た

場
所
に
無
数
の
光
弾
が
落
ち
る

 
蓮
 

な

 
妖
夢

 
と

り
を
見

す
と
空
か
ら
ま
た

人
降
り
て
き
た

そ
れ
は

分
が
探
し
て
い
た

物

の
霊
夢
だ

 

 

あ
ん
た
達
は
何
を
し
て
ん
の
さ

さ
と
こ
ん
な
乱

 
者
ぐ
ら
い
退
治
し
な
さ
い
よ



 第３２２話 化けし者の名

 
妖
夢

で
す
け
ど
理
久
兎
様
は
性
格
が
少
々
ひ

く
れ
て
い

 
ま
す
が

 
理
 

お
い
こ
ら

 
妖
夢

の

人
の
古
く
か
ら
の

友
人
で
す
無
闇
に
斬
り

 
か
か
る
の
は

 
斬

て
か
ら
確
認
す
る
と
い
う
辻

り
思
想
の
あ
の
妖
夢
で
す
ら
理
久
兎
に
は

を

え
る

よ
う
で

ク
リ
す
る

そ
し
て

分
の
隣
へ
と
来
た
理
久
兎
は
さ
と
り
を
降
ろ
す

 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん
さ
と
り
さ
ん
お
願
い
し
ま
す

 
理
 

さ
と
り
あ
の
巫
女
の
内
心
を
探

て
く
れ
る
か

 
さ
と

え

で
す

 
さ
と
り
は

を
外
す
と

物
の
霊
夢
を
見
る

す
る
と
さ
と
り
は

 
さ
と

全
員
構
え
て
く
だ
さ
い
そ
こ
に
い
る
の
は
霊
夢
さ
ん

 
で
は
あ
り
ま
せ
ん

 
妖
夢

な

 
咲
夜
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さ
と
り
の
言

に
霊
夢
の

に
い
る
咲
夜
と
妖
夢
は

を
と
る

 

 

ち

ち

と
ま
さ
か
あ
ん
な
奴
の
言

を

じ

 
る
気

 
妖
夢

霊
夢
さ
ん
あ
の
子
い
え
あ
の
方
は
旧
地
獄
を
管

 
理
す
る
覚
妖
怪
で
す
そ
し
て
覚
妖
怪
は
相
手
の
心
を

 
探
る
事
が
出
来
る
ん
で
す
よ

 
そ
れ
を
聞
い
た
で
あ
ろ
う

物
の
霊
夢
は
一

い
た

情
を
す
る
と
霊
夢
の

に
は

つ
か

わ
し
く
な
い
程
に

許
を

め
て
笑
う

 

 

あ
り

り

面
倒
な
能
力
を
お

ち
で
本
当
な
ら

 

者
は
博
麗
の
巫
女
と
妖
怪
の
賢
者
そ
れ
と
目
撃

 
者
そ
し
て

然
に
も
出
会
え
た

ら
の

ぐ
ら
い
で

 

ま
そ
う
と
し
た
ん
す
け
ど

 
咲
夜

が
変
わ

た

 
蓮
 

お
前
は
何
が
目
的
な
ん
だ

 

 

わ
が

人
の
復
活
が
た
め

て
感
じ

す
か
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お
前
に

お
前
に

が

人
は
封
印
さ
れ
た
か
ら
な

 
ザ

が

人
の
目
を
返
せ
そ
し
て

が

 

人
の
呪
い
を
解
き
や
が
れ

 
一
体
こ
い
つ
は
何
を
言

て
い
る
ん
だ

に
向
か

て

べ
て
い
る

し
か
も

ら
く
名
前

の

分
な
の
だ
ろ
う
か

テ
レ

の

嵐
の
よ
う
な

音
と
な

て
い
て
聞
き

れ
な
い

 

 

お
前
が
生
き
て
こ
こ
に
い
る
こ
と
が

な
ん
だ
よ

 
何

が

人
で
は
な
く
お
前
な
ん
だ

何
で

が

 

人
は
悲
し
ん
だ
の
に
も
関
わ
ら
ず
貴
様
は
笑

て

 
い
ら
れ
る

オ
ル
家
を
追
放
さ
れ
た
獣
が

 
蓮
 

お
前
は

託
は
ど
う
で
も
良
い

霊
夢
を
ど
こ
に
や

 

た
の
か
教
え
ろ

 

 

お
前
じ

な
い

す
よ

の
名
は
元
ソ
ロ

ン
の

 
悪
魔

に
し
て

は
第

に
君
臨
し
た

 
そ
の
名
を
オ
セ
そ
れ
が
名
前

す
よ
下
等
種
族
共

 
咲
夜

リ
ア
ル
と

じ

テ

ア
の
悪
魔
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何

か
玲
音
の

後
に
い
た
あ
の
女
性
の
事
だ
よ
な

リ
ア
ル

て

そ
れ
と

じ
悪
魔

て

事
は
怠
惰
さ
ん
達
と
も
何
か
し
ら
関
係
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か

だ
が
そ
ん
な
事
よ
り
も
霊
夢
の
安

だ
 
オ
セ

お
前
は
巫
女
が
何
処
に
行

た
と
か
言

て
た
が

 
教
え
て
や
る

す
よ

 

分
を
い
や

き

え
る
白
狐
を

す

 
オ
セ

本
当
な
ら
巫
女
は
記
憶
処
理
や
ら
し
て
野
に

す

 
だ

た

だ
が
そ
の
女
狐
は
あ
ろ
う
事
か

し
て

 

の
手
を

み
逃
走
し
や
が
り
や
が

て
探
す
の
に

 

し
て
た
ん
す
よ

 
蓮
 

そ
ん
な
ま
さ
か

こ
の
子
が
霊
夢

 
白
狐

キ

ン

 

分
の

に
い
る
の
が
霊
夢
だ

た
の
か

だ
か
ら
ず

と
白
狐
と
な

た
霊
夢
は

分
に

み
つ
い
た
り

え
た
り
し
て

告
を
し
て
く
れ
て
い
た
の
か

 
オ
セ

ま

で
も
狐
に
し
て
力
や
ら

た
ん
で
何
が
出
来
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る

も
な
い
ん
で
見
逃
そ
う
と
も
思

た
ん
す
け
ど

 
ま
さ
か
こ
う
も
仲
間
を
集
め
て
く
る
と
は
や

り

 
先
に
始

を
す
る
べ
き
だ

た
す

 
蓮
 

許
さ
な
い

お
前
は
許
せ
な
い

 
オ
セ

下
ら
な
い

す

ま

で
も
本
来
な
ら
こ
う
言

 
た
タ

は
教
え
な
い
ん
す
よ
だ

て

の

リ
シ

 
に
反
し
ち
ま
う
す
か
ら

 
と

言

た

後

オ
セ
の

り
に
無
数
の

が
現
れ
る

 
オ
セ

だ

て

を
隠
滅
す
る
た
め
に

封
じ
す
る

 
が
あ
る

す
か
ら

 
無
数
の

が
襲
い
か
か

て
く
る
が
突
然
の
大
き
な
気
に
よ

て
立
ち

ま
る

隣
を
見
る
と

理
久
兎
は
オ
セ
を

ん
で
い
た

 
理
 

て
め

の
そ
の
立
ち

舞
い
断

と
し
て
許
し
ち
ま

 
う
事
は
出
来

な

い

が
そ
れ
と
お
前
に
は
聞

 
き
た
い
事
が

く
で
き
た

て
め

紫
に
も
ち
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か
い
を
出
そ
う
と
は
良
い
度

じ

か

 
オ
セ

へ

全
て
に
無
関
心
を

き
興

を

こ
う
と
す
ら

 
し
な
い
お
前
が

し
い

そ
う

す

ま
ず
は
お

 
前
か
ら
殺
し
て
や
り
ま
し

う
か

 

達
は

的
を
変
え
て
一

に
襲
い
か
か
る
が
理
久
兎
は
断

神
書
か
ら
空
紅
と
黒

を
出
す

と
は
目
に
も

ま
ら
ぬ

度
で
斬
り

達
は
倒
れ
た

 
オ
セ

お
前
は
本
当
に

ザ

す
か

 
理
 

さ

き
か
ら

だ
よ
そ
い
つ
は

は
理
久
兎
だ

 
オ
セ

正
し
ま
し

う
お
前
は

ザ

と
は

う

 
み
た
い

す

奴
は
刀
な
ん
て
使
い
や
せ
ん

 
ま
た
無
数
に

が
現
れ
る

さ
と
り
の
方
を
見
て

 
蓮
 

さ
と
り
さ
ん
霊
夢
を
お
願
い
し
て
も
い
い
で
す
か

 
さ
と

戦
う
気
み
た
い
で
す

 
白
狐

ギ

ン

ギ

ン

 

ら
く
行
く
な
と
言

て
く
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う

だ
が
そ
れ
で
も
行
か
な
く
て
は
な
ら
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な
い

霊
夢
に

リ
と

笑
む
と

分
は
理
久
兎
の
隣
に
立
ち
神
楽
を
構
え
る

 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん

も
戦
わ
せ
て
く
だ
さ
い
こ
い
つ
は
許

 
す
事
が
出
来
ま
せ
ん
そ
れ
に
霊
夢
を
戻
す
に
は
こ
の

 
パ

ン
野

を
倒
さ
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
か
ら

 
咲
夜

達
も
や
る
わ

達
を
良
い
よ
う
に

て
た
の
が

 

立
つ
わ

 
妖
夢

だ

て

 
さ
と

霊
夢
さ
ん
は
お

せ
を

 
と

も

力
し
て
く
れ
る
み
た
い
だ

理
久
兎
は

分
達
を
見
る
と

 
理
 

分
か

た
な
ら
こ
の
外
来
種
野

は
さ

さ
と

除

 
し
な
い
と
な

 
オ
セ

図
に

る
な
よ
下
等
種
族
共
が

 
そ
う
し
て
霊
夢
を

り
戻
す
た
め
の
戦
い
が
幕
を
開
け
た
の
だ

た
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怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す

 
狗
神

と

と
ん
で
も

奴
が

 
神
楽

龍
神
様
か
ら
し
た
ら

く
そ
レ

ル
と

て
は
い

 
ま
し
た
が
本
当
に
そ
の
レ

ル
な
ん
で
す
け
ど

 
む
し
ろ

て
る
ん
で
す
か

 
怠
惰

て
る

て
る

奴
は
四
天
王
の
中
で
も
最

の

 
男
よ
み
た
い
な
感
じ
だ
か
ら
大

 
鈴

安
心
と

頼
の

だ

 
怠
惰

ま

で
も

奴
が
い
る

て
事
は

ら
く
は

 
狗
神

な

何
だ
よ

 
怠
惰

こ
れ

上
は
言
わ
な
い
よ

 
鈴

ま
た
気
に
な
る
所
で

 
神
楽

え

と
オ
セ
の
能
力

て

 
怠
惰

う

ん

に
言
え
ば

食
君
と
色
欲
君
の
能
力
を

 

し
て

で

た
感
じ
か
な

ま

な
変



 第３２２話 化けし者の名

 
な
ら
色
欲
君
そ
し
て

な
能
力

は

食
君

 
の
方
が
上
で

体
能
力
や
戦
闘
能
力
も
こ

ち
が
上

 
だ

ま

し
く
は
次
回

降
で
語
ろ
う
か

 
鈴

あ

も
う
時
間
だ

 
怠
惰

だ
か
ら
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
神
楽

え

と
ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す

 
狗
神

そ
ん
じ

あ
な

 
鈴

ま

た
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第
３
２
３
話
 
激
闘
 
古
代
種
悪
魔

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
そ
し
て
お
久
々
で
す

怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

そ
し
て
無
断
に

日

近
く
休
ん
で
す
い
ま
せ
ん
で
し
た

こ
の
空
白
レ

ル
の

日
間
な
に
を
し
て
い
た
の
か
は
後

書
き
で
書
い
て
ま
す
の
で
気
に
な
る
方
は
ど
う

そ
れ
で
は

日
近
く
空
き
ま
し
た
が
本
編

へ
ど
う

 
夜
と
な

た
博
麗
神
社
で
霊
夢
を

り
戻
す
た
め
の
戦
い
が
幕
を
開
け
て
い
た

 
咲
夜

ど
き
な
さ
い

 
妖
夢

近
づ
く
な

 
さ
と

次
に

 
咲
夜

妖
夢

さ
と
り
の

人
は
向
か

て
く
る

を
相
手
に
し

分
と
理
久
兎
は
オ
セ
と

ぶ
つ
か
り
合

て
い
た

 
蓮
 

霊
夢
の
力
を
返
せ
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オ
セ

な
こ

た

す
よ

が
破

し
か
け
て
い
る
今

 
と
な

て
は
こ
れ
は
手

に
す
る
ん
す
か
ら

 
何
が
手

に
す
る
だ
人
を
不

に
し
て
何
が
楽
し
い
と
い
う
の
だ

こ
れ
が
こ
い
つ
ら
の
や

り
方
か

 
オ
セ

夢

 
封
魔

 
オ
セ
を
中
心
に
結
界
が
現
れ
一

刀
を

が
れ
弾
か
れ
る

こ
い
つ
霊
夢
の
技
を

用
し
や

が

て

 
オ
セ

ど
う
す
か

な

ど
う

す
よ
巫
女
の
力
で
や
ら

 
れ
る
気
分
は

 
理
 

う

な
ら
破

て
み
よ
う
か

 

分
が
弾
か
れ
た
と

時
に
理
久
兎
が

を
構
え
て
一
気
に

め
よ
り

 
理
 

仙
術
四
式

き

 

発
の

が
結
界
に

撃
す
る
と
結
界
に
は
ヒ

が

て
い
き
や
が
て

 
バ
リ
ン

 
と

な
音
と
共
に

滅
し
た

弾
か
れ
た
先
に
あ
る

に

を
か
け
て
一
気
に

し
て
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オ
セ
に
突
撃
す
る

 
オ
セ

し
つ
こ
い
小
僧

す

 
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
反
り
の
あ
る

を

り
出
す
と
一
撃
を

が
れ
弾
か
れ
る

 
オ
セ

力
が

く
な

た
と
は
い
え
こ
れ
を
使
わ
せ
る
と
は

 
中
々
の

す

ど
う
す
か

ら
の
軍
門
に
お

 
前
ら

わ
ら
な
い

す
か

 
蓮
 

が

わ
る
か

 
理
 

て
め

は
⻯
王
か

 
オ
セ

何
時
か
ら
ド

ク

に
な

た
す
か

 
理
久
兎
は
断

神
書
か
ら

を

り
出
し

分
と
共
に
オ
セ
へ
と

め

る

 
オ
セ

し

か
し

そ
う
す

か

念

す

 
理
久
兎
と
共
に

撃
す
る
が

い

き
に
弾
か
れ
続
か
れ
る

 
理
 

お
ら

 
力
を
溜
め
た
突
は
流
さ
れ
る
が
理
久
兎
は

手
を
構
え
る

 
理
 

龍
終
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が
ま
る
で
龍
の

の
よ
う
に
な
る
と
オ
セ
へ
と

で
引
き
裂
き
に
い
く
が
そ
れ
を

に

け
後
退
す
る

 
オ
セ

は

は

ん

あ
の
女
狐
を

つ
女
ご
と
や

ち

 
ま
い
な

 
下
が
る
オ
セ
は
そ
う

く
と
オ
セ
の
体
か
ら

け
落
ち
る
か
の
よ
う
に
何
体
も
の

が
現
れ
霊

夢
を

き

え
る
さ
と
り
に
向
か

て
襲
い
か
か
る

 
理
 

蓮
は
そ

ち
を
や
れ

 
蓮
 

分
か
り
ま
し
た

 
理
久
兎
は
さ
と
り
の
前
へ
と

り

を

散
ら
し
て
い
く

そ
の
間
に

分
は
オ
セ
へ
と
間
合

い
を

め
る

 
蓮
 

 

色
の
夢
炎

 
神
楽
に
霊
力
を
纏
わ
せ
オ
セ
へ
と
刃
を
向
け
る
が

で
受
け

め
ら
れ
る

 
オ
セ

そ
ん
な
も
ん
通
用
す
る

 
神
楽
に
纏
う
霊
力
が

を
侵
食
し
て
い
く
の
に
気
が
つ
い
た
オ
セ
は
弾
い
て
き
た

を

る

オ
セ
の
手
に
は

分
の
気
の
炎
が
包
み
込
ん
で
い
た
が
オ
セ
は

ぎ

い

た

分
の

を
見
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る 
オ
セ

な
ん
す
か
今
の

 
蓮
 

受
け

め
ら
れ
る
の
を
前

に

た
技
で
す
よ

 
受
け

め
ら
れ
た
場
合
は
こ
の
気
で
相
手
を

や
す

 
ん
で
す
よ

 
オ
セ

る
程

受
け
を
予

す
る

撃

気
そ
れ
も
こ

 
れ
は
怒
り
の
気
の
炎

を
使

た
技

や

り

 
面
白
い
お
前
本
当
に

の

に

く
す
気
な
い
す
か

 

今
な
ら
紹
介
す
る

す
よ

 
蓮
 

だ
か
ら
無
い

て
言

て
ま
す
よ

そ
れ
よ
り
も

 
い
い

に
霊
夢
の
力
を
返
せ

 
オ
セ

そ
う
い
う

者
の

方
を
す
る
奴
が
世
の
中
を

し

 
ち
ま
う
ん

す
よ

魔

 
オ
セ
の
焼
き

た

に
気
が
包
ま
れ
る
と

分
に
向
か

て
斬
り
か
か

て
き
て
き
た

座
に
神
楽
で
受
け

め
気
の
炎
で
オ
セ
を

や
そ
う
と
す
る
が
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蓮
 

炎
が

 
今
度
は
オ
セ
を
気
の
炎
が
包
み
込
む
が
オ
セ
は
平
然
と
し
て
笑

て
い
た

 
オ
セ

そ
ん
な
ち

ち
な
技
は
も
う
通
用
し
な
い

す
よ

 
魔

て
の
は

体
強
化
魔
法
の

つ
で

受
け
能

 
力
を
比

的
に
上

る
ん

す
よ

 
蓮
 

 
オ
セ
を
弾
き
神
楽
で
斬
り
か
か
り
オ
セ
も
ま
た

で
斬
り
か
か
り
刀
と

が
何
度
も
ぶ
つ
か
り

火
花
が
散
り
あ
う

劇
と
な
る

 
オ
セ

良
い

す

人
間
に
し
ち

良
い

術

す

 
霊
夢
の

で

を

る
う

は
少
し

和
感
が
あ
る
し
な
お
か
つ

分
か
ら
や
り
ず
ら
い

本
物
の
霊
夢
は
さ
と
り
の
元
に
い
る
の
は
分
か
る
の
だ
が
や
は
り
や
り
ず
ら
い
こ
と
こ
の
上
な

い 
オ
セ

そ
う
い
え
ば
巫
女
に

り
に
来
て
た

す
け
ど
何
か

 
あ

た
ん
す
か

え

 
蓮
 

う
る
さ
い

い
い

に
霊
夢
の
力
を
返
せ

て
言
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て
る
だ
ろ

 
オ
セ

と
と

ず
い
ぶ
ん
む
き
に
な

ち

て
ま

 
む
き
に
な
る
だ
と
当
た
り
前
だ

分
の
大

な
人
が

に
な

た
の
だ
か
ら

む
き
に
な

ら
な
い
の
が
可
笑
し
い

 
オ
セ

ま

が
言
え
る
こ
と
じ

け
ど
し
つ
こ
い
と

 

わ
れ
る

す
よ

て
う

 
光
の

さ
で
オ
セ
の

を
何
か
が

た

た
先
を
見
る
と
そ
こ
に
は
理
久
兎
が

て
い
た

が
刺
さ

て
い
た

 
理
 

へ

わ
れ
る

な
ら
お
前
は

わ
れ
そ
う
だ

 
よ
な

 
オ
セ

 
二
刀
を
構
え
た
理
久
兎
が
オ
セ
へ
と
斬
り
か
か
る

そ
れ
に
続
き

分
も
向
か

て
い
く

 
オ
セ

あ
の

共
を
や

ち
ま

た
す
か

 
理
 

外
に

か

た

お
前
み
た
い
に
な

 
オ
セ

そ
い
つ
は

す
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理
 

 
蓮
 

く

 
理
久
兎
と

分
は

に
弾
か
れ
る
と
オ
セ
は

リ
と
笑
う

 
オ
セ

夢
想
天
生

 
蓮
 

霊
夢
の
最
終

義
を

 
妖
夢

な

 
咲
夜

不

い
わ

 
夢
想
転
生
霊
夢
の
最
終
技
で
あ
り

へ
の

撃
は
全
て
無

化
さ
せ
一
方
的
に
相
手
を
倒

す

の
技
を
こ
い
つ
は
使

て
き
や
が

た

あ
の
技
を
ま
と
も
に
受
け
る
の
は
危
険
す
ぎ

る

す
ぐ
さ
ま
退

を
呼
び

け
よ
う
と
す
る
が

 
理
 

蓮

な
ら
あ
の
技
を
破
れ
る
が

 
蓮
 

は

 
か
つ
て
理
久
兎
と
の
対
決
の

に
霊
夢
は
夢
想
天
生
を
放

た
が
理
久
兎
は
あ
り
え
な
い
事
に

め
た
の
を
思
い
出
す

 
理
 

だ
か
ら

が
破

た
ら

奴
と
一

討
ち
す
る
な
り



 第十八章 平和の日常へ

 
し
て
少
し
だ
け
で
良
い
動
き
を

め
ろ
こ
の

戦
が

 
上
手
く
い
け
ば

 
蓮
 

従
い
ま
す
理
久
兎
さ
ん
の
考
え
な
ら

 
理
 

そ
う
か
な
ら
そ
の
後
は
流
れ
に

を

せ
ろ

 
蓮
 

分
か
り
ま
し
た

 
や
れ
る
事
は
や

て
や
る
と
意
気
こ
む
と
隣
に
立
つ
理
久
兎
は

か
ら

の

を
投

る
と

 
理
 

ル

ル
を

定
す
る
こ

の
間
で

の

手
に

 

れ
ら
れ
な
い
も
の
は
な
い

 
と
言
う
と

時
に
投

た

の

が

に
壊
れ
る
と
理
久
兎
は
オ
セ
へ
と

を

め
る
と
勢
い
あ
る

突
き
を
く
ら
わ
せ

ぐ
ら
を

み

方
へ
と
投

飛
ば
し
て
き
た

 
オ
セ

何

す
か

確
か
無

な
技
の

す
よ

 
蓮
 

念
な
が
ら
理
久
兎
さ
ん
に
は
通
用
し
な
い
み
た
い

 
で
す
よ

 
オ
セ

お
の
れ

す

 
投

飛
ば
さ
れ
た
オ
セ
と
ぶ
つ
か
り
合
う
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オ
セ

い
い

に
邪
魔

す
よ

 
蓮
 

ま
だ
だ

 

ラ
リ
と
理
久
兎
を
見
る
と
理
久
兎
は

を
構
え
て
い
た

つ
ま
り
そ
ろ
そ
ろ
頃
合
い
か

 
蓮
 

そ
ら

 
オ
セ

ぬ

 
オ
セ
を
吹

飛
ば
す
と

時
に
理
久
兎
は
一

で
ぶ

飛
ば
し
た
オ
セ
の
後

を
ア
イ
ア
ン

ク
ロ

で

み
に
す
る

 
オ
セ

が

 
理
 

く
ら

と
け
仙
術
八
式
脱
気

 
と

ぶ
と
オ
セ
を

み
に
す
る
理
久
兎
の

は
発
光
す
る

そ
し
て
オ
セ
の
体
か
ら

つ

も
の
白
い
玉
が

け
出
て
空
を
舞
う

 
理
 

さ
と
り
今
だ

空
に
向
か

て
霊
夢
を
投

ろ

 
さ
と

行

て
霊
夢
さ
ん

 
霊
夢

キ

ン

 
そ
う
言
い
さ
と
り
は
白
い
玉
が

か
ぶ
空
に
向
か

て
狐
と
な

た
霊
夢
を
投

飛
ば
す
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オ
セ

が

不

い

す

こ
ら

 
理
 

こ
い
つ

 
理
久
兎
を
弾
き
飛
ば
し
霊
夢
に
向
か

て
飛

う
と
す
る
が
通
る
前
へ
と
立
ち

さ
が
る

 
蓮
 

行
か
せ
ま
せ
ん
よ

 
オ
セ

ど
け

す

 
ギ
ン

 
物

い
力
で
神
楽
を
弾
き
飛
ば
さ
れ

分
も
そ
れ
に
続
き
弾
き
飛
ば
さ
れ
た

 
蓮
 

く

霊
夢

 
こ
の
ま
ま
で
は
霊
夢
が
オ
セ
に
や
ら
れ
る

だ
が
そ
の
時
だ

た

 

 

秘
法
 
九

刺
し

 
オ
セ

が

何
す
か

 

つ
も
の

が
現
れ
る
と
オ
セ
の
動
き
を

め
た

何
が
起
き
た
の
か
と
思
う
と
博
麗
神
社
の

屋

の
上
に

 

た
ち
を

ケ
に
し
て
友
達
を

わ
さ
せ

つ
け
さ

 
せ
た
分
で
す
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何
と

が
い
た
の
だ

ま
さ
か
起
き
上
が

て

し
に
来
て
く
れ
る
と
は
だ
が

か

た 
オ
セ

立
た
ず
の

共
が

 

そ
ん
な

 
だ
が
オ
セ
は

が
張

た
弾
幕
を
力
で
ぶ
ち
破
り
そ
し
て
霊
夢
へ
と
向
か

て
い
く
が
理
久

兎
が
前
へ
と

り
オ
セ
へ
と
斬
り
か
か
る
が
一

で
オ
セ
は

を
く
ら
ま
せ
る

 
蓮
 

何
処
に

 
霊
夢
が
向
か

た
空
の
方
に
光
の

さ
で
向
か

て
い
く
何
か
が
見
え
る

オ
セ
は
高

で
理

久
兎
を

け
た
と
い
う
の
か

神
楽
を
回

し
て
向
か
お
う
に
も
間
に
合
わ
な
い

こ
の
ま
ま
で

は
霊
夢
よ
り
先
に
オ
セ
が

や
ら
せ
な
い
こ
れ

上
は
や
ら
せ
て
は
な
ら
な
い

 
蓮
 

回
だ
け
で
良
い
だ
か
ら
頼
む

し
て
く
れ

 
使
え
る
す
ら
も
分
か
ら
な
い
あ
の
技
な
ら
射
程
内
で

く

だ
が
所

は

け
焼
き
刃
の
技
だ

力
が
理
久
兎
み
た
く
い
か
な
い
の
が
現

い
や
待
て
よ

 
蓮
 

そ
う
か
そ
う
い
う
事
だ

た
ん
だ

 
何

し
な
か

た
の
か
少
し
分
か

た
気
が
し
た

理
久
兎
の
気
の

は

分
の
何

も



 第十八章 平和の日常へ

い
く
程
に
放
て
る

あ
の
技
は

の
気
の
強
さ
で
変
わ
る

だ
が

分
に
は
そ
れ
が
な
い

だ

か
ら
無
理
に
あ
ん
な
大
き
さ
に
し
た
か
ら
す
ぐ
に
か
き

さ
れ
た
ん
だ

分
に
合

た
大
き
さ

で

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

た
ん
だ

 
蓮
 

狐
化

 

狐
化
し
て
一
気
に
地
面
を

り
オ
セ
の
元
へ
と
向
か
う
と
理
久
兎
が
下
へ
と
落
ち
て
き
て
い

た 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん

 
呼
び

け
る
と
理
久
兎
は

分
に
気
づ
く
と

 
理
 

行
け

蓮

 

本
の
刀
を

し
手
を

け

を

た

そ
こ
に

を
か
け
ま
た
一
気
に

し

霊
夢
を
追
い
か
け
る
オ
セ
の
方
向
へ
と
向
か

た

 
オ
セ

こ
の
女
狐
が
こ
の
力
は

の
も
の

す
よ

 
霊
夢

き

 
白
い
玉
の
方
へ
と
飛
ん
で
い
く
霊
夢
を
オ
セ
は

も
う
と
し
て
い
た

霊
夢
に
は

一
本
た
り

と
も
そ
の

い
手
で

れ
さ
せ
て
な
る
も
の
か
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蓮
 

さ
せ
る
か

仙
術
十
五
式
断

斬

 
気
を
集
中
さ
せ
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
構
え
る
の
で
は
な
く

手

を

つ
よ
う
な
イ
メ

ジ
で

構
え

の
使
え
る
気
に
合
わ
せ
て
大

を

り
出
し
そ
し
て

 
蓮
 

じ

り

や

 
ザ
シ

 
オ
セ

が

 
オ
セ
の

中
を
一
刀

断
す
る
と
共
に
気
が
オ
セ
を
突
き

け
た

 
オ
セ

下
等
種
族
が

 
霊
夢
を

め
ず
オ
セ
は
地
面
へ
と
落
ち
て
い
く

そ
し
て
霊
夢
は
オ
セ
か
ら
出
た
白
い
玉
に

る
と

々
に
と
小
さ
な
狐
の

が
大
き
く
な

て
い
き
獣
か
ら
人
の

へ
と
変
わ
る

そ
し
て
白

い
玉
が

え
る
と
そ
こ
に
は

 
霊
夢

戻

た

戻

た
わ

 
白
い
狐
の
代
わ
り
に
そ
こ
に
は
霊
夢
が
い
た
の
だ

た



 第十八章 平和の日常へ

 
怠
惰

で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す

 
狗
神

さ

て
お
前
の
今
回
の
事
に
つ
い
て

し
く
聞
こ

 
う
じ

か

 
鈴

逃

な
い
で

 
怠
惰

え

と
で
す

・
日
を
二

し
て
月
・
火

 
は
反
動
を
受
け
て
風
邪
で

込
ん
で
ま
し
た
本
当

 
に

し

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

 
神
楽

え

と
何
で
ま
た

 
狗
神

ま
さ
か

だ
と
か
娯
楽
し
て
と
か
そ
ん
な
下

 
ら
な
い
事
じ

よ
な

 
怠
惰

い
や
ま

溜
ま
り
に
溜
ま

て
い
た

の

 
化
を
し
て
ま
し
た

 
鈴

バ
カ
な
の

 
怠
惰

は
い
バ
カ
で
す

 
狗
神

お
前
な

し

か
り
し
ろ
よ
と
い
う
か

ツ

ツ
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と
だ
な

 
怠
惰

ま

そ
う
な
ん
だ
け
ど
全
て
が
空
白
で

休
み
も

 
終
わ
り
に
近
く
で

ま

て
や

た
か
ら
小

 
説
を
書
く
間
と
い
う
か

し
き

て
月

日
と

 
火

日
は

が
終
わ

て
か
ゆ
う
ま
状

だ

 
た
ん
だ
よ

い
布

で
発

し
て

れ
て
う

 
ま
い

カ
リ
が

て

 
鈴

怠
惰
す
ぐ
に

を

り
飛
ば
し
て
シ

ト
し
よ

 
う
か

 
狗
神

お
前
が
お
前
で
い
る
う
ち
に
楽
に
し
て
や
る

 
神
楽

も
し
く
は
刀
で

 
怠
惰

め
て

流
石
に
感
染
は
し
て
な
い
か
ら

 
狗
神

た
く

リ
ア
ル
の
お
前
は

み
す
ぎ
だ
ろ

 
怠
惰

ま

本
当
に
す
ん
ま
せ
ん
し
た
今

の
日

日
も

 
投
稿
す
る
ん
で
お
願
い
し
ま
す

え

と
そ
ろ
そ
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ろ
時
間
だ
し
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す

 
神
楽

え

と
こ
ん
な
感
じ
で
す
が
ま
た
次
回
も
よ
ろ
し

 
く
お
願
い
し
ま
す

 
狗
神

そ
ん
じ

ま
た
次
回
な

 
鈴

そ
れ
じ

バ
イ
バ
イ
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第
３
２
４
話
 
来
訪
者
に
よ
る
中
断

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

の

の
と
し
た
ア

メ
が
見
た
く
な
り

色

ザ
イ
ク
を
観

し
て
い
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

何
か
こ
う

の

の

は
心
が
安
ら
ぎ
ま
す

さ
て
そ
れ

で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 
や

と

や

と
本
物
の
霊
夢
に
会
え
た

 
蓮
 

霊
夢

 
霊
夢

蓮

蓮

 
霊
夢
を
強
く

き
し
め
る

良
か

た
本
当
に
良
か

た

 
蓮
 

霊
夢

ご
め
ん
本
当
に
ご
め
ん

 
霊
夢

良
い
の

こ
そ
ご
め
ん
本
当
な
ご
め
ん
な
さ
い

 
そ
し
て
霊
夢
を

き
し
め
た
ま
ま
地
上
へ
と
降
り
る
と

が
集
ま

て
き
た
た
め

き

め
る

の
を

め
る



 第十八章 平和の日常へ

 
さ
と

見
事
で
し
た
よ
蓮
さ
ん

 
そ
う
言
い
さ
と
り
は
弾
か
れ
た
神
楽
を

し
出
す
と

分
は
受
け

り

る

 
理
 

あ

中
々
だ

た

さ

き
の
あ
の
技
は

 
蓮
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
さ

き
の
断

斬
と
は
ま
だ
ま
だ
言
え
な
い
な

も

と
も

と

力
を
上

た
い
所
だ

 
咲
夜

戻

た
の

 
妖
夢

良
か

た
で
す
霊
夢
さ
ん

 

大

で
す
か
霊
夢
さ
ん

 
霊
夢

え

大

よ

そ
れ
よ
り
も

奴
は

 

奴
そ
う
か
オ
セ
は
何
処
に
行

た
の
だ

り
を
見

す
と

 
オ
セ

許
さ

す
下
等
種
族
が

ケ
に
し
や
が

て

 
蓮
 

な

そ
の

は

 
霊
夢

 
先
程
の
霊
夢
の

と
い
う
化
け
の

が

が
れ
全
く
の
別
の

に
な

て
い
た

そ
の

は

の
獣
人
し
か
も
丸

で
変

と

ら
れ
て
も
可
笑
し
く
な
い

だ
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オ
セ

こ
こ
ま
で

を

ケ
に
し
た
の
は
ア
ス

ぐ
ら

 
い

す
よ
本
当
に

 
人

の

と
な

た
オ
セ
は

を
向
け
て

ん
で
く
る

 
霊
夢

こ
ん
な
変

野

に
負
け
て
狐
に
さ
れ
て
た
な
ん
て

 

代
の

 
理
 

狐
巫
女

て
か

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

 
理
 

悪
か

た
か
ら

 
オ
セ

お
い

ザ

に

て
い
る
奴

が
話
し
て
い

 
る
時
に
下
ら
な
い
話
を
す
る
と
は
良
い
度

じ

な

 
い
す
か

怒
ら
せ
た
い
ん
す
か

あ

ん

 
理
 

わ
ざ
と
や

て
る
に
決
ま

て
る
だ
ろ

 
そ
れ
を
聞
い
た
オ
セ
は

間
に
シ

を

せ
て

を
向
け
て
く
る

あ
れ
は
相
当
な
お
怒
り

だ

だ
が
普

な
ら

め
る

分
も
今
回
は

め
る
義
理
は
な
い

 
蓮
 

オ
セ

お
前
は
こ
こ
で
倒
す
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オ
セ

や

て
み
る

す
か

良
い
度

じ

な
い
す
か

 
何
な
ら
も
う
一
度
そ
の
巫
女
の
力
を

い
受
け
い
や

 
お
前
ら
全
員
は
あ
の

方
の

物
と
な

て
も
ら
い

 
ま
す
よ

 

え
て
い
た
無
数
の

達
が
ま
た
次
々
に
現
れ
る

こ
ん
な

ス
野

は
さ

さ
と

け
な

け
れ
ば

 
オ
セ

い
け

お
前
ら

の
時
間

す
よ

 
無
数
と
も
言
え
る

達
が
襲
い
か
か

て
く
る

そ
れ
に

分
達
は

構
え
た
そ
の

間

 

 

魔

 
ラ

ラ
ス
の
魔

 
突
然
無
数
の
目
が
現
れ
る
と
そ
れ
ら
は
大

発
を
引
き
起
こ
し
た

 
オ
セ

な

何
す
か

 
理
 

お

と
こ
の

は

や

と
来
た
か

 
霊
夢

遅
い
の
よ
紫

 
蓮
 

え

 

発
が
や
む
と
ス
キ
マ
が
現
れ
紫
と

が
出
て
き
た
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紫
 

達
が
旅
行
に
行

て
い
る
間
に
何
が
起
こ

て
い

 
た
の
か
し
ら

 
理
 

旅
行

て
お
前
は
な

 
蓮
 

で
も
紫
さ
ん
が
来
て
く
れ
て
良
か

た

 
と

言

て
い
る
と

が
オ
セ
の
い
た
方
向
を
ギ
ロ
リ
と

ラ

 

 

紫
様

 
紫
 

み
た
い

 

が

む
と
オ
セ
は
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
り
な
が
ら
も

王
立
ち
を
し
て
い
た

 
オ
セ

や

と
会
え

た
す
よ
妖
怪
の
賢
者
さ
ん
よ

と

 
来
て
も
ら

て
も
良
い
す

か

 
紫
 

あ
ら

に
お
断
り

し
ま
す
わ

 
理
 

お
い
お
い
お

さ
ん
の
目
の
前
で
娘
を

ン
パ
と
は

 
良
い
度

じ

か

キ

と

め
る

 
オ
セ

な
ら
ば
強
引
な
が
ら
に
な
り
ま
す
が
来
て
も
ら
い
ま

 
し

う
か
あ
の

方
の
た
め
に
も
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と
オ
セ
が
言
う
が
今
度
は
空
が
急
に

れ
出
し
た

こ
れ
は
ま
さ
か
理
久
兎
の
力
か
と
思
い

向
く
と

も

じ
こ
と
を
思

た
の
か
理
久
兎
の
方
を
向
い
て
い
た

 
理
 

い
や
待
て

は
何
も
し
て

 
蓮
 

え

そ
れ
じ

あ

 
霊
夢

じ

あ
何
よ
こ
れ

 
さ
と

こ
れ
は
い

た
い

 
と
言

て
い
る
と

が
落
ち
そ
し
て
雨
が
降
り
注
ぎ
更
に
は
オ
セ
の
隣
に
マ
グ
マ
が
吹
き
出

し
た

 
オ
セ

ま
さ
か
バ
レ
ち

た

な
感
じ
す
か

 
急
に

い

を
し
だ
す

分
達
は

構
え
る
と
オ
セ
を

い
混
む
か
の
よ
う
に
マ
グ
マ
か
ら

の
少
女
が

人

落
ち
た

か
ら

の
少
女
が

人

雨
の
中
か
ら

の
少
女
が

人
と

人
の
少
女
が
現
れ
た

 

 

見
つ
け
た
よ
オ
セ

 

 

あ
の

方
が
呼
ん
で
る
の

 

 

く
来
な
い
と

お
仕

き
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し
か
も

色

外
は

が
そ

く
り
ま
る
だ
三
つ
子
を
見
て
い
る
か
の
よ
う
な
感
じ
だ

 
オ
セ

い
や

で
す
け
れ
ど

 

 

ル

ス

 

 

う
ん
ケ
ル

 

 

 

人
の
少
女
は
オ
セ
の

に

ル
ボ

を

に

り
を

に
パ
ン

を

続
し
て
ぶ
つ
け

た 
オ
セ

痛
い
痛
い
痛
い

す

落
に
な
ら
な
い

す
遊
び
で

 
や

た
ら

メ
な
技

す
よ

 

 

く
来
る
の
オ
セ

 
オ
セ

分
か

た

す
よ

 
と
何
か
逃

る
気
満
々
な
発
言
を
し
て
い
て

カ
ン
と
し
て
い
た

分
達
は

に
返
る

 

 
蓮
 

待

て
下
さ
い
逃
が
す
気
は
な
い
で
す
よ

 

 

え

そ
ん
な

 

 

逃
が
し
て
く
れ
る
な
ら

ご
め
ん
思
い

か
な



 第十八章 平和の日常へ

 
い

 

 

ス

た
ら
そ
う
言
う
の
は
逃
が
し
て
や
る

て
言

 

た
方
が
良
い
の

 
逃
が
し
て
や
る
だ
と
何
様
で
上
か
ら

で
言

て
い
る
ん
だ

 
オ
セ

い
や
あ
の

が
言
え
る
事
じ

と
は
思
い
ま
す

 
が
マ
ジ
で
手
を
引
い
た
方
が
良
い

す
よ
こ
の
方
達

 
を
怒
ら
せ
る
の
は
得
策
じ

な
い

す
よ

 
理
 

お
前
は

て
ろ

科
動
物

 
オ
セ

あ

お
前
言

て
は
な
ら
ぬ
こ
と
を

 

 

う
る
さ
い
オ
セ

は

 
突
然

や
や
か
な
空
気
と
な
り

た

こ
れ
は
目
の
前
の

人
の
少
女
達
の
気

い

や
こ
れ
は
理
久
兎
の
修
行
で
散
々
と

わ

た
殺
気
か

 
蓮
 

 
理
 

う

殺
気
か

 
霊
夢

こ
れ
は

い
わ
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人
の
少
女
達
は

分
達
を
見
る
と

は

と
笑
い

の
子
は
興

あ
り

に

そ
し
て

は
無

情
を

く

 

 

者
を
相
手
に
す
る
バ
イ
ト
も

き
て
き
た
し
そ
ろ

 
そ
ろ
生
者
を
殺
し
て
も
良
い
よ

久
々
に
楽
し
め

 
そ
う

 

 

も

奴
ら
に
興

あ
る
の

で
も

メ
な
の
あ
の

 

方
に
怒
ら
れ
ち

う
の

 

 

ル
の
発
言

一
理
あ
る

 

 

ち

 
何
な
ん
だ
本
当
に
さ

き
か
ら
こ
の

張
感
の
あ
る
よ
う
で
な
い
よ
う
な
こ
の
感
じ
は

 

え

と
さ

き
か
ら
貴
女
達
は
ケ
ル

ル

ス

と

 
言

て
ま
す
が

 

 

は
い
は

い

ケ
ル
だ
よ

 

 

ル
な
の

 

 

ス



 第十八章 平和の日常へ

 
と

の
元
気
は
つ
ら
つ
な
子
が
ケ
ル

で

と
笑
う
の
が

ル

に
無

情
を

く
の
が
ス

て
名
前
な
の
か

あ
れ
で
も
こ
の
名
前
何
処
か
で
聞
い
た
こ
と
が
あ

る
よ
う
な
気
が
す
る

 

ケ
ル

ル

ス

ケ
ル

ル
ス

は

 
ケ
ル

ロ
ス

 
そ
う
だ
ケ
ル

ロ
ス

神
話
と
か
に

い

分
で
も
聞
い
た
こ
と
あ
る

つ
首
の

の
怪
物

ケ
ル

ロ
ス
だ

 
ケ
ル

お

達

名
み
た
い
だ
よ

 

ル

み
た
い
な
の

 
ス

し
い

 
だ
が
イ
メ

ジ
し
て
い
た
の
と
全
然

う
な

も

と
こ
う

み
た
い
な
見
た
目
か
と
思

た

の
だ
が

実

は
こ
ん
な

女
み
た
い
な
見
た
目
だ

た
と
は

 
ス

そ
ろ
そ
ろ
行
か
な
い
と

怒
ら
れ
そ
う

 
先
生
も

れ
き
ら
す

 
ケ
ル

そ
れ
は
不

い

ら
行
く
よ
オ
セ
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オ
セ

へ

へ
い

す

 
理
 

さ
せ
る
か
よ
紫

 
紫
 

分
か
り
ま
し
た
わ

 
そ
う
言
い
理
久
兎
は
紫
に
合
図
を

る
と
ス
キ
マ
を

開
さ
せ
理
久
兎
は
ス
キ
マ
へ
と

る
と

人
の

後
へ
と

り

で

撃
す
る
が

 

ル

邪
魔
な
の

 
何
と
あ
り
え
な
い
事
に
体
格

が
あ
る
の
に
も
関
わ
ら
ず

手
で
受
け

め
る

そ
し
て

ル

と
名

た
少
女
の
体
か
ら

光
が
出
る
と
放
電
し
理
久
兎
は
感
電
し
た

 
理
 

く

 
放
電
し
終
え
て

ル
は
弾
き
飛
ば
す
と
理
久
兎
は
受
け

を

る

 
ケ
ル

い

ル
の
放
電
を
受
け
て
も
受
け

と
れ
る

 
て
中
々
い
な
い
よ

 

ル

殺
す
気
で
や

た
の
に
ま

良
い
の
ケ
ル

ス

 

く
行
く
の

 
ス

う
ん
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ケ
ル

そ
ん
じ

バ
イ
バ
イ

 
ス

の

と
ケ
ル
の
炎
が
合
わ
さ
り

気
に
よ
る

が
上
が

た

 
蓮
 

く

 

気
が

え
る
と
そ
の
場
に
は
ケ
ル

ロ
ス
も
オ
セ
も

え
て
い
た

 
理
 

奴
ら

紫
に

あ
の
不

き
者
共
を
追
え

 
紫
 

分
か
り
ま
し
た
わ

探
す
わ
よ

奴
ら
を
野
放

 
し
に
で
き
な
い
わ

 

 

は

 
そ
う
言
い
紫
達
は
ス
キ
マ
に

て
い

た

は
構
え
る
の
を
や
め
て
い
き

分
も
神
楽
を

に

め
す
ぐ
に
理
久
兎
に

け

る

 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん
大

で
す
か

 
理
 

あ

問

な
い

し

か
し

リ
リ
と
来
た

 
放
電
を
受
け
た
せ
い
か
理
久
兎
の
⻑

は
ボ
サ
ボ
サ
に
な

て

発
し
て
い
た

そ
れ
を
見
て

分
達
は

 
蓮
 

ア
ハ
ハ
理
久
兎
さ
ん
そ
の
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さ
と

そ
う
で
す

 
理
 

お
前
ら
な

笑
う
な

て

 
仕
方
が
な
い

だ

て
ア
フ
ロ

前
ぐ
ら
い
ま
で

発
し
て
い
る
の
だ
か
ら

 
霊
夢

で
も

逃

ら
れ
た
わ

 
理
 

あ

後
は
紫
達
に

せ
る
し
か
な
い
な

 
咲
夜

こ
の
事
は
お

様
達
に
も
伝
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

 
ん
の
で

は
こ
れ
で

 
妖
夢

も
幽
々
子
様
に
伝
え
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
の
で
行

 
き
ま
す

 
そ
う
言
い

人
は
空
を
飛
び
帰

て
い

た

 
理
 

こ
れ
は
散
歩

て

に
は
い
か
な
い
な

 
さ
と

そ
う
で
す

ケ
ル

ロ
ス
は
⻄

地
獄
の
管

だ

た

 

で
す

達
も
帰

て
す
ぐ
に

べ
な
い
と

 
理
 

だ
な
悪
い
が

等
も

回
帰
る

 
蓮
 

わ
か
り
ま
し
た



 第十八章 平和の日常へ

 
そ
う
言
い
理
久
兎
と
さ
と
り
も
空
を
飛
び
地
底
へ
と
向
か

て
い

た

そ
う
い
え
ば

何

か

れ
て

そ
う
だ
人
里
の
事
を
す

か
り

れ
て
い
た

 
蓮
 

そ
う
だ
霊
夢

人
里

 
霊
夢

え

あ

そ
う

魔
理
沙
達
が

 
蓮
 

行
こ
う

 
霊
夢

え

 

あ

ち

と
待

て
く
だ
さ
い
よ

 
そ
う
し
て
魔
理
沙
達
の
た
め
に
も

分
達
は
人
里
へ
と
向
か
う
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す

 
狗
神

ま
た
変
な
の
が
出
て
き
た
な

 
鈴

ま

強
い
ん
だ
ろ
う
け
ど

え
て
聞
く
け
ど
あ
れ
ら

 

て
強
い
の

 
怠
惰

ま

強
い
よ

の

な
仲
間
達
の
仲
間
達



 第３２４話 来訪者による中断

 
に

る
面
子
だ
よ
オ
セ
も
ケ
ル

ロ
ス
も

 
神
楽

あ
れ
で
も
ケ
ル

ロ
ス

て
悪
魔
な
ん
で
す
か

 
怠
惰

良
い

問
だ
ケ
ル

ロ
ス
は
あ
く
ま
で
も

向
き
の

 
名
前
な
ん
だ
よ
ち

ん
と
し
た
裏
の
名
前
が
あ
る
ん

 
だ
よ

女
に
は

 
鈴

そ
う
な
の

 
怠
惰

あ

無

悲
と
か

て
言
わ
れ
る
ぐ

 
ら
い
の
悪
魔
だ

因
み
に
実
の
所
で
本
編
の
ケ
ル

 

ロ
ス
ち

ん
な
ん
だ
け
ど

ル
も
い
ち

た

 
り
す
る
ん
だ
よ

 
狗
神

い
る
の
か
よ

 
怠
惰

う
ん
ま

見
た
目
み
た
い
な
感
じ
に
な
る
け
れ
ど
実

 
は
三
月
精
達
が

ル
だ

た
り
し
て
い
る
ん
だ
よ

 

そ
れ
に
リ
ア
ル
で
の
親

で
姉
妹

が
い
た
り
す

 
る
か
ら
そ
れ
ら
を
合
わ
せ
た
ら

て
感
じ
が
ケ
ル



 第十八章 平和の日常へ

 
ロ
ス
に
な

て
た
り
し
て
る

 
鈴

意
外
な
裏
話

 
神
楽

え

と
因
み
に

て

 
狗
神

そ
れ
に

オ
ル
家
が
あ

で
も
と
か
言

て
た
し
な

 
何
か
あ
ん
の
か

 
怠
惰

は

は

は

お

と

そ
ろ
そ
ろ
こ
ん
な
時

 
間
だ
し
今
回
は
こ
こ
ま
で
で

 
鈴

に
終
わ
ら
せ
よ
う
し
て
る

 
怠
惰

そ
れ
で
は
ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く

 
神
楽

ち

ち

と
怠
惰
さ
ん

 
狗
神

あ
の
野

 
怠
惰

バ
イ
バ
イ



 第３２５話 仲裁

 
第
３
２
５
話
 
仲
裁

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
こ
ら
か
ら
先
で

依
華
を
書
く
に
当
た

て
ど
う
書
い
て
い
け
ば
良
い

の
か
と
悩
ん
で
い
る
怠
惰
の
く
そ
悪
魔
で
す

定
が
複

す
ぎ
て
ど
う
す
れ
ば
と
悩
ん
で
い
た

り
し
て
い
ま
す

さ
て
ま

そ
れ
は
さ
て
お
き
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 
人
里
に
急
い
で
向
か
う
と
そ
こ
に
は
聖
と
神
子
を
相
手
に
魔
理
沙
と
ア
リ
ス
が
戦
い
下
で
は

音
は
人
間
に

突
き
を
く
ら
わ
せ
気
絶
さ
せ
て
い

て
い
た

 
蓮
 

そ
こ
ま
で
で
す

さ
ん

 
と

ぶ
と

は
立
ち

ま
り

分
達
を
見
て
く
る

 
霧
雨

蓮
そ
れ
に
霊
夢

 

音

蓮
か

 
聖
 

霊
夢
さ
ん

 
ア
リ

霊
夢
が
い
る

て
事
は

上
手
く
い

た
の
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神
子

 
霊
夢
の
方
を
向
く
と
霊
夢
も

分
の

を
見
て
い
た
た
め
共
に

く
と
霊
夢
は
前
へ
と
で
る

 
霊
夢

聞
い
て
ち

う
だ
い

こ
の
異
変
の
元
凶
は

 
が
退
治
し
た
わ

だ
か
ら
も
う
大

よ

 
と

言
う
と
人
里
の
住
人
達
は

い
の

を
見
る

 
蓮
 

は
霊
夢
に

わ
れ
ま
し
た
だ
か
ら

ら
れ
て
い
た

 
魔
理
沙
も
ア
リ
ス
も

音
先
生
も

が
解
け
る

 
で
す

 
キ

ト
ン
と
す
る
魔
理
沙
ア
リ
ス

音
に
目
を
パ

パ

と
し
て
ア
イ

ン
タ
ク
ト
ま
た

を

く

て
言
う

 
霧
雨

あ
れ

そ
う
い
え
ば
何
で
お
前
ら
と
戦

て
い

 
た
ん
だ

た
け
な

 
ア
リ

そ

そ
う

 

音

あ

す
ま
な
か

た

く
混
乱
し
て
た
み
た
い
だ

 
と

人
は
上
手
く

裏
を
合
わ
せ
て
く
れ
た

里
の
者
達
は

い
に

大

み
た
い
だ



 第３２５話 仲裁

異
は
去

た

等
と
言
い
合
う
と
散
り
散
り
に
散

て
い

た

 
霊
夢

何
と
か
な

た
わ

 
蓮
 

そ
う
だ

 
本
当
に
何
と
か
な

て
良
か

た

魔
理
沙
達
は

分
達
へ
と
近
づ
い
て
く
る

 
霧
雨

な

そ
れ
で
ど
う
な

た
ん
だ
霊
夢
お
前
は
ど
こ
に

 
い
た
ん
だ
よ

 

音

説
明
の
方
を
頼
む

 
神
子

達
も

と
も
聞
い
て
み
た
い

あ
ん
な

居

 
ま
で
し
て

 
蓮
 

な
ら
何
が
あ

た
の
か
話
す

 
そ
う
し
て

分
と
霊
夢
は
何
が
あ

た
の
か

ど
う
な

た
の
か
と
い
う
事
を
出
来
る
限
り
で

こ
と

か
く
説
明
す
る

 
ア
リ

あ
の
古
代
魔
族
の
オ
セ
が
化
け
て
い
た
な
ん
て

 
霧
雨

そ
れ
に
ケ
ル

ロ
ス
の
来
襲

て
本
当
に
ど
う
な

 
て
ん
だ
よ



 第十八章 平和の日常へ

 
聖
 

こ
ん
な
の
人
里
の

に
話
し
た
ら
大
混
乱
は
間

い

 
な
い
で
す

 
神
子

あ

 

音

あ
ん
な
下
手
な
演
技
を

た
意

が
分
か

た

 
因
み
に
何
で
あ
ん
な
下
手
な
演
技
を
し
た
の
か

無

で

音
先
生
や

が
考
え
て
い
る
通
り

変
な
混
乱
を

け
る
た
め
と
い
う
の
も
あ
る
が
こ
う
し
な
け
れ
ば
オ
セ
に
負
け
狐
に
さ
れ
た
無
様

な
博
麗
の
巫
女
と
定

が
つ
け
ら
れ
霊
夢
に

が
向
く
可
能
性
が
あ

た
た
め
そ
れ
を

け
る

た
め
に
や

た
と
言
う
の
が
一
番
の
理

だ

そ
う
い

た
意

を

め
て
あ
ん
な
下
手
な
演
技

を
す
る
事
と
な

た
が
上
手
く

魔
化
せ
て
良
か

た

 

で
す
が
霊
夢
さ
ん
が
狐
に
な

て
い
た
な
ん
て
ま
る

 
で
ド

ク

で
す

 
霧
雨

そ
う
い
え
ば
お
前
さ
蓮
の

と
か

め
て
た
よ
な

 
霊
夢

 
ア
リ

し
か
も

で
ら
れ

気

ち
良
さ
そ
う
に

 
魔
理
沙
と
ア
リ
ス
の
言

を
聞
き
霊
夢
の

が
真

に
な
り

か
ら

を
吹
い
た



 第３２５話 仲裁

 
霊
夢

な
な
な
な
な

 
神
子

う
そ
れ
は
そ
れ
は

 
聖
 

あ
わ
わ
わ
わ

 

え

そ
う
な
ん
で
す
か
蓮
さ
ん

 
蓮
 

え

え

と
ま

 
あ
の
時
の
光
景
を
狐
で
は
な
く
元
の
霊
夢
で
考
え
て
イ
メ

ジ
し
て
み
る
と
色
々
と

な
感

じ
に
な
る
な
こ
れ

何
か

分
も

ず
か
し
く
な

て
き
た

 
霊
夢

魔
理
沙
そ
れ
に
ア
リ
ス

あ
ん
た
達
は
退
治
さ
れ
る

 
覚

は
あ
キ

ン

え

 
霧
雨

お

お
い
霊
夢
な
ん
だ
そ
の
鳴
き

ハ
ハ
ハ

 
ア
リ

そ
れ
狐
の
鳴
き

ま
だ
呪
い
が

け

 
き
れ
て
な
い
の
か
し
ら

 

キ

ン

て
ア
ハ
ハ
ハ
ハ

 

ラ
リ
と
霊
夢
の

を
見
る
と

ず
か
し
さ
の
あ
ま
り
に

を
真

に
さ
せ
目
が

い
で
い

た



 第十八章 平和の日常へ

 
霊
夢

う
う
う
う

さ
い
キ

ン
よ

て
ま
た

 

音

だ

く
く

大

か

ハ
ハ

 
霧
雨

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
マ
ジ
で

が
痛
い

 
神
子

だ

メ
出
ア
ハ
ハ
ハ
ハ

 
聖
 

ご

ご
め
ん
な
さ
い

霊
夢
さ
ん
フ
フ

 

は
霊
夢
が
受
け
た
呪
い

の

用
に
よ
る

の
変
化
で
大

笑
す
る
が

分
は
つ
い

つ
い

許
を

さ
え
て
し
ま
う

何
せ

ず
か
し
さ
の
あ
ま
り
に

く
な

て
い
る
結
構
可
愛
い

の
だ

 
霊
夢

う
ぐ
ぐ

蓮
も
何
か
言

て
頂

て
蓮

 
蓮
 

ご
め
ん

霊
夢
が
可
愛
い
す
ぎ
て

 
霊
夢

ち

ち

と
蓮

た
ら

 
体
を

さ
ぶ

て
何
と
か
し
て
く
れ
と
言

て
く
る

も
う
こ
う
な

て
し
ま

た
ら

分
で

も
無
理
だ

 
神
子

や
れ
や
れ

だ
が
今
回
の
件
は
ど
う
す
る
か

 
聖
 

混
乱
を

け
る
た
め
に
言
わ
な
い
方
が
得
策
で
す
が



 第３２５話 仲裁

 
も
し
次
が
あ

た
ら

 
情
報
が
な
け
れ
ば

ぎ
よ
う
が
な
い

だ
が
こ
こ
で
そ
ん
な
情
報
を
流
せ
ば
混
乱
は

け
ら
れ

な
い

ど

ち
つ
か
ず
と
い

た
所
だ

 
霧
雨

な
ら
よ
お
前
達
が
人
間
や
妖
怪
に
上
手
く
伝
え
て
い

 
け
ば
良
い
ん
じ

な
い
か

 
霊
夢

ど
う
い
う
意

よ

 
霧
雨

だ

宗
教
の
宣
伝
と
か
を
利
用
し
て
本
当
に
さ

 
り

な
く
不

者
注
意
み
た
い
な
感
じ
で
よ

 
で
も
そ
れ
は
良
い

か
も
し
れ
な
い

こ
う
し
て
人
が
集
ま
る
所
に
注
意
の

み
た
い
な
の
を

さ
り

な
く

し
た
り
す
れ
ば
少
し
で
も

告
さ
せ
る
こ
と
は
出
来
る

そ
れ
は

分

外
の
者

も
思

た
の
か

 
蓮
 

魔
理
沙
に
し
て
は
良
い
考
え

 
霧
雨

お
い
蓮

そ
こ
の
所
に
つ
い
て
話
し
合
お
う
じ

な

 
い
か

 
蓮
 

ご
め
ん

て
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流
石
に
そ
れ
は
言
い
過
ぎ
た
か
な

す
る
と

 
神
子

確
か
に
そ
れ
ぐ
ら
い
の
注
意
し
か
で
き
ま
せ
ん

 
聖
 

そ
う
で
す

寺
の
者
達
に
も
そ
の
よ
う
に
伝
え
て

 

さ
せ
る
し
か
な
い
で
す

 

音

子

達
に
も
少
し
ず
つ
教
え
て
大
人
に

め
て
い
く

 
か

 

も
布
教
活
動
の

に
伝
え
ま
し

う
か

 
と
こ
の
場
に
い
る
者
達
は
色
々
な
者
と
の
関
わ
り
合
う

会
が

い
た
め
こ
う
し
た
注
意
を

呼
び

け
る
に
は

し
て
い
る

 
ア
リ

も
オ
セ
と
ケ
ル

ロ
ス
の
関
係
性
に
つ
い
て
は

 
べ
れ
る
だ
け

べ
て
み
る
わ

 
霧
雨

ま

も

べ
て
み
る

 
蓮
 

な
ら
オ
セ
と
ケ
ル

ロ
ス
が
あ
の

方

て
言

て

 
い
た
か
ら
そ
れ
に
つ
い
て
も

べ
れ
る
の
な
ら
頼
め

 
れ
る
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ア
リ

分
か

た
わ

 
霧
雨

お
う
よ

 
こ
れ
で

分
達
の

回
り
は
決
ま
り

分
達
は
も
し
次
来
た

の
た
め
に
備
え
準
備
す
る
こ
と

を
決
意
し
た
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す

 
狗
神

い
こ
と
に
な

て
ん
な

 
神
楽

で
す

 
鈴

そ
れ
で
次
回
は
あ

ち
に
な
る
の

 
怠
惰

う
ん
そ
う
だ

 
神
楽

そ
う
い
え
ば
昨
日
聞
き

れ
た
け
ど

オ
ル
家
の

 
事
に
つ
い

 
怠
惰

ハ

ハ

ハ

鈴

は
ど
う
や
ら

け
で
キ

 
マ
り
た
い
の
か
な
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鈴

ご
め
ん
な
さ
い

り
ま
す

 
狗
神

そ
ん
な
に
秘

か

 
怠
惰

ま

話
し
て
も
良
い
よ
た
だ
そ
の
時
は

 
今
日
か
ら
昨
日
ぐ
ら
い
ま
で
の
記
憶
が

麗
さ

 

り

え
て
も
良
い
な
ら

 
神
楽

え

遠

し
て
お
き
ま
す

 
鈴

だ
け
ど
こ
こ
ま
で
秘

に
す
る
な
ら
何
か
し
ら
あ

 
る

て
い
う
事
だ
よ

 
怠
惰

鈴

お
前
み
た
い
な
勘
の
良
い
奴
は

い
だ
よ

 
神
楽

で
も
こ
れ
か
ら
も
関
わ

て
く
る
ん
で
す
よ

 
怠
惰

ま

そ
の
予
定
だ
よ
こ

ち
と
あ

ち
の
最
終
章

 
と
か
で
も
な
り
に
深
く
関
わ

て
く
る
か
な
と
か

 

て
リ
ア
ル
怠
惰
は
考
え
て
る
し

 
狗
神

う

 
怠
惰

ま

あ
く
ま
で
予
定
だ
か
ら
ま
だ
ま
だ
未
定
に
は
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近
い
け
ど

さ
て
そ
れ
じ

そ
ろ
そ
ろ
時
間
だ

 
し
今
回
は
こ
こ
ま
で
か
な

 
狗
神

あ
い
よ
そ
ん
じ

ま
た
次
投
稿
し
た
ら
よ
ろ
し
く

 
頼
む
な

 
鈴

そ
れ
じ

あ

者
様

 
神
楽

そ
れ
で
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た



 第十八章 平和の日常へ

 
第
３
２
６
話
 
元
の
日
常
へ

 
こ
ん
ば
ん
は
そ
し
て
お
久
々
で
す

者
様
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

ま
た

く
は

方
を
投

稿
す
る
の
で
お
願
い
し
ま
す

さ
て
そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
ご
た
つ
き
か
ら
数
日
が
経
過
し
今
日
は
異
変
解
決
の
宴
会
が
開
か
れ
て
い
た

 
蓮
 

わ

て
る

 
霊
夢

そ
う

 
因
み
に
だ
が
数
日
が
経
過
し
霊
夢
か
ら
時
々
発
せ
ら
れ
る
狐
の
鳴
き

は
少
し
ず
つ
だ
が
出
な

く
な

て
き
て
い
た

 
霊
夢

ま

で
も
こ
う
し
て
楽
し
め
キ

か
ら
い
い
け
ど

 
ま
た
や

た

 
そ
れ
で
も
こ
う
し
て
時
々
だ
が
発
し
て
し
ま
う
が

 
霊
夢

本
当
に
あ
の
獣
人
は

次
あ

た
ら

を

い
で
や



 第３２６話 元の日常へ

 
る
わ

 
蓮
 

言

て
る
事
が
物
騒
過
ぎ
る
か
ら

 
流
石
に
そ
れ
は
色
々
と
ア
ウ
ト
な
光
景
な
た
め

メ
だ

 
蓮
 

何
や
か
ん
や
で
ト
ラ

ル
は
あ

た
に
は
あ

た
け

 
ど
霊
夢
も

も
無
事
で
よ
か

た
よ

 
霊
夢

そ
れ
は
そ
う
だ
け
ど

そ
れ
よ
り
も
蓮

 
蓮
 

ん

 
霊
夢

何
で

物
の

が

を
こ

ち
に

越
せ

て
言

 
た
時
に

を

さ
な
か

た
の

分
な
話
に
な
る

 
け
ど
魔
理
沙
や
咲
夜
だ

た
ら

す
と
思
う
の
よ

 
何
で

て
そ
ん
な
の
決
ま

て
る
だ
ろ
う

 
蓮
 

怪
し
い
と
思

た
か
ら
さ
霊
夢
の
大
体
の
行
動
な
ん

 
て

に
予

で
き
る
ぐ
ら
い
の
パ
タ

ン
が

い

 
か
ら

 
霊
夢

そ
れ
は
つ
ま
り

て
言
い
た
い
の
か
し
ら
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を
優
し
く
つ

て
引

張
ら
れ
る

痛
く
は
な
い
が
人
前
な
の
で

め
て
も
ら
い
た

い 
蓮
 

ご
ひ

ん

て
ば

 
霊
夢

ま

た
く

 

を
引

張
る
の
を

め
少
し

ス

と
し
た

情
に
な
る

ま

行
動
パ
タ

ン

外
に
も

理

は
あ
る
に
は
あ
る

 
蓮
 

そ
れ
に
霊
夢
は
あ
ん
な
執
念
深
く
は
な
い
し
狐
に
な

 

た
霊
夢
が
あ
ん
な
に
も

え
て
た
ら

い
も
す
る

 
よ

 
霊
夢

蓮

 
蓮
 

そ
れ
が
正
解
の
ル

ト
だ

た
か
ら
良
か

た
け
ど

  
霊
夢

あ
り
が
と
う

 
こ
れ
は

だ

真
正
面
か
ら
そ
ん
な
事
を
言
わ
れ
れ
ば

ず
か
し
く
て

れ
て
し
ま
う

 
蓮
 

う

う
ん



 第３２６話 元の日常へ

 
霊
夢

 
や

り
霊
夢
に
は

て
な
い
や

な
ん
て

い
に
笑
い
あ

て
い
る
と

 
紫
 

楽
し
そ
う

霊
夢

 
理
 

よ

ち

と
良
い
か

 
理
久
兎
と
紫
が
酒
を

て
や

て
来
た

 
蓮
 

紫
さ
ん
理
久
兎
さ
ん

 
霊
夢

何
の
用
よ

 
理
 

ま

酒
を

も
う
と
な
つ
い
で
に
こ
れ
も
な

 
理
久
兎
は

を
見
せ
て
そ
う

く
と

分
に
そ
れ

し

人
は
座
る
と
酒
を
注
ぎ

み
始

め
る

 
霊
夢

こ
れ

 
理
 

あ

ま

あ
れ
だ

び
の
品
だ
と
思

て
く
れ
後

 
出
来
れ
ば
今
食
べ
て
欲
し
い
ん
だ
が
良
い
か

 
今

て

と
り
あ
え
ず
言
わ
れ
た
か
ら

を
開
け
て
み
る
と
そ
こ
に
は
シ

ク
リ

が

ま

て
い
た
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蓮
 

シ

ク
リ

だ

 
霊
夢

そ
れ

て
外
界
の

 
理
 

あ

ま

食
え
ば
分
か
る
さ

 
紫
 

と

て
も

し
い
わ
よ

 

ら
く
理
久
兎
が

た
の
だ
ろ
う

理
久
兎
の

理
は
外
れ
が
な
い
の
は
知

て
る
し
と
り

あ
え
ず
霊
夢
と

つ
ず
つ
食
べ
る
と
サ
ク

と
い
う
音
と
共
に
や
わ
ら
か
な
食
感
と
濃

な
ク

リ

が

の
中
を
包
み
込
む

今
ま
で
食
べ
た
シ

ク
リ

を

す
る

し
さ
だ

た 
蓮
 

し
い

 
霊
夢

本
当

 

分
達
は

た
シ

ク
リ

を
食
べ
て
い
る
と

と
思
う

そ
う
い
え
ば
理
久
兎
の
事

だ
か
ら
さ
と
り
達
も
い
る
だ
ろ
う
と

 
蓮
 

そ
う
い
え
ば
さ
と
り
さ
ん
は

 
理
 

あ

さ
と
り
な
ら

れ

 

す
方
を
見
る
と
さ
と
り
は
地
霊

の
者
達
と
ひ

そ
り
と

ん
で
い
た



 第３２６話 元の日常へ

 
理
 

お
前
ら
と
話
し
た
い
事
が
あ

た
ら
少
し
別
行
動
を

 
と
ら
せ
て
も
ら

た

 
霊
夢

そ
れ
は
紫
と

気
か
し
ら

 
理
 

お

お
い
お
い
変
な

は

せ
よ
さ
と
り
に
殺
さ

 
れ
ち
ま
う
よ

 
紫
 

様
が
良
い
な
ら
何
時
で
も
構
い
ま

 
せ
ん
わ
よ

 
理
 

紫
も
そ
う
言
う
事
を
言
う
な

て
ば

 

ラ
リ
と
見
る
と
さ
と
り
が

リ
と

笑
ん
で

方
を
見
て
い
た

そ
れ
を
見
て
少
し

中

が
ゾ
ク
リ
と
し
た

 
霊
夢

そ
れ
で
何
の
用
よ

 

笑
い
を
し
て
い
た

笑

て
い
た
理
久
兎
は
急
に
真

な

に
な
り
紫
も
笑

た

か
ら

を

み

し
た
か
の
よ
う
な

し
い

を
し
た

 
紫
 

の

共
に
つ
い
て

か
し
ら

 
理
 

も
そ
れ
に
つ
い
て
だ
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ど
う
や
ら
オ
セ
と
ケ
ル

ロ
ス
に
つ
い
て
何
か
情
報
を

手
し
た
み
た
い
だ

 
紫
 

ま
ず
逃

た
先
を
追

た
結

だ
け
ど

念
な
が
ら

 
幻
想
郷
か
ら
逃

た
み
た
い

そ
れ
も
外
の
世
界
を

 

て
る
博
麗
大
結
界
に
は
何
の

跡
も
な
か

た
の

 
よ
ま
る
で
最

か
ら
そ
こ
に
い
な
か

た
か
の
よ
う

 
に

 
霊
夢

つ
ま
り
逃

ら
れ
た

て
事

 
紫
 

え

だ
け
ど

ら
く
な
話
に
な
る
け
ど
博
麗
大
結
界

 
に
何
の

跡
も
な
く
越
え
た

て
事
は

や

狛
み

 
た
い
な
空
間
を

る
者
が
い
そ
う

 
や
は
り
逃

ら
れ
て
し
ま

た
か

し
か
し
ち

と
し
た
事
か
ら
大
ま
か
な
者
ま
で

れ
る

と
は
流
石
と
言
い
た
い

 
理
 

る
程
な

 
紫
 

様
は

 
理
 

は
ケ
ル

ロ
ス
に
つ
い
て
だ
地
獄
の
方
に
手

で



 第３２６話 元の日常へ

 
問
い
た
だ
し
た
が
結

は
あ
り
え
な
い
と
の
事
だ

 
蓮
 

ど
う
い
う
事
で
す
か

 
理
 

内
容
に
よ
る
と
そ
の
日
は
ず

と
地
獄
の
門
に
い
た

 
ら
し
い
ん
だ

 
そ
れ
は

し
て
る

だ

て
あ
の
日
に
ケ
ル

ロ
ス
は
確
か
に
幻
想
郷
に
い
た
の
だ

ど
う

し
て
こ
ん
な

す
る
こ
と
が

 
理
 

し
て
る
と
思
う
だ
ろ

も
そ
れ
は
思
う
そ
れ
と

 
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
予

の
話
に
な
る
が
地
獄
の

 
神
に

達
が
出
し
た
手

は

た
に
は

た
が

 
そ
の
後

か
に

の
情
報
が
地
獄
の

神
に
流
れ

 
た
の
か
結

は
ご

の
通
り

て
感
じ
か

 
蓮
 

そ
ん
な

で
も
実

に

 
理
 

あ

ケ
ル

ロ
ス
は
こ
こ
に
は
い
た

だ
が
あ

ち

 
は
そ
ん
な

は
な
い
の
一

張
り
だ
よ

ら
く
地
獄

 
の
人
事

り
の

か
が

し
て
る
の
は
間

い



 第十八章 平和の日常へ

 
な
い
だ
ろ
う
な

 

て
ま
さ
か
オ
セ
達
の
仲
間
が
裏
で

を
引
い
て
い
る
か

ど
う
に
か
な
ら
な
い
の
だ
ろ

う
か

 
蓮
 

ど
う
に
か
な
ら
な
い
ん
で
す
か

 
理
 

も
ど
う
に
か
し
た
い
に
は
し
た
い
だ
が
こ
れ

上

 

が
首
を
突

込
む
と

魔

の
奴
等
が

て
な

 
く
て
な

た
だ
で
さ
え
知
ら
な
い
内
に

は
事
件
を

 
起
こ
し
ち
ま

て
る

だ
し
な
だ
か
ら

く
目
を
つ

 
け
ら
れ
だ
ろ
う
し
こ
の
状

で
下
手
に
行
動
す
れ
ば

 
旧
地
獄
が

え
る
事
に
な
る

れ
が
あ
る
そ
う
な
る

 
と
そ
こ
に
住
む
奴
等
が

に
迷
う
事
に
な
る

 
蓮
 

そ
ん
な

 
も
う
理
久
兎
だ
け
で
は
こ
の
問

は
ど
う
に
も
な
ら
な
い

て
事
か

 
理
 

お

く
ろ
か
ら
話
を
通
せ
ば
あ
る
い
は

だ
が
こ
の

 

に
お

く
ろ
を

き
込
み
た
く
な
い
こ
こ



 第３２６話 元の日常へ

 
最
近
は
世
話
に
な
り

な
し
だ
し
な

 
紫
 

た
も
の

 
霊
夢

が
ゆ
い
わ

 
霊
夢
の
言
う
通
り

い
こ
の
上
な
い

 
理
 

ま

た
く
だ

だ
が

は
こ
れ
か
ら
も
出
来
る
限
り

 
で

地
獄
の
方
に
は

ン
タ
ク
ト
は
と

て
み
る

 
そ
ん
で
も

て
裏
を

い
て
や
る
よ

友
人
そ
し
て

 

の
娘
に
ま
で
ち

か
い
を
出
し
た
ん
だ
タ

で

 
は

ま
さ
ん

じ
い
や
そ
れ

上
の

を

え

 
て
手
を
出
し
た
こ
と
を
後

さ
せ
て
や
る

 
一

だ

た
が
理
久
兎
か
ら
気

を
感
じ
近
く
に
い
た

り
の
者
達
は
一

ど
よ
め
い
た
が
す

ぐ
に
会
話
を
し
だ
し
た

 
紫
 

や
は
り

様
は
優
し
い
で
す

は

 
そ
ん
な

様
が
大

き
で
す
よ

は

 
理
 

よ
せ
や
い

ま

こ
こ
は
宴
会
の
場
だ
し
こ
ん
な
話



 第十八章 平和の日常へ

 
は
野

だ
な

も
う

 
蓮
 

え

と

で
よ
ろ
し
け
れ
ば

 
霊
夢

え

 
そ
う
し
て

分
達
は

い
思
い
を
し
な
が
ら
も
今
は
宴
会
を
楽
し
む
事
に

念
す
る
の
だ

た
 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す

 
神
楽

は
い

 
鈴

し
か
し
霊
夢
ち

ん
の

は
治
る
の

 
怠
惰

ま

生
ま
れ
て
か
ら
の

と
か
な
と
も
か
く
急
性

 
の

な
ら

然
と
治
る
と
思
う
よ

 
狗
神

う

 
怠
惰

で
も
人
間
や
君
達
も
面
白
い
よ

つ
の
修
羅

 
場
を
潜
り

け
る
と
共
に
ま
た

つ
と
強
く
な



 第３２６話 元の日常へ

 
て
い
く
し

 
狗
神

そ
う
か

小
僧
は
と
も
か
く

等
は
変
わ
ら
ん
だ

 
ろ

 
鈴

だ
よ

 
神
楽

い
え

さ
ん
は

⻑
な
さ

て
い

て
ま
す
よ
そ

 
の

で

な
ん
て

 
鈴

神
楽
ち

ん
だ

て

⻑
し
て
る
よ

 
狗
神

あ

 
神
楽

だ
と
良
い
の
で
す
が

 
怠
惰

は
い
は
い
君
達
そ
ろ
そ
ろ
時
間
も
あ
れ
だ
し
終
わ

 
る
よ

 
鈴

あ

は
い
は
い
そ
れ
じ

今
回
も
あ
り
が
と
う

 
狗
神

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
な

 
神
楽

そ
れ
で
は

者
様

 
怠
惰

ま
た



 第十八章 平和の日常へ

 
第
３
２
７
話
 
元
の
生
活

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

ル

ン
フ

ク
ト
リ

の
リ
メ
イ
ク

新

の

が
出
る
こ
と
を

知

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

そ
れ
を
聞
き
冬
頃
に

お
う
と
思

て
ま
し

た
が

近
く
に
は

う
事
に
な
り
そ
う
で
す

さ
て
で
は
こ
ん
な
話
も
あ
れ
な
の
で
本
編
へ
ど

う 
宴
会
が
終
わ
り
そ
し
て

分
達
は
あ
の
襲
撃
が
嘘
か
の
よ
う
な
の
ん
び
り
と
し
た
生
活
に
戻

て
い
た

 
蓮
 

平
和
だ

 
霊
夢

そ
う

 
寺
子
屋
の
バ
イ
ト
仕
事
も
終
わ
り
縁

に
座
り

と
な
り
つ
つ
あ
る
幻
想
郷
の
景
色
を

め
な

が
ら
お

を

み
気
づ
く

 
蓮
 

あ

だ



 第３２７話 元の生活

 
霊
夢

本
当

良
い
事
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
わ

 

と
は
縁
起
が
良
い
何
か
良
い
こ
と
が
あ
る
の
か
な
と
思
い
つ
つ
お

を

む

 
蓮
 

そ
う
い
え
ば
霊
夢

 
霊
夢

ん

 
蓮
 

狐

は
治

た
の

 
霊
夢

よ
あ
ん
な
呪
い
す
ぐ
に
治
キ

よ

ご
め
ん
今

 
の

れ
て

 
ど
う
や
ら
ま
だ
治
ら
な
い
み
た
い
だ

 
霊
夢

も
う
本
当
に
何
時
に
な

た
ら
こ
の
呪
い
は
治
る
の

 
よ

 
蓮
 

う

ん
呪
い
と
い
う
よ
り

に
な

て
る
よ

 
霊
夢

て

 
い
や
で
も
呪
い
よ
り
も
そ

ち
の
方
が
し

く
り
来
る
感
じ
が
す
る

そ
れ
に
呪
い

て
呪
い

の
後

は
そ
れ
ぐ
ら
い
だ
し
一
過
性
の

な
ら
ば
時
間
で
治
る

だ

 
霊
夢

人
前
に
出
て
こ
れ
じ

の
気

ち
が

た
な
い
わ



 第十八章 平和の日常へ

 
よ

 
蓮
 

そ
れ
じ

の
前
だ
と

 
霊
夢

え

そ
れ
は

言
わ
せ
な
い
で
よ

ず
か
し
い

 

を

く
し
て

イ

と

を
そ
ら
し
た

見
て
い
て

く
和
む
光
景
だ

 
蓮
 

本
当
に
戻

て
こ
れ
て
良
か

た

 
霊
夢

も

戻

て
こ
な
く
て
も

う
う
ん
そ
ん
な
事
は
な

 
い
わ

 
蓮
 

霊
夢

 
霊
夢

た
だ
何
で

く
戻

て
こ
な
か

た
の
か
理

を
来

 
こ
う
じ

な
い

 
蓮
 

え

 
あ
れ
何
か
急
に
空
気
が

た
く
な

た
気
が
す
る
の
は
気
の
せ
い
か
な

な
わ
け
な
い
か
霊
夢

は

笑

て
る
し

 
蓮
 

え

と

霊
夢
に
ボ

ボ

に
さ
れ
る
と
思

た

 

か
ら



 第３２７話 元の生活

 
霊
夢

そ
う

も

と

く
帰

て
き
て

し
か

た
け
ど

  

と

分
の

を
引

張
ら
れ
る

前
に
受
け
た
時
よ
り
も
今
回
は
結
構
キ
ツ
め
に
引

張
る
な

 
蓮
 

い
ひ

い

い
ひ

い

ご
ひ

ん

て
ば

 
霊
夢

バ
カ

 
引

張
る
の
を

め
る
と
霊
夢
は
お

を
す
す
る

元
に
帰
ら
な
か

た

分
が
悪
い
の
は
事

実
だ
し
今
回
ば
か
し
は
仕
方
な
い
か

 
蓮
 

ア
ハ
ハ

 
と

笑
い
を
し
て
い
る
と

む
ら
が

れ
だ
す

何
だ
と
思
い
念
の
た
め
に

し
て
い
る

と

む
ら
か
ら
目
玉
が
つ
い
た

が
出
て
き
た

 

 

ロ

ロ
バ

 
霊
夢

サ
ク

と
退
治
し
ま
し

う
か

 
立
ち
上
が
り

を
構
え
る
と

を
投

て

の
オ

ド
ア
イ
の
少
女
た
し
か

々

良
小

だ

た
か
が

き
な
が
ら

下
座
し
て
き
た



 第十八章 平和の日常へ

 
小

す
ん
ま
せ
ん
し
た

 
霊
夢

だ
が
許
さ
な
い

 
何
か
こ
ん
な
光
景
を
前
に
も
見
た
な
今
回
は
霊
夢
を

め
よ
う

 
小

ヒ

 
蓮
 

霊
夢

 
こ
れ
で
は

が
明
か
な
い
た
め
霊
夢
の
前
に
手
を
出
す
と
霊
夢
は

ス

と
し
た

情
を
し
て

縁

に
座
る

 
小

か

た
よ

 
霊
夢

そ
ん
で

あ
ん
た
は
何
し
に
来
た
の
よ

 
小

い
や
い
や

実
は
今
回
は
こ
の
話
を
し
よ
う
と

 
手
を
お

の

に
し
て

と
し
た

情
を
し
て
き
た

 
霊
夢

何
そ
の

は

 
小

い
え
い
え

実
は
蓮
さ
ん
の
刀
に
少
し
興

が
あ
り

 
ま
し
て
何
で
も
そ
の
刀
で
い
く
あ
ま
た
の
異
変
を
解

 
決
し
た
と
か



 第３２７話 元の生活

 
蓮
 

売
り
ま
せ
ん
よ

 
神
楽
は
売
る

に
は
い
か
な
い
た
め
言
う
と
小

は
首
を

に

り

 
小

い
え
い
え
滅
相
も
な
い
で
す

は

人
の
者
を
売

 
は
し
な
い
ん
で
す
よ

が

す
る
の
は
こ
れ
で
す

 
よ

 
そ
う
言
う
と
子

は

か
ら
⻑
い
針
を
出
し
て
き
た

あ
れ
あ
の
針

て

 
霊
夢

あ

そ
れ

の
針
だ

 
や

り
か

⻑
さ
的
に
あ
ん
な
⻑
い
針
を

て
い
る
の

て
霊
夢
ぐ
ら
い
し
か
い
な
い
し

な

し
か
し
何
で
ま
た
小

が

て
る
ん
だ

 
蓮
 

何
で
小

さ
ん
が
こ
れ
を

 
小

昔
に
体
に
刺
さ
れ
た
針
を
手

れ
し
た
か
ら

 
流
石
は
妖
怪
な
だ
け
あ

て
体
は

外
に
も

み
た
い
だ

そ
し
て
針
を
見
て

分
達
は
目

を

に
す
る

 
霊
夢

し
か
も

く

麗
に

か
れ
て
る

 
蓮
 

し

人
レ

ル
だ



 第十八章 平和の日常へ

 

く
く
ら
い
に

ン
と
真

ぐ
に
な

て
お
り

も

れ
て
い
る
の
か
光

を
放

て
光

い
て
い
た

 
小

達
一
つ
目
小
僧
は
こ
れ
で
も

 
も
得
意
な
ん
で
す

 
蓮
 

一
つ
目

て

 
い
や
小

さ
ん

て
一
つ
目
小
僧
だ

た
け

確
か

お
化
け
じ

な
か

た
け

 
霊
夢

そ
れ
に

も

て
言
う
け
ど
そ
れ

外
に
何
か
出

 
来
た

け

 
小

ま

ま

ま

そ
こ
は

い
て
お
い
て

で
も
仕
事

 
は

に
こ
な
す
の
は
事
実
で
す
よ

 
蓮
 

る
程

そ
れ
で
神
楽
と
ど
う
関
係
が

 
小

え

蓮
さ
ん
の
愛
刀
い
え
神
楽
を

と
も

が
手

 

れ
を
し
た
く
て
来
た
次
第
で
す

 

る
程
神
楽
の
手

れ
か

分
で
も
手

れ
は
出
来
る
に
は
出
来
る
が
本
格
的
な
手

れ

は
今
思
え
ば
出
来
て
な
い
よ
な

縁

か
ら
立
ち
上
が
り

室
へ
と
向
か
い
神
楽
を
手
に

り
戻



 第３２７話 元の生活

る 
蓮
 

ど
う
で
し

う
か

 
神
楽
を

刀
し
て
見
せ
る
と
小

は
オ

を

え
ら
れ
た
子

の
よ
う
に
目
を
キ
ラ
キ
ラ

さ
せ
た

 
小

す

い

ま
る
で

術
品

こ
ん
な
品
物
を
見
る

 
の
は
理
久
兎
さ
ん
の
包

来
だ

 
蓮
 

え

理
久
兎
さ
ん
と
も
面
識
が

 
小

え

バ
ザ

の

に
出
会
い
ま
し
て
包

の
手

れ

 
を
依
頼
し
て
き
た
ん
で
手

れ
し
た
ん
だ
よ

 
あ
の
理
久
兎
が
意
外
だ
な

し
か
し
包

と
神
楽
を
比
べ
ら
れ
る
の
は
こ
う
何
と
も
言
え
な
い

複

な
気

ち
に
な
る
な

 
蓮
 

ど
う
で
す
か

 
神
楽
の
刀

を
じ

く
り
と
小

は
観

す
る
と

 
小

う

ん
刃
こ

れ
は
無
し
だ
け
ど

れ

が
落
ち
て

 
き
て
る

け
れ
ど
こ
の
手

れ
か
ら
し
て
こ
ま
め
に



 第十八章 平和の日常へ

 
や

て
る

 
刀

を
見
た
だ
け
で
こ
ん
な
に
分
か
る
も
の
な
の
か

当
た

て
て

ク
リ
だ

す
る
と
刀

が
光

く
と
神
楽
が
出
て
き
た

 
小

う
お

ク
リ
し
た

て
わ
ち
き
が

ク

 
リ
し
た
ら

メ
じ

ん

 
と

ぶ
が
神
楽
は

を
開
き

 
神
楽

蓮
さ
ん

女
は
相
当
な
目
の

ち

み
た
い
で
す
よ

 
一

で
見

き
ま
し
た
し

 
蓮
 

み
た
い
だ

神
楽

神
楽
が
良
い
な
ら
だ
け
ど

 
神
楽

構
い
ま
せ
ん
よ

 
蓮
 

分
か

た

小

さ
ん
お
願
い
で
き
ま
す
か

 
小

う
ん

キ
に
か
か
れ
ば
格

に
良
い
物
に
す
る

 
事
を

す
る
よ

 
蓮
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
と

お

を
言

て
い
る
と



 第３２７話 元の生活

 
霊
夢

ち

と

を

き
に
話
を
進
め
な
い
で
頂

よ

 
も
針
の
手

れ
を
お
願
い
で
き
る

 
小

え

お
値

は
そ
れ
な
り
に

強
さ
せ
て
い

 
た
だ
き
ま
す
よ

 
そ
う
し
て
手

れ
ま
た
針
の
追

注

を
す
る
と
小

は
神
楽
と
霊
夢
の
針
を

に

め
て

中
に

負
う

 
小

そ
れ
じ

日
後
に

し
に
い
き
ま
す

 
霊
夢

よ
ろ
し
く

 
蓮
 

え

お
願
い
し
ま
す
神
楽
ま
た

日
後
に

 
と

言
う
と

の
中
か
ら
神
楽
が

だ
け
出
す
と

リ
と

笑
む

 
小

そ
れ
じ

待

て
て
下
さ
い

 
そ
う
し
て
小

は
帰

て
い

た

日
後
に
神
楽
が
ど
う
手

れ
さ
れ
る
の
か
楽
し
み
に

心
を

ら
せ
る
の
だ

た



 第十八章 平和の日常へ

 
怠
惰

て
な

で
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す

 
狗
神

神
楽
は
お
休
み

て
事
か

 
鈴

神
楽
ち

ん
が
い
な
い

て
事
は
そ
う
み
た
い
だ

  
怠
惰

ま

 
鈴

で
も
神
楽
ち

ん
が

カ

カ
に
な

て
た
ら
ど

 
う
な
る
の
か
な

 
狗
神

本

奴

り
な
所
が
あ
る
か
ら
そ
こ
が
少

 
し
は
治
る
ん
じ

な
い
か

こ
う

が
つ
い
た

 
と
か
で

 
怠
惰

は

は

は

ど
う
な
る
か
は
お
楽
し
み
に

 
鈴

い

み
の
あ
る
言
い
方

 
怠
惰

ま

ま

さ
て
と
そ
れ
じ

そ
ろ
そ
ろ
時
間
も

 
時
間
だ
し
今
回
は
こ
こ
ま
で
に
し
よ
う
か

 
鈴

だ

そ
れ
じ

者
様
ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
お



 第３２７話 元の生活

 
願
い

 
狗
神

そ
ん
じ

あ
な



 第十八章 平和の日常へ

 
第
３
２
８
話
 
革
命
者
の
隠
謀

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
久
々
に
幻
獣

約
が
や
り
た
く
な
り
や

て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で

す

ア

リ
を

れ
て
や

た
ら
過
去
の

タ
を
バ

ク
ア

し
て
な
か

た
の
か

タ
が
吹

飛
ん
で
い
て
シ

ク
で
し
た

ま

そ
れ
は
さ
て
お
き
で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど

う 
神
楽
を

け
て

日
が
経
過
す
る

そ
ん
な

日
間

分
は
そ
わ
そ
わ
し
て
い
た

 
蓮
 

神
楽
は
大

か
な

 
ま
だ

日
あ
る
が
あ
ま
り
に
も
帰

て
く
る
の
が
遅
い
と
感
じ
て
し
ま

て
落
ち
着
か
な
い

あ
る
意

で
刀
中

に
な

て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る

 
霊
夢

蓮
そ
わ
そ
わ
し
す
ぎ
よ

 
蓮
 

う
ん

そ
う
な
ん
だ
け
ど
さ

 
修
行
が

ら
な
い
た
め
仕
方
な
く

刀
で
こ
な
し
て
い
る
が
や
は
り
上
手
く
い
か
な
い
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蓮
 

 
シ

キ
ン

 
修
行
用
の
か
か
し
に
向
か

て

刀
し

り
つ
け
真

二
つ
に
す
る
と

 
霊
夢

 

大
に
お

を
吹
き
出
し
て
い
た

 
霊
夢

あ

あ
ん
た
そ
れ
ど
う
い
う
手
品

 
蓮
 

え

普
通
に
斬

た
だ
け
だ
よ

 
霊
夢

い
や
で
も
そ
れ

刀
よ

普
通
そ
ん
な

麗
に

 
斬
れ
な
い
わ
よ

 
ど
う
説
明
す
れ
ば
良
い
か

月
間
の
修
行
で
そ
れ
な
り
に
は

⻑
し
た

て
感
じ
は
す

る
の
だ
ろ
う
か

今
思
い
越
せ
ば
常
人
だ

た
ら
死
ぬ
よ
な

戦
神
と
祟
り
神
を
相
手
に
し
て

時
に
は
天
狗
の
⻑
の
天
魔
と
組
手
し
ま
た
は
仙
人
の

修
で

や

だ
と
か
を
相
手
に
し
た
り
そ

し
て
地
底
で
は
落
ち
た
ら

オ

バ

の
場
所
で
修
行
し
た
り
と
し
て
い
る
と
こ
の
ぐ
ら
い

出
来
る
よ
う
に
な
る
の
か
な

 
霊
夢

あ
ん
た
は
辻

り
み

ん
み

ん
侍
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蓮
 

々

妖
夢
さ
ん
に
失

だ
か
ら

そ
れ
に

 
そ
こ
ま
で
変
わ

て
も
な
い
よ

 
霊
夢

い
や
そ
れ
が
変
わ

て
な
い

て
言
う
な
ら
色
々
と

 
ず
れ
て
る
わ
よ

流
石
の
み

ん
侍
も

い
え
あ

 
れ
は
や
り
か

な
い
わ

 
確
か
に
妖
夢
な
ら
あ
り
得
な
く
は
な
い
か

分
妖
夢
だ

た
ら

刀
と
か
じ

な
く
て
も

布

き
い
や

り

と
か
で
も
出
来
そ
う
だ
よ
な

 
蓮
 

う
ん

定
は
で
き
な
い
よ

 
霊
夢

で
も
本
当
に

月
で
急

⻑
し
た
の

 
蓮
 

ア
ハ
ハ

 
ま

で
も
こ
れ
で
も
し
も
元
の
世
界
に
戻

た
ら
確
か
に
化
物
と
言
わ
れ
る
の
は
確
定
だ
ろ
う

な

で
も
元
の
世
界
に
化
物
か

奴
は
元
気
に
し
て
る
の
か
な

 
霊
夢

ど
う
し
た
の

 
蓮
 

ん

あ

元
の
世
界
の
友
達
は
元
気
か
な

て

 
昔
が

か
し
い
し
少
し

な
思
い
出
も
蘇
る
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霊
夢

え

確
か
あ
ん
た

ち
じ

な
か

た
け

 
蓮
 

う

ん
ま

そ
う
な
ん
だ
け
ど
霊
夢
で
言
う
と
そ
う

 
だ
な

魔
理
沙
か
な

 
霊
夢

魔
理
沙

 
蓮
 

う
ん

染
み

て
感
じ
か
な

 
霊
夢

ん
ど
ん
な
人
な
の

 
ど
ん
な
人

人
と
言
う
よ
り
化
物
み
た
い
と
い
う
か

い
て
は
い
た
け
ど

り
に
は
悪
い
友

達
が

か

た
よ
う
な
印

し
か
な
い
か
な

そ
れ
ら
を

し
く
と
は
言
え
な
い
が
分
か
り
や
す

く
言
え
ば

 
蓮
 

う

ん

を

手
に
バ
イ
ク
で

走
し
て
ひ

た

 
く
り
犯
と
か
を
ボ

ボ

に
し
て
た

 
霊
夢

を

 
や

り

く
よ
な

あ
れ
で
も
確
か
幻
想
郷
の

て

じ

な
く
て
昔
な
が
ら
の

の

だ

た
よ
な

念
の
た
め
に
聞
い
て
み
る
か

 
蓮
 

う
ん
あ

で
も
霊
夢
の
イ
メ

ジ
だ
と

の

を
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イ
メ

ジ
し
た
で
し

 
霊
夢

え

え

ま
さ
か

う
の

 
や

り
か

な
ら
そ
れ
な
り
に
教
え
た
方
が
良
い
か
な

 
蓮
 

う
ん
幻
想
郷
に
あ
る

て

だ
か
ら
イ
メ

ジ

 
つ
き
に
く
い
け
ど
外
の
世
界
の

ま

正
式
名

 
は

識

て
言
う
ん
だ
け
ど

 
霊
夢

え

え

 
蓮
 

も

と
分
か
り
や
す
く
言
え
ば

と
か
で
出
来
た
物

 
か
な

大
き
さ
は

た
ち
と

じ
ぐ
ら
い
の
大
き
さ

 
の
物
で
大
体

キ
ロ
ぐ
ら
い
の
を

手
に

て
感

 
じ
だ

た
よ

 
霊
夢

人
間
よ

そ
い
つ

 
蓮
 

分
人
間
の

 

分
な
話
で
人
間
だ

た

怪
力

リ
ラ
み
た
い
な

の

ち

だ

た
け
ど

 
蓮
 

ま

で
も
色
々
あ

て
絶

し
ち

た
ん
だ
け
ど
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結
局
は

る
こ
と
も
出
来
な
か

た
し

 
霊
夢

蓮
は
後

し
て
る

 
蓮
 

う
ん

く

だ
か
ら
幻
想
郷
に
来
て

く
し
て
決

 
心
し
た
ん
だ
も
う
後

す
る
よ
う
な
事
は
し
た
く
は

 
な
い

て
さ

 
霊
夢

そ
う

 
喧
嘩
し
た

分
と
そ
い
つ
は

い
が
再
起
不
能
近
く
に
な
る
ま
で
喧
嘩
し
て
ご
め
ん
の

一
言
も
言
え
ず
に
幻
想
郷
に
来
て
今
も
生
き
て
い
る
た
め
時
々
こ
う
し
て
後

し
て
し
ま
う

奴
は

分
み
た
い
に
小
さ
な
事
に
気
に
か
け
る
よ
う
な
奴
じ

な
い
か
ら
平
然
と
生
活
し
て

い
や
な
い
な

も
し
か
し
た
ら
今
頃
は

度
の
よ
う
に

で
厄
介
に
い
る
の
か
な

バ
イ
ク
の

無

許

転

高

反
そ
し
て
何
時
も
の
喧
嘩
と
か
で
厄
介
に
な

て
そ
う

 
霊
夢

蓮

 
蓮
 

あ

う
ん

は
大

だ
か
ら

 
霊
夢

で
も
蓮
も
変
わ
り
者
だ
け
ど

り
に
い
る
の
も
変
わ

 
り
者
よ
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蓮
 

そ
れ
を
言

た
ら
霊
夢
も

ま
れ
る
よ

 
霊
夢

が
変
わ
り
者
よ

変
わ
り
者
は
魔
理
沙
と

 
ま
た
は
貴
方
の
そ
の
友
人
で

分
で
し

 
そ
れ
は

人
に

く
失

な
気
が
す
る
の
は
気
の
せ
い
だ
ろ
う
か

と
い
う
か
霊
夢
も

分

変
わ
り
者
の

な
気
が
す
る

 
霊
夢

ち

と
今
も

が
変
わ
り
者

て
思

た
で
し

 
う

 
蓮
 

ア
ハ
ハ
で
も
合

て
な
い

呪
い
に
か
か

て
た
り

 
と
か

 
霊
夢

ん

も
う
治

キ

よ

も
う

貴
方
が

 
そ
ん
な
事
を
言
う
か
ら
ま
た

り
返
し
た
じ

な
い

 
ど
う
キ

て
く
れ
る
の
よ

 
蓮
 

ご
め
ん

て

 
こ
れ
は
流
石
に
悪
い
こ
と
を
し
た

確
か
に
さ

き
ま
で

が
出
て
い
な
か

た
が

分
の
一

言
で
ま
た

り
返
し
た
み
た
い
だ
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霊
夢

巫
女
と
し
て
情
け
な
い
わ

 
シ

ボ

ン
と
霊
夢
は
落
ち
込
み
だ
し
た

分
と
の
喧
嘩
が
原
因
で
こ
ん
な
呪
い
を
受
け
る

事
と
な

た
ん
だ

そ
れ
な
ら

分
に
だ

て

が
あ
る

元
気

け
な
い
と

 
蓮
 

う

ん

は
そ
う
思
わ
な
い
よ

あ
る
意

で
可
愛

 
い
と
思
う
け
ど
な

 
霊
夢

も

も
う
蓮

た
ら

 
蓮
 

ア
ハ
ハ

 
何
と
か
元
気
に
な

て
く
れ
て
良
か

た

そ
し
て
霊
夢
が

を

く
し
て

れ
て
い
る

を

見
て
心
の
中
で

め
て
決
心
し
た

霊
夢
を

か
せ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
と

そ
し
て

い

の

ら
な
い
行
動
を
し
て
い
こ
う
と

 
霊
夢

蓮
そ
の
修
行
に

が

ら
な
い
の
よ

 
蓮
 

ま

そ
う
だ

 
霊
夢

な
ら
今
日
は
折

だ
し
出

け
な
い

お

も
ま
だ

 
だ
し

 
蓮
 

そ
う
だ

う
ん
そ
う
し
よ
う
か
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こ
れ

上
は
や

て
も

ら
く

分
の

に
は
な
ら
な
い
の
は
明
確
だ

そ
れ
な
ら
ば
明
日
に

帰

て
く
る
で
あ
ろ
う
神
楽
を
手
に
と

て
心

り
な
く
修
行
し
な
い
と

 
霊
夢

な
ら
準
備
す
る
わ

 
蓮
 

う
ん
楽
し
み
だ
な

 
そ
う
し
て
霊
夢
の
準
備
が
終
え
て

分
達
は
人
里
へ
と
向
か
う
の
だ

た

そ
し
て
と
あ
る
別

の
場
所
で
は

 
小

お

お
願
い
商
品
に
だ
け
は

 
ボ
ロ
ボ
ロ
と
な
り
倒
れ
る
小

は

分
を
倒
し
た
者
を
見
る

そ
の
者
は
小

を
見
て
ケ
ラ
ケ

ラ
笑
う

 

 

は
い
は
い

女
ち

ん
は

て
な

 
小

ぐ

 
力

き
気
絶
し
た
小

を
確
認
す
る
と
そ
の
者
は
小

の
仕
事
場
を
物
色
し
始
め
る

 

 

商
品

て
⻑
い
針
に

刀
か

 
そ
の
者
は
刀
を

か
ら
引
き

い
た
そ
の

間

体
の
⻤
に

り

ま
れ
る

 

 

へ

妖
刀
か

な

話
は
通
じ
る
か
い
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と

言
う
と
妖
刀
で
あ
る
神
楽
は

を
現
し
そ
の
者
を

み

け
る

 
神
楽

通
じ
ま
す
が

に

れ
な
い
で
く
れ
ま
せ
ん
か

 

 

お

良
い

に
対
し
て
の
そ
の
反

精
神
に
感

 
動
し
た
よ

な

お
前
さ
ん

達
と
こ
の
幻
想
郷
に

 
革
命
を
起
こ
さ
な
い
か

 
神
楽

託
は
終
わ
り
で
す
か

 

体
の
悪
⻤
達
を
動
か
し

々
に
と
そ
の
者
へ
と

め

ら
せ
る

 

 

ま

ま

そ
う
言
う
な

て

達
に

力
す
る
な

 
ら
そ
れ
な
り
の
力
が
手
に

る

 
神
楽

 
そ
の
者
は

タ
リ
と
笑
い
な
が
ら
神
楽
に
問
い
か
け
た
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す

 
狗
神

何
だ
こ
の
話
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怠
惰

怠
惰
さ
ん
迷
走
シ
リ

 
鈴

何
そ
れ

 
怠
惰

と
い
う
の
は
ま

で

話
ぐ
ら
い

み
た
く
て

 

ん
だ

よ

 
狗
神

う

 
怠
惰

あ

も
う

し
て
る
と
思
う
け
ど
次
回
は
つ
い
に
あ

 
の

ス
ロ
リ
が
登
場
す
る
章
に
な
る
よ

 
鈴

そ
れ

そ
れ
も
東
方
の

キ

ラ

 
怠
惰

ま

そ
の
キ

ラ
の
愛

て
感
じ

 
狗
神

 
怠
惰

て
な

で
次
回
も
よ
ろ
し
く

 
鈴

え

も
う
終
わ
り

 
怠
惰

時
間
も
時
間
だ
か
ら

 
狗
神

ま

仕
方

か
そ
ん
じ

あ
な

者
様

 
鈴

え

と
ま
た



 第３２９話 動き出す物と者

 
第
３
２
９
話
 
動
き
出
す
物
と
者

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
い
き
な
り
の

さ
で
朝

ク
リ
し
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

布

か
ら
出
た
ら

と
言

て
し
ま
い
ま
し
た

こ
う
な
る
と
風
邪
引
い
た
り
と
す
る
か
ら
勘

し
て
欲
し
い
ん
で
す
け
ど

さ
て
で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 
翌
日

現

分
達
は
目
を

に
す
る
出
来
事
が
目
の
前
で
起
こ

て
い
た

 
蓮
 

霊
夢

 
霊
夢

何
よ

 
蓮
 

こ
れ
ど
ん
な
状
況

 
霊
夢

知
ら
な
い
わ
よ

 

分
達
の
目
の
前
で
は
あ
り
え
な
い
事
が
起
こ

て
い
た

そ
れ
は
何
か
と
言
う
と
ど
う
言

に
す
れ
ば
い
い
の
か

 
蓮
 

お

い
棒

て
動
く
ん
だ

け

し
か
も
あ
ん
な
に
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活
発
的
に

 
霊
夢

の
記
憶
が
正
し
い
と
動
か
な
い
わ

 
だ
よ

や

り
動
か
な
い
よ

現

分
達
の
目
の
前
で
は
霊
夢
の
所

す
る
お

い

棒
が

ン

ン

て

ぶ

て
い
た

 
霊
夢

で
も

手
に
動
く
な
ら
妖
怪
退
治
と
か
も
や

て
く

 
れ
そ
う
だ
か
ら
楽
よ

 
蓮
 

そ
ん
な
楽
観
的
な

流
石
に
こ
れ
は

 
霊
夢

分
か

た
わ
よ
ま

蓮
の
言
い
分
に
も
一
理
あ
る
し

 

ま
え
る
し
か
な
い
わ
よ

 
そ
う
言
い
霊
夢
は

ン

ン

る
お

い
棒
を

む
と

く
立
ち

ま

た

 
蓮
 

れ

霊
夢

 

て
立
ち

く
す
霊
夢
を
呼
び

け
る
と
霊
夢
は

方
を
向
き

リ
と

笑
ん
だ

 
霊
夢

蓮
こ
れ
は
異
変

 
蓮
 

え

あ

う
ん
み
た
い

な
の
か
な

 
霊
夢

そ
う
よ

こ
う
し
ち

い
ら
れ
な
い
わ

さ

さ
と
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異
変
解
決

妖
怪
の
血
祭
り
よ

 
蓮
 

 
何
を
言
い
出
す
か
と
思

た
ら
妖
怪
血
祭
り

て
物
騒
に
も

ど
が
あ
る

 
蓮
 

な

何
を
言
い
出
す
か
と
思

た
ら
急
に
ど
う
し
た

 
の
霊
夢

 
霊
夢

無
性
に
妖
怪
退
治
し
た
く
て
う
ず
う
ず
し
て
る
の
よ

 

は
行
く
わ

 
蓮
 

え

ち

と
霊
夢

 
何
か
に

え
だ
し
て
霊
夢
は
空
高
く
飛
ぶ
と
何
処
か
へ
と
飛
ん
で
い

た

突
然
の
事
す
ぎ
て

然
と
立
ち

く
し

 
蓮
 

は

 
よ
う
や
く

に
返

た

何
が
ど
う
し
て
こ
う
な

た
ん
だ

霊
夢
が

手
に

ン

ン

と

る
お

い
棒
を

ん
だ
そ
の

間
か
ら
突
然

変
し
た

そ
う
な
る
と

ん
だ
お

い
棒

が
原
因
と
い
う
の
は
容

に
分
か

た

 
蓮
 

待
て
よ
妖
怪
血
祭
り

て
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な
イ
メ

ジ
が

に

き
出
て
く
る

こ
の
ま
ま
で
は
霊
夢
が
無
闇
に
無

な
妖
怪
達
を
無

悲
に
血
祭
り
に
あ

て
い
く
様
が
容

に
想

で
き
て

い

 
蓮
 

な

何
と
か
し
な
い
と

 
だ
が
気
づ
く

め
る
た
め
の
手

の

つ
で
あ
る
神
楽
が
な
い
事
に
今
日
の
こ
の
時
間

ぐ
ら
い
に
霊
夢
が
発
注
し
た

物
と
一

に

く

だ
が
ど
う
な

て
い
る
の
だ
ろ
う
か

そ
ん

な
事
を
思

て
い
る
と

む
ら
か
ら
見
た
こ
と
の
あ
る
者
が
出
て
き
た

 
蓮
 

小

さ
ん

 
そ
れ
は
神
楽
を
手

れ
さ
せ
る
た
め
に

け
た
小

だ

た

だ
が
小

は

か
な
い

を
し

て
近
づ
い
て
く
る

 
小

蓮
さ
ん

わ
ち
き

グ
ス

う

ん

 
蓮
 

う

 
何
か
突
然

き
出
し
ん
だ
け
ど

何
が
あ

た
ん
だ
ま
さ
か

も

い
て
く
れ
な
い
か
ら
空

が
悲
し
く
て

い
て
い
る
の
か

 
蓮
 

え

と
わ

い
た

 
小

ご
め
ん
よ

本
当
に
ご
め
ん
よ
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蓮
 

え

 
何
で

り
だ
し
て
る
の

そ
れ
よ
り
も
小

の
近
く
に
は

け
た

の

分
の
愛
刀
神
楽
が
見

え
な
い
ん
だ
け
ど

 
蓮
 

え

と
小

さ
ん
何
が
あ

た
ん
で
す
か

 
小

ヒ

グ

蓮
さ
ん
の
刀
が

ま
れ
た

 
蓮
 

え

 
一

だ

た
が
ま
た
思
考
が
死
ん
だ

だ
が
す
ぐ
に
復
帰
し
て
小

の
一
言
で
シ

ク
を
受

け
た

ま
さ
か
神
楽
が

ま
れ
る
だ
な
ん
て
一
体
な
に
が
ど
う
な

て
い
る
ん
だ

 
蓮
 

ど
う
し
て
ま
た

 
小

昨
日

手

れ
が
終
わ

て
後
は

め
る
だ
け
だ

 
た
ん
だ
け
ど
見
た
こ
と
の
な
い
妖
怪
が
や

て
来
て

 
霊
夢
さ
ん
の
針
は

ま
れ
な
か

た
け
ど
蓮
さ
ん
の

 
神
楽
が

あ
ち
き
も

死
に

戦
し
た
け
ど

て
な

 
く
て
そ
れ
で

 
ま
た
小

は

き
そ
う
に
な

て
い
る
の
か
目
に

を

か
べ
る

小

の

を
優
し
く

き
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首
を

に

る

 
蓮
 

小

さ
ん
気
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
そ
れ
で

ま
れ

 
た

て
言
い
ま
し
た
が
犯
人
は

だ
か
分
か
り
ま
す

 
か

 
小

う
う
ん

た
だ
特

は
覚
え
て
る

 
蓮
 

ど
ん
な
特

で
す
か

 
小

⻑
は
あ
ち
き
と

じ
ぐ
ら
い
で

に
小
さ
な

が

 
生
え
て
て
そ
れ
で

く
人
相
も
悪
く
て
性
格
も
ひ

 
く
れ
て
る
女
だ

た
よ

 
嘘
を
つ
い
て
い
る
よ
う
な
感
じ
は
し
な
い

し
か
し
そ
ん
な
奴
が
い
た
と
は

き
だ

数
年

間

幻
想
郷
で

ら
し
て
き
た
が
そ
ん
な
女
は
見
た
こ
と
が
な
い
な

 
小

そ
れ
に

昨
日
か
ら
妖
怪
達
が
変
な
ん
だ
よ

 
蓮
 

変

 
小

う
ん

普

よ
り
も
感
情
が

発
し
て
い
る
の
か

 
色
々
な
所
で
大

れ
し
て
て
そ
れ
に
わ
ち
き
も
そ
の
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れ
た
い
と
言
う
感
覚
が
あ

て

 
血
の
気
が

く
な

て
き
て
い
る
と
い
う
事
か

先
程
の
霊
夢
の

変
と
い
い
ど
う
や
ら
本
当

に
異
変
が
起
き
て
い
る
み
た
い
だ

 
小

あ

そ
れ
と

蓮
さ
ん

 
蓮
 

ど
う
し
た
の

 
小

さ

き
の
ひ

く
れ
て
る
女
が
あ
る
事
を
言

て
い

 
た
ん
だ
よ

 
蓮
 

あ
る
こ
と

 
小

う
ん

者
が

し
む
時
代
は
終
わ
る
革
命
の
時
は

 
来
た

て

 
革
命
そ
れ
に

者

て
ど
う
い
う
意

な
ん
だ

だ
が
異
変
が
起
き
て
い
る
と
い
う
の
に
は
変

わ
り
は
な
い
だ
ろ
う

神
楽
を

ん
だ

ス
女
の
特

と
し
て
先
程
の
特

や
今
の

を
覚
え

て
お
い
て
も
良
い
か
も
し
れ
な
い

 
蓮
 

意

は
分
か
り
ま
せ
ん
が
分
か
り
ま
し
た
小

さ
ん

 
は
念
の
た
め
に
に
も
命
蓮
寺
の
方
に

し
て
い
て
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下
さ
い
実
は
霊
夢
も
突
然

変
し
て
普

よ
り
も
狂

 

に
な

て
い
ま
す
か
ら
も
し
出
会

た
ら

 
小

ひ

 
霊
夢
に
よ

て
ボ

ボ

に
さ
れ
た
記
憶
が
蘇

た
の
だ
ろ
う

小

は

を

く
す
る

 
蓮
 

な
の
で

の
た
め
に
も
命
蓮
寺
に
行
く
こ
と
を
お

 
す
す
め
し
ま
す
よ

 
命
蓮
寺
な
ら
安
心
で
き
る

い
や
で
も
そ
れ

て

対
宗
教
に

者
を
売

て

々
そ
ん
な
事

は
思

ち

メ
だ

首
を

に

り
変
な

念
を
追
い
出
す

 
小

わ

分
か

た
よ

 
蓮
 

そ
れ
と
そ
の
犯
人
は
見
つ
け
て
ボ

ボ

に
し
ま
す

 
だ
か
ら
小

さ
ん
は
気
に
や
ま
な
い
で
下
さ
い

 
小

蓮
さ
ん

 

分
の

感
が

く
の
だ

今
現

で
起
き
て
い
る
こ
の
異
変
に
そ
の

ス
女
は
関
わ

て
い

る
だ
ろ
う
と

だ
か
ら
因

的
に
神
楽
と
は
ど
こ
か
で
出
会
え
そ
う
な
気
が
す
る
の
だ

 
蓮
 

さ

く
命
蓮
寺
に
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小

う

う
ん
そ
れ
と
あ
り
が
と
う

 
そ
う
言
い
小

は
そ
そ
く
さ
と
去

て
い

た

そ
し
て

人
と
な
り
博
麗
神
社
は

に

包
ま
れ
た

 
蓮
 

狗
神

鈴

 

体
の
式
神
を

す
る
と

体
は
不

な

を
し
て
い
た

 
狗
神

小
僧
そ
の

ス
女
を

す
ん
だ
よ
な

 
蓮
 

う
ん

 

分
が

い
な
者
と
し
て
は

人
の
事
を
考
え
な
い
で

が

に

る
舞
う

中
心
的
な

奴
が
こ
の
世
で
一
番
大

い
だ

 
鈴

で
も
何
で
神
楽
ち

ん
が

神
楽
ち

ん
な
ら

 
す
る
と
思
う
ん
だ
け
ど
な

 
蓮
 

そ
れ
は

問
に
思
う
け
ど

も
分
か
ら
な
い
か
な

 
並
み
の
刀
と
か
な
い
ざ
知
ら
ず
神
楽
は
実
体
化
で
き
る
し
実
力
も
あ
る
な
ら
ば
何

に

ま
れ

る
事
と
な

た
の
か

そ
こ
は

問
だ

だ
が

分
の
や
る
べ
き
事
は
決
ま

て
い
る

用

の

刀
を

ち

に

す
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蓮
 

人
共
神
楽
を

り
戻
す
た
め
に
力
を
貸
し
て

 
鈴

う
ん

 
狗
神

あ

 
そ
う
言
い

体
は
式
神

に
戻
る

式
神

を

ケ

ト
に

れ
気
を
引
き

め
る

 
蓮
 

待

て
て

神
楽

 
そ
う
し
て

分
も
異
変
解
決
に
み
を
の
り
だ
し
た
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す
そ
し
て
つ
い
に

 
始
ま
り
ま
し
た

キ

キ
神
楽
見
つ
け
よ
う
大
会

 
そ
の

戦
者
で
あ
る
蓮
く
ん
は

た
し
て

分
の

 
愛
刀
を

り
戻
せ
る
の
か

 
狗
神

何
だ
そ
の
下
手
く
そ
な
ア
フ
レ

 
鈴

う
ん
何
そ
れ

 
怠
惰

何
と
な
く
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狗
神

お
い
お
い

 
怠
惰

ま

ま

た
し
て
何

神
楽
ち

ん
は
蓮
の

 
元
を

れ
た
の
か
ま
た
幻
想
郷
で
は
何
が
起
き
て

 
い
る
の
か

 
鈴

原

を
知

て
る
な
ら
最
後
の
方
は
意

な
く
な

 
い

 
狗
神

だ
な

 
怠
惰

も
う
そ
う
や

て

ば

か
り

る
ん
だ
か

 
ら

あ

そ
れ
と
言

て
お
く

こ
の
章
は
普

 
よ
り
も

の
性
格
が
壊
れ
て
る
か
ら
注
意

 
狗
神

う

 
怠
惰

ど
ん
な
感
じ
な
の
か
は
次
回
を
待
て

て
感
じ
で

 
今
回
は
こ
こ
ま
で
で

 
鈴

何
か
強
引
な
気
が
ま

良
い
か

 
狗
神

や
れ
や
れ

ま

次
回
も
よ
ろ
し
く
な
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怠
惰

で
は
サ
ラ

バ



 第３３０話 霧の湖に行けば

 
第
３
３
０
話
 
霧
の
湖
に
行
け
ば

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
遊
戯
王
の
リ
ア
ル
を
や

て
み
よ
う
か
な

何
て
思

て
い
た
り
し
て

い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

に
は
出
て
こ
な
い
け
ど
使
い
た
い
と
い
う
カ

ド
が

い

た
め
無
性
に
や
り
た
く
な

て
き
て
し
ま

て
い
ま
す

お

と
失

し
ま
し
た

で
は
そ
ろ
そ

ろ
本
編
へ
ど
う

 

ま
れ
て
し
ま

た
神
楽
そ
し
て
今
起
こ

て
い
る
異
変
そ
れ
ら
を
解
決
す
る
た
め
に

分

と
式
達
は
動
き
出
し
た

 
蓮
 

何
処
に
向
か
お
う
か

 
ま
ず
は
何
処
に
行
く
べ
き
か

ぶ

ち

け
た
話
で
霊
夢
が
い
て
く
れ
た
ら
本
当
は
良
い
ん
だ

が
な

霊
夢
の
勘
は

い
確

で
的
中
す
る

そ
の
た
め
す
ぐ
に
神
楽
が
見
つ
か
る
確

だ

て
あ

た
だ
ろ
う
が
突
然
の

変
で
い
な
く
な
る
し
で
ど
う
す
る
べ
き
か

 
蓮
 

う

ん
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そ
ん
な
事
を
考
え
て
い
る
と

分
は
い
つ
の
間
に
か
紅
魔
館
の
近
く
に
あ
る
霧
の
湖
の
方
面
ま

で
や

て
来
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
く

 
蓮
 

無
意
識

て

い

 
無
意
識
だ

た
が
風
の

く
ま
ま
気
の
向
く
ま
ま
と
は
良
く
い

た
も
の
だ

こ
れ
が
外
界

だ

た
ら
す
ぐ
に
事

て
い
た
か
も
し
れ
な
い
よ
な

 
蓮
 

気

が
す
る

 
普
通
な
ら
妖
精
達
の
遊
び
場
と
な

て
い
る
こ
の
湖
に
は
色
々
な
妖
精
達
が
い
る
が
今
日
は
妖

精
達
の
気

が
感
じ
ら
れ
な
い

ろ

体
の
妖
怪
の
気

が
強
い

何
処
に
と
思

て
い
る

と

分
の
今
の
い
る
真
下
か
ら
そ
の
気

が
す
る

 
蓮
 

 
す
ぐ
に
そ
の
場
を

れ
る
と

分
の
い
た

に

が
上
が
る

 
蓮
 

に
し
て
は

手
で
す

 
と

言
う
と

が

え
代
わ
り
に

人
の
女
性
が
飛
ん
で
い
た

そ
れ
は
外
の
世
界
な
ど

で
は
良
く

に
し

だ
と
か
で
見
た
事
の
あ
る
人

が
そ
こ
に
い
た
の
だ

 

 

あ
ら

貴
方
は
確
か
博
麗
の
神

武
士
さ
ん
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蓮
 

え

と
貴
女
は

 
わ
か

は
わ
か
さ
ぎ
姫
と
い
う
者
で
す

し
か
し
貴
方
が

 
こ
こ
に
い
る
と
言
う
こ
と
は
つ
ま
り
は
こ
う
い
う
事

 
で
す
わ
よ

 
そ
う
言
い
て
を

る
と

分
の
真
下
か
ら
音
が

く

す
ぐ
さ
ま
回

す
る
と
ま
た

が

上
が

た

ど
う
や
ら
相
手
を
す
る
気
が
あ
る
み
た
い
だ

す
る
と

に

す

刀
に
目
を
や

た
の
か
わ
か
さ
ぎ
姫
は
首
を
か
し

た

 
わ
か

あ
ら

確
か
神

武
士
は

色
に
光
る
刀
を
使
う
と

 
聞
い
て
は
い
ま
し
た
が
貴
方
は

物

 
蓮
 

ま

ち

と
色
々
と
都
合
が
あ
る
ん
で
す
よ

 

刀
し
斬
撃
波
を
飛
ば
す
と
わ
か
さ
ぎ
姫
は
ギ
リ
ギ
リ
で

撃
を

け
る

 
わ
か

あ

危
な
い

 
見
た
感
じ
か
ら
ど
う
や
ら
戦
闘

れ
し
て
な
い
み
た
い
だ

な
ら
ば
こ
こ
で
時
間
を

け
る

に
も
い
か
な
い
た
め
一
気
に

を
つ
け
る
か

 
蓮
 

す
ぐ
に
去
る
な
ら
見
逃
し
ま
す
が
ど
う
し
ま
す
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わ
か

め
ら
れ
た
も
の

本
物
な
ら
い
ざ
知
れ
ず

物
が

 
そ
ん
な

し
を
言

て
も
通
用
す
る
と
で
も

 
無
数
の
妖
力
弾
を

分
へ
と
放

て
く
る

斬
撃
波
動
を
放
ち
妖
力
弾
を
全
て
相
殺
す
る

 
わ
か

く

こ
う
な

た
ら

 
そ
う
言
う
と
わ
か
さ
ぎ
姫
は

を
高
々
に

 
わ
か

鱗

 
逆
鱗
の
大

波

 
と

え
て
無
数
の
鱗

の
妖
力
弾
を
放
ち
弾
幕
を

開
し
た

 
わ
か

物
の

に
こ
ん
な
に
強
い
な
ん
て

 

物

て

分
は
本
物
の

な
ん
だ
け
ど
ま

良
い
か

そ
ん
な
に
言
う
な
ら
一

で
決
め
よ

う
か

刀
を

に

し
て
構
え
る

そ
し
て
わ
か
さ
ぎ
姫
の
弾
幕
を
回

し
な
が
ら
一
気
に
間

合
い
を

め
よ
る

 
わ
か

 
蓮
 

す
み
ま
せ
ん
が
少
し

て
い
て
下
さ
い

 

刀
に
霊
力
を
纏
わ
せ

刀
し
光
の

跡
が

る

度
で
一
気
に
斬
り
上

る

 

ン
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弾
し
わ
か
さ
ぎ
姫
は
目
を
回
し
な
が
ら
湖
へ
と
落
ち
て
い

た

 
蓮
 

や

り

に
血
の
気
が

い

 
小

が
言

て
い
た
が
妖
怪
達
が

れ
て
い
る
の
は
ど
う
や
ら
本
当
み
た
い
だ

現
に
こ
う
し

て
見

な
く

負
を

ん
で
る

だ
し

 
蓮
 

や
れ
や
れ

 

刀
を

に

す
と

と
何
処
か
ら
か
ま
た
気

を
感
じ
る

今
度
は
何
だ
ろ
う
と
思

て
い

る
と
突
然

分
の

り
に
無
数
の

イ
フ
が
現
れ

分
に
向
か

て
襲
い
か
か

て
く
る

 
蓮
 

 

刀
し

く

イ
フ
を

き
落
と
し

イ
フ
の

本
を
手
に

り
見
て
み
る
と
そ
れ
は
見

覚
え
の
あ
る
咲
夜
の

イ
フ
だ

 
蓮
 

咲
夜
さ
ん
こ
れ
は
ど
う
い
う
真

で
す
か

 
と

を
張
り
上

て
言
う
と
霧
の
中
か
ら
咲
夜
が
気

ち
悪
い
笑

で
出
て
く
る

 
咲
夜

こ
ん
に
ち
は
蓮
さ
ん

 
蓮
 

 
咲
夜

あ

し

あ
り
ま
せ
ん

イ
フ
を
出
し
た
理
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で
す
が
少
し
試
し
て
み
た
く
て

 
蓮
 

試
す

て

あ
れ

 

し
い
光
景
を
目
に
す
る

そ
れ
は
咲
夜
の

手
に
は

イ
フ
よ
り
も
⻑
い

が

ら
れ
て
い

る
の
だ

 
咲
夜

折

こ
れ
を
手
に

れ
た
ん
で
す
も
の
少
し

 

れ
た
く
て

 
明
ら
か
に
正
気
の
沙

な
ん
か
じ

な
い

普

の
咲
夜
か
ら
は
感
じ
な
い
危
険
な
匂
い
が
す

る

何
て
言
う
か
紅
霧
異
変
ぐ
ら
い
の
咲
夜
に
戻

て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る

 
蓮
 

正
気
で
言

て
ま
す

 
咲
夜

え

て
正
気
で
す
わ
こ
の

に
い
る

妖
精

 
達
じ

試
し
斬
り
に
も
な
ら
な
く
て
ど
う
し
よ
う
か

 
と
思

て
ま
し
て
そ
し
た
ら

度
良
い
所
に

 
何
か
咲
夜
さ
ん
が
妖
夢
化
し
て
る
気
が
す
る
の
は
気
の
せ
い
だ
ろ
う
か

い
や
気
の
せ
い
じ

な
い
よ

こ
れ

に
⻄

の
妖
夢
だ
よ

 
咲
夜

あ
ら

貴
方
そ
ん
な

刀
で
良
い
の



 第３３０話 霧の湖に行けば

 
蓮
 

色
々
と
あ
り
ま
し
て

神
楽
は
絶

家
出
中
な
ん
で

 
す
よ

 
咲
夜

あ
ら
あ
ら
そ
れ
で
し
た
ら

が

て
し
ま
い
ま
す

 
が
よ
ろ
し
い
の
で
す
か

 

て
る
と
言
う
と
は
相
当
な

が
あ
る
み
た
い
だ

普

の
咲
夜
な
ら
あ
り
得
な
い

に

す
る

だ
が
咲
夜
は
今
の

分
を

く
見
て
い
る
と
い
え
の
が
良
く
わ
か

た

 
蓮
 

咲
夜
さ
ん
今
の
そ
の
発
言
は
慢
心
が
事

の
元
と
言

 
う
の
を
知

て
い
て
の
発
言
で
す
か

 
咲
夜

慢
心

う
わ
今
日
は
心

る
の
よ
試
し

り
が
し

 
た
く
て
し
た
く
て
仕
方
な
い
の
よ

 
蓮
 

そ
う
で
す
か

な
ら

け
と
い
き
ま
せ
ん
か

 
咲
夜

あ
ら
玲
音
み
た
い
な
事
を
言
う
の

内
容
は

 
蓮
 

が

た
ら
そ
の

は
回

し
ま
す

 
あ
の

を

た
せ
て
お
く
の
は
危
険
と
判
断
し
た

だ
か
ら
こ
そ
あ
の

は
回

し
て
何
処
か

に

て
て
お
こ
う
と
思

た
の
だ
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咲
夜

良
い
わ
な
ら

が

た
ら
そ
う
で
す

く
の

 
間
お

様
の
元
で

い
て
も
ら
い
ま
し

う
か

 
蓮
 

良
い
で
す
よ
そ
れ
で

 
負
け
る
気
な
ん
て
更
々
な
い

危
険
は
で
き
る
限
り
で
何
と
か
し
て
い
き
な
が
ら
神
楽
を
見
つ

け
な
い
と
い
け
な
い

そ
の
た
め
に
も
こ
こ
で
負
け
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
だ

刀
を
構
え

る
と
咲
夜
も

来
を
構
え
る

 
蓮
 

い
ざ

常
に

 
咲
夜

負

 
そ
う
し
て
霧
の
湖
で
の
戦
い
が
始
ま

た
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す

 
狗
神

お
い
お
い

士
で
の
ぶ
つ
か
り
合
い
か
よ

 
鈴

し
か
も
血
の
気
が

い
よ
う
で

 
怠
惰

ま

こ
の
異
変

て
原

で
も

達
は
あ
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る
意

で

走
し
つ
つ
異
変
解
決
し
た
か
ら

 
鈴

で
も
普
通
で
考
え
る
と

刀
と

て

て
な
い

 
よ

 
狗
神

ン

ン
負
け
る
ん
じ

か

 
怠
惰

ま

ら
何
処

の
銀

天
パ
侍
し
か
り

を

 

刀
で

り

ん
だ
ス
ケ
バ
ン
し
か
り
そ
う
い

 
た

外
な

中
も
い
る
か
ら

分
行
け
る
だ
ろ
理

 

が
リ
ア
ル
怠
惰
に
は
あ
る
ん
だ
よ

 
鈴

そ
れ
全

ジ

じ

ん

 
狗
神

し
か
も

か
し
い

品
ま
で
あ
り
や
が
る

 
怠
惰

怠
惰
さ
ん
的
に
は
小

生
か
ら
中

時
代

り
で

 

載
さ
れ
て
い
た

品
が

き
だ

た
な

 
狗
神

お
い
お
い

 
鈴

て
こ
ん
な

の
話
し
て
る
場
合
じ

な
い
よ

 

怠
惰
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怠
惰

お

と
そ
う
だ

ン

ま

き

と
蓮
く
ん

 
な
ら
行
け
る
だ
ろ
う
と
い
う
感
じ
で
今
回
は
こ
こ

 
ま
で
に
し
よ
う
か

 
鈴

だ
な

ま

良
い
や
ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く

 

者
様

 
狗
神

そ
ん
じ

ま
た
な



 第３３１話  紅い悪魔のメイド

 
第
３
３
１
話
 

紅
い
悪
魔
の
メ
イ
ド

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

を

け
て
い
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

な
り
に
あ
る
の
で
本

当
に
勘

し
て

し
い
で
す

さ
て
で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 
霧
が
か
か
り
何
時
も
よ
り

か
と
な

て
い
る
湖
で
戦
い
が
起
こ

て
い
た

 
蓮
 

 
咲
夜

良
い
で
す

そ
う
こ
な
く

て
は

 
普

で
は
あ
り
え
な
い
ぐ
ら
い
に

戦
的
と
な

て
い
る
咲
夜
と
の
激
闘
が
起
こ
り

女
の

を
退
け
時
に
反
撃
し
て
と

戦
を
強
い
ら
れ
て
い
た

 
咲
夜

そ
ん
な
棒
き
れ
で
こ
こ
ま
で
や
る
と
は
正

な
話
で

 

き
で
す

 
蓮
 

そ
れ
は
ど
う
も

 
向
か

て
く
る

イ
フ
を

い
除
け
る
と
咲
夜
は
手
に

つ

で
斬
り
か
か

て
く
る
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ギ
ン

 
蓮
 

と
い
う
か
咲
夜
さ
ん

な
ん
て
使
え
ま
し
た

け

 

本
的
に

さ

か
と
思

た
ん
で
す
が

 
咲
夜

そ
う
か
し
ら

意
外
に
も

く
て
使
い
や
す
い
け
ど

  

イ
フ
よ
り
も
⻑
く

そ
う
な

だ
が
現
に
咲
夜
は

々
と

て

分
に

み

け
て
い

る

確
か
に

い
の
だ
ろ
う

 
咲
夜

さ
て
も
う
少
し
上

さ
せ
て
も
ら
い
ま
す

 
そ
う
言
う
と
咲
夜
は
時

を
構
え
る
と
突
然
目
の
前
か
ら

え
る
と
無
数
の

イ
フ
が
四
方

八
方
か
ら
襲
い
か
か

て
く
る

 
蓮
 

 

刀
か
ら
の

跡
が

る
一

り
で
向
か

て
く
る

イ
フ
を

い
落
と
し

座
に

後
へ
と

刀
を
向
け
る
と

 
ギ
ン

 

の
刃
と

の
刃
が
ぶ
つ
か
り
合
い
咲
夜
と
の
つ
ば

り
合
い
と
な

た
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咲
夜

な

蓮
さ
ん
今
の
を
ど
う
や

て

 
蓮
 

ま

何
と
な
く
で
す
か

 
こ
こ
だ
け
の
話
で
言
お
う

咲
夜
の
戦
い
方
は

い
動
き
か
ら
の

い

イ
フ
等
で
相
手
を

き
乱
し
な
が
ら

方
に

利
な
状
況
へ
と

き
な
が
ら
戦
う
ト
リ

キ

タ
イ

で
あ
り
幻
想

郷
で
は
咲
夜
と

を
並
べ
れ
る
よ
う
な
者
は
そ
う
そ
う
い
な
い
の
は
間

い
な
い
だ
ろ
う

だ
が

あ
く
ま
で
幻
想
郷
な
ら
ば
の
話
だ

 
蓮
 

で
り

 
咲
夜

 
つ
ば

り
合
い
と
な

て
い
る
状
況
か
ら
咲
夜
を
弾
き
飛
ば
し
咲
夜
へ
と
間
合
い
を

め

る

が
す
ぐ
に
咲
夜
は
時

を
構
え

え
る

そ
し
て
ま
た
無
数
の

イ
フ
が
襲
い
か
か
る

 
蓮
 

せ
い
や

 
放
た
れ
た

イ
フ
を

い
落
と
す

そ
し
て
咲
夜
が
向
か
い
そ
う
な
場
所
を
考
え
予

し
刀
を

る
う
と

 
ガ
ギ
ン

 
見
事
に
咲
夜
を

え
た

そ
れ
を
受
け
て
い
た
咲
夜
は
目
を

に
し
て

き
を
隠
せ
な
い

を
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し
た

 
咲
夜

な

何
で

 
蓮
 

咲
夜
さ
ん

は
咲
夜
さ
ん
が
こ
の
幻
想
郷
な
ら

ら

 
く
一
番
の
ト
リ

キ

タ
イ

と
し
て
戦
闘
は

ロ

 
と
思

て
い
ま
す
で
す
が
咲
夜
さ
ん
を
も
越
え
る
奴

 
と

度
だ
け
戦

て
い
る
ん
で
す
よ

 
そ
う
か
つ
て
理
久
兎
を

う
た
め
に
修
行
し
た
相
手
怠
惰
と
の
無

悲
そ
し
て
容

な
い
⻤

⻤
ご

こ
で
ト
リ

キ

タ
イ

と
の
立
ち
回
り
方
は
少
し
だ
が
分
か
る
の
だ

何
せ
怠
惰
も

咲
夜
と

じ
で
ト
リ

キ

タ
イ

だ

た
の
だ
か
ら

 
蓮
 

な
の
で
大
ま
か
な
動
き
な
ら
何
と
な
く
予

が
出
来

 
る
ん
で
す
よ

 
ま

本
当
に
何
と
な
く
な
ら
の
話
に
な
る
が
大
ま
か
な
予

な
ら
ば
出
来
る
よ
う
に
な

た
の

だ

そ
こ
か
ら
更
に
天
魔
様
の
修
行
の

つ
と
し
て
将

な
ど
も
や
ら
さ
れ
た
た
め
更
に
相
手

と
の

み
合
い
も
本
当
に
少
し
だ
け
な
ら
上
達
し
て
い
る
の
だ

 
咲
夜

る
程

確
か
に
そ
れ
な
ら
ば

の

め
を

る
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の
も

得
で
す

 
蓮
 

え

ま

本
当
に
何
と
な
く
で
す
が

  
無
数
の
斬
撃
波
を
飛
ば
し
咲
夜
を
追
い

め
る
が
咲
夜
は
ク
ス
リ
と
笑

た

 
咲
夜

な
ら
ば
少
し

向
を
変
え
て
み
ま
し

う
か

 
そ
う
言
い
咲
夜
は
時

で
は
な
く
手
に

つ
少
し
⻑
い

を
構
え
る

 
咲
夜

妖

 
銀
色
の
ア

ザ

メ
ン
ジ

ン

 
ス

ル
を

え
た
そ
の

間

分
が
放

た
斬
撃
波
は
そ
こ
に
元
々
な
か

た
か
の
よ
う
に

全
て

麗
さ

り

滅
し
た

 
咲
夜

や
は
り
ご
ち

ご
ち

し
て
い
る
よ
り
か
は

い

 
て
い
る
方
が
良
い
で
す

 
そ
う
言
う
と
無
数
の

イ
フ
そ
し
て
手
に

つ
少
し
⻑
い

の

を

様
し
た
弾
を
無
数
に
放

ち
弾
幕
を

開
す
る

 
蓮
 

な

 
先
程
ま
で

方
が

利
だ

た
の
が
一
気
に
ひ

く
り
返
さ
れ
た
気
が
す
る

飛
び

う
弾
を
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い
除
け
時
に
は

け
て
と

り
返
す

 
咲
夜

そ
ん
な
ん
で
は

は
倒
せ
は
し
ま
せ
ん
よ

 
蓮
 

な
ん
の

 
大
き
な
斬
撃
波
を
飛
ば
す
が
咲
夜
は
ヒ
ラ
リ
と

け
る

だ
が
そ
で
終
わ
り
な

が
な
い

 
咲
夜

 
放

た
の
は
覚
え
て
間
も
な
い
反
射
斬
撃
波
だ

咲
夜
は
す
ぐ
さ
ま

知
し
た
の
か

け
た
が

そ
の

を

い
一
気
に
間
合
い
を

め

り

 
蓮
 

覚

 

刀
に
よ
る
一
斬
で
咲
夜
に

撃
す
る

だ
が
何
か
に

撃
は

ま
れ
た

 
咲
夜

か
か

た
わ

 
何
か
を

い
た
手

え
は
あ

た
か
ら
一
撃
は

撃
し
た

な
の
に
も
関
わ
ら
ず
咲
夜
は
無

だ

そ
れ
に

か

た

て

 
バ
リ
ン

 
と

音
を
立
て
て
何
か
が
壊
れ
る
音
が

く

見
て
み
る
と

明
な

が
壊
れ
た
み
た
い
だ

ら
く
先
程
の
ス

ル
は

特
化

の
ス

ル
で

は

ら
く

開
さ
れ
て
い
る
弾
幕
の
除
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去

か
つ
一
定
時
間
の
バ
リ
ア

開
だ
ろ
う

だ
が
問

は
そ
こ
で
は
な
い

分
は
ま
ん
ま
と

咲
夜
に
間
合
い
に

て
し
ま

た
み
た
い
だ

 
咲
夜

り
ま
し
た
わ
危
う
く
斬
撃
波
で
タ

を

 
見
破
ら
れ
る
と

心
の
強
い
蓮
さ
ん
だ
と
す
ぐ

 
に

さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
の
で

 

笑
む
咲
夜
の

手
に
は

が
構
え
ら
れ
て
い
た

に
あ
の

の
間
合
い
で
あ
る
の
は
確

か
だ

そ
れ
に
後
ろ
に
後
退
し
よ
う
に
も
後
ろ
に
は
咲
夜
が
放

た

イ
フ
弾
幕
で
後
退
は
不
可

能
だ

 
蓮
 

ぐ

 
だ
が
一

だ

た
が

月
間
の
修
行
で
あ
る
事
を
思
い
出
す

そ
れ
は
ど
ん
な
時
に
も

な
対

が

で
あ
る
こ
と

物
事
は

通
り
に
行
く
こ
と
な
ん
て
少
な
い

に

な

対

が

で
あ
る
と
だ
か
ら
考
え
た

そ
し
て

ケ

ト
の

女
達
の

を
考
え
た

 
蓮
 

鈴

 
銀
色
の
刃
が
向
か

て
く
る
そ
の

間
鈴

の
名
前
を
呼
ぶ
と

分
の

ケ

ト
か
ら
光

が
出
て
く
る
と
そ
れ
は
鈴

へ
と

を
変
え
た



 第十八章 平和の日常へ

 

ン

 

い
音
が

く
と

を

つ
咲
夜
の
手
を
鈴

が

り
で

し
返
し
た

 
鈴

ん

 
咲
夜

く

で
す
が

 
今
度
は

後
か
ら

イ
フ
が
向
か

て
く
る

 
蓮
 

狗
神

 
一
言
の
呼
び

け
を
す
る
と

ケ

ト
か
ら
光
が

後
に
出
て
く
る
と
狗
神
へ
と
変
わ
る

 
狗
神

ち

仕
方

 
人

と
な

て
い
る
狗
神
は

手
を
合
わ
せ
合

す
る
と
結
界
が
張
ら
れ
向
か

て
く
る

イ

フ
を

め
た

 
咲
夜

 
蓮
 

さ
せ
ま
せ
ん
よ

 
ま
た
時

を
構
え
逃

よ
う
と
す
る

す
る
と

 
鈴

蓮
く
ん

 
鈴

は
下
へ
と
向
か

て
落
ち
て
い
く

ら
く
間
合
い
に

ら
な
い
た
め
に

れ
て
く
れ
た
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の
だ
ろ
う

す
ぐ
に

刀
で
斬
り
上

て
時

を

つ
咲
夜
の

へ
と

撃
す
る

 
咲
夜

そ
の
程
度

 
だ
が
咲
夜
は
勘

い
し
て
い
る
だ
ろ
う

咲
夜
を

た

で
は
な
い

た
の
は

 
咲
夜

時

が

 

た
の
は

中
時

の

ン
だ

そ
し
て
見
事
に

ン
が
引

か
り
そ
の
ま
ま

斬
り
上

る
と

中
時

を

い

た

こ
れ
で
能
力
は
使
え
ま
い

 
蓮
 

鈴

 
下
へ
と
落
ち
て
い

た
鈴

に
合
図
を

る

す
る
と
下
か
ら

 
鈴

行
く
よ

 

に
上
へ
と
飛
ん
で
く
る

そ
れ
を
見
て
す
ぐ
に

れ
る
と

時
に
鈴

は
構
え
る

 
咲
夜

く

 
す
ぐ
に

を
構
え
る
が
鈴

は
お
構
い
な
し
に
咲
夜
に
向
か

て

 
鈴

ス
ト

 
咲
夜

が

 

跡
が

る
一
目
見
て

し
い
と
思
え
る

ン
サ
ル
ト
を

撃
さ
せ
た

そ
し
て

撃
さ
せ
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た
と

時
に

 

ン

 
と

弾
音
が
鳴
り

く

よ

て
こ
の

負
は

分
達
の

利
と
な

た
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す

 
鈴

言
う
て
結
構

戦
し
た
ん
だ

 
怠
惰

ま

咲
夜
と
こ
う
し
て

対

で
戦
う
の

て

 
な
ん
だ
よ

 
狗
神

言
わ
れ
て
み
る
と
そ
う
だ
な

 
怠
惰

戦
う
に
し
て
も

対

み
た
い
な
戦
い
し
か
な
か

 

た
か
ら

あ
る
意

で

も

戦
し
た
と
思
う

 
よ

 
鈴

そ
れ
に
血
の
気
も

く
な

て
る
し

 
怠
惰

だ
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狗
神

こ
う
な

て
く
る
と

の
奴
等
は
ど
う
な

て
ん

 
だ
か

 
怠
惰

ま

ど
う
な

て
る
ん
だ
ろ
う

そ
こ
は
書
い

 
て
は
行
く
か
ら
見
て
い

て
欲
し
い
よ

 
狗
神

心

に
な

て
く
る
な

 
鈴

性
が
強
く
な

て
そ
う
だ
も
ん

 
怠
惰

分

う
ん

あ
ん
ま
り
言
う
と

タ
バ
レ
に
な

 
る
か
ら

 
狗
神

だ
な

 
怠
惰

さ
て
と
そ
ろ
そ
ろ
お
時
間
み
た
い
だ
し
今
回
は
こ

 
こ
ま
で

 
鈴

う
ん

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く

 
狗
神

そ
ん
じ

あ
な

者
様

 
怠
惰

バ
イ
バ
イ



 第十八章 平和の日常へ

 
第
３
３
２
話
 
次
は
人
里
で
聞
き
込
み

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

を

け
終
え
て
一
呼
吸
つ
い
て
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

や

と
終
わ

た

さ
て

で
は
で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 
弾
幕
ご

こ
に
何
と
か

利
し

分
は
安

の

を

く

 
蓮
 

 
正

な
話
で
こ
う
し
て

対

で
咲
夜
と
戦
う
の
は

め
て
だ

た
た
め

れ
な
い
戦
闘
か

つ
ト
リ

キ

な
戦
い
に

戦
し
た
が
何
と
か

て
て
良
か

た

 
狗
神

や
れ
や
れ

ら
は
帰
る

 
蓮
 

あ

う
ん

 
鈴

そ
れ
じ

ま
た
呼
ん
で

 
そ
う
言
い

体
は

え
て
い
な
く
な
る

そ
し
て

く
す
る
と
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な

た
咲
夜
が

や

て
く
る



 第３３２話 次は人里で聞き込み

 
咲
夜

見
事
で
し
た

 
先
程
と
は

て
変
わ
り
血
の
気
の

か

た
咲
夜
は
大
人
し
く
な

て
い
た

 
蓮
 

咲
夜
さ
ん
こ
れ
を

 

た

中
時

を

し
出
す
と
咲
夜
は
そ
れ
を
受
け

り

ケ

ト
に

め
る

だ
が
何
か

か
な
い

を
し
て
い
る

念
の
た
め
に
大

か
と
聞
こ
う
と
思

た

 
蓮
 

大

で
す
か

 
咲
夜

え

ま

 
何

そ
ん
な
に

か
な
い

を
す
る
の
だ
ろ
う
か

も
し
か
し
た
ら
負
け
た
こ
と
が

し
い
の

か
は
た
ま
た
喪
失
感
に
見
回
れ
て
い
る
の
か

そ
こ
は
分
か
ら
な
い
が
お
と
な
し
く
な

た
咲

夜
は
し
ぶ
し
ぶ
と

を

し
出
す

 
咲
夜

約
束
の
物
で
す
受
け

て
く
だ
さ
い

 
と

言
う
が
首
を

に

り

リ
と
笑
う

 
蓮
 

い
い
で
す
よ
あ
ん
な
の
咲
夜
さ
ん
を

す

約
束
程

 
度
に
過
ぎ
ま
せ
ん
し
そ
れ
に

に
は

は

え
れ
ま

 
せ
ん
し
逆
に

物
に
な

て
し
ま
う
の
で
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咲
夜

で
す
が
そ
れ
だ
と

が

て
い
た
ら

 
蓮
 

う

ん

な
ら
何
か
情
報
は
あ
り
ま
せ
ん
か

今
現

 

で
異
変
が
起
き
て
い
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず

は

 
ま
だ
そ
の

に
は

く
て
何
が
ど
う
な

て
い
る
の

 
か
が
ま
だ
理
解
に
お
い
つ
い
て
な
く
て

 
と

言
う
と
咲
夜
は

に
手
を
お
く

そ
し
て

く
の
間
を
開
け
る
と
咲
夜
は

を
開
く

 
咲
夜

そ
う
で
す

つ
い
最
近
に
な

て
こ
の

り
に
い

 
る
妖
怪
や
妖
精
達
が

れ
だ
し
ま
し
た

そ
れ
で

 
お

様
の
命

で
妖
怪
や
妖
精
退
治
を
す
る
に
当
た

 

て
屋
敷
に
侵

し
て
き
た
妖
精
や
妖
怪
を
退
治
し

 
て
い
る
時
に

然
に
も
物

か
ら
こ
の

を
見
つ
け

 
ま
し
て
そ
れ
で
使

て
い
る
と
い

た
感
じ
で
す

 
蓮
 

因
み
に
そ
れ
も

り
で
に
動
い
た
り
と
か
は

 
霊
夢
の
お

い
棒
と
い
う
事

も
あ

た
た
め
聞
く
と
咲
夜
は

き

 
咲
夜

あ
り
ま
し
た
よ
現
に

り
で
に

い
て
不
意

ち
で



 第３３２話 次は人里で聞き込み

 
玲
音
の

を

き
ま
し
た
か
ら

 
物
騒
な

え
が
返

て
き
た
な

あ

で
も
確
か
玲
音
さ
ん

て
不
死

だ

た
け

そ
れ
な

ら
笑
い
話
に

む
の
だ
ろ
う
か

い
や
な
ら
な
い
な
現
に
危
な
い
し
だ
が
そ
れ
ん
な

を
良
く
も

使
お
う
と
か
考
え
た
な

 
蓮
 

気

悪
い
と
か
思
わ
な
か

た
ん
で
す
か

 
咲
夜

え

最

は
思
い
ま
し
た
よ
し
か
し
こ
れ
を

て

 
い
る
と
何
と
言
い
ま
す
か
妖
怪
や
妖
精
を
退
治
し
た

 
い
と
い
う

動
に

ら
れ
ま
し
て

々
と
ど
う
で
も

 
良
く
な

て
き
ま
し
た

 
そ
し
て
現

に

る
と
い

た
感
じ
か

霊
夢
も
そ
う
だ

た
が
そ
の

と
い
い
何
か
変
な

オ

ラ
み
た
い
な
も
の
が
出
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

 
蓮
 

え

と

に
気
に
な

た
こ
と
等
は

 
咲
夜

そ
う
で
す

そ
う
い
え
ば

う

 
突
然

言

を

ら
し

る

 
蓮
 

咲
夜
さ
ん
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を

つ
咲
夜
の

手
が

ル

ル
と

え
だ
し
て
い
る

様
子
が
可
笑
し
い
そ
れ
に
不
穏
な

空
気
を
感
じ
る

ま
さ
か

が
と
思
い

 
蓮
 

咲
夜
さ
ん
そ
れ
を

く

 

て
ろ
と
言
お
う
と
し
た
そ
の

間

ル

ル
と

え
て
い
た

は

え
を

め
る
と
咲
夜

は

リ
と

笑
み

手
に
時

を
出
す
と
そ
し
て
一

で
目
の
前
か
ら

然
と

を

し
た

こ
れ
間
に
合
わ
な
か

た
感
じ
だ

 
蓮
 

咲
夜
さ
ん

 
咲
夜
な
ら
大

で
あ
る
の
は
間

い
は
な
い
が
心

に
な
る

何
せ
今
の
咲
夜
も
正
気
で
は

な
い
感
じ
が
す
る
し
こ
れ
な
ら

を
受
け

て

て
る

い
や
そ
れ
だ
と
も
し
か
し
た
ら
二

次

が
あ

た
か
も
し
れ
な
い
し
こ
れ
ば

か
り
は

し
い
か

 
蓮
 

く
こ
の
異
変
を
何
と
か
し
な
く
ち

い
け
な
い
か

 
な

こ
れ
は

 
ま
だ

の
正
体
は

め
て
な
い
し
神
楽
も
現

誘

さ
れ
て
い
る
た
め

か
つ

に
動
か

な
い
と

方
の

が

た
な
い
の
は
確
定
だ

そ
れ
と
次
に
様
子
が
可
笑
し
く
な

て
い
る
者
を

見
つ
け
た
ら
す
ぐ
に
道

を

し
な
い
と
咲
夜
の

の
前
だ



 第３３２話 次は人里で聞き込み

 
蓮
 

は

良
し

気
張

て
い
き
ま
す
か

 
こ
こ
に
い
て
も
何
も
な
い
し
で
仕
方
が
な
い
た
め
新
た
な
る
手
が
か
り
を

め
て

分
は
こ
の

場
を
後
に
す
る
の
だ

た
が
そ
の
様
子
を
何
者
か
が
観

し
て
い
た

 

 

や
る
じ

ん
キ

ハ
ハ
ハ

 
と
笑
い
な
が
ら
そ
の
者
は
霧
に

れ

え
る
の
だ

た

そ
し
て

心
の
蓮
は
ま
た

も
な

く
空
を
飛
ぶ

 
蓮
 

何
か
情
報
は

 
と
り
あ
え
ず
は
情
報

集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
の
は
事
実
な
た
め
情
報
を

め
て
飛
ぶ
が

何
処
に
向
か
う
べ
き
か

る
と
こ
ろ
だ

 
蓮
 

そ
う
だ
人
里
に
行
け
ば
も
し
か
し
た
ら
何
か
し
ら

 
の
情
報
な
ら
あ
る
か
な

 
人
里
は

人
も
の
人
で

れ
る
た
め
色
々
な
情
報
が
聞
け
る
か
も
し
れ
な
い
そ
れ
な
ら
ば
行
く

し
か
な
い
だ
ろ
う
現
に
選
択

と
い
う
選
択

も
な
い
し

 
蓮
 

行

て
み
ま
す
か

 
そ
う
し
て
人
里
へ
と
向
か
う
と
人
里
は
朝
よ
り
も

か
な
空
気
に
な

て
お
り
人

子

り
い



 第十八章 平和の日常へ

な
い

 
蓮
 

か

だ

 
さ

き
咲
夜
が
妖
怪
達
が

れ
ま
わ

て
い
る
と
か
言

て
い
た
か
ら
そ
の
せ
い
な
の
だ
ろ
う

か

だ
が
こ
れ
で
は
情
報
が
聞
け
る
か
す
ら
も
危
う
く
な

て
き
た
な

 
蓮
 

 
こ
れ
本
当
に
ど
う
し
よ
う
か

そ
ん
な
事
を
思

て
い
る
と

に
リ
ボ
ン
を

け

許
を
⻑

い

の
マ
ン
ト
で
隠
す
女
性
が
歩
い
て
く
る

人
も
い
な
い
こ
の
状
況
な
ら
聞
く
し
か
な
い
か

 
蓮
 

え

と
す
み
ま
せ
ん

 
と

を
か
け
る
と
そ
の
女
性
は
立
ち

ま
り

方
を
ジ

と
見
て
く
る

 

 

あ

巫
女
の

き

い
人
か

 
蓮
 

え

と
す
み
ま
せ
ん
が
お

し
た
い
こ
と
が

 

 

こ
ん
な

で
も

 
そ
う
言
う
と
そ
の
女
性
は
マ
ン
ト
の

を

め
る
と
そ
の

を
見
て
一

だ
が

く

何
せ
そ

の
女
性
に
は
首
が
な
か

た
の
だ
か
ら

 
蓮
 

妖
怪
で
す
か



 第３３２話 次は人里で聞き込み

 

 

ち

と
少
し
は

き
な
さ
い
よ

 
あ
れ
何
こ
れ

ジ

か
な

つ
い
さ

き
も
そ
ん
な
感
じ
の
オ

ド
ア
イ
の
娘
に
も
会

た

ば
か
り
な
の
に

 
蓮
 

い
や
ま

少
し
は

き
ま
し
た
け
ど

何
と

 
言
う
か

れ
ま
し
た

 

 

何
よ
そ
れ
気
に
く
わ
な
い
わ

こ
の

奇
が
相
手

 
し
て
あ

る
わ

ろ

れ
た
か

た
か
ら

度
良

 
い
わ

 

負
す
る
気
は
満
々
と
き
た
か

仕
方
が
な
い
情
報
を
得
る
た
め
に
も
や
る
し
か
な
い
か

 
蓮
 

仕
方
な
い
で
す

な
ら

常
に

 

負

 
そ
う
し
て
人
里
で
の
弾
幕
ご

こ
が
始
ま
る
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す



 第十八章 平和の日常へ

 
鈴

咲
夜
ち

ん
も
変
化
し
て
る
し
で
大
変
な
事
に
な

 

て
る
よ

 
怠
惰

結

今
の

達
や
妖
怪
は
正
常
じ

な
い

 
狗
神

む
し
ろ
変
に
悪
化
し
て
や
が
る
正
常
な
の
は
小
僧

 
怠
惰

ま

変
な
ア
イ
テ

に
は

れ
て
な
い
か
ら

も

 
し
も
神
楽
と
か
に

れ
て
い
た
ら

ン

ン
あ

 

た
か
も
よ

 
狗
神

あ
る
意

で

奴
が
い
な
く
て
良
か

た
な

 
鈴

そ
ん
な
事
を
言

た
ら
た
だ
で
さ
こ
の
数
話

 
で

が
更
に
薄
く
な

て
る
神
楽
ち

ん
に
失

 
だ
よ

 
狗
神

お
前
の
方
が
失

だ
ろ

 
怠
惰

う
ん
そ
れ
は

意
だ
わ

 
鈴

あ

ん
ひ
ど

い

 
怠
惰

は
い
は
い
さ
て
さ
て
そ
ろ
そ
ろ
時
間
も
時
間
だ
し



 第３３２話 次は人里で聞き込み

 
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
か
な

 
鈴

は
い
は
い
そ
れ
じ

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く

 
狗
神

そ
ん
じ

ま
た
な



 第十八章 平和の日常へ

 
第
３
３
３
話
 
人
里
の
ろ
く
ろ
首

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

書
を
書
く
の
に
手
間

て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

望

動

と
か
何
を
書
け
ば
良
い
の
や
ら
お
陰
で
現
実
逃

中
で
す

さ
て
こ
ん
な
話
も
あ
れ
な
の
で

本
編
へ
ど
う

 
真

と
な

て
い
る
人
里
で
は

 

く
ら
え

 
蓮
 

と

 
首
な
し
妖
怪
と
の
弾
幕
ご

こ
が
始
ま

て
い
た

 
蓮
 

 

ち

こ
ま
か
と
よ
け
や
が

て

 
見
た
目
の
印

と
比
べ
る
と
結
構

い
感
じ
が
す
る

ま

こ
の
異
変
は
妖
怪
達
が
殺
気

だ

て
い
る
せ
い
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が



 第３３３話 人里のろくろ首

 

と
い
う
か
お
前
は

め
て
る
の
か
そ
ん
な
棒

れ
で

 

と
戦
お
う
と
か
さ

 
蓮
 

い
や
あ
の

ん
で
き
た
の
は
そ

ち
で
す
し
そ
れ
に

 
こ
れ
は
棒

れ
で
は
な
く

刀
で
す

 
向
か

て
く
る
弾
を
全
て

刀
で
弾
き
返
す

 

と
と

い
や
そ
ん
な
の
棒

れ
だ
よ

だ

て

 
色
に
光
る
刀
が
な
い
な
ら
そ
ん
な
に

く
は
な
い
し

  
言

て
く
れ
る
じ

な
い
か

リ
と

奇
に

笑
み

 
蓮
 

な
ら
思
い
知
ら
せ
ま
し

う
か
今
現

で
言

て
は

 
な
ら
な
い
禁

を
言

た
こ
と
を

 

刀
を

に

し
て
構
え
一
気
に

奇
の
目
の
前
へ
と
急

近
す
る

 

へ

 
一

の
動

か
ら
す
ぐ
に

刀
す
る
が

奇
は

用
に

を
飛
ば
し

体
を
後
ろ
へ
と
反
ら

せ
て
一
撃
を

け
る

だ
が
す
ぐ
に
斬
り
返
し
で

体
を

う
が
マ
ン
ト
を

く
斬
る
程
度
で
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け
ら
れ
る

 

危
な

 
蓮
 

今
の
を

け
ま
す
か

 

て
マ
ン
ト
が
よ
く
も
や

た
な

 
そ
う
言
う
と
少
し
後
退
す
る
と

 

首

 
ろ
く
ろ
首
飛
来

 

と

体
が

れ
る
と

を
中
心
に
無
数
の
弾
幕
が

開
さ
れ
襲
い
か
か
る

す
ぐ
に

元
に

あ
る
狗
神

を
出
し
て

 
蓮
 

狗
神

 
と

狗
神
を
呼
ぶ
と

の
狗
神
が
飛
び
出
て
く
る

 
狗
神

失
せ
ろ

 
そ
の
一

が

る
と
無
数
に

開
さ
れ
て
い
た
弾
幕
が
一

で

え
る
と

時
に

目
を
終
え

た
狗
神
も

え
る

 

嘘

 
蓮
 

は



 第３３３話 人里のろくろ首

 

刀
を

る
い
斬
撃
波
を
飛
ば
す
が

奇
は

と

体
を
そ
れ

れ

動
さ
せ
て
回

し
て

い
て
本
当
に
見
て
い
て

景
を
見
て
い
る
か
の
よ
う
な
感
じ
だ

 

危
な
い
な

と
い
う
か
一

で

す
と
か
反

も
良

 
い
所
よ

 
負
け
じ
と

奇
も
弾
を
放

て
く
る

そ
れ
を

刀
で
弾
き
つ
つ
斬
撃
波
を
放
ち
な
が
ら

 
蓮
 

さ

き
か
ら

ば

か
り
で
す

 

つ
き
た
く
も
な
る
わ
よ
本
当
に
い
き
な
り
仮
面
女
と

 

狼
み
た
い
な
狼
女
と
タ

グ
組
ん
で
巫
女
達
と

 

た
り
と
か
色
々
と
物

し
た
い
わ
よ

と
い
う
か

 
何
食
わ
ぬ

で
破
壊
し
た
小
屋
を

通
り
し
た
わ
よ

  
あ
の
時
の
弾
幕
ご

こ
を
見
て
い
た
の
か

と
い
う
か
そ
の
後
の
事
も
し

か
り
見
ら
れ
て
い

る
と
は

あ
れ
は
ま

こ

ち
に

が
あ
る
よ
な

現
に
今
も
言

て
な
い
し

 
蓮
 

い
や
あ
の

 

あ
ん
た
達
が
こ
う
し
て

れ
る
か
ら
人
里
で
ひ

そ



 第十八章 平和の日常へ

 
り
住
む

と
か
を
危
険
に

し
て
る

覚
あ
る
の
か

 

ラ

 
何
か

々
と
ヒ

ト
ア

し
て
き
て

え
が

か
な
く
な

て
き
て
い
る
感
じ
が
す
る

だ

が
人
里
に
ひ

そ
り
住
ん
で
い
る
と
い
う

語
か
ら
や
は
り
可
笑
し
く
な

て
い
る

な
ら
ば
朝

方
に
い
た
人
里
の
住
人
達
は
何
処
に
い
る
の
だ
ろ
う
か

 
蓮
 

奇
さ
ん
人
里
の
住
人
は

 

あ

ん

そ
れ
な
ら
今
ご
ろ
は
家
に

て
る
よ
妖

 
怪
が

れ
だ
し
て
る
か
ら

は
家
で

て
事
さ

 
や

り
家
に
い
る
の
か

な
ら
ば

家
に

が
出
さ
な
い
よ
う
に

め
に
決
着
を
つ
け
る

が
あ
る
な

 

あ

も
う
良
い
わ

 
そ
う
言
う
と

奇
の

が
い
き
な
り

つ
に
な
る
と

り
を

わ

わ
と

き
始
め
る

 

飛

 

イ
ン

ド

 
と

え
る
と

つ
の

そ
れ

れ
が
弾
幕
を

開
す
四
方
八
方
か
ら
弾
幕
が

て
く
る

 
蓮
 

手
品
だ

た
ら
受
け
ま
す
よ
特
に
首

り
マ
ジ

ク
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と
か
な
ら

 

あ
ら
あ
り
が
と
う

と
り
あ
え
ず

れ

 
ど
の

が
本
物
だ
ろ
う
か

こ
こ
は
目
を

て
と
思

て
い
る
と

え
レ

ル
の
解
決
策
を

見
て
し
ま
う

 
蓮
 

あ

 
そ
れ
は

わ

わ
と
飛
ぶ

体
だ

ど
ん
な
に

の
数
が
増
え
よ
う
が

体
だ
け
は
増
え
な
い

し
む
し
ろ
格

の
的
に
な

て
る
始

だ

そ
れ
な
ら
ば

う
の
は
一

の

体
の
み
だ

 

さ

ど
れ
が
本
物
の

か
見
破
れ
る
か
い

 
蓮
 

 
何
か
言

て
い
る
が
気
に
せ
ず
に

奇
の
弾
幕
を
上
手
く

け
な
が
ら

体
へ
と
近
づ
く

 

な

お
前
な
に
を

 
蓮
 

奇
さ
ん

体
が

だ
ら
け
な
ん
で
す
よ

 

ち

ち

と
た
ん
ま

 
蓮
 

た
ん
ま
な
し

覚

 

刀
を

り
か
ぶ
り
そ
し
て
一
気
に

刀
を

り
下
ろ
す
と
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ン

 

い
音
と
共
に

体
に

刀
が
当
た
る
感

が
し
た

 

ぐ

 

ン

 

弾
音
が
鳴
り

き

開
さ
れ
て
い
た
弾
幕
が

え

い
て
い
た
無
数
の

も

え
る
と

い

た

体
か
ら
首
が
生
え
て
く
る

 

痛

い

 
痛
恨
の
一
撃
が

た
せ
い
か

奇
は
地
面
を
転

回
る

ま

を

い
て
し
ま

た

だ
し
仕
方
な
い
か

し
か
し
や

り
手

と
い
う
意

で
も
神
楽
の
方
が
手

が
出
来

る
が

刀
に
な
る
と
手

が
出
来
な
く
な
る
な

 
蓮
 

奇
さ
ん
大

で
す
か

 

大

な

な
い
で
し

滅

痛
い
わ
よ

 
あ
ん
た
の

力
ど
う
な

て
る
の
よ

 
蓮
 

え

 
何
こ
の
い
ち

も
ん

と
い
う
か
こ
れ
は
ど
う

え
れ
ば
良
い
ん
だ
ろ
う
か

そ
ん
な
に

力
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と
い
う

力
は
な
い
ん
だ
が

 
蓮
 

そ
こ
は
ま

そ
れ
よ
り
も

つ
か
聞
き
た
い
こ
と

 
が
あ
る
の
で
す
が

 

何
よ

 
蓮
 

ま
ず
巫
女
達
は
見
て
い
ま
せ
ん
か

て
の
と
次
に

 
に
小
さ
な

を
生
や
し
て
性
格
が

く
れ
て
い
る
女

 
性

て
見
て
ま
せ
ん
か

 
そ
れ
を
聞
く
と

奇
は
ジ
ト
目
で

を

り
な
が
ら
見
て
く
る

そ
し
て

を
開
く
と

 

巫
女
達
に
は
会

て
な
い
し

念
だ
け
ど

は
そ
の

 

に
つ
い
て
は
知
ら
な
い
わ
け
ど

狼
か
姫
な
ら
知

 

て
ん
じ

な
い

 
蓮
 

え

と
そ
の
妖
怪

達
は
何
処
に

 

姫
は
霧
の
湖
そ
れ
で

狼
は
迷
い
の
竹
林
に
住
ん
で

 
る
よ

 

あ
れ
待

て
そ
の
姫

て
先
程
に
戦

た
あ
の

人

の
わ
か
さ
ぎ
姫
か

そ
れ
だ
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と
わ
ざ
わ
ざ
ま
た
霧
の
湖
に
戻
る
の
も

て
感
じ
だ
し
こ
こ
は
そ
の

狼
と
い
う
妖
怪
が
住
む
迷

い
の
竹
林
に
行

て
み
る
の
が

か
な

 

で

そ
ん
だ
け
か
し
ら

 
蓮
 

え

そ
れ
だ
け
聞
け
れ
ば
と
り
あ
え
ず
は

狼
さ
ん

 
の
所
に
向
か

て
み
ま
す
よ

 

そ
う

 
蓮
 

あ

そ
れ
と
色
々
と
す
み
ま
せ
ん
で
し
た

 
一
言
の

を

べ
る
と

奇
は
意
外
と
い

た

を
す
る

 

い

良
い
わ
よ
別
に
あ

も
う
い
い
わ

 
そ
う
言
い
そ
そ
く
さ
と
去

て
い

た

 
蓮
 

ま

良
い
か

 
と
り
あ
え
ず
話
に
あ

た

狼
の
元
へ
と
向
か
う
こ
と
を
決
心
し
迷
い
の
竹
林
へ
と
向
か
う
の

だ

た
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怠
惰

で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す

 
狗
神

し
か
し
こ
い
つ
ら

き

手
に

れ
る
よ
な

 
鈴

こ
れ
地
底
と
か
ど
う
な
る
の
か
な

 
狗
神

そ
し
た
ら
お
前
あ
の
危
険
な
⻤
達
と
か
が

 
怠
惰

そ
れ
は
な
い
よ

 
狗
神

は

何
で
そ
ん
な
事

あ

 
鈴

そ
う
だ
地
底
に
は

達
が
い
た

 
怠
惰

そ
う
あ
の

兄
妹
や

り
開
い
た
破
壊
者
や
後

 
は
ト
ラ

ル
メ

カ

な

い
神
だ

た
り
と
か

 
そ
ん
な
メ
ン
バ

が
い
る
か
ら
問

な
い
で
し

 
う

 
鈴

あ
る
意

で
み
ん
な
が

れ
た
ら
す
ぐ
に

で

 
き
る
よ

 
怠
惰

そ
う
そ
う
強
い
⻤
達
も

等
の
前
な
ら

ら
く
は

 
無
双

の

の
よ
う
に

え
て
い
く
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だ
ろ
う

 
狗
神

お
い
お
い

 
怠
惰

ま

あ

ち
は
ど
う
な

て
い
る
か
は
こ

ち
を

 
も
う
少
し
投
稿
し
た
ら
出
す
つ
も
り
だ
か
ら
よ
ろ

 
し
く

さ
て
で
は
で
は
そ
ろ
そ
ろ
時
間
だ
し
今

 
回
は
こ
こ
ま
で
に
し
よ
う
か

 
狗
神

あ
い
よ
そ
ん
じ

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
な

 
鈴

そ
れ
じ

バ
イ
バ
イ



 第３３４話 迷いの竹林のルーガルー

 
第
３
３
４
話
 
迷
い
の
竹
林
の
ル

ガ
ル

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

ル
ア
イ

キ
な
ら

式
か

合
か
ま
た
は
シ
ン
ク
ロ
か
と
少
し

悩
ん
で
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

少
し
悩
ん
で
し
ま
う
ん
で
す
よ

ど

ち
も

て
が
た
く

て

さ
て
こ
ん
な
話
も
あ
れ
な
の
で
本
編
へ
ど
う

 
時
間
は

れ
か
ら
夜
へ
と
な

て
い
き
満
月
が
登
り
始
め
る
時
間

と
な
る

奇
の
紹

介
で
友
人
の

狼
を
探
す
た
め
に
迷
い
の
竹
林
へ
と
向
か

て
い
た
が

 
妖
精

ア
ハ
ハ

 
妖
精

キ

ハ

 
蓮
 

ま
た
か

 
空
を
飛
び

う
無
数
の
妖
精
達
が

分
の
道
を

る

異
変
の
時
に
な
る
と
何

か
こ
う

れ

て
来
て
弾
を
放

て
進
行
を
邪
魔
し
て
来
る
か
ら

る

 
蓮
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に

す

刀
を

刀
し

跡
の

る
一
斬
を
す
る

 

ン

 
と

弾
音
が
鳴
り

く
と

 
妖
精

キ

 
妖
精

や
ら
れ
ち

た

 
妖
精
達
は
目
を
回
し
な
が
ら
地
面
へ
と
落
ち
て
い
く

妖
精
達
を
ま
と
め
て

散
ら
せ
た
た
め

進

を
確

で
き
先
へ
と
進
む

 
蓮
 

 
妖
精
達
の
通
せ
ん

を
撃
退
で
き
た
の
だ
が

 
妖
精

お
か
わ
り
で
す

 
妖
精

夜
は
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
だ

 
今
度
は
後
ろ
か
ら
追
い
か
け
て
き
て
弾
を
放

て
く
る

し
つ
こ
い
子
達
だ
な

手

な
真

は
あ
ま
り
し
た
く
は
な
い
が
仕
方
が
な
い

刀
に
霊
力
を
込
め
て

 
蓮
 

せ
い
や

 
大
き
な
斬
撃
波
を
飛
ば
し
追
撃
し
て
く
る
妖
精
達
に
放
つ
と
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ン

 
ま
た

弾
音
が
鳴
り

く

 
妖
精

へ
び
し

 
妖
精

あ
ひ

ん

 
と

を
あ

て
地
面
へ
と
落
ち
て
い

た

 
蓮
 

今
の
う
ち
に

 
一
気
に

し
て
妖
精
達
を

り

る
と
迷
い
の
竹
林
が
見
え
て
き
た

だ
が

 
妖
精

待
て
待
て

 
妖
精

ア
ハ
ハ

 
ま
だ
妖
精
達
は
し
つ
こ
く
追

て
く
る

く
た
め
に
す
ぐ
に
竹
の
中
へ
と
逃

込
み
隠
れ
る

と 
妖
精

あ
れ
れ

 
妖
精

こ

ち
か
な

 
そ
う
言
い

分
を
見
失

た
妖
精
達
は
去

て
い

た

 
蓮
 

こ
こ
ま
で
と
は
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何
時
も
の
事
に
は
な
る
が
異
変
の
時
に
な
る
と
妖
精
や
妖
怪
が
活
発
に
な
る
し
撃
退
す
る
に
も

手
間
や
体
力
を
使
う
か
ら
逃

る
が

ち
だ

し
か
し
何
と
か
だ

た
が
迷
い
の
竹
林
ま
で
来
れ

て
良
か

た

そ
し
て

り
を
見

し
た
こ
の
時
に
あ
る
事
が

裏
を
よ
ぎ

た

 
蓮
 

ど
う
探
そ
う

 
そ
う

探
す
に
し
て
も
ど
う
探
す
か
だ

迷
い
の
竹
林
に
い
る
の
は
分
か
る

し
か
し
そ
の
者

の

を
知
ら
な
け
れ
ば
何
処
に
住
ん
で
い
る
の
か
す
ら
も
分
か
ら
な
い

こ
れ
で
は
探
し
よ
う
が

な
い

 
蓮
 

参

た
な

 
ど
う
し
よ
う
か

当
に
探
す
に
し
て
も
霊
夢
み
た
い
な
勘
や
魔
理
沙
み
た
い
な

そ
し
て
咲

夜
み
た
い
な

い
探

能
力
は

分
に
は
な
い

だ
が
そ
ん
な

人
に
負
け
な
い
も
の
だ

て

分
に
は
あ
る

 
蓮
 

狗
神

 
と

狗
神
を

す
る
と

の
狗
神
は
ギ
ロ
リ
と

方
を
見
て
く
る

 
狗
神

お
い
小
僧
な
ん
の
用
だ

 
蓮
 

え

と
妖
怪
探
し
を
手
伝

て

し
い
な

て
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狗
神

あ

ん

ち

探
す

た

て
ど
う
探
す
ん
だ
よ

 
悪
い
が

い
と
か
が
あ
れ
ば
ま
だ
し
も
そ
ん
な
も
ん

 

だ
ろ

 

し
く

力
的
な
感
じ
だ

だ
が
狗
神
の

覚
を
頼
り
に
す
る
た
め
に
呼
ん
だ
わ
け
で
は
な

い 
蓮
 

う
う
ん

覚
じ

な
く
て

覚
と
か
で
分
か
ら
な
い

 
か
な

 
元
が

と
い
う
動
物
の
狗
神
だ
か
ら
こ
そ
だ

人
間
に
は
聞
き

れ
な
い
音
だ

て
聞
き

れ

る
可
能
性
が
あ
る
の
だ

 
狗
神

ま

分
か

た
に
は
分
か

た
が
よ

待
は
あ
ん
ま

 
し
す
ん
な
よ

 
蓮
 

う
ん
お
願
い

 
そ
う
言
い
狗
神
は
集
中
す
る
た
め
か
目
を

る

そ
し
て

く
す
る
と

 
狗
神

こ
こ
よ
り

時
の
方

で
何
か
大
き
な
音
が
し
た
が

 
そ
れ
が
探
し
て
る
奴
だ
と
は
限
ら
ん
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蓮
 

う
う
ん
分
か

た
だ
け
で
も

分
だ
よ

あ
り
が
と

 
う
狗
神

 
狗
神

や
れ
や
れ

仕
方

 

を
上

る
と

か
ら
人

へ
と
変
化
す
る

 
狗
神

も
行

て
や
る

 
蓮
 

狗
神

あ
り
が
と
う

 
狗
神

け

行
く

 
そ
う
し
て
狗
神
と
共
に
迷
い
の
竹
林
の

へ
と
向
か
う
の
だ

た

散
策
し
な
が
ら

く
歩
い

て
い
る
と

 
兎
妖

キ

 
兎
妖

あ

ひ

 
兎
妖
怪
達
が
そ
こ
か
し
ろ
に
倒
れ
て
い
た

何
が
あ

た
の
だ
ろ
う
か

り
を
見
て
み
る
と
そ

こ
か
し
ろ
の
竹
が
見
事
に
へ
し
折
ら
れ
中
に
は

て
い
た
り
と
何
か
あ

た
の
は
明
白
な

状

だ

た

 
蓮
 

が
こ
ん
な
事
を
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狗
神

さ

な

く
て
分
か

た
も
ん
じ

 
蓮
 

そ
ん
な
に

 
狗
神

あ

匂
う
な

 
そ
ん
な

い
か
な

あ

で
も
狗
神
は
元
は

だ
か
ら
人
間
よ
り
も

か
に

覚
が
す
ぐ

れ
て
い
る
の
か

 
蓮
 

得
か
な

 
狗
神

何
が
だ
よ

 
蓮
 

い
や
何
も

そ
れ
よ
り
も
何
か
音

て

 
狗
神

あ

そ
れ
な
ら

か
近
づ
い
て
き
て
る

 
蓮
 

え

 
と

き
の

を
あ

た

後
に
近
く
の
林
が

れ
出
す

そ
し
て
林
の
中
か
ら

 

 

あ
れ

 
ド
レ
ス
と
い
う
か

ン

ス
と
い
う
か
そ
ん
な

を
着
て
い
る
⻑

の
女
性
が
出
て
く
る

 

 

さ

き
か
ら
騒
い
で
い
る
の
は
君
達
か
な

 
蓮
 

え

い
や
今
さ

き
来
た
ば

か
り
で
す
が
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騒
い
で
い
た
か

つ
ま
り

か
先
客
が
い
る
の
か
は
た
ま
た
こ
こ
で
倒
れ
て
い
る
妖
怪
達
が
異

変
の

の
せ
い
で

れ
た
だ
け
な
の
か
は
分
か
ら
な
い
が

は
し
て
お
い
た
方
が
良
い
か

な 

 

え

そ
う
な
の

そ
れ
よ
り
も

フ
ン
フ
ン

そ
こ

 
の
貴
女
か
ら
は

族
的
な

い
が
す
る
わ

 

族

て
事
は
こ
の
子
は
妖
怪
か

月
明
か
り
で

々
と
見
え
て
き
て
思

た
の
は

に
は
獣

の

が
生
え
て
い
る
し
よ
く
見
る
と
狗
神
い
や

狛
や
耶
狛
み
た
い
な

フ

フ
フ
サ
フ
サ
そ

う
な

が
生
え
て
る

と
い
う
か
狗
神
い
わ
く

い
こ
の
場
所
で
よ
く
狗
神
の

い
が
分

か

た
な

 
狗
神

だ
と

一

に
す
る
な

は

だ
そ
れ
に
お
前

 
は
そ
の

覚
と
い
い
そ
の
見
た
目
か
ら

す
る
に
狼

 
だ
ろ

 

 

へ

な
ん
だ

や

り

て
感
じ
が
し
て

 
親
近
感
が
あ
る
か
な

 
ま

確
か
に

も
狼
も
イ

科
だ
し
合

て
る
か

た
だ
こ
の
人
を
見
て
あ
る
事
を
思

た
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分

狛
や
耶
狛
と
会
わ
せ
た
ら
仲
良
く
な
れ
そ
う
な
気
が
す
る
な
と
確
か
あ
の

人
は
前

に
元
は
狼

て
言

て
た

だ
し

 
蓮
 

え

と
そ
れ
よ
り
も
貴
女
は

 

 

ん

あ

は
今
泉

狼

て
言
う
ん
だ

 

狼

探
し
て
い
た
人
を
一
発
で
見
つ
け
れ
た
よ

こ
れ
は

先
が
良
い
か
も
し
れ
な
い

 

狼

う

ん
で
も
ま

何
か
そ
こ
の
人
間
さ
ん
を
見
て
い

 
た
ら
何
で
か
し
ら

々
と

れ
た
く
な

て
き

 
ち

た

れ
て
も
良
い
わ
よ

 

狼
の

が
急
に

な
動
物
み
た
い
な
り

手
か
ら
生
え
る
真

な
⻑
い

を
立
て

を

ン
と
逆
立
て
て

ん
で
く
る

ま
る
で
最

に
見
た
狗
神
い
や
あ
れ
よ
り
か
は
マ
シ
だ
が
そ

れ
と

じ
感
じ
が
す
る

 
狗
神

ち

仕
方

ボ

し
て
大
人
し
く
さ
せ
る

 
蓮
 

だ

と
り
あ
え
ず
狗
神
は
戻

て

 
狗
神

あ

そ
う
さ
せ
て
も
ら
う

 
そ
う
言
い
狗
神
は

へ
と
戻
る
と

分
は

に

す

刀
を
構
え
る



 第十八章 平和の日常へ

 
蓮
 

な
ら
ば
容

は
し
ま
せ
ん
よ

 

狼

望
む
と
こ
ろ
よ

 
そ
う
し
て

狼
と
の
弾
幕
ご

こ
が
開
始
さ
れ
た
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

し
か
し
あ
の

た
後
は
何
が
あ

た
ん
だ

 
鈴

何
か
が
い
る

て
事
だ
よ

 
怠
惰

ま

お

し
の
通
り
蓮
や

狼
の

に
も
い
る
よ

 

の
話
で
道
中
に
出
て
く
る
妖
怪
と
か
じ

な

 
く
て
し

か
り
て
し
た

キ

ラ
だ
よ

 
狗
神

う

 
鈴

な
ん
だ
ろ

 
怠
惰

ま

か
は
次
回
ま
た
は
そ
の
次
の
回
で
分
か
る

 

だ
よ
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狗
神

因
み
に

等
も
知

て
る
キ

ラ
か

 
怠
惰

さ

 
鈴

ん
ど
う
な
る
か

待
だ

 
怠
惰

ま

こ
の
異
変
で
色
々
と
壊
れ
て
る
け
ど

 
狗
神

そ
ん
な
も
ん
今
の
と
こ
ろ
は
小
僧

外
そ
う
だ
ろ

 
怠
惰

ま

ど
う
な
る
か
は
投
稿
次
第

て
事
で
今
回
は

 
こ
こ
ま
で

 
鈴

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く

 
狗
神

そ
ん
じ

ま
た
な



 第十八章 平和の日常へ

 
第
３
３
５
話
 
夜
の
迷
い
の
竹
林

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

断
で
結
構
キ
ツ
イ

断
結

を
受
け
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

結
構
き
つ
く
て
シ

ク
を
受
け
ま
し
た

で
は
こ
ん
な
話
も
あ
れ
な
の
で
本
編
へ
ど
う

 
満
月
が

き
始
め
て
く
夜
へ
と
な

て
い
く
迷
い
竹
林
普

の
こ
の
時
間
は

か
な
の
だ
が

今
は

う

何

な
ら

 

狼

テ
ン
シ

ン
が
上
が

て
き
た
わ

 
蓮
 

い

 
迷
い
の
竹
林
に
住
む
ル

ガ
ル

こ
と

狼
と
の
弾
幕
ご

こ
が
始
ま

て
い
る
か
ら
だ

た

だ
相
手
は
狼
女
だ
け
あ

て
な
の
か
動
き
が

い

 

狼

こ
こ
は

の
テ
リ
ト
リ

も
と
い
庭
み
た
い
な
も
の

 
よ

 
竹
か
ら
竹
へ
と

し
つ
つ
弾
幕
を

開
ま
た
は
い
き
な
り
の

に
よ
る
近

戦
闘
を
仕

け



 第３３５話 夜の迷いの竹林

て
く
る
た
め
動
き
が

み
に
く
く
か
つ
竹
林
と
夜
戦
に
な

て
き
て
い
る
せ
い
で

界
か
ら
見
失

う
こ
と
が

く

方

が
不
利
な
状

で
の
バ
ト
ル
だ

 

狼

ら

ら
遅
い
遅
い

 
こ
れ
で
は

ら
れ
る

だ

何
と
か
し
な
け
れ
ば
そ
う
だ
せ
め
て

界
は
確

し
な
い
と

そ

う
考
え

狼
の

撃
を
回

ま
た
は
い
な
し
つ
つ
動
き

り
な
が
ら

 
蓮
 

と

 
霊
力
に
よ
る
玉
を
そ
こ
か
し
こ
に

し
て
明
る
く
さ
せ
て
い
く

そ
の
時

後
の
竹
が

れ
る
音
が
す
る
と

 

狼

あ
り

 

を
向
け
て

狼
が
襲
い
か
か
る
が

 

ン

 
と

い
音
が
竹
林
に

き

た

た

何

な
ら

 
蓮
 

な
ん
て
な
い
で
す
よ

 
ギ
リ
ギ
リ

刀
で

狼
の

撃
を

え
た
か
ら
だ

 

狼
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す
ぐ
さ
ま

を

て
逃

よ
う
と
す
る
が
逃

た
先
に
も
光
弾
を

し
て
あ
る
た
め
場

所
は
ま
る
分
か
り
だ

そ
こ
に
向
か

て
斬
撃
波
を
放
つ

 

狼

な

そ
う
い
う
事

光
弾
を

い
て
い

て
る

 
は

界
確

で

り
を

ら
し
た

て
事

 
蓮
 

え

お
陰
さ
ま
で
だ
い
ぶ
見
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

 
た
よ

 
斬
撃
波
を

狼
は
見
事
な

体
能
力
と

か
わ
し
術
で

け
て
い
く

 

狼

だ
け
ど
ず

と
光

て
る

じ

な
い
の
よ

 
蓮
 

え

だ
か
ら
こ
そ
そ
の
前
に
貴
女
を

き
ま
す

 

狼

言
う

な
ら
や

て
み
な
よ

 
そ
う
言
う
と

狼
は
更
に
ス

ド
を

さ
せ
竹
か
ら
竹
へ
と

び
ま
わ
る

 

狼

天
狼
 
ハ
イ
ス

ド
パ
ウ
ン

 
ス

ル
を
宣
言
す
る
と
遠

え
を
上

な
が
ら

無

に

け

り
弾
幕
を

開
さ
せ

撃

を
仕

け
て
き
た

 
蓮
 

い
け
ど
天
魔
様
の
ス

ド
に
比
べ
れ
ば



 第３３５話 夜の迷いの竹林

 
野

選
手
の
と
て
つ
も
な
く

い

を
見

れ
る
と
そ
れ
よ
り
下
の

は
遅
く
見
え

る
な
ん
て
言
う
が
あ
れ
は
本
当
な
の
か
も
し
れ
な
い

だ

て

 

狼

ま
さ
か

こ
の
ス

ド
に

い
て
こ
ら
れ
る
所
か

 
見

て
る
の

 
向
か

て
く
る
弾
が
遅
く
見
え
る
か
ら
だ

ま
し
て
や
過
去
の

分
で
は

ら
く

狼
の
ス

ド
に

い
て
は
い
け
ず
見
失

て
い
た
だ
ろ
う

だ
が
今
な
ら

狼
の
ス

ド
に

な
く

つ
い
て
こ
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な

て
い
る
の
だ

 

狼

く

 
弾
幕
を
放
つ
の
を

め
る
と

狼
は

を
向
け
る

そ
し
て

 

狼

変

 
ス
タ

フ

ン
グ

 
ス

ル
を
宣
言
す
る
と
更
に

さ
せ

方
へ
と
突
撃
し
て
く
る
が
バ

ク
ス
テ

で
後
ろ

へ
と
下
が
る
と

狼
は

を

る
い
弾
幕
を
放

て
く
る

 
蓮
 

そ
ん
な
ぐ
ら
い

 

刀
を

る
い
弾
幕
を

い
除
け
後
ろ
を

り
向
き
そ
し
て
竹
に
向
か

て

し
竹
を

て

狼
に

め

る



 第十八章 平和の日常へ

 

狼

な

 
蓮
 

い
て
い
る
暇
な
ん
て
あ
る
と
思

て
ま
す

 

狼

 

ン

 
当
た

た
に
は
当
た

た
が
⻑
い

で

が
れ
て
し
ま
う

狼
は
弾
き
飛
ば
す
と
逃

る
か

の
よ
う
に
竹
か
ら
竹
へ
と

し
逃

て
い
く

そ
れ
に
続
き

分
も

し
て
い
き
追
い
か
け

る 

狼

う
そ

 
蓮
 

逃
が
し
ま
せ
ん
よ

 

狼

こ
の

 
蓮
 

せ
り

 

に
よ
る

撃
と
合
わ
せ
て
弾
幕

撃
を
仕

け
て
こ
よ
う
と
す
る
が

刀
で

が

全
に

る
わ
れ
る
前
に

さ
え
込
む

 

狼

ま
だ
ま
だ
や

ち

う
よ

 
更
に

度
を
上

て

を
仕

け
て
く
る
が
そ
れ
を

刀
で

い
で
い
く

そ
し
て
負
け
じ
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と

撃
す
る
が

け
ら
れ
ま
た
は
弾
き
飛
ば
さ
れ
て
し
ま
う

 

狼

貴
方
本
当
に
人
間

や

て
る
事
が
妖
怪
じ
み
て

 
る
わ
よ

 
蓮
 

え

人
間
で
す
よ

 

刀
を
構
え

る
う
が
そ
の
度
に

で

が
れ
て
し
ま
い
良
知
が
明
か
な
い

だ
が
逃

ら
れ

て
い
く
内
に

々
に
と

界
が
暗
く
な

て
い
る
の
に
気
が
つ
く

そ
う
か

し
た
光
弾
か
ら

れ
て
い

て
い
る
せ
い
で
暗
く
な

て
い

て
い
る
の
だ

 

狼

だ
け
ど
夜
の
闇
に
逃

込
み

れ
る
事
が
出
来
れ
ば

 
こ

ち
の

ち
は
決
ま
り

 
蓮
 

そ
う
な
る
前
に

き
ま
す
よ

 

狼

勢
に
聞
こ
え
な
い
か
ら

い
な

 

ン

 

で

刀
の
一
撃
を

ぐ
が
急
に
立
ち

ま
る

 

狼

 
満
月
の
遠

え

 
蓮
 

な



 第十八章 平和の日常へ

 
こ
こ
で
ス

ル
だ
と
こ
れ
は
不

い

す
ぐ
さ
ま
後
ろ
へ
と
後
退
す
る
と

狼
は
遠

え
を
上

る
と
共
に

狼
を
中
心
に
弾
幕
が

開
さ
れ
後
退
す
る

分
に
襲
い
か
か
る

 
蓮
 

で
り

 

刀
を

る
い
向
か

て
く
る
弾
を

ち

し

は
斬
撃
波
を
放

て
相
殺
す
る

だ
が
相
手

が
遠

え
で
来
る
な
ら
こ

ち
も

で
返
す
の
み
だ

 
蓮
 

狗
神

 
式
神

を

り
出
し
投

る
と

の
狗
神
が
現
れ
る

 
蓮
 

呪

 
狗
神
の

 
狗
神

ン

れ

 
狗
神
の

は

撃
波
と
変
わ
り

分
へ
と
向
か

て
く
る
弾
幕
を

ち

し

滅
さ
せ

 

狼

ひ

 

狼
を
も

ら
せ
た

 
蓮
 

あ
り
が
と
う
狗
神

 
狗
神

け

 

ち
を
し
て
狗
神
は
帰

て
い
く
と
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狼

こ
の

 

を
向
け
て

狼
が
襲
い
か
か
る
が
す
ぐ
に
も
う
一

の
式
神

を
構
え

 
蓮
 

鈴

 
反
撃
の

 
と

ス

ル
を

え
る
と

分
の
前
に
鈴

が

て

る

 

狼

な

 
鈴

せ
り

 

跡
を

く
回
し

り
が

狼
の

に
目

け
て
放
た
れ
る

 

狼

ぐ

 
ギ
リ
ギ
リ
で

を
反
ら
し
回

さ
れ
後
退
さ
れ
る

 
鈴

ご
め
ん

蓮
く
ん

 
蓮
 

う
う
ん

か

た
よ
鈴

 
そ
う
し
て
鈴

も

え
る
と

狼
に
向
け
て

刀
を
向
け
る

 

狼

い

君

 
蓮
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 

狼
も
も
う
後
は
な
い
だ
ろ
う

ら
く
次
の
一
発
で
決
め
る
事
と
な
る
だ
ろ
う

い
に
構



 第十八章 平和の日常へ

え
一
気
に
仕

け
た

 
蓮
 

で
り

 

狼

は

 

い
に
ぶ
つ
か
り
合
お
う
と
し
た
そ
の

間
だ

た

 

 

く
ら
い
や
が
れ

 
と
何
処
か
ら
か
聞
い
た
こ
と
の
あ
る

が
聞
こ
え
る
と

大
な
光
が

方
に
向
か

て

て
き
た

 
蓮
 

 
不

い
こ
の
ま
ま
だ
と
殺
ら
れ
る

そ
う
感
じ
た

分
は
近
く
に
生
い

る
竹
を

み
し
な
り

を
利
用
し
て
そ
こ
か
ら

れ
る
が

 

狼

 

ン

 
と
大
き
く

弾
音
が
鳴
り

い
た

何
が
起
き
た
の
だ
ろ
う
か
と
思

て
い
る
と
生
い

る

竹
か
ら
そ
の
者
が

を
現
し
た

 
霧
雨

良
い
火
力
だ
流
石
は

の
八

だ
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そ
れ
は
友
人
で
あ
る
霧
雨
魔
理
沙
だ

た
の
だ

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
鈴

ま
さ
か
弾
幕
ご

こ
に
乱

し
て
く
る
と
は

 
狗
神

な

ま
さ
か
魔
女

子
も

 
怠
惰

そ
れ
は
次
回
に
な
れ
ば
分
か
る
よ

 
鈴

し
か
し
夜
戦
に
な
る
と
は
何
だ
か
ん
だ
で
久
々

 
じ

な
い

 
怠
惰

だ

弾
幕
ご

こ
で
の
夜
戦
は
永
夜
異
変

来
に

 
な
る

ま

あ
の
時
は
永

達
が

た

物
の

 
月
が
明
る
す
ぎ
て
光
を

す
る

は
な
か

 
た
け
ど
今
回
は
や

り

 
狗
神

意
外
に
考
え
て
ん
だ
な

 
怠
惰

ま

い
く
ら
蓮
君
で
も

感
で

ぐ

撃
す
る



 第十八章 平和の日常へ

 
な
ん
て

当
は
ま
だ
ま
だ
出
来
な
い
し

そ
こ
ま

 
で
言

た
ら

ト
タ
グ

に
な
る
よ

 
鈴

確
か
に

 
怠
惰

そ
う
だ
か
ら
こ
ん
な
戦
闘
に
な

た
よ

て
そ

 
ろ
そ
ろ
時
間
だ

そ
れ
じ

今
回
は
そ
ろ
そ
ろ
お

 
開
き
に
し
よ
う
か

 
狗
神

あ
い
よ
そ
ん
じ

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
な

 
鈴

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く

 
怠
惰

そ
ん
じ

バ
イ
バ
イ



 第３３６話 普通 の魔法使い

 
第
３
３
６
話
 
普
通

の
魔
法
使
い

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

書
の

望
動

が
な
か
な
か
終
わ
ら
な
い
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で

す

そ
の
せ
い
で
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま

て

が
痛
い
始

で
す

さ
て
こ
ん
な
話
も
そ
ろ
そ
ろ
や

め
に
し
て
本
編
へ
ど
う

 
ギ
リ
ギ
リ
で

撃
を

け
た
た
め
良
か

た
が

 

狼

こ

い
わ

人
間

い
わ

ガ
ク

 

悪
く

撃
し
た

狼
は

て
気
絶
し
た

そ
し
て
竹
林
か
ら
出
て
き
た
魔
理
沙
は

た

狼
を
見
て
満

そ
う
に
笑
う

 
霧
雨

よ
し
よ
し

良
い

合
に

ら
れ
て
や
が
る
な

 
や

り
良
い
火
力
だ

流
石
は
ミ

八

い
や

 
そ
の

の
あ
る
ミ

八

 
何
時
も
と

う

そ
う
か
霊
夢
の
お

い
棒
そ
し
て
咲
夜
の
銀
の

と

じ
よ
う
に
魔
理
沙
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は
ミ

八

が
変
化
し
た
の
か

と
な
る
と
霊
夢
や
咲
夜
の
よ
う
に

れ
る
か
も
し
れ
な
い
た

め
出
来
る
限
り
で
刺
激
し
な
い
よ
う
に
ミ

八

を

り
上

な
け
れ
ば

そ
う
考
え

り

す
る
魔
理
沙
へ
と
近
づ
く

 
蓮
 

ま

魔
理
沙

 
霧
雨

あ
ん

お

蓮
じ

な
い
か
何
し
て
ん
だ
こ
ん
な
場

 
所
で
よ

 
蓮
 

ま

ま

色
々
と

そ
う
い
う
魔
理
沙
は
何
し
に

 
こ
こ
へ

 
霧
雨

は
は
は
は

聞
い
て

け
よ
こ
の
ミ

八

の

 
火
力
を
試
し
に
来
た
ん
だ

 
う
ん
実

と
か
試
す
と
い
う
行

は
普

の
魔
理
沙
そ
の
も
の
だ
け
ど
何
か
言
動
が

々
し
い

気
が
す
る

そ
れ
よ
り
も
何
時
か
ら
こ
こ
に
い
る
ん
だ
ろ

 
蓮
 

因
み
に
何
時
か
ら

 
霧
雨

数
時
間
ぐ
ら
い
前
か
ら
だ

色
々
と
妖
怪
相
手
に

 
こ
れ
を
撃

て
て

く

れ
て
き
た



 第３３６話 普通 の魔法使い

 
蓮
 

ん

 
そ
う
な
る
と
こ
の

で
倒
れ
て
い
た
妖
怪
兎
達
そ
し
て

て
倒
れ
て
い
た
竹
の
数
々
そ
れ
の

犯
人
は

ら
く
魔
理
沙
だ
ろ
う

 
蓮
 

後

つ
良
い

そ
の
ミ

八

は

ン

ン

 
動
い
た
り
と
か
し
て
た
り

 
霧
雨

い
や

ン

ン
は
動
い
て
は
い
な
い
が
魔
法

 
の

の

気
を

手
に
除

し
て
た

 
除

て
除

か
よ

だ
が

く
べ
き
な
の
は
あ
の

の

気
を
除

し
た
事
だ

何
度
か

魔
法
の

に
向
か

た
事
は
あ

た
た
め
あ
の

の

気
は
知

て
い
る

に

タ
つ
き
気

ち
悪
く
な
る
よ
う
な

気
を
除

し
た

て
事
は
相
当
な
火
力
と
い
う
事
で
間

い
は
な
い
だ
ろ

う 
蓮
 

い

そ
れ

 
霧
雨

だ
ろ

今
一
番
の
お
気
に

り
な
ん
だ

 
お
気
に

り
か

火
力

門
の
魔
理
沙
か
ら
し
た
ら
こ
れ
は
新
し
い

を

た
子

と

じ
よ
う
な
心

な
の
だ
ろ
う
と
思

た

と
り
あ
え
ず
こ
の
話

を
一
度

め
る
か

つ
い
で
に



 第十八章 平和の日常へ

聞
き
た
い
事
も
な
り
に
あ
る
し

 
蓮
 

つ
目
な
ん
だ
け
ど
魔
理
沙
こ
こ
最
近
で
性
格
が
悪

 
そ
う
な
女
性

て
見
た
こ
と
な
い

こ
う

が
生
え

 
て
て
人
相
が
悪
そ
う
な
感
じ
な
ん
だ
け
ど

 
霧
雨

あ
ん

は
知
ら

な

と
い
う
か
性
格
が
悪

 
い
奴
な
ん
て
こ
の
幻
想
郷
に
は
わ
ん
さ
か
い
る
だ
ろ

 
何
を
今
さ
ら

 
蓮
 

ま

ま

確
か
に
そ
う
だ

 
そ
れ
は
魔
理
沙
の
言
う
通
り
だ

こ
こ
幻
想
郷
で
良
心
を

つ
人
だ
な
ん
て

な
人
数
し
か

し
な
い
な

思
い

く
の
は
華
扇
や
聖
そ
れ
か
ら

狛
ぐ
ら
い
か
な

え

霊
夢
に
魔
理
沙

に
理
久
兎
や
ら
は
ど
う
な
ん
だ

て

ま

良
心
は
と
も
か
く
良
い
性
格
は
し
て
る
か
な

 
蓮
 

て
何
を
考
え
て
る
ん
だ
ろ
う

 
下
ら
な
い
考
え
は
今
は

め
て
目
の
前
の
事
に
集
中
し
な
く
て
は

と
り
あ
え
ず
分
か

た
事

は
魔
理
沙
は
神
楽
を

ん
だ
犯
人
を
見
て
い
な
い
と
い
う
事
そ
し
て
十
中
八
九
で
何
か
に
不
思
議

な
力
に
当
て
ら
れ
た
の
か
咲
夜
と

じ
よ
う
に
あ
る
意

で
凶

に
な

て
い
る
と
い
う
事
は
分



 第３３６話 普通 の魔法使い

か

た

そ
れ
な
ら
ば
や
る
事
は
決
ま

た

 
霧
雨

そ
れ
で
最
後
の

つ
は

 
最
後
の

問
に
つ
い
て
聞
い
て
き
た

も
う
聞
く
こ
と
は

に
決
ま

て
は
い
る
が
こ
れ
を
言

え
ば
十
中
八
九
で

し
て
く
る
だ
ろ
う

だ
が
友
達
と
し
て
何
と
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

を

ち
聞
く

 
蓮
 

も
し
も
そ
の
ミ

八

を

す
る

て
言

た

 
ら
ど
う
す
る

 
そ
の
言

を
聞
い
た
魔
理
沙
か
ら
笑

が

え
目
つ
き
が
変
わ
り
ジ
ロ
リ
と

み

け
て
き

た 
霧
雨

今
な
ん
て
言

た

 
先
程
と
は
明
ら
か
に
空
気
が
変
わ

た

間
だ

た

そ
れ
ま
で
は
ジ
メ
ジ
メ
と

気
が
あ

た
迷
い
の
竹
林
は
カ
ラ

と

し
だ
す

よ
く
見
て
み
る
と
魔
理
沙
の
手
に

つ
ミ

八

は
怪
し
い
光
を
放

て
い
た

意
を
決
し
て
魔
理
沙
に
も
う
一
度

 
蓮
 

だ
か
ら
そ
れ
を

す
る
ん
だ
よ

 
霧
雨

お
前
さ
て
は
こ
の
前
の
霊
夢
と

じ
よ
う
に

物



 第十八章 平和の日常へ

 
だ
な

 
蓮
 

う
よ

 
ど
う
し
て
そ
う
な
る
ん
だ
よ

や

て
る
事
は
親

心
も
と
い

者
ぶ

て
る
お

介
に
見

え
る
か
も
だ
け
ど
本
物
を

物
呼
ば
わ
り
さ
れ
る
の
は
結
構
く
る
も
の
が
あ
る

 
霧
雨

お
前
は

の
大

な
ア
イ
テ

を
ど
う
す
る
気
な
ん

 
だ
よ

 
蓮
 

え

え

と

 
そ
こ
ま
で
は
考
え
て
な
か

た
な

分
一
度
は
寺
子
屋
に
行

て
何
処
か
の

屋
に

に

管
す
る
事
に
な
る
の
か
な

 
霧
雨

お
前
さ
て
は
そ
の
後
の
事
を
考
え
て
な
か

た
な

 
蓮
 

う
ん

 
霧
雨

よ
く
分
か

た

て
め

に
こ
れ
は

け
ら
れ
な
い

 

て
事
が
よ

 
こ
れ
は
明
ら
か
に

分
が
悪
い
よ
な

し

か
り
と
説
明
が
出
来
ず
で
こ
う

対
す
る
事
と

な

た
ん
だ
か
ら

だ
が
分
か

て

し
い

今
は
妖
怪
達
も

れ
た
り
し
て
い
て
危
険
だ
が
そ



 第３３６話 普通 の魔法使い

れ
に
合
わ
せ
て
不
思
議
な
力
が

て
し
ま

た
道

を
所

し
た
人
間
も

様
に
危
険
で
あ
る

と
い
う
事
を

 
蓮
 

そ
う

な
ら
や
り
た
く
は
な
い
け
れ
ど
力
ず
く
で
そ

 
の
ミ

八

を
回

さ
せ
て
も
ら
う

 

刀
の

先
を
魔
理
沙
へ
と
向
け
て
構
え
る

 
霧
雨

や

り

物
だ
な
て
め

は

本
物
の
蓮
な
ら

 
刀
じ

な
く
て
神
楽
一
択
だ

 
蓮
 

神
楽
は
家
で
中
な
ん
だ

て

 
霧
雨

託
は
も
う
い
い

本
物
に
変
わ

て
お
前
を
ぶ
ち

 
の
め
し
て
や
る

こ
の

薄
野

が

 

い
そ
こ
ま
で
言
う
か

と
い
か
そ
こ
ま
で

薄
な

し
て
い
る
の
か
な

 
蓮
 

魔
理
沙

そ
の
言

を

は

れ
な
い
か
ら

 
霧
雨

上
等
だ

か
か

て
き
や
が
れ

 
そ
う
し
て
夜
と
な

て
い

て
る
迷
い
の
竹
林
で
の
弾
幕
ご

こ
が
始
ま

た
の
だ

た



 第十八章 平和の日常へ

 
怠
惰

で
は
で
は
次
回
は
つ
い
に
魔
女

子
と
バ
ト
ル
な

 

で
す
が

 
狗
神

な

あ
の
ミ

八

て
や

り

 
怠
惰

う
ん
今

に
出
て
く
る
魔
理
沙
の
ミ

八

は

 
お
分
か
り
か
と
思
う
け
れ
ど
こ
の
異
変
の

で

 
パ

ア

し
て
ま
す

 
鈴

そ
ん
な
に

 
怠
惰

う
ん
普

か
ら
使
う
マ
ス
タ

ス
パ

ク
の
火
力

 
は
こ
の
異
変
中
の
み
フ

イ

ル
ス
パ

ク
と

 
等
の
火
力
を

る

て
感
じ
で
思

て
く
れ
た
方

 
が
い
い
か
な

 
鈴

わ

は
武

の

を
受
け
れ
る
け
ど
蓮
君

 
は
神
楽
ち

ん
が
い
な
い
か
ら

人
だ
け

受

 
け
れ
ず
で
大
変
そ
う

 
怠
惰

あ
る
意

で
蓮

パ

ト
強

を
し
て
い
る
感



 第３３６話 普通 の魔法使い

 
じ
が
す
る
よ

 
狗
神

ま

代
わ
り
に

達
が

張
れ
ば
良
い
だ
け
だ
が

 
な

 
鈴

う
ん

 
怠
惰

そ
の

だ

張

て
く
れ
た
ま
え
よ

 
狗
神

何
か

立
つ
な

 
鈴

う
ん
何
で
だ
ろ
う

 
怠
惰

気
の
せ
い

気
の
せ
い

さ
て
そ
れ
じ

時
間
も

 
時
間
だ
し
今
回
は
こ
こ
ま
で
か
な

 
狗
神

あ

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
な

 
鈴

そ
れ
じ

者
様

 
怠
惰

ま
た
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第
３
３
７
話
 
夜
の
竹
林
の
魔
法
使
い

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
ご
ち
う
さ
の

ア
ち

ん
の
カ

ド
ス
リ

が
あ
り

慢
で
き
ず
に

て
し
ま

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

そ
れ
で
１
０
０
０

近
く

て
い
か
れ

布
に
結

構
な

メ

ジ
が

て
し
ま
い
ま
し
た

あ

因
み
に

は

ア
ち

ん

し
な
ん
で
す

さ

て
こ
ん
な
話
も
あ
れ
な
の
で
本
編
へ
ど
う

 
月
の
光
が
神
々
し
く

ら
す
迷
い
の
竹
林
で
は

 
霧
雨

ひ

 
蓮
 

 
魔
理
沙
と
の
弾
幕
ご

こ
が
始
ま

て
い
た

向
か

て
く
る
弾
幕
を

刀
で
一

し

い
除

け
る

 
霧
雨

物
に
し
ち

や
る
じ

か

 
蓮
 

だ
か
ら

物
じ

な
い

て
言

て
る
よ



 第３３７話 夜の竹林の魔法使い

 
霧
雨

な
ら
聞
く
が
お
前
の

人
の
名
前
そ
ん
で
も

て
そ

 
の

人
が
ど
ん
な
性
格
で
ど
ん
な
告
白
を
し
た
の
か

 
言

て
み
ろ

 
蓮
 

う

 
何
そ
の

ず
か
し
い

開
処

言
う
の
も

歩

て
霊
夢
の
名
前
そ
し
て
性
格
は
言

て

も
良
い
よ

だ
け
ど
ど
ん
な
告
白
を
し
た
の
か

て
言
う
の
は
流
石
に

ず
か
し
い
ん
だ
け
ど

し
か
も
告
白
の
仕
方

て

い

タ
レ

レ
イ
で
の
告
白
だ

た
し

に
言
い
た
く
な
い

 
霧
雨

言
え

て
事
は
や

り

物
じ

か
こ

 
の

薄
野

 
蓮
 

む

分
か

た
よ

人
の
名
前
は
博
麗
霊
夢
で

 
性
格
は

分
の
欲
に
忠
実
で

な
性
格
そ
れ
か
ら

 
告
白
し
た
方
法
は

 
霧
雨

う

う
そ
の
方
法
は

 
何

か
魔
理
沙
は

と
笑

て
い
た

何
か
イ
ラ

と
来
た
た
め

 
蓮
 

そ
れ
は
言
う
と
思

て
い
る
の
か
な
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刀
を

る
い
斬
撃
波
を
何
発
か
放
つ
と
魔
理
沙
は

を

み
に

り
斬
撃
波
を
ヒ
ラ
リ
ヒ
ラ

リ
と

け
る

 
霧
雨

だ
不
合
格
だ

 
斬
撃
波
を
放
つ
の
を

め
て
魔
理
沙
へ
と

め

り

刀
を

る

だ
が
魔
理
沙
は
そ
れ
に
合

わ
せ

か
ら
降
り
る
と

で

ロ

ク
し
て
き
た

 
蓮
 

ど
う
し
て
い
き
な
り
テ
ス
ト

式
に
な

て
る
の
か

 
な

 
霧
雨

の
気
分
だ

 
何
か
今
の
魔
理
沙
は

え
が

か
な
い
感
じ
に
な

て
る

咲
夜
が

り
裂
き
魔
と
な

て
魔

理
沙
は

い

が

く
な

て
い
て
こ
う
な
る
と
霊
夢
は
一
体
ど
う
な

て
い
る
の
だ
ろ
う
か

 
霧
雨

だ
が
そ
ん
な
所
に
い
て
良
い
の
か
蓮

 
蓮
 

え

 

リ
と
笑
う
魔
理
沙
の

に
は
ミ

八

が
構
え
ら
れ
て
い
た

こ
の

で
マ
ス

タ

ス
パ

ク
な
ん
て
受
け
た
ら
気
絶
確
定
だ

す
ぐ
に

を

て
後
退
す
る

 
霧
雨

な

ん
て
な
嘘
だ



 第３３７話 夜の竹林の魔法使い

 
蓮
 

し

し
ば
き

 

バ
い
こ
こ
ま
で
イ
ラ

と
来
る
の
は
理
久
兎
さ
ん
ぐ
ら
い
だ

た
が
今
の
魔
理
沙
は
と
こ
と

ん
ウ
ザ
く
て
イ
ラ

と
く
る

だ
が

カ

と
は
く
る
が
あ
れ
は

分
の
友
達
だ
と

の
中
で
言

い
聞
か
せ
て
深
呼
吸
し
て
気

ち
を
落
ち
着
か
せ
る

そ
う
で
も
し
な
い
と
魔
理
沙
の

ス
に

き
込
ま
れ
る
だ
け
だ
か
ら
だ

 
蓮
 

 
霧
雨

な
に
深
呼
吸
な
ん
て
し
て
ん
だ
よ

そ
ん
な
暇
が
あ

 
る
と
思

て
ん
の
か

 

つ
の

状
の
物
を
無
数
に
投

る
と
そ
れ
は
ロ
ケ

ト
と
な

て

分
へ
と
向
か

て
飛
ん

で
く
る

 
蓮
 

あ
る
さ

だ

て

 
向
か

て
き
た
ロ
ケ

ト
を

刀
を

る
い
全
て
魔
理
沙
へ
と
弾
き
返
す

 
蓮
 

そ
ん
な

撃

か
ら
し
た
ら

ま

て
見
え
る
か

 
ら

 
霧
雨

う
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弾
き
返
さ
れ
た
ロ
ケ

ト
は
魔
理
沙
の
元
へ
と
戻

て
い
く
が
魔
理
沙
は
ミ

八

を

手

に
大
弾
を
出
し
て
弾
き
飛
ば
し
た
ロ
ケ

ト
を
ガ

ド
す
る

 
霧
雨

お

お
前
つ
い
に
越
え
ち

な
ら

所
を
越
え
や

 
が

た
の
か

 
蓮
 

越
え
て
な
い
よ
そ
れ
を
越
え
た
ら

の
破
滅

て

 

た
し

 

の

に
合
わ
な
い
力
は

の
破
滅
を
呼
び
か

な
い

そ
れ
は
神

子
に
諏
訪
子
や
風
雅
と

華
扇
そ
し
て
理
久
兎
か
ら
も
教
わ

た
事
だ
か
ら
だ

 
霧
雨

な

何
か
お
前
の
方
が
変
だ

 
蓮
 

変
わ
ら
な
い
よ

変
わ

た
と
し
た
ら

 

刀
を
構
え
呼
吸
を
整
え
な
が
ら
魔
理
沙
の
目
の

き
に
合
わ
せ
て
一
気
に

め

り

 
蓮
 

世
界
が
少
し
だ
け
だ
け
ど
遅
く
見
え
る
よ
う
に
な

 
た
か
な

 
霧
雨

な

 
目
を
開
け
た
そ
の
時

刀
を
一

し

撃
す
る
が
ギ
リ
ギ
リ
で

け
ら
れ
て
し
ま
う



 第３３７話 夜の竹林の魔法使い

 
霧
雨

あ

危

 
蓮
 

二
の

刀

 

手
に
よ
る
一

か
ら

刀
を

手
で

ち

し

り
下
ろ
す

 
霧
雨

二

構
え
か

 
蓮
 

う
よ
こ
れ
は
三

構
え
だ
よ
三
の
突
き

 
ま
た

け
ら
れ
る
が

手
を

刀
の

の
底
に
手
の
ひ
ら
を

せ
て
一
気
に
突
く

 
霧
雨

い
い

に
し
や
が
れ

 
突
き
を

け
た
魔
理
沙
は
ミ

八

を
構
え
る
か
と
思
い
き
や
構
え
ず

リ
と
笑
う
と

 
霧
雨

マ
ジ

ク
ア

ソ

バ

 

ロ

に
近
い
こ
の
場
所
で
ス

ル
を

え
て
き
た

 
蓮
 

 
す
ぐ
に

を

る
た
め
に
後
ろ
へ
と
後
退
す
る
と
大
き
な
黒
い
弾
が
現
れ
ゆ

く
り
と

進

し
て

て
く
る

こ
れ
な
ら
ば
行
け
る
と
思

た
が
今

て
い
る
の
は

刀
で
あ

て
神
楽

で
は
な
い

そ
の
た
め

ら
く
真

二
つ
に
一
刀

断
は
出
来
な
い
だ
ろ
う

 
蓮
 

仕
方
な
い
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面
倒
な
事
だ
が
回
り
道
を
す
る
か

一
度
下
へ
と

に
降
下
し
地
面
へ
と

を
つ
け
そ
の
ま

ま
真

ぐ
上

す
る
が

 
蓮
 

い
な
い

 
魔
理
沙
が
い
な
い
の
だ

何
処
に
い

た
ん
だ
と
思
い

り
を
探
す
が
夜
の
闇
に

れ
て
い
る

の
か
見
当
た
ら
な
い

 
蓮
 

何
処
に

 
と

言

て
い
る
そ
の
時
だ

た

下
か
ら
黒
い
光
が
集
ま
る
の
を
見
て
し
ま

た

 
蓮
 

し
ま

た
下
か

 
霧
雨

妖

 

ク
ス
パ

ク

 
ス

ル
を
宣
言
し
た
と

時
に
普

よ
り
も
大
き
い
黒
紫
の
マ
ス
タ

ス
パ

ク
が

て
き

た

あ
れ
が
今
魔
理
沙
が
使
う

殺
技
か

だ
が
問

な
の
は
あ
の
大
き
さ
で

け
る
の
に
も

遅
れ
て
い
て
当
た
る
か
も
し
れ
な
い

 
蓮
 

陰
陽
 
結
界

 
結
界
を
張
り

ら
せ
魔
理
沙
の
一
撃
を

ぐ
が

 

キ
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と
音
が
鳴
り

き
な
が
ら
結
界
に
ヒ

を

れ
て
い
く

出
力
を
あ

結
界
が
壊
れ
ぬ
よ
う

に
霊
力
を

り
込
む
が
魔
理
沙
の
一
撃
が

く

え
る
の
が
結
構

い

 
霧
雨

そ
ん
な
ん
で

え
れ
る
か
蓮

 
蓮
 

く

 
何
と
か
出
せ
る
限
り
で
霊
力
を
放
ち

ぐ
し
か
な
い

何

な
ら
結
界
を
解
け
ば

弾
す
る
か

ら
だ

そ
う
し
て
い
る
と
魔
理
沙
の
放

た

ク
ス
パ

ク
が

え
る

ど
う
や
ら
時
間
が
来

た
み
た
い
だ

そ
れ
に
合
わ
せ
結
界
を
解
き
地
上
へ
と
向
か
う

 
蓮
 

覚

魔
理
沙

 
だ
が
地
上
に
来
た
の
は
良
い
が
そ
こ
に
魔
理
沙
の

は
な
か

た

ま
た
隠
れ
て
い
る
の
か
と

思
い

を
す
る
が
竹
林
は

に
包
ま
れ
て
い
た

ま
さ
か
逃

た
の
か

一

で
こ
こ
は

が
出
来
る
狗
神
を
出
し
て
み
る
か

 
蓮
 

狗
神

 
狗
神
を

し
現
れ
た
人

の
狗
神
は

分
を
見
る

 
蓮
 

魔
理
沙
は
い
そ
う

 
狗
神

待
て
集
中
さ
せ
ろ

近
く
で
音
は
聞
こ
え
ず
匂
い
は
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遠
く
な

て
や
が
る
こ
れ
は
逃

た
な

 
蓮
 

え

 
咲
夜
に
続
き
魔
理
沙
に
も
逃

ら
れ
て
し
ま

た
み
た
い
だ

と
い
う
か
魔
理
沙
は
絶
対
に
分

が
悪
く
な

て
逃

た
な

 
蓮
 

ひ

ひ

く
れ
て
る
所
も
パ

ア

し
て
る
ん

 
だ
け
ど

 
こ
れ
ま
で
の
魔
理
沙
な
ら
あ
り
え
な
い
行
動
で

ク
リ
だ

 
狗
神

追
お
う
と
す
れ
ば
行
け
る
が

 
蓮
 

い
や
良
い
よ
深
追
い
は
良
く
な
い
し
そ
れ
に
夜
だ
と

 
こ

ち
も
不
利
だ
し

 
深
追
い
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い

仕
方
が
な
い
か
ら
ま
た
会

た
ら
そ
の
時
は
倒
し
て
あ
の

ミ

八

を
回

す
る
か

そ
れ
に
元
々
の
目
的
が
あ
る
の
だ
か
ら

 
蓮
 

狗
神
さ

き
の

狼
さ
ん
の
所
に

内
し
て

 
狗
神

あ

そ
う
だ

た
な

な
ら
来
い

 
蓮
 

分
か

た
よ



 第３３７話 夜の竹林の魔法使い

 
そ
う
し
て
魔
理
沙
に
逃

ら
れ

負
は
一

は
引
き
分
け

と
い
う

で
終
わ

た
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
鈴

怠
惰

 
怠
惰

何
か
な

 
鈴

人
だ
け

て
の
も

し
い

 
怠
惰

と
言

て
も
あ

ち
は

ど

人
だ
け
ど

こ

ち

 
ぐ
ら
い
な
も
ん
だ
よ

す
る

会
が

 

い
の
は

 
鈴

そ
う
な
ん
だ

 
怠
惰

う
ん
あ

そ
う
そ
う
鈴

 
鈴

ん

 
怠
惰

ず

と
伝
え

れ
て
て
今
さ
ら
思
い
出
し
た
け
ど

 

さ
ん
か
ら

那
を
よ
ろ
し
く
だ

て
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鈴

ま
さ
か
会

た
の

 
怠
惰

う
ん

性
的
な
人
だ

た
よ

の

さ
ん

 
鈴

や

り
無

だ

た

 
怠
惰

あ
る
意

で

ど
メ

で
会
話
し
た
よ

 
鈴

変
わ
ら
な
い
よ
な

で
も
そ
こ
が
ま
た
可
愛
い
か

 

た
り
す
る
ん
だ
よ

め
て
話
し
た
時
な
ん
か
は

 

子
に
隠
れ
な
が
ら

を

く
し
て
て
さ

 
怠
惰

は
い
は
い

慢
話

で
す
こ
ん
な
の

女
い
な
い

 

年

の
怠
惰
さ
ん
か
ら
す
る
と

メ

ジ
が
大
き

 
い
の
で

 
鈴

え

も

と
話
し
た
い
も
ん
あ
ん
な
事
と
か
こ
ん

 
な
事
と
か
さ

 
怠
惰

⻑
く
な
り
そ
う
だ
か
ら
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
そ
れ
で

 
は

さ
ん
ま
た
次
回
サ
ラ

バ

 
鈴

そ
れ
で
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第
３
３
８
話
 
夜
更
け

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

屋
の

け
を
し
て
い
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

お
陰
で
少
し
は

マ
シ
に
な
り
ま
し
た

で
す
け
ど
や

り
掃
除
は

い
で
す

さ
て
で
は
こ
ん
な
話
も
あ
れ
な

の
で
本
編
へ
ど
う

 
魔
理
沙
を
撃
退
し

分
は
狗
神
に

内
さ
れ
る
ま
ま
進
む

も
う
時
間
も
夜
か
ら
夜
も
更
け
深

夜
と
な

て
お
り
暗
く
て
よ
く
見
え
な
い
た
め
狗
神
を
見
失
わ
な
い
よ
う
に

く
歩
く
と

狼
が

倒
れ
て
い
る
場
所
に

り
着
く

 
蓮
 

い
た
い
た

 

狼
は
ま
だ
そ
こ
で

び
て
い
た

 
狗
神

こ
れ
で
良
い
な

 
蓮
 

う
ん

 
狗
神

な
ら

は
帰
る
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そ
う
言
い

狼
は
戻
ろ
う
と
す
る
が

 
蓮
 

待

て

そ
の
前
に

狼
さ
ん
を
起
こ
す
の
手
伝

 

て

 
狗
神

は

 
う
わ

に

に

を
し
て
き
た

だ

て

て
気
絶
し
て
い
る
女
性
に

る

て

面
的
に
も
犯

的
な
感
じ
が
あ
る
た
め

力
し
て
欲
し
い
の
だ

す
る
と
狗
神
は
や
れ
や
れ
と

れ
な
が
ら

狼
へ
と
近
づ
き

元
に

を

せ
て

 
狗
神

起
き
や
が
れ

 
と

少
し

れ
て
い
る

分
も

を
塞
ぎ
た
く
な
る
ぐ
ら
い
の
大

を
上

る

 

狼

ギ

 
気
絶
し
て
い
た

狼
は
飛
び
起
き

を

さ
え
て
地
面
を
転

回
り
な
が
ら

絶
し
出
す

 
狗
神

ら
起
こ
し
た

 
蓮
 

あ

あ
り
が
と
う
狗
神

 
や
り
過
ぎ
な
感
じ
は
す
る
が

を
言
う
と
狗
神
が
キ
レ
て
し
ま
う
し
キ
レ
る
と
霊
夢
と

様

に
面
倒
な
事
に
な
る
た
め

え
て
何
も
言
わ
ず

を

べ
る
と
狗
神
は
帰

て
い

た

と
り
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あ
え
ず

を

さ
え
て
の
た
う
ち
回
る

狼
に
近
づ
く

 
蓮
 

大

で
す
か

 

狼

う

が
キ

ン

て
す
る
よ

 
蓮
 

す
み
ま
せ
ん
う
ち
の
狗
神
が

 
狗
神
も
結
構

え

つ
な
い
事
を
す
る
よ
な
と
思
い
つ
つ

狼
を
起
こ
す

 

狼

あ
り
が
と
う

て

何
で
わ
ざ
わ
ざ
こ
こ
に
来

 
た
の

 
蓮
 

あ

い
え
実
は

つ
か
お

し
て
く
て

 

狼

え

何
が
聞
き
た
い
の

 
蓮
 

え

と

つ
か
あ
り
ま
す
が
ま
ず
今
回
の
騒
動
に
つ

 
い
て
何
か
分
か
り
ま
せ
ん
か

 
何
が
あ

た
の
か
分
か
る
か
と

る
と

狼
は

を
組
ん
で

し
い

を
し
て
考
え
る

 

狼

ご
め
ん
あ
ん
ま
り
分
か
ん
な
い
か
な

あ

で
も
姫

 
が
言

て
た
ん
だ
け
ど
霧
の
湖
の
近
く
で
変
な
妖
怪

 
達
が

し
て
い
た
と
か
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蓮
 

変
な
妖
怪
達

 

狼

そ
う
確
か
見
た
の
は

人
の
女
性
で

人
は

ぐ
ら

 
い
の
小
さ
な
子
が

人
そ
れ
と
も
う

人
は
結
構
人

 
相
が
悪
い
感
じ
の
妖
怪
が
い
た
と
か

 
お

ぐ
ら
い
の
子
は
良
く
分
か
ら
な
い

だ
け
ど
最
後
の
人
相
が
悪
い
感
じ
の
妖
怪

て

分

が
探
し
て
い
る
妖
怪
で
間

い
な
い
だ
ろ
う

 

狼

そ
れ
と
こ
れ
は

が
見
た
ん
だ
け
ど
今
日
の

頃
に

 

い

手
な

を
来
て
刀
を

て
い
る
娘
が
い
た

 
ん
だ
よ

 
蓮
 

手

 

狼

そ
う
こ
の

じ

見
た
こ
と
の
な
い

を
着
て
て
そ

 
れ
か
ら

は

で
後
は

う

ん
あ

こ
の

 
で

れ
ま
わ

て
い
た
妖
怪
達
を

て
る
刀
で

 
が

き
し
た

間
に
は
全
員
撃
退
し
て
た
よ

 
何
そ
の
子
下
手
し
た
ら
今
の

分
だ
と

て
な
い
か
も
し
れ
な
い

と
い
う
か
刀

て
ま
さ
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か
神
楽

い
や
そ
ん
な
バ
カ
な
神
楽
は
黒

だ
し
一
見
地

な
感
じ
の
大
和

子

て
感
じ
だ

だ
か
ら

う
だ
ろ
う

 

狼

そ
れ
で
そ
の
子
は
楽
し
そ
う
に
笑
う
ん
だ
よ
そ
れ
を

 
見
た
ら
血
の
気
が
あ

た

も

く
な

て
逃

だ

 
し
た
よ

ま
だ
そ
の
時
は
満
月
じ

な
か

た
し

 
こ
の

か
な

が
知

て
る
の
は

 
蓮
 

え

と
つ
ま
り
霧
の
湖
の

て
言
い
ま
し
た
け

 
ど
そ
れ

て
ど
の
く
ら
い
前
の
話
で
す
か

 

狼

姫
と
話
し
た
の
が
昨
日
だ
か
ら

分
数
日
く
ら
い
前

 
な
の
か
な

 
今
の
話
か
ら
す
る
と
そ
の
妖
怪
達
が
住
み
か
に
使

て
い
る
の
は

ら
く
霧
の
湖
の

で
あ

る
の
は
大
方
の
目

は
つ
い
た

 
蓮
 

そ
う
で
す
か

色
々
と
教
え
て
下
さ
り
あ
り
が
と
う

 
ご
ざ
い
ま
す

 

狼

い
や
ま

う
ん
こ

ち
も

も

え
た
し
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今
注
意
す
る
べ
き
事
は
霊
夢
や
魔
理
沙
や
咲
夜
と
い

た
面
子
に
は
注
意
す
る

次
に
さ

き
の

手
な
娘
に
は
特
に
注
意
す
る

と
り
あ
え
ず
は
こ
の
ぐ
ら
い
だ
ろ
う
か

狼
の
話
か
ら

し
て
も
そ
の
女
性
は
刀
を
所

し
て
い
る
と
な
る
と

分
の

て
い
る

刀
な

 
ら

く
真

二
つ
そ
し
て

分
の
体
も
真

二
つ
に
な
る
だ
ろ
う

 

狼

所
で
君
は
ど
う
す
る
の

 
蓮
 

と
り
あ
え
ず
は
人
里
の
寺
子
屋
で
少
し

て
霧
の

 
湖
の
方
面
を
探
し
て
み
ま
す

 

狼

そ
う
な
ら
気
を

け
て

 
蓮
 

狼
さ
ん
も
霊
夢
達
に
は
気
を
つ
け
て
下
さ
い

 
さ

き
の
魔
理
沙
み
た
く

走
し
て
る
の
で

 

狼

や

り
人
間

い
わ

 
そ
う
言
い

狼
は
竹
林
へ
と

て
い
き

を

し
た

 
蓮
 

さ
て
と
と
り
あ
え
ず
寺
子
屋
に
向
か
う
か

 
寺
子
屋
が
あ
る
人
里
な
ら
霧
の
湖
に
す
ぐ
に
向
か
え
る
た
め

的
に
も

度
良
い
の
だ

そ

う
し
て

分
は
寺
子
屋
が
あ
る
人
里
へ
と
向
か
う
の
だ

た
が
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め
て
来
な
い
か

 
と

そ
の
光
景
を
見
て
い
た

人
の
女
性
は

く

す
る
と

 
妖
怪

が

 

分
の

後
か
ら
凶

と
な

て
い
る
妖
怪
が
現
れ
襲
い
か
か

て
く
る

だ
が
手
に

つ
刀

を

刀
し

座
に
斬
り
つ
け

刀
す
る

 
妖
怪

あ
が

 
一

の

刀
術
に
つ
い
て
こ
れ
な
か

た
妖
怪
は

を
斬
ら
れ
無
様
に
倒
れ
気
絶
し
た

 

 

安
心
な
さ
い
な
所

は

ち
よ

今
日
は

 
ま

良
い
わ
代
わ
り
に
明
日
は
楽
し
ま
せ
て
も
ら
う

 
わ
よ

キ

ハ
ハ
ハ

 
そ
の
者
は
楽
し
そ
う
に
そ
う

い
て
い
る
と

 

 

こ
こ
に
い
た
か
先
生

 

 

あ
ら
あ
ら
こ
れ
は
こ
れ
は

 

 

そ
ろ
そ
ろ
戻
ろ
う

 

 

そ
う
で
す

そ
う
し
ま
し

う
か
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と
言
う
と
そ
の
者
達
は
倒
し
た
妖
怪
を
わ
ざ
と

み
つ
け
な
が
ら
夜
の
闇
に

え
て
い

た

の
だ

た

そ
ん
な
事
が
起
こ

て
い
る
事
を
知
ら
な
い
蓮
は
月
明
か
り
が

ら
す
夜
を
飛
び
な

が
ら

 
蓮
 

神
楽
は
そ
う
だ
け
ど
霊
夢
や

の

は
無
事
な
の
か

 
な

 
そ
ん
な
事
を
思
い
な
が
ら
人
里
の
寺
子
屋
へ
と
向
か
う
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
鈴

あ
れ
は

い

て

 
狗
神

あ

で
も
し
な
い
と
起
き

だ
ろ

 
怠
惰

ま

一
理
あ
る
な
何
処

の
ク
ト

ル
フ

動

 
は
気
絶
し
て
る
奴
に
対
し
て
劇

の
代
わ
り
に

 
ん
で
き
た
シ

ル
ス
ト
レ
ミ
ン
グ
で
起
こ
し
て
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た
し

 
狗
神

何
だ
そ
れ

 
鈴

ど
ん
な
物
な
の

 
怠
惰

あ

シ

ル
ス
ト
レ
ミ
ン
グ

て
の
は

シ
ン

 
の

物

て
日
本
で
は
言
う
ん
だ
け
ど
聞
こ
え
は

 
良
い
ん
だ
け
ど
世
界
一

い
食
べ
物
と
し
て

名

 
な
ん
だ
よ

 
狗
神

う
そ
ん
な

い
の
か

 
怠
惰

分

れ
て
な
い
狗
神
が

い
だ
ら
失
神
と
か

 
す
る
ん
じ

な
い
か
な

 
鈴

そ
ん
な
に

 
怠
惰

ま

て
る
物
と
か
を
食
べ
て

れ
て
る
動
物

 
や
ら
は
逆
に
近
づ
い
て
く
る
ん
だ
け
ど

と
か

 
そ
の

は
特
に

因
み
に
あ
る
け
ど

い
で
み
た

 
り
す
る
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狗
神

い

い
や

め
て
お
く
そ
ん
な

を

す
の
は

 
ご
め
ん
だ

 
怠
惰

鈴

は

 
鈴

え

遠

し
て
お
く
よ

 
怠
惰

そ
う
な
ら
良
い
や

 
狗
神

て
か
何
で
あ
る
ん
だ
よ

 
怠
惰

ま

秘

の

屋
で

育
し
て
る
動
物
の

に
使
う

 
ん
だ
よ

奴
等
こ
う
い
う
強

な
匂
い
を
発
す
る
物

 
が

き
だ
か
ら
さ

 
狗
神

変
わ

て
や
が
る
な

て
お
い
も
う
時
間
が

 
怠
惰

あ

そ
う
だ

な
ら
今
回
は
こ
こ
ま
で
で

 
鈴

う
ん
そ
う
い
え
ば
伝
え
る
こ
と
が
あ

た
ん
じ

 
な
い
の

 
怠
惰

あ

そ
う
そ
う
月

日
か
ら
こ

ち
は
休
み
に
し
て

 
あ

ち
の
方
を
ま
た
投
稿
し
て
い
く
か
ら
よ
ろ
し
く



 第３３８話 夜更け

  
狗
神

了
解
し
た
そ
ん
じ

終
わ
る

 
鈴

う
ん
そ
れ
じ

者
様
ま
た
投
稿
し
た
ら
よ
ろ
し
く

  
怠
惰

そ
ん
じ

バ
イ
バ
イ



 第十八章 平和の日常へ

 
第
３
３
９
話
 
逆
さ
ま
な
城

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

ル

ン
ウ

ク
も
最
終
日
と
な
り
悲
し
み
で
い

い
な
怠
惰

の
ク
ソ
悪
魔
で
す

生
生
活
最
後
の
た
め
本
当
に
悲
し
い
ん
で
す

さ
て
で
は
そ
ろ
そ
ろ
本

編
へ
ど
う

 
人
里
の
寺
子
屋
で
一

し
数
時
間
後
が
経
過
す
る

 
蓮
 

う

ん

も
う
朝

 
朝
日
が

に
当
た
り
あ
ま
り
の

し
さ
に
目
を
開
け
起
き
上
が
る

時

を
見
る
と
朝
の

時
に
な

て
い
た

 
蓮
 

霊
夢
は
戻

て
き
て
る
の
か
な

 
神
楽
は
心

だ
が
そ
れ
と

じ
よ
う
に
お

い
棒
を

て
何
処
か
へ
と
向
か
い
行
方
不
明
に

な

て
い
る
霊
夢
が
心

に
な
る

ま
た
前
み
た
い
に
喧
嘩
に
な
る
と
後
が
大
変
だ
し
今
回
は
あ

ま
り
い
ち

も
ん
だ

た
り
は
言
わ
な
い
で
お
こ
う
と
思

た



 第３３９話 逆さまな城

 
蓮
 

は

ま

霊
夢
な
ら
大

か
し
か
も
今
は
血
の

 
気
が

い
し

 
今
の
霊
夢
な
ら
心

無
用
か
と
思
い
な
が
ら
立
ち
上
が
り
体
を
グ

と

ば
す

 
蓮
 

さ
て
行
き
ま
す
か

 
神
楽
を

り
戻
す
た
め
に
昨
日

狼
が
言

て
い
た
霧
の
湖
の

を
探
し
て
み
よ
う

そ

こ
に
何
か
し
ら
の
手
が
か
り
が
あ
る

だ
し

そ
う
と
決
ま

た
ら

く

度
を
整
え
寺
子
屋

の

ま
り
を
し

か
り
し
て
人
里
を
出
る

そ
う
し
て
霧
の
湖
の
方
向
へ
と

り
着
く

 
蓮
 

何
か
手
が
か
り
は
な
い
か
な

 
手
が
か
り
を
探
し
な
が
ら
霧
の
湖
を
飛
び
ま
た
は
湖
の

り
を
散
策
し
て
と
す
る
こ
と
数
時
間

が
経
過
す
る
が

 
蓮
 

て

手
が
か
り
な
し

 

念
な
事
に
手
が
か
り
が

つ
た
り
と
も
見
つ
か
ら
な
い
の
だ

ど
う
な

て
い
る
ん
だ
と

思
い
空
を

め

と
気
づ
く

 
蓮
 

ん

空
が
曇

て
る

 
そ
れ
は
霧
の
湖
の
結
構
先
の

う
に
な
る
が
そ
の

だ
け
が
曇
り
空
な
の
だ

何

あ
そ
こ
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の
方
は
曇
り
空
な
の
か
気
に
な
る

 
蓮
 

行

て
み
る
か

 
今
の
と
こ
ろ
手
が
か
り
な
ん
て
物
は

も
な
い

な
ら
ば
行
く
だ
け
行

て
み
て
確
認
し

て
み
よ
う

そ
う
思
い
再
び
空
を
飛
び
曇
り
空
と
な

て
い
る
場
所
へ
と
向
か
う

 
蓮
 

何
だ

こ
れ

 
空
は

の
場
所
と
は

い
暗
い
曇
天
の
空
へ
と
変
わ

て
い
て
明
ら
か
に
可
笑
し
い
と
分
か

る

一
体
な
に
が
ど
う
し
て
こ
う
な

て
い
る
ん
だ
ろ
う
か

 
蓮
 

何
か
空
に
あ
る
の
か

 
も
し
か
し
た
ら
空
に
何
か
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い

そ
れ
に
こ
ん
な
空
だ

た
ら
霊
夢
や
魔
理

沙
や
咲
夜
も
気
づ
い
て
こ
こ
に
来
る
だ
ろ
う

 
蓮
 

行
く
だ
け
の
事
は
あ
る
よ

 
と

言
い
空
を
飛

う
と
し
た
そ
の
時

突
然
地
面
が
大
き
く

れ
出
す

 
蓮
 

な

何
だ

 
地
面
が

れ
近
く
で
落
ち
て
い
る
石
こ
ろ
が
飛
び
は

る

そ
し
て

く
し
て
地

は

ま

る



 第３３９話 逆さまな城

 
蓮
 

何
だ

た
ん
だ
今
の
は

ま
さ
か
地
底
で
も
何
か
が

 
起
き
て
い
る
の
か
な

 
地
底
で
も
何
か
起
き
て
い
る
の
か

だ
と
し
た
ら

ら
く
こ
の
地

の
原
因
は
当
て

け
み
た

く
聞
こ
え
る
が
理
久
兎
あ
た
り
が
原
因
で
間

い
は
な
い
だ
ろ
う

 
蓮
 

何
か
こ
う
い
う
時
に
だ
け
は
安
心
と

頼
の
理
久
兎

 
さ
ん
の
名
前
が

か
ぶ
ん
だ
よ
な

 
ト
ラ

ル
メ

カ

と
い
う

つ
名
を
理
久
兎
が

て
い
る
せ
い
か
ど
う
も
す
ぐ
に
理
久

兎
の
名
前
が

か
ぶ
ん
だ
よ
な

あ
ま
り
こ
う
い
う
風
に
思
う
の
は
よ
ろ
し
く
は
な
い
の
は
分
か

る
が
や
は
り
理
久
兎
だ
よ
な

 
蓮
 

ま

理
久
兎
さ
ん
が
前
み
た
い
に
凶

に
な

て
な

 
い
な
ら
地
底
は
大

か
な

そ
れ
な
ら
地
上
は

 
が

め
な
い
と

 

く
こ
の
異
変
を
解
決
し
て
神
楽
を

り
戻
し
た
い

そ
し
て
霊
夢
達
に
も
元
に
戻

て

し

い
し

く
こ
の
異
変
を

け
な
い
と
い
け
な
い
な

 
蓮
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呼
吸
を
整
え
地
面
を
思
い

き
り

り
曇
天
の
空
へ
と
一

に
向
か

て
行
き
雲
の
中
へ
と

る

雲
の
中
は
さ
な
が
ら
嵐
の
よ
う
に

れ
て
お
り
雨
風
も
強
く

鳴
も

き

光
を
発
し
て

い
た

 
蓮
 

ぐ

 
雨
風
は
と
も
か
く

に
だ
け
は
当
た
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
な
け
れ
ば
当
た

た
ら
ギ

グ
み

た
く
丸

で
は

ま
さ
れ
な
い
だ
ろ
く
し

そ
う
し
て
そ
ん
な
心

を
よ
そ
に
何
と
か
雲
を
突

き

け
る
と
そ
の
景
色
に
目
を

た

 
蓮
 

な

何
だ
こ
れ

 
そ
れ
は
大
き
な
和
城
が
逆
さ
ま
に
な

て
空
に

て
い
た
の
だ

ど
う
し
て
ま
た
こ
う
な

た
の
だ
ろ
う
か

と
い
う
か
ど
う
い
う
原
理
で
あ
の
和
城
は
逆
さ
ま
に

て
い
る
の
か
と
色
々

な
謎
が
あ
る
が

ら
く
だ
が
こ
こ
に
神
楽
が
い
る
の
で
は
な
い
の
か
と
も
思

た

 
蓮
 

行

て
み
る
か

 
城
の
内

に

ろ
う
と
し
た
そ
の
時
だ

た

 

 

ち

と
待

た

 

 

あ

姉
さ
ん

た
ら
ず
る
い
わ
よ



 第３３９話 逆さまな城

 
突
然

分
の
前
に

人
の
少
女
が

て

て
き
た

そ
の
内
の
一
人
は

を

ち

ツ
イ
ン
テ

ル
に
な

て
い
る
少
女
そ
し
て
も
う

人
は
シ

ト

ア

に
カ

シ

を
つ
け
て
い
る
女
性
だ

た

 

 

々
姉
さ
ん
そ
れ
は

の

物
よ

り
し
な
い
で

 
頂

 

 

う
わ
八

そ
れ
は
最

か
ら

の
よ

 
え

と
ツ
イ
ン
テ

ル
の
娘
が

々
で
シ

ト

ア

の
娘
が
八

で
姉
妹
な
の
か

と
い

う
か

て

て
き
た
の
は
良
い
け
ど
い
い

に
ど

ち
が
戦
う
の
か
ハ

キ
リ
し
て
か
ら

て

て

し
い
ん
だ
け
ど
な

 
蓮
 

あ
の

 
八

じ

あ
良
い
わ
よ
姉
さ
ん
に

て
あ

る
わ

 

々

良
い
わ
よ
貴
女
に

る
か
ら

 
と

ま
だ
言
い
合
い
が
続
く

も
う
本
当
に
い
い

に
決
め
て

し
い
ん
だ
け
ど

 
蓮
 

先
に
行

て
良
い
で
す
か

 

人

メ
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蓮
 

そ
こ
だ
け
は

タ
リ

 
こ
れ
じ

が
明
か
な
い

面
倒
な
事
に
な

て
し
ま
う
が
仕
方
が
な
い

刀
を
構
え
て

 
蓮
 

な
ら
良
い
で
す

人
ま
と
め
て
相
手
し
て
あ

ま
す

 
そ
れ
で
構
い
ま
せ
ん
よ

 

々

よ

こ

ち
は
正
々
堂
々
を
心

け
て
る
の

 
八

そ
う
よ

 
蓮
 

い
え

人
の
実
力

と

等
だ
と
思
い
ま
す
け
ど

  
理
久
兎
み
た
い
に
真

し
て

い

発
を

え
て
言
う
と

人
の
目
が

く
な
る

 
八

生
意
気

良
い
わ

達
九
十
九
姉
妹
の

に

 

々

聞
き

れ
て
し
ま
い
な
さ
い

 
蓮
 

蓮

し
て
参
り
ま
す

 
そ
う
し
て
姉
妹
と
の
弾
幕
ご

こ
が
始
ま

た
の
だ

た



 第３３９話 逆さまな城

 
怠
惰

で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

あ

て
か
あ
の

人

て
本
当
に
姉
妹
か

 
鈴

え

何
で

 
狗
神

見
た
目
は
そ
う
だ
が
何
よ
り
も

い
が

う

 
怠
惰

良
い
と
こ
を
つ
く

ま

そ
こ
は

と
も

 
べ
て
は
欲
し
い
所
だ

 
鈴

ま
た
は
ぐ
ら
か
す

 
怠
惰

ま

後
々
に

え
も
出
す
と
は
思
う
け
ど

 
狗
神

本
当
に
そ
う
な
の
か
ま

た
く
分
か
ら
ん
な

 
怠
惰

ア
ハ
ハ
ま

と
り
あ
え
ず
次
回
か
ら
ど
ん
な

開

 
に
な
る
の
か
お
楽
し
み
に

て
事
で
今
回
は
こ
こ

 
ま
で

 
鈴

ハ
イ
ハ
イ
ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く

 
狗
神

そ
ん
じ

ま
た
な



 第十八章 平和の日常へ

 
第
３
４
０
話
 

九
十
九
姉
妹

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
久
々
の

は

ル
い
と
感
じ
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

ク
ラ
ス
の

中
だ
と
ボ

な
ん
で
ク
ラ
ス
に
い
て
も
大
し
て
面
白
く
な
い
ん
で
す
よ

さ
て
こ
ん
な

話
も
あ
れ
な
の
で
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 
不
思
議
な
光
景
が

が
る
空
の
上
そ
こ
で
は
突
然
現
れ
た
不
思
議
な
姉
妹
と
の
弾
幕
ご

こ
が

始
ま

て
い
た

 
八

姉
さ
ん

を
引

張
ら
な
い
で
よ

 

々

そ
の
言

は
そ
の
ま
ま
返
す
わ
八

 

人
は
そ
ん
な
事
を
言
い
合
い
な
が
ら

々
は

を
引
き
八

は

手
に

つ
も
の

を

出
し
音
楽
を
奏
で
音

の
弾
幕
を

開
し
て

撃
を
仕

け
て
く
る

 
蓮
 

 
向
か

て
く
る
弾
幕
は

人
分
あ
る
た
め

度
が
物

い
事
と
な

て
お
り

け
る
の
が
大



 第３４０話  九十九姉妹

変
な
の
だ
が
あ
の

人
は
音
楽
と
も
に
弾
幕
を
放

て
く
る
た
め
こ
う
集
中
し
て
は
い
る
が
こ

れ
ま
で
の
戦
い
に
比
べ
る
と
リ
ラ

ク
ス
出
来
る

 

々

や
る
わ

 
八

そ
れ
よ
か
何
で
あ
ん
た
は
そ
ん
な
リ
ラ

ク
ス
し
た

 

し
て

け
て
ん
の
よ

 
蓮
 

あ

す
い
ま
せ
ん

人
の
奏
で
る
音
楽
が
心
地
良
く

 
て

 
と

あ
り
の
ま
ま
に
言
う
と

人
は

き
な
が
ら
も

し
い
の
か

れ
て
る
の
が

に
出
る

 
八

そ
れ
は
ま

達
は
こ
れ
で
も
楽

の

喪
神
だ
し

  

々

こ
の

に
な

て
ま
だ
数
日
し
か
経
過
し
て
い
な
い

 
け
れ
ど

 
つ
ま
り
神
楽
や
こ
こ
ろ
と

じ

喪
神
そ
れ
も
楽

の

喪
神
だ

た
ん
だ

通
り
で
こ
の

人
の
演
奏
が

い
わ
け
だ

 

々

ま

で
も

め
て
く
れ
た
お

に



 第十八章 平和の日常へ

 
八

い
の
を
見
せ
ち

お
う
か

 
そ
う
言
う
と

人
は

を
張
り
上

 

々

平
曲
 

園
精

の

の
音

 
八

 

行
無
常
の

の
音

 

人
は
ス

ル
を

え
る
と
無
数
の
音

の
弾
幕
が
よ
り

く
よ
り

度
が
濃
く
な

て

開
さ
れ
襲
い
か
か

て
き
た

流
石
に
今
の

分
で
は
こ
の

を

く
の
は

し
い
た
め

ケ

ト
に

れ
て
あ
る
式
神

を

り
出
し

 
蓮
 

式

 
狗
神
の

 
と

分
も
ス

ル
を

え
狗
神
獣

を

す
る

 
狗
神

ン

 
狗
神
の

が

き

り
そ
の

撃
波
で
向
か

て
き
た
弾
幕
は
一
気
に

滅
す
る

 

々

う
ぐ

 
八

何
て
こ
と

 
こ
の

人
も
ま
さ
か
ス

ル
を
す
ぐ
に

レ
イ
ク
さ
れ
る
と
は
思
わ
な
か

た
の
か
狗
神
の

に

を

さ
え
て

え
て
い
た
が
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蓮
 

久
々
は
キ
ツ
イ

 

分
も

を

さ
え
て

え
る

久
々
に
こ
の

を
受
け
た
た
め
結
構

に
く
る

そ
し
て

が
終
わ
る
と
狗
神
は

方
を
見
て

 
狗
神

た
く
少
し
は

れ
ろ
よ

 
と

一
言
悪

を
つ
い
て
帰

て
い

た

 
蓮
 

や
れ
や
れ

だ
け
ど
あ
り
が
と
う

 
見
せ
ら
れ
た
ん
だ

今
度
は
こ

ち
の
番
だ

刀
を
構
え
一
気
に

を
積
め
近
く
に
い
た

々
に
向
か

て

刀
を

る
う

 

々

ぐ

さ
せ
る
か

 
ド

ン

 

ス
タ
ン
気

の

々
は
手
に

つ

で

刀
の
一
撃
を

い
で
き
た

だ
が
す
ぐ
に

し
返
し

々
の
体

を
崩
さ
せ
る

 
蓮
 

い

 

々

ぐ

 
崩
し
か
ら
の
下

に
よ
る

い
斬
り
上

を
し
よ
う
と
す
る
が
突
然

刀
が

タ
リ
と
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ま

て
動
か
な
く
な
る

 
八

や
ら
せ
な
い
わ
よ

 
良
く
見
て
み
る
と
無
数
の

が

刀
に

み

い
て
お
り

を

て
行
く
と
八

の

手
か

ら

が

び
て
い
た

い
つ
の
間
に

め
た
の
だ
ろ
う
か

だ
が

え
て
言
い
た
い

 
蓮
 

せ
い
や

 
八

き

 
こ
れ
は

狛
み
た
く
力
が
あ
る
者
が

め
る
な
ら
良
い
が
そ
う
で
な
け
れ
ば
力

せ
に

れ
ば

め
た
相
手

と
も

け
て
し
ま
う
の
だ

 

々

こ
の
八

を

し
な
さ
い
よ

 
蓮
 

い
や

手
に
八

さ
ん
が

ん
で
き
て
る
ん
で
す
け
ど

  

々

そ
う
だ
け
ど

あ

も
う
貴
女
は
を
真

先
に
倒
し
て

 
八

を

け
る
し
か
な
い
わ

 
何
そ
の
面
倒
に
な

た
か
ら
ご
り

し
し
よ
う

て
い
う
考
え
方
は

た
だ
の

レ
イ

じ

な
い
か



 第３４０話  九十九姉妹

 

々

怨
霊
 
平
家
の
大
怨
霊

 
ス

ル
を

え
無
数
の
音

弾
幕
を

開
し

撃
し
て
く
る

そ
れ
に
合
わ
せ

 
蓮
 

じ

り

 
八

キ

 

刀
に

ま

て
い
る
八

を
ス

ル
を
放

た

々
ま
た
は
放

た
弾
幕
に
目

け
て

り

回
す

そ
れ
を
見
た

々
は
危
険
と
判
断
し
た
の
か
ス

ル
を
キ

ン
セ
ル
し

撃
を

け
る

 

々

ち

と
危
な
い
で
し

八

 
八

そ
ん
な
こ
と
を
言

た

て

 

々

本
当
に
も
う
仕
方
な
い
妹

 
そ
う
言
い

々
は

刀
と
八

を
結
ぶ

を
レ

ザ

で
斬
り
解
放
さ
れ
る

そ
の
お
陰
な
の

か
だ
い
ぶ

刀
が

く
な
り

 
蓮
 

お

と
と

 
一

だ
が

勢
が
崩
れ
か
け
る
が

ち

す

そ
し
て
解
放
さ
れ
た
八

は
と
い
う
と

 
八

う

ん
目
が
回
る

 

々

ま

た
く
も
う
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と

り
回
さ
れ
た
た
め
か
目
が
回

て
い
た

そ
の

を

い

人
に
目

け

刀
を

る
い
斬
撃
波
を
放
つ
が
回

さ
れ
る

 
八

さ

き
か
ら
良
い
気
に
の
る
ん
じ

な
い
わ
よ

 
そ
う
言
う
と

を
引
き

 
八

曲
 
下

上
レ
ク
イ

 
無
数
の
音

弾
幕
が
四
方
八
方
か
ら
襲
い
か
か
る

 
蓮
 

狗
神
に
頼
む
に
も
ま
だ
出
来
な
い
か

 

じ
ス

ル
の

発
は
ル

ル
的
に
不
可
だ

そ
の
た
め
使
う
に
も
時
間
が
か
か
る
の
だ

 
蓮
 

仕
方
な
い
か

 

刀
を

る
い
無
数
に
斬
撃
波
を
放
ち
向
か

て
く
る
弾
を
相
殺
し
て
い
く

 

々

大

を

い
た

り
に
は
後
ろ
が
が
ら
空
き
よ

 

後
へ
と
回

た

々
は

か
ら

を

し
た
レ

ザ

を
放

て
く
る

 
蓮
 

陰
陽
 
結
界

 
向
か

て
き
た

撃
に
対
し
結
界
を
張

て
ト

カ
し
て

撃
を

ぐ

そ
し
て
す
ぐ
さ
ま

下
へ
と
急
降
下
し
そ
の
場
を

れ
る
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々

達
の
音
楽
か
ら
は

 
八

逃
が
さ
な
い
わ
よ

 

人
は
下
へ
と
急
降
下
し
た

分
に
向
か

て
弾
を
放

て
追
撃
を
し
て
く
る

そ
の
タ
イ

ミ
ン
グ
に
合
わ
せ
向
き
を
変
え
弾
幕
を

け
な
が
ら
一
気
に
上
空
へ
と
飛
び
立
つ

 

々

あ
の

度
の
弾
幕
を

 
八

通
り

け
た

 
上
空
へ
と

達
し
式
神

を

る

 
蓮
 

鈴

 
鈴

は
い
は
い

こ
の
状
況
か
ら

す
る
に
ま
さ
か
あ

 
れ
を
や
る
の

 
蓮
 

そ
う

お
願
い
力
を
貸
し
て

 
鈴

も
う

失
敗
し
て
も
知
ら
な
い
か
ら

 
そ
う
言
う
と
鈴

は
大
き
な
霊
力
玉
を

り
上

る

そ
れ
に
合
わ
せ

分
も
鈴

と

じ
ぐ

ら
い
の
大
き
さ
の
霊
力
玉
を

り
上

る

 

々

何
を
す
る
つ
も
り
か
は
知
ら
な
い
け
ど
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八

さ
せ
な
い
わ
よ

 

人
は
上
空
に
い
る

分
達
に
向
か

て
弾
幕
を

開
し

撃
し
て
く
る
が
こ
れ
な
ら
間
に

合
い
そ
う
だ

 
鈴

行
く
よ
蓮
く
ん

 
蓮
 

良
い
よ

 

い
に
了

を
し
あ
い

分
は
地
上
に
向
か

て
大
弾
を
放
ち
鈴

は
更
に
空
に
向
か

て
大

弾
を
投

る

そ
し
て

分
は

刀
を
構
え
鈴

は

を
構
え

 

人

双

 
陽
と
陰
の
力

 
ス

ル
を

え
鈴

は
下
へ
と
放

た
大
弾
に
向
か

て
勢
い
が
あ
る
飛
び

り
を
そ
し
て

分
は
空
に
放
た
れ
た
大
弾
に
向
か

て

刀
を
構
え
一
気
に
か
け
上
が
る

 
鈴

く
ら

ち

え

 
鈴

の
か
か
と
落
と
し
が

撃
し
た
大
弾
は
魔
理
沙
が
放
つ
マ
ス
タ

ス
パ

ク
と

等
レ

ル
の

レ

ザ

へ
と
変
わ
り
下
に
い
る

々
と
八

に
向
か

て
ま

す
ぐ
放
た
れ
る

 

々

そ
ん
な
ぐ
ら
い
じ

 
八

達
は
倒
せ
な
い
わ
よ
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人
は
レ

ザ

な
ど
も
の
と
も
し
な
い
と
い

た
感
じ
で
回

す
る

だ
が
ま
だ

撃
は

て
い
る

 
蓮
 

じ

り

 

の
一
撃
で
大
き
な
弾
を
一
刀

断
し
真

二
つ
に
な

た
大
弾
は
一
気
に
分
裂
し
さ
な
が

ら
小
さ
な

石
の
よ
う
に

々
と
八

へ
と
降
り
注
い
だ

 

々

な

 
八

嘘

 
本
来
な
ら
こ
れ
は

時
に
行
う
こ
と
で
真
ん
中
は

レ

ザ

回
り
は
小

の

石
が
降
り

注
ぐ
と
い

た
弾
幕
に
な
る
の
だ
が
少
し
タ
イ
ミ
ン
グ
が

レ
て
し
ま
い
失
敗
し
て
し
ま

た
が

不
意
を
つ
い
た
一
撃
に
は
な

た
は
ず
だ

 

々

け

て
し
ま

た
レ

ザ

で

が

 
八

ひ

ひ

 

ン

ン

 

回
の

弾
音
が
鳴
り

い
た

 
鈴

達
の

利
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蓮
 

う
ん

 
こ
の
弾
幕
ご

こ
の

負
は

分
達
の

利
と
な

た
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

あ

そ
れ
よ
か
あ
の
最
後
の
ス

ル

て
よ

 
怠
惰

は
い
は
い
あ
れ

蓮
と
鈴

が
力
を
合
わ
せ
て
放
つ

 
ス

ル
だ

蓮
が
放

た
玉
を
鈴

が
か
か
と
落
と

 
し
を
し
て
レ

ザ

を
放
つ
こ
れ
は
リ
ボ
ル
バ

の

 
ハ
ン
マ

を

ル
に
し
て
る
よ

 
狗
神

弾
を

ち
出
す
あ
れ
か

 
怠
惰

そ
う
そ
う
そ
れ
で
レ

ザ

を
撃
ち
出
し
そ
し
て
鈴

 

が
放

た
玉
を
蓮
が
斬
る
事
で
無
数
の
小

弾
幕

 
が

り
一

に
降
り
注
ぐ

て
感
じ
だ
よ

し
か
も

 
レ

ザ

が

に
な

た
り
す
る
と

け
れ
な
く
な
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る

れ
も
あ
る
か
ら

外
バ
カ
に
出
来
な
い
ん
だ
よ

 

こ
れ
が
さ

 
狗
神

な
る

ど
な

 
怠
惰

ま

鈴

の
元
々
は
言

ち

え
ば
陰
陽

の

く

 
れ
の

人
だ
か
ら

約
者
の

に
敷
か
れ
た
と

 
思
う
け
ど

 
狗
神

う

そ
う
い
え
ば

奴
は

者
か

 
怠
惰

そ
う
だ
よ

鈴

が
い
な
か

た
ら
も
し
か
し
た

 
ら
蓮
く
ん
も
い
な
か

た
か
も

 
狗
神

そ
ん
な
に
か

 
怠
惰

ま

そ
こ
は

と
も
第
零
章
で

て
所
で
時
間
も

 
時
間
だ
し
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

あ

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
な

 
怠
惰

そ
ん
じ

者
様

 
狗
神

ま
た
な
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第
３
４
１
話
 
異
変
の
黒
幕

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

時
間
し
か

れ
ず
朝
が
と
て
も
キ
ツ
か

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で

す

ま
た
不

が
出
て
き
た
の
か
な

失

そ
れ
で
は
こ
ん
な
話
も
あ
れ
な
の
で
本
編
へ
ど

う 

々
そ
し
て
八

を
倒
し

め
て
逆
さ
ま
に

つ

物
を

め
る

本
当
に
ど
う
や

た
ら
あ

ん
な
城
が

つ
ん
だ
ろ
う
か

 
鈴

不
思
議
な
城
だ

 
蓮
 

だ

あ

ご
め
ん

鈴

へ
ん
に
待
た
せ
ち

 
て
そ
れ
と
あ
り
が
と
う

 
鈴

う
う
ん
そ
れ
よ
り
も
色
々
と
ま
た

整
あ
り
だ

 
さ

き
の
ス

ル
は
少
し
失
敗
気

だ

た
し
次
は

さ
せ
た
い
の
は
鈴

も

じ
み
た
い

だ
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蓮
 

う
ん

 
鈴

次
こ
そ
は

さ
せ
よ
う

そ
れ
じ

ま
た
呼
ん

 
で

 
そ
う
言
い
鈴

は

へ
と
戻
り
こ
の
場
か
ら
い
な
く
な
る

人
だ
け
と
な
り

か
に
な

た

城
を
見
て

ら
く
行
方
不
明
と
な

た
神
楽
と
何
か
関
係
が
あ
る
と

感
が

く

 
蓮
 

中
に

る
か

 
と
り
あ
え
ず
中
に

ろ
う
と
し
た
そ
の
時

 

 

ち

と
待

た

 
ま
た

か
の
待

た
が

る
今
度
は

な
ん
だ
と
思

て
い
る
と
先
程
倒
し
た

々
と
八

が

ま
た
現
れ
る

 
蓮
 

ま
だ
何
か

用
で
す
か

 

々

え

貴
方
あ
の
中
に

る
の

 
蓮
 

え

の
刀
が

ら
く
あ
の
城
に
い
る
の
で

 
八

刀

そ
れ

て

色
に
光
る
刀
だ

た
り

 
え

ま
さ
か
神
楽
を
知

て
い
る
の
か
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蓮
 

え

と

ら
く

の
刀

て

ま
さ
か
知

て
い
る

 
の
で
す
か

 

々

え

こ
こ
最
近
に
な

て
い
き
な
り

れ
ま
わ
る
妖

 
怪
達
を
た

た
一
斬
で
斬

て
た
も
の
あ
ん
な

々

 
し
く
て
格

い
い

喪
神
は
あ
ん
ま
り
い
な
い
わ
よ

  
八

う
ん
う
ん

じ

喪
神
と
し
て
も
高

の
華

て

 
感
じ
だ
よ

 

喪
神
の
中
だ
と
そ
ん
な
事
に
な

て
い
る
ん
だ

と
い
う
か
そ
れ

て
何
時
の
話
な
ん
だ

 
蓮
 

因
み
に
妖
怪
を

て
言

て
ま
し
た
け
ど
そ
れ

て

 
何
時
の
話
で
す
か

 

々

え

と
昨
日

 
八

う
ん

 
つ
ま
り
こ
の

人
の
話
が
確
か
な
ら
神
楽
は

分
で
動
い
て
い
る

て
事
か

 
蓮
 

そ
う
で
す
か

そ
れ
よ
り
も
何

こ
こ
に
神
楽
が
い
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る

て
分
か
る
ん
で
す
か

 

々

そ
れ
は
神
楽
さ
ん
が
こ
の
城
に
力
が
あ
る

て
聞
い

 
て

そ
の
力
を
使
え
ば

者
で
あ
る

達

喪
神
達

 
の
逆
襲
が
出
来
る

て
紹
介
さ
れ
て

 
八

そ
れ
で
城
ま
で
来
れ
ば
力
を
く
れ
る

て
聞
い
て

 
達
は
こ
こ
に
来
た

て
感
じ
よ

 
蓮
 

ぎ

逆
襲

 
何
か
ま
さ
か

分
に
愛
想
を
つ
か
し
て

え
た

て
事
な
の
か

だ
と
し
た
ら
十
中
八
九
で

分
が
悪
い
じ

な
い
か

だ
が
分
か
ら
な
い
の
は
ど
う
し
て
あ
の
神
楽
が
逆
襲
だ
な
ん
て
事
を
考

え
た
の
か
が
謎
で
し
か
な
い

 
蓮
 

因
み
に
神
楽
が
逆
襲
を
考
え
た
理

て

 

々

そ
こ
ま
で
は
分
か
ら
な
い
わ

 
八

う
ん

 
蓮
 

そ
う
で
す
か

 
そ
の

は
神
楽

に
聞
く
し
か
な
い
か
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蓮
 

分
か
り
ま
し
た
色
々
と
話
し
て
く
だ
さ
り
あ
り
が
と

 
う
ご
ざ
い
ま
す

 

々

良
い
の
よ
さ
て
敗
者
は
敗
者
ら
し
く
去
り
ま
し

う

 
か
八

 
八

そ
う
だ

々
姉
さ
ん

 
そ
う
言
い

人
は
地
上
へ
と
向
か

て
い

た

め
て
城
を

め
る

 
蓮
 

神
楽

 
神
楽
に
は
色
々
と
聞
き
た
い
こ
と
が
で
き
た

も
し
色
々
な
者
達
に

を
も
た
ら
す

悪
に

な
る
と
言
う
な
ら
そ
の
時
は
そ
れ
な
り
の
覚

を

つ

が
あ
る
な

 
蓮
 

最
悪
な
事

に
な
り
ま
せ
ん
よ
う
に

 
そ
う
願
い
込
め
て
城
へ
と
突

す
る

ら
く
異
変
の
大
本
は

ず
天
守

に
い
る
だ
ろ
う
か

ら
天
守

に
向
か

て
行
く
が

 

ン

 
何
か
不
思
議
な
力
で

ま
れ
る

ど
う
や
ら

明
な
結
界
が
張
ら
れ
て
い
る
み
た
い
だ

 
蓮
 

ル
は
よ
ろ
し
く
な
い

て
事
か
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仕
方
が
い
な
い
が
城
の
下
と
い
う
か
こ
の
城
は
逆
さ
ま
に
な

て
い
る
た
め
上
の
方
へ
と
向
か

う 
蓮
 

こ
こ
は
行
け
る
な

 
こ
こ
は

が
な
く
通
り

け
が
出
来
る
通

を
見
つ
け
る

何
か
誘

さ
れ
て
い
る
気
が
し
て

な
ら
な
い
が
こ
れ
ば

か
り
は
仕
方
な
い

こ
の
先
に

が
あ

た
り
し
て
突
破
す
る
し
か
な

い 
蓮
 

い
き
ま
す
か

 
そ
う
し
て

分
は
中
へ
と

る

城
の
外

が
ま

逆
さ
ま
な
よ
う
に
内

も
ま
た
ま

逆
さ

ま
に
な

て
お
り
本
来
の
天

が

に
ま
た
逆
に

だ
と
か
の

が
天

に
な

て
い
た

 
蓮
 

不
思
議
な
城
だ
な

 
紅
魔
館
は
目
が

れ

ら
う
み
た
い
な
感
じ
だ
が
こ
れ
は
方
向
感
覚
を
狂
わ
さ
れ
気

ち

悪
く
な
り
そ
う
だ

 
蓮
 

こ
ん
な
所
で
へ
ば

た
ら

メ
だ

 

を

き
活
を

れ
て
更
に

へ
と
進
む

を
下
り
下
に
あ
る
天
守

を
目

す
の
だ

が
先
へ
と
進
む

分
の
前
に
神
霊
達
が
タ

フ
サ
ガ
ル
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蓮
 

そ
う

に
は
行
か
せ
て
は
く
れ
な
い
か

 
こ
の
城
に

る
神
霊
達
は

分
に
目

け
て
弾
幕
を

開
し
て
く
る

 
蓮
 

邪
魔
を
す
る
な

 

刀
を

る
い

る
神
霊
達
を
次
々
に
倒
し
て
い
き
先
へ
と
進
ん
で
い
く

そ
う
し
て
更
に

近
く
下
へ
と
降
り
る

い
空
間
に
出
る

 
蓮
 

天
守

ま
で
後
少
し

て
感
じ
か
な

 
と

い
た
そ
の
時
だ

た

 

 

ク
ク
ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
突
然
笑
い

が
こ
だ
ま
す

何
だ
と
思

て
い
る
と

か
ら

人
の
女
性
が
出
て
く
る

に
行
く
小
さ
な

を
生
や
し
悪
そ
う
な

を
し
そ
し
て

⻑
も
少
し
小
さ
い
少
女

や

り
そ

う
だ
小

が
言

て
い
た
特

と
全

一

す
る

こ
い
つ
が
こ
の
異
変
の
首
謀
者
か

 

 

何
の
変

も
な
い

の
棒
だ
け
で
人
間
が
こ
こ
ま
で

 
来
れ
る
と
は
い
や
は
や

い
反

精
神
だ

 
蓮
 

託
は
良
い
ん
で
す
よ
貴
女
で
す
よ

の
刀
を

 

手
に
小

さ
ん
か
ら

ち
出
し
た
の

て



 第３４１話 異変の黒幕

 

 

刀

あ

そ
う
さ

ち
出
し
た
の
は
こ
の
⻤
人
正
邪

 
様
が

ち
出
し
た
さ

 
⻤
人
正
邪

こ
い
つ
の
名
前
は

分
こ
の
先
も

れ
な
い
だ
ろ
う

 
蓮
 

な
ら
返
し
て
も
ら

て
も
良
い
で
す
か

そ
う
し
な

 
い
と
貴
女
を

り

め
な
い
の
で

 
正
邪

い

い

ま

返
す
気
な
ん
て
な
い
け
ど
な

 

い
イ
ラ

と
く
る

ス
い
笑

で

発
し
て
く
る

 
蓮
 
 

 

り
た
い
あ
の

ス
い
笑

 
正
邪

と
い

て
も

が
返
す
返
さ
な
い
よ
り
お
前
の
元
に

 
帰
る
の
か
帰
ら
な
い
の
か
を
決
め
る
の
は

じ

な

 
い
の
さ

 
蓮
 

ど
う
い
う
意

で
す
そ
れ

 
正
邪

こ
う
い
う
意

さ
先
生
お
願
い
し
ま
す

 
と

く

タ
か
つ
古
め
か
し
い
時
代
劇
風
に
言

た
そ
の
時
だ

た

真

の

子
が
音
を
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た
て
て
崩
れ
そ
こ
か
ら
何
か
が

分
へ
と

め

る

 
蓮
 

 

ン

 
す
ぐ
さ
ま

刀
を

る
い

ぎ

く

何

な
ら

刀
と
ぶ
つ
か
り
合

た
の
は

分
の
愛
刀

の
神
楽
だ

た
か
ら
だ

そ
し
て

る
う
者
を
見
て

す
る

 
蓮
 

え

 
そ
れ
は
整

た

立
ち
と
い
う
面

は

て
は
い
た
が
そ
れ

外
は

て

な
る
も
の
だ

た

し
く
⻑
か

た
⻑
い
黒

は

の
ウ

が
か
か
り
着
物
に

た

は

分
が
通

て
い
た
東
深
見
高

の
女
子

を
だ
ら
し
な
く
着
込
み
上
に
は
カ

ガ
ン
を

て
い

た
そ
の
子
は
見
間

え
る
事
は
な
い
者
だ

た

 
神
楽

キ

ハ
ハ
ハ
ハ

蓮
さ
ん
お
久
さ

 
そ
れ
は

分
の
愛
刀
で
あ
る
神
楽
だ

た
の
だ

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
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狗
神

あ

と
い
う
か
お
前

ソ
リ
し
て
る
な

 
怠
惰

ま

や
る
こ
と
が

し
く
て

し
く
て

 
鈴

あ
り

り

 
怠
惰

本
当
に
参

ち

う
よ

し
か
も
ま
た
不

が

 
出
て
き
て
さ

何
と
か

れ
て
も

時
間
後
に
は

 
起

で

い
ん
だ
よ

 
鈴

一
時
間

は
き
つ
い
な

 
狗
神

そ
う
か

か
ら
し
た
ら
気
に
な
ら
ん
な

 
怠
惰

は
じ
め
だ
け
だ
よ
そ
ん
な
強
が
り
は
さ

そ
れ
が

 
年
を

て
い
く
と
キ
ツ
イ
ん
だ
よ
こ
れ
が

 
鈴

怠
惰

た
ら
年

り
み
た
い
な
こ
と
を

 
怠
惰

ア
ハ
ハ

さ
て
で
は
そ
ろ
そ
ろ
時
間
だ
し
今
回
は

 
こ
こ
ま
で
に
し
よ
う
か

 
鈴

う
ん
ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く

 
狗
神

そ
ん
じ

ま
た
な
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第
３
４
２
話
 
グ
レ
た
妖
刀

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
こ
こ
最
近

後

時
に

て
し
ま
い

時
頃
に
目
が
覚
め
て
し
ま
う

怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

変
な
リ

が
出
来
て
し
ま

て
い
て

た
も
の
で
す

さ
て
こ
ん

な
話
も
あ
れ
な
の
で
本
編
へ
ど
う

 
そ
の

は
変
わ
れ
ど
そ
れ
は

分
の
愛
刀
で
あ
る
神
楽
だ

た

そ
れ
よ
か

い
キ

ラ
が
変

わ

て
る
気
が
す
る
の
は
気
の
せ
い

で
は
な
い
よ
な

 
正
邪

そ
ん
じ

先
生
そ
の
侵

者
は

せ
る

 
神
楽

は
い
よ

 
し
か
も
何

か
神
楽
は
正
邪

に
つ
い
て
る
と
き
た
も
ん
だ

ど
う
し
て
こ
う
な

た
ん
だ

 
蓮
 

お
い

神
楽
に
何
を
し
た
ん
だ

 
正
邪

何
を

は
そ
い
つ
に
力
を
や

た

た
だ

 
そ
れ
だ
け
さ
精
々
久
々
の
再
会
を
楽
し
み
な
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そ
う
言
い
正
邪
は

へ
と
向
か

て
い

た

 
蓮
 

神
楽
ど
う
し
て
こ
ん
な
事
を

 
ど
う
し
て

分
に
向
か

て
こ
ん
な
事
を
し
て
き
た
の
か
を
聞
く
と
神
楽
は
楽
し
そ
う
に
ケ
ラ

ケ
ラ
笑
う

 
神
楽

ど
う
し
て

て

逆
襲
し
た
い
か
ら
に
決
ま

て
る

 

し

 
ギ
ン

 
弾
き
飛
ば
さ
れ
受
け

を
と

て

勢
を
立
て

す
と

に
神
楽
が

め

て
い
た

 
蓮
 

 
ギ
ン

 
ま
た
神
楽
の
一
撃
を

ぐ
が

刀
に
神
楽
の
刃
が
め
り
込
む

 
蓮
 

逆
襲

て
何
で
ま
た
そ
ん
な
事
を

 
神
楽

そ
ん
な
の

の

手
だ
ろ
う
が

 

し
返
さ
れ
る
と
神
楽
は

の
本
体
の
刀
を

る
い
斬
り
か
か

て
く
る

 
蓮
 

こ
の



 第十八章 平和の日常へ

 
そ
れ
に
合
わ
せ
神
楽
の

撃
を

い
で
い
く

 
神
楽

キ

ハ
ハ
ハ
ハ
何
こ
れ

ウ
ケ
る
ん
で
す
け
ど

 

ら

ら

死
に

し
て
よ

し
て

 
見
せ
て
よ

さ

さ

 
ど
ん
ど
ん
神
楽
の

り
が

し
て
い
き

く
の
も
大
変
に
な

て
く
る

だ
が
一
番
の
問

は
そ
こ
じ

な
い

 
蓮
 

ま
ず
い

 
い
く
ら
霊
力
で

刀
に

を
張

て
強
化
し
て
い
る
と
は
い
え
ど
神
楽
の
元
々
の

れ

は
大

業
物
に
等
し
い
た
め
か

刀
に
ど
ん
ど
ん

れ
込
み
が
深
く
な

て
い
く

こ
の
ま
ま
行
け
ば

刀
が

キ
リ
折
れ
て
神
楽
の

撃
を

ぐ
手

が
な
く
な
り
か

な
い

 
神
楽

そ
ん
な
ひ
の
き
の
棒
み
た
い
な
刀
で
よ
く

張

て

 
こ
れ
ま
し
た

蓮
さ
ん
そ
の
棒
を
折

た
ら
次
は

 
蓮
さ
ん
の
首
を

い
ま
し

う
か

 
上

か
ら
の
強
い

り
下
ろ
し
が

る

す
ぐ
に
後
ろ
へ
と
バ

ク
ス
テ

で
回

す
る

が
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神
楽

い
ん
だ
よ
さ

悪
⻤
共

そ
の
地

野

を
そ
の

 
ま
ま

に
キ
ス
さ
せ
ち

い
な

 
蓮
 

な

 

に
後
ろ
に
は
神
楽
の
分
霊
が

体

さ
れ
て
い
て
し
か
も
大
き
く

を
構
え
て
い
た

 
蓮
 

式

 
鈴

反
撃
の

 
式
神

を

に
出
し
ス

ル
を

え
る
と

分
の

後
に
鈴

が

を
構
え
現
れ
る
と

時

に

体
の
分
霊
は

り
か
か

て
く
る
が

時
に
鈴

の

り
が

に

裂
す
る
と

体
の
分

霊
は
霧
の
よ
う
に

え
て
い
な
く
な
る

 
鈴

ド

て
ま
さ
か
神
楽
ち

ん

 
神
楽

ち

邪
魔
し
て
ん
じ

よ

を
バ
ラ

 
く

女
が

 
鈴

ひ

く
見
な
い
間
に
神
楽
ち

ん
が
グ
レ

 
て
る
ん
だ
け
ど

と
い
う
か

は

じ

な
く
て

 

な
ん
で
す
け
ど

 
鈴

に
対
し
て
も
こ
れ
か

前
の
神
楽
の
面

が

ど

え
て
て

く
な
る

こ
の
会

て
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い
な
い
数
日
間
で
こ
こ
ま
で

む
も
の
な
の
か

 
神
楽

と
り
あ
え
ず
そ
の

い

は
斬

て
あ

る
か
ら

 
出
せ
よ

 
鈴

れ

蓮
く
ん
神
楽
ち

ん
に
何
し
た
の

 
蓮
 

も
何
か
し
た
覚
え
な
ん
て
な
い
よ

 
過
去
を
思
い
返
し
て
み
て
も

い

い
は
し
た
事
が
な
い

だ

異
変
が
終
わ
れ
ば
不

用
で

は
あ
る
が
し

か
り
手

れ
も
し
て
る
し
そ
ん
な
一
気
に

わ
れ
る
事
な
ん
て
し
た
覚
え
な
い
ん

だ
け
ど
な

 
神
楽

覚
え
が
な
い

ま

仕
方
な
い
で
す
よ
お

 
前
達
ご
と
き
に
分
か
る

も
な
い
ん
だ
か
ら

 
神
楽
は
刀

を
煌
め
か
せ

体
の
分
霊
を

に
隣
に
並
べ
る

 
神
楽

悪
⻤
 
⻤
神
楽
の
舞
い

 
ス

ル
を

え
る
と

体
の
分
霊
は

を
構
え
て
襲
い
か
か

て
く
る

あ

ち
が
数
で

す
ス

ル
な
ら
こ

ち
も
数
で

す
だ
け
だ

 
蓮
 

式

 
式
神
達
の
宴
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鈴

い
く
よ

 
鈴

は
向
か

て
く
る
分
霊

体
に
突
撃
し

分
は

ケ

ト
に

て
い
る
も
う
一

の
式
神

を
も
う

体
の
分
霊
へ
と
投

る
と

が
上
が
り
狗
神
人

が
現
れ

 

ン

 

り
か
か

て
き
た
分
霊
を

手
で

め
て
見
せ
た

 
狗
神

よ
う
や
く
出
番
か

ん
で

こ
れ
は
ど
う
い
う
状
況

 
だ

 
鈴

神
楽
ち

ん
が
グ
レ
た
ん
だ
よ

 
狗
神

あ

ん

 

り
で
分
霊
を

え
つ
つ
鈴

は
言
う
と
狗
神
は
首
を
か
し

て

分
を
見
て
く
る

笑
い

し
つ
つ
目
の
前
に
い
る
神
楽
を

し

 
蓮
 

え

と

う
ん
あ
れ
が
神
楽
な
ん
だ
よ

 
狗
神

は

 
や

り
狗
神
も

く
よ
な

だ

て
面

は
何
と
な
く
あ
る
も
の
の

や
性
格
や
ら
変
わ

て
い
る
ん
だ
か
ら
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神
楽

お
い
獣

女
な
に
ガ
ン
飛
ば
し
て
ん
だ
よ

て
い
う

 
か
い
い

に

せ
や

そ
ん
で
て
め

も
い
い

 

れ
ろ

て
の

 
分
霊
を

り
狗
神
を
弾
く
と
狗
神
と
鈴

を
弾
き
飛
ば
し

人
は

分
の
隣
に
来
る

 
狗
神

と

こ
い
つ
本
当
に
神
楽
か

 
蓮
 

う
ん

 
鈴

か

神
楽
ち

ん
何
が
あ

た
の

達
が
何
か

 
し
た
な
ら

る
か
ら

 
と
鈴

は
言
う
と
神
楽
は
ギ
ロ
リ
と

ん
で
く
る

あ

こ
れ
鈴

は
何
か
地

を

ん
だ

か
な

 
神
楽

マ
ジ
で
い
ち
い
ち
勘
に

て
き
て

カ
つ
く
ん
だ

 
よ

て
め

ら
見
て
る
と
本
当
に
さ

 
神
楽
が

を
起
こ
す
と

時
に
分
霊
達
の

感
が
よ
り
強
ま
る

 
神
楽

う

ん
だ
よ

 

色
に
光
る
刀

は

色
の
光
と
黒
い
禍
々
し
い
光
を
纏
わ
せ
る
と
分
霊
達
と
共
に
襲
い
か
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か

て
く
る

 
蓮
 

人
は
分
霊
を
お
願
い
神
楽
は

が

 
こ
う
な

た
ら
覚

を
決
め
る
し
か
な
い

本
当
は
こ
ん
な
覚

で
や
り
た
く
な
か

た

こ

れ
は

分
の
大

な
友
で
あ
り
仲
間
で
あ
る
神
楽
を
殺
し
か

な
い
覚

な
の
だ
か
ら

そ
れ
は

神
楽
の
本
体
の
刀

を
折

て
で
も

女
を

め
る
と
い
う

分
の
意

と
覚

だ

 
蓮
 

行
く
よ

 
狗
神

あ

 
鈴

う
ん

 
そ
う
し
て

人
は
分
霊
へ
と
向
か

て
い
き

分
は

刀
に
霊
力
を
纏
わ
せ
神
楽
と
ぶ
つ
か

り
合
う

そ
し
て
何
度
も
何
度
も
刀
と

刀
が
ぶ
つ
か
り
合
う

 
神
楽

そ
ん
な
棒
き
れ
で
何
が
出
来
る
の

を
倒
す
だ
な
ん

 
て
不
可
能

 
蓮
 

確
か
に
こ
れ
は
棒
き
れ
だ
し
間
に
合
わ
せ
で

て

 
る
だ
け
だ
か
ら

そ
れ
に

の
戦
い
を
ず

と

 
え
て
く
れ
た
の
は
狗
神
や
鈴

そ
し
て
神
楽
な
ん
だ



 第十八章 平和の日常へ

 

か
ら
し
た
ら

は
仲
間
な
ん
だ
か
ら

 
神
楽

キ

い
ん
だ
よ

て
い
う
か
知

た
よ
う
な
事
を
言

 

て
ん
じ

よ

 
蓮
 

キ

く
た

て
も
良
い

そ
れ
が

が
思

て
き
た

 
事
な
ん
だ
か
ら

 
狗
神
や
鈴

そ
し
て
神
楽
も

は
こ
の
子
達
を

ト
だ
と
か
道

だ
と
か
そ
ん
な
事
は
一
度

た
り
と
も
思

た
こ
と
は
な
い

分
に
と

て
欠
け

え
の
な
い
仲
間
な
の
だ
か
ら

 
神
楽

ぐ

本
当
に
勘
に

る
ん
だ
よ

 
怒
り
の
一
撃
が

る
と

時
に
つ
い
に

れ
て
い
た
事
が
起
き
る

 
バ
キ
ン

 

て
い
た

刀
が
折
れ
た
の
だ

そ
れ
を
見
た
神
楽
は

リ
と
笑

た

 
神
楽

く
た
ば
れ

 
上

の
構
え
に
よ
る
一
撃
が

る

座
に
折
れ
た

刀
を
手
に

ち

に

つ

刀
を

さ
せ
神
楽
の
一
撃
を

ぐ

 
神
楽

し
ぶ
と
い
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蓮
 

ぐ

し
ぶ
と
く
て
結
構
だ

 
負
け
ぬ
よ
う
に
と

ん
張
る

す
る
と

 
鈴

蓮
く
ん

 
狗
神

小
僧

れ
て
ろ

 

人
の

が
聞
こ
え
る
と

分
と
神
楽
の

か
ら
何
か
が

て
く
る

す
ぐ
に
言

に

従

て

れ
る
と

 
ド

ン

 
神
楽

 
神
楽
に
向
か

て

体
の
分
霊
が
ぶ
つ
か
り
合
う

ど
う
や
ら
狗
神
と
鈴

が
分
霊
を
ぶ

飛
ば
し
て

け
て
く
れ
た
み
た
い
だ

だ
が

時
に
そ
れ
は

ン
ス
と
変
わ

た

ぶ
つ
か
り

あ

た
神
楽
は
体
勢
が
崩
れ
た
の
だ

 
蓮
 

狗
神

鈴

み

け
る
よ

 
狗
神

ち

仕
方

な

 
鈴

了
解

 

分
達
は
神
楽
へ
と
向
か

て

を

め

る
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神
楽

つ
つ

悪
⻤
達

奴
ら
を

 
と

神
楽
が

を
出
そ
う
と
す
る
が
そ
の
前
に
狗
神
と
鈴

が
神
楽
に

め

り

 
狗
神

い
い

に
し
や
が
れ

 
鈴

敗

 
狗
神
は

を
鈴

は

り
を
放
つ

神
楽
は

体
の
分
霊
を

に
し

人
の

撃
を

ぐ
と

座
に
後
ろ
へ
と
ス
テ

で
後
退
す
る
が

人
の
一
撃
を
受
け
た

体
の
分
霊
は

滅
す
る

狗
神
と
鈴

の
間
を
通
り

け
下
が

た
神
楽
に
追
撃
を

え
に
向
か
う

 
神
楽

そ
ん
な
折
れ
た
棒
な
ん
か
に

 
蓮
 

そ
ら

 
折
れ
て

つ
に
な

た

刀
を
神
楽
に
向
か

て
投

つ
け
る

 
神
楽

い

 
投

た

刀
を
弾
き
飛
ば
す
と

時
に
霊
力
を
込
め
構
え
な
が
ら

を

め
る

 
神
楽

刀
を

た
な
い
く
せ
し
て
何
を

 
蓮
 

何
を

て

さ

 

狐
化
し

手
を
合
わ
せ
霊
力
を
込
め
る

そ
し
て
込
め
た
霊
力
を
刃
へ
と
変
え
る



 第３４２話 グレた妖刀

 
神
楽

ま
さ
か

 
蓮
 

仙
術
十
五
式
断

斬

 
ま
だ
ま
だ
未

で
理
久
兎
の
よ
う
な
あ
ん
な
火
力
や
⻑
さ
す
ら
出
せ
な
い
が
こ
の

な
ら

⻑
さ
な
ど
関
係
な
い

そ
し
て
神
楽
を
戦
闘
不
能
に
さ
せ
る
な
ら
こ
の
ぐ
ら
い
火
力
が
あ
れ
ば

分
だ

 
神
楽

く

 

の
構
え
を
と
ろ
う
と
す
る
が
無

だ

分
の
こ
の
技
を

ぐ
な
ら
霊
夢
の
結
界
ぐ
ら
い

の

が
な
け
れ
ば
不
可
能
だ

 
蓮
 

じ

り

 
並
び
立
つ

子
を

り
裂
き
な
が
ら
神
楽
に
向
か

て
一

す
る

 
神
楽

認
め

い
や
や

り
あ
ん
た
は

 

ン

 

弾
す
る
音
が

分
達
の
い
る
場
所
で
鳴
り

い
た

こ
の

負
は

分
達
の

利
と
な

た

の
だ

た
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怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
晴
明

は
い

今
回
は

人
が
い
な
い
の
で
代
行
し
し
ま
す

 

し
か
し
神
楽
に
何
が
あ

た
の
で
し

う

 
怠
惰

そ
れ
は
次
回
を
見
れ
ば

て
感
じ
か
な

 
晴
明

ま

確
か
に
そ
う
で
す
け
ど

し
か
し
あ
の
城
は
ど

 
こ
か
で
見
た
こ
と
が
あ
る
よ
う
な

 
怠
惰

そ
う
な
の

 
晴
明

え

の
間
で
見
た
こ
と
が
あ
る
の
よ

 
何
だ

た
か
し
ら

 
怠
惰

タ
バ
レ
だ
け
は

め
て

 
晴
明

し
な
い
わ
よ
そ
ん
な
事

 
怠
惰

な
ら
安
心

 
晴
明

で
も
何
と
な
く
だ
け
ど
確
か
悲
し
い
話
が

 
怠
惰

お
い

ラ

タ
バ
レ
を
す
る
な

て
の

 
晴
明

こ
ん
な
の

タ
バ
レ
じ

な
い
わ
よ
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怠
惰

や
れ
や
れ

お

と
そ
ろ
そ
ろ
時
間
だ
し
今
回
は

 
こ
こ
ま
で

 
晴
明

え

ち

と

 
怠
惰

今
回
は
こ
こ
ま
で

 
晴
明

す
ご
ん
で
言
わ
な
い
で
よ
分
か

た
か
ら

 
怠
惰

で
は
ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く

 
晴
明

そ
れ
で
は

者
様
ま
た
次
回
さ
よ
う
な
ら
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第
３
４
３
話
 
神
楽
の
心

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

に
旅
行
す
る
こ
と
と
な
り
日
帰
り
で
帰

て
き
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪

魔
で
す

も
う
歩
き

れ
て

ト

ト
で
す

あ
の
頃
の
活
力
が
欲
し
い
で
す

さ
て
こ
ん

な
話
も
あ
れ
な
の
で
本
編
へ
ど
う

 
断

斬
に
よ
る
一
撃
は
並
ぶ

屋
を
仕

る

子
も
ろ
と
も

断
し
た
た
め
か

が
舞
う

 
蓮
 

 

狐
化
を
解
き

を
大
き
く

き
呼
吸
を
整
え
る

 
狗
神

小
僧

 
鈴

蓮
く
ん

 

人
も

け
つ
け

分
の
隣
に
立
つ

 
蓮
 

人
も
サ

ト
あ
り
が
と
う

 
鈴

う
う
ん
そ
れ
が

達
の

目
だ
し
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狗
神

あ

所
で
神
楽
は

 
そ
れ
を
言
わ
れ

分
は
前
を
見
る
と
そ
こ
に
は
神
楽
の
思
念
体
は

向
け
で
倒
れ
本
体
は

に

突
き
刺
さ

て
い
た

 
神
楽

ち
き
し

う
や

り

じ

越
え
れ
な
か

た
力

 
を
手
に

れ
た

な
の
に
何
で

 
蓮
 

越
え
る

 
鈴

ど
う
い
う
事
な
の
神
楽
ち

ん

 
と

追

を
す
る
と
神
楽
の
思
念
体
は

し
そ
う
に

を
隠
す

 
神
楽

ま
し
か

た

こ
の
何
日
も
の
間
で
蓮
さ
ん
や

 
狗
神
や
鈴

は
ど
ん
ど
ん

⻑
し
て
い
た
の
に
も

 
関
わ
ら
ず

は

前
と
変
わ
ら
ぬ
ま
ま

そ
ん
な

 
事
を
思

て
い
た
そ
の
時
だ

た

 
そ
う
言
い
な
が
ら
神
楽
は
数
日
前
の
話
を
す
る

そ
れ
は
小

の
元
で
手

れ
を
さ
れ
翌
日
に

分
の
元
へ
と
帰
る
そ
の
時
の
事
を
語

た

 
正
邪

ま

ま

そ
う
言
う
な

て

達
に

力
す
る
な
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ら
そ
れ
な
り
の
力
が
手
に

る

 
神
楽

力

 
正
邪

あ

そ
う
さ

は
革
命
を
起
こ
す
た
め
に
力
が
い
る

 
そ
し
て
そ
れ
は
お
前
も

じ
だ
ろ

力
を
復

し
た

 

り
を
見
る
と
よ

 
神
楽

 
分
霊
の
進
行
を

め

女
の
正
邪
の
言

を
聞
き

れ
て
し
ま
う

だ

て
力
が
欲
し
い
の
は

事
実
な
の
だ
か
ら

こ
の
何
日
間
の
時
間
の
中
で
何
時
し
か

は
こ
れ
ま
で
な
か

た

の
心
の

痛
み

い
や
感
情
が

生
え
て
い
る
の
に
気
が
つ
い
て
い
た

心
の
底
か
ら
何
か

す

る
複

な
感
情

に

い
て
い
か
れ
る
事
が
分
か

て
し
ま

た
こ
の
気

ち
が

慢
な
ら
な

か

た
の
だ

 
正
邪

で

ど
う
す
る
よ

な
ら
今
の
お
前
を
変
え
て
や
れ

 
る

今
よ
り
も
強
く
な

 
神
楽

強
く

 
今
の

い

分
を
変
え
れ
る
の
だ
ろ
う
か

気
が
な
い
た
め
鈴

に
負
け
気
が

い
た
め
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狗
神
の

に

倒
さ
れ
そ
し
て

を
使

て
く
れ
る
蓮
さ
ん
を
守
れ
る
ぐ
ら
い
強
い

に

な
れ
る
の
な
ら

 
神
楽

戻

て

 
そ
の

い
の
言

に

せ
ら
れ
た

分
は
気
づ
い
た
ら
分
霊
を
戻
し
て
い
た

こ
れ
は
間

た
方
法
で
力
を
手
に
い
れ
て
い
る
と
い
う

覚
は
あ

た

だ
が
そ
ん
な
事
よ
り
も
少
し
で
も
良

い
か
ら
強
く
な

て
狗
神
や
鈴

と

を
並
べ
ら
れ
る

に

蓮
さ
ん
を
守
れ
る
ぐ
ら
い
に

強
く
な
り
た
か

た

 
正
邪

つ
ま
り
仲
間
に
な
る

て
事
だ
よ
な

 
神
楽

え

力
を
手
に

れ
ら
れ
る
な
ら

た
だ
し

 
は

の
や
り
た
い
よ
う
に
し
ま
す
が
問

は
ご
ざ
い

 
ま
す
か

 
正
邪

い
い
や
な
い
さ

な
ら
来
な
よ

達
の
城
へ
さ

 
そ
の
言

を
聞
き
正
邪
に
着
い
て
い

た
の
だ

た

そ
し
て

は
現

に
戻
り

向
け
に

倒
れ
る
神
楽
は

々
と
語

て
い

た

 
蓮
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神
楽

に
と

て
の
逆
襲
は
お
前
達
に

が
ど
れ
だ
け
強

 
く
な

た
の
を
見
返
し
た
か

た
そ
れ
が

に
と

 
て
の
逆
襲
だ

た
か
ら

 
そ
う
言
う
と
神
楽
は

く
笑
い
だ
し

 
神
楽

ハ
ハ

無
様

し

確
か
に
狗
神
み
た
く
気
は
強

 
く
な

た
し
度

も
鈴

に
負
け
ず

ら
ず
に
な

 
た
意
識
は
あ

た
の
に
蓮
さ
ん
と
対
等
に
戦
え
る
力

 
を
手
に

れ
た
の
に
も
関
わ
ら
ず
守
る
た
め
に
得
た

 
そ
の
力
に
次
第
に

れ
て
い

た

は
バ
カ
と
し
か

 
言
え
な
い
ぐ
ら
い
無
様

し

 
蓮
 

そ
ん
な
バ
カ
だ
な
ん

 
と

言
い
か
け
る
と
狗
神
は
神
楽
の
本
体
を

ち
思
念
体
に
近
づ
く

 
狗
神

こ
の
バ
カ
が
て
め

は
本
当
に
バ
カ

外
何
者
で
も

  
鈴

落
ち
着
い
て
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ル
ド
し
て
狗
神
を

さ
え
つ
け
る
が
鈴

を
引
き
ず
り
狗
神
は
神
楽
の
思
念
体
に

り

と
な

て

ぐ
ら
を

み
上

 
狗
神

て
め

が

達
を
ど
う
思
う
が
知

た
事
じ

 
け
ど
よ

人
に
迷

か
け
て
ん
じ

よ

お
前

 
が

え
た
と
知

た
小
僧
の

は

想
出
来
る
の
か

 

や
鈴

が
て
め

を
ど
れ
だ
け
心

し
た
の
か
分

 
か
る
か

 
神
楽

知

て
る
よ
ず

と
見
て
た
か
ら

 
鈴

え

 
神
楽

霧
の
湖
の
時
も
竹
林
で
の
戦
い
も
こ
の

針
城
の
外

 
の
戦
い
も
ず

と
見
て
き
た
わ
よ

 
ま
さ
か

分
達
の
戦
い
を
ず

と
近
く
で
見
て
い
た
だ
な
ん
て

そ
れ
だ

た
ら
会
い
に
来
れ

ば
良
か

た
の
に

 
蓮
 

だ

た
ら

 
神
楽

け
れ
ど
そ
れ
は
出
来
な
か

た

分
か
ら

手
に
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れ
た

に

分
か
ら

に
会
い
に
行
く
と
い
う

 
格
な
ん
て
あ
る

も
な
い
と
知

た
か
ら
だ
か
ら

 
は
ず

と
蓮
さ
ん
達
を
待
ち
続
け
た
そ
し
て
待
つ
だ

 
け
の
時
間
は
と

て
も

痛
で

か

た
わ
よ

 
が
張
り
裂
け
そ
う
に
な

た

り
す
ら
も
あ

た
わ

 
よ

に
会
い
た
か

た
わ
よ

 
鈴

神
楽
ち

ん

 
ま
さ
か
そ
ん
な
事
を
思

て
い
た
だ
な
ん
て

人
と
し
て
神
楽
の
そ
ん
な
悩
み
に
気
づ
け
な

か

た
が
た
め
に
神
楽
を

し
め
る
事
に
な

た
と
は

分
は

人
と
し
て
失
格
だ
な

 
狗
神

下
ら

そ
ん
な

託
を

べ
る
ん
じ

 
よ

そ
ん
な
下
ら

託
を

べ
る
な
ら
て
め

 
の
本
体
を
こ
こ
で

が
折

て
や
ろ
う
か

 
蓮
 

狗
神

 
鈴

や
り
す
ぎ

 
狗
神

う
る
せ

そ
れ
と
今
こ
こ
で
会
う

格
が
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が

し
い
だ

か
ら
し
た
ら
知

た
こ
と
じ

 

手
に
て
め

が
思

て
る
だ
け
だ
ろ
う
が

 
お
前
は

達
を
何
だ
と
思

て
ん
だ

 
神
楽

 
鈴

も
う
言
い
方
が

は

神
楽
ち

ん
少
な
く
て
も

 

や

は
友
達

う
う
ん
仲
間
だ
と
思

て
る
よ

 
そ
れ
は

分
蓮
く
ん
も

 
鈴

は

分
を
見
て
く
る

そ
し
て
そ
れ
は
鈴

の
言
う
通
り
だ

神
楽
は

の
こ
と
狗
神

や
鈴

も

分
に
と

て
大

な
仲
間
だ

首
を

に

り
神
楽
へ
と
近
づ
き

 
蓮
 

う
ん
だ
か
ら
そ
ん
な
事
は
気
に
し
な
く
て
良
い
ん
だ

 
よ
神
楽

 
神
楽

ご
め
ん

い
い
え

ご
め
ん
な
さ
い

 
今
ま
で
の
神
楽
か
ら
し
た
ら
あ
り
え
な
い

情
だ

た

何

な
ら
狗
神
が

る
神
楽
の
本
体

は
白
く
曇
り
思
念
体
は

を
流
し
て
い
た
の
だ
か
ら

 
狗
神

そ
れ
と
て
め

は

い
て
い
か
れ
る
気
が
し
た
と
か
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言
う
け
ど
よ

ら
は
お
前
を

人

し
て

い
て
は

 
い
か

ろ
何
度
だ

て

等
の
隣
ま
で
引

張

 

て
や
る

そ
し
て
も
し

等
が
遅
い
と
き
は
お
前

 
が

等
を
引

張
れ

 
鈴

そ
う
そ
う
だ
か
ら
お

い
様
な
ん
だ
よ

そ
れ
に
悩

 
み
と
か
そ
ん
な
ん
が
あ

た
ら
気
が

な
く
言

て

 
よ
神
楽
ち

ん

達
も
そ
ん
な
悩
み
と
か
あ

た
ら

 
話
す
か
ら
さ

 
神
楽

あ
り
が
と
う
狗
神
さ
ん
鈴

さ
ん

 
狗
神
は

ぐ
ら
を

む
の
を

め

り
を
す
る
の
を

め
手
に

つ
神
楽
を

し
出
し
て
く

る 
狗
神

ん

 
蓮
 

あ
り
が
と
う
狗
神

 
言

は
乱

だ

た
け
ど
や

り
狗
神
は
世
話

き
で
鈴

は
そ
の
フ

ロ

が
得
意
だ

な

て
思

た

そ
し
て

し
出
さ
れ
た
神
楽
を

り

め
る
と
本
体
の
神
楽
か
ら
今
ま
で
の
感
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じ
た
事
の
な
い
力
が
流
れ
て
く
る

こ
れ
が
霊
夢
達
を
狂
わ
せ
た
力
か

何

だ
か

れ
た
く
な

る

動
に

ら
れ
る
が

慢
し
神
楽
の
思
念
体
に
近
づ
き
手
を

し
出
す

 
蓮
 

神
楽
こ
ん
な

メ
な

人
だ
け
ど
一

に
ま
た
戦

 

て
く
れ
る
か
な

 
神
楽

蓮
さ
ん

良
い
よ

う
う
ん

よ
ろ
こ
ん
で

 
そ
う
言
い
神
楽
の
思
念
体
は
手
を

る
と
光
の

と
な

て

え
た

手
に

つ
神
楽
の
刀

の
曇
り
は
な
く
な
り
何
時
も
よ
り
も

し
い

色
の
光
を
放
ち
こ
の
異
変
の

か
黒
い
光
も

放

て
い
た

落
ち
て
い
た

に
神
楽
を

め

に

す

 
蓮
 

人
も
あ
り
が
と
う

 
狗
神

構
わ
ん
こ
い
つ
が
い
な
い
と
落
ち
着
か
ん
だ
け
だ

 
鈴

も

じ

な
い
ん
だ
か
ら

 
だ
が
こ
の

人
の
お
陰
で
神
楽
は
あ
る
意

で

わ
れ
た
の
か
な

 
鈴

と
り
あ
え
ず
こ
こ
か
ら
が

負
だ
よ

 
狗
神

あ

あ
の
小
生
意
気
な
女
を
ぶ
ち
の
め
し
て
や
ろ
う
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蓮
 

う
ん
そ
の
つ
も
り
だ
よ
神
楽
を
た
ぶ
ら
か
し
更
に
は

 
幻
想
郷
全
体
に
迷

を
か
け
た
そ
の
報
い
は

ず
受

 
け
さ
せ
る
よ

 
⻤
人
正
邪
に
は
そ
れ
な
り
の
お

を

え
て
や
ら
な
い
と
気
が

ま
な
い

そ
れ
は
狗
神
や
鈴

も

じ
な
の
だ
ろ
う

 
狗
神

そ
れ
で
こ
そ
だ

 
鈴

う
ん

も
し
何
か

た
ら
ま
た
呼
ん
で

 
狗
神

あ

 
そ
う
言
う
と

人
も

へ
と
戻
り
こ
の
場
か
ら

え
た

正
邪
が
向
か

た

の
先
を
見
て

 
蓮
 

待

て
ろ
よ

 
と

き

分
の
元
へ
と
帰

て
き
た
神
楽
を

り

へ
と
向
か
う
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
晴
明

今
回
も

な
ん
で
す
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怠
惰

ま

都
合
上

 
晴
明

そ
う
い
え
ば
神
楽
さ
ん
の
思
念
体
の

て
な
ん
で

 
ま
た
蓮
が
通

て
い
た

に

 
怠
惰

あ

そ
れ

前
の
狂
夢
異
変
は
覚
え
て
る
よ

 
晴
明

え

年
ぐ
ら
い
前
の
で
す
よ

 
怠
惰

そ
う
そ
う
そ
の
時
に
も

女
は
そ
の

を
見
て
い

 
る
し
何
よ
り
も
や

り
蓮
の

が
大
き
い
か
ら

 
な
の
か
あ
ん
な

に
な

た

て
感
じ
か
な

 
晴
明

る
程

 
怠
惰

ま

ぶ

ち

け
た
話
で
グ
レ
る

行
が
悪
く
な

 
る
み
た
い
な
感
じ
で
色
々
と
乱
れ
る
な
ら
や

り

 

と
い
う
考
え
に

た
が
た
め
に
あ

な

 
た
か
な

 
晴
明

へ

 
怠
惰

そ
ん
な

ん
だ
目
で
み
な
い
で

ま

真
面
目
な
子



 第十八章 平和の日常へ

 
が
色
々
と

メ
な
遊
び
を
覚
え
る
と
み
な
い
な

ン

 
セ

ト
で
あ

な

た
か
ら
仕
方
な
い

 
晴
明

い
や
い
や
普
通
に
ど
う
な
ん
で
す
か
そ
れ

 
怠
惰

で
も
な
い
と
は
言
え
な
い
と
思
う
よ

 
晴
明

ま

確
か
に

 
怠
惰

ま

裏
の

景
は
そ
ん
な
感
じ
か
な

さ
て
時
間
も

 
そ
ろ
そ
ろ
良
い
し
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
晴
明

は
い
ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
怠
惰

で
は

者
様
ま
た
次
回
サ
ラ

バ



 第３４４話 首謀者達の登場

 
第
３
４
４
話
 
首
謀
者
達
の
登
場

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

友
人
か
ら
遊
戯
王
カ

ド
を

い

キ
製

を
終
え
た
怠
惰
の
ク

ソ
悪
魔
で
す

お
陰
で

り
た
い

キ
の
八

は

し
ま
し
た

り
は

ク
ス
ト
ラ

ま

そ
こ
は
追
々
で

り
ま
す

で
は
こ
ん
な

丸
出
し
な
話
も
終
わ
り
に
し
て
本
編
へ
ど

う 
神
楽
を

り
戻
し

分
は
更
に

へ
と
進
み
正
邪
を
追
い
か
け
る

そ
し
て
数
十
分
近
く
歩
い

た
所
で
大
き
な
門
の
前
に

り
着
く

 
蓮
 

 
こ
の
先
に
奴
が
い
る

と
り
あ
え
ず
神
楽
が
お
世
話
に
な

た
分
や
幻
想
郷
の
住
人
に
迷

を

か
け
た
こ
と
そ
れ
ら
を
全
て

め
て

テ
ン
パ
ン
に
し
て
や
る
と
決
心
し

を
開
け
中
へ
と

る

中
に

る
と
そ
こ
は

華
な

り
と
な

て
お
り

か
ら
景
色
が
一
望
で
き
る
事
に
気
が
つ

く

こ
こ
は
ど
う
や
ら
こ
の
城
の
天
守

の
よ
う
だ



 第十八章 平和の日常へ

 

 

お

来
や
が

た
か

 
先
程
に
聞
い
た

が
し
そ
の
方
向
を
向
く
と
そ
こ
に
は
正
邪
が

タ

タ
と
笑

て

方
を
見

て
い
た

 
正
邪

そ
の
手
に

て
る
の

て

ち

神
楽
ち

ん

 
じ

ん
結
局
倒
せ
な
か

た
か

 
蓮
 

⻤
人
正
邪
お
前
は
た
だ
で
返
さ
な
い
か
ら
な

 
正
邪

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
た
だ
で
は
返
さ
な
い

下
ら
な

 
く
つ
ま
ら

タ
を
言
え
る
じ

か
反

 
が
出
そ
う
だ

 
や

り
こ
い
つ
は

き
に
は
な
れ
な
い

神
楽
を
利
用
し
た
り
し
て
こ
い
つ
は
何
が
目
的
な

ん
だ

 

 

正
邪
こ
の
人
が
言

て
た
邪
魔
物

 
正
邪

あ

そ
う
だ

 
正
邪
の

後
か
ら
ひ

こ
り
と

分
の

ぐ
ら
の

⻑
の
小
さ
な
少
女
が
出
て
く
る

 

 

達
の
逆
襲
の
邪
魔
を
し
よ
う
だ
な
ん
て
神
楽
先
生



 第３４４話 首謀者達の登場

 
は
や
ら
れ
ち

た
の

 
正
邪

姫
さ
ん
よ
や
ら
れ
た

て
よ
り

奴
に

ら
れ
て
る

 

て
感
じ
だ
な

 
蓮
 

は

 
こ
い
つ
は
何
を
言

て
い
る
ん
だ

そ
し
て
正
邪
の
言

を

用
し
て
い
る
少
女
は

方
を

怒
を
込
め
た
目
で
見
て
く
る

 

 

よ
く
も
神
楽
先
生
を

 
蓮
 

君
は
ま
ず
人
に
あ

で
も
こ
う
で
も
言
う
前
に

 
名
前
を
名

る

て
言
う
こ
と
を
教
わ
ら
な
か

た

 
の
で
す
か

貴
女
は
そ
れ
ぐ
ら
い
の
教

す
ら
な
い

 
だ
な
ん
て
言
わ
せ
ま
せ
ん
よ

 

 

ば

バ
カ
に
し
て

は
少
名
針
妙
丸
だ

 
こ
の
城
の
中
だ
と
一
番

い
ん
だ

 
へ

番

い
か

そ
ん
な
の
知

た
事
じ

な
い

相
手
は
子

だ
が
こ
の
世
の
常

識
を
教
え
る
の
は

分
い
や
教

見

い
の

め
だ



 第十八章 平和の日常へ

 
蓮
 

ん
そ
れ
で

 
少
名

え

 
蓮
 

だ
か
ら
そ
れ
で

て
言

て
い
る
ん
だ
よ

い
か

 
ら
何
が
出
来
る
の

ら

ら
言

て
み
て

 
少
名

そ
ん
な
の
色
々
な
物
の
大
き
さ
を
変
え
た
り
と
か

 
大
き
さ
を
変
え
る
か

ら
く
耶
狛
さ
ん
と

じ
よ
う
な
能
力
の

ち

な
の
か

そ
う
な
る

と
耶
狛
と
組
手
を
し
た
の
を
思
い
出
す

あ
の
能
力
は
厄
介
の
一
言
だ

た
か
ら
そ
れ
に

た
能

力
を

て
い
る
な
ら
そ
れ
な
り
に

し
な
い
と
な

 
蓮
 

に
は

 
少
名

え

え

と

 
蓮
 

因
み
に

は
幻
想
郷
な
ら
一
番
で
こ
の
世
な
ら
二
番

 
目
に

い
神
物
を
知

て
る
け
ど
君
み
た
い
に

ら

 

い
だ
な
ん
て
言

た
こ
と
す
ら
な
い
よ

ま
し
て

 
や

分
か
ら

い
だ
な
ん
て
言

て
る
と
三
下
の

 

み
た
い
に
聞
こ
え
る
か
ら

め
た
方
が
良
い
で
す



 第３４４話 首謀者達の登場

 
し
お
友
達
も
増
え
ま
せ
ん
よ
少
名
針
名
丸
さ
ん

 
と
ち

と
キ
ツ
め
に
言
う
と
少
名
針
名
丸
は
オ
ロ
オ
ロ
と
し
だ
し
て
い
た

許
し
て
く
れ

こ
う
や

て
間

て
い
る
事
は
間

て
い
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
間

た
道
を

て
し
ま

う
の
だ
か
ら

 
少
名

正
邪

奴
が

を

め
て
く
る
よ

 
正
邪

お
前

容

無
し
か
よ

 
蓮
 

お
前
だ
け
に
は
言
わ
れ
た
く
な
い

 
そ

ち
こ
そ
容

な
い
ぐ
ら
い
に

分
達
に
迷

を
か
け
て
き
た
く
せ
し
て
そ
れ
は
言
わ
れ
た

く
な
い

 
正
邪

き

が
座

て
や
が
る

 
蓮
 

正
邪
さ
ん
と
り
あ
え
ず

下
座
す
る
覚

は
あ

 
り
ま
す
か

 

座
に
神
楽
の

を

り
一
歩
を

み
出
し
空
か
さ
ず
神
楽
を

刀
し
高

の
居
合
い
斬
り
で

一

す
る

 
少
名

危
な
い
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正
邪

ど
わ

 
少
名
針
妙
丸
は
正
邪
を

し
倒
し

刀
に
よ
る
一
撃
か
ら
正
邪
を
守

た

 
正
邪

痛
い
な

何
す
ん
だ
よ

 
少
名

だ

て

 
と

人
が
言
い
合

て
い
る
中
で
神
楽
を

に
ゆ

く
り
と

め
な
が
ら

 
蓮
 

こ
こ
で
は

く
て
貴
女
方
を
折

も
出
来
な
い
で
す

 
し
少
し
場
所
を
変
え
ま
し

う
か

 

キ
ン

ジ

キ
ン

 

刀
と

時
に

断
す
る
音
が

い
く
と

分
達
を

む
天
守

の
四
方
の

に
平
行
な
斬
り

込
み
が

り
そ
し
て

 
ド

ン

 

く

い
音
と
共
に

が
上
が
り

分
達
の
い
る
場
所
が
大
き
く

れ
出
す

 
正
邪

て
め

何
し
や
が

た

 
蓮
 

何

て

天
守

を
斬

た
ん
で
す
よ

 

が

む
と
斬
り
込
み
が
ど
ん
ど
ん

が

て
い
き

分
達
が
立

て
い
る

が
地
上
の
地
面



 第３４４話 首謀者達の登場

へ
と
落
ち
て
い
く

す
ぐ
に

を

き
空
を
飛
び
そ
の
場
を

れ
る
と
正
邪
と
少
名
針
妙
丸
も
着

い
て
く
る

 
正
邪

こ
の
野

の
城
を

 
少
名

正
邪
の
じ

な
く
て

達
の
城
だ
よ

 
蓮
 

 
今
の
発
言
で
何
と
な
く
だ
が
こ
の

人
の
関
係
性
が
見
え
て
き
た
気
が
す
る

そ
れ
を
確
認

す
る
た
め
に
も

人
を

し
つ
つ

 
蓮
 

お

り
は
そ
こ
ま
で
で
良
い
で
す
よ

 
正
邪

た

た
か
だ
か
刀
を

誘
し
た
ぐ
ら
い
で
そ
ん
な
に

 
キ
レ
る
か
普
通

 
蓮
 

何
だ
と

 
正
邪

あ

も
う
一
度
言

て
や
る

刀
を

誘
し
て

ち

 
出
し
た
ぐ
ら
い
で

 
こ
の
時
に

分
は
今
に
な

て

あ
る
後

を
し
た
な
と
思

た

 
蓮
 

は

手

し
つ
つ

な
ん
て

わ
ず
に
そ
の
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ら
ず

を
言
う
首
を
本
気
で

た
方
が
良
か

た

 
で
す

 
正
邪
を
ギ
ロ
リ
と

み
な
が
ら
言
う
と
正
邪
も

み
返
し
て
く
る

そ
れ
に

り
込
む
か
の
よ

う
に
少
名
針
妙
丸
が

て
き
て

ん
で
き
た

 
少
名

君
の
や

た
事
は

の
怒
り
も

た
か
ら

 
蓮
 

な
ら
隣
に
い
る
正
邪
さ
ん
と

人
で
か
か

て
き
て

 
く
れ
て
構
い
ま
せ
ん
よ

そ
の
方
が

人
ま
と
め
て

 
お

を

え
れ
ま
す
し

 
少
名

こ
い
つ

も
う
本
当
に
許
さ
な
い
か
ら

 
正
邪

言
う
じ

な
い
か

こ
の
正
邪
様
に
喧
嘩
を
吹

 
け
て
き
た
事
を
後

す
る
ん
じ

 
そ
う
言
い

人
は
構
え
る

分
も
神
楽
の

を
構
え

 
蓮
 

蓮
お
相
手
し
ま
し

う

 
そ
う
し
て
こ
の
異
変
を
引
き
起
こ
し
た
者
達
と
の
戦
い
が
幕
を
開
け
た
の
だ

た



 第３４４話 首謀者達の登場

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

あ

お
い
神
楽
お
前
も

 
鈴

え

と
神
楽
ち

ん

ず
か
し
い
か
ら
別
室
だ

 
て
よ

 
狗
神

お
い
お
い

 
怠
惰

ま

仕
方
な
い
か
ら
良
い
よ

さ
て
今
回
は
蓮
君

 
は
ぶ
ち
ギ
レ

ド
な

で
す
け
ど

 
狗
神

普

よ
り
も

く
思
え
る
の
は
何

だ

 
鈴

あ

も
気
に
な

た
普

よ
り
も
物
騒
な
事
を

 
言

て
る
と
言
う
か
さ

き
よ
り
も

か
に

い

 
よ

 
怠
惰

あ

そ
れ

そ
れ
は

ら
く
妖

を

た
か
ら

 
か
な

 
狗
神

妖

て
こ
の
異
変
で
変

し
た
道

だ
よ
な

 
鈴

蓮
君
は
そ
ん
な
の

待

て
ま
さ
か
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怠
惰

は
い
そ
う
で
す
神
楽
ち

ん
は
現

妖

化
し
て

 
ま
す

 
狗
神

だ
か
ら
あ
ん
な
物
騒
に
な

た
の
か

 
鈴

あ
り

り

り

 
怠
惰

ま

霊
夢
ち

ん
達
に
比
べ
れ
ば
ま
だ
ま
だ
可
愛

 
い

だ
け
ど

 
狗
神

そ

そ
う
か
よ

 
怠
惰

そ
う
だ
と
思
う
よ

ま

辻
斬
り
み
た
く
な

 

て
る
け
ど

 
鈴

ま

確
か
に

 
怠
惰

と
ま

そ
ん
な
こ
ん
な
で
次
回
は
つ
い
に
異
変
の

 
首
謀
者
達
と
バ
ト
ル
で
す
月

日
を
お
楽
し
み
に

 

て
事
で
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

終
わ
ら
せ
方
が

ま

良
い
か
ま
た
次
回
も
よ
ろ

 
し
く
な



 第３４４話 首謀者達の登場

 
鈴

そ
れ
じ

者
様
ま
た
次
回

 
怠
惰

さ
い
な
ら



 第十八章 平和の日常へ

 
第
３
４
５
話
 

正
邪
＆
針
妙
丸

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

進

で

が
と
て
つ
も
な
く
痛
い
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

が

痛
く
て
痛
く
て
仕
方
な
い
で
す

さ
て
こ
ん
な
話
も
あ
れ
な
の
で
本
編
へ
ど
う

 
天
守

が

断
さ
れ
た
逆
さ
ま
な
城
の
あ
る

目
の
前
で
無
数
に
弾
幕
が

が

て
い
た

 
蓮
 

 
向
か

て
く
る
弾
幕
を

け
ま
た
は
神
楽
を

る

て

ち

し
な
が
ら
反
撃
と
し
て
斬
撃

波
を
放

て

撃
す
る
が
相
手
も

で
も
な
い
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
回

を
し
つ
づ
け
る

 
少
名

な

何
で
さ

き
か
ら

達
の

撃
が
当
た
ら
な
い

 
の

 
正
邪

ま
る
で
全

を
見

て
る
み
た
い
だ

 
見

て
る

い
い
や

う

に
向
か

て
く
る
弾
幕
が
遅
く
見
え
る
だ
け
だ

そ
れ
に

合
わ
せ
て

け
る
な
り

ち

す
な
り
の
行
動
を
し
て
い
る
だ
け
だ



 第３４５話  正邪＆針妙丸

 
蓮
 

舞
え
神
楽

 
黒
い

色
の
光
を
発
す
る
神
楽
を
構
え
る
と

体
の
分
霊
が
現
れ

体
の
分
霊
達
は
弾
幕
の

嵐
の
中
を
ま

た
く
動
じ
ず
に

を
構
え
て
向
か

て
い
く

そ
れ
に
続
き
神
楽
を
下

に
構
え

て
分
霊
を

に
し
て

分
も

を

め
て
い
く

 
少
名

神
楽
先
生
の
技
を

 
正
邪

野

が

め
た
真

を

 

人
は
分
霊
の

を

け
後
ろ
へ
と
後
退
し
た
そ
の

間
に

分
は

人

い
や

に
正

邪
へ
と

を

め
る

 
蓮
 

お
前
の
首
は
こ
こ
に

い
て
い
け

 
正
邪

な

 
下

に
よ
る

い
斬
り
上

に
よ
る
一
斬
で
正
邪
を
斬
る
と

が
裁
け
る
と
共
に

 
正
邪

ぐ

 

ン

 
と
断

魔
か
ら
の

弾
音
が
鳴
り

い
た

こ
れ
で
正
邪
は

い
た
後
は
マ

が
な

て
い
な
い
針
妙
丸
の
み

女
の
動
き
に
合
わ
せ
て
そ
の
ま
ま
斬
撃
波
を
放
と
う
と
し
た
そ
の
時



 第十八章 平和の日常へ

だ 

 

な

ん
ち

て

バ

カ

 
蓮
 

 
バ
カ
な
こ
の

は

の
し
た
方
向
を
向
く
と
何
と
あ
り
え
な
い
事
に
正
邪
が

ス
い

を

か
べ
て

分
の
す
ぐ
近
く
で
小
槌
を

て
構
え
て
い
た

斬
撃
波
を
放
つ
の
を

座
に

め

回
転
斬
り
で

撃
を
す
る

 
正
邪

ち

 
だ
が
正
邪
に

け
ら
れ
て
し
ま
う

そ
れ
よ
り
も
何

だ
今
さ

き
斬

て

弾
す
る
音
が
聞

こ
え
た

な
の
に
斬

た
と

時
に

も

け
た

な
の
に
何

無

で
そ
こ
に
立

て
い
る

の
だ

 
正
邪

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

い
た
だ
ろ

 
そ
う
言
う
と
正
邪
は

か
ら
壊
れ
か
け
て
い
る
小
さ
な
地

を
見
せ
る

 
正
邪

こ
ん
な
事
も
あ
ろ
う
か
と
狸
の
所
か
ら

て
き
て

 
は
お
い
た
ん
だ
が
ま
さ
か
こ
こ
で
使
う
こ
と
に
な
る

 
と
は
な

こ
の

代
わ
り
地
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つ
ま
り
あ
れ
が

代
わ
り
に

撃
を
受
け
た
と
い
う
事
か

何
と
い
う
物
を

て
い
る
ん

だ

す
る
と

分
に
目

け
て
無
数
の
弾
が
が
向
か

て
き
た

 
蓮
 

 
正
邪

ら
よ

 
す
ぐ
に
後
ろ
へ
と
後
退
し

け
る
と
正
邪
の
弾
幕
が
目
の
前
か
ら
襲
い
か
か

て
く
る

神
楽

を

手
で

く

る
い
弾
幕
を

ち

す
と
正
邪
の
隣
に
針
妙
丸
が
並
ぶ

 
少
名

大

 
正
邪

あ

お
陰
で
様
で
な

 
さ

き
の
真

か
ら
向
か

て
き
た
弾
は
針
妙
丸
が
放

た
物
か

そ
し
て
神
楽
の
分
霊
達
は

分
の
隣
へ
と
並
ぶ

 
正
邪

し
か
し
流
石
の
異
変
解
決
者
も

人
な
ら

無
し
か

 

人
で
来
い
と
言

た

に
は

達
は

の

 

つ
だ

て
つ
い
て
な
い
し

 
蓮
 

言

て
く
れ
ま
す

本
当
に

 
正
邪

姫
さ
ん
よ
小
槌
で

を
強
化
し
て
く
れ
そ
し
て
少
し
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れ
て
お
き
な

 
そ
う
言
い
手
に

つ
小
槌
を

す
と
針
妙
丸
は
大
き
く

り
か
ぶ
り

 
少
名

分
か

た

そ

れ
大
き
く
な
れ

 
と

け

を
あ

て
言
う
と
正
邪
の
体
が
少
し
光

き
だ
す

そ
し
て
針
妙
丸
は
そ
の
ま
ま

下
が
る
と
正
邪
は

リ
と
笑
う

 
正
邪

見
せ
て
や
る

者
で
も

に
強
く
な
れ
る
方
法

 
で
強
く
な

た

の
力
を
よ

 
そ
う
言
う
と
正
邪
は
先
程
よ
り
も

度
の
濃
い
無
数
の
弾
幕
を

開
す
る
と
そ
れ
ら
は
何
と
正

邪
本
人
に
向
か

て
い
く

 
正
邪

行
く

ら
反
転

 
と
突
然
の
暗
転
が
起
こ
る
と
何
と
い
つ
の
間
に
か

分
と
神
楽
の
分
霊
達
は
四
方
八
方
の
弾

幕
の
中

に
い
た

い
や

う
こ
れ
は
正
邪
が
い
た

に

分
が
い
つ
の
間
に
か
い
た
の
だ

逆
に
先
程
ま
で

分
が
い
た

に
は
正
邪
が

タ

タ
と
笑

て

方
を
見
て
い
た
の
だ

 
蓮
 

お
の
れ
正
邪

 
ま
ん
ま
と
正
邪
の
術
中
に

ま

た

分
が

ず
か
し
く
な

た

す
ぐ
に
神
楽
の
分
霊
達
を
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り
向
か

て
く
る
弾
幕
を

て

ち

さ
せ
そ
し
て

分
は
神
楽
を

る
い
時
に
は
回

し

護
り
に

し
た

 
正
邪

見
て
て
楽
し
い

姫
さ
ん
よ
今
が

ン
ス
だ

 
少
名

分
か

た
よ
正
邪

 
そ
ん
な

が
聞
こ
え
て
く
る
と
弾
幕
の

間
か
ら
針
妙
丸
は
小
槌
を

て

 
少
名

小
槌
 
小
人
の

道

 
そ
の
一
言
で
無
数
の
弾
幕
が
正
邪
が
仕

け
た

的
な
弾
幕
ト
ラ

に
引
き
続
き

分
に

襲
い
か
か

て
く
る

 
正
邪

つ
い
で
の

だ
受
け

て
お
け
よ

 
そ
う
言

た
正
邪
も

を

る
の
を
見
る

針
妙
丸
に
引
き
続
き
ま
さ
か
正
邪
も
放

て
く

る
の
か

 
正
邪

逆

 
イ

ル
イ
ン
ザ
ミ
ラ

 
そ
の

で
目
の
前
か
ら
弾
幕
が
襲
い
か
か

て
く
る
と
思
い
き
や
い
き
な
り
暗
転
し
弾
幕

が

え
る

何
処
に
と
思

て
い
る
と
何
と

後
か
ら
正
邪
が
放

た
弾
幕
が
襲
い
か
か

て
き

た
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蓮
 

こ
う
な
れ
ば

神
楽
は
戻

て

 
神
楽
の
分
霊
達
を
戻
し

ケ

ト
に
あ
る
式
神

を
構
え

 
蓮
 

式

 
狗
神
の

 
狗
神

を

す
る
と
狗
神
は
大
き
く

を
吸
い
込
み

 
狗
神

ン

 
と

り
一

に

く
レ

ル
の

を
上

る
と
共
に
向
か

て
き
て
い
た
弾
幕
が
全
て

滅
し

 
少
名

が

 
正
邪

ぐ

 

人
も
突
然
の

に
ス

ル
を
破
壊
さ
れ
更
に
は

を
塞
ぎ
な
が
ら

に

え

え
て
い

た

そ
し
て

分
も

を
塞
ぐ
が
さ

き
も
こ
の

を
間
近
で
受
け
た
せ
い
か
も
う

れ
た

 
蓮
 

あ
り
が
と
う
狗
神

 
狗
神

け

 

き

て
る
よ
う
に
言
い

え
て
い

た
そ
の
一

で
気
が
つ
く

狗
神
の

が

く
な

て

い
る
の
に
気
が
つ
い
た
の
だ

ど
う
や
ら
何
時
も
の
悪

は
そ
の
返
し
で

れ

い
み
た
い
だ
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蓮
 

も
う
少
し

に
な

た
ら
良
い
の
に

 

笑
ま
し
く
思
う
が
今
は
後
だ

こ
の

に
神
楽
を

に

め
構
え
一
呼
吸
を
し

ん
で
い
る

正
邪
へ
と
近
づ
き

 
蓮
 

刀
 
無
神
二

 

刀
し

跡
が

る
一

に
よ
る
斬
撃
そ
し
て

分
の
霊
力
が
の

た
神
楽
に
よ
る
一

刀
は

斬
撃
波
を
生
む

 

ン

ン

 
正
邪

ガ
ハ

ま
だ
ま
だ

 
一

と
斬
撃
波
の

回
の

弾
音
が
鳴
り

く
が
ど
う
や
ら
ま
だ

代
わ
り
地

の
力
が

い

て
い
る
の
か
正
邪
に

ひ
と
つ
つ
か
な
い

だ
が
こ
の
ス

ル
は
そ
ん
な
ん
で
終
わ
る
代
物
じ

な
い

こ
の
ス

ル
は
二

つ
ま
り
後

回

撃
が

て
い
る

正
邪
の

き
を
す
る
タ
イ

ミ
ン
グ
を
見

ら
い
一

で

た
神
楽
を
逆
手
に

ち
変
え
再
度
の
斬
り
返
し
を
放
つ

 

 

ン

ン

 
ま
た
一

と
斬
撃
波
と
の

回
の

弾
音
が
鳴
り

い
た

 
正
邪

が
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少
名

よ
く
も
正
邪
を

 
ス
タ
ン
か
ら
回
復
し
た
針
妙
丸
は
小
槌
で

り
か
か

て
く
る
が
す
ぐ
に
後
ろ
へ
と
回

し

け
る

 
正
邪

野

が

 
少
名

大

 
正
邪

あ

ま
だ

代
わ
り
地

が

 
と

正
邪
が
言

た
そ
の
時
だ

 
バ
キ
ン

 
何
か
が
壊
れ
る
音
が
し
た

正
邪
は

ケ

ト
に

て
い
る

代
わ
り
地

を
見
る
と

を

く
し
た

何

な
ら

代
わ
り
地

は

々
に
な

て
い
た
か
ら
だ

ど
う
や
ら

回
の

撃
で

え
れ
ず
壊
れ
た
み
た
い
だ

 
蓮
 

こ
れ
で
後
は
な
い
で
す
よ

 
正
邪

子
に
の
る
な
よ
姫
さ
ん
よ

に
も

と
力
を

 

越
せ

 
少
名

分
か

た
行
く
よ
正
邪

も

と
も

と
大
き
く
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な
れ

 
小
槌
を
使

た
と

時
に
正
邪
の
体
が
更
に
発
光
し
だ
す

だ
が
そ
れ
と

時
に
針
妙
丸
は
何

か
は
分
か
ら
な
い
が

々
に
小
さ
く
な

て
い

て
い
た

正
邪
か
ら
見
て
も
一
目

然
で
分

か
る

な
の
に
正
邪
は

め
よ
う
と
は
し
な
い

ま
さ
な
正
邪
は
こ
の
事
を
知

て
い
て
わ
ざ
と

教
え
て
い
な
い
の
か

 
蓮
 

君
そ
れ

上
そ
れ
を
使

た
ら

メ
だ

 
正
邪

も
う
遅
い

 
更
に

度
や

が
増
し
た
弾
幕
が
無

悲
に
も
襲
い
か
か

て
き
た

す
ぐ
さ
ま
神
楽
を

る

い
弾
幕
を
斬
り

ち

す
の
だ
が

 
正
邪

良
い

良
い

こ
れ
が
力
だ

 
少
名

手

け
す
る
よ
正
邪

 
そ
う
言
う
と

人
は

じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ス

ル
を

え
だ
し
た

 
正
邪

逆

 
天

無

の

 
少
名

小
槌
 
も

と
大
き
く
な
あ
れ

 
ス

ル
を

え
る
と
共
に
大
き
さ
の
異
な
る
弾
幕
が
目
の
前
に

開
さ
れ
更
に

後
か
ら
は
無
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数
の
矢
が

分
に
目

け
て
飛
ん
で
く
る

こ
れ
は
流
石
に
ま
ず
い
た
め
す
ぐ
に
ス

ル
を

え

る

ら

 
蓮
 

陰
陽
 
結
界

 
結
界
を
張
り

ら
し
向
か

て
く
る

撃
を

い
で
い
く

だ
が
弾
幕
を

ぎ
な
が
ら
観

し

て
い
る
と
ど
ん
ど
ん
針
妙
丸
の
大
き
さ
は
小
さ
く
な

て
い

て
る

 
蓮
 

あ
の
ま
ま
い

た
ら

 
あ
の
ま
ま
行
け
ば

ら
く
は

が
認
識
で
き
ぬ
ぐ
ら
い
小
さ
く
な

て
し
ま
う
の
で
は

や

は
り
あ
の
子
は
分
か
ら
な
い
の
だ
ろ
う

正
邪
に
利
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
が

こ
れ
の
何
が

者
の
革
命
だ

何
が
力
だ

下
ら
な
す
ぎ
て
面
白
く
も
な
い
し
反

が
出
る

 
正
邪

ア
ハ
ハ

ら

反
転

 

分
は
正
邪
の
能
力
で
い
つ
の
間
に
か
結
界
の
外
に
放
り
出
さ
れ
た

そ
し
て
無

悲
に
も

開
さ
れ
た
弾
幕
の
波
が

り
来
る

 
正
邪

あ
ば
よ

蓮

 
蓮
 

そ
う
で
す

な
ら
終
わ
ら
せ
ま
し

う
か

 
だ
が
も
う
ガ

ド
は
し
な
い
こ
こ
か
ら
は

て

の
構
え
で
行
く
の
み
だ
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蓮
 

狐
化

 

の
霊
力
を
解
放
し

狐
へ
と
変
化
さ
せ
る

 
少
名

何

何
が
起
き
た
の

そ

そ
の

は
一
体

 
正
邪

な

ま
だ
お
前
は
強
く
な
る
の
か

 
蓮
 

⻤
人
正
邪
お
前
が
し
た
こ
と
は

え
神
が
許
そ
う
が

 

が
許
そ
う
が
仙
人
が
許
そ
う
が

は
許
す
気
は

 
な
い
か
ら
な

 
神
楽
を

に

め
呼
吸
を
整
え
正
邪
が

き
す
る

間
を
見

ら
い
一
気
に

を

め

る 
正
邪

は

い

 
蓮
 

さ

き
は

回

撃
に

え
た

だ
け
ど
そ
の

の

 
斬
撃
は
ど
こ
ま
で

え
れ
ま
す
か

 
正
邪

な

何
を

 
神
楽
を

刀
す
る
と

時
に

 
蓮
 

刀
 

狐
の
奇
技
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ス

ル
を

え

刀
し

跡
が

る

度
で
一

し
そ
こ
か
ら

が

る
程
の

度
で
何
度

も
斬
り
つ
け
る

 
正
邪

ぐ

が

 

ン

ン

ン

 

弾
音
が
何
回
も
鳴
り

く

こ
の

撃
を

ご
う
に
も

い
だ
も
の
は

で
す
り

け
て

い
く
た
め

ぐ
の
は
不
可
能
に
近
い

ら
く
こ
の
技
を
真

向
か
ら

た
の
は
今
の
所
知

り
限
り
で
理
久
兎
だ
け
だ

 
少
名

こ
の

正
邪
を

め
る
な

 
針
妙
丸
は

に

す
大
き
な
針
を
手
に

り
上

の
構
え
を
し
て

方
に
向
か

て
く
る

だ

が
そ
ん
な

な

撃
な
ら
ば
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見

ら
う
事
な
ど
容

い

 
蓮
 

い

 

に

す

で

撃
を

ロ

ク
し
そ
し
て

 
蓮
 

式

 
鈴

の
反
撃

 
鈴

の

り

 

ケ

ト
の
式
神

か
ら
鈴

が
針
妙
丸
の

後
に
現
れ
る
と
普

よ
り
も

め
の

り
が
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針
妙
丸
の
お

に
ヒ

ト
す
る

 
少
名

キ

フ
ン

 

ン

 

弾
音
が
鳴
り

く
と
針
妙
丸
を

ぎ
上

る

 
蓮
 

鈴

そ
の
子
を
城
ま
で

さ
せ
て

 
鈴

分
か

た
よ

 
そ
う
言
い
鈴

は
針
妙
丸
を

ぎ
な
が
ら
城
へ
と
向
か

て
い

た

 
蓮
 

さ
て
と

 
ボ
ロ
ボ
ロ
と
な

た
正
邪
を
見
る
と
正
邪
は

死
に
な

て
い
る
の
か

を

ら
し
な
が
ら

を

さ
え
な
が
ら
も

分
を

ん
で
い
た

因
み
に
一

は
弾
幕
ご

こ
の
た
め
殺
さ
ぬ
よ
う
に

神
楽
が

然
に

ロ
テ
ク
ト
を

け
か
つ

分
も

ち
で
斬

た
た
め
生
き
て
い
る

だ

 
正
邪

ク
ソ

ク
ソ

の

を
よ
く
も

 
蓮
 

言
い
た
い
こ
と
は
そ
れ
だ
け
か

人
や
物
を
散
々
と

 
利
用
し
た
そ
の
行
い
を
今
一
度
反
省
し
ろ

 
神
楽
を
構
え
そ
し
て
上

で
構
え
一
気
に

を

め
る

そ
し
て
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蓮
 

天

 
正
邪

ち

ち
き
し

う

 

ン

 
最
後
に
大
き
な

弾
音
が
鳴
り

く
と
共
に
正
邪
は
地
面
へ
と
落
ち
て
い

た

 
蓮
 

つ
ま
ら
ぬ
も
の
を
斬

た

 

に
神
楽
を

め
そ
う

き
鈴

が
向
か

た
城
へ
と
急
ぐ
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

お
い
お
い
あ
の
奇
技
だ

た
か

を

を
受
け
ず

 
に

ぐ
と
か
無
理
す
ぎ
る
だ
ろ

 
怠
惰

だ
か
ら
こ
そ
あ
の
技
が
来
た
ら
逃

る
し
か
な
い

 
の
さ

一
あ
の
技
を

め
た
の
は
キ

神
様
こ
と

 
理
久
兎
だ
け
だ
よ

 
狗
神

あ

あ
の
キ

神
は

色
々
と
可
笑
し
す
ぎ
る
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怠
惰

ま

理
久
兎
だ
か
ら

 
狗
神

や
れ
や
れ

 
怠
惰

あ

そ
う
そ
う
明
日
の
投
稿
を
し
た
ら
ま
た
あ

 
ち
を
投
稿
す
る
つ
も
り
な
の
で
よ
ろ
し
く

 
狗
神

そ
う
な
の
か

 
怠
惰

う
ん
そ
う
だ
よ

 
狗
神

そ
う
か
ま

そ
ん
な

だ
か
ら
よ
ろ
し
く
な

 
怠
惰

え

さ
て
時
間
も
時
間
だ
し
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
な

 
怠
惰

そ
れ
じ

者
様

 
狗
神

じ

 

 

じ

 
狗
神

な
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第
３
４
６
話
 
襲
来
 
博
麗
霊
夢

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
東
方
キ

ラ
の
カ

ド
ス
リ

を

お
う
と
思
い

ト
を
見
た
ら

そ
の

に
度

を

い
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

１
０
０
０

て

ご
ち
う
さ
の
千
夜

ち

ん
が
３
０
０

だ

た
の
に

流
石
は
東
方

さ
て
こ
ん
な
話
も
あ
れ
な
の
で
本
編
へ

ど
う

 
正
邪
に
天

を

え
た

分
は
す
ぐ
に
城
へ
と
行
く
と
天
守

の

を
登
る
と
鈴

と
そ
の

に
は
先
程
よ
り
も

か
に
小
さ
く
な

て
い
る
針
妙
丸
を
見
つ
け
る

 
蓮
 

鈴

 
鈴

蓮
く
ん
ど
う
し
よ
う
こ
の
子
さ

き
よ
り
も

⻑
が

 

ん
じ

て

 
さ

き
ま
で
は

分
の

の

は
あ

た
だ
ろ
う

⻑
は
今
で
は

分
の
手
の
ひ
ら
サ
イ

ま

で

ウ
ン
し
て
い
た

だ
が

女
が
小
さ
く
な

た
と

時
に
先
程
ま
で

を

る

た
小
槌
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か
ら
は
力
を
あ
ま
り
感
じ
な
く
な

て
い
た

 
蓮
 

小
槌
に
小
人

ま
さ
か
こ
の
子
あ
の
一

法

と

 
関
係
が
あ
る
の
か
な

 
鈴

一

法

て
あ
の
一

法

 
へ

鈴

も
知

て
い
る
ん
だ

で
も
よ
く
よ
く
考
え
て
み
れ
ば
平
安
と
か
の
時
代
か
ら
晴
明

さ
ん
を

え
て
い
る
ん
だ
知

て
て
も
当
然
か

 
蓮
 

知

て
る
の

 
鈴

そ
り

⻑
生
き
し
て
る
か
ら

確
か
一

法

て

 

一

⻤
に
戦
い
を

ん
だ
小
人
族
だ
よ

 
蓮
 

の
知

て
る
話
と
も
大
体
は
合

て
る
か
ら
間

 

て
は
い
な
い
と
思
う
よ

 
鈴

大
体

 
蓮
 

う
ん

 
大
ま
か
な
話
は
小
さ
な
一

法

は
貴
族
に
使
え
そ
こ
の
娘
に
思
い
を

せ
る
が

分
よ
り
も

か
に

の

の
あ
る
⻤
に

さ
れ
そ
う
に
な

た
所
を
針
の

で
立
ち
向
か

て
⻤
を
撃
退
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し
⻤
が
逃

る

に
落
と
し
た
小
槌
で

分
の

の

を
普
通
の
人
間
サ
イ

ま
で
大
き
く
し
た

事
で
晴
れ
て
そ
の
娘
と

約
し
て

永
く

せ
に
過
ご
し
た

的
な
感
じ
だ

た

だ

だ
が

お

ち

ん
が
話
し
た
内
容
に
は
ま
だ
確
か
続
き
が
あ

た
よ
う
な
気
も
す
る
が

 
蓮
 

で
も

か
し
い
な

小
さ
い
頃
お

ち

ん
に
よ
く

 

み
聞
か
せ
て
も
ら

た
な

 
あ
の
頃
が

か
し
い
な

話
で
聞
い
た

夜
姫
や
一

法

は
た
ま
た
一
族
に
伝
わ
る

⻤

夜
行
記
だ

た
り
を

み
聞
か
せ
て

て
は
い
た
が
そ
の
人
物
達
と
出
会
え
る
と
は
思

て
も

み
な
か

た
か
ら
本
当
に
不
思
議
な

り
合
わ
せ
だ

 
鈴

そ
う
い
え
ば
蓮
く
ん

て
お

ち

ん
子
だ

た
ん

 
だ
よ

 
蓮
 

そ
う
だ
よ
物
心
が
つ
く
前
に

親
共
に

界
し
て
い

 
た
み
た
い
だ
か
ら
物
心
が
つ
い
た
時
に
は
常
に
お

 
ち

ん
が
親
だ

た
よ

 
鈴

へ

 
だ
が
そ
の
祖

も

く
な

て
し
ま

て

人
ボ

に
な

て
そ
し
て
そ
の
後
に

一
無
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二
の
親
友
と
も
別
れ
て
し
ま

て
と
散
々
だ

た
が
そ
れ
で
も
今
は
霊
夢
や
魔
理
沙
そ
れ
に
狗
神

や
鈴

に
神
楽
や
理
久
兎
な
ど
そ
の

に
も
色
々
な
人
妖
や
神
と
友
人
に
な
れ
た
か
ら

し
く
も

な
く
な

た

 
蓮
 

本
当
に
こ
こ
に
来
て
そ
し
て
こ
こ
に

て
良
か

 
た
よ

 
と

い
て
い
る
と
手
の
ひ
ら
サ
イ

ま
で

ん
だ
針
妙
丸
は
少
し

り
目
を
動
か
し
だ
す

 
鈴

あ

起
き
そ
う
だ

と
り
あ
え
ず

は
帰
る
よ

 
蓮
 

別
に

て
て
も
良
い
ん
だ
よ

 
鈴

大

そ
れ
に
蓮
く
ん
の

も
激
し
く
な
る
か

 
ら

そ
れ
じ

ま
た
呼
ん
で

 
そ
う
言
い
鈴

は

え
て
い

た

そ
し
て

え
る
と
共
に
針
妙
丸
は
体
を
起
こ
し
目
を

り

な
が
ら

り
を
キ

ロ
キ

ロ
と
見

す

 
少
名

こ
こ
は
針

城

 
蓮
 

目
は
覚
め
た

 
少
名

え

は
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隣
に

い
て
あ

た
小
槌
と
針
を
手
に

り
後
ず
さ
り

に

中
を
つ
け
る

 
少
名

お

お
前

正
邪
は
ど
う
し
た

そ
れ
に
何
で
お
前

 
が
大
き
く

は

さ
て
は
小
槌
の
力
を
使

た
ん

 
だ
な

え

い

小
さ
く
な
れ

 
と

小
槌
を

る
う
が
あ
の
時
の
正
邪
に
起
こ

た
よ
う
な
変
化
は
何
も
起
こ
ら
な
い

 
少
名

小
さ
く
な
れ

小
さ
く
な
れ

て
ば

 
何
度
も
何
度
も
小
槌
を

る
う
が
何
も
起
こ
ら
ず
じ
ま
い
だ

そ
の
光
景
に

れ
な
が
ら
近
づ

く 
少
名

く

来
る
な

 

手
に
小
槌
と
針
を

ち
ぶ
ん
ぶ
ん

り
回
し
て

し
て
く
る
が
お
構
い
無
く
突
き
進
み
そ

し
て
後

数
歩
で

ま
え
れ
る

ま
で
来
る
と

 
蓮
 

す

は

 
大
き
く

を
吸
い
込
み
そ
し
て
ギ
ロ
リ
と

ん
で

 
蓮
 

か
者
が

 
少
名

ひ
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回
の
怒

で
悪
あ
が
き
を
し
て
い
た
針
妙
丸
は
動
き
を

め
て

分
を
見
上

る

 
少
名

だ

が

か
者
だ

 
蓮
 

君
だ
よ
君

 
少
名

は

か
者
な
ん
か
じ

 

か
者
じ

な
い
だ
と
そ
れ
を
聞
き
更
に
ぶ
ち
ギ
レ
そ
う
に
な
る
が
怒
り
を

え
真

ぐ
針

妙
丸
を
見
る

 
蓮
 

か
者
だ

分
に

君
は
正
邪
に

き
者
の
革
命
と

 
か
言
わ
れ
て

力
し
た
ん
だ
ろ
う
け
ど
実

は

う

 
正
邪
は

か
ら
君
を
利
用
し
て
幻
想
郷
を

す
る

 
つ
も
り
だ

た
ん
だ

 
少
名

嘘
だ

だ

て
正
邪
は
言

た
ん
だ
幻
想
郷
の
妖
怪

 
達
に
よ

て

の
ご
先
祖
様
達
の
小
人
族
は

ら

 
れ
て
き
た

て
だ
か
ら

は

 
小
人
族

確
か
何
処
か
で
そ
う
だ
お

ち

ん
が
昔
に

ん
で
く
れ
た
一

法

の
続
き
を

思
い
出
し
た

こ
れ
が
本
当
だ
と
し
た
ら
や

り
嘘
を
吹
き
込
ま
れ
て
る

な
ら

女
か
ら
し
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た
ら
シ

ク
は
大
き
い
か
も
し
れ
な
い
が
本
当
の
現
実
を
話
す
か

 
蓮
 

色
々
と
吹
き
込
ま
れ
て
い
た
か
ら
知
ら
な
い
と
は
思

 
う
け
ど
実

は

う
よ

君
の
そ
の
出
で
立
ち
と
か

 
ら
し
て
も
し
か
て
一

法

だ
よ

 
少
名

そ
の
通
り

の
ご
先
祖
様
は
そ
の
一

法

そ
の
人

 
だ
よ

 
正
解
か

な
ら
や

り
こ
の
話
は
本
当
な
の
か
も
し
れ
な
い
な

針
妙
丸
と
高
さ
が
少
し
で

も

じ
に
な
る
よ
う
に

み

 
蓮
 

よ
く
聞
い
て
針
妙
丸
さ
ん
こ
れ
は

ら
く
君
の
ご
先

 
祖
様
に
何
が
起
こ

た
の
か
の
本
当
の
話
に
な
る
と

 
思
う
か
ら

 
少
名

え

貴
方
が
そ
ん
な
の
知

て
る
わ
け
が

 
蓮
 

う
う
ん
こ
れ
は

が
今
も

し
て
る
人
か
ら
聞
い

 
た
お
話
だ
よ

小
槌
を
手
に

れ
た

代
は
願
い
を

 
叶
え
た

だ
け
ど
そ
の
後
は
ど
う
し
た
と
思
う
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少
名

え

考
え
た
こ
と
な
い
よ

 
蓮
 

ら
く

代
一

法

は
小
槌
を
封
印
す
る
つ
も
り

 
だ

ん
だ
と
思
う

 

代
つ
ま
る
所
の
一

法

が
手
に

れ
た
小
槌
は
代
々
か
ら
受
け
継
が
れ

わ
ば
家
宝
物
で

あ
る
が
そ
れ
と
共
に

代
が
託
し
た
で
あ
ろ
う
そ
の
思
い
そ
れ
は
小
槌
を
封
印
す
る
と
い
う
思

い
だ
と
思

た

ら
く

代
一

法

は

の
願
い
を
叶
え
た
と
共
に

た
の
だ
ろ
う

こ
れ
は

し
て
は
な
ら
な
い
物
で
あ
る
と

 
少
名

な

何
で
ま
た

 
蓮
 

ら
く

代
一

法

は
そ
の
小
槌
に

る
力
は
危

 
険
と
判
断
し
た
の
か
も

そ
し
て

代
か
ら
次
の
代

 
ま
た
次
の
代
と
そ
の
小
槌
は
門
外
不
出
と
さ
れ
た

 
け
ど
あ
る
時
に
事
件
が
起
き
た

 
少
名

事
件

 
蓮
 

そ
う
代
々
か
ら
受
け
継
が
れ
た
家
宝
の

そ
し
て

 

代
の
思
い
は
代
を

て
い
く
と
共
に

れ
さ
ら
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て
い

た
ん
だ
つ
い
に
は
君
の
先
祖
は
そ
の
小
槌
で

 

分
の
欲
を
叶
え
出
し
た

 
少
名

え

 
蓮
 

欲
し
い
も
の
を
全
て
手
に

れ
最
終
的
に
全
て
を

 

し
よ
う
し
た
け
れ
ど
そ
の
時
に
小
槌
の
力
は
な
く

 
な

た
と

時
に
小
槌
が
願
い
を
叶
え
た
時
そ
の
願

 
い
に
よ
り
け
り
で
代

を

う
事
に
な
る
結

君

 
た
ち
の
欲
に

れ
た
ご
先
祖
様
達
は
代

と
し
て
異

 
次
元
へ
と
幽
閉
さ
れ
た
そ
う
し
て
君
達
の
先
祖
は
そ

 
の
先
か
ら
は
ひ

そ
り
と

ら
し
小
槌
の

を

 
永
久
的
に

れ
さ
せ
る
決
心
を

た
そ
れ
が

が

 
聞
い
た
話
の
内
容
だ
よ

 
そ
し
て
こ
の
物
語
か
ら

ぶ
べ
き
事
は
何
で
も
欲
し
い
も
の
を
願
い
そ
し
て
楽
し
て
手
に

れ
よ
う
と
は
せ
ず
そ
れ
に
見
合
う
努
力
を
し
て
手
に

れ
る
強
欲
に
な
り
す
ぎ
ず

に
な
る
こ

と

そ
れ
ら
を
こ
の
物
語
か
ら

ん
だ
こ
と
だ
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少
名

そ

そ
ん
な

そ
れ
じ

ら
れ
て
き
た
の
も
嘘

 
に
な
る
の

 
蓮
 

言

た
通
り

ら
れ
て
き
た
ん
じ

な
い

を

 

れ
ら
れ
て
い

た
ん
だ
よ

 
少
名

待

て
な
ら
正
邪
は
こ
の
事
を

め
か
ら
知

て
い

 
た
の

 
蓮
 

そ
こ
ま
で
は
分
か
ら
な
い

け
れ
ど
さ

き
の
戦
い

 
の
中
で
正
邪
に
力
を

え
て
い
た

に
君
の
体
は

 
い
ス

ド
で
ど
ん
ど
ん

ん
で
い
る
の
を
こ
の
目

 
で
見
た
ん
だ
そ
れ
は
正
邪
も
見
て
い
る

だ
だ
か
ら

 

め
か
ら
は
知
ら
な
く
て
も
そ
れ
を
知

て
い
た
の

 
は
間

い
な
い

だ
よ

分
だ
け
ど
正
邪
は
君
が
小

 
槌
を

一
使
え
る

だ
か
ら
近
づ
い
た
の
か
も
し

 
れ
な
い

 

々
と

を

く
し
目
に

を

か
べ
て
い
く

現
実
を
受
け

め
た
く
な
い
の
だ
ろ
う
が
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念
な
事
に
こ
れ
が
現
実
だ

 
少
名

貴
方
が
大
き
く
な

た

じ

な
く
て

が
小

 
槌
に
代

が
あ
る
こ
と
を
知
ら
ず
に
使
い
続
け
た
が

 
た
め
に
小
さ
く
な

て
そ
し
て
ご
先
祖
様
が
犯
し
た

 
過
ち
を
ま
た
し
て
し
ま
う
所
だ

た
て
事

 
シ

ク
が
大
き
か

た
の
か
針
妙
丸
は
針
と
小
槌
を
落
と
し

を
つ
き
天

を
見
上

る

 
少
名

君
の
言
う
通
り

は

か
だ

か
す
ぎ
た
ん
だ

 
間

た
事
を
知
ら
ず
に
や
ら
さ
れ
て
し
か
も
代

と
し
て
体
が
小
さ
く
な

て
と
不

に

な

て
い
る
針
妙
丸
を
見
て
い
る
と
不

で
仕
方
な
い

 
少
名

友
達
が
出
来
た
時
に

ん
だ
け
ど

は

か
ら
利
用

 
さ
れ
て
い
て
正
邪
か
ら
し
た
ら
友
達
じ

な
く
道

 
み
た
く
利
用
さ
れ
た
な
ん
て

グ
ス

こ
ん
な
の

 
よ
あ
ん
ま
り
だ
よ

に
友
達
な
ん
て
い
な

 
蓮
 

そ
れ
は

う
よ

 

き
そ
う
に
な

て
る
針
妙
丸
の

を
優
し
く
小

で

き

り

リ
と
笑
う
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蓮
 

正
邪
は
確
か
に
君
を
利
用
し
た
け
れ
ど
そ
ん
な
関
係

 
か
ら
だ

て
親
友
と
は
言
わ
ず
と
も
不
思
議
な

で

 

が
る
ん
だ
と

は
思
う
よ

そ
れ
に
友
達
が
い
な

 
い

て
言

た
け
ど
そ
れ
も

う
よ
だ

て
目
の
前

 
に
い
る
じ

な
い

 
少
名

え

そ
れ

て

 
蓮
 

針
妙
丸
さ
ん
よ
け
れ
ば
友
達
に
な

て
下
さ
い

 
人

し

を

し
出
し

笑
み
な
が
ら
言
う
と
針
妙
丸
は

い
た

を
す
る
と

を
流
し
な
が

ら
人

し

を
小
さ
な

手
で

る

 
少
名

こ

こ
ん
な

で
良
い

な
ら

 
蓮
 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
そ
う
し
て

分
は
針
妙
丸
と
友
達
に
な

た

そ
し
て
目
に

か
べ
た

を
再
び
優
し
く
小

で

き

る

 
少
名

あ
り
が
と
う

え

と

 
蓮
 

蓮

蓮
だ
よ
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少
名

蓮
さ
ん
あ
り
が
と
う

 
蓮
 

ど
う

し
ま
し

 
突
然
近
く
か
ら
物

い
殺
気
を
感
じ
た

何
だ
こ
の

が

る
よ
う
な
空
気
は
い

た
い

ど
こ
か
ら

す
る
と
薄
暗
い

下
か
ら

か
が
歩
い
て
く
る

 
蓮
 

え

え

 
そ
れ
は

と

が
出
て
い
る
少
し
大

な

い
巫
女

に

に
は
特

的
な
リ
ボ
ン
で

を
結

び
そ
し
て
手
に
は
禍
々
し
い
黒
い
光
を
放
つ
お

い
棒
を
構
え
た
少
女
そ
れ
は

分
が
探
し
い
て

い
た
者
だ

 
霊
夢

れ

ん

何
い
ち

つ
い
て
る
の
か
し
ら

 
そ
れ
は

分
の

人
で
あ
り
今
で
も
思
い
を

せ
る
霊
夢
が
殺
気
を
放
ち
な
が
ら
現
れ
た
の

だ

た

 
怠
惰

て
な

で
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

て
お
い
お
前
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鈴

た
だ
い
ま

て
え

 
神
楽

や

 
狗
神

神
楽

お
い
お
前
も
う

 
神
楽

バ
リ
バ
リ
元
気

 
鈴

い

何
時
も
の
神
楽
ち

ん
じ

な
い

 
怠
惰

ま

こ
の
異
変
の
間
は
仕
方
な
い

 
神
楽

て
い
う
か
何
そ
ん
な

気
く
さ
く
な

て
ん
の

 
怠
惰

い
や
だ

て

君
の
立
ち

が
そ
の
も
う

 
な
い
的
な

 
神
楽

 
狗
神

お
前
は
何
ち

か
り
嘘
つ
い
て
ん
だ
よ

 
怠
惰

あ

バ
レ
た

 
鈴

ま

た
く

い
嘘
を
言
う
よ

神
楽
ち

ん
の
帰

 
る
場
所
は
あ

神
楽
ち

ん

 
神
楽
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鈴

神
楽
ち

ん
起
き
て

 
狗
神

だ

目
だ
シ

ク
が
大
す
ぎ
て
気
絶
し
て
や

 
が
る

お
い
怠
惰

 
怠
惰

ハ
ハ
ハ

ア
メ
リ
カ
ン
ジ

ク
の
つ
も
り
だ

た

 
け
ど
と
ん
だ

ラ

ク
ジ

ク
に
な

た

後
で

 

し
て
お
く
よ

 
狗
神

た
く

て
か
時
間
が

 
怠
惰

あ

そ
れ
じ

そ
ろ
そ
ろ
終
わ
ろ
う
か
そ
れ
と
次
回

 
か
ら
あ

ち
を
投
稿
す
る
か
ら
よ
ろ
し
く

 
狗
神

あ

よ
ろ
し
く
な
そ
ん
じ

ま
た
投
稿
し
た
ら
よ
ろ

 
し
く
な

 
鈴

そ
れ
じ

バ
イ
バ
イ



 第３４７話 集結 狂変した異変解決者達

 
第
３
４
７
話
 
集
結
 
狂
変
し
た
異
変
解
決
者
達

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
そ
し
て
投
稿
が
遅
れ
て

し

あ
り
ま
せ
ん

怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

色
々
と
リ
ア
ル
が

で
遅
れ
て
し
ま
い
ま
し
た

さ
て
で
は
日
を
少
し

ぎ
ま
し
た
が
本
編
へ

ど
う

 
何

か
は
分
か
ら
な
い
が
殺
気
を
放
つ
霊
夢
に

分
は

を

む

あ
れ
何
も
し
て
な
い
の
に

何

そ
こ
ま
で
怒

て
ら

し

る
の
だ
ろ
う
か

 
霊
夢

蓮

が
い
る
く
せ
し
て

の
女
を
落
と
そ
う
と
は

 
良
い
度

し
て
る
わ

 
蓮
 

え

え

 
何

そ
う
な

た

落
と
し
て
も
い
な
い
し

ろ
霊
夢
が
思

て
い
る
程

い
ん
び

で
は
な
く

全
な
仲
と
い
う
か
そ
ん
な
仲
に
な

た
ば
か
り
だ

 
少
名

蓮
さ
ん
あ
れ

て
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蓮
 

え

え

と

あ
の
子
は
博
麗
霊
夢

て
言

て
博

 
麗
巫
女

て
い
う
妖
怪
達
を
倒
し
人
々
を

う
い
わ

 
ば
幻
想
郷
の

を
守
る
人
間
だ
よ

そ
れ
と

の

 

仲
の
関
係

て
言
え
ば
良
い
の
か
な

 
少
名

へ

え

え

 
や

り

く
よ
な

こ
ん
な

え
な
い
よ
う
な
男
に
こ
ん
な
子
と
お

き
合
い
し
て
る
と
な

る
と

い
て
当
然
だ

 
少
名

あ

あ
ん
な

み
た
い
な

相
な
人
と

仲

て

 
蓮
さ
ん

て

に

る

者
か
何
か
な
の

 
お

と

く
考
え
て
い
た
事
と

レ
た
事
を
言

て
き
た
な

確
か
に
今
の
霊
夢
は
一
言
で

す
な
ら
⻤
だ

た
り

が
正
し
い
だ
ろ
う

だ
け
ど
正
常
な
時
は

い

女
だ

と
い
う

か
今
の
一
言
で
霊
夢
の

に
シ

が

た

 
蓮
 

針
妙
丸
さ
ん

て

本
当
に

た
方
が
良
い
か

 
ら

 
少
名

え

何
に
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霊
夢

へ

そ
う
な
の
そ
う
な
ん
だ

み
た
い
か

 
と
り
あ
え
ず
蓮
に
そ
こ
の
小
人
は

に
退
治
さ
れ
た

 
い
み
た
い

て
事
は
よ
く
分
か

た
わ

 
黒
い
光
を
放
つ
お

い
棒
を
構
え
る

そ
う
か
何

気
づ
か
な
か

た
の
だ
ろ
う
か
咲
夜
や

魔
理
沙
だ

て
そ
う
だ

た
の
に

霊
夢
も
ま
た
こ
の
異
変
の

で
可
笑
し
く
な

て
い
る
ん

だ 
霊
夢

と
り
あ
え
ず
大
人
し
く
退
治
さ
れ
な
さ
い

 

か
ら
お

を
出
し
投

し
て
く
る

神
楽
を

刀
し
投

て
き
た
お

を
全
て
弾
き
飛
ば

す

そ
し
て
地
面
に
い
る
針
妙
丸
を

む
と
共
に
小
槌
と
針
も
一

に

ん
だ
た
め
手
に
針
が
刺

さ

て
痛
い
が

慢
だ

 
蓮
 

針
妙
丸
さ
ん
す
み
ま
せ
ん
が
少
し

え
て
い
て
下
さ

 
い

 
少
名

 
近
く
に
あ
る

に
向
か

て
体
で
体
当
た
り
し
壊
し
外
へ
と
逃

る

 
蓮
 

す
み
ま
せ
ん

針
妙
丸
さ
ん
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む
の
を

め
手
を

る
と
針
妙
丸
は
共
に

ん
だ
針
を

に

し
と
小
槌
を

に
し
ま

う 
少
名

う
う
ん

そ
れ
よ
り
も
確
か
博
麗
の
巫
女

て
妖
怪

 
達
を
倒
し
て
人
間
を
守
る
ん
で
し

な
の
に
何
で

 
蓮
さ
ん
に

 
蓮
 

分

話
は
後
で
す

ま

て
い
て
下
さ
い

 
針
妙
丸
を

に

せ
る
と

分
が
出
て
き
た
所
か
ら
霊
夢
が
出
て
く
る

 
霊
夢

逃

る
と
は
良
い
度

し
て
る
じ

な
い

 
禍
々
し
く
光
る
お

い
棒
の
先
を

分
へ
と
向
け
て
く
る

 
蓮
 

や
る
し
か
な
い
か

 
と
り
あ
え
ず
手

に
な

て
は
し
ま
う
が
霊
夢
を
落
ち
着
け
る
た
め
に
も
あ
の
お

い
棒
を

し
て
落
ち
着
け
な
い
と
い
け
な
い
た
め
仕
方
な
く
神
楽
を

に
戻
し
構
え
る

 
蓮
 

針
妙
丸
さ
ん
し

か
り

ま

て
い
て
下
さ
い
激
し

 
く
動
く
こ
と
に
な
り
そ
う
な
の
で

 
少
名

う

う
ん
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か
ら
よ
じ
登
り

に

動
し

の

を

む

 
霊
夢

一

は
聞
い
て
お
く
わ
あ
ん
た
達
は
一
体
ど
ん

 
な
関
係
な
の
よ

 
蓮
 

ど
ん
な

て

普
通
に

 
少
名

そ
ん
な
の
友
達
に
決
ま

て
る
で
し

 
霊
夢

友
達

こ
の

獣
が

 
何
処
に
キ
レ
る

が
あ
る
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
霊
夢
は
無
数
に
弾
幕
を

開
し

撃
を
仕

け
て
き
た

 
蓮
 

い
当
て

け
を
見
た
よ

 
だ
が
そ
ん
な
弾
幕
を
神
楽
の

刀
に
よ
る
一

で
一
気
に

ち

し
そ
の
ま
ま

動
す
る

 
霊
夢

逃
が
す
か

 
今
度
は
霊
夢
の
投

武

の

つ
の
⻑
い
針
を

り
出
し

に
向
か

て
投

し
て
く
る

 
蓮
 

何
の

 

色
の

跡
が

る

度
で
神
楽
を

続
し
て

る
い
針
を
弾
き
飛
ば
す

 
少
名

蓮
さ
ん
の

は

め
て
見
る
と

い
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蓮
 

そ
れ
は
ど
う

も

 
少
名

う
わ

 
い
つ
の
間
に

動
し
た
の
か
霊
夢
が
お

い
棒
で

分
の

に
向
か

て
突
い
て
き
た
た
め
ギ

リ
ギ
リ
当
た
る
所
で

を
後
ろ
に
倒
し
て
回

す
る

そ
し
て
倒
し
た
勢
い
を
利
用
し
バ
ク

か

ら

り
出
さ
れ
る

ン
サ
ル
ト
キ

ク
で
反
撃
す
る
が
霊
夢
は

に
回

し
た

 
霊
夢

や
る
じ

な
い
蓮

 
蓮
 

こ

ち
も
な
り
の
修
行
は
積
ん
で
る
か
ら

そ
れ
と

 
言

て
お
く
け
ど

は
霊
夢
一

だ
か
ら

 
霊
夢

な

そ

そ
ん
な
の
知

て
る
わ
よ
こ
の
バ
カ

 
バ
カ
発
言
か
ら
の

か
ら
針
は
た
ま
た
無
数
の
光
弾
と
激
し
い

撃
を
仕

け
て
く
る
し
か

し
何

に

撃
し
か
も
乱

に
見
え
て
的
確
に

に
向
か

て

撃
を
し
て
く
る
の
だ
ろ
う
か

 
霊
夢

と
い
う
か

け
な
い
で
く
れ
な
い

そ
れ
に
貴
方
は

 
異
変
を
解
決
す
る

で
し

何
で
そ
の
子
を
守
る

 
の
か
し
ら

 
蓮
 

そ
れ
な
ら
さ

き
フ
ル
ボ

に
し
た
よ

そ
れ
と
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こ
の
子
は
た
だ

に
利
用
さ
れ
て
い
た
ん
だ

 
霊
夢

 
そ
れ
を
聞
く
と
霊
夢
は

撃
の
手
を

め
る

ま
た
不
意
に

撃
し
て
く
ら
れ
る
と
厄
介
な
た

め
神
楽
を

に

め
す
ぐ
に

け
る
よ
う
に
心
構
え
を
す
る

 
霊
夢

本
当
な
の
よ

そ
れ
は

 
蓮
 

そ
れ
は
も
う

 
実

の
所
で
本
当
の
話
な
の
だ
か
ら

定
す
る

が
な
い

 
霊
夢

ん

利
用
さ
れ
て
い
た
そ
の
子
を

し
た

 
て
事
よ

 
少
名

う
ん
蓮
さ
ん
の
言

て
る
こ
と
は
正
し
い
よ

 
蓮
 

そ
う
そ
う

 
こ
れ
な
ら
す
ぐ
に

解
が
解
け
そ
う
で

と
す
る

 
霊
夢

そ
れ
で

て
い
る
そ
の
子
に
近
づ
い
て

ら
な
事

 
を
し
よ
う
と
し
た

 
蓮
 

そ
う

て

う
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霊
夢

や

り
そ
う
じ

な
い
こ
の
性
欲
だ
ら
け
の

獣

 
何
が

一

よ
こ
の

気
者

 

と
し
て
い
る
最
中
で
そ
ん
な

問
を

中
で

ん
で
く
る
の
は
反

だ
ろ

激
怒
し
た
霊

夢
は
ま
た
弾
幕
の
嵐
で

撃
し
て
く
る

す
ぐ
さ
ま
神
楽
を
再
び

刀
し
向
か

て
く
る
弾
幕
を

ち

し

撃
し
て
い
く

 
少
名

れ

蓮
さ
ん
ま
さ
か
本
当
に

 
蓮
 

な
わ
け
な
い
で
し

 
実

に

分
は
霊
夢
一

だ

そ
れ
は
何
が
あ

て
も
変
わ
ら
ら
な
い
だ
ろ
う

や

り
手

だ
け
ど
こ
こ
は
弾
幕
ご

こ
で
戦
う
し
か
な
い
か

中

の
構
え
で
神
楽
を
構
え
よ
う
と
し
た

そ
の
時
だ

 
少
名

う
ん

は

蓮
さ
ん
上

 
蓮
 

え

な

 
突
然

分
の
い
る
真
上
か
ら

大
な
何
か
が
落
ち
て
き
た

針
妙
丸
が
教
え
て
く
れ
な
か

た
ら
す
ぐ
に
回

は
出
来
な
か

た
だ
ろ
う

 
蓮
 

か

た
よ
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少
名

う
ん

て

前

 
前
を
見
る
と
霊
夢
が

を
大
き
く
構
え
て

り
か
か

て
き
た

す
ぐ
に
回

を
し
よ
う
と
し

た
が
今
度
は
突
然

四
方
八
方
か
ら
無
数
の

イ
フ
が

分
と
霊
夢
に
向
か

て
飛
ん
で
き
た

 
蓮
 

 
霊
夢

邪
魔
よ

 

分
は
神
楽
を

る
い
霊
夢
は

る
の
を

め
て
お

い
棒
で

い
退
け

イ
フ
を
弾
く

さ

き
か
ら
何
な
ん
だ
と
思

て
い
る
と

 

 

お

お

面
白
い
事
を
し
て
ん
じ

な
い
か

 

 

た
ち
も
混

て
く
だ
さ
い
よ

 
聞
い
た
こ
と
の
あ
る

が
聞
こ
え
る
と
空
か
ら

に
立
ち

り
す
る
魔
理
沙
が
降
り
て
く
る

更
に
は
い
き
な
り
魔
理
沙
の
隣
に
咲
夜
が
現
れ
る

 
霊
夢

あ
ん
た
達
が
今
し
た
事
が
ど
う
い
う
事
か
分
か

て

 
い
る
の
よ

魔
理
沙
そ
れ
に
咲
夜

 
霧
雨

言

て
お
く
が

も
こ
い
つ
に
用
が
あ
る
ん
で
な

 
咲
夜

奇

も
な
の
よ
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何

か

人
は

分
を
見
て
く
る

ら
く
昨
日
の

負
の
決
着
を
つ
け
た
い
の
だ
ろ
う

 
霊
夢

生

な
話
で

り
込
み
中
よ
邪
魔
す
る
な
ら

殺

 
す
る
わ
よ

 
霧
雨

ハ
ハ
ハ
霊
夢
の

に
生
意
気
だ
な

る

 
咲
夜

魔
理
沙
そ
う
い
う
貴
女
の

も
こ
れ
で

り
裂
き

 
ま
し

う
か

 

え
て
言
い
た
い

こ
の

人
の
言

て
る
こ
と
が
と
て
つ
も
な
く
物
騒
で
あ
る
と

ど
う

し
て
こ
う
な

た

 
少
名

こ
の
人
達

て
元
か
ら

 
蓮
 

う
よ

ら
く
君
の
小
槌
か
ら

れ
だ
し
た
力
の

 

で
狂

に
な

て
る
ん
だ
と
思
う

 
少
名

え

そ
う
な
の

 
と

話
し
て
い
る
と

人
の
会
話
は
ど
ん
ど
ん
激
化
し
て
い
く

 
霧
雨

な
ら
こ
う
し
よ
う

先
に
蓮
を
ぶ
ち
の
め
し
た

 
方
が
一
番
だ
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霊
夢

良
い
わ
よ
そ
れ
で

 
咲
夜

異

は
な
い
わ

 
あ
れ
れ
お

か
し
い
な

人
が
急
に

分
を
見
て
笑

て
き
た

あ

こ
れ

の

は

方

て
言

通
り
の

開
だ

 
霊
夢

蓮

貴
方
は

て

に
ぶ

た
お
さ
れ
て
く
れ
る

 
わ
よ

 
霧
雨

の
こ
の
ミ

八

の

食
だ
よ
な

 
咲
夜

無

で
こ
の

で
す
よ

 
ど
の
選
択
も

だ
な

ま

強

さ
れ
た
ら
そ
れ
は
霊
夢
の
方
だ
と
は
思
う
け
ど
こ
こ
は

分

が
考
え
た

つ
目
の
選
択

を
選
ぶ

 
蓮
 

は

全

お
断
り
し
て

つ
目
の
選
択

の

人

 
を
倒
す
を
選
び
ま
す
よ

 
霊
夢

上
等
よ

 
霧
雨

て
や
る

 
咲
夜

こ
の

の
サ

に
な
り
な
さ
い
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そ
う
し
て
こ
の
異
変
最
後
で
あ
ろ
う

負
が
幕
を
開
け
た
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
神
楽

ア
ハ
ハ

の
出
番

て

 
鈴

怠
惰
く
ん

 
怠
惰

は
い
は
い
悪
か

た
か
ら
出
番
と
い
う
か
ま
だ

 
居
場
所
は
あ
る
か
ら
な

 
神
楽

れ
て
や
り
ま
す

 
狗
神

は

 
神
楽

グ
レ
て
や
り
ま
す
よ

ど
う
せ

の
出
番
が
な
い

 
な
ら
怠
惰
さ
ん
を
倒
し
て
空
い
た

を

が

い
ま

 
す

 
怠
惰

え

ち

ど
わ
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狗
神

投
稿
開
始
し
て
こ
れ
か
よ

 
鈴

や
れ
や
れ
だ

ま
だ
小
槌
の

が

け
な
い
の
か

 
な

 
狗
神

だ
ろ
う
な

と
り
あ
え
ず

奴
等
が
あ
ん
な
だ
し
今

 
回
は
こ
こ
で

め
る

 
鈴

は
い
な
ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く

 
狗
神

そ
ん
じ

ま
た
な

 
神
楽

覚

 
怠
惰

マ
ジ
で
得
物
を
向
け
る
な
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第
３
４
８
話
 
対
決
 

人
の
異
変
解
決
者

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

つ
い
に

を

て
し
ま

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

し
か
し
カ
セ

ト
が
高
く
て

え
ま
せ
ん
で
し
た

月
後
に
で
る
ル

ン
フ

ク
ト
リ

ま
で
待
つ
か
何
か
を

う
か
悩
み
ま
す

さ
て
こ
ん
な
話
も
あ
れ
な
の
で
本
編
へ
ど
う

 
朝
方
だ

た
時
間
は
も
う

に
真

を
過
ぎ
た
空
の
上
で
は

 
霧
雨

ひ

 
咲
夜

こ
の

 
霊
夢

せ
い
や

 

人
を
相
手
に
弾
幕
ご

こ
が
始
ま

て
い
た

 
蓮
 

ん

 
神
楽
を

刀
し
向
か

て
く
る
弾
を

し
そ
の
後
に
続
く
弾
は

跡
が

る

度
で
神
楽
を

る
い
弾
を

し
て
い
く



 第３４８話 対決  人の異変解決者

 
少
名

蓮
さ
ん

 
蓮
 

 
針
妙
丸
に
言
わ
れ
向
く
と
い
つ
の
間
に
か
咲
夜
が

動
し

か
ら

撃
を
仕

け
て
き
た

手
で

を
逆
手
に

り

め

か
ら

く
と
咲
夜
に
向
か

て

る
う
が
咲
夜
の

と
つ
ば

り

合
い
に
な
る

 
咲
夜

や
り
ま
す

 
蓮
 

そ
れ

ど
で

 
霧
雨

と
べ

 
今
度
は
魔
理
沙
が
無
数
の
ロ
ケ

ト
を
飛
ば
し
て
く
る

す
ぐ
さ
ま
咲
夜
を
弾
き
飛
ば
し
神
楽

と

に
よ
る

二
刀
流
で
弾
き
飛
ば
し
魔
理
沙
へ
と
ロ
ケ

ト
を
返
す

 
霧
雨

ど
わ

 

返
し
た
ロ
ケ

ト
は
魔
理
沙
へ
と
向
か

て
い
く
が
飛
行
技
術
で
見
事
に
回

さ
れ
た

 
少
名

蓮
さ
ん

い
技
前

 
こ
ん
な
の
な
ら
今
の

分
か
ら
し
た
ら

も
な
い

だ

て
こ

ち
は
天
魔
様
に
本
物
の

玉
を
相
手
に
修
行
さ
せ
ら
れ
た
ん
だ
か
ら
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蓮
 

あ
り
が
と
う

 
今
度
は
無
数
の
光
弾
が
襲
い
か
か

て
く
る

 
霊
夢

こ
の

気
者

 
蓮
 

だ
か
ら

気
な
ん
て
し
て
な
い

て
ば

 
本
当
の
実

問

で

気
な
ん
て

も
し
て
な
い
の
だ
か
ら
参

て
し
ま
う

と
い
う
か

さ

き
か
ら
そ
う
だ
が
ど
う
も
針
妙
丸
と
話
し
て
い
る
と
怒

て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る

こ

れ

て
ま
さ
か

 
蓮
 

霊
夢
ま
さ
か
だ
け
ど

 
霊
夢

な

何
よ

 
蓮
 

嫉
妬

 
霊
夢

は

は

ば

バ
カ
じ

な
い
の
こ
の

変

  
ま
ん
ま
図

過
ぎ
て
隠
す
き
な
い
よ

ら
く
針
妙
丸
と
話
を
し
て
い
る
だ
け
で
こ
れ
と

は

ま

霊
夢
か
ら
し
た
ら
見
ず
知
ら
ず
の
針
妙
丸
と
話
し
て
い
る
の
を
見
た
ら
面
白
く
は
な
い

の
か
も
し
れ
な
い
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少
名

な
ん
で
ま
た
嫉
妬
な
ん
て

 
霊
夢

う
る
さ
い

て
言

て
る
わ
よ

 
乱

さ
れ
て
放
た
れ
る
光
弾
に
よ
る

撃
か
ら
い
き
な
り
お

い
棒
を

体
と
し
た
近

戦

闘
に
変
え
イ
ン
フ

イ
ト
を
仕

け
て
く
る

 
蓮
 

 
す
ぐ
さ
ま
神
楽
を

る
い

ぐ
と
何
度
も

続
し
て
お

い
棒
を

る

て
く
る

そ
れ
に
対

し
て

分
も
神
楽
を

る
い
ガ

ド
す
る

 
霊
夢

や

り
近

は
貴
方
の
方
が
強
い
み
た
い

 
蓮
 

そ
れ
は
も
う

え
て
ま
す
か
ら

 
神
楽
を

ぎ
に

る
う
が
霊
夢
は
後
ろ
へ
と
回

す
る

だ
が
そ
の

間

分
と
霊
夢
を

い
混
む
か
の
よ
う
に

イ
フ
が
飛
び

い
出
す

 
蓮
 

こ
の

 
霊
夢

本
当
に
邪
魔

 

い
に

中
を
合
わ
せ
霊
夢
と
共
に

イ
フ
を
弾
き
飛
ば
す

更
に
は
高
ス

ド
で
何
か
が

分
達
に
向
か

て
突

込
ん
で
く
る
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霊
夢

あ

も
う
本
当
に

 
蓮
 

邪
魔
だ

 
お

い
棒
と
神
楽
が
そ
の
高
ス

ド
で

り
来
る
も
の
に
向
か

て

る
う
と

 
霧
雨

ど
わ

 
ス

ド
が
一
気
に

ま
り

に
下
へ
と
向
か

て
い
く
が
そ
の
時
に
全

が
見
え
た
そ
れ

は
魔
理
沙
だ

た

ど
う
や
ら

に

が

て
突
撃
し
て
き
た
み
た
い
だ
が

分
は
と
も
か
く
霊

夢
に
ま
で
反
撃
さ
れ
る
と
は
思
わ
な
か

た
の
か
魔
理
沙
は

て
て

け
た

 
霊
夢

あ
り

 
だ
が
今
回
は
霊
夢
と

分
は

士
で
あ
る
た
め

分
の

を
見

ら

て
お

い
棒
で

撃

を
し
て
く
る
が

 
蓮
 

な
ん
て
な
い

 

で
禍
々
し
い
光
を
放
つ
お

い
棒
を

ぐ

 
少
名

い

 
霊
夢

あ
ん
た
さ

き
か
ら
う
る
さ
い
わ
よ

 
蓮
 

霊
夢

八
つ
当
た
り
は
よ
く
な
い
よ
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霊
夢

し
て
な
い
か
ら

 
も
う
こ
れ
だ
よ
実

に
八
つ
当
た
り
し
て
る
か
ら
言

て
い
る
と
い
う
の
に

だ
が
そ
ん
な
事

を
言

て
い
る
と
魔
理
沙
と
咲
夜
が

分
達
を

い
込
ん
で
く
る

 
霊
夢

ち

と
ま
だ

達
の
邪
魔
を
す
る
気
な
の

 
咲
夜

い

た
で
し

う

は
蓮
さ
ん
に
用
が
あ
る

て
霊

 
夢

貴
方
が
そ
れ
を
邪
魔
し
て
る
だ
け
で
し

う

 
ま

魔
理
沙
も
だ
け
ど

 
霧
雨

う
る
せ
い
や
い

 
そ
う
言
う
と

人
は

イ
フ
や
無
数
の
光
弾
を
放

て
く
る

ま
た
霊
夢
と
共
に
一
時
休
戦

し
弾
幕
を

め
る
か
と
考
え
る
が

 
霊
夢

な
ら
そ
の
前
に
こ
の

気
者
を

く

 
蓮
 

う

 
お

い
棒
に
よ
る
無

悲
な

撃
が
襲
い
か
か
る

だ
が
負
け
じ
と
神
楽
で

ぎ
そ
し
て
放
た

れ
た
弾
幕
を

け
つ
つ
も
何
度
も
ぶ
つ
か
り
合
う

こ
れ
は
普

の
タ

グ
バ
ト
ル
の
よ
う
な
弾

幕
ご

こ
な
ら

い
に

力
を
し
あ
う
の
が

当
な
の
だ
が
今
回
の
弾
幕
ご

こ
は
い
わ
ば
全
員
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が

で
あ
る
と
共
に
目
的
は

分
と
い
う
今
ま
で
に
な
い
弾
幕
ご

こ
だ

 
霧
雨

ク
ソ

霊
夢
は
と
も
か
く
蓮
に
ま
で
当
た
ら

 
と
は

 
咲
夜

貴
女
が
の
ろ
ま
だ
か
ら
で
し

 
霧
雨

何
を

 
咲
夜
と
魔
理
沙
は
言
い
合
い
を
し
だ
す
と

い
に
弾
幕
を
放
ち
始
め
る

 
蓮
 

う
わ

 
少
名

な

仲
間

れ
し
だ
し
た
よ

 
今
の

女
達
は
仲
間
と
い
う

で
は
な
い
気
が
す
る

 
霊
夢

あ
ん
た
の
相
手
は

よ

 
蓮
 

う

と

 
霊
夢
の
お

い
棒
が
来
る
が
何
と
か
回

し
神
楽
を
構
え
る

こ
れ
を
一
言
で
分
か
り
や
す
く

言
い

す
な
ら
泥

状

が
一
番
し

く
り
来
る
言

だ
ろ
う

 
咲
夜

い

そ
サ
ボ
テ
ン
に
で
も
な
り
な
さ
い

 
霧
雨

な
ら
お
前
は
丸

に
な
り
や
が
れ
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あ

ち
で
も
こ

ち
で
も
戦
闘
が
激
し
く
な

て
い
く

そ
し
て
霊
夢
の

撃
を
受
け
流
し
続

け
て
い
る
と

 
霊
夢

そ
ろ
そ
ろ
本
気
で
や
る
わ
よ

 
と

言
う
と
お

い
棒
を
構
え

 
霊
夢

妖

 
無

悲
な
お

い
棒

 
そ
の
一
言
と
共
に
あ
り
え
な
い
事
に
霊
夢
の
お

い
棒
が
と
ん
で
も
な
い
ぐ
ら
い
に

大
化
し

紅
魔
館
の

り

が

て
い
た
確
か
グ
レ

ト
ソ

ド
だ

た
か

よ
り
も

か
に
大
き

く
な

た

 
霊
夢

で
り

 

え
込
む
か
の
よ
う
に

ち
そ
の
大
き
さ
に
見
合
わ
な
い

度
で

る

て
く
る

 
蓮
 

神
楽

 
分
霊

ぐ

 
分
霊

が

 
神
楽
を
構
え

体
の
⻤
達
を
出
現
さ
せ

さ
え
る
の
だ
が

体
の
分
霊
達
は
そ
の
一

り
に

さ
れ
出
す

す
ぐ
に
下
へ
と

す
る
と

体
の
分
霊
達
は
弾
き
飛
ば
さ
れ

滅
す
る
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霊
夢

逃

る
な

 
⻑
い
お

い
棒
を
力

せ
に

る
い
な
が
ら

撃
を
し
て
く
る

 
蓮
 

 
動
き
は

い
の
だ
が

な
動
き
が
目
立
つ
た
め
か
当
た
る
ギ
リ
ギ
リ
で
何
と
か
回

し
て
い

く

だ
が
そ
れ
が
勘
に

た
の
か

 
霊
夢

ス
ト

 
勢
い
を
つ
け
て

回
転
か
ら
の

い

ぎ
を
し
て
く
る

す
ぐ
さ
ま

く

き

ぎ
を

回

し
た
と

時
に

大
化
し
た
お

い
棒
に
着
地
し
そ
の
ま
ま
神
楽
を
構
え
て

め

る

 
霊
夢

い

 
お

い
棒
を
元
の
大
き
さ
に
戻
す
と
共
に

分
も

し
神
楽
を
上

の
構
え
に
し
て

 
蓮
 

せ
い
や

 

か
ら
の
斬
り
つ
け
に
向
か
う

だ
が
小
さ
く
し
た
お

い
棒
を
構
え
ら
れ

 
ガ
キ
ン

 

い
に
ぶ
つ
か
り
あ
う

 
霊
夢

や
る
じ

な
い
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蓮
 

そ

ち
こ
そ

 

い
に

み
合
い
笑
い
こ

す

も
し
も
こ
れ
で
邪
魔
が

ら
な
い
霊
夢
と
の

対

の
戦

い
な
ら
ど
れ
だ
け
楽
し
く
真

バ
ト
ル
が
出
来
た
だ
ろ
う
か

そ
ん
な
事
を
思

て
い
る
と

 
霧
雨

て
め

ら
ま
と
め
て
吹

飛
び
や
が
れ

 
咲
夜

全
員
こ
の

の

と

え
な
さ
い

 
魔
理
沙
は
ミ

八

を
咲
夜
は
銀
の

を
構
え
る

く

な
予
感
が
し
て
き
た

 
蓮
 

針
妙
丸
さ
ん

ま

て

 
少
名

う

う
ん

 
蓮
 

霊
夢

 
霊
夢

な

 
針
妙
丸
に

を
だ
し
そ
し
て
霊
夢
を

き
だ
し
無
数
の
弾
幕
を

開
し

体

を

た

そ
の

間

 
霧
雨

妖

 

ク
ス
パ

ク

 
咲
夜

妖

 
銀
色
の
ア

ザ

メ
ン
シ

ン

 

開
し
た
弾
幕
は

え
失
せ
そ
し
て
真

黒
の
レ

ザ

は

中
に
ギ
リ
ギ
リ
で
当
た
る
所
で
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め
る

 
蓮
 

あ
ぶ
な

 
少
名

蓮
さ
ん

 
蓮
 

今
度
は

イ
フ
か

 
針
妙
丸
が

イ
フ
が
飛
ん
で
く
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
た
す
ぐ
に
神
楽
を
構
え

 
蓮
 

そ
の
程
度

 
神
楽
を

る
い

イ
フ
を
弾
く

 
咲
夜

や
り
ま
す
わ

 
霧
雨

ち

後
一
歩
の
所
で

 

人
は
ミ

八

と
銀
の

を
構
え
て

ん
で
く
る

神
楽
を
構
え
何
時
で
も
や
れ
る
よ

う
に

の

勢
を
見
せ
た
そ
の
時

 
霊
夢

霊

 
夢
想
封
印

 

つ
の
光
玉
が
魔
理
沙
と
咲
夜
に
向
か

て
放
た
れ
る

下
を
見
る
と
そ
こ
に
は
突
き
出
し

た
霊
夢
が
い
た

 
咲
夜

こ
の



 第３４８話 対決  人の異変解決者

 
霧
雨

い

 

人
は
光
玉
に
気
を
と
ら
れ
出
す
今
が

ン
ス
だ

神
楽
を

に

め
て
構
え

分
も
ス

ル
を

え
る

 
蓮
 

妖

 
凶
刃
神
楽

 
ス

ル
を

え
る
と

時
に

狐
化
し
一
気
に

人
へ
と
間
合
い
を

め
る

 
霧
雨

な

 
咲
夜

 
魔
理
沙
は

慢
の
ス

ド
で

け
よ
う
と
し
咲
夜
は
時
間
を

め
て

け
よ
う
と
す
る
が
遅

い

座
に
神
楽
を

刀
し

跡
と

が

る
高

で

動
し
な
が
ら

人
を

続
で
斬
り

つ
け
る

 
霧
雨

ぐ

 
咲
夜

く

 
そ
し
て
何
度
か
斬
り
つ
け

れ
神
楽
を
思
い

き
り
投

飛
ば
す
と
こ
の
異
変
で
少
し
可
笑
し

く
な

て
い
る
神
楽
の
思
念
体
が
現
れ
本
体
で
あ
る
刀
を

る

 
少
名

神
楽
先
生
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神
楽

見
て
い
て
よ

い
き
ま
す
よ

 

も
と
を

め

分
と

じ

度
で
更
に

人
を
斬
り
つ
け
る

 
神
楽

そ
ら
そ
ら
そ
ら
そ
ら
そ
ら

 
咲
夜

キ

 
霧
雨

ぐ

 

は
変
わ

て
も
な
お
そ
の
技
前
は
変
わ
ら
ず
だ

そ
し
て
神
楽
は
無
双
す
る
だ
け
し
て

分

の
元
へ
と
来
る

分
は

を
手
に
と
り

の

を
向
け
る
と
神
楽
は
本
体
を

め
て
い
き

 
カ

ン

 

に
本
体
を

め
る
と

時
に
神
楽
の
思
念
体
は

リ
と

笑
む
と
共
に

え
た

そ
の

後 

ン

ン

 
と

大
き
な

弾
音
が
鳴
り

き
魔
理
沙
と
咲
夜
は
地
に
落
ち
て
い

た

 
蓮
 

狗
神

人
を

け
て

 
式
神

を
構
え

ぶ
と
狗
神
獣

が
現
れ
落
ち
て
い
く

人
を

中
に
の
せ
て
回

す
る

 
蓮
 

人
を
城
ま
で

ん
で
く
れ
る
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狗
神

あ
ん

図
す
る
つ
も
り
か

 
蓮
 

う
う
ん
ま
だ
や
る
べ
き
事
が
あ
る
か
ら

 
そ
う
言
い
前
を
向
く
と
霊
夢
が
ゆ

く
り
と
上

し
お

い
棒
を
構
え
る

 
狗
神

そ
う
か
い
そ
こ
の
小
さ
い
の
お
前
は

 
少
名

は
蓮
さ
ん
の
戦
い
を
見
て
い
た
い
か
ら
こ
こ
に
い

 
る
よ

 
狗
神

分
か

た
小
僧

く
来
い
よ

 
そ
う
言
い
狗
神
は
城
へ
と
向
か

て
い

た

 
蓮
 

こ
れ
で
邪
魔
物
は
い
な
い

 
霊
夢

け
ど
蓮
あ
ん
た
も
限
界
で
し

 
蓮
 

バ
レ
て
ら

し

る

 
霊
夢
の
言
う
通
り
だ

こ
こ
に
来
て
何
回
か

狐
化
し
た
た
め
体
力
は
も
う
限
界
に
近
い

 
霊
夢

因
み
に

も
も
う
ス

ル
は
使
い
き

ち

た
の

 
よ

だ
か
ら
蓮

い
に

け
る
の
禁

の
最
後

 
の
ラ
ス
ト
バ
ト
ル
を
し
ま
し

う
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お

い
棒
を
構
え
る

つ
ま
り
近

に
よ
る
一
撃
で
最
後
の

者
を
決
め
る
わ
け
か

 
蓮
 

良
い
の

そ
れ
は

の
十
八
番
で

負
す
る

て
言

 

て
い
る
の
と

じ
だ
よ

 
霊
夢

無

よ

そ
れ
に
さ

き

け
て
く
れ
た

よ

 

を

く
し
て
言

て
く
る

な
ら
ば

も
霊
夢
に
合
わ
せ
よ
う
と
思
い

狐
化
を
解
く

 
霊
夢

あ
ん
た
こ
そ
良
い
の
そ
れ
を
解
い
ち

て

 
蓮
 

霊
夢
が

じ

で
戦
う
な
ら

だ

て

じ
よ
う

 
に
戦
う
さ

 
霊
夢

そ
う

 
少
名

な
ら
戦
い
の
合
図
は

が
す
る

 
そ
う
言
い
針
妙
丸
は

わ

わ
と

き
な
が
ら

分
達
の
間
に

る

 
少
名

見
合

て
見
合

て

 
お

い
棒
と
神
楽
を
構
え

み
合
う

を

み
込
み

ク
リ
と
音
が

く

そ
し
て

 
少
名

負

 
そ
の
一
言
と
共
に
一
気
に
空
を

て

け
る

そ
し
て
霊
夢
も
ま
た

じ
よ
う
に

け
お



 第３４８話 対決  人の異変解決者

い
棒
を
構
え
る

そ
し
て

い
に
近
づ
い
た
そ
の

間

 
蓮
 

は

 
霊
夢

じ

や

 

い
の
一

り
が

時
に
放
た
れ
そ
し
て

 

ン

 
と
大
き
な

弾
音
を
あ

た

目
に
写
る
光
景
は

分
の

に
あ
と
一
歩
の
所
で
お

い
棒

が

ら
れ
て
い
て
そ
し
て

分
の
神
楽
に
よ
る
一

り
は
見
事
に
霊
夢
の

に

が
当
た

て

い
た

 
霊
夢

や
る
わ

蓮

 
蓮
 

危
な
か

た
よ
霊
夢

 
こ
の

負
は

分
が
生
き

る
結

と
な

た
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
神
楽

れ
ら
れ
た
か
ら
ス

キ
リ



 第十八章 平和の日常へ

 
鈴

う

う
ん
神
楽
ち

ん
本
当
に
色
々
と
危
な
い
子

 
に
な

て
る

 
神
楽

え

そ
う
で
す
か

 
怠
惰

ま

こ
の
異
変
中
は
仕
方
な
い

分
だ
け
ど
最

 
後
の
方
に
な

て

ず
か
し
い
黒

に
な
る
ん

 
だ
ろ
う
け
ど

 
神
楽

は

な
る
わ
け
な
い
じ

な
い
で
す
か

 
鈴

か

神
楽
ち

ん
言

い

 
神
楽

は

い
け
な
い

い
け
な
い

 
怠
惰

ま

く
は
こ
ん
な
神
楽
ち

ん
で
す
が
よ
ろ

 
し
く

て
事
で
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
鈴

ま
た
月

日
も
よ
ろ
し
く

 
神
楽

そ
れ
で
は

者
様

 
怠
惰

ま
た



 第３４９話 小槌の異変はこれにて終結

 
第
３
４
９
話
 
小
槌
の
異
変
は
こ
れ
に
て
終
結

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
そ
し
て
遅
れ
て

し

ご
ざ
い
ま
せ
ん
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

色
々

と
リ
ア
ル
で

け
る
物
が
あ

た
た
め
遅
れ
て
し
ま
い
ま
し
た

さ
て
遅
れ
て
は
し
ま
い
ま
し

た
が
本
編
へ
ど
う

 

い
の
ぶ
つ
か
り
合
い
が
終
わ
り
神
楽
を

に
戻
し
そ
し
て
霊
夢
も
お

い
棒
を
下

る

 
霊
夢

と
り
あ
え
ず
蓮

 
蓮
 

あ

う
ん

人
の
元
に
行
こ
う
針
妙
丸
さ
ん

 
少
名

う
ん

を

り
る

 
そ
う
言
い

に

か
る
の
を
確
認
し

 
蓮
 

行
こ
う

 
霊
夢

え

 

い
に
意
見
は
一

し
城
へ
と
向
か
う

す
る
と
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少
名

聞
き
た
い
ん
だ
け
ど
さ

き
ま
で
は
異
様
に
蓮

 
さ
ん
に
キ
レ
て
た
の
に
何
で
急
に
大
人
し
く
な

た

 
の

 
確
か
に
言
わ
れ
て
み
る
と
そ
れ
は
気
に
な
る

数
十
分
前
ま
で
は

気
者
だ
の

獣
だ
の
と

言

て
た
の
に

す
る
と
霊
夢
は

を

く
し
て

 
霊
夢

さ

き

を

け
る
た
め
に
突
き
出
し
た
で
し

う

 
あ
れ
で
何
と
な
く
確

し
た
わ

蓮
は
お
人

し
で

 
バ
カ
で
そ
れ
で

の
事
を
思

て
く
れ
て
い
る

て

 
事
が

本
当
に

気
し
て

を
思

て
い
な
い
な

 
ら
あ
ん
な
事
は
し
な
い
か
ら

 
蓮
 

だ
か
ら
言

て
る
じ

ん
か

気
な
ん
て
し
な
い

 

て

 
そ
れ
に
霊
夢
の
前
で

気
な
ん
て
し
よ
う
も
の
な
ら
ボ

す
所
か
殺
ら
れ
る

そ
れ
に
悲
し
む

情
が
想

し
や
す
く
て
何
か

悪
感
が

じ

な
い

 
少
名

ま

蓮
さ
ん
は
格

い
い
け
ど

的
に
は
そ
こ
ま
で
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の
仲
に
は
な
ら
な
い
か
な

精
々
友
達

ま
り

て

 
感
じ
が
す
る
な

 
霊
夢

な
ら
良
い
わ
よ

 
こ
こ
最
近
に
な

て
思
う
の
は
昔
の

生
達
が
話
し
て
い
た
確
か
ギ

ル

だ

た
か

で
言

て
し
ま
う
と

感
度
が
下
が
る
も
し
く
は

り
な
い
か
ら
こ
ん
な
事
に
な

て
し
ま
う

の
だ
ろ
う
か

も
う
少
し
霊
夢
を
気
に
か
け
な
い
と
な

 
霊
夢

ど
う
し
た
の
蓮

 
蓮
 

ん

う
う
ん
何
で
も
な
い
よ

く
行
こ
う

 
霊
夢

そ
う

 
そ
う
し
て
少
し
ス

ド
を
上

て
城
へ
と
向
か
う

天
守

か
ら

り
上
へ
と
登
る
と
そ
こ

に
は
魔
理
沙
と
咲
夜
が

た
わ
り
そ
の

に
は
狗
神
人

が

下
の

に

り
か
か
り
な
が

ら
座

て
い
た

 
狗
神

や

と
来
た
か

 
蓮
 

お

れ
様

狗
神

 
狗
神

た
く

お
い

巫
女
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霊
夢

が

巫
女
よ

そ
れ
で
何
よ

 
狗
神

あ
ま
り
小
僧
を

ら
せ
る
な
よ

 
そ
う
言
い
狗
神
は
光
の

子
と
な

て
そ
の
場
か
ら

え
て
い

た

 
霊
夢

蓮
そ
の
さ

き
は

 
蓮
 

言
わ
な
く
て
も
良
い
よ
言
い
た
い
事
や
気

ち
は
分

 
か

て
る
か
ら
さ

で
も
ど
う
し
よ
う
か

 
と
り
あ
え
ず
の
問

は
霊
夢
も

め
て
魔
理
沙
と
咲
夜
だ

前
の
咲
夜
み
た
く

走
し
て
何
処

か
に

え
ら
れ
て
も

る
し
霊
夢
の
お

い
棒
魔
理
沙
の
ミ

八

咲
夜
の
銀
の

の

つ
は

と

り
が

め
る
ま
で
そ
れ

れ
回

し
た
方
が
良
い
の
か
な

 
蓮
 

霊
夢
そ
の
お

い
棒
を

し
て
も
ら
え
る

 
霊
夢

え

こ
ん
な
の
ど
う
す
る
の
よ

 
蓮
 

え

と
出
来
る
限
り
で

し
く
説
明
す
る

 
そ
う
し
て

分
が
戦

て
き
た
事
を

方
に
だ
が
説
明
し
て
い
く

咲
夜
が
凶
変
し
た
り
魔
理

沙
が
よ
り
火
力
バ
カ
に
な

た
事
な
ど
を
説
明
す
る
と
霊
夢
は

に
手
を

え
だ
す

 
霊
夢

そ
う
い
え
ば
言
わ
れ
て
み
る
と

も
何
か
は
分
か
ら



 第３４９話 小槌の異変はこれにて終結

 
な
い
け
ど
無
性
に

れ
た
い
欲

が
強
か

た
わ

 
つ
ま
り
こ
れ
の
原
因

て
事
よ

 
今
も
な
お
禍
々
し
い
光
を

だ
が
放
つ
お

い
棒
を
見
せ
言

て
く
る
た
め
首
を

に

る 
蓮
 

ら
く
は

 
霊
夢

な
ら

け
る
わ

 
蓮
 

う
ん

 
霊
夢
か
ら
お

い
棒
を

か
る
と
不
思
議
な
力
が
流
れ
て
く
る

や
は
り
こ
れ
に

は

て

し
ま

て
い
た
の
だ
ろ
う
か

す
る
と

に

か

て
い
る
針
妙
丸
が
ま
じ
ま
じ
と
お

い
棒

を
見
て

 
少
名

そ
の
お

い
棒
か
ら
小
槌
の
力
を
感
じ
る

 
蓮
 

え

 
ど
う
い
う
事
だ
何

お

い
棒
か
ら
小
槌
の
力
を
感
じ
る
の
だ

そ
う
か
小
槌
の
力
が

れ
だ

し
て

然
に
も
霊
夢
の
お

い
棒
に
力
が

と
な
る
と
や
魔
理
沙
の
ミ

八

ま
し
て
や
咲

夜
の
銀
の

だ

た
り
に
も
力
が

さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か

そ
れ
が
本
当
な
ら
そ
の
せ
い
で
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が
凶
変
し
た
の
か

 
蓮
 

針
妙
丸
さ
ん

の

人
の
ア
イ
テ

も
確
認
で
き
ま

 
す
か

 
少
名

良
い
よ

 
そ
う
し
て
針
妙
丸
を

に

せ
て

て
い
る

人
の
ア
イ
テ

も
確
認
さ
せ
る

 
少
名

う
ん

人
の
ア
イ
テ

に
も
力
が

て
る

 
蓮
 

や

り

 
こ
の

人
が
狂

だ

た
の
は
や
は
り
小
槌
の
力
な
の
か

 
少
名

そ
れ
に
言
い
に
く
い
ん
だ
け
ど
蓮
さ
ん
の
神
楽
先
生

 
に
も
小
槌
の
力
が

て
い
る
の

 
そ
う
言
え
ば
神
楽
も
言

て
い
た

け

力
を
授
け
て
も
ら

た

と

に

す
神
楽
を

ご
と

き
見
つ
め
る

今
に
な

て
あ
る
言

が

裏
に
よ
ぎ
る

そ
れ
は
か
つ
て
理
久
兎
の
元

で
修
行
し
て
い
た

に
理
久
兎
か
ら
言
わ
れ
た
言

だ

 
蓮
 

過
ぎ
た
る
力
は

を
滅

す
か

 
霊
夢

ど
う
し
た
の
急
に
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蓮
 

う
う
ん
何
で
も
な
い
よ

 

い
て
あ
る
道

と

じ
よ
う
に
神
楽
を

き
針
妙
丸
を
見
つ
め

 
蓮
 

針
妙
丸
さ
ん
こ
れ

て
ど
う
に
か
出
来
ま
す
か

 
少
名

う

ん
一
か
八
か
で
や

て
み
よ
う
か

 
と
言
う
と
針
妙
丸
は

を

る
う
だ
け

る

て
力
が

き
て
い
る
小
さ
な
小
槌
を
手
に

る
 
少
名

そ

れ

 
小
槌
を

り
上

る
と
共
に
地
面
に
お
い
て
あ
る

分
の
神
楽
に
霊
夢
の
お

い
棒
魔
理
沙

の
ミ

八

咲
夜
の
銀
の

か
ら
禍
々
し
い
光
が
小
槌
へ
と
吸

さ
れ
て
い
く

や
が
て
光

を
吸

し
終
え
た
の
か

つ
の
道

か
ら
禍
々
し
い
光
が

え
る

 
少
名

お

 
そ
し
て

時
に
針
妙
丸
の
体
は
発
光
し
だ
し
た

 
霊
夢

な

何

 
蓮
 

ぐ

 
目
映
い
光
が

分
達
を
襲
う

そ
し
て
光
が

む
と
そ
こ
に
は



 第十八章 平和の日常へ

 
少
名

お

お

さ

き
よ
り
も
大
き
く
な

て
る

 

し
そ
う
に
針
妙
丸
は
ク
ル
ク
ル
と
回
転
す
る
が

え
て
言
い
た
い

 
霊
夢

大

変
わ

て
な
く
な
い

 
蓮
 

霊
夢

 
そ
う
そ
れ
は
大

変
わ

て
な
い

ろ

か
に
２

程
だ
け

き
く
な

た
と
言
え
ば
い

い
だ
ろ
う
か

も
霊
夢
と

じ
よ
う
に
思

た
け
ど
思

た
こ
と
を
す
ぐ

走
る
の
は
良
く
な

い
と
思
う

 
少
名

え

何
か
言

た

 
蓮
 

い

い
い
や

大
き
く
な

た

ら

 
合
わ
せ
て
と
合
図
を

る
と
霊
夢
は

棒

み
に
な
り
つ
つ
も

 
霊
夢

そ

そ
う

 
と

言
う
と
無
邪
気
な
笑

で
針
妙
丸
は
笑
う

 
少
名

え
へ
へ
あ
り
が
と
う

 
う
ん

め
て
分
か

た

針
妙
丸
は
ど
う
も
愛

動
物
い
や
も

と
こ
う
可
愛
い
小
動
物
を
愛

で
て
い
る
よ
う
な
感
じ
な
ん
だ
な
と

だ

て
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霊
夢

 
あ
の
霊
夢
で
す
ら
も

を

く
し

を
手
で

さ
え

え
て
い
る
の
だ
か
ら

こ
れ
は
つ
い
つ

い
守
り
た
く
な

て
し
ま
う
よ
な

そ
ん
な
事
を
思

て
い
る
と

 
咲
夜

う
う
ん
こ
こ
は

 
霧
雨

わ

良
く

た

 

人
は
目
を
覚
ま
し

分
達
を
見
て
く
る

 
霧
雨

あ
り

お
前
ら
何
し
て
ん
だ

そ
れ
に

 
少
名

ん

 
魔
理
沙
は
ジ

と
針
妙
丸
を
見
つ
め
だ
す

そ
し
て
咲
夜
は

を
何
回
か
回
し

 
咲
夜

何

は
こ
こ
へ

 
蓮
 

覚
え
て
な
い
ん
で
す
か

 
咲
夜

え

え

 
先
程
ま
で
の
記
憶
が

け
て
い
る
と
で
も
言
う
の
か

ま
さ
か
さ

き
の
あ
の
ス

ル
で
強
く

や
り
過
ぎ
て
記
憶
が
ぶ

飛
ん
だ
の
か

だ
と
し
た
ら

く

し

な
い
気

ち
に
な
る

 
蓮
 

え

え

と
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咲
夜

所
で
そ
こ
の
小
さ
な
子
は

 

に

ま
れ
た

み
た
く

ま

て
い
る
針
妙
丸
に
気
づ
い
た
咲
夜
は
聞
い
て
く
る

そ
れ
に

気
づ
い
た
針
妙
丸
は

だ
が
お
ど
け
な
が
ら

 
少
名

え

え

と

は

 
と

分
の
事
に
つ
い
て
説
明
を
し
よ
う
と
し
た
そ
の
時

 
霧
雨

お
前
ま
さ
か
蓮
と
霊
夢
の
隠
し
子
か

 
霊
夢

ぶ

 
蓮
 

 
突
然
何
を
言
い
出
す
ん
だ
と
思

て
い
る
と
咲
夜
は
目
を

に
し
て

分
と
霊
夢
そ
し
て
針

妙
丸
を
何
度
も
見
て

 
咲
夜

え

え

と
そ

そ
の
あ

あ
の

も

も
う
そ
そ

 
そ
ん
な
か

関
係
に

 
咲
夜
が
ぶ

壊
れ
て
し
ま

た

あ
り
え
な
い
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
何
度
も
見

し
続
け

ら

ら
し
だ
す

 
霧
雨

マ
ジ
か
よ

何
時
お
前
ら
や

た
ん
だ
よ
と
い
う



 第３４９話 小槌の異変はこれにて終結

 
か
こ
れ
は

１
８

定
を
し
て
な
い
か
ら

メ
だ
と

 

は
思
う
ん
だ

 
蓮
 

魔
理
沙

君
は
少
し

ろ
う
か

る
気
が
な
い
な
ら

 
そ
の

を
神
楽
で

ぎ

る
よ

 
霧
雨

さ

せ
ん
し
た

 
霊
夢

咲
夜
も
落
ち
着
き
な
さ
い

あ
ん
た
が
キ

ド

て

 
ど
う
す
る
の
よ

 
咲
夜

え

え

は

す

す
い
ま
せ
ん
お
見

し
い
所

 
を
見
せ
て
し
ま

て

 
と
り
あ
え
ず

人
を
落
ち
着
か
せ
る

針
妙
丸
の
方
を
向
き

く
と

リ
と

を
下

 
少
名

え

と
少
名
針
妙
丸
で
す
そ
し
て
こ
の
異
変
を
起
こ

 
し
て
し
ま

た
そ
の
犯
人
で
す

 
と

言
う
と

人
は
キ

ト
ン
と
し
だ
す

ま

無
理
も
な
い
か
記
憶
が

み
た
い
だ
し

 
蓮
 

少
し
説
明
す
る

 
そ
う
し
て
経

等
を
説
明
を
し
終
え
る
と

人
は

得
し
た

情
を
し
た
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霧
雨

る
程
な

 
咲
夜

メ
イ
ド
と
し
て
何
た
る
失

を
こ
う
な
れ
ば
リ
ス
ト

 
カ

ト
な
り
し
て
お

様
達
に

 
蓮
 

ち

ち

ま
ん
な
い
で
く
だ
さ
い

 
何
と
か
咲
夜
の

行

を

め
る

折

解
決
し
た
の
に
最
後
の
最
後
で
血
生

い
の
は
ご

め
ん
だ

 
蓮
 

と
り
あ
え
ず
こ
こ
か
ら
出
ま
し

う
か

 

い
て
あ
る
神
楽
を
手
に

ち

に

す

そ
れ
に
続
き
霊
夢
と
魔
理
沙
そ
し
て
咲
夜
も
各
々

の
ア
イ
テ

を

つ

 
少
名

あ

え

と

は

 
針
妙
丸
は
ど
う
し
よ
う
と
い

た

を
す
る

こ
こ
に

す
と
い
う
の
あ
れ
だ
が
天
守

は

斬

て
し
ま

た
し

ら
く
は
萃
香
に
修

を
頼
む
こ
と
に
な
り
そ
う
だ

そ
れ
に
力
が

き
て

い
る
こ
の
子
を
こ
の
ま
ま
に
す
る
の
は
と
て
も
危
険
と
思
え
た

 
蓮
 

霊
夢
あ
の
さ

 
霊
夢

は

良
い
わ
よ
小
さ
い
の
が

人
増
え
て
も
問



 第３４９話 小槌の異変はこれにて終結

 
は
な
い
し

 
そ
う
と
決
ま
れ
ば
決
定
だ

ん
で
出
来
る
限
り
で
針
妙
丸
の

⻑
に
合
わ
せ

 
蓮
 

良
け
れ
ば

く
は

達
の
家
で
過
ご
し
ま
せ
ん
か

 
針
妙
丸
さ
ん

 
少
名

い

良
い
の

 
霊
夢

は
良
い
わ
よ

 
蓮
 

ど
う
で
す

 
手
を

し
出
し
て
聞
く
と
針
妙
丸
は
手
の
上
に

か
る

 
少
名

な
ら

つ
つ
か
も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
ど
う

よ
ろ

 
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
正
座
か
ら
の

を
下

る

こ
う
見
る
と
本
当
に
小
さ
く
て
可
愛
い
な

 
霊
夢

え

 
蓮
 

そ
れ
じ

帰
ろ
う
か

達
の
住
む
幻
想
郷
へ

 
霧
雨

だ
な

 
咲
夜

そ
う
で
す
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そ
う
し
て

分
は
異
変
を
解
決
し

と
共
に

分
達
の
住
む
家
へ
と
帰
る
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

あ

 
鈴

神
楽
ち

ん

 
神
楽

う

 
狗
神

お
い
ど
う
し
た
ん
だ

 
神
楽

み
た
い
な
地

女
が
あ
ん
な
に
意
気
が

て
し

 
ま

て
ご
め
ん
な
さ
い

 
鈴

う

 
怠
惰

あ
り

り

今
に
な

て
き
た
な

小
槌
の
力
が

 
あ
る
程
度

え
た
か
ら
か

分
の
言

て
き
た

 

が
黒

に
変
わ

て
い

て
る

間
だ
な

 
神
楽

わ

は
蓮
さ
ん
や

さ
ん
に
あ
ん
な

い
事
を



 第３４９話 小槌の異変はこれにて終結

 
言

て
あ

 
鈴

こ
れ
治
る
の

 
怠
惰

時
間
の
解
決
か
な
最
悪
は

ス

と
行

て
も
良

 
い
け
ど
神
楽
ち

ん
刀
だ
か
ら
あ
ん
ま
り

が

 
な
い
ん
だ
よ

 
神
楽

生
ま
れ
変
わ
る
な
ら
ミ
ジ
ン

に
な
り
た
い

 
怠
惰

と
り
あ
え
ず
終
わ
ろ
う
か
神
楽
ち

ん
も
こ
ん
な

 
感
じ
だ
し

 
鈴

そ
れ
じ

今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
な

 
怠
惰

そ
れ
じ

ま
た
次
回

サ
ラ

バ



 第十八章 平和の日常へ

 
第
３
５
０
話
 
討
伐
祭
り
前
日

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
ス
イ

が
た
だ
の

物
の
よ
う
な

い
に
な

て
い
る
事
に
ど
う
対

策
を
し
よ
う
か
悩
ん
で
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

カ
セ

ト
何
か
良
い
の
を
本
当
に

わ
な

い
と

さ
て
で
は
で
は
こ
ん
な
話
も
あ
れ
な
の
で
本
編
へ
ど
う

 
異
変
も
解
決
し
終
わ
り

分
達
の
家
に
帰

て
き
て
か
ら
数
日
後
異
変
後
の
お
約
束
と
な

て
い
る
宴
会
が
博
麗
神
社
で
行
わ
れ
て
い
た

 
霊
夢

は

こ
れ
よ
こ
れ

 
少
名

し
い

 
蓮
 

こ
ら

人
共

 

分
達
は
よ
う
や
く
訪
れ
た
平
穏
に
心
を
落
ち
着
か
せ
る

し
か
し
こ
う
し
て

か
ら
見
る
と

親
子
に
見
え
な
く
も

い
や
い
や

分
達
は
ま
だ

い
ん
だ
し
そ
ん
な
事
を
思

た
ら

メ

か



 第３５０話 討伐祭り前日

 
霧
雨

よ

小
さ
い
く
せ
し
て
良
い

み

り
じ

 
か
よ
新

り

 
酒

を

ち

を

く
し
て
い
る
魔
理
沙
が

ら

ら
と
歩
い
て
く
る

 
少
名

あ
り
が
と
う

ま
だ
ま
だ

む
よ

 
蓮
 

そ
れ
で
魔
理
沙
は
も
う
で
き
て
る
の

 
霧
雨

ば

ろ

夜
は
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
だ

 
あ

こ
れ
も
う

に
で
き
あ
が

て
る

 
蓮
 

し
い

魔
理
沙
が
も
う

う
な
ん
て

 
霧
雨

あ

聞
い
て
く
れ
よ

ア
リ
ス
が
さ

 
あ
ん
た
今
回
の
異
変
活

し
た
の

て

を
込

 
め
て
言

て
く
る
ん
だ

 
い
や

え
て
言

て
あ

た
方
が
良
い
の
か
な
こ
れ
は

 
蓮
 

だ

て
失

か
も
し
れ
な
い
け
ど

え
て
言
う
け

 
ど
今
回
に
限

て
魔
理
沙
に
霊
夢
に
咲
夜
さ
ん

て

 

の
邪
魔
し
か
し
て
な
い
よ
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そ
れ
を
言
う
と
魔
理
沙
は

然
し
た

で
見
て
く
る

す
る
と
そ
れ
に
続
き

 
霊
夢

ち

と

が
邪
魔
で
す

て
蓮

 
咲
夜

か

の
悪

を
言
い
ま
し
た
か

 
と
近
く
で
聞
い
て
い
た
霊
夢
は
と
も
か
く
玲
音
さ
ん
の
せ
い
で
地
獄

に
な

て
い
る
の
か

咲
夜
ま
で
来
た

で
も
こ
れ
で
今
回
の
異
変
の
お
邪
魔
達
が
集
ま

た

だ

 
蓮
 

悪

で
は
な
く
こ
れ
は
正

だ
と
思
う
け
ど

い
き

 
な
り
の
不
意

ち
で

イ
フ
や
ら
で
斬
り
か
か

て

 
き
た
り

 
咲
夜

ぐ

 
痛
い
と
こ
ろ
を
突
か
れ
た
咲
夜
は

る

 
蓮
 

て
や
る

と
か
言
い
な
が
ら
竹
林
を
破
壊

 
し
つ
つ
邪
魔
し
て
き
た
り

 
霧
雨

ぐ
は

 
続
い
て
魔
理
沙
は
痛
々
し
く
な

て
い
る
黒

を

め
に

し
た
ら

し
そ
う
に

る

 
蓮
 

し
ま
い
に
は

気
は
絶
対
に
し
な
い

て



 第３５０話 討伐祭り前日

 
く
言

て
る
の
に

気
だ
の

獣
だ
の
言

て
襲

 
て
き
た
り

 
霊
夢

う
ぐ

 
日
頃
の

を
少
し
ぶ
ち
ま
け
る
感
覚
で

べ
る
と
霊
夢
を

ら
せ
る

そ
し
て
最
後
に

 
蓮
 

そ
れ
ら
に
つ
い
て
反

が
あ
る
な
ら
聞
く
け
ど

 
と

べ
る
と

人
は

笑
い
を
し
つ
つ
目
を

け
て

る

こ
れ
は

な
図

だ
な

 
霊
夢

ひ

よ
人
の

を

る
な
ん
て

 
霧
雨

昔
の
お
前
と
は
大

い
だ

 
咲
夜

何
が
あ

た
ん
で
す
か
蓮
さ
ん

 
蓮
 

お

と

く
人
聞
き
の
悪
い
事
が
聞
こ
え
て
く
る

 
の
は
気
の
せ
い
だ
よ

 
と
い
う
か
こ
う
な

た
の

て

ら
く
修
行
の

月
間
で
ひ

く
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い

ま

そ
の
大
元
の
現
況
は

ら
く
理
久
兎
の
せ
い
だ
ろ
う
け
ど

だ
が

と
気
づ
く
何
時
も
は
い

る
理
久
兎
達
が
今
日
は
い
な
い
ん
だ
な
と

 
蓮
 

そ
う
い
え
ば
理
久
兎
さ
ん
は
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霧
雨

言
わ
れ
て
み
る
と
い

な

 
霊
夢

そ
う

 
少
名

理
久
兎

て

 
あ

そ
う
か
針
妙
丸
は
知
ら
な
い
の
か

 
蓮
 

え

と
妖
怪
総
大
将
ぬ
ら
り
ひ

ん

て
言
わ
れ
て

 
い
た
人
だ
け
ど
実

は

く

い
神
様
な
ん
だ
よ

 
霧
雨

別
名
で
女

の
神

 
咲
夜

神
と
も
言
う
わ

 
霊
夢

一

り
に
言
え
ば

神

 
日
に
日
に
理
久
兎
に
対
し
て
の

価
が
ど
ん
ど
ん
下
が

て
い

て
る
気
が
す
る
の
は
気
の
せ

い
だ
ろ
う
か

 
少
名

え

で
も
妖
怪
の
総
大
将
で
し

そ
れ

て
強
い

 

だ
よ

 
霊
夢

強
い
わ
よ

ら
く
本
気
に
で
も
な

た
ら

達
じ

 
絶
対
に

て
な
い
所
か
幻
想
郷
は
数
日
と
し
な
い
内



 第３５０話 討伐祭り前日

 
に
地
獄

図
に
変
わ
る
わ

 
少
名

そ
れ
な
の
に
そ
ん
な
に
言
え
る
ん
だ

 
霧
雨

ま

性
格
は
意
外
に
も

楽
で
下
手
に
逆
鱗
に

れ

 
な
け
れ
ば

も
そ
ん
な
に
は
高
く
は
な
い
か
ら
な

 
下
手
に
逆
鱗
に

れ
な
け
れ
ば

だ
が
な

 
少
名

へ

そ
ん
な
人
も
い
る
ん
だ

で
も
来
て
な
い
よ

  
蓮
 

う
ん

 
本
当
に
ど
う
し
た
の
だ
ろ
う
か

そ
れ
に
よ
く
見
て
み
る
と
昔
か
ら
さ
り

な
く
参

を
し
て

い
た
お

も
来
て
い
な
い

 
咲
夜

何
か
あ

た
の
か
し
ら

 
霊
夢

か
も
し
れ
な
い
わ

 
本
当
に
ど
う
し
た
の
だ
ろ
う
か

ま
た
何
か
し
ら
の
事
が
地
底
で
起
き
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

そ
ん
な
事
を
思

て
い
る
と
近
く
に
ス
キ
マ
が
開
き
紫
が

を

か
せ
る

 
霊
夢

紫
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紫
 

あ
ら
霊
夢
そ
ん
な

に

そ
う
な
を

し
な
い
で

 
頂

よ

 

と
笑
い
な
が
ら
徳
利
に

た
お
酒
を

に

れ
て

み
だ
す

 
蓮
 

え

と
紫
さ
ん
今
回
は
ど
う
い

た
ご
用
件
で

 
紫
 

え

今
回
は
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
霊
夢
に
用
が
あ

 
て
き
た
の
だ
け
ど
ま

今
回
の
異
変
に
関
わ

た
貴

 
方
達
に
も
話
せ
る
か
ら
話
す
わ

 
霊
夢

ち

と
ま
だ
聞
く
だ
な
ん
て
言

て
な
い
わ
よ

 
霧
雨

ま

ま

良
い
じ

な
い
か
そ
れ
で
ど
ん
な
話
だ
よ

 
面
白
そ
う
な
話
な
ら
大

だ

 
紫
は
酒
を

み
一
呼
吸
を

き
真

な

に
な
る

 
紫
 

話
は

よ
あ
る
妖
怪
の
討
伐
よ
生
死
関
係
な
く
殺

 
す
も
良
し
説
得
し
て

す
も
良
し
の
戦
い
よ

 
ま
さ
か
の
幻
想
郷
の
ル

ル
を

本
か
ら
破
る
事
を
紫
の

か
ら
聞
く
こ
と
に
な
ろ
う
と
は
思

わ
な
か

た
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蓮
 

そ

そ
ん
な
に
危
険
な
ん
で
す
か

 
紫
 

え

そ
の
妖
怪
の
思
想
が
危
険
な
の
よ
だ

て
今
回

 
の
異
変
を
起
こ
し
た
子
な
ん
だ
か
ら

 
今
回
の
異
変
を
起
こ
し
た

そ
れ

て
ま
さ
か

 
蓮
 

そ
の
妖
怪

て

⻤
人
正
邪
で
す
か

 
少
名

え

 
そ
の
名
に
針
妙
丸
は
び

く
り
し
紫
は
首
を

に

る

 
紫
 

え

そ
う
よ
貴
方
達
い
え
特
に
蓮
が
正
し
い
わ

は

 
⻤
人
正
邪
を
追
い
込
み
見
事
に
撃
退
を
し
た
け
れ
ど

 
正
邪
は
ま
だ
小
槌
の
力
が

て
い
る
可
能
性
が
あ

 
る
わ

に
あ
の
危
険
な
思
想
を

つ
子
を
こ
の
ま
ま

 
生
か
し
続
け
る

に
は
い
か
な
い
の
よ

 
先
日
の
戦
い
の

に
針
妙
丸
を
利
用
し
て
得
た
力
が
ま
だ

て
い
る
と
な
る
と
確
か
に
今
後

の

異
に
な
り
か

な
い
か

 
霊
夢

る
程
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咲
夜

因
み
に
そ
の
妖
怪

て
強
か

た
の
で
す
か

 
蓮
 

う

ん
小
槌
の
力
で
強
化
さ
れ
て
い
た
か
ら
実

の

 
強
さ
は
分
か
ら
な
い
ん
だ
よ

た
だ
戦
い
の
手

は

 

み
が
言
い
た
く
な
る
ぐ
ら
い

く

だ

た
か

 
な

 
突
然
の

弾
幕
を
放

た
か
と
思
い
き
や

分
と
の

を
ひ

く
り
返
し
て

撃
し
て
く

る
な
ど
の

的
な
手

を
用
い
る
た
め
あ
る
意

で
の

本
的
な
戦
い
方
は
理
久
兎
に
近
い
も

の
が
あ
る

 
紫
 

だ
か
ら

か
ら
い
い
え
幻
想
郷
の
賢
者
と
し
て
言
う

 
わ
よ
あ
の
妖
怪
を
野
放
し
に
は
出
来
な
い
と

 
霊
夢

る
程

蓮
に
も
聞
き
た
い
け
ど
や

り
野
放

 
し
に
は
出
来
な
い
か
し
ら

 
蓮
 

分
あ
れ
は
無
理
だ
と
思
う
よ

出
来
る
な
ら

し

 
て
放
せ
た
ら
良
い
ん
だ
け
ど

 
因
み
に
正
邪
に
対
し
て
の

り
は
ま
だ

え
て
は
い
な
い
し
出
来
る
な
ら
も
う
会
い
た
く
は
な
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い

け
れ
ど
そ
れ

前
に
そ
ん
な
思
想
を

た
が
た
め
に
死
ん
で
し
ま
う
だ
な
ん
て
少
し
悲
し

い
し
後

が
悪
い
の
だ

 
霊
夢

そ
う

 
紫
 

因
み
に
見
事
に
正
邪
を
撃
ち

た
ら

を

う

 
つ
も
り
よ

 
霧
雨

何

 
霊
夢

の

数
ま
た
は
そ
れ
ら
の

は

 
紫
 

を
数

ど

は

あ
ま
り
こ
う
い

た
所

 
で
言
え
る
も
の
じ

な
い
わ

 
や

り
こ
う
い

た
話
に
な
る
と
霊
夢
や
魔
理
沙
と
い

た
子
達
が
食
い
つ
く
よ
な

そ
れ

に
今
の
を
大

で
言
う
も
ん
だ
か
ら

 

々

聞
い
た

 
八

聞
い
た
聞
い
た

 

 

い
い

 
と

近
く
の
方
で

ん
で
い
る

喪
神

達
が

べ
る
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マ
ミ

う

気
前
が
よ
い
話
じ

の

 
萃
香

そ
の

が
あ
れ
ば
酒
が

み
放

 
ま
た
何
処
か
ら
か
で
宴
会
を
楽
し
む
大
妖
怪
達
が
そ
れ
を

に
笑
い

 
妹
紅

蓮
が
手
を
焼
く
相
手
か

 
妖
夢

蓮
さ
ん
が

処
ま
で
言
う
と
は
気
に
な
り
ま
す

 
幽
 

ら
く

は
報

関
係
な
く
手
伝
う
こ
と
に
な
り
そ

 
う

 

音

は

も
そ
ん
な
の
が
い
た
ん
じ

お
ち
お
ち
授
業

 
も
出
来
な
い
し
な

 
冥
界
に
住
ま
う
侍
に
不

不
死
の
少
女
は
そ
の
者
に
興

を

ち
そ
し
て

霊
と

ハ
ク
タ

ク
の
女
性
は
そ
の
者
の
対
処
に

り

 

そ
れ
よ
り
も

ち
倒
せ
ば
守
矢
の

も

 
神
子

中
々
面
白
い

 
聖
 

説
得
は
出
来
ま
す
か

 
と

名

を
欲
し
い
が
ま
ま
に
し
た
い
者
達
は
活
気
づ
く
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良
い
実

体
に
な

て
く
れ
る
か
し
ら

 

香

実

体

 
邪
仙
は
良
い
実

体
に
な

て
く
れ
る
だ
ろ
う
と

待
す
る

 
レ
ミ

良
い

に
な

て
く
れ
る
か
し
ら

そ
れ

 
に
咲
夜
の

に
も

度
良
い
わ

 
玲
音

キ
ツ
い
の
に
し
て
や
ん
な
よ
お

そ
れ
に
し
て
も

 
タ

ト
は
可

想
だ
な

か
ら

に
な
ら

 
な
け
れ
ば
良
い
が

 
紅
き
館
の
吸
血
⻤
は

リ
と

を

め
る

そ
う
し
て
こ
の
場
の
者
達
に
今
の
話
が
伝
わ

て
い
く

 
霊
夢

て
い
つ
の
間
に

 
蓮
 

あ
ん
だ
け
大
き
な

で
言
え
ば

 

 

話
は
聞
き
ま
し
た
よ

 
バ
サ

と
何
か
が

分
達
の
近
く
に
落
ち
る

そ
れ
は
こ
の
手
の
事
を

め
る

ロ
中
の

ロ

で
あ
る
新
聞
記
者
の
射
命
丸

だ
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な
ら
手

書
を

り
ま
し

う
か

写
真
や
ら

て

 
あ
り
ま
す

 
紫
 

え

後
で
そ

ち
に

し
て
お
く
わ

 

 

分
か
り
ま
し
た
い
や

楽
し
く
な

て
き
ま
し
た

 
さ
さ

と

て
し
ま
い
ま
し

う
か

 
そ
う
言
い

は
一

で

え
る
と
夜
空
の
闇
に

え
て
い

た

 
霧
雨

つ
ま
り
こ
れ
は

 
咲
夜

が

番
に
倒
せ
る
か

 
霊
夢

上
等
よ

す
ぐ
に
ケ
リ
を
つ
け
や
る
や
よ

 
と

は
意
気
込
む
が

分
は

を

ん
で
い
る
と
少
し
悲
し
そ
う
な
針
妙
丸
を
見
る

 
蓮
 

正
邪
が
気
に
な
る
の

 
少
名

え

あ

う
ん

利
用
さ
れ
て
は
い
た
け
ど
そ
れ
で

 
も

か
ら
し
た
ら
数
少
な
い
友
達
だ

た
か
ら

 
蓮
 

そ
う

は
殺
す
気
み
た
い
だ
け
ど
そ
れ
な
ら
君

 
は

う
道
を
考
え
て
み
た
ら
ど
う
か
な
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少
名

蓮
さ
ん
は

や
正
邪
に
対
し
て
怒
り
と
か

て

 
そ
れ
を
言
わ
れ
出
来
る
限
り
で

ク
リ
と

間
を
動
か
し
て
し
ま
う

そ
れ
を
見
た
針
妙
丸
は

少
し

え
だ
す

 
蓮
 

ま
だ
怒
り
は

え
て
は
い
な
い
よ
神
楽
の

生

 
え
つ
つ
あ
る
心
を
刺
激
し
て
利
用
し
た
事
は
こ
れ
か

 
ら
先
も

れ
る
こ
と
は
な
い
よ

 
少
名

な

な
ら

 
蓮
 

そ
れ
で
も

は
殺
す
の
は

き
じ

な
い
ん
だ
そ
れ

 
が
妖
怪
で
も

り
を
隠
せ
な
い
相
手
で
も

そ
れ

 
に
今
回
の
件
は

者
の
神
楽
も
許
し
た
し

 
だ
が
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
今
回
は
だ

者
の
神
楽
も
許
し
た
か
ら

も
あ
ま
り
怒
ら
な

い
よ
う
に
し
た
い
の
だ

だ
が
も
し
も

分
の
大

な
者
を

に
破
壊
し
た
の
な
ら
そ
れ
が

え
魔
王
だ
ろ
う
が
龍
神
だ
ろ
う
が
破
壊
し
た
者
を

な
き
ま
で
に
斬
り
殺
す
だ
ろ
う

 
少
名

神
楽
先
生
も
蓮
さ
ん
も
優
し
い
よ

う
ん

 

は
正
邪
を
説
得
し
て
み
る
よ
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蓮
 

張

て
下
さ
い
針
妙
丸
さ
ん

 

人
の
小
さ
な
少
女
の
決
心
を
見
て
い
る
と

 
紫
 

蓮

 
蓮
 

ど
う
か
し
ま
し
た
か

 
紫
 

貴
方
は
霊
夢
達
と
は

と
か
の
話
を
し
て
な
い
け
ど

 
こ
の
討
伐
戦
に
参

は
し
て
く
れ
る
の
か
し
ら

 
蓮
 

え

う

ん

し

な
い
ん
で
す
が

は
遠

し
た

 
い
で
す
か

 
と

言
う
と
近
く
で
そ
れ
を
聞
い
て
い
た
霊
夢
は

い
た

を
す
る
と

め
よ
り

 
霊
夢

な

何
で
よ

し
い
話
じ

な
い

 
蓮
 

何
で

て

は
あ
ま
り
正
邪
の

は
あ
ま
り
見
た
く

 
は
な
い
し

 
ぶ

ち

け
た
話
に
な
る
が
あ
ま
り
こ
の
戦
い
に

り
気
で
は
な
い
の
に
は
い
く
つ
か
理

が

あ
る

ま
ず
正
邪
を
殺
し
た
く
は
な
い
事
な
ら
ば
説
得
し
て

す
と
い
う
考
え
に
な
る
が
針
妙

丸
に
言

た
事
を

定
す
る
こ
と
に
な

て
し
ま
う
の
だ
が
戦

た
か
ら
こ
そ
分
か
る
の
だ
正
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邪
に
は
そ
ん
な
の
無
意

に
近
い
と
い
う
事
だ

だ
か
ら
出
会
え
ば
討
伐
す
る
し
か
な
い

そ
し

て
何
よ
り
も
一
番
の
理

は

だ

 
蓮
 

そ
れ
に
あ
ん
ま
り

女
と
は
関
わ
り
た
く
は
な
い
で

 
す
か

 

な
意
見
で
あ
ま
り
関
わ
り
た
く
は
な
い
ん
だ
よ

あ
の
ひ

く
れ
て
る
奴
を
見
る
と
つ

い
つ
い
キ
レ
て
し
ま
う
か
ら

 
霊
夢

れ

蓮
が
そ
こ
ま
で
言
う
だ
な
ん
て

 
霧
雨

あ

意
外
だ

 
蓮
 

ま

が
手
を
焼
く
よ
う
だ

た
ら
行
く
か
も
だ
け

 
れ
ど
そ
う
じ

な
い
な
ら

 

く

発
を

え
る
と

は
言

て
く
れ
る
と
い
わ
ん
ば
か
り
の

を
す
る

 
咲
夜

つ
ま
り

達
が
し
く
じ
ら
な
い
限
り
は
出
な
い
と

 
霧
雨

て
こ
と
か

な
ら
お
前
の
出
番
は
な
し
だ

 
蓮
 

そ
れ
な
ら
そ
れ
で
構
わ
な
い
よ
そ
れ
で

 
霊
夢

そ
う

な
ら
仕
方
な
い
わ

そ
れ
に
貴
方
に
ば

か



 第十八章 平和の日常へ

 
り
注
目
さ
れ
る
の
も

だ
し

 
気

て
言

て
く
れ
て
い
る
の
か
は
た
ま
た

利

欲
の
た
め
に
言

て
い
る
の
か
ど
ち
ら

に
せ
よ
正
邪
と
会
わ
な
い
の
な
ら

し
い
こ
と
だ

 
紫
 

念

 
蓮
 

す
い
ま
せ
ん

 
紫
 

良
い
の
よ

気
に
し
な
く
て
も
た
ま
も
し
も

女
達

 
で
も
手
こ
ず
る
の
な
ら
そ
の
時
は
お
願
い

 
蓮
 

分
か
り
ま
し
た

 
霊
夢

な
ら
蓮

今
日
は
と
こ
と
ん
正
邪
の
事
を
話
し
て
も

 
ら
う
わ
よ
倒
す
た
め
に
情
報
が

し
い
し

 
蓮
 

良
い
よ
教
え
て
あ

る

 
そ
う
し
て

分
達
は
そ
ん
な
会
話
を
し
つ
つ
正
邪
を

ち
倒
す

が
組
ま
れ
て
い
く
の
だ

た

そ
し
て
こ
の
翌
日
に
⻤
人
正
邪
の
手

書
が
出
回

た
事
は
言
う
ま
で
も
な
い
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怠
惰

て
な

で
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
神
楽

何
と
か
復
帰
で
き
ま
し
た

 
鈴

良
か

た
よ
神
楽
ち

ん

 
神
楽

ご
心

を
お
か
け
し
ま
し
た

 
狗
神

次
回
か
ら
ま
さ
か
正
邪
の
討
伐
戦
か

 
怠
惰

ま

品
で
言
え
ば
弾
幕
ア
マ

ジ

ク

て

 
言
う

品
に
な
る
か
な

 
鈴

そ
れ
も
外
伝

 
怠
惰

的
に
は

何
と
そ
の

人

が
正
邪
と
い
う

 

回
登
場
し
た
そ
の

間
か
ら

に
な
る
と
い

 
う
異

の
出
世
を
し
た
妖
怪
だ
よ

 
鈴

あ
の

ス
キ

ラ
が

人

 
狗
神

い
な

 
怠
惰

た
だ

え
て
言
お
う
こ
の
小
説
の
正
邪
は
弾
幕
ア

 
マ

ジ

ク
の
正
邪
よ
り
も
下
手
し
た
ら
強
く
な
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て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と

 
狗
神

え

何
で
だ
よ

 
怠
惰

ま

そ
こ
は
も
う

つ
の
小
説
を
見
て
く
れ
れ
ば

 
分
か
る
よ
と
だ
け
伝
え
て
は
お
く
よ

 
鈴

も
う

な

 
怠
惰

ハ
ハ
ハ
さ
て
時
間
も
き
た
し
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

た
く
ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
な

 
鈴

そ
れ
じ

ま
た
次
回

 
神
楽

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た



 第３５１話 翌日に向けて

 
第
３
５
１
話
 
翌
日
に
向
け
て

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

定

強
で

起
し
て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

分
で
す
が
来

か
ら

く
は
投
稿
を
休

す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す

そ
れ
で
は

本
編
へ
ど
う

 
⻤
人
正
邪
の
手

書
が
出
回

て
約

間
近
く
の
日
が
過
ぎ
る

こ
こ
博
麗
神
社
の

内

で
は

 
蓮
 

こ
こ
は
こ
れ
で
良
し
後
は

の

り
か

 

人
で

し
く
掃
除
を
し
て
い
た

手

書
が
出
回

て
か
ら
翌
日
に
は

に
目
が

ん
だ

霊
夢
は
正
邪
を
探
し
に
外
出
時
し
そ
し
て

様
に
居

中
の
針
妙
丸
も
正
邪
を
説
得
す
る
た
め
外

出
し
て
い
る
た
め
こ
こ
最
近
は

人
に
な
る

会
が

い

だ
が
そ
の
せ
い
で
神
社
の
掃
除
が

か
気

に
な

て
い
る
た
め
こ
う
し
て
掃
除
を
し
て
い
る

だ

 
蓮
 

の
中

は

う
ん
空
か
霊
夢
が
見
た
ら
た
め
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の

つ
や

つ
を

く
ん
だ
ろ
う
な

 
見
て
い
て
悲
し
く
な

て
く
る
光
景
だ
よ
な

こ
れ
を
霊
夢
が
見
た
ら
た
め

が
何
回
か
は
出

る
よ
な

 
蓮
 

う

ん
何
か
良
い

し
を
考
え
な
い
と

目
か
な

 
し
か
し
そ
ん
な

し
が
あ
る
の
な
ら
す
ぐ
に
や

て
る
か

 
蓮
 

ま
た
妖
夢
さ
ん
と
試
合

で
も
数
年
前
に
や

て
い

 
る
し
な

 
何
度
も

じ
だ
と
客

も
絶
え
る
事
に
な
る
し
そ
れ
に
妖
夢
さ
ん
も

し
い

で
あ
る

し

け
て

た
し
状
を
出
す
の
も
ど
う
か
お
思
う
し
な

 
蓮
 

や
れ
や
れ

 

急
に
ど
う
す
る
か
を
考
え
な
け
れ
ば
な

で
な
い
と
神
社
に
対
し
て
の

は
ど
ん
ど
ん

宗
教
に

て
い
か
れ
て
し
ま
う

 
蓮
 

そ
う
い
え
ば
前
々
か
ら
思

て
い
た
け
ど
博
麗
神
社

 

て
ど
ん
な
神
様
を

て
い
る
ん
だ
ろ

 
神
社
と
い
う
か
ら
に
は
何
か
し
ら
の
神
々
を

て
い
る
の
だ
ろ
う
け
れ
ど
ど
ん
な
神
を



 第３５１話 翌日に向けて

て
い
る
の
だ
ろ
う
か

か
前
に
霊
夢
に
聞
い
て
み
た
と
き
の
反

は

何
だ

け

で
終

わ
ら
さ
れ
た
た
め
少
し
気
に
な
る
ん
だ
よ
な

 
蓮
 

て
こ
ん
な
事
を
考
え
る
間
が
あ
る
な
ら
掃
除
し
な

 
き

 
そ
う
し
て

の
中
に
出
来
て
い
る

の

を

り

い

を
掃
除
し
て
い
き

麗
に
す

る 
蓮
 

こ
れ
で
良
し

 

を

て
い
た

は

麗
に
な
る

ま
だ

も
新
し
い
た
め
か

麗
に
す
る
と

カ

カ
に
な
ゆ

 
蓮
 

麗
に
な

た
と
り
あ
え
ず
こ
れ
で
終
わ
り
か
な

 
あ
る
程
度
の
掃
除
を

け
る
と
先
程
ま
で
散
ら
か

て
い
て
掃
除
や
ら
が

り
な
か

た

内
は

き
小

麗
に
な
る

 
蓮
 

さ
て
後
は
ど
う
し
よ
う
か
な

 
と

べ
て
い
た
そ
の
時
だ
う
た

ド
サ

と
音
を
た
て
て
空
か
ら
何
か
が
落
ち
て
く
る

 
蓮
 

ん

え
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落
ち
て
き
た
物
い
や
者
と
言
え
ば
良
い
の
か

そ
れ
を
見
て

ク
リ
す
る

何

な
ら

 
霊
夢

つ
つ

た
だ
い
ま

 

が
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な

て
た
霊
夢
だ

た
か
ら
だ

 
蓮
 

霊
夢

そ
の

は
ど
う
し
た
の

 
霊
夢

え

と
し
た
こ
と
が
し
く
じ

て

つ
つ

 
立
と
う
と
す
る
が
す
ぐ
に
座
り
込
ん
で
し
ま

て
い
た

霊
夢
に
近
づ
き

 
蓮
 

霊
夢
許
し
て

 
霊
夢

え

 
お
姫
様
だ

こ
を
し
て
霊
夢
を

ち
上

る

一

だ
け

れ
た
が
す
ぐ
に
大
人
し
く
な
る

 
蓮
 

と
り
あ
え
ず
縁

に

ぶ

 
霊
夢

え

え

 
そ
う
し
て
霊
夢
を
縁

へ
と

び

急
キ

ト
を

屋
か
ら

て
き
て
手
当
て
を
始
め
る

 
蓮
 

染
み
る
よ

 
霊
夢

つ

 

の

か
ら
包

で
化

を

ぐ
よ
う
し
て
処

を
す
る
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蓮
 

こ
れ
で
良
し

 
霊
夢

ご
め
ん
な
さ
い

 
蓮
 

良
い
よ
気
に
し
な
く
て
も

 

急
キ

ト
を
し
ま
い
霊
夢
の
隣
に
座
る

 
蓮
 

因
み
に
そ
の

て
も
し
か
し
て

 
霊
夢

え

正
邪
に
や
ら
れ
た
わ

 
や

り
か

し
か
し

分
で
も

て
た
の
だ
か
ら
霊
夢
達
だ

た
ら

に
倒
せ
る
と
思

た
の
だ
が
そ
う
で
も
な
い
み
た
い
だ

 
霊
夢

何
と
か

奴
を
追
い
込
ん
だ
の
よ
け
れ
ど

奴
は
ま

 
さ
か
あ
ん
な
隠
し
玉
を
最
後
の
最
後
で
使

て
く
る

 
だ
な
ん
て
思
わ
な
か

た
わ

 
蓮
 

隠
し
玉

 
霊
夢

え

そ
れ
の
せ
い
で

を

め
て
数
人
の
メ
ン
バ

 
は
全
員
撃
退
さ
れ
た
わ

 
一

は

に
正
邪
が
ど
ん
な
行
動
を
し
て
く
る
か
は
教
え
て
い
た
と
め
大

だ
ろ
う
と
思
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た
が
ま
さ
か

分
で
す
ら
も
分
か
ら
な
い
戦
法
で
や
ら
れ
た
み
た
い
だ

 
霊
夢

も
う
本
当
に

し
い

後
本
当
に
も
う

歩
だ

 

た
の
に

 
ジ
タ
パ
タ
と

で
地

を

ん
で

し
そ
う
に

ぶ

 
蓮
 

因
み
に
だ
け
ど
霊
夢
を

め
て

が
出
た
の

 
霊
夢

そ
う

魔
理
沙
に

そ
れ
か
ら
妖
夢
や
幽
々
子

 
だ

た
り
咲
夜
も
い
た
わ

そ
れ
と

ハ
ク
タ
ク

 
や
不

不
死
だ

た
り
と
も
う
結
構
の
者
達
が

ん

 
だ
け
れ
ど

 
蓮
 

全
員
撃
退
さ
れ
て
未
だ
に
正
邪
は
生

し
て
る
と

 
名
の
あ
る
所
か

分
で
も
実
力
を
知
る
者
達
が
集
ま

て
い
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
負
か
さ
れ
る

と
は
つ
ま
り
先
程
に
も
言

て
い
た
そ
の
最
後
の

の
手
に
負
け
た
の
だ
ろ
う
か

 
霊
夢

あ

も
う
本
当
に
あ
ん
な
の
反

よ

 
今
回
の
敗
北
が
気
に

ら
な
い
の
か

く

し
そ
う
に

ぶ

 
蓮
 

や
れ
や
れ

あ

そ
う
い
え
ば
針
妙
丸
さ
ん
は



 第３５１話 翌日に向けて

 
霊
夢

え

そ
う
い
え
ば
正
邪
を
倒
す
と
き
に
は
い

 
し

に
い
た
わ
よ

 
蓮
 

無
事
か
な

 
と

思

て
い
る
と
空
か
ら
何
か
小
さ
な

の
よ
う
な
何
か
が
落
ち
て
く
る

 
蓮
 

ん

え

 
そ
れ
は
小
さ
な
人

で
着
物
を
着
て
い
る
子

そ
う
今
心

を
し
て
い
た
針
妙
丸
だ

し

か
も
倒
れ
て
い
て

ク
リ
と
も
動
く
気

が
な
い

 
蓮
 

ち

ち

と

 
す
ぐ
に

け
つ
け
て
安

を
確
認
す
る
と
針
妙
丸
は
目
を
回
し
な
が
ら
気
絶
し
て
い
た

 
蓮
 

命
に
は
別
状
な
い
み
た
い
だ

 
優
し
く

に

せ
て
縁

へ
と

び
座
布

の
上
に

か
せ
る

 
霊
夢

こ
の
子
も
ボ
ロ
ボ
ロ

 
蓮
 

う
ん

 

ら
く

女
は
説
得
を
す
る
と
言

て
い
た
か
ら
正
邪
に
説
得
を
し
た
も
の
の

く
失
敗
し
た

の
だ
ろ
う

や
は
り
正
邪
に
説
得
な
ど
無
意

だ

た
の
だ
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蓮
 

 
異
変
解
決
組
と
し
て
名
高
い
霊
夢

魔
理
沙
の

人
を
撃
退
し
更
に
は
咲
夜
と
妖
夢
に

と
ま
だ
新
参
の

で
は
あ
る
が
そ
れ
で
も
名
が

く
の
者
に
語
ら
れ
る

人
や
は
た
ま
た
妹

紅
や

音
を
も
撃
退
し
冥
界
の
管
理
人
こ
と
幽
々
子
や
秘
め
た
力
は
無
限
に
も
等
し
い
針
妙
丸
ま

で
も
撃
退
す
る
と
は
や
は
り
野
放
し
に
は
出
来
な
い
か

 
蓮
 

明
日
も
い
く
の

 
霊
夢

え

当
然
よ

 
蓮
 

そ

か

な
ら

も
出
よ
う
か
な

 
霊
夢

え

良
い
わ
よ

え

 
意
外
そ
う
な

で

か
れ
る

ま

行
く
気
は
な
い
と
言

て
い
た
か
ら
無
理
も
な
い
だ
ろ
う

が
流
石
に
異
変
解
決
組
の
面
々
を
こ
こ
ま
で
撃
退
さ
れ
続
け
更
に
こ
れ

上
撃
退
さ
れ
続
け
ら

れ
る
の
は
よ
ろ
し
く
は
な
い

こ
ん
な
事
が
続
け
ば

の
中

は
増
え
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ

う 
霊
夢

い

良
い
の

 
蓮
 

良
い
よ

ん
だ
の
は
こ

ち
だ
け
ど
こ
れ
だ
け
の



 第３５１話 翌日に向けて

 
面
々
が
や
ら
れ
る
の
は
た
だ

て
見
る
つ
も
り
は

 

に
は
な
い
だ
け
だ
よ

そ
れ
に
こ
こ
ま
で

し
が

 

て
い
る
霊
夢
や

気
を
も

て
説
得
を
試
み
た
針

 
妙
丸
の

討
ち
も
し
な
い
と

 
霊
夢

蓮

 
蓮
 

さ
て

そ
う
と
決
ま

た
ら

 
縁

か
ら
立
ち
上
が
り
数
歩
先
へ
と
進
み
霊
夢
の
方
を
向
く

 
蓮
 

明
日
に
備
え
て

整
し
た
い
か
ら
少
し
だ
け

き
合

 

て
も
ら
え
な
い

 
霊
夢

良
い
わ
よ

で
よ
け
れ
ば

 
そ
う
言
い
立
ち
上
が
り
霊
夢
は
お

と
お

い
棒
を
構
え
る

 
蓮
 

な
ら
い
ざ

常
に

 
霊
夢

負
よ

 
そ
う
し
て
明
日
に
備
え

分
達
は
体
を
動
か
す
の
だ

た
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怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

お
い
お
い
あ
の
巫
女
を
撃
退
す
る
と
か
天
邪
⻤
の
奴

 
前
よ
り
も
強
く
な

て
る
だ
ろ

 
神
楽

そ
れ
に
霊
夢
さ
ん

外
も
い
た
の
に
も
関
わ
ら
ず
で

 
撃
退
で
す
も
ん

 
鈴

怠
惰
メ
タ
い
け
ど

ど
の
く
ら
い
強
化
し
た
の

 
怠
惰

リ
ア
ル
の
人

で

回
目
の
正
邪
と
は
比
べ
も
の
に

 
な
ら
な
い
ぐ
ら
い
の
強
化
と
い
う
か
テ

れ
さ
れ

 
た

い
よ

 
狗
神

そ
れ

て
る
の
か
よ

 
怠
惰

さ

 
神
楽

さ

て

 
怠
惰

え
て
言
お
う
か

リ
ア
ル
つ
ま
る
所
の

の
中
の

 
人
の
考
え
な
ん
て

が
分
か
る
わ
け
な
い
だ
ろ

 
狗
神

ど

ち
み
ち
お
前
だ
ろ
う
が



 第３５１話 翌日に向けて

 
怠
惰

そ
れ
は
そ
れ
こ
れ
は
こ
れ
だ

さ
て
時
間
も
時
間
だ

 
し
今
回
は
こ
こ
ま
で
に
し
よ
う
か

 
鈴

急
に
終
わ
ら
せ
る
方
針
を
と

た
よ

 
怠
惰

う
る
せ

や
い
そ
れ
じ

者
様
ま
た
次
回

 
狗
神

た
く

じ

あ
な

 
神
楽

そ
れ
で
は
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第
３
５
２
話
 
集
ま

た
人
数

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

定
が
近
づ
い
て
き
て
や
る
こ
と
が

く
て

に
な

て
き
て
い
る
怠

惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

た
め

が

く
出
て
く
る
今
日
こ
の
頃
で
す

さ
て
こ
ん
な
話
も
あ
れ
な

の
で
本
編
へ
ど
う

 
翌
日
博
麗
神
社
に
は
何
人
も
の
人
や
妖
怪
が
集
い
始
め
る

そ
れ
ら
は
全
員
⻤
人
正
邪
を

倒
さ
ん
が
た
め
に
集
ま

た
ハ
ン
タ

達
だ

 
蓮
 

え

と

こ
の
人
数
な
ん
だ
よ

 
霊
夢

こ
の
前
の
方
が
明
ら
か
に

か

た
わ

 
今
現

こ
の
場
に
い
る
の
は

分
と
霊
夢
を

め
て
レ
ミ
リ
ア

玲
音
と
た

た
の

人

だ 
少
名

も
い
る
よ

 
そ
れ
と
針
妙
丸
も

れ
て
も
た

た
の

人
と
少
な
す
ぎ
る

最
悪
は
式
神
達
を

め
て
も
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人
近
く
だ

人
だ
と
何
と
も
言
え
な
い
人
数
だ
よ
な

せ
め
て

人
は
欲
し
い

 
レ
ミ

何
よ
不
満
か
し
ら

 
霊
夢

昨
日
は
あ
れ
だ
け
い
た
ん
だ
も
の
不
満
に
も
な
る
わ

 
よ

そ
れ
よ
か
咲
夜
と
か
は
ど
う
し
た
の
よ

 
玲
音

咲
ち

ん

ち
所
が
悪
か

た
み
た
い
で
な

く
は

 
動
け
そ
う
も
な
く
て
な
今
は
紫
も
や
し
が
回
復
魔
法

 
を
使

て
治

中
だ

 
ど
う
や
ら
霊
夢
か
ら
聞
い
た
話
を

め
る
と
昨
日
は
参

し
て
い
た

だ

つ
ま
り

の
正
邪

の
隠
し
玉
で
や
ら
れ
た

て
事
か

 
レ
ミ

本
来
の

命
な
ら
咲
夜
は
い
え
貴
女
達
は
天
邪
⻤
を

 
や
れ
る

だ

た
わ
け
れ
ど
何
ら
か
の
因

に
介

 
が
あ

た
た
め
に
敗
北
し
た

て
所

 
蓮
 

え

と
つ
ま
り
は
正
邪
は
本
来
は
負
け
る

な
の
に

 
何
か
し
ら
の
介

で
正
邪
の
負
け
る

命
は
お
か
し

 
く
な
り
普

よ
り
も
強
く
な

て
い
る
そ
し
て
そ
の
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せ
い
で

は
撃
退
さ
れ
た
と
い
う
解

で
良
い
ん
で

 
す
か

 
レ
ミ

え

そ
う
よ

 
そ
の
話
が
本
当
だ
と
す
れ
ば
正
邪
に
力
を

え
た
者
が
い
る
と
い
う
事
な
の
か

一
体

が
わ

ざ
わ
ざ
こ
ん
な
事
を
し
た
の
だ

考
え
ら
れ
る
の
は
幻
想
郷
の

を
壊
そ
う
と
し
て
い
る
者
が

正
邪
の
後
ろ
で

を
引
い
て
い
る

れ
が
あ
る
と
い
う
事
だ

そ
う
だ
と
し
た
ら
正
邪

人
を

相
手
に
し
て
い
る

で
は
な
い
と
い
う
事
だ

 
霊
夢

き
な

い
わ

 
蓮
 

霊
夢
も
そ
う
思
う

 
霊
夢

え

 
玲
音

も
し
か
し
た
ら
前
み
た
い
な
天
使
は
た
ま
た
お
前
ら

 
の
話
に
あ

た
悪
魔
の
仕
業
か

 
レ
ミ

ど
ち
ら
に
し
て
も

て
所

 
と
そ
ん
な
話
を
し
て
い
る
と
晴
天
の
空
が
キ
ラ
リ
と
光
だ
す
と
何
か
が
空
か
ら
降

て
く
る

と

を
あ

る
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霊
夢

な

何
よ

 
少
名

キ

 
蓮
 

針
妙
丸
つ
か
ま

て

 
玲
音

秘
技
カ
リ

マ
ガ

ド

 
レ
ミ

て

を

に
す
る
な

執
事

 
何
と
か

か
ら

を
守
る
と
そ
こ
に
は

を

手
に

ち

や

に
は
霊
夢
と

等
に
包

を

い
た
魔
理
沙
が
立

て
い
た

 
霧
雨

天
邪
⻤
退
治
な
ら

も
混

ろ
よ

 
霊
夢

あ
ん
た
は

も
う
少
し
落
ち
着
い
て
降
り
れ

 
な
い
の

 
霧
雨

こ
れ
が

の

性
だ

 

性
と
い
う
言

で

ま
そ
う
と
は
な
ん
て
は
た
迷

な
言
い

な
ん
だ

 
レ
ミ

そ
れ
よ
か

執
事
よ
く
も

に
し
た
わ

 
玲
音

宅

は
大

か

 
蓮
 

宅

じ

な
く
て
蓮
で
す

て
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レ
ミ

て

ラ

を
無

す
ん
な

 
本
当
に
い
い

に
名
前
を
覚
え
て

し
い
ん
だ
け
ど
な

 
蓮
 

針
妙
丸
は
大

 
少
名

う
ん

何
と
か

 
針
妙
丸
も
無
事
そ
う
で
良
か

た

 
霊
夢

そ
ん
で

そ
ん
な
ボ
ロ
ボ
ロ
な
状

で

む
の
か
し

 
ら

 
霧
雨

あ
た

う
よ

や
咲
夜
が
や
ら
れ
た
ん
だ

て

 

て
ら
れ
る
か

て
ん
だ
そ
れ
に
霊
夢
だ

て
そ
う

 
だ
ろ

 
霊
夢

ま

 
蓮
 

何
か

く

子
と
い
う
か

よ
りお

と
こ

 
魔
理
沙
の
キ

ラ

て
こ
ん
な
ん
だ

た
け

い
や
で
も
ト
ラ

ル
メ

カ

だ
け
れ
ど

ち

気
な
少
女
だ
し
間

て
は
な
い
の
か
な

 
霧
雨

そ
れ
よ
か
蓮
も
参

す
る
の
か

こ
の
間
は
参
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し
な
い
と
か
言

て
い
た
の
に
か

 
蓮
 

え

あ

う
ん
昨
日
の

状
を
聞
い
て

の

が

 

で

の
方
達
が

に
な
る
な
ら

も
参

し
な

 
い
と

て
思

て

 
玲
音

ま

⻤

が
い
れ
ば
何
と
か
な
り
そ
う
だ
な

 
蓮
 

だ
か
ら
蓮
で
す

て

そ
れ
か
ら
そ
の
名
前
は
別

 
の
妖
怪
関

の
方
で
す
か
ら

 

じ
和
風
で
妖
怪
が
出
て
く
る
話
だ
が
流
石
に
そ
の
名
前
は
ア
ウ
ト
だ

 
レ
ミ

無

よ
昔
に
咲
夜
や
ら
か
ら
聞
い
て
る
と
は
思
う
け

 
ど
そ
い
つ
に
名
前
を
覚
え
さ
せ
る
な
ら
別
な
仕
事
を

 
し
た
方
が
よ

ど

が
良
い
わ

 
玲
音

カ
リ

マ
は
何
を
言

て
い
る
ん

 
で
す
メ

ン

 
レ
ミ

そ
こ
に

れ

執
事

 
つ
い
に

慢
の
限
界
に
達
し
た
の
か
レ
ミ
リ
ア
は
玲
音
と

戦
し
出
し
た

ド

に
言
お
う
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こ
れ
は
ウ
ザ
い
と

分
も
レ
ミ
リ
ア
の
立
場
だ

た
ら
こ
う
な
る
か
も
し
れ
な
い

 
蓮
 

霊
夢

 
霊
夢

は

そ
う

 
と
り
あ
え
ず
仲
裁
し
な
い
と
こ
こ
で
無

な
体
力
を
使
う
の
は
得
策
と
は
言
い
が
た
い

神
楽

を
す
ぐ
に

け
れ
る
よ
う
に
構
え

く
と
霊
夢
も

き
そ
し
て

 
霊
夢

あ
ん
た
ら

そ
こ
ま
で
に
し
な
い
と
実
力
で

め

 
る
わ
よ

 
と

ぶ
が
一
向
に

戦
が

ま
る
気

が
な
い

仕
方
が
な
い
が
実
力
行
使
で

め
る
の
み

だ

刀
し

人
の
間
に

り
仲
裁
す
る
た
め
に
向
か
お
う
と
し
た
そ
の
時
だ

レ
ミ
リ
ア
と

玲
音
が
戦

て
い
る
先
で
ス
キ
マ
が
現
れ
る
と
そ
こ
か
ら
紫
が
出
て
き
た

 
紫
 

こ
ん
に
ち
は
ハ
ン
タ

さ
ん
達

て
血
の
気
が

 

に

い
わ

 
そ
う
言

た
か
と
思
う
と

人
が
ぶ
つ
か
り
合
お
う
と
し
た
そ
の

間
に
ス
キ
マ
が
現
れ

人
は
ス
キ
マ
に

て
い

た

そ
し
て
ス
キ
マ
が
そ
の

上
に
現
れ
る
と

 
レ
ミ

う
ぎ
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玲
音

ぐ

 

人
が
落
ち
て
く
る
と
ス
キ
マ
は

え
る

ど
う
や
ら
仲
裁
し
て
す
れ
た
み
た
い
だ

 
紫
 

し
か
し
結
構
な
ぐ
ら
い
に
人
数
が

た
わ

 
霊
夢

見
て
の
通
り
よ
こ
の
前
の
討
伐
戦
の

か

分
の

 
近
く
に
ま
で

た
わ
よ

 
紫
 

み
た
い

こ
の
人
数
か
ら
し
て

 

分
の

程
と
い
う
事
は

人
近
く
は
い
た
と
い
う
こ
と
か

そ
れ
が
こ
う
な
る
と
や
は
り

た
理

は

 
霧
雨

ら
く
は
あ
の
天
邪
⻤
の
最
後
の

り

に

め

 
ち
ま

て
る
な

 
蓮
 

や

り

 
や
は
り
正
邪
の

の

り

が
原
因
か

 
レ
ミ

ち

と
そ
こ
の
ス
キ
マ

邪
魔
し
な
い
で
く
れ
る

 
か
し
ら

 
紫
 

紅
き
館
の
吸
血
⻤
さ
ん
こ
こ
で

力
を
使
う
の
は
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か
ど
う
か
と
思
う
け
ど

ま
さ
か
負
け
た
時
の
た
め

 
の
言
い

の
た
め
に
執
事
と
や
り
合

た
な
ん
て
言

 
わ
な
い
わ
よ

そ
れ
と
そ
こ
の
執
事
さ
ん
は
今
一

 
度
は

を
閉
じ
た
方
が
良
い
わ
よ

は
災
い
の
元

 
と
も
言
い
ま
す
わ

 
玲
音

ち

食
え
な
い
女
だ

 
レ
ミ

ん

 

人
は
大
人
し
く
な
る

そ
し
て

リ
と

笑
む
と

 
紫
 

さ
て
と

 
霊
夢

待

て
ま
さ
こ
の
人
数
で
や
る
気
じ

な
い
わ
よ

 
紫

 
紫
 

え

こ
の
人
数
で
や
る
わ
よ
そ
れ
に
今
回
は

な

 

人
も
呼
ん
だ
ん
だ
か
ら

 
そ
う
言
う
と
紫
は
ス
キ
マ
を
開
く
と
そ
こ
か
ら

人
の
人

が
現
れ
ス
キ
マ
か
ら
出
て
く
る

そ
れ
は

分
達
は
知
る
者
で
あ
り
そ
の
中
で
も

ら
く

分
か
ら
し
た
ら

染
み
の
深
い
者
達
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だ

た

そ
れ
は

 
耶
狛

え
る
正
義
が
平
和
を
愛
す
る

が
悪
を
倒
せ
と

 
を
呼
ん
で
い
る

討
伐
レ

ド

 

狛

え

え

と
全
て
の
悪
に
じ

ジ

ジ
メ
ン
ト

 
と

討
伐

ル

 
黒
 

は

討
伐

ラ

ク

 
耶
狛

人
合
わ
せ
て
討
伐
戦

ハ
ン
タ

 
と
耶
狛
は
き

ち
り
と
し
た

を
し

狛
は

ず
か
し
い
の
か
ぎ
こ
ち
な
い

を

そ
し
て
黒
は
た
だ
溜
め

を
つ
い
て
立
つ
と
い
う
ま
と
ま
り
の
な
い
戦

も
と
い
理
久
兎
に
仕
え

る
従
者
達
が
ス
キ
マ
か
ら
現
れ
た
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
鈴

や

た

の

き
な
子
が
出
て
き
た
よ

 
狗
神

う
る
せ



 第十八章 平和の日常へ

 
怠
惰

は
い
は
い
お

さ
ん
娘
が

バ

し
て
も

得
な

 

開
だ
か
ら
先
に
進
む

 
鈴

い

 
神
楽

え

と

人
が
出
て
き
た

て
事
は
ま
さ
か
あ
の

 
神
様
も

 
怠
惰

ま

そ
れ
は
次
回
に
な
れ
ば
ど
う
な

て
い
る
か

 
は
分
か
る
よ

 
鈴

で
も
あ
の

人
が
来
て
く
れ
る
と
心
強
い

て
い
え

 
ば
心
強
い
よ

 
神
楽

そ
う
で
す

 
怠
惰

ま

ま

ど
う
し
て
来
た
の
か
は
次
回

て
事
で

 
さ
て
時
間
も
時
間
だ
し
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
鈴

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く

 
神
楽

そ
れ
で
は

者
様

 
狗
神

ま
た
な



 第３５３話 いざ天邪⻤退治へ

 
第
３
５
３
話
 
い
ざ
天
邪
⻤
退
治
へ

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

定
が
近
づ
い
て
き
て
い
る
こ
と
に
危

感
を
覚
え
始
め
て
る
怠
惰
の

ク
ソ
悪
魔
で
す

ら
く
来

か
ら

く
は
休
載
す
る
事
と
な
る
と
は
思
い
ま
す
の
で
ご
了

を

お
願
い
し
ま
す

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
結
構

サ
格

い
い

を
言

た

人
の
従
者
達
の
発
言
か
ら

く
の

が
続
き

 
耶
狛

も
う

お
兄
ち

ん
も
黒
君
も
も
う
少
し
シ

ン
と

 
し
て
よ

こ
い
し
ち

ん
と
か
お
空
ち

ん
と
か
な

 
ら
も

と

て
く
れ
る
よ

 

狛

む

無
理
を
言
う
な
よ
結
構
こ
れ

ず
か
し
い
ん
だ

 
か
ら
な

 
黒
 

と
い
う
か
よ

サ
い

 
耶
狛

ガ
・
ガ

ン



 第十八章 平和の日常へ

 

狛

黒
さ
ん

 
黒
の
一
言
で
耶
狛
は

を
つ
き
ど
ん
よ
り
と
し
だ
す

こ
の
空
気
を
ど
う
す
れ
ば
い
い
ん
だ
ろ

う
か

 
蓮
 

え

え

と
か

格

良
か

た
で
す
よ

 
玲
音

あ

あ

そ
の

ま

な

 
流
石
の
玲
音
も
空
気
を

ん
だ
の
か
そ
う

く
と
耶
狛
は
目
を

か
せ

を
パ
タ
パ
タ
と
降

り
な
が
ら
近
づ
き

分
達
の
手
を

る

 
耶
狛

蓮
く
ん
と
黒
君
じ

な
い
執
事
君
も
分
か

て
る
よ

 
セ
ン
ス
あ
る
よ

 
霧
雨

こ
れ
セ
ン
ス
あ
る
の
か

 
蓮
 

魔
理
沙

な
事
を
言
わ
な
い
方
が
い
い
よ

 

間
の
修
行
し
た
仲
だ
か
ら
こ
そ
耶
狛
の
性
格
は
あ
る
程
度
は
分
か
る

耶
狛
は
一
度
へ

そ
を
曲

る
と

す
の
が

し
い
の
だ

 

狛

す
い
ま
せ
ん
妹
が

 
蓮
 

い

い
え
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玲
音

何
か
お
前
ら

て
る
な

 
蓮
 

え

そ
う
で
す
か

 

狛

う

ん

じ
ツ

ミ
的

ジ
シ

ン
だ
か
ら
で
す

 
か

 
通
り
で
何
か
親
近
感
が
あ
る
な
と
思

た
ら
そ
う
い
え
ば

じ
ツ

ミ

当
だ
よ
な

と

狛
さ
ん

て

 
霊
夢

そ
れ
で
ア

神
の
所
の

ケ
従
者
達

人
が

 

人

て
事
で
良
い
の
よ

 
耶
狛

ち

と

達
は

ケ
じ

な
い
よ
マ
ス
タ

 
の
悪

は

歩

て
良
い
と
し
て

ケ
は
な

 
い
と
思
い
ま
す

 
霧
雨

い
や
そ
こ
を

定
し
ろ
よ

 
蓮
 

そ
れ
は
言

た
ら

目
な
や
つ

 
確
か
理
久
兎

て
結
構
な
地
獄

＆

感
力
が
あ
る

だ
か
ら
下
手
し
た
ら
今
の
会
話
も

知

し
て
い
る
気
が
す
る



 第十八章 平和の日常へ

 

狛

こ

ラ

ま

マ
ス
タ

そ
ん
な
事
は
な
い
で

 
す
よ

 
黒
 

あ

仕

き
は
耶
狛
だ
け
に
し
て
く
れ

 
耶
狛

い

だ
け
お
仕

き
な
ん
て
反
対
だ
よ

 
こ
の
感
じ
か
ら
し
て

人
は
理
久
兎
に
相
当
な
ト
ラ
ウ
マ
を

え

け
ら
れ
て
い
る
み
た
い

だ 
霊
夢

と
り
あ
え
ず
そ
ん
な
の
は
ど
う
で
も
良
い
わ
そ
れ
で

 
こ
の

人
が

人
な
の
よ

 
紫
 

え

そ
う
よ
本
当
は

様
に
も

力
を
し
て
欲

 
し
か

た
の
だ
け
ど
地
底
で
も
何
か
し
ら
の

い
が

 
起
き
て
い
た
み
た
い
で
そ
の
後
の
修

で
手
が

せ

 
な
い
み
た
い
な
の
よ

そ
れ
で

様
が
人
手
が

 

り
な
い
中
で
無
理
し
て

人
を

て
く
れ
た
の

 
よ

 
地
底
で
も
何
か
が
起
き
て
い
た
の
か

こ
の
前
に
起
き
た
あ
の
地

は
そ
う
い
う
事
が
あ

た
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か
ら
起
こ

た
の
か

 
耶
狛

え

と

達
も
天
邪
⻤
退
治
に

力
す
る
か
ら
泥
船

 
に

た
つ
も
り
で
い
て
よ

 
少
名

そ
れ
す
ぐ
に

ん
じ

う
よ

 

狛

本
当
に
す
い
ま
せ
ん
う
ち
の
妹
が

 
霧
雨

流
石
は
地
底

一
の

狼

 

と

を
下

て

て
く
る

狛
は
相
変
わ
ら
ず
で

が
絶
え
な
い
み
た
い

だ 
玲
音

所
で
前
か
ら
思

て
た
が
お
前
も
執
事
か

 
黒
 

ま

そ
う
な
る
な

 
レ
ミ

の
所
の

執
事
よ
り
仕
事
が
で
き
そ
う
だ
し

 
で
き
な
い
か
し
ら

 
黒
 

悪
い
が
お
前
の
屋
敷
は
目
が

れ
る
か
ら
パ
ス
だ

 
玲
音

お

な
ら
も
し
リ
ス
ト
ラ
さ
れ
た
ら
お
前
と
こ
に
行

 
く

て
そ

ち
の

人
に
伝
え
て
お
い
て
く
れ
よ



 第十八章 平和の日常へ

 
黒
 

仕
事
が
出
来
な
い
な
ら
紹
介
は
し
な
い

  
そ
ん
な
こ
ん
な
で
所
か
し
こ
で

り
上
が
る

す
る
と
パ
ン
パ
ン
と
音
が

き

る

ど
う
や

ら
音
を
出
し
た
の
は
紫
み
た
い
だ

 
紫
 

と
り
あ
え
ず
積
も
る
話
も
あ
る
と
は
言
え
ど
そ
ろ
そ

 
ろ
時
間
だ
か
ら
あ
る
程
度
の

戦
の

ち
合
わ
せ
を

 
す
る
わ

 
レ
ミ

そ
ん
な
の

か
し
ら

 
紫
 

あ
く
ま
で
あ
る
程
度
の
流
れ

て
い
う
事
を
覚
え
て

 
お
い
て
頂

あ
の
天
邪
⻤
は
今
日
を

れ
て
も
う
約

 

日
も
生
き

て
い
る
の
が
現
状
よ
何
と
し
て

 
も
今
日
中
に
は
倒
し
た
い
所
よ

 
と

言
う
と
耶
狛
が
真

ぐ
手
を

る

 
耶
狛

は
い

紫
ち

ん

 
紫
 

何
か
し
ら



 第３５３話 いざ天邪⻤退治へ

 
耶
狛

何
で
ま
た
今
日
中
な
の

 
紫
 

そ
れ
は

 
紫
が

を
開
き
言
お
う
と
す
る
と
そ
の
前
に
霊
夢
が

を
開
き

 
霊
夢

面
子
が
な
く
な
る
か
ら
よ

は
巫
女
と
し
て
こ
の
幻

 
想
郷
を
守
る

め
が
あ
る
し
紫
は
妖
怪
の
賢
者
と
し

 
て

も
あ
る
そ
れ
ら
が

い
も

て

日
間

 
何
に
も

を

れ
て
な
い
の
よ
こ
の
ま
ま
い
け

 
ば
天
邪
⻤
を
逃
が
し
た

立
た
ず
の
レ

テ
ル
を

 
ら
れ
て

達
は
笑
い
者
よ

 
霧
雨

そ
れ
に
天
邪
⻤

て
本
来
は

い
妖
怪
の
一
種
だ
が

 
そ
ん
な
の
に
手
を
焼
く
よ
う
じ

て
事
さ

 
い
や

い
妖
怪
と
か

て
言
う
け
ど
結
構
な
強
か

た
気
が
す
る
の
は
気
の
せ
い
だ
ろ
う
か

 

狛

そ
う
い
う
事
で
す
か

 
紫
 

え

だ
か
ら
こ
そ
今
日
中
に
は

を
つ
け
た
い
所
な

 
の
よ



 第十八章 平和の日常へ

 
黒
 

ま
た
面
倒
ご
と
を
増
や
し
た
も
ん
だ

 
面
倒
ご
と
を
増
や
し
た
と
言
う

語
が
妙
に
引

か
る
の
は
何

だ

ま
さ
か

い
や
そ

う
だ
と
し
た
ら

人
を
わ
ざ
わ
ざ
こ
こ
に

て
は
来
な
い
だ
ろ
う

 
紫
 

そ
れ
で
何
だ
け
れ
ど
天
邪
⻤
を
見
つ
け
次
第
に

撃

 
は
そ
う
な
ん
だ
け
ど
出
来
る
限
り
で

を

て

 
い
く

が
あ
る
わ

 
レ
ミ

だ
か
ら
そ
ん
な
の
が
出
来
る
と
で
も

 
紫
 

ま

し
く
考
え
て
い
る
で
し

う
け
ど
言
わ
ば

 

を
決
め
る
だ
け
よ

に
近

で
動
き
を

し

 

め
を
す
る

後
方
か
ら

の

護
を
す
る

 
後
方

の
ア
タ

カ

最
後
は

が
あ
れ
ば

 
め
を
さ
す
フ

シ

の

つ
の

が

 
に
な

て
く
る
わ

状
況
に
よ

て
は

り

 
わ
る
事
に
は
な
る
け
れ
ど

 
霧
雨

お
い
お
い
こ
の
前
と
は

分
と
変
わ

た
な
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紫
 

正

な
話
こ
こ
ま
で
手
が
焼
く
と
は
思
わ
な
か

た

 
の
よ
だ
か
ら
こ
の
前
と
は
う

て
変
わ

て
戦
略
を

 
立
て
る

戦
に
出
た
の

 
こ
の
前
の
戦
い
に
は
な
か

た

を
し
つ
つ
正
邪
を
追
い

め
て
い
く

戦
と
言
う
こ
と

か 
霊
夢

一

は
そ
の

て

人

も
あ
り
な
の
か

 
し
ら

 
紫
 

え

構
わ
な
い
わ

は

ず
つ
く
事
に
な
る
け
れ

 
ど

 
霧
雨

う
な
ら
ど
れ
に
し
よ
う
か
な

 
玲
音

お
前
は
ど
う
す
る
ん
だ

 
蓮
 

え

と

が
向
い
て
る
か
な

て

 
そ
う
し
て

分
達
は

を
決
め
て
い
く

は
玲
音
と
黒
そ
し
て
後
方

は
魔
理
沙
に

紫
と
な
り
フ

シ

は

狛
と
針
妙
丸
そ
し
て
霊
夢
は

と
後
方

レ
ミ
リ
ア
は

フ

シ

と
後
方

を
そ
し
て

分
は

か
つ
フ

シ

の

い
に
な
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た 
蓮
 

え

と

が
フ

シ

何
か
で
良
い
ん
で
す

 
か

 
霧
雨

良
い
ん
じ

な
い
か

確
か
お
前
は

度

奴
と

 
戦

て

て
い
る
わ
け
だ
し
な

 
霊
夢

異
議
な
し

 

狛

そ
れ
は

感
で
す

 
本
当
に
大

な
の
か
少
し
不
安
が
あ
る
な

 
紫
 

そ
れ
じ

も
決
ま

た
事
で
す
し
行
き
ま
し

う

 
天
邪
⻤
の
元
へ

 
そ
う
言
う
と
紫
は
ス
キ
マ
を
開
く

つ
ま
り
中
へ
と

れ
と
い
う
事
か

 
玲
音

ん
じ

ま

ち

ち

と

け
る
か

 
黒
 

意
見
だ
な

 
レ
ミ

良
い
遊
び
相
手
で
あ
る
事
を

待
す
る
わ

 
そ
う
言
い
な
が
ら

人
は
ス
キ
マ
へ
と

る



 第３５３話 いざ天邪⻤退治へ

 
耶
狛

お
兄
ち

ん

張
ろ
う

 

狛

あ

 
霧
雨

楽
し
く
な

て
き
た

 
次
に

狛
と
耶
狛
と
魔
理
沙
が
裂
け
目
へ
と

て
い
く

と
り
あ
え
ず
針
妙
丸
を

に

せ

て
霊
夢
の

を
見
る
と

い
に

く

 
霊
夢

行
き
ま
し

う
蓮

 
蓮
 

う
ん

 
少
名

待

て
て

正
邪

 
紫
 

今
日
で

を
つ
け
る
わ
よ

 
そ
う
し
て

分
達
も
ス
キ
マ
へ
と

り
正
邪
の
元
へ
と
向
か
う
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

あ

 
神
楽

や

り
あ
の

人
が

わ
る
と

や
か
に
な
り
ま
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す

 
鈴

ろ
騒
々
し
い
ぐ
ら
い
だ
よ

 
怠
惰

ま

あ
の

人
は
友
人
い
わ
く
で
キ

ラ
が
濃
い
み

 
た
い
だ
か
ら

 
鈴

怠
惰
く
ん

て
そ
の
キ

ラ
を

る

に
濃
い
な
と

 
か

て
い
う

覚
あ
る
の

 
怠
惰

い
い
や

あ
る
程
度
の
そ
の
者
の
性
格
や
ら
と
か
の

 

組
を

て
て

定
だ
と
か

を

け
て

て

 
の
が
怠
惰
さ
ん
の
キ

ラ

り
だ
よ

 
神
楽

 
怠
惰

ま

何
は
と
も
あ
れ

分
が
思
い

く
キ

ラ
が
楽

 
し
そ
う
に
フ

ル
ド
を

け
回

て
色
々
な
者
達

 
と
会
話
し
た
り
だ
と
か
ど
ん
な
事
を
す
る
の
か
だ
と

 
か
を
考
え
た
り
す
る
と
も

と
良
い
か
も

 
狗
神

る
程
な
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怠
惰

ま

ら
リ
ア
ル
怠
惰
さ
ん
の
中

か
ら
そ
れ

前

 
の
友
人

て

想
の
友
人
し
か
い
な
か

た
か
ら

 
鈴

そ
れ
は
言
わ
な
く
て
良
い
よ

 
狗
神

聞
い
て
て
悲
し
く
な
る

て
の

 
怠
惰

あ
は
は

さ
て
と
時
間
も
時
間
だ
し
今
回
は
こ
こ
ま

 
で
に
し
よ
う
か

 
狗
神

あ

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
な

 
鈴

そ
れ
じ

者
様

 
神
楽

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た



 第十八章 平和の日常へ

 
第
３
５
４
話
 
天
邪
⻤
再
び

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

そ
し
て
今
回
の
投
稿
で

く
お
休
み
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す

理

と
し
て
は

定
が
あ
る
た
め
そ
れ
の
対
策
と
し
て
す
る
た
め
で
す

な
の

で
再
来

の

日
ま
で
休
む
予
定
で
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す

そ
れ
で
は
⻑
く
な

り
ま
し
た
が
本
編
へ
ど
う

 
ス
キ
マ
へ
と

た

分
達
は
不
思
議
な
感
覚
に

る

昔
に
何
度
か
は
経

し
て
い

る
が

や
は
り
久
々
だ
と
あ
ま
り

れ
な
い
な

 
耶
狛

こ
の
感
覚
は
久
々
だ

お
兄
ち

ん

 

狛

あ

 
紫
 

見
つ
け
た
わ

 
そ
う
言
い
紫
は
ス
キ
マ
を
開
く

ど
う
や
ら
こ
の
先
に
正
邪
が
い
る
み
た
い
だ

 
紫
 

準
備
は

か
し
ら



 第３５４話 天邪⻤ 再び

 
蓮
 

問

な
い
で
す
よ

 
霧
雨

あ

 
霊
夢

え

さ

さ
と
行
き
ま
し

う

 
そ
う
し
て

分
達
も
ス
キ
マ
を
通
る
と
竹
林
が
生
い

る
場
所
へ
と

り
着
く

見
た
感
じ
こ

こ
は
迷
い
の
竹
林
み
た
い
だ

見

す
と
そ
の
先
に
は

 
正
邪

 
岩
に
座
り
空
を
見
上

る
正
邪
が
い
た

正
邪
は

方
に
気
づ
く
と

ん
で
く
る

 
耶
狛

あ
れ
が
そ
う
な
の

 
蓮
 

え

あ
れ
が
⻤
人
正
邪
で
す

 
耶
狛

ん
ど

か
で
見
た
こ
と
あ
る
よ
う
な

 
と

耶
狛
は
悩
み
だ
す
と
正
邪
は
立
ち
上
が
り

分
達
を
見
下
ろ
す

 
正
邪

ま
た
来
た
の
か

お
前
ら
は

た
く

り
な
い
奴
等

 
だ
な

な

お
前
は

 
蓮
 

お
久
し
ぶ
り
で
す

正
邪
さ
ん

 
正
邪

け

ま
さ
か
も
う
因
縁
の
相
手
に
出
会
え
る
と
は
な



 第十八章 平和の日常へ

 
こ
れ
も
ク
ソ

た
れ
な
神
の
思
し

し
か

 
少
名

正
邪

昨
日
も
言

た
け
れ
ど
も
う

そ
う

今
な

 
ら
ま
だ
お

に
つ
く
ぐ
ら
い
で

む
ん
だ

こ
の
ま

 
ま
逃

続
け
た
ら
本
当
に
殺
さ
れ
て

 
正
邪

だ
が
断
る

 

リ
と
正
邪
は

ス
い
笑
い
を
す
る
と
少
し
体
を
後
ろ
に
反
ら
し

に
い
う
ジ

ジ

立
ち

の

を
す
る
と

 
正
邪

は

分
よ
り
も
強
い
と
意
気
が

て
る
奴
等
に
向

 
か

て
は

き
り
と

す
る
事
こ
そ
が

の
生
き

 
様
だ

そ
れ
に

は
天
邪
⻤
の
⻤
人
正
邪
様
だ

 
て
め

ら
の

図
な

聞
く

な
ん
か

ん
だ
よ

 

は

の
や
り
た
い
よ
う
に
す
る
ん
で
な

そ
し
て

 
次
こ
そ
は

奴
に
下

上
し
て
や
る
の
さ

 
と
ま
ん
ま

名
な

を
パ
ロ

て

ぶ

こ
れ
で
決
ま
り
だ
な
正
邪
に
ど
れ
だ
け
の
事
を

言

て
も
無

そ
う
だ



 第３５４話 天邪⻤ 再び

 
玲
音

ん
じ

人
数
的
に
悪
い
が
お
前
は
こ
こ
で

さ
せ
て

 

う

に

の
仕
事
を
サ
ボ
る
た
め
に

 

狛

て
サ
ボ

た
ら

目
じ

な
い
ん
で
す
か

 
玲
音

お

や
咲
ち

ん
許
さ
ず
と
も

が
許
す

 
レ
ミ

許
す

が
な
い
で
し

う
が
こ
の
サ
ボ
り
魔

 
と
玲
音
と
レ
ミ
リ
ア
は
ま
た
言
い
合
い
を
始
め
る

流
石
は
玲
音
だ

れ
は
し
な
い
し

れ

も
し
な
い

メ
人
間
な
一
言
だ

 
黒
 

奴
は
従
者

て
感
じ
が
し
な
い
な

 
耶
狛

そ
だ

 
蓮
 

い
や
ま

玲
音
さ
ん
少
し

レ
て
い
る
ん
で
す
よ

 
だ
が

分
は
知

て
い
る

玲
音
と
い
う
男
は

ざ
け
て
は
い
る
が
こ
こ

と
い
う
時
は
頼
り

が
あ
る

そ
れ
に
何
と
言
お
う
が
言
わ
れ
よ
う
が
玲
音
は
紅
魔
館
の
住
人
を
一
番
に
大

に
し
て

い
る
の
だ
と

ま

仕
事
を
す
る
し
な
い
は
別
な
話
に
な

て
は
し
ま
う
け
れ
ど

 
正
邪

て
お
い

ラ
お
前
ら

を
放

て
別
な
話
を
す

 
る
ん
じ



 第十八章 平和の日常へ

 
霧
雨

何
か
お
前
も
混
ざ
り
た
い
の
か

 
蓮
 

ぐ

 

く

分
の
心
に

メ

ジ
が

る

そ
し
て
魔
理
沙
が

で
笑
う
と
正
邪
の

間
の
シ

が

よ
る

 
正
邪

が
混
ざ
り
て

だ
と

ざ
け
ん
な

 
蓮
 

あ
れ
何
で
だ
ろ
目
か
ら

が

 
魔
理
沙
は
正
邪
に
対
し
て
言

た
の
は
分
か
る
が
意
外
に
も
そ
の
一
言
が
心
の
古

を

た

た
め
か
目
か
ら

が
出
て
き
た

 
霊
夢

れ

蓮

 
蓮
 

ご
め
ん
意
外
に
も
精
神
的
に
も
く
る
も
の
が

 
霧
雨

わ

悪
い

お
前
に
対
し
て
言

た
わ
け
じ

 
蓮
 

分
か

て
る
よ
分
か

て
る
け
ど
心
が

 
本
当
に
心
が
痛
く
な

て
き
た

 
正
邪

て
何
で
お
前
が

く
ん
だ
よ

お
前
は

に
対

 
し
て
下
ら
な
い

情
か



 第３５４話 天邪⻤ 再び

 
蓮
 

い
や
あ
の

何
と
言
う
か

過
去
の

分
が

 

狛

意
外
に
も
メ
ン
タ
ル
が

い
で
す

蓮
さ
ん

 
正
邪

お
前
は
も
う

け
や

 
お
前
に
だ
け
は

情
さ
れ
た
く
は
な
い
と
心
か
ら
思

た

 
正
邪

て
い
う
か
て
め

ら
の
構

は
ど
う
な

て
ん
だ

 
昨
日

前
の
方
が
そ
れ
な
り
の

感
や
ら
が
あ

 
た

 
耶
狛

仕
方
な
い
よ

だ

て
こ
の
パ

テ

の

は

 
ボ
ケ

当
で
構

さ
れ
て
い
る
ん
だ
も
ん

 
正
邪

メ
メ
テ

と
い
う
か
そ
れ
た
だ
の
カ
オ
ス
じ

 

か

 
ボ
ケ
し
か
い
な
い
空
間
は
い
わ
ば
シ

リ
の
な
い

と

じ
で
あ
り
正
邪
の
言
う
通
り
で
カ

オ
ス
の
一
言
だ

 
紫
 

貴
女
が
良
け
れ
ば
ツ

ミ
し
ま
す

 
正
邪

す
る
か

と
い
う
か
妖
怪
の
賢
者
も
認
め
ん
じ



 第十八章 平和の日常へ

 

よ

 
と
か
言
い
つ
つ
も
正
邪
は
ち

か
り
ツ

ミ
し
て
る

 
耶
狛

う

ん

 
黒
 

ど
う
し
た
ん
だ
よ

 
耶
狛

本
当
に
正
邪
ち

ん
現
世
の
何
処
か
で
見
た
こ
と
が

 
あ
る
気
が
す
る
ん
だ
よ

 
少
名

え

本
当
に

  
耶
狛

う
ん

あ

そ
う
だ

見
た
こ
と
あ
る
な

て
思

 

た
ら
あ
れ
だ
よ

 
見
た
こ
と
が
あ
る

て
い

た
い
何
処
で
見
た
ん
だ

 
正
邪

お
い
行

て
お
く
が

は
現
世
に
は
行

て
な

 
耶
狛

ら
ハ
サ
ミ
を

て
人
の

を
引
き
裂
い
て
い
く

 

人

に
そ

く
り

 

狛

言
わ
れ
て
み
る
と



 第３５４話 天邪⻤ 再び

 
正
邪

て

だ
よ
そ
れ

 
蓮
 

耶
狛
さ
ん
そ
れ
は
カ

焼
き
そ
ば
現

な
ん
で
ア

 
ウ
ト
で
す
か
ら
そ
の
名
前
は
言
わ
な
い
よ
う
に

 
因
み
に
そ
の
ア

メ
も
見
た
こ
と
が
あ
る
か
ら
知

て
い
る
た
め
こ
れ

上
言
う
の
は
良
く
な

い

だ

て
そ
れ

な

品
な
の
だ
か
ら

 
正
邪

本
当
に
お
前
ら

を
倒
す
気
あ
ん
の
か
よ

 

狛

い
や
言

て
良
い
で
す
か

こ
の
ボ
ケ
し
か
い
な
い

 
面
子
で

な
ツ

ミ
が

か
数
人
し
か
こ
の
場

 
に
い
な
い
状
況
で
ま
じ
め
に
出
来
る
と
思

て
い
ま

 
す
か

 
蓮
 

狛
さ
ん

め
た
ら

目
で
す

て

 
言
い
た
い
こ
と
は
良
く
分
か
る

分
か
る
け
ど
も
だ
か
ら
と
い

て
こ
の
カ
オ
ス
な
状
況
を

開
で
き
る
仲
間
が

る
の
だ
け
は
な
ん
と
し
て
も

け
た
い

 
正
邪

知
る
か

あ

だ
ん
だ
ん
と
イ
ラ
イ
ラ
し
て
き
た

 
も
う

め
だ
て
め

ら
が
や
る
気
出
さ

な
ら



 第十八章 平和の日常へ

 
は
お
前
ら
を

き

し
て
や
る
よ

 
そ
う
言
う
と
正
邪
は
何
処
か
ら
と
も
な
く
黒
い

を
出
す
と
構
え
る

 
少
名

あ

あ
れ

て

 
霊
夢

気
を

け
な
さ
い
よ

あ
の

で
昨
日
の
メ
ン
バ

 
の

ど
は
撃

さ
れ
た
か
ら

 
霧
雨

あ

 
蓮
 

あ
れ
が
隠
し
玉

 
霊
夢
や
魔
理
沙
や
針
妙
丸
が
そ
の
ぐ
ら
い
言
う
と
い
う
事
は
な
り
の
力
が
あ
る
と
い
う
事
だ
ろ

う

集
中
し
な
け
れ
ば

 
正
邪

さ

の
前
で
無
様
に
倒
れ
や
が
れ

 
そ
う
し
て
正
邪
と
の
レ
イ
ド
バ
ト
ル
が
開
始
さ
れ
た
の
だ

た

 
怠
惰

て
な

で
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

本
当
に
カ
オ
ス
だ
な



 第３５４話 天邪⻤ 再び

 
鈴

因
み
に
ツ

ミ

て

 
怠
惰

蓮
と

狛
と
そ
れ
か
ら
針
妙
丸
に
正
邪
に
後
は
ツ

 

ミ
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
所
で
紫
や
黒
に
レ
ミ

 
リ
ア
に
な
る
の
か
な

 
神
楽

ボ
ケ
し
か
い
ま
せ
ん

 
怠
惰

特
に
耶
狛
の

が

 
鈴

あ
れ
は
昔
か
ら
常

を

し
て
る
も
ん

 
狗
神

こ
れ
で
理
久
兎
が
い
た
ら
更
な
る
カ
オ
ス
に

 
怠
惰

な

て
た
か
も

 
神
楽

ア
ハ
ハ
ハ
ハ

そ
れ
で
来

か
ら
休
む
ん
で
す
よ

  
怠
惰

そ
う
そ
う
少
し

し
く
な
る
か
ら

 
鈴

因
み
に
ど
の
く
ら
い

 
怠
惰

と
り
あ
え
ず
は
再
来

の

日
ま
で
か
な

 
狗
神

そ
ん
な
に
か



 第十八章 平和の日常へ

 
怠
惰

定
が
ま
と
ま

て
襲

て
く
る
か
ら
そ
の
ぐ
ら
い

 
に
な
る
の
よ

 
鈴

ま

張

て

 
怠
惰

う
ん

張
る
よ

さ
て
時
間
も

度
良
い
し
今
回
は

 
こ
こ
ま
で

 
鈴

再
来

の

日
ま
で
元
気
で

 
狗
神

そ
ん
じ

者
様

 
神
楽

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た



 第３５５話 正邪の逆襲

 
第
３
５
５
話
 
正
邪
の
逆
襲

 
こ
ん
ば
ん
は
そ
し
て
お
久
し
ぶ
り
で
す

者
様
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

や
る
こ
と
も
大
方

は
終
わ

た
の
で
ま
た
投
稿
を
開
始
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
正
邪
と
の
バ
ト
ル
が
始
ま
り

分
達
は
各

の

の
通
り
に
正
邪
と
の
戦
闘
を
開
始
さ
れ
て
い

た 
正
邪

お
ら

 
蓮
 

 
黒
 

う

 
玲
音

や
る

 
近

戦
闘
を

と
す
る

分
達
の

撃
を

本
で

え
こ
み
更
に
は

 
霊
夢

く
ら
い
な
さ
い



 第十八章 平和の日常へ

 
霧
雨

ロ
ケ

ト
ミ
サ
イ
ル

 
紫
 

 
耶
狛

そ

れ

大

 
霊
夢
に
魔
理
沙
や
紫
の
弾
幕
に
耶
狛
が
能
力
に
よ
る
強
化
を

え
た

間
の
な
い
よ
う
な

弾
幕
が
正
邪
を
包
み
込
む
が

 
正
邪

下
ら

 
黒
い

を
一

り
し
た
だ
け
で
全
て
を

滅
さ
せ
る

そ
し
て
そ
れ
に
続
き
正
邪
の

を

て 

狛

覚

 
レ
ミ

ア
ハ
ハ
ハ

 
少
名

覚

 
突
然
現
れ
る

狛
の
奇
襲
レ
ミ
リ
ア
の

空
に
よ
る
突
進
そ
し
て
針
妙
丸
の

き
で
殺
ろ
う

と
す
る
が
正
邪
は
い
と
も
容

く

撃
を

ぎ

け
て
と

り
返
し

を
し
り

け
る

 

狛

引
き
ま
す
よ

 
レ
ミ

面
倒



 第３５５話 正邪の逆襲

 
少
名

む
む

蓮
さ
ん

ス
イ

 
蓮
 

了
解

 

人
が
す
ぐ
さ
ま
後
退
し
た

間
に
神
楽
で

り
か
か
る
が
正
邪
は
そ
の
ま
ま
後
ろ
へ
と
下

が
り

け
ら
れ
る
が
そ
の

間
に

分
の

隣
か
ら
玲
音
と
黒
が
正
邪
へ
と
向
か
い
戦

と
ガ
ン

レ

ド
が

跡
を

き

ら
れ
る

 
正
邪

ち

妙
な

を
と
り
や
が

て

 
黒
 

そ
れ
は
お
前
の
方
だ
ろ

か
ら
色
々
と
聞
い
て
い
る

 

貴
様
の
戦
い
方
は

だ
と
な

 
正
邪

だ
か
ら
な
ん
な
の
さ

 
玲
音

あ
る
意

で
清
々
し
い
な

 

分
か
ら
し
た
ら

な
戦
い
方
だ

て
立

な
戦
い
方
だ

だ
が
許
せ
な
い
の
は
正
邪
の

た
性

だ

 
霊
夢

蓮

 
蓮
 

頼
む
よ
霊
夢

 
霊
夢
と
共
に
黒
と
玲
音
の

を
通
り

け

分
は
神
楽
を
霊
夢
は
お

い
棒
で

撃
す
る
が



 第十八章 平和の日常へ

 
正
邪

何
の

 
ヒ
ラ
リ
と

撃
を

け
ら
れ
る
が

 
蓮
 

式

 
狗
と

の
二

構
え

 
狗
神

し

 
鈴

一
言

死

 
す
ぐ
に
式
神
の
狗
神
人

と
鈴

を

す
る
と
後
ろ
へ
と
後
退
す
る
正
邪
に
向
か

て

狗
神
の

と
鈴

の

り
に
よ
る
追
い
討
ち
を
仕

け
る

 
正
邪

こ
ろ
と
ガ
キ
が
意
気
が
る
な

 
追
い
討
ち
を
後
ろ
へ
も
下
が
る
力
を
利
用
し
体
を

る
と
黒
い

に
よ
る
目
に
見
え
ぬ

度
の

反
撃
を

え
る

 
狗
神

な

 
鈴

嘘
で
し

 

に
よ

て
斬
ら
れ
た

人
は

滅
し

に
戻

た

あ
の

人
を
こ
う
も

に
倒
さ
れ

る
と
ら
そ
れ
に
見
て
い
て
思
う
の
は
こ
の
前
と
は

い
動
き
が
達
人
と
ま
で
は
い
か
ず
と
ま
る
で

実
戦
を
経

し
て
き
た
者
か
の
よ
う
な
動
き
を
し
て
い
て
大

い
だ



 第３５５話 正邪の逆襲

 
霊
夢

逃
が
す
か

 
蓮
 

じ

や

 
お

と
斬
撃
波
で
更
な
る
追
い
討
ち
を
仕

け
る
の
だ
が
正
邪
は
ど
こ
か
ら
出
し
た
の
か
は
分

か
ら
な
い
が

を

り
出
す
と
そ
れ
に

り
が

た
か
と
思
い
き
や
正
邪
の
体
が

明
に

な
り

け
る
と
共
に

分
達
の

撃
は
正
邪
を

通
し
て
い

た

 
霊
夢

嘘

 
蓮
 

無

化

 
紫
 

あ
れ
幽
々
子
の

じ

な
い

 
ま
さ
か
の
霊
夢
の
十
八
番
ラ
ス
ト

ド
夢
想
転
生
と

じ
無

に
な
れ
る
よ
う
な
道

が
現

れ
る
と
は

と
い
う
か
幽
々
子
の

と
い
う
事
は
昨
日
の
戦
い
で

ん
だ
の
だ
ろ
う
か

正
邪

は
キ
シ
シ
と
笑
い

を
動
か
し
て

分
達
に
向
か

て
笑
い
な
が
ら

発
し
て
く
る

 
黒
 

の

よ

を

て

 
玲
音

悪
意
の
蒼
炎
よ
舞
え

 
黒
い

と
蒼
炎
が
正
邪
へ
と

撃
す
る
が
何
と
も
な
い
と
い

た

だ

す
る
と

明
だ

た
正
邪
の
体
が
元
の
体
に
戻

た

そ
の

間
を
見

ら

た
の
か
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霧
雨

ぶ

飛
べ

 
紫
 

幻

 
飛
光
中

ス
ト

 
耶
狛

大
弾

 
無
数
の
小

弾
幕
ロ
ケ

ト

大
し
て
い
く
大
弾
が
正
邪
へ
と
向
か

て
い
く
が
ま
た
何

処
か
ら
と
も
な
く
ア
イ
テ

を

り
出
し
構
え
る

そ
れ
は
ま
さ
か
の
カ
メ
ラ
だ

 
正
邪

ら
笑
え
よ

 
フ
ラ

シ

が

か
れ
る
と
共
に

人
が
放

た
弾
幕
は

然
と

え
る

そ
し
て

の

写
真
を
手
に

り

ラ

ラ
と
動
か
し
な
が
ら

 
正
邪

お
い
お
い

か

ア
ハ
ハ
ハ
ハ

 
写
真
を

て
て
楽
し
そ
う
に
笑
う

 
霧
雨

屋
共
の
カ
メ
ラ
ま
で
あ
る
の
か
よ

 

屋
共

て
事
は

達
天
狗
の
カ
メ
ラ
ま
で
所

し
て
い
る
の
か

と
い
う
か
弾
幕
を

す

カ
メ
ラ

て
一
体
ど
ん
な

能
し
て
い
る
ん
だ

 
紫
 

狛

次
の
策
を
用
意
す
る
か
ら

く
は
お
願
い
す

 
る
わ
よ



 第３５５話 正邪の逆襲

 

狛

心
得
ま
し
た

 
と

狛
の

が
聞
こ
え
る
と
正
邪
の
回
り
を
無
数
の
ク

イ
が
正
邪
を

い
混
む

さ
ら
に

そ
の

上
に
は

 
レ
ミ

悲
鳴
ぐ
ら
い
は
聞
か
せ
な
さ
い
よ

 

リ
と
八

を

か
せ
て
笑
い

 
レ
ミ

紅

 
不
夜
城
レ

ド

 
手
を

手
の

い
弾
を

る
と
共
に
レ
ミ
リ
ア
を
中
心
に
真

な
レ

ザ

が
十

で

放
た
れ
る

無

真
下
に
は
正
邪
が
い
る
た
め
ま

す
ぐ
向
か

て
い
く

そ
し
て

狛
は
手

を
引
く
と

ん
で
い
る
ク

イ
が
一

に
正
邪
へ
と
向
か
い
だ
す

 

狛

散
れ

 

上
か
ら
は
レ

ザ

り
に
は
ク

イ
が
飛
び

い

け
る

間
な
ど
は
な
い
に
等
し
い

 
正
邪

ひ

何
て
な

 

え
る
所
か
こ
の
状
況
下
で
正
邪
は

リ
と
笑

た

今
度
は
何
と

を

り
出
し

そ

し
て
閉
じ
て
と
い
う
動

を
し
た
か
と
思
う
と
閉
じ
た

と
共
に
一

で
正
邪
が

え
て
い
な
く

な
る
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レ
ミ

え

 

狛

あ
の

度
を

け
た

 
す
る
と

分
達
の
後
ろ
か
ら
正
邪
の
気

を
感
じ

り
向
く
と
正
邪
は

手
に

を

手
に

を
構
え
て

方
を
見
て
い
た

 
紫
 

な
い
と
思

た
ら
そ
れ

の

じ

な
い

 
正
邪

ア
ハ
ハ
ハ
頂

し
て
お
い
た
の
さ

 
あ
れ
紫
の

な
ん
だ

と
い
う
か

に
あ
ん
な
力
が
あ
る
と
は
思
わ
な
か

た

 
黒
 

バ
ト
ン
タ

だ

狛

 
玲
音

さ

て
お

の
面
白

も
見
れ
た
し

く

れ

 
る
か

 
そ
う
言
い
黒
と
玲
音
が
正
邪
へ
と
突

込
む

し
か
し
本
当
に
さ

き
か
ら
あ
の
ア
イ
テ

の

数
々
の

は
ど
れ
も
こ
れ
も
凶
悪
す
ぎ
る
だ
ろ

こ
れ
で
は
決
定

が
な
い
流
れ
に
な

て

る

こ
う
な

た
ら

狐
化
で

し
き
る
か
だ
が

じ
手
が
通
じ
る
と
も
限
ら
な
い
し
ど
う
に

か
し
て
流
れ
を
変
え
な
け
れ
ば
と
思

て
い
る
と

 
少
名

蓮
さ
ん
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蓮
 

ど
う
か
し
た
針
妙
丸

 
少
名

を
正
邪
の
元
に

れ
て
い
く
こ
と
は
出
来
る

 
霊
夢

何
を
考
え
て
る
の
よ

 
針
妙
丸
は
針
の

を

に

し

か
ら
小
さ
な
小
槌
も
と
い

出
の
小
槌
を

り
出
す

 
少
名

こ
れ
で
正
邪
か
ら
小
槌
の
力
を
回

す
る
の

 
霊
夢

そ
ん
な
の
で
ど
う
に
か

 
蓮
 

い
や
な
る
か
も
し
れ
な
い

 
霊
夢

え

 
蓮
 

元
々
の
正
邪
の
力
は

が
言
う
通
り
そ
ん
な
に
強
く

 
は
な
い

な
ん
だ

だ
け
れ
ど
そ
れ
な
ら
何

そ
ん

 
な
正
邪
が
こ
こ
ま
で
や
れ
た
と
思
う

 
そ
れ
を
聞
い
た
霊
夢
は

得
し
た

を
す
る

そ
う
正
邪
の
本
来
の
力
で
は
紫
だ
と
か
の
大
妖

怪
を
相
手
に
す
る
の
は
ど
う

い
て
も
力
不

な
の
だ

こ
れ
で

分
み
た
く
修
行
を
し
た
と

か
な
ら
話
は
別
だ
が
正
邪
は
そ
ん
な
事
を
す
る
よ
う
な
者
じ

な
い

な
ら
ば
何

こ
こ
ま
で
や

れ
た
か
そ
れ
は
針
妙
丸
の
小
槌
の
力
が
あ

た
か
ら
だ

そ
れ
が
も
し
も
な
く
な
れ
ば
ど
う
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な
る
か
と
い
う
事
だ

 
霊
夢

や
る
価
値
は
あ
る
わ

 
蓮
 

ア
シ
ス
ト
を
お
願
い

 
霊
夢

良
い
わ
よ

 
針
妙
丸
を

に

せ
霊
夢
と

を
合
わ
せ
て
突
撃
す
る

正
邪
は
黒
と
玲
音
の

人
を

い

除
け

リ
と
笑
う

霊
夢
は
そ
の
場
で
急

し
無
数
の
針
を
放
ち

分
は
そ
の
ま
ま
神
楽
を

構
え
て
突

込
む

 
正
邪

く
か
よ

 
⻑
針
を

で

い

分
と
の
つ
ば

り
合
い
と
な
る

だ
が
そ
の

間
を
待

て
い
た
の
だ

 
蓮
 

今
で
す

 
少
名

悪
い
け
ど
小
槌
の
魔
力
は
返
し
て
も
ら
う
よ

 
正
邪

な

 
小
槌
を
大
き
く
上
へ
と

り
上

る
と
正
邪
の
体
か
ら
黒
い
オ

ラ
が
現
れ
小
槌
に
吸

さ
れ

る 
正
邪

こ
の
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弾
き
飛
ば
さ
れ
た
が

通
り
上
手
く

え
た

だ
が

に

る
針
妙
丸
は

を
し
か
め
る

 
少
名

少
な
い

 
蓮
 

え

 
少
名

少
す
ぎ
る
ん
だ
よ
正
邪
に
あ

た
力
に
比
べ
て
回

 
し
た

が

 
正
邪
は
首
を
回
す
と

か
ら

だ

た
り
小
さ
な
地

だ

た
り
天
狗
の
カ
メ
ラ
を
次
々
に

て
て
い
く
き
し
ま
い
に
は
紫
の

も

イ

て
す
る
と

だ
け
は
ス
キ
マ
に

え
て
い

た

 
正
邪

そ
う
い
え
ば
言

て
な
か

た
よ
な

念
な
が
ら
今

 
の

に
小
槌
の
力
な
ん
て

て
ま

せ

ん

 
ケ
タ
ケ
タ
と
笑
い
だ
す

そ
の

間

 
霧
雨

そ
ん
な
所
で
笑

て
て
良
い
の
か

 
耶
狛

魔
理
沙
ち

ん
や

ち

て

 
霧
雨

い
く

 
マ
ス
タ

ス
パ

ク

 
耶
狛

大

 
魔
理
沙
が
放

た
マ
ス
タ

ス
パ

ク
は
耶
狛
の
力
に
よ
り
大
き
く
フ

イ

ル
ス
パ

ク
を
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も
越
え
る
大
き
さ
と
な

て
正
邪
と
こ
ろ
か

分
達
を

き

え
に
す
る
感
じ
で
放
た
れ
た

 
蓮
 

退

 
少
名

う
わ
わ
わ

 
霊
夢

あ
の
火
力
バ
カ
は

 
黒
 

あ
の
バ

狼
め

 
玲
音

仕
方

な

 
後
方

組
の
魔
理
沙
の
一
撃
に
危
険
と
判
断
し

分
達
は
す
ぐ
さ
ま
逃

る

だ
が
正
邪
は

逃

ず

を
構
え
る

 
正
邪

そ
ん
な
レ

ザ

な

今
の

に

く
か

 
上

の
構
え
か
ら
ま

す
ぐ
斬
り
下
ろ
す
よ
う
に

る
い
大
き
な
斬
撃
波
を
放
ち
レ

ザ

を

一
刀

断
す
る

そ
の
光
景
に
目
が

と
な

て
見
て
し
ま
う

 
蓮
 

そ
ん
な
バ
カ
な

 

に
出
し
て
ま
で

ん
で
し
ま

た

だ

て
小
槌
の
力
が

て
す
ら
い
な
い
正
邪
に
あ
ん

な

当
が
出
来
る

が
な
い
の
だ
か
ら
だ

大
マ
ス
タ

ス
パ

ク
を
一
刀

断
か
ら
の

分

に
す
る
と
正
邪
は

を

る
う
と
不
思
議
な
力
が
オ

ラ
と
な

て
見
え
だ
す
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蓮
 

教
え
て
く
だ
さ
い

さ

き
か
ら
貴
女
は
小
槌
の
力

 
に
頼
ら
ず
の
戦
い
を
し
て
き
た
ん
で
す
か

 
正
邪

が
教
え
る
か
よ
バ

カ

だ
が
ま

良
い
だ
ろ

 
教
え
て
や
る
よ

に
は
も
う
小
槌
の
力
が

 
て
な
い
の
さ
精
々
あ

て
も

て
い
た
道

に

 
り
香
み
た
く
小
槌
の
力
が
あ

た
か
ら
使

て
戦

 
て
い
た
の
さ

 
少
名

そ
ん
な

そ
れ
じ

や

た
事
は
無
意

 
霊
夢

い
い
え
だ
け
れ
ど
貴
女
の

が

奴
の
イ
ン

キ

 
道

を
全
て

し
た
わ

 
正
邪

全
て

う
な

 

た

を
見
せ
て
く
る

そ
の

か
ら
不
思
議
な
気
を
感
じ
る

小
槌
の
力
と
は
ま
た

い

何
処
か
昔
に
感
じ
た
こ
と
の
あ
る
力
だ

ど
う
や
ら
あ
れ
だ
け
は
別
物
み
た
い
だ

 
正
邪

こ
い
つ
だ
け
は
別
物
だ

ま
る
で
生
き
て
い
る
か
の

 
よ
う
な
感
じ
が
す
る
し
何
よ
り
も
こ
い
つ
が

に
戦
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い
方
を
教
え
て
く
れ
て
い
る
気
が
す
る
の
さ

 
霊
夢

何
を
気

ち
悪
い
事
を

 

を
投

し

撃
す
る
が
正
邪
は

手
で

を

く
動
か
し

を

い
除
け
る

 

狛

何
処
を
見
て
い
る
ん
で
す
か

 

後
に

狛
が
現
れ
ク

イ
で
首
も
と
を

た

撃
を
す
る
の
だ
が
あ
り
え
な
い
事
に
後

ろ
に
目
が
つ
い
て
い
る
か
の
よ
う
に

狛
の
動
き
を
見

た
動
き
で

を
倒
し
て

け
る

 
正
邪

そ
ら

 

狛

 
バ

ク
キ

ク
で

狛
を
ぶ

飛
ば
す
が

狛
は
裂
け
目
を

り
中
へ
と

て

え
た

正

邪
は
首
を
回
し

方
を
見
て
く
る
が
が
何

だ
ろ
う
か

正
邪
の
動
き
が

か
に

て
い
る
気
が

す
る
の
は

 
正
邪

そ
ん
で
も
う
終
わ
り
か
え

ど
う
な
ん
だ
よ

 
こ
の
場
に
い
る
者
達

全
て
に

発
を
し
て
く
る
と

 
紫
 

あ
ら
そ
れ
な
ら
こ
ん
な
の
は

何
か
し
ら

 
紫
の

が

く
と

時
に
大
き
く
ス
キ
マ
が
開
き
聞
い
た
事
の
あ
る

音
が
聞
こ
え
だ
す
と
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ス
キ
マ
か
ら
高

で
電
車
が
現
れ
正
邪
へ
と
向
か

て
い
く

 
正
邪

な

ど
わ

 
し
か
し
正
邪
は
何
と
か

け
電
車
の
屋

の
上
に

る

 
紫
 

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル

 
と

紫
が

ぶ
と
そ
れ
を
合
図
に

 
耶
狛

行
く
よ
お
兄
ち

ん
黒
君

 

狛

お
前
は
も
う
少
し

り
を
見
る
ん
だ

耶
狛

 
黒
 

ま

た
く
だ
な

 

狛
と
耶
狛
と
黒
の

人
が
正
邪
と

様
に
電
車
の
屋

に

る
と

い
込
み
正
邪
へ
と

の
合

た

撃
を
始
め
る

だ
が
そ
れ
を
何
と
も
な
い
と
言
わ
ん
ば
か
り
に

撃
を

け
受

け
流
し
と
い

た
行
動
を
と
る

 
紫
 

あ
の

人
を
相
手
に

処
ま
で
の
実
力
と
は

 
蓮
 

正
邪
が

て
い
る

も
し
か
し
て
あ
れ

て

 
霊
夢

聞
い
て
い
る
と
妖
刀
よ

 
や
は
り
霊
夢
も
神
楽
と

じ
妖
刀
と

し
た
か

戦
い
方
を
方
を
教
え
る
と
い
う
言

か
ら
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ど
う
み
て
も
妖
刀
だ

あ
ん
な
も
の
一
体
何
処
で

そ
ん
な
事
を
考
え
て
る
間
に
も

 
レ
ミ

ス

ア
・
ザ
・
グ
ン
グ

ル

 
玲
音

蒼
炎
波
斬

 

人
の

撃
が
放
た
れ
正
邪
へ
と
人
の

撃
が
放
た
れ
正
邪
へ
と
向
か

て
い
く
が
正
邪
は

何
と

を
電
車
に
突
き
刺
す
と

様
の
布
を

り
出
し
構
え
る
と
そ
の
布
の
方
へ
と

と
斬

波
は
飛
ん
で
い
き

 
正
邪

オ

レ

 
ヒ
ラ
リ
と
布
を

け
て

撃
を
い
な
し
て
回

す
る

 
玲
音

マ
ジ
か
よ

 
レ
ミ

ま
だ

て
い
た
の

 
正
邪

お
い
お
い
そ
の
程
度
か
吸
血
貴
様
は
よ

 
布
を
し
ま
い

を

き

ス
い
笑

で
笑

て
く
る

 
レ
ミ

に

に

 
玲
音

落
ち
着
け
お

 
レ
ミ

せ

執
事
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発
に
イ
ラ
つ
い
た
レ
ミ
リ
ア
は

を
立
て
て
向
か
お
う
と
す
る
が
玲
音
に

め
ら
れ
る

 
紫
 

そ
の
吸
血
⻤
を

え
て
お
い
て
頂

 
紫
は
パ

ン

と

パ

ン
を
す
る
と
電
車
が

く
光
出
す

そ
し
て

 
ド

ン

 
電
車
は
大

発
を
引
き
起
こ
す

ど
う
や
ら
あ
れ
は
定
番
の
車

弾
だ

た
み
た
い
だ

発
に

き
込
ま
れ
た
正
邪
も
あ
れ
で
は

タ

で
は

ま
さ
れ
な
い
だ
ろ
う

 
霧
雨

終
わ

た
な

 
霊
夢

や

た
か
し
ら

 
蓮
 

人
共
そ
れ
を
言

ち

目
だ

て

 
だ

て
そ
れ
は

に
フ
ラ
グ
な
の
だ
か
ら

す
る
と

が
一

で

え

を
構
え
た
正
邪

が
現
れ
る

 
正
邪

た
く
危

じ

か

 

ら
や

り
も
の
の
見
事
に
フ
ラ
グ
回

し
た
よ

そ
れ
よ
り
も
今
の

発
は
い

た
い
ど
こ
に

え
た
の
だ

 
正
邪

さ
て
こ
れ
は
仕
返
し
だ
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正
邪
の

つ

は
禍
々
し
く
光
出
す

そ
し
て

時
に

分
の

感
は
告

た
あ
れ
は
危
険
だ

と 
蓮
 

 
霊
夢

え

蓮

 
す
ぐ
に
霊
夢
に

い

さ
る
よ
う
に

う
と

時
に

 
正
邪

秘
技
 
リ

リ
オ
ン
カ
ウ
ン
タ

 

分
達
の
目
の
前
が
い
き
な
り
の
真

暗
に
な
る

そ
し
て

 

ン

ン

ン

 
無
数
に

弾
し
て
い
く
音
が
鳴
り

く

 
霊
夢

何
が
ど
う
な

て

 
蓮
 

霊
夢

 
い

た
い
何
が
ど
う
な

て
い
る
の
だ
ろ
う
か

今

い

さ

て
い
る
霊
夢
だ
け
は
ど
う
に

か
し
て
で
も
守
ら
な
け
れ
ば

そ
う
思

た
そ
の

間

 
正
邪

あ
の
時
の
仕
返
し
だ

ん
じ
て
受
け
や
が
れ

 

ン
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蓮
 

ガ
ハ

 
霊
夢

れ

蓮

キ

 

中
に

撃
が
走
り

弾
音
が
鳴
り

い
た

力
が

け

分
は
霊
夢
の
悲
鳴
が
聞
こ
え
る
中

そ
の
ま
ま
闇
の
中
で

り
に
つ
い
た
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
晴
明

は
い
今
回
は

が
後
書
き
し
ま
す

そ
れ
に
し
て
も

 
怠
惰
さ
ん
約

間
ぶ
り
で
す

 
怠
惰

そ
う
だ

 
晴
明

こ
の

間
な
に
か
あ
り
ま
し
た
か

 
怠
惰

え

と
ス
マ

が
新
し
く
な

た
ぐ
ら
い
か
な

 
晴
明

言
わ
れ
て
み
る
と
変
わ

て
る

 
怠
惰

た
だ

え
て
言
お
う
か
や
は
り
使
い
に
く
い

 
晴
明

そ
う
な
ん
で
す
か
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怠
惰

う
ん

ち
は
前
い
や
前
の
前
が
一
番
だ

た

 
晴
明

そ
ん
な
に
で
す
か

 
怠
惰

も
う

ち
の

に
上
か
ら
メ

が
流
れ

 
て
く
る
わ

が
使
い
に
く
く
な
る
わ
最
悪
だ
よ

 
晴
明

あ
り

ま

 
怠
惰

ま

す
る
な
ら
こ

ち
か
な

 
晴
明

利

し
か
な
い
じ

な
い
で
す
か

 
怠
惰

本
当
に
そ
れ
し
か
な
い
よ

 
晴
明

で

こ
れ
は
続
け
て
い
く
ん
で
す
か

 
怠
惰

そ
の
つ
も
り
だ
よ
終
わ
り
は
ま
だ
ま
だ
先
だ

 
晴
明

そ
う
で
す
か
な
ら
良
か

た
で
す
さ
て
時
間
も
時
間

 
で
す
し
終
わ
り
ま
し

う
か

 
怠
惰

あ
い
よ
そ
れ
じ

今
回
は
こ
こ
ま
で

 
晴
明

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

 
怠
惰

そ
れ
で
は
ま
た
次
回
バ
イ
バ
イ



 第３５６話 天邪⻤ 逃走

 
第
３
５
６
話
 
天
邪
⻤
逃
走

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
友
人
の
傲
慢
に
進
め
ら
れ
る
が
ま
ま
に
遊
戯
王
を
始
め

食

物

キ
が

ど

し
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

最

は

ル

ア
イ

だ

た
の
に
何

か

食

物
に
な

て
し
ま

た

ま

良
い
か

さ
て
そ
こ
ん
な
話
も
あ
れ
な
の
で
本
編
へ

ど
う

 
深
い
深
い
闇
の
中

分
は
見
知
ら
ぬ
場
所
に
立

て
い
た

 
蓮
 

こ
こ

て

 
ど
う
し
て
こ
ん
な
場
所
に
い
る
の
だ
ろ
う
か

確
か
さ

き
ま
で
正
邪
と
戦

て
い
て

そ

う
だ
正
邪
に
や
ら
れ
た
の
か

と
な
る
と
こ
こ
は
死
後
の
世
界
な
の
だ
ろ
う
か

々
た
か
が

弾
し
た
ぐ
ら
い
で
い
や
も
し
か
し
た
ら
落
下
し
た

に

ち
所
が
悪
く
て
そ
の
ま
ま

て
事
な

の
だ
ろ
う
か

 
蓮
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死
ん
で
し
ま

た
の
だ
ろ
う
か

も
し
も
そ
う
な
ら
ま
だ
生
き
た
い

ま
だ
伝
え
て
な
い
事

や

や
り
た
い
事
が
ま
だ
ま
だ

て
い
る
ん
だ

ま
だ
死
に
き
れ
な
い
の
だ

そ
ん
な
事
を

思

て
い
る
と
目
の
前
は
真

暗
な
世
界
か
ら

れ

て
た
景
色
が
映
る

何
処
か
で
見
た
こ
と

が
あ
る

そ
う
だ
こ
れ
は
あ
の
悪
夢
の
世
界

す
る
と
後
ろ
か
ら
と
ん
で
も
な
い
殺
気
が
襲
い

か
か
る

 
蓮
 

 
す
ぐ
に
前
へ
と

動
し
後
ろ
を
向
く
と
そ
こ
に
は
か
つ
て
理
久
兎
が
隠
者
と
し
て

て
い
た

に
着
用
し
て
い
た
黒
い

ト
に
フ

ド
と
い
う

な
り
の
者
が
立

て
い
た

だ
が
理
久
兎

と

う

は

つ
か
あ

た

そ
れ
は
ま
ず

手
は
包

で
グ
ル
グ
ル

き
に
な

て
い
た
事
と

黒
い

ト
は
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な

て
い
た
事
そ
し
て
そ
の
者
の

手
に
は
ボ
ロ
ボ
ロ
と
な

た
刀

が

ら
れ
て
い
た
の
だ

 

 

お
前
は
こ
れ
で
も
生
き
た
い
か

 
蓮
 

何
が
言
い
た
い

 
と
言
い
返
す
と
そ
の
者
は
ボ
ロ
ボ
ロ
の
刀
を
構
え
一
気
に

を

め
て
く
る

回

し
よ

う
と
し
た
が
あ
り
え
な
い
事
に
体
が
動
か
な
い

ま
る
で

り
に
で
も
あ

た
か
の
よ
う
だ
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そ
し
て
そ
の
者
は

分
へ
と
近
づ
き
刀
を

る
い

を
斬
る

 
蓮
 

が

 
何
が
起
き
て
い
る
の
だ

が
分
か
ら
な
い

ま
た

界
が
闇
に
包
ま
れ
て
い

た

闇
の
中
で

何
が
起
き
た
の
か
分
か
ら
ず
に
い
る
と

 

 

蓮

蓮

た
ら

 
聞
い
た
こ
と
の
あ
る

が
聞
こ
え
る

目
を
開
け
る
と
そ
こ
に
は

 
霊
夢

や

と
起
き
た

 
蓮
 

う

え

 
目
の
前
に
霊
夢
の

が
映
る

す
ぐ
に
起
き
上
が
り
後
ず
さ
り

り
を
確
認
す
る

こ
こ
は
何

処
で

分
は

て

何
を

ン
パ
タ

ン
な
記
憶
喪
失
者
み
た
い
な
事
を
思

て
い
る
の
だ
ろ

か

そ
れ
に
さ

き
の
夢

て

 
霊
夢

大

 
蓮
 

え

あ

う
ん
大

だ
よ
霊
夢

 
ま
た
あ
ん
な
変
な
夢
を
見
る
事
に
な
る
と
は

ま
た
何
か
の
予

な
の
か
何
な
の
か

と
り
あ

え
ず
落
ち
着
き

め
て

り
を
見
る
と
そ
こ
に
は
魔
理
沙
や
レ
ミ
リ
ア
に
玲
音
そ
し
て
紫
や
針
妙
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丸
が
気
絶
し
て
い
た

そ
う
か
さ

き
正
邪
の
ス

ル
か
ら
霊
夢
を
守
る
た
め
に

い

さ

て

分
か
ら
受
け
て
地
面
に
落
ち
た
の
か

 
霊
夢

蓮

た
ら
本
当
に
大

な
の

 
蓮
 

大

だ
よ
霊
夢

そ
れ
よ
り
も
正
邪
は

 
霊
夢

暗
転
し
た
ら
も
う
正
邪
は
い
な
か

た
わ
そ
れ
で

 
理
久
兎
達
の
従
者
が
追
跡
し
て
い
る
わ

 
蓮
 

そ
う

 

分
が
い
な
が
ら
面
目
な
い
限
り
で
本
当
に

し

な
い

こ
れ
で
は
霊
夢
達
の
面
目
は
丸

れ
だ

 
蓮
 

ご
め
ん

霊
夢
こ
れ
じ

面
目
も

 
と

言
い
か
け
る
と
霊
夢
は
手
を

り
首
を

に

る

 
霊
夢

う
う
ん
良
い
の
よ
だ

て
面
目
な
ん
て

か
ら
な
い

 
よ
う
な
も
の
だ
し
あ
る
意

で
失
う
も
の
が
な
い
も

 
の

 
蓮
 



 第３５６話 天邪⻤ 逃走

 
強
が

て
言

て
い
る
の
は

ら
れ
た
手
か
ら
感
じ
る

し
い
と
い
う
気

ち
が

々
と
伝

わ

て
く
る

 
蓮
 

霊
夢
そ
れ
だ
け
は
言

ち

目
だ

だ

て
君
は

 
楽
園
の

な
巫
女
な
ん
で
し

 
霊
夢

蓮

 
蓮
 

だ
か
ら
そ
ん
な
事
を
言
わ
な
い
で
よ
何
時
も
の
よ
う

 
に
し
て
よ

じ

な
い
と

が
悲
し
く
な

ち

う

 
よ

 
蓮
 

そ
う

貴
方
の
言
う
通
り

 
手
を

す
と
霊
夢
は

の

を

手
を
パ

ン

と

き
気
合
い
を

れ
る

 
霊
夢

そ
れ
に
ま
だ
逃

ら
れ
た

じ

な
い
も
の

 
蓮
 

う
ん
そ
の

だ
よ

 
悲
し
ん
だ

は

女
に
は

合
わ
な
い

何
時
も
の
よ
う
な
元
気
な

こ
そ
が
一
番
だ

す
る

と
霊
夢
は
何
か
を

た
か
の
よ
う
な
真

ぐ
な
目
で

 
霊
夢

蓮
あ
の
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蓮
 

ん

 
霊
夢

つ
言
い
た
い
こ
と
が
あ

て

そ
の

を

 

て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

 
蓮
 

う
う
ん
お

な
ん
か
良
い
よ

分
が
決
め
た
事
な
ん

 
だ
し
さ

 
霊
夢

一

よ
一

そ
れ
と
最
後
に
何
だ
け
ど

 
吹

れ
た
か
の
よ
う
な

を
し
た
霊
夢
は
何
を
言
う
の
だ
ろ
う
と
思

て
い
た
そ
の
時
だ

 

 

そ
こ
の
バ
カ

ル
共
そ
ろ
そ
ろ
良
い
か

 
聞
い
た
こ
と
な
あ
る

が
し
て
向
く
と
裂
け
目
か
ら
黒
と

狛
が

だ
け
ひ

こ
り
と
出
し

て
黒
は
痛
い
者
を
見
る
よ
う
な
ジ
ト
目
で

狛
は

し

な
さ
そ
う
に
見
て
く
る

 
霊
夢

て
あ
ん
た
達
は
何
時
か
ら
見
て
た
の
よ

 
黒
 

小
僧
が
お
前
を

め
て
い
る
所
か
ら
だ
な

 

狛

え

と
そ
の

す
い
ま
せ
ん

 
て
こ
と
は
結
構

ず
か
し
い
所
か
ら
見
ら
れ
て
い
た
の
か

 
霊
夢

え
て
言

て
い
い
か
し
ら
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黒
 

何
だ

巫
女

 
霊
夢

巫
女
言
う
な

と
い
う
か
い
る
な
ら
い
る

て

 
言
い
な
さ
い
よ

ず
か
し
い
ん
だ
か
ら

 

狛

都
合
が
悪
い
か
な
と
思
い
ま
し
て

 
黒
 

く
は
と
も
思

た
が
報
告
も
し
た
く
て
な

 

狛
や
黒
は
気
を
使

て
く
れ
た
の
は

し
け
れ
ど
出
来
る
な
ら
い
る
な
ら
い
る

て
言

て

欲
し
い

じ

な
い
と

分
は

ず
か
し
さ
の
あ
ま
り
引
き
こ
も
り
に
な

て
し
ま
う

 
霊
夢

あ

も
う
良
い
わ

そ
れ
で
正
邪
は

 
と

霊
夢
が
言
う
と

狛
と
黒
は
裂
け
目
か
ら
出
て
き
て

 

狛

女
な
ら
耶
狛
が
追
跡
を
し
て
い
ま
す
よ
耶
狛
は
あ

 
れ
で
も

覚
は

分
よ
り
も

感
な
の
で

 
黒
 

奴
は
ア

だ
が
追
跡
能
力
は

狛
を
優
に
越
え
て

 
い
る
ん
だ

本
当
に

は
だ
け
は

念
だ
が
な

 
蓮
 

ア

に

 
霊
夢

が

念

て
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実

本
当
に
事
実
だ
か
ら

定
は
出
来
な
い
が
せ
め
て

と
か

て
言

て
あ

た
方
が
良

い
気
が
す
る

と
い
う
か

狛
は
そ
れ
に
つ
い
て
は
反

し
な
い
の
か

 
蓮
 

え

と

狛
さ
ん
耶
狛
さ
ん
の
事
に
つ
い
て
反

は

  

狛

た
ら
し
て
ま
す
よ
蓮
さ
ん

 
あ

こ
れ

狛
も
認
め
て
る
感
じ
だ

そ
ん
な
事
を
言

て
い
る
と
上
空
か
ら
何
か
が

分
達

の
目
の
前
に
降

て
く
る

 
霊
夢

な

何
よ
今
度
は

 

が
上
が
り
そ
の
者
は

を
見
せ
る

そ
れ
は
正
邪
を
追
跡
し
て
い
る

の
耶
狛
だ

た

 
耶
狛

お
待
た
せ

耶
狛
軍

帰
還
し
ま
し
た

 
黒
 

お
前
は
軍

と
い
う
よ
り
二
等

だ
な

 
耶
狛

い

ロ

 

い
一
言
で
耶
狛
は
シ

ク
を
受
け
る
が

ン

ン
と
首
を

り

を

く

 
耶
狛

良
い
も

ん
だ

は

の
事
を
軍

て

 

狛

ご
め
ん
耶
狛
そ
れ
は
な
い
な
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蓮
 

す
い
ま
せ
ん
が

も
で
す

 
霊
夢

良
く
分
か
ら
な
い
け
ど
あ
ん
た
は
し
た

が
向
い

 
て
い
る
わ
よ

 
耶
狛

ガ

ン

 

分
達
の
一
言
一
言
に
グ
サ
リ
と
き
た
の
か
耶
狛
は

手
を
地
面
に
つ
け
て
倒
れ
る

 
蓮
 

あ

す
い
ま
せ
ん
つ
い

 
耶
狛

う
う
ん
良
い
ん
だ
よ

ど
う
せ

は
二
等

ま
り

 
な
の
は
事
実
だ
し
さ

 
霊
夢

う
わ

蓮
と

じ
ぐ
ら
い
で

な
所
は
面
倒

 
蓮
 

そ
こ
ま
で

く
は
な
い
よ

 
こ
こ
ま
で
は

く
は
な
い

き

と
そ
う
だ

そ
う
だ
と
思
い
た
い

 
黒
 

お
い
報
告
し
ろ
あ
の
ガ
キ
は
ど
う
な

た

 
耶
狛

あ

う
ん
追
跡
し
て
た
ん
だ
よ

け
ど

追
跡
し
て

 
た
ら

に
出
た
ん
だ
よ
そ
れ
で
匂
い
が

え
て
て
近

 
く
に
不

然
な

が

つ
も
あ

た
か
ら

ら
く
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は

 

狛

に
飛
び
込
ん
で
逃

た
の
か

 
わ
ざ
わ
ざ
追

手
を

く
た
め
に

し
て
逃

る
と
は
小
物
の

し
て
や
る
な
と
少
し
な
が

ら
感
心
し
て
し
ま
い
そ
う
に
な
る

 
霊
夢

そ
う

 
そ
れ
を
聞
い
た
霊
夢
は
少
し

念
そ
う
だ

 
耶
狛

ご
め
ん

流
石
に
匂
い
が

れ
な
き

話
に
な
ら
な

 
い
ん
だ
よ

 
霊
夢

良
い
わ
も
う
気
に
し
て
は
な
い
か
ら

 
蓮
 

霊
夢

 
何

か
は
分
か
ら
な
い
が
霊
夢
は
吹

れ
た
か
の
よ
う
な
清
々
し
い

を
し
て
い
た

 
霊
夢

失

た

用
は
ま
た
少
し
ず
つ
で
も

り
戻
し
て
い

 
け
ば
良
い
し

そ
う
よ

蓮

 
蓮
 

う
ん

も

力
す
る
よ

 

ら
く
霊
夢
が
言
い
か
け
た
事
そ
れ
は
も
し
も
の
時
は
ま
た
博
麗
神
社
の

を
少
し
ず
つ
で
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も

り
戻
し
て
い
こ
う
と
い
う
事
を
言
お
う
と
し
た
の
だ
ろ
う

 
霊
夢

さ

て
と

て
い
る
魔
理
沙
達
を
起
こ
し
ま
し

う

 
か

 
蓮
 

う
ん

 
そ
う
し
て

分
達
は
気
絶
し
て
い
る
者
達
を
起
こ
し
博
麗
神
社
へ
と
戻
る
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
鈴

つ
つ
ま
だ
痛
い
よ

 
狗
神

あ
の
天
邪
⻤
が

 
怠
惰

断
し
た
ら

メ
だ
よ

 
狗
神

し
て
は

 
鈴

い
た
よ

 
神
楽

で
も
あ
の

は
一
体
ど
こ
か
ら

 
怠
惰

ま

近
い
う
ち
に
は
分
か
る
さ

そ
れ
と
次
回
か
ら
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理
久
兎
君
の
小
説
を
投
稿
す
る
か
ら
お
楽
し
み
に

 
鈴

こ
の
討
伐
戦
の
裏
に
は
ま
さ
か
だ
け
ど

 
怠
惰

さ

そ
こ
は
見
て
の
お
楽
し
み
そ
れ
じ

時
間
も

 
良
い
頃
だ
し
終
わ
ろ
う
か

 
狗
神

ち

そ
ん
じ

次
投
稿
し
た
ら
よ
ろ
し
く
な

 
鈴

そ
れ
じ

者
様

 
神
楽

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た



 第３５７話 裏にいた者

 
第
３
５
７
話
 
裏
に
い
た
者

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

ま
た
今
日
か
ら

方
を
投
稿
す
る
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い

し
ま
す

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
博
麗
神
社
へ
と
帰
宅
し
た

分
達
の
空
気
は
少
し
な
が
ら
暗
い

無
理
も
な
い
だ
ろ
う

つ
気

で

ん
だ
に
も
関
わ
ら
ず
負
け
て
博
麗
神
社
へ
と
戻

て
き
た
の
だ
か
ら

 
レ
ミ

あ

カ
つ
く

 
玲
音

し
か
し
あ
の

ス
ロ
リ
中
々
出
来
る
な

 
霧
雨

前
と
ま
ん
ま

じ
で
負
け
た

 
少
名

正
邪
の

行
を
ま
た

め
れ
な
か

た

 
紫
 

 
そ
ん
な
感
じ
で
参

し
た
理
久
兎
従
者

外
の
面
々
は

な
が
ら
も

い
空
気
に
な

て
い
た
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耶
狛

ご
め
ん

力
に
な
れ
な
く
て

 

狛

面
目
な
い
限
り
で
す

 
黒
 

あ

 
紫
 

良
い
の
よ
貴
方
達
が
悪
い

じ

な
い
わ

 

人
は

し

な
さ
そ
う
に
し
て
い
る
の
だ
が

ど
う
も
引

か
る
ん
だ
よ
な

 
黒
 

ど
う
か
し
た
か
小
僧

 
蓮
 

え

い
や

正
邪
が
言

て
い
た
事
が
少
し
気
に
な

 

て
て

 
少
名

ど
う
い
う
事
な
の

 
蓮
 

正
邪
は

奴
に
下

上
す
る

て
言

て
い
た
の
を

 
聞
い
た
の
で

そ
れ
に
最

を
見
た
時
に
ク
ソ

 

た
れ
な
神
の
お

し
め
し

て
言

て
い
た
の
が

 
気
に
な
る
ん
だ
よ

 
そ
れ
を
聞
い
た

は
ま
さ
か
と
い
う
反

を
す
る

ま

無
理
も
な
い
だ
ろ
う

神
で
あ
り

色
々
と
ト
ラ

ル
を
引
き
起
こ
す
ト
ラ

ル
メ

カ

な
神
は
こ
の
幻
想
郷
に
は
守
矢
神
社
の
神



 第３５７話 裏にいた者

そ
し
て
地
底
に
住
む
理
久
兎
と
い
う
か
守
矢
の
二
神
が
落
ち
着
き
す
ぎ
て
理
久
兎
し
か
思
い

か

な
い
か
ら
だ

 
紫
 

狛
に
耶
狛
に
黒
さ
ん
ま
さ
か
こ
の
件
に

様

 
が
関
わ

て
い
ら

し

い
ま
す
か

 
紫
の

は
笑

て
い
る
に
は
笑

て
い
る
が
目
が
一

た
り
と
も
笑

て
な
い

 

狛

え

え

と

 
耶
狛

う

ん
何
と
い
う
か

 
黒
 

等
も
よ
く
知
ら
ん

 
蓮
 

え

良
く
知
ら
な
い

て

 
よ
く
知
ら
ん

て
ど
う
い
う
事
だ
ろ
う
か

 
耶
狛

前
に
マ
ス
タ

が
地
底
を
滅

に
し
た
黒
幕
を

 
シ
バ
き
に
行

た
の
は
覚
え
て
る
け
ど

 

狛

そ
の
後
の
結

が
よ
く
分
か
ら
な
い
ん
だ
よ

 
黒
 

気
に
な
る
な
ら
問
い
た
だ
し
に
行
け
ば
良
い
ん
じ

 
な
い
の
か
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聞
い
て
い
る
と
や
は
り
理
久
兎
は
正
邪
と
何
か
し
ら
の
関
わ
り
が
あ
る

そ
し
て

ら
く
こ
の

討
伐
戦
の
裏
で

を
引
い
て
い
る
で
あ
ろ
う
事
は

確
定
だ

 
レ
ミ

そ
れ
な
ら
説
明
が
つ
く
わ
あ
の
男
の

命
は
見
れ
な

 
い
し

 
玲
音

ま
た

奴
か

 
霊
夢

こ
れ
は
少
し
と

ち
め
に
行

た
方
が
良
い
か
し
ら

  
霧
雨

聞
い
て
い
る
と
な

 
そ
う
言
う
が
ま
だ
理
久
兎
が
黒
幕
と
は
確
定
し
た

で
は
な
い

ま
だ

確
定
の
レ

ル
で

あ
る
と
い
う
の
を

れ
て
は
な
ら
な
い

 
少
名

蓮
さ
ん

 
蓮
 

ん

 
少
名

奴

て
言

て
る
け
ど
そ
れ

て
前
に
宴
会
に
来

 
な
か

た

の
神
様

 
蓮
 

そ
う
だ
よ
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少
名

も
し
そ
の
人
と

突
し
た
ら
ど
う
な
る
の

 
ど
う
な
る
の
か

的
な
パ
タ

ン
は
理
久
兎
は

子
の
紫
に
ボ

さ
れ
て
反
省
さ
せ
ら
れ

る
の
が
お
約
束
だ
ろ
う
け
ど
も
し
も
理
久
兎
が
ガ

逆
ギ
レ
し
た
ら

ら
く
ボ

さ
れ
る
の
は

分
達
だ

 
蓮
 

う

ん
何
と
も
言
え
な
い
か
な

 
霊
夢

そ
う

気
ま
ぐ
れ
過
ぎ
て
分
か
ら
な
い
わ

 

分
と

意
見
な
の
か
霊
夢
も
分
か
ら
な
い
と

え
た

ま

本
当
に
あ
の
神
に
限
ら
ず
だ
け

れ
ど
気
ま
ぐ
れ
な
の
が

く
て
分
か
ら
な
い
の
は

た
も
の
だ

 
紫
 

人
共

 

狛
 

 
耶
狛

ゆ

紫
ち

ん

た
ら

い
よ

 
紫
 

失

こ
れ
で
も
笑

て
る
の
よ

 
黒
 

で
何
だ
よ

 
紫
 

今

様
は
い
ら

し

る
わ
よ

 

狛
と
耶
狛
は
紫
の

で

え
る
な
か
黒
は
や
れ
や
れ
と

れ
な
が
ら
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黒
 

あ

い
る

 
紫
 

う
わ
何
処
に
い
る
の
か
き
い
る
の
よ

 
黒
 

や
れ
や
れ

よ

子
が

を
ご
所
望
だ
が

 
と

黒
が

ぶ

す
る
と

 

 

お
い
お
い
バ
ラ
す
な
よ
黒

 

が

後
か
ら
聞
こ
え
て
く
る

後
ろ
を

り
向
く
と
そ
こ
に
は
⻑

に
見
た
目
の
容

に
は

合
わ
な
い

サ
い
ア
ロ
ハ
シ

ツ
を
着
た
男
い
や
話
の
中
心
に
い
た
神
が
い
た

 
紫
 

様
そ
ん
な
所
に
い
ら
し
た
の
で
す
か

 
無

そ
れ
は
当
然
な
が
ら
理
久
兎
だ

 
少
名

あ
れ
が

 
蓮
 

そ
う
深
常
理
久
兎
ま
た
の
神
名
は
深
常
理
久
兎
乃

 
大
能
神
で
紫
さ
ん
の

だ
よ

 
と
説
明
を
し
て
い
る
と
ゆ

く
り
と
理
久
兎
は

方
へ
向
か

て
歩
い
て
く
る

そ
ん
な

を
見
た
玲
音
は
ガ
ン

レ

ド
に
手
を
か
け
よ
う
と
す
る
が
レ
ミ
リ
ア
が

さ
せ

分
と
霊
夢

は

に
よ
り
道
を
開
け
る
と
そ
の
真
ん
中
を
通
り
紫
の
前
へ
と
理
久
兎
は
た
立
つ



 第３５７話 裏にいた者

 
紫
 

様

聞
い
て
も
よ
ろ
し
い
か
し
ら

 
理
 

ま

大
方
は
正
邪
の
事
だ
ろ

 
や
は
り
何
も
言

て
な
い
の
に
正
邪
の
名
前
が
出
て
き
た

理
久
兎
は
正
邪
の
事
に
つ
い
て
何

か
知

て
い
る
の
は
確
定
だ
ろ
う

 
紫
 

え

様
で
す
よ

正
邪
に
あ
の

を

え

 
た
の
は

嘘
や

り
な
し
で
話
し
て
下
さ
い
ま
す
で

 
し

う
か

 
理
 

な
ら

つ
か
に
分
け
て
話
そ
う
か

ま
ず
は
正
邪
に

 

だ

け
を

え
た
か

か

え
は

 

定
し
た
だ
と
そ
れ
だ
と
理
久
兎
が
関
わ

て
い
る
と
い
う
の
は

討

い
な
の
か

 
紫
 

な
ら
正
邪
を
何
処
で
知
り
ま
し
た
の

 
理
 

そ
れ
は

地
底
の

動
を

え
た

後
に
裁
判
所
か

 
ら

が

て

動
を
引
き
起
こ
し
た
張
本
人

 
ま

正
邪
な
ん
だ
け
ど
そ
い
つ
を
退
治
ま
た
は

 
し
て
来
い

て
映
姫
ち

ん
か
ら

が
あ

て
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そ
れ
で
ボ

し
に
行

て
知
り
合

た
ん
だ
よ

 
ど
う
や
ら
理
久
兎
も
正
邪
の
討
伐
に

分
達
よ
り
も

く
に
参

し
て
い
た
み
た
い
だ

だ
が

な
ら
何

に
理
久
兎
は
正
邪
を
逃
が
し
た
の
か
が
気
に
な
る

 
霊
夢

で
も
あ
ん
た
が
あ
ん
な
小
物
を

り
逃
が
す
な
ん
て

 

し
い
わ

 
紫
 

え

可
笑
し
い
で
す
わ

 
理
 

う

ん
ま

ボ

ボ

に
し
て

と
も
思

た
よ

 
け
れ
ど

興
が

が
れ
ち

て
さ

 
玲
音

興
だ

 
理
 

そ
う
あ
ん
な
小
物
を

ま
え
た
だ
け
で
も
地
獄
の

 
中
に
は
負

に
な
る
ん
だ

そ
れ
だ

た
ら
大
物

 
と
か
に
な

て
く
れ
な
い
と
な

 

え
て
言
お
う
結

が
ご

の
あ
り
さ
ま
だ

 
紫
 

様
に
聞
き
ま
す
が
貴
方
は
こ
の
幻
想
郷

 
の

で
は
な
い
で
す
わ
よ
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理
 

ハ

ハ

ハ

で
も
な
け
れ
ば

方
で
も
な
い

 

言

て
し
ま
え
ば
そ
う
だ
な

は
願
望
を
も

 

と
も
強
く
思
う
奴
の

方
さ

 
理
久
兎
は
楽
し
そ
う
に
笑
う
が

分
達
の
立
場
か
ら
し
た
ら
笑
え
な
い
話
だ

ジ

と
紫
は
理

久
兎
を
見
続
け

 
紫
 

そ
う
で
す
か

ど
う
や
ら
そ
の

が
曇

て
い
る

 
で
は
な
い
み
た
い
で
す

 
理
 

ま

な

 

張
し

や
や
か
な
空
気
が
少
し
だ
け
変
わ
る

だ
が
こ
の
話
を
聞
い
て
い
て
時
に
理
久
兎
は

に
も
な
る
し

方
に
も
な
る
と
い
う
の
は
よ
く
分
か

た

だ
が

時
に
思

た

 
蓮
 

な
ら
聞
き
た
い
で
す
が
正
邪
は
何
を
強
く
願

た
ん

 
で
す
か
理
久
兎
さ
ん

 
正
邪
は
何
を
願

た
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
事
だ

す
る
と
理
久
兎
は

を
開
き
す
ん
な
り
と

え
て
く
れ
る

 
理
 

奴
が
願

た
も
の
は

に
言
え
ば
力
も

と
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し
く
言
え
ば
お
前
達
を
見
返
す
力
だ

 
霊
夢

見
返
す
力

 
理
 

そ
う
ま

奴
は
全
て
を

し
て

分
の
世
界
を

 

ろ
う
と
い
う
願
望
が
あ

た

だ
が
し
か
し
だ

 
そ
れ
を
蓮
お
前
が

し
た
ん
だ
ろ

 
蓮
 

え

ま

 
確
か
に
正
邪
を
ボ

し
た
の
は
事
実
だ

今
の
正
邪
の
方
が
断
然
強
か

た
が
小
槌
で
強
化
さ

れ
て
い
た
時
も
結
構
強
く
て
よ
く
覚
え
て
る

 
理
 

そ
の
結

奴
の
願
望
は
そ
の
願
望
を
上
回
る
願

 
望
が
生
ま
れ
た
の
さ
そ
れ
こ
そ
が

分
を

め
た
奴

 
へ
の
仕
返
し
つ
ま
り
は
真
の
下

上
だ

 
少
名

真
の
下

上

て

 
霧
雨

て
か
よ
聞
い
て
る
と
結
局
は
お
前
が
力
を

え
た
ん

 
じ

な
い
か

 
理
 

魔
理
沙
ち

ん
は
失

だ
な

は
何
も

え
ち

い
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な
い
こ
れ
は

れ
も
な
い
事
実
さ

 
と

言
う
と
霊
夢
は

を
近
づ
け

 
霊
夢

蓮

貴
方
は
本
当
に
そ
う
思
う

 
蓮
 

う
う
ん
思
え
な
い
よ

 
霊
夢
と
も

意
見
だ
が
は
た
し
て
本
当
に
そ
う
な
の
だ
ろ
う
か

実

は

ミ
と
か
言

て

て
た
風
に

て
ア
イ
テ

を
あ

た
ん
じ

な
い
か
な

 
蓮
 

で
も
考
え
過
ぎ
な
よ
う
な
気
も
す
る
け
ど

 
霊
夢

そ
う

奴
は
よ
く
分
か
ら
な
い
わ

 
考
え
す
ぎ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い

少
し

け
て
る
理
久
兎
が
そ
ん
な
事
す
る

も
な
い
と

思
う
し

い
や
理
久
兎
だ
か
ら
や
る
の
か
な

良
く
分
か
ん
な
い
や

そ
ん
な
事
を
思

て
い
る

と 
理
 

因
み
に
お
前
ら
さ
相
手
が
正
邪
だ
か
ら

て

く
見

 
た
だ
ろ

 

の
ト

ン
を
下

て
そ
う
言

て
く
る

 
レ
ミ

ど
う
い
う
意

か
し
ら
そ
れ
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理
 

言

通
り
さ

ン
パ
イ
ア
レ

そ
れ
と
さ
紫

 
ち

ん
に
聞
き
た
い
け
ど

の
教
え
は
覚
え
て
る
よ

 
な

 
紫
 

相
手
が

よ
り
も
格
下
で
あ

て
も

く
見
る

 
事
な
ら
ず
で
す
わ
よ

 
理
 

そ
う
だ
そ
れ
を

ま
え
て
お
前
達
に
聞
き
た
い
け
ど

 
結
局
は
ど
う
だ

た
の

相
手
が

よ
り
格
下
だ

 
刺
客
を

り
つ
け
て
も
生
き
て
い
る
の
は

が
良
い

 
か
ら
だ
と
か
一
度
は

利
し
て
る
だ
か
ら

て
る
と

 
か
ま
さ
か
そ
ん
な
安

な
考
え
し
て
な
い
よ
な

 
と

れ
な
が
ら
言

て
く
る

そ
れ
に
対
し

に

る
針
妙
丸
が

を
張
り
上

る

 
小
人

そ

そ
ん
な
事
な
い

な
い
よ

 
黒
 

え
て
言
う
が

は
な
い

 
耶
狛

も
な
い

 

狛

分
も
で
す
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と
針
妙
丸
と
理
久
兎
の
従
者
達
は
言
う

だ
が
正

な
話
で
だ
が
少
な
か
ら
ず
そ
う
思

て

い
る

分
が
い
た

正
邪
は
実

は
物
に
頼

て
い
る
が
た
め
に
実

は

い
そ
う
思

て
い

た

ら
く
そ
れ
は
霊
夢
や
魔
理
沙
い
や
こ
の
場
の
者
の

ど
が
そ
う
思

て
い
た

だ
ろ
う

 
理
 

そ
れ
が

行
と
言

て
い
る
だ
よ

そ
ん
な
ん
じ

 
正
邪
を
倒
す
所
か

や
り
で
後
ろ
か
ら
サ
ク

と
刺

 
さ
れ
て
終
わ
り
だ

 
反

し
た
い
に
は
し
た
い

だ
が
言

て
い
る
事
は
正
し
い
た
め
反

が
で
き
な
い

 
蓮
 

ご
も

と
も
で
す

 
玲
音

せ

正

を

べ
や
が

て

 
霊
夢

う
ざ
い
け
ど
言
い
返
せ
な
い

 
理
 

ま

そ
の
考
え
を
見

せ
そ
う
す
れ
ば

ず
と

て

 
る
よ
う
に
は
な
る
と
思
う
け
ど

 
そ
う
い
え
ば
昔
に
お

ち

ん
に
も
言
わ
れ
た

け

負
事
に
お
い
て
の
最
大
の

は

分

の
心

て

ま
だ
そ
の
時
は
よ
く
分
か
ら
な
か

た
け
ど
今
な
ら
少
し
だ
け
分
か

た
気
が
す

る
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理
 

ま

今
一
度
そ
の
考
え
を

め
る
ん
だ
な

お

と

 
時
間
も
時
間
か
紫
す
ま
な
い
が

人
を

れ
て
帰
る

  
空
を
見
上

て
み
れ
ば
も
う

れ
時
だ

理
久
兎
も
や
る
事
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か

理
久
兎

の
言

に
紫
は

を
開
き

 
紫
 

え

構
い
ま
せ
ん
わ
た
だ

様

 
理
 

何
だ

 
紫
 

に
は

女
を
生
か
す
理

が
あ
ま
り
理
解
で
き
ま

 
せ
ん
わ

 
確
か
に
言
わ
れ
て
み
る
と
何

理
久
兎
は
正
邪
を
生
か
し
た
の
だ
ろ
う
か

れ
て
も
行
か

な
い
理

だ

た
り
も

な
理

だ

た
し

理
久
兎
は
そ
の

問
に

え
だ
す

 
理
 

生
か
す
理

て

と
り

く
言
え
ば
刺
激
的

 
な

が

人

人
は
こ
の
幻
想
郷
に
は

な
の
さ

 
じ

な
い
と
悪

が
い
な
け
れ
ば
ヒ

ロ

だ

た

 
り
ヒ
ロ
イ
ン
は
活

で
き
な
い
だ
ろ
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紫
 

つ
ま
り

悪
と
い
う
事
で
す
か

 
理
 

ま

そ
う
い
う
事
だ

 

に
生
か
す
理

は

分
達
を
活

さ
せ
る
た
め
と
言
う
の
か

そ
れ
に

悪

て
言

て

い
る
こ
と
が

ろ
し
い
事
こ
の
う
え
な
い

そ
ん
な
の
正
義
の

も
悪
の

も
全
て
を

定

す
る
か
の
よ
う
な
言
い
方
な
の
だ
か
ら

 
理
 

ま

こ
れ
は
あ
く
ま
で

の
意
見
だ
お
前
達
に
は
お

 
前
達
の
意
見
が
あ
る
だ
か
ら
そ
の

は
ま
た
考
え
な

 
よ

ま
た
手

け
が

に
な

た
ら

に

え

 
て
や
る
か
ら
さ

狛

耶
狛

黒

仕
事
も
終
わ

 

た
し
帰
る

 

狛

分
か
り
ま
し
た

 
耶
狛

了
解

 
黒
 

あ
い
よ

 
そ
う
言
い

人
は
裂
け
目
を

る

 
理
 

そ
ん
じ

あ
な



 第十八章 平和の日常へ

 
そ
う

き
理
久
兎
達
は
裂
け
目
へ
と

り

を

し
た

 
霊
夢

蓮

 
蓮
 

 

た

分
達
は
た
だ
た
だ

し
て
立
ち

く
す
事
し
か
出
来
な
か

た
の
だ

た

 
怠
惰

そ
れ
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

あ

 
鈴

理
久
兎
も
ま
た
変
な
事
を
考
え
る
よ

 
神
楽

え

 
狗
神

奴
の
行
動
の

つ

つ
が
予
想
だ
に
で
き
な
い
の

 
が

い
と
こ
ろ
だ
な

 
鈴

う
ん
異
変
起
こ
し
た
り

し
て
き
た
り
狂
乱
し
て

 
世
界
滅

そ
う
と
し
た
り

て
色
々
と
可
笑
し
な
行

 
動
に
で
て
る
よ



 第３５７話 裏にいた者

 
怠
惰

ま

奴
の

事

が
ジ

カ

だ
か
ら

 
に
も
な
る
し

方
に
も
な
る
か
ら

奴
は

分
の

 
ル

ル
で
生
き
て
る
か
ら

 
神
楽

な
神
様
で
す

 
怠
惰

ま

分
だ
け
ど
正
邪
が
蓮
達
を
殺
そ
う
と
し
た

 
ら
流
石
に

め
に
は

る
と
は
思
う
よ

 
狗
神

は
い
る
の
か

 
怠
惰

分

そ
の
た
め
に
も

狛
達
を

し
た
と
思
う

 
し

ま

分
か
ん
な
い
け
ど

 
狗
神

お
い
お
い

 
怠
惰

さ
て
時
間
も
時
間
だ
し
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
鈴

そ
れ
じ

者
様
ま
た
月

日
も
よ
ろ
し
く

 
神
楽

そ
れ
で
は

者
様

 
狗
神

ま
た
な



 第十八章 平和の日常へ

 
第
３
５
８
話
 
気
晴
ら
し
の
散
歩

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
カ
ス
タ

キ

ス
ト
な
る
ア

リ
が

外
に
も
面
白
い
と
思
い
な
が
ら

と
し
て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

暇

し
に
何
処
ま
で
出
来
る
か
な
と
思
い
ち

ろ

と

に
耶
狛
を

た
ら
あ
れ

外
に
も

て
る
な
何
て
思

て
し
ま
い
ま
し
た

お

と
失

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
正
邪
の
戦
い
か
ら
数
日
が
経
過
し
博
麗
神
社
で
は

 
霊
夢

あ

本
当
に

カ
つ
く

 
蓮
 

ま

ま

 
未
だ
に
霊
夢
の

は
不

だ
無
理
も
な
い

正
邪
に
は
逃

ら
れ
理
久
兎
か
ら
ド
正

を

べ
ら
れ
れ
ば
こ
う
な
る
だ
ろ
う

 
蓮
 

で
も
さ
正
邪
に
負
け
た
事
に
対
し
て
言

て
る
事
は

 

外
に
も
正
し
い
ん
だ
よ



 第３５８話 気晴らしの散歩

 
霊
夢

う

ん
そ
う
だ
け
ど

た
だ
で
も
最
後
の
あ
の
言
い

 
方
は
な
い
と
思
う
わ
よ

達
が

達

ら
で

を

 

た
と
し
た
ら
そ
れ
は
た
だ
の
イ
ン

キ
よ
妖
怪
退

 
治
を
す
る

と
し
て
は
見
過
ご
せ
な
い
わ
よ

 
蓮
 

う
ん

 
だ
が
霊
夢
や
魔
理
沙
が
こ
う
し
て

け
る
の
は
妖
怪
と
い
う

が
あ
り
異
変
を
解
決
す
る
と

い
う
仕
事
が
あ
る
か
ら
こ
そ
妖
怪
退
治
者
と
し
て

け
る

け
れ
ど
も
し
も
そ
れ
が
な
く
な
れ
ば

ど
う
な
る
の
か
な

て
思
う
の
だ

 
霊
夢

あ

も
う
本
当
に

が
痛
く
な

て
き
た
わ

 
縁

で

転
が
り
た
め

混
じ
り
に
そ
う

く

 
蓮
 

ま

ま

 
因
に
だ
が

の
話
に
よ
る
と
霊
夢

外
の
面
々
も
こ
ん
な
感
じ
に
な

て
い
る
ら
し
い

特
に

レ
ミ
リ
ア
に
限

て
は
元
々
か
ら

ラ
イ
ド
が
高
い
が
た
め
に
よ
り
い

そ
う
の

が

に
な

て
い
る
だ
と
か

玲
音
さ
ん
も
咲
夜
さ
ん
も
大
変
そ
う
だ
な

 
蓮
 



 第十八章 平和の日常へ

 
し
か
し
霊
夢
も
こ
の

子
だ
と
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
り
か

な
い
し
な

そ
れ
に
今
日
は
居

し

て
い
る
針
妙
丸
も

険
が
し
た
い
と
か
で
外
出
し
て
い
る
し
た
ま
に
は
霊
夢
と
も
一

の
外
出
も

か

て
一

脱
ぐ
か

 
蓮
 

霊
夢

 
霊
夢

何
よ

 
蓮
 

気
晴
ら
し
に
少
し
散
歩
に
で
も
行
か
な
い

 
霊
夢

今
は
そ
ん
な
気
分
じ

な
い
し
面
倒
だ
か
ら
パ

 
蓮
 

折

た
ま
に
は
お

を

て
あ

よ
う
と
思

た

 
の
に
な

 
そ
れ
を
聞
く
と
霊
夢
は
飛
び
起
き

を

い
て
外
へ
と
出
る
と

 
霊
夢

何
を

さ

と
し
て
る
の
よ
行
く
わ
よ

 
蓮
 

返
し
が

い
な

 
流
石
は
欲
に
忠
実
な
巫
女
様
だ

だ
け
ど
そ
こ
が
霊
夢
ら
し
い
ん
だ
け
ど

ク
ス
リ
と
笑
い

霊
夢
に
続
き
空
を
飛
ぶ
の
だ

た

そ
う
し
て

動
し
人
里
へ
と
降
り
る

 
霊
夢

相
変
わ
ら
ず
人
で
い

い



 第３５８話 気晴らしの散歩

 
蓮
 

そ
う
か
な

 
あ
ん
ま
り
霊
夢
は

の
人
里
に
来
る
こ
と
が
な
い
か
ら
そ
う
思
う
の
だ
ろ
う
け
ど
今
は
そ
れ
で

も
今
は
あ
ま
り
人
が
通
ら
な
い
よ
う
な
時
間
な
ん
だ
け
ど
な

 
蓮
 

そ
れ
で
何
を
食
べ
る

 
霊
夢

え

そ
う

な
ら
前
に
言

て
い
た
い
な
り

 
を
食
べ
に
行

て
も
良
い
か
し
ら

 
蓮
 

あ

あ
そ
こ
の
お

り
屋
か
良
い
よ

 
そ
う
し
て
お

り
屋
へ
と
行
く
と

が
上
が

て
い
た
か
ら
ま
だ
や

て
い
る
な

を

く
ぐ
り
中
へ
と

り

 
蓮
 

す
み
ま
せ
ん
ま
だ
や

て
い
ま
す
か

 
と

聞
く
と

く
よ
か
な
女
性
の
定
員
が
気
づ
き
近

て
く
る

 
店
員

あ

蓮
先
生
え

ま
だ
や

て
い
ま
す
よ
お
一
人
様

 
で
す
か

 
蓮
 

い
え

 
後
ろ
に
い
る
霊
夢
を
見
せ
る
よ
う
に

分
の

を
動
か
す

店
員
を
見
た
霊
夢
は

リ
と



 第十八章 平和の日常へ

を
下

 
霊
夢

ど

ど
う
も

 
店
員

あ
ら
あ
ら
巫
女
様
ま
で
な
ら
お
二
人
で
す

は
ど

 
う
し
ま
す

 
蓮
 

え

と
外
の
縁

で
も

 
店
員

え

そ
ち
ら
へ
ど
う

 
そ
う
言
わ
れ

分
達
は
縁

に
座
る

す
る
と

り
か
ら

が

分
達
に
向
け
ら
れ
る
の
を

感
じ
る

や
は
り
霊
夢
が
い
る
と
少
し
だ
け
目
立
つ
な

霊
夢
の
た
め
に
も
中
に
す
る
べ
き
だ

た
か
な

 
霊
夢

う

ん

は

た
ま
に
は
人
里
か
ら
見
る
空
も

 
良
い
も
の

 
蓮
 

あ

う
ん

こ
の

で
大

だ

た

 
霊
夢

え

何
で
よ

 
あ

こ
れ
霊
夢
の
性
格
が
元
々
か
ら
図

い
せ
い
な
の
か
ま

た
く
気
に
し
て
な
い
や

ま

こ
れ
で
悪

を
言
う
よ
う
な
命
知
ら
ず
さ
せ
出
な
け
れ
ば
問

な
い
の
か
も
し
れ
な
い



 第３５８話 気晴らしの散歩

 
蓮
 

あ

う
う
ん
何
で
も
な
い

 
霊
夢

そ
う

 
と
言

て
い
る
と
先
程
の
店
員
が
お

と
お
品
書
き
を

て
外
へ
と
出
て
く
る
と

に

い
て
い
く

 
店
員

ご
注

は

 
蓮
 

え

と
い
な
り

で

霊
夢
は

 
霊
夢

そ
う

な
ら

も
そ
れ
で
良
い
わ

 

 
店
員

い
な
り

が

つ
で
す

分
か
り
ま
し
た

 
そ
う
言
い
店
員
は
店
へ
と

て
い
く

 
霊
夢

因
に

し
い
の

 
蓮
 

う
ん
お
値

も
良
い
し

も
良
い
し
中
々
だ
よ

 
霊
夢

ん

 
蓮
 

大

だ
よ
本
当
に

し
い
か
ら

 
と

言
い
な
が
ら
お

を

む

す
る
と
霊
夢
は
何
を
思

た
の
か

 
霊
夢

修
行
し
よ
う
か
な



 第十八章 平和の日常へ

 
蓮
 

フ

 
突
然
の
発
言
に
お

を
吹
き
出
し
て
し
ま

た

 
霊
夢

大

 
蓮
 

う

う
ん

何
で
ま
た

 
ま
さ
か
あ
の
修
行
を
い
い

や
り
そ
し
て
サ
ボ
り
に
も
定

の
あ
る
あ
の
霊
夢
が
修
行
と
か

言
い
出
し
た
よ

明
日
は
も
し
か
し
た
ら

吹
雪
な
の
か
も
し
れ
な
い

 
霊
夢

あ
ん
た
失

な
事
を
思

た
で
し

 
蓮
 

い

い
や

 
霊
夢

は

何
か
理
久
兎
の
言
う
こ
と
も
一
理
あ
る
な

 
て
思

て

ま

悪
と
か
正
義
と
か
の
話
は

 

き
に
し
て
も
や

り
言

て
い
る
の
は
正
し
い

 
の
よ

 
蓮
 

ま

確
か
に

 
霊
夢

だ
か
ら

も
や
れ
る
限
り
の
事
を
し
よ
う
か
な

て

 
変
か
な



 第３５８話 気晴らしの散歩

 
そ
れ
に
つ
い
て

分
は
首
を

に

り

 
蓮
 

変
じ

な
い
と
思
う
よ
そ
れ
に

分
で
も
出
来
る
事

 
を
探
す
の
は
良
い
こ
と
だ
と

は
思
う
よ

 
霊
夢

蓮

 
何
て
言

て
い
る
と
店
員
が
店
か
ら
現
れ

に
注

の
い
な
り

と

け
物
を
お
く

 
店
員

お
待
ち
ど
う
さ
ん

そ
れ
と

 
店
員
は

元
に

を

せ
る
と

 
店
員

女
さ
ん
も
い
る
し
サ

ス
し
と
い
た
よ

 
と

く
と
ウ

ン
ク
し
て
店
の

に
向
か

て
い

た

 
霊
夢

何

今
の

 
蓮
 

あ

う
ん

ま

サ

ス
だ

て
さ

 
よ
く
見
て
み
る
と

が
少
し
何
時
も
よ
り
も

い

こ
れ
は
こ
れ
で

し
い
サ

ス
だ

 
蓮
 

食
べ
よ
う
か

 
霊
夢

そ
う

い
た
だ
き
ま
す

 
そ
う
し
て

分
達
は

け
物
と
い
な
り

に
か
ぶ
り
つ
く



 第十八章 平和の日常へ

 
霊
夢

し
い

 
蓮
 

で
し

 
濃
い

タ
レ
が
染
み
込
ん
だ

と

が
絶
妙
の
バ
ラ
ン
ス
な
た
め

く

し
い

月
に

回
は
食
べ
た
く
な
る
ん
だ
よ
な

そ
う
し
て

分
達
は
い
な
り

を
食
べ
終
え
る

 
霊
夢

ご

走
さ
ま

 
蓮
 

ご

走
さ
ま
で
し
た

 
結
局
は

あ

た
い
な
り

の
内
の

は
霊
夢
が
食
べ
て
し
ま

た
が
気
に

て

く
れ
た
よ
う
で
良
か

た

 
蓮
 

そ
れ
じ

そ
ろ
そ
ろ
帰
ろ
う
か

 
霊
夢

い
い
え
ま
だ
よ
折

だ
も
の
も
う
少
し
ぶ
ら
つ
き
ま

 
し

う
折

の
散
歩
な
ん
だ
し

 
蓮
 

霊
夢

う
ん
分
か

た

す
い
ま
せ
ん
お
勘
定
を

 
い
て
い
き
ま
す

 
店
員

あ
い
よ

度
あ
り

蓮
先
生

 
そ
う
し
て
立
ち
上
が
り
お

り
屋
を
後
に
す
る



 第３５８話 気晴らしの散歩

 
霊
夢

う
う

ん
さ
て
何
処
に
行
こ
う
か
し
ら

 
蓮
 

ま
だ
ま
だ
時
間
は
あ
る
し
ゆ

く
り

ろ
う

 
霊
夢

え

 
そ
う
し
て

分
達
は
今
日
を
満

す
る
の
だ

た

そ
し
て
場
所
は
代
わ
り
と
あ
る
湖

近
で

は 

 

そ
ん
じ

ま

言
わ
れ
た
通
り
に
し
て

じ

 
な
い
と

 

 

分
か

て
る
よ

こ
こ
を

く
の

に
し
て
良
い

 
の
か
な

 

 

良
い
ん
じ

所

は
湖
な
ん
だ
し
さ

 

 

分
か

た
じ

こ

ち
は
こ

ち
で
す
る

 

 

あ
い
よ

 
と

人
の
者
達
は
何
か
を

て
て
い
る
の
を
蓮
や
霊
夢
は

か
こ
の
幻
想
郷
の
住
人
は
知

る
よ
し
も
な
か

た
の
だ

た



 第十八章 平和の日常へ

 
狗
神

そ
ん
じ

今
回
は
こ
こ
ま
で
な

 
鈴

あ
れ
怠
惰
は

 
神
楽

い
ま
せ
ん

 
狗
神

あ
の
野

さ

そ
く
サ
ボ
り
や
が

た
な

 
鈴

う

ん
大

怠
惰
君
が
何
か
起
こ
る
前

れ
な
ん

 
だ
よ

 
狗
神

言
わ
れ
て
み
る
と

 
神
楽

や

め
ま
し

う
よ

 
狗
神

ま

ま

そ
う
だ
な

う
と
思
い
た
い
し
な

 
鈴

だ

話
す
こ
と
が
思
い

か
な
い
し
今
回
は
終
わ

 
ろ
う
か

 
狗
神

こ
う
い
う
の
が
不

な
ん
だ
よ
な

そ
ん
じ

今
回

 
は

い
が
こ
こ
ま
で
な

 
神
楽

ま
た
次
回
も
お
願
い

し
ま
す

 
鈴

そ
れ
じ

者
様



 第３５８話 気晴らしの散歩

 
狗
神

ま
た
な



 第十八章 平和の日常へ

 
第
３
５
９
話
 
銀
吹
雪
の
世
界
に
来
た
る
者

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

そ
し
て
今
回
か
ら
ま
た
新
章

の
ス
タ

ト
で
す

ら
く
こ
の
章
は

く
終
わ
る
と
思
い
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

そ
れ
で
は

本
編
へ
ど
う

 
正
邪
の
一
件
か
ら
数
日
が
過
ぎ
た
日
の
事

博
麗
神
社
の
居
間
で
霊
夢
と
共
に
過
ご
し
て
い
た

の
だ
が

 
霊
夢

う

い

 
少
名

ク
シ

ン

 
蓮
 

大

 
少
名

う
ん

 
外
は
突
然
の

吹
雪
と
な
り
急
激
に
底

え
し
て
い
た

を
出
し
て
い
な
い
た
め
仕
方
な

く

分
と
霊
夢
で
布

を
分
け
合
い
布

に

を

れ

前
を
着
こ
み
過
ご
し
て
い
た

因
に
針



 第３５９話 銀吹雪の世界に来たる者

妙
丸
は
霊
夢
の

前
の
中
に
潜

て

を

て
い
て
本
当
に
人

み
た
い
だ
な
と
常
々
と
思

う 
少
名

何
で
今
日
は
こ
ん
な
に

い
の
か
な

 
蓮
 

確
か
に

 
針
妙
丸
が
言
う
通
り
明
ら
か
に
可
笑
し
い

雨

り
近
く
ま
だ
冬
は
来
て
は
い
な
い

な
の

に
も
関
わ
ら
ず
こ
の
異
様
な

さ
は
絶
対
に
可
笑
し
い

 
霊
夢

明
ら
か
な
異
変
よ

ま
た
あ
の

霊
や
ら
が
何
か

 
起
こ
し
た
の
か
し
ら

 
蓮
 

そ
れ
は
な
い
と
思
う

 
幽
々
子
や
妖
夢
の
事
を
言

て
い
る
の
だ
ろ
う
が

う
気
が
す
る

だ

て
あ
の
一
件
か
ら

り
て
今
は
普
通
に
過
ご
し
て
い
る

な
の
だ
か
ら

 
霊
夢

で
も
異
常
気

な
の
よ

 
蓮
 

う
ん

 
あ
の
時
み
た
い
に
外
が
雪
程
度
な
ら
可
愛
い
も
の
だ
ろ
う

 
少
名

あ

精
だ
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だ
が
実

は

吹
雪
で
外
で
は

の
妖
精
の

ル

が
楽
し
そ
う
に
飛
び
回
り
突
風
で
地
面
に

を

き
つ
け
る
と
い
う
そ
ん
な
事
が
起
こ

て
い
た

 
蓮
 

あ
ち

 
霊
夢

本
当
に
ど
う
な

て
る
の
よ

 
と

言

て
い
る
と
突
然

が
勢
い
よ
く
開
か
れ
る

何
事
と
思
い
見
る
と
そ
こ
に
は

 

れ

れ
れ
れ
蓮
し

ん
に
れ
れ
霊
夢
し

し

ん

 

の

に

が
つ
き

そ
う
に
体
を

わ
せ
る

が
現
れ
る

 
霊
夢

あ
ん
た
そ
れ
ど
う
し
た
の

 
蓮
 

お

を

て
く
る

 
少
名

え

え

と

も

布

て
あ

た
か
な

 
針
妙
丸
は
霊
夢
の

前
か
ら
飛
び
出
し

室
に
向
か
い

分
は
す
ぐ
に

に
向
か
い
お

た

め
に

か
し
て
い
た
お

を
再
度

か
し
だ
す

霊
夢
は
そ
の
間
に

分
達
が
使

て
い
た
布

で

を
く
る
み
座
ら
せ
る

あ
ら
か
じ
め

か
し
て
お
い
た
た
め
か
す
ぐ
に
お

が

き
上
が

り

に

れ
て
い
る
と

 
少
名

れ

蓮
さ
ん
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蓮
 

う
わ

大

 

た
い

布
を

ル

ル
と
引
き
ず
り
な
が
ら
針
妙
丸
は

布
を

て
く
る

 
蓮
 

霊
夢

 
霊
夢

え

分
か

て
る
わ
貸
し
て

 

て
き
た

布
を
受
け

た
霊
夢
は

に
く
る
ま
せ
た
布

の
上
に

布
を
か
け
る

そ
し
て
お

の
準
備
が
出
来
た
た
め

の

元
に
少
し
熱
め
の
お

が

た

を

き

の

を
突

込
む

  
霊
夢

慢
し
な
さ
い

 

さ
は

か
ら
き
て
や
が
て
全

に
と

が
起
こ
る

そ
の
た
め

を
最
優
先
に
温
め
か
つ

体
を

さ
か
ら

る

布
な
ど
で
く
る
ま
な
け
れ
ば
最
悪
は

死
し
て
し
ま
う

 
蓮
 

大

で
す
か

 

え

え

す

少
し
は
マ
シ
に
な

て
き
ま
し
た

 
よ

 
温
か
い
お

を

れ

に

す
と

は
お

を

む
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霊
夢

て
か
貴
女
は
何
で
こ
こ
に
来
た
の
よ

 
少
名

こ
ん
な

吹
雪
な
の
に

 
そ
れ
を
聞
く
と

は

て

た
め
き

分
達
を
見
て

 

そ
う
だ

ど
う
か
ど
う
か

お
願
い
で
す

達
を

 

け
て
下
さ
い

 
い
き
な
り

け
を

め
て
き
た

一
体
何
が
ど
う
な

て
い
る
ん
だ

 
霊
夢

ち

と
待
ち
な
さ
い

色
々
と
略
し
過
ぎ
よ
落

 
ち
着
い
て

を
話
し
て
頂

 
そ
れ
を
言
わ
れ
た

は
深
呼
吸
を
し
て
下
を
向
き
話
し
始
め
る

 

朝
の
事
で
す
朝
は
何
気
な
い

日
そ
し
て
何
ら

 
変
わ
り
の
な
い
晴
れ
や
か
な
陽
気
で
始
ま
り
神

子

 
様
と
諏
訪
子
様
と
で
何
時
も
と

じ

日
を
過
ご
す

 

で
し
た

 
蓮
 

朝

 
言
わ
れ
て
み
る
と
確
か
に
朝
は
普
通
の
晴
天
の
天
気
だ

た
な

急
に
雲
が

れ
だ
し
て
雪
が
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降
り
や
が
て
今
の
外
み
た
い
な

吹
雪
に
な

た
ん
だ
よ
な

 

で
す
が
神

子
様
と
諏
訪
子
様
は
何
か
様
子
が
可
笑

 
し
か

た
ん
で
す

二
方
は
す
ぐ
に
裏
手
の
湖
に
向

 
か
い

も
湖
に
向
か
い
ま
し
た
そ
し
た
ら
湖
が

 
て
い
て
し
か
も
そ
こ
だ
け
異
様
に
に

く
て
そ
し
た

 
ら
湖
か
ら
そ

そ
の

 
霊
夢

何
よ

 

り

龍
が
現
れ
た
ん
で
す

 
少
名

龍

 
と

言
う
と
針
妙
丸
は

い
た

を
し
て

び
だ
す

 
霊
夢

龍

 
蓮
 

う
ん

 
針
妙
丸
は
分
か
ら
な
い
と
は
思
う
が
龍
に
限

て
は
も
う
正

な
話
で
も
う
見

れ
て
き
て

い
る
ん
だ
よ
な

理
久
兎
と
い
い
そ
の

親
で
あ
る
龍
神
と
い
い

れ

て

い
な
お
常
々
と
思

う
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何
で
す
か
そ
の
反

は

 
霊
夢

だ

て

ど
こ

の

神
や
ら
で
見

れ
て
る
し

  
少
名

そ
う
な
の

 
蓮
 

う
ん

ら
前
に
来
た
理
久
兎
さ
ん

て
い
る
で
し

 
あ
れ
も
元
々
は
龍
の
神
様
の

人
な
ん
だ
よ

 
少
名

知
ら
な
か

た

 
無
理
も
な
い

針
妙
丸
は
こ
れ
ま
で

者
と
は
あ
ま
り
関
わ
ら
な
い
生
活
を
し
て
来
た
ん
だ

知
ら
な
い
の
は
仕
方
な
い

 

て
聞
い
て
く
だ
さ
い

 
霊
夢

聞
い
て
る
か
ら
話
な
さ
い
よ

 

そ
れ
で
そ
の
龍
は
言

て
き
た
ん
で
す
こ
こ
は

 
博
麗
神
社
か

て

 
つ
ま
り
そ
の
龍
は
こ
こ
博
麗
神
社
と
守
矢
神
社
を
見

え
た
と
い
う
の
だ
ろ
う
か

 

う
と

定
し
た
ん
で
す
が
そ
の
龍
は
こ
こ
が
気
に
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い

た
と
か

い
だ
と
か
言
い
出
し
て
そ
の
結

 
神

子
様
と
諏
訪
子
様
を
怒
ら
せ
て
し
ま
い
戦
い
に

 
な

た
ん
で
す

 
蓮
 

つ
ま
り
神

子
さ
ん
が
こ
の
天
気
に
し
た
ん
で
す
か

 

さ
ん

 
確
か
神

子
は
天
気
を

る
ぐ
ら
い
な
ら

も
な
い

だ

戦
う
に
あ
た

て
こ
ん
な
天
気

に
な

た
の
だ
ろ
う

 

い
え
こ
の
天
気
を
引
き
起
こ
し
た
の
は
そ
の
龍
で
す

 

二
方
は
そ
の
龍
と

い
結

的
に

け
に
さ
れ

 
て
し
ま

た
ん
で
す

 
霊
夢

あ
の
二
神
を

 
つ
ま
り
実
力
は
理
久
兎
レ

ル
も
し
く
は
そ
れ

上
の
実
力
者
と
い
う
事
だ
ろ
う
か

 

そ
れ
を
見
て
い
た
ら

く
て

 
霊
夢

も
う
良
い
わ

で
も
何
で
ま
た
こ
こ
に

 
蓮
 

ら
く
考
え
れ
る
の
は
オ
セ
の
仲
間
に
よ
る
報
復
だ



 第十八章 平和の日常へ

 
と
思
う

 
少
名

オ
セ

仲
間

 
蓮
 

え

と
ま
た
そ
れ
は
次
回
話
す

 
針
妙
丸
を
あ
ま
り

き
込
み
た
く
は
な
い
が
事
情
ぐ
ら
い
な
ら
話
さ
な
い
と
な

し
か
し
あ
の

悪
魔
が
報
復
す
る
た
め
に
仲
間
を
使

た
と
な
れ
ば
色
々
と
説
明
が
つ
く
な

 
霊
夢

蓮
の
そ
の
意
見
に
は

得

 
蓮
 

や
る
し
か
な
い
か

 
こ
れ
も
因

か

な
ら
ば
そ
れ
を
立
ち
上
が
り

い
て
あ
る
神
楽
を
手
に

る

 

だ

目
で
す

行

た
ら
神

子
様
や
諏
訪
子
様

 
の
よ
う
に

そ
れ
に

は

け
を

め
に
来
た
の
で

 
は
な
く

二
方
の

に
危
険
が

て
る
事
を

 
蓮
 

そ
れ
で
も
行
く
ん
で
す

友
人
が

て
い
る
の
な

 
ら
ば

更
に

 
霊
夢

言
う
と
思

た

仕
方
な
い
し

も
行
く
わ
言

て

 
お
く
け
ど
あ
ん
た
や
守
矢
の
二
神
の
た
め
じ

な
い



 第３５９話 銀吹雪の世界に来たる者

 
わ
よ
こ
れ
も
幻
想
郷
の
た
め
だ
か
ら

 

蓮
さ
ん

霊
夢
さ
ん

 

さ
を

ぐ
た
め
に
お

い
に

着
を
し

か
り
と
着
込
む

 
蓮
 

針
妙
丸
さ
ん

守
番
を
そ
し
て

さ
ん
を
お
願
い

 
し
ま
す

 
少
名

う
ん
分
か

た
よ

 
と
言

て
い
る
と

の

る
音
が
後
ろ
か
ら
聞
こ
え
て
く
る

り
向
く
と

か
ら

を
出

し

ら

ら
と

は
立
ち
上
が
る

 

も
行
か
せ
て
下
さ
い
ま
せ
ん
か

 
そ
し
て

を
下

て

は

分
と
霊
夢
に
頼
み
込
ん
で
く
る

 
霊
夢

あ
ん
た
バ
カ
な
の

 
蓮
 

さ
ん
今
の
貴
方
が
行
け
ば
も
し
か
し
な
く
て
も

 
死
ぬ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ

 

そ
れ
で
も
で
す
よ

蓮
さ
ん
や
霊
夢
さ
ん
が
危
険
だ

 
と
分
か

て
い
な
が
ら
も

達
を

け
に
行

て
く
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れ
る
ん
で
す
守
矢
の
巫
女
と
し
て
行
か
な
い

に
は

 
行
か
な
い
ん
で
す

 
蓮
 

で
す
が

 
と

め
よ
う
と
す
る
と
霊
夢
に

さ
せ
ら
れ
る

 
霊
夢

分
か

た
わ
た
だ
し

中
で
バ
テ
て
も

は
面
倒
は

 
見
な
い
か
ら

 

霊
夢
さ
ん

 
蓮
 

良
い
の
本
当
に

 
霊
夢

こ
こ
ま
で
覚

が
あ
る
な
ら
大

で
し

う

そ

 
れ
に
断

て
も
こ
い
つ
絶
対
に
つ
い
て
く
る
し
目
で

 
見
え
な
い
所
で
の
た
れ
死
に
さ
れ
て
も

る
し

 
そ
れ
と
そ
ん
な
の

近
な
人
で
何
度
も
見
て
る
か
ら

 

め
よ
う
に
も
無

な
の
も
知

て
る
の
よ

 
そ
れ

て
ど
う
み
て
も

だ
よ

し

な
く
て

笑
い
が
出
て
し
ま
う

 
蓮
 

そ
こ
ま
で
言
う
な
ら
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蓮
さ
ん

人
方
共
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
霊
夢

と
り
あ
え
ず

着
は
貸
し
て
あ

る
か
ら

分
で

 

度
な
さ
い

 

分
か
り
ま
し
た

 
蓮
 

色
々
と
狂

た
け
ど

守
番
を
お
願
い
し
ま
す

 
少
名

せ
て
蓮
さ
ん

 
そ
う
し
て

分
達
は

度
を
整
え
何
か
が
起
き
た
守
矢
神
社
へ
と
急
い
で
向
か
う
の
だ

た

 
狗
神

そ
ん
じ

今
回
は
こ
こ
ま
で

 
鈴

あ
の
神
様
達
が

け

て
や

り
怠
惰
が
い
な

 
い
と
何
か
が
起
こ
る
よ

 
神
楽

今
度
の

も
ま
さ
か

 
狗
神

十
中
八
九
そ
う
だ
ろ
う
な

 
鈴

今
度
は
ど
ん
な
奴
な
ん
だ
ろ
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神
楽

不
安

で
す

 
狗
神

等
は
何
時
で
も
出
て
小
僧
を

す
る
準
備
を
す

 
る
だ
け
だ

 
鈴

だ

 
神
楽

張

て
く
だ
さ
い
蓮
さ
ん

 
狗
神

さ
て
時
間
も
時
間
だ
し
今
回
は
こ
こ
ま
で
に
す
る
か

 
鈴

う
ん

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く

者
様

 
神
楽

そ
れ
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
鈴

ま
た
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第
３
６
０
話
 
嫉
妬
の
魔
王

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

そ
し
て
今
回
は
ま

そ
の

名
通
り
で
す

は
い
で
は
そ
ん
な
感
じ
な
の
で
本
編
へ
ど
う

 

度
を
整
え
た

分
達
は
博
麗
神
社
を
出
て
守
矢
神
社
へ
と
向
か
う

外
は
と
ん
で
も
な
い

ぐ
ら
い
の

吹
雪
と
な

て
お
り

界
が

吹
雪
で
か
き

さ
れ
る

だ
が
そ
れ
で
も
進
む
し
か

な
い
た
め
空
を
飛
び
進
む

 
霊
夢

さ

い

よ
く
あ
ん
た
あ
ん
な
薄
着
で
来
れ
た
わ

 
よ

 

き

気
合
い
と

性
で
す

 
蓮
 

も
の

い

性

だ
な

 
言
う
て

て
お
し
と
や
か
な

気
は
あ
る
に
は
あ
る
が
七
転
八
起
と
い
う
か

り
な
い

と
い
う
か
少
し
天
然
と
い
う
か
見
た
目
に
反
し
て
結
構
な
ガ

ツ
は
あ
る
か
ら
な
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霊
夢

て
い
う
か
道
は
こ

ち
で
合

て
る
の
か
し
ら

 

こ
こ
は

処
だ
か
ら

そ
の
ま
ま
真

ぐ
で
す

 
蓮
 

よ
く
覚
え
て
ま
す

 

え

何
と

か

 
突
風
で

が
吹
き
飛
ば
さ
れ
そ
う
に
な
る
が
す
ぐ
に
霊
夢
と
共
に

の
手
を

む

 

あ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
霊
夢

本
当
に
世
話
が
焼
け
る
わ

 
蓮
 

ま

ま

 
そ
ん
な
こ
ん
な
で
何
と
か
守
矢
神
社
ま
で

達
す
る

の
話
に
あ

た
通
り
裏
手
の
湖
に

こ
の
異
変
の
原
因
の
龍
が
い
る
せ
い
な
の
か
守
矢
神
社
は
博
麗
神
社
だ
と
か
よ
り
も

か
に

い

ら
く
マ
イ

ス
数
値
の
温
度
に
な

て
い
る
の
は
間

い
な
い
だ
ろ
う

 
霊
夢

さ
さ
さ
さ

い

 

れ
れ
れ
蓮
さ
ん
は
さ

く
な
い
ん
で
す
か

 
蓮
 

な
り
に

え
て
ま
す
か
ら

 
実

は

い
に
は

い
が
地
底
の
灼
熱
地
獄
の
特
訓
と
比
べ
れ
ば
ま
だ
こ
ん
な
の
可
愛
い
方
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だ 

そ

そ
う
で
す
か

 
霊
夢

と

と
と
と
り
あ
え
ず
行
き
ま
し

う

 
蓮
 

そ
う
だ

 
そ
う
し
て

分
達
は
少
し
歩
き
裏
手
の
湖
に
来
る
と
す
ぐ
そ
こ
で
目
を

に
す
る
光
景
が
う
つ

る

そ
れ
は

け
に
さ
れ
た
守
矢
の
二
神
で
あ
る
八

神

子
に

矢
諏
訪
子
そ
し
て
諏
訪
子

が

る
ミ
シ

グ
ジ
様
ま
で
も
が

の
よ
う
に

て
い
た

 

神

子
様

諏
訪
子
様

 
霊
夢

話
で
聞
い
た
け
ど
と
ん
だ
化
け
物

 
蓮
 

う
ん

霊
夢

 
霊
夢

え

ど
う
や
ら
お
い
で
な
す

た
わ

 
そ
の
一
言
と
共
に

が
張

た
湖
に

裂
が

る

や
が
て
そ
れ
は

が

て
い
き

れ
そ
こ

か
ら
⻑
い
体
を

つ
怪
物
が
現
れ
る

 

 

り
ず
に
ま
た
来
た
ん
だ
な
小
娘
そ
れ
に
今
度
は
仲

 
間
ま
で

れ
て
き
て
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霊
夢

そ
ん
な

託
は
ど
う
で
も
良
い
の
よ

あ
ん
た
よ

 
こ
の
吹
雪
の
原
因
は

 

 

そ
う
だ

少
し

か

た
か
ら

や
し
て
い
る
の

 
さ

 
こ
れ
で

や
す

て
イ
カ
れ
て
る
だ
ろ

こ
ん
な
の

や
す
じ

な
く
て

死
レ

ル
の

さ

だ
よ

 

そ
ん
な
事
よ
り
も
神

子
様
と
諏
訪
子
様
を
元
に
戻

 
し
て
下
さ
い

そ
し
て
こ
こ
か
ら
出
て
い

て
く
だ

 
さ
い

 

 

そ
れ
は
出
来
な
い
な
そ
の

人
は
い
き
な
り

を

 
言

て
き
て

撃
を
仕

け
て
き
た
ん
だ
解

す
れ

 
ば
ま
た
襲

て
く
る
だ
ろ

そ
れ
に

に
は
や
る
べ

 
き
事
が
あ
る
の
さ

 
蓮
 

や
る
べ
き
事

 
そ
れ
は

ら
く
博
麗
神
社
つ
ま
り

分
達
へ
の
報
復
で
あ
る
の
は
間

い
な
い

い
や
絶
対
に



 第３６０話 嫉妬の魔王

そ
う
に
決
ま

て
い
る

 

 

あ

は
博
麗
神
社
に
い
る
と
い
う

蓮
と
い

 
う
名
で
人
間
に
し
て
は

の
良
い

が
い
る
と
友

 
人
か
ら
聞
い
た
か
ら
な

そ
い
つ
に
用
が
あ
る
そ
れ

 
が
終
わ
る
ま
で
は
こ
こ
か
ら

れ
る
気
も
な
い
し
こ

 
い
つ
ら
を
解

す
る
気
も
な
い

 
こ
い
つ
は

分
を
探
し
て
い
た
の
か

な
ら
ば
話
は

い

 
蓮
 

が
博
麗
神
社
の

蓮
だ

 
霊
夢

蓮

 

を
し
な
が
ら
前
へ
と

み
出
し
怪
物
の
前
へ
と
出
る

怪
物
は
深
い

色
の
目
で

分
を

見
つ
め
る

 

 

お
前
が
か

 
蓮
 

そ
う
で
す

 

 

そ
の
刀
の
刀

を
見
せ
ろ

 
言
わ
れ
る
が
ま
ま
に
神
楽
を

刀
し

色
に
光
る
刀

を
見
せ
る
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色
の
刀

に
整

た

立
ち
博
麗
神
社
の

 
間

い
は
な
い
よ
う
だ
な

 
と

く
と
そ
の
怪
物
の
体
に

裂
が

て
い
く

や
が
て
そ
の
怪
物
は

と
な

て

々

に

か
れ
る
と

場
の
湖
か
ら

が
上
が
り
そ
の
場
に

⻯

を

り
出
す

や
が
て
そ
れ
は

と

か
れ

人
の
男
性
が
立

て
い
た

 
霊
夢

な

 

 

い
た
か
い

一

は
人

に
も
な
れ
る
ん
だ

 
そ
の
男
の

に
は
神
楽
よ
り
も
少
し
刀

の

が

い

が
見
え
る
が

が
さ
な
が
ら
軍
人

の
よ
う
な

だ

だ
が
目
立
つ
の
は
そ
の
ゆ
ら
ゆ
ら
と
動
く

の
よ
う
な

が
先
程
の
怪

物
を

想
さ
せ
る

 
霊
夢

あ
ん
た
も
悪
魔
よ

 

 

あ

そ
う
だ

は
嫉
妬
と
呼
ば
れ
て
い
る
者
で
あ
り

 
名
は
レ

ア
タ
ン
ま
た
は
リ

イ
ア
サ
ン
と
も

 
呼
ば
れ
て
い
る

 

リ

イ
ア
サ
ン

て

の
悪
魔

て
呼
ば
れ
て
い
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る
あ
の
怪
物
の

 

 

ど
う
思

て
る
か
は
知
ら
ぬ
が
そ
う
だ

 
嫉
妬

て
何
処
か
で

そ
う
だ
確
か
怠
惰
が
帰
り

に
知
り
合
い
の

士
に
話
を
し
て
お
く

と
か
言

て
い
た
な

つ
ま
り
オ
セ
だ
と
か
の
仲
間
じ

な
く
て
怠
惰
の
仲
間
か

 
蓮
 

一

は
確
認
し
て
お
き
ま
す
が
先
程
に

べ
た
知
り

 
合
い

て
怠
惰
さ
ん
で
す
よ

 
嫉
妬

あ

別
名
キ

ガ

の
ク

の
中
の
ク

者

 
合

て
い
る
や

り
怠
惰
が
紹
介
す
る
と
言

て
い
た
嫉
妬
で
間

い
な
い
だ
ろ
う

 
霊
夢

ち

と
な
ら
何
で
あ
ん
た
は

達
に
危

を

え

 
る
の
よ

 
嫉
妬

勘

い
す
る
な
よ

い
や
怠
惰

外
の

を

め

 
た

人
は
あ
の
娘
と
何
の

約
も
し
て
は
い
な
い

 
に
殺
そ
う
と
思
え
ば
貴
様
ら
全
員
を

今
こ
の
場

 
で
殺

た

て
構
わ
な
い
ん
だ
か
ら
な

 
蓮
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人
に
何
か
が
あ

て
も
良
い
よ
う
に
前
へ
出
て
構
え
る

 
嫉
妬

だ
が
お
前
ら
を
や
る
と
怠
惰
に

が
殺
ら
れ
か

な

 
い
の
さ

 
霊
夢

あ
ん
た
達

て
天
狗
と

じ
で
上
下
関
係
で
も
あ
る

 
の

 
嫉
妬

い
い
や
そ
ん
な
の
は
な
い

た
だ
怒
ら
せ
て
は
な
ら

 
な
い
奴
の

人
だ
か
ら
言

て
い
る
の
さ
奴
を
怒
ら

 
す
と
何
を
さ
れ
る
か
分
か

た
も
の
じ

な
い
か
ら

 
な

 
嫉
妬
の

が

く
な
る

こ
れ
は
絶
対
に
怠
惰
と
昔
に
何
か
あ

た
な

だ
が
今
は
そ
ん
な
の

よ
り
も
神

子
と
諏
訪
子
を

け
な
け
れ
ば

 
嫉
妬

こ
の

け
に
な

た

人
を
見
て
い
る
が
気
に
な

 
る
の
か

 

蓮
さ
ん
を
見
た
な
ら

く

二
人
を
解
放
し
て
下
さ

 
い
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霊
夢

そ
ん
で
天
気
を
戻
し
な
さ
い
よ

 
嫉
妬

ま
だ

の
用
件
は
終
わ

て
な
い

小
娘
共

 
一

だ

た
が

い
殺
気
が
全

に
刺
さ
り

や

が
流
れ
る

霊
夢
に

も
流
石
に
相
手

が
悪
い
の
か
下
が

た

 
嫉
妬

は

蓮
お
前
に
こ
れ
を

す
た
め
だ

 
そ
う
言
う
と

手
の
手

を
外
し
投

し
て
く
る

そ
れ
を
キ

す
る
と

は

い

た

を
す
る

 

れ

蓮
さ
ん
そ
の
意

を
分
か

て
ま
す
か

 
蓮
 

え

あ

 
そ
う
だ
確
か
昔
に
世
界
の

だ
と
か
で
見
た
こ
と
が
あ
る

確
か
こ
れ
は

 
霊
夢

は

ど
う
い
う
意

よ
そ
れ

 
蓮
 

決
闘
だ
よ

 
そ
れ
は
決
闘
を

し
込
ん
だ
と
い
う

だ

し
か
も
手

を
受
け

れ
ば
そ
の
決
闘
を
受
け
る

と
い
う
意

に
な
る
か
ら
つ
ま
り
嫉
妬
の
魔
王
と
呼
ば
れ
た
男
の
決
闘
を
受
け
て
し
ま

た

 
嫉
妬
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刀
し
先
が

や
か
に

曲
し
て
い
る

を
構
え
る
と

吹
雪
の
天
気
は
朝
の
よ
う
な

晴
に

変
わ
る

そ
し
て
一

で
神

子
と
諏
訪
子
も
解

さ
れ
そ
の
場
に
倒
れ
る

 

諏
訪
子
様

神

子
様

 

は
倒
れ
た

人
に
近

る

嫉
妬
は

分
を
見
て

 
嫉
妬

解

は
し
て
や

た
し
天
気
も
戻
し
た

翌
日
に
貴

 
様
等
の
神
社
に
向
か
う
逃

て
も
良
い
が
そ
う
な
れ

 
ば
ど
う
な
る
か

分
か
る
よ
な

 
蓮
 

 

ら
く
逃

れ
ば
こ
い
つ
は
今
度
こ
そ
こ
の
幻
想
郷
全

を

け
に
す
る
も
し
く
は

殺
し

に
す
る
の
だ
ろ
う

 
嫉
妬

で
は
翌
日
の
真

の
正

に
な

 
そ
う
言
う
と
嫉
妬
は
湖
の
中
へ
と

り

を

し
た

 

れ

蓮
さ
ん
ど
う
す
る
ん
で
す
か

 
蓮
 

や
る
し
か
な
い
よ

 
霊
夢

蓮
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そ
う
し
て
魔
王
に
決
闘
を

ま
れ
た

分
は
命
が
け
に
な
る
だ
ろ
う
決
闘
へ
の
覚

を

め
る

の
だ

た

 
狗
神

そ
ん
じ

今
回
も
あ
り
が
と
う
な

 
鈴

あ

大
変
な
事
に
な

て
る
よ

 
神
楽

た

怠
惰
さ
ん
の
ご
友
人
が
ま
さ
か
の
決
闘
相
手
で

 
す
か

 
狗
神

決
闘
て
殺
し
合
い
だ
よ
な

 
神
楽

え

え

本
的
に
は

 
鈴

こ
れ

れ
も
な
く
蓮
く
ん
の
物
語

上
も

と
も
危

 
険
な
相
手
だ
よ

 
神
楽

怠
惰
さ
ん
の
実
力
そ
し
て
昔
に
言

て
い
た

分
よ

 
り
も
格
上
と
い
う
言

的
に

ら
く
は

 
狗
神

小
僧
の
奴
マ
ジ
で
死
ぬ
ん
じ

な
い
か
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鈴

め
て
物
騒
だ
か
ら

 
神
楽

怠
惰
さ
ん

く
帰

て
き
て
く
だ
さ
い

 
狗
神

あ
の
野

は
本
当
に

は

仕
方
な
い
と
り
あ
え
ず

 
今
回
は
終
わ
る

 
鈴

う

う
ん
そ
れ
じ

ま
た
次
回

 
神
楽

そ
れ
で
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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第
３
６
１
話
 
決
闘
準
備

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

風
邪
を
引
い
て

込
ん
で
い
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

日
も
音

沙

な
し
に
休
ん
で

し

な
い
で
す

そ
れ
で
は

日
休
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
が
本
編
へ
ど

う 
決
闘
を

し
込
ま
れ
た
翌
日
の
事

博
麗
神
社
の

室
で

想
を
し
て
い
た

 
蓮
 
が
む
し

ら
に
で
も

ま
な
い
と

 
下
手
し
た
ら
今
日
が

分
に
と

て
最
後
の
日
に
な
る
か
も
し
れ
な
い

何

な
ら
ば
決
闘
と

は
昔
か
ら
相
場
が
決
ま

て
生
死
を

け
る
戦
い
だ
か
ら
だ

分
も

士
の

く
れ
で
あ
る
た

め

ま
れ
受
け
た
決
闘
は

ず
す
る

逃

も
隠
れ
も
せ
ず
に
だ

だ
が
今
回
の
相
手
は

が

う

何

な
ら
ば
実
力
が

分
よ
り
も
上
で
あ
る
の
は
明
確
そ
し
て
何
よ
り
も
分
か

て
し
ま

た
の
だ

 
蓮
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た
だ

を

た
に
過
ぎ
な
い
あ
の
動

は

が
起
こ
し
た
で
あ
ろ
う

吹
雪
を
吹
き
飛
ば

す
程
の

を
放

た
こ
と
あ
ん
な

当
は
今
の

分
に
は
出
来
な
い
も
の
だ

そ
れ
を
平
然
と

や

て
の
け
た
そ
の
実
力
は
化
け
物
の

だ

 
蓮
 

 

を
大
き
く

い
て
立
ち
上
が
り
後
ろ
を

り
向
く
と
狗
神
に
神
楽
に
鈴

の

人
が

分

を
見
て
い
た

 
狗
神

小
僧
行
く
の
か

 
蓮
 

う
ん

 
神
楽

相
手
は
強

を
越
え
た
化
物
で
し
か
も
怠
惰
さ
ん
と

 

レ

ル
の
怪
物
も
な
ん
で
す
よ
そ
れ
で
も
な
ん

 
で
す
か

 
鈴

蓮
く
ん
死
ん
じ

う
よ
逃

た

う
が

 
と

人
は
心

し
て
か
言

を
か
け
て
く
る

だ
が

分
だ

て
た
だ

に
殺
ら
れ
る

殺
ら
れ

に
な
る
つ
も
り
は

な
い

て

い
続
け
て
や
る
つ
も
り
だ

 
蓮
 

無
様
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
だ
け
れ
ど
そ
れ
で
も
行
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く
よ

 
狗
神

そ
う
か

 
神
楽

そ
う
決
め
た
の
で
あ
れ
ば

 
鈴

張

て
蓮
く
ん

 
そ
う
言
い

人
は

え
る

神
楽
を
手
に

り

屋
を
出
よ
う
と
す
る
が

 
蓮
 

そ
う
だ
霊
夢
に
一
言
を
伝
え
よ
う

 
こ
れ
が
最
後
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
た
め
霊
夢
に
一
言
を
伝
え
よ
う

そ
う
考
え
て

屋
を
出

て
縁

に
出
る
と
霊
夢
が
縁

に
座

て
い
た

 
蓮
 

霊
夢

 
霊
夢

蓮

ど
う
し
た
の
よ

 
霊
夢

あ

う
ん
ち

と

 
隣
に
座
る
と
霊
夢
は
心

そ
う
な
目
で
見
て
く
る

言
わ
な
け
れ
ば
今
日
が
最
後
に
な
る
か
も

し
れ
な
い
の
だ
か
ら

 
蓮
 

伝
え
た
い
こ
と
が
あ

て
さ

は

 
霊
夢

言
わ
な
く
て
も
良
い
わ
よ
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蓮
 

え

 
霊
夢

せ
め
て
言
う
な
ら
あ
の
悪
魔
に

て
か
ら
聞
か
せ

 
て
頂

じ

な
い
と
聞
か
な
い
わ
い
い
え
聞
き
た
く

 
も
な
い
わ

 
つ
ま
り
絶
対
に

て
戻

て
こ
い
と
い
う
事
か

 
蓮
 

分
か

た
な
ら

て
た
ら
伝
え
る
よ

 
霊
夢

そ
う
よ
そ
れ
で
良
い
の
よ

 
そ
ろ
そ
ろ
約
束
の
真

の

だ

立
ち
上
が
り
体
を

ば
す

結
局
は
言
え
な
か

た
な

 
霊
夢

蓮

 
蓮
 

行
こ
う
か
そ
れ
で
見
て
い
て
よ

が
バ
カ
み
た
い
に

 
無
様
に
が
む
し

ら
に

う

を

 
せ
め
て
心

さ
せ
ま
い
と
笑

を

り

う

 
霊
夢

そ
ん
な

り
笑
い
を
し
な
い
で
頂

 
蓮
 

ご

ご
め
ん

 
い
き
な
り
怒
り
だ
し
て

ク
リ
す
る

り
笑
い
は
良
く
な
か

た
の
か
な
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霊
夢

良
い
こ
と
約
束
よ

貴
方
は
絶
対
に
生
き
て

の
元

 
に
帰

て
く
る
こ
と
良
い
わ

 
蓮
 

う

う
ん

 
霊
夢

よ
ろ
し
い

な
ら
行
き
ま
し

う

 
蓮
 

う
ん

 
そ
う
し
て

分
は
神
社
の
前
へ
と
向
か
う

そ
し
て

た
霊
夢
は
う
つ
む
き

 
霊
夢

本
当
に
バ
カ
よ

こ
れ
が
最
後
に
な
る
か
も
し

 
れ
な
い
の
に

い
い
え
蓮
な
ら
帰

て
く
る
そ
う
に

 
決
ま

て
る

 
そ
う

き
蓮
の
後
を
追

て
神
社
の
前
へ
と
向
か
う
の
だ

た

そ
し
て
神
社
の
前
へ
と
つ
く

と
そ
こ
に
は
何
人
も
の
妖
怪
や
人
で

れ
て
い
た

そ
の
中
に
は

者
の

は

の
事

友
人
の
魔
理
沙
や
妖
夢
や
咲
夜
や
玲
音
や
そ
の

に
も

数
の
者
達
が
勢

い
も
い
た

 
蓮
 

ど
う
し
て
こ
こ
に

 
霊
夢

い
つ
の
間
に

 
後
を
追

て
き
た
霊
夢
も

ク
リ
し
て
い
る
事
か
ら
霊
夢
が
呼
ん
だ
わ
け
で
は
な
さ
そ
う
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だ

す
る
と
空
か
ら
黒
い

が
降
り
て
く
る

そ
れ
は
定
番
の
射
命
丸
だ

 

 

め
た
の
は

で
す

さ
ん
か
ら
聞
き
ま
し
て

 
蓮
 

う

 

は
お
せ

か
い
な
事
を
し
た
な

 
蓮
 

さ
ん
は

で
す
が
そ
の
気

ち
は
受
け

て
は

 
お
き
ま
す
よ

 

リ
と

を
下

る
と

は

ン

ン
と
首
を

る

 

 

い
え
そ
ん
な

 
蓮
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

さ
ん

 
と

き
数
歩
進
む
と

 
霧
雨

お
い
蓮
お
前
は
死
ぬ
気
か

良
い
か
死
ぬ
ん
じ

 
な
い

絶
対
に
生
き
ろ
よ

 

蓮
さ
ん

張

て
く
だ
さ
い

 
玲
音

小
僧

何
か
あ

た
ら

け
て
や
る
か
ら
な

 
咲
夜

え



 第３６１話 決闘準備

 

は

分
を
心

し
て
言

て
く
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う

だ
が
こ
れ
は
決
闘
邪
魔
だ
け
は
絶

対
に
し
て
は
な
ら
な
い

 
蓮
 

お
願
い
だ
か
ら
邪
魔
だ
け
は
し
な
い
で

こ
れ
は

 

と

と
の
真

負
な
ん
だ
せ
め
て

は
見

け

 
て
よ

 
霊
夢

蓮

 
こ
れ
は

士
と
し
て
の

ラ
イ
ド
を

け
た
戦
い
だ

本
当
に
邪
魔
だ
け
は

め
て
欲
し
い
の

だ

そ
ん
な
事
を
思
い

ぶ
と
晴
天
の
天

が
一
気
に

れ
出
し
吹
雪
へ
と
変
わ
る

 
蓮
 

来
る

 
と

く
と
カ
タ
ン

カ
タ
ン

と
音
が

く

こ
れ
は

を
登

て
い
る
音
か

す
る
と

鳥
居
の
前
に
決
闘
相
手
と
な
る
嫉
妬
の
魔
王
が
現
れ
る

 
嫉
妬

せ
ず
そ
し
て
逃

ず
に
来
た
か

 
蓮
 

に
も

ラ
イ
ド
が
あ
る
ん
で

 
嫉
妬

そ
う
か

 
と
言
う
や

や
突
然

分
の
近
く
で
蒼
炎
が
空
へ
と
放
た
れ
る

何
事
だ
と
思

て
い
る



 第十八章 平和の日常へ

と
一
気
に
何
か
が

け
て
嫉
妬
へ
と
向
か

て
い
く

そ
れ
は

 

リ

レ

ア
タ
ン

 
玲
音

て
お
い

 
玲
音
と
そ
の
守
護
霊
的
な
女
性
の

リ
ア
ル

だ

た
か
が
い
き
な
り
ガ
ン

レ

ド
で
嫉

妬
に
襲
い

か

た
の
だ

だ
が
そ
れ
に
合
わ
せ
嫉
妬
は

に

を

め
た
状

で
一
撃
を

さ

え
る

 

リ

や
は
り
昨
日
の
吹
雪
も
貴
様
の
仕
業
か

 
嫉
妬

お
前
は

あ

色
欲
を
追
い
か
け
回
し
て
た
気

ち

 
悪
い
ス
ト

カ

だ
よ
な
確
か
お
前

て
焼

殺

 
し
て
死
ん
だ

だ
よ
な

 

リ

え

お
前
達
を
七
つ
の
大

者
共
を

殺
し
に
す
る

 
た
め
に

 
玲
音

て
お
い
人
の
体
を

手
に

 
と

玲
音
が
言
お
う
と
し
た

後
だ

 
嫉
妬

と
り
あ
え
ず

て
お
け
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突

玲
音
の
体
そ
し
て

リ
ア
ル
ご
と
一

で

け
に
さ
れ
動
か
な
く
な
る

 
咲
夜

玲
音

 

け
に
な

た
玲
音
に
咲
夜
は

け
つ
け
る
が

 
嫉
妬

る
の
は

め
て
お
い
た
方
が
い
い
そ
の

の
温
度

 
は
あ
の
時
の

人
に
放

た

よ
り
も

か
に

た

 
い

５
０
０

上
の

た
さ
だ
無
闇
に

れ
ば
そ

 
の

は

に
よ
る
た
だ
れ
所
じ

ま
な
く
な
る

  
咲
夜

 
嫉
妬
を

む
が
そ
ん
な
の
を
お
構
い
無
し
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
数
歩
近
づ
き

分
の
近
く
で
立

ち

ま
る

 
蓮
 

玲
音
さ
ん
を
戻
し
て
く
だ
さ
い

 
嫉
妬

安
心
し
て
よ
こ
の
試
合
が
終
わ
れ
ば
戻
す
よ

 
は
た
し
て
本
当
に
そ
う
な
の
か

い
や
確
か
怠
惰
い
わ
く
で
悪
魔
は
約
束
に
は
忠
実
と
聞
く

な
ら
ば
戻
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
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嫉
妬

さ
て
と

い
る
ん
だ
ろ
怠
惰

 
と

を
あ

て
い
う
と
突
然

分
と
嫉
妬
の
間
に
怠
惰
が
現
れ
る

 
蓮
 

う
わ

 
嫉
妬

 
流
石
の
こ
れ
は
嫉
妬
も
び

く
り
し
た
の
か
後
退
り
す
る

怠
惰
は

分
達
を
見
る
と

 
怠
惰

何
か
用
か
な

嫉
妬
く

ん

 
嫉
妬

う

あ

あ
あ
あ
れ

て
る
だ
ろ
貸
し
て

 
怠
惰

え

仕
方
な
い
な

れ

 
嫉
妬
に
何
か
を
投

す
と
嫉
妬
は
そ
れ
を
受
け

り

に
は
め
る
と

し
空
気
が

え
が

ま
る

 
怠
惰

こ
れ
で
用
は

ん
だ

 
嫉
妬

さ

最
後
に
開
始
の
合
図
を
頼
む
よ

 
怠
惰

は

面
倒
く
さ

 
数
歩
下
が
る
と
怠
惰
は
た
め

を

き
な
が
ら
真
面
目
は

つ
き
に
な
る

 
怠
惰

で
は
で
は
こ
れ
よ
り

蓮
そ
し
て
嫉
妬
に
よ
る
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決
闘
を
開
始
す
る

い
に
構
え
ろ

 
合
図
で
何
時
で
も

刀
で
き
る
よ
う
に
構
え
る

嫉
妬
も

分
と

じ
で

刀
の
構
え
ま
た
は

か
ら

い
て

を
構
え
る
の
か
と
思
い
き
や
手
を

に
当
て
る

何
こ
れ
ま
さ
か
嫉
妬

て

分
と

じ
い
や

分
は
そ
れ
で
も
マ
シ
に
な

た
が
現

で
も
中
二
病
を

て
い
る
の
か

 
怠
惰

そ
れ
じ

い
に
良
い
な

 
蓮
 

え

え

 
嫉
妬

あ

 
今
は
後
だ

絶
対
的
な
強
者
で
あ
る
こ
い
つ
を
倒
す
ま
で
は
そ
ん
な
事
を
考
え
る
の
は

め
な

け
れ
ば

 
怠
惰

始
め

 
そ
の
一
言
で
嫉
妬
の
魔
王
と
の
決
闘
が
幕
を
あ

た
の
だ

た

 
狗
神

始
ま

た
な

 
鈴

う
ん

て
リ
ア
ル
怠
惰
が
風
邪
引
い
て
た

て
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本
当
な
の

 
神
楽

え

と
あ

空
か
ら
メ

書
き
が

え

と
本
当

 
み
た
い
で
す
よ

何
で
も
ク

ラ

な
る
も
の
を

 

に
当
て
す
ぎ
た
結

風
邪
を
引
い
て
し
ま

 
た

て
書
い
て
あ
り
ま
す

 
狗
神

ま

た
く

奴
は

 
鈴

や
れ
や
れ
だ

 
神
楽

あ

ま
た
空
か
ら
メ

書
き
が

え

と
日

日

 
の
投
稿
は
ま
だ

品
が
出
来
て
な
い
み
た
い
な
の

 
で
何
時
も
通
り
に
休
む
と
の
事
ら
し
い
で
す
そ
の

 
代
わ
り
に

ん
で
く
だ
さ
る
方
は
お
待
た
せ
し
ま

 
し
た

ケ

ン
の
話
を
久
々
に
明
日
投
稿
し
ま
す

 

て
書
い
て
あ
り
ま
す

 
狗
神

そ

ち
は
出
来
上
が

て
る
の
か
よ

 
神
楽

分

ち

く
ち

く
と
書
い
て
い
た
の
が
出
来
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て
い
て

日
に
発

か
ら
の
投
稿

て
感
じ
だ

 

た
の
で
は

 
鈴

ま

だ
ろ
う

怠
惰
く
ん
の
事
だ
か
ら

 
狗
神

た
く
仕
方

奴
だ
な

す
ま
な
い
が
そ
う
ら
し

 
い
か
ら
頼
む

 
神
楽

え

と
ま
た
ま
た
メ

書
き
が

も
う
終
わ
り
に

 
し
て
か
つ

め
を
し
て
く
だ
さ
い

て
書
い
て
あ

 
り
ま
す

 
鈴

も
う
い
い

だ
な

え

と

ン
そ
れ
じ

 
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す

 
狗
神

ま
た
月

日
に
は
復
活
す
る
と
は
思
う
か
ら
よ
ろ

 
し
く
な

 
神
楽

そ
れ
で
は

者
様

 
鈴

バ
イ
バ
イ
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第
３
６
２
話
 
決
闘
 
 
 

嫉
妬
の
魔
王

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

小
説
を
書
い
て

す
る
の
を

れ
書
い
た
物
が
パ

に
な

て
し

ま

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

明
日
の
分
を
書
い
た
の
に
ま
た

り
出
し
で
す

動

の

ク
を
外
し

れ
た
が
た
め
に

い
え

め
ま
し

う

さ
て
で
は
で
は
本
編
へ
ど

う 
怠
惰
の
一
言
に
よ
り
決
闘
が
開
始
さ
れ
す
ぐ
さ
ま
神
楽
を

刀
し
斬
ろ
う
と
し
た
そ
の
時

 
嫉
妬

あ

い

お
前
の
そ
の
力
が

い

 
と
突
然
意

が
わ
か
ら
な
い
事
を
言

て
き
た

分
の
力
が

い
と
は
一
体
ど
う
い
う
意

な
の
だ
ろ
う
か

だ

て

分
よ
り
も
力
が
あ
る
で
あ
ろ
う
に
関
わ
ら
ず
そ
ん
な
事
を
言

て

く
る
そ
の
意

は
一
体

と
考
え
て
い
る
と
突
然
嫉
妬
を
中
心
に

撃
波
が
放
た
れ
た
の
か

分
は
吹

飛
ば
さ
れ
る

 
蓮
 

く
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受
け

を
と

て
す
ぐ
さ
ま
体

を
立
て

す
と
嫉
妬
も

か
ら

を

き
構
え
る

嫉
妬
の

つ

は
さ
な
が
ら
宝
石
の
よ
う
に
刀

が

し
く
光

い
て
い
た

そ
し
て
何
よ
り
も
不
思
議

な
の
は
日
本
刀
の
よ
う
に
波

つ
波

が

が

て
い
た

 
嫉
妬

行
く
よ

 
蓮
 

 
神
楽
を
構
え
る
と
嫉
妬
は

く
か
つ
一
撃
一
撃
が
強
い
斬
撃
を

る
う

そ
の

は
ま
る
で

勢
い
よ
く
流
れ
る

の
よ
う
だ

 
蓮
 

ま
だ
ま
だ

 

撃
を
い
な
し
そ
し
て
回

と
行
い
続
け
て
い
き

撃
を

け
て
い
く
の
だ
が

と
気
づ
く

嫉
妬
が
行

て
い
る

撃
は
全
て

じ

撃

び
に

ン
ボ
な
の
だ

一
言
で
言
え
ば

ン
パ

タ

ン
な
斬
撃
な
の
だ

に

撃
に

れ
て
く
る

 
嫉
妬

流
の

 
蓮
 

 
だ
が

ン
パ
タ

ン
と
な

て
い
る
三

撃
の

め
の
一

が
く
る
か
と
思
い
き
や
一
転
し

い
き
な
り
の
斬
り
上

撃
を
仕

け
て
く
る

す
ぐ
に
後
退
し
て

け
る
が
斬
り
上

と
共
に
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が
出
来
上
が
る

 
嫉
妬

受
け
と
れ

 
そ
の

を
後
ろ

り
で

り
飛
ば
す
と

は

方
に
向
か

て

て
き
た

 
蓮
 

な

せ
や

 

を
一
刀

断
し
真

二
つ
に
な

た

は

に
別
れ

て
い
く
が
そ
の

を

て 
嫉
妬

断
を
す
る
な

 
嫉
妬
が

い
突
き
を
仕

け
て
く
る

を

へ
と
曲

て
何
と
か

一

で
回

す
る
が

に

り

を
つ
け
ら
れ

る

だ
が
突
い
た
そ
の
状

で
刃
を

に
し
一

し
て
く
る

す
ぐ
さ

ま

を

き
何
と
か
ガ

ド
す
る

 
蓮
 

じ

や

 
何
と
か
弾
き
飛
ば
し

撃
を
退
く
事
が
出
来
た
が
本
当
に
ギ
リ
ギ
リ
だ

た

流
石
は

つ

の
大

最
強
の

士
と
だ
け
言
わ
れ
た
だ
け
あ
る

 
嫉
妬

あ
れ
を

け
き

た
か

ど
う
や
ら
怠
惰
の
話
は
嘘

 

り
な
く
事
実
み
た
い
だ
な
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蓮
 

ど
う
い
う
事
で
す
か

 
神
楽
を

に
戻
し
そ
し
て

に
さ
し
て
構
え
な
が
ら
聞
く
と

 
嫉
妬

奴
は
言

て
き
た
人
間
に
し
て
は
中
々
に

の
通

 

て
い
る

士
が
い
る

て

分
の
中
で
は
所

は

 
な
ん
て
思

て
い
た
け
れ
ど

ど
う
や
ら

の
考
え

 
を

め
る

が
あ
る
み
た
い
だ

 
蓮
 

そ
れ

て

 
そ
う
言
う
と

ト
を
脱
ぐ
と
投

て
て
刀

を
空
に
向
け
て
構
え
る

 
嫉
妬

 
深
く

を

い
た
か
と
思
い
き
や
一
気
に
近
づ
か
れ
る
と

を

る

て
く
る

す
ぐ
さ
ま
神

楽
を

刀
し

ぐ
が

 
蓮
 

ぐ

 
あ
り
え
な
い
程
の
一
撃
の

さ
に

ク
リ
す
る

先
程
ま
で
の
一
撃
と
は

い
明
ら
か
に

す
ぎ
る

ま
る
で
と
ん
で
も
な
く

い

を
受
け
る
よ
う
な

さ
と
で
も
言
え
ば
い
い
の
か

そ
の

さ
と

じ
ぐ
ら
い
の
一
撃
で
斬
ら
れ
て
い
る
よ
う
な

覚
を
し
て
し
ま
う
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嫉
妬

遅
い

 
蓮
 

 
あ
ん
な

撃
を
真

正
面
か
ら

い
で
い
た
か
ら
手
が

た
な
い

撃
を

け
る
た
め
に
後

退
す
る
が
何
と
嫉
妬
は

を
地
面
に
さ
し

で

曲
し
た
何
か
を

る

そ
れ
を
見
て

な
予
感

が
す
る

 
嫉
妬

矢

 
そ
う
言
う
と

曲
し
た
物
に

が
現
れ
手
に

の
矢
を

り
上

る
と

分
に
向
か

て
射

て
き
た

 
蓮
 

舞
え
神
楽

 

体
の
分
霊
を

し
射

て
き
た
矢
を
弾
き
返
す
が

体
の
分
霊
達
の

が

り
つ
く

 
嫉
妬

面
白
い

 
そ
う
言
う
と
今
度
は

分
で
は
な
く
空
に
向
か

て

の
矢
を
放
つ

 
嫉
妬

雨

 
そ
の
一
言
と
共
に
空
か
ら
無
数
の

の
矢
が
降
り
注
ぐ

 
蓮
 

そ
ん
な
程
度
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神
楽
を

る
い
そ
し
て
分
霊
達
で
弾
き
返
そ
う
と
す
る
が
何
と
分
霊
達
は

分
を
強
く

し
飛

ば
す

 
蓮
 

え

 
強
く

し
飛
ば
さ
れ
無
数
の
矢
を
受
け
ず
に
は

ん
だ
が

体
の
分
霊
は
矢
が
無
数
に
刺
さ

た

に
な

て
し
ま

た

 
嫉
妬

そ
れ
と
言
い

れ
て
い
た
ん
だ
が

の

は

体
を

 

ら
せ
る
の
は

だ
が

や
精
神
す
ら

て
つ
か

 
せ
る

 
蓮
 

す
ら

て

 
つ
ま
り
あ
の

を

発
で
も
生

で
受
け
れ
ば
た
だ
で
は

ま
さ
れ
な
い
と
い
う
事
か

嫉

妬
は

を

し
再
び

を
構
え
そ
し
て
一
気
に
近
づ
い
て
く
る
と

を

る

て
く
る

 
蓮
 

そ
れ
し
き

 

撃
を
受
け
流
す
が
や
は
り
一
撃
が

く
て
手
が

れ
そ
う
だ

だ
が
嫉
妬
は
手
を

め
ず

を
何
度
も

る

て
く
る

 
蓮
 

う
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先
程
と
は
動
き
は

う
が
ま
た
何
度
も

じ

で
の

撃
だ

何
と
か

ぎ
受
け
流
す
が
ま
た

何
処
か
で
い
き
な
り
の

撃
を
仕

け
て
く
る
気
か

す
る
と

 
嫉
妬

お
前
は
今

思

た
ろ
ま
た
何
処
か
で
不
意
の
一
撃

 
を

え
て
く
る
だ
ろ
う
と

 
蓮
 

な

 
嫉
妬

お
前
の
そ
の

勢
か
ら
す
ぐ
分
か
る

そ
れ
は

 

術
の
五
行
で
い
う

の

つ
ま
り

勢
だ
ろ

 
ま

知

て
い
る
も
の
と
は
少
し
な
が
ら

う
な
先

 
程
の

刀
術
そ
し
て

い
た
状

で
の
そ
の
構
え
と

 
言
い

流

術
だ
な
お
前

 
数
分
間
の
戦
い
で
そ
こ
ま
で
分
か
る
と
い
う
の
か
何
て
言
う

力
だ

 
蓮
 

え

そ
う
で
す
よ
悪
い
で
す
か

 
嫉
妬

い
や

流
に
し
て
は
中
々
に
良
い

を
し
て
い
る
な

 
と
思

て
な

 
弾
き
飛
ば
さ
れ
す
ぐ
に
受
け

を
と
る
と
嫉
妬
は

手
に

を

ち
深
く

を
落
と
し
た
状
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で
刀
の

先
を

分
に
向
け

に

く

手
を

え
た
状

を

る

あ
れ

て
ま
さ
か

で
見
た
こ
と
が
あ
る
あ
の
伝
説
の
構
え
か

 
嫉
妬

行
く

 
間
合
い
を
一
気
に
着
か
れ
る
と

手
に

つ

で

分
の

を

か
れ
る

 
蓮
 

ぐ

 
だ
が
そ
れ
だ
け
で
は
終
わ
ら
ず
そ
の
ま
ま
の
状

で

さ
れ
神
社
の
鳥
居
へ
と

き
つ
け
ら
れ

体
が
め
り
込
む

 
蓮
 

が
は

 
神
社
の
鳥
居
に
ヒ

が

る
程
の
強

な
痛
み
に

が
出
来
な
い

刺
さ
れ
た

か
ら

を
引

き

く
と
刺
さ
れ
た

は

は

の
事
だ
が

手
に
感
覚
が
な
く
な
り
動
か
な
く
な
る
と

時
に
神
楽
を

し
て
し
ま
う

か
ら

を

い
た
嫉
妬
は

を

い

に
つ
い
た
血
を

う

た
血
は
一

で

り
宝
石
の
よ
う
に
地
面
に
転
が
る

だ
が
こ
の

な
ら

ン
ス
だ

 
蓮
 

式

 
鈴

反
撃
の

 
鈴

を
呼
ぶ
と
鈴

は

を
構
え

 
鈴

蓮
く
ん
の
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か
か
と
落
と
し
が
嫉
妬
へ
と
当
た
ろ
う
と
し
た
そ
の

間
無
数
の
何
か
が
鈴

の
体
を

き

刺
し
に
す
る

 
鈴

な

何

 

い
刃
い
や

う
こ
れ
は
先
程
に
嫉
妬
が

り

た

の
血
だ

ま
さ
か

ら
せ
た
血
を

一
度

解
さ
せ
て

を

に
変
え
て

さ
せ
た
と
で
も
言
う
の
か

 
嫉
妬

ど
う
し
た

を

り
飛
ば
す
ん
じ

な
か

た
の

 
か

 
鈴

こ

こ
の

 

々
に
と
鈴

の
体
は

て
い

て
る

こ
の
ま
ま
で
は
神
楽
の
分
霊
と

じ
結

だ

 
蓮
 

う
ぐ

 
気
合
い
で
何
と
か
鳥
居
か
ら
出
る
と

 
蓮
 

戻
れ
鈴

 
全

が

り
そ
う
に
な

て
い
る
鈴

を
す
ぐ
に
式
神

へ
と
戻
す

 
嫉
妬

ま
る
で

ン
み
た
い
だ
し
か
し
良
か

た
の

 
か

そ
ん
な
体
力
で
何
が
で
き
る
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蓮
 

は

は

嫉
妬
さ
ん
こ
れ
は
決
闘
で
す
よ
そ
れ

 
に

中
で

め
る
の
は
失

じ

な
い
で
す
か

 
嫉
妬

良
い
目
だ

 
蓮
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

狐
化

 

の
体
を
狐
の
よ
う
に
変
化
さ
せ

手
で
神
楽
を
構
え
る

手
が
使
え
な
か
ろ
う
が
や

て
や
る

手
負
い
の
狐
は
ジ

カ
ル
よ
り
も
凶

な
の
だ
か
ら

 
嫉
妬

力
が
上
が

た
の
か

や
は
り
お
前
は
た
だ
の
人
間

 
じ

な
い
な

 
ま
た

じ
よ
う
に
嫉
妬
は
深
く

を
下
ろ
し
て

を
構
え
る

あ
の
技
を
ま
た
す
る
つ
も
り

か 
蓮
 

は

 
一
気
に

け
出
し
嫉
妬
へ
と
向
か
う
と
嫉
妬
も
一
気
に
地
面
を

り

方
に
向
か

て
突
進
し

て
く

 
蓮
 

見
え
た

 
突
き
が
当
た
る
ギ
リ
ギ
リ
で

け
そ
の
遠
心
力
を
利
用
し
た
回
転

り
を
使
う

だ
が
嫉
妬
は
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そ
の
時
楽
し
そ
う
に
ま
る
で
無

な
子

と
何
ら
変
わ
ら
ぬ
笑

を
す
る
一
体
な

そ
ん
な
に

笑

て

 
霊
夢

蓮

 
蓮
 

な

 
ま
さ
か
そ
ん
な
事
が
あ
る
の
か

嫉
妬
の
手
に
は
先
程
ま
で

ら
れ
て
い
た

の

が
な
い
の

だ 
蓮
 
一
体
ど
う
い
う
ま
さ
か

 
上
を
向
く
と
何
か
が
落
ち
て
く
る

そ
れ
は

れ
も
な
く
嫉
妬
の

だ

嫉
妬
は

分
を

み

に
空
へ
と

け
上
が
り

を

り

に
手
を

え

方
へ
と

先
を
向
け
る

ま
さ
か
空
中

で
も
あ
の
技
が
使
え
る
の
か

 
蓮
 

式

 
狗
神
の

 
狗
神

を

す
る
と
狗
神
は
大
き
く

を
吸
い
込
み

 
狗
神

ン

 

を
放
つ

 
嫉
妬
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に
よ
り
吹

飛
ば
さ
れ
た
嫉
妬
は
空
中
で
受
け

を
と
り
着
地
す
る

 
嫉
妬

や
る

 
狗
神

ち

 

目
を
終
え
た
狗
神
は
光
の

子
と
な

て

え
る

嫉
妬
は
物

し
そ
う
な

を
し
な
が
ら

方
を
見
る

 
嫉
妬

君
の
出
す
そ
の

獣
た
ち
は
中
々
面
白
い

 
蓮
 

そ
れ
は
ど
う
も

 
一
気
に

け
て
嫉
妬
へ
と
特

を
仕

け
神
楽
を

る
う
が
嫉
妬
は
ま
る
で
全
て
の

撃
を
見

て
い
る
か
の
よ
う
な
動
き
で

分
の

撃
を
受
け
流
し
回

を
し
て
と
ま

た
く

撃
が
当

た
ら
な
い

 
嫉
妬

そ
れ
と

術
ま

実

術
は
た
だ

に

物
を

 

る
え
ば
良
い
と
い
う

じ

な
い
だ

 
蓮
 

そ
れ
は
ど
う

が
は

 
と
言

た

後

に

撃
が
走
り
吹

飛
ば
さ
れ
る

何
が
起
き
た
の
か
見
て
み
る
と

嫉
妬
の

後
に
ゆ
ら
ゆ
ら
と

が
動
い
て
い
た

ま
さ
か
あ
れ
で
吹

飛
ば
し
た
の
か
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嫉
妬

今

君
は

の
こ
の

で
吹

飛
ば
し
た
の
か
と
思

 

た
よ

そ
の
通
り
だ
よ

 
蓮
 

 

り
向
く
と
先
程
ま
で
地
上
に
い
た

の
嫉
妬
は

に

分
の

後
に
回

て
い
た

そ
れ
も

の

に

手
を

え
て

 
蓮
 

く

 
何
と
か

け
よ
う
と
し
た
が
も
う
遅
か

た

 
嫉
妬

襲
い

 
一

の

間
に
嫉
妬
の
目
に
見
え
ぬ
突
き
が

分
の

体
を

き
地
面
に

き
つ
け
ら
れ
る

 
蓮
 

が
あ

 
嫉
妬

終
わ
り
か

 
嫉
妬
は

に

を

め
よ
う
と
し
た
が

分
は
何
と
か
立
ち
上
が
り
神
楽
を
構
え
る

 
嫉
妬

ま
だ
立
つ
の
か

 
蓮
 

は

は

う

 
気
を
纏

た
神
楽
で
全
て
の
力

に
込
め
て

の
一
刀

断
を
放
つ
が
嫉
妬
も

い
突
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き
を
放
ち

分
の

を
突
き
刺
す

 
蓮
 

が

だ
が

え
た

 
相
手
の
突
き
を
わ
ざ
と
受
け
て
一
撃
を
放
つ

を

ら
し
て

を
断
つ
だ

 
蓮
 

が

 
嫉
妬

て

か

ん

 
だ
が
嫉
妬
は

の
体
に

を

し
込
ん
だ
状

で
思
い

き
り
刃
を

回
転
さ
せ

一

に

の

を

り
裂
か
れ
る

 
蓮
 

が

あ

 

を
本
格
的
に
や
ら
れ
た
た
め
に

に
力
が

ら
ず
そ
の
ま
ま
神
楽
を
落
と
し
嫉
妬
と
す
れ

う 
嫉
妬

ま
だ
ま
だ
だ
な

 
こ
の
戦
い
は

分
に
と

て

全
な
る
敗
北
だ

も
し
か
し
た
ら
も
う
刀
を

れ
る
か
す
ら
も

分
か
ら
な
い
し
こ
の

じ

か
ら
な
い
だ
ろ
う

な
ら
ば
い

そ
と
思
い
嫉
妬
へ
と

り
向
き

を

平
に

る

 
嫉
妬

何
の
真

か
な
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蓮
 

も
う

士
と
し
て
戦
え
な
い
な
ら
せ
め
て
最
後
は

 
士
ら
し
く
で
す

 
嫉
妬

そ
う
か

そ
の
心
意
気
は
良
し

 

い

斬
り
で

体
を
斬
ら
れ
そ
こ
か
ら
血
が
吹
き
出
る
が
一
気
に

り
紅
い
結

へ

と
変
わ
る

 
蓮
 

が

 
体
が

た
く
な

て
い
く
も
う
力
も
出
ず
に
地
面
に
倒
れ
る

 
蓮
 

言
え
な
か

た
な

 

か
向
こ
う
か
ら

分
の
名
を
呼
ぶ
友
や

人
の

が
聞
こ
え
る
中
深
い
暗
闇
に

ん
で
い

く
の
だ

た

 
で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す

今
回
は
キ

ラ
達
で

て
言
い
た
か

た
の
で
す
が

ど

の
キ

ラ
が
出
張
ま
た
は
い
な
い
た
め
こ
の
よ
う
な

と
な
り
ま
し
た

 
え

晴
明
と
変

の

姉
さ
ん
を
出
せ

て

そ
れ
も
あ
り
か
と
思
い
ま
し
た
が
あ
の
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人
も
出
張
中
の
た
め
出
れ
ず
で
こ
う
な
り
ま
し
た

 
は
い

さ
て
さ
て

何
で
し
た
で
し

う
か

嫉
妬
が
強
す
ぎ
だ
ろ
と
か
思
う
か
と
思
い

ま
す
が

品
の
中
で
は
確
か
に

常
に
強
力
な
キ

ラ
で
す

そ
し
て
蓮
を
鳥
居
に

き
つ
け
た

あ
の
技
は
分
か
る
人
な
ら
す
ぐ
に
分
か

た
で
し

う

は
い
新

組
の
三
番

⻑
の

の

突
き
技
で
す

何

が
こ
れ
を
使
え
る
の
か
も
見
て
い
け
ば
分
か

て
は
い
く
か
と
は
思
い

ま
す

そ
し
え
性
格
と
い
う
か
嫉
妬
全
体
の

ル
と
な

た
リ
ア
友
は

い
え
こ
こ
は
見
て

い
け
ば
分
か
り
ま
す
の
で
言
わ
な
い
で
お
き
ま
し

う

そ
し
て

々
に
と
嫉
妬
の
事
も
分
か

て
は
い
く
で
し

う

 
さ
て
次
回
が
ど
う
な
る
の
か
お
楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い

そ
れ
で
は
今
回
も
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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第
３
６
３
話
 
リ
・
ボ

ン

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
リ
ア
ル
で

書
を
書
き
な
が
ら
精
神
を
す
り

ら
し
て
い
る
怠
惰
の

ク
ソ
悪
魔
で
す

お
陰
さ
ま
で

が

キ

キ
と

さ
て
こ
ん
な
話
も
あ
れ
な
の
で
本
編
へ
ど

う 
思
え
ば
こ
の
人
生
色
々
な
事
が
起
き
た
よ
な

何
気
な
い
祖

と
の

ら
し
か
ら
一
転
し

と
な
り
そ
こ
か
ら
数
年
し
て
幻
想
郷
に
飛
ば
さ
れ
色
々
な
者
達
と
の
出
会
い
そ
し
て
先
祖
を

た
神
と
出
会

た
り
ま
た
は

か
古
代
か
ら
生
き
る
悪
魔
と
会

た
り
本
当
に
色
々
な
事
が

あ

た
な

 
蓮
 

 
気
づ
く
と

分
は
見
た
こ
と
の
あ
る
よ
う
な
な
い
よ
う
な
場
所
に
い
た

目
の
前
に
は
大
き

な

が
あ
り

り
を
見

す
と
白

束
を
着
た
小
さ
な
子

達
が

原
で
石
を
積
ん
で
い
た

 
蓮
 

そ
う
い
え
ば
神
楽
に
狗
神
に
鈴

は
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元
や

を
見
る
が
狗
神
や
神
楽
は
た
ま
た
鈴

も
見
つ
か
ら
な
い

と
い
う
か

分
の

も

白

束
に
な

て
い
て

ク
リ
す
る
が
気
づ
く

 
蓮
 

あ

そ
う
か
死
ん
だ
ん
だ

 
嫉
妬
の
二

の
斬
撃
で

を
斬
ら
れ
て
死
ん
だ
ん
だ

通
り
で
手
は
動
く
し
体
に
も
痛
み
が

な
い
の
か

を
動
か
し
手
を

た
り
閉
じ
た
り
し
な
が
ら
確
認
し
て
い
る
と

 

 

お
や
お
や
そ
こ
に
い
る
の
は

 
蓮
 

え

あ

 
と

が
聞
こ
え
向
く
と
そ
こ
に
は
大

を

に

せ
た
女
性
い
や
死
神
と
い

た
方
が
良
い

か

サ
ボ
り
死
神
の
小
野
塚
古
町
が

方
に
歩
い
て
き
た

 
小
町

蓮
さ
ん

あ
ん
た
が
何
で
こ
こ
に

て
そ
の
格

 
は

は

ん

つ
ま
り
は
死
ん
だ
の
か
い

 
蓮
 

み
た
い
で
す

 
小
町

あ
ん
た
み
た
い
な
の
が
死
ぬ
と
は

ど
ん
な
死
に

 
方
を
し
た
ん
だ
い

 
蓮
 

あ

え

と
決
闘
し
て

を
斬
ら
れ
て
そ
の
ま
ま
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ク
リ

て
感
じ

で
す
か

 
小
町

ひ

く
わ
ば
ら

く
わ
ば
ら

世
知

い
世
の
中

 
に
な

た
も
ん
だ

 
等
と
言

て
い
る
と
小
町
は
た
め

を

き
な
が
ら

を

く

 
小
町

蓮
さ
ん
あ
ん
ま
し
言
い
た
く
は
な
い
け
ど
さ
未

と

 
か
は
な
い
の
か
い

 
蓮
 

未

で
す
か

 
小
町

そ
う
さ
満

し
た
人
生
だ

た
か
い

 
満

し
た
人
生
だ

た
の
か
か

そ
ん
な
も
の
満

し
た
に
決
ま

て

待
て
よ

何
か
を

れ
て
い
る
気
が
す
る

 
蓮
 

 
小
町

ま

あ
れ
だ
よ
も
し
も
満

し
た
な
ら
知
り
合
い
の

 
よ
し
み
で
六

は
無
し
で
裁
判
所
ま
で

て
あ

 

る
よ
満

し
て
な
い
な
ら

ま

く
は
こ
こ
で

 
考
え
て
か
ら
に
な
る
か
も
だ
け
ど
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蓮
 

 
何
を

れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

何
か
大

な
人
そ
う
だ
ま
だ
伝
え
れ
て
な
い
じ

な
い
か

 
小
町

蓮
さ
ん

 
蓮
 

ま
だ
だ

 
小
町

 
蓮
 

ま
だ

は
満

し
ち

い
な
い

ま
だ
伝
え
て
な
い

 
事
が
あ
る
ん
だ

 
ま
だ
霊
夢
に
伝
え
れ
て
な
い
ん
だ

こ
ん
な
所
で

ク
リ

て
た
ま
る
か

 
小
町

ち

ち

そ
ん
な
に

ん
だ

て
死
ん
じ
ま

 

て
る
な
ら

 

 

そ
う
と
も
限
ら
な
い
よ

 
聞
い
た
こ
と
の
あ
る

が
し
た
た
め
向
く
と
そ
こ
な
は

と
怠
惰
が
笑
み
を

か
べ
て

い
た

 
小
町

あ

龍
神
様
の

き
人
の
ド

 
怠
惰

が
ド

だ

て
そ
う
じ

な
く
て
だ

蓮
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く
ん
も
う
戻

て
き
て
良
い
よ

 
蓮
 

は
い

 
怠
惰

い
や
だ
か
ら
君
の

体
の
蘇
生
し
た
か
ら

く
起
き

 
ろ

て
言

て
る
の
分
か
る

 
え

て
こ
と
は
戻
れ
る
の
か

 
小
町

ち

ち

何
を

手
に

死
人
を
復
活
さ
せ
る
の

 
は

も
良
い
所
で

て
蓮
さ
ん
体
が

 
蓮
 

え

え

 

分
の
体
が
光
の

子
と
な

て

え
て
い

て
い
る
の
だ

 
小
町

な

何
が

 
怠
惰

と
り
あ
え
ず
起
き
た
ら

れ
よ

 
蓮
 

え

そ
れ

て
ど
う
い
う

 
と
言

て
る
間
に
も

界
が
真

白
に
な

た
の
だ

た

そ
う
し
て
今
度
は
少
し
暗
い

界
に
な
る
と

 

 

起
き
て
お
願
い
だ
か
ら
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起
き
ろ
死
ぬ
な
蓮

 

 

死
ぬ
の
は

目
で
す

 
何
て
い
う

が
聞
こ
え
て
体
を
ま
さ
ぐ
ら
れ
て
る
感
じ
が
し
て
く
る

ゆ

く
り
と

を
開
け

る
と
そ
こ
に
は
目
に

を

か
べ
る
霊
夢
や
魔
理
沙
や

や

が

分
の

を
見
て
い
た

 
蓮
 

え

え

と

ど
う
し
た
の

 
霊
夢

蓮

良
か

た

 
ギ

と

き

め
ら
れ
る

そ
う
か
あ
の
世
か
ら
帰

て
き
た
ん
だ

戻
れ
て
よ
か

た
と

思

た
束
の
間

突
然
霊
夢
の

に
力
が

た
の
か

分
の
体
を

め
上

出
す

 
蓮
 

う

れ

霊
夢
さ

ん

 
霊
夢

こ
の
大
バ
カ

 
首
を
思
い

き
り

め
上

ら
れ
呼
吸
が
で
き
な
い

 
蓮
 

れ

れ
れ
霊
夢
く

く
る

 

バ
い

バ
い
死
ぬ

マ
ジ
で
ま
た
あ
の
世
に
逆
戻
り
そ
う

 

霊
夢
さ
ん
蓮
さ
ん
の

が

 
霧
雨

マ
ジ
で

め
ろ
霊
夢
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が
何
と
か
霊
夢
を
引
き

が
し
て
く
れ
た
た
め
死
な
ず
に
す
ん
だ

 
蓮
 

は

は

死
ぬ
か
と
思

た

 
霊
夢

ご

ご
め
ん

て
あ
ん
た
が
悪
い
ん
だ
か
ら

 
蓮
 

ご
め
ん

て
ば

 
し
か
し
本
当
に

し

な
い
な

だ
が

分
の
体
が
可
笑
し
い
事
に
気
づ
く

先
程
ま
で
動
か

せ
な
か

た
手

が
動
く
し

の
痛
み
も

え
て
い
た

と
思
い

り
裂
か
れ
た

を
見
て

み
る
と

は
な
く
全
て
が
な
か

た
か
の
よ
う
な
感
じ
に
な

て
い
た

 
蓮
 

が
そ
の
死
ん
だ
時

て
ど
う
な

た
の

 

え

と
確
か
怠
惰
さ
ん
が
こ
う

パ

ン
し
た
ら

 
蓮
さ
ん
の

が
全
て

え
ま
し
た

そ
れ
で
も
起
き

 
な
く
て
怠
惰
さ
ん
が
蓮
さ
ん
の
様

を
確
認
を
し
た

 
ら

て
て
す
ぐ
に
心

マ

サ

ジ
が

て
そ
し

 
た
ら
そ
の
ま
ま
放

し
て
何
処
か
に
行
き
ま
し
た

 
そ
れ
を
見
て
ま
さ
か
と
思
い

で
起
こ
し
て
い
た
ん

 
で
す
よ
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だ
か
ら
怠
惰
は
あ
の
世
に
い
た
の
か

と
い
う
か
あ
の
人

生

で
あ
の
世
に
行

た
の
か

そ
う
い
え
ば
怠
惰
は
あ
の
世
に
い
た
の
は
分
か

た
が
嫉
妬
は
ど
う
し
た
の
だ
ろ
う
か

 
蓮
 

嫉
妬
さ
ん
は

 
霧
雨

そ
れ
な
ら

ら

 

す
方
向
を
見
る
と
そ
こ
に
は
神
社
の

で

を

え
な
が
ら
何
か
ぶ
つ
ぶ
つ
と

え

え

て
い
る
嫉
妬
が
い
た

 
蓮
 

ど
う
し
た
の
あ
れ

 
霧
雨

怠
惰
が
何
か

い
た
ら

奴
い
き
な
り
あ
そ
こ
に

 
行

て

ル

ル
と

え
だ
し
て
よ

 
何
を
言
わ
れ
た
ん
だ

と
り
あ
え
ず
立
ち
上
が
り
嫉
妬
に
近
づ
こ
う
と
す
る
と

 
霊
夢

ち

と
蓮
あ
ん
た
何
し
て
る
の
よ

 
蓮
 

嫉
妬
さ
ん
と
話
そ
う
か
な

て

 
咲
夜

さ

き
あ
の
悪
魔
に
殺
さ
れ
た
の
に
話
に
行
く

て

 
ど
う
か
し
て
い
る
ん
で
す
か

 
蓮
 

ど
う
も
し
て
な
い
よ

た
だ
気
に
な
る
だ
け
だ
よ
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そ
う
た
だ
気
に
な
る
の
だ

あ
ん
な
に
強
い

が
何

あ
ん
な
四

で

ル

ル

え
て
い

る
の
か

と
り
あ
え
ず
近
づ
く
と

 
嫉
妬

聞
い
て
な
い
聞
い
て
な
い
聞
い
て
な
い
聞
い
て
な

 
い
聞
い
て
な
い
聞
い
て
な
い
聞
い
て
な
い
聞
い
て

 
な
い

 
と

聞
い
て
な
い

と
い
う
言

を

ツ

ツ
と

呼
し
て
い
た

 
蓮
 

嫉
妬
さ
ん

 
嫉
妬

ひ

ご
め
ん
な
さ
い

子
に

り
ま
し
た

 
全

鱗

が
し
の

だ
け
は

 
嫉
妬
は

を
つ
き
な
が
ら

分
達
か
ら
後
ず
さ
る
の
だ

た

 
怠
惰

は
い
て
な

で
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す

 
小
町

あ
ん
た
分
か

て
る
の
か
い

死
者
を
蘇
生
さ
せ

 
る

て
大

も
良
い
と
こ
ろ
だ
よ
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怠
惰

お
や
お
や
こ
こ
の
死
神
様
は
何
を

る
の
や
ら

ま

 

た
心

を
動
か
し
た
だ
け
な
の
に

 
小
町

い
や

心

ど
こ
ろ
か

ご
と

え
た
ん
だ
け
ど

 
あ
ん
た
地
獄
の
面
々
か
ら
目
を
つ
け
れ
ら
る
よ

 
怠
惰

な
ら
死
神
ち

ん
に
教
え
て
あ

よ
う
ル

ル
な
ん

 
て
い
う
ク
ソ

タ
レ
な
も
の
は
破
る
た
め
に
あ
る
の

 
さ

 
小
町

そ
れ
聞
い
た
ら
理
久
兎
様
が
怒
る
よ

 
怠
惰

あ
ん
な

二

に
負
け
る
程

は

じ

な
い
な

  
小
町
 
 
 

 
怠
惰

ま

を
倒
し
た
い
な
ら

怒
と
傲
慢
を
セ

ト
で

 

れ
て
き
な

 
小
町

だ
い
そ
れ

 
怠
惰

さ
て
さ
て
そ
ろ
そ
ろ
戻
ら
な
い
と
い
け
な
い
か
ら
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今
回
は
こ
こ
ま
で
そ
れ
じ

ま
た
次
回
さ
ら
ば

 
小
町

あ

ラ
待
ち
な

て
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第
３
６
４
話
 
嫉
妬
の
本
来
の
性
格

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
シ

ド
バ
で
レ

の
ス
キ
ン
を

う
た
め
に

し
て
し
ま

た
怠
惰

の
ク
ソ
悪
魔
で
す

つ
い
に

ン
パ
イ
ア
の
新
た
な
ス
キ
ン
が
き
ま
し
た

そ
ろ
そ
ろ
増
え
て

欲
し
い
な
と
は
思

て
い
た
ん
で
す
よ

さ
て
そ
れ
で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 

を
つ
き
な
が
ら

に

を
当
て

え
出
す

あ
れ
さ

き
と
比
べ
る
と
全
然
覇
気
を
感
じ

な
い
所
か
ま
る
で

タ
レ
か
の
よ
う
な

舞
い
に
な

て
い
る
の
は
何

だ

 
霊
夢

あ
ん
た
さ

き
ま
で
の

勢
や
ら
は
ど
う
し
た
の
よ

 
そ
れ
に
許
し
て
く
れ

て
蓮
を
殺
し
た
く
せ
し
て
何

 
を
言

て
る
の
よ

 
嫉
妬

す
い
ま
せ
ん
で
し
た

子
に

り
ま
し
た

 
霧
雨

お
い
お
い
本
当
に
別
人
み
た
い
だ
な

 
ど
う
し
て
こ
う
な

て
い
る
の
だ

す
る
と
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そ
い
つ
の
本
当
の
性
格
は
そ
れ
な
ん
だ
よ

 
と

が
聞
こ
え
る
と
空
か
ら
怠
惰
が
降
り
て
く
る

 
霊
夢

は

こ
い
つ
の
本
当
の
性
格

 
怠
惰

そ
う

こ
い
つ
の
本
当
の
性
格
は

病
か
つ
神
経

 
そ
れ
で
い
て

分
と
相
手
を
す
ぐ
に
比
べ
て

に

 
走
る
最
強
の

タ
レ
さ

 
蓮
 

え

じ

あ
さ

き
の
強
者
み
た
い
な
言
い
方
は

 
ど
う
い
う

 
怠
惰

あ
ん
な
も
ん
演
技
に
決
ま

て
る
だ
ろ

と
い
う
か

 

か
ら
そ
う

し
た

 
そ
う
だ

た
の
か

嫉
妬
は

ル

ル
と

え
ご
め
ん
な
さ
い
を

呼
し
て
い
た

 
蓮
 

あ
の
何
で
嫉
妬
さ
ん
は
そ
ん
な
に

え
て

 
怠
惰

あ

こ
こ
幻
想
郷
は
傲
慢
の

張
り

て
言

た
ら

 
も
う

ご

の
あ
り
さ
ま
だ
よ

 
嫉
妬

む

昔
に
傲
慢
と
怠
惰
に

誘
さ
れ
た
時
に
断

た
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ら
ボ

ボ

に
さ
れ
て
そ
れ

来
め
ち

く
ち

こ

 
の

人
が

い
ん
だ
よ

特
に
怠
惰
君
に
対
し
て

 
は
特
に
だ
よ

分
か
る

分
か
る
か
な

 
怠
惰

う
る
せ

タ
レ

士
が

ら
な
い
と
て
め

の

 

ミ
ソ
に
ロ
ボ
ト
ミ

手
術
す
る

 
嫉
妬

ご
め
ん
な
さ
い

 
怠
惰
の
一
言
に
一

で

る

相
当
な
ト
ラ
ウ
マ
を

え

け
ら
れ
て
い
る
み
た
い
だ

 
怠
惰

蓮
だ

た
り

の
奴
等
も
さ
ど
う
思
う
よ

 
蓮
 

何
が
で
す
か

 
怠
惰

戦
う
相
手
が
こ
ん
な

タ
レ
野

だ

た
ら
戦
い
た

 
い
と
思
う
か

 
霊
夢

正

に
言
う
と
後

が
悪
い
わ

 
蓮
 

う
ん

 
怠
惰

そ
う
だ
か
ら
こ
そ
気

ち
よ
く
戦

て
も
ら
う
た
め

 
に
演
技
し
ろ

て

し
た
の
さ
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だ
か
ら
あ
ん
な
強
気
な
感
じ
だ

た
の
か

 
怠
惰

そ
し
た
ら
こ
い
つ
と
き
た
ら
心
の

が
な
さ
す
ぎ

 
て
人
が
準
備
や
ら

い
中
し
て
る

て
の
に
聞
い
た

 
話
に
よ
れ
ば
守
矢
の
神
達
を

り

け
に
し
た
り

 

の

て
に
は
殺
す
気
で
行

て
も
良
い
が
殺
す

 
な
よ

て
言

た
の
に
も
関
わ
ら
ず
殺
し
や
が

て

 
蓮
の

体
は
再
生
さ
せ
た
の
に

が
戻
ら
な
か

た

 
か
ら
ヒ

ヒ

し
た

お
い

ラ
嫉
妬
こ
れ
が
傲

 
慢
に
バ
レ
た
り
し
た
ら
鱗

が
し
の

ぐ
ら
い
じ

 

ま
さ
れ
な
い

 
嫉
妬
 

 
嫉
妬
が

い
バ
イ

レ

シ

ン
し
な
が
ら

え
て
い
る

鱗

が
し
の

て
そ
ん
な
に

い
の
か
な

 
怠
惰

た
く
よ
本
当
に
念
の
た
め
と
思

て
神
社
に
魔
法

 
を
セ

ト
し
て
お
い
て
良
か

た

そ
ん
で
蓮
に
聞
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き
た
い
ん
だ
け
ど
お
前
は
こ
い
つ
と
戦

て
ど
う
思

 

た

 
蓮
 

ど
う

て

 
そ
う
言
わ
れ
て
も
ど
う
返

す
れ
ば
良
い
の
か

る
な

 
怠
惰

因
み
に
だ
が
蓮
お
前
の
戦
闘
力
と
嫉
妬
の
戦
闘
力
は

 

じ
だ
か
ら
な

 
霊
夢

は

こ
れ
で

じ
で
す

て

 
蓮
 

じ

て
そ
う
は
見
え
ま
せ
ん
よ

 
怠
惰

ま

パ

と
見
は
な
こ
い
つ
の

に
つ
け
て
あ
る
の

 
は
昔
の
戦

時
代
に
実

に
軍
で
使
わ
れ
て
い
た
手

 

を

が

良
し
た
物
だ
本
来
の
用

は
戦
闘
力
に

 
ス
キ
ル
や
魔
法
そ
れ
か
ら
能
力
や
ら
を

す
る
力

 
が
あ
る
ん
だ
が

良
し
て
戦
闘
力
の
み
だ
け

で

 
き
る
代
物
に
し
た

だ

 

で
も

戦
闘
力
を

タ
リ
合
わ
せ
る

て

し
く
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な
い
で
す
か

 
怠
惰

そ
の
手

を
着
け
る
と
戦
闘
力
は
強

的
に

に
な

 
る
の
さ
そ
こ
に
嫉
妬
の
能
力
が

わ
れ
ば
蓮
と

じ

 
戦
闘
力
に
な
る

て

さ

 
一
度
は

に
し
て
ま
た

分
と
比

す
る
よ
う
に

し
た

て
事
か

 
咲
夜

そ
の
魔
王
の
能
力
は
何
な
の
よ

 
怠
惰

嫉
妬
を

現
化
す
る
程
度
の
能
力

と
で
も
言
え

 
ば
良
い
の
か
な

こ
い
つ
は
決
闘
と
か
す
る

に
は

 
相
手
を
リ
ス

ク
ト
す
る
戦
い
方
を
す
る
の
さ
今
み

 
た
い
に
戦
闘
力
を

じ
に
し
て
な

た
だ
戦

に
な

 
れ
ば
こ
い
つ
が

と
認
識
し
た
者
の
全
て
の
戦
闘
力

 
を

分
の
元
か
ら
あ
る
戦
闘
力
と
合
わ
せ
て
強
化
を

 
す
る
事
が
で
き
る
の
さ
そ
れ

に
１

数
の
戦

 
闘
そ
し
て

麗
と
言
わ
れ
る
技
の
数
々
で
傲
慢
や

 
怒
も
一
目

く

な
ん
だ
が
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嫉
妬

ア
ハ
ハ

く
て
す
い
ま
せ
ん

 
怠
惰

元
々
の
性
格
が
こ
れ
だ
か
ら
メ
ン
バ

の
中
で
も
断

 
ト
ツ
で
面
倒

い
奴
な
の
さ

 

笑
い

か
べ
な
が
ら
怠
惰
は

を

き
だ
す

 
怠
惰

こ
い
つ
こ
れ
で
も
当
時
は
三

王
と
呼
ば
れ
た
奴
の

 

人
な
ん
だ
け
ど
な

本
当
に
何
と
い
う
か

 
霊
夢

さ

き
魔
法

が
ど
う
と
か
言

た
け
ど
ま
さ

 
か
最

か
ら
蓮
を
殺
す
気
は

 
と

聞
く
と
怠
惰
は
キ

ト
ン
と
し
た

を
す
る

 
怠
惰

な
い
な
殺
す
価
値
も
な
い

 
嫉
妬

怠
惰
く
ん
言
い
方
が

い
よ

ま

そ
の
な
い
で
す

 
よ

だ

て

が
こ
こ
に
来
た
の
は
最

に
も
言

 
た
け
れ
ど
蓮
く
ん
の
実
力
を
見
に
来
る
た
め
だ
し

 
怠
惰
か
ら
は
少
し
で
も
蓮
を
本
気
に
さ
せ
る
た
め
に

 
も
殺
す
気
で
か
つ
強
気
に
行
け

て
言
わ
れ
た
か
ら
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あ
ん
な
演
技
し
て
い
た
だ
け
だ
し

 
嫉
妬
の
言
う
通
り
だ
さ
り

な
く

い

待
て
よ
つ
ま
り
最

か
ら
仕
込
ま
れ
た
決
闘
だ

た

の
か

ま
だ
伝
え
て
な
い
事
が
あ
る
と
か
最
後
の
言

と
か
を
霊
夢
に
向
け
て
言

て
い
た

分

が

し
く
思
え
て
き
た
し

ず
か
し
い
ん
だ
け
ど

 

で

で
も
神

子
様
や
諏
訪
子
様
を

け
に
し
た

 
の
は
ど
う
説
明
す
る
ん
で
す
か

 
咲
夜

つ
い
で
に
玲
音
も

く
戻
し
て
頂

 
嫉
妬

そ
う
言
わ
れ
て
も
あ
れ
は
そ

ち
か
ら
先
に
喧
嘩
を

 
吹

け
て
き
た
よ

正

な
話
で

ク
リ
し

 
た
も
ん
い
き
な
り
喧
嘩
を
吹

け
ら
れ
た
り
昔
に

 
色
欲
を
ス
ト

キ
ン
グ
し
て
た

リ
ア
ル
が
い
た
り

 
し
て
さ

 

処
は

達
の

地
で
す
し
神

子
様
や
諏
訪
子
様

 
に
と

て
は
神
聖
で
あ
り
と
て
も
大

な
場
所
な
ん

 
で
す
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咲
夜

リ
ア
ル
の
事
な
ん
か
ど
う
で
も
良
い
わ

 

も
咲
夜
の
す
ご
み
に

し
負
け
た
の
か
嫉
妬
は

を
反
ら
し

 
嫉
妬

ご

ご
め
ん
さ
い

こ
ん
な
に
⻑
く
生
き
て
て
マ
ジ

 
で
ご
め
ん
な
さ
い
人
や
神
様
を

け
に
し
て
し
ま

 
い
ま
し
て
マ
ジ
で
ご
め
ん
な
さ
い

 

く
メ
ン
タ
ル
が

す
ぎ
て

ク
リ
す
る

ま
さ
か
こ
ん
な
に
も

す
ぎ
る
と
は

 

な

何
か
怒
る
気
に
も
な
れ
ま
せ
ん

 
咲
夜

を
戻
し
て
く
れ
る
か
し
ら

 
嫉
妬

あ

う
ん
襲
わ
な
い

て
約
束
で
き
る
な
ら

 
咲
夜

そ
れ
は
ま

う
ん

 
ど
う
言
え
ば
良
い
の
か
分
か
ら
な
い
の
か
咲
夜
は

を
反
ら
す

 
嫉
妬

じ

あ
無
理

だ

て

い
も
ん

 
怠
惰

騒
ぐ
な

と

の
合
の
子
野

い
て

 

屋
に

す
る

 
嫉
妬

ひ
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何
か
見
て
い
る
と
一
種
の
ギ

グ
み
た
い
だ
な

本
当
は

つ
の
大

の
悪
魔
達

て

メ

ア
ン
何
じ

な
い
か
な
と
常
々
と
思
う

 
嫉
妬

分
か

た
よ
せ
め
て
襲
わ
れ
な
い
た
め
に
も
帰
り

 
で
戻
す
か
ら

 
怠
惰

言

て
お
く
が
約
束
は
守
る

 
咲
夜

分
か

た
わ
よ
そ
れ
で
良
い
わ

 
こ
れ
で
玲
音
も
何
と
か
な
り
そ
う
だ

す
る
と
怠
惰
は

分
を
見
つ
め
る
と

 
怠
惰

や
れ
や
れ

で
だ
蓮
く
ん
こ
い
つ
と
戦

て
何
か
こ

 
う
分
か

た
み
た
い
な
事
は
あ

た
か

こ
い
つ
の

 
戦
闘
力
を

め
て
さ

 
蓮
 

え

え

と

 

分
と
比

す
る
よ
う
に
戦
闘
力
を
落
と
し
た
嫉
妬
と
戦

て
分
か

た
事
か

考
え
て

を

開
き

 
蓮
 

何
と
い
う
か

分
よ
り
も
技
の
技
術
力
が
優
れ
て
い

 
る

て
思
い
ま
し
た
し
何
よ
り
も

分
に

り
な
い
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の
は
技
の

度
も
と
い
技
術

と
い
う
の
は
良
く

 
分
か
り
ま
し
た

ま

性
格
は

き
で
の
話
に
は
な

 
り
ま
す
が

 
戦
闘
力
は

だ

た
の
な
ら

ら
く

分
に
と

て

り
な
い
も
の
は
技
の

つ

つ
の

技
術
だ

今
後
の
目

は
大
方
は
決
ま

た
な

 
嫉
妬

性
格
が
こ
れ
で
ご
め
ん
な
さ
い

 
怠
惰

そ
う
か

ど
う
や
ら

の
考
え
通
り
の
意
見
を

べ

 
て
く
れ
る
と
は
こ
い
つ
を
紹
介
し
た

が
あ

た

 

て
も
ん
だ

そ
れ
と
嫉
妬
お
前
は
本
当
に

ら
な

 
い
と
そ
の

を

刺

で

い
合
わ
す

 
嫉
妬

む

 

手
で

を
塞
ぎ
嫉
妬
は

る

 
霧
雨

何
か
こ
う
よ

達
魔
法
使
い
の
夢
を
ど
ん
ど
ん
壊
し

 
て
い
く
よ
な

 
怠
惰

そ
ん
な
の
幻
想
だ
よ
魔
理
沙
ち

ん
記
録
と
実

と
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で
は

く
変
わ
る
ん
だ
か
ら

 
霊
夢

そ
う
い
え
ば
だ
け
ど
そ
い
つ
も
あ
ん
た
や
あ
の

 

が
使

た
あ
の
技
は
そ
い
つ
も
使
え
る
の

 
蓮
 

 
あ
の
技

て
あ
れ
だ
よ
な

て
い
う
あ
の
技
だ
よ

怠
惰
は
嫉
妬
と

目
を
合
わ
せ

分
達
を
見
る
と

く

 
怠
惰

あ

使
え
る
よ
と
い
う
か

も

め
て

人
全
員

 
が
使
え
る

て
言

た
と
思

た
け
ど
な
こ
い
つ

 
の

の
手
は
こ
の

を
一

で

け
に
し
て

 
刀
に
よ
る
一

刀
で
全
て
を

々
に

く
だ

た

 
か
な
良
く
覚
え
て
な
い
け
れ
ど
さ

 
嫉
妬

あ

え

と
合

て
る
よ

 
怠
惰

知
る
か
と
い
う
か
そ
ん
な
も
ん
ど
う
で
も
良
い

 
嫉
妬

い

 

つ

け

て
さ
り

な
く

い
事
を
言
う
な

怠
惰
と
い
い
傲
慢
と
い
い
嫉
妬
と
い
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い
そ
う
い

た
技
に
は
正

を
覚
え
そ
う
に
な
る

 
怠
惰

と
ま

こ
ん
な
ど
う
で
も
良
い
話
し
は

い
て
お
い

 
て
だ
蓮
く
ん
も
次
な
る
方
向
性
が
見
え
た

だ
し
結

 

オ

ラ
イ
か
な

 
嫉
妬

そ

そ
う

だ

 
い
や
こ
の
決
闘
で
生
き
返

た
と
は
い
え
死
ん
で
る
ん
だ
が
ど
こ
が
結

オ

ラ
イ
な
の
だ
ろ

う
か

そ
ん
な
事
を
思

て
い
る
と
突
然

何
処
か
ら
か
音
楽
が
流
れ
出
す

 
怠
惰

あ

ち

と
悪
い

は
い
も
し
も
し

 
ど
う
や
ら
怠
惰
の
ケ

タ
イ
の
着
メ
ロ
み
た
い
だ

と
い
う
か
幻
想
郷

て
電
波

て
あ

た

け 
霊
夢

前
々
か
ら
思

て
た
け
ど
あ
れ

て
何

 

ケ

タ
イ
電
話
で
す
よ
ケ

タ
イ
は

も

て
い

 
ま
し
た
が
こ
こ
に
来
て
か
ら
電
波
や
ら
な
い
の
で
お

 

り
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が

 
霧
雨

だ
か
ら
そ
の
ケ

タ
イ

て
何
だ
よ
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蓮
 

え

と
通

て
言
え
ば
良
い
の
か
な

 
そ
れ
を
聞
く
と
霊
夢
や
魔
理
沙
そ
し
て
咲
夜
と
い

た
面
々
は

得
し
た

情
を
す
る

す
る

と 
怠
惰

は

は
何
が

て

い
ら
な
い
よ
だ

て
お

 
前
い
る
の

達
が
い
る
場
所
の
地
下
だ
ろ

別
に

 
え
る
し
良
い

て

は
い
よ
そ
れ
じ

明
後
日
に

 
の
場
所
で

 
そ
う
言
い
ケ

タ
イ
を

る
と

分
達
の
方
を
向
く

 
嫉
妬

か
ら
だ

た
の

 
怠
惰

怒
か
ら
だ
よ

の
事
を
聞
い
て
き
た
か
ら
な

 
霧
雨

怒

て
ま
さ
か
サ
タ
ン
か

 
怠
惰

そ
う

奴
も
今
こ
こ
に
来
て
る
ん
だ
よ

 
確
か

怒

て
さ

き
の
話
に
も
少
し
出
て
た
け
ど
怠
惰
と
嫉
妬
の
仲
間
だ
よ

そ
の
人
も

こ
こ
に
来
て
い
る
ん
だ

 
嫉
妬

え

そ
れ

な
ん
だ
け
ど
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怠
惰

だ

て
聞
か
れ
な
か

た
ん
だ
も
ん

 
さ
り

な
く
可
愛
く
言

て
い
る
い
の
だ
ろ
う
が
全
然
可
愛
く
な
い

ろ

た
ら
し
い
こ
と

こ
の
上
な
い

 
霧
雨

ち

ち

待
て
待
て
お
前
達
は
何
が
目
的
な
ん
だ

 
怠
惰

目
的

嫉
妬
は
蓮
の
実
力
を
見
に

と

怒
は

 
観
光

 
嫉
妬

だ
か
ら
来
て
た
の

と
い
う
か
観
光

て
の
も

 

な
ん
だ
け
ど

 
怠
惰

だ

て
今
日
い
き
な
り
決
ま

た
か
ら
な

 
嫉
妬

き
で

い

 
観
光

て
こ
の
人
達
ま
さ
か
こ
こ
に

く
い
る
つ
も
り
な
の
か

 
怠
惰

ま

そ
ん
な

だ
か
ら
よ
ろ
し
く

そ
う
だ
折

だ

 
し
蓮
く
ん
こ
い
つ
に

日

日
修
行
し
て
も
ら
え
よ

 
技
術

を
上

た
い
だ
ろ

 
そ
れ
は
上

た
い

だ
が
嫉
妬
に

く
迷

な
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
の
は
気
の
せ
い
だ



 第十八章 平和の日常へ

ろ
う
か

 
嫉
妬

め

迷

で
し

な
ん
か
だ

て

回
殺
し
て
る

 

だ
し
そ
れ
に
さ

き
か
ら
巫
女
さ
ん
の
目
が

い

 
ん
だ
も
ん

絶
対
許
さ
な
い

て
目
を
し
て
る
も
ん

 

め
ら
れ
て
明
日

屋
の
新

な
商
品
に
さ
れ
る

 

て

 
霊
夢

失

あ
ん
た

 
怠
惰

安
心
し
ろ
お
前
は
新

ど
こ
か

に

敗
が
進
ん
で

 

て
い
る
か
ら
な

 
嫉
妬

安
心
で
き
な
い
し

ろ

い

 

人
の
会
話
に

り
の

が
ク
ス
リ
と
笑
い
だ
す

こ
の

人
で

組
ん
だ
ら
良
い
気
が

し
て
き
た

だ
が
正

言

て
迷

な
ど
で
は
な
い

ろ

か
ら
技
術
を

べ
る
の
な
ら

と
も

び
た
い

 
蓮
 

霊
夢

 
霊
夢

は

分
か

た
わ
よ
そ
の
代
わ
り
あ
ん
た
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嫉
妬

は

は
い

 
霊
夢

も
し
も
ま
た
蓮
を
殺
し
た
と
き
は
分
か

て
い
る

 
わ
よ

 
嫉
妬

き

気
を
つ
け
て

え

そ
れ

て

 

分
は
数
歩
前
へ
と
出
て

を
下

る

 
蓮
 

日

日
で
す
が
ご

の
程
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

 

し
ま
す

 
嫉
妬

え

え

と

こ
ち
ら
こ
そ

 
嫉
妬
も
ま
た

を
下

る

こ
れ
で

日

日
は
嫉
妬
の

を
受
け
る
事
が
決
ま

た

 
怠
惰

さ
て
と
決
ま

た
事
だ
し
嫉
妬
あ
の
執
事
を
解

し

 
て
や
れ
よ

 
嫉
妬

え

で
も

 
怠
惰

説
得
し
て
や
る
か
ら

く
や
れ
じ

な
い
と
そ
こ
の

 
メ
イ
ド
は
後
が

い

 
嫉
妬

は

は
い
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そ
う
言
い
嫉
妬
は

け
に
な

て
い
る
玲
音
に
向
か

て
手
を
か
ざ
す
と

け
に
な

て

い
る
玲
音
と

リ
ア
ル
は
一

で
解

さ
れ
る

 
玲
音

だ

 
咲
夜

玲
音

 

リ

よ
く
も
や

て
く
れ
た
わ

 
解

さ
れ
た

間
に

リ
ア
ル
は
嫉
妬
に

意
を

き
出
し
に
す
る

 
怠
惰

は
い
は
い
そ
こ
ま
で

そ
こ
ま
で

 

リ

何
よ
あ
ん
た

や
さ
れ
た
い
の
か
し
ら

 
怠
惰

そ
う
言
う
な

て
良
い
こ
と
を
教
え
て
や
ろ
う
と

 
思

た
の
に
な

 

リ

何
よ

 
怠
惰

今
こ
こ
幻
想
郷
に
お
前
の
大

き
な
あ
の
人
が
来
て

 
い
る

て
言

た
ら

 
そ
れ
を
聞
い
た

リ
ア
ル
は
目
を

に
し
て

き
だ
す

怠
惰
は
ク
ス
リ
と
笑
い

れ
る
と

 

リ

こ
う
し
ち

い
ら
れ
な
い
わ
玲
音
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玲
音

て
お
い

 

リ
ア
ル
は
玲
音
を

り
そ
の
ま
ま
空
を
飛
び

え
て
い

た

 
咲
夜

貴
方
そ
れ
ど
う
い
う
意

よ

 
怠
惰

ん

何
が

 
咲
夜

リ
ア
ル
が
大

き
な
人

て
こ
こ
に
い
る
の
か

 

て
言

て
い
る
の

 
そ
れ
を
聞
い
た
怠
惰
は

で
笑
い
楽
し
そ
う
に
笑
う

 
怠
惰

さ

は
こ
う
言

た

だ
・大
・

・き
・な
・人

 
と

 
さ
な
が
ら
怠
惰
は
嘘
を
吹
き
込
ん
だ

か

い
手
を
使
う
も
の
だ
な

 
怠
惰

ま

数
日
も
す
れ
ば
帰

て
く
る
だ
ろ
う
よ

 
咲
夜

は

の
仕
事
分
を

め
な
き

 
怠
惰

ま

張

て
よ

さ
て
と
そ
れ
じ

や
る
こ
と
は

 
や

た
し

も
観
光
し
た
い
か
ら
こ
れ
で
お
開
き

 
て
事
で
あ

そ
れ
と
嫉
妬
さ
帰
る
時
に
な

た
ら
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え
に
く
る
か
ら
出
来
る
限
り
で
こ
こ
に
い
ろ
よ

 
嫉
妬

あ

う
ん

 
怠
惰

そ
ん
じ

ば
い
に

ら

 
そ
う
言
い
怠
惰
は

然
と

を

し
た

や
が
て
決
闘
を
見
た
者
達
も

々
に
と
解
散
し
て
い

く 

 

え

と
嫉
妬
さ
ん
で
す
よ

と
か

て
し
て
も

 
ら

て
も
良
い
で
す
か

 
嫉
妬

え

え

と

 
流
石
は
仕
事
が

い

だ
け
あ

て

を
し
よ
う
と
嫉
妬
に

け

て
い
た

 
霊
夢

本
当
に
大

な
の
か
し
ら

 
蓮
 

分
か
ら
な
い
け
ど
や
れ
る
限
り
は
や
り
た
い
ん
だ

 
確
か
に
嫉
妬
に
は
殺
さ
れ
て
し
ま

た

だ
が
一
度
死
ん
だ
か
ら
こ
そ
嫉
妬
か
ら
は
何
か
を

べ
る
気
が
す
る
の
だ

 
霊
夢

あ

そ
う
あ
ん
た
が
無
事
な
ら

は
構
わ
な
い
わ

 
蓮
 

心

し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
霊
夢
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霊
夢

ん

 
こ
う
し
て
数
日
だ
が
嫉
妬
か
ら

を
受
け
る
事
と
な

た
の
だ

た

 
狗
神

そ
ん
じ

今
回
は
こ
こ
ま
で
な

 
鈴

い
て
て

話
ぐ
ら
い
空
け
た
け
ど
ま
だ
痛
む
よ

 
神
楽
ち

ん
は
大

 
神
楽

え

え

分
霊
が

た
だ
け
で
す
の
で

 
狗
神

に
し
て
は

え
て
る

 
神
楽

え

嫉
妬
さ
ん
の

は

く

た
く

て

 
鈴

で
も

奴
か
ら

く

を
受
け
る
ん
で
し

 
神
楽

そ
う
み
た
い
で
す

 
狗
神

お
い
お
い
大

か
よ
怠
惰
の
時
み
た
い
な
あ
ん
な

 
修
行
だ
ろ
絶
対
に

 
鈴

蓮
く
ん
死
な
な
き

良
い
け
ど
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狗
神

そ
し
た
ら

る
の
は

等
だ

 
神
楽

え

ど
う
か
無
事
に

日
を
過
ご
し
て

し
い
で

 
す

 
狗
神

だ
な

て
時
間
も
時
間
だ
な

 
鈴

そ
れ
じ

今
回
は
こ
こ
ま
で

 
神
楽

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す

 
狗
神

そ
ん
じ

あ
な

 
鈴

ま

た



 第３６５話 嫉妬との修行

 
第
３
６
５
話
 
嫉
妬
と
の
修
行

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

書
を
何
と
か
書
き
終
え
て

と
し
て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で

す

今
日
は
色
々
と
散
々
で
し
た
が

一

し
か

た
事
は
こ
の
ぐ
ら
い
で
す

さ
て
そ
れ
で

は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 
嫉
妬
襲
来
か
ら
翌
日

分
は
嫉
妬
か
ら

を
受
け
る
た
め
に
庭
で
嫉
妬
と
向
か
い

合

て
い
た

 
嫉
妬

え

え

と
教
え
る
の
が
下
手
だ
け
ど
よ
ろ
し
く
お

 
願
い
し
ま
す

 
蓮
 

こ
ち
ら
こ
そ
お
願
い
し
ま
す

 
嫉
妬

い
や
こ
ち
ら
こ
そ

 
蓮
 

い
え
い
え
こ
ち
こ
そ

 
嫉
妬

い
や
い
や
そ
ん
な
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と

い
に

を
下

な
が
ら
そ
ん
な
会
話
を
し
続
け
て
い
る
と

 
霊
夢

あ
ん
た
達
は

を
下

続
け
て
な
い
で
さ

さ
と

 
や
り
な
さ
い
よ

 
嫉
妬

あ

え

と
そ
う
で
す

 
蓮
 

え

 
霊
夢
か
ら
の
ド
正

を

べ
ら
れ
確
か
に
そ
の
通
り
だ
と
思

た

嫉
妬
は

笑
い
を
す
る

と 
嫉
妬

そ
れ
で
え

と
君
の
実
力
は
あ
る
程
度
は
分
か

て

 
は
い
る
か
ら
す
ぐ
に
技
の

に

る

な
ん
だ
け

 
ど
そ
の
何
か
教
え
て
欲
し
い
技
と
か

て
あ
る
の
か

 
な
何
て

 
蓮
 

え

と

な
ら
嫉
妬
さ
ん
の
戦
い
方
そ
し
て
昨
日

 
使

た
斬
り
上

か
ら
の

を
出
現
さ
せ
る
技
を

 
教
え
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か

 
嫉
妬

そ
の

つ
だ

分
か

た



 第３６５話 嫉妬との修行

 
優
し
く

笑
む
と
嫉
妬
は

を

刀
し
中

の
構
え
を
と
る

分
も
神
楽
の

に
手
を

け

て
何
時
で
も

刀
で
き
る
よ
う
に
構
え
る

 
嫉
妬

そ
れ
じ

の
や
り
方
だ
け
ど
も
う
一
度
実

を

 
え
な
が
ら
話
す

覚

は

 
蓮
 

大

で
す

 
嫉
妬

な
ら
行
く
よ

 
そ
う
言
う
と
嫉
妬
は
昨
日
と

じ
よ
う
に

分
に
斬
り
か
か

て
く
る

す
ぐ
さ
ま

刀
し
嫉

妬
の

撃
を

ぐ
と
ま
た
嫉
妬
は
何
度
も

を

る

て
く
る

り
下
ろ
し

り

い

り
上

の

の

撃
を

り
返
し
て
く
る

 
嫉
妬

の
や
り
方
的
に
ま
ず
こ
こ
で

な
の
は
相
手
を

 
こ
の

に

れ
さ
せ
る
事
な
ん
だ
よ

 
蓮
 

れ
さ
せ
る

 
嫉
妬

そ
う

じ

撃
を

で
も
受
け
続
け
れ
ば

だ

て

 
こ
う
く
る

そ
う
く
る

て
意
識
し
ち

う
ん
だ
よ

 
そ
の

を

て
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蓮
 

 
そ
こ
か
ら

い
突
き
を
放

て
く
る

す
ぐ
さ
ま
神
楽
で
受
け
流
す
が
危
う
く
突
か
れ
る
所

だ

た

 
嫉
妬

ク
リ
し
た
で
し

 
蓮
 

え

 
嫉
妬

波
は

何
度
も
何
度
も
引
い
て
は
向
か

て
く
る
ん

 
だ
よ
け
れ
ど

そ
れ
は
波

と
な

て
突
然
の
大
波

 
を

り
出
す
ん
だ

 
蓮
 

 
正

に
言
い
た
い
の
だ
が
言
い
た
い
こ
と
が
あ
ん
ま
り
よ
く
分
か
ら
な
い

も

と

し
く

言

て
欲
し
い
ん
だ
が
折

こ
う
し
て
ご
教
授
し
て

て
い
る
の
に
そ
ん
な
事
を
言
え
ば
失

だ
し
言
い
た
く
て
も
言
え
な
い

ど
う
し
よ
う
と
思

て
い
る
と

 
霊
夢

も

と

い
て
言

て
く
れ
な
い

 
と

者
か
何
か
と
思

て
し
ま
う
よ
う
な
発
言
を
霊
夢
が
す
る

霊
夢
の
一
言
に
嫉
妬
は

す
る
と
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嫉
妬

え

と
な
ら
リ

で
言
う
な
ら

の
音
程
は

本

 
は
一

で
し

そ
こ
に
突
然
の
不

和
音
を

れ

 
れ
ば
リ

は
滅

に
な
る

て
感
じ
か
な

 
つ
ま
り
は
崩
し
と
い
う
事
か

考
え
て
み
る
と
こ
ん
な
風
に
崩
し
ま
で
は
あ
ん
ま
り
意
識
し
て

は
や

て
い
な
か

た
な

 
霊
夢

何
と
な
く
は
分
か

た
わ

 
蓮
 

霊
夢
が
す
い
ま
せ
ん

 
嫉
妬

こ

ち
こ
そ
ご
め
ん

分
か
ら
な
い
な
ら
分
か
ら
な

 
い

て
言

て
く
れ
た
方
が

分
と
し
て
も

か
る

 
か
ら

 
何
て
良
い
人
い
や
魔
族
な
ん
だ
ろ
う
か

最

の
印

の
せ
い
で
許
せ
な
い
と
思

て
は
い
た

が
こ
う
も
ガ
ラ
リ
と
変
わ
る
と
返

て

す
る
よ
な

で
も
怠
惰
の

に
比
べ
れ
ば
こ

ち

の
方
が
優
し
い
の
は
断
然
だ

 
嫉
妬

そ
れ
じ

さ

き

が
や

た
み
た
い
に
や

て
み

 
て
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そ
う
言
わ
れ
神
楽
を

刀
し
高

の

り

い
を
し
続
け
様
に

り
下
ろ
し

り
上

を

り
返
す

そ
し
て
力
を
込
め
て

り
下
ろ
し
を
し
て
嫉
妬
の

を
弾
き

に
神
楽
を

時
に
戻
し

嫉
妬
の

へ
と
飛
び
込
み
再
度

神
楽
を

刀
し
一

を
放
つ

 
嫉
妬

お

と

 
だ
が
嫉
妬
は
弾
か
れ
た
状

に
も
関
わ
ら
ず

を
逆
手
に

ち
変
え

を
地
面
に
刺
し

分
の

一

を

が
れ
て
し
ま

た

 
嫉
妬

良
い
感
じ

も
う

分
流
に
ア
レ
ン
ジ
ま
で
し
ち

 

た
ん
だ

け
れ
ど
そ
の

り
は
全
て
を

無
し

 
に
す
る
か
ら
ま
ず
は

を
大

に
し
よ
う

 
蓮
 

す
い
ま
せ
ん

 
本
当
に
怠
惰
の
あ
の
地
獄
特
訓
と
は
大

い
の
特
訓
で

ク
リ
も
し
て
い
る
し
何
よ
り
も
楽

し
い
と
思
え
る
の
は
何

だ
ろ
う

あ

そ
う
か
あ
の
修
行
は
無
理

過
ぎ
た
し

め
て

て
も
い
な
か

た
か
ら
か

 
嫉
妬

で
も
君
の

⻑
ぶ
り
は
本
当
に

い
よ
昨
日
戦

て

 
思

た
け
ど
ま
だ
ま
だ
君
は

び
る
よ



 第３６５話 嫉妬との修行

 
蓮
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
嫉
妬

さ
て
と
そ
れ
じ

次
は

り
上

か
ら
の
あ
の

 
を
発
生
さ
せ
る
技
だ
け
ど
あ
れ
ぶ

ち

け
話
に
な

 
る
け
ど
こ
の

の

な
ん
だ
よ

 
蓮
 

え

そ
れ
じ

は
使
え
な
い
ん
で
す
か

 
嫉
妬

ま

普
通
な
ら

け
れ
ど

ず
し
も

を
放
つ
だ

 
け

て

じ

な
い
ん
だ
よ
何
か
別
の
物
で
も
代
用

 
は
出
来
る
か
ら

 
別
の
物
で
代
用
可
能
か

考
え
て
み
れ
ば

に
執
着
し
過
ぎ
て
い
た
な

何
か
別
の
物
で
代
用

で
き
る
な
ら
何
か
し
ら
の
事
を
考
え
な
い
と
な

 
嫉
妬

物
は
試
し
で
や

て
み
る

 
そ
う
言
い
嫉
妬
は

の
刃
を
空
に
向
け
て
構
え

し
い

跡
を

き
な
が
ら

り
上

を
す
る

と

時
に
大
き
な

が
地
面
か
ら
飛
び
出
し
て
く
る

 
嫉
妬

そ
し
て

の
場
合
は
更
に
こ
こ
か
ら

生
が
生
ま
れ

 
る
ん
だ
よ

で
言
え
ば
こ
の

を

て
相
手
に
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ぶ
つ
け
た
り

は

そ
う
だ
な

ン

シ

ン

 
技
と
か
に
な
る
と

で
言
え
ば
怠
惰
君
だ

た
ら

 
が
こ
う
し
て

た

に
飛
び

か

て

 
を
相
手
に
ぶ
つ
け
に
い

た
り
と
か

 
蓮
 

え

そ
う
な
ん
で
す
か

 
嫉
妬

う
ん
波

り
の

と
か

て
言

て
戦
闘
中
な
の

 
に
も
関
わ
ら
ず
遊
ん
で
た
よ

 
や

り
あ
の
人
は

ざ
け
す
ぎ
て
る
よ
な

 
嫉
妬

で
も

怠
惰
君
あ
れ
で
も
性
格
は
昔
よ
り
か
は
マ
シ

 
に
な

た
ん
だ
よ

 
霊
夢

そ
う
な
の

 
嫉
妬

う
ん
昔
は
こ
う
近

り
が
た
い

て
言
う
か
何
と
い

 
う
か

て
感
じ
だ

た
か
ら

だ
い
ぶ
丸
く
な

た

 
よ

て
こ
ん
な
事
を
話
て
た
ら
時
間
が
す
ぐ
に
過

 
ぎ
ち

う
よ

 
さ

続
き
を
や
ろ
う
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蓮
 

あ

え

と
は
い

 

ら
く
嫉
妬
は
怠
惰
の
何
か
を
知

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い

い
や
も
し
か
し
た
ら
古
代
魔

族
と
い
う
種
族
だ
か
ら
こ
そ
オ
セ
や
ケ
ル

ロ
ス
ま
し
て
や

オ
ル
家
の
事
も
何
か
知

て
い

る
か
も
し
れ
な
い

そ
ん
な
事
を
考
え
後
で
聞
い
て
み
よ
う
と
思
う
の
だ

た

 
鈴

そ
れ
じ

今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

な

思
う
事
が
あ
る
ん
だ
が
言

て
良
い
か

 
神
楽

何
で
し

う
か

 
狗
神

あ
の
嫉
妬

て
本
当
に
怠
惰
と

じ
種
族
で
元

 
な
ん
だ
よ
な

 
鈴

分
か
る

古
代
魔
族

て
だ
け
で
も

し
ち

う

 
し
何
よ
り
も
怠
惰
の
仲
間

て
だ
け
で
怠
惰
と

等

 
ま
た
は
そ
れ
を
越
え
る
キ

ガ
イ
か
と
思

た
け
ど

 
そ
う
で
も
な
か

た
よ



 第十八章 平和の日常へ

 
神
楽

ろ

く
優
し
い
方
で
す

 
鈴

そ
れ
が
不

然
だ
よ
絶
対
に
怠
惰
と

等
の

バ
い

 
感
じ
だ

て

 
狗
神

あ

ま

た
く
だ
な

 
神
楽

お
二
方
失

で
す
よ

 
鈴

だ

て

 
狗
神

あ
の
キ

者
を
見
て
る
と
な

 
神
楽

人
そ
れ

れ
で
す
よ
そ
れ
は

見
で
す
よ

 
鈴

も
う
少
し
様
子
見
だ

 
狗
神

に
な
る
よ
な

 
神
楽

も
う
お
二
方
は

え

と
時
間
も
時
間
で
す
し
今
回

 
は
も
う
終
わ
り
ま
し

う
か

 
鈴

だ

そ
れ
じ

者
様
ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く

 
狗
神

そ
ん
じ

ま
た
な



 第３６６話 ちょっとした過去話

 
第
３
６
６
話
 
ち

と
し
た
過
去
話

 
今
晩
は

者
様

ド
ラ
ク

を

然
に
も
見
つ
け
ま
た
最

か
ら
や

て
い
る
怠
惰
の
ク

ソ
悪
魔
で
す

そ
し
て
思
う
ん
で
す

グ
ラ
フ

ク
を
よ
り
よ
く
し
て
リ
メ
イ
ク
さ
れ
な
い
か

な

て

お

と
失

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
嫉
妬
と
の
修
行
が
終
わ
り
博
麗
神
社
で
霊
夢
と
針
妙
丸
そ
し
て
嫉
妬
と
共
に
晩

を
食
べ
る

 
嫉
妬

や

り
和
食
は
良
い

 

で

物
を

み
な
が
ら
そ
う
言
う

何
か
も
う
和
食
は
食
べ

し
て
る
か
ら
そ
う
思
え
な
い

ん
だ
よ
な

 
嫉
妬

そ
う
い
え
ば
昨
日
か
ら
思

て
た
け
ど
君
の
そ
の

 

や

て

 
霊
夢

え

何
で
も
外
の
世
界
の

ら
し
い
わ

 
実
は
針
妙
丸
が
使

て
い
る
の
は
着
せ
か
え
人

だ
と
か
の
人

ご

こ
で
使
う
食

な
の
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だ

が
ま
だ
ま
だ
子

の
頃
に
使

て
い
た
物
を

り
受
け
て
こ
う
し
て
使
わ
せ
て

て

い
る
の
だ

 
少
名

で
も
使
い
や
す
い
よ

特
に
今
の
状

な
ら
な
お
更

 
に

 
嫉
妬

へ

 
不
思
議
そ
う
に
嫉
妬
は
針
妙
丸
を
見
つ
め
な
が
ら
食
事
を
続
け
る

今
な
ら
話
せ
そ
う
だ
し
聞

い
て
み
よ
う
か
な

 
蓮
 

嫉
妬
さ
ん

 
嫉
妬

ん

ど
う
か
し
た
の
蓮
く
ん

 
蓮
 

嫉
妬
さ
ん
に
訪

た
い
ん
で
す
が
嫉
妬
さ
ん
は
オ
セ

 
や
ケ
ル

ロ
ス
と
い
う
悪
魔
は
ご

じ
で
す
か

 
と

聞
く
と
オ
セ
は

た

を
す
る
と

 
嫉
妬

え

と

ご
め
ん
あ
ん
ま
り
分
か
ん
な
い
か
な

何

 
せ
傲
慢
や
怠
惰
君
が
会
い
に
来
る
ま
で
ず

と
深

 
に

て
外
界
と
の

わ
り
を
絶

て
た
か
ら



 第３６６話 ちょっとした過去話

 
わ
る
よ
う
に
な

て
か
ら
も

人

外
と
は
関
わ

 
て
も
な
く
て

 
蓮
 

そ
う
で
す
か

 
ど
う
や
ら
嫉
妬
に
話
を
聞
い
て
も
あ
ま
り
深
く
は
知
れ
そ
う
も
な
さ
そ
う
だ
な

 
霊
夢

な
ら
え

と

何
だ

け

 
蓮
 

あ

そ
う
か

オ
ル
家
か

 
そ
れ
を

く
と
嫉
妬
は

を
動
か
す

何
か
知

て
い
そ
う
な
感
じ
が
す
る
な

 
嫉
妬

オ
ル

何
処
か
で
聞
い
た
事
が
あ
る
な
確
か

か

 
の

だ

た
よ
う
な

た
よ
う
な

で
も
そ
れ

 
な
ら

怒
君
と
か

食
君
が

し
い
と
思
う
よ

怒

 
君
は
元
々
は
王
族
の
家

で

食
君
は
貴
族
の
家

 
だ
か
ら

 

怒

て
確
か
怠
惰
が
話
し
て
い
た
よ
な

つ
ま
り
幻
想
郷
に
い
る

だ
よ
な

そ
れ
な
ら
何

時
か
話
を
聞
い
て
み
た
い
な

 
霊
夢

ん
あ
ん
た
は
怠
惰
と
か
と
は
結
構
古
い
仲
な
の
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か
し
ら

 
嫉
妬

あ

う
ん
昔
の

友

て
言
え
ば
良
い
の
か
な

 
蓮
 

友

て

あ

た
ん
で
す
か

 
嫉
妬

そ
れ
は
あ
る
よ

そ
こ
で
魔
法
の

か
ら

用

 
だ

た
り

な
子
は
武
術
だ

た
り
を

ぶ
ん
だ

 
も
ん

 
へ

あ

た
ん
だ

て
こ
と
は
昔
の

生
活
は
い

た
い
全
体
で
ど
う
な

て
い
た
の

か
な

 
嫉
妬

そ
こ
で
怠
惰
と
知
り
合

て

奴
の

い
所
は
全

 
授
業
を
居

り
し
て
た
よ

と
い
う
か
起
き
て
る
所

 
を
見
た
こ
と
な
い
よ

 
い
や
そ
れ
た
だ
の
問

か
何
か
じ

な
い
の
か

 
嫉
妬

そ
れ
で
あ
ま
り
に
も

い
か
ら
当
時

員
だ

 

た

は

を
起
こ
そ
う
と
し
た
ら

そ
れ
が

の

 

る
道
の

り
だ

た
よ



 第３６６話 ちょっとした過去話

 

と

を

き
ど
ん
よ
り
と
暗
い

を
す
る

一
体
何
が
あ

た
ん
だ

 
嫉
妬

奴
を
起
こ
そ
う
と
し
た
ら
気
づ
い
た
時
に
は

の

 
全

の
鱗
を

が
さ
れ
て
数
日
間
は
激
痛
に
悩
ま
さ

 
れ
そ
し
て
次
の

戦
の

に
は

な
き
ま
で
ボ

 
ボ

に
さ
れ
て

庭
に

に
さ
れ
て
そ
れ
か
ら
そ
れ

 
か
ら
あ

 

を
強
く
か
き
む
し
り
だ
す

こ
れ

全
に
ト
ラ
ウ
マ
の
せ
い
で
発
狂
し
て
る

 
蓮
 

も

も
う
良
い
で
す
か
ら

 
少
名

落
ち
着
い
て

 
何
と
か
落
ち
着
か
せ
る
と
嫉
妬
は
落
ち
着
き
だ
す

 
霊
夢

よ
く
そ
れ
で

奴
と
い
ら
れ
る
わ

 
嫉
妬

あ
の
時
の

誘
の

に

断

た
よ
断

た
け
れ

 
ど

 
ガ
タ
ガ
タ
と

え
出
す

た
だ

に
怠
惰
に
ト
ラ
ウ
マ
を

え

け
ら
れ
過
ぎ
て
る
だ
ろ

 
嫉
妬

あ
れ
は
一
方
的
な

殺
で
終
わ

た
よ



 第十八章 平和の日常へ

 
霊
夢

何
が
あ

た
の
よ

 
蓮
 

霊
夢
そ
れ
は
聞
い
た
ら

メ
な
話

だ
と
思
う

 
そ
れ
は
本
当
に
嫉
妬
の

に
関
わ
る
か
ら
聞
い
た
ら

メ
だ
と
思
う

 
嫉
妬

ま

で
も
こ
う
い

た
事
が
あ

た
け
れ
ど
そ
の
お

 
陰
で
こ
う
し
て

も
強
く
な
れ
た
ん
だ
よ

に
怠

 
惰
く
ん
を
倒
そ
う
と
努
力
し
た
か
ら

ま

そ
れ
で

 
も

て
な
か

た
け
ど

 
少
名

そ
ん
な
に
強
い
の
あ
の
人

 
嫉
妬

う
ん

園
に
い
た
頃
よ
り
も

か
に
強
く
な

て
た

 
よ

そ
れ
に

は
知
ら
な
か

た
け
ど
怠
惰
く
ん
何

 
か
犯

を
犯
し
て
い
た
の
か
当
時
の

に

犯

 
者
と
し
て
追
わ
れ
て
い
た
み
た
い
だ
よ

 
感
じ
か
ら
し
て
そ
ん
な
気
は
し
て
い
た
が
や
は
り
あ
の
キ

ガ

は
何
か
を
犯
し
て
い
た
か

 
嫉
妬

ま

実

は
分
か
ら
な
い
け
ど

奴
は
良
く
話
を

 
は
ぐ
ら
か
す
か
ら
さ



 第３６６話 ちょっとした過去話

 
そ
う

き
な
が
ら

笑
し
て
再
び

と

を

ち
晩

を
食
べ
始
め
る

こ
う
し
て
嫉
妬
や

怠
惰
に
傲
慢
そ
し
て

で
あ
る
が
オ
セ
や
ケ
ル

ロ
ス
を
見
て
い
る
と
古
代
魔
族
達

て
結
構

性
が
強
い
よ
な

 
嫉
妬

ど
う
か
し
た

 
蓮
 

い
え
嫉
妬
さ
ん
や
怠
惰
さ
ん
や
傲
慢
さ
ん
を
見
て
い

 
る
と

の
キ

ラ
と
い
う
か

性
は
濃
い
な

て

 
嫉
妬

え

そ
う
か
な

 
霊
夢

覚
は
な
い
だ
ろ
う
け
ど
結
構
あ
ん
た
達
の

性
は

 
濃
い
わ
よ

 
嫉
妬

う

ん
そ
う
と
は
思
え
な
い
け
ど
な

 

々

が
濃
す
ぎ
て
夢
に
も
出
て
き
そ
う
な
勢
い
だ

 
嫉
妬

で
も
キ

ラ
の

性
だ

た
ら
怠
惰
く
ん
や
傲
慢
や

 

怒
と
か

食

の
方
が
断
然
的
に

い
け
ど
な

 

的
に
さ

 
度
々

出
て
く
る

怒
や

食

て
い

た
い
ど
ん
な
魔
族
な
ん
だ
ろ
う
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嫉
妬

知
り
た
い

て

を
し
て
る

 
蓮
 

あ

い
え

 
嫉
妬

な
ら
ど
ん
な
感
じ
か

て
の
は
教
え
ら
れ
る
か
ら
さ

 
そ
う
だ
な

怒
は
も
う
本
当
に

ン

て

 
感
じ
の
お
じ
様

て
感
じ
で

食

だ
と
シ

タ

 
て
言
え
ば
良
い
の
か
な

結
構
な
ぐ
ら
い
に

食

 
の
フ

ン
は

い
よ

特
に
女
性
が

 
聞
い
て
も
思
う
が
本
当
に
ど
ん
な

中
な
ん
だ
ろ
う

七
つ
の
大

の
魔
族
達

て
ま
さ
か
ア

イ
ド
ル
グ
ル

か
何
か
な
の
か

 
嫉
妬

そ
う
い
え
ば

人
全
員
が
集
ま
る
事

て
あ
ん
ま
り

 
な
い
よ
な

何
時
か

会
を
開
く
の
も
楽
し
そ
う

 
か
な

 
霊
夢

や
る
の
は
構
わ
な
い
け
ど
迷

を
か
け
な
い
で
頂

 
よ

も
し
し
た
ら
本
当
に

 
嫉
妬

し

し
な
い
よ
少
な
く
て
も

は
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蓮
 

霊
夢
失

だ
よ

 
霊
夢

だ

て

 

分
は
思
う
の
だ

嫉
妬
さ
ん
は
確
か
に
最

の
出
会
い
方
は
不

か

た
け
れ
ど
実

の
こ

の
性
格
を
見
る
と
そ
ん
は
大
そ
れ
た
事
は
し
な
い
だ
ろ
う
と

 
蓮
 

嫉
妬
さ
ん
ま
た
明
日
も
ご

の
方
を
よ
ろ
し
く
お

 
願
い

し
ま
す

 
嫉
妬

こ

こ
ち
ら
こ
そ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す

 
そ
う
し
て

分
達
は
今
日
を
終
え
る
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

え

が
何
処

 
に
い
る
か

て

そ
れ
は

 

 

ち

と
良
い

あ
ん
た
何
で

の
家
に
来
て
い
る

 
の
よ

何
か
ま
ず
す
る
こ
と
あ
る
で
し

 
怠
惰

あ

天
子
ち

ん
今
日

め
て
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天
子

普
通
は
事
前
に
行
く
こ
と
と
か

す
る
と
か
す
る

 
わ
よ

い
き
な
り
転
が
り
混
ん
で
き
て

 
怠
惰

ま

ま

そ
こ
は

い
て
お
い
て
そ
れ
に

と
天
子

 
ち

ん
の
仲
じ

ん

 
天
子

な
ら
言
い
ま
し

う
か
地
上
の

い

の
上
で

て

 
な
さ
い
よ

そ
れ
と
そ
ん
な
に

ま
り
た
い
の
な
ら

 

下
座
し
て
で
も

願
な
さ
い
よ

 
怠
惰

あ

そ

良
い
よ

だ
暇
し
て
る
天
子
ち

ん
の

 
た
め
に
外
の
世
界
の
娯
楽
と
か
色
々
と
お

を

 

て
き
た
の
に
な

念
だ
な

 
天
子

え

今
な
ん
て

 
怠
惰

は

め
て
く
れ
な
い
な
ら
良
い
や
永
遠
亭
の
方

 
達
に
で
も
頼
ん
で
み
よ

か
な

 
天
子

ぐ

良
い
わ
よ

め
さ
せ
て
あ

る
わ
よ

そ
の

 
代
わ
り

を
満

さ
せ
な
い
よ
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怠
惰

あ
れ
れ

急
に

を
返
し
て
ど
う
し
た
の
総

娘
様

 
と
あ
ろ
う
お
方
が
さ

そ
れ
と
何
を

張

て
る

 
の

 
天
子

な

情
け
よ

そ
れ
と
そ
れ
な
り
の

待
も
す
る
よ

 
う
に
使
用
人
に
も
言

て
あ

る
わ
だ
か
ら

の
家

 
で

ま
り
な
さ
い
よ

そ
れ
と
娯
楽
と

を
よ
こ

 
し
な
さ
い
よ

 
怠
惰

は

じ

な
い
ん
だ
か
ら
そ
れ
じ

お
世
話

 
に
な
ろ
う
か
な

 
天
子

そ
れ
で
良
い
の
よ

 
怠
惰

さ
て
と
こ
ん
な
グ

グ

に
な

た
け
れ
ど
今
回
は

 
こ
こ
ま
で
ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く

 
天
子

貴
方
は

と
話
し
て
る
の
よ

 
怠
惰

面
の
向
こ
う
に
い
る

者
様
方
さ
そ
れ
じ

サ
ラ

 

バ
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第
３
６
７
話
 
嫉
妬
の
帰
還

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

や

が

む
た
め
ク
リ

ク
に
行

た
ら
急
性

炎
と

断
さ
れ
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

も
う
あ
る
意

で
こ
れ
は

病
と
化
し
て
ま
す

本
当

に

さ
て
こ
ん
な
話
し
も
あ
れ
な
の
で
本
編
へ
ど
う

 
嫉
妬
の

が
始
ま

て

日
目
今
日
が
嫉
妬
が

す
る
最
終
日
と
な
る

え
が
来
る

ま
で
ま
だ
あ
る
と
い
う
事
で

博
麗
神
社
の

屋
の
前
で
は
嫉
妬
と
の
修
行
が
行
わ
れ
て
い
た

 
嫉
妬

良
い
よ
蓮
く
ん
そ
の
ま
ま
呼
吸
を
整
え
て

 
蓮
 

 
嫉
妬

そ
し
て
一
気
に
斬
り
か
か
れ

 
蓮
 

で
や

 
ガ
ギ
ン

 

と

が
ぶ
つ
か
り
合
う
音
が

き

る

最
終
日
と
な

た
今
日
嫉
妬
か
ら

々
に
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呼
吸
術
に
つ
い
て
教
わ

て
い
た

道
を
し
て
い
た

に
も
よ
く
呼
吸
が
ど
う
の
と
は
言
わ
れ

て
い
た
が
嫉
妬

く
何
で
も
呼
吸
を
使
い
分
け
る
だ
け
で
も
一
撃
の

力
は
変
わ
る
ら
し
く
そ

れ
な
ら
ば
と
思
い
教
わ

て
い
る
の
だ

 
嫉
妬

そ
の

子
だ
よ

も
う

戦
い
く
か
い

 
蓮
 

で
す

 
そ
し
て
更
に
嫉
妬
と
の
特
訓
を

て
い
く

こ
れ
ま
で
は
動
き
だ

た
り
技
だ

た
り
と

い

た
修
行
を
し
て
き
た
が
呼
吸
に

を

く
修
行
を
す
る
と
は
思
い
も
し
な
か

た

昔
に

道
を
し
て
い
た

に
も
よ
く
呼
吸
が
ど
う
の
と
は
言
わ
れ
て
い
た
が
当
時
は
安

に
考
え
て
い

た
が
今
だ
か
ら
こ
そ
思
う
の
は
呼
吸
法
は
大

な
の
だ
と
少
し
ず
つ
だ
が
実
感
し
だ
し
て
い
る

 
嫉
妬

う
ん
中
々
だ
よ
呼
吸
法
の

撃
の

は
す
ぐ
に

 
出
来
て
蓮
く
ん
物
覚
え
が
よ
く
て
良
い

 
蓮
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
嫉
妬

そ
れ
じ

そ
ろ
そ
ろ

守
を

代
し
よ
う
か

 
蓮
 

代
で
す
か

 
嫉
妬

そ
う
こ
の
呼
吸
法
は

に
も
使
え
る
か
ら
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嫉
妬
の

撃
を
受
け
る
か

あ
の
時
の

く
目
で
追
う
の
も
大
変
な
あ
の
斬
撃
を
思
い
出
す

な 
嫉
妬

そ
ん
な
心

そ
う
な

を
し
な
い
で
よ
大

だ
よ

 
ま
だ
ま
だ

な
ん
だ
か
ら

も
遅
く

る
し
動
き

 
も
ゆ

く
り
で
や
る
か
ら

 

リ
と

笑
み
嫉
妬
は

を
上

で
構
え
る
と
一

で
目
が

く
な
る

そ
れ
に
合
わ
せ

分
も
神
楽
を
中

で
構
え
る

 
嫉
妬

準
備
は

 
蓮
 

大

で
す

 
嫉
妬

な
ら
や
る
よ

 
そ
う
言
う
と
嫉
妬
は
上

の
構
え
で
斬
り
か
か

て
く
る

決
闘
の
時
よ
り
も

度
は
本
当
に

遅
い
た
め
目
で

え
れ
る

す
ぐ
さ
ま
受
け
れ
る
よ
う
に
神
楽
を
構
え
大
き
く

を

か
ら
吸
い

嫉
妬
の
一
撃
を

ぐ
と
共
に

を

き
体

を
整
え
る

 
嫉
妬

次
は
少
し

く

る
よ

 
そ
う
言
い
嫉
妬
は
少
し

度
を
上

て
斬
り
か
か

て
く
る

落
ち
着
き
な
が
ら
嫉
妬
の
動
き
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を
観

予

し

を
大
き
く
吸
い
神
楽
で
受
け
ゆ

く
り
と

を

く

 
嫉
妬

良
い

な
ら
次
は
も

と

く

続
で

る
よ

 
そ
う
言
う
と
嫉
妬
は
一

を

り

を
構
え
一
気
に

を

め

続
し
て

を

る

て
く
る

吸
う

を
整
え
な
が
ら
嫉
妬
の
斬
撃
を

ぎ
そ
れ
に
合
わ
せ

撃
を

ぎ
受
け
流

す

こ
う
し
て
や

て
み
て
気
づ
く
の
は

れ
が

い
に

う

な
力
が

ら
な
い
た
め

か
ま
だ
ま
だ
受
け
れ
そ
う
だ

そ
う
思

て
い
る
と
嫉
妬
は

を

り

撃
の
手
を

め

分

に
向
か

て

笑
む

 
嫉
妬

お
見
事

流
石
だ

 
蓮
 

あ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
嫉
妬

な
ら
次
は
今
の

守
を
的
確
に
使
い
分
け
れ
る
よ
う

 
に
実

に

り
混

て
み
よ
う
か
蓮
く
ん
も

撃
を

 
し
て
き
て
く
れ
て
構
わ
な
い
よ

 
蓮
 

な
ら
ば
行
き
ま
す
よ

 
嫉
妬

ど
う

 
そ
う
し
て
言
わ
れ
た
通
り
に

撃
と

に
呼
吸
法
を

り
混

な
が
ら
嫉
妬
と

い
組
手
を
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す
る

し
か
し
何
で
だ
ろ
う
こ
う

か
し
さ
を
覚
え
る
の
は

そ
う
か
こ
れ
は

道
と

じ
対
戦

の
よ
う
な
感
じ
だ
か
ら
か

何
時
も
対
戦
中
は
真

に
向
か
い
合
う
の
は

だ
が
こ
う

ク

ク
し
て
い
た

そ
れ
が
嫉
妬
と
の
戦
い
で
思
い
出
し
て
き
た
の
だ

 
嫉
妬

い
い

子
だ
よ
蓮
く
ん

 
蓮
 

ま
だ
ま
だ

 
そ
う
し
て
対
戦
を
し
て
い
き

 
嫉
妬

本
当
に

い
よ
蓮
く
ん
は
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
人
間

 
と
は
本
当
に

い
だ
よ

 
蓮
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 

い
に

を

り
そ
ん
な
会
話
を
す
る
と
嫉
妬
は
何
か
を
思
い
つ
い
た
の
か

リ
と
笑

を
す
る

 
嫉
妬

折

だ
し
少
し

用
技
を
見
せ
て
あ

る

 
蓮
 

用

て

 
嫉
妬
は
ま
た

を
構
え
間
合
い
を

め

分
の

を

て

ぎ
に

を

る

て
く
る

す
ぐ
さ
ま
神
楽
で

ぎ
つ
ば

り
合
い
と
な
る
が
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嫉
妬

 
楽
し
そ
う
に
笑

た
か
と
思
う
と
一

で
呼
吸
を
整
え
目
を

く
さ
せ
る
と
嫉
妬
は

ぎ
に

る

た

の
力
を
利
用
し

分
を

に

回
転
し
後
ろ
へ
と
回
り
込
ま
れ
る

す
ぐ
さ
ま
後
ろ

を

り
向
き
神
楽
を
構
え
よ
う
と
す
る
が

 
嫉
妬

遅
い
よ
蓮
く
ん

 
嫉
妬
の
刀

が

分
の

に
優
し
く
当
た
る

刹
那
な
一

だ

た

 
蓮
 

今
の

て

 
嫉
妬

蓮
く
ん

勢
は
そ
の
ま
ま

 
そ
う
言
わ
れ
現
状
の

勢
を

す
る
と
嫉
妬
は
こ
の
技
に
つ
い
て
説
明
を
し
だ
す

 
嫉
妬

ク
リ
し
た
か
な

こ
れ
は

教
え
た
呼
吸
法
と

 
生
物
の
潜

的
な

件
反
射
を
利
用
し
た
技
だ
よ

 
蓮
 

件
反
射

 
嫉
妬

そ
う
最

に

は

を

た
で
し

 
蓮
 

え

ま
さ
か

 
今

分
の

勢
は
神
楽
を
上

に
構
え

を
守
る

を

て
い
た

だ
か
ら
こ
そ

座
に
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下

に
変
え
た
嫉
妬
の
刀

が

に
当
た

た
と
い
う
事
か

 
嫉
妬

そ
う

で
も

撃
で

を
や
れ
ば
や

り

を
守

 
る
ん
だ
よ
だ
か
ら
そ
こ
で
そ
の

を

て

体
や

 
手

を

え
ば

も
う
こ
こ
か
ら
は
賢
い
蓮
く
ん
な

 
ら
分
か
る
よ

 
つ
ま
り
相
手
に

々
に
と

メ

ジ
を

え

さ
せ
る

て
事
か

 
嫉
妬

こ
れ
は
蓮
く
ん
の
使
う

刀
術
で
も
使
う
こ
と
も
使

 
え
る
技
だ
か
ら
覚
え
て
お
く
と
良
い
よ

 
蓮
 

な
ら
そ
の
技
の

も
し
て
み
て
も
良
い
で
す
か

 
嫉
妬

君
が
望
む
な
ら

だ
よ

 
そ
う
し
て
嫉
妬
と
の
特
訓
を
更
に

る
こ
と
数
十
分
後

 
霊
夢

あ
ん
た
達
そ
ろ
そ
ろ
休

に
し
た
ら

 
少
名

蓮
さ
ん
お

子
食
べ
よ
う
よ

 
と

縁

で
修
行
を

め
る

人
が
そ
う
言

て
く
る

嫉
妬
は

リ
と

笑
み

 
嫉
妬

蓮
く
ん
休
め
る
時
に
休
む
の
も

士
と
し

い
や
生
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き
る
者
達
に
は

な
事
な
ん
だ
よ

 
そ
う
言
い
嫉
妬
は

を

に
し
ま
う

そ
う
い
え
ば
こ
ん
な
事
を
理
久
兎
に
も
言
わ
れ
た
事
を

思
い
出
す

休

も
時
に
は

だ

て

嫉
妬
も

じ
よ
う
な
事
を
言
う
ん
だ
な
と
思
い
神
楽

を

に

め

く

 
嫉
妬

行
こ
う

 
蓮
 

は
い

 
そ
う
し
て
霊
夢
と
針
妙
丸
が
座
る
縁

へ
と
向
か
う

 
霊
夢

あ
ら
意
外
に
も
来
る
の

ま

良
い
わ

ら
今
日

 
は

を

て
み
た
の
よ

 
そ
う
言
う
と
お

と
一

に

が

に

ら
れ
て
い
た

え

待

て
今

た
て

 
蓮
 

た
の

霊
夢
が

 
霊
夢

あ
ん
た
失

よ

だ

て

の

つ
や

つ

 

れ
る
わ
よ
た
だ

る
の
が
面
倒
く
さ
い
だ
け
で

 
い
や
そ
れ
一
番

メ
な
や
つ
じ

ん

 
少
名

え

と
ご
め
ん

が

を
食
べ
た
い

て
言
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た
ら
霊
夢
が

て
く
れ
た
ん
だ
よ

 
蓮
 

え

そ
う
な
の

 
霊
夢

そ

そ
う
よ
悪
い

 
言
う
て
霊
夢
も
だ
い
ぶ
針
妙
丸
に

さ
れ
て
き
て
い
る
な

 
蓮
 

う
う
ん
良
い
と
思
う
よ

な
ら

く
食
べ
よ
う
よ
楽

 
し
み
だ
な

 
霊
夢

え

え

 
そ
う
し
て

つ
に

り
分
け
各
々
は

で

を
刺
し

ち
上

る

 
嫉
妬

中
々

し
そ
う
で
す

 
少
名

う
ん
頂
き
ま
す

 
蓮
 

い
た
だ
き
ま
す

 
そ
う
し
て
霊
夢
の

を

に
す
る

は
何
処
に
で
も
あ
る

と

じ

だ
が
少
し

く

感
じ
る

 
霊
夢

ど

ど
う
か
し
ら

 
蓮
 

し
い
よ
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嫉
妬

中
々
で
す

 
少
名

う
ん

 
と

分
達
は
言
う
と
霊
夢
は

れ

そ
う
に

を

く
す
る

 

 

う

ん
少
し

い

人
的
に
は

を
も
う
少
し

 

え
て
小

を
も
う
少
し

し
た
方
が
良
い
か
な

 
て

は
思
う
け
ど
な

 
霊
夢

そ

そ
う
な
ら
次
は

 
蓮
 

ん

 
待

て

よ
く
よ
く
考
え
て
み
よ
う

分
と
霊
夢
と
針
妙
丸
と
嫉
妬
の

人
し
か
い
な
い

よ
な

な
ら
何
で

つ
に

を
分
け
た
の
だ
ろ
う
か

 
霊
夢

て

 
蓮
 

な

 
少
名

い
つ
の
間
に

 
嫉
妬

た

た
た
た
怠
惰
く
ん

 
そ
れ
は
怠
惰
だ

た

し
か
も
ち

か
り
と
霊
夢
が

た

を
食
べ
て
る
し
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怠
惰

こ
の

さ
か
ら
し
て
元
か
ら

い

子
に
更
に

 
を

れ
た

こ
れ
だ

た
ら

子
を

さ

え
め
に

 
し
て

を

る

に
さ
と
う
を

え
る
そ
う
す
れ

 
ば

度
良
い
か
も
よ

 
霊
夢

え

え

て
そ
う
じ

な
い
わ
よ

 
蓮
 

何
時
か
ら
そ
こ
に

 
と

聞
く
と
怠
惰
は
食
べ
か
け
て
い
る

を
一

で
食
べ
る
と

 
怠
惰

蓮
く
ん
が
霊
夢
ち

ん
に
楽
し
み

て
言

て
た

 
り
か
ら
か
な

 
蓮
 

そ

そ
う
で
す
か

 
逆
に
そ
う
返

さ
れ
る
と

る
ん
だ
よ
な

 
嫉
妬

怠
惰
く
ん
が
来
た

て
こ
と
は

 
怠
惰

あ

お
前
の

え
に
来
た
ん
だ
よ
お
前
が

て
い

 
る
と
霊
夢
ち

ん
達
に
も
失

だ
し
な

 
嫉
妬

そ

そ
う
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怠
惰

何
だ
よ

 
嫉
妬

い
や
だ

て
怠
惰
く
ん
昔
に
キ
マ
イ
ラ
の

に

 
い
た
時
は

一
人
を

き
去
り
に
し
て
行

た
か
ら

 
意
外
で
さ

 
キ
マ
イ
ラ

て
あ
の
魔
界
で

分
達
を
追
い
か
け
回
し
て
き
た
あ
の
キ
マ
イ
ラ
だ
よ

そ
い

つ
ら
の

で

き
去
り

て

い
に
も
程
が
あ
り
す
ぎ
る
だ
ろ

 
怠
惰

い
や

に
も
迷

に
な
ら
な
か

た
ら

え
に
行
く

 
の
面
倒
だ
し

い
て
い

て
い
た
け
ど
な

 
嫉
妬

い

 
サ
ラ
リ
と

い
事
を
言
う
な

怠
惰
は
ケ
タ
ケ
タ
と
笑
い
な
が
ら

 
怠
惰

ま

お
前
を
し

か
り
と
返
さ
な
い
と

怒
が
う
る

 
さ
い
か
ら

そ
れ
で
蓮
く
ん
ど
う
こ
い
つ
か
ら

 
色
々
と
教
わ

た
ん
だ
ろ
何
か

べ
た

 
と
聞
い
て
く
る

そ
し
て
嫉
妬
も
不
安
そ
う
な

で

い
て
く
る

と
か
を
言
わ
れ
る

の
か
不
安
な
の
だ
ろ
う

分
は
正

に
話
す
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蓮
 

え

と

今
日
を

れ
て

日
で
し
た
が
色
々
と

 
べ
れ
ま
し
た

前
よ
り
も
少
し
だ
け
強
く
な

た
気

 
が
し
ま
す
よ

 
嫉
妬
 

 
何

か
嫉
妬
は

を

か
べ

し
そ
う
な

を
す
る

そ
れ
を
聞
い
た
怠
惰
は

笑
い
を
す
る

と 
怠
惰

そ

そ
う
か

ま

良
か

た
よ

と
い
う
か
お
前
そ

 
の

を

め
ろ

面
に
強

を
吹

け
る

 
嫉
妬

本
当
に
怠
惰
く
ん
は

を

く

 
と

確
か
に

を

い
て
は
い
る
が
怠
惰
は
何

か
安

し
た
か
の
よ
う
な

を
し
て
い
た

 
怠
惰

本
当
に
良
か

た
よ

さ
て
と
あ
ん
ま
り
流

に
す

 
る
の
も
良
く
な
い
し
帰
る

 
嫉
妬

あ

う
ん

そ
う
だ
怠
惰
く
ん
少
し

ん
の
少
し
だ

 
け
で
良
い
か
ら
待

て
い
て
く
れ
な
い

 
怠
惰

ま

良
い
よ
鳥
居
の
前
で
待

て
る
よ
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そ
う
言
い
怠
惰
は
立
ち
上
が
り
歩
い
て
い

た

嫉
妬
も
立
ち
上
が
り

分
の
前
に
立
つ
と

 
嫉
妬

三
方
共
に

日
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

 

リ
と
嫉
妬
は

を
下

る

 
霊
夢

良
い
わ
よ
別
に
気
に
し
な
く
て
も

 
少
名

う
ん

 
蓮
 

嫉
妬
さ
ん

こ
そ

日
間
の
ご

を
あ
り
が
と
う

 
ご
ざ
い
ま
し
た

 
と

言
い

を
下

る

 
嫉
妬

そ
ん
な

こ
そ
お
世
話
に
な

た
の
に
何
も
返
せ
な

 
く
て
本
当
に

し

な
い
よ

 
蓮
 

な
ら
も
し
も
ま
た
こ
こ
に
来
る

会
が
あ

た
の
な

 
ら
そ
の

に
修
行
に

き
合

て

て
も
良
い
で

 
す
か
嫉
妬
さ
ん

 
嫉
妬

そ
ん
な
の
で
良
い
な
ら
何
時
で
も
し
よ
う
蓮
く
ん

 
蓮
 

は
い
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い
に

手
を
し
て
強
く

り
し
め
る

何
時
か
ま
た
嫉
妬
さ
ん
と
修
行
し
た
い
と
心
か
ら

思

た

 
嫉
妬

そ
ろ
そ
ろ
行
か
な
い
と
怠
惰
く
ん
に
ど
や
さ
れ
ち

 
う
な

 
霊
夢

て
い
く
わ

 
蓮
 

え

 
少
名

も

 
そ
う
言
う
と
針
妙
丸
は
霊
夢
の

の
上
に

る

 
嫉
妬

そ
ん
な

う
う
ん
な
ら
お
願
い
し
ま
す

 
そ
う
し
て

分
達
は
鳥
居
の
前
に
来
る
と
怠
惰
は
鳥
居
に

り
か
か
り
ス
マ

を

て
い

た

分
達
の
事
に
気
づ
く
と
ス
マ

を
し
ま
う

 
怠
惰

来
た
か
さ

さ
と
帰
る

 
嫉
妬

う
ん

 
そ
う
言
う
と
怠
惰
は
何
処
か
ら
と
も
な
く

を
出
現
さ
せ
る

 
嫉
妬

そ
れ
じ

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
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霊
夢

ま
た
来
な
さ
い
よ
そ
の
時
は
お

ぐ
ら
い
な
ら
出
し

 
て
あ

る
か
ら

 
蓮
 

待

て
ま
す

嫉
妬
さ
ん

 
少
名

バ
イ
バ
イ

 
と
言
う
と
嫉
妬
は
深
く
お

し

の
中
へ
と

て
い

た

怠
惰
も

の
中
へ
と

ろ

う
と
す
る
と

タ
リ
と

ま
り

方
を

り
返
え
る

 
怠
惰

あ

そ
れ
と
蓮
く
ん
や
霊
夢
ち

ん
に
忠
告
を
し
て

 
お
い
て
あ

る
よ

 
霊
夢

忠
告

 
怠
惰

あ

オ
ル
家

び
に
そ
の

下
の
家

の
奴
等
に

 
は
関
わ
ら
な
い
方
が

の
た
め
だ

あ
ま
り
深
く
関

 
わ
り
過
ぎ
る
と
本
当
に

さ
れ
る

お
前
等

 
と
怠
惰
に
は

オ
ル
家
の
事
オ
セ
や
ケ
ル

ロ
ス
の
事
を
何
も
話
し
て
な
い
の
に
も
関
わ

ら
ず
話
し
て
き
た

 
蓮
 

貴
方
は
何
か
を
知

て
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怠
惰

さ

な

た
だ
忠
告
は
し
た
か
ら
な

 
そ
う
言
い
怠
惰
は

を
潜

て
い
く
と

は
閉
ま
り
そ
の
場
か
ら
何
も
な
か

た
か
の
よ
う
に

え
た

 
霊
夢

何
だ

た
の
今
の

 
蓮
 

 
た
だ
た
だ
謎
が

る

だ
が

時
に
怠
惰
は
何
か
を
知

て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
け
は
分
か

た 
少
名

よ

よ
く
分
か
ら
な
い
け
ど
戻
ろ
う

 
霊
夢

そ
う

 
蓮
 

う
ん

 
そ
う
し
て

日
間
の
修
行
は
終
わ
り
を
告

た
の
だ

た

 
狗
神

そ
ん
じ

今
回
は
こ
こ
ま
で
な

 
神
楽

怠
惰
様
は
何
か
を
隠
し
て
い
る
の
は
分
か
り
ま
し
た
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が
何
を
隠
し
て

 
鈴

怠
惰

て
昔
か
ら
謎
が

い
よ

 
狗
神

あ

こ
れ
が
分
か

た
あ
れ
が
分
か

た
と
思
い

 
き
や
次
か
ら
次
へ
と
謎
が

上
す
る
よ
な

 
神
楽

ら
く
終

に
な
る
に
つ
れ
て
怠
惰
様
の
謎
も
分
か

 

て
は
行
く
の
で
し

う
か

 
鈴

そ
こ
ま
で
は
分
か
ら
な
い
よ

 
狗
神

た
だ
分
か
る
の
は
怠
惰
は
何
か
を
隠
し
て
い
る
と
い

 
う
事
だ
け
だ
な

 
鈴

だ

お

と
そ
ろ
そ
ろ
時
間
だ
し
終
わ
ろ
う
よ

 
神
楽

そ
う
で
す

そ
れ
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す

 
狗
神

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
な

 
神
楽

そ
れ
で
は

者
様

 
鈴

ま
た
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第
３
６
８
話
 
永
遠
亭
へ
お
つ
か
い

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
久
々
の
バ
イ
ト
を
し
て

し
て
し
ま

て
い
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で

す

で
す
が
日

で
７
０
０
０

え
た
の
で
良
か

た
で
す

さ
て
こ
ん
な
話
し
も
あ
れ
で
す

の
で
本
編
へ
ど
う

 
嫉
妬
が
帰

て
か
ら
数
日
が
経
過
し

分
達
は
ま
た
何
気
も
な
い

日
を
過
ご
す

 
蓮
 

 
嫉
妬
か
ら
教
わ

た
呼
吸
法

そ
れ
を

り

れ
た

刀
術
で

用
の
か
か
し

体
に
向

か

て
一

し

に
戻
す
と
共
に
斬

た
か
か
し
は

時
に
地
面
へ
落
ち
る

 
蓮
 

 
前
よ
り

刀
す
る

に

て
い
た
無

な
所
で

て
い
た
力
は
全
て
一

に
集
中
す
る
事

が
出
来
る
よ
う
に
な

た
た
め

前
よ
り
も

い
一
撃
か
つ

い
一
撃
と
な

て
い
て
使

て
い

る

分
が

い
て
し
ま
う



 第３６８話 永遠亭へおつかい

 
蓮
 

 
呼
吸
を
整
え
目
を

り
そ
の
場
に
空
想
の

が
い
る
事
を
考
え
る

そ
の
空
想
の

は
刀
を

ち
構
え
る
と

分
に
向
か

て
斬
り
か
か

て
く
る

そ
れ
に
合
わ
せ
神
楽
を
構
え
そ
し
て
一

気
に

刀
し
相
手
の

撃
を
弾
き
飛
ば
し

座
に
二
撃
目
で

体
を
斬
る
と
空
想
の

は

え

る

そ
し
て
目
を
開
け
神
楽
を
再
び

に
戻
す

 
蓮
 

も
う
少
し
イ
メ

ジ
ト
レ

ン
グ
は
強
い

を
考

 
え
な
い
と

メ
だ
よ
な

 
こ
れ
ま
で
神

子
や
諏
訪
子
に
天
魔
や
華
扇
そ
し
て
理
久
兎
や
そ
の
従
者
達
も
休

だ

た

り
空
き
時
間
に
よ
く
話
し
て
い
た
が

分

が
イ
メ

ジ
を

つ
の
は
大

で
あ
る

イ
メ

ジ
を

つ
こ
と
で
思
い

く
イ
メ

ジ
に
近
づ
け
る

と
い
う
の
を
言
わ
れ
て
い
た
た
め
こ
う
し

て
時
々
だ
が
し
て
い
る
の
だ

 
蓮
 

 
体
を
大
き
く

ば
し
て
い
る
と

 

 

蓮

 
蓮
 

ん
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が
し
た
方
向
を
向
く
と
霊
夢
が
立

て
い
た

 
蓮
 

霊
夢
ど
う
か
し
た
の

 
霊
夢

え

蓮
に
お
使
い
を
頼
み
た
か

た
ん
だ
け
ど
良

 
い
か
し
ら

 
蓮
 

お
使
い

 
霊
夢

え

竹
林
の

者
達
か
ら

痛

だ

た
か

 
か
し
ら
そ
れ
を

て
き
欲
し
か

た
の
よ

 
蓮
 

あ
れ
も
う

ら
し
た
の

 
霊
夢

え

今
日

が

ん
だ
ら

れ
ち

て

 

痛

を

ら
し
て
し
ま

た
か

あ
る
と
な
い
だ

た
ら

た
方
が
良
い
品
な
ん
だ
よ

な

そ
う
い
え
ば
今
日
は
霊
夢
が
食
事
当
番
だ

た
し
こ
こ
は

が
お
使
い
に
行

た
方
が
良
い

か 
蓮
 

分
か

た

て
く
る

 
霊
夢

お
願
い

あ

お

は
居
間
に

い
て
お
く
か
ら

 

て
い

て
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蓮
 

分
か

た
よ

 
そ
う
言
い
霊
夢
は

屋
へ
と
帰

て
い

た

神
楽
を

に

し
一
度

屋
の

分
の

屋

へ
と
向
か
い
あ
る
程
度
の

度
を
整
え
霊
夢
に
言
わ
れ
た
通
り
に
居
間
の
テ

ル
に
お

が
あ

り
そ
れ
を

へ
と
し
ま
い
外
へ
と
出
て
空
を
飛
び

を

い
に
向
か
う

 
蓮
 

う

ん
鈴
仙
さ
ん
で
も
い
て
く
れ
た
ら
す
ぐ
に

え

 
る
ん
だ
け
ど
な

 
よ
く
人
里
で

を
売
り
歩
い
て
い
る
た
め
い
て
く
れ
る
と

か
る
の
は
事
実
な
ん
だ
が
と

き

な
が
人
里
の
空
か
ら

り
を
見

す
が

念
な
が
ら
鈴
仙
は
い
な
さ
そ
う
だ

 
蓮
 

仕
方
な
い
永
遠
亭
に
向
か

て
み
る
か

 
そ
う
し
て
迷
い
の
竹
林
へ
と
向
か
う

普

と

じ
よ
う
に
竹
の

集
地
か
つ
歩
き
で
向
か
え

ば
永
遠
亭
が
何
処
に
あ
る
の
か
関
係
者
ぐ
ら
い
し
か
分
か
ら
な
い
た
め
大
変
な
の
だ

分

は
飛
ん
で
い
る
か
ら
全
然
関
係
は
な
い
が

 
蓮
 

え

と
あ

た
あ

た

 
永
遠
亭
が
見
え
た
た
め
降
り
地
上
へ
と

を
つ
け
る
と

 

 

待
ち
な
さ
い
て



 第十八章 平和の日常へ

 

 

な
こ

た

 
と

ぶ

が
聞
こ
え
て
く
る

見
て
み
る
と
鈴
仙
は
ま
た
て

と
⻤
ご

こ
を
し
て
い
た

今
度
は
ど
ん
な
悪
戯
を
さ
れ
た
の
や
ら

  
鈴
仙

れ

蓮
さ
ん

て

を

ま
え
て
く
だ
さ
い

 
て

お

や
る
か
人
間

 
や
れ
や
れ
と
思
い
な
が
ら

笑
い
を

か
べ
呼
吸
を
整
え
る

 
蓮
 

 
タ
イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ
走

て
く
る
て

の

後
へ
と
空
か
さ
ず
回
り
込
み

ル
ド
す
る

 
て

だ

 
鈴
仙

は

は

す

い
動
き
で
す

 
蓮
 

え

ま

 

を

ら
し

に
手
を

い
て
鈴
仙
は
言

て
く
る

 
て

せ

こ
の
ロ
リ

ン
の
変

痴

で

え
て

 
や
る
か
ら
な



 第３６８話 永遠亭へおつかい

 
蓮
 

が
変

の
ロ
リ

ン
で
す
か

は
こ
れ
で
も

 

女
一

な
ん
で
す
よ

 
正

な
話
で
今
の
話
を
霊
夢
に
聞
か
れ
て
た
ら

ず
か
し
さ
の
あ
ま
り
に
死
に
そ
う
に
な
る

し

て

の
一
言
で
も

解
さ
れ
て
殺
さ
れ
そ
う
だ

 
蓮
 

そ
れ
よ
り
も
何
を
し
た
ん
で
す
か

 
鈴
仙

え

え

実
は

 
と

言

て
い
る
と
鈴
仙
達
が
走

て
き
た
方
向
か
ら

人
の
男
性
が
歩
い
て
く
る

そ
の

男
性
は
普
通
の
優
し
そ
う
な
感
じ
な
の
だ
が
何

か

ま
み
れ
に
な

て
い
た

 
鈴
仙

あ

え

と
大

で
し
た
か

 

 

え

何
と
か

そ
れ
と
そ
ん
な
に
怒
ら
な
く
て
も
構

 
い
ま
せ
ん
よ
気
に
し
ま
せ
ん
か
ら

 
ど
う
や
ら
見
た
感
じ
と
聞
い
て
い
る
内
容
か
ら
悪
戯
に
引

か

た
の
は
こ
の
男
性
の
よ
う

だ 
て

な

な
ら
良
い
で
し

だ
か
ら

 
蓮
 

う
わ
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鈴
仙

あ

こ
ら

 
突
然
力
を

れ
ら
れ
て

を

り

ど
い
て
し
ま
う

そ
し
て
て

は

タ

タ
と
笑

て
竹
の
中
へ
と

え
て
い

た

 
鈴
仙

も
う
て

た
ら

 

 

え

と
ウ
ド
ン

さ
ん
そ
の
人
は

 
鈴
仙

あ

そ
う
で
し
た

こ
の
人
は
こ
の
前
に
話
に
あ

 
た
博
麗
神
社
の

士
の

蓮
さ
ん
で
す
そ
し
て

 
蓮
さ
ん
こ
の
人
は
雪
竹
さ
ん
で
す

 
雪
竹

て
言
う
ん
だ

と
り
あ
え
ず

を
し
な
い
と
と

 
蓮
 

ど
う
も

蓮
で
す

 
雪
竹

ご
親

に
ど
う
も

は
雪
竹
と
名

て
い
る
者
で

 
す

後
お
見
知
り
お
き
を

 
意
外
に
も
上
品
そ
う
な
感
じ
の
人
だ
な

 
鈴
仙

所
で
蓮
さ
ん
今
日
は
ど
う
し
た
ん
で
す
か

 
蓮
 

え

と

を

い
に
来
ま
し
た

痛

そ
れ
か
ら
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に
も

そ
う
な
物
を

い
た
い
な
と

 
鈴
仙

そ
う
な
ん
で
す
か

何
時
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

 
す

そ
れ
じ

内
を

 
雪
竹

あ
れ
で
も
鈴
仙
さ
ん
確
か
永

先
生
か
ら
や
る
よ
う

 
に
言
わ
れ
て
い
た
仕
事
が
あ

た
よ
う
な
気
が
す
る

 
の
で
す
が

 
そ
れ
を
聞
く
と
鈴
仙
は
何
か
を
思
い
出
し
た
の
か

を
開
け
る

 
鈴
仙

あ

そ
う
だ

た

で

で
も

 
雪
竹

が

内
し
ま
す
よ
な
の
で
そ
ち
ら
を
優
先
し
て

 
下
さ
い

 
鈴
仙

た

か
り
ま
す

 
そ
う
言
い
鈴
仙
は
急
い
で
こ
の
場
を
去

て
い

た

 
雪
竹

お
待
た
せ
し
ま
し
た
蓮
さ
ん

方
へ
ど
う

 
蓮
 

よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す

 
そ
う
し
て
雪
竹
の

内
さ
れ
永
遠
亭
へ
と

る
の
だ

た



 第十八章 平和の日常へ

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

あ

て
い
う
か
久
々
だ
な

 
鈴

 
怠
惰

く
は
天
界
で
夜
通
し

し
て
た
か
ら

 
神
楽

天
界

て

処
で
す
よ

 
鈴

あ
の
不
良
天
人
が
住
ん
で
る
場
所
だ

そ
こ
に
知
り

 
合
い
で
も
い
る
の

 
怠
惰

だ
か
ら
そ
の
不
良
天
人
と
そ
の
従
者
の
⻯

の
使
い

 
の
子
と
夜
通
し

ハ
ン
と
か
ス
マ

と
か

 
を
し
て
き
た
ん
だ
よ

 
狗
神

あ
の
ガ
キ
は
そ
ん
な
事
す
る
の
か

 
怠
惰

う
ん
あ
の
子
は

日
が
暇
だ
か
ら
刺
激
を
常
に

め

 
て
い
る
ん
だ
よ

性
格
は
温
室
育
ち
の

が

娘



 第３６８話 永遠亭へおつかい

 
だ
け
ど
あ
れ
で
も
可
愛
い
気
は
あ
る
ん
だ
よ

 
神
楽

い

意
外
で
す

 
怠
惰

だ

て
こ
の
小
説
を
投
稿
を
開
始
し
た

な
ん
て
千

 
ち

ん
ま

龍
神
に

く
の
休
暇
を
あ

た
ら
天
子

 
ち

ん
と

さ
ん
と
で
千

に
あ
る
夢
の

の

 

ミ

ラ
ン
ド
と
か
に
行

て
き
た
し

 
鈴

す
ぎ
る
し
ア
ウ
ト

 
狗
神

お
い
バ
カ
夢
の

か
ら
の
使
者
が
来
る
だ
ろ

 
怠
惰

ハ
ハ

 
神
楽

し

侵
食
さ
れ
て
ま
す
よ

 
怠
惰

ま

こ
ん
な

は
さ
て
お
き
天
子
は
可
愛
い
気
は

 
あ
る
か
ら
あ
ん
ま
り

い
に
な
ら
な
い
で
や

て
よ

  
神
楽

そ
こ
は
人
そ
れ

れ
で
す
か

 
怠
惰

ま

確
か
に

て
時
間
も
時
間
だ
し
今
回
は
こ
こ
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ま
で

 
狗
神

あ
い
よ
そ
ん
じ

者
様

 
鈴

ま
た



 第３６９話 記憶喪失者

 
第
３
６
９
話
 
記
憶
喪
失
者

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
オ
セ
ロ

ア
で
ク
ラ
フ

ル
が
当
た

て
気
分
が
高

し
て
い
る
怠

惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

強
い
し
可
愛
い
し
で
欲
し
か

た
ん
で
す
よ

さ
て
そ
れ
で
は
こ
ん
な

話
し
も
あ
れ
な
の
で
本
編
へ
ど
う

 
雪
竹
に

内
さ
れ
永
遠
亭
の

下
を
歩
き
永

の
元
へ
と
向
か
う
道
中

 
雪
竹

そ
う
い
え
ば
蓮
さ
ん

 
蓮
 

何
で
し

う
か

 
雪
竹

蓮
さ
ん
は
人
里
と
呼
び
れ
る
場
所
で
教

も
し
て
い

 
る
と

た
の
で
す
が
本
当
で
し

う
か

 
蓮
 

え

え

 
雪
竹

や
は
り
そ
う
な
ん
で
す
か
そ
れ
な
ら
後
で
聞
き
た
い

 
事
が
あ
る
の
で
す
が
よ
ろ
し
い
で
す
か
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と
聞
い
て
く
る

そ
れ
よ
り
も
少
し

い
た
の
は

分
が
教

を
し
て
い
る
と
い
う
情
報
は

幻
想
郷
中
に

ま

て
い
る
か
と
思

て
い
た
が
知
ら
な
い
人
も
い
る
の
だ
な
と
思

た

 
蓮
 

構
い
ま
せ
ん
よ

 
雪
竹

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

あ

着
き
ま
し
た
よ

 
そ
う
言
い

屋
の
前
で

ま
る
と

 
雪
竹

先
生

お
客
様
が
お
見
え
に
な
り
ま
し
た

 
と

言
う
と

屋
の
中
か
ら

 
永

通
し
て
ち

う
だ
い

 
永

の

が
し
て
き
た

ど
う
や
ら

て
も
良
さ
そ
う
だ

 
雪
竹

ど
う

お

り
下
さ
い

 
そ
う
言
い
雪
竹
は

子
を
開
け
る
と

分
も
一

し
て
中
へ
と

る

 
蓮
 

失

し
ま
す

 

室
へ
と

る
と
永

は
椅
子
に
座
り
何
か
書
き
物
を
し
て
い
た
の
か

に
は

と

ン
が

か
れ
て
い
た

 
永

あ
ら
あ
ら
蓮
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
今
日
は
い
か
が
し
ま



 第３６９話 記憶喪失者

 
し
た
か

 
と
聞
い
て
く
る

ら
く

を
受
け
に
き
た
と
思
わ
れ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
が

念
な
が
ら

で
は
な
く

の

だ

 
蓮
 

あ

え

と

を

い
に
来
ま
し
た

痛

そ
れ
か

 
ら

に
も

そ
う
な

が
あ
れ
ば

し
た
い
の

 
で
す
が

 
永

分
か
り
ま
し
た
え

と
雪
竹
さ
ん

の
見
方
は
分

 

い
え
分
か
ら
な
い
わ
よ

 
雪
竹

大

で
す
よ
昨
日

ウ
ド
ン

さ
ん
の
や

て
い

 
る
所
を
観

し
て
覚
え
た
の
で

 
永

あ
ら
そ
う
な
の

な
ら

の

の

の

そ
れ

 
か
ら

真
ん
中
の

に
あ
る

と

と

の

 
も
お
願
い
で
き
る

 
雪
竹

分
か
り
ま
し
た

 
そ
う
言
い
雪
竹
は

室
の

へ
と

て
い
く



 第十八章 平和の日常へ

 
永

少
し
待

て
い
て
頂

あ

椅
子
に
座

て
く
れ

 
て
構
わ
な
い
わ
よ

 
蓮
 

え

え

 
と

言
わ
れ
椅
子
と
い

て
も

椅
子
だ
が
に
座
り
待
つ
こ
と
に
す
る

 
永

蓮
さ
ん
は
人
里
に
よ
く
行
く
の
よ

 
蓮
 

え

ま

寺
子
屋
で
教

の
仕
事
が
あ
り
ま
す
か
ら

 

そ
れ
が
ど
う
し
た
ん
で
す
か

 
さ

き
の
雪
竹
と

じ
よ
う
な

問
を
し
て
き
て
何
な
の
だ
ろ
う
と
思
う
と

 
永

え

実
は
雪
竹
さ
ん
が
気
に
な

て

 
蓮
 

え

と
雪
竹
さ
ん

て
何
時
か
ら
こ
こ
に

 
前
に
は
雪
竹
な
ん
て
人
物
は
い
な
か

た

だ

に
何
時
か
ら
い
る
の
か
が
気
に
な
り
聞
く

と 
永

が
来
た
の
は
数
日
前
よ
数
日
前
に

吹
雪
が
あ

 
た
の
は
覚
え
て
い
る
か
し
ら

 
蓮
 

え



 第３６９話 記憶喪失者

 
だ

て
そ
の

吹
雪
を
起
こ
し
た
張
本
人
嫉
妬
と
修
行
を
し
て
い
た
か
ら
知
ら
な
い

も

な
い

 
永

そ
の

吹
雪
の
日
の
事
よ

 
と
永

は
そ
の
時
の
事
を
物
語

て
い
く

こ
れ
は

分
達
が
嫉
妬
の
元
へ
と
向
か
う
前
日

の
こ
と

吹
雪
は
幻
想
郷
を
包
み
込
み
そ
れ
は
迷
い
の
竹
林
も

外
で
は
な
く
吹
雪
い
て
い
た

 
鈴
仙

う

え
ま
す

 
永

そ
う

 
何
気
な
く
何
時
も
の
よ
う
に

の

合
実

を
し
つ
つ
急

の
者
が
い
つ
来
て
も
良
い
よ
う
に

し
て
い
た
が
や
は
り
こ
の

吹
雪
の
た
め
か

も
来
な
さ
そ
う
だ

す
る
と

子
が
開
き
そ
こ
か

ら
姫
様
が

て
く
る

 

夜

永

今
日
は
終
わ
り
に
し
た
ら
ど
う

流
石
の
こ

 
の
吹
雪
で
外
に
出
る
人
が
い
る
と
は
思
え
な
い
し

 
永

そ
う
で
す

確
か
に
こ
れ
で
は
来
ま
せ
ん

な

 
ら
今
日
は
も
う
終
わ
り
に
し
う
か
し
ら

ウ
ド
ン

 
こ
の
書

を
整
理
し
て

け
て
く
れ
る
か
し
ら



 第十八章 平和の日常へ

 
鈴
仙

分
か
り
ま
し
た

 
そ
う
言
い
立
ち
上
が
り
今
日
は
終
わ
ろ
う
か
と
し
て
い
た
そ
の

間

が
思
い

き
り
壊
さ

れ
そ
の

か
ら

 
妹
紅

お
い

者

急

だ

 
と

妹
紅
が
何
か
を

負

て
現
れ
る

 

夜

何
で
こ
う
い
う
日
に
来
る
の
よ
こ
の
熱
血
バ
カ

 
は

 
妹
紅

が
熱
血
バ
カ
だ
と
陰

姫
が

 

夜

何
で
す

て

 
と

ま
た

夜
と
妹
紅
は
険
悪
な

気
に
な
る

こ
れ
に
は
た
め

を

く
と

 
永

姫
様
そ
し
て
妹
紅

人
共
に

か
に

そ
れ
で
そ
の

 

負

て
い
る
の
は

 
妹
紅

そ
う
だ

た

 
そ
う
言
い
降
ろ
す
と
そ
れ
は

が

い
男
性
だ

た

を

り

を

る
と

か
に
動
く

だ
け

そ
れ
に
よ
く
見
て
み
る
と
前

と
後

に

が
あ
る
の
か
血
ま
で
も
が

て
い



 第３６９話 記憶喪失者

た 
永

ウ
ド
ン

す
ぐ
に
お

を

て
き
て
頂

 
鈴
仙

は

は
い

 
永

姫
様
そ
し
て
妹
紅
も
手
伝

て
頂

こ
れ
は
時
間

 
と
の

負
よ

 
と

そ
こ
ま
で
の
事
を
永

は
語

て
く
れ
た

 
蓮
 

そ
れ
が
雪
竹
さ
ん
で
す
か

 
永

え

も
う
分
か

て
は
い
る
と
は
思
う
け
れ
ど

 
は
何
と
か

か

た
わ
た
だ

 
蓮
 

た
だ

 
永

は
言

を

め
て
話
そ
う
と
し
た
そ
の
時

 
雪
竹

何
に
も
覚
え
て
な
い
ん
で
す
よ

 
蓮
 

う
わ

 
後
ろ
か
ら

が
聞
こ
え

り
向
く
と
雪
竹
が
戻

て
き
て
い
た

に
は
永

か
ら
頼
ま
れ
た

が

え
ら
れ
て
い
た



 第十八章 平和の日常へ

 
雪
竹

て
き
ま
し
た
よ
永

先
生

 
永

あ
り
が
と
う
雪
竹
ご
め
ん
な
さ
い

貴
方
の
事
を
話

 
を
し
て
し
ま

て

 
雪
竹

い
い
え
気
に
し
て
ま
せ
ん
よ

ろ
手

か
り
に
な
る

 
な
ら
大

で
す
よ

 
と

言
い
な
が
ら

を

い
て
い
く

 
蓮
 

え

と
覚
え
て
い
な
い
と
言

て
い
ま
し
た
が
も
し

 
か
し
て
そ
れ

て

 
永

え

記
憶
喪
失

 
雪
竹
は
記
憶
喪
失
だ

た
の
か

 
永

ら
く
原
因
は
前

と
後

の

に
よ
る

 
で
間

い
は
な
い
わ

何
か
し
ら
の
強
い

撃
で
記

 
憶
を
失

た
と
い
う
の
が

よ

 
蓮
 

あ
れ
で
も
雪
竹
さ
ん

て
名
前
は

 
何
も
覚
え
て
な
い

そ
れ
な
ら
雪
竹
と
い
う
名
前
は
何

覚
え
て
い
る
の
か
と
思
い
聞
く
と



 第３６９話 記憶喪失者

 
雪
竹

あ

こ
こ
永
遠
亭
の

さ
ん
が
名

け
て
く
れ
た
ん

 
で
す
よ
雪
降
る
竹
林
で
倒
れ
て
い
た
か
ら
雪
竹

て

 
言
う
事
に
な
り
ま
し
た

実

の
名
前
も

 
永

名
前
が
な
い
と
不

で
す
も
の

 
蓮
 

す
い
ま
せ
ん

 
つ
ま
り
は
永
遠
亭
の
住
人
達
が

け
た
名
前
だ

た
の
か

 
雪
竹

い
い
え
気
に
し
な
い
で
下
さ
い

確
か
に
記
憶
が
戻

 
ら
な
い
の
は
は
が
な
い
気

ち
で
す
が
少
し
ず
つ
で

 
も
思
い
出
せ
れ
ば
良
い
ん
で
す
し

 
永

記
憶
喪
失
者
と
は
思
え
な
い
ぐ
ら
い

ジ
シ

ン
な

 
の
よ

 
明
る
い
人
だ
な

こ
の
人
の
事
を
霊
夢
達
に
も
伝
え
て
色
々
な
情
報
を
集
め
て
出
来
る
限
り

く
に
で
も
記
憶
が
戻

て
欲
し
い
な

 
永

さ
て
と
分

は
こ
の
前
と

じ
で
良
い
の
よ

 
蓮
 

あ

は
い



 第十八章 平和の日常へ

 
そ
う
言
う
と

包

に
包
ま
れ
た

を

め
に

り

に

れ
る

 
永

痛

と
そ
の

で
良
い
物
が
あ
れ
ば
だ

た
わ

 
よ

 
蓮
 

え

ま

 
永

な
ら
こ
れ
は
ど
う

 

と
書
か
れ
た

を

り
出
す

何
の

な
ん
だ
ろ
う

 
蓮
 

そ
れ
は

 
永

 
蓮
 

ぶ

 
こ
の

者
は
何
て
も
の
を

り
出
し
て
い
る
ん
だ

 
蓮
 

ご

ご

何
を

り
出
し
て
い
る
ん
で
す

 
か
と
い
う
か
何
を
考
え
て
い
る
ん
で
す
か
永

先
生

 
は

 
永

え

い
ら
な
い
の

ウ
ド
ン

達
か
ら
博
麗
の
巫
女

 
と
の
仲
が
進

し
て
な
い

て
聞
い
た
か
ら
用
意
を



 第３６９話 記憶喪失者

 
さ
せ
た
ん
だ
け
ど

 
蓮
 

ら
ぬ
お

介
で
す

 
永

言

て
お
く
け
れ
ど

は

や
危
険
ド
ラ

グ

 
と
は

て
体
に

は
な
い
わ
よ

特
に

が

合

 
し
た
こ
れ
は

方

だ
か
ら
体
の
心

な
ん
て
し
な

 
く
て
も
大

よ

 
蓮
 

で
す
か
ら

り
ま
せ
ん

 
永

そ
う

 
何
で
こ
ん
な

念
そ
う
な

を
す
る
ん
だ

 
雪
竹

永

先
生

は
程
々
に

 
永

じ

な
い
ん
だ
け
れ
ど

な
ら
こ
れ
は
ど
う
か

 
し
ら

 
今
度
は

と
書
か
れ
た

を

り
出
す

 
蓮
 

こ
れ
は

 
永

そ
れ
は

用
の

方

よ
お

で
そ
の

を

い



 第十八章 平和の日常へ

 
て
う
が
い
を
し
な
が
ら

む
の
よ
そ
う
す
る
事
で

 
に

い
を

え
つ
つ

の
痛
み
を

し
て
体
を
元

 
気
に
す
る
わ

 
つ
ま
り
外
の
世
界
で
い
う
う
が
い

み
た
い
な
も
の
か

 
蓮
 

そ
れ
な
ら

て
も
良
い
で
す
か

 
永

え

た
だ
し

全

に
言
え
る
事
だ
け
ど
何
か
起
き

 
た
ら

用
を

め
る
の
よ

 
蓮
 

わ

分
か

て
ま
す
よ

 
と
り
あ
え
ず
は
う
が
い

は

と

り
は

と
書
か
れ
た
物
だ
が
は
た
し
て
何
の

だ

ろ
う
か

 
永

そ
し
て
こ
れ
が
最
後
だ
け
ど
こ
れ
は

る
タ
イ

の

 

生

ま

化

め

と
言
え
ば
良
い
の
か

 
し
ら

に
も

キ

や
深

の

に
も
使
え
る

 
結
構

能
な

り

よ

 
そ
う
い
う
の
は
確
か
に
使
え
る
よ
な

な
ら
そ
れ
も

て
い
こ
う
か
な



 第３６９話 記憶喪失者

 
蓮
 

な
ら
そ
れ
も
お
願
い
し
ま
す

 
永

分
か

た
わ

因
み
に

は

 
蓮
 

だ
か
ら
そ
れ
は
い
り
ま
せ
ん

 
本
当
に
ど
れ
だ
け
試
そ
う
と
し
て
い
る
ん
だ

そ
れ
は
確
か
に
火

て
い
る
霊
夢
を
見
て
み

た
い
と
い
う
男
の

さ
が性

は
あ
る
け
れ
ど
了

せ
ず
に
や

て
は
い
け
な
い
と
思
う
ん
だ

と
い
う
か

了

し
て
い
て
も
霊
夢
は
絶
対
に
や
ら
せ
て
は
く
れ
な
い
だ
ろ
う

 
永

念

な
ら

つ
の

を
ど
の
く
ら
い
出
せ
ば

 
良
い
か
し
ら

 
蓮
 

月
分
ぐ
ら
い
で

 
永

そ
れ
だ
と
お
会

で

 
雪
竹

２
６
２
４
３

で
す

永

先
生

 
と
雪
竹
は
言

て
く
る

こ
の
人

を
せ
ず
に
言

て
く
る
と
は
と
い
う
か
高
く
な
い

か
な

 
雪
竹

高
い
と
思

た
で
し

 
蓮
 

ま

そ
れ
は
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雪
竹

で
も

は

合
す
る
手
間
も
そ
う
だ
け
ど
原

 
の

も
見
つ
け
る
手
間
だ

た
り
も
す
る
か
ら
そ

 
の

が

当
な
お
値

だ
よ
本
当
な
ら
も
う
少
し
だ

 
け
高
く
し
て
も
良
い
ん
だ
け
れ
ど
永

先
生
の
考
え

 
も
あ
る
か
ら
こ
の

の
値

な
ん
だ

 
と
言

て
く
る

確
か
に
そ
れ
な
ら

得
す
る
し
か
な
い
よ
な

永

を
見
る
と

笑
い
を

し
て
い
た

 
永

雪
竹
さ
ん
が
来
て
か
ら

の
値

を

つ

つ
の
手

 
間
を
考
え
正
確
に

を
し
て
く
れ
た
の
よ

 
雪
竹

え

何

か
は
分
か
ら
な
い
で
す
が
昔
に
も
こ
ん

 
な
事
を
し
て
い
た
よ
う
な
感
じ
が
す
る
ん
で
す
よ

 
う

ん
何
だ
ろ
う

た
く
り

者
と
よ
く

 
判
し
て
い
た
よ
う
な

気
の
せ
い
か
な

 
つ
ま
り
は
雪
竹
が
記
憶
を
失
う

前
は
何
か

す
る
業

を
し
て
い
た
と
い
う
事
な
の
か

な

そ
う
な
る
と
商
人
だ
と
か
そ
ん
な

だ

た
の
だ
ろ
う



 第３６９話 記憶喪失者

 
蓮
 

る
程

な
ら
そ
れ
で

わ
せ
て
頂
き
ま
す
よ

 
永

本
当
に
良
い
の

 
蓮
 

雪
竹
さ
ん
の
言

て
い
る
事
は
共
感
で
き
ま
す
し

 
そ
れ
に
こ
う
い

た
出

が
新
た
な

を
生
み
出
し

 

の
方
が
元
気
に
な

て
く
れ
る
な
ら

 
雪
竹

君
は
面
白
い

そ
れ
と
永

先
生
お

の
値

 
が
元
か
ら
安
す
ぎ
た
ん
で
す
よ

 
永

ま

ま

蓮
さ
ん
が
そ
う
言
う
な
ら

 

布
か
ら

を

り
出
し
雪
竹
に

す
と
雪
竹
は

得
し
た

を
す
る

 
雪
竹

度
で
す

 
永

な
ら

方
が

に
な
る
わ

な
時
に
使

て
頂

  
そ
う
言
い

を
手

さ
れ

い
受
け
る

 
蓮
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
永

え

お
大
事
に



 第十八章 平和の日常へ

 
雪
竹

て
い
き
ま
す
よ

 
そ
う
言
い
雪
竹
は
少
し
先
を
歩
き

子
を
開
け
る

そ
れ
に
続
き

い
て
い
き
も
う
一
度
永

に

リ
と

を
下

て

下
へ
と
出
る

そ
う
し
て

関
ま
で
来
る
と

 
雪
竹

そ
れ
で
は
お
大
事
に
蓮
さ
ん

 
蓮
 

え

雪
竹
さ
ん
の
事
も
何
か
し
ら
の
事
を
聞
い
て
み

 
ま
す

 
雪
竹

え

と
も
お
願
い

し
ま
す

 
そ
う
言
い

関
を
開
け

リ
と

を
下

 
蓮
 

そ
れ
で
は

 
雪
竹

え

お
大
事
に

 
そ
う
し
て
外
へ
と
出
る

 
蓮
 

永

先
生
と
い
い
雪
竹
さ
ん
と
い
い
永
遠
亭
に
は
ま

 
じ
め
な
人
が

い
な

 
と

き
空
へ
と
飛
び
博
麗
神
社
へ
と
帰
る
の
だ

た



 第３６９話 記憶喪失者

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

あ

 
鈴

雪
竹
さ
ん

て
商
人
か
何
か
な
の
か
な

 
神
楽

分
か
り
か

ま
す
が

能
力
と
説
得
力
か
ら
し
て

 
商
人
と
は
言
え
ま
す
よ

 
狗
神

ど
う
な
ん
だ
怠
惰

 
怠
惰

う

あ

中
の
人

く
で

え
る
な
ら
近
い

 
よ
う
で
遠
い
な

 
鈴

そ
う
な
の

 
怠
惰

ま

雪
竹
が
ど
ん
な
奴
か
は
後
々
に
ち

こ
ち

こ

 
と
で
出
る
ら
し
い
か
ら
そ
れ
で
分
か

て
い

て
く

 
れ
だ
と
か

 
神
楽

る
程

 
狗
神

だ
が
よ
こ
う
記
憶
喪
失
な
奴

て
何
か
し
ら
強
か

 
た
と
か

者
と
か
魔
王
と
か

て
い
う

中
が

々
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と
い
た
り
す
る
よ
な

 
怠
惰

分
か
る
よ
遊

王
の
カ

人

時
代
に
出
て
き
た

 

さ
ん
し
か
り
キ
ン

ハ

ツ
の

 

ト
さ
ん
と
か

 
鈴

と
い
う
か

タ
王
道
だ
よ

 
怠
惰

ま

こ
れ
か
ら
先
に
な

て
い
け
ば
分
か
る
だ
ろ
う

 
だ
と
よ

た
だ
雪
竹
だ

け

ど

か
で
見
た
こ
と

 
が
あ
る
ん
だ
よ
な

 
鈴

う

そ
う
な
の

 
怠
惰

あ

気
の
せ
い
か
と
り
あ
え
ず
時
間
も
時
間
だ
し

 
今
回
は
こ
こ
ま
で
に
し
よ
う
か

あ

そ
れ
と
次
回

 
か
ら
あ

ち
の
投
稿
を
再
開
す
る
か
ら
よ
ろ
し
く

 
神
楽

そ
う
で
す
か
分
か
り
ま
し
た
そ
う
い
う
事
ら
し
い
の

 
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
そ
れ
で
は

者
様

 
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た



 第３６９話 記憶喪失者

 
狗
神

そ
ん
じ

ま
た
な



 第十八章 平和の日常へ

 
第
３
７
０
話
 

オ
カ
ル
ト

不
思
議
合
戦

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

そ
れ
で
は
今
回
か
ら
こ
ち
ら
を
投
稿
し
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
と
あ
る
場
所
の
と
あ
る

屋
で
は

 

 

つ
い
に
つ
い
に

よ

 

人
の
少
女
は
高
々
に

び
マ
ン
ト
を
な
び
か
せ

を
空
へ
と

ば
す

そ
し
て

元
を

め
目
の
前
に
あ
る

つ
も
の
玉
を
見
る

 

 

世
界
の
謎
を

幻
想
を
こ
の
目
で
見
る
わ
そ
し
て
あ

 
の
人
が

え
た
原
因
も
絶
対
な
突
き

め
る

 
と

人
の
少
女
が
何
か
野
望
を

き

に

す
の
だ

た

場
所
は
戻
り

永
遠
亭
で

を

て
数
日
が
経
ち
現

は
何
時
も
の
よ
う
に
博
麗
神
社
の

屋
の
前
で
日
々
の

に

し
ん
で
い
た



 第３７０話 
オ カ ル ト
不思議合戦

 
蓮
 

 
嫉
妬
か
ら
教
わ
ろ
う
と
し
た
あ
の
斬
り
上

と
共
に

を
出
現
さ
せ
る
技
あ
れ
の
代
わ
り
と

な
る
物
を
日
々

考
え

し
続
け
た

そ
の
お
陰
な
の
か

 
蓮
 

狗
神

き

 
狗
神
の
式
神

を
神
楽
の
刀

に

る
と
共
に
狗
神
の
妖
力
が
神
楽
の
刀

に

る

そ
の
状

で
嫉
妬
と

じ
よ
う
に
斬
り
上

を
し
た
そ
の

間
黒
く
禍
々
し
い
も
の
が
無
数
に
地
面
か

ら
吹
き
出
し
数

も
し
な
い
内
に

え
る

 
蓮
 

 

ら
く
こ
れ
が
今
の

分
が
で
き
る
限
界

だ
ろ
う

見
よ
う
見
真

だ
が
こ
こ
ま
で

う
と

は
刀

に

る
狗
神
の
妖
力
が

え
る
と
神
楽
を

に
戻
す

だ
が
使

て
思

た
の
は
結
構
な

ロ
マ
ン
技
だ
よ
な
こ
れ
も
う
少
し
狗
神
の

を

化
で
き
れ
ば
実

で
も
使
え
そ
う
だ
が
そ

れ
が
次
の

に
な
り
そ
う
だ
な

 
蓮
 

 
そ
れ
に
式
神
を

体

時

を
し
た
か
の
よ
う
な

れ
が
ド

と
く
る

理
久

の
修
行

の
お
陰
で
少
し
は
マ
シ
だ
が
や
は
り

れ
が
く
る
も
の
だ
な

と
り
あ
え
ず
休

を
す
る
た
め
に
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縁

へ
と
向
か
お
う
と
す
る
と

 
蓮
 

ん

 
キ
ラ
リ
と
縁

の
下
で
何
か
が

く

ん
で

い
て
み
る
と
何
か
光
る
物
が
あ
る

手
を

ば
し

り
出
す
と
そ
れ
は
怪
し
さ
を

し
出
す
紫
の
玉
だ

し
か
も
何

か
怪
し
く
光

い
て
い

る
せ
い
で
よ
り
怪
し
く
妖

に
見
え
る

 
蓮
 

何
だ
ろ
こ
れ

 
と
思

て
い
る
と
突
然
目
の
前
が
真

暗
に
な
る

そ
し
て
何
時
の
間
に
か

分
は
薄
暗

い
場
所
に
立

て
い
た

よ
く
見
て
み
る
と
不
思
議
な
こ
と
に
そ
れ
は
電
車
の
中
だ
が
椅
子
や

り
革
そ
れ

外
に
も
よ
く
見
る
と

や
立

て
い
る

り
の

に
も
血
が
べ

ち

り
と

着

し
て
い
て
気

ち
悪
さ
が
増
す

 
蓮
 

な

何
だ
こ
れ

 
と

ぶ

流
石
に
こ
れ
は
気

ち
悪
す
ぎ
る

 

 

れ

 
何
か

が
聞
こ
え
て
く
る

そ
し
て

り
が
真

白
な
光
に
包
ま
れ
た
か
と
思
う
と
目
の
前
に

は
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オ カ ル ト
不思議合戦

 
霊
夢

蓮

聞
い
て
る
の

 
蓮
 

え

あ

霊
夢
い
つ
の
間
に

 
何

か
霊
夢
が

分
の

を

き
込
ん
で
い
た

 
霊
夢

何

ま
た
ボ

と
し
て
た
の

 
蓮
 

え

あ

 
今
の
は
何
だ

た
の
だ
ろ
う
か

す
る
と
霊
夢
は
手
に

つ

分
の
玉
を
見
る
と

 
霊
夢

所
で
そ
れ
何

 
蓮
 

今

縁

の
下
で

た
ん
だ
け
ど
霊
夢
の
じ

な

 
い
の

 
霊
夢

い
い
え
そ
ん
な
も
ん
あ

た
ら
今
頃
は

の
中
か
売

 

て
お

に
す
る
わ

 
霊
夢
な
ら
確
か
に
そ
う
だ
よ
な

と
な
る
と
一
体
だ
れ
の
物
な
の
だ
ろ
う

 
霊
夢

ち

と
見
せ
て

 
そ
う
言
い
霊
夢
が
弾
に

れ
た

間
目
の
光
が

え

て
し
ま
う

ま
さ
か

分
も
こ
ん

な
感
じ
だ

た
の
か
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蓮
 

霊
夢

霊
夢
し

か
り
し
て

 
反

が
な
い
た
め

手
で
玉
を

ち
な
が
ら

手
で
霊
夢
の

を

み

ら
す

す
る
と
霊
夢

の
目
に
光
が
戻
り

分
を
見
つ
め
る

 
霊
夢

今
の

て

 
蓮
 

ま
さ
か
霊
夢
も

 
霊
夢

も

て

貴
方
も

 

分
が
見
た
の
は
血

れ
の
電
車
の
内

だ

た
が
霊
夢
も

分
と

じ
も
の
を
見
た
の
か

な 
蓮
 

因
み
に
何
を
見
た
の

 
霊
夢

貴
方
こ
そ
何
を
見
た
の
よ

 
蓮
 

な
ら
一

の
で
で
言
お
う

 
霊
夢

言
い
わ
せ

の

 

い
に
呼
吸
を
合
わ
せ
て

 
蓮
 

血

れ
の
電
車
の
内

 
霊
夢

間
か
ら

く
女
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不思議合戦

 
と

い
に
言
い
合
う
と

し
て
し
ま
う

ど
う
や
ら

い
に
見
た
物
は

う
み
た
い
だ

 
霊
夢

見
た
も
の
は

う
み
た
い

 
蓮
 

み
た
い
だ

そ
れ
よ
り
も

間
か
ら

く
女

て

 
何

 
霊
夢

あ
ん
た
こ
そ
血

れ
の
電
車
内

て
気

ち
悪
い
わ

 
よ

 
そ
れ
は
霊
夢
に
だ
け
は
言
わ
れ
た
く
な
い
な

あ
れ
で
も

間
か
ら

く
女

て
何
処
か
で
聞

い
た
こ
と
の
あ
る
話
だ
な

確
か
現
世
に
い
た
時
に
風
の

レ

ル
の
話
で

目
だ
思
い
出

せ
な
い

 
霊
夢

そ
れ
よ
り
も
こ
の
玉
を
ど
う
し
よ
う
か
し
ら

 
蓮
 

う

ん
そ
う
だ

 
と
言

て
い
る
と
空
か
ら
日
常
の
ご
と
く
何
か
が
降

て
く
る

そ
れ
は

を

手
に

ち
魔
女

子
の

を

ち

と
笑
う
少
女
霊
夢
の
古
く
か
ら
の
友
達
で
あ
り

分
も

染
み
に
な

て
い
る
魔
理
沙
だ

 
霧
雨

よ

遊
び
に
来
た

霊
夢
に
蓮
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霊
夢

出
た
わ

レ
イ
ガ

ル

 
霧
雨

何
か
変
な

解
を
生
む
言
い
方
は

め
ろ

前

 
が
あ
る
に
は
あ
る
ん
だ
か
ら

 
変
な
意

か
な

分
の
中
で
は

レ
イ
ガ

ル

弾
幕

レ
イ

と
い
う
意

か
と
思

た
の
だ
が

前

て

あ

黒
さ
ん
の
事
か

確
か
に
最

は
変

執
事
と
か
言

て
い
た

も
ん
な

 
霧
雨

蓮
も
蓮
で
そ
の

な

し
で
見
る
な

心
が

 

ん
で

ち
ま
う

 
蓮
 

う

 
そ
ん
な
見
つ
め
て
は
な
い
と
思
う
ん
だ
け
れ
ど
な

 
霊
夢

そ
ん
な
事
よ
り
も
何
し
に
来
た
の
よ

を
し
に
来

 
た
な
ら
そ

ち
に

が
あ
る
か
ら
や

て
い

て

 
霧
雨

え
て
言
う

ご
利

が
あ
る
な
ら
す
る
が
な
い
だ

 
ろ
こ
こ

 
ご
利

か

悪
魔
が

る
と
か

て
い
う
ご
利

な
ら
あ
り
そ
う

現
に
怠
惰
や
嫉
妬
さ
ん
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が

ま

て
い
る

だ
し

あ
れ
こ
れ
ご
利

と
い
う
よ
り

失
に
近
い
や

 
霊
夢

は

ま

そ
う
だ
け
ど
そ
れ
で
何
し
に
来
た
の
よ

 
さ

さ
と
お
願
い

 
霧
雨

た
い
奴
だ

用
件
は
そ
れ
さ

 
魔
理
沙
は

分
の

つ
玉
を

す

こ
ん
な
も
の
に
興

が
あ
る
の
か
な

 
蓮
 

こ
れ

 
霧
雨

あ

そ
の
玉
は
な
何
で
も
全

集
め
れ
ば
願
い
が
叶
う

 

て
い
う

が
あ

て
だ
な

 
霊
夢

そ
う
な
の

 
そ
れ
を
聞
い
た
霊
夢
は
目
を
キ
ラ
キ
ラ
と

か
せ
る
が

分
は

を

く
し
て
し
ま
う

だ

て 
蓮
 

そ
れ

に
ド

ン
ボ

ル

 

に
そ
れ
ド
ラ

ン
ボ

ル
だ

何
を
血
迷

て
こ
ん
な
玉
で

現
し
た
ん
だ

ま
さ
か
本

当
に
全

集
め
れ
ば
ド
ラ

ン
が
出
て
き
て
願
い
を

つ
言
え
的
な
事
に
な
る
の
か

集

社

と
こ
ろ
か

者
様
に
怒
ら
れ
る
よ
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蓮
 

魔
理
沙

悪
い
こ
と
は
言
わ
な
い
か
ら
集
め
る
の
は

 

め
よ
う

も
こ
れ
を

て
る
か
ら

 
霧
雨

ざ
け
る
な
よ
蓮

ど
ん
な
願
い
が
叶
う
か
も
し
れ

 
な
い

て
の
に
ミ
ス
ミ
ス
と
逃
が
し
て
た
ま
る
か

 
て
ん
だ

 
霊
夢

そ
う
よ

 
蓮
 

霊
夢
ま
で

 

々
こ
れ
は
本
当
に
不

い
か
ら
特
に
著

的
な
意

で

 
霧
雨

そ
れ
に

だ

て

は

ト
し
た
の
さ

 
そ
う
言
う
と
魔
理
沙
は

子
を
脱
ぎ
中
か
ら

じ
玉
を

り
出
す

本
当
に
魔
理
沙
の

子
の

中
は
四
次
元

ケ

ト
か
何
か
な
の
か

い
や
今
は
そ
ん
な
事
を
言

て
い
る
場
合
じ

な
い

か

す
る
と

分
の

つ
玉
と
魔
理
沙
の

つ
玉
は

い
に
共
鳴
し
合

て
い
る
の
か

に

き
出
す
と

か
ぶ

 
蓮
 

な

 
霧
雨

る
程
な

ど
う
や
ら
こ
の

つ
の
玉
は
見
定
め
て
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い
る
み
た
い
だ

と
お
前
の
ど
ち
ら
が

つ
に
相

 

し
い
の
か
よ

 
そ
う
言
う
と
魔
理
沙
は

を
構
え
る

あ
れ
こ
れ

に
や
る
気
だ
よ

 
蓮
 

じ

だ
よ

 
霧
雨

に
聞
こ
え
る
か

 
あ

こ
れ
ガ

な
や
つ
だ

 
霊
夢

な
ら
蓮

魔
理
沙
な
ん
か
ボ

ボ

に
し
て
玉
を
回

 

し
ち

て

 
蓮
 

は

 
こ
れ
は
後
で
霊
夢
に
も
言

て
聞
か
せ
な
い
と

目
か
も
し
れ
な
い

 
蓮
 

な
ら

ん
だ
こ
と
忠
告
を
無

し
た
事
そ
れ
ら
全
て

 
を
後

し
な
よ
魔
理
沙

 
霧
雨

来
な

の
オ
カ
ル
ト

不
思
議
を
見
せ
て
や
る

 
そ
う
し
て
魔
理
沙
と
の
弾
幕
ご

こ
が
幕
を
開
け
た
の
だ

た
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怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

あ

 
鈴

し
か
し
見
え
た
あ
れ

て
何
だ
ろ

 
狗
神

さ

な

 
神
楽

電
車
で
す
か

色
々
と
今
の
世
で
は
そ
れ

の

 

い
話
が
あ
り
ま
す
よ

 
怠
惰

ま

確
か
に

き
さ
ら
ぎ

と
か
色
々
と
あ
る

 
よ

 
狗
神

な
ん
だ
き
さ
ら
ぎ

て

 
怠
惰

そ
こ
は

と
も

べ
て

し
い
な

さ
て
さ
て

 
蓮
く
ん
は

た
し
て
ど
う
な
る
の
か
次
回
ご

待

 

て
所
で
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
神
楽

終
わ
り
方
が

 
鈴

何
時
も
の
事
じ

ん
そ
れ
じ

者
様

 
狗
神

ま
た
な



 第３７０話 
オ カ ル ト
不思議合戦

 
怠
惰

あ

因
み
に
活
動
報
告
で
ア
ン
ケ

ト
的
な
事
を

 
や

て
い
る
か
ら
よ
ろ
し
く

そ
れ
じ

今
度

 
こ
そ
バ
イ
バ
イ
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第
３
７
１
話
 
不
思
議
対
決
 

魔
理
沙

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

業
か
ら
面

の
知
ら
せ
が

き

で
す
が
憂

に
な
り
そ
う
な
怠

惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

ま
た
東

に
行
く
の
か

だ
な

失

今
回
は
つ
い
に
蓮
の
怪
ラ

ス
ト

ド
が
出
て
き
ま
す
の
で
お
楽
し
み
に

そ
れ
で
は
こ
ん
な
話
も
あ
れ
な
の
で
本
編
へ
ど

う 
魔
理
沙
と
の
弾
幕
ご

こ
が
始
ま
り
空
で

分
達
は
弾
幕
を
放
ち
時
に
は
回

を
し
て
と

を

り

て
い
た

 
霧
雨

ち

い
い

に
当
た

た
ら
ど
う
だ
蓮

 
蓮
 

そ
れ
は
ご
遠

す
る
よ
魔
理
沙

 

本
的
に
当
た

た
ら
死
ぬ

ち
所
が
悪
い
と
そ
う
な
る
が
そ
こ
ま
で
は
い
か
ず
と
も
結

構

痛
い
た
め
出
来
る
こ
と
な
ら
当
た
り
た
く
は
な
い
か
な

 
霧
雨

相
変
わ
ら
ず
ち

こ
ま
か
と
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蓮
 

そ
れ
は

け
る
よ

 
霧
雨

て

の
弾
幕
の

に
な

ち
ま
い
な

 
そ
う
言
う
と
何
か

の
よ
う
な
物
を
投

て
く
る

す
ぐ
さ
ま
神
楽
を

刀
し

平
に
真

二

つ
に
斬
る
と

か
ら
弾
が
弾
け
飛
ん
で
く
る

 
蓮
 

 
す
ぐ
さ
ま
一

し
た
状

か
ら

く
手
を
動
か
し
弾
け
た
弾
を

ち

す
が
そ
の

を

て
魔
理
沙
が

で
突
進
を
仕

け
て
き
た

く
神
楽
を

に

刀
し
真

に

け
る
が
魔
理

沙
が
通

た
場
所
に
無
数
の

弾
幕
が

て
お
り
そ
れ
ら
は

分
に
向
か

て
飛
ん
で
く

る 
蓮
 

ま
だ
来
る
か

 

刀
し
た

で
向
か

て
く
る

弾
を
全
て

ち

す

だ
が
魔
理
沙
は
そ
れ
を
待

て

い
た
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
ミ

八

を
構
え
る

 
霧
雨

い

蓮

 
マ
ス
タ

ス
パ

ク
に
は
程
遠
い
が
そ
れ
で
も

分
の

ぐ
ら
い
の

さ
の
レ

ザ

を
放

て
く
る

す
ぐ
に

の
力
を

き
地
面
へ
と
落
ち
レ

ザ

を
回

し
再
び
力
を

れ
て
空
を
飛
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ぶ 
霧
雨

お
前
は
本
当
に
蓮
か

 
蓮
 

ど
う
し
た
の
急
に

 
霧
雨

い
や
よ

前
よ
り
も
落
ち
着
い
て
る
と
い
う
か
見

 
え
る
ぐ
ら
い
ま
で
落
ち
着
い
て
て
よ

 
確
か
に
数

月
前
の

だ

た
ら
判
断
が
追
い

か
ず
そ
し
て
無

な
動
き
を
し
て
力
を
無

に

し
続
け
て
い
た
だ
ろ
う

だ
が
嫉
妬
の

日
と
い
う

い
修
行
で
力
の

れ
方
の

ツ
を

少
し

ん
だ
た
め
か

前
よ
り
も

に
対
処
が
で
き
る
よ
う
に
な

た
感
じ
は
す
る

だ
が

 
蓮
 

は
何
も
変
わ

て
な
い
よ

 

分
と
い
う

は
何
も
変
わ

て
な
ど
い
な
い

た
だ

ん
の
少
し
だ
け
前
進
を
し
た

た

だ
そ
れ
だ
け
だ

 
霧
雨

そ
う
か

悪
い
な
変
な
事
を
聞
い
ち
ま

て
よ

 
蓮
 

う
う
ん

 

笑
み
そ
し
て
神
楽
を

る
い
斬
撃
波
を
放
つ

魔
理
沙
も
ま
た

分
と

じ
よ
う
に
斬
撃
波

を
回

し
て
い
く
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霧
雨

へ
へ
ん

だ

 
ま
た

の
よ
う
な
物
を
投

て
く
る

今
度
は

つ
で
は
な
く
何
と
大

に
投

て
き
た
の

だ

何
と
も
魔
理
沙
ら
し
い
戦
法
を

て
き
た
も
の
だ

ら
く
魔
理
沙
は

分
が

刀
か
ら

の
一

を
し
た

に
今
度
は
ス

ル
で
倒
そ
う
と
言
う
思

だ
ろ
う

だ
が
そ
の
手
に
は

ら
な

い
よ

 
蓮
 

 
一
度
目
を

り
呼
吸
を
整
え
な
が
ら
神
楽
を
構
え
る

そ
し
て
す
ぐ
さ
ま
目
を
見
開
き
そ
し

て
一
気
に

け
る
と
共
に
全
て
の

を
斬
る

斬
ら
れ
た

は

麗
に
真

二
つ
に
な
り
数

後

に
斬

て
い

た

に

鎖

発
す
る

 
霧
雨

刀
じ

な
い
だ
と

 
や
は
り
そ
う
か

刀
す
る

に
も
刀
を

に

め
る
と
い
う
ロ
ス
が
発
生
す
る

魔
理
沙
は

そ
の

を

て
い
た
か

そ
し
て
何
よ
り
も
魔
理
沙
は
確
か
に
魔
法
や
ア
イ
テ

を
使

て
の

撃
を
仕

け
て
く
る
が

を

用
し
た
近

撃
を
し
て
こ
な
い
事
に
も
気
づ
く

ら
く
魔

理
沙
は
分
か

て
い
る
の
だ
ろ
う

近

戦
闘
は

分
の
間
合
い
に

る
危
険
な
行

だ
と

に
近

撃
を
仕

け
て

い
や
出
来
な
い
の
が
正
し
い
の
だ
ろ
う
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霧
雨

さ

き
か
ら
何
を

て
ん
だ

 
蓮
 

魔
理
沙
を
倒
す

だ
よ

 
相
手
が
近
づ
い
て
来
な
い
な
ら

分
か
ら
行

て
や
る

に
霊
力
を
込
め
て
一
気
に
空
を

り
魔
理
沙
へ
と
間
合
い
を

め
る

 
霧
雨

 
だ
が
魔
理
沙
は
す
ぐ
さ
ま
後
退
す
る

や
は
り
考
え
的
に
は
当
た

て
い
る
よ
う
だ

神
楽
を

る
い
斬
撃
波
を
放
ち
な
が
ら
後
退
す
る
魔
理
沙
へ
と
間
合
い
を

め

る

 
霧
雨

来
る
な

 
蓮
 

断
る

 

戦
す
る
た
め
に
も
魔
法
を
放
ち
逃

る
が
そ
れ
に
向
か

て
神
楽
を

る
い
向
か

て
く
る

魔
力
弾
を

し
な
が
ら
追
い
か
け
る

 
霧
雨

ち

仕
方

 

方
へ
と
向
き

り
魔
理
沙
は
ス

ル
カ

ド
を

る

 
霧
雨

 
サ
テ
ラ
イ
ト
イ
リ

ジ

ン

 
と

え
る
と
魔
理
沙
を
守
る
か
の
よ
う
に
色
の

う
弾
が
魔
理
沙
を
中
心
に
回
り
な
が
ら
現
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れ
る

す
ぐ
さ
ま
追
い
か
け
る
の
を

め
後
退
す
る

 
霧
雨

危
な

お
前
と
近

で
戦
闘
す
る
と
か

か
に
も

 
程
が
あ
る

だ
が
次
は

の
タ

ン
だ

蓮

 
玉
が
回
転
す
る
状

で

分
に
近
づ
い
て
く
る

確
か
に

と
し
て
は
優

な
技
だ
ろ
う

が

そ
う
い

た
物
に
過

し
す
ぎ
る
の
は

目
だ

 
蓮
 

式

 
狗
神
の
呪
怨

 
神
楽
を
逆
手
で

ち
狗
神
の
式
神

を
神
楽
の

に
当
て
て
狗
神
狗

を

す
る

 
狗
神

え
去
れ

 
そ
の
一
言
と
共
に
無
数
の
追

の

弾
を

開
す
る
と
魔
理
沙
を
守
る
よ
う
に
回
転
す
る

玉
に
当
た
り

滅
す
る

 
霧
雨

な

そ
ん
な
の
聞
い
て
な
い

 

を

滅
さ
せ
ら
れ
た
魔
理
沙
は

分
と
再
び

を

り
無
数
の

弾
を

け
て
い
く

 
狗
神

小
僧
も

と
力
を

越
せ

 
蓮
 

受
け
と

て
狗
神

 
式
神

を
通
し
て
霊
力
を
更
に
狗
神
へ
と

る
と
共
に

弾
は
大
き
く

り
を
上

度
を
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上

て
魔
理
沙
を
追
い
か
け
る

 
霧
雨

こ
ん
な
の
は
反

だ

て
の

 
そ
う
言
う
と
魔
理
沙
は

を

み
に

り

弾
を
回

し
て
い
き
何
と

分
に
向
か

て
突

進
を
仕

け
て
く
る

 
狗
神

小
僧

分
か

て
い
る
な

 
蓮
 

う
ん

 
こ
の
狗
神
の
呪
怨
は
狗
神
の
怨
念
と
神
楽
の
分
霊
能
力
を
利
用
し
大

の

弾
を

開

さ
せ
る
ス

ル
だ

そ
し
て
そ
の
怨
念
の

で
あ
る

弾
を

す
る
た
め
に

分
も
狗
神
も

動
け
な
く
な

て
し
ま
う
の
だ

も
し
動
け
ば
ス

ル
は
強

終
了
し
て
し
ま
う
た
め
一
⻑
一

な
ス

ル
で
も
あ
る

だ
が
こ
の
ま
ま
当
た

て

け
て
し
ま
う
な
ら
そ
の
前
に
魔
理
沙
を

く 
蓮
 

戻

て
狗
神

 
狗
神

あ
い
よ

 
狗
神
が

え
る
と
共
に
魔
理
沙
を
追
い
か
け
る

弾
も
一

で

え
る

 
霧
雨

お

え
た

だ
が
刀
を

刀
す
る
暇
も
な
い
そ
の
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状

で
十
八
番
の

刀
術
が
使
え
る
か

 
今
の

分
は

刀
し
て
い
て
も
う
構
え
る

す
ら
な
い
た
め

刀
術
は
使
え
る

が
な
い

だ
が

れ
て
な
い
だ
ろ
う
か

式
神
は
狗
神
や
神
楽
の

に
も
う

体
だ
け
い
る
事
を

 
蓮
 

逆
襲
 
鈴

の
秘
技

 
と

え
る
と

ケ

ト
か
ら
鈴

が

に
霊
力
を
込
め
て
現
れ
る

 
霧
雨

な

構
え
も
な
し
に
鈴

だ
と

 
鈴

こ
れ
が

⻑
し
て
い

た

り
の

力

 
向
か

て
く
る
魔
理
沙
は
思
い

き
り

ま
ろ
う
と
す
る
が
そ
の
勢
い
は
す
ぐ
に
は

ま
れ
な

い
だ
ろ
う

だ
が
魔
理
沙
は
あ
り
え
な
い
事
に
ミ

八

を
構
え
た

ま
さ
か

 
霧
雨

 
マ
ス
タ

ス
パ

ク

 
ス

ル
を

え
マ
ス
タ

ス
パ

ク
を
放

て
き
た

マ
ス
タ

ス
パ

ク
の
バ
カ
火
力
で

分
達
を

ぎ
倒
し
て

ま
る
気
か

だ
が
こ

ち
だ

て
負
け
て
な
い
鈴

の
秘
技
は
鈴

の
反

撃
を

く
越
え
る
力
を

つ
の
だ
か
ら

 
蓮
 

鈴

 
鈴

わ
か

て
る
よ

せ

の
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マ
ス
タ

ス
パ

ク
が

分
達
に
当
た
る
ギ
リ
ギ
リ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
霊
力
が
込
め
ら
れ
た

で

り
あ

る
と
マ
ス
タ

ス
パ

ク
は

分
達
に
当
た
ら
ず
そ
の
ま
ま
鈴

が

り
あ

た

空
へ
と
向
か

て
方
向
を
変
え
向
か

て
い

た

 
霧
雨

そ
ん
な
の
あ
り
か
よ

 
鈴

の
秘
技
は

本
の
レ

ザ

か
つ
真

ぐ
飛
ん
で
く
る
レ

ザ

な
ら
ば

ぐ
事
が

可
能
だ

つ
ま
り
魔
理
沙
の
マ
ス
タ

ス
パ

ク
程
度
な
ら
ば
鈴

の

り
で

る
が
マ
ス

タ

ス
パ

ク
の
上

の
フ

イ
ル
ス
パ

ク
や
ツ
イ
ン
ス
パ

ク
に
な

て
く
る
と

な
い
の
が

だ

無

鈴

の
反
撃
と

様
に
近

戦
を
仕

け
て
き
た
者
に
対
し
て
の
カ

ウ
ン
タ

も

え
る
の
は
変
わ
ら
な
い

 
鈴

そ
ん
じ

は
帰
る

 
蓮
 

あ
り
が
と
う
鈴

 
そ
う
言
い
鈴

は

え
て
い
な
く
な
る

 
蓮
 

さ
て
と
魔
理
沙

十
八
番
の
マ
ス
タ

ス
パ

ク
に

 
さ

き
の
ス

ル
で

と

様
に

つ
使

た

だ

 
け
れ
ど
も
ま
だ
や
る
の
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霧
雨

当
た
り
前
だ

お
前
の
そ
の
ボ

ル
を

う
ま
で

 
は
な

 
い
や
流
石
の
こ
れ
は
ア
ウ
ト
だ
か
ら

め
な
い
と

下
手
に
全

集
め
て
シ

ロ
ン
が
出
て

こ
ら
れ
て
も

る

と
い
う
か

方
面
か
ら
怒
ら
れ
そ
う
で

い

 
蓮
 

仕
方
な
い
こ
こ
で
終
わ
ら
せ
る

 
霧
雨

や

て
み
ろ
よ

そ
れ
が
出
来
る
な
ら
な

 
そ
う
言
う
と
魔
理
沙
は

リ
と
笑
う

 
霧
雨

見
せ
て
や
る

の
オ
カ
ル
ト

不
思
議
を
な

 
と

言
う
と
魔
理
沙
は
一
気
に

分
へ
と
一

で
間
合
い
を

め

を
構
え
る

 
霧
雨

ス
テ
キ

の
花
子
さ
ん

 
と

え
た
と

時
に

を

る

て
く
る

す
ぐ
さ
ま
神
楽
で

ぐ
が
強

な
一
撃
に
流
石

の

分
も
吹

飛
ば
さ
れ
る

そ
し
て
後
ろ
を
見
る
と
い
つ
の
間
に
か
人
里
の

つ
の

ト

イ
レ
へ
が
あ
り

つ
目
の
ト
イ
レ
が
開
き
無
数
の
手
が

分
へ
と

り
来
る

 
蓮
 

な

 
神
楽
を

る
い
何
と
か

戦
し
よ
う
と
す
る
が
無
数
の
手
は

分
の
体
を

み

へ
と
引
き
ず
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り
込
ま
れ
る
が

 
蓮
 

 
す
ぐ
さ
ま
神
楽
の

を

き
つ

か
え
棒
の
代
わ
り
に
使
い
何
と
か

み
と
ど
ま
る

無
数
の

手
は
そ
ん
な

分
を
更
に
引
き
ず
り
込
も
う
と
し
て
く
る

 
霧
雨

生

が
悪
い

蓮

 
そ
う
言
う
と
魔
理
沙
は

み
と
ど
ま
る

分
に
向
か

て

を

る

て
く
る

不

い
こ
の

ま
ま
で
は
本
当
に
引
き
ず
り
込
ま
れ
る

 
蓮
 

負

け
る

か

狐
化

 
霧
雨

何

 
力
を
込
め

狐
化
す
る
と

分
を
引
き
ず
り
込
も
う
と
し
た
無
数
の
手
は
そ
の
光
が

だ

た
の
か

分
の
体
を

す

す
ぐ
さ
ま
そ
の
場
か
ら
脱
し
て
逃

る

 
蓮
 

危
な
か

た

 
今
の
は
何
だ

た
ん
だ

そ
し
て

分
を
引
き
ず
り
込
も
う
と
し
て
い
た
無
数
の
手
そ
し
て
ト

イ
レ
は
何
も
な
か

た
か
の
よ
う
に

え
る

 
霧
雨

ま
さ
か

の
不
思
議
を
破

て
く
る
と
は

れ
い
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た

だ
が

は
ま
だ
負
け
た

じ

な
い

 
そ
う
言
い
魔
理
沙
は

に

か
る
と

 
霧
雨

 

レ
イ
ジ
ン
グ
ス
タ

 
ミ

八

で

ス
ト
し
て

分
へ
と
特

を
仕

け
て
き
た

だ
が
そ
の

間
だ

不
思

議
な
イ
メ

ジ
が

に
過
る

何
だ
こ
の
イ
メ

ジ
は

活
け
づ
く
り

り
だ
し

き

そ
う
か
魔
理
沙
の
使

た
さ

き
の
ト
イ
レ
も
こ
れ
と

じ
不
思
議
と
い
う
や
つ
か

 
蓮
 

狗
神

神
楽

鈴

力
を
貸
し
て

 

人
に
念
じ
向
か

て
く
る
魔
理
沙
を
見
て
神
楽
を
構
え

 
蓮
 

そ
の

夢
か
ら
は
逃

れ
な
い

 
と

え
向
か

て
く
る
魔
理
沙
に
向
か

て
タ
イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ

を
込
め
た
斬
り
上

行
う

 
霧
雨

な

 

で
上
空
へ
と
吹

飛
ば
さ
れ
る
の
を
合
図
に
狗
神
人

と
鈴

が
現
れ
そ
し
て
手
に

つ
神
楽
の
思
念
体
も
現
れ
る

鈴

は
空
か
さ
ず
上
空
へ
と

動
し

 
鈴

行
く
よ

蓮
く
ん
に

に
神
楽
ち

ん
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霧
雨

な

何
を
す

 
そ
う
言
い
魔
理
沙
を
思
い

き
り
下
に
向
か

て

落
と
し
を
し
て
地
面
に
向
か

て
吹

飛

ば
す

そ
し
て
神
楽
の
思
念
体
に
本
体
の
刀
を

す

 
狗
神

や
る

 
神
楽

は
い

 

人
の
力
で

り
に
黒
い
霧
が
漂
い
始
め

分
達
を
包
み
込
む

無

そ
れ
は
下
へ
と
ま

逆
さ
ま
に
落
ち
る
魔
理
沙
も

外
で
は
な
い

魔
理
沙
が

る
の
を

分
達
は
確
認
す
る
と

 
鈴

ま
ず
は
活
け
づ
く
り
で

す

 
と
鈴

が
外
か
ら
ア

ウ
ン
ス
を

れ
て
く
る

そ
れ
を
合
図
に
神
楽
は
魔
理
沙
へ
と
近
づ

き 
神
楽

活
け
づ
く
り
で
ご
ざ
い
ま
す

 
霧
雨

が
は

 
魔
理
沙
に
向
か

て
斬
撃
を

び
せ
る

そ
し
て
そ
れ
に
続
き

 
鈴

次
は

り
出
し

 
狗
神

あ
い
よ

り
出
し
だ
食
ら

と
け
魔
女

子
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と
狗
神
は

リ
と
笑
い
魔
理
沙
に
向
か

て
妖
力
が
込
め
ら
れ
た

で
魔
理
沙
を
吹

飛

ば
す

 
霧
雨

ぐ

に

逃

と

 
魔
理
沙
は
逃

よ
う
と
し
た
そ
の
時
だ

 
鈴

最
後
は

き

で
ご
ざ
い
ま

す

 
と

鈴

の
ア

ウ
ン
ス
が

る

逃

よ
う
と
す
る
魔
理
沙
の

を

分
は

む

 
蓮
 

魔
理
沙

 
霧
雨

え

 
蓮
 

言

た
よ

逃

れ
な
い
よ

て

 

分
の

後
に
は

を

キ

キ
と
鳴
ら
し

を
構
え
る
狗
神
と

リ
と

笑
み
本
体
の
刀

を
構
え
る
神
楽
が
立
つ

そ
れ
を
見
た
魔
理
沙
は
ゾ

と

ざ
め
る

 
霧
雨

ひ

ギ

 

ン

 
絶

と
共
に
物

い

弾
音
が
鳴
り

く
と
共
に
黒
い
霧
が
晴
れ
る
と
そ
こ
に
は
目
を
回
し
地

上
で
倒
れ
る
魔
理
沙
が
い
た

こ
の

負
は

分
達
の

利
と
な

た
の
だ

た
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怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
晴
明

は
い

今
回
は

人
が
い
な
い
の
で
臨
時
で

で
す

 
の
で
お
願
い
し
ま
す
所
で
蓮
達
の
最
後
の
技
は

 
怠
惰

あ

あ
れ

あ
れ
は
メ
タ
い
話
に
な
る
け
ど
深
秘
録

 
の
シ
ス
テ

の

つ
怪
ラ
ス
ト

ド
だ

 
晴
明

メ
タ
い
事
を

 
怠
惰

そ
し
て
蓮
の
オ
カ
ル
ト
技
は

夢

て
い
う
も
の
だ

 

実

の

夢
は
本
当
に
グ
ロ
い
よ

 
晴
明

そ
ん
な
に
で
す
か

 
怠
惰

う
ん

分
を

れ
て

人
の
人
が
並
ん
で
る
ん
だ
け

 
ど

人
ず
つ
殺
さ
れ
て
い
く

て
い
う
悪
夢
だ

最

 

は
活
け

り
で
滅

滅

に
体
を
バ
ラ
バ
ラ
に
さ

 
れ
る
次
に

り
出
し
目
玉
を
ス

ン
の
よ
う
な
物
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で

ぐ
ら
れ
る
そ
し
て
最
後
の

分
の
番
は

 
晴
明

き

で
す
よ

 
怠
惰

そ
の
通
り
だ
け
ど
最
後
は

き

に
な
ら
ず
逃

て

 
終
わ
り
な
ん
だ
け
ど
夢
か
ら
覚
め
た
そ
の

間
に

 
悪
夢
に
出
て
く
る
殺
人
⻤
の

人
が

後
か
ら
こ
う

 
言
う
ん
だ
よ

お
客
さ
ん
次
は
な
い
で
す
よ

て

  
晴
明

中
々
に

い
で
す

 
怠
惰

で
だ

本
編
の

夢
か
ら
は
逃

ら
れ
な
い

は

 
い
わ
ば
絶
対
に
逃
が
さ
ず
に
や
る

て
い
う
技
な

 
な
の
よ

 
晴
明

そ
れ
に

て
神
楽
は
刀
で
活
け

り
で
狗
神
は

 
る
よ
う
に

つ
意

で
そ
し
て
最
後
は

 
怠
惰

そ
こ
は
ご
想

に
お

せ
す
る
よ

 
晴
明

で
す
よ
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怠
惰

ま

と
り
あ
え
ず
時
間
も
時
間
だ
し
今
回
は
こ
こ
ま

 
で
か
な
あ

そ
れ
と
ア
ン
ケ

ト
は
明
日
ま
で
だ
か

 
ら
し
て
下
さ
る
方
は
お

め
に
お
願
い
し
ま
す
そ
れ

 
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
晴
明

ア
ン
ケ

ト
お
願
い
し
ま
す

そ
れ
で
は
あ
り
が

 
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
怠
惰

そ
ん
じ

ま
た



 第３７２話 二択の選択

 
第
３
７
２
話
 
二
択
の
選
択

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

戦
キ
リ
ン
に
久
々
に

む
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

前
は

良
く

て
た
け
ど
今
回
は
ど
う
な
る
の
か

そ
れ
で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 
魔
理
沙
に

利
し

力
し
て
く
れ
た

人
の
方
を
向
き

 
蓮
 

あ
り
が
と
う

力
し
て
く
れ
て

 
狗
神

け

 
鈴

も
う

は

じ

な
い
な

そ
れ
じ

あ

 
蓮
く
ん

 
神
楽

そ
れ
で
は

 
そ
う
言
い

人
は
帰

て
い
く

そ
し
て
ボ
ロ
ボ
ロ
と
な

て
立
ち
上
が
る
魔
理
沙
を
見
る

 
霧
雨

か

負
け
た
負
け
た

 
立
ち
上
が
り

の

を

い
な
が
ら
近
づ
い
て
く
る
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霧
雨

ま
さ
か

が
負
け
る
と
は

れ

た

 
蓮
 

魔
理
沙
も
強
か

た
よ

 
霧
雨

よ
せ
や
い
お
前
に
言
わ
れ
て
も

に
し
か
聞
こ
え

 
な
い

 
と
言

て
い
る
と
魔
理
沙
が

て
い
た
玉
が

わ

わ
と

方
へ
と
よ

て
く
る

そ
れ

を
手
に

り

み
を
実
感
す
る

 
霧
雨

し
か
し
ま
さ
か
お
前
ま
で
オ
カ
ル
ト
を

て
い
る

 
と
は
な

 
蓮
 

う

ん
何
と
言
う
か
こ
う
ス

て
感
じ
で
思
い
つ
い

 
た
と
い
う
か

 
あ
れ
は
本
当
に
ま
ぐ
れ
で
思
い

い
た
か
ら
な

ま
た
や
れ

て
言
わ
れ
た
ら
出
来
る
と
は
思

う
が
し
か
し
何
で
ま
た
や

り
こ
の
玉
が

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

そ
ん
な
事
を
思

て

い
る
と
霊
夢
が
近
づ
い
て
く
る

 
霊
夢

お

れ
様
そ
れ
で
玉
は

 
蓮
 

あ

こ
れ
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霊
夢

そ
う
そ
れ
よ

こ
れ
を
全

集
め
れ
ば
願
い
が
叶
う

 
中
々
に
良
い

き

 
ご

に
霊
夢
は
楽
し
そ
う
に
笑
う

そ
れ
を
見
て
い
た
魔
理
沙
も

分
と

様
の

れ

だ 
霧
雨

ま

蓮
に

ら
れ
ち
ま

た
し
仕
方

く
は
そ

 
れ
を

け
る

次
こ
そ
は

つ
か
ら
な

 
蓮
 

魔
理
沙
そ
れ
は
何
と
言
う
か

 
霊
夢

に

ま
せ

の
発
言

 
霧
雨

う
る
さ
い

う
る
さ
い

ち
く
し

う

 
魔
理
沙
は

し
そ
う
に

に
ま
た
が
り
そ
の
場
か
ら
去

て
い

た

 
蓮
 

霊
夢

た
ら
言
い
す
ぎ
だ
よ

せ
め
て
も
う
少
し
は

 
オ

ラ

ト
に
包
も
う
よ

 
霊
夢

良
い
の
よ

奴
は
あ

や

て
強
く
な
る
も
の

 
蓮
 

ま

う

ん

て
感
じ
だ
け
ど

 
魔
理
沙
は
努
力
家
で
負
け
ず

い
で
あ
る

そ
の
た
め

ず
負
け
る
と
前
回
よ
り
も
強
く
な



 第十八章 平和の日常へ

て
戻

て
く
る
の
だ

さ
て
と
と
り
あ
え
ず
魔
理
沙
か
ら
玉
を
手
に

れ
た
の
だ
が
ど
う
す
る

か
な

 
蓮
 

と
り
あ
え
ず

て
る
か

 
霊
夢

嘘
で
し

 
蓮
 

本
当
だ
よ
だ

て
こ
ん
な
も
の
放

し
て
た
ら
集

 

社
に

さ
れ
ち

う
か
ら

 
著

は
本
当
に

い

不

な
事
が
起
こ
る
前
に

て
て
し
ま
う
方
が
断
然
に
良
い
に
決

ま

て
る

 
霊
夢

ま

待

て
よ
蓮

そ
れ
が
あ
れ
ば
ど
ん
な
願
い
も

 
叶
う
か
も
し
れ
な
い
の
よ

 
蓮
 

け
ど

 
霊
夢
は

分
の
手
を

手
で
強
く

り
何
か
を

え
る

し

撃
を
仕

け
て
く
る

 
蓮
 

や

め

 
霊
夢

良
い
で
し

蓮

 
蓮
 

分
か

た

分
か

た
か
ら

お
願
い
だ
か
ら
そ
の
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撃
は

め
て

 
霊
夢

ん

ロ
い
わ

 
蓮
 

く

 

か
ぶ
り

し

撃
は
本
当
に

ル
い

し
か
も

ロ
イ
と
言
わ
れ
少
し
イ
ラ

と
く
る

が
あ
の
ド

を
見
る
と
可
愛
く
て
つ
い
つ
い
笑
い
た
く
な

て
し
ま
う

 
霊
夢

と
り
あ
え
ず
は
手
分
け
し
て
そ
の
ボ

ル
を
集
め
ま

 
し

う

て
ち

メ
だ
か
ら

 
蓮
 

分
か

た
か
ら

 
霊
夢

そ
れ
じ

方
の

時
に
こ
こ
に
集
合

 
そ
う
言
い
霊
夢
は
ご

な

情
で
空
を
飛
び
こ
の
場
か
ら
去

て
い

た

こ
う
な
る
と
霊

夢
は
手
が
つ
け
ら
れ
な
い
ん
だ
よ
な

本
当
に
ガ
メ
ツ
い
所
は

下
に
も
霊
夢

て
感
じ
だ
な

 
蓮
 

や
れ
や
れ
こ
れ
は
引
く
に
引
け
な
い

開
だ
け
れ
ど

 
ど
う
し
よ
う
か

 
本
当
な
ら
こ
ん
な
物
は
さ

さ
と

て
て
し
ま
い
た
い
所
だ
が
そ
う
す
る
と
霊
夢
と
の
喧
嘩

ル

ト
に
突

し
て
し
ま
う

だ
け
れ
ど
も
こ
ん
な
物
騒
な
物
を
集
め
る
わ
け
に
も
本
当
に
ど
う
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し
た
も
の
な
の
か
な

 
蓮
 

う

ん
は

最
悪
は

関
せ
ず
で
何
も
せ
ず
に

 
放

し
て
も

目
だ
そ
れ
を
や

た
ら
霊
夢
と

 
喧
嘩
だ
よ

 
ル

ト
は

つ

玉
を

て
る
＆
回

放

で
喧
嘩
別
れ
ル

ト

危
険
覚

で
玉
を

回

と
い
う
あ
る
意

で

の
選
択
だ

本
当
に
何
な
の

 
蓮
 

は

ん

 
と
た
め

を

い
て
い
る
と

か
が
近
づ
い
て
く
る
気

が
し
て
く
る

念
の
た
め
に
何
時

で
も

刀
で
き
る
よ
う
神
楽
の

に
手
を
か
け
る

そ
し
て
そ
の
者
が

分
の

後
ま
で
来
た
の

を
見

ら
い

座
に

刀
し
斬
り
か
か
る

 

 

ち

と

 
蓮
 

え

こ
の

 
そ
の
者
は

い
た

を
上

て
後
ろ
へ
と
下
が
る

聞
い
た
事
の
あ
る

そ
し
て
そ
の
者
の
特

的
な
桃
色

に

を
見
て
す
ぐ
に

か
分
か
る

 
華
扇

蓮
さ
ん
何
の
真

で
す
か
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分
の
修
行
を
手
伝

て
く
れ
た

人
が

人
の

華
扇
だ

た

 
蓮
 

て
華
扇
さ
ん

何
も
言
わ
ず

後
か
ら
来
る
も

 
の
だ

た
の
で
て

き
り
怪
し
い

か
と
思
い
ま
し

 
た
よ

 
神
楽
を

に

め

か
ら
手
を

し

意
が
な
い
事
を

す

そ
れ
を
見
た
華
扇
も
構
え
を

め
る

 
蓮
 

せ
め
て

を
か
け
て
下
さ
い
よ

 
華
扇

す
い
ま
せ
ん

て
何
で

が

る
ん
で
す
か

 
そ
こ
は
可
笑
し
い
わ
よ

 
蓮
 

そ
う
で
す

す
い
ま
せ
ん
で
し
た

 
し
か
し
本
当
に

の

つ
や

つ
は
か
け
て
欲
し
い

で
な
い
と
変
に

し
て
し
ま
う

 
蓮
 

所
で
華
扇
さ
ん
は
ど
う
し
て
こ
こ
へ

 
華
扇

え

霊
夢
は
い
る
か
し
ら

 
ど
う
や
ら
霊
夢
を
訪

て
来
た
み
た
い
だ

し
か
し

念
な
事
に
霊
夢
は
先
程
に
玉
を
集
め
る

た
め
に
出
た
ば
か
り
だ
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蓮
 

す
い
ま
せ
ん
霊
夢
な
ら

度
今
さ

き
出
て
し
ま
い

 
ま
し
て

 
華
扇

そ
う

 
華
扇
は

分
の

が

ら
ん
で
い
る
の
に
気
づ
い
た
の
か
ジ

と
見
て
く
る

 
蓮
 

あ

え

と
こ
れ
気
に
な
り
ま
す
か

 

り
出
し
見
せ
る
と
華
扇
は
や
は
り
と
い

た

を
す
る

 
華
扇

つ
も
そ
れ
を

い

た
い
ど
こ
で

 
蓮
 

つ
は

が
縁

の
下
で
見
つ
け
て
も
う

つ
は
魔

 
理
沙
に

利
し
て

い
ま
し
た

 
華
扇

そ
う

大
方
の
予

は
出
来
た
わ
霊
夢
は
魔
理
沙
か

 
ら
願
い
が
叶
う
と
か

て
い
う

を
聞
き

の
玉
を

 
回

す
る
た
め
に
霊
夢
が
動
い
た

て
所
か
し
ら

 
蓮
 

す

い

 
や
は
り
仙
人
は
色
々
と

い
な

 
華
扇

は

あ
の
子
は

蓮
さ
ん
そ
れ
を

し
て

え
な
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い
で
す
か

 
蓮
 

う

ん
本
当
な
ら

し
た
い
ん
で
す
が

す
と
霊
夢

 
が
う
る
さ
い
ん
で
す
よ

 
華
扇

そ
う

な
ら

し

な
い
け
れ
ど

 
そ
う
言
い
華
扇
は
構
え
る

ま
さ
か
こ
の

開

て

 
華
扇

力
づ
く
で
行
か
せ
て
も
ら
う
わ

 
蓮
 

い

い
や
も
う
少
し
話
し
合
い
を

 
華
扇

問

無
用

 
そ
う
し
て
華
扇
と
の
弾
幕
ご

こ
が
い
き
な
り
始
ま

た
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

い
や
良
い

動
だ

た

 
鈴

新
技
も
試
せ
た
し

 
神
楽

で
も
ま
た
次
も
戦
闘
で
す
よ



 第十八章 平和の日常へ

 
怠
惰

だ

ま

張

て
よ

 
狗
神

こ
い
つ

 
怠
惰

あ

そ
れ
と
君
達
に
贈
り
物
だ
よ

 
鈴

な
に
こ
れ

 
怠
惰

怪
ラ
ス
ト

ド
で
使
う

 
神
楽

こ
れ

て

員
さ
ん
の

で
す
か

 
怠
惰

そ
の
通
り
つ
い
で
に

子
も
あ
る
だ
ろ

 
鈴

ま
た
よ
く
こ
ん
な
も
の
を

 
狗
神

な

聞
い
て
良
い
か
こ
れ
サ
イ

て

 
怠
惰

そ
こ
は
ヒ

ミ

ツ

 
鈴

う
わ

そ
れ
引
く
よ

 
怠
惰

大
人
の
事
情
だ
気
に
す
ん
な

 
狗
神

気
に
す
る

そ
れ

 
怠
惰

ま

ま

さ
て
時
間
も
時
間
だ
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

や
れ
や
れ
ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
な
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神
楽

そ
れ
で
は

者
様

 
鈴

ま
た
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第
３
７
３
話
 

 
華
扇

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
面

で
何
を
言
え
ば
良
い
ん
だ
よ
と
考
え
て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で

す

ス
と
か
本
と
か
聞
か
れ
た
ら
終
わ
り
だ
よ
ち
く
し

う
め

失

そ
れ
で
は
そ
ろ

そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 
い
き
な
り
華
扇
が

り
か
か

て
く
る

す
ぐ
さ
ま
回

を
し
て

け
華
扇
の
一
撃
は
空
を

る 
蓮
 

め
て
下
さ
い

て
華
扇
さ
ん

 
華
扇

そ
れ
を

す
の
な
ら
考
え
ま
す

 
蓮
 

で
す
か
ら
そ
れ
は

 
華
扇

な
ら
ば
問

無
用

を
く
く
り
な
さ
い
蓮

 
手
を

る
と
空
か
ら
大
き
な

が

方
へ
と
向
か

て
く
る

す
ぐ
さ
ま
神
楽
を

刀
し
斬

る
が
そ
の
大
き
な

は

道
を
変
え
一

刀
を

け
た

そ
し
て
大
き
な

の
正
体
が
明
ら
か
に
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な
る

そ
れ
は
大
き
な

シ
だ

 
蓮
 

動
物
で
す
か

 
華
扇

え

弾
幕
ご

こ
は
何
を
使

て
も
構
わ
な
い
も
の

 
不
満
か
し
ら

 
蓮
 

い
い
え

ろ
そ
の
ぐ
ら
い
な
い
と

方
も

え
ま

 
せ
ん
の
で

 

し
方
が
な
い
が
や
る
か
ら
に
は

底
的
に
や
る
だ
け
だ

 
華
扇

行
き
な
さ
い

 

キ

 
そ
の
一

で
大

は

を
た
て
て
襲
い
か
か

て
く
る

神
楽
を
構
え
大
き
く

み
込
み
大

の

を

て
斬
り
上

る

し
か
し
そ
れ
を
ひ
ら
り
と
回

さ
れ
る

 
蓮
 

当
た
ら
な
い
か

 
回

し
た

は
何
度
も
襲
い
か
か

て
く
る

回

と
撃
退
は

な
の
だ
が
正

し
つ
こ

く
て
ウ
ザ
い

 
蓮
 

こ
の
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斬
撃
波
を
放
と
う
と
し
た
そ
の

間

に

和
感
を
覚
え
る

見
て
み
る
と

分
の

に

何
か
包

の
よ
う
な
物
が

き

い
て
い
た

 
華
扇

は

 
蓮
 

な

 
何
と
そ
れ
は
華
扇
の
包

で

か
れ
た

か
ら

び
て
い
た
の
だ

思
い

き
り
引

張
ら

れ
投

飛
ば
さ
れ
る

 
蓮
 

こ
の

 
受
け

を

り
な
が
ら
神
楽
を

る
い
斬
撃
波
を
華
扇
に
目

け
て
放
つ
が
と
つ

ん
何
処
か

ら
と
も
な
く
現
れ
た

が
大
き
な

で
華
扇
を
守
る
か
の
よ
う
に

を

る
い
斬
撃
波
を
か
き
け

し
た

 
華
扇

あ
り
が
と
う

祖

 
ま
た
華
扇
の

ト
か

し
か
し
本
当
に
何
処
か
ら
こ
の
子
達
は
現
れ
る
ん
だ

 
蓮
 

そ
の
子
達

て
何
処
か
ら
現
れ
る
ん
で
す
か

 
華
扇

そ
う

が
呼
べ
ば

 

祖
と
呼
ん
だ

の

を

で
て
楽
し
そ
う
に

べ
る

動
物
を

る
能
力
か

分
の
式
を
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る
能
力
と

て
い
る
な

そ
し
て

祖
は

み
に

り

え
て
い
く
と
華
扇
は

に

を

せ
る

 
華
扇

も
う
一
度
い
き
な
さ
い

 

キ

 

を

る
い

は
飛
び
上
が
り
再
び
襲
い
か
か

て
く
る

だ
が

じ
手
は
二
度
と
受
け

る
か

 
蓮
 

式

 
狗
神
の
呪
怨

 
ス

ル
を

え
な
が
ら
神
楽
を
構
え
て
狗
神

を

す
る

 
狗
神

ン

 

と
共
に
無
数
の
怨
念
弾
を
放
つ

そ
れ
に
危

感
を

た
の
か

は
回

し
な
が
ら

回
し
つ
つ
華
扇
の
元
へ
と
逃

て
い
く

そ
し
て
怨
念
弾
は
華
扇
に
も
向
か

て
い
く

 
華
扇

追

で
す
か
怨
念
と
い
う
だ
け
あ
り
ま
す

 
追

す
る
怨
念
を
前
に
華
扇
も
空
を
飛
び

け
る

だ
が
そ
れ
は
最

だ
け
だ

た

何
と
華

扇
は
怨
念
弾
の

間
を
通
り

方
へ
と

を
つ
め
て
き
た
の
だ

 
蓮
 

解
除
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す
ぐ
さ
ま
ス

ル
を
解
除
し
神
楽
で
斬
り
上

る

だ
が
そ
の
一
撃
を

で

さ
え
つ
け

た 
蓮
 
何
だ
こ
の
感
じ

 
華
扇

そ
ん
な

撃
は

き
ま
せ
ん
よ

 
斬

た
感

が
あ
ま
り
に
も
変
で
あ
る

倒
的
な
力
で

さ
え
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
は
分
か

る
が
普
通
な
ら

を
斬

て
い
る
と
い
う
感
じ
が
あ
る
の
に
対
し
て
華
扇
の
場
合
は
そ
ん
な
感
じ

で
は
な
く
破
れ
る
事
の
な
い
ク

シ

ン
で

さ
え
つ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
不
思
議
な
感
じ
な

の
だ

 
華
扇

ボ
サ

と
し
て
い
て
良
い
ん
で
す
か

 
神
楽
を

さ
え
た
状

で

分
の

目

け
て

り
を
放

て
来
る

 
蓮
 

神
楽

 
と
神
楽
の
名
を
呼
ぶ
と

さ
え
ら
れ
て
い
る
刀

か
ら
神
楽
の

が
現
れ

分
の

に
当
た

る
ギ
リ
ギ
リ
で
華
扇
の

り
を
受
け

め
る

 
華
扇

め
て
き
ま
す
か

 
蓮
 

悪
夢
の

ン

シ

ン
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と

え
た

間

か
ら
狗
神
人

と
鈴

が
飛
び
出
す

し
か
も
何

か

員
の

を
着
て
い
た
が
そ
こ
は
考
え
な
い
よ
う
に
し
よ
う

 
鈴

あ
い
さ

 
狗
神

ま
た
出
番
か
よ

 
華
扇

な

 
す
ぐ
さ
ま
華
扇
は
神
楽
を

し
後
ろ
へ
と
回

す
る
が
そ
こ
に
空
か
さ
ず
に

人
は
妖
気
を

纏
い
狗
神
が

り
か
か
り
鈴

が
飛
び

り
を
放
つ

 
華
扇

な
ん
の

 

手
の
包

を

用
に

り
狗
神
と
鈴

の

撃
を

が
れ
る

だ
が
悪
夢
の

ン

シ

ン
は

人
だ
け
で
は
な
い

刀

か
ら

び
て
い
た
⻤
の
よ
う
な

は
そ
の
ま
ま

大
な

⻤
と
な
り
華
扇
へ
と

り
か
か

た

悪
夢
の

ン

シ

ン
は
狗
神
鈴

神
楽
そ
し

て

分
で
構

さ
れ
る

ン

シ

ン
技
な
の
だ

 
華
扇

 
と
華
扇
が

ぶ
と
共
に
空
か
ら

く
⻑
い
何
か
が
現
れ
神
楽
の
一
撃
を

さ
え
た

そ
れ
は

本
当
な
ら
感
動
す
る

な
の
だ
が
理
久
兎
や
そ
の

親
の
龍
神
の
せ
い
で
見

れ
て
し
ま

た
龍
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だ 
蓮
 

龍
ま
で
使

で
き
る
ん
で
す
か

 
華
扇

こ
の
子
は

の
時
か
ら
一

な
の
で

 
だ
が
ま
だ

分
の

撃
が

て
い
る

神
楽
を
構
え
一
気
に

を

め
る

だ
が
突
然

 
華
扇

楽

 
そ
う

ん
だ

後
下
か
ら
突
然

の
よ
う
な
ヒ
レ
を

つ
生
物
が
ボ

ル
を

に

せ
て

現
れ
る

す
ぐ
さ
ま
回

し
て
見
て
み
る
と
そ
れ
は
ア
ザ
ラ
シ
だ

 
蓮
 

い
き
な
り
ジ

ン
ル
が
変
わ

た

 
日
本
と
い
う
か
中

的
な
生
物
か
と
思
い
き
や
い
き
な
り
ア
ザ
ラ
シ
が
出
て
く
れ
ば
そ
う
言
い

た
く
も
な

て
し
ま
う

 
華
扇

そ
れ
よ
り
も
大

で
す
か
こ
ん
な
に
⻑
く
式
達

 
を
使

て

 
確
か
に
こ
の
ま
ま
で
は
霊
力

れ
に
な

て
し
ま
う

仕
方
が
な
く

体
を
戻
す
と
華
扇
も

動
物
達
を
帰
す

 
華
扇

さ
て
こ
れ
で

り
出
し
に
戻

た
わ
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蓮
 

良
い
ん
で
す
か

数
な
ら
な
ら

倒
的
に
そ

ち
が

 

利
だ

た
じ

な
い
で
す
か

 
華
扇

本
当
は

た
だ
こ
れ
の

き

え
を
う
け
て

し

 
く
は
な
い
か
ら
逃
が
し
た
の
よ

 
そ
う
言
う
と
華
扇
は

手
の
包

に
包
ま
れ
た

が
変

し
ま
る
で
ミ
イ
ラ
の
よ
う
な

か
ら

び
た

を
出
現
さ
せ
る

 
華
扇

貴
方
が
オ
カ
ル
ト
を
使
う
な
ら
こ
ち
ら
も
オ
カ
ル
ト

 
を
使
わ
せ
て

い
ま
し

う
か

の
手
よ

 

か
ら
び
た

は
ボ
キ
リ
と
い
う
音
を
出
し

大
化
し
て

分
に
襲
い
か
か
る

す
ぐ
さ
ま
神

楽
を

る
い
弾
き
返
す
が

の
手
と
呼
ば
れ
た

は
し
つ
こ
く

て
く
る

 
蓮
 

邪
魔
だ

 
何
度
も
弾
き
返
す
が

の
手
は
し
つ
こ
く

て
く
る

こ
れ
は
本
体
の
華
扇
を
倒
し
た
方
が

先
決
だ
と

の
手
を
ま
た
弾
き
一
気
に
華
扇
へ
と

を

め
る

 
華
扇

ま

そ
う
き
ま
す
よ

な
ら
ば

な
く

し
ま

 
し

う
か
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の
手
が

え
る
と
華
扇
は

手
を
構
え

 
華
扇

包

 
義

ロ
テ
ウ
ス

 
ス

ル
を

え

手
の
包

を
放

て
く
る

回

し
よ
う
と
す
る
が
包

は
何
と
追

し
て

分
の

に

き

く

 
華
扇

そ

れ

 
蓮
 

て
う

 

ち
上

ら
れ

ン

ン
と

り
回
さ
れ
る

そ
し
て
一
気
に
上
空
へ
と

ち
上

ら
れ
る
と

華
扇
は
再
び

の
手
を

り
出
す

 
華
扇

の
手
よ

を

り

せ

 
と

ぶ
と

の
手
は
妖
気
を
纏
い

大
化
し
て

方
へ
と
向
か

て
く
る

ど
う
や
ら
本
当

に

り

し
に
来
た
み
た
い
だ

 
蓮
 

な
ら
ば

も

り

を

る

狐
化

 
霊
力
を
解
放
し

狐
へ
と
変
化
す
る

そ
し
て
回
転
し

の
手
を

け
る
が

の
手
は
や
は
り

し
つ
こ
く
追

か
け
て
く
る

た
が
そ
れ
は
考
え
て
の
事
だ

の
手
が

分
に
追
い

く
の
が

先
か
そ
れ
と
も
華
扇
を
斬
る
の
が
先
か
の
ど
ち
ら
か
だ



 第３７３話   華扇

 
華
扇

特

を
仕

け
て
く
る
気
で
す
か

 
蓮
 

で
や

 
空
気
を

り
更
に

度
を
上

な
が
ら
神
楽
を

に

め
そ
し
て
構
え
神
楽
の
刀

が

く

に
ま
で
く
る
と

刀
し
斬
り
つ
け
よ
う
と
し
た
そ
の

間

 
華
扇

参
り
ま
し
た

 
蓮
 

な

 
ギ
リ
ギ
リ
で
当
た
る

前
で

る
の
を

め
る
と
そ
の
場
に

が

る
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

あ

所
で

の
手

て
何
だ

 
神
楽

そ
れ

も
気
に
な
り
ま
す

 
鈴

ど
う
い
う
ア
イ
テ

な
の

 
怠
惰

分
か
り
や
す
く
言
う
と
ド

ン
ボ

ル
か
ら
出
て

 
く
る
龍

て
願
い
を

つ
叶
え
て
く
れ
る
の
は
分
か



 第十八章 平和の日常へ

 
る
よ

 
鈴

う
ん

で

ん
だ
か
ら

 
怠
惰

ま

の
手
は
い
わ
ば
そ
れ
と
一

な
の
さ

 
狗
神

つ
ま
り
願
い
を

つ
叶
え
て
く
れ
る

て
事
か

 
怠
惰

そ
の
通
り

し
こ
こ
か
ら

大
だ

 
鈴

大

 
怠
惰

そ
う
所

と
こ
ろ
代

を

す
る
呪
術
の
一
種

 
み
た
い
な
も
の
で

そ
の
代

は

常
に

た
い

 
も
の
な
の
さ

 
狗
神

ど
ん
な
も
の
な
ん
だ

 
怠
惰

で

え
る
な
ら
あ

会
社
に
遅

し
そ
う
だ

 
遅

を
許
し
て
く
れ
な
い
か
な

何
て
事
を
言
え

 
ば
突
然

か
ら
人
が
飛
び
出
て
人

事

が

 
起
こ
る
結

は
正
当
な
遅

に
な
る
か
ら
遅

 
を
許
さ
れ
る
よ
み
た
い
な
感
じ
か
な



 第３７３話   華扇

 
鈴

え
ぐ

 
怠
惰

中
に
な

が

し
い

て
望
ん
だ
結

願
い
を

 
言

た
人
物
は
事

を
起
こ
し
て
死

そ
の
代
わ

 
り
に

と
し
て

が
家
族
に

い
た
な
ん
て

 
の
も
あ
る
よ

 
神
楽

う
わ

 
怠
惰

つ
ま
り
は
楽
し
て
願
い
を
叶
え
る
分
で
代

あ
る

 
よ

て
意

さ
そ
れ
だ

た
ら

張

て

力
で

 
願
い
を
叶
え
た
方
が
良
い
だ
ろ

 
狗
神

確
か
に
な

 
怠
惰

お

と
⻑
話
を
し
す
ぎ
た

そ
れ
じ

今
回
は
こ

 
こ
ま
で

 
神
楽

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す

 
鈴

そ
れ
じ

ま
た
次
回

 
狗
神

そ
ん
じ

あ
な



 第十八章 平和の日常へ

 
第
３
７
４
話
 
こ
の
不
思
議
の
嘘

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
面

に
行

て
き
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

い
や

張
し
ま
し
た

し
か
し
何
と
か
終
わ

た
の
で
良
か

た
で
す

さ
て
そ
れ
で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 

が
走
る
博
麗
神
社
の

内

華
扇
は

の
手
を

め
る
と
妖
気
の

は

え
て
な
く
な

る

そ
れ
に
合
わ
せ
て

分

狐
化
を
解
き
神
楽
を

に

め
る

だ
が

得
が
い
か
な
い
た
め

華
扇
に

め

る

 
蓮
 

何
で
ま
た
い
き
な
り
中
断
を

 
華
扇

貴
方
の
実
力
が
見
た
か

た
か
ら
で
す
よ
蓮

 
蓮
 

ど
う
い
う

 
一
体
ど
う
い
う
事
な
の
だ

華
扇
は
真

な

と
な

て

を
開
く

 
華
扇

話
し
ま
し

う

が
何
の
た
め
に
そ
れ
を
集
め
る
の

 
か
を



 第３７４話 この不思議の嘘

 
そ
う
し
て
華
扇
は
話
を
始
め
る

 
華
扇

そ
れ
を
集
め
る
理

に
つ
い
て
蓮
は
今

幻
想
郷
で

 
何
が
起
こ

て
い
る
の
か
分
か
る
か
し
ら

 
蓮
 

何
が
起
こ

て
い
る
か
で
す
か

 
そ
う
い
え
ば
そ
こ
は
考
え
て
な
か

た
な

待
て
よ
そ
う
い
え
ば
魔
理
沙
は
言

て
い
た
よ

な

集
め
れ
ば
願
い
が
叶
う

て

 
蓮
 

ま
さ
か
こ
れ
を

て
大
乱
闘
が

 
華
扇

そ
の
通
り
よ

 
や
は
り
か

と
い
う
一
言
で
も
し
か
し
て
と
一

思

た
が
大
乱
闘
が
起
き
て
い
た
の
か

 
華
扇

色
々
な
野
望
を

つ
者
そ
し
て
興

が
あ
る
と
い
う

 
理

で
集
め
る
者
そ
れ
ら
が
各
地
で
は
こ
れ
を

 
て
大
乱
闘
が
起
き
て
い
る
の
よ

 
蓮
 

る
程

 
華
扇

で
も

大
な
の
は
そ
こ
じ

な
い
わ

 
蓮
 

と
言
い
ま
す
と



 第十八章 平和の日常へ

 
華
扇

が
こ
れ
を
ば
ら
ま
き

を

め
た
の
か

だ

て

 
可
笑
し
い
と
は
思
わ
な
い
か
し
ら

 
可
笑
し
い

何
処
が
可
笑
し
い
の
だ
ろ
う
か

そ
う
か
願
い
が
叶
う
と
い
う

語
じ
た
い
が

可
笑
し
い
の
か

だ

て
こ
ん
な

を

め
た
の
な
ら
ば
そ
れ
な
り
の

性
が
あ

て
そ
こ
か

ら

ま
る
と
共
に

ひ
れ
が

く
そ
れ
が

と
い
う
も
の
だ

だ
が
こ
れ
は
ど
う
だ
ろ
う
か

ひ

れ
が
つ
く

前
に
で

ち
上

話
も
良
い
と
こ
ろ
だ

だ

て
願
い
を
叶
え
た
者
な
ん
て
い
る
と

思
う
の
か

い
た
の
な
ら
そ
れ
は
そ
れ
で

に
な
る

つ
ま
り
こ
れ
は
何
か
し
ら
の
真
の
目
的
を

さ
せ
る
た
め
の
ハ

タ
リ
だ
ろ
う

 
華
扇

流
石
に
気
づ
い
た
み
た
い

 
蓮
 

え

 

ら
く
華
扇
が
言
わ
な
け
れ
ば

問
も

く
所
か
気
づ
き
も
し
な
か

た
だ
ろ
う

 
蓮
 

つ
ま
り
こ
の

を
流
し
た
黒
幕
が
い
る
そ
し
て
そ
の

 
黒
幕
は
こ
れ
を
集
め
さ
せ
て
何
か
を
し
よ
う
と

ん

 
で
い
る

て
ぐ
ら
い
で
す
か

 
華
扇

や
は
り
霊
夢
よ
り
も
物
分
か
り
が
良
く
て

か
る
し



 第３７４話 この不思議の嘘

 
頼
り
に
な
る
わ

 
蓮
 

め
て
く
だ
さ
い
よ

 
華
扇

事
実
な
ん
だ
け
ど

 
た
だ
霊
夢
に
は

感
力
が
あ
る
た
め
一

に
も

れ
な
い

分
が
あ
る
ん
だ
け
ど
な

 
蓮
 

で
も
何
で
そ
れ
を

 
華
扇

よ
貴
方
な
ら

用
で
き
る
そ
れ
に

も
霊
夢
と

 

等
の
レ

ル
だ
か
ら
よ

 
蓮
 

る
程

 
華
扇
か
ら
そ
れ
な
り
の

用
が
あ
る
の
が
分
か

た

 
華
扇

蓮

力
を
し
て
頂

こ
の
異
変
を
起
こ
し
た
黒
幕

 
を

き
倒
す
た
め
に
も
そ
れ
に
不
穏
な
の
よ

 
蓮
 

不
穏

 
華
扇

え

言

に
は
し
に
く
い
け
ど

ら
く
こ
れ
は
幻
想

 
郷
の
何
か
が
可
笑
し
く
な
り
か

な
い
わ

 
華
扇
が
そ
こ
ま
で
言
う
と
は
華
扇
に
は
色
々
と
世
話
に
な

た
し

力
し
よ
う
か
な



 第十八章 平和の日常へ

 
蓮
 

分
か
り
ま
し
た
ボ

ル
集
め
に

力
し
ま
し

う

 
華
扇

あ
り
が
と
う
蓮

 
蓮
 

そ
れ
と
霊
夢
に
も
こ
の
事
は
伝
え
て
お
き
ま
す

 
華
扇

え

ま

待

て

 
突
然

華
扇
は
手
を
出
し
て
そ
う
言

て
く
る

そ
し
て
あ
た

た
と
し
た

情
を
す
る
と

 
華
扇

え

え

と

出
来
る
な
ら
霊
夢
に
は

て
い
て

 
欲
し
い
の
よ

 
蓮
 

何
で
ま
た

 
華
扇

女
の
仕
事
が
増
え
る
か
ら
よ

 
明
ら
か
に
華
扇
は
何
か
を
隠
し
て
い
る
気
が
す
る

だ

て

に
は
少
し

が
流
れ
て
い
て

く
分
か
り
や
す
い
の
だ

だ
が
華
扇
に
は
少
な
か
ら
ず
の

が
あ
る

そ
の
た
め
今
回
は

て

従
う
か

 
蓮
 

分
か
り
ま
し
た
何
か
隠
し
事
が
あ
る
み
た
い
で
す
が

 
華
扇
さ
ん
に

じ
て
霊
夢
に
は
あ
ま
り
言
わ
な
い
で

 
お
き
ま
す



 第３７４話 この不思議の嘘

 
華
扇

そ

そ
う

 
ジ

と

方
を
見
て
く
る

分
の

に
何
か
つ
い
て
る
の
か
な

 
華
扇

本
当
に
貴
方
は
晴
明
と
目
元
が
そ

く
り

 
蓮
 

え

そ
う
で
す
か

 
華
扇

え

そ
れ
に
そ
の

な
所
や
優
し
い
所
と
か

 
蓮
 

や

め
て
く
だ
さ
い
よ

 
華
扇

あ

ご
め
ん
な
さ
い

 

を

リ

リ
と

き
な
が
ら

る

し
か
し
ご
先
祖
さ
ま

て
意
外
に
も

が

い
よ
な

 
蓮
 

と
り
あ
え
ず
玉
を
集
め
て
は
き
ま
す

ら
く

方
に

 
な
れ
ば
霊
夢
も
戻

て
き
ま
す
よ

 
華
扇

そ
う

な
ら
ば
そ
こ
で

 
蓮
 

華
扇
さ
ん

 
華
扇

あ

ご
め
ん
な
さ
い

と
り
あ
え
ず
は
分
か

た
わ

 

も
集
め
れ
る
だ
け
集
め
る
か
ら
そ
の
時
は
よ
ろ
し

 
く
お
願
い



 第十八章 平和の日常へ

 
蓮
 

分
か
り
ま
し
た

 
華
扇

そ
れ
じ

せ
る
わ

 
そ
う
言
い
華
扇
は
空
を
飛
び
去

て
い

た

華
扇
も
色
々
と
隠
し
て
い
て
怪
し
い
所
は
あ
る

が
霊
夢
と

じ
で
人
一

こ
の
幻
想
郷
を
守
り
た
い
と
願
う
者
の

人
で
あ
る
の
は
間

い
は

な
い

そ
し
て
そ
れ
は

分
も

じ
だ

 
蓮
 

さ
て
と

や
れ
る
だ
け
や

て
み
ま
す
か

 
そ
う

き

分
も
空
を
飛
び
そ
の
場
か
ら
去
る
の
だ

た

そ
し
て
大
空
で
は

 
華
扇

 
華
扇
は

分
の
包

で

か
れ
た

を
見
つ
め
る

 
華
扇

願
い

か

 
人
に
は

に
も
言
え
な
い
話
し
は

つ
も
あ
る

そ
れ
は
ま
た
華
扇
も

様
に
だ

 
華
扇

も
し
も
叶
う
な
ら

い
え

め
ま
し

う
こ
ん
な
事

 
を
考
え
る
の
は

 
本
当
な
ら
と
思
う
が
そ
の
願
い
は

に
秘
め
る

 
華
扇

も
し
も

も
し
も

に
何
か
あ

た
の
な
ら
そ
の
時



 第３７４話 この不思議の嘘

 
は
霊
夢
そ
し
て
蓮
に
頼
る
し
か
な
い
わ

さ
て
と

 
こ

ち
も
や
れ
る
限
り
で
や
り
ま
し

う
か

 
も
し
も
の
事
を
考
え
な
が
ら
も
今
は
こ
の
異
変
に
立
ち
向
か
わ
な
け
れ
ば
と
い
う
思
い
を
込
め

て
華
扇
も
動
き
始
め
る
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

最
後
の

写
は
な
ん
だ
よ

 
怠
惰

ま

後
々
の
話
に

が

て
く
る

的
な

 
神
楽

そ
れ

て

 
鈴

何
か
し
ら
の
こ
と
が
あ
る

 
怠
惰

さ

ど
う
だ
ろ
う

さ
て
傲
慢

り
に
で
も
頼
ん

 
で
東
方

仙
を
注

し
な
い
と
な

 
神
楽

ど
う
し
て
ま
た

 
怠
惰

だ
か
ら

ま

で
も
ど
の
み
ち
ま
だ
ま
だ



 第十八章 平和の日常へ

 
先
の
話
だ
け
ど

 
鈴

気
に
な
る
な

 
怠
惰

ア
ハ
ハ

ま

続
け
て
い
け
ば
見
れ
る
さ
さ
て
時
間

 
も
良
い
し
こ
の

に
し
よ
う
か

 
狗
神

あ
い
よ
そ
ん
じ

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
な

 
鈴

そ
れ
じ

者
様

 
神
楽

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た



 第３７５話 熱き炎  妹紅

 
第
３
７
５
話
 
熱
き
炎
 

妹
紅

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

近
所
で
は
花
火
大
会
が
あ
り
人
が

く
な

て
い
て
正

な
話
で
人

い
し
そ
う
で
す

さ
て
こ
ん
な
話
も
あ
れ
な
の
で
本
編
へ
ど
う

 
博
麗
神
社
か
ら

れ
人
里
へ
と

り
着
く

人
里
で
も
色
々
と
ド
ン
パ

が
起
き
て
い
る
な

 
蓮
 

思
う
と
こ
こ
ろ
さ
ん
の
時
を
思
い
出
す
な

 
前
の
こ
こ
ろ
が
無
意
識
に
起
こ
し
た
異
変
に
あ
る
意

で

し
て
る
よ
な

 
蓮
 

と
り
あ
え
ず
歩
い
て
み
る
か

 
と
り
あ
え
ず
は
様
子
を
見
る
た
め
に
歩
き
出
す

そ
う
し
て
色
々
な
者
達
が
弾
幕
ご

こ
を
し

て
い
る
の
を
通
り
す
ぎ
つ
つ
様
子
を
み
て
い
る
と

 

 

あ
れ

蓮
じ

な
い
か

 
蓮
 

こ
の

は

あ

や

り
妹
紅
さ
ん

 

の
し
た
方
向
を
向
く
と
妹
紅
が
い
た

妹
紅
は

方
に
近
づ
い
て
く
る
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蓮
 

し
い
で
す

何
時
も
は
竹
林
か
ら
出
な
い
の
に

 
妹
紅

ま

少
し
な

 
何
と
な
く
だ
が
想

は
つ
い
た

ら
く
各
地
で
ド
ン
パ

が
起
き
て
い
る
も
の
だ
か
ら
人
里

に
来
た
の
だ
ろ
う

 
妹
紅

お
前
も
こ
の
ド
ン
パ

に
参

か

 
蓮
 

い
え
別
に
そ
ん
な

で
は

 

 
妹
紅

そ
う
な
の
か

 
参

し
な
い
と
い

た
ら
嘘
に
な
る
か
も
だ
が
現
に
戦
い
た
い
と
い
う

で
は
な
い

出
来
る

な
ら
話
し
合
い
で
解
決
し
た
い
所
だ

 
妹
紅

お
前
が
参

す
る
な
ら
こ
れ
を

け
て
や

て
み
よ

 
う
と
思

た
ん
だ
が
な

 
そ
う
言
う
と
妹
紅
は

か
ら
紫
の
玉
を

り
出
す

そ
れ
は

れ
も
な
い
探
し
て
い
る
玉
だ

 
蓮
 

そ
れ
を
見
せ
る

て
事
は

か
ら
戦
う
気
で

 
妹
紅

ま

な
竹
林
に

て
い
て
も
刺
激
が
な
い
か
ら
な

 
た
ま
に
は
と
思

た
ん
だ
が
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蓮
 

そ
う
で
す
か

 
神
楽
の

に
手
を

せ
る

そ
れ
を
見
逃
さ
な
か

た
の
か
妹
紅
は

方
を
見
て
く
る

 
妹
紅

刀
に
手
を
か
け
た

て
事
は
つ
ま
り

 
蓮
 

え

 

分
も

か
ら
妹
紅
と

じ
玉
を

り
出
し
て
見
せ
る

 
妹
紅

お
前
も
集
め
て
た
の
か

 
蓮
 

ま

願
い
を
叶
え
た
い

て
の
は
な
い
ん
で
す
が

 
り
行
き
で
集
め
る
事
と
な
り
ま
し
て

 
妹
紅

る
程

な
ら
少
し
は

を
満

さ
せ
て
く
れ
る
ん

 
だ
よ
な
蓮

 
妹
紅
は
玉
を

に
戻
し

手
に
炎
だ
す

 
蓮
 

本
当
な
ら
話
し
合
い
で
解
決
し
た
い
ん
で
す
が
今
の

 
妹
紅
さ
ん
に
は
話
し
合
い
は
通
用
し
な
さ
そ
う
で
す

 
し

 
妹
紅

分
か

て
る
じ

な
い
か
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に

せ
た
手
を

り
何
時
で
も

刀
で
き
る
体

に
な
る

 
蓮
 

な
ら

い
ざ

常
に

 
妹
紅

負

 
そ
の

け

と
共
に
妹
紅
は

手
の
炎
を
放
射
し
て
く
る

す
ぐ
さ
ま
回

し
一
気
に
間
合
い

を

め
よ
り
神
楽
を

刀
す
る

 
妹
紅

よ

と

そ
ら

 
上

を
反
ら
し
回

さ
れ
る
と
そ
の
ま
ま
回
し

り
を
し
て
く
る

す
ぐ
さ
ま

に

す

を

き

り
を

ぐ

 
妹
紅

流
石

 
蓮
 

そ
れ

ど
で
も

 
妹
紅

じ

こ
の

ン
ボ
は
い
け
る
か

 
そ
う
言
う
と

を
引

込
め
炎
を
纏

た

を
放

て
く
る

そ
の

間
す
ぐ
さ
ま
ス

ル
を

え
る

 
蓮
 

逆
襲
 
鈴

の
秘
技

 

え
た
そ
の

後
に
鈴

が
現
れ
る
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妹
紅

ど
け

 
鈴

ど
か
な
い
よ

 
妹
紅

ぐ

 

ン

 
妹
紅
の

が
当
た
る
ギ
リ
ギ
リ
で
鈴

の

り
が
妹
紅
の

に

裂
し
見
事
に

弾
す
る

そ

し
て
そ
の
ま
ま

物
を

通
し
な
が
ら
吹

飛
ん
で
い

た

 
鈴

う
ん
ス

と
し
た

 
そ
う
言
い
鈴

は

え
て
い

た

と
い
う
か
妹
紅
は
大

だ
ろ
う
か

そ
ん
な
事
を
思

て
い
る
と
突
然

 
妹
紅

リ
ザ
レ
ク
シ

ン

 
と

が
聞
こ
え
る
と
目
の
前
に
炎
が

く
玉
が
出
来
る
と
そ
こ
か
ら
妹
紅
が
現
れ
る

 
妹
紅

あ

今
の
は
中
々
に

い
た

 
首
を
回
し
な
が
ら
そ
う
言
う

そ
し
て
こ
の
時
に
な

て
思
い
出
す

妹
紅
は
不

不
死
だ

た
と
い
う
事
を

そ
し
て

ら
く
だ
が
今
の

弾
は
無

に
な

た
事
を
実
感
す
る

 
妹
紅

さ

て
と

こ
こ
か
ら
が
本
番
だ
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妹
紅
の
体
が
発
火
し
炎
に
包
ま
れ
る

突
然
の
発
火

今
の
こ
の
幻
想
郷
で
は
不
思
議
つ
ま

り
は
解
明
さ
れ
て
い
な
い
現

を
使
う
技
が

用
さ
れ
て
い
る

そ
れ
は

分
の

夢
も
ま
た

じ
で
あ
る

つ
ま
り
そ
れ
が

す
と
し
た
ら
妹
紅
の
不
思
議
は

ら
く
だ
が
未
だ
に
解
明
さ
れ
て

い
な
い
謎

人
体

然
発
火
現

だ
ろ
う

 
妹
紅

そ
ら

 

を

る
う
と
無
数
の
火
の
玉
が

方
へ
と
放
た
れ
襲
い
か
か
る

す
ぐ
さ
ま
回

す
る
が
妹

紅
の
炎
は

家
に
着
弾
し

家
が
炎
に
包
ま
れ
る

 
蓮
 

て
妹
紅
さ
ん

家
が

 
妹
紅

気
に
し
て
ら
れ
る
か

 
も
う

全
に
ス
イ

が

て
し
ま

た
の
か
妹
紅
は
気
に
せ
ず
炎
を
放

て
く
る

に
や

て
い
る
事
が
無
意
識
な
放
火
魔
だ
よ
な

 
妹
紅

も

と
だ

も

と
熱
く
さ
せ
ろ

 
蓮
 

い
や
も
う
熱
く
な

て
ま
す
か
ら

 
妹
紅

り
な
い
な
も

と
だ

 
蓮
 

う
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現
に

家
が
熱
く
な
れ
よ
状

な
ん
だ
か
ら

だ
が
妹
紅
は
そ
ん
な
事
を
気
に
せ
ず
更
に

の
体
を
発
火
さ
せ

 
妹
紅

呪

 
無

別
発
火
の

 
ス

ル
を

え
る
と
無
数
の
炎
の

を
ば
ら
ま
き
だ
す

 
蓮
 

ち

 

座
に
神
楽
を

る
い
炎
の

を
斬

て
無
力
化
さ
せ
る
の
だ
が
そ
れ
で
も
な
お
ば
ら
ま
き
続

け
る

本
当
に
妹
紅
が

た
だ
の
放
火
魔
に
し
か
見
え
な
い

 
蓮
 

本
当
に
や
り
過
ぎ
る
と
出
禁
に
な
り
ま
す
よ

 
妹
紅

今
を
楽
し
む
そ
れ
だ
け
だ

 
と
り
あ
え
ず
ボ

ル
を

る

ら
な
い

前
に
妹
紅
を

め
な
い
と
最
悪
は
出
禁
に
な

て

音
先
生
が

す
る
は
め
に
な
る

そ
れ
だ
け
は
何
と
し
て
も

し
な
く
て
は

 
蓮
 

あ
ま
り
し
た
く
は
な
い
で
す
が
仕
方
が
あ
り

 
ま
せ
ん

 

狐
化
し
神
楽
を

に
戻
し
な
が
ら
構
え
一
気
に
間
合
い
を

め

る

 
妹
紅

か
か

て
こ
い
そ
し
て

え

き
て

に
な
れ
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炎
を
更
に
全

に
纏
わ
せ
妹
紅
は
ス

ル
を

え
る

 
妹
紅

焔

 

滅
火
焔
大

風

 
炎
を
纏
い
回
転
す
る
と
妹
紅
を
中
心
に
炎
の
大
⻯

が
起
こ
り
少
し
ず
つ

方
へ
と
向
か

て

く
る

流
石
に
あ
れ
は
向
か

て
い
け
ば
こ

ち
が

や
さ
れ
る
だ
け
だ

そ
れ
な
ら
ば
や
る
事

は

つ
だ

 
蓮
 

神
楽

 
神
楽
の
分
霊
で
あ
る
⻤
達
を

す
る
と
⻤
達
は

を

さ
せ

場
を

る

そ
こ
に

を

け
て
一
気
に
真
上
へ
と
飛
び
上
が
る

 
蓮
 

や

り

 
や
は
り
予
想
通
り
で
上
は
が
ら
空
き
だ

そ
し
て
中
心
に
は
妹
紅
が
い
る

一
気
に
上
か
ら
突

し
神
楽
を
構
え
る

 
蓮
 

妹
紅
さ
ん
覚

 
妹
紅

な

処
か
ら
上
に
来
る
だ
と

 
や
は
り
上
か
ら
来
る
の
は
予
想
外
だ

た
み
た
い
だ

神
楽
を
空
か
さ
ず
に

刀
し
そ
し
て

 
ジ

キ
ン
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一
気
に
斬
り
つ
け
炎
の
⻯

か
ら
飛
び
出
す

そ
し
て
神
楽
を

へ
と

め
た
そ
の

間

 

ン

 
と

弾
音
が
鳴
り

く
と
炎
の
⻯

は

え
そ
の
場
に
斬
ら
れ
た
妹
紅
の

が
あ

た

だ

が

断
は
出
来
な
い

何

な
ら
ば

 
妹
紅

く

リ
ザ
レ
ク
シ

ン

 
不

不
死
に
し
か

え
な
い
再
生
が
あ
る
か
ら
だ

炎
に
包
ま
れ
た
妹
紅
は
炎
の

に

ま
れ

る
と
再
び
現
れ
る

そ
れ
も
斬

た

や
ら
を
再
生
さ
せ
て
再
び
立
つ

 
妹
紅

や
る
じ

な
い
か
だ
が
ま
だ

 
蓮
 

 
不

不
死
を
相
手
に
す
る
の
は
や
は
り
大
変
だ
な

神
楽
を
再
び
構
え
何
時
で
も
斬
り
か
か
れ

る
準
備
を
す
る

妹
紅
も

に
炎
を
纏
わ
せ
笑
う

そ
し
て

い
に

け
出
し

分
は
神
楽
を

刀
し
妹
紅
は
炎
を
纏

た

で

り
か
か
ろ
う
と
し
た
そ
の

間

 

 

そ
こ
ま
で
だ
お
前
達

 
聞
き
覚
え
の
あ
る
そ
の

に

分
達
は

ま
る

そ
し
て

の
し
た
方
向
を
見
る
と
そ
こ
に
は

間
に

つ
も
の
シ

を

せ
た

音
が
立

て
い
た
の
だ

た
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怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

不

不
死

て
何
時
も
思
う
が
反

だ
よ
な

 
鈴

す
ぐ
蘇
る
も
ん

 
怠
惰

の
リ
ア
ル
が
書
く
こ
の

中
に
お
い
て
不

不
死

 
の
み
弾
幕
に
よ
る

弾
を

回
ぐ
ら
い
は
不
問

 
と
し
て
る
か
ら

 
神
楽

そ
れ

て

狛
さ
ん
や
耶
狛
さ
ん
な
ん
か
も

 
怠
惰

用
だ
よ
あ
の
子
達
も

様
に

弾
を
な
か

 
た
事
に
出
来
る

 
狗
神

流
石
だ
な

 
怠
惰

ま

で
も
理
久
兎
か
ら
相
当
キ
ツ
イ

を
さ
れ
て
い

 
る
か
ら

弾

て
考
え
て
る
か
ら

え

 
て

分
か
ら
当
た
り
に
は
い
か
な
い
け
ど
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鈴

へ

 
神
楽

て
ま

合

て
は
い
る
と
は
思
い
ま
す
が

 
怠
惰

因
み
に

狛

て
最

は

い
や
ん
ち

だ

た
ん

 
だ
よ

現
に
理
久
兎
に
出
会

た

間
に

を
向
い

 
て
襲
い
か
か

て
る
し

 
狗
神

そ
う
な
の
か

 
怠
惰

う
ん
ま

そ
の
後
に
色
々
と
あ

て
従
者
に
な

て

 
修
行
と
い
う
な
の

を
受
け
る

だ
け
ど
ま

 

い
よ
理
久
兎
は
今
は
落
ち
着
い
て
は
い
る
け
全

 

の
頃
は

狛
と
耶
狛
が

れ
る
ぐ
ら
い
だ
か
ら

 
鈴

う
わ

 
怠
惰

だ
か
ら

外
に
も

分
か
ら
当
た
り
に
は
い
か
な
い

 
の
さ
当
た

た
ら
ボ

ボ

て
い
う
事
が
起
こ
る

 
か
ら

 
神
楽

理
久
兎
さ
ん
が
落
ち
着
い
て
い
て
良
か

た
で
す
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怠
惰

だ

ま
た
も
し
か
し
た
ら
千
年
後
に
は
激
し
く
な
る

 
と
は
思
う
け
ど

 

人

え

 
怠
惰

さ

て
時
間
も
時
間
だ
し
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
鈴

そ
れ
ど
う
い
う

 
怠
惰

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く

 
狗
神

こ
い
つ

 
怠
惰

そ
れ
で
は

者
様
ま
た
次
回

バ
イ
バ
イ

 
神
楽

本
当
に
終
わ

ち

い
ま
し
た



 第３７６話 炎の次はゆらめく面

 
第
３
７
６
話
 
炎
の
次
は
ゆ
ら
め
く
面

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
ル

ン
フ

ク
ト
リ

を
と
り
あ
え
ず
ク
リ
ア
し
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
夢

で
す

次
は
女
性
で

レ
イ
か
な

さ
て
こ
ん
な
話
も
あ
れ
な
の
で
本
編
へ
ど
う

 
突
然
の
そ
こ
ま
で
宣
言
に

分
達
は

音
を
見
る

音
の

間
に
は
い
く
つ
も
の
シ

が
出

来
て
お
り
イ
ラ
つ
き
な
が
ら
も
笑

を

と
う
と
し
て
い
る

だ

た

 
妹
紅

け

音

 
蓮
 

音
先
生
え

と

 

音

お
前
達
こ
れ
を
見
て
何
か
言
う
こ
と
は
あ
る
よ
な
特

 
に
妹
紅

 
そ
れ
を
言
わ
れ
た
妹
紅
は
ハ

と
し
て
気
づ
く

よ
う
や
く

に
な

て
く
れ
た
の
か
気
づ

い
て
く
れ
た
み
た
い
だ
が
正

に
言
う
と
少
し
手
遅
れ
な
ん
だ
よ
な

 
妹
紅

え

え

と

だ

か
が
火
災
を
お
こ
し
た
の
か



 第十八章 平和の日常へ

 
し
ら

れ

蓮

 
蓮
 

妹
紅
さ
ん
そ
れ
は
少
し
キ
ツ
イ

で
す

て

 

音

ハ
ハ
ハ

妹
紅
と
り
あ
え
ず

を
食
い
し
ば
れ

 
妹
紅

ま

音

 
何
か
を
妹
紅
は
言
い
か
け
る
が
そ
ん
な
の
お
構
い
な
し
に
一
気
に

を

め
妹
紅
の

ぐ
ら

を

む
と

 
ド

ン

 

常
に

い
音
が

く
レ

ル
の

突
き
を
く
ら
わ
す

そ
れ
を
受
け
た
妹
紅
は
問

無
用
で

バ
タ
リ
と
倒
れ
気
絶
し
た

 
蓮
 

不

不
死
を
一
撃
で
気
絶
さ
せ
た

 

音

蓮

次
は
お
前
だ

 
そ
の
笑

が

な
い
ぐ
ら
い
に

い

ど
の
く
ら
い

い
か
と
い
う
と

し
い
が
霊
夢
と

じ
ぐ
ら
い

い

 
蓮
 

え

え

と
本
当
に
す
い
ま
せ
ん
で
し
た

 

下
座
し
て
正

に

る

何

だ
ろ
う
か

ク

ク
と
手

や
体
が

え
る

そ
し
て

く
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す
る
と

音
が

方
に
近
づ
い
て
く
る

や
ら
れ
る
覚

を
し
な
け
れ
ば

 
蓮
 

ク
ン

 
ど
う
な
る
一
体
ど
う
な
る
と
い
う
の
だ

す
る
と

音
が

ま
る
と

 

音

蓮

を
あ

ろ

 
蓮
 

へ

 

を
あ

た
そ
の

間

 

 

ン

 
蓮
 

あ
う

 

突
き
を
受
け
て
強

な
痛
み
に

を

さ
え
る

す
る
と

音
は
怒

て
い
た

か
ら

れ

た

を
す
る

 

音

お
前
は
そ
れ
で
許
す
よ

 
蓮
 

え

ど
う
し
て

 

音

お
前
は
正

に

た
か
ら
な
そ
れ
に
お
前
の
事
だ

 
ま
た
何
か
に

き
込
ま
れ
て
い
る
ん
だ
ろ

 
蓮
 

え

い
や
え

と
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音

ま

そ
う
い
う
事
さ
あ
ま
り
無

は
す
る
な
よ

 
そ
う
言
う
と

音
は
倒
れ
て
い
る
妹
紅
の
後
ろ

首
を

む

そ
し
て

ケ

ト
に

て
い

る
玉
を

り
出
し

方
に
投

す

 

音

て
い
け
妹
紅
に
は
後
で
こ

ち
か
ら
話
し
て
お

 
く
よ

 
蓮
 

え

と
妹
紅
さ
ん
は

 

音

あ

と
り
あ
え
ず
妹
紅
に
は
焼
い
た
家
の
修

を
さ

 
せ
る
よ

そ
れ
じ

気
を
つ
け
て
な

 
そ
う
言
い
気
絶
し
て
い
る
妹
紅
を
引
き
ず

て

音
は
こ
の
場
か
ら
去

て
い

た

た

分
は
少
し
の
間
一

の
出
来
事
を
整
理
す
る
た
め
そ
の
場
に
立
ち

く
す

そ
し
て
あ
る
程

度
の
整
理
が
終
わ
り

と
思
い

く

 
蓮
 

何
か

不

全

焼
な
感
じ
だ
な

 
華
扇
と
い
い
妹
紅
と
い
い
本
当
に
不

全

焼
な
戦
い
ば
か
り
だ
な

こ
の
ま
ま
不

全

焼

な
戦
い
が
続
い
た
ら
本
当
に
ど
う
す
れ
ば
い
い
ん
だ
ろ
う
か

 
蓮
 

は



 第３７６話 炎の次はゆらめく面

 
と
り
あ
え
ず
ボ

ル
を
受
け

り
立
ち
上
が
る

だ
が
何
や
か
ん
や
で
も
ボ

ル
は
こ
れ
で

つ
か

後

り
の
ボ

ル
を
見
つ
け
な
い
と
な

 
蓮
 

人
里
に
い
て
も
あ
る
か
分
か
ら
な
い
し

を
当
た

 
た
方
が
良
い
か
な

 
と
り
あ
え
ず
は
こ
こ
に
い
て
も
仕
方
な
い
た
め
空
を
飛
び
別
の
地

へ
と

動
を
開
始
す
る
の

だ

た

北
の
方

に
向
か

て

く
飛
び
続
け
何
か
し
ら
見
つ
か
ら
な
い
か
と
思
い
探
し
て
い

る
と

 
蓮
 

ん

 
不
思
議
な
気
の
流
れ
を
感
じ
る

何
な
の
だ
ろ
う
と
思
い
進
ん
で
い
く
と
真
下
は

と
な

て

い
る
場
所
だ

た

と
り
あ
え
ず
降
り
て

り
を
見

す
と
不
思
議
な
リ

と
い
う
の
か
気
と

い
う
の
か
言

に
し
に
く
い
何
か
が

に
流
れ
て
く
る

 
蓮
 

こ

ち
か
な

 
そ
う
し
て
少
し
歩
く
と
そ
こ
で
は
何
か
が
ク
ル
ク
ル
と
回

て
お
り
そ
れ
だ
け
で
な
く
そ
の
何

か
を
中
心
に
無
数
の
物
が
回

て
い
た

 
蓮
 

あ
れ

て
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よ
く
見
て
み
る
と
回

て
い
る
の
は
全
て
お
面
だ

お
面

そ
れ
を
見
て
す
ぐ
に

想
で
き

る
者
は

人
し
か
い
な
い

す
る
と
中

で
回

て
い
た
者
は

タ
リ
と

ま
り

分
を
見
て

く
る

⻑
い

に
無

情
な

を
し
て
い
て

に
は
女
の
面
が
あ
る
少
女

秦
こ
こ
ろ
だ

 
秦
 

お
前
は
あ
の
時
の
侍
じ

な
い
か

 
お
面
は
大
飛
出
の
面
へ
と
変
わ
り

い
た
リ
ア
ク
シ

ン
を

る

そ
う
だ

た
こ
こ
ろ
の

情
は
お
面
で

す
る
し
か
な
い
ん
だ

た
な

 
蓮
 

こ
こ
ろ
さ
ん
そ
の

は
ど
う
も

 
面
は
女
の
面
へ
と
戻
る
と
こ
こ
ろ
は
無

情
な

で
こ
ち
ら
を
見
て
く
る

 
秦
 

何
し
に
こ
こ
へ

 
蓮
 

い
や
は
や

も
な
く

ラ

ラ
と

 
秦
 

ま
た
喧
嘩
か

 
蓮
 

い
え
い
え
も
う
流
石
に
お

い
に

り
ま
し
た
よ

 
因
み
に
あ
の
喧
嘩
の
一
件
か
ら
前
よ
り
も
仲
が
良
く
な

た
気
は
す
る
ん
だ
よ
な

 
秦
 

そ
れ
は
何
よ
り

 
蓮
 

こ
こ
ろ
さ
ん
は
ど
う
し
て
こ
こ
に



 第３７６話 炎の次はゆらめく面

 
秦
 

よ
く

聞
い
た

は
舞
の

だ

 
火
男
の
面
と
な
り
そ
う
話
す

確
か
こ
の
面
の
時
は
陽
気
な
感
じ
だ

た
よ
な

 
蓮
 

へ

 
秦
 

今
の
舞
い
よ
り
も
も

と
良
い
も
の
に
し
た
く
て
舞

 

て
い
る
の

 
蓮
 

こ
こ
ろ
さ
ん
は
努
力
家
な
ん
で
す

 
そ
う
言
う
と
大
飛
出
に
な
り
そ
し
て
狐
の
面
に
な
り

を
隠
す

心
な
し
か
狐
の
面
が

く

な

て
い
る
よ
う
な
感
じ
が
す
る
の
は
何

だ
ろ
う

 
蓮
 

え

と
こ
こ
ろ
さ
ん

 
秦
 

気
に
す
る
な

 
今
度
は

の
面
に
な
る

は
確
か
に
無

情
な
の
だ
が
こ
う
や

て
面
を
変
え
る
こ
と
で

情
が
分
か
る
た
め
面
の
意

を
覚
え
て
し
ま
う
と

く

情

か
な
ん
だ
よ
な

 
秦
 

そ
う
い
え
ば
蓮
は
な

も
な
く

ラ

ラ
と

 
蓮
 

あ

実
は
こ
れ
を
探
し
て
ま
し
て

 
そ
う
言
い
玉
を
見
せ
る

す
る
と
こ
こ
ろ
は
狐
の
面
へ
と
変
わ
る
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秦
 

つ
ま
り
こ
れ
か

 
そ
う
言
う
と
こ
こ
ろ
は
玉
を
見
せ
る

 
蓮
 

え

そ
れ
を

り
受
け
は
出
来
な
い
で
し

う
か

 
秦
 

構
わ
な
い

た
だ
あ
の
時
の
リ

ン
ジ
を
さ
せ
て
も

 
ら
い
た
い
が
良
い
よ
な

 
そ
う
言
う
と
こ
こ
ろ
は
気
を

り
上

刀
を

り
構
え
る

つ
ま
り
実
力
で

ち

れ

て

意

か

 
蓮
 

構
い
ま
せ
ん
よ

 

分
も
神
楽
の

に
手
を

せ
て
構
え
る

 
秦
 

そ
う
か

な
ら
や
ろ
う
か
そ
の
前
に

 
蓮
 

ん

 
こ
こ
ろ
の
面
は
火
男
面
へ
と
変
わ
る
と

 
秦
 

キ
レ
イ

 
蓮
 

え

え

と

ち

と

に
は

 
い
き
な
り
何
を
言
い
出
し
て
い
る
ん
だ
ろ
う
か

今
度
は

の
面
へ
と
変
わ
り
そ
し
て
狐
の



 第３７６話 炎の次はゆらめく面

面
へ
と
変
わ
る

 
秦
 

な
ら
こ
こ
で
倒
す

 
蓮
 

な
ら
い
ざ

常
に

 
秦
 

負

 
そ
う
し
て
こ
こ
ろ
と
の
リ

ン
ジ
戦
が
始
ま

た
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

あ
い
よ

 
神
楽

し
か
し
こ
こ
ろ
さ
ん
で
す
か

か
し
い
で
す

 
鈴

も
う
か
れ
こ
れ

月
前
な
ん
で
す

 
怠
惰

本
当
に
月
日
が
流
れ
る
の
は

い
よ

 
鈴

だ

 
狗
神

ま

た
く
だ
な

 
怠
惰

ま

と
り
あ
え
ず
次
回
は

女
と
の
弾
幕
ご

こ
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で
す
の
で
お
楽
し
み
に

 
神
楽

無

情
で
す
け
ど
こ
う
何
と
い
う
か
親
近
感
が
あ

 
り
ま
す

 
狗
神

お
前
も

喪
神
だ
か
ら
な

 
鈴

そ
う
だ
よ

 
怠
惰

で
も
書
い
て
て
面
白
い
ん
だ
よ

つ
名
に

 
じ
な
い

情

か
な

カ

フ

イ
ス
だ
か
ら

  
狗
神

そ
う
言
え
ば

達
に
も

つ
名

て
あ
る
の
か

 
怠
惰

あ

あ
る

あ
ん
ま
り
出
さ
な
い
け
ど

 
神
楽

へ

 
鈴

意
外
だ
よ

 
怠
惰

ま

さ
て
そ
ろ
そ
ろ
時
間
だ
し
今
回
は
こ
こ

 
ま
で
に
し
よ
う
か

 
神
楽

で
す

そ
れ
で
は

者
様
ま
た
次
回
も
お
願
い
し



 第３７６話 炎の次はゆらめく面

 
ま
す

 
鈴

そ
れ
じ

あ

 
狗
神

じ

あ
な
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第
３
７
７
話
 

 
こ
こ
ろ

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

ラ

ス
を
や
り
始
め
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
夢
で
す

ン
タ

さ
ん

の
一
撃
に
魅
力
を
感
じ
て
い
る
こ
の
頃

失

そ
れ
で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 
こ
こ
ろ
と
の
弾
幕
ご

こ
が
始
ま
り
こ
こ
ろ
は

刀
を
構
え
間
合
い
を

め
て
く
る

座
に

神
楽
を

刀
し
こ
こ
ろ
と
ぶ
つ
か
り
合
う

 
秦
 

ん

 

刀
を
更
に

る
い
乱
舞
を
し
て
く
る

そ
れ
に
合
わ
せ
神
楽
を
構
え

を

ぐ

 
秦
 

相
変
わ
ら
ず
だ
な

 
蓮
 

え

で
す
が
今
回
は

対

の

負
で
す
よ

 
秦
 

あ

 
前
回
の
こ
こ
ろ
と
の
戦
い
は
耶
狛
と
の
タ

グ
戦
だ

た
た
め

対

で
戦
う
の
は
こ
れ
が

だ

そ
れ
に

ら
く
前
よ
り
も
こ
こ
ろ
は
強
く
な

て
い
る

注
意
し
な
が
ら

な
い
と
な



 第３７７話   こころ

 
秦
 

行
く

 

を

る
と
そ
れ

れ
の
手
に
扇
を

ち
舞
い
始
め
る

そ
れ
に
合
わ
せ
無
数
の
弾
幕
が
襲

い
か
か
る

 
蓮
 

 
す
ぐ
さ
ま
回

す
る
が
無
数
の
弾
幕
は
追

し
て
向
か

て
く
る

す
ぐ
さ
ま
近
く
の

に

を

け

か
ら

へ
と

動
し
追

す
る
弾
を

で

ぐ

 
秦
 

動
き
が
変
わ

て
る

 
蓮
 

え

こ

ち
も
修
行
を

ま
し
た
か
ら

 
神
楽
を

る
い
斬
撃
波
を
放
つ
が
こ
こ
ろ
は
扇
を
一

り
し
た
だ
け
で
斬
撃
波
を
か
き

さ
れ

る 
蓮
 

 
秦
 

ど
う
し
た
ん
だ

 
蓮
 

な
ら
ば

 

け
な
が
ら
狗
神
の
式
神

を
神
楽
の
刀

に

り

け

 
蓮
 

狗
神

き



 第十八章 平和の日常へ

 
そ
う

え
思
い

き
り
神
楽
を
上
へ
と

る
う
と
無
数
の
怨
念
が
地
面
か
ら
吹
き
出
し
て
出
現

し
こ
こ
ろ
へ
と
向
か

て
い
く

 
秦
 

そ
の
ぐ
ら
い

 
大
飛
出
の
面
に
な
る
と
舞
う
の
を

め
回

し
だ
す

流
石
は
狗
神
の
怨
念
だ
並
大

の
怨
念

じ

な
い
な

だ
が
数

し
な
い
内
に
あ
の
怨
念
は

え
て
し
ま
う
た
め
す
ぐ
に
次
を
考
え
な
い

と
な

 
蓮
 

や
れ
る
事
は
こ
れ
ぐ
ら
い
だ
よ
な

 
思
い

く
の
は
も
う
こ
れ
し
か
な
い

す
ぐ
さ
ま

に

を
か
け
て
大
き
く
曲

る

そ
し
て

一
気
に
そ
こ
か
ら

し
こ
こ
ろ
へ
と
間
合
い
を

め
よ
る

 
秦
 

 
そ
し
て

度
狗
神
の
怨
念
が

え
る
と
共
に
神
楽
を

る
い
斬
り
か
か
る

だ
が
す
ぐ
に

刀
で

が
れ
る

 
秦
 

お
前
の

撃
は
近

特
化
な
の
は
知

て
る
か
ら
な

 
対
策
で
き
る

 
蓮
 

ま

確
か
に
近

特
化
で
は
あ
り
ま
す

悪
夢
の



 第３７７話   こころ

 

ン

シ

ン

 
そ
う

ぶ
と
狗
神
と
鈴

そ
し
て
神
楽
の
分
霊
の
⻤
が
飛
び
出
し
こ
こ
ろ
へ
と
一

に
襲
い
か

か
る

そ
し
て
や
は
り
何

か
は
分
か
ら
な
い
が

員
の

な
ん
だ
よ
な

 
狗
神

ら

よ

 
鈴

せ
い
や

 
悪
⻤

ク
ガ
ガ
ガ

 
狗
神
人

と
鈴

そ
し
て
神
楽
の
分
霊
の

撃
を
こ
こ
ろ
は
当
た
る
ギ
リ
ギ
リ
で
回

さ

れ
て
し
ま
う

だ
が

人
が

て
く
れ
た

を

い
斬
撃
波
を
放
ち
そ
こ
か
ら
一
気
に

め

る 
秦
 

な
ん
の

 
蓮
 

か
ば
斬
る

 
そ
し
て
ま
た
こ
こ
ろ
と
ぶ
つ
か
り
合
う

だ
が
そ
れ
だ
け
で
は
な
い

分
が

さ
え
る
間
に

も

人
の
式
達
が
こ
こ
ろ
に

撃
を
仕

け
る

 
秦
 

 
吹

飛
ば
さ
れ
る
と
こ
こ
ろ
は

刀
を

し
構
え
る



 第十八章 平和の日常へ

 
秦
 

依
 

怒

楽

シ

ン

 
ス

ル
を

え
気
を
一
気
に
放
出
し

分
達
を
吹

飛
ば
す

 
蓮
 

く

 
狗
神

が

 
悪
⻤

が
あ

 
鈴

い

 
狗
神

神
楽

鈴

を
退
け
ら
れ

人
は
光
の

と
な

て

え

分
は
す
ぐ
さ
ま
地
上
に

着
地
す
る

そ
し
て
ス

ル
を

え
終
え
た
こ
こ
ろ
は

方
を
見
る

 
秦
 

ど
う

 
蓮
 

中
々
で
す
よ
本
当
に

 
神
楽
を

に

め
構
え
る
と
こ
こ
ろ
も
再
び

刀
を
構
え
突
撃
し
て
く
る

そ
れ
に
合
わ
せ

分
も
大
地
を

り

し
て
こ
こ
ろ
へ
と
斬
り
か
か
る

い
に
ぶ
つ
か
り
合
い

撃
波
が
風
と

な
り

り
の

々
を

ら
す

そ
し
て
何
度
も
神
楽
と

刀
が
ぶ
つ
か
り
合
う

 
蓮
 

ん

 
秦
 



 第３７７話   こころ

 
弾
き
飛
ば
し
斬
撃
波
を
放
つ

そ
れ
に
対
し
こ
こ
ろ
は

を

で
な

り
狐
の
面
を

る

 
秦
 

怒
面
 
怒
れ
る
忌
狼
の
面

 
気
を
纏
い
放

た
斬
撃
波
を
か
き

し
な
が
ら

無

に
突
進
し
て
く
る

す
ぐ
さ
ま
神
楽

を
構
え
一
呼
吸
を
起
く
と
共
に
こ
こ
ろ
は
目
の
前
ま
で

て
き
た

そ
の

間
の
タ
イ
ミ
ン
グ

を
見

ら
い

 
蓮
 

逆
襲
 
鈴

の
秘
技

 
と

ぶ
と
鈴

が

分
の
前
に

に
霊
力
を
込
め
構
え
な
が
ら
現
れ
る

 
鈴

さ

き
の
お
返
し

 
そ
し
て
思
い

き
り

り
あ

る

こ
こ
ろ
は
当
た
る
ギ
リ
ギ
リ
で
体
を
そ
ら
し
て
回

し
た

が
ス

ル
は

レ
イ
ク
し
た

 
蓮
 

あ
り
が
と
う
鈴

 
鈴

あ
い

 
そ
う
言
い
鈴

は
ま
た

え
て
い

た

ス

ル
を

レ
イ
ク
さ
れ
た
こ
こ
ろ
は

を

え
て

そ
の
場
に

か
ぶ

 
秦
 

中
々
に
や
る
な
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と

く
と
今
度
は

の
面
と
な

て

方
を
見
て
く
る

 
秦
 

そ
れ
よ
り
危
な
い
だ
ろ

 
蓮
 

い
や
一

は
弾
幕
ご

こ
で
す
よ

 
そ
う
言
う
と
こ
こ
ろ
は
女
の
面
に
な
り

る

あ

こ
れ
図

を
つ
い
た
な

 
秦
 

そ
う
だ
な

そ
う
だ

た
な

 

子
舞
を

り
火
炎
放
射
を
放

て
き
た

神
楽
に
霊
力
を
込
め
て

る
い
一
気
に
炎
を
か
き

す

だ
が
そ
の

後
に
無
数
の

白
い
弾
幕
が
襲
い
か
か

て
き
た

 
蓮
 

な
め
る
な

 

く
神
楽
を

る
い
全
て
の
弾
幕
を
退
け
気
づ
く

先
程
ま
で
い
た

の
こ
こ
ろ
が
い
な
く

な

て
い
た
の
だ

何
処
に
行

た
の
か
と
思
い

り
を
キ

ロ
キ

ロ
と
探
す

す
る
と
そ
の

時
だ

後
に
こ
こ
ろ
が
下
を
向
い
て
立

て
い
た
の
だ

 
蓮
 

何
を

 
す
る
と
こ
こ
ろ
は

を
あ

る
と
何

か
大
き
な
マ
ス
ク
を
着
け
て
い
た

そ
し
て

 
秦
 

蓮
さ
ん

て
キ
レ
イ
よ

 
蓮
 

何
を
急
に



 第３７７話   こころ

 
秦
 

こ
れ
で
も
ア
タ
シ

キ
レ
イ
よ

 
今
の

て
ス

ル
カ

ド
の

こ
こ
ろ
は
ゆ

く
り
ゆ

く
り
と
近
づ
い
て
く
る

そ
し
て
マ

ス
ク
に
手
を
か
け
バ

と
マ
ス
ク
を

い
だ
そ
の

間

 
蓮
 

う

 
こ
こ
ろ
の

が

が
裂
け
て
い
る

の
面
に
な

て
い
た

そ
し
て
マ
ス
ク
を

い
だ

間

に
と
て
つ
も
な
い

撃
波
が
襲
い
か
か

た

 
蓮
 

ぐ

 

で
は
な
い

撃
波
に
吹

飛
ば
さ
れ

中
か
ら
地
面
に
激
突
す
る
が
す
ぐ
さ
ま
神
楽
を
地

面
に
突
き
立
て
何
と
か
立
ち
上
が
る
が

 
秦
 

こ
れ
で
お
し
ま
い

 

の
面
を

た
こ
こ
ろ
は

刀
を
構
え

上
め
が
け

る

て
き
た

す
ぐ
さ
ま
神
楽
を

し
 
バ

ン

 
秦
 

な

 

の
面
か
ら
大
飛
出
に
変
わ
る

何
を
し
た
の
か
古

的
か
つ

な
事
だ



 第十八章 平和の日常へ

 
蓮
 

ぐ

 
秦
 

白
刃

り

 
そ
う
タ
イ
ミ
ン
グ
に
合
わ
せ
て
白
刃

り
し
た
の
だ

た
だ
こ
こ
ろ
の

刀
は
気
を

て

ら
れ
て
い
る
た
め
当
た
れ
ば

弾

い
な
た
め
霊
力
を
手
に
込
め
て
や

て
い
る
の
だ

そ
の
お

陰
か
痛
く
は
な
い

 
秦
 

こ
こ
で

し
き
る

 

の
面
に
再
び
戻
り
力
を
込
め
て
き
た

だ
が
こ
の

で
な
ら
こ
の
技
は
確
定
だ

 
蓮
 

折

こ
こ
ろ
さ
ん
が
不
思
議
を
見
せ
て
く
れ
ん
で

 
す
か
ら

も
見
せ
ま
し

う

の
オ
カ
ル
ト
を

 
そ
う
言
う
と
狗
神

神
楽

鈴

が

員
の

を
着
て
現
れ
る

 
蓮
 

そ
の

夢
か
ら
は
逃

ら
れ
な
い

 
秦
 

 
蓮
 

せ
い
や

 
思
い

き
り
力
を

れ
て

し
返
し
こ
こ
ろ
の

ぐ
ら
を

み
回
転
か
ら
空
へ
と
投

飛
ば

す



 第３７７話   こころ

 
秦
 

ぐ

 
蓮
 

鈴

 
鈴

は
い
は
い

 
鈴

は
一
気
に
空
へ
と

け
上
が
り
上
へ
と
吹

飛
ば
さ
れ
た
こ
こ
ろ
に
目

け
て

落
と
し

を
食
ら
わ
せ
再
度

地
面
へ
と
吹

飛
ば
す

 
蓮
 

狗
神

神
楽

 
狗
神

お
う
よ

 
神
楽

え

 
神
楽
に
本
体
の
刀
を

す
と

り
は
黒
い
濃
霧
に
包
ま
れ
る

そ
し
て
空
か
ら
こ
こ
ろ
が
落
ち

て
き
た

 
秦
 

ぐ

な
ん
だ
こ
れ

 
と

言

て
い
る
の
が
聞
こ
え
る

そ
の
時

上
か
ら
鈴

の
ア

ウ
ン
ス
が

た

 
鈴

ま
ず
は
活
け

り

活
け

り
で

す

 
と

言

が

た

間

神
楽
は
一
気
に
刀
を
引
き

き
こ
こ
ろ
を
斬
り
つ
け
る

 
神
楽

活
け

り
で
ご
ざ
い
ま
す



 第十八章 平和の日常へ

 
秦
 

が

 
斬
ら
れ
た
そ
の

後
に
ま
た
ア

ウ
ン
ス
が

る

 
鈴

次
は

り
出
し

り
出
し
で

す

 
狗
神

あ
い

り
出
し

 
秦
 

が
は

 
妖
力
を
込
め
た

で
こ
こ
ろ
の

を
思
い

き
り
ぶ

飛
ば
す

そ
し
て
吹

飛
ば
さ
れ
た
こ

こ
ろ
は

ロ

ロ
と
立
ち
上
が
る
が

 
鈴

続
き
ま
し
て

き

き

で

す

 
と

ア

ウ
ン
ス
が

た

逃

よ
う
と
す
る
こ
こ
ろ
の

を
後
ろ
か
ら

ン
と

く

 
秦
 

え

 
蓮
 

こ
こ
ろ
さ
ん

言
い
ま
し
た
よ

逃

れ
ま

 
せ
ん
よ

て

 

後
に
は
狗
神
と
神
楽
が

リ
と
笑
い
な
が
ら

と
刀
を
構
え
る

 
秦
 

ひ

 
そ
し
て
無

悲
に
も



 第３７７話   こころ

 

ン

ン

 
と

弾
音
が
鳴
り

い
た

黒
い
濃
霧
が
晴
れ
る
と
そ
こ
に
は
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な

た
こ
こ
ろ

と 
蓮
 

何
と
か

た

 
狗
神

当
然
だ

 
神
楽

は
い

 
鈴

イ

イ

 

利
し
た

分
達
が
立
つ
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
晴
明

お
約
束
の
よ
う
に

が
い
な
い
の
で

で
す

 
怠
惰

え

そ
の
通
り
だ

 
晴
明

し
か
し

情
が

し
く
て
感
情
が

か
か

用
と

 
い
う
か
な
ん
と
言
う
か



 第十八章 平和の日常へ

 
怠
惰

で
も
中
々
に

を
聞
い
て
る
と
可
愛
い
ん
だ

 
よ

 
晴
明

へ

因
み
に
怠
惰
さ
ん
の
女
性
の

み

て

 
怠
惰

秘

 
晴
明

ロ
リ

ン
と
い
う
か

ド
で

 
怠
惰

断
じ
て

う
な

名
と

じ
に
す
る
な

 
晴
明

え

な
ら
ご
ち
う
さ

し
は

 
怠
惰

は
千
夜
ち

ん

て
何

ま
た

 
晴
明

第
三

を
や
る

て
白

が
言

て
た
も
の
で

 
怠
惰

何
だ
そ
れ

 
晴
明

で
す
が
今
の
で
大
方
は
分
か
り
ま
し
た
よ
怠
惰
さ
ん

 
の

み
が

 
怠
惰

な
ら
言

て
み
ろ

 
晴
明

怠
惰
さ
ん
は

ら
く
は
和

な
子
が

み
で
す
よ

 



 第３７７話   こころ

 
怠
惰

う
ん

う
な

 
晴
明

じ

何
な
ん
で
す
か

 
怠
惰

だ
か
ら
秘

て
言

て
ん
だ
ろ
人
の
性

を

 
し
た
所
で
良
い
こ
と
は
な
い

さ
て
と
時
間
も
時

 
間
だ
し
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
晴
明

ぐ
ぬ
ぬ

 
怠
惰

で
は
で
は

者
様
ま
た
次
回
バ
イ
バ
イ



 第十八章 平和の日常へ

 
第
３
７
８
話
 
今

貴
方
の
後
ろ
に

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
あ
る
意

で

休
み
が
終
わ
り
そ
う
な
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

実

と
言
う
名
の
も
の
が

休
み
を

て
い
く

お
の
れ

失

そ
れ
で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど

う 
先
程
ま
で
弾
幕
ご

こ
で
騒
が
し
か

た

は
再
び

か
な

へ
と
戻
る

 
鈴

そ
れ
じ

達
は
戻
る

 
神
楽

そ
れ
で
は

 
狗
神

じ

あ
な

 
蓮
 

あ
り
が
と
う

 
式
達

人
を

へ
と
戻
す

そ
う
し
て

く
す
る
と
こ
こ
ろ
が
立
ち
上
が
る

お
面
は

い

て
絆

が

て
あ
る
面
へ
と
変
わ
る

 
秦
 

ま
た

負
け
た



 第３７８話 今、貴方の後ろに

 
蓮
 

で
す
が
こ
れ
は
お
世

き
で

く
強
か

た
で

 
す
よ

 
秦
 

そ
う
か

 
今
度
は
女
の
面
へ
と
変
わ
る

そ
し
て

を
ガ
サ

ソ
と
探
る
と
玉
を

り
出
す

 
秦
 

は
い
こ
れ

 
そ
し
て
そ
れ
を
手

し
て
く
る

受
け

り

に
そ
れ
を
し
ま
う

 
秦
 

久
々
に
楽
し
め
た

所
で
気
に
な

て
は
い
た
ん
だ

 
け
ど

の
不
思
議

て
何
だ
ろ

 
お

さ
ん
の
お
面
へ
と
変
わ
る
と
首
を

る

ら
く
こ
こ
ろ
は
よ
く
分
か

て
は
い
な
さ

そ
う
だ
な

 
蓮
 

ら
く
こ
こ
ろ
さ
ん
の
不
思
議

て

裂
け
女

 
で
は
な
い
で
す
か

 

裂
け
女

分
が
中

生
の
時
に
流
行

た
都

伝
説
の

つ
な
の
は
覚
え
て
る

全

体
を

う
大
き
な
マ
ス
ク
を
着
用
し
現
れ
マ
ス
ク
を

り
大
き
く
裂
け
て
い
る

を
見
せ
キ
レ
イ

か
を
問
う

め
し
も

れ
た
り
気

ち
悪
い
と
言

た
り
し
て

裂
け
女
の

を
悪
く
さ
せ
れ



 第十八章 平和の日常へ

ば

を
裂
か
れ
て
殺
さ
せ
る
と
い
う
都

伝
説
を

生
が
よ
く

に
し
て
い
た
な

そ
の

を

め
て
こ
こ
ろ
に
説
明
を
す
る

 
秦
 

裂
け
女

何
と
な
く
マ
ス
ク
を
着
け
て
い
た
け
ど

 
そ
う
だ

た
の
か

得
し
た

 
蓮
 

こ
こ
ろ
さ
ん

て
意
外
に
マ
イ

ス
で
す

 
秦
 

そ
ん
な
事
は
な
い

 

の
面
に
な

て
そ
う
言

て
く
る

い
や
で
も
結
構
な
マ
イ

ス
だ
と
思
う
ん
だ
け
ど

な 
秦
 

霊
夢
と
は
本
当
に
仲

り
し
た
ん
だ
よ
な

 
蓮
 

え

し
ま
し
た
よ

お
陰
で
何
度
も
つ

ら
れ
た
り

 
と
か
し
ま
し
た
し

 
秦
 

そ
う

気

か
り
が
な
く
な

て
良
か

た

 
笑

て
い
る
面
へ
と
変
わ
る
と
こ
こ
ろ
の

元
も

リ
と

笑
ん
だ
よ
う
な
気
が
し
た

色
々
と
心

さ
せ
て
い
た
み
た
い
だ
な

 
蓮
 

気
に
か
け
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す



 第３７８話 今、貴方の後ろに

 
秦
 

良
い
よ

霊
夢
に
会

た
ら
伝
え
て
も
ら

て

 
良
い

 
蓮
 

何
を

 
秦
 

ま
た
神
社
で
舞
を
さ
せ
て

し
い

て

 
そ
う
い
え
ば
こ
こ
ろ
さ
ん
の
舞

て
見
た
こ
と
な
い
な

分
も
一
目
だ
け
で
い
い
か
ら
見
て

み
た
い
な

 
蓮
 

分
か
り
ま
し
た
伝
え
て
お
き
ま
す

そ
れ
か
ら

も

 
見
て
い
い
で
す
よ

 
秦
 

 
火
男
の
面
へ
と
変
わ
り

イ
サ
イ
ン
し
て
く
る

情
は
な
い
け
ど
感
情
は

く

か
な
ん
だ

よ
な

 
蓮
 

そ
れ
な
ら
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す

 
秦
 

待
し
ろ

 

を
張
り
な
が
ら
そ
う
言

て
い
る
と
そ
の
時
だ

突
然

界
が
真

暗
に
な
る

 
蓮
 

あ
れ

え



 第十八章 平和の日常へ

 
と

何
が
起
き
た
の
か
分
か
ら
ず
に
い
る
と

 

 

今

貴
方
の
後
ろ
に
い
る
ん
だ
け
ど

か
分
か

 
る
か
な

 
聞
い
た
こ
と
の
あ
る

が
聞
こ
え
る

ら
く
は
と
思
い

を
開
き

 
蓮
 

こ
い
し
ち

ん

 
と
呼
ぶ
と
暗
く
な

て
い
た

界
が
戻
り

後
か
ら
こ
い
し
が

笑
い
な
が
ら
出
て

く
る

 
こ
い

正
解

 
や
は
り
こ
い
し
か

か
ら
し
て
分
か
り
や
す
く
て

か
る

 
こ
い

お
久
々
だ

蓮
お
兄
ち

ん

 
蓮
 

だ

 
と

言

て
い
る
と
目
の
前
に
い
る
こ
こ
ろ
の
面
が
狐
の
面
へ
と
変
わ
る
と

 
秦
 

現
れ
た
な

が

よ

 
こ
い

あ

こ
こ
ろ
ち

ん
も
お
久
々

 
あ
れ
こ
の

人

て
知
り
合
い
か
何
か
な
の
か



 第３７８話 今、貴方の後ろに

 
秦
 

い
い

に

の
面
を
返
せ

 
こ
い

え

あ
れ
は
も
う

の
だ
よ

 
あ

そ
う
い
え
ば
こ
こ
ろ
が
元
か
ら

て
い
た

望
の
面

て
こ
い
し
が

分
の
物
に
し
た

ん
だ

け

 
秦
 

と
ま

言
い
た
い
所
だ
が
も
う
別
に
良
い
か

  
結
局
は
良
い
の
か
い

と
い
う
か
そ
ん
な
事
を
言
わ
れ
れ
ば

ケ
て
し
ま
う
じ

な
い

か 
こ
い

蓮
お
兄
ち

ん
今

良
い
の
か
い

て
思

た
で

 
し

 
蓮
 

う

 
何

に
分
か
る
ん
だ

確
か
心
を
閉
じ
て
い
る

だ
か
ら
心
を

む
こ
と

て
出
来
な
い

で
は

 
こ
い

だ

て
何
時
も
こ
こ
か
ら
話
が
始
ま
る
か
ら

 
秦
 

ま

な



 第十八章 平和の日常へ

 
蓮
 

て

ら
わ
し
い
わ

 
秦
 

お

 
こ
い

狛
お
兄
ち

ん
に
引
け
を

ら
な
い
そ
の
大

の

 
ツ

ミ
は
流
石
だ

 
こ
い
し
と
こ
こ
ろ
は

め
て
い
る
の
か
パ

パ

と

手
す
る
が

え
て
言
お
う

し
く
も
な

ん
と
も
な
い
と

 
蓮
 

二
人
共

流
石
に
少
し
怒
り
ま
す
よ

 
こ
い

わ

 
秦
 

い

 
こ
い
し
は

を

手
で

え
こ
こ
ろ
は

の
面
に
な

て

い
た

を
す
る

い
や
い
や

流
石
に
こ
ん
な
子
達
を
相
手
に
何
を

キ
に
な

て
い
る
ん
だ
ろ
う
か

こ
こ
は
大
人
ら
し
く
し

な
い
と
な

 
こ
い

ど
う
し
た
の

 
蓮
 

い
や
い
や
ご
め
ん

が
ら
せ
ち

て

 
こ
い

う
う
ん
全
然

狛
お
兄
ち

ん
み
た
い
な
怒
り
方



 第３７８話 今、貴方の後ろに

 
な
ら

れ
て
る
し

 
秦
 

蓮
さ
ん
は
聖
や
神
子
が
怒

て
る
時
よ
り
も

く
は

 
な
い
か
ら
大

 
う
わ

こ
の
子
達

人

う
と

い
失

だ
な

こ
れ

て

方
は

情
は
あ
る
が
感
情

が
な
く
ま
た

方
は
逆
に
感
情
は
あ
る
が

情
が
な
い

そ
れ

に

い
が

い
を
共
感
し
あ

て
い
る
の
か
結
構
な
ハ
イ
テ
ン
シ

ン
に
な

て
い
る
の
だ
ろ
う
か

 
こ
い

あ

所
で
蓮
お
兄
ち

ん

て
こ
れ
あ
る

 
そ
う
言
う
と
こ
い
し
は

子
を
脱
ぐ
と
そ
の
中
か
ら
玉
を

り
出
し
て
見
せ
て
く
る

あ
れ
は

間

い
な
く
探
し
て
い
る
玉
だ

 
蓮
 

あ
り
ま
す
が

何

に

 
こ
い

本
当

な
ら
そ
れ
頂

 

リ
と

笑
み
な
が
ら

手
を

し
出
し
て
頂

ア

ル
し
て
く
る

だ
が

念
な
が
ら

こ
れ
は

分
も
集
め
て
い
る
た
め
あ

る
事
は
出
来
な
い
な

 
蓮
 

ご
め
ん

こ
れ
集
め
て
い
る
か
ら

 
こ
い

え

こ
の

か
ぶ
り

を

れ
ば
男
な
ら



 第十八章 平和の日常へ

 
い
ち
こ
ろ

て

た
ん
だ
け
ど
な

 
蓮
 

こ
い
し
ち

ん
そ
れ

か
ら

た
の
か
な

 
こ
い

ル
シ
フ

お
姉
さ
ん

 
あ
の

天
使
あ
ら
た
め

天
使
は
と
ん
で
も
な
い
事
を
子

に
教
え
る
よ
な

と
い
う
か

の

男
な
ら
ま
だ
し
も

分
は
霊
夢
一

な
ん
だ
け
ど

 
こ
い

う

ん
な
ら
弾
幕
ご

こ
で

が

た
ら
蓮
お
兄

 
ち

ん
が

て
る
玉
を
全

頂

 
蓮
 

な
ら

が

た
ら
そ
れ
を

う
よ

 
こ
い

良
い
よ

 
秦
 

は
邪
魔
に
な
る
と

る
か
ら

れ
て
見
て
る

 
そ
う
言
い
こ
こ
ろ
は

れ
る

そ
し
て
こ
い
し
と
向
き
合
い

 
蓮
 

そ
れ
で
は

 
こ
い

い
ざ

負

 
そ
う
し
て
こ
い
し
と
玉
を

け
て

負
が
始
ま

た
の
だ

た



 第３７８話 今、貴方の後ろに

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

あ
い
よ

 
鈴

次
は
こ
い
し
ち

ん
と
の
弾
幕
ご

こ
か

 
神
楽

前
は

ち
ま
し
た
が
次
は
ど
う
な
る
の
か

 
怠
惰

さ

た
だ

え
て
言
お
う
か
東
方
の
ロ
リ

 
キ

ラ
か
つ
妹

ジ
の
キ

ラ
は

な
い
ぐ
ら

 
い
強
い
と

 
鈴

そ
れ

に
こ
い
し
ち

ん
じ

 
怠
惰

い
や
吸
血
⻤
の
妹
の
フ
ラ
ン
ち

ん
も
だ
よ

 
狗
神

と
言

て
も
こ

ち
で
は
サ
シ
で
戦

て
は
い
な

 
い
だ
ろ
あ
の
時
は
姉
妹

蓮
と

巫
女
と
魔
女

 
だ

た
ろ

 
怠
惰

ま

そ
う
な
ん
だ
け
ど
で
も

ロ
リ
で
妹
キ

ラ

 

て
何

か

な
ん
だ
よ

フ
ラ
ン
も
こ
い
し

 
も
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鈴

妹
は
姉
よ
り
強
し
的
な

 
怠
惰

さ

分
か
ら
ん
な
け
ど
弾
幕
ご

こ
は
強
い
の
は

 
事
実
で
す

 
神
楽

で
す
よ

 
怠
惰

こ
い
し
ち

ん

く
さ
と
り
ち

ん
と
戦

た
ら

 

が

つ
と
の
こ
と

 
鈴

そ
う
な
の

 
怠
惰

う
ん
さ
と
り
ち

ん
は

心
に
頼
り
過
ぎ
て
い
る

 
か
ら
と
の
こ
と

 
神
楽

言
わ
れ
て
み
る
と

 
怠
惰

ま

ど
ち
ら
に
せ
よ
強
い
け
ど

さ
て
時
間
も
時

 
間
だ
し
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
鈴

そ
れ
じ

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く

 
神
楽

そ
れ
で
は

者
様
ま
た
次
回
も
お
願
い
し
ま
す

 
狗
神

そ
ん
じ

あ
な



 第３７９話  こいし

 
第
３
７
９
話
 

こ
い
し

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

風
が
近
づ
い
て
る

な
の
に
雨
が
降

て
こ
な
い
な
と
思

て
い
る

怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

ま

来
た
ら
来
た
で

電
と
か
に
な

て
も

る
ん
で
す
け
ど

さ

て
そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
こ
い
し
と
の
弾
幕
ご

こ
が
幕
を
開
け
こ
い
し
が
放
つ
ハ

ト
弾
幕
を

け
て
い
く

 
蓮
 

 
当
た
る
ギ
リ
ギ
リ
で

け
る
の
だ
が

 
こ
い

こ

ち
だ
よ

 
蓮
 

い
つ
の
間
に

 
い
つ
の
間
に
か

後
に
は
回
ら
れ
そ
の
手
に
ハ

ト
の
弾
幕
を

り
出
す

 
蓮
 

な
ん
の

 
す
ぐ
さ
ま

れ
撃

て
き
た
ハ

ト
弾
を
神
楽
で
斬
り

ぐ
が
ま
た
こ
い
し
は

え
て
い
な
く



 第十八章 平和の日常へ

な
る

さ

き
か
ら
そ
う
だ

最
後
に
戦

た
の
は
こ
こ
ろ
が
起
こ
し
た
異
変

来
だ
が
そ
の
時

よ
り
も

か
に
強
く
な

て
い
る

 
蓮
 

今
度
は
何
処
に

 
何
処
に
行

た
の
か
と
思
い
キ

ロ
キ

ロ
と
探
す

ま
さ
か
ま
た

後
に
い
る
の
か
と
思
い

向
く
が
い
な
い

や
は
り
こ
い
し
の
無
意
識
を

る
程
度
の
能
力
は
厄
介
だ
な

 
こ
い

今

貴
方
の

 
蓮
 

な

 

が
し
て

り
向
く
が
い
な
い

 
こ
い

目
の
前
に
い
る
の

 
蓮
 

何

 
再
び
前
を
向
い
た
そ
の

間
無
数
の
何
か
が
飛
ん
で
く
る

神
楽
を

る

て
弾
く
が
そ
れ

で
は

り
ず
す
ぐ
さ
ま

を
引
き

き
神
楽
と

に
よ
る
二
刀
流
で
何
と
か

ぐ

見
て
み
る
と

そ
れ
は
こ
い
し
の
体
か
ら

び
る
サ

ド
ア
イ
の
管
だ

た

 
こ
い

お

い

 
蓮
 

そ
れ
は
ど
う
も



 第３７９話  こいし

 
神
楽
を
数
回

る
い
何
発
か
の
斬
撃
波
を
放
ち

撃
す
る
が
そ
れ
を
ヒ
ラ
リ
ヒ
ラ
リ
と

け
決

め

し
て
く
る

こ
れ
が
魔
理
沙
だ
と
か
理
久
兎
と
か
だ

た
ら
イ
ラ

と
く
る
が
こ
い
し

が
や
る
と
何

か

リ
す
る
ん
だ
よ
な

 
こ
い

や

り
蓮
お
兄
ち

ん
は
前
よ
り
強
く
な

て
る

 
よ

で
も
こ
れ
は

け
れ
る

 
蓮
 

何

 

り
を
見
て
み
る
と
い
つ
の
間
に
か

分
の

り
を
満
開
の

が

り

ん
で
い
た

や
が

て

が
発
光
し
出
す

 
蓮
 

 
す
ぐ
さ
ま
結
界
を
張

た
次
の

間

は
大

発
を
起
こ
す

何
と
か
結
界
を
張
れ
て
守

れ
た
が

 
バ
キ
ン

 

ぎ
き
る
と
結
界
は
音
を
立
て
て
崩
れ
て

滅
し
た

 
こ
い

む

こ
れ
で
も
や
ら
れ
な
い
か

 
蓮
 

ま

に
は
や
ら
れ
ま
せ
ん
よ



 第十八章 平和の日常へ

 
神
楽
を
構
え
そ
し
て
狗
神
を

し

 
蓮
 

式

 
狗
神
の
呪
怨

 
狗
神

ン

 

と
共
に
神
楽
の
力
と
狗
神
の
怨
念
が
合
わ
さ
り

現
化
し
た
怨
念
は
こ
い
し
へ
と
襲
い
か

か
る

だ
が
こ
い
し
は
逃

る
所
か
楽
し
そ
う
に
笑
う
と

 
こ
い

夢

 
ご
先
祖
様
が
見
て
い
る

 
楽
し
そ
う
に

り
だ
す
と
無
数
の
白
く
⻑
い
も
の
が
現
れ
怨
念
弾
を
相
殺
し
て
い
く

 
蓮
 

こ
い
し
さ
ん
も
相
変
わ
ら
ず
で

 
こ
い

ん

 
そ
し
て

い
に
大
き
な
怨
念
と
白
く
⻑
い
弾
が
ぶ
つ
か
り
合
い

が
起
こ
る

こ
う
な
る
と

ま
た
逃

ら
れ
た
よ
な

 
蓮
 

狗
神
は
戻

て

 
狗
神

言
わ
れ
な
く
て
も
戻
る

て
の

 
狗
神
は
式
神

へ
と
戻
る
と

 
こ
い

今

貴
方
の



 第３７９話  こいし

 
ま
た

が
聞
こ
え
て
く
る

し
か
し
こ
の

は
何
処
か
で
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
ん
だ
よ
な

何
だ

た
か
と
思

て
い
る
と

 
こ
い

真
上
に
い
る
の

 
今
度
は
上
に

動
し
た
こ
い
し
は

の

を

様
し
た
弾
幕
を
放

て
く
る

当
た
る
ギ
リ

ギ
リ
で
体
を
最
小
限
に
動
か
し
て
回

し
神
楽
で
い
な
す

 
蓮
 

こ
の

は

で
す
よ

 
こ
い

で
も
こ
れ
二

な
ん
だ

 
蓮
 

へ

 
放
た
れ
た
無
数
の

か
ら
先
程
大

発
を
起
こ
し
た
バ
ラ
が
咲
き
乱
れ
る

そ
れ
を
見
た

間
こ
の
ま
ま
で
は
不

い
と
感
じ
す
ぐ
さ
ま
下
へ
と
落
ち
て
逃

た
そ
の

後
咲
き
乱
れ
た

は
大

発
を
起
こ
し
た

 
蓮
 

や

り

 
先
程
の

発
を
見
て
な
か

た
ら
危
な
か

た
な

は
た
し
て
次
は
何
処
か
ら
来
る
の
か
と

思

て
い
る
と
こ
い
し
は

動
は
し
て
い
に

た

 
蓮
 

て

動
し
な
い
ん
か
い



 第十八章 平和の日常へ

 
こ
い

 
ス

パ

 
と

ス

ル
を

え
る
と
と
つ
て
も
な
い
引
力
で
こ
い
し
の
方
向
へ
と
引

張
ら
れ
る

 
蓮
 

く

 
そ
し
て

り
か
ら
ハ

ト
弾
幕
が
現
れ
こ
い
し
の
方
向
へ
と
飛
ん
で
い
く
が
引
き

せ
ら
れ
る

分
に
も
当
た
り
そ
う
に
な
る

 
蓮
 

ぐ

 
ギ
リ
ギ
リ
で

け
神
楽
で
い
な
し
て
と

い
で
い
く
が
そ

ち
に
気
を

ら
れ
て
い
る
と
逆
に

引

張
ら
れ
る

 
こ
い

か
ら
の

 
突
然

引

張
ら
れ
る
感
じ
が

え
る
と
共
に
弾
幕
が

え
る
と

 
こ
い

本
能
 
イ
ド
の
解
放

 
と
ス

ル
を

続
で

え
て
く
る
と
今
度
は
先
程
の
逆
で
物

い
反
発
力
で
弾
き
飛
ば
さ
れ

る

更
に
ハ

ト
の
弾
幕
が
こ
い
し
か
ら
無

に
放
た
れ
向
か

て
く
る

 
蓮
 

 
吹

飛
ば
さ
れ
な
が
ら
も

跡
が

る
程
の

さ
で
神
楽
を

る
い
弾
を
全
て
弾
き
と
ば
す



 第３７９話  こいし

そ
し
て

に

を

け
て
着
地
す
る
と
こ
い
し
の
弾
幕
を

れ
な
の
か

え
る

そ
こ
を
見

ら
い
神
楽
を

に

め
一
気
に

し
こ
い
し
の
方
向
へ
と
向
か
い

 
蓮
 

 

座
に
神
楽
を

か
ら
引
き

き

刀
し
一

す
る

 
こ
い

う
わ

と
と

 
し
か
し
当
た
る
ギ
リ
ギ
リ
で
こ
い
し
は

を
下
へ
と
下

て
一

を

け
ら
れ
る
が
空
か
さ
ず

に
二

構
え
の

を
引
き

き

る
う

 
こ
い

と

 
し
か
し
後
退
さ
れ

け
ら
れ
る

見
か
け
に
よ
ら
ず
の
反
射
神
経
だ

 
こ
い

蓮
お
兄
ち

ん
の

撃
は

い
な

 
蓮
 

そ
う
か
な

 
こ
い

う
ん

 
す
る
と
ま
た
目
の
前
か
ら
い
な
く
な
る

す
る
と

 

リ
リ
ン

リ
リ
ン

 
幻
想
郷
に
は
な
い

か
し
い
電
話
の
音
が
鳴
り

く

も
し
や
と
思
い
す
ぐ
さ
ま
神
楽
を

中



 第十八章 平和の日常へ

に

を
当
て
た
と

時
に

 
ガ
ギ
ン

 
と
何
か
が
ぶ
つ
か
る
音
が

く

見
る
と
こ
い
し
が

後
に
回

て
お
り
体
の
一

で
あ
る

サ

ド
ア
イ
の
管
で

撃
し
て
き
て
い
た

 
こ
い

い
あ
の
時
と
は

て
見
破

た
ん
だ

 
蓮
 

そ
の
話
し
は

め
て

て
良
い

 
あ
の
時
に
こ
い
し
と
戦

た
時
は
見
事
に

討
外
れ
か
ら
の
空

り
で
観
客
に
笑
わ
れ
た
の

は
未
だ
に
結
構

ず
か
し
い
ん
だ
よ
な

す
ぐ
さ
ま
神
楽
に
力
を
込
め
て
こ
い
し
を
弾
き
と
ば

す 
こ
い

と
と

 
蓮
 

 
だ
が
今
の
電
話
の
音
そ
し
て
こ
い
し
の
発
言
で
こ
い
し
の
不
思
議
は
何
と
な
く
だ
が
思
い
出
し

て
き
た

 
こ
い

特
別
に
蓮
お
兄
ち

ん
に
は
こ
れ
を
見
せ
て

 
あ

る
よ



 第３７９話  こいし

 
そ
う
言
う
と
こ
い
し
は
何
処
か
ら
と
も
な
く
電
話
の
受
話

を

り
出
す
と

え
て
い
な
く
な

る

そ
し
て

 
こ
い

今
か
ら
電
話
す
る
か
ら
出
て

 
と

が
聞
こ
え
て
く
る

そ
し
て
何
処
か
ら
と
も
な
く
ま
た
電
話
の

リ
リ
ン

と
い
う

着

音
が

り
に

き
だ
す

そ
し
て
そ
れ
に
合
わ
せ

イ

音
が
混
じ
り
つ
つ

 
こ
い

メ
リ

さ
ん

 
と
聞
こ
え
て
く
る

や
は
り
そ
う
か

で

裂
け
女
と

じ
ぐ
ら
い
に
話

に
な

て
い
た
都

伝
説

メ
リ

さ
ん
の
電
話

だ

確
か
こ
れ
の
回

方
法
は

 
こ
い

今

あ
な
た
の

 
不

い
不

い
不

い

こ
の
ま
ま
だ
と
そ
う
だ
確
か
メ
リ

を

め
る
方
法
は

一

で
思
い
つ
き

座
に
真
下
の

へ
と

イ

し
て
着
地
す
る

そ
し
て

分
の

を
す
ぐ
確
認

す
る

 
蓮
 

こ
こ
な
ら

 
と

言

た
そ
の
時
ま
た

イ

音
が
聞
こ
え

 
こ
い

後
ろ
に
い
る
の



 第十八章 平和の日常へ

 
そ
の

を
聞
い
た

間
に

り
向
き

座
に

ん
だ

後

 
ザ
シ

 
こ
い

え

 

 

り
裂
く
音
と
共
に
こ
い
し
の

が

れ
だ
す

立
ち
上
が
り
様
子
を
見
る
と
そ
こ
に
は

に

イ
フ
が
刺
さ

て

け
な
く
な

て
い
る
こ
い
し
の

が
あ

た

そ
う
メ
リ

さ
ん
は

さ

れ

れ
ら
れ
た
一
方
で
実
は
回

手

に
つ
い
て
も

話
が
さ
れ
て
い
た
の
だ

そ
の

つ
は

に

中
を
つ
け
る
事

い
わ
ば
そ
れ
を

用
し

の

集
地
で
あ
る

へ
と
逃

込
み
わ
ざ
と

中
を
見
せ
こ
い
し
が

撃
を
し
て
き
た

間
に
反
射
神
経
で

け
る
と
い
う
一
か
八
か
の

け

で
も
あ
る

け
方
を
し
た
の
だ

何
と
か
上
手
く
い

て
良
か

た

 
蓮
 

こ
い
し
ち

ん
の
負
け
だ
よ

 
こ
い

あ

あ
負
け
ち

た
よ

 
蓮
 

 

く

ン
と

に

め
た
神
楽
で

を

く
と

 

ン

 
と

弾
す
る
音
が
鳴
り

く

こ
う
し
て
こ
の

負
は

分
の

利
と
な

た
の
だ

た



 第３７９話  こいし

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

メ
リ

さ
ん
の
電
話

 
鈴

い
つ
の
間
に
か

後
に
回
ら
れ
る

て

い
よ

 
神
楽

ま
る
で
仕
事
人
で
す

 
怠
惰

ま

確
か
に

だ
け
ど
メ
リ

さ
ん

て
こ
う
何

 
て
い
う
か

え
キ

ラ

い
も
さ
れ
て
る
怪
異
な
ん

 
だ
よ

 
鈴

そ
う
な
の

 
怠
惰

う
ん

え
キ

ラ
に
し
た

は
ド
ジ

子
が
王
道
だ

 
よ

殺

対

の
家
を
間

え
て
迷
子
に
な

た
り

 
と
か
ド
ア
と
か

に

が

か

て
て

れ
な
い
か

 
ら
開
け
て
と

ぐ
ん
で
言

て
き
た
り
と
か

後
に

 
回
ら
れ
な
い
よ
う
に

に

中
を
当
て
て
た
ら

の



 第十八章 平和の日常へ

 
中
に
め
り
込
ん
で

け
な
く
な

た
り
と
か

 
神
楽

か

可
愛
い
で
す

 
狗
神

お
い
お
い
そ
れ
ド
ジ

子
て
か
バ
カ
だ
ろ

 
怠
惰

そ
ん
な
事
を
言

て
い
る
と
貴
方
の

後
に

 
狗
神

お
い
バ
カ

め
ろ

 
怠
惰

と
ま

そ
ん
な
感
じ
か
な

 
鈴

へ

 
怠
惰

ま

回

の
仕
方
は
さ

き
蓮
く
ん
が

べ
た

 
中
を

に
当
て
て
守
る
な
ん
て
の
が
無

だ

後

 
は

裂
け
女
と

突
さ
せ
る

て
の
が
あ
る
み
た

 
い
だ
け
ど
そ
れ
は
も
う

な
ん
で
よ
ろ
し

 
く

 
鈴

や
り
た
く
な
い
な

 
怠
惰

も
だ
さ
て
時
間
も
時
間
だ
し
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 



 第３７９話  こいし

 
狗
神

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
な

 
神
楽

そ
れ
で
は

者
様

 
鈴

ま
た



 第十八章 平和の日常へ

 
第
３
８
０
話
 
奴
等
も
動
い
て
い
る
ら
し
い

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

に
ま
た
は
ま
り
だ
し
て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

生

者

て

し
い
な

失

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
こ
い
し
に

利
し
た

分
は
と
り
あ
え
ず

の

に
刺
さ

て
し
ま

て
い
る

イ
フ
を
引
き

き
こ
い
し
に
返
還
す
る

 
蓮
 

は
い
こ
れ

 
こ
い

あ
り
が
と
う

 

イ
フ
を

す
と
こ
い
し
は

に
そ
れ
を
し
ま
う

 
蓮
 

と
り
あ
え
ず
さ

き
の
場
所
に
戻
る
ろ
う
か

 
こ
い

う
ん

 
そ
う
し
て
こ
こ
ろ
が
待
つ
場
所
へ
と
戻
る
の
だ
が

 
こ
い

所
で
蓮
お
兄
ち

ん



 第３８０話 奴等も動いているらしい

 
蓮
 

ん

ど
う
し
た
の
こ
い
し
ち

ん

 
こ
い

聞
き
た
い
ん
だ
け
ど
さ

き
の
動
き

て
ど
う
み
て

 
も

の
動
き
を
見

て
た
よ

ど
う
し
て

 
さ

き
つ
ま
り
最
後
に

イ
フ
を

の

に
刺
し
た
あ
の
時
か
な

隠
す

も
な
い
し
教
え

る
か

 
蓮
 

そ
れ
は

ら

て
外
来
人
だ
か
ら
色
々
と

話
と

 
か
を
聞
く

会
が

く
て

特
に
都

伝
説
な
ん
か

 
は

が

す
る
か
ら
少
し
分
か
る
ん
だ
よ

 
こ
い

へ

そ
れ
だ
と
メ
リ

さ
ん
も

 
蓮
 

う
ん
そ
う
だ

電
話
が
普

し
て
き
た

り
だ

た

 
か
ら
そ
う
い

た
都

伝
説
が
流
行

た
よ

 
本
当
に

か
し
い
な

確
か

く
で
外
の
世
界
は
ス
マ

な
る
物
を
使

て
い
る
ん
だ
と

か

正

な
話
で

ち

ん
が
少
し

し
い
人
だ

た
か
ら
ケ

タ
イ
と
か

た
せ
て
く
れ
な
い

し

な
ん
か
は

生
日
と
か
お
年
玉
で
し
か

え
な
か

た
か
ら
欲
し
か

た
よ
な

せ
め

て

ボ

イ
の
次
の
世
代
の

な
る
物
を
や

て
み
た
か

た
な



 第十八章 平和の日常へ

 
こ
い

蓮
お
兄
ち

ん

 
蓮
 

え

あ

う
ん
大

だ
よ

そ
れ
で
何
か
な

 
こ
い

う

ん
メ
リ

さ
ん

て
言

て
も

中
々
に

 
が

て
く
れ
な
い
ん
だ
よ

何
で
か
な

 
ま
た

し
い

問
だ
な

ら
く

が

て
く
れ
な
い
の
は
認
知
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
な
の
か

な 
蓮
 

認
知
さ
れ
て
な
い
か
ら

か
な

 
こ
い

認
知

何
で
だ
ろ
う

 
蓮
 

う

ん
こ
う
い
う

問
は
魔
理
沙
と
か
の
方
が

が

 

れ
る
か
ら
な

 
実

に
こ
の
手
の
話
し
は

手
な
ん
だ
よ
な

 
こ
い

な
ら
後
で
そ
の

り
に
会
い
に
行
こ
う
か
な

 
蓮
 

そ
の
方
が
良
い
か
も

 
と
そ
ん
な
会
話
を
し
て
い
る
と

の
先
で
光
が

れ
て
く
る

そ
こ
へ
と
歩
い
て
い
く
と
先

程
の
場
所
へ
着
い
た

り
を
見
て
み
る
と
こ
こ
ろ
は
ヒ
ラ
ヒ
ラ
と
扇
を

手
に

て
舞

て



 第３８０話 奴等も動いているらしい

い
た

 
こ
い

お

 
蓮
 

へ

 
こ
う
し
て

め
て
こ
こ
ろ
の
舞
を
見
て
思
う

こ
こ
ろ
の

情
は
無
に
等
し
い
も
の
で
あ
る
の

は
確
か
だ
が
何

か
楽
し
そ
う
に

て
い
て
見
て
い
る
こ

ち
も
楽
し
く
な

て
し
ま
う
な

す
る
と
舞

て
い
た
こ
こ
ろ
は

分
達
の

に
気

き
舞
う
の
を

め
て
近
づ
い
て
く
る

 
秦
 

お

れ
様

で

ど

ち
が

 
こ
い

は

い
負
け
ま
し
た

 
蓮
 

ア
ハ
ハ

所
で
そ
の
玉

て

て
も

 
こ
い

あ

そ
う
だ

た

は
い

 
そ
う
言
い
こ
い
し
は
玉
を

し
て
く
る

そ
れ
を
受
け

り

へ
と
し
ま
う

 
こ
い

所
で
蓮
お
兄
ち

ん
は
ど
う
し
て
そ
れ
を

 
蓮
 

あ

え

と

 
ど
う
説
明
を
し
よ
う
か
な

華
扇
か
ら
あ
ま
り

る
な
と
言
わ
れ
て
い
る
か
ら
な

う

ん
大

ま
か
に
言
う
か



 第十八章 平和の日常へ

 
蓮
 

え

と
ち

と

 
こ
い

ん
な
ら
も
し
か
し
た
ら
蓮
お
兄
ち

ん

 
蓮
 

ん

 
こ
い

理
久
兎
お
兄
ち

ん
達
と
対
立
す
る
か
も

 
え

何
で
ま
た
理
久
兎
の
名
が
出
て
く
る
の
だ

そ
れ
に
対
立
す
る

て
い

た
い

 
蓮
 

そ
れ

て
ど
う
い
う

 
こ
い

言

通
り
だ
よ
少
し
前
に
理
久
兎
お
兄
ち

ん
達
も

 
そ
れ
の

集
を
始
め
た
ん
だ
よ

 
つ
ま
り
理
久
兎
さ
ん
達
と
い
ず
れ
は
こ
の
玉
を

け

ぶ
つ
か
り
合
う
と
い
う
事
だ
ろ
う
か

そ
う
な
る
と

て
る
か
不
安
に
な

て
く
る
な

 
こ
い

蓮
お
兄
ち

ん
理
久
兎
お
兄
ち

ん
と
戦
う
か
も
と

 
か
思

た

 
蓮
 

え

ま

 
こ
い

大

理
久
兎
お
兄
ち

ん
は
来
な
い
よ

 
蓮
 

え



 第３８０話 奴等も動いているらしい

 
ど
う
い
う
事
だ

何

理
久
兎
は
来
な
い
と
言
い
き
れ
る
の
だ

ま
さ
か
理
久
兎
に
何
か

あ

た
の
か

 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん
に
何
か
あ

た
ん
で
す
か

 
こ
い

う
ん
理
久
兎
お
兄
ち

ん
怪

し
ち

て
動
く
と

 

が

が

て
出
血

で
死
ん
じ

う
か
も
し
れ

 
な
い
ら
し
い
よ

 
蓮
 

あ
の
理
久
兎
さ
ん
が

 
理
久
兎
さ
ん
の
イ
メ

ジ

て
こ
う
ク

ル
に
見
え
る
が
少
し
バ
カ
で
か
つ

キ

リ
並
み
の

生
命
力
と

並
み
の
再
生
力
を

り
そ
れ
を
活
か
し
て
さ
と
り
に

を

イ
フ
で
刺
さ
れ
た

り
紫
の
物
理
的

裁
を
受
け
た
り
は
た
ま
た
実
の

親
に

メ

ジ
を
追

て
も
数
時
間
後

に
は
ケ
ロ

と
し
て
い
る
あ
の
理
久
兎
が
怪

す
る

て
相
当
な
ま
で
に

な
怪

な
ん
だ

な 
こ
い

お
姉
ち

ん
も

い
心

し
て
た
よ

 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん
に
い

た
い
何
が

 
何
時
か
地
底
に
見
舞
い
の
品
を

て
行
こ
う
か
な
と
思

た

し
か
し
理
久
兎
に
何
が
起
き



 第十八章 平和の日常へ

た
ん
だ
ろ
う
か

 
秦
 

理
久
兎

て
前
の
宴
会
で

を
く
れ
て
た
あ
の
⻑

 

の
男
だ
よ
な

 
こ
い

そ
う
だ
よ

し
か

た

 
秦
 

あ

あ
の
ク
リ

と
生
地
が
最
高
だ

た

 

ロ
リ
と

づ
つ
み
を
し
だ
す

火
男
の
面
だ
か
ら
結
構

気
に

て
い
る
感
じ
だ
な

 
こ
い

な
ら
何
時
か
お
家
に
お
い
で

理
久
兎
お
兄
ち

ん

 
の
ご

が
食
べ
れ
る
よ

 
秦
 

い
物
は

 
こ
い

す
れ
ば

て
く
れ
る
よ

た
だ
あ
ん
ま
り
食

 
べ
過
ぎ
は
よ
く
な
い

て
言

て
ス
ト

を
受
け

 
ち

う
け
ど

現
に
耶
狛
お
姉
ち

ん
は
食
べ

 
め
ず
で
こ

そ
り

理
場
に

た
り
し
て
無
断
に

 

食
し
て
る
か
ら
理
久
兎
お
兄
ち

ん
も
ぶ
ち
ギ
レ

 
て
お
仕

き
で

開

き
し
て
た
し



 第３８０話 奴等も動いているらしい

 
耶
狛

て
お

を

え
ら
れ
て
い
る
み
た
い
だ

そ
れ
を
聞
い
た
こ
こ
ろ
は

の
面
と
な
り

を

え

え
だ
す

 
秦
 

き

 
蓮
 

あ
の
理
久
兎
さ
ん
か
ら
想

つ
か
な
い
な

 
想

し
た
だ
け
で
も
つ
い
つ
い
笑

て
し
ま
い
そ
う
に
な
る

 
こ
い

ま
た
蓮
お
兄
ち

ん
も
遊
び
に
お
い
で

 
蓮
 

え

行
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

 
と

そ
ん
な
事
を
話
し
て
い
る
が
空
は
正

か
ら

々
と
日
が
お
ち
か
け
て
い
た

 
蓮
 

お

と

は
そ
ろ
そ
ろ
行
き
ま
す

 
こ
い

う
ん
ま
た

 
秦
 

あ

さ
て
や
る
か

 
こ
い

良
い
よ
負
け
な
い
か
ら

 
そ
う
言
い

人
は
弾
幕
ご

こ
を
開
始
し
た

楽
し
そ
う
に
弾
幕
ご

こ
を
す
る

人
を
見

て

笑
み

分
は
そ
こ
か
ら
去
る
の
だ

た



 第十八章 平和の日常へ

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
鈴

は
い
は
い

 
狗
神

し
か
し
理
久
兎
達
も
動
き
出
し
た
と
は
な

 
神
楽

そ
れ
に
怪

で
す
か

 
怠
惰

ま

何
が
あ

た
か
は
あ

ち
を
見
て
欲
し
い
ん

 
だ
け
ど

 
鈴

何
が
あ

た
の

 
怠
惰

ま

一
言
で
言
う
と

の
友
人
に
喧
嘩
売

て

 
を

状
の
刃
で
か

か
れ
た

 
神
楽

状

て
そ
れ

く
痛
い
で
す
よ

 
怠
惰

う
ん
滅

な
レ

ル
で
痛
い

ぶ

ち

け

 
刀
で

ら
れ
る
よ
り
も

か
に
痛
い
最
悪
は
痛
み

 
で
失
神
す
る

 
鈴

ひ

 
狗
神

よ
く
そ
ん
な
怪

を
て
か
お
前
の
友
人

て
イ
カ
れ



 第３８０話 奴等も動いているらしい

 
て
ん
の
か

 
怠
惰

仕
方
な
い
奴
が
強
す
ぎ
た
ん
だ
か
ら

さ
て
そ
ろ
そ

 
ろ
時
間
も
い
い

合
だ
し
今
回
は
こ
こ
ま
で
に
し
よ

 
う
か

 
神
楽

理
久
兎
さ
ん
大

で
す
か

 
鈴

さ

 
狗
神

と
り
あ
え
ず
ま
た
次
回
な

 
怠
惰

そ
ん
じ

バ
イ
バ
イ



 第十八章 平和の日常へ

 
第
３
８
１
話
 
迷
い
の
竹
林
の
狂
気
の
兎

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

数
日
後
に

修
が
始
ま
る
事
が

で
仕
方
な
い
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で

す

本
当
に
行
き
た
く

な

折

の
最
後
の

休
み
が

失

そ
れ
で
は
そ
ろ
そ
ろ
本

編
へ
ど
う

 

を

け
空
を
飛
び
ま
た
玉
を
探
す
た
め
に
動
く

で
も
こ
れ
で
玉
の
合

は

だ

後

は

程

な
の
だ
が
ど
う
し
た
も
の
か

聖
達
や
神
子
達
の
場
所
に
行

て
も

り
込

み
と
思
わ
れ
て
神
社
の

判
が
落
ち
て
し
ま
う
の
は

る
た
め

下

か
と
い

て
探
し
て
相
手

が
見
つ
か
る
か
と
言
わ
れ
て
も

し
い

で
あ
る

本
当
に
ど
う
し
た
も
の
か

 
蓮
 

う

ん

 
玉
は
何
処
か
に
な
い
か
な

空
か
ら
探
し
て
も
見
つ
か
る
か
物
で
も
な
い
し

 
蓮
 

仕
方
が
な
い
が
地
上
に
降
り
て
み
る
か

 
そ
う

き
地
上
へ
と
降
り
る

し
か
し
何

た
の
か
と
い
う
と
下
は
迷
い
の
竹
林
と



 第３８１話 迷いの竹林の狂気の兎

な

て
お
り
物
を
探
す
に
は
不

な
場
所
と
な

て
い
る
か
ら
だ

 
蓮
 

か
い
な
い
か
な

 
そ
う
思
い
な
が
ら
散
策
を
開
始
す
る

ボ

ル
を

つ
者
が
い
な
い
か

ま
た
あ
わ
良
く
ば

ボ

ル
じ
た
い
が
落
ち
て
い
な
か
何
て
思
い
な
が
ら

張

て
探
す
が
や
は
り
見
つ
か
る
気

が
な
い

無
理
も
な
い
こ
こ
は
竹
林
そ
れ
も
迷

て
し
ま
え
ば
出
る
こ
と
が

し
い
迷
い
の
竹
林

だ

門
の

内
者
が
い
な
け
れ
ば
通
過
は

し
い
レ

ル

そ
ん
な
場
所
で
探
し
物
を
す
る
ぐ

ら
い
な
ら
一
度
出

し
た
方
が
良
い
の
か
な

 
蓮
 

は

 
ま

こ
ん
な
竹
の

集
地
で
見
つ
か
る
と
思

て
い
た
事
が
お
か
し
い
ん
だ

と
り
あ
え
ず
は

を
あ
た

て
み
る
か

そ
う
考
え
て
空
を
飛

う
と
し
た
そ
の
時

 
ガ
サ

 
と

む
ら
が

れ
る
音
が

い
た

ま
さ
か
妖
怪
か
と
思
い
神
楽
に

を
起
き
構
え
る

そ

し
て

む
ら
の
音
と

れ
が

々
に
と
大
き
く
な

て
い
き

む
ら
か
ら
何
か
が
飛
び
出
し
て
く

る

そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
神
楽
を

刀
し
一

し
た
そ
の

間

 

 

ち

え



 第十八章 平和の日常へ

 
蓮
 

な

 
す
ぐ
さ
ま

る
の
を

め
る
と
そ
の
者
の
首
も
と
ギ
リ
ギ
リ
当
た
る
ぐ
ら
い
の
所
で

ま
る

そ
し
て

む
ら
か
ら
出
て
き
た
者
の

を
み
る

⻑
い

に
く

く

と
し
て
い
る
が

ン
と

立
つ
兎
の

そ
し
て
真

な
紅

を
女
性
そ
れ
は
こ
こ
迷
い
の
竹
林
に
精
通
す
る
者
の

人

鈴
仙
・
優
曇
華
院
・
イ

バ
だ

首
も
と
に
刀

を
当
て
ら
れ
た
鈴
仙
は

ク

ク
し
な
が
ら

手
を
上

そ
し
て

を

く
さ
せ

の

を

か
べ
ひ
き
つ

た
笑

を
見
せ
る

 
鈴
仙

ひ

ひ
い

 
蓮
 

て
鈴
仙
さ
ん
で
し
た
か

 
神
楽
を

へ
と

め
る
と
鈴
仙
は
安

し
た

を
し
て

 
鈴
仙

ク
リ
し
た

 

を

い
て

張
を
解
く

そ
し
て
紅

で

方
を
見
て
く
る

 
蓮
 

え

と
鈴
仙
さ
ん
は
何

こ
こ
に

 
鈴
仙

あ

え

と
た
ま
た
ま
歩
い
て
い
た
ら
感
じ
た
こ
と

 
の
あ
る
波
⻑
が
あ

た
の
で
来
た
ら
で
す
か

 
そ
う
い
え
ば
鈴
仙

て
人
の
波
⻑
な
る
物
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
ん
だ

た
け



 第３８１話 迷いの竹林の狂気の兎

 
蓮
 

る
程
そ
し
た
ら

が
い
た
と

 
鈴
仙

そ
う
そ
う

て

そ
う
じ

な
く
て

い
き
な
り

 
危
な
い
じ

な
い
で
す
か

危
う
く

の

体
と
首

 
が
さ
よ
な
ら
す
る
所
だ

た
ん
で
す
よ

 
よ
う
や
く

に
な

た
の
か

を
言

て
く
る

ま

無
理
も
な
い
本
当
に
後
少
し
で
首

と

体
が
サ

ラ
バ
イ
バ
イ
す
る
所
だ

た
の
だ
か
ら

 
蓮
 

そ
こ
は
本
当
に
す
い
ま
せ
ん
面
目
な
い
限
り
で
す

 
で
も
い
き
な
り

む
ら
が

れ
た
り
も
す
れ
ば

だ

 

て

し
ま
す
よ

 
鈴
仙

確
か
に
そ
う
で
す
よ
人
食
い
妖
怪
だ

て
い
ま
す
し

 

し
ま
す
よ
え

で
す
け
ど
い
き
な
り
斬
り
か
か

 

て
く
る
と
か
辻

り
じ

あ
る
ま
い
し

 
蓮
 

失

な

は
あ
く
ま
で
も

的
な
者
で
す
し

 
流

だ

て
ど
ち
か
ら
と
言
え
ば
活
人

で
す
よ

 
ま
ず
相
当
な
理

が
な
い
限
り

分
か
ら

ん
だ
り



 第十八章 平和の日常へ

 
し
ま
せ
ん
よ
妖
夢
さ
ん
じ

あ
る
ま
い
し

 
ま

分
達
の
所
で
言
う

て
感
じ
る
と
い
う
行

と

じ
意

で
妖
夢
の
場
合
は
斬

て

感
じ
る
と
い
う
も
の
だ
か
ら
本
当
に
辻

り
な
ん
だ
よ
な

 
鈴
仙

ま

蓮
さ
ん
は

本
そ
う
い
う
人
で
す
し

 
蓮
 

え

そ
の
通
り
で
す
よ

 
ま

た
く
そ
こ
い
ら
の
辻

り
と
一

に
は
さ
れ
た
く
は
な
い
な

 
蓮
 

あ

そ
う
い
え
ば
雪
竹
さ
ん
は
お
元
気
で
す
か

 
鈴
仙

え

雪
竹
さ
ん
が
来
て
か
ら
と
い
う
も
の
前
よ
り

 
も

用
が
増
え
た

て

様
も

ん
で
い

 
て
そ
れ
に
姫
様
の
遊
び
相
手
だ

た
り
も
し
て
く
れ

 
て
ま
す
の
で
本
当
に
大

か
り
で
す

 
雪
竹
さ
ん

て

い

能
な
人
な
ん
だ
な

 
鈴
仙

そ
れ
に
て

達
の
あ
こ
ぎ
な
商
売
に
も

力
を
し
て

 
い
る
み
た
い
で
て

達
か
ら
も

の
念
だ
と
か
も

 
集
め
ら
れ
て
ま
し
た



 第３８１話 迷いの竹林の狂気の兎

 
い

た
い
そ
れ
は
ど
ん
な
商
売
を
し
て
い
る
ん
だ

も
し
か
し
て

売
り
だ
か
ら
危
な
い

物

と
か
の
売

な
の
か

そ
れ
だ

た
ら
武
力
を

て
で

め
る

が
あ
る
ん
だ
が

一

聞

い
て
み
る
か

 
蓮
 

あ
こ
ぎ
な
商
売

て

何
を
し
て
い
る
ん
で
す

 
鈴
仙

兎
売
り
で
す

 
蓮
 

へ

 
鈴
仙

で
す
か
ら
兎
を
売

て
い
る
ん
で
す
よ
愛

動
物
と

 
し
て

 
兎
を
売

て
い
る

て

ま
さ
か

 
蓮
 

そ
れ

て
ま
さ
か
人

売

 
鈴
仙

い
ま
す

普
通
の
動
物
の
子
兎
で
す
よ

 
あ

普
通
の
子
兎
か
一

人

売

か
と
思

た
が
ま

そ
れ
な
ら
大

か

で
も
そ
う

い
え
ば
寺
子
屋
の
子
達
の
間
で
兎
の
話
で
話

に
な

て
た
な

 
蓮
 

へ

 
鈴
仙

雪
竹
さ
ん
が
て

か
ら
そ
れ
を
聞
い
た

間
に
そ
ろ



 第十八章 平和の日常へ

 
ば
ん
を
弾
き
出
し
て
こ
れ
は
売
り
上

が
で
る

 

て
言
う
も
の
で

 
本
当
に

い

能
な
ん
だ
け
ど

雪
竹
さ
ん

て
記
憶
喪
失

前
は
い

た
い
何
を
し
て
い
た

ん
だ

 
蓮
 

い
で
す

 
鈴

本
当
に
で
す
よ

あ

そ
う
だ

く
行
か
な
い
と

 
そ
う
言
い
鈴
仙
は
ス
カ

ト
の

を

う
と

 
鈴
仙

あ
ま
り
話
過
ぎ
て
遅
く
な
る
と

様
に
と
や
か

 
く
言
わ
れ
そ
う
で
す
の
で

は
い
き
ま
す

 
蓮
 

あ

す
い
ま
せ
ん
そ
れ
で

 
と
言

た
そ
の
時
鈴
仙
の

ケ

ト
か
ら
何
か
が
落
ち
る

そ
れ
は

分
が
探
し
て
い
る

玉
だ

 
鈴
仙

お

と
と

 
そ
れ
を

た
と

時
に
思

た

も
し
か
し
た
ら
だ
が

ら
く
は
次
の
相
手
は
も
う
決
ま

た
か
な
と



 第３８１話 迷いの竹林の狂気の兎

 
蓮
 

鈴
仙
さ
ん

 
鈴
仙

は
い

 
蓮
 

そ
れ
を

て
は
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か

 
と

聞
く
と
鈴
仙
は

リ
と

笑
む

 
鈴
仙

す
み
ま
せ
ん
が
こ
れ
は
無
理
で
す

色
々
と
怪
し
い

 
の
で

様
に

し
た
い
で
す
よ

 
蓮
 

実
は
そ
れ
を
集
め
て
い
る
ん
で
す
無
理
で
す
か

 
鈴
仙

本
当
は
断
る
所
で
は
あ
り
ま
す
が
蓮
さ
ん
に
は
色
々

 
と
お
世
話
に
な

て
い
ま
す
し

な
ら
ば

と
弾
幕

 
ご

こ
で

た
ら

で
ど
う
で
す

 
そ
う
言
う
と
鈴
仙
は

の
つ
い
て
い
る
メ
ガ

ン
の
用
な
物
を

り
出
し

を

つ
よ
う
に
構

え
る

ど
う
や
ら
話
し
合
い
に
よ
る

り
受
け
は
出
来
な
さ
そ
う
だ

こ

ち
も
臨
戦

勢
と
し

て
神
楽
の

に
手
を
か
け
る

 
蓮
 

な
ら
い
ざ

常
に

 
鈴
仙

負



 第十八章 平和の日常へ

 
そ
う
し
て
竹
林
で
の
弾
幕
ご

こ
が
始
ま

た
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

あ

 
神
楽

次
は
鈴
仙
さ
ん
で
す
か

 
鈴

実

的
に
し

か
り
と
し
た
鈴
仙
ち

ん
と
戦
う

 
の

て

と
神
楽
ち

ん
は

だ
よ

 
神
楽

そ
う
で
す

最

は

は
で
き
る
限
り
力
を

に

 
出
さ
ぬ
た
め
に

え
て
い
ま
し
た
し
そ
の
次
の
戦

 
い
は
狂
変
し
て
い
た
黒
さ
ん
に

ら
れ
て
い
た
り

 
し
て
い
ま
し
た
し

 
怠
惰

確
か
に

因
み
に
鈴
仙
ち

ん
は

品
を

 
て
い
く
ご
と
に
心

共
に

⻑
し
て
い
く
キ

ラ

 
ら
し
く
て

あ
る
意

で

人

し
て
る

て
感



 第３８１話 迷いの竹林の狂気の兎

 
じ
な
ん
だ
よ

 
狗
神

う

 
怠
惰

最

は

を
過
小

価
す
る
よ
う
な

向
が
あ

 

た
と
は
思
う
け
ど
今
で
は
立

に

⻑
し
て
い

 
る
か
ら

こ
の
次
の
章
で
更
に

⻑
し
て
た
鈴
仙

 
ち

ん
が
見
れ
る
か
も

 
狗
神

そ
れ
は
楽
し
み
だ
な

 
鈴

 
怠
惰

ま

ま
だ
ま
だ
投
稿
は
続
け
て
い
く
か
ら
よ
ろ
し

 
く

て
所
で
今
回
は
こ
こ
ま
で
な
ん
だ
け
ど
実
は

 
ち

と
お
知
ら
せ
が
あ

て

 
神
楽

お
知
ら
せ

 
怠
惰

そ
う
リ
ア
ル
怠
惰
さ
ん
は
来

か
ら
結
構

し
く

 
な
る
み
た
い
で
も
し
か
し
た
ら
投
稿
が
出
来
な
く

 
な
る
日
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
ん
だ
よ



 第十八章 平和の日常へ

 
狗
神

お
い
お
い

 
怠
惰

ま

投
稿
で
き
る
な
ら
す
る
け
ど
も
し
か
し
た
ら

 
出
来
な
い
日
が
あ
る
か
も
と
は
覚
え
て
お
い
て

 
し
い

て
事
で
す
大
変

し

な
い
で
す
が
よ
ろ

 
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す

は
い
伝
え
る
事
も
伝

 
え
た
か
ら
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す

 
狗
神

す
ま
な
い
が
そ
こ
は
頼
む
な

 
鈴

そ
れ
で
は

者
様

 
神
楽

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た



 第３８２話  鈴仙

 
第
３
８
２
話
 

鈴
仙

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
先
程
ま
で
リ
ア
ル
の
傲
慢
と

怒
と
で
焼

に
行

て
き
た
怠
惰
の
ク

ソ
悪
魔
で
す

久
々
の
友
人
と
の
食
事
は
楽
し
か

た
で
す

さ
て
こ
ん
な
話
も
あ
れ
な
の
で
本

編
へ
ど
う

 
鈴
仙
と
の
迷
い
の
竹
林
で
の
弾
幕
ご

こ
が
始
ま
り
鈴
仙
の

撃
を
何
度
も

け
る

 
鈴
仙

そ
ん
な
ん
じ

け
き
れ
な
い
わ
よ

 
メ
ガ

ン
の
よ
う
な
物
か
ら
無
数
に
放
た
れ
る
弾
幕
を
当
た
る
ギ
リ
ギ
リ
で
回

を
し
時
に
は

竹
を

に
し
て

い
で
い
く

 
蓮
 

 
鈴
仙

む

や
る
わ

 
蓮
 

そ
れ
は
ど
う
も

 
神
楽
を

刀
し

く

る

て
無
数
の
斬
撃
波
を
放
つ



 第十八章 平和の日常へ

 
鈴
仙

そ
ん
な
程
度
な
ん
ら

で
す
ら
な
い
わ

 
深
紅
の

を

か
せ
一

で
目
の
前
か
ら

え
斬
撃
波
を

け
ら
れ
る

 
蓮
 

お
得
意
の
波
⻑
を

て
き
ま
し
た
か

 
鈴
仙
の
能
力
は
人
の
波
⻑
と
い
う
も
の
を
利
用
し
人
の
波
⻑
分
か
り
や
す
く
言
う
と
性
格
を

見
る
事
も
出
来
る
が
そ
の
能
力
を

用
し

人
の
波
⻑
を
狂
わ
せ
幻
覚
を
見
せ
た
り

の

い
や

と
い
え
ば
良
い
の
か
そ
れ
を

ま
せ
た
り
す
る
事
が
出
来
る

そ
の
た
め
一
度
隠
れ
ら

れ
る
と
厄
介
な
事
こ
の
上
な
い

 
蓮
 

何
処
に

 

り
を
探
す
が
見
つ
か
る
気

が
な
い

本
当
に
何
処
に
い

た

そ
ん
な
事
を
思

て
い
る

と
突
然

後
か
ら

 
鈴
仙

こ

ち
で
す
よ
蓮

 
蓮
 

そ
こ
に

て

 

り
向
き
そ
し
て
鈴
仙
を
見
て

い
て
し
ま
う

何

な
ら
そ
こ
に
鈴
仙
は
確
か
に
い
た
が

人
で
は
な
く

人
い
た
の
だ

 
鈴
仙



 第３８２話  鈴仙

 

人
の
鈴
仙
は
メ
ガ

ン
を

方
に
向
け
構
え
る
と
メ
ガ

ン
か
ら

の
玉
を
撃

て
く

る 
蓮
 

何
の

 
神
楽
を

ぎ
に

る
い
撃

て
き
た

の
弾
幕
を

り

て
る

そ
れ
を
見
た

人
の

鈴
仙
達
は

分
を

り

む
よ
う
に

り
に
立
つ
と

手
を

に
当
て
目
を

か
せ
る

 
蓮
 

 
す
ぐ
さ
ま
上
へ
と
回

し
よ
う
と
す
る
が

人
の
鈴
仙
達
は

手
の
メ
ガ

ン
を
構
え

方

に

準
を
合
わ
せ
て
く
る

 
蓮
 

そ
の
程
度

 
神
楽
に
霊
力
を
込
め
て
回
転
斬
り
を
行
い

撃
波
を
放
ち
鈴
仙
達
を
吹

飛
ば
す

 
鈴
仙

 

人
の
鈴
仙
達
の
内
の

人
は

滅
し
最
後
に
本
物
の
鈴
仙
が

る

 
鈴
仙

お
見
事
な
ら
こ
れ
は
ど
う
で
す

 
そ
う
言
う
と
何
処
か
ら
と
も
な
く

手
に

つ
メ
ガ

ン
と

じ
メ
ガ

ン
を

手
に
構
え

の
構
え
を

り

を

め
上
に

定
す
る
と
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鈴
仙

ル

テ

ク

ル

月
面

弾

 
と

ス

ル
を

え
た
と

時
に
引
き

を
引
き
無
数
の
レ

ザ

弾
幕
が
襲
い
か
か
る

 
蓮
 

そ
れ
し
き

 
神
楽
で
弾
く
の
だ
が
撃

た
レ

ザ

は
無
数
に
生
え
る
竹
に
当
た
る
と

弾
し
不

な

道
と
な

て

分
に
襲
い
か
か
る

 
蓮
 

く

 
神
楽
で
は

き
き
れ
ず
仕
方
が
な
い
た
め

を

か
ら
す
ぐ
に
引
き

き
二
刀
流
で

い
て
い

く

だ
が
そ
れ
で
も
や
は
り
こ
の

弾
の
嵐
は
キ
ツ
い

そ
れ
な
ら
ば

 
蓮
 

は

 
大
き
く
回
転
し
斬
撃
波
を
生

し
竹
を

ぎ
倒
し
そ
し
て
鈴
仙
へ
と
向
か

て
い
く
が
そ
れ
を

と
も
せ
ず
回

す
る

 
鈴
仙

そ
ん
な
大

な

撃
な
ん
か

か
な
い
わ

 
蓮
 

え

知

て
ま
す
よ
そ
ん
な
こ
と

 
本
来
の
目
的
は
当
て
る
事
じ

な
い

本
来
の
目
的
は

び

う

弾
を

す
た
め
だ

 
鈴
仙

ま
さ
か

弾
を
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蓮
 

や

り

 
竹
を
一
気
に

ぎ
倒
し
た
事
に
よ
り

弾
が
な
く
な

た

と
い
う
か
鈴
仙

て
ま
さ
か
一

で
弾
道
予

し
て
い
る
の
か

 
鈴
仙

や
り
ま
す

 
だ
が
こ
れ
で
ス

ル
は
破

た

神
楽
を

に

め
そ
し
て
構
え
て

 
一
気
に
間
合
い
へ
と

る

 
蓮
 

ん

 
鈴
仙

 
神
楽
の
一

刀
を
当
た
る
ギ
リ
ギ
リ
で
か
す
め
る
よ
う
に

け
ら
れ
て
し
ま
う

そ
の
次
に

に
よ
る
二

刀
目
を

る
う
が

 
鈴
仙

さ
せ
る
か

 

手
の
メ
ガ

ン
で

撃
を

が
れ
る

だ
が

時
に

方
の
メ
ガ

ン
は

け
散

た

し

か
し
ま
だ
終
わ

て
い
な
い

 
蓮
 

悪
夢
の

ン

シ

ン

 
と

え
る
と

分
の

元
か
ら
狗
神
鈴

神
楽
の
悪
⻤
が
現
れ
鈴
仙
へ
と
襲
い
か
か
る



 第十八章 平和の日常へ

 
鈴
仙

な

 
狗
神

兎

り
だ

 
鈴

ヒ

 
悪
⻤

ガ

 
狗
神
と
悪
⻤
の

そ
し
て
鈴

の

り
に
よ
る

ン
ボ
が
鈴
仙
へ
と
襲
い
か
か
る

だ
が
鈴
仙

は

て
い
る
メ
ガ

ン

を
変
化
さ
せ
そ
れ
を

る

て
く
る

 
鈴
仙

ん

 
狗
神

 
鈴

う

と

 
悪
⻤

が

 
悪
⻤
は

け
き
れ
ず
当
た

て
し
ま
い

え
て
し
ま
う
が
そ
の

た
物
を
見
る
と
そ
れ
は

つ
き
で
使
わ
れ
る
き

だ

そ
れ
を
回
転
さ
せ
る
と
思
い

き
り

ぎ
に

う
と
無
数
の
白
く

に

ろ
に

ろ
と
し
た
弾
幕
が

さ
れ
襲
い
か
か

て
く
る

 
蓮
 

鈴

そ
し
て
神
楽
は
戻

て
狗
神

 
狗
神

あ
い
よ



 第３８２話  鈴仙

 
狗
神
は
人

か
ら

へ
と

を
変
え
る

そ
れ
に
合
わ
せ

 
蓮
 

式

 
狗
神
の
呪
怨

 
神
楽
を
構
え
そ
し
て
狗
神
に
霊
力
を

え
る

 
狗
神

ン

 

と
共
に
無
数
の
怨
念
弾
が
鈴
仙
が
放

た
白
い
に

ろ
に

ろ
と
激
突
す
る

 
鈴
仙

や
り
ま
す

な
ら

 
き

を
回
転
さ
せ
る
と

に

る
い
そ
し
て
一
気
に

ち
上

る
と
白
い
く

く

と
し
た
物

が
現
れ
る
と
鈴
仙
は
目
を

か
せ
一

で

を

す

し
か
し
あ
の
白
い
に

ろ
に

ろ
と
し
て

い
て
く

く

と
し
て
い
る
の
は

 
狗
神

小
僧

あ
れ
を

し
て
見
る
な

 
蓮
 

え

 
ど
う
い
う
事
だ

何

あ
れ
を

し
て
は

待
て
よ
そ
う
い
え
ば
昔
に
も
こ
ん
な
事
が

あ

た
よ
う
な

確
か
小
さ
い
頃
に
田

の
畑
で
目
の
前
の
白
い
く

く

と
し
た
も
の
を
見
た

こ
と
が
あ
る

あ
の
時
は
遠
く
て
何
だ
と
思
い

奇
心
で

し
よ
う
と
し
た
ら

ち

ん
が

い

相
で
怒

た

け

あ
れ
は
絶
対
に
見
て
は
な
ら
ぬ

蓮

て

て
て

ん
だ

け



 第十八章 平和の日常へ

確
か
そ
れ
は

 
蓮
 

く

く

 
そ
う
く

く

と
言

て
い
た

だ

何
で
も

ち

ん

く
一
目
見
て
そ
の

を
確
認

し
て
し
ま
う
と

分
が

分
で
い
ら
れ
な
く
な
る

つ
ま
り
精
神
が
崩
壊
し
て
永
久
的
狂
気
に

て
し
ま
う
ら
し
い

そ
れ
を
思
い
出
し

 
蓮
 

狗
神

 
狗
神

仕
方

力
を
よ
こ
せ

 
見
ぬ
よ
う
に
目
を
閉
じ
更
に
霊
力
を
狗
神
へ
と
込
め
怨
念
弾
の
数
を
増

さ
せ
白
い
く

く

へ
と

撃
す
る
と
白
い
く

く

は

滅
す
る

 
狗
神

破
壊
し
た

 
蓮
 

あ
り
が
と
う
そ
れ
に
し
て
も
鈴
仙
さ
ん
の
不
思
議
は

 
く

く

か

 
波
⻑
を
狂
わ
せ
狂
気
に
落
と
す
鈴
仙
と
ア
イ
マ

し
て
る
不
思
議
だ
な

だ
が
そ
う
お
も

て
い
る
の
も
つ
か
の
間
だ

た

り
一

に
無
数
の
く

く

が
出
現
す
る

 
狗
神

ち

き
り
が

な



 第３８２話  鈴仙

 
蓮
 

狗
神

第
二
の

り

を
き
る
よ

 
狗
神

あ

ク
ソ

く

く

そ
れ
し
か

か

 
蓮
 

鈴

 
鈴

は
い
は
い

 
鈴

を

し
そ
し
て
狗
神
に
霊
力
を

る
の
を

め
新
た
に
ス

ル
を

え
る

 
蓮
 

 

の
滅
殺

 
鈴

が
大
き
く

を

ば
た
く
と
鱗

が

り
に
飛
び
散
る

そ
し
て
狗
神
が
大
き
く

を
空

け
思
い

き
り

む
み
火
花
が
散

た
そ
の

間
に
結
界
を
張
る
と

時
に
飛
び
散

た
火
花
が

鱗

に
発
火
し
大
き
な

発
が
起
こ
る

発
に

き
込
ま
れ
た
く

く

達
は
一

で

滅
す

る 
鈴

一

上
が
り

 
狗
神

け

 
蓮
 

あ
り
が
と
う

人
共

 

人
を
戻
す
と

や
が
て

が

え
る
と
そ
こ
に
は

き
込
む
鈴
仙
が

黒
く
な

て

立

て
い
た
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鈴
仙

ケ

ケ

発

て
あ
り
で
す
か

 
蓮
 

あ
り
な
ん
じ

な
い
で
す
か

 
だ

て
弾
幕
ご

こ
は

し
け
れ
ば

本
的
に
何
で
も
あ
り
と
い
え
ば
あ
り
な
の
だ
か
ら

神

楽
を
構
え
一
気
に
近
づ
き
刀
を

る
う

 
鈴
仙

そ
の
程
度

 
メ
ガ

ン
を
構
え
た

に
メ
ガ

ン
が
変

し
⻑
く
な
る
と
無
数
の
弾
幕
が
さ
な
が
ら
散
弾

の
よ
う
に
放
た
れ
た

だ
が
そ
れ
を
全
て
斬
り
先
へ
と
更
に
進
む

 
鈴
仙

ま
だ
ま
だ

 
目
を

り

に
手
を
当
て
る
と
鈴
仙
は
目
を
一
気
に
見
開
き

 
鈴
仙

ル

テ

ク
レ

ド
ア
イ

幻

月

 
目
か
ら
無
数
の
真

な
音
波
の
よ
う
な
も
の
が
現
れ
そ
れ
が

撃
波
の
よ
う
に
な
り

分
に

襲
い

か
る

 
蓮
 

ぐ

 
す
ぐ
に
目
を

り
受
け

を

り

勢
を
立
て

す

し
か
し
本
当
に
前
よ
り
も
断
然
に
強
く

な

て
る



 第３８２話  鈴仙

 
鈴
仙

さ
て
そ
ろ
そ
ろ
終
わ
ら
せ
ま
し

う
か

 

を

る
と
鈴
仙
は

を
鳴
ら
す

そ
し
て

を
鳴
ら
す
と

り
一
面
に
無
数
の
く

く

が
出
現
す
る

 
鈴
仙

も
う
お
前
は
狂

て
い
る

 
そ
の
一
言
で
無
数
の
く

く

か
ら

い
光
が
放
た
れ
る

 
蓮
 

 
見
て
は

メ
だ
見
た
ら
終
わ
り
だ

目
を
閉
じ
着
物
の

を
破

て
目
隠
し
す
る

 
鈴
仙

な

そ
ん
な
ん
で

に

撃
が

 
蓮
 

狐
化

 
一
気
に
霊
力
を
解
放
し

狐
化
す
る

そ
し
て
神
楽
を
構
え
一
気
に
か
け
る

確
か
に
目
で
見

ず
に

撃
す
る
は
不

を
通
り
越
し
不
可
能
に
近
い
の
か
も
し
れ
な
い

だ
が
そ
れ
な
ら
ば
目

外
の
五
感
に
全
神
経
を
集
中
さ
せ
か
つ
相
手
の
気
を

み

る
の
み
だ

 
鈴
仙

 
不
思
議
な
気

が
一
気
に

え
鈴
仙
の
気

が

る

そ
し
て
カ

リ
音
が

く

カ

リ
と
い
う
音
か
ら
し
て
鈴
仙
は
メ
ガ

ン
を
構
え
て
い
る

そ
し
て
発

す
る
音
と
気
の
流
れ
を
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み
と
る

 
蓮
 

こ
こ
だ

 
当
た
る
場
所
を
予

し
タ
イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ

け
る

 
鈴
仙

嘘

そ
ん
な
人
間
の
蓮
さ
ん
に
そ
ん
な

当

 
蓮
 

今
の

な
ら
何
と
な
く
で
は
あ
り
ま
す
が
出
来
る
ん

 
で
す
よ

 

ら
く
昔
の

分
だ

た
ら
不
可
能
だ

た
に

い
な
い

だ
が
今
だ
か
ら
守
る
た
め
に
力
を

つ
け
た
い
と
思
い
続
け
努
力
を

た
か
ら
出
来
る
の
だ

 
蓮
 

じ

り

 
鈴
仙

 
鈴

の

そ
し
て
神
楽
か
ら
伝
わ
る
感
覚
的
に
後
退
し
た
み
た
い
だ
な

 
蓮
 

神
楽
そ
の
ま
ま

ま
え
ろ

 
す
ぐ
に
神
楽
に

を
出
す
と
の

体
の
悪
⻤
の
気

を
感
じ
る
と
そ
れ
ら
は
鈴
仙
の
気

が
す
る
方
向
へ
と
進
む
と

 
鈴
仙

ぐ
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と
鈴
仙
の

る

が
す
る

ど
う
や
ら

ま
え
た
み
た
い
だ
な

神
楽
を
構
え
そ
し
て
一
気

に

を

め
る

 
鈴
仙

ま
さ
か
そ
ん
な
技
に
負
け
る
だ
な
ん
て

 
蓮
 

り

て
ご
め
ん

 
神
楽
を

る
う
と
確
か
な
手

え
を
感
じ
る
と

 

ン

 
と

音
が

く

そ
し
て
着
物
の

れ

を
外
す
と
そ
こ
に
は

体
の
神
楽
に

ま
れ
気
絶

し
た
鈴
仙
が
い
た

こ
の

負
は

分
の

利
と
な

た
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

し
か
し
小
僧
の
奴
は
色
々
と
常

を

し
て
き
て

 
や
が
る
な

 
鈴

う
ん
ま
る
で
獣
み
た
い
だ
よ

 
神
楽

失

で
す
よ

二
方
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怠
惰

ま

蓮
く
ん
は
努
力
を

し
ま
ず
か
つ
も
し
か
し

 
た
ら
そ
う
い

た
事
の

能
が
あ
る
の
か
も

 
狗
神

そ
う
い
え
ば
前
に
お
前
は
蓮
だ
と
か
に

に
な

 
れ
る
だ
の
何
だ
の
言

て
な
か

た
か

 
怠
惰

え

あ

ま

な
れ
る
と
思
う
よ

と
い
う
か

 

な
ん
て

だ

て
な
れ
る
ん
だ
よ

 
鈴

え

そ
う
な
の

 
怠
惰

う
ん

だ

て
色
々
な

が
い
る
だ
ろ

 
革
命
家
だ

た
り
賢
者
だ

た
り

だ

て
な

 
れ
る
し

だ

て

の

は
あ
る
の
さ
た
だ

 

を

ば
す
か

ば
せ
な
い
か
の

い
だ
よ

 
神
楽

ば
す
か

ば
せ
な
い
か
で
す
か

 
怠
惰

ま

に
言
う
と
努
力
さ
笑
わ
れ
よ
う
が
何
さ

 
れ
よ
う
が

分
の
道
を
真

ぐ
進
め
た
奴
こ
そ

 

だ
と

は
思
う
よ
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狗
神

何
か
お
前
に
言
わ
れ
る
と
説
得
力
が
な
い
な

 
怠
惰

ま

分
で
言
う
の
も
あ
れ
だ
け
ど
ひ

く
れ
て

 
い
る
し

落
を
知

ち

う
と

と
そ
ろ

 
そ
ろ
時
間
か
そ
れ
じ

そ
ろ
そ
ろ
今
回
は
こ
こ
ま

 
で
に
し
よ
う
か

 
鈴

は
い
は
い

 
怠
惰

あ

そ
れ
と
月

日
は
投
稿
は
出
来
る
と
は
思
い

 
ま
す
が
出
来
な
か

た
ら
す
い
ま
せ
ん

 
狗
神

や
れ
や
れ
そ
れ
じ

あ
な

者
様

 
神
楽

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た



 第十八章 平和の日常へ

 
第
３
８
３
話
 
立
ち
塞
ぐ
者
達

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
そ
し
て
お
久
し
ぶ
り
で
す

怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

後
書
き
で
月

日
に
投
稿
が

何
て
言

て
投
稿
で
き
ず

し

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

何
と
か

と

気
に

え
投
稿
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

そ
れ
で
は
ど
う

 
鈴
仙
に

利
し

分
は
と
り
あ
え
ず

狐
化
を
解
き
気
絶
し
た
鈴
仙
を
地
面
に
降
ろ
し

を

に
す
る
よ
う
に
し
て
座
ら
せ
る

 
蓮
 

あ
り
が
と
う
神
楽

 
神
楽
の
分
霊
で
あ
る
悪
⻤
達
を

す

そ
し
て
気
絶
す
る
鈴
仙
へ
と
近
づ
き

 
蓮
 

鈴
仙
さ
ん
起
き
て
下
さ
い

 

く

と

を

く

す
る
と

 
鈴
仙

う

ん

 

ろ
な
目
で
こ
ち
ら
を
見
て
く
る

そ
し
て

く
ジ

と
見
る
と
鈴
仙
の
目
は
ハ

キ
リ
と
し
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て
く
る

 
鈴
仙

は

 
ハ

キ
リ
す
る
と
後
ず
さ
ろ
う
と
す
る
が

が
あ
る
た
め
後
ず
さ
り
は
出
来
な
い

そ
れ
に
気

づ
い
た
鈴
仙
は
あ
る
程
度
の
状
況
を
理
解
し
た
の
か
大
き
く

を

く

 
鈴
仙

は

の
敗
け
で
す

 
蓮
 

え

で
す
が
前
よ
り
も

か
に
強
く
な

て
い
ま
し

 
た
よ
鈴
仙
さ
ん

 
鈴
仙

ご

を
前
よ
り
も
強
く
な

た
の
は
貴
方
で
す
よ

 
蓮
さ
ん
ま
さ
か
目
を

て

い
で
く
る
と
は
思
い

 
も
し
ま
せ
ん
で
し
た

 
蓮
 

ま

そ
の
見
た
ら
発
狂
し
て
し
ま
い
ま
す
し

 
そ
れ
を
聞
く
と
鈴
仙
は
少
し
考
え
る
と
何
を
思

た
の
か

 
鈴
仙

ま
さ
か
蓮
さ
ん

の
不
思
議
を
ご

知
で

 
蓮
 

え

と
ま

そ
の
一
度
見
か
け
た
事
が
あ

た
も
の

 
な
の
で
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鈴
仙

え

こ
れ
を
見
た
ん
で
す
か

 
蓮
 

 
そ
う
言
い
く

く

を
出
現
さ
せ
る
が
す
ぐ
に

を
外
す

こ
ん
な
の
見
て
発
狂
し
て
壊
れ

ま
し
た
何
て

落
に
な
ら
な
い

 
蓮
 

見
せ
な
い
で
下
さ
い
よ

 
鈴
仙

あ

え

と
す
い
ま
せ
ん

 
そ
う
言
う
と
鈴
仙
は
く

く

を
し
ま
う

そ
れ
を

ラ
見
で
確
認
し
し
ま
う
の
を
確
認
す
る

と
再
び
鈴
仙
を
見
る

 
蓮
 

見
た
と
言

て
も
遠
く
か
ら
だ

た

て
の

 
と
た
ま
た
ま
祖

と
出

け
て
る
最
中
だ

た
の
で

 
祖

が
す
ぐ
に
見
る
の
を

め
て
く
れ
た
ん
で
す
よ

 
あ
の
時
に
見
た
優
し
い
祖

が

た
い

を
し
て
言

 

て
き
て
い
た
の
で
何
と
な
く
覚
え
て
い
る
ん
で
す

 
よ

 
鈴
仙

な

る
程

し
か
し
実

に
見
た
こ
と
が
あ
る
と



 第３８３話 立ち塞ぐ者達

 
は
思
い
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
し
か
し
蓮
さ
ん
の
お

 
様
は

い
で
す

く

く

を
見
て
も

せ
ず
に

 

な
対

を
す
る
と
は

 
蓮
 

ま

そ
の
祖

の
話
だ
と
く

く

よ
り
も

の
悪

 
い
者
を

先
祖
様
が
封
印
し
て
そ
れ
を
代
々
か
ら
守

 
り
続
け
て
い
る
か
ら
あ
ん
な
程
度
は
別
に

く
は
な

 
い
ら
し
い
で
す
よ
現
に
見
な
け
れ
ば
無

に
等
し
い

 
ら
し
い
の
で

 
待
て
よ
そ
れ
を
考
え
る
と
代
々
か
ら
守

て
き
た
者

て
ま
さ
か
狗
神
な
の
か
な

現
に
狗
神

の

言
的
に
気
づ
い
た
ら

分
の
家
に
い
た
ら
し
い
し

 
鈴
仙

ま

そ
う
で
す

実

は

い
可
愛
い
ん
で
す
け
ど

 
見
て
し
ま
う
と
発
狂
し
て
し
ま
う
ん
で
す
よ

く

 
く

て

し
か
し
蓮
さ
ん
の
お

様
は

く

の

 

わ

た
方
な
ん
で
す

何
時
か
お
会
い
し
て
み
た

 
い
な
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蓮
 

い
え
そ
の
無
理
で
す
よ
数
年
前
に

く
な

て
い
ま

 
す
の
で

 
鈴
仙

は

す

す
い
ま
せ
ん
無
神
経
な
事
を
言

て

 
し
ま
い

 
蓮
 

い
え
い
え
気
に
し
て
ま
せ
ん
よ

 

ち

ん
が

く
な

た
後
に
霊
夢
や
魔
理
沙
そ
し
て
目
の
前
の
鈴
仙
も

め
色
々
な
出
会
い

が
あ

た

だ
か
ら
別
に

し
く
も
な
い
し
悲
し
く
も
な
い

 
鈴
仙

す
い
ま
せ
ん

あ

そ
う
だ

た

 
そ
う
言
う
と
鈴
仙
は

か
ら
玉
を

り
出
し

し
出
し
て
く
る

 
鈴
仙

負
は
蓮
さ
ん
の

ち
で
す
な
の
で
こ
れ
を

 
蓮
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
玉
を
受
け
と
り

へ
と
し
ま
う

鈴
仙
は
楽
し
そ
う
に
笑
い
な
が
ら
手
を
後
ろ
に
組
み
前
に
少

し
だ
け

む
と

 
鈴
仙

次
は
負
け
ま
せ
ん
か
ら

蓮
さ
ん

 
今
の
発
言
に

く

分
の
知

て
い
る
鈴
仙
は
こ
ん
な
風
に
は
笑
わ
な
い
し

ろ

ず
か
し
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が

て
言

が
ど
も

て
し
ま
う
の
が
常
だ

や
は
り
今
の
鈴
仙
は
昔
と
は

い
心

共
に
大
き

く

⻑
を

て
い

て
い
る
み
た
い
だ

 
蓮
 

え

そ
の
時
は

方
も
出
せ
る
全
力
で
お
相
手
さ
せ

 
て
い
た
だ
き
ま
す

鈴
仙
さ
ん

 
鈴
仙

は

は
い

 
手
を

し
出
す
と
鈴
仙
は

き
な
が
ら
も

ず
か
し
そ
う
に

を
少
し
だ
け

く
さ
せ

し
出

し
た
手
を

る

 
蓮
 

さ
て
と
鈴
仙
さ
ん
は
永

先
生
の
元
へ
戻
る
ん
で
す

 
よ

 
鈴
仙

え

ま

あ

 
と

く
と
鈴
仙
の

が

々
に
と
真

に
な

て
い
く

 
鈴
仙

そ

そ
う
で
し
た

蓮
さ
ん

は
戻
ら
せ
て
い
た
だ

 
き
ま
す

 
蓮
 

え

え

 
そ
う
言
う
と
鈴
仙
は
大
急
ぎ
で
竹
林
を

け
て
行

た

た

分
は

を
少
し

き
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蓮
 

少
し

し

な
い
こ
と
を
し
た
か
な

 
と

く

あ
の

て
ぶ
り
か
ら
後
々
に
怒
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
な

そ
ん
な
事
を
思
い
な
が
ら

も
空
を
見
る
と

々
と

日
に

し

か

て
き
て
い
る
事
に
気
が
つ
く

 
蓮
 

急
が
な
き

な

 
そ
う

き
空
を
飛
び
迷
い
の
竹
林
を
後
に
す
る
の
だ

た

迷
い
の
竹
林
か
ら

れ

く
空
を

進
む
と

 
蓮
 

あ
れ
は

 
空
で
無
数
の
光
弾
が
光

い
て
い
る
の
に
気
づ
く

こ
れ
は
も
し
か
し
た
ら
玉
を

て
い
る

者

士
で

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う

そ
れ
な
ら
ば

た
方
と
戦
い
玉
を

う
か

 
蓮
 

よ
し

 

を

れ
光
弾
が

く
方
向
へ
と
進
む

す
る
と

 

ン

 
と

弾
す
る
音
が

き

る
と
光
弾
も

え
る

ど
う
や
ら
決
着
は
つ
い
た
み
た
い
だ
な

音
の
し
た
方
向
を
頼
り
に
そ
の
先
へ
と
進
む

す
る
と

 

 

お

お

ら
は
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良
し
今
日
は
狸

だ

 

 

お
い
お
い

が

 

 

こ
れ

に
聞
こ
え
る
の

 
と

が
聞
こ
え
て
く
る

か
ら
し
て

人

人
は
男
そ
し
て

り
の

人
は
女

し

か
し
こ
の

人
の

は
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
な

そ
う
思
い
な
が
ら
も
そ
の
場
へ
と
降
り
る
と

そ
こ
に
は

 
蓮
 

え

あ

 
マ
ミ

お

お
前
さ
ん
は

 

 

ん

 

 

あ

貴
方
は

 
そ
こ
に
は
ボ
ロ
ボ
ロ
の
マ
ミ
ゾ
ウ
の

が
あ
り
そ
し
て
手
負
い
の
マ
ミ
ゾ
ウ
の
前
に

人
の

者
達
が
立
ち
塞
い
だ
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
そ
し
て
投
稿
が
あ
ま
り
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出
来
ず

し

な
い
で
す

 
狗
神

確
か
お
前
の
リ
ア
ル

て
実

だ
と
か
だ
よ
な

 
怠
惰

そ
う
な
ん
で
す

時
頃
に
帰

て
き
て
実

の

れ

 
だ
と
か
で
バ
タ
ン
キ

し
て
し
ま

て
中
々
投
稿

 
が
出
来
ず
で

 
鈴

ま

事
情
が
あ
る
な
ら
仕
方
が
な
い
よ

 
神
楽

そ
う
で
す

 
怠
惰

本
当
に

し

な
い
で
す

で
は
気
を

り

し
て

 
次
回
は
最
後
に
出
て
き
た
謎
の

人
と
の
会
話
か
ら

 
ス
タ

ト
か
な

 
神
楽

そ
の
こ
の
最
後
の

人

て

 
鈴

だ
よ

人
は
狗
神
の

が
大

き
な
あ
の
子
だ

 
よ

 
狗
神

う
る
せ

 
怠
惰

ま

ま

そ
れ
で
何
だ
け
ど

く
ま
た
こ

ち
は
お



 第３８３話 立ち塞ぐ者達

 
休
み
し
て
あ

ち
を
投
稿
す
る
ん
だ
よ

 
鈴

そ
う
な
の

 
怠
惰

そ
う
な
ん
で
す
話
の
都
合
上
で
あ

ち
を
投
稿
す
る

 
と

て
感
じ
な
ん
だ
よ

あ
る
意

で
あ

ち
と

 
こ

ち
で
の
話
は

が
り
が
あ
る
か
ら

 
神
楽

る
程

 
鈴

で
も
さ
怠
惰

 
怠
惰

何
か
な

 
鈴

あ

ち
と
か
こ

ち
と
か
言
わ
れ
て
も
こ
ん
が
ら
が

 

て
き
ち

う
よ

 
怠
惰

確
か
に

み
た
く

組
と

 

組
み
た
い
な
感
じ
で
こ
れ
か
ら
分
け
よ
う
か

 
狗
神

お
い

音
が
仕
事
し
て

 
怠
惰

ま

ま

そ
こ
は

そ
う
な
る
と
こ

ち
は
狐
組

 
あ

ち
は
龍
組
に
な
る
の
か
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神
楽

蓮
様
が

狐
化
で
狐

の
獣
人
に
な
れ
る
た
め
狐
組

 
そ
し
て
あ

ち
は
理
久
兎
様
が
龍
の
た
め
龍
組
と
い

 
う
事
で
す

 
怠
惰

ま

そ
う
い
う
事
だ

な
の
で
次
回
は
龍
組
の
方
を

 
投
稿
し
て
い
く
か
ら
よ
ろ
し
く

さ
て
時
間
も
時
間

 
だ
か
ら
今
回
は
こ
こ
ま
で
か
な

 
狗
神

あ
い
よ
ま
た
投
稿
し
た
時
は
よ
ろ
し
く
な

 
神
楽

そ
れ
で
は

者
様

 
鈴

ま
た
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第
３
８
４
話
 
理
神
の
従
者
達

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

ま
た
こ
ち
ら
を
投
稿
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す

そ
し
て
狐
組
の
最
終
投
稿
日
を
見
て

然
し
ま
し
た

今
か
ら

月
前

て

者
と
し

て
ど
う
よ

失

そ
れ
で
は

め
ま
し
て
本
編
へ
ど
う

 
倒
れ
る
マ
ミ
ゾ
ウ
の
目
の
前
に

分
が
良
く
知
る
者
達
の

狛
と
耶
狛
が
立

て
い
て

人

は

方
を
見
る
と

狛
は

を
開
き

 

狛

蓮
さ
ん
ど
う
し
て
こ
こ
へ

 
と

聞
い
て
き
た

と
り
あ
え
ず
あ
り
の
ま
ま
の
事
を
話
す
か

 
蓮
 

え

と
空
を
飛
ん
で
い
た
ら
光
弾
が
見
え
た
も
の
で

 
し
て
何
か
と
思

て
き
て
み
た
ら
と
い
う
事
で
す
か

  
耶
狛

わ

い
目
が
良
い
ん
だ
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蓮
 

あ
の
耶
狛
さ
ん
さ
り

な
く

を

ス

て
い
ま

 
せ
ん
か

 

 
天
然
な
耶
狛
の
ボ
ケ
が
グ
サ
リ
と
心
に
突
き
刺
す

さ
り

な
く

ス

て
る
よ
な

 

狛

こ
ら
耶
狛

す
い
ま
せ
ん
蓮
さ
ん

 
思
い

き
り
耶
狛
の

を

み

を
下

さ

狛
も

を
下

る

 
蓮
 

い
え
そ
ん
な
気
に
し
て
い
ま
せ
ん
よ

 

狛

そ
う
言

て
頂
け
る
と
あ
り
が
た
い
で
す

 
そ
ん
な

ま

て
言
わ
れ
て
も
そ
ん
な
気
に
は
し
て
い
な
い
ん
だ
け
ど
な

そ
れ
よ
り
も

人

も

も
し
か
し
た
ら

分
と

じ
で
ボ

ル
集
め
な
の
か
な

 
蓮
 

あ

い
え
全
然
気
に
し
て
ま
せ
ん
よ

所
で

人
も

 
ボ

ル
集
め
で
す
か

 
耶
狛

う
ん
そ
う
だ
よ

 

狛

え

 
や
は
り
ボ

ル
集
め
の
真

最
中
だ

た
の
か

見
た
感
じ
か
ら
し
て
マ
ミ
ゾ
ウ
に

利
し
て

ボ

ル
を
回

し
た
と
い

た
感
じ
な
の
か
な

す
る
と

狛
は
真

な

を
し
て
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狛

蓮
さ
ん
は
こ
の
異
変
の
事
に
つ
い
て
も
う
分
か

て

 
い
ま
す
か

 
と
聞
い
て
き
た

何
か
し
ら
の
情
報
が
聞
け
る
と
思
う
し
と
り
あ
え
ず
知

て
い
る
限
り

で
話
し
て
み
る
か

 
蓮
 

こ
の
異
変
の
事

そ
れ

て
そ
の
玉
を
ば
ら
ま
い
た

 
黒
幕
が
い
る
み
た
い
な
話
で
す
よ

 
耶
狛

つ
ま
り

達
と

じ
場
所
に
い
る

て
事
だ
よ

 

じ
場
所

も
し
か
し
た
ら

狛
と
耶
狛
も

分
と

じ
理

で
ボ

ル
を
回

し
て
い
る

の
か
な

だ
と
し
た
ら

じ

を
前
に
し
て
い
る
と
い
う
考
え
で
良
い
の
か
も
し
れ
な
い
な

 
蓮
 

よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
が

は
華
扇
さ
ん
あ

え

と

 
博
麗
神
社
に
よ
く
来
る
仙
人
の
方
に
頼
ま
れ
て
い
ま

 
し
て
そ
れ
で
ボ

ル
集
め
を
し
て
い
ま
す
が

 
そ
う
言
う
と

狛
と
耶
狛
は

を
合
わ
せ
て

ソ

ソ
と
何
か
を
話
す
と

方
を
向
く

何
を

話
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
と
思

て
い
る
と
近
く
の

む
ら
が

れ
る
音
が

く

 
蓮
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不
意

ち
か
と
思
い
神
楽
の

に
手
を

こ
う
と
す
る
と

む
ら
か
ら

 
華
扇

と
し
た
こ
と
が
少
し

り
す
ぎ
た
わ

 
ボ
ロ
ボ
ロ
の

と
な

た
華
扇
が

を

さ
え
て
出
て
き
た
の
だ

 
蓮
 

華
扇
さ
ん

そ
れ
に
何
で
そ
ん
な
ボ
ロ
ボ
ロ
に

 
華
扇

さ

き
そ
こ
の

人
と
で
弾
幕
ご

こ
を
し
た
も
の

 
で

 
マ
ミ

結

は
ご

の
あ
り
さ
ま
じ

が
な

 
つ
ま
り
華
扇
と
マ
ミ
ゾ
ウ
と
で
タ

グ
を
組
ん
で

狛
と
耶
狛
と
で
弾
幕
ご

こ
を
し
た
と
い

う
事
か

待
て
よ
そ
う
な
る
と
華
扇
が
集
め
て
い
た
ボ

ル

て

 
蓮
 

つ
ま
り
ボ

ル
は

 
華
扇

え

ら
れ
た
わ

 
や

り

ら
れ
て
い
る
よ
な

武
力
行
使
は
し
た
く
は
な
い
た
め
ま
ず
は
頼
ん
で
み
る
か

 
蓮
 

す
い
ま
せ
ん
が
そ
れ
は

な
も
の
な
ん
で
す
が

 
返
し
て
は

い
た
だ
け
ま
せ
ん
よ

 
と
言
う
と

狛
の

間
が

ク
リ
と
動
き
こ
の
場
の
空
気
が
一
気
に

や
や
か
に

た
く
な
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る

ど
う
や
ら
返
し
て
は
く
れ
な
そ
う
だ
な

神
楽
の

に
ゆ

く
り
と
手
を
か
け
る

 

狛

え

こ

ち
も
こ

ち
で
マ
ス
タ

に

頼
さ
れ
て

 
こ
の
仕
事
を
や

て
い
る
ん
で

 
耶
狛

蓮
く
ん
そ
の
刀
に
手
を
か
け
る

て
事
は

達
と

 

す
る

て
意

が
あ
る

て
い
う
事
で
良
い
ん
だ

 
よ

 
や

り
武
力
行
使
に
な
る
よ
な

人
に
は
色
々
と
世
話
に
な

て
い
た
た
め

い
た
く

は
な
か

た
が
仕
方
が
な
い
よ
な

そ
う
思

て
い
る
と

 
華
扇

待
ち
な
さ
い

 

分
と

狛
そ
し
て
耶
狛
と
の
間
に
華
扇
が

て

り

め
き
た

 
華
扇

あ
な
た
達
そ
し
て

達
の
目
的
は

じ
そ
う
わ
よ

 

狛
に
耶
狛

 

狛

え

分
達
の
目
的
は
こ
の
ボ

ル
を
ば
ら
ま
い
た

 
黒
幕
を
引
き
ず
り
出
す
事
で
す
が
そ
れ
が

 
華
扇

そ
う

な
ら
蓮
さ
ん
は
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蓮
 

も

狛
さ
ん
と

じ
で
す
黒
幕
の
正
体
を
突
き

 
め
て
こ
ん
な
事
を

め
さ
せ
る
つ
も
り
で
す

 
間

て
は
い
な
い

分
も

狛
と

じ
意
見
で
こ
の
ボ

ル
を
ば
ら
ま
い
た
黒
幕
を
探
し

て
い
る
の
だ
か
ら

 
華
扇

そ
れ
な
ら
こ
こ
に
い
る

達
は

じ
相
手
が

て

 
事
な
ら
手
を

り
合
う
べ
き
じ

な
い
か
し
ら

 
最

に
思

て
い
た
事
を
華
扇
が

べ
て
く
れ
て

か
る

狛
と
耶
狛
は
ま
た
何
か
を
話
し

合
う
と

分
の
方
へ
と
向
か

て
歩
い
て
き
て
手
を

し
出
し
て
き
た

 

狛

蓮
さ
ん
共
闘
と
い
き
ま
せ
ん
か

 
蓮
 

狛
さ
ん

分
か
り
ま
し
た

 
神
楽
に

え
て
い
た
手
を

し
て
そ
の
ま
ま

狛
の
手
を

る
り

い
に

手
を

わ
す

 
華
扇

こ
れ
な
ら
問

は
な
さ
そ
う

 
マ
ミ

お

達
と
相
手
し
た

力
を
返
し
て
欲
し
い
ん
じ

 
が
な

 
耶
狛

だ

て
そ
れ
は

人
が
先
に
喧
嘩
を
売

て
き
た
よ
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聞
い
て
い
る
と
ど
う
や
ら
先
に
喧
嘩
を
吹

け
た
の
は
華
扇
と
マ
ミ
ゾ
ウ
ら
し
い

し
か

も
華
扇
と
マ
ミ
ゾ
ウ
は
目
を
そ
ら
し
て

死
に

魔
化
し
て
る
な

 
蓮
 

ま

ま

 

狛

そ
れ
よ
り
も
華
扇
仙
人
さ
ん
何
か
策
は
あ
る
ん
で
す

 
か

 
耶
狛

お

お
兄
ち

ん

 
よ
く
分
か
ら
な
い
が

狛
は

み
の
あ
る
よ
う
な
言
い
方
で
華
扇
に

戦
を
聞
い
て
き
た

 
華
扇

ン

な
ら

戦
を
話
ま
し

う
で
す
が
ま

 
ず
は
蓮
さ
ん
に
こ
の

戦
を
す
る
に
当
た

て
の
黒

 
幕
は
何
処
に
い
る
こ
か
何
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
の

 
か
の
説
明
を
さ
せ
て
頂
い
て
も
よ
ろ
し
い
で
し

う

 
か

 
え

待
て
よ
今

何
て
言

た

黒
幕
が
も
う
何
処
に
い
る
の
か
分
か

て
い
る
の
か

 
蓮
 

黒
幕

て
そ
れ
じ
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華
扇

そ
こ
も

め
て
話
た
い
ん
で
す
が

 

狛

構
い
ま
せ
ん
よ

 
華
扇

す
い
ま
せ
ん
で
は

 
そ
う
し
て
華
扇
と
マ
ミ
ゾ
ウ
は

分
に
現
状
で
分
か

て
い
る
事
を
話
し
て
く
れ
る

ま
ず
集

め
て
い
た
ボ

ル
は
幻
想
郷
に
は

す
る
は
ず
の
な
い
物
で
あ
り
外
か
ら
来
た
と
い
う
事
そ
し

て
そ
れ
を
結
び
つ
け
る
結

黒
幕
は

分
の

郷
で
あ
り
外
界
に
い
る
と
い
う
事
や
ボ

ル
を

集
め
る
と
幻
想
郷
に
住
む
者
達
を
守
る
結
界
に

を

え
壊
そ
う
と
し
て
い
る
事
だ

た
り
と

そ
れ
ら
を

か
く
話
し
て
く
れ
る

 
蓮
 

そ
う
い
う
事
で
す
か

 
お
お
か
た
は
理
解
で
き
た

し
か
し
何

ま
た
結
界
を
壊
そ
う
な
ど
と
思

た
の
か

 
華
扇

え

そ
う
い
う
事
で
す

そ
し
て
こ
の

戦
は
外
界

 
に
出
て
黒
幕
を

方
に
誘
き
だ
す
た
め
に
あ
る
事
を

 
し
て
欲
し
い
と
い
う
事
で
す

 

狛

あ
る
事
と
は

 
マ
ミ

こ
れ
じ

よ
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そ
う
い
い
マ
ミ
ゾ
ウ
は
ボ

ル
を

つ

り
出
し
て
見
せ
て
く
る

ど
う
見
て
も
こ
れ
ま
で

集
め
て
い
た
ボ

ル
と

じ
よ
う
な
気
が
す
る
が

 
耶
狛

て
そ
こ
に
あ
る
ボ

ル
と
何
が

う
の

 
マ
ミ

こ
れ
は

の
手

り
で
黒
幕
が

た
物
と
は
全
然

 

う
ん
じ

よ

 
華
扇

え

こ
れ
ら
の
ボ

ル
に
は
外
の
世
界
に
あ
る

わ

 
ば
パ

ス

ト
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
そ
こ
に

 
あ
る
石
な
ど
を

め
込
ん
で

ら
れ
た
可
能
性
が
あ

 
る
ん
で
す

な
ら
そ
の
シ
ス
テ

を
利
用
し
て
幻
想

 
郷
の
力
を
封
し
た
こ
の
ボ

ル
を
相
手
の
黒
幕
へ
と

 

り
相
手
を

方
に
来
さ
せ
る
と
い
う
事
で
す

 
マ
ミ

ま

い
話
こ
れ
は
幻
想
郷
へ
の

道

み
た
い

 
な
も
ん
じ

 
つ
ま
り
あ
の
玉
が
あ
れ
ば

狛
や
紫
の
よ
う
な
裂
け
目

動
だ

た
り
し
な
く
て
も
幻
想
郷
に

行
く
こ
と
が
出
来
る
の
か

し
か
し
思
う
こ
と
が
あ
る
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耶
狛

へ

で
も
何
で
ま
た
幻
想
郷
に

れ
て
く
る
の

 
あ

ち
で
殺

ち

え
ば
良
く
な
い

 
蓮
 

や

殺
る

 

狛

殺
る

て
お
い
お
い

 
時
々
思
う
耶
狛
は
そ
れ
を

の
天
然
で
言

て
い
る
の
か

は
天
然

き
で
言

て
い
る
の

か
と

と
り
あ
え
ず
そ
れ
は

い
て
お
い
て
耶
狛
み
た
い
に
殺
る
と
い
う
発
想
ま
で
は
な
い
が
確

か
に
あ

ち
で
ボ

し
た
方
が
す
ぐ
に

く
ん
じ

な
い
か
と
は
思
う
よ
な

す
る
と
マ
ミ
ゾ

ウ
と
華
扇
は

と
楽
し
そ
う
に

 
マ
ミ

外
の
世
界
の
黒
幕
は
幻
想
郷
に
住
ま
う

達
に
喧
嘩

 
を
売

た
ん
じ

か
ら
の

少
し
は
こ
ら
し
め
な
い

 
と
の

 
華
扇

え

少
し
は
幻
想
郷
の

さ
を
知

て
も
ら
お
う
と

 
思
い
ま
し
て

 
こ
の
人
達

に
殺
る
気
だ

そ
れ
も
幻
想

り
と
い
う
名
の
神
隠
し
で
行
方
不
明

い
に

さ
せ
て
妖
怪
達
の
食

に
で
も
す
る
気
な
の
か



 第３８４話 理神の従者達

 
蓮
 

え

ま
さ
か
本
当
に
殺
す
気
な
ん
で
す
か

 
そ
う
だ
と
し
た
ら
異
変
解
決
者
の

人
と
し
て
見
過
ご
す
事
は
で
き
な
い

だ
が
華
扇
は
首

を

に

る
と

 
華
扇

ま
さ
か
殺
し
は
し
ま
せ
ん
よ
た
だ
臨
死
体

に
だ
い

 
ぶ
近
い

で
す
け
ど

 

狛

い
や
そ
れ
近
い

て
言
う
よ
り

 
蓮
 

最

臨
死
体

と
こ
ろ
か
走

を
見
て
死
ん
で

 
し
ま
い
ま
す
よ

 
や

り
殺
る
気
じ

な
い
か

臨
死
体

通
り
越
し
て
本
当
に
三

の

を
見
る
事
に
な
る

 
マ
ミ

安
心
せ
い

の

下
に

さ
せ
る
か
ら
の

 
耶
狛

う

ん
何
か
泥
船
に

た
気
分
だ
よ

 
マ
ミ

お
い

ラ
そ
こ
の
妹
そ
れ
は

か

 
狸
に
泥
船

に
カ

カ

山
だ
よ

そ
れ
を
聞
く
と
よ
り
不
安
に
な

て
く
る
な

 
華
扇

ま

ま

そ
れ
で

戦
な
ん
で
す
が
そ
の
ボ

ル
を
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黒
幕
に

さ
な
け
れ
ば
話
し
は
進
み
ま
せ
ん
の
で

 

狛

わ
ざ
と
負
け
る
な
り
し
て

せ

て
事
で
す

 

狛
の
発
言
に
華
扇
は

き
マ
ミ
ゾ
ウ
は

リ
と
笑
う

つ
ま
り
負
け
る
演
技
い
や

め
か

ら
負
け
る
八

⻑
試
合
を
す
る
と
い
う
事
な
の
か

す
る
と

狛
と
耶
狛
は
前
へ
と
数
歩
出
て

 

狛

分
か
り
ま
し
た
な
ら
そ
の

は

分
と
耶
狛
で
や
り

 
ま
し

う
耶
狛

力
し
て
く
れ
る
か

 
耶
狛

う
ん
良
い
よ

 
と

言
う

ど
う
や
ら
そ
の

目
を

狛
と
耶
狛
が
や

て
く
れ
る
み
た
い
だ

 
マ
ミ

な
ら

は
見

け
人
と
し
て
つ
い
て
行
こ
う
か
の

 
そ
う
な
る
と

人
で
行
く
と
い
う
事
に
な
る
の
か

そ
う
な
る
と

分
の

目

て
な
ん
だ

ろ
う
と
思

て
い
る
と
華
扇
は

方
を
見
て

 
華
扇

分
か
り
ま
し
た
な
ら
蓮
さ
ん
は

と
こ
こ
に

て

 
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か

 
蓮
 

構
い
ま
せ
ん
が
何
で
ま
た

 
華
扇

も
し
も
の
た
め
の
実
行

と
し
て
動
く
た
め
で
す
よ



 第３８４話 理神の従者達

 
そ
れ
に
も
う

れ
で
す
が
霊
夢
は
大

な
ん
で

 
す
か

 
蓮
 

は

 
そ
う
い
え
ば
今
な
ん
時
だ

た
ん
だ

不

い
不

い
下
手
し
た
ら
霊
夢
が
キ
レ
る

前
で

待
た
せ
て
る
事
に
な
る

し
か
し
何
で
か
ま
だ

で

い
は
ず
な
の
に
そ
の
言

を
聞
い
て

一
気
に

く
な

た

て
そ
ん
な
事
を
考
え
て
る
場
合
で
も
な
い

 
華
扇

霊
夢
を
な
だ
め
さ
せ
る
事
が
出
来
る
の
は
貴
方
だ
け

 
で
す
か
ら

そ
れ
と
霊
夢
達
に
も
話
す
と
し
た
ら
そ

 
ろ
そ
ろ
都
合
も
い
い
頃
合
い
で
す
の
で
話
し
て
も
ら

 

て
き
て
も
良
い
で
す
か

 
蓮
 

分
か
り
ま
し
た
な
ら
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

 
華
扇

お
願
い
し
ま
す

蓮
さ
ん

 
蓮
 

は
い
そ
れ
で
は

 
そ
う
言
い

分
は
一
気
に

し
空
を
飛
び

 
蓮
 

急
が
な
い
と
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そ
う
し
て
急
い
で
博
麗
神
社
へ
と
帰
る
の
だ

た

 
怠
惰

そ
れ
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

お
前
だ
れ
だ

 
怠
惰

ぐ

 
鈴

本
当
だ
変
人
が
い
る
よ

 
怠
惰

ガ
ハ

 
神
楽

お
二
方
共
に
失

で
す
よ

 
怠
惰

良
い
さ
良
い
さ

そ
ん
な
事
を
言
う
ん
だ

た
ら

 
小
説
の

除
ボ
タ
ン
を

 
狗
神

お
前
そ
れ
は

だ
ろ

 
鈴

し
か
も

い
メ
メ
タ
イ

 
神
楽

怠
惰
様
も
お

め
く
だ
さ
い

 
怠
惰

流
石
に

も

だ
よ
そ
う

分
だ
け
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狗
神

分
は
や
る
気
だ

た
じ

か

 
鈴

も
う

そ
れ
よ
り
も
お
帰
り
怠
惰

 
狗
神

け

 
神
楽

お
久
し
ぶ
り
で
す

 
怠
惰

だ

リ
ア
ル
で
も

し
く
て
あ

ち
も

り
が
悪
く

 
て
と

な

て

い

間
が
出
来
た
よ

そ
こ
は
反

 
省
だ
な

 
鈴

し

か
り
し
て
よ

 
怠
惰

ま

や
れ
る
限
り
で
な

さ
て
ま

こ
ん
な
ぐ
だ
ぐ

 
だ
で
す
が
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
神
楽

ま
た
明
日
も
投
稿
し
ま
す
の
で
お
願
い
し
ま
す

 
鈴

そ
れ
じ

者
様

 
狗
神

ま
た
な
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第
３
８
５
話
 
帰
る
と
そ
こ
に
は

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
今
も
な
お
ド
ラ

ル

に
は
ま

て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

こ

れ
を
や

て
い
て
思
う
の
は

マ
イ
ク
ラ
で

ケ

ン

い
れ
て
や
り
た
い
な

に

ケ

ン
と
の

れ
合
い
楽
し
そ
う
な
ん
で
す
が

な
い
ん
で
す
よ

お

と
失

そ

れ
で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 
日
も
陰
り
夜
へ
と
な

た
幻
想
郷

蓮
は
博
麗
神
社
ま
で
あ
と
少
し
の
所
ま
で
来
て
い
た

 
蓮
 

覚

を
決
め
な
け
れ
ば

 

ら
く
神
社
に
い
る
の
は
霊
夢
は
霊
夢
で
あ

て
も
楽
園
の

な
巫
女
で
は
な
く
⻤
巫
女
で

あ
る
の
は
間

い
な
い

そ
の
⻤
を
ど
う
や

て

略
し
て
い
く
か

も
し
か
し
た
ら
⻤
退
治
に

向
か
う
桃

な
ど
も
こ
ん
な
気

ち
だ

た
の
か
な

 
蓮
 

は

 
た
め

を

き
つ
つ
飛
ん
で
い
る
と
よ
う
や
く
博
麗
神
社
の
鳥
居
が
見
え
て
く
る

鳥
居
の
前



 第３８５話 帰るとそこには

へ
と
降
り
る
と
そ
こ
に
は

 
霊
夢

あ
ら
来
た
の

 
霊
夢
が

の
前
に
い
た

ギ

と
し
て
後
ず
さ

て
し
ま
う

 
霊
夢

ど
う
し
た
の

 
蓮
 

い

い
や

怒

て
な
い
の

 
待
た
せ
て
た
か
ら
怒

て
い
る
か
な
と
思
い
聞
く
と
霊
夢
は
首
を

に

る

 
霊
夢

う
う
ん

も
今
さ

き
来
た
と
こ
ろ
だ
け
ど

 
蓮
 

そ

そ
う
な
の

 
ど
う
や
ら
怒

て
は
い
な
さ
そ
う
だ

そ
れ
に
は
安

の

を

ら
し
て
し
ま
う

だ
が
待
て

よ
そ
の

か
ら
し
て
も
し
か
し
た
ら
少
し
所
か
結
構
待
た
せ
て
い
る
よ
な

そ
ん
な
事
を
思

て
い
る
と

 
霊
夢

何

安
心
し
た

を
し
て
る
の
よ

 
蓮
 

い

い
や

ア
ハ
ハ

 
ジ

と
霊
夢
は
こ

ち
を
見
て
く
る

何
か

し

な
い
な

こ
の

め
合
わ
せ
は
し
な
い
と

な



 第十八章 平和の日常へ

 
霊
夢

ま

良
い
わ
そ
れ
よ
り
も
そ

ち
は
玉
を
集
め

 
て
は
き
た
の
よ

 
蓮
 

え

あ

う
ん

 
で
も
ど
う
し
よ
う

ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
話
せ
ば
良
い
の
か
な

そ
ん
な
事
を
思

て
い
る
間

に
も

分
は

て
き
た
玉
を

り
出
し
て
い
た

 
霊
夢

て
結
構
集
め
た
じ

な
い

 
蓮
 

ま

ま

 
霊
夢

確
か

集
め
る
だ

た
わ
よ

 
そ
う
言
う
と
霊
夢
は
玉
を

り
出
す

 
霊
夢

も
何
と
か

だ
け
ど

た
の
よ

 
蓮
 

へ

へ

 
言
わ
な
け
れ
ば

そ
れ
が

が
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
な
の
だ
か
ら

 
蓮
 

れ

霊
夢
あ
の
さ

 
霊
夢

何
よ
蓮
あ
な
た
の
言
い
た
い
事
な
ら
分
か

て
い
る

 
わ
よ



 第３８５話 帰るとそこには

 
蓮
 

え

 
分
か

て
る

て
ま
さ
か

分
の
言
い
た
い
事
を
分
か

て
く
れ
て
い
る
の
か

そ
れ
な
ら
話

が

い

 
蓮
 

そ
う
そ
れ
な
ら
良
か

 
霊
夢

と
ボ

ル
の
所

を

け
て

負
を
す
る

て

 
事
し

 
蓮
 

へ

 
あ
れ
何
か
思

て
た
の
と

う
言

が
出
て
き
た

霊
夢
は

リ
と
笑
う
と

 
蓮
 

ち

待

う

 
霊
夢

さ

蓮
や
る
わ
よ
ど

ち
が

て
も
負
け
て
も
良

 
い
ん
だ
け
れ
ど
久
々
に
戦
い
た
く
な

た
わ

 
蓮
 

え

だ
か
ら
霊
夢

 
霊
夢

構
え
な
さ
い
蓮

 
こ
れ
は
あ
れ
か

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か

い
や
そ
れ
で
は
分
が
話
し
た
い
事
が

こ
の
幻
想
郷
を
壊
し
か

な
い
事
を
言
え
な
い
じ

な
い
か
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蓮
 

霊
夢

お
願
い
だ
か
ら
聞
く

を

て
は
く

 
れ
な
い
か
な

 
霊
夢

ど
う
い
う
意

よ

 
蓮
 

こ
れ
は
集
め
た
ら

目
な
ん
だ
よ

そ
れ
こ
そ
が
こ

 
の
玉
を
ば
ら
ま
い
た
黒
幕
の
思

な
ん
だ

 
霊
夢

ど
う
い
う
事
よ
と
い
う
か
何
よ
そ
の
話
し
は

 
や
は
り
話
か
ら

し
て
は
い
た
が
霊
夢
は
気
づ
い
て
な
い
の
か

な
ら
ば
話
す

が
あ
る

 
蓮
 

霊
夢

落
ち
着
い
て
聞
い
て

こ
れ
は

分
達
が
立

 
つ
こ
の
幻
想
郷
と
い
う
世
界
に
お
い
て
波

を
呼
ぶ

 
玉
な
ん
だ

 
霊
夢

波

 
蓮
 

そ
う
だ
よ
だ

て
霊
夢
は
可
笑
し
い
と
思
わ
な
か

 
た

 
霊
夢

お
か
し
い

て

待

て
ボ

ル
を
集
め
る
と
願
い

 
が
叶
う

て

は
ま
さ
か



 第３８５話 帰るとそこには

 
蓮
 

そ
う
そ
れ
は

達
に
そ
の
ボ

ル
を
集
め
さ
せ
る
た

 
め
の
策
略
だ

た
ん
だ

だ

て
ボ

ル
を
集
め
た

 
者
が
い
た
と
し
た
ら
そ
の
人
も

に
な
る
ん
だ

 
そ
れ
を
言
う
と
霊
夢
は

に
手
を

い
て

る

 
霊
夢

た
し
か
に
言
わ
れ
て
み
る
と
そ
う

蓮
そ
れ
を

 
か
ら
聞
い
た
の

 
蓮
 

華
扇
さ
ん
か
ら
だ
よ

 
霊
夢

そ
う

し
く
聞
か
せ
て
ち

う
だ
い

 
そ
う
し
て

分
は
霊
夢
に
聞
い
た
話
を
あ
り
の
ま
ま
に
話
す

ボ

ル
を

つ
集
め
る
と
幻

想
郷
を

う
博
麗
大
結
界
に

み
が
生
ま
れ
る
事
そ
し
て
黒
幕
は
外
か
ら
そ
の
策
略
を
行

て
い

る
事
そ
れ
ら
全
て
知

て
い
る
限
り
で
話
す

 
霊
夢

ま
さ
か
そ
ん
な
事
に
な

て
い
る
だ
な
ん
て

 
蓮
 

そ
れ
で
マ
ミ
ゾ
ウ
さ
ん
と

狛
さ
ん
耶
狛
さ
ん
達
の

 

人
が
外
界
に

い
て
黒
幕
を
こ

ち
の
世
界
へ
と

 
引
き
ず
り
下
ろ
す

て
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霊
夢

は

黒
幕
を
こ

ち
に

て

な
ん
で
あ
ん

 
た
そ
れ
を

め
な
か

た
の
よ

 
言
い
た
い
こ
と
は
分
か
る

霊
夢
や

分
ま
し
て
や
人
間
は
人
間
の

方
で
あ
り
妖
怪
の

方

で
は
な
い
の
だ
か
ら

そ
れ
は
外
の
世
界
か
ら
来
た
者
も

時
に

じ
で
あ
る

だ
が

 
蓮
 

言
い
た
い
こ
と
は
分
か
る
よ

け
れ
ど
霊
夢
も
し
も

 
そ
の
黒
幕
を
あ

ち
で
倒
し
た
と
し
て
こ
ん
な
事
を

 
も
う
行
わ
な
い

て

は
あ
る
と
思
う

 
霊
夢

そ
れ
は

ま

そ
う
だ
け
れ
ど

 
黒
幕
を
倒
し
た
か
ら
と
い

て
こ
の
異
変
を

め
る
か
ど
う
か
は
別
の
話
だ

何
せ
相
手
は
外

来
人
で
あ

て
幻
想
郷
の
ル

ル
な
ん
て
物
は
知
り
は
し
な
い
し
そ
ん
な
の
は
通
用
す
ら
し
な

い

そ
の
た
め
に
分
か
ら
せ
る

が
あ
る
ん
だ

幻
想
郷
が
ど
れ
だ
け

で

ろ
し
く

し

い
の
か
を

 
霊
夢

な
ら
何
で
言

て
く
れ
な
い
の
よ

 
蓮
 

華
扇
さ
ん
に

め
さ
れ
て
て

ら
く
話
し
た
ら

 
霊
夢
が
全
力
で

し
て
く
る
と
思

た
か
ら
な
の



 第３８５話 帰るとそこには

 
か
も

 
霊
夢

は

ま

た
く
そ
れ
で

は
何
を
す
れ
ば
良
い

 
の
よ

 
蓮
 

黒
幕
を

ら
し
め
る

だ
と
思
う
幻
想
郷
が
ど
れ
だ

 
け

ろ
し
い
の
か

を
も

て
体

さ
せ
る
つ
ま
り

 

試
し
の

か
し

み
た
い
な
も
の
だ
と
思
う

 
そ
し
て
そ
の

は

ら
く
幻
想
郷
の
者
達
全
員
に
な
る
だ
ろ
う

そ
し
て

か
さ
れ
る
者
は
当

然
黒
幕
だ

だ
が
霊
夢
に
は
も
う

つ
仕
事
が
あ
る
と
思
う

 
蓮
 

そ
し
て
最
後
は
黒
幕
を
帰
す

目
も
あ
る
か
も

 
霊
夢

だ
と
思

た
わ
ま

良
い
け
ど

た
だ
秘

に
さ
れ

 
て
た
の
が
不

な
の
よ

 
蓮
 

あ

え

と

分
か

た
今
度

出

け
よ
う
そ
の

 
時
に
お

び
で
霊
夢
が
欲
し
い
物
を

ど
う
し
た

 
の

を
真

に
さ
せ
て

 
何

か
霊
夢
の

が
真

だ

何
か
あ

た
の
か
な
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霊
夢

え

え

と
つ
ま
り
は
そ
の

ト

て
事

 
蓮
 

え

あ

う
ん
そ
う
な
る
よ

 
言

た
こ

ち
も
小

ず
か
し
い
な

そ
れ
に
そ
の

は
反

だ
ろ

 
霊
夢

な
ら
許
す

 
蓮
 

ア
ハ
ハ

 
そ
ん
な
笑

て
い
る
そ
の
時
だ

 

 

う

そ
こ
ど
け

 
蓮
 

え

 
霊
夢

な

 
す
ぐ
さ
ま
退
く
と
何
か
が
降

て
き
て

を
上

る

 
霊
夢

な

何
よ

 

 

つ
つ
つ

 
蓮
 

え

魔
理
沙

 
そ
れ
は

が
所
々
で
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な

て
い
る
魔
理
沙
だ

た
の
だ

た



 第３８５話 帰るとそこには

 
怠
惰

で
は
て
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

今
回
は
戦
闘
回
じ

な
い
ん
だ
な

 
怠
惰

ま

戦
闘
回
な
ら
と

て
お
き
の
が
後
々
に
あ
る

 
か
ら

 
鈴

そ
れ
は
そ
れ
は

 
神
楽

因
み
に
黒
幕

て
ど
ん
な
子
な
ん
で
す
か

 
怠
惰

え

と
龍
組
で
も
話
し
た
け
ど
強
い
て
い
う
な
ら

 
い
や
そ
れ
は
出
て
き
た
ら
話
す
よ

 
狗
神

も

た
い
ぶ
り
や
が

て

 
怠
惰

ま

ま

こ
こ
で
言

て
も

ま

ヒ
ン
ト
を
言

 
う
な
ら
所
々
で
そ
の
子
の
名
前
は
出
て
る
と
し
か

 
言
え
な
い
よ

 
神
楽

そ
う
な
ん
で
す
か

 
怠
惰

ま

黒
幕
と
会

た
蓮
の
思
考
や
物
語
を
書
く

 
の
が
楽
し
み

て
リ
ア
ル
怠
惰
は
言

て
る
よ



 第十八章 平和の日常へ

 
狗
神

小
さ
な
楽
し
み
だ
な

 
怠
惰

ま

こ
う
い
う
の
は

分
を

現
で
き
る
か
ら

 
さ
て
そ
れ
で
は
そ
ろ
そ
ろ
時
間
だ
か
ら
今
回
は
こ

 
こ
ま
で

 
神
楽

あ

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
な

 
鈴

そ
れ
で
は

者
様

 
神
楽

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た



 第３８６話 花子さんとメリーさん

 
第
３
８
６
話
 
花
子
さ
ん
と
メ
リ

さ
ん

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

そ
し
て
ま
た
明
日
か
ら
実

と
い
う
面
倒
く

さ
い
状
況
で
す

は

失

そ
れ
で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 
突
然
空
か
ら
落
ち
て
き
た
魔
理
沙
に

く

魔
理
沙
は
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
り
な
が
ら
も
立
ち
上

が
り

を

う

 
霊
夢

あ
ん
た
い

た
い
何
が
あ

た
の

 
霧
雨

そ
れ
は
こ

ち
の

だ

ボ

ル
を

集
め

 
た
と
思

た
ら
突
然

華
扇
の
奴
が
来
て
外
の
世

 
界
に

さ
せ
ら
れ
て
よ

 

集
め
た
場
合
ボ

ル
の
内
な
る
力
が
解
放
さ
れ
結
界
に

を
開
け
る

そ
れ
を
未
然
に

ぐ
た
め
に
華
扇
は
ボ

ル
を

集
め
た
者
を
先
に

て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い

 
霧
雨

お
前
ら
こ
そ
何
を
し
て
ん
だ
よ



 第十八章 平和の日常へ

 
蓮
 

え

そ
れ
は

 
霊
夢

ま

こ
れ
か
ら
起
こ
る
事
に
つ
い
て
の

戦
会
議
と

 
い

た
所
よ

 
霧
雨

つ
ま
り
こ
れ
で
は
な
い
ん
だ
な

 
そ
う
言
い
小

を
た
て
て

と
楽
し
そ
う
に
笑
う

 
霊
夢

な
わ
け
な
い
で
し

う

 
蓮
 

魔
理
沙
は

達
を
何
だ
と
思

て
る
の

 
霧
雨

そ
れ
は
お
前
あ
れ
だ
よ
な

り

の
あ
る
バ
カ

 

ル
達

は

 

り

の
あ
る
バ
カ

ル
だ
と

と
い
う
か

り

が
あ
る
と
は
中
々
に
面
白
い
事
を

聞
い
た
な

 
蓮
 

へ

 
霊
夢

魔
理
沙
あ
ん
た
し
ば
か
れ
る
覚

は
当
然
な
が
ら
に

 

ち
合
わ
せ
て
い
る
の
よ

 
霧
雨

ち

ち

待
て
待
て

そ
ん
な
気
は
な
い
か
ら
な



 第３８６話 花子さんとメリーさん

 

ち
合
わ
せ
て
る
の
は

レ
ク
タ

だ
け
だ

 
と
か
言
い
な
が
ら

屋
は
物
で

れ
て
散
乱
し
て
お
り
女
子
力
の
欠

も
な
い
の
は
言
う
ま
で

も
な
い

 
霊
夢

て
か
魔
理
沙
あ
ん
た
さ

き
外
界
と
か
言

て
い
た

 
け
れ
ど

ど
う
や

て
帰

て
き
た
の
よ

 
霧
雨

あ

そ
こ
で

鏡
を
か
け
た
確
か
秘
封

楽

代

 
会
⻑
と
か
名

て
た
女
が
い
て
よ
そ
い
つ
と
弾
幕

 
ご

こ
し
て
負
け
た
と
思

た
ら
い
つ
の
間
に
か
空

 
か
ら
こ
こ
に
落
ち
て
き
た

て

だ

 
や
は
り

は
外
界
か
ら
だ

た
み
た
い
だ
な

華
扇
の
た
て
た
説
は
正
し
い
こ
と
が

明
さ
れ

た

し
か
し
秘
封

楽

代
会
⻑
か

聞
い
た
こ
と
も
な
い
名
前
だ
な

何
か
怪
し

な
宗
教

体
か
さ
へ
と
も

集

か
ど
ち
ら
に
せ
よ

は
す
べ
き
だ
な

何
せ
こ
の
幻
想
郷
の

を
知

て
い
る
者
な
の
だ
か
ら

 
霧
雨

そ
う
い
え
ば
霊
夢
お
前
さ

き

戦
会
議
が
ど
う
の

 
こ
う
の

て
言

て
い
た
が

て
そ
れ



 第十八章 平和の日常へ

 
魔
理
沙
は

分
達
の
ボ

ル
を
見
て

ぶ

今
度
は
何
な
ん
だ

 
霧
雨

な

そ
の
ボ

ル
を

け
て

負

 
霊
夢

す
る

な
い
で
し

う
が

 
霧
雨

そ
う
言
う
な
よ
そ
れ
を
ま
た

ト
し
て
今
度
こ
そ

 
願
い
を
叶
え
る
ん
だ
か
ら
よ

 
お
い
お
い
魔
理
沙
は
ま
だ
変
な
勘

い
を
し
て
い
る
の
か

こ
れ
に
は
少
な
か
ら
ず
だ
が

れ

る 
霊
夢

言

て
お
く
け
ど

負
を
す
る
気
も

 
霧
雨

が
負
け
た
ら
そ
う
だ
な

う

ん

 
蓮
 

い
や
そ
こ
は
考
え
て
は
お
こ
う
よ

 
そ
れ
を
や
ら
れ
る
と

る
の
は

分
達
な
ん
だ
が

 
霧
雨

な
ら

が
負
け
た
ら
面
白
そ
う
な
ア
イ
テ

を

 
て
く
る

 
霊
夢

何
そ
れ

そ
ん
な
の
い
ら
な
い
ん
だ
け
ど

 
霧
雨

お
い
お
い
そ
う
言
う
な
よ
実
は
竹
林
で
面
白
そ
う
な



 第３８６話 花子さんとメリーさん

 
物
を
手
に

れ
た
ん
だ
よ
あ
れ
は
絶
対
に
と
ん
で
も

 
な
い

ト

の
ア
イ
テ

だ

て

 
霊
夢

だ
か
ら
見
る
気
も
な
い

て
言

て
る
わ
よ

 
何
て
会
話
が
続
い
て
い
る
突
然
だ

た

 

 

だ

れ
だ

 
と

く
聞
き
覚
え
の
あ
る

が
聞
こ
え
て
く
る

こ
れ
は
ま
さ
か

 
蓮
 

こ
い
し
ち

ん

 
こ
い

は

い
正
解

 
や
は
り
こ
い
し
だ

た

と
い
う
か
何
で
こ
い
し
が
こ
こ
に
い
る
ん
だ

 
霧
雨

お
前
は
地
霊

の
覚
妖
怪
妹

 
霊
夢

し
い
子
が

を
現
し
た
わ

 
こ
い

ん

蓮
お
兄
ち

ん
が
そ
こ
の
魔
女

子
に
聞

 
け
ば
認
知
さ
れ
て
な
い
の
か
が
分
か
る

て
聞
い
た

 
か
ら
探
し
て
た
ん
だ

 
そ
れ
で
わ
ざ
わ
ば
こ
こ
ま
で
来
た
の
か

と
い
う
か
ず

と
探
し
て
い
た
の
か



 第十八章 平和の日常へ

 
こ
い

そ
れ
で

人
は
何
を
話
し
て
い
る
の

 
霧
雨

ま

色
々
と

そ
う
だ

な

お
前
が
良
け
れ
ば
に

 
な
る
ん
だ
が

戦
し
な
い
か

 
こ
い

戦

 
霧
雨

あ

お
前
と

そ
し
て
霊
夢
と
蓮
と
で

組
ん

 
で
弾
幕
ご

こ
す
る
の
さ

 
と

と
ん
で
も
な
い

な
事
を
魔
理
沙
は
言

て
き
た

 
霊
夢

は

や
る
だ
な
ん
て

 
こ
い

楽
し
そ
う
だ
か
ら
参

す
る
よ

 
霧
雨

良
し

ま

け
は
さ

き
と

じ
そ
ん
で
こ
い
し

 

達
が

て
ば

き
な
こ
と
を
聞
い
て
い
い

 
こ
い

う
ん

 
ま

た
く
魔
理
沙
は
と
ん
で
も
な
く

だ
な

ど
ん
ど
ん
話
を
先
に
先
に
と
進
め
て
い
く
始

だ
 
霊
夢

だ
か
ら

は
や
る
だ
な
ん
て



 第３８６話 花子さんとメリーさん

 
蓮
 

魔
理
沙

少
し
い
い

 
霧
雨

ん

何
だ

 
蓮
 

少
し
霊
夢
と
話
が
し
た
い
ん
だ

 
と

言
う
と
魔
理
沙
は
楽
し
そ
う
に
笑
い

 
霧
雨

あ

良
い

良
い

ら
や

て
こ
い
よ

 
蓮
 

ど
う
も

 
そ
う
し
て
霊
夢
を

れ
て
少
し
だ
け

れ
た
場
所
へ
と
向
か
い

 
霊
夢

ど
う
す
る
の
よ

 
蓮
 

こ
こ
で

回

魔
理
沙
の

を
へ
し
折

た
方
が
良

 
い
か
も
し
れ
な
い
ん
だ
よ

 
霊
夢

そ
れ
は
そ
う
だ
け
ど

で
も
負
け
た
ら

 
蓮
 

分
か

て
る
だ
か
ら
こ
そ
負
け
な
け
れ
ば
い
い
ん
だ

 

て
思
う
ん
だ

 
こ
れ
は
か
つ
て
理
久
兎
の
所
で
修
行
し
た

に
見
て
き
た
事
だ

ら
く
理
久
兎
だ

た
ら
こ

の

負
は
引
き
受
け
そ
し
て
相
手
の
高
い

を
思
い

き
り
へ
し
折
り
に
行
き
後

さ
せ
る
そ
の
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の
事
を
す
る
だ
ろ
う

 
蓮
 

そ
れ
に
魔
理
沙
の
場
合
は
言

て
も
聞
か
な
い
か
ら

 
そ
れ
だ

た
ら
一
度

い
て
聞
き

を

た
せ
た
方

 
が
良
い
か
な

て

 

に
あ
ん
な
強
引
に
な

て
し
ま
う

魔
理
沙
を
説
得
す
る
な
ら

い
て

さ
せ
た
方
が
絶

対
に
良
い

 
霊
夢

ま

確
か
に

そ
れ
は
言
え
る
わ

 
蓮
 

そ
れ
に

は
思
う
ん
だ
霊
夢
と
な
ら

が
相
手
で

 
あ
ろ
う
と

め
る
気
が
す
る

て

 
と

言

た

間
に
霊
夢
の

が
真

に
な
り

を
反
ら
す
た
め
か
後
ろ
を
向
き

 
霊
夢

ま

ま

そ
う
よ

良
い
わ
魔
理
沙

 
の

を
へ
し
折

て
あ

ま
し

う

 
蓮
 

だ

 
そ
う
言
い
霊
夢
は
歩
き
だ
し

分
も
つ
い
て
い
く

そ
し
て
先
程
の

の
前
へ
と
戻
る

 
霧
雨

や
る
気
に
な

た
か



 第３８６話 花子さんとメリーさん

 
霊
夢

え

た
わ
そ
の
代
わ
り
あ
ん
た
は
ボ

ル
が
な

 
い
ん
だ
か
ら
あ
ん
た
が
負
け
た
ら
言
う
こ
と
を

つ

 
か
聞
い
て
も
ら
う
わ
よ

 
霧
雨

良
い

 
こ
い

蓮
お
兄
ち

ん
ま
た
ま
た
再
戦
だ
け
ど
次
は
負
け
な

 
い
か
ら

 
蓮
 

望
む
と
こ
ろ
だ
よ
こ
い
し
ち

ん

 
と
り
あ
え
ず
す
ぐ
に
神
楽
を

刀
で
き
る
よ
う
に
構
え
る
と
霊
夢
や
魔
理
沙
そ
し
て
こ
い
は
も

構
え
る

 
霊
夢

行
く
わ
よ

 
霧
雨

来
や
が
れ

 
こ
い

楽
し
も
う
よ
蓮
お
兄
ち

ん

 
蓮
 

あ

 
そ
う
し
て
夜
の
博
麗
神
社
で
の
弾
幕
ご

こ
が
幕
を
開
け
た
の
だ

た



 第十八章 平和の日常へ

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

あ

 
怠
惰

え

ま

こ
の
ま
ま
黒
幕
を
追
い
込
む
方
向
で
も

 
良
か

た
け
ど
メ
タ
い
話
で
気
づ
い
た
ん
だ
よ

 
神
楽

何
が
で
す
か

 
怠
惰

霊
夢
ち

ん
戦

て
な
く

て

 
鈴

あ

 
怠
惰

龍
組
で
も
未
登
場
で
狐
組
で
も
バ
ト
ル
無
し

て

 
の
は
流
石
に
と
思

た
ん
だ
よ

そ
れ
で
バ
ト
ル

 
す
る
方
向
で

て
事
に
し
た
ん
だ
よ

 
狗
神

る
程
な

 
怠
惰

え

そ
れ
で
説
得
も
し
て
る
か
ら
な
ら
ば
タ

グ

 
バ
ト
ル
で

て
い
う

龍
組
で
も
狼
兄
妹
が
常
に

 
タ

グ
バ
ト
ル
し
て
る
か
ら

 
狗
神

る
程
な

因
み
に
相
手
の
人
選
で
何

に
あ
の



 第３８６話 花子さんとメリーさん

 
覚
妖
怪
な
ん
だ

 
怠
惰

そ
れ
は
次
回
の

依
華
に

が
る
か
ら

て
の
が

 
正
し
い
か
な

 
鈴

へ

 
怠
惰

依
華
は
ま
さ
か
の
こ
の
面
子
が
タ

グ
組
む
の

 
か
よ

み
た
い
か
の
が

い
か
ら

 
神
楽

そ
う
な
ん
で
す
か

 
怠
惰

そ
う
だ
か
ら
そ
れ
は
そ
れ
で
面
白
い
け
ど

さ
て

 
時
間
も
時
間
だ
し
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

あ

そ
れ
か
ら
言
う
こ
と
が
あ
る
だ
ろ

 
怠
惰

は
い
は
い
明
日
か
ら
ま
た
来

の
月

日
く
ら
い

 
ま
で
ま
た
実

の
た
め
不
定

に
な
り
ま
す
が

 
ら
く
最

と

回
目
よ
り
は
投
稿
し
ま
す
の
で
よ

 
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す

 
鈴

投
稿
は

張

て
さ
せ
る
か
ら
よ
ろ
し
く



 第十八章 平和の日常へ

 
神
楽

お
願
い

し
ま
す

 
狗
神

や
れ
や
れ
そ
れ
じ

者
様
ま
た
な

 
怠
惰

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た



 第３８７話  魔理沙＆こいし

 
第
３
８
７
話
 

魔
理
沙
＆
こ
い
し

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

ら
く
投
稿
で
き
る
だ
ろ
う
と
か
言

て
お
き
な
が
ら
投
稿
が
出
来
な

か

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

投
稿
で
き
ず
で

し

な
い
で
す

実

が
比
で
な
い
程

し
く
て
大
変
で
し
た

ま
た
そ
れ
が
来

も
少
し
続
く
と
い
う

失

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど

う 
夜
の
博
麗
神
社
普

な
ら
ば

か
な
夜
か
は
た
ま
た
宴
会
で
騒
ぐ
た
め
騒
々
し
い
ぐ
ら
い
な

の
だ
が
今
は

う

何

な
ら
ば

 
霧
雨

く
ら
い
や
が
れ

 
そ
う
現

は
弾
幕
ご

こ
を
し
て
い
る
か
ら
だ

魔
理
沙
は

の
弾
幕
を
放

て
き
た
が
す

ぐ
さ
ま
霊
夢
の
前
へ
と

り

 
蓮
 

 

刀
の
一
斬
に
よ
る

で
弾
幕
を
か
き

す

そ
の

間
に
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霊
夢

そ
ら

 
霊
夢
の
追

す
る
お

弾
幕
が
魔
理
沙
を
襲
う

 
霧
雨

く
か
よ

 

を

み
に

り
霊
夢
の

撃
を
回

し
て
い
く

そ
れ
に
続
き
魔
理
沙
が

け
て

動
す
る

で
あ
ろ
う
場
所
を
予

し
神
楽
を

る
い
斬
撃

を
放
つ

 
霧
雨

お
わ

 
霊
夢

覚

し
な
さ
い
よ
魔
理
沙

 
だ
が
こ
の
時
に

と
思
う

そ
う
い
え
ば
魔
理
沙
と
タ

グ
を
組
ん
だ
こ
い
し
が
い
な
い
と

す
る
と

 
こ
い

メ
リ

さ
ん
今

あ
な
た
達
の
後
ろ
に
い
る
の

 
蓮
 

 
す
ぐ
さ
ま
霊
夢
の

を
思
い

き
り

し
そ
し
て

分
も
す
ぐ
に

け
る

 
霊
夢

蓮
あ
ん
た
何
す
る
の

て

 
こ
い

あ
れ

 

分
達
が
先
程
ま
で
い
た
場
所
に
は
こ
い
し
が

イ
フ
を

て
斬
り
か
か

て
い
た

流
石
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は
メ
リ

さ
ん
殺
意
が
強
い

た
ら
な
い

 
蓮
 

霊
夢

気
を
つ
け
て
こ
い
し
ち

ん
の
オ
カ
ル
ト
は

 
メ
リ

さ
ん

て
言

て

後
か
ら

撃
を
仕

け

 
て
く
る
か
ら

 
霊
夢

無
意
識
の
力
を
フ
ル
に
活
用
で
き
る
オ
カ
ル
ト

て

 
事

 
そ
う
言
い

を
投

つ
け
る
が
こ
い
し
は
一

で

を

す

だ
が
そ
れ
を

て
な
の

か 
霧
雨

そ
ら
よ

 
魔
理
沙
は
何
か
を

方
へ
と
投

つ
け
て
き
た

そ
れ
は
何
か
光
る

体
が

た
丸
フ
ラ
ス

だ

体
が

て
る
時

で

な
予
感
し
か
し
な
い
の
は
気
の
せ
い
か

 
霊
夢

そ
れ
は

が
や
る
わ

 
そ
う
言
い
今
度
は

か
ら
⻑
い
針
を

り
出
し
投

し
丸
フ
ラ
ス

に
命
中
す
る
と
小

な

発
が
起
こ
る

や

り

発
す
る

だ

た

あ
ん
な
の
を
斬

た
ら

弾
し
て
い
た

 
霧
雨

蓮
な
ら

々
と
斬

て
く
れ
る
か
と
思

た
ん
だ
が
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な

 
霊
夢

言

て
お
く
け
ど

と
蓮
と
で
タ

グ
よ

 
霧
雨

お

と

宣
言
か

 
霊
夢

ち

う
わ

 
蓮
 

何
で
そ
う
な
る
の
か
な

 
ツ

ミ
を
し
つ
つ
霊
夢
は
陰
陽
玉
を

分
は
神
楽
を

か
せ
分
霊
の
悪
⻤
を
出
現
さ
せ

で

撃
を
仕

け
る

 
霧
雨

ま

た
く

に
な
れ
よ
な

人
と
し
て
は

 
お
前
達
の
そ
ん
な
光
景
を
見
続
け
る
立
場
か
ら
し
た

 
ら
よ
結
構
や
き
も
き
す
る
ん
だ
よ

 
回

し
て
そ
う
言
う
と

を

 
霧
雨

 
サ
テ
ラ
イ
ト
イ
リ

ジ

ン

 
無
数
の
玉
が
魔
理
沙
の

り
を

り
だ
し
レ

ザ

を
玉
で

ぎ
な
が
ら

方
へ
と
突

込
ん

で
く
る

す
る
と
そ
れ
に
合
わ
せ

 
こ
い

夢

 
ご
先
祖
様
が
見
て
い
る
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と
こ
い
し
の

が
聞
こ
え
る
と
無
数
の
人

弾
幕
が

分
達
目

け
て
襲
い
か
か
る

人

の

撃
が
襲
い
か
か
る
中

霊
夢
と

中
合
わ
せ
に
な
る
と

 
霊
夢

魔
理
沙
は

が
や
る
わ

そ
れ
か
ら
色
々
と
合
わ
せ

 
て
ち

う
だ
い

蓮

 
蓮
 

ま

分
か

た
よ
そ
れ
か
ら
こ
い
し
ち

ん
の

 

撃
は
何
と
か
す
る

 
そ
う
言
い
す
ぐ
さ
ま
神
楽
を

に

刀
し
悪
⻤
を

す
と

か
ら
狗
神
の
式
神

を
構
え
る

 
蓮
 

式

 
狗
神
の
呪
怨

 
狗
神

し

か
り
や
れ
よ
小
僧

 
ス

ル
を

え
る
と
狗
神
が
現
れ
る
と

の
霊
力
と
狗
神
の
妖
力
を
合
わ
せ
て

弾
幕
を

り
出
し
こ
い
し
の
人

弾
幕
に
ぶ
つ
け
相
殺
さ
せ
る

そ
し
て
霊
夢
は
と
い
う
と

 
霧
雨

お
前
が
来
る
と
思

た

霊
夢

 
霊
夢

ま

あ
ん
た
の
事
は

が
よ
く
知

て
る
か
ら

 
そ
う
言
い
霊
夢
は
一

で

を

す

そ
れ
を
見
て
い
た
魔
理
沙
は
霊
夢
を
探
し
キ

ロ
キ

ロ
と
し
だ
す
と
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霊
夢

こ
こ
よ

 
霧
雨

な

い
つ
の
間
に

 
い
つ
の
間
に
か
魔
理
沙
の

後
へ
と

動
し
お

い
棒
を
構
え

 
霊
夢

宝

 
陰
陽
飛
鳥

 

大
な
陰
陽
玉
を
出
現
さ
せ
そ
れ
を

り
飛
ば
し

撃
を
仕

け
る

 
霧
雨

な
ん
の
そ
れ
し
き

 
ス

ル
を
キ

ン
セ
ル
し
た
魔
理
沙
は
す
ぐ
さ
ま

れ
る
が
霊
夢
が
放

た

大
陰
陽
玉
は

こ

ち
へ
と
飛
ん
で
く
る

霊
夢
の
言

て
い
た
合
わ
せ
る
と
は
こ
う
い
う
事
か

 
蓮
 

狗
神

 
狗
神

ち

分
か

た
よ

 
狗
神
は
一

で

子
と
な

て

え
る

そ
し
て

に

め
た
神
楽
を
構
え
タ
イ
ミ
ン
グ
を
合

わ
せ
て

刀
し
一
気
に

続
の
斬
撃
を

き
込
む

す
る
と

大
な
陰
陽
玉
は
分
裂
し
小
さ

な
陰
陽
玉
が

り
に
飛
び
散
る

 
霧
雨

ぬ
わ

 
こ
い

そ
ん
な
技
も
使
え
る
ん
だ



 第３８７話  魔理沙＆こいし

 
い
や
使
え
る
と
言
う
か
合
わ
せ
ろ
と
言
わ
れ
た
か
ら

分
に
出
来
る
事
を
し
た
だ
け
だ

 
霊
夢

イ
ス
よ
蓮

 
そ
う
言
い
な
が
ら
霊
夢
は

方
へ
と

ス

ド
で
向
か

て
き
な
が
ら

を
真

ぐ
こ
ち

ら
へ
と

ば
す

ら
く
霊
夢
の
事
だ
か
ら
追
撃
を
す
る
つ
も
り
な
ん
だ
ろ
う
な

 
蓮
 

ま

合
わ
せ
ろ

て
言
わ
れ
た
か
ら

 
神
楽
を

に

め
霊
夢
の

を

み
何
回
か
回
転
し
て
真

ぐ
上
空
へ
と
投

る

 
霧
雨

そ
れ
じ

的
だ

霊
夢

 
こ
い

リ
フ
レ
ク
ス
レ

 
未
だ
に
飛
び
散
る
陰
陽
玉
を
回

し
つ
つ

人
は
格

の
的
と
な

て
い
る
霊
夢
に
目

け

て

の
弾
幕
と
心
電
図

の
よ
う
な

の
レ

ザ

を
放

て
く
る

し
か
し
霊
夢
は
た
だ
飛

ば
さ
れ
よ
う
と
し
た

で
は
な
い

さ

き
思

た
通
り
霊
夢
の

い
は
追
撃
だ

 
霊
夢

神
技
 
八
方
龍
殺

 
ス

ル
を

え
る
と
霊
夢
そ
し
て
そ
の
真
下
に
い
る

分
を
中
心
と
し
て
八

の
結
界
が
張

ら
れ
る
と

そ
れ
は
一

で

が
り

人
が
放

た

弾
幕
と
レ

ザ

を

し
去
る

 
霧
雨

あ
ぶ
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こ
い

お

と

と

 
し
か
し

々
と
飛
び
散

た
陰
陽
玉
は

え
て
い

て
る
と
は
い
え
ど
ま
だ
飛
び
散

て
い
る

物
も
あ
る
中
で
回

を
し
て
反
撃
し
て
く
る
の
だ

相
手
と
は
い
え
ど
天
晴
れ
と
し
か
言
え
な
い

な

結
界
が

え
霊
夢
は

分
の
隣
に
降
り
て
く
る

 
霊
夢

あ
の
追
撃
で
も
無
理
と
は

魔
理
沙
は
や

り

 
し
ぶ
と
い

た
ら
あ
り

し
な
い

 
霧
雨

お
い

ラ
人
を
ど
こ

の
地
底
の
神
と
一

に
す
る

 
な

て

 
そ
れ

に
理
久
兎
の
事
だ
よ
な

確
か
に
あ
の
神
の
生
命
力
は

キ

リ
並
み
だ
か
ら
な

そ
ん
な
事
を
思

て
い
る
一
方
で
地
底
で
は

 
理
 

フ

ク
シ

ン

あ

本
当
に
風
邪
か
な

 
と

を
し
た
神
が
ク
シ

ミ
し
た
の
を
こ
の
場
の
者
達
が
知
る
よ
し
も
な
い

 
こ
い

理
久
兎
お
兄
ち

ん
の
悪

は

メ
だ
よ

 
霧
雨

悪

で
は
な
い

 
ま

で
も
現
に
本
当
に

キ

リ
と
い
う
か

レ

ル
で
し
ぶ
と
い
よ
な
理
久
兎
さ
ん
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霊
夢

そ
れ
で

お
話
は
終
わ

た
わ
よ

 
そ
う
言
う
と
霊
夢
は
お

い
棒
を

る

た

後
に
ど
こ
か
ら
と
も
な
く

の

が
空
間

を
裂
い
て
出
て
く
る

 
霊
夢

博
麗
大
結
界
の

間

 
そ
の
一
言
で

は
裂
い
た
空
間
か
ら
ミ
サ
イ
ル
の
よ
う
に
放
た
れ
る

 
こ
い

ス
テ

ン
キ
ン
グ
マ
イ
ン
ド

 
こ
い
し
は
ヒ
ラ
リ
と

回
転
す
る
と

り
一
面
に

色
の

が
空
一
面
に
咲
き

り
霊
夢

が
放

た

を
相
殺
す
る
と
ハ

ト
弾
幕
が
乱
れ
散
る

 
蓮
 

刀

無
心

斬

 

刀
か
ら
の

跡
の

る
斬
撃
で
乱
れ
散
る
ハ

ト
弾
幕
を
斬
り
か
き

す
と

 
霧
雨

実

に
あ

た

の

 

を

た

後
上
か
ら
何
か
が
落
ち
て
く
る

そ
れ
は
外
の
世
界
の

で
何
度
も
見
か

け
た

ア

だ

 
蓮
 

霊
夢
こ
こ
は

が
や
る

 
霊
夢

で
も
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と

霊
夢
が
言

た

後
に

イ
フ
を
構
え
た
こ
い
し
が
前
へ
と

る

 
こ
い

霊
夢
お
姉
ち

ん
は

が
遊
ん
で
あ

る

 
霊
夢

分
か

た
魔
理
沙
は

せ
る
わ

 
そ
う
言
わ
れ

き
す
ぐ
さ
ま
神
楽
の

を

手
で

り
構
え
る

そ
し
て
呼
吸
を
整
え

の

一
斬
を

き
込
み

ア

を
真

二
つ
に
す
る

だ
が
そ
れ
に
続
き
今
度
は

名
な
音
楽
家
が

か
れ
て
い
る

が
無
数
に
飛
び

い
目
か
ら

を
放

て
く
る

神
楽
を

る
い
弾
き
飛

ば
し
て

に
反
撃
し
壊
す

だ
が
ま
だ

り
な
い
の
か
今
度
は
バ
ス
ケ

ト
ボ

ル
を

た

明
人
間
の

人
が
ボ

ル
を
構
え
な
が
ら
突

込
ん
で
く
る

神
楽
を

へ
と

め
式
神

の
狗
神
と
鈴

を

り
出
し

 
蓮
 

狗
神

鈴

 

人
を
呼
ぶ
と

と
共
に

人
が
現
れ
る

 
狗
神

ち

 
鈴

い
く
よ

 
鈴

が
鱗

を
ば
ら
ま
き
狗
神
は

を
見
せ
る

 
蓮
 

霊
夢
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霊
夢

ま

た
く
あ
ん
た
は

い
ん
だ
か
ら

 
そ
う
言
い

を
構
え
た

間

 
蓮
 

 

の
滅
殺

 
と
ス

ル
を

え
た

間
に
狗
神
は
思
い

き
り

む
と
火
花
が
散
る
と
そ
れ
ら
は
ば
ら

ま
い
た
鱗

に
着
火
し
そ
し
て
大
き
な
大

発
を
起
こ
す

 
霧
雨

う

 
こ
い

キ

 
霊
夢

そ
ら

 
そ
し
て
霊
夢
は

を

開
し

的
な
結
界
を

り

発
を

ぐ

発
が

み
霊
夢
の
隣

に
来
る
と

 
霊
夢

本
当
に
蓮

あ
ん
た
は
こ
う
い
う
の
は
何
で

い

 
の
か
し
ら

 
蓮
 

ご
め
ん

て

 
正

な
話
で
合
わ
せ
て
も
ら
う
よ
り
も

か
に
合
わ
せ
る
と
い
う
の
が
向
い
て
い
る
の
か
も
し

れ
な
い
よ
な

そ
ん
な
事
を
思

て
い
る
と
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こ
い

 
ス

パ

 
こ
い
し
が
ス

ル
を
宣
言
す
る

が
聞
こ
え
る

す
る
と
無
数
の
弾
幕
そ
し
て

分
達
は
と
ん

で
も
な
い
引
力
で
こ
い
し
の
方
へ
と
引
き

せ
ら
れ
る

 
蓮
 

ぐ

 
霊
夢

今
度
は
な
に
よ

 
引
き

せ
ら
れ
る
一
方
で
魔
理
沙
は

の
上
に
立
ち
ミ

八

を
構
え
る

 
霧
雨

こ
れ
な
ら
ち

こ
ま
か
と
動
く
お
前
達
に
も
当
た
る
よ

 
な

 
マ
ス
タ

ス
パ

ク

 
ミ

八

か
ら
魔
理
沙
十
八
番
の
マ
ス
タ

ス
パ

ク
が
放
た
れ
る

動
き
が
と
て
も

し
づ
ら
い
こ
の
場
で
こ
れ
は
キ
ツ
す
ぎ
る

使
い
た
く
は
な
い
が
こ
こ
は
鈴

と
い
う

り

を
き
る
か

 
霊
夢

少
し

む
わ
よ
蓮

 
蓮
 

え

 
霊
夢
に

後
か
ら

き
つ
く
よ
う
に

ま
れ
る
と
一
気
に

界
が
暗
く
な
る

そ
し
て

界
が

戻
る
と
そ
こ
は
魔
理
沙
達
か
ら
少
し

れ
た

の

に

し
て
い
た
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蓮
 

何
な
の
今
の

 
霊
夢

ま

こ
れ
が

の
不
思
議
よ

 
蓮
 

そ
う
い
え
ば
霊
夢
の
不
思
議

て

 
霊
夢

の
不
思
議
は

間
女

よ

 

間
女

て
何
か
な

間
と
聞
く
と
す
ぐ
思
い

か
ぶ
の
は
紫
さ
ん
な
ん
だ
が
聞
い
て

い
る
と

分

う
と
は
思
う
ん
だ
よ
な

間
女
と
は
一
体
ど
ん
な
不
思
議
な
ん
だ
ろ
う
か

 
霊
夢

と
り
あ
え
ず
蓮
は
動
け
る
わ
よ

 
蓮
 

動
け
る
よ

 
霊
夢

そ
う

魔
理
沙
達
が

の
手
を
使
う
前
に
一
気
に

 
く
わ
よ

 
先
手

と
い
う
こ
と
か

確
か
に
魔
理
沙
の
最
後
の
技
は
ト
イ
レ
へ
と
引
き
ず
り
込
ま
れ
た

ら

座
に

オ

バ

ま
た
こ
い
し
の
場
合
は
突
然

中
を

イ
フ
で
刺
さ
れ
て

オ

バ

と
終
わ
り
の
未
来
し
か
な
い

そ
れ
な
ら
仕

け
ら
れ
る
前
に
仕

け
る
の
み
と
い
う

霊
夢
の
考
え
に
は
大

だ

 
蓮
 

了
解
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霊
夢

な
ら
や
る
わ
よ

 
そ
う
言
い

分
達
は
一
気
に

か
ら
飛
び
出
る

そ
し
て
そ
れ
に
気
づ
い
た
の
か
魔
理
沙
と
こ

い
し
は
こ

ち
を
見
る

 
霧
雨

そ
ん
な
所
に
い
や
が

た
の
か

 
こ
い

次
は
逃
が
さ
な
い
よ

 
そ
う
言
う
魔
理
沙
は

に

が
り
構
え
こ
い
し
は

を

 
こ
い

本
能
 
イ
ド
の
解
放

 
霧
雨

 

レ
イ
ジ
ン
グ
ス
タ

 
今
度
は
無
数
の
ハ

ト

が
弾
幕
が
こ
い
し
を
中
心
に
放
た
れ
魔
理
沙
は
ミ

八

で

ス
ト
し
て
た
い
あ
た
り
を
仕

け
て
き
た

 
蓮
 

魔
理
沙
は

が
何
と
か
す
る

こ
い
し
ち

ん
の
弾

 
幕
を
何
と
か
出
来
る

 
霊
夢

そ
れ
く
ら
い

よ

 
そ
う
言
う
と
霊
夢
は

を

平
に

る
と

 
霊
夢

霊

 
夢
想
封
印
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霊
夢
か
ら

つ
の
光
玉
が
出
現
し
こ
い
し
の
弾
幕
と
ぶ
つ
か
る
が
ハ

ト

弾
幕
を

滅
さ

せ
な
が
ら
こ
い
し
の
方
向
へ
と
進
ん
で
い
く

そ
し
て
霊
夢
が
開
け
て
く
れ
た
道
を
一
気
に

進

し
て
い
く
と
目
の
前
か
ら
魔
理
沙
が

て
く
る

 
霧
雨

そ
ん
な
ん
じ

ぶ
つ
か

ち
ま
う

蓮

 
蓮
 

そ
れ
は
ど
う
か
な
魔
理
沙

 
そ
う
言
い
な
が
ら
鈴

の
式
神

を
構
え
る

 
霧
雨

何
だ

そ
れ

鈴

は

し
ま

た

 
魔
理
沙
は

々
と
言
え
る
程
に
知

て
い
る

だ

鈴

が
近

戦
闘
者
絶
対
シ
バ
く
ウ

マ

ン
で
あ
る
事
を

 
蓮
 

逆
襲
 
鈴

の
秘
技

 
鈴

を

す
る
と
鈴

は
そ
の

に
霊
力
を

ジ
し
て
い
る
の
か

が
き
ら
び
や

か
に
な

て
い
た

 
霧
雨

と

と
ま

 
鈴

ス
ト

 
強

な

り
上

に
よ
る
カ
ウ
ン
タ

を
魔
理
沙
に
決
め
吹

飛
ば
す
と
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こ
い

き

 
霧
雨

が
は

 
そ
の
ま
ま
こ
い
し
に
激
突
し
弾
幕
は

え
て
な
く
な
る

 
霊
夢

蓮

 
蓮
 

う
ん
一
気
に

く
鈴

 
鈴

う
ん

そ
れ
な
ら
一
気
に

 
そ
う
言
い
鈴

は
一
気
に
魔
理
沙
と
こ
い
し
の
後
ろ
へ
と
回
り

 
鈴

き
落
と
す

 
霧
雨

な

 
こ
い

う

 
か
か
と
落
と
し
で

人
を
地
面
へ
と
落
と
す

そ
し
て
そ
の
ま
ま

分
は
地
上
へ
と
降
り
狗

神
と
神
楽
を

し
神
楽
に
は
本
体
の
刀
を

す

 
蓮
 

夢
か
ら
は
逃

ら
れ
な
い

 
狗
神

さ
て

や
る
か

 
神
楽

は
い



 第３８７話  魔理沙＆こいし

 

り
に

界
を

う
か
の
よ
う
な
濃
霧
が

分
達
を
包
み
込
み
そ
の
中
へ
と
魔
理
沙
と
こ
い
し

は
落
ち
る

 
霧
雨

不

い

こ
れ
は

 
こ
い

え

な
ん
な

 
と

が
聞
こ
え
た

後
に

 
鈴

ま
ず
は
活
け

り

活
け

り
で
す

 
神
楽

そ
れ
で
は
活
け

り
で
す

 

刀
か
ら
の

い
斬
撃
で
魔
理
沙
と
こ
い
し
に

撃
し

 
こ
い

斬
撃

 
霧
雨

ぐ
は

逃

と

 
鈴

次
は

り
出
し

り
出
し
で
す

 
と

ま
た
鈴

の
ア

ウ
ン
ス
が
流
れ
る
と
狗
神
は

を
構
え

 
狗
神

そ
ら

人
前
だ

 
地
面
目

け
て

を
撃
つ
と
地
面
に

裂
が

り
や
が
て

れ
て
い
き

れ
て
飛
び
散

た
破

が

人
に
襲
い
か
か
る
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霧
雨

だ

 
こ
い

な
に
こ
れ

 
戦
意
喪
失
気

に
な

て
い
る

人
に
近
づ
き

 
蓮
 

お
客
様
方

言

た

で
す
よ
逃

れ
な
い
と

 
狗
神
は
楽
し
そ
う
に
手
の

を
な
ら
し
神
楽
は
刀
を
構
え
る

 
霧
雨

ま

ま
て
話
し
合

 
と

魔
理
沙
が
言
い
か
け
る
が
無

だ

す
ぐ
さ
ま

分
達
は

人
を
フ
ル
ボ

に
し
て

上
空
へ
と

ち
上

る

 
霧
雨

こ

こ
れ
は
新
パ
タ

ン
か

 
こ
い

あ
れ
前
は
こ
こ
で
終
わ

て
た
の

 
霧
雨

あ

上
空
に

ち
上

て
は

お
い
ま
さ
か

 
そ
う

が
上
か
ら
聞
こ
え
て
き
た

魔
理
沙
の
思

た
事
は

ら
く
霊
夢
の

撃
が
来
る
の
か

だ
ろ
う
な

そ
れ
は
当
た

て
い
る

何

な
ら
そ
の
た
め
に

人
を
上
空
へ
と

ち
上

た

の
だ
か
ら

 
蓮
 

霊
夢

最
後
の

し
い
と
こ
ろ
は

る
よ



 第３８７話  魔理沙＆こいし

 
霊
夢

そ
れ
は
ど
う
も

 
何
処
か
ら
分
か
ら
な
い
が
霊
夢
の

が
聞
こ
え
る
と

 
霊
夢

あ
ん
な

間
に
巫
女
が
い
る
な
ん
て

 
と
ス

ル
を
宣
言
す
る

が
聞
こ
え
た
か
と
思
う
と
空
間
に
裂
け
目
が
突
然
現
れ
そ
こ
か
ら

お

い
棒
を
構
え
た
霊
夢
が
現
れ
お

い
棒
に
よ
る
強

な
突
き
が

人
を

い
た

間

 

ン

ン

 

弾
す
る
音
が
鳴
り

く

こ
う
し
て
こ
の

負
は

分
達
の

利
と
な

た
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

あ

 
鈴

ま

リ
ア
ル
が

し
か

た
か
ら
仕
方
な
い
か
ら
今

 
回
は
何
も
言
わ
な
い
よ

 
神
楽

そ
う
で
す

 
怠
惰

す
い
ま
せ
ん

で
ま

あ
れ
だ
霊
夢
ち

ん
の

間
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女
に
つ
い
て
少
し
解
説
を
し
よ
う
か
な

 
狗
神

結
局
あ
れ
は
な
ん
だ
よ
あ
の

間
の

 

ン

 
狗
神

お

 
鈴

ど

何
処
か
ら
と
も
な
く
タ
ラ
イ
が

 
神
楽

し
か
も

麗
に

天
を

て
き
ま
し
た

 
怠
惰

変
な
事
は
言
わ
な
い
の
あ
の
人
は

 
だ
良
い

 
鈴

ア

ハ
イ

 
怠
惰

で
ま

話
を
戻
す
け
ど
確
か
に
そ
れ
に
は

て
る

 
よ

ま

実

の
話
に
な
る
と
あ
る
時
に

屋
に

 
引

越
し
て

く
し
て
か
ら

と
気
づ
く

か
に

 
見
ら
れ
て
い
る
気
が
す
る
と
そ
の
者
は
そ
の

 
の
正
体
を
探
る
た
め
に
色
々
と
探
し
回

た
別
の

 

屋
や

ド
の
下
に

し

れ
の
中
に
更
に
は



 第３８７話  魔理沙＆こいし

 

に

き

が
な
ん
て
思

て
探
し
た
が
一
向
に

 
見
つ
か
ら
な
い
そ
ん
な
生
活
が

く
続
い
た

 
神
楽

そ
れ

て
現
代
の
カ
メ
ラ
と
か
で

さ
れ
て
い

 
た
の
で
は

 
怠
惰

い
い
や
カ
メ
ラ
の
よ
う
な
感
じ
で
は
な
く
も

と

 
こ
う
生
々
し
い

だ
よ

そ
し
て
そ
の
者
は

 
と
家

と
家

の
間
に
目
を
や

て
よ
う
や
く
そ

 
の

の
正
体
に
気
づ
く
そ
れ
は
普
通
に
考
え
て

 
も
人
が

る
こ
と
な
ど
出
来
ず

れ
て
も

キ
だ

 
と
か
な
ら

れ
る
よ
う
な

く

い

間
に
こ
ち

 
ら
を

く
生
々
し
く
目
を

か
せ
る
女
が
ジ

と

 
こ

ち
を
見
つ
め
て
い
た

て
の
が

間
女
と
い

 
う
不
思
議
の
内
容
だ
よ

 
鈴

う
わ

何
か
ス
ト

カ

み
た
い

 
怠
惰

ま

考
え
方
に
よ

て
は
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狗
神

そ
れ
が
あ
の
巫
女
の
不
思
議
な

何
か

人

ら

 
し
く

不
思
議
だ
な

 
怠
惰

そ
れ
言

た
ら
蓮
く
ん
も
だ
け
ど
け

さ
て
そ
れ

 
で
は
時
間
も
時
間
だ
し
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

あ
い
よ

 
怠
惰

あ

そ
れ
と
明
日

ケ

ン
投
稿
し
ま
す
の
で
よ
ろ

 
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
神
楽

で
は
お
知
ら
せ
も
終
わ

た
よ
う
で
す
し
今
回
は
こ

 
こ
ま
で
で
す

 
鈴

ま
た
明
日
も
よ
ろ
し
く

 
怠
惰

そ
れ
で
は

者
様

 
狗
神

ま
た
な



 第３８８話 説明からの仕返し開始

 
第
３
８
８
話
 
説
明
か
ら
の
仕
返
し
開
始

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

何
と
か
書
き
終
わ

た
の
で
投
稿
し
ま
す

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
魔
理
沙
と
こ
い
し
に

利
し
た

分
は

 
蓮
 

人
と
も
あ
り
が
と
う

 
狗
神

へ
い
へ
い

 
鈴

バ
イ
バ
イ

 
神
楽

そ
れ
で
は

 
そ
う
言
い

人
は

え
る

た
神
楽
の
本
体
を
手
に

り

へ
と

め

に

す
と
霊

夢
が
地
上
へ
と
降
り
て
来
る

 
霊
夢

や
る
じ

な
い
蓮

 
蓮
 

ア
ハ
ハ

あ
り
が
と
う
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そ
う
言
い
な
が
ら
ハ
イ
タ

を
す
る

こ
れ
で
何
と
か
玉
を
守
る
こ
と
が
出
来
た
な

す
る

と 
霧
雨

つ
つ

ま
た
負
け
る
と
は

 
こ
い

う

ん

 
そ
ん
な
事
を

き
な
が
ら
ボ
ロ
ボ
ロ
と
な

た

人
は

方
へ
と
歩
い
て
く
る

 
霊
夢

言

て
お
く
け
ど
玉
は
無
し
よ

 
霧
雨

分
か

て
る

て
の
流
石
に
ラ
ス
ト

ド

続

 
で

り
た

 
し
か
し
霊
夢
の
不
思
議
は

い
よ
な

突
然
の

動
と
い
い
裂
け
目
か
ら
出
て
く
る
と
い
い
ま

る
で
紫
の
よ
う
だ

た

間
女

も
し
も
霊
夢
と
弾
幕
ご

こ
で
や
り
あ

て
い
た
ら

戦

は
し
て
い
た
だ
ろ
う
な

す
る
と

 
こ
い

魔
理
沙

 
霧
雨

ん

ど
う
か
し
た
か

 
こ
い

の
不
思
議
の
メ
リ

さ
ん
を
み
ん
な

が

て
は

 
く
れ
な
い
ん
だ
け
ど
何
で
か
な



 第３８８話 説明からの仕返し開始

 
と
聞
い
て
き
た

分
に
は
あ
ま
り
分
か
ら
な
か

た
が

ら
く
魔
理
沙
や
霊
夢
な
ら
分
か

る
だ
ろ
う
と

分
は
思

て
い
る
が
は
て
さ
て
ど
ん
な
返

が
来
る
か

す
る
と
魔
理
沙
は

を

き
な
が
ら

 
霧
雨

そ
れ
は
お
前
メ
リ

さ
ん

て
電
話
で
会
話
を
し
て

 

が
ら
せ
る
不
思
議
な
わ
け
だ
ろ

 
こ
い

う
ん

 
霧
雨

そ
う
な
る
と
何

に

が
ら
な
い
の
か

さ
こ
の

 
幻
想
郷
に
は
電
話
が
普

さ
れ
て
い
な
い
か
ら

て

 
の
が
理

だ
ろ
う
な

 
こ
い

あ

そ
う
か
そ
う
い
え
ば
そ
う
だ
よ

 

る
程
確
か
に
そ
れ
は
言
え
る
よ
な

幻
想
郷
に
は
電
力
が
流
れ
て
い
る

で
も
な
け
れ
ば

電

な
ど
も
な
い

つ
ま
り
電
話
す
ら
な
い
状
況
の
中
で
は
メ
リ

さ
ん
の
電
話
は
認
知
さ
れ

に
く
い
不
思
議
だ
よ
な

 
こ
い

う

ん
そ
う
な
る
と
色
々
と

が

か
な

 
霊
夢

あ
ん
た
に
し
て
は

が
回
る
わ
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霧
雨

ま

な

じ

な
い
と
魔
法
使
い
は
名

れ
な
い

 
て
も
ん
だ

 

の
回
転
は
霊
夢
と
ど

こ
い
だ
と
何
時
も
常
々
と
思
う

流
石
は
魔
理
沙
と
い
う
べ
き
か

い
が
あ
る
と
し
た
ら

ら
く
努
力
す
る
か
し
な
い
か
だ
ろ
う
な

 
蓮
 

あ

そ
う
だ

た

 
そ
う
だ
そ
ん
な
和
や
か
に
考
え
て
い
る
場
合
で
は
な
い

こ
の
場
に
い
る
魔
理
沙
そ
し
て
こ
い

し
に
も
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
が
あ

た
の
を
す

か
り

れ
て
い
た

 
霊
夢

う
わ

ち

ち

と
何
よ
い
き
な
り

ん

 
だ
り
し
て

 
霧
雨

そ
の

て

り
は
さ
て
は

気
相
手
に
暇
な
時
間

 
を
聞
く
の
を

れ
た
な

 
こ
い

う
わ

蓮
お
兄
ち

ん

た
ら

獣

 
う
ん
前
言

回
だ
魔
理
沙
の

の
回
転
は
鳥

下
だ

 
霊
夢

何
で
す

て

 
ド
ス
黒
い

気
が
霊
夢
か
ら
流
れ
ギ
ラ
リ
と

み

け
ら
れ
る

こ
れ
に
は
体
が
一

ル
リ



 第３８８話 説明からの仕返し開始

と

え
る

変
な

解
も
解
か
な
い
と

 
蓮
 

て

う

気
な
ん
て
し
な
い

て

み
ん
な
に

 
話
さ
な
い
と
い
け
な
い
事
が
あ
る
ん
だ
よ

 
霧
雨

お
い
お
い
何
だ
よ
悪
い
が
一

は
ち

と

 
蓮
 

だ
か
ら

う

て

魔
理
沙
は
い
い

に

ざ

 
け
る
の
を

め
な
い
と
理
久
兎
さ
ん
達
の
元
に

れ

 
て
い
く
よ

 
霧
雨

分
か

た

だ
か
ら
そ
れ
は
も
う

め
ろ

 
や
は
り
あ
れ
は
あ
る
意

で
ト
ラ
ウ
マ
に
な

て
い
る
み
た
い
だ
な

ま

と
い

て
も
あ
れ

は
魔
理
沙
が

み
に
来
た
の
が
悪
い
た
め

業

得
だ
け
ど
な

 
蓮
 

そ
れ
で
話
さ
な
い
と
い
け
な
い
事

て
の
が

 
そ
う
し
て
華
扇
か
ら
言
わ
れ
た
事
を
霊
夢
と

様
に
伝
え
分
か
ら
な
い
事
な
ど
は
比

な
ど
を

用
い
て
話
す

そ
し
て
そ
れ
に
関
し
て
魔
理
沙
は

を
組
み

 
霧
雨

る
程
な

む
つ
ま
り
黒
幕
と
も
う
一
戦
で
き
る

 

て
い
う
考
え
で
良
い
ん
だ
な
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蓮
 

ら
く
は
だ
け
ど

 
霊
夢

そ
う
い
え
ば
あ
ん
た
負
け
た
ん
だ

け

 
霧
雨

ま

な

 

て

れ
気

に
魔
理
沙
は

を

ら
ま
せ
る

霊
夢
も
霊
夢
で
さ

き
の
仕
返
し
か
な

 
霧
雨

た
く
よ

ま

最
戦
で
き
る
な
ら
そ
れ
に
越
し
た
事

 
は
な
い

 
蓮
 

て
あ
れ

 
霊
夢

ど
う
し
た
の
よ
蓮

 
蓮
 

い
や
こ
い
し
ち

ん
が
も
う
い
な
い
な

て

 
霧
雨

言
わ
れ
て
み
る
と

 
や
は
り
無
意
識
は
色
々
な
事
に
囚
わ
れ
な
い
ん
だ
な

ま

無
意
識
に
動
い
て
い
る
か
ら
仕
方

が
な
い
ん
だ
け
ど

 
霊
夢

は

妖
怪
は
ど
う
し
て
こ
う

気
ま
ま
な

中
ば

 
か
り
な
の
か

 
蓮
 

ま

ま
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と

言

て
い
る
と
空
か
ら
ま
た
何
か
が
降

て
き
た

そ
れ
は
先
程
に
別
れ
た
華
扇
だ

 
霧
雨

や

と
仙
人
様
が
来
た
み
た
い
だ

 
華
扇

遅
れ
て

し

あ
り
ま
せ
ん

こ
の
感
じ
か
ら
し
て

 
説
得
は
出
来
た
み
た
い

 
蓮
 

え

何
と
か

 
華
扇

そ
う

 
華
扇
は
こ
ち
ら
を
見
て
少
し
考
え
る
と

 
華
扇

ま
さ
か
こ
れ
だ
け
の
人
数
な
ん
て

 
蓮
 

す
い
ま
せ
ん
が
こ
の

人
だ
け
で
す

 
霧
雨

本
当
は
覚
妖
怪
の
妹
が
い
た
ん
だ
が
ま
た
い
な
く
な

 

ち
ま

て
よ

 
そ
れ
を
聞
い
た
華
扇
は

く
と
共
に
何
と
も
言
え
な
い
よ
う
は

を
す
る

 
華
扇

そ
う
で
す
か

 
霊
夢

な
に
そ
の

 
華
扇

い

い
え
そ
れ
よ
り
も
黒
幕
が
ど
う
や
ら
幻
想
郷
に
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降
り
た
み
た
い
よ

 
と

聞
く
と
魔
理
沙
は
楽
し
そ
う
に
笑
う

 
霧
雨

そ
い
つ
は

報
だ

何
処
に
い
る
ん
だ
よ

 
華
扇

魔
法
の

よ
さ

き

力
者
の

下
か
ら

が
来

 
た
の
で

 
霧
雨

な
ら
い

ち

う

れ
て
や
る
か

 
そ
う
言
い
魔
理
沙
は

に

が
り
一
気
に
空
へ
と
飛
び
魔
法
の

へ
と
飛
ん
で
い

た

そ
し

て
物

い
ス

ド
で
行

た
た
め

が
上
が
る

 
蓮
 

 
霊
夢

ま

た
く

奴
は
相
変
わ
ら
ず

 
も
う
少
し

か
に
飛
ん
で
も
ら
い
た
い
ん
だ
け
ど
な

 
華
扇

と
り
あ
え
ず

も
動
き
ま
す
が
霊
夢

最
後
の

 
け
の
こ
と
は
聞
い
て
る
か
し
ら

 
霊
夢

え

蓮
か
ら
聞
い
て
分
か

て
い
る
わ

 
華
扇

そ
う
蓮
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た



 第３８８話 説明からの仕返し開始

 
蓮
 

い
え
あ

そ
れ
と
こ
れ
は

 
今
ま
で

て
き
た
ボ

ル
を

り
出
し
華
扇
へ
と

し
出
す

 
華
扇

な
ら
そ
れ
は

か

て
お
く
わ
霊
夢
は

 
霊
夢

は

て
お
く
わ
記
念
に
な
る
し

 
華
扇

そ
う
ま

つ
程
度
な
ら
問

は
な
さ
そ
う

 
そ
う
し
て
華
扇
に
ボ

ル
を

し
終
え
る
と
華
扇
は
一

し

 
華
扇

そ
れ
じ

せ
る
わ

 
と

言
い
空
か
ら
龍
の

が
飛
ん
で
き
て
華
扇
を

せ
て
飛
ん
で
い

た

 
霊
夢

は

面
倒

 
蓮
 

ア
ハ
ハ
こ
れ
が
終
わ

た
ら
何
処
か
に
行
こ
う
よ

 
霊
夢

そ
う

そ
う
し
ま
し

う
か

 
そ
う
し
て
ま
だ
終
わ
ら
ぬ
空
を

分
達
は

め
る
の
だ

た

そ
し
て
魔
法
の

で
は

 

 

は

は

も
う
本
当
に
な
ん
な
よ

 
外
来
か
ら
降
り
立

た
者
は
そ
う

く

降
り
立

た

間
に
幻
想
郷
に

す
る
妖
怪
達
の

格

の

食
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
襲
わ
れ
そ
れ
を
撃
退
し
て
と

り
返
し
よ
う
や
く
落
ち
着
い
て



 第十八章 平和の日常へ

を
整
え
て
い
た

 

 

で
も
死

な
い

あ
の
人
を
見
つ
け
る
ま
で
は

 
と

い
て
い
る
そ
の
時
だ

空
か
ら

 
霧
雨

よ

見
つ
け
た

 
そ
う
先
程
に
蓮
た
ち
と
別
れ
た
魔
理
沙
が
そ
の
者
を
見
つ
け

を
か
け
た
の
だ

そ
し
て
そ

の

を
か
け
た
者
こ
そ
こ
の
異
変
の
黒
幕
だ

 

 

貴
女
は
さ

き
の

 
霧
雨

さ

き
の
リ

ン
ジ
さ
せ
て
も
ら
う

 

 

良
い
わ
今
度
こ
そ

し
て
上

る
わ

 
そ
う
し
て
魔
理
沙
は
黒
幕
と
対

す
る
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

最
後
の
黒
幕
は
あ
の
感
じ
か
ら
し
て
体
力
は

力

 
と
み
た
な



 第３８８話 説明からの仕返し開始

 
鈴

で
も
魔
理
沙
を
倒
す
ん
だ
か
ら
な
り
の
実

 
力
は
あ
る

て
事
だ
よ

 
怠
惰

そ
う
だ

あ
る
よ

体
力
は

力
だ
け
ど

 
神
楽

あ
る
ん
で
す
か

 
怠
惰

あ
る

あ
の
子
と
戦
う
と

 
鈴

戦
う
と

 
怠
惰

ら
く
空
か
ら

だ

た
り

だ
と
か
が
落
ち
て

 
く
る

 
狗
神

危
な
い
を
通
り
越
し
て
る
だ
ろ

 
怠
惰

一

人
な
ら

ン

だ

 
神
楽

こ

い
こ
と
を

 
怠
惰

実

に
ど
ん
な
能
力
な
の
か
は

と
も
見
て
欲
し

 
い

ま
た
気
に
な
る
今
す
ぐ
に
で
も
見
た
い
な
ら
龍

 
組
を
見
て
く
れ
る
と
分
か
る
か
な

 
鈴

龍
組
で
確
か

狛
と
耶
狛
の

ケ
兄
妹
が
先
に



 第十八章 平和の日常へ

 
戦

て
い
る
ん
だ
よ

 
怠
惰

そ
う
そ
う
だ
か
ら
気
に
な
る
な
ら

で
は
そ
ろ

 
そ
ろ
時
間
だ
し
今
回
は
こ
こ
ま
で
か
な

 
狗
神

あ
い
よ
ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
な

 
怠
惰

そ
れ
と

ケ

ン
は
投
稿
し
て
お
り
ま
す
の
で
見
る

 
方
は
ど
う

見
て
や

て
下
さ
い
そ
れ
で
は
ま
た
次

 
回
も
よ
ろ
し
く

 
鈴

そ
れ
じ

者
様

 
神
楽

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た



 第３８９話 まさかの予想外

 
第
３
８
９
話
 
ま
さ
か
の
予
想
外

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

こ
こ
最
近
休
ん
で
ば
か
り
だ

た
の
で
今
日

も
投
稿
し
ま
し
た

突
然
の
投
稿
で
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど

う 

を
実
行
し
て
か
ら
翌
日
の

と
な
る

分
と
霊
夢
は
と
い
う
と

 
霊
夢

来
な
い
わ

 
蓮
 

う
ん

 
神
社
の
正
面
で
構
え
て
い
た
が

の
黒
幕
は
ま
だ
こ
こ
に
来
な
い
で
い
た

見
立
て
で
は
今
日

く
ら
い
に
は
来
る
と
思

た
ん
だ
け
ど
な

 
霊
夢

来
な
い

て
事
は
死
ん
だ
わ
よ

 
蓮
 

ち

と
そ
れ
は
言

た
ら

目
だ

て

 
霊
夢

で
も



 第十八章 平和の日常へ

 
確
か
に
そ
う
思
う
の
は

し
方
が
な
い

何
せ
来
な
い
の
だ
か
ら

ま
さ
か
霊
夢
の
言
う
通
り

死
ん
だ
の
か
そ
れ
だ
と
こ
の

の
意

は
一
体
全
体
ど
う
な
る
と
い
う
ん
だ

 
蓮
 

し
か
た
な
い
少
し
様
子
見
を
し
て

 
と
言
い
様
子
見
を
し
よ
う
と
し
た
そ
の
時
だ

何
か
変
な
音
が
聞
こ
え
出
す

上
を
見
る
と

何
か
が

方
へ
と
落
ち
て
き
て
目
の
前
に
落
下
す
る

 
蓮
 

な

何
だ

 
何
だ
と
思

て
い
る
と
そ
れ
は
昨
日
別
れ
た

華
扇
だ

た

そ
れ
も
何

か

て
い

る
か
の
よ
う
な

を
し
て
い
た

 
霊
夢

あ
ら

あ
ん
た
何
し
に
来
た
の
よ

 
華
扇

え

え

実
は
少
々

イ
レ
ギ

ラ

な
事
が
起
き

 
ま
し
て

 
蓮
 

イ
レ
ギ

ラ

 
華
扇

は
い

の
黒
幕
な
ん
で
す
が
そ
の

実
は

女
そ
の

 
何
と
言
え
ば
良
い
の
か

 
何

そ
ん
な
に

て
い
る
の
だ
ろ
う

ま
さ
か
本
当
に
死
ん
で
し
ま

た
と
で
も
言
い
た



 第３８９話 まさかの予想外

い
の
か

 
霊
夢

何
よ

し
て
な
い
で
さ

さ
と
言
い
な
さ
い
よ

 
華
扇

え

と
で
す

女
が
そ
の

地
底
の
方
に
行

て

 
し
ま
い
ま
し
て

 
何
だ
生
き
て
い
る
の
か

そ
れ
な
ら
安
し

い
や
何
処
も
安
心
で
き
る

が
な
い

 
蓮
 

地
底

て
え

 
霊
夢

嘘
で
し

 
地
底
つ
ま
り
そ
こ
は
も

と
も
地
獄
に
近
い
場
所
で
あ
り
そ
こ
に
は
旧
都
と
呼
ば
れ
る
⻤
や

わ
れ
て
い
る
妖
怪
達
が
住
む
場
所
だ

更
に
そ
の

に
は
理
久
兎
さ
ん
や
さ
と
り
さ
ん
が
住
ま
う

地
霊

が
あ
る
場
所
で
も
あ
る

だ
が
問

は
そ
こ
で
は
な
い
地
底
に
い
る
妖
怪
は
地
上
の
妖
怪

達
の

で
は
な
い
程
に
ど
い
つ
も
こ
い
つ
も
凶

で

な
ど
し
な
い
で

座
に
殺
し
て

に

し
て
し
ま
う

中
が

数
い
る
の
が
問

な
の
だ

そ
れ
も
人
間
な
ん
て
格

の

物
だ

 
蓮
 

安
心
と
思
い
き
や
最

走

を
見
て
い
る
所
あ

 
た
り
に

達
し
て
い
る
よ

 
霊
夢

ど
う
し
て
こ
う
な

た
の
よ



 第十八章 平和の日常へ

 
本
当
に
ど
う
し
て
こ
う
な

た
ん
だ

そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
狸
達
が
様
子
を

て
い
た
り

し
て
い
る
ん
じ

な
か

た
の
か

 
蓮
 

華
扇
さ
ん
そ
こ
を
す
る
の
が
貴
女
の

目
で
は

 
華
扇

う

そ
う
な
ん
で
す
が
妖
怪
達
か
ら
逃

て
を

り

 
返
し
て
い
る
う
ち
に
近
く
の

に

た
結

そ

 
こ
が
地
底
の

り

だ

た
ら
し
く
て

 
霊
夢

の
狸
達
に

せ
た
結

が
こ
れ
よ

 
も
う
こ
れ
は
霊
夢
の
言
う
通
り
だ
よ
な

 
華
扇

が
い
な
が
ら

し

な
い
限
り

 
蓮
 

仕
方
な
い
地
底
に
は

が
行
く
よ

 
霊
夢

え

大

 
蓮
 

ま

地
底
に
は
何
回
か
は
行

て
い
る
か
ら

 

に
理
久
兎
の
修
行
だ

た
り
で
だ
け
ど

 
華
扇

あ
ま
り
無
理
は
な
さ
ら
な
い
よ
う
に
地
底
の
空
気
は

 

で
す
か
ら



 第３８９話 まさかの予想外

 
蓮
 

気
に
し
す
ぎ
で
す
よ
華
扇
さ
ん

そ
れ
じ

行

て

 
く
る

 
霊
夢

や

り

も
行
く
わ

 
蓮
 

で
も
も
し
も
そ
の
黒
幕
が
来
た
ら

 
華
扇

良
い
わ
今
回
は

も
落
ち
目
も
あ
り
ま
し
た
し
こ
こ

 
に

る
わ
折

の

会
だ
か
ら

人
で
行

て
き
な

 
さ
い

 
そ
う
言
う
と
華
扇
を
霧
が

う
と
何

か
分
か
ら
な
い
が
霊
夢
の
巫
女

に

ン
ジ
し
た

 
霊
夢

て
何
で

の

を
着
る
の
よ

 
華
扇

こ
の
方
が
巫
女
が
い
る

て
思
う
で
し

う

 
正

に
言
う
と
華
扇
の
方
が
霊
夢
よ
り
も
巫
女
の
仕
事
を
し
て
く
れ
そ
う
と
い
う
イ
メ

ジ
が

あ
る
ん
だ
よ
な

 
霊
夢

は

も
う
良
い
わ
な
ら

守
番
を

せ
て
も
良
い

 
の
よ

 
華
扇

え
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蓮
 

分
か
り
ま
し
た
な
ら
行
こ
う
霊
夢

 
霊
夢

分
か

た
わ

 
そ
う
言
い

分
と
霊
夢
は
空
へ
と
飛
び
立
ち
旧
都
の

り

へ
と
向
か
う
の
だ

た

そ
う
し

て
こ
こ
か
ら
近
い

り

の
近
く
へ
と
降
り
立
つ

 
霊
夢

構
え
た
方
が
良
さ
そ
う
よ

 
蓮
 

う
う
ん
構
え
な
く
て
も
大

だ
よ

 
霊
夢

そ
れ
ど
う
い
う
意

よ

 
蓮
 

そ
れ
は
こ
れ
だ
よ

 
そ
う
言
い

か
ら

の

を
見
せ
る

 
霊
夢

何
そ
の
ボ
ロ
い

 
蓮
 

こ
れ
は
地
底
へ
の
通
行
許
可

だ
よ
こ
れ
が
あ
れ
ば

 
地
底
の
妖
怪
達
に
は
襲
わ
れ
な
い
よ

 
か
つ
て
理
久
兎
の
授
業
中
に

た
許
可

だ

こ
れ
が
あ
れ
ば
地
底
の
門
番
達
と
出
く
わ
し

た
と
し
て
も
戦
い
な
く
通
し
て
く
れ
る
す
ぐ
れ
も
の
だ

 
霊
夢

そ
れ
本
当
の
話
よ



 第３８９話 まさかの予想外

 
蓮
 

う
ん

分

 
霊
夢

分

て
何
よ

 
仕
方
な
い

そ
ん
な
の
知

た
こ
と
じ

み
た
い
な
奴
と
出
く
わ
し
た
ら
戦
う
し
か
な
い

の
だ
か
ら

地
底
に
は
理
久
兎
や
そ
の
理
久
兎
と
親

が
深
い
事
を

く
思
わ
な
い

中
だ

て

い
る
ら
し
い
の
だ
か
ら

 
蓮
 

と
り
あ
え
ず
行
こ
う

 
霊
夢

え

 

わ
り
と

き
つ
つ

の
中
へ
と

り

へ
と
進
ん
で
い
く

暗
く

い
通

を
通

て
い

る
と

 

 

お
や

お
客
人
か
い

 
火
の
光
が
暗
い

を

ら
す
そ
こ
に
は
門
番
の
キ
ス
メ
と

マ
メ
の

人
が
い
た

 
霊
夢

落
と
し
に

 
黒

あ

蓮
さ
ん
だ

 
蓮
 

ど
う
も

マ
メ
さ
ん
こ
こ
か
ら
先
に
行
き
た
い
の
で

 
す
が



 第十八章 平和の日常へ

 
そ
う
言
い
な
が
ら
通
行
書
を
見
せ
る

 
黒

あ

は
い
は
い
良
い
よ
通

て
く
れ
て

 
蓮
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

あ

そ
う
だ

マ
メ

 
さ
ん
と
キ
ス
メ
さ
ん
に
聞
き
た
い
ん
で
す
が

 
黒

ん

何
か
な

 
蓮
 

こ
こ
に

た
ち

外
の
人
間

て
来
ま
し
た

 
も
し
か
し
た
ら

人
な
ら
見
た
の
か
と
思
い
聞
く

す
る
と

 
黒

あ

い
た
い
た

鏡
を

け
て
る
子

あ
の
子

た

 
ら
忠
告
を
無

し
て
行

ち

う
も
ん
だ
か
ら

め

 
に

た
ら
悲
鳴
と
共
に
落
石
が
落
ち
て
き
て
そ
の

 
ま
ま
激
突
し
て
気
絶
し
ち

て
さ

 
キ
ス
 

 

る
程
つ
ま
り
黒
幕
は
本
当
に
地
底
に
い
る
み
た
い
だ
な

 
蓮
 

分
か
り
ま
し
た
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
黒

は
い
よ

気
を

け
て



 第３８９話 まさかの予想外

 
キ
ス
 

 

人
に
通
し
て
も
ら
い
更
に

へ
と
向
か
う

 
霊
夢

親
し
い
の

 
蓮
 

ま

そ
ん
な
で
も
な
い
ん
だ
け
ど

 
霊
夢

そ
う
ま

良
い
わ
さ

さ
と
行
き
ま
し

う

 
蓮
 

う
ん

 
そ
う
し
て
暗
い
道
を
進
み

分
達
は
旧
都
へ
と
向
か
う
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

ま
さ
か
の
地
底
に
行
く
こ
と
に
な
る
な
ん
て
な

 
神
楽

地
底
で
す
か
と
な
る
と
や
は
り

 
鈴

ま

十
中
八
九
で
る
よ

 
怠
惰

は
所
々
で

て
は
い
た
か
ら

 
神
楽

あ
れ

な
ん
で
す



 第十八章 平和の日常へ

 
怠
惰

ま

な
の
で
次
回
は
ま

が
出
て
く
る
と
い
う

 
の
は
確
定
だ
と
思

て
く
だ
さ
い

 
鈴

楽
し
み
だ

 
怠
惰

ま

た
だ
言
い
に
く
い
の
は

 
狗
神

何
だ
よ
ま
た
次
回
は
話
の
都
合
上
で
龍
組
の
投
稿
に

 
な
る
ん
だ
よ

 
狗
神

お
い
お
い

 
鈴

つ
ま
り
は
あ

ち
は
戦
闘
回

て
事
な
の

 
怠
惰

う

ん
ま

ど
う
だ
ろ
う

た
だ
次
回
の
投
稿
は

 
龍
組
で
す

ら
く
数
話
投
稿
し
た
ら
狐
組
に
な
り
ま

 
す
と
だ
け
伝
え
て
お
く

 
神
楽

分
か
り
ま
し
た

 
怠
惰

で
は
で
は
そ
ろ
そ
ろ
時
間
な
の
で
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
で
す

 
狗
神

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
な



 第３８９話 まさかの予想外

 
神
楽

そ
れ
で
は

者
様
方

 
鈴

バ
イ
バ
イ



 第十八章 平和の日常へ

 
第
３
９
０
話
 
黒
幕
を
追

て

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

サ
ザ
ン
ド
ラ
の
育

が
終
わ

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

次
は
ミ

ミ

キ

か
ド
ラ
パ
ル
ド
か

も
し
く
は
別
の

ケ

ン
を

る
か
悩
み
所
で
す

く
過
去

か
ら
育
て
た

ン
フ

ア
を

れ
て
き
た
い
今
日
こ
の
頃

失

そ
れ
で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編

へ
ど
う

 
暗
い

道
を
真

ぐ
道

い
に
進
ん
で
い
く
と
光
が
見
え
て
く
る

 
霊
夢

も
う
少
し

 
蓮
 

あ

で
も
気
を
つ
け
て
そ
こ
は
す
ぐ

に
行
か
な
い

 
と

を
ぶ
つ
け
る
か
ら

 
霊
夢

あ
ん
た

た
の

 
蓮
 

ま

面
に
も
ろ
強

し
た
よ

 
間
欠
泉
異
変
の
時
は
色
々
と

し
た
な

そ
れ
に

ら
く
だ
が
あ
の

カ
つ
く

章
は
理
久



 第３９０話 黒幕を追って

兎
が

た
も
の
だ
ろ
う
な

と
い
う
か
あ
の

章
と
い
い
理
久
兎
の

ス
い

び

を

想
す

る
と
イ
ラ

と
し
て
く
る
な

 
霊
夢

蓮

 
蓮
 

え

あ

う
ん
何
で
も
な
い
よ
と
り
あ
え
ず
気
を
つ

 
け
て

 
霊
夢

え

 
そ
う
し
て

の

分
の

面
を
強

し
た
場
所
を
曲
が
り
少
し
進
む
と
地
底
の

と

の
か

か
る
場
所
へ
と
来
る

そ
こ
に
は

の
番
を
す
る
パ
ル
ス

が
手

に

り
か
か
り
な
が
ら

で
こ
ち
ら
を
見
て
く
る

 
パ
ル

あ
ら

し
い
客
人

 
蓮
 

す
い
ま
せ
ん
が
通
し
て
頂
け
ま
せ
ん
か

  
通
行
書
を
見
せ
る
と
パ
ル
ス

は
目
を

り

く
と
ど
う

と
ジ

ス

し
て
く
れ
る

 
蓮
 

あ
り
が
と
う

 
霊
夢

聞
き
た
い
ん
だ
け
ど
こ
こ
に
異
変
の
黒
幕
的
な



 第十八章 平和の日常へ

 
奴
は
来
た

 
と

霊
夢
は
聞
く
と
パ
ル
ス

は
ひ
き
つ

た

を
す
る

 
パ
ル

あ
の
人
間
な
ら
さ

き

を
負
か
し
て
旧
都
に
行

 
た
わ
よ

 
霊
夢

ど
う
や
ら
無
事
に
こ
こ
へ
来
た
み
た
い

 
蓮
 

そ
う
み
た
い
だ

 
地
底
の
妖
怪
達
は
地
上
の
妖
怪
達
よ
り
も

が
悪
く
危
険
な

中
が

い

そ
の
中
の

章
で

あ
る
旧
都
へ
の
道
を
ク
リ
ア
し
た
と
な
る
と
実
力
は
あ
る
み
た
い
だ
な

 
蓮
 

急
ご
う

 
霊
夢

え

 
蓮
 

パ
ル
ス

さ
ん
情
報
の

を
感

し
ま
す

 
パ
ル

は
い
は
い

急
い
じ

て
そ
の

し
さ
が
妬
ま

 
し
い

 

々
と

を
ひ
き
つ
ら
せ
て
く
る

こ
う
な

て
く
る
と
面
倒
だ
し
さ

と
逃

る
か

 

 
蓮
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
行
く
よ
霊
夢



 第３９０話 黒幕を追って

 
霊
夢

え

ち

と
蓮

 
そ
う
し
て
パ
ル
ス

の
元
を
去
り
更
に
先
へ
と
進
む
の
だ
が

 
む
の
だ
が

 
霊
夢

何
か
お
か
し
い
わ

 
蓮
 

霊
夢
も
気
づ
い
た

 
霊
夢

で
も

 
地
底
の

物
に

つ
も
の

や
倒
壊
が
起
き
て
い
た

旧
都
な
ら
普
通
で
ご
く
一

的
な
光
景

と
言

た
ら
終
わ
り
だ
と
は
思
う
が
修
行
の

に
来
て
い
た
時
と
は
断
然
的
に

う

気
だ

 
妖
怪

あ
の
野

共
が

 
妖
怪

々
様
に
あ

言

て
お
い
て
お
前
が
壊
し
て
い

 
る
じ

か

 
妖
怪

修

す
る
こ

ち
の

に
も
な
り
や
が
れ

 
と

び
な
が
ら
も
散
ら
ば
る

等
を

け
て
い
た

 
霊
夢

気
が
立

て
い
る
み
た
い

 
蓮
 

こ
う
い
う
場
合
は
そ

と
し
て
お
こ
う



 第十八章 平和の日常へ

 

ら
ぬ
神
に
祟
り
な
し

こ
う
い
う
の
は
そ

と
し
て
お
こ
う

 
霊
夢

ま

そ
れ
も
一
理
あ
る
わ

 
蓮
 

う
ん

 
無
闇
に
関
わ
る
と
地
底
の
妖
怪
達
は
目
と
目
を
合
わ
せ
る
と
す
ぐ
に
戦
い
を
仕

け
て
き
た
り

す
る
た
め
出
来
る
限
り
で
関
わ
ら
な
い
方
が
い
い

そ
れ
よ
り
も
今
は
黒
幕
の
生

か
ど
う
か
を

確
認
し
な
け
れ
ば

妖
怪
達
の
話
を
聞
い
て
い
る
と
ど
う
や
ら
理
久
兎
と
黒
幕
は
戦

て
い
た

み
た
い
だ
し

理
久
兎
の
こ
と
だ
か
ら

は
し
て
く
れ
て
は
い
る
だ
ろ
う
け
ど
下
手
に
殺
さ
れ

て
な
け
れ
ば
い
い
け
ど

 
蓮
 

急
ご
う
霊
夢

 
霊
夢

え

 
そ
う
言
い

れ
よ
う
と
す
る
と

 

 

あ

霊
夢
に
蓮
だ

 
聞
き
覚
え
の
あ
る

が
聞
こ
え
て
く
る

の
し
た
方
向
を
見
る
と
そ
こ
に
は

を

手
に

ち
な
が
ら

ろ

い
気
分
で
あ
ろ
う
萃
香
が
立

て
い
た

 
霊
夢

あ
ん
た
こ
ん
な
所
で

ん
で
い
た
の



 第３９０話 黒幕を追って

 
萃
香

ま

そ
れ
よ
り
も
ど
う
し
た
の

 
蓮
 

い
え
こ
れ

て
や

り

 
と

聞
く
と
萃
香
は

か
に

く

や
は
り
思

て
い
た
通
り
理
久
兎
の
仕
業

い
な

 
萃
香

奴
に

て
は

は
出
来
な
い
か
ら

 
霊
夢

そ
れ
あ
ん
た
が
言
う

 
萃
香

い
な

は
こ
れ
で
も

で
き
る
よ
少
し
は

 
少
し

て

そ
れ
で
き
て
な
い
よ
う
な

あ
ま
り
言
う
と

大
化
し
て

て
き
そ
う
だ
か

ら
言
わ
な
い
で
お
こ
う

 
霊
夢

所
で
理
久
兎
の
相
手

て
こ
の

じ

見
な
い

 
よ
う
な
感
じ
の
子
よ

 
萃
香

え

あ

う
ん
そ
う
だ
け
ど

 
霊
夢

そ
う

 
こ
れ
も
妖
怪
達
が
話
し
て
い
た
通
り
だ
な

理
久
兎
な
何
ら
か
の
理

で
戦

た
と
い
う
こ
と

か 
霊
夢

そ
の
後
そ
い
つ
は
ど
う
し
た
か
分
か
る



 第十八章 平和の日常へ

 
と

霊
夢
が
言
う
と
萃
香
は

を
組
ん
で
考
え
出
す

 
萃
香

た
し
か

あ

そ
う
だ
理
久
兎
が
大
き
な
ハ
サ
ミ
で

 
ジ

キ
ン

て
斬

た
後
に
そ
の
子
の

首
を

ん

 
で
地
霊

に

れ
て
い

た
よ

 
蓮
 

因
み
に
そ
れ
は
ど
の
く
ら
い
前
で
す
か

 
萃
香

つ
い
さ

き
だ
よ

ら
く
理
久
兎
に
あ
る
程
度
の

 
折

を
受
け
て
る
か
も

た
だ
気
を

け
な
よ

 

人
共

 
蓮
 

何
が
で
す

 
萃
香

見
間

い
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
理
久
兎
の

⻑
が

 

ん
だ
り
大
き
く
な

た
り
し
て
て
理
久
兎
の
よ
う

 
で
理
久
兎
じ

な
い
感
じ
が
し
た
ん
だ
よ

 
意

の
分
か
ら
な
い
事
を
言

て
き
た
な

ん
だ
り
大
き
く
な

た
り

て
い

た
い
ど
う

い
う
こ
と
だ

 
霊
夢

何
そ
れ

て
た
か
ら
じ

な
く
て



 第３９０話 黒幕を追って

 
萃
香

う

ん
そ
う
か
も
だ
け
ど
で
も

外
の

も
そ
う

 
見
え
た

て

 
感
じ
か
ら
し
て
遠
目
で
見
て
た
か
ら
の
見
間

い
な
の
だ
ろ
う
が
萃
香
が
そ
う
言
う
の
で
あ
れ

ば
気
を
つ
け
て
い
き
た
い
と
こ
ろ
だ
な

 
蓮
 

分
か
り
ま
し
た
一

で
気
を

け
て
み
ま
す

 
萃
香

ん

分
か

た
気
を
つ
け
て

人
共

 
そ
う
言
い
萃
香
は
手
に

つ

を
ラ

パ

み
し
な
が
ら

ら

ら
と
去

て
い

た

 
霊
夢

ど
う
い
う
こ
と
か
し
ら

 
蓮
 

そ
れ
も
気
を

け
る
と
し
て
今
は

く
黒
幕
の
安

 
の
確
認
を
し
な
い
と

 
霊
夢

そ
う

 
そ
う
し
て
急
い
で
地
霊

へ
と
向
か
う
と
そ
こ
に
は
旧
都
で
話

に
な

て
い
た
理
久
兎
や
そ

の
従
者
達
に
更
に
は
さ
と
り
と
お

が
外
に
い
た

 
蓮
 

何
し
て
い
る
ん
だ
ろ

 
霊
夢

と
り
あ
え
ず

を
か
け
ま
し

う
か



 第十八章 平和の日常へ

 
蓮
 

そ
う
だ

 
そ
う
し
て
理
久
兎
達
に
向
か

て

 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん

 
霊
夢

あ
ん
た
達
そ
ん
な
所
で
な
に
し
て
る
の
よ

 
と

を
か
け
る
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

あ
い
よ

 
鈴

し
か
し
怠
惰
く
ん
大
変
だ

た

 
怠
惰

本
当
に
リ
ア
ル
怠
惰
さ
ん
は
生
死
の

を
さ
ま
よ

 
た
よ

 
神
楽

ア
ハ
ハ

 
怠
惰

ま

そ
ん
な
事
よ
り
も
次
は
つ
い
に
理
久
兎
と
ま
た

 
会
う
こ
と
に
な
る

だ
け
ど
ま

こ
の
先
の

開
は



 第３９０話 黒幕を追って

 
お
お
よ
そ
の

者
様
は
知

て
い
る
ん
だ
よ

 
鈴

狐
組
と
龍
組

て
話
が

が

て
る
か
ら

 
怠
惰

た
だ
あ
く
ま
で
も
龍
組
は
理
久
兎

で
の
話
だ
か

 
ら
こ

ち
は
こ

ち
で
蓮

で
の
話
で

く
の
で

 
お

れ
な
く

 
鈴

ま

そ
こ
は

 
狗
神

そ

く
り
そ
の
ま
ま
は
話
に
な
ら
ん

 
神
楽

た
し
か
に

 
怠
惰

ま

そ
の

は
よ
ろ
し
く

そ
れ
で
は
時
間
も
時
間

 
な
の
で
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

ま
た
明
日
も
よ
ろ
し
く
な

 
鈴

そ
れ
で
は

者
様

 
神
楽

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た



 第十八章 平和の日常へ

 
第
３
９
１
話
 
こ
の
異
変
の
隠
さ
れ
た
真
実

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
メ
ル

の

が

し
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

や

て
い
て

思

た
の
は
第

弾
の

ラ
ボ
を
面
倒
く
さ
が
ら
ず
し

か
り
や

て
い
れ
ば
良
か

た

そ
う
す
れ
ば
あ
ん
な
ク

ス
ト
や
る

な
か

た
な

失

そ
れ
で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ

ど
う

 
理
久
兎
の
名
前
を
呼
ぶ
と
そ
れ
に
気
づ
い
た
面
々
は
こ
ち
ら
を
向
き
そ
の
中
に
は

 
耶
狛

あ

蓮
く
ん
霊
夢
ち

ん

 
と

楽
な
性
格
の
耶
狛
は
手
を

て
く
れ
る

地
面
へ
と
降
り
立
つ
と

 

狛

蓮
さ
ん
に
霊
夢
さ
ん
ど
う
し
て
こ
こ
へ

 
理
 

何
の
用
だ
お
前
達

 
そ
う

人
に
聞
か
れ
る

隠
す
こ
と
も
な
い
た
め

分
達
は
黒
幕
が
こ
こ
に
来
た
か
ど
う
か

を
訪

て
み
よ
う
と
思
い
訪

る
こ
と
に
し
た



 第３９１話 この異変の隠された真実

 
蓮
 

え

と
お
聞
き
し
た
い
事
が
あ
る
ん
で
す
こ
こ
に

 
異
変
の
黒
幕

て
来
て
ま
せ
ん
か

 
霊
夢

化
け
狸
達
が
こ
こ
へ
と
逃

た
と
か
言

て
い
た

 
み
た
い
で
わ
ざ
わ
ざ
来
た
の
よ

 
そ
れ
を
聞
い
た
理
久
兎
は
参

た
よ
う
な

を
し
て

を

き
な
が
ら

 
理
 

生

な
話
で

奴
な
ら
地
上
に
返
し
ち
ま

た
所

 
さ

後
数
分

け
れ
ば
な

 
ど
う
や
ら
地
上
へ
と
帰
し
て
く
れ
た
み
た
い
だ

こ
れ
な
ら
安
心
だ
な

 
蓮
 

そ
う
で
し
た
か

 
霊
夢

な
ら
安
心

 

 
理
 

ま

そ
う
と
も
言
え
な
い
け
ど
な

 
霊
夢

ど
う
い
う
意

よ
そ
れ

 
理
久
兎
の
発
言
に

問
を
覚
え
る

そ
う
と
も
言
え
な
い
と
は
い

た
い
ど
う
い
う
こ
と
だ

何
か
あ
る
と
い
う
の
は
間

い
は
な
さ
そ
う
だ

 
理
 

さ
と
り
に
お

す
ま
な
い
が

人
は

を
外
し
て
く



 第十八章 平和の日常へ

 
れ
な
い
か

 
お

ん
に

 
さ
と

も
で
す
か

 

 
理
 

あ

こ
の
話
は
少
し
危
険
が

う

ま

ど
の
確

 

で
大

だ
と
思
う
が
も
し
も
何
か
あ

た
ら
の

 
た
め
だ

だ
か
ら
さ
と
り
頼
む
か
ら

を
外
し
て
く

 
れ
な
い
か

 
と

言
う
と
さ
と
り
は
溜
め

を

い
て
や
れ
や
れ
と
い

た

を
す
る

 
さ
と

分
か
り
ま
し
た
で
す
が
約
束
で
す
か
ら

そ
ん
な
下

 
ら
な
い
確

通
り
に
な
ら
な
い
で
下
さ
い

 
理
 

あ
い
あ
い

 
さ
と

行
き
ま
す
よ
お

 
お

分
か
り
ま
し
た

 
そ
う
言
い

人
は
下
が

て
い
く

何
で
ま
た
あ
の

人
を
下

た
ん
だ
ろ
う
か

こ
う
い

う
の

て
昔
の
映

だ
と
か
で
い
う
と
危
険
を

け
さ
せ
る
た
め
み
た
い
な
事
だ
よ
な

と
な
る



 第３９１話 この異変の隠された真実

と
ま
さ
か
危
険
が

う
よ
う
な
話
を
す
る
の
か

理
久
兎
は
こ
ち
ら
を
向
く
と
共
に

分
も
覚

を
決
め
な
け
れ
ば
な

 
理
 

そ
れ
じ

話
そ
う
か

の
知

て
い
る
限
り
の
話

 
を

ま
ず
事
の
発

は
黒
幕
で
あ
る

女
が
こ
の
幻

 
想
郷
に
ボ

ル
を
ば
ら
ま
き
そ
し
て
こ
こ
へ
と

る

 
事
こ
そ
が
発

で
あ
り

女
の
目
的

相

は
な
い

 
な

狛
と
耶
狛

 

狛

え

実

に

女
か
ら
そ
う
聞
い
て
お
り
ま
す

 
耶
狛

う
ん

 
霊
夢

で

そ
れ
が
何
な
の
よ

面
倒
だ
か
ら
い
ち
い
ち

 
り
く
ど
い
言
い
方
し
な
い
で
サ
ク

と
言

て
も
ら

 
え
な
い
か
し
ら

 
蓮
 

霊
夢

た
ら
言
い
方
が

 
せ
め
て
も
う
少
し
オ

ラ

ト
に
包
も
う
よ

理
久
兎
は

笑
い
を
す
る
と

 
理
 

ま

も
う
少
し
だ
け
な



 第十八章 平和の日常へ

 
と

言
い
話
の
続
き
を
し
だ
す

 
理
 

こ
れ
は
黒
幕
を

ら
し
め
無
事
に
外
の
世
界
へ
と

 

て
異
変
は
終
わ
り

の

だ

た
の
さ
あ
る
一

 
を
外
し
て
な

つ
い
先
程
に

じ
ら
れ
な
い
事
が
書

 
か
れ
た
手

が

に

い
た
ん
だ

 
黒
 

さ

き
の
か

 
理
 

そ
う

り

は

名
で
言
え
な
い
が
書
い
て
あ
る
事

 
は

じ
ら
れ
る
も
の
だ

 
そ
こ
ま
で
理
久
兎
が
言
う
だ
な
ん
て
や
は
り
ど
う
や
ら
さ
と
り
達
を
下

る
だ
け
の
話
ら
し

い 
霊
夢

内
容
は

 
理
 

に

結
で
言
う
な
ら
現

起
き
て
い
る
幻
想

 
郷
の
異
変
に
あ
る
者
達
が
介

を
し
て
し
ま

た
そ

 
の
た
め
貴
方
に
は
そ
の
介

者
達
の

て
を

け

 
て

し
い
で
な
け
れ
ば
過
去
の
過
ち
が
ま
た

り
返



 第３９１話 この異変の隠された真実

 
さ
れ
る
と
な

 
こ
の
異
変
に
何
ら
か
の
者
達
が
介

し
て
い
る
と
い
う
の
は
分
か
る
が
問

は
過
去
の
過
ち
と

は
い

た
い
な
ん
な
ん
だ

 
蓮
 

過
ち

 
理
 

そ
う
か
つ
て
妖
怪
達
が
仕

け
た
大
き
な
戦

そ
れ

 
は
そ
の
勢
力
と
妖
怪
達
と
で
血
を
流
し
あ

た
程
の

 
戦
い
が
ま
た

り
返
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
の
さ

 
霊
夢

で
も
そ
ん
な
戦

を
妖
怪
達
に
仕

け
て
も

 
理
 

い
や
十
中
八
九
で
妖
怪

は
負
け
る
だ
ろ
う
な

 
妖
怪
達
が
負
け
る

て
そ
れ
は
ど
ん
な
戦

だ
と
い
う
の
だ

そ
し
て
そ
の
相
手
は

理
久

兎
は
そ
れ
を

ま
え
て
続
き
を
話
す

 
理
 

話
を
整
理
す
る
と
幻
想
郷
と
地
底
も

ま
れ
る
か
は

 

妙
だ
が
そ
れ
ら
の
第
一
勢
力
と
黒
幕
と
い
う
第
二

 
の
勢
力
そ
し
て
そ
れ
ら
の
対
決
で

の
利
を
し
よ

 
う
と
し
て
い
る
第
三
の
勢
力
が
い
る

て
い
う
事
だ
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ま

そ
こ
ま
で
は
マ
ミ
ゾ
ウ
も

明
と

う
華
扇
す

 
ら
も
予
想
が
つ
か
な
か

た
だ
ろ
う
な
現
に

も
ま

 

た
く
も

て
気
づ
か
な
い
わ
け
だ
し
な

 
霊
夢

あ
ん
た
で
す
ら
も
気
づ
か
な
か

た
て

と
い
う
か

 

の
利

て
何
よ
そ
れ

ど
こ
の

が
こ
ん
な
こ

 
と
を

 
理
 

お
前
達
は

の

子

い
や
こ
う
い
え
ば
良
い
か

 
八
雲
紫
が
中
心
に
な

て
起
こ
し
た
大
き
な
大
戦

 
第
一
次
月
面
戦

は
知

て
い
る
か

 
第
一
次
月
面
戦

て
確
か

の
屋
敷
の

書
の

で
見
た
こ
と
が
あ
る

そ
し
て
そ

の
相
手
は

 

狛

ま

マ
ス
タ

 
耶
狛

そ
れ

て

 
蓮
 

つ
ま
り
そ
の

の
利
を

う
の
は
月
の
都
の

達

 

て
事
で
す
か



 第３９１話 この異変の隠された真実

 
理
 

そ
の
通
り
だ

 
や
は
り
そ
う
か

第
一
次
月
面
戦

て
こ
と
か
ら
第
三
勢
力
は
月
の

達
と
い
う
の
は
容

に
分
か
る

そ
う
分
か
る

な
の
だ
が

 
霊
夢

 
黒
 

 
う
ん
黒
さ
ん
は
仕
方
な
い
か
も
だ
け
れ
ど
霊
夢
は
一
度
月
に
行

て
な
お
か
つ

く

し
て
い
る
ん
だ
か
ら
せ
め
て
分
か
ろ
う
よ

す
る
と
そ
れ
に
気
づ
い
た
理
久
兎
も
仕
方
な
さ
そ
う

に 
理
 

分
か
ら
な
そ
う
だ
か
ら
ざ

く
り
と
教
え
る
と
第
一

 
次
月
面
戦

そ
れ
は
紫
を
中
心
と
し
た
当
時
の

⻤

 
夜
行
と
月
の

達
で
起
き
た
大
戦

だ
そ
の
結

は

 
紫
達
の
大
敗
で
幕
を
閉
じ
た

 
霊
夢

あ
の
紫
が
負
け
た

て

 
理
 

そ
し
て
次
に
色
々
と
話
を
聞
い
て
知

た
が
お
前
達

 
は
月
に
行

た
ん
だ
よ
な
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霊
夢

え

 
理
 

そ
こ
で
戦

と
ま
で
は
い
か
な
い
が
月
の

と
戦

 
た
ま

そ
れ
が
い
わ
ゆ
る
第
二
次
月
面
戦

て
や

 
つ
な
の
さ
こ

ち
か
ら
進
軍
し
て
い
る
ん
か
ら
な

 
確
か
に
あ
れ
は
魔
理
沙
が
ま
と
め
て
く
れ
た
か
ら
小

り
合
い
程
度
で

ん
だ

も
し
も
依
姫

と
戦

て
い
た
ら

ら
く
は

て
な
か

た
だ
ろ
う

 
理
 

そ
し
て
こ
の
異
変
と
そ
れ
ら
は
ど
う
関
わ
る
の
か

 
そ
れ
は
第
三
次
月
面
戦

の
発

と
な
り
か

な
い

 

て
事
な
の
さ

 
霊
夢

そ
れ

て
前
み
た
い
な
弾
幕
ご

こ
と
か
じ

 
理
 

な
い
な

ら
く
今
度
は
奴
等
が
武

を
手
に

ち
な

 
が
ら
進
軍
し
て
く
る
か
ら
な
奴
等
が
こ
こ
に
進
軍
し

 
て
く
れ
ば
一
方
的
な

殺
で
終
わ
る
だ
ろ
う

 
蓮
 

ど

ど
う
し
て
ま
た
そ
ん
な
事
に

 
い
き
な
り
大
そ
れ
た
こ
と
に
な

た

第
三
次
月
面
戦

て
そ
れ
も
あ
の
時
の
弾
幕
ご



 第３９１話 この異変の隠された真実

こ
の
小

り
合
い
で
は
な
く
本
物
の
血
が
流
れ
る
戦

に
な
れ
ば
こ
ち
ら
も
た
ま

た
も
の
で

は
な
い

し
か
し
ど
う
し
て
そ
ん
な
大
そ
れ
た
こ
と
に
な
る
ん
だ
ろ
う
か

理
久
兎
は
首
を

る

と 
理
 

今
は
そ
れ
よ
り
も
奴
等
は
ど
う
や

て
進
軍
し
て
く

 
る
と
思
う

奴
ら
は
地
上
の

れ
を

う

だ
が

 
ど
う
す
る
と
思
う
よ

 
ど
う
す
る
か

て

そ
う
言
わ
れ
て
も
な

分
と
霊
夢
は

て
い
る
と
先
程
シ

ト
し
か
け
て
い
た
黒
は

を
開
き

 
黒
 

だ

た
ら

分
に

し
た

に
し
て
進
軍
を
開

 
始
す
る
な

 
理
 

う

黒

満

の
回

だ

 

狛

え

 
耶
狛

ど
う
い
う
こ
と
な
の

 
理
 

お
前
ら
だ

て
そ
う
だ
ろ

分
達
に

さ
な
い

 

で
不
利
に
な
る
よ
う
な
ら

分
達
に
合

た
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に
し
て

利
に
戦
う
の
が
一
番
と
思
わ
な
い
か

 
確
か
に
空
気
が
な
く
て
戦
え
な
い

そ
れ
で
も
し
も
空
気
を

満
さ
せ
る
事
が
可
能
な
ら
そ
う

い

た

に
変
え
る
の
は

し
も
そ
う
だ

 
霊
夢

そ
れ
は
そ
う
だ
け
ど

 
蓮
 

で
も
出
来
る
ん
で
す
か
そ
ん
な
こ
と
が

 
だ
が
第
一
に
可
能
か
ど
う
か
だ

そ
ん
な
事
が
可
能
な
の
だ
ろ
う
な

 
理
 

あ

霊
夢
と
黒
は
と
も
か
く
お
前
達

人
は
知

て

 
い
る
だ
ろ
オ
カ
ル
ト
ボ

ル
が
何
で
出
来
て
い
る
の

 
か
だ

 
何
で
出
来
て
い
る
の
か

確
か
華
扇
達
が
言

て
い
た
な

外
の
世
界
の
力
の
あ
る
場
所
つ

ま
る
所
の
パ

ス

ト
の
石
だ
と
か

待
て
よ
そ
う
か
そ
う
い
う
こ
と
な
の
か

 
蓮
 

ボ

ル
の

は
パ

ス

ト
の
石
な
ど
で

 
ら
れ
て
い
る

つ
ま
り

 

 
理
 

そ
う
あ

た
ん
だ
よ
普
通
で
は

底

り
つ
く
の
は

 
不
可
能
な
イ
レ
ギ

ラ

的
ス

ト
が

つ
だ
け



 第３９１話 この異変の隠された真実

 
そ
れ
こ
そ
が
月
の
都
い
や
月
の
裏

に
あ
る
石
だ
と

 
か
で

ら
れ
た
ボ

ル
だ

 
や

り
黒
幕
で
も

底
た
ど
り
着
け
な
い
月
の
裏

の
石
そ
れ
で
出
来
た
オ
カ
ル
ト
ボ

ル

あ

た
と
い
う
こ
と
か

 
霊
夢

待

て
確
か
話
に
よ
る
と
そ
れ
で
結
界
に

を
開
け

 
て
た
の
よ

 
理
 

あ

黒
幕
の

た
物
な
ら
そ
う
だ
ろ
う
な
た
だ
し

 
月
の
都
の
オ
カ
ル
ト
ボ

ル
は

ら
く

う
だ
ろ
う

 

に
な

ち
ま
う
が
そ
の
ボ

ル
の

ル
ギ

 
と

り
の
黒
幕
の

た
ボ

ル
の

ル
ギ

を

 
合
わ
せ
て
幻
想
郷
に
第
二
の
月
の
都
の

を

る

 
み
た
い
な

だ
ろ
う
な

 
そ
れ
で

を

分
達
に

し
た

へ
と
変
え
る
つ
ま
り
月
の

が
こ

て

う

れ
な

き

に
し
よ
つ
と
し
て
い
た

て
事
な
の
か

 
霊
夢

そ
れ
不

い
じ

な
い



 第十八章 平和の日常へ

 
理
 

あ

そ
れ
も
ま
ず
い
に
は
ま
ず
い
が
更
に
ま
ず
い
の

 
は
そ
の
ボ

ル
を
黒
幕
が

て
い
て
そ
れ
を
現
世

 
へ
と

ん
だ
ら

こ
れ
ば

か
り
は
月
の
都
の

中

 
も
予
想
外
だ

た
だ
ろ
う
な
ま
さ
か
黒
幕
が
こ
こ
に

 

り
込
ん
で
く
る
と
は
思
わ
な
か

た
だ
ろ
う

 
霊
夢

そ
う
な
る
と
外
界
と
月
の
都
と
で

い
が
起
き
る
か

 
も
し
れ
な
い

て
こ
と

 
理
 

あ

そ
う
い
う
事
だ
そ
う
な
れ
ば
ど
ち
ら
に
せ
よ
で

 
大

の
血
が
流
れ
る

い
が
起
き
る
だ
ろ
う
な

 
こ
れ
に
は
も
う
絶

し
て
言

が
で
な
い

こ
れ
は
幻
想
郷
の

で
治
ま
る
よ
う
な
話
で
は

な
い

 
理
 

狛
に
耶
狛

出
る

裂
け
目
を

 

狛

り

了
解

 
耶
狛

あ
い
あ
い

 
そ
う
言
い

人
は
大

て
で
裂
け
目
を

ぎ
始
め
る
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霊
夢

な

何
か
大
事
に
な

た
わ

 
蓮
 

う
ん

で
も
や
る
べ
き
こ
と
は
分
か

た
と
り
あ
え

 
ず
は
黒
幕
を

め
よ
う

 
霊
夢

え

 
と

言

て
い
る
と
黒
は
地
霊

の
中
へ
と

て
い
く

ど
う
や
ら

守
番
み
た
い
だ
な

そ
し
て
理
久
兎
は
こ
ち
ら
見
る
と

 
理
 

ま

あ
れ
だ

お
前
達
の
手
を

り
た
い
手
を
貸
し

 
て
く
れ
な
い
か

 
霊
夢

当
然
よ
何
せ

は
巫
女
だ
し

 
蓮
 

手

け
し
ま
す
よ
理
久
兎
さ
ん

 
理
 

何

か
な

心
強
い

た
ら
あ
り

し
な
い
な

 
い
や
む
し
ろ
そ
の
逆
だ

理
久
兎
が
い
る
と
こ

ち
が
心
強
い
感
じ
が
す
る
ん
だ

そ
う
し
て

い
る
と

 

狛

準
備
で
き
ま
し
た

 
耶
狛

こ

ち
も
良
い
よ
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狛
と
耶
狛
の
準
備
が

了
し

分
達
が

て
き
た
地
下
へ
の

り

の
場
所
へ
と
裂
け
目

が

が
る

 
理
 

あ

狛
に
耶
狛
お
前
ら
も

い
て
こ
い
よ

 

狛

え

 
耶
狛

当
然

 
こ
の

人
は
終
始
で
異
変
に
関
わ

た
か
ら
こ
そ
来
さ
せ
る
意

が
あ
る

そ
れ
に
も
し
か

し
た
ら

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
し
な

 
理
 

な
ら
行
く

 
蓮
 

は
い

 
霊
夢

え

 
耶
狛

レ

ツ

 

狛

あ

 
そ
う
し
て

分
達
は
黒
幕
を

め
る
た
め
に
動
き
出
す
の
だ

た

し
か
し
何
か
と
て
も

大

な
事
を

れ
て
い
る
よ
う
な

気
の
せ
い
か
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怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

何
で
だ
ろ
う
な

も
何
か

れ
て
る
気
が
す
る

 
鈴

奇

だ

 
神
楽

そ
の

え

て
本
編
に
出
て
い
ま
す
か
怠
惰
さ
ん

 
怠
惰

う
ん
上
記
の
本
編
に
出
て
る
よ

 
狗
神

何
だ

た
か
な

 
鈴

う

ん

 
神
楽

本
編
に
出
て
い
る

 
怠
惰

ち
な
み
に

え
は
龍
組
の
本
編
に
書
い
て
あ
る
の
で

 
気
に
な
る
方
は

ど
う

て
事
で
今
回
は

 
め
だ
け
ど
こ
こ
ま
で

 
鈴

と
り
あ
え
ず
考
え
な
い
と
な

あ

者
様
ま
た

 
次
回
も
よ
ろ
し
く

 
神
楽

そ
れ
で
は

者
様

 
狗
神

ま
た
な
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第
３
９
２
話
 
結
局
は
勘
頼
り

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

ア

メ
を
見
て
い
た
ら
時
間
が
過
ぎ
て
い
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

す
ぎ
る

者
と

場

け
も
の
み
ち
更
に
は

と
ア

メ
が

く
て

く
て

し

な
い
で
す

こ
う
い
う
の
を
見
て
い
る
と

強
に
な
り
ま
す

失

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど

う 

狛
達
の
裂
け
目
を
通
り

分
達
は
地
底
へ
と
続
く

の

り

へ
と
出
る

 
霊
夢

利

そ
の
能
力

 
耶
狛

ん
ど
や

 

狛

い
や
ま

確
か
に
耶
狛
の
力
も
あ
る
が

ス
は

 
だ
か
ら
な

 
で
も

利
な
の
は
確
か
で
あ
る

何
十
分
と
か
か
る
地
上
と
地
底
の

を
一
気
に

め
れ
る

の
だ
か
ら

こ
う
い

た
能
力
は

分
も
欲
し
い
な
と
思

て
い
る
と
理
久
兎
は
こ
ち
ら
を
向



 第３９２話 結局は勘頼り

き 
理
 

さ
て
と
行
動
方
針
だ
が

狛
に
耶
狛
お
前
達
は
蓮

 
と
霊
夢
に

行
し
て
菫
子
を
追
跡
し
ろ

 
と

言

て
く
る

そ
の

的
に
理
久
兎
は
つ
い
て
こ
な
い
の
か

 

狛

え

マ
ス
タ

は

 
理
 

は

で
探
し
な
が
ら
野

用
を

ま
せ
て
く
る

 
だ
か
ら
お
前
達
は
そ
の

て
る
力
を
全
て
使

て
蓮

 
と
霊
夢
に

力
し
て
や
れ

 
耶
狛

う
ん

 

狛

マ
ス
タ

も
お
気
を
つ
け
て

 
し
か
し
理
久
兎
の
野

用
と
は
一
体
な
ん
な
の
だ
ろ
う
か

た
だ
で
さ
今
は
急
を

す
る
と
い

う
の
に

ら
く
は
そ
れ
よ
り
も
大
事
な
野

用
と
い

た
所
だ
ろ
う
な

そ
こ
は

す
る
か

 
理
 

あ

頼
む
な

蓮
に
霊
夢
こ
い
つ
達
を
頼
む
な

 
蓮
 

ま

お
世
話
に
な
る
の
は

達
か
も
で
す
け
ど

 
霊
夢

ま

世
話
に
な
る
わ
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現
に
人
生
の
先

な
わ
け
だ
し
修
行
の
時
も
お
世
話
に
な

て
い
た
た
め
こ

ち
が
色
々
と
世

話
に
な
り
そ
う
だ
け
ど
な

 
理
 

そ
れ
じ

頼
む
な

 
そ
う
言
い
理
久
兎
は

中
か
ら

を

た
か
と
思
う
と

ば
た
き
空
へ
と
飛
び
立
ち
一
気
に

を

し
た

 
霊
夢

い
わ

相
変
わ
ら
ず

 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん
だ
か
ら

 

人
的
な
事
を
し
て
も
理
久
兎
と
い
う
名
前
で
全
て
が
解
決
し
て
し
ま
う
ん
だ
よ
な

理
久
兎

さ
ん

て
本
当
に
色
々
と

を
越
え
て
る
か
ら

る

 

狛

さ
て
と
り
あ
え
ず
ど
う
し
ま
し

う
か

 
蓮
 

こ
こ
に
黒
幕
を

た
ん
で
す
よ

 
耶
狛

そ
う
だ
よ

お
兄
ち

ん

 

狛

え

こ
こ
に

り
ま
し
た

 
蓮
 

る
程

つ

に

が
あ
り
ま
す

 

が
あ
る
と

べ
た

間
こ
の
場
の

人
は
首
を
か
し

る

と
り
あ
え
ず

を
言
う
か
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蓮
 

こ
こ
に

た
の
な
ら
黒
幕
の
匂
い
が

て
い
る

 

だ
と
思
う
ん
で
す
そ
こ
で

狛
さ
ん
と
耶
狛
さ
ん

 
に
は

い
で
追

て
い
た
だ
く
と
い
う
の
は

 
黒
幕
は
こ
こ
に
い
た
と
な
る
と
も
し
か
し
た
ら
匂
い
が

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思

た

そ
れ
に

狛
と
耶
狛
は
神
使
だ
が
元
々
は
狼
で

覚
は

い

そ
れ
を

め
て
こ
の

を

べ
る
と

 

狛

た
し
か
に
そ
れ
が
一
番
か

 
耶
狛

考
え
る

 
蓮
 

そ
し
て
そ
れ
に
合
わ
せ
て
霊
夢
の
勘
で

れ
ば
絶
対

 
に
黒
幕
の
場
所
へ
と
追
い

く
は
ず
で
す

 
霊
夢

ん

の
勘
は
良
い
ん
だ
か
ら

 
こ
う
い

た
追
跡
能
力
に
関
し
て
は
霊
夢
も

狛
も
耶
狛
も

晴
ら
し
い
よ
な

そ
の

に
比

べ
て

分
は

せ
め
て
霊
夢
の
勘
に
負
け
な
い
追
跡
能
力
が
欲
し
い
な

 
耶
狛

そ
れ
じ

さ

そ
く

 

を

ク

ク
と
動
か
し

を
パ
タ
パ
タ
と

る
と
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耶
狛

こ

ち
だ

 
そ
う
言
い
方
向
を

す

 
霊
夢

う

ん

の
勘
だ
と
こ

ち
な
気
が
す
る
ん
だ
け
ど

 
ま

良
い
わ
行
き
ま
し

う

 
蓮
 

う
ん

 

狛

ま
さ
か
耶
狛
の
奴

 
そ
う
し
て

分
達
は
耶
狛
に

内
さ
れ
つ
い
て
い
く
こ
と
数
分
後

 
耶
狛

ん

ん

う
ん
こ

ち
だ

 
霊
夢

何
か
良
い
匂
い
が
し
て
き
た
わ

 
蓮
 

た
し
か
に

 

 
何

か
こ
う
お

を
空
か
せ
て
し
ま
う
よ
う
な

し
い
香
り
だ

そ
う
し
て
歩
い
た
そ
の
先
に

は 
耶
狛

つ
い
た

 

狛

お
い
耶
狛
こ
れ
は

 
霊
夢

当
て
に
し
た

達
が
バ
カ
だ

た
か
し
ら
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蓮
 

何
と
も
言
え
な
い

か
な

 

分
達
の
目
の
前
に
あ
る
も
の
そ
れ
は

 
ミ
ス

あ

蓮
先
生
に
そ
れ
か
ら
霊
夢
さ
ん
じ

な
い
で
す

 
か

 
蓮
 

ど

ど
う
も
み
す
ち

 
目
の
前
に
あ
る
も
の
は
八
目

と

が
出
て
い
る
屋

つ
ま
る
所
の
ミ
ス
テ

ア
の
経

し

て
い
る
屋

だ

耶
狛
は

を
ば
た
つ
か
せ
て
店
の
前
へ
と
向
か
い

 
耶
狛

八
目

の

焼
き

を
下
さ
い
な

 
ミ
ス

焼
き

で
す

か
し
こ
ま
り

 

狛

す
い
ま
せ
ん
い
り
ま
せ
ん
か
ら

 
耶
狛

う
ぐ

 

狛
は

座
に
耶
狛
の
首
を

と

で

ん
で

め
上

る
と
後
ろ
へ
と
下
が
り
林
の
中
へ
と

え
て
い

た

 
ミ
ス

え

え

と

 
蓮
 

ご
め
ん

み
す
ち

こ
れ
は
何
時
か
祭
り
の
時
に
何



 第十八章 平和の日常へ

 
か
し
ら

う
か
ら

 
霊
夢

た
だ
し
所
場
代
は
と
る
か
ら

 

分
達
も

狛
の
後
に
続
き
林
へ
と

る

た
ミ
ス
テ

ア
は

 
ミ
ス

な

何
だ

た
の
で
し

う
か

 
と

言

を

ら
す
の
だ

た

そ
う
し
て

狛
の
後
を
追
う
と

 

狛

お
前
は
な

 
耶
狛

ご
め
ん

て
お
兄
ち

ん
匂
い
の
誘

に
は

て
な

 
く
て

 
耶
狛
は

狛
に
説
教
さ
れ
て
い
た

や
は
り

狛
と
耶
狛
は
ど
こ
ま
で
い

て
も
こ
の
性
格
は

変
わ
ら
な
い
ん
だ
な

 
霊
夢

ま

た
く
も
う

 
耶
狛

ア
ハ
ハ
お

す
い
ち

て

 

狛

限
度
が
あ
る
だ
ろ
う
が

 
耶
狛

う

ん
そ
ん
な
怒
ら
な
く
て
も

 
い
や
ま

こ
れ
は
怒
ら
れ
て
も
仕
方
な
い
気
が
す
る

狛
は
た
め

を

き

分
達
に

を
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下

て

 

狛

し

な
い
で
す
が
霊
夢
さ
ん
貴
女
の
勘
を
頼
ら
せ

 
て
は
い
た
だ
け
な
い
で
し

う
か

 
と

言

て
く
る

分
は
霊
夢
の

を
見
る
と

れ
た

情
に
な

て
い
た

 
蓮
 

霊
夢

 
霊
夢

は

分
か

た
わ
よ
ま

た
く
も
う

 
そ
う
言
い
目
を
閉
じ
そ
の
場
で

し
て
し
ば
ら
く
す
る
と
霊
夢
は
お

い
棒
の
先
を
と
あ
る

方
向
へ
向
け

 
霊
夢

こ

ち

 

あ
り

に

え
る

霊
夢
の
勘
は
物

い
ぐ
ら
い
に
当
た
る
と
い
う
の
は
こ
れ
ま
で
の
異

変
を
通
し
て
お

き
だ

 
蓮
 

行
き
ま
し

う

狛
さ
ん
耶
狛
さ
ん

 

狛

し

な
い
で
す

 
耶
狛

え
へ
へ

 
霊
夢

ら
行
く
わ
よ



 第十八章 平和の日常へ

 
そ
う
し
て

分
達
は
霊
夢
の
勘
を
頼
り
に
黒
幕
が
い
る
場
所
へ
と
向
か
う
の
だ

た

 
怠
惰

そ
れ
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
鈴

耶
狛
は
相
変
わ
ら
ず
の

子
で

 
狗
神

 
怠
惰

狗
神
ち

ん
ど
う
し
た
の

そ
ん
な
所
で
不

れ

 
ち

て

 
神
楽

え

と
何
で
も
匂
い
を

る
な
ら

が
い
る
だ
ろ
と

 

い
て
い
ま
し
た
が

 
狗
神

よ
バ
カ
野

 
鈴

あ
り

り

不

れ
て
る

 
怠
惰

ま

仕
方
な
い
そ

と
し
て
お
こ
う

 
神
楽

そ
う
で
す

 
鈴

で
も
こ
れ
を
見
て
い
て
思
う
の
は
匂
い
だ

た
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な
ら

狛
く
ん
も
頼
り
に
な
る
よ

 
怠
惰

ま

そ
う
な
ん
だ
け
れ
ど

覚
な
ら
耶
狛
の
方
が

 
断
然
的
に
上
な
ん
だ
よ

狛
は

覚
と
か
に
優
れ
て

 
い
る
ん
だ
よ

ろ

覚
は
あ
ん
ま
り

待
は
で
き

 
な
い
か
な

 
神
楽

そ
う
な
ん
で
す
か

 
怠
惰

そ
う
だ
か
ら

た
死
体
が
動
き
出
し
て
も
耶
狛
は

 

を

え
て

目
に
な
る
け
れ
ど

狛
の
場
合
に
な

 
る
と

を

え
て
あ
る
程
度
こ
ら
え
れ
る
み
た
い
な

 
感
じ

 
鈴

て
結
局
は

い
ん
だ
ま

死

だ
か
ら
仕
方
が
な

 
い
け
ど
さ

 
神
楽

そ
う
な
ん
で
す
か

 
鈴

も
う

い
よ
昔
に
墓
場
か
ら
復
活
し
た
死
体
に

い

 
た
悪
霊
を
退
散
さ
せ
る
た
め
に
行

た
け
れ
ど
も
う
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た
ま

た
も
の
じ

な
い
よ

 
怠
惰

ま

確
か
に

と
時
間
も
時
間
だ
し
今
回
は

 
こ
こ
ま
で
か
な

 
神
楽

そ
れ
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
鈴

そ
れ
じ

バ
イ
バ
イ



 第３９３話 変わってしまった現世の景色

 
第
３
９
３
話
 
変
わ

て
し
ま

た
現
世
の
景
色

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
ド
ラ
パ
ル
ト
の

選
を
し
て
い
た
ら
色

い
が
生
ま
れ
て

然
し
た
怠

惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

で
し
た
が
色

い
な
ら
と

し
て
物

い
特
訓
で

に
し
ま
し
た

不

続
き
だ

た
の
で
さ
さ
や
か
な

が
舞
い
降
り
ま
し
た

失

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど

う 
日
は
陰
り

れ
時
と
な
る

分
達
は
霊
夢
の
勘
を
頼
り
に

動
す
る
こ
と
数
十
分
が
経
過

す
る

 
蓮
 

何
か
見

れ
た
景
色
な
よ
う
な

 
何

だ
ろ
う
か
何
時
も
見

れ
た
景
色
が
目
に

る

し
か
も
そ
の
景
色
は
数
時
間
前
に
も
見

て
い
る
景
色
な
の
だ

一
体
ど
う
な

て
い
る
ん
だ
ろ
う
か

 

狛

あ
の
す
い
ま
せ
ん
こ
れ

て

 
耶
狛

に



 第十八章 平和の日常へ

 
霊
夢

の
神
社

 
何
と
ま
さ
か
向
か

て
い
た
の
は
博
麗
神
社
だ

た

と
い
う
か
黒
幕
は
も
う
博
麗
神
社
に
た

ど
り
着
い
た
の
か

 
霊
夢

と
り
あ
え
ず
さ

さ
と
向
か
う
わ
よ

 
蓮
 

う
ん

 
耶
狛

は

い

 

狛

分
か
り
ま
し
た

 
そ
う
し
て
博
麗
神
社
へ
と

分
達
は
降
り
る
と
そ
こ
に
は

 
華
扇

あ
ら
や

て
来
た
の

 

 

お
や
お
や
こ
れ
は
こ
れ
は

て
お

達
も
お

 
た
の
か

 

 

 

む

何
か
あ
り
そ
う
で
す

 

 

 

た
し
か
に

 
そ
こ
に
い
た
の
は
華
扇
だ
け
で
は
な
く
マ
ミ
ゾ
ウ
に
聖
そ
し
て
神
子
と
い

た

達
が

て
い
た

だ
が
問

の
黒
幕
の

が
見
当
た
ら
な
い



 第３９３話 変わってしまった現世の景色

 
蓮
 

華
扇
さ
ん
す
い
ま
せ
ん
が
お
聞
き
し
た
い
ん
で
す

 
が
良
い
で
し

う
か

 
華
扇

何
で
し

う
か

 
蓮
 

こ
こ
に
黒
幕

て
来
て
い
ま
せ
ん
か

 
黒
幕
が
来
て
い
な
い
か
と
聞
く
と
華
扇
は
や
れ
や
れ
と
い

た

情
を
す
る

 
華
扇

え

先
程
に
こ
こ
へ
と
来
ま
し
た
よ

 
霊
夢

な
ら
今
は
ど
こ
に

 
神
子

も
う
流
石
に

り
て
た
み
た
い
だ

た
か
ら
先
程

 
そ
う
だ
な

も
の
の

分
ぐ
ら
い
前
に
現
世
に

 
帰
ら
せ
た

 
聖
 

え

 
と

言

て
き
た

そ
れ
を
聞
い
た

狛
は
耶
狛
を
ジ

と
見
て

 

狛

耶
狛

 

 
耶
狛

あ

ア
ハ
ハ

ご
め
ん

 
先
程
の

内
が
な
け
れ
ば
も
し
か
し
た
ら
間
に
合

て
は
い
た
か
も
な

と
い
う
か
と
ん
で
も
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な
い
事
に
な

た

 
霊
夢

ち

と
ど
う
や

て
帰
ら
せ
た
の
よ

 
神
子

あ

集
め
て
お
い
た
オ
カ
ル
ト
ボ

ル
を
使
わ
せ
て

 
な

 
華
扇

は

達
が
外
に

て
い
た
方
法
と

じ
よ

 
マ
ミ

そ
れ
よ
り
も
何

に
お

達
は
そ
ん
な

て
て
お
る

 
と
い
ん
じ

 
何

に

て
て
い
る
か

て

こ

ち
は
戦

が
起
き
る
か
も
し
れ
な
い

て
事
を
知

て
い

る
か
ら

て
て
い
る
ん
だ

 
霊
夢

時
間
が
な
い
わ
蓮

 
蓮
 

狛
さ
ん
耶
狛
さ
ん
現
世
に

い
で
く
だ
さ
い

 

狛

分
か
り
ま
し
た

 
耶
狛

う
ん

 
そ
う
言
い

人
は
裂
け
目
を

り
出
し
て
い
く

 
華
扇

ち

何
を
し
て
い
る
の
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マ
ミ

何
を
す
る
気
じ

お

達

 
神
子

ま
さ
か
現
世
に

 
聖
 

え

 
そ
の
ま
さ
か
だ

 

狛

良
い
で
す
よ

 
耶
狛

行

て

霊
夢
ち

ん
蓮
く
ん

 
そ
う
言
わ
れ

分
達
は
裂
け
目
へ
向
か

て

シ

す
る

 
華
扇

待
ち
な
さ
い
霊
夢
に
蓮

 
マ
ミ

話
を
聞
か
せ
ぬ
か

 
霊
夢

あ

も
う

う
る
さ
い
わ

こ

ち
は
急
い
で
い

 
る
の
よ

 
蓮
 

す
い
ま
せ
ん
が
話
し
は

狛
さ
ん
と
耶
狛
さ
ん
か
ら

 
聞
い
て
く
だ
さ
い

 

 

狛

え

 
耶
狛

う



 第十八章 平和の日常へ

 
そ
う
し
て

分
と
霊
夢
は
裂
け
目
を
通
る
の
だ

た

裂
け
目
を
通
る
と
通

た
裂
け
目
は
元

か
ら
な
か

た
か
の
よ
う
に

麗
に

え
て
な
く
な
る

そ
し
て

れ
か
ら
夜
の
景
色
と
な

た
現
世
の
空
や

の
明
か
り
を
見
る

 
霊
夢

こ
こ
が
現
世

 
蓮
 

か
し
い
よ
う
で
色
々
と
変
わ

た
な

 
昔
の

並
み
の
光
は
明
る
か

た
が
こ
こ
ま
で
明
る
く
は
な
か

た

そ
れ
を
考
え
る
と

分

が
い
な
く
な

た
後
も
発

を
続
け
た
ん
だ
な

 
霊
夢

蓮
は
こ
の
現
世
で
生
活
し
て
い
た
の
よ

 
蓮
 

う
ん

た
だ
昔
に
比
べ
て

分
と
発

し
た
み
た
い

 
だ
け
れ
ど

 
確
か

の
話
で
は
も
う
何
年
と
経

て
い
る
み
た
い
だ
し

分
の
知
る
現
世
と
は
も
う

う

だ
ろ
う
な

 
蓮
 

と
り
あ
え
ず
探
そ
う
か

 
霊
夢

そ
う

 
そ
う
言
い

分
達
は
空
を
飛
び
摩
天
楼
の
光
が

く
空
を
飛
ぶ
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霊
夢

幻
想
郷
じ

見
れ
な
い
景
色

 
蓮
 

そ
う
だ

 
霊
夢

前
に
蓮
は
も
う
現
世
に
は
帰
ら
な
い

て
言

 
て
た
わ
よ

 
蓮
 

え

う
ん
ま

今
更

帰

た
所
で
帰
る

 
家
も
な
け
れ
ば
家
族
も
い
な
い
し

 
ま
だ

ち

ん
が
生
き
て
い
た
ら
考
え
た
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
う

ち

ん
も
い
な
い

し 
霊
夢

そ
う

 
蓮
 

何

も
し
か
し
て
こ
の
景
色
と
か
を
見
て
帰

て
し

 
ま
う
何
て
思

た
の

 
霊
夢

ち

う
わ
よ
バ
カ

 
こ
う
い
う
所
に
限

て
は

じ

な
い
ん
だ
よ
な

 
霊
夢

帰
り
た
い
な
ら
帰
れ
ば
良
い
じ

な
い

 
蓮
 

え

そ
れ
じ

帰
ろ

か
な
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霊
夢

え

 

カ
ン
と
し
た

を
し
て
そ
ん
な

を
あ

る

ク
ス
リ
と
笑
い

 
蓮
 

だ
よ

 
霊
夢

そ

そ
う
よ

も
う
変
な
事
を
言
わ
な
い
で
頂

 
よ

 

ク

と

れ

面
を
し
て
そ
う
言

て
く
る

こ
う
い
う
所
が
ま
た
可
愛
い
ん
だ
よ
な

そ

れ
に
帰
る
気
は
も
う
な
い
の
に
な

 
蓮
 

ご
め
ん

て

 
そ
ん
な
事
を
言

て
い
る
と
一

の

ル
の
屋
上
の

に
不
思
議
な
格

を
し
た
子
が
立

て

い
る
の
に
気
づ
く

ま
さ
か
あ
れ

て

 
蓮
 

ま
ず
い

 
霊
夢

え

何
よ

 
大
急
ぎ
で
そ
こ
へ
と
向
か
う
と

 
蓮
 

そ
こ
の
子

ま

た
ら

メ
だ

 
と

ぶ
と
そ
の
子
は

方
に
気
づ
き
見
て
く
る

不
思
議
な
マ
ン
ト
を
は
お
い
メ
ガ

を
か



 第３９３話 変わってしまった現世の景色

け
大
き
な

子
を

る
そ
の
子
は

カ
ン
と
し
た

を
し
て
こ
ち
ら
を
見
て
く
る

と
い
う
か
あ

の

て
東
深
見
高

の
女
子

か

 

 

な

何
よ
あ
ん
た

ま

た
ら

メ

て
言

て

 
お
く
け
ど

殺
と
か
じ

な
い
わ
よ

と
い
う
か

 
そ
の
格

に
空
を
飛
ぶ

て

 
何
だ

殺
じ

な
い
の
か
よ

急
い
で

し
た
気
分
だ
が

殺
じ

な
く
て
良
か

た
な

 
霊
夢

も
う
蓮

い
き
な
り
何
よ

 
蓮
 

ご
め
ん

 

 

蓮

ま
さ
か
蓮
お
兄
ち

ん

 
蓮
 

ん

 
蓮
お
兄
ち

ん

何
処
か
で
そ
ん
な
呼
び
方
さ
れ
て

そ
う
だ
そ
う
呼
ん
で
い
た
子
を

人
だ
け
知

て
い
る

そ
れ
は

 
蓮
 

ま
さ
か
菫
子

 
そ
れ
は
も
う
会
う
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
と
思

て
い
た
菫
子
だ

た



 第十八章 平和の日常へ

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

最
後
の
奴
は

だ
よ

 
神
楽

蓮
お
兄
ち

ん

て

 
怠
惰

さ

何
だ
ろ
う

そ
れ
は
次
回
に
な
れ
ば
分
か
る

 
か
な
つ
い
で
に
言
う
と
龍
組
だ
と

め
の
登
場
し

 
て
い
る
よ

 
鈴

そ
う
な
ん
だ

て
こ
と
は
原

キ

ラ

 
怠
惰

ま

そ
う
だ

結
構
面
白
い
キ

ラ
だ
よ

 
神
楽

う

 
怠
惰

も
う

や
ら
に

タ
を

山
と
放
り
込
め
れ
る

 
キ

ラ

て
感
じ

 
狗
神

お
い
お
い
怠
惰
お
前
に
リ
ア
ル
怠
惰
が

依
し
て

 
る

 
怠
惰

ア
ハ
ハ

が
何
時
お
前
ら
の
知
る
怠
惰
と
言

た

 
の
か
な



 第３９３話 変わってしまった現世の景色

 

人

え

 

 

悪
い
遅
れ
た

奴
等
の
育

が
大
変
で
よ

 
狗
神

た

怠
惰
が

 
神
楽

え

え

 
鈴

な
に
こ
れ

 

者

で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
バ
イ
バ
イ

 
さ

て
次
は
起

り
キ

ラ
の
育

だ



 第十八章 平和の日常へ

 
第
３
９
４
話
 
会
い
た
か

た
外
来
人

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
起

り
キ

ラ
で
悩
ん
で
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

ど
う
し
た

も
ん
か

失

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
こ
れ
は
ま
だ

分
が
幻
想

り
す
る

前
の
お
話
で
あ
る

分
は
祖

に

れ
ら
れ
祖

つ

ま
る
所
の
従

の
家
へ
と
行

た
時
の
話
だ

 
祖

少
し

大
な
話
を
妹
と
す
る
ん
だ
が
蓮
あ
ん
た
は
ど

 
う
す
る
ん
だ
い

 
蓮
 

え

と

 
祖

暇
な
ら
そ
う
さ

そ
う
だ
妹
の

が
今
日
こ
こ

 
に
来
て
い
る
ん
だ
よ
ま
だ
小
さ
い
子
だ
し
そ
の
子
の

 
相
手
を
し
て
あ

て
く
れ
な
い
か
い

 
つ
ま
り

分
の
再
従
妹
に
あ
た
る
子
が
い
る
の
か

や
る
こ
と
も
な
い
し

度
良
い
か
な



 第３９４話 会いたかった外来人

 
蓮
 

う
ん
分
か

た

 
祖

ん

頼
ん
だ
よ

分

庭
に
い
る
と
思
う
よ

 
そ
う
し
て

分
は
祖

に
言
わ
れ
た
通
り
庭
に
出
る
と
そ
こ
に
は

 

 

 

り
な
が
ら
ち

こ
ん
と
座

て
い
る
女
の
子
が
庭
の

を

い
て
い
た

分
は
そ
の
子
の

隣
に
座
り

 
蓮
 

な
に
見
て
る
の

 

 

お

あ
ん
た

 
と
そ
の
少
女
は
こ
ち
ら
を
見
て
言

て
く
る

こ
う
い
う
の
に

れ
て
な
い
ん
だ
が
ど
う
し

よ
う
か

と
り
あ
え
ず
名

ろ
う
か
な

 
蓮
 

は
蓮

蓮

て
言
う
ん
だ
君
の
従
兄
に
な

 
る
の
か
な

 

 

ん

あ
た
ち
は
菫
子
で

 
蓮
 

そ
う
な
ん
だ
よ
ろ
し
く

菫
子

 
菫
子

う
ん
蓮
お
兄
ち

ん



 第十八章 平和の日常へ

 
蓮
お
兄
ち

ん
か
何
か

れ

い
な

ち

ん
か
ら
遊
ん
で
や

て
く
れ
な
い
か
な
ん
て
言

わ
れ
て
た
し
遊
ぶ
か

 
蓮
 

そ
う
だ
何
か
し
て
遊
ば
な
い

 

 

え

遊
ん
で
く
れ
る
の

 
蓮
 

う
ん

な
に
し
て
遊
ぶ

 

 

え

と

 
そ
れ
が

分
と
菫
子
と
の
最

の
出
会
い
だ

た

時
は
現

の
摩
天
楼
の
一

の

ル
に
戻

る 
菫
子

本
当
に

蓮
お
兄
ち

ん

な
の

 
蓮
 

菫
子

見
な
い
間
に
大
き
く
な

て

 
そ
の
格

と
良
い

鏡
と
い
い
ま

た
く
気
づ
か
な
か

た

こ

ち
で

分
が
行
方
不
明
に

な

て
何
年
と
経

て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
た
た
め
菫
子
も
高

生
ぐ
ら
い
か
な
と
思

て
い
た

が
こ
こ
ま
で
大
き
く
な

て
い
た
と
は

 
霊
夢

知
り
合
い

 
蓮
 

う
ん

女
は
菫
子

て
言

て

の
再
従
妹
に
あ
た



 第３９４話 会いたかった外来人

 
る
子
な
ん
だ
よ

 
霊
夢

ん

 
し
か
し
何
で
そ
の
菫
子
が
こ
ん
な
所
に
い
る
ん
だ
ろ
う
か

 
菫
子

や

と

や

と
会
え
た

お
兄
ち

ん
が

え
て

 
か
ら

は

ず

と
探
し
て
た
ん
だ
よ

行
方
不
明

 
に
な

て
そ
れ
か
ら
探
し
続
け
て

ら
く
い
る
だ
ろ

 
う
と

ん
だ
幻
想
郷
に
も
い
な
く
て

 
蓮
 

幻
想
郷

ま
さ
か
菫
子
が

 
霊
夢

ど
う
や
ら
そ
う
み
た
い

 

ら
く
月
の
住
人
達
に
よ

て
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
の
異
変
の
黒
幕
が
菫
子

て
感
じ
み
た
い

だ

に
さ
す
神
楽
を
何
時
で
も

け
る
よ
う
に
心
構
え

 
蓮
 

菫
子

さ

き
幻
想
郷
に
行

た
と
言

た
よ

 
菫
子

う

う
ん

 
蓮
 

な
ら
来
る
の
に
利
用
し
た
オ
カ
ル
ト
ボ

ル
出
し
て

 

え
な
い
か
な



 第十八章 平和の日常へ

 
そ
う
言
う
と
菫
子
は
何
で
だ
み
た
い
な

を
し
つ
つ
も

を
ま
さ
ぐ
り
始
め
る

 
菫
子

所
で
蓮
お
兄
ち

ん
そ
の
人
は

 
霊
夢

は
幻
想
郷

博
麗
神
社
の
現
巫
女
の
博
麗
霊
夢

 
と

霊
夢
が
言

た

後

菫
子
は
ま
さ
ぐ
る
の
を

め
こ
ち
ら
を
見
て

 
菫
子

幻
想
郷

て
お

追

て
き
た
の

 
霊
夢

え

そ
う
よ
悪
い
け
ど
あ
ん
た
は

護
対

よ

 
蓮
 

 

護
対

て
な
ん
だ

護
対

て

そ
ん
な
の
は
じ
め
て
聞
い
た

 
菫
子

ま

ま
た
あ
ん
な

い
場
所
に
戻
れ
と
言
う
の
も
う

 

よ
妖
怪
に
は
追
い
か
け
ら
れ
バ
カ
に
さ
れ
て
し
ま

 
い
に
年

の
事
を
言

た
ら
ハ
サ
ミ
で

ら
れ
て
と

 
あ
ん
な
の
地
獄
よ

 
霊
夢

年

に
関
し
て
は

で
し

う

 
蓮
 

そ
れ
は
霊
夢
の
言
う
通
り
だ

 
も
う
本
当
に
そ
れ
は
霊
夢
の
言
う
通
り
だ
と
し
か
言
え
な
い

年

タ
を
す
る
な
ら
命
を
張



 第３９４話 会いたかった外来人

る
覚

が
な
い
と
い
け
な
い
と
こ
れ
ま
で
の
生
活
で

た
か
ら
な

 
菫
子

お
願
い
だ
か
ら
勘

し
て
よ

蓮
お
兄
ち

ん
も
何

 
か
言

て
よ

 
蓮
 

う

う

ん

霊
夢
あ
の

 
と

言
い
か
け
る
と
霊
夢
は
真

な

で
首
を

に

る

こ
れ
は

念
な
が
ら
無
理
そ
う

だ

し

な
い
と
は
本
当
に
思
う
が

 
蓮
 

ご
め
ん

菫
子

幻
想
郷
に
も
う
一
度
だ
け
で
良
い

 
か
ら
来
て
く
れ
な
い
か

 
そ
う
言
う
と
菫
子
は
首
を
ゆ

く
り
と

に

る
う
と

々
と
首
を

る
の
が

く
な
り

 
菫
子

よ

あ
ん
た
は
あ
ん
た
は
蓮
お
兄
ち

ん
何

 
か
じ

な
い

あ
ん
た
は

物
よ
そ
う
よ
前
み
た
い

 
に

は
狸
に
化
か
さ
れ
て
い
る
ん
だ
わ

 
そ
の
発
言
は
結
構
な
く
ら
い
に
シ

ク
を
受
け
心
に
大

メ

ジ
だ

 
蓮
 

め

目

が

 
霊
夢

ち

と
し

か
り
し
な
さ
い
よ



 第十八章 平和の日常へ

 
そ
う
い
え
ば
理
久
兎
も
正
体
を
隠
し
て
動
い
て
い
た
時

分
達
は
結
構
な

倒
を
し
た
り
し

た
が
こ
ん
な
複

な
気

ち
だ

た
の
か
と
思
う

い
や
あ
の
神
は

ろ
そ
れ
を
楽
し
み

々
と

し
て

分
達
を

発
し
て
い
た
な

 
菫
子

も
う
い
い
わ

秘
封

楽

代
会
⻑
と
し
て

は

 
こ
の

負
に

の

を

け
て
戦

て
や
る
わ
よ

 
え
え
い

も
う

よ
ス
テ
ル
ス
ロ

ク
な
り
⻤
火

 
な
り
呪
い
な
り
使

て

悪
な
事
を
す
る
だ
け
し
て

 
や

て
最
後
は
大

発
で
も
て

て
い
こ
う
せ
ん
で

 
も
し
て
花
を
咲
か
せ
て
や
る
わ

 
霊
夢

ご
め
ん
蓮
も
う

に
は
何
が
な
ん
だ
か
分
か
ら
な
く

 
な
り
そ
う

 
蓮
 

そ
れ
は

も
だ
よ

 
急
に

品
の

タ
を
ぶ

こ
ん
で
き
て
い
る
ん
だ

ツ

ミ
に

る
な

 
菫
子

本
当
は
幻
想
郷
の

か
に
オ
カ
ル
ト
ボ

ル
を
解
放

 
さ
せ
て
何
時
で
も
行
き
来
で
き
る
よ
う
に
し
て
か
ら



 第３９４話 会いたかった外来人

 
蓮
お
兄
ち

ん
を
探
す
つ
も
り
だ

た
け
れ
ど

 
変
更
よ
今
こ
こ
で
解
放
す
る
わ

 
蓮
 

て
ち

と
待
て

 
霊
夢

そ
れ
は

な
の
よ

 
菫
子

そ
ん
な
事
な
ん
か
知
る
も
ん
か

追
い

め
ら
れ
た

 
狐
は
ジ

カ
ル
よ
り
も
狂

な
の
よ

そ
れ
は
今

 
追
い

め
ら
れ
て
い
る

も

様

女
子
高
生
の
死

 
に

の
覚

を
受
け
な
さ
い

 
あ

で
も

メ
だ

菫
子

て
昔
か
ら
何
か
と
変
な
所
は
こ
だ
わ
る

な

分
が
あ
る
か
ら

言

て
も
聞
か
な
い
や

 
蓮
 

仕
方
な
い

霊
夢
こ
こ
は
言

て
も
聞
か
な
さ
そ
う

 
だ
か
ら

 
霊
夢

ま

こ
の
感
じ
か
ら
そ
う
な
る
わ
よ

仕
方
な
い

 
わ

 

に
さ
す
神
楽
に
手
を
か
け
霊
夢
は
お

い
棒
を
構
え
る



 第十八章 平和の日常へ

 
菫
子

女
子
高
生
の
最
後
の
散
り

は
さ
そ
が
し
記
憶
に

 
る
わ
探
し
て
い
た
人
も
い
な
い
こ
れ
ま
で
の
探

の

 
人
生
は
無
価
値
け
れ
ど
今
す
ぐ
近
く
に
あ
る
死
こ
れ

 
こ
そ
本
当
に
価
値
あ
る
も
の

価
値
あ
る
死
よ

 
も
う

れ
る
ぐ
ら
い
の

に
な

て
る

だ
け
ど
こ
れ
に
は
少
し
イ
ラ

と
し
た

 
霊
夢

言

て
お
く
け
れ
ど

し
く
も
な
ん
と
も
な
い
か
ら

 
そ
ん
な
の
そ
れ
と
結
界
い
え
幻
想
郷
は

達
が
守
る

 
博
麗
の
巫
女
と
し
て

 
蓮
 

の
場
合
は
神

士
と
し
て

か
な

そ
れ
か
ら

 
菫
子
に
言

て
お
く
よ

が
言
え
た
義
理
は
な
い
か

 
も
だ
け
れ
ど
命
を

に
す
る
な
そ
れ
が
出
来
な
い

 
な
ら
こ
こ
で

つ
説
教
し
て

々
し
く
価
値
の
あ
る

 
死
な
ん
て
言
わ
せ
な
い
よ
う
し
て
や
る

 
菫
子

そ
う
な
ら
始
め
ま
し

う
人
間
界
の
最

の
夜
を

 
霊
夢

幻
想
郷
の
最

の
夜
を



 第３９４話 会いたかった外来人

 
蓮
 

そ
し
て
価
値
あ
る
命
の
戦
い
を

 
こ
う
し
て
こ
の
異
変

最
後
の
弾
幕
ご

こ
が
幕
を
開
け
た
の
だ

た

 
怠
惰

て
な

で
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

お
前
は

達
の
知
る
怠
惰
だ
よ
な

 
怠
惰

何
い

て
る
の
当
た
り
前
で
し

う
狸
に
で
も
化
か

 
さ
れ
た
の

 
鈴

だ

だ
よ

 
神
楽

ア

ア
ハ
ハ

 
怠
惰

変
な
の

ま

良
い
や
そ
れ
と
菫
子
ち

ん
は
色
々

 
と

ケ

ン
の

タ
を
言

て
く
れ
ち

て
る
た

 
め

ケ

ン
投
稿
し
ま
す

は
い

 
鈴

ケ

ン
の

タ

 
怠
惰

そ
う
⻤
火
な
り

の
所
だ

因
み
に
あ
れ
は

悪
的



 第十八章 平和の日常へ

 
戦
法
だ

 
神
楽

そ
う
な
ん
で
す
か

 
怠
惰

そ
う
そ
う
そ
う
だ
何
時
か

ケ

ン
に
出
る

 
狗
神

遠

し
て
お
く

 
鈴

も

 
神
楽

す
い
ま
せ
ん
が

 
怠
惰

そ
う

念
ま

仕
方
な
い
か
そ
れ
じ

今
回
は
こ
こ

 
ま
で

 
鈴

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く

 
神
楽

そ
れ
で
は

者
様

 
狗
神

ま
た
な



 第３９５話  菫子

 
第
３
９
５
話
 

菫
子

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

が

々
と
ク
ソ

に
な
り
つ
つ
あ
る
な
と
感
じ
て
き
て
い
る

怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

折

の
キ
ラ

の
良
い
と
こ
ろ
を
す
ぐ
に

し
て
し
ま

て
い
た
り
し

て
い
る
た
め
⻤
に
優
し
く
な
く

優

な
ん
だ
な
な
ん
て
思

て
き
て
い
ま
す

キ
ラ

人

が

た
ら

立
し

失

そ
れ
で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 
戦
い
の
火

は
き
り
夜
の
摩
天
楼
の
中
で

に
な

た
菫
子
と
の
弾
幕
ご

こ
が
始

ま

た

 
菫
子

テ
レ
キ

シ
ス

 
ど
こ
か
ら
そ
ん
な
力
が
あ
る
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
菫
子
は
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
無
数
の

を

か
せ
る
と

分
達
へ
と
ぶ
ん
な

て
く
る

 
蓮
 

霊
夢
こ
こ
は

が
や
る

 
霊
夢

頼
む
わ
蓮



 第十八章 平和の日常へ

 
蓮
 

す

は

 
前
へ
と
出
て

を
大
き
く

き
神
経
を

ら
せ
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見

ら
い

 
蓮
 

無
神

刀

撃

 
ジ

キ
ン

ジ

キ
ン

 
神
楽
を

刀
し
向
か

て
く
る
無
数
の

に
斬
撃
を

び
せ

と

が
ぶ
つ
か
る
音
が

鳴
り

く

そ
し
て
再
び
神
楽
を

へ
と

め
た
そ
の

間

は
真

二
つ
に
な
り

分
達

を

け
る
よ
う
に
飛
ん
で
い

た

 
菫
子

な

 
霊
夢

さ
す
が
技
前
よ

 
そ
し
て

分
の
上
へ
と

し
た
霊
夢
は
光
弾
を
飛
ば
し

撃
を
す
る

し
か
し
菫
子
は
手
を

出
す
と

 
菫
子

奴
み
た
い
に
は
出
来
な
い
け
れ
ど
こ
れ
く
ら
い
な

 
ら

 
そ
う
言
う
と
何
と
霊
夢
の
光
弾
を

め
る
と
手
の
一

に
集
中
さ
せ

 
菫
子

は
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蓮
 

さ
せ
る
か

 
レ

ザ

に
し
て

ち
返
し
て
き
た

す
ぐ
さ
ま
神
楽
を

刀
し
真

二
つ
に
し
て

撃
を

ぐ 
菫
子

奴
み
た
い
に

ま
で
は
無
理

 
霊
夢

や
る
じ

な
い

 
蓮
 

ま

 
も
う
こ
ん
な
の

れ
だ

こ

ち
は
何
度
と
死
に
そ
う
に
な
る
程
の
修
羅
場
を
潜
り

け
て
き

た
ん
だ

こ
れ
ぐ
ら
い

も
な
い

 
菫
子

蓮
お
兄
ち

ん
が
こ
ん
な
何
処

の
斬

使
い
み

 
た
い
な
ハ
イ
ス

ク
な

が
な
い
の
よ

こ
の

 
者
め

 
蓮
 

ガ

ン

 
心
に
グ
サ
リ
グ
サ
リ
と
く
る
な

し
か
も
昔
か
ら
妹
の
よ
う
に

し
て
い
た
菫
子
に
そ
ん
な
風

に
言
わ
れ
る
と
首
を
く
く
り
た
く
な

て
し
ま
い
た
く
な
る

と
い
う
か
斬

使
い

て

に
五

門
じ

な
い
か

あ

で
も
少
し
そ
れ
は
格

い
い
か
も
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霊
夢

さ

き
か
ら
あ
ん
た
蓮
に
対
し
て

物

物

て

 
言
う
け
ど
あ
ん
た
の
言
う
蓮
お
兄
ち

ん
が
こ
の
蓮

 
と
は
限
ら
な
い
じ

な
い

 
蓮
 

う

 
菫
子

で
も

が
気

ち
悪
い
く
ら
い
に

て
い
て
あ
の
頃

 
の
ま
ま
の

立
ち
な
ん
だ
か
ら

 
言

と
共
に
菫
子
は

を

り
上

て

 
菫
子

ハ
イ
ド
ロ
キ

シ
ス
 
マ
ン

ル

 
と
言

た

間
下
か
ら
霊
夢
を
目

け
て
マ
ン

ル
の

が
吹
き
出
る

に

さ
れ
な

が
ら
回
転
し
つ
つ
向
か

て
く
る

 
蓮
 

霊
夢

 
霊
夢

こ
の

 
お

を

開
し
結
界
を
張
る
と
そ
の

撃
を

ぐ

し
か
し

は

て
も
向
か

て
き
た
マ

ン

ル
の

が
結
界
に
ぶ

刺
さ
る

 
霊
夢

こ
わ
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あ
ん
な
の
ま
と
も
に
受
け
た
ら

折
程
度
で
は

ま
さ
れ
な
い

 
菫
子

そ
ん
な
も
の

い
て
や
る
わ

 
今
度
は

か
ら
明
ら
か
に
見
た
目
は

の

を

り
出
し
構
え
る
と

 
菫
子

 

リ
ン
タ

ガ
ン

 

リ
ン
タ

ガ
ン

て
明
ら
か
に

バ
い
名
前
だ

し
か
も
そ
れ
を
霊
夢
に
向
け
て
構
え

て
る

す
ぐ
さ
ま
霊
夢
の
前
へ
と

る
と
菫
子
は
引
き

を
引
き
発

し
て
く
る

 
蓮
 

五

門
と
か
言
わ
れ
そ
う
だ
け
ど

 
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見

ら
い
神
楽
を

る

て
放
た
れ
た
弾
丸
を
真

二
つ
に
し
て
霊
夢
を
守

る 
菫
子

嘘
で
し

う

を
斬

て
弾
丸
を
斬

て
と

 
ハ
イ
ス

ク
に
も
程
が
あ
る
わ
よ

 
霊
夢

そ
れ
が
蓮
よ

 
結
界
を
解
き
マ
ン

ル
を

ル
の
屋
上
へ
と
放
り
投

霊
夢
は
菫
子
を
見
て

 
霊
夢

蓮
は
何
度
だ

て
死

を
潜
り

け
た
わ
だ
か
ら
こ

 
そ
こ
う
や

て
力
を

る
え
る
の
よ

さ

き
か
ら
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あ
ん
た
は

物

て

蓮
に
対
し
て
失

よ

 
そ
う
言
い
お

い
棒
を
構
え
る
と

 
霊
夢

霊

 
夢
想
封
印

 

つ
の
大
き
な
光
弾
が
菫
子
を

て
向
か

て
い
く

 
菫
子

そ
ん
な

撃

 
何
処
か
ら
か
ケ

タ
イ

の
よ
う
な
物
を

り
出
す
と

 
菫
子

念

 
サ
イ

キ

シ
ス
ア

リ

 
そ
れ
を

す
る
と
無
数
の

大
ご
み
が
何
処
か
ら
と
も
な
く
集
ま
り
菫
子
を
守
る
か
の
よ
う

に
漂
う
と
霊
夢
の
放

た
夢
想
封
印
を

が
れ
る

 
蓮
 

次
は

が
や
る

 
霊
夢

頼
む
わ
蓮

 
蓮
 

式

 
狗
神
の
呪
怨

 
狗
神
狗

を

し
あ
り

た
け
の
霊
力
を
神
楽
を
通
し
て
狗
神
へ
と

る

 
狗
神

た
ぎ

て
き
た

ン

 

と
共
に
無
数
の

弾
幕
が
現
れ
菫
子
へ
と
目

け
て
襲
い
か
か

て
い
く



 第３９５話  菫子

 
菫
子

ま
だ
ま
だ

 

大
ご
み
を

に

弾
幕
を

が
れ
る
が
こ
の

久
戦
な
ら
ど

ち
が
上
だ
ろ
う
な

 
菫
子

く

ま
だ
ま
だ

 
更
に

大
ご
み
を
集
め

撃
を

い
で
く
る

だ
が

分
ば

か
り
に
構

て
い
て
良
い
の
だ

ろ
う
か

 
蓮
 

も
う
い
な
い
や

 
何
せ
先
程
ま
で
隣
に
い
た
霊
夢
は
も
う
い
な
い

す
る
と
菫
子
の

後
に
霊
夢
が
何
処
か
ら
と

も
な
く
現
れ

 
霊
夢

が
ら
空
き
よ

 
菫
子

な

嘘

 
霊
夢
の

り
が
当
た
る

前
で
体
を
反
ら
し

撃
を
回

す
る

だ
が
そ
の

間
に

か
せ
て

い
た

大

ミ
は
全
て
地
上
へ
と
落
ち
る

 
蓮
 

狗
神

を
菫
子
の
所
へ
投

飛
ば
し
て

 
狗
神

ち

面
倒
く
せ

な

 
そ
う
言
い
後
ろ

を

え
そ
の
ま
ま
投

飛
ば
す
と
狗
神
は
光
と
な

て

え
る
が
菫
子
を
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ま

す
ぐ
見
つ
め
空
を

り

し
つ
つ
神
楽
を
構
え

 
蓮
 

霊
夢

 
霊
夢

分
か

た
わ

 
合
図
で
下
へ
と
落
ち
る
と
神
楽
を

刀
し
菫
子
に
向
か

て

撃
を
行
う

 
菫
子

く

 
し
か
し
と
ん
で
も
な
い
反
射
神
経
で

け
ら
れ

 
菫
子

テ
レ

テ

シ

ン

 
と
言
い
一

で

え
る

何
処
だ
と
思

て
い
る
と
菫
子
は

分
の
真
上
へ
と
上
が

て
い

た 
蓮
 

霊
夢

お
願
い

 
霊
夢

分
か

た
わ
い
く
わ
よ
蓮

 
と

真
下
へ
と
落
ち
た
霊
夢
は

ぶ
と

 
霊
夢

神
技
 
八
方
龍
殺

 
菫
子

な

何
こ
れ

 
霊
夢
を
中
心
と
し
て

大
な
結
界
が
張
ら
れ

分
ま
し
て
や
真
上
へ
と
逃

た
菫
子
も
結
界
に
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閉
じ
込
め
ら
れ
る

る
程

そ
う
い
う
事
か

 
蓮
 

感

す
る
よ
霊
夢

 
結
界
の

に

を
か
け
て
そ
の
ま
ま

か
ら

へ
と

ジ

ン

し
て
一
気
に
菫
子
へ
と
追
い

く
 
菫
子

そ
ん
な
の
あ
り

 
蓮
 

天

 
神
楽
の

を

手
で

て
構
え
一
刀

断
す
る

し
か
し
そ
れ
に
対
し
て
菫
子
は

 
菫
子

う

 
無
意
識
だ

た
だ
ろ
う
が
先
程
に
使

た

リ
ン
タ

ガ
ン
を

に

撃
を
ガ

ド
さ
れ

る
が

リ
ン
タ

ガ
ン
は
破
壊
し
た

 
菫
子

念

 
テ
レ
キ

シ
ス
電
波

 
と

ん
だ

後
近
く
で

て
い
る
電
波

が

方
へ
と
倒
れ
て
く
る
と
霊
夢
が
張

た

結
界
を
破
壊
し
そ
の
ま
ま
倒
れ
て
く
る

 
蓮
 

 
す
ぐ
さ
ま
退

す
る
と

が
上
が
る

そ
し
て
隣
に
霊
夢
も
退

し
た
の
か
や

て
く
る



 第十八章 平和の日常へ

 
霊
夢

ま
さ
か
あ
れ
を
破
壊
す
る
な
ん
て

 
蓮
 

も

ク
リ
だ
よ

 
そ
う
言

て
い
る
と

か
ら
菫
子
が
飛
び
出
し
無
数
の
オ
カ
ル
ト
ボ

ル
を

か
せ
る

 
菫
子

や

て
く
れ
る
じ

な
い

だ
け
ど
こ
れ
で
終
わ
ら

 
せ
て
や
る
わ

 
そ
の
言

と
共
に
真

黒
な
夜
空
に
光
が
走
る
と
空
が
光

き
だ
す

 
菫
子

幻

せ
よ

異
世
界
の
狂
気
を

 
オ
カ
ル
ト
ボ

ル
が
更
に

く
と
共
に
光
が
強
く
な

て
い
く

明
ら
か
に
あ
れ
は
受
け
て
は

メ
な
技
だ

 
蓮
 

結
界

 
す
ぐ
さ
ま
ド

状
の
結
界
を
張
り

ら
せ
る

 
霊
夢

手
伝
う
わ

 
更
に
そ
れ
に
霊
夢
が

を

り
更
に
強

な
結
界
へ
と
な
る

 
霊
夢

え
る
わ
よ
蓮

 
蓮
 

言
わ
れ
な
く
て
も

撃
に
備
え
て



 第３９５話  菫子

 
霊
夢

え

 
と

言

た

間

空
か
ら

大
な
光
が
降
り
注
ぐ

 
蓮
 

ぐ

 
霊
夢

う

 
何
て
力
こ
れ
が
本
当
に
あ
の
菫
子
な
の
か

だ
が

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

幻
想
郷
の
た
め

外
界
の
た
め
そ
し
て
霊
夢
に
菫
子
の
た
め
に
も

 
蓮
 

狐
化

 

狐
化
し
て
力
を
更
に
解
放
さ
せ
結
界
に
全
霊
力
を
注
ぎ
込
む

 
霊
夢

だ

て
ま
だ
や
れ
る
わ
よ

 

様
に
霊
夢
も
更
に

に
霊
力
を
注
ぎ
込
む

そ
う
し
て

え
る
こ
と
数
分
す
る
と
光
の
嵐
が

む

結
界
を
解
き
菫
子
を
見
る
と
菫
子
は
首
を

に

る
い
お
り
え
な
い
と
い

た

を
す

る 
菫
子

あ
れ
を

え
き
る
な
ん
て

 
霊
夢

に
は

合
わ
な
い
け
ど
こ
れ
が
ガ

ツ
よ

 
蓮
 

ア
ハ
ハ

確
か
に

合
わ
な
い
か
も
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霊
夢

放

て
お
き
な
さ
い
よ

 
そ
ん
な
事
を
言

て
い
る
と
菫
子
は

み
し
て

 
菫
子

何
な
の
よ
本
当
に
何
な
の
よ

 
と

ん
だ

後

つ
も

か
ぶ
オ
カ
ル
ト
ボ

ル
の

つ
が

き
だ
す

 
菫
子

な

何
よ
お
さ
ま
り
な
さ
い
よ

 
見
た
感
じ
か
ら
し
て

が
で
き
て
な
い

あ
れ
が
探
し
て
い
た
月
の
都
の
オ
カ
ル
ト
ボ

ル

そ
の
ボ

ル
は
光

き
空
に
一
転
の
光
の

を

た
せ
る

更
に

す
る
か
の
よ
う
に

の
ボ

ル
が

き
だ
す

 
霊
夢

あ
れ
を
何
と
か
し
な
い
と

 

の
ボ

ル
の
力
を
合
わ
せ
て
都
を

す
気
か

そ
ん
な
事
を
す
れ
ば
月
の
都
が
現
世
に
降
臨

す
る
こ
と
に
な
る

 
蓮
 

が
や
る

 
霊
夢

な

蓮

 
一
気
に

け
出
し
そ
し
て
神
楽
を
構
え

 
蓮
 

色

刀

一
刀
一
斬



 第３９５話  菫子

 
一

し
そ
し
て

に
神
楽
を

め

 
蓮
 

つ
ま
ら
な
い
物
を
斬

た

 

ン
キ
ン

ジ

キ
ン

 

に
神
楽
を

め
た

間
に
月
の
都
の
オ
カ
ル
ト
ボ

ル
は
真

二
つ
に
な

た
か
と
思
う
と

く

発
し
て

け
散
る

だ
が

 
菫
子

キ

 
そ
の

発
に

き
込
ま
れ
菫
子
は
吹

飛
び
地
上
へ
と
ま

逆
さ
ま
に
落
ち
て
い
く

 
蓮
 

菫
子

 
菫
子

蓮

お
兄
ち

ん

 
す
ぐ
さ
ま
下
へ
と
向
か
い
名
前
を
呼
ぶ
が
菫
子
は

か
な

し
か
せ
ず
力
な
く
目
を

り
落
ち

て
い
く

 
蓮
 

ク
ソ
間
に
合
え

 
落
ち
て
い
く
菫
子
へ
と
手
を

ば
す

そ
の

間
菫
子
は

タ
リ
と
そ
の
場
で

ま
る

何

だ
と
思

て
い
る
と

 
霊
夢

ま

た
く
あ
ん
た
は
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蓮
 

霊
夢

 
何
と
霊
夢
が
菫
子
を

を

ん
で
い
た
の
だ

と
い
う
か
い
つ
の
間
に
ま
さ
か
ま
た

間
女
の

能
力
で

動
で
も
し
た
の
か

だ
が
菫
子
が
無
事
で
よ
か

た

分
も
菫
子
の
も
う

方
の

を

む

 
蓮
 

と
り
あ
え
ず
近
く
の

ル
の
屋
上
に

 
霊
夢

え

 
そ
う
し
て

分
達
は
菫
子
を
引

張
り
な
が
ら

ル
の
屋
上
へ
と
向
か
う
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

れ
た

れ
た

し
か
し
何
だ

た
ん
だ
昨

 
日
の
は

 
怠
惰

昨
日

て

 
鈴

怠
惰
に
そ

く
り
な

か
が
い
て

 
怠
惰

だ
な

何
を
言

て
る
の
や
ら

れ
て
い
る
ん
だ
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よ
き

と

 
神
楽

そ
う
な
ん
で
す
か

 
怠
惰

そ
う
そ
う

あ

で
も
そ
う
い
え
ば

の

体

 
が
な
く
な

て
た
よ
う
な

 
鈴

何
い
き
な
り

ラ

を
し
だ
す
の

 
怠
惰

こ
の
小
説
は
常
に
フ
リ

で
あ
り
遊
び

び
に

 
お

ざ
け
に
関
し
て
は
ま
じ
め
に
か
つ
全
力
を
注
ぐ

 
か
ら

 
狗
神

ど
こ
の
パ

ン

会
社
だ
よ

 
怠
惰

あ

因
に
怠
惰
さ
ん
は
パ

ン

よ
り
も
ス
ロ

ト

 
マ
シ
ン

だ
よ

 
鈴

ど
う
で
も
い
い
よ
そ
れ

 
神
楽

そ
の
ボ
ケ
方
は
何
時
も
の
怠
惰
様
で
す

 
怠
惰

本
当
に
大

か
よ

ま

良
い
や
そ
れ
じ

あ

 
時
間
も
時
間
だ
し
今
回
は
こ
こ
ま
で
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狗
神

そ
ん
じ

者
様

 
神
楽

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
鈴

ま
た



 第３９６話 菫子の反省

 
第
３
９
６
話
 
菫
子
の
反
省

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

ケ

ン
の
次
は

の
リ
メ
イ
ク
と

さ
れ
て
い
る
事
に
少
し

し
て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

実
は

ケ

ン
の

世
代
は

な
ん
で
す
よ

ア

メ
は

つ
ま
る
所
の
現

小
説
に
出
て
い
る
リ
ラ
ち

ん
が
出
て
き
た

り
で
見
始
め
て

い
た
り
し
て
い
ま
す

何
と
な
く
記
憶
に

て
い
る
ん
で
す
よ

リ
メ
イ
ク
と
な
る
と

小
説
内
の
怠
惰
さ
ん
の
の
相
棒

ケ

ン
の

ク
ラ
イ
の
強
化
も
あ
り
え
る
の
か

な
ら

し
い
な

失

そ
れ
で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 
気
絶
す
る
菫
子
を

れ
て

ル
の
屋
上
へ
と
来
て
菫
子
を
下
ろ
し

の

狐
化
を
解
く

 
蓮
 

こ
れ
で
良
し

 
霊
夢

と
こ
ろ
で
蓮

 
蓮
 

ん

 
霊
夢

月
の
都
の
オ
カ
ル
ト
ボ

ル
は
壊
し
た
の
よ
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そ
こ
は
し

か
り
と
真

二
つ
に
し
て
壊
し
た
し

に

発
も
し
て
る
か
ら
大

な

だ

何
よ
り
も
斬

た
と
い
う
確
か
な
手

え
を
感
じ
た
の
だ
か
ら

 
蓮
 

う
ん
手

え
は
あ

た

 
霊
夢

な
ら
大

よ

 
な
ん
て
言

て
い
る
と
空
か
ら
い
く
つ
も
の
オ
カ
ル
ト
ボ

ル
が
落
ち
て
く
る

先
程
ま
で
菫

子
が
使

て
い
た
も
の
だ
な

 
霊
夢

こ
れ
で
幻
想
郷
の
結
界
を
破
壊
し
よ
う
と
す
る
と
か

 

ろ
し
い
事
を
考
え
る
わ

 
蓮
 

何
か
ご
め
ん

 
霊
夢

別
に
あ
ん
た
が

る
事
じ

な
い
で
し

う

 

だ

て
こ
ん
な
事
に
な

た
原
因
は
少
な
か
ら
ず
で

分
が
関
係
し
て
い
る
ん
だ

そ
う
な

る
と

し

な
く
思

て
し
ま
う
よ

 
霊
夢

ま

た
く
刀
の

前
は
上
達
し
て
も
そ
う
い
う

 
真
面
目
な
所
は
変
わ
ら
な
い
わ

 

 
蓮
 

い
や
性
格
は
変
わ
ら
な
い
と
思
う
よ
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霊
夢

そ
う

 
楽
し
そ
う
に
霊
夢
は
笑
う

そ
う
い
う
霊
夢
も
相
変
わ
ら
ず
だ
と
思
う
け
ど
な

そ
ん
な
会
話

を
し
て
い
る
と

 
菫
子

う

ん

 
蓮
 

菫
子

 
菫
子
の
ま
ぶ
た
が
う

す
ら
と
開
く
と

方
を
向
き

 
菫
子

蓮
お
兄
ち

ん

 
蓮
 

菫
子

良
か

た
目
が
覚
め
て
大

 
菫
子

う
ん

本
物
な
ん
だ
よ

 
蓮
 

う
ん
年
月
が
経

た
け
れ
ど
菫
子
の
知
る

だ
よ

 
そ
う
言
う
と
安
心
し
た

を
し
て
起
き
上
が
る
と

分
と
霊
夢
を

に
見
る
と
ハ

と
し
た

を
し
て

 
菫
子

そ
う
だ
弾
幕
ご

こ
し
て
い
た
ら
オ
カ
ル
ト
ボ

ル

 
が

で
き
な
く
な

て

 
霊
夢

あ
ん
た
は
利
用
さ
れ
て
い
た
の
よ
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菫
子

利
用

て

 
や
は
り
菫
子
は
ま

た
く
気
づ
い
て
は
い
な
い
み
た
い
だ
な

そ
こ
は
後
で
話
す
か

 
蓮
 

話
せ
ば
⻑
く
な
る
か
ら
後
で
話
す
と
し
て

霊
夢

 
霊
夢

何
よ

 
今
は
そ
れ
よ
り
も

大
な
話
だ

 
蓮
 

菫
子
を

護
す
る

て
ど
う
い
う
事

は
何
に
も

 
知
ら
な
い
ん
だ
け
ど

 
菫
子

ひ

 
サ
サ

と

分
の

後
に

り
こ
み
隠
れ
る

霊
夢
は
一

だ
け
だ
が

ス

と
し
た

を
す

る
が
す
ぐ
に
何
時
も
の

に
戻
り

 
霊
夢

な
話
よ
そ
の
子
は
幻
想
郷
を
知
り
す
ぎ
た
か
ら

 
よ

そ
れ
に
あ

ち
で
折

し
た
に
も
関
わ
ら
ず
に

 
ま
た
結
界
を
壊
そ
う
と
か
イ
カ
れ
た
事
を
し
か
け
て

 
い
た
か
ら
よ

 
蓮
 

そ
れ
は

が
悪
く
て
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霊
夢

あ
ん
た
は
悪
く
な
い
わ
よ

本
的
な
原
因
だ
ろ
う
け

 
れ
ど
実

の
と
こ
ろ
実
行
し
た
の
は
そ
い
つ
よ

 
菫
子

る
し

そ
れ
に
も
う
し
な
い
わ
よ

 
霊
夢

で
も
ま
た
や
り
か

な
い
か
も
し
れ
な
い
だ
か
ら

 
れ
て
行

て
処
分
を
考
え
る
の
よ

 
処
分
を
考
え
る

て
ま
さ
か
処

な
ん
て
事
は
し
な
い
だ
ろ
う
な

も
し
そ
う
だ
と
し
た
ら

は
ど
う
す
れ
ば
い
い
ん
だ

妹
の
よ
う
に

し
て
き
た
菫
子
を
見
殺
し
に
す
る
の
か
そ
れ
と
も

幻
想
郷
を
霊
夢
を
魔
理
沙
を

分
の
友
達
ま
し
て
や

人
と

対
し
て
菫
子
を
逃
が
す
事
に
な
る

の
か

 
菫
子

蓮
お
兄
ち

ん

 
蓮
 

心

し
な
い
で

 
心

さ
せ
ま
い
と
言
う
と
霊
夢
は

れ
な
が
ら

 
霊
夢

は

言

て
お
く
け
ど
そ
ん
な
大
そ
れ
た
事
は

 
な
い
と
思
う
わ
よ

 
蓮
 

本
当
に
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霊
夢

え

紫
に
何
か
言
わ
れ
た
ら
そ
の
時
は
何
と
か
説
得

 
し
て
み
る
わ
よ

た
だ
理
久
兎
に
限

て
は
あ
ん
た

 
に
頼
む
事
に
な
る
か
も
だ
け
ど

 
そ
れ
く
ら
い
な
ら
お
安
い

用
だ

理
久
兎
は
話
せ
ば
分
か

て
く
れ
る

悲
深
い
神
様
な
の

だ
か
ら

 
菫
子

理
久
兎

て
あ
の
地
底
に
い
た
ロ
ン

で
ア
ロ
ハ

 
シ

ツ
着
て
て

な
の
に
ロ
リ

ン
の

 
蓮
 

ロ
ン

と
ア
ロ
ハ
シ

ツ
は
合

て
る
た
だ
し
ロ
リ

 

ン
で
は
な
い
と
思
う
け
ど

そ
れ
と

は
言

た

 
ら

メ
だ
か
ら

 
霊
夢

い
や
で
も
あ
な
が
ち
間

て
な
い
で
し

う

 
そ
れ
は
理
久
兎
か
ら
し
た
ら

分
達
ま
し
て
や
妖
怪
な
ん
か
は
年
下
だ
か
ら
ロ
リ

ン
み
た
い

な
も
の
だ
け
ど

流
石
に
失

す
ぎ
る

て

 
菫
子

い
神
様

て
の
と
常

を

し
て
る
強
さ

て
の

 
は
分
か
る
し
今
の
話
を
聞
い
て
何
で
説
得
が
い
る
の



 第３９６話 菫子の反省

 
か
な

て

 
霊
夢

そ
の
ま
ん
ま
意

よ

奴
は
地
底
に

て
い
る
け

 
ど
幻
想
郷
だ
と
実

の
大
将
な
の
よ

 
蓮
 

え

と
幻
想
郷
の
王
様

ラ
ス
ボ
ス
と
言
え
ば
言
い

 
の
か

な

 
菫
子

あ
れ
が

あ
ん
な
見
た
目
優
男
が

 
ま

無
理
も
な
い
よ

あ
ん
な
の
が

て
思
う
け
ど
で
も
あ
れ
が
幻
想
郷
の
実

１
な
ん

だ
よ
な

 
霊
夢

ぶ

ち

け
た
話
よ

達
が
帰

て
良
い

て
言

 
て
も
理
久
兎
に

メ
と
言
わ
れ
た
ら
あ
ん
た
帰
れ
な

 
く
な
る
わ
よ

 
菫
子

ど

ど
う
し
よ
う
色
々
と
言

ち

た
わ
よ

 
も
う
そ
れ
は
ド
ン
マ
イ
と
し
か
言
え
な
い

て

で
も
理
久
兎
の
事
だ
か
ら

メ
だ
あ
の

人

色
々
と
執
念
深
い
所
が
あ
る
か
ら
分
か
ら
な
い
や

 
蓮
 

そ
の

も

め
て

め
て
し

か
り
と

し
よ
う



 第十八章 平和の日常へ

 
菫
子

も
一

に

て
あ

る
か
ら

 
菫
子

う
ん

 
霊
夢

は

本
当
に
あ
ん
た

い
わ

 
た
め

を

え
て
霊
夢
は
そ
う
言

て
く
る

菫
子
の

を
見
て

 
蓮
 

ま

約
束
だ
か
ら

 
霊
夢

約
束

 
蓮
 

そ
う
約
束

 
菫
子

蓮
お
兄
ち

ん
ま
だ
あ
の
約
束
を
覚
え
て
い
て
く
れ

 
た
ん
だ

 
あ
の
約
束
を

れ
る
わ
け
な
い
さ

 
蓮
 

れ
る
わ
け
な
い
だ
ろ

 
菫
子

や

り
蓮
お
兄
ち

ん
だ

 
霊
夢

は

や
れ
や
れ

と
り
あ
え
ず
さ

さ
と
帰
る

だ

 
け
ど

ど
う
帰
ろ
う
か
し
ら

 
蓮
 

言
わ
れ
て
み
る
と
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行
く
の
は

だ
が
帰
る
の
は

し
す
ぎ
る

狛
も
い
な
け
れ
ば
紫
も
い
な
い
ど
う
す
る

ん
だ

そ
ん
な
事
を
思

て
い
る
と
突
然
だ

た

 
蓮
 

ん

 
カ
タ
カ
タ
と
変
な
音
が
し
て
見
る
と
落
ち
て
い
る
ボ

ル
が

れ
だ
し
て
い
た

そ
し
て
一
気

に
光

く

 
蓮
 

何

 
菫
子

 
霊
夢

ち

 
光
に

ま
れ
た
か
と
思
う
と
い
き
な
り

遊
感
を
覚
え
だ
す

 
蓮
 

な

 
霊
夢

何
ど
う
な

て
る
の

 
菫
子

ひ

 
そ
れ
は

分
達
は
空
の
上
に
い
て
し
か
も
地
上
へ
と
ま

逆
さ
ま
に
落
ち
て
い
た
か
ら
だ

た
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怠
惰

で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

お
前
の
リ
ア
ル
は
前
書
き
で

く
語
り
す
ぎ
だ
ろ

 
怠
惰

仕
方
な
い
よ
怠
惰
さ
ん
の
リ
ア
ル
は

に
言
う
友
達

 

い
な
い
キ

オ
タ
み
た
い
な
も
ん
だ
か
ら

 
神
楽

あ
ら
あ
ら

 
鈴

昔
は

た
ん
で
し

う

 
怠
惰

昔
は

中

時
代
に
受
け
た
裏

り
の

発
だ
と

 
か
に

え
れ
な
く
な

て
現
実
逃

だ
と
か
を
合
わ

 
せ
て
ス
ト
レ
ス
解

で

か
ら
ア

メ
だ
と
か

 
の
娯
楽
に
は
ま
り
更
に
そ
こ
か
ら
高

の
リ
ア
ル
の

 

大

の

人
と
話
す
よ
う
に
な

て
更
に
オ
タ
ク

 
度
が

し
た
よ

 
狗
神

メ
だ
な
こ
れ
は

 
怠
惰

ま

別
に
良
い
ん
だ
け
ど

そ
の
お
陰
で
今
こ
う
し

 
て
小
説
を
書
い
て
る

だ
し

中

時
代
に
溜
ま
り
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に

ま

た
ス
ト
レ
ス
解

で
当
時
は

ロ
グ
イ
ン

 
の

み

と
し
て
こ
の
サ
イ
ト
で
小
説
を
見
て
た
ん

 
だ
け
ど
も
う
失

し
た
け
れ
ど
こ
の
ハ

メ
ル
ン
で

 
東
方
小
説
を
書
い
て
た
人
の

品
を
見
て
書
い
て
み

 
た
く
な

て

そ
れ
で
高

生
に
な

て

休
み
の

 

を

休
み

る
前
に
終
わ
ら
せ
て
や
る
こ
と
が

 
な
く
な

て

と
小
説
を
書
い
て
み
た
い
何
て
思

 
て
現

の
龍
組
の
小
説
を
書
き
出
し
た
ん
だ
と
か

 
神
楽

そ
う
な
ん
で
す
か

 
鈴

で
も
あ
る
意

で
何
と
も
言
い
が
た
い
よ

 
怠
惰

ま

で
も

の
性
格
だ
と
か
は
リ
ア
ル
怠
惰
さ
ん

 
の
負
の
感
情
だ
と
か

メ
な
所
を
再
現
し
て
こ
う
な

 

た
ん
だ
と
か
後
は

の
過
去
と
か
も
実

に
の
経

 

だ
と
か
を

ル
に
書
い
て
る
と
か

け
と
か

 
も
し
た
り
し
て
い
る
み
た
い
だ
け
ど
な
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狗
神

ど
ん
な
奴
な
ん
だ
よ
リ
ア
ル
怠
惰
は

 
怠
惰

ま

キ

オ
タ
だ
よ
キ

オ
タ

さ
て
こ
ん
な
話
も

 
あ
れ
だ
し
今
回
は
こ
こ
ま
で
な

 
狗
神

ま

ま
た
よ
ろ
し
く
な

 
神
楽

そ
れ
で
は

者
様

 
鈴

バ
イ
バ
イ
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第
３
９
７
話
 
よ
う
や
く
の
説
得

 
こ
ん
ば
ん
は

者
さ
ま
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

こ
の
数
日
間
投
稿
で
き
ず
で

し

あ
り

ま
せ
ん
で
し
た

実
は
修

旅
行
中
で
し
て
投
稿
が
執

か
ら
投
稿
ま
で
ま
に
な
ら
な
く
て

そ

れ
で
は
こ
ん
な
話
も
あ
れ
な
の
で
本
編
へ
ど
う

 
突
然

空
へ
と
放
り
出
さ
れ
た

分
達
は
地
上
へ
と
ま

逆
さ
ま
に
落
ち
て
い
く

 
蓮
 

う
わ

 
菫
子

き

 
霊
夢

 
ま
ず
い
こ
の
ま
ま
で
は

す
ぐ
に
飛

う
と
す
る
が

 
菫
子

蓮
お
兄
ち

ん

 
霊
夢

蓮

 
蓮
 

う
ぐ
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パ

ク
に

て
い
る
霊
夢
と
菫
子
が

分
の
体
を
強
く

き
つ
い
て
き
た
た
め

動
き
が

出
来
ず
集
中
が
で
き
な
い

そ
れ
ど
こ
ろ
か
首
も

め
ら
れ
て
い
る
た
め

れ
な
い

こ
の
ま
ま

じ

本
当
に
転
落
死
と
い
う
異
変
解
決
者
の
間
で
笑
わ
れ
る
よ
う
な
死
に
方
に
な
る

 
蓮
 

う

 

り

お
う
に

り

え
な
い
し
ど
う
す
る
と
思

て
い
る
と

分
達
の
真
下
に
格
子
状
の
何

か
が
見
え
る

あ
れ
は

ト
だ

一
体

が
い
や
今
は
そ
ん
な
の
ど
う
で
も
い
い

そ
の

ト
へ
と
向
か

て

分
達
は
ま

逆
さ
ま
に
落
ち

 
蓮
 

こ
の
気
は

 
そ
の

ト
に

れ
て
感
じ
る

こ
れ
は
感
じ
た
こ
と
の
あ
る
気
で
編
ま
れ
た

ト
だ

ら
く
こ
れ
を
し
た
の
は
理
久
兎
だ
ろ
う
と
思

て
い
る
と

分
達
は

び

そ
し
て

 
霊
夢

あ
だ

 
菫
子

ぐ

 
蓮
 

と

 
霊
夢
は

か
ら
落
ち
て

を
強

し
菫
子
は

中
か
ら
も
ろ
に
落
ち
そ
し
て

分
は
空
中
で
一

回
転
し
て
勢
い
を
殺
し
地
面
に
着
地
す
る

勢
い
を
殺
し
た
お
陰
で

へ
の
負

も
少
な
く
す
ん
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だ 
蓮
 

危
な
か

た

 
霊
夢

痛
た
た

 
菫
子

つ
つ

 
一
体
ど
こ
に
落
ち
た
の
だ
ろ
う
と
思
い

り
を
見
る
と
す
ぐ
隣
に
見

れ
た

屋
を
見
る

こ

こ
は
ま
さ
か
幻
想
郷
の
博
麗
神
社
つ
ま
り
幻
想
郷
に
帰

て
こ
れ
た
の
か

 
蓮
 

帰

て
き
た
ん
だ

 
霊
夢

あ

本
当

 
何
て
言

て
い
る
と

 
理
 

お

れ
さ
ん

 
と
理
久
兎
が
近
づ
い
て
き
て
一

を
か
け
て
く
れ
る

や
は
り

ト
は
理
久
兎
が
や

て

く
れ
た
の
か

危
う
く
転
落
死
す
る
所
だ

た
た
め

か

た

 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん

 
理
 

で
だ

ど
う
な

た

 
月
の
オ
カ
ル
ト
ボ

ル
に
つ
い
て
聞
く
と
蓮
は
何
と
も
言
え
な
い
よ
う
な

を
し
て

か
ら
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真

二
つ
に
な

た
ボ

ル
を
見
せ
る

 
蓮
 

そ
の
何
と
か

め
れ
た
ん
で
す
が
そ
の

ボ

ル
が

 
真

二
つ
に
な

て
し
ま

て

 

し

な
さ
そ
う
に
し
て
い
る
蓮
に

分
は

リ
と

笑
む
と

 
理
 

い
い
や
別
に
良
い
さ
真

二
つ
に
な

て
も
し

か

 
り
と
封
印
す
れ
ば
何
に
も

と
か
は
な
か

た
ん

 
だ
ろ

 
蓮
 

ま

た
だ
斬
る

前
に
上
へ
と
光
が

て
い

て

 
い
た
の
で
ど
う
な
の
か
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
て

 
と

言
う
と
理
久
兎
は
少
し
考
え
安
心
し
た
よ
う
な

を
し
て

 
理
 

ま

問

は
な
い
と
思
う
が
な

 
蓮
 

だ
と
良
い
ん
で
す
が

 
理
 

ま

念
は
い
れ
て
お
け
よ

 
蓮
 

で
す

 
理
久
兎
も
な
り
に
は

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
な

何
か
あ

て
も
良
い
よ
う
に
準
備
は
し
て
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お
か
な
け
れ
ば

そ
れ
に
理
久
兎
が
念
を
い
れ
て
お
け
と
い
う
言

に
は
何
か
し
ら
の
意

が
あ

り
そ
う
だ
し
な

そ
う
思

て
い
る
と
菫
子
は
突
然

分
の
後
ろ
に
隠
れ
る

 
蓮
 

ど
う
し
た
の
菫
子

 
菫
子

さ

さ

き
そ
い
つ
に
ボ

ボ

に
さ
れ
て

 
理
 

そ
れ
は
お
前
が
悪
い

 

や
か
に
笑

て
く
れ
て
い
る
が

間
に
シ

を

せ
て
い
る

こ
れ
は
少
し
お
怒
り

て

か
ん
じ
だ

 
菫
子

ひ

 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん

さ
な
い
で
下
さ
い
よ

 
菫
子

そ
そ
そ
れ
に
そ
こ
の

乱

ン
ク
と
か
お

ち

ん

 

い
狸
と
か
に
も
ボ

さ
れ
て

 
菫
子
は
い
ち
い
ち
と
ん
で
も
な
い
地

を

み

い
て
い
く

そ
ん
は
事
を
言
え
ば

 
華
扇

が

乱

ン
ク
で
す

て

 
マ
ミ

お

ち

ん

い
は

じ

小
娘

 
そ
う
な
る
に
決
ま

て
い
る

こ
れ
に
は

笑
い
し
か
出
来
な
い
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菫
子

ご
め
ん
な
さ
い

 
菫
子
は

え
な
が
ら
も

を
下

て

し
た

ま

理
久
兎
よ
り
か
は
マ
シ
で
は
あ
る
だ
ろ

う
が
こ
の

人
も
怒
ら
せ
る
と

い
か
ら
な

何
て
思

て
い
る
と

 
耶
狛

何
か

人
の

い
が

て
る
気
が
す
る

 

狛

あ

確
か
に
な

 

い
が

て
い
る
か

ら
く
そ
れ
は
再
従
妹
だ
か
ら
だ
と
思
う
け
ど
な

 
神
子

む

ど
ん
な
関
係
な
ん
だ

 
聖
 

ま
さ
か
二

な
ん
て

 
蓮
 

し
ま
せ
ん
よ

 

に
か
け
る
事
な
ん
か
絶
対
に
し
な
い

こ
れ
で
も

み
た
い
に
一

な
ん
だ
か
ら

と
り
あ

え
ず

め
て
菫
子
を

さ
せ
る
か

そ
れ
か
ら
ど
ん
な
関
係
な
の
か
明
か
す
か

 
蓮
 

そ
の

菫
子
が
色
々
と
迷

を
か
け
て
し
ま

て
本

 
当
に
ご
め
ん
な
さ
い

か
ら
も

し
ま
す

 
菫
子

迷

を
か
け
て
ご
め
ん
な
さ
い

 

を
下

る
と
菫
子
も

分
を
見
て

を
下

る
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理
 

ま

迷

だ

た
が
別
に
な

そ
れ
よ
り
も
お
前
ら

 
ど
ん
な
関
係
な
ん
だ
よ

 
耶
狛

う
ん
う
ん

 
ど
う
や
ら
迷

を
か
け
た
事
に
関
し
て
は
も
う
怒

て
は
な
さ
そ
う
だ
な

そ
れ
よ
り
も

分

と
菫
子
の
関
係
が
気
に
な
る
の
か

問
し
て
く
る

ど
う
返
そ
う
か
な

 
蓮
 

え

と

何
と
言
え
ば
良
い
の
か
菫
子
は

の
親

 
と
い
う
か
再
従
妹

て
言
え
ば
い
い
ん
で
し

う
か

  
理
 

へ

 
全
員

再
従
妹

 
そ
れ
を
聞
い
た

が
一

に

く

そ
し
て

分
と
菫
子
の

を

に
見
比
べ
だ
す

 
耶
狛

通
り
で

い
が

て
い
た
ん
だ

 

狛

確
か
に
よ
く
見
て
み
る
と

ち
は
何
と
な
く

て

 
い
る
気
が
す
る

 
マ
ミ

特
に

鏡
を
外
す
と
目
の
当
た
り
と
か
が

な
が
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ら

て
い
る
よ
う
な

 
華
扇

に
し
て
は
性
格

々
は

て
は
い
ま
せ
ん
が

 
聖
 

あ
ら
あ
ら

 
神
子

面
白
い

が
り
な
ん
だ
な

 
蓮
 

ま

 
面
白
い
関
係

て
程
で
は
な
い
と
は
思
う
け
ど
な

そ
ん
な
事
を
思

て
い
る
と
霊
夢
が
突

然

分
の

の

を

む
菫
子
の

を

み

 
霊
夢

ち

と

蓮
に
く

つ
き
す
ぎ
よ
あ
ん
た

 
と
強
く
言

て
く
る

し
か
も
結
構
不

な
感
じ
だ
な

一
体
何
が
不

に
さ
せ
ん
だ

ろ
う

菫
子
は

き
な
が
ら
も

 
菫
子

ち

え

と
蓮
お
兄
ち

ん
と
貴
女

て
そ
う
言

 
え
ば
ど
ん
な
関
係
な
の
よ

さ

き
の
弾
幕
ご

こ

 
と
か
だ

て

が
合

て
た
し

 
霊
夢

え

そ
れ
は

 
今
度
は
霊
夢
と
の
関
係
を
聞
い
て
き
た

小

を
立
て
て
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蓮
 

菫
子
こ
れ
だ
よ
こ
れ

 
そ
れ
を
見
せ
る
と
菫
子
は

分
と
霊
夢
の

を
何
度
も
見
て

し
だ
す

 
菫
子

嘘
あ
の
蓮
お
兄
ち

ん
に
こ
れ
が

 
霊
夢

そ
う
よ
悪
い

 
菫
子

い
や
悪
い
こ
と
は
な
い
け
ど
行
方
不
明
に
な

て
い

 
る
間
に

女
を

る
と
か
リ
ア

に
な

た
な

て

 
思

て

 
そ
ん
な
リ
ア

て

で
は
な
い
ん
だ
け
ど
な

普
通
だ
と
思
う
け
ど
な

行
方
不
明
は
除
い

て
だ
が

そ
ん
な
会
話
を
し
て
い
る
と
理
久
兎
は
真

な

に
な
り

 
理
 

ま

そ
れ
は
さ
て
お
き
で
だ

 
霊
夢

そ
う

 

は
菫
子
を
見
る
と
菫
子
は
そ
れ
に

え

分
の

の

を
ま
た

む
そ
れ
も
強
く
ギ

と

だ 
理
 

こ
い
つ
を
ど
う
す
る
か
な
ん
だ
よ
な

 
そ
う
理
久
兎
は
言
う
中

分
は
菫
子
と

わ
し
た
約
束
を
思
い
出
し
な
が
ら
も

女
を
守
る
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事
を
決
意
す
る
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

し
か
し
リ
ア
ル
は
修

旅
行
か

 
怠
惰

え

ル

メ
イ
ト
が
パ
リ

的
な
人
な
の
で
落
ち

 
着
か
な
く
て

 
神
楽

そ
う
な
ん
で
す
か

 
怠
惰

そ
う

度
は
あ
る
ん
だ
け
ど
や

り
執

す
る
時

 
は

に
も
邪
魔
さ
れ
ず

で
な
ん
と
い
う
か

 
わ
れ
て
な
き

あ

メ
な
ん
だ

り
で

か
で

か

 
で

 
鈴

な
に

の

ル
メ

く
ま
と
め
て
る
の

 
狗
神

そ
れ
よ
か
黒

み
た
く
見
ら
れ
た
ら

ず
か
し
い
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だ
け
だ
ろ

 
怠
惰

ま

仲
の
良
い

中
に
は
教
え
て
る
け
ど
そ
う
で

 
も
な
い
奴
に
は
教
え
て
は
な
い

だ
か
ら
リ
ア
ル
で

 
仲
が
良
い
子
だ
と
執

中
の
生
小
説
と
か
を
投
稿

 
す
る
前
に
見
せ
た
り
と
か
し
て
る
よ

 
鈴

へ

 
怠
惰

た
だ
見
せ
て
る
の
は

ケ

ン
な
ん
だ
け
ど

 
神
楽

て
そ

ち
で
す
か

 
怠
惰

も
う

怠
惰
さ
ん
の

ク
ラ
イ
に
対
し
て
ツ

 

ミ
が
追
い

か

て
言
わ
れ
た
よ

ロ
ン

 
つ
け
て
お

出
し
と
か
そ
れ
良
い
の
あ
り
な
の

 
な
ん
て
言
わ
れ
た
り

 
狗
神

て
こ
こ
は
東
方
だ

 
怠
惰

お

と
そ
う
だ

た

失

失

ン
え

と

 
ま

こ
ん
な
感
じ
だ
け
ど
今
回
は
こ
こ
ま
で
そ
れ
と
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今

は
投
稿
が
出
来
た
り
出
来
な
か

た
り
が
あ
る

 
か
も
だ
け
れ
ど
許
し
て
く
だ
さ
い
来

か
ら
ま
た
本

 
格
的
に
投
稿
し
ま
す
失

は
絶
対
に
な
い
の
で
ご

 
心
を
し
て
く
だ
さ
い

 
狗
神

ま

遅
れ
る
か
も
だ
が
頼
む
な

 
神
楽

そ
れ
で
は

者
様

 
鈴

ま
た
会
う
ま
で
ま

た
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第
３
９
８
話
 
過
去
の
約
束

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
⻑
ら
く
お
待
た
せ
し
ま
し
た

修

旅
行
か
ら
帰

て

々
に
バ
イ
ト

に

り
出
し
て
い
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

や

と

生
最
後
の
冬
休
み
を

え
る
事
が
出
来

ま
し
た

さ
て
こ
ん
な
話
も
あ
れ
な
の
で
本
編
へ
ど
う

 
昔
そ
う
こ
れ
は
今
か
ら
も
う

年
く
ら
い
前
の
話
だ

 
バ
リ
ン

 
菫
子

あ
あ
あ
あ

 

 

こ
の
ク
ソ
ガ
キ
お
前
な
に
し
て
ん
だ

 
菫
子
と
仲
良
く
な
り
祖

が
従

の
家
に
行
く

に
は
つ
い
て
い
き
そ
こ
へ
来
て
い
る
菫
子

と
一

に
遊
ぶ
そ
れ
が
こ
こ
へ
来
て
の
日

に
な

て
き
て
い
た
日
の
こ
と
た
ま
た
ま
だ

ボ

ル

り
分
か
り
や
す
く
い
え
ば

な
サ

カ

を
し
て
い
た
ら
菫
子
の

た
ボ

ル
が
近
所

の
家
の

を

て
し
ま

た
の
だ

こ
れ
に
は
家
の
お

さ
ん
も
ぶ
ち
ギ
レ
だ
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菫
子

ご
め
ん
な
さ
い

 

 

て
め

隣
の

さ
ん
と
こ
ろ
の
ガ
キ
か
お
い

 

さ
ん
呼
ん
で
こ
い

 
そ
う
言
い

み
か
か

て
き
そ
う
に
な
る
が

か
さ
ず
菫
子
の
前
へ
と

り

 
蓮
 

れ
た

に
つ
い
て
は

が

し
ま
す
現
に

が

 
上
手
く
キ

で
き
な
か

た
の
が
原
因
で
す
だ

 
か
ら
菫
子
で
は
な
く

に
対
し
て
そ
の
怒
り
を
ぶ
つ

 
け
て
下
さ
い

 

 

な
ん
だ
と
こ
の

ち

あ

も
う
良
い
お
前
の

 
そ
の

気
に

じ
て
今
回
は
い
い
た
だ

険
会
社
に

 
説
明
す
る
た
め
に
明
日
こ
こ
へ
来
い

 
蓮
 

分
か
り
ま
し
た
明
日
こ
こ
へ
来
ま
す

 

 

も
し
来
な
か

た
か
ら
そ
の
ガ
キ
の
家
に
怒
鳴
り
込

 
み
し
て
や
る
か
ら
な

そ
れ
か
ら
次
に
も
し
も
ま
た

 

を

て
み
ろ
そ
の
時
は
更
に
高
い

で

さ
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せ
て
や
る
か
ら
な

 
そ
う
言
い
お

さ
ん
は
家
へ
と
戻
り
大
き
く
音
を
た
て
て

を
閉
め
て
去

て
い

た

 
蓮
 

大

だ

た
菫
子

 
菫
子

う
ん

ご
め
ん

蓮
お
兄
ち

ん

 
蓮
 

う
う
ん
大

だ
よ

 
菫
子

で
も

 

を

か
べ
今
に
も

き
そ
う
だ

ど
う
す
る
か

 
蓮
 

か
な
い
で
菫
子

そ
う
だ

菫
子

 
菫
子

何

 
蓮
 

も
し
も

が
今
日
み
た
い
に
何
か
し
た
ら
一

に

 

て
く
れ
る
か
い

そ
の
代
わ
り
菫
子
が
何
か
起
こ

 
し
た
ら

が
ま
た
今
日
み
た
い
に
一

に

て
あ

 

る
か
ら

 
菫
子

う
ん

約
束
す
る

今
度
は
わ
た
ち
が

け
る

 
そ
う
言
い
小

を
た
て
て

し
出
し
て
く
る

こ
れ
は
あ
れ
み
た
い
だ
な

分
も
小

を
さ
し
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だ
し

い
に

と

を
合
わ
せ
て

 
菫
子

り

ん
ま
ん

 
蓮
 

嘘
つ
い
た
ら
針
千
本

 
菫
子

ま
す

き

た

 
そ
ん
な

れ
て
も
お
か
し
く
な
い
変

な
い
約
束
だ
が

分
は
今
も
そ
の
約
束
を
覚
え
て
い

る

時
間
は
現

の
時
間
へ
と
戻
る

夜
の
闇
に
⻤
火
が
明
か
り
を

す

夜
の
世
界
へ
と

た
幻
想
郷
の
変

地
に
あ
る
博
麗
神
社
そ
こ
で
は
菫
子
の
処
分
が
考
え
ら
れ
て
い
た

 
神
子

せ

か
く
帰
し
た
と
い
う
の
に
な

 
聖
 

ど
う
し
ま
し

う
か

 
蓮
 

 
何
と
し
て
で
も
菫
子
を
外
界
へ
と
帰
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

そ
れ
が

に
で
き
る
事
な
の
だ

か
ら

そ
ん
な
事
を
思

て
い
る
と

 

 

そ
の
話
に

も
参

さ
せ
ろ

 
と
大

を
上

て
何
か
が
空
か
ら
降

て
く
る

そ
れ
は
も
う
定
番
と
な
り
つ
つ
あ
る
魔
理

沙
だ
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霊
夢

ま
た
面
倒
な
の
が

 
霧
雨

が
面
倒
だ
と
霊
夢

 
菫
子

あ
ん
た
こ
の
前
の

 
霧
雨

よ

久
し
い
な

ま

た
く
受
け
た

を

す
の
に

 
時
間
を
く

た

 
そ
う
言
い

を

い
な
が
ら
こ
ち
ら
へ
と
歩
き

 
霧
雨

こ
い
つ
の
処
分
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
ん
だ
ろ

 
理
 

あ

は
ど
う
で
も
構
わ
な
い
が

の
各
々
意
見
を

 
ま
ず
は
聞
こ
う
と
思

て
い
て
な

 
霧
雨

う

 
魔
理
沙
は
は
た
し
て

分
と

じ
菫
子
を
帰
す
意
見
な
の
か
そ
れ
と
も
そ
の
逆
か

ど

ち

だ 
理
 

ま

色
々
と
聞
き
た
い
わ
け
だ
が
そ
う
だ
な
乱

し

 
て
く
れ
た
魔
理
沙
そ
れ
か
ら
蓮
く
ん
に
霊
夢
ち

ん

 
君
達
の
意
見
を
聞
か
せ
て
も
ら
お
う
か

あ

に
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も
聞
く
け
ど
決
し
て

数
決
と
か
で
は
決
め
な
い
よ

 
意
見
を
言
い
理

を

べ

得
さ
せ
る
の
が
大

だ

 
か
ら

 
と

笑
み
な
が
ら
聞
い
て
く
る

ら
く
理
久
兎
は

分
達
を
見
定
め
て
い
る

変
に
回

す
れ
ば
そ
の
ツ
ケ
は
回

て
く
る
こ
と
に
な
る
た
め

に
考
え
な
い
と

 
蓮
 

は
帰
し
た
い
と
思

て
い
ま
す

 
霊
夢

的
に
も
帰
し
た
方
が
い
い
と
思

て
い
る
わ

 
霧
雨

お

奇

だ
な

も
だ

 
理
 

う
な
ら

人
共
に
そ
の
理

は

 
理

を
聞
い
て
き
た
か

こ
こ
で

情
を

め
ば
こ
れ
か
ら
の
意
見
を

べ
る

に
面
倒
な
事

に
な
る

ど
う

べ
る
か

 
霊
夢

元
々

は
帰
す
つ
も
り
だ

た
の
よ
そ
れ
に

女

 
は
外
来
人
よ
外
来
人
は

分
が

り
た
い
と
言
う
な

 
ら
話
は
別
だ
け
ど

本
は
帰
還
さ
せ
る
そ
れ
が
巫
女

 
で
あ
り
人
間
の

方
で
あ
る

の
仕
事
よ
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霧
雨

は
こ
い
つ
と

回
だ
け
だ
が
弾
幕
ご

こ
し
て
い

 
る
が
こ
こ
幻
想
郷
で
の
弾
幕
ご

こ
で
こ
い
つ

ク

 

ク
し
な
が
ら
し
て
い
て
よ
本
当
は
家
に
帰
り
た
い

 
の
か
な
ん
て
思

ち
ま

て
な

 
理
 

な
る

ど

蓮
の
理

は

 
蓮
 

は

菫
子
は
外
の
世
界
で
の
未
来
を

し
て
帰

 
し
た
い
と
思

て
い
ま
す
菫
子
に
は
ま
だ
こ
れ
か
ら

 
先
で

か
し
い
未
来
が
あ
る
だ
か
ら

は

女
を
帰

 
し
た
い
ん
で
す

 

 
と

本
心
の
ま
ま
に

べ
る
と
理
久
兎
は

に
手
を
当
て
て
考
え
出
す

 
理
 

な
る

ど
な
る

ど

と
な
る
と
聖
に
神
子
ち

ん

 
君
達
の
先
の
話
的
に
は
菫
子
を
外
界
へ
と
帰
す
と
い

 
う
考
え
で
良
い
ん
だ
よ

 
神
子

え

そ
の
た
め
に
帰
し
た
ん
で

 
聖
 

蓮
さ
ん
達
の
言
う
通
り

女
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
れ



 第十八章 平和の日常へ

 
ば

 
理
 

な
る

ど

 
ど
う
や
ら
聖
と
神
子
の

人
は

分
達
と

様
に
帰
す

ら
し
い
な

 
華
扇

そ
れ
は

意
見
で
す

 
マ
ミ

元
々
は
そ
う
じ

た
し
な

 
華
扇
と
マ
ミ
ゾ
ウ
を
帰
す

か

こ
れ
な
ら
菫
子
は
帰
し
て
は
く
れ
そ
う
だ

そ
う
思

て
い

る
と

 

狛

マ
ス
タ

よ
ろ
し
い
で
す
か

 
理
 

お
う

ど
う
し
た

 

狛

女
の
処
分
に
つ
い
て
で
す

 
そ
う
言
う
と

狛
は

分
に

リ
と

を
下

る
と

 

狛

分
的
に
は
帰
す
よ
り
か
は
こ
こ
に
い
て

た
方

 
が
良
い
と
は
思
い
ま
す

女
は
確
か
に
利
用
さ
れ
て

 
い
ま
し
た
し
か
し
利
用
さ
れ
て
い
て
も
こ
の
幻
想
郷

 
の
結
界
を
壊
そ
う
と
し
た
の
は
相

は
な
い

で
す



 第３９８話 過去の約束

 
そ
れ
に
関
し
て
は
蓮
さ
ん
や
霊
夢
さ
ん
そ
し
て
黒
幕

 
の
菫
子
さ
ん
そ
し
て

方
共
に
相

は
あ
り
ま
す

 
で
し

う
か

 
蓮
 

な
い
で
す

 
霊
夢

な
い
わ
よ

 
菫
子

あ

あ
り
ま
せ
ん

 
そ
れ
は
正

過
ぎ
て
返
す
言

が
見
つ
か
ら
な
い

 

狛

そ
し
て

分
や
耶
狛
は
見
ま
し
た

女
の
そ
の
力
を

 
そ
れ
は
マ
ス
タ

も

じ

で
す

 
耶
狛

う
ん

か

た
よ

あ
ん
な

た
い

を

か
せ

 
た
り
と
か

 
理
 

確
か
に
常
人
じ

無
理
だ
わ
な

 

狛

え

力
も
並
み
の
者
の
力
で
は
な
い
そ
う
な

て
く

 
る
と

女
を
野
放
し
に
は
で
き
か

ま
す
と
い
う
の

 
が

の
意
見
で
す
ま
た
結
界
を
壊
さ
れ
そ
う
に
な



 第十八章 平和の日常へ

 
て
こ

ち
か
ら

く
事
に
な

た
ら
面
倒
で
も
あ
り

 
ま
す
し

 

狛
は
意
外
に
も
ド
ラ
イ
な
意
見
を

べ
て
き
た

こ
れ
は
雲
行
き
が
怪
し
く
な
り
そ
う
だ

 
菫
子

も
う
壊
さ
な
い
わ
よ

 

狛

あ
く
ま
で
可
能
性
と
し
て
の
話
で
す
そ
う
と
言
い
き

 
れ
る
か
が
分
か
ら
な
い
所
で
は
あ
り
ま
す
か
ら

 

分
達
を
気

て
か
そ
う
言

て
は
く
れ
る
が
何
と
な
く
だ
け
れ
ど

狛
か
ら
は
菫
子
に
対

し
て
の

心
が
伝
わ

て
く
る

狛
か
ら
し
た
ら
ま
だ

用
に
は
値
は
し
な
い

て
感
じ
な

の
か
も
し
れ
な
い
な

 
霊
夢

確
か
に
こ
い
つ
が
や

た
事
は
と
ん
で
も
行

で
は

 
あ

た
わ
た
だ
そ
ん
な
の
こ
れ
ま
で
の
異
変
に
な
れ

 
ば
ま
だ
可
愛
い
も
の
よ
中
に
は
反
省
の
色
す
ら

さ

 
ず
未
だ
に
何
処
か
で
逃

し
て
い
る
天
邪
⻤
だ

て

 
い
る
ん
だ
か
ら

 

狛

ま

そ
れ
は
言
え
ま
す



 第３９８話 過去の約束

 
理
 

お
う
何
だ

狛
そ
れ
に
つ
い
て

が
あ
る
な
ら
ば

 

と
も
聞
こ
う
じ

な
い
か

 

狛

い

い
え

な
ん
て
な
い
で
す

 
そ
う
い
え
ば
天
邪
⻤
の
正
邪
が
逃

る
原
因
を

た
の
は
こ
の
神
の
せ
い
だ

た
な

 
耶
狛

ま

ま

で
も
菫
子
ち

ん
的
に
は
ど
う
な
の
か

 
な

 
菫
子

え

 
耶
狛

り
た
い
の
か

り
た
く
な
い
の
か
だ
よ

 
そ
れ
を
言
う
と
菫
子
は
る

そ
こ
は
キ
パ
リ
と
帰
り
た
い
と
言
え
ば
良
い
そ
う
す
れ
ば

 
耶
狛

で
も
帰

ち

う
と
し
た
ら
も
う
蓮
君
に
は
会
え
な

 
い
か
も
し
れ
な
い
ん
だ
よ

 
菫
子

ど
う
い
う
こ
と
そ
れ

蓮
お
兄
ち

ん
は
帰
る
よ

 

帰
る
よ

 
蓮
 

 
理
 

蓮
お
前
も
言
う
こ
と
は
言
え
よ



 第十八章 平和の日常へ

 
蓮
 

分
か

て
ま
す
よ

 
こ
れ
は

と
い
う
選
択
は
で
き
な
い
な

理
久
兎
の
言
う
通
り
正

に
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
よ
な

 
蓮
 

菫
子
ご
め
ん

今
の

の
居
場
所
は
こ
こ
な
ん
だ

 
だ
か
ら
現
世
に
帰
る
こ
と
は
な
い

 
菫
子

そ
ん

な

 
そ
こ
は
考
え
も
し
て
や
れ
な
か

た

こ
れ
に
関
し
て
は

倒
さ
れ
て
も
構
わ
な
い

そ
れ
は

分
が
心
か
ら
決
め
た
道
な
の
だ
か
ら

 
耶
狛

菫
子
ち

ん
が

め
た
理
想
そ
れ
は
蓮
く
ん
を

れ

 
て
帰
る
こ
と
だ

た
か
も
し
れ
な
い
け
ど

真
実
と

 
な

た
今
そ
れ
は
も
う
叶
わ
ぬ
夢
そ
れ
で
も
帰
り
た

 
い

 
菫
子

蓮
お
兄
ち

ん

は

 
蓮
 

菫
子
お
前
は
帰
る
ん
だ
お
前
な
ら
ま
だ
外
の
世
界
で

 
も
生
き
て
は
い
け
る



 第３９８話 過去の約束

 
菫
子

そ
れ
な
ら
蓮
お
兄
ち

ん
だ

て

 
そ
れ
に
対
し

分
は
首
を

に

る
う

 
蓮
 

人
は
決
め
た
事
に
は
真

ぐ
に

く
ん
だ
そ
れ
は

 

だ

て
そ
う
だ
も
う

に
と

て
外
の
世
界
で
の

 
生
活
は

し
く
て

そ
れ
に

 
霊
夢
の
方
を
向
き

や
か
に

笑
み

 
蓮
 

こ
こ
に

り
た
い
理

が
で
き
た
か
ら

 
菫
子

そ
う

蓮
お
兄
ち

ん
は
や

り
蓮
お
兄
ち

ん

 
だ
よ

は

本
当
に
蓮
お
兄
ち

ん
が

え
て
か

 
ら
の
こ
れ
ま
で
し
て
き
た

の

は
何
だ

た
の

 
か
な

あ

あ

 

 
そ
う
言
う
が
菫
子
は

く
の
を

慢
し
て
満
面
に
笑
い

 
菫
子

れ
て
い
く
こ
と
は
出
来
な
い
け
れ
ど
で
も
会
え
て

 

し
か

た
よ
生
き
て
い
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
蓮

 
お
兄
ち

ん

 



 第十八章 平和の日常へ

 
理
 

そ
れ
で
決
ま

た
の
か

式
メ
ガ

 
菫
子

が

式
メ
ガ

よ
お

ち

ん

 
全
員

 
菫
子

は

 
菫
子
の
奴
は
と
ん
で
も
な
い
事
を

ず
さ
み
や
が

た

分
達
は
理
久
兎
の

を
見
る
と

 
理
 

大
人
だ
か
ら
キ
レ
は
し
な
い
よ
お
い
お
い
何
を
そ
ん

 
な
に

い
て
い
る
の
さ

 
よ

良
か

た
怒

て
は
い
な
さ
そ
う
だ

 
理
 

そ
れ
で
帰
る
で
良
い
の
か
菫
子

 
菫
子

う
ん
そ
れ
で
良
い
わ

 
理
 

そ
う
か
い

な
ら
後
は
巫
女
の
仕
事
に
な
り
そ
う
だ

 
な

な
ら
判
決
を
言
い

そ
う
か
菫
子
お
前

後
で

 
神
社
の
裏
な

 
や

り
さ

き
の
事
を
物

い

に

て
い
る
よ

 
菫
子

ボ

ボ

に
せ
れ
る
の



 第３９８話 過去の約束

 
理
 

な

ん
て
な

だ
よ

ま

折

だ
し
せ
め
て
も

 
宴
く
ら
い
は
参

し
た
ら
ど
う
よ

 
霊
夢

え

そ
れ
は
良
い
わ

 
菫
子

宴

 
蓮
 

う
ん

い
楽
し
い
よ
参

し
よ
う
よ
菫
子

 
菫
子

そ

そ
う
い
う
な
ら

 
こ
れ
で
菫
子
は
参

は
決
定
し
た
な

せ
め
て
最
後
の
思
い
出
を

り
た
い

そ
れ
は
本
心

だ 
理
 

決
ま
り
だ
な

さ
て
と
そ
ろ
そ
ろ

も
帰
る
と
し
ま

 
す
か

あ
ん
ま
り
待
た
せ
る
と
さ
と
り
が

く
て

 

く
て

 

狛

ア
ハ
ハ
で
す

 
耶
狛

う
ん

 
さ
と
り
と
理
久
兎
の
関
係

て
相
変
わ
ら
ず
だ
な

絶
対
に
理
久
兎
は
数
年
後
に
は

に
敷
か

れ
る
か
も
な

ま

分
も
対
し
て
変
わ
ら
な
い
気
も
す
る
け
ど



 第十八章 平和の日常へ

 
理
 

そ
ん
じ

達
は
帰
る
よ
宴
会
の
日
程
が
決
ま

た

 
ら
知
ら
せ
て
く
れ
よ
楽
し
み
に
し
て
る
か
ら
さ

 
そ
う
言
う
と
理
久
兎
は

を

て
空
へ
と

ば
た
き

え
て
い

た

 

狛

て
裂
け
目
は
使
わ
な
い
ん
で
す
か
マ
ス
タ

 
耶
狛

あ

待

て
よ

 

狛
と
耶
狛
も
空
を
飛
び

え
て
い

た

 
マ
ミ

あ
や
つ
は

な
奴
じ

な

や
れ
や
れ

も
帰
る

 
か
の

次
は
宴
会
の

で
な

 

管
を
一
吹
き
し
濃
い

に
包
ま
れ
る
と
マ
ミ
ゾ
ウ
は

を

す

 
聖
 

な
ら

も
帰
り
ま
し

う
か

 
神
子

白
蓮
が
帰
る
な
ら

も
帰
る
と
し
ま
す
か

 
聖
 

お
騒
が
せ
し
ま
し
た

 
神
子

あ

ま
た
な

 
そ
う
言
い

人
も
帰

て
い
く

そ
う
し
て
騒
が
し
か

た
こ
の
場
に
は

分
そ
し
て
霊
夢

に
魔
理
沙
に
菫
子
そ
し
て
華
扇
が

る



 第３９８話 過去の約束

 
菫
子

わ

は
ど
う
し
よ
う

 
蓮
 

霊
夢

 
霊
夢

分
か

て
る
わ
よ
あ
ん
た
は
し
ば
ら
く
う
ち
に

ま

 
り
な
さ
い

 
霧
雨

お

な
ら
遠

な
く

 
霊
夢

あ
ん
た
は
関
係
な
い
で
し

う
が

 
何
て
会
話
を
す
る
一
方
で

 
華
扇

月
か
ら
の
侵
略

理
久
兎
あ
な
た
今
度
は
何
を
隠

 
し
て
い
る
の

 
そ
う

べ
な
が
ら
も
華
扇
は
こ
の
様
子
を
見
守
る
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

だ
な

 
鈴

で

次
は
宴
会
だ



 第十八章 平和の日常へ

 
怠
惰

お
う
よ

そ
れ
で
さ
実
は
悩
ん
で
い
る
こ
と
が
あ

 
る
ん
だ
け
ど
言

て
い
い

 
神
楽

何
で
し

う
か

 
怠
惰

次
は
原

通
り
に
進
め
る
か
そ
れ
と
も
オ
リ
的
な

 
事
を

し
よ
う
か
悩
ん
で
い
る
ん
だ
よ

 
狗
神

オ
リ
的
な

て
そ
れ
オ
リ
ジ

ル

て
意

だ
よ

 
な

 
怠
惰

そ
う
そ
う
原

通
り

伝
に
い
く
か
そ
れ
と
も

 
オ
リ
ジ

ル
を

む
か

 
鈴

因
み
に
オ
リ
ジ

ル
を

む
と

 
怠
惰

あ
る
意

で
新
キ

ラ
あ
る
意

で
昔
つ
ま
る
所

 
の
龍
組
の
小
説
が

え
る
前
か
ら
見
て
い
て
く
れ

 
る
方
な
ら
知

て
い
る
で
あ
ろ
う
キ

ラ
が
出
て

 
く
る
か
な
因
み
に
そ
の
キ

ラ
は
過
去
に
後
書
き

 
で
数
話
で
て
る
し
こ

ち
で
も
度
々

て

べ



 第３９８話 過去の約束

 
て
た
け
ど

 
狗
神

だ
よ
そ
れ

 
怠
惰

ヒ
ン
ト

こ

ち
で
嫉
妬
が
出
て
き
た

て
事
は

 
さ

て

か
な

 
鈴

う
ん
原

通
り
に
行
こ
う
そ
う
し
よ
う

 
狗
神

だ
な
絶
対
に
ろ
く
で
も
な
い

 
神
楽

ア
ハ
ハ

も
そ

ち
の
方
が

 
怠
惰

い

ま

ど

ち
に
す
る
か
は
決
ま

て
い

 
な
い
け
ど

者
の
気

れ
だ
か
ら

 
狗
神

聞
い
た
意

だ
ろ

 
怠
惰

ま

ま

さ
て
そ
れ
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

た
く
そ
ん
じ

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
な

 
神
楽

で
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
鈴

バ
イ
バ
イ



 第十八章 平和の日常へ

 
第
３
９
９
話
 
菫
子
と
の
宴
会

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

ケ

ン
が
中
々
書
け
な
い
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

ク
リ
ス
マ
ス
ま

で
に
は
書
き
た
い

失

そ
れ
で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 
異
変
が
終
わ
り
定
番
と
な

て
い
る
宴
会
が
始
ま
る

そ
の

に
は
人
間
も
い
る
に
は
い
る
が

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
妖
怪

が

い
博
麗
神
社
の
宴
会
に
は

 
菫
子

こ
ん
な
ど
ん
ち

ん
騒
ぎ
な
の

 
蓮
 

れ
る
と
面
白
い
も
の
だ
よ

 
レ
ミ
リ
ア
達
は
何
時
も
の
よ
う
に
姉
妹
喧
嘩
や
従
者
喧
嘩
を
起
こ
し
幽
々
子
は

食
い
し
妖
夢

は
そ
れ
を

笑
い
し
な
が
ら
見
守
り
萃
香
は

の
酒
を
ら

み
し
な
が
ら
無
邪
気
に
笑

い
と
何
時
も
と
何
ら
変
わ
ら
な
い
宴
会
だ

だ
が
菫
子
か
ら
し
た
ら

め
て
の
事
も
あ
り
少
し

い
て
い
る
み
た
い
だ
な

 
蓮
 

様
子
か
ら
し
て

い
て
い
る
み
た
い
だ



 第３９９話 菫子との宴会

 
菫
子

え

何
か

い
と
い
う
か
何
と
い
う
か

 
蓮
 

ま

で
も
普
通
に
近
づ
い
た
ら

死
す
る
か
も
し
れ

 
な
い
か
ら
気
を

け
て

 
菫
子

何
そ
の
死
に

 

だ

て
現
に
こ
の
面
子
達
を
相
手
に
弾
幕
ご

こ
つ
ま
る
所
の
ご

こ
遊
び
だ

た
が
何
度

死
に
か
け
た
事
か

異
変
解
決
者

て

外
に
も
大
変
な
ん
だ
よ
な

 
菫
子

そ
ん
な

で
蓮
お
兄
ち

ん
は

張

て
き

 
た
ん
だ

 
蓮
 

ま

で
も

れ
る
と
楽
し
い
も
ん
だ
よ

 
こ
こ
に
来
て
か
ら

分
も
な
り
に
変
わ

た
と
は

覚
し
て
い
る

に

起
き
が

に

な

た
と
か
寺
子
屋
で
教

の
バ
イ
ト
し
た
り
と
か
も
う
そ
れ
は

山
の
事
が
あ

た

だ
が
そ

れ
が
楽
し
く
て
仕
方
な
い

そ
れ
に

 
霊
夢

ち

と

人
し
て
何
そ
こ
で

気
く
さ
く
し
て
い

 
る
の
よ

 
こ
う
し
て
一

に
い
た
い
と
思
え
る
人
と
も
出
会
え
た
か
ら
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菫
子

え

霊
夢

ち
ま
さ
か

て
る

 
霊
夢

て
な
い
わ
よ

そ
れ
よ
か
霊
夢

ち

て

 
何
よ

 
菫
子

い
や

何
か
呼
び
や
す
く
て

 
あ
だ
名
か

そ
う
い
え
ば
菫
子

て
友
達
と
か
い
る
の
か
な

 
蓮
 

そ
う
い
え
ば
菫
子
に
聞
き
た
い
ん
だ
け
ど
友
達

て

 
い
る

 
そ
れ
を
聞
い
た

間
に
菫
子
は
ド

を
す
る

こ
れ
は
ま
さ
か
い
る
の
か

 
菫
子

ん

人
よ

 
蓮
 

 
ボ

だ

た
よ

何
と
い
う
か

し
い
高

生
活
を
し
て
い
る
ん
だ
な

 
霊
夢

あ
ん
た
ボ

な
の

 
菫
子

ボ

じ

な
い
わ
よ

分
か
ら
関
わ
ら
な
い
よ

 
う
に
し
て
い
る
だ
け
に
過
ぎ
な
い
わ
よ
友
達
な
ん
て

 

れ
た
が
る
奴
ら
が
相
手
を

分
と

じ
レ

ル
ま
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で
引
き
ず
り
落
と
す
悪
魔
の
行

じ

な
い
の
よ

 

い
ひ

く
れ
た
事
を

べ
た
な

そ
れ
を

に
ボ

と
言
う
ん
だ
よ

 
菫
子

現
に
蓮
お
兄
ち

ん
は
ボ

だ

た
け
ど

道
は

 

か

た
し

力
も
あ

た
か
ら

の
行

て
い
る

 
高

に
だ

て
行
け
た
し

 
霊
夢

な

る

ど
悪
い
お
手
本
が
い
た
の

 
蓮
 

ち

と

変
な
事
を
言
わ
な
い
で
く
れ
る
か
な

 
確
か
に
ボ

だ

た
け
れ
ど

の
場
合
は

か
ら

 

け
ら
れ
て
い
た
だ
け
だ
し

そ
れ
に
外
界
に
い
た

 
頃
に
だ

て
友
達
は

 
い
や

奴
と
は
絶

し
た
ん
だ

た
な

だ
か
ら
も
う
友
達
で
は
な
い

よ
な

 
霊
夢

ど
う
し
た
の
よ

 
蓮
 

い
や
何
で
も
な
い
よ

 
あ
の
バ
カ
野

ン
キ

は
今
も
あ

ち
で
生
き
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

奴
の
事
だ
か
ら
ト

ラ

ク
に
弾
か
れ
て
も
生
き
て
そ
う
だ
け
れ
ど
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霊
夢

ま

で
も
友
達
と
ま
で
い
か
な
か
て
も

か
と
話
す

 
な
り
バ
カ
す
る
の
も
良
い
も
の
よ

現
に

 
霧
雨

お

い
お
前
達
は
楽
し
ん
で
い
る
か

 
と

魔
理
沙
が
楽
し
そ
う
に
話
し
か
け
て
き
た

 
霊
夢

こ
う
し
て
バ
カ
し
て
い
る
と
悪
友
が
突

か
か

て

 
く
る
し

 
霧
雨

い

の

め
て
を

た
く
せ
に

 
蓮
 

ぶ

 
霊
夢

ぶ

 
菫
子

え

ま
さ
か
の

合

開
な
の

霊
夢

ち
て
蓮

 
お
兄
ち

ん

外
そ
れ
も
女
性
に

て
ま
さ
か
バ
イ

 
な
の

 
霊
夢

な
わ
け
あ
る
か

 
し
か
し
こ
の
魔
女
は
言

て
は
な
ら
な
い
よ
う
な
事
を
言
い
や
が

た

何
と
ん
で
も
な
い

事
を
言
い
だ
し
て
い
る
ん
だ



 第３９９話 菫子との宴会

 
霊
夢

あ

あ
ん
た
意

を
分
か

て
言

て
い
る
の

 
霧
雨

だ

い
や

あ
れ
は

れ
ら
れ
な
い
よ
な

め

 
て
博
麗
神
社
で

ま

て
お
前
と
隣
で
理
久
兎
の
事

 
と
か
話
し
て
い
た
の
を
よ

 
霊
夢

て
そ
れ
た
だ
の
お

ま
り
会
的
な
や
つ
じ

な
い

 
の
よ
も
う

 
ど
う
や
ら
お

ま
り
会
の
事
を
言

て
い
る
み
た
い
だ

本
当
に
言

て
い
る
事
が

ら
わ
し

い
と
い

た
ら
あ
り

し
な
い

 
霧
雨

お
い
お
い
何
だ
と
思

た
ん
だ
よ

 
こ
の

立
た
し
い

だ
よ

ま

た
く
魔
理
沙
は

 
霊
夢

蓮
こ
い
つ
を

り
に
し
て
か
ら
ト
イ
レ
に

め

 
ま
し

う

 
蓮
 

よ
し
分
か

た

 
霧
雨

て
分
か
る
な
よ

そ
れ
と
シ
レ

と

ろ
し
い

 
事
を
言
う
な
よ

だ
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こ

ち
は

外
に
や
る
気
だ

た
ん
だ
け
ど
な

す
る
と

 
菫
子

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
菫
子
は
楽
し
そ
う
に
笑
い
出
す

そ
し
て
し
ば
ら
く
し
て

を

い
な
が
ら

 
菫
子

霊
夢

ち
の
言
う
通
り
も
し
か
し
た
ら
良
い
の
か
も

 

友
達
と
ま
で
い
か
ず
と
も
少
し
は
話
す
く
ら
い

 
で
も

 
そ
う
言

て
く
れ
る
な
ら
心

は
な
い
な

ボ

と
聞
い
た
時
は
少
な
か
ら
ず
で
心

だ

た
ん
だ

 
霧
雨

所
で
さ

き
か
ら
何
の
話
を
し
て
ん
だ
よ

 
霊
夢

そ
れ
今
更
よ

 
霧
雨

や
れ
や
れ

や

り
お
前
も
蓮
と

じ
で
酒
は

 
ま
な
い
ん
だ
な

 
因
み
に

分
と
菫
子
は
酒
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
が

だ

理

は

分
の
場
合
は
言
わ
ず

も
が
な
で
何
を
し
で
か
す
か
分
か
ら
な
い
か
ら
そ
し
て
菫
子
は

 
菫
子

言

て
お
く
け
ど

は
未

年
な
ん
で
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た
だ

に
未

年
だ
か
ら
だ

酒
は

せ
め
て
も

を
越
え
た
ら
の
話
だ

 
霧
雨

何
か
昔
の
蓮
と

じ
よ
う
な
事
を
言
う
よ
な

 
蓮
 

外
来
人
は
普
通
そ
う
だ
か
ら

 
菫
子

あ
れ

そ
う
い
え
ば
蓮
お
兄
ち

ん
は
何
で

と

 
じ

を

ん
で
る

 
蓮
 

う

え

と

 
霊
夢
 

 
酒
を

ん
だ
後
は
記
憶
が
な
く
て
分
か
ら
な
い
ん
だ
よ
な

霊
夢
は

を
真

に
さ
せ
て
目

を
反
ら
す
し

 
霧
雨

あ

こ
い
つ
が
酒
を

む
と
心
の

底
に
い
る

 
獣
が
目
を
醒
ま
す
か
ら
な

 
蓮
 

が

獣
だ

 
霧
雨

言

て
お
く
が
お
前
が
酒
を

む
と
面
倒
に
も
程
が

 
あ
る
ん
だ
か
ら
な

な

霊
夢

 
霊
夢

う

う
ん

で
も
あ
の
く
ら
い
の
積

性
あ
る
方
が
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え

最
後

何
て
言

た
の

い
小

で
聞
こ
え
に
く
い
ん
だ
け
ど

 
霧
雨

お
い
お
い

そ
う
だ
お
前
に
蓮
と
霊
夢
の

れ

め

 
話
を

り

り
教
え
て
や
る
よ

 
菫
子

え

い
気
に
な
る

 
霧
雨

そ
れ
は
な

 
と
ん
で
も
な
い
事
を
言
い
出
し
た

そ
れ
は
さ
せ
て
な
る
も
の
か

 
霊
夢

い
い

に
し
な
さ
い
よ
魔
理
沙

 
蓮
 

魔
理
沙

 
そ
ん
な
楽
し
い
な
が
ら
も
菫
子
と
過
ご
す
最
後
で
あ
ろ
う
夜
を
過
ご
す
の
だ

た

 
怠
惰

て
な

で
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
神
楽

相
変
わ
ら
ず
で
す

 
鈴

怠
惰
の
小
説

て
魔
理
沙
と
霊
夢

て
ど

ち
が

 
ツ

ミ
で
ボ
ケ
な
の
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怠
惰

あ

ど

ち
だ
ろ
う

動

と
か
に
な

 
る
と

本
は
ボ
ケ
か
ツ

ミ

最
悪
は
と
ん
で

 
も
な
い
感
じ
に
な

て
い
た
り
す
る
け
ど
こ
の
小

 
説
だ
と
ど
う
な
の
か
な

時
に
ボ
ケ
る
し
時
に

 
ツ

ミ
を
い
れ
る
し

て
感
じ
だ

 
狗
神

う

 
怠
惰

昔
に

べ
た
と
は
思
う
け
ど
怠
惰
さ
ん
は

本
的

 
に
は
性
格
や
異
変
の
進
行
だ
と
か
は
原

の

定

 
を
出
来
る
限
り
で

し
ま
す
が
面
白
い
ま
た
は

 
東
方
の
フ

ン
を
不

に
さ
せ
な
い
な
み
た
い
な

 
二
次

だ
と
か
は
バ
ン
バ
ン
使

て
ま
す
つ
ま

 
る
所
の
原

と
二
次

の
良
い
と
こ
ろ

り
し

 
て
い
る
と
思

て
く
だ
さ
い

 
神
楽

で
も
そ
れ

か
ら
見
た
ら
中

と
か
言
わ
れ

 
そ
う
で
す
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怠
惰

そ
れ
は
言
わ
な
い
お
約
束
で

さ
て
時
間
も
時
間

 
だ
し
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

あ
い
よ
次
回
も
よ
ろ
し
く
な

 
鈴

そ
れ
じ

者
様

 
神
楽

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た



 第４００話 ⻑年の思い

 
第
４
０
０
話
 
⻑
年
の
思
い

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

大
マ

ク
ス
マ

イ

の

に

し
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔

で
す

マ

イ

見
た
目
で
は
想

が
出
来
な
い
動
き
が
出
来
る
の
で
使

て
い
て
楽
し

か

た
り
し
て
い
ま
す

失

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
宴
会
の
翌
日

分
達
は
宴
会
の
後

け
を

ま
せ
博
麗
神
社
の

に
出
る

 
霊
夢

さ
て
と

準
備
は

か
し
ら

 
菫
子

い

何
時
で
も
来
い

 
霊
夢

な
ら
遠

な
く
と
言
い
た
い
所
だ
け
ど
少
し
準
備
し

 
な
い
と
い
け
な
い
の
よ

  
準
備
が

な
ら
そ
ん
な

ら
わ
し
い
事
を
言
わ
な
い
で
よ

菫
子
と
一

に

ケ
て
し

ま

た
で
は
な
い
か

せ
め
て
準
備
が
終
わ

て
か
ら
言
お
う
よ
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霊
夢

準
備
が
終
わ
る
ま
で
待

て
て
ち

う
だ
い

 
そ
う
言
う
と
霊
夢
は

想
し
準
備
を
始
め
る

そ
う
今
日
は
菫
子
が
外
界
へ
と
帰
る
そ
の
た
め

の
準
備
だ

 
菫
子

も

も
う

 
蓮
 

や
れ
や
れ

 
霊
夢
に
は
何
時
も

り
回
さ
れ
て
い
る
よ
な

い
や

分
も
霊
夢
を

り
回
し
て
い
る
か
ら

じ
か
な

 
菫
子

蓮
お
兄
ち

ん

 
蓮
 

ん

 
菫
子

蓮
お
兄
ち

ん
は
本
当
に
外
界
へ
帰
る
気
は
な
い
ん

 
だ
よ

 
ま
た
そ
の
話
か

し
つ
こ
い
よ
う
で
失

か
も
し
れ
な
い
が

 
蓮
 

あ

な
い
よ

 
菫
子

そ
う
や

り

念
だ
な

 

念
か

そ
う
思
わ
れ
て
も
仕
方
は
な
い
よ
な

そ
ん
な
事
を
思

て
い
る
と
空
が
薄
暗
く
な
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る 
蓮
 

ん

 
上
を
向
い
た
次
の

間

 
蓮
 

ぐ

 
何
か
が
上
か
ら
落
ち
て
き
て
反

で
き
ず
に
下
敷
き
に
な
る

 
菫
子

蓮
お
兄
ち

ん

 
霧
雨

い
や
は
や

イ

ミ

ク
に
行
こ
う
と
格

つ
け
た

 
た
が
流
石
に
ミ
ス

た

 
ど
う
や
ら
魔
理
沙
は
格

つ
け
て
の

イ

ミ

ク

場
を
ミ
ス

た
み
た
い
だ

 
菫
子

だ

イ

ミ

ク

て

て
そ
れ
よ
り
も

 
霧
雨

ん

 
蓮
 

魔
理
沙

そ
ろ
そ
ろ
ど
い
て
く
れ
る
か
な

 
霧
雨

う
ひ

 
飛
び

く
と
す
ぐ
さ
ま

れ
る

立
ち
上
が
り

を

い

 
蓮
 

魔
理
沙

人
の
迷

を
少
し
は
考
え
な
い
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霧
雨

い
や
悪
か

た
悪
か

た
か
ら
そ

と
神
楽
に
手
を

 

え
る
な

て

落
に
な
ら

か
ら

 
魔
理
沙
は
何
を
言

て
い
る
ん
だ

ち

と
マ

の
な

て
い
な
い
子
悪

も
と
い
魔
理

沙
に
天

を
下
す
だ
け
じ

な
い
か

 
蓮
 

ま

た
く
次
は
な
い
か
ら

 
神
楽
に
手
を

え
る
の
を

め
る
と
魔
理
沙
は

と
安

の

を

ら
す

 
霧
雨

い
や

悪
か

た

ま
さ
か
ク

シ

ン
に
し
て
い

 
た
と
は

 
蓮
 

ま

た
く
も
う

 
菫
子

所
で
魔
理
沙

ち
は
何
し
に

ま
さ
か
お
見

り
的

 
な

 
霧
雨

お
う
そ
う
だ

 
ど
う
や
ら
菫
子
の
お
見

り
に
来
て
く
れ
た
み
た
い
だ

 
霧
雨

そ
れ
に
ど
う
や
ら

だ
け
で
も
な
さ
そ
う
だ
な

 
菫
子

え
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蓮
 

気

 

り
か
ら
気

を
感
じ
見
る
と

 
華
扇

流
石

達
の
気

に
気
づ
く
と
は

 
マ
ミ

う
む

 
華
扇
と
マ
ミ
ゾ
ウ
が
現
れ
更
に
は

 
神
子

間
に
合
い
ま
し
た

 
聖
 

そ
の
よ
う
で

 
神
子
に
聖
が
目
の
前
の
鳥
居
の

を
登
り
こ
ち
ら
へ
と
近
づ
き
そ
し
て
突
然
裂
け
目
が
現

れ 

狛

今
日
お
帰
り
と
の
こ
と
で
見

り
に
参
り
ま
し
た

 
耶
狛

来
た
よ

 
理
 

こ
れ
は
こ
れ
は
幻
想
郷
の

力
者
達
が

い

み
の

 
よ
う
で

 
更
に
は
理
久
兎
達
ま
で
も
が
や

て
来
た

華
な
お
見

り
だ
な

 
菫
子

な
ん
か
の
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
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霧
雨

お
い
お
い
悲
観
す
る
な
よ

 
理
 

だ
な

ま

お
前
が
ど
う
思
お
う
が
知

た
事
で
は

 
な
い
が

が
り
方
は
ど
う
で
あ
れ
お
前
と
こ
こ
に
い

 
る
奴
達
が
い
や
お
前
と
関
わ

た
奴
達
は
何
か
し
ら

 
の
不
思
議
な

で

が

て
い
る
の
さ

は
そ
れ

 
を
良
く
知

て
い
る
そ
れ
を
教
え
た
の
は

で
も
な

 
く
こ
い
つ
だ
か
ら
な

 

リ
と
理
久
兎
は

分
に
向
か

て
笑
う

ず
か
し
く
て
つ
い
つ
い

れ
し
ま
う

 
菫
子

蓮
お
兄
ち

ん
が

 
理
 

あ

は
こ
い
つ
の
そ
の

が
り
の
強
さ
を

度
と

 
見
せ
つ
け
ら
れ
て
き
た
だ
か
ら
こ
そ
分
か
る
の
さ

 
が
り
は
力
に
な
る

て
な
そ
れ
に
一
度

が

ち
ま

 
う
と

て
て
も

て
き
れ
な
い
も
ん
だ

 
菫
子

が
り

言
う
こ
と
が
本
当
に

ト

リ
様
な
の

 
か

て

問
に
思
う
け
ど
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ト

リ
様

一
体
な
ん
の
話
を
し
て
い
る
ん
だ

 
理
 

う
る
せ

や
い
断
つ
の
は
悪
縁
だ
け
だ

て
の

 
蓮
 

え

と
さ

き
か
ら
何
の
話
を
そ
れ
に

ト

リ
様

 

て

 
理
 

の
オ
カ
ル
ト
さ

だ
か
ら
気
に
す
ん
な
よ

 
理
久
兎
の

つ
オ
カ
ル
ト
か

一
体
ど
ん
な
の
な
の
だ
ろ
う
か

ト

リ
様
と
は

少
し
気
に

な
る
な

 
菫
子

昨
日
も
思

た
け
ど

か
と
話
す
の

て
面
白
い
も

 
の
な
の

考
え

す

が
あ
る
わ

あ
り
が
と

 
う
少
し
く
ら
い
人
と
話
し
て
は
み
る
わ
よ

 
蓮
 

お

菫
子

 
そ
う
言

て
く
れ
る
の
は

い

し
い

遠
い
親

だ
け
れ
ど
も
妹
の
よ
う
に

し
て
き
た
菫

子
に
は
ボ

の
道
は
歩
ま
せ
た
く
は
な
い
な

だ

て

い
や
よ
そ
う
色
々
と

な
思
い
出

ば
か
り
が
蘇

て
し
ま
う
し
な

 
菫
子

も
う
大

よ



 第十八章 平和の日常へ

 
蓮
 

だ

て
さ

 
何
て
言

て
い
る
と

想
し
て
い
た
霊
夢
は

り
返
り
こ
ち
ら
を
向
く
と

 
霊
夢

準
備
で
き
た
わ

 
と

言

て
く
る

ど
う
や
ら
も
う
お
別
れ
の
時
間
み
た
い
だ
な

 
菫
子

そ
う

や

と
の
思
い
で
見
つ
け
た
お
兄
ち

ん
は

 
こ

ち
で

せ
に

ら
し
て
い
る
そ
れ
を

り
上

 
る

利
は

に
は
な
い

け
ど
や

り

し
い

 
少
し
悲
し
そ
う
な

を
す
る
が

分
は
何
て
言
え
ば
い
い
ん
だ
ろ
う
か

そ
う
思

て
い
る
と

霊
夢
は
呪

を

え
る
と
菫
子
の
体
は

々
に
と

え
て
い
く

言
わ
な
け
れ
ば
も
う
会
え
な
い

の
か
も
し
れ
な
い
の
だ
か
ら

 
蓮
 

菫
子

は
今
と

て
も

せ
だ
よ

が
い
て
菫
子

 
が
こ
う
し
て

⻑
し
て
く
れ
て

は
と
て
も

せ
者

 
だ
よ
だ
か
ら
菫
子

じ
よ
う
に

せ
に
な

て
よ

 

の
事
を
思
い
出
し
て
も
良
い
か
ら
さ

 
優
し
く
菫
子
の
手
を

り

笑
む



 第４００話 ⻑年の思い

 
菫
子

蓮
お
兄
ち

ん

 
蓮
 

菫

 
突
然
の
こ
と
だ
菫
子
こ
ち
ら
へ
と

を
近
づ
け
た

突
然
の
こ
と
過
ぎ
て

が
分
か
ら
な
い

何
が
起
き
た
の
だ
落
ち
着
き
考
え
よ
う
や
く
分
か
る

 
菫
子

ん

 
蓮
 

 
霊
夢

な

 
霧
雨

お

お

お

お
う

 
理
 

お

 
そ
れ
は
菫
子
が

分
に
向
か

て
キ
ス
し
て
い
た

ど
う
い
う
つ
も
り
な
ん
だ

分
を

す

と
ク
ス
リ
と
笑

て

 
菫
子

何
年
も
の

の
思
い
受
け

て
よ

 
蓮
 

そ
れ

て

 
菫
子

ん

内

よ
蓮
お
兄
ち

ん
大

き
だ
よ

 
そ
う
言
う
と
菫
子
は
光
と
な

て

え
た

ま

た
く
最
後
ま
で
引

き
回
す
よ
な
菫
子
は



 第十八章 平和の日常へ

そ
こ
も
昔
か
ら
変
わ
ら
な
い
な

霊
夢
達
を
見
る
と

は

を

く
し
て

ま

て
い
た
が
理
久

兎
達
は
楽
し
そ
う
に
見
て
い
た

 
聖
 

へ

へ
へ

 
神
子

お

お
お
落
ち
着
け

数
を
だ
な

 
華
扇

だ

大

な
こ
と
す
る
わ

 
マ
ミ

い
や

じ

な

 
耶
狛

面
白
か

た

お
兄
ち

ん
お
兄
ち

ん

 

狛
 

 
こ
の
人
達
は
楽
し
そ
う
に
見
ち

て

と
い
う
か
こ
ん
な
事
を
見
た
ら

や

を
か
き

な
が
ら
す
ぐ
さ
ま
霊
夢
を
見
る
と

 
霊
夢

 
何

か

た
ま
ま
立
ち

く
し
て
い
た

 
霧
雨

お

お
い
こ
い
つ
立

た
ま
ま
気
絶
し
て
や
が
る

 
蓮
 

え

 
何
そ
れ
ど
ん
だ
け

用
な
ん
だ
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理
 

ア
ハ
ハ
ハ
面
白
い
な

お
前
達
は

 
蓮
 

笑
い
事
じ

な
い
で
す
よ
も
う

 
そ
ん
な
最
後
の
最
後
で
引

き
回
さ
れ

分
達
は
菫
子
の
見

り
を
終
え
る
の
だ

た

そ

し
て
現
世
の
ボ
ロ
神
社
で
は

 
菫
子

帰

て
き
た
の
か
な

 

り
を
見

し
電

や
飛
行

が
飛
ぶ
の
を
菫
子
は
確
認
す
る

ど
う
や
ら
外
界
に
帰

て
き

た
み
た
い
だ

 
菫
子

た
だ
い
ま
外
界

そ
し
て

め
て
よ
ろ
し
く

 
伝
え
た
か

た
思
い
は
伝
え
ス

キ
リ
し
た
菫
子
は
神
社
の

を
下
り
帰
る
の
だ

た

だ

が
菫
子
は
こ
の
後
に
知
る
事
と
な
る

分
が
幻
想
郷
で
最
後
に
行

た
こ
と
が
あ
る
意

で

ず
か
し
い
事
に
な
る
と
い
う
の
を

だ
が
そ
れ
は
ま
た
別
の
お
話
だ

 
菫
子

あ
り
が
と
う
蓮
お
兄
ち

ん

 

空
に
向
か

て
そ
う

き

笑
む
の
だ

た
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怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

な

最
後
の
あ
れ
何
だ
よ

 
鈴

い
ど
ん
で
ん
返
し
だ

た

 
怠
惰

そ
り

何
年
と
積
み

な

た
思
い
が
あ
れ
ば

 
菫
子
ち

ん
大
人
び
て
る
け
れ
ど
ま
だ

い

 

を
す
る
高

生
だ
し

 
神
楽

い
と
こ
ろ
か

さ
し
か
な
い
よ
う
な

 
怠
惰

大

こ
の
後
は
あ
る
意

で

タ

な
感
じ
に
な

 
る
と
思
う
よ
何
せ
⻤
巫
女
の

待
が
あ
る
か
ら

 
狗
神

お
い
お
い
そ
れ
ま
た
面
倒
く
さ
く
な
る

 
怠
惰

仕
方
な
い

あ

そ
れ
と
菫
子
ち

ん
は
こ
れ
か

 
ら
先
も
度
々
と
は
出
て
く
る
か
ら

 
鈴

え

そ
れ
ど
う
い
う

 
怠
惰

さ

て
今
回
は
こ
こ
ま
で
ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く

 

そ
れ
で
は

者
様
サ
ラ

バ



 第４００話 ⻑年の思い

 
狗
神

て
あ
の
野

手
に

 
鈴

達
の

 
神
楽

え

と
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た



 第十八章 平和の日常へ

 
第
４
０
１
話
 
焼
き
も
ち

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
こ
こ
最
近

し
か
し
て
い
な
い
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

そ
れ

も
サ
バ
イ
バ

ば
か
り
や

て
い
る
気
が
す
る

こ
れ
で
も
キ
ラ

な
ん
で
す
け
ど

失

そ

れ
で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

そ
れ
と
次
回
か
ら
龍
組
で
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

し

ま
す

 
菫
子
を
外
界
へ
と
帰
し
翌
日
と
な
る

あ
の
後
に
気
絶
し
た
霊
夢
を

か
せ

は
解
散
し
た

だ
が

 
蓮
 

霊
夢

 
霊
夢

ん

 

の

内
の
掃
除
が
続
き
そ
れ
に

え
き
れ
な
く
な

て
霊
夢
の
名
前
を
呼
ぶ
が
霊
夢
は

れ

面
を
し
て
そ

向
く

ど
う
や
ら
あ
の
最
後
の
菫
子
の
不
意

ち
キ
ス
で
焼
き
も
ち
を
焼

い
た
の
か
そ
れ
と
も

に
怒

て
い
る
の
か
ど
ち
ら
に
せ
よ
不

み
た
い
な
の
だ



 第４０１話 焼きもち

 
蓮
 

ま
だ
怒

て
る
の

 
霊
夢

別
に
怒

て
な
い
し

 
そ
れ
な
ら
何
な
ん
だ
よ
何
時
も
の
定
番
の
ツ
ン

レ
か

 
蓮
 

も
し
か
し
て
ツ
ン

 
霊
夢

あ

 
蓮
 

ひ

 
い
い
や
こ
れ
は
も
う

の
イ
ラ
つ
き
か
ら
見
て

レ
無
し
１
０
０

ツ
ン
だ
な

ギ
ロ
リ
と

ん
で
き
て
い
る
た
め
も
は
や

だ

だ
が
す
ぐ
に

を
戻
し

し

な
さ
そ
う
な

を
し

て 
霊
夢

あ

え

と
ご
め
ん

 
そ
う
言
い
霊
夢
は
走

て
い

た

え

何
こ
れ
本
当
に
何
こ
れ
状

な
ん
だ
け
ど

 
蓮
 

は

 

ろ
う
と
は
思

て
い
る
が
上
手
く

れ
な
い

分
に

に
な

て
く
る

本
当
に
何
て
言
え

ば
い
い
ん
だ
ろ
う
か

と
い
う
か

る
に
し
て
も

分
が
悪
い
の
か
ど
う
か
も

し
い
し
で

だ

が
き

か
け
を

ら
な
け
れ
ば
絶
対
に
元
の
関
係
に
は
戻
れ
な
い
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蓮
 

し

か
り
と
伝
え
な
い
と
な

 
そ
う
考
え
す
ぐ
に
霊
夢
の
後
を
追
う

 
蓮
 

霊
夢

 

屋
の
方
に
い
る
と
は
思
う
が
何
処
に
い
る
ん
だ
ろ
う
か

呼
ん
で
も
来
な
い
し

 
蓮
 

霊
夢

 
返
事
が
な
い

ま
さ
か
こ
れ
は

 
蓮
 

い

家
出
な
ん
て
な
い
よ
な

 
よ
く
ド
ラ
マ
だ
と
テ

ル
の
上
に
実
家
に
帰
り
ま
す
と
か
書
か
れ
た

と

し
ま
い
に

は

が

い
て
あ
る
オ

だ

そ
う
思
い
す
ぐ
さ
ま
ち

ぶ

を
見
る
が
そ
れ
ら
し
き
物
は

な
い

 
蓮
 

な
い

よ

 
こ
れ
は
こ
れ
で
一
安
心
だ
が
霊
夢

た
ら
何
処
に
行

た
ん
だ
ろ
う
か

 
蓮
 

も
し
か
し
て

 
霊
夢
の

屋
へ
と
来
て

の

み

に
手
を
か
け
て
開
け
よ
う
と
す
る
が

 
蓮
 

な

い



 第４０１話 焼きもち

 
何
時
も
は
ス
ラ
ス
ラ
と
動
く

が
何

か

く
動
か
せ
な
い
の
だ

も
し
や
も
思
い

の

を

た

間

 
バ

 
蓮
 

 
電
撃
が
走
り
弾
か
れ
る

や
は
り
そ
う
だ
霊
夢

た
ら

屋
に
引
き
こ
も
り
だ
し
た
み
た
い

だ 
蓮
 

霊
夢

開
け
て
く
れ
な
い
か

 

を
出
し
て
言
う
と

か
ら

 
霊
夢

よ
今
は
そ

と
し
て
お
い
て

 
と

霊
夢
の

が
聞
こ
え
て
く
る

何
で
そ
こ
ま
で
す
る
ん
だ

 
蓮
 

霊
夢

聞
か
せ
て
く
れ
な
い
何
で

を

け
る
の

 
か
を

 
そ
う
言
う
と
霊
夢
の

が
聞
こ
え
な
く
な
る

ま

た
く
霊
夢
は
こ
れ
だ
か
ら

る
ん
だ

仕

方
な
い

に

は
変
え
ら
れ
な
い

や
ら
は

か
る
し
霊
夢
に
も
十
中
八
九
で
怒
ら
れ
る
だ
ろ

う
が
や
る
し
か
な
い
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蓮
 

霊
夢

今
か
ら

だ
け
待
つ
よ
だ
か
ら

え

 
を
聞
か
せ
て
く
れ
な
い
か

  

の
中
で

を
数
え
始
め
る

だ
が
霊
夢
の

は
聞
こ
え
な
い

や
は
り
や
る
し
か
な
い

な

一

屋
へ
と
戻
り
神
楽
を
手
に

り
霊
夢
の

屋
の
前
へ
と
来
る
と
神
楽
の
刀
の

を

り 
蓮
 

刀
 

色
一

 
高

の

刀
で

ぎ
に

を
斬
り

へ
と
神
楽
を
戻
し
た
そ
の

間

 
ジ

キ
ン

 
と

音
が
鳴
り

き

が
真

二
つ
に
な
る
と
そ
こ
に
は

 
霊
夢

な

何
て
こ
と
し
て
い
る
の
よ
あ
ん
た

 
布

に
く
る
ま
る
霊
夢
の

が
あ

た

ま

た
く
そ
れ
で

城
し
て
い
る
つ
も
り
な
の
か

に

ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
お

も
斬

た
め

屋
に

れ
る
よ
う
に
な

て
い
る

だ

霊

夢
の

屋
へ
と

を

み

れ
る

 
霊
夢

こ

こ
な
い
で
よ



 第４０１話 焼きもち

 
蓮
 

は

 

ん
で
目

を
合
わ
せ
た
め

を
は
く

 
霊
夢

ち

何
よ

 
蓮
 

は
言
い
た
い
事
が
あ
る
ん
だ
け
ど
そ
の
前
に
霊
夢

 
が
今

に
対
し
て
何
を
思

て
い
る
の
か
聞
か
せ

 
て
く
れ
な
い
か
な

 
そ
う
言
う
と
霊
夢
は

と
し
た

で

 
霊
夢

手
す
ぎ
る

そ
れ
か
ら
人
の
気
な
ん
か
無

し
て

 

屋
の

子
を
壊
し
て
侵

し
て
く
る
わ
本
当
に

 
手
す
ぎ
る
の
よ

 
蓮
 

え

と
そ
れ
は

る
よ

 
霊
夢

そ
れ
か
ら

そ
れ
か
ら

は

も
う
い
い
わ
よ

 
蓮
 

 
一
体
何
が
も
う
い
い
ん
だ
ろ
う
か

た
め

混
じ
り
に
そ
し
て

を
少
し

く
さ
せ
て

 
霊
夢

そ
の
何
と
い
う
か
蓮
が

ら
れ
た
気
が
し
て



 第十八章 平和の日常へ

 
や

り
焼
き
も
ち
に
よ
る
ツ
ン

レ
だ

た
か

そ
れ
に
霊
夢
に
そ
ん
な
不

な
思
い
を
さ

せ
て
し
ま

て
い
た
と
は

し

な
い

 
蓮
 

ご
め
ん

霊
夢
の
そ
の
気

ち
に
気
づ
け
て
あ

れ

 
な
く
て

で
も

は
ず

と
霊
夢
と
歩
い
て
い
る
よ

 

が
幻
想
郷
へ
と
来
て
か
ら
ず

と
ず

と

 
霊
夢

蓮

 
蓮
 

そ
れ
に

ら
れ
た

て
言
う
け
ど
そ
ん
な
事
は
な
い

 
よ

だ

て
今
も
昔
も
変
わ
ら
ず
意
中
の
相
手
と
し

 
て
見
て
い
る
の
は
霊
夢
だ
け
だ
か
ら

 
霊
夢

バ
カ

そ
ん
な
事
を
こ
ん
な

の

屋
で
言
わ

 
な
い
で
よ

ず
か
し
い
じ

な
い
そ
れ
か
ら

ド

 

て
の
も
あ
る
じ

な
い
の
よ

 
蓮
 

そ
れ
は

が
空
気
が

め
な
い
か
ら

 
何
て
言
う
と
霊
夢
は
ク
ス
リ
と
笑
う
と
布

か
ら
出
て
立
ち
上
が
る

 
霊
夢

そ
れ
と
さ

き
は
ご
め
ん

も
キ
ツ
く
当
た
り
す
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ぎ
た
わ

 
蓮
 

う
う
ん
も
う

れ
た
よ

 
焼
き
も
ち
か
ら
の
弾
幕
ご

こ
か
ら

へ
と
発

し
更
に
は
喧
嘩
と
な

た
り
も
し
て
い
る

た
め
も
う

れ
た

 
霊
夢

な
ん
か
そ
の

れ
た

て
の
は
気
に
な
る
け
ど
ま

 
良
い
わ

そ
れ
に
言
い
た
い
こ
と
言
え
た
ら
気

ち

 
が
楽
に
な

た
わ

 
蓮
 

そ
れ
は
良
か

た
よ

 
や

り
霊
夢
は
ツ
ン

レ
よ
り
も

な
所
が
一
番
だ
な

 
霊
夢

ま

本
当
な
ら
そ
の

 
蓮
 

ん

 
霊
夢

な

何
で
も
な
い
わ
よ

ら
行
く
わ
よ

子
も

 
け
な
き

だ
し

 
突
然

霊
夢
は
前
へ
と
勢
い
よ
く
前
へ
と
倒
れ
か
か
り

 
霊
夢

ん
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蓮
 

む

 
ハ

ン
グ
で
あ

た

こ
ち
ら
へ
と
倒
れ
た
霊
夢
を
キ

し
た
の
は
良
か

た
が

と

が
当
た
り
キ
ス
す
る
事
に
な

て
し
ま

た

何
が
起
き
た
の
か
と
思
い
つ
つ

を
見
る
と
気

づ
く

先
程
ま
で
霊
夢
が
く
る
ま

て
い
た
布

そ
れ
が

に
か
ら
ま

て
つ
ま
づ
い
た
よ
う

だ 
霊
夢

む

は

 
蓮
 

は

 
す
ぐ
さ
ま
霊
夢
は

れ

を
真

に
さ
せ
る

め
て
思
う
と
霊
夢
と
キ
ス
し
た
こ
の
ハ

ン
グ
に

分
も

ず
か
し
く
な
る

ら
く

の

は
さ
な
が
ら

で

み
た
く
真

に

だ
ろ
う

 
蓮
 

え

え

と
大

 
霊
夢

だ

大

よ

え

大

ア
ハ

ア
ハ
ハ
ハ

 
ハ
ハ

 
先
程
よ
り
も
さ
ら
に
真

に
な
り
霊
夢
は
お
ど
お
ど
と
し
だ
す

 
蓮
 

そ

そ
う

と
り
あ
え
ず
掃
除
を
終
わ
ら
そ
う



 第４０１話 焼きもち

 
霊
夢

そ
そ
そ
う

え

そ
う
わ
よ

 
霊
夢
は

て
な
が
ら
外
へ
と
飛
び
出
し
た

ハ

ン
グ
で
は
あ

た
が
更
に

を

め
れ

た
な
と
実
感
し
た
の
だ

た

そ
し
て
外
で
は

 
霊
夢

 
霊
夢
は

分
の

を
当
て

ず
か
し
く
な
る

も
う

か
ら

気
が
出
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と

い
た
く
な
る
く
ら
い
体
が

い

だ
が

 
霊
夢

し
か

た

か
な

 
本
当
な
ら
ハ

ン
グ
は
無
し
に
こ
う
し
て
キ
ス
く
ら
い
出
来
た
ら
な
と
思
う

だ
が
ハ

ン
グ
で
も
霊
夢
か
ら
し
た
ら

だ

 
霊
夢

 
共
に
歩
い
て
い
る
昔
は
追
い

く
だ
の
何
だ
の
言

て
い
た
の
に
歩
い
て
い
る
か

そ
れ
は
そ

れ
で

し
い
な

 
霊
夢

さ

て
や
り
ま
す
か

 
そ
う
し
て
気
合
い
を

れ
て
掃
除
を
再
開
す
る

因
み
に
そ
の
後
壊
し
た

子
は
萃
香
が

し
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
の
だ

た



 第十八章 平和の日常へ

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
神
楽

こ
れ
が
ラ

キ

ス
ケ

 
狗
神

人

正
か

 
鈴

い
や

か
し
い
な

あ
ん
な

い
経

 
は
生
き
て
る
時
に
し
か
出
来
な
い
よ

 
狗
神

前
々
か
ら
は
ぐ
ら
か
し
て
い
る
が
そ
ん
な
経

を

 
し
て
る
の
か
お
前

 
神
楽

言
わ
れ
て
み
る
と

 
鈴

い

だ
な

こ
れ
で
も
生
前
は
も
う

い

テ

 

テ
だ

た
ん
だ
か
ら

そ
れ
で
よ
う
や
く
に

 
な

て

命
の
相
手
に
一
目

れ
し
て

 
怠
惰

鈴

の
本
性
を
知

て
い
る

と
し
て
は

 
く
事
実
を
の
べ
て
る
け
ど

魔
化
し
て
る
な



 第４０１話 焼きもち

 
鈴

そ
こ

う
る
さ
い
よ

で
も
本
当
だ
か
ら

 
狗
神

な
ら
そ
い
つ
の
特

は

 
鈴

え

え

と

手
で
無

で
無

情
で

 
今
で
言
う
ク

ル
か
つ
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
人
だ
よ

 
最

は
会
話
が
上
手
く
い
か
な
く
て

た
も
ん

 
だ
よ

そ
れ
で

を
書
い
て

し
て
何
と
か
会

 
話
し
て
た
ん
だ
よ

 
怠
惰

う
ん
ま

分
か
る
気
は
す
る
よ

知

て
る
か
ら

 

で
も
現
代
に
な

て
る
か
ら
前
よ
り
会
話
は

 
し
や
す
い
よ

 
鈴

え

そ
れ
本
当

 
怠
惰

う
ん
本
当
だ
よ

 
狗
神

て
か
お
前
は
会

た
こ
と
あ
る
の
か
よ

 
怠
惰

あ
る
し

み
に
も
行

た
よ

 
神
楽

え



 第十八章 平和の日常へ

 
怠
惰

ま

そ
れ
は
さ
て
お
き
時
間
な
ん
で
今
回
は
こ
こ
ま

 
で

 
鈴

う
ん
そ
れ
じ

者
様
今
回
も
あ
り
が
と
う

 
狗
神

た
く
強
引
だ
な

ま

良
い
そ
ん
じ

ま
た
な

 
神
楽

え

と

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た



 第４０２話 招かれざる商人

 
第
４
０
２
話
 
招
か
れ
ざ
る
商
人

 
こ
ん
に
ち
は
そ
し
て
お
久
し
ぶ
り
で
す

者
様
レ

ル
ド
の
中
古
が
１
０
０
０

と
安

か

た
た
め

た
ら
意
外
に
も
中

性
が
強
く
気
づ
い
た
ら
こ
ん
な
時
間
に
な

て
い
た
怠
惰

の
ク
ソ
悪
魔
で
す

分
か
る
通
り
で

夜
し
て
い
ま
す

昔
か
ら
レ

が

き
だ

た
の
で

バ

い
ぐ
ら
い
の
中

性
で
す

失

そ
れ
で
は

月
ぶ
り
で
す
が
本
編
へ
ど
う

 
一
騒
動
か
ら
数
日
が
経
過
し
博
麗
神
社
に
も
何
時
も
の
よ
う
な
平
和
な
日
常
が
戻
る

 
蓮
 

１
９
９
１

１
９
９
２

 
何
も
な
い
こ
の
日
常
で
の
特
訓
そ
れ
も

り
は
と
て
も

な
時
間
だ

何
せ

心
に
戻

た
気

ち
で
清
々
し
く
刀
を

れ
る
の
だ
か
ら

普
通
な
ら
娯
楽
だ
の
な
ん
だ
の

て
感
じ
だ
ろ

う
け
ど

分
に
と

て
は
こ
れ
が
一
番
だ

 
霊
夢

あ
ん
た
は
本
当
に

き
な
い
わ

 
蓮
 

２
０
０
０

ま



 第十八章 平和の日常へ

 
と
り
あ
え
ず

り
も
終
わ
り
縁

で
お

を
す
す
り
な
が
ら
座
る
霊
夢
の
隣
に
座
り
用
意
し

て
く
れ
て
い
た
ぬ
る
い
お

を

む

む
の
だ
が

 
霊
夢

 
蓮
 

ど

ど
う
し
た
の

 
霊
夢
が
ジ

と

分
の
体
を
マ
ジ
マ
ジ
と
見
て
く
る
た
め
聞
く
と

 
霊
夢

い
や
何
か

え
て
る
体
し
て
る
な

て

 
蓮
 

今
更
な
よ
う
な

と
い
う
か
こ
ん
な
会
話
は
前
に
も

 
し
て
る
よ

 
霊
夢

ま

そ
う
な
ん
だ
け
ど

前
よ
り
も

の

が
増

 
え
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て

 
蓮
 

そ
う
か
な

そ
ん
な
に
言
う
な
ら

ボ

ボ
の

 
方
が
霊
夢
的
に
は

み
な
の
か
な

 
そ
れ
を
言
う
と
霊
夢
は

ン

ン
と
首
を

に

る

 
霊
夢

な
わ
け
な
い
で
し

う

そ
れ
は
少
し
な
ら
ま
だ

 
許
容

だ
け
ど
流
石
に

ボ

ボ
は

と
い
う
か



 第４０２話 招かれざる商人

 
あ
ん
た
は
そ
の
ま
ん
ま
で
い
い
の
よ

 
蓮
 

い
や
流
石
に
そ
う
は
な
ら
な
い
よ
そ
う
な
る
と
異
変

 
解
決
す
ら
出
来
そ
う
も
な
い
し

 
動
け
な
く
て
は
弾
幕
回

な
ん
て
出
来

こ
な
い

そ
の
た
め
動
け
れ
る
よ
う
に
体
を

え
て

い
る
の
だ
か
ら

を
増
や
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
だ

 
霊
夢

そ

そ
う
な
ら
良
か

た
わ

 
蓮
 

は

さ

さ
て
ま
た
修
行
を

 
と

立
ち
上
が
ろ
う
と
す
る
と
突
然

空
か
ら
何
か
が
降

て
き
て

を
あ

る

 
霊
夢

 
蓮
 

も
う
予
想
は
つ
く

 
こ
ん
な
事
を
す
る
の
は
決
ま

て
い
る

そ
れ
は

 
霧
雨

よ

 
魔
理
沙
し
か
い
な
い
の
だ

と
い
う
か

中
に

ら
ん
だ

を

負

て
い
る
が
何
し
に
来
た

ん
だ

 
霊
夢

ま

だ
と
思

た
わ
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蓮
 

う
ん

 
霧
雨

な

何
だ
よ
そ
の
反

は

こ
の
魔
理
沙
ち

ん
が

 
来
た
ん
だ
か
ら
も

と

ぶ
と
か
そ
う
い

た
反

 
を
し
て
く
れ
よ

 
霊
夢

い
や
だ

て
魔
理
沙
だ
し

 
蓮
 

神
社
に
厄
を

ぶ
だ
け

ん
で
し
ま
い
に
は
福
と
か

 

こ
そ
ぎ

て
い
き
そ
う
だ
し

 
霧
雨

お
い
そ
れ
何
だ
よ

と
い
う
か
人
を
厄
神
み
た
い

 
な
言
い
方
を
す
る
な
よ

少
な
く
て
も
お
前
達
の
所

 
に

め
そ
う
な
物
な
ん
て
な
い
か
ら

ま
な
い

 
い
や
そ
れ
裏
を
返
せ
ば

め
そ
う
な
物
が

む

て
意

だ
ろ

何
を
開
き

て
い
る
ん

だ 
霊
夢

は

で

何
し
に
来
た
の
よ
わ
ざ
わ
ざ
そ
ん
な

 
を

て
こ
こ
に
来
た

て
事
は
何
か

ん
だ
帰
り

 

て

で
も
な
さ
そ
う
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霧
雨

お
う
よ
実
は
見
せ
た
い
物
が
あ

て
な

 
そ
う
言
う
と
魔
理
沙
は

を

り
出
し

に

め
ら
れ
て
い
る

を

り
出
し
て
見
せ
て
く

る

そ
れ
は

麗
な

が
さ
れ
て
い
て
た
て
も
価
値
の
あ
り
そ
う
な

だ

 
霊
夢

何
こ
れ

 
霧
雨

ら
前
に
言

た
ろ

 
前
に
言

た
と
言
わ
れ
て
も
な

 
蓮
 

霊
夢
は
覚
え
て
い
る

 
霊
夢

い
い
え
貴
方
は

 
蓮
 

う
う
ん
全
然

 
や

り
お

い
に
覚
え
て
な
い
よ
な

 
霧
雨

お
い
お
い

ら
前
に
こ
い
し
と
タ

グ
組
ん
だ
時

 
に
言

た
ろ
面
白
い
ア
イ
テ

を
見
せ
る

て

 
そ
う
い
え
ば
そ
ん
な
事
を
言

て
い
た
気
が
し
な
く
も
な
い

 
蓮
 

そ
れ
が
ど
う
し
た
の

 
霧
雨

だ
か
ら
そ
れ
が
こ
れ
だ

て
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魔
理
沙
の

て
い
る

が
そ
れ
な
の
か

と
い
う
か
そ
ん
な
の
見
せ
ら
れ
て
も
な

だ
が

に

め
ら
れ
て
い
る

の
刀

が
ど
ん
な
も
の
な
の
か
少
し
気
に
な
る

 
蓮
 

そ
れ
の
刀

を
見
せ
て

て
も
良
い

 
霧
雨

良
い

 
確
認
を

り

か
ら

を
引
き

き
見
る
と
そ
れ
は
一
言
で
言
う
な
ら
き
ら
び
や
か
で
あ
る
が

所
々
に
不
思
議
な

間
が
あ
り
ま
る
で

を

ぎ
合
わ
せ
た
よ
う
な
刀

だ

一
言
で
言
う
な
ら

ば

用
の

て
感
じ
だ
な

 
蓮
 

不
思
議
だ

用
の

か
な

 
霊
夢

か
ら
し
た
ら
そ
れ
が

て
感
じ
だ
け
ど

 
霧
雨

ま

ま

次
に
こ
れ
を
見
て
み
ろ
よ

 
そ
う
言
う
と
魔
理
沙
は
再
び

を

り

の
本
を

り
出
し
パ
ラ
パ
ラ
と

ジ
を

り

 
霧
雨

こ
れ
だ
よ
こ
れ
こ
れ

 
そ
う
し
て
と
あ
る

ジ
を
見
せ
て
く
れ
る

 
そ
こ
に
は

し

が
あ
り

人
の
人
物
が
写

て
い
た

あ
る
物
は

々
し
い

を

か
ら

生
や
し
大
き
な

の
よ
う
な

を
手
に

ち

あ
る
者
は
小
さ
な
少
女
の
よ
う
な
子
は

の
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ば
た
か
せ

ち

の
よ
う
な

を

ち
あ
る
者
は
⻯
の
よ
う
な
闘
気
に
刀
の
よ
う
な
反
り

の
あ
る

を

ち
あ
る
者
は
不

に
笑
い

を
構
え
あ
る
者
は
小
さ
な
体
を

ち
な
が
ら
も

の

に
合
わ
ぬ
よ
う
な

を
構
え
あ
る
者
は

イ
フ
と
大

を
構
え
る
者
そ
し
て
最
後
に

気

た
よ
う
な

を
着
て

の
よ
う
な
物
を

る
う
者
が

か
れ
て
い
た

 
霧
雨

こ
れ
を
見
て
気
づ
く
こ
と
は
な
い
か

因
み
に

は

 

つ
は
気
づ
い
て
る

 
蓮
 

う

ん

あ
れ
こ
の

人
に
と
ま
で
は
い
か
な
く
て

 
も
こ
の
数
人
は
何
処
か
で

 
霧
雨

ご
名

つ
の
大

人
達
だ
よ

 
霊
夢

あ

 
こ
の

人
で
知

て
い
る
の
は
傲
慢
の
ル
シ
フ

嫉
妬
の
レ

ア
タ
ン
そ
し
て
怠
惰

の

ル
フ

ル
の

人
だ
な

 
霊
夢

そ
れ
と
こ
れ
と
で
何
よ

 
霧
雨

気
づ
い
た
の
は
そ
れ
は

つ
目

て
事
さ
も
う

つ

 
あ
る
ん
だ
よ
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蓮
 

そ
れ

て
こ
の

の
よ
う
な

だ
よ

 
と

言
う
と
魔
理
沙
は
楽
し
そ
う
に
笑
う

 
霧
雨

よ
く
気
づ
い
た
な
そ
の
通
り
だ

こ
の

の
所
と
か

 
き
ら
び
や
か
な

と
か

て

か

 
蓮
 

う
ん
結
構

て
る
よ

 

に
は
大
き
な
宝
石
が

め
込
ま
れ
て
い
て
更
に
刀

に
は
き
ら
び
や
か
な

と

て
い
る

の
だ

 
霊
夢

そ
れ
で
そ
れ
は

の
な
の
よ

 
霧
雨

え

と
こ
れ
は
だ
な

 
と
魔
理
沙
が

べ
よ
う
と
し
た
そ
の
時
だ

た

当
然
と
ん
で
も
な
い
殺
気
と
で
も
言
え
ば

い
い
の
か
和
や
か
な
空
気
が
張
り
つ
め
て

し
い
空
気
へ
と
一

で
変
わ
る

 
蓮
 

 
霊
夢

何

 
何
な
ん
だ
こ
れ
は

縁

を
見
る
と
そ
こ
に
は
無
数
の
黒
ず
く
め
の
者
達
が
庭
に
立

て
い

た



 第４０２話 招かれざる商人

 
霧
雨

な

何
だ
よ

 
霊
夢

何
こ
い
つ
ら

 
蓮
 

 
そ
の
者
達
の

人
が
前
へ
と
出
て

許
を
不

に

ま
せ
笑
う
と

 

 

こ
ん
に
ち
は
人
間
種
達
よ

共
は
ウ

ラ
ク
商
会
で

 
ご
ざ
い
ま
す

 
と

先

に
立
つ
そ
の
者
は

べ
る
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
鈴

や

と
投
稿
し
た
よ

 
狗
神

お
前
ど
ん
だ
け
待
た
せ
ん
だ
よ

 
神
楽

か
れ
こ
れ

月
近
く
た

て
い
ま
す
が

 
怠
惰

ご
め
ん
ご
め
ん
ま
さ
か
こ
こ
ま
で
⻑
く
な
る
と
は
思

 
わ
な
く

て
い
や
は
や
あ

と
い
う
間
に

月
と
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は

怠
惰
さ
ん
も

ク
リ
だ
よ

 
鈴

い
や

達
の
方
が

ク
リ
だ
よ

 
神
楽

本
当
で
す
よ

 
怠
惰

龍
組
の

り
が
悪
か

た
の
も
あ
る
け
ど
怠
惰
さ
ん

 
が
こ
こ
最
近

色
々
と

事
情
な
ど
で
サ
ボ
り
続
け

 
た
の
も
問

だ
よ

 
狗
神

こ
い
つ
は

 
怠
惰

い
や

ご
め
ん

お

と
時
間
も
時
間
だ
し
今
回
は

 
こ
こ
ま
で
に
し
よ
う
か

 
神
楽

明
日
も
投
稿
し
ま
す
よ

 
怠
惰

え

し
ま
す
よ

 
鈴

張

て
よ

そ
れ
じ

ま
た
明
日
も
よ
ろ
し
く

 
お
願
い

 
狗
神

そ
ん
じ

ま
た
な



 第４０３話 とんでも商人の登場

 
第
４
０
３
話
 
と
ん
で
も
商
人
の
登
場

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様
執

に
い
き
ず
ま

て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

そ
の
結

遅

れ
て
し
ま
い
す
い
ま
せ
ん

と
り
あ
え
ず
は
出
来
ま
し
た
の
で
投
稿
い
た
し
ま
す

そ
れ
で
は
本

編
へ
ど
う

 
ま
ず
こ
の
幻
想
郷
に
お
い
て
普
通
で
は
あ
り
え
な
い
よ
う
な

を
着
て
か
つ
殺
気
に
近
い
よ
う

な
ド
ロ
ド
ロ
と
し
た

を
か
け
て
く
る

中
が
数
十
人
と
束
で
現
れ

ク
リ
す
る

そ
れ
よ
り

も
ウ

ラ
ク
商
会
と
は
い

た
い
何
な
ん
だ

 
霊
夢

何
よ
あ
ん
た
達

参

し
に
来
た
な
ら

な
ら

 
あ

ち
よ

  
ぶ
れ
な
い
そ
の

勢
に

分
と
魔
理
沙
ま
し
て
や
相
手
の
黒
づ
く
め
の

中
も

こ
け
る

 
蓮
 

て
ぶ
れ
な
い
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霧
雨

も
う

れ
る

 
こ
ん
な
状
況
で
も
ぶ
れ
な
い
霊
夢
に
は

ク
リ
だ

す
る
と
前
に
出
て
き
た
男
は

し
そ
う

に
笑
う
と

 

 

ア

ハ
ハ
お

面
白
い
お

さ
ん
だ

お
い

 
と

そ
の
中
に
い
る

人
の
少
年
は
ク
イ

と
首
を
動
か
し
合
図
を

る
と
後
ろ
の
黒
づ
く

め
の
男
は
ア
タ

シ

ケ

ス
を
手
に
そ
の
者
の
隣
へ
と
来
る

 

 

実
は

達
は

引
を
す
る
た
め
に

わ
せ
て
い
た
だ

 
い
た
所

な
の
で
す
よ

 
蓮
 

引

 

 

え

お

と
そ
う
だ

し
遅
れ
ま
し
た

は
こ
の

 
商
会
を
経

し
て
い
る
ウ

ラ
ク
と

し
ま
す

 
そ
う
言
い

の

な
少
年
は
笑

で

か
ら
名
刺
を

り
出
し
て
く
る

と
り
あ
え
ず
立

ち
上
が
り

リ
と
お

し
て
受
け
と
り
見
て
み
る

ウ

ラ
ク
商
会
と
書
か
れ
て
お
り
社
⻑

ウ

ラ
ク
と
書
か
れ
て
い
た

 
蓮
 

そ
れ
で
そ
の
ウ

ラ
ク
さ
ん
は
何
の

用
で
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と
訪

る

本
当
に
突
然
と
現
れ
て
何
を
し
に
来
た
ん
だ
ろ
う
か

す
る
と
ウ

ラ
ク
は

リ
と

笑
み
魔
理
沙
の
方
を

し

 
ウ

あ
れ
を

し
た
い
の
で
す
よ

 
霊
夢

は

 
霧
雨

へ

は

 
何

に
魔
理
沙
を

し
た
い
ん
だ
よ

と
い
う
か

め
て
お
い
た
方
が
い
い
気
が
す
る

 
蓮
 

い
や
悪
い
こ
と
は
言
い
ま
せ
ん

め
た
方
が
良
い
で

 
す
よ

 
霊
夢

え

こ
い
つ
は
小

い

人
だ
し
空
気
は

め
な
い

 
と
欠

も
い
い
と
こ
ろ
よ

 
霧
雨

お
い
お
前
等

失

に
も
程
が
あ
る

こ
れ
で
も

 
は
女
子
力
は
あ
る
方
だ
か
ら
な

 
蓮
 

い
や
だ

て
事
実
だ
し

そ
れ
に
魔
理
沙

女
子
力

 

て
の
は
掃
除
も
出
来
て
い
え
る
ん
だ
よ

 
霊
夢

そ
れ
は
そ
う

あ
ん
た
の
家

て

ん
だ
本
だ
と
か
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で
散
ら
か

て
い
た

だ
し

 
霧
雨

ア
ハ
ハ

友
達

て
何
だ

け

 
い
や
そ
う
言
わ
れ
て
も
事
実
は
事
実
だ
し
な

み

だ
と
か
ひ

く
れ
て
い
る
所
と
か

せ

ば

護
は
出
来
る
が

さ
な
い
限
り
は
無
理
だ
な

す
る
と
ウ

ラ
ク
は
首
を

て

 
ウ

い
や
あ
の

解
を
生
む
よ
う
で

し

な
い
の
で

 
す
け
れ
ど

そ
の
お

さ
ん
の

て
い
る

を

 

し
た
ん
で
す
が

 
あ

何
だ
そ

ち
な
の
か

こ
れ
に
は
霊
夢
も

を

え
だ
し

 
霊
夢

く
く
く

 
笑
う
が

死
に
こ
ら
え
よ
う
と
し
て
い
た

 
霧
雨

て
笑
う
な
よ

 
蓮
 

霊
夢
そ
れ
は
流
石
の
魔
理
沙
に
も
失

だ

て

 
霧
雨

お
い
蓮
そ
れ
ど
う
い
う
意

だ
よ

 
ど
う
い
う
意

分
の

に
当
て
て
聞
い
て
み
る
の
が
一
番
だ
と
思
う
な

 
ウ

あ
の

よ
ろ
し
い
で
す
か
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蓮
 

え

あ

す
い
ま
せ
ん

そ
れ
で
何
で
ま
た
こ
の

 
を
欲
し
が
る
ん
で
す
か

 
ウ

え

そ
の

は
神

と
呼
ば
れ
る
物
で
し
て
と
て
も

 
貴

な
ア

テ

フ

ク
ト
な
ん
で
す
よ

 
神

ど
う
や
ら
魔
理
沙
が
見
せ
て
く
れ
た
あ
の
本
に

か
れ
て
い
た
大

人
の
武

で
間

い
は
な
い
み
た
い
だ
な

 
霊
夢

そ
れ
で
こ
れ
を
ど
う
し
よ
う
と
い
う
の
よ

 
ウ

は
い
そ
れ
を

し
だ
い
そ
う
で
す

し
て

 
新
た
な

に
で
も
変
え
て
し
ま
お
う
か
と
思

て

 
お
り
ま
し
て

 
霧
雨

な

ざ
け
る
な
よ

こ
れ
は
宝
の
中
の
宝
だ

 
そ
ん
な
事
に
使
わ
せ
て
た
ま
る
か

 
ウ

ま

ま

の
物
を

 
と
魔
理
沙
が
言
い
放
つ
が
ウ

ラ
ク
は

分
の
隣
に
い
る

下
に
合
図
を

る
と
そ
の

下

は
ア
タ

シ

ケ

ス
を
開
け
て
中
を
見
せ
る

ア
タ

シ

ケ

ス
の
中
に
は
い

い
に
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が

め
ら
れ
て
お
り
神
々
し
い

き
を
見
せ
た

 
霊
夢

き

そ
れ
も
そ
ん
な
大

の

 
ウ

は
い
お
望
み
と
あ
ら
ば
更
に

ト
す
る
所

で
は

 
お
り
ま
す
よ
そ
れ
く
ら
い
の
価
値
は
あ
る
物
で
ご
ざ

 
い
ま
す
の
で

 

ト

確
か
玲
音
が
昔
に
宴
会
で

カ

を
し
て
い
た
時
に
言

て
い
た
な

意

は

確
か

の
追

だ

た

だ

つ
ま
り
ま
だ
ま
だ

を
増
や
せ
る
と
い
う
事
か

す

る
と
霊
夢
は
小
さ
な

で

 
霊
夢

ま

魔
理
沙

そ
れ
を
売

て

に
変
え
た
方
が
価

 
値
的
に
は
あ
り
な
ん
じ

な
い
蓮
も
そ
う
思
う
わ
よ

  
霧
雨

バ
カ
言
え

こ
れ
が
ガ

の
神

と
分
か

た

上

 
無
闇
に
売
れ
る
か
よ

し
か
も
よ
り
に
も
よ

て
こ

 
の
神

の

ち

は
怠
惰
の
仲
間
だ

こ
の
事
が

 
怠
惰
い
や

の

中
の

に

れ
ば
ど
う
な
る
か
は
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分
か

て
る
だ
ろ

蓮
お
前
は
ど
う
な
ん
だ
よ

 
蓮
 

う

ん

そ
こ
は
魔
理
沙
の
言
い
分
が
正
し
い
か
も

 
し
れ
な
い
よ

怠
惰
さ
ん
関
係
な
く

ち

の
人
に

 
は
返
し
た
方
が
良
い
か
も

 
怠
惰
は
と
も
か
く
と
し
て
嫉
妬
は

分
に
と

て
一
番
の

の
よ
う
な

で
あ
り

が
あ

る

だ
か
ら
こ
そ
売
る
な
ん
て
選
択

は
な
い
に
等
し
い
な

 
霊
夢

は

な
ら
断
り
ま
し

う
か
と
い
う
か

の
物
で

 
は
な
い
け
ど

 
蓮
 

そ
れ
は
確
か
に

 
霧
雨

た
く
よ
ち

か
り
し
や
が

て

 
そ
う
し
て
小
言
で
話
す
の
を

め
ウ

ラ
ク
の
方
へ
と

り
向
く

 
ウ

戦
会
議
は
決
ま
り
ま
し
た
か

 
霧
雨

あ

悪
い
が

銀

宝
を

さ
れ
た
所
で
こ
れ
は

 
れ
な
い
な

 
ウ

様
で
す
か

仕
方
が
な
い
で
す
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ウ

ラ
ク
は

念
そ
う
に
た
め

を

く
と

を
上

た

間

り
の
黒
づ
く
め
は
ど
こ
か

ら
と
も
な
く

そ
れ
も

に
言
う
ア
サ
ル
ト
ラ
イ
フ
ル
を
構
え
て
き
た

 
蓮
 

 
ウ

強
行
手

は
し
た
く
は
な
い
の
で
も
う
一
度
だ
け
問

 
い
ま
し

う
か
そ
れ
を
売

て
は
い
た
だ
け
な
い
で

 
す
か

 
霧
雨

へ

る
気
も
売
る
気
も
更
々
な
い
な

 
ウ

そ
う
で
す
か
も
う
少
し

明
か
と
思

た
の
で
す
が

 
仕
方
な
い
で
す

や

て
く
だ
さ
い

 
そ
の
合
図
で

を
構
え
た
黒
づ
く
め
達
は
引
き

を
引
き
一

に
発

し
て
く
る

 
蓮
 

さ
せ
る
か

 
す
ぐ
さ
ま
神
楽
を
引
き

き
向
か

て
く
る

弾
を

り
裂
い
て
い
く
が

 
蓮
 

 
流
石
は
近
代

な
だ
け
あ

て

射

度
が

常
じ

な
い

な
ら
と
も
か
く
何

も
あ
る
と

く
の
が

れ
る
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霊
夢

蓮

こ
の

 
反
撃
で
霊
夢
は
針
を
構
え
投

す
る

を
射
つ
の
を

め
る
と
す
か
さ
ず
別
の
黒
づ
く
め
達

が
ラ
イ
オ

ト
シ

ル
ド
を
構
え

を

り
針
を
弾
き
飛
ば
す

 
霊
夢

な

 
そ
し
て
ラ
イ
オ

ト
シ

ル
ド
を

つ
黒
づ
く
め
が
下
が
る
と
ま
た
ア
サ
ル
ト
ラ
イ
フ
ル
を

構
え
た
黒
づ
く
め
が
発

し
て
く
る

 
蓮
 

霊
夢

 
霊
夢

え

 
霊
夢
と

を
合
わ
せ
て

 
蓮
 

陰
陽
 
結
界

 
霊
夢

夢

 
二

結
界

 

い
に
結
界
を
張
り

ら
せ

弾
を

ぐ
が
一

で
ヒ

が

て
い
く

 
霊
夢

何
こ
の

撃

 
霧
雨

蓮
に
霊
夢

 
魔
理
沙
は
何
か

の
よ
う
な
物
を

り
出
し
そ
れ
を
投

る
と

が

か
れ
目
の
前
の
黒
づ
く



 第十八章 平和の日常へ

め
達
が
見
え
な
く
な
る

 
霧
雨

今
の
う
ち
に
逃

る

 
蓮
 

行
く
よ
霊
夢

 
霊
夢

え

ち

 
結
界
を
解
き
霊
夢
の

を
引

張
り
す
ぐ
さ
ま
そ
の
場
か
ら

脱
す
る
が
相
手
は
容

な
く
発

し
て
き
て

弾
が
か
す
め
て
い
く

 
霊
夢

き

 
霧
雨

ぐ

降
り
る

 
蓮
 

う
ん

 
神
社
の
す
ぐ
近
く
の

へ
と

動
し
飛
び
降
り
林
へ
と
着
地
す
る

 
蓮
 

霊
夢

大

 
霊
夢

え

お
陰
さ
ま
で

魔
理
沙
は

 
霧
雨

あ

何
と

つ
つ

 
魔
理
沙
の

に

弾
が
か
す
め
た
後
が
あ
り
血
が
流
れ
て
い
た

 
蓮
 

て
大
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霧
雨

平
気
だ

た
く

女
の

に

を
つ
け
や
が

て

 
よ

 
と
り
あ
え
ず
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
た
め

分
の
着
物
の

を
破
り
魔
理
沙
の

に
ま
く

 
霧
雨

す
ま

 
蓮
 

良
い
よ
そ
れ
よ
り
も
こ
こ
か
ら
ひ
と
ま
ず
は

れ
よ

 
う

 
霊
夢

え

所
で
や

り

て
き
た
の

 
霧
雨

た
り
め

だ

 
ち

か
り
と

の

を

て
い
る
し

こ
れ
の
せ
い
で
こ

ち
は
迷

し
て
い
る
ん
だ
け

ど
な

す
る
と

 

 

奴
等
は
ど
こ
行

た

 

 

こ

ち
に
は
い
な
い

 
と

が
聞
こ
え
て
く
る

霊
夢
そ
し
て
魔
理
沙
と

を
合
わ
せ
て

き

 
蓮
 

か
に

く

れ
よ
う

 
霧
雨

だ
な
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霊
夢

ま

た
く
何
で
こ
う
な
る
の
か
し
ら

は

 
そ
う
し
て

分
達
は
一
度
こ
こ
か
ら

れ
る
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

あ
の
ウ

ラ
ク
商
会

て
な
ん
な
ん
だ
よ

 
怠
惰

う

ん

会
社

 
鈴

い
や
絶
対
に

う
よ

会
社

て
言
う

 
よ
り
軍
事
会
社
の
間

い
だ
よ

 
神
楽

さ
ら

と
平
気
で

を
出
し
て
く
る

て

 
怠
惰

ま

あ
な
が
ち
鈴

の
言

て
い
る
事
は
間

い

 
じ

な
い
よ

 
神
楽

え

そ
う
な
ん
で
す
か

 
怠
惰

う
ん
だ

て

裏
社
会
で
も
名
を

せ
る
ぐ
ら
い

 
裏
の

も
あ
る
か
ら
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狗
神

裏
の

て

 
怠
惰

向
き
は
ク
リ

ン
で
色
々
な
商
品
を

り

い

 
そ
し
て

売
す
る
大

業
だ
け
ど
裏
は
あ
る
意

 
で
黒
く
て

裏
で
は

い
や
こ
こ
は
ま
だ
言
わ
な

 
い
で
お
く
よ

 
鈴

で
た
よ
怠
惰
の

が

 
怠
惰

ま

ま

で
も
ウ

ラ
ク
は
意
外
に
も

ミ
カ
ル

 
で
良
い
人
だ
か
ら

 
狗
神

本
当
か
よ
そ
れ

 
神
楽

笑
え
る

も
良
い
人

も

ロ
な
ん
で
す
が

 
怠
惰

ま

見
て
い
け
ば

さ
て
時
間
も
時
間
だ
し
今

 
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
な

 
鈴

そ
れ
じ

者
様

 
神
楽

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た



 第十八章 平和の日常へ

 
第
４
０
４
話
 
逃
れ
ら
れ
ぬ
追
跡

 
こ
ん
ば
ん
は

そ
し
て
お
久
し
ぶ
り
で
す

者
様

約

月
近
く

サ
ボ

て
し
ま

て

い
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

は
ま

後
書
き
で
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

そ
れ
で
は
本

編
へ
ど
う

 
突
然
の
襲
撃
か
ら
逃
れ

分
達
は
何
と
か
人
里
ま
で
や

て
来
る

 
霊
夢

何
と
か
つ
い
た
わ

 
霧
雨

あ

 
蓮
 

は

 
何
と
か
人
里
に
来
れ
た
が
ど
う
す
る
か

あ
の
黒
づ
く
め
の
事
だ
か
ら
博
麗
神
社
は
マ

ク
さ

れ
て
い
る
だ
ろ
う
し
ど
う
す
れ
ば
い
い
ん
だ

 
蓮
 

と
り
あ
え
ず
ど
う
す
る

 
霧
雨

こ
こ
は
ま
た
リ

ン
ジ

と
い
き
た
い
が
あ
の
数
で
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あ
の
武

だ
か
ら
な

 
霊
夢

え

蓮
と
で
張

た
あ
の
結
界
に
ヒ

を

れ
て
く

 
る
く
ら
い
だ
し

 
あ
れ
は
正

な
話
で

ク
リ
し
た

ま
さ
か
あ
の
結
界
に
あ
ん
な
近
代

で
ヒ

を

れ

て
く
る
と
は

あ
の
近
代

は
あ
な
ど
れ
な
い
な

 
蓮
 

ど
こ
か
落
ち
着
け
る
所
に
行
き
た
い
か
な

 
霊
夢

そ
う

 
霧
雨

あ

つ
つ

 
蓮
 

と
な
る
と
行
く
と
し
た
ら
永
遠
亭
か
な

 
霊
夢

そ
う
な
り
そ
う

 
と
り
あ
え
ず
は
魔
理
沙
の

の
手
当
て
だ

あ
く
ま
で
や

た
の
は

急
処

に
も
満
た
な
い

処

だ

そ
の
ま
ま
放

し
て
い
た
ら
化

し
て
痛
み
は
更
に
悪
化
し
最
悪
は

が

敗
し
て

壊
死
す
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
だ

 
霧
雨

大

だ

て
こ
の
く
ら
い

 
霊
夢

あ
ん
た
は

女
な
ん
だ
か

女
な
ん
だ
か
分
か
ら
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な
い
わ

 
蓮
 

魔
理
沙

そ
こ
は
女
子
力
を
優
先
し
よ
う
よ

 
霧
雨

お
前
ら
本
当
に
失

だ
な

 
だ
が
心

し
て
そ
う
言

て
い
る
ん
だ
け
ど
な

怪

と
か
女
子
力
と
か

 
霧
雨

だ
が
ま

お
前
ら
の
言

に
従
う

 
蓮
 

な
ら
と
り
あ
え
ず
行
こ
う
か

 
霊
夢

え

 
そ
う
し
て

分
達
は
飛
ん
で
永
遠
亭
を
目

し
て
進
み
何
事
も
な
く
迷
い
の
竹
林
へ
と

り
着

く 
霊
夢

何
事
も
な
く
つ
い
た
わ

 
蓮
 

だ

 

め
た
の
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が
と
り
あ
え
ず
は
大

そ
う
で
安
心
だ

ま

安
心
も

そ
ん
な
に
は
出
来
な
い
け
れ
ど

 
蓮
 

と
り
あ
え
ず
行
こ
う
奴
等
に
見
つ
か
る
と
大
変
だ
か

 
ら
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霊
夢

え

 
霧
雨

だ
な

 
そ
う
し
て

分
達
は
竹
林
の

へ
と
進
ん
で
い
く
の
だ
が

 

 

こ
ち
ら
ア
ル
フ

対

確
認

 
追
跡
者
は
も
う
す
ぐ
そ
こ
ま
で
来
て
い
る
が

人
は
知
ら
ず
に

へ
と
進
む

れ
た

を
通

て
い
き
竹
林
を

け
る
と
永
遠
亭
ま
で

り
着
く

 
霧
雨

す

い
な
も
う
こ
ん
な
あ

と
い
う
間
に

 
霊
夢

そ
こ
は
対
し
た
も
ん
よ

も
こ
こ
は
全
然

れ
な
い

 
も
の

 
蓮
 

ア
ハ
ハ

れ
だ
よ

れ

 
何
せ
霊
夢
に
お
使
い
を
頼
ま
れ
こ
こ
に
来
る

会
は

い
か
ら
な

で
も

れ
る
よ

す

る
と
永
遠
亭
の

関
が
開
き

物
い

い
に

ま

た

を

て
雪
竹
が
出
て
き
た

雪

竹
は

分
達
の

に
気
づ
く
と

 
雪
竹

あ

蓮
さ
ん

 
蓮
 

雪
竹
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
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を
降
ろ
し
こ
ち
ら
へ
と
近
づ
い
て
く
る

 
雪
竹

今
日
は
ど
の
よ
う
な
ご
用
件
で

ま
た

の

で

 
し

う
か

 
蓮
 

い
え

 
魔
理
沙
の
方
を
見
る
と
雪
竹
は
魔
理
沙
の

の

に
気
が
つ
い
た

を
す
る

 
雪
竹

る
程

分
か
り
ま
し
た
こ
ち
ら
へ
ど
う

 
蓮
 

ど
う
も

ら
行
く
よ
魔
理
沙

 
霧
雨

あ

あ

 
そ
う
し
て
雪
竹
の
後
に
続
き
永
遠
亭
へ
と

る

 
霊
夢

蓮
あ
の
人
は

 
そ
う
か
霊
夢
や
魔
理
沙
は
知
ら
な
い
ん
だ

た
な

く
紹
介
す
る
か

 
蓮
 

あ
の
人
は
雪
竹
さ
ん

て
言

て
永
遠
亭
で
居

を

 
し
て
い
る
人
だ
よ

 
霊
夢

へ

 
雪
竹

ア
ハ
ハ
ま

記
憶
喪
失
な
ん
で
雪
竹

て
名
前
は
あ
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く
ま
で
仮
で
つ
け
て
い
る
だ
け
な
ん
で
す
よ

 
霧
雨

お
前

記
憶
喪
失
な
の
か

 
雪
竹

え

ま

妹
紅
さ
ん
に
吹
雪
の
最
中
で

然
に
も

 
竹
林
で
倒
れ
て
い
る
所
を

け
ら
れ
て
こ
こ
に

び

 
込
ま
れ
た
み
た
い
で
し
て

 
そ
う
い
え
ば
雪
竹
の
こ
と
に
つ
い
て
霊
夢
や
魔
理
沙
な
ら
知

て
い
る
か
な

 
蓮
 

霊
夢
に
魔
理
沙

雪
竹
さ
ん
の

て
見
た
こ
と
な

 
い
か
な

 
霊
夢

え

う

ん

な
い
わ

と
い
う
か
人
里
の
人
間
は

 
み
ん
な

じ

に
見
え
る
し

 
霧
雨

も
こ
い
つ
は
見
た
こ
と
は

な

 
雪
竹

そ
う

で
す
か

 

人
か
ら
そ
う
聞
い
た
雪
竹
は
少
し

念
そ
う
そ
う
な

を
す
る

 
雪
竹

は
一
体
な
に
者
な
ん
で
す
か

お

と
着
き
ま

 
し
た
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そ
う
言
い
雪
竹
は

屋
の
前
で
立
ち

ま
り

 
雪
竹

す
い
ま
せ
ん
永

先
生

者
が
い
ら

し

た

 
の
で
す
が
よ
ろ
し
い
で
し

う
か

 
と

聞
く
と

屋
の
中
か
ら

 
永

え

良
い
わ
よ

て
ら

し

い

 
永

の

が
聞
こ
え
て
く
る

雪
竹
は

子
を
開
け
中
へ
と
ジ

ス

を
し
て
く
れ
る

そ
れ
に
従
い
中
へ
と

る
と
そ
こ
に
は
椅
子
に
座
る
永

に

に
は

の

合

中
だ

た
の
だ

ろ
う
か

の

が
大

に

か
れ
て
い
た

 
永

あ
ら
蓮
お
久
々

そ
れ
で

 
蓮
 

あ

は
い
魔
理
沙
が
怪

を
し
ま
し
て

 
永

る
程

見
せ
て
い
た
だ
け
る

 
そ
う
言
わ
れ
魔
理
沙
は
一

で

い
た
布
を
外
し
見
せ
る

永

は
そ
れ
を
見
て
す
ぐ
に

 
永

な
ら

度
で
き
た

り

か
し
ら

 

に

い
て
あ

た

い

を

り
出
し
魔
理
沙
の
怪

し
た

に

り

 
永

は
い
お
し
ま
い
こ
れ
で
少
し
し
た
ら
治
る
わ
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霧
雨

い
な

 
永

ま

そ
の

な
ら

た
だ
そ
の

は
何
か
し
ら

 
斬
ら
れ
た
よ
う
な

で
は
な
い
わ

 

だ
け
で
そ
れ
が
分
か
る

て
流
石
は

を
名

る
だ
け
は
あ
る
な

 
蓮
 

え

と
で
す

 
霊
夢

さ

き
変
な

中
が
博
麗
神
社
に
襲
撃
し
て
き
た
の

 
よ

そ
の
魔
理
沙
が

て
い
る

を
よ
こ
せ

て

 
言

て

で
発

し
て
き
た
の
よ

 
永

そ
れ

し
た
方
が
良
い
ん
じ

な
い
の

 
霧
雨

だ

こ
れ
は
怠
惰
と

じ
大

の
魔
王
が
使

た

 
神

だ

々
と

せ
る
か
よ

 
そ
れ
を
聞
い
た
永

は

い
た
よ
う
な

を
す
る

そ
う
い
え
ば
永

は
怠
惰
の
こ
と
を
知

て
い
る
よ
な

何
せ
理
久
兎
の
治

に
も

人
で
こ
な
し
て
い
た
し

 
永

確
か
に
そ
れ
は

せ
な
い
わ

あ
の
魔
王
と
魔

 
王
に
よ
る
小

り
合
い
程
度
で
天
変
地
異
が
起
こ
る
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程
の
実
力
者
が

う
武

な
ら

更
に

 
雪
竹

所
で

人
方
に
聞
き
た
い
ん
で
す
が
追
わ
れ
て
い
る

 
と
は
思
い
ま
す
が
追
跡
者
は

 

 
蓮
 

そ
れ
が
襲
わ
れ
て
も
い
な
い
の
で

分
大

だ
と

 
は
思
う
ん
で
す
が

 
と

言

た
そ
の
時
だ

た

 

 

あ

マ
イ
テ
ス

マ
イ
テ
ス

 
大
き
な

が

い
て
く
る

そ
れ
よ
り
も
こ
の

ま
さ
か

 

 

こ
ん
に
ち
は

様
ウ

ラ
ク
商
会
社
⻑
の
ウ

ラ
ク

 
で
ご
ざ
い
ま
す

そ
こ
の

物
に
い
る
で
あ
ろ
う

 
巫
女
に
魔
女

子

ス

レ

び
に
五

門
先
生

 
み
た
い
な

二
病
を
全
開
さ
せ
て
刀
を

る
う

刀

 

士
は

や
か
に
出
て
き
て
下
さ

い

 
格
子

を

く
と
そ
こ
に
は

分
達
を
追
い
か
け
ウ

ラ
ク
商
会
が
追
跡
し
て
き
た
の
だ

た
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怠
惰

そ
れ
で
は
は
い
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す

 
狗
神

月
休
ん
だ

を
聞
こ
う
じ

か

 
鈴

あ
の
怠
惰
く
ん
が
こ
こ
ま
で
サ
ボ
る
だ
な
ん
て

 
神
楽

何
し
て
い
た
ん
で
す
か

 
怠
惰

え

と
で
す

リ
ア
ル
の
過
ご
し
て
い
た
予
定
は

 
下
の
通
り
な
ん
で
す

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

月

 
バ
イ
ト

車
の

転

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

月
中

 
バ
イ
ト
 
車
の

転

 

王

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
現

 
 
 
バ
イ
ト
 

ン
ス
ト

ラ
ボ
 

王
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怠
惰

と
ま

や

て
い
た
の
は
こ
ん
な
感
じ
な
ん
で
す
よ

  

人

 
怠
惰

あ
れ

り

 
狗
神

バ
イ
ト
は
分
か
る
が
何
だ
よ
車
の

転

て

 
怠
惰

あ

リ
ア
ル
怠
惰
さ
ん

年
前
に

許
を

た
後

 
か
ら

転
し
て
な
く
て
さ

パ

ド
ラ
イ
バ

に

 
な

て
い
た
も
ん
だ

た
か
ら

し
て
い
た
ん
だ

 
よ

車
も

た
り
し
た
か
ら
さ

そ
れ
に

月

 
か
ら
本
格
的
に

業
の
お

め
だ
か
ら

 
鈴

ん

じ

あ

王

て
何
か
な

 
怠
惰

い
や

ア
ハ
ハ

中

性

バ
か

た
ん
だ
よ

 
死
に

て

怒
か
ら
貸
し
て
も
ら

た

ク
ソ

 

来
だ

た
か
ら
さ

 
神
楽

え
は
決
ま
り
で
す
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狗
神

だ
な

 
鈴

う
ん

 

人

ギ
ル
テ

 
怠
惰

え

ち

ア

 
狗
神

ま

あ
く
本
当
に

奴
は

録
で
も

な

 
神
楽

と
り
あ
え
ず

も
何
も
な
い
で
す
そ
し
て
次
回
と

 
い

て
も
明
日
ま
た
投
稿
し
ま
す
の
で
お
楽
し
み
に

 
し
て
い
て
く
だ
さ
い

 
鈴

え

怠
惰
は
ど
う
し
た

て

知
ら
な
い
方
が
良
い

 
事
も
あ
る
ん
だ
よ

結
構
グ
ロ
テ
ス
ク
に
な

て
い

 
る
か
ら
見
せ
れ
な
い
ん
だ
よ

と
り
あ
え
ず
明
日
は

 
投
稿
さ
せ
る
の
で
見
に
来
て

 
狗
神

そ
し
て
⻑
ら
く
す
ま
ん
な
こ
ん
な
バ
カ
だ
が
こ
れ
か

 
ら
も
狐
組

龍
組
共
々
よ
ろ
し
く
な

 
神
楽

そ
れ
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す



 第十八章 平和の日常へ

 
鈴

ま
た
明
日
も
よ
ろ
し
く

 
狗
神

そ
ん
じ

ま
た
な
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第
４
０
５
話
 
追
跡
の
ウ

ラ
ク
商
会

 
今
晩
は

者
様

王
が

め
ら
れ
な
い

ま
ら
な
い
状

の
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

あ
の

中

性
は
本
当
に

ま
じ
い
の
一
言
で
す

そ
し
て

回
の

断
で

死
す
る
の
が

立
た

し
い
な
が
ら
も
面
白
か

た
り
し
て
い
ま
す

失

そ
れ
で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 
突
然
の
マ
イ
テ
ス
発
言
か
ら
の
聞
き
覚
え
の
あ
る

そ
し
て
ウ

ラ
ク
商
会
と
い
う
名
前
間

い
な
く
ウ

ラ
ク
本
人
の
だ

 
蓮
 

な

 
霧
雨

嘘
だ
ろ

 
霊
夢

奴
ら
こ
こ
ま
で
追

て
き
た
の

 
あ
の
迷
い
の
竹
林
を
容

く

け
て
永
遠
亭
に
来
る
と
は

れ

る
な

格
子

か
ら

ラ
リ

と

く
と
そ
こ
に
は
メ
ガ

ン
を

つ
ウ

ラ
ク
を

に
黒
ず
く
め
の

中
が
ア
サ
ル
ト
ラ
イ

フ
ル
な
ど
の

を
手
に

て
い
る
の
が
分
か
る
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永

さ

き
の
話
の

中
の
よ
う

 
雪
竹

面
倒
ご
と
を

て
き
た
よ
う
で

 
蓮
 

す
い
ま
せ
ん
本
当
に

 
こ
れ
は
怒
ら
れ
て
も
仕
方
な
い

何
せ
面
倒
ご
と
に

き
込
ん
で
し
ま

た
の
だ
か
ら

す
る

と

下
へ
と
続
く

が
開
き

夜

鈴
仙

て

の

人
が

て
く
る

 

夜

何
の
騒
ぎ
な
の

 
て

う
る
さ
い
な

 
鈴
仙

何
ご
と
で
す
か

 
蓮
 

え

ま

厄
介
事
を

て
き
て
し
ま
い
ま
し
て

 
と

え
る
と
魔
理
沙
は

れ
な
が
ら

 
霧
雨

し
か
し

奴
ら
し
つ
こ
い
に
も
程
が
あ
る

 
霊
夢

と
い
う
か
魔
理
沙

面
倒
ご
と
を
引
き
起
こ
し
た
張

 
本
人
は
貴
女
な
ん
だ
か
ら
そ
れ
相

に
け
じ
め
を
つ

 
け
て
き
な
さ
い
よ

 
霧
雨

そ
れ

が
死

て
か
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霊
夢

現
に
あ
ん
た
が
そ
ん
な
も
ん

て
く
る
か
ら
こ
う

 
な

た
ん
で
し

う

 
蓮
 

人
共

今
は
喧
嘩
し
て
い
る
場
合
じ

な
い
か
ら

 
喧
嘩
す
る
な
ら
後
で
や

て
く
れ
な
か
な

 

人
を
仲
裁
す
る
と

い
に
そ

を

き
出
す

こ
の

人
は
本
当
に
な
ん
だ
か
な

 

夜

え

と
ど
う
い
う
状
況
な
の
か
し
ら

 
永

姫
様
達
に
あ
る
程
度
の
事
を
教
え
ま
す

 
そ
う
し
て
永

に
今
ど
う
い
う
状
況
か
の
説
明
を
受
け
る
と

夜
鈴
仙
て

は

れ
た

で

分
達
を
見
て
く
る

 

夜

な
る

ど
だ
か
ら
厄
介
事
を
こ

ち
に

て
き
た

 
と
い
う
こ
と

 
て

こ
れ
は

れ
を
通
り
越
し
て
何
に
も
言
え
な
い
よ

 
蓮
 

本
当
に
ご
め
ん
な
さ
い

 
雪
竹

ま

ま

そ
れ
よ
り
も
そ
の

て

 
霧
雨

あ

こ
れ
だ
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そ
う
言
い
魔
理
沙
は

を
見
せ
る

雪
竹
は
マ
ジ
マ
ジ
と
見
な
が
ら
ゆ

く
り
手
を

へ
と

し
出
し
て
い
く

す
ぐ
さ
ま
魔
理
沙
は

を
隠
す
よ
う
に

ち

 
霧
雨

お
い
無
闇
に

ん
な
よ

 
雪
竹

う

え

今

分
は

ろ
う
と
し
て
い
ま

 
し
た
か

 
霊
夢

あ
ん
た
大

な
の

 
雪
竹

な
ん
か

こ
う
言

に
で
き
な
い
ん
で
す
が

 
と

雪
竹
が
言
い
か
け
た
次
の

間

 
ウ

無

で
す
か

無

な
ん
で
す
か

そ
う
で
す
か
分

 
か
り
ま
し
た
こ
の
ウ

ラ
ク
さ
ん
も
少
し
ば
か
り
ご

 
立

に
な
り
ま
し
た
今
か
ら

内
に

を
現

 
さ
な
け
れ
ば
こ
の

物
ご
と
破
壊
し
ま
す

 

ざ
け
た
感
じ
で
そ
う
言

て
き
た

格
子

か
ら

く
と
黒
ず
く
め
の
数
人
が
突
起
物

が
出
て
い
る

の
よ
う
物
を

に

ぎ
な
が
ら

ち

を
下

て

を
つ
い
て
構
え
て
い
た

あ
れ

て
ま
さ
か
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蓮
 

ろ
ろ
ろ
ロ
ケ

ト
ラ
ン

 

的
に

に
そ
う
だ

そ
れ
も
ロ
ケ

ト
ラ
ン

を
構
え
て
い
る
の
は

人
だ
け
で
は

く

人
近
く
が
構
え
て
い
る
の
だ

あ
ん
な
の
一

に
射
た
れ
た
ら
た
ま

た
も
ん
じ

な
い

 
霧
雨

お
前
が

く

て
こ
と
は

バ
い
の
か

 
蓮
 

み
ん
な
的
に
分
か
り
や
す
く
言
う
な
ら
真

ぐ
飛

 
ぶ

弾

て
言
え
ば
良
い

 
霊
夢

な

 
鈴
仙

ば
ば

弾

 
弾
丸
ご
と
き
な
ら
今
の

分
の
一

刀
で
ど
う
に
か
で
き
る
が
ロ
ケ

ト
弾
は
流
石
に
無
理

だ

斬
る
た
め
に
当
て
た

間
に

発
す
る
の
が
目
に
見
え
て
い
る

と
い
う
か
一

に

発

近
く

て
時

で

が
お
か
し
い

 
ウ

は

い

き
り
ま
し
た

り

で
ぶ

 

な
し
ま

す

 
霊
夢

こ
こ
の
不

不
死
達
は
と
も
か
く

達
は
出
な
い
と

 
死
ぬ
わ
よ
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霧
雨

流
石
に
出
な
い
と
ま
ず
い
よ
な

 
蓮
 

と

と
り
あ
え
ず
行
こ
う

 
本
当
に
行
か
な
い
と

奴
ら
マ
ジ
な
話
で
ぶ

な
し
て
く
る

 
永

な
ら

達
も
行
く
わ
こ
こ
は

達
の
家
で
あ
り
そ
の

 
家
に
向
か

て
ロ
ケ

ト
ラ
ン

を
射
と
う
と

 
し
て
い
る

奴
ら
に
少
し
お

を

え
な
い
と
い
け

 
な
い
わ

 

夜

念
の
た
め
に

も
行
き
ま
し

う

て

は

の
因

 
幡
達
を

そ
し
て
鈴
仙
は
つ
い
て
き
て
頂

 
て

ア
イ
サ

 
鈴
仙

分
か
り
ま
し
た

 
雪
竹

な
ら

分
も

 
と

雪
竹
が
言
お
う
と
す
る
と
永

は
首
を

に

り

 
永

い
い
え
貴
女
は
て

達

因
幡
の
兎
達
を
守

て

 
雪
竹

で
す
が



 第４０５話 追跡のウァラク商会

 

夜

大

達
を

じ
な
さ
い

 

人
か
ら
言
わ
れ
た
雪
竹
は

々
と

 
雪
竹

分
か
り
ま
し
た

 
霧
雨

な
ら
こ
い
つ
も
頼
め
な
い
か

 
そ
う
言
い
魔
理
沙
は

を
雪
竹
に

し
出
す

 
雪
竹

え

で
す
が

 
霧
雨

奴
ら
に

さ
れ
る
ぐ
ら
い
な
ら
お
前
に

す
だ
か

 
ら
絶
対
に
守
り
き
れ
よ

 
雪
竹

分
か
り
ま
し
た

 
と

雪
竹
が
受
け

る
と

 
ウ

後

 
ウ

ラ
ク
が
カ
ウ
ン
ト

ウ
ン
を
始
め
る

く
行
か
な
け
れ
ば

 
蓮
 

く
行
き
ま
し

う

 
霊
夢

え

 
そ
う
し
て
蓮
達
は
急
い
で
外
へ
と
飛
び
出
す
の
だ

た

た
て

と
雪
竹
は
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て

は
急
い
で

さ
せ
る
か
ら
護

を
お
願
い

 
雪
竹

え

 
て

も
続
い
て
因
幡
達
を

さ
せ
る
た
め
に
す
ぐ
に

下
へ
と
出
る

そ
れ
に
続
き

下
へ

と
出
て

 
雪
竹

さ
ん
ど
う
か
ご
無
事
で

 
そ
う

き

下
を
歩
き
出
し
た
そ
の

間

 

 

よ
う
や
く

 
雪
竹

 
ど
こ
か
ら
か
何
者
か
の

が
聞
こ
え
だ
し
雪
竹
は
す
ぐ
さ
ま

り
を
見

す
が
ど
こ
に
も
そ
の

者
は
い
な
い

 
雪
竹

何
が

ぐ

 
そ
し
て
雪
竹
の
意
識
は

ツ
リ
と

え
地
面
に
倒
れ
る
の
だ

た

 
怠
惰

て
な

で
今
回
は
こ
こ
ま
で
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狗
神

や

り
生
き
て
や
が
る

 
鈴

怠
惰
く
ん
の
ク
ロ

ン

体
目
も

し
て
本
体
を

 

き
出
そ
う
か

 
怠
惰

ハ

ハ

ハ

オ
リ
ジ

ル
は
キ
ツ
い
か
ら

め

 
て
お
い
た
方
が

の
た
め
だ

 
神
楽

え

何
で
で
す
か

 
怠
惰

オ
リ
ジ

ル
の

体
は
少
し
気
を

く
と

霧
が

 
出
て
み
ん
な
死
ん
じ

う
か
も
よ

 
狗
神

迷

な
野

だ
な

 
神
楽

に
は

は

き
ま
せ
ん
け
ど

 
鈴

生
き
て
る
バ
ル
サ
ン

 
怠
惰

お
い

ラ

が
バ
ル
サ
ン
だ
何
な
ら

の
お
前
を

 
バ
ル
サ
ン
し
て
や
ろ
う
か
そ
れ
と

の

は

を

 
一
気
に

化
さ
せ
て

び
だ
ら
け
に
す
る
け
ど

 
や

て
や
ろ
う
か
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人

ご
め
ん
な
さ
い

 
怠
惰

ま

が
悪
い
か
ら
仕
方
な
い
け
ど

さ
て
さ

 
て
こ
ん
な
話
し
は
と
も
か
く
次
回
は
ウ

ラ
ク
と

 
の
対
面
で
す
ど
う
な
る
か
お
楽
し
み
に
し
て
い
て

 
下
さ
い
そ
れ
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
鈴

次
回
も

明
日

日

だ
よ

 
怠
惰

え

と
明
日
は

ケ

ン
投
稿
し
て
東
方
は
お
休

 
み
で
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
と
い
う
か

 
ま
だ
書
け
て
い
な
い
の
で
す

 
神
楽

え

と
そ
れ
で
は

者
様

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し

 
く
お
願
い
し
ま
す

 
狗
神

そ
ん
じ

ま
た
な
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第
４
０
６
話
 
ウ

ラ
ク
商
会
 
軍
事
顧
問

 
こ
ん
ば
ん
は

者
様

王

も
よ
う
や
く
ラ
ス
ボ
ス
近
く
ま
で

達
し
そ
う
な
怠
惰
の
ク

ソ
悪
魔
で
す

次
で

戦
目
だ

失

そ
れ
で
は
少
し
遅
れ
ま
し
た
が
そ
ろ
そ
ろ

本
編
へ
ど
う

 
ウ

ラ
ク
の

を
受
け

分
達
は
外
へ
と
飛
び
出
し

 
蓮
 

ロ
ケ

ト
ラ
ン

を
撃
つ
の
ち

と
待

て

 
下
さ
い

 
そ
う
言
う
と
ウ

ラ
ク
は

リ
と

笑
み

 
ウ

よ
う
や
く
来
ま
し
た
か

構
え
を

め
て
く
だ
さ
い

 
と
ウ

ラ
ク
の
一
言
で
黒
ず
く
め
達
は
ロ
ケ

ト
ラ
ン

を
構
え
る
の
を

め
る

そ

し
て

と
笑
う
が
す
ぐ
に

い
た

を
し
て

 
ウ

お

と
始
め
て
お
見
え
す
る
お
客
人
達
が
い
ま
す
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な
ら

め
ま
し
て

は

会
社
ウ

ラ
ク
商
会
の

 
社
⻑
を
し
て
い
る
ウ

ラ
ク
と
言
い
ま
す

後
お
見

 
知
り
お
き
を

 

夜

え

あ

ど
う
も

 
名
刺
を

り
出
し
近
づ
こ
う
と
す
る
が
す
ぐ
に

下
の
黒
ず
く
め
に

え
ら
れ
る

 
ウ

こ

こ
ら
名
刺

は
社
会
に
出
る
者
と
し
て

 
な

で
す
よ

 
蓮
 

め

名
刺

て

 
鈴
仙

あ
の
人

こ
こ
ま
で
来
て
名
刺

 
も
う

対
し
て
い
る
の
に
名
刺

も
何
も
あ
る
わ
け
な
い
だ
ろ

 
永

わ
ざ
わ
ざ
名
刺

す
る
た
め
に
そ
ん
な
危
険
物
を

 

え
て
ま
で
こ
こ
に
来
た
わ
け
で
は
な
い
で
し

う

  
ウ

お

と
そ
う
で
し
た

こ
れ
は
失

を

し
ま
し
た

 
ご

人

話
を
戻
し
ま
し

う
か
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黒
ず
く
め
は

え
る
の
を

め
る
と
ウ

ラ
ク
は

ク
タ
イ
を

め
て
閉
め

し

 
ウ

で
ま

最
後
に
な
る
か
も
な
の
で
聞
か
せ
て
い
た
だ

 
き
た
い
の
で
す
け
れ
ど
あ
の

を
売

て
い
た
だ
け

 
ま
せ
ん
か

 
と
神
社
で
言

て
き
た
事
を
再
び
聞
い
て
く
る

え
よ
う
と
す
る
と
魔
理
沙
が
前
へ
と
出

て 
霧
雨

売
ら
な
い

て
言

て
る
だ
ろ

何
度
も
し
つ
こ
い

 

お
前

 
ウ

様
で
ご
ざ
い
ま
す
か

仕
方
な
い
で
す

撃
ち
方

 
用
意

 
ウ

ラ
ク
が
手
を
上

合
図
を
出
し
た

間
に

下
の
黒
ず
く
め
達
は
一

に

を
構
え
る

そ
の
中
に
は
ロ
ケ

ト
ラ
ン

を
構
え
る
者
も
い
た

 

夜

人
様
の
家
で
そ
ん
な
物
騒
な
物
を
構
え
た
貴
方
の

 
か
さ
今
こ
こ
で
教
え
ま
し

う
か

 
永

因
み
に
退
く
の
で
あ
る
な
ら

た
ち
は
追
わ
な
い
で
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お
く
わ
よ

 
と
永

が
忠
告
の
意

を
込
め
て
言
う
の
だ
が
ウ

ラ
ク
は
そ
の

い
少
年
の
容

に
は

合
わ
な
い
ぐ
ら
い
の
不

な
笑
み
で

 
ウ

退
け
と

笑
わ
せ
て
く
れ
ま
す

退
く
わ
け
な
い

 
で
し

う
に

し
か
し

念
で
仕
方
な
い
こ
れ
で
も

 

は
平
和

義
者
な
の
で
す
が

総
員

撃
ち
方

 
は
じ

 
ウ

ラ
ク
の
合
図
で
全
員
が
引
き

を
引
き

め
始
め
る

す
ぐ
さ
ま

分
達
も
構
え
た
そ
の

後
 

 

呪

 
無

別
発
火
の

 
と
何
処
か
ら
か
聞
い
た
こ
と
の
あ
る

が
聞
こ
え
る
と
大

の

が
ウ

ラ
ク
達
へ
と
飛
ん

で
い
く

 
ウ

こ
れ
は
な

 
何
か
と
ウ

ラ
ク
が

え
よ
う
と
し
た

間
そ
の
場
で
大

発
が
起
き
炎
が
ウ

ラ
ク
達
を
包

み
込
ん
だ
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霊
夢

な
に
こ
れ

 
蓮
 

こ
の
技

て
ま
さ
か

 

が
飛
ん
で
き
た
方
向
を
見
る
と
そ
こ
に
は
⻑
い
白

で
紅
い
も
ん

を
着
て
い
る

染
み
の

の
少
女
が
い
た

 

夜

あ
ら

か
と
思
え
ば

じ

な
い

 
妹
紅

が

だ
こ
の

の

が

 
そ
れ
は
妹
紅
だ

だ
が
こ
の
局
面
で
来
て
く
れ
た
の
は

し
い

と
い
う
か
こ
う

ン

な
時

に
来
て
く
れ
る
と
は
さ
な
が
ら
ヒ

ロ

み
た
い
だ
な

 
妹
紅

そ
れ
で
ど
ん
な
状
況
な
ん
だ

 
そ
う
言
い

方
へ
と
近
づ
い
て
く
る

と
り
あ
え
ず
話
し
て
は
お
か
な
い
と
な

 
蓮
 

え

と
で
す

 

を
言
お
う
と
す
る
と

 
ウ

ア
ハ
ハ
ハ

 
ウ

ラ
ク
の
笑
い

が
こ
だ
ま
す

そ
し
て
炎
が

え
る
と
そ
こ
に
は

が
少
し

な
が
ら

も
ウ

ラ
ク
に

下
の
黒
ず
く
め
達
が
立

て
お
り
更
に
ウ

ラ
ク
を
守
る
か
の
よ
う
に
先
程
ま



 第十八章 平和の日常へ

で
い
な
か

た
真
⻑
い

テ

ル
で
深
紅
の
色
を
し
た

を
し
た
女
性
が
立

て
い
た

 
ウ

い
や

ロ
ケ

ト
弾
に
引
火
し
て
し
ま

た
時
は
流

 
石
に

メ
か
と
思
い
ま
し
た
が
少
し

た
だ
け
で

 

か
る
と
は
い
や
は
や
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
ア
ロ
ケ
ル
さ
ん

 
ア
ロ

断
し
す
ぎ
で
す
社
⻑

お
前
達
も
こ
ん
な

温
の

 
炎
ご
と
き
で

む
な

 

の
大
き
な

や
そ
の
出
で
立
ち
の
風

な
ど
か
ら

り
の

下
よ
り
も

か
に
強
い
と
い
う

の
は
す
ぐ
に
分
か
る

 

夜

ク
ス

温

て
言
わ
れ
ち

て

 
妹
紅

ち

ご
ち

ご
ち

と
う
る
せ

夜

 
霊
夢

し
か
し
変
な
の
が
増
え
た
わ

 
蓮
 

う
ん
こ
れ
ま
で
の
黒
ず
く
め
と
は

う

 
何
せ
オ

ラ
が

う
ん
だ

り
の
黒
ず
く
め
達
は
近
代

の
数
々
を
そ
し
て
あ
の
女
性
は

何
を
し
て
く
る
か
は
分
か
ら
な
い

言
わ
ば
未
知
数
な

だ



 第４０６話 ウァラク商会 軍事顧問

 
妹
紅

蓮

だ
い
た
い
な
感
じ
か
ら
し
て

だ
よ
な

 
蓮
 

え

分
達
か
ら
し
た
ら

れ
も
な
く

 
そ
れ
を
知
る
と
妹
紅
は
手
に
炎
を

り
出
す

そ
し
て

分
達
は
ウ

ラ
ク
達
を

む

 
ウ

し
か
し
貴
女
に
し
て
は
遅
か

た
で
す

 
ア
ロ

え

下
達
が
何
者
か
の
襲
撃
を
受
け
た
よ
う
な
の

 
で
そ
ち
ら
の
処
理
を
し
て
い
ま
し
た
ら
少
々
遅
れ
ま

 
し
た

 
ウ

な
る

ど

仕
事
は
し
て
く
れ
る
の
で
す
よ

 
ア
ロ

当
然
で
す

わ
れ
て
い
る

上

仕
事
は
こ
な
し
ま

 
す
の
で

 
何
て
会
話
を
す
る
と
ア
ロ
ケ
ル
と
呼
ば
れ
て
い
た
女
性
は
深
呼
吸
を
し
て

 
ア
ロ

一

は
名

て
お
き
ま
す

は
ア
ロ
ケ
ロ

 
元
ソ
ロ

ン

が

に
し
て

の

 
悪
魔
だ

た
者
で
す
そ
し
て
今
は

 
ウ

を

集
中



 第十八章 平和の日常へ

 
ア
ロ

え

を

し

 
ウ

ラ
ク
か
ら
の

や
り
が

り
ウ

ラ
ク
を
キ

と

み

を

く
さ
せ
る
が

い
を
し

て 
ア
ロ

ン

現

は
ウ

ラ
ク
商
会
の

 
軍
事
顧
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

 

み

み
に
な
り
な
が
ら
も
何
も
な
か

た
か
な
よ
う
に
か
の
よ
う
に
話
し
た
よ

 
霊
夢

か

集
中
な
ん
だ

 
蓮
 

み

み
た
い
だ

 
鈴
仙

何
か

子
狂
う
な

 
霧
雨

だ
が

の

に
名
を

た
悪
魔
な
ら
相
当

 
な
実
力
で
間

い
な
い
だ
ろ
う

 
ソ
ロ

ン

確
か
前
に
霊
夢
か
ら
力
を

い
化
け
て
い
た
オ
セ
と

じ
悪
魔
と
い
う

こ
と
に
な
る

本
当
に

断
で
き
な
い

 
ウ

あ

因
み
に

も
元

の

だ

た
ん
で
す

 

は
ア
ロ
ケ
ロ
さ
ん
よ
り
下
の

で
す
け
ど
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霧
雨

お
前
も
か
よ

 
何
か
そ
ん
な
感
じ
が
し
な
い
の
も
い
る
ん
だ
な

ア
ロ
ケ
ル
は
た
め

を

き

れ
た

を
し

つ
つ
も
真

な

へ
と
戻
り

分
の
黒
ス

ツ
に
手
を
か
け

 
ア
ロ

総
員
ア

ミ

備

 
と

び
黒
ス

ツ
の
ジ

ケ

ト
を
思
い

き
り
脱
ぐ
と

の
面
々
も

じ
よ
う
に
脱
ぎ
始

め
る
と
一

で

が
軍

へ
と
変
わ
る

し
か
も
ア
ロ
ケ
ル
に
限

て
は
紅
い

レ

ま
で

て
い
る

 
ア
ロ

総
員

構
え
ア
ル
フ

は
社
⻑
を
守
れ

ラ

 
は
遊
撃
し
て
社
⻑
を
手
間

ら
せ
た

を
始

だ

 
そ
れ
が
終
わ
り
次
第
で

の
物
の

す
る

総
員

 

戦
用
意

 
そ
の
一
言
で
黒
ず
く
め
だ

た
ア

ミ

達
は

を
構
え
ア
ロ
ケ
ル
も

の

ル

か
ら
ハ

ン
ド
ガ
ン
と

イ
フ
を

ち

特
の
構
え
を
す
る

 
蓮
 

ど
う
や
ら
こ
こ
か
ら
み
た
い
だ

あ
の
女
性
の
人
は
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が
や
る
か
ら

の

り

き
は

せ
て
い
い

 
霊
夢

構
わ
な
い
わ

 
霧
雨

あ

 
鈴
仙

さ
さ

と

け
ま
し

う

 
妹
紅

夜
さ

さ
と
こ
ん
な

共
を

け
る

 

夜

言
わ
れ
な
く
て
も
や
る
わ
よ

 
永

人
様
の
庭
で

き

手
や

た
そ
の
ツ
ケ
を

て

 
も
ら
い
ま
し

う
か

 
そ
う
し
て
再
び
構
え
る

そ
し
て
少
し
に
ら
み
合
い

 
ア
ロ

総
員
戦
闘
開
始

 
ア
ロ
ケ
ル
の
一
言
で
ア

ミ

達
が
襲
い
か
か
る
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
狗
神

ア
ロ
ケ
ル
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鈴

な
ん
か
こ
う
ウ

ラ
ク
と
い
い

め
な
い
奴
等

て

 
感
じ
だ
よ

 
怠
惰

で
も
ま

ウ

ラ
ク
さ
ん
と
ア
ロ
ケ
ル
さ
ん
実

は

 
話
し
や
す
い
魔
族
だ
か
ら

リ
ア
ル
に
比
べ
れ

 
ば
天
と
地
の

レ

ル
で
話
し
や
す
い
よ

 
神
楽

へ

 
怠
惰

今
回
の
よ
う
に
ウ

ラ
ク
さ
ん
は
結
構
天
然
な
方
だ

 

た
だ
商
売
と
な
る
と
真
面
目
だ
よ
現
に
今
の
会
社

 
を
大
き
く
さ
せ
た
手

が
あ
る
か
ら

 
鈴

ち
な
み
に

場
と
か
ど
う
な
の

 
怠
惰

い

イ
ト
な
会
社
だ
よ

業
も
手
当
て
つ
く
し

 
ボ

ス
だ

た
り

全

休

日
だ
し
お

も

 
良
い
し
社
員
旅
行
も
あ
る
し

場
で
の
人
間
関
係
で

 
の
相

も
受
け
ま
わ

た
り
と
社
員

人

人
の

 
性
を

し
大

に
す
る

て
い
う

会
社
だ
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た
だ
当
た
り
前
の
こ
と
だ
け
ど
し

か
り
と
仕
事

 
は
し
な
い
と
怒
ら
れ
る
け
ど

 
狗
神

な

な
ん
じ

そ
り

 
怠
惰

た
だ
ま

向
き
は
だ
け
ど

 
鈴

え

 
神
楽

裏
あ
る
ん
で
す
か

 
怠
惰

そ
の
裏
こ
そ
が
ア
ロ
ケ
ル
さ
ん
の
軍
事

だ
よ

向

 
き
は

会
社
た
だ
裏
は
武

や
ら

の
生

や

 
ア

ミ

を

す
る
大
手
の

間
軍
事

業
だ
よ

 

に

の

中
は

せ
を
売
る
商
人
ウ

ラ
ク
と
呼

 
び
裏
の

中
は
死
を
売
る
商
人
ウ

ラ
ク
と

れ
ら

 
れ
る
悪
魔
だ
か
ら

 
鈴

お

か
な

 
神
楽

裏
の

い
が
す
ご
す
ぎ
て

 
狗
神

あ
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怠
惰

さ
て
時
間
も
時
間
だ
し
今
回
は
こ
こ
ま
で
次
回
は
や

 

と
の
戦
闘
回
で
軍
事
顧
問
の
ア
ロ
ケ
ル
さ
ん
と
の

 
戦
い
だ

 
鈴

ど
う
な
る
の
か
な

 
神
楽

そ
う
で
す

 
狗
神

ま

と
り
あ
え
ず
次
回
も
よ
ろ
し
く
な
れ

 
怠
惰

は
い
で
は
ま
た
次
回

サ
ラ
バ
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第
４
０
７
話
 

ウ

ラ
ク
商
会

 

様

め
ま
し
て
お
久
し

り
で
す

怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
ご
ざ
い
ま
す

年

上
お
待

た
せ
さ
せ
て
し
ま
い

し

ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た

こ
の
通
り
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
は
復
活
を

た
し
ま
し
た

そ
れ
で
は
久
方
ぶ
り
の
再
開
の
話
を
お
楽
し
み
下
さ
い

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど

う 
真

の
迷
い
の
竹
林
そ
こ
で
は
本
来
の
幻
想
郷
で
は
聞
く

の
な
い

が
こ
だ
ま
し
て
い

た 
妹
紅

永
遠
に

え

き
ろ

 

夜

永
久
に
失
せ
な
さ
い

 
永

そ
れ

 
妹
紅
は
炎
の
術
で

夜
は

の

を

ち
永

は

と
ど
こ
か
ら
と
も
な
く

り
出
す

り
の

を
投

て
な
ど
し
て

り
来
る
ア

ミ

達
を
相
手
し



 第４０７話  ウァラク商会

 
ウ

ア
ハ
ハ
相
変
わ
ら
ず
ア
ロ
ケ
ル
さ
ん
の

は

い

 
で
す

 
霊
夢

そ
の

ぶ

て
る
あ
ん
た
を

 
霧
雨

底
的
に
ぶ
ち
の
め
し
て
や
る

 
鈴
仙

は

 
霊
夢
魔
理
沙
鈴
仙
は
ウ

ラ
ク
と
そ
の
ウ

ラ
ク
を
守
る
ア

ミ

達
へ
と

撃
を
仕

け
て
い
た

そ
し
て

心
の
蓮
は

 
ア
ロ

い

 
蓮
 

う

 
ア

ミ

達
の
リ

格
の
ア
ロ
ケ
ル
と
戦

て
い
た

ア
ロ
ケ
ル
の

イ
フ
に
よ
る

撃

を
ギ
リ
ギ
リ
で
神
楽
で
受
け
回

し
て
い
く
が
と
て
つ
も
な
く

く
て

ク
リ
し
て
い
た

妖

夢
や
玲
音
な
ど
の
近

を
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
が
そ
れ
と
は
ま
た

た

特
的
な
動
き
だ

 
ア
ロ

う
小
僧

良
い
動
き
を
す
る
な

 
蓮
 

そ
れ
は
ど
う
も

 

り
来
る

イ
フ
の
斬
撃
を
ギ
リ
ギ
リ
で
回

す
る
が
ア
ロ
ケ
ル
の

イ
フ
に
よ
る
一
撃
は
的
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確
に
急
所
を
突
こ
う
と
し
て
く
る
が
そ
れ
を
何
と
か
回

し

 
蓮
 

刀
 
無
神

斬

 
空
か
さ
ず

刀
か
ら
の
無
数
の
斬
撃
で
反
撃
を
す
る
の
だ
が
そ
れ
を

 
ア
ロ

そ
ら

そ
ら

そ
ら

 
斬
撃
に
合
わ
せ
て

イ
フ
を

る
い
斬
撃
を
相
殺
し
て
き
た

 
蓮
 

い

 
ア
ロ

斬
撃
の
回

そ
し
て
空
か
さ
ず
の
反
撃
と
色
々

 
と
人
間

れ
を
し
て
い
ま
す

な
ら
こ
れ
は
ど
う

 
回

し
ま
す
か

 
バ

ク
ス
テ

で
ア
ロ
ケ
ル
は
後
ろ
へ
と

ぶ
と
ハ
ン
ド
ガ
ン
の

を

方
へ
と

続
で

向
け
発

し
て
く
る

 
蓮
 

 
弾
丸
を

く
真

二
つ
に
斬

た

後
に
気
づ
く

撃

た
回
数
と
飛
ん
で
く
る
弾
丸
の
数

が
明
ら
か
に

う
こ
と
に

す
ぐ
さ
ま
神
楽
を
逆
手

ち
し
て

続
で
弾
丸
を
斬
る
を

り
返

す

そ
し
て
ア
ロ
ケ
ル
の
ハ
ン
ド
ガ
ン
の
弾
が

き
た
の
か
弾
が

ま
る
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蓮
 

は

は

 
ア
ロ

の
ハ
ン
ド
ガ
ン

バ

ス
ト
な
ん
で
す

 
け
ど
そ
れ
を
い
と
も
た
や
す
く
斬
る
と
は

 
弾

を

て
新
た
な
弾

を
リ
ロ

ド
を
し
つ
つ
そ
う

べ
て
き
た

ど
う
や
ら
撃

た
回
数

と
弾
丸
の
数
が

う
の
は
引
き

を

回
引
く
ご
と
に

発
の
弾
丸
が
飛
ん
で
き
た
た
め
だ

た
の
か

 
ア
ロ

面
白
い
人
間
に
し
て
そ
こ
ま
で
出
来
る
貴
様
そ
れ

 
か
ら
そ
こ
の
巫
女
に
魔
法
使
い
こ
こ
の
人
間
は
と
て

 
も
面
白
い

 
一
気
に
間
合
い
を

め

て
く
る
と
高

で

イ
フ
を

る

て
く
る

神
楽
で
受
け
き
る

が
突
然

で
の

り
上

撃
を
仕

け
て
き
た

 
蓮
 

こ
の

 
す
ぐ
さ
ま

を
引
き

き

り
を

ロ

ク
す
る

ア
ロ
ケ
ル
は
楽
し
そ
う
に

リ
と
笑
う

と
今
度
は

ハ
ン
ド
ガ
ン
で

り
か
か

て
く
る

 
蓮
 

神
楽
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悪
⻤
を
出
現
さ
せ
ハ
ン
ド
ガ
ン
を

ロ

ク
し

も
う

体
の
悪
⻤
で
ア
ロ
ケ
ル
に

り
か

か
る
が

 
ア
ロ

ロ

ク
し
た
程
度
で

子
に

る
な

 

ロ

ク
さ
れ
て
い
る
状

で
ハ
ン
ド
ガ
ン
を

り
か
か
る
悪
⻤
へ
と
発

し

滅
さ
せ
る

 
ア
ロ

ん

 
蓮
 

く

 
気
で
吹

飛
ば
さ
れ
体
勢
を
整
え
る
と
カ
ラ
ン

ロ
ン
と
下
か
ら
音
が
な
る

見
て
み
る
と
そ

こ
に
は
丸
い
玉
が
あ

た

こ
れ
ま
さ
か

 
蓮
 

結
界

 
す
ぐ
さ
ま
結
界
を
張
る
と
大
き
な

発
が
起
こ
る

 
蓮
 

や

り
手

弾

 

発
が

み
結
界
を
解
い
た

間
に

を

り
裂
く
よ
う
に
今
度
は
無
数
の
弾
丸
が
襲
い
か

か

て
く
る

 
蓮
 

こ
の

 

跡
が

る

度
で
刀
を

る
い
弾
丸
を
弾
き
飛
ば
す

弾
丸
の
雨
が

み
見
て
み
る
と
そ
こ
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に
は
ア
サ
ル
ト
ラ
イ
フ
ル
を
構
え
る
ア
ロ
ケ
ル
の

が
あ

た

 
ア
ロ

や
は
り
見
事
だ

 
ア
サ
ル
ト
ラ
イ
フ
ル
を
投

て
再
び

イ
フ
と
ハ
ン
ド
ガ
ン
を
構
え
る

 
ア
ロ

良
い

を
し
て
い
る
な

 
蓮
 

そ
れ
は
ど
う
も

 
神
楽
を

へ
と

め
何
時
で
も

刀
で
き
る
よ
う
に
構
え
る

す
る
と

 
ア
ロ

お
前
が
良
け
れ
ば

の

下
に

 
蓮
 

な
る
気
は
な
い
で
す

 
と
キ

パ
リ
と
言
う
と
ア
ロ
ケ
ル
は
少
し

念
そ
う
な

を
す
る
が
今
度
は

を
少
し

く

し
て

 
ア
ロ

そ

か

だ
が
そ
こ
も
良
い
な
ら

の
男
に

 
蓮
 

そ
れ
は
更
に
な
い
で
す
と
い
う
か

に
は

に

人

 
は
い
る
の
で

 
ア
ロ

そ

そ
う
か

 
ウ

ア
ハ
ハ
ハ

ア
ロ
ケ
ル
さ
ん
こ
れ
で

続
で
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ら
れ
て
や
ん
の

し
か
も

ら
れ
方
が
今
ま
で
一
番

 

い
と
き
た

 
と
遠
く
の
方
で
ウ

ラ
ク
の
笑
い

が
聞
こ
え
て
く
る

ア
ロ
ケ
ル
を
見
る
と
体
を

ル

ル
と

わ
せ

間
に
シ

を

て
い
た

 
ア
ロ

よ
し

殺
す

 
蓮
 

て
そ
れ
た
だ
の
八
つ
当
た
り

 
キ
レ
た
ア
ロ
ケ
ル
の

イ
フ
や
体
術
を
使

て
再
び

撃
を
仕

け
て
く
る
が
受
け
流
し
時
に

は
回

し
て
と

を

ぎ
な
が
ら
も

 
蓮
 

次
は

の
タ

ン
で
す

 
ア
ロ
ケ
ル
を
弾
き
飛
ば
し

分
も

撃
に
よ
る
反
撃
に
出
る

上

中

下

と
斬

て

は
構
え
を
変
え
て
と

撃
す
る
が
ア
ロ
ケ
ル
の

イ
フ
で
受
け
流
さ
れ
た
ぐ
い
ま
れ
な
る

体
能

力
で
回

を
さ
れ
て
し
ま
う

 
ア
ロ

貴
様
ご
と
き
の

の

り
な
ど
遅
く
見
え
る
な

 
蓮
 

そ
う
だ

 
こ
こ
で

と
思
い
出
す

そ
れ
は
嫉
妬
に
言
わ
れ
た
言

だ

波
は

何
度
も
何
度
も
引
い
て
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は
向
か

て
い
く

や
が
て
波

と
な

て
突
然
の
大
波
を

る

何
度
も

り
返
す
波
状

撃

か
ら
の
不
意
の
強

な
一
撃
そ
れ
な
ら
ば
や
れ
る
か
も
し
れ
な
い

そ
れ
を
す
る
た
め
に
は

 
蓮
 

 
ま
ず
下

で
構
え
大
き
く
深
呼
吸
し
心
を
落
ち
着
か
せ
る

そ
し
て
た
だ
無
意
識
に

く

続
で
ア
ロ
ケ
ル
へ
と
斬
り
か
か
る

 
ア
ロ

ど
う
し
た
下

に

ち
変
え

く

る

た
と

 
し
て
も

に
は
無
意

だ

 
そ
ん
な
の
ど
う
で
も
い
い

た
だ

そ
う
た
だ
無
心
で
斬
る
の
み
だ

 
ア
ロ

す
ぎ
る
な

そ
ん
な

で
何
が

 
蓮
 

頼
む
よ
神
楽

 
何
度
も
何
度
も
斬
り
つ
け
そ
し
て
一
気
に
中

へ
と

り

え
斬
り
上

る

突
然
の
斬
り
返

し
に

い
た
の
か
ア
ロ
ケ
ル
は
後
ろ
へ
と
下
が
る

 
ア
ロ

そ
の
や
り
方
レ

ア
タ
ン
の

 
蓮
 

狐
化

 
そ
し
て
霊
力
を
解
き
放
ち

狐
へ
と

を
変
え
一
気
に

け
出
し

を
構
え
る
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ア
ロ

貴
様
の

り
ぐ
ら
い
分
か

な

 
よ
う
や
く
ア
ロ
ケ
ル
は
気
づ
い
た
み
た
い
だ
な

も
う

に
神
楽
を

し
て
い
る
ん
だ

斬
り

上

た

間
に
神
楽
を
上
空
へ
と
放
り
投

た
か
ら
な

そ
れ
だ
と
近
づ
い
て
何
が
出
来
る
の

か

な
話
で
強

な
一
撃
を

き
込
む
だ
け
だ

 
蓮
 

仙
術
 
十
五
式
 
断

斬

 
解
き
放

た
霊
力
を

に
一

集
中
さ
せ

分
と

じ
ぐ
ら
い
の
大
き
な
刃
を

り
だ
す

理
久
兎
の
断

斬
よ
り
も
小
さ
な
刃
で
は
あ
る
が
そ
れ
で
も

近

の
相
手
を

き
斬
る
な

ら
も

て
こ
い
の
技
だ

そ
れ
に
そ
れ
だ
け
で
は
な
い

上
空
へ
と
投

た
神
楽
は

の
化

と
も
い
え
る
女
性
が
現
れ
本
体
の
刀
を

り
構
え

 
神
楽

妖
刀

 
天

妖
殺

 
神
楽
の
刀

を
更
に

か
せ

分
と
神
楽
に
よ
る
一

撃
を
仕

け
た
の
だ

は
断

斬
で
斬
り
上

神
楽
は
空
か
ら
勢
い
を
つ
け
て
斬
り
か
か
る

 
蓮
 

じ

り

 
神
楽

覚

 
ア
ロ

し
ま
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時

撃
は

き
回

す
る
の
が
遅
れ
た
ア
ロ
ケ
ル
へ
見
事
に

撃
を
し
断

斬
と
天

妖
殺
を
受
け
た
ア
ロ
ケ
ル
は

え
き
れ
ず
に
大
き
く
吹

飛
び

 
ア
ロ

が

 

ン

ン

 

撃
に
よ
る

弾
音
が
鳴
り

い
た

神
楽
は

分
の
隣
に
立
つ
と

 
神
楽

蓮
さ
ん

を

 

 

の
本
体
を

し
て
き
た
た
め
受
け

り

 
蓮
 

あ
り
が
と
う
神
楽

 
と
言
う
と
神
楽
の
化

は

笑
み

え
る

だ
が
こ
れ
で
ア
ロ
ケ
ル
は

い
た

霊
夢
達

の

護
を
し
な
け
れ
ば
と
思
い

り
向
こ
う
と
し
た

間

 
ア
ロ

見
事
だ

た

小
僧

 
蓮
 

 
倒
し
た

の
ア
ロ
ケ
ル
の

が
聞
こ
え
す
ぐ
さ
ま

れ
よ
う
と
し
た

間

手
を

ま
れ

負
い
投

で
投

飛
ば
さ
れ
る

 
蓮
 

ガ
ハ

ぐ



 第十八章 平和の日常へ

 
そ
し
て
す
ぐ
に

手
を
ガ

リ
と

折
す
る
ん
じ

な
い
か
と
い
う
ぐ
ら
い
の
力
で

え
込

ま
れ
る

 
ア
ロ

人
間
ご
と
き
と

て
手

を
し
す
ぎ
た
な

は

 

を
追
い

め
た
事
に

意
を

そ
う

そ
れ
と
変

 
に
動
く
な
よ

動
け
ば
そ
の
ま
ま

い
や
そ
の

 
ご
と
折
れ
る
か
ら
な

 
蓮
 

ぐ

 
ア
ロ

そ
れ
に
見
て
み
ろ

 
蓮
 

え

な

 
そ
う
言
わ
れ
て
気
づ
い
て
し
ま
う

 
霧
雨

ま
ず
い

霊
夢

 
霊
夢

 
霊
夢
や
魔
理
沙
は

さ
れ
始
め
て
お
り

 

夜

こ
い
つ
炎
を

 
妹
紅

こ

ち
の
炎
は
逆
に

か
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夜
妹
紅
は
全

を
何
か
不
思
議
な

ト
と
ガ
ス
マ
ス
ク
で

を
包
み

中
に
ボ
ン

を

負
い
炎
を
放
つ

で
追
い

め
そ
し
て

 
鈴
仙

が
は

 
永

ウ
ド
ン

 
ウ

ア
ハ
ハ
君
の
ト
リ

ク
は

に
は
通
用
し
な
い
な

 
ウ

ラ
ク
に
追
い

め
ら
れ
て
い
た

ま
さ
か

こ
こ
ま
で

倒
的
だ
と
は

 
蓮
 

せ

 
ア
ロ

無

な
あ
が
き
を
す
る
な

 

を
地
面
に

さ
え
つ
け
ら
れ
る

何
と
か
し
な
け
れ
ば
じ

な
い
と

が
危
な
い

ど
う
す

る
ど
う
す
れ
ば

そ
う
考
え
て
い
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